
改定診療報酬点数表参考資料
（令和２年４月１日実施）

日 本 医 師 会

Ⅰ．医科診療報酬点数表等
告　示 通　知

１　基本診療料
　⑴　初・再診料
　⑵　入院料等
　　通則／①入院基本料
　　②入院基本料等加算
　　③特定入院料
　　④短期滞在手術等基本料

（ 2 ）

（ 24 ）

（ 62 ）

（111）

（147）

（ 7 ）

（ 35 ）

（ 71 ）

（121）

（149）

２　特掲診療料
　⑴　医学管理等
　⑵　在宅医療
　⑶　検査
　⑷　画像診断
　⑸　投薬
　⑹　注射
　⑺　リハビリテーション
　⑻　精神科専門療法
　⑼　処置
　⑽　手術
　⑾　麻酔
　⑿　放射線治療
　⒀　病理診断

（152）

（249）

（337）

（403）

（422）

（436）

（446）

（474）

（510）

（554）

（629）

（641）

（650）

（183）

（275）

（356）

（407）

（426）

（438）

（450）

（481）

（518）

（591）

（632）

（643）

（652）

３　介護老人保健施設入所者の診療料 （658） （659）

４　経過措置 （663） ―

Ⅱ．施設基準等
告　示 通　知

○基本診療料の施設基準等
○特掲診療料の施設基準等

（664）

（805）

（713）

（844）

Ⅲ．その他
関係省令・告示・通知 （967）

○療担規則等　○掲示事項等　○複数手術　○材料価格基準
○食事療養及び生活療養　○訪問看護療養費
○様式集（基本診療料施設基準等）

※�　参考資料とは別に「新旧対照表」、「施設基準等の各種様式」を日医ホームページ（メンバー
ズルーム）に掲載しておりますので、ダウンロードしてご活用ください
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事
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＞

 

 
１

 
１

人
の

患
者

に
つ

い
て

療
養

の
給

付
に

要
す

る
費

用
は

、
第

１
章

基
本

診
療

料
及

び
第

２
章

特
掲

診
療

料
又

は
第

３
章

介
護

老
人

保
健

施
設

入
所

者
に

係
る

診
療

料
の

規
定

に
基

づ
き

算
定

さ
れ

た
点

数
の

総
計

に
1
0

円
を

乗
じ

て

得
た

額
と

す
る

。
 

 
２

 
基

本
診

療
料

は
、

簡
単

な
検

査
（

例
え

ば
、

血
圧

測
定

検
査

等
）

の
費

用
、

簡
単

な
処

置
の

費
用

等
（

入
院

の
場

合
に

は
皮

内
、

皮
下

及
び

筋
肉

内
注

射
及

び
静

脈
内

注
射

の
注

射
手

技
料

等
）

を
含

ん
で

い
る

。
 

  
３

 
特

掲
診

療
料

は
、

特
に

規
定

す
る

場
合

を
除

き
、

当
該

医
療

技
術

に
伴

い
必

要
不

可
欠

な
衛

生
材

料
等

の
費

用
を

含
ん

で
い

る
。

 

  
４

 
基

本
診

療
料

に
係

る
施

設
基

準
、

届
出

等
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
の

一
部

を
改

正
す

る
件

」
（

平
成

3
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

4
4
号

）
に

よ
る

改
正

後
の

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

（
平

成

2
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

6
2
号

）
」

に
基

づ
く

も
の

と
し

、
そ

の
具

体
的

な
取

扱
い

に
つ

い
て

は
別

途
通

知
す

る
。

 

  
５

 
特

掲
診

療
料

に
係

る
施

設
基

準
、

届
出

等
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
「

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
の

一
部

を
改

正
す

る
件

」
（

平
成

3
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

4
5
号

）
に

よ
る

改
正

後
の

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

（
平

成

2
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

6
3
号

）
」

に
基

づ
く

も
の

と
し

、
そ

の
具

体
的

な
取

扱
い

に
つ

い
て

は
別

途
通

知
す

る
。

 

  
６

 
「

診
療

報
酬

の
算

定
方

法
の

一
部

を
改

正
す

る
件

」
（

平
成

3
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

4
3
号

）
に

よ
る

改
正

後

の
診

療
報

酬
の

算
定

方
法

（
平

成
2
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

5
9
号

）
及

び
本

通
知

に
お

い
て

規
定

す
る

診
療

科
に

つ
い

て
は

、
医

療
法

施
行

令
（

昭
和

2
3
年

政
令

第
3
2
6
号

）
及

び
医

療
法

施
行

規
則

（
昭

和
2
3
年

厚
生

省
令

第
5
0

号
）

の
規

定
に

基
づ

き
、

当
該

診
療

科
名

に
他

の
事

項
を

組
み

合
わ

せ
て

標
榜

す
る

場
合

も
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

７
 

特
掲

診
療

料
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
診

療
行

為
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
医

療
安

全
の

向
上

に
資

す
る

た
め

、
当

該

診
療

行
為

を
行

う
医

師
等

の
処

遇
を

改
善

し
負

担
を

軽
減

す
る

体
制

の
確

保
に

努
め

る
こ

と
。

 

８
 

署
名

又
は

記
名

・
押

印
を

要
す

る
文

書
に

つ
い

て
は

、
自

筆
の

署
名

（
電

子
的

な
署

名
を

含
む

。
）

が
あ

る
場

合

に
は

印
は

不
要

で
あ

る
。

 

 
 

 

診
療

報
酬

の
算

定
方

法
 

 一
 

健
康

保
険

法
第

六
十

三
条

第
三

項
第

一
号

に
規

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

係
る

療
養

（
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に

関
す

る
法

律
（

以
下
「

高
齢

者
医

療
確

保
法

」
と

い
う

。）
の

規
定

に
よ

る
療

養
を

含
む

。
以

下
同

じ
。）

に
要

す
る

費

用
の

額
は

、
歯

科
診

療
以

外
の

診
療

に
あ

っ
て

は
別

表
第

一
医

科
診

療
報

酬
点

数
表

に
よ

り
、

歯
科

診
療

に
あ

っ
て

は
別

表
第

二
歯

科
診

療
報

酬
点

数
表

に
よ

り
算

定
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

指
定

す
る

病
院

の
病

棟
に

お
け

る
療

養
（

健
康

保
険

法
第

六
十

三
条

第
一

項
第

五
号

に
掲

げ
る

療
養

（
同

条
第

二
項

に
規

定
す

る
食

事
療

養
、
生

活
療

養
、
評

価
療

養
、
患

者
申

出
療

養
及

び
選

定
療

養
を

除
く

。）
及

び
そ

の
療

養
に

伴
う

同
条

第

一
項

第
一

号
か

ら
第

三
号

ま
で

に
掲

げ
る

療
養

並
び

に
高

齢
者

医
療

確
保

法
第

六
十

四
条

第
一

項
第

五
号

に
掲

げ
る

療
養

（
同

条
第

二
項

に
規

定
す

る
食

事
療

養
、

生
活

療
養

、
評

価
療

養
、

患
者

申
出

療
養

及
び

選
定

療
養

を
除

く
。
）

及
び

そ
の

療
養

に
伴

う
同

条
第

一
項

第
一

号
か

ら
第

三
号

ま
で

に
掲

げ
る

療
養

に
限

る
。
）

に
要

す
る

費
用

の
額

は
、

当
該

療
養

を
提

供
す

る
病

院
の

病
棟

ご
と

に
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
算

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

二
 

保
険

医
療

機
関

に
係

る
療

養
に

要
す

る
費

用
の

額
は

、
一

点
の

単
価

を
十

円
と

し
、

別
表

第
一

又
は

別
表

第
二

に

定
め

る
点

数
を

乗
じ

て
算

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

三
 

健
康

保
険

法
第

六
十

三
条

第
三

項
第

一
号

に
規

定
す

る
保

険
薬

局
に

係
る

療
養

に
要

す
る

費
用

の
額

は
、

別
表

第

三
調

剤
報

酬
点

数
表

に
よ

り
、
一

点
の

単
価

を
十

円
と

し
、
同

表
に

定
め

る
点

数
を

乗
じ

て
算

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

四
 

前
三

号
の

規
定

に
よ

り
保

険
医

療
機

関
又

は
保

険
薬

局
が

毎
月

分
に

つ
き

保
険

者
（

高
齢

者
医

療
確

保
法

第
七

条

第
二

項
に

規
定

す
る

保
険

者
を

い
う

。）
又

は
後

期
高

齢
者

医
療

広
域

連
合
（

同
法

第
四

十
八

条
に

規
定

す
る

後
期

高

齢
者

医
療

広
域

連
合

を
い

う
。
）
ご

と
に

請
求

す
べ

き
療

養
に

要
す

る
費

用
の

額
を

算
定

し
た

場
合

に
お

い
て

、
そ

の

額
に

一
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の

端
数

金
額

は
切

り
捨

て
て

計
算

す
る

も
の

と
す

る
。

 

五
 

特
別

の
事

由
が

あ
る

場
合

に
お

い
て

、
都

道
府

県
知

事
が

厚
生

労
働

大
臣

の
承

認
を

得
て

別
に

療
養

担
当

手
当

を

定
め

た
場

合
に

お
け

る
療

養
に

要
す

る
費

用
の

額
は

、
前

各
号

に
よ

り
算

定
し

た
額

に
当

該
療

養
担

当
手

当
の

額
を

加
算

し
て

算
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

六
 

前
各

号
の

規
定

に
よ

り
保

険
医

療
機

関
又

は
保

険
薬

局
に

お
い

て
算

定
す

る
療

養
に

要
す

る
費

用
の

額
は

、
別

に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

場
合

を
除

き
、
介

護
保

険
法
（

平
成

九
年

法
律

第
百

二
十

三
号

）
第

六
十

二
条

に
規

定
す

る

要
介

護
被

保
険

者
等

に
つ

い
て

は
、

算
定

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

七
 

別
表

第
一

か
ら

別
表

第
三

ま
で

に
お

け
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

届
出

を
行

う
保

険
医

療
機

関
又

は
保

険
薬

局
の

所

在
地

を
管

轄
す

る
地

方
厚

生
局

長
又

は
地

方
厚

生
支

局
長
（

以
下
「

地
方

厚
生

局
長

等
」
と

い
う

。）
に

対
し

て
行

う

も
の

と
す

る
。
た

だ
し

、
当

該
所

在
地

を
管

轄
す

る
地

方
厚

生
局

又
は

地
方

厚
生

支
局

の
分

室
が

あ
る

場
合

に
は

、
当

該
分

室
を

経
由

し
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 ○
厚
生
労
働
省
告
示
第

号

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
七
十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
七
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
二
年

月
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（ ）1



第１章 基本診療料

第１部 初・再診料

通則

１ 健康保険法第63条第１項第１号及び高齢者医療確保法第64条第１項第１号の規定による初診

及び再診の費用は、第１節又は第２節の各区分の所定点数により算定する。ただし、同時に２

以上の傷病について初診を行った場合又は再診を行った場合には、区分番号Ａ０００に掲げる

初診料の注５のただし書、区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注３及び区分番号Ａ００２に掲

げる外来診療料の注５に規定する場合を除き、初診料又は再診料（外来診療料を含む。）は、

１回として算定する。

２ 歯科診療及び歯科診療以外の診療を併せて行う保険医療機関にあっては、歯科診療及び歯科

診療以外の診療につき、それぞれ別に初診料又は再診料（外来診療料を含む。）を算定する。

３ 入院中の患者（第２部第４節に規定する短期滞在手術等基本料を算定する患者を含む。）に

対する再診の費用（区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注５及び注６に規定する加算並びに区

分番号Ａ００２に掲げる外来診療料の注８及び注９に規定する加算を除く。）は、第２部第１

節、第３節又は第４節の各区分の所定点数に含まれるものとする。

第１節 初診料

区分

Ａ０００ 初診料 288点

注１ 保険医療機関において初診を行った場合に算定する。

２ 病院である保険医療機関（特定機能病院（医療法（昭和23年法律第205号）第

４条の２第１項に規定する特定機能病院をいう。以下この表において同じ。）及

び地域医療支援病院（同法第４条第１項に規定する地域医療支援病院をいう。以

下この表において同じ。）（同法第７条第２項第５号に規定する一般病床（以下

「一般病床」という。）に係るものの数が200未満の病院を除く。）に限る。）

であって、初診の患者に占める他の病院又は診療所等からの文書による紹介があ

るものの割合等が低いものにおいて、別に厚生労働大臣が定める患者に対して初

診を行った場合には、注１の規定にかかわらず、214点を算定する。

３ 病院である保険医療機関（許可病床（医療法の規定に基づき許可を受け、若し

くは届出をし、又は承認を受けた病床をいう。以下この表において同じ。）の数

が400床以上である病院（特定機能病院、地域医療支援病院及び一般病床に係る

ものの数が200未満の病院を除く。）に限る。）であって、初診の患者に占める

他の病院又は診療所等からの文書による紹介があるものの割合等が低いものにお

いて、別に厚生労働大臣が定める患者に対して初診を行った場合には、注１の規

定にかかわらず、214点を算定する。

４ 医療用医薬品の取引価格の妥結率（当該保険医療機関において購入された使用

薬剤の薬価（薬価基準）（平成20年厚生労働省告示第60号。以下「薬価基準」と

いう。）に収載されている医療用医薬品の薬価総額（各医療用医薬品の規格単位

数量に薬価を乗じた価格を合算したものをいう。以下同じ。）に占める卸売販売

業者（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭

和35年法律第145号）第34条第３項に規定する卸売販売業者をいう。）と当該保

険医療機関との間での取引価格が定められた薬価基準に収載されている医療用医

薬品の薬価総額の割合をいう。以下同じ。）に関して別に厚生労働大臣が定める

施設基準を満たす保険医療機関（許可病床数が200床以上である病院に限る。）

において初診を行った場合には、注１の規定にかかわらず、特定妥結率初診料と

して、214点を算定する。

５ １傷病の診療継続中に他の傷病が発生して初診を行った場合は、それらの傷病

に係る初診料は、併せて１回とし、第１回の初診のときに算定する。ただし、同

一保険医療機関において、同一日に他の傷病について、新たに別の診療科を初診

として受診した場合は、２つ目の診療科に限り144点（注２から注４までに規定
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する場合にあっては、107点）を算定できる。ただし書の場合においては、注６

から注10までに規定する加算は算定しない。

６ ６歳未満の乳幼児に対して初診を行った場合は、乳幼児加算として、75点を所

定点数に加算する。ただし、注７又は注８に規定する加算を算定する場合は算定

しない。

７ 保険医療機関が表示する診療時間以外の時間（深夜（午後10時から午前６時ま

での間をいう。以下この表において同じ。）及び休日を除く。以下この表におい

て同じ。）、休日（深夜を除く。以下この表において同じ。）又は深夜において

初診を行った場合は、時間外加算、休日加算又は深夜加算として、それぞれ85点

、250点又は480点（６歳未満の乳幼児の場合にあっては、それぞれ200点、365点

又は695点）を所定点数に加算する。ただし、専ら夜間における救急医療の確保

のために設けられている保険医療機関にあっては、夜間であって別に厚生労働大

臣が定める時間において初診を行った場合は、230点（６歳未満の乳幼児の場合

にあっては、345点）を所定点数に加算する。

８ 小児科を標榜する保険医療機関（注７のただし書に規定するものを除く。）に
ぼう

あっては、夜間であって別に厚生労働大臣が定める時間、休日又は深夜（当該保

険医療機関が表示する診療時間内の時間に限る。）において６歳未満の乳幼児に

対して初診を行った場合は、注７の規定にかかわらず、それぞれ200点、365点又

は695点を所定点数に加算する。

９ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関（診療所に限る。）

が、午後６時（土曜日にあっては正午）から午前８時までの間（深夜及び休日を

除く。）、休日又は深夜であって、当該保険医療機関が表示する診療時間内の時

間において初診を行った場合は、夜間・早朝等加算として、50点を所定点数に加

算する。ただし、注７のただし書又は注８に規定する加算を算定する場合にあっ

ては、この限りでない。

10 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（許可病床数が200床未満の病院又は診療所に限る。）

において初診を行った場合は、機能強化加算として、80点を所定点数に加算する

。

第２節 再診料

区分

Ａ００１ 再診料 73点

注１ 保険医療機関（許可病床のうち一般病床に係るものの数が200以上のものを除

く。）において再診を行った場合に算定する。

２ 医療用医薬品の取引価格の妥結率に関して別に厚生労働大臣が定める施設基準

を満たす保険医療機関（許可病床数が200床以上である病院に限る。）において

再診を行った場合には、注１の規定にかかわらず、特定妥結率再診料として、54

点を算定する。

３ 同一保険医療機関において、同一日に他の傷病について、別の診療科を再診と

して受診した場合は、注１の規定にかかわらず、２つ目の診療科に限り、37点（

注２に規定する場合にあっては、27点）を算定する。この場合において、注４か

ら注８まで及び注10から注14までに規定する加算は算定しない。

４ ６歳未満の乳幼児に対して再診を行った場合は、乳幼児加算として、38点を所

定点数に加算する。ただし、注５又は注６に規定する加算を算定する場合は算定

しない。

５ 保険医療機関が表示する診療時間以外の時間、休日又は深夜において再診を行

った場合は、時間外加算、休日加算又は深夜加算として、それぞれ65点、190点

又は420点（６歳未満の乳幼児の場合にあっては、それぞれ135点、260点又は590

点）を所定点数に加算する。ただし、区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注７の
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ただし書に規定する保険医療機関にあっては、同注のただし書に規定する時間に

おいて再診を行った場合は、180点（６歳未満の乳幼児の場合にあっては、250点

）を所定点数に加算する。

６ 小児科を標榜する保険医療機関（区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注７のた
ぼう

だし書に規定するものを除く。）にあっては、夜間であって別に厚生労働大臣が

定める時間、休日又は深夜（当該保険医療機関が表示する診療時間内の時間に限

る。）において６歳未満の乳幼児に対して再診を行った場合は、注５の規定にか

かわらず、それぞれ135点、260点又は590点を所定点数に加算する。

７ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注９に規定する別に厚生労働大臣が定める

施設基準を満たす保険医療機関（診療所に限る。）が、午後６時（土曜日にあっ

ては正午）から午前８時までの間（深夜及び休日を除く。）、休日又は深夜であ

って、当該保険医療機関が表示する診療時間内の時間において再診を行った場合

は、夜間・早朝等加算として、50点を所定点数に加算する。ただし、注５のただ

し書又は注６に規定する場合にあっては、この限りでない。

８ 入院中の患者以外の患者に対して、慢性疼痛疾患管理並びに別に厚生労働大臣
とう

が定める検査並びに第７部リハビリテーション、第８部精神科専門療法、第９部

処置、第10部手術、第11部麻酔及び第12部放射線治療を行わないものとして別に

厚生労働大臣が定める計画的な医学管理を行った場合は、外来管理加算として、

52点を所定点数に加算する。

９ 患者又はその看護に当たっている者から電話等によって治療上の意見を求めら

れて指示をした場合においても、再診料を算定することができる。ただし、この

場合において、注８の外来管理加算、注12の地域包括診療加算及び注13の認知症

地域包括診療加算は算定しない。

10 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（診療所に限る。）において再診を行った場合には、当

該基準に係る区分に従い、次に掲げる点数をそれぞれ所定点数に加算する。

イ 時間外対応加算１ ５点

ロ 時間外対応加算２ ３点

ハ 時間外対応加算３ １点

11 個別の費用の計算の基礎となった項目ごとに記載した明細書の発行等につき別

に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関（診療所に限る。）を受

診した患者については、明細書発行体制等加算として、１点を所定点数に加算す

る。

12 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（診療所に限る。）において、脂質異常症、高血圧症、

糖尿病又は認知症のうち２以上の疾患を有する患者に対して、当該患者の同意を

得て、療養上必要な指導及び診療を行った場合には、地域包括診療加算として、

当該基準に係る区分に従い、次に掲げる点数を所定点数に加算する。

イ 地域包括診療加算１ 25点

ロ 地域包括診療加算２ 18点

13 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関（診療所に限る。）

において、認知症の患者（認知症以外に１以上の疾患（疑いのものを除く。）を

有するものであって、１処方につき５種類を超える内服薬の投薬を行った場合及

び１処方につき抗うつ薬、抗精神病薬、抗不安薬又は睡眠薬を合わせて３種類を

超えて投薬を行った場合のいずれにも該当しないものに限る。）に対して、当該

患者又はその家族等の同意を得て、療養上必要な指導及び診療を行った場合には

、認知症地域包括診療加算として、当該基準に係る区分に従い、次に掲げる点数

を所定点数に加算する。

イ 認知症地域包括診療加算１ 35点
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ロ 認知症地域包括診療加算２ 28点

14 注12又は注13の場合において、他の保険医療機関に入院した患者又は介護保険

法第８条第28項に規定する介護老人保健施設（以下「介護老人保健施設」という

。）に入所した患者について、当該他の保険医療機関又は介護老人保健施設と連

携して薬剤の服用状況や薬剤服用歴に関する情報共有等を行うとともに、当該他

の保険医療機関又は介護老人保健施設において処方した薬剤の種類数が減少した

場合であって、退院後又は退所後１月以内に当該他の保険医療機関又は介護老人

保健施設から入院中又は入所中の処方内容について情報提供を受けた場合には、

薬剤適正使用連携加算として、退院日又は退所日の属する月から起算して２月目

までに１回に限り、30点を更に所定点数に加算する。

Ａ００２ 外来診療料 74点

注１ 許可病床のうち一般病床に係るものの数が200以上である保険医療機関におい

て再診を行った場合に算定する。

２ 病院である保険医療機関（特定機能病院及び地域医療支援病院に限る。）であ

って、初診の患者に占める他の病院又は診療所等からの文書による紹介があるも

のの割合等が低いものにおいて、別に厚生労働大臣が定める患者に対して再診を

行った場合には、注１の規定にかかわらず、55点を算定する。

３ 病院である保険医療機関（許可病床数が400床以上である病院（特定機能病院

及び地域医療支援病院を除く。）に限る。）であって、初診の患者に占める他の

病院又は診療所等からの文書による紹介があるものの割合等が低いものにおいて

、別に厚生労働大臣が定める患者に対して再診を行った場合には、注１の規定に

かかわらず、55点を算定する。

４ 医療用医薬品の取引価格の妥結率に関して別に厚生労働大臣が定める施設基準

を満たす保険医療機関において再診を行った場合には、注１の規定にかかわらず

、特定妥結率外来診療料として、55点を算定する。

５ 同一保険医療機関において、同一日に他の傷病について、別の診療科を再診と

して受診した場合は、注１の規定にかかわらず、２つ目の診療科に限り37点（注

２から注４までに規定する場合にあっては、27点）を算定する。この場合におい

て、注６のただし書及び注７から注９までに規定する加算は算定しない。

６ 第２章第３部検査及び第９部処置のうち次に掲げるものは、外来診療料に含ま

れるものとする。ただし、第２章第３部第１節第１款検体検査実施料の通則第３

号に規定する加算は、外来診療料に係る加算として別に算定することができる。

イ 尿検査

区分番号Ｄ０００からＤ００２－２までに掲げるもの

ロ 糞便検査
ふん

区分番号Ｄ００３（カルプロテクチン（糞便）を除く。）に掲げるもの
ふん

ハ 血液形態・機能検査

区分番号Ｄ００５（ヘモグロビンＡ１ （ＨbＡ１ ）、デオキシチミジンキC Ｃ

ナーゼ（ＴＫ）活性、ターミナルデオキシヌクレオチジルトランスフェラーゼ

（ＴｄＴ）、骨髄像及び造血器腫瘍細胞抗原検査（一連につき）を除く。）に

掲げるもの

ニ 創傷処置

100平方センチメートル未満のもの及び100平方センチメートル以上500平方

センチメートル未満のもの

ホ 削除

ヘ 皮膚科軟膏処置
こう

100平方センチメートル以上500平方センチメートル未満のもの

ト 膀胱洗浄
ぼうこう

チ 腟洗浄
ちつ
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リ 眼処置

ヌ 睫 毛抜去
しよう

ル 耳処置

ヲ 耳管処置

ワ 鼻処置

カ 口腔、咽頭処置
くう

ヨ 間接喉頭鏡下喉頭処置

タ ネブライザー

レ 超音波ネブライザー

ソ 介達牽引
けん

ツ 消炎鎮痛等処置

７ ６歳未満の乳幼児に対して再診を行った場合は、乳幼児加算として、38点を所

定点数に加算する。ただし、注８又は注９に規定する加算を算定する場合は算定

しない。

８ 保険医療機関が表示する診療時間以外の時間、休日又は深夜において再診を行

った場合は、時間外加算、休日加算又は深夜加算として、それぞれ65点、190点

又は420点（６歳未満の乳幼児の場合にあっては、それぞれ135点、260点又は590

点）を所定点数に加算する。ただし、区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注７の

ただし書に規定する保険医療機関にあっては、同注のただし書に規定する時間に

おいて再診を行った場合は、180点（６歳未満の乳幼児の場合においては、250点

）を所定点数に加算する。

９ 小児科を標榜する保険医療機関（区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注７のた
ぼう

だし書に規定するものを除く。）にあっては、夜間であって別に厚生労働大臣が

定める時間、休日又は深夜（当該保険医療機関が表示する診療時間内の時間に限

る。）において６歳未満の乳幼児に対して再診を行った場合は、注８の規定にか

かわらず、それぞれ135点、260点又は590点を所定点数に加算する。

Ａ００３ オンライン診療料（月１回） 71点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、継続的に対面診療を行っている患者であって

、別に厚生労働大臣が定めるものに対して、情報通信機器を用いた診療を行った

場合に、患者１人につき月１回に限り算定する。ただし、連続する３月は算定で

きない。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料、区分番号Ａ００１に掲げる再診料、区分番

号Ａ００２に掲げる外来診療料、区分番号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療料

又は区分番号Ｃ００１－２に掲げる在宅患者訪問診療料 を算定する月は、(Ⅰ) (Ⅱ)

別に算定できない。

３ 別に厚生労働大臣が定める地域に所在する保険医療機関において、医師の急病

等やむを得ない事情により診療の実施が困難となる場合であって、当該保険医療

機関が、同一の二次医療圏（医療法第30条の４第２項第12号に規定する区域をい

う。）に所在する注１に規定する施設基準に適合しているものとして地方厚生局

長等に届け出た他の保険医療機関に依頼し、情報通信機器を用いて初診が行われ

た場合に、患者１人につき月１回に限り算定する。
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 - 3 - 

 

第１章 基本診療料 

 

第１部 初・再診料 

＜通則＞ 

  １ 同一の保険医療機関（医科歯科併設の保険医療機関（歯科診療及び歯科診療以外の診療を併せ

て行う保険医療機関をいう。以下同じ。）を除く。）において、２以上の傷病に罹っている患者

について、それぞれの傷病につき同時に初診又は再診を行った場合においても、初診料又は再診

料（外来診療料を含む。）は１回に限り算定するものであること。 

同一の保険医療機関において、２人以上の保険医（２以上の診療科にわたる場合も含む。）が

初診又は再診を行った場合においても、同様であること。 

ただし、初診料の「注５」のただし書に規定する同一保険医療機関において、同一日に他の傷

病について、新たに別の医療法施行令第３条の２第１項及び第２項に規定する診療科（以下この

部において単に「診療科」という。以下同じ。）を初診として受診した場合並びに再診料の「注

３」及び外来診療料の「注５」に規定する同一保険医療機関において、同一日に他の傷病で別の

診療科を再診として受診した場合の２つ目の診療科については、この限りではない。 

   ２ 初診又は再診が行われた同一日であるか否かにかかわらず、当該初診又は再診に附随する一連

の行為とみなされる次に掲げる場合には、これらに要する費用は当該初診料又は再診料若しくは

外来診療料に含まれ、別に再診料又は外来診療料は算定できない。 

    ア 初診時又は再診時に行った検査、画像診断の結果のみを聞きに来た場合 

   イ 往診等の後に薬剤のみを取りに来た場合 

   ウ 初診又は再診の際検査、画像診断、手術等の必要を認めたが、一旦帰宅し、後刻又は後日検

査、画像診断、手術等を受けに来た場合 

    ３ 医科歯科併設の保険医療機関において、医科診療に属する診療科に係る傷病につき入院中の患

者が歯又は口腔の疾患のために歯科において初診若しくは再診を受けた場合、又は歯科診療に係

る傷病につき入院中の患者が他の傷病により医科診療に属する診療科において初診若しくは再診

を受けた場合等、医科診療と歯科診療の両者にまたがる場合は、それぞれの診療科において初診

料又は再診料（外来診療料を含む。）を算定することができる。 

    ただし、同一の傷病又は互いに関連のある傷病により、医科と歯科を併せて受診した場合には、

主たる診療科においてのみ初診料又は再診料（外来診療料を含む。）を算定する。 

    ４  医療法（昭和 23 年法律第 205 号）に規定する病床に入院（当該入院についてその理由等は問わ

ない。）している期間中にあっては、再診料（外来診療料を含む。）（ただし、再診料の注５及

び注６に規定する加算並びに外来診療料の注８及び注９に規定する加算を除く。）は算定できな

い。また、入院中の患者が当該入院の原因となった傷病につき、診療を受けた診療科以外の診療

科で、入院の原因となった傷病以外の傷病につき再診を受けた場合においても、再診料（外来診

療料を含む。）は算定できない。なお、この場合において、再診料（外来診療料を含む。）（た

だし、再診料の注５及び注６に規定する加算並びに外来診療料の注８及び注９に規定する加算を

除く。）以外の検査、治療等の費用の請求については、診療報酬明細書は入院用を用いること。 

５ 初診又は再診において、患者の診療を担う保険医の指示に基づき、当該保険医の診療日以外の

日に訪問看護ステーション等の看護師等が、当該患者に対し点滴又は処置等を実施した場合に、
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（以下「紹介率」という。）等が低い保険医療機関とは、「注２」にあっては、紹介率の実

績が 50％未満の特定機能病院及び地域医療支援病院（医療法第４条第１項に規定する地域医

療支援病院をいう。以下同じ。）（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）（ただし、

逆紹介率の実績が 50％以上の場合を除く。）をいい、「注３」にあっては、紹介率の実績が

40％未満の許可病床の数が 400 床以上の病院（特定機能病院、許可病床の数が 400 床以上の

地域医療支援病院及び一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）（ただし、逆紹介率の実

績が 30％以上の場合を除く。）をいう。紹介率及び逆紹介率の実績の算定期間は、報告年度

の前年度１年間（ただし、前年度１年間の実績が基準に満たなかった保険医療機関について

は、報告年度の連続する６か月間）とし、当該期間の紹介率又は逆紹介率の実績が基準を上

回る場合には、紹介率が低い保険医療機関とはみなされない。 

※ 紹介率及び逆紹介率の計算については、下記のとおりとする。 

紹介率 ＝ （紹介患者数＋救急患者数）÷ 初診の患者数 

逆紹介率 ＝  逆紹介患者数 ÷ 初診の患者数 

なお、 初診の患者数、紹介患者数、逆紹介患者数、救急患者数については、特定機能病

院は「医療法の一部を改正する法律の一部の施行について(平成５年２月 15 日)(健政発第 98

号)」により、地域医療支援病院及び「注３」に規定する病院は「医療法の一部を改正する

法律の施行について（平成 10 年５月 19 日）（健政発第 639 号）」により定めるものとする

こと。 

ただし、特定機能病院における初診の患者数については、「患者の傷病について医学的に

初診といわれる診療行為があった患者の数（夜間又は休日に受診したものの数を除く。）」

とする。また、地域医療支援病院及び「注３」に規定する病院における初診の患者数につい

ては、患者の傷病について医学的に初診といわれる診療行為があった患者の数（地方公共団

体又は医療機関に所属する救急自動車により搬送された患者、当該地域医療支援病院が医療

法第 30 条の４に基づいて作成された医療計画において位置づけられた救急医療事業を行う

場合にあっては、当該救急医療事業において休日又は夜間に受診した救急患者の数を除く。）

とする。 

(７) 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）及び許

可病床の数が 400 床以上の病院（特定機能病院、地域医療支援病院及び一般病床の数が 200

床未満の病院を除く。）は、紹介率及び逆紹介率の割合を別紙様式 28 により、毎年 10 月に

地方厚生（支）局長へ報告すること。また、報告を行った保険医療機関であって、報告年度

の連続する６か月間で実績の基準を満たした保険医療機関については、翌年の４月１日まで

に地方厚生（支）局長へ報告すること。 

(８) 許可病床の数が 400 床以上の病院（特定機能病院、許可病床の数が 400 床以上の地域医療

支援病院及び一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）のうち、前年度１年間の紹介率の

実績が 40％未満かつ逆紹介率の実績が 30％未満の保険医療機関の取扱いについては、(７)

と同様であること。 

(９) 「注４」に規定する保険医療機関において、医薬品価格調査の信頼性を確保する観点から、

毎年９月末日においても妥結率が低い状況又は妥結率、単品単価契約率及び一律値引き契約

に係る状況が報告していない状況のまま、初診を行った場合は、特定妥結率初診料を算定す

る。 

 - 4 - 

使用した薬剤の費用については第２章第２部第３節薬剤料により、特定保険医療材料の費用につ

いては同第４節特定保険医療材料料により、当該保険医療機関において算定する。なお、当該薬

剤の費用は、継続的な医学管理を行う必要がある場合に算定するものとし、区分番号「Ａ０００」

初診料の算定のみの場合にあっては算定できない。また、同様に当該看護師等が検査のための検

体採取等を実施した場合には、当該保険医療機関において、第２章第３部第１節第１款検体検査

実施料を算定するとともに、検体採取に当たって必要な試験管等の材料を患者に対して支給する

こと。 

６ 算定回数が「週」単位又は「月」単位とされているものについては、特に定めのない限り、そ

れぞれ日曜日から土曜日までの１週間又は月の初日から月の末日までの１か月を単位として算定

する。 

 

 第１節 初診料 

  Ａ０００ 初診料 

   (１) 特に初診料が算定できない旨の規定がある場合を除き、患者の傷病について医学的に初診

といわれる診療行為があった場合に、初診料を算定する。なお、同一の保険医が別の医療機

関において、同一の患者について診療を行った場合は、最初に診療を行った医療機関におい

て初診料を算定する。 

     (２) 患者が異和を訴え診療を求めた場合において、診断の結果、疾病と認むべき徴候のない場

合にあっても初診料を算定できる。 

(３) 自他覚的症状がなく健康診断を目的とする受診により疾患が発見された患者について、当

該保険医が、特に治療の必要性を認め治療を開始した場合には、初診料は算定できない。 

ただし、当該治療（初診を除く。）については、医療保険給付対象として診療報酬を算定

できること。 

(４) (３)にかかわらず、健康診断で疾患が発見された患者が、疾患を発見した保険医以外の保

険医（当該疾患を発見した保険医の属する保険医療機関の保険医を除く。）において治療を

開始した場合には、初診料を算定できる。 

   (５) 労災保険、健康診断、自費等（医療保険給付対象外）により傷病の治療を入院外で受けて

いる期間中又は医療法に規定する病床に入院（当該入院についてその理由等は問わない。）

している期間中にあっては、当該保険医療機関において医療保険給付対象となる診療を受け

た場合においても、初診料は算定できない。 

(６) 「注２」又は「注３」に規定する保険医療機関において、病院と診療所の機能分担の推進

を図る観点から、他の保険医療機関等からの文書による紹介がなく、初診を行った場合は、

「注１」の規定にかかわらず「注２」又は「注３」の所定点数を算定する。（緊急その他や

むを得ない事情がある場合を除く。）この場合において、患者に対し十分な情報提供を行い、

患者の自由な選択と同意があった場合には、「注１」との差額に相当する療養部分について

選定療養として、その費用を患者から徴収することができる。なお、保健所及び市町村等の

医師が、健康診断等の結果に基づき治療の必要性を認め、当該患者に対し必要な診療が可能

な保険医療機関を特定し、当該保険医療機関あてに文書による紹介を行った患者については、

紹介のある患者とみなすことができる。 

また、初診の患者に占める他の病院又は診療所等からの文書による紹介があるものの割合
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（以下「紹介率」という。）等が低い保険医療機関とは、「注２」にあっては、紹介率の実

績が 50％未満の特定機能病院及び地域医療支援病院（医療法第４条第１項に規定する地域医

療支援病院をいう。以下同じ。）（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）（ただし、

逆紹介率の実績が 50％以上の場合を除く。）をいい、「注３」にあっては、紹介率の実績が

40％未満の許可病床の数が 400 床以上の病院（特定機能病院、許可病床の数が 400 床以上の

地域医療支援病院及び一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）（ただし、逆紹介率の実

績が 30％以上の場合を除く。）をいう。紹介率及び逆紹介率の実績の算定期間は、報告年度

の前年度１年間（ただし、前年度１年間の実績が基準に満たなかった保険医療機関について

は、報告年度の連続する６か月間）とし、当該期間の紹介率又は逆紹介率の実績が基準を上

回る場合には、紹介率が低い保険医療機関とはみなされない。 

※ 紹介率及び逆紹介率の計算については、下記のとおりとする。 

紹介率 ＝ （紹介患者数＋救急患者数）÷ 初診の患者数 

逆紹介率 ＝  逆紹介患者数 ÷ 初診の患者数 

なお、 初診の患者数、紹介患者数、逆紹介患者数、救急患者数については、特定機能病

院は「医療法の一部を改正する法律の一部の施行について(平成５年２月 15 日)(健政発第 98

号)」により、地域医療支援病院及び「注３」に規定する病院は「医療法の一部を改正する

法律の施行について（平成 10 年５月 19 日）（健政発第 639 号）」により定めるものとする

こと。 

ただし、特定機能病院における初診の患者数については、「患者の傷病について医学的に

初診といわれる診療行為があった患者の数（夜間又は休日に受診したものの数を除く。）」

とする。また、地域医療支援病院及び「注３」に規定する病院における初診の患者数につい

ては、患者の傷病について医学的に初診といわれる診療行為があった患者の数（地方公共団

体又は医療機関に所属する救急自動車により搬送された患者、当該地域医療支援病院が医療

法第 30 条の４に基づいて作成された医療計画において位置づけられた救急医療事業を行う

場合にあっては、当該救急医療事業において休日又は夜間に受診した救急患者の数を除く。）

とする。 

(７) 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）及び許

可病床の数が 400 床以上の病院（特定機能病院、地域医療支援病院及び一般病床の数が 200

床未満の病院を除く。）は、紹介率及び逆紹介率の割合を別紙様式 28 により、毎年 10 月に

地方厚生（支）局長へ報告すること。また、報告を行った保険医療機関であって、報告年度

の連続する６か月間で実績の基準を満たした保険医療機関については、翌年の４月１日まで

に地方厚生（支）局長へ報告すること。 

(８) 許可病床の数が 400 床以上の病院（特定機能病院、許可病床の数が 400 床以上の地域医療

支援病院及び一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）のうち、前年度１年間の紹介率の

実績が 40％未満かつ逆紹介率の実績が 30％未満の保険医療機関の取扱いについては、(７)

と同様であること。 

(９) 「注４」に規定する保険医療機関において、医薬品価格調査の信頼性を確保する観点から、

毎年９月末日においても妥結率が低い状況又は妥結率、単品単価契約率及び一律値引き契約

に係る状況が報告していない状況のまま、初診を行った場合は、特定妥結率初診料を算定す

る。 
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使用した薬剤の費用については第２章第２部第３節薬剤料により、特定保険医療材料の費用につ

いては同第４節特定保険医療材料料により、当該保険医療機関において算定する。なお、当該薬

剤の費用は、継続的な医学管理を行う必要がある場合に算定するものとし、区分番号「Ａ０００」

初診料の算定のみの場合にあっては算定できない。また、同様に当該看護師等が検査のための検

体採取等を実施した場合には、当該保険医療機関において、第２章第３部第１節第１款検体検査

実施料を算定するとともに、検体採取に当たって必要な試験管等の材料を患者に対して支給する

こと。 

６ 算定回数が「週」単位又は「月」単位とされているものについては、特に定めのない限り、そ

れぞれ日曜日から土曜日までの１週間又は月の初日から月の末日までの１か月を単位として算定

する。 

 

 第１節 初診料 

  Ａ０００ 初診料 

   (１) 特に初診料が算定できない旨の規定がある場合を除き、患者の傷病について医学的に初診

といわれる診療行為があった場合に、初診料を算定する。なお、同一の保険医が別の医療機

関において、同一の患者について診療を行った場合は、最初に診療を行った医療機関におい

て初診料を算定する。 

     (２) 患者が異和を訴え診療を求めた場合において、診断の結果、疾病と認むべき徴候のない場

合にあっても初診料を算定できる。 

(３) 自他覚的症状がなく健康診断を目的とする受診により疾患が発見された患者について、当

該保険医が、特に治療の必要性を認め治療を開始した場合には、初診料は算定できない。 

ただし、当該治療（初診を除く。）については、医療保険給付対象として診療報酬を算定

できること。 

(４) (３)にかかわらず、健康診断で疾患が発見された患者が、疾患を発見した保険医以外の保

険医（当該疾患を発見した保険医の属する保険医療機関の保険医を除く。）において治療を

開始した場合には、初診料を算定できる。 

   (５) 労災保険、健康診断、自費等（医療保険給付対象外）により傷病の治療を入院外で受けて

いる期間中又は医療法に規定する病床に入院（当該入院についてその理由等は問わない。）

している期間中にあっては、当該保険医療機関において医療保険給付対象となる診療を受け

た場合においても、初診料は算定できない。 

(６) 「注２」又は「注３」に規定する保険医療機関において、病院と診療所の機能分担の推進

を図る観点から、他の保険医療機関等からの文書による紹介がなく、初診を行った場合は、

「注１」の規定にかかわらず「注２」又は「注３」の所定点数を算定する。（緊急その他や

むを得ない事情がある場合を除く。）この場合において、患者に対し十分な情報提供を行い、

患者の自由な選択と同意があった場合には、「注１」との差額に相当する療養部分について

選定療養として、その費用を患者から徴収することができる。なお、保健所及び市町村等の

医師が、健康診断等の結果に基づき治療の必要性を認め、当該患者に対し必要な診療が可能

な保険医療機関を特定し、当該保険医療機関あてに文書による紹介を行った患者については、

紹介のある患者とみなすことができる。 

また、初診の患者に占める他の病院又は診療所等からの文書による紹介があるものの割合
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と午後６時以降（土曜日の場合は、午前８時前と正午以降）及び休日加算の対象となる休

日以外の日を終日休診日とする保険医療機関における当該休診日とする。 

ただし、午前中及び午後６時以降を診療時間とする保険医療機関等、当該標準によるこ

とが困難な保険医療機関については、その表示する診療時間以外の時間をもって時間外と

して取り扱うものとする。 

イ アにより時間外とされる場合においても、当該保険医療機関が常態として診療応需の態

勢をとり、診療時間内と同様の取扱いで診療を行っているときは、時間外の取扱いとはし

ない。 

ウ 保険医療機関は診療時間を分かりやすい場所に表示する。 

エ 時間外加算は、保険医療機関の都合（やむを得ない事情の場合を除く。）により時間外

に診療が開始された場合は算定できない。 

オ 時間外加算を算定する場合には、休日加算、深夜加算、時間外加算の特例又は夜間・早

朝等加算については、算定しない。 

   (18)  休日加算 

      ア 休日加算の対象となる休日とは、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第

178 号）第３条に規定する休日をいう。なお、１月２日及び３日並びに 12 月 29 日、30 日

及び 31 日は、休日として取り扱う。 

      イ 休日加算は次の患者について算定できるものとする。 

(イ) 客観的に休日における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる次に

掲げる保険医療機関を受診した患者 

① 地域医療支援病院 

② 救急病院等を定める省令（昭和 39 年厚生省令第８号）に基づき認定された救急

病院又は救急診療所 

③ 「救急医療対策の整備事業について」（昭和 52 年医発第 692 号）に規定された

保険医療機関又は地方自治体等の実施する救急医療対策事業の一環として位置づけ

られている保険医療機関 

      (ロ) 当該休日を休診日とする保険医療機関に、又は当該休日を診療日としている保険医

療機関の診療時間以外の時間に、急病等やむを得ない理由により受診した患者（上記

(イ)以外の理由により常態として又は臨時に当該休日を診療日としている保険医療機

関の診療時間内に受診した患者を除く。） 

     ウ 休日加算を算定する場合には、時間外加算、深夜加算、時間外加算の特例又は夜間・早

朝等加算については、算定しない。 

   (19)  深夜加算 

      ア 深夜加算は、初診が深夜に開始された場合に算定する。ただし、保険医療機関の都合

（やむを得ない事情の場合を除く。）により深夜に診療が開始された場合は算定できない。

なお、深夜とは、いずれの季節においても午後 10 時から午前６時までの間をいう。 

      イ いわゆる夜間開業の保険医療機関において、当該保険医療機関の診療時間又は診療態勢

が午後 10 時から午前６時までの間と重複している場合には、当該重複している時間帯に

おける診療については深夜加算は認められない。 

      ウ 深夜加算は、次の患者について算定できるものとする。 
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(10) 妥結率、単品単価契約率及び一律値引き契約の取扱いについては、「基本診療料の施設基

準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年３月●日保医発●第●号）

別添１の第２の５を参照のこと。 

(11) (10)に規定する報告の際には、保険医療機関と卸売販売業者で取引価格の決定に係る契約

書の写し等妥結率の根拠となる資料を併せて提出すること。 

   (12) 現に診療継続中の患者につき、新たに発生した他の傷病で初診を行った場合には、当該新

たに発生した傷病について初診料は算定できない。 

ただし、「注５」のただし書に規定する同一保険医療機関において、同一日に他の傷病

（１つ目の診療科で診療を受けた疾病又は診療継続中の疾病と同一の疾病又は互いに関連の

ある疾病以外の疾病のことをいう。）について、新たに別の診療科（医療法上の標榜診療科

のことをいう。）を初診として受診した場合（１つ目の診療科の保険医と同一の保険医から

診察を受けた場合を除く。）は、現に診療継続中の診療科を除く診療科１つに限り、同ただ

し書の所定点数を算定できる。また、診療継続中以外の患者であって、同一日に他の傷病で

２以上の診療科を初診として受診する場合においても、２つ目の診療科に限り、同ただし書

の所定点数を算定できる。この場合において、「注６」から「注 10」までに規定する加算は、

算定できない。なお、患者が専門性の高い診療科を適切に受診できるよう保険医療機関が設

置した総合外来等については、診療科とみなさず、総合外来等を受診後、新たに別の診療科

を受診した場合であっても同ただし書の所定点数は算定できない。 

   (13) 患者が任意に診療を中止し、１月以上経過した後、再び同一の保険医療機関において診療

を受ける場合には、その診療が同一病名又は同一症状によるものであっても、その際の診療

は、初診として取り扱う。なお、この場合において、１月の期間の計算は、例えば、２月 10

日～３月９日、９月 15 日～10 月 14 日等と計算する。 

   (14) (13)にかかわらず、慢性疾患等明らかに同一の疾病又は負傷であると推定される場合の診

療は、初診として取り扱わない。 

(15) Ａ保険医療機関には、検査又は画像診断の設備がないため、Ｂ保険医療機関（特別の関係

（第２部通則７の(３)に規定する「特別の関係」をいう。以下同じ。）にあるものを除く。）

に対して、診療状況を示す文書を添えてその実施を依頼した場合には、次のように取り扱う

ものとする。（区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料(Ⅰ)の(５)から(７)までを参照。） 

ア Ｂ保険医療機関が単に検査又は画像診断の設備の提供にとどまる場合 

Ｂ保険医療機関においては、診療情報提供料、初診料、検査料、画像診断料等は算定

できない。なお、この場合、検査料、画像診断料等を算定するＡ保険医療機関との間で

合議の上、費用の精算を行うものとする。 

         イ Ｂ保険医療機関が、検査又は画像診断の判読も含めて依頼を受けた場合 

        Ｂ保険医療機関においては、初診料、検査料、画像診断料等を算定できる。 

      (16)  乳幼児加算 

       初診料を算定しない場合には、特に規定する場合を除き、「注６」の乳幼児加算は、算定

できない。 

(17)  時間外加算 

ア 各都道府県における医療機関の診療時間の実態、患者の受診上の便宜等を考慮して一定

の時間以外の時間をもって時間外として取り扱うこととし、その標準は、概ね午前８時前
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と午後６時以降（土曜日の場合は、午前８時前と正午以降）及び休日加算の対象となる休

日以外の日を終日休診日とする保険医療機関における当該休診日とする。 

ただし、午前中及び午後６時以降を診療時間とする保険医療機関等、当該標準によるこ

とが困難な保険医療機関については、その表示する診療時間以外の時間をもって時間外と

して取り扱うものとする。 

イ アにより時間外とされる場合においても、当該保険医療機関が常態として診療応需の態

勢をとり、診療時間内と同様の取扱いで診療を行っているときは、時間外の取扱いとはし

ない。 

ウ 保険医療機関は診療時間を分かりやすい場所に表示する。 

エ 時間外加算は、保険医療機関の都合（やむを得ない事情の場合を除く。）により時間外

に診療が開始された場合は算定できない。 

オ 時間外加算を算定する場合には、休日加算、深夜加算、時間外加算の特例又は夜間・早

朝等加算については、算定しない。 

   (18)  休日加算 

      ア 休日加算の対象となる休日とは、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第

178 号）第３条に規定する休日をいう。なお、１月２日及び３日並びに 12 月 29 日、30 日

及び 31 日は、休日として取り扱う。 

      イ 休日加算は次の患者について算定できるものとする。 

(イ) 客観的に休日における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる次に

掲げる保険医療機関を受診した患者 

① 地域医療支援病院 

② 救急病院等を定める省令（昭和 39 年厚生省令第８号）に基づき認定された救急

病院又は救急診療所 

③ 「救急医療対策の整備事業について」（昭和 52 年医発第 692 号）に規定された

保険医療機関又は地方自治体等の実施する救急医療対策事業の一環として位置づけ

られている保険医療機関 

      (ロ) 当該休日を休診日とする保険医療機関に、又は当該休日を診療日としている保険医

療機関の診療時間以外の時間に、急病等やむを得ない理由により受診した患者（上記

(イ)以外の理由により常態として又は臨時に当該休日を診療日としている保険医療機

関の診療時間内に受診した患者を除く。） 

     ウ 休日加算を算定する場合には、時間外加算、深夜加算、時間外加算の特例又は夜間・早

朝等加算については、算定しない。 

   (19)  深夜加算 

      ア 深夜加算は、初診が深夜に開始された場合に算定する。ただし、保険医療機関の都合

（やむを得ない事情の場合を除く。）により深夜に診療が開始された場合は算定できない。

なお、深夜とは、いずれの季節においても午後 10 時から午前６時までの間をいう。 

      イ いわゆる夜間開業の保険医療機関において、当該保険医療機関の診療時間又は診療態勢

が午後 10 時から午前６時までの間と重複している場合には、当該重複している時間帯に

おける診療については深夜加算は認められない。 

      ウ 深夜加算は、次の患者について算定できるものとする。 
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(10) 妥結率、単品単価契約率及び一律値引き契約の取扱いについては、「基本診療料の施設基

準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年３月●日保医発●第●号）

別添１の第２の５を参照のこと。 

(11) (10)に規定する報告の際には、保険医療機関と卸売販売業者で取引価格の決定に係る契約

書の写し等妥結率の根拠となる資料を併せて提出すること。 

   (12) 現に診療継続中の患者につき、新たに発生した他の傷病で初診を行った場合には、当該新

たに発生した傷病について初診料は算定できない。 

ただし、「注５」のただし書に規定する同一保険医療機関において、同一日に他の傷病

（１つ目の診療科で診療を受けた疾病又は診療継続中の疾病と同一の疾病又は互いに関連の

ある疾病以外の疾病のことをいう。）について、新たに別の診療科（医療法上の標榜診療科

のことをいう。）を初診として受診した場合（１つ目の診療科の保険医と同一の保険医から

診察を受けた場合を除く。）は、現に診療継続中の診療科を除く診療科１つに限り、同ただ

し書の所定点数を算定できる。また、診療継続中以外の患者であって、同一日に他の傷病で

２以上の診療科を初診として受診する場合においても、２つ目の診療科に限り、同ただし書

の所定点数を算定できる。この場合において、「注６」から「注 10」までに規定する加算は、

算定できない。なお、患者が専門性の高い診療科を適切に受診できるよう保険医療機関が設

置した総合外来等については、診療科とみなさず、総合外来等を受診後、新たに別の診療科

を受診した場合であっても同ただし書の所定点数は算定できない。 

   (13) 患者が任意に診療を中止し、１月以上経過した後、再び同一の保険医療機関において診療

を受ける場合には、その診療が同一病名又は同一症状によるものであっても、その際の診療

は、初診として取り扱う。なお、この場合において、１月の期間の計算は、例えば、２月 10

日～３月９日、９月 15 日～10 月 14 日等と計算する。 

   (14) (13)にかかわらず、慢性疾患等明らかに同一の疾病又は負傷であると推定される場合の診

療は、初診として取り扱わない。 

(15) Ａ保険医療機関には、検査又は画像診断の設備がないため、Ｂ保険医療機関（特別の関係

（第２部通則７の(３)に規定する「特別の関係」をいう。以下同じ。）にあるものを除く。）

に対して、診療状況を示す文書を添えてその実施を依頼した場合には、次のように取り扱う

ものとする。（区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料(Ⅰ)の(５)から(７)までを参照。） 

ア Ｂ保険医療機関が単に検査又は画像診断の設備の提供にとどまる場合 

Ｂ保険医療機関においては、診療情報提供料、初診料、検査料、画像診断料等は算定

できない。なお、この場合、検査料、画像診断料等を算定するＡ保険医療機関との間で

合議の上、費用の精算を行うものとする。 

         イ Ｂ保険医療機関が、検査又は画像診断の判読も含めて依頼を受けた場合 

        Ｂ保険医療機関においては、初診料、検査料、画像診断料等を算定できる。 

      (16)  乳幼児加算 

       初診料を算定しない場合には、特に規定する場合を除き、「注６」の乳幼児加算は、算定

できない。 

(17)  時間外加算 

ア 各都道府県における医療機関の診療時間の実態、患者の受診上の便宜等を考慮して一定

の時間以外の時間をもって時間外として取り扱うこととし、その標準は、概ね午前８時前
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は、午前８時前と正午以降）から、午後 10 時から午前６時までの間を除いた時間とする。 

      ウ 休日加算の対象となる休日、深夜加算の対象となる深夜の基準は、「注７」に係る休日、

深夜の基準の例によるものとする。 

      エ 時間外加算、休日加算、深夜加算及び夜間・早朝等加算の併算定に係る取扱いは、「注

７」の場合と同様である。 

(22) 夜間・早朝等加算 

     ア 夜間・早朝等加算は、病院勤務医の負担の軽減を図るため、軽症の救急患者を地域の身

近な診療所において受け止めることが進むよう、診療所の夜間・早朝等の時間帯における

診療を評価するものである。 

     イ 表示する診療時間とは、保険医療機関が診療時間として地域に周知している時間であっ

て、来院した患者を常に診療できる体制にある時間又は計画的に訪問診療を行う時間をい

う。この場合において、患者が来院したとしても、診療を受けることのできない時間（定

期的に学校医、産業医の業務として保険医療機関を不在とする時間や、地域活動や地域行

事に出席するとして保険医療機関を不在とする時間を含む。）は表示する診療時間に含ま

ない。また、診療時間として表示している時間であっても、訪問診療に要する時間以外に、

常態として当該保険医療機関に医師が不在となる場合は、表示する診療時間に含めない。 

     ウ 夜間・早朝等とは、午後６時（土曜日にあっては正午）から午前８時までの間（深夜

（午後 10 時から午前６時までの間）及び休日を除く。）、休日又は深夜であって、当該

保険医療機関が表示する診療時間内の時間とする。 

エ 区分番号「Ｃ０００」往診料を算定した場合にも、初診料に加えて夜間・早朝等加算を

算定できる。 

     オ 夜間・早朝等加算は、当該加算の算定対象となる時間に受付を行った患者について算定

するものであり、多数の患者の来院による混雑や、保険医療機関の都合（やむを得ない事

情の場合を除く。）により当該加算の算定対象となる時間に診療が開始された場合は算定

できない。 

     カ 診療所の夜間・早朝等の時間帯の診療を評価した夜間・早朝等加算は、主として、保険

医療機関が診療応需の態勢を解いた後において、急患等やむを得ない事由により診療を求

められた場合には再び診療を行う態勢を準備しなければならないことを考慮して設けられ

ている時間外加算、深夜加算、休日加算とは明確に区分されるものである。 

     キ 区分番号「Ｄ２８２－３」コンタクトレンズ検査料、区分番号「Ｉ０１０」精神科ナイ

ト・ケア、区分番号「Ｊ０３８」人工腎臓の「注１」に規定する加算又は区分番号「Ｊ０

３８－２」持続緩徐式血液濾過の「注１」に規定する加算を算定する場合においては、夜

間・早朝等加算は算定しない。 

 

（23） 機能強化加算 

「注 10」に規定する機能強化加算は、外来医療における適切な役割分担を図り、より的確

で質の高い診療機能を評価する観点から、かかりつけ医機能を有する医療機関における初診

を評価するものであり、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方

厚生（支）局長に届け出た診療所又は許可病床数が 200 床未満の病院において初診料（「注

５」のただし書に規定する２つ目の診療科に係る初診料を除く。）を算定する場合に、加算
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(イ) 客観的に深夜における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる次に

掲げる保険医療機関を受診した患者 

① 地域医療支援病院 

② 救急病院等を定める省令に基づき認定された救急病院又は救急診療所 

③ 「救急医療対策の整備事業について」に規定された保険医療機関又は地方自治体

等の実施する救急医療対策事業の一環として位置づけられている保険医療機関 

      (ロ) 自己の表示する診療時間が深夜を含んでいない保険医療機関に、又は自己の表示す

る診療時間が深夜にまで及んでいる保険医療機関の当該表示する診療時間と重複して

いない深夜に、急病等やむを得ない理由により受診した患者（上記(イ)以外の理由に

より常態として又は臨時に当該深夜時間帯を診療時間としている保険医療機関に受診

した患者を除く。） 

     エ 深夜加算を算定する場合には、時間外加算、休日加算、時間外加算の特例又は夜間・早

朝等加算については、算定しない。 

   (20)  時間外加算の特例 

      ア 当該特例の適用を受ける保険医療機関（以下「時間外特例医療機関」という。）とは、

客観的に専ら夜間における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる次に掲

げる保険医療機関であって、医療法第 30 条の４の規定に基づき都道府県が作成する医療

計画に記載されている救急医療機関をいう。 

① 地域医療支援病院 

② 救急病院等を定める省令に基づき認定された救急病院又は救急診療所 

③ 「救急医療対策の整備事業について」に規定された病院群輪番制病院、病院群輪番制

に参加している有床診療所又は共同利用型病院 

      イ 別に厚生労働大臣が定める時間とは、当該地域において一般の保険医療機関が概ね診療

応需の態勢を解除した後、翌日に診療応需の態勢を再開するまでの時間（深夜及び休日を

除く。）とし、その標準は、概ね午前８時前と午後６時以降（土曜日の場合は、午前８時

前と正午以降）から、午後 10 時から午前６時までの間を除いた時間とする。 

ウ 時間外特例医療機関において、休日加算又は深夜加算に該当する場合においては、時間

外加算の特例を算定せず、それぞれ休日加算、深夜加算を算定する。また、時間外加算の

特例を算定する場合には、時間外加算又は夜間・早朝等加算は算定しない。 

(21)  小児科（小児外科を含む。以下この部において同じ。）を標榜する保険医療機関における

夜間、休日又は深夜の診療に係る特例 

      ア 夜間、休日及び深夜における小児診療体制の一層の確保を目的として、小児科を標榜す

る保険医療機関（小児科以外の診療科を併せて有する保険医療機関を含む。）について、

６歳未満の乳幼児に対し、夜間、休日又は深夜を診療時間とする保険医療機関において夜

間、休日又は深夜に診療が行われた場合にも、それぞれ時間外加算、休日加算又は深夜加

算を算定できることとするものである。なお、診療を行う保険医が、小児科以外を担当す

る保険医であっても算定できるものであること。 

      イ 夜間であって別に厚生労働大臣が定める時間とは、当該地域において一般の保険医療機

関が概ね診療応需の態勢を解除した後、翌日に診療応需の態勢を再開するまでの時間（深

夜及び休日を除く。）とし、その標準は、概ね午前８時前と午後６時以降（土曜日の場合
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は、午前８時前と正午以降）から、午後 10 時から午前６時までの間を除いた時間とする。 

      ウ 休日加算の対象となる休日、深夜加算の対象となる深夜の基準は、「注７」に係る休日、

深夜の基準の例によるものとする。 

      エ 時間外加算、休日加算、深夜加算及び夜間・早朝等加算の併算定に係る取扱いは、「注

７」の場合と同様である。 

(22) 夜間・早朝等加算 

     ア 夜間・早朝等加算は、病院勤務医の負担の軽減を図るため、軽症の救急患者を地域の身

近な診療所において受け止めることが進むよう、診療所の夜間・早朝等の時間帯における

診療を評価するものである。 

     イ 表示する診療時間とは、保険医療機関が診療時間として地域に周知している時間であっ

て、来院した患者を常に診療できる体制にある時間又は計画的に訪問診療を行う時間をい

う。この場合において、患者が来院したとしても、診療を受けることのできない時間（定

期的に学校医、産業医の業務として保険医療機関を不在とする時間や、地域活動や地域行

事に出席するとして保険医療機関を不在とする時間を含む。）は表示する診療時間に含ま

ない。また、診療時間として表示している時間であっても、訪問診療に要する時間以外に、

常態として当該保険医療機関に医師が不在となる場合は、表示する診療時間に含めない。 

     ウ 夜間・早朝等とは、午後６時（土曜日にあっては正午）から午前８時までの間（深夜

（午後 10 時から午前６時までの間）及び休日を除く。）、休日又は深夜であって、当該

保険医療機関が表示する診療時間内の時間とする。 

エ 区分番号「Ｃ０００」往診料を算定した場合にも、初診料に加えて夜間・早朝等加算を

算定できる。 

     オ 夜間・早朝等加算は、当該加算の算定対象となる時間に受付を行った患者について算定

するものであり、多数の患者の来院による混雑や、保険医療機関の都合（やむを得ない事

情の場合を除く。）により当該加算の算定対象となる時間に診療が開始された場合は算定

できない。 

     カ 診療所の夜間・早朝等の時間帯の診療を評価した夜間・早朝等加算は、主として、保険

医療機関が診療応需の態勢を解いた後において、急患等やむを得ない事由により診療を求

められた場合には再び診療を行う態勢を準備しなければならないことを考慮して設けられ

ている時間外加算、深夜加算、休日加算とは明確に区分されるものである。 

     キ 区分番号「Ｄ２８２－３」コンタクトレンズ検査料、区分番号「Ｉ０１０」精神科ナイ

ト・ケア、区分番号「Ｊ０３８」人工腎臓の「注１」に規定する加算又は区分番号「Ｊ０

３８－２」持続緩徐式血液濾過の「注１」に規定する加算を算定する場合においては、夜

間・早朝等加算は算定しない。 

 

（23） 機能強化加算 

「注 10」に規定する機能強化加算は、外来医療における適切な役割分担を図り、より的確

で質の高い診療機能を評価する観点から、かかりつけ医機能を有する医療機関における初診

を評価するものであり、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方

厚生（支）局長に届け出た診療所又は許可病床数が 200 床未満の病院において初診料（「注

５」のただし書に規定する２つ目の診療科に係る初診料を除く。）を算定する場合に、加算
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(イ) 客観的に深夜における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる次に

掲げる保険医療機関を受診した患者 

① 地域医療支援病院 

② 救急病院等を定める省令に基づき認定された救急病院又は救急診療所 

③ 「救急医療対策の整備事業について」に規定された保険医療機関又は地方自治体

等の実施する救急医療対策事業の一環として位置づけられている保険医療機関 

      (ロ) 自己の表示する診療時間が深夜を含んでいない保険医療機関に、又は自己の表示す

る診療時間が深夜にまで及んでいる保険医療機関の当該表示する診療時間と重複して

いない深夜に、急病等やむを得ない理由により受診した患者（上記(イ)以外の理由に

より常態として又は臨時に当該深夜時間帯を診療時間としている保険医療機関に受診

した患者を除く。） 

     エ 深夜加算を算定する場合には、時間外加算、休日加算、時間外加算の特例又は夜間・早

朝等加算については、算定しない。 

   (20)  時間外加算の特例 

      ア 当該特例の適用を受ける保険医療機関（以下「時間外特例医療機関」という。）とは、

客観的に専ら夜間における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる次に掲

げる保険医療機関であって、医療法第 30 条の４の規定に基づき都道府県が作成する医療

計画に記載されている救急医療機関をいう。 

① 地域医療支援病院 

② 救急病院等を定める省令に基づき認定された救急病院又は救急診療所 

③ 「救急医療対策の整備事業について」に規定された病院群輪番制病院、病院群輪番制

に参加している有床診療所又は共同利用型病院 

      イ 別に厚生労働大臣が定める時間とは、当該地域において一般の保険医療機関が概ね診療

応需の態勢を解除した後、翌日に診療応需の態勢を再開するまでの時間（深夜及び休日を

除く。）とし、その標準は、概ね午前８時前と午後６時以降（土曜日の場合は、午前８時

前と正午以降）から、午後 10 時から午前６時までの間を除いた時間とする。 

ウ 時間外特例医療機関において、休日加算又は深夜加算に該当する場合においては、時間

外加算の特例を算定せず、それぞれ休日加算、深夜加算を算定する。また、時間外加算の

特例を算定する場合には、時間外加算又は夜間・早朝等加算は算定しない。 

(21)  小児科（小児外科を含む。以下この部において同じ。）を標榜する保険医療機関における

夜間、休日又は深夜の診療に係る特例 

      ア 夜間、休日及び深夜における小児診療体制の一層の確保を目的として、小児科を標榜す

る保険医療機関（小児科以外の診療科を併せて有する保険医療機関を含む。）について、

６歳未満の乳幼児に対し、夜間、休日又は深夜を診療時間とする保険医療機関において夜

間、休日又は深夜に診療が行われた場合にも、それぞれ時間外加算、休日加算又は深夜加

算を算定できることとするものである。なお、診療を行う保険医が、小児科以外を担当す

る保険医であっても算定できるものであること。 

      イ 夜間であって別に厚生労働大臣が定める時間とは、当該地域において一般の保険医療機

関が概ね診療応需の態勢を解除した後、翌日に診療応需の態勢を再開するまでの時間（深

夜及び休日を除く。）とし、その標準は、概ね午前８時前と午後６時以降（土曜日の場合
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をした方が良いですよ。」 

４ 患者の潜在的な疑問や不安等を汲み取る取組を行う。 

「他に分からないことや、気になること、ご心配なことはありませんか。」 

ウ 診察に当たっては、イに規定する項目のうち、患者の状態等から必要と思われるものを

行うこととし、必ずしも全ての項目を満たす必要はない。また、患者からの聴取事項や診

察所見の要点を診療録に記載する。 

エ 外来管理加算は、標榜する診療科に関係なく算定できる。ただし、複数科を標榜する保

険医療機関において、外来患者が２以上の傷病で複数科を受診し、一方の科で処置又は手

術等を行った場合は、他科においては外来管理加算は算定できない。 

オ 区分番号「Ｃ０００」往診料を算定した場合にも、再診料に加えて外来管理加算を算定

できる。 

     カ 投薬は本来直接本人を診察した上で適切な薬剤を投与すべきであるが、やむを得ない事

情で看護に当たっている者から症状を聞いて薬剤を投与した場合においても、再診料は算

定できるが、外来管理加算は算定できない。また、多忙等を理由に、イに該当する診療行

為を行わず、簡単な症状の確認等を行ったのみで継続処方を行った場合にあっては、再診

料は算定できるが、外来管理加算は算定できない。 

     キ 「注８」の厚生労働大臣が別に定める検査とは、第２章第３部第３節生体検査料のうち、

次の各区分に掲げるものをいう。 

          超音波検査等                          

           脳波検査等                            

           神経・筋検査                          

           耳鼻咽喉科学的検査                    

           眼科学的検査                          

           負荷試験等                            

           ラジオアイソトープを用いた諸検査      

           内視鏡検査                            

(７) 電話等による再診 

     ア 当該保険医療機関で初診を受けた患者について、再診以後、当該患者又はその看護に当

たっている者から直接又は間接（電話、テレビ画像等による場合を含む。）に、治療上の

意見を求められた場合に、必要な指示をしたときには、再診料を算定できる。 

なお、定期的な医学管理を前提として行われる場合は算定できない。ただし、平成 30年

３月 31日以前に、３月以上継続して定期的に、電話、テレビ画像等による再診料を算定し

ていた患者については、当該医学管理に係る一連の診療が終了するまでの間、当該再診料

を引き続き算定することができる。その場合には、オの規定にかかわらず、時間外加算、

休日加算、深夜加算又は夜間・早朝等加算は算定できない。 

     イ 電話、テレビ画像等を通した再診（聴覚障害者以外の患者に係る再診については、ファ

クシミリ又は電子メール等によるものは含まない。）については、患者の病状の変化に応

じ療養について医師の指示を受ける必要のある場合であって、当該患者又はその看護に当

たっている者からの医学的な意見の求めに対し治療上必要な適切な指示をした場合に限り

算定する。ただし、電話、テレビ画像等を通した指示等が、同一日における初診又は再診
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することができる。 

 

第２節 再診料 

  Ａ００１ 再診料 

(１) 再診料は、診療所又は一般病床の病床数が 200 床未満の病院において、再診の都度（同一

日において２以上の再診があってもその都度）算定できる。 

(２) 「注２」に規定する保険医療機関の取扱いについては、区分番号「Ａ０００」初診料の

(9)から(11)までと同様である。 

(３) ２以上の傷病について同時に再診を行った場合の再診料は、当該１日につき１回に限り算

定する。ただし、同一保険医療機関において、同一日に他の傷病（１つ目の診療科で診療を

受けた疾病又は診療継続中の疾病と同一の疾病又は互いに関連のある疾病以外の疾病のこと

をいう。）について、患者の意思に基づき、別の診療科（医療法上の標榜診療科のことをい

う。）を再診として受診した場合（１つ目の診療科の保険医と同一の保険医から診察を受け

た場合を除く。）は、現に診療継続中の診療科１つに限り、「注３」に掲げる所定点数を算

定できる。この場合において、「注４」から「注８」まで、「注 10」から「注 14」までに

規定する加算は、算定できない。 

   (４) Ａ傷病について診療継続中の患者が、Ｂ傷病に罹り、Ｂ傷病について初診があった場合、

当該初診については、初診料は算定できないが、再診料を算定できる。 

(５) 再診料における時間外加算、休日加算、深夜加算、時間外特例加算及び夜間・早朝等加算

の取扱いは、初診料の場合と同様である。 

   (６) 外来管理加算 

ア 外来管理加算は、処置、リハビリテーション等（診療報酬点数のあるものに限る。）を

行わずに計画的な医学管理を行った場合に算定できるものである。 

     イ 外来管理加算を算定するに当たっては、医師は丁寧な問診と詳細な身体診察（視診、聴

診、打診及び触診等）を行い、それらの結果を踏まえて、患者に対して症状の再確認を行

いつつ、病状や療養上の注意点等を懇切丁寧に説明するとともに、患者の療養上の疑問や

不安を解消するため次の取組を行う。 

        [提供される診療内容の事例] 

１ 問診し、患者の訴えを総括する。 

「今日伺ったお話では、『前回処方した薬を飲んで、熱は下がったけれど、咳

が続き、痰の切れが悪い。』ということですね。」  

２ 身体診察によって得られた所見及びその所見に基づく医学的判断等の説明を行

う。 

「診察した結果、頸のリンパ節やのどの腫れは良くなっていますし、胸の音も

問題ありません。前回に比べて、ずいぶん良くなっていますね。」 

３ これまでの治療経過を踏まえた、療養上の注意等の説明・指導を行う。 

「先日の発熱と咳や痰は、ウイルスによる風邪の症状だと考えられますが、○

○さんはタバコを吸っているために、のどの粘膜が過敏で、ちょっとした刺激で

咳が出やすく、痰がなかなか切れなくなっているようです。症状が落ち着くまで、

しばらくの間はタバコを控えて、部屋を十分に加湿し、外出するときにはマスク
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をした方が良いですよ。」 

４ 患者の潜在的な疑問や不安等を汲み取る取組を行う。 

「他に分からないことや、気になること、ご心配なことはありませんか。」 

ウ 診察に当たっては、イに規定する項目のうち、患者の状態等から必要と思われるものを

行うこととし、必ずしも全ての項目を満たす必要はない。また、患者からの聴取事項や診

察所見の要点を診療録に記載する。 

エ 外来管理加算は、標榜する診療科に関係なく算定できる。ただし、複数科を標榜する保

険医療機関において、外来患者が２以上の傷病で複数科を受診し、一方の科で処置又は手

術等を行った場合は、他科においては外来管理加算は算定できない。 

オ 区分番号「Ｃ０００」往診料を算定した場合にも、再診料に加えて外来管理加算を算定

できる。 

     カ 投薬は本来直接本人を診察した上で適切な薬剤を投与すべきであるが、やむを得ない事

情で看護に当たっている者から症状を聞いて薬剤を投与した場合においても、再診料は算

定できるが、外来管理加算は算定できない。また、多忙等を理由に、イに該当する診療行

為を行わず、簡単な症状の確認等を行ったのみで継続処方を行った場合にあっては、再診

料は算定できるが、外来管理加算は算定できない。 

     キ 「注８」の厚生労働大臣が別に定める検査とは、第２章第３部第３節生体検査料のうち、

次の各区分に掲げるものをいう。 

          超音波検査等                          

           脳波検査等                            

           神経・筋検査                          

           耳鼻咽喉科学的検査                    

           眼科学的検査                          

           負荷試験等                            

           ラジオアイソトープを用いた諸検査      

           内視鏡検査                            

(７) 電話等による再診 

     ア 当該保険医療機関で初診を受けた患者について、再診以後、当該患者又はその看護に当

たっている者から直接又は間接（電話、テレビ画像等による場合を含む。）に、治療上の

意見を求められた場合に、必要な指示をしたときには、再診料を算定できる。 

なお、定期的な医学管理を前提として行われる場合は算定できない。ただし、平成 30年

３月 31日以前に、３月以上継続して定期的に、電話、テレビ画像等による再診料を算定し

ていた患者については、当該医学管理に係る一連の診療が終了するまでの間、当該再診料

を引き続き算定することができる。その場合には、オの規定にかかわらず、時間外加算、

休日加算、深夜加算又は夜間・早朝等加算は算定できない。 

     イ 電話、テレビ画像等を通した再診（聴覚障害者以外の患者に係る再診については、ファ

クシミリ又は電子メール等によるものは含まない。）については、患者の病状の変化に応

じ療養について医師の指示を受ける必要のある場合であって、当該患者又はその看護に当

たっている者からの医学的な意見の求めに対し治療上必要な適切な指示をした場合に限り

算定する。ただし、電話、テレビ画像等を通した指示等が、同一日における初診又は再診
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することができる。 

 

第２節 再診料 

  Ａ００１ 再診料 

(１) 再診料は、診療所又は一般病床の病床数が 200 床未満の病院において、再診の都度（同一

日において２以上の再診があってもその都度）算定できる。 

(２) 「注２」に規定する保険医療機関の取扱いについては、区分番号「Ａ０００」初診料の

(9)から(11)までと同様である。 

(３) ２以上の傷病について同時に再診を行った場合の再診料は、当該１日につき１回に限り算

定する。ただし、同一保険医療機関において、同一日に他の傷病（１つ目の診療科で診療を

受けた疾病又は診療継続中の疾病と同一の疾病又は互いに関連のある疾病以外の疾病のこと

をいう。）について、患者の意思に基づき、別の診療科（医療法上の標榜診療科のことをい

う。）を再診として受診した場合（１つ目の診療科の保険医と同一の保険医から診察を受け

た場合を除く。）は、現に診療継続中の診療科１つに限り、「注３」に掲げる所定点数を算

定できる。この場合において、「注４」から「注８」まで、「注 10」から「注 14」までに

規定する加算は、算定できない。 

   (４) Ａ傷病について診療継続中の患者が、Ｂ傷病に罹り、Ｂ傷病について初診があった場合、

当該初診については、初診料は算定できないが、再診料を算定できる。 

(５) 再診料における時間外加算、休日加算、深夜加算、時間外特例加算及び夜間・早朝等加算

の取扱いは、初診料の場合と同様である。 

   (６) 外来管理加算 

ア 外来管理加算は、処置、リハビリテーション等（診療報酬点数のあるものに限る。）を

行わずに計画的な医学管理を行った場合に算定できるものである。 

     イ 外来管理加算を算定するに当たっては、医師は丁寧な問診と詳細な身体診察（視診、聴

診、打診及び触診等）を行い、それらの結果を踏まえて、患者に対して症状の再確認を行

いつつ、病状や療養上の注意点等を懇切丁寧に説明するとともに、患者の療養上の疑問や

不安を解消するため次の取組を行う。 

        [提供される診療内容の事例] 

１ 問診し、患者の訴えを総括する。 

「今日伺ったお話では、『前回処方した薬を飲んで、熱は下がったけれど、咳

が続き、痰の切れが悪い。』ということですね。」  

２ 身体診察によって得られた所見及びその所見に基づく医学的判断等の説明を行

う。 

「診察した結果、頸のリンパ節やのどの腫れは良くなっていますし、胸の音も

問題ありません。前回に比べて、ずいぶん良くなっていますね。」 

３ これまでの治療経過を踏まえた、療養上の注意等の説明・指導を行う。 

「先日の発熱と咳や痰は、ウイルスによる風邪の症状だと考えられますが、○

○さんはタバコを吸っているために、のどの粘膜が過敏で、ちょっとした刺激で

咳が出やすく、痰がなかなか切れなくなっているようです。症状が落ち着くまで、

しばらくの間はタバコを控えて、部屋を十分に加湿し、外出するときにはマスク
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行うことについて評価したものであり、初診時や訪問診療時（往診を含む。）は算定でき

ない。なお、地域包括診療料と地域包括診療加算はどちらか一方に限り届出することがで

きる。 

イ 地域包括診療加算の対象患者は、高血圧症、糖尿病、脂質異常症及び認知症の４疾病の

うち、２つ以上（疑いは除く。）を有する者である。なお、当該医療機関で診療を行う対

象疾病（上記４疾病のうち２つ）と重複しない疾病を対象とする場合に限り、他医療機関

でも当該加算、認知症地域包括診療加算、地域包括診療料又は認知症地域包括診療料を算

定可能とする。 

ウ 当該患者を診療する担当医を決めること。担当医は、慢性疾患の指導に係る適切な研修

を修了した医師とし、担当医により指導及び診療を行った場合に当該加算を算定する。 

エ 当該患者に対し、以下の指導、服薬管理等を行うこと。 

(イ) 患者の同意を得て、計画的な医学管理の下に療養上必要な指導及び診療を行うこと。 

(ロ) 他の保険医療機関と連携の上、患者が受診している医療機関を全て把握するととも

に、当該患者に処方されている医薬品を全て管理し、診療録に記載すること。必要に

応じ、担当医の指示を受けた看護職員等が情報の把握を行うことも可能であること。 

(ハ) 当該患者について、原則として院内処方を行うこと。ただし、(ニ)の場合に限り院

外処方を可能とする。 

(ニ) 院外処方を行う場合は、以下のとおりとする。 

① 調剤について 24 時間対応できる体制を整えている薬局（以下「連携薬局」とい

う。）と連携していること。 

② 原則として、院外処方を行う場合は連携薬局にて処方を行うこととするが、患者

の同意がある場合に限り、その他の薬局での処方も可能とする。その場合、当該患

者に対して、時間外においても対応できる薬局のリストを文書により提供し、説明

すること。 

③ 当該患者が受診している医療機関のリスト及び当該患者が当該加算を算定してい

る旨を、処方箋に添付して患者に渡すことにより、当該薬局に対して情報提供を行

うこと。 

④ 患者に対して、当該医療機関を受診時に、薬局若しくは当該医療機関が発行する

お薬手帳を持参させること。また、当該患者の院外処方を担当する保険薬局から文

書で情報提供を受けることでもよい。なお、保険薬局から文書で情報提供を受けた

場合も、当該患者に対し、事後的にお薬手帳の提示に協力を求めることが望ましい。 

⑤ 診療録にお薬手帳若しくは保険薬局からの文書のコピーを添付又は当該点数の算

定時の投薬内容について診療録に記載すること。 

(ホ) 当該患者に対し、標榜時間外の電話等による問い合わせに対応可能な体制を有し、

連絡先について情報提供するとともに、患者又は患者の家族等から連絡を受けた場合

には、受診の指示等、速やかに必要な対応を行うこと。 

(ヘ) 当該患者に対し、健康診断や検診の受診勧奨を行い、その結果等を診療録に記載す

るとともに、患者に提供し、評価結果を基に患者の健康状態を管理すること。 

(ト) 当該患者に対し、必要に応じ、要介護認定に係る主治医意見書を作成すること。 

(チ) 患者の同意について、当該加算の初回算定時に、別紙様式 47 を参考に、当該患者
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に附随する一連の行為とみなされる場合、時間おきに病状の報告を受ける内容のものであ

る場合等には、再診料を算定できない。また、ファクシミリ又は電子メール等による再診

については、再診の求めに速やかに応じた場合に限り算定できるものとし、この場合にお

いては、診療録に当該ファクシミリ等の送受信の時刻を記載するとともに、当該ファクシ

ミリ等の写しを添付すること。 

     ウ 乳幼児の看護に当たっている者から電話等によって治療上の意見を求められて指示した

場合は、「注４」の乳幼児加算を算定する。 

     エ 時間外加算を算定すべき時間、休日、深夜又は夜間・早朝等に患者又はその看護に当た

っている者から電話等によって治療上の意見を求められて指示した場合は、時間外加算、

休日加算、深夜加算又は夜間・早朝等加算を算定する。ただし、ファクシミリ又は電子メ

ール等による再診については、これらの加算は算定できない。 

オ 当該再診料を算定する際には、第２章第１部の各区分に規定する医学管理等は算定でき

ない。ただし、急病等で患者又はその看護に当たっている者から連絡を受け、治療上の必

要性から、休日又は夜間における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる

次に掲げる保険医療機関の受診を指示した上で、指示を行った同日に、受診先の医療機関

に対して必要な診療情報を文書等（ファクシミリ又は電子メールを含む。）で提供した場

合は、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料（Ⅰ）を算定できる。 

（イ）地域医療支援病院 

（ロ）救急病院等を定める省令に基づき認定された救急病院又は救急診療所 

（ハ）「救急医療対策の整備事業について」に規定された病院群輪番制病院、病院群輪番

制に参加している有床診療所又は共同利用型病院 

カ 当該再診料を算定する際には、予約に基づく診察による特別の料金の徴収はできない。 

(８) 時間外対応加算 

ア 時間外対応加算は、地域の身近な診療所において、患者からの休日・夜間等の問い合わ

せや受診に対応することにより、休日・夜間に病院を受診する軽症患者の減少、ひいては

病院勤務医の負担軽減につながるような取組を評価するものである。 

イ 当該加算を算定するに当たっては、当該保険医療機関において、算定する区分に応じた

対応を行うとともに、緊急時の対応体制や連絡先等について、院内掲示、連絡先を記載し

た文書の交付、診察券への記載等の方法により患者に対して周知すること。 

ウ 電話等による相談の結果、緊急の対応が必要と判断された場合には、外来診療、往診、

他の医療機関との連携又は緊急搬送等の医学的に必要と思われる対応を行うこと。 

エ なお、電話等による再診の場合であっても、時間外対応加算の算定が可能であること。 

(９) 健康保険法（大正 11 年法律第 70 号）における療養の給付又は高齢者の医療の確保に関す

る法律（昭和 57 年法律第 80 号）における療養の給付と労働者災害補償保険法（昭和 22 年

法律第 50 号）における療養補償給付を同時に受けている場合の再診料（外来診療料を含

む。）は、主たる疾病の再診料（外来診療料を含む。）として算定する。なお、入院料及び

往診料は、当該入院あるいは往診を必要とした疾病に係るものとして算定する。 

(10) 地域包括診療加算 

ア 地域包括診療加算は、外来の機能分化の観点から、主治医機能を持った診療所の医師が、

複数の慢性疾患を有する患者に対し、患者の同意を得た上で、継続的かつ全人的な医療を
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行うことについて評価したものであり、初診時や訪問診療時（往診を含む。）は算定でき

ない。なお、地域包括診療料と地域包括診療加算はどちらか一方に限り届出することがで

きる。 

イ 地域包括診療加算の対象患者は、高血圧症、糖尿病、脂質異常症及び認知症の４疾病の

うち、２つ以上（疑いは除く。）を有する者である。なお、当該医療機関で診療を行う対

象疾病（上記４疾病のうち２つ）と重複しない疾病を対象とする場合に限り、他医療機関

でも当該加算、認知症地域包括診療加算、地域包括診療料又は認知症地域包括診療料を算

定可能とする。 

ウ 当該患者を診療する担当医を決めること。担当医は、慢性疾患の指導に係る適切な研修

を修了した医師とし、担当医により指導及び診療を行った場合に当該加算を算定する。 

エ 当該患者に対し、以下の指導、服薬管理等を行うこと。 

(イ) 患者の同意を得て、計画的な医学管理の下に療養上必要な指導及び診療を行うこと。 

(ロ) 他の保険医療機関と連携の上、患者が受診している医療機関を全て把握するととも

に、当該患者に処方されている医薬品を全て管理し、診療録に記載すること。必要に

応じ、担当医の指示を受けた看護職員等が情報の把握を行うことも可能であること。 

(ハ) 当該患者について、原則として院内処方を行うこと。ただし、(ニ)の場合に限り院

外処方を可能とする。 

(ニ) 院外処方を行う場合は、以下のとおりとする。 

① 調剤について 24 時間対応できる体制を整えている薬局（以下「連携薬局」とい

う。）と連携していること。 

② 原則として、院外処方を行う場合は連携薬局にて処方を行うこととするが、患者

の同意がある場合に限り、その他の薬局での処方も可能とする。その場合、当該患

者に対して、時間外においても対応できる薬局のリストを文書により提供し、説明

すること。 

③ 当該患者が受診している医療機関のリスト及び当該患者が当該加算を算定してい

る旨を、処方箋に添付して患者に渡すことにより、当該薬局に対して情報提供を行

うこと。 

④ 患者に対して、当該医療機関を受診時に、薬局若しくは当該医療機関が発行する

お薬手帳を持参させること。また、当該患者の院外処方を担当する保険薬局から文

書で情報提供を受けることでもよい。なお、保険薬局から文書で情報提供を受けた

場合も、当該患者に対し、事後的にお薬手帳の提示に協力を求めることが望ましい。 

⑤ 診療録にお薬手帳若しくは保険薬局からの文書のコピーを添付又は当該点数の算

定時の投薬内容について診療録に記載すること。 

(ホ) 当該患者に対し、標榜時間外の電話等による問い合わせに対応可能な体制を有し、

連絡先について情報提供するとともに、患者又は患者の家族等から連絡を受けた場合

には、受診の指示等、速やかに必要な対応を行うこと。 

(ヘ) 当該患者に対し、健康診断や検診の受診勧奨を行い、その結果等を診療録に記載す

るとともに、患者に提供し、評価結果を基に患者の健康状態を管理すること。 

(ト) 当該患者に対し、必要に応じ、要介護認定に係る主治医意見書を作成すること。 

(チ) 患者の同意について、当該加算の初回算定時に、別紙様式 47 を参考に、当該患者
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に附随する一連の行為とみなされる場合、時間おきに病状の報告を受ける内容のものであ

る場合等には、再診料を算定できない。また、ファクシミリ又は電子メール等による再診

については、再診の求めに速やかに応じた場合に限り算定できるものとし、この場合にお

いては、診療録に当該ファクシミリ等の送受信の時刻を記載するとともに、当該ファクシ

ミリ等の写しを添付すること。 

     ウ 乳幼児の看護に当たっている者から電話等によって治療上の意見を求められて指示した

場合は、「注４」の乳幼児加算を算定する。 

     エ 時間外加算を算定すべき時間、休日、深夜又は夜間・早朝等に患者又はその看護に当た

っている者から電話等によって治療上の意見を求められて指示した場合は、時間外加算、

休日加算、深夜加算又は夜間・早朝等加算を算定する。ただし、ファクシミリ又は電子メ

ール等による再診については、これらの加算は算定できない。 

オ 当該再診料を算定する際には、第２章第１部の各区分に規定する医学管理等は算定でき

ない。ただし、急病等で患者又はその看護に当たっている者から連絡を受け、治療上の必

要性から、休日又は夜間における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる

次に掲げる保険医療機関の受診を指示した上で、指示を行った同日に、受診先の医療機関

に対して必要な診療情報を文書等（ファクシミリ又は電子メールを含む。）で提供した場

合は、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料（Ⅰ）を算定できる。 

（イ）地域医療支援病院 

（ロ）救急病院等を定める省令に基づき認定された救急病院又は救急診療所 

（ハ）「救急医療対策の整備事業について」に規定された病院群輪番制病院、病院群輪番

制に参加している有床診療所又は共同利用型病院 

カ 当該再診料を算定する際には、予約に基づく診察による特別の料金の徴収はできない。 

(８) 時間外対応加算 

ア 時間外対応加算は、地域の身近な診療所において、患者からの休日・夜間等の問い合わ

せや受診に対応することにより、休日・夜間に病院を受診する軽症患者の減少、ひいては

病院勤務医の負担軽減につながるような取組を評価するものである。 

イ 当該加算を算定するに当たっては、当該保険医療機関において、算定する区分に応じた

対応を行うとともに、緊急時の対応体制や連絡先等について、院内掲示、連絡先を記載し

た文書の交付、診察券への記載等の方法により患者に対して周知すること。 

ウ 電話等による相談の結果、緊急の対応が必要と判断された場合には、外来診療、往診、

他の医療機関との連携又は緊急搬送等の医学的に必要と思われる対応を行うこと。 

エ なお、電話等による再診の場合であっても、時間外対応加算の算定が可能であること。 

(９) 健康保険法（大正 11 年法律第 70 号）における療養の給付又は高齢者の医療の確保に関す

る法律（昭和 57 年法律第 80 号）における療養の給付と労働者災害補償保険法（昭和 22 年

法律第 50 号）における療養補償給付を同時に受けている場合の再診料（外来診療料を含

む。）は、主たる疾病の再診料（外来診療料を含む。）として算定する。なお、入院料及び

往診料は、当該入院あるいは往診を必要とした疾病に係るものとして算定する。 

(10) 地域包括診療加算 

ア 地域包括診療加算は、外来の機能分化の観点から、主治医機能を持った診療所の医師が、

複数の慢性疾患を有する患者に対し、患者の同意を得た上で、継続的かつ全人的な医療を
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類と同様の取扱いとする。 

イ (10)のウからカまで（エの(リ)を除く。）を満たすこと。 

ウ 認知症地域包括診療加算１を算定する場合には、(10)のキを満たすこと。 

エ 当該保険医療機関で診療を行う疾病（認知症を含む２つ以上）と重複しない疾病を対象

とする場合に限り、他医療機関でも地域包括診療加算又は地域包括診療料を算定可能であ

る。また、他医療機関で当該診療加算又は認知症地域包括診療料は算定できない。 

(12) 薬剤適正使用連携加算 

「注 12」に規定する地域包括診療加算又は「注 13」に規定する認知症地域包括診療加算を

算定する患者であって、他の保険医療機関に入院又は介護老人保健施設に入所していたもの

について、以下の全てを満たす場合に、退院日又は退所日の属する月の翌月までに１回算定

する。なお、他の保険医療機関又は介護老人保健施設（以下(12)において「保険医療機関等」

という。）との情報提供又は連携に際し、文書以外を用いた場合には、情報提供内容を診療

録等に記載すること。 

ア 患者の同意を得て、入院又は入所までに、入院又は入所先の他の保険医療機関等に対し、

処方内容、薬歴等について情報提供していること。処方内容には、当該保険医療機関以外

の処方内容を含む。 

イ 入院又は入所先の他の保険医療機関等から処方内容について照会があった場合には、適

切に対応すること。 

ウ 退院又は退所後１か月以内に、ア又はイを踏まえて調整した入院・入所中の処方内容に

ついて、入院・入所先の他の保険医療機関等から情報提供を受けていること。 

エ 以下の(イ)で算出した内服薬の種類数が、(ロ)で算出した薬剤の種類数よりも少ないこ

と。いずれも、屯服は含めずに算出すること。 

(イ) ウで入院・入所先の他の保険医療機関等から情報提供された入院・入所中の処方内

容のうち、内服薬の種類数 

(ロ) アで情報提供した処方内容のうち、内服薬の種類数 

    Ａ００２ 外来診療料   

(１) 外来診療料は、医療機関間の機能分担の明確化、請求の簡素化を目的として設定されたも

のであり、一般病床の病床数が 200 床以上の病院において算定する。 

(２) 「注２」又は「注３」に規定する保険医療機関において、病院と診療所の機能分担の推進

を図る観点から、他の病院（一般病床の病床数が 200 床未満のものに限る。）又は診療所に

対し文書による紹介を行う旨の申出を行ったにもかかわらず、当該病院を受診した患者につ

いては、「注１」の規定にかかわらず、「注２」又は「注３」の所定点数を算定する。（緊

急その他やむを得ない事情がある場合を除く。）この場合において、患者に対し十分な情報

提供を行い、患者の自由な選択と同意があった場合には、「注１」との差額に相当する療養

部分について､選定療養としてその費用を患者から徴収することができる。 

また、初診の患者に占める他の病院又は診療所等からの文書による紹介があるものの割合

等が低い保険医療機関とは、区分番号「Ａ０００」初診料の(６)と同様である。 

(３) 特定機能病院及び地域医療支援病院のうち、前年度１年間の紹介率の実績が 50％未満かつ

逆紹介率の実績が 50％未満の保険医療機関においては、紹介率及び逆紹介率の割合を別紙様

式 28 により、毎年 10 月に地方厚生（支）局長へ報告すること。また、報告を行った保険医
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の署名付の同意書を作成し、診療録に添付すること。ただし、直近１年間に４回以上

の受診歴を有する患者については、別紙様式 47 を参考に診療の要点を説明していれ

ば、同意の手続きは省略して差し支えない。なお、当該医療機関自ら作成した文書を

用いることでよい。 

(リ) 当該加算を算定する場合は、投薬の部に掲げる「７種類以上の内服薬の投薬を行う

場合」の規定は適用しないものであること。 

(ヌ) 認知症の患者に対し本加算を算定する場合であって、当該患者の病状から、患者へ

の説明及び患者の同意について、患者の家族等への説明及び当該患者の家族等による

同意による方が適切と考えられる場合には、当該部分について「患者」を「患者の家

族等」と読み替えるものとする。 

オ 当該医療機関において、院内掲示により以下の対応が可能なことを周知し、患者の求め

があった場合に適切に対応すること。 

(イ) 健康相談を行っていること。 

(ロ) 介護保険に係る相談を行っていること。 

カ 抗菌薬の適正な使用を推進するため、「抗微生物薬適正使用の手引き」（厚生労働省健

康局結核感染症課）を参考に、抗菌薬の適正な使用の普及啓発に資する取組を行っている

こと。 

キ 地域包括診療加算１を算定する医療機関においては、往診又は訪問診療を提供可能であ

ること。往診又は訪問診療の対象の患者には、24 時間対応可能な連絡先を提供し、患者又

は患者の家族等から連絡を受けた場合には、往診、外来受診の指示等、速やかに必要な対

応を行うこと。「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」

（令和２年３月●日保医発●第●号）の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)に

規定する在宅療養支援診療所以外の診療所においては以下の（ロ）、在宅療養支援診療所

以外の診療所については以下の全てについて、連携する他の保険医療機関とともに行うこ

とも可能であること。 

(イ) 24 時間の連絡体制 

(ロ) 連絡を受けて行う往診又は外来診療の体制 

(11) 認知症地域包括診療加算 

ア 認知症地域包括診療加算は、外来の機能分化の観点から、主治医機能を持った診療所の

医師が、認知症患者であって以下の全ての要件を満たす患者に対し、患者の同意を得た上

で、継続的かつ全人的な医療を行うことについて評価したものであり、初診時や訪問診療

時（往診を含む。）は算定できない。 

(イ) 認知症以外に１以上の疾病（疑いは除く。）を有する者 

(ロ) 同月に、当該保険医療機関において以下のいずれの投薬も受けていない患者 

① １処方につき５種類を超える内服薬があるもの 

② １処方につき抗うつ薬、抗精神病薬、抗不安薬及び睡眠薬を合わせて３種類を超

えて含むもの 

なお、(ロ)①の内服薬数の種類数は錠剤、カプセル剤、散剤、顆粒剤及び液剤につい

ては、１銘柄ごとに１種類として計算する。また、(ロ)②の抗うつ薬、抗精神病薬、抗

不安薬及び睡眠薬の種類数は区分番号「Ｆ１００」処方料の注１における向精神薬の種
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類と同様の取扱いとする。 

イ (10)のウからカまで（エの(リ)を除く。）を満たすこと。 

ウ 認知症地域包括診療加算１を算定する場合には、(10)のキを満たすこと。 

エ 当該保険医療機関で診療を行う疾病（認知症を含む２つ以上）と重複しない疾病を対象

とする場合に限り、他医療機関でも地域包括診療加算又は地域包括診療料を算定可能であ

る。また、他医療機関で当該診療加算又は認知症地域包括診療料は算定できない。 

(12) 薬剤適正使用連携加算 

「注 12」に規定する地域包括診療加算又は「注 13」に規定する認知症地域包括診療加算を

算定する患者であって、他の保険医療機関に入院又は介護老人保健施設に入所していたもの

について、以下の全てを満たす場合に、退院日又は退所日の属する月の翌月までに１回算定

する。なお、他の保険医療機関又は介護老人保健施設（以下(12)において「保険医療機関等」

という。）との情報提供又は連携に際し、文書以外を用いた場合には、情報提供内容を診療

録等に記載すること。 

ア 患者の同意を得て、入院又は入所までに、入院又は入所先の他の保険医療機関等に対し、

処方内容、薬歴等について情報提供していること。処方内容には、当該保険医療機関以外

の処方内容を含む。 

イ 入院又は入所先の他の保険医療機関等から処方内容について照会があった場合には、適

切に対応すること。 

ウ 退院又は退所後１か月以内に、ア又はイを踏まえて調整した入院・入所中の処方内容に

ついて、入院・入所先の他の保険医療機関等から情報提供を受けていること。 

エ 以下の(イ)で算出した内服薬の種類数が、(ロ)で算出した薬剤の種類数よりも少ないこ

と。いずれも、屯服は含めずに算出すること。 

(イ) ウで入院・入所先の他の保険医療機関等から情報提供された入院・入所中の処方内

容のうち、内服薬の種類数 

(ロ) アで情報提供した処方内容のうち、内服薬の種類数 

    Ａ００２ 外来診療料   

(１) 外来診療料は、医療機関間の機能分担の明確化、請求の簡素化を目的として設定されたも

のであり、一般病床の病床数が 200 床以上の病院において算定する。 

(２) 「注２」又は「注３」に規定する保険医療機関において、病院と診療所の機能分担の推進

を図る観点から、他の病院（一般病床の病床数が 200 床未満のものに限る。）又は診療所に

対し文書による紹介を行う旨の申出を行ったにもかかわらず、当該病院を受診した患者につ

いては、「注１」の規定にかかわらず、「注２」又は「注３」の所定点数を算定する。（緊

急その他やむを得ない事情がある場合を除く。）この場合において、患者に対し十分な情報

提供を行い、患者の自由な選択と同意があった場合には、「注１」との差額に相当する療養

部分について､選定療養としてその費用を患者から徴収することができる。 

また、初診の患者に占める他の病院又は診療所等からの文書による紹介があるものの割合

等が低い保険医療機関とは、区分番号「Ａ０００」初診料の(６)と同様である。 

(３) 特定機能病院及び地域医療支援病院のうち、前年度１年間の紹介率の実績が 50％未満かつ

逆紹介率の実績が 50％未満の保険医療機関においては、紹介率及び逆紹介率の割合を別紙様

式 28 により、毎年 10 月に地方厚生（支）局長へ報告すること。また、報告を行った保険医
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の署名付の同意書を作成し、診療録に添付すること。ただし、直近１年間に４回以上

の受診歴を有する患者については、別紙様式 47 を参考に診療の要点を説明していれ

ば、同意の手続きは省略して差し支えない。なお、当該医療機関自ら作成した文書を

用いることでよい。 

(リ) 当該加算を算定する場合は、投薬の部に掲げる「７種類以上の内服薬の投薬を行う

場合」の規定は適用しないものであること。 

(ヌ) 認知症の患者に対し本加算を算定する場合であって、当該患者の病状から、患者へ

の説明及び患者の同意について、患者の家族等への説明及び当該患者の家族等による

同意による方が適切と考えられる場合には、当該部分について「患者」を「患者の家

族等」と読み替えるものとする。 

オ 当該医療機関において、院内掲示により以下の対応が可能なことを周知し、患者の求め

があった場合に適切に対応すること。 

(イ) 健康相談を行っていること。 

(ロ) 介護保険に係る相談を行っていること。 

カ 抗菌薬の適正な使用を推進するため、「抗微生物薬適正使用の手引き」（厚生労働省健

康局結核感染症課）を参考に、抗菌薬の適正な使用の普及啓発に資する取組を行っている

こと。 

キ 地域包括診療加算１を算定する医療機関においては、往診又は訪問診療を提供可能であ

ること。往診又は訪問診療の対象の患者には、24 時間対応可能な連絡先を提供し、患者又

は患者の家族等から連絡を受けた場合には、往診、外来受診の指示等、速やかに必要な対

応を行うこと。「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」

（令和２年３月●日保医発●第●号）の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)に

規定する在宅療養支援診療所以外の診療所においては以下の（ロ）、在宅療養支援診療所

以外の診療所については以下の全てについて、連携する他の保険医療機関とともに行うこ

とも可能であること。 

(イ) 24 時間の連絡体制 

(ロ) 連絡を受けて行う往診又は外来診療の体制 

(11) 認知症地域包括診療加算 

ア 認知症地域包括診療加算は、外来の機能分化の観点から、主治医機能を持った診療所の

医師が、認知症患者であって以下の全ての要件を満たす患者に対し、患者の同意を得た上

で、継続的かつ全人的な医療を行うことについて評価したものであり、初診時や訪問診療

時（往診を含む。）は算定できない。 

(イ) 認知症以外に１以上の疾病（疑いは除く。）を有する者 

(ロ) 同月に、当該保険医療機関において以下のいずれの投薬も受けていない患者 

① １処方につき５種類を超える内服薬があるもの 

② １処方につき抗うつ薬、抗精神病薬、抗不安薬及び睡眠薬を合わせて３種類を超

えて含むもの 

なお、(ロ)①の内服薬数の種類数は錠剤、カプセル剤、散剤、顆粒剤及び液剤につい

ては、１銘柄ごとに１種類として計算する。また、(ロ)②の抗うつ薬、抗精神病薬、抗

不安薬及び睡眠薬の種類数は区分番号「Ｆ１００」処方料の注１における向精神薬の種
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療機関であって、報告年度の連続する６か月間で実績の基準を満たした保険医療機関につい

ては、翌年の４月１日までに地方厚生（支）局長へ報告すること。 

(４) 許可病床の数が 400 床以上の病院（特定機能病院及び地域医療支援病院を除く。）のうち、

前年度１年間の紹介率の実績が 40％未満かつ逆紹介率の実績が 30％未満の保険医療機関の

取扱いについては、（３）と同様であること。 

(５) 「注４」に規定する保険医療機関の取扱いについては、区分番号「Ａ０００」初診料の

(９)から(11)までと同様である。 

(６) 同一保険医療機関において、同一日に他の傷病（１つ目の診療科で診療を受けた疾病又は

診療継続中の疾病と同一の疾病又は互いに関連のある疾病以外の疾病のことをいう。）につ

いて、患者の意思に基づき、別の診療科（医療法上の標榜診療科のことをいう。）を再診と

して受診した場合（１つ目の診療科の保険医と同一の保険医から診療を受けた場合を除く。）

は、現に診療継続中の診療科１つに限り、「注５」に掲げる所定点数を算定できる。この場

合において、「注６」のただし書及び「注７」から「注９」までに規定する加算は、算定で

きない。 

(７) 外来診療料の取扱いについては、再診料の場合と同様である。ただし、電話等による再診

料及び外来管理加算は算定できない。 

      (８) 包括されている検査項目に係る検査の部の款及び注に規定する加算は、別に算定できない。

ただし、検査の部の第１節第１款検体検査実施料の通則３に規定する加算は、検査の部にお

いて算定することができる。 

      (９) 外来診療料には、包括されている検査項目に係る判断料が含まれず、別に算定できる。な

お、当該検査項目が属する区分（尿・糞便等検査判断料又は血液学的検査判断料の２区分）

の判断料について、当該区分に属する検査項目のいずれをも行わなかった場合は、当該判断

料は算定できない。 

   (10) 外来診療料には、包括されている処置項目に係る薬剤料及び特定保険医療材料料は含まれ

ず、処置の部の薬剤料及び特定保険医療材料料の定めるところにより別に算定できる。また、

熱傷に対する処置についても別に算定できる。 

(11) 爪甲除去（麻酔を要しないもの）、穿刺排膿後薬液注入、後部尿道洗浄（ウルツン）、義

眼処置、矯正固定、変形機械矯正術、腰部又は胸部固定帯固定、低出力レーザー照射及び肛

門処置は外来診療料に含まれ別に算定できない。 

Ａ００３ オンライン診療料 

(１) オンライン診療料は、対面診療の原則のもとで、対面診療と、リアルタイムでの画像を介

したコミュニケーション（ビデオ通話）が可能な情報通信機器を活用した診療（以下「オン

ライン診療」という。）を組み合わせた診療計画を作成し、当該計画に基づいて計画的なオ

ンライン診療を行った場合に、患者１人につき月１回に限り算定できる。なお、当該診療計

画に基づかない他の傷病に対する診療は、対面診療で行うことが原則であり、オンライン診

療料は算定できない。 

(２) オンライン診療は、(１)の計画に基づき、対面診療とオンライン診療を組み合わせた医学

管理のもとで実施されるものであり、連続する３月の間に対面診療が１度も行われない場合

は、算定することはできない。また、対面診療とオンライン診療を同月に行った場合は、オ

ンライン診療料は算定できない。 
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療機関であって、報告年度の連続する６か月間で実績の基準を満たした保険医療機関につい

ては、翌年の４月１日までに地方厚生（支）局長へ報告すること。 

(４) 許可病床の数が 400 床以上の病院（特定機能病院及び地域医療支援病院を除く。）のうち、

前年度１年間の紹介率の実績が 40％未満かつ逆紹介率の実績が 30％未満の保険医療機関の

取扱いについては、（３）と同様であること。 

(５) 「注４」に規定する保険医療機関の取扱いについては、区分番号「Ａ０００」初診料の

(９)から(11)までと同様である。 

(６) 同一保険医療機関において、同一日に他の傷病（１つ目の診療科で診療を受けた疾病又は

診療継続中の疾病と同一の疾病又は互いに関連のある疾病以外の疾病のことをいう。）につ

いて、患者の意思に基づき、別の診療科（医療法上の標榜診療科のことをいう。）を再診と

して受診した場合（１つ目の診療科の保険医と同一の保険医から診療を受けた場合を除く。）

は、現に診療継続中の診療科１つに限り、「注５」に掲げる所定点数を算定できる。この場

合において、「注６」のただし書及び「注７」から「注９」までに規定する加算は、算定で

きない。 

(７) 外来診療料の取扱いについては、再診料の場合と同様である。ただし、電話等による再診

料及び外来管理加算は算定できない。 

      (８) 包括されている検査項目に係る検査の部の款及び注に規定する加算は、別に算定できない。

ただし、検査の部の第１節第１款検体検査実施料の通則３に規定する加算は、検査の部にお

いて算定することができる。 

      (９) 外来診療料には、包括されている検査項目に係る判断料が含まれず、別に算定できる。な

お、当該検査項目が属する区分（尿・糞便等検査判断料又は血液学的検査判断料の２区分）

の判断料について、当該区分に属する検査項目のいずれをも行わなかった場合は、当該判断

料は算定できない。 

   (10) 外来診療料には、包括されている処置項目に係る薬剤料及び特定保険医療材料料は含まれ

ず、処置の部の薬剤料及び特定保険医療材料料の定めるところにより別に算定できる。また、

熱傷に対する処置についても別に算定できる。 

(11) 爪甲除去（麻酔を要しないもの）、穿刺排膿後薬液注入、後部尿道洗浄（ウルツン）、義

眼処置、矯正固定、変形機械矯正術、腰部又は胸部固定帯固定、低出力レーザー照射及び肛

門処置は外来診療料に含まれ別に算定できない。 

Ａ００３ オンライン診療料 

(１) オンライン診療料は、対面診療の原則のもとで、対面診療と、リアルタイムでの画像を介

したコミュニケーション（ビデオ通話）が可能な情報通信機器を活用した診療（以下「オン

ライン診療」という。）を組み合わせた診療計画を作成し、当該計画に基づいて計画的なオ

ンライン診療を行った場合に、患者１人につき月１回に限り算定できる。なお、当該診療計

画に基づかない他の傷病に対する診療は、対面診療で行うことが原則であり、オンライン診

療料は算定できない。 

(２) オンライン診療は、(１)の計画に基づき、対面診療とオンライン診療を組み合わせた医学

管理のもとで実施されるものであり、連続する３月の間に対面診療が１度も行われない場合

は、算定することはできない。また、対面診療とオンライン診療を同月に行った場合は、オ

ンライン診療料は算定できない。 
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法

（
昭

和
3
8
年

法
律

第
1
3
3
号

）
第
2
0
条

の
５

に
規

定
す

る
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

（

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
「

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
」

と
い

う
。

）
、

同
法

第
2
0
条

の
６

に
規

定

す
る

軽
費

老
人

ホ
ー

ム
（

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
「

軽
費

老
人

ホ
ー

ム
」

と
い

う
。

）
、

同
法

第
2
9
条

第
１

項
に

規
定

す
る

有
料

老
人

ホ
ー

ム
（

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
「

有
料

老
人

ホ
ー

ム

」
と

い
う

。
）

等
若

し
く

は
自

宅
か

ら
入

院
し

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
転

院
又

は
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、
救

急
・

在
宅

等
支

援
病

床
初

期
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
日

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

は
、

夜
間

看
護

体
制

特
定

日
減

算
と

し
て

、
次

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

場
合

に
限

り
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
５

に
相

当
す

る
点

数
を

減
算

す
る

。

イ
年

６
日

以
内

で
あ

る
こ

と
。

ロ
当

該
日

が
属

す
る

月
が

連
続

す
る

２
月

以
内

で
あ

る
こ

と
。

７
注

１
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
て

い
た

病
棟

で
あ

っ
て

、
当

該
基

準
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

の
み

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
つ

い
て

は
、

注
２

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

当
分

の
間

、
夜

勤
時

間
特

別
入

院
基

本
料

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
7
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
で

き
る

。

８
退

院
が

特
定

の
時

間
帯

に
集

中
し

て
い

る
も

の
と

し
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者
の

退
院

日
の

入
院

基
本

料
（

特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
2
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定

第
２

部
入

院
料

等

通
則 １

健
康

保
険

法
第
6
3
条

第
１

項
第

５
号

及
び

高
齢

者
医

療
確

保
法

第
6
4
条

第
１

項
第

５
号

に
よ

る
入

院
及

び
看

護
の

費
用

は
、

第
１

節
か

ら
第

４
節

ま
で

の
各

区
分

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

特
に

規
定

す
る

場
合

を
除

き
、

通
常

必
要

と
さ

れ
る

療
養

環
境

の
提

供
、

看
護

及
び

医
学

的
管

理
に

要
す

る
費

用
は

、
第

１
節

、
第

３
節

又
は

第
４

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
同

一
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

一
の

患
者

に
つ

き
、

第
１

節
の

各
区

分
に

掲
げ

る
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

、
月

平
均

夜
勤

時
間

超
過

減
算

、
夜

勤
時

間
特

別
入

院
基

本
料

及
び

重
症

患
者

割
合

特
別

入
院

基
本

料
（

以
下

「
特

別
入

院
基

本
料

等
」

と
い

う
。

）
を

含
む

。
）

、
第

３
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

特
定

入
院

料
及

び
第

４
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

を
同

一
の

日
に

算
定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
の

場
合

に
は

、
特

別
入

院
基

本
料

等
、

区
分

番
号

Ａ
１

０
８

に
掲

げ
る

有
床

診
療

所
入

院
基

本
料

又
は

区
分

番
号

Ａ
１
０

９
に

掲
げ

る
有

床
診

療
所

療
養

病
床

入
院

基
本

料
を

算
定

す

る
場

合
を

除
き

、
入

院
日

か
ら

起
算

し
て

５
日

ま
で

の
間

は
、

区
分

番
号

Ａ
４

０
０

の
３

に
掲

げ
る

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

３
を

算
定

し
、

６
日

目
以

降
は

第
１

節
の

各
区

分
に

掲
げ

る
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

又
は

第
３

節
の

各
区

分
に

掲
げ

る
特

定
入

院
料

の
い

ず
れ

か
を

算
定

す
る

。

４
歯

科
診

療
及

び
歯

科
診

療
以

外
の

診
療

を
併

せ
て

行
う

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

は
、

当
該

患
者

の
主

傷
病

に
係

る
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

、
特

定
入

院
料

又
は

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

を
算

定
す

る
。

５
第

１
節

か
ら

第
４

節
ま

で
に

規
定

す
る

期
間

の
計

算
は

、
特

に
規

定
す

る
場

合
を

除
き

、
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
計

算
す

る
。

た
だ

し
、

保
険

医
療

機
関

を
退

院
し

た
後

、
同

一
の

疾
病

又
は

負
傷

に
よ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

当
該

保
険

医
療

機
関

と
特

別
の

関
係

に
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
た

場
合

に
は

、
急

性
増

悪
そ

の
他

や
む

を
得

な
い

場
合

を
除

き
、

最
初

の
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
計

算
す

る
。

６
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
入

院
患

者
数

の
基

準
又

は
医

師
等

の
員

数
の

基
準

に
該

当
す

る
保

険
医

療
機

関
の

入
院

基
本

料
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
算

定
す

る
。

７
入

院
診

療
計

画
、

院
内

感
染

防
止

対
策

、
医

療
安

全
管

理
体

制
、

褥
瘡

対
策

及
び

栄
養

管
理

体
制

に
つ

い
じ

よ
く

そ
う

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

を
満

た
す

場
合

に
限

り
、

第
１

節
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
及

び
第

３
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

入
院

料
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

８
７

に
規

定
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
基

準
の

う
ち

、
栄

養
管

理
体

制
に

関
す

る
基

準
を

満
た

す
こ

と
が

で
き

な
い

保
険

医
療

機
関

（
診

療
所

を
除

き
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

を
満

た
す

も
の

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
は

、
第

１
節

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

、
第

３
節

及
び

第
４

節
（

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

１
を

除
く

。
）

の
各

区
分

に
掲

げ
る

そ
れ

ぞ
れ

の
入

院
基

本
料

、
特

定
入

院
料

又
は

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

の
所

定
点

数
か

ら
１

日
に

つ
き
4
0
点

を
減

算
す

る
。

第
１

節
入

院
基
本

料

区
分

Ａ
１

０
０

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料

イ
急

性
期

一
般

入
院

料
１

1
,
6
5
0
点

ロ
急

性
期

一
般

入
院

料
２

1
,
6
1
9
点

ハ
急

性
期

一
般

入
院

料
３

1
,
5
4
5
点

ニ
急

性
期

一
般

入
院

料
４

1
,
4
4
0
点

ホ
急

性
期

一
般

入
院

料
５

1
,
4
2
9
点

ヘ
急

性
期

一
般

入
院

料
６

1
,
4
0
8
点

ト
急

性
期

一
般

入
院

料
７

1
,
3
8
2
点

２
地

域
一

般
入

院
基

本
料

イ
地

域
一

般
入

院
料

１
1
,
1
5
9
点

ロ
地

域
一

般
入

院
料

２
1
,
1
5
3
点

ハ
地

域
一

般
入

院
料

３
9
8
8
点

注
１

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
、

結
核

病
棟

入
院

基
本

料
又

は
精

神
病

棟
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る

（ ）（ ） 2524
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ヱ
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

、
２

の
イ

又
は

３
に

限
る

。
）

ヒ
認

知
症

ケ
ア

加
算

モ
せ

ん
妄

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
（

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

に
限

る
。

）

セ
精

神
疾

患
診

療
体

制
加

算

ス
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算

ン
排

尿
自

立
支

援
加

算

イ
イ

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

（
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
に

限
る

。
）

1
1

当
該

病
棟

の
う

ち
、

保
険

医
療

機
関

が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
も

の
に

入
院

し
て

い

る
患

者
で

あ
っ

て
、

当
該

病
棟

に
9
0
日

を
超

え
て

入
院

す
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

注
１

か
ら

注

1
0
ま

で
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

１
に

掲
げ

る
療

養
病

棟
入

院
料

１
の

例
に

よ
り

算
定

す
る

。

1
2

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

保
険

医
療

機
関

が
地

方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
Ａ

Ｄ
Ｌ

維
持

向
上

等
体

制
加

算
と

し
て

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度
と

し
、

１
日

に
つ

き
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
１

０
１

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
療

養
病

棟
入

院
料

１

イ
入

院
料

Ａ
1
,
8
1
3
点

（
健

康
保

険
法

第
6
3
条

第
２

項
第

２
号

及
び

高
齢

者
医

療
確

保
法

第
6
4
条

第
２

項
第

２
号

の
療

養
（

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
「

生
活

療
養

」
と

い

う
。

）
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
7
9
8
点

）

ロ
入

院
料

Ｂ
1
,
7
5
8
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
7
4
4
点

）

ハ
入

院
料

Ｃ
1
,
4
7
1
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
4
5
7
点

）

ニ
入

院
料

Ｄ
1
,
4
1
4
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
3
9
9
点

）

ホ
入

院
料

Ｅ
1
,
3
8
6
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
3
7
2
点

）

ヘ
入

院
料

Ｆ
1
,
2
3
2
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
2
1
7
点

）

ト
入

院
料

Ｇ
9
6
8
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
9
5
3
点

）

チ
入

院
料

Ｈ
9
2
0
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
9
0
5
点

）

リ
入

院
料

Ｉ
8
1
5
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
8
0
1
点

）

２
療

養
病

棟
入

院
料

２

イ
入

院
料

Ａ
1
,
7
4
8
点

（
生

活
療

養
を

受
け
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
1
,
7
3
4
点

）

ロ
入

院
料

Ｂ
1
,
6
9
4
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
6
8
0
点

）

ハ
入

院
料

Ｃ
1
,
4
0
6
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
3
9
2
点

）

ニ
入

院
料

Ｄ
1
,
3
4
9
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
3
3
5
点

）

ホ
入

院
料

Ｅ
1
,
3
2
2
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
3
0
7
点

）

ヘ
入

院
料

Ｆ
1
,
1
6
7
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
1
5
3
点

）

ト
入

院
料

Ｇ
9
0
3
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
8
8
9
点

）

チ
入

院
料

Ｈ
8
5
5
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
8
4
1
点

）

リ
入

院
料

Ｉ
7
5
1
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
7
3
6
点

）

注
１

病
院

の
療

養
病

棟
（

医
療

法
第

７
条

第
２

項
第

４
号

に
規

定
す

る
療

養
病

床
（

以
下

「
療

養

病
床

」
と

い
う

。
）

に
係

る
病

棟
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

を
い

う
。

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
同

じ
。

）
で

あ
っ

て
、

看
護

配
置

、
看

護
師

比
率

、
看

護
補

助
配

置
そ

の
他

の
事

項
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

保
険

医
療

機
関

が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

３
節

の
特

定
入

院
料

を
算

定
す

る
患

者
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

及
び

当
該

患
者

の
疾

患
、

状
態

、
Ａ

Ｄ
Ｌ

等
に

つ
い

て
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
区

分
に

従
い

、
当

該
患

者
ご

と
に

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

注
３

の
た

だ
し

書
に

該
当

す
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

１
又

は
２

の
入

院
料

Ｉ
を

算
定

す
る

。

２
注

１
に

規
定

す
る

病
棟

以
外

の
療

養
病

棟
に

つ
い

て
は

、
当

分
の

間
、

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

場
合

に
限

り
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

。

９
入

院
日

及
び

退
院

日
が

特
定

の
日

に
集

中
し

て
い

る
も

の
と

し
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

日
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
9
2
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

1
0

当
該

病
棟

に
お

い
て

は
、

第
２

節
の

各
区

分
に

掲
げ

る
入

院
基

本
料

等
加

算
の

う
ち

、
次

に

掲
げ

る
加

算
に

つ
い

て
、

同
節

に
規

定
す

る
算

定
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

で
き

る
。

イ
総

合
入

院
体

制
加

算

ロ
地

域
医

療
支

援
病

院
入

院
診

療
加

算

ハ
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算

ニ
救

急
医

療
管

理
加

算

ホ
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

ヘ
妊

産
婦

緊
急

搬
送

入
院

加
算

ト
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算

チ
診

療
録

管
理

体
制

加
算

リ
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算

ヌ
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

ル
看

護
職

員
夜

間
配

置
加

算

ヲ
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算

ワ
難

病
等

特
別

入
院

診
療

加
算

カ
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

ヨ
看

護
配

置
加

算

タ
看

護
補

助
加

算

レ
地

域
加

算

ソ
離

島
加

算

ツ
療

養
環

境
加

算

ネ
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感

染
者

療
養

環
境

特
別

加
算

ナ
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

ラ
重

症
者

等
療

養
環

境
特

別
加

算

ム
小

児
療

養
環

境
特

別
加

算

ウ
無

菌
治

療
室

管
理

加
算

ヰ
放

射
線

治
療

病
室

管
理

加
算

ノ
緩

和
ケ

ア
診

療
加

算

オ
精

神
科

リ
エ

ゾ
ン

チ
ー

ム
加

算

ク
強

度
行

動
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算

ヤ
重

度
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
入

院
医

療
管

理
加

算

マ
摂

食
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算

ケ
が

ん
拠

点
病

院
加

算

フ
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

加
算

コ
医

療
安

全
対

策
加

算

エ
感

染
防

止
対

策
加

算

テ
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算

ア
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

じ
よ

く
そ

う

サ
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

管
理

加
算

キ
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

管
理

加
算

べ
ん

ユ
呼

吸
ケ

ア
チ

ー
ム

加
算

メ
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

ミ
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
１

シ
デ

ー
タ

提
出

加
算

（ ）（ ） 2524
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ツ
デ

ー
タ

提
出

加
算

ネ
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
ロ

又
は

２
の

ロ
に

限
る

。
）

ナ
認

知
症

ケ
ア

加
算

ラ
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算

ム
排

尿
自

立
支

援
加

算

８
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

指
定

す
る

期
間

に
お

い
て

、
感

染
症

の
予

防
及

び
感

染
症

の
患

者
に

対
す

る
医

療
に

関
す

る
法

律
（

平
成
1
0
年

法
律

第
1
1
4
号

。
以

下
「

感
染

症
法

」
と

い
う

。
）

第
６

条
第

７
項

に
規

定
す

る
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
感

染
症

の
患

者
及

び
そ

の
疑

似
症

患
者

が
入

院
し

た
場

合
に

区
分

番
号

Ａ
１

０
０

に
掲

げ
る

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
を

算
定

す
る

旨
を

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

当
該

患
者

に
つ

い
て

、
注

１
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

０
に

掲
げ

る
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
算

定
す

る
。

９
当

該
病

棟
（

療
養

病
棟

入
院

料
１

を
算

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

に
入

院
し

て
い

る
患

者
の

う
ち

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

区
分

番
号

Ｊ
０

３
８

に
掲

げ
る

人
工

腎
臓

、
Ｊ

０
３

８
－

２
に

掲
げ

る
持

続
緩

徐
式

血
液

濾
過

、
Ｊ

０
３

９
に

掲
げ

る
血

漿
交

換
療

法
又

は
Ｊ

０
ろ

し
よ

う

４
２

に
掲

げ
る

腹
膜

灌
流

を
行

っ
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

慢
性

維
持

透
析

管
理

加
算

と
し

か
ん

て
、

１
日

に
つ

き
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

1
0

療
養

病
棟

入
院

料
１

を
算

定
す

る
病

棟
に

お
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
在

宅
復

帰
機

能
強

化
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

1
1

注
１

に
規

定
す

る
病

棟
以

外
の

病
棟

で
あ

っ
て

、
注

１
に

規
定

す
る

療
養

病
棟

入
院

料
２

の

施
設

基
準

の
う

ち
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
も

の
の

み
に

適
合

し
な

く
な

っ
た

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
場

合
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

を
満

た
す

場
合

に
限

る
。

）
に

限
り

、
注

２
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

３
節

の
特

定
入

院
料

を
算

定
す

る
患

者
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

は
、

療
養

病
棟

入
院

料
２

の
そ

れ
ぞ

れ
の

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
5
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
す

る
。

1
2

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

夜
間

看
護

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
4
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
１

０
２

結
核

病
棟

入
院

基
本

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
７

対
１

入
院

基
本

料
1
,
6
5
4
点

２
1
0
対

１
入

院
基

本
料

1
,
3
8
5
点

３
1
3
対

１
入

院
基

本
料

1
,
1
6
5
点

４
1
5
対

１
入

院
基

本
料

9
9
8
点

５
1
8
対

１
入

院
基

本
料

8
5
4
点

６
2
0
対

１
入

院
基

本
料

8
0
6
点

注
１

病
院

（
特

定
機

能
病

院
を

除
く

。
）

の
結

核
病

棟
（

医
療

法
第

７
条

第
２

項
第

３
号

に
規

定

す
る

結
核

病
床

に
係

る
病

棟
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
出

の
あ

っ
た

も
の

を
い

う
。

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
同

じ
。

）
で

あ
っ

て
、

看
護

配
置

、
看

護
師

比
率

そ
の

他
の

事
項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た
だ

し
、

通
則

第
６

号
に

規
定

す
る

保
険

医
療

機
関

の
病

棟
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り

で
な

い
。

２
注

１
に

規
定

す
る

病
棟

以
外

の
結

核
病

棟
に

つ
い

て
は

、
当

分
の

間
、

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

場
合

に
限

り
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

特
別

入
院

基
本

料
と

し
て

、
5
8
1
点

を
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
注

１
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

特
別

入
院

基
本

料
と

し
て

、
5
7
7
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
5
6
3
点

）
を

算
定

で
き

る
。

３
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

第
３

部
検

査
、

第
５

部
投

薬
、

第
６

部
注

射
及

び
第
1
3
部

病
理

診
断

並
び

に
第

４
部

画
像

診
断

及
び

第
９

部
処

置
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

画
像

診
断

及
び

処
置

の
費

用
（

フ
ィ

ル
ム

の
費

用
を

含
み

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
薬

剤
及

び
注

射
薬

（
以

下
こ

の
表

に
お

い
て

「
除

外
薬

剤
・

注
射

薬
」

と
い

う
。

）
の

費
用

を
除

く
。

）
は

、
当

該
入

院
基

本
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
患

者
の

急
性

増
悪

に
よ

り
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

一
般

病
棟

へ
転

棟
又

は
別

の
保

険
医

療
機

関
の

一
般

病
棟

へ
転

院
す

る
場

合
に

は
、

そ
の

日
か

ら
起

算
し

て
３

日
前

ま
で

の
当

該
費

用
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。

４
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

の
う

ち
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

状
態

の
も

の
に

対
し

て
、

必
要

な
褥

瘡
対

策
を

行
っ

た
場

合
に

、
患

者
の

褥
瘡

の
状

態
に

応
じ

て
、

１
日

に
じ

よ
く

そ
う

じ
よ

く
そ

う

つ
き

次
に

掲
げ

る
点

数
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
褥

瘡
対

策
加

算
１

1
5
点

じ
よ

く
そ

う

ロ
褥

瘡
対

策
加

算
２

５
点

じ
よ

く
そ

う

５
当

該
患

者
が

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

転
院

し
て

き
た

者
で

あ
っ

て
、

当
該

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

区
分

番
号

Ａ
２

４
６

に
掲

げ
る

入
退

院
支

援
加

算
３

を
算

定
し

た
も

の
で

あ
る

場
合

に
は

、
重

症
児

（
者

）
受

入
連

携
加

算
と

し
て

、
入

院
初

日
に

限
り
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

の
う

ち
、

急
性

期
医

療
を

担
う

他
の

保
険

医
療

機
関

の
一

般
病

棟
か

ら
転

院
し

た
患

者
及

び
当

該
保

険
医

療
機

関
（

急
性

期
医

療
を

担
う

保
険

医
療

機
関

に
限

る
。

）
の

一
般

病
棟

か
ら

転
棟

し
た

患
者

に
つ

い
て

は
、

転
院

又
は

転
棟

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、
急

性
期

患
者

支
援

療
養

病
床

初
期

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き

3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

し
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー

ム
、

軽
費

老
人

ホ
ー

ム
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

又
は

自
宅

か
ら

入
院

し
た

患
者

に
つ

い
て

は
、

治
療

方
針

に
関

す
る

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
の

意
思

決
定

に
対

す
る

支
援

を
行

っ
た

場
合

に
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、
在

宅
患

者
支

援
療

養
病

床
初

期
加

算
と

し

て
、

１
日

に
つ

き
3
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

７
当

該
病

棟
に

お
い

て
は

、
第

２
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

入
院

基
本

料
等

加
算

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
加

算
に

つ
い

て
、

同
節

に
規

定
す

る
算

定
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

で
き

る
。

イ
地

域
医

療
支

援
病

院
入

院
診

療
加

算

ロ
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算

ハ
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算

ニ
診

療
録

管
理

体
制

加
算

ホ
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１
補

助
体

制
加

算
又

は

1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

ヘ
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算

ト
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

チ
地

域
加

算

リ
離

島
加

算

ヌ
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算

ル
療

養
病

棟
療

養
環

境
加

算

ヲ
療

養
病

棟
療

養
環

境
改

善
加

算

ワ
重

症
皮

膚
潰

瘍
管

理
加

算

カ
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

加
算

ヨ
医

療
安

全
対

策
加

算

タ
感

染
防

止
対

策
加

算

レ
患

者
サ

ポ
ー

ト
体
制

充
実

加
算

ソ
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
１
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マ
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算

ケ
排

尿
自

立
支

援
加

算

フ
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
（

７
対

１
入

院
基

本
料

又
は
1
0
対

１
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る

も
の

に
限

る
。

）

６
注

１
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
て

い
た

病
棟

で
あ

っ
て

、
当

該
基

準
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

の
み

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
つ

い
て

は
、

注
２

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

当
分

の
間

、
夜

勤
時

間
特

別
入

院
基

本
料

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
7
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
当

該
点

数
が

注
２

本
文

に
規

定
す

る
特

別
入

院
基

本
料

の
点

数
を

下
回

る
場

合
は

、
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
5
9
1
点

を
算

定
で

き
る

。

７
注

１
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
て

い
た

病
棟

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
も

の
に

限
る

。
）

で
あ

っ
て

、
当

該
基

準
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

の
み

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

場
合

に
限

り
、

注
２

の
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

３
節

の
特

定
入

院
料

を
算

定
す

る
患

者
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

は
、

重
症

患
者

割
合

特
別

入
院

基
本

料
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
5
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

８
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
日

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

は
、

夜
間

看
護

体
制

特
定

日
減

算
と

し
て

、
次

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

場
合

に
限

り
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
５

に
相

当
す

る
点

数
を

減
算

す
る

。

イ
年

６
日

以
内

で
あ

る
こ

と
。

ロ
当

該
日

が
属

す
る

月
が

連
続

す
る

２
月

以
内

で
あ

る
こ

と
。

Ａ
１

０
３

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
1
0
対

１
入

院
基

本
料

1
,
2
8
7
点

２
1
3
対

１
入

院
基

本
料

9
5
8
点

３
1
5
対

１
入

院
基

本
料

8
3
0
点

４
1
8
対
１

入
院

基
本

料
7
4
0
点

５
2
0
対

１
入

院
基

本
料

6
8
5
点

注
１

病
院

（
特

定
機

能
病

院
を

除
く

。
）

の
精

神
病

棟
（

医
療

法
第

７
条

第
２

項
第

１
号

に
規

定

す
る

精
神

病
床

に
係

る
病

棟
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
出

の
あ

っ
た

も
の

を
い

う
。

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
同

じ
。

）
で

あ
っ

て
、

看
護

配
置

、
看

護
師

比
率

、
平

均
在

院
日

数
そ

の
他

の
事

項
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

保
険

医
療

機
関

が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

３
節

の
特

定
入

院
料

を
算

定
す

る
患

者
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

２
注

１
に

規
定

す
る

病
棟

以
外

の
精

神
病

棟
に

つ
い

て
は

、
当

分
の

間
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

場
合

に
限

り
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

特
別

入
院

基
本

料
と

し
て

、
5
6
1
点

を
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
注

１
に

規
定

す
る

別
に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
て

い
た

病
棟

で
あ

っ
て

、
当

該
基

準
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

の
み

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
つ

い
て

は
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
後

の
直

近
３

月
に

限
り

、
月

平
均

夜
勤

時
間

超
過

減
算

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
か

ら
1
0
0
分

の
1
5
に

相
当

す
る

点
数

を
減

算
す

る
。

な
お

、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

場
合

に
は

、
算

定
で

き
な

い
。

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
て

い
た

病
棟

で
あ

っ
て

、
当

該
基

準
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

の
み

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
つ

い
て

は
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
後

の
直

近
３

月
に

限
り

、
月

平
均

夜
勤

時
間

超
過

減
算

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
か

ら
1
0
0
分

の
1
5
に

相
当

す
る

点
数

を

減
算

す
る

。
な

お
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

場
合

に
は

、
算

定
で

き
な

い
。

３
注

１
及

び
注

２
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
特

別
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
。

４
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
入

院
期

間
に

応
じ

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
4
0
0
点

（
特

別
入

院
基

本
料

等
に

つ
い

て
は

、
3
2
0
点

）

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
3
0
0
点

（
特

別
入

院
基

本
料

等
に

つ
い

て
は

、
2
4
0
点

）

ハ
3
1
日

以
上
6
0
日

以
内

の
期

間
2
0
0
点

（
特

別
入

院
基

本
料

等
に

つ
い

て
は

、
1
6
0
点

）

ニ
6
1
日

以
上
9
0
日

以
内

の
期

間
1
0
0
点

５
当

該
病

棟
に

お
い

て
は

、
第

２
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

入
院

基
本

料
等

加
算

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
加

算
に

つ
い

て
、

同
節

に
規

定
す

る
算

定
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

で
き

る
。

イ
地

域
医

療
支

援
病

院
入

院
診

療
加

算

ロ
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算

ハ
救

急
医

療
管

理
加

算

ニ
妊

産
婦

緊
急

搬
送

入
院

加
算

ホ
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算

へ
診

療
録

管
理

体
制

加
算

ト
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１
補

助
体

制
加

算
又

は

1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

チ
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算

リ
難

病
等

特
別

入
院

診
療

加
算

（
難

病
患

者
等

入
院

診
療

加
算

に
限

る
。

）

ヌ
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

ル
看

護
配

置
加

算

ヲ
看

護
補

助
加

算

ワ
地

域
加

算

カ
離

島
加

算

ヨ
療

養
環

境
加

算

タ
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算

レ
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

ソ
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

加
算

ツ
医

療
安

全
対

策
加

算

ネ
感

染
防

止
対

策
加

算

ナ
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算

ラ
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

じ
よ

く
そ

う

ム
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

管
理

加
算

ウ
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

ヰ
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
１

ノ
デ

ー
タ

提
出

加
算

オ
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
ロ

又
は

２
の

ロ
に

限
る

。
）

ク
認

知
症

ケ
ア

加
算

ヤ
精

神
疾

患
診

療
体

制
加

算
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ク
摂

食
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算

ヤ
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

加
算

マ
医

療
安

全
対

策
加

算

ケ
感

染
防

止
対

策
加

算

フ
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算

コ
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

じ
よ

く
そ

う

エ
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

管
理

加
算

テ
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

管
理

加
算

べ
ん

ア
精

神
科

救
急

搬
送

患
者

地
域

連
携

受
入

加
算

サ
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

キ
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
１

ユ
デ

ー
タ

提
出

加
算

メ
精

神
科

急
性

期
医

師
配

置
加

算
（
1
0
対

１
入

院
基

本
料

又
は
1
3
対

１
入

院
基

本
料

を
算

定

す
る

も
の

に
限

る
。

）

ミ
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算

シ
排

尿
自

立
支

援
加

算

ヱ
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
（
1
0
対

１
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

７
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

精
神

保
健

福
祉

士
配

置
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
3
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

８
精

神
保

健
福

祉
士

配
置

加
算

を
算

定
し

た
場

合
は

、
区

分
番

号
Ａ

２
３

０
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

地
域

移
行

実
施

加
算

、
区

分
番

号
Ｂ
０

０
５

に
掲

げ
る

退
院

時
共

同
指

導
料

２
、

区
分

番

号
Ｂ

０
０

５
－

１
－

２
に

掲
げ

る
介

護
支

援
等

連
携

指
導

料
、

区
分

番
号

Ｉ
０

１
１

に
掲

げ
る

精
神

科
退

院
指

導
料

及
び

区
分

番
号

Ｉ
０

１
１

－
２

に
掲

げ
る

精
神

科
退

院
前

訪
問

指
導

料
は

、
算

定
し

な
い

。

９
注

１
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
て

い
た

病
棟

で
あ

っ
て

、
当

該
基

準
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

の
み

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
つ

い
て

は
、

注
２

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

当
分

の
間

、
夜

勤
時

間
特

別
入

院
基

本
料

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
7
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
当

該
点

数
が

注
２

本
文

に
規

定
す

る
特

別
入

院
基

本
料

の
点

数
を

下
回

る
場

合
は

、
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
5
7
1
点

を
算

定
で

き
る

。

1
0

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め

る
日

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

は
、

夜
間

看
護

体
制

特
定

日
減

算
と

し
て

、
次

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

場
合

に
限

り
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
５

に
相

当
す

る
点

数
を

減
算

す
る

。

イ
年

６
日

以
内

で
あ

る
こ

と
。

ロ
当

該
日

が
属

す
る

月
が

連
続

す
る

２
月

以
内

で
あ

る
こ

と
。

Ａ
１

０
４

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
一

般
病

棟
の

場
合

イ
７

対
１

入
院

基
本

料
1
,
7
1
8
点

ロ
1
0
対

１
入

院
基

本
料

1
,
4
3
8
点

２
結

核
病

棟
の

場
合

イ
７

対
１

入
院

基
本

料
1
,
7
1
8
点

ロ
1
0
対

１
入

院
基

本
料

1
,
4
3
8
点

ハ
1
3
対

１
入

院
基

本
料

1
,
2
1
0
点

ニ
1
5
対

１
入

院
基

本
料

1
,
0
3
7
点

３
精

神
病

棟
の

場
合

３
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
入

院
期

間
に

応
じ

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
4
6
5
点

（
特

別
入

院
基

本
料

等
に

つ
い

て
は

、
3
0
0
点

）

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
2
5
0
点

（
特

別
入

院
基

本
料

等
に

つ
い

て
は

、
1
5
5
点

）

ハ
3
1
日

以
上
9
0
日

以
内

の
期

間
1
2
5
点

（
特

別
入

院
基

本
料

等
に

つ
い

て
は

、
1
0
0
点

）

ニ
9
1
日

以
上
1
8
0
日

以
内

の
期

間
1
0
点

ホ
1
8
1
日

以
上

１
年

以
内

の
期

間
３

点

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
が

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

で
あ

る
場

合
に

は
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
１

月
以

内
の

期
間

に
限

り
、

重
度

認
知

症
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
当

該
病

棟
に

入
院

す
る

患
者

が
、

入
院

に
当

た
っ

て
区

分
番

号
Ａ

２
３

８
－

７
に

掲
げ

る
精

神
科

救
急

搬
送

患
者

地
域

連
携

受
入

加
算

を
算

定
し

た
も

の
で

あ
る

場
合

に
は

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、
救

急
支

援
精

神
病

棟
初

期
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き

1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
当

該
病

棟
に

お
い

て
は

、
第

２
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

入
院

基
本

料
等

加
算

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
加

算
に

つ
い

て
、

同
節

に
規

定
す

る
算

定
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

で
き

る
。

イ
地

域
医

療
支

援
病

院
入

院
診

療
加

算

ロ
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算

ハ
救

急
医

療
管

理
加

算

ニ
妊

産
婦

緊
急

搬
送

入
院

加
算

ホ
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算

ヘ
診

療
録

管
理

体
制

加
算

ト
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１
補

助
体

制
加

算
又

は

1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

チ
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算

リ
難

病
等

特
別

入
院

診
療

加
算

ヌ
特

殊
疾

患
入

院
施

設
管

理
加

算

ル
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

ヲ
看

護
配

置
加

算

ワ
看

護
補

助
加

算

カ
地

域
加

算

ヨ
離

島
加

算

タ
療

養
環

境
加

算

レ
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算

ソ
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

ツ
精

神
科

措
置

入
院

診
療

加
算

ネ
精

神
科

措
置

入
院

退
院

支
援

加
算

ナ
精

神
科
応

急
入

院
施

設
管

理
加

算

ラ
精

神
科

隔
離

室
管

理
加

算

ム
精

神
病

棟
入

院
時

医
学

管
理

加
算

ウ
精

神
科

地
域

移
行

実
施

加
算

ヰ
精

神
科

身
体

合
併

症
管

理
加

算
（
1
8
対

１
入

院
基

本
料

及
び
2
0
対

１
入

院
基

本
料

を
算

定

す
る

も
の

を
除

く
。

）

ノ
強

度
行

動
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算

オ
重

度
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
入

院
医

療
管

理
加

算
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ホ
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算

ヘ
診

療
録

管
理

体
制

加
算

ト
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
１

チ
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

リ
看

護
職

員
夜

間
配

置
加

算
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）

ヌ
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算

ル
難

病
等

特
別

入
院

診
療

加
算

（
二

類
感

染
症

患
者

入
院

診
療

加
算

は
一

般
病

棟
又

は
精

神

病
棟

に
限

る
。

）

ヲ
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

ワ
看

護
補

助
加

算

カ
地

域
加

算

ヨ
離

島
加

算

タ
療

養
環

境
加

算

レ
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算

ソ
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

ツ
重

症
者

等
療

養
環

境
特

別
加

算
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）

ネ
小

児
療

養
環

境
特

別
加

算
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）

ナ
無

菌
治

療
室

管
理

加
算

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

ラ
放

射
線

治
療

病
室

管
理

加
算

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

ム
緩

和
ケ

ア
診

療
加

算
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）

ウ
精

神
科

措
置

入
院

診
療

加
算

（
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

ヰ
精

神
科

措
置

入
院

退
院

支
援

加
算

（
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

ノ
精

神
科

応
急

入
院

施
設

管
理

加
算

（
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

オ
精

神
科

隔
離

室
管
理

加
算

（
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

ク
精

神
病

棟
入

院
時

医
学

管
理

加
算

（
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

ヤ
精

神
科

地
域

移
行

実
施

加
算

（
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

マ
精

神
科

身
体

合
併

症
管

理
加

算
（

精
神

病
棟

に
限

る
。

）

ケ
精

神
科

リ
エ

ゾ
ン

チ
ー

ム
加

算
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）

フ
強

度
行

動
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算
（

一
般

病
棟

又
は

精
神

病
棟

に
限

る
。

）

コ
重

度
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
入

院
医

療
管

理
加

算
（

一
般

病
棟

又
は

精
神

病
棟

に
限

る
。

）

エ
摂

食
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算
（

一
般

病
棟

又
は

精
神

病
棟

に
限

る
。

）

テ
が

ん
拠

点
病

院
加

算
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）

ア
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

加
算

サ
医

療
安

全
対

策
加

算

キ
感

染
防

止
対

策
加

算

ユ
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算

メ
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

じ
よ

く
そ

う

ミ
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

管
理

加
算

シ
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

管
理

加
算

（
一

般
病

棟
又

は
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

べ
ん

ヱ
呼

吸
ケ

ア
チ

ー
ム

加
算

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

ヒ
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

モ
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
１

セ
デ

ー
タ

提
出

加
算

ス
入

退
院

支
援

加
算

（
一

般
病

棟
は

１
の

イ
、

２
の

イ
又

は
３

に
限

り
、

結
核

病
棟

は
１

の

ロ
又

は
２

の
ロ

に
限

る
。

）

ン
認

知
症

ケ
ア

加
算

（
一

般
病

棟
又

は
結

核
病

棟
に

限
る

。
）

イ
イ

せ
ん

妄
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

イ
ロ

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

（
精

神
病

棟
を

除
く

。
）

イ
ハ

精
神

科
急

性
期

医
師

配
置

加
算

（
精

神
病

棟
の

７
対

１
入

院
基

本
料

、
1
0
対

１
入

院
基

イ
７

対
１

入
院

基
本

料
1
,
4
5
0
点

ロ
1
0
対

１
入

院
基

本
料

1
,
3
7
3
点

ハ
1
3
対

１
入

院
基

本
料

1
,
0
2
2
点

ニ
1
5
対

１
入

院
基

本
料

9
3
3
点

注
１

特
定

機
能

病
院

の
一

般
病

棟
、

結
核

病
棟

又
は

精
神

病
棟

で
あ

っ
て

、
看

護
配

置
、

看
護

師

比
率

、
平

均
在

院
日

数
そ

の
他

の
事

項
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

保
険

医
療

機
関

が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

３
節

の
特

定
入

院
料

を
算

定
す

る
患

者
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

２
注

１
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

２
に

掲
げ

る
結

核
病

棟
入

院
基

本
料

の
注

３
に

規
定

す
る

特
別

入
院

基
本

料
の

例
に

よ
り

算
定

す
る

。

３
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
入

院
期

間
に

応
じ

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
一

般
病

棟
の

場
合

1
4
日

以
内

の
期

間
7
1
2
点

(1
)

1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
2
0
7
点

(2
)

ロ
結

核
病

棟
の

場
合

3
0
日

以
内

の
期

間
3
3
0
点

(1
)

3
1
日

以
上
9
0
日

以
内

の
期

間
2
0
0
点

(2
)

ハ
精

神
病

棟
の

場
合

1
4
日

以
内

の
期

間
5
0
5
点

(1
)

1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
2
5
0
点

(2
)

3
1
日

以
上
9
0
日

以
内

の
期

間
1
2
5
点

(3
)

9
1
日

以
上
1
8
0
日

以
内

の
期

間
3
0
点

(4
)

1
8
1
日

以
上

１
年

以
内

の
期

間
1
5
点

(5
)

４
当

該
病

棟
（

精
神

病
棟

に
限

る
。

）
に

入
院

し
て

い
る

患
者

が
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
も

の
で

あ
る

場
合

に
は

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
月

以
内

の
期

間
に

限
り

、
重

度
認

知
症

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
（

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
「

看
護

必
要

度
」

と
い

う
。

）
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

そ
れ

ぞ
れ

１
日

に
つ

き
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
看

護
必

要
度

加
算

１
5
5
点

ロ
看

護
必

要
度

加
算

２
4
5
点

ハ
看

護
必

要
度

加
算

３
2
5
点

６
退

院
が

特
定

の
時

間
帯

に
集

中
し

て
い

る
も

の
と

し
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

の
退

院
日

の
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
2
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

７
入

院
日

及
び

退
院

日
が

特
定

の
日

に
集

中
し

て
い

る
も

の
と

し
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

日
の

入
院

基
本

料
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
9
2
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

８
当

該
病

棟
に

お
い

て
は

、
第

２
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

入
院

基
本

料
等

加
算

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
加

算
に

つ
い

て
、

同
節

に
規

定
す

る
算

定
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

で
き

る
。

イ
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算

ロ
救

急
医

療
管

理
加

算

ハ
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

ニ
妊

産
婦

緊
急

搬
送

入
院

加
算
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ハ
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

ニ
妊

産
婦

緊
急

搬
送

入
院

加
算

ホ
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算

ヘ
診

療
録

管
理

体
制

加
算

ト
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算

チ
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

リ
看

護
職

員
夜

間
配

置
加

算

ヌ
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算

ル
難

病
等

特
別

入
院

診
療

加
算

（
難

病
患

者
等

入
院

診
療

加
算

に
限

る
。

）

ヲ
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

ワ
看

護
補

助
加

算

カ
地

域
加

算

ヨ
離

島
加

算

タ
療

養
環

境
加

算

レ
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算

ソ
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

ツ
重

症
者

等
療

養
環

境
特

別
加

算

ネ
小

児
療

養
環

境
特

別
加

算

ナ
無

菌
治

療
室

管
理

加
算

ラ
放

射
線

治
療

病
室

管
理

加
算

ム
緩

和
ケ

ア
診

療
加

算

ウ
精

神
科

リ
エ

ゾ
ン

チ
ー

ム
加

算

ヰ
強

度
行

動
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算

ノ
重

度
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
入

院
医

療
管

理
加

算

オ
摂

食
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算

ク
が

ん
拠

点
病

院
加

算

ヤ
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

加
算

マ
医

療
安

全
対

策
加

算

ケ
感

染
防

止
対

策
加

算

フ
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算

コ
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

じ
よ

く
そ

う

エ
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

管
理

加
算

テ
呼

吸
ケ

ア
チ

ー
ム

加
算

ア
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

サ
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
１

キ
デ

ー
タ

提
出

加
算

ユ
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

、
２

の
イ

又
は

３
に

限
る

。
）

メ
認

知
症

ケ
ア

加
算

ミ
精

神
疾

患
診

療
体

制
加

算

シ
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算

ヱ
排

尿
自

立
支

援
加

算

ヒ
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
（

７
対

１
入

院
基

本
料

又
は
1
0
対

１
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る

も
の

に
限

る
。

）

８
当

該
病

棟
の

う
ち

、
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
入

院
し

て
い

る
患

者
で

あ
っ

て
、

当
該

病
棟

に
9
0
日

を
超

え
て

入
院

す
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

注
１

か
ら

注

７
ま

で
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

１
に

掲
げ

る
療

養
病

棟
入

院
料

１
の

例
に

よ
り

算
定

す
る

。

９
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

７
対

１
入

院
基

本
料

又
は
1
0
対

１
入

本
料

又
は
1
3
対

１
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

イ
ニ

薬
剤

総
合

評
価

調
整

加
算

イ
ホ

排
尿

自
立

支
援

加
算

イ
ヘ

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

（
７

対
１

入
院

基
本

料
又

は
1
0
対

１
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

９
当

該
病

棟
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）
の

う
ち

、
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
入

院
し

て
い

る
患

者
で

あ
っ

て
、

当
該

病
棟

に
9
0
日

を
超

え
て

入
院

す
る

も
の

に

つ
い

て
は

、
注

１
か

ら
注

８
ま

で
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

１
に

掲
げ

る
療

養
病

棟
入

院
料

１
の

例
に

よ
り

算
定

す
る

。

1
0

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

保
険

医
療

機
関

が
地

方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加
算

と
し

て
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し
、

１

日
に

つ
き
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
１

０
５

専
門

病
院

入
院

基
本

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
７

対
１

入
院

基
本

料
1
,
6
6
7
点

２
1
0
対

１
入

院
基

本
料

1
,
3
9
6
点

３
1
3
対
１

入
院

基
本

料
1
,
1
7
4
点

注
１

専
門

病
院

（
主

と
し

て
悪

性
腫

瘍
、

循
環

器
疾

患
等

の
患

者
を

入
院

さ
せ

る
保

険
医

療
機

関

で
あ

っ
て

高
度

か
つ

専
門

的
な

医
療

を
行

っ
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
も

の
を

い
う

。
）

の
一

般
病

棟
で

あ
っ

て
、

看
護

配
置

、
看

護
師

比
率

、
平

均
在

院
日

数
そ

の
他

の
事

項
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

保
険

医
療

機
関

が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

３
節

の
特

定
入

院
料

を
算

定
す

る
患

者
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

通
則

第
６

号
に

規
定

す
る

保
険

医
療

機
関

の
病

棟
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。

２
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
入

院
期

間
に

応
じ

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
5
1
2
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
2
0
7
点

３
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

の
看

護
必

要
度

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
看

護
必

要
度

加
算

１
5
5
点

ロ
看

護
必

要
度

加
算

２
4
5
点

ハ
看

護
必

要
度

加
算

３
2
5
点

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

お
い

て
、

当
該

患
者

の
看

護
必

要
度

に
つ

い
て

測
定

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
一

般
病

棟
看

護
必

要
度

評
価

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
５

点
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

５
退

院
が

特
定

の
時

間
帯

に
集

中
し

て
い

る
も

の
と

し
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

の
退

院
日

の
入

院
基

本
料

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
2
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

６
入

院
日

及
び

退
院

日
が

特
定

の
日

に
集

中
し

て
い

る
も

の
と

し
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

日
の

入
院

基
本

料
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
9
2
に

相
当
す

る
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

７
当

該
病

棟
に

お
い

て
は

、
第

２
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

入
院

基
本

料
等

加
算

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
加

算
に

つ
い

て
、

同
節

に
規

定
す

る
算

定
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

で
き

る
。

イ
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算

ロ
救

急
医

療
管

理
加

算

（ ）（ ） 3130
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通
則
／
①
入
院
基
本
料



６
当

該
病

棟
に

入
院

す
る

重
度

の
意

識
障

害
（

脳
卒

中
の

後
遺

症
で

あ
る

も
の

に
限

る
。

）
の

患
者

で
あ

っ
て

、
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

（
平

成
2
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第
6
2
号

）
第

５

の
３
(
1
)
の

ロ
に

規
定

す
る

医
療

区
分

２
の

患
者

又
は

第
５

の
３
(
2
)
の

ト
に

規
定

す
る

医
療

区

分
１

の
患

者
に

相
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

注
１

及
び

注
３

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

患
者

が
入

院
し

て
い

る
病

棟
の

区
分

に
従

い
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

そ
れ

ぞ
れ

算
定

す
る

。

イ
７

対
１

入
院

基
本

料
又

は
1
0
対

１
入

院
基

本
料

の
施

設
基

準
を

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
場

合

医
療

区
分

２
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
4
9
6
点

(1
)

医
療

区
分

１
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
3
5
8
点

(2
)

ロ
1
3
対

１
入

院
基

本
料

の
施

設
基

準
を

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
場

合

医
療

区
分

２
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
3
4
3
点

(1
)

医
療

区
分

１
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
2
0
6
点

(2
)

ハ
1
5
対

１
入

院
基

本
料

の
施

設
基

準
を

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
場

合

医
療

区
分

２
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
2
4
4
点

(1
)

医
療

区
分

１
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
1
0
7
点

(2
)

７
当

該
病

棟
に

お
い

て
は

、
第

２
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

入
院

基
本

料
等

加
算

の
う

ち
、

次
に

掲
げ

る
加

算
に

つ
い

て
、

同
節

に
規

定
す

る
算

定
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

で
き

る
。

イ
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算

ロ
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算

ハ
診

療
録

管
理

体
制

加
算

ニ
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算

ホ
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算

ヘ
難

病
等

特
別

入
院

診
療

加
算

（
難

病
患

者
等

入
院

診
療

加
算

に
限

る
。

）

ト
特

殊
疾

患
入

院
施

設
管

理
加

算

チ
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

リ
看

護
配

置
加

算

ヌ
看

護
補

助
加

算
（

特
定

入
院

基
本

料
を

算
定

す
る

も
の

を
除

く
。

）

ル
地

域
加

算

ヲ
離

島
加

算

ワ
療

養
環

境
加

算

カ
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算

ヨ
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

タ
重

症
者

等
療

養
環

境
特

別
加

算

レ
強

度
行

動
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算

ソ
医

療
安

全
対

策
加

算

ツ
感

染
防

止
対

策
加

算

ネ
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算

ナ
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

じ
よ

く
そ

う

ラ
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

（
特

定
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
も

の
を

除
く

。
）

ム
デ

ー
タ

提
出

加
算

ウ
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
ロ

又
は

２
の

ロ
に

限
る

。
）

ヰ
認

知
症

ケ
ア

加
算

ノ
排

尿
自

立
支

援
加

算

８
注

６
に

規
定

す
る

点
数

を
算

定
す

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

第
３

部
検

査
、

第
５

部
投

薬
、

第
６

部
注

射
及

び
第
1
3
部

病
理

診
断

並
び

に
第

４
部

画
像

診
断

及
び

第
９

部
処

置
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

画
像

診
断

及
び

処
置

の
費

用
（

フ
ィ

ル
ム

の
費

用
を

含
み

、
除

外
薬

剤
・

注
射

薬
の

費
用

を
除

く
。

）
は

、
当

該
入

院
基

本
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
患

者
の

急
性

増
悪

に
よ

り
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

他
の

一
般

病
棟

へ
転

棟
又

は
別

の
保

険
医

療
機

関
の

一
般

病
棟

へ
転

院
す

る
場

合
に

は
、

そ
の

日
か

ら
起

算
し

て
３

日
前

ま
で

の
当

院
基

本
料

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
Ａ

Ｄ
Ｌ

維
持

向
上

等
体

制
加

算
と

し
て

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度
と

し
、

１
日

に
つ

き
8
0
点

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

1
0

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め

る
日

の
入

院
基

本
料

は
、

夜
間

看
護

体
制

特
定

日
減

算
と

し
て

、
次

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

場
合

に
限

り
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
５

に
相

当
す

る
点

数
を

減
算

す
る

。

イ
年

６
日

以
内

で
あ

る
こ

と
。

ロ
当

該
日

が
属

す
る

月
が

連
続

す
る

２
月

以
内

で
あ

る
こ

と
。

Ａ
１

０
６

障
害

者
施

設
等

入
院

基
本

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
７

対
１

入
院

基
本

料
1
,
6
1
5
点

２
1
0
対

１
入

院
基

本
料

1
,
3
5
6
点

３
1
3
対

１
入

院
基

本
料

1
,
1
3
8
点

４
1
5
対

１
入

院
基

本
料

9
9
5
点

注
１

障
害

者
施

設
等

一
般

病
棟

（
児

童
福

祉
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
1
6
4
号

）
第
4
2
条

第
２

号
に

規
定

す
る

医
療

型
障

害
児

入
所

施
設

（
主

と
し

て
肢

体
不

自
由

の
あ

る
児

童
又

は
重

症
心

身
障

害
児

（
同

法
第

７
条

第
２

項
に

規
定

す
る

重
症

心
身

障
害
児

を
い

う
。

）
を

入
所

さ
せ

る
も

の

に
限

る
。

）
及

び
こ

れ
ら

に
準

ず
る

施
設

に
係

る
一

般
病

棟
並

び
に

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

重
度

の
障

害
者

（
重

度
の

意
識

障
害

者
を

含
む

。
）

、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
患

者
又

は
難

病
患

者
等

を
主

と
し

て
入

院
さ

せ
る

病
棟

に
関

す
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

、
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

一
般

病
棟

を
い

う
。

）
で

あ
っ

て
、

看
護

配
置

、
看

護
師

比
率

そ
の

他
の

事
項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

一
般

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。

２
注

１
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
て

い
た

病
棟

で
あ

っ
て

、
当

該
基

準
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

の
み

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
つ

い
て

は
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
後

の
直

近
３

月
に

限
り

、
月

平
均

夜
勤

時
間

超
過

減
算

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
か

ら
1
0
0
分

の
1
5
に

相
当

す
る

点
数

を
減

算

す
る

。
な

お
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

場
合

に
は

、
算

定
で

き
な

い
。

３
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
入

院
期

間
に

応
じ

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
3
1
2
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
1
6
7
点

４
当

該
患

者
が

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

転
院

し
て

き
た

者
で

あ
っ

て
、

当
該

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

区
分

番
号

Ａ
２

４
６

に
掲

げ
る

入
退

院
支

援
加

算
３

を
算

定
し

た
も

の
で

あ
る

場
合

に
は

、
重

症
児

（
者

）
受

入
連

携
加

算
と

し
て

、
入

院
初

日
に

限
り
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

特
定

患
者

（
当

該
病

棟
に
9
0
日

を
超

え
て

入
院

す
る

患
者

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
状

態
等

に
あ

る
も

の
を

除
く

。
）

を
い

う
。

）
に

該
当
す

る
者

（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
は

、
注

１
か

ら
注

３
ま

で
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
特

定
入

院
基

本
料

と
し

て
9
6
9
点

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

月
平

均
夜

勤
時

間
超

過
減

算
と

し
て

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
1
5
に

相
当

す
る

点
数

を
減

算
す

る
患

者
に

つ

い
て

は
、
8
6
3
点

を
算

定
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
特

定
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者

に
対

し
て

行
っ

た
第

３
部

検
査

、
第

５
部

投
薬

、
第

６
部

注
射

及
び

第
1
3
部

病
理

診
断

並
び

に

第
４

部
画

像
診

断
及

び
第

９
部

処
置

の
う

ち
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
画

像
診

断
及

び
処

置
の

費
用

（
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

を
含

み
、

除
外

薬
剤

・
注

射
薬

の
費

用
を

除
く

。
）

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
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場
合

に
は

、
重

症
児

（
者

）
受

入
連

携
加

算
と

し
て

、
入

院
初

日
に

限
り
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

の
う

ち
、

急
性

期
医

療
を

担
う

他
の

保
険

医
療

機
関

の
一

般
病

棟
か

ら
転

院
し

た
患

者
又

は
介

護
老

人
保

健
施

設
、

介
護

医
療

院
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
、

軽
費

老
人

ホ
ー

ム
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

若
し

く
は

自
宅

か
ら

入
院

し
た

患
者

に
つ

い
て

は
、

転
院

又
は

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し

て
、

有
床

診
療

所
一

般
病

床
初

期
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す

る
。

４
夜

間
の

緊
急

体
制

確
保

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

夜
間

緊
急

体
制

確
保

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
5
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

５
医

師
配

置
等

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
医

師
配

置
加

算
１

1
2
0
点

ロ
医

師
配

置
加

算
２

9
0
点

６
看

護
配

置
等

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
看

護
配

置
加

算
１

6
0
点

ロ
看

護
配

置
加

算
２

3
5
点

ハ
夜

間
看

護
配

置
加

算
１

1
0
0
点

ニ
夜

間
看

護
配

置
加

算
２

5
0
点

ホ
看

護
補

助
配

置
加

算
１

2
5
点

へ
看

護
補

助
配

置
加

算
２

1
5
点

７
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

し
て

い
る

患
者

を
、

当
該

入
院

の
日

か
ら
3
0
日

以
内

に
看

取
っ

た
場

合
に

は
、

看
取

り
加

算
と

し
て

、
1
,
0
0
0
点

（
在

宅
療

養

支
援

診
療

所
（

区
分

番
号

Ｂ
０

０
４

に
掲

げ
る

退
院

時
共

同
指

導
料

１
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
を

い
う

。
）

に
あ

っ
て

は
、
2
,
0
0
0
点

）
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

８
当

該
診

療
所

に
お

い
て

は
、

第
２

節
の

各
区

分
に

掲
げ

る
入

院
基

本
料

等
加

算
の

う
ち

、
次

に
掲

げ
る

加
算

に
つ

い
て

、
同

節
に

規
定

す
る

算
定

要
件

を
満

た
す

場
合

に
算

定
で

き
る

。

イ
救

急
医

療
管

理
加

算

ロ
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

ハ
妊

産
婦

緊
急

搬
送

入
院

加
算

ニ
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算

ホ
診

療
録

管
理

体
制

加
算

ヘ
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１
補

助
体

制
加

算
又

は

1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

ト
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算

チ
難

病
等

特
別

入
院

診
療

加
算

（
難

病
患

者
等

入
院

診
療

加
算

に
限

る
。

）

リ
特

殊
疾

患
入

院
施

設
管

理
加

算

ヌ
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

ル
地

域
加

算

ヲ
離

島
加

算

該
費

用
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。

９
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
７

対
１

入
院

基
本

料
又

は
1
0
対

１
入

院
基

本
料

を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

看
護

補
助

加
算

と
し

て
、

当
該

患
者

の
入

院
期

間
に

応
じ

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
1
4
1
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
1
1
6
点

1
0

夜
間

に
お

け
る

看
護

業
務

の
体

制
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
７

対
１

入
院

基
本

料
又

は
1
0
対

１
入

院
基

本
料

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、

夜
間

看
護

体
制

加
算

と
し

て
、

入
院

初
日

に
限

り
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

1
1

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め

る
日

の
入

院
基

本
料

（
注

２
の

規
定

に
よ

り
算

定
さ

れ
る

入
院

基
本

料
及
び

注
５

に
規

定
す

る

特
定

入
院

基
本

料
を

含
む

。
）

は
、

夜
間

看
護

体
制

特
定

日
減

算
と

し
て

、
次

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

場
合

に
限

り
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
５

に
相

当
す

る
点

数
を

減
算

す
る

。

イ
年

６
日

以
内

で
あ

る
こ

と
。

ロ
当

該
日

が
属

す
る

月
が

連
続

す
る

２
月

以
内

で
あ

る
こ

と
。

Ａ
１

０
７

削
除

Ａ
１

０
８

有
床

診
療

所
入

院
基

本
料

（
１

日
に

つ
き

）

１
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
１

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
9
1
7
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
7
1
2
点

ハ
3
1
日

以
上

の
期

間
6
0
4
点

２
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
２

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
8
2
1
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
6
1
6
点

ハ
3
1
日

以
上

の
期

間
5
5
5
点

３
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
３

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
6
0
5
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
5
6
7
点

ハ
3
1
日

以
上

の
期

間
5
3
4
点

４
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
４

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
8
2
4
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
6
4
0
点

ハ
3
1
日

以
上

の
期

間
5
4
2
点

５
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
５

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
7
3
7
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
5
5
3
点

ハ
3
1
日

以
上

の
期

間
4
9
9
点

６
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
６

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
5
4
3
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
5
0
9
点

ハ
3
1
日

以
上

の
期

間
4
8
0
点

注
１

有
床

診
療

所
（

療
養

病
床

に
係

る
も

の
を

除
く

。
）

で
あ

っ
て

、
看

護
配

置
そ

の
他

の
事

項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

２
当

該
患

者
が

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

転
院

し
て

き
た

者
で

あ
っ

て
、

当
該

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

区
分

番
号

Ａ
２

４
６

に
掲

げ
る

入
退

院
支

援
加

算
３

を
算

定
し

た
も

の
で

あ
る

（ ）（ ） 3332
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長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
当

該
患

者
の

疾
患

、
状

態
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
等

に
つ

い
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

区
分

に
従

い
、

当
該

患
者

ご
と

に
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
注

３
の

た
だ

し
書

に
該

当
す

る
場

合
に

は
、

入
院

基
本

料
Ｅ

を
算

定
す

る
。

２
注

１
に

規
定

す
る

有
床

診
療

所
以

外
の

療
養

病
床

を
有

す
る

有
床

診
療

所
に

つ
い

て
は

、
当

分
の

間
、

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

場
合

に
限

り
、

当
該

有
床

診
療

所
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
特

別
入

院
基

本
料

と
し

て
、
4
8
8
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て

は
、
4
7
3
点

）
を

算
定

で
き

る
。

３
有

床
診

療
所

療
養

病
床

入
院

基
本

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
第

３
部

検
査

、
第

５
部

投
薬

、
第

６
部

注
射

及
び

第
1
3
部

病
理

診
断

並
び

に
第

４
部

画
像

診
断

及
び

第
９

部

処
置

の
う

ち
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
画

像
診

断
及

び
処

置
の

費
用

（
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

を
含

み
、

除
外

薬
剤

・
注

射
薬

の
費

用
を

除
く

。
）

は
、

当
該

入
院

基
本

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、
患

者
の

急
性

増
悪

に
よ

り
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

療
養

病
床

以
外

へ

転
室

又
は

別
の

保
険

医
療

機
関

の
一

般
病

棟
若

し
く

は
有

床
診

療
所

の
療

養
病

床
以

外
の

病
室

へ
転

院
す

る
場

合
に

は
、

そ
の

日
か

ら
起

算
し

て
３

日
前

ま
で

の
当

該
費

用
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。

４
入

院
患

者
が

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

状
態

に
あ

り
、

必
要

な
褥

瘡
対

策
を

行
っ

た
じ

よ
く

そ
う

場
合

は
、

患
者

の
褥

瘡
の

状
態

に
応

じ
て

、
１

日
に

つ
き

次
に

掲
げ

る
点

数
を

所
定

点
数

に
じ

よ
く

そ
う

加
算

す
る

。

イ
褥

瘡
対

策
加

算
１

1
5
点

じ
よ

く
そ

う

ロ
褥

瘡
対

策
加

算
２

５
点

じ
よ

く
そ

う

５
当

該
患

者
が

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

転
院

し
て

き
た

者
で

あ
っ

て
、

当
該

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

区
分

番
号

Ａ
２

４
６

に
掲

げ
る

入
退

院
支

援
加

算
３

を
算

定
し

た
も

の
で

あ
る

場
合

に
は

、
重

症
児

（
者

）
受

入
連

携
加

算
と

し
て

、
入

院
初

日
に

限
り
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る
患

者
の

う
ち

、
急

性
期

医
療

を

担
う

他
の

保
険

医
療

機
関

の
一

般
病

棟
か

ら
転

院
し

た
患

者
又

は
介

護
老

人
保

健
施

設
、

介
護

医
療

院
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
、

軽
費

老
人

ホ
ー

ム
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

若
し

く
は

自
宅

か
ら

入
院

し
た

患
者

に
つ

い
て

は
、

転
院

又
は

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し

て
、

救
急

・
在

宅
等

支
援

療
養

病
床

初
期

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

７
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

し
て

い
る

患
者

を
、

当
該

入
院

の
日

か
ら
3
0
日

以
内

に
看

取
っ

た
場

合
に

は
、

看
取

り
加

算
と

し
て

、
1
,
0
0
0
点

（
在

宅
療

養

支
援

診
療

所
（

区
分

番
号

Ｂ
０

０
４

に
掲

げ
る

退
院

時
共

同
指

導
料

１
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
を

い
う

。
）

に
あ

っ
て

は
、
2
,
0
0
0
点

）
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

８
当

該
診

療
所

に
お

い
て

は
、

第
２

節
の

各
区

分
に

掲
げ

る
入

院
基

本
料

等
加

算
の

う
ち

、
次

に
掲

げ
る

加
算

に
つ

い
て

、
同

節
に

規
定

す
る

算
定
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

で
き

る
。

イ
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算

ロ
診

療
録

管
理

体
制

加
算

ハ
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１
補

助
体

制
加

算
又

は

1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

ニ
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算

ホ
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

ヘ
地

域
加

算

ト
離

島
加

算

チ
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算

リ
診

療
所

療
養

病
床

療
養

環
境

加
算

ワ
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算

カ
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

ヨ
小

児
療

養
環

境
特

別
加

算

タ
無

菌
治

療
室

管
理

加
算

レ
放

射
線

治
療

病
室

管
理

加
算

ソ
重

症
皮

膚
潰

瘍
管

理
加

算

ツ
有

床
診

療
所

緩
和

ケ
ア

診
療

加
算

ネ
医

療
安

全
対

策
加

算

ナ
感

染
防

止
対

策
加

算

ラ
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算

ム
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

管
理

加
算

ウ
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

ヰ
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

又
は

２
の

イ
に

限
る

。
）

ノ
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算

オ
排

尿
自

立
支

援
加

算

９
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
注

１
か

ら
注

８
ま

で
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

９
に

掲
げ

る
有

床
診

療
所

療
養

病
床

入
院

基
本

料
の

例
に

よ
り

算
定

で
き

る
。

1
0

栄
養

管
理

体
制

そ
の

他
の

事
項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

診
療

所
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

栄
養

管
理

実
施

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
2
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

１
の
1
0
に

掲
げ

る
入

院
栄

養
食

事
指

導
料

は
、

算
定

で
き

な
い

。

1
1

１
か

ら
３

ま
で

を
算

定
す

る
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
も

の
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

有
床

診
療

所
在

宅
復

帰
機

能
強

化
加

算
と

し
て

、
入

院
日

か
ら

起
算

し
て
1
5
日

以
降

に
１

日
に

つ
き
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

1
2

１
か

ら
３

ま
で

を
算

定
す

る
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
も

の
に

入
院

し
て

い
る

患
者

の
う

ち
、

介
護

保
険

法
施

行
令

（
平

成
1
0
年

政
令

第
4
1
2
号

）
第

２
条

各
号

に
規

定
す

る
疾

病
を

有
す

る
4
0
歳

以
上
6
5
歳

未
満

の
も

の
又

は
6
5
歳

以
上

の
も

の
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

入
院

日
か

ら

起
算

し
て
1
5
日

以
降
3
0
日

ま
で

の
期

間
に

限
り

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１
日

に
つ

き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
介

護
連

携
加

算
１

1
9
2
点

ロ
介

護
連

携
加

算
２

3
8
点

Ａ
１

０
９

有
床

診
療

所
療

養
病

床
入

院
基

本
料

（
１

日
に

つ
き

）

１
入

院
基

本
料

Ａ
1
,
0
5
7
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
0
4
2
点

）

２
入

院
基

本
料

Ｂ
9
4
5
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
9
2
9
点

）

３
入

院
基

本
料

Ｃ
8
2
7
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
8
1
3
点

）

４
入

院
基

本
料

Ｄ
6
5
3
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
6
3
8
点

）

５
入

院
基

本
料

Ｅ
5
6
4
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
5
4
9
点

）

注
１

有
床

診
療

所
（

療
養

病
床

に
係

る
も

の
に

限
る

。
）

で
あ

っ
て

、
看

護
配

置
そ

の
他

の
事

項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局
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ヌ
診

療
所

療
養

病
床

療
養

環
境

改
善

加
算

ル
重

症
皮

膚
潰

瘍
管

理
加

算

ヲ
有

床
診

療
所

緩
和

ケ
ア

診
療

加
算

ワ
医

療
安

全
対

策
加

算

カ
感
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第２部 入院料等 

 

＜通則＞ 

    １ 入院基本料、特定入院料及び短期滞在手術等基本料は、基本的な入院医療の体制を評価するも

のであり、療養環境（寝具等を含む。）の提供、看護師等の確保及び医学的管理の確保等につい

ては、医療法の定めるところによる他、「病院、診療所等の業務委託について（平成５年２月 15

日指第 14 号）」等に従い、適切に実施するものとし、これに要する費用は、特に規定する場合

を除き、入院基本料、特定入院料及び短期滞在手術等基本料に含まれる。 

２ １に規定する他、寝具等について次の基準のいずれかに該当しない場合には、入院基本料、特

定入院料、短期滞在手術等基本料は算定できない。 

(１) 患者の状態に応じて寝具類が随時利用できるよう用意されていること。なお、具備される

べき寝具は、敷布団（マットレスパッドを含む。）、掛布団（毛布、タオルケット、綿毛布

を含む。）、シーツ類、枕、枕覆等である。 

(２) 寝具類が常時清潔な状態で確保されていること。シーツ類は、週１回以上の交換がなされ

ていること。 

(３) 消毒は必要の都度行われていること。 

３ 入院期間の確認について（入院料の支払要件） 

(１) 保険医療機関の確認等 

ア 保険医療機関は、患者の入院に際し、患者又はその家族等に対して当該患者の過去３か

月以内の入院の有無を確認すること。過去３か月以内に入院がある場合は、入院の理由を

確認すること。同一傷病による入院である場合には前保険医療機関における入院期間、算

定入院基本料等及び入院に係る傷病名を当該患者の前保険医療機関又は保険者に照会し、

当該保険医療機関の入院初日に追加される選定療養に係る入院期間及び当該患者の入院が

選定療養に該当するか否かを確認すること。 

イ 保険医療機関は、当該患者の退院に際しては、他保険医療機関からの当該患者の入院履

歴に係る問い合わせに対し速やかに対応できるよう必要な体制を整えておくこと。円滑な

運用のために別紙様式１又はこれに準ずる様式による文書を退院証明書として患者に渡す

ことが望ましい。 

ウ ア、イに定める確認等を怠っている場合は、入院料は算定できないものであること。 

(２) 入院患者の申告等 

      患者は、入院に際しては、保険医療機関からの求めに応じ、自己の入院履歴を申告するこ

と。なお、虚偽の申告等を行った場合は、それにより発生する損失について、後日費用徴収

が行われる可能性があるものである。 

  ４ １日入院 

 眼科、耳鼻科等において手術を行い、同一の日に入院及び退院した場合、医師が入院の必要を

認めて病室に入院させて入院医療が行われた場合にあっては、入院基本料又は特定入院料を算定

できるが、単なる覚醒、休養等の目的で入院させた場合は、入院基本料又は特定入院料は算定し

ない。なお、短期滞在手術等基本料については、第４節に規定するところによる。 

    ５ 入院中の患者の他医療機関ヘの受診 

(１) 入院中の患者が、当該入院の原因となった傷病以外の傷病に罹患し、入院している保険医
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する場合は、特定入院料等は、当該特定入院料等の基本点数の 40％を控除した点数（他医

療機関において、区分番号「Ｅ１０１」シングルホトンエミッションコンピューター断層

撮影、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジト

ロン断層・コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁

気共鳴コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－５」乳房用ポジトロン断層撮

影、区分番号「Ｍ００１」体外照射の３の強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）、区分番号

「Ｍ００１－２」ガンマナイフによる定位放射線治療、区分番号「Ｍ００１－３」直線加

速器による放射線治療の１の定位放射線治療の場合又は区分番号「Ｍ００１－４」粒子線

治療に係る費用を算定する場合は、特定入院料等は当該特定入院料等の基本点数の 35％を

控除した点数）により算定すること。ただし、有床診療所療養病床入院基本料、精神療養

病棟入院料、認知症治療病棟入院料又は地域移行機能強化病棟入院料を算定している場合

は、当該特定入院料等の基本点数の 20％を控除した点数（他医療機関において、区分番号

「Ｅ１０１」シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影、区分番号「Ｅ１０１

－２」ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター

断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層

複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－５」乳房用ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｍ００１」

体外照射の３の強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）、区分番号「Ｍ００１－２」ガンマナイ

フによる定位放射線治療、区分番号「Ｍ００１－３」直線加速器による放射線治療の１の

定位放射線治療の場合又は区分番号「Ｍ００１－４」粒子線治療に係る費用を算定する場

合は、特定入院料等は当該特定入院料等の基本点数の 15％を控除した点数）により算定す

ること。 

ウ 入院医療機関において、当該患者が特定入院料等を算定している場合であって、当

該他医療機関において特定入院料等に含まれる診療に係る費用（特掲診療料に限 る。）

を算定しない場合は、特定入院料等は、当該特定入院料等の基本点数の 10％を控除した点

数により算定すること。ただし、他医療機関において、区分番号「Ｅ１０１」シングルホ

トンエミッションコンピューター断層撮影、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮

影、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影、区分番号

「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ

１０１－５」乳房用ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｍ００１」体外照射の３の強度変調

放射線治療（ＩＭＲＴ）、区分番号「Ｍ００１－２」ガンマナイフによる定位放射線治療、

区分番号「Ｍ００１－３」直線加速器による放射線治療の１の定位放射線治療の場合又は

区分番号「Ｍ００１－４」粒子線治療に係る費用を算定する場合は、特定入院料等は当該

特定入院料等の基本点数の５％を控除した点数により算定すること。 

エ 他医療機関において当該診療に係る費用を一切算定しない場合には、他医療機関におい

て実施された診療に係る費用は、入院医療機関において算定し、入院基本料等の基本点数

は控除せずに算定すること。この場合において、入院医療機関で算定している入院料等に

包括されている診療に係る費用は、算定できない。なお、この場合の医療機関間での診療

報酬の分配は、相互の合議に委ねるものとする。 

   (７) 他医療機関において診療を行った場合には、入院医療機関から提供される当該患者に係る

診療情報に係る文書を診療録に添付するとともに、診療報酬明細書の摘要欄に「入院医療機
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療機関（以下本項において「入院医療機関」という。）以外での診療の必要が生じた場合は、

他の保険医療機関（以下本項において「他医療機関」という。）へ転医又は対診を求めるこ

とを原則とする。 

(２) 入院中の患者（ＤＰＣ算定病棟に入院している患者を除く。）に対し他医療機関での診療

が必要となり、当該入院中の患者が他医療機関を受診した場合（当該入院医療機関にて診療

を行うことができない専門的な診療が必要となった場合等のやむを得ない場合に限る。）は、

他医療機関において当該診療に係る費用を算定することができる。ただし、短期滞在手術等

基本料２及び３、医学管理等（診療情報提供料を除く。）、在宅医療、投薬、注射（当該専

門的な診療に特有な薬剤を用いた受診日の投薬又は注射に係る費用を除き、処方料、処方箋

料及び外来化学療法加算を含む。）及びリハビリテーション（言語聴覚療法に係る疾患別リ

ハビリテーション料を除く。）に係る費用は算定できない。 

(３) (２)のただし書にかかわらず、出来高入院料を算定する病床に入院している患者の場合に

は、他医療機関における診療に要する費用のうち、当該専門的な診療に特有な薬剤を用いた

投薬に係る費用は算定できる。 

(４) 本通則において、出来高入院料とは、特定入院料、一般病棟入院基本料（「注 11」の規定

により療養病棟入院料１の例により算定する場合に限る。）、特定機能病院入院基本料

（「注９」の規定により療養病棟入院料１の例により算定する場合に限る。）、専門病院入

院基本料（「注８」の規定により療養病棟入院料１の例により算定する場合に限る。）、療

養病棟入院基本料、有床診療所療養病床入院基本料及び特定入院基本料（以下本通則におい

て「特定入院料等」という。）を除く入院基本料をいう。 

(５) 入院中の患者が他医療機関を受診する場合には、入院医療機関は、当該他医療機関に対し、

当該診療に必要な診療情報（当該入院医療機関での算定入院料及び必要な診療科を含む。）

を文書により提供する（これらに要する費用は患者の入院している保険医療機関が負担する

ものとする。）とともに、診療録にその写しを添付すること。 

(６) (２)の規定により入院中の患者が他医療機関を受診する日の入院医療機関における診療報

酬の算定については、以下のとおりとすること。この場合において、１点未満の端数がある

ときは、小数点以下第一位を四捨五入して計算すること。 

ア 入院医療機関において、当該患者が出来高入院料を算定している場合は、出来高入院料

は当該出来高入院料の基本点数の 10％を控除した点数により算定すること。ただし、他医

療機関において、区分番号「Ｅ１０１」シングルホトンエミッションコンピューター断層

撮影、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジト

ロン断層・コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁

気共鳴コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－５」乳房用ポジトロン断層撮

影、区分番号「Ｍ００１」体外照射の３の強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）、区分番号

「Ｍ００１－２」ガンマナイフによる定位放射線治療、区分番号「Ｍ００１－３」直線加

速器による放射線治療の１の定位放射線治療の場合又は区分番号「Ｍ００１－４」粒子線

治療に係る費用を算定する場合は、出来高入院料は当該出来高入院料の基本点数の 5％を

控除した点数により算定すること。     

イ 入院医療機関において、当該患者が特定入院料等を算定している場合であって、当該他

医療機関において特定入院料等に含まれる診療に係る費用（特掲診療料に限る。）を算定
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する場合は、特定入院料等は、当該特定入院料等の基本点数の 40％を控除した点数（他医

療機関において、区分番号「Ｅ１０１」シングルホトンエミッションコンピューター断層

撮影、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジト

ロン断層・コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁

気共鳴コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－５」乳房用ポジトロン断層撮

影、区分番号「Ｍ００１」体外照射の３の強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）、区分番号

「Ｍ００１－２」ガンマナイフによる定位放射線治療、区分番号「Ｍ００１－３」直線加

速器による放射線治療の１の定位放射線治療の場合又は区分番号「Ｍ００１－４」粒子線

治療に係る費用を算定する場合は、特定入院料等は当該特定入院料等の基本点数の 35％を

控除した点数）により算定すること。ただし、有床診療所療養病床入院基本料、精神療養

病棟入院料、認知症治療病棟入院料又は地域移行機能強化病棟入院料を算定している場合

は、当該特定入院料等の基本点数の 20％を控除した点数（他医療機関において、区分番号

「Ｅ１０１」シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影、区分番号「Ｅ１０１

－２」ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター

断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層

複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－５」乳房用ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｍ００１」

体外照射の３の強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）、区分番号「Ｍ００１－２」ガンマナイ

フによる定位放射線治療、区分番号「Ｍ００１－３」直線加速器による放射線治療の１の

定位放射線治療の場合又は区分番号「Ｍ００１－４」粒子線治療に係る費用を算定する場

合は、特定入院料等は当該特定入院料等の基本点数の 15％を控除した点数）により算定す

ること。 

ウ 入院医療機関において、当該患者が特定入院料等を算定している場合であって、当

該他医療機関において特定入院料等に含まれる診療に係る費用（特掲診療料に限 る。）

を算定しない場合は、特定入院料等は、当該特定入院料等の基本点数の 10％を控除した点

数により算定すること。ただし、他医療機関において、区分番号「Ｅ１０１」シングルホ

トンエミッションコンピューター断層撮影、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮

影、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影、区分番号

「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ

１０１－５」乳房用ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｍ００１」体外照射の３の強度変調

放射線治療（ＩＭＲＴ）、区分番号「Ｍ００１－２」ガンマナイフによる定位放射線治療、

区分番号「Ｍ００１－３」直線加速器による放射線治療の１の定位放射線治療の場合又は

区分番号「Ｍ００１－４」粒子線治療に係る費用を算定する場合は、特定入院料等は当該

特定入院料等の基本点数の５％を控除した点数により算定すること。 

エ 他医療機関において当該診療に係る費用を一切算定しない場合には、他医療機関におい

て実施された診療に係る費用は、入院医療機関において算定し、入院基本料等の基本点数

は控除せずに算定すること。この場合において、入院医療機関で算定している入院料等に

包括されている診療に係る費用は、算定できない。なお、この場合の医療機関間での診療

報酬の分配は、相互の合議に委ねるものとする。 

   (７) 他医療機関において診療を行った場合には、入院医療機関から提供される当該患者に係る

診療情報に係る文書を診療録に添付するとともに、診療報酬明細書の摘要欄に「入院医療機

 - 21 - 

療機関（以下本項において「入院医療機関」という。）以外での診療の必要が生じた場合は、

他の保険医療機関（以下本項において「他医療機関」という。）へ転医又は対診を求めるこ

とを原則とする。 

(２) 入院中の患者（ＤＰＣ算定病棟に入院している患者を除く。）に対し他医療機関での診療

が必要となり、当該入院中の患者が他医療機関を受診した場合（当該入院医療機関にて診療

を行うことができない専門的な診療が必要となった場合等のやむを得ない場合に限る。）は、

他医療機関において当該診療に係る費用を算定することができる。ただし、短期滞在手術等

基本料２及び３、医学管理等（診療情報提供料を除く。）、在宅医療、投薬、注射（当該専

門的な診療に特有な薬剤を用いた受診日の投薬又は注射に係る費用を除き、処方料、処方箋

料及び外来化学療法加算を含む。）及びリハビリテーション（言語聴覚療法に係る疾患別リ

ハビリテーション料を除く。）に係る費用は算定できない。 

(３) (２)のただし書にかかわらず、出来高入院料を算定する病床に入院している患者の場合に

は、他医療機関における診療に要する費用のうち、当該専門的な診療に特有な薬剤を用いた

投薬に係る費用は算定できる。 

(４) 本通則において、出来高入院料とは、特定入院料、一般病棟入院基本料（「注 11」の規定

により療養病棟入院料１の例により算定する場合に限る。）、特定機能病院入院基本料

（「注９」の規定により療養病棟入院料１の例により算定する場合に限る。）、専門病院入

院基本料（「注８」の規定により療養病棟入院料１の例により算定する場合に限る。）、療

養病棟入院基本料、有床診療所療養病床入院基本料及び特定入院基本料（以下本通則におい

て「特定入院料等」という。）を除く入院基本料をいう。 

(５) 入院中の患者が他医療機関を受診する場合には、入院医療機関は、当該他医療機関に対し、

当該診療に必要な診療情報（当該入院医療機関での算定入院料及び必要な診療科を含む。）

を文書により提供する（これらに要する費用は患者の入院している保険医療機関が負担する

ものとする。）とともに、診療録にその写しを添付すること。 

(６) (２)の規定により入院中の患者が他医療機関を受診する日の入院医療機関における診療報

酬の算定については、以下のとおりとすること。この場合において、１点未満の端数がある

ときは、小数点以下第一位を四捨五入して計算すること。 

ア 入院医療機関において、当該患者が出来高入院料を算定している場合は、出来高入院料

は当該出来高入院料の基本点数の 10％を控除した点数により算定すること。ただし、他医

療機関において、区分番号「Ｅ１０１」シングルホトンエミッションコンピューター断層

撮影、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジト

ロン断層・コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁

気共鳴コンピューター断層複合撮影、区分番号「Ｅ１０１－５」乳房用ポジトロン断層撮

影、区分番号「Ｍ００１」体外照射の３の強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）、区分番号

「Ｍ００１－２」ガンマナイフによる定位放射線治療、区分番号「Ｍ００１－３」直線加

速器による放射線治療の１の定位放射線治療の場合又は区分番号「Ｍ００１－４」粒子線

治療に係る費用を算定する場合は、出来高入院料は当該出来高入院料の基本点数の 5％を

控除した点数により算定すること。     

イ 入院医療機関において、当該患者が特定入院料等を算定している場合であって、当該他

医療機関において特定入院料等に含まれる診療に係る費用（特掲診療料に限る。）を算定
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イ 退院の日から起算して３月以上（悪性腫瘍、難病の患者に対する医療等に関する法律

（平成 26 年法律第 50 号）第５条第１項に規定する指定難病（同法第７条第４項に規定す

る医療受給者証を交付されている患者（同条第１項各号に規定する特定医療費の支給認定

に係る基準を満たすものとして診断を受けたものを含む。）に係るものに限る。）又は

「特定疾患治療研究事業について」（昭和 48 年４月 17 日衛発第 242 号）に掲げる疾患

（当該疾患に罹患しているものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けているもの

に限る。ただし、スモンについては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等を

含む。）に罹患している患者については１月以上）の期間、同一傷病について、いずれの

保険医療機関に入院又は介護老人保健施設に入所（短期入所療養介護費を算定すべき入所

を除く。）することなく経過した後に、当該保険医療機関又は当該保険医療機関と特別の

関係にある保険医療機関に入院した場合 

      (３) 「特別の関係」とは、次に掲げる関係をいう。 

ア 当該保険医療機関等と他の保険医療機関等の関係が以下のいずれかに該当する場合に、

当該保険医療機関等と当該他の保険医療機関等は特別の関係にあると認められる。 

  (イ) 当該保険医療機関等の開設者が、当該他の保険医療機関等の開設者と同一の場合 

 (ロ) 当該保険医療機関等の代表者が、当該他の保険医療機関等の代表者と同一の場合 

(ハ) 当該保険医療機関等の代表者が、当該他の保険医療機関等の代表者の親族等の場合 

(ニ) 当該保険医療機関等の理事・監事・評議員その他の役員等のうち、当該他の保険医

療機関等の役員等の親族等の占める割合が 10 分の３を超える場合 

(ホ) (イ)から(ニ)までに掲げる場合に準ずる場合（人事、資金等の関係を通じて、当該

保険医療機関等が、当該他の保険医療機関等の経営方針に対して重要な影響を与える

ことができると認められる場合に限る。） 

イ 「保険医療機関等」とは、保険医療機関である病院若しくは診療所、介護老人保健施設

又は指定訪問看護事業者をいう。 

ウ 「親族等」とは、親族関係を有する者及び以下に掲げる者をいう。 

(イ) 事実上婚姻関係と同様の事情にある者 

(ロ) 使用人及び使用人以外の者で当該役員等から受ける金銭その他の財産によって生計

を維持しているもの 

(ハ)  (イ)又は(ロ)に掲げる者の親族でこれらの者と生計を一にしているもの 

８ 病棟移動時の入院料 

同一保険医療機関内の病棟（病室及び治療室を含む。）から病棟（病室及び治療室を含む。）

に移動した日の入院料の算定については、移動先の病棟（病室及び治療室を含む。）の入院料

（入院基本料又は特定入院料）を算定する。 

  ９ 退院時処方に係る薬剤料の取扱い 

    投薬に係る費用が包括されている入院基本料（療養病棟入院基本料等）又は特定入院料（特殊

疾患病棟入院料等）を算定している患者に対して、退院時に退院後に在宅において使用するため

の薬剤（在宅医療に係る薬剤を除く。）を投与した場合は、当該薬剤に係る費用（薬剤料に限

る。）は、算定できる。 

    10 定数超過入院に該当する保険医療機関、医療法に定める人員標準を著しく下回る保険医療機関

の取扱いについては、「厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員数の基準並びに
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関名」、「当該患者の算定する入院料」、「受診した理由」、「診療科」及び「○他 （受診

日数：○日）」を記載すること。 

(８) 入院医療機関においては、診療報酬明細書の摘要欄に、「他医療機関を受診した理由」、

「診療科」及び「○他 （受診日数：○日）」を記載すること。ただし、(６)のウの特定入院

料等を 10％減算する場合（ただし書に該当し５％減算する場合を含む。）には、他医療機関

のレセプトの写しを添付すること。 

(９) 入院中の患者（ＤＰＣ算定病棟に入院している患者であって「診療報酬の算定方法」によ

り入院料を算定する患者に限る。）に対し他医療機関での診療が必要となり、当該入院中の

患者が他医療機関を受診した場合（当該入院医療機関にて診療を行うことができない専門的

な診療が必要となった場合等のやむを得ない場合に限る。）の他医療機関において実施され

た診療に係る費用は、入院医療機関の保険医が実施した診療の費用と同様の取扱いとし、入

院医療機関において算定すること。なお、この場合の医療機関間での診療報酬の分配は、相

互の合議に委ねるものとする。 

  ６ 外泊期間中の入院料等 

(１) 入院患者の外泊期間中の入院料等については、入院基本料（療養病棟入院基本料を算定す

る療養病棟にあっては、外泊前日の入院基本料）の基本点数の 15％又は特定入院料の 15％

を算定するが、精神及び行動の障害の患者について治療のために外泊を行わせる場合は更に

15％を算定できる。ただし、入院基本料の基本点数又は特定入院料の 30％を算定することが

できる期間は、連続して３日以内に限り、かつ月（同一暦月）６日以内に限る。 

外泊中の入院料等を算定する場合においては、その点数に１点未満の端数があるときは、

小数点以下第一位を四捨五入して計算するものとする。 

なお、当該外泊期間は、７の入院期間に算入する。 

(２) 入院中の患者が在宅医療に備えて一時的に外泊するに際して、当該在宅医療に関する指導

管理が行われた場合は、(１)に規定する点数に加えて、区分番号「Ｃ１００」に掲げる退院

前在宅療養指導管理料を、外泊初日に１回に限り算定できる。 

    ７ 入院期間の計算 

      (１) 入院の日とは、入院患者の保険種別変更等の如何を問わず、当該保険医療機関に入院した

日をいい、保険医療機関ごとに起算する。 

      また、Ａ傷病により入院中の患者がＢ傷病に罹り、Ｂ傷病についても入院の必要がある場

合（例えば、結核で入院中の患者が虫垂炎で手術を受けた場合等）又はＡ傷病が退院できる

程度に軽快した際に他の傷病に罹り入院の必要が生じた場合においても、入院期間はＡ傷病

で入院した日を起算日とする。 

      (２) (１)にかかわらず、保険医療機関を退院後、同一傷病により当該保険医療機関又は当該保

険医療機関と特別の関係にある保険医療機関に入院した場合の入院期間は、当該保険医療機

関の初回入院日を起算日として計算する。 

      ただし、次のいずれかに該当する場合は、新たな入院日を起算日とする。 

ア １傷病により入院した患者が退院後、一旦治癒し若しくは治癒に近い状態までになり、

その後再発して当該保険医療機関又は当該保険医療機関と特別の関係にある保険医療機関

に入院した場合 
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イ 退院の日から起算して３月以上（悪性腫瘍、難病の患者に対する医療等に関する法律

（平成 26 年法律第 50 号）第５条第１項に規定する指定難病（同法第７条第４項に規定す

る医療受給者証を交付されている患者（同条第１項各号に規定する特定医療費の支給認定

に係る基準を満たすものとして診断を受けたものを含む。）に係るものに限る。）又は

「特定疾患治療研究事業について」（昭和 48 年４月 17 日衛発第 242 号）に掲げる疾患

（当該疾患に罹患しているものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けているもの

に限る。ただし、スモンについては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等を

含む。）に罹患している患者については１月以上）の期間、同一傷病について、いずれの

保険医療機関に入院又は介護老人保健施設に入所（短期入所療養介護費を算定すべき入所

を除く。）することなく経過した後に、当該保険医療機関又は当該保険医療機関と特別の

関係にある保険医療機関に入院した場合 

      (３) 「特別の関係」とは、次に掲げる関係をいう。 

ア 当該保険医療機関等と他の保険医療機関等の関係が以下のいずれかに該当する場合に、

当該保険医療機関等と当該他の保険医療機関等は特別の関係にあると認められる。 

  (イ) 当該保険医療機関等の開設者が、当該他の保険医療機関等の開設者と同一の場合 

 (ロ) 当該保険医療機関等の代表者が、当該他の保険医療機関等の代表者と同一の場合 

(ハ) 当該保険医療機関等の代表者が、当該他の保険医療機関等の代表者の親族等の場合 

(ニ) 当該保険医療機関等の理事・監事・評議員その他の役員等のうち、当該他の保険医

療機関等の役員等の親族等の占める割合が 10 分の３を超える場合 

(ホ) (イ)から(ニ)までに掲げる場合に準ずる場合（人事、資金等の関係を通じて、当該

保険医療機関等が、当該他の保険医療機関等の経営方針に対して重要な影響を与える

ことができると認められる場合に限る。） 

イ 「保険医療機関等」とは、保険医療機関である病院若しくは診療所、介護老人保健施設

又は指定訪問看護事業者をいう。 

ウ 「親族等」とは、親族関係を有する者及び以下に掲げる者をいう。 

(イ) 事実上婚姻関係と同様の事情にある者 

(ロ) 使用人及び使用人以外の者で当該役員等から受ける金銭その他の財産によって生計

を維持しているもの 

(ハ)  (イ)又は(ロ)に掲げる者の親族でこれらの者と生計を一にしているもの 

８ 病棟移動時の入院料 

同一保険医療機関内の病棟（病室及び治療室を含む。）から病棟（病室及び治療室を含む。）

に移動した日の入院料の算定については、移動先の病棟（病室及び治療室を含む。）の入院料

（入院基本料又は特定入院料）を算定する。 

  ９ 退院時処方に係る薬剤料の取扱い 

    投薬に係る費用が包括されている入院基本料（療養病棟入院基本料等）又は特定入院料（特殊

疾患病棟入院料等）を算定している患者に対して、退院時に退院後に在宅において使用するため

の薬剤（在宅医療に係る薬剤を除く。）を投与した場合は、当該薬剤に係る費用（薬剤料に限

る。）は、算定できる。 

    10 定数超過入院に該当する保険医療機関、医療法に定める人員標準を著しく下回る保険医療機関

の取扱いについては、「厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員数の基準並びに
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関名」、「当該患者の算定する入院料」、「受診した理由」、「診療科」及び「○他 （受診

日数：○日）」を記載すること。 

(８) 入院医療機関においては、診療報酬明細書の摘要欄に、「他医療機関を受診した理由」、

「診療科」及び「○他 （受診日数：○日）」を記載すること。ただし、(６)のウの特定入院

料等を 10％減算する場合（ただし書に該当し５％減算する場合を含む。）には、他医療機関

のレセプトの写しを添付すること。 

(９) 入院中の患者（ＤＰＣ算定病棟に入院している患者であって「診療報酬の算定方法」によ

り入院料を算定する患者に限る。）に対し他医療機関での診療が必要となり、当該入院中の

患者が他医療機関を受診した場合（当該入院医療機関にて診療を行うことができない専門的

な診療が必要となった場合等のやむを得ない場合に限る。）の他医療機関において実施され

た診療に係る費用は、入院医療機関の保険医が実施した診療の費用と同様の取扱いとし、入

院医療機関において算定すること。なお、この場合の医療機関間での診療報酬の分配は、相

互の合議に委ねるものとする。 

  ６ 外泊期間中の入院料等 

(１) 入院患者の外泊期間中の入院料等については、入院基本料（療養病棟入院基本料を算定す

る療養病棟にあっては、外泊前日の入院基本料）の基本点数の 15％又は特定入院料の 15％

を算定するが、精神及び行動の障害の患者について治療のために外泊を行わせる場合は更に

15％を算定できる。ただし、入院基本料の基本点数又は特定入院料の 30％を算定することが

できる期間は、連続して３日以内に限り、かつ月（同一暦月）６日以内に限る。 

外泊中の入院料等を算定する場合においては、その点数に１点未満の端数があるときは、

小数点以下第一位を四捨五入して計算するものとする。 

なお、当該外泊期間は、７の入院期間に算入する。 

(２) 入院中の患者が在宅医療に備えて一時的に外泊するに際して、当該在宅医療に関する指導

管理が行われた場合は、(１)に規定する点数に加えて、区分番号「Ｃ１００」に掲げる退院

前在宅療養指導管理料を、外泊初日に１回に限り算定できる。 

    ７ 入院期間の計算 

      (１) 入院の日とは、入院患者の保険種別変更等の如何を問わず、当該保険医療機関に入院した

日をいい、保険医療機関ごとに起算する。 

      また、Ａ傷病により入院中の患者がＢ傷病に罹り、Ｂ傷病についても入院の必要がある場

合（例えば、結核で入院中の患者が虫垂炎で手術を受けた場合等）又はＡ傷病が退院できる

程度に軽快した際に他の傷病に罹り入院の必要が生じた場合においても、入院期間はＡ傷病

で入院した日を起算日とする。 

      (２) (１)にかかわらず、保険医療機関を退院後、同一傷病により当該保険医療機関又は当該保

険医療機関と特別の関係にある保険医療機関に入院した場合の入院期間は、当該保険医療機

関の初回入院日を起算日として計算する。 

      ただし、次のいずれかに該当する場合は、新たな入院日を起算日とする。 

ア １傷病により入院した患者が退院後、一旦治癒し若しくは治癒に近い状態までになり、

その後再発して当該保険医療機関又は当該保険医療機関と特別の関係にある保険医療機関

に入院した場合 

（ ）（ ） 3938

1
－
⑵
　
通
則
／
①
入
院
基
本
料



 - 26 - 

基本料を算定している病棟を有する保険医療機関 

イ アに掲げる病棟の入院全体のうち金曜日に入院したものの割合と、退院全体のうち月曜

日に退院したものの割合の合計が 40％以上の保険医療機関 

(２) 減算の対象となる入院基本料は、金曜日に入院した患者の入院基本料（一般病棟入院基本

料（特別入院基本料等を含む。）、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）及び専門

病院入院基本料をいう。以下この項目において同じ。）又は月曜日に退院した患者の入院基

本料とするが、金曜日に入院した患者については、入院日直後の土曜日及び日曜日の入院基

本料であって、当該日に 1,000 点以上の処置又は手術を伴わないものであり、月曜日に退院

した患者については、退院日直前の土曜日及び日曜日の入院基本料であって、当該日に 1,00

0 点以上の処置又は手術を伴わないものとする。金曜日に入院し、月曜日に退院した患者に

ついては、要件を満たす入院日直後の土曜日及び日曜日、退院日直前の土曜日及び日曜日の

いずれも減算の対象となる。なお、金曜日に入院し、その直後の月曜日に退院した患者につ

いては、要件を満たす土曜日及び日曜日の入院基本料は所定点数の 100 分の 92 に相当する

点数により算定することとする。 

(３) (１)イに係る計算式は入院患者は入院日に一般病棟入院基本料（特別入院基本料等を含

む）、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料を算定してい

る患者、退院患者は退院日に一般病棟入院基本料（特別入院基本料等を含む。）、特定機能

病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料を算定している患者を対象と

して、以下の方法による。 

（１月当たりの金曜日入院患者数／１月当たりの全入院患者数）×100 

＋（１月当たりの月曜日退院患者数／１月当たりの全退院患者数）×100 

直近６か月の月ごとの割合を算定し、当該６か月のいずれも４割以上の場合、翌月より

(２)に該当する入院基本料を減算する。 

15 算定回数が「週」単位又は「月」単位とされているものについては、特に定めのない限り、そ

れぞれ日曜日から土曜日までの１週間又は月の初日から月の末日までの１か月を単位として算定

する。 

 

第１節 入院基本料 

Ａ１００ 一般病棟入院基本料 

      (１) 一般病棟入院基本料は、「注１」の入院基本料、「注２」の特別入院基本料並びに月平均

夜勤時間超過減算及び「注７」の夜勤時間特別入院基本料から構成され、「注１」の入院基

本料については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け出た一

般病棟に入院している患者について、各区分の所定点数を算定し、「注２」の特別入院基本

料並びに月平均夜勤時間超過減算及び「注 7」の夜勤時間特別入院基本料については、届け

出た一般病棟に入院している患者について算定する。 

(２) 当該保険医療機関において複数の一般病棟がある場合には、当該病棟のうち、障害者施設

等入院基本料等又は特殊疾患病棟入院料等の特定入院料（病棟単位で行うものに限る。）を

算定する病棟以外の病棟については、同じ区分の一般病棟入院基本料を算定するものとする。

ただし、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和

２年３月●日保医発●第●号）の別紙２に掲げる医療を提供しているが医療資源の少ない地
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入院基本料の算定方法（平成 18 年厚生労働省告示第 104 号）」に基づくものとし、その具体的

な取扱いについては別途通知する。 

11 入院診療計画、院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制について、

別に厚生労働大臣が定める基準に適合している場合に限り入院基本料（特別入院基本料、月平均

夜勤時間超過減算、夜勤時間特別入院基本料及び重症患者割合特別入院基本料（以下「特別入院

基本料等」という。）及び特定入院基本料を含む。）、特定入院料又は短期滞在手術等基本料３

の算定を行うものであり、基準に適合していることを示す資料等を整備しておく必要がある。 

12 救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合は、当該保険医療

機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床（区分番号「Ａ２０５」救

急医療管理加算又は区分番号「Ａ３００」救命救急入院料を算定する病床に限る。）に入院した

ものとみなすものであること。 

13 退院が特定の時間帯に集中している場合の入院基本料の算定について 

(１) 以下のいずれも満たす病棟を有する保険医療機関を対象とする。 

ア 一般病棟入院基本料、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院

基本料を算定している病棟を有する保険医療機関であること。 

イ 当該病棟の退院全体のうち、正午までに退院するものの割合が９割以上の保険医療機関

であること。 

(２) 減算の対象となる入院基本料は、一般病棟入院基本料（特別入院基本料等を含む。）、特

定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）及び専門病院入院基本料のうち、当該病棟に 30

日を超えて入院している者の退院日の入院基本料であって、以下のいずれも満たすものとす

る。 

ア  退院日に 1,000 点以上の処置又は手術を算定していないもの 

イ  入退院支援加算を算定していないもの 

(３) (１)のイに係る計算式は退院日に一般病棟入院基本料（特別入院基本料等を含む。）、特

定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料を算定している患者を

対象として、以下のいずれかの方法によること。 

ア 電子カルテ等で退院時間が明らかな場合については、以下により算定する。 

１月当たりの当該病棟の退院患者のうち、正午以前に退院した患者数／１月当たりの退

院患者数 

イ 退院時間が明らかでない場合は、毎月 16 日を含む１週間（例えば 16 日が火曜日の場合

は 14 日(日)から 20 日(土)までの７日間）に当該病棟を退院した患者を対象とし、該当す

る退院患者の退院日、退院日前日の食事回数をもとに以下により算定する。 

（退院日前日に退院患者に提供した夕食数－退院日に退院患者に提供した昼食数）／退

院日前日に退院患者に提供した夕食数 

ウ ア又はイのいずれかの方法により、直近６か月の月ごとの割合を算定し、当該６か月の

いずれも９割以上の場合、翌月から(２)に該当する入院基本料は、所定点数の 100 分の 92

に相当する点数により算定する。 

14 入院日及び退院日が特定の日に集中している場合の入院基本料の算定について 

(１) 以下のいずれも満たす保険医療機関を対象とする。 

ア 一般病棟入院基本料、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院
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基本料を算定している病棟を有する保険医療機関 

イ アに掲げる病棟の入院全体のうち金曜日に入院したものの割合と、退院全体のうち月曜

日に退院したものの割合の合計が 40％以上の保険医療機関 

(２) 減算の対象となる入院基本料は、金曜日に入院した患者の入院基本料（一般病棟入院基本

料（特別入院基本料等を含む。）、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）及び専門

病院入院基本料をいう。以下この項目において同じ。）又は月曜日に退院した患者の入院基

本料とするが、金曜日に入院した患者については、入院日直後の土曜日及び日曜日の入院基

本料であって、当該日に 1,000 点以上の処置又は手術を伴わないものであり、月曜日に退院

した患者については、退院日直前の土曜日及び日曜日の入院基本料であって、当該日に 1,00

0 点以上の処置又は手術を伴わないものとする。金曜日に入院し、月曜日に退院した患者に

ついては、要件を満たす入院日直後の土曜日及び日曜日、退院日直前の土曜日及び日曜日の

いずれも減算の対象となる。なお、金曜日に入院し、その直後の月曜日に退院した患者につ

いては、要件を満たす土曜日及び日曜日の入院基本料は所定点数の 100 分の 92 に相当する

点数により算定することとする。 

(３) (１)イに係る計算式は入院患者は入院日に一般病棟入院基本料（特別入院基本料等を含

む）、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料を算定してい

る患者、退院患者は退院日に一般病棟入院基本料（特別入院基本料等を含む。）、特定機能

病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料を算定している患者を対象と

して、以下の方法による。 

（１月当たりの金曜日入院患者数／１月当たりの全入院患者数）×100 

＋（１月当たりの月曜日退院患者数／１月当たりの全退院患者数）×100 

直近６か月の月ごとの割合を算定し、当該６か月のいずれも４割以上の場合、翌月より

(２)に該当する入院基本料を減算する。 

15 算定回数が「週」単位又は「月」単位とされているものについては、特に定めのない限り、そ

れぞれ日曜日から土曜日までの１週間又は月の初日から月の末日までの１か月を単位として算定

する。 

 

第１節 入院基本料 

Ａ１００ 一般病棟入院基本料 

      (１) 一般病棟入院基本料は、「注１」の入院基本料、「注２」の特別入院基本料並びに月平均

夜勤時間超過減算及び「注７」の夜勤時間特別入院基本料から構成され、「注１」の入院基

本料については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け出た一

般病棟に入院している患者について、各区分の所定点数を算定し、「注２」の特別入院基本

料並びに月平均夜勤時間超過減算及び「注 7」の夜勤時間特別入院基本料については、届け

出た一般病棟に入院している患者について算定する。 

(２) 当該保険医療機関において複数の一般病棟がある場合には、当該病棟のうち、障害者施設

等入院基本料等又は特殊疾患病棟入院料等の特定入院料（病棟単位で行うものに限る。）を

算定する病棟以外の病棟については、同じ区分の一般病棟入院基本料を算定するものとする。

ただし、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和

２年３月●日保医発●第●号）の別紙２に掲げる医療を提供しているが医療資源の少ない地
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入院基本料の算定方法（平成 18 年厚生労働省告示第 104 号）」に基づくものとし、その具体的

な取扱いについては別途通知する。 

11 入院診療計画、院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制について、

別に厚生労働大臣が定める基準に適合している場合に限り入院基本料（特別入院基本料、月平均

夜勤時間超過減算、夜勤時間特別入院基本料及び重症患者割合特別入院基本料（以下「特別入院

基本料等」という。）及び特定入院基本料を含む。）、特定入院料又は短期滞在手術等基本料３

の算定を行うものであり、基準に適合していることを示す資料等を整備しておく必要がある。 

12 救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合は、当該保険医療

機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床（区分番号「Ａ２０５」救

急医療管理加算又は区分番号「Ａ３００」救命救急入院料を算定する病床に限る。）に入院した

ものとみなすものであること。 

13 退院が特定の時間帯に集中している場合の入院基本料の算定について 

(１) 以下のいずれも満たす病棟を有する保険医療機関を対象とする。 

ア 一般病棟入院基本料、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院

基本料を算定している病棟を有する保険医療機関であること。 

イ 当該病棟の退院全体のうち、正午までに退院するものの割合が９割以上の保険医療機関

であること。 

(２) 減算の対象となる入院基本料は、一般病棟入院基本料（特別入院基本料等を含む。）、特

定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）及び専門病院入院基本料のうち、当該病棟に 30

日を超えて入院している者の退院日の入院基本料であって、以下のいずれも満たすものとす

る。 

ア  退院日に 1,000 点以上の処置又は手術を算定していないもの 

イ  入退院支援加算を算定していないもの 

(３) (１)のイに係る計算式は退院日に一般病棟入院基本料（特別入院基本料等を含む。）、特

定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料を算定している患者を

対象として、以下のいずれかの方法によること。 

ア 電子カルテ等で退院時間が明らかな場合については、以下により算定する。 

１月当たりの当該病棟の退院患者のうち、正午以前に退院した患者数／１月当たりの退

院患者数 

イ 退院時間が明らかでない場合は、毎月 16 日を含む１週間（例えば 16 日が火曜日の場合

は 14 日(日)から 20 日(土)までの７日間）に当該病棟を退院した患者を対象とし、該当す

る退院患者の退院日、退院日前日の食事回数をもとに以下により算定する。 

（退院日前日に退院患者に提供した夕食数－退院日に退院患者に提供した昼食数）／退

院日前日に退院患者に提供した夕食数 

ウ ア又はイのいずれかの方法により、直近６か月の月ごとの割合を算定し、当該６か月の

いずれも９割以上の場合、翌月から(２)に該当する入院基本料は、所定点数の 100 分の 92

に相当する点数により算定する。 

14 入院日及び退院日が特定の日に集中している場合の入院基本料の算定について 

(１) 以下のいずれも満たす保険医療機関を対象とする。 

ア 一般病棟入院基本料、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院
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に規定するアの方法により算定している患者を除く。）は、平均在院日数の算定の対象から

除外すること。このため、一般病棟入院基本料の算定患者を入院させる保険医療機関におい

ては、当該患者の人数等が明確に分かるような名簿を月ごとに作成し、適切に管理しておく

必要があること。 

(７) 一般病棟入院基本料を算定する病棟については、「注 10」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(８) 一般病棟入院基本料（特別入院基本料を除く。）を算定する病棟に入院している患者であ

って、当該病棟に 90日を超えて入院する患者については、下記のいずれかにより算定する。 

ア 引き続き一般病棟入院基本料を算定する。（平均在院日数の算定の対象となる。） 

イ 一般病棟入院基本料の「注 11」の規定により、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院料

１の例により算定する。（平均在院日数の算定の対象とならない。） 

上記については、当該保険医療機関の病棟ごとの取扱いとなるが、上記イにより算定す

る場合については、あらかじめ地方厚生（支）局長に届け出た病棟に限る。 

平成 26 年３月 31 日時点で当該病棟（平成 26 年改定前における７対１入院基本料又は 1

0 対１入院基本料に限る。）に入院していた患者であって、イの方法により算定する者

については、当分の間、医療区分を３とする。 

(９) （８）のイにより、区分番号「Ａ１０１」の療養病棟入院料１の例により算定する場合

の費用の請求については、当該保険医療機関に入院した日を入院初日として、下記のとお

りとする。 

ア 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注３」に規定する費用は入院基本料に

含まれるため、別に算定できない。 

イ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注４」に規定する褥瘡対策加算１又は

２を算定することができる。 

ウ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注５」に規定する重症児（者）受入連

携加算及び「注６」に規定する急性期患者支援療養病床初期加算及び在宅患者支援療養

病床初期加算は算定することができない。 

エ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注７」に規定する加算のうち、以下の

ものを算定することができる。 

(イ)  乳幼児加算・幼児加算 

(ロ) 超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算（算定日数の上限

については、療養病棟に入院しているものとして取り扱う。） 

(ハ)  地域加算 

(ニ)  離島加算 

(ホ)  ＨＩＶ感染者療養環境特別加算 

(ヘ)  療養病棟療養環境加算（別に届出を行った場合に限る。） 

(ト)  重症皮膚潰瘍管理加算（別に届出を行った場合に限る。） 

(チ) 栄養サポートチーム加算（ただし、当該保険医療機関に入院した日を入院初日と

起算して算定する。） 

(リ)  入退院支援加算（ただし、当該保険医療機関に入院した日を入院初日として、区

分番号「Ａ２４６」入退院支援加算１又は２のロに規定する療養病棟入院基本料等
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域に属する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院

及び一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を

除く。）の一般病棟においては、病棟ごとに違う区分の入院基本料を算定しても差し支えな

い。 

(３) 「注３」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(４) 「注４」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を一般病棟（地域一般入院基本料に限る。)で受け入れた場合に入院初日に算定する。こ

こでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算され

る再入院の初日は算定できない。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算

定できない。 

(５) 「注５」に規定する救急・在宅等支援病床初期加算は、急性期医療の後方病床を確保し、

在宅患者や介護老人保健施設、介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 29 項に規定

する介護医療院（以下「介護医療院」という。）、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム等（以下「介護老人保健施設等」という。）の入所者等の状態が軽度悪化し

た際に入院医療を提供できる病床を確保することにより、急性期医療を支えることを目的と

して、一般病棟（地域一般入院基本料、13対１入院基本料又は 15対 1入院基本料に限る。）

が有する以下のような機能を評価したものであり、転院又は入院した日から起算して 14 日

を限度に算定できる。当該加算を算定するに当たっては、入院前の患者の居場所（転院の場

合は入院前の医療機関名）、自院の入院歴の有無、入院までの経過等を診療録に記載するこ

と。 

ア 急性期医療を担う病院に入院し、急性期治療を終えて一定程度状態が安定した患者を速

やかに一般病棟が受け入れることにより、急性期医療を担う病院を後方支援する。急性期

医療を担う病院の一般病棟とは、具体的には、急性期一般入院基本料、７対１入院基本料

若しくは 10 対１入院基本料（特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病

院入院基本料に限る。）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入

院医療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児

特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管

理料、一類感染症患者入院医療管理料、特殊疾患入院医療管理料又は小児入院医療管理料

を算定する病棟であること。なお、同一医療機関において当該一般病棟に転棟した患者に

ついては、算定できない。 

イ 自宅や介護老人保健施設等で療養を継続している患者が、軽微な発熱や下痢等の症状を

きたしたために入院医療を要する状態になった際に、一般病棟（地域一般入院基本料、13

対 1 入院基本料又は 15 対 1 入院基本料に限る。）が速やかに当該患者を受け入れる体制

を有していることにより、自宅や介護老人保健施設等における療養の継続を後方支援する。

なお、当該加算を算定する一般病棟を有する病院に介護老人保健施設等が併設されている

場合は、当該併設介護老人保健施設等から受け入れた患者については算定できないものと

する。 

(６) 一般病棟入院基本料の算定患者が 90 日を超える期間一般病棟に入院している場合（(８)
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に規定するアの方法により算定している患者を除く。）は、平均在院日数の算定の対象から

除外すること。このため、一般病棟入院基本料の算定患者を入院させる保険医療機関におい

ては、当該患者の人数等が明確に分かるような名簿を月ごとに作成し、適切に管理しておく

必要があること。 

(７) 一般病棟入院基本料を算定する病棟については、「注 10」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(８) 一般病棟入院基本料（特別入院基本料を除く。）を算定する病棟に入院している患者であ

って、当該病棟に 90日を超えて入院する患者については、下記のいずれかにより算定する。 

ア 引き続き一般病棟入院基本料を算定する。（平均在院日数の算定の対象となる。） 

イ 一般病棟入院基本料の「注 11」の規定により、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院料

１の例により算定する。（平均在院日数の算定の対象とならない。） 

上記については、当該保険医療機関の病棟ごとの取扱いとなるが、上記イにより算定す

る場合については、あらかじめ地方厚生（支）局長に届け出た病棟に限る。 

平成 26 年３月 31 日時点で当該病棟（平成 26 年改定前における７対１入院基本料又は 1

0 対１入院基本料に限る。）に入院していた患者であって、イの方法により算定する者

については、当分の間、医療区分を３とする。 

(９) （８）のイにより、区分番号「Ａ１０１」の療養病棟入院料１の例により算定する場合

の費用の請求については、当該保険医療機関に入院した日を入院初日として、下記のとお

りとする。 

ア 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注３」に規定する費用は入院基本料に

含まれるため、別に算定できない。 

イ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注４」に規定する褥瘡対策加算１又は

２を算定することができる。 

ウ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注５」に規定する重症児（者）受入連

携加算及び「注６」に規定する急性期患者支援療養病床初期加算及び在宅患者支援療養

病床初期加算は算定することができない。 

エ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注７」に規定する加算のうち、以下の

ものを算定することができる。 

(イ)  乳幼児加算・幼児加算 

(ロ) 超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算（算定日数の上限

については、療養病棟に入院しているものとして取り扱う。） 

(ハ)  地域加算 

(ニ)  離島加算 

(ホ)  ＨＩＶ感染者療養環境特別加算 

(ヘ)  療養病棟療養環境加算（別に届出を行った場合に限る。） 

(ト)  重症皮膚潰瘍管理加算（別に届出を行った場合に限る。） 

(チ) 栄養サポートチーム加算（ただし、当該保険医療機関に入院した日を入院初日と

起算して算定する。） 

(リ)  入退院支援加算（ただし、当該保険医療機関に入院した日を入院初日として、区

分番号「Ａ２４６」入退院支援加算１又は２のロに規定する療養病棟入院基本料等

 - 27 - 

域に属する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院

及び一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を

除く。）の一般病棟においては、病棟ごとに違う区分の入院基本料を算定しても差し支えな

い。 

(３) 「注３」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(４) 「注４」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を一般病棟（地域一般入院基本料に限る。)で受け入れた場合に入院初日に算定する。こ

こでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算され

る再入院の初日は算定できない。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算

定できない。 

(５) 「注５」に規定する救急・在宅等支援病床初期加算は、急性期医療の後方病床を確保し、

在宅患者や介護老人保健施設、介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 29 項に規定

する介護医療院（以下「介護医療院」という。）、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム等（以下「介護老人保健施設等」という。）の入所者等の状態が軽度悪化し

た際に入院医療を提供できる病床を確保することにより、急性期医療を支えることを目的と

して、一般病棟（地域一般入院基本料、13対１入院基本料又は 15対 1入院基本料に限る。）

が有する以下のような機能を評価したものであり、転院又は入院した日から起算して 14 日

を限度に算定できる。当該加算を算定するに当たっては、入院前の患者の居場所（転院の場

合は入院前の医療機関名）、自院の入院歴の有無、入院までの経過等を診療録に記載するこ

と。 

ア 急性期医療を担う病院に入院し、急性期治療を終えて一定程度状態が安定した患者を速

やかに一般病棟が受け入れることにより、急性期医療を担う病院を後方支援する。急性期

医療を担う病院の一般病棟とは、具体的には、急性期一般入院基本料、７対１入院基本料

若しくは 10 対１入院基本料（特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病

院入院基本料に限る。）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入

院医療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児

特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管

理料、一類感染症患者入院医療管理料、特殊疾患入院医療管理料又は小児入院医療管理料

を算定する病棟であること。なお、同一医療機関において当該一般病棟に転棟した患者に

ついては、算定できない。 

イ 自宅や介護老人保健施設等で療養を継続している患者が、軽微な発熱や下痢等の症状を

きたしたために入院医療を要する状態になった際に、一般病棟（地域一般入院基本料、13

対 1 入院基本料又は 15 対 1 入院基本料に限る。）が速やかに当該患者を受け入れる体制

を有していることにより、自宅や介護老人保健施設等における療養の継続を後方支援する。

なお、当該加算を算定する一般病棟を有する病院に介護老人保健施設等が併設されている

場合は、当該併設介護老人保健施設等から受け入れた患者については算定できないものと

する。 

(６) 一般病棟入院基本料の算定患者が 90 日を超える期間一般病棟に入院している場合（(８)
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オ 入院患者のＡＤＬの維持、向上等に係るカンファレンスが定期的に開催されており、

医師、看護師及び必要に応じてその他の職種が参加していること。 

カ 指導内容等について、診療録等に記載すること。 

キ 自宅等、想定される退棟先の環境を把握し、退棟後に起こりうるリスクについて、多

職種のカンファレンスで共有していること。 

ク 必要に応じて他の職種と共同し、機能予後について患者がどのように理解しているか

を把握し、多職種のカンファレンスで共有していること。 

ケ 必要に応じて他の職種と共同し、患者が再び実現したいと願っている活動や社会参加

等について、その優先順位と共に把握し、多職種のカンファレンスで共有していること。 

 また、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定できない。 

Ａ１０１ 療養病棟入院基本料 

(１) 療養病棟入院基本料は、「注１」の入院料及び「注２」の特別入院基本料から構成され、

「注１」の入院料については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て届け出た療養病棟に入院している患者について、別に厚生労働大臣が定める区分（１日に

２つ以上の区分に該当する場合には、該当するもののうち最も高い点数の区分）に従い、当

該患者ごとに入院料Ａ等の各区分の所定点数を算定し、「注２」の特別入院基本料について

は、届け出た療養病棟に入院している患者について算定する。ただし、「注１」の入院料を

算定している場合において、患者の急性増悪により、同一の保険医療機関の一般病棟へ転棟

する場合にはその前日を１日目として３日前までの間、別の保険医療機関の一般病棟へ転院

する場合にはその当日を１日目として３日前までの間は、その日ごとに入院料Ｉを算定する

ことができる。 

(２) 当該保険医療機関において複数の療養病棟がある場合には、当該病棟のうち、回復期リハ

ビリテーション病棟入院料等の特定入院料（病棟単位で行うものに限る。）を算定する病棟

以外の病棟については、「注１」の入院料又は「注２」の特別入院基本料のいずれかを算定

するものとする。 

(３) 「注１」の入院料のうち、入院料Ａから入院料Ｆまでのいずれかの算定に当たっては、定

期的（少なくとも月に１回）に患者又はその家族に対して、当該患者の病状や治療内容等の

入院療養の状況及び各区分への該当状況について、別紙様式２又はこれに準ずる様式により

作成した書面又はその写しを交付のうえ十分な説明を行うとともに診療録に添付すること。

また、やむを得ない理由により説明を行うことが困難な場合であっても、患者又はその家族

の求めに応じ、当該書面又はその写しを交付するとともに診療録に添付すること。なお、患

者又はその家族への説明に当たり、特に悪性腫瘍等の患者に対しては、患者本人の治療方針

に関する理解状況を踏まえ、療養上著しく不適切なことが生じないよう配慮すること。 

(４) 基本診療料の施設基準等別表第五に掲げる画像診断及び処置並びにこれらに伴い使用する

薬剤、特定保険医療材料又は区分番号「Ｊ２０１」酸素加算の費用並びに浣腸、注腸、吸入

等基本診療料に含まれるものとされている簡単な処置及びこれに伴い使用する薬剤又は特定

保険医療材料の費用については療養病棟入院基本料に含まれる。なお、療養病棟入院基本料

を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、療養病棟入院基本料に含まれて

いるものであるため別に算定できない。ただし、「注１」のただし書の規定により、入院料

Ｉを算定する場合については、この限りではない。 

 - 29 - 

の場合の例により算定する。） 

 (ヌ) データ提出加算 

(ル) 排尿自立支援加算 

オ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注９」に規定する慢性維持透析管理加

算を算定することができる。 

カ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注 10」に規定する在宅復帰機能強化加

算は算定することができない。 

キ 区分番号「Ｂ００５－７」認知症専門診断管理料の算定に当たっては、(８)のイによ

り区分番号「Ａ１０１」の療養病棟入院料１の例により算定する患者を、「療養病棟に

入院している患者」とみなす。 

(10) 「注 11」の規定により、区分番号「Ａ１０１」の療養病棟入院料１の入院料Ａから入院

料Ｆのいずれかを算定する場合にあっては、定期的（少なくとも月に１回）に患者又はそ

の家族に対して、当該患者の病状や治療内容等の入院療養の状況及び各区分への該当状況

について、別紙様式２又はこれに準ずる様式により作成した書面又はその写しを交付のう

え、十分な説明を行うとともに診療録に添付すること。 

(11) 「注 12」に規定するＡＤＬ維持向上等体制加算は、急性期医療において、入院中の患者

の日常生活機能（以下「ＡＤＬ」という。）の維持、向上等を目的として、リハビリテー

ション専門職等が当該病棟において以下のアからケまでに掲げる取組を行った場合であっ

て、あらかじめ専従又は専任を含む常勤理学療法士、常勤作業療法士又は常勤言語聴覚士

（以下(11)において「常勤理学療法士等」という。）をあわせて５名を上限として定めた

上で、当該常勤理学療法士等のいずれかが当該病棟で実際に６時間以上（ＡＤＬ維持向上

等体制加算の算定を終了した当該病棟の患者について、引き続き、区分番号「Ｈ０００」

心大血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーシ

ョン料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００

２」運動器リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００４」摂食機能療法、区分番号「Ｈ００５」視能訓練、区分番号「Ｈ００

７」障害児（者）リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテ

ーション料、区分番号「Ｈ００７－３」認知症患者リハビリテーション料又は区分番号

「Ｈ００８」集団コミュニケーション療法料（以下(11)において「疾患別リハビリテーシ

ョン料等」という。）を算定した場合は、１日２時間を超えない範囲でその時間を含んで

よい。）勤務した日に限り、患者１人につき入院した日から起算して 14 日を限度に算定で

きる。 

ただし、当該加算の対象となる患者であっても、当該患者に対して疾患別リハビリテー

ション料等を算定した場合は、当該療法を開始した日から当該加算を算定することはでき

ない。 

ア 入院患者に対する定期的なＡＤＬの評価は、別紙様式７の２又はこれに準ずる様式を

用いて行っていること。 

イ 入院患者に対するＡＤＬの維持、向上等を目的とした指導を行っていること。 

ウ 必要最小限の抑制とした上で、転倒転落を防止する対策を行っていること。 

エ 必要に応じて患者の家族に対して、患者の状況を情報提供していること。 
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オ 入院患者のＡＤＬの維持、向上等に係るカンファレンスが定期的に開催されており、

医師、看護師及び必要に応じてその他の職種が参加していること。 

カ 指導内容等について、診療録等に記載すること。 

キ 自宅等、想定される退棟先の環境を把握し、退棟後に起こりうるリスクについて、多

職種のカンファレンスで共有していること。 

ク 必要に応じて他の職種と共同し、機能予後について患者がどのように理解しているか

を把握し、多職種のカンファレンスで共有していること。 

ケ 必要に応じて他の職種と共同し、患者が再び実現したいと願っている活動や社会参加

等について、その優先順位と共に把握し、多職種のカンファレンスで共有していること。 

 また、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定できない。 

Ａ１０１ 療養病棟入院基本料 

(１) 療養病棟入院基本料は、「注１」の入院料及び「注２」の特別入院基本料から構成され、

「注１」の入院料については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て届け出た療養病棟に入院している患者について、別に厚生労働大臣が定める区分（１日に

２つ以上の区分に該当する場合には、該当するもののうち最も高い点数の区分）に従い、当

該患者ごとに入院料Ａ等の各区分の所定点数を算定し、「注２」の特別入院基本料について

は、届け出た療養病棟に入院している患者について算定する。ただし、「注１」の入院料を

算定している場合において、患者の急性増悪により、同一の保険医療機関の一般病棟へ転棟

する場合にはその前日を１日目として３日前までの間、別の保険医療機関の一般病棟へ転院

する場合にはその当日を１日目として３日前までの間は、その日ごとに入院料Ｉを算定する

ことができる。 

(２) 当該保険医療機関において複数の療養病棟がある場合には、当該病棟のうち、回復期リハ

ビリテーション病棟入院料等の特定入院料（病棟単位で行うものに限る。）を算定する病棟

以外の病棟については、「注１」の入院料又は「注２」の特別入院基本料のいずれかを算定

するものとする。 

(３) 「注１」の入院料のうち、入院料Ａから入院料Ｆまでのいずれかの算定に当たっては、定

期的（少なくとも月に１回）に患者又はその家族に対して、当該患者の病状や治療内容等の

入院療養の状況及び各区分への該当状況について、別紙様式２又はこれに準ずる様式により

作成した書面又はその写しを交付のうえ十分な説明を行うとともに診療録に添付すること。

また、やむを得ない理由により説明を行うことが困難な場合であっても、患者又はその家族

の求めに応じ、当該書面又はその写しを交付するとともに診療録に添付すること。なお、患

者又はその家族への説明に当たり、特に悪性腫瘍等の患者に対しては、患者本人の治療方針

に関する理解状況を踏まえ、療養上著しく不適切なことが生じないよう配慮すること。 

(４) 基本診療料の施設基準等別表第五に掲げる画像診断及び処置並びにこれらに伴い使用する

薬剤、特定保険医療材料又は区分番号「Ｊ２０１」酸素加算の費用並びに浣腸、注腸、吸入

等基本診療料に含まれるものとされている簡単な処置及びこれに伴い使用する薬剤又は特定

保険医療材料の費用については療養病棟入院基本料に含まれる。なお、療養病棟入院基本料

を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、療養病棟入院基本料に含まれて

いるものであるため別に算定できない。ただし、「注１」のただし書の規定により、入院料

Ｉを算定する場合については、この限りではない。 
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の場合の例により算定する。） 

 (ヌ) データ提出加算 

(ル) 排尿自立支援加算 

オ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注９」に規定する慢性維持透析管理加

算を算定することができる。 

カ 区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の「注 10」に規定する在宅復帰機能強化加

算は算定することができない。 

キ 区分番号「Ｂ００５－７」認知症専門診断管理料の算定に当たっては、(８)のイによ

り区分番号「Ａ１０１」の療養病棟入院料１の例により算定する患者を、「療養病棟に

入院している患者」とみなす。 

(10) 「注 11」の規定により、区分番号「Ａ１０１」の療養病棟入院料１の入院料Ａから入院

料Ｆのいずれかを算定する場合にあっては、定期的（少なくとも月に１回）に患者又はそ

の家族に対して、当該患者の病状や治療内容等の入院療養の状況及び各区分への該当状況

について、別紙様式２又はこれに準ずる様式により作成した書面又はその写しを交付のう

え、十分な説明を行うとともに診療録に添付すること。 

(11) 「注 12」に規定するＡＤＬ維持向上等体制加算は、急性期医療において、入院中の患者

の日常生活機能（以下「ＡＤＬ」という。）の維持、向上等を目的として、リハビリテー

ション専門職等が当該病棟において以下のアからケまでに掲げる取組を行った場合であっ

て、あらかじめ専従又は専任を含む常勤理学療法士、常勤作業療法士又は常勤言語聴覚士

（以下(11)において「常勤理学療法士等」という。）をあわせて５名を上限として定めた

上で、当該常勤理学療法士等のいずれかが当該病棟で実際に６時間以上（ＡＤＬ維持向上

等体制加算の算定を終了した当該病棟の患者について、引き続き、区分番号「Ｈ０００」

心大血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーシ

ョン料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００

２」運動器リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００４」摂食機能療法、区分番号「Ｈ００５」視能訓練、区分番号「Ｈ００

７」障害児（者）リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテ

ーション料、区分番号「Ｈ００７－３」認知症患者リハビリテーション料又は区分番号

「Ｈ００８」集団コミュニケーション療法料（以下(11)において「疾患別リハビリテーシ

ョン料等」という。）を算定した場合は、１日２時間を超えない範囲でその時間を含んで

よい。）勤務した日に限り、患者１人につき入院した日から起算して 14 日を限度に算定で

きる。 

ただし、当該加算の対象となる患者であっても、当該患者に対して疾患別リハビリテー

ション料等を算定した場合は、当該療法を開始した日から当該加算を算定することはでき

ない。 

ア 入院患者に対する定期的なＡＤＬの評価は、別紙様式７の２又はこれに準ずる様式を

用いて行っていること。 

イ 入院患者に対するＡＤＬの維持、向上等を目的とした指導を行っていること。 

ウ 必要最小限の抑制とした上で、転倒転落を防止する対策を行っていること。 

エ 必要に応じて患者の家族に対して、患者の状況を情報提供していること。 
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域一般入院基本料又は 13 対１入院基本料（専門病院入院基本料に限る。）を算定する病

棟であること。ただし、地域一般入院基本料又は 13 対１入院基本料を算定する保険医療

機関にあっては、区分番号「Ａ２０５」救急医療管理加算の届出を行っている場合に限る

ものとする。また、一般病棟と療養病棟が同一の病院に併存する場合で、当該一般病棟か

ら療養病棟に転棟した患者については、１回の転棟に限り算定できるものとする。 

イ 在宅患者支援療養病床初期加算については、介護保険施設、居住系施設等又は自宅で療

養を継続している患者が、軽微な発熱や下痢等の症状を来したために入院医療を要する状

態になった際に、療養病棟が速やかに当該患者を受け入れる体制を有していること及び厚

生労働省「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等

の内容を踏まえ、入院時に治療方針に関する患者又はその家族等の意思決定に対する支援

を行うことにより、自宅や介護保険施設等における療養の継続を後方支援する。なお、当

該加算を算定する療養病棟を有する病院に介護保険施設等が併設されている場合は、当該

併設介護保険施設等から受け入れた患者については算定できないものとする。 

(10) 療養病棟入院基本料を算定する病棟（「注 11」を算定する病棟を含む。）については、

「注７」に掲げる入院基本料等加算について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定でき

る。 

(11) 「注８」の規定は、新型インフルエンザ等感染症がまん延している期間として別に厚生労

働大臣が指定する期間において、療養病棟入院基本料の届出を行っている病棟においても、

新型インフルエンザ等感染症等の患者が当該病棟に入院した場合には、届出を行った上で、

一般病棟入院基本料の例により算定することができるようにしたものであること。 

(12) 「注８」の規定により新型インフルエンザ感染症等の患者を入院させる際には、院内感染

防止対策を十分に行うこと。 

(13) 「注８」の規定により、区分番号「Ａ１００」の一般病棟入院基本料の例により算定する

場合の費用の請求については、当該保険医療機関に入院した日を入院初日として、以下のと

おりとする。 

ア 区分番号「Ａ１００」一般病棟入院基本料の「注４」に規定する重症児（者）受入連携

加算は算定することができない。 

イ 区分番号「Ａ１００」一般病棟入院基本料の「注５」に規定する救急・在宅等支援病床

初期加算は算定することができない。 

ウ 区分番号「Ａ１００」一般病棟入院基本料の「注 10」に規定する加算について、当該病

棟において各加算の要件を満たしている場合には算定できる。 

エ 区分番号「Ａ１００」一般病棟入院基本料の「注 12」に規定するＡＤＬ維持向上等体制

加算は算定することができない。 

(14) 「注９」に規定する慢性維持透析管理加算は、療養病棟における透析患者の診療を評価し

たものであり、自院で人工腎臓、持続緩徐式血液濾過、腹膜灌流又は血漿交換療法を行って

いる場合に算定する。なお、これらの項目については、継続的に適切に行われていれば、毎

日行われている必要はない。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定で

きない。 

(15) 「注 10」に規定する在宅復帰機能強化加算は、在宅復帰機能の高い病棟を評価したもので

ある。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定できない。 
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(５) 療養病棟入院基本料を算定する病棟は主として長期にわたり療養の必要な患者が入院する

施設であり、医療上特に必要がある場合に限り他の病棟への患者の移動は認められるが、そ

の医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。なお、「注１」のた

だし書の規定により入院料Ｉを算定した場合においても、その医療上の必要性について診療

報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。 

(６) 療養病棟入院基本料を算定するに当たっては、次の点に留意する。 

ア 定期的（少なくとも月に１回）に患者の状態の評価及び入院療養の計画を見直し、その

要点を診療録に記載する。なお、入院時と退院時のＡＤＬの程度を診療録に記載する。 

イ 患者の状態に著しい変化がみられた場合には、その都度、患者の状態を評価した上で、

治療やケアを見直し、その要点を診療録等に記載する。 

(７) 「注４」に規定する褥瘡対策加算１及び２は、ＡＤＬ区分３の状態の患者について、「別

紙様式 46」の「褥瘡対策に関する評価」を用いて褥瘡の状態を確認し、治療及びケアの内容

を踏まえ毎日評価し、以下により算定すること。なお、以下において、「褥瘡対策に関する

評価」における褥瘡の状態の評価項目のうち「深さ」の項目の点数は加えない当該患者のＤ

ＥＳＩＧＮ－Ｒの合計点数を「ＤＥＳＩＧＮ－Ｒの合計点」といい、暦月内におけるＤＥＳ

ＩＧＮ－Ｒの合計点が最も低かった日の点数を当該月における「実績点」という。また、褥

瘡の状態の評価の結果を別添１の２の別紙様式２の「医療区分・ＡＤＬ区分等に係る評価票」

の所定欄に記載し、治療及び看護の計画を見直した場合には、その内容を診療録等に記載す

ること。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定できない。 

ア 褥瘡対策加算１については、入院後若しくは新たに当該加算に係る評価を始めて暦月で

３月を超えない間又は褥瘡対策加算２を算定する日以外の日において算定する。 

イ 褥瘡対策加算２については、直近２月の実績点が２月連続して前月の実績点を上回った

場合であって、ＤＥＳＩＧＮ－Ｒの合計点が前月の実績点より上回った日に算定する。 

(８) 「注５」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を、療養病棟で受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、

第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定で

きない。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定できない。 

(９) 「注６」に規定する急性期患者支援療養病床初期加算は、急性期医療の後方病床を確保し、

在宅患者支援療養病床初期加算は在宅患者や介護保険施設入所者等の状態が軽度悪化した際

に入院医療を提供できる病床を確保することにより、急性期医療及び在宅での療養を支える

ことを目的として、療養病棟が有する以下のような機能を評価したものであり、転院、入院

又は転棟した日から起算して 14 日を限度に算定できる。また、特別入院基本料等を算定す

る場合は、当該加算は算定できない。 

ア 急性期患者支援療養病床初期加算については、急性期医療を担う病院の一般病棟に入院

し、急性期治療を終えて一定程度状態が安定した患者を、速やかに療養病棟が受け入れる

ことにより、急性期医療を担う病院を後方支援する。急性期医療を担う病院の一般病棟と

は、具体的には、急性期一般入院基本料、７対１入院基本料若しくは 10 対１入院基本料

（特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料に限る。）、地

（ ）（ ） 4746
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域一般入院基本料又は 13 対１入院基本料（専門病院入院基本料に限る。）を算定する病

棟であること。ただし、地域一般入院基本料又は 13 対１入院基本料を算定する保険医療

機関にあっては、区分番号「Ａ２０５」救急医療管理加算の届出を行っている場合に限る

ものとする。また、一般病棟と療養病棟が同一の病院に併存する場合で、当該一般病棟か

ら療養病棟に転棟した患者については、１回の転棟に限り算定できるものとする。 

イ 在宅患者支援療養病床初期加算については、介護保険施設、居住系施設等又は自宅で療

養を継続している患者が、軽微な発熱や下痢等の症状を来したために入院医療を要する状

態になった際に、療養病棟が速やかに当該患者を受け入れる体制を有していること及び厚

生労働省「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等

の内容を踏まえ、入院時に治療方針に関する患者又はその家族等の意思決定に対する支援

を行うことにより、自宅や介護保険施設等における療養の継続を後方支援する。なお、当

該加算を算定する療養病棟を有する病院に介護保険施設等が併設されている場合は、当該

併設介護保険施設等から受け入れた患者については算定できないものとする。 

(10) 療養病棟入院基本料を算定する病棟（「注 11」を算定する病棟を含む。）については、

「注７」に掲げる入院基本料等加算について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定でき

る。 

(11) 「注８」の規定は、新型インフルエンザ等感染症がまん延している期間として別に厚生労

働大臣が指定する期間において、療養病棟入院基本料の届出を行っている病棟においても、

新型インフルエンザ等感染症等の患者が当該病棟に入院した場合には、届出を行った上で、

一般病棟入院基本料の例により算定することができるようにしたものであること。 

(12) 「注８」の規定により新型インフルエンザ感染症等の患者を入院させる際には、院内感染

防止対策を十分に行うこと。 

(13) 「注８」の規定により、区分番号「Ａ１００」の一般病棟入院基本料の例により算定する

場合の費用の請求については、当該保険医療機関に入院した日を入院初日として、以下のと

おりとする。 

ア 区分番号「Ａ１００」一般病棟入院基本料の「注４」に規定する重症児（者）受入連携

加算は算定することができない。 

イ 区分番号「Ａ１００」一般病棟入院基本料の「注５」に規定する救急・在宅等支援病床

初期加算は算定することができない。 

ウ 区分番号「Ａ１００」一般病棟入院基本料の「注 10」に規定する加算について、当該病

棟において各加算の要件を満たしている場合には算定できる。 

エ 区分番号「Ａ１００」一般病棟入院基本料の「注 12」に規定するＡＤＬ維持向上等体制

加算は算定することができない。 

(14) 「注９」に規定する慢性維持透析管理加算は、療養病棟における透析患者の診療を評価し

たものであり、自院で人工腎臓、持続緩徐式血液濾過、腹膜灌流又は血漿交換療法を行って

いる場合に算定する。なお、これらの項目については、継続的に適切に行われていれば、毎

日行われている必要はない。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定で

きない。 

(15) 「注 10」に規定する在宅復帰機能強化加算は、在宅復帰機能の高い病棟を評価したもので

ある。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定できない。 
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(５) 療養病棟入院基本料を算定する病棟は主として長期にわたり療養の必要な患者が入院する

施設であり、医療上特に必要がある場合に限り他の病棟への患者の移動は認められるが、そ

の医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。なお、「注１」のた

だし書の規定により入院料Ｉを算定した場合においても、その医療上の必要性について診療

報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。 

(６) 療養病棟入院基本料を算定するに当たっては、次の点に留意する。 

ア 定期的（少なくとも月に１回）に患者の状態の評価及び入院療養の計画を見直し、その

要点を診療録に記載する。なお、入院時と退院時のＡＤＬの程度を診療録に記載する。 

イ 患者の状態に著しい変化がみられた場合には、その都度、患者の状態を評価した上で、

治療やケアを見直し、その要点を診療録等に記載する。 

(７) 「注４」に規定する褥瘡対策加算１及び２は、ＡＤＬ区分３の状態の患者について、「別

紙様式 46」の「褥瘡対策に関する評価」を用いて褥瘡の状態を確認し、治療及びケアの内容

を踏まえ毎日評価し、以下により算定すること。なお、以下において、「褥瘡対策に関する

評価」における褥瘡の状態の評価項目のうち「深さ」の項目の点数は加えない当該患者のＤ

ＥＳＩＧＮ－Ｒの合計点数を「ＤＥＳＩＧＮ－Ｒの合計点」といい、暦月内におけるＤＥＳ

ＩＧＮ－Ｒの合計点が最も低かった日の点数を当該月における「実績点」という。また、褥

瘡の状態の評価の結果を別添１の２の別紙様式２の「医療区分・ＡＤＬ区分等に係る評価票」

の所定欄に記載し、治療及び看護の計画を見直した場合には、その内容を診療録等に記載す

ること。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定できない。 

ア 褥瘡対策加算１については、入院後若しくは新たに当該加算に係る評価を始めて暦月で

３月を超えない間又は褥瘡対策加算２を算定する日以外の日において算定する。 

イ 褥瘡対策加算２については、直近２月の実績点が２月連続して前月の実績点を上回った

場合であって、ＤＥＳＩＧＮ－Ｒの合計点が前月の実績点より上回った日に算定する。 

(８) 「注５」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を、療養病棟で受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、

第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定で

きない。なお、特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定できない。 

(９) 「注６」に規定する急性期患者支援療養病床初期加算は、急性期医療の後方病床を確保し、

在宅患者支援療養病床初期加算は在宅患者や介護保険施設入所者等の状態が軽度悪化した際

に入院医療を提供できる病床を確保することにより、急性期医療及び在宅での療養を支える

ことを目的として、療養病棟が有する以下のような機能を評価したものであり、転院、入院

又は転棟した日から起算して 14 日を限度に算定できる。また、特別入院基本料等を算定す

る場合は、当該加算は算定できない。 

ア 急性期患者支援療養病床初期加算については、急性期医療を担う病院の一般病棟に入院

し、急性期治療を終えて一定程度状態が安定した患者を、速やかに療養病棟が受け入れる

ことにより、急性期医療を担う病院を後方支援する。急性期医療を担う病院の一般病棟と

は、具体的には、急性期一般入院基本料、７対１入院基本料若しくは 10 対１入院基本料

（特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料に限る。）、地

（ ）（ ） 4746
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看護師が患者の内服を見届けるなど、個々の患者の服薬中断リスクに応じた方法で服薬

確認を行うこと。 

ウ 患者教育の実施 

確実な服薬の必要性に関する患者への十分な説明を行うとともに、服薬手帳の活用等に

より退院後も服薬を継続できるための教育を実施すること。 

エ 保健所との連携 

退院後の服薬の継続等に関して、入院中から保健所の担当者とＤＯＴＳカンファレンス

等を行うなど、保健所との連絡調整を行い、その要点を診療録等に記載すること。 

(３) 「注３」において結核病棟入院基本料を算定する患者は、「感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律（平成 10 年法律第 114 号。以下「感染症法」という。）」第 1

9 条、第 20 条及び第 22 条の規定並びに「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関

する法律における結核患者の入退院及び就業制限の取扱いについて（平成 19 年９月７日健

感発第 0907001 号）」に基づき入退院が行われている結核患者であり、これらの基準に従い

退院させることができる患者については、退院させることができることが確定した日以降は

「注２」の特別入院基本料を算定する。 

なお、次の全てを満たした場合には、退院させることができることが確定したものとして

取り扱うものであること。 

ア ２週間以上の標準的化学療法が実施され、咳、発熱、痰等の臨床症状が消失している。 

イ ２週間以上の標準的化学療法を実施した後の異なった日の喀痰の塗抹検査又は培養検査

の結果が連続して３回陰性である。（３回の検査は、原則として塗抹検査を行うものとし、

アによる臨床症状消失後にあっては、速やかに連日検査を実施すること。） 

ウ 患者が治療の継続及び感染拡大の防止の重要性を理解し、かつ、退院後の治療の継続及

び他者への感染の防止が可能であると確認できている。 

(４) (３)にかかわらず、カリエス、リンパ節結核などのこれらの基準に従うことができない結

核患者については、当該患者の診療を担当する医師の適切な判断により入退院が行われるも

のである。 

(５) 「注４」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(６) 当該保険医療機関において複数の結核病棟がある場合には、当該病棟全てについて同じ区

分の結核病棟入院基本料を算定するものとする。 

   (７) 結核病棟入院基本料を算定する病棟については、「注５」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

Ａ１０３ 精神病棟入院基本料 

      (１) 精神病棟入院基本料は、「注１」の入院基本料、「注２」の特別入院基本料及び月平均夜

勤時間超過減算並びに「注９」の夜勤時間特別入院基本料から構成され、「注１」の入院基

本料及び「注２」の特別入院基本料についてはそれぞれ別に厚生労働大臣が定める施設基準

に適合しているものとして届け出た精神病棟に入院している患者について、10対１入院基本

料等の各区分の所定点数を算定し、「注９」の夜勤時間特別入院基本料については、届け出

た精神病棟に入院している患者について算定する。 

(２) 当該保険医療機関において複数の精神病棟がある場合には、当該病棟のうち、精神科急性

期治療病棟入院料等の特定入院料（病棟単位で行うものに限る。）を算定する病棟以外の病
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(16) 「注 12」に規定する夜間看護加算は、療養生活の支援が必要な患者が多い病棟において、

看護要員の手厚い夜間配置を評価したものであり、当該病棟における看護にあたって、次に

掲げる身体的拘束を最小化する取組を実施した上で算定する。 

ア 入院患者に対し、日頃より身体的拘束を必要としない状態となるよう環境を整える。 

イ 身体的拘束を実施するかどうかは、職員個々の判断ではなく、当該患者に関わる医師、

看護師等、当該患者に関わる複数の職員で検討する。 

ウ やむを得ず身体的拘束を実施する場合であっても、当該患者の生命及び身体の保護に重

点を置いた行動の制限であり、代替の方法が見いだされるまでの間のやむを得ない対応と

して行われるものであることから、可及的速やかに解除するよう努める。 

エ 身体的拘束を実施するに当たっては、次の対応を行う。 

(イ) 実施の必要性等のアセスメント 

(ロ) 患者家族への説明と同意 

(ハ) 身体的拘束の具体的行為や実施時間等の記録 

(ニ) 二次的な身体障害の予防 

(ホ) 身体的拘束の解除に向けた検討 

オ 身体的拘束を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行う。なお、

身体的拘束を実施することを避けるために、ウ及びエの対応をとらず家族等に対し付添い

を強要することがあってはならない。 

(17) 「注 12」に規定する夜間看護加算を算定する各病棟における夜勤を行う看護要員の数は、

「基本診療料の施設基準等」の第五の三の⑴イ①に定める夜間の看護職員の最小必要数を超

えた看護職員１人を含む看護要員３人以上でなければ算定できない。なお、「注 11」の規定

により入院料を算定する場合及び特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定でき

ない。 

Ａ１０２ 結核病棟入院基本料 

      (１) 結核病棟入院基本料は、「注１」の入院基本料、「注２」の特別入院基本料、月平均夜勤

時間超過減算、「注６」の夜勤時間特別入院基本料及び「注７」の重症患者割合特別入院基

本料から構成され、「注１」の入院基本料については、別に厚生労働大臣が定める施設基準

に適合しているものとして届け出た結核病棟に入院している患者について、７対１入院基本

料等の各区分の所定点数を算定し、「注２」の特別入院基本料及び月平均夜勤時間超過減算、

「注６」の夜勤時間特別入院基本料並びに「注７」の重症患者割合特別入院基本料について

は、届け出た結核病棟に入院している患者について算定する。 

(２) 結核病棟に入院している結核患者に化学療法を行う際には、日本結核病学会が作成した

「院内ＤＯＴＳガイドライン」を踏まえ、下記の服薬支援計画の作成、服薬確認の実施、患

者教育の実施及び保健所との連携を行っていること。当該基準を満たさない場合は、「注２」

の特別入院基本料として 581 点を算定する。 

ア 服薬支援計画の作成 

個々の患者の服薬中断リスクを分析し、服薬確認、患者教育、保健所との連携等に関す

る院内ＤＯＴＳ計画を策定すること。計画の策定に当たっては、患者の病態、社会的要因、

副作用の発生や退院後の生活状態等による服薬中断リスクを考慮すること。 

イ 服薬確認の実施 
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看護師が患者の内服を見届けるなど、個々の患者の服薬中断リスクに応じた方法で服薬

確認を行うこと。 

ウ 患者教育の実施 

確実な服薬の必要性に関する患者への十分な説明を行うとともに、服薬手帳の活用等に

より退院後も服薬を継続できるための教育を実施すること。 

エ 保健所との連携 

退院後の服薬の継続等に関して、入院中から保健所の担当者とＤＯＴＳカンファレンス

等を行うなど、保健所との連絡調整を行い、その要点を診療録等に記載すること。 

(３) 「注３」において結核病棟入院基本料を算定する患者は、「感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律（平成 10 年法律第 114 号。以下「感染症法」という。）」第 1

9 条、第 20 条及び第 22 条の規定並びに「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関

する法律における結核患者の入退院及び就業制限の取扱いについて（平成 19 年９月７日健

感発第 0907001 号）」に基づき入退院が行われている結核患者であり、これらの基準に従い

退院させることができる患者については、退院させることができることが確定した日以降は

「注２」の特別入院基本料を算定する。 

なお、次の全てを満たした場合には、退院させることができることが確定したものとして

取り扱うものであること。 

ア ２週間以上の標準的化学療法が実施され、咳、発熱、痰等の臨床症状が消失している。 

イ ２週間以上の標準的化学療法を実施した後の異なった日の喀痰の塗抹検査又は培養検査

の結果が連続して３回陰性である。（３回の検査は、原則として塗抹検査を行うものとし、

アによる臨床症状消失後にあっては、速やかに連日検査を実施すること。） 

ウ 患者が治療の継続及び感染拡大の防止の重要性を理解し、かつ、退院後の治療の継続及

び他者への感染の防止が可能であると確認できている。 

(４) (３)にかかわらず、カリエス、リンパ節結核などのこれらの基準に従うことができない結

核患者については、当該患者の診療を担当する医師の適切な判断により入退院が行われるも

のである。 

(５) 「注４」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(６) 当該保険医療機関において複数の結核病棟がある場合には、当該病棟全てについて同じ区

分の結核病棟入院基本料を算定するものとする。 

   (７) 結核病棟入院基本料を算定する病棟については、「注５」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

Ａ１０３ 精神病棟入院基本料 

      (１) 精神病棟入院基本料は、「注１」の入院基本料、「注２」の特別入院基本料及び月平均夜

勤時間超過減算並びに「注９」の夜勤時間特別入院基本料から構成され、「注１」の入院基

本料及び「注２」の特別入院基本料についてはそれぞれ別に厚生労働大臣が定める施設基準

に適合しているものとして届け出た精神病棟に入院している患者について、10対１入院基本

料等の各区分の所定点数を算定し、「注９」の夜勤時間特別入院基本料については、届け出

た精神病棟に入院している患者について算定する。 

(２) 当該保険医療機関において複数の精神病棟がある場合には、当該病棟のうち、精神科急性

期治療病棟入院料等の特定入院料（病棟単位で行うものに限る。）を算定する病棟以外の病
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(16) 「注 12」に規定する夜間看護加算は、療養生活の支援が必要な患者が多い病棟において、

看護要員の手厚い夜間配置を評価したものであり、当該病棟における看護にあたって、次に

掲げる身体的拘束を最小化する取組を実施した上で算定する。 

ア 入院患者に対し、日頃より身体的拘束を必要としない状態となるよう環境を整える。 

イ 身体的拘束を実施するかどうかは、職員個々の判断ではなく、当該患者に関わる医師、

看護師等、当該患者に関わる複数の職員で検討する。 

ウ やむを得ず身体的拘束を実施する場合であっても、当該患者の生命及び身体の保護に重

点を置いた行動の制限であり、代替の方法が見いだされるまでの間のやむを得ない対応と

して行われるものであることから、可及的速やかに解除するよう努める。 

エ 身体的拘束を実施するに当たっては、次の対応を行う。 

(イ) 実施の必要性等のアセスメント 

(ロ) 患者家族への説明と同意 

(ハ) 身体的拘束の具体的行為や実施時間等の記録 

(ニ) 二次的な身体障害の予防 

(ホ) 身体的拘束の解除に向けた検討 

オ 身体的拘束を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行う。なお、

身体的拘束を実施することを避けるために、ウ及びエの対応をとらず家族等に対し付添い

を強要することがあってはならない。 

(17) 「注 12」に規定する夜間看護加算を算定する各病棟における夜勤を行う看護要員の数は、

「基本診療料の施設基準等」の第五の三の⑴イ①に定める夜間の看護職員の最小必要数を超

えた看護職員１人を含む看護要員３人以上でなければ算定できない。なお、「注 11」の規定

により入院料を算定する場合及び特別入院基本料等を算定する場合は、当該加算は算定でき

ない。 

Ａ１０２ 結核病棟入院基本料 

      (１) 結核病棟入院基本料は、「注１」の入院基本料、「注２」の特別入院基本料、月平均夜勤

時間超過減算、「注６」の夜勤時間特別入院基本料及び「注７」の重症患者割合特別入院基

本料から構成され、「注１」の入院基本料については、別に厚生労働大臣が定める施設基準

に適合しているものとして届け出た結核病棟に入院している患者について、７対１入院基本

料等の各区分の所定点数を算定し、「注２」の特別入院基本料及び月平均夜勤時間超過減算、

「注６」の夜勤時間特別入院基本料並びに「注７」の重症患者割合特別入院基本料について

は、届け出た結核病棟に入院している患者について算定する。 

(２) 結核病棟に入院している結核患者に化学療法を行う際には、日本結核病学会が作成した

「院内ＤＯＴＳガイドライン」を踏まえ、下記の服薬支援計画の作成、服薬確認の実施、患

者教育の実施及び保健所との連携を行っていること。当該基準を満たさない場合は、「注２」

の特別入院基本料として 581 点を算定する。 

ア 服薬支援計画の作成 

個々の患者の服薬中断リスクを分析し、服薬確認、患者教育、保健所との連携等に関す

る院内ＤＯＴＳ計画を策定すること。計画の策定に当たっては、患者の病態、社会的要因、

副作用の発生や退院後の生活状態等による服薬中断リスクを考慮すること。 

イ 服薬確認の実施 
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副作用の発生や退院後の生活状態等による服薬中断リスクを考慮すること。 

イ 服薬確認の実施 

看護師が患者の内服を見届けるなど、個々の患者の服薬中断リスクに応じた方法で服薬

確認を行うこと。 

ウ 患者教育の実施 

確実な服薬の必要性に関する患者への十分な説明を行うとともに、服薬手帳の活用等に

より退院後も服薬を継続できるための教育を実施すること。 

エ 保健所との連携 

退院後の服薬の継続等に関して、入院中から保健所の担当者とＤＯＴＳカンファレンス

等を行うなど、保健所との連絡調整を行い、その要点を診療録等に記載すること。 

(３) 「注２」において特定機能病院入院基本料（結核病棟に限る。）を算定する患者は、感染

症法第 19 条、第 20 条及び第 22 条の規定並びに「感染症の予防及び感染症の患者に対する

医療に関する法律における結核患者の入退院及び就業制限の取扱いについて（平成 19 年９

月７日健感発第 0907001 号）」に基づき入退院が行われている結核患者であり、これらの基

準に従い退院させることができる患者については、退院させることができることが確定した

日以降は「注２」の特別入院基本料を算定する。 

 なお、次の全てを満たした場合には、退院させることができることが確定したものとして

取り扱うものであること。 

ア ２週間以上の標準的化学療法が実施され、咳、発熱、痰等の臨床症状が消失している。 

イ ２週間以上の標準的化学療法を実施した後の異なった日の喀痰の塗抹検査又は培養検査

の結果が連続して３回陰性である。（３回の検査は、原則として塗抹検査を行うものとし、

アによる臨床症状消失後にあっては、速やかに連日検査を実施すること。） 

ウ 患者が治療の継続及び感染拡大の防止の重要性を理解し、かつ、退院後の治療の継続及

び他者への感染の防止が可能であると確認できている。 

(４) (３)にかかわらず、カリエス、リンパ節結核などのこれらの基準に従うことができない結

核患者については、当該患者の診療を担当する保険医の適切な判断により入退院が行われる

ものである。 

(５) 当該特定機能病院において同一種別の病棟が複数ある場合の入院基本料の算定については、

一般病棟入院基本料の(２)、結核病棟入院基本料の(６)及び精神病棟入院基本料の(２)の例

による。 

(６) 「注３」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(７) 「注４」に掲げる加算を算定するに当たっては、当該加算の施設基準を満たすとともに、

次のアからウまでの要件を満たすことが必要である。なお、既に入院中の患者が当該入院期

間中に、当該施設基準の要件を満たすこととなっても、当該加算は算定できない。 

ア 入院時において、当該加算の施設基準に基づくランクがＭであること。 

イ 当該加算の施設基準に基づき、患者の身体障害の状態及び認知症の状態を評価するとと

もに、当該加算の施設基準に基づく評価、これらに係る進行予防等の対策の要点及び評

価日を診療録に記載するものとする。当該加算は、対策の要点に基づき、計画を立て、

当該計画を実行した日から算定する。 

ウ 当該加算を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に当該加算の算定根拠となる評価
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棟については、同じ区分の精神病棟入院基本料を算定するものとする。 

(３) 「注３」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(４) 「注４」に掲げる加算を算定するに当たっては、当該加算の施設基準を満たすとともに、

次のアからウまでの要件を満たすことが必要である。なお、既に入院中の患者が当該入院期

間中に、当該施設基準の要件を満たすこととなっても、当該加算は算定できない。 

ア 入院時において、当該加算の施設基準に基づくランクがＭであること。 

イ 当該加算の施設基準に基づき、患者の身体障害の状態及び認知症の状態を評価するとと

もに、当該加算の施設基準に基づく評価、これらに係る進行予防等の対策の要点及び評価

日を診療録に記載するものとする。当該加算は、対策の要点に基づき、計画を立て、当該

計画を実行した日から算定する。 

ウ 当該加算を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に当該加算の算定根拠となる評価

（当該加算の施設基準に基づくランク等）及び評価日を記載すること。 

(５) 「注５」の救急支援精神病棟初期加算は、当該病棟に入院する患者が、精神科救急搬送患

者地域連携受入加算を算定したものである場合には、入院した日から起算して 14 日を限

度として加算する。 

   (６) 精神病棟入院基本料を算定する病棟については、「注６」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(７) 「注７」の精神保健福祉士配置加算は、入院中の患者の早期退院を目的として精神保健福

祉士の病棟配置を評価したものであり、当該病棟の全ての入院患者に対して、医師、看護師、

作業療法士、公認心理師等の関係職種と共同して別紙様式６の２又はこれに準ずる様式を用

いて、退院支援計画を作成し、必要に応じて患家等を訪問し、患者の希望を踏まえ、適切な

保健医療サービス又は福祉サービス等を受けられるよう、障害福祉サービス事業所、相談支

援事業所等と連携しつつ、在宅療養に向けた調整を行った場合に算定する。なお、病棟に配

置された精神保健福祉士は当該病棟の入院患者の退院調整等を行うものであり、他病棟の患

者の退院調整について行うことはできない。 

(８) 平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者は、公認心理師と

みなす。 

  ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

  イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ１０４ 特定機能病院入院基本料 

      (１) 特定機能病院入院基本料は、「注１」に規定する入院基本料について、別に厚生労働大臣

が定める施設基準に適合しているものとして届け出た一般病棟、結核病棟又は精神病棟に入

院している患者について、７対１入院基本料等の各区分の所定点数を算定する。 

(２) 結核病棟に入院している結核患者に化学療法を行う際には、日本結核病学会が作成した

「院内ＤＯＴＳガイドライン」を踏まえ、下記の服薬支援計画の作成、服薬確認の実施、患

者教育の実施及び保健所との連携を行っていること。当該基準を満たさない場合は、区分番

号「Ａ１０２」結核病棟入院基本料の「注２」の特別入院基本料として 581 点を算定する。 

ア 服薬支援計画の作成 

個々の患者の服薬中断リスクを分析し、服薬確認、患者教育、保健所との連携等に関す

る院内ＤＯＴＳ計画を策定すること。計画の策定に当たっては、患者の病態、社会的要因、
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副作用の発生や退院後の生活状態等による服薬中断リスクを考慮すること。 

イ 服薬確認の実施 

看護師が患者の内服を見届けるなど、個々の患者の服薬中断リスクに応じた方法で服薬

確認を行うこと。 

ウ 患者教育の実施 

確実な服薬の必要性に関する患者への十分な説明を行うとともに、服薬手帳の活用等に

より退院後も服薬を継続できるための教育を実施すること。 

エ 保健所との連携 

退院後の服薬の継続等に関して、入院中から保健所の担当者とＤＯＴＳカンファレンス

等を行うなど、保健所との連絡調整を行い、その要点を診療録等に記載すること。 

(３) 「注２」において特定機能病院入院基本料（結核病棟に限る。）を算定する患者は、感染

症法第 19 条、第 20 条及び第 22 条の規定並びに「感染症の予防及び感染症の患者に対する

医療に関する法律における結核患者の入退院及び就業制限の取扱いについて（平成 19 年９

月７日健感発第 0907001 号）」に基づき入退院が行われている結核患者であり、これらの基

準に従い退院させることができる患者については、退院させることができることが確定した

日以降は「注２」の特別入院基本料を算定する。 

 なお、次の全てを満たした場合には、退院させることができることが確定したものとして

取り扱うものであること。 

ア ２週間以上の標準的化学療法が実施され、咳、発熱、痰等の臨床症状が消失している。 

イ ２週間以上の標準的化学療法を実施した後の異なった日の喀痰の塗抹検査又は培養検査

の結果が連続して３回陰性である。（３回の検査は、原則として塗抹検査を行うものとし、

アによる臨床症状消失後にあっては、速やかに連日検査を実施すること。） 

ウ 患者が治療の継続及び感染拡大の防止の重要性を理解し、かつ、退院後の治療の継続及

び他者への感染の防止が可能であると確認できている。 

(４) (３)にかかわらず、カリエス、リンパ節結核などのこれらの基準に従うことができない結

核患者については、当該患者の診療を担当する保険医の適切な判断により入退院が行われる

ものである。 

(５) 当該特定機能病院において同一種別の病棟が複数ある場合の入院基本料の算定については、

一般病棟入院基本料の(２)、結核病棟入院基本料の(６)及び精神病棟入院基本料の(２)の例

による。 

(６) 「注３」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(７) 「注４」に掲げる加算を算定するに当たっては、当該加算の施設基準を満たすとともに、

次のアからウまでの要件を満たすことが必要である。なお、既に入院中の患者が当該入院期

間中に、当該施設基準の要件を満たすこととなっても、当該加算は算定できない。 

ア 入院時において、当該加算の施設基準に基づくランクがＭであること。 

イ 当該加算の施設基準に基づき、患者の身体障害の状態及び認知症の状態を評価するとと

もに、当該加算の施設基準に基づく評価、これらに係る進行予防等の対策の要点及び評

価日を診療録に記載するものとする。当該加算は、対策の要点に基づき、計画を立て、

当該計画を実行した日から算定する。 

ウ 当該加算を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に当該加算の算定根拠となる評価
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棟については、同じ区分の精神病棟入院基本料を算定するものとする。 

(３) 「注３」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(４) 「注４」に掲げる加算を算定するに当たっては、当該加算の施設基準を満たすとともに、

次のアからウまでの要件を満たすことが必要である。なお、既に入院中の患者が当該入院期

間中に、当該施設基準の要件を満たすこととなっても、当該加算は算定できない。 

ア 入院時において、当該加算の施設基準に基づくランクがＭであること。 

イ 当該加算の施設基準に基づき、患者の身体障害の状態及び認知症の状態を評価するとと

もに、当該加算の施設基準に基づく評価、これらに係る進行予防等の対策の要点及び評価

日を診療録に記載するものとする。当該加算は、対策の要点に基づき、計画を立て、当該

計画を実行した日から算定する。 

ウ 当該加算を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に当該加算の算定根拠となる評価

（当該加算の施設基準に基づくランク等）及び評価日を記載すること。 

(５) 「注５」の救急支援精神病棟初期加算は、当該病棟に入院する患者が、精神科救急搬送患

者地域連携受入加算を算定したものである場合には、入院した日から起算して 14 日を限

度として加算する。 

   (６) 精神病棟入院基本料を算定する病棟については、「注６」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(７) 「注７」の精神保健福祉士配置加算は、入院中の患者の早期退院を目的として精神保健福

祉士の病棟配置を評価したものであり、当該病棟の全ての入院患者に対して、医師、看護師、

作業療法士、公認心理師等の関係職種と共同して別紙様式６の２又はこれに準ずる様式を用

いて、退院支援計画を作成し、必要に応じて患家等を訪問し、患者の希望を踏まえ、適切な

保健医療サービス又は福祉サービス等を受けられるよう、障害福祉サービス事業所、相談支

援事業所等と連携しつつ、在宅療養に向けた調整を行った場合に算定する。なお、病棟に配

置された精神保健福祉士は当該病棟の入院患者の退院調整等を行うものであり、他病棟の患

者の退院調整について行うことはできない。 

(８) 平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者は、公認心理師と

みなす。 

  ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

  イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ１０４ 特定機能病院入院基本料 

      (１) 特定機能病院入院基本料は、「注１」に規定する入院基本料について、別に厚生労働大臣

が定める施設基準に適合しているものとして届け出た一般病棟、結核病棟又は精神病棟に入

院している患者について、７対１入院基本料等の各区分の所定点数を算定する。 

(２) 結核病棟に入院している結核患者に化学療法を行う際には、日本結核病学会が作成した

「院内ＤＯＴＳガイドライン」を踏まえ、下記の服薬支援計画の作成、服薬確認の実施、患

者教育の実施及び保健所との連携を行っていること。当該基準を満たさない場合は、区分番

号「Ａ１０２」結核病棟入院基本料の「注２」の特別入院基本料として 581 点を算定する。 

ア 服薬支援計画の作成 

個々の患者の服薬中断リスクを分析し、服薬確認、患者教育、保健所との連携等に関す

る院内ＤＯＴＳ計画を策定すること。計画の策定に当たっては、患者の病態、社会的要因、
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ついて同じ区分の障害者施設等入院基本料を算定するものとする。 

(３) 「注３」及び「注９」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日

とする。 

(４) 「注４」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を、障害者施設等で受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初日と

は、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算

定できない。 

(５) 「注５」に規定する特定患者は、特定入院基本料（969 点又は 863 点）を算定すること。 

(６) 特定患者とは、90 日を超える期間、同一の保険医療機関（特別の関係にある保険医療機関

を含む。）の一般病棟（障害者施設等入院基本料を算定する病棟に限り、一般病棟入院基本

料、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）及び専門病院入院基本料を除く。）に入

院している患者であって、当該 90 日を経過する日の属する月（90 日経過後にあってはその

後の各月とする。以下、下の表において単に「月」という。）に下の表の左欄に掲げる状態

等にあって、中欄の診療報酬点数に係る療養のいずれかについて、右欄に定める期間等にお

いて実施している患者（以下「基本料算定患者」という。）以外のものをいう。 

なお、左欄に掲げる状態等にある患者が、退院、転棟又は死亡により右欄に定める実施の

期間等を満たさない場合においては、当該月の前月に基本料算定患者であった場合に限り、

当該月においても同様に取り扱うこととする。 

 

 状 態 等  診療報酬点数 実施の期間等 

１ 難病患者等入院診療加算

 を算定する患者 

難病患者等入院診療加算 

 

当該加算を算定している期間 

 

２ 重症者等療養環境特別加

 算を算定する患者 

重症者等療養環境特別加算 

 

当該加算を算定している期間 

 

３ 重度の肢体不自由者（脳

卒中の後遺症の患者及び認

知症の患者を除く。）、脊

髄損傷等の重度障害者（脳

卒中の後遺症の患者及び認

知症の患者を除く。）、重

度の意識障害者、筋ジスト

ロフィー患者及び難病患者

等（※１参照） 

 

 

左欄の状態にある期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

４ 悪性新生物に対する治療

（重篤な副作用のおそれが

あるもの等に限る。）を実

施している状態（※２参

動脈注射 左欄治療により、集中的な入

院加療を要する期間 

 

 

抗悪性腫瘍剤局所持続注入 

点滴注射 

中心静脈注射 
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（当該加算の施設基準に基づくランク等）及び評価日を記載すること。 

(８) 「注５」に規定する看護必要度加算は、10 対１入院基本料（一般病棟に限る。）を算定す

る病棟であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす病棟に入院している患者につ

いて算定すること。 

(９) 特定機能病院入院基本料を算定する病棟については、「注８」に掲げる入院基本料等加算

について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(10) 特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）を算定する病棟に入院している患者であっ

て、当該病棟に 90 日を超えて入院する患者の取扱いについては、一般病棟入院基本料の

(６)及び(８)から(10)までの例による。 

(11) 「注 10」に規定するＡＤＬ維持向上等体制加算については、一般病棟入院基本料の(11)の

例による。 

Ａ１０５ 専門病院入院基本料 

      (１) 専門病院入院基本料は、「注１」に規定する入院基本料について、別に厚生労働大臣が定

める施設基準に適合しているものとして届け出た一般病棟に入院している患者について、７

対１入院基本料等の各区分の所定点数を算定する。 

      (２) 当該専門病院において複数の一般病棟がある場合には、当該病棟のうち、障害者施設等入

院基本料又は緩和ケア病棟入院料等の特定入院料（病棟単位で行うものに限る。）を算定す

る病棟以外の病棟については、同じ区分の専門病院入院基本料を算定するものとする。 

(３) 「注２」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(４)  「注３」に規定する看護必要度加算は、10 対１入院基本料を算定する病棟であって、別に

厚生労働大臣が定める施設基準を満たす病棟に入院している患者について算定すること。 

(５) 「注４」に規定する一般病棟看護必要度評価加算は、13 対１入院基本料を算定する病棟で

あって、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす病棟に入院しており、一般病棟用の重

症度、医療・看護必要度（以下この節において「看護必要度」という。）の測定及び評価が

行われた患者について算定すること。 

   (６) 専門病院入院基本料を算定する病棟については、「注７」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(７) 専門病院入院基本料を算定する病棟に入院している患者であって、当該病棟に 90 日を超

えて入院する患者の取扱いについては、一般病棟入院基本料の(６)及び(８)から(10)までの

例による。 

(８) 「注９」に規定するＡＤＬ維持向上等体制加算については、一般病棟入院基本料の(11)の

例による。 

  Ａ１０６ 障害者施設等入院基本料 

      (１) 障害者施設等入院基本料は、「注１」の入院基本料及び「注２」の月平均夜勤時間超過減

算により算定するものから構成され、「注１」の入院基本料については、それぞれ別に厚生

労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け出た障害者施設等一般病棟に入院

している患者について、７対１入院基本料等の各区分の所定点数を算定し、「注２」の月平

均夜勤時間超過減算については、届け出た障害者施設等一般病棟に入院している患者につい

て算定する。 

(２) 当該保険医療機関において複数の障害者施設等一般病棟がある場合には、当該病棟全てに
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ついて同じ区分の障害者施設等入院基本料を算定するものとする。 

(３) 「注３」及び「注９」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日

とする。 

(４) 「注４」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を、障害者施設等で受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初日と

は、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算

定できない。 

(５) 「注５」に規定する特定患者は、特定入院基本料（969 点又は 863 点）を算定すること。 

(６) 特定患者とは、90 日を超える期間、同一の保険医療機関（特別の関係にある保険医療機関

を含む。）の一般病棟（障害者施設等入院基本料を算定する病棟に限り、一般病棟入院基本

料、特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）及び専門病院入院基本料を除く。）に入

院している患者であって、当該 90 日を経過する日の属する月（90 日経過後にあってはその

後の各月とする。以下、下の表において単に「月」という。）に下の表の左欄に掲げる状態

等にあって、中欄の診療報酬点数に係る療養のいずれかについて、右欄に定める期間等にお

いて実施している患者（以下「基本料算定患者」という。）以外のものをいう。 

なお、左欄に掲げる状態等にある患者が、退院、転棟又は死亡により右欄に定める実施の

期間等を満たさない場合においては、当該月の前月に基本料算定患者であった場合に限り、

当該月においても同様に取り扱うこととする。 

 

 状 態 等  診療報酬点数 実施の期間等 

１ 難病患者等入院診療加算

 を算定する患者 

難病患者等入院診療加算 

 

当該加算を算定している期間 

 

２ 重症者等療養環境特別加

 算を算定する患者 

重症者等療養環境特別加算 

 

当該加算を算定している期間 

 

３ 重度の肢体不自由者（脳

卒中の後遺症の患者及び認

知症の患者を除く。）、脊

髄損傷等の重度障害者（脳

卒中の後遺症の患者及び認

知症の患者を除く。）、重

度の意識障害者、筋ジスト

ロフィー患者及び難病患者

等（※１参照） 

 

 

左欄の状態にある期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

４ 悪性新生物に対する治療

（重篤な副作用のおそれが

あるもの等に限る。）を実

施している状態（※２参

動脈注射 左欄治療により、集中的な入

院加療を要する期間 

 

 

抗悪性腫瘍剤局所持続注入 

点滴注射 

中心静脈注射 
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（当該加算の施設基準に基づくランク等）及び評価日を記載すること。 

(８) 「注５」に規定する看護必要度加算は、10 対１入院基本料（一般病棟に限る。）を算定す

る病棟であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす病棟に入院している患者につ

いて算定すること。 

(９) 特定機能病院入院基本料を算定する病棟については、「注８」に掲げる入院基本料等加算

について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(10) 特定機能病院入院基本料（一般病棟に限る。）を算定する病棟に入院している患者であっ

て、当該病棟に 90 日を超えて入院する患者の取扱いについては、一般病棟入院基本料の

(６)及び(８)から(10)までの例による。 

(11) 「注 10」に規定するＡＤＬ維持向上等体制加算については、一般病棟入院基本料の(11)の

例による。 

Ａ１０５ 専門病院入院基本料 

      (１) 専門病院入院基本料は、「注１」に規定する入院基本料について、別に厚生労働大臣が定

める施設基準に適合しているものとして届け出た一般病棟に入院している患者について、７

対１入院基本料等の各区分の所定点数を算定する。 

      (２) 当該専門病院において複数の一般病棟がある場合には、当該病棟のうち、障害者施設等入

院基本料又は緩和ケア病棟入院料等の特定入院料（病棟単位で行うものに限る。）を算定す

る病棟以外の病棟については、同じ区分の専門病院入院基本料を算定するものとする。 

(３) 「注２」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(４)  「注３」に規定する看護必要度加算は、10 対１入院基本料を算定する病棟であって、別に

厚生労働大臣が定める施設基準を満たす病棟に入院している患者について算定すること。 

(５) 「注４」に規定する一般病棟看護必要度評価加算は、13 対１入院基本料を算定する病棟で

あって、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす病棟に入院しており、一般病棟用の重

症度、医療・看護必要度（以下この節において「看護必要度」という。）の測定及び評価が

行われた患者について算定すること。 

   (６) 専門病院入院基本料を算定する病棟については、「注７」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(７) 専門病院入院基本料を算定する病棟に入院している患者であって、当該病棟に 90 日を超

えて入院する患者の取扱いについては、一般病棟入院基本料の(６)及び(８)から(10)までの

例による。 

(８) 「注９」に規定するＡＤＬ維持向上等体制加算については、一般病棟入院基本料の(11)の

例による。 

  Ａ１０６ 障害者施設等入院基本料 

      (１) 障害者施設等入院基本料は、「注１」の入院基本料及び「注２」の月平均夜勤時間超過減

算により算定するものから構成され、「注１」の入院基本料については、それぞれ別に厚生

労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け出た障害者施設等一般病棟に入院

している患者について、７対１入院基本料等の各区分の所定点数を算定し、「注２」の月平

均夜勤時間超過減算については、届け出た障害者施設等一般病棟に入院している患者につい

て算定する。 

(２) 当該保険医療機関において複数の障害者施設等一般病棟がある場合には、当該病棟全てに
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             遺症の患者及び認知症の患者を除く。以下単に「脊髄損傷等の重度障害者」とい  

             う。）                                                                    

               なお、脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者については、当該傷病が主たる  

             傷病である患者のことをいう。                                              

           ｂ 重度の意識障害者                                                        

               重度の意識障害者とは、次に掲げる者をいう。なお、病因が脳卒中の後遺症で  

             あっても、次の状態である場合には、重度の意識障害者となる。                

             ア 意識障害レベルがＪＣＳ(Japan Coma Scale)でⅡ－３（又は 30）以上又はＧ  

               ＣＳ（Glasgow Coma Scale）で８点以下の状態が２週以上持続している患者    

             イ 無動症の患者（閉じ込め症候群、無動性無言、失外套症候群等）            

           ｃ 以下の疾患に罹患している患者                                            

               筋ジストロフィー、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化  

             症、脊髄小脳変性症、ハンチントン病、パーキンソン病関連疾患（進行性核上性  

             麻痺、大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度分類  

             がステージ３以上であって生活機能障害度がⅡ度又はⅢ度のものに限る。））、  

             多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー  

             症候群）、プリオン病、亜急性硬化性全脳炎、ライソゾーム病、副腎白質ジスト  

             ロフィー、脊髄性筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性多発神経炎及  

             びもやもや病（ウイリス動脈輪閉塞症）                                      

       ※２ ４の「重篤な副作用のおそれがあるもの等」とは、以下のものである。          

           ａ 肝障害、間質性肺炎、骨髄抑制、心筋障害等の生命予後に影響を与えうる臓器  

              障害を有する腫瘍用薬による治療                                           

           ｂ 放射線治療                                                              

           ｃ 末期の悪性新生物に対する治療                                            

       ※３ ８に係る喀痰吸引又は干渉低周波去痰器による喀痰排出を算定した場合は、当該喀痰吸引

又は干渉低周波去痰器による喀痰排出を頻回に行った旨、その実施時刻及び実施者について

診療録等に記載すること。              

(７) 基本診療料の施設基準等別表第五に掲げる画像診断及び処置並びにこれらに伴い使用する

薬剤、特定保険医療材料又は区分番号「Ｊ２０１」に掲げる酸素加算の費用並びに浣腸、注

腸、吸入等基本診療料に含まれるものとされている簡単な処置及びこれに伴い使用する薬剤

又は特定保険医療材料の費用については特定入院基本料に含まれる。 

なお、特定入院基本料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、特定入

院基本料に含まれているものであるため別に算定できない。 

(８) 「注６」に定める脳卒中を原因とする重度の意識障害によって当該病棟に入院する患者に

ついては、区分番号「Ａ１０１」に掲げる療養病棟入院基本料における医療区分（１日に２

つ以上の区分に該当する場合には、該当するもののうち最も高い点数の区分）の例に従い、

当該患者ごとに各医療区分に相当する所定点数を算定する。その際、当該患者の疾患及び状

態の該当する医療区分の項目について、医療機関において診療録等に記録する。 

(９) 「注６」に定める所定点数を算定する場合は、第２章特掲診療料の算定については、区分

番号「Ａ１０１」に掲げる療養病棟入院基本料の規定に従って算定し、第１章第２部第２節

 - 39 - 

照） 

 

骨髄内注射  

 放射線治療（エックス線表在

治療又は血液照射を除く。） 

５ 観血的動脈圧測定を実施

 している状態 

観血的動脈圧測定 

 

当該月において２日以上実施

していること 

６ リハビリテーションを実

施している状態（患者の入

院の日から起算して 180日ま

での間に限る。） 

 

 

心大血管疾患リハビリテーシ

ョン、脳血管疾患等リハビリ

テーション、廃用症候群リハ

ビリテーション、運動器リハ

ビリテーション及び呼吸器リ

ハビリテーション 

週３回以上実施している週

が、当該月において２週以上

であること 

 

 

 

７ ドレーン法若しくは胸腔

又は腹腔の洗浄を実施して

いる状態 

ドレーン法（ドレナージ） 当該月において２週以上実施

していること 

 

胸腔穿刺 

腹腔穿刺 

８ 頻回に喀痰吸引・排出を

 実施している状態（※３参

 照） 

 

喀痰吸引、干渉低周波去痰器

による喀痰排出 

１日に８回以上（夜間を含め

約３時間に１回程度）実施し

ている日が、当該月において

20 日以上であること 

気管支カテーテル薬液注入法 

 

９ 人工呼吸器を使用してい

 る状態 

 

間歇的陽圧吸入法、体外式陰

圧人工呼吸器治療 

当該月において１週以上使用

していること 

 人工呼吸 

10 人工腎臓、持続緩徐式血

 液濾過又は血漿交換療法を

 実施している状態 

 

人工腎臓、持続緩徐式血液濾

過 

各週２日以上実施しているこ

と 

当該月において２日以上実施

していること 

血漿交換療法 

 

11  全身麻酔その他これに準

ずる麻酔を用いる手術を実 

施し、当該疾病に係る治療 

を継続している状態（当該

手術を実施した日から起算

して 3 0 日までの間に限

る。） 

脊椎麻酔  

 

 

 

 

 

 

開放点滴式全身麻酔 

マスク又は気管内挿管による

閉鎖循環式全身麻酔 

 

 

 

 

 

 

  

      

  

       ※１ ３の左欄に掲げる状態等にある患者は具体的には以下のような状態等にあるもの  

           をいう。                                                                    

           ａ 重度の肢体不自由者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者を除く。以下単  

             に「重度の肢体不自由者」という。）及び脊髄損傷等の重度障害者（脳卒中の後  
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             遺症の患者及び認知症の患者を除く。以下単に「脊髄損傷等の重度障害者」とい  

             う。）                                                                    

               なお、脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者については、当該傷病が主たる  

             傷病である患者のことをいう。                                              

           ｂ 重度の意識障害者                                                        

               重度の意識障害者とは、次に掲げる者をいう。なお、病因が脳卒中の後遺症で  

             あっても、次の状態である場合には、重度の意識障害者となる。                

             ア 意識障害レベルがＪＣＳ(Japan Coma Scale)でⅡ－３（又は 30）以上又はＧ  

               ＣＳ（Glasgow Coma Scale）で８点以下の状態が２週以上持続している患者    

             イ 無動症の患者（閉じ込め症候群、無動性無言、失外套症候群等）            

           ｃ 以下の疾患に罹患している患者                                            

               筋ジストロフィー、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化  

             症、脊髄小脳変性症、ハンチントン病、パーキンソン病関連疾患（進行性核上性  

             麻痺、大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度分類  

             がステージ３以上であって生活機能障害度がⅡ度又はⅢ度のものに限る。））、  

             多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー  

             症候群）、プリオン病、亜急性硬化性全脳炎、ライソゾーム病、副腎白質ジスト  

             ロフィー、脊髄性筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性多発神経炎及  

             びもやもや病（ウイリス動脈輪閉塞症）                                      

       ※２ ４の「重篤な副作用のおそれがあるもの等」とは、以下のものである。          

           ａ 肝障害、間質性肺炎、骨髄抑制、心筋障害等の生命予後に影響を与えうる臓器  

              障害を有する腫瘍用薬による治療                                           

           ｂ 放射線治療                                                              

           ｃ 末期の悪性新生物に対する治療                                            

       ※３ ８に係る喀痰吸引又は干渉低周波去痰器による喀痰排出を算定した場合は、当該喀痰吸引

又は干渉低周波去痰器による喀痰排出を頻回に行った旨、その実施時刻及び実施者について

診療録等に記載すること。              

(７) 基本診療料の施設基準等別表第五に掲げる画像診断及び処置並びにこれらに伴い使用する

薬剤、特定保険医療材料又は区分番号「Ｊ２０１」に掲げる酸素加算の費用並びに浣腸、注

腸、吸入等基本診療料に含まれるものとされている簡単な処置及びこれに伴い使用する薬剤

又は特定保険医療材料の費用については特定入院基本料に含まれる。 

なお、特定入院基本料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、特定入

院基本料に含まれているものであるため別に算定できない。 

(８) 「注６」に定める脳卒中を原因とする重度の意識障害によって当該病棟に入院する患者に

ついては、区分番号「Ａ１０１」に掲げる療養病棟入院基本料における医療区分（１日に２

つ以上の区分に該当する場合には、該当するもののうち最も高い点数の区分）の例に従い、

当該患者ごとに各医療区分に相当する所定点数を算定する。その際、当該患者の疾患及び状

態の該当する医療区分の項目について、医療機関において診療録等に記録する。 

(９) 「注６」に定める所定点数を算定する場合は、第２章特掲診療料の算定については、区分

番号「Ａ１０１」に掲げる療養病棟入院基本料の規定に従って算定し、第１章第２部第２節

 - 39 - 

照） 

 

骨髄内注射  

 放射線治療（エックス線表在

治療又は血液照射を除く。） 

５ 観血的動脈圧測定を実施

 している状態 

観血的動脈圧測定 

 

当該月において２日以上実施

していること 

６ リハビリテーションを実

施している状態（患者の入

院の日から起算して 180日ま

での間に限る。） 

 

 

心大血管疾患リハビリテーシ

ョン、脳血管疾患等リハビリ

テーション、廃用症候群リハ

ビリテーション、運動器リハ

ビリテーション及び呼吸器リ

ハビリテーション 

週３回以上実施している週

が、当該月において２週以上

であること 

 

 

 

７ ドレーン法若しくは胸腔

又は腹腔の洗浄を実施して

いる状態 

ドレーン法（ドレナージ） 当該月において２週以上実施

していること 

 

胸腔穿刺 

腹腔穿刺 

８ 頻回に喀痰吸引・排出を

 実施している状態（※３参

 照） 

 

喀痰吸引、干渉低周波去痰器

による喀痰排出 

１日に８回以上（夜間を含め

約３時間に１回程度）実施し

ている日が、当該月において

20 日以上であること 

気管支カテーテル薬液注入法 

 

９ 人工呼吸器を使用してい

 る状態 

 

間歇的陽圧吸入法、体外式陰

圧人工呼吸器治療 

当該月において１週以上使用

していること 

 人工呼吸 

10 人工腎臓、持続緩徐式血

 液濾過又は血漿交換療法を

 実施している状態 

 

人工腎臓、持続緩徐式血液濾

過 

各週２日以上実施しているこ

と 

当該月において２日以上実施

していること 

血漿交換療法 

 

11  全身麻酔その他これに準

ずる麻酔を用いる手術を実 

施し、当該疾病に係る治療 

を継続している状態（当該

手術を実施した日から起算

して 3 0 日までの間に限

る。） 

脊椎麻酔  

 

 

 

 

 

 

開放点滴式全身麻酔 

マスク又は気管内挿管による

閉鎖循環式全身麻酔 

 

 

 

 

 

 

  

      

  

       ※１ ３の左欄に掲げる状態等にある患者は具体的には以下のような状態等にあるもの  

           をいう。                                                                    

           ａ 重度の肢体不自由者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者を除く。以下単  

             に「重度の肢体不自由者」という。）及び脊髄損傷等の重度障害者（脳卒中の後  
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０５」救急医療管理加算の届出を行っている場合に限るものとする。 

イ 介護保険施設、居住系施設等又は自宅で療養を継続している患者が、軽微な発熱や下痢

等の症状をきたしたために入院医療を要する状態になった際に、有床診療所の一般病床が

速やかに当該患者を受け入れる体制を有していることにより、自宅や介護保険施設等にお

ける療養の継続を後方支援する。なお、当該加算を算定する一般病床を有する有床診療所

に介護保険施設等が併設されている場合は、当該併設介護保険施設等から受け入れた患者

については算定できないものとする。 

(５) 有床診療所入院基本料を算定する診療所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に

適合しているものとして届け出た診療所において、夜間に医師を配置している、又は近隣の

保険医療機関が連携して入院患者の急変に備えて夜間の緊急診療体制を確保した場合につい

て、その体制を入院患者に対して文書で説明し、夜間に緊急対応できる医師名を院内に掲示

している場合に、「注４」に掲げる加算を算定することができる。 

(６) 有床診療所入院基本料１から６までを算定する診療所であって、別に厚生労働大臣が定め

る施設基準に適合しているものとして届け出た診療所において、療養病床の有無に関わらず、

当該診療所に勤務する医師が２人以上の場合に、各区分に応じて「注５」に掲げる加算を算

定することができる。 

(７) 有床診療所入院基本料１から６までを算定する診療所であって、別に厚生労働大臣が定め

る施設基準に適合しているものとして届け出た診療所において、各区分に応じて「注６」の

イからヘまでに掲げる加算を算定することができる。イとロ、ハとニ、ホとヘは併算定出来

ないものであること。 

(８) 「注７」に規定する看取り加算は、夜間に１名以上の看護職員が配置されている有床診療

所において、入院の日から 30 日以内に看取った場合に算定する。この場合、看取りに係る

診療内容の要点等を診療録に記載する。なお、当該加算に係る入院期間の起算日は、第２部

通則５に規定する起算日とする。 

(９) 有床診療所入院基本料を算定する診療所については、「注８」に掲げる入院基本料等加算

について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(10) 有床診療所入院基本料を算定する診療所のうち、区分番号「Ａ１０９」有床診療所療養病

床入院基本料を算定する病床を有する診療所においては、有床診療所入院基本料を算定する

病床に入院している患者であっても、患者の状態に応じて、区分番号「Ａ１０９」有床診療

所療養病床入院基本料を算定することができる。 

なお、この取扱いについては、患者の状態に応じて算定する入院基本料を変更できるが、

変更は月単位とし、同一月内は同じ入院基本料を算定することとする。 

(11) 区分番号「Ａ１０９」の有床診療所療養病床入院基本料の例により算定する場合の費用の

請求については、下記のとおりとする。 

ア 区分番号「Ａ１０９」有床診療所療養病床入院基本料の「注３」に定める費用は基本料

に含まれるため、算定できない。 

イ 区分番号「Ａ１０９」有床診療所療養病床入院基本料の「注４」から「注７」までの加

算並びに「注８」及び「注 11」に掲げる各加算については、当該診療所に入院した日を入

院初日として、それぞれの算定要件を満たす場合に算定することができる。 

  この場合において、入退院支援加算については、区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算
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入院基本料等加算については、障害者施設等入院基本料の規定に従って算定する。 

(10) 平成 30 年３月 31 日時点で、継続して６月以上脳卒中を原因とする重度の意識障害によっ

て障害者施設等入院基本料を算定する病棟に入院している患者であって、引き続き同病棟に

入院しているものについては、医療区分３に相当するものとみなす。なお、脳卒中を原因と

する重度の意識障害によって障害者施設等入院基本料を算定する病棟に入院している患者で

あって、その疾患及び状態等が医療区分３に規定する疾患及び状態等に相当するものについ

ては、注６によらず、障害者施設等入院基本料に規定する所定点数を算定すること。 

（11） 障害者施設等入院基本料を算定する病棟については、「注７」に掲げる入院基本料等加算

について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(12) 「注９」に規定する看護補助加算は、当該病棟において入院基本料等の施設基準に定める

必要な数を超えて配置している看護職員については、看護補助者とみなして（以下「みなし

看護補助者」という。）計算することができる。ただし、「基本診療料の施設基準等」の第

五の七の（７）のロに定める夜勤を行う看護補助者の数は、みなし補助者を除いた看護補助

者を夜勤時間帯に配置している場合のみ算定できる。 

(13) 「注９」に規定する看護補助加算を算定する病棟は、身体的拘束を最小化する取組を実施

した上で算定する。取組内容については、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の(16)

の例による。 

Ａ１０８ 有床診療所入院基本料 

(１) 有床診療所入院基本料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして

届け出た診療所（療養病床に係るものを除く。）に入院している患者について、有床診療所

入院基本料１等の各区分の所定点数を算定する。 

(２) 有床診療所入院基本料に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(３) 「注２」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を、有床診療所で受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、

第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定で

きない。 

(４) 「注３」に規定する有床診療所一般病床初期加算は、急性期医療の後方病床を確保し、在

宅患者や介護保険施設入所者等の状態が軽度悪化した際に入院医療を提供できる病床を確保

することにより、急性期医療を支えることを目的として、急性期有床診療所の一般病床が有

する以下のような機能を評価したものであり、転院又は入院した日から起算して 14 日を限

度に算定できる。 

ア 急性期医療を担う病院の一般病棟に入院し、急性期治療を終えて一定程度状態が安定し

た患者を、速やかに有床診療所の一般病床が受け入れることにより、急性期医療を担う病

院を後方支援する。急性期医療を担う病院の一般病棟とは、具体的には、急性期一般入院

基本料、７対１入院基本料若しくは 10 対１入院基本料（特定機能病院入院基本料（一般

病棟に限る。）又は専門病院入院基本料に限る。）、地域一般入院基本料又は 13 対１入

院基本料（専門病院入院基本料に限る。）を算定する病棟であること。ただし、地域一般

入院基本料又は 13 対１入院基本料を算定する保険医療機関にあっては、区分番号「Ａ２
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０５」救急医療管理加算の届出を行っている場合に限るものとする。 

イ 介護保険施設、居住系施設等又は自宅で療養を継続している患者が、軽微な発熱や下痢

等の症状をきたしたために入院医療を要する状態になった際に、有床診療所の一般病床が

速やかに当該患者を受け入れる体制を有していることにより、自宅や介護保険施設等にお

ける療養の継続を後方支援する。なお、当該加算を算定する一般病床を有する有床診療所

に介護保険施設等が併設されている場合は、当該併設介護保険施設等から受け入れた患者

については算定できないものとする。 

(５) 有床診療所入院基本料を算定する診療所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に

適合しているものとして届け出た診療所において、夜間に医師を配置している、又は近隣の

保険医療機関が連携して入院患者の急変に備えて夜間の緊急診療体制を確保した場合につい

て、その体制を入院患者に対して文書で説明し、夜間に緊急対応できる医師名を院内に掲示

している場合に、「注４」に掲げる加算を算定することができる。 

(６) 有床診療所入院基本料１から６までを算定する診療所であって、別に厚生労働大臣が定め

る施設基準に適合しているものとして届け出た診療所において、療養病床の有無に関わらず、

当該診療所に勤務する医師が２人以上の場合に、各区分に応じて「注５」に掲げる加算を算

定することができる。 

(７) 有床診療所入院基本料１から６までを算定する診療所であって、別に厚生労働大臣が定め

る施設基準に適合しているものとして届け出た診療所において、各区分に応じて「注６」の

イからヘまでに掲げる加算を算定することができる。イとロ、ハとニ、ホとヘは併算定出来

ないものであること。 

(８) 「注７」に規定する看取り加算は、夜間に１名以上の看護職員が配置されている有床診療

所において、入院の日から 30 日以内に看取った場合に算定する。この場合、看取りに係る

診療内容の要点等を診療録に記載する。なお、当該加算に係る入院期間の起算日は、第２部

通則５に規定する起算日とする。 

(９) 有床診療所入院基本料を算定する診療所については、「注８」に掲げる入院基本料等加算

について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(10) 有床診療所入院基本料を算定する診療所のうち、区分番号「Ａ１０９」有床診療所療養病

床入院基本料を算定する病床を有する診療所においては、有床診療所入院基本料を算定する

病床に入院している患者であっても、患者の状態に応じて、区分番号「Ａ１０９」有床診療

所療養病床入院基本料を算定することができる。 

なお、この取扱いについては、患者の状態に応じて算定する入院基本料を変更できるが、

変更は月単位とし、同一月内は同じ入院基本料を算定することとする。 

(11) 区分番号「Ａ１０９」の有床診療所療養病床入院基本料の例により算定する場合の費用の

請求については、下記のとおりとする。 

ア 区分番号「Ａ１０９」有床診療所療養病床入院基本料の「注３」に定める費用は基本料

に含まれるため、算定できない。 

イ 区分番号「Ａ１０９」有床診療所療養病床入院基本料の「注４」から「注７」までの加

算並びに「注８」及び「注 11」に掲げる各加算については、当該診療所に入院した日を入

院初日として、それぞれの算定要件を満たす場合に算定することができる。 

  この場合において、入退院支援加算については、区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算
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入院基本料等加算については、障害者施設等入院基本料の規定に従って算定する。 

(10) 平成 30 年３月 31 日時点で、継続して６月以上脳卒中を原因とする重度の意識障害によっ

て障害者施設等入院基本料を算定する病棟に入院している患者であって、引き続き同病棟に

入院しているものについては、医療区分３に相当するものとみなす。なお、脳卒中を原因と

する重度の意識障害によって障害者施設等入院基本料を算定する病棟に入院している患者で

あって、その疾患及び状態等が医療区分３に規定する疾患及び状態等に相当するものについ

ては、注６によらず、障害者施設等入院基本料に規定する所定点数を算定すること。 

（11） 障害者施設等入院基本料を算定する病棟については、「注７」に掲げる入院基本料等加算

について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(12) 「注９」に規定する看護補助加算は、当該病棟において入院基本料等の施設基準に定める

必要な数を超えて配置している看護職員については、看護補助者とみなして（以下「みなし

看護補助者」という。）計算することができる。ただし、「基本診療料の施設基準等」の第

五の七の（７）のロに定める夜勤を行う看護補助者の数は、みなし補助者を除いた看護補助

者を夜勤時間帯に配置している場合のみ算定できる。 

(13) 「注９」に規定する看護補助加算を算定する病棟は、身体的拘束を最小化する取組を実施

した上で算定する。取組内容については、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の(16)

の例による。 

Ａ１０８ 有床診療所入院基本料 

(１) 有床診療所入院基本料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして

届け出た診療所（療養病床に係るものを除く。）に入院している患者について、有床診療所

入院基本料１等の各区分の所定点数を算定する。 

(２) 有床診療所入院基本料に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

(３) 「注２」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を、有床診療所で受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、

第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定で

きない。 

(４) 「注３」に規定する有床診療所一般病床初期加算は、急性期医療の後方病床を確保し、在

宅患者や介護保険施設入所者等の状態が軽度悪化した際に入院医療を提供できる病床を確保

することにより、急性期医療を支えることを目的として、急性期有床診療所の一般病床が有

する以下のような機能を評価したものであり、転院又は入院した日から起算して 14 日を限

度に算定できる。 

ア 急性期医療を担う病院の一般病棟に入院し、急性期治療を終えて一定程度状態が安定し

た患者を、速やかに有床診療所の一般病床が受け入れることにより、急性期医療を担う病

院を後方支援する。急性期医療を担う病院の一般病棟とは、具体的には、急性期一般入院

基本料、７対１入院基本料若しくは 10 対１入院基本料（特定機能病院入院基本料（一般

病棟に限る。）又は専門病院入院基本料に限る。）、地域一般入院基本料又は 13 対１入

院基本料（専門病院入院基本料に限る。）を算定する病棟であること。ただし、地域一般

入院基本料又は 13 対１入院基本料を算定する保険医療機関にあっては、区分番号「Ａ２
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(14) 「注 11」に規定する有床診療所在宅復帰機能強化加算は、在宅復帰機能の高い有床診療所

を評価したものであること。 

(15) 「注 12」に規定する介護連携加算１及び２は、介護保険法施行令（平成 10 年政令第 412

号）第２条各号に規定する疾病を有する 40 歳以上 65 歳未満の者又は 65 歳以上の者の受入に

ついて、十分な体制を有している有床診療所を評価したものである。なお、当該加算に係る

入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

   Ａ１０９ 有床診療所療養病床入院基本料 

(１) 有床診療所療養病床入院基本料は、「注１」の入院基本料及び「注２」の特別入院基本料

から構成され、「注１」の入院基本料については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適

合しているものとして届け出た診療所（療養病床に係るものに限る。）に入院している患者

について、別に厚生労働大臣が定める区分（１日に２つ以上の区分に該当する場合には、該

当するもののうち最も高い点数の区分）に従い、当該患者ごとに入院基本料Ａ等の各区分の

所定点数を算定し、「注２」の特別入院基本料については、届け出た診療所（療養病床に係

るものに限る。）に入院している患者について算定する。ただし、「注１」の入院基本料を

算定している場合において、患者の急性増悪により、同一の保険医療機関の療養病床以外へ

転室する場合にはその前日を１日目として３日前までの間、別の保険医療機関の一般病棟若

しくは有床診療所の療養病床以外の病室へ転院する場合にはその当日を１日目として３日前

までの間は、その日ごとに入院基本料Ｅを算定することができる。 

(２) 「注１」の入院基本料のうち、入院基本料Ａ、入院基本料Ｂ又は入院基本料Ｃのいずれか

の算定に当たっては、定期的（少なくとも月に１回）に患者又はその家族に対して、当該患

者の病状や治療内容等の入院療養の状況及び各区分への該当状況について、別紙様式２又は

これに準ずる様式により作成した書面又はその写しを交付のうえ十分な説明を行うとともに

診療録に添付しておくこと。なお、やむを得ない理由により説明を行うことが困難な場合で

あっても、患者又はその家族の求めに応じ、当該書面又はその写しを交付するとともに診療

録に添付しておくこと。また、患者又はその家族への説明に当たり、特に悪性腫瘍等の患者

に対しては、患者本人の治療方針に関する理解状況を踏まえ、療養上著しく不適切なことが

生じないよう配慮すること。 

(３) 基本診療料の施設基準等別表第五に掲げる画像診断及び処置並びにこれらに伴い使用する

薬剤、特定保険医療材料又は区分番号「Ｊ２０１」に掲げる酸素加算の費用並びに浣腸、注

腸、吸入等基本診療料に含まれるものとされている簡単な処置及びこれに伴い使用する薬剤

又は特定保険医療材料の費用については有床診療所療養病床入院基本料に含まれる。なお、

有床診療所療養病床入院基本料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、

有床診療所療養病床入院基本料に含まれているものであるため別に算定できない。 ただし、

「注１」のただし書の規定により、入院基本料Ｅを算定する場合については、この限りでは

ない。 

(４) 有床診療所療養病床入院基本料を算定する病床は主として長期にわたり療養の必要な患者

が入院する施設であり、医療上特に必要がある場合に限り他の病床への患者の移動は認めら

れるが、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。なお、

「注１」のただし書の規定により入院基本料Ｅを算定した場合においても、その医療上の必

要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。 
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１又は２のロの療養病棟入院基本料等の場合の例により算定する。 

(12) 区分番号「Ａ１０９」の入院基本料Ａ、入院基本料Ｂ又は入院基本料Ｃのいずれかの算定

に当たっては、定期的（少なくとも月に１回）に患者又はその家族に対して、当該患者の病

状や治療内容等の入院療養の状況及び各区分への該当状況について、別紙様式２又はこれに

準ずる様式により作成した書面又はその写しを交付のうえ十分な説明を行うとともに診療録

に添付しておくこと。 

(13) 「注 10」に規定する栄養管理実施加算については、以下のとおりとする。 

ア 栄養管理実施加算は、入院患者ごとに作成された栄養管理計画に基づき、関係職種が共

同して患者の栄養状態等の栄養管理を行うことを評価したものである。 

イ 当該加算は、入院患者であって、栄養管理計画を策定し、当該計画に基づき、関係職種

が共同して栄養管理を行っている患者について算定できる。なお、当該加算は、食事を供

与しておらず、食事療養に係る費用の算定を行っていない中心静脈注射等の治療を行って

いる患者であっても、栄養管理計画に基づき適切な栄養管理が行われている者であれば算

定対象となること。 

ウ 救急患者や休日に入院した患者など、入院日に策定できない場合の栄養管理計画は、入

院後７日以内に策定したものについては、入院初日に遡って当該加算を算定することがで

きる。 

エ 管理栄養士をはじめとして、医師、薬剤師、看護師その他の医療従事者が共同して栄養

管理を行う体制を整備し、あらかじめ栄養管理手順（栄養スクリーニングを含む栄養状態

の評価、栄養管理計画、定期的な評価等）を作成すること。 

オ 栄養管理は、次に掲げる内容を実施するものとする。 

(イ) 入院患者ごとの栄養状態に関するリスクを入院時に把握すること（栄養スクリーニ

ング）。 

(ロ) 栄養スクリーニングを踏まえて栄養状態の評価を行い、入院患者ごとに栄養管理計

画（栄養管理計画の様式は、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続き

の取扱いについて」（令和２年３月●日保医発●第●号）別添６の別紙 23又はこれに

準じた様式とする。）を作成すること。 

(ハ) 栄養管理計画には、栄養補給に関する事項（栄養補給量、補給方法、特別食の有無

等）、栄養食事相談に関する事項（入院時栄養食事指導、退院時の指導の計画等）、

その他栄養管理上の課題に関する事項、栄養状態の評価の間隔等を記載すること。ま

た、当該計画書又はその写しを診療録等に添付すること。 

(ニ) 医師又は医師の指導の下に管理栄養士、薬剤師、看護師その他の医療従事者が栄養

管理計画を入院患者に説明し、当該栄養管理計画に基づき栄養管理を実施すること。 

(ホ) 栄養管理計画に基づき患者の栄養状態を定期的に評価し、必要に応じて当該計画を

見直していること。 

カ 当該栄養管理の実施体制に関する成果を含めて評価し、改善すべき課題を設定し、継続

的な品質改善に努めること。 

キ 当該診療所以外の管理栄養士等により栄養管理を行っている場合は、算定できない。 

ク 当該加算を算定する場合は、区分番号「Ｂ００１」特定疾患治療管理料の「10」入院栄

養食事指導料は別に算定できない。 
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(14) 「注 11」に規定する有床診療所在宅復帰機能強化加算は、在宅復帰機能の高い有床診療所

を評価したものであること。 

(15) 「注 12」に規定する介護連携加算１及び２は、介護保険法施行令（平成 10 年政令第 412

号）第２条各号に規定する疾病を有する 40 歳以上 65 歳未満の者又は 65 歳以上の者の受入に

ついて、十分な体制を有している有床診療所を評価したものである。なお、当該加算に係る

入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。 

   Ａ１０９ 有床診療所療養病床入院基本料 

(１) 有床診療所療養病床入院基本料は、「注１」の入院基本料及び「注２」の特別入院基本料

から構成され、「注１」の入院基本料については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適

合しているものとして届け出た診療所（療養病床に係るものに限る。）に入院している患者

について、別に厚生労働大臣が定める区分（１日に２つ以上の区分に該当する場合には、該

当するもののうち最も高い点数の区分）に従い、当該患者ごとに入院基本料Ａ等の各区分の

所定点数を算定し、「注２」の特別入院基本料については、届け出た診療所（療養病床に係

るものに限る。）に入院している患者について算定する。ただし、「注１」の入院基本料を

算定している場合において、患者の急性増悪により、同一の保険医療機関の療養病床以外へ

転室する場合にはその前日を１日目として３日前までの間、別の保険医療機関の一般病棟若

しくは有床診療所の療養病床以外の病室へ転院する場合にはその当日を１日目として３日前

までの間は、その日ごとに入院基本料Ｅを算定することができる。 

(２) 「注１」の入院基本料のうち、入院基本料Ａ、入院基本料Ｂ又は入院基本料Ｃのいずれか

の算定に当たっては、定期的（少なくとも月に１回）に患者又はその家族に対して、当該患

者の病状や治療内容等の入院療養の状況及び各区分への該当状況について、別紙様式２又は

これに準ずる様式により作成した書面又はその写しを交付のうえ十分な説明を行うとともに

診療録に添付しておくこと。なお、やむを得ない理由により説明を行うことが困難な場合で

あっても、患者又はその家族の求めに応じ、当該書面又はその写しを交付するとともに診療

録に添付しておくこと。また、患者又はその家族への説明に当たり、特に悪性腫瘍等の患者

に対しては、患者本人の治療方針に関する理解状況を踏まえ、療養上著しく不適切なことが

生じないよう配慮すること。 

(３) 基本診療料の施設基準等別表第五に掲げる画像診断及び処置並びにこれらに伴い使用する

薬剤、特定保険医療材料又は区分番号「Ｊ２０１」に掲げる酸素加算の費用並びに浣腸、注

腸、吸入等基本診療料に含まれるものとされている簡単な処置及びこれに伴い使用する薬剤

又は特定保険医療材料の費用については有床診療所療養病床入院基本料に含まれる。なお、

有床診療所療養病床入院基本料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、

有床診療所療養病床入院基本料に含まれているものであるため別に算定できない。 ただし、

「注１」のただし書の規定により、入院基本料Ｅを算定する場合については、この限りでは

ない。 

(４) 有床診療所療養病床入院基本料を算定する病床は主として長期にわたり療養の必要な患者

が入院する施設であり、医療上特に必要がある場合に限り他の病床への患者の移動は認めら

れるが、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。なお、

「注１」のただし書の規定により入院基本料Ｅを算定した場合においても、その医療上の必

要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。 
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１又は２のロの療養病棟入院基本料等の場合の例により算定する。 

(12) 区分番号「Ａ１０９」の入院基本料Ａ、入院基本料Ｂ又は入院基本料Ｃのいずれかの算定

に当たっては、定期的（少なくとも月に１回）に患者又はその家族に対して、当該患者の病

状や治療内容等の入院療養の状況及び各区分への該当状況について、別紙様式２又はこれに

準ずる様式により作成した書面又はその写しを交付のうえ十分な説明を行うとともに診療録

に添付しておくこと。 

(13) 「注 10」に規定する栄養管理実施加算については、以下のとおりとする。 

ア 栄養管理実施加算は、入院患者ごとに作成された栄養管理計画に基づき、関係職種が共

同して患者の栄養状態等の栄養管理を行うことを評価したものである。 

イ 当該加算は、入院患者であって、栄養管理計画を策定し、当該計画に基づき、関係職種

が共同して栄養管理を行っている患者について算定できる。なお、当該加算は、食事を供

与しておらず、食事療養に係る費用の算定を行っていない中心静脈注射等の治療を行って

いる患者であっても、栄養管理計画に基づき適切な栄養管理が行われている者であれば算

定対象となること。 

ウ 救急患者や休日に入院した患者など、入院日に策定できない場合の栄養管理計画は、入

院後７日以内に策定したものについては、入院初日に遡って当該加算を算定することがで

きる。 

エ 管理栄養士をはじめとして、医師、薬剤師、看護師その他の医療従事者が共同して栄養

管理を行う体制を整備し、あらかじめ栄養管理手順（栄養スクリーニングを含む栄養状態

の評価、栄養管理計画、定期的な評価等）を作成すること。 

オ 栄養管理は、次に掲げる内容を実施するものとする。 

(イ) 入院患者ごとの栄養状態に関するリスクを入院時に把握すること（栄養スクリーニ

ング）。 

(ロ) 栄養スクリーニングを踏まえて栄養状態の評価を行い、入院患者ごとに栄養管理計

画（栄養管理計画の様式は、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続き

の取扱いについて」（令和２年３月●日保医発●第●号）別添６の別紙 23又はこれに

準じた様式とする。）を作成すること。 

(ハ) 栄養管理計画には、栄養補給に関する事項（栄養補給量、補給方法、特別食の有無

等）、栄養食事相談に関する事項（入院時栄養食事指導、退院時の指導の計画等）、

その他栄養管理上の課題に関する事項、栄養状態の評価の間隔等を記載すること。ま

た、当該計画書又はその写しを診療録等に添付すること。 

(ニ) 医師又は医師の指導の下に管理栄養士、薬剤師、看護師その他の医療従事者が栄養

管理計画を入院患者に説明し、当該栄養管理計画に基づき栄養管理を実施すること。 

(ホ) 栄養管理計画に基づき患者の栄養状態を定期的に評価し、必要に応じて当該計画を

見直していること。 

カ 当該栄養管理の実施体制に関する成果を含めて評価し、改善すべき課題を設定し、継続

的な品質改善に努めること。 

キ 当該診療所以外の管理栄養士等により栄養管理を行っている場合は、算定できない。 

ク 当該加算を算定する場合は、区分番号「Ｂ００１」特定疾患治療管理料の「10」入院栄

養食事指導料は別に算定できない。 
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(11) 有床診療所療養病床入院基本料を算定する診療所のうち、区分番号「Ａ１０８」有床診療

所入院基本料を算定する病床を有する診療所においては、有床診療所療養病床入院基本料を

算定する病床に入院している患者であっても、患者の状態に応じて、区分番号「Ａ１０８」

有床診療所入院基本料の例により算定することができる。 

なお、この取扱いについては、患者の状態に応じて算定する入院基本料を変更できるが、

変更は月単位とし、同一月内は同じ入院基本料を算定することとする。 

(12) 区分番号「Ａ１０８」の有床診療所入院基本料の例により算定する場合、区分番号「Ａ１

０８」有床診療所入院基本料の「注２」から「注７」までの加算並びに「注８」、「注 11」

及び「注 12」に掲げる各加算については、当該診療所に入院した日を初日として、それぞれ

の算定要件を満たす場合に算定することができる。 

この場合において、入退院支援加算については、区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算１

又は２のイの一般病棟入院基本料等の場合の例により算定する。 

(13) 「注 10」に規定する栄養管理実施加算の算定については、有床診療所入院基本料の(13)の

例による。 

(14) 「注 11」に規定する有床診療所療養病床在宅復帰機能強化加算は、在宅復帰機能の高い療

養病床を持つ有床診療所を評価したものであること。 
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(５) 有床診療所療養病床入院基本料を算定するに当たっては、次の点に留意する。 

ア 定期的（少なくとも月に１回）に患者の状態の評価及び入院療養の計画を見直し、その

要点を診療録に記載する。なお、入院時と退院時のＡＤＬの程度を診療録に記載する。 

イ 患者の状態に著しい変化がみられた場合には、その都度、患者の状態を評価した上で、

治療やケアを見直し、その要点を診療録等に記載する。 

(６) 「注４」に規定する褥瘡対策加算１及び２については、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入

院基本料の(７)の例による。 

(７) 「注５」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を、有床診療所で受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、

第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定で

きない。 

(８) 「注６」に規定する救急・在宅等支援療養病床初期加算は、急性期医療の後方病床を確保

し、在宅患者や介護保険施設入所者等の状態が軽度悪化した際に入院医療を提供できる病床

を確保することにより、急性期医療を支えることを目的として、有床診療所の療養病床が有

する以下のような機能を評価したものであり、転院又は入院した日から起算して 14 日を限

度に算定できる。 

ア 急性期医療を担う病院の一般病棟に入院し、急性期治療を終えて一定程度状態が安定し

た患者を、速やかに有床診療所の療養病床が受け入れることにより、急性期医療を担う病

院を後方支援する。急性期医療を担う病院の一般病棟とは、具体的には、急性期一般入院

基本料、７対１入院基本料若しくは 10 対１入院基本料（特定機能病院入院基本料（一般

病棟に限る。）又は専門病院入院基本料に限る。）、地域一般入院基本料又は 13 対１入

院基本料（専門病院入院基本料に限る。）を算定する病棟であること。ただし、地域一般

入院基本料又は 13 対１入院基本料を算定する保険医療機関にあっては、区分番号「Ａ２

０５」救急医療管理加算の届出を行っている場合に限るものとする。また、同一の有床診

療所内に一般病床と療養病床が併存する場合で、当該一般病床から療養病床に転床した患

者については、算定できないものとする。 

イ 介護保険施設、居住系施設等又は自宅で療養を継続している患者が、軽微な発熱や下痢

等の症状をきたしたために入院医療を要する状態になった際に、有床診療所の療養病床が

速やかに当該患者を受け入れる体制を有していることにより、自宅や介護保険施設等にお

ける療養の継続を後方支援する。なお、当該加算を算定する療養病床を有する有床診療所

に介護保険施設等が併設されている場合は、当該併設介護保険施設等から受け入れた患者

については、算定できないものとする。 

(９) 「注７」に規定する看取り加算は夜間に１名以上の看護職員が配置されている有床診療所

において、入院の日から 30 日以内に看取った場合に算定する。この場合、看取りに係る診

療内容の要点等を診療録に記載する。なお、当該加算に係る入院期間の起算日は、第２部通

則５に規定する起算日とする。 

(10) 有床診療所療養病床入院基本料を算定する病床については、「注８」に掲げる入院基本料

等加算について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 
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(11) 有床診療所療養病床入院基本料を算定する診療所のうち、区分番号「Ａ１０８」有床診療

所入院基本料を算定する病床を有する診療所においては、有床診療所療養病床入院基本料を

算定する病床に入院している患者であっても、患者の状態に応じて、区分番号「Ａ１０８」

有床診療所入院基本料の例により算定することができる。 

なお、この取扱いについては、患者の状態に応じて算定する入院基本料を変更できるが、

変更は月単位とし、同一月内は同じ入院基本料を算定することとする。 

(12) 区分番号「Ａ１０８」の有床診療所入院基本料の例により算定する場合、区分番号「Ａ１

０８」有床診療所入院基本料の「注２」から「注７」までの加算並びに「注８」、「注 11」

及び「注 12」に掲げる各加算については、当該診療所に入院した日を初日として、それぞれ

の算定要件を満たす場合に算定することができる。 

この場合において、入退院支援加算については、区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算１

又は２のイの一般病棟入院基本料等の場合の例により算定する。 

(13) 「注 10」に規定する栄養管理実施加算の算定については、有床診療所入院基本料の(13)の

例による。 

(14) 「注 11」に規定する有床診療所療養病床在宅復帰機能強化加算は、在宅復帰機能の高い療

養病床を持つ有床診療所を評価したものであること。 
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(５) 有床診療所療養病床入院基本料を算定するに当たっては、次の点に留意する。 

ア 定期的（少なくとも月に１回）に患者の状態の評価及び入院療養の計画を見直し、その

要点を診療録に記載する。なお、入院時と退院時のＡＤＬの程度を診療録に記載する。 

イ 患者の状態に著しい変化がみられた場合には、その都度、患者の状態を評価した上で、

治療やケアを見直し、その要点を診療録等に記載する。 

(６) 「注４」に規定する褥瘡対策加算１及び２については、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入

院基本料の(７)の例による。 

(７) 「注５」に規定する重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の医

療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したもの

であり、入院前の医療機関において区分番号「Ａ２４６」入退院支援加算３が算定された患

者を、有床診療所で受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、

第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定で

きない。 

(８) 「注６」に規定する救急・在宅等支援療養病床初期加算は、急性期医療の後方病床を確保

し、在宅患者や介護保険施設入所者等の状態が軽度悪化した際に入院医療を提供できる病床

を確保することにより、急性期医療を支えることを目的として、有床診療所の療養病床が有

する以下のような機能を評価したものであり、転院又は入院した日から起算して 14 日を限

度に算定できる。 

ア 急性期医療を担う病院の一般病棟に入院し、急性期治療を終えて一定程度状態が安定し

た患者を、速やかに有床診療所の療養病床が受け入れることにより、急性期医療を担う病

院を後方支援する。急性期医療を担う病院の一般病棟とは、具体的には、急性期一般入院

基本料、７対１入院基本料若しくは 10 対１入院基本料（特定機能病院入院基本料（一般

病棟に限る。）又は専門病院入院基本料に限る。）、地域一般入院基本料又は 13 対１入

院基本料（専門病院入院基本料に限る。）を算定する病棟であること。ただし、地域一般

入院基本料又は 13 対１入院基本料を算定する保険医療機関にあっては、区分番号「Ａ２

０５」救急医療管理加算の届出を行っている場合に限るものとする。また、同一の有床診

療所内に一般病床と療養病床が併存する場合で、当該一般病床から療養病床に転床した患

者については、算定できないものとする。 

イ 介護保険施設、居住系施設等又は自宅で療養を継続している患者が、軽微な発熱や下痢

等の症状をきたしたために入院医療を要する状態になった際に、有床診療所の療養病床が

速やかに当該患者を受け入れる体制を有していることにより、自宅や介護保険施設等にお

ける療養の継続を後方支援する。なお、当該加算を算定する療養病床を有する有床診療所

に介護保険施設等が併設されている場合は、当該併設介護保険施設等から受け入れた患者

については、算定できないものとする。 

(９) 「注７」に規定する看取り加算は夜間に１名以上の看護職員が配置されている有床診療所

において、入院の日から 30 日以内に看取った場合に算定する。この場合、看取りに係る診

療内容の要点等を診療録に記載する。なお、当該加算に係る入院期間の起算日は、第２部通

則５に規定する起算日とする。 

(10) 有床診療所療養病床入院基本料を算定する病床については、「注８」に掲げる入院基本料

等加算について、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 
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る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
入

院
初

日
に

限
り

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

０
７

診
療

録
管

理
体

制
加

算
（

入
院

初
日

）

１
診

療
録

管
理

体
制

加
算

１
1
0
0
点

２
診

療
録

管
理

体
制

加
算

２
3
0
点

注
診

療
録

管
理

体
制

そ
の
他

の
事

項
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、

診
療

録
管

理
体

制
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

入
院

初
日

に
限

り
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

０
７

－
２

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

（
入

院
初

日
）

１
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
１

イ
1
5
対

１
補

助
体

制
加

算
9
7
0
点

ロ
2
0
対

１
補

助
体

制
加

算
7
5
8
点

ハ
2
5
対

１
補

助
体

制
加

算
6
3
0
点

ニ
3
0
対

１
補

助
体

制
加

算
5
4
5
点

ホ
4
0
対

１
補

助
体

制
加

算
4
5
5
点

第
２

節
入

院
基

本
料

等
加

算

区
分

Ａ
２

０
０

総
合

入
院

体
制

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
総

合
入

院
体

制
加

算
１

2
4
0
点

２
総

合
入

院
体

制
加

算
２

1
8
0
点

３
総

合
入

院
体

制
加

算
３

1
2
0
点

注
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
体

制
、

医
療

従
事

者
の

負
担

の
軽

減
及

び
処

遇
の

改
善

に
対

す
る

体

制
そ

の
他

の
事

項
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

総
合

入
院

体
制

加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る

区
分

に
従

い
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

０
１

か
ら

Ａ
２

０
３

ま
で

削
除

Ａ
２

０
４

地
域

医
療

支
援

病
院

入
院

診
療

加
算

（
入

院
初

日
）

1
,
0
0
0
点

注
地

域
医

療
支

援
病

院
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

地
域

医
療

支
援
病

院
入

院
診

療
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

入
院

初
日

に
限

り
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

Ａ
２

０
４

－
２

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

（
入

院
初

日
）

１
基

幹
型

4
0
点

２
協

力
型

2
0
点

注
医

師
法

（
昭

和
2
3
年

法
律

第
2
0
1
号

）
第
1
6
条

の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

医
学

を
履

修
す

る
課

程
を

置
く

大
学

に
附

属
す

る
病

院
又

は
厚

生
労

働
大

臣
の

指
定

す
る

病
院

で
あ

っ
て

、
別

に
厚

生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

を
満

た
す

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

、
第

３
節

の
特

定
入

院
料

又
は

第
４

節
の

短
期

滞

在
手

術
等

基
本

料
の

う
ち

、
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

現
に

臨
床

研
修

を
実

施

し
て

い
る

期
間

に
つ

い
て

、
入

院
初

日
に

限
り

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

０
５

救
急

医
療

管
理

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
救

急
医

療
管

理
加

算
１

9
5
0
点

２
救

急
医

療
管

理
加

算
２

3
5
0
点

注
１

救
急

医
療

管
理
加

算
は

、
地

域
に

お
け

る
救

急
医

療
体

制
の

計
画

的
な

整
備

の
た

め
、

入
院

可
能

な
診

療
応

需
の

態
勢

を
確

保
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
態

勢
を

確
保

し
て

い
る

日
に

救
急

医
療

を
受

け
、

緊
急

に
入

院
を

必
要

と
す

る
重

症
患

者
と

し
て

入
院

し
た

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
救

急
医

療
管

理
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

患
者

の
状

態
に

従
い

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

７
日

を
限

度
と

し
て

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
救

急
医

療
管

理
加

算
を

算
定

す
る

患
者

が
６

歳
未

満
で

あ
る

場
合

に
は

、
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、
4
0
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
救

急
医

療
管

理
加

算
を

算
定

す
る

患
者

が
６

歳
以

上
1
5
歳

未
満

で
あ

る
場

合
に

は
、

小
児

加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

０
５

－
２

超
急

性
期

脳
卒

中
加

算
（

入
院

初
日

）
1
0
,
8
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

を
算

定
で

き
る

も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
で

あ
っ

て
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
も

の
に

対

し
て

、
組

織
プ

ラ
ス

ミ
ノ

ー
ゲ

ン
活

性
化

因
子

を
投

与
し

た
場

合
又

は
当

該
施

設
基

準
に

適
合

し

（ ）（ ） 6362

1
－
⑵
　
②
入
院
基
本
料
等
加
算



る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度

と
し

て
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

０
８

乳
幼

児
加

算
・

幼
児

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
乳

幼
児

加
算

イ
病

院
の

場
合

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

算
定

す
る

場
合

を
除

く
。

）
3
3
3
点

ロ
病

院
の

場
合

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
2
8
9
点

ハ
診

療
所

の
場

合
2
8
9
点

２
幼

児
加

算

イ
病

院
の

場
合

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

算
定

す
る

場
合

を
除

く
。

）
2
8
3
点

ロ
病

院
の

場
合

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
2
3
9
点

ハ
診

療
所

の
場

合
2
3
9
点

注
１

乳
幼

児
加

算
は

、
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

３
歳

未
満

の
乳

幼
児

（
第

１
節

の
入

院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

乳
幼

児
加

算
・

幼
児

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
幼

児
加

算
は

、
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

３
歳

以
上

６
歳

未
満

の
幼

児
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

乳
幼

児
加

算
・

幼
児

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

０
９

削
除

Ａ
２

１
０

難
病

等
特

別
入

院
診

療
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

１
難

病
患

者
等

入
院

診
療

加
算

2
5
0
点

２
二

類
感

染
症

患
者

入
院

診
療

加
算

2
5
0
点

注
１

難
病

患
者

等
入

院
診

療
加

算
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
疾

患
を

主
病

と
し

て
保

険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

状
態

に
あ

る
も

の
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

難
病

等
特

別
入

院
診

療
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
二

類
感

染
症

患
者

入
院

診
療

加
算

は
、

感
染

症
法

第
６

条
第
1
5
項

に
規

定
す

る
第

二
種

感
染

症
指

定
医

療
機

関
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
同

条
第

３
項

に
規

定
す

る
二

類
感

染
症

の
患

者
及

び
同

条
第

７
項

に
規

定
す

る
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
感

染
症

の
患

者
並

び
に

そ
れ

ら
の

疑
似

症
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

難
病

等
特

別
入

院
診

療
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

１
１

特
殊

疾
患

入
院

施
設

管
理

加
算

（
１

日
に

つ
き

）
3
5
0
点

注
重

度
の

障
害

者
（

重
度

の
意

識
障

害
者

を
含

む
。

）
、

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

患
者

又
は

難
病

患

者
等

を
主

と
し

て
入

院
さ

せ
る

病
院

の
病

棟
又

は
有

床
診

療
所

に
関

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
、

保
険

医
療

機
関

が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け

出
た

病
棟

又
は

有
床

診
療

所
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本

料
等

を
含

む
。

）
の

う
ち

、
特

殊
疾

患
入

院
施

設
管

理
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
こ

の
場

合
に

お
い

て

、
難

病
等

特
別

入
院

診
療

加
算

は
算

定
し

な
い

。

Ａ
２

１
２

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
・

準
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

（
１
日

に
つ

き
）

１
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

イ
６

歳
未

満
の

場
合

8
0
0
点

ロ
６

歳
以

上
の

場
合

4
0
0
点

２
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算

イ
６

歳
未

満
の

場
合

2
0
0
点

ロ
６

歳
以

上
の

場
合

1
0
0
点

へ
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
3
7
5
点

ト
7
5
対

１
補

助
体

制
加

算
2
9
5
点

チ
1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
2
4
8
点

２
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
２

イ
1
5
対

１
補

助
体

制
加

算
9
1
0
点

ロ
2
0
対

１
補

助
体

制
加

算
7
1
0
点

ハ
2
5
対

１
補

助
体

制
加

算
5
9
0
点

ニ
3
0
対

１
補

助
体

制
加

算
5
1
0
点

ホ
4
0
対

１
補

助
体

制
加

算
4
3
0
点

へ
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
3
5
5
点

ト
7
5
対

１
補

助
体

制
加

算
2
8
0
点

チ
1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
2
3
8
点

注
勤

務
医

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
を

図
る

た
め

の
医

師
事

務
作

業
の

補
助

の
体

制
そ

の

他
の

事
項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係

る
区

分
に

従
い

、
入

院
初

日
に

限
り

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

０
７

－
３

急
性

期
看
護

補
助

体
制

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
2
5
対

１
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

（
看

護
補

助
者

５
割

以
上

）
2
4
0
点

２
2
5
対

１
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

（
看

護
補

助
者

５
割

未
満

）
2
2
0
点

３
5
0
対

１
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

2
0
0
点

４
7
5
対

１
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

1
6
0
点

注
１

看
護

職
員

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
を

図
る

た
め

の
看

護
業

務
の

補
助

の
体

制
そ

の

他
の

事
項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し

て
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
夜

間
に

お
け

る
看

護
業

務
の

補
助

の
体

制
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

１
日

に
つ

き
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
夜

間
3
0
対

１
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

1
2
0
点

ロ
夜

間
5
0
対

１
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

1
1
5
点

ハ
夜

間
1
0
0
対

１
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

1
0
0
点

３
夜

間
に

お
け

る
看

護
業

務
の

体
制

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

夜
間

看
護

体
制

加
算

と
し

て
、
6
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

０
７

－
４

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
看

護
職

員
夜

間
1
2
対

１
配

置
加

算

イ
看

護
職

員
夜

間
1
2
対

１
配

置
加

算
１

1
0
5
点

ロ
看

護
職

員
夜

間
1
2
対

１
配

置
加

算
２

8
5
点

２
看

護
職

員
夜

間
1
6
対

１
配

置
加

算

イ
看

護
職

員
夜

間
1
6
対

１
配

置
加

算
１

6
5
点

ロ
看

護
職

員
夜

間
1
6
対

１
配

置
加

算
２

4
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除
く

。
）

の
う

ち
、

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限

（ ）（ ） 6362

1
－
⑵
　
②
入
院
基
本
料
等
加
算



５
５

級
地

９
点

６
６

級
地

５
点

７
７

級
地

３
点

注
一

般
職

の
職

員
の

給
与

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
2
5
年

法
律

第
9
5
号

）
第
1
1
条

の
３

第
１

項
に

規

定
す

る
人

事
院

規
則

で
定

め
る

地
域

そ
の

他
の

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）

、
第

３
節

の
特

定
入

院
料

又
は

第
４

節
の

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

の
う

ち
、

地
域

加
算

を
算

定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

同
令

で
定

め
る

級
地

区
分

に

準
じ

て
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

１
８

－
２

離
島

加
算

（
１

日
に

つ
き

）
1
8
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
地

域
に

所
在

す
る

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

、
第

３
節

の
特

定
入

院
料

又
は

第
４

節

の
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
の

う
ち

、
離

島
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

１
９

療
養

環
境

加
算

（
１

日
に

つ
き

）
2
5
点

注
１

床
当

た
り

の
平
均

床
面

積
が

８
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
で

あ
る

病
室

（
健

康
保

険
法

第
6
3
条

第

２
項

第
５

号
及

び
高

齢
者

医
療

確
保

法
第
6
4
条

第
２

項
第

５
号

に
規

定
す

る
選

定
療

養
と

し
て

の

特
別

の
療

養
環

境
の

提
供

に
係

る
も

の
を

除
く

。
）

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
病

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

療
養

環
境

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

２
０

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

療
養

環
境

特
別

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
個

室
の

場
合

3
5
0
点

２
２

人
部

屋
の

場
合

1
5
0
点

注
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算
は

、
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

後
天

性
免

疫
不

全

症
候

群
の

病
原

体
に

感
染

し
て

い
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

療
養

環
境

特
別

加
算

を
算

定
で

き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

り
、

小
児

療
養

環
境

特
別

加
算

又
は

無
菌

治
療

室
管

理

加
算

を
算

定
す

る
も

の
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
０

－
２

二
類

感
染

症
患

者
療

養
環

境
特

別
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

１
個

室
加

算
3
0
0
点

２
陰

圧
室

加
算

2
0
0
点

注
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

感
染

症
法

第
６

条
第

３
項

に
規

定
す

る
二

類
感

染
症

に
感

染

し
て

い
る

患
者

及
び

同
条

第
７

項
に

規
定

す
る

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

感
染

症
の

患
者

並
び

に

そ
れ

ら
の

疑
似

症
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

必
要

を
認

め
て

個
室

又
は

陰
圧

室
に

入
院

さ
せ

た

場
合

に
、

個
室

加
算

又
は

陰
圧

室
加

算
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
１

重
症

者
等

療
養

環
境

特
別

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
個

室
の

場
合

3
0
0
点

２
２

人
部

屋
の

場
合

1
5
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

室
に

入
院

し
て

い
る

重
症

者
等
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

重
症

者
等

療
養

環
境

特
別

加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

り
、

小
児

療
養

環
境

特
別

加
算

又
は

無

菌
治

療
室

管
理

加
算

を
算

定
す

る
も

の
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
１

－
２

小
児

療
養

環
境

特
別

加
算

（
１

日
に

つ
き

）
3
0
0
点

注
治

療
上

の
必

要
が

あ
っ

て
、

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
個

室
に

入
院

し
た
1
5
歳

未
満

の
小

児

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う

注
１

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
は

、
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

で
あ

っ
て

、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

超
重

症
の

状
態

に
あ

る
も

の
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
・

準
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
は

、
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

で
あ

っ
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
準

超
重

症
の

状
態

に
あ

る
も

の
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
・

準
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
当

該
患

者
が

自
宅

か
ら

入
院

し
た

患
者

又
は

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

転
院

し
て

き
た

患
者

で
あ

っ
て

、
当

該
他

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
区

分
番

号
Ａ

３
０

１
に

掲
げ

る
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

注
２

に
規

定
す

る
小

児
加

算
、

区
分

番
号

Ａ
３

０
１

－
４

に
掲

げ
る

小
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

、
区

分
番

号
Ａ

３
０

２
に

掲
げ

る
新

生
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ａ
３

０
３

の
２

に
掲

げ
る

新
生

児
集

中
治

療
室

管
理

料
を

算
定

し
た

こ
と

の
あ

る
者

で
あ

る
場

合
に

は
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
５

日
を

限
度

と
し

て
、

救
急

・
在

宅
重

症
児

（
者

）
受

入
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
2
0
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
は

、
一

般
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
区

分
番

号
Ａ

１
０

６
に

掲
げ

る
障

害
者

施
設

等
入

院
基

本
料

、
区

分
番

号
Ａ

３
０

６
に

掲
げ

る
特

殊
疾

患
入

院
医

療
管

理
料

及
び

区
分

番
号

Ａ
３

０
９

に
掲

げ
る

特
殊

疾
患

病
棟

入
院

料
を

算
定

す
る

も
の

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
は

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

9
0
日

を
限

度
と

し
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

１
３

看
護

配
置

加
算

（
１

日
に

つ
き

）
2
5
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

て
当

該
基

準
に

よ
る

看
護

を
行

う
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

１
節

の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

看
護

配

置
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

所
定

点
数

に

加
算

す
る

。

Ａ
２

１
４

看
護

補
助

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
看

護
補

助
加

算
１

1
4
1
点

２
看

護
補

助
加

算
２

1
1
6
点

３
看

護
補

助
加

算
３

8
8
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

保
険

医
療

機
関

が
地

方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
て

当
該

基
準

に
よ

る
看

護
を

行
う

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

看
護

補
助

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

夜
間
7
5
対

１
看

護
補

助
加

算
と

し
て

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
2
0
日

を
限

度
と

し
て
5
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
夜

間
に

お
け

る
看

護
業

務
の

体
制

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

夜
間

看
護

体
制

加
算

と
し

て
、

入
院

初
日

に
限

り
1
6
5
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

１
５

か
ら

Ａ
２

１
７

ま
で

削
除

Ａ
２

１
８

地
域

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
１

級
地

1
8
点

２
２

級
地

1
5
点

３
３

級
地

1
4
点

４
４

級
地

1
1
点

（ ）（ ） 6564
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－
⑵
　
②
入
院
基
本
料
等
加
算



注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

緩
和

ケ
ア

を
要

す
る

患
者

に
対

し
て

、
必

要
な

診
療

を
行

っ
た

場
合

に
、

当
該

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
緩

和
ケ

ア
診

療
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

以
下

こ
の

区
分

番
号

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
医

療
提

供
体

制
の

確
保

の
状

況
に

鑑
み

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
お

い
て

は
、

注
１

に
規

定
す

る
届

出
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
加

算
の

点
数

に
代

え
て

、
緩

和
ケ

ア
診

療
加

算
（

特
定

地
域

）
と

し
て

、

2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

３
当

該
患

者
が
1
5
歳

未
満

の
小

児
で

あ
る

場
合

に
は

、
小

児
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

緩
和

ケ
ア

を
要

す
る

患
者

に
対

し
て

、
緩

和
ケ

ア
に

係
る

必
要

な
栄

養
食

事
管

理
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

個
別

栄
養

食
事

管
理

加
算

と
し

て
、
7
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
６

－
３

有
床

診
療

所
緩

和
ケ

ア
診

療
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

2
5
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

診
療

所
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
緩

和
ケ

ア
を

要
す

る
患

者
に

対
し

て
、

必

要
な

診
療

を
行

っ
た

場
合

に
、

当
該

患
者

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
７

精
神

科
措

置
入

院
診

療
加

算
（

入
院

初
日

）
2
,
5
0
0
点

注
精

神
保

健
及

び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
2
5
年

法
律

第
1
2
3
号

。
以

下
「

精
神

保
健

福
祉

法
」

と
い

う
。

）
第
2
9
条

又
は

第
2
9
条

の
２

に
規

定
す

る
入

院
措

置
に

係
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、

精
神

科
措

置
入

院
診

療
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
措

置
に

係
る

入
院

初
日

に
限

り
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
７

－
２

精
神

科
措

置
入

院
退

院
支

援
加

算
（

退
院

時
１

回
）

6
0
0
点

注
精

神
保

健
福

祉
法

第
2
9
条

又
は

第
2
9
条

の
２

に
規

定
す

る
入

院
措

置
に

係
る

患
者

（
第

１
節

の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

精
神

科

措
置

入
院

退
院

支
援

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い

て
、

都
道

府
県

、
保

健
所

を
設

置
す

る
市

又
は

特
別

区
と

連
携

し
て

退
院

に
向

け
た

支
援

を
行

っ

た
場

合
に

、
退

院
時

１
回

に
限

り
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

２
８

精
神

科
応

急
入

院
施

設
管

理
加

算
（

入
院

初
日

）
2
,
5
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
精

神
保

健
福

祉
法

第
3
3
条

の
７

第
１

項
に

規
定

す
る

入
院

等
に

係
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

又
は

第
３

節
の

特

定
入

院
料

の
う

ち
、

精
神

科
応

急
入

院
施

設
管

理
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
措

置
に

係
る

入
院

初
日

に
限

り
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
９

精
神

科
隔

離
室

管
理

加
算

（
１

日
に

つ
き

）
2
2
0
点

注
精

神
科

を
標

榜
す

る
病

院
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
入

院
中

の
精

神
障

害
者

で
あ

る
ぼ

う

患
者

に
対

し
て

、
精

神
保

健
福

祉
法

第
3
6
条

第
３

項
の

規
定

に
基

づ
い

て
隔

離
を

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
の

う
ち

、
精

神
科

隔

離
室

管
理

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
月

７

日
に

限
り

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
同

法
第
3
3
条

の
７

第
１

項
に

規
定

す
る

入
院

に

係
る

患
者

に
つ

い
て

、
精

神
科

応
急

入
院

施
設

管
理

加
算

を
算

定
し

た
場

合
に

は
、

当
該

入
院

中

は
精

神
科

隔
離

室
管

理
加

算
を

算
定

し
な

い
。

Ａ
２

３
０

精
神

病
棟

入
院

時
医

学
管

理
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

５
点

注
医

師
の

配
置

そ
の

他
の

事
項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い

る
も

の
と

し
て

保
険

医
療

機
関

が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
精

神
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患

ち
、

小
児

療
養

環
境

特
別

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
り

、
Ｈ

Ｉ

Ｖ
感

染
者

療
養

環
境

特
別

加
算

、
重

症
者

等
療

養
環

境
特

別
加

算
又

は
無

菌
治

療
室

管
理

加
算

を

算
定

す
る

も
の

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

２
２

療
養

病
棟

療
養

環
境

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
療

養
病

棟
療

養
環

境
加

算
１

1
3
2
点

２
療

養
病

棟
療

養
環

境
加

算
２

1
1
5
点

注
療

養
病

棟
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

療
養

病
棟

療
養

環
境

加
算

を
算

定
で

き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

２
２

－
２

療
養

病
棟

療
養

環
境

改
善

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
療

養
病

棟
療

養
環

境
改

善
加

算
１

8
0
点

２
療

養
病

棟
療

養
環

境
改

善
加

算
２

2
0
点

注
療

養
病

棟
で

あ
っ

て
、

療
養

環
境

の
改

善
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て

い
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

療
養

病
棟

療

養
環

境
改

善
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

２
３

診
療

所
療

養
病

床
療

養
環

境
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

1
0
0
点

注
診

療
所

の
療

養
病

床
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
３

－
２

診
療

所
療

養
病

床
療

養
環

境
改

善
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

3
5
点

注
診

療
所

の
療

養
病

床
で

あ
っ

て
、

療
養

環
境

の
改

善
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
４

無
菌

治
療

室
管

理
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

１
無

菌
治

療
室

管
理

加
算

１
3
,
0
0
0
点

２
無

菌
治

療
室

管
理

加
算

２
2
,
0
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

室
に

お
い

て
、

治
療

上
の

必
要

が
あ

っ
て

無
菌

治
療

室
管

理
が

行

わ
れ

た
入

院
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
無

菌
治

療
室

管
理

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者

に
限

り
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

療
養

環
境

特
別

加
算

、
重

症
者

等
療

養
環

境
特

別
加

算
又

は
小

児
療

養

環
境

特
別

加
算

を
算

定
す

る
も

の
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、
9
0

日
を

限
度

と
し

て
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
５

放
射

線
治

療
病

室
管

理
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

2
,
5
0
0
点

注
治

療
上

の
必

要
が

あ
っ

て
、

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
放

射
線

治
療

病
室

管
理

が
行

わ
れ

た

入
院

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入

院
料

の
う

ち
、

放
射

線
治

療
病

室
管

理
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

２
６

重
症

皮
膚

潰
瘍

管
理

加
算

（
１

日
に

つ
き

）
1
8
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

重
症

皮
膚

潰

瘍
を

有
し

て
い

る
患

者
に

対
し

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
計

画
的

な
医

学
管

理
を

継
続

し
て

行

い
、

か
つ

、
療

養
上

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

の
う

ち
、

重
症

皮
膚

潰
瘍

管
理

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

２
６

－
２

緩
和

ケ
ア

診
療

加
算

（
１

日
に

つ
き

）
3
9
0
点

（ ）（ ） 6564
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－
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②
入
院
基
本
料
等
加
算



届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
摂

食
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算
を

算
定

で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

で
あ

っ
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も

の
に

対
し

て
必

要
な

治
療

を
行

っ
た

場
合

に
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
6
0
日

を
限

度
と

し
て

、
当

該
患

者
の

入
院

期
間

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

３
２

が
ん

拠
点

病
院

加
算

（
入

院
初

日
）

１
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
加

算

イ
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
5
0
0
点

ロ
地

域
が

ん
診

療
病

院
3
0
0
点

２
小

児
が

ん
拠

点
病

院
加

算
7
5
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

を
満

た
す

保
険

医
療

機
関

に
、

他
の

保
険

医
療

機

関
等

か
ら

の
紹

介
に

よ
り

入
院

し
た

悪
性

腫
瘍

と
診

断
さ

れ
た

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

、
第

３
節

の
特

定
入

院
料

又
は

第
４

節
の

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

の
う

ち
、

が
ん

拠
点

病
院

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
入

院
初

日
に

限
り

所
定

点
数

に
加

算

す
る

。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

ゲ
ノ

ム
情

報
を

用
い

た
が

ん
医

療
を

提
供

す
る

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

拠
点

病
院

加
算

と
し

て
、
2
5
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

３
３

削
除

Ａ
２

３
３

－
２

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
加

算
（

週
１

回
）

2
0
0
点

注
１

栄
養

管
理

体
制

そ
の

他
の

事
項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
栄

養
管

理
を

要
す

る
患

者
と

し
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

保
険

医
、

看
護

師
、

薬
剤

師
、

管
理

栄
養

士
等

が
共

同
し

て
必

要
な

診
療

を
行

っ
た

場
合

に
、

当
該

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
週

１
回

（
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

、
結

核
病

棟
入

院
基

本
料

、
精

神
病

棟
入

院
基

本
料

又
は

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

結
核

病
棟

又
は

精
神

病
棟

に
限

る
。

）
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
１

月
以

内
の

期
間

に
あ

っ
て

は
週

１
回

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
月

を
超

え
６

月
以

内
の

期
間

に
あ

っ
て

は
月

１
回

）
に

限
り

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

１
の
1
0
に

掲
げ

る
入

院
栄

養
食

事
指

導
料

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

１
の
1
1
に

掲
げ

る
集

団
栄

養
食

事
指

導
料

及
び

区
分

番
号

Ｂ
０

０
１

－
２

－
３

に
掲

げ
る

乳
幼

児
育

児
栄

養
指

導
料

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

２
医

療
提

供
体

制
の

確
保

の
状

況
に

鑑
み

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

注
１

に
規

定
す

る
届

出
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
加

算
の

点
数

に
代

え
て

、
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

加
算

（
特

定
地

域
）

と
し

て
、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

３
注

１
の

場
合

に
お

い
て

、
歯

科
医

師
が

、
注

１
の

必
要

な
診

療
を

保
険

医
等

と
共

同
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

歯
科

医
師

連
携

加
算

と
し

て
、
5
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

３
４

医
療

安
全

対
策

加
算

（
入

院
初

日
）

１
医

療
安

全
対

策
加

算
１

8
5
点

２
医

療
安

全
対

策
加

算
２

3
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

組
織

的
な

医
療

安
全

対
策

に
係

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
、

第
３

節
の

特
定

入
院

料
又

は
第

４
節

の
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
の

う
ち

、
医

療
安

全
対

策
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
の

う
ち

、
精

神
病

棟
入

院
時

医

学
管

理
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

所
定

点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

３
０

－
２

精
神

科
地

域
移

行
実

施
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

2
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
精

神
病

棟
に

お
け

る
入

院
期

間
が

５
年

を
超

え
る

患
者

に

対
し

て
、

退
院

調
整

を
実

施
し

、
計

画
的

に
地

域
へ

の
移

行
を

進
め

た
場

合
に

、
当

該
保

険
医

療

機
関

の
精

神
病

棟
に

入
院

し
た

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

精
神

科
地

域
移

行
実

施
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

３
０

－
３

精
神

科
身

体
合

併
症

管
理

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
７

日
以

内
4
5
0
点

２
８

日
以

上
1
5
日

以
内

3
0
0
点

注
精

神
科

を
標

榜
す

る
病

院
で

あ
っ

て
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基
準

に
適

合
し

て
い

ぼ
う

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣

が
定

め
る

身
体

合
併

症
を

有
す

る
精

神
障

害
者

で
あ

る
患

者
に

対
し

て
必

要
な

治
療

を
行

っ
た

場

合
に

、
当

該
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３
節

の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
精

神
科

身
体

合
併

症
管

理
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
疾

患
の

治
療

開
始

日
か

ら
起

算
し

て
1
5
日

を
限

度
と

し
て

、
当

該
患

者
の

治
療

期
間

に
応

じ
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

３
０

－
４

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

（
週

１
回

）
3
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
抑

う
つ

若
し

く
は

せ
ん

妄
を

有
す

る
患

者
、

精
神

疾
患

を

有
す

る
患

者
又

は
自

殺
企

図
に

よ
り

入
院

し
た

患
者

に
対

し
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

精
神

科

の
医

師
、

看
護

師
、

精
神

保
健

福
祉

士
等

が
共

同
し

て
、

当
該

患
者

の
精

神
症

状
の

評
価

等
の

必

要
な

診
療

を
行
っ

た
場

合
に

、
当

該
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

を
算

定
で

き
る

も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

区

分
番

号
Ａ

２
４

７
に

掲
げ

る
認

知
症

ケ
ア

加
算

１
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。

Ａ
２

３
１

削
除

Ａ
２

３
１

－
２

強
度

行
動

障
害

入
院

医
療

管
理

加
算

（
１

日
に

つ
き

）
3
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち

、
強

度
行

動
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る

。
）

で
あ

っ
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

に
対

し
て

必
要

な
治

療
を

行
っ

た
場

合
に

、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

３
１

－
３

重
度

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

入
院

医
療

管
理

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
3
0
日

以
内

2
0
0
点

２
3
1
日

以
上
6
0
日

以
内

1
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
重

度
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
入

院
医

療
管

理

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

で
あ

っ
て

別
に

厚
生

労
働

大

臣
が

定
め

る
も

の
に

対
し

て
必

要
な

治
療

を
行

っ
た

場
合

に
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
6
0
日

を
限

度
と

し
て

、
当

該
患

者
の

入
院

期
間

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

３
１

－
４

摂
食

障
害

入
院

医
療

管
理

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
3
0
日

以
内

2
0
0
点

２
3
1
日

以
上
6
0
日

以
内

1
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

（ ）（ ） 6766
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リ
ス

ク
妊

娠
管

理
を

行
っ

た
場

合
に

、
１

入
院

に
限

り
2
0
日

を
限

度
と

し
て

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

３
７

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
管

理
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

3
,
2
0
0
点

べ
ん

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
が

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
管

理
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

分
娩

べ
ん

べ
ん

を
伴

う
入

院
中

に
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

管
理

を
行

っ
た

場
合

に
、

１
入

院
に

限
り

８
日

を
限

度
と

べ
ん

し
て

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

管
理

と
同

一
日

に
行

う
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

管
理

に
係

る
費

用
は

、
ハ

イ
リ

べ
ん

ス
ク

分
娩

管
理

加
算

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
べ

ん

Ａ
２

３
８

か
ら

Ａ
２

３
８

－
５

ま
で

削
除

Ａ
２

３
８

－
６

精
神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
紹

介
加

算
（

退
院

時
１

回
）

1
,
0
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

が
、

緊
急

に
入

院
し

た
患

者
（

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
精

神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
紹

介
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
6
0
日

以
内

に
、

当
該

患
者

に
係

る
診

療
情

報

を
文

書
に

よ
り

提
供

し
た

上
で

、
他

の
保

険
医

療
機

関
に

転
院

さ
せ

た
場

合
に

、
退

院
時

に
１

回

に
限

り
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

３
８

－
７

精
神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
受

入
加

算
（

入
院

初
日

）
2
,
0
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

が
、

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

区
分

番
号

Ａ
２

３
８

－
６

に
掲

げ

る
精

神
科

救
急

搬
送

患
者

地
域

連
携

紹
介

加
算

を
算

定
し

た
患

者
を

入
院

さ
せ

た
場

合
に

、
当

該

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料

の
う

ち
、

精
神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
受

入
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
入

院
初

日
に

限
り

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ａ
２

３
８

－
８

か
ら

Ａ
２

４
１

ま
で

削
除

Ａ
２

４
２

呼
吸

ケ
ア

チ
ー

ム
加

算
（

週
１

回
）

1
5
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
、

当
該

保

険
医

療
機

関
の

保
険

医
、

看
護

師
、

臨
床

工
学

技
士

、
理

学
療

法
士

等
が

共
同

し
て

、
人

工
呼

吸

器
の

離
脱

の
た

め
に

必
要

な
診

療
を

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
呼

吸
ケ

ア
チ

ー
ム

加
算

を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

週
１

回
に

限
り

所
定

点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
区

分
番

号
Ｂ

０
１

１
－

４
に

掲
げ

る
医

療
機

器
安

全
管

理
料

の
１

は

別
に

算
定

で
き

な
い

。

Ａ
２

４
３

後
発

医
薬

品
使

用
体

制
加

算
（

入
院

初
日

）

１
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

１
4
7
点

２
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

２
4
2
点

３
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

３
3
7
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料

等
を

含
む

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

を
算

定
で

き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、

そ
れ

ぞ
れ

入
院

初
日

に
限

り
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

４
４

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

１
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
１

（
週

１
回

）
1
2
0
点

２
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
２

（
１

日
に

つ
き

）
1
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
入

院
初

日
に

限
り

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
医

療
安

全
対

策
に

関
す

る
医

療
機

関
間

の
連

携
体

制
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

（
特

定
機

能
病

院
を

除
く

。
）

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

そ
れ

ぞ
れ

更
に

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
医

療
安

全
対

策
地

域
連

携
加

算
１

5
0
点

ロ
医

療
安

全
対

策
地

域
連

携
加

算
２

2
0
点

Ａ
２

３
４

－
２

感
染

防
止

対
策

加
算

（
入

院
初

日
）

１
感

染
防

止
対

策
加

算
１

3
9
0
点

２
感

染
防

止
対

策
加

算
２

9
0
点

注
１

組
織

的
な

感
染

防
止

対
策

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
、

第
３

節
の

特
定

入
院

料
又

は
第

４
節

の
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
の

う
ち

、
感

染
防

止
対

策
加

算
を

算
定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
入

院
初

日
に

限
り

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
感

染
防

止
対

策
加

算
１

を
算

定
す

る
場

合
に

つ
い

て
、

感
染

防
止

対
策

に
関

す
る

医
療

機
関

間
の

連
携

体
制

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

感
染

防
止

対
策

地
域

連
携

加
算

と
し

て
、
1
0
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
感

染
防

止
対

策
加

算
１

を
算

定
す

る
場

合
に

つ
い

て
、

抗
菌

薬
の

適
正

な
使

用
の

支
援

に
関

す
る

体
制

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

３
４

－
３

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

（
入

院
初

日
）

7
0
点

注
患

者
に

対
す

る
支

援
体

制
に

つ
き

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

１
節

の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
、

第
３

節
の

特
定

入
院

料
又

は
第

４
節

の
短

期

滞
在

手
術

等
基

本
料

の
う

ち
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

入
院

初
日

に
限

り
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

３
５

削
除

Ａ
２

３
６

褥
瘡

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
（

入
院

中
１

回
）

5
0
0
点

じ
よ

く
そ

う

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
じ

よ
く

そ
う

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

重
点

的
な

褥
じ

よ
く

瘡
ケ

ア
を

行
う

必
要

を
認

め
、

計
画

的
な

褥
瘡

対
策

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
入

院
中

１
回

に
そ

う
じ

よ
く

そ
う

限
り

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
医

療
提

供
体

制
の

確
保

の
状

況
に

鑑
み

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

注
１

に
規

定
す

る
届

出
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
加

算
の

点
数

に
代

え
て

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

（
特

定
地

域
じ

よ
く

そ
う

）
と

し
て

、
2
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ａ
２

３
６

－
２

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

娠
管

理
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

1
,
2
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

が
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

娠
管

理

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
入

院
中

に
ハ

イ

（ ）（ ） 6766

1
－
⑵
　
②
入
院
基
本
料
等
加
算



ロ
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

等
の

場
合

6
3
5
点

３
入

退
院

支
援

加
算

３
1
,
2
0
0
点

注
１

入
退

院
支

援
加

算
１

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
が

、
次

に
掲

げ
る

入
退

院
支

援
の

い
ず

れ
か

を
行

っ
た

場
合

に
、

退
院

時
１

回
に

限
り

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
退

院
困

難
な

要
因

を
有

す
る

入
院

中
の

患
者

で
あ

っ
て

、
在

宅
で

の
療

養
を

希
望

す
る

も

の
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院

料
の

う
ち

、
入

退
院

支
援

加
算

１
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る

。
）

に
対

し
て

入
退

院
支

援
を

行
っ

た
場

合

ロ
連

携
す

る
他

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
当

該
加

算
を

算
定

し
た

患
者

（
第

１
節

の
入

院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

入
退

院

支
援

加
算

１
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
の

転
院

（
１

回

の
転

院
に

限
る

。
）

を
受

け
入

れ
、

当
該

患
者

に
対

し
て

入
退

院
支

援
を

行
っ

た
場

合

２
入

退
院

支
援

加
算

２
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
が

、
退

院
困

難
な

要
因

を
有

す
る

入
院

中
の

患
者

で
あ

っ
て

、
在

宅
で

の
療

養
を

希
望

す
る

も
の

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
入

退
院

支
援

加
算

２
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

対
し

て
、

入
退

院
支

援
を

行
っ

た
場

合
に

、
退

院
時

１
回

に
限

り
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

３
入

退
院

支
援

加
算

３
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
が

、
次

に
掲

げ
る

入
退

院
支

援
の

い
ず

れ
か

を
行

っ
た

場
合

に
、

退
院

時
１

回
に

限
り

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
当

該
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

で
あ

っ
て

、
区

分
番

号
Ａ

３
０

２
に

掲
げ

る

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
又

は
区

分
番

号
Ａ

３
０

３
の

２
に

掲
げ

る
新

生
児

集
中

治

療
室

管
理

料
を

算
定

し
た

こ
と

が
あ

る
も

の
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
入

退
院

支
援

加
算

３
を

算
定

で
き

る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
対

し
て

、
退

院
支

援
計

画
を

作
成

し
、

入

退
院

支
援

を
行

っ
た

場
合

ロ
他

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
当

該
加

算
を

算
定

し
た

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

入
退

院
支

援
加

算

３
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
の

転
院

（
１

回
の

転
院

に

限
る

。
）

を
受

け
入

れ
、

当
該

患
者

に
対

し
て

、
退

院
支

援
計

画
を

作
成

し
、

入
退

院
支

援

を
行

っ
た

場
合

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
が

、
次

に
掲

げ
る

入
退

院
支

援
の

い
ず

れ
か

を
行

っ
た

場
合

に
、

地
域

連
携

診
療

計
画

加
算

と
し

て
、

退
院

時
１

回
に

限
り

、
3
0
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

３
に

掲
げ

る
開

放
型

病
院

共
同

指
導

料
、

区
分

番
号

(Ⅱ
)

Ｂ
０

０
５

に
掲

げ
る

退
院

時
共

同
指

導
料

２
、

区
分

番
号

Ｂ
０

０
５

－
１

－
２

に
掲

げ
る

介
護

支
援

等
連

携
指

導
料

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

９
に

掲
げ

る
診

療
情

報
提

供
料

及
び

区
分

番
号

(Ⅰ
)

Ｂ
０

１
１

に
掲

げ
る

診
療

情
報

提
供

料
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
(Ⅲ
)

イ
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
入

退
院

支
援

加
算

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
病

棟
に

入
院

し

て
い

る
患

者
（

あ
ら

か
じ

め
地

域
連

携
診

療
計

画
を

作
成

し
、

当
該

計
画

に
係

る
疾

患
の

治

療
等

を
担

う
他

の
保

険
医

療
機

関
又

は
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
と

共
有

す
る

と
と

も
に

、

当
該

患
者

の
同

意
を

得
た

上
で

、
入

院
時

に
当

該
計

画
に

基
づ

く
当

該
患

者
の

診
療

計
画

を

作
成

及
び

説
明

し
、

文
書

に
よ

り
提

供
し

た
も

の
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
退

院
時

又
は

転

院
時

に
当

該
他

の
保

険
医

療
機

関
又

は
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
に

当
該

患
者

に
係

る
診

療

情
報

を
文

書
に

よ
り

提
供

し
た

場
合

ロ
他

の
保

険
医

療
機

関
か

ら
の

転
院

（
１

回
の

転
院

に
限

る
。

）
患

者
（

当
該

他
の

保
険

医

療
機

関
に

お
い

て
当

該
加

算
を

算
定

し
た

も
の

で
あ

っ
て

、
当

該
患

者
の

同
意

を
得

た
上

で

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

薬
剤

師
が

病
棟

等
に

お
い

て
病

院

勤
務

医
等

の
負

担
軽

減
及

び
薬

物
療

法
の

有
効

性
、

安
全

性
の

向
上

に
資

す
る

薬
剤

関
連

業
務

を

実
施

し
て

い
る

場
合

に
、

当
該

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。

）
及

び
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

１
又

は
病

棟
薬

剤
業

務
実

施

加
算

２
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

病
棟

薬
剤

業

務
実

施
加

算
１

に
あ

っ
て

は
週

１
回

に
限

り
、

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

２
に

あ
っ

て
は

１
日

に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

、
精

神
病

棟
入

院

基
本

料
又

は
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

つ

い
て

は
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
８

週
間

を
限

度
と

す
る

。

Ａ
２

４
５

デ
ー

タ
提

出
加

算

１
デ

ー
タ

提
出

加
算

１
（

入
院

初
日

）

イ
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

以
上

の
病

院
の

場
合

1
4
0
点

ロ
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

未
満

の
病

院
の

場
合

2
1
0
点

２
デ

ー
タ

提
出

加
算

２
（

入
院

初
日

）

イ
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

以
上

の
病

院
の

場
合

1
5
0
点

ロ
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

未
満

の
病

院
の

場
合

2
2
0
点

３
デ

ー
タ

提
出

加
算

３
（

入
院

期
間

が
9
0
日

を
超

え
る

ご
と

に
１

回
）

イ
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

以
上

の
病

院
の

場
合

1
4
0
点

ロ
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

未
満

の
病

院
の

場
合

2
1
0
点

４
デ

ー
タ

提
出

加
算

４
（

入
院

期
間

が
9
0
日

を
超

え
る

ご
と

に
１

回
）

イ
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

以
上

の
病

院
の

場
合

1
5
0
点

ロ
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

未
満

の
病

院
の

場
合

2
2
0
点

注
１

１
及

び
２

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

診
療

報
酬

の
請

求
状

況
、

手
術

の
実

施
状

況
等

の
診

療
の

内
容

に
関

す
る

デ
ー

タ
を

継
続

し
て

厚
生

労
働

省
に

提
出

し
て

い
る

場
合

に
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
入

院
初

日
に

限
り

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
３

及
び

４
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

診
療

報
酬

の
請

求
状

況
、

手
術

の
実

施
状

況
等

の
診

療
の

内
容

に
関

す
る

デ
ー

タ
を

継
続

し
て

厚
生

労
働

省
に

提
出

し
て

い
る

場
合

に
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

い
る

患
者

に
限

る
。

）
で

あ
っ

て
、

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
、

結
核

病
棟

入
院

基
本

料
、

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
、

障
害

者
施

設
等

入
院

基
本

料
、

特
殊

疾
患

入
院

医
療

管
理

料
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
、

特
殊

疾
患

病
棟

入
院

料
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
、

児
童

・
思

春
期

精
神

科
入

院
医

療
管

理
料

、
精

神
療

養
病

棟
入

院
料

、
認

知
症

治
療

病
棟

入
院

料
又

は
地

域
移

行
機

能
強

化
病

棟
入

院
料

を
届

け
出

た
病

棟
又

は
病

室
に

入
院

し
て

い
る

も
の

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

入
院

期
間

が
9
0
日

を
超

え
る

ご
と

に
１

回
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

提
出

デ
ー

タ
評

価
加

算
と

し
て

、
4
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

４
６

入
退

院
支

援
加

算
（

退
院

時
１

回
）

１
入

退
院

支
援

加
算

１

イ
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

等
の

場
合

6
0
0
点

ロ
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

等
の

場
合

1
,
2
0
0
点

２
入

退
院

支
援

加
算

２

イ
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

等
の

場
合

1
9
0
点

（ ）（ ） 6968

1
－
⑵
　
②
入
院
基
本
料
等
加
算



Ａ
２

４
８

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

１
精

神
疾

患
診

療
体

制
加

算
１

（
入

院
初

日
）

1
,
0
0
0
点

２
精

神
疾

患
診

療
体

制
加

算
２

（
入

院
初

日
か

ら
３

日
以

内
に

１
回

）
3
3
0
点

注
１

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

１
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

が
、

他
の

保
険

医
療

機
関

の
求

め
に

応
じ

、
当

該
他

の
保

険
医

療
機

関
の

精
神

病
棟

に
入

院
す

る
身

体
合

併
症

の
入

院
治

療
を

要
す

る
精

神
疾

患
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
含

む
。

）
又

は
第

３
節

の
特

定
入

院
料

の
う

ち
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

の
転

院
を

受
け

入
れ

た
場

合
に

、
入

院
初

日
に

限
り

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
精

神
疾

患
診

療
体

制
加

算
２

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
救

急
用

の
自

動
車

等
に

よ
り

緊
急

に
搬

送
さ

れ
た

身
体

疾
患

又
は

外
傷

及
び

抑
う

つ
、

せ
ん

妄
等

の
精

神
症

状
を

有
す
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

含
む

。
）

又
は

第
３

節
の

特

定
入

院
料

の
う

ち
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
対

し
、

精
神

保
健

福
祉

法
第
1
8
条

第
１

項
に

規
定

す
る

精
神

保
健

指
定

医
（

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
「

精
神

保
健

指
定

医
」

と
い

う
。

）
等

の
精

神
科

の
医

師
が

診
察

を
行

っ
た

場
合

に
、

入
院

初
日

か
ら

３
日

以
内

に
１

回
に

限
り

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

４
９

精
神

科
急

性
期

医
師

配
置

加
算

（
１

日
に

つ
き

）

１
精

神
科

急
性

期
医

師
配

置
加

算
１

6
0
0
点

２
精

神
科

急
性

期
医

師
配

置
加

算
２

イ
精

神
病

棟
入

院
基

本
料

等
の

場
合

5
0
0
点

ロ
精

神
科

急
性

期
治

療
病

棟
入

院
料

の
場

合
5
0
0
点

３
精

神
科

急
性

期
医

師
配

置
加

算
３

4
5
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
除

く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
精

神
科

急
性

期
医

師
配

置
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ

れ
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

５
０

薬
剤

総
合

評
価

調
整

加
算

（
退

院
時

１
回

）
1
0
0
点

注
１

入
院

中
の

患
者

に
つ

い
て

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
、

退
院

時
１

回
に

限
り

所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
入

院
前

に
６

種
類

以
上

の
内

服
薬

（
特

に
規

定
す

る
も

の
を

除
く

。
）

が
処

方
さ

れ
て

い

た
患

者
に

つ
い

て
、

当
該

処
方

の
内

容
を

総
合

的
に

評
価

し
た

上
で

、
当

該
処

方
の

内
容

を

変
更

し
、

か
つ

、
療

養
上

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合

ロ
精

神
病

棟
に

入
院

中
の

患
者

で
あ

っ
て

、
入

院
直

前
又

は
退

院
１

年
前

の
い

ず
れ

か
遅

い

時
点

で
抗

精
神

病
薬

を
４

種
類

以
上

内
服

し
て

い
た

も
の

に
つ

い
て

、
当

該
抗

精
神

病
薬

の

処
方

の
内

容
を

総
合

的
に

評
価

し
た

上
で

、
当

該
処

方
の

内
容

を
変

更
し

、
か

つ
、

療
養

上

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合

２
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
、

薬
剤

調
整

加
算

と
し

て
1
5
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
注

１
の

イ
に

該
当

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
当

該
患

者
の

退
院

時
に

処
方

す
る

内
服

薬
が

２

種
類

以
上

減
少

し
た

場
合

ロ
注

１
の

ロ
に

該
当

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
退

院
日

ま
で

の
間

に
抗

精
神

病
薬

の
種

類
数

が

２
種

類
以

上
減

少
し

た
場

合
そ

の
他

こ
れ

に
準

ず
る

場
合

Ａ
２

５
１

排
尿

自
立

支
援

加
算

（
週

１
回

）
2
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
排

尿
自

立
支

援
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の

、
入

院
時

に
あ

ら
か

じ
め

作
成

し
た

地
域

連
携

診
療

計
画

に
基

づ
き

当
該

患
者

の
診

療
計

画

を
作

成
及

び
説

明
し

、
文

書
に

よ
り

提
供

し
た

も
の

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

退
院

時
又

は

転
院

時
に

当
該

他
の

保
険

医
療

機
関

に
当

該
患

者
に

係
る

診
療

情
報

を
文

書
に

よ
り

提
供

し

た
場

合

５
医

療
提

供
体

制
の

確
保

の
状

況
に

鑑
み

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

注
２

に
規

定
す

る
届

出
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
注

２
に

規
定

す
る

加
算

の
点

数
に

代
え

て
、

入
退

院
支

援
加

算
（

特
定

地
域

）
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
9
5
点

又
は
3
1
8
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

６
入

退
院

支
援

加
算

１
又

は
入

退
院

支
援

加
算

２
を

算
定

す
る

患
者

が
1
5
歳

未
満

で
あ

る
場

合

に
は

、
小

児
加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

７
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院
し

て
い

る
患

者
で

あ
っ

て
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る

も
の

に
対

し
て

、
入

院
前

に
支

援
を

行
っ

た
場

合
に

、
そ

の
支

援
の

内
容

に
応

じ
て

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
入

院
時

支
援

加
算

１
2
3
0
点

ロ
入

院
時

支
援

加
算

２
2
0
0
点

８
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

で
あ

っ
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

に
対

し
て

、
当

該
患

者
の

基
本

的
な

日
常

生
活

能
力

、
認

知
機

能
、

意
欲

等
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
を

行
っ

た
上

で
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

入
退

院
支

援
を

行
っ

た
場

合
に

、
総

合
機

能
評

価
加

算
と

し
て

、
5
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

４
７

認
知

症
ケ

ア
加

算
（

１
日

に
つ

き
）

１
認

知
症

ケ
ア

加
算

１

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
1
6
0
点

ロ
1
5
日

以
上

の
期

間
3
0
点

２
認

知
症

ケ
ア

加
算

２

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
1
0
0
点

ロ
1
5
日

以
上

の
期

間
2
5
点

３
認

知
症

ケ
ア

加
算

３

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
4
0
点

ロ
1
5
日

以
上

の
期

間
1
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
第

１
節

の
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

で
あ

っ
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

に
対

し
て

必
要

な
ケ

ア
を

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

当
該

患
者

が
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
、

当
該

患
者

の
入

院
期

間
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

１
を

算
定

す
る

場
合

は
、

区
分

番
号

Ａ
２

３
０

－
４

に
掲

げ
る

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

２
身

体
的

拘
束

を
実

施
し

た
日

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
6
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定

す
る

。

Ａ
２

４
７

－
２

せ
ん

妄
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

（
入

院
中

１
回

）
1
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
せ

ん
妄

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
を

算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
せ

ん
妄

の
リ

ス
ク

を
確

認

し
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
せ

ん
妄

対
策

の
必

要
を

認
め

、
当

該
対

策
を

行
っ

た
場

合
に

、
入

院

中
１

回
に

限
り

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
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を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

で
あ

っ
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

に
対

し

て
、

包
括

的
な

排
尿

ケ
ア

を
行

っ
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
、

週
１

回
に

限
り
1
2
週

を
限

度

と
し

て
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
２

５
２

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

（
入

院
初

日
）

5
2
0
点

注
救

急
医

療
を

提
供

す
る

体
制

、
病

院
勤

務
医

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

対
す

る
体

制

そ
の

他
の

事
項

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

第
１

節
の

入
院

基
本

料

（
特

別
入

院
基

本
料

等
を

除
く

。
）

又
は

第
３

節
の

特
定

入
院

料
の

う
ち

、
地

域
医

療
体

制
確

保

加
算

を
算

定
で

き
る

も
の

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
入

院
初

日
に

限

り
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
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第２節  入院基本料等加算 

 第１節入院基本料、第３節特定入院料及び第４節短期滞在手術等基本料と本節との関係は、別表１

のとおりであるため、参考にされたい。 

  Ａ２００ 総合入院体制加算 

総合入院体制加算は、十分な人員配置及び設備等を備え総合的かつ専門的な急性期医療を 24

時間提供できる体制及び医療従事者の負担の軽減及び処遇の改善に資する体制等を評価した加算

であり、入院した日から起算して 14 日を限度として算定できる。なお、ここでいう入院した日

とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初日のことを

いう。 

  Ａ２０４ 地域医療支援病院入院診療加算 

      (１) 地域医療支援病院入院診療加算は、地域医療支援病院における紹介患者に対する医療提供、

病床や高額医療機器等の共同利用、24時間救急医療の提供等を評価するものであり、入院初

日に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをい

い、入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

   (２) (１)にかかわらず入院初日に病棟単位で行うべき特定入院料以外の特定入院料を算定した

場合については、入院基本料の入院期間の計算により一連の入院期間とされる期間中に特定

入院料を算定しなくなった日（当該日が退院日の場合は、退院日）において１回に限り算定

する。 

  Ａ２０４－２ 臨床研修病院入院診療加算 

   (１) 研修医が、当該保険医療機関の研修プログラムに位置づけられた臨床研修病院及び臨床研

修協力施設において、実際に臨床研修を実施している場合に、入院初日に限り算定できる。

なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が

通算される再入院の初日は算定できない。 

(２) (１)において研修を実施している場合とは、基幹型臨床研修病院においては実際に研修医

が研修を実施している期間及び研修医が協力型臨床研修病院又は協力施設において研修を実

施している期間、協力型臨床研修病院においては実際に研修医が研修を実施している期間の

ことをいう。 

   (３) 研修医の診療録の記載に係る指導及び確認は、速やかに行うこととし、診療録には指導の

内容が分かるように指導医自らが記載を行い、署名をすること。 

  Ａ２０５ 救急医療管理加算 

(１) 緊急に入院を必要とする重症患者に対して救急医療が行われた場合に、入院した日から起

算して７日に限り算定できる。なお、ここでいう入院した日とは、第２部通則５に規定する

起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初日のことをいう。 

(２) 救急医療管理加算１の対象となる患者は、次に掲げる状態のうちアからケのいずれかの状

態にあって、医師が診察等の結果、緊急に入院が必要であると認めた重症患者をいう。なお、

当該加算は、入院時において当該重症患者の状態であれば算定できるものであり、当該加算

の算定期間中において継続して当該状態でなくても算定できる。 

     ア 吐血、喀血又は重篤な脱水で全身状態不良の状態 

      イ 意識障害又は昏睡  

      ウ 呼吸不全又は心不全で重篤な状態 
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救急医療が行われた場合に７日を限度として算定する。 

(９) 「注３」に規定する小児加算は、６歳以上 15 歳未満の緊急に入院を必要とする重症患者

に対して救急医療が行われた場合に７日を限度として算定する。 

Ａ２０５－２ 超急性期脳卒中加算 

(１) 当該加算は脳梗塞と診断された患者であって、発症後 4.5 時間以内に組織プラスミノーゲ

ン活性化因子を投与されたものに対して、入院治療を行った場合又は脳梗塞を発症後 4.5 時

間以内に「基本診療料の施設基準等」第八の六の三に定める施設基準に適合しているものと

して地方厚生（支）局長に届け出た他の保険医療機関の外来で組織プラスミノーゲン活性化

因子を投与された患者を受け入れ、入院治療を行った場合に入院初日に限り所定点数に加算

する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院

期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(２) 投与に当たっては、日本脳卒中学会脳卒中医療向上・社会保険委員会 rt-PA（アルテプラ

ーゼ）静注療法指針改訂部会作成の「rt-PA（アルテプラーゼ）静注療法適正治療指針」を

踏まえ適切に行われるよう十分留意すること。 

(３) 投与を行う保険医は日本脳卒中学会等の関係学会が行う脳梗塞 t-PA 適正使用に係る講習

会を受講していること。 

(４) 組織プラスミノーゲン活性化因子の投与に当たっては、必要に応じて、薬剤師、診療放射

線技師又は臨床検査技師と連携を図ること。 

(５) 組織プラスミノーゲン活性化因子を投与した保険医療機関と投与後に入院で治療を行った

保険医療機関が異なる場合の当該診療報酬の請求は、組織プラスミノーゲン活性化因子の投

与後に入院治療を行った保険医療機関で行うものとし、当該診療報酬の分配は相互の合議に

委ねる。 

Ａ２０５－３  妊産婦緊急搬送入院加算 

(１) 次に掲げる場合（当該妊娠及び入院医療を必要とする異常の原因疾患につき、直近３か月

以内に当該加算を算定する保険医療機関への受診歴のある患者が緊急搬送された場合を除

く。）において受け入れた妊産婦が、母体又は胎児の状態により緊急入院の必要があり、医

療保険の対象となる入院診療を行った場合に入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入

院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の

初日は算定できない。 

ア 妊娠に係る異常又はその他入院医療を必要とする異常が疑われ、救急車等により当該保

険医療機関に緊急搬送された場合 

イ 他の医療機関において、妊娠に係る異常又はその他入院医療を必要とする異常が認めら

れ、当該保険医療機関に緊急搬送された場合 

ウ  助産所において、妊娠に係る異常又はその他入院医療を必要とする異常が疑われ、当該

保険医療機関に緊急搬送された場合 

(２) 当該加算は、緊急搬送された妊産婦が妊娠に係る異常以外の入院医療を必要とする異常が

疑われる場合においては、当該保険医療機関において産科又は産婦人科の医師と当該異常に

係る診療科の医師が協力して妊産婦の緊急搬送に対応することを評価するものであり、産科

又は産婦人科以外の診療科への入院の場合においても算定できる。 

(３) (１)において、受診歴とは妊婦健診及び往診等による受診を含むものである。ただし、
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救急医療が行われた場合に７日を限度として算定する。 

(９) 「注３」に規定する小児加算は、６歳以上 15 歳未満の緊急に入院を必要とする重症患者

に対して救急医療が行われた場合に７日を限度として算定する。 

Ａ２０５－２ 超急性期脳卒中加算 

(１) 当該加算は脳梗塞と診断された患者であって、発症後 4.5 時間以内に組織プラスミノーゲ

ン活性化因子を投与されたものに対して、入院治療を行った場合又は脳梗塞を発症後 4.5 時

間以内に「基本診療料の施設基準等」第八の六の三に定める施設基準に適合しているものと

して地方厚生（支）局長に届け出た他の保険医療機関の外来で組織プラスミノーゲン活性化

因子を投与された患者を受け入れ、入院治療を行った場合に入院初日に限り所定点数に加算

する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院

期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(２) 投与に当たっては、日本脳卒中学会脳卒中医療向上・社会保険委員会 rt-PA（アルテプラ

ーゼ）静注療法指針改訂部会作成の「rt-PA（アルテプラーゼ）静注療法適正治療指針」を

踏まえ適切に行われるよう十分留意すること。 

(３) 投与を行う保険医は日本脳卒中学会等の関係学会が行う脳梗塞 t-PA 適正使用に係る講習

会を受講していること。 

(４) 組織プラスミノーゲン活性化因子の投与に当たっては、必要に応じて、薬剤師、診療放射

線技師又は臨床検査技師と連携を図ること。 

(５) 組織プラスミノーゲン活性化因子を投与した保険医療機関と投与後に入院で治療を行った

保険医療機関が異なる場合の当該診療報酬の請求は、組織プラスミノーゲン活性化因子の投

与後に入院治療を行った保険医療機関で行うものとし、当該診療報酬の分配は相互の合議に

委ねる。 

Ａ２０５－３  妊産婦緊急搬送入院加算 

(１) 次に掲げる場合（当該妊娠及び入院医療を必要とする異常の原因疾患につき、直近３か月

以内に当該加算を算定する保険医療機関への受診歴のある患者が緊急搬送された場合を除

く。）において受け入れた妊産婦が、母体又は胎児の状態により緊急入院の必要があり、医

療保険の対象となる入院診療を行った場合に入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入

院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の

初日は算定できない。 

ア 妊娠に係る異常又はその他入院医療を必要とする異常が疑われ、救急車等により当該保

険医療機関に緊急搬送された場合 

イ 他の医療機関において、妊娠に係る異常又はその他入院医療を必要とする異常が認めら

れ、当該保険医療機関に緊急搬送された場合 

ウ  助産所において、妊娠に係る異常又はその他入院医療を必要とする異常が疑われ、当該

保険医療機関に緊急搬送された場合 

(２) 当該加算は、緊急搬送された妊産婦が妊娠に係る異常以外の入院医療を必要とする異常が

疑われる場合においては、当該保険医療機関において産科又は産婦人科の医師と当該異常に

係る診療科の医師が協力して妊産婦の緊急搬送に対応することを評価するものであり、産科

又は産婦人科以外の診療科への入院の場合においても算定できる。 

(３) (１)において、受診歴とは妊婦健診及び往診等による受診を含むものである。ただし、
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場合（「１」の場合を除く。）に算定する。また、当該診療所の保険医は、提供した文書の

写しを診療録に添付すること。 

(６) 受入保険医療機関の保険医は、入院前又は入院後速やかに患者の希望する診療内容等の情

報を当該診療所の保険医に確認し共有すること。 

  Ａ２０７ 診療録管理体制加算 

診療録管理体制加算は、適切な診療記録の管理を行っている体制を評価するものであり、現に

患者に対し診療情報を提供している保険医療機関において、入院初日に限り算定する。なお、こ

こでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再

入院の初日は算定できない。 

  Ａ２０７－２ 医師事務作業補助体制加算 

(１) 医師事務作業補助体制加算は、医師の負担の軽減及び処遇の改善に対する体制を確保する

ことを目的として、医師、医療関係職員、事務職員等との間での業務の役割分担を推進し、

医師の事務作業を補助する専従者（以下「医師事務作業補助者」という。）を配置している

体制を評価するものである。 

(２) 医師事務作業補助体制加算は、当該患者の入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入

院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の

初日は算定できない。 

(３) 医師事務作業補助者の業務は、医師（歯科医師を含む。）の指示の下に、診断書等の文書

作成補助、診療記録への代行入力、医療の質の向上に資する事務作業（診療に関するデータ

整理、院内がん登録等の統計・調査、教育や研修・カンファレンスのための準備作業等）、

入院時の案内等の病棟における患者対応業務及び行政上の業務（救急医療情報システムへの

入力、感染症サーベイランス事業に係る入力等）への対応に限定するものであること。なお、

医師以外の職種の指示の下に行う業務、診療報酬の請求事務（ＤＰＣのコーディングに係る

業務を含む。）、窓口・受付業務、医療機関の経営、運営のためのデータ収集業務、看護業

務の補助及び物品運搬業務等については医師事務作業補助者の業務としないこと。 

(４) 医師事務作業補助者は、院内の医師の業務状況等を勘案して配置することとし、病棟にお

ける業務以外にも、外来における業務や、医師の指示の下であれば、例えば文書作成業務専

門の部屋等における業務も行うことができる。ただし、医師事務作業補助体制加算１を算定

する場合は、医師事務作業補助者の延べ勤務時間数の８割以上の時間において、医師事務作

業補助の業務が病棟又は外来において行われていること。なお、医師の指示に基づく診断書

等の文書作成補助、診療記録への代行入力及び医療の質の向上に資する事務作業（診療に関

するデータ整理、院内がん登録等の統計・調査、教育や研修・カンファレンスのための準備

作業等）に限っては、当該保険医療機関内での実施の場所を問わず、病棟又は外来における

医師事務作業補助の業務時間に含めることとする。 

Ａ２０７－３ 急性期看護補助体制加算 

(１) 急性期看護補助体制加算は、地域の急性期医療を担う保険医療機関において、看護職員の

負担の軽減及び処遇の改善に資する体制を確保することを目的として、看護業務を補助する

看護補助者を配置している体制を評価するものである。 

(２) 急性期看護補助体制加算は、当該加算を算定できる病棟において、看護補助者の配置基準

に応じて算定する。なお、当該病棟において入院基本料等の施設基準に定める必要な数を超
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(１)のウの場合において、当該保険医療機関が当該助産所の嘱託医療機関である場合又は当

該保険医療機関の保険医が当該助産所の嘱託医である場合においては、嘱託医療機関又は嘱

託医が実施した妊婦健診は、受診歴に含まない。なお、この場合においては、嘱託医療機関

であること又は嘱託医の氏名を診療録に記載すること。 

(４) 妊産婦とは産褥婦を含む（以下この節において同じ。）。 

  Ａ２０６ 在宅患者緊急入院診療加算 

(１) 在宅での療養を行っている患者の病状の急変等により入院が必要となった場合に、円滑に

入院でき、かつ入院を受け入れた保険医療機関（以下この項において「受入保険医療機関」

という。）においても患者の意向を踏まえた医療が引き続き提供されるための取組を評価し

た加算である。 

(２） 診療所において区分番号「Ｃ００２」在宅時医学総合管理料、区分番号「Ｃ００２－２」

施設入居時等医学総合管理料、区分番号「Ｃ００３」在宅がん医療総合診療料又は第２章第

２部第２節第１款に掲げる在宅療養指導管理料の各区分に掲げる指導管理料（区分番号「Ｃ

１０１」在宅自己注射指導管理料を除く。）を入院の月又はその前月に算定している患者に

ついて、当該患者の病状の急変等に伴い当該診療所の保険医の求めに応じて入院させた場合

に、受入保険医療機関において、当該入院中１回に限り、入院初日に算定する。なお、ここ

でいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される

再入院の初日は算定できない。 

(３) 当該診療所の保険医の求めによらない緊急入院において、当該患者の入院後 24 時間以内

に、当該診療所の保険医から、受入保険医療機関の保険医に対して当該患者の診療情報が提

供された場合であっても算定できる。 

(４) 在宅患者緊急入院診療加算の「１」は、以下の場合に算定する。 

ア 「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年

３月●日保医発●第●号）の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１（２）又は第 14 の

２在宅療養支援病院の施設基準の１（２）に規定する在宅支援連携体制を構築している在

宅療養支援診療所が診療を行っている患者を、当該診療所の保険医の求めに応じて、同じ

く当該体制を構築している、病床を有する他の在宅療養支援診療所（「特掲診療料の施設

基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」の第９在宅療養支援診療所の施設

基準の１（２）の在宅療養支援診療所に限る。）又は在宅療養支援病院（「特掲診療料の

施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年３月●日保医発●

第●号）の第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１（２）の在宅療養支援病院に限

る。）に入院させた場合 

イ 「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年

３月●日保医発●第●号）の第 16の３在宅療養後方支援病院（当該施設基準を満たすもの

を以下「在宅療養後方支援病院」という。）の施設基準の１(２)に規定する連携医療機関

が訪問診療を行っている患者であって、緊急時に当該在宅療養後方支援病院に入院を希望

する者として当該在宅療養後方支援病院にあらかじめ届け出ている者を、当該連携医療機

関の保険医の求めに応じて、当該在宅療養後方支援病院に入院させた場合 

(５) 在宅患者緊急入院診療加算の「２」は、当該診療所の保険医が患者又はその家族に対して、

事前に緊急時の受入保険医療機関の名称等を文書にて提供し、受入保険医療機関に入院した
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場合（「１」の場合を除く。）に算定する。また、当該診療所の保険医は、提供した文書の

写しを診療録に添付すること。 

(６) 受入保険医療機関の保険医は、入院前又は入院後速やかに患者の希望する診療内容等の情

報を当該診療所の保険医に確認し共有すること。 

  Ａ２０７ 診療録管理体制加算 

診療録管理体制加算は、適切な診療記録の管理を行っている体制を評価するものであり、現に

患者に対し診療情報を提供している保険医療機関において、入院初日に限り算定する。なお、こ

こでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再

入院の初日は算定できない。 

  Ａ２０７－２ 医師事務作業補助体制加算 

(１) 医師事務作業補助体制加算は、医師の負担の軽減及び処遇の改善に対する体制を確保する

ことを目的として、医師、医療関係職員、事務職員等との間での業務の役割分担を推進し、

医師の事務作業を補助する専従者（以下「医師事務作業補助者」という。）を配置している

体制を評価するものである。 

(２) 医師事務作業補助体制加算は、当該患者の入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入

院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の

初日は算定できない。 

(３) 医師事務作業補助者の業務は、医師（歯科医師を含む。）の指示の下に、診断書等の文書

作成補助、診療記録への代行入力、医療の質の向上に資する事務作業（診療に関するデータ

整理、院内がん登録等の統計・調査、教育や研修・カンファレンスのための準備作業等）、

入院時の案内等の病棟における患者対応業務及び行政上の業務（救急医療情報システムへの

入力、感染症サーベイランス事業に係る入力等）への対応に限定するものであること。なお、

医師以外の職種の指示の下に行う業務、診療報酬の請求事務（ＤＰＣのコーディングに係る

業務を含む。）、窓口・受付業務、医療機関の経営、運営のためのデータ収集業務、看護業

務の補助及び物品運搬業務等については医師事務作業補助者の業務としないこと。 

(４) 医師事務作業補助者は、院内の医師の業務状況等を勘案して配置することとし、病棟にお

ける業務以外にも、外来における業務や、医師の指示の下であれば、例えば文書作成業務専

門の部屋等における業務も行うことができる。ただし、医師事務作業補助体制加算１を算定

する場合は、医師事務作業補助者の延べ勤務時間数の８割以上の時間において、医師事務作

業補助の業務が病棟又は外来において行われていること。なお、医師の指示に基づく診断書

等の文書作成補助、診療記録への代行入力及び医療の質の向上に資する事務作業（診療に関

するデータ整理、院内がん登録等の統計・調査、教育や研修・カンファレンスのための準備

作業等）に限っては、当該保険医療機関内での実施の場所を問わず、病棟又は外来における

医師事務作業補助の業務時間に含めることとする。 

Ａ２０７－３ 急性期看護補助体制加算 

(１) 急性期看護補助体制加算は、地域の急性期医療を担う保険医療機関において、看護職員の

負担の軽減及び処遇の改善に資する体制を確保することを目的として、看護業務を補助する

看護補助者を配置している体制を評価するものである。 

(２) 急性期看護補助体制加算は、当該加算を算定できる病棟において、看護補助者の配置基準

に応じて算定する。なお、当該病棟において入院基本料等の施設基準に定める必要な数を超
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(１)のウの場合において、当該保険医療機関が当該助産所の嘱託医療機関である場合又は当

該保険医療機関の保険医が当該助産所の嘱託医である場合においては、嘱託医療機関又は嘱

託医が実施した妊婦健診は、受診歴に含まない。なお、この場合においては、嘱託医療機関

であること又は嘱託医の氏名を診療録に記載すること。 

(４) 妊産婦とは産褥婦を含む（以下この節において同じ。）。 

  Ａ２０６ 在宅患者緊急入院診療加算 

(１) 在宅での療養を行っている患者の病状の急変等により入院が必要となった場合に、円滑に

入院でき、かつ入院を受け入れた保険医療機関（以下この項において「受入保険医療機関」

という。）においても患者の意向を踏まえた医療が引き続き提供されるための取組を評価し

た加算である。 

(２） 診療所において区分番号「Ｃ００２」在宅時医学総合管理料、区分番号「Ｃ００２－２」

施設入居時等医学総合管理料、区分番号「Ｃ００３」在宅がん医療総合診療料又は第２章第

２部第２節第１款に掲げる在宅療養指導管理料の各区分に掲げる指導管理料（区分番号「Ｃ

１０１」在宅自己注射指導管理料を除く。）を入院の月又はその前月に算定している患者に

ついて、当該患者の病状の急変等に伴い当該診療所の保険医の求めに応じて入院させた場合

に、受入保険医療機関において、当該入院中１回に限り、入院初日に算定する。なお、ここ

でいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される

再入院の初日は算定できない。 

(３) 当該診療所の保険医の求めによらない緊急入院において、当該患者の入院後 24 時間以内

に、当該診療所の保険医から、受入保険医療機関の保険医に対して当該患者の診療情報が提

供された場合であっても算定できる。 

(４) 在宅患者緊急入院診療加算の「１」は、以下の場合に算定する。 

ア 「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年

３月●日保医発●第●号）の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１（２）又は第 14 の

２在宅療養支援病院の施設基準の１（２）に規定する在宅支援連携体制を構築している在

宅療養支援診療所が診療を行っている患者を、当該診療所の保険医の求めに応じて、同じ

く当該体制を構築している、病床を有する他の在宅療養支援診療所（「特掲診療料の施設

基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」の第９在宅療養支援診療所の施設

基準の１（２）の在宅療養支援診療所に限る。）又は在宅療養支援病院（「特掲診療料の

施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年３月●日保医発●

第●号）の第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１（２）の在宅療養支援病院に限

る。）に入院させた場合 

イ 「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年

３月●日保医発●第●号）の第 16の３在宅療養後方支援病院（当該施設基準を満たすもの

を以下「在宅療養後方支援病院」という。）の施設基準の１(２)に規定する連携医療機関

が訪問診療を行っている患者であって、緊急時に当該在宅療養後方支援病院に入院を希望

する者として当該在宅療養後方支援病院にあらかじめ届け出ている者を、当該連携医療機

関の保険医の求めに応じて、当該在宅療養後方支援病院に入院させた場合 

(５) 在宅患者緊急入院診療加算の「２」は、当該診療所の保険医が患者又はその家族に対して、

事前に緊急時の受入保険医療機関の名称等を文書にて提供し、受入保険医療機関に入院した
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変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度分類がステージ３以上であって生活機

能障害度がⅡ度又はⅢ度のものに限る。））、多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ

橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー症候群）、プリオン病、亜急性硬化性全脳炎、ライソゾ

ーム病、副腎白質ジストロフィー、脊髄性筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性

多発神経炎又はもやもや病（ウイリス動脈輪閉塞症）に罹患している患者をいう。 

    Ａ２１２ 超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算 

(１) 超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算は、出生時、乳幼児期又は

小児期等の 15 歳までに障害を受けた児（者）で、当該障害に起因して超重症児（者）又は

準超重症児（者）の判定基準を満たしている児（者）に対し、算定する。 

ただし、上記以外の場合であって、重度の肢体不自由児（者）（脳卒中の後遺症の患者及

び認知症の患者は除く。）、脊髄損傷等の重度障害者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の

患者は除く。）、重度の意識障害者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者については、

平成 24 年３月 31 日時点で 30 日以上継続して当該加算を算定している患者に限る。）、筋

ジストロフィー患者又は神経難病患者等については、(２)又は(３)の基準を満たしていれば、

当面の間、当該加算を算定できるものとする。 

(２) 超重症児（者）入院診療加算の対象となる超重症の状態は、「基本診療料の施設基準等及

びその届出に関する手続きの取扱いについて」の別添６の別紙 14の「超重症児（者）・準超

重症児（者）の判定基準」による判定スコアが 25 以上のものをいう。 

      (３) 準超重症児（者）入院診療加算の対象となる準超重症の状態は、当該「超重症児（者）・

準超重症児（者）の判定基準」による判定スコアが 10 以上のものをいう。 

(４) 「注３」の救急・在宅重症児（者）受入加算については、超重症児（者）又は準超重症児

（者）の判定基準を満たす患者が自宅から入院する場合又は急性期医療を担う病院から転院

する場合に、入院又は転院した日から起算して５日を限度として算定する。急性期医療を担

う病院から転院する場合の患者については、特定集中治療室管理料の「注２」の小児加算、

小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料又は総合周産期特定集中治療室管

理料の「２」新生児集中治療室管理料を算定したことのある患者であること。なお、同一医

療機関において転棟した患者については、当該加算は算定できない。また、ここでいう入院

した日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初

日のことをいう。 

(５) 超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算は、一般病棟（障害者施設

等入院基本料、特殊疾患病棟入院料及び特殊疾患入院医療管理料を算定する病棟又は病室を

除く。）においては、入院した日から起算して 90 日間に限り算定する。なお、ここでいう

入院した日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院

の初日のことをいう。 

Ａ２１３ 看護配置加算 

看護配置加算は、看護師比率が 40％以上と規定されている入院基本料を算定している病棟全体

において、70％を超えて看護師を配置している場合に算定する。 

Ａ２１４ 看護補助加算 

(１) 看護補助加算は、当該加算を算定できる病棟において、看護補助者の配置基準に応じて算

定する。なお、当該病棟において必要最小数を超えて配置している看護職員について、看護
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えて配置している看護職員については、看護補助者とみなして計算することができるが、25

対１急性期看護補助体制加算は、当該加算の配置基準に必要な看護補助者の数に対するみな

し看護補助者を除いた看護補助者の比率に応じた点数を算定すること。 

(３) 急性期看護補助体制加算を算定する病棟は、身体的拘束を最小化する取組を実施した上で

算定する。取組内容については、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の(16)の例によ

る。 

(４)  夜間急性期看護補助体制加算は、みなし看護補助者ではなく、看護補助者の配置を夜勤時

間帯に行っている場合にのみ算定できる。 

(５) 急性期看護補助体制加算及び夜間急性期看護補助体制加算は、当該患者が入院した日から

起算して 14 日を限度として算定できる。なお、ここでいう入院した日とは、第２部入院料

等の通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初日のことをいう。 

(６) 「注３」に規定する夜間看護体制加算は、「注２」に規定する夜間 30 対１急性期看護補

助体制加算、夜間 50 対１急性期看護補助体制加算又は夜間 100 対１急性期看護補助体制加

算を算定している病棟において算定する。 

Ａ２０７－４ 看護職員夜間配置加算 

(１) 看護職員夜間配置加算は、看護職員の手厚い夜間配置を評価したものであるため、当該基

準を満たしていても、基本診療料の施設基準等の第５の１の(７)に定める夜勤の看護職員の

最小必要数を超えた３人以上でなければ算定できない。 

(２) 看護職員夜間配置加算は、当該患者が入院した日から起算して 14 日を限度として算定で

きる。なお、ここでいう入院した日とは、第２部入院料等の通則５に規定する起算日のこと

をいい、入院期間が通算される入院の初日のことをいう。 

  Ａ２０８ 乳幼児加算・幼児加算 

乳幼児加算又は幼児加算は、当該患者を入院させた場合に算定するものであって、産婦又は生

母の入院に伴って健康な乳幼児又は幼児を在院させた場合にあっては、算定できない。 

Ａ２１０ 難病等特別入院診療加算 

(１) メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症患者については、菌の排出がなくなった後、３週間

を限度として算定する。 

    (２) 特殊疾患入院施設管理加算を算定している患者については算定できない。 

    Ａ２１１ 特殊疾患入院施設管理加算 

      (１) 重度の肢体不自由児（者）（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者を除く。以下単に

「重度の肢体不自由児（者）」という。）、脊髄損傷等の重度の障害者、重度の意識障害者、

筋ジストロフィー患者又は神経難病患者等を主として入院させる障害者施設等一般病棟等そ

の他の病棟及び有床診療所（一般病床に限る。）において算定する。 

   (２) 重度の意識障害者とは、次に掲げる者をいう。なお、病因が脳卒中の後遺症であっても、

次の状態である場合には、重度の意識障害者となる。 

ア 意識障害レベルがＪＣＳ(Japan Coma Scale)でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣＳ（Glas

gow Coma Scale）で８点以下の状態が２週以上持続している患者 

イ 無動症の患者（閉じ込め症候群、無動性無言、失外套症候群等） 

   (３) 神経難病患者とは、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小

脳変性症、ハンチントン病、パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核
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変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度分類がステージ３以上であって生活機

能障害度がⅡ度又はⅢ度のものに限る。））、多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ

橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー症候群）、プリオン病、亜急性硬化性全脳炎、ライソゾ

ーム病、副腎白質ジストロフィー、脊髄性筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性

多発神経炎又はもやもや病（ウイリス動脈輪閉塞症）に罹患している患者をいう。 

    Ａ２１２ 超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算 

(１) 超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算は、出生時、乳幼児期又は

小児期等の 15 歳までに障害を受けた児（者）で、当該障害に起因して超重症児（者）又は

準超重症児（者）の判定基準を満たしている児（者）に対し、算定する。 

ただし、上記以外の場合であって、重度の肢体不自由児（者）（脳卒中の後遺症の患者及

び認知症の患者は除く。）、脊髄損傷等の重度障害者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の

患者は除く。）、重度の意識障害者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者については、

平成 24 年３月 31 日時点で 30 日以上継続して当該加算を算定している患者に限る。）、筋

ジストロフィー患者又は神経難病患者等については、(２)又は(３)の基準を満たしていれば、

当面の間、当該加算を算定できるものとする。 

(２) 超重症児（者）入院診療加算の対象となる超重症の状態は、「基本診療料の施設基準等及

びその届出に関する手続きの取扱いについて」の別添６の別紙 14の「超重症児（者）・準超

重症児（者）の判定基準」による判定スコアが 25 以上のものをいう。 

      (３) 準超重症児（者）入院診療加算の対象となる準超重症の状態は、当該「超重症児（者）・

準超重症児（者）の判定基準」による判定スコアが 10 以上のものをいう。 

(４) 「注３」の救急・在宅重症児（者）受入加算については、超重症児（者）又は準超重症児

（者）の判定基準を満たす患者が自宅から入院する場合又は急性期医療を担う病院から転院

する場合に、入院又は転院した日から起算して５日を限度として算定する。急性期医療を担

う病院から転院する場合の患者については、特定集中治療室管理料の「注２」の小児加算、

小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料又は総合周産期特定集中治療室管

理料の「２」新生児集中治療室管理料を算定したことのある患者であること。なお、同一医

療機関において転棟した患者については、当該加算は算定できない。また、ここでいう入院

した日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初

日のことをいう。 

(５) 超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算は、一般病棟（障害者施設

等入院基本料、特殊疾患病棟入院料及び特殊疾患入院医療管理料を算定する病棟又は病室を

除く。）においては、入院した日から起算して 90 日間に限り算定する。なお、ここでいう

入院した日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院

の初日のことをいう。 

Ａ２１３ 看護配置加算 

看護配置加算は、看護師比率が 40％以上と規定されている入院基本料を算定している病棟全体

において、70％を超えて看護師を配置している場合に算定する。 

Ａ２１４ 看護補助加算 

(１) 看護補助加算は、当該加算を算定できる病棟において、看護補助者の配置基準に応じて算

定する。なお、当該病棟において必要最小数を超えて配置している看護職員について、看護
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えて配置している看護職員については、看護補助者とみなして計算することができるが、25

対１急性期看護補助体制加算は、当該加算の配置基準に必要な看護補助者の数に対するみな

し看護補助者を除いた看護補助者の比率に応じた点数を算定すること。 

(３) 急性期看護補助体制加算を算定する病棟は、身体的拘束を最小化する取組を実施した上で

算定する。取組内容については、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の(16)の例によ

る。 

(４)  夜間急性期看護補助体制加算は、みなし看護補助者ではなく、看護補助者の配置を夜勤時

間帯に行っている場合にのみ算定できる。 

(５) 急性期看護補助体制加算及び夜間急性期看護補助体制加算は、当該患者が入院した日から

起算して 14 日を限度として算定できる。なお、ここでいう入院した日とは、第２部入院料

等の通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初日のことをいう。 

(６) 「注３」に規定する夜間看護体制加算は、「注２」に規定する夜間 30 対１急性期看護補

助体制加算、夜間 50 対１急性期看護補助体制加算又は夜間 100 対１急性期看護補助体制加

算を算定している病棟において算定する。 

Ａ２０７－４ 看護職員夜間配置加算 

(１) 看護職員夜間配置加算は、看護職員の手厚い夜間配置を評価したものであるため、当該基

準を満たしていても、基本診療料の施設基準等の第５の１の(７)に定める夜勤の看護職員の

最小必要数を超えた３人以上でなければ算定できない。 

(２) 看護職員夜間配置加算は、当該患者が入院した日から起算して 14 日を限度として算定で

きる。なお、ここでいう入院した日とは、第２部入院料等の通則５に規定する起算日のこと

をいい、入院期間が通算される入院の初日のことをいう。 

  Ａ２０８ 乳幼児加算・幼児加算 

乳幼児加算又は幼児加算は、当該患者を入院させた場合に算定するものであって、産婦又は生

母の入院に伴って健康な乳幼児又は幼児を在院させた場合にあっては、算定できない。 

Ａ２１０ 難病等特別入院診療加算 

(１) メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症患者については、菌の排出がなくなった後、３週間

を限度として算定する。 

    (２) 特殊疾患入院施設管理加算を算定している患者については算定できない。 

    Ａ２１１ 特殊疾患入院施設管理加算 

      (１) 重度の肢体不自由児（者）（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者を除く。以下単に

「重度の肢体不自由児（者）」という。）、脊髄損傷等の重度の障害者、重度の意識障害者、

筋ジストロフィー患者又は神経難病患者等を主として入院させる障害者施設等一般病棟等そ

の他の病棟及び有床診療所（一般病床に限る。）において算定する。 

   (２) 重度の意識障害者とは、次に掲げる者をいう。なお、病因が脳卒中の後遺症であっても、

次の状態である場合には、重度の意識障害者となる。 

ア 意識障害レベルがＪＣＳ(Japan Coma Scale)でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣＳ（Glas

gow Coma Scale）で８点以下の状態が２週以上持続している患者 

イ 無動症の患者（閉じ込め症候群、無動性無言、失外套症候群等） 

   (３) 神経難病患者とは、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小

脳変性症、ハンチントン病、パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核
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(１) 加算の対象となる者は、感染症法第６条第３項に規定する二類感染症の疾病を有する患者、

新型インフルエンザの患者及びそれらの疑似症患者であって、保険医が他者へ感染させるお

それがあると認め、状態に応じて、個室又は陰圧室に入院した者である。 

(２) 個室かつ陰圧室である場合には、個室加算及び陰圧室加算を併算定できる。 

(３) 陰圧室加算を算定する場合は、結核患者等を収容している日にあっては、病室及び特定区

域の陰圧状態を煙管（ベビーパウダー等を用いて空気流の状況を確認する方法で代用可能）

又は差圧計等によって点検し、記録をつけること。ただし、差圧計はその位置によって計測

値が変わることに注意すること。差圧計によって陰圧の確認を行う場合、差圧計の動作確認

及び点検を定期的に実施すること。 

   Ａ２２１ 重症者等療養環境特別加算 

      (１) 加算の対象となる者は、次のいずれかに該当する患者であって、特に医療上の必要から個

室又は２人部屋の病床に入院した者である。 

     ア 病状が重篤であって絶対安静を必要とする患者 

     イ 必ずしも病状は重篤ではないが、手術又は知的障害のため常時監視を要し、適時適切な

看護及び介助を必要とする患者 

      (２) インキュベーターに収容した新生児又は乳幼児は、加算の対象とならない。 

      (３) 当該加算の対象となった患者の氏名及び入院日数を記録し、３年間保存しておくこと。 

  Ａ２２１－２ 小児療養環境特別加算  

      (１) 小児療養環境特別加算の対象となる患者は、次のいずれかの状態に該当する 15 歳未満の小

児患者であって、保険医が治療上の必要から個室での管理が必要と認めたものである。 

         ア 麻疹等の感染症に罹患しており、他の患者への感染の危険性が高い患者 

         イ 易感染性により、感染症罹患の危険性が高い患者 

   (２) 当該加算を算定する場合は、(１)のア又はイのいずれに該当するかを診療報酬明細書の摘

要欄に記載すること。 

    (３) 当該患者の管理に係る個室が特別の療養環境の提供に係る病室であっても差し支えないが、

患者から特別の料金の徴収を行うことはできない。 

    Ａ２２２ 療養病棟療養環境加算 

      (１) 療養病棟療養環境加算は、長期にわたり療養を必要とする患者に提供される療養環境を総

合的に評価したものである。 

      (２) 特別の療養環境の提供に係る病室に入室しており、かつ、患者から特別の料金の徴収を行

っている場合には算定できない。 

Ａ２２２－２ 療養病棟療養環境改善加算 

(１) 療養病棟療養環境改善加算は、長期にわたり療養を必要とする患者に提供するための療養

環境の整備に資する取組みを総合的に評価したものである。 

(２) 患者から特別の料金の徴収を行っている場合には算定できない。 

Ａ２２３ 診療所療養病床療養環境加算 

(１) 診療所療養病床療養環境加算は、長期にわたり療養を必要とする患者に提供される療養環

境を総合的に評価したものである。 

(２) 特別の療養環境の提供に係る病室に入室しており、かつ、患者から特別の料金の徴収を行

っている場合には算定できない。 
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補助者とみなして計算することができる。 

(２) 看護補助加算を算定する病棟は、次に掲げる身体的拘束を最小化する取組を実施した上で

算定する。 

  ア 入院患者に対し、日頃より身体的拘束を必要としない状態となるよう環境を整える。 

  イ 身体的拘束を実施するかどうかは、職員個々の判断でなく、当該患者に関わる医師、看

護師等、当該患者に関わる複数の職員で検討する。（精神病棟を除く。） 

  ウ やむを得ず身体的拘束を実施する場合であっても、当該患者の生命及び身体の保護に重

点を置いた行動の制限であり、代替の方法が見いだされるまでの間のやむを得ない対応と

して行われるものであることから、可及的速やかに解除するよう努める。 

  エ 身体的拘束を実施するに当たっては、次の対応を行う。 

   (イ) 実施の必要性等のアセスメント 

   (ロ) 患者家族への説明と同意 

   (ハ) 身体的拘束の具体的行為や実施時間等の記録 

   (ニ) 二次的な身体障害の予防 

   (ホ) 身体的拘束の解除に向けた検討 

  オ 身体的拘束を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行う。 

   なお、身体的な拘束を実施することを避けるために、ウ及びエの対応をとらずに家族等 

に対し付き添いを強要することがあってはならない。 

(３) 夜間 75対１看護補助加算は、看護補助加算を算定している病棟において、当該患者が入院

した日から起算して 20日を限度として所定点数に加算する。なお、みなし看護補助者ではな

く、看護補助者の配置を夜勤時間帯に行っている場合にのみ算定できる。また、ここでいう

入院した日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院

の初日のことをいう。 

  Ａ２１８ 地域加算 

地域加算は、医業経費における地域差に配慮したものであり、人事院規則で定める地域及び当

該地域に準じる地域に所在する保険医療機関において、入院基本料、特定入院料又は短期滞在手

術等基本料２の加算として算定できる。 

  Ａ２１８－２ 離島加算 

離島加算は、離島における入院医療の応需体制を確保する必要があることから、別に厚生労働

大臣が定める地域に所在する保険医療機関において、入院基本料、特定入院料又は短期滞在手術

等基本料２の加算として算定できる。 

  Ａ２１９ 療養環境加算 

      (１) 特別の療養環境の提供に係る病室については、加算の対象とはならない。 

      (２) 医師並びに看護師、准看護師及び看護補助者の員数が医療法の定める標準を満たしていな

い病院では算定できない。 

  Ａ２２０ ＨＩＶ感染者療養環境特別加算 

後天性免疫不全症候群の病原体に感染している者については、ＣＤ４リンパ球数の値にかかわ

らず、抗体の陽性反応があれば、患者の希望により特別の設備の整った個室に入室する場合を除

き、当該加算を算定する。 

  Ａ２２０－２ 二類感染症患者療養環境特別加算 
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(１) 加算の対象となる者は、感染症法第６条第３項に規定する二類感染症の疾病を有する患者、

新型インフルエンザの患者及びそれらの疑似症患者であって、保険医が他者へ感染させるお

それがあると認め、状態に応じて、個室又は陰圧室に入院した者である。 

(２) 個室かつ陰圧室である場合には、個室加算及び陰圧室加算を併算定できる。 

(３) 陰圧室加算を算定する場合は、結核患者等を収容している日にあっては、病室及び特定区

域の陰圧状態を煙管（ベビーパウダー等を用いて空気流の状況を確認する方法で代用可能）

又は差圧計等によって点検し、記録をつけること。ただし、差圧計はその位置によって計測

値が変わることに注意すること。差圧計によって陰圧の確認を行う場合、差圧計の動作確認

及び点検を定期的に実施すること。 

   Ａ２２１ 重症者等療養環境特別加算 

      (１) 加算の対象となる者は、次のいずれかに該当する患者であって、特に医療上の必要から個

室又は２人部屋の病床に入院した者である。 

     ア 病状が重篤であって絶対安静を必要とする患者 

     イ 必ずしも病状は重篤ではないが、手術又は知的障害のため常時監視を要し、適時適切な

看護及び介助を必要とする患者 

      (２) インキュベーターに収容した新生児又は乳幼児は、加算の対象とならない。 

      (３) 当該加算の対象となった患者の氏名及び入院日数を記録し、３年間保存しておくこと。 

  Ａ２２１－２ 小児療養環境特別加算  

      (１) 小児療養環境特別加算の対象となる患者は、次のいずれかの状態に該当する 15 歳未満の小

児患者であって、保険医が治療上の必要から個室での管理が必要と認めたものである。 

         ア 麻疹等の感染症に罹患しており、他の患者への感染の危険性が高い患者 

         イ 易感染性により、感染症罹患の危険性が高い患者 

   (２) 当該加算を算定する場合は、(１)のア又はイのいずれに該当するかを診療報酬明細書の摘

要欄に記載すること。 

    (３) 当該患者の管理に係る個室が特別の療養環境の提供に係る病室であっても差し支えないが、

患者から特別の料金の徴収を行うことはできない。 

    Ａ２２２ 療養病棟療養環境加算 

      (１) 療養病棟療養環境加算は、長期にわたり療養を必要とする患者に提供される療養環境を総

合的に評価したものである。 

      (２) 特別の療養環境の提供に係る病室に入室しており、かつ、患者から特別の料金の徴収を行

っている場合には算定できない。 

Ａ２２２－２ 療養病棟療養環境改善加算 

(１) 療養病棟療養環境改善加算は、長期にわたり療養を必要とする患者に提供するための療養

環境の整備に資する取組みを総合的に評価したものである。 

(２) 患者から特別の料金の徴収を行っている場合には算定できない。 

Ａ２２３ 診療所療養病床療養環境加算 

(１) 診療所療養病床療養環境加算は、長期にわたり療養を必要とする患者に提供される療養環

境を総合的に評価したものである。 

(２) 特別の療養環境の提供に係る病室に入室しており、かつ、患者から特別の料金の徴収を行

っている場合には算定できない。 
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補助者とみなして計算することができる。 

(２) 看護補助加算を算定する病棟は、次に掲げる身体的拘束を最小化する取組を実施した上で

算定する。 

  ア 入院患者に対し、日頃より身体的拘束を必要としない状態となるよう環境を整える。 

  イ 身体的拘束を実施するかどうかは、職員個々の判断でなく、当該患者に関わる医師、看

護師等、当該患者に関わる複数の職員で検討する。（精神病棟を除く。） 

  ウ やむを得ず身体的拘束を実施する場合であっても、当該患者の生命及び身体の保護に重

点を置いた行動の制限であり、代替の方法が見いだされるまでの間のやむを得ない対応と

して行われるものであることから、可及的速やかに解除するよう努める。 

  エ 身体的拘束を実施するに当たっては、次の対応を行う。 

   (イ) 実施の必要性等のアセスメント 

   (ロ) 患者家族への説明と同意 

   (ハ) 身体的拘束の具体的行為や実施時間等の記録 

   (ニ) 二次的な身体障害の予防 

   (ホ) 身体的拘束の解除に向けた検討 

  オ 身体的拘束を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行う。 

   なお、身体的な拘束を実施することを避けるために、ウ及びエの対応をとらずに家族等 

に対し付き添いを強要することがあってはならない。 

(３) 夜間 75対１看護補助加算は、看護補助加算を算定している病棟において、当該患者が入院

した日から起算して 20日を限度として所定点数に加算する。なお、みなし看護補助者ではな

く、看護補助者の配置を夜勤時間帯に行っている場合にのみ算定できる。また、ここでいう

入院した日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院

の初日のことをいう。 

  Ａ２１８ 地域加算 

地域加算は、医業経費における地域差に配慮したものであり、人事院規則で定める地域及び当

該地域に準じる地域に所在する保険医療機関において、入院基本料、特定入院料又は短期滞在手

術等基本料２の加算として算定できる。 

  Ａ２１８－２ 離島加算 

離島加算は、離島における入院医療の応需体制を確保する必要があることから、別に厚生労働

大臣が定める地域に所在する保険医療機関において、入院基本料、特定入院料又は短期滞在手術

等基本料２の加算として算定できる。 

  Ａ２１９ 療養環境加算 

      (１) 特別の療養環境の提供に係る病室については、加算の対象とはならない。 

      (２) 医師並びに看護師、准看護師及び看護補助者の員数が医療法の定める標準を満たしていな

い病院では算定できない。 

  Ａ２２０ ＨＩＶ感染者療養環境特別加算 

後天性免疫不全症候群の病原体に感染している者については、ＣＤ４リンパ球数の値にかかわ

らず、抗体の陽性反応があれば、患者の希望により特別の設備の整った個室に入室する場合を除

き、当該加算を算定する。 

  Ａ２２０－２ 二類感染症患者療養環境特別加算 
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などと共同の上別紙様式３又はこれに準じた緩和ケア診療実施計画書を作成し、その内容を

患者に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付すること。 

   (５) 当該加算を算定する患者については入院精神療法の算定は週に１回までとする。 

   (６) １日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 30 人以内とする。ただし、「注２」に

規定する点数を算定する場合は、１日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 15 人以

内とする。 

(７) 症状緩和に係るカンファレンスが週１回程度開催されており、緩和ケアチームの構成員及

び必要に応じて、当該患者の診療を担当する保険医、看護師などが参加している。 

。 

(８) 「注２」に規定する点数は、「基本診療料の施設基準等」別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び

一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除

く。）の一般病棟において、算定可能である。なお、「基本診療料の施設基準等及びその届

出に関する手続きの取扱いについて」別添２「入院基本料等の施設基準等」第５の６の規定

により看護配置の異なる病棟ごとに一般病棟入院基本料の届出を行っている保険医療機関に

おいては、一般病棟入院基本料（急性期一般入院料１を除く。）を算定している病棟で当該

点数を算定できる。 

 (９) 「注４」に規定する点数は、緩和ケア診療加算を算定している患者について、緩和ケア

チームに管理栄養士が参加し、個別の患者の症状や希望に応じた栄養食事管理を行った場合

に算定する。 

(10)  「注４」に規定する点数を算定する場合は、緩和ケア診療実施計画に基づき実施した栄養

食事管理の内容を診療録等に記載又は当該内容を記録したものを診療録等に添付すること。 

Ａ２２６－３ 有床診療所緩和ケア診療加算 

(１) 当該加算は、一般病床に入院する悪性腫瘍、後天性免疫不全症候群又は末期心不全の患者

のうち、疼痛、倦怠感、呼吸困難等の身体的症状又は不安、抑うつなどの精神症状を持つ者

に対して、当該患者の同意に基づき、医師、看護師が共同して緩和ケアに係る診療が行われ

た場合に算定する。なお、末期心不全の患者については、Ａ２２６－２緩和ケア診療加算の

（２）の基準に該当するものに限る。 

(２) 緩和ケアに従事する医師、看護師は、身体症状及び精神症状の緩和を提供することが必要

である。緩和ケアに従事する医師又は看護師のいずれかは緩和ケアに関する研修を修了して

いること。ただし、後天性免疫不全症候群の患者を診療する際には当該研修を修了していな

くても当該加算は算定できる。 

(３) 緩和ケアに係る診療に当たり、医師、看護師が共同の上別紙様式３（主治医、精神科医、

緩和ケア医は同一で差し支えない。）又はこれに準じた緩和ケア診療実施計画書を作成し、

その内容を患者に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付すること。 

(４) 当該加算を算定する患者については入院精神療法の算定は週に１回までとする。 

 

    Ａ２２７ 精神科措置入院診療加算 

精神科措置入院診療加算は、措置入院又は緊急措置入院に係る患者について当該入院期間中１

回に限り入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起
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Ａ２２３－２ 診療所療養病床療養環境改善加算 

(１) 診療所療養病床療養環境改善加算は、長期にわたり療養を必要とする患者に提供するため

の療養環境の整備に資する取組みを総合的に評価したものである。 

(２) 患者から特別の料金の徴収を行っている場合には算定できない。 

  Ａ２２４ 無菌治療室管理加算 

(１) 当該加算は、保険医療機関において、白血病、再生不良性貧血、骨髄異形成症候群、重症

複合型免疫不全症等の患者に対して、必要があって無菌治療室管理を行った場合に算定する。 

なお、無菌治療室管理とは、当該治療室において、医師等の立入等の際にも無菌状態が保

たれるよう必要な管理をいう。 

(２) 当該加算は、一連の治療につき、無菌室に入室した日を起算日として 90 日を限度として

算定する。 

   Ａ２２５ 放射線治療病室管理加算 

当該加算は、悪性腫瘍の患者に対して、放射線治療病室管理を行った場合に算定する。なお、

放射線治療病室管理とは、密封小線源あるいは治療用放射性同位元素により治療を受けている患

者を入院させる病室における放射線に係る必要な管理をいう。 

Ａ２２６ 重症皮膚潰瘍管理加算 

(１) 重症皮膚潰瘍管理とは、重症な皮膚潰瘍（Shea の分類Ⅲ度以上のものに限る。）を有して

いる者に対して、計画的な医学管理を継続して行い、かつ、療養上必要な指導を行うことを

いう。 

(２) 当該加算を算定する場合は、当該患者の皮膚潰瘍が Shea の分類のいずれに該当するかに

ついて、診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ａ２２６－２ 緩和ケア診療加算 

      (１) 当該加算は、一般病床に入院する悪性腫瘍、後天性免疫不全症候群又は末期心不全の患者

のうち、疼痛、倦怠感、呼吸困難等の身体的症状又は不安、抑うつなどの精神症状を持つ者

に対して、当該患者の同意に基づき、症状緩和に係るチーム（以下「緩和ケアチーム」とい

う。）による診療が行われた場合に算定する。 

   (２) 末期心不全の患者とは、以下のアからウまでの基準及びエからカまでのいずれかの基準に

該当するものをいう。 

     ア 心不全に対して適切な治療が実施されていること。 

     イ 器質的な心機能障害により、適切な治療にかかわらず、慢性的に NYHA 重症度分類Ⅳ度

の症状に該当し、頻回又は持続的に点滴薬物療法を必要とする状態であること。 

ウ 過去１年以内に心不全による急変時の入院が２回以上あること。なお、「急変時の入院」

とは、患者の病状の急変等による入院を指し、予定された入院は除く。 

エ 左室駆出率が 20％以下であること。 

オ 医学的に終末期であると判断される状態であること。 

カ エ又はオに掲げる状態に準ずる場合であること。 

   (３) 緩和ケアチームは、身体症状及び精神症状の緩和を提供することが必要である。緩和ケア

チームの医師は緩和ケアに関する研修を修了した上で診療に当たること。ただし、後天性免

疫不全症候群の患者を診療する際には当該研修を修了していなくても当該加算は算定できる。 

      (４) 緩和ケアチームは初回の診療に当たり、当該患者の診療を担う保険医、看護師及び薬剤師
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などと共同の上別紙様式３又はこれに準じた緩和ケア診療実施計画書を作成し、その内容を

患者に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付すること。 

   (５) 当該加算を算定する患者については入院精神療法の算定は週に１回までとする。 

   (６) １日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 30 人以内とする。ただし、「注２」に

規定する点数を算定する場合は、１日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 15 人以

内とする。 

(７) 症状緩和に係るカンファレンスが週１回程度開催されており、緩和ケアチームの構成員及

び必要に応じて、当該患者の診療を担当する保険医、看護師などが参加している。 

。 

(８) 「注２」に規定する点数は、「基本診療料の施設基準等」別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び

一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除

く。）の一般病棟において、算定可能である。なお、「基本診療料の施設基準等及びその届

出に関する手続きの取扱いについて」別添２「入院基本料等の施設基準等」第５の６の規定

により看護配置の異なる病棟ごとに一般病棟入院基本料の届出を行っている保険医療機関に

おいては、一般病棟入院基本料（急性期一般入院料１を除く。）を算定している病棟で当該

点数を算定できる。 

 (９) 「注４」に規定する点数は、緩和ケア診療加算を算定している患者について、緩和ケア

チームに管理栄養士が参加し、個別の患者の症状や希望に応じた栄養食事管理を行った場合

に算定する。 

(10)  「注４」に規定する点数を算定する場合は、緩和ケア診療実施計画に基づき実施した栄養

食事管理の内容を診療録等に記載又は当該内容を記録したものを診療録等に添付すること。 

Ａ２２６－３ 有床診療所緩和ケア診療加算 

(１) 当該加算は、一般病床に入院する悪性腫瘍、後天性免疫不全症候群又は末期心不全の患者

のうち、疼痛、倦怠感、呼吸困難等の身体的症状又は不安、抑うつなどの精神症状を持つ者

に対して、当該患者の同意に基づき、医師、看護師が共同して緩和ケアに係る診療が行われ

た場合に算定する。なお、末期心不全の患者については、Ａ２２６－２緩和ケア診療加算の

（２）の基準に該当するものに限る。 

(２) 緩和ケアに従事する医師、看護師は、身体症状及び精神症状の緩和を提供することが必要

である。緩和ケアに従事する医師又は看護師のいずれかは緩和ケアに関する研修を修了して

いること。ただし、後天性免疫不全症候群の患者を診療する際には当該研修を修了していな

くても当該加算は算定できる。 

(３) 緩和ケアに係る診療に当たり、医師、看護師が共同の上別紙様式３（主治医、精神科医、

緩和ケア医は同一で差し支えない。）又はこれに準じた緩和ケア診療実施計画書を作成し、

その内容を患者に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付すること。 

(４) 当該加算を算定する患者については入院精神療法の算定は週に１回までとする。 

 

    Ａ２２７ 精神科措置入院診療加算 

精神科措置入院診療加算は、措置入院又は緊急措置入院に係る患者について当該入院期間中１

回に限り入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起
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Ａ２２３－２ 診療所療養病床療養環境改善加算 

(１) 診療所療養病床療養環境改善加算は、長期にわたり療養を必要とする患者に提供するため

の療養環境の整備に資する取組みを総合的に評価したものである。 

(２) 患者から特別の料金の徴収を行っている場合には算定できない。 

  Ａ２２４ 無菌治療室管理加算 

(１) 当該加算は、保険医療機関において、白血病、再生不良性貧血、骨髄異形成症候群、重症

複合型免疫不全症等の患者に対して、必要があって無菌治療室管理を行った場合に算定する。 

なお、無菌治療室管理とは、当該治療室において、医師等の立入等の際にも無菌状態が保

たれるよう必要な管理をいう。 

(２) 当該加算は、一連の治療につき、無菌室に入室した日を起算日として 90 日を限度として

算定する。 

   Ａ２２５ 放射線治療病室管理加算 

当該加算は、悪性腫瘍の患者に対して、放射線治療病室管理を行った場合に算定する。なお、

放射線治療病室管理とは、密封小線源あるいは治療用放射性同位元素により治療を受けている患

者を入院させる病室における放射線に係る必要な管理をいう。 

Ａ２２６ 重症皮膚潰瘍管理加算 

(１) 重症皮膚潰瘍管理とは、重症な皮膚潰瘍（Shea の分類Ⅲ度以上のものに限る。）を有して

いる者に対して、計画的な医学管理を継続して行い、かつ、療養上必要な指導を行うことを

いう。 

(２) 当該加算を算定する場合は、当該患者の皮膚潰瘍が Shea の分類のいずれに該当するかに

ついて、診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ａ２２６－２ 緩和ケア診療加算 

      (１) 当該加算は、一般病床に入院する悪性腫瘍、後天性免疫不全症候群又は末期心不全の患者

のうち、疼痛、倦怠感、呼吸困難等の身体的症状又は不安、抑うつなどの精神症状を持つ者

に対して、当該患者の同意に基づき、症状緩和に係るチーム（以下「緩和ケアチーム」とい

う。）による診療が行われた場合に算定する。 

   (２) 末期心不全の患者とは、以下のアからウまでの基準及びエからカまでのいずれかの基準に

該当するものをいう。 

     ア 心不全に対して適切な治療が実施されていること。 

     イ 器質的な心機能障害により、適切な治療にかかわらず、慢性的に NYHA 重症度分類Ⅳ度

の症状に該当し、頻回又は持続的に点滴薬物療法を必要とする状態であること。 

ウ 過去１年以内に心不全による急変時の入院が２回以上あること。なお、「急変時の入院」

とは、患者の病状の急変等による入院を指し、予定された入院は除く。 

エ 左室駆出率が 20％以下であること。 

オ 医学的に終末期であると判断される状態であること。 

カ エ又はオに掲げる状態に準ずる場合であること。 

   (３) 緩和ケアチームは、身体症状及び精神症状の緩和を提供することが必要である。緩和ケア

チームの医師は緩和ケアに関する研修を修了した上で診療に当たること。ただし、後天性免

疫不全症候群の患者を診療する際には当該研修を修了していなくても当該加算は算定できる。 

      (４) 緩和ケアチームは初回の診療に当たり、当該患者の診療を担う保険医、看護師及び薬剤師
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算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。ただし、応急入院患者

として入院し、入院後措置入院又は緊急措置入院が決定した場合は、当該措置入院又は緊急措置

入院が決定した日に算定する。また、この場合にあっては、精神科応急入院施設管理加算は算定

できない。 

  Ａ２２７－２ 精神科措置入院退院支援加算 

   (１) 精神科措置入院退院支援加算は、措置入院又は緊急措置入院に係る患者（措置入院又は緊

急措置入院後に当該入院を受け入れた保険医療機関又は転院先の保険医療機関において医療

保護入院等により入院継続した者を含む。以下この項目において「措置入院者」という。）

に対して、入院中から、都道府県、保健所を設置する市又は特別区（以下この項において

「都道府県等」という。）と連携して退院に向けた以下の全ての支援を実施した場合に、退

院時１回に限り算定する。 

ア 当該保険医療機関の管理者は、措置入院者を入院させた場合には、入院後速やかに、当

該患者の退院後の生活環境に関し、本人及びその家族等の相談支援を行う担当者を選任す

ること。 

イ 都道府県等が作成する退院後支援に関する計画が適切なものとなるよう、多職種で共同

して当該患者の退院後支援のニーズに関するアセスメントを実施し、都道府県等と協力し

て計画作成のために必要な情報収集、連絡調整を行うこと。 

ウ 退院後支援に関する計画を作成する都道府県等に協力し、当該患者の入院中に、退院後

支援のニーズに関するアセスメントの結果及びこれを踏まえた計画に係る意見書を都道府

県等へ提出すること。 

エ アからウまでに関して、精神障害者の退院後支援に関する指針に沿って実施すること。 

   (２) 当該加算の退院とは、自宅等へ移行することをいう。なお、ここでいう「自宅等へ移行す

る」とは、患家、介護老人保健施設、介護医療院又は障害者の日常生活及び社会生活を総合

的に支援するための法律に規定する障害福祉サービスを行う施設又は福祉ホーム（以下「精

神障害者施設」という。）へ移行することである。なお、ここでいう「患家」とは、退院先

のうち、同一の保険医療機関において転棟した場合、他の保険医療機関へ転院した場合及び

介護老人保健施設、介護医療院又は精神障害者施設に入所した場合を除いたものをいう。 

   Ａ２２８ 精神科応急入院施設管理加算 

      (１) 精神科応急入院施設管理加算の算定の対象となる応急入院患者は、精神保健及び精神障害

者福祉に関する法律（昭和 25 年法律第 123 号。以下「精神保健福祉法」という。）第 33 条

の７第１項に規定する応急入院患者及び精神保健福祉法第 34 条第１項から第３項までの規

定により移送された患者（以下「応急入院患者等」という。）であり、その取扱いについて

は昭和 63 年４月６日健医発第 433 号厚生省保健医療局長通知に即して行うこと。 

(２) 当該加算は、入院初日に算定できるものであるが、ここでいう入院初日とは、第２部通則

５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(３) 応急入院患者等として入院した場合であっても、入院後、精神保健福祉法第 29 条第１項

に規定する措置入院として措置が決定した場合は精神科応急入院施設管理加算は算定できな

い。なお、応急入院等の後の入院形態の変更については、各都道府県の衛生担当部局との連

絡を密にすること。 

(４) 診療報酬明細書を審査支払機関に提出した後に措置入院が決定した場合にあっては、遅滞
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算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。ただし、応急入院患者

として入院し、入院後措置入院又は緊急措置入院が決定した場合は、当該措置入院又は緊急措置

入院が決定した日に算定する。また、この場合にあっては、精神科応急入院施設管理加算は算定

できない。 

  Ａ２２７－２ 精神科措置入院退院支援加算 

   (１) 精神科措置入院退院支援加算は、措置入院又は緊急措置入院に係る患者（措置入院又は緊

急措置入院後に当該入院を受け入れた保険医療機関又は転院先の保険医療機関において医療

保護入院等により入院継続した者を含む。以下この項目において「措置入院者」という。）

に対して、入院中から、都道府県、保健所を設置する市又は特別区（以下この項において

「都道府県等」という。）と連携して退院に向けた以下の全ての支援を実施した場合に、退

院時１回に限り算定する。 

ア 当該保険医療機関の管理者は、措置入院者を入院させた場合には、入院後速やかに、当

該患者の退院後の生活環境に関し、本人及びその家族等の相談支援を行う担当者を選任す

ること。 

イ 都道府県等が作成する退院後支援に関する計画が適切なものとなるよう、多職種で共同

して当該患者の退院後支援のニーズに関するアセスメントを実施し、都道府県等と協力し

て計画作成のために必要な情報収集、連絡調整を行うこと。 

ウ 退院後支援に関する計画を作成する都道府県等に協力し、当該患者の入院中に、退院後

支援のニーズに関するアセスメントの結果及びこれを踏まえた計画に係る意見書を都道府

県等へ提出すること。 

エ アからウまでに関して、精神障害者の退院後支援に関する指針に沿って実施すること。 

   (２) 当該加算の退院とは、自宅等へ移行することをいう。なお、ここでいう「自宅等へ移行す

る」とは、患家、介護老人保健施設、介護医療院又は障害者の日常生活及び社会生活を総合

的に支援するための法律に規定する障害福祉サービスを行う施設又は福祉ホーム（以下「精

神障害者施設」という。）へ移行することである。なお、ここでいう「患家」とは、退院先

のうち、同一の保険医療機関において転棟した場合、他の保険医療機関へ転院した場合及び

介護老人保健施設、介護医療院又は精神障害者施設に入所した場合を除いたものをいう。 

   Ａ２２８ 精神科応急入院施設管理加算 

      (１) 精神科応急入院施設管理加算の算定の対象となる応急入院患者は、精神保健及び精神障害

者福祉に関する法律（昭和 25 年法律第 123 号。以下「精神保健福祉法」という。）第 33 条

の７第１項に規定する応急入院患者及び精神保健福祉法第 34 条第１項から第３項までの規

定により移送された患者（以下「応急入院患者等」という。）であり、その取扱いについて

は昭和 63 年４月６日健医発第 433 号厚生省保健医療局長通知に即して行うこと。 

(２) 当該加算は、入院初日に算定できるものであるが、ここでいう入院初日とは、第２部通則

５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(３) 応急入院患者等として入院した場合であっても、入院後、精神保健福祉法第 29 条第１項

に規定する措置入院として措置が決定した場合は精神科応急入院施設管理加算は算定できな

い。なお、応急入院等の後の入院形態の変更については、各都道府県の衛生担当部局との連

絡を密にすること。 

(４) 診療報酬明細書を審査支払機関に提出した後に措置入院が決定した場合にあっては、遅滞
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医師、看護師等からの相談に速やかに応じ、必要に応じて精神状態の評価等を行うこと。 

(７) 平成 31年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者を公認心理師とみな

す。 

ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ２３１－２ 強度行動障害入院医療管理加算 

(１) 強度行動障害入院医療管理加算は、医学的管理を要する行為があるが意思の伝達が困難な

強度行動障害児（者）に対して、経験を有する医師、看護師等による臨床的観察を伴う専門

的入院医療が提供されることを評価したものである。 

(２) 強度行動障害入院医療管理加算の対象となる強度行動障害の状態は、「基本診療料の施設

基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」の別添６の別紙 14 の２の強度行動

障害スコアが 10 以上及び医療度判定スコアが 24 以上のものをいう。 

Ａ２３１－３ 重度アルコール依存症入院医療管理加算 

(１) 重度アルコール依存症入院医療管理加算は、アルコール依存症の入院患者に対して、医師、

看護師、精神保健福祉士、公認心理師等によるアルコール依存症に対する集中的かつ多面的

な専門的治療の計画的な提供を評価したものであり、入院した日から起算して 60 日を限度

として、当該患者の入院期間に応じて算定する。なお、ここでいう入院した日とは第２部通

則５に規定するものをいい、入院期間が通算される再入院時は算定できない。 

(２) 当該加算の対象となるのは、入院治療を要するアルコール依存症患者に対して、治療プロ

グラムを用いたアルコール依存症治療を行った場合であり、合併症の治療のみを目的として

入院した場合は算定できない。 

(３) 当該加算を算定する場合には、医師は看護師、精神保健福祉士、公認心理師等と協力し、

家族等と協議の上、詳細な診療計画を作成する。また、作成した診療計画を家族等に説明の

上交付するとともにその写しを診療録に添付する。なお、これにより入院診療計画の基準を

満たしたものとされるものである。 

(４) 家族等に対して面接相談等適切な指導を適宜行う。 

(５) 平成 31年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者を公認心理師とみな

す。 

ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ２３１－４ 摂食障害入院医療管理加算 

(１) 摂食障害入院医療管理加算は、摂食障害の患者に対して、医師、看護師、精神保健福祉士、

公認心理師及び管理栄養士等による集中的かつ多面的な治療が計画的に提供されることを評

価したものである。 

(２) 摂食障害入院医療管理加算の算定対象となる患者は、摂食障害による著しい体重減少が認

められる者であって、ＢＭＩ（Body Mass Index）が 15 未満であるものをいう。 

(３) 平成 31年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者を公認心理師とみな

す。 

ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 
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おいて同一疾患に対して１回に限り算定できる。また、同一月に複数の身体疾患を発症した

場合には、それぞれの疾患について、それぞれの疾患の治療開始日から 15 日間に限り当該

加算を算定することが可能であるが、この場合であっても、同一月内に当該加算を算定でき

る期間は 20 日間までとする。なお、複数の身体疾患を同時期に発症した場合であって、当

該加算を算定する日が重複する日は、いずれか１つの疾患に係る加算を算定する。 

(３) 精神科身体合併症管理加算の注に規定する厚生労働大臣が定める身体合併症のうち、肺炎

については、抗生物質又はステロイドの投与を要する状態、意識障害については、意識レベ

ルにかかわらず、規定された疾患や手術後によるせん妄状態に準ずる状態である。また、手

術又は直達・介達牽引を要する骨折については、骨折の危険性が高い骨粗鬆症であって骨粗

鬆症治療剤の注射を要する状態を含むものとする。 

(４) 当該加算を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、別に厚生労働大臣が定める身体

合併症の患者のいずれに該当するかを記載する。 

Ａ２３０－４ 精神科リエゾンチーム加算 

(１) 精神科リエゾンチーム加算は、一般病棟におけるせん妄や抑うつといった精神科医療のニ

ーズの高まりを踏まえ、一般病棟に入院する患者の精神状態を把握し、精神科専門医療が必

要な者を早期に発見し、可能な限り早期に精神科専門医療を提供することにより、症状の緩

和や早期退院を推進することを目的として、精神科医、専門性の高い看護師、薬剤師、作業

療法士、精神保健福祉士、公認心理師等多職種からなるチーム（以下「精神科リエゾンチー

ム」という。）が診療することを評価したものである。 

(２) 精神科リエゾンチーム加算の算定対象となる患者は、せん妄や抑うつを有する患者、精神

疾患を有する患者、自殺企図で入院した患者であり、当該患者に対して精神科医療に係る専

門的知識を有した精神科リエゾンチームによる診療が行われた場合に週１回に限り算定する。 

(３) １週間当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 30 人以内とする。 

(４) 精神科リエゾンチームは以下の診療を行うこと。 

ア 精神科リエゾンチームは初回の診療に当たり、当該患者の診療を担当する保険医、看護

師等と共同で別紙様式 29 の２又はこれに準じた診療実施計画書を作成し、その内容を患

者等に説明した上で診療録等に添付する。 

イ 精神症状の評価や診療方針の決定等に係るカンファレンス及び回診が週１回程度実施さ

れており、必要に応じて当該患者の診療を担当する医師、看護師等が参加し、別紙様式 2

9 又はこれに準じた治療評価書を作成し、その内容を患者等に説明した上で診療録等に添

付する。 

ウ 治療終了時又は退院若しくは転院時に、治療結果の評価を行い、それを踏まえてチーム

で終了時指導又は退院時等指導を行い、その内容を別紙様式 29 又はこれに準じた治療評

価書を作成し、その内容を患者等に説明した上で診療録等に添付する。 

エ 退院又は転院後も継続した精神科医療が必要な場合、退院又は転院後も継続できるよう

な調整を行うこと。紹介先保険医療機関等に対して、診療情報提供書を作成した場合は、

当該計画書及び評価書を添付する。 

(５) 精神科リエゾンチーム加算を算定した患者に精神科専門療法を行った場合には別に算定で

きる。 

(６) 精神科リエゾンチームは、現に当該加算の算定対象となっていない患者の診療を担当する
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医師、看護師等からの相談に速やかに応じ、必要に応じて精神状態の評価等を行うこと。 

(７) 平成 31年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者を公認心理師とみな

す。 

ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ２３１－２ 強度行動障害入院医療管理加算 

(１) 強度行動障害入院医療管理加算は、医学的管理を要する行為があるが意思の伝達が困難な

強度行動障害児（者）に対して、経験を有する医師、看護師等による臨床的観察を伴う専門

的入院医療が提供されることを評価したものである。 

(２) 強度行動障害入院医療管理加算の対象となる強度行動障害の状態は、「基本診療料の施設

基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」の別添６の別紙 14 の２の強度行動

障害スコアが 10 以上及び医療度判定スコアが 24 以上のものをいう。 

Ａ２３１－３ 重度アルコール依存症入院医療管理加算 

(１) 重度アルコール依存症入院医療管理加算は、アルコール依存症の入院患者に対して、医師、

看護師、精神保健福祉士、公認心理師等によるアルコール依存症に対する集中的かつ多面的

な専門的治療の計画的な提供を評価したものであり、入院した日から起算して 60 日を限度

として、当該患者の入院期間に応じて算定する。なお、ここでいう入院した日とは第２部通

則５に規定するものをいい、入院期間が通算される再入院時は算定できない。 

(２) 当該加算の対象となるのは、入院治療を要するアルコール依存症患者に対して、治療プロ

グラムを用いたアルコール依存症治療を行った場合であり、合併症の治療のみを目的として

入院した場合は算定できない。 

(３) 当該加算を算定する場合には、医師は看護師、精神保健福祉士、公認心理師等と協力し、

家族等と協議の上、詳細な診療計画を作成する。また、作成した診療計画を家族等に説明の

上交付するとともにその写しを診療録に添付する。なお、これにより入院診療計画の基準を

満たしたものとされるものである。 

(４) 家族等に対して面接相談等適切な指導を適宜行う。 

(５) 平成 31年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者を公認心理師とみな

す。 

ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ２３１－４ 摂食障害入院医療管理加算 

(１) 摂食障害入院医療管理加算は、摂食障害の患者に対して、医師、看護師、精神保健福祉士、

公認心理師及び管理栄養士等による集中的かつ多面的な治療が計画的に提供されることを評

価したものである。 

(２) 摂食障害入院医療管理加算の算定対象となる患者は、摂食障害による著しい体重減少が認

められる者であって、ＢＭＩ（Body Mass Index）が 15 未満であるものをいう。 

(３) 平成 31年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者を公認心理師とみな

す。 

ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 
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おいて同一疾患に対して１回に限り算定できる。また、同一月に複数の身体疾患を発症した

場合には、それぞれの疾患について、それぞれの疾患の治療開始日から 15 日間に限り当該

加算を算定することが可能であるが、この場合であっても、同一月内に当該加算を算定でき

る期間は 20 日間までとする。なお、複数の身体疾患を同時期に発症した場合であって、当

該加算を算定する日が重複する日は、いずれか１つの疾患に係る加算を算定する。 

(３) 精神科身体合併症管理加算の注に規定する厚生労働大臣が定める身体合併症のうち、肺炎

については、抗生物質又はステロイドの投与を要する状態、意識障害については、意識レベ

ルにかかわらず、規定された疾患や手術後によるせん妄状態に準ずる状態である。また、手

術又は直達・介達牽引を要する骨折については、骨折の危険性が高い骨粗鬆症であって骨粗

鬆症治療剤の注射を要する状態を含むものとする。 

(４) 当該加算を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、別に厚生労働大臣が定める身体

合併症の患者のいずれに該当するかを記載する。 

Ａ２３０－４ 精神科リエゾンチーム加算 

(１) 精神科リエゾンチーム加算は、一般病棟におけるせん妄や抑うつといった精神科医療のニ

ーズの高まりを踏まえ、一般病棟に入院する患者の精神状態を把握し、精神科専門医療が必

要な者を早期に発見し、可能な限り早期に精神科専門医療を提供することにより、症状の緩

和や早期退院を推進することを目的として、精神科医、専門性の高い看護師、薬剤師、作業

療法士、精神保健福祉士、公認心理師等多職種からなるチーム（以下「精神科リエゾンチー

ム」という。）が診療することを評価したものである。 

(２) 精神科リエゾンチーム加算の算定対象となる患者は、せん妄や抑うつを有する患者、精神

疾患を有する患者、自殺企図で入院した患者であり、当該患者に対して精神科医療に係る専

門的知識を有した精神科リエゾンチームによる診療が行われた場合に週１回に限り算定する。 

(３) １週間当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 30 人以内とする。 

(４) 精神科リエゾンチームは以下の診療を行うこと。 

ア 精神科リエゾンチームは初回の診療に当たり、当該患者の診療を担当する保険医、看護

師等と共同で別紙様式 29 の２又はこれに準じた診療実施計画書を作成し、その内容を患

者等に説明した上で診療録等に添付する。 

イ 精神症状の評価や診療方針の決定等に係るカンファレンス及び回診が週１回程度実施さ

れており、必要に応じて当該患者の診療を担当する医師、看護師等が参加し、別紙様式 2

9 又はこれに準じた治療評価書を作成し、その内容を患者等に説明した上で診療録等に添

付する。 

ウ 治療終了時又は退院若しくは転院時に、治療結果の評価を行い、それを踏まえてチーム

で終了時指導又は退院時等指導を行い、その内容を別紙様式 29 又はこれに準じた治療評

価書を作成し、その内容を患者等に説明した上で診療録等に添付する。 

エ 退院又は転院後も継続した精神科医療が必要な場合、退院又は転院後も継続できるよう

な調整を行うこと。紹介先保険医療機関等に対して、診療情報提供書を作成した場合は、

当該計画書及び評価書を添付する。 

(５) 精神科リエゾンチーム加算を算定した患者に精神科専門療法を行った場合には別に算定で

きる。 

(６) 精神科リエゾンチームは、現に当該加算の算定対象となっていない患者の診療を担当する
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(８) がん拠点病院加算を算定した場合は、区分番号「Ｂ００５－６－３」がん治療連携管理料

は算定できない。 

Ａ２３３－２ 栄養サポートチーム加算 

(１) 栄養サポートチーム加算は、栄養障害の状態にある患者や栄養管理をしなければ栄養障害

の状態になることが見込まれる患者に対し、患者の生活の質の向上、原疾患の治癒促進及び

感染症等の合併症予防等を目的として、栄養管理に係る専門的知識を有した多職種からなる

チーム（以下「栄養サポートチーム」という。）が診療することを評価したものである。 

(２) 栄養サポートチーム加算は、栄養管理計画を策定している患者のうち、次のアからエまで

のいずれかに該当する者について算定できる。 

ア 栄養管理計画の策定に係る栄養スクリーニングの結果、血中アルブミン値が 3.0g/dL 以

下であって、栄養障害を有すると判定された患者 

イ 経口摂取又は経腸栄養への移行を目的として、現に静脈栄養法を実施している患者 

ウ 経口摂取への移行を目的として、現に経腸栄養法を実施している患者 

エ 栄養サポートチームが、栄養治療により改善が見込めると判断した患者 

(３) １日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 30 人以内とする。ただし、「注２」に

規定する点数を算定する場合、１日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 15 人以内

とする。 

(４)  療養病棟、結核病棟及び精神病棟においては栄養サポートチーム加算は入院日から起算し

て 180 日以内に限り算定可能とするが、180 日を超えても定期的に栄養サポートチームによ

る栄養管理を行うことが望ましい。 

(５) 栄養サポートチームは、以下の診療を通じ、栄養状態を改善させ、また、必要に応じて経

口摂取への円滑な移行を促進することが必要である。 

ア 栄養状態の改善に係るカンファレンス及び回診が週１回程度開催されており、栄養サポ

ートチームの構成員及び必要に応じて、当該患者の診療を担当する保険医、看護師等が参

加している。 

イ カンファレンス及び回診の結果を踏まえて、当該患者の診療を担当する保険医、看護師

等と共同の上で、別紙様式５又はこれに準じた栄養治療実施計画を作成し、その内容を患

者等に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付する。 

ウ 栄養治療実施計画に基づいて適切な治療を実施し、適宜フォローアップを行う。 

エ 治療終了時又は退院・転院時に、治療結果の評価を行い、それを踏まえてチームで終了

時指導又は退院時等指導を行い、その内容を別紙様式５又はこれに準じた栄養治療実施報

告書として記録し、その写しを患者等に交付するとともに診療録等に添付する。 

オ 当該患者の退院・転院時に、紹介先保険医療機関等に対して診療情報提供書を作成した

場合は、当該報告書を添付する。 

(６) 栄養サポートチームは、以下の診療を通じ、当該保険医療機関における栄養管理体制を充

実させるとともに、当該保険医療機関において展開されている様々なチーム医療の連携を図

ることが必要である。 

ア 現に当該加算の算定対象となっていない患者の診療を担当する保険医、看護師等からの

相談に速やかに応じ、必要に応じて栄養評価等を実施する。 

イ 褥瘡対策チーム、感染対策チーム、緩和ケアチーム、摂食嚥下支援チーム等、当該保険
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Ａ２３２ がん拠点病院加算 

(１) がん診療の拠点となる病院として、当該加算の対象となる病院は、「がん診療連携拠点病

院等の整備について」（平成 30 年７月 31 日健発 0731 第１号厚生労働省健康局長通知）に

定めるがん診療連携拠点病院等（がん診療連携拠点病院（都道府県がん診療連携拠点病院及

び地域がん診療連携拠点病院（高度型及び特例型を含む。））、特定領域がん診療連携拠点

病院及び地域がん診療病院）又は「小児がん拠点病院の整備について」（平成 30 年７月 31

日健発 0731 第２号厚生労働省健康局長通知）に定める小児がん拠点病院をいう。特定領域

がん診療連携拠点病院については、当該特定領域の悪性腫瘍の患者についてのみ、がん拠点

病院加算の１のイを算定する（以下同じ。）。 

(２) がん拠点病院加算の１のイは、キャンサーボードの設置を含めたがんの集学的治療、緩和

ケアの提供、地域医療との連携、専門医師その他の専門の医療従事者の配置、院内がん登録

の適切な実施、相談支援センター等の体制を備えた、がん診療連携拠点病院（地域がん診療

連携拠点病院（特例型）を除く。）として指定された病院を評価したものである。 

(３) がん拠点病院加算の１のロは、がんの集学的治療、緩和ケアの提供、地域医療との連携、

専門医師その他の専門の医療従事者の配置、院内がん登録の適切な実施、相談支援センター

等の体制を備えた、地域がん診療連携拠点病院（特例型）又は地域がん診療病院として指定

された病院を評価したものである。 

(４) がん拠点病院加算の２は、地域における小児がん医療及び支援を提供する中心施設として、

キャンサーボードの設置を含めたがんの集学的治療、長期フォローアップ体制、緩和ケアの

提供、地域医療との連携、専門医師その他の専門の医療従事者の配置、院内がん登録の適切

な実施、相談支援センター、適切な療育環境等の体制を備えた、小児がん拠点病院として指

定された病院を評価したものである。 

(５) 当該加算は、他の保険医療機関又は健康診断を実施した医療機関の医師により、悪性腫瘍

の疑いがあるとされた患者（最終的に悪性腫瘍と診断された患者に限る。）又は悪性腫瘍と

診断された患者であって、これらの保険医療機関等からの紹介により、当該がん診療連携拠

点病院、地域がん診療病院又は小児がん拠点病院に入院した患者（小児がん拠点病院に入院

した患者については、20歳未満のものに限る。）について、当該入院中１回に限り、入院初

日に算定する。ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入

院期間が通算される再入院の初日は算定できない。なお、悪性腫瘍の疑いがあるとされ、入

院中に悪性腫瘍と診断された患者については、入院初日に限らず、悪性腫瘍と確定診断を行

った日に算定する。 

(６) 当該加算の対象患者は、(５)に定める患者であり、別の保険医療機関からの紹介を受け、

当該がん診療連携拠点病院、地域がん診療病院又は小児がん拠点病院で通院治療を行った後

入院した患者を含むものであること。なお、悪性腫瘍以外の疾患で別の保険医療機関から紹

介を受け、当該がん診療連携拠点病院、地域がん診療病院又は小児がん拠点病院において悪

性腫瘍と診断された患者は含まれない。 

(７) 「注２」に規定する加算は、がんゲノム医療を牽引する高度な機能を有する医療機関とし

て、遺伝子パネル検査等の実施及び治療への活用、遺伝性腫瘍等の患者に対する専門的な遺

伝カウンセリングの実施、がんゲノム情報に基づく臨床研究・治験の実施等の体制を評価し

たものであり、がんゲノム医療中核拠点病院又はがんゲノム医療拠点病院において算定する。 
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(８) がん拠点病院加算を算定した場合は、区分番号「Ｂ００５－６－３」がん治療連携管理料

は算定できない。 

Ａ２３３－２ 栄養サポートチーム加算 

(１) 栄養サポートチーム加算は、栄養障害の状態にある患者や栄養管理をしなければ栄養障害

の状態になることが見込まれる患者に対し、患者の生活の質の向上、原疾患の治癒促進及び

感染症等の合併症予防等を目的として、栄養管理に係る専門的知識を有した多職種からなる

チーム（以下「栄養サポートチーム」という。）が診療することを評価したものである。 

(２) 栄養サポートチーム加算は、栄養管理計画を策定している患者のうち、次のアからエまで

のいずれかに該当する者について算定できる。 

ア 栄養管理計画の策定に係る栄養スクリーニングの結果、血中アルブミン値が 3.0g/dL 以

下であって、栄養障害を有すると判定された患者 

イ 経口摂取又は経腸栄養への移行を目的として、現に静脈栄養法を実施している患者 

ウ 経口摂取への移行を目的として、現に経腸栄養法を実施している患者 

エ 栄養サポートチームが、栄養治療により改善が見込めると判断した患者 

(３) １日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 30 人以内とする。ただし、「注２」に

規定する点数を算定する場合、１日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 15 人以内

とする。 

(４)  療養病棟、結核病棟及び精神病棟においては栄養サポートチーム加算は入院日から起算し

て 180 日以内に限り算定可能とするが、180 日を超えても定期的に栄養サポートチームによ

る栄養管理を行うことが望ましい。 

(５) 栄養サポートチームは、以下の診療を通じ、栄養状態を改善させ、また、必要に応じて経

口摂取への円滑な移行を促進することが必要である。 

ア 栄養状態の改善に係るカンファレンス及び回診が週１回程度開催されており、栄養サポ

ートチームの構成員及び必要に応じて、当該患者の診療を担当する保険医、看護師等が参

加している。 

イ カンファレンス及び回診の結果を踏まえて、当該患者の診療を担当する保険医、看護師

等と共同の上で、別紙様式５又はこれに準じた栄養治療実施計画を作成し、その内容を患

者等に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付する。 

ウ 栄養治療実施計画に基づいて適切な治療を実施し、適宜フォローアップを行う。 

エ 治療終了時又は退院・転院時に、治療結果の評価を行い、それを踏まえてチームで終了

時指導又は退院時等指導を行い、その内容を別紙様式５又はこれに準じた栄養治療実施報

告書として記録し、その写しを患者等に交付するとともに診療録等に添付する。 

オ 当該患者の退院・転院時に、紹介先保険医療機関等に対して診療情報提供書を作成した

場合は、当該報告書を添付する。 

(６) 栄養サポートチームは、以下の診療を通じ、当該保険医療機関における栄養管理体制を充

実させるとともに、当該保険医療機関において展開されている様々なチーム医療の連携を図

ることが必要である。 

ア 現に当該加算の算定対象となっていない患者の診療を担当する保険医、看護師等からの

相談に速やかに応じ、必要に応じて栄養評価等を実施する。 

イ 褥瘡対策チーム、感染対策チーム、緩和ケアチーム、摂食嚥下支援チーム等、当該保険
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Ａ２３２ がん拠点病院加算 

(１) がん診療の拠点となる病院として、当該加算の対象となる病院は、「がん診療連携拠点病

院等の整備について」（平成 30 年７月 31 日健発 0731 第１号厚生労働省健康局長通知）に

定めるがん診療連携拠点病院等（がん診療連携拠点病院（都道府県がん診療連携拠点病院及

び地域がん診療連携拠点病院（高度型及び特例型を含む。））、特定領域がん診療連携拠点

病院及び地域がん診療病院）又は「小児がん拠点病院の整備について」（平成 30 年７月 31

日健発 0731 第２号厚生労働省健康局長通知）に定める小児がん拠点病院をいう。特定領域

がん診療連携拠点病院については、当該特定領域の悪性腫瘍の患者についてのみ、がん拠点

病院加算の１のイを算定する（以下同じ。）。 

(２) がん拠点病院加算の１のイは、キャンサーボードの設置を含めたがんの集学的治療、緩和

ケアの提供、地域医療との連携、専門医師その他の専門の医療従事者の配置、院内がん登録

の適切な実施、相談支援センター等の体制を備えた、がん診療連携拠点病院（地域がん診療

連携拠点病院（特例型）を除く。）として指定された病院を評価したものである。 

(３) がん拠点病院加算の１のロは、がんの集学的治療、緩和ケアの提供、地域医療との連携、

専門医師その他の専門の医療従事者の配置、院内がん登録の適切な実施、相談支援センター

等の体制を備えた、地域がん診療連携拠点病院（特例型）又は地域がん診療病院として指定

された病院を評価したものである。 

(４) がん拠点病院加算の２は、地域における小児がん医療及び支援を提供する中心施設として、

キャンサーボードの設置を含めたがんの集学的治療、長期フォローアップ体制、緩和ケアの

提供、地域医療との連携、専門医師その他の専門の医療従事者の配置、院内がん登録の適切

な実施、相談支援センター、適切な療育環境等の体制を備えた、小児がん拠点病院として指

定された病院を評価したものである。 

(５) 当該加算は、他の保険医療機関又は健康診断を実施した医療機関の医師により、悪性腫瘍

の疑いがあるとされた患者（最終的に悪性腫瘍と診断された患者に限る。）又は悪性腫瘍と

診断された患者であって、これらの保険医療機関等からの紹介により、当該がん診療連携拠

点病院、地域がん診療病院又は小児がん拠点病院に入院した患者（小児がん拠点病院に入院

した患者については、20歳未満のものに限る。）について、当該入院中１回に限り、入院初

日に算定する。ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入

院期間が通算される再入院の初日は算定できない。なお、悪性腫瘍の疑いがあるとされ、入

院中に悪性腫瘍と診断された患者については、入院初日に限らず、悪性腫瘍と確定診断を行

った日に算定する。 

(６) 当該加算の対象患者は、(５)に定める患者であり、別の保険医療機関からの紹介を受け、

当該がん診療連携拠点病院、地域がん診療病院又は小児がん拠点病院で通院治療を行った後

入院した患者を含むものであること。なお、悪性腫瘍以外の疾患で別の保険医療機関から紹

介を受け、当該がん診療連携拠点病院、地域がん診療病院又は小児がん拠点病院において悪

性腫瘍と診断された患者は含まれない。 

(７) 「注２」に規定する加算は、がんゲノム医療を牽引する高度な機能を有する医療機関とし

て、遺伝子パネル検査等の実施及び治療への活用、遺伝性腫瘍等の患者に対する専門的な遺

伝カウンセリングの実施、がんゲノム情報に基づく臨床研究・治験の実施等の体制を評価し

たものであり、がんゲノム医療中核拠点病院又はがんゲノム医療拠点病院において算定する。 
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イ 感染制御チームは微生物学的検査を適宜利用し、抗菌薬の適正使用を推進する。バンコ

マイシン等の抗ＭＲＳＡ薬及び広域抗菌薬等の使用に際して届出制又は許可制をとり、投

与量、投与期間の把握を行い、臨床上問題となると判断した場合には、投与方法の適正化

をはかる。 

ウ 感染制御チームは院内感染対策を目的とした職員の研修を行う。また院内感染に関する

マニュアルを作成し、職員がそのマニュアルを遵守していることを巡回時に確認する。 

(３) 「注２」に掲げる加算は、感染防止対策加算１を算定する複数の医療機関が連携し、互い

に感染防止対策に関する評価を行っている場合に算定する。 

(４) 「注３」に掲げる加算は、院内感染防止対策を行った上で、更に院内に抗菌薬の適正使用

を支援するチームを設置し、感染症治療の早期モニタリングと主治医へのフィードバック、

微生物検査・臨床検査の利用の適正化、抗菌薬適正使用に係る評価、抗菌薬適正使用の教育

・啓発、院内で使用可能な抗菌薬の見直し等を行うことによる抗菌薬の適正な使用の推進を

行っている場合に算定する。なお、（２）イに規定する抗菌薬の適正使用に係る業務につい

ては、施設の実態に応じて、感染制御チームではなく、抗菌薬適正使用支援チームが実施し

ても差し支えない。 

Ａ２３４－３ 患者サポート体制充実加算 

(１) 患者サポート体制充実加算は、医療従事者と患者との対話を促進するため、患者又はその

家族等（以下この項目において「患者等」という。）に対する支援体制を評価したものであ

り、当該保険医療機関に入院している患者について、入院期間中１回に限り、入院初日に算

定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入

院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(２) 当該保険医療機関に相談支援窓口を設置し、患者等からの疾病に関する医学的な質問並び

に生活上及び入院上の不安等に関する相談について懇切丁寧に対応すること。 

(３) 医療従事者と患者等との良好な関係を築くため、患者支援体制が整備されていること。 

(４) 区分番号「Ａ２３２」に掲げるがん拠点病院加算を算定している場合は算定できない。 

Ａ２３６ 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

(１) 褥瘡ハイリスク患者ケア加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているもの

として届け出た保険医療機関に入院している患者であって、当該加算の要件を満たすものに

ついて算定する。 

(２) 褥瘡ハイリスク患者ケア加算は、褥瘡ケアを実施するための適切な知識・技術を有する専

従の褥瘡管理者が、褥瘡予防・管理が難しく重点的な褥瘡ケアが必要な患者に対し、適切な

褥瘡予防・治療のための予防治療計画に基づく総合的な褥瘡対策を継続して実施した場合、

当該入院期間中１回に限り算定する。なお、当該加算は、第２部通則５に規定する入院期間

が通算される再入院であっても別に算定できる。 

(３) 褥瘡予防・管理が難しく重点的な褥瘡ケアが必要な患者とは、ベッド上安静であって、次

に掲げるものをいう。 

ア ショック状態のもの 

イ 重度の末梢循環不全のもの 

ウ 麻薬等の鎮痛・鎮静剤の持続的な使用が必要であるもの 

エ ６時間以上の全身麻酔下による手術を受けたもの 
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医療機関において活動している他チームとの合同カンファレンスを、必要に応じて開催し、

患者に対する治療及びケアの連携に努めること。 

(７) 「注２」に規定する点数は、「基本診療料の施設基準等」別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び

一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除

く。）の一般病棟において、算定可能である。なお、「基本診療料の施設基準等及びその届

出に関する手続きの取扱いについて」別添２「入院基本料等の施設基準等」第５の６の規定

により看護配置の異なる病棟ごとに一般病棟入院基本料の届出を行っている保険医療機関に

おいては、一般病棟入院基本料（急性期一般入院料１を除く。）を算定する病棟で当該点数

を算定できる。 

 

(８) 「注３」に規定する歯科医師連携加算は、栄養サポートチームに歯科医師が参加し、当該

チームとしての診療に従事した場合に、所定点数に加算する。 

なお、栄養サポートチームに参加する歯科医師は、院外の歯科医師であっても差し支えな

いが、当該チームの構成員として継続的に診療に従事していることが必要である。 

Ａ２３４ 医療安全対策加算 

(１) 医療安全対策加算は、組織的な医療安全対策を実施している保険医療機関を評価したもの

であり、当該保険医療機関に入院している患者について、入院期間中１回に限り、入院初日

に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、

入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(２) 組織的な医療安全対策とは、医療安全管理部門に所属する医療安全管理者が、医療安全管

理委員会と連携しつつ、当該保険医療機関の医療安全に係る状況を把握し、その分析結果に

基づいて医療安全確保のための業務改善等を継続的に実施していることをいう。 

(３) 医療安全確保のための職員研修を計画的に実施するとともに、医療安全管理者が必要に応

じて各部門における医療安全管理の担当者への支援を実施し、その結果を記録していること。 

(４) 「注２」に掲げる加算は、医療安全対策加算を算定する複数の医療機関が連携し、互いに

医療安全対策に関する評価を行っている場合に算定する。 

Ａ２３４－２ 感染防止対策加算 

(１) 感染防止対策加算は、第２部通則７に規定する院内感染防止対策を行った上で、更に院内

に感染制御のチームを設置し、院内感染状況の把握、抗菌薬の適正使用、職員の感染防止等

を行うことで院内感染防止を行うことを評価するものであり、当該保険医療機関に入院して

いる患者について、入院期間中１回に限り、入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初

日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日

は算定できない。 

(２) 感染制御チームは以下の業務を行うものとする。 

ア 感染制御チームは、１週間に１回程度、定期的に院内を巡回し、院内感染事例の把握を

行うとともに、院内感染防止対策の実施状況の把握・指導を行う。また、院内感染事例、

院内感染の発生率に関するサーベイランス等の情報を分析、評価し、効率的な感染対策に

役立てる。院内感染の増加が確認された場合には病棟ラウンドの所見及びサーベイランス

データ等を基に改善策を講じる。巡回、院内感染に関する情報を記録に残す。 
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イ 感染制御チームは微生物学的検査を適宜利用し、抗菌薬の適正使用を推進する。バンコ

マイシン等の抗ＭＲＳＡ薬及び広域抗菌薬等の使用に際して届出制又は許可制をとり、投

与量、投与期間の把握を行い、臨床上問題となると判断した場合には、投与方法の適正化

をはかる。 

ウ 感染制御チームは院内感染対策を目的とした職員の研修を行う。また院内感染に関する

マニュアルを作成し、職員がそのマニュアルを遵守していることを巡回時に確認する。 

(３) 「注２」に掲げる加算は、感染防止対策加算１を算定する複数の医療機関が連携し、互い

に感染防止対策に関する評価を行っている場合に算定する。 

(４) 「注３」に掲げる加算は、院内感染防止対策を行った上で、更に院内に抗菌薬の適正使用

を支援するチームを設置し、感染症治療の早期モニタリングと主治医へのフィードバック、

微生物検査・臨床検査の利用の適正化、抗菌薬適正使用に係る評価、抗菌薬適正使用の教育

・啓発、院内で使用可能な抗菌薬の見直し等を行うことによる抗菌薬の適正な使用の推進を

行っている場合に算定する。なお、（２）イに規定する抗菌薬の適正使用に係る業務につい

ては、施設の実態に応じて、感染制御チームではなく、抗菌薬適正使用支援チームが実施し

ても差し支えない。 

Ａ２３４－３ 患者サポート体制充実加算 

(１) 患者サポート体制充実加算は、医療従事者と患者との対話を促進するため、患者又はその

家族等（以下この項目において「患者等」という。）に対する支援体制を評価したものであ

り、当該保険医療機関に入院している患者について、入院期間中１回に限り、入院初日に算

定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入

院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(２) 当該保険医療機関に相談支援窓口を設置し、患者等からの疾病に関する医学的な質問並び

に生活上及び入院上の不安等に関する相談について懇切丁寧に対応すること。 

(３) 医療従事者と患者等との良好な関係を築くため、患者支援体制が整備されていること。 

(４) 区分番号「Ａ２３２」に掲げるがん拠点病院加算を算定している場合は算定できない。 

Ａ２３６ 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

(１) 褥瘡ハイリスク患者ケア加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているもの

として届け出た保険医療機関に入院している患者であって、当該加算の要件を満たすものに

ついて算定する。 

(２) 褥瘡ハイリスク患者ケア加算は、褥瘡ケアを実施するための適切な知識・技術を有する専

従の褥瘡管理者が、褥瘡予防・管理が難しく重点的な褥瘡ケアが必要な患者に対し、適切な

褥瘡予防・治療のための予防治療計画に基づく総合的な褥瘡対策を継続して実施した場合、

当該入院期間中１回に限り算定する。なお、当該加算は、第２部通則５に規定する入院期間

が通算される再入院であっても別に算定できる。 

(３) 褥瘡予防・管理が難しく重点的な褥瘡ケアが必要な患者とは、ベッド上安静であって、次

に掲げるものをいう。 

ア ショック状態のもの 

イ 重度の末梢循環不全のもの 

ウ 麻薬等の鎮痛・鎮静剤の持続的な使用が必要であるもの 

エ ６時間以上の全身麻酔下による手術を受けたもの 

 - 64 - 

医療機関において活動している他チームとの合同カンファレンスを、必要に応じて開催し、

患者に対する治療及びケアの連携に努めること。 

(７) 「注２」に規定する点数は、「基本診療料の施設基準等」別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び

一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除

く。）の一般病棟において、算定可能である。なお、「基本診療料の施設基準等及びその届

出に関する手続きの取扱いについて」別添２「入院基本料等の施設基準等」第５の６の規定

により看護配置の異なる病棟ごとに一般病棟入院基本料の届出を行っている保険医療機関に

おいては、一般病棟入院基本料（急性期一般入院料１を除く。）を算定する病棟で当該点数

を算定できる。 

 

(８) 「注３」に規定する歯科医師連携加算は、栄養サポートチームに歯科医師が参加し、当該

チームとしての診療に従事した場合に、所定点数に加算する。 

なお、栄養サポートチームに参加する歯科医師は、院外の歯科医師であっても差し支えな

いが、当該チームの構成員として継続的に診療に従事していることが必要である。 

Ａ２３４ 医療安全対策加算 

(１) 医療安全対策加算は、組織的な医療安全対策を実施している保険医療機関を評価したもの

であり、当該保険医療機関に入院している患者について、入院期間中１回に限り、入院初日

に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、

入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(２) 組織的な医療安全対策とは、医療安全管理部門に所属する医療安全管理者が、医療安全管

理委員会と連携しつつ、当該保険医療機関の医療安全に係る状況を把握し、その分析結果に

基づいて医療安全確保のための業務改善等を継続的に実施していることをいう。 

(３) 医療安全確保のための職員研修を計画的に実施するとともに、医療安全管理者が必要に応

じて各部門における医療安全管理の担当者への支援を実施し、その結果を記録していること。 

(４) 「注２」に掲げる加算は、医療安全対策加算を算定する複数の医療機関が連携し、互いに

医療安全対策に関する評価を行っている場合に算定する。 

Ａ２３４－２ 感染防止対策加算 

(１) 感染防止対策加算は、第２部通則７に規定する院内感染防止対策を行った上で、更に院内

に感染制御のチームを設置し、院内感染状況の把握、抗菌薬の適正使用、職員の感染防止等

を行うことで院内感染防止を行うことを評価するものであり、当該保険医療機関に入院して

いる患者について、入院期間中１回に限り、入院初日に算定する。なお、ここでいう入院初

日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日

は算定できない。 

(２) 感染制御チームは以下の業務を行うものとする。 

ア 感染制御チームは、１週間に１回程度、定期的に院内を巡回し、院内感染事例の把握を

行うとともに、院内感染防止対策の実施状況の把握・指導を行う。また、院内感染事例、

院内感染の発生率に関するサーベイランス等の情報を分析、評価し、効率的な感染対策に

役立てる。院内感染の増加が確認された場合には病棟ラウンドの所見及びサーベイランス

データ等を基に改善策を講じる。巡回、院内感染に関する情報を記録に残す。 
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ソ 出血傾向のある状態（治療中のものに限る。）の患者 

タ ＨＩＶ陽性の患者 

チ Ｒｈ不適合の患者 

ツ 当該妊娠中に帝王切開術以外の開腹手術（腹腔鏡による手術を含む。）を行った患者又

は行う予定のある患者 

テ 精神疾患の患者（当該保険医療機関において精神療法を実施している者又は他の保険医

療機関において精神療法を実施している者であって当該保険医療機関に対して診療情報が

文書により提供されているものに限る。） 

ただし、治療中のものとは、対象疾患について専門的治療が行われているものを指し、単

なる経過観察のために年に数回程度通院しているのみの患者は算定できない。 

(２) 当該加算は、１入院に 20 日を限度として所定点数に加算する。ただし、第２部通則５に

規定する入院期間が通算される入院については、１入院として取り扱うものであること 

(３) １入院の期間中に、区分番号「Ａ２３７」ハイリスク分娩管理加算を算定するハイリスク

分娩管理とハイリスク妊娠管理を併せて行うことは可能であり、ハイリスク妊娠管理加算と

ハイリスク分娩管理加算を併せ、１入院当たり 28 日を限度として算定できるが、ハイリス

ク分娩管理加算を算定する日と同一日に行うハイリスク妊娠管理に係る費用は、ハイリスク

分娩管理加算に含まれ、別に算定できない。 

(４) 妊婦とは産褥婦を含まない。 
 
[早産指数（tocolysis index）] 

 

スコア 

 

０ 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

子宮収縮 

 

   無    

 

 不規則  

 

 規則的  

 

   －    

 

   －    

 

破水 

 

   無    

 

   －    

 

高位破水 

 

   －    

 

低位破水 

 

出血 

 

   無    

 

   有    

 

   －    

 

   －    

 

   －    

 

子宮口の開大度 

 

   無    

 

  １㎝   

 

  ２㎝   

 

  ３㎝   

 

４㎝以上 

Ａ２３７ ハイリスク分娩管理加算 

(１) ハイリスク分娩管理加算の算定対象となる患者は、保険診療の対象となる合併症を有して

いる次に掲げる疾患等の妊産婦であって、医師がハイリスク分娩管理が必要と認めた者であ

ること。 

ア 妊娠 22 週から 32 週未満の早産の患者 

イ 40 歳以上の初産婦である患者 

ウ 分娩前のＢＭＩが 35 以上の初産婦である患者 

エ 妊娠高血圧症候群重症の患者 

オ 常位胎盤早期剥離の患者 

カ 前置胎盤（妊娠 28 週以降で出血等の症状を伴う場合に限る。）の患者 

キ 双胎間輸血症候群の患者 

ク 多胎妊娠の患者 
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オ 特殊体位による手術を受けたもの 

カ 強度の下痢が続く状態であるもの 

キ 極度の皮膚の脆弱（低出生体重児、ＧＶＨＤ、黄疸等）であるもの 

ク 皮膚に密着させる医療関連機器の長期かつ持続的な使用が必要であるもの 

ケ 褥瘡に関する危険因子（病的骨突出、皮膚湿潤、浮腫等）があって既に褥瘡を有するも

の 

   （４） 「注２」に規定する点数は、「基本診療料の施設基準等」別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び

一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除

く。）の一般病棟において、算定可能である。なお、「基本診療料の施設基準等及びその届

出に関する手続きの取扱いについて」別添２「入院基本料等の施設基準等」第５の６の規定

により看護配置の異なる病棟ごとに一般病棟入院基本料の届出を行っている保険医療機関に

おいては、一般病棟入院基本料（急性期一般入院料１を除く。）を算定する病棟で当該点数

を算定できる。 

(５) 「注２」に規定する点数を算定する場合は、褥瘡管理者は、褥瘡リスクアセスメント票・

褥瘡予防治療計画書に基づき実施した褥瘡ケアの内容を診療録等に記載すること。 

Ａ２３６－２ ハイリスク妊娠管理加算 

(１) ハイリスク妊娠管理加算の算定対象となる患者は、保険診療の対象となる合併症を有して

いる次に掲げる疾患等の妊婦であって、医師がハイリスク妊娠管理が必要と認めた者である

こと。 

ア  妊娠 22 週から 32 週未満の早産の患者（早産するまでの患者に限る。） 

イ 妊娠高血圧症候群重症の患者 

ウ 前置胎盤（妊娠 28 週以降で出血等の症状を伴う場合に限る。）の患者 

エ 妊娠 30 週未満の切迫早産の患者であって、子宮収縮、子宮出血、頸管の開大、短縮又

は軟化のいずれかの兆候を示しかつ以下のいずれかを満たすものに限る。 

(イ) 前期破水を合併したもの 

(ロ) 羊水過多症又は羊水過少症のもの 

(ハ) 経腟超音波検査で子宮頸管長が 20mm 未満のもの 

(ニ) 切迫早産の診断で他の医療機関より搬送されたもの 

(ホ) 早産指数(tocolysis index)が３点以上のもの 

オ 多胎妊娠の患者 

カ 子宮内胎児発育遅延の患者 

キ 心疾患（治療中のものに限る。）の患者 

ク 糖尿病（治療中のものに限る。）の患者 

ケ 甲状腺疾患（治療中のものに限る。）の患者 

コ 腎疾患（治療中のものに限る。）の患者 

サ 膠原病（治療中のものに限る。）の患者 

シ 特発性血小板減少性紫斑病（治療中のものに限る。）の患者 

ス 白血病（治療中のものに限る。）の患者 

セ 血友病（治療中のものに限る。）の患者 
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ソ 出血傾向のある状態（治療中のものに限る。）の患者 

タ ＨＩＶ陽性の患者 

チ Ｒｈ不適合の患者 

ツ 当該妊娠中に帝王切開術以外の開腹手術（腹腔鏡による手術を含む。）を行った患者又

は行う予定のある患者 

テ 精神疾患の患者（当該保険医療機関において精神療法を実施している者又は他の保険医

療機関において精神療法を実施している者であって当該保険医療機関に対して診療情報が

文書により提供されているものに限る。） 

ただし、治療中のものとは、対象疾患について専門的治療が行われているものを指し、単

なる経過観察のために年に数回程度通院しているのみの患者は算定できない。 

(２) 当該加算は、１入院に 20 日を限度として所定点数に加算する。ただし、第２部通則５に

規定する入院期間が通算される入院については、１入院として取り扱うものであること 

(３) １入院の期間中に、区分番号「Ａ２３７」ハイリスク分娩管理加算を算定するハイリスク

分娩管理とハイリスク妊娠管理を併せて行うことは可能であり、ハイリスク妊娠管理加算と

ハイリスク分娩管理加算を併せ、１入院当たり 28 日を限度として算定できるが、ハイリス

ク分娩管理加算を算定する日と同一日に行うハイリスク妊娠管理に係る費用は、ハイリスク

分娩管理加算に含まれ、別に算定できない。 

(４) 妊婦とは産褥婦を含まない。 
 
[早産指数（tocolysis index）] 

 

スコア 

 

０ 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

子宮収縮 

 

   無    

 

 不規則  

 

 規則的  

 

   －    

 

   －    

 

破水 

 

   無    

 

   －    

 

高位破水 

 

   －    

 

低位破水 

 

出血 

 

   無    

 

   有    

 

   －    

 

   －    

 

   －    

 

子宮口の開大度 

 

   無    

 

  １㎝   

 

  ２㎝   

 

  ３㎝   

 

４㎝以上 

Ａ２３７ ハイリスク分娩管理加算 

(１) ハイリスク分娩管理加算の算定対象となる患者は、保険診療の対象となる合併症を有して

いる次に掲げる疾患等の妊産婦であって、医師がハイリスク分娩管理が必要と認めた者であ

ること。 

ア 妊娠 22 週から 32 週未満の早産の患者 

イ 40 歳以上の初産婦である患者 

ウ 分娩前のＢＭＩが 35 以上の初産婦である患者 

エ 妊娠高血圧症候群重症の患者 

オ 常位胎盤早期剥離の患者 

カ 前置胎盤（妊娠 28 週以降で出血等の症状を伴う場合に限る。）の患者 

キ 双胎間輸血症候群の患者 

ク 多胎妊娠の患者 
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オ 特殊体位による手術を受けたもの 

カ 強度の下痢が続く状態であるもの 

キ 極度の皮膚の脆弱（低出生体重児、ＧＶＨＤ、黄疸等）であるもの 

ク 皮膚に密着させる医療関連機器の長期かつ持続的な使用が必要であるもの 

ケ 褥瘡に関する危険因子（病的骨突出、皮膚湿潤、浮腫等）があって既に褥瘡を有するも

の 

   （４） 「注２」に規定する点数は、「基本診療料の施設基準等」別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び

一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除

く。）の一般病棟において、算定可能である。なお、「基本診療料の施設基準等及びその届

出に関する手続きの取扱いについて」別添２「入院基本料等の施設基準等」第５の６の規定

により看護配置の異なる病棟ごとに一般病棟入院基本料の届出を行っている保険医療機関に

おいては、一般病棟入院基本料（急性期一般入院料１を除く。）を算定する病棟で当該点数

を算定できる。 

(５) 「注２」に規定する点数を算定する場合は、褥瘡管理者は、褥瘡リスクアセスメント票・

褥瘡予防治療計画書に基づき実施した褥瘡ケアの内容を診療録等に記載すること。 

Ａ２３６－２ ハイリスク妊娠管理加算 

(１) ハイリスク妊娠管理加算の算定対象となる患者は、保険診療の対象となる合併症を有して

いる次に掲げる疾患等の妊婦であって、医師がハイリスク妊娠管理が必要と認めた者である

こと。 

ア  妊娠 22 週から 32 週未満の早産の患者（早産するまでの患者に限る。） 

イ 妊娠高血圧症候群重症の患者 

ウ 前置胎盤（妊娠 28 週以降で出血等の症状を伴う場合に限る。）の患者 

エ 妊娠 30 週未満の切迫早産の患者であって、子宮収縮、子宮出血、頸管の開大、短縮又

は軟化のいずれかの兆候を示しかつ以下のいずれかを満たすものに限る。 

(イ) 前期破水を合併したもの 

(ロ) 羊水過多症又は羊水過少症のもの 

(ハ) 経腟超音波検査で子宮頸管長が 20mm 未満のもの 

(ニ) 切迫早産の診断で他の医療機関より搬送されたもの 

(ホ) 早産指数(tocolysis index)が３点以上のもの 

オ 多胎妊娠の患者 

カ 子宮内胎児発育遅延の患者 

キ 心疾患（治療中のものに限る。）の患者 

ク 糖尿病（治療中のものに限る。）の患者 

ケ 甲状腺疾患（治療中のものに限る。）の患者 

コ 腎疾患（治療中のものに限る。）の患者 

サ 膠原病（治療中のものに限る。）の患者 

シ 特発性血小板減少性紫斑病（治療中のものに限る。）の患者 

ス 白血病（治療中のものに限る。）の患者 

セ 血友病（治療中のものに限る。）の患者 
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(２) 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算は、精神科救急医療機関が緊急入院患者を受け入れ、

入院後 60 日以内に、あらかじめ連携している後方病床の役割を担う保険医療機関に当該患

者に関する診療情報を提供し、転院した場合に、精神科救急医療機関において転院時に算定

する。なお、この場合において、診療情報提供料(Ⅰ)は算定できない。 

(３) 精神科救急搬送患者地域連携受入加算は、後方病床の役割を担う保険医療機関が精神科救

急医療機関に緊急入院した患者を、当該緊急入院から 60 日以内に受け入れた場合に、後方

病床の役割を担う保険医療機関において入院時に算定する。 

(４) 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算は、他の保険医療機関から転院してきた患者を後方

病床の役割を担う保険医療機関に更に転院させた場合には算定できないものとする。ただし、

当該他の保険医療機関への入院時から 48 時間以内に、患者の症状の増悪等により精神科救

急搬送患者地域連携紹介加算を届け出ている精神科救急医療機関に転院した後、精神科救急

医療機関への入院から 60 日以内に後方病床の役割を担う保険医療機関に転院させた場合に

限り、精神科救急搬送患者地域連携紹介加算を算定できるものとする。精神科救急搬送患者

地域連携受入加算も同様とする。 

Ａ２３８－８ 削除 

Ａ２３８－９ 削除 

Ａ２４０ 削除 

Ａ２４２ 呼吸ケアチーム加算 

(１) 呼吸ケアチーム加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届

け出た保険医療機関に入院している患者であって、当該加算の要件を満たすものについて算

定する。 

(２) 呼吸ケアチーム加算の算定対象となる患者は、48 時間以上継続して人工呼吸器を装着して

いる患者であって、人工呼吸器を装着している状態で当該病棟に入院した日から１月以内の

患者又は当該病棟に入院した後人工呼吸器を装着し、装着日から１月以内の患者であること。

ただし、人工呼吸器離脱の過程において、一時的に短時間、人工呼吸器を装着していない時

間については、継続して装着しているものとみなす。 

(３) 呼吸ケアチーム加算は、人工呼吸器離脱のための呼吸ケアに係る専任のチーム（以下「呼

吸ケアチーム」という。）による診療が行われた場合に週１回に限り算定する。 

(４) 呼吸ケアチームは初回の診療に当たり、当該患者の診療計画書を作成し、その内容に基づ

き、人工呼吸器離脱のために当該患者の状態に応じたチームによる診療を行い、その評価を

行うこと。なお、必要に応じて呼吸ケアチーム以外の医師、看護師等に人工呼吸器の管理や

呼吸ケア等の指導を行うこと。 

(５) 呼吸ケアチームは当該患者の診療を担う保険医、看護師等と十分に連携を図ること。 

Ａ２４３ 後発医薬品使用体制加算 

(１) 後発医薬品使用体制加算は、後発医薬品の品質、安全性、安定供給体制等の情報を収集・

評価し、その結果を踏まえ後発医薬品の採用を決定する体制が整備されている保険医療機関

を評価したものである。 

(２) 後発医薬品使用体制加算は、当該保険医療機関において調剤した後発医薬品のある先発医

薬品及び後発医薬品を合算した規格単位数量に占める後発医薬品の規格単位数量の割合が 70

％以上、80％以上又は 85％以上であるとともに、入院及び外来において後発医薬品（ジェネ
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ケ 子宮内胎児発育遅延の患者 

コ 心疾患（治療中のものに限る。）の患者 

サ 糖尿病（治療中のものに限る。）の患者 

シ 特発性血小板減少性紫斑病（治療中のものに限る。）の患者 

ス 白血病（治療中のものに限る。）の患者 

セ 血友病（治療中のものに限る。）の患者 

ソ 出血傾向のある状態（治療中のものに限る。）の患者 

タ ＨＩＶ陽性の患者 

チ 当該妊娠中に帝王切開術以外の開腹手術（腹腔鏡による手術を含む。）を行った患者又

は行う予定のある患者 

ツ 精神疾患の患者（当該保険医療機関において精神療法を実施している者又は他の保険医

療機関において精神療法を実施している者であって当該保険医療機関に対して診療情報が

文書により提供されているものに限る。） 

ただし、治療中のものとは、対象疾患について専門的治療が行われているものを指し、単

なる経過観察のために年に数回程度通院しているのみの患者は算定できない。 

(２) 当該加算は、ハイリスク分娩管理の対象となる妊産婦に対して、分娩を伴う入院中にハイ

リスク分娩管理を行った場合に、８日を限度として算定する。ただし、第２部通則５に規定

する入院期間が通算される入院については、１入院として取り扱うものであること。 

(３) １入院の期間中に、区分番号「Ａ２３６－２」ハイリスク妊娠管理加算を算定するハイリ

スク妊娠管理とハイリスク分娩管理を併せて行うことは可能であり、ハイリスク妊娠管理加

算とハイリスク分娩管理加算を併せ、１入院当たり 28 日を限度として算定できるが、ハイ

リスク妊娠管理加算を算定するハイリスク妊娠管理とハイリスク分娩管理を同一日に行う場

合には、ハイリスク分娩管理加算のみを算定する。 

(４) 妊産婦とは、産褥婦を含む。 

Ａ２３８ 削除 

Ａ２３８－３ 削除 

Ａ２３８－４ 削除 

Ａ２３８－５ 削除 

Ａ２３８－６ 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算 

Ａ２３８－７ 精神科救急搬送患者地域連携受入加算 

(１) 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算及び精神科救急搬送患者地域連携受入加算は、精神

科救急医療機関（精神科救急入院料、精神科急性期治療病棟入院料又は精神科救急・合併症

入院料に係る届出を行っている保険医療機関をいう。以下同じ。）に緊急入院した患者（当

該保険医療機関の一般病棟等へ緊急入院した後、２日以内に当該特定入院料を算定する病棟

に転棟した患者を含む。）について、後方病床の役割を担う保険医療機関（精神病棟入院基

本料、児童・思春期精神科入院医療管理料、精神療養病棟入院料又は認知症治療病棟入院料

に係る届出を行っている保険医療機関をいう。以下同じ。）で対応可能な場合に、後方病床

の役割を担う保険医療機関が当該患者の転院を速やかに受け入れることで、精神科救急医療

機関の負担軽減及び緊急入院の受入が円滑になるよう地域における連携を評価するものであ

る。 
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(２) 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算は、精神科救急医療機関が緊急入院患者を受け入れ、

入院後 60 日以内に、あらかじめ連携している後方病床の役割を担う保険医療機関に当該患

者に関する診療情報を提供し、転院した場合に、精神科救急医療機関において転院時に算定

する。なお、この場合において、診療情報提供料(Ⅰ)は算定できない。 

(３) 精神科救急搬送患者地域連携受入加算は、後方病床の役割を担う保険医療機関が精神科救

急医療機関に緊急入院した患者を、当該緊急入院から 60 日以内に受け入れた場合に、後方

病床の役割を担う保険医療機関において入院時に算定する。 

(４) 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算は、他の保険医療機関から転院してきた患者を後方

病床の役割を担う保険医療機関に更に転院させた場合には算定できないものとする。ただし、

当該他の保険医療機関への入院時から 48 時間以内に、患者の症状の増悪等により精神科救

急搬送患者地域連携紹介加算を届け出ている精神科救急医療機関に転院した後、精神科救急

医療機関への入院から 60 日以内に後方病床の役割を担う保険医療機関に転院させた場合に

限り、精神科救急搬送患者地域連携紹介加算を算定できるものとする。精神科救急搬送患者

地域連携受入加算も同様とする。 

Ａ２３８－８ 削除 

Ａ２３８－９ 削除 

Ａ２４０ 削除 

Ａ２４２ 呼吸ケアチーム加算 

(１) 呼吸ケアチーム加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届

け出た保険医療機関に入院している患者であって、当該加算の要件を満たすものについて算

定する。 

(２) 呼吸ケアチーム加算の算定対象となる患者は、48 時間以上継続して人工呼吸器を装着して

いる患者であって、人工呼吸器を装着している状態で当該病棟に入院した日から１月以内の

患者又は当該病棟に入院した後人工呼吸器を装着し、装着日から１月以内の患者であること。

ただし、人工呼吸器離脱の過程において、一時的に短時間、人工呼吸器を装着していない時

間については、継続して装着しているものとみなす。 

(３) 呼吸ケアチーム加算は、人工呼吸器離脱のための呼吸ケアに係る専任のチーム（以下「呼

吸ケアチーム」という。）による診療が行われた場合に週１回に限り算定する。 

(４) 呼吸ケアチームは初回の診療に当たり、当該患者の診療計画書を作成し、その内容に基づ

き、人工呼吸器離脱のために当該患者の状態に応じたチームによる診療を行い、その評価を

行うこと。なお、必要に応じて呼吸ケアチーム以外の医師、看護師等に人工呼吸器の管理や

呼吸ケア等の指導を行うこと。 

(５) 呼吸ケアチームは当該患者の診療を担う保険医、看護師等と十分に連携を図ること。 

Ａ２４３ 後発医薬品使用体制加算 

(１) 後発医薬品使用体制加算は、後発医薬品の品質、安全性、安定供給体制等の情報を収集・

評価し、その結果を踏まえ後発医薬品の採用を決定する体制が整備されている保険医療機関

を評価したものである。 

(２) 後発医薬品使用体制加算は、当該保険医療機関において調剤した後発医薬品のある先発医

薬品及び後発医薬品を合算した規格単位数量に占める後発医薬品の規格単位数量の割合が 70

％以上、80％以上又は 85％以上であるとともに、入院及び外来において後発医薬品（ジェネ
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ケ 子宮内胎児発育遅延の患者 

コ 心疾患（治療中のものに限る。）の患者 

サ 糖尿病（治療中のものに限る。）の患者 

シ 特発性血小板減少性紫斑病（治療中のものに限る。）の患者 

ス 白血病（治療中のものに限る。）の患者 

セ 血友病（治療中のものに限る。）の患者 

ソ 出血傾向のある状態（治療中のものに限る。）の患者 

タ ＨＩＶ陽性の患者 

チ 当該妊娠中に帝王切開術以外の開腹手術（腹腔鏡による手術を含む。）を行った患者又

は行う予定のある患者 

ツ 精神疾患の患者（当該保険医療機関において精神療法を実施している者又は他の保険医

療機関において精神療法を実施している者であって当該保険医療機関に対して診療情報が

文書により提供されているものに限る。） 

ただし、治療中のものとは、対象疾患について専門的治療が行われているものを指し、単

なる経過観察のために年に数回程度通院しているのみの患者は算定できない。 

(２) 当該加算は、ハイリスク分娩管理の対象となる妊産婦に対して、分娩を伴う入院中にハイ

リスク分娩管理を行った場合に、８日を限度として算定する。ただし、第２部通則５に規定

する入院期間が通算される入院については、１入院として取り扱うものであること。 

(３) １入院の期間中に、区分番号「Ａ２３６－２」ハイリスク妊娠管理加算を算定するハイリ

スク妊娠管理とハイリスク分娩管理を併せて行うことは可能であり、ハイリスク妊娠管理加

算とハイリスク分娩管理加算を併せ、１入院当たり 28 日を限度として算定できるが、ハイ

リスク妊娠管理加算を算定するハイリスク妊娠管理とハイリスク分娩管理を同一日に行う場

合には、ハイリスク分娩管理加算のみを算定する。 

(４) 妊産婦とは、産褥婦を含む。 

Ａ２３８ 削除 

Ａ２３８－３ 削除 

Ａ２３８－４ 削除 

Ａ２３８－５ 削除 

Ａ２３８－６ 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算 

Ａ２３８－７ 精神科救急搬送患者地域連携受入加算 

(１) 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算及び精神科救急搬送患者地域連携受入加算は、精神

科救急医療機関（精神科救急入院料、精神科急性期治療病棟入院料又は精神科救急・合併症

入院料に係る届出を行っている保険医療機関をいう。以下同じ。）に緊急入院した患者（当

該保険医療機関の一般病棟等へ緊急入院した後、２日以内に当該特定入院料を算定する病棟

に転棟した患者を含む。）について、後方病床の役割を担う保険医療機関（精神病棟入院基

本料、児童・思春期精神科入院医療管理料、精神療養病棟入院料又は認知症治療病棟入院料

に係る届出を行っている保険医療機関をいう。以下同じ。）で対応可能な場合に、後方病床

の役割を担う保険医療機関が当該患者の転院を速やかに受け入れることで、精神科救急医療

機関の負担軽減及び緊急入院の受入が円滑になるよう地域における連携を評価するものであ

る。 
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院支援職員」という。）を各病棟に専任で配置し、原則として入院後３日以内に患者の状況

を把握するとともに退院困難な要因を有している患者を抽出する。また、入退院支援加算２

にあっては、患者の入院している病棟等において、原則として入院後７日以内に退院困難な

要因を有している患者を抽出する。なお、ここでいう退院困難な要因とは、以下のものであ

る。 

ア 悪性腫瘍、認知症又は誤嚥性肺炎等の急性呼吸器感染症のいずれかであること 

イ 緊急入院であること 

ウ 要介護状態であるとの疑いがあるが要介護認定が未申請であること（介護保険法施行令

（平成 10 年政令第 412 号）第２条各号に規定する特定疾病を有する 40 歳以上 65 歳未満

の者及び 65 歳以上の者に限る。） 

エ 家族又は同居者から虐待を受けている又はその疑いがあること 

オ 生活困窮者であること 

カ 入院前に比べＡＤＬが低下し、退院後の生活様式の再編が必要であること（必要と推測

されること。） 

キ 排泄に介助を要すること 

ク 同居者の有無に関わらず、必要な養育又は介護を十分に提供できる状況にないこと 

ケ 退院後に医療処置（胃瘻等の経管栄養法を含む。）が必要なこと 

コ 入退院を繰り返していること 

サ その他患者の状況から判断してアからコまでに準ずると認められる場合 

(３) 退院困難な要因を有する患者について、入退院支援加算１の「イ 一般病棟入院基本料等

の場合」にあっては原則として７日以内、「ロ 療養病棟入院基本料等の場合」にあっては

原則として 14 日以内に患者及び家族と病状や退院後の生活も含めた話合いを行うとともに、

関係職種と連携し、入院後７日以内に退院支援計画の作成に着手する。また、入退院支援加

算２を算定する場合においても、できるだけ早期に患者及び家族と話合いを行うとともに、

入院後７日以内に退院支援計画の作成に着手する。 

(４) ここでいう退院支援計画の内容は、以下の内容を含むものとする。 

ア 患者氏名、入院日、退院支援計画着手日、退院支援計画作成日 

イ 退院困難な要因 

ウ 退院に関する患者以外の相談者 

エ 退院支援計画を行う者の氏名（病棟責任者、病棟に専任の入退院支援職員及び入退院支

援部門の担当者名をそれぞれ記入） 

オ 退院に係る問題点、課題等 

カ 退院へ向けた目標設定、支援期間、支援概要、予想される退院先、退院後の利用が予測

される福祉サービスと担当者名 

(５) 退院支援計画を実施するに当たって、入退院支援加算１にあっては、入院後７日以内に病

棟の看護師及び病棟に専任の入退院支援職員並びに入退院支援部門の看護師及び社会福祉士

等が共同してカンファレンスを実施する。また、入退院支援加算２にあっても、できるだけ

早期に病棟の看護師及び入退院支援部門の看護師並びに社会福祉士等が共同してカンファレ

ンスを実施する。なお、カンファレンスの実施に当たっては、必要に応じてその他の関係職

種が参加すること。 
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及び４については通算した入院期間から算出し算定する。 

 (３) データの提出（データの再照会に係る提出も含む。）に遅延等が認められた場合、当該

月の翌々月について、当該加算は算定できない。なお、遅延等とは、厚生労働省がＤＰＣ調

査の一部事務を委託するＤＰＣ調査事務局宛てに、ＤＰＣ導入の影響評価に係る調査実施

説明資料（以下「調査実施説明資料」という。）に定められた期限までに、当該医療機関の

データが提出されていない場合（提出時刻が確認できない手段等、調査実施説明資料にて定

められた提出方法以外の方法で提出された場合を含む。）、提出されたデータが調査実施説

明資料に定められたデータと異なる内容であった場合（データが格納されていない空の媒体

が提出された場合を含む。）をいう。 

(４) データの作成は月単位で行うものとし、作成されたデータには月の初日から末日までの診

療に係るデータが全て含まれていなければならない。 

(５) (２)の対象病棟とは、第１節の入院基本料（区分番号「Ａ１０８」有床診療所入院基本料

及び区分番号「Ａ１０９」有床診療所療養病床入院基本料を除く。）、第３節の特定入院料

及び第４節の短期滞在手術等基本料（区分番号「Ａ４００」の１短期滞在手術等基本料１を

除く。）を算定する病棟をいう。 

(６) (２)の「データ提出の実績が認められた保険医療機関」とは、データの提出が厚生労働省

保険局医療課において確認され、その旨を通知された保険医療機関をいう。 

(７) データ提出加算１及び３は、入院患者に係るデータを提出した場合に算定し、データ提出

加算２及び４は、入院患者に係るデータに加え、外来患者に係るデータを提出した場合に算

定することができる。 

（８） 「注３」に規定する提出データ評価加算を算定する場合は、当該加算を算定する月の前々

月において、調査実施説明資料に定められた様式１において入力されるレセプト電算処理用

の傷病名コードの総数に対する未コード化傷病名のコード（レセプト電算処理用の傷病名コ

ード：0000999）の割合、外来ＥＦファイルに入力される傷病名コードの総数に対する未コ

ード化傷病名の割合がそれぞれ２％未満、かつ、医科の全ての診療報酬明細書に記載された

傷病名コードの総数に対する未コード化傷病名の割合が 10％未満であって、当該保険医療機

関において、その結果を記録し保存している場合に、データ提出加算２のロ又は４のロを算

定する医療機関において算定できる。 

(９) 「注３」に規定する提出データ評価加算は、（３）による遅延等が認められ、データ提出

加算を算定できない月がある場合、データ提出加算を算定できない月から６か月間、当該加

算を算定できない。例えば、４月 22日に提出すべきデータが遅延等と認められ、６月にデー

タ提出加算を算定できない場合、当該加算は６月から 11 月までの６か月間算定できない。 

 

Ａ２４６ 入退院支援加算 

(１) 入退院支援加算は、患者が安心・納得して退院し、早期に住み慣れた地域で療養や生活を

継続できるように、施設間の連携を推進した上で、入院早期より退院困難な要因を有する患

者を抽出し、入退院支援を実施することを評価するものである。なお、第２部通則５に規定

する入院期間が通算される入院については、１入院として取り扱うものとするが、入退院支

援加算１にあってはこの限りでない。 

(２) 入退院支援加算１にあっては、入退院支援及び地域連携業務に専従する職員（以下「入退
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院支援職員」という。）を各病棟に専任で配置し、原則として入院後３日以内に患者の状況

を把握するとともに退院困難な要因を有している患者を抽出する。また、入退院支援加算２

にあっては、患者の入院している病棟等において、原則として入院後７日以内に退院困難な

要因を有している患者を抽出する。なお、ここでいう退院困難な要因とは、以下のものであ

る。 

ア 悪性腫瘍、認知症又は誤嚥性肺炎等の急性呼吸器感染症のいずれかであること 

イ 緊急入院であること 

ウ 要介護状態であるとの疑いがあるが要介護認定が未申請であること（介護保険法施行令

（平成 10 年政令第 412 号）第２条各号に規定する特定疾病を有する 40 歳以上 65 歳未満

の者及び 65 歳以上の者に限る。） 

エ 家族又は同居者から虐待を受けている又はその疑いがあること 

オ 生活困窮者であること 

カ 入院前に比べＡＤＬが低下し、退院後の生活様式の再編が必要であること（必要と推測

されること。） 

キ 排泄に介助を要すること 

ク 同居者の有無に関わらず、必要な養育又は介護を十分に提供できる状況にないこと 

ケ 退院後に医療処置（胃瘻等の経管栄養法を含む。）が必要なこと 

コ 入退院を繰り返していること 

サ その他患者の状況から判断してアからコまでに準ずると認められる場合 

(３) 退院困難な要因を有する患者について、入退院支援加算１の「イ 一般病棟入院基本料等

の場合」にあっては原則として７日以内、「ロ 療養病棟入院基本料等の場合」にあっては

原則として 14 日以内に患者及び家族と病状や退院後の生活も含めた話合いを行うとともに、

関係職種と連携し、入院後７日以内に退院支援計画の作成に着手する。また、入退院支援加

算２を算定する場合においても、できるだけ早期に患者及び家族と話合いを行うとともに、

入院後７日以内に退院支援計画の作成に着手する。 

(４) ここでいう退院支援計画の内容は、以下の内容を含むものとする。 

ア 患者氏名、入院日、退院支援計画着手日、退院支援計画作成日 

イ 退院困難な要因 

ウ 退院に関する患者以外の相談者 

エ 退院支援計画を行う者の氏名（病棟責任者、病棟に専任の入退院支援職員及び入退院支

援部門の担当者名をそれぞれ記入） 

オ 退院に係る問題点、課題等 

カ 退院へ向けた目標設定、支援期間、支援概要、予想される退院先、退院後の利用が予測

される福祉サービスと担当者名 

(５) 退院支援計画を実施するに当たって、入退院支援加算１にあっては、入院後７日以内に病

棟の看護師及び病棟に専任の入退院支援職員並びに入退院支援部門の看護師及び社会福祉士

等が共同してカンファレンスを実施する。また、入退院支援加算２にあっても、できるだけ

早期に病棟の看護師及び入退院支援部門の看護師並びに社会福祉士等が共同してカンファレ

ンスを実施する。なお、カンファレンスの実施に当たっては、必要に応じてその他の関係職

種が参加すること。 
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及び４については通算した入院期間から算出し算定する。 

 (３) データの提出（データの再照会に係る提出も含む。）に遅延等が認められた場合、当該

月の翌々月について、当該加算は算定できない。なお、遅延等とは、厚生労働省がＤＰＣ調

査の一部事務を委託するＤＰＣ調査事務局宛てに、ＤＰＣ導入の影響評価に係る調査実施

説明資料（以下「調査実施説明資料」という。）に定められた期限までに、当該医療機関の

データが提出されていない場合（提出時刻が確認できない手段等、調査実施説明資料にて定

められた提出方法以外の方法で提出された場合を含む。）、提出されたデータが調査実施説

明資料に定められたデータと異なる内容であった場合（データが格納されていない空の媒体

が提出された場合を含む。）をいう。 

(４) データの作成は月単位で行うものとし、作成されたデータには月の初日から末日までの診

療に係るデータが全て含まれていなければならない。 

(５) (２)の対象病棟とは、第１節の入院基本料（区分番号「Ａ１０８」有床診療所入院基本料

及び区分番号「Ａ１０９」有床診療所療養病床入院基本料を除く。）、第３節の特定入院料

及び第４節の短期滞在手術等基本料（区分番号「Ａ４００」の１短期滞在手術等基本料１を

除く。）を算定する病棟をいう。 

(６) (２)の「データ提出の実績が認められた保険医療機関」とは、データの提出が厚生労働省

保険局医療課において確認され、その旨を通知された保険医療機関をいう。 

(７) データ提出加算１及び３は、入院患者に係るデータを提出した場合に算定し、データ提出

加算２及び４は、入院患者に係るデータに加え、外来患者に係るデータを提出した場合に算

定することができる。 

（８） 「注３」に規定する提出データ評価加算を算定する場合は、当該加算を算定する月の前々

月において、調査実施説明資料に定められた様式１において入力されるレセプト電算処理用

の傷病名コードの総数に対する未コード化傷病名のコード（レセプト電算処理用の傷病名コ

ード：0000999）の割合、外来ＥＦファイルに入力される傷病名コードの総数に対する未コ

ード化傷病名の割合がそれぞれ２％未満、かつ、医科の全ての診療報酬明細書に記載された

傷病名コードの総数に対する未コード化傷病名の割合が 10％未満であって、当該保険医療機

関において、その結果を記録し保存している場合に、データ提出加算２のロ又は４のロを算

定する医療機関において算定できる。 

(９) 「注３」に規定する提出データ評価加算は、（３）による遅延等が認められ、データ提出

加算を算定できない月がある場合、データ提出加算を算定できない月から６か月間、当該加

算を算定できない。例えば、４月 22日に提出すべきデータが遅延等と認められ、６月にデー

タ提出加算を算定できない場合、当該加算は６月から 11 月までの６か月間算定できない。 

 

Ａ２４６ 入退院支援加算 

(１) 入退院支援加算は、患者が安心・納得して退院し、早期に住み慣れた地域で療養や生活を

継続できるように、施設間の連携を推進した上で、入院早期より退院困難な要因を有する患

者を抽出し、入退院支援を実施することを評価するものである。なお、第２部通則５に規定

する入院期間が通算される入院については、１入院として取り扱うものとするが、入退院支

援加算１にあってはこの限りでない。 

(２) 入退院支援加算１にあっては、入退院支援及び地域連携業務に専従する職員（以下「入退
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加算を算定する病棟に転棟後、当該病棟から退院する場合にあっては、転棟後 14 日以上入

院していた場合に限り算定できる。 

(15) 「注４」において、地域連携診療計画は、疾患ごとに作成され、一連の治療を担う複数の

保険医療機関、介護保険法に定める居宅サービス事業者、地域密着型サービス事業者、居宅

介護支援事業者、施設サービス事業者、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する

ための法律（平成 17 年法律第 123 号）第 51 条の 17 第１項第１号に規定する指定特定相談

支援事業者（以下「指定特定相談支援事業者」という。）、児童福祉法（昭和 22 年法律第 1

64 号）第 24 条の 26 第１項第１号に規定する指定障害児相談支援事業者（以下「指定障害児

相談支援事業者」という。）等（以下「Ａ２４６」において「連携保険医療機関等」とい

う。）との間であらかじめ共有して活用されるものであり、病名、入院時の症状、予定され

ている診療内容、標準的な転院までの期間、転院後の診療内容、連携する保険医療機関を退

院するまでの標準的な期間、退院に当たり予想される患者の状態に関する退院基準、その他

必要な事項が記載されたものであること。 

また、地域連携診療計画は、患者の状態等により、異なる連携が行われることが想定され

ることから、あらかじめ複数の地域連携診療計画を作成しておき、患者の状態等に応じて最

も適切な地域連携診療計画を選択することは差し支えない。 

(16) 地域連携診療計画加算の算定に当たっては、地域連携診療計画の対象疾患の患者に対し、

地域連携診療計画に沿って治療を行うことについて患者の同意を得た上で、入院後７日以内

に地域連携診療計画に基づく個別の患者ごとの診療計画を作成し、文書で家族等に説明を行

い交付するとともに診療録に添付又は記載する。 

(17) 地域連携診療計画加算について、当該患者に対して連携保険医療機関等において引き続き

治療等が行われる場合には、連携保険医療機関等に対して、当該患者に係る診療情報や退院

後の診療計画等を文書により提供する。 

また、当該患者が転院前の保険医療機関において当該加算を算定した場合には、退院時に、

当該転院前の保険医療機関に対して当該患者に係る診療情報等を文書により提供する。 

(18) 「注５」に規定する点数は、「基本診療料の施設基準等」別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び

一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除

く。）の一般病棟及び療養病棟等において、算定可能である。なお、「基本診療料の施設基

準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」別添２「入院基本料等の施設基準等」

第５の６の規定により看護配置の異なる病棟ごとに一般病棟入院基本料の届出を行っている

保険医療機関においては、一般病院入院基本料（急性期一般入院料１を除く。）を算定する

病棟で当該点数を算定できる。 

(19) 「注７」に規定する入院時支援加算は、入院を予定している患者が入院生活や入院後にど

のような治療過程を経るのかをイメージでき、安心して入院医療が受け入れられるよう、入

院前の外来において、入院中に行われる治療の説明、入院生活に関するオリエンテーション、

入院前の服薬状況の確認、褥瘡・栄養スクリーニング等を実施し、支援することを評価する

ものである。  

(20) 「注７」に規定する入院時支援加算を算定するに当たっては、入院の決まった患者に対し、

入院中の治療や入院生活に係る計画に備え、入院前に以下のアからクまで（イについては、
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加算を算定する病棟に転棟後、当該病棟から退院する場合にあっては、転棟後 14 日以上入

院していた場合に限り算定できる。 

(15) 「注４」において、地域連携診療計画は、疾患ごとに作成され、一連の治療を担う複数の

保険医療機関、介護保険法に定める居宅サービス事業者、地域密着型サービス事業者、居宅

介護支援事業者、施設サービス事業者、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する

ための法律（平成 17 年法律第 123 号）第 51 条の 17 第１項第１号に規定する指定特定相談

支援事業者（以下「指定特定相談支援事業者」という。）、児童福祉法（昭和 22 年法律第 1

64 号）第 24 条の 26 第１項第１号に規定する指定障害児相談支援事業者（以下「指定障害児

相談支援事業者」という。）等（以下「Ａ２４６」において「連携保険医療機関等」とい

う。）との間であらかじめ共有して活用されるものであり、病名、入院時の症状、予定され

ている診療内容、標準的な転院までの期間、転院後の診療内容、連携する保険医療機関を退

院するまでの標準的な期間、退院に当たり予想される患者の状態に関する退院基準、その他

必要な事項が記載されたものであること。 

また、地域連携診療計画は、患者の状態等により、異なる連携が行われることが想定され

ることから、あらかじめ複数の地域連携診療計画を作成しておき、患者の状態等に応じて最

も適切な地域連携診療計画を選択することは差し支えない。 

(16) 地域連携診療計画加算の算定に当たっては、地域連携診療計画の対象疾患の患者に対し、

地域連携診療計画に沿って治療を行うことについて患者の同意を得た上で、入院後７日以内

に地域連携診療計画に基づく個別の患者ごとの診療計画を作成し、文書で家族等に説明を行

い交付するとともに診療録に添付又は記載する。 

(17) 地域連携診療計画加算について、当該患者に対して連携保険医療機関等において引き続き

治療等が行われる場合には、連携保険医療機関等に対して、当該患者に係る診療情報や退院

後の診療計画等を文書により提供する。 

また、当該患者が転院前の保険医療機関において当該加算を算定した場合には、退院時に、

当該転院前の保険医療機関に対して当該患者に係る診療情報等を文書により提供する。 

(18) 「注５」に規定する点数は、「基本診療料の施設基準等」別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び

一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除

く。）の一般病棟及び療養病棟等において、算定可能である。なお、「基本診療料の施設基

準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」別添２「入院基本料等の施設基準等」

第５の６の規定により看護配置の異なる病棟ごとに一般病棟入院基本料の届出を行っている

保険医療機関においては、一般病院入院基本料（急性期一般入院料１を除く。）を算定する

病棟で当該点数を算定できる。 

(19) 「注７」に規定する入院時支援加算は、入院を予定している患者が入院生活や入院後にど

のような治療過程を経るのかをイメージでき、安心して入院医療が受け入れられるよう、入

院前の外来において、入院中に行われる治療の説明、入院生活に関するオリエンテーション、

入院前の服薬状況の確認、褥瘡・栄養スクリーニング等を実施し、支援することを評価する

ものである。  

(20) 「注７」に規定する入院時支援加算を算定するに当たっては、入院の決まった患者に対し、

入院中の治療や入院生活に係る計画に備え、入院前に以下のアからクまで（イについては、
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の治療への影響が見込まれる患者に対し、病棟の看護師等や専門知識を有した多職種が適切

に対応することで、認知症症状の悪化を予防し、身体疾患の治療を円滑に受けられることを

目的とした評価である。 

(２) 認知症ケア加算の算定対象となる患者は、「「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」

の活用について」（平成 18 年４月３日老発第 0403003 号）、「基本診療料の施設基準等及

びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年３月●日保医発●第●号）別添６

の別紙 12 参照）におけるランクⅢ以上に該当すること。ただし、重度の意識障害のある者

（ＪＣＳ（Japan Coma Scale）でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣＳ（Glasgow Coma Scale）

で８点以下の状態にある者）を除く。 

(３) 身体的拘束を実施した場合の点数については、理由によらず、身体的拘束を実施した日に

適用する。この点数を算定する場合は、身体的拘束の開始及び解除した日、身体的拘束が必

要な状況等を診療録等に記載すること。 

(４) 身体的拘束について 

ア 身体的拘束は、抑制帯等、患者の身体又は衣服に触れる何らかの用具を使用して、一時

的に当該患者の身体を拘束し、その運動を抑制する行動の制限をいうこと。 

イ 入院患者に対し、日頃より身体的拘束を必要としない状態となるよう環境を整えること。

また、身体的拘束を実施するかどうかは、職員個々の判断ではなく、当該患者に関わる医

師、看護師等、当該患者に関わる複数の職員で検討すること。 

ウ やむを得ず身体的拘束を実施する場合であっても、当該患者の生命及び身体の保護に重

点を置いた行動の制限であり、代替の方法が見出されるまでの間のやむを得ない対応とし

て行われるものであることから、できる限り早期に解除するよう努めること。 

エ 身体的拘束を実施するに当たっては、以下の対応を行うこと。 

(イ) 実施の必要性等のアセスメント 

(ロ) 患者家族への説明と同意 

(ハ) 身体的拘束の具体的行為や実施時間等の記録 

(ニ) 二次的な身体障害の予防 

(ホ) 身体的拘束の解除に向けた検討 

オ 身体的拘束を実施することを避けるために、ウ、エの対応をとらず家族等に対し付添い

を強要するようなことがあってはならないこと。 

(５) 認知症ケア加算１ 

ア 認知症ケアに係る専門知識を有した多職種からなるチーム（以下「認知症ケアチーム」

という。）が当該患者の状況を把握・評価するなど当該患者に関与し始めた日から算定で

きることとし、当該患者の入院期間に応じ所定点数を算定する。 

イ 当該患者を診療する医師、看護師等は、認知症ケアチームと連携し、病棟職員全体で以

下の対応に取り組む必要がある。 

① 当該患者の入院前の生活状況等を情報収集し、その情報を踏まえたアセスメントを行

い、看護計画を作成する。その際、行動・心理症状がみられる場合には、その要因をア

セスメントし、症状の軽減を図るための適切な環境調整や患者とのコミュニケーション

の方法等について検討する。 

② 当該計画に基づき認知症症状を考慮したケアを実施し、その評価を定期的に行う。身
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患者が要介護又は要支援状態の場合のみ）を実施し、その内容を踏まえ、入院中の看護や栄

養管理等に係る療養支援の計画を立て、患者及び入院予定先の病棟職員と共有した場合に算

定する。入院前にアからク（イについては、患者が要介護又は要支援状態の場合のみ）まで

を全て実施して療養支援の計画書（以下「療養支援計画書」という。）を作成した場合は入

院時支援加算１を、患者の病態等によりアからクまでの全ては実施できず、ア、イ及びク

（イについては、患者が要介護又は要支援状態の場合のみ）を含む一部の項目を実施して療

養支援計画書を作成した場合は、入院時支援加算２を算定する。 

  ア 身体的・社会的・精神的背景を含めた患者情報の把握 

  イ 入院前に利用していた介護サービス又は福祉サービスの把握 

  ウ 褥瘡に関する危険因子の評価 

  エ 栄養状態の評価 

  オ 服薬中の薬剤の確認 

  カ 退院困難な要因の有無の評価 

キ 入院中に行われる治療・検査の説明 

  ク 入院生活の説明 

(21)  「注７」に規定する入院時支援加算を算定するに当たって、作成した療養支援計画書を、

患者の入院前に入院予定先の病棟職員に共有すること。また、当該計画書については、入院

前又は入院日に患者又はその家族等に説明を行い交付するとともに、診療録に添付又は記載

すること。なお、第１章第２部の通則７の規定に基づき作成する入院診療計画書等をもって、

当該計画書としても差し支えない。 

(22) 患者の栄養状態の評価や服薬中の薬剤の確認に当たっては、必要に応じて、管理栄養士や

薬剤師等の関係職種と十分に連携を図ること。 

(23) 「注８」に規定する総合機能評価加算については、介護保険法施行令第２条各号に規定す

る疾病を有する 40 歳以上 65 歳未満である者又は 65 歳以上である者について、身体機能や

退院後に必要となりうる介護サービス等について総合的に評価を行った上で、当該評価の結

果を入院中の診療や適切な退院支援に活用する取組を評価するものである。 

(24) 「注８」に規定する総合機能評価加算は、患者の病状の安定が見込まれた後できるだけ早

期に、患者の基本的な日常生活能力、認知機能、意欲等について総合的な評価（以下「総合

的な機能評価」という。）を行った上で、結果を踏まえて入退院支援を行った場合に算定す

る。 

(25) 総合的な機能評価に係る測定は、医師又は歯科医師以外の医療職種が行うことも可能であ

るが、当該測定結果に基づく評価は、研修を修了した医師若しくは歯科医師、総合的な機能

評価の経験を１年以上有する医師若しくは歯科医師又は当該患者に対する診療を担う医師若

しくは歯科医師が行わなければならない。なお、総合的な機能評価の実施に当たっては、関

係学会等より示されているガイドラインに沿った適切な評価が実施されるよう十分留意する

こと。 

(26) 総合的な機能評価の結果については、患者及びその家族等に説明するとともに、説明内容

を診療録に記載又は添付すること。 

Ａ２４７ 認知症ケア加算 

(１) 認知症ケア加算は、認知症による行動・心理症状や意思疎通の困難さが見られ、身体疾患
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の治療への影響が見込まれる患者に対し、病棟の看護師等や専門知識を有した多職種が適切

に対応することで、認知症症状の悪化を予防し、身体疾患の治療を円滑に受けられることを

目的とした評価である。 

(２) 認知症ケア加算の算定対象となる患者は、「「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」

の活用について」（平成 18 年４月３日老発第 0403003 号）、「基本診療料の施設基準等及

びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令和２年３月●日保医発●第●号）別添６

の別紙 12 参照）におけるランクⅢ以上に該当すること。ただし、重度の意識障害のある者

（ＪＣＳ（Japan Coma Scale）でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣＳ（Glasgow Coma Scale）

で８点以下の状態にある者）を除く。 

(３) 身体的拘束を実施した場合の点数については、理由によらず、身体的拘束を実施した日に

適用する。この点数を算定する場合は、身体的拘束の開始及び解除した日、身体的拘束が必

要な状況等を診療録等に記載すること。 

(４) 身体的拘束について 

ア 身体的拘束は、抑制帯等、患者の身体又は衣服に触れる何らかの用具を使用して、一時

的に当該患者の身体を拘束し、その運動を抑制する行動の制限をいうこと。 

イ 入院患者に対し、日頃より身体的拘束を必要としない状態となるよう環境を整えること。

また、身体的拘束を実施するかどうかは、職員個々の判断ではなく、当該患者に関わる医

師、看護師等、当該患者に関わる複数の職員で検討すること。 

ウ やむを得ず身体的拘束を実施する場合であっても、当該患者の生命及び身体の保護に重

点を置いた行動の制限であり、代替の方法が見出されるまでの間のやむを得ない対応とし

て行われるものであることから、できる限り早期に解除するよう努めること。 

エ 身体的拘束を実施するに当たっては、以下の対応を行うこと。 

(イ) 実施の必要性等のアセスメント 

(ロ) 患者家族への説明と同意 

(ハ) 身体的拘束の具体的行為や実施時間等の記録 

(ニ) 二次的な身体障害の予防 

(ホ) 身体的拘束の解除に向けた検討 

オ 身体的拘束を実施することを避けるために、ウ、エの対応をとらず家族等に対し付添い

を強要するようなことがあってはならないこと。 

(５) 認知症ケア加算１ 

ア 認知症ケアに係る専門知識を有した多職種からなるチーム（以下「認知症ケアチーム」

という。）が当該患者の状況を把握・評価するなど当該患者に関与し始めた日から算定で

きることとし、当該患者の入院期間に応じ所定点数を算定する。 

イ 当該患者を診療する医師、看護師等は、認知症ケアチームと連携し、病棟職員全体で以

下の対応に取り組む必要がある。 

① 当該患者の入院前の生活状況等を情報収集し、その情報を踏まえたアセスメントを行

い、看護計画を作成する。その際、行動・心理症状がみられる場合には、その要因をア

セスメントし、症状の軽減を図るための適切な環境調整や患者とのコミュニケーション

の方法等について検討する。 

② 当該計画に基づき認知症症状を考慮したケアを実施し、その評価を定期的に行う。身
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患者が要介護又は要支援状態の場合のみ）を実施し、その内容を踏まえ、入院中の看護や栄

養管理等に係る療養支援の計画を立て、患者及び入院予定先の病棟職員と共有した場合に算

定する。入院前にアからク（イについては、患者が要介護又は要支援状態の場合のみ）まで

を全て実施して療養支援の計画書（以下「療養支援計画書」という。）を作成した場合は入

院時支援加算１を、患者の病態等によりアからクまでの全ては実施できず、ア、イ及びク

（イについては、患者が要介護又は要支援状態の場合のみ）を含む一部の項目を実施して療

養支援計画書を作成した場合は、入院時支援加算２を算定する。 

  ア 身体的・社会的・精神的背景を含めた患者情報の把握 

  イ 入院前に利用していた介護サービス又は福祉サービスの把握 

  ウ 褥瘡に関する危険因子の評価 

  エ 栄養状態の評価 

  オ 服薬中の薬剤の確認 

  カ 退院困難な要因の有無の評価 

キ 入院中に行われる治療・検査の説明 

  ク 入院生活の説明 

(21)  「注７」に規定する入院時支援加算を算定するに当たって、作成した療養支援計画書を、

患者の入院前に入院予定先の病棟職員に共有すること。また、当該計画書については、入院

前又は入院日に患者又はその家族等に説明を行い交付するとともに、診療録に添付又は記載

すること。なお、第１章第２部の通則７の規定に基づき作成する入院診療計画書等をもって、

当該計画書としても差し支えない。 

(22) 患者の栄養状態の評価や服薬中の薬剤の確認に当たっては、必要に応じて、管理栄養士や

薬剤師等の関係職種と十分に連携を図ること。 

(23) 「注８」に規定する総合機能評価加算については、介護保険法施行令第２条各号に規定す

る疾病を有する 40 歳以上 65 歳未満である者又は 65 歳以上である者について、身体機能や

退院後に必要となりうる介護サービス等について総合的に評価を行った上で、当該評価の結

果を入院中の診療や適切な退院支援に活用する取組を評価するものである。 

(24) 「注８」に規定する総合機能評価加算は、患者の病状の安定が見込まれた後できるだけ早

期に、患者の基本的な日常生活能力、認知機能、意欲等について総合的な評価（以下「総合

的な機能評価」という。）を行った上で、結果を踏まえて入退院支援を行った場合に算定す

る。 

(25) 総合的な機能評価に係る測定は、医師又は歯科医師以外の医療職種が行うことも可能であ

るが、当該測定結果に基づく評価は、研修を修了した医師若しくは歯科医師、総合的な機能

評価の経験を１年以上有する医師若しくは歯科医師又は当該患者に対する診療を担う医師若

しくは歯科医師が行わなければならない。なお、総合的な機能評価の実施に当たっては、関

係学会等より示されているガイドラインに沿った適切な評価が実施されるよう十分留意する

こと。 

(26) 総合的な機能評価の結果については、患者及びその家族等に説明するとともに、説明内容

を診療録に記載又は添付すること。 

Ａ２４７ 認知症ケア加算 

(１) 認知症ケア加算は、認知症による行動・心理症状や意思疎通の困難さが見られ、身体疾患
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るに当たっては、別紙様式７の３を参考にすること。 

(４) せん妄のリスク因子の確認は患者の入院前又は入院後３日以内、ハイリスク患者に対する

せん妄対策はリスク因子の確認後速やかに行うこと。また、リスク因子の確認及びせん妄

対策に当たっては、それぞれの病棟において、医師、看護師及び薬剤師等の関係職種が連

携を図ること。 

(５) せん妄のハイリスク患者については、せん妄対策を実施した上で、定期的にせん妄の有無

を確認し、早期発見に努めること。なお、せん妄ハイリスク患者ケア加算は、せん妄対策

を実施したが、結果的にせん妄を発症した患者についても算定可能であること。 

Ａ２４８ 精神疾患診療体制加算 

(１) 精神疾患診療体制加算は、身体合併症を有する精神疾患患者の転院の受入れや、身体疾患

や外傷のために救急搬送された患者であって、精神症状を伴う者の診療を行った場合を評価

するものである。 

(２) 精神疾患診療体制加算１は、他の保険医療機関の精神病棟に入院する精神疾患患者の身体

合併症の入院治療のために、当該他の保険医療機関の求めに応じて転院を受け入れた場合に

入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日

のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(３) 精神疾患診療体制加算１を算定する患者の精神疾患に係る薬剤は、当該保険医療機関で処

方する必要があること。やむを得ず他の保険医療機関が処方した持参薬を投与する場合は、

入院後５日以内に限られること。この場合には、持参した薬剤名、規格、剤形等を確認し、

診療録等に記載すること。 

(４) 精神疾患診療体制加算２は、当該保険医療機関の精神保健指定医若しくは精神科医又は当

該保険医療機関の求めに応じた他の保険医療機関の精神保健指定医が、身体疾患や外傷に加

え、精神症状等を有する患者であって、救急用の自動車等（消防法（昭和 23 年法律第 186

号）及び消防法施行令（昭和 36 年政令第 37 号）に規定する市町村又は都道府県の救急業務

を行うための救急隊の救急自動車並びに道路交通法（昭和 35 年法律第 105 号）及び道路交

通法施行令（昭和 35 年政令第 270 号）に規定する緊急自動車（傷病者の緊急搬送に用いる

ものに限る。）をいう。）及び救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に関する特

別措置法（平成 19 年法律第 103 号）第２条に規定する救急医療用ヘリコプターにより搬送

された患者を診察した場合に、入院初日から３日以内に１回に限り算定すること。 

(５) (４)において、精神症状を有する患者とは、以下の場合をいうこと。 

イ 過去６か月以内に精神科受診の既往がある患者 

ロ  医師が、抑うつ、せん妄、躁状態等、精神状態の異常を認めた患者 

ハ アルコール中毒を除く急性薬毒物中毒が診断された患者 

(６) 精神疾患診療体制加算２を算定した場合には、区分番号「Ａ３００」救命救急入院料の注

２に規定する加算及び区分番号「Ｉ００１」入院精神療法は算定できない。ただし、精神保

健指定医又は精神科医による初回の診察の結果、継続して精神疾患の管理が必要と判断され

た場合には、入院した日から起算して４日目以降に限り、区分番号「Ｉ００１」入院精神療

法を算定することができる。 

Ａ２４９ 精神科急性期医師配置加算 

精神科急性期医師配置加算は、精神症状とともに身体疾患又は外傷を有する患者の入院医療体
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体的拘束を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行う。 

③ 計画作成の段階から、退院後に必要な支援について、患者家族を含めて検討し、円滑

な退院支援となるよう取り組む。 

④ ①から③までについて診療録等に記載する。 

ウ 認知症ケアチームは、以下の取組を通じ、当該保険医療機関における認知症ケアの質の

向上を図る必要がある。 

① 認知症患者のケアに係るチームによるカンファレンスを週１回程度開催し、症例等の

検討を行う。カンファレンスには、病棟の看護師等が参加し、検討の内容に応じ、当該

患者の診療を担う医師等が参加する。 

② 週１回以上、各病棟を巡回し、病棟における認知症ケアの実施状況を把握し、病棟職

員及び患者家族に対し助言等を行う。 

③ 当該加算の算定対象となっていない患者に関するものを含め、患者の診療を担当する

医師、看護師等からの相談に速やかに応じ、必要なアセスメント及び助言を実施する。 

④ 認知症患者に関わる職員を対象として、認知症患者のケアに関する研修を定期的に実

施する。 

(６) 認知症ケア加算２ 

ア 病棟において、看護師等が、当該患者の行動・心理症状等を把握し、対応について看護

計画を作成した日から算定できることとし、当該患者の入院期間に応じ所定点数を算定す

る。 

イ 当該患者が入院する病棟の看護師等は、当該患者の行動・心理症状等が出現し、あるい

は出現すると見込まれ、身体疾患の治療への影響が見込まれる場合に、症状の軽減を図る

ための適切な環境調整や患者とのコミュニケーションの方法等を踏まえた看護計画を作成

し、当該計画に基づき認知症症状を考慮したケアを実施し、その評価を行うこと。 

ウ 認知症患者の診療について十分な経験を有する専任の常勤医師又は認知症患者の看護に

従事した経験を５年以上有する看護師であって、認知症看護に係る適切な研修を修了した

専任の常勤看護師が、病棟における認知症患者に対するケアの実施状況を定期的に把握し、

病棟職員に対し必要な助言等を行うこと。 

エ 身体的拘束を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行うこと。 

(７) 認知症ケア加算３ 

(６)のア、イ及びエを満たすものであること。 

Ａ２４７－２ せん妄ハイリスク患者ケア加算 

(１) せん妄ハイリスク患者ケア加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして届け出た保険医療機関に入院している患者であって、当該加算の要件を満たすも

のについて算定する。 

(２) せん妄ハイリスク患者ケア加算は、急性期医療を担う保険医療機関の一般病棟において、

全ての入院患者に対してせん妄のリスク因子の確認を行い、ハイリスク患者に対するせん

妄対策を実施した場合に、当該対策を実施した患者について、当該入院期間中１回に限り

算定する。 

(３) せん妄のリスク因子の確認及びハイリスク患者に対するせん妄対策は、各保険医療機関に

おいて作成したチェックリストに基づいて行うこと。なお、当該チェックリストを作成す
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るに当たっては、別紙様式７の３を参考にすること。 

(４) せん妄のリスク因子の確認は患者の入院前又は入院後３日以内、ハイリスク患者に対する

せん妄対策はリスク因子の確認後速やかに行うこと。また、リスク因子の確認及びせん妄

対策に当たっては、それぞれの病棟において、医師、看護師及び薬剤師等の関係職種が連

携を図ること。 

(５) せん妄のハイリスク患者については、せん妄対策を実施した上で、定期的にせん妄の有無

を確認し、早期発見に努めること。なお、せん妄ハイリスク患者ケア加算は、せん妄対策

を実施したが、結果的にせん妄を発症した患者についても算定可能であること。 

Ａ２４８ 精神疾患診療体制加算 

(１) 精神疾患診療体制加算は、身体合併症を有する精神疾患患者の転院の受入れや、身体疾患

や外傷のために救急搬送された患者であって、精神症状を伴う者の診療を行った場合を評価

するものである。 

(２) 精神疾患診療体制加算１は、他の保険医療機関の精神病棟に入院する精神疾患患者の身体

合併症の入院治療のために、当該他の保険医療機関の求めに応じて転院を受け入れた場合に

入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日

のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

(３) 精神疾患診療体制加算１を算定する患者の精神疾患に係る薬剤は、当該保険医療機関で処

方する必要があること。やむを得ず他の保険医療機関が処方した持参薬を投与する場合は、

入院後５日以内に限られること。この場合には、持参した薬剤名、規格、剤形等を確認し、

診療録等に記載すること。 

(４) 精神疾患診療体制加算２は、当該保険医療機関の精神保健指定医若しくは精神科医又は当

該保険医療機関の求めに応じた他の保険医療機関の精神保健指定医が、身体疾患や外傷に加

え、精神症状等を有する患者であって、救急用の自動車等（消防法（昭和 23 年法律第 186

号）及び消防法施行令（昭和 36 年政令第 37 号）に規定する市町村又は都道府県の救急業務

を行うための救急隊の救急自動車並びに道路交通法（昭和 35 年法律第 105 号）及び道路交

通法施行令（昭和 35 年政令第 270 号）に規定する緊急自動車（傷病者の緊急搬送に用いる

ものに限る。）をいう。）及び救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に関する特

別措置法（平成 19 年法律第 103 号）第２条に規定する救急医療用ヘリコプターにより搬送

された患者を診察した場合に、入院初日から３日以内に１回に限り算定すること。 

(５) (４)において、精神症状を有する患者とは、以下の場合をいうこと。 

イ 過去６か月以内に精神科受診の既往がある患者 

ロ  医師が、抑うつ、せん妄、躁状態等、精神状態の異常を認めた患者 

ハ アルコール中毒を除く急性薬毒物中毒が診断された患者 

(６) 精神疾患診療体制加算２を算定した場合には、区分番号「Ａ３００」救命救急入院料の注

２に規定する加算及び区分番号「Ｉ００１」入院精神療法は算定できない。ただし、精神保

健指定医又は精神科医による初回の診察の結果、継続して精神疾患の管理が必要と判断され

た場合には、入院した日から起算して４日目以降に限り、区分番号「Ｉ００１」入院精神療

法を算定することができる。 

Ａ２４９ 精神科急性期医師配置加算 

精神科急性期医師配置加算は、精神症状とともに身体疾患又は外傷を有する患者の入院医療体
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体的拘束を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行う。 

③ 計画作成の段階から、退院後に必要な支援について、患者家族を含めて検討し、円滑

な退院支援となるよう取り組む。 

④ ①から③までについて診療録等に記載する。 

ウ 認知症ケアチームは、以下の取組を通じ、当該保険医療機関における認知症ケアの質の

向上を図る必要がある。 

① 認知症患者のケアに係るチームによるカンファレンスを週１回程度開催し、症例等の

検討を行う。カンファレンスには、病棟の看護師等が参加し、検討の内容に応じ、当該

患者の診療を担う医師等が参加する。 

② 週１回以上、各病棟を巡回し、病棟における認知症ケアの実施状況を把握し、病棟職

員及び患者家族に対し助言等を行う。 

③ 当該加算の算定対象となっていない患者に関するものを含め、患者の診療を担当する

医師、看護師等からの相談に速やかに応じ、必要なアセスメント及び助言を実施する。 

④ 認知症患者に関わる職員を対象として、認知症患者のケアに関する研修を定期的に実

施する。 

(６) 認知症ケア加算２ 

ア 病棟において、看護師等が、当該患者の行動・心理症状等を把握し、対応について看護

計画を作成した日から算定できることとし、当該患者の入院期間に応じ所定点数を算定す

る。 

イ 当該患者が入院する病棟の看護師等は、当該患者の行動・心理症状等が出現し、あるい

は出現すると見込まれ、身体疾患の治療への影響が見込まれる場合に、症状の軽減を図る

ための適切な環境調整や患者とのコミュニケーションの方法等を踏まえた看護計画を作成

し、当該計画に基づき認知症症状を考慮したケアを実施し、その評価を行うこと。 

ウ 認知症患者の診療について十分な経験を有する専任の常勤医師又は認知症患者の看護に

従事した経験を５年以上有する看護師であって、認知症看護に係る適切な研修を修了した

専任の常勤看護師が、病棟における認知症患者に対するケアの実施状況を定期的に把握し、

病棟職員に対し必要な助言等を行うこと。 

エ 身体的拘束を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行うこと。 

(７) 認知症ケア加算３ 

(６)のア、イ及びエを満たすものであること。 

Ａ２４７－２ せん妄ハイリスク患者ケア加算 

(１) せん妄ハイリスク患者ケア加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして届け出た保険医療機関に入院している患者であって、当該加算の要件を満たすも

のについて算定する。 

(２) せん妄ハイリスク患者ケア加算は、急性期医療を担う保険医療機関の一般病棟において、

全ての入院患者に対してせん妄のリスク因子の確認を行い、ハイリスク患者に対するせん

妄対策を実施した場合に、当該対策を実施した患者について、当該入院期間中１回に限り

算定する。 

(３) せん妄のリスク因子の確認及びハイリスク患者に対するせん妄対策は、各保険医療機関に

おいて作成したチェックリストに基づいて行うこと。なお、当該チェックリストを作成す
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ガイドライン）等を参考にすること。 

(８) 患者に対してポリファーマシーに関する一般的な注意の啓発を行うに当たっては、「高齢

者が気を付けたい多すぎる薬と副作用」（日本老年医学会、日本老年薬学会）等を参考にす

ること。 

(９) 「注２」に規定する薬剤調整加算は、「注１」に規定する薬剤総合評価調整加算に係る算

定要件を満たした上で、薬効の重複する薬剤の減少又は合剤への変更等により、退院時に処

方される内服薬が減少したことを評価したものである。 

(10) 「注２」に規定する薬剤調整加算は、「注１」に規定する薬剤総合評価調整加算に係る算

定要件を満たした上で、退院時に処方される内服薬が２種類以上減少し、その状態が４週間

以上継続すると見込まれる場合又は退院までの間に、抗精神病薬の種類数が２種類以上減少

した場合に算定する。なお、保険医療機関がクロルプロマジン換算を用いた評価を行う場合

には、別紙 36 の２に示す係数を用い、クロルプロマジン換算で 2,000mg 以上内服していた

ものについて、クロルプロマジン換算で 1,000mg 以上減少した場合を含めることができる。 

(11) 「注２」に規定する薬剤調整加算の算定に当たっては、内服薬が減少する前後の内服薬の

種類数（クロルプロマジン換算の評価による場合はクロルプロマジン換算した量）を診療報

酬明細書の摘要欄に記載すること。 

 

(12) 「注２」に規定する薬剤調整加算の算定に当たっては、当該保険医療機関及び他の保険医

療機関で処方された内服薬を合計した種類数から２種類以上減少した場合については、区分

番号「Ｂ００８－２」薬剤総合評価調整管理料と合わせて、１か所の保険医療機関に限り算

定できることとする。この場合には、当該他の保険医療機関名及び各保険医療機関における

調整前後の薬剤の種類数を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(13) 「注２」に規定する薬剤調整加算は、当該保険医療機関で薬剤調整加算又は区分番号「Ｂ

００８－２」薬剤総合評価調整管理料を１年以内に算定した場合においては、前回の算定に

当たって減少した後の内服薬の種類数から、更に２種類以上減少しているときに限り新たに

算定することができる。 

Ａ２５１ 排尿自立支援加算 

(１) 排尿自立支援加算は、当該保険医療機関に排尿に関するケアに係る専門的知識を有した多

職種からなるチーム（以下「排尿ケアチーム」という。）を設置し、当該患者の診療を担う

医師、看護師等が、排尿ケアチームと連携して、当該患者の排尿自立の可能性及び下部尿路

機能を評価し、排尿誘導等の保存療法、リハビリテーション、薬物療法等を組み合わせるな

ど、下部尿路機能の回復のための包括的なケア（以下「包括的排尿ケア」という。）を実施

することを評価するものである。 

(２) 当該指導料は、次のいずれかに該当する者について算定できる。 

ア 尿道カテーテル抜去後に、尿失禁、尿閉等の下部尿路機能障害の症状を有するもの 

イ 尿道カテーテル留置中の患者であって、尿道カテーテル抜去後に下部尿路機能障害を生

ずると見込まれるもの 

(３) 病棟の看護師等は、次の取組を行った上で、排尿ケアチームに相談すること。 

ア 尿道カテ－テル抜去後の患者であって、尿失禁、尿閉等の下部尿路機能障害の症状を有

する患者を抽出する。 
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ガイドライン）等を参考にすること。 

(８) 患者に対してポリファーマシーに関する一般的な注意の啓発を行うに当たっては、「高齢

者が気を付けたい多すぎる薬と副作用」（日本老年医学会、日本老年薬学会）等を参考にす

ること。 
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００８－２」薬剤総合評価調整管理料を１年以内に算定した場合においては、前回の算定に

当たって減少した後の内服薬の種類数から、更に２種類以上減少しているときに限り新たに

算定することができる。 

Ａ２５１ 排尿自立支援加算 

(１) 排尿自立支援加算は、当該保険医療機関に排尿に関するケアに係る専門的知識を有した多

職種からなるチーム（以下「排尿ケアチーム」という。）を設置し、当該患者の診療を担う

医師、看護師等が、排尿ケアチームと連携して、当該患者の排尿自立の可能性及び下部尿路

機能を評価し、排尿誘導等の保存療法、リハビリテーション、薬物療法等を組み合わせるな

ど、下部尿路機能の回復のための包括的なケア（以下「包括的排尿ケア」という。）を実施

することを評価するものである。 

(２) 当該指導料は、次のいずれかに該当する者について算定できる。 

ア 尿道カテーテル抜去後に、尿失禁、尿閉等の下部尿路機能障害の症状を有するもの 

イ 尿道カテーテル留置中の患者であって、尿道カテーテル抜去後に下部尿路機能障害を生

ずると見込まれるもの 

(３) 病棟の看護師等は、次の取組を行った上で、排尿ケアチームに相談すること。 

ア 尿道カテ－テル抜去後の患者であって、尿失禁、尿閉等の下部尿路機能障害の症状を有

する患者を抽出する。 
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別表１（第１節入院基本料、第３節特定入院料及び第４節短期滞在手術等基本料との関係）
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Ａ200総合入院
体制加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ204地域医療
支援病院入院診
療加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ204-2臨床研
修病院入院診療
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ205救急医療
管理加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ205-2超急性
期脳卒中加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ205-3妊産婦
緊急搬送入院加
算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × × × × × ×

Ａ206在宅患者
緊急入院診療加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ207診療録管
理体制加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ207-2医師事
務作業補助体制
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⦿ ⦿ ⦿ ⦿ × ⦿ ① ① ① ○ ○ ○ ○ ⦿ ⦿ ② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ207-3急性期
看護補助体制加

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ × × × × × × × × × ★ × × ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ207-4看護職
員夜間配置加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ × × × × × × × × × ★ × × ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ208乳幼児加
算・幼児加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ210難病等特
別入院診療加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ211特殊疾患
入院施設管理加

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ212超重症児
(者)入院診療加
算・準超重症児
(者)入院診療加
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ213看護配置
加算 × × × × × × × × × × ○ × × × ★ × ★ × × × × ★ ★ ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ214看護補助
加算 × × × × × × × × ★ ★ ○ × × × ★ × ★ × ★ ★ ★ ★ × ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ218地域加算
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ218-2離島加
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ219療養環境
加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ220ＨＩＶ感
染者療養環境特
別加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ220-2二類感
染症患者療養環
境特別加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ221重症者等
療養環境特別加

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ221-2小児療
養環境特別加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ222療養病棟
療養環境加算 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ222-2療養病
棟療養環境改善
加算

× × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ223診療所療
養病床療養環境
加算

－ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ223-2診療所
療養病床療養環
境改善加算

－ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ224無菌治療
室管理加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ225放射線治
療病室管理加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ226重症皮膚
潰瘍管理加算

○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ226-2緩和ケ
ア診療加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × ×

Ａ226-3有床診
療所緩和ケア診
療加算

－ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ227精神科措
置入院診療加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ227-2精神科
措置入院退院支
援加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ228精神科応
急入院施設管理
加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ229精神科隔
離室管理加算 ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

○　算定可（特定入院料は，包括されず別途算定可という意味。）　　　　　　　　　●　難病患者等入院診療加算に限る。
×　算定不可（特定入院料は，包括されており別途算定不可という意味。）　　　　　★　看護配置等による制限あり
⦿　50対１補助体制加算，75対１補助体制加算及び100対１補助体制加算に限る。　　 △　Ａ300の「注２」加算を算定しない場合に限る。
①　医師事務作業補助体制加算１に限る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　精神病棟を除く。
②　特定機能病院の病棟では，医師事務作業補助体制加算２を除く。
注　短期滞在手術等基本料２、３はＤＰＣ対象病院を除く。
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イ アの患者について下部尿路機能評価のための情報収集（排尿日誌、残尿測定等）を行う。 

ウ 尿道カテーテル挿入中の患者について、尿道カテーテル抜去後の、排尿自立の可能性に

ついて評価し、抜去後に下部尿路機能障害を生ずると見込まれるが、排尿自立の可能性が

ある患者を抽出する。 

(４)  排尿ケアチームは、(３)を基に下部尿路機能障害を評価し、病棟の看護師等と共同して、

排尿自立に向けた包括的排尿ケアの計画を策定する。包括的排尿ケアの内容は、看護師等に

よる排尿誘導や生活指導、必要に応じ理学療法士等による排尿に関連する動作訓練、医師に

よる薬物療法等を組み合わせた計画とする。 

(５)  排尿ケアチーム、病棟の看護師等及び関係する従事者は、共同して(４)に基づく包括的

排尿ケアを実施し、定期的な評価を行う。 

(６)  (３)から(５)までについて、診療録等に記載する。 

(７)  排尿ケアチームが当該患者の状況を評価する等の関与を行うと共に、病棟の看護師等が、

包括的排尿ケアの計画に基づいて患者に対し直接的な指導又は援助を行った場合について、

週１回に限り、12週を限度として算定できる。排尿ケアチームによる関与と、病棟の看護師

等による患者への直接的な指導又は援助のうち、いずれか片方のみしか行われなかった週に

ついては算定できない。また、排尿が自立し指導を終了した場合には、その後については算

定できない。 

(８)  退院後に外来において、引き続き、包括的排尿ケアを実施する必要性を認めた場合には、

診療録等にその旨を記載すること。 

Ａ２５２ 地域医療体制確保加算 

(１) 地域医療体制確保加算は、地域の救急医療体制において重要な機能を担うとともに、病院

勤務医の負担の軽減及び処遇の改善に資する取組を実施する体制を評価するものである。 

(２) 地域医療体制確保加算は、当該患者の入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入院初

日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日

は算定できない。 
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別表１（第１節入院基本料、第３節特定入院料及び第４節短期滞在手術等基本料との関係）

特
別
入
院
基
本
料
等

急
性
期
一
般
入
院
料
１

急
性
期
一
般
入
院
料
２

急
性
期
一
般
入
院
料
３

急
性
期
一
般
入
院
料
４

急
性
期
一
般
入
院
料
５

急
性
期
一
般
入
院
料
６

急
性
期
一
般
入
院
料
７

地
域
一
般
入
院
料
１

地
域
一
般
入
院
料
２

地
域
一
般
入
院
料
３

療
養
病
棟
入
院
料
１

療
養
病
棟
入
院
料
２

 
療
養
病
棟
入
院
料
 
注
⑪

　
　
結
核
病
棟
入
院
基
本
料

　
　
　
重
症
患
者
割
合
特
別
入
院
基
本
料
（

A
1
0
2
）

　
　
精
神
病
棟
入
院
基
本
料

１
　
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
（

一
般
病
棟
）

２
　
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
（

結
核
病
棟
）

３
　
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
（

精
神
病
棟
）

　
　
専
門
病
院
入
院
基
本
料

　
　
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料

　
　
　
特
定
入
院
基
本
料
（

Ａ
１
０
６
）

　
　
　
医
療
区
分
（

１
・
２
）

に
応
じ
た
点
数

　
　
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料

　
　
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料

　
　
救
命
救
急
入
院
料

　
　
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料

　
　
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ

ト
入
院
医
療
管
理
料

　
　
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ

ト
入
院
医
療
管
理
料

　
　
小
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料

　
　
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料

　
　
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料

　
　
新
生
児
治
療
回
復
室
入
院
医
療
管
理
料

　
　
一
類
感
染
症
患
者
入
院
医
療
管
理
料

　
　
特
殊
疾
患
入
院
医
療
管
理
料

　
　
　
医
療
区
分
（

１
・
２
）

に
応
じ
た
点
数

１
　
小
児
入
院
医
療
管
理
料
１

２
　
小
児
入
院
医
療
管
理
料
２

３
　
小
児
入
院
医
療
管
理
料
３

４
　
小
児
入
院
医
療
管
理
料
４

５
　
小
児
入
院
医
療
管
理
料
５

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

療
養

療
養

療
養

結
核

結
核

精
神

一
般

結
核

精
神

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

療
養

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一

般

・

結

核

・

精

神

Ａ200総合入院
体制加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ204地域医療
支援病院入院診
療加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ204-2臨床研
修病院入院診療
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ205救急医療
管理加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ205-2超急性
期脳卒中加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ205-3妊産婦
緊急搬送入院加
算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × × × × × ×

Ａ206在宅患者
緊急入院診療加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ207診療録管
理体制加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ207-2医師事
務作業補助体制
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⦿ ⦿ ⦿ ⦿ × ⦿ ① ① ① ○ ○ ○ ○ ⦿ ⦿ ② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ207-3急性期
看護補助体制加

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ × × × × × × × × × ★ × × ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ207-4看護職
員夜間配置加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ × × × × × × × × × ★ × × ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ208乳幼児加
算・幼児加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ210難病等特
別入院診療加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ211特殊疾患
入院施設管理加

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ212超重症児
(者)入院診療加
算・準超重症児
(者)入院診療加
算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ213看護配置
加算 × × × × × × × × × × ○ × × × ★ × ★ × × × × ★ ★ ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ214看護補助
加算 × × × × × × × × ★ ★ ○ × × × ★ × ★ × ★ ★ ★ ★ × ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ218地域加算
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ218-2離島加
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ219療養環境
加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ220ＨＩＶ感
染者療養環境特
別加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ220-2二類感
染症患者療養環
境特別加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ221重症者等
療養環境特別加

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ221-2小児療
養環境特別加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ222療養病棟
療養環境加算 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ222-2療養病
棟療養環境改善
加算

× × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ223診療所療
養病床療養環境
加算

－ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ223-2診療所
療養病床療養環
境改善加算

－ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ224無菌治療
室管理加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ225放射線治
療病室管理加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ226重症皮膚
潰瘍管理加算

○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ226-2緩和ケ
ア診療加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × ×

Ａ226-3有床診
療所緩和ケア診
療加算

－ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ227精神科措
置入院診療加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ227-2精神科
措置入院退院支
援加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ228精神科応
急入院施設管理
加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ229精神科隔
離室管理加算 ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

○　算定可（特定入院料は，包括されず別途算定可という意味。）　　　　　　　　　●　難病患者等入院診療加算に限る。
×　算定不可（特定入院料は，包括されており別途算定不可という意味。）　　　　　★　看護配置等による制限あり
⦿　50対１補助体制加算，75対１補助体制加算及び100対１補助体制加算に限る。　　 △　Ａ300の「注２」加算を算定しない場合に限る。
①　医師事務作業補助体制加算１に限る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　精神病棟を除く。
②　特定機能病院の病棟では，医師事務作業補助体制加算２を除く。
注　短期滞在手術等基本料２、３はＤＰＣ対象病院を除く。
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イ アの患者について下部尿路機能評価のための情報収集（排尿日誌、残尿測定等）を行う。 

ウ 尿道カテーテル挿入中の患者について、尿道カテーテル抜去後の、排尿自立の可能性に

ついて評価し、抜去後に下部尿路機能障害を生ずると見込まれるが、排尿自立の可能性が

ある患者を抽出する。 

(４)  排尿ケアチームは、(３)を基に下部尿路機能障害を評価し、病棟の看護師等と共同して、

排尿自立に向けた包括的排尿ケアの計画を策定する。包括的排尿ケアの内容は、看護師等に

よる排尿誘導や生活指導、必要に応じ理学療法士等による排尿に関連する動作訓練、医師に

よる薬物療法等を組み合わせた計画とする。 

(５)  排尿ケアチーム、病棟の看護師等及び関係する従事者は、共同して(４)に基づく包括的

排尿ケアを実施し、定期的な評価を行う。 

(６)  (３)から(５)までについて、診療録等に記載する。 

(７)  排尿ケアチームが当該患者の状況を評価する等の関与を行うと共に、病棟の看護師等が、

包括的排尿ケアの計画に基づいて患者に対し直接的な指導又は援助を行った場合について、

週１回に限り、12週を限度として算定できる。排尿ケアチームによる関与と、病棟の看護師

等による患者への直接的な指導又は援助のうち、いずれか片方のみしか行われなかった週に

ついては算定できない。また、排尿が自立し指導を終了した場合には、その後については算

定できない。 

(８)  退院後に外来において、引き続き、包括的排尿ケアを実施する必要性を認めた場合には、

診療録等にその旨を記載すること。 

Ａ２５２ 地域医療体制確保加算 

(１) 地域医療体制確保加算は、地域の救急医療体制において重要な機能を担うとともに、病院

勤務医の負担の軽減及び処遇の改善に資する取組を実施する体制を評価するものである。 

(２) 地域医療体制確保加算は、当該患者の入院初日に限り算定する。なお、ここでいう入院初

日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日

は算定できない。 
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Ａ230精神病棟
入院時医学管理
加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ230-2精神科
地域移行実施加
算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ230-3精神科
身体合併症管理
加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ★ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ230-4精神科
リエゾンチーム
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

Ａ231-2強度行
動障害入院医療
管理加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

Ａ231-3重度ア
ルコール依存症
入院医療管理加
算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ231-4摂食障
害入院医療管理
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

Ａ232がん拠点
病院加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ × × ×

Ａ233-2栄養サ
ポートチーム加
算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ234医療安全
対策加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ234-2感染防
止対策加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ234-3患者サ
ポート体制充実
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ236褥瘡ハイ
リスク患者ケア
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ236-2ハイリ
スク妊娠管理加

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ237ハイリス
ク分娩管理加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ238-6精神科
救急搬送患者地
域連携紹介加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ238-7精神科
救急搬送患者地
域連携受入加算

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ242呼吸ケア
チーム加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ243後発医薬
品使用体制加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ244病棟薬剤
業務実施加算１ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ244病棟薬剤
業務実施加算２ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ×

Ａ245データ提
出加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ246入退院支
援加算１　イ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ246入退院支
援加算１　ロ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × ○ ○ × × × × ×

Ａ246入退院支
援加算２　イ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ246入退院支
援加算２　ロ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × ○ ○ × × × × ×

Ａ246入退院支
援加算３

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ247認知症ケ
ア加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × × × × ×

Ａ247-2せん妄
ハイリスク患者
ケア加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

Ａ248精神疾患
診療体制加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × × △ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ □

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算１

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算２　イ

× × × × × × × × × × × × × × × × ★ × × ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算２　ロ

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ250薬剤総合
評価調整加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ251排尿自立
支援加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ252地域医療
体制確保加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ★ × ★ ○ ★ ★ ★ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×
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Ａ200総合入院
体制加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ204地域医療
支援病院入院診
療加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ204-2臨床研
修病院入院診療
加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

Ａ205救急医療
管理加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ205-2超急性
期脳卒中加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ205-3妊産婦
緊急搬送入院加
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ × × × ○ × × × ×

Ａ206在宅患者
緊急入院診療加

× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ207診療録管
理体制加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ207-2医師事
務作業補助体制
加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⦿ ⦿ ⦿ ⦿ ○ ○ ○ ○ ○ ⦿ ⦿ ⦿ ○ ⦿ × × ×

Ａ207-3急性期
看護補助体制加

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ207-4看護職
員夜間配置加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ208乳幼児加
算・幼児加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ210難病等特
別入院診療加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ211特殊疾患
入院施設管理加

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ212超重症児
(者)入院診療加
算・準超重症児
(者)入院診療加
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ213看護配置
加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ★ × × × ×

Ａ214看護補助
加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ218地域加算
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

Ａ218-2離島加
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

Ａ219療養環境
加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ220ＨＩＶ感
染者療養環境特
別加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ220-2二類感
染症患者療養環
境特別加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ221重症者等
療養環境特別加

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ221-2小児療
養環境特別加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ222療養病棟
療養環境加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ222-2療養病
棟療養環境改善
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ223診療所療
養病床療養環境
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ223-2診療所
療養病床療養環
境改善加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ224無菌治療
室管理加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ225放射線治
療病室管理加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ226重症皮膚
潰瘍管理加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ226-2緩和ケ
ア診療加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ226-3有床診
療所緩和ケア診
療加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ227精神科措
置入院診療加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ×

Ａ227-2精神科
措置入院退院支
援加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ×

Ａ228精神科応
急入院施設管理
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×

Ａ229精神科隔
離室管理加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
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Ａ230精神病棟
入院時医学管理
加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ230-2精神科
地域移行実施加
算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ230-3精神科
身体合併症管理
加算

○ × × × × × × × × × × × × × × × ★ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ230-4精神科
リエゾンチーム
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

Ａ231-2強度行
動障害入院医療
管理加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

Ａ231-3重度ア
ルコール依存症
入院医療管理加
算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ231-4摂食障
害入院医療管理
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

Ａ232がん拠点
病院加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ × × ×

Ａ233-2栄養サ
ポートチーム加
算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ234医療安全
対策加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ234-2感染防
止対策加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ234-3患者サ
ポート体制充実
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ236褥瘡ハイ
リスク患者ケア
加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ236-2ハイリ
スク妊娠管理加

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ237ハイリス
ク分娩管理加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ238-6精神科
救急搬送患者地
域連携紹介加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ238-7精神科
救急搬送患者地
域連携受入加算

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ242呼吸ケア
チーム加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ243後発医薬
品使用体制加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ244病棟薬剤
業務実施加算１ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ244病棟薬剤
業務実施加算２ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ×

Ａ245データ提
出加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ246入退院支
援加算１　イ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ246入退院支
援加算１　ロ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × ○ ○ × × × × ×

Ａ246入退院支
援加算２　イ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ246入退院支
援加算２　ロ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × ○ ○ × × × × ×

Ａ246入退院支
援加算３

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ247認知症ケ
ア加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × × × × ×

Ａ247-2せん妄
ハイリスク患者
ケア加算

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

Ａ248精神疾患
診療体制加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × × △ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ □

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算１

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算２　イ

× × × × × × × × × × × × × × × × ★ × × ★ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算２　ロ

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ250薬剤総合
評価調整加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ251排尿自立
支援加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ａ252地域医療
体制確保加算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ★ × ★ ○ ★ ★ ★ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×
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Ａ200総合入院
体制加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ204地域医療
支援病院入院診
療加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ204-2臨床研
修病院入院診療
加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

Ａ205救急医療
管理加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ205-2超急性
期脳卒中加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ205-3妊産婦
緊急搬送入院加
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ × × × ○ × × × ×

Ａ206在宅患者
緊急入院診療加

× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ207診療録管
理体制加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ207-2医師事
務作業補助体制
加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⦿ ⦿ ⦿ ⦿ ○ ○ ○ ○ ○ ⦿ ⦿ ⦿ ○ ⦿ × × ×

Ａ207-3急性期
看護補助体制加

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ207-4看護職
員夜間配置加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ208乳幼児加
算・幼児加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ210難病等特
別入院診療加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ211特殊疾患
入院施設管理加

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ212超重症児
(者)入院診療加
算・準超重症児
(者)入院診療加
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ213看護配置
加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ★ × × × ×

Ａ214看護補助
加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ218地域加算
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

Ａ218-2離島加
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

Ａ219療養環境
加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ220ＨＩＶ感
染者療養環境特
別加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ220-2二類感
染症患者療養環
境特別加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ221重症者等
療養環境特別加

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ221-2小児療
養環境特別加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ222療養病棟
療養環境加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ222-2療養病
棟療養環境改善
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ223診療所療
養病床療養環境
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ223-2診療所
療養病床療養環
境改善加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ224無菌治療
室管理加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ225放射線治
療病室管理加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ226重症皮膚
潰瘍管理加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ226-2緩和ケ
ア診療加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ226-3有床診
療所緩和ケア診
療加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ227精神科措
置入院診療加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ×

Ａ227-2精神科
措置入院退院支
援加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ×

Ａ228精神科応
急入院施設管理
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×

Ａ229精神科隔
離室管理加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
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Ａ230精神病棟
入院時医学管理
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ230-2精神科
地域移行実施加
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × ×

Ａ230-3精神科
身体合併症管理
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × ×

Ａ230-4精神科
リエゾンチーム
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ231-2強度行
動障害入院医療
管理加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × ×

Ａ231-3重度ア
ルコール依存症
入院医療管理加
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × ○ × × × ×

Ａ231-4摂食障
害入院医療管理
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × ×

Ａ232がん拠点
病院加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × ○ × × ○ ×

Ａ233-2栄養サ
ポートチーム加
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ234医療安全
対策加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

Ａ234-2感染防
止対策加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

Ａ234-3患者サ
ポート体制充実
加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

Ａ236褥瘡ハイ
リスク患者ケア
加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × ×

Ａ236-2ハイリ
スク妊娠管理加

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ237ハイリス
ク分娩管理加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ238-6精神科
救急搬送患者地
域連携紹介加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×

Ａ238-7精神科
救急搬送患者地
域連携受入加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × ×

Ａ242呼吸ケア
チーム加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ243後発医薬
品使用体制加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ244病棟薬剤
業務実施加算１ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ244病棟薬剤
業務実施加算２ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ245データ提
出加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

Ａ246入退院支
援加算１　イ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ246入退院支
援加算１　ロ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ×

Ａ246入退院支
援加算２　イ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ246入退院支
援加算２　ロ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ×

Ａ246入退院支
援加算３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ247認知症ケ
ア加算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ247-2せん妄
ハイリスク患者
ケア加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ248精神疾患
診療体制加算

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算１

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算２　イ

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算２　ロ

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × ×

Ａ249精神科急
性期医師配置加
算３

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × ×

Ａ250薬剤総合
評価調整加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

Ａ251排尿自立
支援加算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

Ａ252地域医療
体制確保加算 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × × × × × × ×

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
３

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
４

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
医
療
管
理
料
１

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
医
療
管
理
料
２

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
医
療
管
理
料
３

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
医
療
管
理
料
４

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病
棟
入
院
料
１

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病
棟
入
院
料
２

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病
棟
入
院
料
３

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病
棟
入
院
料
４

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病
棟
入
院
料
５

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病
棟
入
院
料
６

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
２

１
　
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
１

２
　
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
２

３
　
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
３
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に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
救

命
救

急
医

療
が

行
わ

れ
た

場
合

に
は

、
１

日
に

つ
き

1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

急
性

薬
毒

物
中

毒
の

患
者

に
対

し
て

救
命

救
急

医
療

が
行

わ
れ

た
場

合
に

は
、

入
院

初
日

に
限

り
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
急

性
薬

毒
物

中
毒

加
算

１
（

機
器

分
析

）
5
,
0
0
0
点

ロ
急

性
薬

毒
物

中
毒

加
算

２
（

そ
の

他
の

も
の

）
3
5
0
点

６
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、
1
5
歳

未
満

の
重

篤
な

患
者

に
対

し
て

救
命

救
急

医
療

が
行

わ
れ

た
場

合
に

は
、

小
児

加
算

と
し

て
、

入
院

初
日

に
限

り
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

７
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
第

３
部

検
査

、
第

６
部

注
射

、
第

９
部

処
置

及
び

第
1
3

部
病

理
診

断
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
救

命
救

急
入

院
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

イ
入

院
基

本
料

ロ
入

院
基

本
料

等
加

算
（

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

、
妊

産

婦
緊

急
搬

送
入

院
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

（
特

定
機

能
病

院
の

病
棟

に
あ

っ

て
は

、
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
２

を
除

く
。

）
、

地
域

加
算

、
離

島
加

算
、

医
療

安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

褥
瘡

ハ
イ

リ
ス

じ
よ

く
そ

う

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

２
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
、

入
退

院
支

援
加

算

（
１

の
イ

及
び

３
に

限
る

。
）

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

、
せ

ん
妄

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算

、
精

神
疾

患
診

療
体

制
加

算
、

排
尿

自
立

支
援

加
算

及
び

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

を
除

く

。
）

ハ
第

２
章

第
３

部
の

各
区

分
の

検
査

（
同

部
第

１
節

第
２

款
の

検
体

検
査

判
断

料
を

除
く

。

）

ニ
点

滴
注

射

ホ
中

心
静

脈
注

射

ヘ
酸

素
吸

入
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

ト
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

チ
第
1
3
部

第
１

節
の

病
理

標
本

作
製

料

Ａ
３

０
１

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

（
１

日
に

つ
き

）

１
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
１

イ
７

日
以

内
の

期
間

1
4
,
2
1
1
点

ロ
８

日
以

上
1
4
日

以
内

の
期

間
1
2
,
6
3
3
点

２
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
２

イ
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料

７
日

以
内

の
期

間
1
4
,
2
1
1
点

(1
)

８
日

以
上
1
4
日

以
内

の
期

間
1
2
,
6
3
3
点

(2
)

ロ
広

範
囲

熱
傷

特
定

集
中

治
療

管
理

料

７
日

以
内

の
期

間
1
4
,
2
1
1
点

(1
)

８
日

以
上
6
0
日

以
内

の
期

間
1
2
,
8
3
3
点

(2
)

３
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
３

イ
７

日
以

内
の

期
間

9
,
6
9
7
点

ロ
８

日
以

上
1
4
日

以
内

の
期

間
8
,
1
1
8
点

４
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
４

イ
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料

７
日

以
内

の
期

間
9
,
6
9
7
点

(1
)

８
日

以
上
1
4
日

以
内

の
期

間
8
,
1
1
8
点

(2
)

ロ
広

範
囲

熱
傷

特
定

集
中

治
療

管
理

料

７
日

以
内

の
期

間
9
,
6
9
7
点

(1
)

第
３

節
特

定
入

院
料

区
分

Ａ
３

０
０

救
命

救
急

入
院

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
救

命
救

急
入

院
料

１

イ
３

日
以

内
の

期
間

1
0
,
2
2
3
点

ロ
４

日
以

上
７

日
以

内
の

期
間

9
,
2
5
0
点

ハ
８

日
以

上
1
4
日

以
内

の
期

間
7
,
8
9
7
点

２
救

命
救

急
入

院
料

２

イ
３

日
以

内
の

期
間

1
1
,
8
0
2
点

ロ
４

日
以

上
７

日
以

内
の

期
間

1
0
,
6
8
6
点

ハ
８

日
以

上
1
4
日

以
内

の
期

間
9
,
3
7
1
点

３
救

命
救

急
入

院
料

３

イ
救

命
救

急
入

院
料

３
日

以
内

の
期

間
1
0
,
2
2
3
点

(1
)

４
日

以
上

７
日

以
内

の
期

間
9
,
2
5
0
点

(2
)

８
日

以
上
1
4
日

以
内

の
期

間
7
,
8
9
7
点

(3
)

ロ
広

範
囲

熱
傷

特
定

集
中

治
療

管
理

料

３
日

以
内

の
期

間
1
0
,
2
2
3
点

(1
)

４
日

以
上

７
日

以
内

の
期

間
9
,
2
5
0
点

(2
)

８
日

以
上
6
0
日

以
内

の
期

間
8
,
3
1
8
点

(3
)

４
救

命
救

急
入

院
料

４

イ
救

命
救

急
入

院
料

３
日

以
内

の
期

間
1
1
,
8
0
2
点

(1
)

４
日

以
上

７
日

以
内

の
期

間
1
0
,
6
8
6
点

(2
)

８
日

以
上
1
4
日

以
内

の
期

間
9
,
3
7
1
点

(3
)

ロ
広

範
囲

熱
傷

特
定

集
中

治
療

管
理

料

３
日

以
内

の
期

間
1
1
,8
0
2
点

(1
)

４
日

以
上

７
日

以
内

の
期

間
1
0
,
6
8
6
点

(2
)

８
日

以
上
1
4
日

以
内

の
期

間
9
,
3
7
1
点

(3
)

1
5
日

以
上
6
0
日

以
内

の
期

間
8
,
3
1
8
点

(4
)

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

重
篤

な
患

者
に

対
し

て
救

命
救

急
医

療
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
及

び
当

該
患

者
の

状
態

に
つ

い
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

区
分

（
救

命
救

急
入

院
料

３
及

び
救

命
救

急
入

院
料

４
に

限
る

。
）

に
従

い
、
1
4
日

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
状

態
の

患
者

（
救

命
救

急
入

院
料

３
又

は
救

命
救

急
入

院
料

４
に

係
る

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

た
患

者
に

限
る

。
）

に
あ

っ
て

は
6
0
日

）
を

限

度
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。

２
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

自
殺

企
図

等
に

よ
る

重
篤

な
患

者
で

あ
っ

て
精

神
疾

患
を

有
す

る
も

の
又

は
そ

の
家

族
等

か
ら

の
情

報
等

に
基

づ
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
精

神
保

健
指

定
医

又
は

精
神

科
の

医
師

が
、

当
該

患
者

の
精

神
疾

患
に

か
か

わ
る

診
断

治
療

等
を

行
っ

た
場

合
は

、
当

該
精

神
保

健
指

定
医

等
に

よ
る

最
初

の
診

療
時

に
限

り
、
3
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
な

お
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

は
同

時
に

算
定

で
き

な
い

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
救

命
救

急
医

療
が

行
わ

れ
た

場
合

に
は

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

１
日

に
つ

き
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
救

急
体

制
充

実
加

算
１

1
,
5
0
0
点

ロ
救

急
体

制
充

実
加

算
２

1
,
0
0
0
点

ハ
救

急
体

制
充

実
加

算
３

5
0
0
点

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等
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注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

必
要

が
あ

っ
て

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、
2
1
日

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。

２
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
第

３
部

検
査

、
第

６
部

注
射

、
第

９
部

処
置

及
び

第
1
3

部
病

理
診

断
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

イ
入

院
基

本
料

ロ
入

院
基

本
料

等
加

算
（

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

、
妊

産

婦
緊

急
搬

送
入

院
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
精

神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

、
が

ん
拠

点
病

院
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

褥
瘡

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

病
棟

薬
剤

じ
よ

く
そ

う

業
務

実
施

加
算

２
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
、

入
退

院
支

援
加

算
（

１
の

イ
及

び
３

に
限

る
。

）

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

、
せ

ん
妄

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

、

排
尿

自
立

支
援

加
算

及
び

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

を
除

く
。

）

ハ
第

２
章

第
３

部
の

各
区

分
の

検
査

（
同

部
第

１
節

第
２

款
の

検
体

検
査

判
断

料
を

除
く

。

）

ニ
点

滴
注

射

ホ
中

心
静

脈
注

射

ヘ
酸

素
吸

入
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

ト
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

チ
第
1
3
部

第
１

節
の

病
理

標
本

作
製

料

Ａ
３

０
１

－
３

脳
卒

中
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

（
１

日
に

つ
き

）
6
,
0
1
3
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

脳
梗

塞
、

脳
出

血
又

は
く

も
膜

下
出

血
の

患
者

に
対

し
て

、
専

門
の

医
師

等
に

よ
り

組
織

的
、

計
画

的
に

脳
卒

中
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

発
症

後
1
4
日

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。

２
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
第

３
部

検
査

、
第

６
部

注
射

、
第

９
部

処
置

及
び

第
1
3

部
病

理
診

断
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
脳

卒
中

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

イ
入

院
基

本
料

ロ
入

院
基

本
料

等
加

算
（

臨
床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

超
急

性
期

脳
卒

中
加

算
、

妊
産

婦
緊

急
搬

送
入

院
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
精

神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
２

、
デ

じ
よ

く
そ

う

ー
タ

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

及
び

３
に

限
る

。
）

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

、

せ
ん

妄
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
精

神
疾

患
診

療
体

制
加

算
、

排
尿

自
立

支
援

加
算

及

び
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
を

除
く

。
）

ハ
第

２
章

第
３

部
の

各
区

分
の

検
査

（
同

部
第

１
節

第
２

款
の

検
体

検
査

判
断

料
を

除
く

。

）

ニ
点

滴
注

射

ホ
中

心
静

脈
注

射

ヘ
酸

素
吸

入
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

ト
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

チ
第
1
3
部

第
１

節
の

病
理

標
本

作
製

料

Ａ
３

０
１

－
４

小
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

（
１

日
に

つ
き

）

１
７

日
以

内
の

期
間

1
6
,
3
1
7
点

２
８

日
以

上
の

期
間

1
4
,
2
1
1
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、
1
5
歳

未
満

の
小

児
（

児
童

福
祉

法
第

６
条

の
２

第
２

８
日

以
上
6
0
日

以
内

の
期

間
8
,
3
1
8
点

(2
)

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

必
要

が
あ

っ
て

特
定

集
中

治
療

室
管

理
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
及

び
当

該
患

者
の

状
態

に
つ

い
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

区
分

（
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
２

及
び

４
に

限
る

。
）

に
従

い
、
1
4
日

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
状

態
の

患
者

（
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
２

及
び

４
に

係
る

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
入

院
し

た
患

者
に

限
る

。
）

に
あ

っ
て

は
6
0
日

）
を

限
度

と
し

て
、

そ
れ

ぞ

れ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、
1
5
歳

未
満

の
重

篤
な

患
者

に
対

し
て

特
定

集
中

治
療

室
管

理
が

行
わ

れ
た

場
合

に
は

、
小

児
加

算
と

し
て

、
当

該
患

者
の

入
院

期
間

に
応

じ
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

そ
れ

ぞ
れ

１
日

に
つ

き
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
７

日
以

内
の

期
間

2
,
0
0
0
点

ロ
８

日
以

上
1
4
日

以
内

の
期

間
1
,
5
0
0
点

３
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
第

３
部

検
査

、
第

６
部

注
射

、
第

９
部

処
置

及
び

第
1
3

部
病

理
診

断
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

イ
入

院
基

本
料

ロ
入

院
基

本
料

等
加

算
（

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

、
妊

産

婦
緊

急
搬

送
入

院
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
精

神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

、
が

ん
拠

点
病

院
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

褥
瘡

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

病
棟

薬
剤

じ
よ

く
そ

う

業
務

実
施

加
算

２
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
、

入
退

院
支

援
加

算
（

１
の

イ
及

び
３

に
限

る
。

）

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

、
せ

ん
妄

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

、

排
尿

自
立

支
援

加
算

及
び

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

を
除

く
。

）

ハ
第

２
章

第
３

部
の

各
区

分
の

検
査

（
同

部
第

１
節

第
２

款
の

検
体

検
査

判
断

料
を

除
く

。

）

ニ
点

滴
注

射

ホ
中

心
静

脈
注

射

ヘ
酸

素
吸

入
（

使
用

し
た

酸
素

及
び
窒

素
の

費
用

を
除

く
。

）

ト
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

チ
第
1
3
部

第
１

節
の

病
理

標
本

作
製

料

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

、
入

室
後

早
期

か
ら

離
床

等
に

必
要

な
治

療
を

行
っ

た
場

合
に

、
早

期
離

床
・

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
加

算
と

し
て

、
入

室
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度
と

し
て
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同

一
日

に
区

分
番

号
Ｈ

０
０

０
に

掲
げ

る
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

Ｈ
０

０
１

に
掲

げ
る

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
Ｈ

０
０

１
－

２
に

掲
げ

る
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
Ｈ

０
０

２
に

掲
げ

る
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
Ｈ

０
０

３
に

掲
げ

る
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
Ｈ

０
０

７
に

掲
げ

る
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
及

び
Ｈ

０
０

７
－

２
に

掲
げ

る
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
は

、
算

定
で

き
な

い
。

５
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
病

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

、
入

室
後

早
期

か
ら

経
腸

栄
養

等
の

必
要

な
栄

養
管

理
を

行
っ

た
場

合
に

、
早

期
栄

養
介

入
管

理
加

算
と

し
て

、
入

室
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

７
日

を
限

度
と

し
て
4
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
３

０
１

－
２

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

１
6
,
8
5
5
点

２
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

２
4
,
2
2
4
点

（ ）（ ） 113112

1
－
⑵
　
③
特
定
入
院
料



ト
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
タ

ー
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

チ
第
1
3
部

第
１

節
の

病
理

標
本

作
製

料

Ａ
３

０
３

総
合

周
産

期
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
母

体
・

胎
児

集
中

治
療

室
管

理
料

7
,
3
8
1
点

２
新

生
児

集
中

治
療

室
管

理
料

1
0
,
5
3
9
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

必
要

が
あ

っ
て

総
合

周
産

期
特

定
集

中
治

療
室

管
理

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
１

に
つ

い
て

は
妊

産
婦

で
あ

る
患

者
に

対
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、

２
に

つ
い

て
は

新
生

児
で

あ
る

患
者

に
対

し
て

区
分

番
号

Ａ
３

０
２

に
掲

げ
る

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
及

び
区

分
番

号
Ａ

３
０

３
－

２
に

掲
げ

る
新

生
児

治
療

回
復

室
入

院
医

療
管

理
料

を
算

定
し

た
期

間
と

通
算

し
て
2
1
日

（
出

生
時

体
重

が
1
,
5
0
0
グ

ラ
ム

以
上

で
、

別
に

厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
疾

患
を

主
病

と
し

て
入

院
し

て
い

る
新

生
児

に
あ

っ
て

は
3
5
日

、
出

生

時
体

重
が
1
,
0
0
0
グ

ラ
ム

未
満

の
新

生
児

に
あ

っ
て

は
9
0
日

、
出

生
時

体
重

が
1
,
0
0
0
グ

ラ
ム

以

上
1
,
5
0
0
グ

ラ
ム

未
満

の
新

生
児

に
あ

っ
て

は
6
0
日

）
を

限
度

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

２
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
第

３
部

検
査

、
第

６
部

注
射

、
第

９
部

処
置

及
び

第
1
3

部
病

理
診

断
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
総

合
周

産
期

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

（
チ

に
あ

っ
て

は
新

生
児

集
中

治
療

室
管

理
料

に
限

り
、

ト
に

あ
っ

て
は

母
体

・
胎

児
集

中
治

療
室

管
理

料
に

限
る

。
）

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

イ
入

院
基

本
料

ロ
入

院
基

本
料

等
加

算
（

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

、
妊

産

婦
緊

急
搬

送
入

院
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
医

療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

じ
よ

く
そ

う

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
２

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加

算
（

１
の

イ
及

び
３

に
限

る
。

）
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

、
排

尿
自

立
支

援
加

算
及

び

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

を
除

く
。

）

ハ
第

２
章

第
３

部
の

各
区

分
の

検
査

（
同

部
第

１
節

第
２

款
の

検
体

検
査

判
断

料
を

除
く

。

）

ニ
点

滴
注

射

ホ
中

心
静

脈
注

射

ヘ
酸

素
吸

入
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

ト
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

チ
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
タ

ー
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

リ
第
1
3
部

第
１

節
の

病
理

標
本

作
製

料

Ａ
３

０
３

－
２

新
生

児
治

療
回

復
室

入
院

医
療

管
理

料
（

１
日

に
つ

き
）

5
,
6
9
7
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

必
要

が
あ

っ
て

新
生

児
治

療
回

復
室

入
院

医
療

管
理

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
区

分
番

号
Ａ

３
０

２
に

掲
げ

る
新

生
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

及
び

区
分

番
号

Ａ
３

０
３

の
２

に
掲

げ
る

新
生

児
集

中
治

療
室

管
理

料
を

算
定

し
た

期
間

と
通

算
し

て
3
0
日

（
出

生
時

体
重

が
1
,
5
0
0
グ

ラ
ム

以
上

で
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

疾
患

を
主

病
と

し
て

入
院

し
て

い
る

新
生

児
に

あ
っ

て
は
5
0
日

、
出

生
時

体
重

が
1
,
0
0
0
グ

ラ
ム

未
満

の

新
生

児
に

あ
っ

て
は
1
2
0
日

、
出

生
時

体
重

が
1
,
0
0
0
グ

ラ
ム

以
上
1
,
5
0
0
グ

ラ
ム
未

満
の

新
生

児
に

あ
っ

て
は
9
0
日

）
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

２
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
第

３
部

検
査

、
第

６
部

注
射

、
第

９
部

処
置

及
び

第
1
3

部
病

理
診

断
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
新

生
児

治
療

回
復

室
入

院
医

療
管

理
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

イ
入

院
基

本
料

ロ
入

院
基

本
料

等
加

算
（

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

、
医

師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対

項
に

規
定

す
る

小
児

慢
性

特
定

疾
病

医
療

支
援

の
対

象
で

あ
る

場
合

は
、
2
0
歳

未
満

の
者

）
に

対
し

、
必

要
が

あ
っ

て
小

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
1
4
日

（
急

性
血

液

浄
化

（
腹

膜
透

析
を

除
く

。
）

を
必

要
と

す
る

状
態

、
心

臓
手

術
ハ

イ
リ

ス
ク

群
、

左
心

低
形

成
症

候
群

、
急

性
呼

吸
窮

迫
症

候
群

又
は

心
筋

炎
・

心
筋

症
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
小

児
に

あ
っ

て
は
2
1
日

、
体

外
式

心
肺

補
助

（
Ｅ

Ｃ
Ｍ

Ｏ
）

を
必

要
と

す
る

状
態

の
小

児
に

あ
っ

て
は

3
5
日

）
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

２
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
第

３
部

検
査

、
第

６
部

注
射

、
第

９
部

処
置

及
び

第
1
3

部
病

理
診

断
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
小

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

イ
入

院
基

本
料

ロ
入

院
基

本
料

等
加

算
（

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

、
医

師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
病

棟
薬

じ
よ

く
そ

う

剤
業

務
実

施
加

算
２

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

及
び

３
に

限
る

。

）
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

、
排

尿
自

立
支

援
加

算
及

び
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
を

除

く
。

）

ハ
第

２
章

第
３

部
の

各
区

分
の

検
査

（
同

部
第

１
節

第
２

款
の

検
体

検
査

判
断

料
を

除
く

。

）

ニ
点

滴
注

射

ホ
中

心
静

脈
注

射

ヘ
酸

素
吸

入
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

ト
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

チ
第
1
3
部

第
１

節
の

病
理

標
本

作
製

料

Ａ
３

０
２

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
新

生
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

１
1
0
,
5
3
9
点

２
新

生
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

２
8
,
4
3
4
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

必
要

が
あ

っ
て

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

区
分

番
号

Ａ
３

０
３

の
２

に
掲

げ
る

新
生

児
集

中
治

療
室

管
理

料
及

び
区

分
番

号
Ａ

３
０

３
－

２
に

掲
げ

る
新

生
児

治
療

回
復

室
入

院
医

療
管

理
料

を
算

定
し

た
期

間
と

通
算

し
て
2
1
日

（
出

生
時

体
重

が
1 ,
5
0
0
グ

ラ
ム

以
上

で
あ

っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

疾
患

を
主

病
と

し
て

入
院

し
て

い
る

新
生

児
に

あ
っ

て
は

3
5
日

、
出

生
時

体
重

が
1
,
0
0
0
グ

ラ
ム

未
満

の
新

生
児

に
あ

っ
て

は
9
0
日

、
出

生
時

体
重

が

1
,
0
0
0
グ

ラ
ム

以
上
1
,
5
0
0
グ

ラ
ム

未
満

の
新

生
児

に
あ

っ
て

は
6
0
日

）
を

限
度

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

２
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
第

３
部

検
査

、
第

６
部

注
射

、
第

９
部

処
置

及
び

第
1
3

部
病

理
診

断
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
は

、
新

生
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

イ
入

院
基

本
料

ロ
入

院
基

本
料

等
加

算
（

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

、
医

師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
病

棟
薬

じ
よ

く
そ

う

剤
業

務
実

施
加

算
２

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

及
び

３
に

限
る

。

）
、

排
尿

自
立

支
援

加
算

及
び

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

を
除

く
。

）

ハ
第

２
章

第
３

部
の

各
区

分
の

検
査

（
同

部
第

１
節

第
２

款
の

検
体

検
査

判
断

料
を

除
く

。

）

ニ
点

滴
注

射

ホ
中

心
静

脈
注

射

ヘ
酸

素
吸

入
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

（ ）（ ） 113112
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③
特
定
入
院
料



ロ
医

療
区

分
１

の
患

者
に

相
当

す
る

も
の

1
,
7
4
3
点

５
診

療
に

係
る

費
用

（
注

２
及

び
注

３
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

超
急

性
期

脳
卒

中
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・
準

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
、

地
域

加
算

、
離

島
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
ロ

及
び

２
の

ロ
に

限
る

。
）

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

、
排

尿
自

立
支

援
加

算
並

び
に

除
外

薬
剤

・
注

射
薬

の
費

用
を

除
く

。
）

は
、

特
殊

疾
患

入
院

医
療

管
理

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ａ
３

０
７

小
児

入
院

医
療

管
理

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
小

児
入

院
医

療
管

理
料

１
4
,
7
5
0
点

２
小

児
入

院
医

療
管

理
料

２
4
,
2
2
4
点

３
小

児
入

院
医

療
管

理
料

３
3
,
8
0
3
点

４
小

児
入

院
医

療
管

理
料

４
3
,
1
7
1
点

５
小

児
入

院
医

療
管

理
料

５
2
,
2
0
6
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

の
定

め
る

小
児

を
入

院
さ

せ
る

病
棟

又
は

施
設

に
関

す
る

基
準

に
適

合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

小
児

科
を

標
榜

す
る

保
険

医
療

機
関

の
ぼ

う

病
棟

（
療

養
病

棟
を

除
く

。
）

に
入

院
し

て
い

る
1
5
歳

未
満

の
小

児
（

児
童

福
祉

法
第

６
条

の

２
第

２
項

に
規

定
す

る
小

児
慢

性
特

定
疾

病
医

療
支

援
の

対
象

で
あ

る
場

合
は

、
2
0
歳

未
満

の

者
）

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

小
児

入
院

医
療

管
理

料
５

を
算

定
す

る
病

棟
に

お
い

て
、

当
該

入
院

医
療

管
理

料
に

係
る

算
定

要
件

に
該

当
し

な
い

患
者

が
当

該
病

棟
（

精
神

病
棟

に
限

る
。

）
に

入
院

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

Ａ
１

０
３

に
掲

げ
る

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
の
1
5
対

１
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
の

病
棟

に
お

い
て

小
児

入
院

医
療

管
理

が
行

わ
れ

た
場

合
は

、
１

日
に

つ
き
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

が
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、
人

工
呼

吸
器

使
用

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
6
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
小

児
入

院
医

療
管

理
料

３
、

小
児

入
院

医
療

管
理

料
４

又
は

小
児

入
院

医
療

管
理

料
５

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
重

症
児

受
入

体
制

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
診

療
に

係
る

費
用

（
注

２
及

び
注

３
に

規
定

す
る

加
算

並
び

に
当

該
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

第
２

章
第

２
部

第
２

節
在

宅
療

養
指

導
管

理
料

、
第

３
節

薬
剤

料
、

第
４

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

、
第

５
部

投
薬

、
第

６
部

注
射

、
第
1
0
部

手
術

、
第
1
1
部

麻
酔

、
第
1
2
部

放
射

線
治

療
及

び
第
1
3
部

第
２

節
病

理
診

断
・

判
断

料
の

費
用

並
び

に
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

超
急

性
期

脳
卒

中
加

算
、

在
宅

患
者

緊
急

入
院

診
療

加
算

、
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
、

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
・

準
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
小

児
療

養
環

境
特

別
加

算
、

緩
和

ケ
ア

診
療

加
算

、
が

ん
拠

点
病

院
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
じ

よ
く

そ
う

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
、

入
退

院
支

援
加

算
（

１
の

イ
及

び
３

に
限

る
。

）
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

、
排

尿
自

立
支

援
加

算
及

び
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
を

除
く

。
）

は
、

小
児

入
院

医
療

管
理

料
１

及
び

小
児

入
院

医
療

管
理

料
２

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

６
診

療
に

係
る

費
用

（
注

２
か

ら
注

４
ま

で
に

規
定

す
る

加
算

並
び

に
当

該
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

第
２

章
第

２
部

第
２

節
在

宅
療

養
指

導
管

理
料

、
第

３
節

薬
剤

料
、

第
４

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

、
第

５
部

投
薬

、
第

６
部

注
射

、
第
1
0
部

手
術

、
第
1
1
部

麻
酔

、
第
1
2
部

放
射

線
治

療
及

び
第
1
3
部

第
２

節
病

理
診

断
・

判
断

料
の

費
用

並
び

に
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

超
急

性
期

脳
卒

中
加

算
、

在
宅

患
者

緊
急

入
院

診
療

加
算

、
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
、

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
・

準
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
デ

ー
タ

じ
よ

く
そ

う

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

及
び

３
に

限
る

。
）

、
排

尿
自

立
支

援
加

算
及

び

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

を
除

く
。

）

ハ
第

２
章

第
３

部
の

各
区

分
の

検
査

（
同

部
第

１
節

第
２

款
の

検
体

検
査

判
断

料
を

除
く

。

）

ニ
点

滴
注

射

ホ
中

心
静

脈
注

射

ヘ
酸

素
吸

入
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

ト
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
タ

ー
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

チ
第
1
3
部

第
１

節
の

病
理

標
本

作
製

料

Ａ
３

０
４

削
除

Ａ
３

０
５

一
類

感
染

症
患

者
入

院
医

療
管

理
料

（
１

日
に

つ
き

）

１
1
4
日

以
内

の
期

間
9
,
3
7
1
点

２
1
5
日

以
上

の
期

間
8
,
1
0
8
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
感

染
症

法
第

６
条

第
1
3
項

に
規

定
す

る
特

定
感

染
症

指
定

医
療

機
関

又
は

同
条

第

1
4
項

に
規

定
す

る
第

一
種

感
染

症
指

定
医

療
機

関
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
感

染
症

患
者

に
対

し
て

入
院

医
療

管
理

が
行

わ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

同
法

第
1
9
条

及
び

第
2
0
条

の
規

定
に

係
る

入
院

の
期

間
を

超
え

た
期

間
は

算
定

し
な

い
。

２
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
第

９
部

処
置

及
び

第
1
3
部

病
理

診
断

の
う

ち
次

に
掲

げ

る
も

の
は

、
一

類
感

染
症

患
者

入
院

医
療

管
理

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

イ
入

院
基

本
料

ロ
入

院
基

本
料

等
加

算
（

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

、
妊

産

婦
緊

急
搬

送
入

院
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
医

療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

じ
よ

く
そ

う

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

に
限

る
。

）
、

排

尿
自

立
支

援
加

算
及

び
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
を

除
く

。
）

ハ
酸

素
吸

入
（

使
用

し
た

酸
素

及
び

窒
素

の
費

用
を

除
く

。
）

ニ
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

ホ
第
1
3
部

第
１

節
の

病
理

標
本

作
製

料

Ａ
３

０
６

特
殊

疾
患

入
院

医
療

管
理

料
（

１
日

に
つ

き
）

2
,
0
7
0
点

注
１

重
度

の
障

害
者

（
重

度
の

意
識

障
害

者
を

含
む

。
）

、
筋

ジ
ス

ト
ロ
フ

ィ
ー

患
者

又
は

難
病

患
者

等
を

主
と

し
て

入
院

さ
せ

る
病

室
に

関
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
、

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

（
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

、
障

害
者

施
設

等
入

院
基

本
料

、
特

殊
疾

患
入

院
施

設
管

理
加

算
又

は
特

殊
疾

患
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
を

有
し

な
い

も
の

に
限

る
。

）
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。

２
当

該
病

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

が
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
6
0
0
点

を
加

算
す

る
。

３
当

該
患

者
が

、
他

の
保

険
医

療
機

関
か

ら
転

院
し

て
き

た
者

で
あ

っ
て

、
当

該
他

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
区

分
番

号
Ａ

２
４

６
に

掲
げ

る
入

退
院

支
援

加
算

３
を

算
定

し
た

も
の

で
あ

る
場

合
に

は
、

重
症

児
（

者
）

受
入

連
携

加
算

と
し

て
、

入
院

初
日

に
限

り
2
,
0
0
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

４
当

該
病

室
に

入
院

す
る

重
度

の
意

識
障

害
（

脳
卒

中
の

後
遺

症
で

あ
る

も
の

に
限

る
。

）
の

患
者

で
あ

っ
て

、
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

第
５

の
３
(
1
)
の

ロ
に

規
定

す
る

医
療

区
分

２

の
患

者
又

は
第

５
の

３
(
2
)
の

ト
に

規
定

す
る

医
療

区
分

１
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
注

１
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
算

定
す

る
。

イ
医

療
区

分
２

の
患

者
に

相
当

す
る

も
の

1
,
9
0
9
点

（ ）（ ） 115114
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③
特
定
入
院
料



章
第

１
部

医
学

管
理

等
の

区
分

番
号

Ｂ
０

０
１

の
1
0
に

掲
げ

る
入

院
栄

養
食

事
指

導
料

（
回

復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

を
算

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

、
第

２
部

在
宅

医
療

、
第

７
部

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

費
用

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
費

用
を

除
く

。
）

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
、

入
退

院
支

援
加

算
（

１
の

イ
に

限
る

。
）

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
、

排
尿

自
立

支
援

加
算

、
区

分
番

号
Ｊ

０
３

８
に

掲
げ

る
人

工
腎

臓
、

区
分

番
号

Ｊ
０

４
２

に
掲

げ
る

腹
膜

灌
流

、
区

分
番

号
Ｊ

４
０

０
に

掲
げ

る
特

定
保

険
医

か
ん

療
材

料
（

区
分

番
号

Ｊ
０

３
８

に
掲

げ
る

人
工

腎
臓

又
は

区
分

番
号

Ｊ
０

４
２

に
掲

げ
る

腹
膜

灌
流

に
係

る
も

の
に

限
る

。
）

並
び

に
除

外
薬

剤
・

注
射

薬
の

費
用

を
除

く
。

）
は

、
回

復
期

か
ん

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

４
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
患

者
（

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

又
は

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
２

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

が
入

院
す

る
病

棟
に

つ
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

を
満

た
す

場
合

（
注

１
の

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
場

合
を

除
く

。
）

は
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
日

に
つ

き
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
体

制
強

化
加

算
１

2
0
0
点

ロ
体

制
強

化
加

算
２

1
2
0
点

Ａ
３

０
８

－
２

削
除

Ａ
３

０
８

－
３

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

１
2
,
8
0
9
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
,
7
9
4
点

）

２
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

１
2
,
8
0
9
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
,
7
9
4
点

）

３
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

２
2
,
6
2
0
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
,
6
0
5
点

）

４
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

２
2
,
6
2
0
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
, 6
0
5
点

）

５
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

３
2
,
2
8
5
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
,
2
7
0
点

）

６
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

３
2
,
2
8
5
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
,
2
7
0
点

）

７
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

４
2
,
0
7
6
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
,
0
6
0
点

）

８
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

４
2
,
0
7
6
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
,
0
6
0
点

）

注
１

１
、

３
、

５
及

び
７

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
を

有
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

届
出

に
係

る
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
２

、
４

、
６

及
び

８
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

室
を

有
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

届
出

に
係

る
病

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
当

該
病

棟
又

は
病

室
に

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
6
0
日

を
限

度
と

し

て
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
当

該
病

棟
又

は
病

室
に

入
院

し
た

患
者

が
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

又
は

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
に

係
る

算
定

要
件

に
該

当
し

な
い

場
合

は
、

当
該

病
棟

又
は

病
室

を
有

す
る

病
棟

が
一

般
病

棟
で

あ
る

と
き

に
は

区
分

番
号

Ａ
１

０
０

に
掲

げ
る

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
の

注
２

に
規

定
す

る
特

別
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
、

当
該

病
棟

又
は

病
室

を
有

す
る

病
棟

が
療

養
病

棟
で

あ
る

と
き

に
は

区
分

番
号

Ａ
１

０
１

に
掲

げ
る

療
養

病
棟

入
院

料
１

の
入

院
料

Ｉ
又

は
療

養
病

棟
入

院
料

２
の

入
院

料
Ｉ

の
例

に
よ

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
小

児
療

養
環

境
特

別
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
デ

ー
タ

提
じ

よ
く

そ
う

出
加

算
、

入
退

院
支

援
加

算
（

１
の

イ
及

び
３

に
限

る
。

）
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

、
排

尿
自

立
支

援
加

算
及

び
地

域
医

療
体

制
確

保
加

算
を

除
く

。
）

は
、

小
児

入
院

医
療

管
理

料
３

及
び

小
児

入
院

医
療

管
理

料
４

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

７
診

療
に

係
る

費
用

（
注

２
か

ら
注

４
ま

で
に

規
定

す
る

加
算

並
び

に
当

該
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

第
２

章
第

２
部

第
２

節
在

宅
療

養
指

導
管

理
料

、
第

３
節

薬
剤

料
、

第
４

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

、
第

５
部

投
薬

、
第

６
部

注
射

、
第
1
0
部

手
術

、
第
1
1
部

麻
酔

、
第
1
2
部

放
射

線
治

療
及

び
第
1
3
部

第
２

節
病

理
診

断
・

判
断

料
の

費
用

並
び

に
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

超
急

性
期

脳
卒

中
加

算
、

在
宅

患
者

緊
急

入
院

診
療

加
算

、
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
、

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
・

準
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
小

児
療

養
環

境
特

別
加

算
、

強
度

行
動

障
害

入
院

医
療

管
理

加
算

、
摂

食
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
入

退
院

支
じ

よ
く

そ
う

援
加

算
（

１
の

イ
及

び
３

に
限

る
。

）
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

（
精

神
病

棟
を

除
く

。
）

及
び

排
尿

自
立

支
援

加
算

を
除

く
。

）
は

、
小

児
入

院
医

療
管

理
料

５
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ａ
３

０
８

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
2
,
1
2
9
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
,
1
1
5
点

）

２
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

２
2
,
0
6
6
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
2
,
0
5
1
点

）

３
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

３
1
,
8
9
9
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
8
8
4
点

）

４
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

４
1
,
8
4
1
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
8
2
7
点
）

５
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

５
1
,
7
3
6
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
7
2
1
点

）

６
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

６
1
,
6
7
8
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
,
6
6
4
点

）

注
１

主
と

し
て

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
病

棟
に

関
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

保
険

医
療

機
関

が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

で
あ

っ
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

要
す

る
状

態
に

あ
る

も
の

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
態

に
応

じ
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

日
数

を
限

度
と

し
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

た
患

者
が

当
該

入
院

料
に

係
る

算
定

要
件

に
該

当
し

な
い

場
合

は
、

当
該

病
棟

が
一

般
病

棟
で

あ
る

と
き

に
は

区
分

番
号

Ａ
１

０
０

に
掲

げ
る

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
の

注
２

に
規

定
す

る
特

別
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
、

当
該

病
棟
が

療
養

病
棟

で
あ

る
と

き
に

は
区

分
番

号
Ａ

１
０

１
に

掲
げ

る

療
養

病
棟

入
院

料
１

の
入

院
料

Ｉ
又

は
療

養
病

棟
入

院
料

２
の

入
院

料
Ｉ

の
例

に
よ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

算
定

す
る

。

２
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
患

者
（

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
３

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

４
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
５

又
は

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
６

を
現

に
算

定
し

て
い

る
患

者
に

限
る

。
）

が
入

院
す

る
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

を
満

た
す

場
合

（
注

１
の

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
場

合
を

除
く

。
）

は
、

休
日

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
提

供
体

制
加

算
と

し
て

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
日

に
つ

き
6
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

３
診

療
に

係
る

費
用

（
注

２
及

び
注

４
に

規
定

す
る

加
算

、
当

該
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

第
２
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７
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
又

は
病

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

と
し

て
、

１
日

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
日

を
除

く
。

）
に

つ
き
6
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

８
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
日

の
特

定
入

院
料

は
、

夜
間

看
護

体
制

特
定

日
減

算
と

し
て

、
次

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

場
合

に
限

り
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
５

に
相

当
す

る
点

数
を

減
算

す
る

。

イ
年

６
日

以
内

で
あ

る
こ

と
。

ロ
当

該
日

が
属

す
る

月
が

連
続

す
る

２
月

以
内

で
あ

る
こ

と
。

９
注

１
に

規
定

す
る

保
険

医
療

機
関

以
外

の
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

注
１

に
規

定
す

る
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

の
施

設
基

準
の

う
ち

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

の
み

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

場
合

に
限

り
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
特

別
入

院
料

と
し

て
、

所
定

点
数

の

1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
す

る
。

Ａ
３

０
９

特
殊

疾
患

病
棟

入
院

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
特

殊
疾

患
病

棟
入

院
料

１
2
,
0
7
0
点

２
特

殊
疾

患
病

棟
入

院
料

２
1
,
6
7
5
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

重
度

の
障

害
者

（
重

度
の

意
識

障
害

者
を

含
む

。
）

、
筋

ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

患
者

又
は

難
病

患
者

等
を

主
と

し
て

入
院

さ
せ

る
病

棟
に

関
す

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
、

保
険

医
療

機
関

が
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

２
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

が
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、
１

日
に

つ
き

6
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
当

該
患

者
が

、
他

の
保

険
医

療
機

関
か

ら
転

院
し

て
き

た
者

で
あ

っ
て

、
当

該
他

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
区

分
番

号
Ａ

２
４

６
に

掲
げ

る
入

退
院

支
援

加
算

３
を

算
定

し
た

も
の

で
あ

る
場

合
に

は
、

重
症

児
（

者
）

受
入

連
携

加
算

と
し

て
、

入
院

初
日

に
限

り
2
,
0
0
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

４
当

該
病

棟
に

入
院

す
る

重
度

の
意

識
障

害
（

脳
卒

中
の

後
遺

症
で

あ
る

も
の

に
限

る
。

）
の

患
者

で
あ

っ
て

、
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

第
５

の
３
(
1
)
の

ロ
に

規
定

す
る

医
療

区
分

２

の
患

者
又

は
第

５
の

３
(
2
)
の

ト
に

規
定

す
る

医
療

区
分

１
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
注

１
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
患

者
が

入
院

し
て

い
る

病
棟

の
区

分
に

従
い

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
算

定
す

る
。

イ
特

殊
疾

患
病

棟
入

院
料

１
の

施
設

基
準

を
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

場
合

医
療

区
分

２
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
9
1
0
点

(1
)

医
療

区
分

１
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
7
4
5
点

(2
)

ロ
特

殊
疾

患
病

棟
入

院
料

２
の

施
設

基
準

を
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

場
合

医
療

区
分

２
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
6
5
7
点

(1
)

医
療

区
分

１
の

患
者

に
相

当
す

る
も

の
1
,
4
9
1
点

(2
)

５
診

療
に

係
る

費
用

（
注

２
及

び
注

３
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１
補

助

体
制

加
算

又
は
1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

、
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

・

準
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
、

入
退

院
支

援
加

算
（

１
の

ロ
及

び
２

の
ロ

に
限

る
。

）
、

認
知

症
ケ

ア
加

算
並

び
に

排
尿

自
立

支
援

加
算

並
び

に
除

外
薬

剤
・

注
射

薬
の

費
用

を
除

く
。

）
は

、
特

殊
疾

患
病

棟
入

院
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ａ
３

１
０

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
緩

和
ケ

ア
病

棟
入

院
料

１

り
、

そ
れ

ぞ
れ

算
定

す
る

。

２
医

療
提

供
体

制
の

確
保

の
状

況
に

鑑
み

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

又
は

病
室

を
有

す
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

注
１

に
規

定
す

る
届

出
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

１
（

特
定

地
域

）
、

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
１

（
特

定
地

域
）

、
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

２
（

特
定

地
域

）
、

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
２

（
特

定
地

域
）

、
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

３
（

特
定

地
域

）
、

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
３

（
特

定
地

域
）

、
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

４
（

特
定

地
域

）
又

は
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

４
（

特
定

地
域

）
に

つ
い

て
、

所
定

点
数

に
代

え
て

、
当

該
病

棟
又

は
病

室
に

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
6
0
日

を
限

度
と

し

て
、

１
日

に
つ

き
、

そ
れ

ぞ
れ
2
,
4
3
3
点

、
2
,
4
3
3
点

、
2
,
2
4
4
点

、
2
,
2
4
4
点

、
1
,
9
8
4
点

、

1
,
9
8
4
点

、
1
,
7
7
4
点

又
は
1
, 7
7
4
点

（
生

活
療

養
を

受
け

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ

2
,
4
1
8
点

、
2
,
4
1
8
点

、
2
,
2
3
0
点

、
2
,
2
3
0
点

、
1
,
9
7
0
点

、
1
,
9
7
0
点

、
1
,
7
6
0
点

又
は
1
,
7
6
0
点

）
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
当

該
病

棟
又

は
病

室
に

入
院

し
た

患
者

が
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

（
特

定
地

域
）

又
は

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
（

特
定

地
域

）
に

係
る

算
定

要
件

に
該

当
し

な
い

場
合

は
、

当
該

病
棟

又
は

病
室

を
有

す
る

病
棟

が
一

般
病

棟
で

あ
る

と
き

に
は

区
分

番
号

Ａ
１

０
０

に
掲

げ
る

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
の

注
２

に
規

定
す

る
特

別
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
、

当
該

病
棟

又
は

病
室

を
有

す
る

病
棟

が
療

養
病

棟
で

あ
る

と
き

に
は

区
分

番
号

Ａ
１

０
１

に
掲

げ
る

療
養

病
棟

入
院

料
１

の
入

院
料

Ｉ
又

は
療

養
病

棟
入

院
料

２
の

入
院

料
Ｉ

の
例

に
よ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

算
定

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
又

は
病

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

看
護

職
員

配
置

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
5
0 点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
又

は
病

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

看
護

補
助

者
配

置
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
1
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
当

該
病

棟
又

は
病

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

の
う

ち
、

急
性

期
医

療
を

担
う

他
の

保
険

医
療

機
関

の
一

般
病

棟
か

ら
転

院
し

た
患

者
又

は
当

該
保

険
医

療
機

関
（

急
性

期
医

療
を

担
う

保
険

医
療

機
関

に
限

る
。

）
の

一
般

病
棟

か
ら

転
棟

し
た

患
者

に
つ

い
て

は
、

転
院

又
は

転
棟

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、
急

性
期

患
者

支
援

病
床

初
期

加
算

と
し

て
、

１
日

に

つ
き
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

し
、

当
該

病
棟

又
は

病
室

に
入

院
し

て
い

る
患

者
の

う
ち

、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
軽

費
老

人
ホ

ー
ム

、
有

料
老

人
ホ

ー
ム

等
又

は
自

宅
か

ら
入

院
し

た
患

者
に

つ
い

て
、

治
療

方
針

に
関

す
る

患
者

又
は

そ
の

家
族

の
意

思
決

定
に

対
す

る
支

援
を

行
っ

た
場

合
に

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度
と
し

て
、

在
宅

患
者

支
援

病
床

初
期

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

６
診

療
に

係
る

費
用

（
注

３
か

ら
注

５
ま

で
及

び
注

７
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

在
宅

患
者

緊
急

入
院

診
療

加
算

、
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
、

地
域

加
算

、
離

島
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

に
限

る
。

）
、

認
知

症
ケ

ア
加

算
、

薬
剤

総
合

評
価

調
整

加
算

並
び

に
排

尿
自

立
支

援
加

算
、

第
２

章
第

２
部

在
宅

医
療

、
区

分
番

号
Ｈ

０
０

４
に

掲
げ

る
摂

食
機

能
療

法
、

区
分

番
号

Ｊ
０

３
８

に
掲

げ
る

人
工

腎
臓

、
区

分
番

号
Ｊ

０
４

２
に

掲
げ

る
腹

膜
灌

流
、

区
分

番
号

Ｊ
４

０
０

に
掲

げ
る

特
定

保
険

か
ん

医
療

材
料

（
区

分
番

号
Ｊ

０
３

８
に

掲
げ

る
人

工
腎

臓
又

は
区

分
番

号
Ｊ

０
４

２
に

掲
げ

る
腹

膜
灌

流
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
、

第
1
0
部

手
術

、
第
1
1
部

麻
酔

並
び

に
除

外
薬

剤
・

注
射

薬
か

ん

の
費

用
を

除
く

。
）

は
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
１

、
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

１
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
２

、
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

２
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
３

、
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

３
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
４

及
び

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
４

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
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域
医

療
体

制
確

保
加

算
、

第
２

章
第

１
部

医
学

管
理

等
の

区
分

番
号

Ｂ
０

１
５

に
掲

げ
る

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
２

、
第

８
部

精
神

科
専

門
療

法
、

第
1
0
部

手
術

、
第
1
1
部

麻
酔

及
び

第

1
2
部

放
射

線
治

療
並

び
に

除
外

薬
剤

・
注

射
薬

に
係

る
費

用
を

除
く

。
）

は
、

精
神

科
救

急
入

院
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

３
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

統
合

失
調

症
の

患
者

に
対

し
て

、
計

画
的

な
医

学
管

理
の

下
に

非
定

型
抗

精
神

病
薬

に
よ

る
治

療
を

行
い

、
か

つ
、

療
養

上
必

要
な

指
導

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
患

者
が

使
用

し
た

１
日

当
た

り
の

抗
精

神
病

薬
が

２
種

類
以

下
の

場
合

に
限

り
、

非
定

型
抗

精
神

病
薬

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
状

態
に

あ
る

患
者

に
対

し
て

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

７
日

以
内

に
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
医

師
、

看
護

師
、

精
神

保
健

福
祉

士
等

が
共

同
し

て
院

内
標

準
診

療
計

画
を

作
成

し
、

当
該

患
者

が
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
6
0
日

以
内

に
当

該
計

画
に

基
づ

き
退

院
し

た
場

合
に

、
院

内
標
準

診
療

計
画

加
算

と

し
て

、
退

院
時

１
回

に
限

り
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
3
0
日

を

限
度

と
し

て
、

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

と
し

て
、

１
日

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
日

を
除

く
。

）
に

つ
き
6
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
３

１
１

－
２

精
神

科
急

性
期

治
療

病
棟

入
院

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
精

神
科

急
性

期
治

療
病

棟
入

院
料

１

イ
3
0
日

以
内

の
期

間
1
,
9
9
7
点

ロ
3
1
日

以
上

の
期

間
1
,
6
6
5
点

２
精

神
科

急
性

期
治

療
病

棟
入

院
料

２

イ
3
0
日

以
内

の
期

間
1
,
8
8
3
点

ロ
3
1
日

以
上

の
期

間
1
,
5
5
4
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
精

神
病

棟
を

有
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

届
出

に
係

る
精

神
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

適
合

す
る

も
の

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当

該
病

棟
に

入
院

し
た

患
者

が
当

該
入

院
料

に
係

る
算

定
要

件
に

該
当

し
な

い
場

合
は

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

３
に

掲
げ

る
精

神
病

棟
入

院
基

本
料

の
1
5
対

１
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
算

定
す

る

。

２
診

療
に

係
る

費
用

（
注

３
及

び
注

４
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

妊
産

婦
緊

急
搬

送
入

院
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
精

神
科

措
置

入
院

診
療

加
算

、
精

神
科

措
置

入
院

退
院

支
援

加
算

、
精

神
科

応
急

入
院

施
設

管
理

加
算

、
精

神
科

身
体

合
併

症
管

理
加

算
、

重
度

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

入
院

医
療

管
理

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

褥
瘡

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

精
神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
紹

介
加

算
、

デ
じ

よ
く

そ
う

ー
タ

提
出

加
算

、
精

神
科

急
性

期
医

師
配

置
加

算
（

精
神

科
急

性
期

治
療

病
棟

入
院

料
１

を
算

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
並

び
に

排
尿

自
立

支
援

加
算

、
第

２
章

第
１

部
医

学
管

理
等

の
区

分
番

号
Ｂ

０
１

５
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

時
共

同
指

導
料

２
、

第
８

部
精

神
科

専
門

療
法

、
第
1
0
部

手
術

、
第
1
1
部

麻
酔

及
び

第
1
2
部

放
射

線
治

療
並

び
に

除
外

薬

剤
・

注
射

薬
に

係
る

費
用

を
除

く
。

）
は

、
精

神
科

急
性

期
治

療
病

棟
入

院
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

３
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

統
合

失
調

症
の

患
者

に
対

し
て

、
計

画
的

な
医

学
管

理
の

下
に

非
定

型
抗

精
神

病
薬

に
よ

る
治

療
を

行
い

、
か

つ
、

療
養

上
必

要
な

指
導

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
患

者
が

使
用

し
た

１
日

当
た

り
の

抗
精

神
病

薬
が

２
種

類
以

下
の

場
合

に
限

り
、

非
定

型
抗

精
神

病
薬

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
状

態
に

あ
る

患
者

（
区

分
番

号
Ａ

２
４

９
に

掲
げ

る
精

神
科

急
性

期
医

師
配

置
加

算
を

算
定

で
き

る
も

の
を

現
に

算
定

し
て

イ
3
0
日

以
内

の
期

間
5
,
2
0
7
点

ロ
3
1
日

以
上
6
0
日

以
内

の
期

間
4
,
6
5
4
点

ハ
6
1
日

以
上

の
期

間
3
,
4
5
0
点

２
緩

和
ケ

ア
病

棟
入

院
料

２

イ
3
0
日

以
内

の
期

間
4
,
9
7
0
点

ロ
3
1
日

以
上
6
0
日

以
内

の
期

間
4
,
5
0
1
点

ハ
6
1
日

以
上

の
期

間
3
,
3
9
8
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
緩

和
ケ

ア
を

行
う

病
棟

を
有

す
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
届

出
に

係
る

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
緩

和
ケ

ア
を

要
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
そ

れ
ぞ

れ
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

悪
性

腫
瘍

の
患

者
及

び
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
の

患
者

以
外

の
患

者
が

当
該

病
棟

に
入

院
し

た
場

合
は

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

０
に

掲
げ

る
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

の
注

２
に

規
定

す
る

特
別

入
院

基
本

料
の

例
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
当

該
保

険
医

療
機

関
と

連
携

し
て

緩
和

ケ
ア

を
提

供
す

る
別

の
保

険
医

療
機

関
（

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
又

は
在

宅
療

養
支

援
病

院
に

限
る

。
）

に
よ

り
在

宅
で

の
緩

和
ケ

ア
が

行
わ

れ
、

当
該

別
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

あ
ら

か
じ

め
文

書
で

情
報

提
供

を
受

け
た

患
者

に
つ

い
て

、
病

状
の

急
変

等
に

伴
い

、
当

該
別

の
保

険
医

療
機

関
か

ら
の

求
め

に
応

じ
て

入
院

さ
せ

た
場

合
に

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
緊

急
入

院
初

期
加

算
と

し
て

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
1
5
日

を
限

度
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
2
0
0
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
診

療
に

係
る

費
用

（
注

２
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

妊
産

婦
緊

急
搬

送
入

院
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
が

ん
拠

点
病

院
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加
じ

よ
く

そ
う

算
（

１
の

イ
に

限
る

。
）

及
び

排
尿

自
立

支
援

加
算

、
第

２
章

第
２

部
第

２
節

在
宅

療
養

管
理

指
導

料
、

第
３

節
薬

剤
料

、
第

４
節

特
定

保
険

医
療

材
料

料
及

び
第
1
2
部

放
射

線
治

療
、

退
院

時
に

当
該

指
導

管
理

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
算

定
で

き
る

区
分

番
号

Ｃ
１

０
８

に
掲

げ
る

在
宅

悪
性

腫
瘍

等
患

者
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１
０

８
－

２
に

掲
げ

る
在

宅
悪

性
腫

瘍
患

者
共

同
指

導
管

理
料

及
び

区
分

番
号

Ｃ
１

０
９

に
掲

げ
る

在
宅

寝
た

き
り

患
者

処
置

指
導

管
理

料
並

び
に

除
外

薬
剤

・
注

射
薬

の
費

用
を

除
く

。
）

は
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ａ
３

１
１

精
神

科
救

急
入

院
料

（
１

日
に

つ
き

）

１
精

神
科

救
急

入
院

料
１

イ
3
0
日

以
内

の
期

間
3
,
5
7
9
点

ロ
3
1
日

以
上

の
期

間
3
,
1
4
5
点

２
精

神
科

救
急

入
院

料
２

イ
3
0
日

以
内

の
期

間
3
,
3
7
2
点

ロ
3
1
日

以
上

の
期

間
2
,
9
3
8
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
精

神
病

棟
を

有
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

届
出

に
係

る
精

神
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

適
合

す
る

も
の

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
当

該
病

棟
に

入
院

し
た

患
者

が
当

該
入

院
料

に
係

る
算

定
要

件
に

該
当

し
な

い
場

合
は

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

３
に

掲
げ

る
精

神
病

棟
入

院
基

本
料

の
1
5
対

１
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
算
定

す
る

。

２
診

療
に

係
る

費
用

（
注

３
か

ら
注

５
ま

で
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
精

神
科

措
置

入
院

診
療

加
算

、
精

神
科

措
置

入
院

退
院

支
援

加
算

、
精

神
科

応
急

入
院

施
設

管
理

加
算

、
精

神
科

身
体

合
併

症
管

理
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
褥

瘡
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

ケ
ア

加
算

、
精

神
科

救
急

搬
送

患
者

地
域

連
じ

よ
く

そ
う

携
紹

介
加

算
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
、

薬
剤

総
合

評
価

調
整

加
算

、
排

尿
自

立
支

援
加

算
及

び
地
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料



章
第

５
部

投
薬

、
第

６
部

注
射

、
第
1
0
部

手
術

、
第
1
1
部

麻
酔

及
び

第
1
3
部

第
２

節
病

理
診

断

・
判

断
料

の
費

用
を

除
く

。
）

は
、

児
童

・
思

春
期

精
神

科
入

院
医

療
管

理
料

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ａ
３

１
２

精
神

療
養

病
棟

入
院

料
（

１
日

に
つ

き
）

1
,
0
9
1
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
精

神
病

棟
を

有
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

届
出

に
係

る
精

神
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。

２
診

療
に

係
る

費
用

（
注

３
か

ら
注

６
ま

で
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１

補
助

体
制

加
算

又
は
1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
精

神

科
措

置
入

院
診

療
加

算
、

精
神

科
措

置
入

院
退

院
支

援
加

算
、

精
神

科
地

域
移

行
実

施
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
精

神
科

救
急

搬
送

患
者

地
域

連
携

受
入

加
算

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
及

び
排

尿
自

立
支

援
加

算
、

第
２

章
第

１
部

医
学

管
理

等
の

区
分

番
号

Ｂ
０

１
５

に
掲

げ
る

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
２

、
第

７
部

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

区
分

番
号

Ｈ
０

０
０

に
掲

げ
る

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
区

分
番

号
Ｈ

０
０

１
に

掲
げ

る
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

Ｈ
０

０
１

－
２

に
掲

げ
る

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

Ｈ
０

０
２

に
掲

げ
る

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

Ｈ
０

０
３

に
掲

げ
る

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

Ｈ
０

０
３

－
２

に
掲

げ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
総

合
計

画
評

価
料

、
第

８
部

精
神

科
専

門
療

法
並

び
に

除
外

薬
剤

・
注

射
薬

に
係

る
費

用
を

除
く

。
）

は
、

精
神

療
養

病
棟

入
院

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

３
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

統
合

失
調

症
の

患
者

に
対

し
て

、
計

画
的

な
医

学
管

理
の

下
に

非
定

型
抗

精
神

病
薬

に
よ

る
治

療
を

行
い

、
か

つ
、

療
養

上
必

要
な

指
導

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
患

者
が

使
用

し
た

１
日

当
た

り
の

抗
精

神
病

薬
が

２
種

類
以

下
の

場
合

に
限

り
、

非
定

型
抗

精
神

病
薬

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
状

態
の

患
者

に
つ

い
て

は
、

重
症

者
加

算
と

し
て

、
当

該
患

者
に

係
る

区
分

に
従

い
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

そ
れ

ぞ
れ

１
日

に
つ

き
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
重

症
者

加
算

１
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

の
み

加
算

す
る

。

イ
重

症
者

加
算

１
6
0
点

ロ
重

症
者

加
算

２
3
0
点

５
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
退

院
支

援
計

画
を

作
成

し
、

退
院

支
援

部
署

に
よ

る
退

院
調

整
を

行
っ

た
場

合
は

、
退

院
調

整
加

算
と

し
て

、
退

院
時

に
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

精
神

保
健

福
祉

士
配

置
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
3
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

７
精

神
保

健
福

祉
士

配
置

加
算

を
算

定
し

た
場

合
は

、
注

５
に

規
定

す
る

加
算

、
区

分
番

号
Ａ

２
３

０
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

地
域

移
行

実
施

加
算

、
区

分
番

号
Ｉ

０
１

１
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

指
導

料
及

び
区

分
番

号
Ｉ

０
１

１
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

前
訪

問
指

導
料

は
、

算
定

し
な

い
。

Ａ
３

１
３

削
除

Ａ
３

１
４

認
知

症
治

療
病

棟
入

院
料

（
１

日
に

つ
き

）

１
認

知
症

治
療

病
棟

入
院

料
１

イ
3
0
日

以
内

の
期

間
1
,
8
1
1
点

ロ
3
1
日

以
上
6
0
日

以
内

の
期

間
1
,
5
0
3
点

ハ
6
1
日

以
上

の
期

間
1
,
2
0
4
点

い
る

患
者

に
限

る
。

）
に

対
し

て
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
７

日
以

内
に

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

医
師

、
看

護
師

、
精

神
保

健
福

祉
士

等
が

共
同

し
て

院
内

標
準

診
療

計
画

を
作

成
し

、
当

該
患

者
が

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
6
0
日

以
内

に
当

該
計

画
に

基
づ

き
退

院
し

た
場

合

に
、

院
内

標
準

診
療

計
画

加
算

と
し

て
、

退
院

時
１

回
に

限
り
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す

る
。

Ａ
３

１
１

－
３

精
神

科
救

急
・

合
併

症
入

院
料

（
１

日
に

つ
き

）

１
3
0
日

以
内

の
期

間
3
,
5
7
9
点

２
3
1
日

以
上

の
期

間
3
,
1
4
5
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
精

神
病

棟
を

有
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

届
出

に
係

る
精

神
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
基

準
に

適
合

す
る

も
の

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

病
棟

に
入

院
し

た
患

者
が

当
該

入
院

料
に

係
る

算
定

要
件

に
該

当
し

な
い

場
合

は
、

区
分

番
号

Ａ
１

０
３

に
掲

げ
る

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
の
1
5
対

１
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
診

療
に

係
る

費
用

（
注

３
か

ら
注

５
ま

で
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

妊
産

婦
緊

急
搬

送
入

院
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
精

神
科

措
置

入
院

診
療

加
算

、
精

神
科

措
置

入
院

退
院

支
援

加
算

、
精

神
科

応
急

入
院

施
設

管
理

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

褥
瘡

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

精
神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
じ

よ
く

そ
う

紹
介

加
算

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
、

排
尿

自
立

支
援

加
算

及
び

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

、
第

２
章

第
１

部
医

学
管

理
等

の
区

分
番

号
Ｂ

０
１

５
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

時
共

同
指

導
料

２
、

第
８

部
精

神
科

専
門

療
法

、
第
1
0
部

手
術

、
第
1
1
部

麻
酔

及
び

第
1
2

部
放

射
線

治
療

並
び

に
除

外
薬

剤
・

注
射

薬
に

係
る

費
用

を
除

く
。

）
は

、
精

神
科

救
急

・
合

併
症

入
院

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

３
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

統
合

失
調

症
の

患
者

に
対

し
て

、
計

画
的

な
医

学
管

理
の

下
に

非
定

型
抗

精
神

病
薬

に
よ

る
治

療
を

行
い

、
か
つ

、
療

養
上

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

は

、
当

該
患

者
が

使
用

し
た

１
日

当
た

り
の

抗
精

神
病

薬
が

２
種

類
以

下
の

場
合

に
限

り
、

非
定

型
抗

精
神

病
薬

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
状

態
に

あ
る

患
者

に
対

し
て

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

７
日

以
内

に
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
医

師
、

看
護

師
、

精
神

保
健

福
祉

士
等

が
共

同
し

て
院

内
標

準
診

療
計

画
を

作
成

し
、

当
該

患
者

が
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
6
0
日

以
内

に
当

該
計

画
に

基
づ

き
退

院
し

た
場

合
に

、
院

内
標

準
診

療
計

画
加

算
と

し
て

、
退

院
時

１
回

に
限

り
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
3
0
日

を

限
度

と
し

て
、

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

と
し

て
、

１
日

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
日

を
除

く
。

）
に

つ
き
6
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ａ
３

１
１

－
４

児
童

・
思

春
期

精
神

科
入

院
医

療
管

理
料

（
１

日
に

つ
き

）
2
,
9
9
5
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
病

棟
又

は
治

療
室

に
入

院
し

て
い

る
2
0
歳

未
満

の
精

神
疾

患
を

有
す

る
患

者
に

つ

い
て

、
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
当

該
病

棟
又

は
治

療
室

に
入

院
し

た
患

者
が

当
該

入
院

料
に

係
る

算
定

要
件

に
該

当
し

な
い

場
合

は
、

区
分

番
号

Ａ
１

０
３

に
掲

げ
る

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
の

注
２

に
規

定
す

る
特

別
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
診

療
に

要
す

る
費

用
（

第
２

節
に

規
定

す
る

臨
床

研
修

病
院

入
院

診
療

加
算

、
医

師
事

務
作

業
補

助
体

制
加

算
（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１
補

助
体

制
加

算
又

は
1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
強

度
行

動
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算
、

摂
食

障
害

入
院

医
療

管
理

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

褥
瘡

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

精
神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
受

入
じ

よ
く

そ
う

加
算

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
及

び
排

尿
自

立
支

援
加

算
並

び
に

第
２
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４
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

の
う

ち
、

急
性

期
医

療
を

担
う

他
の

保
険

医
療

機
関

の
一

般
病

棟
か

ら
転

院
し

た
患

者
又

は
介

護
老

人
保

健
施

設
、

介
護

医
療

院
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
、

軽
費

老
人

ホ
ー

ム
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

若
し

く
は

自
宅

か
ら

入
院

し
た

患
者

に
つ

い
て

は
、

転
院

又
は

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、
救

急
・

在
宅

等
支

援
病

床

初
期

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

お
い

て
、

当
該

患
者

の
看

護
必

要
度

に
つ

い
て

測
定

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
一

般
病

棟
看

護
必

要
度

評
価

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
５

点
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

６
当

該
病

棟
に

お
い

て
は

、
第

２
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

入
院

基
本

料
等

加
算

の
う

ち
、

総
合

入
院

体
制

加
算

、
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

救
急

医
療

管
理

加
算

、
超

急
性

期
脳

卒
中

加
算

、
妊

産
婦

緊
急

搬
送

入
院

加
算

、
在

宅
患

者
緊

急
入

院
診

療
加

算
、

診
療

録
管

理
体

制
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
乳

幼
児

加
算

・
幼

児
加

算
、

難
病

等
特

別
入

院
診

療
加

算
、

超
重

症
児

（
者

）
入

院
診

療
加

算
・

準
超

重
症

児
（

者
）

入
院

診
療

加
算

、
看

護
配

置
加

算
、

看
護

補
助

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
療

養
環

境
加

算
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

療
養

環
境

特
別

加
算

、
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

、
重

症
者

等
療

養
環

境
特

別
加

算
、

小
児

療
養

環
境

特
別

加
算

、
無

菌
治

療
室

管
理

加
算

、
放

射
線

治
療

病
室

管
理

加
算

、
緩

和
ケ

ア
診

療
加

算
、

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

、
強

度
行

動
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算
、

重
度

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

入
院

医
療

管
理

加
算

、
摂

食
障

害
入

院
医

療
管

理
加

算
、

が
ん

拠
点

病
院

加
算

、
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

褥
瘡

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

娠
管

理
加

算
、

ハ
じ

よ
く

そ
う

イ
リ

ス
ク

分
娩

管
理

加
算

、
呼

吸
ケ

ア
チ

ー
ム

加
算

、
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

、
デ

ー
タ

べ
ん

提
出

加
算

、
入

退
院

支
援

加
算

（
１

の
イ

、
２

の
イ

及
び

３
に

限
る

。
）

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

、
せ

ん
妄

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
ケ

ア
加

算
、

精
神

疾
患

診
療

体
制

加
算

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
及

び
排

尿
自

立
支

援
加

算
に

つ
い

て
、

同
節

に
規

定
す

る
算

定
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

で
き

る
。

７
当

該
病

棟
の

病
室

の
う

ち
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
入

院
す

る
患

者
に

対
し

、
必

要
が

あ
っ

て
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
が

行
わ

れ
た

場
合

に
は

、
注

１
か

ら
注

６
ま

で
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
病

室
に

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
6
0
日

を
限

度
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
2
,
4
3
2
点

、
2
,
2
4
3
点

、
1
,
9
8
3
点

又
は
1
,
7
7
3
点

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

病
室

に
入

院
し

た
患

者

が
算

定
要

件
に

該
当

し
な

い
場

合
は

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

０
に

掲
げ

る
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

の
注

２
に

規
定

す
る

特
別

入
院

基
本

料
の

例
に

よ
り

算
定

す
る

。

８
注

７
本

文
の

規
定

に
よ

り
所

定
点

数
を

算
定

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

診
療

に
係

る
費

用
（

区
分

番
号

Ａ
３

０
８

－
３

に
掲

げ
る

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
の

注
３

か
ら

注
５

ま
で

及
び

注
７

に
規

定
す

る
加

算
、

第
２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

在
宅

患
者

緊

急
入

院
診

療
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
、

入
退

院
支

援
加

算
（

１
の

イ
に

限
る

。
）

、
認

知
症

ケ
ア

加
算

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
並

び
に

排
尿

自
立

支
援

加
算

、
第

２
章

第
２

部
在

宅
医

療
、

区
分

番
号

Ｈ
０

０
４

に
掲

げ
る

摂
食

機
能

療
法

、
区

分
番

号
Ｊ

０
３

８
に

掲
げ

る
人

工
腎

臓
、

区
分

番
号

Ｊ
０

４
２

に
掲

げ
る

腹
膜

灌
流

か
ん

、
区

分
番

号
Ｊ

４
０

０
に

掲
げ

る
特

定
保

険
医

療
材

料
（

区
分

番
号

Ｊ
０

３
８

に
掲

げ
る

人
工

腎
臓

又
は

区
分

番
号

Ｊ
０

４
２

に
掲

げ
る

腹
膜

灌
流

に
係

る
も

の
に

限
る

。
）

及
び

除
外

薬
剤

か
ん

・
注

射
薬

の
費

用
を

除
く

。
）

は
、

当
該

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

９
注

１
か

ら
注

６
ま

で
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
（

注
７

の
規

定
に

よ
り

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
室

に
入

院
す

る
者

を
除

く
。

）
で

あ
っ

て
、

当
該

病
棟

に
9
0
日

を
超

え
て

入
院

す
る

患
者

に
つ

い

て
は

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

１
に

掲
げ

る
療

養
病

棟
入

院
料

１
の

例
に

よ
り

算
定

す
る

。

Ａ
３

１
８

地
域

移
行

機
能

強
化

病
棟

入
院

料
（

１
日

に
つ

き
）

1
,
5
3
9
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

２
認

知
症

治
療

病
棟

入
院

料
２

イ
3
0
日

以
内

の
期

間
1
,
3
1
8
点

ロ
3
1
日

以
上
6
0
日

以
内

の
期

間
1
,
1
1
2
点

ハ
6
1
日

以
上

の
期

間
9
8
8
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
病

院
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
届

出
に

係
る

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
そ

れ
ぞ

れ
算

定
す

る
。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

院
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
病

棟
に

６
月

以
上

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

退
院

支
援

計
画

を
作

成
し

、
退

院
支

援
部

署
に

よ
る

退
院

調
整

を
行

っ
た

場
合

は
、

退
院

調
整

加
算

と
し

て
、

退
院

時
に
3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
当

該
病

棟
が

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
保

険
医

療
機

関
が

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

病
棟

で
あ

る
場

合
に

は
、

認
知

症
夜

間
対

応
加

算
と

し
て

、
当

該
患

者
の

入
院

期
間

に
応

じ
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
3
0
日

以
内

の
期

間
8
4
点

ロ
3
1
日

以
上

の
期

間
4
0
点

４
診

療
に

係
る

費
用

（
注

２
及

び
注

３
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１
補

助

体
制

加
算

又
は
1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
精

神
科

措

置
入

院
診

療
加

算
、

精
神

科
措

置
入

院
退

院
支

援
加

算
、

精
神

科
身

体
合

併
症

管
理

加
算

、
医

療
安

全
対

策
加

算
、

感
染

防
止

対
策

加
算

、
患

者
サ

ポ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
、

精
神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
受

入
加

算
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
、

薬
剤

総
合

評
価

調
整

加
算

並
び

に
排

尿
自

立
支

援
加

算
、

第
２

章
第

１
部

医
学

管
理

等
の

区
分

番
号

Ｂ
０

１
５

に
掲

げ
る

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
２

、
第

７
部

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

区
分

番
号

Ｈ
０

０
３

―
２

に
掲

げ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
総

合
計

画
評

価
料

（
１

に
限

る
。

）
、

区
分

番
号

Ｈ
０

０
４

に
掲

げ
る

摂
食

機
能

療
法

、
区

分
番

号
Ｈ

０
０

７
―

３
に

掲
げ

る
認

知
症

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

料
、

第

８
部

精
神

科
専

門
療

法
、

第
９

部
処

置
の

区
分

番
号

Ｊ
０

３
８

に
掲

げ
る

人
工

腎
臓

（
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て
6
0
日

以
内

の
期

間
に

限
る

。
）

、
区

分
番

号
Ｊ

４
０

０
に

掲
げ

る
特

定
保

険
医

療
材

料
（

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
6
0
日

以
内

の
期

間
に

お
け

る
区

分
番

号
Ｊ

０
３

８

に
掲

げ
る

人
工

腎
臓

に
係

る
も

の
に

限
る

。
）

並
び

に
除

外
薬

剤
・

注
射

薬
に

係
る

費
用

を
除

く
。

）
は

、
認

知
症

治
療

病
棟

入
院

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ａ
３

１
５

及
び

Ａ
３

１
６

削
除

Ａ
３

１
７

特
定

一
般

病
棟

入
院

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
特

定
一

般
病

棟
入

院
料

１
1
,
1
5
2
点

２
特

定
一

般
病

棟
入

院
料

２
9
8
7
点

注
１

医
療

提
供

体
制

の
確

保
の

状
況

に
鑑

み
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
地

域
に

所
在

す
る

保

険
医

療
機

関
（

一
般

病
棟

が
１

病
棟

の
も

の
に

限
る

。
）

が
、

一
定

地
域

で
必

要
と

さ
れ

る
医

療
を

当
該

保
険

医
療

機
関

で
確

保
す

る
た

め
の

体
制

に
つ

き
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

２
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
入

院
期

間
に

応
じ

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
1
4
日

以
内

の
期

間
4
5
0
点

ロ
1
5
日

以
上
3
0
日

以
内

の
期

間
1
9
2
点

３
当

該
患

者
が

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

転
院

し
て

き
た

者
で

あ
っ

て
、

当
該

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

区
分

番
号

Ａ
２

４
６

に
掲

げ
る

入
退

院
支

援
加

算
３

を
算

定
し

た
も

の
で

あ
る

場
合

に
は

、
重

症
児

（
者

）
受

入
連

携
加

算
と

し
て

、
入

院
初

日
に

限
り
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
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に
届

け
出

た
精

神
病

棟
を

有
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

届
出

に
係

る
精

神
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
当

該
病

棟
に

入
院

し
た

患
者

が
当

該
入

院
料

に
係

る
算

定
要

件
に

該
当

し
な

い
場

合
は

、
区

分
番

号
Ａ

１
０

３
に

掲
げ

る
精

神
病

棟
入

院
基

本
料

の
1
5
対

１
入

院
基

本
料

の
例

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

統
合

失
調

症
の

患
者

に
対

し
て

、
計

画
的

な
医

学
管

理
の

下
に

非
定

型
抗

精
神

病
薬

に
よ

る
治

療
を

行
い

、
か

つ
、

療
養

上
必

要
な

指
導

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
患

者
が

使
用

し
た

１
日

当
た

り
の

抗
精

神
病

薬
が

２
種

類
以

下
の

場
合

に
限

り
、

非
定

型
抗

精
神

病
薬

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
状

態
の

患
者

に
つ

い
て

は
、

重
症

者
加

算
と

し
て

、
当

該
患

者
に

係
る

区
分

に
従

い
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

そ
れ

ぞ
れ

１
日

に
つ

き
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
重

症
者

加
算

１
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

の
み

加
算

す
る

。

イ
重

症
者

加
算

１
6
0
点

ロ
重

症
者

加
算

２
3
0
点

４
診

療
に

係
る

費
用

（
注

２
及

び
注

３
本

文
に

規
定

す
る

加
算

、
第

２
節

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
病

院
入

院
診

療
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

（
5
0
対

１
補

助
体

制
加

算
、
7
5
対

１

補
助

体
制

加
算

又
は
1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

限
る

。
）

、
地

域
加

算
、

離
島

加
算

、
精

神

科
措

置
入

院
診

療
加

算
、

精
神

科
措

置
入

院
退

院
支

援
加

算
、

医
療

安
全

対
策

加
算

、
感

染
防

止
対

策
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
並

び
に

排
尿

自
立

支
援

加
算

、
第

２
章

第
１

部
医

学
管

理
等

の
区

分
番

号
Ｂ

０
１

５
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

時
共

同
指

導
料

２
、

第
８

部
精

神
科

専
門

療
法

（
区

分
番

号
Ｉ

０
１

１
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

指
導

料
及

び
区

分
番

号
Ｉ

０
１

１
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

前
訪

問
指

導
料

を
除

く
。

）
並

び
に

除
外

薬
剤

・
注

射
薬

に
係

る
費

用
を

除
く

。
）

は
、

地
域

移
行

機
能

強
化

病
棟

入
院

料
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。
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 第３節 特定入院料 

 

１ 特定入院料（特殊疾患入院医療管理料、小児入院医療管理料、回復期リハビリテーション病棟

入院料、特殊疾患病棟入院料、緩和ケア病棟入院料、精神科急性期治療病棟入院料、精神療養病

棟入院料、認知症治療病棟入院料及び地域移行機能強化病棟入院料を除く。以下この項において

同じ。）は、１回の入院について、当該治療室に入院させた連続する期間１回に限り算定できる

ものであり、１回の入院期間中に、当該特定入院料を算定した後に、入院基本料又は他の特定入

院料を算定し、再度同一の特定入院料を算定することはできない。 

ただし、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医療管理料、脳卒中ケアユニット入院

医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治

療室管理料（新生児集中治療室管理料を算定するものに限る。）、新生児治療回復室入院医療管

理料、精神科救急入院料、精神科急性期治療病棟入院料及び精神科救急・合併症入院料について

は、前段の規定にかかわらず、１回の入院期間中に当該特定集中治療室管理料、ハイケアユニッ

ト入院医療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特

定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料（新生児集中治療室管理料を算定するも

のに限る。）、新生児治療回復室入院医療管理料、精神科救急入院料、精神科急性期治療病棟入

院料又は精神科救急・合併症入院料を算定した後に、入院基本料又は他の特定入院料を算定し、

再度病状が悪化などして当該特定集中治療室、ハイケアユニット入院医療管理を行う専用の治療

室、脳卒中ケアユニット入院医療管理を行う専用の治療室、小児特定集中治療室、新生児特定集

中治療室、総合周産期特定集中治療室（新生児集中治療室管理料を算定するものに限る。）、新

生児治療回復室入院医療管理料、精神科救急入院料、精神科急性期治療病棟入院料又は精神科救

急・合併症入院料を算定する治療室へ入院させた場合には、これを算定できるものとする。 

２ 特定入院料を算定できる２以上の治療室に患者を入院させた場合において、特定入院料を算定

できる日数の限度は、他の特定入院料を算定した日数を控除して計算するものとする。例えば、

救命救急入院料を算定した後、ハイケアユニット入院医療管理を行う専用の治療室に入院させた

場合においては、21 日から救命救急入院料を算定した日数を控除して得た日数を限度として、ハ

イケアユニット入院医療管理料を算定する。 

  Ａ３００ 救命救急入院料 

   (１) 救命救急入院料の算定対象となる重篤な救急患者とは、次に掲げる状態にあって、医師が

救命救急入院が必要であると認めた者であること。 

ア 意識障害又は昏睡  

イ 急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

ウ 急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

エ 急性薬物中毒  

オ ショック  

カ 重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等） 

キ 広範囲熱傷  

ク 大手術を必要とする状態  

ケ 救急蘇生後  

コ その他外傷、破傷風等で重篤な状態 
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いて要件を満たしている場合に算定できる。その他、区分番号「Ａ１０５」の専門病院入院

基本料を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ１０５」の「注３」に規定す

る看護必要度加算、同「注４」に規定する一般病棟看護必要度評価加算及び同「注９」に規

定するＡＤＬ維持向上等体制加算は算定できず、同「注７」に規定する加算は、当該病棟に

おいて要件を満たしている場合に算定できる。 

  Ａ３０１ 特定集中治療室管理料 

   (１) 特定集中治療室管理料の算定対象となる患者は、次に掲げる状態にあって、医師が特定集

中治療室管理が必要であると認めた者であること。 

ア 意識障害又は昏睡  

イ 急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

ウ 急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

エ 急性薬物中毒  

オ ショック  

カ 重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等）  

キ 広範囲熱傷  

ク 大手術後  

ケ 救急蘇生後  

コ その他外傷、破傷風等で重篤な状態 

(２) 広範囲熱傷特定集中治療管理料の算定対象となる広範囲熱傷特定集中治療管理が必要な患

者とは、区分番号「Ａ３００」の救命救急入院料の(２)と同様であること。 

(３) 「注２」に掲げる小児加算については、専任の小児科の医師が常時配置されている保険医

療機関において、15 歳未満の重篤な患者に対して特定集中治療室管理が行われた場合に 14

日を限度として算定する。 

(４) 「注４」に掲げる早期離床・リハビリテーション加算は、特定集中治療室に入室した患者

に対し、患者に関わる医師、看護師、理学療法士、作業療法士又は臨床工学技士等の多職種

と早期離床・リハビリテーションに係るチーム（以下「早期離床・リハビリテーションチー

ム」という。）による以下のような総合的な離床の取組を行った場合の評価である。 

ア 早期離床・リハビリテーションチームは、当該患者の状況を把握・評価した上で、当該

患者の運動機能、呼吸機能、摂食嚥下機能、消化吸収機能及び排泄機能等の各種機能の維

持、改善又は再獲得に向けた具体的な支援方策について、関係学会の指針等に基づき患者

が入室する治療室の職員とともに計画を作成する。 

イ 当該患者を診療する医師、看護師、理学療法士、作業療法士又は臨床工学技士等が、早

期離床・リハビリテーションチームと連携し、当該患者が特定集中治療室に入室後 48 時

間以内に、当該計画に基づく早期離床の取組を開始する。 

ウ 早期離床・リハビリテーションチームは、当該計画に基づき行われた取組を定期的に評

価する。 

エ アからウまでの取組等の内容及び実施時間について診療録等に記載すること。 

（５） 「注５」に掲げる早期栄養介入管理加算は、重症患者の特定集中治療室への入室後、早

期（48 時間以内）に管理栄養士が特定集中治療室の医師、看護師、薬剤師等と連携し、早

期の経口移行・維持及び低栄養の改善等につながる栄養管理を実施した場合の評価である。 
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(２) 広範囲熱傷特定集中治療管理料の算定対象となる患者とは、第２度熱傷 30％程度以上の重

症広範囲熱傷患者であって、医師が広範囲熱傷特定集中治療が必要であると認めた者である

こと。なお、熱傷には電撃傷、薬傷及び凍傷が含まれる。 

(３) 救命救急入院料は、救命救急医療に係る入院初期の医療を重点的に評価したものであり、

救命救急入院後症状の安定等により他病棟に転棟した患者又は他病棟に入院中の患者が症状

の増悪等をきたしたことにより当該救命救急センターに転棟した場合にあっては、救命救急

入院料は算定できない。 

(４) 「注２」に掲げる加算については、自殺企図及び自傷又はそれが疑われる行為により医師

が救命救急入院が必要であると認めた重篤な患者であって、統合失調症、躁うつ病、神経症、

中毒性精神障害（アルコール依存症等をいう。）、心因反応、児童・思春期精神疾患、パー

ソナリティ障害又は精神症状を伴う脳器質性障害等（以下この節において「精神疾患」とい

う。）を有する患者又はその家族等に対して、精神保健福祉法第１８条第１項に規定する精

神保健指定医（以下この節において「精神保健指定医」という。）又は当該保険医療機関の

精神科の常勤医師が、患者又は家族等からの情報を得て、精神疾患に対する診断治療等を行

った場合に、救命救急入院料の算定期間中における当該精神保健指定医又は当該精神科の常

勤医師の最初の診察時に算定する。この場合の精神保健指定医は当該保険医療機関を主たる

勤務先とする精神保健指定医以外の者であっても算定できる。 

   (５) 「注５」に掲げる急性薬毒物中毒加算１については、急性薬毒物中毒（催眠鎮静剤、抗不

安剤による中毒を除く。）が疑われる患者（以下「急性薬毒物中毒患者」という。）の原因

物質について、日本中毒学会が作成する「急性中毒標準診療ガイド」における機器分析法に

基づく機器分析を当該保険医療機関において行い、必要な救命救急管理を実施した場合に算

定する。 

(６) 「注５」に掲げる急性薬毒物中毒加算２については、急性薬毒物中毒患者の原因物質等に

ついて、(５)の機器分析以外の検査を当該保険医療機関において行い、必要な救命救急管理

を実施した場合に算定する。 

(７) 「注５」に掲げる急性薬毒物中毒加算１又は２については、入院初日にいずれか一方のみ

を算定することができる。 

(８) 「注５」に掲げる急性薬毒物中毒加算については、薬毒物中毒を疑って検査を実施した結

果、実際には薬毒物中毒ではなかった場合には、算定できない。 

(９) 「注６」に掲げる小児加算については、専任の小児科の医師が常時配置されている保険医

療機関において、15 歳未満の重篤な救急患者に対して救命救急医療が行われた場合に入院初

日に限り算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のこと

をいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

   (10) 救命救急入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院した場合には、入

院基本料等を算定する。 

この際、区分番号「Ａ１００」の一般病棟入院基本料を算定する場合の費用の請求につい

ては、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の(13)に準ずるものとする。 

また、区分番号「Ａ１０４」の特定機能病院入院基本料を算定する場合の費用の請求につ

いては、区分番号「Ａ１０４」の「注５」に規定する看護必要度加算及び同「注 10」に規定

するＡＤＬ維持向上等体制加算は算定できず、同「注８」に規定する加算は、当該病棟にお
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いて要件を満たしている場合に算定できる。その他、区分番号「Ａ１０５」の専門病院入院

基本料を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ１０５」の「注３」に規定す

る看護必要度加算、同「注４」に規定する一般病棟看護必要度評価加算及び同「注９」に規

定するＡＤＬ維持向上等体制加算は算定できず、同「注７」に規定する加算は、当該病棟に

おいて要件を満たしている場合に算定できる。 

  Ａ３０１ 特定集中治療室管理料 

   (１) 特定集中治療室管理料の算定対象となる患者は、次に掲げる状態にあって、医師が特定集

中治療室管理が必要であると認めた者であること。 

ア 意識障害又は昏睡  

イ 急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

ウ 急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

エ 急性薬物中毒  

オ ショック  

カ 重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等）  

キ 広範囲熱傷  

ク 大手術後  

ケ 救急蘇生後  

コ その他外傷、破傷風等で重篤な状態 

(２) 広範囲熱傷特定集中治療管理料の算定対象となる広範囲熱傷特定集中治療管理が必要な患

者とは、区分番号「Ａ３００」の救命救急入院料の(２)と同様であること。 

(３) 「注２」に掲げる小児加算については、専任の小児科の医師が常時配置されている保険医

療機関において、15 歳未満の重篤な患者に対して特定集中治療室管理が行われた場合に 14

日を限度として算定する。 

(４) 「注４」に掲げる早期離床・リハビリテーション加算は、特定集中治療室に入室した患者

に対し、患者に関わる医師、看護師、理学療法士、作業療法士又は臨床工学技士等の多職種

と早期離床・リハビリテーションに係るチーム（以下「早期離床・リハビリテーションチー

ム」という。）による以下のような総合的な離床の取組を行った場合の評価である。 

ア 早期離床・リハビリテーションチームは、当該患者の状況を把握・評価した上で、当該

患者の運動機能、呼吸機能、摂食嚥下機能、消化吸収機能及び排泄機能等の各種機能の維

持、改善又は再獲得に向けた具体的な支援方策について、関係学会の指針等に基づき患者

が入室する治療室の職員とともに計画を作成する。 

イ 当該患者を診療する医師、看護師、理学療法士、作業療法士又は臨床工学技士等が、早

期離床・リハビリテーションチームと連携し、当該患者が特定集中治療室に入室後 48 時

間以内に、当該計画に基づく早期離床の取組を開始する。 

ウ 早期離床・リハビリテーションチームは、当該計画に基づき行われた取組を定期的に評

価する。 

エ アからウまでの取組等の内容及び実施時間について診療録等に記載すること。 

（５） 「注５」に掲げる早期栄養介入管理加算は、重症患者の特定集中治療室への入室後、早

期（48 時間以内）に管理栄養士が特定集中治療室の医師、看護師、薬剤師等と連携し、早

期の経口移行・維持及び低栄養の改善等につながる栄養管理を実施した場合の評価である。 

 - 84 - 

(２) 広範囲熱傷特定集中治療管理料の算定対象となる患者とは、第２度熱傷 30％程度以上の重

症広範囲熱傷患者であって、医師が広範囲熱傷特定集中治療が必要であると認めた者である

こと。なお、熱傷には電撃傷、薬傷及び凍傷が含まれる。 

(３) 救命救急入院料は、救命救急医療に係る入院初期の医療を重点的に評価したものであり、

救命救急入院後症状の安定等により他病棟に転棟した患者又は他病棟に入院中の患者が症状

の増悪等をきたしたことにより当該救命救急センターに転棟した場合にあっては、救命救急

入院料は算定できない。 

(４) 「注２」に掲げる加算については、自殺企図及び自傷又はそれが疑われる行為により医師

が救命救急入院が必要であると認めた重篤な患者であって、統合失調症、躁うつ病、神経症、

中毒性精神障害（アルコール依存症等をいう。）、心因反応、児童・思春期精神疾患、パー

ソナリティ障害又は精神症状を伴う脳器質性障害等（以下この節において「精神疾患」とい

う。）を有する患者又はその家族等に対して、精神保健福祉法第１８条第１項に規定する精

神保健指定医（以下この節において「精神保健指定医」という。）又は当該保険医療機関の

精神科の常勤医師が、患者又は家族等からの情報を得て、精神疾患に対する診断治療等を行

った場合に、救命救急入院料の算定期間中における当該精神保健指定医又は当該精神科の常

勤医師の最初の診察時に算定する。この場合の精神保健指定医は当該保険医療機関を主たる

勤務先とする精神保健指定医以外の者であっても算定できる。 

   (５) 「注５」に掲げる急性薬毒物中毒加算１については、急性薬毒物中毒（催眠鎮静剤、抗不

安剤による中毒を除く。）が疑われる患者（以下「急性薬毒物中毒患者」という。）の原因

物質について、日本中毒学会が作成する「急性中毒標準診療ガイド」における機器分析法に

基づく機器分析を当該保険医療機関において行い、必要な救命救急管理を実施した場合に算

定する。 

(６) 「注５」に掲げる急性薬毒物中毒加算２については、急性薬毒物中毒患者の原因物質等に

ついて、(５)の機器分析以外の検査を当該保険医療機関において行い、必要な救命救急管理

を実施した場合に算定する。 

(７) 「注５」に掲げる急性薬毒物中毒加算１又は２については、入院初日にいずれか一方のみ

を算定することができる。 

(８) 「注５」に掲げる急性薬毒物中毒加算については、薬毒物中毒を疑って検査を実施した結

果、実際には薬毒物中毒ではなかった場合には、算定できない。 

(９) 「注６」に掲げる小児加算については、専任の小児科の医師が常時配置されている保険医

療機関において、15 歳未満の重篤な救急患者に対して救命救急医療が行われた場合に入院初

日に限り算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のこと

をいい、入院期間が通算される再入院の初日は算定できない。 

   (10) 救命救急入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院した場合には、入

院基本料等を算定する。 

この際、区分番号「Ａ１００」の一般病棟入院基本料を算定する場合の費用の請求につい

ては、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料の(13)に準ずるものとする。 

また、区分番号「Ａ１０４」の特定機能病院入院基本料を算定する場合の費用の請求につ

いては、区分番号「Ａ１０４」の「注５」に規定する看護必要度加算及び同「注 10」に規定

するＡＤＬ維持向上等体制加算は算定できず、同「注８」に規定する加算は、当該病棟にお
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(１) 脳卒中ケアユニット入院医療管理料の算定対象となる患者は、次に掲げる疾患であって、

医師が脳卒中ケアユニット入院医療管理が必要であると認めた者であること。 

ア 脳梗塞 

イ 脳出血 

ウ くも膜下出血 

(２) 脳卒中ケアユニット入院医療管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入

院した場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

Ａ３０１－４ 小児特定集中治療室管理料 

(１) 小児特定集中治療室管理料の算定対象となる患者は、15 歳未満（児童福祉法第６条の２第

２項に規定する小児慢性特定疾病医療支援の対象である場合は、20歳未満）であって、次に

掲げる状態にあり、医師が特定集中治療室管理が必要であると認めた者であること。 

ア 意識障害又は昏睡 

イ 急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

ウ 急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

エ 急性薬物中毒 

オ ショック 

カ 重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等） 

キ 広範囲熱傷 

ク 大手術後 

ケ 救急蘇生後 

コ その他外傷、破傷風等で重篤な状態 

なお、小児慢性特定疾病医療支援の対象患者については、当該病棟の対象となる年齢以降

を見据えた診療体制の構築や診療計画の策定等に留意すること。 

(２) 小児特定集中治療室管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院した場

合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

  Ａ３０２  新生児特定集中治療室管理料 

   (１) 新生児特定集中治療室管理料の算定対象となる新生児は、次に掲げる状態にあって、医師

が新生児特定集中治療室管理が必要であると認めた者であること。 

ア 高度の先天奇形  

イ 低体温  

ウ 重症黄疸  

エ 未熟児 

オ 意識障害又は昏睡 

カ 急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

キ 急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

ク 急性薬物中毒 
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(１) 脳卒中ケアユニット入院医療管理料の算定対象となる患者は、次に掲げる疾患であって、

医師が脳卒中ケアユニット入院医療管理が必要であると認めた者であること。 

ア 脳梗塞 

イ 脳出血 

ウ くも膜下出血 

(２) 脳卒中ケアユニット入院医療管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入

院した場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

Ａ３０１－４ 小児特定集中治療室管理料 

(１) 小児特定集中治療室管理料の算定対象となる患者は、15 歳未満（児童福祉法第６条の２第

２項に規定する小児慢性特定疾病医療支援の対象である場合は、20歳未満）であって、次に

掲げる状態にあり、医師が特定集中治療室管理が必要であると認めた者であること。 

ア 意識障害又は昏睡 

イ 急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

ウ 急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

エ 急性薬物中毒 

オ ショック 

カ 重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等） 

キ 広範囲熱傷 

ク 大手術後 

ケ 救急蘇生後 

コ その他外傷、破傷風等で重篤な状態 

なお、小児慢性特定疾病医療支援の対象患者については、当該病棟の対象となる年齢以降

を見据えた診療体制の構築や診療計画の策定等に留意すること。 

(２) 小児特定集中治療室管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院した場

合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

  Ａ３０２  新生児特定集中治療室管理料 

   (１) 新生児特定集中治療室管理料の算定対象となる新生児は、次に掲げる状態にあって、医師

が新生児特定集中治療室管理が必要であると認めた者であること。 

ア 高度の先天奇形  

イ 低体温  

ウ 重症黄疸  

エ 未熟児 

オ 意識障害又は昏睡 

カ 急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

キ 急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

ク 急性薬物中毒 
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(２) 新生児治療回復室入院医療管理料の算定対象となる新生児は、次に掲げる状態にあって、

保険医が入院医療管理が必要であると認めた者である。 

ア 高度の先天奇形  

イ 低体温  

ウ 重症黄疸  

エ 未熟児 

オ 意識障害又は昏睡 

カ 急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

キ 急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

ク 急性薬物中毒 

ケ ショック 

コ 重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等） 

サ 大手術後 

シ 救急蘇生後 

ス その他外傷、破傷風等で重篤な状態 

(３) 新生児治療回復室入院医療管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院

した場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

(４) 新生児治療回復室入院医療管理料を算定する場合は、(２)のアからスまでのいずれに該当

するかを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ａ３０５ 一類感染症患者入院医療管理料 

(１) 一類感染症患者入院医療管理料の算定対象となる患者は、次に掲げる患者であって、医師

が一類感染症患者入院医療管理が必要と認めた者であること。 

     ア 感染症法第６条第９項に規定する新感染症又は同法第６条第２項に規定する一類感染症

に罹患している患者 

         イ アの感染症の疑似症患者又は無症状病原体保有者 

   (２) 一類感染症患者入院医療管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院し

た場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

  Ａ３０６ 特殊疾患入院医療管理料 

      (１) 特殊疾患入院医療管理料を算定する病室は、主として長期にわたり療養の必要な患者が入

院する病室であり、医療上特に必要がある場合に限り他の病室への患者の移動は認められる

が、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。 

(２) 特殊疾患入院医療管理料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、特殊

疾患入院医療管理料に含まれ、別に算定できない。 

(３) 特殊疾患入院医療管理料を算定している患者に対して、１日５時間を超えて体外式陰圧人

工呼吸器を使用した場合は、「注２」の加算を算定できる。 

(４) 「注２」に掲げる加算を算定する際に使用した酸素及び窒素の費用は、「酸素及び窒素の
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ケ ショック 

コ 重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等） 

サ 大手術後 

シ 救急蘇生後 

ス その他外傷、破傷風等で重篤な状態 

   (２) 新生児特定集中治療室管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院した

場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

(３) 新生児特定集中治療室管理料を算定する場合は、(１)のアからスまでのいずれに該当する

かを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

    Ａ３０３ 総合周産期特定集中治療室管理料 

      (１) 総合周産期特定集中治療室管理料は、出産前後の母体及び胎児並びに新生児の一貫した管

理を行うため、都道府県知事が適当であると認めた病院であって、別に厚生労働大臣が定め

る施設基準に適合していると地方厚生（支）局長に届出を行った病院である保険医療機関に

限って算定できる。 

      (２) 「１」の母体・胎児集中治療室管理料の算定対象となる妊産婦は、次に掲げる疾患等のた

め母体又は胎児に対するリスクの高い妊娠と認められる妊産婦であって、医師が、常時十分

な監視のもとに適時適切な治療を行うために母体・胎児集中治療室管理が必要であると認め

たものであること。なお、妊産婦とは、産褥婦を含むものであること。 

     ア 合併症妊娠 

イ 妊娠高血圧症候群 

ウ 多胎妊娠 

エ 胎盤位置異常 

オ 切迫流早産 

カ 胎児発育遅延や胎児奇形などの胎児異常を伴うもの 

      (３) 「２」の新生児集中治療室管理料の算定対象となる新生児は、区分番号「Ａ３０２」新生

児特定集中治療室管理料の(１)に掲げる状態にあって、医師が新生児集中治療室管理が必要

であると認めたものであること。 

   (４) 総合周産期特定集中治療室管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院

した場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

(５)  「１」の母体・胎児集中治療室管理料を算定する場合は、アからカまでのいずれに該当

するかを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。「２」の新生児集中治療室管理料を算定

する場合は、区分番号「Ａ３０２」新生児特定集中治療室管理料の(１)のアからスまでのい

ずれに該当するかを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ａ３０３－２ 新生児治療回復室入院医療管理料 

(１) 新生児治療回復室入院医療管理料は、集中的な医療を必要とする新生児に対して十分な体

制を整えた治療室において医療管理を行った場合に算定する。 
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(２) 新生児治療回復室入院医療管理料の算定対象となる新生児は、次に掲げる状態にあって、

保険医が入院医療管理が必要であると認めた者である。 

ア 高度の先天奇形  

イ 低体温  

ウ 重症黄疸  

エ 未熟児 

オ 意識障害又は昏睡 

カ 急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

キ 急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

ク 急性薬物中毒 

ケ ショック 

コ 重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等） 

サ 大手術後 

シ 救急蘇生後 

ス その他外傷、破傷風等で重篤な状態 

(３) 新生児治療回復室入院医療管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院

した場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

(４) 新生児治療回復室入院医療管理料を算定する場合は、(２)のアからスまでのいずれに該当

するかを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ａ３０５ 一類感染症患者入院医療管理料 

(１) 一類感染症患者入院医療管理料の算定対象となる患者は、次に掲げる患者であって、医師

が一類感染症患者入院医療管理が必要と認めた者であること。 

     ア 感染症法第６条第９項に規定する新感染症又は同法第６条第２項に規定する一類感染症

に罹患している患者 

         イ アの感染症の疑似症患者又は無症状病原体保有者 

   (２) 一類感染症患者入院医療管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院し

た場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

  Ａ３０６ 特殊疾患入院医療管理料 

      (１) 特殊疾患入院医療管理料を算定する病室は、主として長期にわたり療養の必要な患者が入

院する病室であり、医療上特に必要がある場合に限り他の病室への患者の移動は認められる

が、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。 

(２) 特殊疾患入院医療管理料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、特殊

疾患入院医療管理料に含まれ、別に算定できない。 

(３) 特殊疾患入院医療管理料を算定している患者に対して、１日５時間を超えて体外式陰圧人

工呼吸器を使用した場合は、「注２」の加算を算定できる。 

(４) 「注２」に掲げる加算を算定する際に使用した酸素及び窒素の費用は、「酸素及び窒素の
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ケ ショック 

コ 重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等） 

サ 大手術後 

シ 救急蘇生後 

ス その他外傷、破傷風等で重篤な状態 

   (２) 新生児特定集中治療室管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院した

場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

(３) 新生児特定集中治療室管理料を算定する場合は、(１)のアからスまでのいずれに該当する

かを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

    Ａ３０３ 総合周産期特定集中治療室管理料 

      (１) 総合周産期特定集中治療室管理料は、出産前後の母体及び胎児並びに新生児の一貫した管

理を行うため、都道府県知事が適当であると認めた病院であって、別に厚生労働大臣が定め

る施設基準に適合していると地方厚生（支）局長に届出を行った病院である保険医療機関に

限って算定できる。 

      (２) 「１」の母体・胎児集中治療室管理料の算定対象となる妊産婦は、次に掲げる疾患等のた

め母体又は胎児に対するリスクの高い妊娠と認められる妊産婦であって、医師が、常時十分

な監視のもとに適時適切な治療を行うために母体・胎児集中治療室管理が必要であると認め

たものであること。なお、妊産婦とは、産褥婦を含むものであること。 

     ア 合併症妊娠 

イ 妊娠高血圧症候群 

ウ 多胎妊娠 

エ 胎盤位置異常 

オ 切迫流早産 

カ 胎児発育遅延や胎児奇形などの胎児異常を伴うもの 

      (３) 「２」の新生児集中治療室管理料の算定対象となる新生児は、区分番号「Ａ３０２」新生

児特定集中治療室管理料の(１)に掲げる状態にあって、医師が新生児集中治療室管理が必要

であると認めたものであること。 

   (４) 総合周産期特定集中治療室管理料に係る算定要件に該当しない患者が、当該治療室に入院

した場合には、入院基本料等を算定する。 

この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３００」の

救命救急入院料の(10)と同様であること。 

(５)  「１」の母体・胎児集中治療室管理料を算定する場合は、アからカまでのいずれに該当

するかを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。「２」の新生児集中治療室管理料を算定

する場合は、区分番号「Ａ３０２」新生児特定集中治療室管理料の(１)のアからスまでのい

ずれに該当するかを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ａ３０３－２ 新生児治療回復室入院医療管理料 

(１) 新生児治療回復室入院医療管理料は、集中的な医療を必要とする新生児に対して十分な体

制を整えた治療室において医療管理を行った場合に算定する。 
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料を算定する。 

(８) (７)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、当該保険医療機関に入院した日を入院初日として、以下のとおりとする。 

ア 区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料の「注４」に規定する重度認知症加算は算定

することができない。 

イ 区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料の「注５」に規定する救急支援精神病棟初期

加算は算定することができない。 

ウ 区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料の「注６」に規定する加算について、当該病

棟において各加算の要件を満たしている場合に算定できる。 

エ 区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料の「注７」に規定する精神保健福祉士配置加

算は算定することができない。 

  Ａ３０８ 回復期リハビリテーション病棟入院料 

(１) 回復期リハビリテーション病棟は、脳血管疾患又は大腿骨頸部骨折等の患者に対して、Ａ

ＤＬの向上による寝たきりの防止と家庭復帰を目的としたリハビリテーションを集中的に行

うための病棟であり、回復期リハビリテーションを要する状態の患者が常時８割以上入院し

ている病棟をいう。なお、リハビリテーションの実施に当たっては、医師は定期的な機能検

査等をもとに、その効果判定を行いリハビリテーション実施計画書を作成する必要がある。 

(２) 医療上特に必要がある場合に限り回復期リハビリテーション病棟から他の病棟への患者の

移動は認められるが、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載す

る。 

(３) 回復期リハビリテーション病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬

剤料は、回復期リハビリテーション病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(４) 回復期リハビリテーション病棟入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟に入

院した場合には、当該病棟が一般病棟である場合は特別入院基本料を、当該病棟が療養病棟

である場合は療養病棟入院基本料の入院料Ｉを算定する。 

この場合において、当該病棟が回復期リハビリテーション病棟入院料１から４までを算定

する病棟である場合は、療養病棟入院料１の入院料Ⅰにより、回復期リハビリテーション病

棟入院料５又は６を算定する病棟である場合は、療養病棟入院料２の入院料Ｉにより算定す

る。 

この際、区分番号「Ａ１００」の注２に規定する特別入院基本料を算定する場合の費用の

請求については、同「注４」に規定する重症児（者）受入連携加算、同「注５」に規定する

救急・在宅等支援病床初期加算、同「注 12」に規定するＡＤＬ維持向上等体制加算は算定で

きず、同「注 10」に規定する加算（特別入院基本料において算定できるものに限る。）は、

当該病棟において要件を満たしている場合に算定できる。また、区分番号「Ａ１０１」の療

養病棟入院基本料を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ１００」一般病棟

入院基本料の(９)に準ずるものとする。 

   (５) 必要に応じて病棟等における早期歩行、ＡＤＬの自立等を目的とした理学療法又は作業療

法が行われることとする。 

(６) 回復期リハビリテーション病棟入院料を算定している患者は、転院してきた場合において

も、転院先の保険医療機関で当該入院料を継続して算定できることとする。ただし、その場
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価格」（平成２年厚生省告示第 41 号）に定めるところによる。 

(５) 「注３」に掲げる重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の保険

医療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したも

のであり、入院前の保険医療機関において入退院支援加算３が算定された患者を、特殊疾患

入院医療管理料を算定する病床において受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここ

でいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される

再入院の初日は算定できない。 

(６) 「注４」に定める脳卒中を原因とする重度の意識障害によって当該病室に入院するものに

ついては、区分番号「Ａ１０１」の療養病棟入院基本料における医療区分（１日に２つ以上

の区分に該当する場合には、該当するもののうち最も高い点数の区分）に従い、当該患者ご

とに各医療区分に相当する所定点数を算定する。その際、当該患者の疾患及び状態の該当す

る医療区分の項目について、保険医療機関において診療録等に記録する。 

(７) 平成 28 年３月 31 日時点で、継続して６か月以上脳卒中を原因とする重度の意識障害によ

って特殊疾患入院医療管理料を算定する病室に入院している患者であって、引き続き同病室

に入院しているものについては、医療区分３に相当するものとみなす。なお、脳卒中を原因

とする重度の意識障害によって特殊疾患入院医療管理料を算定する病室に入院している患者

であって、その疾患及び状態等が医療区分３に規定する疾患及び状態等に相当するものにつ

いては、注４によらず、特殊疾患入院医療管理料に規定する所定点数を算定すること。 

  Ａ３０７ 小児入院医療管理料 

      (１) 小児入院医療管理料は、届け出た保険医療機関における入院中の 15 歳未満の患者（児童福

祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第６条の２第２項に規定する小児慢性特定疾病医療支援の

対象である場合は、20歳未満の患者）を対象とする。ただし、当該患者が他の特定入院料を

算定できる場合は、小児入院医療管理料は算定しない。 

なお、小児慢性特定疾病医療支援の対象患者については、当該病棟の対象となる年齢以降

を見据えた診療体制の構築や診療計画の策定等に留意すること。 

   (２) 「注２」に掲げる加算については、当該入院医療管理料を算定する病棟において算定する

ものであるが、小児入院医療管理料５を算定する医療機関にあっては、院内の当該入院医療

管理料を算定する患者の全てについて算定できる。 

(３) 「注３」に掲げる加算を算定する際に使用した酸素及び窒素の費用は、「酸素及び窒素の

価格」に定めるところによる。 

(４) 「注４」に規定する重症児受入体制加算は、高度急性期の医療機関から集中治療を経た新

生児の受入れを行う等、重症児の受入機能が高い病棟を評価したものである。 

(５) 小児入院医療管理料を算定している患者に対して、１日５時間を超えて体外式陰圧人工呼

吸器を使用した場合は、「注３」の加算を算定できる。 

   (６) 小児入院医療管理料１、２、３及び４において、当該入院医療管理料に係る算定要件に該

当しない患者が当該病棟に入院した場合には、当該医療機関が算定している入院基本料等を

算定する。この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３

００」の救命救急入院料の（10）と同様であること。 

(７) 小児入院医療管理料５において、当該入院医療管理料に係る算定要件に該当しない患者が

当該病棟（精神病棟に限る。）に入院した場合は、精神病棟入院基本料の 15 対１入院基本
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料を算定する。 

(８) (７)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、当該保険医療機関に入院した日を入院初日として、以下のとおりとする。 

ア 区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料の「注４」に規定する重度認知症加算は算定

することができない。 

イ 区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料の「注５」に規定する救急支援精神病棟初期

加算は算定することができない。 

ウ 区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料の「注６」に規定する加算について、当該病

棟において各加算の要件を満たしている場合に算定できる。 

エ 区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料の「注７」に規定する精神保健福祉士配置加

算は算定することができない。 

  Ａ３０８ 回復期リハビリテーション病棟入院料 

(１) 回復期リハビリテーション病棟は、脳血管疾患又は大腿骨頸部骨折等の患者に対して、Ａ

ＤＬの向上による寝たきりの防止と家庭復帰を目的としたリハビリテーションを集中的に行

うための病棟であり、回復期リハビリテーションを要する状態の患者が常時８割以上入院し

ている病棟をいう。なお、リハビリテーションの実施に当たっては、医師は定期的な機能検

査等をもとに、その効果判定を行いリハビリテーション実施計画書を作成する必要がある。 

(２) 医療上特に必要がある場合に限り回復期リハビリテーション病棟から他の病棟への患者の

移動は認められるが、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載す

る。 

(３) 回復期リハビリテーション病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬

剤料は、回復期リハビリテーション病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(４) 回復期リハビリテーション病棟入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟に入

院した場合には、当該病棟が一般病棟である場合は特別入院基本料を、当該病棟が療養病棟

である場合は療養病棟入院基本料の入院料Ｉを算定する。 

この場合において、当該病棟が回復期リハビリテーション病棟入院料１から４までを算定

する病棟である場合は、療養病棟入院料１の入院料Ⅰにより、回復期リハビリテーション病

棟入院料５又は６を算定する病棟である場合は、療養病棟入院料２の入院料Ｉにより算定す

る。 

この際、区分番号「Ａ１００」の注２に規定する特別入院基本料を算定する場合の費用の

請求については、同「注４」に規定する重症児（者）受入連携加算、同「注５」に規定する

救急・在宅等支援病床初期加算、同「注 12」に規定するＡＤＬ維持向上等体制加算は算定で

きず、同「注 10」に規定する加算（特別入院基本料において算定できるものに限る。）は、

当該病棟において要件を満たしている場合に算定できる。また、区分番号「Ａ１０１」の療

養病棟入院基本料を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ１００」一般病棟

入院基本料の(９)に準ずるものとする。 

   (５) 必要に応じて病棟等における早期歩行、ＡＤＬの自立等を目的とした理学療法又は作業療

法が行われることとする。 

(６) 回復期リハビリテーション病棟入院料を算定している患者は、転院してきた場合において

も、転院先の保険医療機関で当該入院料を継続して算定できることとする。ただし、その場
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価格」（平成２年厚生省告示第 41 号）に定めるところによる。 

(５) 「注３」に掲げる重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の保険

医療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したも

のであり、入院前の保険医療機関において入退院支援加算３が算定された患者を、特殊疾患

入院医療管理料を算定する病床において受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここ

でいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される

再入院の初日は算定できない。 

(６) 「注４」に定める脳卒中を原因とする重度の意識障害によって当該病室に入院するものに

ついては、区分番号「Ａ１０１」の療養病棟入院基本料における医療区分（１日に２つ以上

の区分に該当する場合には、該当するもののうち最も高い点数の区分）に従い、当該患者ご

とに各医療区分に相当する所定点数を算定する。その際、当該患者の疾患及び状態の該当す

る医療区分の項目について、保険医療機関において診療録等に記録する。 

(７) 平成 28 年３月 31 日時点で、継続して６か月以上脳卒中を原因とする重度の意識障害によ

って特殊疾患入院医療管理料を算定する病室に入院している患者であって、引き続き同病室

に入院しているものについては、医療区分３に相当するものとみなす。なお、脳卒中を原因

とする重度の意識障害によって特殊疾患入院医療管理料を算定する病室に入院している患者

であって、その疾患及び状態等が医療区分３に規定する疾患及び状態等に相当するものにつ

いては、注４によらず、特殊疾患入院医療管理料に規定する所定点数を算定すること。 

  Ａ３０７ 小児入院医療管理料 

      (１) 小児入院医療管理料は、届け出た保険医療機関における入院中の 15 歳未満の患者（児童福

祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第６条の２第２項に規定する小児慢性特定疾病医療支援の

対象である場合は、20歳未満の患者）を対象とする。ただし、当該患者が他の特定入院料を

算定できる場合は、小児入院医療管理料は算定しない。 

なお、小児慢性特定疾病医療支援の対象患者については、当該病棟の対象となる年齢以降

を見据えた診療体制の構築や診療計画の策定等に留意すること。 

   (２) 「注２」に掲げる加算については、当該入院医療管理料を算定する病棟において算定する

ものであるが、小児入院医療管理料５を算定する医療機関にあっては、院内の当該入院医療

管理料を算定する患者の全てについて算定できる。 

(３) 「注３」に掲げる加算を算定する際に使用した酸素及び窒素の費用は、「酸素及び窒素の

価格」に定めるところによる。 

(４) 「注４」に規定する重症児受入体制加算は、高度急性期の医療機関から集中治療を経た新

生児の受入れを行う等、重症児の受入機能が高い病棟を評価したものである。 

(５) 小児入院医療管理料を算定している患者に対して、１日５時間を超えて体外式陰圧人工呼

吸器を使用した場合は、「注３」の加算を算定できる。 

   (６) 小児入院医療管理料１、２、３及び４において、当該入院医療管理料に係る算定要件に該

当しない患者が当該病棟に入院した場合には、当該医療機関が算定している入院基本料等を

算定する。この際、入院基本料等を算定する場合の費用の請求については、区分番号「Ａ３

００」の救命救急入院料の（10）と同様であること。 

(７) 小児入院医療管理料５において、当該入院医療管理料に係る算定要件に該当しない患者が

当該病棟（精神病棟に限る。）に入院した場合は、精神病棟入院基本料の 15 対１入院基本
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て、以下の①の総和を②の総和で除したもの（以下「リハビリテーション実績指数」とい

う。）を各年度４月、７月、10 月及び１月において算出し、リハビリテーション実績指数

が２回連続して 27 を下回った場合をいう。 

① 退棟時のＦＩＭ運動項目の得点から、入棟時のＦＩＭ運動項目の得点を控除したも

の。 

② 各患者の入棟から退棟までの日数を、「注１」に規定する厚生労働大臣が定める日

数の上限のうち当該患者の入棟時の状態に応じたもので除したもの 

[計算例] 

① 前月までの６か月間に 50 人退棟し、入棟時にＦＩＭ運動項目が 50 点、退棟時に 80

点だったものが 30 人、入棟時にＦＩＭ運動項目が 40 点、退棟時に 65 点だったもの

が 20 人とすると、(80-50)×30＋(65-40)×20 = 1,400 

② 前月までの６か月間に 50 人退棟し、そのうち 30 人が大腿骨骨折手術後（回復期リ

ハビリテーション病棟入院料の算定日数上限が 90 日）で実際には 72 日で退棟、残り

20人が脳卒中（回復期リハビリテーション病棟入院料の算定日数上限が 150日）で実

際には 135 日で退棟したとすると、(72/90)×30 + (135/150)×20 = 42 

従って、この例ではリハビリテーション実績指数は①／②＝33.3 となる。 

ウ 在棟中に一度も回復期リハビリテーション病棟入院料を算定しなかった患者及び在棟中

に死亡した患者はリハビリテーション実績指数の算出対象から除外する。また、入棟日に

おいて次に該当する患者については、当該月の入棟患者数（入棟時に回復期リハビリテー

ションを要する状態であったものに限る。）の 100 分の 30 を超えない範囲で、リハビリ

テーション実績指数の算出対象から除外できる。 

① ＦＩＭ運動項目の得点が 20 点以下のもの 

② ＦＩＭ運動項目の得点が 76 点以上のもの 

③ ＦＩＭ認知項目の得点が 24 点以下のもの 

④ 年齢が 80 歳以上のもの 

エ 前月までの６か月間に回復期リハビリテーション病棟を退棟した患者（在棟中に回復期

リハビリテーション病棟入院料を算定した患者に限る。）の数に対する高次脳機能障害の

患者（基本診療料の施設基準等別表第九に掲げる「高次脳機能障害を伴った重症脳血管障

害、重度の頸髄損傷及び頭部外傷を含む多部位外傷の場合」に該当し、回復期リハビリテ

ーション病棟入院料を算定開始日から起算して 180 日まで算定できるものに限る。）の数

の割合が４割以上である保険医療機関においては、当該月に入棟した高次脳機能障害の患

者をリハビリテーション実績指数の算出から全て除外することができる。除外する場合、

ウについては、「当該月の入棟患者数（入棟時に回復期リハビリテーションを要する状態

であったものに限る。）の 100 分の 30」を、「当該月の入棟患者数（入棟時に回復期リハ

ビリテーションを要する状態であったものに限る。）のうち高次脳機能障害の患者を除い

た患者数の 100 分の 30」と読み替えるものとする。 

オ ウ及びエの除外の判断に当たっては、除外した患者の氏名と除外の理由を一覧性のある

台帳に順に記入するとともに、当該患者の入棟月の診療報酬明細書の摘要欄に、リハビリ

テーション実績指数の算出から除外する旨とその理由を記載する。 

カ 在棟中にＦＩＭ運動項目の得点が１週間で 10 点以上低下したものについては、リハビ
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て、以下の①の総和を②の総和で除したもの（以下「リハビリテーション実績指数」とい

う。）を各年度４月、７月、10 月及び１月において算出し、リハビリテーション実績指数

が２回連続して 27 を下回った場合をいう。 

① 退棟時のＦＩＭ運動項目の得点から、入棟時のＦＩＭ運動項目の得点を控除したも

の。 

② 各患者の入棟から退棟までの日数を、「注１」に規定する厚生労働大臣が定める日

数の上限のうち当該患者の入棟時の状態に応じたもので除したもの 

[計算例] 

① 前月までの６か月間に 50 人退棟し、入棟時にＦＩＭ運動項目が 50 点、退棟時に 80

点だったものが 30 人、入棟時にＦＩＭ運動項目が 40 点、退棟時に 65 点だったもの

が 20 人とすると、(80-50)×30＋(65-40)×20 = 1,400 

② 前月までの６か月間に 50 人退棟し、そのうち 30 人が大腿骨骨折手術後（回復期リ

ハビリテーション病棟入院料の算定日数上限が 90 日）で実際には 72 日で退棟、残り

20人が脳卒中（回復期リハビリテーション病棟入院料の算定日数上限が 150日）で実

際には 135 日で退棟したとすると、(72/90)×30 + (135/150)×20 = 42 

従って、この例ではリハビリテーション実績指数は①／②＝33.3 となる。 

ウ 在棟中に一度も回復期リハビリテーション病棟入院料を算定しなかった患者及び在棟中

に死亡した患者はリハビリテーション実績指数の算出対象から除外する。また、入棟日に

おいて次に該当する患者については、当該月の入棟患者数（入棟時に回復期リハビリテー

ションを要する状態であったものに限る。）の 100 分の 30 を超えない範囲で、リハビリ

テーション実績指数の算出対象から除外できる。 

① ＦＩＭ運動項目の得点が 20 点以下のもの 

② ＦＩＭ運動項目の得点が 76 点以上のもの 

③ ＦＩＭ認知項目の得点が 24 点以下のもの 

④ 年齢が 80 歳以上のもの 

エ 前月までの６か月間に回復期リハビリテーション病棟を退棟した患者（在棟中に回復期

リハビリテーション病棟入院料を算定した患者に限る。）の数に対する高次脳機能障害の

患者（基本診療料の施設基準等別表第九に掲げる「高次脳機能障害を伴った重症脳血管障

害、重度の頸髄損傷及び頭部外傷を含む多部位外傷の場合」に該当し、回復期リハビリテ

ーション病棟入院料を算定開始日から起算して 180 日まで算定できるものに限る。）の数

の割合が４割以上である保険医療機関においては、当該月に入棟した高次脳機能障害の患

者をリハビリテーション実績指数の算出から全て除外することができる。除外する場合、

ウについては、「当該月の入棟患者数（入棟時に回復期リハビリテーションを要する状態

であったものに限る。）の 100 分の 30」を、「当該月の入棟患者数（入棟時に回復期リハ

ビリテーションを要する状態であったものに限る。）のうち高次脳機能障害の患者を除い

た患者数の 100 分の 30」と読み替えるものとする。 

オ ウ及びエの除外の判断に当たっては、除外した患者の氏名と除外の理由を一覧性のある

台帳に順に記入するとともに、当該患者の入棟月の診療報酬明細書の摘要欄に、リハビリ

テーション実績指数の算出から除外する旨とその理由を記載する。 

カ 在棟中にＦＩＭ運動項目の得点が１週間で 10 点以上低下したものについては、リハビ
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入院料２のＩを算定する。この際、区分番号「Ａ１００」の注２に規定する特別入院基本料

又は区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料を算定する場合の費用の請求については、区

分番号「Ａ３０８」の回復期リハビリテーション病棟の(４)と同様であること。 

   Ａ３０９ 特殊疾患病棟入院料 

(１) 特殊疾患病棟は、主として長期にわたり療養が必要な重度の肢体不自由児（者）、脊髄損

傷等の重度の障害者、重度の意識障害者（病因が脳卒中の後遺症の患者を含む。）、筋ジスト

ロフィー患者又は神経難病患者が入院する病棟であり、医療上特に必要がある場合に限り他の

病棟への患者の移動は認められるが、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に

詳細に記載する。 

(２) 特殊疾患病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、特殊疾患

病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(３) 特殊疾患病棟入院料を算定している患者に対して、１日５時間を超えて体外式陰圧人工呼

吸器を使用した場合は、「注２」の加算を算定できる。 

(４) 「注２」に掲げる加算を算定する際に使用した酸素及び窒素の費用は、「酸素及び窒素の

価格」に定めるところによる。 

(５) 「注３」に掲げる重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の保険

医療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したも

のであり、入院前の保険医療機関において入退院支援加算３が算定された患者を、特殊疾患

病棟入院料を算定する病床において受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでい

う入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入

院の初日は算定できない。 

(６) 「注４」に定める脳卒中を原因とする重度の意識障害によって当該病棟に入院するものに

ついては、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料における医療区分（１日に２つ以上の

区分に該当する場合には、該当するもののうち最も高い点数の区分）に従い、当該患者ごと

に各医療区分に相当する所定点数を算定する。その際、当該患者の疾患及び状態の該当する

医療区分の項目について、保険医療機関において診療録等に記録する。 

(７) 平成 28 年３月 31 日時点で、継続して６か月以上脳卒中を原因とする重度の意識障害によ

って特殊疾患病棟入院料を算定する病棟に入院している患者であって、引き続き同病棟に入

院しているものについては、医療区分３に相当するものとみなす。なお、脳卒中を原因とす

る重度の意識障害によって特殊疾患病棟入院料を算定する病棟に入院している患者であって、

その疾患及び状態等が医療区分３に規定する疾患及び状態等に相当するものについては、注

４によらず、特殊疾患病棟入院料に規定する所定点数を算定すること。 

  Ａ３１０ 緩和ケア病棟入院料 

   (１) 緩和ケア病棟は、主として苦痛の緩和を必要とする悪性腫瘍及び後天性免疫不全症候群の

患者を入院させ、緩和ケアを行うとともに、外来や在宅への円滑な移行も支援する病棟であ

り、当該病棟に入院した緩和ケアを要する悪性腫瘍及び後天性免疫不全症候群の患者につい

て算定する。 

   (２) 緩和ケア病棟入院料を算定する日に使用するものとされた薬剤に係る薬剤料は緩和ケア病

棟入院料に含まれるが、退院日に退院後に使用するものとされた薬剤料は別に算定できる。 

   (３) 悪性腫瘍の患者及び後天性免疫不全症候群の患者以外の患者が、当該病棟に入院した場合
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療を提供できる病床を確保することにより、急性期医療及び在宅での療養を支えることを目

的として、地域包括ケア病棟入院料等を届け出た病棟又は病室が有する以下のような機能を

評価したものであり、転院、入院又は転棟した日から起算して 14 日を限度に算定できる。

当該加算を算定するに当たっては、入院前の患者の居場所（転院の場合は入院前の医療機関

名）、自院の入院歴の有無、入院までの経過等を診療録に記載すること。 

ア 急性期患者支援病床初期加算については、急性期医療を担う病院に入院し、急性期治療

を終えて一定程度状態が安定した患者を速やかに当該病棟又は病室が受け入れることによ

り、急性期医療を担う病院を後方支援する。急性期医療を担う病院の一般病棟とは、具体

的には、急性期一般入院基本料、７対１入院基本料若しくは 10 対１入院基本料（特定機

能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料に限る。）、救命救急入

院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医療管理料、脳卒中ケアユニット入

院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特

定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、

特殊疾患入院医療管理料又は小児入院医療管理料を算定する病棟であること。 

イ 在宅患者支援病床初期加算については、介護老人保健施設等又は自宅で療養を継続して

いる患者が、軽微な発熱や下痢等の症状をきたしたために入院医療を要する状態になった

際に、当該病棟又は病室が速やかに当該患者を受け入れる体制を有していること及び厚生

労働省「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等の

内容を踏まえ、入院時に治療方針に関する患者又はその家族等の意思決定に対する支援を

行うことにより、自宅や介護老人保健施設等における療養の継続を後方支援する。なお、

当該加算を算定する病棟又は病室を有する病院に介護老人保健施設等が併設されている場

合は、当該併設介護老人保健施設等から受け入れた患者については算定できないものとす

る。 

(９)  「注７」に規定する看護職員夜間配置加算は、看護職員の手厚い夜間配置を評価したも

のであるため、当該基準を満たしていても、各病棟における夜勤を行う看護職員の数は、

「基本診療料の施設基準等」の第九の十一の二の(１)のイに定める夜間の看護職員の最小必

要数を超えた看護職員３人以上でなければ算定できない。 

(10) 診断群分類点数表に従って診療報酬を算定していた患者が同一保険医療機関内の地域包括

ケア病棟入院料を算定する病棟に転棟した場合については、診断群分類点数表に定められた

入院日Ⅱまでの間、地域包括ケア入院医療管理料を算定する病室に転室した場合については、

診断群分類点数表に定められた入院日Ⅲまでの間、診断群分類点数表に従って診療報酬を算

定する。なお、入院日Ⅱ又はⅢを超えた日以降は、医科点数表に従って当該入院料又は管理

料を算定することとするが、その算定期間は診療報酬の算定方法にかかわらず、当該病棟又

は病室に最初に入棟又は入室した日から起算して 60 日間とする。 

(11) 地域包括ケア病棟入院料等に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟等に入院した場

合には、当該病棟が一般病棟等である場合は特別入院基本料を、当該病棟が療養病棟等であ

る場合は療養病棟入院基本料の入院料Ｉを算定する。その際、地域包括ケア病棟入院料１、

地域包括ケア入院医療管理料１、地域包括ケア病棟入院料２又は地域包括ケア入院医療管理

料２の場合は療養病棟入院料１のＩを、地域包括ケア病棟入院料３、地域包括ケア入院医療

管理料３、地域包括ケア病棟入院料４又は地域包括ケア入院医療管理料４の場合は療養病棟
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入院料２のＩを算定する。この際、区分番号「Ａ１００」の注２に規定する特別入院基本料

又は区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料を算定する場合の費用の請求については、区

分番号「Ａ３０８」の回復期リハビリテーション病棟の(４)と同様であること。 

   Ａ３０９ 特殊疾患病棟入院料 

(１) 特殊疾患病棟は、主として長期にわたり療養が必要な重度の肢体不自由児（者）、脊髄損

傷等の重度の障害者、重度の意識障害者（病因が脳卒中の後遺症の患者を含む。）、筋ジスト

ロフィー患者又は神経難病患者が入院する病棟であり、医療上特に必要がある場合に限り他の

病棟への患者の移動は認められるが、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に

詳細に記載する。 

(２) 特殊疾患病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、特殊疾患

病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(３) 特殊疾患病棟入院料を算定している患者に対して、１日５時間を超えて体外式陰圧人工呼

吸器を使用した場合は、「注２」の加算を算定できる。 

(４) 「注２」に掲げる加算を算定する際に使用した酸素及び窒素の費用は、「酸素及び窒素の

価格」に定めるところによる。 

(５) 「注３」に掲げる重症児（者）受入連携加算は、集中治療を経た新生児等を急性期の保険

医療機関から受け入れ、病態の安定化のために密度の高い医療を提供することを評価したも

のであり、入院前の保険医療機関において入退院支援加算３が算定された患者を、特殊疾患

病棟入院料を算定する病床において受け入れた場合に入院初日に算定する。なお、ここでい

う入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入

院の初日は算定できない。 

(６) 「注４」に定める脳卒中を原因とする重度の意識障害によって当該病棟に入院するものに

ついては、区分番号「Ａ１０１」療養病棟入院基本料における医療区分（１日に２つ以上の

区分に該当する場合には、該当するもののうち最も高い点数の区分）に従い、当該患者ごと

に各医療区分に相当する所定点数を算定する。その際、当該患者の疾患及び状態の該当する

医療区分の項目について、保険医療機関において診療録等に記録する。 

(７) 平成 28 年３月 31 日時点で、継続して６か月以上脳卒中を原因とする重度の意識障害によ

って特殊疾患病棟入院料を算定する病棟に入院している患者であって、引き続き同病棟に入

院しているものについては、医療区分３に相当するものとみなす。なお、脳卒中を原因とす

る重度の意識障害によって特殊疾患病棟入院料を算定する病棟に入院している患者であって、

その疾患及び状態等が医療区分３に規定する疾患及び状態等に相当するものについては、注

４によらず、特殊疾患病棟入院料に規定する所定点数を算定すること。 

  Ａ３１０ 緩和ケア病棟入院料 

   (１) 緩和ケア病棟は、主として苦痛の緩和を必要とする悪性腫瘍及び後天性免疫不全症候群の

患者を入院させ、緩和ケアを行うとともに、外来や在宅への円滑な移行も支援する病棟であ

り、当該病棟に入院した緩和ケアを要する悪性腫瘍及び後天性免疫不全症候群の患者につい

て算定する。 

   (２) 緩和ケア病棟入院料を算定する日に使用するものとされた薬剤に係る薬剤料は緩和ケア病

棟入院料に含まれるが、退院日に退院後に使用するものとされた薬剤料は別に算定できる。 

   (３) 悪性腫瘍の患者及び後天性免疫不全症候群の患者以外の患者が、当該病棟に入院した場合
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療を提供できる病床を確保することにより、急性期医療及び在宅での療養を支えることを目

的として、地域包括ケア病棟入院料等を届け出た病棟又は病室が有する以下のような機能を

評価したものであり、転院、入院又は転棟した日から起算して 14 日を限度に算定できる。

当該加算を算定するに当たっては、入院前の患者の居場所（転院の場合は入院前の医療機関

名）、自院の入院歴の有無、入院までの経過等を診療録に記載すること。 

ア 急性期患者支援病床初期加算については、急性期医療を担う病院に入院し、急性期治療

を終えて一定程度状態が安定した患者を速やかに当該病棟又は病室が受け入れることによ

り、急性期医療を担う病院を後方支援する。急性期医療を担う病院の一般病棟とは、具体

的には、急性期一般入院基本料、７対１入院基本料若しくは 10 対１入院基本料（特定機

能病院入院基本料（一般病棟に限る。）又は専門病院入院基本料に限る。）、救命救急入

院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医療管理料、脳卒中ケアユニット入

院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特

定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、

特殊疾患入院医療管理料又は小児入院医療管理料を算定する病棟であること。 

イ 在宅患者支援病床初期加算については、介護老人保健施設等又は自宅で療養を継続して

いる患者が、軽微な発熱や下痢等の症状をきたしたために入院医療を要する状態になった

際に、当該病棟又は病室が速やかに当該患者を受け入れる体制を有していること及び厚生

労働省「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等の

内容を踏まえ、入院時に治療方針に関する患者又はその家族等の意思決定に対する支援を

行うことにより、自宅や介護老人保健施設等における療養の継続を後方支援する。なお、

当該加算を算定する病棟又は病室を有する病院に介護老人保健施設等が併設されている場

合は、当該併設介護老人保健施設等から受け入れた患者については算定できないものとす

る。 

(９)  「注７」に規定する看護職員夜間配置加算は、看護職員の手厚い夜間配置を評価したも

のであるため、当該基準を満たしていても、各病棟における夜勤を行う看護職員の数は、

「基本診療料の施設基準等」の第九の十一の二の(１)のイに定める夜間の看護職員の最小必

要数を超えた看護職員３人以上でなければ算定できない。 

(10) 診断群分類点数表に従って診療報酬を算定していた患者が同一保険医療機関内の地域包括

ケア病棟入院料を算定する病棟に転棟した場合については、診断群分類点数表に定められた

入院日Ⅱまでの間、地域包括ケア入院医療管理料を算定する病室に転室した場合については、

診断群分類点数表に定められた入院日Ⅲまでの間、診断群分類点数表に従って診療報酬を算

定する。なお、入院日Ⅱ又はⅢを超えた日以降は、医科点数表に従って当該入院料又は管理

料を算定することとするが、その算定期間は診療報酬の算定方法にかかわらず、当該病棟又

は病室に最初に入棟又は入室した日から起算して 60 日間とする。 

(11) 地域包括ケア病棟入院料等に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟等に入院した場

合には、当該病棟が一般病棟等である場合は特別入院基本料を、当該病棟が療養病棟等であ

る場合は療養病棟入院基本料の入院料Ｉを算定する。その際、地域包括ケア病棟入院料１、

地域包括ケア入院医療管理料１、地域包括ケア病棟入院料２又は地域包括ケア入院医療管理

料２の場合は療養病棟入院料１のＩを、地域包括ケア病棟入院料３、地域包括ケア入院医療

管理料３、地域包括ケア病棟入院料４又は地域包括ケア入院医療管理料４の場合は療養病棟
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で当該入院料を算定できる 

イ 患者事由により、投与を中止した場合は、投与中止日まで当該入院料を算定できる。 

(４) 精神科救急入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、精神科救急

入院料に含まれ、別に算定できない。 

(５) 精神科救急入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟に入院した場合には、精

神病棟入院基本料の 15 対１入院基本料を算定する。 

(６) (５)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０７」の小児入院医療管理料の(８)と同様であること。 

(７) 当該入院料の算定対象となる患者は以下の障害を有する者に限る。 

ア 症状性を含む器質性精神障害（精神疾患を有する状態に限り、単なる認知症の症状を除

く。） 

イ 精神作用物質使用による精神及び行動の障害（アルコール依存症にあっては、単なる酩

酊状態であるものを除く。） 

ウ 統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害 

エ 気分（感情）障害 

オ 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害（自殺・自傷行為及び栄養障害・

脱水等の生命的危険を伴う状態に限る。） 

カ 成人の人格及び行動の障害（精神疾患を有する状態に限る。） 

キ 知的障害（精神疾患を有する状態に限る。） 

    (８) 「注３」に規定する非定型抗精神病薬及び抗精神病薬の種類数は一般名で計算する。また、

非定型抗精神病薬及び抗精神病薬の種類については、別紙 36 を参考にすること。ただし、

クロザピンはこれに含めない。 

 (９) 「注３」に規定する加算は、非定型抗精神病薬を投与している統合失調症患者に対して、

計画的な治療管理を継続して行い、かつ、当該薬剤の効果及び副作用に関する説明を含め、

療養上必要な指導を行った場合に算定する。 

    (10) 「注３」に規定する加算を算定する場合には、１月に１度、治療計画及び指導内容の要点

を診療録に記載し、投与している薬剤名を診療報酬明細書に記載する。 

(11) 「注４」に規定する加算は、統合失調症、統合失調型障害若しくは妄想性障害又は気分

（感情）障害の患者に対して、入院日から起算して７日以内に、医師、看護師、精神保健福

祉士等の関係職種が共同して、別紙様式 37 又は別紙様式 37 の２若しくはこれに準じた様式

を用いて院内標準診療計画書を策定し、患者又は家族等に対して説明の上、当該計画に基づ

き患者が 60日以内に退院した場合に、退院時１回に限り算定する。ただし、死亡又は他の医

療機関への転院による退院については、算定しない。なお、ここでいう退院時とは、第２部

通則５に規定する入院期間が通算される入院における退院のことをいい、入院期間が通算さ

れる最後の退院時において１回に限り算定できる。 

(12) 患者の病態により当初作成した院内標準診療計画書に変更等が必要な場合には、新たな院

内標準診療計画書を作成し、説明を行う必要がある。 

(13) 院内標準診療計画は、第２部通則７に定める入院診療計画とは別に作成すること。 

(14) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算は、看護職員の手厚い夜間配置を評価したもの

であり、当該病棟における看護にあたり以下の隔離及び身体的拘束その他の行動制限を最小
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には、一般病棟入院基本料の特別入院基本料を算定する。この際、同特別入院基本料の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０８」の回復期リハビリテーション病棟入院料の(４)と

同様であること。      

(４) 緩和ケア病棟における悪性腫瘍患者のケアに関しては、「がん疼痛薬物療法ガイドライン」

（日本緩和医療学会）、「新版 がん緩和ケアガイドブック」（日本医師会監修 厚生労働科

学特別研究事業「適切な緩和ケア提供のための緩和ケアガイドブックの改訂に関する研究」

班」）等の緩和ケアに関するガイドラインを参考とする。 

 (５)  注２に規定する加算は、当該保険医療機関と連携して緩和ケアを提供する別の保険医療

機関（在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院に限る。）（以下本項において「連携保険

医療機関」という。）から在宅緩和ケアを受ける患者の病状が急変し、症状緩和のために一

時的に入院治療を要する場合の緩和ケア病棟への受入れを通じ、在宅での緩和ケアを後方支

援することを評価するものである。 

当該保険医療機関と連携保険医療機関の間では、過去１年以内に、緩和ケアを受ける患者

の紹介、緩和ケアに係る研修又は共同でのカンファレンスの実施等の際に、医師その他の職

員が面会した実績が記録されている必要がある。 

また、在宅緩和ケアを受け、緊急に入院を要する可能性のある患者について、緊急時の円

滑な受入れのため、病状及び投薬内容のほか、患者及び家族への説明等について、当該連携

保険医療機関より予め文書による情報提供を受ける必要がある。 

    Ａ３１１ 精神科救急入院料 

(１) 精神科救急入院料の算定対象となる患者は、次のア若しくはイに該当する患者（以下この

項において「新規患者」という。）又はウに該当する患者であること。 

ア 措置入院患者、緊急措置入院患者又は応急入院患者 

イ ア以外の患者であって、当該病棟に入院する前３か月において保険医療機関（当該病棟

を有する保険医療機関を含む。）の精神病棟に入院（心神喪失等の状態で重大な他害行為

を行った者の医療及び観察等に関する法律（平成 15 年法律第 110 号）第 42 条第１項第１

号又は第 61 条第１項第１号に規定する同法による入院（医療観察法入院）を除く。）し

たことがない患者のうち、入院基本料の入院期間の起算日の取扱いにおいて、当該病院へ

の入院日が入院基本料の起算日に当たる患者（当該病棟が満床である等の理由により一旦

他の病棟に入院した後、入院日を含め２日以内に当該病棟に転棟した患者を含む。） 

ウ ア及びイにかかわらず、クロザピンを新規に導入することを目的として、当該入院料に

係る病棟を有する保険医療機関において、当該保険医療機関の他の病棟（精神科救急入院

料、精神科急性期治療病棟入院料及び精神科救急・合併症入院料を算定する病棟を除く。）

から当該病棟に転棟した患者 

(２) 当該入院料は、入院日から起算して３月を限度として算定する。なお、届出を行い、新た

に算定を開始することとなった日から３月以内においては、届出の効力発生前に当該病棟に

新規入院した入院期間が３月以内の患者を、新規患者とみなして算定できる。 

(３)（１）のウに該当する患者については、当該保険医療機関の他の病棟から転棟後、当該病棟

においてクロザピンの投与を開始した日から起算して３月を限度として算定する。ただし、

クロザピンの投与後に投与を中止した場合については、以下の取扱いとする。 

ア クロザピンの副作用等の事由により、投与を中止した場合は、投与中止日から２週間ま
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で当該入院料を算定できる 

イ 患者事由により、投与を中止した場合は、投与中止日まで当該入院料を算定できる。 

(４) 精神科救急入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、精神科救急

入院料に含まれ、別に算定できない。 

(５) 精神科救急入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟に入院した場合には、精

神病棟入院基本料の 15 対１入院基本料を算定する。 

(６) (５)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０７」の小児入院医療管理料の(８)と同様であること。 

(７) 当該入院料の算定対象となる患者は以下の障害を有する者に限る。 

ア 症状性を含む器質性精神障害（精神疾患を有する状態に限り、単なる認知症の症状を除

く。） 

イ 精神作用物質使用による精神及び行動の障害（アルコール依存症にあっては、単なる酩

酊状態であるものを除く。） 

ウ 統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害 

エ 気分（感情）障害 

オ 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害（自殺・自傷行為及び栄養障害・

脱水等の生命的危険を伴う状態に限る。） 

カ 成人の人格及び行動の障害（精神疾患を有する状態に限る。） 

キ 知的障害（精神疾患を有する状態に限る。） 

    (８) 「注３」に規定する非定型抗精神病薬及び抗精神病薬の種類数は一般名で計算する。また、

非定型抗精神病薬及び抗精神病薬の種類については、別紙 36 を参考にすること。ただし、

クロザピンはこれに含めない。 

 (９) 「注３」に規定する加算は、非定型抗精神病薬を投与している統合失調症患者に対して、

計画的な治療管理を継続して行い、かつ、当該薬剤の効果及び副作用に関する説明を含め、

療養上必要な指導を行った場合に算定する。 

    (10) 「注３」に規定する加算を算定する場合には、１月に１度、治療計画及び指導内容の要点

を診療録に記載し、投与している薬剤名を診療報酬明細書に記載する。 

(11) 「注４」に規定する加算は、統合失調症、統合失調型障害若しくは妄想性障害又は気分

（感情）障害の患者に対して、入院日から起算して７日以内に、医師、看護師、精神保健福

祉士等の関係職種が共同して、別紙様式 37 又は別紙様式 37 の２若しくはこれに準じた様式

を用いて院内標準診療計画書を策定し、患者又は家族等に対して説明の上、当該計画に基づ

き患者が 60日以内に退院した場合に、退院時１回に限り算定する。ただし、死亡又は他の医

療機関への転院による退院については、算定しない。なお、ここでいう退院時とは、第２部

通則５に規定する入院期間が通算される入院における退院のことをいい、入院期間が通算さ

れる最後の退院時において１回に限り算定できる。 

(12) 患者の病態により当初作成した院内標準診療計画書に変更等が必要な場合には、新たな院

内標準診療計画書を作成し、説明を行う必要がある。 

(13) 院内標準診療計画は、第２部通則７に定める入院診療計画とは別に作成すること。 

(14) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算は、看護職員の手厚い夜間配置を評価したもの

であり、当該病棟における看護にあたり以下の隔離及び身体的拘束その他の行動制限を最小
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には、一般病棟入院基本料の特別入院基本料を算定する。この際、同特別入院基本料の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０８」の回復期リハビリテーション病棟入院料の(４)と

同様であること。      

(４) 緩和ケア病棟における悪性腫瘍患者のケアに関しては、「がん疼痛薬物療法ガイドライン」

（日本緩和医療学会）、「新版 がん緩和ケアガイドブック」（日本医師会監修 厚生労働科

学特別研究事業「適切な緩和ケア提供のための緩和ケアガイドブックの改訂に関する研究」

班」）等の緩和ケアに関するガイドラインを参考とする。 

 (５)  注２に規定する加算は、当該保険医療機関と連携して緩和ケアを提供する別の保険医療

機関（在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院に限る。）（以下本項において「連携保険

医療機関」という。）から在宅緩和ケアを受ける患者の病状が急変し、症状緩和のために一

時的に入院治療を要する場合の緩和ケア病棟への受入れを通じ、在宅での緩和ケアを後方支

援することを評価するものである。 

当該保険医療機関と連携保険医療機関の間では、過去１年以内に、緩和ケアを受ける患者

の紹介、緩和ケアに係る研修又は共同でのカンファレンスの実施等の際に、医師その他の職

員が面会した実績が記録されている必要がある。 

また、在宅緩和ケアを受け、緊急に入院を要する可能性のある患者について、緊急時の円

滑な受入れのため、病状及び投薬内容のほか、患者及び家族への説明等について、当該連携

保険医療機関より予め文書による情報提供を受ける必要がある。 

    Ａ３１１ 精神科救急入院料 

(１) 精神科救急入院料の算定対象となる患者は、次のア若しくはイに該当する患者（以下この

項において「新規患者」という。）又はウに該当する患者であること。 

ア 措置入院患者、緊急措置入院患者又は応急入院患者 

イ ア以外の患者であって、当該病棟に入院する前３か月において保険医療機関（当該病棟

を有する保険医療機関を含む。）の精神病棟に入院（心神喪失等の状態で重大な他害行為

を行った者の医療及び観察等に関する法律（平成 15 年法律第 110 号）第 42 条第１項第１

号又は第 61 条第１項第１号に規定する同法による入院（医療観察法入院）を除く。）し

たことがない患者のうち、入院基本料の入院期間の起算日の取扱いにおいて、当該病院へ

の入院日が入院基本料の起算日に当たる患者（当該病棟が満床である等の理由により一旦

他の病棟に入院した後、入院日を含め２日以内に当該病棟に転棟した患者を含む。） 

ウ ア及びイにかかわらず、クロザピンを新規に導入することを目的として、当該入院料に

係る病棟を有する保険医療機関において、当該保険医療機関の他の病棟（精神科救急入院

料、精神科急性期治療病棟入院料及び精神科救急・合併症入院料を算定する病棟を除く。）

から当該病棟に転棟した患者 

(２) 当該入院料は、入院日から起算して３月を限度として算定する。なお、届出を行い、新た

に算定を開始することとなった日から３月以内においては、届出の効力発生前に当該病棟に

新規入院した入院期間が３月以内の患者を、新規患者とみなして算定できる。 

(３)（１）のウに該当する患者については、当該保険医療機関の他の病棟から転棟後、当該病棟

においてクロザピンの投与を開始した日から起算して３月を限度として算定する。ただし、

クロザピンの投与後に投与を中止した場合については、以下の取扱いとする。 

ア クロザピンの副作用等の事由により、投与を中止した場合は、投与中止日から２週間ま
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いい、同一暦年において当該入院料の算定開始日が２回にはならない。なお、転棟患者等が

当該入院料を算定する場合は、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に記載

する。 

（４） （１）のウに該当する患者については、当該保険医療機関の他の病棟から転棟後、当該

病棟においてクロザピンの投与を開始した日から起算して３月を限度として算定する。ただ

し、クロザピンの投与後に投与を中止した場合については、以下の取扱いとする。 

ア クロザピンの副作用等の事由により、投与を中止した場合は、投与中止日から２週間ま

で当該入院料を算定できる。 

イ 患者事由により、投与を中止した場合は、投与中止日まで当該入院料を算定できる。 

(５) 精神科急性期治療病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、

精神科急性期治療病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

      (６) 精神科急性期治療病棟入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟に入院した場

合には、精神病棟入院基本料の 15 対１入院基本料を算定する。 

(７) (６)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０７」の小児入院医療管理料の(８)と同様であること。 

(８) 当該入院料の算定対象となる患者は、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の(７)の例

による。 

(９) 「注３」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(８)から(10)までの例による。 

(10) 「注４」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(11)から(13)までの例による。ただし、算定対象となる患者は、統合失調症、統合失調型障

害、妄想性障害又は気分（感情）障害の患者のうち、区分番号「Ａ２４９」精神科急性期医

師配置加算を算定するものに限る。 

  Ａ３１１－３ 精神科救急・合併症入院料 

(１) 精神科救急・合併症入院料の算定対象となる患者は、次のアからウいずれかに該当する患

者（以下この項において「新規患者」という。）又はエに該当する患者であること。 

ア 措置入院患者、緊急措置入院患者又は応急入院患者 

イ ア以外の患者であって、当該病棟に入院する前３か月において保険医療機関（当該病棟

を有する保険医療機関を含む。）の精神病棟（精神病床のみを有する保険医療機関の精神

病棟を除く。）に入院（心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等

に関する法律（平成 15 年法律第 110 号）第 42 条第１項第１号又は第 61 条第１項第１号

に規定する同法による入院（医療観察法入院）を除く。）したことがない患者のうち、入

院基本料の入院期間の起算日の取扱いにおいて、当該病院への入院日が入院基本料の起算

日に当たる患者（当該病棟が満床である等の理由により一旦他の病棟に入院した後、入院

日を含め２日以内に当該病棟に転棟した患者を含む。） 

ウ イの規定にかかわらず、精神科救急・合併症入院料を算定した後に、身体合併症の病状

が悪化等して、当該医療機関において特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医療

管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料又は総合周産期

特定集中治療室管理料（母体・胎児集中治療室管理料を算定するものに限る。）を算定し、

再度精神科救急・合併症入院料を算定する病棟へ入院した患者 
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化する取組を実施した上で算定する。 

ア 入院患者に対し、日頃より行動制限を必要としない状態となるよう環境を整える。 

イ やむを得ず行動制限を実施する場合であっても、当該患者の生命及び身体の保護に重点

を置いた行動の制限であり、代替の方法が見いだされるまでの間のやむを得ない対応とし

て行われるものであることから、可及的速やかに解除するよう努める。 

ウ 行動制限を実施するに当たっては、以下の対応を行う。 

(イ) 実施の必要性等のアセスメント 

(ロ) 患者家族への説明と同意 

(ハ) 行動制限の具体的行為や実施時間等の記録 

(ニ) 二次的な身体障害の予防 

(ホ) 行動制限の解除に向けた検討 

エ 行動制限を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行う。なお、

行動制限を実施することを避けるために、イ及びウの対応をとらず家族等に対し付添いを

強要することがあってはならない。 

(15) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算を算定する病院は、行動制限を最小化するため

の委員会において、入院医療について定期的（少なくとも月１回）な評価を行う。 

(16) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算は、当該患者が入院した日から起算して 30 日

を限度として算定できる。なお、ここでいう入院した日とは、第２部入院料等の通則５に規

定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初日のことをいう。 

(17) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算を算定する各病棟における夜勤を行う看護職員

の数は、「基本診療料の施設基準等」の第九の十四の⑴のヘに定める夜間の看護師の最小必

要数を超えた看護職員３人以上でなければ算定できない。 

    Ａ３１１－２  精神科急性期治療病棟入院料 

(１) 精神科急性期治療病棟入院料の算定対象となる患者は、次に掲げる患者である。 

ア 入院基本料の入院期間の起算日の取扱いにおいて、当該保険医療機関への入院日が入院

基本料の起算日に当たる患者（当該病棟が満床である等の理由により一旦他の病棟に入院

した後、入院日を含め２日以内に当該病棟に転棟した患者を含む。）（以下この項におい

て「新規患者」という。） 

イ 他の病棟から当該病棟に移動した入院患者又は当該病棟に入院中の患者であって当該入

院料を算定していない患者のうち、意識障害、昏迷状態等の急性増悪のため当該病院の精

神保健指定医が当該病棟における集中的な治療の必要性を認めた患者（以下この項におい

て「転棟患者等」という。） 

ウ ア及びイにかかわらず、クロザピンを新規に導入することを目的として、当該入院料に

係る病棟を有する保険医療機関において、当該保険医療機関の他の病棟（精神科救急入院

料、精神科急性期治療病棟入院料及び精神科救急・合併症入院料を算定する病棟を除く。）

から当該病棟に転棟した患者 

      (２)  新規患者については入院日から起算して３月を限度として算定する。なお、届出を行い、

新たに算定を開始することとなった日から３月以内においては、届出の効力発生前に当該病

棟に新規入院した入院期間が３月以内の患者を、新規患者とみなして算定できる。 

      (３) 転棟患者等については、１年に１回に限り、１月を限度として算定する。１年とは暦年を
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いい、同一暦年において当該入院料の算定開始日が２回にはならない。なお、転棟患者等が

当該入院料を算定する場合は、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に記載

する。 

（４） （１）のウに該当する患者については、当該保険医療機関の他の病棟から転棟後、当該

病棟においてクロザピンの投与を開始した日から起算して３月を限度として算定する。ただ

し、クロザピンの投与後に投与を中止した場合については、以下の取扱いとする。 

ア クロザピンの副作用等の事由により、投与を中止した場合は、投与中止日から２週間ま

で当該入院料を算定できる。 

イ 患者事由により、投与を中止した場合は、投与中止日まで当該入院料を算定できる。 

(５) 精神科急性期治療病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、

精神科急性期治療病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

      (６) 精神科急性期治療病棟入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟に入院した場

合には、精神病棟入院基本料の 15 対１入院基本料を算定する。 

(７) (６)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０７」の小児入院医療管理料の(８)と同様であること。 

(８) 当該入院料の算定対象となる患者は、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の(７)の例

による。 

(９) 「注３」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(８)から(10)までの例による。 

(10) 「注４」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(11)から(13)までの例による。ただし、算定対象となる患者は、統合失調症、統合失調型障

害、妄想性障害又は気分（感情）障害の患者のうち、区分番号「Ａ２４９」精神科急性期医

師配置加算を算定するものに限る。 

  Ａ３１１－３ 精神科救急・合併症入院料 

(１) 精神科救急・合併症入院料の算定対象となる患者は、次のアからウいずれかに該当する患

者（以下この項において「新規患者」という。）又はエに該当する患者であること。 

ア 措置入院患者、緊急措置入院患者又は応急入院患者 

イ ア以外の患者であって、当該病棟に入院する前３か月において保険医療機関（当該病棟

を有する保険医療機関を含む。）の精神病棟（精神病床のみを有する保険医療機関の精神

病棟を除く。）に入院（心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等

に関する法律（平成 15 年法律第 110 号）第 42 条第１項第１号又は第 61 条第１項第１号

に規定する同法による入院（医療観察法入院）を除く。）したことがない患者のうち、入

院基本料の入院期間の起算日の取扱いにおいて、当該病院への入院日が入院基本料の起算

日に当たる患者（当該病棟が満床である等の理由により一旦他の病棟に入院した後、入院

日を含め２日以内に当該病棟に転棟した患者を含む。） 

ウ イの規定にかかわらず、精神科救急・合併症入院料を算定した後に、身体合併症の病状

が悪化等して、当該医療機関において特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医療

管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料又は総合周産期

特定集中治療室管理料（母体・胎児集中治療室管理料を算定するものに限る。）を算定し、

再度精神科救急・合併症入院料を算定する病棟へ入院した患者 
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化する取組を実施した上で算定する。 

ア 入院患者に対し、日頃より行動制限を必要としない状態となるよう環境を整える。 

イ やむを得ず行動制限を実施する場合であっても、当該患者の生命及び身体の保護に重点

を置いた行動の制限であり、代替の方法が見いだされるまでの間のやむを得ない対応とし

て行われるものであることから、可及的速やかに解除するよう努める。 

ウ 行動制限を実施するに当たっては、以下の対応を行う。 

(イ) 実施の必要性等のアセスメント 

(ロ) 患者家族への説明と同意 

(ハ) 行動制限の具体的行為や実施時間等の記録 

(ニ) 二次的な身体障害の予防 

(ホ) 行動制限の解除に向けた検討 

エ 行動制限を実施した場合は、解除に向けた検討を少なくとも１日に１度は行う。なお、

行動制限を実施することを避けるために、イ及びウの対応をとらず家族等に対し付添いを

強要することがあってはならない。 

(15) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算を算定する病院は、行動制限を最小化するため

の委員会において、入院医療について定期的（少なくとも月１回）な評価を行う。 

(16) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算は、当該患者が入院した日から起算して 30 日

を限度として算定できる。なお、ここでいう入院した日とは、第２部入院料等の通則５に規

定する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初日のことをいう。 

(17) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算を算定する各病棟における夜勤を行う看護職員

の数は、「基本診療料の施設基準等」の第九の十四の⑴のヘに定める夜間の看護師の最小必

要数を超えた看護職員３人以上でなければ算定できない。 

    Ａ３１１－２  精神科急性期治療病棟入院料 

(１) 精神科急性期治療病棟入院料の算定対象となる患者は、次に掲げる患者である。 

ア 入院基本料の入院期間の起算日の取扱いにおいて、当該保険医療機関への入院日が入院

基本料の起算日に当たる患者（当該病棟が満床である等の理由により一旦他の病棟に入院

した後、入院日を含め２日以内に当該病棟に転棟した患者を含む。）（以下この項におい

て「新規患者」という。） 

イ 他の病棟から当該病棟に移動した入院患者又は当該病棟に入院中の患者であって当該入

院料を算定していない患者のうち、意識障害、昏迷状態等の急性増悪のため当該病院の精

神保健指定医が当該病棟における集中的な治療の必要性を認めた患者（以下この項におい

て「転棟患者等」という。） 

ウ ア及びイにかかわらず、クロザピンを新規に導入することを目的として、当該入院料に

係る病棟を有する保険医療機関において、当該保険医療機関の他の病棟（精神科救急入院

料、精神科急性期治療病棟入院料及び精神科救急・合併症入院料を算定する病棟を除く。）

から当該病棟に転棟した患者 

      (２)  新規患者については入院日から起算して３月を限度として算定する。なお、届出を行い、

新たに算定を開始することとなった日から３月以内においては、届出の効力発生前に当該病

棟に新規入院した入院期間が３月以内の患者を、新規患者とみなして算定できる。 

      (３) 転棟患者等については、１年に１回に限り、１月を限度として算定する。１年とは暦年を
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て、詳細な診療計画を作成する。また、作成した診療計画を保護者等に説明の上交付すると

ともにその写しを診療録に添付する。なお、これにより入院診療計画の基準を満たしたもの

とされる。 

(４) 当該入院料を算定する場合には、保護者、学校関係者等に対して面接相談等適切な指導を

適宜行う。 

(５) 児童・思春期精神科入院医療管理に係る算定要件に該当しない患者が当該病棟又は治療室

に入院した場合には、精神病棟入院基本料の特別入院基本料を算定する。 

(６) (５)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０７」の小児入院医療管理料の(８)と同様であること。 

(７) 平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者は、公認心理師と

みなす。 

  ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

  イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

  Ａ３１２ 精神療養病棟入院料 

(１) 精神療養病棟は、主として長期にわたり療養が必要な精神障害患者が入院する病棟として

認められたものであり、医療上特に必要がある場合に限り他の病棟への患者の移動は認めら

れるが、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。 

(２) 精神療養病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、精神療養

病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(３) 当該病棟の入院患者に対して退院に向けた相談支援業務等を行う者（以下「退院支援相談

員」という）は、以下アからウまでの全ての業務を行う。 

ア 退院に向けた相談支援業務 

(イ) 当該患者及びその家族等からの相談に応じ、退院に向けた意欲の喚起等に努めるこ

と。相談を行った場合には、当該相談内容について看護記録等に記録をすること。 

(ロ) 退院に向けた相談支援を行うに当たっては、主治医の指導を受けるとともに、その

他当該患者の治療に関わる者との連携を図ること。 

イ 退院支援委員会に関する業務 

退院支援相談員は、担当する患者について退院に向けた支援を推進するための委員会

（以下「退院支援委員会」という）を、当該患者１人につき月１回以上行うこと。なお、

医療保護入院の者について、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行規則（昭和 2

5 年厚生省令第 31 号）第 15 条の６に基づき行われる医療保護入院者退院支援委員会の開

催をもって、退院支援委員会の開催とみなすことができること。 

ウ 退院調整に関する業務 

患者の退院に向け、居住の場の確保等の退院後の環境にかかる調整を行うとともに、必

要に応じて相談支援事業所等と連携する等、円滑な地域生活への移行を図ること。 

(４) 退院支援委員会の出席者は、以下のとおりとすること。 

ア 当該患者の主治医 

イ 看護職員（当該患者を担当する看護職員が出席することが望ましい） 

ウ 当該患者について指定された退院支援相談員 

エ アからウまで以外の病院の管理者が出席を求める当該病院職員 
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エ ア～ウにかかわらず、クロザピンを新規に導入することを目的として、当該入院料に係

る病棟を有する保険医療機関において、当該保険医療機関の他の病棟（精神科救急入院料、

精神科急性期治療病棟入院料及び精神科救急・合併症入院料を算定する病棟を除く。）か

ら当該病棟に転棟した患者 

(２) 当該入院料は、入院日から起算して３月を限度として算定する。なお、届出を行い、新た

に算定を開始することとなった日から３月以内においては、届出の効力発生前に当該病棟に

新規入院した入院期間が３月以内の患者を、新規患者とみなして算定できる。 

(３)（１）のウに該当する患者については、当該保険医療機関の他の病棟から転棟後、当該病棟

においてクロザピンの投与を開始した日から起算して３月を限度として算定する。ただし、

クロザピンの投与後に投与を中止した場合については、以下の取扱いとする。 

ア クロザピンの副作用等の事由により、投与を中止した場合は、投与中止日から２週間ま

で当該入院料を算定できる。 

イ 患者事由により、投与を中止した場合は、投与中止日まで当該入院料を算定できる。 

(４) 精神科救急・合併症入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、精

神科救急・合併症入院料に含まれ、別に算定できない。 

(５) 精神科救急・合併症入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟に入院した場合

には、精神病棟入院基本料の 15 対１入院基本料を算定する。 

(６) (５)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０７」の小児入院医療管理料の(８)と同様であること。

  

(７) 当該入院料の算定対象となる患者は、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の(７)の例

による。 

(８) 「注３」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(８)から(10)までの例による。 

(９) 「注４」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(11)から(13)までの例による。 

(10) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精

神科救急入院料の(14)から(16)までの例による。 

(11) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算を算定する各病棟における夜勤を行う看護職員

の数は、「基本診療料の施設基準等」の第九の十五の二の（１）のトに定める夜間の看護師

の最小必要数を超えた看護職員３人以上でなければ算定できない。 

Ａ３１１－４ 児童・思春期精神科入院医療管理料 

(１) 児童・思春期精神科入院医療管理料を算定する病棟又は治療室は、児童及び思春期の精神

疾患患者に対して、家庭及び学校関係者等との連携も含めた体制の下に、医師、看護師、精

神保健福祉士及び公認心理師等による集中的かつ多面的な治療が計画的に提供される病棟又

は治療室である。 

(２) 当該入院料の対象は、20 歳未満の精神疾患を有する患者（精神作用物質使用による精神及

び行動の障害の患者並びに知的障害の患者を除く。）である。 

(３) 当該入院料を算定する場合には、医師は看護師、精神保健福祉士及び公認心理師等と協力

し、保護者等と協議の上、別紙様式４又は別紙様式４の２若しくはこれに準ずる様式を用い
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て、詳細な診療計画を作成する。また、作成した診療計画を保護者等に説明の上交付すると

ともにその写しを診療録に添付する。なお、これにより入院診療計画の基準を満たしたもの

とされる。 

(４) 当該入院料を算定する場合には、保護者、学校関係者等に対して面接相談等適切な指導を

適宜行う。 

(５) 児童・思春期精神科入院医療管理に係る算定要件に該当しない患者が当該病棟又は治療室

に入院した場合には、精神病棟入院基本料の特別入院基本料を算定する。 

(６) (５)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０７」の小児入院医療管理料の(８)と同様であること。 

(７) 平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者は、公認心理師と

みなす。 

  ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

  イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

  Ａ３１２ 精神療養病棟入院料 

(１) 精神療養病棟は、主として長期にわたり療養が必要な精神障害患者が入院する病棟として

認められたものであり、医療上特に必要がある場合に限り他の病棟への患者の移動は認めら

れるが、その医療上の必要性について診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載する。 

(２) 精神療養病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、精神療養

病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(３) 当該病棟の入院患者に対して退院に向けた相談支援業務等を行う者（以下「退院支援相談

員」という）は、以下アからウまでの全ての業務を行う。 

ア 退院に向けた相談支援業務 

(イ) 当該患者及びその家族等からの相談に応じ、退院に向けた意欲の喚起等に努めるこ

と。相談を行った場合には、当該相談内容について看護記録等に記録をすること。 

(ロ) 退院に向けた相談支援を行うに当たっては、主治医の指導を受けるとともに、その

他当該患者の治療に関わる者との連携を図ること。 

イ 退院支援委員会に関する業務 

退院支援相談員は、担当する患者について退院に向けた支援を推進するための委員会

（以下「退院支援委員会」という）を、当該患者１人につき月１回以上行うこと。なお、

医療保護入院の者について、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行規則（昭和 2

5 年厚生省令第 31 号）第 15 条の６に基づき行われる医療保護入院者退院支援委員会の開

催をもって、退院支援委員会の開催とみなすことができること。 

ウ 退院調整に関する業務 

患者の退院に向け、居住の場の確保等の退院後の環境にかかる調整を行うとともに、必

要に応じて相談支援事業所等と連携する等、円滑な地域生活への移行を図ること。 

(４) 退院支援委員会の出席者は、以下のとおりとすること。 

ア 当該患者の主治医 

イ 看護職員（当該患者を担当する看護職員が出席することが望ましい） 

ウ 当該患者について指定された退院支援相談員 

エ アからウまで以外の病院の管理者が出席を求める当該病院職員 
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エ ア～ウにかかわらず、クロザピンを新規に導入することを目的として、当該入院料に係

る病棟を有する保険医療機関において、当該保険医療機関の他の病棟（精神科救急入院料、

精神科急性期治療病棟入院料及び精神科救急・合併症入院料を算定する病棟を除く。）か

ら当該病棟に転棟した患者 

(２) 当該入院料は、入院日から起算して３月を限度として算定する。なお、届出を行い、新た

に算定を開始することとなった日から３月以内においては、届出の効力発生前に当該病棟に

新規入院した入院期間が３月以内の患者を、新規患者とみなして算定できる。 

(３)（１）のウに該当する患者については、当該保険医療機関の他の病棟から転棟後、当該病棟

においてクロザピンの投与を開始した日から起算して３月を限度として算定する。ただし、

クロザピンの投与後に投与を中止した場合については、以下の取扱いとする。 

ア クロザピンの副作用等の事由により、投与を中止した場合は、投与中止日から２週間ま

で当該入院料を算定できる。 

イ 患者事由により、投与を中止した場合は、投与中止日まで当該入院料を算定できる。 

(４) 精神科救急・合併症入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、精

神科救急・合併症入院料に含まれ、別に算定できない。 

(５) 精神科救急・合併症入院料に係る算定要件に該当しない患者が、当該病棟に入院した場合

には、精神病棟入院基本料の 15 対１入院基本料を算定する。 

(６) (５)により、区分番号「Ａ１０３」の精神病棟入院基本料の例により算定する場合の費用

の請求については、区分番号「Ａ３０７」の小児入院医療管理料の(８)と同様であること。

  

(７) 当該入院料の算定対象となる患者は、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の(７)の例

による。 

(８) 「注３」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(８)から(10)までの例による。 

(９) 「注４」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(11)から(13)までの例による。 

(10) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精

神科救急入院料の(14)から(16)までの例による。 

(11) 「注５」に規定する看護職員夜間配置加算を算定する各病棟における夜勤を行う看護職員

の数は、「基本診療料の施設基準等」の第九の十五の二の（１）のトに定める夜間の看護師

の最小必要数を超えた看護職員３人以上でなければ算定できない。 

Ａ３１１－４ 児童・思春期精神科入院医療管理料 

(１) 児童・思春期精神科入院医療管理料を算定する病棟又は治療室は、児童及び思春期の精神

疾患患者に対して、家庭及び学校関係者等との連携も含めた体制の下に、医師、看護師、精

神保健福祉士及び公認心理師等による集中的かつ多面的な治療が計画的に提供される病棟又

は治療室である。 

(２) 当該入院料の対象は、20 歳未満の精神疾患を有する患者（精神作用物質使用による精神及

び行動の障害の患者並びに知的障害の患者を除く。）である。 

(３) 当該入院料を算定する場合には、医師は看護師、精神保健福祉士及び公認心理師等と協力

し、保護者等と協議の上、別紙様式４又は別紙様式４の２若しくはこれに準ずる様式を用い
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治療病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(４) 生活機能回復のための訓練及び指導の内容の要点及び実施に要した時間については、診療

録等に記載すること。 

(５) 「注２」の退院調整加算の届出を行っている保険医療機関においては、別紙様式６を参考

として看護師、作業療法士、精神保健福祉士、社会福祉士、公認心理師等の関係職種が連携

して退院支援計画を作成し、退院支援部署による退院調整を行う。 

(６) 「注３」の認知症夜間対応加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとしての届け出た保険医療機関において、当該病棟に夜勤を行う看護要員が３人以上の場

合に算定できる。 

(７) 「注３」の認知症夜間対応加算を算定する病棟は、行動制限を最小化する取組を実施した

上で算定する。取組内容については、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の(14)及び(1

5)の例による。なお、当該加算に係る入院期間の起算日は、第２部入院料等の通則５に規定

する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初日のことをいう。 

(８) 平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者は、公認心理師と

みなす。 

  ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

  イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ３１７ 特定一般病棟入院料 

(１) 特定一般病棟は、医療提供体制の確保の状況に鑑み、自己完結した医療を提供しているが、

医療資源の少ない地域に所在する一般病棟が１病棟から成る保険医療機関の一般病棟であり、

当該病棟に入院した患者について算定する。 

(２) 「注２」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。   

(３) 「注５」に規定する一般病棟看護必要度評価加算は、特定一般病棟入院料を算定する病棟

であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす病棟に入院しており、看護必要度の

測定が行われた患者について算定すること。 

(４) 特定一般病棟入院料を算定する病棟については、「注６」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(５) 「注７」に規定する点数については、地域包括ケア入院医療管理を行うものとして地方厚

生（支）局長に届け出た病室において、急性期治療を経過した患者及び在宅において療養を

行っている患者等の受入れ並びに患者の在宅復帰支援等の地域包括ケアシステムを支える医

療を提供した場合に、特定一般病棟入院料（地域包括ケア１）として 2,432 点、特定一般病

棟入院料（地域包括ケア２）として 2,243 点、特定一般病棟入院料（地域包括ケア３）とし

て 1,983 点又は特定一般病棟入院料（地域包括ケア４）として 1,773 点を算定する。  

Ａ３１８ 地域移行機能強化病棟入院料 

(１) 地域移行機能強化病棟は、当該保険医療機関に１年以上入院している患者又は当該保険医

療機関での入院が１年以上に及ぶ可能性がある患者に対し、退院後に地域で安定的に日常生

活を送るための訓練や支援を集中的に実施し、地域生活への移行を図る病棟であること。 

(２) 地域移行機能強化病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、

地域移行機能強化病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(３) 当該病棟の入院患者には、主治医を含む多職種が共同して、以下の支援を行うこと。この
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オ 当該患者 

カ 当該患者の家族等 

キ 相談支援事業所等の当該精神障害者の退院後の生活環境に関わる者 

なお、オ及びカについては、必要に応じて出席すること。また、キの出席については、当

該患者の同意を得ること。 

(５) 退院支援委員会の開催に当たっては、別紙様式 38 又はこれに準じた様式を用いて会議の

記録を作成し、その写しを診療録等に添付すること。なお、医療保護入院の者について、医

療保護入院者退院支援委員会の開催をもって、退院支援委員会の開催とみなす場合について

は、「医療保護入院者の退院促進に関する措置について(平成 26 年１月 24 日障発 0124 第２

号)」に規定する医療保護入院者退院支援委員会の審議記録の写しを代わりに診療録等に添

付する必要があること。 

(６) 「注３」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(８)から(10)までの例による。 

(７) 「注４」の重症者加算１は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生（支）局長に届け出た病院である保険医療機関であって、算定する日においてＧ

ＡＦ尺度による判定が 30 以下の患者である場合に算定する。 

(８) 「注４」の重症者加算２は、算定する日においてＧＡＦ尺度による判定が 40 以下の患者で

ある場合に算定する。 

(９) ｢注５｣の退院調整加算の届出を行っている保険医療機関においては、別紙様式６を参考と

して看護師、作業療法士、精神保健福祉士、社会福祉士、公認心理師等の関係職種が連携し

て退院支援計画を作成し、退院支援部署による退院調整を行う。 

(10) 「注６」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料

の(７)の例による。 

(11) 平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者は、公認心理師と

みなす。 

  ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

  イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ３１４ 認知症治療病棟入院料 

(１) 認知症治療病棟入院料は、精神症状及び行動異常が特に著しい重度の認知症患者を対象と

した急性期に重点をおいた集中的な認知症治療病棟入院医療を行うため、その体制等が整備

されているものとして、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け

出た保険医療機関の精神病棟に入院している患者について算定する。なお、精神症状及び行

動異常が特に著しい重度の認知症患者とは、ＡＤＬにかかわらず認知症に伴って幻覚、妄想、

夜間せん妄、徘徊、弄便、異食等の症状が著しく、その看護が著しく困難な患者をいう。 

(２) 認知症治療病棟入院医療を行う病棟は重度認知症患者を入院させる施設として特に認めら

れたものであり、他の病棟への移動は医療上特に必要がある場合に限るものとし、単に検査

のために短期間他の病棟に転棟すること等は認められない。 

なお、必要があって他の病棟へ移動した場合は、その医療上の必要性について診療報酬明

細書に詳細に記載すること。 

(３) 認知症治療病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、認知症
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治療病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(４) 生活機能回復のための訓練及び指導の内容の要点及び実施に要した時間については、診療

録等に記載すること。 

(５) 「注２」の退院調整加算の届出を行っている保険医療機関においては、別紙様式６を参考

として看護師、作業療法士、精神保健福祉士、社会福祉士、公認心理師等の関係職種が連携

して退院支援計画を作成し、退院支援部署による退院調整を行う。 

(６) 「注３」の認知症夜間対応加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとしての届け出た保険医療機関において、当該病棟に夜勤を行う看護要員が３人以上の場

合に算定できる。 

(７) 「注３」の認知症夜間対応加算を算定する病棟は、行動制限を最小化する取組を実施した

上で算定する。取組内容については、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の(14)及び(1

5)の例による。なお、当該加算に係る入院期間の起算日は、第２部入院料等の通則５に規定

する起算日のことをいい、入院期間が通算される入院の初日のことをいう。 

(８) 平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者は、公認心理師と

みなす。 

  ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

  イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ３１７ 特定一般病棟入院料 

(１) 特定一般病棟は、医療提供体制の確保の状況に鑑み、自己完結した医療を提供しているが、

医療資源の少ない地域に所在する一般病棟が１病棟から成る保険医療機関の一般病棟であり、

当該病棟に入院した患者について算定する。 

(２) 「注２」の加算に係る入院期間の起算日は、第２部通則５に規定する起算日とする。   

(３) 「注５」に規定する一般病棟看護必要度評価加算は、特定一般病棟入院料を算定する病棟

であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす病棟に入院しており、看護必要度の

測定が行われた患者について算定すること。 

(４) 特定一般病棟入院料を算定する病棟については、「注６」に掲げる入院基本料等加算につ

いて、それぞれの算定要件を満たす場合に算定できる。 

(５) 「注７」に規定する点数については、地域包括ケア入院医療管理を行うものとして地方厚

生（支）局長に届け出た病室において、急性期治療を経過した患者及び在宅において療養を

行っている患者等の受入れ並びに患者の在宅復帰支援等の地域包括ケアシステムを支える医

療を提供した場合に、特定一般病棟入院料（地域包括ケア１）として 2,432 点、特定一般病

棟入院料（地域包括ケア２）として 2,243 点、特定一般病棟入院料（地域包括ケア３）とし

て 1,983 点又は特定一般病棟入院料（地域包括ケア４）として 1,773 点を算定する。  

Ａ３１８ 地域移行機能強化病棟入院料 

(１) 地域移行機能強化病棟は、当該保険医療機関に１年以上入院している患者又は当該保険医

療機関での入院が１年以上に及ぶ可能性がある患者に対し、退院後に地域で安定的に日常生

活を送るための訓練や支援を集中的に実施し、地域生活への移行を図る病棟であること。 

(２) 地域移行機能強化病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、

地域移行機能強化病棟入院料に含まれ、別に算定できない。 

(３) 当該病棟の入院患者には、主治医を含む多職種が共同して、以下の支援を行うこと。この
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オ 当該患者 

カ 当該患者の家族等 

キ 相談支援事業所等の当該精神障害者の退院後の生活環境に関わる者 

なお、オ及びカについては、必要に応じて出席すること。また、キの出席については、当

該患者の同意を得ること。 

(５) 退院支援委員会の開催に当たっては、別紙様式 38 又はこれに準じた様式を用いて会議の

記録を作成し、その写しを診療録等に添付すること。なお、医療保護入院の者について、医

療保護入院者退院支援委員会の開催をもって、退院支援委員会の開催とみなす場合について

は、「医療保護入院者の退院促進に関する措置について(平成 26 年１月 24 日障発 0124 第２

号)」に規定する医療保護入院者退院支援委員会の審議記録の写しを代わりに診療録等に添

付する必要があること。 

(６) 「注３」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の

(８)から(10)までの例による。 

(７) 「注４」の重症者加算１は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生（支）局長に届け出た病院である保険医療機関であって、算定する日においてＧ

ＡＦ尺度による判定が 30 以下の患者である場合に算定する。 

(８) 「注４」の重症者加算２は、算定する日においてＧＡＦ尺度による判定が 40 以下の患者で

ある場合に算定する。 

(９) ｢注５｣の退院調整加算の届出を行っている保険医療機関においては、別紙様式６を参考と

して看護師、作業療法士、精神保健福祉士、社会福祉士、公認心理師等の関係職種が連携し

て退院支援計画を作成し、退院支援部署による退院調整を行う。 

(10) 「注６」に規定する加算の算定に当たっては、区分番号「Ａ１０３」精神病棟入院基本料

の(７)の例による。 

(11) 平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者は、公認心理師と

みなす。 

  ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

  イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

Ａ３１４ 認知症治療病棟入院料 

(１) 認知症治療病棟入院料は、精神症状及び行動異常が特に著しい重度の認知症患者を対象と

した急性期に重点をおいた集中的な認知症治療病棟入院医療を行うため、その体制等が整備

されているものとして、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け

出た保険医療機関の精神病棟に入院している患者について算定する。なお、精神症状及び行

動異常が特に著しい重度の認知症患者とは、ＡＤＬにかかわらず認知症に伴って幻覚、妄想、

夜間せん妄、徘徊、弄便、異食等の症状が著しく、その看護が著しく困難な患者をいう。 

(２) 認知症治療病棟入院医療を行う病棟は重度認知症患者を入院させる施設として特に認めら

れたものであり、他の病棟への移動は医療上特に必要がある場合に限るものとし、単に検査

のために短期間他の病棟に転棟すること等は認められない。 

なお、必要があって他の病棟へ移動した場合は、その医療上の必要性について診療報酬明

細書に詳細に記載すること。 

(３) 認知症治療病棟入院料を算定する日に使用するものとされた投薬に係る薬剤料は、認知症

（ ）（ ） 143142

1
－
⑵
　
③
特
定
入
院
料



 - 107 - 

(ニ) 退院に向けた相談支援を行うに当たっては、主治医、当該患者の治療に関わる者及

び相談支援事業者又は居宅介護支援事業者等の当該精神障害者の退院後の生活環境の

調整に関わる者との連携を図ること。 

イ 退院支援委員会に関する業務 

退院支援相談員は、担当する患者について退院に向けた支援を推進するための委員会

（以下「退院支援委員会」という。）を、当該患者１人につき月１回以上開催し、退院支

援計画の進捗状況について検証すること。また、退院支援委員会の議事の要点を診療録等

に記載すること。 

なお、医療保護入院の者について、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行規則

（昭和 25 年厚生省令第 31 号）第 15 条の６に基づき行われる医療保護入院者退院支援委

員会の開催をもって、退院支援委員会の開催とみなすことができること。この際、「医療

保護入院者の退院促進に関する措置について  (平成 26 年１月 24 日障発 0124 第２号)」

に規定する医療保護入院者退院支援委員会の審議記録の写しを診療録等に添付する必要が

あること。 

ウ 退院調整に関する業務 

患者の退院に向け、居住の場の確保等の退院後の環境に係る調整を行うとともに、必要

に応じて相談支援事業所等と連携する等、円滑な地域生活への移行を図ること。 

エ 退院支援計画の作成及び患者等への説明 

担当する患者について、当該患者の意向や退院支援委員会での議事等を踏まえ、具体的

な支援の内容とスケジュールを明記した退院支援計画を作成すること。退院支援計画の作

成に当たっては、別紙様式６の３又はこれに準ずる様式を用いて作成し、作成した退院支

援計画の内容を患者又はその家族等に文書で説明すること。退院支援計画は、退院支援委

員会の議事等を踏まえ、少なくとも月に１回以上変更の必要性を検討するとともに、変更

が必要な場合には変更点を患者又はその家族等に文書で説明すること。説明に用いた文書

及び退院支援計画の写しを診療録に添付すること。 

(６) 退院支援委員会の出席者は、以下のとおりとすること。  

ア 当該患者の主治医  

イ 看護職員（当該患者を担当する看護職員が出席することが望ましい）  

ウ 当該患者について指定された退院支援相談員  

エ アからウまで以外の病院の管理者が出席を求める当該病院職員  

オ 当該患者  

カ 当該患者の家族等  

キ 指定特定相談支援事業者、指定一般相談支援事業者、居宅介護支援事業者等の当該精神

障害者の退院後の生活環境に関わる者  

なお、オ及びカについては、必要に応じて出席すること。また、キについては、当該患

者の同意が得られない場合を除き、必ず出席を求めること。  

(７) 退院を予定している患者（指定特定相談支援事業者又は居宅介護支援事業者が退院後のサ

ービス等利用計画を作成している患者に限る。）に係る他の保険医療機関における区分番号

「Ｉ００８－２」精神科ショート・ケア又は区分番号「Ｉ００９」精神科デイ・ケアの利用

については、第２部通則５に規定する入院料の基本点数の控除を行わないものとする。 
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うち、アからオまでについては、入院患者全員に行う必要があること。個々の患者に応じた

具体的支援の内容については退院支援委員会で議論し、退院支援計画に記載すること。これ

らの支援については、必要に応じ、退院後の居住先や日中の活動場所を訪問して行う必要が

あること。 

ア 保健所、指定特定相談支援事業所・指定一般相談支援事業所の職員、障害福祉サービス

事業者の職員、ピアサポーター等との定期的な交流機会を通じた退院意欲の喚起 

イ 家事能力や服薬管理等、日常生活に必要な能力を習得する訓練や外出等、地域生活を念

頭に置いた実際的なプログラムの実施 

ウ 退院後の医療の確保に関すること 

(イ) 通院医療機関の確保 

(ロ) 訪問診療及び訪問看護の必要性の検討（必要な場合には、対応可能な医療機関や訪

問看護ステーションも確保） 

(ハ) 薬物療法のアドヒアランスの確認と安定に向けた介入 

エ 居住先に関すること 

(イ) 居住の場の検討と居住先（自宅を含む。）の確保 

(ロ) 居住先等での試験外泊や訓練の実施 

オ 退院後の生活に関すること 

(イ) 障害福祉サービスや介護保険サービス等の利用の必要性の検討 

(ロ) 後見人、補佐人又は補助人の必要性の検討 

(ハ) 退院後の相談支援に応じる者の検討と確保（指定一般相談支援事業者、指定特定相

談支援事業者、市町村の精神保健相談員又は市町村の保健師等） 

(ニ) 症状の悪化時等、トラブル時の対処方法や連絡先の一覧の作成（作成した一覧の写

しを診療録に添付するとともに、患者及び家族等患者の日常生活を支援する者に交付

すること） 

カ その他 

(イ) 市区町村役所での諸手続や居住先で必要な日用品購入等への同行 

(ロ) 適切な日中の活動場所の検討 

(ハ) 活動場所への移動手段に応じた訓練 

(４) 主治医は、当該病棟入院時に、患者と面談し、当該病棟で行われる訓練や治療の内容や目

的等について説明すること。併せて退院時にも、精神症状や日常生活能力の評価及び改善の

可能性、退院後の治療継続の必要性について、患者に説明すること。 

(５) 当該病棟の入院患者に対して退院に向けた相談支援業務等を行う者（以下本項において

「退院支援相談員」という。）は、以下アからエまでの全ての業務を行う。 

ア 退院に向けた意欲の喚起及び個別相談支援業務 

(イ) 月１回以上、当該患者と面談し、本人の意向や退院後の生活に関する疑問等を聴取

し、退院に向けた意欲の喚起に努めること。 

(ロ) (イ)とは別に、当該患者及びその家族等の求めに応じ、随時退院に向けた相談に応

じる機会を設けること。 

(ハ) (イ)及び(ロ)で患者から聴取した内容や、助言・指導の要点を看護記録等に記録を

すること。 
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(ニ) 退院に向けた相談支援を行うに当たっては、主治医、当該患者の治療に関わる者及

び相談支援事業者又は居宅介護支援事業者等の当該精神障害者の退院後の生活環境の

調整に関わる者との連携を図ること。 

イ 退院支援委員会に関する業務 

退院支援相談員は、担当する患者について退院に向けた支援を推進するための委員会

（以下「退院支援委員会」という。）を、当該患者１人につき月１回以上開催し、退院支

援計画の進捗状況について検証すること。また、退院支援委員会の議事の要点を診療録等

に記載すること。 

なお、医療保護入院の者について、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行規則

（昭和 25 年厚生省令第 31 号）第 15 条の６に基づき行われる医療保護入院者退院支援委

員会の開催をもって、退院支援委員会の開催とみなすことができること。この際、「医療

保護入院者の退院促進に関する措置について  (平成 26 年１月 24 日障発 0124 第２号)」

に規定する医療保護入院者退院支援委員会の審議記録の写しを診療録等に添付する必要が

あること。 

ウ 退院調整に関する業務 

患者の退院に向け、居住の場の確保等の退院後の環境に係る調整を行うとともに、必要

に応じて相談支援事業所等と連携する等、円滑な地域生活への移行を図ること。 

エ 退院支援計画の作成及び患者等への説明 

担当する患者について、当該患者の意向や退院支援委員会での議事等を踏まえ、具体的

な支援の内容とスケジュールを明記した退院支援計画を作成すること。退院支援計画の作

成に当たっては、別紙様式６の３又はこれに準ずる様式を用いて作成し、作成した退院支

援計画の内容を患者又はその家族等に文書で説明すること。退院支援計画は、退院支援委

員会の議事等を踏まえ、少なくとも月に１回以上変更の必要性を検討するとともに、変更

が必要な場合には変更点を患者又はその家族等に文書で説明すること。説明に用いた文書

及び退院支援計画の写しを診療録に添付すること。 

(６) 退院支援委員会の出席者は、以下のとおりとすること。  

ア 当該患者の主治医  

イ 看護職員（当該患者を担当する看護職員が出席することが望ましい）  

ウ 当該患者について指定された退院支援相談員  

エ アからウまで以外の病院の管理者が出席を求める当該病院職員  

オ 当該患者  

カ 当該患者の家族等  

キ 指定特定相談支援事業者、指定一般相談支援事業者、居宅介護支援事業者等の当該精神

障害者の退院後の生活環境に関わる者  

なお、オ及びカについては、必要に応じて出席すること。また、キについては、当該患

者の同意が得られない場合を除き、必ず出席を求めること。  

(７) 退院を予定している患者（指定特定相談支援事業者又は居宅介護支援事業者が退院後のサ

ービス等利用計画を作成している患者に限る。）に係る他の保険医療機関における区分番号

「Ｉ００８－２」精神科ショート・ケア又は区分番号「Ｉ００９」精神科デイ・ケアの利用

については、第２部通則５に規定する入院料の基本点数の控除を行わないものとする。 
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うち、アからオまでについては、入院患者全員に行う必要があること。個々の患者に応じた

具体的支援の内容については退院支援委員会で議論し、退院支援計画に記載すること。これ

らの支援については、必要に応じ、退院後の居住先や日中の活動場所を訪問して行う必要が

あること。 

ア 保健所、指定特定相談支援事業所・指定一般相談支援事業所の職員、障害福祉サービス

事業者の職員、ピアサポーター等との定期的な交流機会を通じた退院意欲の喚起 

イ 家事能力や服薬管理等、日常生活に必要な能力を習得する訓練や外出等、地域生活を念

頭に置いた実際的なプログラムの実施 

ウ 退院後の医療の確保に関すること 

(イ) 通院医療機関の確保 

(ロ) 訪問診療及び訪問看護の必要性の検討（必要な場合には、対応可能な医療機関や訪

問看護ステーションも確保） 

(ハ) 薬物療法のアドヒアランスの確認と安定に向けた介入 

エ 居住先に関すること 

(イ) 居住の場の検討と居住先（自宅を含む。）の確保 

(ロ) 居住先等での試験外泊や訓練の実施 

オ 退院後の生活に関すること 

(イ) 障害福祉サービスや介護保険サービス等の利用の必要性の検討 

(ロ) 後見人、補佐人又は補助人の必要性の検討 

(ハ) 退院後の相談支援に応じる者の検討と確保（指定一般相談支援事業者、指定特定相

談支援事業者、市町村の精神保健相談員又は市町村の保健師等） 

(ニ) 症状の悪化時等、トラブル時の対処方法や連絡先の一覧の作成（作成した一覧の写

しを診療録に添付するとともに、患者及び家族等患者の日常生活を支援する者に交付

すること） 

カ その他 

(イ) 市区町村役所での諸手続や居住先で必要な日用品購入等への同行 

(ロ) 適切な日中の活動場所の検討 

(ハ) 活動場所への移動手段に応じた訓練 

(４) 主治医は、当該病棟入院時に、患者と面談し、当該病棟で行われる訓練や治療の内容や目

的等について説明すること。併せて退院時にも、精神症状や日常生活能力の評価及び改善の

可能性、退院後の治療継続の必要性について、患者に説明すること。 

(５) 当該病棟の入院患者に対して退院に向けた相談支援業務等を行う者（以下本項において

「退院支援相談員」という。）は、以下アからエまでの全ての業務を行う。 

ア 退院に向けた意欲の喚起及び個別相談支援業務 

(イ) 月１回以上、当該患者と面談し、本人の意向や退院後の生活に関する疑問等を聴取

し、退院に向けた意欲の喚起に努めること。 

(ロ) (イ)とは別に、当該患者及びその家族等の求めに応じ、随時退院に向けた相談に応

じる機会を設けること。 

(ハ) (イ)及び(ロ)で患者から聴取した内容や、助言・指導の要点を看護記録等に記録を

すること。 

（ ）（ ） 145144
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(８) 精神疾患を有する患者が地域で生活するために必要な保健医療福祉資源の確保に努める

こと。必要な地域資源が十分に確保できない場合には、当該保険医療機関自ら地域資源の

整備に取り組むことが望ましい。 

(９) 「注２」については、区分番号「Ａ３１１」精神科救急入院料の(８)から(10)までの例

により、「注３」については、区分番号「Ａ３１２」精神療養病棟入院料の(７)及び(８)

の例による。 
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第４節 短期滞在手術等基本料 

 

  Ａ４００ 短期滞在手術等基本料 

（１） 短期滞在手術等基本料は、短期滞在手術等（日帰り手術、１泊２日入院による手術及び

４泊５日入院による手術及び検査）を行うための環境及び当該手術を行うために必要な術前

・術後の管理や定型的な検査、画像診断等を包括的に評価したものであり、次に定める要件

を満たしている場合に限り算定できる。 

ア 手術室を使用していること（（４）のア及びイを算定する場合を除く。）。なお、内視

鏡を用いた手術を実施する場合については、内視鏡室を使用してもよい。 

イ 術前に十分な説明を行った上で、別紙様式８を参考にした様式を用いて患者の同意を得

ること。 

ウ 退院翌日に患者の状態を確認する等、十分なフォローアップを行うこと。 

エ 退院後概ね３日間、患者が１時間以内で当該医療機関に来院可能な距離にいること 

（短期滞在手術等基本料３を除く。）。 

（２） 短期滞在手術等基本料を算定した後、当該患者が同一の疾病につき再入院した場合であ

って、当該再入院日が前回入院の退院の日から起算して７日以内である場合は、当該再入院

においては短期滞在手術等基本料を算定せず、第１章基本診療料（第２部第４節短期滞在手

術等基本料を除く。）及び第２章特掲診療料に基づき算定する。 

（３） ＤＰＣ対象病院においては、短期滞在手術等基本料２及び３を算定できない。 

（４） ＤＰＣ対象病院及び診療所を除く保険医療機関において、入院した日から起算して５日

以内に以下の手術又は検査等を行う場合には、特に規定する場合を除き、全ての患者につい

て短期滞在手術等基本料３を算定する。 

ア 「Ｄ２９１－２」小児食物アレルギー負荷検査 

イ 「Ｄ４１３」前立腺針生検法 

ウ 「Ｋ０９３－２」関節鏡下手根管開放手術 

エ 「Ｋ１９６－２」胸腔鏡下交感神経節切除術（両側） 

オ 「Ｋ２８２」水晶体再建術の「１」眼内レンズを挿入する場合の「ロ」その他のもの

（片側） 

カ 「Ｋ２８２」水晶体再建術の「１」眼内レンズを挿入する場合の「ロ」その他のもの

（両側） 

キ 「Ｋ４７４」乳腺腫瘍摘出術の「１」長径５センチメートル未満 

ク 「Ｋ６１６－４」経皮的シャント拡張術・血栓除去術の「１」初回 

ケ 「Ｋ６１６－４」経皮的シャント拡張術・血栓除去術の「２」１の実施後３月以内に実

施する場合 

コ 「Ｋ６１７」下肢静脈瘤手術の「１」抜去切除術 

サ 「Ｋ６１７」下肢静脈瘤手術の「２」硬化療法（一連として） 

シ 「Ｋ６１７」下肢静脈瘤手術の「３」高位結紮術 

ス 「Ｋ６３３」ヘルニア手術の「５」鼠径ヘルニア（３歳未満に限る。） 

セ 「Ｋ６３３」ヘルニア手術の「５」鼠径ヘルニア（３歳以上６歳未満に限る。） 

ソ 「Ｋ６３３」ヘルニア手術の「５」鼠径ヘルニア（６歳以上 15 歳未満に限る。） 
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細書の摘要欄に記載すること。 

(９) 短期滞在手術等基本料を算定している月においては、血液学的検査判断料、生化学的検査

(Ⅰ)判断料又は免疫学的検査判断料は算定できない。ただし、短期滞在手術等基本料３を算

定している月においては、入院日の前日までに行った血液学的検査判断料、生化学的検査

(Ⅰ)判断料又は免疫学的検査判断料はこの限りではない。 

(10) 短期滞在手術等基本料を算定した同一月に心電図検査を算定した場合は、算定の期日にか

かわらず、所定点数の 100 分の 90 の点数で算定する。ただし、短期滞在手術等基本料３を

算定している月においては、退院日の翌日以降に限る。 

(11) 短期滞在手術等基本料１又は２を算定する際、使用したフィルムの費用は、区分番号「Ｅ

４００」のフィルムの所定点数により算定する。 

(12) 同一の部位につき短期滞在手術等基本料１又は２に含まれる写真診断及び撮影と同時に２

枚以上のフィルムを使用して同一の方法により撮影を行った場合における第２枚目から第５

枚目までの写真診断及び撮影の費用は、それぞれの所定点数の 100 分の 50 に相当する点数

で別に算定できるものとする。なお、第６枚目以後の写真診断及び撮影の費用については算

定できない。 

(13) 短期滞在手術等基本料１の届出を行った保険医療機関が、短期滞在手術等基本料の対象と

なる手術を行った場合であって入院基本料を算定する場合には、短期滞在手術等基本料を算

定しない詳細な理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(14) 短期滞在手術等基本料１及び２を算定する場合、実施した当該基本料の対象手術を診療報

酬明細書の摘要欄に記載すること。 
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タ 「Ｋ６３３」ヘルニア手術の「５」鼠径ヘルニア（15 歳以上に限る。） 

チ 「Ｋ６３４」腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側）（３歳未満に限る。） 

ツ 「Ｋ６３４」腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側）（３歳以上６歳未満に限る。） 

テ 「Ｋ６３４」腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側）（６歳以上 15 歳未満に限る。） 

ト 「Ｋ６３４」腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側）（15 歳以上に限る。） 

ナ 「Ｋ７２１」内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術の「１」長径２センチメートル未満 

ニ 「Ｋ７２１」内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術の「２」長径２センチメートル以上 

ヌ 「Ｋ７４３」痔核手術（脱肛を含む。）の「２」硬化療法(四段階注射法によるもの) 

ネ 「Ｋ７６８」体外衝撃波腎・尿管結石破砕術（一連につき） 

ノ 「Ｋ８６７」子宮頸部(腟部)切除術 

ハ 「Ｍ００１－２」ガンマナイフによる定位放射線治療 

(５) 以下のアからエまでに該当する場合は、短期滞在手術等基本料３を算定しない。なお、イ

及びウについては、例えば眼科で同一の手術を両眼に実施した場合等、同一の手術又は検査

を複数回実施する場合は含まれない。また、エについては、手術又は検査を実施した保険医

療機関、転院先の保険医療機関ともに短期滞在手術等基本料３を算定しない。 

ア 特別入院基本料及び月平均夜勤時間超過減算を算定する保険医療機関の場合 

イ 入院した日から起算して５日以内に（４）のアからハまでに掲げる検査、手術又は放射

線治療の中から２以上を実施した場合 

ウ 入院した日から起算して５日以内に（４）のアからハまでに掲げる検査、手術又は放射

線治療に加えて、手術（第２章特掲診療料第 10 部手術に掲げるもの）を実施した場合 

エ 入院した日から起算して５日以内に（４）のアからヒまでに掲げる検査、手術又は放射

線治療を実施した後、入院した日から起算して５日以内に他の保険医療機関に転院した場

合 

(６) 短期滞在手術等基本料３を算定する場合は、当該患者に対して行った第２章第２部第２節

在宅療養指導管理料、第３節薬剤料、第４節特定保険医療材料料、区分番号「Ｊ０３８」に

掲げる人工腎臓及び退院時の投薬に係る薬剤料（第２章第５部第３節薬剤料に掲げる各所定

点数をいう。）並びに別に厚生労働大臣が定める除外薬剤・注射薬の費用を除き、医科点数

表に掲げる全ての項目について、別に算定できない。また、入院中の患者に対して使用する

薬剤は、入院医療機関が入院中に処方することが原則であり、入院が予定されている場合に、

当該入院の契機となる傷病の治療に係るものとして、あらかじめ当該又は他の保険医療機関

等で処方された薬剤を患者に持参させ、入院医療機関が使用することは特別な理由がない限

り認められない（やむを得ず患者が持参した薬剤を入院中に使用する場合については、当該

特別な理由を診療録に記載すること。）。 

(７) 短期滞在手術等基本料３を算定する患者について、６日目以降においても入院が必要な場

合には、６日目以降の療養に係る費用は、第１章基本診療料（第２部第４節短期滞在手術等

基本料を除く。）及び第２章特掲診療料に基づき算定すること。 

(８) 短期滞在手術を行うことを目的として本基本料１又は２に包括されている検査及び当該検

査項目等に係る判断料並びに画像診断項目を実施した場合の費用は短期滞在手術等基本料１

又は２に含まれ、別に算定できない。ただし、当該手術の実施とは別の目的で当該検査又は

画像診断項目を実施した場合は、この限りでない。この場合において、その旨を診療報酬明
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細書の摘要欄に記載すること。 

(９) 短期滞在手術等基本料を算定している月においては、血液学的検査判断料、生化学的検査

(Ⅰ)判断料又は免疫学的検査判断料は算定できない。ただし、短期滞在手術等基本料３を算

定している月においては、入院日の前日までに行った血液学的検査判断料、生化学的検査

(Ⅰ)判断料又は免疫学的検査判断料はこの限りではない。 

(10) 短期滞在手術等基本料を算定した同一月に心電図検査を算定した場合は、算定の期日にか

かわらず、所定点数の 100 分の 90 の点数で算定する。ただし、短期滞在手術等基本料３を

算定している月においては、退院日の翌日以降に限る。 

(11) 短期滞在手術等基本料１又は２を算定する際、使用したフィルムの費用は、区分番号「Ｅ

４００」のフィルムの所定点数により算定する。 

(12) 同一の部位につき短期滞在手術等基本料１又は２に含まれる写真診断及び撮影と同時に２

枚以上のフィルムを使用して同一の方法により撮影を行った場合における第２枚目から第５

枚目までの写真診断及び撮影の費用は、それぞれの所定点数の 100 分の 50 に相当する点数

で別に算定できるものとする。なお、第６枚目以後の写真診断及び撮影の費用については算

定できない。 

(13) 短期滞在手術等基本料１の届出を行った保険医療機関が、短期滞在手術等基本料の対象と

なる手術を行った場合であって入院基本料を算定する場合には、短期滞在手術等基本料を算

定しない詳細な理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(14) 短期滞在手術等基本料１及び２を算定する場合、実施した当該基本料の対象手術を診療報

酬明細書の摘要欄に記載すること。 
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タ 「Ｋ６３３」ヘルニア手術の「５」鼠径ヘルニア（15 歳以上に限る。） 

チ 「Ｋ６３４」腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側）（３歳未満に限る。） 

ツ 「Ｋ６３４」腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側）（３歳以上６歳未満に限る。） 

テ 「Ｋ６３４」腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側）（６歳以上 15 歳未満に限る。） 

ト 「Ｋ６３４」腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側）（15 歳以上に限る。） 

ナ 「Ｋ７２１」内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術の「１」長径２センチメートル未満 

ニ 「Ｋ７２１」内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術の「２」長径２センチメートル以上 

ヌ 「Ｋ７４３」痔核手術（脱肛を含む。）の「２」硬化療法(四段階注射法によるもの) 

ネ 「Ｋ７６８」体外衝撃波腎・尿管結石破砕術（一連につき） 

ノ 「Ｋ８６７」子宮頸部(腟部)切除術 

ハ 「Ｍ００１－２」ガンマナイフによる定位放射線治療 

(５) 以下のアからエまでに該当する場合は、短期滞在手術等基本料３を算定しない。なお、イ

及びウについては、例えば眼科で同一の手術を両眼に実施した場合等、同一の手術又は検査

を複数回実施する場合は含まれない。また、エについては、手術又は検査を実施した保険医

療機関、転院先の保険医療機関ともに短期滞在手術等基本料３を算定しない。 

ア 特別入院基本料及び月平均夜勤時間超過減算を算定する保険医療機関の場合 

イ 入院した日から起算して５日以内に（４）のアからハまでに掲げる検査、手術又は放射

線治療の中から２以上を実施した場合 

ウ 入院した日から起算して５日以内に（４）のアからハまでに掲げる検査、手術又は放射

線治療に加えて、手術（第２章特掲診療料第 10 部手術に掲げるもの）を実施した場合 

エ 入院した日から起算して５日以内に（４）のアからヒまでに掲げる検査、手術又は放射

線治療を実施した後、入院した日から起算して５日以内に他の保険医療機関に転院した場

合 

(６) 短期滞在手術等基本料３を算定する場合は、当該患者に対して行った第２章第２部第２節

在宅療養指導管理料、第３節薬剤料、第４節特定保険医療材料料、区分番号「Ｊ０３８」に

掲げる人工腎臓及び退院時の投薬に係る薬剤料（第２章第５部第３節薬剤料に掲げる各所定

点数をいう。）並びに別に厚生労働大臣が定める除外薬剤・注射薬の費用を除き、医科点数

表に掲げる全ての項目について、別に算定できない。また、入院中の患者に対して使用する

薬剤は、入院医療機関が入院中に処方することが原則であり、入院が予定されている場合に、

当該入院の契機となる傷病の治療に係るものとして、あらかじめ当該又は他の保険医療機関

等で処方された薬剤を患者に持参させ、入院医療機関が使用することは特別な理由がない限

り認められない（やむを得ず患者が持参した薬剤を入院中に使用する場合については、当該

特別な理由を診療録に記載すること。）。 

(７) 短期滞在手術等基本料３を算定する患者について、６日目以降においても入院が必要な場

合には、６日目以降の療養に係る費用は、第１章基本診療料（第２部第４節短期滞在手術等

基本料を除く。）及び第２章特掲診療料に基づき算定すること。 

(８) 短期滞在手術を行うことを目的として本基本料１又は２に包括されている検査及び当該検

査項目等に係る判断料並びに画像診断項目を実施した場合の費用は短期滞在手術等基本料１

又は２に含まれ、別に算定できない。ただし、当該手術の実施とは別の目的で当該検査又は

画像診断項目を実施した場合は、この限りでない。この場合において、その旨を診療報酬明
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第２章 特掲診療料

第１部 医学管理等

区分

Ｂ０００ 特定疾患療養管理料

１ 診療所の場合 225点

２ 許可病床数が100床未満の病院の場合 147点

３ 許可病床数が100床以上200床未満の病院の場合 87点

注１ 別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とする患者に対して、治療計画に基づき

療養上必要な管理を行った場合に、月２回に限り算定する。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った管理又は当該初

診の日から１月以内に行った管理の費用は、初診料に含まれるものとする。

３ 入院中の患者に対して行った管理又は退院した患者に対して退院の日から起算

して１月以内に行った管理の費用は、第１章第２部第１節に掲げる入院基本料に

含まれるものとする。

４ 第２部第２節第１款在宅療養指導管理料の各区分に掲げる指導管理料又は区分

番号Ｂ００１の８に掲げる皮膚科特定疾患指導管理料を算定すべき指導管理を受

けている患者に対して行った管理の費用は、各区分に掲げるそれぞれの指導管理

料に含まれるものとする。

５ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料

を算定する際に特定疾患療養管理料を算定すべき医学管理を情報通信機器を用い

て行った場合は、注１の規定にかかわらず、所定点数に代えて、特定疾患療養管

理料（情報通信機器を用いた場合）として、月１回に限り100点を算定する。

Ｂ００１ 特定疾患治療管理料

１ ウイルス疾患指導料

イ ウイルス疾患指導料１ 240点

ロ ウイルス疾患指導料２ 330点

注１ イについては、肝炎ウイルス疾患又は成人Ｔ細胞白血病に罹患している患者
り

に対して、ロについては、後天性免疫不全症候群に罹患している患者に対して
り

、それぞれ療養上必要な指導及び感染予防に関する指導を行った場合に、イに

ついては患者１人につき１回に限り、ロについては患者１人につき月１回に限

り算定する。ただし、区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管理料を算定し

ている患者については算定しない。

２ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、ロの指導が行われる場合は、220点を所

定点数に加算する。

２ 特定薬剤治療管理料

イ 特定薬剤治療管理料１ 470点

ロ 特定薬剤治療管理料２ 100点

注１ イについては、ジギタリス製剤又は抗てんかん剤を投与している患者、免疫

抑制剤を投与している臓器移植後の患者その他別に厚生労働大臣が定める患者

に対して、薬物血中濃度を測定して計画的な治療管理を行った場合に算定する

。

２ イについては、同一の患者につき特定薬剤治療管理料を算定すべき測定及び

計画的な治療管理を月２回以上行った場合においては、特定薬剤治療管理料は

１回に限り算定することとし、第１回の測定及び計画的な治療管理を行ったと

きに算定する。

３ イについては、ジギタリス製剤の急速飽和を行った場合又はてんかん重積状

態の患者に対して、抗てんかん剤の注射等を行った場合は、所定点数にかかわ
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らず、１回に限り740点を特定薬剤治療管理料１として算定する。

４ イについては、抗てんかん剤又は免疫抑制剤を投与している患者以外の患者

に対して行った薬物血中濃度の測定及び計画的な治療管理のうち、４月目以降

のものについては、所定点数の100分の50に相当する点数により算定する。

５ イについては、てんかんの患者であって、２種類以上の抗てんかん剤を投与

されているものについて、同一暦月に血中の複数の抗てんかん剤の濃度を測定

し、その測定結果に基づき、個々の投与量を精密に管理した場合は、当該管理

を行った月において、２回に限り所定点数を算定できる。

６ イについては、臓器移植後の患者に対して、免疫抑制剤の投与を行った場合

は、臓器移植を行った日の属する月を含め３月に限り、2,740点を所定点数に

加算する。

７ イについては、入院中の患者であって、バンコマイシンを投与しているもの

に対して、同一暦月に血中のバンコマイシンの濃度を複数回測定し、その測定

結果に基づき、投与量を精密に管理した場合は、１回目の特定薬剤治療管理料

を算定すべき月に限り、530点を所定点数に加算する。

８ イについては、注６及び注７に規定する患者以外の患者に対して、特定薬剤

治療管理に係る薬剤の投与を行った場合は、１回目の特定薬剤治療管理料を算

定すべき月に限り、280点を所定点数に加算する。

９ イについては、ミコフェノール酸モフェチルを投与している臓器移植後の患

者であって、２種類以上の免疫抑制剤を投与されているものについて、医師が

必要と認め、同一暦月に血中の複数の免疫抑制剤の濃度を測定し、その測定結

果に基づき、個々の投与量を精密に管理した場合は、６月に１回に限り250点

を所定点数に加算する。

10 イについては、エベロリムスを投与している臓器移植後の患者であって、２

種類以上の免疫抑制剤を投与されているものについて、医師が必要と認め、同

一暦月に血中の複数の免疫抑制剤の濃度を測定し、その測定結果に基づき、個

々の投与量を精密に管理した場合は、エベロリムスの初回投与を行った日の属

する月を含め３月に限り月１回、４月目以降は４月に１回に限り250点を所定

点数に加算する。

11 ロについては、サリドマイド及びその誘導体を投与している患者について、

服薬に係る安全管理の遵守状況を確認し、その結果を所定の機関に報告する等

により、投与の妥当性を確認した上で、必要な指導等を行った場合に月１回に

限り所定点数を算定する。

３ 悪性腫瘍特異物質治療管理料

イ 尿中ＢＴＡに係るもの 220点

ロ その他のもの

１項目の場合 360点( 1 )

２項目以上の場合 400点( 2 )

注１ イについては、悪性腫瘍の患者に対して、尿中ＢＴＡに係る検査を行い、そ

の結果に基づいて計画的な治療管理を行った場合に、月１回に限り第１回の検

査及び治療管理を行ったときに算定する。

２ ロについては、悪性腫瘍の患者に対して、区分番号Ｄ００９に掲げる腫瘍マ

ーカーに係る検査（注１に規定する検査を除く。）のうち１又は２以上の項目

を行い、その結果に基づいて計画的な治療管理を行った場合に、月１回に限り

第１回の検査及び治療管理を行ったときに算定する。

３ 注２に規定する悪性腫瘍特異物質治療管理に係る腫瘍マーカーの検査を行っ

た場合は、１回目の悪性腫瘍特異物質治療管理料を算定すべき月に限り、150

点をロの所定点数に加算する。ただし、当該月の前月に腫瘍マーカーの所定点

数を算定している場合は、この限りでない。

（ ）（ ） 153152

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



４ 注１に規定する検査及び治療管理並びに注２に規定する検査及び治療管理を

同一月に行った場合にあっては、ロの所定点数のみにより算定する。

５ 腫瘍マーカーの検査に要する費用は所定点数に含まれるものとする。

６ 注１及び注２に規定されていない腫瘍マーカーの検査及び計画的な治療管理

であって特殊なものに要する費用は、注１又は注２に掲げられている腫瘍マー

カーの検査及び治療管理のうち、最も近似するものの所定点数により算定する

。

４ 小児特定疾患カウンセリング料

イ 医師による場合

月の１回目 500点( 1 )

月の２回目 400点( 2 )

ロ 公認心理師による場合 200点

注 小児科又は心療内科を標榜する保険医療機関において、小児科若しくは心療内
ぼう

科を担当する医師又は医師の指示を受けた公認心理師が、別に厚生労働大臣が定

める患者であって入院中以外のものに対して、療養上必要なカウンセリングを同

一月内に１回以上行った場合に、２年を限度として月２回に限り算定する。ただ

し、区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管理料、区分番号Ｉ００２に掲げる

通院・在宅精神療法又は区分番号Ｉ００４に掲げる心身医学療法を算定している

患者については算定しない。

５ 小児科療養指導料 270点

注１ 小児科を標榜する保険医療機関において、慢性疾患であって生活指導が特に
ぼう

必要なものを主病とする15歳未満の患者であって入院中以外のものに対して、

必要な生活指導を継続して行った場合に、月１回に限り算定する。ただし、区

分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管理料、区分番号Ｂ００１の７に掲げる

難病外来指導管理料又は区分番号Ｂ００１の18に掲げる小児悪性腫瘍患者指導

管理料を算定している患者については算定しない。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指導又は当該

初診の日の同月内に行った指導の費用は、初診料に含まれるものとする。

３ 入院中の患者に対して行った指導又は退院した患者に対して退院の日から起

算して１月以内に行った指導の費用は、第１章第２部第１節に掲げる入院基本

料に含まれるものとする。

４ 第２部第２節第１款在宅療養指導管理料の各区分に掲げる指導管理料又は区

分番号Ｂ００１の８に掲げる皮膚科特定疾患指導管理料を算定すべき指導管理

を受けている患者に対して行った指導の費用は、各区分に掲げるそれぞれの指

導管理料に含まれるものとする。

５ 人工呼吸器管理の適応となる患者と病状、治療方針等について話し合い、当

該患者に対し、その内容を文書により提供した場合は、人工呼吸器導入時相談

支援加算として、当該内容を文書により提供した日の属する月から起算して１

月を限度として、１回に限り、500点を所定点数に加算する。

６ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診

療料を算定する際に小児科療養指導料を算定すべき医学管理を情報通信機器を

用いて行った場合は、注１の規定にかかわらず、所定点数に代えて、小児科療

養指導料（情報通信機器を用いた場合）として、月１回に限り100点を算定す

る。

６ てんかん指導料 250点

注１ 小児科、神経科、神経内科、精神科、脳神経外科又は心療内科を標榜する保
ぼう

険医療機関において、その標榜する診療科を担当する医師が、てんかん（外傷
ぼう

性のものを含む。）の患者であって入院中以外のものに対して、治療計画に基
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づき療養上必要な指導を行った場合に、月１回に限り算定する。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指導又は当該

初診の日から１月以内に行った指導の費用は、初診料に含まれるものとする。

３ 退院した患者に対して退院の日から起算して１月以内に指導を行った場合に

おける当該指導の費用は、第１章第２部第１節に掲げる入院基本料に含まれる

ものとする。

４ 区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管理料、区分番号Ｂ００１の５に掲

げる小児科療養指導料又は区分番号Ｂ００１の18に掲げる小児悪性腫瘍患者指

導管理料を算定している患者については算定しない。

５ 第２部第２節第１款在宅療養指導管理料の各区分に掲げる指導管理料を算定

すべき指導管理を受けている患者に対して行った指導の費用は、各区分に掲げ

るそれぞれの指導管理料に含まれるものとする。

６ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診

療料を算定する際にてんかん指導料を算定すべき医学管理を情報通信機器を用

いて行った場合は、注１の規定にかかわらず、所定点数に代えて、てんかん指

導料（情報通信機器を用いた場合）として、月１回に限り100点を算定する。

７ 難病外来指導管理料 270点

注１ 入院中の患者以外の患者であって別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とす

るものに対して、計画的な医学管理を継続して行い、かつ、治療計画に基づき

療養上必要な指導を行った場合に、月１回に限り算定する。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指導又は当該

初診の日から１月以内に行った指導の費用は、初診料に含まれるものとする。

３ 退院した患者に対して退院の日から起算して１月以内に指導を行った場合に

おける当該指導の費用は、第１章第２部第１節に掲げる入院基本料に含まれる

ものとする。

４ 区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管理料又は区分番号Ｂ００１の８に

掲げる皮膚科特定疾患指導管理料を算定している患者については算定しない。

５ 人工呼吸器管理の適応となる患者と病状、治療方針等について話し合い、当

該患者に対し、その内容を文書により提供した場合は、人工呼吸器導入時相談

支援加算として、当該内容を文書により提供した日の属する月から起算して１

月を限度として、１回に限り、500点を所定点数に加算する。

６ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診

療料を算定する際に難病外来指導管理料を算定すべき医学管理を情報通信機器

を用いて行った場合は、注１の規定にかかわらず、所定点数に代えて、難病外

来指導管理料（情報通信機器を用いた場合）として、月１回に限り100点を算

定する。

８ 皮膚科特定疾患指導管理料

イ 皮膚科特定疾患指導管理料 250点(Ⅰ)

ロ 皮膚科特定疾患指導管理料 100点(Ⅱ)

注１ 皮膚科又は皮膚泌尿器科を標榜する保険医療機関において、皮膚科又は皮膚
ぼう

泌尿器科を担当する医師が、別に厚生労働大臣が定める疾患に罹患している患
り

者に対して、計画的な医学管理を継続して行い、かつ、療養上必要な指導を行

った場合に、当該疾患の区分に従い、それぞれ月１回に限り算定する。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指導又は当該

初診の日から１月以内に行った指導の費用は、初診料に含まれるものとする。

３ 入院中の患者に対して指導を行った場合又は退院した患者に対して退院の日

から１月以内に指導を行った場合における当該指導の費用は、第１章第２部第
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１節に掲げる入院基本料に含まれるものとする。

９ 外来栄養食事指導料

イ 外来栄養食事指導料１

初回 260点( 1 )

２回目以降( 2 )

① 対面で行った場合 200点

② 情報通信機器を用いた場合 180点

ロ 外来栄養食事指導料２

初回 250点( 1 )

２回目以降 190点( 2 )

注１ イの 及び の①については、入院中の患者以外の患者であって、別に厚( 1 ) ( 2 )

生労働大臣が定めるものに対して、保険医療機関の医師の指示に基づき当該保

険医療機関の管理栄養士が具体的な献立等によって指導を行った場合に、初回

の指導を行った月にあっては月２回に限り、その他の月にあっては月１回に限

り算定する。

２ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、外来化学療法を実施している悪性腫瘍の

患者に対して、医師の指示に基づき当該保険医療機関の管理栄養士が具体的な

献立等によって月２回以上の指導を行った場合に限り、月の２回目の指導時に

イの の①の点数を算定する。ただし、外来化学療法加算を算定した日と同( 2 )

日であること。

３ イの の②については、保険医療機関の医師の指示に基づき当該保険医療( 2 )

機関の管理栄養士が電話又は情報通信機器等によって必要な指導を行った場合

に、月１回に限り算定する。

４ ロについては、診療所において、入院中の患者以外の患者であって、別に厚

生労働大臣が定めるものに対して、保険医療機関の医師の指示に基づき当該保

険医療機関以外の管理栄養士が具体的な献立等によって指導を行った場合に、

初回の指導を行った月にあっては月２回に限り、その他の月にあっては月１回

に限り算定する。

10 入院栄養食事指導料（週１回）

イ 入院栄養食事指導料１

初回 260点( 1 )

２回目 200点( 2 )

ロ 入院栄養食事指導料２

初回 250点( 1 )

２回目 190点( 2 )

注１ イについては、入院中の患者であって、別に厚生労働大臣が定めるものに対

して、保険医療機関の医師の指示に基づき当該保険医療機関の管理栄養士が具

体的な献立等によって指導を行った場合に、入院中２回に限り算定する。

２ ロについては、診療所において、入院中の患者であって、別に厚生労働大臣

が定めるものに対して、保険医療機関の医師の指示に基づき当該保険医療機関

以外の管理栄養士が具体的な献立等によって指導を行った場合に、入院中２回

に限り算定する。

３ 別に厚生労働大臣が定める患者に対して、退院後の栄養食事管理について指

導するとともに、入院中の栄養管理に関する情報を示す文書を用いて患者に説

明し、これを他の保険医療機関、介護老人保健施設等又は障害者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援する法律（平成17年法律第123号）第34条第１項に

規定する指定障害者支援施設等若しくは児童福祉法第42条第１号に規定する福

祉型障害児入所施設の医師又は管理栄養士と共有した場合に、入院中１回に限

（ ）（ ） 157156

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



り、栄養情報提供加算として50点を所定点数に加算する。この場合において、

区分番号Ｂ００５に掲げる退院時共同指導料２は別に算定できない。

11 集団栄養食事指導料 80点

注 別に厚生労働大臣が定める特別食を必要とする複数の患者に対して、保険医療

機関の医師の指示に基づき当該保険医療機関の管理栄養士が栄養指導を行った場

合に、患者１人につき月１回に限り算定する。

12 心臓ペースメーカー指導管理料

イ 着用型自動除細動器による場合 360点

ロ ペースメーカーの場合 300点

ハ 植込型除細動器又は両室ペーシング機能付き植込型除細動器の場合 520点

注１ 体内植込式心臓ペースメーカー等を使用している患者（ロについては入院中

の患者以外のものに限る。）に対して、療養上必要な指導を行った場合に、１

月に１回に限り算定する。

２ 区分番号Ｋ５９７に掲げるペースメーカー移植術、区分番号Ｋ５９８に掲げ

る両心室ペースメーカー移植術、区分番号Ｋ５９９に掲げる植込型除細動器移

植術又は区分番号Ｋ５９９－３に掲げる両室ペーシング機能付き植込型除細動

器移植術を行った日から起算して３月以内の期間に行った場合には、導入期加

算として、140点を所定点数に加算する。

３ 区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管理料を算定している患者について

は算定しない。

４ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、当該患

者（イを算定する場合に限る。）に対して、植込型除細動器の適応の可否が確

定するまでの期間等に使用する場合に限り、初回算定日の属する月から起算し

て３月を限度として、月１回に限り、植込型除細動器移行期加算として、

31,510点を所定点数に加算する。

５ ロ又はハを算定する患者について、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適

合しているものとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、前回

受診月の翌月から今回受診月の前日までの期間、遠隔モニタリングを用いて療

養上必要な指導を行った場合は、遠隔モニタリング加算として、それぞれ260

点又は480点に当該期間の月数（当該指導を行った月に限り、11月を限度とす

る。）を乗じて得た点数を、所定点数に加算する。

13 在宅療養指導料 170点

注１ 第２部第２節第１款在宅療養指導管理料の各区分に掲げる指導管理料を算定

すべき指導管理を受けている患者又は器具を装着しておりその管理に配慮を必

要とする患者に対して、医師の指示に基づき保健師、助産師又は看護師が在宅

療養上必要な指導を個別に行った場合に、患者１人につき月１回（初回の指導

を行った月にあっては、月２回）に限り算定する。

２ １回の指導時間は30分を超えるものでなければならないものとする。

14 高度難聴指導管理料

イ 区分番号Ｋ３２８に掲げる人工内耳植込術を行った日から起算して３月以内の

期間に行った場合 500点

ロ イ以外の場合 420点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、高度難

聴の患者に対して必要な療養上の指導を行った場合に算定する。

２ 区分番号Ｋ３２８に掲げる人工内耳植込術を行った患者については月１回に

限り、その他の患者については１回に限り算定する。

３ 区分番号Ｋ３２８に掲げる人工内耳植込術を行った患者に対して、人工内耳

用音声信号処理装置の機器調整を行った場合は、人工内耳機器調整加算として

６歳未満の乳幼児については３月に１回に限り、６歳以上の患者については６
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月に１回に限り800点を所定点数に加算する。

15 慢性維持透析患者外来医学管理料 2,250点

注１ 入院中の患者以外の慢性維持透析患者に対して検査の結果に基づき計画的な

医学管理を行った場合に、月１回に限り算定する。

２ 第３部検査及び第４部画像診断のうち次に掲げるものは所定点数に含まれる

ものとし、また、区分番号Ｄ０２６に掲げる尿・糞便等検査判断料、血液学的
ふん

検査判断料、生化学的検査 判断料、生化学的検査 判断料又は免疫学的検(Ⅰ) (Ⅱ)

査判断料は別に算定できないものとする。

イ 尿中一般物質定性半定量検査

ロ 尿沈渣（鏡検法）
さ

ハ 糞便検査
ふん

糞便中ヘモグロビン定性
ふん

ニ 血液形態・機能検査

赤血球沈降速度（ＥＳＲ）、網赤血球数、末 梢 血液一般検査、末 梢 血液
しよう しよう

Ｃ Ｃ像（自動機械法）、末 梢 血液像（鏡検法）、ヘモグロビンＡ１ （ＨbＡ１
しよう

）

ホ 出血・凝固検査

出血時間

ヘ 血液化学検査

総ビリルビン、総蛋白、アルブミン（ＢＣＰ改良法・ＢＣＧ法）、尿素窒
たん

素、クレアチニン、尿酸、グルコース、乳酸デヒドロゲナーゼ（ＬＤ）、ア

ルカリホスファターゼ（ＡＬＰ）、コリンエステラーゼ（ＣhＥ）、アミラ

ーゼ、γ－グルタミルトランスフェラーゼ（γ－ＧＴ）、ロイシンアミノペ

プチダーゼ（ＬＡＰ）、クレアチンキナーゼ（ＣＫ）、中性脂肪、ナトリウ

ム及びクロール、カリウム、カルシウム、鉄（Ｆe）、マグネシウム、無機

リン及びリン酸、総コレステロール、アスパラギン酸アミノトランスフェラ

ーゼ（ＡＳＴ）、アラニンアミノトランスフェラーゼ（ＡＬＴ）、グリコア

ルブミン、１，５－アンヒドロ－Ｄ－グルシトール（１，５ＡＧ）、１，25

―ジヒドロキシビタミンＤ 、ＨＤＬ－コレステロール、ＬＤＬ－コレステ３

ロール、不飽和鉄結合能（ＵＩＢＣ）（比色法）、総鉄結合能（ＴＩＢＣ）

（比色法）、蛋白分画、血液ガス分析、アルミニウム（Ａｌ）、フェリチン
たん

半定量、フェリチン定量、シスタチンＣ、ペントシジン

ト 内分泌学的検査

トリヨードサイロニン（Ｔ ）、サイロキシン（Ｔ ）、甲状腺刺激ホルモ３ ４

ン（ＴＳＨ）、副甲状腺ホルモン（ＰＴＨ）、遊離トリヨードサイロニン（

ＦＴ ）、Ｃ－ペプチド（ＣＰＲ）、遊離サイロキシン（ＦＴ ）、カルシト３ ４

ニン、心房性Ｎａ利尿ペプチド（ＡＮＰ）、脳性Ｎａ利尿ペプチド（ＢＮＰ

）

チ 感染症免疫学的検査

梅毒血清反応（ＳＴＳ）定性、梅毒血清反応（ＳＴＳ）半定量、梅毒血清

反応（ＳＴＳ）定量

リ 肝炎ウイルス関連検査

ＨＢｓ抗原、ＨＢｓ抗体、ＨＣＶ抗体定性・定量

ヌ 血 漿 蛋白免疫学的検査
しようたん

Ｃ反応性蛋白（ＣＲＰ）、血清補体価（ＣＨ ）、免疫グロブリン、Ｃ 、50 ３

たん

Ｃ 、トランスフェリン（Ｔｆ）、β －マイクログロブリン４ ２

ル 心電図検査

ヲ 写真診断

単純撮影（胸部）
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ワ 撮影

単純撮影（胸部）

３ 腎代替療法に関して別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているもの

として地方厚生局長等に届け出た保険医療機関においては、腎代替療法実績加

算として、100点を所定点数に加算する。

16 喘息治療管理料
ぜん

イ 喘息治療管理料１
ぜん

１月目 75点( 1 )

２月目以降 25点(２)

ロ 喘息治療管理料２ 280点
ぜん

注１ イについては、入院中の患者以外の喘息の患者に対して、ピークフローメー
ぜん

ターを用いて計画的な治療管理を行った場合に、月１回に限り算定する。

２ イについては、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、重度喘息である20歳以上
ぜん

の患者（中等度以上の発作により当該保険医療機関に緊急受診（区分番号Ａ０

００に掲げる初診料の注７、区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注５又は区分

番号Ａ００２に掲げる外来診療料の注８に規定する加算を算定したものに限る

。）した回数が過去１年間に３回以上あるものに限る。）に対して、治療計画

を策定する際に、日常の服薬方法、急性増悪時における対応方法について、そ

の指導内容を文書により交付し、週１回以上ピークフローメーターに加え一秒

量等計測器を用い、検査値等を報告させた上で管理した場合に、重度喘息患者
ぜん

治療管理加算として、次に掲げる点数を月１回に限り加算する。

イ １月目 2,525点

ロ ２月目以降６月目まで 1,975点

３ ロについては、入院中の患者以外の喘息の患者（６歳未満又は65歳以上のも
ぜん

のに限る。）であって、吸入ステロイド薬を服用する際に吸入補助器具を必要

とするものに対して、吸入補助器具を用いた服薬指導等を行った場合に、初回

に限り算定する。

17 慢性疼痛疾患管理料 130点
とう

注１ 診療所である保険医療機関において、入院中の患者以外の慢性疼痛に係る疾
とう

患を主病とする患者に対して、療養上必要な指導を行った場合に、月１回に限

り算定する。

２ 区分番号Ｊ１１８に掲げる介達牽引、区分番号Ｊ１１８－２に掲げる矯正固
けん

定、区分番号Ｊ１１８－３に掲げる変形機械矯正術、区分番号Ｊ１１９に掲げ

る消炎鎮痛等処置、区分番号Ｊ１１９－２に掲げる腰部又は胸部固定帯固定、

区分番号Ｊ１１９－３に掲げる低出力レーザー照射及び区分番号Ｊ１１９－４

に掲げる肛門処置の費用（薬剤の費用を除く。）は、所定点数に含まれるもの
こう

とする。

18 小児悪性腫瘍患者指導管理料 550点

注１ 小児科を標榜する保険医療機関において、悪性腫瘍を主病とする15歳未満の
ぼう

患者であって入院中の患者以外のものに対して、計画的な治療管理を行った場

合に、月１回に限り算定する。ただし、区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療

養管理料又は区分番号Ｂ００１の５に掲げる小児科療養指導料を算定している

患者については算定しない。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指導又は当該

初診の日の同月内に行った指導の費用は、初診料に含まれるものとする。

３ 入院中の患者に対して行った指導又は退院した患者に対して退院の日から起

算して１月以内に行った指導の費用は、第１章第２部第１節に掲げる入院基本

料に含まれるものとする。
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４ 第２部第２節第１款在宅療養指導管理料の各区分に掲げる指導管理料又は区

分番号Ｂ００１の８に掲げる皮膚科特定疾患指導管理料を算定すべき指導管理

を受けている患者に対して行った指導の費用は、各区分に掲げるそれぞれの指

導管理料に含まれるものとする。

19 削除

20 糖尿病合併症管理料 170点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、糖尿病足病変ハイリスク要因を有し、医

師が糖尿病足病変に関する指導の必要性があると認めた入院中の患者以外の患

者に対して、医師又は医師の指示に基づき看護師が当該指導を行った場合に、

月１回に限り算定する。

２ １回の指導時間は30分以上でなければならないものとする。

21 耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料 150点

注１ 耳鼻咽喉科を標榜する保険医療機関において、耳鼻咽喉科を担当する医師が
ぼう

、別に厚生労働大臣が定める患者であって入院中以外のものに対して、計画的

な医学管理を継続して行い、かつ、療養上必要な指導を行った場合に、月１回

に限り算定する。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指導又は当該

初診の日から１月以内に行った指導の費用は、初診料に含まれるものとする。

３ 退院した患者に対して退院の日から起算して１月以内に指導を行った場合に

おける当該指導の費用は、第１章第２部第１節に掲げる入院基本料に含まれる

ものとする。

22 がん性疼痛緩和指導管理料 200点
とう

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、がん性疼痛の症状緩和を目的として麻薬
とう

を投与している患者に対して、ＷＨＯ方式のがん性疼痛の治療法に基づき、当
とう

該保険医療機関の緩和ケアに係る研修を受けた保険医が計画的な治療管理及び

療養上必要な指導を行い、麻薬を処方した場合に、月１回に限り算定する。

２ 当該患者が15歳未満の小児である場合には、小児加算として、所定点数に50

点を加算する。

23 がん患者指導管理料

イ 医師が看護師と共同して診療方針等について話し合い、その内容を文書等によ

り提供した場合 500点

ロ 医師又は看護師が心理的不安を軽減するための面接を行った場合 200点

ハ 医師又は薬剤師が抗悪性腫瘍剤の投薬又は注射の必要性等について文書により

説明を行った場合 200点

ニ 医師が遺伝子検査の必要性等について文書により説明を行った場合 300点

注１ イについては、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、がんと診断された患者で

あって継続して治療を行うものに対して、当該患者の同意を得て、当該保険医

療機関の保険医が看護師と共同して、診療方針等について十分に話し合い、そ

の内容を文書等により提供した場合に、患者１人につき１回（当該患者につい

て区分番号Ｂ００５－６に掲げるがん治療連携計画策定料を算定した保険医療

機関及び区分番号Ｂ００５－６－２に掲げるがん治療連携指導料を算定した保

険医療機関が、それぞれ当該指導管理を実施した場合には、それぞれの保険医

療機関において、患者１人につき１回）に限り算定する。

２ ロについては、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、がんと診断された患者で

あって継続して治療を行うものに対して、当該患者の同意を得て、当該保険医
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療機関の保険医又は当該保険医の指示に基づき看護師が、患者の心理的不安を

軽減するための面接を行った場合に、患者１人につき６回に限り算定する。

３ ハについては、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、がんと診断された患者で

あって継続して抗悪性腫瘍剤の投薬又は注射を受けているものに対して、当該

患者の同意を得て、当該保険医療機関の保険医又は当該保険医の指示に基づき

薬剤師が、投薬又は注射の前後にその必要性等について文書により説明を行っ

た場合に、患者１人につき６回に限り算定する。

４ ニについては、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、別に厚生労働大臣が定め

る患者に対して、当該患者の同意を得て、当該保険医療機関の保険医が、区分

番号Ｄ００６－18に掲げるＢＲＣＡ１／２遺伝子検査の血液を検体とするもの

を実施する前にその必要性及び診療方針等について文書により説明を行った場

合に、患者１人につき１回に限り算定する。

５ ロについて、区分番号Ａ２２６－２に掲げる緩和ケア診療加算、区分番号Ｂ

００１の18に掲げる小児悪性腫瘍患者指導管理料、区分番号Ｂ００１の22に掲

げるがん性疼痛緩和指導管理料又は区分番号Ｂ００１の24に掲げる外来緩和ケ
とう

ア管理料は、別に算定できない。

６ ハについて、区分番号Ｂ００１の18に掲げる小児悪性腫瘍患者指導管理料、

区分番号Ｂ００８に掲げる薬剤管理指導料、区分番号Ｆ１００に掲げる処方料

の注７に規定する加算又は区分番号Ｆ４００に掲げる処方箋料の注６に規定す

る加算は、別に算定できない。

24 外来緩和ケア管理料 290点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、緩和ケアを要する入院中の患者以外の患

者（症状緩和を目的として麻薬が投与されている患者に限る。）に対して、当

該保険医療機関の保険医、看護師、薬剤師等が共同して療養上必要な指導を行

った場合に、月１回に限り算定する。

２ 当該患者が15歳未満の小児である場合には、小児加算として、所定点数に

150点を加算する。

３ 区分番号Ｂ００１の22に掲げるがん性疼痛緩和指導管理料は、別に算定でき
とう

ない。

４ 医療提供体制の確保の状況に鑑み別に厚生労働大臣が定める地域に所在する

保険医療機関であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして地方厚生局長等に届け出たものについては、注１に規定する届出の有

無にかかわらず、所定点数に代えて、外来緩和ケア管理料（特定地域）として

、150点を算定する。

25 移植後患者指導管理料

イ 臓器移植後の場合 300点

ロ 造血幹細胞移植後の場合 300点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、臓器移植後又は造血幹細胞移植後の患者

であって、入院中の患者以外の患者に対して、当該保険医療機関の保険医、看

護師、薬剤師等が共同して計画的な医学管理を継続して行った場合に、月１回

に限り算定する。

２ 区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管理料を算定している患者について

は算定しない。

26 植込型輸液ポンプ持続注入療法指導管理料 810点

注１ 植込型輸液ポンプ持続注入療法（髄腔内投与を含む。）を行っている入院中
くう
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の患者以外の患者に対して、当該療法に関する指導管理を行った場合に算定す

る。

２ 植込術を行った日から起算して３月以内の期間に行った場合には、導入期加

算として、140点を所定点数に加算する。

27 糖尿病透析予防指導管理料 350点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、糖尿病の患者（別に厚生労働大臣が定め

る者に限る。）であって、医師が透析予防に関する指導の必要性があると認め

た入院中の患者以外の患者に対して、当該保険医療機関の医師、看護師又は保

健師及び管理栄養士等が共同して必要な指導を行った場合に、月１回に限り算

定する。

２ 区分番号Ｂ００１の９に掲げる外来栄養食事指導料及び区分番号Ｂ００１の

11に掲げる集団栄養食事指導料は、所定点数に含まれるものとする。

３ 区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管理料を算定している患者について

は算定しない。

４ 医療提供体制の確保の状況に鑑み別に厚生労働大臣が定める地域に所在する

保険医療機関であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして地方厚生局長等に届け出たものについては、注１に規定する届出の有

無にかかわらず、所定点数に代えて、糖尿病透析予防指導管理料（特定地域）

として、175点を算定する。

５ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、高度腎機能障害の患者に対して医師が必

要な指導を行った場合には、高度腎機能障害患者指導加算として、100点を所

定点数に加算する。

６ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診

療料を算定する際に糖尿病透析予防指導管理料を算定すべき医学管理を情報通

信機器を用いて行った場合は、注１の規定にかかわらず、所定点数に代えて、

糖尿病透析予防指導管理料（情報通信機器を用いた場合）として、月１回に限

り100点を算定する。

28 小児運動器疾患指導管理料 250点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外の患者であって、運動器疾

患を有する12歳未満のものに対し、小児の運動器疾患に関する専門の知識を有す

る医師が、計画的な医学管理を継続して行い、かつ、療養上必要な指導を行った

場合に、６月に１回（初回算定日の属する月から起算して６月以内は月１回）に

限り算定する。ただし、同一月に区分番号Ｂ００１の５に掲げる小児科療養指導

料を算定している患者については、算定できない。

29 乳腺炎重症化予防ケア・指導料

イ 初回 500点

ロ ２回目から４回目まで 150点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外の患者であって、乳腺炎が

原因となり母乳育児に困難を来しているものに対して、医師又は助産師が乳腺炎

に係る包括的なケア及び指導を行った場合に、１回の分娩につき４回に限り算定
べん

する。

30 婦人科特定疾患治療管理料 250点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外の器質性月経困難症の

（ ）（ ） 163162

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



患者であって、ホルモン剤（器質性月経困難症に対して投与されたものに限る

。）を投与している患者に対して、婦人科又は産婦人科を担当する医師が、患

者の同意を得て、計画的な医学管理を継続して行い、かつ、療養上必要な指導

を行った場合に、３月に１回に限り算定する。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指導又は当該

初診の日の同月内に行った指導の費用は、初診料に含まれるものとする。

31 腎代替療法指導管理料 500点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、別に厚生労働大臣が定める患者であって

入院中の患者以外のものに対して、当該患者の同意を得て、看護師と共同して

、当該患者と診療方針等について十分に話し合い、その内容を文書等により提

供した場合に、患者１人につき２回に限り算定する。

２ １回の指導時間は30分以上でなければならないものとする。

Ｂ００１－２ 小児科外来診療料（１日につき）

１ 保険薬局において調剤を受けるために処方箋を交付する場合

イ 初診時 599点

ロ 再診時 406点

２ １以外の場合

イ 初診時 716点

ロ 再診時 524点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た小児科を標榜する保険医療機関において、入院中の患者以外の患者（
ぼう

６歳未満の乳幼児に限る。）に対して診療を行った場合に、保険医療機関単位で

算定する。

２ 区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注９に規定する場合、区分番号Ｂ００１－

２－11に掲げる小児かかりつけ診療料を算定する場合、第２部第２節第１款在宅

療養指導管理料の各区分に掲げる指導管理料を算定している場合又は別に厚生労

働大臣が定める薬剤を投与している場合については、算定しない。

３ 注４に規定する加算、区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注７、注８及び注10

に規定する加算、区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注５及び注６に規定する加

算、区分番号Ａ００２に掲げる外来診療料の注８及び注９に規定する加算、区分

番号Ｂ００１－２－２に掲げる地域連携小児夜間・休日診療料、区分番号Ｂ００

１－２－５に掲げる院内トリアージ実施料、区分番号Ｂ００１－２－６に掲げる

夜間休日救急搬送医学管理料、区分番号Ｂ０１０に掲げる診療情報提供料 、(Ⅱ)

区分番号Ｂ０１１に掲げる診療情報提供料 及び区分番号Ｃ０００に掲げる往(Ⅲ)

診料（同区分番号の注１から注３までに規定する加算を含む。）を除き、診療に

係る費用は、小児科外来診療料に含まれるものとする。ただし、区分番号Ａ００

０に掲げる初診料の注７及び注８に規定する加算を算定する場合については、そ

れぞれの加算点数から115点を減じた点数を、区分番号Ａ００１に掲げる再診料

の注５及び注６に規定する加算並びに区分番号Ａ００２に掲げる外来診療料の注

８及び注９に規定する加算を算定する場合については、それぞれの加算点数から

70点を減じた点数を算定するものとする。

４ １のイ又は２のイについて、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険

医療機関において、急性気道感染症又は急性下痢症により受診した患者であって

、診察の結果、抗菌薬の投与の必要性が認められないため抗菌薬を使用しないも

のに対して、療養上必要な指導及び検査結果の説明を行い、文書により説明内容

を提供した場合は、小児抗菌薬適正使用支援加算として、月１回に限り80点を所

定点数に加算する。

Ｂ００１－２－２ 地域連携小児夜間・休日診療料
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１ 地域連携小児夜間・休日診療料１ 450点

２ 地域連携小児夜間・休日診療料２ 600点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た小児科を標榜する保険医療機関において、夜間であって別に厚生労働大臣
ぼう

が定める時間、休日又は深夜において、入院中の患者以外の患者（６歳未満の小児

に限る。）に対して診療を行った場合に、当該基準に係る区分に従い、それぞれ算

定する。

Ｂ００１－２－３ 乳幼児育児栄養指導料 130点

注 小児科を標榜する保険医療機関において、小児科を担当する医師が、３歳未満の
ぼう

乳幼児に対する初診時に、育児、栄養その他療養上必要な指導を行った場合に算定

する。

Ｂ００１－２－４ 地域連携夜間・休日診療料 200点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た保険医療機関において、夜間であって別に厚生労働大臣が定める時間、休

日又は深夜において、入院中の患者以外の患者（区分番号Ｂ００１－２－２に掲げ

る地域連携小児夜間・休日診療料を算定する患者を除く。）に対して診療を行った

場合に算定する。

Ｂ００１－２－５ 院内トリアージ実施料 300点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た保険医療機関において、夜間であって別に厚生労働大臣が定める時間、休

日又は深夜において、入院中の患者以外の患者（救急用の自動車等により緊急に搬

送された者を除く。）であって、区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する患者

に対し、当該患者の来院後速やかに院内トリアージが実施された場合に算定する。

Ｂ００１－２－６ 夜間休日救急搬送医学管理料 600点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、当該保険

医療機関が表示する診療時間以外の時間（土曜日以外の日（休日を除く。）にあ

っては、夜間に限る。）、休日又は深夜において、救急用の自動車等により緊急

に搬送された患者に対して必要な医学管理を行った場合に、区分番号Ａ０００に

掲げる初診料を算定する初診の日に限り算定する。

２ 急性薬毒物中毒（アルコール中毒を除く。）と診断された患者又は過去６月以

内に精神科受診の既往がある患者に対して必要な医学管理を行った場合には、精

神科疾患患者等受入加算として、400点を所定点数に加算する。

３ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、必要な医学管理を行った場合は、当該基準に

係る区分に従い、次に掲げる点数をそれぞれ所定点数に加算する。

イ 救急搬送看護体制加算１ 400点

ロ 救急搬送看護体制加算２ 200点

Ｂ００１－２－７ 外来リハビリテーション診療料

１ 外来リハビリテーション診療料１ 73点

２ 外来リハビリテーション診療料２ 110点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、リハビリ

テーション（区分番号Ｈ０００に掲げる心大血管疾患リハビリテーション料、区

分番号Ｈ００１に掲げる脳血管疾患等リハビリテーション料、区分番号Ｈ００１

－２に掲げる廃用症候群リハビリテーション料、区分番号Ｈ００２に掲げる運動

器リハビリテーション料又は区分番号Ｈ００３に掲げる呼吸器リハビリテーショ

ン料を算定するものに限る。以下この区分番号において同じ。）を要する入院中

の患者以外の患者に対して、リハビリテーションの実施に関し必要な診療を行っ

た場合に、外来リハビリテーション診療料１については７日間に１回に限り、外

来リハビリテーション診療料２については14日間に１回に限り算定する。
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２ 外来リハビリテーション診療料１を算定する日から起算して７日以内の期間に

おいては、当該リハビリテーションの実施に係る区分番号Ａ０００に掲げる初診

料、区分番号Ａ００１に掲げる再診料、区分番号Ａ００２に掲げる外来診療料、

区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料及び外来リハビリテーション診療料

２は、算定しない。

３ 外来リハビリテーション診療料２を算定する日から起算して14日以内の期間に

おいては、当該リハビリテーションの実施に係る区分番号Ａ０００に掲げる初診

料、区分番号Ａ００１に掲げる再診料、区分番号Ａ００２に掲げる外来診療料、

区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料及び外来リハビリテーション診療料

１は、算定しない。

Ｂ００１－２－８ 外来放射線照射診療料 297点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、放射線治療を要する入院中の患者以外の患者

に対して、放射線治療の実施に関し必要な診療を行った場合に、７日間に１回に

限り算定する。

２ 外来放射線照射診療料を算定する日から起算して７日以内の期間に４日以上の

放射線治療を予定していない場合には、所定点数の100分の50に相当する点数に

より算定する。

３ 外来放射線照射診療料を算定する日から起算して７日以内の期間においては、

当該放射線治療の実施に係る区分番号Ａ０００に掲げる初診料、区分番号Ａ００

１に掲げる再診料、区分番号Ａ００２に掲げる外来診療料及び区分番号Ａ００３

に掲げるオンライン診療料は、算定しない。

Ｂ００１－２－９ 地域包括診療料（月１回）

１ 地域包括診療料１ 1,660点

２ 地域包括診療料２ 1,600点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（許可病床数が200床未満の病院又は診療所に限る。）

において、脂質異常症、高血圧症、糖尿病又は認知症のうち２以上の疾患を有す

る入院中の患者以外の患者に対して、当該患者の同意を得て、療養上必要な指導

及び診療を行った場合（初診の日を除く。）に、当該基準に係る区分に従い、そ

れぞれ患者１人につき月１回に限り算定する。

２ 地域包括診療を受けている患者に対して行った注３に規定する加算並びに区分

番号Ａ００１に掲げる再診料の注５から注７までに規定する加算、区分番号Ｂ０

０１－２－２に掲げる地域連携小児夜間・休日診療料、区分番号Ｂ０１０に掲げ

る診療情報提供料 及び区分番号Ｂ０１１に掲げる診療情報提供料 並びに第(Ⅱ) (Ⅲ)

２章第２部在宅医療（区分番号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療料 、区分(Ⅰ)

番号Ｃ００１－２に掲げる在宅患者訪問診療料 、区分番号Ｃ００２に掲げる(Ⅱ)

在宅時医学総合管理料及び区分番号Ｃ００２－２に掲げる施設入居時等医学総合

管理料を除く。）及び第５部投薬（区分番号Ｆ１００に掲げる処方料及び区分番

号Ｆ４００に掲げる処方箋料を除く。）を除く費用は、地域包括診療料に含まれ

るものとする。ただし、患者の病状の急性増悪時に実施した検査、画像診断及び

処置に係る費用は、所定点数が550点未満のものに限り、当該診療料に含まれる

ものとする。

３ 他の保険医療機関に入院した患者又は介護老人保健施設に入所した患者につい

て、当該他の保険医療機関又は介護老人保健施設と連携して薬剤の服用状況や薬

剤服用歴に関する情報共有等を行うとともに、当該他の保険医療機関又は介護老

人保健施設において処方した薬剤の種類数が減少した場合であって、退院後又は

退所後１月以内に当該他の保険医療機関又は介護老人保健施設から入院中又は入

所中の処方内容について情報提供を受けた場合には、薬剤適正使用連携加算とし
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て、退院日又は退所日の属する月から起算して２月目までに１回に限り、30点を

所定点数に加算する。

４ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料

を算定する際に地域包括診療料を算定すべき医学管理を情報通信機器を用いて行

った場合は、注１の規定にかかわらず、所定点数に代えて、地域包括診療料（情

報通信機器を用いた場合）として、月１回に限り100点を算定する。

Ｂ００１－２－10 認知症地域包括診療料（月１回）

１ 認知症地域包括診療料１ 1,681点

２ 認知症地域包括診療料２ 1,613点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関（許可病床数が200

床未満の病院又は診療所に限る。）において、認知症の患者（認知症以外に１以

上の疾患（疑いのものを除く。）を有する入院中の患者以外のものであって、１

処方につき５種類を超える内服薬の投薬を行った場合及び１処方につき抗うつ薬

、抗精神病薬、抗不安薬又は睡眠薬を合わせて３種類を超えて投薬を行った場合

のいずれにも該当しないものに限る。）に対して、当該患者又はその家族等の同

意を得て、療養上必要な指導及び診療を行った場合（初診の日を除く。）に、当

該基準に係る区分に従い、それぞれ患者１人につき月１回に限り算定する。

２ 認知症地域包括診療を受けている患者に対して行った注３に規定する加算並び

に区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注５から注７までに規定する加算、区分番

号Ｂ００１－２－２に掲げる地域連携小児夜間・休日診療料、区分番号Ｂ０１０

に掲げる診療情報提供料 及び区分番号Ｂ０１１に掲げる診療情報提供料 並(Ⅱ) (Ⅲ)

(Ⅰ)びに第２章第２部在宅医療（区分番号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療料

、区分番号Ｃ００１－２に掲げる在宅患者訪問診療料 、区分番号Ｃ００２に(Ⅱ)

掲げる在宅時医学総合管理料及び区分番号Ｃ００２－２に掲げる施設入居時等医

学総合管理料を除く。）及び第５部投薬（区分番号Ｆ１００に掲げる処方料及び

区分番号Ｆ４００に掲げる処方箋料を除く。）を除く費用は、認知症地域包括診

療料に含まれるものとする。ただし、患者の病状の急性増悪時に実施した検査、

画像診断及び処置に係る費用は、所定点数が550点未満のものに限り、当該診療

料に含まれるものとする。

３ 他の保険医療機関に入院した患者又は介護老人保健施設に入所した患者につい

て、当該他の保険医療機関又は介護老人保健施設と連携して薬剤の服用状況や薬

剤服用歴に関する情報共有等を行うとともに、当該他の保険医療機関又は介護老

人保健施設において処方した薬剤の種類数が減少した場合であって、退院後又は

退所後１月以内に当該他の保険医療機関又は介護老人保健施設から入院中又は入

所中の処方内容について情報提供を受けた場合には、薬剤適正使用連携加算とし

て、退院日又は退所日の属する月から起算して２月目までに１回に限り、30点を

所定点数に加算する。

４ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料

を算定する際に認知症地域包括診療料を算定すべき医学管理を情報通信機器を用

いて行った場合は、注１の規定にかかわらず、所定点数に代えて、認知症地域包

括診療料（情報通信機器を用いた場合）として、月１回に限り100点を算定する

。

Ｂ００１－２－11 小児かかりつけ診療料（１日につき）

１ 処方箋を交付する場合

イ 初診時 631点

ロ 再診時 438点

２ 処方箋を交付しない場合
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イ 初診時 748点

ロ 再診時 556点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、未就学児（６歳以上の患者にあっては、６歳

未満から小児かかりつけ診療料を算定しているものに限る。）の患者であって入

院中の患者以外のものに対して診療を行った場合に算定する。

２ 区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注９に規定する場合については、算定しな

い。

３ 注４に規定する加算、区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注７、注８及び注10

に規定する加算、区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注５及び注６に規定する加

算、区分番号Ａ００２に掲げる外来診療料の注８及び注９に規定する加算並びに

区分番号Ｂ００１－２－２に掲げる地域連携小児夜間・休日診療料、区分番号Ｂ

００１－２－５に掲げる院内トリアージ実施料、区分番号Ｂ００１－２－６に掲

(Ⅰ)げる夜間休日救急搬送医学管理料、区分番号Ｂ００９に掲げる診療情報提供料

、区分番号Ｂ００９－２に掲げる電子的診療情報評価料、区分番号Ｂ０１０に掲

げる診療情報提供料 、区分番号Ｂ０１１に掲げる診療情報提供料 及び区分(Ⅱ) (Ⅲ)

番号Ｃ０００に掲げる往診料（同区分番号の注１から注３までに規定する加算を

含む。）を除き、診療に係る費用は、小児かかりつけ診療料に含まれるものとす

る。

４ １のイ又は２のイについて、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険

医療機関において、急性気道感染症又は急性下痢症により受診した患者であって

、診察の結果、抗菌薬の投与の必要性が認められないため抗菌薬を使用しないも

のに対して、療養上必要な指導及び検査結果の説明を行い、文書により説明内容

を提供した場合は、小児抗菌薬適正使用支援加算として、月１回に限り80点を所

定点数に加算する。

Ｂ００１－３ 生活習慣病管理料

１ 保険薬局において調剤を受けるために処方箋を交付する場合

イ 脂質異常症を主病とする場合 650点

ロ 高血圧症を主病とする場合 700点

ハ 糖尿病を主病とする場合 800点

２ １以外の場合

イ 脂質異常症を主病とする場合 1,175点

ロ 高血圧症を主病とする場合 1,035点

ハ 糖尿病を主病とする場合 1,280点

注１ 保険医療機関（許可病床数が200床未満の病院又は診療所に限る。）において

、脂質異常症、高血圧症又は糖尿病を主病とする患者（入院中の患者を除く。）

に対して、当該患者の同意を得て治療計画を策定し、当該治療計画に基づき、生

活習慣に関する総合的な治療管理を行った場合に、月１回に限り算定する。ただ

し、糖尿病を主病とする場合にあっては、区分番号Ｃ１０１に掲げる在宅自己注

射指導管理料を算定しているときは、算定できない。

２ 生活習慣病管理を受けている患者に対して行った第２章第１部医学管理等（区

分番号Ｂ００１の20に掲げる糖尿病合併症管理料、区分番号Ｂ００１の22に掲げ

るがん性疼痛緩和指導管理料、区分番号Ｂ００１の24に掲げる外来緩和ケア管理
とう

料及び区分番号Ｂ００１の27に掲げる糖尿病透析予防指導管理料を除く。）、第

３部検査、第５部投薬、第６部注射及び第13部病理診断の費用は、生活習慣病管

理料に含まれるものとする。

３ 糖尿病を主病とする患者（２型糖尿病の患者であってインスリン製剤を使用し

ていないものに限る。）に対して、血糖自己測定値に基づく指導を行った場合は

、血糖自己測定指導加算として、年１回に限り所定点数に500点を加算する。
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４ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料

を算定する際に生活習慣病管理料を算定すべき医学管理を情報通信機器を用いて

行った場合は、注１本文の規定にかかわらず、所定点数に代えて、生活習慣病管

理料（情報通信機器を用いた場合）として、月１回に限り100点を算定する。

Ｂ００１－３－２ ニコチン依存症管理料

１ ニコチン依存症管理料１

イ 初回 230点

ロ ２回目から４回目まで

対面で行った場合 184点( 1 )

情報通信機器を用いた場合 155点(２)

ハ ５回目 180点

２ ニコチン依存症管理料２（一連につき） 800点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、禁煙を希望する患者であって、スクリーニン

グテスト（ＴＤＳ）等によりニコチン依存症であると診断されたものに対し、治

療の必要を認め、治療内容等に係る説明を行い、当該患者の同意を文書により得

た上で、禁煙に関する総合的な指導及び治療管理を行うとともに、その内容を文

書により情報提供した場合に、１の場合は５回に限り、２の場合は初回時に１回

に限り算定する。ただし、別に厚生労働大臣が定める基準を満たさない場合には

、それぞれの所定点数の100分の70に相当する点数により算定する。

２ 区分番号Ｄ２００に掲げるスパイログラフィー等検査の４の呼気ガス分析の費

用は、所定点数に含まれるものとする。

３ １のロの を算定する場合は、区分番号Ａ００１に掲げる再診料、区分番号(２)

Ａ００２に掲げる外来診療料、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料、区

分番号Ｃ０００に掲げる往診料、区分番号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療料

又は区分番号Ｃ００１－２に掲げる在宅患者訪問診療料 は別に算定できな(Ⅰ) (Ⅱ)

い｡

Ｂ００１－４ 手術前医学管理料 1,192点

注１ 手術前に行われる検査の結果に基づき計画的な医学管理を行う保険医療機関に

おいて、手術の実施に際して区分番号Ｌ００２に掲げる硬膜外麻酔、区分番号Ｌ

００４に掲げる脊椎麻酔又は区分番号Ｌ００８に掲げるマスク又は気管内挿管に

よる閉鎖循環式全身麻酔を行った場合に、当該手術に係る手術料を算定した日に

算定する。

２ 同一の患者につき１月以内に手術前医学管理料を算定すべき医学管理を２回以

上行った場合は、第１回目の手術前医学管理に係る手術料を算定した日１回に限

り、手術前医学管理料を算定する。

３ 手術前医学管理料を算定した同一月に区分番号Ｄ２０８に掲げる心電図検査を

算定した場合には、算定の期日にかかわらず、所定点数の100分の90に相当する

点数を算定する。

４ 同一の部位につき当該管理料に含まれる区分番号Ｅ００１に掲げる写真診断及

び区分番号Ｅ００２に掲げる撮影と同時に２枚以上のフィルムを使用して同一の

方法により撮影を行った場合における第２枚目から第５枚目までの写真診断及び

撮影の費用は、それぞれの所定点数の100分の50に相当する点数で別に算定でき

る。この場合において、第６枚目以後の写真診断及び撮影の費用については算定

できない。

５ 第３部検査及び第４部画像診断のうち次に掲げるもの（手術を行う前１週間以

内に行ったものに限る。）は、所定点数に含まれるものとする。ただし、当該期

間において同一の検査又は画像診断を２回以上行った場合の第２回目以降のもの

（ ）（ ） 169168

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



については、別に算定することができる。

イ 尿中一般物質定性半定量検査

ロ 血液形態・機能検査

末 梢 血液像（自動機械法）、末 梢 血液像（鏡検法）及び末 梢 血液一般検
しよう しよう しよう

査

ハ 出血・凝固検査

出血時間、プロトロンビン時間（ＰＴ）及び活性化部分トロンボプラスチン

時間（ＡＰＴＴ）

ニ 血液化学検査

総ビリルビン、直接ビリルビン又は抱合型ビリルビン、総蛋白、アルブミン
たん

（ＢＣＰ改良法・ＢＣＧ法）、尿素窒素、クレアチニン、尿酸、アルカリホス

ファターゼ（ＡＬＰ）、コリンエステラーゼ（ＣhＥ）、γ－グルタミルトラ

ンスフェラーゼ（γ－ＧＴ）、中性脂肪、ナトリウム及びクロール、カリウム

、カルシウム、マグネシウム、クレアチン、グルコース、乳酸デヒドロゲナー

ゼ（ＬＤ）、アミラーゼ、ロイシンアミノペプチダーゼ（ＬＡＰ）、クレアチ

ンキナーゼ（ＣＫ）、アルドラーゼ、遊離コレステロール、鉄（Ｆe）、血中

ケトン体・糖・クロール検査（試験紙法・アンプル法・固定化酵素電極による

もの）、不飽和鉄結合能（ＵＩＢＣ）（比色法）、総鉄結合能（ＴＩＢＣ）（

比色法）、リン脂質、ＨＤＬ－コレステロール、ＬＤＬ－コレステロール、無

機リン及びリン酸、総コレステロール、アスパラギン酸アミノトランスフェラ

ーゼ（ＡＳＴ）、アラニンアミノトランスフェラーゼ（ＡＬＴ）並びにイオン

化カルシウム

ホ 感染症免疫学的検査

梅毒血清反応（ＳＴＳ）定性、抗ストレプトリジンＯ（ＡＳＯ）定性、抗ス

トレプトリジンＯ（ＡＳＯ）半定量、抗ストレプトリジンＯ（ＡＳＯ）定量、

抗ストレプトキナーゼ（ＡＳＫ）定性、抗ストレプトキナーゼ（ＡＳＫ）半定

量、梅毒トレポネーマ抗体定性、ＨＩＶ－１抗体、肺炎球菌抗原定性（尿・髄

液）、ヘモフィルス・インフルエンザｂ型（Ｈｉｂ）抗原定性（尿・髄液）、

単純ヘルペスウイルス抗原定性、ＲＳウイルス抗原定性及び淋菌抗原定性
りん

ヘ 肝炎ウイルス関連検査

ＨＢs抗原定性・半定量及びＨＣＶ抗体定性・定量

ト 血 漿 蛋白免疫学的検査
しようたん

Ｃ反応性蛋白（ＣＲＰ）定性及びＣ反応性蛋白（ＣＲＰ）
たん たん

チ 心電図検査

区分番号Ｄ２０８の１に掲げるもの

リ 写真診断

区分番号Ｅ００１の１のイに掲げるもの

ヌ 撮影

区分番号Ｅ００２の１に掲げるもの

６ 区分番号Ｄ０２６に掲げる血液学的検査判断料、生化学的検査 判断料又は(Ⅰ)

免疫学的検査判断料を算定している患者については算定しない｡

７ 第１章第２部第３節に掲げる特定入院料又は区分番号Ｄ０２７に掲げる基本的

検体検査判断料を算定している患者については算定しない。

Ｂ００１－５ 手術後医学管理料（１日につき）

１ 病院の場合 1,188点

２ 診療所の場合 1,056点

注１ 病院（療養病棟、結核病棟及び精神病棟を除く。）又は診療所（療養病床に係

るものを除く。）に入院している患者について、入院の日から起算して10日以内

に行われた区分番号Ｌ００８に掲げるマスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全
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身麻酔を伴う手術後に必要な医学管理を行った場合に、当該手術に係る手術料を

算定した日の翌日から起算して３日に限り算定する。

２ 同一の手術について、同一月に区分番号Ｂ００１－４に掲げる手術前医学管理

料を算定する場合は、本管理料を算定する３日間については、所定点数の100分

の95に相当する点数を算定する。

３ 第３部検査のうち次に掲げるもの（当該手術に係る手術料を算定した日の翌日

から起算して３日以内に行ったものに限る。）は、所定点数に含まれるものとす

る。

イ 尿中一般物質定性半定量検査

ロ 尿中特殊物質定性定量検査

尿蛋白及び尿グルコース
たん

ハ 血液形態・機能検査

赤血球沈降速度（ＥＳＲ）、末 梢 血液像（自動機械法）、末 梢 血液像（鏡
しよう しよう

検法）及び末 梢 血液一般検査
しよう

ニ 血液化学検査

総ビリルビン、直接ビリルビン又は抱合型ビリルビン、総蛋白、アルブミン
たん

（ＢＣＰ改良法・ＢＣＧ法）、尿素窒素、クレアチニン、尿酸、アルカリホス

ファターゼ（ＡＬＰ）、コリンエステラーゼ（ＣhＥ）、γ－グルタミルトラ

ンスフェラーゼ（γ－ＧＴ）、中性脂肪、ナトリウム及びクロール、カリウム

、カルシウム、マグネシウム、クレアチン、グルコース、乳酸デヒドロゲナー

ゼ（ＬＤ）、アミラーゼ、ロイシンアミノペプチダーゼ（ＬＡＰ）、クレアチ

ンキナーゼ（ＣＫ）、アルドラーゼ、遊離コレステロール、鉄（Ｆe）、血中

ケトン体・糖・クロール検査（試験紙法・アンプル法・固定化酵素電極による

もの）、不飽和鉄結合能（ＵＩＢＣ）（比色法）、総鉄結合能（ＴＩＢＣ）（

比色法）、リン脂質、ＨＤＬ－コレステロール、ＬＤＬ－コレステロール、無

機リン及びリン酸、総コレステロール、アスパラギン酸アミノトランスフェラ

ーゼ（ＡＳＴ）、アラニンアミノトランスフェラーゼ（ＡＬＴ）、イオン化カ

ルシウム並びに血液ガス分析

ホ 心電図検査

ヘ 呼吸心拍監視

ト 経皮的動脈血酸素飽和度測定

チ 終末呼気炭酸ガス濃度測定

リ 中心静脈圧測定

ヌ 動脈血採取

４ 区分番号Ｄ０２６に掲げる尿・糞便等検査判断料、血液学的検査判断料又は生
ふん

化学的検査 判断料を算定している患者については算定しない。(Ⅰ)

５ 第１章第２部第３節に掲げる特定入院料又は区分番号Ｄ０２７に掲げる基本的

検体検査判断料を算定している患者については算定しない。

６ 区分番号Ａ３００の救命救急入院料又は区分番号Ａ３０１の特定集中治療室管

理料に係る別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚

生局長等に届け出た保険医療機関に入院している患者については算定しない。

Ｂ００１－６ 肺血栓塞栓症予防管理料 305点

注１ 病院（療養病棟を除く。）又は診療所（療養病床に係るものを除く。）に入院

中の患者であって肺血栓塞栓症を発症する危険性が高いもの（結核病棟に入院中

の患者においては手術を伴うもの、精神病棟に入院中の患者においては治療上必

要があって身体拘束が行われているものに限る。）に対して、肺血栓塞栓症の予

防を目的として、必要な機器又は材料を用いて計画的な医学管理を行った場合に

、当該入院中１回に限り算定する。

２ 肺血栓塞栓症の予防を目的として行った処置に用いた機器及び材料の費用は、
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所定点数に含まれるものとする。

Ｂ００１－７ リンパ浮腫指導管理料 100点

注１ 保険医療機関に入院中の患者であって、鼠径部、骨盤部若しくは腋窩部のリン
そ えき か

パ節郭清を伴う悪性腫瘍に対する手術を行ったもの又は原発性リンパ浮腫と診断

されたものに対して、当該手術を行った日の属する月又はその前月若しくは翌月

のいずれか（原発性リンパ浮腫と診断されたものにあっては、当該診断がされた

日の属する月又はその翌月のいずれか）に、医師又は医師の指示に基づき看護師

、理学療法士若しくは作業療法士が、リンパ浮腫の重症化等を抑制するための指

導を実施した場合に、入院中１回に限り算定する。

２ 注１に基づき当該点数を算定した患者であって当該保険医療機関を退院したも

のに対して、当該保険医療機関又は当該患者の退院後において区分番号Ｂ００５

－６の注１に規定する地域連携診療計画に基づいた治療を担う他の保険医療機関

（当該患者について区分番号Ｂ００５－６－２に掲げるがん治療連携指導料を算

定した場合に限る。）において、退院した日の属する月又はその翌月に注１に規

定する指導を再度実施した場合に、当該指導を実施した、いずれかの保険医療機

関において、１回に限り算定する。

Ｂ００１－８ 臍ヘルニア圧迫指導管理料 100点
さい

注 保険医療機関において、医師が１歳未満の乳児に対する臍ヘルニアについて療養
さい

上の必要な指導を行った場合に、患者１人につき１回に限り算定する。

Ｂ００１－９ 療養・就労両立支援指導料

１ 初回 800点

２ ２回目以降 400点

注１ １については、別に厚生労働大臣が定める疾患に罹患している患者に対して、
り

当該患者と当該患者を使用する事業者が共同して作成した勤務情報を記載した文

書の内容を踏まえ、就労の状況を考慮して療養上の指導を行うとともに、当該患

者の同意を得て、当該患者が勤務する事業場において選任されている労働安全衛

生法（昭和47年法律第57号）第13条第１項に規定する産業医、同法第10条第１項

に規定する総括安全衛生管理者、同法第12条に規定する衛生管理者若しくは同法

12条の２に規定する安全衛生推進者又は同法第13条の２の規定により労働者の健

康管理等を行う保健師（以下「産業医等」という。）に対し、病状、治療計画、

就労上の措置に関する意見等当該患者の就労と療養の両立に必要な情報を提供し

た場合に、月１回に限り算定する。

２ ２については、当該保険医療機関において１を算定した患者について、就労の

状況を考慮して療養上の指導を行った場合に、１を算定した日の属する月から起

算して３月を限度として、月１回に限り算定する。

３ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、当該患者に対して、看護師又は社会福祉士が

相談支援を行った場合に、相談支援加算として、50点を所定点数に加算する。

４ 注１の規定に基づく産業医等への文書の提供に係る区分番号Ｂ００９に掲げる

診療情報提供料 又は区分番号Ｂ０１０に掲げる診療情報提供料 の費用は、(Ⅰ) (Ⅱ)

所定点数に含まれるものとする。

Ｂ００２ 開放型病院共同指導料 350点(Ⅰ)

注１ 診察に基づき紹介された患者が、別に厚生労働大臣が定める開放利用に係る施

設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機関（以下

この表において「開放型病院」という。）に入院中である場合において、当該開

放型病院に赴いて、当該患者に対して療養上必要な指導を共同して行った場合に

、患者１人１日につき１回算定する。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料、区分番号Ａ００１に掲げる再診料、区分番

号Ａ００２に掲げる外来診療料、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料、
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区分番号Ｃ０００に掲げる往診料、区分番号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療

料 又は区分番号Ｃ００１－２に掲げる在宅患者訪問診療料 は別に算定でき(Ⅰ) (Ⅱ)

ない。

Ｂ００３ 開放型病院共同指導料 220点(Ⅱ)

注 診察に基づき紹介された患者が開放型病院に入院中である場合において、当該開

放型病院において、当該患者を診察した保険医療機関の医師と共同して療養上必要

な指導を行った場合に、患者１人１日につき１回算定する。

Ｂ００４ 退院時共同指導料１

１ 在宅療養支援診療所（地域における退院後の患者に対する在宅療養の提供に主た

る責任を有する診療所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合してい

るものとして地方厚生局長等に届け出たものをいう。以下この表において同じ。）

の場合 1,500点

２ １以外の場合 900点

注１ 保険医療機関に入院中の患者について、地域において当該患者の退院後の在宅

療養を担う保険医療機関（以下この区分番号、区分番号Ｂ００５、区分番号Ｂ０

１５及びＩ００２において「在宅療養担当医療機関」という。）の保険医又は当

該保険医の指示を受けた保健師、助産師、看護師、准看護師（以下この区分番号

及び区分番号Ｂ００５において「看護師等」という。）、薬剤師、管理栄養士、

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士若しくは社会福祉士が、当該患者の同意を

得て、退院後の在宅での療養上必要な説明及び指導を、入院中の保険医療機関の

保険医又は看護師等、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚

士若しくは社会福祉士と共同して行った上で、文書により情報提供した場合に、

当該入院中１回に限り、在宅療養担当医療機関において算定する。ただし、別に

厚生労働大臣が定める疾病等の患者については、在宅療養担当医療機関の保険医

又は当該保険医の指示を受けた看護師等が、当該患者が入院している保険医療機

関の保険医又は看護師等と１回以上共同して行う場合は、当該入院中２回に限り

算定できる。

２ 注１の場合において、当該患者が別に厚生労働大臣が定める特別な管理を要す

る状態等にあるときは、特別管理指導加算として、所定点数に200点を加算する

。

３ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料、区分番号Ａ００１に掲げる再診料、区分番

号Ａ００２に掲げる外来診療料、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料、

区分番号Ｂ００２に掲げる開放型病院共同指導料 、区分番号Ｃ０００に掲げ(Ⅰ)

る往診料、区分番号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療料 又は区分番号Ｃ０(Ⅰ)

０１－２に掲げる在宅患者訪問診療料 は別に算定できない｡(Ⅱ)

Ｂ００５ 退院時共同指導料２ 400点

注１ 保険医療機関に入院中の患者について、当該保険医療機関の保険医又は看護師

等、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士若しくは社会福

祉士が、入院中の患者に対して、当該患者の同意を得て、退院後の在宅での療養

上必要な説明及び指導を、在宅療養担当医療機関の保険医若しくは当該保険医の

指示を受けた看護師等、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴

覚士若しくは社会福祉士又は在宅療養担当医療機関の保険医の指示を受けた訪問

看護ステーションの看護師等（准看護師を除く。）、理学療法士、作業療法士若

しくは言語聴覚士と共同して行った上で、文書により情報提供した場合に、当該

患者が入院している保険医療機関において、当該入院中１回に限り算定する。た

だし、別に厚生労働大臣が定める疾病等の患者については、当該患者が入院して

いる保険医療機関の保険医又は看護師等が、在宅療養担当医療機関の保険医若し

くは当該保険医の指示を受けた看護師等又は在宅療養担当医療機関の保険医の指

示を受けた訪問看護ステーションの看護師等（准看護師を除く。）と１回以上、
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共同して行う場合は、当該入院中２回に限り算定できる。

２ 注１の場合において、入院中の保険医療機関の保険医及び在宅療養担当医療機

関の保険医が共同して指導を行った場合に、300点を所定点数に加算する。ただ

し、注３に規定する加算を算定する場合は、算定できない。

３ 注１の場合において、入院中の保険医療機関の保険医又は看護師等が、在宅療

養担当医療機関の保険医若しくは看護師等、保険医である歯科医師若しくはその

指示を受けた歯科衛生士、保険薬局の保険薬剤師、訪問看護ステーションの看護

師等（准看護師を除く。）、理学療法士、作業療法士若しくは言語聴覚士、介護

支援専門員（介護保険法第７条第５項に規定する介護支援専門員をいう。以下同

じ。）又は相談支援専門員（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する

ための法律に基づく指定計画相談支援の事業の人員及び運営に関する基準（平成

24年厚生労働省令第28号）第３条第１項又は児童福祉法に基づく指定障害児相談

支援の事業の人員及び運営に関する基準（平成24年厚生労働省令第29号）第３条

第１項に規定する相談支援専門員をいう。以下同じ。）のうちいずれか３者以上

と共同して指導を行った場合に、多機関共同指導加算として、2,000点を所定点

数に加算する。

４ 注１の規定にかかわらず、区分番号Ａ２４６に掲げる入退院支援加算を算定す

る患者にあっては、当該保険医療機関において、疾患名、当該保険医療機関の退

院基準、退院後に必要とされる診療等の療養に必要な事項を記載した退院支援計

画を策定し、当該患者に説明し、文書により提供するとともに、これを在宅療養

担当医療機関と共有した場合に限り算定する。

５ 区分番号Ｂ００３に掲げる開放型病院共同指導料 は別に算定できない。(Ⅱ)

Ｂ００５－１－２ 介護支援等連携指導料 400点

注 当該保険医療機関に入院中の患者に対して、当該患者の同意を得て、医師又は医

師の指示を受けた看護師、社会福祉士等が介護支援専門員又は相談支援専門員と共

同して、患者の心身の状態等を踏まえて導入が望ましい介護サービス又は障害福祉

サービス等や退院後に利用可能な介護サービス又は障害福祉サービス等について説

明及び指導を行った場合に、当該入院中２回に限り算定する。この場合において、

同一日に、区分番号Ｂ００５の注３に掲げる加算（介護支援専門員又は相談支援専

門員と共同して指導を行った場合に限る。）は、別に算定できない。

Ｂ００５－１－３ 介護保険リハビリテーション移行支援料 500点

注 入院中の患者以外の患者（区分番号Ｈ００１の注４、区分番号Ｈ００１－２の注

４又は区分番号Ｈ００２の注４の規定により所定点数を算定する者に限る。）に対

して、当該患者の同意を得て、医師又は医師の指示を受けた看護師、社会福祉士等

が介護支援専門員等と連携し、当該患者を介護保険法第８条第５項に規定する訪問

リハビリテーション、同条第８項に規定する通所リハビリテーション、同法第８条

の２第４項に規定する介護予防訪問リハビリテーション又は同条第６項に規定する

介護予防通所リハビリテーション（以下「介護リハビリテーション」という。）に

移行した場合に、患者１人につき１回に限り算定する。

Ｂ００５－２からＢ００５－３－２まで 削除

Ｂ００５－４ ハイリスク妊産婦共同管理料 800点(Ⅰ)

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た保険医療機関において、診療に基づき紹介した患者（別に厚生労働大臣が

定める状態等であるものに限る。）が病院である別の保険医療機関（区分番号Ａ２

３６－２に掲げるハイリスク妊娠管理加算の注又は区分番号Ａ２３７に掲げるハイ

リスク分娩管理加算の注１に規定する施設基準に適合しているものとして届け出た
べん

保険医療機関に限る。）に入院中である場合において、当該病院に赴いて、当該病

院の保険医と共同してハイリスク妊娠又はハイリスク分娩に関する医学管理を共同
べん

して行った場合に、当該患者を紹介した保険医療機関において患者１人につき１回
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算定する。

Ｂ００５－５ ハイリスク妊産婦共同管理料 500点(Ⅱ)

注 区分番号Ａ２３６－２に掲げるハイリスク妊娠管理加算の注又は区分番号Ａ２３

７に掲げるハイリスク分娩管理加算の注１に規定する施設基準に適合するものとし
べん

て届け出た病院である保険医療機関において、ハイリスク妊娠又はハイリスク分娩
べん

に関する医学管理が必要であるとして別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生局長等に届け出た別の保険医療機関から紹介された患者

（区分番号Ｂ００５－４に掲げるハイリスク妊産婦共同管理料 の注に規定する(Ⅰ)

別に厚生労働大臣が定める状態等であるものに限る。）が当該病院に入院中である

場合において、当該患者を紹介した別の保険医療機関の保険医と共同してハイリス

ク妊娠又はハイリスク分娩に関する医学管理を行った場合に、当該病院において、
べん

患者１人につき１回算定する。

Ｂ００５－６ がん治療連携計画策定料

１ がん治療連携計画策定料１ 750点

２ がん治療連携計画策定料２ 300点

注１ がん治療連携計画策定料１については、入院中のがん患者の退院後の治療を総

合的に管理するため、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものと

して地方厚生局長等に届け出た病院である保険医療機関（以下この表において「

計画策定病院」という。）が、あらかじめがんの種類やステージを考慮した地域

連携診療計画を作成し、がん治療を担う別の保険医療機関と共有し、かつ、当該

患者の同意を得た上で、入院中又は当該保険医療機関を退院した日から起算して

30日以内に、当該計画に基づき当該患者の治療計画を作成し、患者に説明し、文

書により提供するとともに、退院時又は退院した日から起算して30日以内に当該

別の保険医療機関に当該患者に係る診療情報を文書により提供した場合（がんと

診断されてから最初の入院に係るものに限る。）に、退院時又は退院した日から

起算して30日以内に１回に限り所定点数を算定する。

２ がん治療連携計画策定料２については、当該保険医療機関において注１に規定

するがん治療連携計画策定料１を算定した患者であって、他の保険医療機関にお

いて区分番号Ｂ００５－６－２に掲げるがん治療連携指導料を算定しているもの

について、状態の変化等に伴う当該他の保険医療機関からの紹介により、当該患

者を診療し、当該患者の治療計画を変更した場合に、患者１人につき月１回に限

り所定点数を算定する。

３ 注１及び注２の規定に基づく当該別の保険医療機関への文書の提供に係る区分

番号Ｂ００９に掲げる診療情報提供料 の費用は、所定点数に含まれるものと(Ⅰ)

する。

４ 区分番号Ｂ００３に掲げる開放型病院共同指導料 又は区分番号Ｂ００５に(Ⅱ)

掲げる退院時共同指導料２は、別に算定できない。

Ｂ００５－６－２ がん治療連携指導料 300点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（計画策定病院を除く。）が、区分番号Ｂ００５－６に

掲げるがん治療連携計画策定料１又はがん治療連携計画策定料２を算定した患者

であって入院中の患者以外のものに対して、地域連携診療計画に基づいた治療を

行うとともに、当該患者の同意を得た上で、計画策定病院に当該患者に係る診療

情報を文書により提供した場合に、月１回に限り算定する。

２ 注１の規定に基づく計画策定病院への文書の提供に係る区分番号Ｂ００９に掲

げる診療情報提供料 及び区分番号Ｂ０１１に掲げる診療情報提供料 の費用(Ⅰ) (Ⅲ)

は、所定点数に含まれるものとする。

Ｂ００５－６－３ がん治療連携管理料

１ がん診療連携拠点病院の場合 500点
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２ 地域がん診療病院の場合 300点

３ 小児がん拠点病院の場合 750点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関が、他の保険医療機関

等から紹介された患者であってがんと診断された入院中の患者以外の患者に対して

、化学療法又は放射線治療を行った場合に、当該基準に係る区分に従い、１人につ

き１回に限り所定点数を算定する。

Ｂ００５－６－４ 外来がん患者在宅連携指導料 500点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関が、外来で化学療法

又は緩和ケアを実施している進行がんの患者であって、在宅での緩和ケアに移行

が見込まれるものについて、患者と診療の方針等について十分に話し合い、当該

患者の同意を得た上で、在宅で緩和ケアを実施する他の保険医療機関に対して文

書で紹介を行った場合に、１人につき１回に限り所定点数を算定する。

２ 注１の規定に基づく他の保険医療機関への文書の提供に係る区分番号Ｂ００９

に掲げる診療情報提供料 の費用は、所定点数に含まれるものとする。(Ⅰ)

Ｂ００５－７ 認知症専門診断管理料

１ 認知症専門診断管理料１

イ 基幹型又は地域型の場合 700点

ロ 連携型の場合 500点

２ 認知症専門診断管理料２ 300点

注１ 認知症専門診断管理料１については、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満

たす保険医療機関が、他の保険医療機関から紹介された認知症の疑いのある患者

であって、入院中の患者以外のもの又は当該他の保険医療機関の療養病棟に入院

している患者に対して、当該患者又はその家族等の同意を得て、認知症の鑑別診

断を行った上で療養方針を決定するとともに、認知症と診断された患者について

は認知症療養計画を作成し、これらを患者に説明し、文書により提供するととも

に、地域において療養を担う他の保険医療機関に当該患者に係る診療情報を文書

により提供した場合に、１人につき１回に限り所定点数を算定する。

２ 認知症専門診断管理料２については、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満

たす病院である保険医療機関が、地域において診療を担う他の保険医療機関から

紹介された患者であって認知症の症状が増悪したもの（入院中の患者以外の患者

又は当該他の保険医療機関の療養病棟に入院している患者に限る。）に対して、

当該患者又はその家族等の同意を得て、診療を行った上で今後の療養計画等を患

者に説明し、文書により提供するとともに、当該他の保険医療機関に当該患者に

係る診療情報を文書により提供した場合に、３月に１回に限り所定点数を算定す

る。

３ 注１及び注２の規定に基づく他の保険医療機関への文書の提供に係る区分番号

Ｂ００９に掲げる診療情報提供料 及び区分番号Ｂ０１１に掲げる診療情報提(Ⅰ)

供料 の費用は、所定点数に含まれるものとする。(Ⅲ)

４ 区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管理料は、別に算定できない。

Ｂ００５－７－２ 認知症療養指導料

１ 認知症療養指導料１ 350点

２ 認知症療養指導料２ 300点

３ 認知症療養指導料３ 300点

注１ １については、当該保険医療機関の紹介により他の保険医療機関において認知

症の鑑別診断を受け、区分番号Ｂ００５－７に掲げる認知症専門診断管理料１を

算定した患者であって、入院中の患者以外の患者又は療養病棟に入院している患

者に対して、当該保険医療機関において、認知症療養計画に基づいた治療を行う

とともに、当該患者又はその家族等の同意を得た上で、当該他の保険医療機関に

当該患者に係る診療情報を文書により提供した場合に、当該治療を行った日の属
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する月を含め６月を限度として、月１回に限り算定する。

２ ２については、当該保険医療機関の紹介により他の保険医療機関において区分

番号Ｂ００５－７－３に掲げる認知症サポート指導料を算定した患者であって、

入院中の患者以外のものに対して、当該他の保険医療機関から認知症の療養方針

に係る助言を得て、当該保険医療機関において、認知症療養計画に基づいた治療

を行うとともに、当該患者又はその家族等の同意を得た上で、当該他の保険医療

機関に当該患者に係る診療情報を文書により提供した場合に、当該治療を行った

日の属する月を含め６月を限度として、月１回に限り算定する。

３ ３については、新たに認知症と診断された患者又は認知症の病状変化により認

知症療養計画の再検討が必要な患者であって、入院中の患者以外のものに対して

、認知症患者に対する支援体制の確保に協力している医師が、当該患者又はその

家族等の同意を得て、療養方針を決定し、認知症療養計画を作成の上、これらを

当該患者又はその家族等に説明し、文書により提供するとともに、当該保険医療

機関において当該計画に基づく治療を行う場合に、当該治療を開始した日の属す

る月を含め６月を限度として、月１回に限り算定する。

４ 注１及び注２の規定に基づく他の保険医療機関への文書の提供に係る区分番号

Ｂ００９に掲げる診療情報提供料 及び区分番号Ｂ０１１に掲げる診療情報提(Ⅰ)

供料 の費用は、所定点数に含まれるものとする。(Ⅲ)

５ １から３までは同時に算定できず、区分番号Ｂ０００に掲げる特定疾患療養管

理料及び区分番号Ｉ００２に掲げる通院・在宅精神療法は、別に算定できない。

Ｂ００５－７－３ 認知症サポート指導料 450点

注１ 認知症患者に対する支援体制の確保に協力している医師が、他の保険医療機関

からの求めに応じ、認知症を有する入院中の患者以外の患者に対し、当該患者又

はその家族等の同意を得て療養上の指導を行うとともに、当該他の保険医療機関

に対し、療養方針に係る助言を行った場合に、６月に１回に限り算定する。

２ 注１の規定に基づく他の保険医療機関への助言に係る区分番号Ｂ００９に掲げ

る診療情報提供料 及び区分番号Ｂ０１１に掲げる診療情報提供料 の費用は(Ⅰ) (Ⅲ)

、所定点数に含まれるものとする。

Ｂ００５－８ 肝炎インターフェロン治療計画料 700点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関が、長期継続的にインターフェロン治療が必要な肝炎の

患者に対して、当該患者の同意を得た上で、治療計画を作成し、副作用等を含め

て患者に説明し、文書により提供するとともに、地域において治療を担う他の保

険医療機関に当該患者に係る治療計画及び診療情報を文書により提供した場合に

、１人につき１回に限り算定する。

２ 注１の規定に基づく他の保険医療機関への文書の提供に係る区分番号Ｂ００９

に掲げる診療情報提供料 の費用は、所定点数に含まれるものとする。(Ⅰ)

Ｂ００５－９ 外来排尿自立指導料 200点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外の患者であって、別に厚生労働

大臣が定めるものに対して、包括的な排尿ケアを行った場合に、患者１人につき、

週１回に限り、区分番号Ａ２５１に掲げる排尿自立支援加算を算定した期間と通算

して12週を限度として算定する。ただし、区分番号Ｃ１０６に掲げる在宅自己導尿

指導管理料を算定する場合は、算定できない。

Ｂ００５－10 ハイリスク妊産婦連携指導料１ 1,000点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た産科又は産婦人科を標榜する保険医療機関において、入院中の患者以
ぼう

外の患者であって、精神疾患を有する妊婦又は出産後２月以内であるものに対し

て、当該患者の同意を得て、産科又は産婦人科を担当する医師及び保健師、助産
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師又は看護師が共同して精神科又は心療内科と連携し、診療及び療養上必要な指

導を行った場合に、患者１人につき月１回に限り算定する。

２ 同一の保険医療機関において、区分番号Ｂ００５－10－２に掲げるハイリスク

妊産婦連携指導料２を同一の患者について別に算定できない。

Ｂ００５－10－２ ハイリスク妊産婦連携指導料２ 750点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た精神科又は心療内科を標榜する保険医療機関において、入院中の患者
ぼう

以外の患者であって、精神疾患を有する妊婦又は出産後６月以内であるものに対

して、当該患者の同意を得て、精神科又は心療内科を担当する医師が産科又は産

婦人科と連携し、診療及び療養上必要な指導を行った場合に、患者１人につき月

１回に限り算定する。

２ 同一の保険医療機関において、区分番号Ｂ００５－10に掲げるハイリスク妊産

婦連携指導料１を同一の患者について別に算定できない。

Ｂ００５－11 遠隔連携診療料 500点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、対面診療を

行っている入院中の患者以外の患者であって、別に厚生労働大臣が定めるものに対

して、診断を目的として、当該施設基準を満たす難病又はてんかんに関する専門的

な診療を行っている保険医療機関の医師と情報通信機器を用いて連携して診療を行

った場合に、当該診断の確定までの間に３月に１回に限り算定する。

Ｂ００６ 救急救命管理料 500点

注１ 患者の発生した現場に保険医療機関の救急救命士が赴いて必要な処置等を行っ

た場合において、当該救急救命士に対して必要な指示を行った場合に算定する。

２ 救急救命士が行った処置等の費用は、所定点数に含まれるものとする。

Ｂ００６－２ 削除

Ｂ００６－３ 退院時リハビリテーション指導料 300点

注 患者の退院時に当該患者又はその家族等に対して、退院後の在宅での基本的動作

能力若しくは応用的動作能力又は社会的適応能力の回復を図るための訓練等につい

て必要な指導を行った場合に算定する。この場合において、同一日に、区分番号Ｂ

００５に掲げる退院時共同指導料２（注１の規定により、入院中の保険医療機関の

理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が指導等を行った場合に限る。）は、別に

算定できない。

Ｂ００７ 退院前訪問指導料 580点

注１ 入院期間が１月を超えると見込まれる患者の円滑な退院のため、患家を訪問し

、当該患者又はその家族等に対して、退院後の在宅での療養上の指導を行った場

合に、当該入院中１回（入院後早期に退院前訪問指導の必要があると認められる

場合は、２回）に限り算定する。

２ 注１に掲げる指導に要した交通費は、患家の負担とする。

Ｂ００７－２ 退院後訪問指導料 580点

注１ 当該保険医療機関が、保険医療機関を退院した別に厚生労働大臣が定める状態

の患者の地域における円滑な在宅療養への移行及び在宅療養の継続のため、患家

等を訪問し、当該患者又はその家族等に対して、在宅での療養上の指導を行った

場合に、当該患者が退院した日から起算して１月（退院日を除く。）を限度とし

て、５回に限り算定する。

２ 在宅療養を担う訪問看護ステーション又は他の保険医療機関の保健師、助産師

、看護師又は准看護師と同行し、必要な指導を行った場合には、訪問看護同行加

算として、退院後１回に限り、20点を所定点数に加算する。

３ 注１及び注２に掲げる指導に要した交通費は、患家の負担とする。

Ｂ００８ 薬剤管理指導料

１ 特に安全管理が必要な医薬品が投薬又は注射されている患者の場合 380点
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２ １の患者以外の患者の場合 325点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関に入院している患者のうち、１については別に厚生労働

大臣が定める患者に対して、２についてはそれ以外の患者に対して、それぞれ投

薬又は注射及び薬学的管理指導を行った場合は、当該患者に係る区分に従い、患

者１人につき週１回かつ月４回に限り算定する。

２ 麻薬の投薬又は注射が行われている患者に対して、麻薬の使用に関し、必要な

薬学的管理指導を行った場合は、麻薬管理指導加算として、１回につき50点を所

定点数に加算する。

Ｂ００８－２ 薬剤総合評価調整管理料 250点

注１ 入院中の患者以外の患者であって、６種類以上の内服薬（特に規定するものを

除く。）が処方されていたものについて、当該処方の内容を総合的に評価及び調

整し、当該患者に処方する内服薬が２種類以上減少した場合に、月１回に限り所

定点数を算定する。

２ 処方の内容の調整に当たって、別の保険医療機関又は保険薬局に対して、照会

又は情報提供を行った場合、連携管理加算として、50点を所定点数に加算する。

ただし、連携管理加算を算定した場合において、区分番号Ｂ００９に掲げる診療

情報提供料 （当該別の保険医療機関に対して患者の紹介を行った場合に限る(Ⅰ)

。）は同一日には算定できない。

Ｂ００９ 診療情報提供料 250点(Ⅰ)

注１ 保険医療機関が、診療に基づき、別の保険医療機関での診療の必要を認め、こ

れに対して、患者の同意を得て、診療状況を示す文書を添えて患者の紹介を行っ

た場合に、紹介先保険医療機関ごとに患者１人につき月１回に限り算定する。

２ 保険医療機関が、診療に基づき患者の同意を得て、当該患者の居住地を管轄す

る市町村又は介護保険法第46条第１項に規定する指定居宅介護支援事業者、同法

第58条第１項に規定する指定介護予防支援事業者、障害者の日常生活及び社会生

活を総合的に支援するための法律第51条の17第１項第１号に規定する指定特定相

談支援事業者、児童福祉法第24条の26第１項第１号に規定する指定障害児相談支

援事業者等に対して、診療状況を示す文書を添えて、当該患者に係る保健福祉サ

ービスに必要な情報を提供した場合に、患者１人につき月１回に限り算定する。

３ 保険医療機関が、診療に基づき保険薬局による在宅患者訪問薬剤管理指導の必

要を認め、在宅での療養を行っている患者であって通院が困難なものの同意を得

て、当該保険薬局に対して、診療状況を示す文書を添えて、当該患者に係る在宅

患者訪問薬剤管理指導に必要な情報を提供した場合に、患者１人につき月１回に

限り算定する。

４ 保険医療機関が、精神障害者である患者であって、障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための法律に規定する障害福祉サービスを行う施設又は

福祉ホーム（以下「精神障害者施設」という。）に入所若しくは通所しているも

の又は介護老人保健施設に入所しているものの同意を得て、当該精神障害者施設

又は介護老人保健施設に対して、診療状況を示す文書を添えて、当該患者の社会

復帰の促進に必要な情報を提供した場合に、患者１人につき月１回に限り算定す

る。

５ 保険医療機関が、診療に基づき患者の同意を得て、介護老人保健施設又は介護

医療院に対して、診療状況を示す文書を添えて患者の紹介を行った場合に、患者

１人につき月１回に限り算定する。

６ 保険医療機関が、認知症の状態にある患者について、診断に基づき認知症に関

する専門の保険医療機関等での鑑別診断等の必要を認め、当該患者又はその家族

等の同意を得て、認知症に関する専門の保険医療機関等に対して診療状況を示す

文書を添えて患者の紹介を行った場合に、患者１人につき月１回に限り算定する
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。

７ 保険医療機関が、児童福祉法第56条の６第２項に規定する障害児である患者に

ついて、診療に基づき当該患者又はその家族等の同意を得て、当該患者が通学す

る学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条に規定する小学校、中学校、義務教

育学校、中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若しくは中学部の学

校医等に対して、診療状況を示す文書を添えて、当該患者が学校生活を送るに当

たり必要な情報を提供した場合に、患者１人につき月１回に限り算定する。

８ 保険医療機関が、患者の退院日の属する月又はその翌月に、添付の必要を認め

、当該患者の同意を得て、別の保険医療機関、精神障害者施設又は介護老人保健

施設若しくは介護医療院に対して、退院後の治療計画、検査結果、画像診断に係

る画像情報その他の必要な情報を添付して紹介を行った場合は、200点を所定点

数に加算する。

９ 区分番号Ｂ００５－４に掲げるハイリスク妊産婦共同管理料 の施設基準に(Ⅰ)

適合しているものとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機関が、ハイリスク

妊産婦共同管理料 に規定する別に厚生労働大臣が定める状態等の患者の同意(Ⅰ)

を得て、検査結果、画像診断に係る画像情報その他の必要な情報を添付してハイ

リスク妊産婦共同管理料 に規定する別の保険医療機関に対して紹介を行った(Ⅰ)

場合は、ハイリスク妊婦紹介加算として、当該患者の妊娠中１回に限り200点を

所定点数に加算する。

10 保険医療機関が、認知症の疑いのある患者について専門医療機関での鑑別診断

等の必要を認め、当該患者又はその家族等の同意を得て、当該専門医療機関に対

して、診療状況を示す文書を添えて、患者の紹介を行った場合は、認知症専門医

療機関紹介加算として、100点を所定点数に加算する。

11 保険医療機関が、認知症の専門医療機関において既に認知症と診断された患者

であって入院中の患者以外のものについて症状が増悪した場合に、当該患者又は

その家族等の同意を得て、当該専門医療機関に対して、診療状況を示す文書を添

えて当該患者の紹介を行った場合は、認知症専門医療機関連携加算として、50点

を所定点数に加算する。

12 精神科以外の診療科を標榜する保険医療機関が、入院中の患者以外の患者につ
ぼう

いて、うつ病等の精神障害の疑いによりその診断治療等の必要性を認め、当該患

者の同意を得て、精神科を標榜する別の保険医療機関に当該患者が受診する日の
ぼう

予約を行った上で患者の紹介を行った場合は、精神科医連携加算として、200点

を所定点数に加算する。

13 保険医療機関が、治療計画に基づいて長期継続的にインターフェロン治療が必

要な肝炎の患者であって入院中の患者以外のものの同意を得て、当該保険医療機

関と連携して治療を行う肝疾患に関する専門医療機関に対して、治療計画に基づ

く診療状況を示す文書を添えて当該患者の紹介を行った場合は、肝炎インターフ

ェロン治療連携加算として、50点を所定点数に加算する。

14 保険医療機関が、患者の口腔機能の管理の必要を認め、歯科診療を行う他の保
くう

険医療機関に対して、患者又はその家族等の同意を得て、診療情報を示す文書を

添えて、当該患者の紹介を行った場合は、歯科医療機関連携加算１として、100

点を所定点数に加算する。

15 保険医療機関が、周術期等における口腔機能管理の必要を認め、患者又はその
くう

家族等の同意を得て、歯科を標榜する他の保険医療機関に当該患者が受診する日
ぼう

の予約を行った上で当該患者の紹介を行った場合は、歯科医療機関連携加算２と

して100点を所定点数に加算する。

16 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関が、患者の退院日の属する月又はその翌月に、連携する

保険医療機関において区分番号Ａ２４６の注４に掲げる地域連携診療計画加算を
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算定して当該連携保険医療機関を退院した患者（あらかじめ共有されている地域

連携診療計画に係る入院中の患者以外の患者に限る。）の同意を得て、当該連携

保険医療機関に対して、診療状況を示す文書を添えて当該患者の地域連携診療計

画に基づく療養に係る必要な情報を提供した場合に、地域連携診療計画加算とし

て、50点を所定点数に加算する。

17 保険医療機関が、患者の同意を得て、当該患者が入院又は入所する保険医療機

関又は介護老人保健施設若しくは介護医療院に対して文書で診療情報を提供する

際、当該患者に対して定期的に訪問看護を行っている訪問看護ステーションから

得た療養に係る情報を添付して紹介を行った場合は、療養情報提供加算として、

50点を所定点数に加算する。

18 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関が、患者の紹介を行う際に、検査結果、画像情報、画像

診断の所見、投薬内容、注射内容、退院時要約等の診療記録のうち主要なものに

ついて、他の保険医療機関に対し、電子的方法により閲覧可能な形式で提供した

場合又は電子的に送受される診療情報提供書に添付した場合に、検査・画像情報

提供加算として、次に掲げる点数をそれぞれ所定点数に加算する。ただし、イに

ついては、注８に規定する加算を算定する場合は算定しない。

イ 退院する患者について、当該患者の退院日の属する月又はその翌月に、必要

な情報を提供した場合 200点

ロ 入院中の患者以外の患者について、必要な情報を提供した場合 30点

Ｂ００９－２ 電子的診療情報評価料 30点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た保険医療機関が、別の保険医療機関から診療情報提供書の提供を受けた患

者に係る検査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容、退院時要約

等の診療記録のうち主要なものについて、電子的方法により閲覧又は受信し、当該

患者の診療に活用した場合に算定する。

Ｂ０１０ 診療情報提供料 500点(Ⅱ)

注 保険医療機関が、治療法の選択等に関して当該保険医療機関以外の医師の意見を

求める患者からの要望を受けて、治療計画、検査結果、画像診断に係る画像情報そ

の他の別の医療機関において必要な情報を添付し、診療状況を示す文書を患者に提

供することを通じて、患者が当該保険医療機関以外の医師の助言を得るための支援

を行った場合に、患者１人につき月１回に限り算定する。

Ｂ０１０－２ 診療情報連携共有料 120点

注１ 歯科診療を担う別の保険医療機関からの求めに応じ、患者の同意を得て、検査

結果、投薬内容等を文書により提供した場合に、提供する保険医療機関ごとに患

者１人につき３月に１回に限り算定する。

２ 区分番号Ｂ００９に掲げる診療情報提供料 （同一の保険医療機関に対して(Ⅰ)

紹介を行った場合に限る。）を算定した同一月においては、別に算定できない。

Ｂ０１１ 診療情報提供料 150点(Ⅲ)

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、別に厚生

労働大臣が定める基準を満たす他の保険医療機関から紹介された患者又は別に厚

生労働大臣が定める患者について、当該患者を紹介した他の保険医療機関からの

求めに応じ、患者の同意を得て、診療状況を示す文書を提供した場合（区分番号

Ａ０００に掲げる初診料を算定する日を除く。ただし、当該医療機関に次回受診

する日の予約を行った場合はこの限りでない。）に、提供する保険医療機関ごと

に患者１人につき３月に１回に限り算定する。

２ 注１に規定する患者以外の患者については、別に厚生労働大臣が定める施設基

準を満たす保険医療機関において、他の保険医療機関から紹介された患者につい

て、当該患者を紹介した他の保険医療機関からの求めに応じ、患者の同意を得て

（ ）（ ） 181180

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



、診療状況を示す文書を提供した場合（区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定

する日を除く。ただし、当該医療機関に次回受診する日の予約を行った場合はこ

の限りではない。）に、提供する保険医療機関ごとに患者１人につき３月に１回

に限り算定する。

３ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、産科若し

くは産婦人科を標榜する保険医療機関から紹介された注１に規定する別に厚生労
ぼう

働大臣が定める患者又は産科若しくは産婦人科を標榜する別に厚生労働大臣が定
ぼう

める施設基準を満たす保険医療機関において、他の保険医療機関から紹介された

注１に規定する別に厚生労働大臣が定める患者について、診療に基づき、頻回の

情報提供の必要を認め、当該患者を紹介した他の保険医療機関に情報提供を行っ

た場合は、注１の規定にかかわらず、月１回に限り算定する。

４ 区分番号Ｂ００９に掲げる診療情報提供料 （同一の保険医療機関に対して(Ⅰ)

紹介を行った場合に限る。）を算定した月は、別に算定できない。

Ｂ０１１－２ 削除

Ｂ０１１－３ 薬剤情報提供料 10点

注１ 入院中の患者以外の患者に対して、処方した薬剤の名称、用法、用量、効能、

効果、副作用及び相互作用に関する主な情報を文書により提供した場合に、月１

回に限り（処方の内容に変更があった場合は、その都度）算定する。

２ 注１の場合において、処方した薬剤の名称を当該患者の求めに応じて患者の薬

剤服用歴等を経時的に記録する手帳（以下単に「手帳」という。）に記載した場

合には、手帳記載加算として、３点を所定点数に加算する。

３ 保険薬局において調剤を受けるために処方箋を交付した患者については、算定

しない。

Ｂ０１１－４ 医療機器安全管理料

１ 臨床工学技士が配置されている保険医療機関において、生命維持管理装置を用い

て治療を行う場合（１月につき） 100点

２ 放射線治療機器の保守管理、精度管理等の体制が整えられている保険医療機関に

おいて、放射線治療計画を策定する場合（一連につき） 1,100点

注１ １については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、生命維持管理装置を用いて治

療を行った場合に、患者１人につき月１回に限り算定する。

２ ２については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、放射線治療が必要な患者に対

して、放射線治療計画に基づいて治療を行った場合に算定する。

Ｂ０１２ 傷病手当金意見書交付料 100点

注 健康保険法第99条第１項の規定による傷病手当金に係る意見書を交付した場合に

算定する。

Ｂ０１３ 療養費同意書交付料 100点

注 健康保険法第87条の規定による療養費（柔道整復以外の施術に係るものに限る。

）に係る同意書を交付した場合に算定する。

Ｂ０１４ 退院時薬剤情報管理指導料 90点

注１ 保険医療機関が、患者の入院時に当該患者が服薬中の医薬品等について確認す

るとともに、当該患者に対して入院中に使用した主な薬剤の名称（副作用が発現

した場合については、当該副作用の概要、講じた措置等を含む。）に関して当該

患者の手帳に記載した上で、退院に際して当該患者又はその家族等に対して、退

院後の薬剤の服用等に関する必要な指導を行った場合に、退院の日に１回に限り

算定する。この場合において、同一日に、区分番号Ｂ００５に掲げる退院時共同

指導料２（注１の規定により、入院中の保険医療機関の薬剤師が指導等を行った

場合に限る。）は、別に算定できない。
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２ 保険医療機関が、入院前の内服薬の変更をした患者又は服用を中止した患者に

ついて、保険薬局に対して、当該患者又はその家族等の同意を得て、その理由や

変更又は中止後の当該患者の状況を文書により提供した場合に、退院時薬剤情報

連携加算として、60点を所定点数に加算する。

Ｂ０１５ 精神科退院時共同指導料

１ 精神科退院時共同指導料１（外来を担う保険医療機関又は在宅療養担当医療機関

の場合）

イ 精神科退院時共同指導料 1,500点(Ⅰ)

ロ 精神科退院時共同指導料 900点(Ⅱ)

２ 精神科退院時共同指導料２（入院医療を提供する保険医療機関の場合） 700点

注１ １のイについては、精神保健福祉法第29条若しくは第29条の２に規定する入院

措置に係る患者、心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察

等に関する法律（平成15年法律第110号）第42条第１項第１号若しくは第61条第

１項第１号に規定する同法による入院若しくは同法第42条第１項第２号に規定す

る同法による通院をしたことがあるもの又は当該入院の期間が１年以上のものに

対して、当該患者の外来を担う保険医療機関又は在宅療養担当医療機関であって

、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関が、当該患者が入院している他の保険医療機関と共同し

て、当該患者の同意を得て、退院後の療養上必要な説明及び指導を行った上で、

支援計画を作成し、文書により情報提供した場合に、入院中に１回に限り算定す

る。

２ １のロについては、療養生活環境の整備のため重点的な支援を要する患者に対

して、当該患者の外来を担う保険医療機関又は在宅療養担当医療機関であって、

別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た保険医療機関が、当該患者が入院している他の保険医療機関と共同して

、当該患者の同意を得て、退院後の療養上必要な説明及び指導を行った上で、支

援計画を作成し、文書により情報提供した場合に、入院中に１回に限り算定する

。

３ １について、区分番号Ａ０００に掲げる初診料、区分番号Ａ００１に掲げる再

診料、区分番号Ａ００２に掲げる外来診療料、区分番号Ａ００３に掲げるオンラ

イン診療料、区分番号Ｂ００２に掲げる開放型病院共同指導料 、区分番号Ｂ(Ⅰ)

００４に掲げる退院時共同指導料１、区分番号Ｃ０００に掲げる往診料、区分番

号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療料 又は区分番号Ｃ００１－２に掲げる(Ⅰ)

在宅患者訪問診療料 は別に算定できない。(Ⅱ)

４ ２については、精神病棟に入院している患者であって、他の保険医療機関にお

いて１を算定するものに対して、当該患者が入院している保険医療機関であって

、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関が、当該患者の外来を担う保険医療機関又は在宅療養担

当医療機関と共同して、当該患者の同意を得て、退院後の療養上必要な説明及び

指導を行った上で、支援計画を作成し、文書により情報提供した場合に、入院中

に１回に限り算定する。ただし、区分番号Ｂ００３に掲げる開放型病院共同指導

料 、区分番号Ｂ００５に掲げる退院時共同指導料２又は区分番号Ｉ０１１に(Ⅱ)

掲げる精神科退院指導料は、別に算定できない。

Ｂ０１６からＢ０１８まで 削除
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第２章 特掲診療料 

 

 ＜通則＞ 

１ 第１部に規定する特定疾患療養管理料、ウイルス疾患指導料、小児特定疾患カウンセリング料、

小児科療養指導料、てんかん指導料、難病外来指導管理料、皮膚科特定疾患指導管理料、慢性疼

痛疾患管理料、小児悪性腫瘍患者指導管理料及び耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料並びに第２部第

２節第１款の各区分に規定する在宅療養指導管理料及び第８部精神科専門療法に掲げる心身医学

療法は特に規定する場合を除き同一月に算定できない。 

２ 算定回数が「週」単位又は「月」単位とされているものについては、特に定めのない限り、そ

れぞれ日曜日から土曜日までの１週間又は月の初日から月の末日までの１か月を単位として算定

する。 

 

第１部 医学管理等 

  Ｂ０００ 特定疾患療養管理料 

(１) 特定疾患療養管理料は、生活習慣病等の厚生労働大臣が別に定める疾患を主病とする患者

について、プライマリケア機能を担う地域のかかりつけ医師が計画的に療養上の管理を行う

ことを評価したものであり、許可病床数が 200 床以上の病院においては算定できない。 

(２) 特定疾患療養管理料は、別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とする患者に対して、治療

計画に基づき、服薬、運動、栄養等の療養上の管理を行った場合に、月２回に限り算定する。 

(３) 第１回目の特定疾患療養管理料は、区分番号「Ａ０００」初診料（「注５」のただし書に

規定する所定点数を算定する場合を含む。特に規定する場合を除き、以下この部において同

じ。）を算定した初診の日又は当該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算して１か

月を経過した日以降に算定する。ただし、本管理料の性格に鑑み、１か月を経過した日が休

日の場合であって、その休日の直前の休日でない日に特定疾患療養管理料の「注１」に掲げ

る要件を満たす場合には、その日に特定疾患療養管理料を算定できる。 

(４) 区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日又は当該保険医療機関から退院した日か

らそれぞれ起算して１か月を経過した日が翌々月の１日となる場合であって、初診料を算定

した初診の日又は退院の日が属する月の翌月の末日（その末日が休日の場合はその前日）に

特定疾患療養管理料の「注１」に掲げる要件を満たす場合には、本管理料の性格に鑑み、そ

の日に特定疾患療養管理料を算定できる。 

(５) 診察に基づき計画的な診療計画を立てている場合であって、必要やむを得ない場合に、看

護に当たっている家族等を通して療養上の管理を行ったときにおいても、特定疾患療養管理

料を算定できる。 

(６) 管理内容の要点を診療録に記載する。 

(７) 同一保険医療機関において、２以上の診療科にわたり受診している場合においては、主病

と認められる特定疾患の治療に当たっている診療科においてのみ算定する。 

(８) 特定疾患療養管理料は、別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とする者に対し、実際に主

病を中心とした療養上必要な管理が行われていない場合又は実態的に主病に対する治療が当

該保険医療機関では行われていない場合には算定できない。 

(９) 主病とは、当該患者の全身的な医学管理の中心となっている特定疾患をいうものであり、
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対診又は依頼により検査のみを行っている保険医療機関にあっては算定できない。 

(10) 入院中の患者については、いかなる場合であっても特定疾患療養管理料は算定できない。

従って、入院中の患者に他の疾患が発症し、別の科の外来診療室へ行って受診する場合であ

っても、当該発症については特定疾患療養管理料の算定はできない。 

(11) 別に厚生労働大臣が定める疾病名は、「疾病、傷害及び死因の統計分類基本分類表（平成

27 年総務省告示第 35 号）」（以下「分類表」という。）に規定する分類に該当する疾病の

名称であるが、疾病名について各医療機関での呼称が異なっていても、その医学的内容が分

類表上の対象疾病名と同様である場合は算定の対象となる。ただし、混乱を避けるため、で

きる限り分類表上の名称を用いることが望ましい。 

(12) 「注５」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成し、

当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(13) 「注５」に規定する点数が算定可能な患者は、特定疾患療養管理料を初めて算定した月か

ら３月以上経過しているものに限る。 

 

  Ｂ００１ 特定疾患治療管理料 

   １ ウイルス疾患指導料 

(１) 肝炎ウイルス、ＨＩＶ又は成人Ｔ細胞白血病ウイルスによる疾患に罹患しており、かつ、

他人に対し感染させる危険がある者又はその家族に対して、療養上必要な指導及びウイル

ス感染防止のための指導を行った場合に、肝炎ウイルス疾患又は成人Ｔ細胞白血病につい

ては、患者１人につき１回に限り算定し、後天性免疫不全症候群については、月１回に限

り算定する。 

(２) ウイルス疾患指導料は、当該ウイルス疾患に罹患していることが明らかにされた時点以

降に、「注１」に掲げる指導を行った場合に算定する。なお、ウイルス感染防止のための

指導には、公衆衛生上の指導及び院内感染、家族内感染防止のための指導等が含まれる。 

(３) ＨＩＶの感染者に対して指導を行った場合には、「ロ」を算定する。 

(４) 同一の患者に対して、同月内に「イ」及び「ロ」の双方に該当する指導が行われた場合

は、主たるもの一方の所定点数のみを算定する。 

(５) 「注２」に掲げる加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、後天性免疫不全症候群に罹患し

ている患者又はＨＩＶの感染者に対して療養上必要な指導及び感染予防に関する指導を行

った場合に算定する。 

(６) 指導内容の要点を診療録に記載する。 

   ２ 特定薬剤治療管理料 

(１) 特定薬剤治療管理料１ 

ア 特定薬剤治療管理料１は、下記のものに対して投与薬剤の血中濃度を測定し、その結

果に基づき当該薬剤の投与量を精密に管理した場合、月１回に限り算定する。 

(イ) 心疾患患者であってジギタリス製剤を投与しているもの 

(ロ) てんかん患者であって抗てんかん剤を投与しているもの 
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対診又は依頼により検査のみを行っている保険医療機関にあっては算定できない。 

(10) 入院中の患者については、いかなる場合であっても特定疾患療養管理料は算定できない。

従って、入院中の患者に他の疾患が発症し、別の科の外来診療室へ行って受診する場合であ

っても、当該発症については特定疾患療養管理料の算定はできない。 

(11) 別に厚生労働大臣が定める疾病名は、「疾病、傷害及び死因の統計分類基本分類表（平成

27 年総務省告示第 35 号）」（以下「分類表」という。）に規定する分類に該当する疾病の

名称であるが、疾病名について各医療機関での呼称が異なっていても、その医学的内容が分

類表上の対象疾病名と同様である場合は算定の対象となる。ただし、混乱を避けるため、で

きる限り分類表上の名称を用いることが望ましい。 

(12) 「注５」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成し、

当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(13) 「注５」に規定する点数が算定可能な患者は、特定疾患療養管理料を初めて算定した月か

ら３月以上経過しているものに限る。 

 

  Ｂ００１ 特定疾患治療管理料 

   １ ウイルス疾患指導料 

(１) 肝炎ウイルス、ＨＩＶ又は成人Ｔ細胞白血病ウイルスによる疾患に罹患しており、かつ、

他人に対し感染させる危険がある者又はその家族に対して、療養上必要な指導及びウイル

ス感染防止のための指導を行った場合に、肝炎ウイルス疾患又は成人Ｔ細胞白血病につい

ては、患者１人につき１回に限り算定し、後天性免疫不全症候群については、月１回に限

り算定する。 

(２) ウイルス疾患指導料は、当該ウイルス疾患に罹患していることが明らかにされた時点以

降に、「注１」に掲げる指導を行った場合に算定する。なお、ウイルス感染防止のための

指導には、公衆衛生上の指導及び院内感染、家族内感染防止のための指導等が含まれる。 

(３) ＨＩＶの感染者に対して指導を行った場合には、「ロ」を算定する。 

(４) 同一の患者に対して、同月内に「イ」及び「ロ」の双方に該当する指導が行われた場合

は、主たるもの一方の所定点数のみを算定する。 

(５) 「注２」に掲げる加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、後天性免疫不全症候群に罹患し

ている患者又はＨＩＶの感染者に対して療養上必要な指導及び感染予防に関する指導を行

った場合に算定する。 

(６) 指導内容の要点を診療録に記載する。 

   ２ 特定薬剤治療管理料 

(１) 特定薬剤治療管理料１ 

ア 特定薬剤治療管理料１は、下記のものに対して投与薬剤の血中濃度を測定し、その結

果に基づき当該薬剤の投与量を精密に管理した場合、月１回に限り算定する。 

(イ) 心疾患患者であってジギタリス製剤を投与しているもの 

(ロ) てんかん患者であって抗てんかん剤を投与しているもの 
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すること。 

タ 「注９」及び「注 10」に規定する加算は同一月内に併せて算定できない。 

チ 特殊な薬物血中濃度の測定及び計画的な治療管理のうち、特に本項を準用する必要の

あるものについては、その都度当局に内議し、最も近似する測定及び治療管理として準

用が通知された算定方法により算定する。 

(２) 特定薬剤治療管理料２ 

ア 特定薬剤治療管理料２は、胎児曝露を未然に防止するための安全管理手順を遵守した

上でサリドマイド製剤及びその誘導体の処方及び調剤を実施した患者に対して、医師及

び薬剤師が、当該薬剤の管理の状況について確認及び適正使用に係る必要な説明を行い、

当該医薬品の製造販売を行う企業に対して確認票等を用いて定期的に患者の服薬に係る

安全管理の遵守状況等を報告した場合において、月に１回につき算定する。 

イ サリドマイド製剤及びその誘導体とは、サリドマイド、レナリドミド及びポマリドミ

ドをいう。 

ウ 安全管理手順については「サリドマイド製剤安全管理手順（TERMS）」及び「レブラ

ミド・ポマリスト適正管理手順（RevMate）」を遵守すること。 

エ 特定薬剤治療管理料２を算定する場合は、診療録等に指導内容の要点を記録すること。 

 ３ 悪性腫瘍特異物質治療管理料 

(１) 悪性腫瘍特異物質治療管理料は、悪性腫瘍であると既に確定診断がされた患者について、

腫瘍マーカー検査を行い、当該検査の結果に基づいて計画的な治療管理を行った場合に、

月１回に限り算定する。 

(２) 悪性腫瘍特異物質治療管理料には、腫瘍マーカー検査、当該検査に係る採血及び当該検

査の結果に基づく治療管理に係る費用が含まれるものであり、１月のうち２回以上腫瘍マ

ーカー検査を行っても、それに係る費用は別に算定できない。 

(３) 腫瘍マーカー検査の結果及び治療計画の要点を診療録に添付又は記載する。 

(４) 「注３」に規定する初回月加算は、適切な治療管理を行うために多項目の腫瘍マーカー

検査を行うことが予想される初回月に限って算定する。ただし、悪性腫瘍特異物質治療管

理料を算定する当該初回月の前月において、区分番号「Ｄ００９」腫瘍マーカーを算定し

ている場合は、当該初回月加算は算定できない。 

(５) 区分番号「Ｄ００９」腫瘍マーカーにおいて、併算定が制限されている項目を同一月に

併せて実施した場合には、１項目とみなして、本管理料を算定する。 

(６) 当該月に悪性腫瘍特異物質以外の検査（本通知の腫瘍マーカーの項に規定する例外規定

を含む。）を行った場合は、本管理料とは別に、検査に係る判断料を算定できる。 

(例) 肝癌の診断が確定している患者でα－フェトプロテインを算定し、別に、区分番号

「Ｄ００８」内分泌学的検査を行った場合の算定 

悪性腫瘍特異物質治療管理料「ロ」の「(１)」 

＋区分番号「Ｄ００８」内分泌学的検査の実施料 

＋区分番号「Ｄ０２６」の「５」生化学的検査(Ⅱ)判断料 

(７) 特殊な腫瘍マーカー検査及び計画的な治療管理のうち、特に本項を準用する必要のある

ものについては、その都度当局に内議し、最も近似する腫瘍マーカー検査及び治療管理と

して準用が通知された算定方法により算定する。 
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すること。 

タ 「注９」及び「注 10」に規定する加算は同一月内に併せて算定できない。 

チ 特殊な薬物血中濃度の測定及び計画的な治療管理のうち、特に本項を準用する必要の

あるものについては、その都度当局に内議し、最も近似する測定及び治療管理として準

用が通知された算定方法により算定する。 

(２) 特定薬剤治療管理料２ 

ア 特定薬剤治療管理料２は、胎児曝露を未然に防止するための安全管理手順を遵守した

上でサリドマイド製剤及びその誘導体の処方及び調剤を実施した患者に対して、医師及

び薬剤師が、当該薬剤の管理の状況について確認及び適正使用に係る必要な説明を行い、

当該医薬品の製造販売を行う企業に対して確認票等を用いて定期的に患者の服薬に係る

安全管理の遵守状況等を報告した場合において、月に１回につき算定する。 

イ サリドマイド製剤及びその誘導体とは、サリドマイド、レナリドミド及びポマリドミ

ドをいう。 

ウ 安全管理手順については「サリドマイド製剤安全管理手順（TERMS）」及び「レブラ

ミド・ポマリスト適正管理手順（RevMate）」を遵守すること。 

エ 特定薬剤治療管理料２を算定する場合は、診療録等に指導内容の要点を記録すること。 

 ３ 悪性腫瘍特異物質治療管理料 

(１) 悪性腫瘍特異物質治療管理料は、悪性腫瘍であると既に確定診断がされた患者について、

腫瘍マーカー検査を行い、当該検査の結果に基づいて計画的な治療管理を行った場合に、

月１回に限り算定する。 

(２) 悪性腫瘍特異物質治療管理料には、腫瘍マーカー検査、当該検査に係る採血及び当該検

査の結果に基づく治療管理に係る費用が含まれるものであり、１月のうち２回以上腫瘍マ

ーカー検査を行っても、それに係る費用は別に算定できない。 

(３) 腫瘍マーカー検査の結果及び治療計画の要点を診療録に添付又は記載する。 

(４) 「注３」に規定する初回月加算は、適切な治療管理を行うために多項目の腫瘍マーカー

検査を行うことが予想される初回月に限って算定する。ただし、悪性腫瘍特異物質治療管

理料を算定する当該初回月の前月において、区分番号「Ｄ００９」腫瘍マーカーを算定し

ている場合は、当該初回月加算は算定できない。 

(５) 区分番号「Ｄ００９」腫瘍マーカーにおいて、併算定が制限されている項目を同一月に

併せて実施した場合には、１項目とみなして、本管理料を算定する。 

(６) 当該月に悪性腫瘍特異物質以外の検査（本通知の腫瘍マーカーの項に規定する例外規定

を含む。）を行った場合は、本管理料とは別に、検査に係る判断料を算定できる。 

(例) 肝癌の診断が確定している患者でα－フェトプロテインを算定し、別に、区分番号

「Ｄ００８」内分泌学的検査を行った場合の算定 

悪性腫瘍特異物質治療管理料「ロ」の「(１)」 

＋区分番号「Ｄ００８」内分泌学的検査の実施料 

＋区分番号「Ｄ０２６」の「５」生化学的検査(Ⅱ)判断料 

(７) 特殊な腫瘍マーカー検査及び計画的な治療管理のうち、特に本項を準用する必要のある

ものについては、その都度当局に内議し、最も近似する腫瘍マーカー検査及び治療管理と

して準用が通知された算定方法により算定する。 
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併せ担当している場合にあっては算定できない。ただし、アレルギー科を併せ担当してい

る場合はこの限りでない。 

(２) 小児科療養指導料の対象となる疾患及び状態は、脳性麻痺、先天性心疾患、ネフローゼ

症候群、ダウン症等の染色体異常、川崎病で冠動脈瘤のあるもの、脂質代謝障害、腎炎、

溶血性貧血、再生不良性貧血、血友病、血小板減少性紫斑病、先天性股関節脱臼、内反足、

二分脊椎、骨系統疾患、先天性四肢欠損、分娩麻痺、先天性多発関節拘縮症及び児童福祉

法第６条の２第１項に規定する小児慢性特定疾病（同条第２項に規定する小児慢性特定疾

病医療支援の対象に相当する状態のものに限る。）並びに同法第 56 条の６第２項に規定

する障害児に該当する状態であり、対象となる患者は、15歳未満の入院中の患者以外の患

者である。また、出生時の体重が 1,500ｇ未満であった６歳未満の者についても、入院中

の患者以外の患者はその対象となる。 

(３) 小児科療養指導料は、当該疾病又は状態を主病とする患者又はその家族に対して、治療

計画に基づき療養上の指導を行った場合に月１回に限り算定する。ただし、家族に対して

指導を行った場合は、患者を伴った場合に限り算定する。 

(４) 第１回目の小児科療養指導料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日の属

する月の翌月の１日又は当該保険医療機関から退院した日から起算して１か月を経過した

日以降に算定する。 

(５) 指導内容の要点を診療録等に記載する。 

(６) 必要に応じ、患者の通学する学校との情報共有・連携を行うこと。 

(７) 日常的に車椅子を使用する患者であって、車椅子上での姿勢保持が困難なため、食事摂

取等の日常生活動作の能力の低下を来した患者については、医師の指示を受けた理学療法

士又は作業療法士等が、車椅子や座位保持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、患

者の体幹機能や座位保持機能を評価した上で体圧分散やサポートのためのクッションや付

属品の選定や調整を行うことが望ましい。 

(８) 「注５」に規定する加算は、長期的に人工呼吸器による呼吸管理が必要と見込まれる患

者に対して、患者やその家族等の心理状態に十分配慮された環境で、医師及び看護師が必

要に応じてその他の職種と共同して、人工呼吸器による管理が適応となる病状及び治療方

法等について、患者やその家族等が十分に理解し、同意した上で治療方針を選択できるよ

う、説明及び相談を行った場合に算定する。説明及び相談にあたっては、患者及びその家

族が理解できるよう、必要時に複数回に分けて説明や相談を行う。なお、説明等の内容の

要点を診療録等に記載する。 

(９) 「注６」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成

し、当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評

価したものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に

限り算定する。 

(10) 「注６」に規定する点数が算定可能な患者は、小児科療養指導料を初めて算定した月か

ら３月以上経過しているものに限る。 

   ６ てんかん指導料 

(１) てんかん指導料は、小児科、神経科、神経内科、精神科、脳神経外科又は心療内科を標

榜する保険医療機関において、当該標榜診療科の専任の医師が、てんかん（外傷性を含
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併せ担当している場合にあっては算定できない。ただし、アレルギー科を併せ担当してい

る場合はこの限りでない。 

(２) 小児科療養指導料の対象となる疾患及び状態は、脳性麻痺、先天性心疾患、ネフローゼ

症候群、ダウン症等の染色体異常、川崎病で冠動脈瘤のあるもの、脂質代謝障害、腎炎、

溶血性貧血、再生不良性貧血、血友病、血小板減少性紫斑病、先天性股関節脱臼、内反足、

二分脊椎、骨系統疾患、先天性四肢欠損、分娩麻痺、先天性多発関節拘縮症及び児童福祉

法第６条の２第１項に規定する小児慢性特定疾病（同条第２項に規定する小児慢性特定疾

病医療支援の対象に相当する状態のものに限る。）並びに同法第 56 条の６第２項に規定

する障害児に該当する状態であり、対象となる患者は、15歳未満の入院中の患者以外の患

者である。また、出生時の体重が 1,500ｇ未満であった６歳未満の者についても、入院中

の患者以外の患者はその対象となる。 

(３) 小児科療養指導料は、当該疾病又は状態を主病とする患者又はその家族に対して、治療

計画に基づき療養上の指導を行った場合に月１回に限り算定する。ただし、家族に対して

指導を行った場合は、患者を伴った場合に限り算定する。 

(４) 第１回目の小児科療養指導料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日の属

する月の翌月の１日又は当該保険医療機関から退院した日から起算して１か月を経過した

日以降に算定する。 

(５) 指導内容の要点を診療録等に記載する。 

(６) 必要に応じ、患者の通学する学校との情報共有・連携を行うこと。 

(７) 日常的に車椅子を使用する患者であって、車椅子上での姿勢保持が困難なため、食事摂

取等の日常生活動作の能力の低下を来した患者については、医師の指示を受けた理学療法

士又は作業療法士等が、車椅子や座位保持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、患

者の体幹機能や座位保持機能を評価した上で体圧分散やサポートのためのクッションや付

属品の選定や調整を行うことが望ましい。 

(８) 「注５」に規定する加算は、長期的に人工呼吸器による呼吸管理が必要と見込まれる患

者に対して、患者やその家族等の心理状態に十分配慮された環境で、医師及び看護師が必

要に応じてその他の職種と共同して、人工呼吸器による管理が適応となる病状及び治療方

法等について、患者やその家族等が十分に理解し、同意した上で治療方針を選択できるよ

う、説明及び相談を行った場合に算定する。説明及び相談にあたっては、患者及びその家

族が理解できるよう、必要時に複数回に分けて説明や相談を行う。なお、説明等の内容の

要点を診療録等に記載する。 

(９) 「注６」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成

し、当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評

価したものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に

限り算定する。 

(10) 「注６」に規定する点数が算定可能な患者は、小児科療養指導料を初めて算定した月か

ら３月以上経過しているものに限る。 

   ６ てんかん指導料 

(１) てんかん指導料は、小児科、神経科、神経内科、精神科、脳神経外科又は心療内科を標

榜する保険医療機関において、当該標榜診療科の専任の医師が、てんかん（外傷性を含
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場合にあっては算定できない。 

(２) 皮膚科特定疾患指導管理料(Ⅰ)の対象となる特定疾患は、天疱瘡、類天疱瘡、エリテマ

トーデス（紅斑性狼瘡）、紅皮症、尋常性乾癬、掌蹠膿疱症、先天性魚鱗癬、類乾癬、扁

平苔癬並びに結節性痒疹及びその他の痒疹（慢性型で経過が１年以上のものに限る。）で

あり、皮膚科特定疾患指導管理料(Ⅱ)の対象となる特定疾患は、帯状疱疹、じんま疹、ア

トピー性皮膚炎（16 歳以上の患者が罹患している場合に限る。）、尋常性白斑、円形脱毛

症及び脂漏性皮膚炎である。ただし、アトピー性皮膚炎については、外用療法を必要とす

る場合に限り算定できる。 

(３) 医師が一定の治療計画に基づいて療養上必要な指導管理を行った場合に、月１回に限り

算定する。 

(４) 第１回目の皮膚科特定疾患指導管理料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診

の日又は当該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算して１か月を経過した日以降

に算定する。 

(５) 皮膚科特定疾患指導管理料(Ⅰ)及び(Ⅱ)は、同一暦月には算定できない。 

(６) 診療計画及び指導内容の要点を診療録に記載する。 

   ９ 外来栄養食事指導料   

(１) 外来栄養食事指導料は、入院中の患者以外の患者であって、別に厚生労働大臣が定める

特別食を保険医療機関の医師が必要と認めた者又は次のいずれかに該当する者に対し、管

理栄養士が医師の指示に基づき、患者ごとにその生活条件、し好を勘案した食事計画案等

を必要に応じて交付し、初回にあっては概ね 30 分以上、２回目以降にあっては概ね 20 分

以上、療養のため必要な栄養の指導を行った場合に算定する。 

ア がん患者 

イ 摂食機能又は嚥下機能が低下した患者 

ウ 低栄養状態にある患者 

(２) 特別食には、心臓疾患及び妊娠高血圧症候群等の患者に対する減塩食、十二指腸潰瘍の

患者に対する潰瘍食、侵襲の大きな消化管手術後の患者に対する潰瘍食、クローン病及び

潰瘍性大腸炎等により腸管の機能が低下している患者に対する低残渣食、高度肥満症（肥

満度が＋40％以上又はＢＭＩが 30以上）の患者に対する治療食並びにてんかん食（難治性

てんかん（外傷性のものを含む。）、グルコーストランスポーター１欠損症又はミトコン

ドリア脳筋症の患者に対する治療食であって、グルコースに代わりケトン体を熱量源とし

て供給することを目的に炭水化物量の制限と脂質量の増加が厳格に行われたものに限る。）

を含む。ただし、高血圧症の患者に対する減塩食（塩分の総量が６ｇ未満のものに限る。）

及び小児食物アレルギー患者（食物アレルギー検査の結果（他の保険医療機関から提供を

受けた食物アレルギー検査の結果を含む。）、食物アレルギーを持つことが明らかな９歳

未満の小児に限る。）に対する小児食物アレルギー食については、入院時食事療養(Ⅰ)又

は入院時生活療養(Ⅰ)の特別食加算の場合と異なり、特別食に含まれる。なお、妊娠高血

圧症候群の患者に対する減塩食は、日本高血圧学会、日本妊娠高血圧学会等の基準に準じ

ていること。 

(３) 管理栄養士への指示事項は、当該患者ごとに適切なものとし、熱量・熱量構成、蛋白質、

脂質その他の栄養素の量、病態に応じた食事の形態等に係る情報のうち医師が必要と認め
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む。）の患者であって入院中以外のもの又はその家族に対し、治療計画に基づき療養上必

要な指導を行った場合に、月１回に限り算定する。 

(２) 第１回目のてんかん指導料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日又は当

該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算して１か月を経過した日以降に算定でき

る。 

(３) 診療計画及び診療内容の要点を診療録に記載する。 

(４) 「注６」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成

し、当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評

価したものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に

限り算定する。 

(５) 「注６」に規定する点数が算定可能な患者は、てんかん指導料を初めて算定した月から

３月以上経過しているものに限る。 

   ７ 難病外来指導管理料 

(１) 難病外来指導管理料は、別に厚生労働大臣が定める疾病を主病とする患者に対して、治

療計画に基づき療養上の指導を行った場合に、月１回に限り算定する。 

(２) 第１回目の難病外来指導管理料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日又

は当該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算して１か月を経過した日以降に算定

できる。 

(３) 別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とする患者にあっても、実際に主病を中心とした

療養上必要な指導が行われていない場合又は実態的に主病に対する治療が行われていない

場合には算定できない。 

(４) 診療計画及び診療内容の要点を診療録に記載する。 

(５) 「注５」に規定する加算は、長期的に人工呼吸器による呼吸管理が必要と見込まれる患

者に対して、患者やその家族等の心理状態に十分配慮された環境で、医師及び看護師が必

要に応じてその他の職種と共同して、人工呼吸器による管理が適応となる病状及び治療方

法等について、患者やその家族等が十分に理解し、同意した上で治療方針を選択できるよ

う、説明及び相談を行った場合に算定する。説明及び相談にあたっては、患者及びその家

族が理解できるよう、必要時に複数回に分けて説明や相談を行う。なお、説明等の内容の

要点を診療録等に記載する。 

(６) 「注６」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成

し、当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評

価したものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に

限り算定する。 

(７) 「注６」に規定する点数が算定可能な患者は、難病外来指導管理料を初めて算定した月

から３月以上経過しているものに限る。 

   ８ 皮膚科特定疾患指導管理料 

(１) 皮膚科を標榜する保険医療機関とは、皮膚科、皮膚泌尿器科又は皮膚科及び泌尿器科、

形成外科若しくはアレルギー科を標榜するものをいい、他の診療科を併せ標榜するものに

あっては、皮膚科又は皮膚泌尿器科を専任する医師が本指導管理を行った場合に限り算定

するものであり、同一医師が当該保険医療機関が標榜する他の診療科を併せ担当している
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場合にあっては算定できない。 

(２) 皮膚科特定疾患指導管理料(Ⅰ)の対象となる特定疾患は、天疱瘡、類天疱瘡、エリテマ

トーデス（紅斑性狼瘡）、紅皮症、尋常性乾癬、掌蹠膿疱症、先天性魚鱗癬、類乾癬、扁

平苔癬並びに結節性痒疹及びその他の痒疹（慢性型で経過が１年以上のものに限る。）で

あり、皮膚科特定疾患指導管理料(Ⅱ)の対象となる特定疾患は、帯状疱疹、じんま疹、ア

トピー性皮膚炎（16 歳以上の患者が罹患している場合に限る。）、尋常性白斑、円形脱毛

症及び脂漏性皮膚炎である。ただし、アトピー性皮膚炎については、外用療法を必要とす

る場合に限り算定できる。 

(３) 医師が一定の治療計画に基づいて療養上必要な指導管理を行った場合に、月１回に限り

算定する。 

(４) 第１回目の皮膚科特定疾患指導管理料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診

の日又は当該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算して１か月を経過した日以降

に算定する。 

(５) 皮膚科特定疾患指導管理料(Ⅰ)及び(Ⅱ)は、同一暦月には算定できない。 

(６) 診療計画及び指導内容の要点を診療録に記載する。 

   ９ 外来栄養食事指導料   

(１) 外来栄養食事指導料は、入院中の患者以外の患者であって、別に厚生労働大臣が定める

特別食を保険医療機関の医師が必要と認めた者又は次のいずれかに該当する者に対し、管

理栄養士が医師の指示に基づき、患者ごとにその生活条件、し好を勘案した食事計画案等

を必要に応じて交付し、初回にあっては概ね 30 分以上、２回目以降にあっては概ね 20 分

以上、療養のため必要な栄養の指導を行った場合に算定する。 

ア がん患者 

イ 摂食機能又は嚥下機能が低下した患者 

ウ 低栄養状態にある患者 

(２) 特別食には、心臓疾患及び妊娠高血圧症候群等の患者に対する減塩食、十二指腸潰瘍の

患者に対する潰瘍食、侵襲の大きな消化管手術後の患者に対する潰瘍食、クローン病及び

潰瘍性大腸炎等により腸管の機能が低下している患者に対する低残渣食、高度肥満症（肥

満度が＋40％以上又はＢＭＩが 30以上）の患者に対する治療食並びにてんかん食（難治性

てんかん（外傷性のものを含む。）、グルコーストランスポーター１欠損症又はミトコン

ドリア脳筋症の患者に対する治療食であって、グルコースに代わりケトン体を熱量源とし

て供給することを目的に炭水化物量の制限と脂質量の増加が厳格に行われたものに限る。）

を含む。ただし、高血圧症の患者に対する減塩食（塩分の総量が６ｇ未満のものに限る。）

及び小児食物アレルギー患者（食物アレルギー検査の結果（他の保険医療機関から提供を

受けた食物アレルギー検査の結果を含む。）、食物アレルギーを持つことが明らかな９歳

未満の小児に限る。）に対する小児食物アレルギー食については、入院時食事療養(Ⅰ)又

は入院時生活療養(Ⅰ)の特別食加算の場合と異なり、特別食に含まれる。なお、妊娠高血

圧症候群の患者に対する減塩食は、日本高血圧学会、日本妊娠高血圧学会等の基準に準じ

ていること。 

(３) 管理栄養士への指示事項は、当該患者ごとに適切なものとし、熱量・熱量構成、蛋白質、

脂質その他の栄養素の量、病態に応じた食事の形態等に係る情報のうち医師が必要と認め
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む。）の患者であって入院中以外のもの又はその家族に対し、治療計画に基づき療養上必

要な指導を行った場合に、月１回に限り算定する。 

(２) 第１回目のてんかん指導料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日又は当

該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算して１か月を経過した日以降に算定でき

る。 

(３) 診療計画及び診療内容の要点を診療録に記載する。 

(４) 「注６」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成

し、当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評

価したものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に

限り算定する。 

(５) 「注６」に規定する点数が算定可能な患者は、てんかん指導料を初めて算定した月から

３月以上経過しているものに限る。 

   ７ 難病外来指導管理料 

(１) 難病外来指導管理料は、別に厚生労働大臣が定める疾病を主病とする患者に対して、治

療計画に基づき療養上の指導を行った場合に、月１回に限り算定する。 

(２) 第１回目の難病外来指導管理料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日又

は当該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算して１か月を経過した日以降に算定

できる。 

(３) 別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とする患者にあっても、実際に主病を中心とした

療養上必要な指導が行われていない場合又は実態的に主病に対する治療が行われていない

場合には算定できない。 

(４) 診療計画及び診療内容の要点を診療録に記載する。 

(５) 「注５」に規定する加算は、長期的に人工呼吸器による呼吸管理が必要と見込まれる患

者に対して、患者やその家族等の心理状態に十分配慮された環境で、医師及び看護師が必

要に応じてその他の職種と共同して、人工呼吸器による管理が適応となる病状及び治療方

法等について、患者やその家族等が十分に理解し、同意した上で治療方針を選択できるよ

う、説明及び相談を行った場合に算定する。説明及び相談にあたっては、患者及びその家

族が理解できるよう、必要時に複数回に分けて説明や相談を行う。なお、説明等の内容の

要点を診療録等に記載する。 

(６) 「注６」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成

し、当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評

価したものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に

限り算定する。 

(７) 「注６」に規定する点数が算定可能な患者は、難病外来指導管理料を初めて算定した月

から３月以上経過しているものに限る。 

   ８ 皮膚科特定疾患指導管理料 

(１) 皮膚科を標榜する保険医療機関とは、皮膚科、皮膚泌尿器科又は皮膚科及び泌尿器科、

形成外科若しくはアレルギー科を標榜するものをいい、他の診療科を併せ標榜するものに

あっては、皮膚科又は皮膚泌尿器科を専任する医師が本指導管理を行った場合に限り算定

するものであり、同一医師が当該保険医療機関が標榜する他の診療科を併せ担当している
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るものに関する具体的な指示を含まなければならない。 

(４) 管理栄養士は常勤である必要はなく、要件に適合した指導が行われていれば算定できる。 

(５) 摂食機能又は嚥下機能が低下した患者とは、医師が、硬さ、付着性、凝集性などに配慮

した嚥下調整食（日本摂食嚥下リハビリテーション学会の分類に基づく。）に相当する食

事を要すると判断した患者をいう。 

(６) 低栄養状態にある患者とは、次のいずれかを満たす患者をいう。 

ア 血中アルブミンが 3.0g/dL 以下である患者 

イ 医師が栄養管理により低栄養状態の改善を要すると判断した患者 

(７) 外来栄養食事指導料１は、保険医療機関の管理栄養士が当該保険医療機関の医師の指示

に基づき、指導を行った場合に算定する。 

 また、外来栄養食事指導料２は、当該診療所以外（公益社団法人日本栄養士会若しくは

都道府県栄養士会が設置し、運営する「栄養ケア・ステーション」又は他の保険医療機関

に限る。）の管理栄養士が当該診療所の医師の指示に基づき、対面による指導を行った場

合に算定する。 

(８) 外来栄養食事指導料（注１から注３までに限る。）は初回の指導を行った月にあっては

１月に２回を限度として、その他の月にあっては１月に１回を限度として算定する。ただ

し、初回の指導を行った月の翌月に２回指導を行った場合であって、初回と２回目の指導

の間隔が 30 日以内の場合は、初回の指導を行った翌月に２回算定することができる。 

(９) 「注２」については、第２章第６部の通則 7 に規定する連携充実加算の施設基準を満た

す外来化学療法室を担当する管理栄養士が外来化学療法を実施している悪性腫瘍の患者に

対して、具体的な献立等によって月２回以上の指導をした場合に限り、指導の２回目に外

来栄養食事指導料の「イ」の「(２)」の「①」を算定する。ただし、当該指導は、第２章

第６部の通則６に規定する外来化学療法加算１の「(１)」を算定した日と同日であること。 

       なお、外来栄養食事指導料の留意事項の(１)の初回の要件を満たしている場合は、外来

栄養食事指導料の「イ」の「(１)」の所定点数を算定できる。 

(10）「注１」に規定する「イ」の「(２)」の「①」は、「注２」に規定する「イ」の「(２)」

の「①」と同一月に併せて算定できない。  

(11) 「注３」については、以下の要件を満たすこと。 

ア 管理栄養士が（１）の患者に対し、電話又はビデオ通話が可能な情報通信機器等（以

下この区分において「情報通信機器等」という。）を活用して、指導を行うこと。 

イ 初回の指導は、必ず対面にて指導を行うこと。また、外来受診した場合は必ず対面に

て指導を行うこと。 

ウ 電話又は情報通信機器等による指導の実施に当たっては、事前に対面による指導と電

話又は情報通信機器等による指導を組み合わせた指導計画を作成し、当該計画に基づい

て指導を実施する。また、外来受診時等に受診結果等を基に、必要に応じて指導計画を

見直すこと。 

エ 当該指導において、患者の個人情報を情報通信機器等の画面上で取り扱う場合には、

患者の同意を得ること。また、厚生労働省の定める「医療情報システムの安全管理に関

するガイドライン」等に対応していること。 

      オ 電話又は情報通信機器等による指導は、当該保険医療機関内において行うこと。 
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るものに関する具体的な指示を含まなければならない。 

(４) 管理栄養士は常勤である必要はなく、要件に適合した指導が行われていれば算定できる。 

(５) 摂食機能又は嚥下機能が低下した患者とは、医師が、硬さ、付着性、凝集性などに配慮

した嚥下調整食（日本摂食嚥下リハビリテーション学会の分類に基づく。）に相当する食

事を要すると判断した患者をいう。 

(６) 低栄養状態にある患者とは、次のいずれかを満たす患者をいう。 

ア 血中アルブミンが 3.0g/dL 以下である患者 

イ 医師が栄養管理により低栄養状態の改善を要すると判断した患者 

(７) 外来栄養食事指導料１は、保険医療機関の管理栄養士が当該保険医療機関の医師の指示

に基づき、指導を行った場合に算定する。 

 また、外来栄養食事指導料２は、当該診療所以外（公益社団法人日本栄養士会若しくは

都道府県栄養士会が設置し、運営する「栄養ケア・ステーション」又は他の保険医療機関

に限る。）の管理栄養士が当該診療所の医師の指示に基づき、対面による指導を行った場

合に算定する。 

(８) 外来栄養食事指導料（注１から注３までに限る。）は初回の指導を行った月にあっては

１月に２回を限度として、その他の月にあっては１月に１回を限度として算定する。ただ

し、初回の指導を行った月の翌月に２回指導を行った場合であって、初回と２回目の指導

の間隔が 30 日以内の場合は、初回の指導を行った翌月に２回算定することができる。 

(９) 「注２」については、第２章第６部の通則 7 に規定する連携充実加算の施設基準を満た

す外来化学療法室を担当する管理栄養士が外来化学療法を実施している悪性腫瘍の患者に

対して、具体的な献立等によって月２回以上の指導をした場合に限り、指導の２回目に外

来栄養食事指導料の「イ」の「(２)」の「①」を算定する。ただし、当該指導は、第２章

第６部の通則６に規定する外来化学療法加算１の「(１)」を算定した日と同日であること。 

       なお、外来栄養食事指導料の留意事項の(１)の初回の要件を満たしている場合は、外来

栄養食事指導料の「イ」の「(１)」の所定点数を算定できる。 

(10）「注１」に規定する「イ」の「(２)」の「①」は、「注２」に規定する「イ」の「(２)」

の「①」と同一月に併せて算定できない。  

(11) 「注３」については、以下の要件を満たすこと。 

ア 管理栄養士が（１）の患者に対し、電話又はビデオ通話が可能な情報通信機器等（以

下この区分において「情報通信機器等」という。）を活用して、指導を行うこと。 

イ 初回の指導は、必ず対面にて指導を行うこと。また、外来受診した場合は必ず対面に

て指導を行うこと。 

ウ 電話又は情報通信機器等による指導の実施に当たっては、事前に対面による指導と電

話又は情報通信機器等による指導を組み合わせた指導計画を作成し、当該計画に基づい

て指導を実施する。また、外来受診時等に受診結果等を基に、必要に応じて指導計画を

見直すこと。 

エ 当該指導において、患者の個人情報を情報通信機器等の画面上で取り扱う場合には、

患者の同意を得ること。また、厚生労働省の定める「医療情報システムの安全管理に関

するガイドライン」等に対応していること。 

      オ 電話又は情報通信機器等による指導は、当該保険医療機関内において行うこと。 
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(３) 計測した機能指標の値及び指導内容の要点を診療録に添付又は記載する。 

(４) 心臓ペースメーカー患者等の指導管理については、関係学会より示された留意事項を参

考とすること。 

(５) 「注４」の植込型除細動器移行期加算は、次のいずれかに該当する場合に算定する。当

該加算を算定する場合は、着用型自動除細動器の使用開始日及び次のいずれに該当するか

を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

ア 心室頻拍又は心室細動による心臓突然死のリスクが高く、植込型除細動器（以下「Ｉ

ＣＤ」という。）の適応の可否が未確定の患者を対象として、除細動治療を目的に、Ｉ

ＣＤの適応の可否が確定するまでの期間に限り使用する場合 

イ ＩＣＤの適応であるが、患者の状態等により直ちにはＩＣＤが植え込めない患者を対

象として、ＩＣＤの植え込みを行うまでの期間に限り使用する場合 

(６) 「注５」の遠隔モニタリング加算は、遠隔モニタリングに対応した体内植込式心臓ペー

スメーカー、植込型除細動器又は両室ペーシング機能付き植込型除細動器を使用している

患者であって、入院中の患者以外のものについて、適切な管理を行い、状況に応じて適宜

患者に来院等を促す体制が整っている場合に算定する。この場合において、当該加算は、

遠隔モニタリングによる来院時以外の期間における体内植込式心臓ペースメーカー等の機

能指標の計測等を含めて評価したものであり、このような一連の管理及び指導を行った場

合において、11 か月を限度として来院時に算定することができる。なお、この場合におい

て、プログラム変更に要する費用は所定点数に含まれる。また、患者の急変等により患者

が受診し、療養上必要な指導を行った場合は、「ロ」又は「ハ」を算定することができる。 

 13 在宅療養指導料 

(１) 在宅療養指導管理料を算定している患者又は入院中の患者以外の患者であって、器具

（人工肛門、人工膀胱、気管カニューレ、留置カテーテル、ドレーン等）を装着しており、

その管理に配慮を要する患者に対して指導を行った場合に、初回の指導を行った月にあっ

ては月２回に限り、その他の月にあっては月１回に限り算定する。 

(２) 保健師、助産師又は看護師が個別に 30分以上療養上の指導を行った場合に算定できるも

のであり、同時に複数の患者に行った場合や指導の時間が 30分未満の場合には算定できな

い。なお、指導は患者のプライバシーが配慮されている専用の場所で行うことが必要であ

り、保険医療機関を受診した際に算定できるものであって、患家において行った場合には

算定できない。 

(３) 療養の指導に当たる保健師、助産師又は看護師は、訪問看護や外来診療の診療補助を兼

ねることができる。 

(４) 保健師、助産師又は看護師は、患者ごとに療養指導記録を作成し、当該療養指導記録に

指導の要点、指導実施時間を明記する。 

 14 高度難聴指導管理料 

(１) 高度難聴指導管理料は、区分番号「Ｋ３２８」人工内耳植込術を行った患者、伝音性難

聴で両耳の聴力レベルが 60ｄＢ以上の場合、混合性難聴又は感音性難聴の患者について、

別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、耳鼻咽喉科の常勤医

師が耳鼻咽喉科学的検査の結果に基づき療養上必要な指導を行った場合に算定する。 

(２) 人工内耳植込術を行った患者については、１か月に１回を限度として、その他の患者に
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項の規定によりなおその効力を有するものとされた同法第 26 条の規定による改正前の

介護保険法第８条第 26 項に規定する介護療養型医療施設 

エ 介護保険法第８条第 29 項に規定する介護医療院 

(７) 当該情報を提供する保険医療機関と特別な関係にある機関に情報提供が行われた場合は、

算定できない。 

(８) 栄養情報提供に当たっては、(５)に掲げる事項を記載した文書を患者に交付するととも

に交付した文書の写しを栄養指導記録に添付する。なお、診療情報を示す文書等が交付さ

れている場合にあっては、当該文書等と併せて他の保険医療機関等に情報提供すること。 

 11 集団栄養食事指導料 

(１) 集団栄養食事指導料は、別に厚生労働大臣が定める特別食を保険医療機関の医師が必要

と認めた者に対し、当該保険医療機関の管理栄養士が当該保険医療機関の医師の指示に基

づき、複数の患者を対象に指導を行った場合に患者１人につき月１回に限り所定点数を算

定する。 

(２) 集団栄養食事指導料は、入院中の患者については、入院期間が２か月を超える場合であ

っても、入院期間中に２回を限度として算定する。 

(３) 入院中の患者と入院中の患者以外の患者が混在して指導が行われた場合であっても算定

できる。 

(４) １回の指導における患者の人数は 15 人以下を標準とする。 

(５) １回の指導時間は 40 分を超えるものとする。 

(６) それぞれの算定要件を満たしていれば、区分番号「Ｂ００１」の「11」集団栄養食事指

導料と区分番号「Ｂ００１」の「９」外来栄養食事指導料又は区分番号「Ｂ００１」の

「10」入院栄養食事指導料を同一日に併せて算定することができる。 

(７) 集団栄養食事指導料を算定する医療機関にあっては、集団による指導を行うのに十分な

スペースを持つ指導室を備えるものとする。ただし、指導室が専用であることを要しない。 

(８) 管理栄養士は、患者ごとに栄養指導記録を作成するとともに、指導内容の要点及び指導

時間を記載する。 

(９) 集団栄養食事指導料を算定するに当たって、上記以外の事項は区分番号「Ｂ００１」の

「９」外来栄養食事指導料における留意事項の(２)から(４)の例による。ただし、同留意

事項の(２)の小児食物アレルギー患者（９歳未満の小児に限る。）に対する特別食の取扱

いを除く。 

 12 心臓ペースメーカー指導管理料 

(１) 「注１」に規定する「体内植込式心臓ペースメーカー等」とは特定保険医療材料のペー

スメーカー、植込型除細動器、両室ペーシング機能付き植込型除細動器及び着用型自動除

細動器を指す。 

(２) 心臓ペースメーカー指導管理料は、電気除細動器、一時的ペーシング装置、ペースメー

カー機能計測装置（ペーサーグラフィー、プログラマー等）等を有する保険医療機関にお

いて、体内植込式心臓ペースメーカー等を使用している患者であって入院中の患者以外の

ものについて、当該ペースメーカー等のパルス幅、スパイク間隔、マグネットレート、刺

激閾値、感度等の機能指標を計測するとともに、療養上必要な指導を行った場合に算定す

る。この場合において、プログラム変更に要する費用は所定点数に含まれる。 
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(３) 計測した機能指標の値及び指導内容の要点を診療録に添付又は記載する。 

(４) 心臓ペースメーカー患者等の指導管理については、関係学会より示された留意事項を参

考とすること。 

(５) 「注４」の植込型除細動器移行期加算は、次のいずれかに該当する場合に算定する。当

該加算を算定する場合は、着用型自動除細動器の使用開始日及び次のいずれに該当するか

を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

ア 心室頻拍又は心室細動による心臓突然死のリスクが高く、植込型除細動器（以下「Ｉ

ＣＤ」という。）の適応の可否が未確定の患者を対象として、除細動治療を目的に、Ｉ

ＣＤの適応の可否が確定するまでの期間に限り使用する場合 

イ ＩＣＤの適応であるが、患者の状態等により直ちにはＩＣＤが植え込めない患者を対

象として、ＩＣＤの植え込みを行うまでの期間に限り使用する場合 

(６) 「注５」の遠隔モニタリング加算は、遠隔モニタリングに対応した体内植込式心臓ペー

スメーカー、植込型除細動器又は両室ペーシング機能付き植込型除細動器を使用している

患者であって、入院中の患者以外のものについて、適切な管理を行い、状況に応じて適宜

患者に来院等を促す体制が整っている場合に算定する。この場合において、当該加算は、

遠隔モニタリングによる来院時以外の期間における体内植込式心臓ペースメーカー等の機

能指標の計測等を含めて評価したものであり、このような一連の管理及び指導を行った場

合において、11 か月を限度として来院時に算定することができる。なお、この場合におい

て、プログラム変更に要する費用は所定点数に含まれる。また、患者の急変等により患者

が受診し、療養上必要な指導を行った場合は、「ロ」又は「ハ」を算定することができる。 

 13 在宅療養指導料 

(１) 在宅療養指導管理料を算定している患者又は入院中の患者以外の患者であって、器具

（人工肛門、人工膀胱、気管カニューレ、留置カテーテル、ドレーン等）を装着しており、

その管理に配慮を要する患者に対して指導を行った場合に、初回の指導を行った月にあっ

ては月２回に限り、その他の月にあっては月１回に限り算定する。 

(２) 保健師、助産師又は看護師が個別に 30分以上療養上の指導を行った場合に算定できるも

のであり、同時に複数の患者に行った場合や指導の時間が 30分未満の場合には算定できな

い。なお、指導は患者のプライバシーが配慮されている専用の場所で行うことが必要であ

り、保険医療機関を受診した際に算定できるものであって、患家において行った場合には

算定できない。 

(３) 療養の指導に当たる保健師、助産師又は看護師は、訪問看護や外来診療の診療補助を兼

ねることができる。 

(４) 保健師、助産師又は看護師は、患者ごとに療養指導記録を作成し、当該療養指導記録に

指導の要点、指導実施時間を明記する。 

 14 高度難聴指導管理料 

(１) 高度難聴指導管理料は、区分番号「Ｋ３２８」人工内耳植込術を行った患者、伝音性難

聴で両耳の聴力レベルが 60ｄＢ以上の場合、混合性難聴又は感音性難聴の患者について、

別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、耳鼻咽喉科の常勤医

師が耳鼻咽喉科学的検査の結果に基づき療養上必要な指導を行った場合に算定する。 

(２) 人工内耳植込術を行った患者については、１か月に１回を限度として、その他の患者に
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項の規定によりなおその効力を有するものとされた同法第 26 条の規定による改正前の

介護保険法第８条第 26 項に規定する介護療養型医療施設 

エ 介護保険法第８条第 29 項に規定する介護医療院 

(７) 当該情報を提供する保険医療機関と特別な関係にある機関に情報提供が行われた場合は、

算定できない。 

(８) 栄養情報提供に当たっては、(５)に掲げる事項を記載した文書を患者に交付するととも

に交付した文書の写しを栄養指導記録に添付する。なお、診療情報を示す文書等が交付さ

れている場合にあっては、当該文書等と併せて他の保険医療機関等に情報提供すること。 

 11 集団栄養食事指導料 

(１) 集団栄養食事指導料は、別に厚生労働大臣が定める特別食を保険医療機関の医師が必要

と認めた者に対し、当該保険医療機関の管理栄養士が当該保険医療機関の医師の指示に基

づき、複数の患者を対象に指導を行った場合に患者１人につき月１回に限り所定点数を算

定する。 

(２) 集団栄養食事指導料は、入院中の患者については、入院期間が２か月を超える場合であ

っても、入院期間中に２回を限度として算定する。 

(３) 入院中の患者と入院中の患者以外の患者が混在して指導が行われた場合であっても算定

できる。 

(４) １回の指導における患者の人数は 15 人以下を標準とする。 

(５) １回の指導時間は 40 分を超えるものとする。 

(６) それぞれの算定要件を満たしていれば、区分番号「Ｂ００１」の「11」集団栄養食事指

導料と区分番号「Ｂ００１」の「９」外来栄養食事指導料又は区分番号「Ｂ００１」の

「10」入院栄養食事指導料を同一日に併せて算定することができる。 

(７) 集団栄養食事指導料を算定する医療機関にあっては、集団による指導を行うのに十分な

スペースを持つ指導室を備えるものとする。ただし、指導室が専用であることを要しない。 

(８) 管理栄養士は、患者ごとに栄養指導記録を作成するとともに、指導内容の要点及び指導

時間を記載する。 

(９) 集団栄養食事指導料を算定するに当たって、上記以外の事項は区分番号「Ｂ００１」の

「９」外来栄養食事指導料における留意事項の(２)から(４)の例による。ただし、同留意

事項の(２)の小児食物アレルギー患者（９歳未満の小児に限る。）に対する特別食の取扱

いを除く。 

 12 心臓ペースメーカー指導管理料 

(１) 「注１」に規定する「体内植込式心臓ペースメーカー等」とは特定保険医療材料のペー

スメーカー、植込型除細動器、両室ペーシング機能付き植込型除細動器及び着用型自動除

細動器を指す。 

(２) 心臓ペースメーカー指導管理料は、電気除細動器、一時的ペーシング装置、ペースメー

カー機能計測装置（ペーサーグラフィー、プログラマー等）等を有する保険医療機関にお

いて、体内植込式心臓ペースメーカー等を使用している患者であって入院中の患者以外の

ものについて、当該ペースメーカー等のパルス幅、スパイク間隔、マグネットレート、刺

激閾値、感度等の機能指標を計測するとともに、療養上必要な指導を行った場合に算定す

る。この場合において、プログラム変更に要する費用は所定点数に含まれる。 
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(８) 同一の保険医療機関において同一月内に入院と入院外が混在する場合、又は人工腎臓と

自己腹膜灌流療法を併施している場合は、本管理料は算定できない。 

(９) 区分番号「Ｃ１０２－２」在宅血液透析指導管理料は、本管理料と別に算定できる。 

(10) 下記のアからカまでに掲げる要件に該当するものとして、それぞれ算定を行った場合は、

該当するものを診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

ア 出血性合併症を伴った患者が手術のため入院した後退院した場合、退院月の翌月にお

ける末梢血液一般検査は、月２回以上実施する場合においては、当該２回目以後の検査

について、慢性維持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。 

イ 副甲状腺機能亢進症に対するパルス療法施行時のカルシウム、無機リンの検査は、月

２回以上実施する場合においては、当該２回目以後の検査について月２回に限り、慢性

維持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。また、副甲状腺機能亢進症に対す

るパルス療法施行時のＰＴＨ検査は、月２回以上実施する場合においては、当該２回目

以後の検査について月１回に限り、慢性維持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定

する。 

ウ 副甲状腺機能亢進症により副甲状腺切除を行った患者に対するカルシウム、無機リン

の検査は、退院月の翌月から５か月間は、月２回以上実施する場合においては、当該２

回目以後の検査について慢性維持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。また、

副甲状腺機能亢進症により副甲状腺切除を行った患者に対するＰＴＨ検査は、月２回以

上実施する場合においては、当該２回目以後の検査について月１回に限り、慢性維持透

析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。 

エ シナカルセト塩酸塩、エテルカルセチド又はエボカルセトの初回投与から３か月以内

の患者に対するカルシウム、無機リンの検査は、月２回以上実施する場合においては、

当該２回目以後の検査について月２回に限り、慢性維持透析患者外来医学管理料に加え

て別に算定する。また、シナカルセト塩酸塩、エテルカルセチド又はエボカルセトの初

回投与から３か月以内の患者に対するＰＴＨ検査を月２回以上実施する場合においては、

当該２回目以後の検査について月１回に限り、慢性維持透析患者外来医学管理料に加え

て別に算定する。 

オ 透析導入後５年以上経過した透析アミロイド症に対して、ダイアライザーの選択に当

たりβ２ －マイクログロブリン除去効果の確認が必要な場合においては、その選択をし

た日の属する月を含めた３か月間に、β２ －マイクログロブリン検査を月２回以上実施

する場合においては、当該２回目以後の検査について月１回に限り、慢性維持透析患者

外来医学管理料に加えて別に算定する。 

カ 高アルミニウム血症とヘモクロマトージスを合併した透析患者に対して、デフェロキ

サミンメシル酸塩を投与している期間中におけるアルミニウム（Al）の検査は、慢性維

持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。 

(11) 慢性維持透析患者の検査の実施に当たっては、関係学会より標準的な検査項目及びその

頻度が示されており、それらを踏まえ患者管理を適切に行うこと。 

 16 喘息治療管理料 

(１) 喘息治療管理料１は、保険医療機関が、ピークフローメーター、ピークフロー測定日記

等を患者に提供し、計画的な治療管理を行った場合に月１回に限り算定する。なお、当該
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ついては１回に限って算定する。 

(３) 指導内容の要点を診療録に記載する。 

(４) 「注３」に規定する人工内耳機器調整加算は、耳鼻咽喉科の常勤医師又は耳鼻咽喉科の

常勤医師の指示を受けた言語聴覚士が人工内耳用音声信号処理装置の機器調整を行った場

合に算定する。なお、６歳の誕生日より前に当該加算を算定した場合にあっては、６歳の

誕生日以後、最初に算定する日までは６歳未満の乳幼児の算定方法の例によるものとする。

また、前回の算定年月日（初回の場合は初回である旨）を診療報酬明細書の摘要欄に記載

すること。 

(５) 人工内耳用音声信号処理装置の機器調整とは、人工内耳用音声信号処理装置と機器調整

専用のソフトウエアが搭載されたコンピューターを接続し、人工内耳用インプラントの電

気的な刺激方法及び大きさ等について装用者に適した調整を行うことをいう。 

 15 慢性維持透析患者外来医学管理料 

(１) 慢性維持透析患者外来医学管理料は、安定した状態にある慢性維持透析患者について、

特定の検査結果に基づいて計画的な治療管理を行った場合に、月１回に限り算定し、本管

理料に含まれる検査の点数は別途算定できない。なお、安定した状態にある慢性維持透析

患者とは、透析導入後３か月以上が経過し、定期的に透析を必要とする入院中の患者以外

の患者をいう（ただし、結核病棟入院基本料、精神病棟入院基本料、特定機能病院入院基

本料（結核病棟及び精神病棟に限る。）、有床診療所入院基本料、精神科救急入院料、精

神科急性期治療病棟入院料、精神科救急・合併症入院料、児童・思春期入院医療管理料、

精神療養病棟入院料、認知症治療病棟入院料、有床診療所療養病床入院基本料及び地域移

行機能強化病棟入院料を算定する場合における入院中の患者の他医療機関への受診時の透

析を除く。）。なお、診療録に特定の検査結果及び計画的な治療管理の要点を添付又は記

載すること。 

(２) 特定の検査とは「注２」に掲げるものをいい、実施される種類及び回数にかかわらず、

所定点数のみを算定する。これらの検査料及び区分番号「Ｄ０２６」尿・糞便等検査判断

料、血液学的検査判断料、生化学的検査(Ⅰ)判断料、生化学的検査(Ⅱ)判断料、免疫学的

検査判断料は本管理料に含まれ、別に算定できない。また、これらの検査に係る検査の部

の通則、款及び注に規定する加算は、別に算定できない。 

(３) 同一検査名で、定性、半定量及び定量測定がある場合は、いずれの検査も本管理料に含

まれ、別に算定できない。試験紙法等による血中の糖の検査についても同様である。 

(４) 慢性維持透析患者外来医学管理料に包括される検査以外の検体検査を算定する場合には、

その必要性を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(５) 包括されている画像診断に係る画像診断の部の通則、節及び注に規定する加算は別に算

定できる。なお、本管理料を算定した月において、本管理料に包括されていない区分番号

「Ｅ００１」の「１」単純撮影（胸部を除く。）及び区分番号「Ｅ００２」の「１」単純

撮影（胸部を除く。）を算定した場合は、診療報酬明細書の摘要欄に撮影部位を記載する

こと。 

(６) 透析導入後３か月目が月の途中である場合は、当該月の翌月より本管理料を算定する。 

(７) 同一月内に２以上の保険医療機関で透析を定期的に行っている場合は、主たる保険医療

機関において本管理料を請求し、その配分は相互の合議に委ねるものとする。 
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(８) 同一の保険医療機関において同一月内に入院と入院外が混在する場合、又は人工腎臓と

自己腹膜灌流療法を併施している場合は、本管理料は算定できない。 

(９) 区分番号「Ｃ１０２－２」在宅血液透析指導管理料は、本管理料と別に算定できる。 

(10) 下記のアからカまでに掲げる要件に該当するものとして、それぞれ算定を行った場合は、

該当するものを診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

ア 出血性合併症を伴った患者が手術のため入院した後退院した場合、退院月の翌月にお

ける末梢血液一般検査は、月２回以上実施する場合においては、当該２回目以後の検査

について、慢性維持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。 

イ 副甲状腺機能亢進症に対するパルス療法施行時のカルシウム、無機リンの検査は、月

２回以上実施する場合においては、当該２回目以後の検査について月２回に限り、慢性

維持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。また、副甲状腺機能亢進症に対す

るパルス療法施行時のＰＴＨ検査は、月２回以上実施する場合においては、当該２回目

以後の検査について月１回に限り、慢性維持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定

する。 

ウ 副甲状腺機能亢進症により副甲状腺切除を行った患者に対するカルシウム、無機リン

の検査は、退院月の翌月から５か月間は、月２回以上実施する場合においては、当該２

回目以後の検査について慢性維持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。また、

副甲状腺機能亢進症により副甲状腺切除を行った患者に対するＰＴＨ検査は、月２回以

上実施する場合においては、当該２回目以後の検査について月１回に限り、慢性維持透

析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。 

エ シナカルセト塩酸塩、エテルカルセチド又はエボカルセトの初回投与から３か月以内

の患者に対するカルシウム、無機リンの検査は、月２回以上実施する場合においては、

当該２回目以後の検査について月２回に限り、慢性維持透析患者外来医学管理料に加え

て別に算定する。また、シナカルセト塩酸塩、エテルカルセチド又はエボカルセトの初

回投与から３か月以内の患者に対するＰＴＨ検査を月２回以上実施する場合においては、

当該２回目以後の検査について月１回に限り、慢性維持透析患者外来医学管理料に加え

て別に算定する。 

オ 透析導入後５年以上経過した透析アミロイド症に対して、ダイアライザーの選択に当

たりβ２ －マイクログロブリン除去効果の確認が必要な場合においては、その選択をし

た日の属する月を含めた３か月間に、β２ －マイクログロブリン検査を月２回以上実施

する場合においては、当該２回目以後の検査について月１回に限り、慢性維持透析患者

外来医学管理料に加えて別に算定する。 

カ 高アルミニウム血症とヘモクロマトージスを合併した透析患者に対して、デフェロキ

サミンメシル酸塩を投与している期間中におけるアルミニウム（Al）の検査は、慢性維

持透析患者外来医学管理料に加えて別に算定する。 

(11) 慢性維持透析患者の検査の実施に当たっては、関係学会より標準的な検査項目及びその

頻度が示されており、それらを踏まえ患者管理を適切に行うこと。 

 16 喘息治療管理料 

(１) 喘息治療管理料１は、保険医療機関が、ピークフローメーター、ピークフロー測定日記

等を患者に提供し、計画的な治療管理を行った場合に月１回に限り算定する。なお、当該
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ついては１回に限って算定する。 

(３) 指導内容の要点を診療録に記載する。 

(４) 「注３」に規定する人工内耳機器調整加算は、耳鼻咽喉科の常勤医師又は耳鼻咽喉科の

常勤医師の指示を受けた言語聴覚士が人工内耳用音声信号処理装置の機器調整を行った場

合に算定する。なお、６歳の誕生日より前に当該加算を算定した場合にあっては、６歳の

誕生日以後、最初に算定する日までは６歳未満の乳幼児の算定方法の例によるものとする。

また、前回の算定年月日（初回の場合は初回である旨）を診療報酬明細書の摘要欄に記載

すること。 

(５) 人工内耳用音声信号処理装置の機器調整とは、人工内耳用音声信号処理装置と機器調整

専用のソフトウエアが搭載されたコンピューターを接続し、人工内耳用インプラントの電

気的な刺激方法及び大きさ等について装用者に適した調整を行うことをいう。 

 15 慢性維持透析患者外来医学管理料 

(１) 慢性維持透析患者外来医学管理料は、安定した状態にある慢性維持透析患者について、

特定の検査結果に基づいて計画的な治療管理を行った場合に、月１回に限り算定し、本管

理料に含まれる検査の点数は別途算定できない。なお、安定した状態にある慢性維持透析

患者とは、透析導入後３か月以上が経過し、定期的に透析を必要とする入院中の患者以外

の患者をいう（ただし、結核病棟入院基本料、精神病棟入院基本料、特定機能病院入院基

本料（結核病棟及び精神病棟に限る。）、有床診療所入院基本料、精神科救急入院料、精

神科急性期治療病棟入院料、精神科救急・合併症入院料、児童・思春期入院医療管理料、

精神療養病棟入院料、認知症治療病棟入院料、有床診療所療養病床入院基本料及び地域移

行機能強化病棟入院料を算定する場合における入院中の患者の他医療機関への受診時の透

析を除く。）。なお、診療録に特定の検査結果及び計画的な治療管理の要点を添付又は記

載すること。 

(２) 特定の検査とは「注２」に掲げるものをいい、実施される種類及び回数にかかわらず、

所定点数のみを算定する。これらの検査料及び区分番号「Ｄ０２６」尿・糞便等検査判断

料、血液学的検査判断料、生化学的検査(Ⅰ)判断料、生化学的検査(Ⅱ)判断料、免疫学的

検査判断料は本管理料に含まれ、別に算定できない。また、これらの検査に係る検査の部

の通則、款及び注に規定する加算は、別に算定できない。 

(３) 同一検査名で、定性、半定量及び定量測定がある場合は、いずれの検査も本管理料に含

まれ、別に算定できない。試験紙法等による血中の糖の検査についても同様である。 

(４) 慢性維持透析患者外来医学管理料に包括される検査以外の検体検査を算定する場合には、

その必要性を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(５) 包括されている画像診断に係る画像診断の部の通則、節及び注に規定する加算は別に算

定できる。なお、本管理料を算定した月において、本管理料に包括されていない区分番号

「Ｅ００１」の「１」単純撮影（胸部を除く。）及び区分番号「Ｅ００２」の「１」単純

撮影（胸部を除く。）を算定した場合は、診療報酬明細書の摘要欄に撮影部位を記載する

こと。 

(６) 透析導入後３か月目が月の途中である場合は、当該月の翌月より本管理料を算定する。 

(７) 同一月内に２以上の保険医療機関で透析を定期的に行っている場合は、主たる保険医療

機関において本管理料を請求し、その配分は相互の合議に委ねるものとする。 
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番号「Ｊ１１９－４」肛門処置の費用は所定点数に含まれるが、これらの処置に係る薬剤

料は、別途算定できるものとする。 

18 小児悪性腫瘍患者指導管理料 

(１) 小児悪性腫瘍患者指導管理料は、小児科を標榜する保険医療機関において、小児悪性腫

瘍、白血病又は悪性リンパ腫の患者であって入院中以外のもの又はその家族等に対し、治

療計画に基づき療養上必要な指導管理を行った場合に、月１回に限り算定する。ただし、

家族等に対して指導を行った場合は、患者を伴った場合に限り算定する。 

(２) 第１回目の小児悪性腫瘍患者指導管理料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初

診の日の属する月の翌月の１日以降又は当該保険医療機関から退院した日から起算して１

か月を経過した日以降に算定する。 

(３) 治療計画及び指導内容の要点を診療録に記載する。 

(４) 必要に応じ、患者の通学する学校との情報共有・連携を行うこと。 

19 削除 

20 糖尿病合併症管理料 

(１) 糖尿病合併症管理料は、次に掲げるいずれかの糖尿病足病変ハイリスク要因を有する入

院中の患者以外の患者（通院する患者のことをいい、在宅での療養を行う患者を除く。）

であって、医師が糖尿病足病変に関する指導の必要性があると認めた場合に、月１回に限

り算定する。 

ア 足潰瘍、足趾・下肢切断既往 

イ 閉塞性動脈硬化症 

ウ 糖尿病神経障害 

(２) 当該管理料は、専任の常勤医師又は当該医師の指示を受けた専任の看護師が、(１)の患

者に対し、爪甲切除（陥入爪、肥厚爪又は爪白癬等に対して麻酔を要しないで行うもの）、

角質除去、足浴等を必要に応じて実施するとともに、足の状態の観察方法、足の清潔・爪

切り等の足のセルフケア方法、正しい靴の選択方法についての指導を行った場合に算定す

る。 

(３) 当該管理料を算定すべき指導の実施に当たっては、専任の常勤医師又は当該医師の指示

を受けた専任の看護師が、糖尿病足病変ハイリスク要因に関する評価を行い、その結果に

基づいて、指導計画を作成すること。 

(４) 当該管理を実施する医師又は看護師は、糖尿病足病変ハイリスク要因に関する評価結果、

指導計画及び実施した指導内容を診療録又は療養指導記録に記載すること。 

(５) 同一月又は同一日においても第２章第１部の各区分に規定する他の医学管理等及び第２

部第２節第１款の各区分に規定する在宅療養指導管理料は併算定できる。 

(６) (２)及び(３)の常勤医師については、週３日以上常態として勤務しており、かつ、所定

労働時間が週 22時間以上の勤務を行っている専任の非常勤医師（糖尿病治療及び糖尿病足

病変の診療に従事した経験を５年以上有する医師に限る。）を２名以上組み合わせること

により、常勤医師の勤務時間帯と同じ時間帯に当該医師が配置されている場合には、当該

２名以上の非常勤医師が連携して当該管理料に係る指導を実施した場合に限り、常勤医師

の配置基準を満たしているものとして算定できる。 

21 耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料 
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ピークフローメーター、ピークフロー測定日記等に係る費用は所定点数に含まれる。なお、

喘息治療管理料１において、「１月目」とは初回の治療管理を行った月のことをいう。 

(２) 喘息治療管理料２は、６歳未満又は 65歳以上の喘息の患者であって、吸入ステロイド薬

を服用する際に吸入補助器具を必要とするものに対して、吸入補助器具を患者に提供し、

服薬指導等を行った場合に、初回に限り算定する。指導に当たっては、吸入補助器具の使

用方法等について文書を用いた上で患者等に説明し、指導内容の要点を診療録に記載する。

なお、この場合において、吸入補助器具に係る費用は所定点数に含まれる。 

(３) 喘息治療管理料を算定する場合、保険医療機関は、次の機械及び器具を備えていなけれ

ばならない。ただし、これらの機械及び器具を備えた別の保険医療機関と常時連携体制を

とっている場合には、その旨を患者に対して文書により説明する場合は、備えるべき機械

及び器具はカ及びキで足りるものとする。 

ア 酸素吸入設備 

イ 気管内挿管又は気管切開の器具 

ウ レスピレーター 

エ 気道内分泌物吸引装置 

オ 動脈血ガス分析装置（常時実施できる状態にあるもの） 

カ スパイロメトリー用装置（常時実施できる状態にあるもの） 

キ 胸部エックス線撮影装置（常時実施できる状態にあるもの） 

(４) ピークフローメーターによる治療管理の実施に当たっては、関係学会よりガイドライン

が示されているので、治療管理が適切になされるよう十分留意されたい。 

(５) 「注２」に規定する加算については、当該加算を算定する前１年間において、中等度以

上の発作による当該保険医療機関への緊急外来受診回数が３回以上あり、在宅での療養中

である 20歳以上の重度喘息患者を対象とし、初回の所定点数を算定する月（暦月）から連

続した６か月について、必要な治療管理を行った場合に月１回に限り算定すること。 

(６) 当該加算を算定する場合、ピークフローメーター、一秒量等計測器及びスパイロメータ

ーを患者に提供するとともに、ピークフローメーター、一秒量等計測器及びスパイロメー

ターの適切な使用方法、日常の服薬方法及び増悪時の対応方法を含む治療計画を作成し、

その指導内容を文書で交付すること。 

(７) 当該加算を算定する患者に対しては、ピークフロー値、一秒量等を毎日計測させ、その

検査値について週に１度以上報告させるとともに、その検査値等に基づき、随時治療計画

の見直しを行い、服薬方法及び増悪時の対応について指導すること。 

(８) 当該加算を算定する患者が重篤な喘息発作を起こすなど、緊急入院による治療が必要と

なった場合は、適切に対応すること。 

17 慢性疼痛疾患管理料 

(１) 慢性疼痛疾患管理料は、変形性膝関節症、筋筋膜性腰痛症等の疼痛を主病とし、疼痛に

よる運動制限を改善する等の目的でマッサージ又は器具等による療法を行った場合に算定

することができる。 

(２) 区分番号「Ｊ１１８」介達牽引、区分番号「Ｊ１１８－２」矯正固定、区分番号「Ｊ１

１８－３」変形機械矯正術、区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等処置、区分番号「Ｊ１１９

－２」腰部又は胸部固定帯固定、区分番号「Ｊ１１９－３」低出力レーザー照射及び区分
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番号「Ｊ１１９－４」肛門処置の費用は所定点数に含まれるが、これらの処置に係る薬剤

料は、別途算定できるものとする。 

18 小児悪性腫瘍患者指導管理料 

(１) 小児悪性腫瘍患者指導管理料は、小児科を標榜する保険医療機関において、小児悪性腫

瘍、白血病又は悪性リンパ腫の患者であって入院中以外のもの又はその家族等に対し、治

療計画に基づき療養上必要な指導管理を行った場合に、月１回に限り算定する。ただし、

家族等に対して指導を行った場合は、患者を伴った場合に限り算定する。 

(２) 第１回目の小児悪性腫瘍患者指導管理料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初

診の日の属する月の翌月の１日以降又は当該保険医療機関から退院した日から起算して１

か月を経過した日以降に算定する。 

(３) 治療計画及び指導内容の要点を診療録に記載する。 

(４) 必要に応じ、患者の通学する学校との情報共有・連携を行うこと。 

19 削除 

20 糖尿病合併症管理料 

(１) 糖尿病合併症管理料は、次に掲げるいずれかの糖尿病足病変ハイリスク要因を有する入

院中の患者以外の患者（通院する患者のことをいい、在宅での療養を行う患者を除く。）

であって、医師が糖尿病足病変に関する指導の必要性があると認めた場合に、月１回に限

り算定する。 

ア 足潰瘍、足趾・下肢切断既往 

イ 閉塞性動脈硬化症 

ウ 糖尿病神経障害 

(２) 当該管理料は、専任の常勤医師又は当該医師の指示を受けた専任の看護師が、(１)の患

者に対し、爪甲切除（陥入爪、肥厚爪又は爪白癬等に対して麻酔を要しないで行うもの）、

角質除去、足浴等を必要に応じて実施するとともに、足の状態の観察方法、足の清潔・爪

切り等の足のセルフケア方法、正しい靴の選択方法についての指導を行った場合に算定す

る。 

(３) 当該管理料を算定すべき指導の実施に当たっては、専任の常勤医師又は当該医師の指示

を受けた専任の看護師が、糖尿病足病変ハイリスク要因に関する評価を行い、その結果に

基づいて、指導計画を作成すること。 

(４) 当該管理を実施する医師又は看護師は、糖尿病足病変ハイリスク要因に関する評価結果、

指導計画及び実施した指導内容を診療録又は療養指導記録に記載すること。 

(５) 同一月又は同一日においても第２章第１部の各区分に規定する他の医学管理等及び第２

部第２節第１款の各区分に規定する在宅療養指導管理料は併算定できる。 

(６) (２)及び(３)の常勤医師については、週３日以上常態として勤務しており、かつ、所定

労働時間が週 22時間以上の勤務を行っている専任の非常勤医師（糖尿病治療及び糖尿病足

病変の診療に従事した経験を５年以上有する医師に限る。）を２名以上組み合わせること

により、常勤医師の勤務時間帯と同じ時間帯に当該医師が配置されている場合には、当該

２名以上の非常勤医師が連携して当該管理料に係る指導を実施した場合に限り、常勤医師

の配置基準を満たしているものとして算定できる。 

21 耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料 
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ピークフローメーター、ピークフロー測定日記等に係る費用は所定点数に含まれる。なお、

喘息治療管理料１において、「１月目」とは初回の治療管理を行った月のことをいう。 

(２) 喘息治療管理料２は、６歳未満又は 65歳以上の喘息の患者であって、吸入ステロイド薬

を服用する際に吸入補助器具を必要とするものに対して、吸入補助器具を患者に提供し、

服薬指導等を行った場合に、初回に限り算定する。指導に当たっては、吸入補助器具の使

用方法等について文書を用いた上で患者等に説明し、指導内容の要点を診療録に記載する。

なお、この場合において、吸入補助器具に係る費用は所定点数に含まれる。 

(３) 喘息治療管理料を算定する場合、保険医療機関は、次の機械及び器具を備えていなけれ

ばならない。ただし、これらの機械及び器具を備えた別の保険医療機関と常時連携体制を

とっている場合には、その旨を患者に対して文書により説明する場合は、備えるべき機械

及び器具はカ及びキで足りるものとする。 

ア 酸素吸入設備 

イ 気管内挿管又は気管切開の器具 

ウ レスピレーター 

エ 気道内分泌物吸引装置 

オ 動脈血ガス分析装置（常時実施できる状態にあるもの） 

カ スパイロメトリー用装置（常時実施できる状態にあるもの） 

キ 胸部エックス線撮影装置（常時実施できる状態にあるもの） 

(４) ピークフローメーターによる治療管理の実施に当たっては、関係学会よりガイドライン

が示されているので、治療管理が適切になされるよう十分留意されたい。 

(５) 「注２」に規定する加算については、当該加算を算定する前１年間において、中等度以

上の発作による当該保険医療機関への緊急外来受診回数が３回以上あり、在宅での療養中

である 20歳以上の重度喘息患者を対象とし、初回の所定点数を算定する月（暦月）から連

続した６か月について、必要な治療管理を行った場合に月１回に限り算定すること。 

(６) 当該加算を算定する場合、ピークフローメーター、一秒量等計測器及びスパイロメータ

ーを患者に提供するとともに、ピークフローメーター、一秒量等計測器及びスパイロメー

ターの適切な使用方法、日常の服薬方法及び増悪時の対応方法を含む治療計画を作成し、

その指導内容を文書で交付すること。 

(７) 当該加算を算定する患者に対しては、ピークフロー値、一秒量等を毎日計測させ、その

検査値について週に１度以上報告させるとともに、その検査値等に基づき、随時治療計画

の見直しを行い、服薬方法及び増悪時の対応について指導すること。 

(８) 当該加算を算定する患者が重篤な喘息発作を起こすなど、緊急入院による治療が必要と

なった場合は、適切に対応すること。 

17 慢性疼痛疾患管理料 

(１) 慢性疼痛疾患管理料は、変形性膝関節症、筋筋膜性腰痛症等の疼痛を主病とし、疼痛に

よる運動制限を改善する等の目的でマッサージ又は器具等による療法を行った場合に算定

することができる。 

(２) 区分番号「Ｊ１１８」介達牽引、区分番号「Ｊ１１８－２」矯正固定、区分番号「Ｊ１

１８－３」変形機械矯正術、区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等処置、区分番号「Ｊ１１９

－２」腰部又は胸部固定帯固定、区分番号「Ｊ１１９－３」低出力レーザー照射及び区分
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は別に算定できる。 

ウ 指導内容等の要点を診療録又は看護記録に記載すること。 

エ 患者の十分な理解が得られない場合又は患者の意思が確認できない場合は、算定の対

象とならない。また患者を除く家族等にのみ説明を行った場合は算定できない。 

(２) がん患者指導管理料ロ 

ア 悪性腫瘍と診断された患者に対して、患者の心理状態に十分配慮された環境で、がん

診療の経験を有する医師又はがん患者の看護に従事した経験を有する専任の看護師が適

宜必要に応じてその他の職種と共同して、身体症状及び精神症状の評価及び対応、病状、

診療方針、診療計画、外来での化学療法の実施方法、日常生活での注意点等の説明、患

者の必要とする情報の提供、意思決定支援、他部門との連絡及び調整等、患者の心理的

不安を軽減するための指導を実施した場合に算定する。なお、患者の理解に資するため、

必要に応じて文書を交付するなど、分かりやすく説明するよう努めること。 

イ がん患者指導管理料ロの算定対象となる患者は、がんと診断された患者であって継続

して治療を行う者のうち、ＳＴＡＳ－Ｊ（ＳＴＡＳ日本語版）で２以上の項目が２項目

以上該当する者、又はＤＣＳ（Dicisional Conflict Scale）４０点以上のものである

こと。なお、ＳＴＡＳ－Ｊについては日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団（以下「ホ

スピス財団」という。）の「ＳＴＡＳ－Ｊ（ＳＴＡＳ日本語版）スコアリングマニュア

ル第３版」（ホスピス財団ホームページに掲載）に沿って評価を行うこと。 

ウ 看護師が実施した場合は、アに加えて、指導を行った看護師が、当該患者の診療を担

当する医師に対して、患者の状態、指導内容等について情報提供等を行わなければなら

ない。 

エ 指導内容等の要点を診療録又は看護記録に記載すること。 

オ 患者の十分な理解が得られない場合又は患者の意思が確認できない場合は、算定の対

象とならない。また患者を除く家族等にのみ説明を行った場合は算定できない。 

(３) がん患者指導管理料ハ 

ア 悪性腫瘍と診断された患者のうち、抗悪性腫瘍剤を投薬又は注射されている者（予定

を含む。）に対して、患者の心理状態に十分配慮された環境で、がん診療の経験を有す

る医師又は抗悪性腫瘍剤に係る業務に従事した経験を有する専任の薬剤師が必要に応じ

てその他の職種と共同して、抗悪性腫瘍剤の投薬若しくは注射の開始日前 30 日以内、

又は投薬若しくは注射をしている期間に限り、薬剤の効能・効果、服用方法、投与計画、

副作用の種類とその対策、日常生活での注意点、副作用に対応する薬剤や医療用麻薬等

の使い方、他の薬を服用している場合は薬物相互作用、外来での化学療法の実施方法等

について文書により説明を行った場合に算定する。 

イ 薬剤師が実施した場合は、アに加えて、指導を行った薬剤師が、抗悪性腫瘍剤による

副作用の評価を行い、当該患者の診療を担当する医師に対して、指導内容、過去の治療

歴に関する患者情報（患者の投薬歴、副作用歴、アレルギー歴等）、抗悪性腫瘍剤の副

作用の有無、服薬状況、患者の不安の有無等について情報提供するとともに、必要に応

じて、副作用に対応する薬剤、医療用麻薬等又は抗悪性腫瘍剤の処方に関する提案等を

行わなければならない。 

ウ 指導内容等の要点を診療録若しくは薬剤管理指導記録に記載又は説明に用いた文書の
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(１) 耳鼻咽喉科と他の診療科を併せ標榜する保険医療機関にあっては、耳鼻咽喉科を専任す

る医師が当該指導管理を行った場合に限り算定するものであり、同一医師が当該保険医療

機関が標榜する他の診療科を併せて担当している場合にあっては算定できない。 

(２) 耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料の対象となる患者は、15 歳未満の患者であって、発症か

ら３か月以上遷延している若しくは当該管理料を算定する前の１年間において３回以上繰

り返し発症している滲出性中耳炎の患者である。 

(３) 医師が一定の治療計画に基づいて療養上必要な指導管理を行った場合に、月１回に限り

算定する。 

(４) 耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日又

は当該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算して１か月を経過した日以降に算定

する。 

(５) 診療計画及び指導内容の要点を診療録に記載する。   

22 がん性疼痛緩和指導管理料 

(１) がん性疼痛緩和指導管理料は、医師ががん性疼痛の症状緩和を目的として麻薬を投与し

ているがん患者に対して、ＷＨＯ方式のがん性疼痛の治療法（がんの痛みからの解放－Ｗ

ＨＯ方式がんの疼痛治療法－第２版）に従って、副作用対策等を含めた計画的な治療管理

を継続して行い、療養上必要な指導を行った場合に、月１回に限り、当該薬剤に関する指

導を行い、当該薬剤を処方した日に算定する。なお、当該指導には、当該薬剤の効果及び

副作用に関する説明、疼痛時に追加する臨時の薬剤の使用方法に関する説明を含めるもの

であること。 

(２) がん性疼痛緩和指導管理料は、緩和ケアの経験を有する医師（緩和ケアに係る研修を受

けた者に限る。）が当該指導管理を行った場合に算定する。 

(３) がん性疼痛緩和指導管理料を算定する場合は、麻薬の処方前の疼痛の程度（疼痛の強さ、

部位、性状、頻度等）、麻薬の処方後の効果判定、副作用の有無、治療計画及び指導内容

の要点を診療録に記載する。 

(４) 同一月又は同一日においても第２章第１部の各区分に規定する他の医学管理等及び第２

部第２節第１款の各区分に規定する在宅療養指導管理料は併算定できる。 

23 がん患者指導管理料 

(１) がん患者指導管理料イ 

ア 悪性腫瘍と診断された患者に対して、患者の心理状態に十分配慮された環境で、がん

診療の経験を有する医師及びがん患者の看護に従事した経験を有する専任の看護師が適

宜必要に応じてその他の職種と共同して、診断結果及び治療方法等について患者が十分

に理解し、納得した上で治療方針を選択できるように説明及び相談を行った場合に算定

する。なお、化学療法の対象となる患者に対しては、外来での化学療法の実施方法につ

いても説明を行うこと。 

イ 当該患者について区分番号Ｂ００５－６に掲げるがん治療連携計画策定料を算定した

保険医療機関及び区分番号Ｂ００５－６－２に掲げるがん治療連携指導料を算定した保

険医療機関が、それぞれ当該指導管理を実施した場合には、それぞれの保険医療機関に

おいて、患者１人につき１回算定できる。ただし、当該悪性腫瘍の診断を確定した後に

新たに診断された悪性腫瘍（転移性腫瘍及び再発性腫瘍を除く。）に対して行った場合
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は別に算定できる。 

ウ 指導内容等の要点を診療録又は看護記録に記載すること。 

エ 患者の十分な理解が得られない場合又は患者の意思が確認できない場合は、算定の対

象とならない。また患者を除く家族等にのみ説明を行った場合は算定できない。 

(２) がん患者指導管理料ロ 

ア 悪性腫瘍と診断された患者に対して、患者の心理状態に十分配慮された環境で、がん

診療の経験を有する医師又はがん患者の看護に従事した経験を有する専任の看護師が適

宜必要に応じてその他の職種と共同して、身体症状及び精神症状の評価及び対応、病状、

診療方針、診療計画、外来での化学療法の実施方法、日常生活での注意点等の説明、患

者の必要とする情報の提供、意思決定支援、他部門との連絡及び調整等、患者の心理的

不安を軽減するための指導を実施した場合に算定する。なお、患者の理解に資するため、

必要に応じて文書を交付するなど、分かりやすく説明するよう努めること。 

イ がん患者指導管理料ロの算定対象となる患者は、がんと診断された患者であって継続

して治療を行う者のうち、ＳＴＡＳ－Ｊ（ＳＴＡＳ日本語版）で２以上の項目が２項目

以上該当する者、又はＤＣＳ（Dicisional Conflict Scale）４０点以上のものである

こと。なお、ＳＴＡＳ－Ｊについては日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団（以下「ホ

スピス財団」という。）の「ＳＴＡＳ－Ｊ（ＳＴＡＳ日本語版）スコアリングマニュア

ル第３版」（ホスピス財団ホームページに掲載）に沿って評価を行うこと。 

ウ 看護師が実施した場合は、アに加えて、指導を行った看護師が、当該患者の診療を担

当する医師に対して、患者の状態、指導内容等について情報提供等を行わなければなら

ない。 

エ 指導内容等の要点を診療録又は看護記録に記載すること。 

オ 患者の十分な理解が得られない場合又は患者の意思が確認できない場合は、算定の対

象とならない。また患者を除く家族等にのみ説明を行った場合は算定できない。 

(３) がん患者指導管理料ハ 

ア 悪性腫瘍と診断された患者のうち、抗悪性腫瘍剤を投薬又は注射されている者（予定

を含む。）に対して、患者の心理状態に十分配慮された環境で、がん診療の経験を有す

る医師又は抗悪性腫瘍剤に係る業務に従事した経験を有する専任の薬剤師が必要に応じ

てその他の職種と共同して、抗悪性腫瘍剤の投薬若しくは注射の開始日前 30 日以内、

又は投薬若しくは注射をしている期間に限り、薬剤の効能・効果、服用方法、投与計画、

副作用の種類とその対策、日常生活での注意点、副作用に対応する薬剤や医療用麻薬等

の使い方、他の薬を服用している場合は薬物相互作用、外来での化学療法の実施方法等

について文書により説明を行った場合に算定する。 

イ 薬剤師が実施した場合は、アに加えて、指導を行った薬剤師が、抗悪性腫瘍剤による

副作用の評価を行い、当該患者の診療を担当する医師に対して、指導内容、過去の治療

歴に関する患者情報（患者の投薬歴、副作用歴、アレルギー歴等）、抗悪性腫瘍剤の副

作用の有無、服薬状況、患者の不安の有無等について情報提供するとともに、必要に応

じて、副作用に対応する薬剤、医療用麻薬等又は抗悪性腫瘍剤の処方に関する提案等を

行わなければならない。 

ウ 指導内容等の要点を診療録若しくは薬剤管理指導記録に記載又は説明に用いた文書の
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(１) 耳鼻咽喉科と他の診療科を併せ標榜する保険医療機関にあっては、耳鼻咽喉科を専任す

る医師が当該指導管理を行った場合に限り算定するものであり、同一医師が当該保険医療

機関が標榜する他の診療科を併せて担当している場合にあっては算定できない。 

(２) 耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料の対象となる患者は、15 歳未満の患者であって、発症か

ら３か月以上遷延している若しくは当該管理料を算定する前の１年間において３回以上繰

り返し発症している滲出性中耳炎の患者である。 

(３) 医師が一定の治療計画に基づいて療養上必要な指導管理を行った場合に、月１回に限り

算定する。 

(４) 耳鼻咽喉科特定疾患指導管理料は、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日又

は当該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算して１か月を経過した日以降に算定

する。 

(５) 診療計画及び指導内容の要点を診療録に記載する。   

22 がん性疼痛緩和指導管理料 

(１) がん性疼痛緩和指導管理料は、医師ががん性疼痛の症状緩和を目的として麻薬を投与し

ているがん患者に対して、ＷＨＯ方式のがん性疼痛の治療法（がんの痛みからの解放－Ｗ

ＨＯ方式がんの疼痛治療法－第２版）に従って、副作用対策等を含めた計画的な治療管理

を継続して行い、療養上必要な指導を行った場合に、月１回に限り、当該薬剤に関する指

導を行い、当該薬剤を処方した日に算定する。なお、当該指導には、当該薬剤の効果及び

副作用に関する説明、疼痛時に追加する臨時の薬剤の使用方法に関する説明を含めるもの

であること。 

(２) がん性疼痛緩和指導管理料は、緩和ケアの経験を有する医師（緩和ケアに係る研修を受

けた者に限る。）が当該指導管理を行った場合に算定する。 

(３) がん性疼痛緩和指導管理料を算定する場合は、麻薬の処方前の疼痛の程度（疼痛の強さ、

部位、性状、頻度等）、麻薬の処方後の効果判定、副作用の有無、治療計画及び指導内容

の要点を診療録に記載する。 

(４) 同一月又は同一日においても第２章第１部の各区分に規定する他の医学管理等及び第２

部第２節第１款の各区分に規定する在宅療養指導管理料は併算定できる。 

23 がん患者指導管理料 

(１) がん患者指導管理料イ 

ア 悪性腫瘍と診断された患者に対して、患者の心理状態に十分配慮された環境で、がん

診療の経験を有する医師及びがん患者の看護に従事した経験を有する専任の看護師が適

宜必要に応じてその他の職種と共同して、診断結果及び治療方法等について患者が十分

に理解し、納得した上で治療方針を選択できるように説明及び相談を行った場合に算定

する。なお、化学療法の対象となる患者に対しては、外来での化学療法の実施方法につ

いても説明を行うこと。 

イ 当該患者について区分番号Ｂ００５－６に掲げるがん治療連携計画策定料を算定した

保険医療機関及び区分番号Ｂ００５－６－２に掲げるがん治療連携指導料を算定した保

険医療機関が、それぞれ当該指導管理を実施した場合には、それぞれの保険医療機関に

おいて、患者１人につき１回算定できる。ただし、当該悪性腫瘍の診断を確定した後に

新たに診断された悪性腫瘍（転移性腫瘍及び再発性腫瘍を除く。）に対して行った場合
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師などと共同の上、別紙様式３又はこれに準じた緩和ケア診療実施計画書を作成し、その

内容を患者に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付すること。 

(５) １日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 30人以内とする。ただし、「注４」に

規定する点数を算定する場合は、１日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 15人以

内とする。 

(６) 症状緩和に係るカンファレンスが週１回程度開催されており、緩和ケアチームの構成員

及び必要に応じて、当該患者の診療を担当する保険医、看護師などが参加していること。 

(７) 当該保険医療機関に緩和ケアチームが組織上明確に位置づけられていること。 

(８) 院内の見やすい場所に緩和ケアチームによる診療が受けられる旨の掲示をするなど、患

者に対して必要な情報提供がなされていること。 

(９) 当該緩和ケアチームは、緩和ケア診療加算の緩和ケアチームと兼任可能である。 

(10) 「注４」に規定する点数は、基本診療料の施設基準等の別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及

び一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を

除く。）において、算定可能である。 

25 移植後患者指導管理料 

(１) 移植後患者指導管理料は、臓器移植（角膜移植を除く。）又は造血幹細胞移植を受けた

患者（以下「臓器等移植後の患者」という。）が、移植した臓器又は造血幹細胞を長期に

わたって生着させるために、多職種が連携して、移植の特殊性に配慮した専門的な外来管

理を行うことを評価するものである。臓器移植後の患者については「イ 臓器移植後の場

合」を、造血幹細胞移植後の患者については「ロ 造血幹細胞移植後の場合」を算定する。 

(２) 移植後患者指導管理料は、臓器等移植後の患者に対して、移植に係る診療科に専任する

医師と移植医療に係る適切な研修を受けた専任の看護師が、必要に応じて、薬剤師等と連

携し、治療計画を作成し、臓器等移植後の患者に特有の拒絶反応や移植片対宿主病（ＧＶ

ＨＤ）、易感染性等の特性に鑑みて、療養上必要な指導管理を行った場合に、月１回に限

り算定する。 

(３) 移植医療に係る適切な研修を受けた看護師は、関係診療科及び関係職種と緊密に連携を

とり、かつ適切な役割分担を考慮しつつ、医師の指示のもと臓器等移植後の患者に対して

提供される医療について調整を行うこと。 

(４) 臓器等移植後患者であっても、移植後の患者に特有な指導が必要ない状態となった場合

は移植後患者指導管理料は算定できない。 

26 植込型輸液ポンプ持続注入療法指導管理料 

(１) 植込型輸液ポンプを使用している患者であって、入院中の患者以外の患者について、診

察とともに投与量の確認や調節など、療養上必要な指導を行った場合に、１月に１回に限

り算定する。この場合において、プログラム変更に要する費用は所定点数に含まれる。 

(２) 指導内容の要点を診療録に記載する。 

27 糖尿病透析予防指導管理料 

(１) 糖尿病透析予防指導管理料は、入院中の患者以外の糖尿病患者（通院する患者のことを

いい、在宅での療養を行う患者を除く。）のうち、ヘモグロビン A1c（HbA1c）がＪＤＳ値

で 6.1％以上（ＮＧＳＰ値で 6.5％以上）又は内服薬やインスリン製剤を使用している者で
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写しを診療録等に添付すること。 

エ 患者の十分な理解が得られない場合又は患者の意思が確認できない場合は、算定の対

象とならない。また患者を除く家族等にのみ説明を行った場合は算定できない。 

(４) がん患者指導管理料ニ 

ア 乳癌、卵巣癌又は卵管癌と診断された患者のうち遺伝性乳がん卵巣がん症候群が疑わ

れる患者に対して、臨床遺伝学に関する十分な知識を有する医師及びがん診療の経験を

有する医師が共同で、診療方針、診療計画及び遺伝子検査の必要性等について患者が十

分に理解し、納得した上で診療方針を選択できるように説明及び相談を行った場合に算

定する。 

イ 説明及び相談内容等の要点を診療録に記載すること。 

ウ 説明した結果、区分番号「Ｄ００６―18」の「２」に掲げるＢＲＣＡ１／２遺伝子検

査の血液を検体とするものを実施し、区分番号「Ｄ０２６」検体検査判断料の注６に掲

げる遺伝カウンセリング加算を算定する場合は、がん患者指導管理料ニの所定点数は算

定できない。 

エ 遺伝カウンセリング加算に係る施設基準の届出を行っている他保険医療機関の臨床遺

伝学に関する十分な知識を有する医師と連携して指導を行った場合においても算定でき

る。なお、その場合の診療報酬の分配は相互の合議に委ねる。ただし、その場合であっ

ても区分番号「Ｄ０２６」検体検査判断料の注６に掲げる遺伝カウンセリング加算を算

定する場合は、がん患者指導管理料ニの所定点数は算定できない。 

24 外来緩和ケア管理料 

(１) 外来緩和ケア管理料については、医師ががん性疼痛の症状緩和を目的として麻薬を投与

している入院中の患者以外の悪性腫瘍、後天性免疫不全症候群又は末期心不全の患者のう

ち、疼痛、倦怠感、呼吸困難等の身体的症状又は不安、抑うつなどの精神症状を持つ者に

対して、当該患者の同意に基づき、症状緩和に係るチーム（以下「緩和ケアチーム」とい

う。）による診療が行われた場合に算定する。 

(２) 末期心不全の患者とは、以下のアからウまでの基準及びエからカまでのいずれかの基準

に該当するものをいう。 

ア 心不全に対して適切な治療が実施されていること。 

イ 器質的な心機能障害により、適切な治療にかかわらず、慢性的に NYHA 重症度分類Ⅳ

度の症状に該当し、頻回又は持続的に点滴薬物療法を必要とする状態であること。 

ウ 過去１年以内に心不全による急変時の入院が２回以上あること。なお、「急変時の入

院」とは、患者の病状の急変等による入院を指し、予定された入院は除く。 

エ 左室駆出率が 20％以下であること。 

オ 医学的に終末期であると判断される状態であること。 

カ エ又はオに掲げる状態に準ずる場合であること。 

(３) 緩和ケアチームは、身体症状及び精神症状の緩和を提供することが必要である。緩和ケ

アチームの医師は緩和ケアに関する研修を修了した上で診療に当たること。ただし、後天

性免疫不全症候群の患者を診療する際には当該研修を修了していなくても本管理料は算定

できる。 

(４) 緩和ケアチームは初回の診療に当たり、当該患者の診療を担う保険医、看護師及び薬剤
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師などと共同の上、別紙様式３又はこれに準じた緩和ケア診療実施計画書を作成し、その

内容を患者に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付すること。 

(５) １日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 30人以内とする。ただし、「注４」に

規定する点数を算定する場合は、１日当たりの算定患者数は、１チームにつき概ね 15人以

内とする。 

(６) 症状緩和に係るカンファレンスが週１回程度開催されており、緩和ケアチームの構成員

及び必要に応じて、当該患者の診療を担当する保険医、看護師などが参加していること。 

(７) 当該保険医療機関に緩和ケアチームが組織上明確に位置づけられていること。 

(８) 院内の見やすい場所に緩和ケアチームによる診療が受けられる旨の掲示をするなど、患

者に対して必要な情報提供がなされていること。 

(９) 当該緩和ケアチームは、緩和ケア診療加算の緩和ケアチームと兼任可能である。 

(10) 「注４」に規定する点数は、基本診療料の施設基準等の別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及

び一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を

除く。）において、算定可能である。 

25 移植後患者指導管理料 

(１) 移植後患者指導管理料は、臓器移植（角膜移植を除く。）又は造血幹細胞移植を受けた

患者（以下「臓器等移植後の患者」という。）が、移植した臓器又は造血幹細胞を長期に

わたって生着させるために、多職種が連携して、移植の特殊性に配慮した専門的な外来管

理を行うことを評価するものである。臓器移植後の患者については「イ 臓器移植後の場

合」を、造血幹細胞移植後の患者については「ロ 造血幹細胞移植後の場合」を算定する。 

(２) 移植後患者指導管理料は、臓器等移植後の患者に対して、移植に係る診療科に専任する

医師と移植医療に係る適切な研修を受けた専任の看護師が、必要に応じて、薬剤師等と連

携し、治療計画を作成し、臓器等移植後の患者に特有の拒絶反応や移植片対宿主病（ＧＶ

ＨＤ）、易感染性等の特性に鑑みて、療養上必要な指導管理を行った場合に、月１回に限

り算定する。 

(３) 移植医療に係る適切な研修を受けた看護師は、関係診療科及び関係職種と緊密に連携を

とり、かつ適切な役割分担を考慮しつつ、医師の指示のもと臓器等移植後の患者に対して

提供される医療について調整を行うこと。 

(４) 臓器等移植後患者であっても、移植後の患者に特有な指導が必要ない状態となった場合

は移植後患者指導管理料は算定できない。 

26 植込型輸液ポンプ持続注入療法指導管理料 

(１) 植込型輸液ポンプを使用している患者であって、入院中の患者以外の患者について、診

察とともに投与量の確認や調節など、療養上必要な指導を行った場合に、１月に１回に限

り算定する。この場合において、プログラム変更に要する費用は所定点数に含まれる。 

(２) 指導内容の要点を診療録に記載する。 

27 糖尿病透析予防指導管理料 

(１) 糖尿病透析予防指導管理料は、入院中の患者以外の糖尿病患者（通院する患者のことを

いい、在宅での療養を行う患者を除く。）のうち、ヘモグロビン A1c（HbA1c）がＪＤＳ値

で 6.1％以上（ＮＧＳＰ値で 6.5％以上）又は内服薬やインスリン製剤を使用している者で
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写しを診療録等に添付すること。 

エ 患者の十分な理解が得られない場合又は患者の意思が確認できない場合は、算定の対

象とならない。また患者を除く家族等にのみ説明を行った場合は算定できない。 

(４) がん患者指導管理料ニ 

ア 乳癌、卵巣癌又は卵管癌と診断された患者のうち遺伝性乳がん卵巣がん症候群が疑わ

れる患者に対して、臨床遺伝学に関する十分な知識を有する医師及びがん診療の経験を

有する医師が共同で、診療方針、診療計画及び遺伝子検査の必要性等について患者が十

分に理解し、納得した上で診療方針を選択できるように説明及び相談を行った場合に算

定する。 

イ 説明及び相談内容等の要点を診療録に記載すること。 

ウ 説明した結果、区分番号「Ｄ００６―18」の「２」に掲げるＢＲＣＡ１／２遺伝子検

査の血液を検体とするものを実施し、区分番号「Ｄ０２６」検体検査判断料の注６に掲

げる遺伝カウンセリング加算を算定する場合は、がん患者指導管理料ニの所定点数は算

定できない。 

エ 遺伝カウンセリング加算に係る施設基準の届出を行っている他保険医療機関の臨床遺

伝学に関する十分な知識を有する医師と連携して指導を行った場合においても算定でき

る。なお、その場合の診療報酬の分配は相互の合議に委ねる。ただし、その場合であっ

ても区分番号「Ｄ０２６」検体検査判断料の注６に掲げる遺伝カウンセリング加算を算

定する場合は、がん患者指導管理料ニの所定点数は算定できない。 

24 外来緩和ケア管理料 

(１) 外来緩和ケア管理料については、医師ががん性疼痛の症状緩和を目的として麻薬を投与

している入院中の患者以外の悪性腫瘍、後天性免疫不全症候群又は末期心不全の患者のう

ち、疼痛、倦怠感、呼吸困難等の身体的症状又は不安、抑うつなどの精神症状を持つ者に

対して、当該患者の同意に基づき、症状緩和に係るチーム（以下「緩和ケアチーム」とい

う。）による診療が行われた場合に算定する。 

(２) 末期心不全の患者とは、以下のアからウまでの基準及びエからカまでのいずれかの基準

に該当するものをいう。 

ア 心不全に対して適切な治療が実施されていること。 

イ 器質的な心機能障害により、適切な治療にかかわらず、慢性的に NYHA 重症度分類Ⅳ

度の症状に該当し、頻回又は持続的に点滴薬物療法を必要とする状態であること。 

ウ 過去１年以内に心不全による急変時の入院が２回以上あること。なお、「急変時の入

院」とは、患者の病状の急変等による入院を指し、予定された入院は除く。 

エ 左室駆出率が 20％以下であること。 

オ 医学的に終末期であると判断される状態であること。 

カ エ又はオに掲げる状態に準ずる場合であること。 

(３) 緩和ケアチームは、身体症状及び精神症状の緩和を提供することが必要である。緩和ケ

アチームの医師は緩和ケアに関する研修を修了した上で診療に当たること。ただし、後天

性免疫不全症候群の患者を診療する際には当該研修を修了していなくても本管理料は算定

できる。 

(４) 緩和ケアチームは初回の診療に当たり、当該患者の診療を担う保険医、看護師及び薬剤
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おいて、(１)の患者に対し、ビデオ通話が可能な情報通信機器を活用して、日本糖尿病

学会の「糖尿病治療ガイド」等に基づき、患者の病期分類、食塩制限、蛋白制限等の食

事指導、運動指導、その他生活習慣に関する指導等を必要に応じて個別に実施する。な

お、オンライン診察による計画的な療養上の医学管理を行う月にあっては、医師又は医

師の指示を受けた看護師若しくは管理栄養士による指導等について、各職種が当該月の

別日に指導等を実施した場合においても算定できる。 

イ 当該指導等の実施に当たっては、透析予防診療チームは、事前に、対面による指導と

オンラインによる指導を組み合わせた指導計画を作成し、当該計画に基づいて指導を実

施する。 

ウ 透析予防診療チームは、オンラインにより実施した指導内容、指導実施時間等を診療

録、療養指導記録又は栄養指導記録に記載する。 

28 小児運動器疾患指導管理料 

(１) 小児運動器疾患指導管理料は、入院中の患者以外の患者であって、運動器疾患に対し継

続的な管理を必要とするものに対し、専門的な管理を行った場合に算定するものであり、

小児の運動器疾患に関する適切な研修を修了した医師が、治療計画に基づき療養上の指導

を行った場合に算定できる。 

(２) 対象患者は、以下のいずれかに該当する 12 歳未満の患者とする。 

ア 先天性股関節脱臼、斜頚、内反足、ペルテス病、脳性麻痺、脚長不等、四肢の先天奇

形、良性骨軟部腫瘍による四肢変形、外傷後の四肢変形、二分脊椎、脊髄係留症候群又

は側弯症を有する患者 

イ 装具を使用する患者 

ウ 医師が継続的なリハビリテーションが必要と判断する状態の患者 

エ その他、手術適応の評価等、成長に応じた適切な治療法の選択のために、継続的な診

療が必要な患者 

(３) 初回算定時に治療計画を作成し、患者の家族等に説明して同意を得るとともに、毎回の

指導の要点を診療録に記載すること。 

(４)  日常的に車椅子を使用する患者であって、車椅子上での姿勢保持が困難なため、食事

摂取等の日常生活動作の能力の低下を来した患者については、医師の指示を受けた理学療

法士又は作業療法士等が、車椅子や座位保持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、

患者の体幹機能や座位保持機能を評価した上で体圧分散やサポートのためのクッションや

付属品の選定や調整を行うことが望ましい。 

(５) 厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、初診として受診した時

点において(２)の要件を満たしていたものについては、患者及びその家族等の同意を得た

場合に、当該患者が 15 歳になるまでの間、当該管理料を算定することができる。この場

合、診療報酬明細書の摘要欄に、初診時の年月日、年齢、状態について記載すること。 

29 乳腺炎重症化予防ケア・指導料 

(１)  乳腺炎重症化予防ケア・指導料は、入院中以外の乳腺炎の患者であって、乳腺炎が原

因となり母乳育児に困難がある患者に対して、医師がケア及び指導の必要性があると認め

た場合で、乳腺炎の重症化及び再発予防に係る指導並びに乳房に係る疾患を有する患者の

診療について経験を有する医師又は乳腺炎及び母乳育児に関するケア・指導に係る経験を
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あって、糖尿病性腎症第２期以上の患者（現に透析療法を行っている者を除く。）に対し、

医師が糖尿病透析予防に関する指導の必要性があると認めた場合に、月１回に限り算定す

る。 

(２) 当該指導管理料は、専任の医師、当該医師の指示を受けた専任の看護師（又は保健師）

及び管理栄養士（以下「透析予防診療チーム」という。）が、(１)の患者に対し、日本糖

尿病学会の「糖尿病治療ガイド」等に基づき、患者の病期分類、食塩制限及び蛋白制限等

の食事指導、運動指導、その他生活習慣に関する指導等を必要に応じて個別に実施した場

合に算定する。 

(３) 当該指導管理料を算定すべき指導の実施に当たっては、透析予防診療チームは、糖尿病

性腎症のリスク要因に関する評価を行い、その結果に基づいて、指導計画を作成すること。 

(４) 当該管理を実施する透析予防診療チームは、糖尿病性腎症のリスク要因に関する評価結

果、指導計画及び実施した指導内容を診療録、療養指導記録又は栄養指導記録に記載する

こと。 

(５) 「注４」に規定する点数は、基本診療料の施設基準等の別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及

び一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を

除く。）において、算定可能である。 

(６) 同一月又は同一日においても、「注２」及び「注３」に規定するものを除き、第２章第

１部の各区分に規定する他の医学管理等及び第２部第２節第１款の各区分に規定する在宅

療養指導管理料は併算定できる。 

(７) 当該管理料を算定する場合は、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続き

の取扱いについて」別添２の様式５の７に基づき、１年間に当該指導管理料を算定した患

者の人数、状態の変化等について報告を行うこと。 

(８) 「注５」に規定する高度腎機能障害患者指導加算は、eGFR （mL/分/1.73㎡）が 45未満

の患者に対し、専任の医師が、当該患者が腎機能を維持する観点から必要と考えられる運

動について、その種類、頻度、強度、時間、留意すべき点等について指導し、また既に運

動を開始している患者についてはその状況を確認し、必要に応じて更なる指導を行った場

合に算定する。なお、指導については日本腎臓リハビリテーション学会から「保存期ＣＫ

Ｄ患者に対する腎臓リハビリテーションの手引き」が示されているので、指導が適切にな

されるよう留意されたい。 

(９) 本管理料を算定する患者について、保険者から保健指導を行う目的で情報提供等の協力

の求めがある場合には、患者の同意を得て、必要な協力を行うこと。 

(10) 「注６」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成

し、当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評

価したものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に

限り算定する。 

(11) 「注６」に規定する点数が算定可能な患者は、糖尿病透析予防指導管理料を初めて算定

した月から３月以上経過しているものに限る。 

(12) 「注６」に規定する点数を算定する場合には、以下の要件を満たすこと。 

ア 透析予防診療チームが、オンライン診察による計画的な療養上の医学管理を行う月に
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おいて、(１)の患者に対し、ビデオ通話が可能な情報通信機器を活用して、日本糖尿病

学会の「糖尿病治療ガイド」等に基づき、患者の病期分類、食塩制限、蛋白制限等の食

事指導、運動指導、その他生活習慣に関する指導等を必要に応じて個別に実施する。な

お、オンライン診察による計画的な療養上の医学管理を行う月にあっては、医師又は医

師の指示を受けた看護師若しくは管理栄養士による指導等について、各職種が当該月の

別日に指導等を実施した場合においても算定できる。 

イ 当該指導等の実施に当たっては、透析予防診療チームは、事前に、対面による指導と

オンラインによる指導を組み合わせた指導計画を作成し、当該計画に基づいて指導を実

施する。 

ウ 透析予防診療チームは、オンラインにより実施した指導内容、指導実施時間等を診療

録、療養指導記録又は栄養指導記録に記載する。 

28 小児運動器疾患指導管理料 

(１) 小児運動器疾患指導管理料は、入院中の患者以外の患者であって、運動器疾患に対し継

続的な管理を必要とするものに対し、専門的な管理を行った場合に算定するものであり、

小児の運動器疾患に関する適切な研修を修了した医師が、治療計画に基づき療養上の指導

を行った場合に算定できる。 

(２) 対象患者は、以下のいずれかに該当する 12 歳未満の患者とする。 

ア 先天性股関節脱臼、斜頚、内反足、ペルテス病、脳性麻痺、脚長不等、四肢の先天奇

形、良性骨軟部腫瘍による四肢変形、外傷後の四肢変形、二分脊椎、脊髄係留症候群又

は側弯症を有する患者 

イ 装具を使用する患者 

ウ 医師が継続的なリハビリテーションが必要と判断する状態の患者 

エ その他、手術適応の評価等、成長に応じた適切な治療法の選択のために、継続的な診

療が必要な患者 

(３) 初回算定時に治療計画を作成し、患者の家族等に説明して同意を得るとともに、毎回の

指導の要点を診療録に記載すること。 

(４)  日常的に車椅子を使用する患者であって、車椅子上での姿勢保持が困難なため、食事

摂取等の日常生活動作の能力の低下を来した患者については、医師の指示を受けた理学療

法士又は作業療法士等が、車椅子や座位保持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、

患者の体幹機能や座位保持機能を評価した上で体圧分散やサポートのためのクッションや

付属品の選定や調整を行うことが望ましい。 

(５) 厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、初診として受診した時

点において(２)の要件を満たしていたものについては、患者及びその家族等の同意を得た

場合に、当該患者が 15 歳になるまでの間、当該管理料を算定することができる。この場

合、診療報酬明細書の摘要欄に、初診時の年月日、年齢、状態について記載すること。 

29 乳腺炎重症化予防ケア・指導料 

(１)  乳腺炎重症化予防ケア・指導料は、入院中以外の乳腺炎の患者であって、乳腺炎が原

因となり母乳育児に困難がある患者に対して、医師がケア及び指導の必要性があると認め

た場合で、乳腺炎の重症化及び再発予防に係る指導並びに乳房に係る疾患を有する患者の

診療について経験を有する医師又は乳腺炎及び母乳育児に関するケア・指導に係る経験を
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あって、糖尿病性腎症第２期以上の患者（現に透析療法を行っている者を除く。）に対し、

医師が糖尿病透析予防に関する指導の必要性があると認めた場合に、月１回に限り算定す

る。 

(２) 当該指導管理料は、専任の医師、当該医師の指示を受けた専任の看護師（又は保健師）

及び管理栄養士（以下「透析予防診療チーム」という。）が、(１)の患者に対し、日本糖

尿病学会の「糖尿病治療ガイド」等に基づき、患者の病期分類、食塩制限及び蛋白制限等

の食事指導、運動指導、その他生活習慣に関する指導等を必要に応じて個別に実施した場

合に算定する。 

(３) 当該指導管理料を算定すべき指導の実施に当たっては、透析予防診療チームは、糖尿病

性腎症のリスク要因に関する評価を行い、その結果に基づいて、指導計画を作成すること。 

(４) 当該管理を実施する透析予防診療チームは、糖尿病性腎症のリスク要因に関する評価結

果、指導計画及び実施した指導内容を診療録、療養指導記録又は栄養指導記録に記載する

こと。 

(５) 「注４」に規定する点数は、基本診療料の施設基準等の別表第六の二に掲げる地域に所

在する保険医療機関（特定機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及

び一般病棟入院基本料に係る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を

除く。）において、算定可能である。 

(６) 同一月又は同一日においても、「注２」及び「注３」に規定するものを除き、第２章第

１部の各区分に規定する他の医学管理等及び第２部第２節第１款の各区分に規定する在宅

療養指導管理料は併算定できる。 

(７) 当該管理料を算定する場合は、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続き

の取扱いについて」別添２の様式５の７に基づき、１年間に当該指導管理料を算定した患

者の人数、状態の変化等について報告を行うこと。 

(８) 「注５」に規定する高度腎機能障害患者指導加算は、eGFR （mL/分/1.73㎡）が 45未満

の患者に対し、専任の医師が、当該患者が腎機能を維持する観点から必要と考えられる運

動について、その種類、頻度、強度、時間、留意すべき点等について指導し、また既に運

動を開始している患者についてはその状況を確認し、必要に応じて更なる指導を行った場

合に算定する。なお、指導については日本腎臓リハビリテーション学会から「保存期ＣＫ

Ｄ患者に対する腎臓リハビリテーションの手引き」が示されているので、指導が適切にな

されるよう留意されたい。 

(９) 本管理料を算定する患者について、保険者から保健指導を行う目的で情報提供等の協力

の求めがある場合には、患者の同意を得て、必要な協力を行うこと。 

(10) 「注６」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成

し、当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評

価したものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に

限り算定する。 

(11) 「注６」に規定する点数が算定可能な患者は、糖尿病透析予防指導管理料を初めて算定

した月から３月以上経過しているものに限る。 

(12) 「注６」に規定する点数を算定する場合には、以下の要件を満たすこと。 

ア 透析予防診療チームが、オンライン診察による計画的な療養上の医学管理を行う月に
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(イ) 25ml/min/1.73m2 以上 30ml/min/1.73m2未満 

(ロ) 15ml/min/1.73m2 以上 25ml/min/1.73m2未満 

(ハ) 15ml/min/1.73m2未満 

イ (２)のイに該当する場合は、当該指導管理の実施について適切な時期と判断とした理

由。 

   Ｂ００１－２ 小児科外来診療料 

(１) 小児科外来診療料は、別に定める施設基準を満たす保険医療機関における入院中の患者以

外の患者であって、６歳未満の全ての者を対象とする。また、対象患者に対する診療報酬の

請求については、原則として小児科外来診療料により行うものとする。 

(２) 小児科外来診療料は、小児科を標榜する保険医療機関において算定する。ただし、区分番

号「Ｂ００１－２－11」小児かかりつけ診療料を算定している患者、第２部第２節第１款の

各区分に掲げる在宅療養指導管理料を算定している患者（他の保険医療機関で算定している

患者を含む。）及びパリビズマブを投与している患者(投与当日に限る。)については、小児

科外来診療料の算定対象とはならない。 

(３) 当該患者の診療に係る費用は、「注４」の小児抗菌薬適正使用支援加算、区分番号「Ａ０

００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料及び区分番号「Ａ００２」外来診療料の時間外

加算、休日加算、深夜加算及び小児科特例加算、区分番号「Ａ０００」初診料の機能強化加

算、区分番号「Ｂ００１－２－２」地域連携小児夜間・休日診療料、区分番号「Ｂ００１－

２－５」院内トリアージ実施料、区分番号「Ｂ００１－２－６」夜間休日救急搬送医学管理

料、区分番号「Ｂ０１０」診療情報提供料(Ⅱ)、区分番号「Ｂ０１１」診療情報提供料（Ⅲ）

並びに区分番号「Ｃ０００」往診料（往診料の加算を含む。）を除き、全て所定点数に含ま

れる。ただし、初診料の時間外加算、休日加算、深夜加算又は小児科特例加算を算定する場

合は、それぞれ 85 点、250 点、580 点又は 230 点を、再診料及び外来診療料の時間外加算、

休日加算、深夜加算又は小児科特例加算を算定する場合は、それぞれ 65 点、190 点、520 点

又は 180 点を算定する。 

(４) 同一日において、同一患者の再診が２回以上行われた場合であっても、１日につき所定の

点数を算定する。 

(５) 同一月において、院外処方箋を交付した日がある場合は、当該月においては、「１」の所

定点数により算定する。ただし、この場合であっても、院外処方箋を交付している患者に対

し、夜間緊急の受診の場合等やむを得ない場合において院内投薬を行う場合は、「２」の所

定点数を算定できるが、その場合には、その理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(６) 当該保険医療機関において、院内処方を行わない場合は、「１ 処方箋を交付する場合」

の所定点数を算定する。 

(７) 小児科外来診療料に係る届出を行った保険医療機関において、６歳未満の小児が初診を行

いそのまま入院となった場合の初診料は、小児科外来診療料ではなく、初診料を算定し、当

該初診料の請求は入院の診療報酬明細書により行う。 

(８) ６歳の誕生日が属する月において、６歳の誕生日前に当該保険医療機関を受診し、小児科

外来診療料を算定した場合にあっては、６歳の誕生日後に当該保険医療機関を受診しても、

当該月の診療に係る請求は小児科外来診療料により行うものとする。 

(９) 小児科外来診療料に係る届出を行った保険医療機関のうち、許可病床数が 200 床以上の病
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有する助産師が、当該患者に対して乳房のマッサージや搾乳等の乳腺炎に係るケア、授乳

や生活に関する指導、心理的支援等の乳腺炎の早期回復、重症化及び再発予防に向けた包

括的なケア及び指導を行った場合に、分娩 1 回につき 4 回に限り算定する。 

(２) 当該ケア及び指導を実施する医師又は助産師は、包括的なケア及び指導に関する計画を

作成し計画に基づき実施するとともに、実施した内容を診療録等に記載する。 

30 婦人科特定疾患治療管理料 

(１) 婦人科又は産婦人科を標榜する保険医療機関において、入院中の患者以外の器質性月経

困難症の患者であって、ホルモン剤（器質性月経困難症に対して投与されたものに限る。）

を投与しているものに対して、婦人科又は産婦人科を担当する医師が、患者の同意を得て、

計画的な医学管理を継続して行い、かつ、療養上必要な指導を行った場合に、３月に１回

に限り算定すること。 

(２) 治療計画を作成し、患者に説明して同意を得るとともに、毎回の指導内容の要点を診療

録に記載すること。なお、治療計画の策定に当たっては、患者の病態、社会的要因、薬物

療法の副作用や合併症のリスク等を考慮すること。 

(３) 治療に当たっては、関連学会等から示されているガイドラインを踏まえ、薬物療法等の

治療方針について適切に検討すること。 

31 腎代替療法指導管理料 

(１) 腎代替療法指導管理料は、腎臓内科の経験を有する常勤医師及び腎臓病患者の看護に従

事した経験を有する専任の看護師が、当該患者への腎代替療法の情報提供が必要と判断し

た場合に、腎代替療法について指導を行い、当該患者が十分に理解し、納得した上で治療

方針を選択できるように説明及び相談を行った場合に、患者１人につき２回に限り算定す

る。なお、２回目の当該管理料の算定に当たっては、その医療上の必要性について診療報

酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(２) 当該管理料の対象となる患者は、次のいずれかの要件を満たすものとする。 

ア 慢性腎臓病の患者であって、３月前までの直近２回の eGFR（mL/分/1.73m2）がいずれ

も 30 未満の場合 

イ 急速進行性糸球体腎炎等による腎障害により、急速な腎機能低下を呈し、不可逆的に

慢性腎臓病に至ると判断される場合 

(３) 当該管理料を算定すべき指導の実施に当たっては、(２)の要件を満たす慢性腎臓病患者

の腎代替療法選択にとって、適切と判断される時期に行うこととし、血液透析、腹膜透析、

腎移植等の腎代替療法のうち、いずれについても情報提供すること。なお、当該情報提供

は、腎臓病教室とは別に行うこと。 

(４) 指導内容等の要点を診療録に記載する。なお、説明に用いた文書の写しの診療録への添

付により診療録への記載に代えることができる。 

(５) 説明に当たっては、関連学会の作成した腎代替療法選択に係る資料又はそれらを参考に

作成した資料に基づき説明を行うこと。 

(６) 当該管理料を算定する場合にあっては、(２)のア又はイのうち該当するものに応じて、

以下の事項を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

ア (２)のアに該当する場合は、直近の血液検査における eGFR の検査値について、以下

の(イ)から(ハ)までのうちいずれかに該当するもの。 
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(イ) 25ml/min/1.73m2 以上 30ml/min/1.73m2未満 

(ロ) 15ml/min/1.73m2 以上 25ml/min/1.73m2未満 

(ハ) 15ml/min/1.73m2未満 

イ (２)のイに該当する場合は、当該指導管理の実施について適切な時期と判断とした理

由。 

   Ｂ００１－２ 小児科外来診療料 

(１) 小児科外来診療料は、別に定める施設基準を満たす保険医療機関における入院中の患者以

外の患者であって、６歳未満の全ての者を対象とする。また、対象患者に対する診療報酬の

請求については、原則として小児科外来診療料により行うものとする。 

(２) 小児科外来診療料は、小児科を標榜する保険医療機関において算定する。ただし、区分番

号「Ｂ００１－２－11」小児かかりつけ診療料を算定している患者、第２部第２節第１款の

各区分に掲げる在宅療養指導管理料を算定している患者（他の保険医療機関で算定している

患者を含む。）及びパリビズマブを投与している患者(投与当日に限る。)については、小児

科外来診療料の算定対象とはならない。 

(３) 当該患者の診療に係る費用は、「注４」の小児抗菌薬適正使用支援加算、区分番号「Ａ０

００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料及び区分番号「Ａ００２」外来診療料の時間外

加算、休日加算、深夜加算及び小児科特例加算、区分番号「Ａ０００」初診料の機能強化加

算、区分番号「Ｂ００１－２－２」地域連携小児夜間・休日診療料、区分番号「Ｂ００１－

２－５」院内トリアージ実施料、区分番号「Ｂ００１－２－６」夜間休日救急搬送医学管理

料、区分番号「Ｂ０１０」診療情報提供料(Ⅱ)、区分番号「Ｂ０１１」診療情報提供料（Ⅲ）

並びに区分番号「Ｃ０００」往診料（往診料の加算を含む。）を除き、全て所定点数に含ま

れる。ただし、初診料の時間外加算、休日加算、深夜加算又は小児科特例加算を算定する場

合は、それぞれ 85 点、250 点、580 点又は 230 点を、再診料及び外来診療料の時間外加算、

休日加算、深夜加算又は小児科特例加算を算定する場合は、それぞれ 65 点、190 点、520 点

又は 180 点を算定する。 

(４) 同一日において、同一患者の再診が２回以上行われた場合であっても、１日につき所定の

点数を算定する。 

(５) 同一月において、院外処方箋を交付した日がある場合は、当該月においては、「１」の所

定点数により算定する。ただし、この場合であっても、院外処方箋を交付している患者に対

し、夜間緊急の受診の場合等やむを得ない場合において院内投薬を行う場合は、「２」の所

定点数を算定できるが、その場合には、その理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(６) 当該保険医療機関において、院内処方を行わない場合は、「１ 処方箋を交付する場合」

の所定点数を算定する。 

(７) 小児科外来診療料に係る届出を行った保険医療機関において、６歳未満の小児が初診を行

いそのまま入院となった場合の初診料は、小児科外来診療料ではなく、初診料を算定し、当

該初診料の請求は入院の診療報酬明細書により行う。 

(８) ６歳の誕生日が属する月において、６歳の誕生日前に当該保険医療機関を受診し、小児科

外来診療料を算定した場合にあっては、６歳の誕生日後に当該保険医療機関を受診しても、

当該月の診療に係る請求は小児科外来診療料により行うものとする。 

(９) 小児科外来診療料に係る届出を行った保険医療機関のうち、許可病床数が 200 床以上の病
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有する助産師が、当該患者に対して乳房のマッサージや搾乳等の乳腺炎に係るケア、授乳

や生活に関する指導、心理的支援等の乳腺炎の早期回復、重症化及び再発予防に向けた包

括的なケア及び指導を行った場合に、分娩 1 回につき 4 回に限り算定する。 

(２) 当該ケア及び指導を実施する医師又は助産師は、包括的なケア及び指導に関する計画を

作成し計画に基づき実施するとともに、実施した内容を診療録等に記載する。 

30 婦人科特定疾患治療管理料 

(１) 婦人科又は産婦人科を標榜する保険医療機関において、入院中の患者以外の器質性月経

困難症の患者であって、ホルモン剤（器質性月経困難症に対して投与されたものに限る。）

を投与しているものに対して、婦人科又は産婦人科を担当する医師が、患者の同意を得て、

計画的な医学管理を継続して行い、かつ、療養上必要な指導を行った場合に、３月に１回

に限り算定すること。 

(２) 治療計画を作成し、患者に説明して同意を得るとともに、毎回の指導内容の要点を診療

録に記載すること。なお、治療計画の策定に当たっては、患者の病態、社会的要因、薬物

療法の副作用や合併症のリスク等を考慮すること。 

(３) 治療に当たっては、関連学会等から示されているガイドラインを踏まえ、薬物療法等の

治療方針について適切に検討すること。 

31 腎代替療法指導管理料 

(１) 腎代替療法指導管理料は、腎臓内科の経験を有する常勤医師及び腎臓病患者の看護に従

事した経験を有する専任の看護師が、当該患者への腎代替療法の情報提供が必要と判断し

た場合に、腎代替療法について指導を行い、当該患者が十分に理解し、納得した上で治療

方針を選択できるように説明及び相談を行った場合に、患者１人につき２回に限り算定す

る。なお、２回目の当該管理料の算定に当たっては、その医療上の必要性について診療報

酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(２) 当該管理料の対象となる患者は、次のいずれかの要件を満たすものとする。 

ア 慢性腎臓病の患者であって、３月前までの直近２回の eGFR（mL/分/1.73m2）がいずれ

も 30 未満の場合 

イ 急速進行性糸球体腎炎等による腎障害により、急速な腎機能低下を呈し、不可逆的に

慢性腎臓病に至ると判断される場合 

(３) 当該管理料を算定すべき指導の実施に当たっては、(２)の要件を満たす慢性腎臓病患者

の腎代替療法選択にとって、適切と判断される時期に行うこととし、血液透析、腹膜透析、

腎移植等の腎代替療法のうち、いずれについても情報提供すること。なお、当該情報提供

は、腎臓病教室とは別に行うこと。 

(４) 指導内容等の要点を診療録に記載する。なお、説明に用いた文書の写しの診療録への添

付により診療録への記載に代えることができる。 

(５) 説明に当たっては、関連学会の作成した腎代替療法選択に係る資料又はそれらを参考に

作成した資料に基づき説明を行うこと。 

(６) 当該管理料を算定する場合にあっては、(２)のア又はイのうち該当するものに応じて、

以下の事項を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

ア (２)のアに該当する場合は、直近の血液検査における eGFR の検査値について、以下

の(イ)から(ハ)までのうちいずれかに該当するもの。 
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日診療においては算定できない。 

Ｂ００１－２－３ 乳幼児育児栄養指導料 

乳幼児育児栄養指導料は、小児科を標榜する保険医療機関において、小児科を担当する医師が

３歳未満の乳幼児に対して区分番号「Ａ０００」初診料（「注５」のただし書に規定する初診を

除く。）を算定する初診を行った場合に、育児、栄養その他療養上必要な指導を行ったときに算

定する。この場合、指導の要点を診療録に記載すること。ただし、初診料を算定する初診を行っ

た後、即入院となった場合には算定できない。 

Ｂ００１－２－４ 地域連携夜間・休日診療料 

(１) 地域連携夜間・休日診療料は、保険医療機関が地域の他の保険医療機関の医師と連携をと

りつつ、救急医療の確保のために、夜間、休日又は深夜に診療が可能な体制を保つことを評

価するものである。 

(２) 地域連携夜間・休日診療料については、夜間、休日又は深夜であって、保険医療機関があ

らかじめ地域に周知している時間に、患者を診療した場合に算定する。 

(３) 地域連携夜間・休日診療料は、夜間、休日又は深夜に急性に発症し、又は増悪した患者で

あって、やむを得ず当該時間帯に保険医療機関を受診するものを対象としたものである。し

たがって、慢性疾患の継続的な治療等のための受診については算定できない。 

(４) 夜間、休日又は深夜における担当医師名とその主たる勤務先について、予定表を作成し院

内に掲示するものとする。 

(５) 地域連携夜間・休日診療料を算定する場合にあっては、診療内容の要点、診療医師名及び

その主たる勤務先名を診療録に記載するものとする。 

(６) 一連の夜間及び深夜又は同一休日に、同一の患者に対しては、地域連携夜間・休日診療料

は原則として１回のみ算定する。なお、病態の度重なる変化等による複数回の受診のため２

回以上算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄にその理由を詳細に記載すること。 

(７) 入院中の患者については、地域連携夜間・休日診療料は算定できない。ただし、患者が地

域連携夜間・休日診療料を算定すべき診療を経た上で入院した場合は、算定できる。 

(８) 患者本人が受診せず、家族などに対して指導等を行った場合には、当該診療料は算定でき

ない。 

(９) 地域連携夜間・休日診療料は地域の夜間・急病センター、病院等において地域の医師が連

携・協力して、診療に当たる体制を評価したものであり、在宅当番医制で行う夜間・休日診

療においては算定できない。 

Ｂ００１－２－５  院内トリアージ実施料 

(１) 院内トリアージ実施料については、院内トリアージ体制を整えている保険医療機関におい

て、夜間、休日又は深夜に受診した患者であって初診のものに対して当該保険医療機関の院

内トリアージ基準に基づいて専任の医師又は救急医療に関する３年以上の経験を有する専任

の看護師により患者の来院後速やかに患者の状態を評価し、患者の緊急度区分に応じて診療

の優先順位付けを行う院内トリアージが行われ、診療録等にその旨を記載した場合に算定で

きる。ただし、「Ｂ００１－２－６」夜間休日救急搬送医学管理料を算定した患者について

は算定できない。 

(２) 院内トリアージを行う際には患者又はその家族等に対して、十分にその趣旨を説明するこ

と。 
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院においては、他の保険医療機関等からの紹介なしに受診した６歳未満の乳幼児の初診につ

いては、保険外併用療養費に係る選定療養の対象となる。したがって、小児科外来診療料の

初診時の点数を算定した上に、患者からの特別の料金を徴収できる。 

(10) 本診療料を算定する保険医療機関の保険医が「特別養護老人ホーム等における療養の給付

の取扱いについて」（平成 18 年３月 31 日保医発第 0331002 号）に定める「配置医師」であ

り、それぞれの配置されている施設に赴き行った診療については、本診療料は算定できない

が、それぞれの診療行為に係る所定点数により算定できるものとする。 

(11) 本診療料を算定する場合、抗菌薬の適正な使用を推進するため、「抗微生物薬適正使用の

手引き」（厚生労働省健康局結核感染症課）を参考に、抗菌薬の適正な使用の普及啓発に資

する取組を行っていること。 

(12) 「注４」に規定する小児抗菌薬適正使用支援加算は、急性気道感染症又は急性下痢症によ

り受診した基礎疾患のない患者であって、診察の結果、抗菌薬の投与の必要性が認められな

いため抗菌薬を使用しないものに対して、療養上必要な指導及び検査結果の説明を行い、文

書により説明内容を提供した場合に、小児科を担当する専任の医師が診療を行った初診時に、

月に１回に限り算定する。なお、インフルエンザウイルス感染の患者又はインフルエンザウ

イルス感染の疑われる患者については、算定できない。 

Ｂ００１－２－２ 地域連携小児夜間・休日診療料 

(１) 地域連携小児夜間・休日診療料は、保険医療機関が地域の小児科を専ら担当する診療所そ

の他の保険医療機関の医師と連携をとりつつ、小児の救急医療の確保のために、夜間、休日

又は深夜に小児の診療が可能な体制を保つことを評価するものである。 

(２) 地域連携小児夜間・休日診療料１については、夜間、休日又は深夜であって、保険医療機

関があらかじめ地域に周知している時間に、地域連携小児夜間・休日診療料２については、

保険医療機関が 24時間診療することを周知した上で、夜間、休日又は深夜に、それぞれ６歳

未満の小児を診療した場合に算定する。 

(３) 地域連携小児夜間・休日診療料は、夜間、休日又は深夜に急性に発症し、又は増悪した６

歳未満の患者であって、やむを得ず当該時間帯に保険医療機関を受診するものを対象とした

ものである。したがって、慢性疾患の継続的な治療等のための受診については算定できない。 

(４) 夜間、休日又は深夜における担当医師名とその主たる勤務先について、予定表を作成し院

内に掲示するものとする。 

(５) 地域連携小児夜間・休日診療料を算定する場合にあっては、診療内容の要点、診療医師名

及びその主たる勤務先名を診療録に記載するものとする。 

(６) 一連の夜間及び深夜又は同一休日に、同一の患者に対しては、地域連携小児夜間・休日診

療料は原則として１回のみ算定する。なお、病態の度重なる変化等による複数回の受診のた

め２回以上算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄にその理由を詳細に記載すること。 

(７) 入院中の患者については、地域連携小児夜間・休日診療料は算定できない。ただし、患者

が地域連携小児夜間・休日診療料を算定すべき診療を経た上で入院した場合は、算定できる。 

(８) 患者本人が受診せず、家族などに対して指導等を行った場合には、当該診療料は算定でき

ない。 

(９) 地域連携小児夜間・休日診療料は地域の夜間・急病センター、病院等において地域の医師

が連携・協力して、診療に当たる体制を評価したものであり、在宅当番医制で行う夜間・休
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日診療においては算定できない。 

Ｂ００１－２－３ 乳幼児育児栄養指導料 

乳幼児育児栄養指導料は、小児科を標榜する保険医療機関において、小児科を担当する医師が

３歳未満の乳幼児に対して区分番号「Ａ０００」初診料（「注５」のただし書に規定する初診を

除く。）を算定する初診を行った場合に、育児、栄養その他療養上必要な指導を行ったときに算

定する。この場合、指導の要点を診療録に記載すること。ただし、初診料を算定する初診を行っ

た後、即入院となった場合には算定できない。 

Ｂ００１－２－４ 地域連携夜間・休日診療料 

(１) 地域連携夜間・休日診療料は、保険医療機関が地域の他の保険医療機関の医師と連携をと

りつつ、救急医療の確保のために、夜間、休日又は深夜に診療が可能な体制を保つことを評

価するものである。 

(２) 地域連携夜間・休日診療料については、夜間、休日又は深夜であって、保険医療機関があ

らかじめ地域に周知している時間に、患者を診療した場合に算定する。 

(３) 地域連携夜間・休日診療料は、夜間、休日又は深夜に急性に発症し、又は増悪した患者で

あって、やむを得ず当該時間帯に保険医療機関を受診するものを対象としたものである。し

たがって、慢性疾患の継続的な治療等のための受診については算定できない。 

(４) 夜間、休日又は深夜における担当医師名とその主たる勤務先について、予定表を作成し院

内に掲示するものとする。 

(５) 地域連携夜間・休日診療料を算定する場合にあっては、診療内容の要点、診療医師名及び

その主たる勤務先名を診療録に記載するものとする。 

(６) 一連の夜間及び深夜又は同一休日に、同一の患者に対しては、地域連携夜間・休日診療料

は原則として１回のみ算定する。なお、病態の度重なる変化等による複数回の受診のため２

回以上算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄にその理由を詳細に記載すること。 

(７) 入院中の患者については、地域連携夜間・休日診療料は算定できない。ただし、患者が地

域連携夜間・休日診療料を算定すべき診療を経た上で入院した場合は、算定できる。 

(８) 患者本人が受診せず、家族などに対して指導等を行った場合には、当該診療料は算定でき

ない。 

(９) 地域連携夜間・休日診療料は地域の夜間・急病センター、病院等において地域の医師が連

携・協力して、診療に当たる体制を評価したものであり、在宅当番医制で行う夜間・休日診

療においては算定できない。 

Ｂ００１－２－５  院内トリアージ実施料 

(１) 院内トリアージ実施料については、院内トリアージ体制を整えている保険医療機関におい

て、夜間、休日又は深夜に受診した患者であって初診のものに対して当該保険医療機関の院

内トリアージ基準に基づいて専任の医師又は救急医療に関する３年以上の経験を有する専任

の看護師により患者の来院後速やかに患者の状態を評価し、患者の緊急度区分に応じて診療

の優先順位付けを行う院内トリアージが行われ、診療録等にその旨を記載した場合に算定で

きる。ただし、「Ｂ００１－２－６」夜間休日救急搬送医学管理料を算定した患者について

は算定できない。 

(２) 院内トリアージを行う際には患者又はその家族等に対して、十分にその趣旨を説明するこ

と。 
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院においては、他の保険医療機関等からの紹介なしに受診した６歳未満の乳幼児の初診につ

いては、保険外併用療養費に係る選定療養の対象となる。したがって、小児科外来診療料の

初診時の点数を算定した上に、患者からの特別の料金を徴収できる。 

(10) 本診療料を算定する保険医療機関の保険医が「特別養護老人ホーム等における療養の給付

の取扱いについて」（平成 18 年３月 31 日保医発第 0331002 号）に定める「配置医師」であ

り、それぞれの配置されている施設に赴き行った診療については、本診療料は算定できない

が、それぞれの診療行為に係る所定点数により算定できるものとする。 

(11) 本診療料を算定する場合、抗菌薬の適正な使用を推進するため、「抗微生物薬適正使用の

手引き」（厚生労働省健康局結核感染症課）を参考に、抗菌薬の適正な使用の普及啓発に資

する取組を行っていること。 

(12) 「注４」に規定する小児抗菌薬適正使用支援加算は、急性気道感染症又は急性下痢症によ

り受診した基礎疾患のない患者であって、診察の結果、抗菌薬の投与の必要性が認められな

いため抗菌薬を使用しないものに対して、療養上必要な指導及び検査結果の説明を行い、文

書により説明内容を提供した場合に、小児科を担当する専任の医師が診療を行った初診時に、

月に１回に限り算定する。なお、インフルエンザウイルス感染の患者又はインフルエンザウ

イルス感染の疑われる患者については、算定できない。 

Ｂ００１－２－２ 地域連携小児夜間・休日診療料 

(１) 地域連携小児夜間・休日診療料は、保険医療機関が地域の小児科を専ら担当する診療所そ

の他の保険医療機関の医師と連携をとりつつ、小児の救急医療の確保のために、夜間、休日

又は深夜に小児の診療が可能な体制を保つことを評価するものである。 

(２) 地域連携小児夜間・休日診療料１については、夜間、休日又は深夜であって、保険医療機

関があらかじめ地域に周知している時間に、地域連携小児夜間・休日診療料２については、

保険医療機関が 24時間診療することを周知した上で、夜間、休日又は深夜に、それぞれ６歳

未満の小児を診療した場合に算定する。 

(３) 地域連携小児夜間・休日診療料は、夜間、休日又は深夜に急性に発症し、又は増悪した６

歳未満の患者であって、やむを得ず当該時間帯に保険医療機関を受診するものを対象とした

ものである。したがって、慢性疾患の継続的な治療等のための受診については算定できない。 

(４) 夜間、休日又は深夜における担当医師名とその主たる勤務先について、予定表を作成し院

内に掲示するものとする。 

(５) 地域連携小児夜間・休日診療料を算定する場合にあっては、診療内容の要点、診療医師名

及びその主たる勤務先名を診療録に記載するものとする。 

(６) 一連の夜間及び深夜又は同一休日に、同一の患者に対しては、地域連携小児夜間・休日診

療料は原則として１回のみ算定する。なお、病態の度重なる変化等による複数回の受診のた

め２回以上算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄にその理由を詳細に記載すること。 

(７) 入院中の患者については、地域連携小児夜間・休日診療料は算定できない。ただし、患者

が地域連携小児夜間・休日診療料を算定すべき診療を経た上で入院した場合は、算定できる。 

(８) 患者本人が受診せず、家族などに対して指導等を行った場合には、当該診療料は算定でき

ない。 

(９) 地域連携小児夜間・休日診療料は地域の夜間・急病センター、病院等において地域の医師

が連携・協力して、診療に当たる体制を評価したものであり、在宅当番医制で行う夜間・休
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患別リハビリテーションの費用を算定できるものとする。 

(６) 外来リハビリテーション診療料１及び２を算定している場合は、疾患別リハビリテーショ

ンを提供する日において、リハビリテーションスタッフ（疾患別リハビリテーションの実施

に係る理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士等をいう。以下同じ。）がリハビリテーショ

ン提供前に患者の状態を十分に観察し、療養指導記録に記載すること。また、患者の状態を

観察した際に、前回と比べて状態の変化が認められた場合や患者の求めがあった場合等には、

必要に応じて医師が診察を行うこと。 

(７) 外来リハビリテーション診療料１及び２を算定している場合は、医師は疾患別リハビリテ

ーション料の算定ごとに当該患者にリハビリテーションを提供したリハビリテーションスタ

ッフからの報告を受け、当該患者のリハビリテーションの効果や進捗状況等を確認し、診療

録等に記載すること。なお、リハビリテーションスタッフからの報告は、カンファレンスの

実施により代えることとしても差し支えない。 

Ｂ００１－２－８ 外来放射線照射診療料 

(１) 放射線治療医（放射線治療の経験を５年以上有するものに限る。）が診察を行った日に算

定し、算定日から起算して７日間は放射線照射の実施に係る区分番号「Ａ０００」初診料、

区分番号「Ａ００１」再診料、区分番号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」

オンライン診療料は算定できないものとし、当該７日間は、区分番号「Ａ０００」初診料、

区分番号「Ａ００１」再診料、区分番号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」

オンライン診療料を算定せずに、放射線照射の費用は算定できるものとする。 

(２) 外来放射線照射診療料を算定した場合にあっては、第２日目以降の看護師、診療放射線技

師等による患者の観察については、照射ごとに記録し、医師に報告すること。 

(３) 放射線治療を行う前に、放射線治療により期待される治療効果や成績などとともに、合併

症、副作用等についても必ず患者又はその家族に説明し、文書等による同意を得ること。 

(４) 関係学会による放射線精度管理等のガイドラインを遵守すること。 

(５) 算定した日を含め、３日間以内で放射線照射が終了する場合は、本点数の 100 分の 50 に

相当する点数を算定する。 

Ｂ００１－２－９ 地域包括診療料 

(１) 地域包括診療料は、外来の機能分化の観点から、主治医機能を持った中小病院及び診療所

の医師が、複数の慢性疾患を有する患者に対し、患者の同意を得た上で、継続的かつ全人的

な医療を行うことについて評価したものであり、初診時や訪問診療時（往診を含む。）は算

定できない。なお、地域包括診療料と区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診療

加算はどちらか一方に限り届出することができる。 

(２) 地域包括診療料の対象患者は、高血圧症、糖尿病、脂質異常症及び認知症の４疾病のうち、

２つ以上（疑いは除く。）を有する者である。なお、当該医療機関で診療を行う対象疾病

（上記４疾病のうち２つ）と重複しない疾病を対象とする場合に限り、他医療機関でも当該

診療料、区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診療加算、同「注 13」認知症地

域包括診療加算又は区分番号「Ｂ００１－２－10」認知症地域包括診療料を算定可能である。 

(３) 当該患者を診療する担当医を決めること。担当医は、慢性疾患の指導に係る適切な研修を

修了した医師とし、担当医により指導及び診療を行った場合に当該診療料を算定する。 

(４) 当該患者に対し、以下の指導、服薬管理等を行うこと。 
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Ｂ００１－２－６  夜間休日救急搬送医学管理料 

(１) 夜間休日救急搬送医学管理料については、第二次救急医療機関（都道府県が作成する医療

計画において、入院を要する救急医療を担う医療機関であって、第三次救急医療機関以外の

ものをいう。）又は都道府県知事若しくは指定都市市長の指定する精神科救急医療施設にお

いて、深夜、時間外(土曜日以外の日（休日を除く。）にあっては、夜間に限る。)、休日に、

救急用の自動車（消防法及び消防法施行令に規定する市町村又は都道府県の救急業務を行う

ための救急隊の救急自動車、並びに道路交通法及び道路交通法施行令に規定する緊急自動車

（傷病者の緊急搬送に用いるものに限る。）をいう。）及び救急医療用ヘリコプターを用い

た救急医療の確保に関する特別措置法第２条に規定する救急医療用ヘリコプターにより搬送

された患者であって初診のものについて、必要な医学管理が行われた場合に算定する。 

なお、夜間及び深夜の取扱いは、往診料の場合と同様である。 

(２) 「注２」に規定する精神科疾患患者等受入加算の対象患者は、深夜、時間外又は休日に救

急用の自動車及び救急医療用ヘリコプターで搬送された患者のうち、以下のいずれかのもの

とする。 

イ 過去６月以内に精神科受診の既往がある患者 

ロ アルコール中毒を除く急性薬毒物中毒が診断された患者 

(３) Ｂ００１－２－５「院内トリアージ実施料」を算定した患者には夜間休日救急搬送医学管

理料は算定できない。 

Ｂ００１－２－７ 外来リハビリテーション診療料 

(１) 外来リハビリテーション診療料は、医師によるリハビリテーションに関する包括的な診察

を評価するものである。 

(２) 外来リハビリテーション診療料１の対象患者は、状態が比較的安定している患者であって、

リハビリテーション実施計画書において心大血管疾患リハビリテーション料、脳血管疾患等

リハビリテーション料、廃用症候群リハビリテーション料、運動器リハビリテーション料又

は呼吸器リハビリテーション料に掲げるリハビリテーション（以下「疾患別リハビリテーシ

ョン」という。）を１週間に２日以上提供することとしている患者である。 

(３) 外来リハビリテーション診療料１を算定した日から起算して７日間は、疾患別リハビリテ

ーションの提供に係る区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分番

号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」オンライン診療料は算定できないもの

とし、当該７日間は、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分番

号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」オンライン診療料を算定せずに、疾患

別リハビリテーションの費用を算定できるものとする。 

(４) 外来リハビリテーション診療料２の対象患者は、状態が比較的安定している患者であって、

リハビリテーション実施計画書において疾患別リハビリテーションを２週間に２日以上提供

することとしている患者である。 

(５) 外来リハビリテーション診療料２を算定した日から起算して 14 日間は、疾患別リハビリ

テーションの提供に係る区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分

番号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」オンライン診療料は算定できないも

のとし、当該 14 日間は区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分

番号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」オンライン診療料を算定せずに、疾
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患別リハビリテーションの費用を算定できるものとする。 

(６) 外来リハビリテーション診療料１及び２を算定している場合は、疾患別リハビリテーショ

ンを提供する日において、リハビリテーションスタッフ（疾患別リハビリテーションの実施

に係る理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士等をいう。以下同じ。）がリハビリテーショ

ン提供前に患者の状態を十分に観察し、療養指導記録に記載すること。また、患者の状態を

観察した際に、前回と比べて状態の変化が認められた場合や患者の求めがあった場合等には、

必要に応じて医師が診察を行うこと。 

(７) 外来リハビリテーション診療料１及び２を算定している場合は、医師は疾患別リハビリテ

ーション料の算定ごとに当該患者にリハビリテーションを提供したリハビリテーションスタ

ッフからの報告を受け、当該患者のリハビリテーションの効果や進捗状況等を確認し、診療

録等に記載すること。なお、リハビリテーションスタッフからの報告は、カンファレンスの

実施により代えることとしても差し支えない。 

Ｂ００１－２－８ 外来放射線照射診療料 

(１) 放射線治療医（放射線治療の経験を５年以上有するものに限る。）が診察を行った日に算

定し、算定日から起算して７日間は放射線照射の実施に係る区分番号「Ａ０００」初診料、

区分番号「Ａ００１」再診料、区分番号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」

オンライン診療料は算定できないものとし、当該７日間は、区分番号「Ａ０００」初診料、

区分番号「Ａ００１」再診料、区分番号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」

オンライン診療料を算定せずに、放射線照射の費用は算定できるものとする。 

(２) 外来放射線照射診療料を算定した場合にあっては、第２日目以降の看護師、診療放射線技

師等による患者の観察については、照射ごとに記録し、医師に報告すること。 

(３) 放射線治療を行う前に、放射線治療により期待される治療効果や成績などとともに、合併

症、副作用等についても必ず患者又はその家族に説明し、文書等による同意を得ること。 

(４) 関係学会による放射線精度管理等のガイドラインを遵守すること。 

(５) 算定した日を含め、３日間以内で放射線照射が終了する場合は、本点数の 100 分の 50 に

相当する点数を算定する。 

Ｂ００１－２－９ 地域包括診療料 

(１) 地域包括診療料は、外来の機能分化の観点から、主治医機能を持った中小病院及び診療所

の医師が、複数の慢性疾患を有する患者に対し、患者の同意を得た上で、継続的かつ全人的

な医療を行うことについて評価したものであり、初診時や訪問診療時（往診を含む。）は算

定できない。なお、地域包括診療料と区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診療

加算はどちらか一方に限り届出することができる。 

(２) 地域包括診療料の対象患者は、高血圧症、糖尿病、脂質異常症及び認知症の４疾病のうち、

２つ以上（疑いは除く。）を有する者である。なお、当該医療機関で診療を行う対象疾病

（上記４疾病のうち２つ）と重複しない疾病を対象とする場合に限り、他医療機関でも当該

診療料、区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診療加算、同「注 13」認知症地

域包括診療加算又は区分番号「Ｂ００１－２－10」認知症地域包括診療料を算定可能である。 

(３) 当該患者を診療する担当医を決めること。担当医は、慢性疾患の指導に係る適切な研修を

修了した医師とし、担当医により指導及び診療を行った場合に当該診療料を算定する。 

(４) 当該患者に対し、以下の指導、服薬管理等を行うこと。 
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Ｂ００１－２－６  夜間休日救急搬送医学管理料 

(１) 夜間休日救急搬送医学管理料については、第二次救急医療機関（都道府県が作成する医療

計画において、入院を要する救急医療を担う医療機関であって、第三次救急医療機関以外の

ものをいう。）又は都道府県知事若しくは指定都市市長の指定する精神科救急医療施設にお

いて、深夜、時間外(土曜日以外の日（休日を除く。）にあっては、夜間に限る。)、休日に、

救急用の自動車（消防法及び消防法施行令に規定する市町村又は都道府県の救急業務を行う

ための救急隊の救急自動車、並びに道路交通法及び道路交通法施行令に規定する緊急自動車

（傷病者の緊急搬送に用いるものに限る。）をいう。）及び救急医療用ヘリコプターを用い

た救急医療の確保に関する特別措置法第２条に規定する救急医療用ヘリコプターにより搬送

された患者であって初診のものについて、必要な医学管理が行われた場合に算定する。 

なお、夜間及び深夜の取扱いは、往診料の場合と同様である。 

(２) 「注２」に規定する精神科疾患患者等受入加算の対象患者は、深夜、時間外又は休日に救

急用の自動車及び救急医療用ヘリコプターで搬送された患者のうち、以下のいずれかのもの

とする。 

イ 過去６月以内に精神科受診の既往がある患者 

ロ アルコール中毒を除く急性薬毒物中毒が診断された患者 

(３) Ｂ００１－２－５「院内トリアージ実施料」を算定した患者には夜間休日救急搬送医学管

理料は算定できない。 

Ｂ００１－２－７ 外来リハビリテーション診療料 

(１) 外来リハビリテーション診療料は、医師によるリハビリテーションに関する包括的な診察

を評価するものである。 

(２) 外来リハビリテーション診療料１の対象患者は、状態が比較的安定している患者であって、

リハビリテーション実施計画書において心大血管疾患リハビリテーション料、脳血管疾患等

リハビリテーション料、廃用症候群リハビリテーション料、運動器リハビリテーション料又

は呼吸器リハビリテーション料に掲げるリハビリテーション（以下「疾患別リハビリテーシ

ョン」という。）を１週間に２日以上提供することとしている患者である。 

(３) 外来リハビリテーション診療料１を算定した日から起算して７日間は、疾患別リハビリテ

ーションの提供に係る区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分番

号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」オンライン診療料は算定できないもの

とし、当該７日間は、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分番

号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」オンライン診療料を算定せずに、疾患

別リハビリテーションの費用を算定できるものとする。 

(４) 外来リハビリテーション診療料２の対象患者は、状態が比較的安定している患者であって、

リハビリテーション実施計画書において疾患別リハビリテーションを２週間に２日以上提供

することとしている患者である。 

(５) 外来リハビリテーション診療料２を算定した日から起算して 14 日間は、疾患別リハビリ

テーションの提供に係る区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分

番号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」オンライン診療料は算定できないも

のとし、当該 14 日間は区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分

番号「Ａ００２」外来診療料又は区分番号「Ａ００３」オンライン診療料を算定せずに、疾
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報提供するとともに、患者又は患者の家族等から連絡を受けた場合には、受診の指示等、

速やかに必要な対応を行うこと。 

キ 当該患者について、当該医療機関で検査（院外に委託した場合を含む。）を行うこと。 

ク 健康診断や検診の受診勧奨を行い、その結果等を診療録に添付又は記載するとともに、

患者に提供し、評価結果をもとに患者の健康状態を管理すること。 

ケ 必要に応じ、要介護認定に係る主治医意見書を作成すること。 

コ 患者の同意について、当該診療料の初回算定時に、別紙様式 48 を参考に、当該患者の

署名付の同意書を作成し、診療録等に添付すること。ただし、直近 1 年間に４回以上の受

診歴を有する患者については、別紙様式 48 を参考に診療の要点を説明していれば、同意

の手続きは省略して差し支えない。なお、当該医療機関自ら作成した文書を用いることで

よい。 

サ 当該診療料を算定する場合は、投薬の部に掲げる「７種類以上の内服薬の投薬を行う場

合」の規定は適用しないものであること。 

シ 認知症の患者に対し当該診療料を算定する場合であって、当該患者の病状から、患者へ

の説明及び患者の同意について、患者の家族等への説明及び当該患者の家族等による同意

による方が適切と考えられる場合には、当該部分について「患者」を「患者の家族等」と

読み替えるものとする。 

(５) 当該医療機関において、院内掲示により以下の対応が可能なことを周知し、患者の求めが

あった場合に適切に対応すること。 

ア 健康相談を行っていること。 

イ 介護保険に係る相談を行っていること。 

(６) 地域包括診療料を算定する医療機関においては、往診又は訪問診療を提供可能であること。

往診又は訪問診療の対象の患者には、24 時間対応可能な夜間の連絡先を提供し、患者又は

患者の家族等から連絡を受けた場合には、往診、外来受診の指示等、速やかに必要な対応を

行うこと。「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令

和２年３月●日保医発●第●号）の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)に規定す

る在宅療養支援診療所以外の在宅療養支援診療所においては、連絡を受けて行う往診又は外

来診療の体制について、連携する他の保険医療機関とともに行うことも可能であること。 

(７) 抗菌薬の適正な使用を推進するため、「抗微生物薬適正使用の手引き」（厚生労働省健康

局結核感染症課）を参考に、抗菌薬の適正な使用の普及啓発に資する取組を行っていること。 

(８) 「注３」の薬剤適正使用連携加算については、区分番号「Ａ００１」再診料の「注 14」に

規定する薬剤適正使用連携加算の例によること。 

(９) 「注４」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成し、

当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(10) 「注４」に規定する点数が算定可能な患者は、地域包括診療料を初めて算定した月から３

月以上経過しているものに限る。 

Ｂ００１－２－10 認知症地域包括診療料 

(１) 認知症地域包括診療料は、外来の機能分化の観点から、主治医機能を持った中小病院及び
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ア 患者の同意を得て、計画的な医学管理の下に療養上必要な指導及び診療を行うこと。 

イ 他の保険医療機関と連携の上、患者が受診している医療機関を全て把握するととも 

に、当該患者に処方されている医薬品を全て管理し、診療録等に記載すること。必要に応

じ、担当医の指示を受けた看護師、准看護師等が情報の把握を行うことも可能であること。 

ウ 当該患者について、原則として院内処方を行うこと。ただし、エ及びオの場合に限り 

院外処方を可能とする。 

エ 病院において、患者の同意が得られた場合は、以下の全てを満たす薬局に対して院外 

処方を行うことを可能とする。 

(イ) 24 時間開局している薬局であること。なお、24 時間開局している薬局のリストを

患者に説明した上で患者が選定した薬局であること。 

(ロ) 当該患者がかかっている医療機関を全て把握した上で、薬剤服用歴を一元的かつ継

続的に管理し、投薬期間中の服薬状況等を確認及び適切な指導を行い、当該患者の服

薬に関する情報を医療機関に提供している薬局であること。 

(ハ) 病院において院外処方を行う場合は、以下の通りとする。 

① 当該患者が受診している医療機関のリスト及び当該患者が当該診療料を算定して

いる旨を、処方箋に添付して患者に渡すことにより、当該薬局に対して情報提供を

行うこと。 

② 患者に対して、当該医療機関を受診時に、薬局若しくは当該医療機関が発行する

お薬手帳を持参させること。また、当該患者の院外処方を担当する保険薬局から文

書で情報提供を受けることでもよい。なお、保険薬局から文書で情報提供を受けた

場合も、当該患者に対し、事後的にお薬手帳の提示に協力を求めることが望ましい。 

③ また、診療録にお薬手帳のコピー若しくは保険薬局からの文書のコピーを添付す

ること、又は、当該点数の算定時の投薬内容について診療録に記載すること。 

オ 診療所において、院外処方を行う場合は、以下のとおりとする。 

(イ) 調剤について 24 時間対応できる体制を整えている薬局（以下「連携薬局」とい

う。）と連携していること。 

(ロ) 原則として、院外処方を行う場合は連携薬局にて処方を行うこととするが、患者の

同意がある場合に限り、その他の薬局での処方も可能とする。その場合、当該患者に

対して、時間外においても対応できる薬局のリストを文書により提供し、説明するこ

と。 

(ハ) 当該患者が受診している医療機関のリスト及び当該患者が当該診療料を算定してい

る旨を、処方箋に添付して患者に渡すことにより、当該薬局に対して情報提供を行う

こと。 

(ニ) 患者に対して、当該医療機関を受診時に、薬局若しくは当該医療機関が発行するお

薬手帳を持参させること。また、当該患者の院外処方を担当する保険薬局から文書で

情報提供を受けることでもよい。なお、保険薬局から文書で情報提供を受けた場合も、

当該患者に対し、事後的にお薬手帳の提示に協力を求めることが望ましい。 

(ホ) また、診療録にお薬手帳のコピー若しくは保険薬局からの文書のコピーを添付する

こと、又は、当該点数の算定時の投薬内容について診療録等に記載すること。 

カ 標榜診療時間外の電話等による問い合わせに対応可能な体制を有し、連絡先について情
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報提供するとともに、患者又は患者の家族等から連絡を受けた場合には、受診の指示等、

速やかに必要な対応を行うこと。 

キ 当該患者について、当該医療機関で検査（院外に委託した場合を含む。）を行うこと。 

ク 健康診断や検診の受診勧奨を行い、その結果等を診療録に添付又は記載するとともに、

患者に提供し、評価結果をもとに患者の健康状態を管理すること。 

ケ 必要に応じ、要介護認定に係る主治医意見書を作成すること。 

コ 患者の同意について、当該診療料の初回算定時に、別紙様式 48 を参考に、当該患者の

署名付の同意書を作成し、診療録等に添付すること。ただし、直近 1 年間に４回以上の受

診歴を有する患者については、別紙様式 48 を参考に診療の要点を説明していれば、同意

の手続きは省略して差し支えない。なお、当該医療機関自ら作成した文書を用いることで

よい。 

サ 当該診療料を算定する場合は、投薬の部に掲げる「７種類以上の内服薬の投薬を行う場

合」の規定は適用しないものであること。 

シ 認知症の患者に対し当該診療料を算定する場合であって、当該患者の病状から、患者へ

の説明及び患者の同意について、患者の家族等への説明及び当該患者の家族等による同意

による方が適切と考えられる場合には、当該部分について「患者」を「患者の家族等」と

読み替えるものとする。 

(５) 当該医療機関において、院内掲示により以下の対応が可能なことを周知し、患者の求めが

あった場合に適切に対応すること。 

ア 健康相談を行っていること。 

イ 介護保険に係る相談を行っていること。 

(６) 地域包括診療料を算定する医療機関においては、往診又は訪問診療を提供可能であること。

往診又は訪問診療の対象の患者には、24 時間対応可能な夜間の連絡先を提供し、患者又は

患者の家族等から連絡を受けた場合には、往診、外来受診の指示等、速やかに必要な対応を

行うこと。「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」（令

和２年３月●日保医発●第●号）の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)に規定す

る在宅療養支援診療所以外の在宅療養支援診療所においては、連絡を受けて行う往診又は外

来診療の体制について、連携する他の保険医療機関とともに行うことも可能であること。 

(７) 抗菌薬の適正な使用を推進するため、「抗微生物薬適正使用の手引き」（厚生労働省健康

局結核感染症課）を参考に、抗菌薬の適正な使用の普及啓発に資する取組を行っていること。 

(８) 「注３」の薬剤適正使用連携加算については、区分番号「Ａ００１」再診料の「注 14」に

規定する薬剤適正使用連携加算の例によること。 

(９) 「注４」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成し、

当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(10) 「注４」に規定する点数が算定可能な患者は、地域包括診療料を初めて算定した月から３

月以上経過しているものに限る。 

Ｂ００１－２－10 認知症地域包括診療料 

(１) 認知症地域包括診療料は、外来の機能分化の観点から、主治医機能を持った中小病院及び
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ア 患者の同意を得て、計画的な医学管理の下に療養上必要な指導及び診療を行うこと。 

イ 他の保険医療機関と連携の上、患者が受診している医療機関を全て把握するととも 

に、当該患者に処方されている医薬品を全て管理し、診療録等に記載すること。必要に応

じ、担当医の指示を受けた看護師、准看護師等が情報の把握を行うことも可能であること。 

ウ 当該患者について、原則として院内処方を行うこと。ただし、エ及びオの場合に限り 

院外処方を可能とする。 

エ 病院において、患者の同意が得られた場合は、以下の全てを満たす薬局に対して院外 

処方を行うことを可能とする。 

(イ) 24 時間開局している薬局であること。なお、24 時間開局している薬局のリストを

患者に説明した上で患者が選定した薬局であること。 

(ロ) 当該患者がかかっている医療機関を全て把握した上で、薬剤服用歴を一元的かつ継

続的に管理し、投薬期間中の服薬状況等を確認及び適切な指導を行い、当該患者の服

薬に関する情報を医療機関に提供している薬局であること。 

(ハ) 病院において院外処方を行う場合は、以下の通りとする。 

① 当該患者が受診している医療機関のリスト及び当該患者が当該診療料を算定して

いる旨を、処方箋に添付して患者に渡すことにより、当該薬局に対して情報提供を

行うこと。 

② 患者に対して、当該医療機関を受診時に、薬局若しくは当該医療機関が発行する

お薬手帳を持参させること。また、当該患者の院外処方を担当する保険薬局から文

書で情報提供を受けることでもよい。なお、保険薬局から文書で情報提供を受けた

場合も、当該患者に対し、事後的にお薬手帳の提示に協力を求めることが望ましい。 

③ また、診療録にお薬手帳のコピー若しくは保険薬局からの文書のコピーを添付す

ること、又は、当該点数の算定時の投薬内容について診療録に記載すること。 

オ 診療所において、院外処方を行う場合は、以下のとおりとする。 

(イ) 調剤について 24 時間対応できる体制を整えている薬局（以下「連携薬局」とい

う。）と連携していること。 

(ロ) 原則として、院外処方を行う場合は連携薬局にて処方を行うこととするが、患者の

同意がある場合に限り、その他の薬局での処方も可能とする。その場合、当該患者に

対して、時間外においても対応できる薬局のリストを文書により提供し、説明するこ

と。 

(ハ) 当該患者が受診している医療機関のリスト及び当該患者が当該診療料を算定してい

る旨を、処方箋に添付して患者に渡すことにより、当該薬局に対して情報提供を行う

こと。 

(ニ) 患者に対して、当該医療機関を受診時に、薬局若しくは当該医療機関が発行するお

薬手帳を持参させること。また、当該患者の院外処方を担当する保険薬局から文書で

情報提供を受けることでもよい。なお、保険薬局から文書で情報提供を受けた場合も、

当該患者に対し、事後的にお薬手帳の提示に協力を求めることが望ましい。 

(ホ) また、診療録にお薬手帳のコピー若しくは保険薬局からの文書のコピーを添付する

こと、又は、当該点数の算定時の投薬内容について診療録等に記載すること。 

カ 標榜診療時間外の電話等による問い合わせに対応可能な体制を有し、連絡先について情
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し、夜間緊急の受診の場合等やむを得ない場合において院内投薬を行う場合は、「２」の所

定点数を算定できるが、その場合には、その理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(５) 当該保険医療機関において院内処方を行わない場合は、「１ 処方箋を交付する場合」の

所定点数を算定する。 

(６) 小児かかりつけ診療料の算定に当たっては、以下の指導等を行うこと。 

ア 急性疾患を発症した際の対応の仕方や、アトピー性皮膚炎、喘息その他乳幼児期に頻繁

にみられる慢性疾患の管理等について、かかりつけ医として療養上必要な指導及び診療を

行うこと。 

イ 他の保険医療機関と連携の上、患者が受診している医療機関を全て把握するとともに、

必要に応じて専門的な医療を要する際の紹介等を行うこと。 

ウ 患者について、健康診査の受診状況及び受診結果を把握するとともに、発達段階に応じ

た助言・指導を行い、保護者からの健康相談に応じること。 

エ 患者について、予防接種の実施状況を把握するとともに、予防接種の有効性・安全性に

関する指導やスケジュール管理等に関する指導を行うこと。 

オ 当該診療料を算定する患者からの電話等による緊急の相談等に対しては、原則として当

該保険医療機関において、常時対応を行うこと。ただし、以下のいずれかの要件を満たす

常勤の小児科医が配置された医療機関においては、夜間（深夜を含む）及び休日の相談等

について、当該保険医療機関での対応に代えて、地域において夜間・休日の小児科外来診

療を担当する医療機関又は都道府県等が設置する小児医療に関する電話相談の窓口（＃80

00 等）を案内することでも可能であること。 

(イ) 在宅当番医制等により地域における夜間・休日の小児科外来診療に月 1 回以上の頻

度で協力する常勤の小児科医であること。 

(ロ)  直近１年間に、都道府県等が設置する小児医療に関する電話相談の窓口（＃

8000 等）において、相談対応者として１回以上協力したことのある常勤の小児科医で

あること。 

カ かかりつけ医として、上記アからオまでに掲げる指導等を行う旨を患者に対して書面

（別紙様式 10 を参考とし、各医療機関において作成すること。）を交付して説明し、同

意を得ること。また、小児かかりつけ医として上記アからオまでに掲げる指導等を行って

いる旨を、当該保険医療機関の外来受付等の見やすい場所に掲示していること。 

(７) 小児かかりつけ診療料を算定した場合は、区分番号「Ｂ００１－２」小児科外来診療料は

算定できない。 

(８) 小児かかりつけ診療料を算定する場合、抗菌薬の適正な使用を推進するため、「抗微生物

薬適正使用の手引き」（厚生労働省健康局結核感染症課）を参考に、抗菌薬の適正な使用の

普及啓発に資する取組を行っていること。 

(９) 「注４」に規定する小児抗菌薬適正使用支援加算は、急性気道感染症又は急性下痢症によ

り受診した基礎疾患のない患者であって、診察の結果、抗菌薬の投与の必要性が認められな

いため抗菌薬を使用しないものに対して、療養上必要な指導及び検査結果の説明を行い、文

書により説明内容を提供した場合に、小児科を担当する専任の医師が診療を行った初診時に、

月に１回に限り算定する。なお、インフルエンザウイルス感染の患者又はインフルエンザウ

イルス感染の疑われる患者については、算定できない。 
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診療所の医師が、認知症患者であって以下の全ての要件を満たす患者に対し、患者の同意を

得た上で、継続的かつ全人的な医療を行うことについて評価したものであり、初診時や訪問

診療時（往診を含む。）は算定できない。 

ア 認知症以外に１以上の疾病（疑いは除く。）を有する者 

イ 同月に、当該保険医療機関において以下のいずれの投薬も受けていない患者 

(イ) １処方につき５種類を超える内服薬があるもの 

(ロ) １処方につき抗うつ薬、抗精神病薬、抗不安薬及び睡眠薬をあわせて３種類を超え

て含むもの 

なお、イ(イ)の内服薬数の種類数は錠剤、カプセル剤、散剤、顆粒剤及び液剤については、

１銘柄ごとに１種類として計算する。また、イ(ロ)の抗うつ薬、抗精神病薬、抗不安薬及び

睡眠薬の種類数は区分番号「Ｆ１００」処方料の１における向精神薬の種類と同様の取扱い

とする。 

(２) 区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料の(３)から(７)（(４)のサを除く。）まで

を満たすこと。 

(３) 「注３」の薬剤適正使用連携加算については、区分番号「Ａ００１」再診料の「注 14」に

規定する薬剤適正使用連携加算の例によること。 

(４) 認知症地域包括診療料１を算定する場合には、区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診

療料の(６)を満たすこと。 

(５) 当該医療機関で診療を行う疾病（認知症を含む２つ以上）と重複しない疾病を対象とする

場合に限り、他医療機関でも地域包括診療加算又は地域包括診療料を算定可能である。また、

他医療機関で当該診療料又は認知症地域包括診療加算は算定できない。 

(６) 「注４」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成し、

当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(７) 「注４」に規定する点数が算定可能な患者は、認知症地域包括診療料を初めて算定した月

から３月以上経過しているものに限る。 

Ｂ００１－２－11 小児かかりつけ診療料 

(１) 小児かかりつけ診療料は、かかりつけ医として、患者の同意を得た上で、緊急時や明らか

に専門外の場合等を除き継続的かつ全人的な医療を行うことについて評価したものであり、

原則として１人の患者につき１か所の保険医療機関が算定する。 

(２) 小児かかりつけ診療料は、当該保険医療機関を４回以上受診（予防接種の実施等を目的と

した保険外のものを含む。）した未就学児（６歳以上の患者にあっては、６歳未満から小児

かかりつけ診療料を算定しているものに限る。）の患者を対象とする。なお、過去に当該診

療料の算定を行っていた患者が、当該診療料の算定を行わなくなった場合、６歳以上の患者

については、再度当該診療料を算定することはできない。 

(３) 同一日において、同一患者の再診が２回以上行われた場合であっても、１日につき所定の

点数を算定する。 

(４) 同一月において、院外処方箋を交付した日がある場合は、当該月においては、「１」の所

定点数により算定する。ただし、この場合であっても、院外処方箋を交付している患者に対
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し、夜間緊急の受診の場合等やむを得ない場合において院内投薬を行う場合は、「２」の所

定点数を算定できるが、その場合には、その理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(５) 当該保険医療機関において院内処方を行わない場合は、「１ 処方箋を交付する場合」の

所定点数を算定する。 

(６) 小児かかりつけ診療料の算定に当たっては、以下の指導等を行うこと。 

ア 急性疾患を発症した際の対応の仕方や、アトピー性皮膚炎、喘息その他乳幼児期に頻繁

にみられる慢性疾患の管理等について、かかりつけ医として療養上必要な指導及び診療を

行うこと。 

イ 他の保険医療機関と連携の上、患者が受診している医療機関を全て把握するとともに、

必要に応じて専門的な医療を要する際の紹介等を行うこと。 

ウ 患者について、健康診査の受診状況及び受診結果を把握するとともに、発達段階に応じ

た助言・指導を行い、保護者からの健康相談に応じること。 

エ 患者について、予防接種の実施状況を把握するとともに、予防接種の有効性・安全性に

関する指導やスケジュール管理等に関する指導を行うこと。 

オ 当該診療料を算定する患者からの電話等による緊急の相談等に対しては、原則として当

該保険医療機関において、常時対応を行うこと。ただし、以下のいずれかの要件を満たす

常勤の小児科医が配置された医療機関においては、夜間（深夜を含む）及び休日の相談等

について、当該保険医療機関での対応に代えて、地域において夜間・休日の小児科外来診

療を担当する医療機関又は都道府県等が設置する小児医療に関する電話相談の窓口（＃80

00 等）を案内することでも可能であること。 

(イ) 在宅当番医制等により地域における夜間・休日の小児科外来診療に月 1 回以上の頻

度で協力する常勤の小児科医であること。 

(ロ)  直近１年間に、都道府県等が設置する小児医療に関する電話相談の窓口（＃

8000 等）において、相談対応者として１回以上協力したことのある常勤の小児科医で

あること。 

カ かかりつけ医として、上記アからオまでに掲げる指導等を行う旨を患者に対して書面

（別紙様式 10 を参考とし、各医療機関において作成すること。）を交付して説明し、同

意を得ること。また、小児かかりつけ医として上記アからオまでに掲げる指導等を行って

いる旨を、当該保険医療機関の外来受付等の見やすい場所に掲示していること。 

(７) 小児かかりつけ診療料を算定した場合は、区分番号「Ｂ００１－２」小児科外来診療料は

算定できない。 

(８) 小児かかりつけ診療料を算定する場合、抗菌薬の適正な使用を推進するため、「抗微生物

薬適正使用の手引き」（厚生労働省健康局結核感染症課）を参考に、抗菌薬の適正な使用の

普及啓発に資する取組を行っていること。 

(９) 「注４」に規定する小児抗菌薬適正使用支援加算は、急性気道感染症又は急性下痢症によ

り受診した基礎疾患のない患者であって、診察の結果、抗菌薬の投与の必要性が認められな

いため抗菌薬を使用しないものに対して、療養上必要な指導及び検査結果の説明を行い、文

書により説明内容を提供した場合に、小児科を担当する専任の医師が診療を行った初診時に、

月に１回に限り算定する。なお、インフルエンザウイルス感染の患者又はインフルエンザウ

イルス感染の疑われる患者については、算定できない。 
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診療所の医師が、認知症患者であって以下の全ての要件を満たす患者に対し、患者の同意を

得た上で、継続的かつ全人的な医療を行うことについて評価したものであり、初診時や訪問

診療時（往診を含む。）は算定できない。 

ア 認知症以外に１以上の疾病（疑いは除く。）を有する者 

イ 同月に、当該保険医療機関において以下のいずれの投薬も受けていない患者 

(イ) １処方につき５種類を超える内服薬があるもの 

(ロ) １処方につき抗うつ薬、抗精神病薬、抗不安薬及び睡眠薬をあわせて３種類を超え

て含むもの 

なお、イ(イ)の内服薬数の種類数は錠剤、カプセル剤、散剤、顆粒剤及び液剤については、

１銘柄ごとに１種類として計算する。また、イ(ロ)の抗うつ薬、抗精神病薬、抗不安薬及び

睡眠薬の種類数は区分番号「Ｆ１００」処方料の１における向精神薬の種類と同様の取扱い

とする。 

(２) 区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料の(３)から(７)（(４)のサを除く。）まで

を満たすこと。 

(３) 「注３」の薬剤適正使用連携加算については、区分番号「Ａ００１」再診料の「注 14」に

規定する薬剤適正使用連携加算の例によること。 

(４) 認知症地域包括診療料１を算定する場合には、区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診

療料の(６)を満たすこと。 

(５) 当該医療機関で診療を行う疾病（認知症を含む２つ以上）と重複しない疾病を対象とする

場合に限り、他医療機関でも地域包括診療加算又は地域包括診療料を算定可能である。また、

他医療機関で当該診療料又は認知症地域包括診療加算は算定できない。 

(６) 「注４」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成し、

当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(７) 「注４」に規定する点数が算定可能な患者は、認知症地域包括診療料を初めて算定した月

から３月以上経過しているものに限る。 

Ｂ００１－２－11 小児かかりつけ診療料 

(１) 小児かかりつけ診療料は、かかりつけ医として、患者の同意を得た上で、緊急時や明らか

に専門外の場合等を除き継続的かつ全人的な医療を行うことについて評価したものであり、

原則として１人の患者につき１か所の保険医療機関が算定する。 

(２) 小児かかりつけ診療料は、当該保険医療機関を４回以上受診（予防接種の実施等を目的と

した保険外のものを含む。）した未就学児（６歳以上の患者にあっては、６歳未満から小児

かかりつけ診療料を算定しているものに限る。）の患者を対象とする。なお、過去に当該診

療料の算定を行っていた患者が、当該診療料の算定を行わなくなった場合、６歳以上の患者

については、再度当該診療料を算定することはできない。 

(３) 同一日において、同一患者の再診が２回以上行われた場合であっても、１日につき所定の

点数を算定する。 

(４) 同一月において、院外処方箋を交付した日がある場合は、当該月においては、「１」の所

定点数により算定する。ただし、この場合であっても、院外処方箋を交付している患者に対
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(11) 学会等の診療ガイドライン等や診療データベース等の診療支援情報を、必要に応じて、参

考にする。 

(12) 本管理料を算定する患者について、保険者から特定保健指導を行う目的で情報提供の求め

がある場合には、患者の同意の有無を確認し療養計画書に記載するとともに、患者の同意が

得られている場合は必要な協力を行うこと。 

(13) 糖尿病の患者については、患者の状態に応じて、年１回程度眼科の医師の診察を受けるよ

う指導を行うこと。(14) 「注３」に規定する加算については、中等度以上の糖尿病（２型

糖尿病の患者であってインスリン製剤を使用していないものに限る。）の患者を対象とし、

必要な指導を行った場合に１年に１回に限り算定する。なお、中等度以上の糖尿病の患者と

は、当該加算を算定する当月若しくは前月においてヘモグロビンＡ１ｃ（ＨｂＡ１ｃ）が JD

S 値で 8.0％以上（NGSP 値で 8.4％以上）の者をいう。 

(15) 「注３」の加算を算定する患者に対しては、患者教育の観点から血糖自己測定器を用いて

月 20回以上血糖を自己測定させ、その検査値や生活状況等を報告させるとともに、その報告

に基づき、必要な指導を行い療養計画に反映させること。 

当該加算は、血糖試験紙（テスト・テープ）又は固定化酵素電極（バイオセンサー）を給

付し、在宅で血糖の自己測定をさせ、その記録に基づき指導を行った場合に算定するもので

あり、血糖試験紙、固定化酵素電極、穿刺器、穿刺針及び測定機器を患者に給付又は貸与し

た場合における費用その他血糖自己測定に係る全ての費用は当該加算点数に含まれ、別に算

定できない。 

(16) 「注４」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成し、

当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(17) 「注４」に規定する点数が算定可能な患者は、生活習慣病管理料を初めて算定した月から

３月以上経過しているものに限る。 

Ｂ００１－３－２ ニコチン依存症管理料 

(１) ニコチン依存症管理料は、入院中の患者以外の患者に対し、「禁煙治療のための標準手順

書」（日本循環器学会、日本肺癌学会、日本癌学会及び日本呼吸器学会の承認を得たものに

限る。）に沿って、初回の当該管理料を算定した日から起算して 12週間にわたり計５回の禁

煙治療を行った場合に算定する。なお、加熱式たばこを喫煙している患者ついても、「禁煙

治療のための標準手順書」に沿って禁煙治療を行う。 

(２) ニコチン依存症管理料の算定対象となる患者は、次の全てに該当するものであって、医師

がニコチン依存症の管理が必要であると認めたものであること。 

ア 「禁煙治療のための標準手順書」に記載されているニコチン依存症に係るスクリーニン

グテスト（ＴＤＳ）で、ニコチン依存症と診断されたものであること。 

イ 35 歳以上の者については、１日の喫煙本数に喫煙年数を乗じて得た数が 200 以上である

ものであること。 

ウ 直ちに禁煙することを希望している患者であって、「禁煙治療のための標準手順書」に

則った禁煙治療について説明を受け、当該治療を受けることを文書により同意しているも

のであること。 
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Ｂ００１－３ 生活習慣病管理料 

(１) 生活習慣病管理料は、脂質異常症、高血圧症又は糖尿病を主病とする患者の治療において

は生活習慣に関する総合的な治療管理が重要であることから設定されたものであり、治療計

画を策定し、当該治療計画に基づき、服薬、運動、休養、栄養、喫煙、家庭での体重や血圧

の計測、飲酒及びその他療養を行うに当たっての問題点等の生活習慣に関する総合的な治療

管理を行った場合に、許可病床数が 200 床未満の病院及び診療所である保険医療機関におい

て算定する。なお、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した日の属する月においては、本管

理料は算定しない。 

(２) 生活習慣病管理料は、服薬、運動、休養、栄養、喫煙及び飲酒等の生活習慣に関する総合

的な治療管理を行う旨、患者に対して療養計画書（療養計画書の様式は、別紙様式９又はこ

れに準じた様式とする。）により丁寧に説明を行い、患者の同意を得るとともに、当該計画

書に患者の署名を受けた場合に算定できるものである。また、交付した療養計画書の写しは

診療録に添付しておくものとする。なお、療養計画書は、当該患者の治療管理において必要

な項目のみを記載することで差し支えないが、糖尿病の患者については血糖値及びＨｂＡ１

ｃの値を、高血圧症の患者については血圧の値を必ず記載すること。 

(３) 当該患者の診療に際して行った第１部医学管理等（「Ｂ００１」の「20」糖尿病合併症管

理料、同「22」がん性疼痛緩和指導管理料、同「24」外来緩和ケア管理料及び同「27」糖尿

病透析予防指導管理料を除く。）、第３部検査、第５部投薬、第６部注射及び第 13部病理診

断の費用は全て所定点数に含まれる。 

(４) 生活習慣病管理料を算定している患者に対しては、少なくとも１月に１回以上の総合的な

治療管理が行われなければならない。 

(５) 生活習慣病管理料を算定する月においては、服薬、運動、休養、栄養、喫煙、家庭での体

重や血圧の測定、飲酒、特定健診・特定保健指導に係る情報提供及びその他療養を行うに当

たっての問題点等の生活習慣に関する総合的な治療管理に係る療養計画書（療養計画書の様

式は、別紙様式９の２又はこれに準じた様式とする。）を交付するものとするが、当該療養

計画書の内容に変更がない場合はこの限りでない。ただし、その場合においても４月に１回

以上は交付するものとする。なお、交付した当該療養計画書の写しは診療録に添付しておく

ものとする。    

(６) 当該月に生活習慣病管理料を算定した患者の病状の悪化等の場合には、翌月に生活習慣病

管理料を算定しないことができる。 

(７) 同一保険医療機関において、脂質異常症、高血圧症又は糖尿病を主病とする患者について、

生活習慣病管理料を算定するものと算定しないものが混在するような算定を行うことができ

るものとする。 

(８) 同一月内において、院外処方箋を交付する日と交付しない日が混在した場合には、当該月

の算定は、「１ 処方箋を交付する場合」で算定する。 

(９) 当該保険医療機関において院内処方を行わない場合は、「１ 処方箋を交付する場合」で

算定する。 

(10) 糖尿病又は高血圧症の患者については、治療効果が十分でない等のため生活習慣に関する

管理方針の変更、薬物療法の導入、投薬内容の変更等、管理方針を変更した場合に、その理

由及び内容等を診療録に記載し、当該患者数を定期的に記録していること。 
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(11) 学会等の診療ガイドライン等や診療データベース等の診療支援情報を、必要に応じて、参

考にする。 

(12) 本管理料を算定する患者について、保険者から特定保健指導を行う目的で情報提供の求め

がある場合には、患者の同意の有無を確認し療養計画書に記載するとともに、患者の同意が

得られている場合は必要な協力を行うこと。 

(13) 糖尿病の患者については、患者の状態に応じて、年１回程度眼科の医師の診察を受けるよ

う指導を行うこと。(14) 「注３」に規定する加算については、中等度以上の糖尿病（２型

糖尿病の患者であってインスリン製剤を使用していないものに限る。）の患者を対象とし、

必要な指導を行った場合に１年に１回に限り算定する。なお、中等度以上の糖尿病の患者と

は、当該加算を算定する当月若しくは前月においてヘモグロビンＡ１ｃ（ＨｂＡ１ｃ）が JD

S 値で 8.0％以上（NGSP 値で 8.4％以上）の者をいう。 

(15) 「注３」の加算を算定する患者に対しては、患者教育の観点から血糖自己測定器を用いて

月 20回以上血糖を自己測定させ、その検査値や生活状況等を報告させるとともに、その報告

に基づき、必要な指導を行い療養計画に反映させること。 

当該加算は、血糖試験紙（テスト・テープ）又は固定化酵素電極（バイオセンサー）を給

付し、在宅で血糖の自己測定をさせ、その記録に基づき指導を行った場合に算定するもので

あり、血糖試験紙、固定化酵素電極、穿刺器、穿刺針及び測定機器を患者に給付又は貸与し

た場合における費用その他血糖自己測定に係る全ての費用は当該加算点数に含まれ、別に算

定できない。 

(16) 「注４」に規定する点数は、対面診療とオンライン診療を組み合わせた診療計画を作成し、

当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(17) 「注４」に規定する点数が算定可能な患者は、生活習慣病管理料を初めて算定した月から

３月以上経過しているものに限る。 

Ｂ００１－３－２ ニコチン依存症管理料 

(１) ニコチン依存症管理料は、入院中の患者以外の患者に対し、「禁煙治療のための標準手順

書」（日本循環器学会、日本肺癌学会、日本癌学会及び日本呼吸器学会の承認を得たものに

限る。）に沿って、初回の当該管理料を算定した日から起算して 12週間にわたり計５回の禁

煙治療を行った場合に算定する。なお、加熱式たばこを喫煙している患者ついても、「禁煙

治療のための標準手順書」に沿って禁煙治療を行う。 

(２) ニコチン依存症管理料の算定対象となる患者は、次の全てに該当するものであって、医師

がニコチン依存症の管理が必要であると認めたものであること。 

ア 「禁煙治療のための標準手順書」に記載されているニコチン依存症に係るスクリーニン

グテスト（ＴＤＳ）で、ニコチン依存症と診断されたものであること。 

イ 35 歳以上の者については、１日の喫煙本数に喫煙年数を乗じて得た数が 200 以上である

ものであること。 

ウ 直ちに禁煙することを希望している患者であって、「禁煙治療のための標準手順書」に

則った禁煙治療について説明を受け、当該治療を受けることを文書により同意しているも

のであること。 
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Ｂ００１－３ 生活習慣病管理料 

(１) 生活習慣病管理料は、脂質異常症、高血圧症又は糖尿病を主病とする患者の治療において

は生活習慣に関する総合的な治療管理が重要であることから設定されたものであり、治療計

画を策定し、当該治療計画に基づき、服薬、運動、休養、栄養、喫煙、家庭での体重や血圧

の計測、飲酒及びその他療養を行うに当たっての問題点等の生活習慣に関する総合的な治療

管理を行った場合に、許可病床数が 200 床未満の病院及び診療所である保険医療機関におい

て算定する。なお、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した日の属する月においては、本管

理料は算定しない。 

(２) 生活習慣病管理料は、服薬、運動、休養、栄養、喫煙及び飲酒等の生活習慣に関する総合

的な治療管理を行う旨、患者に対して療養計画書（療養計画書の様式は、別紙様式９又はこ

れに準じた様式とする。）により丁寧に説明を行い、患者の同意を得るとともに、当該計画

書に患者の署名を受けた場合に算定できるものである。また、交付した療養計画書の写しは

診療録に添付しておくものとする。なお、療養計画書は、当該患者の治療管理において必要

な項目のみを記載することで差し支えないが、糖尿病の患者については血糖値及びＨｂＡ１

ｃの値を、高血圧症の患者については血圧の値を必ず記載すること。 

(３) 当該患者の診療に際して行った第１部医学管理等（「Ｂ００１」の「20」糖尿病合併症管

理料、同「22」がん性疼痛緩和指導管理料、同「24」外来緩和ケア管理料及び同「27」糖尿

病透析予防指導管理料を除く。）、第３部検査、第５部投薬、第６部注射及び第 13部病理診

断の費用は全て所定点数に含まれる。 

(４) 生活習慣病管理料を算定している患者に対しては、少なくとも１月に１回以上の総合的な

治療管理が行われなければならない。 

(５) 生活習慣病管理料を算定する月においては、服薬、運動、休養、栄養、喫煙、家庭での体

重や血圧の測定、飲酒、特定健診・特定保健指導に係る情報提供及びその他療養を行うに当

たっての問題点等の生活習慣に関する総合的な治療管理に係る療養計画書（療養計画書の様

式は、別紙様式９の２又はこれに準じた様式とする。）を交付するものとするが、当該療養

計画書の内容に変更がない場合はこの限りでない。ただし、その場合においても４月に１回

以上は交付するものとする。なお、交付した当該療養計画書の写しは診療録に添付しておく

ものとする。    

(６) 当該月に生活習慣病管理料を算定した患者の病状の悪化等の場合には、翌月に生活習慣病

管理料を算定しないことができる。 

(７) 同一保険医療機関において、脂質異常症、高血圧症又は糖尿病を主病とする患者について、

生活習慣病管理料を算定するものと算定しないものが混在するような算定を行うことができ

るものとする。 

(８) 同一月内において、院外処方箋を交付する日と交付しない日が混在した場合には、当該月

の算定は、「１ 処方箋を交付する場合」で算定する。 

(９) 当該保険医療機関において院内処方を行わない場合は、「１ 処方箋を交付する場合」で

算定する。 

(10) 糖尿病又は高血圧症の患者については、治療効果が十分でない等のため生活習慣に関する

管理方針の変更、薬物療法の導入、投薬内容の変更等、管理方針を変更した場合に、その理

由及び内容等を診療録に記載し、当該患者数を定期的に記録していること。 

（ ）（ ） 217216

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



 - 148 - 

管理料に包括されている検査項目等の１回目の所定点数については別に算定できない。 

(６) 本管理料を月初めに算定し、手術前１週間が月をまたがる場合においても、本管理料の所

定点数に包括されている検査項目等の１回目の所定点数については別に算定できない。 

(７) 同一の患者について、月をまたがって１週間以内に硬膜外麻酔、脊椎麻酔又は全身麻酔下

の手術を２回以上行った場合には、最初に行った手術の際に手術前医学管理料を算定し、２

回目の手術の際には手術前医学管理料を算定せず、それぞれの検査項目等の所定点数により

算定する。 

（例）  当該月の 29 日に硬膜外麻酔、脊椎麻酔、全身麻酔下の手術を行い、翌月の３日に

再び硬膜外麻酔、脊椎麻酔、全身麻酔下の手術を行った場合の算定。 

当該月の 29 日に手術前医学管理料を算定し、翌月の手術の３日の際には手術前医

学管理料を算定せず、それぞれの検査項目等の所定点数で算定する。 

(８) 本管理料に包括されている肝炎ウイルス関連検査を行った場合には、当該検査の結果が陰

性であった場合も含め、当該検査の結果について患者に適切な説明を行い、文書により提供

すること。 

   Ｂ００１－５ 手術後医学管理料 

(１) 手術後医学管理料は、区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身

麻酔を伴う手術後に必要な医学的管理を評価するとともに、手術後に行われる定型的な検査

について、請求の簡素化等の観点から包括して評価したものであり、区分番号「Ａ３００」

救命救急入院料又は区分番号「Ａ３０１」特定集中治療室管理料に係る届出を行っていない

保険医療機関の一般病棟に入院する患者について算定する。 

(２) 手術後医学管理料には、包括されている検査項目に係る判断料が含まれており、手術後医

学管理料を算定した月に区分番号「Ｄ０２６」尿・糞便等検査判断料、血液学的検査判断料

及び生化学的検査(Ⅰ)判断料は別に算定できない。ただし、本管理料を算定する３日間が月

をまたがる場合は、本管理料を算定する最初の日が属する月に係るこれらの判断料は別に算

定できないが、その翌月にこれらの判断料の対象となる検査を実施した場合には、別に算定

できる。 

(３) 同一保険医療機関において、同一月に本管理料を算定するものと算定しないものが混在す

るような算定はできない。 

(４) 手術後医学管理料の算定開始日となる入院の日とは、第１章第２部通則５に定める起算日

のことをいう。 

  Ｂ００１－６ 肺血栓塞栓症予防管理料 

(１) 肺血栓塞栓症予防管理料は、肺血栓塞栓症を発症する危険性が高い患者に対して、肺血栓

塞栓症の予防を目的として、必要な医学管理を行った場合を評価するものである。 

(２) 肺血栓塞栓症予防管理料は、病院（療養病棟を除く。）又は診療所（療養病床に係るもの

を除く。）に入院中の患者であって、肺血栓塞栓症を発症する危険性の高いもの（結核病棟

においては手術を伴う患者、精神病棟においては治療上の必要から身体拘束が行われている

患者に限る。）に対して、肺血栓塞栓症の予防を目的として、弾性ストッキング（患者の症

状により弾性ストッキングが使用できないなどやむを得ない理由により使用する弾性包帯を

含む。）又は間歇的空気圧迫装置を用いて計画的な医学管理を行った場合に、入院中１回に

限り算定する。なお、当該管理料は、肺血栓塞栓症の予防を目的として弾性ストッキング又
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(３) ニコチン依存症管理料は、初回算定日より起算して１年を超えた日からでなければ、再度

算定することはできない。 

(４) 治療管理の要点を診療録に記載する。 

(５) 情報通信機器を用いて診察を行う医師は、初回に診察を行う医師と同一のものに限る。 

(６) 情報通信機器を用いて診察を行う際には、厚生労働省の定める情報通信機器を用いた診療

に係る指針に沿って診療を行う。 

(７) 情報通信機器を用いた診察は、当該保険医療機関内において行う。 

(８) 情報通信機器を用いた診察時に、投薬の必要性を認めた場合は、区分番号「Ｆ１００」処

方料又は区分番号「Ｆ４００」処方箋料を別に算定できる。 

(９) 情報通信機器を用いて診察を行う際には、予約に基づく診察による特別の料金の徴収を行

うことはできない。 

(10) 情報通信機器を用いた診察を行う際の情報通信機器の運用に要する費用については、療養

の給付と直接関係ないサービス等の費用として別途徴収できる。 

(11) ニコチン依存症管理料２を算定する場合は、患者の同意を文書により得た上で初回の指導

時に、診療計画書を作成し、患者に説明し、交付するとともに、その写しを診療録に添付す

ること。  

(12) ニコチン依存症管理料２を算定した患者について、２回目以降の指導予定日に受診しなか

った場合は、当該患者に対して電話等によって、受診を指示すること。また、受診を中断す

る場合には、受診を中断する理由を聴取し、診療録等に記載すること。 

(13) ニコチン依存症管理料２を算定する場合においても、２回目から４回目の指導について、

情報通信機器を用いて実施することができる。なお、その場合の留意事項は、(5)から(10)

まで及び(12)に示すものと同様である。(14) (２)に規定するニコチン依存症管理料の算定

対象となる患者について、「注１」に規定する厚生労働大臣が定める基準を満たさない場合

には、所定点数の 100 分の 70 に相当する点数を算定する。 

  Ｂ００１－４  手術前医学管理料 

(１) 手術前医学管理料は硬膜外麻酔、脊椎麻酔又は全身麻酔下で行われる手術の前に行われる

定型的な検査・画像診断について、請求の簡素化等の観点から包括して評価したものであり、

区分番号「Ｌ００２」硬膜外麻酔、区分番号「Ｌ００４」脊椎麻酔若しくは区分番号「Ｌ０

０８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔下に手術が行われた場合に、月１回

に限り、疾病名を問わず全て本管理料を算定する。 

(２) 手術前１週間に本管理料に包括されている検査及び画像診断項目（以下この項において

「検査項目等」という。）のいずれも行わなかった場合は、本管理料は算定しない。なお、

「手術を行う前１週間以内に行ったもの」とは、手術を行う日の前日を起算日として１週間

前の日から当該手術を実施した当日の手術実施前までに行ったものをいう。 

(３) 手術前医学管理料には、包括されている検査項目等に係る判断料が含まれており、手術前

医学管理料を算定した月に区分番号「Ｄ０２６」血液学的検査判断料、生化学的検査(Ⅰ)判

断料及び免疫学的検査判断料は別に算定できない。 

(４) 手術前医学管理料を算定する際使用したフィルムの費用は、区分番号「Ｅ４００」フィル

ムの所定点数により算定する。 

(５) 本管理料を算定する手術前１週間において、入院と入院外が混在する場合においても、本
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管理料に包括されている検査項目等の１回目の所定点数については別に算定できない。 

(６) 本管理料を月初めに算定し、手術前１週間が月をまたがる場合においても、本管理料の所

定点数に包括されている検査項目等の１回目の所定点数については別に算定できない。 

(７) 同一の患者について、月をまたがって１週間以内に硬膜外麻酔、脊椎麻酔又は全身麻酔下

の手術を２回以上行った場合には、最初に行った手術の際に手術前医学管理料を算定し、２

回目の手術の際には手術前医学管理料を算定せず、それぞれの検査項目等の所定点数により

算定する。 

（例）  当該月の 29 日に硬膜外麻酔、脊椎麻酔、全身麻酔下の手術を行い、翌月の３日に

再び硬膜外麻酔、脊椎麻酔、全身麻酔下の手術を行った場合の算定。 

当該月の 29 日に手術前医学管理料を算定し、翌月の手術の３日の際には手術前医

学管理料を算定せず、それぞれの検査項目等の所定点数で算定する。 

(８) 本管理料に包括されている肝炎ウイルス関連検査を行った場合には、当該検査の結果が陰

性であった場合も含め、当該検査の結果について患者に適切な説明を行い、文書により提供

すること。 

   Ｂ００１－５ 手術後医学管理料 

(１) 手術後医学管理料は、区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身

麻酔を伴う手術後に必要な医学的管理を評価するとともに、手術後に行われる定型的な検査

について、請求の簡素化等の観点から包括して評価したものであり、区分番号「Ａ３００」

救命救急入院料又は区分番号「Ａ３０１」特定集中治療室管理料に係る届出を行っていない

保険医療機関の一般病棟に入院する患者について算定する。 

(２) 手術後医学管理料には、包括されている検査項目に係る判断料が含まれており、手術後医

学管理料を算定した月に区分番号「Ｄ０２６」尿・糞便等検査判断料、血液学的検査判断料

及び生化学的検査(Ⅰ)判断料は別に算定できない。ただし、本管理料を算定する３日間が月

をまたがる場合は、本管理料を算定する最初の日が属する月に係るこれらの判断料は別に算

定できないが、その翌月にこれらの判断料の対象となる検査を実施した場合には、別に算定

できる。 

(３) 同一保険医療機関において、同一月に本管理料を算定するものと算定しないものが混在す

るような算定はできない。 

(４) 手術後医学管理料の算定開始日となる入院の日とは、第１章第２部通則５に定める起算日

のことをいう。 

  Ｂ００１－６ 肺血栓塞栓症予防管理料 

(１) 肺血栓塞栓症予防管理料は、肺血栓塞栓症を発症する危険性が高い患者に対して、肺血栓

塞栓症の予防を目的として、必要な医学管理を行った場合を評価するものである。 

(２) 肺血栓塞栓症予防管理料は、病院（療養病棟を除く。）又は診療所（療養病床に係るもの

を除く。）に入院中の患者であって、肺血栓塞栓症を発症する危険性の高いもの（結核病棟

においては手術を伴う患者、精神病棟においては治療上の必要から身体拘束が行われている

患者に限る。）に対して、肺血栓塞栓症の予防を目的として、弾性ストッキング（患者の症

状により弾性ストッキングが使用できないなどやむを得ない理由により使用する弾性包帯を

含む。）又は間歇的空気圧迫装置を用いて計画的な医学管理を行った場合に、入院中１回に

限り算定する。なお、当該管理料は、肺血栓塞栓症の予防を目的として弾性ストッキング又
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(３) ニコチン依存症管理料は、初回算定日より起算して１年を超えた日からでなければ、再度

算定することはできない。 

(４) 治療管理の要点を診療録に記載する。 

(５) 情報通信機器を用いて診察を行う医師は、初回に診察を行う医師と同一のものに限る。 

(６) 情報通信機器を用いて診察を行う際には、厚生労働省の定める情報通信機器を用いた診療

に係る指針に沿って診療を行う。 

(７) 情報通信機器を用いた診察は、当該保険医療機関内において行う。 

(８) 情報通信機器を用いた診察時に、投薬の必要性を認めた場合は、区分番号「Ｆ１００」処

方料又は区分番号「Ｆ４００」処方箋料を別に算定できる。 

(９) 情報通信機器を用いて診察を行う際には、予約に基づく診察による特別の料金の徴収を行

うことはできない。 

(10) 情報通信機器を用いた診察を行う際の情報通信機器の運用に要する費用については、療養

の給付と直接関係ないサービス等の費用として別途徴収できる。 

(11) ニコチン依存症管理料２を算定する場合は、患者の同意を文書により得た上で初回の指導

時に、診療計画書を作成し、患者に説明し、交付するとともに、その写しを診療録に添付す

ること。  

(12) ニコチン依存症管理料２を算定した患者について、２回目以降の指導予定日に受診しなか

った場合は、当該患者に対して電話等によって、受診を指示すること。また、受診を中断す

る場合には、受診を中断する理由を聴取し、診療録等に記載すること。 

(13) ニコチン依存症管理料２を算定する場合においても、２回目から４回目の指導について、

情報通信機器を用いて実施することができる。なお、その場合の留意事項は、(5)から(10)

まで及び(12)に示すものと同様である。(14) (２)に規定するニコチン依存症管理料の算定

対象となる患者について、「注１」に規定する厚生労働大臣が定める基準を満たさない場合

には、所定点数の 100 分の 70 に相当する点数を算定する。 

  Ｂ００１－４  手術前医学管理料 

(１) 手術前医学管理料は硬膜外麻酔、脊椎麻酔又は全身麻酔下で行われる手術の前に行われる

定型的な検査・画像診断について、請求の簡素化等の観点から包括して評価したものであり、

区分番号「Ｌ００２」硬膜外麻酔、区分番号「Ｌ００４」脊椎麻酔若しくは区分番号「Ｌ０

０８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔下に手術が行われた場合に、月１回

に限り、疾病名を問わず全て本管理料を算定する。 

(２) 手術前１週間に本管理料に包括されている検査及び画像診断項目（以下この項において

「検査項目等」という。）のいずれも行わなかった場合は、本管理料は算定しない。なお、

「手術を行う前１週間以内に行ったもの」とは、手術を行う日の前日を起算日として１週間

前の日から当該手術を実施した当日の手術実施前までに行ったものをいう。 

(３) 手術前医学管理料には、包括されている検査項目等に係る判断料が含まれており、手術前

医学管理料を算定した月に区分番号「Ｄ０２６」血液学的検査判断料、生化学的検査(Ⅰ)判

断料及び免疫学的検査判断料は別に算定できない。 

(４) 手術前医学管理料を算定する際使用したフィルムの費用は、区分番号「Ｅ４００」フィル

ムの所定点数により算定する。 

(５) 本管理料を算定する手術前１週間において、入院と入院外が混在する場合においても、本
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ウ 臍ヘルニア圧迫療法の治癒率と治癒しなかった場合の治療法 

エ 想定される合併症及び緊急時の対処方法 

(２) 指導内容の要点を診療録に記載する。 

Ｂ００１－９ 療養・就労両立支援指導料 

(１) 療養・就労両立支援指導料は、就労中の患者の療養と就労の両立支援のため、患者と患者

を雇用する事業者が共同して作成した勤務情報を記載した文書の内容を踏まえ、就労の状況

を考慮して、療養上の指導を行うこと及び当該患者が勤務する事業場において選任されてい

る労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号）第 13 条第１項に規定する産業医、同法第 10 条

第１項に規定する総括安全衛生管理者、同法第 12 条に規定する衛生管理者若しくは同法 12

条の２に規定する安全衛生推進者又は同法第 13条の２の規定により労働者の健康管理等を行

う保健師（以下この区分において「産業医等」という。）に就労と療養の両立に必要な情報

を提供すること並びに診療情報を提供した後の勤務環境の変化を踏まえ療養上必要な指導を

行った場合を評価するものである。 

(２) 療養・就労両立支援指導料は、入院中の患者以外の患者であって、別に厚生労働大臣が定

める疾患に罹患しているものの求めを受けて、患者の同意を得て、以下の全ての医学管理を

実施した場合に、月１回に限り算定する。 

ア 治療を担当する医師が、患者から当該患者と当該患者を使用する事業者が共同して作成

した勤務情報を記載した文書を当該患者から受け取ること。 

イ 治療を担当する医師が、アの文書の内容を踏まえ、療養上の指導を行うとともに、当該

医師又は当該医師の指示を受けた看護師若しくは社会福祉士が、患者から就労の状況を聴

取した上で、治療や疾患の経過に伴う状態変化に応じた就労上の留意点に係る指導を行う

こと。 

ウ 治療を担当する医師が、①又は②のいずれかにより、当該患者が勤務する事業場におい

て選任されている産業医等に対し、病状、治療計画、就労上の措置に関する意見等当該患

者の就労と療養の両立に必要な情報の提供を行うこと。 

① 病状、治療計画、治療に伴い予想される症状、就労上必要な配慮等について、「別紙

様式 49」、「別紙様式 49 の２」又はこれに準ずる様式を用いて、患者の勤務する事業

場の産業医等に対して就労と療養の両立に必要な情報を記載した文書の提供を行い、当

該文書の写しを診療録に添付すること。患者の勤務する事業場の産業医等があらかじめ

指定した様式を用いて就労上の留意点等を提供することも差し支えない。なお、当該患

者が勤務する事業場において産業医が選任されている場合は、当該産業医に対して当該

患者の就労と療養の両立に必要な情報の提供を行うこと。 

② 当該患者の診察に同席した産業医等に対して、就労と療養の両立に必要なことを説明

し、説明の内容を診療録等に記載すること。 

(３) 「２」については、「１」を算定した患者について、情報提供を行った診療の次回以降の

受診時に、就労の状況等を確認し、必要な療養上の指導を行った場合に、「１」を算定した

日の属する月から起算して３月を限度として、月１回に限り算定する。 

(４) 「注３」に規定する相談支援加算については、専任の看護師又は社会福祉士が、療養上の

指導に同席し、相談支援を行った場合に算定できる。 

(５) 「１」については、事業場の産業医等への就労と療養の両立に必要な情報を記載した文書
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は間歇的空気圧迫装置を用いた場合に算定できるものであり、薬剤のみで予防管理を行った

場合には算定できない。また、第１章第２部通則５に規定する入院期間が通算される再入院

の場合においても、各々の入院において入院中１回算定できるものであること。 

(３) 肺血栓塞栓症の予防を目的として使用される弾性ストッキング及び間歇的空気圧迫装置を

用いた処置に要する費用は所定点数に含まれており、別に区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等

処置の点数は算定できない。肺血栓塞栓症の予防を目的として弾性ストッキングが複数回使

用される場合であっても、当該費用は所定点数に含まれる。なお、肺血栓塞栓症の予防を目

的としない区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等処置は別に算定できるものであること。また、

同一の弾性ストッキングを複数の患者に使用しないこと。 

(４) 肺血栓塞栓症の予防に係る計画的な医学管理を行うに当たっては、関係学会より標準的な

管理方法が示されているので、患者管理が適切になされるよう十分留意されたい。 

  Ｂ００１－７ リンパ浮腫指導管理料 

(１) リンパ浮腫指導管理料は、手術前若しくは手術後又は診断時若しくは診断後において、以

下に示す事項について、個別に説明及び指導管理を行った場合に算定できる。 

 当該指導管理料は、当該指導管理料の算定対象となる手術を受けた保険医療機関に入院中

に当該説明及び指導管理を行った場合に１回、当該保険医療機関を退院した後に、当該保険

医療機関又は当該患者の退院後において区分番号「Ｂ００５－６」の「注１」に規定する地

域連携診療計画に基づいた治療を担う他の保険医療機関（当該患者について区分番号「Ｂ０

０５－６－２」がん治療連携指導料を算定した場合に限る。）において当該説明及び指導管

理を行った場合にいずれか一方の保険医療機関において１回に限り、算定できる。 

ア リンパ浮腫の病因と病態 

イ リンパ浮腫の治療方法の概要 

ウ セルフケアの重要性と局所へのリンパ液の停滞を予防及び改善するための具体的実施方

法 

(イ) リンパドレナージに関すること 

(ロ) 弾性着衣又は弾性包帯による圧迫に関すること 

(ハ) 弾性着衣又は弾性包帯を着用した状態での運動に関すること 

(ニ) 保湿及び清潔の維持等のスキンケアに関すること 

エ 生活上の具体的注意事項 

リンパ浮腫を発症又は増悪させる感染症又は肥満の予防に関すること 

オ 感染症の発症等増悪時の対処方法 

感染症の発症等による増悪時における診察及び投薬の必要性に関すること 

(２) 指導内容の要点を診療録等に記載する。 

(３) 手術前においてリンパ浮腫に関する指導を行った場合であって、結果的に手術が行われな

かった場合にはリンパ浮腫指導管理料は算定できない。 

Ｂ００１－８ 臍ヘルニア圧迫指導管理料 

(１) 臍ヘルニア圧迫指導管理料は、臍ヘルニアの患者の保護者に対して以下に示す事項につい

て、個別に説明及び指導管理を行った場合に算定できる。 

ア 臍ヘルニアの病態 

イ 臍ヘルニア圧迫療法の概要及び具体的実施方法 

（ ）（ ） 221220

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



 - 150 - 

ウ 臍ヘルニア圧迫療法の治癒率と治癒しなかった場合の治療法 

エ 想定される合併症及び緊急時の対処方法 

(２) 指導内容の要点を診療録に記載する。 

Ｂ００１－９ 療養・就労両立支援指導料 

(１) 療養・就労両立支援指導料は、就労中の患者の療養と就労の両立支援のため、患者と患者

を雇用する事業者が共同して作成した勤務情報を記載した文書の内容を踏まえ、就労の状況

を考慮して、療養上の指導を行うこと及び当該患者が勤務する事業場において選任されてい

る労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号）第 13 条第１項に規定する産業医、同法第 10 条

第１項に規定する総括安全衛生管理者、同法第 12 条に規定する衛生管理者若しくは同法 12

条の２に規定する安全衛生推進者又は同法第 13条の２の規定により労働者の健康管理等を行

う保健師（以下この区分において「産業医等」という。）に就労と療養の両立に必要な情報

を提供すること並びに診療情報を提供した後の勤務環境の変化を踏まえ療養上必要な指導を

行った場合を評価するものである。 

(２) 療養・就労両立支援指導料は、入院中の患者以外の患者であって、別に厚生労働大臣が定

める疾患に罹患しているものの求めを受けて、患者の同意を得て、以下の全ての医学管理を

実施した場合に、月１回に限り算定する。 

ア 治療を担当する医師が、患者から当該患者と当該患者を使用する事業者が共同して作成

した勤務情報を記載した文書を当該患者から受け取ること。 

イ 治療を担当する医師が、アの文書の内容を踏まえ、療養上の指導を行うとともに、当該

医師又は当該医師の指示を受けた看護師若しくは社会福祉士が、患者から就労の状況を聴

取した上で、治療や疾患の経過に伴う状態変化に応じた就労上の留意点に係る指導を行う

こと。 

ウ 治療を担当する医師が、①又は②のいずれかにより、当該患者が勤務する事業場におい

て選任されている産業医等に対し、病状、治療計画、就労上の措置に関する意見等当該患

者の就労と療養の両立に必要な情報の提供を行うこと。 

① 病状、治療計画、治療に伴い予想される症状、就労上必要な配慮等について、「別紙

様式 49」、「別紙様式 49 の２」又はこれに準ずる様式を用いて、患者の勤務する事業

場の産業医等に対して就労と療養の両立に必要な情報を記載した文書の提供を行い、当

該文書の写しを診療録に添付すること。患者の勤務する事業場の産業医等があらかじめ

指定した様式を用いて就労上の留意点等を提供することも差し支えない。なお、当該患

者が勤務する事業場において産業医が選任されている場合は、当該産業医に対して当該

患者の就労と療養の両立に必要な情報の提供を行うこと。 

② 当該患者の診察に同席した産業医等に対して、就労と療養の両立に必要なことを説明

し、説明の内容を診療録等に記載すること。 

(３) 「２」については、「１」を算定した患者について、情報提供を行った診療の次回以降の

受診時に、就労の状況等を確認し、必要な療養上の指導を行った場合に、「１」を算定した

日の属する月から起算して３月を限度として、月１回に限り算定する。 

(４) 「注３」に規定する相談支援加算については、専任の看護師又は社会福祉士が、療養上の

指導に同席し、相談支援を行った場合に算定できる。 

(５) 「１」については、事業場の産業医等への就労と療養の両立に必要な情報を記載した文書
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は間歇的空気圧迫装置を用いた場合に算定できるものであり、薬剤のみで予防管理を行った

場合には算定できない。また、第１章第２部通則５に規定する入院期間が通算される再入院

の場合においても、各々の入院において入院中１回算定できるものであること。 

(３) 肺血栓塞栓症の予防を目的として使用される弾性ストッキング及び間歇的空気圧迫装置を

用いた処置に要する費用は所定点数に含まれており、別に区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等

処置の点数は算定できない。肺血栓塞栓症の予防を目的として弾性ストッキングが複数回使

用される場合であっても、当該費用は所定点数に含まれる。なお、肺血栓塞栓症の予防を目

的としない区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等処置は別に算定できるものであること。また、

同一の弾性ストッキングを複数の患者に使用しないこと。 

(４) 肺血栓塞栓症の予防に係る計画的な医学管理を行うに当たっては、関係学会より標準的な

管理方法が示されているので、患者管理が適切になされるよう十分留意されたい。 

  Ｂ００１－７ リンパ浮腫指導管理料 

(１) リンパ浮腫指導管理料は、手術前若しくは手術後又は診断時若しくは診断後において、以

下に示す事項について、個別に説明及び指導管理を行った場合に算定できる。 

 当該指導管理料は、当該指導管理料の算定対象となる手術を受けた保険医療機関に入院中

に当該説明及び指導管理を行った場合に１回、当該保険医療機関を退院した後に、当該保険

医療機関又は当該患者の退院後において区分番号「Ｂ００５－６」の「注１」に規定する地

域連携診療計画に基づいた治療を担う他の保険医療機関（当該患者について区分番号「Ｂ０

０５－６－２」がん治療連携指導料を算定した場合に限る。）において当該説明及び指導管

理を行った場合にいずれか一方の保険医療機関において１回に限り、算定できる。 

ア リンパ浮腫の病因と病態 

イ リンパ浮腫の治療方法の概要 

ウ セルフケアの重要性と局所へのリンパ液の停滞を予防及び改善するための具体的実施方

法 

(イ) リンパドレナージに関すること 

(ロ) 弾性着衣又は弾性包帯による圧迫に関すること 

(ハ) 弾性着衣又は弾性包帯を着用した状態での運動に関すること 

(ニ) 保湿及び清潔の維持等のスキンケアに関すること 

エ 生活上の具体的注意事項 

リンパ浮腫を発症又は増悪させる感染症又は肥満の予防に関すること 

オ 感染症の発症等増悪時の対処方法 

感染症の発症等による増悪時における診察及び投薬の必要性に関すること 

(２) 指導内容の要点を診療録等に記載する。 

(３) 手術前においてリンパ浮腫に関する指導を行った場合であって、結果的に手術が行われな

かった場合にはリンパ浮腫指導管理料は算定できない。 

Ｂ００１－８ 臍ヘルニア圧迫指導管理料 

(１) 臍ヘルニア圧迫指導管理料は、臍ヘルニアの患者の保護者に対して以下に示す事項につい

て、個別に説明及び指導管理を行った場合に算定できる。 

ア 臍ヘルニアの病態 

イ 臍ヘルニア圧迫療法の概要及び具体的実施方法 
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(３) 行った指導の内容等について、要点を診療録等に記載し、又は患者若しくはその家族等に

提供した文書の写しを診療録等に添付する。 

(４) 退院時共同指導料１の「１」は、在宅療養支援診療所の医師が当該患者に対して、その退

院後に往診及び訪問看護により 24時間対応できる体制等を確保し、在宅療養支援診療所にお

いて、24 時間連絡を受ける医師又は看護師等の氏名、連絡先電話番号等、担当日、緊急時の

注意事項等並びに往診担当医及び訪問看護担当者の氏名等について、文書により提供した場

合に限り算定できる。 

(５) 退院時共同指導料は、退院後在宅での療養を行う患者が算定の対象となり、他の保険医療

機関、社会福祉施設、介護老人保健施設、介護老人福祉施設に入院若しくは入所する患者又

は死亡退院した患者については、対象とはならない。ただし、退院時共同指導料２の「注４」

は、本文の規定にかかわらず、退院後在宅で療養を行う患者に加え、退院後に介護老人保健

施設、介護医療院、介護老人福祉施設（地域密着型介護老人福祉施設を含む。）、特定施設

（地域密着型特定施設を含む。）又は障害者支援施設（生活介護を行う施設又は自立訓練

（機能訓練）を行う施設に限る。）、福祉型障害児入所施設若しくは医療型障害児入所施設

（以下この区分において「介護施設等」という。）に入所する患者も対象となる。なお、当

該患者が当該保険医療機関に併設する介護施設等に入所する場合は算定することはできない。 

(６) 退院時共同指導料１の「注２」に規定する加算は、当該患者が厚生労働大臣の定める特別

な管理を必要とする者であった場合、１人の患者に対して入院中１回に限り算定できる。た

だし、厚生労働大臣が定める疾病等の患者については当該入院中に２回に限り算定できる。 

(７) 退院時共同指導料２の「注１」は、退院後の在宅での療養上必要な説明及び指導を、当該

患者が入院している保険医療機関の保険医又は看護師等、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、

作業療法士、言語聴覚士若しくは社会福祉士と在宅療養担当医療機関の保険医若しくは当該

保険医の指示を受けた看護師等、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚

士若しくは社会福祉士又は在宅療養担当医療機関の保険医の指示を受けた訪問看護ステーシ

ョンの保健師、助産師、看護師、理学療法士、作業療法士若しくは言語聴覚士が共同して行

った場合に算定する。 

(８) 退院時共同指導料１の「注１」及び退院時共同指導料２の「注１」の共同指導は対面で行

うことが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を用いて共同指導した場合でも算定可能で

ある。 

(９) 退院時共同指導料２の「注３」に規定する加算は、退院後の在宅での療養上必要な説明及

び指導を、当該患者が入院している保険医療機関の保険医又は看護師等が、在宅療養担当医

療機関の保険医若しくは看護師等、保険医である歯科医師若しくはその指示を受けた歯科衛

生士、保険薬局の保険薬剤師、訪問看護ステーションの保健師、助産師、看護師、理学療法

士、作業療法士若しくは言語聴覚士、介護支援専門員又は相談支援専門員のいずれかのうち

３者以上と共同して行った場合に算定する。 

(10) (９)における共同指導は、当該患者が入院している保険医療機関と在宅療養担当医療機関

等の関係者全員が、患者が入院している保険医療機関において実施することが原則であるが、

ビデオ通話が可能な機器を用いて共同指導した場合でも算定可能である。ただし、この場合

であっても、在宅療養担当医療機関等のうち２者以上は、患者が入院している保険医療機関

に赴き共同指導していること。 
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の作成に係る評価を含むことから、当該指導料を算定する場合、当該文書の発行に係る費用

を、療養の給付と直接関係ないサービス等の費用として別途徴収できない。 

(６) 治療を担当する医師と産業医が同一の者である場合及び治療を担当する医師が患者の勤務

する事業場と同一資本の施設で勤務している場合においては、当該指導料は算定できない。 

  Ｂ００２ 開放型病院共同指導料(Ⅰ)、Ｂ００３ 開放型病院共同指導料(Ⅱ) 

(１) 開放型病院共同指導料(Ⅰ)は、開放型病院に自己の診察した患者を入院させた保険医が、

開放型病院に赴き、開放型病院の保険医と共同で診療、指導等を行った場合に１人の患者に

１日につき１回算定できるものであり、その算定は当該患者を入院させた保険医が属する保

険医療機関において行う。 

(２) 開放型病院共同指導料(Ⅰ)を算定した場合は、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号

「Ａ００１」再診料、区分番号「Ａ００２」外来診療料、区分番号「Ｃ０００」往診料及び

区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」等は算定できない。 

(３) 診療所による紹介に基づき開放型病院に入院している患者に対して、当該診療所の保険医

が開放型病院に赴き診療、指導等を行った場合において、その患者について、区分番号「Ｂ

００９」診療情報提供料(Ⅰ)が既に算定されている場合であっても、開放型病院共同指導料

(Ⅰ)を算定できる。 

(４) 開放型病院共同指導料(Ⅰ)を算定する場合、当該患者を入院させた保険医の診療録には、

開放型病院において患者の指導等を行った事実を記載し、開放型病院の診療録には当該患者

を入院させた保険医の指導等が行われた旨を記載する。 

(５) 開放型病院共同指導料(Ⅱ)は、当該患者を入院させた保険医の属する保険医療機関が開放

型病院共同指導料(Ⅰ)を算定した場合に、開放型病院において算定する。 

Ｂ００４ 退院時共同指導料１、Ｂ００５ 退院時共同指導料２ 

(１) 退院時共同指導料１又は退院時共同指導料２は、保険医療機関に入院中の患者について、

地域において当該患者の退院後の在宅療養を担う保険医療機関（以下この区分において「在

宅療養担当医療機関」という。）の保険医又は当該保険医の指示を受けた当該保険医療機関

の保健師、助産師、看護師若しくは准看護師（以下この区分において「看護師等」とい

う。）、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士若しくは社会福祉士が、

患者の同意を得て、退院後の在宅での療養上必要な説明及び指導を、入院中の保険医療機関

の保険医又は看護師等、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士若しく

は社会福祉士と共同して行った上で、文書により情報提供した場合に、当該入院中１回に限

り、それぞれの保険医療機関において算定するものである。ただし、特掲診療料の施設基準

等の別表第三の一の二に掲げる「退院時共同指導料１及び退院時共同指導料２を二回算定で

きる疾病等の患者」であって、当該入院中に２回算定する場合は、当該２回中１回はそれぞ

れの保険医療機関の保険医、看護師又は准看護師が共同して指導すること。なお、当該患者

の在宅療養担当医療機関の准看護師と当該患者が入院中の保険医療機関の准看護師が共同し

て在宅での療養上必要な説明及び指導を行う場合には、それぞれの保険医療機関の医師又は

看護師の指示を受けて行うものであること。また、ここでいう入院とは、第１章第２部通則

５に定める入院期間が通算される入院のことをいう。 

(２) 退院時共同指導料は、患者の家族等退院後に患者の看護を担当する者に対して指導を行っ

た場合にも算定できる。 
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(３) 行った指導の内容等について、要点を診療録等に記載し、又は患者若しくはその家族等に

提供した文書の写しを診療録等に添付する。 

(４) 退院時共同指導料１の「１」は、在宅療養支援診療所の医師が当該患者に対して、その退

院後に往診及び訪問看護により 24時間対応できる体制等を確保し、在宅療養支援診療所にお

いて、24 時間連絡を受ける医師又は看護師等の氏名、連絡先電話番号等、担当日、緊急時の

注意事項等並びに往診担当医及び訪問看護担当者の氏名等について、文書により提供した場

合に限り算定できる。 

(５) 退院時共同指導料は、退院後在宅での療養を行う患者が算定の対象となり、他の保険医療

機関、社会福祉施設、介護老人保健施設、介護老人福祉施設に入院若しくは入所する患者又

は死亡退院した患者については、対象とはならない。ただし、退院時共同指導料２の「注４」

は、本文の規定にかかわらず、退院後在宅で療養を行う患者に加え、退院後に介護老人保健

施設、介護医療院、介護老人福祉施設（地域密着型介護老人福祉施設を含む。）、特定施設

（地域密着型特定施設を含む。）又は障害者支援施設（生活介護を行う施設又は自立訓練

（機能訓練）を行う施設に限る。）、福祉型障害児入所施設若しくは医療型障害児入所施設

（以下この区分において「介護施設等」という。）に入所する患者も対象となる。なお、当

該患者が当該保険医療機関に併設する介護施設等に入所する場合は算定することはできない。 

(６) 退院時共同指導料１の「注２」に規定する加算は、当該患者が厚生労働大臣の定める特別

な管理を必要とする者であった場合、１人の患者に対して入院中１回に限り算定できる。た

だし、厚生労働大臣が定める疾病等の患者については当該入院中に２回に限り算定できる。 

(７) 退院時共同指導料２の「注１」は、退院後の在宅での療養上必要な説明及び指導を、当該

患者が入院している保険医療機関の保険医又は看護師等、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、

作業療法士、言語聴覚士若しくは社会福祉士と在宅療養担当医療機関の保険医若しくは当該

保険医の指示を受けた看護師等、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚

士若しくは社会福祉士又は在宅療養担当医療機関の保険医の指示を受けた訪問看護ステーシ

ョンの保健師、助産師、看護師、理学療法士、作業療法士若しくは言語聴覚士が共同して行

った場合に算定する。 

(８) 退院時共同指導料１の「注１」及び退院時共同指導料２の「注１」の共同指導は対面で行

うことが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を用いて共同指導した場合でも算定可能で

ある。 

(９) 退院時共同指導料２の「注３」に規定する加算は、退院後の在宅での療養上必要な説明及

び指導を、当該患者が入院している保険医療機関の保険医又は看護師等が、在宅療養担当医

療機関の保険医若しくは看護師等、保険医である歯科医師若しくはその指示を受けた歯科衛

生士、保険薬局の保険薬剤師、訪問看護ステーションの保健師、助産師、看護師、理学療法

士、作業療法士若しくは言語聴覚士、介護支援専門員又は相談支援専門員のいずれかのうち

３者以上と共同して行った場合に算定する。 

(10) (９)における共同指導は、当該患者が入院している保険医療機関と在宅療養担当医療機関

等の関係者全員が、患者が入院している保険医療機関において実施することが原則であるが、

ビデオ通話が可能な機器を用いて共同指導した場合でも算定可能である。ただし、この場合

であっても、在宅療養担当医療機関等のうち２者以上は、患者が入院している保険医療機関

に赴き共同指導していること。 
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の作成に係る評価を含むことから、当該指導料を算定する場合、当該文書の発行に係る費用

を、療養の給付と直接関係ないサービス等の費用として別途徴収できない。 

(６) 治療を担当する医師と産業医が同一の者である場合及び治療を担当する医師が患者の勤務

する事業場と同一資本の施設で勤務している場合においては、当該指導料は算定できない。 

  Ｂ００２ 開放型病院共同指導料(Ⅰ)、Ｂ００３ 開放型病院共同指導料(Ⅱ) 

(１) 開放型病院共同指導料(Ⅰ)は、開放型病院に自己の診察した患者を入院させた保険医が、

開放型病院に赴き、開放型病院の保険医と共同で診療、指導等を行った場合に１人の患者に

１日につき１回算定できるものであり、その算定は当該患者を入院させた保険医が属する保

険医療機関において行う。 

(２) 開放型病院共同指導料(Ⅰ)を算定した場合は、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号

「Ａ００１」再診料、区分番号「Ａ００２」外来診療料、区分番号「Ｃ０００」往診料及び

区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」等は算定できない。 

(３) 診療所による紹介に基づき開放型病院に入院している患者に対して、当該診療所の保険医

が開放型病院に赴き診療、指導等を行った場合において、その患者について、区分番号「Ｂ

００９」診療情報提供料(Ⅰ)が既に算定されている場合であっても、開放型病院共同指導料

(Ⅰ)を算定できる。 

(４) 開放型病院共同指導料(Ⅰ)を算定する場合、当該患者を入院させた保険医の診療録には、

開放型病院において患者の指導等を行った事実を記載し、開放型病院の診療録には当該患者

を入院させた保険医の指導等が行われた旨を記載する。 

(５) 開放型病院共同指導料(Ⅱ)は、当該患者を入院させた保険医の属する保険医療機関が開放

型病院共同指導料(Ⅰ)を算定した場合に、開放型病院において算定する。 

Ｂ００４ 退院時共同指導料１、Ｂ００５ 退院時共同指導料２ 

(１) 退院時共同指導料１又は退院時共同指導料２は、保険医療機関に入院中の患者について、

地域において当該患者の退院後の在宅療養を担う保険医療機関（以下この区分において「在

宅療養担当医療機関」という。）の保険医又は当該保険医の指示を受けた当該保険医療機関

の保健師、助産師、看護師若しくは准看護師（以下この区分において「看護師等」とい

う。）、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士若しくは社会福祉士が、

患者の同意を得て、退院後の在宅での療養上必要な説明及び指導を、入院中の保険医療機関

の保険医又は看護師等、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士若しく

は社会福祉士と共同して行った上で、文書により情報提供した場合に、当該入院中１回に限

り、それぞれの保険医療機関において算定するものである。ただし、特掲診療料の施設基準

等の別表第三の一の二に掲げる「退院時共同指導料１及び退院時共同指導料２を二回算定で

きる疾病等の患者」であって、当該入院中に２回算定する場合は、当該２回中１回はそれぞ

れの保険医療機関の保険医、看護師又は准看護師が共同して指導すること。なお、当該患者

の在宅療養担当医療機関の准看護師と当該患者が入院中の保険医療機関の准看護師が共同し

て在宅での療養上必要な説明及び指導を行う場合には、それぞれの保険医療機関の医師又は

看護師の指示を受けて行うものであること。また、ここでいう入院とは、第１章第２部通則

５に定める入院期間が通算される入院のことをいう。 

(２) 退院時共同指導料は、患者の家族等退院後に患者の看護を担当する者に対して指導を行っ

た場合にも算定できる。 
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及び同条第 27 項に規定する介護老人福祉施設のことをいう。） 

イ 介護保険法第８条第 28 項に規定する介護老人保健施設 

ウ 健康保険法等の一部を改正する法律（平成 18 年法律第 83 号）附則第 130 条の２第１項

の規定によりなおその効力を有するものとされた同法第 26条の規定による改正前の介護保

険法第８条第 26 項に規定する介護療養型医療施設 

エ 介護保険法第８条第 29 項に規定する介護医療院 

オ 特定施設（介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 11 項に規定する特定施設、

同条第 21 項に規定する地域密着型特定施設及び第８条の２第９項に規定する介護予防特

定施設入居者生活介護を提供する施設のことをいい、指定居宅サービス等の事業の人員、

設備及び運営に関する基準(平成 11 年厚生省令第 37 号)第 192 条の２に規定する外部サー

ビス利用型指定特定施設入居者生活介護を受けている患者が入居する施設を含む。） 

カ 認知症対応型グループホーム（介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 20 項に

規定する認知症対応型共同生活介護及び第８条の２第 15 項に規定する介護予防認知症対

応型共同生活介護を提供する施設のことをいう。） 

キ 小規模多機能居宅介護事業所（介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 19 項に

規定する小規模多機能型居宅介護及び第８条の２第 14 項に規定する介護予防小規模多機

能型居宅介護を提供する施設のことをいう。） 

ク 複合型サービス事業所（介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 23 項に規定す

る複合型サービスを提供する施設のことをいう。） 

(４) 初回の指導は、介護等サービスの利用の見込みがついた段階で、退院後の生活を見越し、

当該地域で導入可能な介護等サービスや要介護認定の申請の手続き等の情報について、患者

や医療関係者と情報共有することで、適切な療養場所の選択や手続きの円滑化に資するもの

であり、２回目の指導は、実際の退院を前に、退院後に想定されるケアプラン等の原案の作

成に資するような情報の収集や退院後の外来診療の見込み等を念頭に置いた指導を行うこと

等を想定したものである。 

(５) 行った指導の内容等について、要点を診療録等に記載する。また、指導の内容を踏まえ作

成されたケアプラン等については、患者の同意を得た上で、当該介護支援専門員又は相談支

援専門員に情報提供を求めることとし、ケアプラン等の写しを診療録等に添付すること。 

(６) 介護支援等連携指導料を算定するに当たり共同指導を行う介護支援専門員又は相談支援専

門員は、介護等サービスの導入を希望する患者の選択によるものであり、患者が選択した場

合には、当該医療機関に併設する居宅介護事業所の介護支援専門員又は指定特定相談支援事

業者等の相談支援専門員であっても介護支援等連携指導料の算定を妨げるものではない。た

だし、当該医療機関に併設する介護保険施設等の介護支援専門員と共同指導を行った場合に

ついては介護支援等連携指導料を算定することはできない。 

(７) 同一日に区分番号「Ｂ００５」退院時共同指導料２の「注３」に掲げる加算を算定すべき

介護支援専門員又は相談支援専門員を含めた共同指導を行った場合には、介護支援等連携指

導料あるいは退院時共同指導料２の「注３」に掲げる加算の両方を算定することはできない。 

(８) 当該共同指導は、当該患者が入院している保険医療機関の医療関係職種と介護支援専門員

又は相談支援専門員が、患者が入院している保険医療機関において実施することが原則であ

るが、ビデオ通話が可能な機器を用いて共同指導した場合でも算定可能である。 
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(11) 退院時共同指導料２の「注３」に規定する指導と同一日に行う「注２」に規定する指導に

係る費用及び区分番号「Ｂ００５－１－２」介護支援等連携指導料は、「注３」に規定する

加算に含まれ、別に算定できない。 

(12) 退院時共同指導料２の「注４」は、地域連携診療計画と同等の事項（当該医療機関の退院

基準、退院後に必要とされる診療等）に加えて退院後の在宅又は介護施設等での療養上必要

な指導を行うために必要な看護及び栄養管理の状況等の情報を当該患者及び家族に別紙様式

50 を参考に文書で説明し、退院後の治療等を担う他の保険医療機関のほか、訪問看護ステー

ション、介護施設等と共有すること。 

(13) (８)及び(10)において、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、患者

の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システムと共

通のネットワーク上の端末において共同指導を実施する場合には、厚生労働省「医療情報シ

ステムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(14) 退院時共同指導料２については、入院中の保険医療機関の理学療法士、作業療法士又は言

語聴覚士が指導等を行った場合は、同一日に区分番号「Ｂ００６－３」退院時リハビリテー

ション指導料は別に算定できない。また、入院中の保険医療機関の薬剤師が指導等を行った

場合は、同一日に区分番号「Ｂ０１４」退院時薬剤情報管理指導料は別に算定できない。 

(15) 同一日に退院時共同指導料２と区分番号「Ｂ００６－３」退院時リハビリテーション指導

料又は区分番号「Ｂ０１４」退院時薬剤情報管理指導料を算定した場合は、診療報酬明細書

の摘要欄に、共同指導を行った者の職種及び年月日を記載すること。 

Ｂ００５－１－２ 介護支援等連携指導料 

(１) 介護支援等連携指導料は、入院の原因となった疾患・障害や入院時に行った患者の心身の

状況等の総合的な評価の結果を踏まえ、退院後に介護サービス又は障害福祉サービス、地域

相談支援若しくは障害児通所支援（以下この区分において「介護等サービス」という。）を

導入することが適当であると考えられ、また、本人も導入を望んでいる患者が、退院後によ

り適切な介護等サービスを受けられるよう、入院中から居宅介護支援事業者等の介護支援専

門員（ケアマネジャー）又は指定特定相談支援事業者若しくは指定障害児相談支援事業者

（以下この区分において「指定特定相談支援事業者等」という。）の相談支援専門員と連携

し退院後のケアプラン又はサービス等利用計画若しくは障害児支援利用計画（以下この区分

において「ケアプラン等」という。）の作成につなげることを評価するものである。 

(２) 介護支援等連携指導料は、医師又は医師の指示を受けた看護師、社会福祉士、薬剤師、理

学療法士、作業療法士、言語聴覚士、その他、退院後に導入が望ましい介護等サービスから

考え適切な医療関係職種が、患者の入院前からケアマネジメントを担当していた介護支援専

門員若しくは相談支援専門員又は退院後のケアプラン等の作成を行うため患者が選択した居

宅介護支援事業者、介護予防支援事業者、介護保険施設等の介護支援専門員若しくは指定特

定相談支援事業者等の相談支援専門員と共同して、患者に対し、患者の心身の状況等を踏ま

え導入が望ましいと考えられる介護等サービスや、当該地域において提供可能な介護等サー

ビス等の情報を提供した場合に入院中２回に限り算定できるものである。 

(３) ここでいう介護保険施設等とは、介護保険の給付が行われる保健医療サービス又は福祉サ

ービスを提供する施設であって、次の施設をいうものとする。 

ア 介護老人福祉施設（介護保険法第８条第 22 項に規定する地域密着型介護老人福祉施設
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及び同条第 27 項に規定する介護老人福祉施設のことをいう。） 

イ 介護保険法第８条第 28 項に規定する介護老人保健施設 

ウ 健康保険法等の一部を改正する法律（平成 18 年法律第 83 号）附則第 130 条の２第１項

の規定によりなおその効力を有するものとされた同法第 26条の規定による改正前の介護保

険法第８条第 26 項に規定する介護療養型医療施設 

エ 介護保険法第８条第 29 項に規定する介護医療院 

オ 特定施設（介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 11 項に規定する特定施設、

同条第 21 項に規定する地域密着型特定施設及び第８条の２第９項に規定する介護予防特

定施設入居者生活介護を提供する施設のことをいい、指定居宅サービス等の事業の人員、

設備及び運営に関する基準(平成 11 年厚生省令第 37 号)第 192 条の２に規定する外部サー

ビス利用型指定特定施設入居者生活介護を受けている患者が入居する施設を含む。） 

カ 認知症対応型グループホーム（介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 20 項に

規定する認知症対応型共同生活介護及び第８条の２第 15 項に規定する介護予防認知症対

応型共同生活介護を提供する施設のことをいう。） 

キ 小規模多機能居宅介護事業所（介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 19 項に

規定する小規模多機能型居宅介護及び第８条の２第 14 項に規定する介護予防小規模多機

能型居宅介護を提供する施設のことをいう。） 

ク 複合型サービス事業所（介護保険法（平成９年法律第 123 号）第８条第 23 項に規定す

る複合型サービスを提供する施設のことをいう。） 

(４) 初回の指導は、介護等サービスの利用の見込みがついた段階で、退院後の生活を見越し、

当該地域で導入可能な介護等サービスや要介護認定の申請の手続き等の情報について、患者

や医療関係者と情報共有することで、適切な療養場所の選択や手続きの円滑化に資するもの

であり、２回目の指導は、実際の退院を前に、退院後に想定されるケアプラン等の原案の作

成に資するような情報の収集や退院後の外来診療の見込み等を念頭に置いた指導を行うこと

等を想定したものである。 

(５) 行った指導の内容等について、要点を診療録等に記載する。また、指導の内容を踏まえ作

成されたケアプラン等については、患者の同意を得た上で、当該介護支援専門員又は相談支

援専門員に情報提供を求めることとし、ケアプラン等の写しを診療録等に添付すること。 

(６) 介護支援等連携指導料を算定するに当たり共同指導を行う介護支援専門員又は相談支援専

門員は、介護等サービスの導入を希望する患者の選択によるものであり、患者が選択した場

合には、当該医療機関に併設する居宅介護事業所の介護支援専門員又は指定特定相談支援事

業者等の相談支援専門員であっても介護支援等連携指導料の算定を妨げるものではない。た

だし、当該医療機関に併設する介護保険施設等の介護支援専門員と共同指導を行った場合に

ついては介護支援等連携指導料を算定することはできない。 

(７) 同一日に区分番号「Ｂ００５」退院時共同指導料２の「注３」に掲げる加算を算定すべき

介護支援専門員又は相談支援専門員を含めた共同指導を行った場合には、介護支援等連携指

導料あるいは退院時共同指導料２の「注３」に掲げる加算の両方を算定することはできない。 

(８) 当該共同指導は、当該患者が入院している保険医療機関の医療関係職種と介護支援専門員

又は相談支援専門員が、患者が入院している保険医療機関において実施することが原則であ

るが、ビデオ通話が可能な機器を用いて共同指導した場合でも算定可能である。 
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(11) 退院時共同指導料２の「注３」に規定する指導と同一日に行う「注２」に規定する指導に

係る費用及び区分番号「Ｂ００５－１－２」介護支援等連携指導料は、「注３」に規定する

加算に含まれ、別に算定できない。 

(12) 退院時共同指導料２の「注４」は、地域連携診療計画と同等の事項（当該医療機関の退院

基準、退院後に必要とされる診療等）に加えて退院後の在宅又は介護施設等での療養上必要

な指導を行うために必要な看護及び栄養管理の状況等の情報を当該患者及び家族に別紙様式

50 を参考に文書で説明し、退院後の治療等を担う他の保険医療機関のほか、訪問看護ステー

ション、介護施設等と共有すること。 

(13) (８)及び(10)において、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、患者

の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システムと共

通のネットワーク上の端末において共同指導を実施する場合には、厚生労働省「医療情報シ

ステムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(14) 退院時共同指導料２については、入院中の保険医療機関の理学療法士、作業療法士又は言

語聴覚士が指導等を行った場合は、同一日に区分番号「Ｂ００６－３」退院時リハビリテー

ション指導料は別に算定できない。また、入院中の保険医療機関の薬剤師が指導等を行った

場合は、同一日に区分番号「Ｂ０１４」退院時薬剤情報管理指導料は別に算定できない。 

(15) 同一日に退院時共同指導料２と区分番号「Ｂ００６－３」退院時リハビリテーション指導

料又は区分番号「Ｂ０１４」退院時薬剤情報管理指導料を算定した場合は、診療報酬明細書

の摘要欄に、共同指導を行った者の職種及び年月日を記載すること。 

Ｂ００５－１－２ 介護支援等連携指導料 

(１) 介護支援等連携指導料は、入院の原因となった疾患・障害や入院時に行った患者の心身の

状況等の総合的な評価の結果を踏まえ、退院後に介護サービス又は障害福祉サービス、地域

相談支援若しくは障害児通所支援（以下この区分において「介護等サービス」という。）を

導入することが適当であると考えられ、また、本人も導入を望んでいる患者が、退院後によ

り適切な介護等サービスを受けられるよう、入院中から居宅介護支援事業者等の介護支援専

門員（ケアマネジャー）又は指定特定相談支援事業者若しくは指定障害児相談支援事業者

（以下この区分において「指定特定相談支援事業者等」という。）の相談支援専門員と連携

し退院後のケアプラン又はサービス等利用計画若しくは障害児支援利用計画（以下この区分

において「ケアプラン等」という。）の作成につなげることを評価するものである。 

(２) 介護支援等連携指導料は、医師又は医師の指示を受けた看護師、社会福祉士、薬剤師、理

学療法士、作業療法士、言語聴覚士、その他、退院後に導入が望ましい介護等サービスから

考え適切な医療関係職種が、患者の入院前からケアマネジメントを担当していた介護支援専

門員若しくは相談支援専門員又は退院後のケアプラン等の作成を行うため患者が選択した居

宅介護支援事業者、介護予防支援事業者、介護保険施設等の介護支援専門員若しくは指定特

定相談支援事業者等の相談支援専門員と共同して、患者に対し、患者の心身の状況等を踏ま

え導入が望ましいと考えられる介護等サービスや、当該地域において提供可能な介護等サー

ビス等の情報を提供した場合に入院中２回に限り算定できるものである。 

(３) ここでいう介護保険施設等とは、介護保険の給付が行われる保健医療サービス又は福祉サ

ービスを提供する施設であって、次の施設をいうものとする。 

ア 介護老人福祉施設（介護保険法第８条第 22 項に規定する地域密着型介護老人福祉施設
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(５) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅱ)は、紹介元医師の属する保険医療機関がハイリスク妊産

婦共同管理料(Ⅰ)を算定した場合に、紹介先の病院において算定する。 

(６) 自院にて診療していた妊産婦の状態に異常が認められたために、他院へ搬送する場合にお

いて、医師が搬送先医療機関まで付き添い、搬送先の病院の医師と共同で医学管理等を行っ

た場合においても算定できる。 

(７) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)は、区分番号「Ｃ００４」救急搬送診療料と併せて算定

することができる。 

Ｂ００５－６ がん治療連携計画策定料、Ｂ００５－６－２ がん治療連携指導料 

(１) がん治療連携計画策定料、がん治療連携指導料は、がん診療連携拠点病院、地域がん診療

病院又は小児がん拠点病院を中心に策定された地域連携診療計画に沿ったがん治療に関わる

医療機関の連携により、がん患者に対して地域における切れ目のない医療が提供されること

を評価したものである。 

(２) 地域連携診療計画は、あらかじめがん診療連携拠点病院等において、がんの種類や治療方

法等ごとに作成され、当該がん診療連携拠点病院等からの退院後の治療を共同して行う複数

の連携保険医療機関との間で共有して活用されるものであり、病名、ステージ、入院中に提

供される治療、退院後、計画策定病院で行う治療内容及び受診の頻度、連携医療機関で行う

治療の内容及び受診の頻度、その他必要な項目が記載されたものであること。 

(３) がん治療連携計画策定料１は、がんと診断され、がんの治療目的に初回に入院した際に、

地域連携診療計画に沿って治療を行うことについて患者の同意を得た上で、地域連携診療計

画に基づく個別の患者ごとの治療計画を作成するとともに、説明し、それを文書にて患者又

は家族に提供した場合に、退院時又は退院した日から起算して 30日以内に計画策定病院にお

いて算定する。その際、患者に交付した治療計画書の写しを診療録に添付すること。 

(４) がん治療連携計画策定料１は、病理診断の結果が出ない又は退院後一定期間の外来診療を

必要とする等の理由で、個別の患者の治療計画を入院中に策定できない場合であっても、退

院した日から起算して 30日以内に速やかに個別の治療計画を策定するとともに、文書にて患

者又は家族に提供した場合にあっては、算定可能とする。その際、交付した治療計画書の写

しを診療録に添付すること。 

(５) 計画策定病院は、治療計画に基づき、患者に対して治療を提供するとともに、患者の同意

を得て、適切に連携医療機関と情報共有を図るとともに、必要に応じて適宜治療計画を見直

すものとする。なお、がん治療連携計画策定料２は、当該患者の状態の変化等により連携医

療機関から紹介を受け、当該患者を診療した上で、当該患者の治療計画を変更し、患者又は

その家族等に説明するとともに、文書にて提供した場合に計画策定病院において算定する

（連携医療機関において区分番号「Ｂ００５－６－２」がん治療連携指導料を算定している

患者に限る。）。その際、交付した治療計画書の写しを診療録に添付すること。 

(６) がん治療連携指導料は、連携医療機関において、患者ごとに作成された治療計画に基づく

診療を提供し、計画策定病院に対し患者の診療に関する情報提供をした際に算定する。計画

策定病院に対する情報提供の頻度は、基本的には治療計画に記載された頻度に基づくものと

するが、患者の状態の変化等により、計画策定病院に対し治療方針等につき、相談・変更が

必要となった際に情報提供を行った際にも算定できるものである。 

(７) がん治療連携計画策定料又はがん治療連携指導料を算定した場合は、区分番号「Ａ２４６」
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Ｂ００５－１－３ 介護保険リハビリテーション移行支援料 

(１) 介護保険リハビリテーション移行支援料は、維持期のリハビリテーション（区分番号「Ｈ

００１」脳血管疾患等リハビリテーション料の「注４」、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症

候群リハビリテーション料の「注４」及び区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション

料の「注４」に規定するものをいう。）を受けている入院中の患者以外の者に対して、患者

の同意を得て、介護保険によるリハビリテーション（介護保険法第８条第５項に規定する訪

問リハビリテーション、同法第８条第８項に規定する通所リハビリテーション、同法第８条

の２第４項に規定する介護予防訪問リハビリテーション又は同法第８条の２第６項に規定す

る介護予防通所リハビリテーションをいう。）へ移行するため、居宅介護支援事業者等の介

護支援専門員（ケアマネジャー）及び必要に応じて、介護保険によるリハビリテーションを

当該患者に対して提供する事業所の従事者と連携し、介護サービス計画書（ケアプラン）作

成を支援した上で、介護保険によるリハビリテーションを開始し、維持期のリハビリテーシ

ョンを終了した場合に、患者１人につき１回に限り算定できる。なお、維持期のリハビリテ

ーションと介護保険によるリハビリテーションを併用して行うことができる２月間（「医療

保険と介護保険の給付調整に関する留意事項及び医療保険と介護保険の相互に関連する事項

等について」（平成 28 年３月 25 日保医発 0325 第８号）の第４の 10 に規定する２月間をい

う。）は、当該支援料を算定できない。 

(２) 患者の同意を得た上で、介護支援専門員より情報提供を受け、介護サービス計画書（ケア

プラン）の写しを診療録等に添付するとともに、診療報酬明細書の摘要欄に当該患者が介護

保険によるリハビリテーションを開始した日及び維持期のリハビリテーションを終了した日

を記載する。 

(３) 当該患者が、当該医療機関内で維持期のリハビリテーションから介護保険によるリハビリ

テーションに移行した場合は算定できない。 

Ｂ００５－２、Ｂ００５－３、Ｂ００５－３－２ 削除 

Ｂ００５－４ ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)、Ｂ００５－５ ハイリスク妊産婦共同管理料

(Ⅱ) 

(１) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)は、診療に基づき患者を紹介した医師（以下この項にお

いて「紹介元医師」という。）が、当該患者が入院中である紹介先の病院に赴き、紹介先の

病院の医師と共同で、医学管理等を行った場合に患者１人につき１回に限り、算定できるも

のであり、その算定は紹介元医師が属する保険医療機関において行う。 

(２) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)を算定した場合は、区分番号「Ａ００１」再診料、区分

番号「Ａ００２」外来診療料、区分番号「Ｃ０００」往診料及び区分番号「Ｃ００１」在宅

患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」等は算定できない。 

(３) 紹介元医師による紹介に基づき紹介先の病院に入院している患者に対して、当該紹介元医

師が病院に赴き診療、指導等を行った場合において、その患者について、区分番号「Ｂ００

９」診療情報提供料(Ⅰ)が既に算定されている場合であっても、その算定された日を除き、

ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)を算定できる。 

(４) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)を算定する場合、紹介元医師の診療録には、紹介先の病

院において患者の医学管理等を行った事実を記載し、紹介先の病院の診療録には紹介元医師

による医学管理等が行われた旨を記載する。 
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(５) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅱ)は、紹介元医師の属する保険医療機関がハイリスク妊産

婦共同管理料(Ⅰ)を算定した場合に、紹介先の病院において算定する。 

(６) 自院にて診療していた妊産婦の状態に異常が認められたために、他院へ搬送する場合にお

いて、医師が搬送先医療機関まで付き添い、搬送先の病院の医師と共同で医学管理等を行っ

た場合においても算定できる。 

(７) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)は、区分番号「Ｃ００４」救急搬送診療料と併せて算定

することができる。 

Ｂ００５－６ がん治療連携計画策定料、Ｂ００５－６－２ がん治療連携指導料 

(１) がん治療連携計画策定料、がん治療連携指導料は、がん診療連携拠点病院、地域がん診療

病院又は小児がん拠点病院を中心に策定された地域連携診療計画に沿ったがん治療に関わる

医療機関の連携により、がん患者に対して地域における切れ目のない医療が提供されること

を評価したものである。 

(２) 地域連携診療計画は、あらかじめがん診療連携拠点病院等において、がんの種類や治療方

法等ごとに作成され、当該がん診療連携拠点病院等からの退院後の治療を共同して行う複数

の連携保険医療機関との間で共有して活用されるものであり、病名、ステージ、入院中に提

供される治療、退院後、計画策定病院で行う治療内容及び受診の頻度、連携医療機関で行う

治療の内容及び受診の頻度、その他必要な項目が記載されたものであること。 

(３) がん治療連携計画策定料１は、がんと診断され、がんの治療目的に初回に入院した際に、

地域連携診療計画に沿って治療を行うことについて患者の同意を得た上で、地域連携診療計

画に基づく個別の患者ごとの治療計画を作成するとともに、説明し、それを文書にて患者又

は家族に提供した場合に、退院時又は退院した日から起算して 30日以内に計画策定病院にお

いて算定する。その際、患者に交付した治療計画書の写しを診療録に添付すること。 

(４) がん治療連携計画策定料１は、病理診断の結果が出ない又は退院後一定期間の外来診療を

必要とする等の理由で、個別の患者の治療計画を入院中に策定できない場合であっても、退

院した日から起算して 30日以内に速やかに個別の治療計画を策定するとともに、文書にて患

者又は家族に提供した場合にあっては、算定可能とする。その際、交付した治療計画書の写

しを診療録に添付すること。 

(５) 計画策定病院は、治療計画に基づき、患者に対して治療を提供するとともに、患者の同意

を得て、適切に連携医療機関と情報共有を図るとともに、必要に応じて適宜治療計画を見直

すものとする。なお、がん治療連携計画策定料２は、当該患者の状態の変化等により連携医

療機関から紹介を受け、当該患者を診療した上で、当該患者の治療計画を変更し、患者又は

その家族等に説明するとともに、文書にて提供した場合に計画策定病院において算定する

（連携医療機関において区分番号「Ｂ００５－６－２」がん治療連携指導料を算定している

患者に限る。）。その際、交付した治療計画書の写しを診療録に添付すること。 

(６) がん治療連携指導料は、連携医療機関において、患者ごとに作成された治療計画に基づく

診療を提供し、計画策定病院に対し患者の診療に関する情報提供をした際に算定する。計画

策定病院に対する情報提供の頻度は、基本的には治療計画に記載された頻度に基づくものと

するが、患者の状態の変化等により、計画策定病院に対し治療方針等につき、相談・変更が

必要となった際に情報提供を行った際にも算定できるものである。 

(７) がん治療連携計画策定料又はがん治療連携指導料を算定した場合は、区分番号「Ａ２４６」
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Ｂ００５－１－３ 介護保険リハビリテーション移行支援料 

(１) 介護保険リハビリテーション移行支援料は、維持期のリハビリテーション（区分番号「Ｈ

００１」脳血管疾患等リハビリテーション料の「注４」、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症

候群リハビリテーション料の「注４」及び区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション

料の「注４」に規定するものをいう。）を受けている入院中の患者以外の者に対して、患者

の同意を得て、介護保険によるリハビリテーション（介護保険法第８条第５項に規定する訪

問リハビリテーション、同法第８条第８項に規定する通所リハビリテーション、同法第８条

の２第４項に規定する介護予防訪問リハビリテーション又は同法第８条の２第６項に規定す

る介護予防通所リハビリテーションをいう。）へ移行するため、居宅介護支援事業者等の介

護支援専門員（ケアマネジャー）及び必要に応じて、介護保険によるリハビリテーションを

当該患者に対して提供する事業所の従事者と連携し、介護サービス計画書（ケアプラン）作

成を支援した上で、介護保険によるリハビリテーションを開始し、維持期のリハビリテーシ

ョンを終了した場合に、患者１人につき１回に限り算定できる。なお、維持期のリハビリテ

ーションと介護保険によるリハビリテーションを併用して行うことができる２月間（「医療

保険と介護保険の給付調整に関する留意事項及び医療保険と介護保険の相互に関連する事項

等について」（平成 28 年３月 25 日保医発 0325 第８号）の第４の 10 に規定する２月間をい

う。）は、当該支援料を算定できない。 

(２) 患者の同意を得た上で、介護支援専門員より情報提供を受け、介護サービス計画書（ケア

プラン）の写しを診療録等に添付するとともに、診療報酬明細書の摘要欄に当該患者が介護

保険によるリハビリテーションを開始した日及び維持期のリハビリテーションを終了した日

を記載する。 

(３) 当該患者が、当該医療機関内で維持期のリハビリテーションから介護保険によるリハビリ

テーションに移行した場合は算定できない。 

Ｂ００５－２、Ｂ００５－３、Ｂ００５－３－２ 削除 

Ｂ００５－４ ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)、Ｂ００５－５ ハイリスク妊産婦共同管理料

(Ⅱ) 

(１) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)は、診療に基づき患者を紹介した医師（以下この項にお

いて「紹介元医師」という。）が、当該患者が入院中である紹介先の病院に赴き、紹介先の

病院の医師と共同で、医学管理等を行った場合に患者１人につき１回に限り、算定できるも

のであり、その算定は紹介元医師が属する保険医療機関において行う。 

(２) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)を算定した場合は、区分番号「Ａ００１」再診料、区分

番号「Ａ００２」外来診療料、区分番号「Ｃ０００」往診料及び区分番号「Ｃ００１」在宅

患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」等は算定できない。 

(３) 紹介元医師による紹介に基づき紹介先の病院に入院している患者に対して、当該紹介元医

師が病院に赴き診療、指導等を行った場合において、その患者について、区分番号「Ｂ００

９」診療情報提供料(Ⅰ)が既に算定されている場合であっても、その算定された日を除き、

ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)を算定できる。 

(４) ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)を算定する場合、紹介元医師の診療録には、紹介先の病

院において患者の医学管理等を行った事実を記載し、紹介先の病院の診療録には紹介元医師

による医学管理等が行われた旨を記載する。 
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成）し、説明し、それを文書にて患者又は家族等に提供した場合であって、紹介を受けた他

の保険医療機関に対して文書にて報告した場合に、１人につき１回に限り算定する。なお、

患者に交付した文書の写しを診療録等に添付すること。 

(２) 「注１」に規定する認知症療養計画は、「別紙様式 32」及び「別紙様式 32 の２」又はこ

れらに準じて作成された、病名、検査結果、症状の評価（認知機能（ＭＭＳＥ、ＨＤＳ－Ｒ

等）、生活機能（ＡＤＬ、ＩＡＤＬ等）、行動・心理症状（ＮＰＩ、ＤＢＤ等）等）、家族

又は介護者等による介護の状況（介護負担度の評価（ＮＰＩ等）等）、治療計画（受診頻度、

内服薬の調整等）、必要と考えられる医療連携や介護サービス、緊急時の対応、その他必要

な項目が記載されたものであり、認知症に係る専門知識を有する多職種が連携していること

が望ましい。認知症専門診断管理料１を算定するに当たり文書にて報告した他の保険医療機

関と定期的に診療情報等の共有を図ることが望ましい。 

(３) 認知症専門診断管理料２は、基幹型又は地域型認知症疾患医療センターが認知症の症状が

増悪した患者に対して、患者又は家族等の同意を得た上で、今後の療養計画等を説明し、そ

れを文書にて患者又は家族等に提供した場合であって、紹介を受けた他の保険医療機関に対

して文書にて報告した場合に、患者１人につき３月に１回に限り算定する。なお、患者に交

付した文書の写しを診療録に添付すること。 

Ｂ００５－７－２ 認知症療養指導料 

(１) 認知症療養指導料は、保険医療機関が認知症の患者に対して、認知症療養計画に基づき、

症状の定期的な評価（認知機能（ＭＭＳＥ、ＨＤＳ－Ｒ等）、生活機能（ＡＤＬ、ＩＡＤＬ

等）、行動・心理症状（ＮＰＩ、ＤＢＤ等）等）、家族又は介護者等による介護の状況（介

護負担度の評価（ＮＰＩ等））の定期的な評価、抗認知症薬等の効果や副作用の有無等の定

期的な評価等を行い、診療録にその要点を記載し、療養指導を行うこと。 

(２) 「１」については、認知症疾患医療センターで認知症と診断された患者について、当該認

知症疾患医療センターにおいて作成された認知症療養計画に基づき、(１)に規定する定期的

な評価等を行った場合に算定する。 

(３) 「２」については、認知症の患者であって、病状悪化や介護負担の増大等が生じたものに

ついて、療養に係る助言を得ることを目的に、地域において認知症患者に対する支援体制の

確保に協力している認知症サポート医に紹介した場合であって、当該認知症サポート医の助

言を受けて、認知症に係る療養計画を作成した上で、(１)に規定する定期的な評価等を行っ

た場合に算定する。ただし、当該認知症サポート医からの文書により、当該認知症サポート

医が区分番号「Ｂ００５－７－３」認知症サポート指導料を算定していることが明らかな場

合に限る。また、認知症に係る療養計画については診療録に記載すること。 

(４) 「３」については、初めて認知症と診断された患者又は認知症の患者であって病状悪化や

介護負担の増大等が生じたものに対し、地域において認知症患者に対する支援体制の確保に

協力している認知症サポート医が、「別紙様式 32」及び「別紙様式 32 の２」又はこれらに

準じて認知症療養計画を作成した上で、(１)に規定する定期的な評価等を行った場合に算定

する。 

(５) 地域において認知症患者に対する支援体制の確保に協力している認知症サポート医とは、

アに加え、イ又はウのいずれかを満たす医師をいう。 

ア 国立研究開発法人国立長寿医療研究センターが都道府県又は指定都市の委託を受けて実
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入退院支援加算の注４及び区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料（Ⅰ）の注 16に規定する地

域連携診療計画加算は算定できない。 

Ｂ００５－６－３ がん治療連携管理料 

(１) がん治療連携管理料は、がんの集学的治療、緩和ケアの提供、地域医療との連携、専門医

師その他の専門の医療従事者の配置、院内がん登録の適切な実施、相談支援センター等の体

制を備えた、がん診療連携拠点病院、地域がん診療病院又は小児がん拠点病院として指定さ

れた病院を評価したものである。 

(２) 別の保険医療機関又は健康診断を実施した医療機関の医師により、悪性腫瘍の疑いがある

とされた患者（最終的に悪性腫瘍と診断された患者に限る。）又は悪性腫瘍と診断された患

者に対し、がん治療連携管理料の「１」についてはこれらの保険医療機関等から紹介を受け

たがん診療連携拠点病院が、がん治療連携管理料の「２」についてはこれらの保険医療機関

等から紹介を受けた地域がん診療病院が、外来における化学療法又は放射線治療を行った場

合に、患者１人につき１回に限り所定点数を算定する。 

(３) がん治療連携管理料の「３」は、別の保険医療機関又は健康診断を実施した医療機関の医

師により、悪性腫瘍の疑いがあるとされた小児の患者（最終的に悪性腫瘍と診断された患者

に限る。）又は悪性腫瘍と診断された小児の患者に対し、これらの保険医療機関等から紹介

を受けた小児がん拠点病院が、外来における化学療法又は放射線治療を行った場合に、患者

１人につき１回に限り所定点数を算定する。 

(４) 当該管理料の対象患者は、(２)に定める患者であり、悪性腫瘍以外の疾患で別の保険医療

機関から紹介を受け、当該がん診療連携拠点病院において悪性腫瘍と診断された患者は含ま

れない。 

(５) がん治療連携管理料を算定した場合は、区分番号「Ａ２３２」がん拠点病院加算は算定で

きない。 

Ｂ００５－６－４ 外来がん患者在宅連携指導料 

(１) 外来がん患者在宅連携指導料は、進行がん患者の緩和ケアに係る外来から在宅への切れ目

のない移行を図り、在宅において質の高い緩和ケアを提供する体制を実現するため、進行が

ん患者に対して外来で化学療法又は緩和ケアを行う保険医療機関が、当該患者を在宅で緩和

ケアを実施する別の保険医療機関に適切な時期に紹介することを評価したものである。 

(２) 外来がん患者在宅連携指導料を算定する保険医療機関においては、在宅での緩和ケアを行

う保険医療機関や訪問看護ステーションと連携関係を構築するとともに、そのリストを整備

し、患者の特性や居住する地域に応じて患者に紹介できる体制を確保する。 

(３) 進行がん患者に対して外来で化学療法又は緩和ケアを提供する病院は、当該患者の病状が

進行した際に在宅で緩和ケアを実施する体制を早期に整えることのできるよう、外来におい

て化学療法等を実施している段階から、在宅で実施することが見込まれる緩和ケア及び見込

まれる予後等について十分に患者に説明し、患者の同意を得た上で、在宅で緩和ケアを実施

する保険医療機関を紹介する。 

Ｂ００５－７ 認知症専門診断管理料 

(１) 認知症専門診断管理料１は、基幹型、地域型又は連携型認知症疾患医療センターが他の保

険医療機関から紹介された患者に対して、患者又は家族等の同意を得た上で、認知症の鑑別

診断を行った上で療養方針を決定（認知症と診断された患者については認知症療養計画を作
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成）し、説明し、それを文書にて患者又は家族等に提供した場合であって、紹介を受けた他

の保険医療機関に対して文書にて報告した場合に、１人につき１回に限り算定する。なお、

患者に交付した文書の写しを診療録等に添付すること。 

(２) 「注１」に規定する認知症療養計画は、「別紙様式 32」及び「別紙様式 32 の２」又はこ

れらに準じて作成された、病名、検査結果、症状の評価（認知機能（ＭＭＳＥ、ＨＤＳ－Ｒ

等）、生活機能（ＡＤＬ、ＩＡＤＬ等）、行動・心理症状（ＮＰＩ、ＤＢＤ等）等）、家族

又は介護者等による介護の状況（介護負担度の評価（ＮＰＩ等）等）、治療計画（受診頻度、

内服薬の調整等）、必要と考えられる医療連携や介護サービス、緊急時の対応、その他必要

な項目が記載されたものであり、認知症に係る専門知識を有する多職種が連携していること

が望ましい。認知症専門診断管理料１を算定するに当たり文書にて報告した他の保険医療機

関と定期的に診療情報等の共有を図ることが望ましい。 

(３) 認知症専門診断管理料２は、基幹型又は地域型認知症疾患医療センターが認知症の症状が

増悪した患者に対して、患者又は家族等の同意を得た上で、今後の療養計画等を説明し、そ

れを文書にて患者又は家族等に提供した場合であって、紹介を受けた他の保険医療機関に対

して文書にて報告した場合に、患者１人につき３月に１回に限り算定する。なお、患者に交

付した文書の写しを診療録に添付すること。 

Ｂ００５－７－２ 認知症療養指導料 

(１) 認知症療養指導料は、保険医療機関が認知症の患者に対して、認知症療養計画に基づき、

症状の定期的な評価（認知機能（ＭＭＳＥ、ＨＤＳ－Ｒ等）、生活機能（ＡＤＬ、ＩＡＤＬ

等）、行動・心理症状（ＮＰＩ、ＤＢＤ等）等）、家族又は介護者等による介護の状況（介

護負担度の評価（ＮＰＩ等））の定期的な評価、抗認知症薬等の効果や副作用の有無等の定

期的な評価等を行い、診療録にその要点を記載し、療養指導を行うこと。 

(２) 「１」については、認知症疾患医療センターで認知症と診断された患者について、当該認

知症疾患医療センターにおいて作成された認知症療養計画に基づき、(１)に規定する定期的

な評価等を行った場合に算定する。 

(３) 「２」については、認知症の患者であって、病状悪化や介護負担の増大等が生じたものに

ついて、療養に係る助言を得ることを目的に、地域において認知症患者に対する支援体制の

確保に協力している認知症サポート医に紹介した場合であって、当該認知症サポート医の助

言を受けて、認知症に係る療養計画を作成した上で、(１)に規定する定期的な評価等を行っ

た場合に算定する。ただし、当該認知症サポート医からの文書により、当該認知症サポート

医が区分番号「Ｂ００５－７－３」認知症サポート指導料を算定していることが明らかな場

合に限る。また、認知症に係る療養計画については診療録に記載すること。 

(４) 「３」については、初めて認知症と診断された患者又は認知症の患者であって病状悪化や

介護負担の増大等が生じたものに対し、地域において認知症患者に対する支援体制の確保に

協力している認知症サポート医が、「別紙様式 32」及び「別紙様式 32 の２」又はこれらに

準じて認知症療養計画を作成した上で、(１)に規定する定期的な評価等を行った場合に算定

する。 

(５) 地域において認知症患者に対する支援体制の確保に協力している認知症サポート医とは、

アに加え、イ又はウのいずれかを満たす医師をいう。 

ア 国立研究開発法人国立長寿医療研究センターが都道府県又は指定都市の委託を受けて実
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入退院支援加算の注４及び区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料（Ⅰ）の注 16に規定する地

域連携診療計画加算は算定できない。 

Ｂ００５－６－３ がん治療連携管理料 

(１) がん治療連携管理料は、がんの集学的治療、緩和ケアの提供、地域医療との連携、専門医

師その他の専門の医療従事者の配置、院内がん登録の適切な実施、相談支援センター等の体

制を備えた、がん診療連携拠点病院、地域がん診療病院又は小児がん拠点病院として指定さ

れた病院を評価したものである。 

(２) 別の保険医療機関又は健康診断を実施した医療機関の医師により、悪性腫瘍の疑いがある

とされた患者（最終的に悪性腫瘍と診断された患者に限る。）又は悪性腫瘍と診断された患

者に対し、がん治療連携管理料の「１」についてはこれらの保険医療機関等から紹介を受け

たがん診療連携拠点病院が、がん治療連携管理料の「２」についてはこれらの保険医療機関

等から紹介を受けた地域がん診療病院が、外来における化学療法又は放射線治療を行った場

合に、患者１人につき１回に限り所定点数を算定する。 

(３) がん治療連携管理料の「３」は、別の保険医療機関又は健康診断を実施した医療機関の医

師により、悪性腫瘍の疑いがあるとされた小児の患者（最終的に悪性腫瘍と診断された患者

に限る。）又は悪性腫瘍と診断された小児の患者に対し、これらの保険医療機関等から紹介

を受けた小児がん拠点病院が、外来における化学療法又は放射線治療を行った場合に、患者

１人につき１回に限り所定点数を算定する。 

(４) 当該管理料の対象患者は、(２)に定める患者であり、悪性腫瘍以外の疾患で別の保険医療

機関から紹介を受け、当該がん診療連携拠点病院において悪性腫瘍と診断された患者は含ま

れない。 

(５) がん治療連携管理料を算定した場合は、区分番号「Ａ２３２」がん拠点病院加算は算定で

きない。 

Ｂ００５－６－４ 外来がん患者在宅連携指導料 

(１) 外来がん患者在宅連携指導料は、進行がん患者の緩和ケアに係る外来から在宅への切れ目

のない移行を図り、在宅において質の高い緩和ケアを提供する体制を実現するため、進行が

ん患者に対して外来で化学療法又は緩和ケアを行う保険医療機関が、当該患者を在宅で緩和

ケアを実施する別の保険医療機関に適切な時期に紹介することを評価したものである。 

(２) 外来がん患者在宅連携指導料を算定する保険医療機関においては、在宅での緩和ケアを行

う保険医療機関や訪問看護ステーションと連携関係を構築するとともに、そのリストを整備

し、患者の特性や居住する地域に応じて患者に紹介できる体制を確保する。 

(３) 進行がん患者に対して外来で化学療法又は緩和ケアを提供する病院は、当該患者の病状が

進行した際に在宅で緩和ケアを実施する体制を早期に整えることのできるよう、外来におい

て化学療法等を実施している段階から、在宅で実施することが見込まれる緩和ケア及び見込

まれる予後等について十分に患者に説明し、患者の同意を得た上で、在宅で緩和ケアを実施

する保険医療機関を紹介する。 

Ｂ００５－７ 認知症専門診断管理料 

(１) 認知症専門診断管理料１は、基幹型、地域型又は連携型認知症疾患医療センターが他の保

険医療機関から紹介された患者に対して、患者又は家族等の同意を得た上で、認知症の鑑別

診断を行った上で療養方針を決定（認知症と診断された患者については認知症療養計画を作
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ずると見込まれるもの 

(３) 排尿ケアチーム及び当該患者の診療を担う医師又は看護師等は、共同して、入院中に策定

した包括的排尿ケアの計画に基づき包括的排尿ケアを実施し、定期的に評価を行う。必要に

応じて排尿ケアチームが当該計画の見直しを行う。 

(４) (３)について、診療録等に記載する。なお、見直した計画については、計画書を診療録等

に添付にすることとしても差し支えない。 

(５) 当該指導料を算定するに当たっては、排尿ケアチームが当該患者の状況を評価する等の関

与を行い、かつ、排尿ケアチーム、当該患者の診療を担う医師又は当該医師の指示を受けた

看護師等が、包括的排尿ケアの計画に基づいて患者に対し直接的な指導又は援助を行うこと。

当該指導料は、週１回に限り、排尿自立支援加算を算定した期間と通算して計 12 週を限度

として算定できる。 

Ｂ００５－10 ハイリスク妊産婦連携指導料１ 

(１) 「注１」に規定する精神疾患を有する妊婦又は出産後２月以内である患者とは、当該保険

医療機関で精神療法が実施されている患者又は他の保険医療機関で精神療法が実施されてい

る患者であって当該保険医療機関に対して診療情報が文書により提供されているものに限る。 

(２) 精神療法が他の保険医療機関で実施されている場合については、患者の同意を得て、当該

他の保険医療機関との間で当該患者に係る診療情報が相互かつ定期的に提供されていること。 

(３) 必要に応じて小児科と適切に連携して診療する体制を有していること。 

(４) 産科又は産婦人科を担当する医師又は当該医師の指示を受けた保健師、助産師若しくは看

護師が、概ね月に１回の頻度で、患者の心理的不安を軽減するための面接及び療養上の指導

を行うこと。 

(５) 当該患者への診療方針などに係るカンファレンスが概ね２か月に１回の頻度で開催されて

おり、当該患者の診療を担当する産科又は産婦人科を担当する医師、保健師、助産師又は看

護師、当該患者の診療を担当する精神科又は心療内科を担当する医師、保健師又は看護師並

びに必要に応じて精神保健福祉士、社会福祉士、公認心理師、市町村若しくは都道府県（以

下区分番号「Ｂ００５－10－２」において「市町村等」という。）の担当者等が参加してい

ること。 

(６) (５)のカンファレンスは、初回は関係者全員が一堂に会し実施すること。２回目以降につ

いても、関係者全員が一堂に会し実施することが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を

用いて実施した場合でも算定可能である。なお、(５)のカンファレンスにおいて、ビデオ通

話が可能な機器を用いる場合、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、

患者の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システム

と共通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省

「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(７) (５)のカンファレンスに市町村等の担当者が参加しなかった場合は、その都度、患者の同

意を得た上で、市町村等の担当者にその結果を文書により情報提供すること。 

(８) 当該患者について、出産後の養育について支援を行うことが必要と認められる場合、その

旨を患者に説明し、当該患者の同意を得た上で、市町村等に相談し、情報提供を行うこと。 

(９) 以上の実施に当たっては、日本産婦人科医会が作成した「妊産婦メンタルヘルスケアマニ

ュアル～産後ケアへの切れ目のない支援に向けて～」を参考にすること。 

 - 159 - 

施する認知症サポート医養成研修を修了した医師であること。 

イ 直近 1 年間に、「認知症初期集中支援チーム」等、市区町村が実施する認知症施策に協

力している実績があること。 

ウ 直近 1 年間に、都道府県医師会又は指定都市医師会を単位とした、かかりつけ医等を対

象とした認知症対応力の向上を図るための研修の講師を務めた実績があること 

Ｂ００５－７－３ 認知症サポート指導料 

(１) 認知症サポート指導料は、地域において認知症患者に対する支援体制の確保に協力してい

る認知症サポート医が、他の保険医療機関から紹介された認知症の患者に対して、患者又は

家族等の同意を得た上で、患者又は家族等に文書を用いて療養上の指導を行うとともに、今

後の療養方針について、紹介を受けた他の保険医療機関に対して文書にて助言を行った場合

に、１人につき６月に１回に限り算定する。なお、患者及び紹介を受けた他の医療機関に交

付した文書の写しを診療録に添付すること。 

(２) 地域において認知症患者に対する支援体制の確保に協力している認知症サポート医につい

ては、「Ｂ００５－７－２」認知症療養指導料の例による。 

(３) 紹介を受けた他の保険医療機関に対して助言を行う文書において、認知症サポート指導料

を算定した患者である旨を記載すること。 

Ｂ００５－８ 肝炎インターフェロン治療計画料 

(１) 肝炎インターフェロン治療計画料は、インターフェロン治療を受ける肝炎患者に対して、

治療計画に沿って治療を行うことについて患者の同意を得た上で、治療計画を作成し、副作

用等を含めて患者に説明し、文書により提供するとともに、地域で連携して当該インターフ

ェロン治療を行う保険医療機関に当該患者に係る治療計画及び診療情報を文書により提供し

た場合に、１人につき１回に限り算定する。患者に交付した治療計画書の写しを診療録に添

付すること。 

(２) 治療計画の策定に当たっては、患者の求めに応じて夜間や休日に診療を行っている医療機

関を紹介するなど、当該患者が長期の治療を継続できるよう配慮を行うこと。 

(３) 入院中の患者については退院時に算定すること。 

Ｂ００５－９ 外来排尿自立指導料 

(１) 外来排尿自立指導料は、当該保険医療機関に排尿に関するケアに係る専門的知識を有した

多職種からなるチーム（以下「排尿ケアチーム」という。）を設置し、入院中から当該患者

の排尿自立の可能性及び下部尿路機能を評価し、排尿誘導等の保存療法、リハビリテーショ

ン、薬物療法等を組み合わせるなど、下部尿路機能の回復のための包括的なケア（以下「包

括的排尿ケア」という。）を実施していた患者に対して、入院中に退院後の包括的排尿ケア

の必要性を認めた場合に、外来において、引き続き包括的排尿ケアを実施することを評価す

るものである。 

(２) 当該指導料は、当該保険医療機関の入院中に区分番号「Ａ２５１」排尿自立支援加算を算

定し、かつ、退院後に継続的な包括的排尿ケアの必要があると認めたものであって、次のい

ずれかに該当する者について算定できる。なお、排尿自立支援加算に規定するとおり、退院

後に継続的な包括的排尿ケアの必要があると認めた旨を診療録等に記載していること。 

ア 尿道カテーテル抜去後に、尿失禁、尿閉等の下部尿路機能障害の症状を有するもの 

イ 尿道カテーテル留置中の患者であって、尿道カテーテル抜去後に下部尿路機能障害を生
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ずると見込まれるもの 

(３) 排尿ケアチーム及び当該患者の診療を担う医師又は看護師等は、共同して、入院中に策定

した包括的排尿ケアの計画に基づき包括的排尿ケアを実施し、定期的に評価を行う。必要に

応じて排尿ケアチームが当該計画の見直しを行う。 

(４) (３)について、診療録等に記載する。なお、見直した計画については、計画書を診療録等

に添付にすることとしても差し支えない。 

(５) 当該指導料を算定するに当たっては、排尿ケアチームが当該患者の状況を評価する等の関

与を行い、かつ、排尿ケアチーム、当該患者の診療を担う医師又は当該医師の指示を受けた

看護師等が、包括的排尿ケアの計画に基づいて患者に対し直接的な指導又は援助を行うこと。

当該指導料は、週１回に限り、排尿自立支援加算を算定した期間と通算して計 12 週を限度

として算定できる。 

Ｂ００５－10 ハイリスク妊産婦連携指導料１ 

(１) 「注１」に規定する精神疾患を有する妊婦又は出産後２月以内である患者とは、当該保険

医療機関で精神療法が実施されている患者又は他の保険医療機関で精神療法が実施されてい

る患者であって当該保険医療機関に対して診療情報が文書により提供されているものに限る。 

(２) 精神療法が他の保険医療機関で実施されている場合については、患者の同意を得て、当該

他の保険医療機関との間で当該患者に係る診療情報が相互かつ定期的に提供されていること。 

(３) 必要に応じて小児科と適切に連携して診療する体制を有していること。 

(４) 産科又は産婦人科を担当する医師又は当該医師の指示を受けた保健師、助産師若しくは看

護師が、概ね月に１回の頻度で、患者の心理的不安を軽減するための面接及び療養上の指導

を行うこと。 

(５) 当該患者への診療方針などに係るカンファレンスが概ね２か月に１回の頻度で開催されて

おり、当該患者の診療を担当する産科又は産婦人科を担当する医師、保健師、助産師又は看

護師、当該患者の診療を担当する精神科又は心療内科を担当する医師、保健師又は看護師並

びに必要に応じて精神保健福祉士、社会福祉士、公認心理師、市町村若しくは都道府県（以

下区分番号「Ｂ００５－10－２」において「市町村等」という。）の担当者等が参加してい

ること。 

(６) (５)のカンファレンスは、初回は関係者全員が一堂に会し実施すること。２回目以降につ

いても、関係者全員が一堂に会し実施することが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を

用いて実施した場合でも算定可能である。なお、(５)のカンファレンスにおいて、ビデオ通

話が可能な機器を用いる場合、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、

患者の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システム

と共通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省

「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(７) (５)のカンファレンスに市町村等の担当者が参加しなかった場合は、その都度、患者の同

意を得た上で、市町村等の担当者にその結果を文書により情報提供すること。 

(８) 当該患者について、出産後の養育について支援を行うことが必要と認められる場合、その

旨を患者に説明し、当該患者の同意を得た上で、市町村等に相談し、情報提供を行うこと。 

(９) 以上の実施に当たっては、日本産婦人科医会が作成した「妊産婦メンタルヘルスケアマニ

ュアル～産後ケアへの切れ目のない支援に向けて～」を参考にすること。 
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施する認知症サポート医養成研修を修了した医師であること。 

イ 直近 1 年間に、「認知症初期集中支援チーム」等、市区町村が実施する認知症施策に協

力している実績があること。 

ウ 直近 1 年間に、都道府県医師会又は指定都市医師会を単位とした、かかりつけ医等を対

象とした認知症対応力の向上を図るための研修の講師を務めた実績があること 

Ｂ００５－７－３ 認知症サポート指導料 

(１) 認知症サポート指導料は、地域において認知症患者に対する支援体制の確保に協力してい

る認知症サポート医が、他の保険医療機関から紹介された認知症の患者に対して、患者又は

家族等の同意を得た上で、患者又は家族等に文書を用いて療養上の指導を行うとともに、今

後の療養方針について、紹介を受けた他の保険医療機関に対して文書にて助言を行った場合

に、１人につき６月に１回に限り算定する。なお、患者及び紹介を受けた他の医療機関に交

付した文書の写しを診療録に添付すること。 

(２) 地域において認知症患者に対する支援体制の確保に協力している認知症サポート医につい

ては、「Ｂ００５－７－２」認知症療養指導料の例による。 

(３) 紹介を受けた他の保険医療機関に対して助言を行う文書において、認知症サポート指導料

を算定した患者である旨を記載すること。 

Ｂ００５－８ 肝炎インターフェロン治療計画料 

(１) 肝炎インターフェロン治療計画料は、インターフェロン治療を受ける肝炎患者に対して、

治療計画に沿って治療を行うことについて患者の同意を得た上で、治療計画を作成し、副作

用等を含めて患者に説明し、文書により提供するとともに、地域で連携して当該インターフ

ェロン治療を行う保険医療機関に当該患者に係る治療計画及び診療情報を文書により提供し

た場合に、１人につき１回に限り算定する。患者に交付した治療計画書の写しを診療録に添

付すること。 

(２) 治療計画の策定に当たっては、患者の求めに応じて夜間や休日に診療を行っている医療機

関を紹介するなど、当該患者が長期の治療を継続できるよう配慮を行うこと。 

(３) 入院中の患者については退院時に算定すること。 

Ｂ００５－９ 外来排尿自立指導料 

(１) 外来排尿自立指導料は、当該保険医療機関に排尿に関するケアに係る専門的知識を有した

多職種からなるチーム（以下「排尿ケアチーム」という。）を設置し、入院中から当該患者

の排尿自立の可能性及び下部尿路機能を評価し、排尿誘導等の保存療法、リハビリテーショ

ン、薬物療法等を組み合わせるなど、下部尿路機能の回復のための包括的なケア（以下「包

括的排尿ケア」という。）を実施していた患者に対して、入院中に退院後の包括的排尿ケア

の必要性を認めた場合に、外来において、引き続き包括的排尿ケアを実施することを評価す

るものである。 

(２) 当該指導料は、当該保険医療機関の入院中に区分番号「Ａ２５１」排尿自立支援加算を算

定し、かつ、退院後に継続的な包括的排尿ケアの必要があると認めたものであって、次のい

ずれかに該当する者について算定できる。なお、排尿自立支援加算に規定するとおり、退院

後に継続的な包括的排尿ケアの必要があると認めた旨を診療録等に記載していること。 

ア 尿道カテーテル抜去後に、尿失禁、尿閉等の下部尿路機能障害の症状を有するもの 

イ 尿道カテーテル留置中の患者であって、尿道カテーテル抜去後に下部尿路機能障害を生
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いて、あらかじめ患者に説明し同意を得ること。 

(３) 遠隔連携診療料が算定可能な患者は、難病の患者に対する医療等に関する法律第５条第１

項に規定する指定難病又はてんかん（外傷性のてんかんを含む。）の疑いがある患者に限る

こと。 

(４) 他の保険医療機関の医師と連携して診療を行った際には、患者に対面診療を行っている保

険医療機関の医師は、当該診療の内容、診療を行った日、診療時間等の要点を診療録に記載

すること。 

(５) 当該他の保険医療機関は、「都道府県における地域の実情に応じた難病の医療提供体制の

構築について」（平成 29 年４月 14 日健難発 0414 第３号厚生労働省健康局難病対策課長通

知）に規定する難病診療連携拠点病院又は「てんかん地域診療連携体制整備事業の実施につ

いて」（平成 27 年５月 28 日障発 0528 第 1 号）に定めるてんかん診療拠点機関であること。 

(６) 連携して診療を行う他の保険医療機関の医師は、厚生労働省の定める情報通信機器を用い

た診療に係る指針に沿って診療を行うこと。また、当該他の保険医療機関内において診療を

行うこと。 

(７) 事前の診療情報提供については、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料（Ⅰ）は別に算定

できない。 

(８) 当該診療報酬の請求については、対面による診療を行っている保険医療機関が行うものと

し、当該診療報酬の分配は相互の合議に委ねる。 

Ｂ００６ 救急救命管理料 

(１) 保険医療機関に所属する救急救命士に対して、必要な指示等を行った医師の所属する保険

医療機関において算定する。 

(２) 救急救命士の行った処置等の費用は、所定点数に含まれ別に算定できない。 

(３) 救急救命士の所属する保険医療機関と指示等を行った医師の所属する保険医療機関が異な

る場合においても、当該指示等を行った医師の所属する保険医療機関において算定する。 

(４) 医師が救急救命士に指示を行ったのみで、診察をしていない場合には、救急救命管理料の

みを算定し、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料又は区分番号「Ａ

００２」外来診療料は算定できない。 

  Ｂ００６－３ 退院時リハビリテーション指導料 

(１) 退院時リハビリテーション指導料は、入院していた患者の退院に際し、患者の病状、患家

の家屋構造、介護力等を考慮しながら、患者又はその家族等退院後患者の看護に当たる者に

対して、リハビリテーションの観点から退院後の療養上必要と考えられる指導を行った場合

に算定する。 

(２) 退院時リハビリテーション指導料は、指導を行った者及び指導を受けたものが患者又はそ

の家族等であるかの如何を問わず、退院日に１回に限り算定する。 

(３) 当該患者の入院中主として医学的管理を行った医師又はリハビリテーションを担当した医

師が、患者の退院に際し、指導を行った場合に算定する。なお、医師の指示を受けて、保険

医療機関の理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が保健師、看護師、社会福祉士、精神保

健福祉士とともに指導を行った場合にも算定できる。 

(４) 指導の内容は、患者の運動機能及び日常生活動作能力の維持及び向上を目的として行う体

位変換、起座又は離床訓練、起立訓練、食事訓練、排泄訓練、生活適応訓練、基本的対人関
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(10) 当該連携指導料を算定する場合は、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料(Ⅰ)は別に算定

できないこと。 

Ｂ００５－10－２ ハイリスク妊産婦連携指導料２ 

(１) 「注１」に規定する精神疾患を有する妊婦又は出産後６月以内である患者とは、当該保険

医療機関で精神療法が実施されている患者に限る。 

(２) 産科又は産婦人科に係る診療が他の保険医療機関で実施されている場合については、患者

の同意を得て、当該他の保険医療機関との間で当該患者に係る診療情報が相互かつ定期的に

提供されていること。特に、向精神薬が投与されている患者については、当該薬剤が妊娠、

出産等に与える影響等の情報について、当該他の保険医療機関に対し適切に提供しているこ

と。 

(３) 必要に応じて小児科と適切に連携して診療する体制を有していること。 

(４) 精神科又は心療内科を担当する医師が、精神疾患及びその治療による妊娠、出産等への影

響について患者に説明し、療養上の指導を行うこと。 

(５) 当該患者への診療方針などに係るカンファレンスが概ね２か月に１回の頻度で開催されて

おり、当該患者の診療を担当する精神科又は心療内科を担当する医師、保健師又は看護師、

当該患者の診療を担当する産科又は産婦人科を担当する医師、保健師、助産師又は看護師並

びに必要に応じて精神保健福祉士、社会福祉士、公認心理師、市町村等の担当者等が参加し

ていること。なお、出産後、産科又は産婦人科による医学的な管理が終了した場合について

は、当該カンファレンスへの産科又は産婦人科を担当する医師の参加は不要であること。 

(６) (５)のカンファレンスは、初回は関係者全員が一堂に会し実施すること。２回目以降につ

いても、関係者全員が一堂に会し実施することが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を

用いて実施した場合でも算定可能である。なお、(５)のカンファレンスにおいて、ビデオ通

話が可能な機器を用いる場合、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、

患者の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システム

と共通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省

「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(７) (５)のカンファレンスに市町村等の担当者が参加しなかった場合は、その都度、患者の同

意を得た上で、市町村等の担当者にその結果を文書により情報提供すること。 

(８) 当該患者について、出産後の養育について支援を行うことが必要と認められる場合、その

旨を患者に説明し、当該患者の同意を得た上で、市町村等に相談し、情報提供を行うこと。 

(９) 当該連携指導料を算定する場合は、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料(Ⅰ)及び区分番

号「Ｂ０１１」診療情報提供料（Ⅲ）は別に算定できないこと。 

Ｂ００５－11 遠隔連携診療料 

(１) 遠隔連携診療料は難病又はてんかんの診断を行うことを目的として、患者の同意を得て、

難病又はてんかんに関する専門的な診療を行っている他の保険医療機関の医師に事前に診療

情報提供を行った上で、当該患者の来院時に、ビデオ通話が可能な情報通信機器を用いて、

当該他の保険医療機関の医師と連携して診療を行った場合に、患者の診断の確定までの間に

３月に１回に限り算定する。 

(２) 遠隔連携診療料の算定に当たっては、患者に対面診療を行っている保険医療機関の医師が、

他の保険医療機関の医師に診療情報の提供を行い、当該医師と連携して診療を行うことにつ

（ ）（ ） 233232

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



 - 162 - 

いて、あらかじめ患者に説明し同意を得ること。 

(３) 遠隔連携診療料が算定可能な患者は、難病の患者に対する医療等に関する法律第５条第１

項に規定する指定難病又はてんかん（外傷性のてんかんを含む。）の疑いがある患者に限る

こと。 

(４) 他の保険医療機関の医師と連携して診療を行った際には、患者に対面診療を行っている保

険医療機関の医師は、当該診療の内容、診療を行った日、診療時間等の要点を診療録に記載

すること。 

(５) 当該他の保険医療機関は、「都道府県における地域の実情に応じた難病の医療提供体制の

構築について」（平成 29 年４月 14 日健難発 0414 第３号厚生労働省健康局難病対策課長通

知）に規定する難病診療連携拠点病院又は「てんかん地域診療連携体制整備事業の実施につ

いて」（平成 27 年５月 28 日障発 0528 第 1 号）に定めるてんかん診療拠点機関であること。 

(６) 連携して診療を行う他の保険医療機関の医師は、厚生労働省の定める情報通信機器を用い

た診療に係る指針に沿って診療を行うこと。また、当該他の保険医療機関内において診療を

行うこと。 

(７) 事前の診療情報提供については、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料（Ⅰ）は別に算定

できない。 

(８) 当該診療報酬の請求については、対面による診療を行っている保険医療機関が行うものと

し、当該診療報酬の分配は相互の合議に委ねる。 

Ｂ００６ 救急救命管理料 

(１) 保険医療機関に所属する救急救命士に対して、必要な指示等を行った医師の所属する保険

医療機関において算定する。 

(２) 救急救命士の行った処置等の費用は、所定点数に含まれ別に算定できない。 

(３) 救急救命士の所属する保険医療機関と指示等を行った医師の所属する保険医療機関が異な

る場合においても、当該指示等を行った医師の所属する保険医療機関において算定する。 

(４) 医師が救急救命士に指示を行ったのみで、診察をしていない場合には、救急救命管理料の

みを算定し、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料又は区分番号「Ａ

００２」外来診療料は算定できない。 

  Ｂ００６－３ 退院時リハビリテーション指導料 

(１) 退院時リハビリテーション指導料は、入院していた患者の退院に際し、患者の病状、患家

の家屋構造、介護力等を考慮しながら、患者又はその家族等退院後患者の看護に当たる者に

対して、リハビリテーションの観点から退院後の療養上必要と考えられる指導を行った場合

に算定する。 

(２) 退院時リハビリテーション指導料は、指導を行った者及び指導を受けたものが患者又はそ

の家族等であるかの如何を問わず、退院日に１回に限り算定する。 

(３) 当該患者の入院中主として医学的管理を行った医師又はリハビリテーションを担当した医

師が、患者の退院に際し、指導を行った場合に算定する。なお、医師の指示を受けて、保険

医療機関の理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が保健師、看護師、社会福祉士、精神保

健福祉士とともに指導を行った場合にも算定できる。 

(４) 指導の内容は、患者の運動機能及び日常生活動作能力の維持及び向上を目的として行う体

位変換、起座又は離床訓練、起立訓練、食事訓練、排泄訓練、生活適応訓練、基本的対人関
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(10) 当該連携指導料を算定する場合は、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料(Ⅰ)は別に算定

できないこと。 

Ｂ００５－10－２ ハイリスク妊産婦連携指導料２ 

(１) 「注１」に規定する精神疾患を有する妊婦又は出産後６月以内である患者とは、当該保険

医療機関で精神療法が実施されている患者に限る。 

(２) 産科又は産婦人科に係る診療が他の保険医療機関で実施されている場合については、患者

の同意を得て、当該他の保険医療機関との間で当該患者に係る診療情報が相互かつ定期的に

提供されていること。特に、向精神薬が投与されている患者については、当該薬剤が妊娠、

出産等に与える影響等の情報について、当該他の保険医療機関に対し適切に提供しているこ

と。 

(３) 必要に応じて小児科と適切に連携して診療する体制を有していること。 

(４) 精神科又は心療内科を担当する医師が、精神疾患及びその治療による妊娠、出産等への影

響について患者に説明し、療養上の指導を行うこと。 

(５) 当該患者への診療方針などに係るカンファレンスが概ね２か月に１回の頻度で開催されて

おり、当該患者の診療を担当する精神科又は心療内科を担当する医師、保健師又は看護師、

当該患者の診療を担当する産科又は産婦人科を担当する医師、保健師、助産師又は看護師並

びに必要に応じて精神保健福祉士、社会福祉士、公認心理師、市町村等の担当者等が参加し

ていること。なお、出産後、産科又は産婦人科による医学的な管理が終了した場合について

は、当該カンファレンスへの産科又は産婦人科を担当する医師の参加は不要であること。 

(６) (５)のカンファレンスは、初回は関係者全員が一堂に会し実施すること。２回目以降につ

いても、関係者全員が一堂に会し実施することが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を

用いて実施した場合でも算定可能である。なお、(５)のカンファレンスにおいて、ビデオ通

話が可能な機器を用いる場合、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、

患者の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システム

と共通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省

「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(７) (５)のカンファレンスに市町村等の担当者が参加しなかった場合は、その都度、患者の同

意を得た上で、市町村等の担当者にその結果を文書により情報提供すること。 

(８) 当該患者について、出産後の養育について支援を行うことが必要と認められる場合、その

旨を患者に説明し、当該患者の同意を得た上で、市町村等に相談し、情報提供を行うこと。 

(９) 当該連携指導料を算定する場合は、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料(Ⅰ)及び区分番

号「Ｂ０１１」診療情報提供料（Ⅲ）は別に算定できないこと。 

Ｂ００５－11 遠隔連携診療料 

(１) 遠隔連携診療料は難病又はてんかんの診断を行うことを目的として、患者の同意を得て、

難病又はてんかんに関する専門的な診療を行っている他の保険医療機関の医師に事前に診療

情報提供を行った上で、当該患者の来院時に、ビデオ通話が可能な情報通信機器を用いて、

当該他の保険医療機関の医師と連携して診療を行った場合に、患者の診断の確定までの間に

３月に１回に限り算定する。 

(２) 遠隔連携診療料の算定に当たっては、患者に対面診療を行っている保険医療機関の医師が、

他の保険医療機関の医師に診療情報の提供を行い、当該医師と連携して診療を行うことにつ
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係訓練、家屋の適切な改造、患者の介助方法、患者の居住する地域において利用可能な在宅

保健福祉サービスに関する情報提供等に関する指導とする。 

(５) 指導（又は指示）内容の要点を診療録等に記載する。 

(６) 死亡退院の場合は、算定できない。 

Ｂ００７ 退院前訪問指導料 

(１) 退院前訪問指導料は、継続して１月を超えて入院すると見込まれる入院患者の円滑な退院

のため、入院中（外泊時を含む。）又は退院日に患家を訪問し、患者の病状、患家の家屋構

造、介護力等を考慮しながら、患者又はその家族等退院後に患者の看護に当たる者に対して、

退院後の在宅での療養上必要と考えられる指導を行った場合に算定する。なお、入院期間は

暦月で計算する。 

(２) 退院前訪問指導料は、指導の対象が患者又はその家族等であるかの如何を問わず、１回の

入院につき１回を限度として、指導の実施日にかかわらず、退院日に算定する。ただし、入

院後早期（入院後 14日以内とする。）に退院に向けた訪問指導の必要性を認めて訪問指導を

行い、かつ在宅療養に向けた最終調整を目的として再度訪問指導を行う場合に限り、指導の

実施日にかかわらず退院日に２回分を算定する。 

(３) 退院前訪問指導料は、退院して家庭に復帰する患者が算定の対象であり、特別養護老人ホ

ーム等医師又は看護師等が配置されている施設に入所予定の患者は算定の対象としない。 

(４) 医師の指示を受けて保険医療機関の保健師、看護師、理学療法士、作業療法士等が訪問し、

指導を行った場合にも算定できる。 

(５) 指導又は指示内容の要点を診療録等に記載する。 

(６) 退院前訪問指導に当たっては、当該保険医療機関における看護業務等に支障をきたすこと

のないよう留意する。 

(７) 保険医療機関は、退院前訪問指導の実施に当たっては、市町村の実施する訪問指導事業等

関連事業との連携に十分配意する。 

Ｂ００７－２ 退院後訪問指導料 

(１) 退院後訪問指導料は、医療ニーズが高い患者が安心・安全に在宅療養に移行し、在宅療養

を継続できるようにするために、患者が入院していた保険医療機関（以下この区分において

「入院保険医療機関」という。）が退院直後において行う訪問指導を評価するものである。 

(２) 退院後訪問指導料は、入院保険医療機関の医師又は当該医師の指示を受けた当該保険医療

機関の保健師、助産師又は看護師が患家、介護保険施設又は指定障害者支援施設等において

患者又はその家族等の患者の看護に当たる者に対して、在宅での療養上必要な指導を行った

場合に算定する。ただし、介護老人保健施設に入所中又は医療機関に入院中の患者は算定の

対象としない。 

(３) 指導又は指示内容の要点を診療録等に記載する。 

(４) 退院後訪問指導に当たっては、当該保険医療機関における看護業務等に支障をきたすこと

のないよう留意する。 

(５) 「注２」に規定する訪問看護同行加算は、当該患者の在宅療養を担う訪問看護ステーショ

ン又は他の保険医療機関の看護師等と同行して患家等を訪問し、当該看護師等への技術移転

又は療養上必要な指導を行った場合に算定する。 

(６) 退院後訪問指導料を算定した場合は、同一の保険医療機関において、区分番号「Ｉ０１６」
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保健福祉サービスに関する情報提供等に関する指導とする。 

(５) 指導（又は指示）内容の要点を診療録等に記載する。 

(６) 死亡退院の場合は、算定できない。 

Ｂ００７ 退院前訪問指導料 

(１) 退院前訪問指導料は、継続して１月を超えて入院すると見込まれる入院患者の円滑な退院

のため、入院中（外泊時を含む。）又は退院日に患家を訪問し、患者の病状、患家の家屋構

造、介護力等を考慮しながら、患者又はその家族等退院後に患者の看護に当たる者に対して、

退院後の在宅での療養上必要と考えられる指導を行った場合に算定する。なお、入院期間は

暦月で計算する。 

(２) 退院前訪問指導料は、指導の対象が患者又はその家族等であるかの如何を問わず、１回の

入院につき１回を限度として、指導の実施日にかかわらず、退院日に算定する。ただし、入

院後早期（入院後 14日以内とする。）に退院に向けた訪問指導の必要性を認めて訪問指導を

行い、かつ在宅療養に向けた最終調整を目的として再度訪問指導を行う場合に限り、指導の

実施日にかかわらず退院日に２回分を算定する。 

(３) 退院前訪問指導料は、退院して家庭に復帰する患者が算定の対象であり、特別養護老人ホ

ーム等医師又は看護師等が配置されている施設に入所予定の患者は算定の対象としない。 

(４) 医師の指示を受けて保険医療機関の保健師、看護師、理学療法士、作業療法士等が訪問し、

指導を行った場合にも算定できる。 

(５) 指導又は指示内容の要点を診療録等に記載する。 

(６) 退院前訪問指導に当たっては、当該保険医療機関における看護業務等に支障をきたすこと
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(７) 保険医療機関は、退院前訪問指導の実施に当たっては、市町村の実施する訪問指導事業等

関連事業との連携に十分配意する。 

Ｂ００７－２ 退院後訪問指導料 

(１) 退院後訪問指導料は、医療ニーズが高い患者が安心・安全に在宅療養に移行し、在宅療養

を継続できるようにするために、患者が入院していた保険医療機関（以下この区分において

「入院保険医療機関」という。）が退院直後において行う訪問指導を評価するものである。 

(２) 退院後訪問指導料は、入院保険医療機関の医師又は当該医師の指示を受けた当該保険医療

機関の保健師、助産師又は看護師が患家、介護保険施設又は指定障害者支援施設等において

患者又はその家族等の患者の看護に当たる者に対して、在宅での療養上必要な指導を行った

場合に算定する。ただし、介護老人保健施設に入所中又は医療機関に入院中の患者は算定の

対象としない。 

(３) 指導又は指示内容の要点を診療録等に記載する。 

(４) 退院後訪問指導に当たっては、当該保険医療機関における看護業務等に支障をきたすこと

のないよう留意する。 

(５) 「注２」に規定する訪問看護同行加算は、当該患者の在宅療養を担う訪問看護ステーショ

ン又は他の保険医療機関の看護師等と同行して患家等を訪問し、当該看護師等への技術移転

又は療養上必要な指導を行った場合に算定する。 

(６) 退院後訪問指導料を算定した場合は、同一の保険医療機関において、区分番号「Ｉ０１６」
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（厚生労働省）、日本老年医学会の関連ガイドライン（高齢者の安全な薬物療法ガイドライ

ン）等を参考にすること。 

(７) 医師が内服薬を調整するに当たっては、評価した内容や調整の要点を診療録に記載する。 

(８) 当該保険医療機関で区分番号「Ａ２５０」に掲げる薬剤総合評価調整加算又は薬剤総合評

価調整管理料を１年以内に算定した場合においては、前回の算定に当たって減少した後の内

服薬の種類数から更に２種類以上減少しているときに限り新たに算定することができる。 

   Ｂ００９ 診療情報提供料(Ⅰ) 

(１) 診療情報提供料(Ⅰ)は、医療機関間の有機的連携の強化及び医療機関から保険薬局又は保

健・福祉関係機関への診療情報提供機能の評価を目的として設定されたものであり、両者の

患者の診療に関する情報を相互に提供することにより、継続的な医療の確保、適切な医療を

受けられる機会の増大、医療・社会資源の有効利用を図ろうとするものである。 

(２) 保険医療機関が、診療に基づき他の機関での診療の必要性等を認め、患者に説明し、その

同意を得て当該機関に対して、診療状況を示す文書を添えて患者の紹介を行った場合に算定

する。 

(３) 紹介に当たっては、事前に紹介先の機関と調整の上、下記の紹介先機関ごとに定める様式

又はこれに準じた様式の文書に必要事項を記載し、患者又は紹介先の機関に交付する。また、

交付した文書の写しを診療録に添付するとともに、診療情報の提供先からの当該患者に係る

問い合わせに対しては、懇切丁寧に対応するものとする。 

ア イ、ウ及びエ以外の場合        別紙様式 11 又は別紙様式 11 の２ 

イ 市町村又は指定居宅介護支援事業者等  別紙様式 12 から別紙様式 12 の４まで 

ウ 介護老人保健施設又は介護医療院    別紙様式 13 

エ 小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若

しくは中学部             別紙様式 14 

(４) 当該情報を提供する保険医療機関と特別の関係にある機関に情報提供が行われた場合や、

市町村等が開設主体である保険医療機関が当該市町村等に対して情報提供を行った場合は算

定できない。 

(５) Ａ保険医療機関には、検査又は画像診断の設備がないため、Ｂ保険医療機関（特別の関係

にあるものを除く。）に対して、診療状況を示す文書を添えてその実施を依頼した場合には、

診療情報提供料(Ⅰ)は算定できる。 

(６) (５)の場合において、Ｂ保険医療機関が単に検査又は画像診断の設備の提供にとどまる場

合には、Ｂ保険医療機関においては、診療情報提供料(Ⅰ)、初診料、検査料、画像診断料等

は算定できない。なお、この場合、検査料、画像診断料等を算定するＡ保険医療機関との間

で合議の上、費用の精算を行うものとする。 

(７) (５)の場合において、Ｂ保険医療機関が、検査又は画像診断の判読も含めて依頼を受け、

その結果をＡ保険医療機関に文書により回答した場合には、診療情報提供料(Ⅰ)を算定でき

る。なお、この場合に、Ｂ保険医療機関においては、初診料、検査料、画像診断料等を算定

でき、Ａ保険医療機関においては検査料、画像診断料等は算定できない。 

(８) 提供される情報の内容が、患者に対して交付された診断書等であって、当該患者より自費

を徴収している場合、意見書等であって、意見書の交付について診療報酬又は公費で既に相

応の評価が行われている場合には、診療情報提供料(Ⅰ)は算定できない。 
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（厚生労働省）、日本老年医学会の関連ガイドライン（高齢者の安全な薬物療法ガイドライ

ン）等を参考にすること。 

(７) 医師が内服薬を調整するに当たっては、評価した内容や調整の要点を診療録に記載する。 

(８) 当該保険医療機関で区分番号「Ａ２５０」に掲げる薬剤総合評価調整加算又は薬剤総合評

価調整管理料を１年以内に算定した場合においては、前回の算定に当たって減少した後の内

服薬の種類数から更に２種類以上減少しているときに限り新たに算定することができる。 

   Ｂ００９ 診療情報提供料(Ⅰ) 

(１) 診療情報提供料(Ⅰ)は、医療機関間の有機的連携の強化及び医療機関から保険薬局又は保

健・福祉関係機関への診療情報提供機能の評価を目的として設定されたものであり、両者の

患者の診療に関する情報を相互に提供することにより、継続的な医療の確保、適切な医療を

受けられる機会の増大、医療・社会資源の有効利用を図ろうとするものである。 

(２) 保険医療機関が、診療に基づき他の機関での診療の必要性等を認め、患者に説明し、その

同意を得て当該機関に対して、診療状況を示す文書を添えて患者の紹介を行った場合に算定

する。 

(３) 紹介に当たっては、事前に紹介先の機関と調整の上、下記の紹介先機関ごとに定める様式

又はこれに準じた様式の文書に必要事項を記載し、患者又は紹介先の機関に交付する。また、

交付した文書の写しを診療録に添付するとともに、診療情報の提供先からの当該患者に係る

問い合わせに対しては、懇切丁寧に対応するものとする。 

ア イ、ウ及びエ以外の場合        別紙様式 11 又は別紙様式 11 の２ 

イ 市町村又は指定居宅介護支援事業者等  別紙様式 12 から別紙様式 12 の４まで 

ウ 介護老人保健施設又は介護医療院    別紙様式 13 

エ 小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若

しくは中学部             別紙様式 14 

(４) 当該情報を提供する保険医療機関と特別の関係にある機関に情報提供が行われた場合や、

市町村等が開設主体である保険医療機関が当該市町村等に対して情報提供を行った場合は算

定できない。 

(５) Ａ保険医療機関には、検査又は画像診断の設備がないため、Ｂ保険医療機関（特別の関係

にあるものを除く。）に対して、診療状況を示す文書を添えてその実施を依頼した場合には、

診療情報提供料(Ⅰ)は算定できる。 

(６) (５)の場合において、Ｂ保険医療機関が単に検査又は画像診断の設備の提供にとどまる場

合には、Ｂ保険医療機関においては、診療情報提供料(Ⅰ)、初診料、検査料、画像診断料等

は算定できない。なお、この場合、検査料、画像診断料等を算定するＡ保険医療機関との間

で合議の上、費用の精算を行うものとする。 

(７) (５)の場合において、Ｂ保険医療機関が、検査又は画像診断の判読も含めて依頼を受け、

その結果をＡ保険医療機関に文書により回答した場合には、診療情報提供料(Ⅰ)を算定でき

る。なお、この場合に、Ｂ保険医療機関においては、初診料、検査料、画像診断料等を算定

でき、Ａ保険医療機関においては検査料、画像診断料等は算定できない。 

(８) 提供される情報の内容が、患者に対して交付された診断書等であって、当該患者より自費

を徴収している場合、意見書等であって、意見書の交付について診療報酬又は公費で既に相

応の評価が行われている場合には、診療情報提供料(Ⅰ)は算定できない。 

（ ）（ ） 237236

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



 - 168 - 

険薬局の保険薬剤師が、訪問薬剤管理指導を行う場合であって、当該患者又はその看護等に

当たる者の同意を得た上で、当該保険薬局に対して処方箋又はその写しに添付して、当該患

者の訪問薬剤管理指導に必要な診療情報を提供した場合に算定する。この場合において、交

付した文書の他、処方箋の写しを診療録に添付する。 

なお、処方箋による訪問薬剤管理指導の依頼のみの場合は診療情報提供料(Ⅰ)は算定でき

ない。 

(14) 「注４」については、精神障害者である患者であって、次に掲げる施設に入所している患

者又は介護老人保健施設（当該保険医療機関と同一の敷地内にある介護老人保健施設その他

これに準ずる介護老人保健施設を除く。「注５」において同じ。）に入所している患者の診

療を行っている保険医療機関が、診療の結果に基づき、患者の同意を得て、当該患者が入所

しているこれらの施設に対して文書で診療情報を提供した場合に算定する。 

ア グループホーム（障害者総合支援法第５条第 17 項に規定する共同生活援助を行う事業

所をいう。） 

イ 障害者支援施設（障害者総合支援法第５条第 11 項に規定する障害者支援施設をいい、

日中活動として同条第７項に規定する生活介護を行うものを除く。） 

ウ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行規則（平成 18 年厚

生労働省令第 19 号）第６条の７第２号に規定する自立訓練（生活訓練）を行う事業所 

エ 障害者総合支援法第５条第 13 項に規定する就労移行支援を行う事業所 

オ 障害者総合支援法第５条第 14 項に規定する就労継続支援を行う事業所 

カ 障害者総合支援法第５条第 28 項に規定する福祉ホーム 

(15) 「注６」に掲げる「認知症に関する専門の保険医療機関等」とは、「認知症施策等総合支

援事業の実施について」（平成 26 年７月９日老発 0709 第３号（一部改正、平成 27 年６月 2

6 日老発 0626 第３号）老健局長通知）に規定されている認知症疾患医療センターであるこ

と。  

(16) 「注７」については、児童福祉法第 56 条の６第２項に規定する、人工呼吸器を装着している

障害児その他の日常生活を営むために医療を要する状態にある障害児である患者について、当

該患者が通学する学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第１条に規定する小学校、中学校、義

務教育学校、中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若しくは中学部（以下「義務

教育諸学校」という。）の学校医等に対して、当該義務教育諸学校において当該患者が生活す

るにあたり看護職員が実施する診療の補助に係る行為について、学校医等が指導、助言等を行

うに当たり必要な診療情報を提供した場合に算定する。 

(17) 「注７」に掲げる「学校医等」とは、当該義務教育諸学校の学校医又は義務教育諸学校が医

療的ケアについて助言や指導を得るために委嘱する医師をいう。 

(18) 「注７」については、当該保険医療機関の主治医と学校医等が同一の場合は算定できない。 

(19) 「注８」に掲げる退院患者の紹介に当たっては、心電図、脳波、画像診断の所見等診療上

必要な検査結果、画像情報等及び退院後の治療計画等を添付すること。また、添付した写し

又はその内容を診療録に添付又は記載すること。なお、算定対象が介護老人保健施設又は介

護医療院である場合は、当該加算を算定した患者にあっては、その後６か月間、当該加算は

算定できない。 

(20) 「注９」の加算は、区分番号「Ｂ００５―４」ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)が算定さ
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(９) 下記のア、イの場合については、患者１人につき月１回に限り、所定点数を算定する。ま

た、いずれの場合も診療情報の提供に当たって交付した文書の写しを診療録に添付する。 

ア 区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者

訪問診療料(Ⅱ)を算定すべき訪問診療を行っている保険医療機関が、患者の同意を得て、

診療の日から２週間以内に、当該患者に対して継続して区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪

問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料を算

定すべき看護若しくは指導又は区分番号「Ｃ００６」在宅患者訪問リハビリテーション指

導管理料を算定すべき指導管理を行っている別の保険医療機関に対して、診療日、診療内

容、患者の病状、日常生活動作能力等の診療情報を示す文書を添えて、当該患者に係る療

養上必要な情報を提供した場合 

イ 区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同

一建物居住者訪問看護・指導料を算定すべき看護若しくは指導又は区分番号「Ｃ００６」

在宅患者訪問リハビリテーション指導管理料を算定すべき指導管理を行っている保険医療

機関が、患者の同意を得て、診療の日から２週間以内に、別の保険医療機関に対して、病

歴、診療内容、患者の病状等の診療状況を示す文書を添えて、当該患者に係る療養上必要

な情報を提供した場合 

(10) 診療情報の提供に当たり、レントゲンフィルム等をコピーした場合には、当該レントゲン

フィルム等及びコピーに係る費用は当該情報提供料に含まれ、別に算定できない。 

(11) 「注２」に掲げる「市町村又は介護保険法第 46 条第１項に規定する指定居宅介護支援事

業者、同法第 58 条第１項に規定する指定介護予防支援事業者、障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための法律（平成 17 年法律第 123 号）第 51 条の 17 第１項第１号

に規定する指定特定相談支援事業者、児童福祉法第 24 条の 26 第１項第１号に規定する指定

障害児相談支援事業者等」とは、当該患者の居住地を管轄する市町村（特別区を含む。以下

同じ。）、保健所若しくは精神保健福祉センター、指定居宅介護支援事業者、指定介護予防

支援事業者若しくは地域包括支援センター又は指定特定相談支援事業者若しくは指定障害児

相談支援事業者をいう（以下「指定居宅介護支援事業者等」という。）。また、「保健福祉

サービスに必要な情報」とは、当該患者に係る健康教育、健康相談、機能訓練、訪問指導等

の保健サービス又はホームヘルプサービス、ホームケア促進事業、ショートステイ、デイサ

ービス、日常生活用具の給付等の介護保険の居宅サービス若しくは福祉サービスを有効かつ

適切に実施するために必要な診療並びに家庭の状況に関する情報をいう。 

(12) 「注２」に掲げる「市町村」又は「指定居宅介護支援事業者等」に対する診療情報提供は、

入院患者については、退院時に患者の同意を得て退院の日の前後２週間以内の期間に診療情

報の提供を行った場合にのみ算定する。ただし、退院前に算定する場合、介護支援等連携指

導料を算定した患者については算定できない。また、「市町村」又は「指定居宅介護支援事

業者等」に対する診療情報提供においては、自宅に復帰する患者が対象であり、別の保険医

療機関、社会福祉施設、介護老人保健施設等に入院若しくは入所する患者又は死亡退院した

患者についてその診療情報を市町村又は指定居宅介護支援事業者等に提供しても、区分番号

「Ｂ００９」診療情報提供料(Ⅰ)の算定対象とはならない。 

(13) 「注３」については、在宅での療養を行っている疾病、負傷のため通院困難な患者（以下

「在宅患者」という。）に対して、適切な在宅医療を確保するため、当該患者の選択する保
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険薬局の保険薬剤師が、訪問薬剤管理指導を行う場合であって、当該患者又はその看護等に

当たる者の同意を得た上で、当該保険薬局に対して処方箋又はその写しに添付して、当該患

者の訪問薬剤管理指導に必要な診療情報を提供した場合に算定する。この場合において、交

付した文書の他、処方箋の写しを診療録に添付する。 

なお、処方箋による訪問薬剤管理指導の依頼のみの場合は診療情報提供料(Ⅰ)は算定でき

ない。 

(14) 「注４」については、精神障害者である患者であって、次に掲げる施設に入所している患

者又は介護老人保健施設（当該保険医療機関と同一の敷地内にある介護老人保健施設その他

これに準ずる介護老人保健施設を除く。「注５」において同じ。）に入所している患者の診

療を行っている保険医療機関が、診療の結果に基づき、患者の同意を得て、当該患者が入所

しているこれらの施設に対して文書で診療情報を提供した場合に算定する。 

ア グループホーム（障害者総合支援法第５条第 17 項に規定する共同生活援助を行う事業

所をいう。） 

イ 障害者支援施設（障害者総合支援法第５条第 11 項に規定する障害者支援施設をいい、

日中活動として同条第７項に規定する生活介護を行うものを除く。） 

ウ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行規則（平成 18 年厚

生労働省令第 19 号）第６条の７第２号に規定する自立訓練（生活訓練）を行う事業所 

エ 障害者総合支援法第５条第 13 項に規定する就労移行支援を行う事業所 

オ 障害者総合支援法第５条第 14 項に規定する就労継続支援を行う事業所 

カ 障害者総合支援法第５条第 28 項に規定する福祉ホーム 

(15) 「注６」に掲げる「認知症に関する専門の保険医療機関等」とは、「認知症施策等総合支

援事業の実施について」（平成 26 年７月９日老発 0709 第３号（一部改正、平成 27 年６月 2

6 日老発 0626 第３号）老健局長通知）に規定されている認知症疾患医療センターであるこ

と。  

(16) 「注７」については、児童福祉法第 56 条の６第２項に規定する、人工呼吸器を装着している

障害児その他の日常生活を営むために医療を要する状態にある障害児である患者について、当

該患者が通学する学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第１条に規定する小学校、中学校、義

務教育学校、中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若しくは中学部（以下「義務

教育諸学校」という。）の学校医等に対して、当該義務教育諸学校において当該患者が生活す

るにあたり看護職員が実施する診療の補助に係る行為について、学校医等が指導、助言等を行

うに当たり必要な診療情報を提供した場合に算定する。 

(17) 「注７」に掲げる「学校医等」とは、当該義務教育諸学校の学校医又は義務教育諸学校が医

療的ケアについて助言や指導を得るために委嘱する医師をいう。 

(18) 「注７」については、当該保険医療機関の主治医と学校医等が同一の場合は算定できない。 

(19) 「注８」に掲げる退院患者の紹介に当たっては、心電図、脳波、画像診断の所見等診療上

必要な検査結果、画像情報等及び退院後の治療計画等を添付すること。また、添付した写し

又はその内容を診療録に添付又は記載すること。なお、算定対象が介護老人保健施設又は介

護医療院である場合は、当該加算を算定した患者にあっては、その後６か月間、当該加算は

算定できない。 

(20) 「注９」の加算は、区分番号「Ｂ００５―４」ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ)が算定さ
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(９) 下記のア、イの場合については、患者１人につき月１回に限り、所定点数を算定する。ま

た、いずれの場合も診療情報の提供に当たって交付した文書の写しを診療録に添付する。 

ア 区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者

訪問診療料(Ⅱ)を算定すべき訪問診療を行っている保険医療機関が、患者の同意を得て、

診療の日から２週間以内に、当該患者に対して継続して区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪

問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料を算

定すべき看護若しくは指導又は区分番号「Ｃ００６」在宅患者訪問リハビリテーション指

導管理料を算定すべき指導管理を行っている別の保険医療機関に対して、診療日、診療内

容、患者の病状、日常生活動作能力等の診療情報を示す文書を添えて、当該患者に係る療

養上必要な情報を提供した場合 

イ 区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同

一建物居住者訪問看護・指導料を算定すべき看護若しくは指導又は区分番号「Ｃ００６」

在宅患者訪問リハビリテーション指導管理料を算定すべき指導管理を行っている保険医療

機関が、患者の同意を得て、診療の日から２週間以内に、別の保険医療機関に対して、病

歴、診療内容、患者の病状等の診療状況を示す文書を添えて、当該患者に係る療養上必要

な情報を提供した場合 

(10) 診療情報の提供に当たり、レントゲンフィルム等をコピーした場合には、当該レントゲン

フィルム等及びコピーに係る費用は当該情報提供料に含まれ、別に算定できない。 

(11) 「注２」に掲げる「市町村又は介護保険法第 46 条第１項に規定する指定居宅介護支援事

業者、同法第 58 条第１項に規定する指定介護予防支援事業者、障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための法律（平成 17 年法律第 123 号）第 51 条の 17 第１項第１号

に規定する指定特定相談支援事業者、児童福祉法第 24 条の 26 第１項第１号に規定する指定

障害児相談支援事業者等」とは、当該患者の居住地を管轄する市町村（特別区を含む。以下

同じ。）、保健所若しくは精神保健福祉センター、指定居宅介護支援事業者、指定介護予防

支援事業者若しくは地域包括支援センター又は指定特定相談支援事業者若しくは指定障害児

相談支援事業者をいう（以下「指定居宅介護支援事業者等」という。）。また、「保健福祉

サービスに必要な情報」とは、当該患者に係る健康教育、健康相談、機能訓練、訪問指導等

の保健サービス又はホームヘルプサービス、ホームケア促進事業、ショートステイ、デイサ

ービス、日常生活用具の給付等の介護保険の居宅サービス若しくは福祉サービスを有効かつ

適切に実施するために必要な診療並びに家庭の状況に関する情報をいう。 

(12) 「注２」に掲げる「市町村」又は「指定居宅介護支援事業者等」に対する診療情報提供は、

入院患者については、退院時に患者の同意を得て退院の日の前後２週間以内の期間に診療情

報の提供を行った場合にのみ算定する。ただし、退院前に算定する場合、介護支援等連携指

導料を算定した患者については算定できない。また、「市町村」又は「指定居宅介護支援事

業者等」に対する診療情報提供においては、自宅に復帰する患者が対象であり、別の保険医

療機関、社会福祉施設、介護老人保健施設等に入院若しくは入所する患者又は死亡退院した

患者についてその診療情報を市町村又は指定居宅介護支援事業者等に提供しても、区分番号

「Ｂ００９」診療情報提供料(Ⅰ)の算定対象とはならない。 

(13) 「注３」については、在宅での療養を行っている疾病、負傷のため通院困難な患者（以下

「在宅患者」という。）に対して、適切な在宅医療を確保するため、当該患者の選択する保
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るとともに、患者の同意を得た上で、退院時の患者の状態や在宅復帰後の患者の状況等につ

いて、退院の属する月又はその翌月までに当該連携保険医療機関に対して情報提供を行った

場合に算定する。 

(28) 「注 17」に規定する療養情報提供加算は、在宅で療養を行う患者の診療を担う保険医療機

関が、当該患者が入院又は入所する他の保険医療機関、介護老人保健施設又は介護医療院

（以下この区分において「保険医療機関等」という。）に対し患者の紹介を行う際に、当該

患者に訪問看護を行っている訪問看護ステーションから得た訪問看護に係る情報を診療情報

提供書に添付し、当該患者の保険医療機関等への入院又は入所後速やかに情報提供を行った

場合に算定する。なお、訪問看護ステーションからの情報を添付し保険医療機関等へ診療情

報を提供した際は、その旨を当該訪問看護ステーションに共有すること。 

(29) 「注 18」に規定する検査・画像情報提供加算は、保険医療機関が、患者の紹介を行う際に、

検査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容及び退院時要約等の診療記録の

うち主要なもの（少なくとも検査結果及び画像情報を含むものに限る。画像診断の所見を含

むことが望ましい。また、イについては、平成 30 年４月以降は、退院時要約を含むものに

限る。）について、①医療機関間で電子的に医療情報を共有するネットワークを通じ他の保

険医療機関に常時閲覧可能なよう提供した場合、又は②電子的に送受される診療情報提供書

に添付した場合に加算する。なお、多数の検査結果及び画像情報等を提供する場合には、ど

の検査結果及び画像情報等が主要なものであるかを併せて情報提供することが望ましい。 

Ｂ００９－２ 電子的診療情報評価料 

(１) 電子的診療情報評価料は、別の保険医療機関から診療情報提供書の提供を受けた患者につ

いて、同時に電子的方法により提供された検査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、

注射内容及び退院時要約等のうち主要なものを電子的方法により閲覧又は受信し、当該検査

結果等を診療に活用することによって、質の高い診療が効率的に行われることを評価するも

のである。 

(２) 保険医療機関が、他の保険医療機関から診療情報提供書の提供を受けた患者について、検

査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容及び退院時要約等のうち主要なも

の（少なくとも検査結果及び画像情報を含む場合に限る。）を①医療機関間で電子的に医療

情報を共有するネットワークを通じ閲覧、又は②電子的に送付された診療情報提供書と併せ

て受信し、当該検査結果や画像を評価して診療に活用した場合に算定する。その際、検査結

果や画像の評価の要点を診療録に記載する。 

(３) 電子的診療情報評価料は、提供された情報が当該保険医療機関の依頼に基づくものであっ

た場合は、算定できない。 

(４) 検査結果や画像情報の電子的な方法による閲覧等の回数にかかわらず、区分番号「Ｂ００

９」に掲げる診療情報提供料（Ⅰ）を算定する他の保険医療機関からの１回の診療情報提供

に対し、１回に限り算定する。 

Ｂ０１０ 診療情報提供料(Ⅱ) 

(１) 診療情報提供料(Ⅱ)は、診療を担う医師以外の医師による助言（セカンド・オピニオン）

を得ることを推進するものとして、診療を担う医師がセカンド・オピニオンを求める患者又

はその家族からの申し出に基づき、治療計画、検査結果、画像診断に係る画像情報等、他の

医師が当該患者の診療方針について助言を行うために必要かつ適切な情報を添付した診療状
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れない場合であっても算定できる。 

(21) 「注 10」に掲げる「専門医療機関」とは、鑑別診断、専門医療相談、合併症対応、医療情

報提供等を行うとともに、かかりつけの医師や介護サービス等との調整を行う保険医療機関

であること。 

(22) 「注 11」に規定する認知症専門医療機関連携加算は、区分番号「Ｂ００５－７」に掲げる

認知症専門診断管理料２を算定する専門医療機関において既に認知症と診断された患者が、

症状の増悪や療養方針の再検討を要する状態となった場合に、当該専門医療機関に対して、

診療状況を示す文書を添えて当該患者の紹介を行った場合に算定する。 

(23) 「注 12」に規定する精神科医連携加算については、身体症状を訴えて精神科以外の診療科

を受診した患者について、当該精神科以外の診療科の医師が、その原因となりうる身体疾患

を除外診断した後に、うつ病等の精神疾患を疑い、精神医療の必要性を認め、患者に十分な

説明を行い、同意を得て、精神科を標榜する別の保険医療機関の精神科に当該患者が受診す

る日（紹介した日より１月間以内とし、当該受診日を診療録に記載すること。）について予

約を行った上で、患者の紹介を行った場合に算定する。 

(24) 「注 13」に規定する肝炎インターフェロン治療連携加算は、区分番号「Ｂ００５－８」に

掲げる肝炎インターフェロン治療計画料を算定する専門医療機関において作成された治療計

画に基づいて行った診療の状況を示す文書を添えて、当該専門医療機関に対して当該患者の

紹介を行った場合に算定する。 

(25) 「注 14」に規定する歯科医療機関連携加算１は、保険医療機関（歯科診療を行う保険医療

機関を除く。）が、歯科を標榜する保険医療機関に対して、当該歯科を標榜する保険医療機

関において口腔内の管理が必要であると判断した患者に関する情報提供を、以下のア又はイ

により行った場合に算定する。なお、診療録に情報提供を行った歯科医療機関名を記載する

こと。 

ア 歯科を標榜していない病院が、医科点数表第２章第 10 部手術の第１節第６款、第７款

及び第９款に掲げる悪性腫瘍手術（病理診断により悪性腫瘍であることが確認された場合

に限る。）又は第８款に掲げる心・脈管系（動脈・静脈を除く。）の手術、人工関節置換

術若しくは人工関節再置換術（股関節に対して行うものに限る。）又は造血幹細胞移植の

手術を行う患者について、手術前に歯科医師による周術期口腔機能管理の必要性を認め、

歯科を標榜する保険医療機関に対して情報提供を行った場合 

イ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院に属する医師が、訪問診療を行った栄養障害

を有する患者又は摂食機能障害を有する患者について、歯科訪問診療の必要性を認め、在

宅歯科医療を行う、歯科を標榜する保険医療機関に対して情報提供を行った場合 

(26) 「注 15」に規定する歯科医療機関連携加算２については、（25）のアによる情報提供を行

う際に、患者に十分な説明を行い、同意を得て、歯科を標榜する他の保険医療機関に当該患

者が受診する日（手術前に必要な歯科診療を行うことができる日とし、当該受診日を診療録

に記載すること。）について予約を行った場合に算定する。なお、「注 14」に規定する歯科

医療機関連携加算１と併せて算定することができる。 

(27) 「注 16」に規定する地域連携診療計画加算は、あらかじめ地域連携診療計画を共有する連

携保険医療機関において、区分番号「Ａ２４６」の注４に掲げる地域連携診療計画加算を算

定して退院した入院中の患者以外の患者について、地域連携診療計画に基づく療養を提供す
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るとともに、患者の同意を得た上で、退院時の患者の状態や在宅復帰後の患者の状況等につ

いて、退院の属する月又はその翌月までに当該連携保険医療機関に対して情報提供を行った

場合に算定する。 

(28) 「注 17」に規定する療養情報提供加算は、在宅で療養を行う患者の診療を担う保険医療機

関が、当該患者が入院又は入所する他の保険医療機関、介護老人保健施設又は介護医療院

（以下この区分において「保険医療機関等」という。）に対し患者の紹介を行う際に、当該

患者に訪問看護を行っている訪問看護ステーションから得た訪問看護に係る情報を診療情報

提供書に添付し、当該患者の保険医療機関等への入院又は入所後速やかに情報提供を行った

場合に算定する。なお、訪問看護ステーションからの情報を添付し保険医療機関等へ診療情

報を提供した際は、その旨を当該訪問看護ステーションに共有すること。 

(29) 「注 18」に規定する検査・画像情報提供加算は、保険医療機関が、患者の紹介を行う際に、

検査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容及び退院時要約等の診療記録の

うち主要なもの（少なくとも検査結果及び画像情報を含むものに限る。画像診断の所見を含

むことが望ましい。また、イについては、平成 30 年４月以降は、退院時要約を含むものに

限る。）について、①医療機関間で電子的に医療情報を共有するネットワークを通じ他の保

険医療機関に常時閲覧可能なよう提供した場合、又は②電子的に送受される診療情報提供書

に添付した場合に加算する。なお、多数の検査結果及び画像情報等を提供する場合には、ど

の検査結果及び画像情報等が主要なものであるかを併せて情報提供することが望ましい。 

Ｂ００９－２ 電子的診療情報評価料 

(１) 電子的診療情報評価料は、別の保険医療機関から診療情報提供書の提供を受けた患者につ

いて、同時に電子的方法により提供された検査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、

注射内容及び退院時要約等のうち主要なものを電子的方法により閲覧又は受信し、当該検査

結果等を診療に活用することによって、質の高い診療が効率的に行われることを評価するも

のである。 

(２) 保険医療機関が、他の保険医療機関から診療情報提供書の提供を受けた患者について、検

査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容及び退院時要約等のうち主要なも

の（少なくとも検査結果及び画像情報を含む場合に限る。）を①医療機関間で電子的に医療

情報を共有するネットワークを通じ閲覧、又は②電子的に送付された診療情報提供書と併せ

て受信し、当該検査結果や画像を評価して診療に活用した場合に算定する。その際、検査結

果や画像の評価の要点を診療録に記載する。 

(３) 電子的診療情報評価料は、提供された情報が当該保険医療機関の依頼に基づくものであっ

た場合は、算定できない。 

(４) 検査結果や画像情報の電子的な方法による閲覧等の回数にかかわらず、区分番号「Ｂ００

９」に掲げる診療情報提供料（Ⅰ）を算定する他の保険医療機関からの１回の診療情報提供

に対し、１回に限り算定する。 

Ｂ０１０ 診療情報提供料(Ⅱ) 

(１) 診療情報提供料(Ⅱ)は、診療を担う医師以外の医師による助言（セカンド・オピニオン）

を得ることを推進するものとして、診療を担う医師がセカンド・オピニオンを求める患者又

はその家族からの申し出に基づき、治療計画、検査結果、画像診断に係る画像情報等、他の

医師が当該患者の診療方針について助言を行うために必要かつ適切な情報を添付した診療状
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れない場合であっても算定できる。 

(21) 「注 10」に掲げる「専門医療機関」とは、鑑別診断、専門医療相談、合併症対応、医療情

報提供等を行うとともに、かかりつけの医師や介護サービス等との調整を行う保険医療機関

であること。 

(22) 「注 11」に規定する認知症専門医療機関連携加算は、区分番号「Ｂ００５－７」に掲げる

認知症専門診断管理料２を算定する専門医療機関において既に認知症と診断された患者が、

症状の増悪や療養方針の再検討を要する状態となった場合に、当該専門医療機関に対して、

診療状況を示す文書を添えて当該患者の紹介を行った場合に算定する。 

(23) 「注 12」に規定する精神科医連携加算については、身体症状を訴えて精神科以外の診療科

を受診した患者について、当該精神科以外の診療科の医師が、その原因となりうる身体疾患

を除外診断した後に、うつ病等の精神疾患を疑い、精神医療の必要性を認め、患者に十分な

説明を行い、同意を得て、精神科を標榜する別の保険医療機関の精神科に当該患者が受診す

る日（紹介した日より１月間以内とし、当該受診日を診療録に記載すること。）について予

約を行った上で、患者の紹介を行った場合に算定する。 

(24) 「注 13」に規定する肝炎インターフェロン治療連携加算は、区分番号「Ｂ００５－８」に

掲げる肝炎インターフェロン治療計画料を算定する専門医療機関において作成された治療計

画に基づいて行った診療の状況を示す文書を添えて、当該専門医療機関に対して当該患者の

紹介を行った場合に算定する。 

(25) 「注 14」に規定する歯科医療機関連携加算１は、保険医療機関（歯科診療を行う保険医療

機関を除く。）が、歯科を標榜する保険医療機関に対して、当該歯科を標榜する保険医療機

関において口腔内の管理が必要であると判断した患者に関する情報提供を、以下のア又はイ

により行った場合に算定する。なお、診療録に情報提供を行った歯科医療機関名を記載する

こと。 

ア 歯科を標榜していない病院が、医科点数表第２章第 10 部手術の第１節第６款、第７款

及び第９款に掲げる悪性腫瘍手術（病理診断により悪性腫瘍であることが確認された場合

に限る。）又は第８款に掲げる心・脈管系（動脈・静脈を除く。）の手術、人工関節置換

術若しくは人工関節再置換術（股関節に対して行うものに限る。）又は造血幹細胞移植の

手術を行う患者について、手術前に歯科医師による周術期口腔機能管理の必要性を認め、

歯科を標榜する保険医療機関に対して情報提供を行った場合 

イ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院に属する医師が、訪問診療を行った栄養障害

を有する患者又は摂食機能障害を有する患者について、歯科訪問診療の必要性を認め、在

宅歯科医療を行う、歯科を標榜する保険医療機関に対して情報提供を行った場合 

(26) 「注 15」に規定する歯科医療機関連携加算２については、（25）のアによる情報提供を行

う際に、患者に十分な説明を行い、同意を得て、歯科を標榜する他の保険医療機関に当該患

者が受診する日（手術前に必要な歯科診療を行うことができる日とし、当該受診日を診療録

に記載すること。）について予約を行った場合に算定する。なお、「注 14」に規定する歯科

医療機関連携加算１と併せて算定することができる。 

(27) 「注 16」に規定する地域連携診療計画加算は、あらかじめ地域連携診療計画を共有する連

携保険医療機関において、区分番号「Ａ２４６」の注４に掲げる地域連携診療計画加算を算

定して退院した入院中の患者以外の患者について、地域連携診療計画に基づく療養を提供す
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(４) 「注１」及び「注２」に規定する「次回受診する日の予約を行った場合」については、次

回受診する日を診療録に記載すること。なお、予約診療を実施していない医療機関について

は、次回受診する日を決めた上で、次回受診する日を診療録に記載していればよい。 

(５) 次回受診する日の予約を行った上で、初診時に診療情報提供料（Ⅲ）を算定した場合は、

次回受診時に予約に基づく診察による特別の料金の徴収はできない。 

(６) 「注３」については、診療に基づき、頻回の情報提供の必要性を認め、当該患者を紹介し

た他の保険医療機関に情報提供を行った場合に、月１回に限り算定する。 

(７) 同一の患者について、同一の保険医療機関に対して紹介を行い区分番号「Ｂ００９」診療

情報提供料(Ⅰ)を算定した保険医療機関においては、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料

(Ⅰ)を算定した月について、当該患者に対して診療情報提供料（Ⅲ）は別に算定できない。 

(８) 当該情報を提供する保険医療機関と特別の関係にある保険医療機関に情報提供が行われた

場合は算定できない。 

  Ｂ０１１－３  薬剤情報提供料 

(１) 薬剤情報提供料は入院中の患者以外の患者に対して、処方した薬剤の名称（一般名又は商

品名）、用法、用量、効能、効果、副作用及び相互作用に関する主な情報を、当該処方に係

る全ての薬剤について、文書（薬袋等に記載されている場合も含む。）により提供した場合

に月１回に限り所定点数を算定する。 

(２) 「注１」に規定する場合において、さらに、当該患者の求めに応じて薬剤服用歴が経時的

に管理できる手帳に、処方した薬剤の名称（一般名又は商品名）、保険医療機関名及び処方

年月日を記載した場合には、月１回に限り「注２」に規定する手帳記載加算を算定できる。

なお、この場合の「手帳」とは、経時的に薬剤の記録が記入でき、かつ次のアからウまでに

掲げる事項を記録する欄がある薬剤の記録用の手帳をいう。 

ア 患者の氏名、生年月日、連絡先等患者に関する記録 

イ 患者のアレルギー歴、副作用歴等薬物療法の基礎となる記録 

ウ 患者の主な既往歴等疾病に関する記録 

      また、所有している手帳を持参しなかった患者に対して薬剤の名称が記載された簡潔な文

書（シール等）を交付した場合は、手帳記載加算を算定できない。 

(３) やむを得ない理由により、薬剤の名称に関する情報を提供できない場合は、これに代えて

薬剤の形状（色、剤形等）に関する情報を提供することにより算定できる。また、効能、効

果、副作用及び相互作用に関する情報については患者が理解しやすい表現であることが必要

である。 

(４) 同一薬剤であっても、投与目的（効能又は効果）が異なる場合には、当該情報を提供すれ

ば薬剤情報提供料を算定できる。また、類似する効能又は効果を有する薬剤への変更の場合

にあっても薬剤情報提供料を算定できる。 

(５) 処方の内容に変更があった場合については、その都度薬剤情報提供料を算定できる。ただ

し、薬剤の処方日数のみの変更の場合は、薬剤情報提供料は算定できない。 

(６) 複数の診療科を標榜する保険医療機関において、同一日に２以上の診療科で処方された場

合であっても、１回のみの算定とする。 

(７) 薬剤情報提供料を算定した場合は、薬剤情報を提供した旨を診療録等に記載する。 
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況を示す文書を患者又はその家族に提供した場合に算定できるものである。なお、入院中の

患者に対して当該情報を提供した場合であっても算定できるものである。 

(２) 診療情報提供料(Ⅱ)は、患者又はその家族からの申し出に基づき、診療に関する情報を患

者に交付し、当該患者又はその家族が診療を担う医師及び当該保険医療機関に所属する医師

以外の医師による助言を求めるための支援を行うことを評価したものであり、医師が別の保

険医療機関での診療の必要性を認め、患者の同意を得て行う区分番号「Ｂ００９」診療情報

提供料(Ⅰ)を算定すべき診療情報の提供とは明確に区別されるべきものであること。 

(３) 診療情報提供料(Ⅱ)を算定すべき診療情報の提供に当たっては、患者又はその家族からの

希望があった旨を診療録に記載する。 

(４) 助言を受けた患者又はその家族の希望については、その後の治療計画に十分に反映させる

ものであること。 

Ｂ０１０－２ 診療情報連携共有料 

(１) 診療情報連携共有料は、歯科診療を担う別の保険医療機関との間で情報共有することによ

り、質の高い診療が効率的に行われることを評価するものであり、歯科診療を担う別の保険

医療機関からの求めに応じ、患者の同意を得て、当該患者に関する検査結果、投薬内容等の

診療情報を提供した場合に、提供する保険医療機関ごとに３月に１回に限り算定する。 

(２) 診療情報を提供するに当たっては、次の事項を記載した文書を作成し、患者又は提供する

保険医療機関に交付する。また、交付した文書の写しを診療録に添付すること。 

ア 患者の氏名、生年月日、連絡先 

イ 診療情報の提供先保険医療機関名 

ウ 提供する診療情報の内容（検査結果、投薬内容等） 

エ 診療情報を提供する保険医療機関名及び担当医師名 

(３) 診療情報連携共有料を算定するに当たっては、歯科診療を担う別の保険医療機関と連携を

図り、必要に応じて問い合わせに対応できる体制（窓口の設置など）を確保していること。 

(４) 同一の患者について、同一の保険医療機関に対して紹介を行い区分番号「Ｂ００９」診療

情報提供料(Ⅰ)を算定した月においては、診療情報連携共有料は別に算定できない。 

Ｂ０１１ 診療情報提供料(Ⅲ) 

(１) 診療情報提供料（Ⅲ）は、かかりつけ医機能を有する医療機関等と他の保険医療機関が連

携することで、質の高い診療が効率的に行われることを評価するものであり、かかりつけ医

機能を有する医療機関等からの求めに応じ、患者の同意を得て、当該患者に関する診療状況

を示す文書を提供した場合に、患者１人につき提供する保険医療機関ごとに３月に１回に限

り算定する。 

(２) 診療状況を示す文書については、次の事項を記載し、患者又は提供する保険医療機関に交

付すること。また、交付した文書の写しを診療録に添付すること。 

ア 患者の氏名、生年月日、連絡先 

イ 診療情報の提供先保険医療機関名 

ウ 診療の方針、患者への指導内容、検査結果、投薬内容その他の診療状況の内容 

エ 診療情報を提供する保険医療機関名及び担当医師名 

(３) 必要に応じて、紹介元の医療機関が「注１」に規定する別に厚生労働大臣が定める基準を

満たす医療機関であるかを確認すること。 
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(４) 「注１」及び「注２」に規定する「次回受診する日の予約を行った場合」については、次

回受診する日を診療録に記載すること。なお、予約診療を実施していない医療機関について

は、次回受診する日を決めた上で、次回受診する日を診療録に記載していればよい。 

(５) 次回受診する日の予約を行った上で、初診時に診療情報提供料（Ⅲ）を算定した場合は、

次回受診時に予約に基づく診察による特別の料金の徴収はできない。 

(６) 「注３」については、診療に基づき、頻回の情報提供の必要性を認め、当該患者を紹介し

た他の保険医療機関に情報提供を行った場合に、月１回に限り算定する。 

(７) 同一の患者について、同一の保険医療機関に対して紹介を行い区分番号「Ｂ００９」診療

情報提供料(Ⅰ)を算定した保険医療機関においては、区分番号「Ｂ００９」診療情報提供料

(Ⅰ)を算定した月について、当該患者に対して診療情報提供料（Ⅲ）は別に算定できない。 

(８) 当該情報を提供する保険医療機関と特別の関係にある保険医療機関に情報提供が行われた

場合は算定できない。 

  Ｂ０１１－３  薬剤情報提供料 

(１) 薬剤情報提供料は入院中の患者以外の患者に対して、処方した薬剤の名称（一般名又は商

品名）、用法、用量、効能、効果、副作用及び相互作用に関する主な情報を、当該処方に係

る全ての薬剤について、文書（薬袋等に記載されている場合も含む。）により提供した場合

に月１回に限り所定点数を算定する。 

(２) 「注１」に規定する場合において、さらに、当該患者の求めに応じて薬剤服用歴が経時的

に管理できる手帳に、処方した薬剤の名称（一般名又は商品名）、保険医療機関名及び処方

年月日を記載した場合には、月１回に限り「注２」に規定する手帳記載加算を算定できる。

なお、この場合の「手帳」とは、経時的に薬剤の記録が記入でき、かつ次のアからウまでに

掲げる事項を記録する欄がある薬剤の記録用の手帳をいう。 

ア 患者の氏名、生年月日、連絡先等患者に関する記録 

イ 患者のアレルギー歴、副作用歴等薬物療法の基礎となる記録 

ウ 患者の主な既往歴等疾病に関する記録 

      また、所有している手帳を持参しなかった患者に対して薬剤の名称が記載された簡潔な文

書（シール等）を交付した場合は、手帳記載加算を算定できない。 

(３) やむを得ない理由により、薬剤の名称に関する情報を提供できない場合は、これに代えて

薬剤の形状（色、剤形等）に関する情報を提供することにより算定できる。また、効能、効

果、副作用及び相互作用に関する情報については患者が理解しやすい表現であることが必要

である。 

(４) 同一薬剤であっても、投与目的（効能又は効果）が異なる場合には、当該情報を提供すれ

ば薬剤情報提供料を算定できる。また、類似する効能又は効果を有する薬剤への変更の場合

にあっても薬剤情報提供料を算定できる。 

(５) 処方の内容に変更があった場合については、その都度薬剤情報提供料を算定できる。ただ

し、薬剤の処方日数のみの変更の場合は、薬剤情報提供料は算定できない。 

(６) 複数の診療科を標榜する保険医療機関において、同一日に２以上の診療科で処方された場

合であっても、１回のみの算定とする。 

(７) 薬剤情報提供料を算定した場合は、薬剤情報を提供した旨を診療録等に記載する。 
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況を示す文書を患者又はその家族に提供した場合に算定できるものである。なお、入院中の

患者に対して当該情報を提供した場合であっても算定できるものである。 

(２) 診療情報提供料(Ⅱ)は、患者又はその家族からの申し出に基づき、診療に関する情報を患

者に交付し、当該患者又はその家族が診療を担う医師及び当該保険医療機関に所属する医師

以外の医師による助言を求めるための支援を行うことを評価したものであり、医師が別の保

険医療機関での診療の必要性を認め、患者の同意を得て行う区分番号「Ｂ００９」診療情報

提供料(Ⅰ)を算定すべき診療情報の提供とは明確に区別されるべきものであること。 

(３) 診療情報提供料(Ⅱ)を算定すべき診療情報の提供に当たっては、患者又はその家族からの

希望があった旨を診療録に記載する。 

(４) 助言を受けた患者又はその家族の希望については、その後の治療計画に十分に反映させる

ものであること。 

Ｂ０１０－２ 診療情報連携共有料 

(１) 診療情報連携共有料は、歯科診療を担う別の保険医療機関との間で情報共有することによ

り、質の高い診療が効率的に行われることを評価するものであり、歯科診療を担う別の保険

医療機関からの求めに応じ、患者の同意を得て、当該患者に関する検査結果、投薬内容等の

診療情報を提供した場合に、提供する保険医療機関ごとに３月に１回に限り算定する。 

(２) 診療情報を提供するに当たっては、次の事項を記載した文書を作成し、患者又は提供する

保険医療機関に交付する。また、交付した文書の写しを診療録に添付すること。 

ア 患者の氏名、生年月日、連絡先 

イ 診療情報の提供先保険医療機関名 

ウ 提供する診療情報の内容（検査結果、投薬内容等） 

エ 診療情報を提供する保険医療機関名及び担当医師名 

(３) 診療情報連携共有料を算定するに当たっては、歯科診療を担う別の保険医療機関と連携を

図り、必要に応じて問い合わせに対応できる体制（窓口の設置など）を確保していること。 

(４) 同一の患者について、同一の保険医療機関に対して紹介を行い区分番号「Ｂ００９」診療

情報提供料(Ⅰ)を算定した月においては、診療情報連携共有料は別に算定できない。 

Ｂ０１１ 診療情報提供料(Ⅲ) 

(１) 診療情報提供料（Ⅲ）は、かかりつけ医機能を有する医療機関等と他の保険医療機関が連

携することで、質の高い診療が効率的に行われることを評価するものであり、かかりつけ医

機能を有する医療機関等からの求めに応じ、患者の同意を得て、当該患者に関する診療状況

を示す文書を提供した場合に、患者１人につき提供する保険医療機関ごとに３月に１回に限

り算定する。 

(２) 診療状況を示す文書については、次の事項を記載し、患者又は提供する保険医療機関に交

付すること。また、交付した文書の写しを診療録に添付すること。 

ア 患者の氏名、生年月日、連絡先 

イ 診療情報の提供先保険医療機関名 

ウ 診療の方針、患者への指導内容、検査結果、投薬内容その他の診療状況の内容 

エ 診療情報を提供する保険医療機関名及び担当医師名 

(３) 必要に応じて、紹介元の医療機関が「注１」に規定する別に厚生労働大臣が定める基準を

満たす医療機関であるかを確認すること。 
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うの施術に係る同意書又は診断書（以下「同意書等」という。）を交付した場合に算定する。 

(２) あん摩・マッサージ・指圧の施術に係る療養費の支給対象となる適応症は、一律にその診

断名によることなく筋麻痺・関節拘縮等であって、医療上マッサージを必要とする症例につ

いて支給対象とされている。 

(３) はり、きゅうの施術に係る療養費の支給対象となる疾病は、慢性病であって医師による適

当な治療手段がないものとされており、主として神経痛・リウマチなどであって、類症疾患

についてはこれらの疾病と同一範疇と認められる疾病(頸腕症候群・五十肩・腰痛症及び頸

椎捻挫後遺症等の慢性的な疼痛を症状とする疾患）に限り支給対象とされているものである。

具体的には、神経痛、リウマチ、頸腕症候群、五十肩、腰痛症、頸椎捻挫後遺症について、

保険医より同意書の交付を受けて施術を受けた場合は、保険者は医師による適当な治療手段

のないものとし療養費の支給対象として差し支えないものとされている。また、神経痛、リ

ウマチ、頸腕症候群、五十肩、腰痛症及び頸椎捻挫後遺症以外の疾病による同意書又は慢性

的な疼痛を主症とする６疾病以外の類症疾患について診断書が提出された場合は、記載内容

等から医師による適当な治療手段のないものであるか支給要件を保険者が個別に判断し、支

給の適否が決定されるものである。なお、これらの疾病については、慢性期に至らないもの

であっても差し支えないものとされている。 

(４) あん摩・マッサージ・指圧及びはり、きゅうについて、保険医療機関に入院中の患者の施

術は、当該保険医療機関に往療した場合、患者が施術所に出向いてきた場合のいずれであっ

ても療養費は支給されず、はり、きゅうについて、同一疾病に係る療養の給付(診察、検査

及び療養費同意書交付を除く。)との併用は認められていない。 

(５) 初療の日から３月（変形徒手矯正術に係るものについては１月）を経過してさらにこれら

の施術を受ける必要がある場合において、同意書等を再度交付する場合にも別に算定できる。

ただし、同意書等によらず、医師の同意によった場合には算定できない。 

(６) 医師が同意書等を交付した後に、被保険者等が当該同意書等を紛失し、再度医師が同意書

等を交付した場合は、最初に同意書等を交付した際にのみ算定できる。この場合において、

２度目の同意書等の交付に要する費用は、被保険者の負担とする。 

Ｂ０１４ 退院時薬剤情報管理指導料 

(１) 退院時薬剤情報管理指導料は、医薬品の副作用や相互作用、重複投薬を防止するため、患

者の入院時に、必要に応じ保険薬局に照会するなどして薬剤服用歴や患者が持参した医薬品

等（医薬部外品及びいわゆる健康食品等を含む。）を確認するとともに、入院中に使用した

主な薬剤の名称等について、患者の薬剤服用歴が経時的に管理できる手帳（区分番号「Ｂ０

１１－３」薬剤情報提供料の（２）に掲げる手帳をいう。以下同じ。）に記載した上で、患

者の退院に際して当該患者又はその家族等に対して、退院後の薬剤の服用等に関する必要な

指導を行った場合に、退院の日に１回に限り算定する。なお、ここでいう退院とは、第１章

第２部通則５に規定する入院期間が通算される入院における退院のことをいい、入院期間が

通算される再入院に係る退院日には算定できない。 

(２) 入院時に、医薬品の服用状況及び薬剤服用歴を手帳等により確認するとともに、患者が、

医薬品等を持参している場合には、当該医薬品等について実際に確認し、その名称等及び確

認した結果の要点を診療録等に記載する。 

(３) 入院中に使用した薬剤のうち、どの薬剤について手帳に記載するかは、患者の病態や使用
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(１) 医療機器安全管理料を算定する保険医療機関においては、医療機器の安全使用のための職

員研修を計画的に実施するとともに、医療機器の保守点検に関する計画の策定、保守点検の

適切な実施及び医療機器の安全使用のための情報収集等が適切に行われていること。 

(２) 医療機器安全管理料１は、医師の指示の下に、生命維持管理装置の安全管理、保守点検及

び安全使用を行う臨床工学技士を配置した保険医療機関を評価したものであり、当該保険医

療機関において、生命維持管理装置を用いて治療を行った場合に１月に１回に限り算定する。 

(３) 生命維持管理装置とは、人工心肺装置及び補助循環装置、人工呼吸器、血液浄化装置（人

工腎臓を除く。）、除細動装置及び閉鎖式保育器をいう。 

(４) 医療機器安全管理料２は、医師の指示の下に、放射線治療機器の安全管理、保守点検及び

安全使用のための精度管理を行う体制を評価したものであり、当該保険医療機関において、

照射計画に基づく放射線治療が行われた場合、一連の照射につき当該照射の初日に１回に限

り算定する。 

(５) 放射線治療機器とは、高エネルギー放射線治療装置（直線加速器）及びガンマナイフ装置

をいう。 

Ｂ０１２ 傷病手当金意見書交付料 

(１) 傷病手当金意見書交付料は、医師・歯科医師が労務不能と認め証明した期間ごとにそれぞ

れ算定できる。 

(２) 傷病手当金意見書交付料は、意見書の交付時点において当該被保険者に対し療養の給付を

行うべき者に対し請求する。 

(３) 傷病手当金を受給できる被保険者が死亡した後に、その遺族等が当該傷病手当金を受給す

るために意見書の交付を求め、医師・歯科医師が意見書を交付した場合は、当該遺族等に対

する療養の給付として請求する。 

      なお、この場合において、診療報酬明細書の摘要欄に 相続 と表示し、また、傷病名欄に

は、遺族等が他に療養の給付を受けていない場合は意見書の対象となった傷病名を、他に療

養の給付を受けている場合は遺族自身の傷病名と意見書の対象となった傷病名の両方を記載

する。 

(４) 医師・歯科医師が傷病手当金意見書を被保険者に交付した後に、被保険者が当該意見書を

紛失し、再度医師・歯科医師が意見書を交付した場合は、最初の傷病手当金意見書交付料の

みを算定する。この場合、２度目の意見書の交付に要する費用は、被保険者の負担とする。 

(５) 感染症法第 37条の２による医療を受けるべき患者に対して、公費負担申請のために必要な

診断書の記載を行った場合は、傷病手当金意見書交付料の所定点数の 100 分の 100 を、更に

被保険者である患者について、この申請手続に協力して保険医療機関が代行した場合は、同

じく傷病手当金意見書交付料の所定点数の 100 分の 100 を算定できる。なお、感染症法第 37

条による結核患者の入院に係る感染症法関係の診断書についても所定点数の 100 分の 100 を

算定できる。 

(６) 健康保険法若しくは国民健康保険法に基づく出産育児一時金若しくは出産手当金に係る証

明書又は意見書については算定しない。 

Ｂ０１３ 療養費同意書交付料 

(１) 療養費同意書交付料は、原則として当該疾病に係る主治の医師が、診察に基づき、療養の

給付を行うことが困難であると認めた患者に対し、あん摩・マッサージ・指圧、はり、きゅ
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うの施術に係る同意書又は診断書（以下「同意書等」という。）を交付した場合に算定する。 

(２) あん摩・マッサージ・指圧の施術に係る療養費の支給対象となる適応症は、一律にその診

断名によることなく筋麻痺・関節拘縮等であって、医療上マッサージを必要とする症例につ

いて支給対象とされている。 

(３) はり、きゅうの施術に係る療養費の支給対象となる疾病は、慢性病であって医師による適

当な治療手段がないものとされており、主として神経痛・リウマチなどであって、類症疾患

についてはこれらの疾病と同一範疇と認められる疾病(頸腕症候群・五十肩・腰痛症及び頸

椎捻挫後遺症等の慢性的な疼痛を症状とする疾患）に限り支給対象とされているものである。

具体的には、神経痛、リウマチ、頸腕症候群、五十肩、腰痛症、頸椎捻挫後遺症について、

保険医より同意書の交付を受けて施術を受けた場合は、保険者は医師による適当な治療手段

のないものとし療養費の支給対象として差し支えないものとされている。また、神経痛、リ

ウマチ、頸腕症候群、五十肩、腰痛症及び頸椎捻挫後遺症以外の疾病による同意書又は慢性

的な疼痛を主症とする６疾病以外の類症疾患について診断書が提出された場合は、記載内容

等から医師による適当な治療手段のないものであるか支給要件を保険者が個別に判断し、支

給の適否が決定されるものである。なお、これらの疾病については、慢性期に至らないもの

であっても差し支えないものとされている。 

(４) あん摩・マッサージ・指圧及びはり、きゅうについて、保険医療機関に入院中の患者の施

術は、当該保険医療機関に往療した場合、患者が施術所に出向いてきた場合のいずれであっ

ても療養費は支給されず、はり、きゅうについて、同一疾病に係る療養の給付(診察、検査

及び療養費同意書交付を除く。)との併用は認められていない。 

(５) 初療の日から３月（変形徒手矯正術に係るものについては１月）を経過してさらにこれら

の施術を受ける必要がある場合において、同意書等を再度交付する場合にも別に算定できる。

ただし、同意書等によらず、医師の同意によった場合には算定できない。 

(６) 医師が同意書等を交付した後に、被保険者等が当該同意書等を紛失し、再度医師が同意書

等を交付した場合は、最初に同意書等を交付した際にのみ算定できる。この場合において、

２度目の同意書等の交付に要する費用は、被保険者の負担とする。 

Ｂ０１４ 退院時薬剤情報管理指導料 

(１) 退院時薬剤情報管理指導料は、医薬品の副作用や相互作用、重複投薬を防止するため、患

者の入院時に、必要に応じ保険薬局に照会するなどして薬剤服用歴や患者が持参した医薬品

等（医薬部外品及びいわゆる健康食品等を含む。）を確認するとともに、入院中に使用した

主な薬剤の名称等について、患者の薬剤服用歴が経時的に管理できる手帳（区分番号「Ｂ０

１１－３」薬剤情報提供料の（２）に掲げる手帳をいう。以下同じ。）に記載した上で、患

者の退院に際して当該患者又はその家族等に対して、退院後の薬剤の服用等に関する必要な

指導を行った場合に、退院の日に１回に限り算定する。なお、ここでいう退院とは、第１章

第２部通則５に規定する入院期間が通算される入院における退院のことをいい、入院期間が

通算される再入院に係る退院日には算定できない。 

(２) 入院時に、医薬品の服用状況及び薬剤服用歴を手帳等により確認するとともに、患者が、

医薬品等を持参している場合には、当該医薬品等について実際に確認し、その名称等及び確

認した結果の要点を診療録等に記載する。 

(３) 入院中に使用した薬剤のうち、どの薬剤について手帳に記載するかは、患者の病態や使用
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(１) 医療機器安全管理料を算定する保険医療機関においては、医療機器の安全使用のための職

員研修を計画的に実施するとともに、医療機器の保守点検に関する計画の策定、保守点検の

適切な実施及び医療機器の安全使用のための情報収集等が適切に行われていること。 

(２) 医療機器安全管理料１は、医師の指示の下に、生命維持管理装置の安全管理、保守点検及

び安全使用を行う臨床工学技士を配置した保険医療機関を評価したものであり、当該保険医

療機関において、生命維持管理装置を用いて治療を行った場合に１月に１回に限り算定する。 

(３) 生命維持管理装置とは、人工心肺装置及び補助循環装置、人工呼吸器、血液浄化装置（人

工腎臓を除く。）、除細動装置及び閉鎖式保育器をいう。 

(４) 医療機器安全管理料２は、医師の指示の下に、放射線治療機器の安全管理、保守点検及び

安全使用のための精度管理を行う体制を評価したものであり、当該保険医療機関において、

照射計画に基づく放射線治療が行われた場合、一連の照射につき当該照射の初日に１回に限

り算定する。 

(５) 放射線治療機器とは、高エネルギー放射線治療装置（直線加速器）及びガンマナイフ装置

をいう。 

Ｂ０１２ 傷病手当金意見書交付料 

(１) 傷病手当金意見書交付料は、医師・歯科医師が労務不能と認め証明した期間ごとにそれぞ

れ算定できる。 

(２) 傷病手当金意見書交付料は、意見書の交付時点において当該被保険者に対し療養の給付を

行うべき者に対し請求する。 

(３) 傷病手当金を受給できる被保険者が死亡した後に、その遺族等が当該傷病手当金を受給す

るために意見書の交付を求め、医師・歯科医師が意見書を交付した場合は、当該遺族等に対

する療養の給付として請求する。 

      なお、この場合において、診療報酬明細書の摘要欄に 相続 と表示し、また、傷病名欄に

は、遺族等が他に療養の給付を受けていない場合は意見書の対象となった傷病名を、他に療

養の給付を受けている場合は遺族自身の傷病名と意見書の対象となった傷病名の両方を記載

する。 

(４) 医師・歯科医師が傷病手当金意見書を被保険者に交付した後に、被保険者が当該意見書を

紛失し、再度医師・歯科医師が意見書を交付した場合は、最初の傷病手当金意見書交付料の

みを算定する。この場合、２度目の意見書の交付に要する費用は、被保険者の負担とする。 

(５) 感染症法第 37条の２による医療を受けるべき患者に対して、公費負担申請のために必要な

診断書の記載を行った場合は、傷病手当金意見書交付料の所定点数の 100 分の 100 を、更に

被保険者である患者について、この申請手続に協力して保険医療機関が代行した場合は、同

じく傷病手当金意見書交付料の所定点数の 100 分の 100 を算定できる。なお、感染症法第 37

条による結核患者の入院に係る感染症法関係の診断書についても所定点数の 100 分の 100 を

算定できる。 

(６) 健康保険法若しくは国民健康保険法に基づく出産育児一時金若しくは出産手当金に係る証

明書又は意見書については算定しない。 

Ｂ０１３ 療養費同意書交付料 

(１) 療養費同意書交付料は、原則として当該疾病に係る主治の医師が、診察に基づき、療養の

給付を行うことが困難であると認めた患者に対し、あん摩・マッサージ・指圧、はり、きゅ

（ ）（ ） 245244

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



（ ）（ ） 247246

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



（ ）（ ） 247246

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



（ ）248

２
－
⑴　
医
学
管
理
等



第２部 在宅医療

通則

１ 在宅医療の費用は、第１節又は第２節の各区分の所定点数により算定する。

２ 在宅療養指導管理に当たって患者に対して薬剤を使用した場合は、前号により算定した点数

及び第３節の所定点数を合算した点数により算定する。

３ 在宅療養指導管理に当たって、別に厚生労働大臣が定める保険医療材料（以下この部におい

て「特定保険医療材料」という。）を支給した場合は、前２号により算定した点数及び第４節

の所定点数を合算した点数により算定する。

４ 第１節又は第２節に掲げられていない在宅医療であって特殊なものの費用は、第１節又は第

２節に掲げられている在宅医療のうちで最も近似する在宅医療の各区分の所定点数により算定

する。

第１節 在宅患者診療・指導料

区分

Ｃ０００ 往診料 720点

注１ 別に厚生労働大臣が定める時間において入院中の患者以外の患者に対して診療

に従事している場合に緊急に行う往診、夜間（深夜を除く。）又は休日の往診、

深夜の往診を行った場合には、在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院（地域に

おいて在宅療養を提供する診療所がないことにより、当該地域における退院後の

患者に対する在宅療養の提供に主たる責任を有する病院であって、別に厚生労働

大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に届け出たもの

をいう。以下この表において同じ。）等の区分に従い、次に掲げる点数を、それ

ぞれ所定点数に加算する。

イ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労働大臣が定め

るものの保険医が行う場合

病床を有する場合( 1 )

① 緊急往診加算 850点

② 夜間・休日往診加算 1,700点

③ 深夜往診加算 2,700点

病床を有しない場合( 2 )

① 緊急往診加算 750点

② 夜間・休日往診加算 1,500点

③ 深夜往診加算 2,500点

ロ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院（イに規定するものを除く。）の

保険医が行う場合

緊急往診加算 650点( 1 )

夜間・休日往診加算 1,300点( 2 )

深夜往診加算 2,300点( 3 )

ハ イからロまでに掲げるもの以外の保険医療機関の保険医が行う場合

緊急往診加算 325点( 1 )

夜間・休日往診加算 650点( 2 )

深夜往診加算 1,300点( 3 )

２ 患家における診療時間が１時間を超えた場合は、患家診療時間加算として、30

分又はその端数を増すごとに、100点を所定点数に加算する。

３ 患家において死亡診断を行った場合は、死亡診断加算として、200点を所定点

数に加算する。

４ 保険医療機関の所在地と患家の所在地との距離が16キロメートルを超えた場合

又は海路による往診を行った場合で、特殊の事情があったときの往診料は、別に

厚生労働大臣が定めるところにより算定する。

５ 往診に要した交通費は、患家の負担とする。
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６ 注１については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合するものとして地

方厚生局長等に届け出た保険医療機関の保険医が行った場合は、当該基準に掲げ

る区分に従い、在宅緩和ケア充実診療所・病院加算、在宅療養実績加算１又は在

宅療養実績加算２として、100点、75点又は50点を、それぞれ更に所定点数に加

算する。

Ｃ００１ 在宅患者訪問診療料 （１日につき）(Ⅰ)

１ 在宅患者訪問診療料１

イ 同一建物居住者以外の場合 888点

ロ 同一建物居住者の場合 213点

２ 在宅患者訪問診療料２

イ 同一建物居住者以外の場合 884点

ロ 同一建物居住者の場合 187点

注１ １については、在宅で療養を行っている患者であって通院が困難なものに対し

て、当該患者の同意を得て、計画的な医学管理の下に定期的に訪問して診療を行

った場合（区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に訪問して診療

を行った場合及び有料老人ホームその他これに準ずる施設（以下この区分番号及

び区分番号Ｃ００１－２において「有料老人ホーム等」という。）に併設される

保険医療機関が、当該有料老人ホーム等に入居している患者に対して行った場合

を除く。）に、当該患者が同一建物居住者（当該患者と同一の建物に居住する他

の患者に対して当該保険医療機関が同一日に訪問診療を行う場合の当該患者をい

う。以下この区分番号において同じ。）以外である場合はイを、当該患者が同一

建物居住者である場合はロを、それぞれ、当該患者１人につき週３回（同一の患

者について、イ及びロを併せて算定する場合において同じ。）に限り（別に厚生

労働大臣が定める疾病等の患者に対する場合を除く。）算定する。この場合にお

いて、区分番号Ａ００１に掲げる再診料、区分番号Ａ００２に掲げる外来診療料

、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料、区分番号Ｃ０００に掲げる往診

料又は区分番号Ｃ００２の注12に規定するオンライン在宅管理料は、算定しない

。

２ ２については、区分番号Ｃ００２に掲げる在宅時医学総合管理料、区分番号Ｃ

００２－２に掲げる施設入居時等医学総合管理料又は区分番号Ｃ００３に掲げる

在宅がん医療総合診療料の算定要件を満たす他の保険医療機関の求めに応じ、当

該他の保険医療機関から紹介された患者に対して、当該患者の同意を得て、計画

的な医学管理の下に訪問して診療を行った場合（有料老人ホーム等に併設される

保険医療機関が、当該有料老人ホーム等に入居している患者に対して行った場合

を除く。）に、当該患者が同一建物居住者以外である場合はイを、当該患者が同

一建物居住者である場合はロを、当該患者１人につき、訪問診療を開始した日の

属する月から起算して６月（別に厚生労働大臣が定める疾病等の患者に対する場

合を除く。）を限度として、月１回に限り算定する。この場合において、区分番

号Ａ０００に掲げる初診料、区分番号Ａ００１に掲げる再診料、区分番号Ａ００

２に掲げる外来診療料、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料又は区分番

号Ｃ０００に掲げる往診料は、算定しない。

３ １について、保険医療機関が、診療に基づき、患者の急性増悪等により一時的

に頻回の訪問診療を行う必要性を認め、計画的な医学的管理の下に、在宅での療

養を行っている患者であって通院が困難なものに対して訪問診療を行った場合は

、注１の規定にかかわらず、１月に１回に限り、当該診療の日から14日以内に行

った訪問診療については14日を限度として算定する。

４ ６歳未満の乳幼児に対して訪問診療を行った場合には、乳幼児加算として、

400点を所定点数に加算する。

５ 患家における診療時間が１時間を超えた場合は、患家診療時間加算として、30

（ ）（ ） 251250

２
－
⑵　
在
宅
医
療



分又はその端数を増すごとに、100点を所定点数に加算する。

６ 在宅で死亡した患者（往診又は訪問診療を行った後、24時間以内に在宅以外で

死亡した患者を含む。）に対してその死亡日及び死亡日前14日以内に、２回以上

の往診又は訪問診療を実施した場合（１を算定する場合に限る。）には、当該患

者に係る区分等に従い、在宅ターミナルケア加算として、次に掲げる点数を、そ

れぞれ所定点数に加算する。ただし、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合

するものとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機関が行った場合は、当該基

準に掲げる区分に従い、在宅緩和ケア充実診療所・病院加算、在宅療養実績加算

１又は在宅療養実績加算２として、それぞれ1,000点、750点又は500点を、がん

患者に対して酸素療法を行っていた場合は酸素療法加算として2,000点を更に所

定点数に加算する。

イ 有料老人ホーム等に入居する患者以外の患者

在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労働大臣が定( 1 )

めるものの場合

① 病床を有する場合 6,500点

② 病床を有しない場合 5,500点

在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院（ に規定するものを除く。( 2 ) ( 1 )

）の場合 4,500点

及び に掲げるもの以外の場合 3,500点(３) ( 1 ) ( 2 )

ロ 有料老人ホーム等に入居する患者

在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労働大臣が定( 1 )

めるものの場合

① 病床を有する場合 6,500点

② 病床を有しない場合 5,500点

在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院（ に規定するものを除く。( 2 ) ( 1 )

）の場合 4,500点

及び に掲げるもの以外の場合 3,500点(３) ( 1 ) ( 2 )

７ 往診又は訪問診療を行い、在宅で患者を看取った場合（１を算定する場合に限

る。）には、看取り加算として、3,000点を所定点数に加算する。

８ 死亡診断を行った場合（１を算定する場合に限る。）には、死亡診断加算とし

て、200点を所定点数に加算する。ただし、注７に規定する加算を算定する場合

は、算定できない。

９ 保険医療機関の所在地と患家の所在地との距離が16キロメートルを超えた場合

又は海路による訪問診療を行った場合で、特殊の事情があったときの在宅患者訪

問診療料 は、別に厚生労働大臣が定めるところによって算定する。(Ⅰ)

10 往診料を算定する往診の日の翌日までに行った訪問診療（在宅療養支援診療所

又は在宅療養支援病院の保険医が行ったものを除く。）の費用は算定しない。

11 訪問診療に要した交通費は、患家の負担とする。

Ｃ００１－２ 在宅患者訪問診療料 （１日につき） 150点(Ⅱ)

注１ 有料老人ホーム等に併設される保険医療機関が、当該施設に入居している患者

に対して、次のいずれかに該当する訪問診療を行った場合に算定する。この場合

において、区分番号Ａ０００に掲げる初診料、区分番号Ａ００１に掲げる再診料

、区分番号Ａ００２に掲げる外来診療料、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン

診療料又は区分番号Ｃ０００に掲げる往診料は、算定しない。

イ 当該保険医療機関が、区分番号Ｃ００２に掲げる在宅時医学総合管理料又は

区分番号Ｃ００２－２に掲げる施設入居時等医学総合管理料の算定要件を満た

す保険医療機関として、当該患者の同意を得て、計画的な医学管理の下に定期

的に訪問して診療を行った場合（区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する

初診の日に訪問して診療を行った場合を除く。）
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ロ 区分番号Ｃ００２に掲げる在宅時医学総合管理料、区分番号Ｃ００２－２に

掲げる施設入居時等医学総合管理料又は区分番号Ｃ００３に掲げる在宅がん医

療総合診療料の算定要件を満たす他の保険医療機関の求めに応じ、当該他の保

険医療機関から紹介された患者に対して、当該患者の同意を得て、計画的な医

学管理の下に訪問して診療を行った場合

２ 注１のイの場合については、当該患者１人につき週３回（別に厚生労働大臣が

定める疾病等の患者に対する場合を除く。）に限り算定する。

３ 注１のロの場合については、当該患者１人につき訪問診療を開始した日の属す

る月から起算して６月（別に厚生労働大臣が定める疾病等の患者に対する場合を

除く。）を限度として、月１回に限り算定する。

４ 注１のイの場合について、保険医療機関が、診療に基づき、患者の急性増悪等

により一時的に頻回の訪問診療を行う必要性を認め、計画的な医学管理の下に、

訪問診療を行った場合は、注２の規定にかかわらず、１月に１回に限り、当該診

療の日から14日以内に行った訪問診療については14日を限度として算定する。

５ 患者の居住する有料老人ホーム等で死亡した患者（往診又は訪問診療を行った

後、24時間以内に当該有料老人ホーム等以外で死亡した患者を含む。）に対して

その死亡日及び死亡日前14日以内に、２回以上の往診又は訪問診療を実施した場

合（注１のイの場合に限る。）には、在宅ターミナルケア加算として、次に掲げ

る点数を、それぞれ所定点数に加算する。ただし、別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合するものとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機関が行った場

合は、当該基準に掲げる区分に従い、在宅緩和ケア充実診療所・病院加算、在宅

療養実績加算１又は在宅療養実績加算２として、それぞれ1,000点、750点又は

500点を、がん患者に対して酸素療法を行っていた場合は酸素療法加算として

2,000点を、更に所定点数に加算する。

イ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労働大臣が定め

るものの場合

病床を有する場合 6,200点( 1 )

病床を有しない場合 5,200点( 2 )

ロ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院（イに規定するものを除く。）の

場合 4,200点

ハ イ及びロに掲げるもの以外の場合 3,200点

６ 区分番号Ｃ００１の注４、注５、注７、注８及び注10の規定は、在宅患者訪問

診療料 について準用する。この場合において、同注７中「在宅」とあるのは(Ⅱ)

「患者の入居する有料老人ホーム等」と、「１を算定する場合」とあるのは「注

１のイの場合」と、同注８中「１を算定する場合」とあるのは「注１のイの場合

」と、「注７に規定する加算」とあるのは「注６において準用するＣ００１の注

７に規定する加算」と読み替えるものとする。

Ｃ００２ 在宅時医学総合管理料（月１回）

１ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労働大臣が定めるも

のの場合

イ 病床を有する場合

別に厚生労働大臣が定める状態の患者に対し、月２回以上訪問診療を行って( 1 )

いる場合

① 単一建物診療患者が１人の場合 5,400点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 4,500点

③ ①及び②以外の場合 2,880点

月２回以上訪問診療を行っている場合（ の場合を除く。）( 2 ) ( 1 )

① 単一建物診療患者が１人の場合 4,500点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 2,400点
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③ ①及び②以外の場合 1,200点

月１回訪問診療を行っている場合( 3 )

① 単一建物診療患者が１人の場合 2,760点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 1,500点

③ ①及び②以外の場合 780点

ロ 病床を有しない場合

別に厚生労働大臣が定める状態の患者に対し、月２回以上訪問診療を行って( 1 )

いる場合

① 単一建物診療患者が１人の場合 5,000点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 4,140点

③ ①及び②以外の場合 2,640点

月２回以上訪問診療を行っている場合（ の場合を除く。）( 2 ) ( 1 )

① 単一建物診療患者が１人の場合 4,100点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 2,200点

③ ①及び②以外の場合 1,100点

月１回訪問診療を行っている場合( 3 )

① 単一建物診療患者が１人の場合 2,520点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 1,380点

③ ①及び②以外の場合 720点

２ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院（１に規定するものを除く。）の場合

イ 別に厚生労働大臣が定める状態の患者に対し、月２回以上訪問診療を行ってい

る場合

単一建物診療患者が１人の場合 4,600点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 3,780点( 2 )

及び 以外の場合 2,400点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ロ 月２回以上訪問診療を行っている場合（イの場合を除く。）

単一建物診療患者が１人の場合 3,700点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 2,000点( 2 )

及び 以外の場合 1,000点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ハ 月１回訪問診療を行っている場合

単一建物診療患者が１人の場合 2,300点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 1,280点( 2 )

及び 以外の場合 680点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

３ １及び２に掲げるもの以外の場合

イ 別に厚生労働大臣が定める状態の患者に対し、月に２回以上訪問診療を行って

いる場合

単一建物診療患者が１人の場合 3,450点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 2,835点( 2 )

及び 以外の場合 1,800点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ロ 月２回以上訪問診療を行っている場合（イの場合を除く。）

単一建物診療患者が１人の場合 2,750点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 1,475点( 2 )

及び 以外の場合 750点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ハ 月１回訪問診療を行っている場合

単一建物診療患者が１人の場合 1,760点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 995点( 2 )

及び 以外の場合 560点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（診療所、在宅療養支援病院及び許可病床数が200床未
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満の病院（在宅療養支援病院を除く。）に限る。）において、在宅での療養を行

っている患者（特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム又は有料老人ホームその他

入居している施設において療養を行っている患者（以下「施設入居者等」という

。）を除く。）であって通院が困難なものに対して、当該患者の同意を得て、計

画的な医学管理の下に定期的な訪問診療を行っている場合に、訪問回数及び単一

建物診療患者（当該患者が居住する建物に居住する者のうち、当該保険医療機関

が訪問診療を実施し、医学管理を行っているものをいう。以下この表において同

じ。）の人数に従い、所定点数を月１回に限り算定する。

２ 注１において、処方箋を交付しない場合は、300点を所定点数に加算する。

３ 在宅時医学総合管理料を算定すべき医学管理を行った場合においては、別に厚

生労働大臣が定める診療に係る費用及び投薬の費用は、所定点数に含まれるもの

とする。

４ 在宅医療に移行後、当該点数を算定した日の属する月から起算して３月以内の

期間、月１回に限り、在宅移行早期加算として、100点を所定点数に加算する。

ただし、在宅医療に移行後、１年を経過した患者については算定しない。

５ 在宅時医学総合管理料を算定すべき医学管理に関し特別な管理を必要とする患

者（別に厚生労働大臣が定める状態等にあるものに限る。）に対して、１月に４

回以上の往診又は訪問診療を行った場合には、患者１人につき１回に限り、頻回

訪問加算として、600点を所定点数に加算する。

６ 区分番号Ｃ００２－２に掲げる施設入居時等医学総合管理料を算定している患

者については算定しない。

７ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合するものとして地方厚生局長等に届

け出た保険医療機関が行った場合は、当該基準に掲げる区分に従い、次に掲げる

点数を、それぞれ更に所定点数に加算する。

イ 在宅緩和ケア充実診療所・病院加算

単一建物診療患者が１人の場合 400点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 200点( 2 )

及び 以外の場合 100点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ロ 在宅療養実績加算１

単一建物診療患者が１人の場合 300点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 150点( 2 )

及び 以外の場合 75点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ハ 在宅療養実績加算２

単一建物診療患者が１人の場合 200点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 100点( 2 )

及び 以外の場合 50点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

８ ３について、別に厚生労働大臣が定める基準を満たさない場合には、それぞれ

所定点数の100分の80に相当する点数を算定する。

９ ３を算定する患者であって継続的に診療を行っているものに対して、保険医療

機関（診療所に限る。）が、当該患者の同意を得て、当該保険医療機関において

又は他の保険医療機関との連携により、常時往診を行う体制等を確保した上で訪

問診療を行った場合に、継続診療加算として、216点を所定点数に加算する。

10 １のイの 及び 、１のロの 及び 、２のロ及びハ並びに３のロ及びハにつ( 2 ) ( 3 ) (２) ( 3 )

いて、別に厚生労働大臣が定める状態の患者については、包括的支援加算として

、150点を所定点数に加算する。

11 区分番号Ｉ００２に掲げる通院・在宅精神療法を算定している患者であって、

区分番号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療料 の１を算定しているものにつ(Ⅰ)

いては、別に厚生労働大臣が定める状態の患者に限り、算定できるものとする。

12 １から３までにおいて、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも
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のとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、別に厚生労働大臣が

定める患者に対して、情報通信機器を用いた診察（訪問診療と同日に行う場合を

除く。）による医学管理を行っている場合に、オンライン在宅管理料として100

点を所定点数に加えて算定できる。

Ｃ００２－２ 施設入居時等医学総合管理料（月１回）

１ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労働大臣が定めるも

のの場合

イ 病床を有する場合

別に厚生労働大臣が定める状態の患者に対し、月２回以上訪問診療を行って( 1 )

いる場合

① 単一建物診療患者が１人の場合 3,900点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 3,240点

③ ①及び②以外の場合 2,880点

月２回以上訪問診療を行っている場合（ の場合を除く。）( 2 ) ( 1 )

① 単一建物診療患者が１人の場合 3,200点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 1,700点

③ ①及び②以外の場合 1,200点

月１回訪問診療を行っている場合( 3 )

① 単一建物診療患者が１人の場合 1,980点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 1,080点

③ ①及び②以外の場合 780点

ロ 病床を有しない場合

別に厚生労働大臣が定める状態の患者に対し、月２回以上訪問診療を行って( 1 )

いる場合

① 単一建物診療患者が１人の場合 3,600点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 2,970点

③ ①及び②以外の場合 2,640点

月２回以上訪問診療を行っている場合（ の場合を除く。）( 2 ) ( 1 )

① 単一建物診療患者が１人の場合 2,900点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 1,550点

③ ①及び②以外の場合 1,100点

月１回訪問診療を行っている場合( 3 )

① 単一建物診療患者が１人の場合 1,800点

② 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 990点

③ ①及び②以外の場合 720点

２ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院（１に規定するものを除く。）の場合

イ 別に厚生労働大臣が定める状態の患者に対し、月２回以上訪問診療を行ってい

る場合

単一建物診療患者が１人の場合 3,300点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 2,700点( 2 )

及び 以外の場合 2,400点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ロ 月２回以上訪問診療を行っている場合（イの場合を除く。）

単一建物診療患者が１人の場合 2,600点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 1,400点( 2 )

及び 以外の場合 1,000点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ハ 月１回訪問診療を行っている場合

単一建物診療患者が１人の場合 1,640点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 920点( 2 )

及び 以外の場合 680点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )
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３ １及び２に掲げるもの以外の場合

イ 別に厚生労働大臣が定める状態の患者に対し、月２回以上訪問診療を行ってい

る場合

単一建物診療患者が１人の場合 2,450点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 2,025点( 2 )

及び 以外の場合 1,800点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ロ 月２回以上訪問診療を行っている場合（イの場合を除く。）

単一建物診療患者が１人の場合 1,950点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 1,025点( 2 )

及び 以外の場合 750点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ハ 月１回訪問診療を行っている場合

単一建物診療患者が１人の場合 1,280点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 725点( 2 )

及び 以外の場合 560点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（診療所、在宅療養支援病院及び許可病床数が200床未

満の病院（在宅療養支援病院を除く。）に限る。）において、施設入居者等であ

って通院が困難なものに対して、当該患者の同意を得て、計画的な医学管理の下

に定期的な訪問診療を行っている場合、訪問回数及び単一建物診療患者の人数に

従い、所定点数を月１回に限り算定する。

２ 区分番号Ｃ００２に掲げる在宅時医学総合管理料を算定している患者について

は算定しない。

３ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合するものとして地方厚生局長等に届

け出た保険医療機関が行った場合は、当該基準に掲げる区分に従い、次に掲げる

点数を、それぞれ更に所定点数に加算する。

イ 在宅緩和ケア充実診療所・病院加算

単一建物診療患者が１人の場合 300点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 150点( 2 )

及び 以外の場合 75点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ロ 在宅療養実績加算１

単一建物診療患者が１人の場合 225点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 110点( 2 )

及び 以外の場合 56点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

ハ 在宅療養実績加算２

単一建物診療患者が１人の場合 150点( 1 )

単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 75点( 2 )

及び 以外の場合 40点( 3 ) ( 1 ) ( 2 )

４ 区分番号Ｉ００２に掲げる通院・在宅精神療法を算定している患者であって、

区分番号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療料 の１又は区分番号Ｃ００１－(Ⅰ)

２に掲げる在宅患者訪問診療料 （注１のイの場合に限る。）を算定している(Ⅱ)

ものについては、別に厚生労働大臣が定める状態の患者に限り、算定できるもの

とする。

５ 区分番号Ｃ００２の注２から注５まで及び注８から注10までの規定は、施設入

居時等医学総合管理料について準用する。この場合において、同注３及び同注５

中「在宅時医学総合管理料」とあるのは、「施設入居時等医学総合管理料」と読

み替えるものとする。

Ｃ００３ 在宅がん医療総合診療料（１日につき）

１ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労働大臣が定めるも

のの場合
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イ 病床を有する場合

保険薬局において調剤を受けるために処方箋を交付する場合 1,800点( 1 )

処方箋を交付しない場合 2,000点( 2 )

ロ 病床を有しない場合

保険薬局において調剤を受けるために処方箋を交付する場合 1,650点( 1 )

処方箋を交付しない場合 1,850点( 2 )

２ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院（１に規定するものを除く。）の場合

イ 保険薬局において調剤を受けるために処方箋を交付する場合 1,495点

ロ 処方箋を交付しない場合 1,685点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院に限る。）

において、在宅での療養を行っている末期の悪性腫瘍の患者であって通院が困難

なものに対して、当該患者の同意を得て、計画的な医学管理の下に総合的な医療

を提供した場合に１週を単位として算定する。

２ 死亡診断を行った場合は、死亡診断加算として、200点を所定点数に加算する

。

３ 注２に規定する加算及び特に規定するものを除き、診療に係る費用は、在宅が

ん医療総合診療料に含まれるものとする。

４ 在宅がん医療総合診療に要した交通費は、患家の負担とする。

５ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合するものとして地方厚生局長等に届

け出た保険医療機関が行った場合は、当該基準に掲げる区分に従い、在宅緩和ケ

ア充実診療所・病院加算、在宅療養実績加算１又は在宅療養実績加算２として、

150点、110点又は75点を、それぞれ更に所定点数に加算する。

Ｃ００４ 救急搬送診療料 1,300点

注１ 患者を救急用の自動車等で保険医療機関に搬送する際、診療上の必要から、当

該自動車等に同乗して診療を行った場合に算定する。

２ 新生児又は６歳未満の乳幼児（新生児を除く。）に対して当該診療を行った場

合には、新生児加算又は乳幼児加算として、それぞれ1,500点又は700点を所定点

数に加算する。

３ 注１に規定する場合であって、当該診療に要した時間が30分を超えた場合には

、長時間加算として、700点を所定点数に加算する。

Ｃ００５ 在宅患者訪問看護・指導料（１日につき）

１ 保健師、助産師又は看護師（３の場合を除く。）による場合

イ 週３日目まで 580点

ロ 週４日目以降 680点

２ 准看護師による場合

イ 週３日目まで 530点

ロ 週４日目以降 630点

３ 悪性腫瘍の患者に対する緩和ケア、褥 瘡ケア又は人工肛門ケア及び人工膀胱ケ
じよくそう こう ぼうこう

アに係る専門の研修を受けた看護師による場合 1,285点

注１ １及び２については、保険医療機関が、在宅で療養を行っている患者（当該患

者と同一の建物に居住する他の患者に対して当該保険医療機関が同一日に訪問看

護・指導を行う場合の当該患者（以下この区分番号及び区分番号Ｃ００５－１－

２において「同一建物居住者」という。）を除く。注８及び注９において同じ。

）であって通院が困難なものに対して、診療に基づく訪問看護計画により、保健

師、助産師、看護師又は准看護師（以下この部において「看護師等」という。）

を訪問させて看護又は療養上必要な指導を行った場合に、当該患者１人について

日単位で算定する。ただし、別に厚生労働大臣が定める疾病等の患者以外の患者

については、区分番号Ｃ００５－１－２に掲げる同一建物居住者訪問看護・指導
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料（３を除く。）又は区分番号Ｉ０１２に掲げる精神科訪問看護・指導料を算定

する日と合わせて週３日（保険医療機関が、診療に基づき患者の急性増悪等によ

り一時的に頻回の訪問看護・指導を行う必要を認めて、訪問看護・指導を行う場

合にあっては、１月に１回（別に厚生労働大臣が定めるものについては、月２回

）に限り、週７日（当該診療の日から起算して14日以内の期間に行われる場合に

限る。））を限度とする。

２ ３については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関が、在宅で療養を行っている悪性腫瘍の

鎮痛療法若しくは化学療法を行っている患者、真皮を越える褥 瘡の状態にある
じよくそう

患者（区分番号Ｃ０１３に掲げる在宅患者訪問褥 瘡管理指導料を算定する場合
じよくそう

にあっては真皮までの状態の患者）又は人工肛門若しくは人工膀胱を造設してい
こう ぼうこう

る者で管理が困難な患者（いずれも同一建物居住者を除く。）であって通院が困

難なものに対して、診療に基づく訪問看護計画により、緩和ケア、褥 瘡ケア又
じよくそう

は人工肛門ケア及び人工膀胱ケアに係る専門の研修を受けた看護師を訪問させて
こう ぼうこう

、他の保険医療機関の看護師若しくは准看護師又は訪問看護ステーションの看護

師若しくは准看護師と共同して同一日に看護又は療養上必要な指導を行った場合

に、当該患者１人について、それぞれ月１回に限り算定する。

３ １及び２については、注１ただし書に規定する別に厚生労働大臣が定める疾病

等の患者又は同注ただし書の規定に基づき週７日を限度として所定点数を算定す

る患者に対して、当該患者に対する診療を担う保険医療機関の保険医が必要と認

めて、１日に２回又は３回以上訪問看護・指導を実施した場合は、難病等複数回

訪問加算として、それぞれ450点又は800点を所定点数に加算する。

４ １及び２については、患者又はその看護に当たっている者の求めを受けた診療

所又は在宅療養支援病院の保険医の指示により、保険医療機関の看護師等が緊急

に訪問看護・指導を実施した場合には、緊急訪問看護加算として、１日につき

265点を所定点数に加算する。

５ １及び２については、別に厚生労働大臣が定める長時間の訪問を要する者に対

し、保険医療機関の看護師等が、長時間にわたる訪問看護・指導を実施した場合

には、長時間訪問看護・指導加算として、週１日（別に厚生労働大臣が定める者

の場合にあっては週３日）に限り、520点を所定点数に加算する。

６ １及び２については、６歳未満の乳幼児に対し、保険医療機関の看護師等が訪

問看護・指導を実施した場合には、乳幼児加算として、１日につき150点を所定

点数に加算する。

７ １及び２については、同時に複数の看護師等による訪問看護・指導が必要な者

として別に厚生労働大臣が定める者に対して、保険医療機関の複数の看護師等が

同時に訪問看護・指導を行うことについて当該患者又はその家族等の同意を得て

、訪問看護・指導を実施した場合には、複数名訪問看護・指導加算として、次に

掲げる区分に従い、１日につき、いずれかを所定点数に加算する。ただし、イ又

はロの場合にあっては週１日を、ハの場合にあっては週３日を限度として算定す

る。

イ 所定点数を算定する訪問看護・指導を行う看護師等が他の保健師、助産師又

は看護師と同時に訪問看護・指導を行う場合 450点

ロ 所定点数を算定する訪問看護・指導を行う看護師等が他の准看護師と同時に

訪問看護・指導を行う場合 380点

ハ 所定点数を算定する訪問看護・指導を行う看護師等が看護補助者と同時に訪

問看護・指導を行う場合（別に厚生労働大臣が定める場合を除く。） 300点

ニ 所定点数を算定する訪問看護・指導を行う看護師等が看護補助者と同時に訪

問看護・指導を行う場合（別に厚生労働大臣が定める場合に限る。）

１日に１回の場合 300点( 1 )
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１日に２回の場合 600点( 2 )

１日に３回以上の場合 1,000点(３)

８ １及び２については、訪問診療を実施している保険医療機関の保健師、助産師

又は看護師が、在宅で療養を行っている患者であって通院が困難なものに対して

、当該患者の同意を得て、訪問診療を実施している保険医療機関を含め、歯科訪

問診療を実施している保険医療機関又は訪問薬剤管理指導を実施している保険薬

局と文書等により情報共有を行うとともに、共有された情報を踏まえて療養上必

要な指導を行った場合に、在宅患者連携指導加算として、月１回に限り300点を

所定点数に加算する。

９ １及び２については、保険医療機関の保健師、助産師又は看護師が、在宅で療

養を行っている患者であって通院が困難なものの状態の急変等に伴い、当該患者

の在宅療養を担う他の保険医療機関の保険医の求めにより、当該他の保険医療機

関の保険医等、歯科訪問診療を実施している保険医療機関の保険医である歯科医

師等、訪問薬剤管理指導を実施している保険薬局の保険薬剤師、介護支援専門員

又は相談支援専門員と共同で、カンファレンスに参加し、それらの者と共同で療

養上必要な指導を行った場合には、在宅患者緊急時等カンファレンス加算として

、月２回に限り200点を所定点数に加算する。

10 １及び２については、在宅で死亡した患者又は特別養護老人ホームその他これ

に準ずる施設（以下この注において「特別養護老人ホーム等」という。）で死亡

した患者に対して、保険医療機関の保険医の指示により、その死亡日及び死亡日

前14日以内に、２回以上訪問看護・指導を実施し、かつ、訪問看護におけるター

ミナルケアに係る支援体制について患者及び家族等に対して説明した上でターミ

ナルケアを行った場合は、在宅ターミナルケア加算として、次に掲げる区分に従

い、いずれかを所定点数に加算する。

イ 在宅で死亡した患者（ターミナルケアを行った後、24時間以内に在宅以外で

死亡した患者を含む。）又は特別養護老人ホーム等で死亡した患者（ターミナ

ルケアを行った後、24時間以内に当該特別養護老人ホーム等以外で死亡した患

者を含み、指定施設サービス等に要する費用の額の算定に関する基準（平成12

年厚生省告示第21号）別表の１に規定する看取り介護加算その他これに相当す

る加算（以下この注において「看取り介護加算等」という。）を算定している

ものを除く。） 2,500点

ロ 特別養護老人ホーム等で死亡した患者（ターミナルケアを行った後、24時間

以内に当該特別養護老人ホーム等以外で死亡した患者を含む。）であって、看

取り介護加算等を算定しているもの 1,000点

11 １及び２については、訪問看護・指導に関して特別な管理を必要とする患者（

別に厚生労働大臣が定める状態等にある者に限る。以下この注において同じ。）

に対して、当該患者に係る訪問看護・指導に関する計画的な管理を行った場合は

、患者１人につき１回に限り、在宅移行管理加算として、250点を所定点数に加

算する。ただし、特別な管理を必要とする患者のうち重症度等の高いものとして

別に厚生労働大臣が定める状態等にあるものについては、患者１人につき１回に

限り、500点を所定点数に加算する。

12 １及び２については、夜間（午後６時から午後10時までの時間をいう。）又は

早朝（午前６時から午前８時までの時間をいう。）に訪問看護・指導を行った場

合は、夜間・早朝訪問看護加算として210点を所定点数に加算し、深夜に訪問看

護・指導を行った場合は、深夜訪問看護加算として420点を所定点数に加算する

。

13 １及び２については、別に厚生労働大臣が定める者について、保険医療機関の

看護師又は准看護師が、登録喀痰吸引等事業者（社会福祉士及び介護福祉士法（
かくたん

昭和62年法律第30号）第48条の３第１項の登録を受けた登録喀痰吸引等事業者を
かくたん
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いう。以下同じ。）又は登録特定行為事業者（同法附則第20条第１項の登録を受

けた登録特定行為事業者をいう。以下同じ。）と連携し、社会福祉士及び介護福

祉士法施行規則（昭和62年厚生省令第49号）第１条各号に掲げる医師の指示の下

に行われる行為（以下「喀痰吸引等」という。）が円滑に行われるよう、喀痰吸
かくたん かくたん

引等に関してこれらの事業者の介護の業務に従事する者に対して必要な支援を行

った場合には、看護・介護職員連携強化加算として、月１回に限り250点を所定

点数に加算する。

14 保険医療機関の看護師等が、最も合理的な経路及び方法による当該保険医療機

関の所在地から患家までの移動にかかる時間が１時間以上である者に対して訪問

看護・指導を行い、次のいずれかに該当する場合、特別地域訪問看護加算として

、所定点数の100分の50に相当する点数を加算する。

イ 別に厚生労働大臣が定める地域に所在する保険医療機関の看護師等が訪問看

護・指導を行う場合

ロ 別に厚生労働大臣が定める地域外に所在する保険医療機関の看護師等が別に

厚生労働大臣が定める地域に居住する患者に対して訪問看護・指導を行う場合

15 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関の看護師等が訪問看護・指導を実施した場合には、訪問

看護・指導体制充実加算として、月１回に限り150点を所定点数に加算する。

16 在宅患者訪問看護・指導料を算定した場合には、区分番号Ｃ００５－１－２に

掲げる同一建物居住者訪問看護・指導料又は区分番号Ｉ０１２に掲げる精神科訪

問看護・指導料は、算定しない。

17 訪問看護・指導に要した交通費は、患家の負担とする。

Ｃ００５－１－２ 同一建物居住者訪問看護・指導料（１日につき）

１ 保健師、助産師又は看護師（３の場合を除く。）による場合

イ 同一日に２人

週３日目まで 580点( 1 )

週４日目以降 680点( 2 )

ロ 同一日に３人以上

週３日目まで 293点( 1 )

週４日目以降 343点( 2 )

２ 准看護師による場合

イ 同一日に２人

週３日目まで 530点( 1 )

週４日目以降 630点( 2 )

ロ 同一日に３人以上

週３日目まで 268点( 1 )

週４日目以降 318点( 2 )

３ 悪性腫瘍の患者に対する緩和ケア、褥 瘡ケア又は人工肛門ケア及び人工膀胱ケ
じよくそう こう ぼうこう

アに係る専門の研修を受けた看護師による場合 1,285点

注１ １及び２については、保険医療機関が、在宅で療養を行っている患者（同一建

物居住者に限る。）であって通院が困難なものに対して、診療に基づく訪問看護

計画により、看護師等を訪問させて看護又は療養上必要な指導を行った場合に、

患者１人について日単位で算定する。ただし、別に厚生労働大臣が定める疾病等

の患者以外の患者については、区分番号Ｃ００５に掲げる在宅患者訪問看護・指

導料（３を除く。）又は区分番号Ｉ０１２に掲げる精神科訪問看護・指導料を算

定する日と合わせて週３日（保険医療機関が、診療に基づき患者の急性増悪等に

より一時的に頻回の訪問看護・指導を行う必要を認めて、訪問看護・指導を行う

場合にあっては、１月に１回（別に厚生労働大臣が定めるものについては、月２

回）に限り、週７日（当該診療の日から起算して14日以内の期間に行われる場合
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に限る。））を限度とする。

２ ３については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関が、在宅で療養を行っている悪性腫瘍の

鎮痛療法若しくは化学療法を行っている患者、真皮を越える褥 瘡の状態にある
じよくそう

患者（区分番号Ｃ０１３に掲げる在宅患者訪問褥 瘡管理指導料を算定する場合
じよくそう

にあっては真皮までの状態の患者）又は人工肛門若しくは人工膀胱を造設してい
こう ぼうこう

る者で管理が困難な患者（いずれも同一建物居住者に限る。）であって通院が困

難なものに対して、診療に基づく訪問看護計画により、緩和ケア、褥 瘡ケア又
じよくそう

は人工肛門ケア及び人工膀胱ケアに係る専門の研修を受けた看護師を訪問させて
こう ぼうこう

、他の保険医療機関の看護師若しくは准看護師又は訪問看護ステーションの看護

師若しくは准看護師と共同して同一日に看護又は療養上必要な指導を行った場合

に、当該患者１人について、それぞれ月１回に限り算定する。

３ １及び２については、注１ただし書に規定する別に厚生労働大臣が定める疾病

等の患者又は同注ただし書の規定に基づき週７日を限度として所定点数を算定す

る患者に対して、当該患者に対する診療を担う保険医療機関の保険医が必要と認

めて、１日に２回又は３回以上訪問看護・指導を実施した場合は、難病等複数回

訪問加算として、次に掲げる区分に従い、１日につき、いずれかを所定点数に加

算する。

イ １日に２回の場合

同一建物内１人 450点( 1 )

同一建物内２人 450点( 2 )

同一建物内３人以上 400点(３)

ロ １日に３回以上の場合

同一建物内１人 800点( 1 )

同一建物内２人 800点( 2 )

同一建物内３人以上 720点(３)

４ １及び２については、同時に複数の看護師等による訪問看護・指導が必要な者

として別に厚生労働大臣が定める者に対して、保険医療機関の複数の看護師等が

同時に訪問看護・指導を行うことについて当該患者又はその家族等の同意を得て

、訪問看護・指導を実施した場合には、複数名訪問看護・指導加算として、次に

掲げる区分に従い、１日につき、いずれかを所定点数に加算する。ただし、イ又

はロの場合にあっては週１日を、ハの場合にあっては週３日を限度として算定す

る。

イ 所定点数を算定する訪問看護・指導を行う看護師等が他の保健師、助産師又

は看護師と同時に訪問看護・指導を行う場合

同一建物内１人 450点( 1 )

同一建物内２人 450点( 2 )

同一建物内３人以上 400点(３)

ロ 所定点数を算定する訪問看護・指導を行う看護師等が他の准看護師と同時に

訪問看護・指導を行う場合

同一建物内１人 380点( 1 )

同一建物内２人 380点( 2 )

同一建物内３人以上 340点(３)

ハ 所定点数を算定する訪問看護・指導を行う看護師等が看護補助者と同時に訪

問看護・指導を行う場合（別に厚生労働大臣が定める場合を除く。）

同一建物内１人 300点( 1 )

同一建物内２人 300点( 2 )

同一建物内３人以上 270点(３)

ニ 所定点数を算定する訪問看護・指導を行う看護師等が看護補助者と同時に訪
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問看護・指導を行う場合（別に厚生労働大臣が定める場合に限る。）

１日に１回の場合( 1 )

① 同一建物内１人 300点

② 同一建物内２人 300点

③ 同一建物内３人以上 270点

１日に２回の場合( 2 )

① 同一建物内１人 600点

② 同一建物内２人 600点

③ 同一建物内３人以上 540点

１日に３回以上の場合( 3 )

① 同一建物内１人 1,000点

② 同一建物内２人 1,000点

③ 同一建物内３人以上 900点

５ 同一建物居住者訪問看護・指導料を算定した場合には、区分番号Ｃ００５に掲

げる在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号Ｉ０１２に掲げる精神科訪問看護・

指導料は、算定しない。

６ 区分番号Ｃ００５の注４から注６まで、注８から注15まで及び注17の規定は、

同一建物居住者訪問看護・指導料について準用する。この場合において、同注８

中「在宅で療養を行っている患者」とあるのは「在宅で療養を行っている患者（

同一建物居住者に限る。）」と、「在宅患者連携指導加算」とあるのは「同一建

物居住者連携指導加算」と、同注９中「在宅で療養を行っている患者」とあるの

は「在宅で療養を行っている患者（同一建物居住者に限る。）」と、「在宅患者

緊急時等カンファレンス加算」とあるのは「同一建物居住者緊急時等カンファレ

ンス加算」と、同注10中「在宅ターミナルケア加算」とあるのは「同一建物居住

者ターミナルケア加算」と読み替えるものとする。

Ｃ００５－２ 在宅患者訪問点滴注射管理指導料（１週につき） 100点

注 区分番号Ｃ００５に掲げる在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号Ｃ００５－１

－２に掲げる同一建物居住者訪問看護・指導料を算定すべき訪問看護・指導を受け

ている患者又は指定訪問看護事業者（健康保険法第88条第１項に規定する指定訪問

看護事業者、介護保険法第41条第１項本文の規定による指定居宅サービス事業者（

訪問看護事業を行う者に限る。）の指定、同法第42条の２第１項本文の規定による

指定地域密着型サービス事業者（訪問看護事業を行う者に限る。）の指定又は同法

第53条第１項本文の規定による指定介護予防サービス事業者（訪問看護事業を行う

者に限る。）をいう。）から訪問看護を受けている患者であって、当該患者に対す

る診療を担う保険医療機関の保険医の診療に基づき、週３日以上の点滴注射を行う

必要を認めたものについて、訪問を行う看護師又は准看護師に対して、点滴注射に

際し留意すべき事項等を記載した文書を交付して、必要な管理指導を行った場合に

、患者１人につき週１回に限り算定する。

Ｃ００６ 在宅患者訪問リハビリテーション指導管理料（１単位）

１ 同一建物居住者以外の場合 300点

２ 同一建物居住者の場合 255点

注１ １については、在宅で療養を行っている患者（当該患者と同一の建物に居住す

る他の患者に対して当該保険医療機関が同一日に訪問リハビリテーション指導管

理を行う場合の当該患者（以下この区分番号において「同一建物居住者」という

。）を除く。）であって通院が困難なものに対して、２については、在宅で療養

を行っている患者（同一建物居住者に限る。）であって通院が困難なものに対し

て、診療に基づき計画的な医学管理を継続して行い、かつ、当該診療を行った保

険医療機関の理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士を訪問させて基本的動作能

力若しくは応用的動作能力又は社会的適応能力の回復を図るための訓練等につい
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て必要な指導を行わせた場合に、患者１人につき、１と２を合わせて週６単位（

退院の日から起算して３月以内の患者にあっては、週12単位）に限り算定する。

２ 保険医療機関が、診療に基づき、患者の急性増悪等により一時的に頻回の訪問

リハビリテーション指導管理を行う必要性を認め、計画的な医学管理の下に、在

宅で療養を行っている患者であって通院が困難なものに対して訪問リハビリテー

ション指導管理を行った場合は、注１の規定にかかわらず、１と２を合わせて、

６月に１回に限り、当該診療の日から14日以内に行った訪問リハビリテーション

指導管理については、14日を限度として１日４単位に限り、算定する。

３ 在宅患者訪問リハビリテーション指導管理に要した交通費は、患家の負担とす

る。

Ｃ００７ 訪問看護指示料 300点

注１ 当該患者に対する診療を担う保険医療機関の保険医が、診療に基づき指定訪問

看護事業者（介護保険法第41条第１項に規定する指定居宅サービス事業者若しく

は同法第53条第１項に規定する指定介護予防サービス事業者（いずれも訪問看護

事業を行う者に限る。）又は健康保険法第88条第１項に規定する指定訪問看護事

業者をいう。）からの指定訪問看護の必要を認め、又は、介護保険法第42条の２

第１項に規定する指定地域密着型サービス事業者（定期巡回・随時対応型訪問介

護看護又は複合型サービスを行う者に限る。）からの指定定期巡回・随時対応型

訪問介護看護又は指定複合型サービス（いずれも訪問看護を行うものに限る。）

の必要を認め、患者の同意を得て当該患者の選定する訪問看護ステーション等に

対して、訪問看護指示書を交付した場合に、患者１人につき月１回に限り算定す

る。

２ 当該患者に対する診療を担う保険医療機関の保険医が、診療に基づき、当該患

者の急性増悪等により一時的に頻回の指定訪問看護を行う必要を認め、当該患者

の同意を得て当該患者の選定する訪問看護ステーション等に対して、その旨を記

載した訪問看護指示書を交付した場合は、特別訪問看護指示加算として、患者１

人につき月１回（別に厚生労働大臣が定める者については、月２回）に限り、

100点を所定点数に加算する。

３ 注１の場合において、必要な衛生材料及び保険医療材料を提供した場合に、衛

生材料等提供加算として、患者１人につき月１回に限り、80点を所定点数に加算

する。

４ 訪問看護指示料を算定した場合には、区分番号Ｉ０１２－２に掲げる精神科訪

問看護指示料は算定しない。

Ｃ００７－２ 介護職員等喀痰吸引等指示料 240点
かくたん

注 当該患者に対する診療を担う保険医療機関の保険医が、診療に基づき介護保険法

第41条第１項に規定する指定居宅サービス事業者（同法第８条第２項に規定する訪

問介護、同条第３項に規定する訪問入浴介護、同条第７項に規定する通所介護又は

同条第11項に規定する特定施設入居者生活介護に係る指定を受けている者に限る。

）、同法第42条の２第１項に規定する指定地域密着型サービス事業者（同法第８条

第21項に規定する地域密着型介護老人福祉施設を除く。）その他別に厚生労働大臣

が定める者による喀痰吸引等の必要を認め、患者の同意を得て当該患者の選定する
かくたん

事業者に対して介護職員等喀痰吸引等指示書を交付した場合に、患者１人につき３
かくたん

月に１回に限り算定する。

Ｃ００８ 在宅患者訪問薬剤管理指導料

１ 単一建物診療患者が１人の場合 650点

２ 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 320点

３ １及び２以外の場合 290点

注１ 在宅で療養を行っている患者であって通院が困難なものに対して、診療に基づ

き計画的な医学管理を継続して行い、かつ、薬剤師が訪問して薬学的管理指導を
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行った場合に、単一建物診療患者（当該患者が居住する建物に居住する者のうち

、当該保険医療機関の薬剤師が訪問し薬学的管理指導を行っているものをいう。

）の人数に従い、患者１人につき月４回（末期の悪性腫瘍の患者及び中心静脈栄

養法の対象患者については、週２回かつ月８回）に限り算定する。この場合にお

いて、１から３までを合わせて薬剤師１人につき週40回に限り算定できる。

２ 麻薬の投薬が行われている患者に対して、麻薬の使用に関し、その服用及び保

管の状況、副作用の有無等について患者に確認し、必要な薬学的管理指導を行っ

た場合は、１回につき100点を所定点数に加算する。

３ 在宅患者訪問薬剤管理指導に要した交通費は、患家の負担とする。

４ ６歳未満の乳幼児に対して、薬剤師が訪問して薬学的管理指導を行った場合に

は、乳幼児加算として、100点を所定点数に加算する。

Ｃ００９ 在宅患者訪問栄養食事指導料

１ 在宅患者訪問栄養食事指導料１

イ 単一建物診療患者が１人の場合 530点

ロ 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 480点

ハ イ及びロ以外の場合 440点

２ 在宅患者訪問栄養食事指導料２

イ 単一建物診療患者が１人の場合 510点

ロ 単一建物診療患者が２人以上９人以下の場合 460点

ハ イ及びロ以外の場合 420点

注１ １については、在宅で療養を行っており通院が困難な患者であって、別に厚生

労働大臣が定めるものに対して、診療に基づき計画的な医学管理を継続して行い

、かつ、保険医療機関の医師の指示に基づき当該保険医療機関の管理栄養士が訪

問して具体的な献立等によって栄養管理に係る指導を行った場合に、単一建物診

療患者（当該患者が居住する建物に居住する者のうち、管理栄養士が訪問し栄養

食事指導を行っているものをいう。注２において同じ。）の人数に従い、患者１

人につき月２回に限り所定点数を算定する。

２ ２については、在宅で療養を行っており通院が困難な患者であって、別に厚生

労働大臣が定めるものに対して、診療に基づき計画的な医学管理を継続して行い

、かつ、保険医療機関の医師の指示に基づき当該保険医療機関以外の管理栄養士

が訪問して具体的な献立等によって栄養管理に係る指導を行った場合に、単一建

物診療患者の人数に従い、患者１人につき月２回に限り所定点数を算定する。

３ 在宅患者訪問栄養食事指導に要した交通費は、患家の負担とする。

Ｃ０１０ 在宅患者連携指導料 900点

注１ 訪問診療を実施している保険医療機関（診療所、在宅療養支援病院及び許可病

床数が200床未満の病院（在宅療養支援病院を除く。）に限る。）の保険医が、

在宅での療養を行っている患者であって通院が困難なものに対して、当該患者の

同意を得て、歯科訪問診療を実施している保険医療機関、訪問薬剤管理指導を実

施している保険薬局又は訪問看護ステーションと文書等により情報共有を行うと

ともに、共有された情報を踏まえて療養上必要な指導を行った場合に、月１回に

限り算定する。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指導又は当該初

診の日から１月以内に行った指導の費用は、初診料に含まれるものとする。

３ 当該保険医療機関を退院した患者に対して退院の日から起算して１月以内に行

った指導の費用は、第１章第２部第１節に掲げる入院基本料に含まれるものとす

る。

４ 区分番号Ｂ００１の１に掲げるウイルス疾患指導料、区分番号Ｂ００１の６に

掲げるてんかん指導料、区分番号Ｂ００１の７に掲げる難病外来指導管理料又は

区分番号Ｂ００１の12に掲げる心臓ペースメーカー指導管理料を算定している患
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者については算定しない。

５ 在宅患者連携指導料を算定すべき指導を行った場合においては、区分番号Ｂ０

００に掲げる特定疾患療養管理料及び区分番号Ｂ００１の８に掲げる皮膚科特定

疾患指導管理料を算定すべき指導管理の費用は、所定点数に含まれるものとする

。

６ 区分番号Ｂ００９に掲げる診療情報提供料 、区分番号Ｃ００２に掲げる在(Ⅰ)

宅時医学総合管理料、区分番号Ｃ００２－２に掲げる施設入居時等医学総合管理

料又は区分番号Ｃ００３に掲げる在宅がん医療総合診療料を算定している患者に

ついては算定しない。

Ｃ０１１ 在宅患者緊急時等カンファレンス料 200点

注 訪問診療を実施している保険医療機関の保険医が、在宅での療養を行っている患

者であって通院が困難なものの状態の急変等に伴い、当該保険医の求め又は当該患

者の在宅療養を担う保険医療機関の保険医の求めにより、歯科訪問診療を実施して

いる保険医療機関の保険医である歯科医師等、訪問薬剤管理指導を実施している保

険薬局の保険薬剤師、訪問看護ステーションの保健師、助産師、看護師、理学療法

士、作業療法士若しくは言語聴覚士、介護支援専門員又は相談支援専門員と共同で

カンファレンスを行い又はカンファレンスに参加し、それらの者と共同で療養上必

要な指導を行った場合に、月２回に限り算定する。

Ｃ０１２ 在宅患者共同診療料

１ 往診の場合 1,500点

２ 訪問診療の場合（同一建物居住者以外） 1,000点

３ 訪問診療の場合（同一建物居住者） 240点

注１ １については、在宅療養後方支援病院（在宅において療養を行っている患者

を緊急時に受け入れる病院であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合

しているものとして地方厚生局長等に届け出たものをいう。以下この表において

同じ。）（許可病床数が400床未満の病院に限る。）が、在宅で療養を行ってい

る別に厚生労働大臣が定める疾病等を有する患者以外の患者であって通院が困難

なもの（当該在宅療養後方支援病院を緊急時の搬送先として希望するものに限る

。以下この区分番号において同じ。）に対して、当該患者に対する在宅医療を担

う他の保険医療機関からの求めに応じて共同で往診を行った場合に、１から３ま

でのいずれかを最初に算定した日から起算して１年以内に、患者１人につき１か

ら３までを合わせて２回に限り算定する。

２ ２については、在宅療養後方支援病院（許可病床数が400床未満の病院に限る

。）が、在宅で療養を行っている別に厚生労働大臣が定める疾病等を有する患者

以外の患者（当該患者と同一の建物に居住する他の患者に対して当該保険医療機

関が同一日に訪問診療を行う場合の当該患者（以下この区分番号において「同一

建物居住者」という。）を除く。）であって通院が困難なものに対して、当該患

者に対する在宅医療を担う他の保険医療機関からの求めに応じて計画的な医学管

理の下に定期的に訪問して共同で診療を行った場合に、１から３までのいずれか

を最初に算定した日から起算して１年以内に、患者１人につき１から３までを合

わせて２回に限り算定する。

３ ３については、在宅療養後方支援病院（許可病床数が400床未満の病院に限る

。）が、在宅で療養を行っている別に厚生労働大臣が定める疾病等を有する患者

以外の患者（同一建物居住者に限る。）であって通院が困難なものに対して、当

該患者に対する在宅医療を担う他の保険医療機関からの求めに応じて計画的な医

学管理の下に定期的に訪問して共同で診療を行った場合に、１から３までのいず

れかを最初に算定した日から起算して１年以内に、患者１人につき１から３まで

を合わせて２回に限り算定する。

４ 注１から注３までの規定にかかわらず、在宅療養後方支援病院が、別に厚生労
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働大臣が定める疾病等を有する患者に対して行った場合については、１から３ま

でのいずれかを最初に算定した日から起算して１年以内に、患者１人につき１か

ら３までを合わせて12回に限り算定する。

５ 往診又は訪問診療に要した交通費は、患家の負担とする。

Ｃ０１３ 在宅患者訪問 褥 瘡管理指導料 750点
じよくそう

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、重点的な 褥 瘡管理を行う必要が認められる
じよくそう

患者（在宅での療養を行っているものに限る。）に対して、当該患者の同意を得

て、当該保険医療機関の保険医、管理栄養士又は当該保険医療機関以外の管理栄

養士及び看護師又は連携する他の保険医療機関等の看護師が共同して、 褥 瘡管
じよくそう

理に関する計画的な指導管理を行った場合には、初回のカンファレンスから起算

して６月以内に限り、当該患者１人につき３回に限り所定点数を算定する。

２ 区分番号Ｃ００１に掲げる在宅患者訪問診療料 、区分番号Ｃ００１－２に(Ⅰ)

掲げる在宅患者訪問診療料 、区分番号Ｃ００５に掲げる在宅患者訪問看護・(Ⅱ)

指導料又は区分番号Ｃ００９に掲げる在宅患者訪問栄養食事指導料は別に算定で

きない。ただし、カンファレンスを行う場合にあっては、この限りでない。

第２節 在宅療養指導管理料

通則

在宅療養指導管理料の費用は、第１款及び第２款の各区分の所定点数を合算した費用により算定

する。

第１款 在宅療養指導管理料

通則

１ 本款各区分に掲げる在宅療養指導管理料は、特に規定する場合を除き、月１回に限り算定し

、同一の患者に対して１月以内に指導管理を２回以上行った場合においては、第１回の指導管

理を行ったときに算定する。

２ 同一の患者に対して、本款各区分に掲げる在宅療養指導管理料に規定する在宅療養指導管理

のうち２以上の指導管理を行っている場合は、主たる指導管理の所定点数のみにより算定する

。

３ 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院から患者の紹介を受けた保険医療機関が、在宅療

養支援診療所又は在宅療養支援病院が行う在宅療養指導管理と異なる在宅療養指導管理を行っ

た場合（紹介が行われた月に限る。）及び在宅療養後方支援病院が、別に厚生労働大臣の定め

る患者に対して当該保険医療機関と連携する他の保険医療機関と異なる在宅療養指導管理を行

った場合（Ｃ１０２に規定する指導管理とＣ１０２－２に規定する指導管理、Ｃ１０３に規定

する指導管理とＣ１０７に規定する指導管理又はＣ１０７－２に規定する指導管理、Ｃ１０４

に規定する指導管理とＣ１０５に規定する指導管理、Ｃ１０４に規定する指導管理とＣ１０５

－２に規定する指導管理、Ｃ１０５に規定する指導管理とＣ１０５－２に規定する指導管理、

Ｃ１０５－２に規定する指導管理とＣ１０９に規定する指導管理、Ｃ１０５－２に規定する指

導管理とＣ１０５－３に規定する指導管理、Ｃ１０５－３に規定する指導管理とＣ１０９に規

定する指導管理、Ｃ１０７に規定する指導管理とＣ１０７－２に規定する指導管理、Ｃ１０８

に規定する指導管理とＣ１１０に規定する指導管理、Ｃ１０８－２に規定する指導管理とＣ１

１０に規定する指導管理及びＣ１０９に規定する指導管理とＣ１１４に規定する指導管理の組

合せを除く。）には、それぞれの保険医療機関において、本款各区分に掲げる在宅療養指導管

理料を算定できるものとする。

４ 入院中の患者に対して退院時に本款各区分に掲げる在宅療養指導管理料を算定すべき指導管

理を行った場合においては、各区分の規定にかかわらず、当該退院の日に所定点数を算定でき

る。この場合において、当該退院した患者に対して行った指導管理（当該退院した日の属する

月に行ったものに限る。）の費用は算定しない。

区分

Ｃ１００ 退院前在宅療養指導管理料 120点
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注１ 入院中の患者が在宅療養に備えて一時的に外泊するに当たり、当該在宅療養に

関する指導管理を行った場合に算定する。

２ ６歳未満の乳幼児に対して在宅療養に関する指導管理を行った場合には、乳幼

児加算として、200点を所定点数に加算する。

Ｃ１０１ 在宅自己注射指導管理料

１ 複雑な場合 1,230点

２ １以外の場合

イ 月27回以下の場合 650点

ロ 月28回以上の場合 750点

注１ 別に厚生労働大臣が定める注射薬の自己注射を行っている入院中の患者以外の

患者に対して、自己注射に関する指導管理を行った場合に算定する。ただし、同

一月に第２章第６部の通則第６号に規定する外来化学療法加算を算定している患

者については、当該管理料を算定できない。

２ 初回の指導を行った日の属する月から起算して３月以内の期間に当該指導管理

を行った場合には、導入初期加算として、３月を限度として、580点を所定点数

に加算する。

３ 処方の内容に変更があった場合には、注２の規定にかかわらず、当該指導を行

った日の属する月から起算して１月を限度として、１回に限り導入初期加算を算

定できる。

４ 患者に対し、バイオ後続品に係る説明を行い、バイオ後続品を処方した場合に

は、バイオ後続品導入初期加算として、当該バイオ後続品の初回の処方日の属す

る月から起算して３月を限度として、150点を所定点数に加算する。

５ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、区分番号Ａ００３に掲げるオンライン診療料

を算定する際に在宅自己注射指導管理料を算定すべき医学管理を情報通信機器を

用いて行った場合は、注１の規定にかかわらず、所定点数に代えて、在宅自己注

射指導管理料（情報通信機器を用いた場合）として、月１回に限り100点を算定

する。

Ｃ１０１－２ 在宅小児低血糖症患者指導管理料 820点

注 12歳未満の小児低血糖症であって入院中の患者以外の患者に対して、重篤な低血

糖の予防のために適切な指導管理を行った場合に算定する。

Ｃ１０１－３ 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料

１ 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料１ 150点

２ 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料２ 150点

注１ １については、妊娠中の糖尿病患者又は妊娠糖尿病の患者（別に厚生労働大臣

が定める者に限る。）であって入院中の患者以外の患者に対して、周産期におけ

る合併症の軽減のために適切な指導管理を行った場合に算定する。

２ ２については、１を算定した入院中の患者以外の患者に対して、分娩後も継続
べん

して血糖管理のために適切な指導管理を行った場合に、当該分娩後12週の間、１
べん

回に限り算定する。

Ｃ１０２ 在宅自己腹膜灌流指導管理料 4,000点
かん

注１ 在宅自己連続携行式腹膜灌流を行っている入院中の患者以外の患者に対して、
かん

在宅自己連続携行式腹膜灌流に関する指導管理を行った場合に算定するものとし
かん

、頻回に指導管理を行う必要がある場合は、同一月内の２回目以降１回につき

2,000点を月２回に限り算定する。

２ 当該指導管理を算定する同一月内に区分番号Ｊ０３８に掲げる人工腎臓又はＪ

０４２に規定する腹膜灌流の１を算定する場合は、注１に規定する２回目以降の
かん

費用は、算定しない。

Ｃ１０２－２ 在宅血液透析指導管理料 8,000点
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注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、在宅血液透析を行っている入院中の患者以外

の患者に対して在宅血液透析に関する指導管理を行った場合に算定するものとし

、頻回に指導管理を行う必要がある場合には、当該指導管理料を最初に算定した

日から起算して２月までの間は、同一月内の２回目以降１回につき2,000点を月

２回に限り算定する。

２ 当該指導管理を算定する同一月内に区分番号Ｊ０３８に掲げる人工腎臓を算定

する場合は、注１に規定する２回目以降の費用は、算定しない。

Ｃ１０３ 在宅酸素療法指導管理料

１ チアノーゼ型先天性心疾患の場合 520点

２ その他の場合 2,400点

注１ 在宅酸素療法を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅酸素療法に

関する指導管理を行った場合に算定する。

２ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、２を算定する患者について、前回受診月の翌

月から今回受診月の前月までの期間、遠隔モニタリングを用いて療養上必要な指

導を行った場合は、遠隔モニタリング加算として、150点に当該期間の月数（当

該指導を行った月に限り、２月を限度とする。）を乗じて得た点数を、所定点数

に加算する。

Ｃ１０４ 在宅中心静脈栄養法指導管理料 3,000点

注 在宅中心静脈栄養法を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅中心静

脈栄養法に関する指導管理を行った場合に算定する。

Ｃ１０５ 在宅成分栄養経管栄養法指導管理料 2,500点

注 在宅成分栄養経管栄養法を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅成

分栄養経管栄養法に関する指導管理を行った場合に算定する。

Ｃ１０５－２ 在宅小児経管栄養法指導管理料 1,050点

注 在宅小児経管栄養法を行っている入院中の患者以外の患者（別に厚生労働大臣が

定める者に限る。）に対して、在宅小児経管栄養法に関する指導管理を行った場合

に算定する。

Ｃ１０５－３ 在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料 2,500点

注 在宅半固形栄養経管栄養法を行っている入院中の患者以外の患者（別に厚生労働

大臣が定める者に限る。）に対して、在宅半固形栄養経管栄養法に関する指導管理

を行った場合に、最初に算定した日から起算して１年を限度として算定する。

Ｃ１０６ 在宅自己導尿指導管理料 1,400点

注１ 在宅自己導尿を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅自己導尿に

関する指導管理を行った場合に算定する。

２ カテーテルの費用は、第２款に定める所定点数により算定する。

Ｃ１０７ 在宅人工呼吸指導管理料 2,800点

注 在宅人工呼吸を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅人工呼吸に関

する指導管理を行った場合に算定する。

Ｃ１０７－２ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料

１ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料１ 2,250点

２ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２ 250点

注１ 在宅持続陽圧呼吸療法を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅持

続陽圧呼吸療法に関する指導管理を行った場合に算定する。

２ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、２を算定し、ＣＰＡＰを用いている患者につ

いて、前回受診月の翌月から今回受診月の前月までの期間、遠隔モニタリングを

用いて療養上必要な管理を行った場合は、遠隔モニタリング加算として、150点
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に当該期間の月数（当該管理を行った月に限り、２月を限度とする。）を乗じて

得た点数を、所定点数に加算する。

Ｃ１０８ 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料 1,500点

注 在宅における鎮痛療法又は悪性腫瘍の化学療法を行っている入院中の患者以外の

末期の患者に対して、当該療法に関する指導管理を行った場合に算定する。

Ｃ１０８－２ 在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料 1,500点

注 別に厚生労働大臣が定める保険医療機関の保険医が、他の保険医療機関において

区分番号Ｃ１０８に掲げる在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定する指導管理を受

けている患者に対し、当該他の保険医療機関と連携して、同一日に当該患者に対す

る悪性腫瘍の鎮痛療法又は化学療法に関する指導管理を行った場合に算定する。

Ｃ１０９ 在宅寝たきり患者処置指導管理料 1,050点

注１ 在宅における創傷処置等の処置を行っている入院中の患者以外の患者であって

、現に寝たきりの状態にあるもの又はこれに準ずる状態にあるものに対して、当

該処置に関する指導管理を行った場合に算定する。

２ 区分番号Ｂ００１の８に掲げる皮膚科特定疾患指導管理料を算定している患者

については、算定しない。

Ｃ１１０ 在宅自己疼痛管理指導管理料 1,300点
とう

注 疼痛除去のため植込型脳・脊髄刺激装置を植え込んだ後に、在宅において自己疼
とう とう

痛管理を行っている入院中の患者以外の難治性慢性疼痛の患者に対して、在宅自己
とう

疼痛管理に関する指導管理を行った場合に算定する。
とう

Ｃ１１０－２ 在宅振戦等刺激装置治療指導管理料 810点

注１ 振戦等除去のため植込型脳・脊髄刺激装置を植え込んだ後に、在宅において振

戦等管理を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅振戦等管理に関す

る指導管理を行った場合に算定する。

２ 植込術を行った日から起算して３月以内の期間に行った場合には、導入期加算

として、140点を所定点数に加算する。

Ｃ１１０－３ 在宅迷走神経電気刺激治療指導管理料 810点

注１ てんかん治療のため植込型迷走神経電気刺激装置を植え込んだ後に、在宅にお

いててんかん管理を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅てんかん

管理に関する指導管理を行った場合に算定する。

２ 植込術を行った日から起算して３月以内の期間に行った場合には、導入期加算

として、140点を所定点数に加算する。

Ｃ１１０－４ 在宅仙骨神経刺激療法指導管理料 810点

注 便失禁又は過活動膀胱に対するコントロールのため植込型仙骨神経刺激装置を植
ぼうこう

え込んだ後に、患者の同意を得て、在宅において、自己による便失禁管理又は過活

動膀胱管理を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅便失禁管理又は在
ぼうこう

宅過活動膀胱管理に関する指導管理を行った場合に算定する。
ぼうこう

Ｃ１１１ 在宅肺高血圧症患者指導管理料 1,500点

注 肺高血圧症の患者であって入院中の患者以外の患者に対して、プロスタグランジ

ンＩ 製剤の投与等に関する医学管理等を行った場合に算定する。２

Ｃ１１２ 在宅気管切開患者指導管理料 900点

注 気管切開を行っている患者であって入院中の患者以外のものに対して、在宅にお

ける気管切開に関する指導管理を行った場合に算定する。

Ｃ１１３ 削除

Ｃ１１４ 在宅難治性皮膚疾患処置指導管理料 1,000点

注１ 皮膚科又は形成外科を担当する医師が、別に厚生労働大臣が定める疾患の患者

であって、在宅において皮膚処置を行っている入院中の患者以外のものに対して

、当該処置に関する指導管理を行った場合に算定する。

２ 区分番号Ｂ００１の７に掲げる難病外来指導管理料又は区分番号Ｂ００１の８
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に掲げる皮膚科特定疾患指導管理料を算定している患者については、算定しない

。

Ｃ１１５ 削除

Ｃ１１６ 在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 45,000点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た保険医療機関において、体内植込型補助人工心臓（非拍動流型）を使用し

ている患者であって入院中の患者以外のものに対して、療養上必要な指導を行った

場合に算定する。

Ｃ１１７ 在宅経腸投薬指導管理料 1,500点

注 入院中の患者以外の患者であって、レボドパ・カルビドパ水和物製剤の経腸投薬

を行っているものに対して、投薬等に関する医学管理等を行った場合に算定する。

Ｃ１１８ 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 2,800点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外の患者であって、在宅腫瘍治療

電場療法を行っているものに対して、療養上必要な指導を行った場合に算定する。

Ｃ１１９ 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料 800点
こう

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、在宅で経肛門的に自己洗腸を行っている入院
こう

中の患者以外の患者に対して、経肛門的自己洗腸療法に関する指導管理を行った
こう

場合に算定する。

２ 経肛門的自己洗腸を初めて実施する患者について、初回の指導を行った場合は
こう

、当該初回の指導を行った月に限り、導入初期加算として、500点を所定点数に

加算する。

Ｃ１２０ 在宅中耳加圧療法指導管理料 1,800点

注 在宅中耳加圧療法を行っている入院中の患者以外の患者に対して、在宅中耳加圧

療法に関する指導管理を行った場合に算定する。

第２款 在宅療養指導管理材料加算

通則

１ 本款各区分に掲げる在宅療養指導管理材料加算は、第１款各区分に掲げる在宅療養指導管理

料のいずれかの所定点数を算定する場合に、特に規定する場合を除き、月１回に限り算定する

。

２ 前号の規定にかかわらず、本款各区分に掲げる在宅療養指導管理材料加算のうち、保険医療

材料の使用を算定要件とするものについては、当該保険医療材料が別表第三調剤報酬点数表第

４節の規定により調剤報酬として算定された場合には算定しない。

３ ６歳未満の乳幼児に対して区分番号Ｃ１０３に掲げる在宅酸素療法指導管理料、Ｃ１０７に

掲げる在宅人工呼吸指導管理料又はＣ１０７－２に掲げる在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料を

算定する場合は、乳幼児呼吸管理材料加算として、３月に３回に限り1,500点を所定点数に加

算する。

区分

Ｃ１５０ 血糖自己測定器加算

１ 月20回以上測定する場合 350点

２ 月30回以上測定する場合 465点

３ 月40回以上測定する場合 580点

４ 月60回以上測定する場合 830点

５ 月90回以上測定する場合 1,170点

６ 月120回以上測定する場合 1,490点

７ 間歇スキャン式持続血糖測定器によるもの 1,250点
けつ

注１ １から４までについては、入院中の患者以外の患者であって次に掲げるものに

対して、血糖自己測定値に基づく指導を行うため血糖自己測定器を使用した場合
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に、３月に３回に限り、第１款の所定点数に加算する。

イ インスリン製剤又はヒトソマトメジンＣ製剤の自己注射を１日に１回以上行

っている患者（１型糖尿病の患者及び膵全摘後の患者を除く。）
すい

ロ インスリン製剤の自己注射を１日に１回以上行っている患者（１型糖尿病の

患者又は膵全摘後の患者に限る。）
すい

ハ 12歳未満の小児低血糖症の患者

ニ 妊娠中の糖尿病患者又は妊娠糖尿病の患者（別に厚生労働大臣が定める者に

限る。）

２ ５及び６については、入院中の患者以外の患者であって次に掲げるものに対し

て、血糖自己測定値に基づく指導を行うため、血糖自己測定器を使用した場合に

、３月に３回に限り、第１款の所定点数に加算する。

イ インスリン製剤の自己注射を１日に１回以上行っている患者（１型糖尿病の

患者又は膵全摘後の患者に限る。）
すい

ロ 12歳未満の小児低血糖症の患者

ハ 妊娠中の糖尿病患者又は妊娠糖尿病の患者（別に厚生労働大臣が定める者に

限る。）

３ ７については、入院中の患者以外の患者であって、強化インスリン療法を行っ

ているもの又は強化インスリン療法を行った後に混合型インスリン製剤を１日２

回以上使用しているものに対して、血糖自己測定値に基づく指導を行うため、間

歇スキャン式持続血糖測定器を使用した場合に、３月に３回に限り、第１款の所
けつ

定点数に加算する。

Ｃ１５１ 注入器加算 300点

注 別に厚生労働大臣が定める注射薬の自己注射を行っている入院中の患者以外の患

者に対して、注入器を処方した場合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１５２ 間歇注入シリンジポンプ加算
けつ

１ プログラム付きシリンジポンプ 2,500点

２ １以外のシリンジポンプ 1,500点

注 別に厚生労働大臣が定める注射薬の自己注射を行っている入院中の患者以外の患

者に対して、間歇注入シリンジポンプを使用した場合に、２月に２回に限り第１款
けつ

の所定点数に加算する。

Ｃ１５２－２ 持続血糖測定器加算

１ 間歇注入シリンジポンプと連動する持続血糖測定器を用いる場合
けつ

イ ２個以下の場合 1,320点

ロ ３個又は４個の場合 2,640点

ハ ５個以上の場合 3,300点

２ 間歇注入シリンジポンプと連動しない持続血糖測定器を用いる場合
けつ

イ ２個以下の場合 1,320点

ロ ３個又は４個の場合 2,640点

ハ ５個以上の場合 3,300点

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において、別に厚生労働大臣が定める注射薬の自己注射

を行っている入院中の患者以外の患者に対して、持続血糖測定器を使用した場合

に、２月に２回に限り、第１款の所定点数に加算する。

２ 当該患者に対して、プログラム付きシリンジポンプ又はプログラム付きシリン

ジポンプ以外のシリンジポンプを用いて、トランスミッターを使用した場合は、

第１款の所定点数にそれぞれ3,230点又は2,230点を加算する。ただし、この場合

において、区分番号Ｃ１５２に掲げる間歇注入シリンジポンプ加算は算定できな
けつ

い。

Ｃ１５２－３ 経腸投薬用ポンプ加算 2,500点
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注 別に厚生労働大臣が定める内服薬の経腸投薬を行っている入院中の患者以外の患

者に対して、経腸投薬用ポンプを使用した場合に、２月に２回に限り第１款の所定

点数に加算する。

Ｃ１５３ 注入器用注射針加算

１ 治療上の必要があって、１型糖尿病若しくは血友病の患者又はこれらの患者に準

ずる状態にある患者に対して処方した場合 200点

２ １以外の場合 130点

注 別に厚生労働大臣が定める注射薬の自己注射を行っている入院中の患者以外の患

者に対して、注入器用の注射針を処方した場合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１５４ 紫外線殺菌器加算 360点

注 在宅自己連続携行式腹膜灌流を行っている入院中の患者以外の患者に対して、紫
かん

外線殺菌器を使用した場合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１５５ 自動腹膜灌流装置加算 2,500点
かん

注 在宅自己連続携行式腹膜灌流を行っている入院中の患者以外の患者に対して、自
かん

動腹膜灌流装置を使用した場合に、第１款の所定点数に加算する。
かん

Ｃ１５６ 透析液供給装置加算 10,000点

注 在宅血液透析を行っている入院中の患者以外の患者に対して、透析液供給装置を

使用した場合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１５７ 酸素ボンベ加算

１ 携帯用酸素ボンベ 880点

２ １以外の酸素ボンベ 3,950点

注 在宅酸素療法を行っている入院中の患者以外の患者（チアノーゼ型先天性心疾患

の患者を除く。）に対して、酸素ボンベを使用した場合に、３月に３回に限り、第

１款の所定点数に加算する。

Ｃ１５８ 酸素濃縮装置加算 4,000点

注 在宅酸素療法を行っている入院中の患者以外の患者（チアノーゼ型先天性心疾患

の患者を除く。）に対して、酸素濃縮装置を使用した場合に、３月に３回に限り、

第１款の所定点数に加算する。ただし、この場合において、区分番号Ｃ１５７に掲

げる酸素ボンベ加算の２は算定できない。

Ｃ１５９ 液化酸素装置加算

１ 設置型液化酸素装置 3,970点

２ 携帯型液化酸素装置 880点

注 在宅酸素療法を行っている入院中の患者以外の患者（チアノーゼ型先天性心疾患

の患者を除く。）に対して、液化酸素装置を使用した場合に、３月に３回に限り、

第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１５９－２ 呼吸同調式デマンドバルブ加算 300点

注 在宅酸素療法を行っている入院中の患者以外の患者（チアノーゼ型先天性心疾患

の患者を除く。）に対して、呼吸同調式デマンドバルブを使用した場合に、３月に

３回に限り、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１６０ 在宅中心静脈栄養法用輸液セット加算 2,000点

注 在宅中心静脈栄養法を行っている入院中の患者以外の患者に対して、輸液セット

を使用した場合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１６１ 注入ポンプ加算 1,250点

注 在宅中心静脈栄養法、在宅成分栄養経管栄養法若しくは在宅小児経管栄養法を行

っている入院中の患者以外の患者、在宅における鎮痛療法若しくは悪性腫瘍の化学

療法を行っている入院中の患者以外の末期の患者又は別に厚生労働大臣が定める注

射薬の自己注射を行っている入院中の患者以外の患者に対して、注入ポンプを使用

した場合に、２月に２回に限り、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１６２ 在宅経管栄養法用栄養管セット加算 2,000点
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注 在宅成分栄養経管栄養法、在宅小児経管栄養法又は在宅半固形栄養経管栄養法を

行っている入院中の患者以外の患者（在宅半固形栄養経管栄養法を行っている患者

については、区分番号Ｃ１０５－３に掲げる在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料

を算定しているものに限る。）に対して、栄養管セットを使用した場合に、第１款

の所定点数に加算する。

Ｃ１６３ 特殊カテーテル加算

１ 再利用型カテーテル 400点

２ 間歇導尿用ディスポーザブルカテーテル
けつ

イ 親水性コーティングを有するもの

60本以上90本未満の場合 1,700点( 1 )

90本以上120本未満の場合 1,900点(２)

120本以上の場合 2,100点(３)

ロ イ以外のもの 1,000点

３ 間歇バルーンカテーテル 1,000点
けつ

注 在宅自己導尿を行っている入院中の患者以外の患者に対して、再利用型カテーテ

ル、間歇導尿用ディスポーザブルカテーテル又は間歇バルーンカテーテルを使用し
けつ けつ

た場合に、３月に３回に限り、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１６４ 人工呼吸器加算

１ 陽圧式人工呼吸器 7,480点

注 気管切開口を介した陽圧式人工呼吸器を使用した場合に算定する。

２ 人工呼吸器 6,480点

注 鼻マスク又は顔マスクを介した人工呼吸器を使用した場合に算定する。

３ 陰圧式人工呼吸器 7,480点

注 陰圧式人工呼吸器を使用した場合に算定する。

注 在宅人工呼吸を行っている入院中の患者以外の患者に対して、人工呼吸器を使用

した場合に、いずれかを第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１６５ 在宅持続陽圧呼吸療法用治療器加算

１ ＡＳＶを使用した場合 3,750点

２ ＣＰＡＰを使用した場合 1,000点

注 在宅持続陽圧呼吸療法を行っている入院中の患者以外の患者に対して、持続陽圧

呼吸療法用治療器を使用した場合に、３月に３回に限り、第１款の所定点数に加算

する。

Ｃ１６６ 携帯型ディスポーザブル注入ポンプ加算 2,500点

注 在宅における悪性腫瘍の鎮痛療法又は化学療法を行っている入院中の患者以外の

末期の悪性腫瘍の患者に対して、携帯型ディスポーザブル注入ポンプを使用した場

合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１６７ 疼痛等管理用送信器加算 600点
とう

注 疼痛除去等のため植込型脳・脊髄刺激装置又は植込型迷走神経刺激装置を植え込
とう

んだ後に、在宅疼痛管理、在宅振戦管理又は在宅てんかん管理を行っている入院中
とう

の患者以外の患者に対して、疼痛等管理用送信器（患者用プログラマを含む。）を
とう

使用した場合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１６８ 携帯型精密輸液ポンプ加算 10,000点

注 肺高血圧症の患者であって入院中の患者以外のものに対して、携帯型精密輸液ポ

ンプを使用した場合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１６８－２ 携帯型精密ネブライザー加算 3,200点

注 肺高血圧症の患者であって入院中の患者以外のものに対して、携帯型精密ネブラ

イザーを使用した場合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１６９ 気管切開患者用人工鼻加算 1,500点

注 気管切開を行っている患者であって入院中の患者以外のものに対して、人工鼻を
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使用した場合に、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１７０ 排痰補助装置加算 1,800点
たん

注 在宅人工呼吸を行っている入院中の患者以外の神経筋疾患等の患者に対して、排

痰補助装置を使用した場合に、第１款の所定点数に加算する。
たん

Ｃ１７１ 在宅酸素療法材料加算

１ チアノーゼ型先天性心疾患の場合 780点

２ その他の場合 100点

注 在宅酸素療法を行っている入院中の患者以外の患者に対して、当該療法に係る機

器を使用した場合に、３月に３回に限り、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１７１－２ 在宅持続陽圧呼吸療法材料加算 100点

注 在宅持続陽圧呼吸療法を行っている入院中の患者以外の患者に対して、当該療法

に係る機器を使用した場合に、３月に３回に限り、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１７２ 在宅経肛門的自己洗腸用材料加算 2,400点
こう

注 在宅で経肛門的に自己洗腸を行っている入院中の患者以外の患者に対して、自己
こう

洗腸用材料を使用した場合に、３月に３回に限り、第１款の所定点数に加算する。

Ｃ１７３ 横隔神経電気刺激装置加算 600点

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす保険医療機関において、在宅人工呼

吸を行っている入院中の患者以外の患者に対して、横隔神経電気刺激装置を使用し

た場合に、第１款の所定点数に加算する。

第３節 薬剤料

区分

Ｃ２００ 薬剤 薬価が15円を超える場合は、薬価から15円を控除した額を10円で除して得た点

数につき１点未満の端数を切り上げて得た点数に１点を加算して得た点数とする

。

注１ 薬価が15円以下である場合は、算定しない。

２ 使用薬剤の薬価は、別に厚生労働大臣が定める。

第４節 特定保険医療材料料

区分

Ｃ３００ 特定保険医療材料 材料価格を10円で除して得た点数

注 使用した特定保険医療材料の材料価格は、別に厚生労働大臣が定める。
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第２部 在宅医療 

 

＜通則＞ 

１ 在宅医療の費用は、第１節在宅患者診療・指導料、第２節在宅療養指導管理料第１款在宅療養

指導管理料、第２節在宅療養指導管理料第２款在宅療養指導管理材料加算、第３節薬剤料及び第

４節特定保険医療材料料に掲げる所定点数を合算した点数により算定する。 

２ 在宅医療において、患者の診療を担う保険医の指示に基づき、当該保険医の診療日以外の日に

訪問看護ステーション等の看護師等が、当該患者に対し点滴又は処置等を実施した場合は、使用

した薬剤の費用については第３節薬剤料により、特定保険医療材料の費用については第４節特定

保険医療材料料により、当該保険医療機関において算定する。 

 

第１節 在宅患者診療・指導料 

１  保険医療機関は、同一の患者について、区分番号「Ｃ０００」往診料、区分番号「Ｃ００１」

在宅患者訪問診療料(Ⅰ)、区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)、区分番号「Ｃ０

０５」在宅患者訪問看護・指導料、区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指

導料、区分番号「Ｃ００６」在宅患者訪問リハビリテーション指導管理料、区分番号「Ｃ００８」

在宅患者訪問薬剤管理指導料、区分番号「Ｃ００９」在宅患者訪問栄養食事指導料又は区分番号

「Ｉ０１２」精神科訪問看護・指導料（以下この部において「訪問診療料等」という。）のうち、

いずれか１つを算定した日においては、他のものを算定できない。 

ただし、在宅患者訪問診療等を行った後、患者の病状の急変等により、往診を行った場合の往

診料の算定については、この限りではない。 

２ 一の保険医療機関が訪問診療料等のいずれか１つを算定した日については、当該保険医療機関

と特別の関係にある他の保険医療機関は訪問診療料等を算定できない。 

ただし、訪問診療等を行った後、患者の病状の急変等により、往診を行った場合の往診料の算

定については、この限りではない。     

３ 保険医療機関と特別の関係にある訪問看護ステーションが、当該保険医療機関の医師から訪問

看護指示書の交付を受けた患者について、訪問看護療養費を算定した日においては、当該保険医

療機関は訪問診療料等を算定できない。                                             

ただし、当該訪問看護を行った後、患者の病状の急変等により、往診を行った場合の往診料の

算定については、この限りではない。また、区分番号「Ｉ０１６」精神科在宅患者支援管理料の

「１」を算定する保険医療機関と連携する訪問看護ステーションのそれぞれが、同一日に訪問看

護を実施した場合における精神科訪問看護・指導料（作業療法士又は精神保健福祉士による場合

に限る。）及び精神科訪問看護基本療養費の算定については、この限りでない。 

４ 在宅療養支援診療所とは、地域における患者の在宅療養の提供に主たる責任を有するものであ

り、患者からの連絡を一元的に当該診療所で受けるとともに、患者の診療情報を集約する等の機

能を果たす必要があること。このため、緊急時の連絡体制及び 24 時間往診できる体制等を確保

しなければならない。なお、当該診療所が他の保険医療機関（特別の関係にあるものを含む。）

又は訪問看護ステーション（特別の関係にあるものを含む。）（以下この部において「連携保険

医療機関等」という。）と連携する場合には、連携保険医療機関等の保険医又は看護師等との診

療情報の共有に際し、当該患者の診療情報の提供を行った場合、これに係る費用は各所定点数に
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働大臣が定めるもの」とは、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱

いについて」の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の（１）及び(２)に規定する在宅療

養支援診療所、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１の(１)及び（２）に規定する在

宅療養支援病院である。 

「注１のイの(１)」に規定する「病床を有する場合」、「注１のイの(２)」に規定する

「病床を有しない場合」とは、同通知の第９在宅療養支援診療所の施設基準の２、第 14 の

２在宅療養支援病院の施設基準の２の規定による。 

(９) 「注２」における診療時間とは、実際に診療に当たっている時間をいう。交通機関の都合

その他診療の必要以外の事由によって患家に滞在又は宿泊した場合においては、その患家滞

在の時間については、診療時間に算入しない。 

(10) 同一の患家又は有料老人ホーム等であって、その形態から当該ホーム全体を同一の患家と

みなすことが適当であるものにおいて、２人以上の患者を診療した場合は、２人目以降の患

者については往診料を算定せず、区分番号「Ａ０００」初診料又は区分番号「Ａ００１」再

診料若しくは区分番号「Ａ００２」外来診療料及び第２章特掲診療料のみを算定する。この

場合において、２人目以降のそれぞれの患者の診療に要した時間が１時間を超えた場合は、

その旨を診療報酬明細書の摘要欄に記載し、往診料の「注２」に規定する加算を算定する。 

(11)  往診又は訪問診療を行った後に、患者又はその家族等が単に薬剤を取りに医療機関に来た

場合は、再診料又は外来診療料は算定できない。 

(12) 「注３」に規定する加算は、患者が在宅で死亡した場合であって、死亡日に往診を行い、

死亡診断を行った場合に算定する。 

(13)  保険医療機関の所在地と患家の所在地との距離が 16 キロメートルを超える往診について

は、当該保険医療機関からの往診を必要とする絶対的な理由がある場合に認められるもので

あって、この場合の往診料の算定については、16キロメートル以内の場合と同様、本区分及

び「注１」、「注２」、「注３」、「注６」により算定する。この絶対的に必要であるとい

う根拠がなく、特に患家の希望により 16 キロメートルを超える往診をした場合の往診料は

保険診療としては算定が認められないことから、患者負担とする。この場合において、「保

険医療機関の所在地と患家の所在地との距離が 16 キロメートルを超えた場合」とは、当該

保険医療機関を中心とする半径 16 キロメートルの圏域の外側に患家が所在する場合をいう。 

(14)  (13)にかかわらず、往診距離が片道 16キロメートルを超えて又は海路によりアの適用地域

に往診した場合であって、イの各号の一に該当する特殊の事情があったときの往診料は、ウ

の算定方法によって算定する。 

ア 適用地域 

次の各号の一に該当する地域であって、イに掲げる特殊の事情のいずれかが一般的に存

するものについて、地方厚生（支）局長が厚生労働大臣の承認を得て指定した地域とする。 

なお、指定地域が指定要件を欠くに至ったときは、当局に内議のうえ、速やかに地域の

指定を取り消すものとする。 

ⅰ 医療機関のない島の地域又は通例路程の大部分を海路による以外に往診することが困

難な事情にある地域であって医療機関のないもの。（以下「１号地域」という。地域の

単位は、原則として、島、部落又は小字とする。） 

ⅱ １号地域以外の地域であって、最寄りの医療機関からの往診距離が片道 16 キロメー
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含まれ別に算定できない。 

５ 連携保険医療機関等の保険医又は看護師等であって、在宅療養支援診療所の保険医の指示によ

り、緊急の往診又は訪問看護を行うものは、患者の診療情報について、あらかじめ在宅療養支援

診療所の保険医から提供を受け、緊急時に十分活用できる体制にて保管する必要があること。ま

た、当該緊急の往診又は訪問看護の後には、診療内容等の要点を診療録等に記載するとともに、

在宅療養支援診療所の保険医が患者の診療情報を集約して管理できるよう、速やかに在宅療養支

援診療所の保険医に対し、診療情報の提供を行うこと。なお、在宅療養支援診療所の保険医に対

し、連携保険医療機関等から当該患者の診療情報の提供を行った場合の費用は、各所定点数に含

まれ別に算定できない。 

６ 当該患者の病状急変時等に、連携保険医療機関等の保険医又は看護師等が往診又は訪問看護を

行った場合には、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分番号「Ｃ０

００」往診料又は区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料は往診等を行った保険医又は

看護師等の属する保険医療機関において算定する。 

７ 連携保険医療機関等が、在宅療養支援診療所の保険医の指示により往診又は訪問看護を行った

場合は、診療報酬明細書の摘要欄に連携する在宅療養支援診療所の名称及び 支援 と記載するこ

と。           

Ｃ０００ 往診料 

(１) 往診料は、患者又は家族等患者の看護等に当たる者が、保険医療機関に対し電話等で直接

往診を求め、当該保険医療機関の医師が往診の必要性を認めた場合に、可及的速やかに患家

に赴き診療を行った場合に算定できるものであり、定期的ないし計画的に患家又は他の保険

医療機関に赴いて診療を行った場合には算定できない。 

(２) 緊急往診加算は、保険医療機関において、標榜時間内であって、入院中の患者以外の患者

に対して診療に従事している時に、患者又は現にその看護に当たっている者から緊急に求め

られて往診を行った場合に算定する。 

(３) 「注１」に規定する「別に厚生労働大臣が定める時間」とは、保険医療機関において専ら

診療に従事している時間であって、概ね午前８時から午後１時までの間とする。 

(４) 「注１」における緊急に行う往診とは、患者又は現にその看護に当たっている者からの訴

えにより、速やかに往診しなければならないと判断した場合をいい、具体的には、往診の結

果、急性心筋梗塞、脳血管障害、急性腹症等が予想される場合をいう。また、医学的に終末

期であると考えられる患者（当該保険医療機関又は当該保険医療機関と連携する保険医療機

関が訪問診療を提供している患者に限る。）に対して往診した場合にも緊急往診加算を算定

できる。 

(５) 「注１」における所定点数とは、往診料に「注２」及び「注４」における加算点数を合算

した点数をいう。 

(６) 夜間（深夜を除く。）とは午後６時から午前８時までとし、深夜の取扱いについては、午

後 10 時から午前６時までとする。ただし、これらの時間帯が標榜時間に含まれる場合、夜

間・休日往診加算及び深夜往診加算は算定できない。 

(７) 休日とは、日曜日及び国民の祝日に関する法律第３条に規定する休日をいう。なお、１月

２日及び３日並びに 12 月 29 日、30 日及び 31 日は、休日として取り扱う。 

(８) 「注１のイ」に規定する「在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労
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働大臣が定めるもの」とは、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱

いについて」の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の（１）及び(２)に規定する在宅療

養支援診療所、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１の(１)及び（２）に規定する在

宅療養支援病院である。 

「注１のイの(１)」に規定する「病床を有する場合」、「注１のイの(２)」に規定する

「病床を有しない場合」とは、同通知の第９在宅療養支援診療所の施設基準の２、第 14 の

２在宅療養支援病院の施設基準の２の規定による。 

(９) 「注２」における診療時間とは、実際に診療に当たっている時間をいう。交通機関の都合

その他診療の必要以外の事由によって患家に滞在又は宿泊した場合においては、その患家滞

在の時間については、診療時間に算入しない。 

(10) 同一の患家又は有料老人ホーム等であって、その形態から当該ホーム全体を同一の患家と

みなすことが適当であるものにおいて、２人以上の患者を診療した場合は、２人目以降の患

者については往診料を算定せず、区分番号「Ａ０００」初診料又は区分番号「Ａ００１」再

診料若しくは区分番号「Ａ００２」外来診療料及び第２章特掲診療料のみを算定する。この

場合において、２人目以降のそれぞれの患者の診療に要した時間が１時間を超えた場合は、

その旨を診療報酬明細書の摘要欄に記載し、往診料の「注２」に規定する加算を算定する。 

(11)  往診又は訪問診療を行った後に、患者又はその家族等が単に薬剤を取りに医療機関に来た

場合は、再診料又は外来診療料は算定できない。 

(12) 「注３」に規定する加算は、患者が在宅で死亡した場合であって、死亡日に往診を行い、

死亡診断を行った場合に算定する。 

(13)  保険医療機関の所在地と患家の所在地との距離が 16 キロメートルを超える往診について

は、当該保険医療機関からの往診を必要とする絶対的な理由がある場合に認められるもので

あって、この場合の往診料の算定については、16キロメートル以内の場合と同様、本区分及

び「注１」、「注２」、「注３」、「注６」により算定する。この絶対的に必要であるとい

う根拠がなく、特に患家の希望により 16 キロメートルを超える往診をした場合の往診料は

保険診療としては算定が認められないことから、患者負担とする。この場合において、「保

険医療機関の所在地と患家の所在地との距離が 16 キロメートルを超えた場合」とは、当該

保険医療機関を中心とする半径 16 キロメートルの圏域の外側に患家が所在する場合をいう。 

(14)  (13)にかかわらず、往診距離が片道 16キロメートルを超えて又は海路によりアの適用地域

に往診した場合であって、イの各号の一に該当する特殊の事情があったときの往診料は、ウ

の算定方法によって算定する。 

ア 適用地域 

次の各号の一に該当する地域であって、イに掲げる特殊の事情のいずれかが一般的に存

するものについて、地方厚生（支）局長が厚生労働大臣の承認を得て指定した地域とする。 

なお、指定地域が指定要件を欠くに至ったときは、当局に内議のうえ、速やかに地域の

指定を取り消すものとする。 

ⅰ 医療機関のない島の地域又は通例路程の大部分を海路による以外に往診することが困

難な事情にある地域であって医療機関のないもの。（以下「１号地域」という。地域の

単位は、原則として、島、部落又は小字とする。） 

ⅱ １号地域以外の地域であって、最寄りの医療機関からの往診距離が片道 16 キロメー
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含まれ別に算定できない。 

５ 連携保険医療機関等の保険医又は看護師等であって、在宅療養支援診療所の保険医の指示によ

り、緊急の往診又は訪問看護を行うものは、患者の診療情報について、あらかじめ在宅療養支援

診療所の保険医から提供を受け、緊急時に十分活用できる体制にて保管する必要があること。ま

た、当該緊急の往診又は訪問看護の後には、診療内容等の要点を診療録等に記載するとともに、

在宅療養支援診療所の保険医が患者の診療情報を集約して管理できるよう、速やかに在宅療養支

援診療所の保険医に対し、診療情報の提供を行うこと。なお、在宅療養支援診療所の保険医に対

し、連携保険医療機関等から当該患者の診療情報の提供を行った場合の費用は、各所定点数に含

まれ別に算定できない。 

６ 当該患者の病状急変時等に、連携保険医療機関等の保険医又は看護師等が往診又は訪問看護を

行った場合には、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分番号「Ｃ０

００」往診料又は区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料は往診等を行った保険医又は

看護師等の属する保険医療機関において算定する。 

７ 連携保険医療機関等が、在宅療養支援診療所の保険医の指示により往診又は訪問看護を行った

場合は、診療報酬明細書の摘要欄に連携する在宅療養支援診療所の名称及び 支援 と記載するこ

と。           

Ｃ０００ 往診料 

(１) 往診料は、患者又は家族等患者の看護等に当たる者が、保険医療機関に対し電話等で直接

往診を求め、当該保険医療機関の医師が往診の必要性を認めた場合に、可及的速やかに患家

に赴き診療を行った場合に算定できるものであり、定期的ないし計画的に患家又は他の保険

医療機関に赴いて診療を行った場合には算定できない。 

(２) 緊急往診加算は、保険医療機関において、標榜時間内であって、入院中の患者以外の患者

に対して診療に従事している時に、患者又は現にその看護に当たっている者から緊急に求め

られて往診を行った場合に算定する。 

(３) 「注１」に規定する「別に厚生労働大臣が定める時間」とは、保険医療機関において専ら

診療に従事している時間であって、概ね午前８時から午後１時までの間とする。 

(４) 「注１」における緊急に行う往診とは、患者又は現にその看護に当たっている者からの訴

えにより、速やかに往診しなければならないと判断した場合をいい、具体的には、往診の結

果、急性心筋梗塞、脳血管障害、急性腹症等が予想される場合をいう。また、医学的に終末

期であると考えられる患者（当該保険医療機関又は当該保険医療機関と連携する保険医療機

関が訪問診療を提供している患者に限る。）に対して往診した場合にも緊急往診加算を算定

できる。 

(５) 「注１」における所定点数とは、往診料に「注２」及び「注４」における加算点数を合算

した点数をいう。 

(６) 夜間（深夜を除く。）とは午後６時から午前８時までとし、深夜の取扱いについては、午

後 10 時から午前６時までとする。ただし、これらの時間帯が標榜時間に含まれる場合、夜

間・休日往診加算及び深夜往診加算は算定できない。 

(７) 休日とは、日曜日及び国民の祝日に関する法律第３条に規定する休日をいう。なお、１月

２日及び３日並びに 12 月 29 日、30 日及び 31 日は、休日として取り扱う。 

(８) 「注１のイ」に規定する「在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労
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に事業所へ赴き、被保険者（患者）を診療する場合は、往診料として取り扱うことは認めら

れない。 

(21)  数事業所の衛生管理医をしている保険医が、衛生管理医として毎日又は定期的に事業所に

赴いた（巡回）際、当該事業所において常態として診療を行う場合は、(20)と同様である。 

(22)  同一保険医が２か所の保険医療機関を開設している場合の往診料は、往診の依頼を受けた

医療機関を起点とするのではなく、当該保険医が患家に赴くために出発した保険医療機関か

ら患家までの距離により算定する。 

(23) 定期的又は計画的に行われる対診の場合は往診料を算定できない。 

Ｃ００１ 在宅患者訪問診療料(Ⅰ) 

(１) 在宅患者訪問診療料(Ⅰ)は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、傷病のため

に通院による療養が困難な者に対して、患者の入居する有料老人ホーム等に併設される保険

医療機関以外の保険医療機関が定期的に訪問して診療を行った場合の評価であり、継続的な

診療の必要のない者や通院が可能な者に対して安易に算定してはならない。例えば、少なく

とも独歩で家族・介助者等の助けを借りずに通院ができる者などは、通院は容易であると考

えられるため、在宅患者訪問診療料(Ⅰ)は算定できない。なお、訪問診療を行っておらず外

来受診が可能な患者には、外来において区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診

療加算又は区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料が算定可能である。 

(２) 在宅での療養を行っている患者とは、保険医療機関、介護老人保健施設又は介護医療院で

療養を行っている患者以外の患者をいうこと。 

ただし、「要介護被保険者等である患者について療養に要する費用の額を算定できる場合」

（平成 20 年厚生労働省告示第 128 号）、「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取

扱いについて」（平成 18 年３月 31 日保医発第 0331002 号）等（以下「給付調整告示等」と

いう。）に規定する場合を除き、医師の配置が義務づけられている施設に入所している患者

については算定の対象としない。 

(３) 「在宅患者訪問診療料(Ⅰ)」の「同一建物居住者の場合」は、同一建物居住者に対して保

険医療機関の保険医が同一日に訪問診療を行う場合に、患者１人につき所定点数を算定す

る。同一建物居住者とは、基本的には、建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第２条第

１号に掲げる建築物に居住する複数の者（往診を実施した患者、末期の悪性腫瘍と診断し

た後に訪問診療を行い始めた日から 60 日以内の患者、又は死亡日からさかのぼって 30 日

以内の患者を除く。）のことをいう。 

(４) 保険医療機関の保険医が、同一建物に居住する当該患者１人のみに対し訪問診療を行う場

合は、「同一建物居住者以外の場合」の所定点数を算定する。 

(５) 同居する同一世帯の複数の患者に対して診察をした場合など、同一の患家において２人以

上の患者を診療した場合には、(３)の規定にかかわらず、１人目は、「同一建物居住者以外

の場合」を算定し、２人目以降の患者については、区分番号「Ａ０００」初診料又は区分番

号「Ａ００１」再診料若しくは区分番号「Ａ００２」外来診療料及び第２章特掲診療料のみ

を算定する。この場合において、２人目の患者の診療に要した時間が１時間を超えた場合は、

その旨を診療報酬明細書の摘要欄に記載し、在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注５」に規定する

加算を算定する。 

(６) 「１」は、１人の患者に対して１つの保険医療機関の保険医の指導管理の下に継続的に行
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トルを超えるもの。（以下「２号地域」という。地域の単位は、原則として、部落又は

小字とする。） 

イ 特殊の事情 

ⅰ 定期に航行する船舶がないか、又は定期に航行する船舶があっても航行回数がきわめ

て少ないか、若しくは航行に長時間を要すること。 

ⅱ 海上の状態や気象条件がきわめて悪いため、又は航路に暗礁が散在するため、若しく

は流氷等のため航行に危険が伴うこと。 

ⅲ 冬期積雪の期間通常の車両の運行が不能のため往診に相当長時間を要する事情にある

こと、又は道路事情がきわめて悪く、相当の路程を徒歩によらなければならないため、

往診に相当長時間を要する事情にあること。 

ウ 算定方法 

往診料の項に定める算定方法に準じて算定した点数（720 点に「注１」、「注２」、

「注３」又は「注６」による点数を加算した点数）に、次の点数（１号地域については次

のⅰの(イ)及び(ロ)により算出した点数、２号地域については、次のⅱにより算出した点

数）を加算する。 

ⅰ １号地域に対する往診の場合 

(イ) 波浪時（波浪注意報の出ていたとき又は波浪により通常の航海時間の概ね 1.5 倍

以上を要したときとする。）であった海路につき海路距離が片道１キロメートル又

はその端数を増すごとに所定点数に「注２」に規定する点数の 100 分の 150 を加算

した点数。（往復の場合は 100 分の 200、片道の場合は 100 分の 100 とする。） 

(ロ) 適用地域における往診に必要とした滞在時間（島に上陸したときから離島するま

での時間）については 30 分又はその端数を増すごとに 100 点を加算する方法で算

出した点数の 100 分の 200 に相当する点数。 

ⅱ ２号地域に対する往診の場合 

往診のため保険医が当該保険医療機関を出発してから帰院するまでの往診時間につい

て、30 分又はその端数を増すごとに 100 点を加算する方法で算出した点数の 100 分の 3

00 に相当する点数。 

(15)  保険医療機関の所在地と患家の所在地との距離が 16 キロメートル以上の地域に居住する

保険医に対して在宅での療養を行う患者の診療を担う保険医が往診による対診を求めること

ができるのは、患家の所在地から半径 16 キロメートル以内に患家の求める診療に専門的に

対応できる保険医療機関が存在しない場合や、患家の求める診療に専門的に対応できる保険

医療機関が存在していても当該保険医療機関が往診等を行っていない場合などのやむを得な

い絶対的理由のある場合に限られるものである。 

(16)  「注５」に規定する交通費は実費とする。                  

(17)  交通費には自家用車による費用を含む。 

(18)  自転車、スクーター等の費用は往診料に含まれているので前項は適用されず、したがって

「注５」に規定する患家の負担となる交通費には該当しない。 

(19)  往診を求められて患家へ赴いたが、既に他医に受診していたため、診察を行わないで帰っ

た場合の往診料は、療養の給付の対象としない扱いとする。したがって患者負担とする。 

(20)  特定の被保険者の求めに応ずるのではなく、保険診療を行う目的をもって定期又は不定期
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に事業所へ赴き、被保険者（患者）を診療する場合は、往診料として取り扱うことは認めら

れない。 

(21)  数事業所の衛生管理医をしている保険医が、衛生管理医として毎日又は定期的に事業所に

赴いた（巡回）際、当該事業所において常態として診療を行う場合は、(20)と同様である。 

(22)  同一保険医が２か所の保険医療機関を開設している場合の往診料は、往診の依頼を受けた

医療機関を起点とするのではなく、当該保険医が患家に赴くために出発した保険医療機関か

ら患家までの距離により算定する。 

(23) 定期的又は計画的に行われる対診の場合は往診料を算定できない。 

Ｃ００１ 在宅患者訪問診療料(Ⅰ) 

(１) 在宅患者訪問診療料(Ⅰ)は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、傷病のため

に通院による療養が困難な者に対して、患者の入居する有料老人ホーム等に併設される保険

医療機関以外の保険医療機関が定期的に訪問して診療を行った場合の評価であり、継続的な

診療の必要のない者や通院が可能な者に対して安易に算定してはならない。例えば、少なく

とも独歩で家族・介助者等の助けを借りずに通院ができる者などは、通院は容易であると考

えられるため、在宅患者訪問診療料(Ⅰ)は算定できない。なお、訪問診療を行っておらず外

来受診が可能な患者には、外来において区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診

療加算又は区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料が算定可能である。 

(２) 在宅での療養を行っている患者とは、保険医療機関、介護老人保健施設又は介護医療院で

療養を行っている患者以外の患者をいうこと。 

ただし、「要介護被保険者等である患者について療養に要する費用の額を算定できる場合」

（平成 20 年厚生労働省告示第 128 号）、「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取

扱いについて」（平成 18 年３月 31 日保医発第 0331002 号）等（以下「給付調整告示等」と

いう。）に規定する場合を除き、医師の配置が義務づけられている施設に入所している患者

については算定の対象としない。 

(３) 「在宅患者訪問診療料(Ⅰ)」の「同一建物居住者の場合」は、同一建物居住者に対して保

険医療機関の保険医が同一日に訪問診療を行う場合に、患者１人につき所定点数を算定す

る。同一建物居住者とは、基本的には、建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第２条第

１号に掲げる建築物に居住する複数の者（往診を実施した患者、末期の悪性腫瘍と診断し

た後に訪問診療を行い始めた日から 60 日以内の患者、又は死亡日からさかのぼって 30 日

以内の患者を除く。）のことをいう。 

(４) 保険医療機関の保険医が、同一建物に居住する当該患者１人のみに対し訪問診療を行う場

合は、「同一建物居住者以外の場合」の所定点数を算定する。 

(５) 同居する同一世帯の複数の患者に対して診察をした場合など、同一の患家において２人以

上の患者を診療した場合には、(３)の規定にかかわらず、１人目は、「同一建物居住者以外

の場合」を算定し、２人目以降の患者については、区分番号「Ａ０００」初診料又は区分番

号「Ａ００１」再診料若しくは区分番号「Ａ００２」外来診療料及び第２章特掲診療料のみ

を算定する。この場合において、２人目の患者の診療に要した時間が１時間を超えた場合は、

その旨を診療報酬明細書の摘要欄に記載し、在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注５」に規定する

加算を算定する。 

(６) 「１」は、１人の患者に対して１つの保険医療機関の保険医の指導管理の下に継続的に行
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トルを超えるもの。（以下「２号地域」という。地域の単位は、原則として、部落又は

小字とする。） 

イ 特殊の事情 

ⅰ 定期に航行する船舶がないか、又は定期に航行する船舶があっても航行回数がきわめ

て少ないか、若しくは航行に長時間を要すること。 

ⅱ 海上の状態や気象条件がきわめて悪いため、又は航路に暗礁が散在するため、若しく

は流氷等のため航行に危険が伴うこと。 

ⅲ 冬期積雪の期間通常の車両の運行が不能のため往診に相当長時間を要する事情にある

こと、又は道路事情がきわめて悪く、相当の路程を徒歩によらなければならないため、

往診に相当長時間を要する事情にあること。 

ウ 算定方法 

往診料の項に定める算定方法に準じて算定した点数（720 点に「注１」、「注２」、

「注３」又は「注６」による点数を加算した点数）に、次の点数（１号地域については次

のⅰの(イ)及び(ロ)により算出した点数、２号地域については、次のⅱにより算出した点

数）を加算する。 

ⅰ １号地域に対する往診の場合 

(イ) 波浪時（波浪注意報の出ていたとき又は波浪により通常の航海時間の概ね 1.5 倍

以上を要したときとする。）であった海路につき海路距離が片道１キロメートル又

はその端数を増すごとに所定点数に「注２」に規定する点数の 100 分の 150 を加算

した点数。（往復の場合は 100 分の 200、片道の場合は 100 分の 100 とする。） 

(ロ) 適用地域における往診に必要とした滞在時間（島に上陸したときから離島するま

での時間）については 30 分又はその端数を増すごとに 100 点を加算する方法で算

出した点数の 100 分の 200 に相当する点数。 

ⅱ ２号地域に対する往診の場合 

往診のため保険医が当該保険医療機関を出発してから帰院するまでの往診時間につい

て、30 分又はその端数を増すごとに 100 点を加算する方法で算出した点数の 100 分の 3

00 に相当する点数。 

(15)  保険医療機関の所在地と患家の所在地との距離が 16 キロメートル以上の地域に居住する

保険医に対して在宅での療養を行う患者の診療を担う保険医が往診による対診を求めること

ができるのは、患家の所在地から半径 16 キロメートル以内に患家の求める診療に専門的に

対応できる保険医療機関が存在しない場合や、患家の求める診療に専門的に対応できる保険

医療機関が存在していても当該保険医療機関が往診等を行っていない場合などのやむを得な

い絶対的理由のある場合に限られるものである。 

(16)  「注５」に規定する交通費は実費とする。                  

(17)  交通費には自家用車による費用を含む。 

(18)  自転車、スクーター等の費用は往診料に含まれているので前項は適用されず、したがって

「注５」に規定する患家の負担となる交通費には該当しない。 

(19)  往診を求められて患家へ赴いたが、既に他医に受診していたため、診察を行わないで帰っ

た場合の往診料は、療養の給付の対象としない扱いとする。したがって患者負担とする。 

(20)  特定の被保険者の求めに応ずるのではなく、保険診療を行う目的をもって定期又は不定期
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(11) 定期的・計画的な訪問診療を行っている期間における緊急の場合の往診の費用の算定につ

いては、在宅患者訪問診療料(Ⅰ)は算定せず、往診料及び再診料又は外来診療料を算定する。

ただし、当該緊急往診を必要とした症状が治まったことを在宅での療養を行っている患者の

療養を担う保険医が判断した以降の定期的訪問診療については、在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の

算定対象とする。 

(12) 訪問診療を実施する場合には、以下の要件を満たすこと。 

① 当該患者又はその家族等の署名付の訪問診療に係る同意書を作成した上で診療録に添付

すること。 

② 訪問診療の計画及び診療内容の要点を診療録に記載すること。「２」を算定する場合に

は、主として診療を行う医師である保険医が所属する他の保険医療機関が診療を求めた傷

病も記載すること。 

③ 訪問診療を行った日における当該医師の当該在宅患者に対する診療時間（開始時刻及び

終了時刻）及び診療場所について、診療録に記載すること。 

(13) 「注４」に規定する乳幼児加算は、６歳未満の乳幼児に対して訪問診療を実施した場合に、

１日につき１回に限り算定できるものとする。 

(14) 「注６」に規定する在宅ターミナルケア加算は、死亡日及び死亡日前 14 日以内の計 15 日

間に２回以上往診又は訪問診療を行った患者が、在宅で死亡した場合（往診又は訪問診療を

行った後、24時間以内に在宅以外で死亡した場合を含む。）に算定する。この場合、診療内

容の要点等を診療録に記載すること。また、ターミナルケアの実施については、厚生労働省

「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等の内容を踏

まえ、患者本人及びその家族等と話し合いを行い、患者本人の意思決定を基本に、他の関係

者との連携の上対応すること。 

(15) 「注６のイの(１)」に規定する「在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に

厚生労働大臣が定めるもの」とは、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続き

の取扱いについて」の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在

宅療養支援診療所、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する

在宅療養支援病院である。 

「注６のイの(１)の①」に規定する「病床を有する場合」、「注６のイの(１)の②」に規

定する「病床を有しない場合」とは、同通知の第９在宅療養支援診療所の施設基準の２の

(１)及び(２)、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の２の(１)の規定による。「注６の

ロ」についても、この例によること。 

   （16） 「注６のイ」及び「注６のロ」に規定する有料老人ホーム等に入居する患者とは、以下

のいずれかに該当する患者をいう。 

ア 区分番号「Ｃ００２－２」施設入居時等医学総合管理料の（３）において施設入居時等

医学総合管理料の算定患者とされている患者 

イ 障害者総合支援法に規定する障害福祉サービスを行う施設及び事業所又は福祉ホームに

入居する患者 

ウ 介護保険法第８条第 19 項に規定する小規模多機能型居宅介護又は同法第８条第 23 項に

規定する複合型サービスにおける宿泊サービスを利用中の患者 

   （17） 「注６」に規定する酸素療法加算は、悪性腫瘍と診断されている患者に対し、死亡した
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われる訪問診療について、１日につき１回に限り算定するが、区分番号「Ａ０００」初診料

を算定した初診の日には算定できない。 

ただし、区分番号「Ｃ１０８－２」在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定する場合に限

り、１人の患者に対して２つの保険医療機関の保険医が、１日につきそれぞれ１回に限り算

定できる。なお、この場合においても、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日に

は算定できない。 

   （７） 「２」は、当該患者の同意を得て、計画的な医学管理のもと、主治医として定期的に訪問

診療を行っている保険医が属する他の保険医療機関の求めを受けて、当該他の保険医療機関

が診療を求めた傷病に対し訪問診療を行った場合に、求めがあった日を含む月から６月を限

度として算定できる。ただし、当該他の保険医療機関の求めに応じ、既に訪問診療を行った

患者と同一の患者について、当該他の保険医療機関との間で情報共有し、主治医である保険

医がその診療状況を把握した上で、医学的に必要と判断し、以下に該当する診療の求めが新

たにあった場合には、６月を超えて算定できる。また、この場合において、診療報酬明細書

の摘要欄に、継続的な訪問診療の必要性について記載すること。 

ア その診療科の医師でなければ困難な診療 

イ 既に診療した傷病やその関連疾患とは明らかに異なる傷病に対する診療 

 

(８) (７) の前段の規定にかかわらず、別に厚生労働大臣が定める疾病等の患者については、

６月を超えて算定することも差し支えない。この場合において、診療を求めた当該他の保険

医療機関に対し、概ね６月ごとに診療の状況を情報提供するとともに、診療報酬明細書の摘

要欄に、別に厚生労働大臣が定める疾病等の患者のいずれに該当するかを記載すること。 

【厚生労働大臣が定める疾病等の患者】 

末期の悪性腫瘍、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小

脳変性症、ハンチントン病、進行性筋ジストロフィー症、パーキンソン病関連疾患（進

行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度

分類がステージ３以上かつ生活機能障害度がⅡ度又はⅢ度のものに限る。））、多系統

萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー症候群）、プ

リオン病、亜急性硬化性全脳炎、ライソゾーム病、副腎白質ジストロフィー、脊髄性筋

萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、後天性免疫不全症候群若し

くは頸髄損傷の患者又は人工呼吸器を使用している状態の患者 

(９) 「１」の算定については週３回を限度とするが、（８）に規定する厚生労働大臣が定める

疾病等の患者についてはこの限りでない。 

(10) 「１」について、診療に基づき患者の病状の急性増悪、終末期等により一時的に週４回以

上の頻回な訪問診療の必要を認め、当該患者の病状に基づいた訪問診療の計画を定め、当該

計画に基づいて患家を定期的に訪問し、診療を行った場合には、 

ア 当該訪問診療が必要な旨 

イ 当該訪問診療の必要を認めた日 

ウ 当該訪問診療を行った日 

を診療報酬明細書に付記することにより、１月に１回に限り、当該診療を行った日から 14

日以内について 14 日を限度として算定することができる。 
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(11) 定期的・計画的な訪問診療を行っている期間における緊急の場合の往診の費用の算定につ

いては、在宅患者訪問診療料(Ⅰ)は算定せず、往診料及び再診料又は外来診療料を算定する。

ただし、当該緊急往診を必要とした症状が治まったことを在宅での療養を行っている患者の

療養を担う保険医が判断した以降の定期的訪問診療については、在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の

算定対象とする。 

(12) 訪問診療を実施する場合には、以下の要件を満たすこと。 

① 当該患者又はその家族等の署名付の訪問診療に係る同意書を作成した上で診療録に添付

すること。 

② 訪問診療の計画及び診療内容の要点を診療録に記載すること。「２」を算定する場合に

は、主として診療を行う医師である保険医が所属する他の保険医療機関が診療を求めた傷

病も記載すること。 

③ 訪問診療を行った日における当該医師の当該在宅患者に対する診療時間（開始時刻及び

終了時刻）及び診療場所について、診療録に記載すること。 

(13) 「注４」に規定する乳幼児加算は、６歳未満の乳幼児に対して訪問診療を実施した場合に、

１日につき１回に限り算定できるものとする。 

(14) 「注６」に規定する在宅ターミナルケア加算は、死亡日及び死亡日前 14 日以内の計 15 日

間に２回以上往診又は訪問診療を行った患者が、在宅で死亡した場合（往診又は訪問診療を

行った後、24時間以内に在宅以外で死亡した場合を含む。）に算定する。この場合、診療内

容の要点等を診療録に記載すること。また、ターミナルケアの実施については、厚生労働省

「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等の内容を踏

まえ、患者本人及びその家族等と話し合いを行い、患者本人の意思決定を基本に、他の関係

者との連携の上対応すること。 

(15) 「注６のイの(１)」に規定する「在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に

厚生労働大臣が定めるもの」とは、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続き

の取扱いについて」の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在

宅療養支援診療所、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する

在宅療養支援病院である。 

「注６のイの(１)の①」に規定する「病床を有する場合」、「注６のイの(１)の②」に規

定する「病床を有しない場合」とは、同通知の第９在宅療養支援診療所の施設基準の２の

(１)及び(２)、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の２の(１)の規定による。「注６の

ロ」についても、この例によること。 

   （16） 「注６のイ」及び「注６のロ」に規定する有料老人ホーム等に入居する患者とは、以下

のいずれかに該当する患者をいう。 

ア 区分番号「Ｃ００２－２」施設入居時等医学総合管理料の（３）において施設入居時等

医学総合管理料の算定患者とされている患者 

イ 障害者総合支援法に規定する障害福祉サービスを行う施設及び事業所又は福祉ホームに

入居する患者 

ウ 介護保険法第８条第 19 項に規定する小規模多機能型居宅介護又は同法第８条第 23 項に

規定する複合型サービスにおける宿泊サービスを利用中の患者 

   （17） 「注６」に規定する酸素療法加算は、悪性腫瘍と診断されている患者に対し、死亡した
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われる訪問診療について、１日につき１回に限り算定するが、区分番号「Ａ０００」初診料

を算定した初診の日には算定できない。 

ただし、区分番号「Ｃ１０８－２」在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定する場合に限

り、１人の患者に対して２つの保険医療機関の保険医が、１日につきそれぞれ１回に限り算

定できる。なお、この場合においても、区分番号「Ａ０００」初診料を算定した初診の日に

は算定できない。 

   （７） 「２」は、当該患者の同意を得て、計画的な医学管理のもと、主治医として定期的に訪問

診療を行っている保険医が属する他の保険医療機関の求めを受けて、当該他の保険医療機関

が診療を求めた傷病に対し訪問診療を行った場合に、求めがあった日を含む月から６月を限

度として算定できる。ただし、当該他の保険医療機関の求めに応じ、既に訪問診療を行った

患者と同一の患者について、当該他の保険医療機関との間で情報共有し、主治医である保険

医がその診療状況を把握した上で、医学的に必要と判断し、以下に該当する診療の求めが新

たにあった場合には、６月を超えて算定できる。また、この場合において、診療報酬明細書

の摘要欄に、継続的な訪問診療の必要性について記載すること。 

ア その診療科の医師でなければ困難な診療 

イ 既に診療した傷病やその関連疾患とは明らかに異なる傷病に対する診療 

 

(８) (７) の前段の規定にかかわらず、別に厚生労働大臣が定める疾病等の患者については、

６月を超えて算定することも差し支えない。この場合において、診療を求めた当該他の保険

医療機関に対し、概ね６月ごとに診療の状況を情報提供するとともに、診療報酬明細書の摘

要欄に、別に厚生労働大臣が定める疾病等の患者のいずれに該当するかを記載すること。 

【厚生労働大臣が定める疾病等の患者】 

末期の悪性腫瘍、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小

脳変性症、ハンチントン病、進行性筋ジストロフィー症、パーキンソン病関連疾患（進

行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度

分類がステージ３以上かつ生活機能障害度がⅡ度又はⅢ度のものに限る。））、多系統

萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー症候群）、プ

リオン病、亜急性硬化性全脳炎、ライソゾーム病、副腎白質ジストロフィー、脊髄性筋

萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、後天性免疫不全症候群若し

くは頸髄損傷の患者又は人工呼吸器を使用している状態の患者 

(９) 「１」の算定については週３回を限度とするが、（８）に規定する厚生労働大臣が定める

疾病等の患者についてはこの限りでない。 

(10) 「１」について、診療に基づき患者の病状の急性増悪、終末期等により一時的に週４回以

上の頻回な訪問診療の必要を認め、当該患者の病状に基づいた訪問診療の計画を定め、当該

計画に基づいて患家を定期的に訪問し、診療を行った場合には、 

ア 当該訪問診療が必要な旨 

イ 当該訪問診療の必要を認めた日 

ウ 当該訪問診療を行った日 

を診療報酬明細書に付記することにより、１月に１回に限り、当該診療を行った日から 14

日以内について 14 日を限度として算定することができる。 

（ ）（ ） 281280
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等について、文書により提供している患者に対して、往診を行った場合はこの限りではない。 

(22)  「注 11」に規定する交通費は実費とする。 

  Ｃ００１－２ 在宅患者訪問診療料(Ⅱ) 

   (１) 在宅患者訪問診療料(Ⅱ)は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、傷病のため

に通院による療養が困難な者に対して、患者の入居する有料老人ホーム等に併設される保険

医療機関が定期的に訪問して診療を行った場合の評価であり、継続的な診療の必要のない者

や通院が可能な者に対して安易に算定してはならない。例えば、少なくとも独歩で家族又は

介助者等の助けを借りずに通院ができる者などは、通院は容易であると考えられるため、在

宅患者訪問診療料(Ⅱ)は算定できない。なお、訪問診療を行っておらず外来受診が可能な患

者には、外来において区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診療加算又は区分番

号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料が算定可能である。 

(２) 有料老人ホーム等に入居している患者とは、以下のいずれかに該当する患者をいう。 

ア 区分番号「Ｃ００２－２」施設入居時等医学総合管理料の（３）において施設入居時等

医学総合管理料の算定患者とされている患者 

イ 障害者総合支援法に規定する障害福祉サービスを行う施設及び事業所又は福祉ホームに

入居する患者 

ウ 介護保険法第８条第 19 項に規定する小規模多機能型居宅介護又は同法第８条第 23 項に

規定する複合型サービスにおける宿泊サービスを利用中の患者 

(３) 有料老人ホーム等に併設される保険医療機関とは、有料老人ホーム等と同一敷地内又は隣

接する敷地内に位置する保険医療機関をいう。 

(４) 「注２」から「注５」の取扱いについては、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料

(Ⅰ)の例によること。この場合において、「１」及び「２」については、それぞれ「注１の

イ」及び「注１のロ」と読み替えるものとする。 

Ｃ００２ 在宅時医学総合管理料、Ｃ００２－２ 施設入居時等医学総合管理料 

(１) 在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料は、在宅での療養を行っている患

者に対するかかりつけ医機能の確立及び在宅での療養の推進を図るものである。 

(２) 在宅時医学総合管理料は、在宅での療養を行っている患者であって、通院困難な者（(３)

で規定する施設入居時等医学総合管理料の対象患者を除く。）に対して、個別の患者ごとに

総合的な在宅療養計画を作成し、定期的に訪問して診療を行い、総合的な医学管理を行った

場合の評価であることから、継続的な診療の必要のない者や通院が可能な者に対して安易に

算定してはならない。例えば、少なくとも独歩で家族・介助者等の助けを借りずに通院がで

きる者などは、通院は容易であると考えられるため、在宅時医学総合管理料は算定できない。

なお、訪問診療を行っておらず外来受診が可能な患者には、外来において区分番号「Ａ００

１」再診料の「注 12」地域包括診療加算又は区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料

が算定可能である。 

(３) 施設入居時等医学総合管理料は、施設において療養を行っている次に掲げる患者であって、

通院困難な者に対して個別の患者ごとに総合的な在宅療養計画を作成し、定期的に訪問して

診療を行い、総合的な医学管理を行った場合の評価であることから、継続的な診療の必要の

ない者や通院が可能な者に対して安易に算定してはならない。例えば、少なくとも独歩で家

族・介助者等の助けを借りずに通院ができる者などは、通院は容易であると考えられるため、
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月において、在宅酸素療法を行った場合に算定する。在宅酸素療法を指示した医師は、在宅

酸素療法のための酸素投与方法（使用機器、ガス流量、吸入時間等）、緊急時連絡方法等を

装置に掲示すると同時に、夜間も含めた緊急時の対処法について、患者に説明を行うこと。

酸素療法加算を算定した月については、区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料、区

分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導管理料、区分番号「Ｃ１５７」酸素ボンベ加算、区分

番号「Ｃ１５８」酸素濃縮装置加算、区分番号「Ｃ１５９」液化酸素装置加算、区分番号

「Ｃ１６４」人工呼吸器加算、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８－３」

干渉低周波去痰器による喀痰排出、区分番号「Ｊ０２４」酸素吸入、区分番号「Ｊ０２４－

２」突発性難聴に対する酸素療法、区分番号「Ｊ０２５」酸素テント、区分番号「Ｊ０２６」

間歇的陽圧吸入法、区分番号「Ｊ０２６－２」鼻マスク式補助換気法、区分番号「Ｊ０２６

－３」体外式陰圧人工呼吸器治療及び区分番号「Ｊ０４５」人工呼吸は算定できない。 

(18) 「注７」に規定する看取り加算は、事前に当該患者又はその家族等に対して、療養上の不

安等を解消するために充分な説明と同意を行った上で、死亡日に往診又は訪問診療を行い、

当該患者を患家で看取った場合に算定する。この場合、診療内容の要点等を当該患者の診療

録に記載すること。 

(19) 「注８」に規定する加算は、在宅での療養を行っている患者が在宅で死亡した場合であっ

て、死亡日に往診又は訪問診療を行い、死亡診断を行った場合に算定する。ただし、「注７」

に規定する加算には、死亡診断に係る費用が含まれており、「注８」に規定する加算は別に

算定できない。以下の要件を満たしている場合であって、「情報通信機器（ＩＣＴ）を用い

た死亡診断等ガイドライン（平成 29 年９月厚生労働省）」に基づき、ＩＣＴを利用した看

護師との連携による死亡診断を行う場合には、往診又は訪問診療の際に死亡診断を行ってい

ない場合でも、死亡診断加算のみを算定可能である。この場合、診療報酬明細書の摘要欄に、

ＩＣＴを利用した看護師との連携による死亡診断を行った旨記載すること。 

ア 当該患者に対して定期的・計画的な訪問診療を行っていたこと。 

イ 正当な理由のために、医師が直接対面での死亡診断等を行うまでに 12 時間以上を要す

ることが見込まれる状況であること。 

ウ 特掲診療料の施設基準等の第四の四の三の三に規定する地域に居住している患者であっ

て、連携する他の保険医療機関において区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料

の在宅ターミナルケア加算若しくは「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導

料の同一建物居住者ターミナルケア加算又は連携する訪問看護ステーションにおいて訪問

看護ターミナルケア療養費を算定していること。 

(20)  患家における診療時間が１時間を超える場合の加算の算定方法、保険医療機関の所在地と

患家の所在地との距離が 16 キロメートルを超えた場合又は海路による訪問診療を行った場

合であって特殊な事情があった場合の在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の算定方法及び訪問診療に要

した交通費の取扱いは、往診料における取扱いの例による。 

(21)  往診の日又はその翌日に行う訪問診療の費用については、算定できない。ただし、在宅療

養支援診療所若しくは在宅療養支援診療所と連携する保険医療機関（特別の関係にある保険

医療機関を含む。）又は在宅療養支援病院の保険医が、往診及び訪問看護により 24 時間対

応できる体制を確保し、在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院の連絡担当者の氏名、連

絡先電話番号等、担当日、緊急時の注意事項等並びに往診担当医及び訪問看護担当者の氏名
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等について、文書により提供している患者に対して、往診を行った場合はこの限りではない。 

(22)  「注 11」に規定する交通費は実費とする。 

  Ｃ００１－２ 在宅患者訪問診療料(Ⅱ) 

   (１) 在宅患者訪問診療料(Ⅱ)は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、傷病のため

に通院による療養が困難な者に対して、患者の入居する有料老人ホーム等に併設される保険

医療機関が定期的に訪問して診療を行った場合の評価であり、継続的な診療の必要のない者

や通院が可能な者に対して安易に算定してはならない。例えば、少なくとも独歩で家族又は

介助者等の助けを借りずに通院ができる者などは、通院は容易であると考えられるため、在

宅患者訪問診療料(Ⅱ)は算定できない。なお、訪問診療を行っておらず外来受診が可能な患

者には、外来において区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診療加算又は区分番

号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料が算定可能である。 

(２) 有料老人ホーム等に入居している患者とは、以下のいずれかに該当する患者をいう。 

ア 区分番号「Ｃ００２－２」施設入居時等医学総合管理料の（３）において施設入居時等

医学総合管理料の算定患者とされている患者 

イ 障害者総合支援法に規定する障害福祉サービスを行う施設及び事業所又は福祉ホームに

入居する患者 

ウ 介護保険法第８条第 19 項に規定する小規模多機能型居宅介護又は同法第８条第 23 項に

規定する複合型サービスにおける宿泊サービスを利用中の患者 

(３) 有料老人ホーム等に併設される保険医療機関とは、有料老人ホーム等と同一敷地内又は隣

接する敷地内に位置する保険医療機関をいう。 

(４) 「注２」から「注５」の取扱いについては、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料

(Ⅰ)の例によること。この場合において、「１」及び「２」については、それぞれ「注１の

イ」及び「注１のロ」と読み替えるものとする。 

Ｃ００２ 在宅時医学総合管理料、Ｃ００２－２ 施設入居時等医学総合管理料 

(１) 在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料は、在宅での療養を行っている患

者に対するかかりつけ医機能の確立及び在宅での療養の推進を図るものである。 

(２) 在宅時医学総合管理料は、在宅での療養を行っている患者であって、通院困難な者（(３)

で規定する施設入居時等医学総合管理料の対象患者を除く。）に対して、個別の患者ごとに

総合的な在宅療養計画を作成し、定期的に訪問して診療を行い、総合的な医学管理を行った

場合の評価であることから、継続的な診療の必要のない者や通院が可能な者に対して安易に

算定してはならない。例えば、少なくとも独歩で家族・介助者等の助けを借りずに通院がで

きる者などは、通院は容易であると考えられるため、在宅時医学総合管理料は算定できない。

なお、訪問診療を行っておらず外来受診が可能な患者には、外来において区分番号「Ａ００

１」再診料の「注 12」地域包括診療加算又は区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料

が算定可能である。 

(３) 施設入居時等医学総合管理料は、施設において療養を行っている次に掲げる患者であって、

通院困難な者に対して個別の患者ごとに総合的な在宅療養計画を作成し、定期的に訪問して

診療を行い、総合的な医学管理を行った場合の評価であることから、継続的な診療の必要の

ない者や通院が可能な者に対して安易に算定してはならない。例えば、少なくとも独歩で家

族・介助者等の助けを借りずに通院ができる者などは、通院は容易であると考えられるため、
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月において、在宅酸素療法を行った場合に算定する。在宅酸素療法を指示した医師は、在宅

酸素療法のための酸素投与方法（使用機器、ガス流量、吸入時間等）、緊急時連絡方法等を

装置に掲示すると同時に、夜間も含めた緊急時の対処法について、患者に説明を行うこと。

酸素療法加算を算定した月については、区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料、区

分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導管理料、区分番号「Ｃ１５７」酸素ボンベ加算、区分

番号「Ｃ１５８」酸素濃縮装置加算、区分番号「Ｃ１５９」液化酸素装置加算、区分番号

「Ｃ１６４」人工呼吸器加算、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８－３」

干渉低周波去痰器による喀痰排出、区分番号「Ｊ０２４」酸素吸入、区分番号「Ｊ０２４－

２」突発性難聴に対する酸素療法、区分番号「Ｊ０２５」酸素テント、区分番号「Ｊ０２６」

間歇的陽圧吸入法、区分番号「Ｊ０２６－２」鼻マスク式補助換気法、区分番号「Ｊ０２６

－３」体外式陰圧人工呼吸器治療及び区分番号「Ｊ０４５」人工呼吸は算定できない。 

(18) 「注７」に規定する看取り加算は、事前に当該患者又はその家族等に対して、療養上の不

安等を解消するために充分な説明と同意を行った上で、死亡日に往診又は訪問診療を行い、

当該患者を患家で看取った場合に算定する。この場合、診療内容の要点等を当該患者の診療

録に記載すること。 

(19) 「注８」に規定する加算は、在宅での療養を行っている患者が在宅で死亡した場合であっ

て、死亡日に往診又は訪問診療を行い、死亡診断を行った場合に算定する。ただし、「注７」

に規定する加算には、死亡診断に係る費用が含まれており、「注８」に規定する加算は別に

算定できない。以下の要件を満たしている場合であって、「情報通信機器（ＩＣＴ）を用い

た死亡診断等ガイドライン（平成 29 年９月厚生労働省）」に基づき、ＩＣＴを利用した看

護師との連携による死亡診断を行う場合には、往診又は訪問診療の際に死亡診断を行ってい

ない場合でも、死亡診断加算のみを算定可能である。この場合、診療報酬明細書の摘要欄に、

ＩＣＴを利用した看護師との連携による死亡診断を行った旨記載すること。 

ア 当該患者に対して定期的・計画的な訪問診療を行っていたこと。 

イ 正当な理由のために、医師が直接対面での死亡診断等を行うまでに 12 時間以上を要す

ることが見込まれる状況であること。 

ウ 特掲診療料の施設基準等の第四の四の三の三に規定する地域に居住している患者であっ

て、連携する他の保険医療機関において区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料

の在宅ターミナルケア加算若しくは「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導

料の同一建物居住者ターミナルケア加算又は連携する訪問看護ステーションにおいて訪問

看護ターミナルケア療養費を算定していること。 

(20)  患家における診療時間が１時間を超える場合の加算の算定方法、保険医療機関の所在地と

患家の所在地との距離が 16 キロメートルを超えた場合又は海路による訪問診療を行った場

合であって特殊な事情があった場合の在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の算定方法及び訪問診療に要

した交通費の取扱いは、往診料における取扱いの例による。 

(21)  往診の日又はその翌日に行う訪問診療の費用については、算定できない。ただし、在宅療

養支援診療所若しくは在宅療養支援診療所と連携する保険医療機関（特別の関係にある保険

医療機関を含む。）又は在宅療養支援病院の保険医が、往診及び訪問看護により 24 時間対

応できる体制を確保し、在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院の連絡担当者の氏名、連

絡先電話番号等、担当日、緊急時の注意事項等並びに往診担当医及び訪問看護担当者の氏名

（ ）（ ） 283282
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とができる。 

「１」及び「２」については、在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院の保険医が、往

診及び訪問看護により 24 時間対応できる体制を確保し、在宅療養支援診療所又は在宅療養

支援病院の連絡担当者の氏名、連絡先電話番号等、担当日、緊急時の注意事項等並びに往診

担当医及び訪問看護担当者の氏名等について、文書により提供している患者に限り、在宅療

養支援診療所又は在宅療養支援病院において算定し、在宅療養支援診療所又は在宅療養支援

病院の保険医が、当該患者以外の患者に対し、継続して訪問した場合には、「３」を算定す

る。 

なお、「１」に規定する「在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労

働大臣が定めるもの」とは、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱

いについて」の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在宅療養

支援診療所、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在宅療

養支援病院である。 

また、「１のイ」に規定する「病床を有する場合」、「１のロ」に規定する「病床を有し

ない場合」とは、同通知の第９在宅療養支援診療所の施設基準の２の(１)及び(２)、第 14

の２在宅療養支援病院の施設基準の２の(１)の規定による。 

(５) 個別の患者ごとに総合的な在宅療養計画を作成し、その内容を患者、家族及びその看護に

当たる者等に対して説明し、在宅療養計画及び説明の要点等を診療録に記載すること。 

(６) 他の保健医療サービス又は福祉サービスとの連携に努めること。 

(７) 当該患者が診療科の異なる他の保険医療機関を受診する場合には、診療の状況を示す文書

を当該保険医療機関に交付する等十分な連携を図るよう努めること。 

(８) 当該保険医療機関以外の保険医療機関が、当該患者に対して診療を行おうとする場合には、

当該患者等に対し照会等を行うことにより、他の保険医療機関における在宅時医学総合管理

料又は施設入居時等医学総合管理料の算定の有無を確認すること。 

(９) 当該患者について在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料が算定されてい

る月において、区分番号「Ｂ０００」特定疾患療養管理料、区分番号「Ｂ００１」の「４」

小児特定疾患カウンセリング料、同区分番号の「５」小児科療養指導料、同区分番号の「６」

てんかん指導料、同区分番号の「７」難病外来指導管理料、同区分番号の「８」皮膚科特定

疾患指導管理料、同区分番号の「18」小児悪性腫瘍患者指導管理料、同区分番号の「27」糖

尿病透析予防指導管理料、区分番号「Ｂ００１－３」生活習慣病管理料、区分番号「Ｃ００

７」の注３に規定する衛生材料等提供加算、区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指

導管理料、区分番号「Ｉ０１２－２」の注３に規定する衛生材料等提供加算、区分番号「Ｊ

０００」創傷処置、区分番号「Ｊ００１－７」爪甲除去、区分番号「Ｊ００１－８」穿刺排

膿後薬液注入、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８－３」干渉低周波去痰

器による喀痰排出、区分番号「Ｊ０４３－３」ストーマ処置、区分番号「Ｊ０５３」皮膚科

軟膏処置、区分番号「Ｊ０６０」膀胱洗浄、区分番号「Ｊ０６０－２」後部尿道洗浄、区分

番号「Ｊ０６３」留置カテーテル設置、区分番号「Ｊ０６４」導尿、区分番号「Ｊ１１８」

介達牽引、区分番号「Ｊ１１８－２」矯正固定、区分番号「Ｊ１１８－３」変形機械矯正術、

区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等処置、区分番号「Ｊ１１９－２」腰部又は胸部固定帯固定、

区分番号「Ｊ１１９－３」低出力レーザー照射、区分番号「Ｊ１１９－４」肛門処置及び区
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施設入居時等医学総合管理料は算定できない。なお、訪問診療を行っておらず外来受診が可

能な患者には、外来において区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診療加算又は

区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料が算定可能である。なお、施設入居時等医学

総合管理料の算定の対象となる患者は、給付調整告示等の規定によるものとする。 

ア 次に掲げるいずれかの施設において療養を行っている患者 

(イ) 養護老人ホーム 

(ロ) 軽費老人ホーム（「軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準」（平成 20 年厚

生労働省令第 107 号）附則第２条第１号に規定する軽費老人ホームＡ型に限る。） 

(ハ) 特別養護老人ホーム 

(ニ) 有料老人ホーム 

(ホ) 高齢者の居住の安定確保に関する法律（平成 13 年４月６日法律第 26 号）第５条第

１項に規定するサービス付き高齢者向け住宅 

(へ) 認知症対応型共同生活介護事業所 

イ 次に掲げるいずれかのサービスを受けている患者 

(イ) 短期入所生活介護 

(ロ) 介護予防短期入所生活介護 

(４) 在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料は、別に厚生労働大臣の定める施

設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関の保険医が、

在宅療養計画に基づき診療を行った場合に月１回に限り算定する。特掲診療料の施設基準等

別表第八の二に掲げる「別に厚生労働大臣が定める状態の患者」に対して、区分番号「Ｃ０

０１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料

(Ⅱ)（注１のイの場合に限る。）を月２回以上算定した場合には「別に厚生労働大臣が定め

る状態の患者に対し、月２回以上訪問診療を行っている場合」を単一建物診療患者の人数に

従い算定する。同様に、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番

号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)（注１のイの場合に限る。）を月２回以上算定

した場合には「月２回以上訪問診療を行っている場合」を、区分番号「Ｃ００１」在宅患者

訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)（注１のイ

の場合に限る。）を月１回算定した場合には「月１回訪問診療を行っている場合」を単一建

物診療患者の人数に従い算定する。ここでいう単一建物診療患者の人数とは、当該患者が居

住する建築物に居住する者のうち、当該保険医療機関が区分番号「Ｃ００２」在宅時医学総

合管理料又は区分番号「Ｃ００２－２」施設入居時等医学総合管理料を算定する者（当該保

険医療機関と特別の関係にある保険医療機関において算定するものを含む。）の人数をいう。

なお、ユニット数が３以下の認知症対応型共同生活介護事業所については、それぞれのユニ

ットにおいて、施設入居時等医学総合管理料を算定する人数を、単一建物診療患者の人数と

みなすことができる。また、同居する同一世帯の複数の患者に対して診察をした場合など、

同一の患家において２人以上の患者を診療した場合に、２人目以降の患者について、区分番

号「Ａ０００」初診料又は区分番号「Ａ００１」再診料若しくは区分番号「Ａ００２」外来

診療料及び第２章特掲診療料のみを算定した場合においては、その旨を診療報酬明細書の摘

要欄に記載し、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番号「Ｃ０

０１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)（注１のイの場合に限る。）を算定したものとみなすこ
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とができる。 

「１」及び「２」については、在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院の保険医が、往

診及び訪問看護により 24 時間対応できる体制を確保し、在宅療養支援診療所又は在宅療養

支援病院の連絡担当者の氏名、連絡先電話番号等、担当日、緊急時の注意事項等並びに往診

担当医及び訪問看護担当者の氏名等について、文書により提供している患者に限り、在宅療

養支援診療所又は在宅療養支援病院において算定し、在宅療養支援診療所又は在宅療養支援

病院の保険医が、当該患者以外の患者に対し、継続して訪問した場合には、「３」を算定す

る。 

なお、「１」に規定する「在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労

働大臣が定めるもの」とは、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱

いについて」の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在宅療養

支援診療所、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在宅療

養支援病院である。 

また、「１のイ」に規定する「病床を有する場合」、「１のロ」に規定する「病床を有し

ない場合」とは、同通知の第９在宅療養支援診療所の施設基準の２の(１)及び(２)、第 14

の２在宅療養支援病院の施設基準の２の(１)の規定による。 

(５) 個別の患者ごとに総合的な在宅療養計画を作成し、その内容を患者、家族及びその看護に

当たる者等に対して説明し、在宅療養計画及び説明の要点等を診療録に記載すること。 

(６) 他の保健医療サービス又は福祉サービスとの連携に努めること。 

(７) 当該患者が診療科の異なる他の保険医療機関を受診する場合には、診療の状況を示す文書

を当該保険医療機関に交付する等十分な連携を図るよう努めること。 

(８) 当該保険医療機関以外の保険医療機関が、当該患者に対して診療を行おうとする場合には、

当該患者等に対し照会等を行うことにより、他の保険医療機関における在宅時医学総合管理

料又は施設入居時等医学総合管理料の算定の有無を確認すること。 

(９) 当該患者について在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料が算定されてい

る月において、区分番号「Ｂ０００」特定疾患療養管理料、区分番号「Ｂ００１」の「４」

小児特定疾患カウンセリング料、同区分番号の「５」小児科療養指導料、同区分番号の「６」

てんかん指導料、同区分番号の「７」難病外来指導管理料、同区分番号の「８」皮膚科特定

疾患指導管理料、同区分番号の「18」小児悪性腫瘍患者指導管理料、同区分番号の「27」糖

尿病透析予防指導管理料、区分番号「Ｂ００１－３」生活習慣病管理料、区分番号「Ｃ００

７」の注３に規定する衛生材料等提供加算、区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指

導管理料、区分番号「Ｉ０１２－２」の注３に規定する衛生材料等提供加算、区分番号「Ｊ

０００」創傷処置、区分番号「Ｊ００１－７」爪甲除去、区分番号「Ｊ００１－８」穿刺排

膿後薬液注入、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８－３」干渉低周波去痰

器による喀痰排出、区分番号「Ｊ０４３－３」ストーマ処置、区分番号「Ｊ０５３」皮膚科

軟膏処置、区分番号「Ｊ０６０」膀胱洗浄、区分番号「Ｊ０６０－２」後部尿道洗浄、区分

番号「Ｊ０６３」留置カテーテル設置、区分番号「Ｊ０６４」導尿、区分番号「Ｊ１１８」

介達牽引、区分番号「Ｊ１１８－２」矯正固定、区分番号「Ｊ１１８－３」変形機械矯正術、

区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等処置、区分番号「Ｊ１１９－２」腰部又は胸部固定帯固定、

区分番号「Ｊ１１９－３」低出力レーザー照射、区分番号「Ｊ１１９－４」肛門処置及び区
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施設入居時等医学総合管理料は算定できない。なお、訪問診療を行っておらず外来受診が可

能な患者には、外来において区分番号「Ａ００１」再診料の「注 12」地域包括診療加算又は

区分番号「Ｂ００１－２－９」地域包括診療料が算定可能である。なお、施設入居時等医学

総合管理料の算定の対象となる患者は、給付調整告示等の規定によるものとする。 

ア 次に掲げるいずれかの施設において療養を行っている患者 

(イ) 養護老人ホーム 

(ロ) 軽費老人ホーム（「軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準」（平成 20 年厚

生労働省令第 107 号）附則第２条第１号に規定する軽費老人ホームＡ型に限る。） 

(ハ) 特別養護老人ホーム 

(ニ) 有料老人ホーム 

(ホ) 高齢者の居住の安定確保に関する法律（平成 13 年４月６日法律第 26 号）第５条第

１項に規定するサービス付き高齢者向け住宅 

(へ) 認知症対応型共同生活介護事業所 

イ 次に掲げるいずれかのサービスを受けている患者 

(イ) 短期入所生活介護 

(ロ) 介護予防短期入所生活介護 

(４) 在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料は、別に厚生労働大臣の定める施

設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関の保険医が、

在宅療養計画に基づき診療を行った場合に月１回に限り算定する。特掲診療料の施設基準等

別表第八の二に掲げる「別に厚生労働大臣が定める状態の患者」に対して、区分番号「Ｃ０

０１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料

(Ⅱ)（注１のイの場合に限る。）を月２回以上算定した場合には「別に厚生労働大臣が定め

る状態の患者に対し、月２回以上訪問診療を行っている場合」を単一建物診療患者の人数に

従い算定する。同様に、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番

号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)（注１のイの場合に限る。）を月２回以上算定

した場合には「月２回以上訪問診療を行っている場合」を、区分番号「Ｃ００１」在宅患者

訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)（注１のイ

の場合に限る。）を月１回算定した場合には「月１回訪問診療を行っている場合」を単一建

物診療患者の人数に従い算定する。ここでいう単一建物診療患者の人数とは、当該患者が居

住する建築物に居住する者のうち、当該保険医療機関が区分番号「Ｃ００２」在宅時医学総

合管理料又は区分番号「Ｃ００２－２」施設入居時等医学総合管理料を算定する者（当該保

険医療機関と特別の関係にある保険医療機関において算定するものを含む。）の人数をいう。

なお、ユニット数が３以下の認知症対応型共同生活介護事業所については、それぞれのユニ

ットにおいて、施設入居時等医学総合管理料を算定する人数を、単一建物診療患者の人数と

みなすことができる。また、同居する同一世帯の複数の患者に対して診察をした場合など、

同一の患家において２人以上の患者を診療した場合に、２人目以降の患者について、区分番

号「Ａ０００」初診料又は区分番号「Ａ００１」再診料若しくは区分番号「Ａ００２」外来

診療料及び第２章特掲診療料のみを算定した場合においては、その旨を診療報酬明細書の摘

要欄に記載し、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番号「Ｃ０

０１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)（注１のイの場合に限る。）を算定したものとみなすこ
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分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

なお、在宅での総合的な医学管理に当たって必要な薬剤（投薬に係るものを除く。）及び

特定保険医療材料については、第３節薬剤料及び第４節特定保険医療材料料において算定す

ることができる。 

(10) 当該点数を算定した月において、当該点数を算定する保険医療機関の外来を受診した場合

においても第５部投薬の費用は算定できない。 

(11) １つの患家に在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料の対象となる同居す

る同一世帯の患者が２人以上いる場合の在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管

理料は、患者ごとに「単一建物診療患者が１人の場合」を算定すること。また、在宅時医学

総合管理料について、当該建築物において当該保険医療機関が在宅医学管理を行う患者数が、

当該建築物の戸数の 10％以下の場合又は当該建築物の戸数が 20 戸未満であって、当該保険

医療機関が在宅医学管理を行う患者が２人以下の場合には、それぞれ「単一建物診療患者が

１人の場合」を算定すること。 

(12)  同一月内において院外処方箋を交付した訪問診療と院外処方箋を交付しない訪問診療とが

行われた場合は、在宅時医学総合管理料の「注２」又は施設入居時等医学総合管理料の「注

５」の規定により準用する在宅時医学総合管理料の「注２」に係る加算は算定できない。 

(13)  投与期間が 30 日を超える薬剤を含む院外処方箋を交付した場合は、その投与期間に係る

在宅時医学総合管理料の「注２」又は施設入居時等医学総合管理料の「注５」の規定により

準用する在宅時医学総合管理料の「注２」に係る加算は算定できない。 

(14)  在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料は、当該患者に対して主として診

療を行っている保険医が属する１つの保険医療機関において算定するものであること。 

(15)  区分番号「Ｃ００３」在宅がん医療総合診療料を算定した日の属する月にあっては、在宅

時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料は算定できないものであること。 

(16) 在宅時医学総合管理料の「注４」又は施設入居時等医学総合管理料の「注５」の規定によ

り準用する在宅時医学総合管理料の「注４」に規定する在宅移行早期加算は、退院後に在宅

において療養を始めた患者であって、訪問診療を行うものに対し、在宅時医学総合管理料又

は施設入居時等医学総合管理料の算定開始月から３月を限度として、１月１回に限り所定点

数に加算する。 

(17) 在宅移行早期加算は、退院から１年を経過した患者に対しては算定できない。ただし、在

宅移行早期加算を既に算定した患者が再度入院し、その後退院した場合にあっては、新たに

３月を限度として、月１回に限り所定点数に加算できるものとする。 

(18)  在宅時医学総合管理料の「注５」又は施設入居時等医学総合管理料の「注５」の規定によ

り準用する在宅時医学総合管理料の「注５」に係る加算は、特掲診療料の施設基準等別表第

三の一の二に掲げる患者に対し、月４回以上の往診又は訪問診療を行い、必要な医学管理を

行っている場合に頻回訪問加算として算定する。 

(19)  別に厚生労働大臣が定める状態等のうち、特掲診療料の施設基準等別表第三の一の二第三

号に掲げる「高度な指導管理を必要とするもの」とは、別表第三の一の二第二号の(１)に掲

げる指導管理を２つ以上行っているものをいう。 

(20) 在宅時医学総合管理料の「注９」又は施設入居時等医学総合管理料の「注５」の規定によ

り準用する在宅時医学総合管理料の「注９」に規定する継続診療加算は、在宅療養支援診療
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分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

なお、在宅での総合的な医学管理に当たって必要な薬剤（投薬に係るものを除く。）及び

特定保険医療材料については、第３節薬剤料及び第４節特定保険医療材料料において算定す

ることができる。 

(10) 当該点数を算定した月において、当該点数を算定する保険医療機関の外来を受診した場合

においても第５部投薬の費用は算定できない。 

(11) １つの患家に在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料の対象となる同居す

る同一世帯の患者が２人以上いる場合の在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管

理料は、患者ごとに「単一建物診療患者が１人の場合」を算定すること。また、在宅時医学

総合管理料について、当該建築物において当該保険医療機関が在宅医学管理を行う患者数が、

当該建築物の戸数の 10％以下の場合又は当該建築物の戸数が 20 戸未満であって、当該保険

医療機関が在宅医学管理を行う患者が２人以下の場合には、それぞれ「単一建物診療患者が

１人の場合」を算定すること。 

(12)  同一月内において院外処方箋を交付した訪問診療と院外処方箋を交付しない訪問診療とが

行われた場合は、在宅時医学総合管理料の「注２」又は施設入居時等医学総合管理料の「注

５」の規定により準用する在宅時医学総合管理料の「注２」に係る加算は算定できない。 

(13)  投与期間が 30 日を超える薬剤を含む院外処方箋を交付した場合は、その投与期間に係る

在宅時医学総合管理料の「注２」又は施設入居時等医学総合管理料の「注５」の規定により

準用する在宅時医学総合管理料の「注２」に係る加算は算定できない。 

(14)  在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料は、当該患者に対して主として診

療を行っている保険医が属する１つの保険医療機関において算定するものであること。 

(15)  区分番号「Ｃ００３」在宅がん医療総合診療料を算定した日の属する月にあっては、在宅

時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料は算定できないものであること。 

(16) 在宅時医学総合管理料の「注４」又は施設入居時等医学総合管理料の「注５」の規定によ

り準用する在宅時医学総合管理料の「注４」に規定する在宅移行早期加算は、退院後に在宅

において療養を始めた患者であって、訪問診療を行うものに対し、在宅時医学総合管理料又

は施設入居時等医学総合管理料の算定開始月から３月を限度として、１月１回に限り所定点

数に加算する。 

(17) 在宅移行早期加算は、退院から１年を経過した患者に対しては算定できない。ただし、在

宅移行早期加算を既に算定した患者が再度入院し、その後退院した場合にあっては、新たに

３月を限度として、月１回に限り所定点数に加算できるものとする。 

(18)  在宅時医学総合管理料の「注５」又は施設入居時等医学総合管理料の「注５」の規定によ

り準用する在宅時医学総合管理料の「注５」に係る加算は、特掲診療料の施設基準等別表第

三の一の二に掲げる患者に対し、月４回以上の往診又は訪問診療を行い、必要な医学管理を

行っている場合に頻回訪問加算として算定する。 

(19)  別に厚生労働大臣が定める状態等のうち、特掲診療料の施設基準等別表第三の一の二第三

号に掲げる「高度な指導管理を必要とするもの」とは、別表第三の一の二第二号の(１)に掲

げる指導管理を２つ以上行っているものをいう。 

(20) 在宅時医学総合管理料の「注９」又は施設入居時等医学総合管理料の「注５」の規定によ

り準用する在宅時医学総合管理料の「注９」に規定する継続診療加算は、在宅療養支援診療
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エの例による。 

カ 「その他関係機関との調整等のために訪問診療を行う医師による特別な医学管理を必要

とする状態」とは、以下のいずれかに該当する患者の状態をいう。 

(イ) 脳性麻痺、先天性心疾患、ネフローゼ症候群、ダウン症等の染色体異常、川崎病で

冠動脈瘤のあるもの、脂質代謝障害、腎炎、溶血性貧血、再生不良性貧血、血友病、

及び血小板減少性紫斑病、先天性股関節脱臼、内反足、二分脊椎、骨系統疾患、先天

性四肢欠損、分娩麻痺、先天性多発関節拘縮症、児童福祉法第６条の２第１項に規定

する小児慢性特定疾病（同条第２項に規定する小児慢性特定疾病医療支援の対象に相

当する状態のものに限る。）及び同法第 56条の６第２項に規定する障害児に該当する

状態である 15 歳未満の患者 

(ロ) 出生時の体重が 1,500ｇ未満であった１歳未満の患者 

(ハ) 「超重症児（者）・準超重症児（者）の判定基準」による判定スコアが 10以上であ

る患者 

(ニ) 訪問診療を行う医師又は当該医師の指示を受けた看護職員の指導管理に基づき、家

族等患者の看護に当たる者が注射又は喀痰吸引、経管栄養等の処置（特掲診療料の施

設基準等第四の一の六(３)に掲げる処置のうち、ワからケに規定する処置をいう。）

を行っている患者 

(23)  算定対象となる患者が入居又は入所する施設と特別の関係にある保険医療機関においても、

算定できる。 

(24) 「３」について、主として往診又は訪問診療を実施する診療所で算定する場合は、それぞ

れ所定点数の 100 分の 80 に相当する点数を算定する。 

(25)  悪性腫瘍と診断された患者については、医学的に末期であると判断した段階で、当該患

者のケアマネジメントを担当する居宅介護支援専門員に対し、予後及び今後想定される病状

の変化、病状の変化に合わせて必要となるサービス等について、適時情報提供すること。 

(26) 在宅時医学総合管理料の「注 11」について、当該医療機関において、区分番号「Ｉ００２」

通院・在宅精神療法及び区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」を算定して

いる場合には、在宅時医学総合管理料は算定できない。また、施設入居時等医学総合管理料

の「注４」について、当該医療機関において、区分番号「Ｉ００２」通院・在宅精神療法及

び区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番号「Ｃ００１－２」在

宅患者訪問診療料(Ⅱ)（注１のイの場合に限る。）を算定している場合には、施設入居時等

医学総合管理料は算定できない。 

ただし、特掲診療料の施設基準等別表第八の四に規定する状態の患者に対し、訪問診療を

行っている場合にはこの限りでない。当該別表第八の四に規定する状態のうち、別表第八の

二に掲げる状態以外の状態については、以下のとおりとする。 

ア 「要介護二以上の状態又はこれに準ずる状態」とは、介護保険法第 7 条に規定する要介

護状態区分における要介護２、要介護３、要介護４若しくは要介護５である状態又は身体

障害者福祉法（昭和 24年法律第 283号）第４条に規定する身体障害者であって、障害者総

合支援法第４条第４項に規定する障害支援区分において障害支援区分２、障害支援区分３、

障害支援区分４若しくは障害支援区分５である状態をいう。 

イ 「訪問診療又は訪問看護において処置を受けている状態」及び「介護保険法第八条第十
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エの例による。 

カ 「その他関係機関との調整等のために訪問診療を行う医師による特別な医学管理を必要

とする状態」とは、以下のいずれかに該当する患者の状態をいう。 

(イ) 脳性麻痺、先天性心疾患、ネフローゼ症候群、ダウン症等の染色体異常、川崎病で

冠動脈瘤のあるもの、脂質代謝障害、腎炎、溶血性貧血、再生不良性貧血、血友病、

及び血小板減少性紫斑病、先天性股関節脱臼、内反足、二分脊椎、骨系統疾患、先天

性四肢欠損、分娩麻痺、先天性多発関節拘縮症、児童福祉法第６条の２第１項に規定

する小児慢性特定疾病（同条第２項に規定する小児慢性特定疾病医療支援の対象に相

当する状態のものに限る。）及び同法第 56条の６第２項に規定する障害児に該当する

状態である 15 歳未満の患者 

(ロ) 出生時の体重が 1,500ｇ未満であった１歳未満の患者 

(ハ) 「超重症児（者）・準超重症児（者）の判定基準」による判定スコアが 10以上であ

る患者 

(ニ) 訪問診療を行う医師又は当該医師の指示を受けた看護職員の指導管理に基づき、家

族等患者の看護に当たる者が注射又は喀痰吸引、経管栄養等の処置（特掲診療料の施

設基準等第四の一の六(３)に掲げる処置のうち、ワからケに規定する処置をいう。）

を行っている患者 

(23)  算定対象となる患者が入居又は入所する施設と特別の関係にある保険医療機関においても、

算定できる。 

(24) 「３」について、主として往診又は訪問診療を実施する診療所で算定する場合は、それぞ

れ所定点数の 100 分の 80 に相当する点数を算定する。 

(25)  悪性腫瘍と診断された患者については、医学的に末期であると判断した段階で、当該患

者のケアマネジメントを担当する居宅介護支援専門員に対し、予後及び今後想定される病状

の変化、病状の変化に合わせて必要となるサービス等について、適時情報提供すること。 

(26) 在宅時医学総合管理料の「注 11」について、当該医療機関において、区分番号「Ｉ００２」

通院・在宅精神療法及び区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」を算定して

いる場合には、在宅時医学総合管理料は算定できない。また、施設入居時等医学総合管理料

の「注４」について、当該医療機関において、区分番号「Ｉ００２」通院・在宅精神療法及

び区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「１」又は区分番号「Ｃ００１－２」在

宅患者訪問診療料(Ⅱ)（注１のイの場合に限る。）を算定している場合には、施設入居時等

医学総合管理料は算定できない。 

ただし、特掲診療料の施設基準等別表第八の四に規定する状態の患者に対し、訪問診療を

行っている場合にはこの限りでない。当該別表第八の四に規定する状態のうち、別表第八の

二に掲げる状態以外の状態については、以下のとおりとする。 

ア 「要介護二以上の状態又はこれに準ずる状態」とは、介護保険法第 7 条に規定する要介

護状態区分における要介護２、要介護３、要介護４若しくは要介護５である状態又は身体

障害者福祉法（昭和 24年法律第 283号）第４条に規定する身体障害者であって、障害者総

合支援法第４条第４項に規定する障害支援区分において障害支援区分２、障害支援区分３、

障害支援区分４若しくは障害支援区分５である状態をいう。 

イ 「訪問診療又は訪問看護において処置を受けている状態」及び「介護保険法第八条第十
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援病院の保険医に速やかに報告し、当該保険医は診療内容等の要点を当該患者の診療録に記

載する必要がある。ただし、これに係る診療情報提供の費用は所定点数に含まれ別に算定で

きない。 

(６) 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院は、算定の対象となる患者について、総合的な

在宅医療計画を策定し、これに基づいて訪問診療及び訪問看護を積極的に行うとともに、他

の保健医療サービス又は福祉サービスとの連携に努めること。なお、在宅がん医療総合診療

は、同一の患者に対して継続的に行うことが望ましい。 

(７) 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院が、当該患者に対して診療を行おうとする場合

には、当該患者等に対し照会等を行うことにより、他の保険医療機関における在宅がん医療

総合診療料の算定の有無を確認すること。 

(８) 「１」に規定する「在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労働大臣

が定めるもの」とは、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いにつ

いて」の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在宅療養支援診

療所、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在宅療養支援

病院である。 

「１のイ」に規定する「病床を有する場合」、「１のロ」に規定する「病床を有しない場

合」とは、同通知の第９在宅療養支援診療所の施設基準の２の(１)及び(２)、第 14 の２在

宅療養支援病院の施設基準の２の(１)の規定による。 

(９) １週間のうち院外処方箋を交付した日がある場合は、当該１週間分を「院外処方箋を交付

する場合」で算定し、それ以外の場合は「院外処方箋を交付しない場合」で算定する。 

なお、当該診療を開始又は終了（死亡による場合を含む。）した週にあって、当該１週間

のうちに(１)に掲げる基準を満たした場合には、当該診療の対象となった日数分について算

定する。 

(10)  「注２」に規定する加算は、在宅での療養を行っている患者が在宅で死亡した場合であっ

て、死亡日に往診又は訪問診療を行い、死亡診断を行った場合に算定する。ただし、(12)の

イに基づき、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注７」又は区分番号「Ｃ０

０１－２」在宅患者訪問診療料（Ⅱ）の注６の規定により準用する区分番号「Ｃ００１」在

宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注７」に規定する加算を算定する場合には、算定できない。 

(11) 当該患者の診療に係る費用は、(12)に掲げる費用及び「注２」の加算を除き、全て所定点

数に含まれる。ただし、同一月において在宅がん医療総合診療料が算定された日の前日まで

に算定された検体検査判断料等については、別に算定できる。 

(12)  「注３」の特に規定するものとは次の費用であり、当該費用は、要件を満たせば在宅がん

医療総合診療料と別に算定できる。 

ア 週３回以上の訪問診療を行った場合であって、訪問診療を行わない日に患家の求めに応

じて緊急に往診を行った場合の往診料（区分番号「Ｃ０００」往診料の「注１」及び「注

２」の加算を含む。）（ただし、週２回を限度とする。） 

イ 区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注６」に規定する加算及び「注７」

に規定する加算並びに区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)の「注５」に規

定する加算及び「注６」の規定により準用する区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料

(Ⅰ)の「注７」に規定する加算（ただし、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)
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係ないサービス等の費用として別途徴収できる。 

シ オンライン在宅管理料を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、在宅時医学総合

管理料の算定を開始した年月日を記載すること。 

Ｃ００３ 在宅がん医療総合診療料 

(１) 在宅がん医療総合診療料は、別に厚生労働大臣の定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関である在宅療養支援診療所又は在宅療養支援

病院が、在宅での療養を行っている通院が困難な末期の悪性腫瘍の患者（医師又は看護師等

の配置が義務付けられている施設に入居又は入所している患者（給付調整告示等に規定する

場合を除く。）の場合を除く。）であって、往診及び訪問看護により 24 時間対応できる体

制を確保し、在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院の連絡担当者の氏名、連絡先電話番

号等、担当日、緊急時の注意事項等並びに往診担当医及び訪問看護担当者の氏名等について、

文書により提供しているものに対して、計画的な医学管理の下に、次に掲げる基準のいずれ

にも該当する総合的な医療を提供した場合に、１週間（日曜日から土曜日までの暦週をいう。

本項において同じ。）を単位として当該基準を全て満たした日に算定する。 

ア 当該患者に対し、訪問診療又は訪問看護を行う日が合わせて週４日以上であること。

（同一日において訪問診療及び訪問看護を行った場合であっても１日とする。） 

イ 訪問診療の回数が週１回以上であること。 

ウ 訪問看護の回数が週１回以上であること。 

(２) 在宅がん医療総合診療料は、１週間のうちに全ての要件を満たさなかった場合、１週間の

うちに在宅医療と入院医療が混在した場合には算定できない。ただし、現に在宅がん医療総

合診療料を算定している患者が、当該在宅療養支援診療所又は当該在宅療養支援病院に一時

的に入院する場合は、引き続き計画的な医学管理の下に在宅における療養を継続しているも

のとみなし、当該入院の日も含めた１週間について、(１)のアからウまでの要件を満たす場

合には、在宅がん医療総合診療料を算定できるものとする。ただし、この場合には、入院医

療に係る費用は別に算定できない。 

(３) 在宅療養支援診療所において、連携により必要な体制を確保する場合にあっては、緊急時

の往診又は訪問看護を連携保険医療機関等の医師又は看護師等が行うことが有り得ることを

予め患者等に説明するとともに、当該患者の病状、治療計画、直近の診療内容等緊急時の対

応に必要な診療情報を連携保険医療機関等に文書（電子媒体を含む。）により随時提供し、

当該提供した診療情報は当該患者の診療録に添付すること。なお、連携保険医療機関等の保

険医又は看護師等との診療情報の共有に際し、当該患者の診療情報の提供を行った場合、こ

れに係る費用は各所定点数に含まれ別に算定できない。 

(４) 在宅療養支援診療所と連携保険医療機関等、又は在宅療養支援病院と訪問看護ステーショ

ンが共同で訪問看護を行い、又は緊急時の往診体制をとっている場合は、当該患者の訪問看

護、往診に係る費用は、在宅がん医療総合診療料を算定する在宅療養支援診療所又は在宅療

養支援病院の保険医の属する保険医療機関において一括して算定する。 

(５) 連携保険医療機関等又は在宅療養支援病院と連携する訪問看護ステーションが当該患者に

訪問看護を行った場合又は当該患者の病状急変時等に連携保険医療機関の保険医が往診を行

った場合は、当該連携保険医療機関等又は在宅療養支援病院と連携する訪問看護ステーショ

ンは、診療内容等を在宅がん医療総合診療料を算定する在宅療養支援診療所又は在宅療養支
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援病院の保険医に速やかに報告し、当該保険医は診療内容等の要点を当該患者の診療録に記

載する必要がある。ただし、これに係る診療情報提供の費用は所定点数に含まれ別に算定で

きない。 

(６) 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院は、算定の対象となる患者について、総合的な

在宅医療計画を策定し、これに基づいて訪問診療及び訪問看護を積極的に行うとともに、他

の保健医療サービス又は福祉サービスとの連携に努めること。なお、在宅がん医療総合診療

は、同一の患者に対して継続的に行うことが望ましい。 

(７) 在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院が、当該患者に対して診療を行おうとする場合

には、当該患者等に対し照会等を行うことにより、他の保険医療機関における在宅がん医療

総合診療料の算定の有無を確認すること。 

(８) 「１」に規定する「在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院であって別に厚生労働大臣

が定めるもの」とは、「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いにつ

いて」の第９在宅療養支援診療所の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在宅療養支援診

療所、第 14 の２在宅療養支援病院の施設基準の１の(１)及び(２)に規定する在宅療養支援

病院である。 

「１のイ」に規定する「病床を有する場合」、「１のロ」に規定する「病床を有しない場

合」とは、同通知の第９在宅療養支援診療所の施設基準の２の(１)及び(２)、第 14 の２在

宅療養支援病院の施設基準の２の(１)の規定による。 

(９) １週間のうち院外処方箋を交付した日がある場合は、当該１週間分を「院外処方箋を交付

する場合」で算定し、それ以外の場合は「院外処方箋を交付しない場合」で算定する。 

なお、当該診療を開始又は終了（死亡による場合を含む。）した週にあって、当該１週間

のうちに(１)に掲げる基準を満たした場合には、当該診療の対象となった日数分について算

定する。 

(10)  「注２」に規定する加算は、在宅での療養を行っている患者が在宅で死亡した場合であっ

て、死亡日に往診又は訪問診療を行い、死亡診断を行った場合に算定する。ただし、(12)の

イに基づき、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注７」又は区分番号「Ｃ０

０１－２」在宅患者訪問診療料（Ⅱ）の注６の規定により準用する区分番号「Ｃ００１」在

宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注７」に規定する加算を算定する場合には、算定できない。 

(11) 当該患者の診療に係る費用は、(12)に掲げる費用及び「注２」の加算を除き、全て所定点

数に含まれる。ただし、同一月において在宅がん医療総合診療料が算定された日の前日まで

に算定された検体検査判断料等については、別に算定できる。 

(12)  「注３」の特に規定するものとは次の費用であり、当該費用は、要件を満たせば在宅がん

医療総合診療料と別に算定できる。 

ア 週３回以上の訪問診療を行った場合であって、訪問診療を行わない日に患家の求めに応

じて緊急に往診を行った場合の往診料（区分番号「Ｃ０００」往診料の「注１」及び「注

２」の加算を含む。）（ただし、週２回を限度とする。） 

イ 区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注６」に規定する加算及び「注７」

に規定する加算並びに区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)の「注５」に規

定する加算及び「注６」の規定により準用する区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料

(Ⅰ)の「注７」に規定する加算（ただし、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)
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係ないサービス等の費用として別途徴収できる。 

シ オンライン在宅管理料を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、在宅時医学総合

管理料の算定を開始した年月日を記載すること。 

Ｃ００３ 在宅がん医療総合診療料 

(１) 在宅がん医療総合診療料は、別に厚生労働大臣の定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関である在宅療養支援診療所又は在宅療養支援

病院が、在宅での療養を行っている通院が困難な末期の悪性腫瘍の患者（医師又は看護師等

の配置が義務付けられている施設に入居又は入所している患者（給付調整告示等に規定する

場合を除く。）の場合を除く。）であって、往診及び訪問看護により 24 時間対応できる体

制を確保し、在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院の連絡担当者の氏名、連絡先電話番

号等、担当日、緊急時の注意事項等並びに往診担当医及び訪問看護担当者の氏名等について、

文書により提供しているものに対して、計画的な医学管理の下に、次に掲げる基準のいずれ

にも該当する総合的な医療を提供した場合に、１週間（日曜日から土曜日までの暦週をいう。

本項において同じ。）を単位として当該基準を全て満たした日に算定する。 

ア 当該患者に対し、訪問診療又は訪問看護を行う日が合わせて週４日以上であること。

（同一日において訪問診療及び訪問看護を行った場合であっても１日とする。） 

イ 訪問診療の回数が週１回以上であること。 

ウ 訪問看護の回数が週１回以上であること。 

(２) 在宅がん医療総合診療料は、１週間のうちに全ての要件を満たさなかった場合、１週間の

うちに在宅医療と入院医療が混在した場合には算定できない。ただし、現に在宅がん医療総

合診療料を算定している患者が、当該在宅療養支援診療所又は当該在宅療養支援病院に一時

的に入院する場合は、引き続き計画的な医学管理の下に在宅における療養を継続しているも

のとみなし、当該入院の日も含めた１週間について、(１)のアからウまでの要件を満たす場

合には、在宅がん医療総合診療料を算定できるものとする。ただし、この場合には、入院医

療に係る費用は別に算定できない。 

(３) 在宅療養支援診療所において、連携により必要な体制を確保する場合にあっては、緊急時

の往診又は訪問看護を連携保険医療機関等の医師又は看護師等が行うことが有り得ることを

予め患者等に説明するとともに、当該患者の病状、治療計画、直近の診療内容等緊急時の対

応に必要な診療情報を連携保険医療機関等に文書（電子媒体を含む。）により随時提供し、

当該提供した診療情報は当該患者の診療録に添付すること。なお、連携保険医療機関等の保

険医又は看護師等との診療情報の共有に際し、当該患者の診療情報の提供を行った場合、こ

れに係る費用は各所定点数に含まれ別に算定できない。 

(４) 在宅療養支援診療所と連携保険医療機関等、又は在宅療養支援病院と訪問看護ステーショ

ンが共同で訪問看護を行い、又は緊急時の往診体制をとっている場合は、当該患者の訪問看

護、往診に係る費用は、在宅がん医療総合診療料を算定する在宅療養支援診療所又は在宅療

養支援病院の保険医の属する保険医療機関において一括して算定する。 

(５) 連携保険医療機関等又は在宅療養支援病院と連携する訪問看護ステーションが当該患者に

訪問看護を行った場合又は当該患者の病状急変時等に連携保険医療機関の保険医が往診を行

った場合は、当該連携保険医療機関等又は在宅療養支援病院と連携する訪問看護ステーショ

ンは、診療内容等を在宅がん医療総合診療料を算定する在宅療養支援診療所又は在宅療養支
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(１) 在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指導料は、在宅での療養を行っ

ている通院困難な患者の病状に基づいて訪問看護・指導計画を作成し、かつ、当該計画に基

づき実際に患家を定期的に訪問し、看護及び指導を行った場合に、１日に１回を限度として

算定する。ただし、医師又は看護師の配置が義務付けられている施設に入所している患者

（給付調整告示等により規定する場合を除く。）については、算定の対象としない。 

      在宅患者訪問看護・指導料は、在宅での療養を行っている患者（同一建物居住者であるも

のを除く。）に対して、同一建物居住者訪問看護・指導料は、同一建物居住者であるものに

対して算定する。 

(２) 在宅患者訪問看護・指導料又は同一建物居住者訪問看護・指導料（以下「在宅患者訪問看

護・指導料等」という。）は、訪問看護・指導を実施する保険医療機関において医師による

診療のあった日から１月以内に行われた場合に算定する。 

ただし、当該患者（患者の病状に特に変化がないものに限る。）に関し、区分番号「Ｃ０

０１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)等を算定すべき訪問診療を行っている保険医療機関が、患者

の同意を得て、診療の日から２週間以内に、当該患者に対して継続して訪問看護・指導を行

っている別の保険医療機関に対して、診療状況を示す文書を添えて、当該患者に係る療養上

必要な情報を提供した場合には、当該診療情報の提供（区分番号「Ｂ００９」診療情報提供

料(Ⅰ)の場合に限る。）を行った保険医療機関において、当該診療情報提供料の基礎となる

診療があった日から１月以内に行われた場合に算定する。 

(３)  同一建物居住者訪問看護・指導料については、以下のア又はイにより算定すること。な

お、同一建物居住者に係る人数については、同一日に同一建物居住者訪問看護・指導料を算

定する患者数と区分番号「Ｉ０１２」の「３」精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)を算定する患者

数とを合算した人数とすること。 

ア 同一建物居住者が２人の場合は、当該患者全員に対して、１のイ又は２のイにより算

定 

イ 同一建物居住者が３人以上の場合は、当該患者全員に対して、１のロ又は２のロによ

り算定 

(４) 在宅患者訪問看護・指導料等の算定は週３日を限度とするが、厚生労働大臣が定める疾病

等の患者については週４日以上算定できる。 

【厚生労働大臣が定める疾病等の患者】 

○特掲診療料の施設基準等別表第七に掲げる疾病等の患者 

末期の悪性腫瘍、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小

脳変性症、ハンチントン病、進行性筋ジストロフィー症、パーキンソン病関連疾患（進行

性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度分類

がステージ３以上かつ生活機能障害度がⅡ度又はⅢ度のものに限る。））、多系統萎縮症

（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー症候群）、プリオン病、

亜急性硬化性全脳炎、ライソゾーム病、副腎白質ジストロフィー、脊髄性筋萎縮症、球脊

髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、後天性免疫不全症候群若しくは頸髄損傷の

患者又は人工呼吸器を使用している状態 

○特掲診療料の施設基準等の別表第八に掲げる状態等の患者 

在宅悪性腫瘍等患者指導管理若しくは在宅気管切開患者指導管理を受けている状態にあ
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の「注６」に規定する加算又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)の「注

５」の加算を算定する場合には、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の「注

10」の加算及び「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」の規定

により準用する区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」の加算、区分

番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注７」の加算又は区分番号「Ｃ００１－２」

在宅患者訪問診療料(Ⅱ)の「注６」の規定により準用する区分番号「Ｃ００１」在宅患者

訪問診療料(Ⅰ)の「注７」の加算を算定する場合には、在宅がん医療総合診療料の「注２」

の加算、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」の加算及び「Ｃ００

５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」の規定により準用する区分番号

「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」の加算は別に算定できない。なお、在

宅療養支援診療所及びその連携保険医療機関が連携して区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪

問診療料(Ⅰ)の「注６」の加算又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)の

「注５」に規定する加算の要件を満たした場合には在宅療養支援診療所が、当該区分番号

「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注７」の加算又は区分番号「Ｃ００１－２」在

宅患者訪問診療料(Ⅱ)の「注６」の規定により準用する区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪

問診療料(Ⅰ)の「注７」の加算の要件を満たした場合については、看取った保険医療機関

が診療報酬請求を行い、それぞれの費用の分配は相互の合議に委ねることとする。） 

(13) 当該患者を担当する居宅介護支援事業者に対し、予後及び今後想定される病状の変化、病

状の変化に合わせて必要となるサービス等について、適時情報提供すること。 

(14)  「注４」に規定する交通費は実費とする。 

Ｃ００４ 救急搬送診療料 

(１) 救急用の自動車とは、消防法及び消防法施行令に規定する市町村又は都道府県の救急業務

を行うための救急隊の救急自動車並びに道路交通法及び道路交通法施行令に規定する緊急自

動車であって当該保険医療機関に属するものをいう。 

(２) 救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に関する特別措置法第２条に規定する

「救急医療用ヘリコプター」により搬送される患者に対して、救急医療用ヘリコプター内に

おいて診療を行った場合についても救急搬送診療料を算定することができる。 

(３) 診療を継続して提供した場合、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診

料又は区分番号「Ａ００２」外来診療料は、救急搬送の同一日に１回に限り算定する。 

(４) 搬送先の保険医療機関の保険医に立会診療を求められた場合は、初診料、再診料又は外来

診療料は１回に限り算定し、区分番号「Ｃ０００」往診料は併せて算定できない。ただし、

患者の発生した現場に赴き、診療を行った後、救急用の自動車等に同乗して診療を行った場

合は、往診料を併せて算定できる。 

(５)  当該保険医療機関の入院患者を他の保険医療機関に搬送した場合、救急搬送診療料は算

定できない。 

(６) 「注２」の加算は、新生児又は６歳未満の乳幼児（新生児を除く。）に対して救急搬送診

療料を算定する場合に加算する。 

(７)  「注３」の加算は、患者の発生した現場に赴き、診療を開始してから、医療機関に到着し、

医療機関内で診療を開始するまでの時間が 30 分を超えた場合に加算する。 

Ｃ００５ 在宅患者訪問看護・指導料、Ｃ００５－１－２ 同一建物居住者訪問看護・指導料 
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(１) 在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指導料は、在宅での療養を行っ

ている通院困難な患者の病状に基づいて訪問看護・指導計画を作成し、かつ、当該計画に基

づき実際に患家を定期的に訪問し、看護及び指導を行った場合に、１日に１回を限度として

算定する。ただし、医師又は看護師の配置が義務付けられている施設に入所している患者

（給付調整告示等により規定する場合を除く。）については、算定の対象としない。 

      在宅患者訪問看護・指導料は、在宅での療養を行っている患者（同一建物居住者であるも

のを除く。）に対して、同一建物居住者訪問看護・指導料は、同一建物居住者であるものに

対して算定する。 

(２) 在宅患者訪問看護・指導料又は同一建物居住者訪問看護・指導料（以下「在宅患者訪問看

護・指導料等」という。）は、訪問看護・指導を実施する保険医療機関において医師による

診療のあった日から１月以内に行われた場合に算定する。 

ただし、当該患者（患者の病状に特に変化がないものに限る。）に関し、区分番号「Ｃ０

０１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)等を算定すべき訪問診療を行っている保険医療機関が、患者

の同意を得て、診療の日から２週間以内に、当該患者に対して継続して訪問看護・指導を行

っている別の保険医療機関に対して、診療状況を示す文書を添えて、当該患者に係る療養上

必要な情報を提供した場合には、当該診療情報の提供（区分番号「Ｂ００９」診療情報提供

料(Ⅰ)の場合に限る。）を行った保険医療機関において、当該診療情報提供料の基礎となる

診療があった日から１月以内に行われた場合に算定する。 

(３)  同一建物居住者訪問看護・指導料については、以下のア又はイにより算定すること。な

お、同一建物居住者に係る人数については、同一日に同一建物居住者訪問看護・指導料を算

定する患者数と区分番号「Ｉ０１２」の「３」精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)を算定する患者

数とを合算した人数とすること。 

ア 同一建物居住者が２人の場合は、当該患者全員に対して、１のイ又は２のイにより算

定 

イ 同一建物居住者が３人以上の場合は、当該患者全員に対して、１のロ又は２のロによ

り算定 

(４) 在宅患者訪問看護・指導料等の算定は週３日を限度とするが、厚生労働大臣が定める疾病

等の患者については週４日以上算定できる。 

【厚生労働大臣が定める疾病等の患者】 

○特掲診療料の施設基準等別表第七に掲げる疾病等の患者 

末期の悪性腫瘍、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小

脳変性症、ハンチントン病、進行性筋ジストロフィー症、パーキンソン病関連疾患（進行

性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度分類

がステージ３以上かつ生活機能障害度がⅡ度又はⅢ度のものに限る。））、多系統萎縮症

（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー症候群）、プリオン病、

亜急性硬化性全脳炎、ライソゾーム病、副腎白質ジストロフィー、脊髄性筋萎縮症、球脊

髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、後天性免疫不全症候群若しくは頸髄損傷の

患者又は人工呼吸器を使用している状態 

○特掲診療料の施設基準等の別表第八に掲げる状態等の患者 

在宅悪性腫瘍等患者指導管理若しくは在宅気管切開患者指導管理を受けている状態にあ
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の「注６」に規定する加算又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)の「注

５」の加算を算定する場合には、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の「注

10」の加算及び「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」の規定

により準用する区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」の加算、区分

番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注７」の加算又は区分番号「Ｃ００１－２」

在宅患者訪問診療料(Ⅱ)の「注６」の規定により準用する区分番号「Ｃ００１」在宅患者

訪問診療料(Ⅰ)の「注７」の加算を算定する場合には、在宅がん医療総合診療料の「注２」

の加算、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」の加算及び「Ｃ００

５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」の規定により準用する区分番号

「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」の加算は別に算定できない。なお、在

宅療養支援診療所及びその連携保険医療機関が連携して区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪

問診療料(Ⅰ)の「注６」の加算又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)の

「注５」に規定する加算の要件を満たした場合には在宅療養支援診療所が、当該区分番号

「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)の「注７」の加算又は区分番号「Ｃ００１－２」在

宅患者訪問診療料(Ⅱ)の「注６」の規定により準用する区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪

問診療料(Ⅰ)の「注７」の加算の要件を満たした場合については、看取った保険医療機関

が診療報酬請求を行い、それぞれの費用の分配は相互の合議に委ねることとする。） 

(13) 当該患者を担当する居宅介護支援事業者に対し、予後及び今後想定される病状の変化、病

状の変化に合わせて必要となるサービス等について、適時情報提供すること。 

(14)  「注４」に規定する交通費は実費とする。 

Ｃ００４ 救急搬送診療料 

(１) 救急用の自動車とは、消防法及び消防法施行令に規定する市町村又は都道府県の救急業務

を行うための救急隊の救急自動車並びに道路交通法及び道路交通法施行令に規定する緊急自

動車であって当該保険医療機関に属するものをいう。 

(２) 救急医療用ヘリコプターを用いた救急医療の確保に関する特別措置法第２条に規定する

「救急医療用ヘリコプター」により搬送される患者に対して、救急医療用ヘリコプター内に

おいて診療を行った場合についても救急搬送診療料を算定することができる。 

(３) 診療を継続して提供した場合、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診

料又は区分番号「Ａ００２」外来診療料は、救急搬送の同一日に１回に限り算定する。 

(４) 搬送先の保険医療機関の保険医に立会診療を求められた場合は、初診料、再診料又は外来

診療料は１回に限り算定し、区分番号「Ｃ０００」往診料は併せて算定できない。ただし、

患者の発生した現場に赴き、診療を行った後、救急用の自動車等に同乗して診療を行った場

合は、往診料を併せて算定できる。 

(５)  当該保険医療機関の入院患者を他の保険医療機関に搬送した場合、救急搬送診療料は算

定できない。 

(６) 「注２」の加算は、新生児又は６歳未満の乳幼児（新生児を除く。）に対して救急搬送診

療料を算定する場合に加算する。 

(７)  「注３」の加算は、患者の発生した現場に赴き、診療を開始してから、医療機関に到着し、

医療機関内で診療を開始するまでの時間が 30 分を超えた場合に加算する。 

Ｃ００５ 在宅患者訪問看護・指導料、Ｃ００５－１－２ 同一建物居住者訪問看護・指導料 
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ほか、患者の病状に変化があった場合には適宜見直す。 

訪問看護・指導計画には、看護及び指導の目標、実施すべき看護及び指導の内容並びに訪

問頻度等を記載すること。 

(10) 医師は、保健師、助産師、看護師又は准看護師（以下この区分において「看護師等」とい

う。）に対して行った指示内容の要点を診療録に記載すること。また、保健師、助産師又は

看護師が准看護師に対して指示を行ったときは、その内容の要点を記録すること。また、保

険医療機関における日々の訪問看護・指導を実施した患者氏名、訪問場所、訪問時間（開始

時刻及び終了時刻）及び訪問人数等について記録し、保管しておくこと。 

(11) 看護師等は、患者の体温、血圧等基本的な病態を含む患者の状態並びに行った指導及び看

護の内容の要点を記録すること。 

(12)  他の保険医療機関において在宅患者訪問看護・指導料等を算定している患者については、

在宅患者訪問看護・指導料等を算定できない。ただし、保険医療機関を退院後１月以内の患

者に対して当該保険医療機関が行った訪問看護・指導及び緩和ケア、褥瘡ケア又は人工肛門

ケア及び人工膀胱ケアに係る専門の研修を受けた看護師が、当該患者の在宅療養を担う他の

保険医療機関の看護師若しくは准看護師又は訪問看護ステーションの看護師若しくは准看護

師と共同して行った訪問看護・指導については、この限りではない。 

(13)  同一の患者について、訪問看護ステーションにおいて訪問看護療養費を算定した月につい

ては、在宅患者訪問看護・指導料等を算定できない。ただし、次に掲げる場合はこの限りで

はない。 

ア (４)の厚生労働大臣が定める疾病等の患者について、訪問看護療養費を算定した場合 

イ 急性増悪等により一時的に週４日以上の頻回の訪問看護・指導を行う必要を認めた患者 

ウ 当該保険医療機関を退院後１月以内の患者 

エ 緩和ケア、褥瘡ケア又は人工肛門ケア及び人工膀胱ケアに係る専門の研修を受けた看護

師が、当該患者の在宅療養を担う他の保険医療機関の看護師若しくは准看護師又は訪問看

護ステーションの看護師若しくは准看護師と共同して訪問看護・指導を行った場合 

(14) (13)において、同一の患者について、在宅患者訪問看護・指導料等及び訪問看護療養費を

算定できる場合であっても、訪問看護療養費を算定した日については、在宅患者訪問看護・

指導料等を算定できない。ただし、(13)のウ及びエの場合は、この限りではない。 

(15)  同一の患者について、複数の保険医療機関や訪問看護ステーションにおいて訪問看護・指導

を行う場合は、保険医療機関間及び保険医療機関と訪問看護ステーションとの間において十分

に連携を図る。具体的には、訪問看護・指導の実施による患者の目標の設定、訪問看護・指導

計画の立案、訪問看護・指導の実施状況及び評価を共有する。 

(16) 介護保険法第８条第 20 項に規定する認知症対応型共同生活介護を行う施設、高齢者の居

住の安定確保に関する法律第５条第１項に規定するサービス付き高齢者向け住宅、障害者総

合支援法第５条第１項に規定する障害福祉サービスを行う施設、その他の高齢者向け施設等

に入所している患者に訪問看護・指導を行う場合においては、介護保険又は障害福祉サービス

による医療及び看護サービスの提供に係る加算の算定等を含む当該施設における利用者の医療

ニーズへの対応について確認し、当該施設で行われているサービスと十分に連携する。また、

当該施設において当該保険医療機関が日常的な健康管理等（医療保険制度の給付によるものを

除く。）を行っている場合は、健康管理等と医療保険制度の給付による訪問看護・指導を区別
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る者又は気管カニューレ若しくは留置カテーテルを使用している状態にある者、在宅自己

腹膜灌流指導管理、在宅血液透析指導管理、在宅酸素療法指導管理、在宅中心静脈栄養法

指導管理、在宅成分栄養経管栄養法指導管理、在宅自己導尿指導管理、在宅人工呼吸指導

管理、在宅持続陽圧呼吸療法指導管理、在宅自己疼痛管理指導管理又は在宅肺高血圧症患

者指導管理を受けている状態にある者、人工肛門又は人工膀胱を設置している状態にある

者、真皮を越える褥瘡の状態にある者、在宅患者訪問点滴注射管理指導料を算定している

者 

(５) 診療に基づき、患者の病状の急性増悪、終末期、退院直後等により一時的に週４日以上の

頻回の訪問看護・指導が必要であると認められた患者（厚生労働大臣が定める疾病等の患者

を除く。）については、月１回（気管カニューレを使用している状態にある者又は真皮を越

える褥瘡の状態にある者については、月２回）に限り、当該診療を行った日から 14日以内の

期間において、14 日を限度として算定できる。また、当該患者に対する訪問看護・指導につ

いては、当該患者の病状等を十分把握し、一時的に頻回に訪問看護・指導が必要な理由を訪

問看護計画書及び訪問看護報告書等に記載し、訪問看護・指導の実施等において、主治医と

連携を密にすること。また、例えば、毎月、恒常的に週４日以上の訪問看護・指導が頻回に

必要な場合については、その理由を訪問看護計画書及び報告書に記載すること。  

当該患者が介護保険法第 62条に規定する要介護被保険者等である場合には、看護記録に頻

回の訪問看護・指導が必要であると認めた理由及び頻回の訪問看護・指導が必要な期間（た

だし 14 日間以内に限る。）を記載すること。 

(６) (４)又は(５)により、週４回以上在宅患者訪問看護・指導料等を算定する場合は、在宅患

者訪問看護・指導料等の「１」の「ロ」又は「２」の「ロ」、同一建物居住者訪問看護・指

導料の「１」の「イ」の(２)、「１」の「ロ」の(２)、「２」の「イ」の(２)又は「２」の

「ロ」の(２)により算定する。 

(７) 在宅患者訪問看護・指導料等の「３」については、在宅で療養を行っている悪性腫瘍の鎮

痛療法若しくは化学療法を行っている患者、真皮を越える褥瘡の状態にある患者（区分番号

「Ｃ０１３」在宅患者訪問褥瘡管理指導料を算定する場合にあっては真皮までの状態の患者）

又は人工肛門若しくは人工膀胱周囲の皮膚にびらん等の皮膚障害が継続若しくは反復して生

じている状態にある患者若しくは人工肛門若しくは人工膀胱のその他の合併症を有する患者

に対し、別に定める施設基準に適合しているものとして届け出た保険医療機関が専門の研修

を受けた看護師を訪問させて、他の保険医療機関の看護師若しくは准看護師又は訪問看護ス

テーションの看護師若しくは准看護師と共同して同一日に看護又は療養上必要な指導を行っ

た場合に、在宅患者訪問看護・指導料等の「３」により当該患者につきそれぞれ月１回を限

度として、当該専門の看護師が所属する保険医療機関において算定する。この場合、当該医

療機関で別に定める専従要件となっている場合であっても、別に定める専従業務に支障が生

じなければ訪問しても差し支えない。 

(８) 「１」の助産師による在宅患者訪問看護・指導料等の算定の対象となる患者は、在宅での

療養を行っている通院困難な妊産婦及び乳幼児であって、疾病等に係る療養上の指導等が必

要な患者であり、療養上必要と認められない一般的保健指導を専ら行う場合は算定しない。 

(９) 訪問看護・指導計画は、医師又は保健師、助産師若しくは看護師が患家を訪問し、患者の

家庭における療養状況を踏まえて作成し、当該計画は少なくとも１月に１回は見直しを行う
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ほか、患者の病状に変化があった場合には適宜見直す。 

訪問看護・指導計画には、看護及び指導の目標、実施すべき看護及び指導の内容並びに訪

問頻度等を記載すること。 

(10) 医師は、保健師、助産師、看護師又は准看護師（以下この区分において「看護師等」とい

う。）に対して行った指示内容の要点を診療録に記載すること。また、保健師、助産師又は

看護師が准看護師に対して指示を行ったときは、その内容の要点を記録すること。また、保

険医療機関における日々の訪問看護・指導を実施した患者氏名、訪問場所、訪問時間（開始

時刻及び終了時刻）及び訪問人数等について記録し、保管しておくこと。 

(11) 看護師等は、患者の体温、血圧等基本的な病態を含む患者の状態並びに行った指導及び看

護の内容の要点を記録すること。 

(12)  他の保険医療機関において在宅患者訪問看護・指導料等を算定している患者については、

在宅患者訪問看護・指導料等を算定できない。ただし、保険医療機関を退院後１月以内の患

者に対して当該保険医療機関が行った訪問看護・指導及び緩和ケア、褥瘡ケア又は人工肛門

ケア及び人工膀胱ケアに係る専門の研修を受けた看護師が、当該患者の在宅療養を担う他の

保険医療機関の看護師若しくは准看護師又は訪問看護ステーションの看護師若しくは准看護

師と共同して行った訪問看護・指導については、この限りではない。 

(13)  同一の患者について、訪問看護ステーションにおいて訪問看護療養費を算定した月につい

ては、在宅患者訪問看護・指導料等を算定できない。ただし、次に掲げる場合はこの限りで

はない。 

ア (４)の厚生労働大臣が定める疾病等の患者について、訪問看護療養費を算定した場合 

イ 急性増悪等により一時的に週４日以上の頻回の訪問看護・指導を行う必要を認めた患者 

ウ 当該保険医療機関を退院後１月以内の患者 

エ 緩和ケア、褥瘡ケア又は人工肛門ケア及び人工膀胱ケアに係る専門の研修を受けた看護

師が、当該患者の在宅療養を担う他の保険医療機関の看護師若しくは准看護師又は訪問看

護ステーションの看護師若しくは准看護師と共同して訪問看護・指導を行った場合 

(14) (13)において、同一の患者について、在宅患者訪問看護・指導料等及び訪問看護療養費を

算定できる場合であっても、訪問看護療養費を算定した日については、在宅患者訪問看護・

指導料等を算定できない。ただし、(13)のウ及びエの場合は、この限りではない。 

(15)  同一の患者について、複数の保険医療機関や訪問看護ステーションにおいて訪問看護・指導

を行う場合は、保険医療機関間及び保険医療機関と訪問看護ステーションとの間において十分

に連携を図る。具体的には、訪問看護・指導の実施による患者の目標の設定、訪問看護・指導

計画の立案、訪問看護・指導の実施状況及び評価を共有する。 

(16) 介護保険法第８条第 20 項に規定する認知症対応型共同生活介護を行う施設、高齢者の居

住の安定確保に関する法律第５条第１項に規定するサービス付き高齢者向け住宅、障害者総

合支援法第５条第１項に規定する障害福祉サービスを行う施設、その他の高齢者向け施設等

に入所している患者に訪問看護・指導を行う場合においては、介護保険又は障害福祉サービス

による医療及び看護サービスの提供に係る加算の算定等を含む当該施設における利用者の医療

ニーズへの対応について確認し、当該施設で行われているサービスと十分に連携する。また、

当該施設において当該保険医療機関が日常的な健康管理等（医療保険制度の給付によるものを

除く。）を行っている場合は、健康管理等と医療保険制度の給付による訪問看護・指導を区別
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る者又は気管カニューレ若しくは留置カテーテルを使用している状態にある者、在宅自己

腹膜灌流指導管理、在宅血液透析指導管理、在宅酸素療法指導管理、在宅中心静脈栄養法

指導管理、在宅成分栄養経管栄養法指導管理、在宅自己導尿指導管理、在宅人工呼吸指導

管理、在宅持続陽圧呼吸療法指導管理、在宅自己疼痛管理指導管理又は在宅肺高血圧症患

者指導管理を受けている状態にある者、人工肛門又は人工膀胱を設置している状態にある

者、真皮を越える褥瘡の状態にある者、在宅患者訪問点滴注射管理指導料を算定している

者 

(５) 診療に基づき、患者の病状の急性増悪、終末期、退院直後等により一時的に週４日以上の

頻回の訪問看護・指導が必要であると認められた患者（厚生労働大臣が定める疾病等の患者

を除く。）については、月１回（気管カニューレを使用している状態にある者又は真皮を越

える褥瘡の状態にある者については、月２回）に限り、当該診療を行った日から 14日以内の

期間において、14 日を限度として算定できる。また、当該患者に対する訪問看護・指導につ

いては、当該患者の病状等を十分把握し、一時的に頻回に訪問看護・指導が必要な理由を訪

問看護計画書及び訪問看護報告書等に記載し、訪問看護・指導の実施等において、主治医と

連携を密にすること。また、例えば、毎月、恒常的に週４日以上の訪問看護・指導が頻回に

必要な場合については、その理由を訪問看護計画書及び報告書に記載すること。  

当該患者が介護保険法第 62条に規定する要介護被保険者等である場合には、看護記録に頻

回の訪問看護・指導が必要であると認めた理由及び頻回の訪問看護・指導が必要な期間（た

だし 14 日間以内に限る。）を記載すること。 

(６) (４)又は(５)により、週４回以上在宅患者訪問看護・指導料等を算定する場合は、在宅患

者訪問看護・指導料等の「１」の「ロ」又は「２」の「ロ」、同一建物居住者訪問看護・指

導料の「１」の「イ」の(２)、「１」の「ロ」の(２)、「２」の「イ」の(２)又は「２」の

「ロ」の(２)により算定する。 

(７) 在宅患者訪問看護・指導料等の「３」については、在宅で療養を行っている悪性腫瘍の鎮

痛療法若しくは化学療法を行っている患者、真皮を越える褥瘡の状態にある患者（区分番号

「Ｃ０１３」在宅患者訪問褥瘡管理指導料を算定する場合にあっては真皮までの状態の患者）

又は人工肛門若しくは人工膀胱周囲の皮膚にびらん等の皮膚障害が継続若しくは反復して生

じている状態にある患者若しくは人工肛門若しくは人工膀胱のその他の合併症を有する患者

に対し、別に定める施設基準に適合しているものとして届け出た保険医療機関が専門の研修

を受けた看護師を訪問させて、他の保険医療機関の看護師若しくは准看護師又は訪問看護ス

テーションの看護師若しくは准看護師と共同して同一日に看護又は療養上必要な指導を行っ

た場合に、在宅患者訪問看護・指導料等の「３」により当該患者につきそれぞれ月１回を限

度として、当該専門の看護師が所属する保険医療機関において算定する。この場合、当該医

療機関で別に定める専従要件となっている場合であっても、別に定める専従業務に支障が生

じなければ訪問しても差し支えない。 

(８) 「１」の助産師による在宅患者訪問看護・指導料等の算定の対象となる患者は、在宅での

療養を行っている通院困難な妊産婦及び乳幼児であって、疾病等に係る療養上の指導等が必

要な患者であり、療養上必要と認められない一般的保健指導を専ら行う場合は算定しない。 

(９) 訪問看護・指導計画は、医師又は保健師、助産師若しくは看護師が患家を訪問し、患者の

家庭における療養状況を踏まえて作成し、当該計画は少なくとも１月に１回は見直しを行う
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に規定する複数名訪問看護・指導加算は、特掲診療料の施設基準等第四の四の二の（１）に

規定する複数名訪問看護・指導加算に係る厚生労働大臣が定める者に該当する１人の患者に

対して、患者又はその家族等の同意を得て、看護師等と他の看護師等又は看護師等と看護補

助者の複数名が同時に訪問看護・指導を実施した場合に、１日につき在宅患者訪問看護・指

導料の「注７」の「イ」から「ニ」まで又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」の

「イ」から「ニ」までのいずれかを、以下のアからエまでにより算定する。なお、単に２人

の看護師等又は看護補助者が同時に訪問看護・指導を行ったことのみをもって算定すること

はできない。 

ア 看護師等が他の保健師、助産師又は看護師と同時に訪問看護・指導を行う場合は、週１

日に限り、在宅患者訪問看護・指導料の「注７」の「イ」又は同一建物居住者訪問看護・

指導料の「注４」の「イ」を算定する。 

イ 看護師等が他の准看護師と同時に訪問看護・指導を行う場合は、週 1 日に限り、在宅患

者訪問看護・指導料の「注７」の「ロ」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」

の「ロ」を算定する。 

ウ 看護師等が看護補助者と同時に、特掲診療料の施設基準等第四の四の二の(１)に規定す

る複数名訪問看護・指導加算に係る厚生労働大臣が定める者のうち、同(２)に規定する厚

生労働大臣が定める場合に該当しない患者に訪問看護・指導を行う場合は、週３日に限り、

在宅患者訪問看護・指導料の「注７」の「ハ」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の

「注４」の「ハ」を算定する。 

エ 看護師等が看護補助者と同時に、特掲診療料の施設基準等第四の四の二の(１)に規定す

る複数名訪問看護・指導加算に係る厚生労働大臣が定める者のうち、同(２)に規定する厚

生労働大臣が定める場合に該当する患者に訪問看護・指導を行う場合は在宅患者訪問看護

・指導料の「注７」の「ニ」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」の「ニ」を、

１日当たりの回数に応じて算定する。 

また、同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」に規定する複数名訪問看護・指導加算

を算定する場合にあっては、同一建物内において、当該加算又は区分番号「Ｉ０１２」精神

科訪問看護・指導料の「注４」に規定する複数名精神科訪問看護・指導加算（同時に訪問看

護・指導を実施する職種及び１日当たりの回数の区分が同じ場合に限る。）を同一日に算定

する患者の人数に応じて、以下のオからキまでにより算定する。 

オ 同一建物内に１人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の「イ」

の(１)、「ロ」の(１)、「ハ」の(１)、「ニ」の(１)の①、「ニ」の(２)の①又は「ニ」

の(３)の①により算定 

カ 同一建物内に２人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の「イ」

の(２)、「ロ」の(２)、「ハ」の(２)、「ニ」の(１)の②、「ニ」の(２)の②又は「ニ」

の(３)の②により算定 

キ 同一建物内に３人以上の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の

「イ」の(３)、「ロ」の(３)、「ハ」の(３)、「ニ」の(１)の③、「ニ」の(２)の③又は

「ニ」の(３)の③により算定 

(22) 在宅患者訪問看護・指導料の「注８」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注８」に規定する在宅患者連携指導加算
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して実施する。 

(17)  在宅患者訪問看護・指導料の「注３」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注３」に

規定する難病等複数回訪問加算は、(４)の厚生労働大臣が定める疾病等の患者又は一時的に

頻回の訪問看護・指導を行う必要が認められた患者に対して、１日に２回又は３回以上訪問

看護・指導を実施した場合に算定する。 

また、同一建物居住者訪問看護・指導料の「注３」に規定する難病等複数回訪問加算を算

定する場合にあっては、同一建物内において、当該加算又は区分番号「Ｉ０１２」精神科訪

問看護・指導料の「注 10」に規定する精神科複数回訪問加算（１日当たりの回数の区分が同

じ場合に限る。）を同一日に算定する患者の人数に応じて、以下のアからウまでにより算定

する。 

ア 同一建物内に１人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注３」の「イ」

の(１)又は「ロ」の(１)により算定 

イ 同一建物内に２人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注３」の「イ」

の(２)又は「ロ」の(２)により算定 

ウ 同一建物内に３人以上の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注３」の

「イ」の(３)又は「ロ」の(３)により算定 

(18)  在宅患者訪問看護・指導料の「注４」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注４」に規定する緊急訪問看護加算は、

訪問看護・指導計画に基づき定期的に行う訪問看護・指導以外であって、緊急の患家の求め

に応じて、診療所又は在宅療養支援病院の保険医の指示により、当該保険医の属する保険医

療機関又は連携する保険医療機関の看護師等が訪問看護・指導した場合に１日につき１回に

限り算定する。その際、当該保険医はその指示内容を診療録に記載すること。なお、当該加

算は、診療所又は在宅療養支援病院が 24時間往診及び訪問看護により対応できる体制を確保

し、診療所又は在宅療養支援病院の連絡担当者の氏名、連絡先電話番号等、担当日、緊急時

の注意事項等並びに往診担当医及び訪問看護担当者の氏名等について、文書により提供して

いる患者に限り算定できる。 

(19) 在宅患者訪問看護・指導料の「注５」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注５」に規定する長時間訪問看護・指導

加算は、特掲診療料の施設基準等第四の四の（３）のイに規定する長時間の訪問を要する者

に対して、１回の訪問看護・指導の時間が 90 分を超えた場合について算定するものであり、

週１回（特掲診療料の施設基準等第四の四の（３）のロに規定する者にあっては週３回）に

限り算定できるものとする。なお、特掲診療料の施設基準等第四の四の（３）のロに規定す

る者のうち、超重症児・準超重症児については、「基本診療料の施設基準等及びその届出に

関する手続きの取扱いについて」の別添６の別紙 14 の超重症児（者）・準超重症児（者）

の判定基準による判定スコアが 10 以上のものをいう。 

(20) 在宅患者訪問看護・指導料の「注６」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注６」に規定する乳幼児加算は、６歳未

満の乳幼児に対して、訪問看護・指導を実施した場合に１日につき１回に限り算定できるも

のとする。 

(21)  在宅患者訪問看護・指導料の「注７」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」

（ ）（ ） 297296

２
－
⑵　
在
宅
医
療



 - 200 - 

に規定する複数名訪問看護・指導加算は、特掲診療料の施設基準等第四の四の二の（１）に

規定する複数名訪問看護・指導加算に係る厚生労働大臣が定める者に該当する１人の患者に

対して、患者又はその家族等の同意を得て、看護師等と他の看護師等又は看護師等と看護補

助者の複数名が同時に訪問看護・指導を実施した場合に、１日につき在宅患者訪問看護・指

導料の「注７」の「イ」から「ニ」まで又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」の

「イ」から「ニ」までのいずれかを、以下のアからエまでにより算定する。なお、単に２人

の看護師等又は看護補助者が同時に訪問看護・指導を行ったことのみをもって算定すること

はできない。 

ア 看護師等が他の保健師、助産師又は看護師と同時に訪問看護・指導を行う場合は、週１

日に限り、在宅患者訪問看護・指導料の「注７」の「イ」又は同一建物居住者訪問看護・

指導料の「注４」の「イ」を算定する。 

イ 看護師等が他の准看護師と同時に訪問看護・指導を行う場合は、週 1 日に限り、在宅患

者訪問看護・指導料の「注７」の「ロ」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」

の「ロ」を算定する。 

ウ 看護師等が看護補助者と同時に、特掲診療料の施設基準等第四の四の二の(１)に規定す

る複数名訪問看護・指導加算に係る厚生労働大臣が定める者のうち、同(２)に規定する厚

生労働大臣が定める場合に該当しない患者に訪問看護・指導を行う場合は、週３日に限り、

在宅患者訪問看護・指導料の「注７」の「ハ」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の

「注４」の「ハ」を算定する。 

エ 看護師等が看護補助者と同時に、特掲診療料の施設基準等第四の四の二の(１)に規定す

る複数名訪問看護・指導加算に係る厚生労働大臣が定める者のうち、同(２)に規定する厚

生労働大臣が定める場合に該当する患者に訪問看護・指導を行う場合は在宅患者訪問看護

・指導料の「注７」の「ニ」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」の「ニ」を、

１日当たりの回数に応じて算定する。 

また、同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」に規定する複数名訪問看護・指導加算

を算定する場合にあっては、同一建物内において、当該加算又は区分番号「Ｉ０１２」精神

科訪問看護・指導料の「注４」に規定する複数名精神科訪問看護・指導加算（同時に訪問看

護・指導を実施する職種及び１日当たりの回数の区分が同じ場合に限る。）を同一日に算定

する患者の人数に応じて、以下のオからキまでにより算定する。 

オ 同一建物内に１人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の「イ」

の(１)、「ロ」の(１)、「ハ」の(１)、「ニ」の(１)の①、「ニ」の(２)の①又は「ニ」

の(３)の①により算定 

カ 同一建物内に２人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の「イ」

の(２)、「ロ」の(２)、「ハ」の(２)、「ニ」の(１)の②、「ニ」の(２)の②又は「ニ」

の(３)の②により算定 

キ 同一建物内に３人以上の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の

「イ」の(３)、「ロ」の(３)、「ハ」の(３)、「ニ」の(１)の③、「ニ」の(２)の③又は

「ニ」の(３)の③により算定 

(22) 在宅患者訪問看護・指導料の「注８」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注８」に規定する在宅患者連携指導加算
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して実施する。 

(17)  在宅患者訪問看護・指導料の「注３」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注３」に

規定する難病等複数回訪問加算は、(４)の厚生労働大臣が定める疾病等の患者又は一時的に

頻回の訪問看護・指導を行う必要が認められた患者に対して、１日に２回又は３回以上訪問

看護・指導を実施した場合に算定する。 

また、同一建物居住者訪問看護・指導料の「注３」に規定する難病等複数回訪問加算を算

定する場合にあっては、同一建物内において、当該加算又は区分番号「Ｉ０１２」精神科訪

問看護・指導料の「注 10」に規定する精神科複数回訪問加算（１日当たりの回数の区分が同

じ場合に限る。）を同一日に算定する患者の人数に応じて、以下のアからウまでにより算定

する。 

ア 同一建物内に１人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注３」の「イ」

の(１)又は「ロ」の(１)により算定 

イ 同一建物内に２人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注３」の「イ」

の(２)又は「ロ」の(２)により算定 

ウ 同一建物内に３人以上の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注３」の

「イ」の(３)又は「ロ」の(３)により算定 

(18)  在宅患者訪問看護・指導料の「注４」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注４」に規定する緊急訪問看護加算は、

訪問看護・指導計画に基づき定期的に行う訪問看護・指導以外であって、緊急の患家の求め

に応じて、診療所又は在宅療養支援病院の保険医の指示により、当該保険医の属する保険医

療機関又は連携する保険医療機関の看護師等が訪問看護・指導した場合に１日につき１回に

限り算定する。その際、当該保険医はその指示内容を診療録に記載すること。なお、当該加

算は、診療所又は在宅療養支援病院が 24時間往診及び訪問看護により対応できる体制を確保

し、診療所又は在宅療養支援病院の連絡担当者の氏名、連絡先電話番号等、担当日、緊急時

の注意事項等並びに往診担当医及び訪問看護担当者の氏名等について、文書により提供して

いる患者に限り算定できる。 

(19) 在宅患者訪問看護・指導料の「注５」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注５」に規定する長時間訪問看護・指導

加算は、特掲診療料の施設基準等第四の四の（３）のイに規定する長時間の訪問を要する者

に対して、１回の訪問看護・指導の時間が 90 分を超えた場合について算定するものであり、

週１回（特掲診療料の施設基準等第四の四の（３）のロに規定する者にあっては週３回）に

限り算定できるものとする。なお、特掲診療料の施設基準等第四の四の（３）のロに規定す

る者のうち、超重症児・準超重症児については、「基本診療料の施設基準等及びその届出に

関する手続きの取扱いについて」の別添６の別紙 14 の超重症児（者）・準超重症児（者）

の判定基準による判定スコアが 10 以上のものをいう。 

(20) 在宅患者訪問看護・指導料の「注６」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注６」に規定する乳幼児加算は、６歳未

満の乳幼児に対して、訪問看護・指導を実施した場合に１日につき１回に限り算定できるも

のとする。 

(21)  在宅患者訪問看護・指導料の「注７」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」
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機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び一般病棟入院基本料に係

る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除く。）等に所属する場合

においては、以下の（イ）から（ハ）を満たすときは、関係者のうちいずれかがビデオ通

話が可能な機器を用いて参加した場合でも算定可能である。 

(イ) 当該カンファレンスを当該月に２回実施する場合の２回目のカンファレンスである

こと 

(ロ) 当該２回目のカンファレンスに３者以上が参加すること 

(ハ) (ロ)において、当該３者のうち１者以上は、患家に赴きカンファレンスを行ってい

ること 

オ ウ及びエにおいて、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、患者の

同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システムと共

通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省「医

療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。カ カンファレ

ンスに参加した医療関係職種等の氏名、カンファレンスの要点、患者に行った指導の要点

及びカンファレンスを行った日を看護記録に記載すること。 

キ 当該患者の診療を担う保険医療機関の保険医と当該患者の訪問看護を担う看護師等（当

該保険医療機関の保険医とは異なる保険医療機関の看護師等に限る。）と２者でカンファ

レンスを行った場合であっても算定できる。 

ク 在宅患者緊急時等カンファレンス加算及び同一建物居住者緊急時等カンファレンス加算

は、カンファレンスを行い、当該カンファレンスで共有した当該患者の診療情報を踏まえ

た療養上必要な指導を行った場合に、当該指導日以降最初の在宅患者訪問看護・指導料等

を算定する日に合わせて算定すること。また、必要に応じ、カンファレンスを行った日以

降に当該指導を行う必要がある場合には、カンファレンスを行った日以降できる限り速や

かに指導を行うこと。 

なお、当該指導とは、在宅患者訪問看護・指導料等を算定する訪問看護・指導とは異な

るものであるが、例えば、当該指導とは別に継続的に実施している訪問看護・指導を当該

指導を行った日と同一日に行う場合には、当該指導を行った日において在宅患者訪問看護

・指導料又は同一建物居住者訪問看護・指導料を合わせて算定することは可能であること。 

(24) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」に規定する在宅ターミナルケア加

算又は同一建物居住者ターミナルケア加算について 

ア 在宅ターミナルケア加算又は同一建物居住者ターミナルケア加算は、在宅患者訪問看護

・指導料等を死亡日及び死亡日前 14 日以内の計 15 日間に２回以上算定し、かつ、訪問看

護におけるターミナルケアの支援体制（訪問看護に係る連絡担当者の氏名、連絡先電話番

号、緊急時の注意事項等）について患者及びその家族に対して説明した上でターミナルケ

アを行った場合（ターミナルケアを行った後、24 時間以内に在宅以外で死亡した場合を含

む。）に算定する。ターミナルケアにおいては、厚生労働省「人生の最終段階における医

療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等の内容を踏まえ、患者本人及びその家

族等と話し合いを行い、患者本人の意思決定を基本に、他の関係者と連携の上対応する。

当該加算を算定した場合は、死亡した場所、死亡時刻等を看護記録に記録すること。１つ
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又は同一建物居住者連携指導加算は、以下の要件を満たす場合に算定すること。 

ア 当該加算は、在宅での療養を行っている患者の診療情報等を、当該患者の診療等を担う

保険医療機関等の医療関係職種間で文書等により共有し、それぞれの職種が当該診療情報

等を踏まえ診療等を行う取組を評価するものである。 

イ 在宅での療養を行っている患者であって通院が困難な者に対して、患者の同意を得て、

月２回以上医療関係職種間で文書等（電子メール、ファクシミリでも可）により共有され

た診療情報を基に、患者に対して指導等を行った場合に、月１回に限り算定できる。 

ウ 単に医療関係職種間で当該患者に関する診療情報等を交換したのみの場合は算定できな

い。 

エ 他職種から情報提供を受けた場合、できる限り速やかに患者への指導等に反映させるよ

う留意しなければならない。また、当該患者の療養上の指導に関する留意点がある場合に

は、速やかに他職種に情報提供するよう努めなければならない。 

オ 当該患者の診療を担う保険医療機関の保険医との間のみで診療情報等を共有し、訪問看

護・指導を行った場合は、所定点数を算定できない。 

カ 他職種から受けた診療情報等の内容及びその情報提供日並びにその診療情報等を基に行

った指導等の内容の要点及び指導日を看護記録に記載すること。 

(23) 在宅患者訪問看護・指導料の「注９」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注９」に規定する在宅患者緊急時等カン

ファレンス加算又は同一建物居住者緊急時等カンファレンス加算は、以下の要件を満たす場

合に算定する。 

ア 当該加算は、在宅で療養を行っている患者の状態の急変や診療方針の変更等の際、当該

患者に対する診療等を行う医療関係職種等が一堂に会しカンファレンスを行うことにより、

より適切な診療方針を立てること及び当該カンファレンスの参加者の間で診療方針の変更

等の的確な情報共有を可能とすることは、患者及びその家族が安心して療養生活を行う上

で重要であることから、そのような取組に対して評価するものである。 

イ 関係する医療関係職種等が共同でカンファレンスを行い、当該カンファレンスで共有し

た当該患者の診療情報等を踏まえ、それぞれの職種が患者に対して療養上必要な指導を行

った場合に月２回に限り算定する。なお、当該カンファレンスは、原則として患家で行う

こととするが、患者又は家族が患家以外の場所でのカンファレンスを希望する場合はこの

限りではない。 

ウ 当該カンファレンスは、関係者全員が患家に赴き実施することが原則であるが、以下の

(イ)及び(ロ)を満たすときに限り、関係者のうちいずれかがビデオ通話が可能な機器を用

いて参加した場合でも算定可能である。 

(イ) 当該カンファレンスに３者以上が参加すること 

(ロ) 当該３者のうち２者以上は、患家に赴きカンファレンスを行っていること 

なお、当該保険医療機関がビデオ通話が可能な機器を用いて当該カンファレンスに参加

しても差し支えない。 

エ また、関係者のうちいずれかが、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続

きの取扱いについて（令和２年●月●日保医発●●●●第●号）」 の「別添３」の「別

紙２」に掲げる医療を提供しているが医療資源の少ない地域に属する保険医療機関（特定
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機能病院、許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び一般病棟入院基本料に係

る届出において急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除く。）等に所属する場合

においては、以下の（イ）から（ハ）を満たすときは、関係者のうちいずれかがビデオ通

話が可能な機器を用いて参加した場合でも算定可能である。 

(イ) 当該カンファレンスを当該月に２回実施する場合の２回目のカンファレンスである

こと 

(ロ) 当該２回目のカンファレンスに３者以上が参加すること 

(ハ) (ロ)において、当該３者のうち１者以上は、患家に赴きカンファレンスを行ってい

ること 

オ ウ及びエにおいて、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、患者の

同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システムと共

通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省「医

療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。カ カンファレ

ンスに参加した医療関係職種等の氏名、カンファレンスの要点、患者に行った指導の要点

及びカンファレンスを行った日を看護記録に記載すること。 

キ 当該患者の診療を担う保険医療機関の保険医と当該患者の訪問看護を担う看護師等（当

該保険医療機関の保険医とは異なる保険医療機関の看護師等に限る。）と２者でカンファ

レンスを行った場合であっても算定できる。 

ク 在宅患者緊急時等カンファレンス加算及び同一建物居住者緊急時等カンファレンス加算

は、カンファレンスを行い、当該カンファレンスで共有した当該患者の診療情報を踏まえ

た療養上必要な指導を行った場合に、当該指導日以降最初の在宅患者訪問看護・指導料等

を算定する日に合わせて算定すること。また、必要に応じ、カンファレンスを行った日以

降に当該指導を行う必要がある場合には、カンファレンスを行った日以降できる限り速や

かに指導を行うこと。 

なお、当該指導とは、在宅患者訪問看護・指導料等を算定する訪問看護・指導とは異な

るものであるが、例えば、当該指導とは別に継続的に実施している訪問看護・指導を当該

指導を行った日と同一日に行う場合には、当該指導を行った日において在宅患者訪問看護

・指導料又は同一建物居住者訪問看護・指導料を合わせて算定することは可能であること。 

(24) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 10」に規定する在宅ターミナルケア加

算又は同一建物居住者ターミナルケア加算について 

ア 在宅ターミナルケア加算又は同一建物居住者ターミナルケア加算は、在宅患者訪問看護

・指導料等を死亡日及び死亡日前 14 日以内の計 15 日間に２回以上算定し、かつ、訪問看

護におけるターミナルケアの支援体制（訪問看護に係る連絡担当者の氏名、連絡先電話番

号、緊急時の注意事項等）について患者及びその家族に対して説明した上でターミナルケ

アを行った場合（ターミナルケアを行った後、24 時間以内に在宅以外で死亡した場合を含

む。）に算定する。ターミナルケアにおいては、厚生労働省「人生の最終段階における医

療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等の内容を踏まえ、患者本人及びその家

族等と話し合いを行い、患者本人の意思決定を基本に、他の関係者と連携の上対応する。

当該加算を算定した場合は、死亡した場所、死亡時刻等を看護記録に記録すること。１つ
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又は同一建物居住者連携指導加算は、以下の要件を満たす場合に算定すること。 

ア 当該加算は、在宅での療養を行っている患者の診療情報等を、当該患者の診療等を担う

保険医療機関等の医療関係職種間で文書等により共有し、それぞれの職種が当該診療情報

等を踏まえ診療等を行う取組を評価するものである。 

イ 在宅での療養を行っている患者であって通院が困難な者に対して、患者の同意を得て、

月２回以上医療関係職種間で文書等（電子メール、ファクシミリでも可）により共有され

た診療情報を基に、患者に対して指導等を行った場合に、月１回に限り算定できる。 

ウ 単に医療関係職種間で当該患者に関する診療情報等を交換したのみの場合は算定できな

い。 

エ 他職種から情報提供を受けた場合、できる限り速やかに患者への指導等に反映させるよ

う留意しなければならない。また、当該患者の療養上の指導に関する留意点がある場合に

は、速やかに他職種に情報提供するよう努めなければならない。 

オ 当該患者の診療を担う保険医療機関の保険医との間のみで診療情報等を共有し、訪問看

護・指導を行った場合は、所定点数を算定できない。 

カ 他職種から受けた診療情報等の内容及びその情報提供日並びにその診療情報等を基に行

った指導等の内容の要点及び指導日を看護記録に記載すること。 

(23) 在宅患者訪問看護・指導料の「注９」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注９」に規定する在宅患者緊急時等カン

ファレンス加算又は同一建物居住者緊急時等カンファレンス加算は、以下の要件を満たす場

合に算定する。 

ア 当該加算は、在宅で療養を行っている患者の状態の急変や診療方針の変更等の際、当該

患者に対する診療等を行う医療関係職種等が一堂に会しカンファレンスを行うことにより、

より適切な診療方針を立てること及び当該カンファレンスの参加者の間で診療方針の変更

等の的確な情報共有を可能とすることは、患者及びその家族が安心して療養生活を行う上

で重要であることから、そのような取組に対して評価するものである。 

イ 関係する医療関係職種等が共同でカンファレンスを行い、当該カンファレンスで共有し

た当該患者の診療情報等を踏まえ、それぞれの職種が患者に対して療養上必要な指導を行

った場合に月２回に限り算定する。なお、当該カンファレンスは、原則として患家で行う

こととするが、患者又は家族が患家以外の場所でのカンファレンスを希望する場合はこの

限りではない。 

ウ 当該カンファレンスは、関係者全員が患家に赴き実施することが原則であるが、以下の

(イ)及び(ロ)を満たすときに限り、関係者のうちいずれかがビデオ通話が可能な機器を用

いて参加した場合でも算定可能である。 

(イ) 当該カンファレンスに３者以上が参加すること 

(ロ) 当該３者のうち２者以上は、患家に赴きカンファレンスを行っていること 

なお、当該保険医療機関がビデオ通話が可能な機器を用いて当該カンファレンスに参加

しても差し支えない。 

エ また、関係者のうちいずれかが、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続

きの取扱いについて（令和２年●月●日保医発●●●●第●号）」 の「別添３」の「別

紙２」に掲げる医療を提供しているが医療資源の少ない地域に属する保険医療機関（特定
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１１０」在宅自己疼痛管理指導管理料又は区分番号「Ｃ１１１」在宅肺高血圧症患者指導

管理料のうちいずれかを算定している患者 

ウ 人工肛門又は人工膀胱を設置している患者であってその管理に配慮を必要とする患者 

エ 以下の(イ)又は(ロ)のいずれかの真皮を越える褥瘡の状態にある者 

(イ) NPUAP(The National Pressure Ulcer Advisory Panel)分類Ⅲ度又はⅣ度 

(ロ) DESIGN-R 分類（日本褥瘡学会によるもの）D３、D４又は D５ 

オ 区分番号「Ｃ００５－２」在宅患者訪問点滴注射管理指導料を算定している患者 

(26) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 12」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 12」に規定する夜間・早朝訪問看護加

算及び深夜訪問看護加算については、夜間（午後６時から午後 10 時までをいう。）又は早

朝（午前６時から午前８時までの時間をいう。）、深夜（午後 10 時から午前６時までをい

う。）に患家の求めに応じて訪問看護・指導を行った場合に算定する。またこれは、緊急訪

問看護加算との併算定を可とする。 

(27) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 13」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 13」に規定する看護・介護職員連携強

化加算については、保険医療機関の看護師又は准看護師が、口腔内の喀痰吸引、鼻腔内の喀

痰吸引、気管カニューレ内部の喀痰吸引、胃瘻若しくは腸瘻による経管栄養又は経鼻経管栄

養を必要とする患者に対して、社会福祉士及び介護福祉士法（昭和 62 年法律第 30 号）第 48

条の３第１項の登録を受けた登録喀痰吸引等事業者又は同法附則第 20 条第１項の登録を受

けた登録特定行為事業者（以下「登録喀痰吸引等事業者等」という。）の介護職員等（以下

「介護職員等」という。）が実施する社会福祉士及び介護福祉士法施行規則（昭和 62 年厚

生省令第 49 号）第１条各号に掲げる医師の指示の下に行われる行為（以下「喀痰吸引等」

という。）の業務が円滑に行われるよう支援を行う取組を評価するものである。 

ア 当該加算は、患者の病状やその変化に合わせて、主治医の指示により、(イ)及び(ロ)の

対応を行っている場合に算定する。 

(イ) 喀痰吸引等に係る計画書や報告書の作成及び緊急時等の対応についての助言 

(ロ) 介護職員等に同行し、患者の居宅において喀痰吸引等の業務の実施状況についての

確認 

イ 当該加算は、次の場合には算定できない。 

(イ) 介護職員等の喀痰吸引等に係る基礎的な技術取得や研修目的での同行訪問 

(ロ) 同一の患者に、他の保険医療機関又は訪問看護ステーションにおいて看護・介護職

員連携強化加算を算定している場合 

ウ 当該加算は、介護職員等と同行訪問を実施した日の属する月の初日の訪問看護・指導の

実施日に算定する。また、その内容を訪問看護記録書に記録すること。 

エ 登録喀痰吸引等事業者等が、患者に対する安全なサービス提供体制整備や連携体制確保

のために会議を行う場合は、当該会議に出席し連携する。また、その場合は、会議の内容

を訪問看護記録書に記録すること。 

オ 患者又はその家族等から電話等により看護に関する意見を求められた場合に対応できる

よう、患者又はその家族等に対して、保険医療機関の名称、所在地、電話番号並びに時間

外及び緊急時の連絡方法を記載した文書を交付すること。 
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の保険医療機関において、死亡日及び死亡日前 14 日以内の計 15 日間に介護保険制度又は

医療保険制度の給付の対象となる訪問看護をそれぞれ１日以上実施した場合は、最後に実

施した訪問看護が医療保険制度の給付による場合に、当該加算を算定する。また、同一の

患者に、他の保険医療機関において在宅患者訪問看護・指導料の在宅ターミナルケア加算

若しくは同一建物居住者訪問看護・指導料の同一建物居住者ターミナルケア加算を算定し

ている場合又は訪問看護ステーションにおいて訪問看護ターミナルケア療養費を算定して

いる場合においては算定できない。 

イ 在宅ターミナルケア加算のイ又は同一建物居住者ターミナルケア加算のイは、在宅で死

亡した患者（ターミナルケアを行った後、24 時間以内に在宅以外で死亡した者を含む。）

又は指定居宅サービス基準第 174 条第１項に規定する指定特定施設、指定地域密着型サー

ビス基準第 90条第１項に規定する指定認知症対応型共同生活介護事業所若しくは介護保険

法（平成９年法律第 123号）第 48条第１項第１号に規定する指定介護老人福祉施設（以下

「特別養護老人ホーム等」という。）で死亡した患者（指定施設サービス等に要する費用

の額の算定に関する基準（平成 12 年厚生省告示第 21 号）別表の１に規定する看取り介護

加算その他これに相当する加算（以下「看取り介護加算等」という。）を算定している者

を除き、ターミナルケアを行った後、24 時間以内に特別養護老人ホーム等以外で死亡した

者を含む。）に対して、ターミナルケアを行った場合に算定する。 

ウ 在宅ターミナルケア加算のロ又は同一建物居住者ターミナルケア加算のロについては、

特別養護老人ホーム等で死亡した患者（看取り介護加算等を算定している者に限り、ター

ミナルケアを行った後、24 時間以内に特別養護老人ホーム等以外で死亡した者を含む。）

に対して、ターミナルケアを行った場合に算定する。 

(25) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 11」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 11」に規定する在宅移行管理加算は、

当該保険医療機関を退院した日から起算して１月以内の期間に次のいずれかに該当する患者

又はその家族からの相談等に対して、24時間対応できる体制が整備されている保険医療機関

において、患者１人につき１回に限り算定する。 

この場合において、特別な管理を必要とする患者はアからオまでに掲げるものとし、その

うち重症度等の高い患者は、アに掲げるものとする。なお、エにおいて当該加算を算定する

場合は、定期的（１週間に１回以上）に褥瘡の状態の観察・アセスメント・評価（褥瘡の深

さ、滲出液、大きさ、炎症・感染、肉芽組織、壊死組織、ポケット）を行い、褥瘡の発生部

位及び実施したケアについて看護記録に記録すること。なお、実施したケアには必要に応じ

て患者の家族等への指導も含むものである。 

ア 区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定している患者、区分番号

「Ｃ１１２」在宅気管切開患者指導管理料を算定している患者、気管カニューレを使用し

ている患者及び留置カテーテルを使用している患者 

イ 区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料、区分番号「Ｃ１０２－２」在宅血

液透析指導管理料、区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料、区分番号「Ｃ１０４」

在宅中心静脈栄養法指導管理料、区分番号「Ｃ１０５」在宅成分栄養経管栄養法指導管理

料、区分番号「Ｃ１０６」在宅自己導尿指導管理料、区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸

指導管理料、区分番号「Ｃ１０７－２」在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料、区分番号「Ｃ
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１１０」在宅自己疼痛管理指導管理料又は区分番号「Ｃ１１１」在宅肺高血圧症患者指導

管理料のうちいずれかを算定している患者 

ウ 人工肛門又は人工膀胱を設置している患者であってその管理に配慮を必要とする患者 

エ 以下の(イ)又は(ロ)のいずれかの真皮を越える褥瘡の状態にある者 

(イ) NPUAP(The National Pressure Ulcer Advisory Panel)分類Ⅲ度又はⅣ度 

(ロ) DESIGN-R 分類（日本褥瘡学会によるもの）D３、D４又は D５ 

オ 区分番号「Ｃ００５－２」在宅患者訪問点滴注射管理指導料を算定している患者 

(26) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 12」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 12」に規定する夜間・早朝訪問看護加

算及び深夜訪問看護加算については、夜間（午後６時から午後 10 時までをいう。）又は早

朝（午前６時から午前８時までの時間をいう。）、深夜（午後 10 時から午前６時までをい

う。）に患家の求めに応じて訪問看護・指導を行った場合に算定する。またこれは、緊急訪

問看護加算との併算定を可とする。 

(27) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 13」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 13」に規定する看護・介護職員連携強

化加算については、保険医療機関の看護師又は准看護師が、口腔内の喀痰吸引、鼻腔内の喀

痰吸引、気管カニューレ内部の喀痰吸引、胃瘻若しくは腸瘻による経管栄養又は経鼻経管栄

養を必要とする患者に対して、社会福祉士及び介護福祉士法（昭和 62 年法律第 30 号）第 48

条の３第１項の登録を受けた登録喀痰吸引等事業者又は同法附則第 20 条第１項の登録を受

けた登録特定行為事業者（以下「登録喀痰吸引等事業者等」という。）の介護職員等（以下

「介護職員等」という。）が実施する社会福祉士及び介護福祉士法施行規則（昭和 62 年厚

生省令第 49 号）第１条各号に掲げる医師の指示の下に行われる行為（以下「喀痰吸引等」

という。）の業務が円滑に行われるよう支援を行う取組を評価するものである。 

ア 当該加算は、患者の病状やその変化に合わせて、主治医の指示により、(イ)及び(ロ)の

対応を行っている場合に算定する。 

(イ) 喀痰吸引等に係る計画書や報告書の作成及び緊急時等の対応についての助言 

(ロ) 介護職員等に同行し、患者の居宅において喀痰吸引等の業務の実施状況についての

確認 

イ 当該加算は、次の場合には算定できない。 

(イ) 介護職員等の喀痰吸引等に係る基礎的な技術取得や研修目的での同行訪問 

(ロ) 同一の患者に、他の保険医療機関又は訪問看護ステーションにおいて看護・介護職

員連携強化加算を算定している場合 

ウ 当該加算は、介護職員等と同行訪問を実施した日の属する月の初日の訪問看護・指導の

実施日に算定する。また、その内容を訪問看護記録書に記録すること。 

エ 登録喀痰吸引等事業者等が、患者に対する安全なサービス提供体制整備や連携体制確保

のために会議を行う場合は、当該会議に出席し連携する。また、その場合は、会議の内容

を訪問看護記録書に記録すること。 

オ 患者又はその家族等から電話等により看護に関する意見を求められた場合に対応できる

よう、患者又はその家族等に対して、保険医療機関の名称、所在地、電話番号並びに時間

外及び緊急時の連絡方法を記載した文書を交付すること。 
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の保険医療機関において、死亡日及び死亡日前 14 日以内の計 15 日間に介護保険制度又は

医療保険制度の給付の対象となる訪問看護をそれぞれ１日以上実施した場合は、最後に実

施した訪問看護が医療保険制度の給付による場合に、当該加算を算定する。また、同一の

患者に、他の保険医療機関において在宅患者訪問看護・指導料の在宅ターミナルケア加算

若しくは同一建物居住者訪問看護・指導料の同一建物居住者ターミナルケア加算を算定し

ている場合又は訪問看護ステーションにおいて訪問看護ターミナルケア療養費を算定して

いる場合においては算定できない。 

イ 在宅ターミナルケア加算のイ又は同一建物居住者ターミナルケア加算のイは、在宅で死

亡した患者（ターミナルケアを行った後、24 時間以内に在宅以外で死亡した者を含む。）

又は指定居宅サービス基準第 174 条第１項に規定する指定特定施設、指定地域密着型サー

ビス基準第 90条第１項に規定する指定認知症対応型共同生活介護事業所若しくは介護保険

法（平成９年法律第 123号）第 48条第１項第１号に規定する指定介護老人福祉施設（以下

「特別養護老人ホーム等」という。）で死亡した患者（指定施設サービス等に要する費用

の額の算定に関する基準（平成 12 年厚生省告示第 21 号）別表の１に規定する看取り介護

加算その他これに相当する加算（以下「看取り介護加算等」という。）を算定している者

を除き、ターミナルケアを行った後、24 時間以内に特別養護老人ホーム等以外で死亡した

者を含む。）に対して、ターミナルケアを行った場合に算定する。 

ウ 在宅ターミナルケア加算のロ又は同一建物居住者ターミナルケア加算のロについては、

特別養護老人ホーム等で死亡した患者（看取り介護加算等を算定している者に限り、ター

ミナルケアを行った後、24 時間以内に特別養護老人ホーム等以外で死亡した者を含む。）

に対して、ターミナルケアを行った場合に算定する。 

(25) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 11」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 11」に規定する在宅移行管理加算は、

当該保険医療機関を退院した日から起算して１月以内の期間に次のいずれかに該当する患者

又はその家族からの相談等に対して、24時間対応できる体制が整備されている保険医療機関

において、患者１人につき１回に限り算定する。 

この場合において、特別な管理を必要とする患者はアからオまでに掲げるものとし、その

うち重症度等の高い患者は、アに掲げるものとする。なお、エにおいて当該加算を算定する

場合は、定期的（１週間に１回以上）に褥瘡の状態の観察・アセスメント・評価（褥瘡の深

さ、滲出液、大きさ、炎症・感染、肉芽組織、壊死組織、ポケット）を行い、褥瘡の発生部

位及び実施したケアについて看護記録に記録すること。なお、実施したケアには必要に応じ

て患者の家族等への指導も含むものである。 

ア 区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定している患者、区分番号

「Ｃ１１２」在宅気管切開患者指導管理料を算定している患者、気管カニューレを使用し

ている患者及び留置カテーテルを使用している患者 

イ 区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料、区分番号「Ｃ１０２－２」在宅血

液透析指導管理料、区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料、区分番号「Ｃ１０４」

在宅中心静脈栄養法指導管理料、区分番号「Ｃ１０５」在宅成分栄養経管栄養法指導管理

料、区分番号「Ｃ１０６」在宅自己導尿指導管理料、区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸

指導管理料、区分番号「Ｃ１０７－２」在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料、区分番号「Ｃ
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(28) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 14」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 14」に規定する特別地域訪問看護加算

は、当該保険医療機関の所在地から患家までの訪問につき、最も合理的な通常の経路及び方

法で片道１時間以上要する患者に対して、特掲診療料の施設基準等第四の四の三の三に規定

する地域（以下「特別地域」という。）に所在する保険医療機関の看護師等が訪問看護・指

導を行った場合又は特別地域以外に所在する保険医療機関の看護師等が特別地域に居住する

患者に対して訪問看護・指導を行った場合に、在宅患者訪問看護・指導料又は同一建物訪問

看護・指導料の所定点数（注に規定する加算は含まない。）の 100分の 50に相当する点数を

加算する。なお、当該加算は、交通事情等の特別の事情により訪問に要した時間が片道１時

間以上となった場合は算定できない。特別地域訪問看護加算を算定する保険医療機関は、そ

の所在地又は患家の所在地が特別地域に該当するか否かについては、地方厚生（支）局に確

認すること。 

(29) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 15」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 15」に規定する訪問看護・指導体制充

実加算は、訪問看護・指導に係る十分な体制を整備し、訪問看護・指導等に係る相当の実績

を有する保険医療機関における訪問看護・指導を評価するものであり、別に定める施設基準

に適合しているものとして届け出た保険医療機関の看護師等が訪問看護・指導を実施した場

合に、月１回に限り算定する。 

(30)  訪問看護・指導の実施に当たっては、保険医療機関における看護業務に支障を来すことの

ないよう留意するとともに、市町村の実施する訪問指導事業等関連事業との連携に十分留意

する。 

(31) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 17」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 17」に規定する交通費は実費とする。 

Ｃ００５－２ 在宅患者訪問点滴注射管理指導料 

(１) 在宅患者訪問点滴注射管理指導料は、在宅での療養を行っている患者であって、通院困難

な者について、当該患者の在宅での療養を担う保険医の診療に基づき、週３日以上の点滴注

射を行う必要を認め、当該保険医療機関の看護師又は准看護師（以下この項において「看護

師等」という。）に対して指示を行い、その内容を診療録に記載した場合又は指定訪問看護

事業者に別紙様式 16、別紙様式 17 の２又は別紙様式 18 を参考に作成した在宅患者訪問点滴

注射指示書に有効期間（７日以内に限る。）及び指示内容を記載して指示を行った場合にお

いて、併せて使用する薬剤、回路等、必要十分な保険医療材料、衛生材料を供与し、１週間

（指示を行った日から７日間）のうち３日以上看護師等が患家を訪問して点滴注射を実施し

た場合に３日目に算定する。なお、算定要件となる点滴注射は、看護師等が実施した場合で

あり、医師が行った点滴注射は含まれない。 

(２) 点滴注射指示に当たっては、その必要性、注意点等を点滴注射を実施する看護師等に十分

な説明を行うこと。 

(３) 点滴注射を実施する看護師等は、患者の病状の把握に努めるとともに、当該指示による点

滴注射の終了日及び必要を認めた場合には在宅での療養を担う保険医への連絡を速やかに行

うこと。なお、その連絡は電話等でも差し支えないこと。 

(４) 在宅での療養を担う保険医は、患者、患者の家族又は看護師等から容態の変化等について
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(28) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 14」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 14」に規定する特別地域訪問看護加算

は、当該保険医療機関の所在地から患家までの訪問につき、最も合理的な通常の経路及び方

法で片道１時間以上要する患者に対して、特掲診療料の施設基準等第四の四の三の三に規定

する地域（以下「特別地域」という。）に所在する保険医療機関の看護師等が訪問看護・指

導を行った場合又は特別地域以外に所在する保険医療機関の看護師等が特別地域に居住する

患者に対して訪問看護・指導を行った場合に、在宅患者訪問看護・指導料又は同一建物訪問

看護・指導料の所定点数（注に規定する加算は含まない。）の 100分の 50に相当する点数を

加算する。なお、当該加算は、交通事情等の特別の事情により訪問に要した時間が片道１時

間以上となった場合は算定できない。特別地域訪問看護加算を算定する保険医療機関は、そ

の所在地又は患家の所在地が特別地域に該当するか否かについては、地方厚生（支）局に確

認すること。 

(29) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 15」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 15」に規定する訪問看護・指導体制充

実加算は、訪問看護・指導に係る十分な体制を整備し、訪問看護・指導等に係る相当の実績

を有する保険医療機関における訪問看護・指導を評価するものであり、別に定める施設基準

に適合しているものとして届け出た保険医療機関の看護師等が訪問看護・指導を実施した場

合に、月１回に限り算定する。 

(30)  訪問看護・指導の実施に当たっては、保険医療機関における看護業務に支障を来すことの

ないよう留意するとともに、市町村の実施する訪問指導事業等関連事業との連携に十分留意

する。 

(31) 在宅患者訪問看護・指導料の「注 17」又は同一建物居住者訪問看護・指導料の「注６」の

規定により準用する在宅患者訪問看護・指導料の「注 17」に規定する交通費は実費とする。 

Ｃ００５－２ 在宅患者訪問点滴注射管理指導料 

(１) 在宅患者訪問点滴注射管理指導料は、在宅での療養を行っている患者であって、通院困難

な者について、当該患者の在宅での療養を担う保険医の診療に基づき、週３日以上の点滴注

射を行う必要を認め、当該保険医療機関の看護師又は准看護師（以下この項において「看護

師等」という。）に対して指示を行い、その内容を診療録に記載した場合又は指定訪問看護

事業者に別紙様式 16、別紙様式 17 の２又は別紙様式 18 を参考に作成した在宅患者訪問点滴

注射指示書に有効期間（７日以内に限る。）及び指示内容を記載して指示を行った場合にお

いて、併せて使用する薬剤、回路等、必要十分な保険医療材料、衛生材料を供与し、１週間

（指示を行った日から７日間）のうち３日以上看護師等が患家を訪問して点滴注射を実施し

た場合に３日目に算定する。なお、算定要件となる点滴注射は、看護師等が実施した場合で

あり、医師が行った点滴注射は含まれない。 

(２) 点滴注射指示に当たっては、その必要性、注意点等を点滴注射を実施する看護師等に十分

な説明を行うこと。 

(３) 点滴注射を実施する看護師等は、患者の病状の把握に努めるとともに、当該指示による点

滴注射の終了日及び必要を認めた場合には在宅での療養を担う保険医への連絡を速やかに行

うこと。なお、その連絡は電話等でも差し支えないこと。 

(４) 在宅での療養を担う保険医は、患者、患者の家族又は看護師等から容態の変化等について
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イ 以下の（イ）又は（ロ）のいずれかの真皮を越える褥瘡の状態にある者 

(イ) NPUAP(The National Pressure Ulcer Advisory Panel)分類Ⅲ度又はⅣ度 

(ロ) DESIGN-R 分類（日本褥瘡学会によるもの）D３、D４又は D５ 

(５) 患者の主治医は、指定訪問看護の必要性を認めた場合には、診療に基づき速やかに訪問看

護指示書及び特別訪問看護指示書（以下この項において「訪問看護指示書等」という。）を

作成すること。当該訪問看護指示書等には、緊急時の連絡先として、診療を行った保険医療

機関の電話番号等を必ず記載した上で、訪問看護ステーションに交付すること。 

なお、訪問看護指示書等は、特に患者の求めに応じて、患者又はその家族等を介して訪問

看護ステーションに交付できるものであること。 

(６) 主治医は、交付した訪問看護指示書等の写しを診療録に添付すること。 

(７) 患者の主治医は、当該訪問看護指示書交付後であっても、患者の病状等に応じてその期間

を変更することができるものであること。なお、指定訪問看護の指示を行った保険医療機関

は、訪問看護ステーションからの対象患者について相談等があった場合には、懇切丁寧に対

応すること。 

(８) 区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一

建物居住者訪問看護・指導料の(４)に掲げる疾病等の患者について、２つの訪問看護ステー

ションに対して訪問看護指示書を交付する場合には、それぞれの訪問看護指示書に、他の訪

問看護ステーションに対して訪問看護指示書を交付している旨及び当該他の訪問看護ステー

ションの名称を記載すること。 

(９) 「注３」に規定する衛生材料等提供加算は、在宅療養において衛生材料等が必要な患者に

対し、当該患者へ訪問看護を実施している訪問看護ステーションから提出された訪問看護計

画書及び訪問看護報告書を基に、療養上必要な量について判断の上、必要かつ十分な量の衛

生材料等を患者に支給した場合に算定する。 

(10) 区分番号「Ｃ００２」在宅時医学総合管理料、区分番号「Ｃ００２－２」施設入居時等医

学総合管理料、区分番号「Ｃ００３」在宅がん医療総合診療料、区分番号「Ｃ００５－２」

在宅患者訪問点滴注射管理指導料、第２節第１款の各区分に規定する在宅療養指導管理料を

算定した場合は、「注３」の加算は当該管理料等に含まれ別に算定できない。 

Ｃ００７－２ 介護職員等喀痰吸引等指示料 

介護職員等喀痰吸引等指示料は、当該患者に対する診療を担う保険医療機関の保険医が、診療

に基づき訪問介護、訪問入浴介護、通所介護、特定施設入居者生活介護等の指定居宅サービス

事業者その他別に厚生労働大臣が定めるものによる社会福祉士及び介護福祉士法施行規則（昭

和 62 年厚生省令第 49 号）第１条各号に掲げる医師の指示の下に行われる行為の必要を認め、患

者の同意を得て当該患者の選定する事業者に対して、別紙様式 34 を参考に作成した介護職員等

喀痰吸引等指示書に有効期限（６月以内に限る。）を記載して交付した場合に、患者１人につ

き３月に１回に限り算定する。 

Ｃ００８ 在宅患者訪問薬剤管理指導料 

(１) 在宅患者訪問薬剤管理指導料は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、負傷の

ために通院による療養が困難な者について、保険医療機関の薬剤師が当該保険医療機関の医

師及び当該患者の同意を得て、患家を訪問して薬剤管理指導記録に基づいて直接患者又はそ

の家族等に服薬指導、服薬支援その他の薬学的管理指導を行った場合に算定する。 

 - 207 - 

(９) 「注３」に規定する交通費は実費とする。 

(10) 保険医療機関が診療に基づき、１月にバーセル指数又はＦＩＭが５点以上悪化し、一時的

に頻回の訪問リハビリテーションが必要であると認められた患者については、６月に１回に

限り、当該診療を行った日から 14 日以内の期間において、14 日を限度として１日に４単位

まで算定できる。 

当該患者が介護保険法第 62 条に規定する要介護被保険者等である場合には、診療録に頻

回の訪問リハビリテーションが必要であると認めた理由及び頻回の訪問リハビリテーション

が必要な期間（ただし 14 日間以内に限る。）を記載する。 

Ｃ００７  訪問看護指示料 

(１) 訪問看護指示料は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、負傷のために通院に

よる療養が困難な者に対する適切な在宅医療を確保するため、指定訪問看護に関する指示を

行うことを評価するものであり、在宅での療養を行っている患者の診療を担う保険医（患者

が選定する保険医療機関の保険医に限る。以下この項において「主治医」という。）が、診

療に基づき指定訪問看護の必要性を認め、当該患者の同意を得て、別紙様式 16を参考に作成

した訪問看護指示書に有効期間（６月以内に限る。）を記載して、当該患者が選定する訪問

看護ステーションに対して交付した場合に算定する。なお、１か月の指示を行う場合には、

訪問看護指示書に有効期間を記載することを要しない。 

(２) 主治医は、在宅療養に必要な衛生材料及び保険医療材料（以下この項において「衛生材料

等」という。）の量の把握に努め、十分な量の衛生材料等を患者に支給すること。 

(３) 指定訪問看護の指示は、当該患者に対して主として診療を行う保険医療機関が行うことを

原則とし、訪問看護指示料は、退院時に１回算定できるほか、在宅での療養を行っている患

者について１月に１回を限度として算定できる。なお、同一月において、１人の患者につい

て複数の訪問看護ステーションに対して訪問看護指示書を交付した場合であっても、当該指

示料は、１月に１回を限度に算定するものであること。 

ただし、Ａ保険医療機関と特別の関係にあるＢ保険医療機関において区分番号「Ｃ００５」

在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指

導料及び区分番号「Ｉ０１２」精神科訪問看護・指導料を算定している月においては、Ａ保

険医療機関は当該患者について訪問看護指示料は算定できない。 

(４) 特別訪問看護指示加算は、患者の主治医が、診療に基づき、急性増悪、終末期、退院直後

等の事由により、週４回以上の頻回の指定訪問看護を一時的に当該患者に対して行う必要性

を認めた場合であって、当該患者の同意を得て、別紙様式 18 を参考に作成した特別訪問看

護指示書を、当該患者が選定する訪問看護ステーションに対して交付した場合に、１月に１

回（別に厚生労働大臣が定める者については２回）を限度として算定する。ここでいう頻回

の訪問看護を一時的に行う必要性とは、恒常的な頻回の訪問看護の必要性ではなく、状態の

変化等で日常行っている訪問看護の回数では対応できない場合であること。また、その理由

等については、特別訪問看護指示書に記載すること。 

なお、当該頻回の指定訪問看護は、当該特別の指示に係る診療の日から 14 日以内に限り

実施するものであること。 

【厚生労働大臣が定める者】 

ア 気管カニューレを使用している状態にある者 
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イ 以下の（イ）又は（ロ）のいずれかの真皮を越える褥瘡の状態にある者 

(イ) NPUAP(The National Pressure Ulcer Advisory Panel)分類Ⅲ度又はⅣ度 

(ロ) DESIGN-R 分類（日本褥瘡学会によるもの）D３、D４又は D５ 

(５) 患者の主治医は、指定訪問看護の必要性を認めた場合には、診療に基づき速やかに訪問看

護指示書及び特別訪問看護指示書（以下この項において「訪問看護指示書等」という。）を

作成すること。当該訪問看護指示書等には、緊急時の連絡先として、診療を行った保険医療

機関の電話番号等を必ず記載した上で、訪問看護ステーションに交付すること。 

なお、訪問看護指示書等は、特に患者の求めに応じて、患者又はその家族等を介して訪問

看護ステーションに交付できるものであること。 

(６) 主治医は、交付した訪問看護指示書等の写しを診療録に添付すること。 

(７) 患者の主治医は、当該訪問看護指示書交付後であっても、患者の病状等に応じてその期間

を変更することができるものであること。なお、指定訪問看護の指示を行った保険医療機関

は、訪問看護ステーションからの対象患者について相談等があった場合には、懇切丁寧に対

応すること。 

(８) 区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一

建物居住者訪問看護・指導料の(４)に掲げる疾病等の患者について、２つの訪問看護ステー

ションに対して訪問看護指示書を交付する場合には、それぞれの訪問看護指示書に、他の訪

問看護ステーションに対して訪問看護指示書を交付している旨及び当該他の訪問看護ステー

ションの名称を記載すること。 

(９) 「注３」に規定する衛生材料等提供加算は、在宅療養において衛生材料等が必要な患者に

対し、当該患者へ訪問看護を実施している訪問看護ステーションから提出された訪問看護計

画書及び訪問看護報告書を基に、療養上必要な量について判断の上、必要かつ十分な量の衛

生材料等を患者に支給した場合に算定する。 

(10) 区分番号「Ｃ００２」在宅時医学総合管理料、区分番号「Ｃ００２－２」施設入居時等医

学総合管理料、区分番号「Ｃ００３」在宅がん医療総合診療料、区分番号「Ｃ００５－２」

在宅患者訪問点滴注射管理指導料、第２節第１款の各区分に規定する在宅療養指導管理料を

算定した場合は、「注３」の加算は当該管理料等に含まれ別に算定できない。 

Ｃ００７－２ 介護職員等喀痰吸引等指示料 

介護職員等喀痰吸引等指示料は、当該患者に対する診療を担う保険医療機関の保険医が、診療

に基づき訪問介護、訪問入浴介護、通所介護、特定施設入居者生活介護等の指定居宅サービス

事業者その他別に厚生労働大臣が定めるものによる社会福祉士及び介護福祉士法施行規則（昭

和 62 年厚生省令第 49 号）第１条各号に掲げる医師の指示の下に行われる行為の必要を認め、患

者の同意を得て当該患者の選定する事業者に対して、別紙様式 34 を参考に作成した介護職員等

喀痰吸引等指示書に有効期限（６月以内に限る。）を記載して交付した場合に、患者１人につ

き３月に１回に限り算定する。 

Ｃ００８ 在宅患者訪問薬剤管理指導料 

(１) 在宅患者訪問薬剤管理指導料は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、負傷の

ために通院による療養が困難な者について、保険医療機関の薬剤師が当該保険医療機関の医

師及び当該患者の同意を得て、患家を訪問して薬剤管理指導記録に基づいて直接患者又はそ

の家族等に服薬指導、服薬支援その他の薬学的管理指導を行った場合に算定する。 
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(９) 「注３」に規定する交通費は実費とする。 

(10) 保険医療機関が診療に基づき、１月にバーセル指数又はＦＩＭが５点以上悪化し、一時的

に頻回の訪問リハビリテーションが必要であると認められた患者については、６月に１回に

限り、当該診療を行った日から 14 日以内の期間において、14 日を限度として１日に４単位

まで算定できる。 

当該患者が介護保険法第 62 条に規定する要介護被保険者等である場合には、診療録に頻

回の訪問リハビリテーションが必要であると認めた理由及び頻回の訪問リハビリテーション

が必要な期間（ただし 14 日間以内に限る。）を記載する。 

Ｃ００７  訪問看護指示料 

(１) 訪問看護指示料は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、負傷のために通院に

よる療養が困難な者に対する適切な在宅医療を確保するため、指定訪問看護に関する指示を

行うことを評価するものであり、在宅での療養を行っている患者の診療を担う保険医（患者

が選定する保険医療機関の保険医に限る。以下この項において「主治医」という。）が、診

療に基づき指定訪問看護の必要性を認め、当該患者の同意を得て、別紙様式 16を参考に作成

した訪問看護指示書に有効期間（６月以内に限る。）を記載して、当該患者が選定する訪問

看護ステーションに対して交付した場合に算定する。なお、１か月の指示を行う場合には、

訪問看護指示書に有効期間を記載することを要しない。 

(２) 主治医は、在宅療養に必要な衛生材料及び保険医療材料（以下この項において「衛生材料

等」という。）の量の把握に努め、十分な量の衛生材料等を患者に支給すること。 

(３) 指定訪問看護の指示は、当該患者に対して主として診療を行う保険医療機関が行うことを

原則とし、訪問看護指示料は、退院時に１回算定できるほか、在宅での療養を行っている患

者について１月に１回を限度として算定できる。なお、同一月において、１人の患者につい

て複数の訪問看護ステーションに対して訪問看護指示書を交付した場合であっても、当該指

示料は、１月に１回を限度に算定するものであること。 

ただし、Ａ保険医療機関と特別の関係にあるＢ保険医療機関において区分番号「Ｃ００５」

在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指

導料及び区分番号「Ｉ０１２」精神科訪問看護・指導料を算定している月においては、Ａ保

険医療機関は当該患者について訪問看護指示料は算定できない。 

(４) 特別訪問看護指示加算は、患者の主治医が、診療に基づき、急性増悪、終末期、退院直後

等の事由により、週４回以上の頻回の指定訪問看護を一時的に当該患者に対して行う必要性

を認めた場合であって、当該患者の同意を得て、別紙様式 18 を参考に作成した特別訪問看

護指示書を、当該患者が選定する訪問看護ステーションに対して交付した場合に、１月に１

回（別に厚生労働大臣が定める者については２回）を限度として算定する。ここでいう頻回

の訪問看護を一時的に行う必要性とは、恒常的な頻回の訪問看護の必要性ではなく、状態の

変化等で日常行っている訪問看護の回数では対応できない場合であること。また、その理由

等については、特別訪問看護指示書に記載すること。 

なお、当該頻回の指定訪問看護は、当該特別の指示に係る診療の日から 14 日以内に限り

実施するものであること。 

【厚生労働大臣が定める者】 

ア 気管カニューレを使用している状態にある者 
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ただし、薬学的管理指導の対象となる患者が他の保険医療機関に入院している場合、医師

若しくは薬剤師の配置が義務付けられている施設に入居若しくは入所している場合（給付調

整告示等に規定する場合を除く。）又は現に他の保険医療機関若しくは保険薬局の薬剤師が

在宅患者訪問薬剤管理指導を行っている場合には、在宅患者訪問薬剤管理指導料は算定でき

ない。 

(２) 在宅患者訪問薬剤管理指導料は、単一建物診療患者の人数に従い算定する。ここでいう単

一建物診療患者の人数とは、当該患者が居住する建築物に居住する者のうち、当該保険医療

機関が在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定する者（当該保険医療機関と特別の関係にある保

険医療機関において算定するものを含む。以下この区分において同じ。）の人数をいう。な

お、ユニット数が３以下の認知症対応型共同生活介護事業所については、それぞれのユニッ

トにおいて、在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定する人数を、単一建物診療患者の人数とみ

なすことができる。 

(３) １つの患家に当該指導料の対象となる同居する同一世帯の患者が２人以上いる場合は、患

者ごとに「単一建物診療患者が１人の場合」を算定する。また、当該建築物において、当該

保険医療機関が在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定する者の数が、当該建築物の戸数の 10％

以下の場合又は当該建築物の戸数が 20 戸未満であって、当該保険医療機関が在宅患者訪問

薬剤管理指導料を算定する者が２人以下の場合には、それぞれ「単一建物診療患者が１人の

場合」を算定する。 

(４) 在宅患者訪問薬剤管理指導料は、「１」、「２」及び「３」を合わせて１月に４回（末期

の悪性腫瘍の患者及び中心静脈栄養法の対象患者については、週２回かつ月８回）を限度と

して算定できるが、その場合であっても薬剤師１人につき週 40 回に限るものとする。ただ

し、月２回以上算定する場合にあっては、本指導料を算定する日の間隔は６日以上とする。

なお、この場合には診療報酬明細書の摘要欄に当該算定日を記載すること。 

(５) 当該保険医療機関の薬剤師は、指導に当たって、過去の投薬及び副作用発現状況等の基礎

的事項を把握するとともに、指導の対象となる患者ごとに薬剤管理指導記録を作成すること。

なお、当該薬剤管理指導記録には、次の事項を記載し、最後の記入の日から最低３年間保存

すること。 

ア 患者の氏名、生年月日、性別、住所、診療録の番号 

イ 患者の投薬歴、副作用歴、アレルギー歴 

ウ 薬学的管理指導の内容（医薬品の保管状況、服薬状況、残薬の状況、重複投薬、配合禁

忌等に関する確認及び実施した服薬支援措置を含む。） 

エ 患者への指導及び患者からの相談の要点 

オ 訪問指導等の実施日、訪問指導を行った薬剤師の氏名 

カ その他の事項 

(６) 「注２」の麻薬管理指導加算は、本指導料を算定している患者のうち、麻薬が投与されて

いる患者に対して、定期的に、投与される麻薬の服用状況、残薬の状況及び保管状況につい

て確認し、残薬の適切な取扱方法も含めた保管取扱上の注意事項等に関し、必要な指導を行

うとともに、麻薬による鎮痛効果や副作用の有無の確認を行い、必要な薬学的管理指導を行

った場合に算定する。 

(７) 麻薬管理指導加算の算定に当たっては、(５)の薬剤管理指導記録に、少なくとも次の事項
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ただし、薬学的管理指導の対象となる患者が他の保険医療機関に入院している場合、医師

若しくは薬剤師の配置が義務付けられている施設に入居若しくは入所している場合（給付調

整告示等に規定する場合を除く。）又は現に他の保険医療機関若しくは保険薬局の薬剤師が

在宅患者訪問薬剤管理指導を行っている場合には、在宅患者訪問薬剤管理指導料は算定でき

ない。 

(２) 在宅患者訪問薬剤管理指導料は、単一建物診療患者の人数に従い算定する。ここでいう単

一建物診療患者の人数とは、当該患者が居住する建築物に居住する者のうち、当該保険医療

機関が在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定する者（当該保険医療機関と特別の関係にある保

険医療機関において算定するものを含む。以下この区分において同じ。）の人数をいう。な

お、ユニット数が３以下の認知症対応型共同生活介護事業所については、それぞれのユニッ

トにおいて、在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定する人数を、単一建物診療患者の人数とみ

なすことができる。 

(３) １つの患家に当該指導料の対象となる同居する同一世帯の患者が２人以上いる場合は、患

者ごとに「単一建物診療患者が１人の場合」を算定する。また、当該建築物において、当該

保険医療機関が在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定する者の数が、当該建築物の戸数の 10％

以下の場合又は当該建築物の戸数が 20 戸未満であって、当該保険医療機関が在宅患者訪問

薬剤管理指導料を算定する者が２人以下の場合には、それぞれ「単一建物診療患者が１人の

場合」を算定する。 

(４) 在宅患者訪問薬剤管理指導料は、「１」、「２」及び「３」を合わせて１月に４回（末期

の悪性腫瘍の患者及び中心静脈栄養法の対象患者については、週２回かつ月８回）を限度と

して算定できるが、その場合であっても薬剤師１人につき週 40 回に限るものとする。ただ

し、月２回以上算定する場合にあっては、本指導料を算定する日の間隔は６日以上とする。

なお、この場合には診療報酬明細書の摘要欄に当該算定日を記載すること。 

(５) 当該保険医療機関の薬剤師は、指導に当たって、過去の投薬及び副作用発現状況等の基礎

的事項を把握するとともに、指導の対象となる患者ごとに薬剤管理指導記録を作成すること。

なお、当該薬剤管理指導記録には、次の事項を記載し、最後の記入の日から最低３年間保存

すること。 

ア 患者の氏名、生年月日、性別、住所、診療録の番号 

イ 患者の投薬歴、副作用歴、アレルギー歴 

ウ 薬学的管理指導の内容（医薬品の保管状況、服薬状況、残薬の状況、重複投薬、配合禁

忌等に関する確認及び実施した服薬支援措置を含む。） 

エ 患者への指導及び患者からの相談の要点 

オ 訪問指導等の実施日、訪問指導を行った薬剤師の氏名 

カ その他の事項 

(６) 「注２」の麻薬管理指導加算は、本指導料を算定している患者のうち、麻薬が投与されて

いる患者に対して、定期的に、投与される麻薬の服用状況、残薬の状況及び保管状況につい

て確認し、残薬の適切な取扱方法も含めた保管取扱上の注意事項等に関し、必要な指導を行

うとともに、麻薬による鎮痛効果や副作用の有無の確認を行い、必要な薬学的管理指導を行

った場合に算定する。 

(７) 麻薬管理指導加算の算定に当たっては、(５)の薬剤管理指導記録に、少なくとも次の事項
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等を踏まえ、それぞれの職種が患者に対して療養上必要な指導を行った場合に月２回に限り

算定する。 

(３)  当該カンファレンスは、関係者全員が患家に赴き実施することが原則であるが、以下の

ア及びイを満たす場合は、関係者のうちいずれかがビデオ通話が可能な機器を用いて参加す

ることができる。 

ア 当該カンファレンスに３者以上が参加すること 

イ 当該３者のうち２者以上は、患家に赴きカンファレンスを行っていること 

なお、当該保険医療機関がビデオ通話が可能な機器を用いて当該カンファレンスに参加

しても差し支えない。  

(４) また、関係者のうちいずれかが、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続き

の取扱いについて（令和２年●月●日保医発●●●●第●号）」の「別添３」の「別紙２」

に掲げる医療を提供しているが医療資源の少ない地域に属する保険医療機関（特定機能病院、

許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び一般病棟入院基本料に係る届出におい

て急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除く。）等に所属する場合においては、以

下のアからウまでを満たすときは、関係者のうちいずれかがビデオ通話が可能な機器を用い

て参加した場合でも算定可能である。 

ア 当該カンファレンスを当該月に２回実施する場合の２回目のカンファレンスであること 

イ 当該２回目のカンファレンスに３者以上が参加すること 

ウ イにおいて、当該３者のうち１者以上は、患家に赴きカンファレンスを行っていること 

(５) (３)及び(４)において、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、患者

の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システムと共

通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省「医療

情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(６) 在宅患者緊急時等カンファレンス料は、カンファレンスを行い、当該カンファレンスで共

有した当該患者の診療情報を踏まえた療養上必要な指導を行った場合に、当該指導を行った

日に算定することとし、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分

番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療

料(Ⅱ)は併せて算定できない。また、必要に応じ、カンファレンスを行った日以降に当該指

導を行う必要がある場合には、カンファレンスを行った日以降できる限り速やかに指導を行

うこと。 

なお、当該指導とは、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ０

０１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を算定する訪問診療とは異なるものであるが、例えば、

当該指導とは別に継続的に実施している訪問診療を当該指導を行った日と同一日に行う場合

には、当該指導を行った日において区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分

番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を併せて算定することは可能であること。 

(７) 当該在宅患者緊急時等カンファレンス料を算定する場合には、カンファレンスの実施日及

び当該指導日を診療報酬明細書に記載すること。 

(８) 当該カンファレンスは、原則として患家で行うこととするが、患者又は家族が患家以外の

場所でのカンファレンスを希望する場合はこの限りでない。 

(９) 在宅での療養を行っている患者の診療を担う保険医は、当該カンファレンスに参加した医
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トにおいて、在宅患者訪問栄養食事指導料を算定する人数を、単一建物診療患者の人数とみ

なすことができる。 

(４) １つの患家に当該指導料の対象となる同居する同一世帯の患者が２人以上いる場合は、患

者ごとに「単一建物診療患者が１人の場合」を算定する。また、当該建築物において、当該

保険医療機関が在宅患者訪問栄養食事指導料を算定する者の数が、当該建築物の戸数の 10

％以下の場合又は当該建築物の戸数が 20 戸未満であって、当該保険医療機関が在宅患者訪

問栄養食事指導料を算定する者が２人以下の場合には、それぞれ「単一建物診療患者が１人

の場合」を算定する。 

(５) 「注２」に規定する交通費は実費とする。 

(６)  上記以外の点に関しては、区分番号「Ｂ００１」の「９」外来栄養食事指導料における留

意事項の例による。 

Ｃ０１０ 在宅患者連携指導料 

(１) 在宅患者連携指導料は、在宅での療養を行っている患者の診療情報等を、当該患者の診療

等を担う保険医療機関等の医療関係職種間で文書等により共有し、それぞれの職種が当該診

療情報等を踏まえ診療等を行う取組を評価するものである。 

例えば、在宅での療養を行っている一人の患者に対して、保険医療機関の保険医と保険医

である歯科医師がそれぞれ訪問診療により当該患者の診療を担っている場合において、保険

医である歯科医師が訪問診療を行った際に得た当該患者の口腔内の状態に関する診療情報を

保険医に対して文書等で提供し、保険医が当該患者に訪問診療を行った際に、その情報を踏

まえた指導を行った場合に算定できる。 

(２)  在宅での療養を行っている患者であって通院が困難な者に対して、患者の同意を得て、月

２回以上医療関係職種間で文書等（電子メール、ファクシミリでも可）により共有された診

療情報を基に、患者又はその家族等に対して指導等を行った場合に、月１回に限り算定する。 

(３)  単に医療関係職種間で当該患者に関する診療情報を交換したのみの場合や訪問看護や訪問

薬剤指導を行うよう指示を行ったのみでは算定できない。     

(４)  他職種から情報提供を受けた場合、できる限り速やかに患者への指導等に反映させるよう

留意しなければならない。また、当該患者の療養上の指導に関する留意点がある場合には、

速やかに他職種に情報提供するよう努めなければならない。 

(５) 他職種から受けた診療情報の内容及びその情報提供日並びにその診療情報を基に行った診

療の内容又は指導等の内容の要点及び診療日を診療録に記載すること。 

Ｃ０１１ 在宅患者緊急時等カンファレンス料 

(１) 在宅患者緊急時等カンファレンス料は、在宅での療養を行っている患者の状態の急変や診

療方針の変更等の際、当該患者に対する診療等を行う医療関係職種等が一堂に会す等、カン

ファレンスを行うことにより、より適切な治療方針を立てること及び当該カンファレンスの

参加者の間で診療方針の変更等の的確な情報共有を可能とすることは、患者及びその家族等

が安心して療養生活を行う上で重要であることから、そのような取組に対して評価するもの

である。 

(２) 在宅患者緊急時等カンファレンス料は、在宅での療養を行っている患者の病状が急変した

場合や、診療方針の大幅な変更等の必要が生じた場合に、患家を訪問し、関係する医療関係

職種等が共同でカンファレンスを行い、当該カンファレンスで共有した当該患者の診療情報

（ ）（ ） 309308

２
－
⑵　
在
宅
医
療



 - 212 - 

等を踏まえ、それぞれの職種が患者に対して療養上必要な指導を行った場合に月２回に限り

算定する。 

(３)  当該カンファレンスは、関係者全員が患家に赴き実施することが原則であるが、以下の

ア及びイを満たす場合は、関係者のうちいずれかがビデオ通話が可能な機器を用いて参加す

ることができる。 

ア 当該カンファレンスに３者以上が参加すること 

イ 当該３者のうち２者以上は、患家に赴きカンファレンスを行っていること 

なお、当該保険医療機関がビデオ通話が可能な機器を用いて当該カンファレンスに参加

しても差し支えない。  

(４) また、関係者のうちいずれかが、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続き

の取扱いについて（令和２年●月●日保医発●●●●第●号）」の「別添３」の「別紙２」

に掲げる医療を提供しているが医療資源の少ない地域に属する保険医療機関（特定機能病院、

許可病床数が 400 床以上の病院、ＤＰＣ対象病院及び一般病棟入院基本料に係る届出におい

て急性期一般入院料１のみを届け出ている病院を除く。）等に所属する場合においては、以

下のアからウまでを満たすときは、関係者のうちいずれかがビデオ通話が可能な機器を用い

て参加した場合でも算定可能である。 

ア 当該カンファレンスを当該月に２回実施する場合の２回目のカンファレンスであること 

イ 当該２回目のカンファレンスに３者以上が参加すること 

ウ イにおいて、当該３者のうち１者以上は、患家に赴きカンファレンスを行っていること 

(５) (３)及び(４)において、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、患者

の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システムと共

通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省「医療

情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(６) 在宅患者緊急時等カンファレンス料は、カンファレンスを行い、当該カンファレンスで共

有した当該患者の診療情報を踏まえた療養上必要な指導を行った場合に、当該指導を行った

日に算定することとし、区分番号「Ａ０００」初診料、区分番号「Ａ００１」再診料、区分

番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療

料(Ⅱ)は併せて算定できない。また、必要に応じ、カンファレンスを行った日以降に当該指

導を行う必要がある場合には、カンファレンスを行った日以降できる限り速やかに指導を行

うこと。 

なお、当該指導とは、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ０

０１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を算定する訪問診療とは異なるものであるが、例えば、

当該指導とは別に継続的に実施している訪問診療を当該指導を行った日と同一日に行う場合

には、当該指導を行った日において区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分

番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を併せて算定することは可能であること。 

(７) 当該在宅患者緊急時等カンファレンス料を算定する場合には、カンファレンスの実施日及

び当該指導日を診療報酬明細書に記載すること。 

(８) 当該カンファレンスは、原則として患家で行うこととするが、患者又は家族が患家以外の

場所でのカンファレンスを希望する場合はこの限りでない。 

(９) 在宅での療養を行っている患者の診療を担う保険医は、当該カンファレンスに参加した医
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トにおいて、在宅患者訪問栄養食事指導料を算定する人数を、単一建物診療患者の人数とみ

なすことができる。 

(４) １つの患家に当該指導料の対象となる同居する同一世帯の患者が２人以上いる場合は、患

者ごとに「単一建物診療患者が１人の場合」を算定する。また、当該建築物において、当該

保険医療機関が在宅患者訪問栄養食事指導料を算定する者の数が、当該建築物の戸数の 10

％以下の場合又は当該建築物の戸数が 20 戸未満であって、当該保険医療機関が在宅患者訪

問栄養食事指導料を算定する者が２人以下の場合には、それぞれ「単一建物診療患者が１人

の場合」を算定する。 

(５) 「注２」に規定する交通費は実費とする。 

(６)  上記以外の点に関しては、区分番号「Ｂ００１」の「９」外来栄養食事指導料における留

意事項の例による。 

Ｃ０１０ 在宅患者連携指導料 

(１) 在宅患者連携指導料は、在宅での療養を行っている患者の診療情報等を、当該患者の診療

等を担う保険医療機関等の医療関係職種間で文書等により共有し、それぞれの職種が当該診

療情報等を踏まえ診療等を行う取組を評価するものである。 

例えば、在宅での療養を行っている一人の患者に対して、保険医療機関の保険医と保険医

である歯科医師がそれぞれ訪問診療により当該患者の診療を担っている場合において、保険

医である歯科医師が訪問診療を行った際に得た当該患者の口腔内の状態に関する診療情報を

保険医に対して文書等で提供し、保険医が当該患者に訪問診療を行った際に、その情報を踏

まえた指導を行った場合に算定できる。 

(２)  在宅での療養を行っている患者であって通院が困難な者に対して、患者の同意を得て、月

２回以上医療関係職種間で文書等（電子メール、ファクシミリでも可）により共有された診

療情報を基に、患者又はその家族等に対して指導等を行った場合に、月１回に限り算定する。 

(３)  単に医療関係職種間で当該患者に関する診療情報を交換したのみの場合や訪問看護や訪問

薬剤指導を行うよう指示を行ったのみでは算定できない。     

(４)  他職種から情報提供を受けた場合、できる限り速やかに患者への指導等に反映させるよう

留意しなければならない。また、当該患者の療養上の指導に関する留意点がある場合には、

速やかに他職種に情報提供するよう努めなければならない。 

(５) 他職種から受けた診療情報の内容及びその情報提供日並びにその診療情報を基に行った診

療の内容又は指導等の内容の要点及び診療日を診療録に記載すること。 

Ｃ０１１ 在宅患者緊急時等カンファレンス料 

(１) 在宅患者緊急時等カンファレンス料は、在宅での療養を行っている患者の状態の急変や診

療方針の変更等の際、当該患者に対する診療等を行う医療関係職種等が一堂に会す等、カン

ファレンスを行うことにより、より適切な治療方針を立てること及び当該カンファレンスの

参加者の間で診療方針の変更等の的確な情報共有を可能とすることは、患者及びその家族等

が安心して療養生活を行う上で重要であることから、そのような取組に対して評価するもの

である。 

(２) 在宅患者緊急時等カンファレンス料は、在宅での療養を行っている患者の病状が急変した

場合や、診療方針の大幅な変更等の必要が生じた場合に、患家を訪問し、関係する医療関係

職種等が共同でカンファレンスを行い、当該カンファレンスで共有した当該患者の診療情報
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初回カンファレンスの後４月以上６月以内の期間に３回目のカンファレンスにおいて評価

等を実施することができる。なお、３回目のカンファレンスでの評価等は、２回目のカン

ファレンスの評価等の実施日から起算して３月以内に実施しなければならない。 

   (４) 初回カンファレンス及び２回目以降のカンファレンスは、関係者全員が患家に赴き実施す

ることが原則であるが、以下のいずれも満たす場合は、ビデオ通話が可能な機器を用いて参

加することができる。 

ア 当該カンファレンスに、当該保険医療機関から在宅褥瘡対策チームの構成員として複数

名参加すること 

イ 当該保険医療機関の在宅褥瘡対策チームの構成員のうち、１名以上は患家に赴きカンフ

ァレンスを行っていること 

(５) (４)において、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、患者の同意を

得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システムと共通のネッ

トワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省「医療情報シス

テムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(６) カンファレンス及び月１回以上の指導管理の結果を踏まえ、在宅褥瘡対策チームにおいて

別紙様式 43 又はこれに準じた在宅褥瘡診療計画を作成し、その内容を患者等に説明すると

ともに、診療録に添付すること。 

(７)  「注１」について、当該保険医療機関以外（公益社団法人日本栄養士会若しくは都道府

県栄養士会が設置し、運営する「栄養ケア・ステーション」又は他の保険医療機関に限る。）

の管理栄養士は、当該保険医療機関の保険医の指示に基づき、管理指導を実施すること。 

(８) 「注１」については、初回カンファレンスを実施した場合に算定する。 

 

なお、初回カンファレンス以降に在宅褥瘡対策チームの各構成員が月１回以上、計画に基

づき行う適切な指導管理については、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)、区分

番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・

指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料、区分番号「Ｉ

０１２」精神科訪問看護・指導料（Ⅰ）（Ⅲ）、区分番号「Ｃ００９」在宅患者訪問栄養食

事指導料、訪問看護基本療養費（Ⅰ）（Ⅱ）、精神科訪問看護基本療養費（Ⅰ）（Ⅲ）を算

定することができる。 

(９) 「注２」については、褥瘡の指導管理のために患家に訪問して行われる初回カンファレン

スのほか、２回目以降のカンファレンスを患家で行った日に、当該カンファレンスとは別に

継続的に実施する必要のある訪問診療、訪問看護、訪問栄養指導を併せて行う場合には、区

分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)、区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療

料(Ⅱ)、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」

同一建物居住者訪問看護・指導料、区分番号「Ｃ００９」在宅患者訪問栄養食事指導料、区

分番号「Ｉ０１２」精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)、(Ⅲ)、訪問看護基本療養費(Ⅰ)、(Ⅱ)、

精神科訪問看護基本療養費(Ⅰ)、(Ⅲ)を算定することができる。また、当該保険医療機関と

特別の関係にある訪問看護ステーションによる場合においても、算定することができる。た

だし、当該保険医療機関が訪問看護を実施している訪問看護ステーションと連携する場合は、

当該保険医療機関において、訪問看護に係る費用を算定できないものとする。なお、当該保
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療関係職種等の氏名、カンファレンスの要点、患者に行った指導の要点及びカンファレンス

を行った日を診療録に記載すること。 

Ｃ０１２ 在宅患者共同診療料 

(１) 在宅患者共同診療料は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、負傷のために通

院による療養が困難かつ在宅療養後方支援病院を緊急時の搬送先として希望する患者に対し

て、在宅療養後方支援病院が、在宅医療を提供する医療機関（以下「連携医療機関」とい

う。）からの求めに応じて共同で往診又は訪問診療を行った場合に算定する。 

(２) 在宅療養後方支援病院は、訪問診療を行った後に、連携医療機関と十分情報交換を行った

上で計画を策定することとする。 

(３) 15 歳未満の人工呼吸器装着患者、15 歳未満から引き続き人工呼吸を実施しており体重が 2

0 キログラム未満の患者又は神経難病等の患者を対象とする場合については、当該診療料を

１年に 12 回算定することができる。 

Ｃ０１３ 在宅患者訪問褥瘡管理指導料 

(１) 在宅患者訪問褥瘡管理指導料は、在宅褥瘡管理に係る専門的知識・技術を有する在宅褥瘡

管理者を含む多職種からなる在宅褥瘡対策チームが、褥瘡予防や管理が難しく重点的な褥瘡

管理が必要な者に対し、褥瘡の改善等を目的として、共同して指導管理を行うことを評価し

たものであり、褥瘡の改善等を目的とした指導管理のための初回訪問から起算して、当該患

者１人について６月以内に限り、評価のためのカンファレンスを実施した場合に３回を限度

に所定点数を算定することができる。なお、当該指導料を算定した場合、初回訪問から１年

以内は当該指導料を算定することはできない。 

(２) 重点的な褥瘡管理が必要な者とは、ベッド上安静であって、既に DESIGN-R による深さの

評価が d2 以上の褥瘡を有する者であって、かつ、次に掲げるアからオまでのいずれかを有

する者をいう。 

ア 重度の末梢循環不全のもの 

イ 麻薬等の鎮痛・鎮静剤の持続的な使用が必要であるもの 

ウ 強度の下痢が続く状態であるもの 

エ 極度の皮膚脆弱であるもの 

オ 皮膚に密着させる医療関連機器の長期かつ持続的な使用が必要であるもの 

(３) 在宅褥瘡対策チームは、褥瘡の改善、重症化予防、発生予防のための以下の計画的な指導

管理を行う。 

ア 初回訪問時に、在宅褥瘡管理者を含む在宅褥瘡対策チームの構成員の他、必要に応じて

当該患者の診療を行う医療関係職種が患家に一堂に会し、褥瘡の重症度やリスク因子につ

いてのアセスメントを行い、褥瘡の指導管理方針について、カンファレンス（以下「初回

カンファレンス」という。）を実施し、在宅褥瘡診療計画を立案する。 

イ 初回カンファレンス実施後、評価のためのカンファレンスの実施までの間、在宅褥瘡対

策チームの各構成員は、月１回以上、計画に基づき、適切な指導管理を行い、その結果に

ついて情報共有する。 

ウ 初回訪問後３月以内に、褥瘡の改善状況、在宅褥瘡診療計画に基づく指導管理の評価及

び必要に応じて見直し（以下「評価等」という。）のためのカンファレンスを行う。２回

目のカンファレンスにおいて評価等の結果、更に継続して指導管理が必要な場合に限り、
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初回カンファレンスの後４月以上６月以内の期間に３回目のカンファレンスにおいて評価

等を実施することができる。なお、３回目のカンファレンスでの評価等は、２回目のカン

ファレンスの評価等の実施日から起算して３月以内に実施しなければならない。 

   (４) 初回カンファレンス及び２回目以降のカンファレンスは、関係者全員が患家に赴き実施す

ることが原則であるが、以下のいずれも満たす場合は、ビデオ通話が可能な機器を用いて参

加することができる。 

ア 当該カンファレンスに、当該保険医療機関から在宅褥瘡対策チームの構成員として複数

名参加すること 

イ 当該保険医療機関の在宅褥瘡対策チームの構成員のうち、１名以上は患家に赴きカンフ

ァレンスを行っていること 

(５) (４)において、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際は、患者の同意を

得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報システムと共通のネッ

トワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働省「医療情報シス

テムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(６) カンファレンス及び月１回以上の指導管理の結果を踏まえ、在宅褥瘡対策チームにおいて

別紙様式 43 又はこれに準じた在宅褥瘡診療計画を作成し、その内容を患者等に説明すると

ともに、診療録に添付すること。 

(７)  「注１」について、当該保険医療機関以外（公益社団法人日本栄養士会若しくは都道府

県栄養士会が設置し、運営する「栄養ケア・ステーション」又は他の保険医療機関に限る。）

の管理栄養士は、当該保険医療機関の保険医の指示に基づき、管理指導を実施すること。 

(８) 「注１」については、初回カンファレンスを実施した場合に算定する。 

 

なお、初回カンファレンス以降に在宅褥瘡対策チームの各構成員が月１回以上、計画に基

づき行う適切な指導管理については、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)、区分

番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・

指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料、区分番号「Ｉ

０１２」精神科訪問看護・指導料（Ⅰ）（Ⅲ）、区分番号「Ｃ００９」在宅患者訪問栄養食

事指導料、訪問看護基本療養費（Ⅰ）（Ⅱ）、精神科訪問看護基本療養費（Ⅰ）（Ⅲ）を算

定することができる。 

(９) 「注２」については、褥瘡の指導管理のために患家に訪問して行われる初回カンファレン

スのほか、２回目以降のカンファレンスを患家で行った日に、当該カンファレンスとは別に

継続的に実施する必要のある訪問診療、訪問看護、訪問栄養指導を併せて行う場合には、区

分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)、区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療

料(Ⅱ)、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」

同一建物居住者訪問看護・指導料、区分番号「Ｃ００９」在宅患者訪問栄養食事指導料、区

分番号「Ｉ０１２」精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)、(Ⅲ)、訪問看護基本療養費(Ⅰ)、(Ⅱ)、

精神科訪問看護基本療養費(Ⅰ)、(Ⅲ)を算定することができる。また、当該保険医療機関と

特別の関係にある訪問看護ステーションによる場合においても、算定することができる。た

だし、当該保険医療機関が訪問看護を実施している訪問看護ステーションと連携する場合は、

当該保険医療機関において、訪問看護に係る費用を算定できないものとする。なお、当該保

 - 213 - 

療関係職種等の氏名、カンファレンスの要点、患者に行った指導の要点及びカンファレンス

を行った日を診療録に記載すること。 

Ｃ０１２ 在宅患者共同診療料 

(１) 在宅患者共同診療料は、在宅での療養を行っている患者であって、疾病、負傷のために通

院による療養が困難かつ在宅療養後方支援病院を緊急時の搬送先として希望する患者に対し

て、在宅療養後方支援病院が、在宅医療を提供する医療機関（以下「連携医療機関」とい

う。）からの求めに応じて共同で往診又は訪問診療を行った場合に算定する。 

(２) 在宅療養後方支援病院は、訪問診療を行った後に、連携医療機関と十分情報交換を行った

上で計画を策定することとする。 

(３) 15 歳未満の人工呼吸器装着患者、15 歳未満から引き続き人工呼吸を実施しており体重が 2

0 キログラム未満の患者又は神経難病等の患者を対象とする場合については、当該診療料を

１年に 12 回算定することができる。 

Ｃ０１３ 在宅患者訪問褥瘡管理指導料 

(１) 在宅患者訪問褥瘡管理指導料は、在宅褥瘡管理に係る専門的知識・技術を有する在宅褥瘡

管理者を含む多職種からなる在宅褥瘡対策チームが、褥瘡予防や管理が難しく重点的な褥瘡

管理が必要な者に対し、褥瘡の改善等を目的として、共同して指導管理を行うことを評価し

たものであり、褥瘡の改善等を目的とした指導管理のための初回訪問から起算して、当該患

者１人について６月以内に限り、評価のためのカンファレンスを実施した場合に３回を限度

に所定点数を算定することができる。なお、当該指導料を算定した場合、初回訪問から１年

以内は当該指導料を算定することはできない。 

(２) 重点的な褥瘡管理が必要な者とは、ベッド上安静であって、既に DESIGN-R による深さの

評価が d2 以上の褥瘡を有する者であって、かつ、次に掲げるアからオまでのいずれかを有

する者をいう。 

ア 重度の末梢循環不全のもの 

イ 麻薬等の鎮痛・鎮静剤の持続的な使用が必要であるもの 

ウ 強度の下痢が続く状態であるもの 

エ 極度の皮膚脆弱であるもの 

オ 皮膚に密着させる医療関連機器の長期かつ持続的な使用が必要であるもの 

(３) 在宅褥瘡対策チームは、褥瘡の改善、重症化予防、発生予防のための以下の計画的な指導

管理を行う。 

ア 初回訪問時に、在宅褥瘡管理者を含む在宅褥瘡対策チームの構成員の他、必要に応じて

当該患者の診療を行う医療関係職種が患家に一堂に会し、褥瘡の重症度やリスク因子につ

いてのアセスメントを行い、褥瘡の指導管理方針について、カンファレンス（以下「初回

カンファレンス」という。）を実施し、在宅褥瘡診療計画を立案する。 

イ 初回カンファレンス実施後、評価のためのカンファレンスの実施までの間、在宅褥瘡対

策チームの各構成員は、月１回以上、計画に基づき、適切な指導管理を行い、その結果に

ついて情報共有する。 

ウ 初回訪問後３月以内に、褥瘡の改善状況、在宅褥瘡診療計画に基づく指導管理の評価及

び必要に応じて見直し（以下「評価等」という。）のためのカンファレンスを行う。２回

目のカンファレンスにおいて評価等の結果、更に継続して指導管理が必要な場合に限り、
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と。 

８ 入院中の患者に対して、退院時に退院後の在宅療養指導管理料を算定すべき指導管理を行った

場合には、退院の日１回に限り、在宅療養指導管理料の所定点数を算定できる。この場合におい

ては、当該保険医療機関において当該退院月に外来、往診又は訪問診療にて行った指導管理の費

用は算定できない。また、死亡退院の場合又は他の病院若しくは診療所へ入院するため転院した

場合には算定できない。 

９ 退院した患者に対して、当該退院月に外来、往診又は訪問診療において在宅療養指導管理料を

算定すべき指導管理を行った場合は、当該患者について当該保険医療機関において退院日に在宅

療養指導管理料を算定していない場合に限り、在宅療養指導管理料を算定することができる。た

だし、退院日に在宅療養指導管理料を算定した保険医療機関以外の保険医療機関において在宅療

養指導管理料を算定する場合においては、診療報酬明細書の摘要欄に当該算定理由を記載するこ

と。このため、在宅療養指導管理料を算定する場合は、患者に対し当該月の入院の有無を確認す

ること。 

10 在宅療養を実施する保険医療機関においては、緊急事態に対処できるよう施設の体制、患者の

選定等に十分留意すること。特に、入院施設を有しない診療所が在宅療養指導管理料を算定する

に当たっては、緊急時に必要かつ密接な連携を取り得る入院施設を有する他の保険医療機関にお

いて、緊急入院ができる病床が常に確保されていることが必要であること。 

11 当該在宅療養を指示した根拠、指示事項（方法、注意点、緊急時の措置を含む。）、指導内容

の要点を診療録に記載すること。 

12 保険医療機関が在宅療養指導管理料を算定する場合には、当該指導管理に要するアルコール等

の消毒薬、衛生材料（脱脂綿、ガーゼ、絆創膏等）、酸素、注射器、注射針、翼状針、カテーテ

ル、膀胱洗浄用注射器、クレンメ等は、当該保険医療機関が提供すること。なお、当該医療材料

の費用は、別に診療報酬上の加算等として評価されている場合を除き所定点数に含まれ、別に算

定できない。 

13 関連学会より留意事項が示されている在宅療養については、指示、管理に当たってはこれらの

事項を十分参考とするものとする。（例：「がん緩和ケアに関するマニュアル」（厚生労働省・

日本医師会監修）） 

Ｃ１００ 退院前在宅療養指導管理料 

(１) 入院中の患者に対して外泊時に退院後の在宅療養指導管理料を算定すべき指導管理を行っ

た場合には、外泊の初日１回に限り退院前在宅療養指導管理料を算定する。 

(２) 退院前在宅療養指導管理料を算定した同一月に他の在宅療養指導管理料を算定することが

できるが、退院前在宅療養指導管理料を算定した日には他の在宅療養指導管理料及び在宅療

養指導管理材料加算は算定できない。 

(３) 入院料の取扱い上は外泊とならない１泊２日の場合であっても、退院前在宅療養指導管理

料の算定要件を満たせば当該指導管理料を算定することができる。 

(４) 退院前在宅療養指導管理料を算定できるのは、あくまでも退院した場合であり、病状の悪

化等により退院できなかった場合には算定できない。また、外泊後、帰院することなく転院

した場合には算定できない。 

(５) 「注２」に規定する乳幼児加算は、６歳未満の乳幼児に対して退院前在宅療養指導管理料

を算定する場合に加算する。 
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険医療機関及び継続的に訪問看護を実施している訪問看護ステーションに適切な在宅褥瘡管

理者がいない場合において、褥瘡ケアに係る専門的な研修を受けた看護師が所属する保険医

療機関等と共同して行った場合は、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の３、

区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の３、訪問看護基本療養費

(Ⅰ)のハ又は訪問看護基本療養費(Ⅱ)のハのいずれかを算定することができる。 

(10) (８)、(９)の算定に当たっては、カンファレンスの実施日、DESIGN-R による深さの評価及

び本通知Ｃ０１３（２）のいずれに該当するかを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

第２節 在宅療養指導管理料 

第１款 在宅療養指導管理料 

１ 在宅療養指導管理料は、当該指導管理が必要かつ適切であると医師が判断した患者について、

患者又は患者の看護に当たる者に対して、当該医師が療養上必要な事項について適正な注意及び

指導を行った上で、当該患者の医学管理を十分に行い、かつ、各在宅療養の方法、注意点、緊急

時の措置に関する指導等を行い、併せて必要かつ十分な量の衛生材料又は保険医療材料を支給し

た場合に算定する。 

ただし、当該保険医療機関に来院した患者の看護者に対してのみ当該指導を行った場合には算

定できない。 

なお、衛生材料等の支給に当たっては、以下の２又は３の方法によることも可能である。 

２ 衛生材料又は保険医療材料の支給に当たっては、当該患者へ訪問看護を実施している訪問看護

事業者から、訪問看護計画書（「訪問看護計画書等の記載要領等について」別紙様式１）により

必要とされる衛生材料等の量について報告があった場合、医師は、その報告を基に療養上必要な

量について判断の上、患者へ衛生材料等を支給する。 

また、当該訪問看護事業者から、訪問看護報告書（「訪問看護計画書等の記載要領等について」

別紙様式２）により衛生材料等の使用実績について報告があった場合は、医師は、その内容を確

認した上で、衛生材料等の量の調整、種類の変更等の指導管理を行う。 

３ また、医師は、２の訪問看護計画書等を基に衛生材料等を支給する際、保険薬局（当該患者に

対して在宅患者訪問薬剤管理指導を行っており、地域支援体制加算又は在宅患者調剤加算の届出

を行っているものに限る。）に対して、必要な衛生材料等の提供を指示することができる。 

４ 在宅療養指導管理料は１月１回を限度として算定し、特に規定する場合を除き、同一の患者に

対して同一月に指導管理を２回以上行った場合は、第１回の指導管理を行ったときに算定する。 

５ ２以上の保険医療機関が同一の患者について同一の在宅療養指導管理料を算定すべき指導管理

を行っている場合には、特に規定する場合を除き、主たる指導管理を行っている保険医療機関に

おいて当該在宅療養指導管理料を算定する。 

６ 同一の保険医療機関において、２以上の指導管理を行っている場合は、主たる指導管理の所定

点数を算定する。 

７ 通則６について、15 歳未満の人工呼吸器を装着している患者又は 15 歳未満から引き続き人工

呼吸器を装着しており体重が 20 キログラム未満の患者に対して、区分番号「Ａ２０６」在宅患

者緊急入院診療加算に規定する在宅療養後方支援病院と連携している保険医療機関が、在宅療養

後方支援病院と異なる在宅療養指導管理を行った場合には、それぞれの保険医療機関において在

宅療養指導管理料を算定できる。なお、この場合は、それぞれの保険医療機関において算定して

いる在宅療養指導管理料について、適切な情報交換を行い、重複した算定がないよう留意するこ
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と。 

８ 入院中の患者に対して、退院時に退院後の在宅療養指導管理料を算定すべき指導管理を行った

場合には、退院の日１回に限り、在宅療養指導管理料の所定点数を算定できる。この場合におい

ては、当該保険医療機関において当該退院月に外来、往診又は訪問診療にて行った指導管理の費

用は算定できない。また、死亡退院の場合又は他の病院若しくは診療所へ入院するため転院した

場合には算定できない。 

９ 退院した患者に対して、当該退院月に外来、往診又は訪問診療において在宅療養指導管理料を

算定すべき指導管理を行った場合は、当該患者について当該保険医療機関において退院日に在宅

療養指導管理料を算定していない場合に限り、在宅療養指導管理料を算定することができる。た

だし、退院日に在宅療養指導管理料を算定した保険医療機関以外の保険医療機関において在宅療

養指導管理料を算定する場合においては、診療報酬明細書の摘要欄に当該算定理由を記載するこ

と。このため、在宅療養指導管理料を算定する場合は、患者に対し当該月の入院の有無を確認す

ること。 

10 在宅療養を実施する保険医療機関においては、緊急事態に対処できるよう施設の体制、患者の

選定等に十分留意すること。特に、入院施設を有しない診療所が在宅療養指導管理料を算定する

に当たっては、緊急時に必要かつ密接な連携を取り得る入院施設を有する他の保険医療機関にお

いて、緊急入院ができる病床が常に確保されていることが必要であること。 

11 当該在宅療養を指示した根拠、指示事項（方法、注意点、緊急時の措置を含む。）、指導内容

の要点を診療録に記載すること。 

12 保険医療機関が在宅療養指導管理料を算定する場合には、当該指導管理に要するアルコール等

の消毒薬、衛生材料（脱脂綿、ガーゼ、絆創膏等）、酸素、注射器、注射針、翼状針、カテーテ

ル、膀胱洗浄用注射器、クレンメ等は、当該保険医療機関が提供すること。なお、当該医療材料

の費用は、別に診療報酬上の加算等として評価されている場合を除き所定点数に含まれ、別に算

定できない。 

13 関連学会より留意事項が示されている在宅療養については、指示、管理に当たってはこれらの

事項を十分参考とするものとする。（例：「がん緩和ケアに関するマニュアル」（厚生労働省・

日本医師会監修）） 

Ｃ１００ 退院前在宅療養指導管理料 

(１) 入院中の患者に対して外泊時に退院後の在宅療養指導管理料を算定すべき指導管理を行っ

た場合には、外泊の初日１回に限り退院前在宅療養指導管理料を算定する。 

(２) 退院前在宅療養指導管理料を算定した同一月に他の在宅療養指導管理料を算定することが

できるが、退院前在宅療養指導管理料を算定した日には他の在宅療養指導管理料及び在宅療

養指導管理材料加算は算定できない。 

(３) 入院料の取扱い上は外泊とならない１泊２日の場合であっても、退院前在宅療養指導管理

料の算定要件を満たせば当該指導管理料を算定することができる。 

(４) 退院前在宅療養指導管理料を算定できるのは、あくまでも退院した場合であり、病状の悪

化等により退院できなかった場合には算定できない。また、外泊後、帰院することなく転院

した場合には算定できない。 

(５) 「注２」に規定する乳幼児加算は、６歳未満の乳幼児に対して退院前在宅療養指導管理料

を算定する場合に加算する。 
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険医療機関及び継続的に訪問看護を実施している訪問看護ステーションに適切な在宅褥瘡管

理者がいない場合において、褥瘡ケアに係る専門的な研修を受けた看護師が所属する保険医

療機関等と共同して行った場合は、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料の３、

区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の３、訪問看護基本療養費

(Ⅰ)のハ又は訪問看護基本療養費(Ⅱ)のハのいずれかを算定することができる。 

(10) (８)、(９)の算定に当たっては、カンファレンスの実施日、DESIGN-R による深さの評価及

び本通知Ｃ０１３（２）のいずれに該当するかを診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

第２節 在宅療養指導管理料 

第１款 在宅療養指導管理料 

１ 在宅療養指導管理料は、当該指導管理が必要かつ適切であると医師が判断した患者について、

患者又は患者の看護に当たる者に対して、当該医師が療養上必要な事項について適正な注意及び

指導を行った上で、当該患者の医学管理を十分に行い、かつ、各在宅療養の方法、注意点、緊急

時の措置に関する指導等を行い、併せて必要かつ十分な量の衛生材料又は保険医療材料を支給し

た場合に算定する。 

ただし、当該保険医療機関に来院した患者の看護者に対してのみ当該指導を行った場合には算

定できない。 

なお、衛生材料等の支給に当たっては、以下の２又は３の方法によることも可能である。 

２ 衛生材料又は保険医療材料の支給に当たっては、当該患者へ訪問看護を実施している訪問看護

事業者から、訪問看護計画書（「訪問看護計画書等の記載要領等について」別紙様式１）により

必要とされる衛生材料等の量について報告があった場合、医師は、その報告を基に療養上必要な

量について判断の上、患者へ衛生材料等を支給する。 

また、当該訪問看護事業者から、訪問看護報告書（「訪問看護計画書等の記載要領等について」

別紙様式２）により衛生材料等の使用実績について報告があった場合は、医師は、その内容を確

認した上で、衛生材料等の量の調整、種類の変更等の指導管理を行う。 

３ また、医師は、２の訪問看護計画書等を基に衛生材料等を支給する際、保険薬局（当該患者に

対して在宅患者訪問薬剤管理指導を行っており、地域支援体制加算又は在宅患者調剤加算の届出

を行っているものに限る。）に対して、必要な衛生材料等の提供を指示することができる。 

４ 在宅療養指導管理料は１月１回を限度として算定し、特に規定する場合を除き、同一の患者に

対して同一月に指導管理を２回以上行った場合は、第１回の指導管理を行ったときに算定する。 

５ ２以上の保険医療機関が同一の患者について同一の在宅療養指導管理料を算定すべき指導管理

を行っている場合には、特に規定する場合を除き、主たる指導管理を行っている保険医療機関に

おいて当該在宅療養指導管理料を算定する。 

６ 同一の保険医療機関において、２以上の指導管理を行っている場合は、主たる指導管理の所定

点数を算定する。 

７ 通則６について、15 歳未満の人工呼吸器を装着している患者又は 15 歳未満から引き続き人工

呼吸器を装着しており体重が 20 キログラム未満の患者に対して、区分番号「Ａ２０６」在宅患

者緊急入院診療加算に規定する在宅療養後方支援病院と連携している保険医療機関が、在宅療養

後方支援病院と異なる在宅療養指導管理を行った場合には、それぞれの保険医療機関において在

宅療養指導管理料を算定できる。なお、この場合は、それぞれの保険医療機関において算定して

いる在宅療養指導管理料について、適切な情報交換を行い、重複した算定がないよう留意するこ
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Ｃ１０１ 在宅自己注射指導管理料 

(１) 在宅における排卵誘発を目的とする性腺刺激ホルモン製剤を用いた治療については、在宅

自己注射指導管理料は算定できない。ただし、性腺刺激ホルモン製剤に含まれるフォリトロ

ピンベータ製剤（遺伝子組換えヒト卵胞刺激ホルモン製剤）を「視床下部－下垂体機能障害

に伴う無排卵及び希発排卵における排卵誘発」の治療のために投与した場合、又はフォリト

ロピンアルファ製剤（遺伝子組換えヒト卵胞刺激ホルモン製剤）を「視床下部－下垂体機能

障害又は多嚢胞性卵巣症候群に伴う無排卵及び希発排卵における排卵誘発」の治療のために

投与した場合に限っては、在宅自己注射指導管理料を算定できる。 

(２) インターフェロンベータ製剤については、多発性硬化症に対して用いた場合に限り算定す

る。 

(３) インターフェロンアルファ製剤については、Ｃ型慢性肝炎におけるウイルス血症の改善

（血中ＨＣＶ ＲＮＡ量が高い場合を除く。）を目的として単独投与に用いた場合、Ｃ型代

償性肝硬変におけるウイルス血症の改善（セログループ１の血中ＨＣＶ ＲＮＡ量が高い場

合を除く。）を目的として単独投与に用いた場合、ＨＢｅ抗原陽性でかつＤＮＡポリメラー

ゼ陽性のＢ型慢性活動性肝炎のウイルス血症の改善を目的として単独投与に用いた場合及び

ＨＴＬＶ－１関連脊髄症（ＨＡＭ）に対して用いた場合に限り算定する。なお、ペグインタ

ーフェロンアルファ製剤については算定できない。 

(４) グリチルリチン酸モノアンモニウム・グリシン・Ｌ-システイン塩酸塩配合剤については、

慢性肝疾患における肝機能異常の改善に対して用い、在宅自己注射での静脈内投与について

十分な経験を有する患者であって、医師により必要な指導を受けた場合に限り算定する。 

(５) 顆粒球コロニー形成刺激因子製剤については、再生不良性貧血及び先天性好中球減少症の

患者に対して用いた場合に限り算定する。 

(６) アドレナリン製剤については、蜂毒、食物及び毒物等に起因するアナフィラキシーの既往

のある患者又はアナフィラキシーを発現する危険性の高い患者に対して、定量自動注射器を

緊急補助的治療として用いた場合に限り算定する。 

(７) 「１」複雑な場合については、間歇注入シリンジポンプを用いて在宅自己注射を行ってい

る患者について、診察を行った上で、ポンプの状態、投与量等について確認・調整等を行っ

た場合に算定する。この場合、プログラムの変更に係る費用は所定点数に含まれる。 

(８) 在宅自己注射の導入前に、入院又は２回以上の外来、往診若しくは訪問診療により、医師

による十分な教育期間をとり、十分な指導を行った場合に限り算定する。ただし、アドレナ

リン製剤については、この限りではない。また、指導内容を詳細に記載した文書を作成し患

者に交付すること。なお、第２節第１款の在宅療養指導管理料の通則の留意事項に従い、衛

生材料等については、必要かつ十分な量を支給すること。 

(９) 「２」については、医師が当該月に在宅で実施するよう指示した注射の総回数に応じて所

定点数を算定する。なお、この場合において、例えば月の途中にて予期せぬ入院等があり、

やむを得ずあらかじめ指示した回数が在宅で実施されなかった場合であっても、当該指示回

数に応じて算定することができる。ただし、予定入院等あらかじめ在宅で実施されないこと

が明らかな場合は、当該期間中の指示回数から実施回数を除して算定すること。また、「２」

は区分番号「Ｂ００１」の「７」難病外来指導管理料との併算定は可とする。 

(10) 「注２」に規定する導入初期加算については、新たに在宅自己注射を導入した患者に対し、
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Ｃ１０１ 在宅自己注射指導管理料 

(１) 在宅における排卵誘発を目的とする性腺刺激ホルモン製剤を用いた治療については、在宅

自己注射指導管理料は算定できない。ただし、性腺刺激ホルモン製剤に含まれるフォリトロ

ピンベータ製剤（遺伝子組換えヒト卵胞刺激ホルモン製剤）を「視床下部－下垂体機能障害

に伴う無排卵及び希発排卵における排卵誘発」の治療のために投与した場合、又はフォリト

ロピンアルファ製剤（遺伝子組換えヒト卵胞刺激ホルモン製剤）を「視床下部－下垂体機能

障害又は多嚢胞性卵巣症候群に伴う無排卵及び希発排卵における排卵誘発」の治療のために

投与した場合に限っては、在宅自己注射指導管理料を算定できる。 

(２) インターフェロンベータ製剤については、多発性硬化症に対して用いた場合に限り算定す

る。 

(３) インターフェロンアルファ製剤については、Ｃ型慢性肝炎におけるウイルス血症の改善

（血中ＨＣＶ ＲＮＡ量が高い場合を除く。）を目的として単独投与に用いた場合、Ｃ型代

償性肝硬変におけるウイルス血症の改善（セログループ１の血中ＨＣＶ ＲＮＡ量が高い場

合を除く。）を目的として単独投与に用いた場合、ＨＢｅ抗原陽性でかつＤＮＡポリメラー

ゼ陽性のＢ型慢性活動性肝炎のウイルス血症の改善を目的として単独投与に用いた場合及び

ＨＴＬＶ－１関連脊髄症（ＨＡＭ）に対して用いた場合に限り算定する。なお、ペグインタ

ーフェロンアルファ製剤については算定できない。 

(４) グリチルリチン酸モノアンモニウム・グリシン・Ｌ-システイン塩酸塩配合剤については、

慢性肝疾患における肝機能異常の改善に対して用い、在宅自己注射での静脈内投与について

十分な経験を有する患者であって、医師により必要な指導を受けた場合に限り算定する。 

(５) 顆粒球コロニー形成刺激因子製剤については、再生不良性貧血及び先天性好中球減少症の

患者に対して用いた場合に限り算定する。 

(６) アドレナリン製剤については、蜂毒、食物及び毒物等に起因するアナフィラキシーの既往

のある患者又はアナフィラキシーを発現する危険性の高い患者に対して、定量自動注射器を

緊急補助的治療として用いた場合に限り算定する。 

(７) 「１」複雑な場合については、間歇注入シリンジポンプを用いて在宅自己注射を行ってい

る患者について、診察を行った上で、ポンプの状態、投与量等について確認・調整等を行っ

た場合に算定する。この場合、プログラムの変更に係る費用は所定点数に含まれる。 

(８) 在宅自己注射の導入前に、入院又は２回以上の外来、往診若しくは訪問診療により、医師

による十分な教育期間をとり、十分な指導を行った場合に限り算定する。ただし、アドレナ

リン製剤については、この限りではない。また、指導内容を詳細に記載した文書を作成し患

者に交付すること。なお、第２節第１款の在宅療養指導管理料の通則の留意事項に従い、衛

生材料等については、必要かつ十分な量を支給すること。 

(９) 「２」については、医師が当該月に在宅で実施するよう指示した注射の総回数に応じて所

定点数を算定する。なお、この場合において、例えば月の途中にて予期せぬ入院等があり、

やむを得ずあらかじめ指示した回数が在宅で実施されなかった場合であっても、当該指示回

数に応じて算定することができる。ただし、予定入院等あらかじめ在宅で実施されないこと

が明らかな場合は、当該期間中の指示回数から実施回数を除して算定すること。また、「２」

は区分番号「Ｂ００１」の「７」難病外来指導管理料との併算定は可とする。 

(10) 「注２」に規定する導入初期加算については、新たに在宅自己注射を導入した患者に対し、
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オ その他医師が特に必要と認めるもの 

(２) １か月に２回以上在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定した場合は、診療報酬明細書の摘要

欄に(１)のアからオまでの中から該当するものを明記する。 

(３) 在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）は週１回を限

度として、区分番号「Ｊ０３８」人工腎臓又は区分番号「Ｊ０４２」腹膜灌流の１の連続携

行式腹膜灌流のいずれか一方を算定できる。なお、当該管理料を算定している患者に対して、

他の医療機関において連続携行式腹膜灌流を行っても、当該所定点数は算定できない。また、

当該管理料を算定している患者に対して、他の保険医療機関において人工腎臓を行った場合

は、診療報酬明細書の摘要欄に区分番号「Ｊ０３８」人工腎臓を算定している他の保険医療

機関名及び他の保険医療機関での実施の必要性を記載すること。 

Ｃ１０２－２ 在宅血液透析指導管理料 

(１) 在宅血液透析とは、維持血液透析を必要とし、かつ、安定した病状にあるものについて、

在宅において実施する血液透析療法をいう。  

(２) 導入時に頻回の指導を行う必要がある場合とは、当該患者が初めて在宅血液透析を行う場

合であり、保険医療機関の変更によるものは含まれない。 

(３) 「注１」の「頻回に指導管理を行う必要がある場合」とは、次のような患者について指導

管理を行う場合をいう。 

ア 在宅血液透析の導入期にあるもの 

イ 合併症の管理が必要なもの 

ウ その他医師が特に必要と認めるもの 

(４) 在宅血液透析指導管理料を算定している患者は、週１回を限度として、区分番号「Ｊ０３

８」人工腎臓を算定できる。 

(５) 関係学会のガイドラインに基づいて患者及び介助者が医療機関において十分な教育を受け、

文書において在宅血液透析に係る説明及び同意を受けた上で、在宅血液透析が実施されてい

ること。また、当該ガイドラインを参考に在宅血液透析に関する指導管理を行うこと。 

Ｃ１０３ 在宅酸素療法指導管理料 

(１) チアノーゼ型先天性心疾患に対する在宅酸素療法とは、ファロー四徴症、大血管転位症、

三尖弁閉鎖症、総動脈幹症、単心室症などのチアノーゼ型先天性心疾患患者のうち、発作的

に低酸素又は無酸素状態になる患者について、発作時に在宅で行われる救命的な酸素吸入療

法をいう。 

この場合において使用される酸素は、小型酸素ボンベ（500 リットル以下）又はクロレー

ト・キャンドル型酸素発生器によって供給されるものとする。 

(２) 保険医療機関が、チアノーゼ型先天性心疾患の患者について在宅酸素療法指導管理料を算

定する場合には、これに使用する小型酸素ボンベ又はクロレート・キャンドル型酸素発生器

は当該保険医療機関が患者に提供すること。 

(３) 「その他の場合」に該当する在宅酸素療法とは、諸種の原因による高度慢性呼吸不全例、

肺高血圧症の患者、慢性心不全の患者のうち、安定した病態にある退院患者及び手術待機の

患者又は重度の群発頭痛の患者について、在宅で患者自らが酸素吸入を実施するものをいう。 

(４) 「その他の場合」の対象となる患者は、高度慢性呼吸不全例のうち、在宅酸素療法導入時

に動脈血酸素分圧 55mmHg 以下の者及び動脈血酸素分圧 60mmHg 以下で睡眠時又は運動負荷時
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当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(22) 「注５」に規定する点数が算定可能な患者は、在宅自己注射指導管理料を算定している糖

尿病、肝疾患（経過が慢性なものに限る。）又は慢性ウイルス性肝炎の患者であって、当該

管理料を初めて算定した月から３月以上経過しているものに限る。 

 

Ｃ１０１－２ 在宅小児低血糖症患者指導管理料 

 在宅小児低血糖症患者指導管理料は、12 歳未満の小児低血糖症の患者であって、薬物療法、経

管栄養法若しくは手術療法を現に行っているもの又はそれらの終了後６月以内のものに対して、

患者及びその家族等に対して適切な療養指導を行った場合に算定する。 

Ｃ１０１－３ 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料 

(１) 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料１は、妊娠中の糖尿病患者又は妊娠糖尿病の患者であって、

下記の者のうち、血糖自己測定値に基づく指導を行うため血糖測定器を現に使用して 

いる者に対して、適切な療養指導を行った場合に算定する。 

妊娠中の糖尿病患者又は妊娠糖尿病患者のうち、以下のア又はイに該当する者 

ア 以下のいずれかを満たす糖尿病である場合（妊娠時に診断された明らかな糖尿病） 

(イ) 空腹時血糖値が 126mg/dL 以上 

(ロ) HbA1c がＪＤＳ値で 6.1%以上（ＮＧＳＰ値で 6.5%以上） 

(ハ) 随時血糖値が 200mg/dL 以上 

(注) (ハ)の場合は、空腹時血糖値又は HbA1c で確認すること。 

(二) 糖尿病網膜症が存在する場合 

イ ハイリスクな妊娠糖尿病である場合 

(イ) HbA1c がＪＤＳ値で 6.1%未満（ＮＧＳＰ値で 6.5％未満）で 75gOGTT2 時間値が 200mg

/dL 以上 

(ロ) 75gOGTT を行い、次に掲げる項目に２項目以上該当する場合又は非妊娠時の BMI が 25

以上であって、次に掲げる項目に 1 項目以上該当する場合 

① 空腹時血糖値が 92mg/dL 以上 

② 1 時間値が 180mg/dL 以上 

③ 2 時間値が 153mg/dL 以上 

(２) 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料２は、(１)に該当し、妊娠中に在宅妊娠糖尿病患者指導

管理料１を算定した患者であって、引き続き分娩後における血糖管理を必要とするものに

ついて、当該分娩後 12 週間以内に適切な療養指導を行った場合に、１回に限り算定する。 

Ｃ１０２ 在宅自己腹膜灌流指導管理料 

(１) 「注１」の「頻回に指導管理を行う必要がある場合」とは、次のような患者について指導

管理を行う場合をいう。 

ア 在宅自己連続携行式腹膜灌流の導入期にあるもの 

イ 糖尿病で血糖コントロールが困難であるもの 

ウ 腹膜炎の疑い、トンネル感染及び出口感染のあるもの 

エ 腹膜の透析効率及び除水効率が著しく低下しているもの 
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オ その他医師が特に必要と認めるもの 

(２) １か月に２回以上在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定した場合は、診療報酬明細書の摘要

欄に(１)のアからオまでの中から該当するものを明記する。 

(３) 在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）は週１回を限

度として、区分番号「Ｊ０３８」人工腎臓又は区分番号「Ｊ０４２」腹膜灌流の１の連続携

行式腹膜灌流のいずれか一方を算定できる。なお、当該管理料を算定している患者に対して、

他の医療機関において連続携行式腹膜灌流を行っても、当該所定点数は算定できない。また、

当該管理料を算定している患者に対して、他の保険医療機関において人工腎臓を行った場合

は、診療報酬明細書の摘要欄に区分番号「Ｊ０３８」人工腎臓を算定している他の保険医療

機関名及び他の保険医療機関での実施の必要性を記載すること。 

Ｃ１０２－２ 在宅血液透析指導管理料 

(１) 在宅血液透析とは、維持血液透析を必要とし、かつ、安定した病状にあるものについて、

在宅において実施する血液透析療法をいう。  

(２) 導入時に頻回の指導を行う必要がある場合とは、当該患者が初めて在宅血液透析を行う場

合であり、保険医療機関の変更によるものは含まれない。 

(３) 「注１」の「頻回に指導管理を行う必要がある場合」とは、次のような患者について指導

管理を行う場合をいう。 

ア 在宅血液透析の導入期にあるもの 

イ 合併症の管理が必要なもの 

ウ その他医師が特に必要と認めるもの 

(４) 在宅血液透析指導管理料を算定している患者は、週１回を限度として、区分番号「Ｊ０３

８」人工腎臓を算定できる。 

(５) 関係学会のガイドラインに基づいて患者及び介助者が医療機関において十分な教育を受け、

文書において在宅血液透析に係る説明及び同意を受けた上で、在宅血液透析が実施されてい

ること。また、当該ガイドラインを参考に在宅血液透析に関する指導管理を行うこと。 

Ｃ１０３ 在宅酸素療法指導管理料 

(１) チアノーゼ型先天性心疾患に対する在宅酸素療法とは、ファロー四徴症、大血管転位症、

三尖弁閉鎖症、総動脈幹症、単心室症などのチアノーゼ型先天性心疾患患者のうち、発作的

に低酸素又は無酸素状態になる患者について、発作時に在宅で行われる救命的な酸素吸入療

法をいう。 

この場合において使用される酸素は、小型酸素ボンベ（500 リットル以下）又はクロレー

ト・キャンドル型酸素発生器によって供給されるものとする。 

(２) 保険医療機関が、チアノーゼ型先天性心疾患の患者について在宅酸素療法指導管理料を算

定する場合には、これに使用する小型酸素ボンベ又はクロレート・キャンドル型酸素発生器

は当該保険医療機関が患者に提供すること。 

(３) 「その他の場合」に該当する在宅酸素療法とは、諸種の原因による高度慢性呼吸不全例、

肺高血圧症の患者、慢性心不全の患者のうち、安定した病態にある退院患者及び手術待機の

患者又は重度の群発頭痛の患者について、在宅で患者自らが酸素吸入を実施するものをいう。 

(４) 「その他の場合」の対象となる患者は、高度慢性呼吸不全例のうち、在宅酸素療法導入時

に動脈血酸素分圧 55mmHg 以下の者及び動脈血酸素分圧 60mmHg 以下で睡眠時又は運動負荷時
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当該計画に基づいてオンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行うことを評価した

ものであり、オンライン診療を行った月に、オンライン診療料と併せて、月１回に限り算定

する。 

(22) 「注５」に規定する点数が算定可能な患者は、在宅自己注射指導管理料を算定している糖

尿病、肝疾患（経過が慢性なものに限る。）又は慢性ウイルス性肝炎の患者であって、当該

管理料を初めて算定した月から３月以上経過しているものに限る。 

 

Ｃ１０１－２ 在宅小児低血糖症患者指導管理料 

 在宅小児低血糖症患者指導管理料は、12 歳未満の小児低血糖症の患者であって、薬物療法、経

管栄養法若しくは手術療法を現に行っているもの又はそれらの終了後６月以内のものに対して、

患者及びその家族等に対して適切な療養指導を行った場合に算定する。 

Ｃ１０１－３ 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料 

(１) 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料１は、妊娠中の糖尿病患者又は妊娠糖尿病の患者であって、

下記の者のうち、血糖自己測定値に基づく指導を行うため血糖測定器を現に使用して 

いる者に対して、適切な療養指導を行った場合に算定する。 

妊娠中の糖尿病患者又は妊娠糖尿病患者のうち、以下のア又はイに該当する者 

ア 以下のいずれかを満たす糖尿病である場合（妊娠時に診断された明らかな糖尿病） 

(イ) 空腹時血糖値が 126mg/dL 以上 

(ロ) HbA1c がＪＤＳ値で 6.1%以上（ＮＧＳＰ値で 6.5%以上） 

(ハ) 随時血糖値が 200mg/dL 以上 

(注) (ハ)の場合は、空腹時血糖値又は HbA1c で確認すること。 

(二) 糖尿病網膜症が存在する場合 

イ ハイリスクな妊娠糖尿病である場合 

(イ) HbA1c がＪＤＳ値で 6.1%未満（ＮＧＳＰ値で 6.5％未満）で 75gOGTT2 時間値が 200mg

/dL 以上 

(ロ) 75gOGTT を行い、次に掲げる項目に２項目以上該当する場合又は非妊娠時の BMI が 25

以上であって、次に掲げる項目に 1 項目以上該当する場合 

① 空腹時血糖値が 92mg/dL 以上 

② 1 時間値が 180mg/dL 以上 

③ 2 時間値が 153mg/dL 以上 

(２) 在宅妊娠糖尿病患者指導管理料２は、(１)に該当し、妊娠中に在宅妊娠糖尿病患者指導

管理料１を算定した患者であって、引き続き分娩後における血糖管理を必要とするものに

ついて、当該分娩後 12 週間以内に適切な療養指導を行った場合に、１回に限り算定する。 

Ｃ１０２ 在宅自己腹膜灌流指導管理料 

(１) 「注１」の「頻回に指導管理を行う必要がある場合」とは、次のような患者について指導

管理を行う場合をいう。 

ア 在宅自己連続携行式腹膜灌流の導入期にあるもの 

イ 糖尿病で血糖コントロールが困難であるもの 

ウ 腹膜炎の疑い、トンネル感染及び出口感染のあるもの 

エ 腹膜の透析効率及び除水効率が著しく低下しているもの 

（ ）（ ） 317316

２
－
⑵　
在
宅
医
療



 - 222 - 

来院時に算定することができる。 

イ 患者の同意を得た上で、対面による診療とモニタリングを組み合わせた診療計画を作成

する。当該計画の中には、患者の急変時における対応等も記載し、当該計画に沿ってモニ

タリングを行った上で、状況に応じて適宜患者に来院を促す等の対応を行う。なお、当該

モニタリングの開始に当たっては、患者やその家族等に対し、情報通信機器の基本的な操

作や緊急時の対応について十分に説明する。 

ウ 当該加算を算定する月にあっては、モニタリングにより得られた臨床所見等及び行った

指導内容を診療録に記載すること。 

エ 療養上必要な指導はビデオ通話が可能な情報通信機器を用いて、厚生労働省の定める情

報通信機器を用いた診療に係る指針に沿って行うこと。なお、当該診療に関する費用は当

該加算の所定点数に含まれており、別に区分番号「Ａ００３」オンライン診療料を算定す

ることはできない。 

Ｃ１０４ 在宅中心静脈栄養法指導管理料 

(１) 在宅中心静脈栄養法とは、諸種の原因による腸管大量切除例又は腸管機能不全例等のうち、

安定した病態にある患者について、在宅での療養を行っている患者自らが実施する栄養法を

いう。 

(２) 対象となる患者は、原因疾患の如何にかかわらず、中心静脈栄養以外に栄養維持が困難な

者で、当該療法を行うことが必要であると医師が認めた者とする。 

(３) 在宅中心静脈栄養法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、

区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射及び区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心

静脈注射の費用は算定できない。 

(４) 在宅中心静脈栄養法指導管理料を算定している患者については、当該保険医療機関におい

て区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪

問診療料(Ⅱ)を算定する日に行った区分番号「Ｇ００１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」

点滴注射及び区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静脈注射の費用（薬剤及び

特定保険医療材料に係る費用を含む。）は算定できない。 

Ｃ１０５ 在宅成分栄養経管栄養法指導管理料 

(１) 在宅成分栄養経管栄養法とは、諸種の原因によって経口摂取ができない患者又は経口摂取

が著しく困難な患者について、在宅での療養を行っている患者自らが実施する栄養法をいう。

このうち在宅成分栄養経管栄養法指導管理料算定の対象となるのは、栄養維持のために主と

して栄養素の成分の明らかなもの（アミノ酸、ジペプチド又はトリペプチドを主なタンパク

源とし、未消化態タンパクを含まないもの。以下同じ。）を用いた場合のみであり、栄養維

持のために主として単なる流動食（栄養素の成分の明らかなもの以外のもの。）を用いてお

り、栄養素の成分の明らかなものを一部用いているだけの場合や単なる流動食について鼻腔

栄養を行った場合等は該当しない。 

(２) 対象となる患者は、原因疾患の如何にかかわらず、在宅成分栄養経管栄養法以外に栄養の

維持が困難な者で、当該療法を行うことが必要であると医師が認めた者とする。 

(３) 在宅成分栄養経管栄養法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）につい

ては、区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養の費用は算定できない。 

Ｃ１０５－２ 在宅小児経管栄養法指導管理料 
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に著しい低酸素血症を来す者であって、医師が在宅酸素療法を必要であると認めたもの、慢

性心不全患者のうち、医師の診断により、ＮＹＨＡⅢ度以上であると認められ、睡眠時のチ

ェーンストークス呼吸がみられ、無呼吸低呼吸指数（１時間当たりの無呼吸数及び低呼吸数

をいう。）が 20 以上であることが睡眠ポリグラフィー上確認されている症例及び関連学会

の診断基準により群発頭痛と診断されている患者のうち、群発期間中の患者であって、１日

平均１回以上の頭痛発作を認めるものとする。この場合、適応患者の判定に経皮的動脈血酸

素飽和度測定器による酸素飽和度を用いることができる。 

ただし、経皮的動脈血酸素飽和度測定器、区分番号「Ｄ２２３」経皮的動脈血酸素飽和度

測定及び区分番号「Ｄ２２３－２」終夜経皮的動脈血酸素飽和度測定の費用は所定点数に含

まれており別に算定できない。 

(５) 在宅酸素療法指導管理料の算定に当たっては、動脈血酸素分圧の測定を月１回程度実施し、

その結果について診療報酬明細書に記載すること。この場合、適応患者の判定に経皮的動脈

血酸素飽和度測定器による酸素飽和度を用いることができる。ただし、経皮的動脈血酸素飽

和度測定器、経皮的動脈血酸素飽和度測定及び終夜経皮的動脈血酸素飽和度測定の費用は所

定点数に含まれており別に算定できない。 

(６) 在宅酸素療法を指示した医師は、在宅酸素療法のための酸素投与方法（使用機器、ガス流

量、吸入時間等）、緊急時連絡方法等を装置に掲示すると同時に、夜間も含めた緊急時の対

処法について、患者に説明を行うこと。 

(７) 在宅酸素療法を実施する保険医療機関又は緊急時に入院するための施設は、次の機械及び

器具を備えなければならない。 

ア 酸素吸入設備 

イ 気管内挿管又は気管切開の器具 

ウ レスピレーター 

エ 気道内分泌物吸引装置 

オ 動脈血ガス分析装置（常時実施できる状態であるもの） 

カ スパイロメトリー用装置（常時実施できる状態であるもの） 

キ 胸部エックス線撮影装置（常時実施できる状態であるもの） 

(８) 在宅酸素療法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、区分

番号「Ｊ０２４」酸素吸入、区分番号「Ｊ０２４－２」突発性難聴に対する酸素療法、区分

番号「Ｊ０２５」酸素テント、区分番号「Ｊ０２６」間歇的陽圧吸入法、区分番号「Ｊ０２

６－３」体外式陰圧人工呼吸器治療、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８

－３」干渉低周波去痰器による喀痰排出及び区分番号「Ｊ０２６－２」鼻マスク式補助換気

法（これらに係る酸素代も含む。）の費用（薬剤及び特定保険医療材料に係る費用を含む。）

は算定できない。 

(９) 遠隔モニタリング加算は、以下の全てを実施する場合に算定する。 

ア 「その他の場合」の対象で、かつ、日本呼吸器学会「ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）診

断と治療のためのガイドライン」の病期分類でⅢ期以上の状態となる入院中の患者以外の

患者について、前回受診月の翌月から今回受診月の前月までの期間、情報通信機器を活用

して、脈拍、酸素飽和度、機器の使用時間及び酸素流量等の状態について定期的にモニタ

リングを行った上で、状況に応じ、療養上必要な指導を行った場合に、２月を限度として
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来院時に算定することができる。 

イ 患者の同意を得た上で、対面による診療とモニタリングを組み合わせた診療計画を作成

する。当該計画の中には、患者の急変時における対応等も記載し、当該計画に沿ってモニ

タリングを行った上で、状況に応じて適宜患者に来院を促す等の対応を行う。なお、当該

モニタリングの開始に当たっては、患者やその家族等に対し、情報通信機器の基本的な操

作や緊急時の対応について十分に説明する。 

ウ 当該加算を算定する月にあっては、モニタリングにより得られた臨床所見等及び行った

指導内容を診療録に記載すること。 

エ 療養上必要な指導はビデオ通話が可能な情報通信機器を用いて、厚生労働省の定める情

報通信機器を用いた診療に係る指針に沿って行うこと。なお、当該診療に関する費用は当

該加算の所定点数に含まれており、別に区分番号「Ａ００３」オンライン診療料を算定す

ることはできない。 

Ｃ１０４ 在宅中心静脈栄養法指導管理料 

(１) 在宅中心静脈栄養法とは、諸種の原因による腸管大量切除例又は腸管機能不全例等のうち、

安定した病態にある患者について、在宅での療養を行っている患者自らが実施する栄養法を

いう。 

(２) 対象となる患者は、原因疾患の如何にかかわらず、中心静脈栄養以外に栄養維持が困難な

者で、当該療法を行うことが必要であると医師が認めた者とする。 

(３) 在宅中心静脈栄養法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、

区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射及び区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心

静脈注射の費用は算定できない。 

(４) 在宅中心静脈栄養法指導管理料を算定している患者については、当該保険医療機関におい

て区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪

問診療料(Ⅱ)を算定する日に行った区分番号「Ｇ００１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」

点滴注射及び区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静脈注射の費用（薬剤及び

特定保険医療材料に係る費用を含む。）は算定できない。 

Ｃ１０５ 在宅成分栄養経管栄養法指導管理料 

(１) 在宅成分栄養経管栄養法とは、諸種の原因によって経口摂取ができない患者又は経口摂取

が著しく困難な患者について、在宅での療養を行っている患者自らが実施する栄養法をいう。

このうち在宅成分栄養経管栄養法指導管理料算定の対象となるのは、栄養維持のために主と

して栄養素の成分の明らかなもの（アミノ酸、ジペプチド又はトリペプチドを主なタンパク

源とし、未消化態タンパクを含まないもの。以下同じ。）を用いた場合のみであり、栄養維

持のために主として単なる流動食（栄養素の成分の明らかなもの以外のもの。）を用いてお

り、栄養素の成分の明らかなものを一部用いているだけの場合や単なる流動食について鼻腔

栄養を行った場合等は該当しない。 

(２) 対象となる患者は、原因疾患の如何にかかわらず、在宅成分栄養経管栄養法以外に栄養の

維持が困難な者で、当該療法を行うことが必要であると医師が認めた者とする。 

(３) 在宅成分栄養経管栄養法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）につい

ては、区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養の費用は算定できない。 

Ｃ１０５－２ 在宅小児経管栄養法指導管理料 
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に著しい低酸素血症を来す者であって、医師が在宅酸素療法を必要であると認めたもの、慢

性心不全患者のうち、医師の診断により、ＮＹＨＡⅢ度以上であると認められ、睡眠時のチ

ェーンストークス呼吸がみられ、無呼吸低呼吸指数（１時間当たりの無呼吸数及び低呼吸数

をいう。）が 20 以上であることが睡眠ポリグラフィー上確認されている症例及び関連学会

の診断基準により群発頭痛と診断されている患者のうち、群発期間中の患者であって、１日

平均１回以上の頭痛発作を認めるものとする。この場合、適応患者の判定に経皮的動脈血酸

素飽和度測定器による酸素飽和度を用いることができる。 

ただし、経皮的動脈血酸素飽和度測定器、区分番号「Ｄ２２３」経皮的動脈血酸素飽和度

測定及び区分番号「Ｄ２２３－２」終夜経皮的動脈血酸素飽和度測定の費用は所定点数に含

まれており別に算定できない。 

(５) 在宅酸素療法指導管理料の算定に当たっては、動脈血酸素分圧の測定を月１回程度実施し、

その結果について診療報酬明細書に記載すること。この場合、適応患者の判定に経皮的動脈

血酸素飽和度測定器による酸素飽和度を用いることができる。ただし、経皮的動脈血酸素飽

和度測定器、経皮的動脈血酸素飽和度測定及び終夜経皮的動脈血酸素飽和度測定の費用は所

定点数に含まれており別に算定できない。 

(６) 在宅酸素療法を指示した医師は、在宅酸素療法のための酸素投与方法（使用機器、ガス流

量、吸入時間等）、緊急時連絡方法等を装置に掲示すると同時に、夜間も含めた緊急時の対

処法について、患者に説明を行うこと。 

(７) 在宅酸素療法を実施する保険医療機関又は緊急時に入院するための施設は、次の機械及び

器具を備えなければならない。 

ア 酸素吸入設備 

イ 気管内挿管又は気管切開の器具 

ウ レスピレーター 

エ 気道内分泌物吸引装置 

オ 動脈血ガス分析装置（常時実施できる状態であるもの） 

カ スパイロメトリー用装置（常時実施できる状態であるもの） 

キ 胸部エックス線撮影装置（常時実施できる状態であるもの） 

(８) 在宅酸素療法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、区分

番号「Ｊ０２４」酸素吸入、区分番号「Ｊ０２４－２」突発性難聴に対する酸素療法、区分

番号「Ｊ０２５」酸素テント、区分番号「Ｊ０２６」間歇的陽圧吸入法、区分番号「Ｊ０２

６－３」体外式陰圧人工呼吸器治療、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８

－３」干渉低周波去痰器による喀痰排出及び区分番号「Ｊ０２６－２」鼻マスク式補助換気

法（これらに係る酸素代も含む。）の費用（薬剤及び特定保険医療材料に係る費用を含む。）

は算定できない。 

(９) 遠隔モニタリング加算は、以下の全てを実施する場合に算定する。 

ア 「その他の場合」の対象で、かつ、日本呼吸器学会「ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）診

断と治療のためのガイドライン」の病期分類でⅢ期以上の状態となる入院中の患者以外の

患者について、前回受診月の翌月から今回受診月の前月までの期間、情報通信機器を活用

して、脈拍、酸素飽和度、機器の使用時間及び酸素流量等の状態について定期的にモニタ

リングを行った上で、状況に応じ、療養上必要な指導を行った場合に、２月を限度として
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設置の費用（薬剤及び特定保険医療材料に係る費用を含む。）は算定できない。 

Ｃ１０７ 在宅人工呼吸指導管理料 

(１) 在宅人工呼吸とは、長期にわたり持続的に人工呼吸に依存せざるを得ず、かつ、安定した

病状にあるものについて、在宅において実施する人工呼吸療法をいう。 

(２) 次のいずれも満たす場合に、当該指導管理料を算定する。 

ア 患者が使用する装置の保守・管理を十分に行うこと（委託の場合を含む。）。 

イ 装置に必要な保守・管理の内容を患者に説明すること。 

ウ 夜間・緊急時の対応等を患者に説明すること。 

エ その他、療養上必要な指導管理を行うこと。 

(３) 対象となる患者は、病状が安定し、在宅での人工呼吸療法を行うことが適当と医師が認め

た者とする。なお、睡眠時無呼吸症候群の患者（Adaptive Servo Ventilation（ASV）を使

用する者を含む。）は対象とならない。 

(４) 在宅人工呼吸療法を実施する保険医療機関又は緊急時に入院するための施設は、次の機械

及び器具を備えなければならない。 

ア 酸素吸入設備 

イ 気管内挿管又は気管切開の器具 

ウ レスピレーター 

エ 気道内分泌物吸引装置 

オ 動脈血ガス分析装置（常時実施できる状態であるもの） 

カ 胸部エックス線撮影装置（常時実施できる状態であるもの） 

(５) 人工呼吸装置は患者に貸与し、装置に必要な回路部品その他の附属品等に係る費用は所定

点数に含まれ、別に算定できない。 

(６) 在宅人工呼吸指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、区分

番号「Ｊ０２４」酸素吸入、区分番号「Ｊ０２４－２」突発性難聴に対する酸素療法、区分

番号「Ｊ０２５」酸素テント、区分番号「Ｊ０２６」間歇的陽圧吸入法、区分番号「Ｊ０２

６－３」体外式陰圧人工呼吸器治療、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８

－３」干渉低周波去痰器による喀痰排出、区分番号「Ｊ０２６－２」鼻マスク式補助換気法

及び区分番号「Ｊ０４５」人工呼吸の費用（これらに係る酸素代を除き、薬剤及び特定保険

医療材料に係る費用を含む。）は算定できない。 

(７) 指導管理の内容について、診療録に記載する。 

(８) 脊髄損傷又は中枢性低換気症候群の患者に対して、呼吸補助を行うことを目的として横隔

神経電気刺激装置を使用する場合には、関連学会の定める適正使用指針を遵守して指導管理

を行うこと。 

     

Ｃ１０７－２ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料 

(１) 在宅持続陽圧呼吸療法とは、睡眠時無呼吸症候群又は慢性心不全である患者について、在

宅において実施する呼吸療法をいう。 

(２) 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料１の対象となる患者は、以下の全ての基準に該当する患

者とする。 

ア 慢性心不全患者のうち、医師の診断により、NYHAⅢ度以上であると認められ、睡眠時に
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(１) 在宅小児経管栄養法とは、諸種の原因によって経口摂取が著しく困難な 15 歳未満の患者

又は 15 歳以上の患者であって経口摂取が著しく困難である状態が 15 歳未満から継続してい

るもの（体重が 20 キログラム未満である場合に限る。）について、在宅での療養を行って

いる患者自らが実施する栄養法をいう。 

(２) 対象となる患者は、原因疾患の如何にかかわらず、在宅小児経管栄養法以外に栄養の維持

が困難な者で、当該療法を行うことが必要であると医師が認めた者とする。 

(３) 在宅小児経管栄養法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、

区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養の費用は算定できない。 

Ｃ１０５－３ 在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料 

(１) 在宅半固形栄養経管栄養法とは、諸種の原因によって経口摂取が著しく困難な患者であっ

て栄養管理を目的として胃瘻を造設しているものについて、在宅での療養を行っている患者

自らが実施する栄養法をいう。このうち在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料算定の対象と

なるのは、栄養維持のために、主として、薬価基準に収載されている高カロリー薬又は薬価

基準に収載されていない流動食（市販されているものに限る。以下この区分において同じ。）

であって、投与時間の短縮が可能な形状にあらかじめ調整された半固形状のもの（以下「半

固形栄養剤等」という。）を用いた場合のみであり、主として、単なる液体状の栄養剤等、

半固形栄養剤等以外のものを用いた場合は該当しない。ただし、半固形栄養剤等のうち、薬

価基準に収載されていない流動食を使用する場合にあっては、入院中の患者に対して退院時

に当該指導管理を行っている必要がある。 

(２) 対象となる患者は、原因疾患の如何にかかわらず、在宅半固形栄養経管栄養法により、単

なる液体状の栄養剤等を用いた場合に比べて投与時間の短縮が可能な者で、経口摂取の回復

に向けて当該療法を行うことが必要であると医師が認めた者とする。 

(３) 在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料を算定している患者については、経口摂取の回復に

向けた指導管理（口腔衛生管理に係るものを含む。）を併せて行う。なお、経口摂取の回復

に向けた指導管理は、胃瘻造設術を実施した保険医療機関から提供された情報（嚥下機能評

価の結果、嚥下機能訓練等の必要性や実施すべき内容、嚥下機能の観点から適切と考えられ

る食事形態や量の情報等を含む嚥下調整食の内容等）も利用して行う。 

(４) 在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）につ

いては、区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養の費用は算定できない。 

Ｃ１０６ 在宅自己導尿指導管理料 

(１) 在宅自己導尿とは、諸種の原因により自然排尿が困難な患者について、在宅での療養を行

っている患者自らが実施する排尿法をいう。 

(２) 対象となる患者は、下記の患者のうち、残尿を伴う排尿困難を有する者であって在宅自己

導尿を行うことが必要と医師が認めた者とする。 

ア 諸種の原因による神経因性膀胱 

イ 下部尿路通過障害（前立腺肥大症、前立腺癌、膀胱頸部硬化症、尿道狭窄等） 

ウ 腸管を利用した尿リザーバー造設術の術後 

(３) 在宅自己導尿指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、区分

番号「Ｊ０６４」導尿（尿道拡張を要するもの）、区分番号「Ｊ０６０」膀胱洗浄、区分番

号「Ｊ０６０－２」後部尿道洗浄（ウルツマン）及び区分番号「Ｊ０６３」留置カテーテル
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設置の費用（薬剤及び特定保険医療材料に係る費用を含む。）は算定できない。 

Ｃ１０７ 在宅人工呼吸指導管理料 

(１) 在宅人工呼吸とは、長期にわたり持続的に人工呼吸に依存せざるを得ず、かつ、安定した

病状にあるものについて、在宅において実施する人工呼吸療法をいう。 

(２) 次のいずれも満たす場合に、当該指導管理料を算定する。 

ア 患者が使用する装置の保守・管理を十分に行うこと（委託の場合を含む。）。 

イ 装置に必要な保守・管理の内容を患者に説明すること。 

ウ 夜間・緊急時の対応等を患者に説明すること。 

エ その他、療養上必要な指導管理を行うこと。 

(３) 対象となる患者は、病状が安定し、在宅での人工呼吸療法を行うことが適当と医師が認め

た者とする。なお、睡眠時無呼吸症候群の患者（Adaptive Servo Ventilation（ASV）を使

用する者を含む。）は対象とならない。 

(４) 在宅人工呼吸療法を実施する保険医療機関又は緊急時に入院するための施設は、次の機械

及び器具を備えなければならない。 

ア 酸素吸入設備 

イ 気管内挿管又は気管切開の器具 

ウ レスピレーター 

エ 気道内分泌物吸引装置 

オ 動脈血ガス分析装置（常時実施できる状態であるもの） 

カ 胸部エックス線撮影装置（常時実施できる状態であるもの） 

(５) 人工呼吸装置は患者に貸与し、装置に必要な回路部品その他の附属品等に係る費用は所定

点数に含まれ、別に算定できない。 

(６) 在宅人工呼吸指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、区分

番号「Ｊ０２４」酸素吸入、区分番号「Ｊ０２４－２」突発性難聴に対する酸素療法、区分

番号「Ｊ０２５」酸素テント、区分番号「Ｊ０２６」間歇的陽圧吸入法、区分番号「Ｊ０２

６－３」体外式陰圧人工呼吸器治療、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８

－３」干渉低周波去痰器による喀痰排出、区分番号「Ｊ０２６－２」鼻マスク式補助換気法

及び区分番号「Ｊ０４５」人工呼吸の費用（これらに係る酸素代を除き、薬剤及び特定保険

医療材料に係る費用を含む。）は算定できない。 

(７) 指導管理の内容について、診療録に記載する。 

(８) 脊髄損傷又は中枢性低換気症候群の患者に対して、呼吸補助を行うことを目的として横隔

神経電気刺激装置を使用する場合には、関連学会の定める適正使用指針を遵守して指導管理

を行うこと。 

     

Ｃ１０７－２ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料 

(１) 在宅持続陽圧呼吸療法とは、睡眠時無呼吸症候群又は慢性心不全である患者について、在

宅において実施する呼吸療法をいう。 

(２) 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料１の対象となる患者は、以下の全ての基準に該当する患

者とする。 

ア 慢性心不全患者のうち、医師の診断により、NYHAⅢ度以上であると認められ、睡眠時に
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(１) 在宅小児経管栄養法とは、諸種の原因によって経口摂取が著しく困難な 15 歳未満の患者

又は 15 歳以上の患者であって経口摂取が著しく困難である状態が 15 歳未満から継続してい

るもの（体重が 20 キログラム未満である場合に限る。）について、在宅での療養を行って

いる患者自らが実施する栄養法をいう。 

(２) 対象となる患者は、原因疾患の如何にかかわらず、在宅小児経管栄養法以外に栄養の維持

が困難な者で、当該療法を行うことが必要であると医師が認めた者とする。 

(３) 在宅小児経管栄養法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、

区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養の費用は算定できない。 

Ｃ１０５－３ 在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料 

(１) 在宅半固形栄養経管栄養法とは、諸種の原因によって経口摂取が著しく困難な患者であっ

て栄養管理を目的として胃瘻を造設しているものについて、在宅での療養を行っている患者

自らが実施する栄養法をいう。このうち在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料算定の対象と

なるのは、栄養維持のために、主として、薬価基準に収載されている高カロリー薬又は薬価

基準に収載されていない流動食（市販されているものに限る。以下この区分において同じ。）

であって、投与時間の短縮が可能な形状にあらかじめ調整された半固形状のもの（以下「半

固形栄養剤等」という。）を用いた場合のみであり、主として、単なる液体状の栄養剤等、

半固形栄養剤等以外のものを用いた場合は該当しない。ただし、半固形栄養剤等のうち、薬

価基準に収載されていない流動食を使用する場合にあっては、入院中の患者に対して退院時

に当該指導管理を行っている必要がある。 

(２) 対象となる患者は、原因疾患の如何にかかわらず、在宅半固形栄養経管栄養法により、単

なる液体状の栄養剤等を用いた場合に比べて投与時間の短縮が可能な者で、経口摂取の回復

に向けて当該療法を行うことが必要であると医師が認めた者とする。 

(３) 在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料を算定している患者については、経口摂取の回復に

向けた指導管理（口腔衛生管理に係るものを含む。）を併せて行う。なお、経口摂取の回復

に向けた指導管理は、胃瘻造設術を実施した保険医療機関から提供された情報（嚥下機能評

価の結果、嚥下機能訓練等の必要性や実施すべき内容、嚥下機能の観点から適切と考えられ

る食事形態や量の情報等を含む嚥下調整食の内容等）も利用して行う。 

(４) 在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）につ

いては、区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養の費用は算定できない。 

Ｃ１０６ 在宅自己導尿指導管理料 

(１) 在宅自己導尿とは、諸種の原因により自然排尿が困難な患者について、在宅での療養を行

っている患者自らが実施する排尿法をいう。 

(２) 対象となる患者は、下記の患者のうち、残尿を伴う排尿困難を有する者であって在宅自己

導尿を行うことが必要と医師が認めた者とする。 

ア 諸種の原因による神経因性膀胱 

イ 下部尿路通過障害（前立腺肥大症、前立腺癌、膀胱頸部硬化症、尿道狭窄等） 

ウ 腸管を利用した尿リザーバー造設術の術後 

(３) 在宅自己導尿指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、区分

番号「Ｊ０６４」導尿（尿道拡張を要するもの）、区分番号「Ｊ０６０」膀胱洗浄、区分番

号「Ｊ０６０－２」後部尿道洗浄（ウルツマン）及び区分番号「Ｊ０６３」留置カテーテル
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に沿って行うこと。なお、当該診療に関する費用は当該加算の所定点数に含まれており、

別に区分番号「Ａ００３」オンライン診療料を算定することはできない。 

 

Ｃ１０８  在宅悪性腫瘍等患者指導管理料、Ｃ１０８－２  在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料 

(１) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料の注に掲げる「在宅における鎮痛療法又は悪性腫瘍の化学

療法」とは、末期の悪性腫瘍又は筋萎縮性側索硬化症若しくは筋ジストロフィーの患者であ

って、持続性の疼痛があり鎮痛剤の経口投与では疼痛が改善しないため注射による鎮痛剤注

入が必要なもの又は注射による抗悪性腫瘍剤の注入が必要なものが、在宅において自ら実施

する鎮痛療法又は化学療法をいう。 

(２) 在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料の注に掲げる「悪性腫瘍の鎮痛療法又は化学療法」とは、

末期の悪性腫瘍の患者であって、持続性の疼痛があり鎮痛剤の経口投与では疼痛が改善しな

いため注射による鎮痛剤注入が必要なもの又は注射による抗悪性腫瘍剤の注入が必要なもの

が、在宅において自ら実施する鎮痛療法又は化学療法をいう。 

(３) (１)及び(２)の鎮痛療法とは、ブプレノルフィン製剤、モルヒネ塩酸塩製剤、フェンタニ

ルクエン酸塩製剤、複方オキシコドン製剤、オキシコドン塩酸塩製剤、フルルビプロフェン

アキセチル製剤又はヒドロモルフォン塩酸塩製剤を注射又は携帯型ディスポーザブル注入ポ

ンプ若しくは輸液ポンプを用いて注入する療法をいう。なお、モルヒネ塩酸塩製剤、フェン

タニルクエン酸塩製剤、複方オキシコドン製剤、オキシコドン塩酸塩製剤又はヒドロモルフ

ォン塩酸塩製剤を使用できるのは、以下の条件を満たすバルーン式ディスポーザブルタイプ

の連続注入器等に必要に応じて生理食塩水等で希釈の上充填して交付した場合に限る。 

ア 薬液が取り出せない構造であること 

イ 患者等が注入速度を変えることができないものであること 

また、(１)及び(２)の化学療法とは、携帯型ディスポーザブル注入ポンプ若しくは輸液

ポンプを用いて中心静脈注射若しくは植込型カテーテルアクセスにより抗悪性腫瘍剤を注

入する療法又はインターフェロンアルファ製剤を多発性骨髄腫、慢性骨髄性白血病、ヘア

リー細胞白血病又は腎癌の患者に注射する療法をいう。    

(４) 対象となる患者が末期であるかどうかは在宅での療養を行っている患者の診療を担う保険

医の判断によるものとする。なお、化学療法の適応については、末期でない悪性腫瘍の患者

も末期の悪性腫瘍の患者に準じて取り扱う。 

(５) 外来と在宅において化学療法を行うものについては、主に在宅において化学療法を行う場

合は在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定し、主に外来で行う場合には在宅悪性腫瘍等患者

指導管理料は算定せず、注射手技料及び基準を満たす場合には外来化学療法加算等を算定す

る。なお、外来で抗悪性腫瘍剤の注射を行い、注入ポンプなどを用いてその後も連続して自

宅で抗悪性腫瘍剤の注入を行う等の治療法のみを行う場合は当該指導管理料の対象には該当

しない。 

(６) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定する月は、区分番号「Ｇ００３」抗悪性腫瘍剤局所

持続注入の費用は算定できない。ただし、抗悪性腫瘍剤局所持続注入に用いる薬剤に係る費

用は算定できる。 

(７) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定する月は第６部通則６に規定する外来化学療法加算

は算定できない。 
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チェーンストークス呼吸がみられ、無呼吸低呼吸指数が 20 以上であることが睡眠ポリグ

ラフィー上確認されているもの 

イ CPAP 療法を実施したにもかかわらず、無呼吸低呼吸指数が 15 以下にならない者に対し

て ASV 療法を実施したもの 

(３)  在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２の対象となる患者は、以下のアからウまでのいずれ

かの基準に該当する患者とする。 

ア 慢性心不全患者のうち、医師の診断により、NYHAⅢ度以上であると認められ、睡眠時

にチェーンストークス呼吸がみられ、無呼吸低呼吸指数が 20 以上であることが睡眠ポリ

グラフィー上確認されているもので、在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料１の対象患者以

外に ASV 療法を実施した場合 

イ 心不全である者のうち、日本循環器学会・日本心不全学会による ASV 適正使用に関す

るステートメントに留意した上で、ASV 療法を継続せざるを得ない場合 

ウ 以下の(イ)から(ハ)までの全ての基準に該当する患者。ただし、無呼吸低呼吸指数が 4

0 以上である患者については、(ロ)の要件を満たせば対象患者となる。 

(イ) 無呼吸低呼吸指数（１時間当たりの無呼吸数及び低呼吸数をいう。）が 20 以上 

(ロ) 日中の傾眠、起床時の頭痛などの自覚症状が強く、日常生活に支障を来している

症例 

(ハ) 睡眠ポリグラフィー上、頻回の睡眠時無呼吸が原因で、睡眠の分断化、深睡眠が

著しく減少又は欠如し、持続陽圧呼吸療法により睡眠ポリグラフィー上、睡眠の分

断が消失、深睡眠が出現し、睡眠段階が正常化する症例 

(４) 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料については、当該治療の開始後１、２か月間の治療状況

を評価し、当該療法の継続が可能であると認められる症例についてのみ、引き続き算定の対

象とする。 

(５) 保険医療機関が在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料を算定する場合には、持続陽圧呼吸療法

装置は当該保険医療機関が患者に貸与する。 

(６)  遠隔モニタリング加算は、以下の全てを実施する場合に算定する。 

ア 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２の対象で、かつ、持続陽圧呼吸療法（ＣＰＡＰ）を

実施している入院中の患者以外の患者について、前回受診月の翌月から今回受診月の前月

までの期間、使用時間等の着用状況、無呼吸低呼吸指数等がモニタリング可能な情報通信

機器を活用して、定期的なモニタリングを行った上で、状況に応じ、療養上必要な指導を

行った場合又は患者の状態を踏まえた療養方針について診療録に記載した場合に、２月を

限度として来院時に算定することができる。 

イ 患者の同意を得た上で、対面による診療とモニタリングを組み合わせた診療計画を作成

する。当該計画の中には、患者の急変時における対応等も記載し、当該計画に沿ってモニ

タリングを行った上で、状況に応じて適宜患者に来院を促す等の対応を行う。 

ウ 当該加算を算定する月にあっては、モニタリングにより得られた臨床所見等を診療録に

記載しており、また、必要な指導を行った際には、当該指導内容を診療録に記載している

こと。 

エ 療養上必要な指導は電話又はビデオ通話が可能な情報通信機器を用いて行う。当該情報

通信機器を用いて行う場合は、厚生労働省の定める情報通信機器を用いた診療に係る指針
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に沿って行うこと。なお、当該診療に関する費用は当該加算の所定点数に含まれており、

別に区分番号「Ａ００３」オンライン診療料を算定することはできない。 

 

Ｃ１０８  在宅悪性腫瘍等患者指導管理料、Ｃ１０８－２  在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料 

(１) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料の注に掲げる「在宅における鎮痛療法又は悪性腫瘍の化学

療法」とは、末期の悪性腫瘍又は筋萎縮性側索硬化症若しくは筋ジストロフィーの患者であ

って、持続性の疼痛があり鎮痛剤の経口投与では疼痛が改善しないため注射による鎮痛剤注

入が必要なもの又は注射による抗悪性腫瘍剤の注入が必要なものが、在宅において自ら実施

する鎮痛療法又は化学療法をいう。 

(２) 在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料の注に掲げる「悪性腫瘍の鎮痛療法又は化学療法」とは、

末期の悪性腫瘍の患者であって、持続性の疼痛があり鎮痛剤の経口投与では疼痛が改善しな

いため注射による鎮痛剤注入が必要なもの又は注射による抗悪性腫瘍剤の注入が必要なもの

が、在宅において自ら実施する鎮痛療法又は化学療法をいう。 

(３) (１)及び(２)の鎮痛療法とは、ブプレノルフィン製剤、モルヒネ塩酸塩製剤、フェンタニ

ルクエン酸塩製剤、複方オキシコドン製剤、オキシコドン塩酸塩製剤、フルルビプロフェン

アキセチル製剤又はヒドロモルフォン塩酸塩製剤を注射又は携帯型ディスポーザブル注入ポ

ンプ若しくは輸液ポンプを用いて注入する療法をいう。なお、モルヒネ塩酸塩製剤、フェン

タニルクエン酸塩製剤、複方オキシコドン製剤、オキシコドン塩酸塩製剤又はヒドロモルフ

ォン塩酸塩製剤を使用できるのは、以下の条件を満たすバルーン式ディスポーザブルタイプ

の連続注入器等に必要に応じて生理食塩水等で希釈の上充填して交付した場合に限る。 

ア 薬液が取り出せない構造であること 

イ 患者等が注入速度を変えることができないものであること 

また、(１)及び(２)の化学療法とは、携帯型ディスポーザブル注入ポンプ若しくは輸液

ポンプを用いて中心静脈注射若しくは植込型カテーテルアクセスにより抗悪性腫瘍剤を注

入する療法又はインターフェロンアルファ製剤を多発性骨髄腫、慢性骨髄性白血病、ヘア

リー細胞白血病又は腎癌の患者に注射する療法をいう。    

(４) 対象となる患者が末期であるかどうかは在宅での療養を行っている患者の診療を担う保険

医の判断によるものとする。なお、化学療法の適応については、末期でない悪性腫瘍の患者

も末期の悪性腫瘍の患者に準じて取り扱う。 

(５) 外来と在宅において化学療法を行うものについては、主に在宅において化学療法を行う場

合は在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定し、主に外来で行う場合には在宅悪性腫瘍等患者

指導管理料は算定せず、注射手技料及び基準を満たす場合には外来化学療法加算等を算定す

る。なお、外来で抗悪性腫瘍剤の注射を行い、注入ポンプなどを用いてその後も連続して自

宅で抗悪性腫瘍剤の注入を行う等の治療法のみを行う場合は当該指導管理料の対象には該当

しない。 

(６) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定する月は、区分番号「Ｇ００３」抗悪性腫瘍剤局所

持続注入の費用は算定できない。ただし、抗悪性腫瘍剤局所持続注入に用いる薬剤に係る費

用は算定できる。 

(７) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定する月は第６部通則６に規定する外来化学療法加算

は算定できない。 
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チェーンストークス呼吸がみられ、無呼吸低呼吸指数が 20 以上であることが睡眠ポリグ

ラフィー上確認されているもの 

イ CPAP 療法を実施したにもかかわらず、無呼吸低呼吸指数が 15 以下にならない者に対し

て ASV 療法を実施したもの 

(３)  在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２の対象となる患者は、以下のアからウまでのいずれ

かの基準に該当する患者とする。 

ア 慢性心不全患者のうち、医師の診断により、NYHAⅢ度以上であると認められ、睡眠時

にチェーンストークス呼吸がみられ、無呼吸低呼吸指数が 20 以上であることが睡眠ポリ

グラフィー上確認されているもので、在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料１の対象患者以

外に ASV 療法を実施した場合 

イ 心不全である者のうち、日本循環器学会・日本心不全学会による ASV 適正使用に関す

るステートメントに留意した上で、ASV 療法を継続せざるを得ない場合 

ウ 以下の(イ)から(ハ)までの全ての基準に該当する患者。ただし、無呼吸低呼吸指数が 4

0 以上である患者については、(ロ)の要件を満たせば対象患者となる。 

(イ) 無呼吸低呼吸指数（１時間当たりの無呼吸数及び低呼吸数をいう。）が 20 以上 

(ロ) 日中の傾眠、起床時の頭痛などの自覚症状が強く、日常生活に支障を来している

症例 

(ハ) 睡眠ポリグラフィー上、頻回の睡眠時無呼吸が原因で、睡眠の分断化、深睡眠が

著しく減少又は欠如し、持続陽圧呼吸療法により睡眠ポリグラフィー上、睡眠の分

断が消失、深睡眠が出現し、睡眠段階が正常化する症例 

(４) 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料については、当該治療の開始後１、２か月間の治療状況

を評価し、当該療法の継続が可能であると認められる症例についてのみ、引き続き算定の対

象とする。 

(５) 保険医療機関が在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料を算定する場合には、持続陽圧呼吸療法

装置は当該保険医療機関が患者に貸与する。 

(６)  遠隔モニタリング加算は、以下の全てを実施する場合に算定する。 

ア 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２の対象で、かつ、持続陽圧呼吸療法（ＣＰＡＰ）を

実施している入院中の患者以外の患者について、前回受診月の翌月から今回受診月の前月

までの期間、使用時間等の着用状況、無呼吸低呼吸指数等がモニタリング可能な情報通信

機器を活用して、定期的なモニタリングを行った上で、状況に応じ、療養上必要な指導を

行った場合又は患者の状態を踏まえた療養方針について診療録に記載した場合に、２月を

限度として来院時に算定することができる。 

イ 患者の同意を得た上で、対面による診療とモニタリングを組み合わせた診療計画を作成

する。当該計画の中には、患者の急変時における対応等も記載し、当該計画に沿ってモニ

タリングを行った上で、状況に応じて適宜患者に来院を促す等の対応を行う。 

ウ 当該加算を算定する月にあっては、モニタリングにより得られた臨床所見等を診療録に

記載しており、また、必要な指導を行った際には、当該指導内容を診療録に記載している

こと。 

エ 療養上必要な指導は電話又はビデオ通話が可能な情報通信機器を用いて行う。当該情報

通信機器を用いて行う場合は、厚生労働省の定める情報通信機器を用いた診療に係る指針
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含む。） 

(３) 在宅寝たきり患者処置指導管理料は、原則として、当該医師が患家に訪問して指導管理を

行った場合に算定する。ただし、寝たきりの状態にあるもの又はこれに準ずる状態にあるも

のが、家族等に付き添われて来院した場合については、例外的に算定することができる。 

(４) 在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）について

は、区分番号「Ｊ０００」創傷処置、区分番号「Ｊ００１－７」爪甲除去（麻酔を要しない

もの）、区分番号「Ｊ００１－８」穿刺排膿後薬液注入、区分番号「Ｊ０５３」皮膚科軟膏

処置、区分番号「Ｊ０６３」留置カテーテル設置、区分番号「Ｊ０６０」膀胱洗浄、区分番

号「Ｊ０６０－２」後部尿道洗浄（ウルツマン）、区分番号「Ｊ０６４」導尿（尿道拡張を

要するもの）、区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養、区分番号「Ｊ０４３－３」ストーマ処置、

区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８－３」干渉低周波去痰器による喀痰排

出、区分番号「Ｊ１１８」介達牽引、区分番号「Ｊ１１８－２」矯正固定、区分番号「Ｊ１

１８－３」変形機械矯正術、区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等処置、区分番号「Ｊ１１９－

２」腰部又は胸部固定帯固定、区分番号「Ｊ１１９－３」低出力レーザー照射及び区分番号

「Ｊ１１９－４」肛門処置の費用（薬剤及び特定保険医療材料に係る費用を含む。）は算定

できない。 

Ｃ１１０ 在宅自己疼痛管理指導管理料 

(１) 在宅自己疼痛管理指導管理料は、疼痛除去のために植込型脳・脊髄電気刺激装置を植え込

んだ後に、在宅において、患者自らが送信器を用いて疼痛管理を実施する場合に算定する。 

(２) 対象となる患者は難治性慢性疼痛を有するもののうち、植込型脳・脊髄電気刺激装置を植

え込み、疼痛管理を行っている患者のうち、在宅自己疼痛管理を行うことが必要と医師が認

めたものである。 

Ｃ１１０－２ 在宅振戦等刺激装置指導管理料 

(１) 在宅振戦等刺激装置治療指導管理料は、植込型脳・脊髄電気刺激装置を植え込んだ後に、

在宅において、患者自らが送信器等を用いて治療を実施する場合に、診察とともに治療効果

を踏まえ、装置の状態について確認・調節等を行った上で、当該治療に係る指導管理を行っ

た場合に算定する。 

(２) プログラムの変更に係る費用は所定点数に含まれる。 

(３) 計測した指標と指導内容を診療録に添付又は記載すること。 

Ｃ１１０－３ 在宅迷走神経電気刺激治療指導管理料 

(１) 在宅迷走神経電気刺激治療指導管理料は、植込型迷走神経電気刺激装置を植え込んだ後に、

在宅において、患者自らがマグネット等を用いて治療を実施する場合に、診察とともに治療

効果を踏まえ、装置の状態について確認・調整等を行った上で、当該治療に係る指導管理を

行った場合に算定する。 

(２) プログラムの変更に係る費用は所定点数に含まれる。 

(３) 計測した指標と指導内容を診療録に添付又は記載すること。 

Ｃ１１０－４ 在宅仙骨神経刺激療法指導管理料 

(１) 在宅仙骨神経刺激療法指導管理料は、植込型仙骨神経刺激装置を植え込んだ後に、在宅に

おいて、患者自らが送信器等を用いて治療を実施する場合に、診察とともに治療効果を踏ま

え、装置の状態について確認・調節等を行った上で、当該治療に係る指導管理を行った場合
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(８) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定している患者の外来受診時に、当該在宅悪性腫瘍等

患者指導管理料に係る区分番号「Ｇ０００」皮内、皮下及び筋肉内注射、区分番号「Ｇ００

１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射及び

区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静脈注射を行った場合の手技料、注射薬

（在宅で使用していない抗悪性腫瘍剤も含む。）及び特定保険医療材料の費用は算定できな

い。ただし、当該在宅悪性腫瘍等患者指導管理料に係らない区分番号「Ｇ０００」皮内、皮

下及び筋肉内注射、区分番号「Ｇ００１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区

分番号「Ｇ００５」中心静脈注射及び区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静

脈注射を行った場合の手技料、注射薬及び特定保険医療材料の費用は算定できる。 

(９) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定している患者については、当該保険医療機関におい

て区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪

問診療料(Ⅱ)を算定する日に行った区分番号「Ｇ０００」皮内、皮下及び筋肉内注射、区分

番号「Ｇ００１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区分番号「Ｇ００５」中心

静脈注射及び区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静脈注射の手技料、注射薬

及び特定保険医療材料の費用は算定できない。 

(10) 在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料は、在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定する指導管理

を受けている患者に対し、当該保険医療機関の保険医と、在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を

算定する保険医療機関の保険医とが連携して、同一日に当該患者に対する悪性腫瘍の鎮痛療

法又は化学療法に関する指導管理を行った場合に算定する。 

(11) 在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定する医師は、以下のいずれかの緩和ケアに関する

研修を修了している者であること。 

ア 「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針」（平成 29 年 12 月

１日付け健発 1201 第２号厚生労働省健康局長通知）に準拠した緩和ケア研修会（平成 29

年度までに開催したものであって、「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の開

催指針」に準拠したものを含む。） 

イ 緩和ケアの基本教育のための都道府県指導者研修会（国立がん研究センター主催）等 

Ｃ１０９ 在宅寝たきり患者処置指導管理料 

(１) 在宅における創傷処置等の処置とは、家庭において療養を行っている患者であって、現に

寝たきりの状態にあるもの又はこれに準ずる状態にあるものが、在宅において自ら又はその

家族等患者の看護に当たる者が実施する創傷処置（気管内ディスポーザブルカテーテル交換

を含む。）、皮膚科軟膏処置、留置カテーテル設置、膀胱洗浄、導尿（尿道拡張を要するも

の）、鼻腔栄養、ストーマ処置、喀痰吸引、介達牽引又は消炎鎮痛等処置をいう。 

(２) 「これに準ずる状態にあるもの」とは、以下に掲げる疾患に罹患しているものとして、常

時介護を要する状態にあるものを含むものである。 

ア 難病の患者に対する医療等に関する法律第５条に規定する指定難病（同法第７条第４項

に規定する医療受給者証を交付されている患者（同条第１項各号に規定する特定医療費の

支給認定に係る基準を満たすものとして診断を受けたものを含む。）に係るものに限る。） 

イ 「特定疾患治療研究事業について」（昭和 48 年４月 17 日衛発第 242 号）に掲げる疾患

（当該疾患に罹患しているものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けているもの

に限る。ただし、スモンについては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等を
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含む。） 

(３) 在宅寝たきり患者処置指導管理料は、原則として、当該医師が患家に訪問して指導管理を

行った場合に算定する。ただし、寝たきりの状態にあるもの又はこれに準ずる状態にあるも

のが、家族等に付き添われて来院した場合については、例外的に算定することができる。 

(４) 在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）について

は、区分番号「Ｊ０００」創傷処置、区分番号「Ｊ００１－７」爪甲除去（麻酔を要しない

もの）、区分番号「Ｊ００１－８」穿刺排膿後薬液注入、区分番号「Ｊ０５３」皮膚科軟膏

処置、区分番号「Ｊ０６３」留置カテーテル設置、区分番号「Ｊ０６０」膀胱洗浄、区分番

号「Ｊ０６０－２」後部尿道洗浄（ウルツマン）、区分番号「Ｊ０６４」導尿（尿道拡張を

要するもの）、区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養、区分番号「Ｊ０４３－３」ストーマ処置、

区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引、区分番号「Ｊ０１８－３」干渉低周波去痰器による喀痰排

出、区分番号「Ｊ１１８」介達牽引、区分番号「Ｊ１１８－２」矯正固定、区分番号「Ｊ１

１８－３」変形機械矯正術、区分番号「Ｊ１１９」消炎鎮痛等処置、区分番号「Ｊ１１９－

２」腰部又は胸部固定帯固定、区分番号「Ｊ１１９－３」低出力レーザー照射及び区分番号

「Ｊ１１９－４」肛門処置の費用（薬剤及び特定保険医療材料に係る費用を含む。）は算定

できない。 

Ｃ１１０ 在宅自己疼痛管理指導管理料 

(１) 在宅自己疼痛管理指導管理料は、疼痛除去のために植込型脳・脊髄電気刺激装置を植え込

んだ後に、在宅において、患者自らが送信器を用いて疼痛管理を実施する場合に算定する。 

(２) 対象となる患者は難治性慢性疼痛を有するもののうち、植込型脳・脊髄電気刺激装置を植

え込み、疼痛管理を行っている患者のうち、在宅自己疼痛管理を行うことが必要と医師が認

めたものである。 

Ｃ１１０－２ 在宅振戦等刺激装置指導管理料 

(１) 在宅振戦等刺激装置治療指導管理料は、植込型脳・脊髄電気刺激装置を植え込んだ後に、

在宅において、患者自らが送信器等を用いて治療を実施する場合に、診察とともに治療効果

を踏まえ、装置の状態について確認・調節等を行った上で、当該治療に係る指導管理を行っ

た場合に算定する。 

(２) プログラムの変更に係る費用は所定点数に含まれる。 

(３) 計測した指標と指導内容を診療録に添付又は記載すること。 

Ｃ１１０－３ 在宅迷走神経電気刺激治療指導管理料 

(１) 在宅迷走神経電気刺激治療指導管理料は、植込型迷走神経電気刺激装置を植え込んだ後に、

在宅において、患者自らがマグネット等を用いて治療を実施する場合に、診察とともに治療

効果を踏まえ、装置の状態について確認・調整等を行った上で、当該治療に係る指導管理を

行った場合に算定する。 

(２) プログラムの変更に係る費用は所定点数に含まれる。 

(３) 計測した指標と指導内容を診療録に添付又は記載すること。 

Ｃ１１０－４ 在宅仙骨神経刺激療法指導管理料 

(１) 在宅仙骨神経刺激療法指導管理料は、植込型仙骨神経刺激装置を植え込んだ後に、在宅に

おいて、患者自らが送信器等を用いて治療を実施する場合に、診察とともに治療効果を踏ま

え、装置の状態について確認・調節等を行った上で、当該治療に係る指導管理を行った場合
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(８) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定している患者の外来受診時に、当該在宅悪性腫瘍等

患者指導管理料に係る区分番号「Ｇ０００」皮内、皮下及び筋肉内注射、区分番号「Ｇ００

１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射及び

区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静脈注射を行った場合の手技料、注射薬

（在宅で使用していない抗悪性腫瘍剤も含む。）及び特定保険医療材料の費用は算定できな

い。ただし、当該在宅悪性腫瘍等患者指導管理料に係らない区分番号「Ｇ０００」皮内、皮

下及び筋肉内注射、区分番号「Ｇ００１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区

分番号「Ｇ００５」中心静脈注射及び区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静

脈注射を行った場合の手技料、注射薬及び特定保険医療材料の費用は算定できる。 

(９) 在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定している患者については、当該保険医療機関におい

て区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪

問診療料(Ⅱ)を算定する日に行った区分番号「Ｇ０００」皮内、皮下及び筋肉内注射、区分

番号「Ｇ００１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区分番号「Ｇ００５」中心

静脈注射及び区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静脈注射の手技料、注射薬

及び特定保険医療材料の費用は算定できない。 

(10) 在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料は、在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定する指導管理

を受けている患者に対し、当該保険医療機関の保険医と、在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を

算定する保険医療機関の保険医とが連携して、同一日に当該患者に対する悪性腫瘍の鎮痛療

法又は化学療法に関する指導管理を行った場合に算定する。 

(11) 在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定する医師は、以下のいずれかの緩和ケアに関する

研修を修了している者であること。 

ア 「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針」（平成 29 年 12 月

１日付け健発 1201 第２号厚生労働省健康局長通知）に準拠した緩和ケア研修会（平成 29

年度までに開催したものであって、「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の開

催指針」に準拠したものを含む。） 

イ 緩和ケアの基本教育のための都道府県指導者研修会（国立がん研究センター主催）等 

Ｃ１０９ 在宅寝たきり患者処置指導管理料 

(１) 在宅における創傷処置等の処置とは、家庭において療養を行っている患者であって、現に

寝たきりの状態にあるもの又はこれに準ずる状態にあるものが、在宅において自ら又はその

家族等患者の看護に当たる者が実施する創傷処置（気管内ディスポーザブルカテーテル交換

を含む。）、皮膚科軟膏処置、留置カテーテル設置、膀胱洗浄、導尿（尿道拡張を要するも

の）、鼻腔栄養、ストーマ処置、喀痰吸引、介達牽引又は消炎鎮痛等処置をいう。 

(２) 「これに準ずる状態にあるもの」とは、以下に掲げる疾患に罹患しているものとして、常

時介護を要する状態にあるものを含むものである。 

ア 難病の患者に対する医療等に関する法律第５条に規定する指定難病（同法第７条第４項

に規定する医療受給者証を交付されている患者（同条第１項各号に規定する特定医療費の

支給認定に係る基準を満たすものとして診断を受けたものを含む。）に係るものに限る。） 

イ 「特定疾患治療研究事業について」（昭和 48 年４月 17 日衛発第 242 号）に掲げる疾患

（当該疾患に罹患しているものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けているもの

に限る。ただし、スモンについては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等を
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急時の対応を含む療養上の指導管理を行った場合に算定する。 

(３) 当該指導管理に要する療養上必要なモニター、バッテリー、充電器等の回路部品その他附

属品等に係る費用及び衛生材料等は、第４節に定めるものを除き、当該指導管理料に含まれ、

別に算定できない。 

(４) 機器の設定内容と、指導管理の内容を診療録に添付又は記載すること。 

Ｃ１１７ 在宅経腸投薬指導管理料 

パーキンソン病の患者に対し、レボドパ・カルビドパ水和物製剤を経胃瘻空腸投与する場合に、

医師が患者又は患者の看護に当たる者に対して、当該療法の方法、注意点及び緊急時の措置等に

関する指導を行い、当該患者の医学管理を行った場合に算定する。 

Ｃ１１８ 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 

（１） 在宅腫瘍治療電場療法とは、テント上膠芽腫の治療を目的として交流電場を形成する治

療法を在宅で患者自らが行うことをいい、当該指導管理料は、初発膠芽腫の治療を目的とし

た場合に算定する。 

(２) 次のいずれも満たす場合に、当該指導管理料を算定する。 

ア 患者が使用する装置の保守・管理を十分に行うこと（委託の場合を含む。）。 

イ 装置に必要な保守・管理の内容を患者に説明すること。 

ウ 夜間・緊急時の対応等を患者に説明すること。 

エ その他、療養上必要な指導管理を行うこと。 

（３） 交流電場腫瘍治療システム（ジェネレーター）は患者に貸与し、電極以外の装置に必要な

回路部品その他の付属品等に係る費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

（４） 指導管理の内容について、診療録に記載する。 

Ｃ１１９ 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料 

(１) 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料は、３月以上の保存的治療によっても十分な改善を得ら

れない、脊髄障害を原因とする排便障害を有する患者（直腸手術後の患者を除く。）に対し、

在宅で療養を行っている患者自ら経肛門的自己洗腸用の器具を用いて実施する洗腸について、

指導管理を行った場合に算定する。 

(２) 指導に当たっては、経肛門的自己洗腸の適応の可否についての評価を行い、「特掲診療料

の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」の別添１の第 16 の 10 に掲げ

る医師及び看護師が指導計画を作成する。指導計画及び実施した指導内容は診療録等に記載

する。 

(３) 「注２」に規定する導入初期加算については、新たに経肛門的自己洗腸を導入する患者に

対し、(２)の医師又は看護師が十分な指導を行った場合、当該初回の指導を行った月に１回

に限り算定する。 

 

(４) 実施に当たっては、関係学会の定める経肛門的自己洗腸の適応及び指導管理に関する指針

を遵守すること。 

Ｃ１２０ 在宅中耳加圧療法指導管理料 

(１) メニエール病又は遅発性内リンパ水腫の患者に対し、在宅中耳加圧装置を用いた療養を実

施する場合に、医師が患者又は患者の看護に当たる者に対して、当該療法の方法、注意点及

び緊急時の措置等について療養上の指導を行った場合に算定する。 
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に算定する。 

(２) プログラムの変更に係る費用は所定点数に含まれる。 

(３) 計測した指標と指導内容を診療録に添付又は記載すること。 

Ｃ１１１ 在宅肺高血圧症患者指導管理料 

「プロスタグランジンＩ２製剤の投与等に関する医学管理等」とは、在宅において、肺高血圧

症患者自らが携帯型精密輸液ポンプ又は携帯型精密ネブライザーを用いてプロスタグランジンＩ

２製剤を投与する場合に、医師が患者又は患者の看護に当たる者に対して、当該療法の方法、注

意点及び緊急時の措置等に関する指導を行い、当該患者の医学管理を行うことをいう。 

Ｃ１１２ 在宅気管切開患者指導管理料  

(１) 「在宅における気管切開に関する指導管理」とは、諸種の原因により気管切開を行った患

者のうち、安定した病態にある退院患者について、在宅において実施する気管切開に関する

指導管理のことをいう。 

(２) 在宅気管切開患者指導管理を実施する保険医療機関又は緊急時に入院するための施設は、

次の機械及び器具を備えなければならない。 

ア 酸素吸入設備 

イ レスピレーター 

ウ 気道内分泌物吸引装置 

エ 動脈血ガス分析装置（常時実施できる状態であるもの） 

オ 胸部エックス線撮影装置（常時実施できる状態であるもの） 

(３) 在宅気管切開患者指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、

区分番号「Ｊ０００」創傷処置（気管内ディスポーザブルカテーテル交換を含む。）、区分

番号「Ｊ００１－７」爪甲除去（麻酔を要しないもの）、区分番号「Ｊ００１－８」穿刺排

膿後薬液注入、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引及び区分番号「Ｊ０１８－３」干渉低周波去

痰器による喀痰排出の費用は算定できない。 

Ｃ１１４ 在宅難治性皮膚疾患処置指導管理料 

(１) 在宅難治性皮膚疾患処置指導管理料は、表皮水疱症患者又は水疱型先天性魚鱗癬様紅皮症

患者であって、難治性の皮膚病変に対する特殊な処置が必要なものに対して、水疱、びらん

又は潰瘍等の皮膚の状態に応じた薬剤の選択及び被覆材の選択等について療養上の指導を行

った場合に、月１回に限り算定する。 

(２) 特定保険医療材料以外のガーゼ等の衛生材料や、在宅における水疱の穿刺等の処置に必要

な医療材料に係る費用は当該指導管理料に含まれる。 

(３) 当該指導管理料を算定している患者に対して行う処置の費用（薬剤及び特定保険医療材料

に係る費用を含む。）は別に算定できる。 

Ｃ１１５ 削除 

Ｃ１１６ 在宅植込型補助人工心臓(非拍動流型)指導管理料 

(１) 在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料は、植込型補助人工心臓（非拍動流型）

を使用している患者であって入院中の患者以外のものについて、当該月に区分番号「Ｋ６０

４－２」植込型補助人工心臓（非拍動流型）を算定したか否かにかかわらず、月に１回に限

り算定できる。 

(２) 当該指導管理料は、駆動状況の確認と調整、抗凝固療法の管理等の診察を行った上で、緊
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急時の対応を含む療養上の指導管理を行った場合に算定する。 

(３) 当該指導管理に要する療養上必要なモニター、バッテリー、充電器等の回路部品その他附

属品等に係る費用及び衛生材料等は、第４節に定めるものを除き、当該指導管理料に含まれ、

別に算定できない。 

(４) 機器の設定内容と、指導管理の内容を診療録に添付又は記載すること。 

Ｃ１１７ 在宅経腸投薬指導管理料 

パーキンソン病の患者に対し、レボドパ・カルビドパ水和物製剤を経胃瘻空腸投与する場合に、

医師が患者又は患者の看護に当たる者に対して、当該療法の方法、注意点及び緊急時の措置等に

関する指導を行い、当該患者の医学管理を行った場合に算定する。 

Ｃ１１８ 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 

（１） 在宅腫瘍治療電場療法とは、テント上膠芽腫の治療を目的として交流電場を形成する治

療法を在宅で患者自らが行うことをいい、当該指導管理料は、初発膠芽腫の治療を目的とし

た場合に算定する。 

(２) 次のいずれも満たす場合に、当該指導管理料を算定する。 

ア 患者が使用する装置の保守・管理を十分に行うこと（委託の場合を含む。）。 

イ 装置に必要な保守・管理の内容を患者に説明すること。 

ウ 夜間・緊急時の対応等を患者に説明すること。 

エ その他、療養上必要な指導管理を行うこと。 

（３） 交流電場腫瘍治療システム（ジェネレーター）は患者に貸与し、電極以外の装置に必要な

回路部品その他の付属品等に係る費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

（４） 指導管理の内容について、診療録に記載する。 

Ｃ１１９ 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料 

(１) 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料は、３月以上の保存的治療によっても十分な改善を得ら

れない、脊髄障害を原因とする排便障害を有する患者（直腸手術後の患者を除く。）に対し、

在宅で療養を行っている患者自ら経肛門的自己洗腸用の器具を用いて実施する洗腸について、

指導管理を行った場合に算定する。 

(２) 指導に当たっては、経肛門的自己洗腸の適応の可否についての評価を行い、「特掲診療料

の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」の別添１の第 16 の 10 に掲げ

る医師及び看護師が指導計画を作成する。指導計画及び実施した指導内容は診療録等に記載

する。 

(３) 「注２」に規定する導入初期加算については、新たに経肛門的自己洗腸を導入する患者に

対し、(２)の医師又は看護師が十分な指導を行った場合、当該初回の指導を行った月に１回

に限り算定する。 

 

(４) 実施に当たっては、関係学会の定める経肛門的自己洗腸の適応及び指導管理に関する指針

を遵守すること。 

Ｃ１２０ 在宅中耳加圧療法指導管理料 

(１) メニエール病又は遅発性内リンパ水腫の患者に対し、在宅中耳加圧装置を用いた療養を実

施する場合に、医師が患者又は患者の看護に当たる者に対して、当該療法の方法、注意点及

び緊急時の措置等について療養上の指導を行った場合に算定する。 
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に算定する。 

(２) プログラムの変更に係る費用は所定点数に含まれる。 

(３) 計測した指標と指導内容を診療録に添付又は記載すること。 

Ｃ１１１ 在宅肺高血圧症患者指導管理料 

「プロスタグランジンＩ２製剤の投与等に関する医学管理等」とは、在宅において、肺高血圧

症患者自らが携帯型精密輸液ポンプ又は携帯型精密ネブライザーを用いてプロスタグランジンＩ

２製剤を投与する場合に、医師が患者又は患者の看護に当たる者に対して、当該療法の方法、注

意点及び緊急時の措置等に関する指導を行い、当該患者の医学管理を行うことをいう。 

Ｃ１１２ 在宅気管切開患者指導管理料  

(１) 「在宅における気管切開に関する指導管理」とは、諸種の原因により気管切開を行った患

者のうち、安定した病態にある退院患者について、在宅において実施する気管切開に関する

指導管理のことをいう。 

(２) 在宅気管切開患者指導管理を実施する保険医療機関又は緊急時に入院するための施設は、

次の機械及び器具を備えなければならない。 

ア 酸素吸入設備 

イ レスピレーター 

ウ 気道内分泌物吸引装置 

エ 動脈血ガス分析装置（常時実施できる状態であるもの） 

オ 胸部エックス線撮影装置（常時実施できる状態であるもの） 

(３) 在宅気管切開患者指導管理料を算定している患者（入院中の患者を除く。）については、

区分番号「Ｊ０００」創傷処置（気管内ディスポーザブルカテーテル交換を含む。）、区分

番号「Ｊ００１－７」爪甲除去（麻酔を要しないもの）、区分番号「Ｊ００１－８」穿刺排

膿後薬液注入、区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引及び区分番号「Ｊ０１８－３」干渉低周波去

痰器による喀痰排出の費用は算定できない。 

Ｃ１１４ 在宅難治性皮膚疾患処置指導管理料 

(１) 在宅難治性皮膚疾患処置指導管理料は、表皮水疱症患者又は水疱型先天性魚鱗癬様紅皮症

患者であって、難治性の皮膚病変に対する特殊な処置が必要なものに対して、水疱、びらん

又は潰瘍等の皮膚の状態に応じた薬剤の選択及び被覆材の選択等について療養上の指導を行

った場合に、月１回に限り算定する。 

(２) 特定保険医療材料以外のガーゼ等の衛生材料や、在宅における水疱の穿刺等の処置に必要

な医療材料に係る費用は当該指導管理料に含まれる。 

(３) 当該指導管理料を算定している患者に対して行う処置の費用（薬剤及び特定保険医療材料

に係る費用を含む。）は別に算定できる。 

Ｃ１１５ 削除 

Ｃ１１６ 在宅植込型補助人工心臓(非拍動流型)指導管理料 

(１) 在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料は、植込型補助人工心臓（非拍動流型）

を使用している患者であって入院中の患者以外のものについて、当該月に区分番号「Ｋ６０

４－２」植込型補助人工心臓（非拍動流型）を算定したか否かにかかわらず、月に１回に限

り算定できる。 

(２) 当該指導管理料は、駆動状況の確認と調整、抗凝固療法の管理等の診察を行った上で、緊
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低血糖症患者指導管理料又は在宅妊娠糖尿病患者指導管理料を算定すべき指導管理を行った

場合であっても、指導管理の所定点数及び血糖自己測定器加算は算定できない。 

(３) 当該加算は、１月に２回又は３回算定することもできるが、このような算定ができる患者

は、区分番号「Ｃ１０１」に掲げる在宅自己注射指導管理料を算定している患者のうちイン

スリン製剤を２月分又は３月分以上処方している患者又は区分番号「Ｃ１０１－２」に掲げ

る在宅小児低血糖症患者指導管理料を算定している患者に限るものである。 

(４) グルカゴン様ペプチド－１受容体アゴニストの自己注射を承認された用法及び用量に従い

１週間に１回以上行っている者に対して、血糖自己測定値に基づく指導を行うために血糖自

己測定器を使用した場合には、インスリン製剤の自己注射を行っている者に準じて、所定点

数を算定する。 

(５) 「７」においては、糖尿病の治療に関し、専門の知識及び５年以上の経験を有する常勤の

医師又は当該専門の医師の指導の下で糖尿病の治療を実施する医師が、間歇スキャン式持続

血糖測定器を使用して血糖管理を行った場合に算定する。 

(６) 「７」においては、間歇スキャン式持続血糖測定器以外の血糖自己測定については所定点

数に含まれ、別に算定できない。 

(７) 注３の場合を除き、間歇スキャン式持続血糖測定器を使用する場合には、間歇スキャン式

持続血糖測定器以外の血糖自己測定をした回数を基準に算定する。 

Ｃ１５１ 注入器加算 

(１) 「注入器」とは、自己注射適応患者（性腺刺激ホルモン放出ホルモン剤の自己注射を除

く。）に対するディスポーザブル注射器（注射針一体型に限る。）、自動注入ポンプ、携帯

用注入器又は針無圧力注射器のことをいい、加算の算定はこれらを処方した月に限って可能

であり、単に注入器の使用を行っているのみでは算定できない。注入器加算は、針付一体型

の製剤を処方した場合には算定できない。 

(２) 入院中の患者に対して、退院時に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料を算定す

べき指導管理を行った場合は、退院の日に限り、在宅自己注射指導管理料の所定点数及び注

入器加算の点数を算定できる。この場合において、当該保険医療機関において当該退院月に

外来、往診又は訪問診療において在宅自己注射指導管理料を算定すべき指導管理を行った場

合であっても、指導管理の所定点数及び注入器加算は算定できない。 

Ｃ１５２ 間歇注入シリンジポンプ加算 

(１) 「間歇注入シリンジポンプ」とは、インスリン又は性腺刺激ホルモン放出ホルモン剤を間

歇的かつ自動的に注入するシリンジポンプをいう。 

(２) 「プログラム付きシリンジポンプ」とは、間歇注入シリンジポンプのうち、基礎注入と独

立して追加注入がプログラム可能であり、また基礎注入の流量について、１日につき 24 プ

ログラム以上の設定が可能なものをいう。 

(３) 入院中の患者に対して、退院時に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料を算定す

べき指導管理を行った場合は、退院の日に限り、在宅自己注射指導管理料の所定点数及び間

歇注入シリンジポンプ加算の点数を算定できる。この場合において、当該保険医療機関にお

いて当該退院月に外来、往診又は訪問診療において在宅自己注射指導管理料を算定すべき指

導管理を行った場合であっても、指導管理の所定点数及び間歇注入シリンジポンプ加算は算

定できない。 

 - 231 - 

(２)  関連学会の定める適正使用指針を遵守して実施した場合に限り算定する。なお、療養上

必要な機器等に係る費用は、所定点数に含まれ別に算定できない。 

 

第２款 在宅療養指導管理材料加算 

１ 在宅療養指導管理材料加算は、要件を満たせば、第１款在宅療養指導管理料を算定するか否か

にかかわらず、別に算定できる。 

２ 同一の保険医療機関において、２以上の指導管理を行っている場合は、主たる指導管理の所定

点数を算定する。この場合にあって、在宅療養指導管理材料加算及び当該２以上の指導管理に使

用した薬剤、特定保険医療材料の費用は、それぞれ算定できる。 

３ 在宅療養指導管理材料加算は、例えば「酸素ボンベを使用した場合」とは当該保険医療機関の

酸素ボンベを在宅で使用させた場合をいう等、保険医療機関が提供すること及び在宅における状

態であることを前提にしているものであること。 

なお、保険医療機関が所有する装置（酸素濃縮装置等）を患者に貸与する場合、保険医療機関

は、当該装置の保守・管理を十分に行うこと。また、これらの装置の保守・管理を販売業者に委

託する場合には、保険医療機関は、当該販売業者との間で、これらの装置の保守・管理に関する

契約を締結し、保守・管理の内容を患者に説明した上で、定期的な確認と指導を行い、当該装置

の保守・管理が当該販売業者により十分に行われている状況を維持すること。 

４ 「２」の「保険医療材料の使用を算定要件とするもの」とは、区分番号「Ｃ１６０」在宅中心

静脈栄養法用輸液セット加算等をいう。 

５ 「３」の加算については、６歳未満の乳幼児に対する在宅呼吸管理を行い、専用の経皮的動脈

血酸素飽和度測定器その他附属品を貸与又は支給したときに算定する。なお、診療報酬明細書の

摘要欄に貸与又は支給した機器等の名称及びその数量を記載すること。 

Ｃ１５０ 血糖自己測定器加算 

(１) 血糖自己測定器加算は、インスリン製剤又はヒトソマトメジンＣ製剤の在宅自己注射を毎

日行っている患者のうち血糖値の変動が大きい者又は 12 歳未満の小児低血糖症患者に対し

て、医師が、血糖のコントロールを目的として当該患者に血糖試験紙（テスト・テープ）、

固定化酵素電極（バイオセンサー）又は皮下グルコース用電極を給付し、在宅で血糖又は間

質液中のグルコース濃度の自己測定をさせ、その記録に基づき指導を行った場合に、区分番

号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料、区分番号「Ｃ１０１－２」在宅小児低血糖症患者

指導管理料又は区分番号「Ｃ１０１－３」在宅妊娠糖尿病患者指導管理料に加算するもので

ある。 

なお、血糖試験紙、固定化酵素電極、穿刺器、穿刺針、皮下グルコース用電極及び測定機

器を患者に給付又は貸与した場合における費用その他血糖自己測定に係る全ての費用は所定

点数に含まれ、別に算定できない。 

(２) 入院中の患者に対して、退院時に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料、区分番

号「Ｃ１０１－２」在宅小児低血糖症患者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０１－３」在宅妊

娠糖尿病患者指導管理料を算定すべき指導管理を行った場合は、退院の日に限り、在宅自己

注射指導管理料、在宅小児低血糖症患者指導管理料又は在宅妊娠糖尿病患者指導管理料の所

定点数及び血糖自己測定器加算の点数を算定できる。この場合において、当該保険医療機関

において当該退院月に外来、往診又は訪問診療において在宅自己注射指導管理料、在宅小児
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低血糖症患者指導管理料又は在宅妊娠糖尿病患者指導管理料を算定すべき指導管理を行った

場合であっても、指導管理の所定点数及び血糖自己測定器加算は算定できない。 

(３) 当該加算は、１月に２回又は３回算定することもできるが、このような算定ができる患者

は、区分番号「Ｃ１０１」に掲げる在宅自己注射指導管理料を算定している患者のうちイン

スリン製剤を２月分又は３月分以上処方している患者又は区分番号「Ｃ１０１－２」に掲げ

る在宅小児低血糖症患者指導管理料を算定している患者に限るものである。 

(４) グルカゴン様ペプチド－１受容体アゴニストの自己注射を承認された用法及び用量に従い

１週間に１回以上行っている者に対して、血糖自己測定値に基づく指導を行うために血糖自

己測定器を使用した場合には、インスリン製剤の自己注射を行っている者に準じて、所定点

数を算定する。 

(５) 「７」においては、糖尿病の治療に関し、専門の知識及び５年以上の経験を有する常勤の

医師又は当該専門の医師の指導の下で糖尿病の治療を実施する医師が、間歇スキャン式持続

血糖測定器を使用して血糖管理を行った場合に算定する。 

(６) 「７」においては、間歇スキャン式持続血糖測定器以外の血糖自己測定については所定点

数に含まれ、別に算定できない。 

(７) 注３の場合を除き、間歇スキャン式持続血糖測定器を使用する場合には、間歇スキャン式

持続血糖測定器以外の血糖自己測定をした回数を基準に算定する。 

Ｃ１５１ 注入器加算 

(１) 「注入器」とは、自己注射適応患者（性腺刺激ホルモン放出ホルモン剤の自己注射を除

く。）に対するディスポーザブル注射器（注射針一体型に限る。）、自動注入ポンプ、携帯

用注入器又は針無圧力注射器のことをいい、加算の算定はこれらを処方した月に限って可能

であり、単に注入器の使用を行っているのみでは算定できない。注入器加算は、針付一体型

の製剤を処方した場合には算定できない。 

(２) 入院中の患者に対して、退院時に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料を算定す

べき指導管理を行った場合は、退院の日に限り、在宅自己注射指導管理料の所定点数及び注

入器加算の点数を算定できる。この場合において、当該保険医療機関において当該退院月に

外来、往診又は訪問診療において在宅自己注射指導管理料を算定すべき指導管理を行った場

合であっても、指導管理の所定点数及び注入器加算は算定できない。 

Ｃ１５２ 間歇注入シリンジポンプ加算 

(１) 「間歇注入シリンジポンプ」とは、インスリン又は性腺刺激ホルモン放出ホルモン剤を間

歇的かつ自動的に注入するシリンジポンプをいう。 

(２) 「プログラム付きシリンジポンプ」とは、間歇注入シリンジポンプのうち、基礎注入と独

立して追加注入がプログラム可能であり、また基礎注入の流量について、１日につき 24 プ

ログラム以上の設定が可能なものをいう。 

(３) 入院中の患者に対して、退院時に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料を算定す

べき指導管理を行った場合は、退院の日に限り、在宅自己注射指導管理料の所定点数及び間

歇注入シリンジポンプ加算の点数を算定できる。この場合において、当該保険医療機関にお

いて当該退院月に外来、往診又は訪問診療において在宅自己注射指導管理料を算定すべき指

導管理を行った場合であっても、指導管理の所定点数及び間歇注入シリンジポンプ加算は算

定できない。 
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(２)  関連学会の定める適正使用指針を遵守して実施した場合に限り算定する。なお、療養上

必要な機器等に係る費用は、所定点数に含まれ別に算定できない。 

 

第２款 在宅療養指導管理材料加算 

１ 在宅療養指導管理材料加算は、要件を満たせば、第１款在宅療養指導管理料を算定するか否か

にかかわらず、別に算定できる。 

２ 同一の保険医療機関において、２以上の指導管理を行っている場合は、主たる指導管理の所定

点数を算定する。この場合にあって、在宅療養指導管理材料加算及び当該２以上の指導管理に使

用した薬剤、特定保険医療材料の費用は、それぞれ算定できる。 

３ 在宅療養指導管理材料加算は、例えば「酸素ボンベを使用した場合」とは当該保険医療機関の

酸素ボンベを在宅で使用させた場合をいう等、保険医療機関が提供すること及び在宅における状

態であることを前提にしているものであること。 

なお、保険医療機関が所有する装置（酸素濃縮装置等）を患者に貸与する場合、保険医療機関

は、当該装置の保守・管理を十分に行うこと。また、これらの装置の保守・管理を販売業者に委

託する場合には、保険医療機関は、当該販売業者との間で、これらの装置の保守・管理に関する

契約を締結し、保守・管理の内容を患者に説明した上で、定期的な確認と指導を行い、当該装置

の保守・管理が当該販売業者により十分に行われている状況を維持すること。 

４ 「２」の「保険医療材料の使用を算定要件とするもの」とは、区分番号「Ｃ１６０」在宅中心

静脈栄養法用輸液セット加算等をいう。 

５ 「３」の加算については、６歳未満の乳幼児に対する在宅呼吸管理を行い、専用の経皮的動脈

血酸素飽和度測定器その他附属品を貸与又は支給したときに算定する。なお、診療報酬明細書の

摘要欄に貸与又は支給した機器等の名称及びその数量を記載すること。 

Ｃ１５０ 血糖自己測定器加算 

(１) 血糖自己測定器加算は、インスリン製剤又はヒトソマトメジンＣ製剤の在宅自己注射を毎

日行っている患者のうち血糖値の変動が大きい者又は 12 歳未満の小児低血糖症患者に対し

て、医師が、血糖のコントロールを目的として当該患者に血糖試験紙（テスト・テープ）、

固定化酵素電極（バイオセンサー）又は皮下グルコース用電極を給付し、在宅で血糖又は間

質液中のグルコース濃度の自己測定をさせ、その記録に基づき指導を行った場合に、区分番

号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料、区分番号「Ｃ１０１－２」在宅小児低血糖症患者

指導管理料又は区分番号「Ｃ１０１－３」在宅妊娠糖尿病患者指導管理料に加算するもので

ある。 

なお、血糖試験紙、固定化酵素電極、穿刺器、穿刺針、皮下グルコース用電極及び測定機

器を患者に給付又は貸与した場合における費用その他血糖自己測定に係る全ての費用は所定

点数に含まれ、別に算定できない。 

(２) 入院中の患者に対して、退院時に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料、区分番

号「Ｃ１０１－２」在宅小児低血糖症患者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０１－３」在宅妊

娠糖尿病患者指導管理料を算定すべき指導管理を行った場合は、退院の日に限り、在宅自己

注射指導管理料、在宅小児低血糖症患者指導管理料又は在宅妊娠糖尿病患者指導管理料の所

定点数及び血糖自己測定器加算の点数を算定できる。この場合において、当該保険医療機関

において当該退院月に外来、往診又は訪問診療において在宅自己注射指導管理料、在宅小児
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の十分な説明や持続血糖測定器の結果に基づく低血糖及び高血糖への対応等、必要な指

導を行っていること。 

(イ) 糖尿病の治療に関し、専門の知識及び５年以上の経験を有する常勤の医師。 

(ロ) 糖尿病の治療に関し、治療持続皮下インスリン注入療法に従事した経験を２年以上

有し、持続血糖測定器に係る適切な研修を修了した常勤の看護師又は薬剤師。なお、

ここでいう適切な研修とは、次の事項に該当する研修のことをいう。 

① 医療関係団体が主催する研修であること。 

② 糖尿病患者への生活習慣改善の意義・基礎知識、評価方法、セルフケア支援、持

続血糖測定器に関する理解・活用及び事例分析・評価等の内容が含まれているも

のであること。 

（８） 間歇注入シリンジポンプと連動しない持続血糖測定器を用いる場合は、患者ごとに指導

者名が記載されている指導記録を作成し、患者に提供すること。また、指導記録の写しを

診療録に添付すること。 

  Ｃ１５２－３ 経腸投薬用ポンプ加算 

経腸投薬用ポンプ加算は、レボドパ・カルビドパ水和物製剤を経胃瘻空腸投与することを目的

とした場合に限り算定できる。 

Ｃ１５３ 注入器用注射針加算 

(１) 区分番号「Ｃ１５１」注入器加算に規定する「注入器」を処方せず、注射針一体型でない

ディスポーザブル注射器を処方した場合は、注入器用注射針加算のみ算定する。 

(２) 注入器用注射針加算は、注入器用注射針を処方した場合に算定できる。この場合において、

「１」の加算は、以下の場合に算定できるものであり、算定する場合は、診療報酬明細書の

摘要欄に次のいずれに該当するかを記載すること。 

ア 糖尿病等で１日概ね４回以上自己注射が必要な場合 

イ 血友病で自己注射が必要な場合 

(３) 注入器用注射針加算は、針付一体型の製剤又は針無圧力注射器を処方した場合には算定で

きない。  

(４) 入院中の患者に対して、退院時に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料を算定す

べき指導管理を行った場合は、退院の日に限り、在宅自己注射指導管理料の所定点数及び注

入器用注射針加算の点数を算定できる。この場合において、当該保険医療機関において当該

退院月に外来、往診又は訪問診療において在宅自己注射指導管理料を算定すべき指導管理を

行った場合であっても、指導管理の所定点数及び注入器用注射針加算は算定できない。 

Ｃ１５４ 紫外線殺菌器加算 

在宅自己連続携行式腹膜灌流液交換用熱殺菌器を使用した場合には、紫外線殺菌器加算の点数

を算定する。 

Ｃ１５６ 透析液供給装置加算 

透析液供給装置は患者１人に対して１台を貸与し、透析液供給装置加算には、逆浸透を用いた

水処理装置・前処理のためのフィルターの費用を含む。 

Ｃ１５７ 酸素ボンベ加算 

(１) チアノーゼ型先天性心疾患の患者に対して指導管理を行った場合は、酸素ボンベ加算は別

に算定できない。 
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の十分な説明や持続血糖測定器の結果に基づく低血糖及び高血糖への対応等、必要な指

導を行っていること。 

(イ) 糖尿病の治療に関し、専門の知識及び５年以上の経験を有する常勤の医師。 

(ロ) 糖尿病の治療に関し、治療持続皮下インスリン注入療法に従事した経験を２年以上

有し、持続血糖測定器に係る適切な研修を修了した常勤の看護師又は薬剤師。なお、

ここでいう適切な研修とは、次の事項に該当する研修のことをいう。 

① 医療関係団体が主催する研修であること。 

② 糖尿病患者への生活習慣改善の意義・基礎知識、評価方法、セルフケア支援、持

続血糖測定器に関する理解・活用及び事例分析・評価等の内容が含まれているも

のであること。 

（８） 間歇注入シリンジポンプと連動しない持続血糖測定器を用いる場合は、患者ごとに指導

者名が記載されている指導記録を作成し、患者に提供すること。また、指導記録の写しを

診療録に添付すること。 

  Ｃ１５２－３ 経腸投薬用ポンプ加算 

経腸投薬用ポンプ加算は、レボドパ・カルビドパ水和物製剤を経胃瘻空腸投与することを目的

とした場合に限り算定できる。 

Ｃ１５３ 注入器用注射針加算 

(１) 区分番号「Ｃ１５１」注入器加算に規定する「注入器」を処方せず、注射針一体型でない

ディスポーザブル注射器を処方した場合は、注入器用注射針加算のみ算定する。 

(２) 注入器用注射針加算は、注入器用注射針を処方した場合に算定できる。この場合において、

「１」の加算は、以下の場合に算定できるものであり、算定する場合は、診療報酬明細書の

摘要欄に次のいずれに該当するかを記載すること。 

ア 糖尿病等で１日概ね４回以上自己注射が必要な場合 

イ 血友病で自己注射が必要な場合 

(３) 注入器用注射針加算は、針付一体型の製剤又は針無圧力注射器を処方した場合には算定で

きない。  

(４) 入院中の患者に対して、退院時に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料を算定す

べき指導管理を行った場合は、退院の日に限り、在宅自己注射指導管理料の所定点数及び注

入器用注射針加算の点数を算定できる。この場合において、当該保険医療機関において当該

退院月に外来、往診又は訪問診療において在宅自己注射指導管理料を算定すべき指導管理を

行った場合であっても、指導管理の所定点数及び注入器用注射針加算は算定できない。 

Ｃ１５４ 紫外線殺菌器加算 

在宅自己連続携行式腹膜灌流液交換用熱殺菌器を使用した場合には、紫外線殺菌器加算の点数

を算定する。 

Ｃ１５６ 透析液供給装置加算 

透析液供給装置は患者１人に対して１台を貸与し、透析液供給装置加算には、逆浸透を用いた

水処理装置・前処理のためのフィルターの費用を含む。 

Ｃ１５７ 酸素ボンベ加算 

(１) チアノーゼ型先天性心疾患の患者に対して指導管理を行った場合は、酸素ボンベ加算は別

に算定できない。 
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剤の経口投与では疼痛が改善しないため注射による鎮痛剤注入が必要なもの又は注射による抗悪

性腫瘍剤の注入が必要なものが、在宅において自ら実施する鎮痛療法又は化学療法をいう。 

Ｃ１６２ 在宅経管栄養法用栄養管セット加算 

在宅経管栄養法用栄養管セット加算と区分番号「Ｃ１６１」注入ポンプ加算とは、併せて算定

することができるが、それぞれ月１回に限り算定する。 

Ｃ１６３ 特殊カテーテル加算 

(１)  在宅療養において在宅自己導尿が必要な患者に対し、療養上必要なカテーテルについて

判断の上、必要かつ十分な量のカテーテルを患者に支給した場合に算定する。 

(２) 「２」の「イ」親水性コーティングを有するものについては、間歇導尿用ディスポーザブ

ルカテーテルとして、親水性コーティングが施されたカテーテルであって、包装内に潤滑剤

が封入されており、開封後すぐに挿入可能なもののみを使用した場合に算定する。 

(３) 「２」の「イ」親水性コーティングを有するものについては、排尿障害が長期間かつ不可

逆的に持続し、代替となる排尿方法が存在せず、適切な消毒操作が困難な場所において導尿

が必要となる場合等、当該カテーテルを使用する医学的な妥当性が認められる場合に使用す

ることとし、原則として次のいずれかに該当する患者に使用した場合に算定する。なお、診

療報酬明細書の摘要欄にアからエまでのいずれかの要件を満たす医学的根拠を記載すること。 

ア 脊髄障害 

イ 二分脊椎 

ウ 他の中枢神経を原因とする神経因性膀胱 

エ その他 

(４) 「２」の「イ」親水性コーティングを有するものについては、１月あたり 60 本以上使用

した場合（他のカテーテルを合わせて用いた場合を含む。）に算定することとし、これに満

たない場合は「２」の「イ」以外の主たるものの所定点数を算定する。 

(５) 「３」の「間歇バルーンカテーテル」とは、患者自身が間歇導尿を行うことが可能なカテ

ーテルであって、当該カテーテルに接続してバルーンを膨らませるためのリザーバーを有し、

患者自身が消毒下で携帯することが可能であるものをいう。 

(６) 間歇導尿用ディスポーザブルカテーテルと間歇バルーンカテーテルを併せて使用した場合

は、主たるもののみを算定する。 

Ｃ１６４ 人工呼吸器加算 

療養上必要な回路部品その他附属品（療養上必要なバッテリー及び手動式肺人工蘇生器等を含

む。）の費用は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｃ１６５ 在宅持続陽圧呼吸療法用治療器加算 

(１) 在宅持続陽圧呼吸療法用治療器加算１については、区分番号「Ｃ１０７―２」在宅持続陽

圧呼吸療法指導管理料１並びに区分番号「Ｃ１０７―２」在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料

２のア及びイの要件に該当する患者に対して保険医療機関が患者に貸与する持続陽圧呼吸療

法装置のうち、ASV を使用して治療を行った場合に、３月に３回に限り算定できる。なお、

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２のア及びイの要件に該当する患者については、診療報酬

請求に当たって、診療報酬明細書の摘要欄に、算定の根拠となった要件（在宅持続陽圧呼吸

療法指導管理料２のア又はイ）を記載する。なお、イの要件を根拠に算定をする場合は、当

該患者に対する ASV 療法の実施開始日も併せて記載すること。 
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(２) 「１」の加算は、医療機関への通院等に実際に携帯用小型ボンベを使用した場合に算定で

きる。なお、用いられるボンベのうち概ね 1,500 リットル以下の詰め替え可能なものについ

て算定の対象とし、使い捨てのものについては算定の対象としない。 

(３) 同一患者に対して酸素ボンベ（携帯用酸素ボンベを除く。）、酸素濃縮装置及び設置型液

化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

(４) 同一患者に対して、携帯用酸素ボンベ及び携帯型液化酸素装置を併用して在宅酸素療法を

行った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

Ｃ１５８ 酸素濃縮装置加算 

(１) チアノーゼ型先天性心疾患の患者に対して指導管理を行った場合は、酸素濃縮装置加算は

別に算定できない。 

(２) 同一患者に対して酸素ボンベ（携帯用酸素ボンベを除く。）、酸素濃縮装置及び設置型液

化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

(３) 同一患者に対して携帯用酸素ボンベ及び携帯型液化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行

った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

Ｃ１５９ 液化酸素装置加算 

(１) チアノーゼ型先天性心疾患の患者に対して指導管理を行った場合は、液化酸素装置加算は

別に算定できない。 

(２) 液化酸素装置加算を算定する場合、設置型液化酸素装置から携帯型液化酸素装置へ液化酸

素の移充填を行う場合の方法、注意点、緊急時の措置等に関する患者への指導が必要である。

この場合、「設置型液化酸素装置」とは、20～50リットルの内容積の設置型液化酸素装置の

ことをいい、「携帯型液化酸素装置」とは、１リットル前後の内容積の携帯型液化酸素装置

のことをいう。なお、使用した酸素の費用及び流量計、加湿器等の費用は加算点数に含まれ、

別に算定できない。 

(３) 設置型液化酸素装置に係る加算と携帯型液化酸素装置に係る加算とは併せて算定できるが、

それぞれ３月に３回に限り算定する。 

(４) 同一患者に対して酸素ボンベ（携帯用酸素ボンベを除く。）、酸素濃縮装置及び設置型液

化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

(５) 同一患者に対して携帯用酸素ボンベ及び携帯型液化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行

った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

Ｃ１５９－２ 呼吸同調式デマンドバルブ加算 

呼吸同調式デマンドバルブ加算は、呼吸同調式デマンドバルブを携帯用酸素供給装置と鼻カニ

ューレとの間に装着して使用した場合に算定できる。 

Ｃ１６０ 在宅中心静脈栄養法用輸液セット加算 

「輸液セット」とは、在宅で中心静脈栄養法を行うに当たって用いる輸液用器具（輸液バッ

グ）、注射器及び採血用輸血用器具（輸液ライン）をいう。 

Ｃ１６１ 注入ポンプ加算 

「注入ポンプ」とは、在宅で中心静脈栄養法、成分栄養経管栄養法若しくは小児経管栄養法、

鎮痛療法若しくは悪性腫瘍の化学療法又は注射薬の精密自己注射を行うに当たって用いる注入ポ

ンプをいう。なお、「在宅における鎮痛療法若しくは悪性腫瘍の化学療法」とは、末期の悪性腫

瘍又は筋萎縮性側索硬化症若しくは筋ジストロフィーの患者であって、持続性の疼痛があり鎮痛
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剤の経口投与では疼痛が改善しないため注射による鎮痛剤注入が必要なもの又は注射による抗悪

性腫瘍剤の注入が必要なものが、在宅において自ら実施する鎮痛療法又は化学療法をいう。 

Ｃ１６２ 在宅経管栄養法用栄養管セット加算 

在宅経管栄養法用栄養管セット加算と区分番号「Ｃ１６１」注入ポンプ加算とは、併せて算定

することができるが、それぞれ月１回に限り算定する。 

Ｃ１６３ 特殊カテーテル加算 

(１)  在宅療養において在宅自己導尿が必要な患者に対し、療養上必要なカテーテルについて

判断の上、必要かつ十分な量のカテーテルを患者に支給した場合に算定する。 

(２) 「２」の「イ」親水性コーティングを有するものについては、間歇導尿用ディスポーザブ

ルカテーテルとして、親水性コーティングが施されたカテーテルであって、包装内に潤滑剤

が封入されており、開封後すぐに挿入可能なもののみを使用した場合に算定する。 

(３) 「２」の「イ」親水性コーティングを有するものについては、排尿障害が長期間かつ不可

逆的に持続し、代替となる排尿方法が存在せず、適切な消毒操作が困難な場所において導尿

が必要となる場合等、当該カテーテルを使用する医学的な妥当性が認められる場合に使用す

ることとし、原則として次のいずれかに該当する患者に使用した場合に算定する。なお、診

療報酬明細書の摘要欄にアからエまでのいずれかの要件を満たす医学的根拠を記載すること。 

ア 脊髄障害 

イ 二分脊椎 

ウ 他の中枢神経を原因とする神経因性膀胱 

エ その他 

(４) 「２」の「イ」親水性コーティングを有するものについては、１月あたり 60 本以上使用

した場合（他のカテーテルを合わせて用いた場合を含む。）に算定することとし、これに満

たない場合は「２」の「イ」以外の主たるものの所定点数を算定する。 

(５) 「３」の「間歇バルーンカテーテル」とは、患者自身が間歇導尿を行うことが可能なカテ

ーテルであって、当該カテーテルに接続してバルーンを膨らませるためのリザーバーを有し、

患者自身が消毒下で携帯することが可能であるものをいう。 

(６) 間歇導尿用ディスポーザブルカテーテルと間歇バルーンカテーテルを併せて使用した場合

は、主たるもののみを算定する。 

Ｃ１６４ 人工呼吸器加算 

療養上必要な回路部品その他附属品（療養上必要なバッテリー及び手動式肺人工蘇生器等を含

む。）の費用は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｃ１６５ 在宅持続陽圧呼吸療法用治療器加算 

(１) 在宅持続陽圧呼吸療法用治療器加算１については、区分番号「Ｃ１０７―２」在宅持続陽

圧呼吸療法指導管理料１並びに区分番号「Ｃ１０７―２」在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料

２のア及びイの要件に該当する患者に対して保険医療機関が患者に貸与する持続陽圧呼吸療

法装置のうち、ASV を使用して治療を行った場合に、３月に３回に限り算定できる。なお、

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２のア及びイの要件に該当する患者については、診療報酬

請求に当たって、診療報酬明細書の摘要欄に、算定の根拠となった要件（在宅持続陽圧呼吸

療法指導管理料２のア又はイ）を記載する。なお、イの要件を根拠に算定をする場合は、当

該患者に対する ASV 療法の実施開始日も併せて記載すること。 
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(２) 「１」の加算は、医療機関への通院等に実際に携帯用小型ボンベを使用した場合に算定で

きる。なお、用いられるボンベのうち概ね 1,500 リットル以下の詰め替え可能なものについ

て算定の対象とし、使い捨てのものについては算定の対象としない。 

(３) 同一患者に対して酸素ボンベ（携帯用酸素ボンベを除く。）、酸素濃縮装置及び設置型液

化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

(４) 同一患者に対して、携帯用酸素ボンベ及び携帯型液化酸素装置を併用して在宅酸素療法を

行った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

Ｃ１５８ 酸素濃縮装置加算 

(１) チアノーゼ型先天性心疾患の患者に対して指導管理を行った場合は、酸素濃縮装置加算は

別に算定できない。 

(２) 同一患者に対して酸素ボンベ（携帯用酸素ボンベを除く。）、酸素濃縮装置及び設置型液

化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

(３) 同一患者に対して携帯用酸素ボンベ及び携帯型液化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行

った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

Ｃ１５９ 液化酸素装置加算 

(１) チアノーゼ型先天性心疾患の患者に対して指導管理を行った場合は、液化酸素装置加算は

別に算定できない。 

(２) 液化酸素装置加算を算定する場合、設置型液化酸素装置から携帯型液化酸素装置へ液化酸

素の移充填を行う場合の方法、注意点、緊急時の措置等に関する患者への指導が必要である。

この場合、「設置型液化酸素装置」とは、20～50リットルの内容積の設置型液化酸素装置の

ことをいい、「携帯型液化酸素装置」とは、１リットル前後の内容積の携帯型液化酸素装置

のことをいう。なお、使用した酸素の費用及び流量計、加湿器等の費用は加算点数に含まれ、

別に算定できない。 

(３) 設置型液化酸素装置に係る加算と携帯型液化酸素装置に係る加算とは併せて算定できるが、

それぞれ３月に３回に限り算定する。 

(４) 同一患者に対して酸素ボンベ（携帯用酸素ボンベを除く。）、酸素濃縮装置及び設置型液

化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

(５) 同一患者に対して携帯用酸素ボンベ及び携帯型液化酸素装置を併用して在宅酸素療法を行

った場合は、合わせて３月に３回に限り算定する。 

Ｃ１５９－２ 呼吸同調式デマンドバルブ加算 

呼吸同調式デマンドバルブ加算は、呼吸同調式デマンドバルブを携帯用酸素供給装置と鼻カニ

ューレとの間に装着して使用した場合に算定できる。 

Ｃ１６０ 在宅中心静脈栄養法用輸液セット加算 

「輸液セット」とは、在宅で中心静脈栄養法を行うに当たって用いる輸液用器具（輸液バッ

グ）、注射器及び採血用輸血用器具（輸液ライン）をいう。 

Ｃ１６１ 注入ポンプ加算 

「注入ポンプ」とは、在宅で中心静脈栄養法、成分栄養経管栄養法若しくは小児経管栄養法、

鎮痛療法若しくは悪性腫瘍の化学療法又は注射薬の精密自己注射を行うに当たって用いる注入ポ

ンプをいう。なお、「在宅における鎮痛療法若しくは悪性腫瘍の化学療法」とは、末期の悪性腫

瘍又は筋萎縮性側索硬化症若しくは筋ジストロフィーの患者であって、持続性の疼痛があり鎮痛

（ ）（ ） 333332
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に算定する。 

(２) 関連学会の定める適正使用指針を遵守して使用した場合に限り算定する。なお、横隔神経

電気刺激装置を使用するに当たり必要なバックアップ用体表面不関電極セット、コネクタホ

ルダ、ストレインリリーフブートキット、その他療養上必要な医療材料の費用は、所定点数

に含まれる。 

 

第３節 薬剤料 

Ｃ２００ 薬剤 

(１) 次の厚生労働大臣の定める注射薬に限り投与することができる。 

【厚生労働大臣の定める注射薬】 

インスリン製剤、ヒト成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子製剤、乾

燥濃縮人血液凝固第Ⅹ因子加活性化第Ⅶ因子製剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子製剤、

乾燥人血液凝固第Ⅷ因子製剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅸ因子製剤、乾燥人血液凝固第

Ⅸ因子製剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性複合体、性

腺刺激ホルモン放出ホルモン剤、性腺刺激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホルモン誘

導体、ソマトスタチンアナログ、顆粒球コロニー形成刺激因子製剤、自己連続携行式腹膜

灌流用灌流液、在宅中心静脈栄養法用輸液、インターフェロンアルファ製剤、インターフ

ェロンベータ製剤、ブプレノルフィン製剤、モルヒネ塩酸塩製剤、抗悪性腫瘍剤、グルカ

ゴン製剤、グルカゴン様ペプチド－１受容体アゴニスト、ヒトソマトメジンＣ製剤、人工

腎臓用透析液、血液凝固阻止剤、生理食塩液、プロスタグランジンＩ２製剤、エタネルセ

プト製剤、注射用水、ペグビソマント製剤、スマトリプタン製剤、フェンタニルクエン酸

塩製剤、複方オキシコドン製剤、オキシコドン塩酸塩製剤、ベタメタゾンリン酸エステル

ナトリウム製剤、デキサメタゾンリン酸エステルナトリウム製剤、デキサメタゾンメタス

ルホ安息香酸エステルナトリウム製剤、プロトンポンプ阻害剤、Ｈ２ 遮断剤、カルバゾク

ロムスルホン酸ナトリウム製剤、トラネキサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチル製

剤、メトクロプラミド製剤、プロクロルペラジン製剤、ブチルスコポラミン臭化物製剤、

グリチルリチン酸モノアンモニウム・グリシン・Ｌ－システイン塩酸塩配合剤、アダリム

マブ製剤、エリスロポエチン、ダルベポエチン、テリパラチド製剤、アドレナリン製剤、

ヘパリンカルシウム製剤、アポモルヒネ塩酸塩製剤、セルトリズマブペゴル製剤、トシリ

ズマブ製剤、メトレレプチン製剤、アバタセプト製剤、ｐＨ４処理酸性人免疫グロブリン

（皮下注射）製剤、電解質製剤、注射用抗菌薬、エダラボン製剤、アスホターゼ アルフ

ァ製剤、グラチラマー酢酸塩製剤、脂肪乳剤、セクキヌマブ製剤、エボロクマブ製剤、ブ

ロダルマブ製剤、アリロクマブ製剤、ベリムマブ製剤、イキセキズマブ製剤、ゴリムマブ

製剤、エミシズマブ製剤、イカチバント製剤、サリルマブ製剤、デュピルマブ製剤、ヒド

ロモルフォン塩酸塩製剤、インスリン・グルカゴン様ペプチド－１受容体アゴニスト配合

剤及びヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム製剤 

(２) 上記の注射薬の投与日数は、以下のとおりである。 

ア 投与日数に制限のないもの 

イ及びウに該当しない注射薬 

イ 14 日分を限度に投与することができるもの 
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(２) 在宅持続陽圧呼吸療法用治療器加算２については、在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２の

ウの要件に該当する患者に対して保険医療機関が患者に貸与する持続陽圧呼吸療法装置のう

ち、CPAP を使用して治療を行った場合に、３月に３回に限り算定できる。 

Ｃ１６６ 携帯型ディスポーザブル注入ポンプ加算 

 外来で抗悪性腫瘍剤の注射を行い、携帯型ディスポーザブル注入ポンプなどを用いてその後も

連続して自宅で抗悪性腫瘍剤の注入を行う場合においては、本加算を算定できない。 

Ｃ１６８ 携帯型精密輸液ポンプ加算 

携帯型精密輸液ポンプ加算には、カセット、延長チューブその他携帯型精密輸液ポンプに必要

な全ての機器等の費用が含まれ、別に算定できない。 

Ｃ１６８－２ 携帯型精密ネブライザー加算 

(１) 本加算は、吸入用のプロスタグランジンＩ２製剤を使用するに当たり、一定量の薬液を効

率的に吸入させるため、患者の呼吸に同調して薬液を噴霧する機構を備えた携帯型精密ネブ

ライザーを使用した場合に算定する。 

(２) 携帯型精密ネブライザー加算には、携帯型精密ネブライザーを使用するに当たって必要な

全ての費用が含まれ、別に算定できない。 

Ｃ１７０ 排痰補助装置加算 

(１) 排痰補助装置加算は、在宅人工呼吸を行っている患者であって、換気能力が低下し、自力

での排痰が困難と医師が認めるものに対して、排痰補助装置を使用した場合に算定できる。 

(２) 注に規定する神経筋疾患等の患者とは、筋ジストロフィー、筋萎縮性側索硬化症、脳性麻

痺、脊髄損傷等の患者をさす。 

Ｃ１７１  在宅酸素療法材料加算 

(１) 在宅酸素療法材料加算１は、区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料の「１」を算

定すべき指導管理を行った患者に対し、保険医療機関からチアノーゼ型先天性心疾患の患者

に小型酸素ボンベ又はクロレート・キャンドル型酸素発生器が提供される場合に、３月に３

回に限り算定できる。なお、本加算には当該装置に係る費用のうち、装置に必要な回路部品

その他の附属品等に係る費用が含まれるものであること。 

(２) 在宅酸素療法材料加算２は、区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料の「２」を算

定すべき指導管理を行った患者に対し、保険医療機関から在宅酸素療法装置が提供される場

合に、３月に３回に限り算定できる。なお、本加算には当該装置に係る費用のうち、装置に

必要な回路部品その他の附属品等に係る費用が含まれるものであること。 

Ｃ１７１－２  在宅持続陽圧呼吸療法材料加算 

在宅持続陽圧呼吸療法材料加算には、区分番号「Ｃ１０７－２」在宅持続陽圧呼吸療法指導管

理料を算定する患者に対し、保険医療機関が貸与する持続陽圧呼吸療法装置に係る費用のうち、

装置に必要な回路部品その他の附属品等に係る費用が含まれ、３月に３回に限り算定できる。 

Ｃ１７２ 在宅経肛門的自己洗腸用材料加算 

在宅経肛門的自己洗腸用材料加算は、在宅療養において経肛門的自己洗腸が必要な患者に対し

て、自己洗腸用材料を使用した場合に、３月に３回に限り算定できる。 

Ｃ１７３ 横隔神経電気刺激装置加算  

(１) 横隔神経電気刺激装置加算は、在宅人工呼吸を行っている脊髄損傷又は中枢性低換気症候

群の患者に対して、呼吸補助を行うことを目的として横隔神経電気刺激装置を使用した場合
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に算定する。 

(２) 関連学会の定める適正使用指針を遵守して使用した場合に限り算定する。なお、横隔神経

電気刺激装置を使用するに当たり必要なバックアップ用体表面不関電極セット、コネクタホ

ルダ、ストレインリリーフブートキット、その他療養上必要な医療材料の費用は、所定点数

に含まれる。 

 

第３節 薬剤料 

Ｃ２００ 薬剤 

(１) 次の厚生労働大臣の定める注射薬に限り投与することができる。 

【厚生労働大臣の定める注射薬】 

インスリン製剤、ヒト成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子製剤、乾

燥濃縮人血液凝固第Ⅹ因子加活性化第Ⅶ因子製剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子製剤、

乾燥人血液凝固第Ⅷ因子製剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅸ因子製剤、乾燥人血液凝固第

Ⅸ因子製剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性複合体、性

腺刺激ホルモン放出ホルモン剤、性腺刺激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホルモン誘

導体、ソマトスタチンアナログ、顆粒球コロニー形成刺激因子製剤、自己連続携行式腹膜

灌流用灌流液、在宅中心静脈栄養法用輸液、インターフェロンアルファ製剤、インターフ

ェロンベータ製剤、ブプレノルフィン製剤、モルヒネ塩酸塩製剤、抗悪性腫瘍剤、グルカ

ゴン製剤、グルカゴン様ペプチド－１受容体アゴニスト、ヒトソマトメジンＣ製剤、人工

腎臓用透析液、血液凝固阻止剤、生理食塩液、プロスタグランジンＩ２製剤、エタネルセ

プト製剤、注射用水、ペグビソマント製剤、スマトリプタン製剤、フェンタニルクエン酸

塩製剤、複方オキシコドン製剤、オキシコドン塩酸塩製剤、ベタメタゾンリン酸エステル

ナトリウム製剤、デキサメタゾンリン酸エステルナトリウム製剤、デキサメタゾンメタス

ルホ安息香酸エステルナトリウム製剤、プロトンポンプ阻害剤、Ｈ２ 遮断剤、カルバゾク

ロムスルホン酸ナトリウム製剤、トラネキサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチル製

剤、メトクロプラミド製剤、プロクロルペラジン製剤、ブチルスコポラミン臭化物製剤、

グリチルリチン酸モノアンモニウム・グリシン・Ｌ－システイン塩酸塩配合剤、アダリム

マブ製剤、エリスロポエチン、ダルベポエチン、テリパラチド製剤、アドレナリン製剤、

ヘパリンカルシウム製剤、アポモルヒネ塩酸塩製剤、セルトリズマブペゴル製剤、トシリ

ズマブ製剤、メトレレプチン製剤、アバタセプト製剤、ｐＨ４処理酸性人免疫グロブリン

（皮下注射）製剤、電解質製剤、注射用抗菌薬、エダラボン製剤、アスホターゼ アルフ

ァ製剤、グラチラマー酢酸塩製剤、脂肪乳剤、セクキヌマブ製剤、エボロクマブ製剤、ブ

ロダルマブ製剤、アリロクマブ製剤、ベリムマブ製剤、イキセキズマブ製剤、ゴリムマブ

製剤、エミシズマブ製剤、イカチバント製剤、サリルマブ製剤、デュピルマブ製剤、ヒド

ロモルフォン塩酸塩製剤、インスリン・グルカゴン様ペプチド－１受容体アゴニスト配合

剤及びヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム製剤 

(２) 上記の注射薬の投与日数は、以下のとおりである。 

ア 投与日数に制限のないもの 

イ及びウに該当しない注射薬 

イ 14 日分を限度に投与することができるもの 
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(２) 在宅持続陽圧呼吸療法用治療器加算２については、在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２の

ウの要件に該当する患者に対して保険医療機関が患者に貸与する持続陽圧呼吸療法装置のう

ち、CPAP を使用して治療を行った場合に、３月に３回に限り算定できる。 

Ｃ１６６ 携帯型ディスポーザブル注入ポンプ加算 

 外来で抗悪性腫瘍剤の注射を行い、携帯型ディスポーザブル注入ポンプなどを用いてその後も

連続して自宅で抗悪性腫瘍剤の注入を行う場合においては、本加算を算定できない。 

Ｃ１６８ 携帯型精密輸液ポンプ加算 

携帯型精密輸液ポンプ加算には、カセット、延長チューブその他携帯型精密輸液ポンプに必要

な全ての機器等の費用が含まれ、別に算定できない。 

Ｃ１６８－２ 携帯型精密ネブライザー加算 

(１) 本加算は、吸入用のプロスタグランジンＩ２製剤を使用するに当たり、一定量の薬液を効

率的に吸入させるため、患者の呼吸に同調して薬液を噴霧する機構を備えた携帯型精密ネブ

ライザーを使用した場合に算定する。 

(２) 携帯型精密ネブライザー加算には、携帯型精密ネブライザーを使用するに当たって必要な

全ての費用が含まれ、別に算定できない。 

Ｃ１７０ 排痰補助装置加算 

(１) 排痰補助装置加算は、在宅人工呼吸を行っている患者であって、換気能力が低下し、自力

での排痰が困難と医師が認めるものに対して、排痰補助装置を使用した場合に算定できる。 

(２) 注に規定する神経筋疾患等の患者とは、筋ジストロフィー、筋萎縮性側索硬化症、脳性麻

痺、脊髄損傷等の患者をさす。 

Ｃ１７１  在宅酸素療法材料加算 

(１) 在宅酸素療法材料加算１は、区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料の「１」を算

定すべき指導管理を行った患者に対し、保険医療機関からチアノーゼ型先天性心疾患の患者

に小型酸素ボンベ又はクロレート・キャンドル型酸素発生器が提供される場合に、３月に３

回に限り算定できる。なお、本加算には当該装置に係る費用のうち、装置に必要な回路部品

その他の附属品等に係る費用が含まれるものであること。 

(２) 在宅酸素療法材料加算２は、区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料の「２」を算

定すべき指導管理を行った患者に対し、保険医療機関から在宅酸素療法装置が提供される場

合に、３月に３回に限り算定できる。なお、本加算には当該装置に係る費用のうち、装置に

必要な回路部品その他の附属品等に係る費用が含まれるものであること。 

Ｃ１７１－２  在宅持続陽圧呼吸療法材料加算 

在宅持続陽圧呼吸療法材料加算には、区分番号「Ｃ１０７－２」在宅持続陽圧呼吸療法指導管

理料を算定する患者に対し、保険医療機関が貸与する持続陽圧呼吸療法装置に係る費用のうち、

装置に必要な回路部品その他の附属品等に係る費用が含まれ、３月に３回に限り算定できる。 

Ｃ１７２ 在宅経肛門的自己洗腸用材料加算 

在宅経肛門的自己洗腸用材料加算は、在宅療養において経肛門的自己洗腸が必要な患者に対し

て、自己洗腸用材料を使用した場合に、３月に３回に限り算定できる。 

Ｃ１７３ 横隔神経電気刺激装置加算  

(１) 横隔神経電気刺激装置加算は、在宅人工呼吸を行っている脊髄損傷又は中枢性低換気症候

群の患者に対して、呼吸補助を行うことを目的として横隔神経電気刺激装置を使用した場合
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(イ) 新医薬品（医薬品医療機器法第 14 条の４第１項第一号に規定する新医薬品をい

う。）であって、使用薬剤の薬価（薬価基準）への収載の日の属する月の翌月の初

日から起算して１年を経過していない注射薬 

(ロ) 複方オキシコドン製剤 

ウ 30 日分を限度に投与することができるもの 

ブプレノルフィン製剤、モルヒネ塩酸塩製剤、フェンタニルクエン酸塩製剤、ヒド 

ロモルフォン塩酸塩製剤 

(３) 厚生労働大臣の定める注射薬のうち、「在宅中心静脈栄養法用輸液」とは、高カロリー輸

液をいう。なお、高カロリー輸液を投与する場合には、これ以外にビタミン剤、高カロリー

輸液用微量元素製剤及び血液凝固阻止剤を投与することができる。 

(４) 厚生労働大臣の定める注射薬のうち、「電解質製剤」とは、経口摂取不能又は不十分な場

合の水分・電解質の補給・維持を目的とした注射薬（高カロリー輸液を除く。）をいい、電

解質製剤以外に電解質補正製剤（電解質製剤に添加して投与する注射薬に限る。）、ビタミ

ン剤、高カロリー輸液用微量元素製剤及び血液凝固阻止剤を投与することができる。 

(５) 厚生労働大臣の定める注射薬のうち、「注射用抗菌薬」とは、病原体に殺菌的又は静菌的

に作用する注射薬をいう。 

(６) 初診、再診又は在宅医療において、患者の診療を担う保険医の指示に基づき、当該保険医

の診療日以外の日に訪問看護ステーション等の看護師等が、当該患者に対し点滴又は処置等

を実施した場合は、当該保険医療機関において、本区分により点滴又は処置等に用いた薬剤

（当該患者に対し使用した分に限る。）の費用を算定する。なお、この場合にあっては、当

該薬剤が使用された日を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。ただし、区分番号「Ａ０

００」初診料の算定のみの場合にあっては、当該薬剤料の費用は算定できない。 

 

第４節 特定保険医療材料料 

Ｃ３００ 特定保険医療材料 

初診、再診又は在宅医療において、患者の診療を担う保険医の指示に基づき、当該保険医の診

療日以外の日に訪問看護ステーション等の看護師等が、当該患者に対し点滴又は処置等を実施し

た場合は、当該保険医療機関において、本区分により点滴又は処置等に用いた特定保険医療材料

（当該患者に対し使用した分に限る。）の費用を算定する。なお、この場合にあっては、当該特

定保険医療材料が使用された日を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 
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殊

な
も

の
の

費
用

は
、

第
１

節
又

は
第

３
節

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

検
査

の
う

ち
で

最
も

近
似

す
る

検
査

の
各

区
分

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

５
対

称
器

官
に

係
る

検
査

の
各

区
分

の
所

定
点

数
は

、
特

に
規

定
す

る
場

合
を
除

き
、

両
側

の
器

官
の

検
査

料

に
係

る
点

数
と

す
る

。

６
保

険
医

療
機

関
が

、
患

者
の

人
体

か
ら

排
出

さ
れ

、
又

は
採

取
さ

れ
た

検
体

に
つ

い
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
の

施
設

に
臨

床
検

査
技

師
等

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
3
3
年

法
律

第
7
6
号

）
第

２
条

に
規

定
す

る
検

査
を

委
託

す
る

場
合

に
お

け
る

検
査

に
要

す
る

費
用

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

算
定

す
る

。 第
１

節
検

体
検

査
料

通
則

検
体

検
査

の
費

用
は

、
第

１
款

及
び

第
２

款
の

各
区

分
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

第
１

款
検

体
検

査
実

施
料

通
則 １

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
、

緊
急

の
た

め
に

、
保

険
医

療
機

関
が

表
示

す
る

診
療

時
間

以
外

の

時
間

、
休

日
又

は
深

夜
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

お
い

て
検

体
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
時

間
外

緊
急

院
内

検
査

加
算

と
し

て
、

第
１

款
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
１

日
に

つ
き
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す

る
。

た
だ

し
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

一
日

に
第

３
号

の
加

算
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。

２
特

定
機

能
病

院
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

入
院

中
の

患
者

に
係

る
検

体
検

査
実

施
料

は
、

基
本

的
検

体
検

査
実

施
料

に
掲

げ
る

所
定

点
数

及
び

当
該

所
定

点
数

に
含

ま
れ

な
い

各
項

目
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

３
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

検
体

検
査

で
あ

っ
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
も

の
の

結
果

に
つ

い
て

、
検

査
実

施
日

の
う

ち
に

説
明

し
た

上
で

文
書

に
よ

り
情

報
を

提
供

し
、

当
該

検
査

の
結

果
に

基
づ

く
診

療
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

５
項

目
を

限
度

と
し

て
、

外
来

迅
速

検
体

検
査

加
算

と
し

て
、

第
１

節
第

１
款

の
各

区
分

に
掲

げ
る

検
体

検
査

実
施

料
の

各
項

目
の

所
定

点
数

に
そ

れ
ぞ

れ
1
0
点

を
加

算
す

る
。

区
分

（
尿

・
糞

便
等

検
査

）
ふ

ん

Ｄ
０

０
０

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
2
6
点

注
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｄ
０

０
１

尿
中

特
殊

物
質

定
性

定
量

検
査

１
尿

蛋
白

７
点

た
ん

２
Ｖ

Ｍ
Ａ

定
性

（
尿

）
、

Ｂ
ｅ

ｎ
ｃ

ｅ
Ｊ

ｏ
ｎ

ｅ
ｓ

蛋
白

定
性

（
尿

）
、

尿
グ

ル
コ

ー
ス

た
ん

９
点

３
ウ

ロ
ビ

リ
ノ

ゲ
ン

（
尿

）
、

先
天

性
代

謝
異

常
症

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
テ

ス
ト

（
尿

）
、

尿
浸

透

圧
1
6
点

４
ポ

ル
フ

ィ
リ

ン
症

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
テ

ス
ト

（
尿

）
1
7
点

５
Ｎ

－
ア

セ
チ

ル
グ

ル
コ

サ
ミ

ニ
ダ

ー
ゼ

（
Ｎ

Ａ
Ｇ

）
（

尿
）

4
1
点

６
ア

ル
ブ

ミ
ン

定
性

（
尿

）
4
9
点

７
黄

体
形

成
ホ

ル
モ

ン
（

Ｌ
Ｈ

）
定

性
（

尿
）

、
フ

ィ
ブ

リ
ン

・
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ゲ
ン

分
解

産
物

（

Ｆ
Ｄ

Ｐ
）

（
尿

）
7
2
点

（ ）337

２
－
⑶　
検　
査



注
特

殊
染

色
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、

特
殊

染
色

加
算

と
し

て
、

特
殊

染
色

ご
と

に
そ

れ
ぞ

れ
2
7
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

７
血

中
微

生
物

検
査

4
0
点

８
赤

血
球

抵
抗

試
験

4
5
点

９
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
Ａ

１
ｃ

（
Ｈ

ｂ
Ａ

１
ｃ

）
4
9
点

1
0

自
己

溶
血

試
験

、
血

液
粘

稠
度

5
0
点

ち
よ

う

1
1

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

Ｆ
（

Ｈ
ｂ

Ｆ
）

6
0
点

1
2

デ
オ

キ
シ

チ
ミ

ジ
ン

キ
ナ

ー
ゼ

（
Ｔ

Ｋ
）

活
性

2
3
3
点

1
3

タ
ー

ミ
ナ

ル
デ

オ
キ

シ
ヌ

ク
レ

オ
チ

ジ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ェ

ラ
ー

ゼ
（

Ｔ
ｄ

Ｔ
）

2
5
0
点

1
4

骨
髄

像
8
1
2
点

注
特

殊
染

色
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、

特
殊

染
色

加
算

と
し

て
、

特
殊

染
色

ご
と

に
そ

れ
ぞ

れ
4
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

1
5

造
血

器
腫

瘍
細

胞
抗

原
検

査
（

一
連

に
つ

き
）

1
,
9
4
0
点

Ｄ
０

０
６

出
血

・
凝

固
検

査

１
出

血
時

間
1
5
点

２
プ

ロ
ト

ロ
ン

ビ
ン

時
間

（
Ｐ

Ｔ
）

1
8
点

３
血

餅
収

縮
能

、
毛

細
血

管
抵

抗
試

験
1
9
点

４
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ゲ
ン

半
定

量
、

フ
ィ

ブ
リ

ノ
ゲ

ン
定

量
、

ク
リ

オ
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ゲ
ン

2
3
点

５
ト

ロ
ン

ビ
ン

時
間

2
5
点

６
蛇

毒
試

験
、

ト
ロ

ン
ボ

エ
ラ

ス
ト

グ
ラ

フ
、

ヘ
パ

リ
ン

抵
抗
試

験
2
8
点

７
活

性
化

部
分

ト
ロ

ン
ボ

プ
ラ

ス
チ

ン
時

間
（

Ａ
Ｐ

Ｔ
Ｔ

）
2
9
点

８
血

小
板

凝
集

能
5
0
点

９
血

小
板

粘
着

能
6
4
点

1
0

ア
ン

チ
ト

ロ
ン

ビ
ン

活
性

、
ア

ン
チ

ト
ロ

ン
ビ

ン
抗

原
7
0
点

1
1

フ
ィ

ブ
リ

ン
・

フ
ィ

ブ
リ

ノ
ゲ

ン
分

解
産

物
（

Ｆ
Ｄ

Ｐ
）

定
性

、
フ

ィ
ブ

リ
ン

・
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ゲ
ン

分
解

産
物

（
Ｆ

Ｄ
Ｐ

）
半

定
量

、
フ

ィ
ブ

リ
ン

・
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ゲ
ン

分
解

産
物

（
Ｆ

Ｄ
Ｐ

）

定
量

、
プ

ラ
ス

ミ
ン

、
プ

ラ
ス

ミ
ン

活
性

、
α

－
ア

ン
チ

ト
リ

プ
シ

ン
8
0
点

１

1
2

フ
ィ

ブ
リ

ン
モ

ノ
マ

ー
複

合
体

定
性

9
3
点

1
3

プ
ラ

ス
ミ

ノ
ゲ

ン
活

性
、

プ
ラ

ス
ミ

ノ
ゲ

ン
抗

原
、

凝
固

因
子

イ
ン

ヒ
ビ

タ
ー

定
性

（
ク

ロ
ス

ミ
キ

シ
ン

グ
試

験
）

1
0
0
点

1
4

Ｄ
ダ

イ
マ

ー
定

性
1
2
5
点

1
5

プ
ラ

ス
ミ

ン
イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
（

ア
ン

チ
プ

ラ
ス

ミ
ン

）
、

Ｄ
ダ

イ
マ

ー
半

定
量

1
2
8
点

1
6

ｖ
ｏ

ｎ
Ｗ

ｉ
ｌ

ｌ
ｅ

ｂ
ｒ

ａ
ｎ

ｄ
因

子
（

Ｖ
Ｗ

Ｆ
）

活
性

1
3
2
点

1
7

Ｄ
ダ

イ
マ

ー
1
3
3
点

1
8

α
－

マ
ク

ロ
グ

ロ
ブ

リ
ン

1
3
8
点

２

1
9

Ｐ
Ｉ

Ｖ
Ｋ

Ａ
－

Ⅱ
1
4
3
点

2
0

凝
固

因
子

イ
ン

ヒ
ビ

タ
ー

1
4
8
点

2
1

ｖ
ｏ

ｎ
Ｗ

ｉ
ｌ

ｌ
ｅ

ｂ
ｒ

ａ
ｎ

ｄ
因

子
（

Ｖ
Ｗ

Ｆ
）

抗
原

1
5
1
点

2
2

プ
ラ

ス
ミ

ン
・

プ
ラ

ス
ミ

ン
イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
複

合
体

（
Ｐ

Ｉ
Ｃ

）
1
5
8
点

2
3

プ
ロ

テ
イ

ン
Ｓ

抗
原

1
6
2
点

2
4

プ
ロ

テ
イ

ン
Ｓ

活
性

1
6
8
点

2
5

β
－

ト
ロ

ン
ボ

グ
ロ

ブ
リ

ン
（

β
－

Ｔ
Ｇ

）
1
7
7
点

2
6

血
小

板
第

４
因

子
（

Ｐ
Ｆ

）
1
7
8
点

４

2
7

ト
ロ

ン
ビ

ン
・

ア
ン

チ
ト

ロ
ン

ビ
ン

複
合

体
（

Ｔ
Ａ

Ｔ
）

1
8
1
点

2
8

プ
ロ

ト
ロ

ン
ビ

ン
フ

ラ
グ

メ
ン

ト
Ｆ

１
＋

２
1
9
3
点

2
9

ト
ロ

ン
ボ

モ
ジ

ュ
リ

ン
2
0
4
点

3
0

凝
固

因
子

（
第

Ⅱ
因

子
、

第
Ⅴ

因
子

、
第

Ⅶ
因

子
、

第
Ⅷ

因
子

、
第

Ⅸ
因

子
、

第
Ⅹ

因
子

、
第

Ⅹ
Ⅰ

因
子

、
第

Ⅹ
Ⅱ

因
子

、
第

Ⅹ
Ⅲ

因
子

）
2
2
3
点

3
1

フ
ィ

ブ
リ

ン
モ

ノ
マ

ー
複

合
体

2
2
7
点

４
精

液
一

般
検

査
7
0
点

５
頸

管
粘

液
一

般
検

査
7
5
点

け
い

６
顆

粒
球

エ
ラ

ス
タ

ー
ゼ

定
性

（
子

宮
頸

管
粘

液
）

、
Ｉ

ｇ
Ｅ

定
性

（
涙

液
）

1
0
0
点

か
け

い

７
顆

粒
球

エ
ラ

ス
タ

ー
ゼ

（
子

宮
頸

管
粘

液
）

1
2
2
点

か
け

い

８
マ

イ
ク

ロ
バ

ブ
ル

テ
ス

ト
2
0
0
点

９
Ｉ
g
Ｇ

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

4
1
4
点

1
0

オ
リ

ゴ
ク

ロ
ー

ナ
ル

バ
ン

ド
5
2
2
点

1
1

ミ
エ

リ
ン

塩
基

性
蛋

白
（

Ｍ
Ｂ

Ｐ
）

（
髄

液
）

5
7
7
点

た
ん

1
2

タ
ウ

蛋
白

（
髄

液
）

6
2
2
点

た
ん

1
3

リ
ン

酸
化

タ
ウ

蛋
白

（
髄

液
）

6
4
1
点

た
ん

1
4

髄
液

蛋
白

免
疫

学
的

検
査

区
分

番
号

Ｄ
０

１
５

に
掲

げ
る

血
漿

蛋
白

免
疫

学
的

検
査

の
た

ん
し

よ
う

た
ん

例
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

1
5

髄
液

塗
抹

染
色

標
本

検
査

区
分

番
号

Ｄ
０

１
７

に
掲

げ
る

排
泄

物
、

滲
出

物
又

は
分

泌
物

せ
つ

し
ん

の
細

菌
顕

微
鏡

検
査

の
例

に
よ

り
算

定
し

た
点

数

1
6

そ
の

他
検

査
の

種
類

の
別

に
よ

り
区

分
番

号
Ｄ

０
０

７
に

掲
げ

る
血

液
化

学
検

査
、

区
分

番
号

Ｄ
０

０
８

に
掲

げ
る

内
分

泌
学

的
検

査
、

区
分

番
号

Ｄ
０

０
９

に
掲

げ
る

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

又
は

区
分

番
号

Ｄ
０

１
０

に
掲

げ
る

特
殊

分
析

の
例

に
よ

り
算

定
し

た
点

数

注
区

分
番

号
Ｄ

０
０

７
に

掲
げ

る
血

液
化

学
検

査
、

区
分

番
号

Ｄ
０

０
８

に
掲

げ
る

内
分

泌
学

的
検

査
、

区
分

番
号

Ｄ
０

０
９

に
掲

げ
る

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

又
は

区
分

番
号

Ｄ
０

１
０

に
掲

げ
る

特
殊

分
析

の
所

定
点

数
を

準
用

し
た

場
合

は
、

当
該

区
分

の
注

に
つ

い
て

も
同

様
に

準
用

す
る

も
の

と
す

る
。

Ｄ
０

０
４

－
２

悪
性

腫
瘍

組
織

検
査

１
悪

性
腫

瘍
遺

伝
子

検
査

イ
処

理
が

容
易

な
も

の

医
薬

品
の

適
応

判
定

の
補

助
等

に
用

い
る

も
の

2
,
5
0
0
点

(1
)

そ
の

他
の

も
の

2
,
1
0
0
点

(２
)

ロ
処

理
が

複
雑

な
も

の
5
,
0
0
0
点

注
１

患
者

か
ら

１
回

に
採

取
し

た
組

織
等

を
用

い
て

同
一

が
ん

種
に

対
し

て
イ

に
掲

げ
る

検
査

を
実

施
し

た
場

合
は

、
所

定
点

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

検
査

の
項

目
数

に
応

じ
て

次
に

掲
げ

る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

イ
２

項
目

4
,
0
0
0
点

ロ
３

項
目

6
,
0
0
0
点

ハ
４

項
目

以
上

8
,
0
0
0
点

２
患

者
か

ら
１

回
に

採
取

し
た

組
織

等
を

用
い

て
同

一
が

ん
種

に
対

し
て

ロ
に

掲
げ

る
検

査

を
実

施
し

た
場

合
は

、
所

定
点

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

検
査

の
項

目
数

に
応

じ
て

次
に

掲
げ

る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

イ
２

項
目

8
,
0
0
0
点

ロ
３

項
目

以
上

1
2
,
0
0
0
点

２
抗

悪
性

腫
瘍

剤
感

受
性

検
査

2
,
5
0
0
点

（
血

液
学

的
検

査
）

Ｄ
０

０
５

血
液

形
態

・
機

能
検

査

１
赤

血
球

沈
降

速
度

（
Ｅ

Ｓ
Ｒ

）
９

点

注
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

２
網

赤
血

球
数

1
2
点

３
血

液
浸

透
圧

、
好

酸
球

（
鼻

汁
・

喀
痰

）
、

末
梢

血
液

像
（

自
動

機
械

法
）

1
5
点

か
く

た
ん

し
よ

う

４
好

酸
球

数
1
7
点

５
末

梢
血

液
一

般
検

査
2
1
点

し
よ

う

６
末

梢
血

液
像

（
鏡

検
法

）
2
5
点

し
よ

う

（ ）（ ） 339338

２
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査



１
検

体
提

出
時

8
,
0
0
0
点

２
結

果
説

明
時

4
8
,
0
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
０

０
６

－
2
0

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
遺

伝
子

検
査

1
,
2
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す

る
。

Ｄ
０

０
６

－
2
1

血
液

粘
弾

性
検

査
（

一
連

に
つ

き
）

6
0
0
点

（
生

化
学

的
検

査
）

(Ⅰ
)

Ｄ
０

０
７

血
液

化
学

検
査

１
総

ビ
リ

ル
ビ

ン
、

直
接

ビ
リ

ル
ビ

ン
又

は
抱

合
型

ビ
リ

ル
ビ

ン
、

総
蛋

白
、

ア
ル

ブ
ミ

ン
（

Ｂ
た

ん

Ｃ
Ｐ

改
良

法
・

Ｂ
Ｃ

Ｇ
法

）
、

尿
素

窒
素

、
ク

レ
ア

チ
ニ

ン
、

尿
酸

、
ア

ル
カ

リ
ホ

ス
フ

ァ
タ

ー

ゼ
（

Ａ
Ｌ

Ｐ
）

、
コ

リ
ン

エ
ス

テ
ラ

ー
ゼ

（
Ｃ

ｈ
Ｅ

）
、

γ
－

グ
ル

タ
ミ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
ラ

ー

ゼ
（

γ
－

Ｇ
Ｔ

）
、

中
性

脂
肪

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

及
び

ク
ロ

ー
ル

、
カ

リ
ウ

ム
、

カ
ル

シ
ウ

ム
、

マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
、

ク
レ

ア
チ

ン
、

グ
ル

コ
ー

ス
、

乳
酸

デ
ヒ

ド
ロ

ゲ
ナ

ー
ゼ

（
Ｌ

Ｄ
）

、
ア

ミ
ラ

ー

ゼ
、

ロ
イ

シ
ン

ア
ミ

ノ
ペ

プ
チ

ダ
ー

ゼ
（

Ｌ
Ａ

Ｐ
）

、
ク

レ
ア

チ
ン

キ
ナ

ー
ゼ

（
Ｃ

Ｋ
）

、
ア

ル

ド
ラ

ー
ゼ

、
遊

離
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
鉄

（
Ｆ
e
）

、
血

中
ケ

ト
ン

体
・

糖
・

ク
ロ

ー
ル

検
査

（

試
験

紙
法

・
ア

ン
プ

ル
法

・
固

定
化

酵
素

電
極

に
よ

る
も

の
）

、
不

飽
和

鉄
結

合
能

（
Ｕ

Ｉ
Ｂ

Ｃ

）
（

比
色

法
）

、
総

鉄
結

合
能

（
Ｔ

Ｉ
Ｂ

Ｃ
）

（
比

色
法

）
1
1
点

２
リ

ン
脂

質
1
5
点

３
Ｈ

Ｄ
Ｌ

－
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
無

機
リ

ン
及

び
リ

ン
酸

、
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

ア
ス

パ
ラ

ギ

ン
酸

ア
ミ

ノ
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
ラ

ー
ゼ

（
Ａ

Ｓ
Ｔ

）
、

ア
ラ

ニ
ン

ア
ミ

ノ
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
ラ

ー
ゼ

（

Ａ
Ｌ

Ｔ
）

1
7
点

４
Ｌ

Ｄ
Ｌ

－
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
蛋

白
分

画
1
8
点

た
ん

５
銅

（
Ｃ

ｕ
）

2
3
点

６
リ

パ
ー

ゼ
2
4
点

７
イ

オ
ン

化
カ

ル
シ

ウ
ム

2
6
点

８
マ

ン
ガ

ン
（

Ｍ
ｎ

）
2
7
点

９
ケ

ト
ン

体
3
0
点

1
0

ア
ポ

リ
ポ

蛋
白

た
ん

イ
１

項
目

の
場

合
3
1
点

ロ
２

項
目

の
場

合
6
2
点

ハ
３

項
目

以
上

の
場

合
9
4
点

1
1

ア
デ

ノ
シ

ン
デ

ア
ミ

ナ
ー

ゼ
（

Ａ
Ｄ

Ａ
）

3
2
点

1
2

グ
ア

ナ
ー

ゼ
3
5
点

1
3

有
機

モ
ノ

カ
ル

ボ
ン

酸
、

胆
汁

酸
4
7
点

1
4

Ａ
Ｌ

Ｐ
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
、

ア
ミ

ラ
ー

ゼ
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
、

γ
－

Ｇ
Ｔ

ア
イ

ソ
ザ

イ
ム

、
Ｌ

Ｄ
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
、

重
炭

酸
塩

4
8
点

1
5

Ａ
Ｓ

Ｔ
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
、

リ
ポ

蛋
白

分
画

4
9
点

た
ん

1
6

ア
ン

モ
ニ

ア
5
0
点

1
7

Ｃ
Ｋ

ア
イ

ソ
ザ

イ
ム

、
グ

リ
コ

ア
ル

ブ
ミ

ン
5
5
点

1
8

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
分

画
5
7
点

1
9

ケ
ト

ン
体

分
画

、
遊

離
脂

肪
酸

5
9
点

2
0

レ
シ

チ
ン

・
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

・
ア

シ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ェ

ラ
ー

ゼ
（

Ｌ
－

Ｃ
Ａ

Ｔ
）

7
0
点

2
1

グ
ル

コ
ー

ス
－

６
－

リ
ン

酸
デ

ヒ
ド

ロ
ゲ

ナ
ー

ゼ
（

Ｇ
－

６
－

Ｐ
Ｄ

）
、

リ
ポ

蛋
白

分
画

（
Ｐ

た
ん

Ａ
Ｇ

デ
ィ

ス
ク

電
気

泳
動

法
）

、
１

，
５

－
ア

ン
ヒ

ド
ロ

－
Ｄ

－
グ

ル
シ

ト
ー

ル
（

１
，

５
Ａ

Ｇ

）
、

グ
リ

コ
コ

ー
ル

酸
8
0
点

2
2

Ｃ
Ｋ

－
Ｍ

Ｂ
（

免
疫

阻
害

法
・

蛋
白

量
測

定
）

9
0
点

た
ん

3
2

プ
ロ

テ
イ

ン
Ｃ

抗
原

2
3
9
点

3
3

ｔ
Ｐ

Ａ
・

Ｐ
Ａ

Ｉ
－

１
複

合
体

2
4
0
点

3
4

プ
ロ

テ
イ

ン
Ｃ

活
性

2
4
1
点

3
5

Ａ
Ｄ

Ａ
Ｍ

Ｔ
Ｓ
1
3
活

性
4
0
0
点

3
6

Ａ
Ｄ

Ａ
Ｍ

Ｔ
Ｓ
1
3
イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
1
,
0
0
0
点

注
患

者
か

ら
１

回
に

採
取

し
た

血
液

を
用

い
て

本
区

分
の
1
4
か

ら
3
4
ま

で
に

掲
げ

る
検

査
を

３
項

目
以

上
行

っ
た

場
合

は
、

所
定

点
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
検

査
の

項
目

数
に

応
じ

て
次

に
掲

げ
る

点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

イ
３

項
目

又
は

４
項

目
5
3
0
点

ロ
５

項
目

以
上

7
2
2
点

Ｄ
０

０
６

－
２

造
血

器
腫

瘍
遺

伝
子

検
査

2
,
1
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合

に
算

定
す

る
。

Ｄ
０

０
６

－
３

Ｍ
ａ

ｊ
ｏ

ｒ
Ｂ

Ｃ
Ｒ

－
Ａ

Ｂ
Ｌ

１
（

ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ

定
量

（
国

際
標

準
値

）
）

１
診

断
の

補
助

に
用

い
る

も
の

2
,
5
2
0
点

２
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

用
い

る
も

の
2
,
5
2
0
点

Ｄ
０

０
６

－
４

遺
伝

学
的

検
査

１
処

理
が

容
易

な
も

の
3
,
8
8
0
点

２
処

理
が

複
雑

な
も

の
5
,
0
0
0
点

３
処

理
が

極
め

て
複

雑
な

も
の

8
,
0
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め
る

疾
患

の
患

者
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
０

０
６

－
５

染
色

体
検

査
（

全
て

の
費

用
を

含
む

。
）

2
,
6
3
1
点

注
分

染
法

を
行

っ
た

場
合

は
、

分
染

法
加

算
と

し
て

、
3
9
7
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
０

０
６

－
６

免
疫

関
連

遺
伝

子
再

構
成

2
,
4
2
9
点

Ｄ
０

０
６

－
７

Ｕ
Ｄ

Ｐ
グ

ル
ク

ロ
ン

酸
転

移
酵

素
遺

伝
子

多
型

2
,
0
3
7
点

Ｄ
０

０
６

－
８

サ
イ

ト
ケ

ラ
チ

ン
1
9
（

Ｋ
Ｒ

Ｔ
1
9
）

ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ

検
出

2
,
4
0
0
点

Ｄ
０

０
６

－
９

Ｗ
Ｔ

１
ｍ

Ｒ
Ｎ

Ａ
2
,
5
2
0
点

Ｄ
０

０
６

－
1
0

Ｃ
Ｃ

Ｒ
４

タ
ン

パ
ク

（
フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ト
リ

ー
法

）
1
0
,
0
0
0
点

Ｄ
０

０
６

－
1
1

Ｆ
Ｉ

Ｐ
１

Ｌ
１

－
Ｐ

Ｄ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

α
融

合
遺

伝
子

検
査

3
,
2
0
1
点

Ｄ
０

０
６

－
1
2

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
（

血
漿

）
2
,
1
0
0
点

し
よ

う

注
同

一
の

患
者

に
つ

き
同

一
月

に
お

い
て

検
査

を
２

回
以

上
実

施
し

た
場

合
に

お
け

る
２

回
目

以

降
の

当
該

検
査

の
費

用
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｄ
０

０
６

－
1
3

骨
髄

微
小

残
存

病
変

量
測

定

１
遺

伝
子

再
構

成
の

同
定

に
用

い
る

も
の

3
,
5
0
0
点

２
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

用
い

る
も

の
2
,
1
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
０

０
６

－
1
4

Ｆ
Ｌ

Ｔ
３

遺
伝

子
検

査
4
,
2
0
0
点

Ｄ
０

０
６

－
1
5

膀
胱

が
ん

関
連

遺
伝

子
検

査
1
,
5
9
7
点

Ｄ
０

０
６

－
1
6

Ｊ
Ａ

Ｋ
２

遺
伝

子
検

査
2
,
5
0
4
点

Ｄ
０

０
６

－
1
7

Ｎ
ｕ

ｄ
ｉ

ｘ
ｈ

ｙ
ｄ

ｒ
ｏ

ｌ
ａ

ｓ
ｅ

1
5
（

Ｎ
Ｕ

Ｄ
Ｔ
1
5
）

遺
伝

子
多

型
2
,
1
0
0
点

Ｄ
０

０
６

－
1
8

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

１
腫

瘍
細

胞
を

検
体

と
す

る
も

の
2
0
,
2
0
0
点

２
血

液
を

検
体

と
す

る
も

の
2
0
,
2
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
０

０
６

－
1
9

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
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ロ
８

項
目

又
は

９
項

目
9
9
点

ハ
1
0
項

目
以

上
1
0
9
点

注
入

院
中

の
患

者
に

つ
い

て
算

定
し

た
場

合
は

、
入

院
時

初
回

加
算

と
し

て
、

初
回

に
限

り

2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

（
生

化
学

的
検

査
）

(Ⅱ
)

Ｄ
０

０
８

内
分

泌
学

的
検

査

１
ヒ

ト
絨

毛
性

ゴ
ナ

ド
ト

ロ
ピ

ン
（

Ｈ
Ｃ

Ｇ
）

定
性

5
5
点

じ
ゆ

う

２
1
1
－

ハ
イ

ド
ロ

キ
シ

コ
ル

チ
コ

ス
テ

ロ
イ

ド
（
1
1
－

Ｏ
Ｈ

Ｃ
Ｓ

）
6
0
点

３
ホ

モ
バ

ニ
リ

ン
酸

（
Ｈ

Ｖ
Ａ

）
6
9
点

４
バ

ニ
ー

ル
マ

ン
デ

ル
酸

（
Ｖ

Ｍ
Ａ

）
9
0
点

５
５

－
ハ

イ
ド

ロ
キ

シ
イ

ン
ド

ー
ル

酢
酸

（
５

－
Ｈ

Ｉ
Ａ

Ａ
）

9
5
点

６
プ

ロ
ラ

ク
チ

ン
（

Ｐ
Ｒ

Ｌ
）

9
8
点

７
レ

ニ
ン

活
性

1
0
0
点

８
ト

リ
ヨ

ー
ド

サ
イ

ロ
ニ

ン
（

Ｔ
）

1
0
2
点

３

９
甲

状
腺

刺
激

ホ
ル

モ
ン

（
Ｔ

Ｓ
Ｈ

）
、

ガ
ス

ト
リ

ン
1
0
4
点

1
0

イ
ン

ス
リ

ン
（

Ｉ
Ｒ

Ｉ
）

1
0
6
点

1
1

レ
ニ

ン
定

量
1
0
8
点

1
2

サ
イ

ロ
キ

シ
ン

（
Ｔ

）
1
1
1
点

４

1
3

成
長

ホ
ル

モ
ン

（
Ｇ

Ｈ
）

、
卵

胞
刺

激
ホ

ル
モ

ン
（

Ｆ
Ｓ

Ｈ
）

、
Ｃ

－
ペ

プ
チ

ド
（

Ｃ
Ｐ

Ｒ
）

、
黄

体
形

成
ホ

ル
モ

ン
（

Ｌ
Ｈ

）
1
1
1
点

1
4

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
、

テ
ス

ト
ス

テ
ロ

ン
1
2
5
点

1
5

遊
離

サ
イ

ロ
キ

シ
ン

（
Ｆ

Ｔ
）

、
遊

離
ト

リ
ヨ

ー
ド

サ
イ

ロ
ニ

ン
（

Ｆ
Ｔ

）
、

コ
ル

チ
ゾ

ー
４

３

ル
1
2
7
点

1
6

サ
イ

ロ
キ

シ
ン

結
合

グ
ロ

ブ
リ

ン
（

Ｔ
Ｂ

Ｇ
）

1
3
0
点

1
7

サ
イ

ロ
グ

ロ
ブ

リ
ン

1
3
3
点

1
8

抗
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
デ

カ
ル

ボ
キ

シ
ラ

ー
ゼ

抗
体

（
抗

Ｇ
Ａ

Ｄ
抗

体
）

1
3
4
点

1
9

脳
性

Ｎ
ａ

利
尿

ペ
プ

チ
ド

（
Ｂ

Ｎ
Ｐ

）
、

脳
性

Ｎ
ａ

利
尿

ペ
プ

チ
ド

前
駆

体
Ｎ

端
フ

ラ
グ

メ
ン

ト
（

Ｎ
Ｔ

－
ｐ

ｒ
ｏ

Ｂ
Ｎ

Ｐ
）

、
ヒ

ト
絨

毛
性

ゴ
ナ

ド
ト

ロ
ピ

ン
－

β
サ

ブ
ユ

ニ
ッ

ト
（

Ｈ
Ｃ

じ
ゆ

う

Ｇ
－

β
）

1
3
6
点

2
0

カ
ル

シ
ト

ニ
ン

1
3
7
点

2
1

ヒ
ト

絨
毛

性
ゴ

ナ
ド

ト
ロ

ピ
ン

（
Ｈ

Ｃ
Ｇ

）
定

量
、

ヒ
ト

絨
毛

性
ゴ

ナ
ド

ト
ロ

ピ
ン

（
Ｈ

Ｃ
じ

ゆ
う

じ
ゆ

う

Ｇ
）

半
定

量
1
3
8
点

2
2

サ
イ

ロ
キ

シ
ン

結
合

能
（

Ｔ
Ｂ

Ｃ
）

、
ヒ

ト
胎

盤
性

ラ
ク

ト
ー

ゲ
ン

（
Ｈ

Ｐ
Ｌ

）
1
4
0
点

2
3

グ
ル

カ
ゴ

ン
1
5
0
点

2
4

プ
ロ

ゲ
ス

テ
ロ

ン
1
5
1
点

2
5

Ⅰ
型

コ
ラ

ー
ゲ

ン
架

橋
Ｎ

－
テ

ロ
ペ

プ
チ

ド
（

Ｎ
Ｔ

Ｘ
）

、
酒

石
酸

抵
抗

性
酸

ホ
ス

フ
ァ

タ
ー

ゼ
（

Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｃ

Ｐ
－

５
ｂ

）
1
5
6
点

2
6

低
カ

ル
ボ

キ
シ

ル
化

オ
ス

テ
オ

カ
ル

シ
ン

（
ｕ

ｃ
Ｏ

Ｃ
）

1
5
8
点

2
7

骨
型

ア
ル

カ
リ

ホ
ス

フ
ァ

タ
ー

ゼ
（

Ｂ
Ａ

Ｐ
）

、
オ

ス
テ

オ
カ

ル
シ

ン
（

Ｏ
Ｃ

）
1
6
1
点

2
8

遊
離

テ
ス

ト
ス

テ
ロ

ン
、

イ
ン

タ
ク

ト
Ⅰ

型
プ

ロ
コ

ラ
ー

ゲ
ン

－
Ｎ

－
プ

ロ
ペ

プ
チ

ド
（

Ｉ
ｎ

ｔ
ａ

ｃ
ｔ

Ｐ
Ⅰ

Ｎ
Ｐ

）
1
6
3
点

2
9

低
単

位
ヒ

ト
絨

毛
性

ゴ
ナ

ド
ト

ロ
ピ

ン
（

Ｈ
Ｃ

Ｇ
）

半
定

量
1
6
5
点

じ
ゆ

う

3
0

Ⅰ
型

コ
ラ

ー
ゲ

ン
架

橋
Ｃ

－
テ

ロ
ペ

プ
チ

ド
－

β
異

性
体

（
β

－
Ｃ

Ｔ
Ｘ

）
（

尿
）

、
Ⅰ

型
プ

ロ
コ

ラ
ー

ゲ
ン

－
Ｎ

－
プ

ロ
ペ

プ
チ

ド
（

Ｐ
Ⅰ

Ｎ
Ｐ

）
1
6
9
点

3
1

セ
ク

レ
チ

ン
、

Ⅰ
型

コ
ラ

ー
ゲ

ン
架

橋
Ｃ

－
テ

ロ
ペ

プ
チ

ド
－

β
異

性
体

（
β

－
Ｃ

Ｔ
Ｘ

）
、

副
甲

状
腺

ホ
ル

モ
ン

（
Ｐ

Ｔ
Ｈ

）
、

カ
テ

コ
ー

ル
ア

ミ
ン

分
画

1
7
0
点

3
2

デ
ヒ

ド
ロ

エ
ピ

ア
ン

ド
ロ

ス
テ

ロ
ン

硫
酸

抱
合

体
（

Ｄ
Ｈ

Ｅ
Ａ

－
Ｓ

）
1
7
4
点

3
3

サ
イ

ク
リ

ッ
ク

Ａ
Ｍ

Ｐ
（

ｃ
Ａ

Ｍ
Ｐ

）
1
7
5
点

3
4

エ
ス

ト
ラ

ジ
オ

ー
ル

（
Ｅ

）
1
7
7
点

２

2
3

Ｌ
Ｄ

ア
イ

ソ
ザ

イ
ム

１
型

、
総

カ
ル

ニ
チ

ン
、

遊
離

カ
ル

ニ
チ

ン
9
5
点

2
4

Ａ
Ｌ

Ｐ
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
及

び
骨

型
ア

ル
カ

リ
ホ

ス
フ

ァ
タ

ー
ゼ

（
Ｂ

Ａ
Ｐ

）
9
6
点

2
5

リ
ポ

蛋
白

（
ａ

）
1
0
7
点

た
ん

2
6

ヘ
パ

リ
ン

、
フ

ェ
リ

チ
ン

半
定

量
、

フ
ェ

リ
チ

ン
定

量
1
0
8
点

2
7

エ
タ

ノ
ー

ル
1
1
1
点

2
8

Ｋ
Ｌ

－
６

1
1
4
点

2
9

心
筋

ト
ロ

ポ
ニ

ン
Ｉ

、
心

筋
ト

ロ
ポ

ニ
ン

Ｔ
（

Ｔ
ｎ

Ｔ
）

定
性

・
定

量
、

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

（
Ａ

ｌ
）

1
1
5
点

3
0
2
5
－

ヒ
ド

ロ
キ

シ
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

1
1
7
点

3
1

ペ
ン

ト
シ

ジ
ン

、
シ

ス
タ

チ
ン

Ｃ
1
1
8
点

3
2

イ
ヌ

リ
ン

1
2
0
点

3
3

リ
ポ

蛋
白

分
画

（
Ｈ

Ｐ
Ｌ

Ｃ
法

）
1
2
9
点

た
ん

3
4

肺
サ

ー
フ

ァ
ク

タ
ン

ト
蛋

白
－

Ａ
（

Ｓ
Ｐ

－
Ａ

）
、

ガ
ラ

ク
ト

ー
ス

1
3
0
点

た
ん

3
5

肺
サ

ー
フ

ァ
ク

タ
ン

ト
蛋

白
－

Ｄ
（

Ｓ
Ｐ

－
Ｄ

）
1
3
6
点

た
ん

3
6

血
液

ガ
ス

分
析

、
Ⅳ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

、
ミ

オ
グ

ロ
ビ

ン
定

性
、

ミ
オ

グ
ロ

ビ
ン

定
量

、
心

臓
由

来
脂

肪
酸

結
合

蛋
白

（
Ｈ

－
Ｆ

Ａ
Ｂ

Ｐ
）

定
性

、
心

臓
由

来
脂

肪
酸

結
合

蛋
白

（
Ｈ

－
Ｆ

Ａ
Ｂ

Ｐ
た

ん
た

ん

）
定

量
、

ア
ル

ブ
ミ

ン
非

結
合

型
ビ

リ
ル

ビ
ン

1
39

点

注
血

液
ガ

ス
分

析
に

つ
い

て
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

3
7

プ
ロ

コ
ラ

ー
ゲ

ン
－

Ⅲ
－

ペ
プ

チ
ド

（
Ｐ

－
Ⅲ

－
Ｐ

）
、

亜
鉛

（
Ｚ
n
）

1
4
0
点

3
8

セ
レ

ン
、

ア
ン

ギ
オ

テ
ン

シ
ン

Ⅰ
転

換
酵

素
（

Ａ
Ｃ

Ｅ
）

、
ビ

タ
ミ

ン
Ｂ

1
4
4
点

1
2

3
9

Ⅳ
型

コ
ラ

ー
ゲ

ン
・

７
Ｓ

1
4
8
点

4
0

ピ
ル

ビ
ン

酸
キ

ナ
ー

ゼ
（

Ｐ
Ｋ

）
1
5
0
点

4
1

葉
酸

1
5
4
点

4
2

Ａ
Ｌ

Ｐ
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
（

Ｐ
Ａ

Ｇ
電

気
泳

動
法

）
、

腟
分

泌
液

中
イ

ン
ス

リ
ン

様
成

長
因

子
結

ち
つ

合
蛋

白
１

型
（

Ｉ
Ｇ

Ｆ
Ｂ

Ｐ
－

１
）

定
性

1
8
0
点

た
ん

4
3

ヒ
ア

ル
ロ

ン
酸

、
心

室
筋

ミ
オ

シ
ン

軽
鎖

Ⅰ
、

レ
ム

ナ
ン

ト
様

リ
ポ

蛋
白

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
（

た
ん

Ｒ
Ｌ

Ｐ
－

Ｃ
）

1
8
4
点

4
4

ア
セ

ト
ア

ミ
ノ

フ
ェ

ン
1
8
5
点

4
5

ト
リ

プ
シ

ン
1
8
9
点

4
6

Ｍ
ａ

ｃ
－

２
結

合
蛋

白
糖

鎖
修

飾
異

性
体

、
マ

ロ
ン

ジ
ア

ル
デ

ヒ
ド

修
飾

Ｌ
Ｄ

Ｌ
（

Ｍ
Ｄ

Ａ
－

た
ん

Ｌ
Ｄ

Ｌ
）

、
オ

ー
ト

タ
キ

シ
ン

1
9
4
点

4
7

ホ
ス

フ
ォ

リ
パ

ー
ゼ

Ａ
（

Ｐ
Ｌ

Ａ
）

2
0
4
点

２
２

4
8

赤
血

球
コ

プ
ロ

ポ
ル

フ
ィ

リ
ン

2
1
0
点

4
9

リ
ポ

蛋
白

リ
パ

ー
ゼ

（
Ｌ

Ｐ
Ｌ

）
2
23

点
た

ん

5
0

肝
細

胞
増

殖
因

子
（

Ｈ
Ｇ

Ｆ
）

2
2
7
点

5
1

ビ
タ

ミ
ン

Ｂ
2
4
6
点

１

5
2

ビ
タ

ミ
ン

Ｂ
2
4
9
点

２

5
3

２
，

５
－

オ
リ

ゴ
ア

デ
ニ

ル
酸

合
成

酵
素

活
性

2
5
0
点

5
4

赤
血

球
プ

ロ
ト

ポ
ル

フ
ィ

リ
ン

2
7
2
点

5
5

プ
ロ

カ
ル

シ
ト

ニ
ン

（
Ｐ

Ｃ
Ｔ

）
定

量
、

プ
ロ

カ
ル

シ
ト

ニ
ン

（
Ｐ

Ｃ
Ｔ

）
半

定
量

2
9
2
点

5
6

プ
レ

セ
プ

シ
ン

定
量

3
0
1
点

5
7

イ
ン

フ
リ

キ
シ

マ
ブ

定
性

3
1
0
点

5
8

ビ
タ

ミ
ン

Ｃ
3
1
4
点

5
9

１
，
2
5
－

ジ
ヒ

ド
ロ

キ
シ

ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
3
8
8
点

３

6
0

Ｆ
Ｇ

Ｆ
2
3

7
8
8
点

注
患

者
か

ら
１

回
に

採
取

し
た

血
液

を
用

い
て

本
区

分
の

１
か

ら
８

ま
で

に
掲

げ
る

検
査

を
５

項

目
以

上
行

っ
た

場
合

は
、

所
定

点
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
検

査
の

項
目

数
に

応
じ

て
次

に
掲

げ
る

点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

イ
５

項
目

以
上

７
項

目
以

下
9
3
点

（ ）（ ） 341340

２
－
⑶　
検　
査



2
2

Ｃ
Ａ
5
4
／
6
1
、

癌
関

連
ガ

ラ
ク

ト
ー

ス
転

移
酵

素
（

Ｇ
Ａ

Ｔ
）

1
8
4
点

が
ん

2
3

Ｃ
Ａ
6
0
2
、

α
－

フ
ェ

ト
プ

ロ
テ

イ
ン

レ
ク

チ
ン

分
画

（
Ａ

Ｆ
Ｐ

－
Ｌ

３
％

）
1
9
0
点

2
4

γ
－

セ
ミ

ノ
プ

ロ
テ

イ
ン

（
γ

－
Ｓ

ｍ
）

1
9
4
点

2
5

ヒ
ト

精
巣

上
体

蛋
白

４
（

Ｈ
Ｅ

４
）

2
0
0
点

た
ん

2
6

可
溶

性
メ

ソ
テ

リ
ン

関
連

ペ
プ

チ
ド

2
2
0
点

2
7

癌
胎

児
性

抗
原

（
Ｃ

Ｅ
Ａ

）
定

性
（

乳
頭

分
泌

液
）

、
癌

胎
児

性
抗

原
（

Ｃ
Ｅ

Ａ
）

半
定

量
（

が
ん

が
ん

乳
頭

分
泌

液
）

3
0
5
点

2
8

Ｈ
Ｅ

Ｒ
２

蛋
白

3
2
0
点

た
ん

2
9

可
溶

性
イ

ン
タ

ー
ロ

イ
キ

ン
－

２
レ

セ
プ

タ
ー

（
ｓ

Ｉ
Ｌ

－
２

Ｒ
）

4
3
8
点

注
１

診
療

及
び

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

以
外

の
検

査
の

結
果

か
ら

悪
性

腫
瘍

の
患

者
で

あ
る

こ
と

が
強

く

疑
わ

れ
る

者
に

対
し

て
、

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

の
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

、
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

１
の

３
に

掲
げ

る
悪

性
腫

瘍
特

異
物

質
治

療
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

算
定

し
な

い
。

２
患

者
か

ら
１

回
に

採
取

し
た

血
液

等
を

用
い

て
本

区
分

の
２

か
ら
2
9
ま

で
に

掲
げ

る
検

査
を

２
項

目
以

上
行

っ
た

場
合

は
、

所
定

点
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
検

査
の

項
目

数
に

応
じ

て
次

に
掲

げ
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

イ
２

項
目

2
3
0
点

ロ
３

項
目

2
9
0
点

ハ
４

項
目

以
上

4
0
8
点

Ｄ
０

１
０

特
殊

分
析

１
糖

分
析

（
尿

）
3
8
点

２
結

石
分

析
1
2
0
点

３
チ

ロ
シ

ン
2
0
0
点

４
ア

ミ
ノ

酸

イ
１

種
類

に
つ

き
2
8
7
点

ロ
５

種
類

以
上

1
,
1
7
6
点

５
総

分
岐

鎖
ア

ミ
ノ

酸
／

チ
ロ

シ
ン

モ
ル

比
（

Ｂ
Ｔ

Ｒ
）

2
8
8
点

６
ア

ミ
ノ

酸
定

性
3
5
0
点

７
脂

肪
酸

分
画

4
1
7
点

８
先

天
性

代
謝

異
常

症
検

査

イ
尿

中
有

機
酸

分
析

1
,
1
4
1
点

ロ
血

中
極

長
鎖

脂
肪

酸
1
,
1
4
1
点

ハ
タ

ン
デ

ム
マ

ス
分

析
1
,
1
4
1
点

ニ
そ

の
他

1
,
1
4
1
点

注
１

イ
、

ロ
及

び
ハ

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に

、
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
ニ

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療
機

関
内

で
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

（
免

疫
学

的
検

査
）

Ｄ
０

１
１

免
疫

血
液

学
的

検
査

１
Ａ

Ｂ
Ｏ

血
液

型
、

Ｒ
h
（

Ｄ
）

血
液

型
2
4
点

２
Ｃ

ｏ
ｏ

ｍ
ｂ

ｓ
試

験

イ
直

接
3
4
点

ロ
間

接
4
7
点

３
Ｒ
h
（

そ
の

他
の

因
子

）
血

液
型

1
5
2
点

４
不

規
則

抗
体

1
5
9
点

注
第
1
0
部

手
術

第
７

款
の

各
区

分
に

掲
げ

る
胸

部
手

術
、

同
部

第
８

款
の

各
区

分
に

掲
げ

る
心

3
5

エ
ス

ト
リ

オ
ー

ル
（

Ｅ
）

、
エ

ス
ト

ロ
ゲ

ン
半

定
量

、
エ

ス
ト

ロ
ゲ

ン
定

量
、

副
甲

状
腺

ホ
３

ル
モ

ン
関

連
蛋

白
Ｃ

端
フ

ラ
グ

メ
ン

ト
（

Ｃ
－

Ｐ
Ｔ

Ｈ
ｒ

Ｐ
）

1
8
0
点

た
ん

3
6

デ
オ

キ
シ

ピ
リ

ジ
ノ

リ
ン

（
Ｄ

Ｐ
Ｄ

）
（

尿
）

1
9
1
点

3
7

副
甲

状
腺

ホ
ル

モ
ン

関
連

蛋
白

（
Ｐ

Ｔ
Ｈ

ｒ
Ｐ

）
、

副
腎

皮
質

刺
激

ホ
ル

モ
ン

（
Ａ

Ｃ
Ｔ

Ｈ
）

た
ん

、
カ

テ
コ

ー
ル

ア
ミ

ン
1
9
4
点

3
8
1
7
－

ケ
ト

ジ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

テ
ロ

イ
ド

（
1
7
－

Ｋ
Ｇ

Ｓ
）

2
0
0
点

3
9

エ
リ

ス
ロ

ポ
エ

チ
ン

2
0
9
点

4
0
1
7
－

ケ
ト

ス
テ

ロ
イ

ド
分

画
（
1
7
－

Ｋ
Ｓ

分
画

）
、
1
7
α

－
ヒ

ド
ロ

キ
シ

プ
ロ

ゲ
ス

テ
ロ

ン
（

1
7
α

－
Ｏ

Ｈ
Ｐ

）
、

抗
Ｉ

Ａ
－

２
抗

体
、

プ
レ

グ
ナ

ン
ジ

オ
ー

ル
2
1
3
点

4
1

メ
タ

ネ
フ

リ
ン

2
1
7
点

4
2

ソ
マ

ト
メ

ジ
ン

Ｃ
2
1
8
点

4
3
1
7
－

ケ
ト

ジ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

テ
ロ

イ
ド

分
画

（
1
7
－

Ｋ
Ｇ

Ｓ
分

画
）

2
2
0
点

4
4

メ
タ

ネ
フ

リ
ン

・
ノ

ル
メ

タ
ネ

フ
リ

ン
分

画
2
2
1
点

4
5

心
房

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
（

Ａ
Ｎ

Ｐ
）

2
2
7
点

4
6

プ
レ

グ
ナ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

2
3
4
点

4
7

抗
利

尿
ホ

ル
モ

ン
（

Ａ
Ｄ

Ｈ
）

2
3
5
点

4
8

ノ
ル
メ

タ
ネ

フ
リ

ン
2
5
0
点

4
9

イ
ン

ス
リ

ン
様

成
長

因
子

結
合

蛋
白

３
型

（
Ｉ

Ｇ
Ｆ

Ｂ
Ｐ

－
３

）
2
8
0
点

た
ん

5
0

遊
離

メ
タ

ネ
フ

リ
ン

・
遊

離
ノ

ル
メ

タ
ネ

フ
リ

ン
分

画
3
2
0
点

注
患

者
か

ら
１

回
に

採
取

し
た

血
液

を
用

い
て

本
区

分
の
1
3
か

ら
5
0
ま

で
に

掲
げ

る
検

査
を

３
項

目
以

上
行

っ
た

場
合

は
、

所
定

点
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
検

査
の

項
目

数
に

応
じ

て
次

に
掲

げ
る

点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

イ
３

項
目

以
上

５
項

目
以

下
4
1
0
点

ロ
６

項
目

又
は

７
項

目
6
2
3
点

ハ
８

項
目

以
上

9
0
0
点

Ｄ
０

０
９

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

１
尿

中
Ｂ

Ｔ
Ａ

8
0
点

２
癌

胎
児

性
抗

原
（

Ｃ
Ｅ

Ａ
）

1
0
2
点

が
ん

３
α

－
フ

ェ
ト

プ
ロ

テ
イ

ン
（

Ａ
Ｆ

Ｐ
）

1
0
4
点

４
扁

平
上

皮
癌

関
連

抗
原

（
Ｓ

Ｃ
Ｃ

抗
原

）
1
0
7
点

へ
ん

が
ん

５
組

織
ポ

リ
ペ

プ
タ

イ
ド

抗
原

（
Ｔ

Ｐ
Ａ

）
1
1
0
点

６
Ｄ

Ｕ
Ｐ

Ａ
Ｎ

－
２

、
Ｎ

Ｃ
Ｃ

－
Ｓ

Ｔ
－
4
3
9
、

Ｃ
Ａ
1
5
－

３
1
1
8
点

７
エ

ラ
ス

タ
ー

ゼ
１

1
2
6
点

８
前

立
腺

特
異

抗
原

（
Ｐ

Ｓ
Ａ

）
、

Ｃ
Ａ
1
9
－

９
1
2
7
点

９
Ｐ

Ｉ
Ｖ

Ｋ
Ａ

－
Ⅱ

半
定

量
、

Ｐ
Ｉ

Ｖ
Ｋ

Ａ
－

Ⅱ
定

量
1
3
9
点

1
0

Ｃ
Ａ
1
2
5

1
4
4
点

1
1

Ｃ
Ａ
7
2
－

４
、

Ｓ
Ｐ
a
n
－

１
、

シ
ア

リ
ル

Ｔ
n
抗

原
（

Ｓ
Ｔ

Ｎ
）

、
神

経
特

異
エ

ノ
ラ

ー
ゼ

（

Ｎ
Ｓ

Ｅ
）

1
4
6
点

1
2

核
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
プ

ロ
テ

イ
ン
2
2
（

Ｎ
Ｍ

Ｐ
2
2
）

定
量

（
尿

）
、

核
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
プ

ロ
テ

イ

ン
2
2
（

Ｎ
Ｍ

Ｐ
2
2
）

定
性

（
尿

）
1
4
7
点

1
3

シ
ア

リ
ル

Ｌ
ｅ

－
ｉ

抗
原

（
Ｓ

Ｌ
Ｘ

）
1
4
8
点

ｘ

1
4

塩
基

性
フ

ェ
ト

プ
ロ

テ
イ

ン
（

Ｂ
Ｆ

Ｐ
）

1
5
0
点

1
5

遊
離

型
Ｐ

Ｓ
Ａ

比
（

Ｐ
Ｓ

Ａ
Ｆ

／
Ｔ

比
）

1
5
4
点

1
6

サ
イ

ト
ケ

ラ
チ

ン
８

・
1
8
（

尿
）

1
6
0
点

1
7

Ｂ
Ｃ

Ａ
2
2
5
、

サ
イ

ト
ケ

ラ
チ

ン
1
9
フ

ラ
グ

メ
ン

ト
（

シ
フ

ラ
）

1
6
2
点

1
8

抗
ｐ
5
3
抗

体
1
6
3
点

1
9

シ
ア

リ
ル

Ｌ
ｅ

抗
原

（
Ｃ

Ｓ
Ｌ

Ｅ
Ｘ

）
1
6
4
点

ｘ

2
0

Ⅰ
型

コ
ラ

ー
ゲ

ン
－

Ｃ
－

テ
ロ

ペ
プ

チ
ド

（
Ⅰ

Ｃ
Ｔ

Ｐ
）

1
7
0
点

2
1

ガ
ス

ト
リ

ン
放

出
ペ

プ
チ

ド
前

駆
体

（
Ｐ

ｒ
ｏ

Ｇ
Ｒ

Ｐ
）

1
7
5
点

（ ）（ ） 341340
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2
8

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
抗

原
1
6
1
点

2
9

大
腸

菌
Ｏ
1
5
7
抗

原
定

性
1
6
5
点

3
0

大
腸

菌
Ｏ
1
5
7
抗

体
定

性
、

Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ

－
Ⅰ

抗
体

1
6
8
点

3
1

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
抗

原
定

性
（

Ｆ
Ａ

法
）

1
7
0
点

3
2

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

抗
原

半
定

量
、

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

抗
原

定
性

1
7
4
点

3
3

大
腸

菌
血

清
型

別
1
7
5
点

3
4

淋
菌

抗
原

定
性

、
単

純
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
1
8
0
点

り
ん

3
5

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
（

糞
便

を
除

く
。

）
、

肺
炎

球
菌

細
胞

壁
抗

原
定

性
1
8
9
点

ふ
ん

3
6

肺
炎

球
菌

莢
膜

抗
原

定
性

（
尿

・
髄

液
）

1
9
8
点

き
よ

う

3
7

ブ
ル

セ
ラ

抗
体

定
性

、
ブ

ル
セ

ラ
抗

体
半

定
量

、
グ

ロ
ブ

リ
ン

ク
ラ

ス
別

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

抗
体

2
0
0
点

3
8

ツ
ツ

ガ
ム

シ
抗

体
定

性
、

ツ
ツ

ガ
ム

シ
抗

体
半

定
量

、
（

１
→

３
）

－
β

－
Ｄ

－
グ

ル
カ

ン 2
0
7
点

3
9

単
純

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

（
角

膜
）

、
単

純
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
（

性
器

）
、

ア
ニ

サ
キ

ス
Ｉ

ｇ
Ｇ

・
Ｉ

ｇ
Ａ

抗
体

2
1
0
点

4
0

グ
ロ

ブ
リ

ン
ク

ラ
ス

別
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

（
１

項
目

当
た

り
）

2
1
2
点

注
同

一
検

体
に

つ
い

て
、

グ
ロ

ブ
リ

ン
ク

ラ
ス

別
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

の
測

定
を

行
っ

た
場

合
は

、
２

項
目

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。

4
1

レ
ジ

オ
ネ

ラ
抗

原
定

性
（

尿
）

2
1
7
点

4
2

赤
痢

ア
メ

ー
バ

抗
体

半
定

量
2
2
3
点

4
3

デ
ン

グ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
、

デ
ン

グ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
・

抗
体

同
時

測
定

定
性

、
水

痘
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
（

上
皮

細
胞

）
2
3
3
点

注
デ

ン
グ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

及
び

デ
ン

グ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
・

抗
体

同
時

測
定

定
性

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

を
満

た
す

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

4
4

エ
ン

ド
ト

キ
シ

ン
2
4
3
点

4
5

百
日

咳
菌

抗
体

2
6
4
点

せ
き

4
6

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
抗

体
（

ウ
エ

ス
タ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

）
2
8
0
点

4
7

結
核

菌
群

抗
原

定
性

2
9
1
点

4
8

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス
p
p
6
5
抗

原
定

性
3
7
7
点

4
9

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

２
抗

体
（

ウ
エ

ス
タ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

）
3
8
0
点

5
0

Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ

－
Ⅰ

抗
体

（
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
及

び
ラ

イ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
）

4
2
5
点

5
1

Ｈ
Ｉ

Ｖ
抗

原
6
0
0
点

5
2

抗
ト

リ
コ

ス
ポ

ロ
ン

・
ア

サ
ヒ

抗
体

8
7
3
点

Ｄ
０

１
３

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

関
連

検
査

１
Ｈ

Ｂ
ｓ

抗
原

定
性

・
半

定
量

2
9
点

２
Ｈ

Ｂ
ｓ

抗
体

定
性

、
Ｈ

Ｂ
ｓ

抗
体

半
定

量
3
2
点

３
Ｈ

Ｂ
ｓ

抗
原

、
Ｈ

Ｂ
ｓ

抗
体

8
8
点

４
Ｈ

Ｂ
ｅ

抗
原

、
Ｈ

Ｂ
ｅ

抗
体

1
0
4
点

５
Ｈ

Ｃ
Ｖ

抗
体

定
性

・
定

量
、

Ｈ
Ｃ

Ｖ
コ

ア
蛋

白
1
0
8
点

た
ん

６
Ｈ

Ｂ
ｃ

抗
体

半
定

量
・

定
量

1
3
7
点

７
Ｈ

Ｃ
Ｖ

コ
ア

抗
体

1
4
3
点

８
Ｈ

Ａ
－

Ｉ
ｇ

Ｍ
抗

体
、

Ｈ
Ａ

抗
体

、
Ｈ

Ｂ
ｃ

－
Ｉ

ｇ
Ｍ

抗
体

1
4
6
点

９
Ｈ

Ｃ
Ｖ

構
造

蛋
白

及
び

非
構

造
蛋

白
抗

体
定

性
、

Ｈ
Ｃ

Ｖ
構

造
蛋

白
及

び
非

構
造

蛋
白

抗
体

半
た

ん
た

ん
た

ん
た

ん

定
量

1
6
0
点

1
0

Ｈ
Ｅ

－
Ｉ

ｇ
Ａ

抗
体

定
性

2
1
0
点

1
1

Ｈ
Ｃ

Ｖ
血

清
群

別
判

定
2
2
7
点

1
2

Ｈ
Ｂ

Ｖ
コ

ア
関

連
抗

原
（

Ｈ
Ｂ

ｃ
ｒ

Ａ
ｇ

）
2
6
6
点

1
3

デ
ル

タ
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
抗

体
3
3
0
点

・
脈

管
手

術
、

同
部

第
９

款
の

各
区

分
に

掲
げ

る
腹

部
手

術
又

は
同

部
第
1
1
款

の
各

区
分

に
掲

げ
る

性
器

手
術

の
う

ち
区

分
番

号
Ｋ

８
９

８
に

掲
げ

る
帝

王
切

開
術

等
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

５
Ａ

Ｂ
Ｏ

血
液

型
関

連
糖

転
移

酵
素

活
性

1
8
6
点

６
血

小
板

関
連

Ｉ
ｇ

Ｇ
（

Ｐ
Ａ

－
Ｉ

ｇ
Ｇ

）
1
9
8
点

７
Ａ

Ｂ
Ｏ

血
液

型
亜

型
2
6
0
点

８
抗

血
小

板
抗

体
2
6
2
点

９
血

小
板

第
４

因
子

－
ヘ

パ
リ

ン
複

合
体

抗
体

（
Ｉ

ｇ
Ｇ

抗
体

）
3
7
8
点

1
0

血
小

板
第

４
因

子
－

ヘ
パ

リ
ン

複
合

体
抗

体
（

Ｉ
ｇ

Ｇ
、

Ｉ
ｇ

Ｍ
及

び
Ｉ

ｇ
Ａ

抗
体

）

3
9
0
点

Ｄ
０

１
２

感
染

症
免

疫
学

的
検

査

１
梅

毒
血

清
反

応
（

Ｓ
Ｔ

Ｓ
）

定
性

、
抗

ス
ト

レ
プ

ト
リ

ジ
ン

Ｏ
（

Ａ
Ｓ

Ｏ
）

定
性

、
抗

ス
ト

レ

プ
ト

リ
ジ

ン
Ｏ

（
Ａ

Ｓ
Ｏ

）
半

定
量

、
抗

ス
ト

レ
プ

ト
リ

ジ
ン

Ｏ
（

Ａ
Ｓ

Ｏ
）

定
量

1
5
点

２
ト

キ
ソ

プ
ラ

ズ
マ

抗
体

定
性

、
ト

キ
ソ

プ
ラ

ズ
マ

抗
体

半
定

量
2
6
点

３
抗

ス
ト

レ
プ

ト
キ

ナ
ー

ゼ
（

Ａ
Ｓ

Ｋ
）

定
性

、
抗

ス
ト

レ
プ

ト
キ

ナ
ー

ゼ
（

Ａ
Ｓ

Ｋ
）

半
定

量

2
9
点

４
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体
定

性
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
抗

体
定

性
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
抗

体
半

定

量
3
2
点

５
梅

毒
血

清
反

応
（

Ｓ
Ｔ

Ｓ
）

半
定

量
、

梅
毒

血
清

反
応

（
Ｓ

Ｔ
Ｓ

）
定

量
3
4
点

６
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体
半

定
量

、
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体
定

量
5
3
点

７
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

（
糞

便
）

、
迅

速
ウ

レ
ア

ー
ゼ

試
験

定
性

6
0
点

ふ
ん

８
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
（

糞
便

）
、

ロ
タ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
量

（
糞

便
）

6
5
点

ふ
ん

ふ
ん

９
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

抗
体

定
性

・
半

定
量

、
ク

ラ
ミ

ド
フ

ィ
ラ

・
ニ

ュ
ー

モ
ニ

エ
Ｉ

ｇ

Ｇ
抗

体
7
0
点

1
0

ク
ラ

ミ
ド

フ
ィ

ラ
・

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

Ｉ
ｇ

Ａ
抗

体
7
5
点

1
1

ウ
イ

ル
ス

抗
体

価
（

定
性

・
半

定
量

・
定

量
）

（
１

項
目

当
た

り
）

7
9
点

注
同

一
検

体
に

つ
い

て
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

（
定

性
・

半
定

量
・

定
量

）
の

測
定

を
行

っ
た

場
合

は
、

８
項

目
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

1
2

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
抗

原
定

性
、

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
抗

体
、

百
日

咳
菌

抗
体

定
性

、
百

日
咳

菌
抗

体
半

定
量

8
0
点

せ
き

せ
き

1
3

Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ

－
Ⅰ

抗
体

定
性

、
Ｈ

Ｔ
Ｌ

Ｖ
－

Ⅰ
抗

体
半

定
量

8
5
点

1
4

ト
キ

ソ
プ

ラ
ズ

マ
抗

体
9
3
点

1
5

ト
キ

ソ
プ

ラ
ズ

マ
Ｉ

ｇ
Ｍ

抗
体

9
5
点

1
6

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
，

２
抗

体
定

性
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
，

２
抗

体
半

定
量

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
1
1
5
点

1
7

抗
酸

菌
抗

体
定

量
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
抗

体
、

抗
酸

菌
抗

体
定

性
1
1
6
点

1
8

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
，

２
抗

体
定

量
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
，

２
抗

原
・

抗
体

同
時

測
定

定
量

、
Ａ

群
β

溶
連

菌
迅

速
試

験
定

性
1
2
7
点

1
9

カ
ン

ジ
ダ

抗
原

定
性

、
カ

ン
ジ

ダ
抗

原
半

定
量

、
カ

ン
ジ

ダ
抗

原
定

量
1
3
4
点

2
0

ヘ
モ

フ
ィ

ル
ス

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ｂ
型

（
Ｈ

ｉ
ｂ

）
抗

原
定

性
（

尿
・

髄
液

）
1
3
6
点

2
1

Ｒ
Ｓ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

、
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体
（

Ｆ
Ｔ

Ａ
－

Ａ
Ｂ

Ｓ
試

験
）

定
性

、
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体
（

Ｆ
Ｔ

Ａ
－

Ａ
Ｂ

Ｓ
試

験
）

半
定

量
1
3
8
点

2
2

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
1
3
9
点

2
3

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
抗

原
定

性
1
4
2
点

2
4

肺
炎

球
菌

抗
原

定
性

（
尿

・
髄

液
）

、
ヒ

ト
メ

タ
ニ

ュ
ー

モ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
1
4
6
点

2
5

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

菌
（

無
莢

膜
型

）
抗

原
定

性
、

マ
イ

コ
プ

ラ
き

よ
う

ズ
マ

抗
原

定
性

（
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

）
1
5
0
点

2
6

ク
ラ

ミ
ド

フ
ィ

ラ
・

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

Ｉ
ｇ

Ｍ
抗

体
1
5
6
点

2
7

Ｄ
－

ア
ラ

ビ
ニ

ト
ー

ル
、

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

抗
原

定
性

1
6
0
点

（ ）（ ） 343342

２
－
⑶　
検　
査



3
6

甲
状

腺
刺

激
抗

体
（

Ｔ
Ｓ

Ａ
ｂ

）
3
4
0
点

3
7

Ｉ
ｇ

Ｇ
3
7
7
点

４

3
8

Ｉ
ｇ

Ｇ
（

ネ
フ

ェ
ロ

メ
ト

リ
ー

法
に

よ
る

も
の

）
3
8
8
点

２

3
9

抗
Ｇ

Ｍ
１

Ｉ
ｇ

Ｇ
抗

体
、

抗
Ｇ

Ｑ
１

ｂ
Ｉ

ｇ
Ｇ

抗
体

4
6
0
点

4
0

抗
デ

ス
モ

グ
レ

イ
ン

１
抗

体
、

抗
デ

ス
モ

グ
レ

イ
ン

３
抗

体
及

び
抗

Ｂ
Ｐ
1
8
0
－

Ｎ
Ｃ
1
6
ａ

抗

体
同

時
測

定
4
9
0
点

4
1

抗
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

レ
セ

プ
タ

ー
抗

体
（

抗
Ａ

Ｃ
ｈ

Ｒ
抗

体
）

8
2
2
点

4
2

抗
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
レ

セ
プ

タ
ー

抗
体

9
7
0
点

4
3

抗
ア

ク
ア

ポ
リ

ン
４

抗
体

、
抗

筋
特

異
的

チ
ロ

シ
ン

キ
ナ

ー
ゼ

抗
体

1
,
0
0
0
点

4
4

抗
Ｈ

Ｌ
Ａ

抗
体

（
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

）
1
,
0
0
0
点

4
5

抗
Ｈ

Ｌ
Ａ

抗
体

（
抗

体
特

異
性

同
定

検
査

）
4
,
8
5
0
点

注
１

本
区

分
の

９
か

ら
1
5
ま

で
、
1
7
、
2
0
及

び
3
2
に

掲
げ

る
検

査
を

２
項

目
又

は
３

項
目

以
上

行

っ
た

場
合

は
、

所
定

点
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
そ

れ
ぞ

れ
3
2
0
点

又
は
4
9
0
点

を
算

定
す

る
。

２
本

区
分

の
4
4
及

び
4
5
に

掲
げ

る
検

査
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｄ
０

１
５

血
漿

蛋
白

免
疫

学
的

検
査

し
よ

う
た

ん

１
Ｃ

反
応

性
蛋

白
（

Ｃ
Ｒ

Ｐ
）

定
性

、
Ｃ

反
応

性
蛋

白
（

Ｃ
Ｒ

Ｐ
）

1
6
点

た
ん

た
ん

２
赤

血
球

コ
プ

ロ
ポ

ル
フ

ィ
リ

ン
定

性
、

グ
ル

コ
ー

ス
－

６
－

ホ
ス

フ
ァ

タ
ー

ゼ
（

Ｇ
－

６
－

Ｐ

a
s
e
）

3
0
点

３
グ

ル
コ

ー
ス

－
６

－
リ

ン
酸

デ
ヒ

ド
ロ

ゲ
ナ

ー
ゼ

（
Ｇ

－
６

－
Ｐ

Ｄ
）

定
性

、
赤

血
球

プ
ロ

ト

ポ
ル

フ
ィ

リ
ン

定
性

3
4
点

４
血

清
補

体
価

（
Ｃ

Ｈ
）

、
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

3
8
点

5
0

５
ク

リ
オ

グ
ロ

ブ
リ

ン
定

性
、

ク
リ

オ
グ

ロ
ブ

リ
ン

定
量

4
2
点

６
血

清
ア

ミ
ロ

イ
ド

Ａ
蛋

白
（

Ｓ
Ａ

Ａ
）

4
7
点

た
ん

７
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
リ

ン
（

Ｔ
ｆ

）
6
0
点

８
Ｃ

、
Ｃ

7
0
点

３
４

９
セ

ル
ロ

プ
ラ

ス
ミ

ン
9
0
点

1
0

非
特

異
的

Ｉ
ｇ

Ｅ
半

定
量

、
非

特
異

的
Ｉ

ｇ
Ｅ

定
量

1
0
0
点

1
1

β
－

マ
イ

ク
ロ

グ
ロ

ブ
リ

ン
1
0
4
点

２

1
2

ト
ラ

ン
ス

サ
イ

レ
チ

ン
（

プ
レ

ア
ル

ブ
ミ

ン
）

1
0
7
点

1
3

特
異

的
Ｉ

ｇ
Ｅ

半
定

量
・

定
量

1
1
0
点

注
特

異
的

Ｉ
ｇ

Ｅ
半

定
量

・
定

量
検

査
は

、
特

異
抗

原
の

種
類

ご
と

に
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
患

者
か

ら
１

回
に

採
取

し
た

血
液

を
用

い
て

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、
1
,
4
3
0
点

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。

1
4

レ
チ

ノ
ー

ル
結

合
蛋

白
（

Ｒ
Ｂ

Ｐ
）

、
α

－
マ

イ
ク

ロ
グ

ロ
ブ

リ
ン

、
ハ

プ
ト

グ
ロ

ビ
ン

（
１

た
ん

型
補

正
を

含
む

。
）

1
3
6
点

1
5

Ｃ
プ

ロ
ア

ク
チ

ベ
ー

タ
1
6
0
点

３

1
6

免
疫

電
気

泳
動

法
（

抗
ヒ

ト
全

血
清

）
1
7
0
点

1
7

ヘ
モ

ペ
キ

シ
ン

1
8
0
点

1
8

Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｃ

1
8
4
点

1
9

Ａ
Ｐ

Ｒ
ス

コ
ア

定
性

1
9
1
点

2
0

ア
ト

ピ
ー

鑑
別

試
験

定
性

1
9
4
点

2
1

Ｂ
ｅ

ｎ
ｃ

ｅ
Ｊ

ｏ
ｎ

ｅ
ｓ

蛋
白

同
定

（
尿

）
2
0
1
点

た
ん

2
2

癌
胎

児
性

フ
ィ

ブ
ロ

ネ
ク

チ
ン

定
性

（
頸

管
腟

分
泌

液
）

2
0
4
点

が
ん

け
い

ち
つ

2
3

免
疫

電
気

泳
動

法
（

特
異

抗
血

清
）

2
2
4
点

2
4

Ｃ
イ

ン
ア

ク
チ

ベ
ー

タ
2
6
8
点

１

2
5

免
疫

グ
ロ

ブ
リ

ン
Ｌ

鎖
κ

／
λ

比
3
3
0
点

2
6

免
疫

グ
ロ

ブ
リ

ン
遊

離
Ｌ

鎖
κ

／
λ

比
3
8
8
点

1
4

Ｈ
Ｃ

Ｖ
特

異
抗

体
価

、
Ｈ

Ｂ
Ｖ

ジ
ェ

ノ
タ

イ
プ

判
定

3
4
0
点

注
患

者
か

ら
１

回
に

採
取

し
た

血
液

を
用

い
て

本
区

分
の

３
か

ら
1
4
ま

で
に

掲
げ

る
検

査
を

３
項

目
以

上
行

っ
た

場
合

は
、

所
定

点
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
検

査
の

項
目

数
に

応
じ

て
次

に
掲

げ
る

点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

イ
３

項
目

2
9
0
点

ロ
４

項
目

3
6
0
点

ハ
５

項
目

以
上

4
3
8
点

Ｄ
０

１
４

自
己

抗
体

検
査

１
寒

冷
凝

集
反

応
1
1
点

２
リ

ウ
マ

ト
イ

ド
因

子
（

Ｒ
Ｆ

）
定

量
3
0
点

３
抗

サ
イ

ロ
グ

ロ
ブ

リ
ン

抗
体

半
定

量
、

抗
甲

状
腺

マ
イ

ク
ロ

ゾ
ー

ム
抗

体
半

定
量

3
7
点

４
Ｄ
o
n
a
t
h
－

Ｌ
a
n
d
s
t
e
i
n
e
r
試

験
5
5
点

５
抗

核
抗

体
（

蛍
光

抗
体

法
）

定
性

、
抗

核
抗

体
（

蛍
光

抗
体

法
）

半
定

量
、

抗
核

抗
体

（
蛍

光

抗
体

法
）

定
量

1
0
5
点

６
抗

核
抗

体
（

蛍
光

抗
体

法
を

除
く

。
）

、
抗

イ
ン

ス
リ

ン
抗

体
1
1
0
点

７
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
メ

タ
ロ

プ
ロ

テ
イ

ナ
ー

ゼ
－

３
（

Ｍ
Ｍ

Ｐ
－

３
）

1
1
6
点

８
抗

ガ
ラ

ク
ト

ー
ス

欠
損

Ｉ
ｇ

Ｇ
抗

体
定

性
、

抗
ガ

ラ
ク

ト
ー

ス
欠

損
Ｉ

ｇ
Ｇ

抗
体

定
量

1
1
7
点

９
抗

Ｊ
o
－

１
抗

体
定

性
、

抗
Ｊ
o
－

１
抗

体
半

定
量

、
抗
Ｊ
o
－

１
抗

体
定

量
1
4
0
点

1
0

抗
サ

イ
ロ

グ
ロ

ブ
リ

ン
抗

体
、

抗
Ｒ

Ｎ
Ｐ

抗
体

定
性

、
抗

Ｒ
Ｎ

Ｐ
抗

体
半

定
量

、
抗

Ｒ
Ｎ

Ｐ
抗

体
定

量
1
4
4
点

1
1

抗
甲

状
腺

ペ
ル

オ
キ

シ
ダ

ー
ゼ

抗
体

1
4
6
点

1
2

抗
Ｓ
m
抗

体
定

性
、

抗
Ｓ
m
抗

体
半

定
量

、
抗

Ｓ
m
抗

体
定

量
1
5
1
点

1
3

Ｃ
ｑ

結
合

免
疫

複
合

体
1
5
7
点

１

1
4

抗
Ｓ

Ｓ
－

Ｂ
／

Ｌ
a
抗

体
定

性
、

抗
Ｓ

Ｓ
－

Ｂ
／

Ｌ
a
抗

体
半

定
量

、
抗

Ｓ
Ｓ

－
Ｂ

／
Ｌ
a
抗

体

定
量

、
抗

Ｓ
c
l
－
7
0
抗

体
定

性
、

抗
Ｓ
c
l
－
7
0
抗

体
半

定
量

、
抗

Ｓ
c
l
－
7
0
抗

体
定

量
1
6
1
点

1
5

抗
Ｓ

Ｓ
－

Ａ
／

Ｒ
o
抗

体
定

性
、

抗
Ｓ

Ｓ
－

Ａ
／

Ｒ
o
抗

体
半

定
量

、
抗

Ｓ
Ｓ

－
Ａ

／
Ｒ
o
抗

体

定
量

1
6
3
点

1
6

抗
Ｄ

Ｎ
Ａ

抗
体

定
量

、
抗

Ｄ
Ｎ

Ａ
抗

体
定

性
1
6
8
点

1
7

抗
Ｒ

Ｎ
Ａ

ポ
リ

メ
ラ

ー
ゼ

Ⅲ
抗

体
1
7
0
点

1
8

抗
セ

ン
ト

ロ
メ

ア
抗

体
定

量
、

抗
セ

ン
ト

ロ
メ

ア
抗

体
定

性
1
7
9
点

1
9

抗
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

抗
体

定
性

、
抗

ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
抗

体
半

定
量

1
8
6
点

2
0

抗
Ａ

Ｒ
Ｓ

抗
体

1
9
0
点

2
1

モ
ノ

ク
ロ

ー
ナ

ル
Ｒ

Ｆ
結

合
免

疫
複

合
体

、
抗

ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
抗

体
定

量
1
9
4
点

2
2

Ｉ
ｇ

Ｇ
型

リ
ウ

マ
ト

イ
ド

因
子

2
0
3
点

2
3

抗
シ

ト
ル

リ
ン

化
ペ

プ
チ

ド
抗

体
定

性
、

抗
シ

ト
ル

リ
ン

化
ペ

プ
チ

ド
抗

体
定

量
2
0
4
点

2
4

抗
Ｌ

Ｋ
Ｍ

－
１

抗
体

2
2
1
点

2
5

抗
カ

ル
ジ

オ
リ

ピ
ン

β
グ

リ
コ

プ
ロ

テ
イ

ン
Ⅰ

複
合

体
抗

体
2
2
3
点

２

2
6

抗
Ｔ

Ｓ
Ｈ

レ
セ

プ
タ

ー
抗

体
（

Ｔ
Ｒ

Ａ
ｂ

）
2
2
6
点

2
7

抗
カ

ル
ジ

オ
リ

ピ
ン

抗
体

2
3
2
点

2
8

Ｉ
ｇ

Ｇ
（

Ｔ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

る
も

の
）

2
3
9
点

２

2
9

抗
好

中
球

細
胞

質
ミ

エ
ロ

ペ
ル

オ
キ

シ
ダ

ー
ゼ

抗
体

（
Ｍ

Ｐ
Ｏ

－
Ａ

Ｎ
Ｃ

Ａ
）

2
6
5
点

3
0

抗
好

中
球

細
胞

質
プ

ロ
テ

イ
ナ

ー
ゼ

３
抗

体
（

Ｐ
Ｒ

３
－

Ａ
Ｎ

Ｃ
Ａ

）
2
6
7
点

3
1

抗
デ

ス
モ

グ
レ

イ
ン

３
抗

体
、

抗
Ｂ

Ｐ
1
8
0
－

Ｎ
Ｃ
1
6
a
抗

体
、

抗
糸

球
体

基
底

膜
抗

体
（

抗
Ｇ

Ｂ
Ｍ

抗
体

）
2
7
0
点

3
2

抗
Ｍ

Ｄ
Ａ

５
抗

体
、

抗
Ｔ

Ｉ
Ｆ

１
－

γ
抗

体
、

抗
Ｍ

ｉ
－

２
抗

体
2
7
0
点

3
3

ル
ー

プ
ス

ア
ン

チ
コ

ア
グ

ラ
ン

ト
定

量
、

ル
ー

プ
ス

ア
ン

チ
コ

ア
グ

ラ
ン

ト
定

性
2
8
1
点

3
4

抗
好

中
球

細
胞

質
抗

体
（

Ａ
Ｎ

Ｃ
Ａ

）
定

性
2
9
0
点

3
5

抗
デ

ス
モ

グ
レ

イ
ン

１
抗

体
3
0
0
点

（ ）（ ） 343342
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３
淋

菌
核

酸
検

出
2
0
4
点

り
ん

４
Ｈ

Ｂ
Ｖ

核
酸

定
量

2
7
1
点

５
淋

菌
及

び
ク

ラ
ミ

ジ
ア

・
ト

ラ
コ

マ
チ

ス
同

時
核

酸
検

出
2
7
8
点

り
ん

６
レ

ジ
オ

ネ
ラ

核
酸

検
出

2
9
2
点

７
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

核
酸

検
出

3
0
0
点

８
Ｅ

Ｂ
ウ

イ
ル

ス
核

酸
定

量
3
1
0
点

９
Ｈ

Ｃ
Ｖ

核
酸

検
出

、
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

3
5
0
点

注
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
細

胞
診

に
よ

り
ベ

セ
ス

ダ
分

類
が

Ａ
Ｓ

Ｃ
－

Ｕ
Ｓ

と
判

定
さ

れ
た

患
者

又
は

過
去

に
区

分
番

号
Ｋ

８
６

７
に

掲
げ

る
子

宮
頸

部
（

腟
部

）
切

除
術

、
区

分
番

号
Ｋ

８
６

７
－

３
に

掲
げ

る
子

宮
頸

部
摘

出
術

（
腟

け
い

ち
つ

け
い

ち
つ

部
切

断
術

を
含

む
。

）
若

し
く

は
区

分
番

号
Ｋ

８
６

７
－

４
に

掲
げ

る
子

宮
頸

部
異

形
成

上
皮

け
い

又
は

上
皮

内
癌

レ
ー

ザ
ー

照
射

治
療

を
行

っ
た

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

が
ん

。

1
0

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
（

簡
易

ジ
ェ

ノ
タ

イ
プ

判
定

）
、

百
日

咳
菌

核
酸

検
出

3
6
0
点

せ
き

注
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

（
簡

易
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
判

定
）

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
細

胞
診

に
よ

り
ベ

セ
ス

ダ
分

類
が

Ａ
Ｓ

Ｃ
－

Ｕ
Ｓ

と
判

定
さ

れ
た

患
者

又
は

過
去

に
区

分
番

号
Ｋ

８
６

７
に

掲
げ

る
子

宮
頸

部
（

腟
部

）
切

除
術

、
区

分
番

号
Ｋ

８
６

７
－

３
に

け
い

ち
つ

掲
げ

る
子

宮
頸

部
摘

出
術

（
腟

部
切

断
術

を
含

む
。

）
若

し
く

は
区

分
番

号
Ｋ

８
６

７
－

４
に

け
い

ち
つ

掲
げ

る
子

宮
頸

部
異

形
成

上
皮

又
は

上
皮

内
癌

レ
ー

ザ
ー

照
射

治
療

を
行

っ
た

患
者

に
対

し
て

け
い

が
ん

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

1
1

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
核

酸
検

出
、

抗
酸

菌
核

酸
同

定
、

結
核

菌
群

核
酸

検
出

4
1
0
点

1
2

マ
イ

コ
バ

ク
テ

リ
ウ

ム
・

ア
ビ

ウ
ム

及
び

イ
ン

ト
ラ

セ
ル

ラ
ー

（
Ｍ

Ａ
Ｃ

）
核

酸
検

出

4
2
1
点

1
3

Ｈ
Ｃ

Ｖ
核

酸
定

量
4
3
7
点

1
4

Ｈ
Ｂ

Ｖ
核

酸
プ

レ
コ

ア
変

異
及

び
コ

ア
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
変

異
検

出
、

ブ
ド

ウ
球

菌
メ

チ
シ

リ
ン

耐
性

遺
伝

子
検

出
、

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
核

酸
検

出
、

Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ

－
１

核
酸

検
出

、
単

純

疱
疹

ウ
イ

ル
ス

・
水

痘
帯

状
疱

疹
ウ
イ

ル
ス

核
酸

定
量

4
5
0
点

ほ
う

し
ん

ほ
う

し
ん

1
5

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
核

酸
定

量
5
2
0
点

注
検

体
の

超
遠

心
に

よ
る

濃
縮

前
処

理
を

加
え

て
行

っ
た

場
合

は
、

濃
縮

前
処

理
加

算
と

し
て

、
1
3
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

1
6

結
核

菌
群

リ
フ

ァ
ン

ピ
シ

ン
耐

性
遺

伝
子

検
出

、
結

核
菌

群
ピ

ラ
ジ

ナ
ミ

ド
耐

性
遺

伝
子

検
出

、
結

核
菌

群
イ

ソ
ニ

ア
ジ

ド
耐

性
遺

伝
子

検
出

、
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
核

酸
検

出
8
5
0
点

1
7

ウ
イ

ル
ス

・
細

菌
核

酸
多

項
目

同
時

検
出

9
6
3
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

1
8

細
菌

核
酸

・
薬

剤
耐

性
遺

伝
子

同
時

検
出

1
,
7
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。

1
9

Ｈ
Ｐ

Ｖ
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
判

定
2
,
0
0
0
点

2
0

Ｈ
Ｉ

Ｖ
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
薬

剤
耐

性
6
,
0
0
0
点

注
６

、
７

、
1
0
（

百
日

咳
菌

核
酸

検
出

に
限

る
。

）
又

は
1
1
（
結

核
菌

群
核

酸
検

出
に

限
る

。
）

せ
き

に
掲

げ
る

検
査

の
結

果
に

つ
い

て
、

検
査

実
施

日
の

う
ち

に
説

明
し

た
上

で
文

書
に

よ
り

情
報

を

提
供

し
た

場
合

は
、

迅
速

微
生

物
核

酸
同

定
・

定
量

検
査

加
算

と
し

て
、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
０

２
３

－
２

そ
の

他
の

微
生

物
学

的
検

査

１
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

ペ
ニ

シ
リ

ン
結

合
蛋

白
２
’

（
Ｐ

Ｂ
Ｐ

２
’

）
定

性
5
5
点

た
ん

2
7

結
核

菌
特

異
的

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ロ
ン

－
γ

産
生

能
6
1
2
点

Ｄ
０

１
６

細
胞

機
能

検
査

１
Ｂ

細
胞

表
面

免
疫

グ
ロ

ブ
リ

ン
1
5
7
点

２
Ｔ

細
胞

サ
ブ

セ
ッ

ト
検

査
（

一
連

に
つ

き
）

1
9
0
点

３
Ｔ

細
胞

・
Ｂ

細
胞

百
分

率
1
9
8
点

４
顆

粒
球

機
能

検
査

（
種

目
数

に
か

か
わ

ら
ず

一
連

に
つ

き
）

2
0
0
点

か

５
顆

粒
球

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
（

種
目

数
に

か
か

わ
ら

ず
一

連
に

つ
き

）
2
2
0
点

か

６
赤

血
球

・
好

中
球

表
面

抗
原

検
査

3
2
0
点

７
リ

ン
パ

球
刺

激
試

験
（

Ｌ
Ｓ

Ｔ
）

イ
１

薬
剤

3
4
5
点

ロ
２

薬
剤

4
2
5
点

ハ
３

薬
剤

以
上

5
1
5
点

（
微

生
物

学
的

検
査

）

Ｄ
０

１
７

排
泄

物
、

滲
出

物
又

は
分

泌
物

の
細

菌
顕

微
鏡

検
査

せ
つ

し
ん

１
蛍

光
顕

微
鏡

、
位

相
差

顕
微

鏡
、

暗
視

野
装

置
等

を
使

用
す

る
も

の
5
0
点

注
集

菌
塗

抹
法

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
集

菌
塗

抹
法

加
算

と
し

て
、
3
2
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
保

温
装

置
使

用
ア

メ
ー

バ
検

査
4
5
点

３
そ

の
他

の
も

の
6
1
点

注
同

一
検

体
に

つ
い

て
当

該
検

査
と

区
分

番
号

Ｄ
０

０
２

に
掲

げ
る

尿
沈

渣
（

鏡
検

法
）

又
は

区
さ

分
番

号
Ｄ

０
０

２
－

２
に

掲
げ

る
尿

沈
渣

（
フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ト
リ

ー
法

）
を

併
せ

て
行

っ
た

場
さ

合
は

、
主

た
る

検
査

の
所

定
点

数
の

み
算

定
す

る
。

Ｄ
０

１
８

細
菌

培
養

同
定

検
査

１
口

腔
、

気
道

又
は

呼
吸

器
か

ら
の

検
体

1
6
0
点

く
う

２
消

化
管

か
ら

の
検

体
1
8
0
点

３
血

液
又

は
穿

刺
液

2
1
5
点

せ
ん

４
泌

尿
器

又
は

生
殖

器
か

ら
の

検
体

1
7
0
点

５
そ

の
他

の
部

位
か

ら
の

検
体

1
6
0
点

６
簡

易
培

養
6
0
点

注
１

１
か

ら
６

ま
で

に
つ

い
て

は
、

同
一

検
体

に
つ

い
て

一
般

培
養

と
併

せ
て

嫌
気

性
培

養
を

行

っ
た

場
合

は
、

嫌
気

性
培

養
加

算
と

し
て

、
1
1
2
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
入

院
中

の
患

者
に

対
し

て
、

質
量

分
析

装
置

を
用

い
て

細
菌

の
同

定
を

行
っ

た
場

合
は

、
質

量
分

析
装

置
加

算
と

し
て

、
4
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
０

１
９

細
菌

薬
剤

感
受

性
検

査

１
１

菌
種

1
7
0
点

２
２

菌
種

2
2
0
点

３
３

菌
種

以
上

2
8
0
点

４
薬

剤
耐

性
菌

検
出

5
0
点

５
抗

菌
薬

併
用

効
果

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
1
5
0
点

Ｄ
０

１
９

－
２

酵
母

様
真

菌
薬

剤
感

受
性

検
査

1
5
0
点

Ｄ
０

２
０

抗
酸

菌
分

離
培

養
検

査

１
抗

酸
菌

分
離

培
養

（
液

体
培

地
法

）
2
8
0
点

２
抗

酸
菌

分
離

培
養

（
そ

れ
以

外
の

も
の

）
2
0
4
点

Ｄ
０

２
１

抗
酸

菌
同

定
（

種
目

数
に

か
か

わ
ら

ず
一

連
に

つ
き

）
3
6
1
点

Ｄ
０

２
２

抗
酸

菌
薬

剤
感

受
性

検
査

（
培

地
数

に
関

係
な

く
）

3
8
0
点

注
４

薬
剤

以
上

使
用

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
０

２
３

微
生

物
核

酸
同

定
・

定
量

検
査

１
細

菌
核

酸
検

出
（

白
血

球
）

（
１

菌
種

あ
た

り
）

1
3
0
点

２
ク

ラ
ミ

ジ
ア

・
ト

ラ
コ

マ
チ

ス
核

酸
検

出
1
9
8
点
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２
遺

伝
子

関
連

・
染

色
体

検
査

判
断

料
1
0
0
点

３
血

液
学

的
検

査
判

断
料

1
2
5
点

４
生

化
学

的
検

査
判

断
料

1
4
4
点

(Ⅰ
)

５
生

化
学

的
検

査
判

断
料

1
4
4
点

(Ⅱ
)

６
免

疫
学

的
検

査
判

断
料

1
4
4
点

７
微

生
物

学
的

検
査

判
断

料
1
5
0
点

注
１

検
体

検
査

判
断

料
は

該
当

す
る

検
体

検
査

の
種

類
又

は
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
そ

れ
ぞ

れ
月

１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
区

分
番

号
Ｄ

０
２

７
に

掲
げ

る
基

本
的

検
体

検
査

判
断

料
を

算
定

す
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

尿
・

糞
便

等
検

査
判

断
料

、
遺

伝
子

関
連

・
染

ふ
ん

色
体

検
査

判
断

料
、

血
液

学
的

検
査

判
断

料
、

生
化

学
的

検
査

判
断

料
、

免
疫

学
的

検
査

(Ⅰ
)

判
断

料
及

び
微

生
物

学
的

検
査

判
断

料
は

別
に

算
定

し
な

い
。

２
注

１
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
区

分
番

号
Ｄ

０
０

０
に

掲
げ

る
尿

中
一

般
物

質
定

性
半

定
量

検
査

の
所

定
点

数
を

算
定

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

検
査

に
つ

い
て

は
尿

・
糞

便
等

検
査

ふ
ん

判
断

料
は

算
定

し
な

い
。

３
区

分
番

号
Ｄ

０
０

４
―

２
の

１
、

区
分

番
号

Ｄ
０

０
６

－
２

か
ら

Ｄ
０

０
６

－
９

ま
で

及
び

区
分

番
号

Ｄ
０

０
６

－
1
1
か

ら
Ｄ

０
０

６
－
2
0
ま

で
に

掲
げ

る
検

査
は

、
遺

伝
子

関
連

・
染

色

体
検

査
判

断
料

に
よ

り
算

定
す

る
も

の
と

し
、

尿
・

糞
便

等
検

査
判

断
料

又
は

血
液

学
的

検
査

ふ
ん

判
断

料
は

算
定

し
な

い
。

４
検

体
検

査
管

理
に

関
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
検

体
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
患

者
（

検
体

検
査

管
理

加
算

、
検

体
検

査
管

理
加

(Ⅱ
)

算
及

び
検

体
検

査
管

理
加

算
に

つ
い

て
は

入
院

中
の

患
者

に
限

る
。

）
１

人
に

つ
き

月
１

(Ⅲ
)

(Ⅳ
)

回
に

限
り

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
い

ず
れ

か
の

検
体

検
査

管
理

加
算

を
算

定
し

た
場

合
に

は
、

同
一

月
に

お
い

て
他

の
検

体
検

査
管

理
加

算
は

、
算

定
し

な
い

。

イ
検

体
検

査
管

理
加

算
4
0
点

(Ⅰ
)

ロ
検

体
検

査
管

理
加

算
1
0
0
点

(Ⅱ
)

ハ
検

体
検

査
管

理
加

算
3
0
0
点

(Ⅲ
)

ニ
検

体
検

査
管

理
加

算
5
0
0
点

(Ⅳ
)

５
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

(Ⅱ
)

(Ⅲ
)

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

検
体

検
査

管
理

加
算

、
検

体
検

査
管

理
加

算

又
は

検
体

検
査

管
理

加
算

を
算

定
し

た
場

合
は

、
国

際
標

準
検

査
管

理
加

算
と

し
て

、
4
0
点

(Ⅳ
)

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

区
分

番
号

Ｄ
０

０
６

－
４

に
掲

げ
る

遺
伝

学
的

検
査

、
区

分
番

号
Ｄ

０
０

６
－
2
0
に

掲
げ

る
角

膜
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

遺
伝

子
検

査
又

は
遺

伝
性

腫
瘍

に
関

す
る

検
査

（
区

分
番

号
Ｄ

０
０

６
－
1
9
に

掲
げ

る
が

ん
ゲ

ノ
ム

プ
ロ

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

検
査

を
除

く
。

）
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
し

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
と

し
て

、
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

、
1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

７
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

区
分

番
号

Ｄ
０

０
６

－
1
9
に

掲
げ

る
が

ん
ゲ

ノ
ム

プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
し

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

遺
伝

性
腫

瘍
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

加
算

と
し

て
、

患
者

１
人

に
つ

き
月

１
回

に
限

り
、
1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

８
区

分
番

号
Ｄ

０
０

５
の
1
4
に

掲
げ

る
骨

髄
像

を
行

っ
た

場
合

に
、

血
液

疾
患

に
関

す
る

専
門

の
知

識
を

有
す

る
医

師
が

、
そ

の
結

果
を

文
書

に
よ

り
報

告
し

た
場

合
は

、
骨

髄
像

診
断

加
算

と
し

て
、
2
4
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

９
区

分
番

号
Ｄ

０
１

５
の
1
6
に

掲
げ

る
免

疫
電

気
泳

動
法

（
抗

ヒ
ト

全
血

清
）

又
は
2
3
に

掲
げ

２
尿

素
呼

気
試

験
（

Ｕ
Ｂ

Ｔ
）

7
0
点

３
大

腸
菌

ベ
ロ

ト
キ

シ
ン

定
性

1
9
4
点

４
ク

ロ
ス

ト
リ

ジ
オ

イ
デ

ス
・

デ
ィ

フ
ィ

シ
ル

の
ト

キ
シ

ン
Ｂ

遺
伝

子
検

出
4
5
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｄ
０

２
４

動
物

使
用

検
査

1
7
0
点

注
使

用
し

た
動

物
の

費
用

と
し

て
動

物
の

購
入

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
加

算
す

る
。

（
基

本
的

検
体

検
査

実
施

料
）

Ｄ
０

２
５

基
本

的
検

体
検

査
実

施
料

（
１

日
に

つ
き

）

１
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
４

週
間

以
内

の
期

間
1
4
0
点

２
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
４

週
間

を
超

え
た

期
間

1
1
0
点

注
１

特
定

機
能

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
検

体

検
査

に
つ

い
て

算
定

す
る

。

２
次

に
掲

げ
る

検
体

検
査

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

イ
尿

中
一

般
物

質
定

性
半

定
量

検
査

ロ
尿

中
特

殊
物

質
定

性
定

量
検

査

ハ
尿

沈
渣

（
鏡

検
法

）
さ

ニ
糞

便
検

査
（

カ
ル

プ
ロ

テ
ク

チ
ン

（
糞

便
）

を
除

く
。

）
ふ

ん
ふ

ん

ホ
穿

刺
液

・
採

取
液

検
査

せ
ん

ヘ
血

液
形

態
・

機
能

検
査

ト
出

血
・

凝
固

検
査

チ
造

血
器

腫
瘍

遺
伝

子
検

査

リ
血

液
化

学
検

査

ヌ
免

疫
血

液
学

的
検

査

Ａ
Ｂ

Ｏ
血

液
型

及
び

Ｒ
h
（

Ｄ
）

血
液

型

ル
感

染
症

免
疫

学
的

検
査

梅
毒

血
清

反
応

（
Ｓ

Ｔ
Ｓ

）
定

性
、

抗
ス

ト
レ

プ
ト

リ
ジ

ン
Ｏ

（
Ａ

Ｓ
Ｏ

）
定

性
、

抗
ス

ト
レ

プ
ト

リ
ジ

ン
Ｏ

（
Ａ

Ｓ
Ｏ

）
半

定
量

、
抗

ス
ト

レ
プ

ト
リ

ジ
ン

Ｏ
（

Ａ
Ｓ

Ｏ
）

定
量

、

ト
キ

ソ
プ

ラ
ズ

マ
抗

体
定

性
、

ト
キ

ソ
プ

ラ
ズ

マ
抗

体
半

定
量

、
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体

定
性

、
梅

毒
血

清
反

応
（

Ｓ
Ｔ

Ｓ
）

半
定

量
、

梅
毒

血
清

反
応

（
Ｓ

Ｔ
Ｓ

）
定

量
、

梅
毒

ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体
半

定
量

、
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体
定

量
及

び
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

抗
体

ヲ
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
関

連
検

査

Ｈ
Ｂ

ｓ
抗

原
定

性
・

半
定

量
、

Ｈ
Ｂ

ｓ
抗

体
定

性
、

Ｈ
Ｂ

ｓ
抗

体
半

定
量

、
Ｈ

Ｂ
ｓ

抗
原

、
Ｈ

Ｂ
ｓ

抗
体

、
Ｈ

Ｃ
Ｖ

抗
体

定
性

・
定

量
、

Ｈ
Ｃ

Ｖ
構

造
蛋

白
及

び
非

構
造

蛋
白

抗
体

定
た

ん
た

ん

性
及

び
Ｈ

Ｃ
Ｖ

構
造

蛋
白

及
び

非
構

造
蛋

白
抗

体
半

定
量

た
ん

た
ん

ワ
自

己
抗

体
検

査

寒
冷

凝
集

反
応

及
び

リ
ウ

マ
ト

イ
ド

因
子

（
Ｒ

Ｆ
）

定
量

カ
血

漿
蛋

白
免

疫
学

的
検

査
し

よ
う

た
ん

Ｃ
反

応
性

蛋
白

（
Ｃ

Ｒ
Ｐ

）
定

性
、

Ｃ
反

応
性

蛋
白

（
Ｃ

Ｒ
Ｐ

）
、

血
清

補
体

価
（

Ｃ
Ｈ

た
ん

た
ん

）
及

び
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

5
0

ヨ
微

生
物

学
的

検
査

３
療

養
病

棟
、

結
核

病
棟

又
は

精
神

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
及

び
第

１
章

第
２

部
第

２
節

に
規

定
す

る
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算
、

二
類

感
染

症
患

者
療

養
環

境
特

別
加

算
若

し
く

は
重

症
者

等
療

養
環

境
特

別
加

算
又

は
同

部
第

３
節

に
規

定
す

る
特

定
入

院
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

適
用

し
な

い
。

第
２

款
検

体
検

査
判

断
料

区
分

Ｄ
０

２
６

検
体

検
査

判
断

料

１
尿

・
糞

便
等

検
査

判
断

料
3
4
点

ふ
ん

（ ）（ ） 345344

２
－
⑶　
検　
査



タ
コ

ス
コ

ー
プ

へ
経

皮
的

血
液

ガ
ス

分
圧

測
定

、
血

液
ガ

ス
連

続
測

定

ト
経

皮
的

酸
素

ガ
ス

分
圧

測
定

チ
深

部
体

温
計

に
よ

る
深

部
体

温
測

定

リ
前

額
部

、
胸

部
、

手
掌

部
又

は
足

底
部

体
表

面
体

温
測

定
に

よ
る

末
梢

循
環

不
全

状
態

観
察

し
よ

う

ヌ
脳

波
検

査
の

注
２

に
掲

げ
る

も
の

ル
脳

波
検

査
判

断
料

ヲ
神

経
・

筋
検

査
判

断
料

区
分

（
呼

吸
循

環
機

能
検

査
等

）

通
則 １

区
分

番
号

Ｄ
２

０
０

か
ら

Ｄ
２

０
４

ま
で

に
掲

げ
る

呼
吸

機
能

検
査

等
に

つ
い

て
は

、
各

所
定

点
数

及
び

区

分
番

号
Ｄ

２
０

５
に

掲
げ

る
呼

吸
機

能
検

査
等

判
断

料
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

し
、

区
分

番
号

Ｄ
２

０
６

か
ら

Ｄ
２

１
４

－
２

ま
で

に
掲

げ
る

呼
吸

循
環

機
能

検
査

等
に

つ
い

て
は

、
特

に
規

定
す

る
場

合
を

除
き

、
同

一
の

患
者

に
つ

き
同

一
月

に
お

い
て

同
一

検
査

を
２

回
以

上
実

施
し

た
場

合
に

お
け

る
２

回
目

以
降

の
当

該
検

査
の

費
用

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
使

用
し

た
ガ

ス
の

費
用

と
し

て
、

購
入

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
２

０
０

ス
パ

イ
ロ

グ
ラ

フ
ィ
ー

等
検

査

１
肺

気
量

分
画

測
定

（
安

静
換

気
量

測
定

及
び

最
大

換
気

量
測

定
を

含
む

。
）

9
0
点

２
フ

ロ
ー

ボ
リ

ュ
ー

ム
カ

ー
ブ

（
強

制
呼

出
曲

線
を

含
む

。
）

1
0
0
点

３
機

能
的

残
気

量
測

定
1
4
0
点

４
呼

気
ガ

ス
分

析
1
0
0
点

５
左

右
別

肺
機

能
検

査
1
,
0
1
0
点

Ｄ
２

０
１

換
気

力
学

的
検

査

１
呼

吸
抵

抗
測

定

イ
広

域
周

波
オ

シ
レ

ー
シ

ョ
ン

法
を

用
い

た
場

合
1
5
0
点

ロ
そ

の
他

の
場

合
6
0
点

２
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
測

定
、

気
道

抵
抗

測
定

、
肺

粘
性

抵
抗

測
定

、
１

回
呼

吸
法

に
よ

る
吸

気

分
布

検
査

1
3
5
点

Ｄ
２

０
２

肺
内

ガ
ス

分
布

１
指

標
ガ

ス
洗

い
出

し
検

査
1
3
5
点

２
ク

ロ
ー

ジ
ン

グ
ボ

リ
ュ

ー
ム

測
定

1
3
5
点

Ｄ
２

０
３

肺
胞

機
能

検
査

１
肺

拡
散

能
力

検
査

1
8
0
点

２
死

腔
量

測
定

、
肺

内
シ

ャ
ン

ト
検

査
1
3
5
点

く
う

Ｄ
２

０
４

基
礎

代
謝

測
定

8
5
点

Ｄ
２

０
５

呼
吸

機
能

検
査

等
判

断
料

1
4
0
点

注
呼

吸
機

能
検

査
等

の
種

類
又

は
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

も
の

と
す

る

。

Ｄ
２

０
６

心
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
よ

る
諸

検
査

（
一

連
の

検
査

に
つ

い
て

）

１
右

心
カ

テ
ー

テ
ル

3
,
6
0
0
点

２
左

心
カ

テ
ー

テ
ル

4
,
0
0
0
点

注
１

新
生

児
又

は
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

に
対

し
て

当
該

検
査

を
行

っ
た

場

合
は

、
新

生
児

加
算

又
は

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
１

に
つ

い
て

は
1
0
,
8
0
0
点

又
は
3
,
6
0
0
点

を

、
２

に
つ

い
て

は
1
2
,
0
0
0
点

又
は
4
,
0
0
0
点

を
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
当

該
検

査
に

当
た

っ
て

、
卵

円
孔

又
は

欠
損

孔
を

通
し

て
の

左
心

カ
テ

ー
テ

ル
検

査
、

経
中

隔
左

心
カ

テ
ー

テ
ル

検
査

（
ブ

ロ
ッ

ケ
ン

ブ
ロ

ー
）

、
伝

導
機

能
検

査
、

ヒ
ス

束
心

電
図

、
診

断
ペ

ー
シ

ン
グ

、
期

外
（

早
期

）
刺

激
法

に
よ

る
測

定
・

誘
発

試
験

、
冠

攣
縮

誘
発

薬
物

負
荷

れ
ん

試
験

又
は

冠
動

脈
造

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
卵

円
孔

・
欠

損
孔

加
算

、
ブ

ロ
ッ

ケ
ン

ブ
ロ

ー
加

る
免

疫
電

気
泳

動
法

（
特

異
抗

血
清

）
を

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
検

査
に

関
す

る
専

門
の

知
識

を
有

す
る

医
師

が
、

そ
の

結
果

を
文

書
に

よ
り

報
告

し
た

場
合

は
、

免
疫

電
気

泳
動

法
診

断
加

算
と

し
て

、
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
０

２
７

基
本

的
検

体
検

査
判

断
料

6
0
4
点

注
１

特
定

機
能

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

尿
・

糞
便

等
検

査
、

血
液

学
的

検
査

、
ふ

ん

生
化

学
的

検
査

、
免

疫
学

的
検

査
又

は
微

生
物

学
的

検
査

の
各

項
に

掲
げ

る
検

体
検

査
を

(Ⅰ
)

入
院

中
の

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
検

体
検

査
の

種
類

又
は

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

月
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。

２
区

分
番

号
Ｄ

０
２

６
に

掲
げ

る
検

体
検

査
判

断
料

の
注

４
本

文
及

び
注

５
に

規
定

す
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

（
特

定
機

能
病

院
に

限
る

。
）

に
お

い
て

、
検

体
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

、
同

注
に

掲
げ

る
点

数
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

同
注

に
掲

げ
る

点
数

の
う

ち
い

ず
れ

か
の

点
数

を
算
定

し
た

場
合

に
は

、
同

一
月

に
お

い
て

同
注

に

掲
げ

る
他

の
点

数
は

、
算

定
し

な
い

。

第
２

節
削

除

第
３

節
生

体
検

査
料

通
則 １

新
生

児
又

は
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

に
対

し
て

本
節

に
掲

げ
る

検
査

（
次

に
掲

げ
る

も

の
を

除
く

。
）

を
行

っ
た

場
合

は
、

新
生

児
加

算
又

は
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、

各
区

分
に

掲
げ

る
所

定
点

数
に

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
1
0
0
又

は
1
0
0
分

の
7
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

イ
呼

吸
機

能
検

査
等

判
断

料

ロ
心

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
に

よ
る

諸
検

査

ハ
心

電
図

検
査

の
注

に
掲

げ
る

も
の

ニ
負

荷
心

電
図

検
査

の
注

１
に

掲
げ

る
も

の

ホ
呼

吸
心

拍
監

視
、

新
生

児
心

拍
・

呼
吸

監
視

、
カ

ル
ジ

オ
ス

コ
ー

プ
（

ハ
ー

ト
ス

コ
ー

プ
）

、
カ

ル
ジ

オ

タ
コ

ス
コ

ー
プ

へ
経

皮
的

血
液

ガ
ス

分
圧

測
定

、
血

液
ガ

ス
連

続
測

定

ト
経

皮
的

酸
素

ガ
ス

分
圧

測
定

チ
深

部
体

温
計

に
よ

る
深

部
体

温
測

定

リ
前

額
部

、
胸

部
、

手
掌

部
又

は
足

底
部

体
表

面
体

温
測

定
に

よ
る

末
梢

循
環

不
全

状
態

観
察

し
よ

う

ヌ
脳

波
検

査
の

注
２

に
掲

げ
る

も
の

ル
脳

波
検

査
判

断
料

ヲ
神

経
・

筋
検

査
判

断
料

ワ
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

検
査

判
断

料

カ
内

視
鏡

検
査

の
通

則
第

３
号

に
掲

げ
る

も
の

ヨ
超

音
波

内
視

鏡
検

査
を

実
施

し
た

場
合

の
加

算

タ
肺

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
、

肝
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

、
膵

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
す

い

２
３

歳
以

上
６

歳
未

満
の

幼
児

に
対

し
て

区
分

番
号

Ｄ
２

０
０

か
ら

Ｄ
２

４
２

ま
で

に
掲

げ
る

検
査

（
次

に
掲

げ
る

も
の

を
除

く
。

）
、

区
分

番
号

Ｄ
３

０
６

に
掲

げ
る

食
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
、

区
分

番
号

Ｄ
３

０
８

に
掲

げ
る

胃
・

十
二

指
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
、

区
分

番
号

Ｄ
３

１
０

に
掲

げ
る

小
腸

内
視

鏡
検

査
、

区
分

番
号

Ｄ
３

１
２

に
掲

げ
る

直
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
、

区
分

番
号

Ｄ
３

１
３

に
掲

げ
る

大
腸

内
視

鏡
検

査
、

区
分

番
号

Ｄ
３

１
７

に
掲

げ
る

膀
胱

尿
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
又

は
区

分
番

号
Ｄ

３
２

５
に

掲
げ

る
肺

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
、

肝
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

、
膵

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
幼

児
加

算
と

し
て

、
各

区
分

す
い

に
掲

げ
る

所
定

点
数

に
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
4
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

イ
呼

吸
機

能
検

査
等

判
断

料

ロ
心

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
に

よ
る

諸
検

査

ハ
心

電
図

検
査

の
注

に
掲

げ
る

も
の

ニ
負

荷
心

電
図

検
査

の
注

１
に

掲
げ

る
も

の

ホ
呼

吸
心

拍
監

視
、

新
生

児
心

拍
・

呼
吸

監
視

、
カ

ル
ジ

オ
ス

コ
ー

プ
（

ハ
ー

ト
ス

コ
ー

プ
）

、
カ

ル
ジ

オ

（ ）（ ） 347346
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⑶　
検　
査



２
８

時
間

を
超

え
た

場
合

1
,
7
5
0
点

注
解

析
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

１
０

－
２

体
表

面
心

電
図

、
心

外
膜

興
奮

伝
播

図
1
,
5
0
0
点

Ｄ
２

１
０

－
３

植
込

型
心

電
図

検
査

9
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

を
満

た
す

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
3
0
分

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

算
定

す
る

。

３
解

析
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

１
０

－
４

Ｔ
波

オ
ル

タ
ナ

ン
ス

検
査

1
,
1
0
0
点

Ｄ
２

１
１

ト
レ

ッ
ド

ミ
ル

に
よ

る
負

荷
心

肺
機

能
検

査
、

サ
イ

ク
ル

エ
ル

ゴ
メ

ー
タ

ー
に

よ
る

心
肺

機
能

検
査

1
,
6
0
0
点

注
１

負
荷

の
回

数
又

は
種

類
に

か
か

わ
ら

ず
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
区

分
番

号
Ｄ

２
０

０
に

掲
げ

る
ス

パ
イ

ロ
グ

ラ
フ

ィ
ー

等
検

査
又

は
区

分
番

号
Ｄ

２
０

８
に

掲
げ

る
心

電
図

検
査

で
あ

っ
て

、
同

一
の

患
者

に
つ

き
当

該
検

査
と

同
一

日
に

行
わ

れ
た

も
の

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

３
運

動
療

法
に

お
け

る
運

動
処

方
の

作
成

、
心

・
肺

疾
患

の
病

態
や

重
症

度
の

判
定
、

治
療

方

針
の

決
定

又
は

治
療

効
果

の
判

定
を

目
的

と
し

て
連

続
呼

気
ガ

ス
分

析
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

連
続

呼
気

ガ
ス

分
析

加
算

と
し

て
、
5
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
２

１
１

－
２

喘
息

運
動

負
荷

試
験

8
0
0
点

ぜ
ん

注
喘

息
の

気
道

反
応

性
の

評
価

、
治

療
方

針
の

決
定

等
を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
ぜ

ん

。

Ｄ
２

１
１

－
３

時
間

内
歩

行
試

験
2
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
区

分
番

号
Ｄ

２
０

０
に

掲
げ

る
ス

パ
イ

ロ
グ

ラ
フ

ィ
ー

等
検

査
及

び
区

分
番

号
Ｄ

２
２

０
か

ら
Ｄ

２
２

３
－

２
ま

で
に

掲
げ

る
諸

監
視

で
あ

っ
て

、
時

間
内

歩
行

試
験

と
同

一
日

に
行

わ
れ

た
も

の
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

１
１

－
４

シ
ャ

ト
ル

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

テ
ス

ト
2
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
区

分
番
号

Ｄ
２

０
０

に
掲

げ
る

ス
パ

イ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ー
等

検
査

及
び

区
分

番
号

Ｄ
２

２
０

か

ら
Ｄ

２
２

３
－

２
ま

で
に

掲
げ

る
諸

監
視

で
あ

っ
て

、
シ

ャ
ト

ル
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト

と
同

一
日

に
行

わ
れ

た
も

の
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

１
２

リ
ア

ル
タ

イ
ム

解
析

型
心

電
図

6
0
0
点

Ｄ
２

１
２

－
２

携
帯

型
発

作
時

心
電

図
記

録
計

使
用

心
電

図
検

査
5
0
0
点

Ｄ
２

１
３

心
音

図
検

査
1
5
0
点

Ｄ
２

１
４

脈
波

図
、

心
機

図
、

ポ
リ

グ
ラ

フ
検

査

１
１

検
査

6
0
点

２
２

検
査

8
0
点

３
３

又
は

４
検

査
1
3
0
点

４
５

又
は

６
検

査
1
8
0
点

５
７

検
査

以
上

2
2
0
点

６
血

管
伸

展
性

検
査

1
0
0
点

注
１

数
種

目
を

行
っ

た
場

合
で

も
同

時
に

記
録

を
行

っ
た

最
高

検
査

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
脈

波
図

、
心

機
図

又
は

ポ
リ

グ
ラ

フ
検

査
の

一
部

と
し

て
記

録
し

た
心

電
図

は
、

検
査

数
に

数
え

な
い

。

３
検

査
の

実
施

ご
と

に
１

か
ら

６
ま

で
に

掲
げ

る
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。

Ｄ
２

１
４

－
２

エ
レ

ク
ト

ロ
キ

モ
グ

ラ
フ

2
6
0
点

（
超

音
波

検
査

等
）

算
、

伝
導

機
能

検
査

加
算

、
ヒ

ス
束

心
電

図
加

算
、

診
断

ペ
ー

シ
ン

グ
加

算
、

期
外

刺
激

法
加

算
、

冠
攣

縮
誘

発
薬

物
負

荷
試

験
加

算
又

は
冠

動
脈

造
影

加
算

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ
8
0
0
点

、
れ

ん

2
,
0
0
0
点

、
4
0
0
点

、
4
0
0
点

、
4
0
0
点

、
8
0
0
点

、
8
0
0
点

又
は
1
,
4
0
0
点

を
加

算
す

る
。

３
血

管
内

超
音

波
検

査
又

は
血

管
内

光
断

層
撮

影
を

実
施

し
た

場
合

は
、

血
管

内
超

音
波

検
査

加
算

又
は

血
管

内
光

断
層

撮
影

加
算

と
し

て
、
4
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
冠

動
脈

血
流

予
備

能
測

定
検

査
を

実
施

し
た

場
合

は
、

冠
動

脈
血

流
予

備
能

測
定

検
査

加
算

と
し

て
、
6
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

血
管

内
視

鏡
検

査
を

実
施

し
た

場
合

は
、

血
管

内
視

鏡
検

査
加

算
と

し
て

、
4
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
同

一
月

中
に

血
管

内
超

音
波

検
査

、
血

管
内

光
断

層
撮

影
、

冠
動

脈
血

流
予

備
能

測
定

検
査

及
び

血
管

内
視

鏡
検

査
の

う
ち

、
２

以
上

の
検

査
を

行
っ

た
場
合

に
は

、
主

た
る

検
査

の
点

数

を
算

定
す

る
。

７
カ

テ
ー

テ
ル

の
種

類
、

挿
入

回
数

に
よ

ら
ず

一
連

と
し

て
算

定
し

、
諸

監
視

、
血

液
ガ

ス
分

析
、

心
拍

出
量

測
定

、
脈

圧
測

定
、

肺
血

流
量

測
定

、
透

視
、

造
影

剤
注

入
手

技
、

造
影

剤
使

用
撮

影
及

び
エ

ッ
ク

ス
線

診
断

の
費

用
は

、
全

て
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

８
エ

ッ
ク

ス
線

撮
影

に
用

い
ら

れ
た

フ
ィ

ル
ム

の
費

用
は

、
区

分
番

号
Ｅ

４
０

０
に

掲
げ

る
フ

ィ
ル

ム
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

９
心

腔
内

超
音

波
検

査
を

実
施

し
た

場
合

は
、

心
腔

内
超

音
波

検
査

加
算

と
し

て
、
4
0
0
点

を
く

う
く

う

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｄ
２

０
７

体
液

量
等

測
定

１
体

液
量

測
定

、
細

胞
外

液
量

測
定

6
0
点

２
血

流
量

測
定

、
皮

膚
灌

流
圧

測
定

、
皮

弁
血

流
検

査
、

循
環

血
流

量
測

定
（

色
素

希
釈

法
に

よ
か

ん

る
も

の
）

、
電

子
授

受
式

発
消

色
性

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

ー
使

用
皮

膚
表

面
温

度
測

定
1
0
0
点

３
心

拍
出

量
測

定
、

循
環

時
間

測
定

、
循

環
血

液
量

測
定

（
色

素
希

釈
法

以
外

に
よ

る
も

の
）

、

脳
循

環
測

定
（

色
素

希
釈

法
に

よ
る

も
の

）
1
5
0
点

注
１

心
拍

出
量

測
定

に
際

し
て

カ
テ

ー
テ

ル
を

挿
入

し
た

場
合

は
、

心
拍

出
量

測
定

加
算

と
し

て
、

開
始

日
に

限
り
1
,
3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

挿
入

に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

２
カ

テ
ー

テ
ル

の
交

換
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

一
連

と
し

て
算

定
す

る
。

４
血

管
内

皮
機

能
検

査
（

一
連

に
つ

き
）

2
0
0
点

５
脳

循
環

測
定

（
笑

気
法

に
よ

る
も

の
）

1
,
3
5
0
点

Ｄ
２

０
８

心
電

図
検

査

１
四

肢
単

極
誘

導
及

び
胸

部
誘

導
を

含
む

最
低
1
2
誘

導
1
3
0
点

２
ベ

ク
ト

ル
心

電
図

、
体

表
ヒ

ス
束

心
電

図
1
5
0
点

３
携

帯
型

発
作

時
心

電
図

記
憶

伝
達

装
置

使
用

心
電

図
検

査
1
5
0
点

４
加

算
平

均
心

電
図

に
よ

る
心

室
遅

延
電

位
測

定
2
0
0
点

５
そ

の
他

（
６

誘
導

以
上

）
9
0
点

注
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
の

医
療

機
関

で
描

写
し

た
心

電
図

に
つ

い
て

診
断

を
行

っ
た

場
合

は

、
１

回
に

つ
き
7
0
点

と
す

る
。

Ｄ
２

０
９

負
荷

心
電

図
検

査

１
四

肢
単

極
誘

導
及

び
胸

部
誘

導
を

含
む

最
低
1
2
誘

導
3
8
0
点

２
そ

の
他

（
６

誘
導

以
上

）
1
9
0
点

注
１

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
医

療
機

関
で

描
写

し
た

負
荷

心
電

図
に

つ
い

て
診

断
を

行
っ

た

場
合

は
、

１
回

に
つ

き
7
0
点

と
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｄ

２
０

８
に

掲
げ

る
心

電
図

検
査

で
あ

っ
て

、
同

一
の

患
者

に
つ

き
、

負
荷

心
電

図
検

査
と

同
一

日
に

行
わ

れ
た

も
の

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｄ
２

１
０

ホ
ル

タ
ー

型
心

電
図

検
査

１
3
0
分

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

9
0
点

（ ）（ ） 347346
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査



注
区

分
番

号
Ｄ

２
１

５
－

２
に

掲
げ

る
肝

硬
度

測
定

を
算

定
す

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
当

該
検

査

の
費

用
は

別
に

算
定

し
な

い
。

Ｄ
２

１
６

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
ー

検
査

（
記

録
に

要
す

る
費

用
を

含
む

。
）

2
0
0
点

注
負

荷
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
負

荷
検

査
加

算
と

し
て

、
負

荷
の

種
類

又
は

回
数

に
か

か
わ

ら

ず
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
２

１
６

－
２

残
尿

測
定

検
査

１
超

音
波

検
査

に
よ

る
も

の
5
5
点

２
導

尿
に

よ
る

も
の

4
5
点

注
残

尿
測

定
検

査
は

、
患

者
１

人
に

つ
き

月
２

回
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｄ
２

１
７

骨
塩

定
量

検
査

１
Ｄ

Ｅ
Ｘ

Ａ
法

に
よ

る
腰

椎
撮

影
3
6
0
点

注
同

一
日

に
Ｄ

Ｅ
Ｘ

Ａ
法

に
よ

り
大

腿
骨

撮
影

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
大

腿
骨

同
時

撮
影

加
算

た
い

た
い

と
し

て
、
9
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
Ｍ

Ｄ
法

、
Ｓ

Ｅ
Ｘ

Ａ
法

等
1
4
0
点

３
超

音
波

法
8
0
点

注
検

査
の

種
類

に
か

か
わ

ら
ず

、
患

者
１

人
に

つ
き

４
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

（
監

視
装

置
に

よ
る

諸
検

査
）

Ｄ
２

１
８

分
娩

監
視

装
置

に
よ

る
諸

検
査

べ
ん

１
１

時
間

以
内

の
場

合
5
1
0
点

２
１

時
間

を
超

え
１

時
間
3
0
分

以
内

の
場

合
7
0
0
点

３
１

時
間
3
0
分

を
超

え
た

場
合

8
9
0
点

Ｄ
２

１
９

ノ
ン

ス
ト

レ
ス

テ
ス

ト
（

一
連

に
つ

き
）

2
1
0
点

Ｄ
２

２
０

呼
吸

心
拍

監
視

、
新

生
児

心
拍

・
呼

吸
監

視
、

カ
ル

ジ
オ

ス
コ

ー
プ

（
ハ

ー
ト

ス
コ

ー
プ

）
、

カ
ル

ジ

オ
タ

コ
ス

コ
ー

プ

１
１

時
間

以
内

又
は

１
時

間
に

つ
き

5
0
点

２
３

時
間

を
超

え
た

場
合

（
１

日
に

つ
き

）

イ
７

日
以

内
の

場
合

1
5
0
点

ロ
７

日
を

超
え
1
4
日

以
内

の
場

合
1
3
0
点

ハ
1
4
日

を
超

え
た

場
合

5
0
点

注
１

心
電

曲
線

及
び

心
拍

数
の

い
ず

れ
も

観
察

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

２
呼

吸
曲

線
を

同
時

に
観

察
し

た
場

合
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

３
人

工
呼

吸
と

同
時

に
行

っ
た

呼
吸

心
拍

監
視

の
費

用
は

、
人

工
呼

吸
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

４
同

一
の

患
者

に
つ

き
、

区
分

番
号

Ｌ
０

０
８

に
掲

げ
る

マ
ス

ク
又

は
気

管
内

挿
管

に
よ

る
閉

鎖
循

環
式

全
身

麻
酔

と
同

一
日

に
行

わ
れ

た
場

合
に

お
け

る
当

該
検

査
の

費
用

は
、

当
該

麻
酔

の
費

用
に

含
ま

れ
る

。

Ｄ
２

２
１

削
除

Ｄ
２

２
１

－
２

筋
肉

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

内
圧

測
定

6
2
0
点

注
筋

肉
コ

ン
パ

ー
ト

メ
ン

ト
内

圧
測

定
は

骨
折

、
外

傷
性

の
筋

肉
内

出
血

、
長

時
間

の
圧

迫
又

は

動
脈

損
傷

等
に

よ
り

、
臨

床
的

に
疼

痛
、

皮
膚

蒼
白

、
脈

拍
消

失
、

感
覚

異
常

及
び

麻
痺

を
認

め
と

う
ひ

る
等

、
急

性
の

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

症
候

群
が

疑
わ

れ
る

患
者

に
対

し
て

、
同

一
部

位
の

診
断

を

行
う

場
合

に
、

測
定

の
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
１

回
の

み
算

定
す

る
。

Ｄ
２

２
２

経
皮

的
血

液
ガ

ス
分

圧
測

定
、

血
液

ガ
ス

連
続

測
定

１
１

時
間

以
内

又
は

１
時

間
に

つ
き

1
0
0
点

２
５

時
間

を
超

え
た

場
合

（
１

日
に

つ
き

）
6
3
0
点

Ｄ
２

２
２

－
２

経
皮

的
酸

素
ガ

ス
分

圧
測

定
（

１
日

に
つ

き
）

1
0
0
点

Ｄ
２

２
３

経
皮

的
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
測

定
（

１
日

に
つ

き
）

3
0
点

注
人

工
呼

吸
と

同
時

に
行

っ
た

経
皮

的
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
測

定
の

費
用

は
、

人
工

呼
吸

の
所

定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

通
則

区
分

番
号

Ｄ
２

１
５

（
３

の
ニ

の
場

合
を

除
く

。
）

及
び

Ｄ
２

１
６

に
掲

げ
る

超
音

波
検

査
等

に
つ

い
て

、
同

一
患

者
に

つ
き

同
一

月
に

お
い

て
同

一
検

査
を

２
回

以
上

実
施

し
た

場
合

に
お

け
る

２
回

目
以

降
の

当
該

検
査

の

費
用

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

１
５

超
音

波
検

査
（

記
録

に
要

す
る

費
用

を
含

む
。

）

１
Ａ

モ
ー

ド
法

1
5
0
点

２
断

層
撮

影
法

（
心

臓
超

音
波

検
査

を
除

く
。

）

イ
訪

問
診

療
時

に
行

っ
た

場
合

4
0
0
点

注
訪

問
診

療
時

に
行

っ
た

場
合

は
、

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

ロ
そ

の
他

の
場

合

胸
腹

部
5
3
0
点

(1
)

下
肢

血
管

4
5
0
点

(2
)

そ
の

他
（

頭
頸

部
、

四
肢

、
体

表
、

末
梢

血
管

等
）

3
5
0
点

(３
)

け
い

し
よ

う

３
心

臓
超

音
波

検
査

イ
経

胸
壁

心
エ

コ
ー

法
8
8
0
点

ロ
Ｍ

モ
ー

ド
法

5
0
0
点

ハ
経

食
道

心
エ

コ
ー

法
1
,
5
0
0
点

ニ
胎

児
心

エ
コ

ー
法

3
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

、
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

２
当
該

検
査

に
伴

っ
て

診
断

を
行

っ
た

場
合

は
、

胎
児

心
エ

コ
ー

法
診

断
加

算
と

し
て

、

1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

ホ
負

荷
心

エ
コ

ー
法

2
,
0
1
0
点

４
ド

プ
ラ

法
（

１
日

に
つ

き
）

イ
胎

児
心

音
観

察
、

末
梢

血
管

血
行

動
態

検
査

し
よ

う

2
0
点

ロ
脳

動
脈

血
流

速
度

連
続

測
定

1
5
0
点

ハ
脳

動
脈

血
流

速
度

マ
ッ

ピ
ン

グ
法

4
0
0
点

５
血

管
内

超
音

波
法

4
,
2
9
0
点

注
１

２
又

は
３

に
つ

い
て

、
造

影
剤

を
使

用
し

た
場

合
は

、
造

影
剤

使
用

加
算

と
し

て
、
1
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

造
影

剤
注

入
手

技
料

及
び

麻
酔

料
（

区
分

番
号

Ｌ
０

０
８

に
掲

げ
る

マ
ス

ク
又

は
気

管
内

挿
管

に
よ

る
閉

鎖
循

環
式

全
身

麻
酔

に
係

る
も

の
を

除
く

。
）

は
、

加
算

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
２

に
つ

い
て

、
パ

ル
ス

ド
プ

ラ
法

を
行

っ
た

場
合

は
、

パ
ル

ス
ド

プ
ラ

法
加

算
と

し
て

、

1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
心

臓
超

音
波

検
査

に
伴

っ
て

同
時

に
記

録
し

た
心

電
図

、
心

音
図

、
脈

波
図

及
び

心
機

図
の

検
査

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

４
ド

プ
ラ

法
に

つ
い

て
、

ロ
及
び

ハ
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

所
定

点
数

の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。

５
血

管
内

超
音

波
法

に
つ

い
て

、
呼

吸
心

拍
監

視
、

新
生

児
心

拍
・

呼
吸

監
視

、
カ

ル
ジ

オ
ス

コ
ー

プ
（

ハ
ー

ト
ス

コ
ー

プ
）

、
カ

ル
ジ

オ
タ

コ
ス

コ
ー

プ
、

血
液

ガ
ス

分
析

、
心

拍
出

量
測

定
、

脈
圧

測
定

、
透

視
、

造
影

剤
注

入
手

技
、

造
影

剤
使

用
撮

影
及

び
エ

ッ
ク

ス
線

診
断

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

６
血

管
内

超
音

波
法

と
同

一
月

中
に

行
っ

た
血

管
内

視
鏡

検
査

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

７
４

の
ロ

に
つ

い
て

、
微

小
栓

子
シ

グ
ナ

ル
（

Ｈ
Ｉ

Ｔ
Ｓ

／
Ｍ

Ｅ
Ｓ

）
の

検
出

を
行

っ
た

場
合

は
、

微
小

栓
子

シ
グ

ナ
ル

加
算

と
し

て
、
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
２

１
５

－
２

肝
硬

度
測

定
2
0
0
点

Ｄ
２

１
５

－
３

超
音

波
エ

ラ
ス

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

2
0
0
点

（ ）（ ） 349348

２
－
⑶　
検　
査



Ｄ
２

３
５

脳
波

検
査

（
過

呼
吸

、
光

及
び

音
刺

激
に

よ
る

負
荷

検
査

を
含

む
。

）
7
2
0
点

注
１

検
査

に
当

た
っ

て
睡

眠
賦

活
検

査
又

は
薬

物
賦

活
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
賦

活
検

査
加

算

と
し

て
、

こ
れ

ら
の

検
査

の
別

に
か

か
わ

ら
ず
2
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
の

医
療

機
関

で
描

写
し

た
脳

波
に

つ
い

て
診

断
を

行
っ

た
場

合
は

、
１

回
に

つ
き
7
0
点

と
す

る
。

Ｄ
２

３
５

－
２

長
期

継
続

頭
蓋

内
脳

波
検

査
（

１
日

に
つ

き
）

5
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
出

を
し

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

長
期

継
続

頭
蓋

内
脳

波
検

査
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定

す
る

。

Ｄ
２

３
５

－
３

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
（

１
日

に
つ

き
）

１
長

期
脳

波
ビ

デ
オ

同
時

記
録

検
査

１
3
,
5
0
0
点

２
長

期
脳

波
ビ

デ
オ

同
時

記
録

検
査

２
9
0
0
点

注
１

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｄ
２

３
６

脳
誘

発
電

位
検

査
（

脳
波

検
査

を
含

む
。

）

１
体

性
感

覚
誘

発
電

位
8
5
0
点

２
視

覚
誘

発
電

位
8
5
0
点

３
聴

性
誘

発
反

応
検

査
、

脳
波

聴
力

検
査

、
脳

幹
反

応
聴

力
検

査
、

中
間

潜
時

反
応

聴
力

検
査 8
5
0
点

注
２

種
類

以
上

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。

４
聴

性
定

常
反

応
1
,
0
1
0
点

Ｄ
２

３
６

－
２

光
ト

ポ
グ

ラ
フ

ィ
ー

１
脳

外
科

手
術

の
術

前
検

査
に

使
用

す
る

も
の

6
7
0
点

２
抑

う
つ

症
状

の
鑑

別
診

断
の

補
助

に
使

用
す

る
も

の

イ
地

域
の

精
神

科
救

急
医

療
体

制
を

確
保

す
る

た
め

に
必

要
な

協
力

等
を

行
っ

て
い

る
精

神
保

健
指

定
医

に
よ

る
場

合
4
0
0
点

ロ
イ

以
外

の
場

合
2
0
0
点

注
１

２
に

つ
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

３
６

－
３

脳
磁

図

１
自

発
活

動
を

測
定

す
る

も
の

1
7
,
1
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
5
,
1
0
0
点

注
１

１
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
て

ん
か

ん
の

診
断

を
目

的
と

し
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

２
２

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

３
７

終
夜

睡
眠

ポ
リ

グ
ラ

フ
ィ

ー

１
携

帯
用

装
置

を
使

用
し

た
場

合
7
2
0
点

２
多

点
感

圧
セ

ン
サ

ー
を

有
す

る
睡

眠
評

価
装

置
を

使
用

し
た

場
合

2
5
0
点

３
１

及
び

２
以

外
の

場
合

イ
安

全
精

度
管

理
下

で
行

う
も

の
4
,
7
6
0
点

ロ
そ

の
他

の
も

の
3
,
5
7
0
点

注
３

の
イ

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｄ
２

３
７

－
２

反
復

睡
眠

潜
時

試
験

（
Ｍ

Ｓ
Ｌ

Ｔ
）

5
,
0
0
0
点

Ｄ
２

２
３

－
２

終
夜

経
皮

的
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
測

定
（

一
連

に
つ

き
）

1
0
0
点

Ｄ
２

２
４

終
末

呼
気

炭
酸

ガ
ス

濃
度

測
定

（
１

日
に

つ
き

）
1
0
0
点

Ｄ
２

２
５

観
血

的
動

脈
圧

測
定

（
カ

テ
ー

テ
ル

の
挿

入
に

要
す

る
費

用
及

び
エ

ッ
ク

ス
線

透
視

の
費

用
を

含
む

。

）

１
１

時
間

以
内

の
場

合
1
3
0
点

２
１

時
間

を
超

え
た

場
合

（
１

日
に

つ
き

）
2
6
0
点

注
カ

テ
ー

テ
ル

の
交

換
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

一
連

と
し

て
算

定
す

る
。

Ｄ
２

２
５

－
２

非
観

血
的

連
続

血
圧

測
定

（
１

日
に

つ
き

）
1
0
0
点

注
人

工
呼

吸
と

同
時

に
行

っ
た

非
観

血
的

連
続

血
圧

測
定

の
費

用
は

、
人

工
呼

吸
の

所
定

点
数

に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｄ
２

２
５

－
３

2
4
時

間
自

由
行

動
下

血
圧

測
定

2
0
0
点

Ｄ
２

２
５

－
４

ヘ
ッ

ド
ア

ッ
プ

テ
ィ

ル
ト

試
験

1
,
0
3
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

２
６

中
心

静
脈

圧
測

定
（

１
日

に
つ

き
）

１
４

回
以

下
の

場
合

1
2
0
点

２
５

回
以

上
の

場
合

2
4
0
点

注
カ

テ
ー

テ
ル

の
交

換
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

一
連

と
し

て
算

定
す

る
。

Ｄ
２

２
７

頭
蓋

内
圧

持
続

測
定

１
１

時
間

以
内

又
は

１
時

間
に

つ
き

2
0
0
点

２
３

時
間

を
超

え
た

場
合

（
１

日
に

つ
き

）
8
0
0
点

Ｄ
２

２
８

深
部

体
温

計
に

よ
る

深
部

体
温

測
定

（
１

日
に

つ
き

）
1
0
0
点

Ｄ
２

２
９

前
額

部
、

胸
部

、
手

掌
部

又
は

足
底

部
体

表
面

体
温

測
定

に
よ

る
末

梢
循

環
不

全
状

態
観

察
（

１
日

し
よ

う

に
つ

き
）

1
0
0
点

Ｄ
２

３
０

観
血

的
肺

動
脈

圧
測

定

１
１

時
間

以
内

又
は

１
時

間
に

つ
き

1
8
0
点

２
２

時
間

を
超

え
た

場
合

（
１

日
に

つ
き

）
5
7
0
点

注
１

バ
ル

ー
ン

付
肺

動
脈

カ
テ

ー
テ

ル
を

挿
入

し
た

場
合

は
、

バ
ル

ー
ン

付
肺

動
脈

カ
テ

ー
テ

ル

挿
入

加
算

と
し

て
、

開
始

日
に

限
り
1
,
3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

挿
入

に
伴

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

２
カ

テ
ー

テ
ル

の
交

換
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

一
連

と
し

て
算

定
す

る
。

Ｄ
２

３
１

人
工

膵
臓

検
査

（
一

連
に

つ
き

）
5
,
0
0
0
点

す
い

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｄ
２

３
１

－
２

皮
下

連
続

式
グ

ル
コ

ー
ス

測
定

（
一

連
に

つ
き

）
7
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
注

１
に

規
定

す
る

届
出

を
行

っ
た

診
療

所
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
は

、
６

月
に

２
回

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

３
２

食
道

内
圧

測
定

検
査

7
8
0
点

Ｄ
２

３
３

直
腸

肛
門

機
能

検
査

こ
う

１
１

項
目

行
っ

た
場

合
8
0
0
点

２
２

項
目

以
上

行
っ

た
場

合
1
,
2
0
0
点

注
直

腸
肛

門
機

能
検

査
は

、
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
こ

う

Ｄ
２

３
４

胃
・

食
道

内
2
4
時

間
p
Ｈ

測
定

2
,
0
0
0
点

（
脳

波
検

査
等

）

通
則

区
分

番
号

Ｄ
２

３
５

か
ら

Ｄ
２

３
７

－
２

ま
で

に
掲

げ
る

脳
波

検
査

等
に

つ
い

て
は

、
各

所
定

点
数

及
び

区
分

番
号

Ｄ
２

３
８

に
掲

げ
る

脳
波

検
査

判
断

料
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

（ ）（ ） 349348

２
－
⑶　
検　
査



１
標

準
純

音
聴

力
検

査
、

自
記

オ
ー

ジ
オ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
聴

力
検

査
3
5
0
点

２
標

準
語

音
聴

力
検

査
、

こ
と

ば
の

き
き

と
り

検
査

3
5
0
点

３
簡

易
聴

力
検

査

イ
気

導
純

音
聴

力
検

査
1
1
0
点

ロ
そ

の
他

（
種

目
数

に
か

か
わ

ら
ず

一
連

に
つ

き
）

4
0
点

４
後

迷
路

機
能

検
査

（
種

目
数

に
か

か
わ

ら
ず

一
連

に
つ

き
）

4
0
0
点

５
内

耳
機

能
検

査
（

種
目

数
に

か
か

わ
ら

ず
一

連
に

つ
き

）
、

耳
鳴

検
査

（
種

目
数

に
か

か
わ

ら

ず
一

連
に

つ
き

）
4
0
0
点

６
中

耳
機

能
検

査
（

種
目

数
に

か
か

わ
ら

ず
一

連
に

つ
き

）
1
5
0
点

Ｄ
２

４
４

－
２

補
聴

器
適

合
検

査

１
１

回
目

1
,
3
0
0
点

２
２

回
目

以
降

7
0
0
点

注
補

聴
器

適
合

検
査

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

の
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し

て
、

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
出

を
し

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

患
者

１
人

に
つ

き
月

２
回

に

限
り

算
定

す
る

。

Ｄ
２

４
５

鼻
腔

通
気

度
検

査
3
0
0
点

く
う

Ｄ
２

４
６

ア
コ

ー
ス

テ
ィ

ッ
ク

オ
ト

ス
コ

ー
プ

を
用

い
た

鼓
膜

音
響

反
射

率
検

査
1
0
0
点

Ｄ
２

４
７

他
覚

的
聴

力
検

査
又

は
行

動
観

察
に

よ
る

聴
力

検
査

１
鼓

膜
音

響
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

検
査

2
9
0
点

２
チ

ン
パ

ノ
メ

ト
リ

ー
3
4
0
点

３
耳

小
骨

筋
反

射
検

査
4
5
0
点

４
遊

戯
聴

力
検

査
5
0
0
点

５
耳

音
響

放
射

（
Ｏ

Ａ
Ｅ

）
検

査

イ
自

発
耳

音
響

放
射

（
Ｓ

Ｏ
Ａ

Ｅ
）

1
0
0
点

ロ
そ

の
他

の
場

合
3
0
0
点

Ｄ
２

４
８

耳
管

機
能

測
定

装
置

を
用

い
た

耳
管

機
能

測
定

4
5
0
点

Ｄ
２

４
９

蝸
電

図
7
5
0
点

か

Ｄ
２

５
０

平
衡

機
能

検
査

１
標

準
検

査
（

一
連

に
つ

き
）

2
0
点

２
刺

激
又

は
負

荷
を

加
え

る
特

殊
検

査
（

１
種

目
に

つ
き

）
1
2
0
点

３
頭

位
及

び
頭

位
変

換
眼

振
検

査

イ
赤

外
線

Ｃ
Ｃ

Ｄ
カ

メ
ラ

等
に

よ
る

場
合

3
0
0
点

ロ
そ

の
他

の
場

合
1
4
0
点

４
電

気
眼

振
図

（
誘

導
数

に
か

か
わ

ら
ず

一
連

に
つ

き
）

イ
皿

電
極

に
よ

り
４

誘
導

以
上

の
記

録
を

行
っ

た
場

合
4
0
0
点

ロ
そ

の
他

の
場

合
2
6
0
点

５
重

心
動

揺
計

、
下

肢
加

重
検

査
、

フ
ォ

ー
ス

プ
レ

ー
ト

分
析

、
動

作
分

析
検

査
2
5
0
点

注
５

に
つ

い
て

、
パ

ワ
ー

・
ベ

ク
ト

ル
分

析
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

パ
ワ

ー
・

ベ
ク

ト
ル

分
析

加

算
と

し
て
2
0
0
点

を
、

刺
激

又
は

負
荷

を
加

え
た

場
合

に
は

、
刺

激
又

は
負

荷
加

算
と

し
て

、
１

種
目

に
つ

き
1
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
２

５
１

音
声

言
語

医
学

的
検

査

１
喉

頭
ス

ト
ロ

ボ
ス

コ
ピ

ー
4
5
0
点

２
音

響
分

析
4
5
0
点

３
音

声
機

能
検

査
4
5
0
点

Ｄ
２

５
２

扁
桃

マ
ッ

サ
ー

ジ
法

4
0
点

へ
ん

Ｄ
２

５
３

嗅
覚

検
査

１
基

準
嗅

覚
検

査
4
5
0
点

２
静

脈
性

嗅
覚

検
査

4
5
点

Ｄ
２

５
４

電
気

味
覚

検
査

（
一

連
に

つ
き

）
3
0
0
点

Ｄ
２

３
８

脳
波

検
査

判
断

料

１
脳

波
検

査
判

断
料

１
3
5
0
点

２
脳

波
検

査
判

断
料

２
1
8
0
点

注
１

脳
波

検
査

等
の

種
類

又
は

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

も
の

と
す

る
。

２
１

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
算

定
す

る
。

３
遠

隔
脳

波
診

断
を

行
っ

た
場

合
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
間

で
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

受
信

側
の

保
険

医
療

機
関

が
脳

波
検

査
判

断
料

１
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

脳
波

診
断

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
送

信
側

の
保

険
医

療
機

関
に

文
書

等
に

よ
り

報
告

し
た

場
合

は
、

脳
波

検
査

判
断

料
１

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
神

経
・

筋
検

査
）

通
則

区
分

番
号

Ｄ
２

３
９

か
ら

Ｄ
２

４
０

ま
で

に
掲

げ
る

神
経

・
筋

検
査

に
つ

い
て

は
、

各
所

定
点

数
及

び
区

分
番

号
Ｄ

２
４

１
に

掲
げ

る
神

経
・

筋
検

査
判

断
料

の
所

定
点

数
を

合
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

３
９

筋
電

図
検

査

１
筋

電
図

（
１

肢
に

つ
き

（
針

電
極

に
あ

っ
て

は
１

筋
に

つ
き

）
）

3
2
0
点

２
誘

発
筋

電
図

（
神

経
伝

導
速

度
測

定
を

含
む

。
）

（
１

神
経

に
つ

き
）

2
0
0
点

３
中

枢
神

経
磁

気
刺

激
に

よ
る

誘
発

筋
電

図
（

一
連

に
つ

き
）

8
0
0
点

４
単

線
維

筋
電

図
（

一
連

に
つ

き
）

1
,
5
0
0
点

注
１

２
に

つ
い

て
は

、
２

神
経

以
上

に
対

し
て

行
う

場
合

に
は

、
複

数
神

経
加

算
と

し
て

、
１

神

経
を

増
す

ご
と

に
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
加

算
点

数
は
1
,
0
5
0
点

を
超

え

な
い

も
の

と
す

る
。

２
３

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

以
外

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

３
４

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｄ
２

３
９

－
２

電
流

知
覚

閾
値

測
定

（
一

連
に

つ
き

）
2
0
0
点

い
き

Ｄ
２

３
９

－
３

神
経

学
的

検
査

5
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

３
９

－
４

全
身

温
熱

発
汗

試
験

6
0
0
点

Ｄ
２

３
９

－
５

精
密

知
覚

機
能

検
査

2
8
0
点

Ｄ
２

４
０

神
経

・
筋

負
荷

テ
ス

ト

１
テ

ン
シ

ロ
ン

テ
ス

ト
（

ワ
ゴ

ス
チ

グ
ミ

ン
眼

筋
力

テ
ス

ト
を

含
む

。
）

1
3
0
点

２
瞳

孔
薬

物
負

荷
テ

ス
ト

1
3
0
点

３
乏

血
運

動
負

荷
テ

ス
ト

（
乳

酸
測

定
等

を
含

む
。

）
2
0
0
点

Ｄ
２

４
１

神
経

・
筋

検
査

判
断

料
1
8
0
点

注
神

経
・

筋
検

査
等

の
種

類
又

は
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

４
２

尿
水

力
学

的
検

査

１
膀

胱
内

圧
測

定
2
6
0
点

ぼ
う

こ
う

２
尿

道
圧

測
定

図
2
6
0
点

３
尿

流
測

定
2
0
5
点

４
括

約
筋

筋
電

図
3
1
0
点

（
耳

鼻
咽

喉
科

学
的

検
査

）

Ｄ
２

４
３

削
除

Ｄ
２

４
４

自
覚

的
聴

力
検

査
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１
眼

鏡
処

方
箋

の
交

付
を

行
う

場
合

6
9
点

２
１

以
外

の
場

合
6
9
点

Ｄ
２

６
３

－
２

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

感
度

検
査

2
0
7
点

注
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
感

度
検

査
は

、
患

者
１

人
に

つ
き

手
術

の
前

後
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
１

回
に

限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

６
４

精
密

眼
圧

測
定

8
2
点

注
水

分
の

多
量

摂
取

、
薬

剤
の

注
射

、
点

眼
、

暗
室

試
験

等
の

負
荷

に
よ

り
測

定
を

行
っ

た
場

合

は
、

負
荷

測
定

加
算

と
し

て
、
5
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
２

６
５

角
膜

曲
率

半
径

計
測

8
4
点

Ｄ
２

６
５

－
２

角
膜

形
状

解
析

検
査

1
0
5
点

注
角

膜
形

状
解

析
検

査
は

、
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
当

該
検

査

と
同

一
月

内
に

行
っ

た
区

分
番

号
Ｄ

２
６

５
に

掲
げ

る
角

膜
曲

率
半

径
計

測
は

所
定

点
数

に
含

ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｄ
２

６
６

光
覚

検
査

4
2
点

Ｄ
２

６
７

色
覚

検
査

１
ア

ノ
マ

ロ
ス

コ
ー

プ
又

は
色

相
配

列
検

査
を

行
っ

た
場

合
7
0
点

２
１

以
外

の
場

合
4
8
点

Ｄ
２

６
８

眼
筋

機
能

精
密

検
査

及
び

輻
輳

検
査

4
8
点

ふ
く

そ
う

Ｄ
２

６
９

眼
球

突
出

度
測

定
3
8
点

Ｄ
２

６
９

－
２

光
学

的
眼

軸
長

測
定

1
5
0
点

Ｄ
２

７
０

削
除

Ｄ
２

７
０

－
２

ロ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

検
査

判
断

料
2
5
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
１

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

７
１

角
膜

知
覚

計
検

査
3
8
点

Ｄ
２

７
２

両
眼

視
機

能
精

密
検

査
、

立
体

視
検

査
（

三
杆

法
又

は
ス

テ
レ

オ
テ

ス
ト

法
に

よ
る

）
、

網
膜

対
応

検
か

ん

査
（

残
像

法
又

は
バ

ゴ
リ

ニ
線

條
試

験
に

よ
る

）
4
8
点

Ｄ
２

７
３

細
隙

燈
顕

微
鏡

検
査

（
前

眼
部

）
4
8
点

注
使

用
し

た
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

と
し

て
、

購
入

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
２

７
４

前
房

隅
角

検
査

3
8
点

Ｄ
２

７
４

－
２

前
眼

部
三

次
元

画
像

解
析

2
6
5
点

注
前

眼
部

三
次

元
画

像
解

析
は

、
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
当

該

検
査

と
併

せ
て

行
っ

た
区

分
番

号
Ｄ

２
６

５
－

２
に

掲
げ

る
角

膜
形

状
解

析
検

査
及

び
区

分
番

号

Ｄ
２

７
４

に
掲

げ
る

前
房

隅
角

検
査

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｄ
２

７
５

圧
迫

隅
角

検
査

7
6
点

Ｄ
２

７
５

－
２

前
房

水
漏

出
検

査
1
4
9
点

注
緑

内
障

濾
過

手
術

後
の

患
者

で
あ

っ
て

、
術

後
か

ら
１

年
を

経
過

し
て

い
な

い
も

の
に

つ
い

て
ろ

、
前

房
水

漏
出

が
強

く
疑

わ
れ

る
症

例
に

対
し

て
当

該
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｄ
２

７
６

網
膜

中
心

血
管

圧
測

定

１
簡

単
な

も
の

4
2
点

２
複

雑
な

も
の

1
0
0
点

Ｄ
２

７
７

涙
液

分
泌

機
能

検
査

、
涙

管
通

水
・

通
色

素
検

査
3
8
点

Ｄ
２

７
７

－
２

涙
道

内
視

鏡
検

査
6
4
0
点

注
同

一
日

に
区

分
番

号
Ｋ

２
０

２
に

掲
げ

る
涙

管
チ

ュ
ー

ブ
挿

入
術

を
実

施
し

た
場

合
に

は
、

涙

道
内

視
鏡

検
査

は
算

定
で

き
な

い
。

Ｄ
２

７
８

眼
球

電
位

図
（

Ｅ
Ｏ

Ｇ
）

2
8
0
点

Ｄ
２

７
９

角
膜

内
皮

細
胞

顕
微

鏡
検

査
1
6
0
点

Ｄ
２

８
０

レ
ー

ザ
ー

前
房

蛋
白

細
胞

数
検

査
1
6
0
点

た
ん

（
眼

科
学

的
検

査
）

通
則

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

の
装

用
を

目
的

に
受

診
し

た
患

者
に

対
し

て
眼

科
学

的
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
区

分
番

号
Ｄ

２
８

２
－

３
に

掲
げ

る
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

の
み

算
定

す
る

。

Ｄ
２

５
５

精
密

眼
底

検
査

（
片

側
）

5
6
点

Ｄ
２

５
５

－
２

汎
網

膜
硝

子
体

検
査

（
片

側
）

1
5
0
点

注
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
汎

網
膜

硝
子

体
検

査
と

併
せ

て
行

っ

た
、

区
分

番
号

Ｄ
２

５
５

に
掲

げ
る

精
密

眼
底

検
査

（
片

側
）

、
Ｄ

２
５

７
に

掲
げ

る
細

隙
燈

顕

微
鏡

検
査

（
前

眼
部

及
び

後
眼

部
）

又
は

Ｄ
２

７
３

に
掲

げ
る

細
隙

燈
顕

微
鏡

検
査

（
前

眼
部

）

に
係

る
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

５
６

眼
底

カ
メ

ラ
撮

影

１
通

常
の

方
法

の
場

合

イ
ア

ナ
ロ

グ
撮

影
5
4
点

ロ
デ

ジ
タ

ル
撮

影
5
8
点

２
蛍

光
眼

底
法

の
場

合
4
0
0
点

３
自

発
蛍

光
撮

影
法

の
場

合
5
1
0
点

注
１

使
用

し
た

フ
ィ

ル
ム

の
費

用
と

し
て

、
購

入
価

格
を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

（
１

の
ロ

の
場

合
を

除
く

。
）

２
広

角
眼

底
撮

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
広

角
眼

底
撮

影
加

算
と
し

て
、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
２

５
６

－
２

眼
底

三
次

元
画

像
解

析
2
0
0
点

注
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
眼

底
三

次
元

画
像

解
析

と
併

せ
て

行

っ
た

、
区

分
番

号
Ｄ

２
５

６
の

１
に

掲
げ

る
眼

底
カ

メ
ラ

撮
影

の
通

常
の

方
法

の
場

合
に

係
る

費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｄ
２

５
６

－
３

光
干

渉
断

層
血

管
撮

影
4
0
0
点

注
光

干
渉

断
層

血
管

撮
影

は
、

患
者

１
人

に
つ

き
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

検

査
と

併
せ

て
行

っ
た

、
区

分
番

号
Ｄ

２
５

６
に

掲
げ

る
眼

底
カ

メ
ラ

撮
影

に
係

る
費

用
は

、
所

定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

５
７

細
隙

燈
顕

微
鏡

検
査

（
前

眼
部

及
び

後
眼

部
）

1
1
2
点

注
使

用
し

た
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

と
し

て
、

購
入

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
２

５
８

網
膜

電
位

図
（

Ｅ
Ｒ

Ｇ
）

2
3
0
点

Ｄ
２

５
８

－
２

網
膜

機
能

精
密

電
気

生
理

検
査

（
多

局
所

網
膜

電
位

図
）

5
0
0
点

Ｄ
２

５
８

－
３

黄
斑

局
所

網
膜

電
図

、
全

視
野

精
密

網
膜

電
図

8
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

５
９

精
密

視
野

検
査

（
片

側
）

3
8
点

Ｄ
２

６
０

量
的

視
野

検
査

（
片

側
）

１
動

的
量

的
視

野
検

査
1
9
5
点

２
静

的
量

的
視

野
検

査
2
9
0
点

Ｄ
２

６
１

屈
折

検
査

１
６

歳
未

満
の

場
合

6
9
点

２
１

以
外

の
場

合
6
9
点

注
１

に
つ

い
て

、
弱

視
又

は
不

同
視

と
診

断
さ

れ
た

患
者

に
対

し
て

、
眼

鏡
処

方
箋

の
交

付
を

行

わ
ず

に
矯

正
視

力
検

査
を

実
施

し
た

場
合

に
は

、
小

児
矯

正
視

力
検

査
加

算
と

し
て

、
3
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

区
分

番
号

Ｄ
２

６
３

に
掲

げ
る

矯
正

視
力

検
査

は

算
定

し
な

い
。

Ｄ
２

６
２

調
節

検
査

7
0
点

Ｄ
２

６
３

矯
正

視
力

検
査

（ ）（ ） 351350
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検　
査



（
負

荷
試

験
等

）

Ｄ
２

８
６

肝
及

び
腎

の
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
テ

ス
ト

1
5
0
点

注
１

検
査

に
当

た
っ

て
、

尿
管

カ
テ

ー
テ

ル
法

、
膀

胱
尿

道
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

又
は

膀
胱

尿
ぼ

う
こ

う
ぼ

う
こ

う

道
鏡

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

Ｄ
３

１
８

に
掲

げ
る

尿
管

カ
テ

ー
テ

ル
法

、
Ｄ

３
１

７
に

掲
げ

る
膀

胱
尿

道
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

又
は

Ｄ
３

１
７

－
２

に
掲

げ
る

膀
胱

尿
道

鏡
検

ぼ
う

こ
う

ぼ
う

こ
う

査
の

所
定

点
数

を
併

せ
て

算
定

す
る

。

２
検

査
に

伴
っ

て
行

っ
た

注
射

、
採

血
及

び
検

体
測

定
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

８
６

－
２

イ
ヌ

リ
ン

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

測
定

1
,
2
8
0
点

Ｄ
２

８
７

内
分

泌
負

荷
試

験

１
下

垂
体

前
葉

負
荷

試
験

イ
成

長
ホ

ル
モ

ン
（

Ｇ
Ｈ

）
（

一
連

と
し

て
）

1
,
2
0
0
点

注
患

者
１

人
に

つ
き

月
２

回
に

限
り

算
定

す
る

。

ロ
ゴ

ナ
ド

ト
ロ

ピ
ン

（
Ｌ

Ｈ
及

び
Ｆ

Ｓ
Ｈ

）
（

一
連

と
し

て
月

１
回

）
1
,
6
0
0
点

ハ
甲

状
腺

刺
激

ホ
ル

モ
ン

（
Ｔ

Ｓ
Ｈ

）
（

一
連

と
し

て
月

１
回

）
1
,
2
0
0
点

ニ
プ

ロ
ラ

ク
チ

ン
（

Ｐ
Ｒ

Ｌ
）

（
一

連
と

し
て

月
１

回
）

1
,
2
0
0
点

ホ
副

腎
皮

質
刺

激
ホ

ル
モ
ン

（
Ａ

Ｃ
Ｔ

Ｈ
）

（
一

連
と

し
て

月
１

回
）

1
,
2
0
0
点

２
下

垂
体

後
葉

負
荷

試
験

（
一

連
と

し
て

月
１

回
）

1
,
2
0
0
点

３
甲

状
腺

負
荷

試
験

（
一

連
と

し
て

月
１

回
）

1
,
2
0
0
点

４
副

甲
状

腺
負

荷
試

験
（

一
連

と
し

て
月

１
回

）
1
,
2
0
0
点

５
副

腎
皮

質
負

荷
試

験

イ
鉱

質
コ

ル
チ

コ
イ

ド
（

一
連

と
し

て
月

１
回

）
1
,
2
0
0
点

ロ
糖

質
コ

ル
チ

コ
イ

ド
（

一
連

と
し

て
月

１
回

）
1
,
2
0
0
点

６
性

腺
負

荷
試

験
（

一
連

と
し

て
月

１
回

）
1
,
2
0
0
点

注
１

１
月

に
3
,
6
0
0
点

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。

２
負

荷
試

験
に

伴
っ

て
行

っ
た

注
射

、
採

血
及

び
検

体
測

定
の

費
用

は
、

採
血

回
数

及
び

測
定

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

区
分

番
号

Ｄ
４

１
９

の
５

に
掲

げ
る

副
腎

静
脈

サ
ン

プ
リ

ン
グ

を
行

っ
た

場
合

は
、

当
該

検
査

の
費

用
は

別
に

算
定

で
き

る
。

Ｄ
２

８
８

糖
負

荷
試

験

１
常

用
負

荷
試

験
（

血
糖

及
び

尿
糖

検
査

を
含

む
。

）
2
0
0
点

２
耐

糖
能

精
密

検
査

（
常

用
負

荷
試

験
及

び
血

中
イ

ン
ス

リ
ン

測
定

又
は

常
用

負
荷

試
験

及
び

血

中
Ｃ

－
ペ

プ
チ

ド
測

定
を

行
っ

た
場

合
）

、
グ

ル
カ

ゴ
ン

負
荷

試
験

9
0
0
点

注
注

射
、

採
血

及
び

検
体

測
定

の
費

用
は

、
採

血
回

数
及

び
測

定
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
所

定
点

数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

８
９

そ
の

他
の

機
能

テ
ス

ト

１
膵

機
能

テ
ス

ト
（

Ｐ
Ｆ

Ｄ
テ

ス
ト

）
1
0
0
点

す
い

２
肝

機
能

テ
ス

ト
（

Ｉ
Ｃ

Ｇ
１

回
又

は
２

回
法

、
Ｂ

Ｓ
Ｐ

２
回

法
）

、
ビ

リ
ル

ビ
ン

負
荷

試
験

、

馬
尿

酸
合

成
試

験
、

フ
ィ

ッ
シ

ュ
バ

ー
グ

、
水

利
尿

試
験

、
ア

ジ
ス

カ
ウ

ン
ト

（
Ａ
d
d
i
s
尿

沈
渣さ

定
量

検
査

）
、

モ
ー

ゼ
ン

タ
ー

ル
法

、
ヨ

ー
ド

カ
リ

試
験

1
0
0
点

３
胆

道
機

能
テ

ス
ト

、
胃

液
分

泌
刺

激
テ

ス
ト

7
0
0
点

４
セ

ク
レ

チ
ン

試
験

3
,
0
0
0
点

注
検

査
に

伴
っ

て
行

っ
た

注
射

、
検

体
採

取
、

検
体

測
定

及
び

エ
ッ

ク
ス

線
透

視
の

費
用

は
、

全

て
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｄ
２

９
０

卵
管

通
気

・
通

水
・

通
色

素
検

査
、

ル
ビ

ン
テ

ス
ト

1
0
0
点

Ｄ
２

９
０

－
２

尿
失

禁
定

量
テ

ス
ト

（
パ

ッ
ド

テ
ス

ト
）

1
0
0
点

Ｄ
２

９
１

皮
内

反
応

検
査

、
ヒ

ナ
ル

ゴ
ン

テ
ス

ト
、

鼻
ア

レ
ル

ギ
ー

誘
発

試
験

、
過

敏
性

転
嫁

検
査

、
薬

物
光

線

貼
布

試
験

、
最

小
紅

斑
量

（
Ｍ

Ｅ
Ｄ
）

測
定

１
2
1
箇

所
以

内
の

場
合

（
１

箇
所

に
つ

き
）

1
6
点

Ｄ
２

８
１

瞳
孔

機
能

検
査

（
電

子
瞳

孔
計

使
用

）
1
6
0
点

Ｄ
２

８
２

中
心

フ
リ

ッ
カ

ー
試

験
3
8
点

Ｄ
２

８
２

－
２

行
動

観
察

に
よ

る
視

力
検

査

１
Ｐ

Ｌ
（

Ｐ
r
e
f
e
r
e
n
t
i
a
l
Ｌ
o
o
k
i
n
g
）

法
1
0
0
点

２
乳

幼
児

視
力

測
定

（
テ

ラ
ー

カ
ー

ド
等

に
よ

る
も

の
）

6
0
点

Ｄ
２

８
２

－
３

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料

１
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

１
2
0
0
点

２
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

２
1
8
0
点

３
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

３
5
6
点

４
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

４
5
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

の
装

用
を

目
的

に
受

診
し

た
患

者
に

対
し

て
眼

科
学

的
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

１
、

２
又

は
３

を
算

定
し

、
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

で
あ

っ
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

に
お

い
て

、
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
の

装
用

を
目

的
に

受
診

し
た

患
者

に
対

し
て

眼
科

学
的

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

コ
ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

４

を
算

定
す

る
。

２
注

１
に

よ
り

当
該

検
査

料
を

算
定

す
る

場
合

は
、

区
分

番
号

Ａ
０

０
０

に
掲

げ
る

初
診

料
の

注
９

及
び

区
分

番
号

Ａ
０

０
１

に
掲

げ
る

再
診

料
の

注
７

に
規

定
す

る
夜

間
・

早
朝

等
加

算
は

算
定

で
き

な
い

。

３
当

該
保

険
医

療
機

関
又

は
当

該
保

険
医

療
機

関
と

特
別

の
関

係
に

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

過
去

に
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
の

装
用

を
目

的
に

受
診

し
た

こ
と

の
あ

る
患

者
に

つ
い

て
、

当
該

検
査

料
を

算
定

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

Ａ
０

０
０

に
掲

げ
る

初
診

料
は

算
定

せ
ず

、
区

分
番

号
Ａ

０
０

１
に

掲
げ

る
再

診
料

又
は

区
分

番
号

Ａ
０

０
２

に
掲

げ
る

外
来

診
療

料
を

算
定

す
る

。

（
皮

膚
科

学
的

検
査

）

Ｄ
２

８
２

－
４

ダ
ー

モ
ス

コ
ピ

ー
7
2
点

注
検

査
の

回
数

又
は

部
位

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

４
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

（
臨

床
心

理
・

神
経

心
理

検
査

）

Ｄ
２

８
３

発
達

及
び

知
能

検
査

１
操

作
が

容
易

な
も

の
8
0
点

２
操

作
が

複
雑

な
も

の
2
8
0
点

３
操

作
と

処
理

が
極

め
て

複
雑

な
も

の
4
5
0
点

注
同

一
日

に
複

数
の

検
査

を
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

主
た

る
も

の
１

種
類

の
み

の
所

定
点

数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

８
４

人
格

検
査

１
操

作
が

容
易

な
も

の
8
0
点

２
操

作
が

複
雑

な
も

の
2
8
0
点

３
操

作
と

処
理

が
極

め
て

複
雑

な
も

の
4
5
0
点

注
同

一
日

に
複

数
の

検
査

を
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

主
た

る
も

の
１

種
類

の
み

の
所

定
点

数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｄ
２

８
５

認
知

機
能

検
査

そ
の

他
の

心
理

検
査

１
操

作
が

容
易

な
も

の

イ
簡

易
な

も
の

8
0
点

ロ
そ

の
他

の
も

の
8
0
点

２
操

作
が

複
雑

な
も

の
2
8
0
点

３
操

作
と

処
理

が
極

め
て

複
雑

な
も

の
4
5
0
点

注
同

一
日

に
複

数
の

検
査

を
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

主
た

る
も

の
１

種
類

の
み

の
所

定
点

数

に
よ

り
算

定
す

る
。
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イ
休

日
加

算
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

ロ
時

間
外

加
算

（
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
対

し
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

る
。

）

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
4
0
に

相
当

す
る

点
数

ハ
深

夜
加

算
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

ニ
イ

か
ら

ハ
ま

で
に

か
か

わ
ら

ず
、

区
分

番
号

Ａ
０

０
０

に
掲

げ
る

初
診

料
の

注
７

の
た

だ
し

書
に

規
定

す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
、

そ
の

開
始

時
間

が
同

注
の

た
だ

し

書
に

規
定

す
る

時
間

で
あ

る
内

視
鏡

検
査

を
行

っ
た

場
合

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
4
0
に

相
当

す
る

点
数

Ｄ
２

９
５

関
節

鏡
検

査
（

片
側

）
7
6
0
点

Ｄ
２

９
６

喉
頭

直
達

鏡
検

査
1
9
0
点

Ｄ
２

９
６

－
２

鼻
咽

腔
直

達
鏡

検
査

2
2
0
点

く
う

Ｄ
２

９
７

削
除

Ｄ
２

９
８

嗅
裂

部
・

鼻
咽

腔
・

副
鼻

腔
入

口
部

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
（

部
位

を
問

わ
ず

一
連

に
つ

き
）

く
う

く
う

6
0
0
点

Ｄ
２

９
８

－
２

内
視

鏡
下

嚥
下

機
能

検
査

7
2
0
点

え
ん

Ｄ
２

９
９

喉
頭

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
6
0
0
点

Ｄ
３

０
０

中
耳

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
2
4
0
点

Ｄ
３

０
０

－
２

顎
関

節
鏡

検
査

（
片

側
）

1
,
0
0
0
点

Ｄ
３

０
１

削
除

Ｄ
３

０
２

気
管

支
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

2
,
5
0
0
点

注
気

管
支

肺
胞

洗
浄

法
検

査
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

は
、

気
管

支
肺

胞
洗

浄
法

検
査

同
時

加
算

と

し
て

、
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
３

０
２

－
２

気
管

支
カ

テ
ー

テ
ル

気
管

支
肺

胞
洗

浄
法

検
査

3
2
0
点

Ｄ
３

０
３

胸
腔

鏡
検

査
7
,
2
0
0
点

く
う

Ｄ
３

０
４

縦
隔

鏡
検

査
7
,
0
0
0
点

Ｄ
３

０
５

削
除

Ｄ
３

０
６

食
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
8
0
0
点

注
１

粘
膜

点
墨

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
粘

膜
点

墨
法

加
算

と
し

て
、
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す

る
。

２
拡

大
内

視
鏡

を
用

い
て

、
狭

帯
域

光
に

よ
る

観
察

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
狭

帯
域

光
強

調
加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
３

０
７

削
除

Ｄ
３

０
８

胃
・

十
二

指
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
1
,
1
4
0
点

注
１

胆
管

・
膵

管
造

影
法

を
行

っ
た

場
合

は
、

胆
管

・
膵

管
造

影
法

加
算

と
し

て
、
6
0
0
点

を
所

す
い

す
い

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
諸

監
視

、
造

影
剤

注
入

手
技

及
び

エ
ッ

ク
ス

線
診

断
の

費
用

（
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

は
除

く
。

）
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
粘

膜
点

墨
法

を
行

っ
た

場
合

は
、

粘
膜

点
墨

法
加

算
と

し
て

、
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す

る
。

３
胆

管
・

膵
管

鏡
を

用
い

て
行

っ
た

場
合

は
、

胆
管

・
膵

管
鏡

加
算

と
し

て
、
2
,
8
0
0
点

を
所

す
い

す
い

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
拡

大
内

視
鏡

を
用

い
て

、
狭

帯
域

光
に

よ
る

観
察

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
狭

帯
域

光
強

調
加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
３

０
９

胆
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
4
,
0
0
0
点

Ｄ
３

１
０

小
腸

内
視

鏡
検

査

１
バ

ル
ー

ン
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
6
,
8
0
0
点

２
カ

プ
セ

ル
型

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

1
,
7
0
0
点

３
そ

の
他

の
も

の
1
,
7
0
0
点

注
１

２
種

類
以

上
行

っ
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

２
３

に
つ

い
て

、
粘

膜
点

墨
法

を
行

っ
た

場
合

は
、

粘
膜

点
墨

法
加

算
と

し
て

、
6
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
2
2
箇

所
以

上
の

場
合

（
一

連
に

つ
き

）
3
5
0
点

Ｄ
２

９
１

－
２

小
児

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
負

荷
検

査
1
,
0
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

９
歳

未
満

の
患

者
に

対
し

て
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

負
荷

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
、

年
２

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
小

児
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

負
荷

検
査

に
係

る
投

薬
、

注
射

及
び

処
置

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｄ
２

９
１

－
３

内
服

・
点

滴
誘

発
試

験
1
,
0
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
、

２
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

（
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

を
用

い
た

諸
検

査
）

通
則

区
分

番
号

Ｄ
２

９
２

及
び

Ｄ
２

９
３

に
掲

げ
る

ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
を

用
い

た
諸

検
査

に
つ

い
て

は
、

各
区

分
の

所
定

点
数

及
び

区
分

番
号

Ｄ
２

９
４

に
掲

げ
る

ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
検

査
判

断
料

の
所

定
点

数
を

合
算

し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

Ｄ
２

９
２

体
外

か
ら

の
計

測
に

よ
ら

な
い

諸
検

査

１
循

環
血

液
量

測
定

、
血

漿
量

測
定

4
8
0
点

し
よ

う

２
血

球
量

測
定

8
0
0
点

３
吸

収
機

能
検

査
、

赤
血

球
寿

命
測

定
1
,
5
5
0
点

４
造

血
機

能
検

査
、

血
小

板
寿

命
測

定
2
,
6
0
0
点

注
１

同
一

の
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

を
用

い
て

区
分

番
号

Ｄ
２

９
２

若
し

く
は

Ｄ
２

９
３

に
掲

げ

る
検

査
又

は
区

分
番

号
Ｅ

１
０

０
か

ら
Ｅ

１
０

１
－

４
ま

で
に

掲
げ

る
核

医
学

診
断

の
う

ち
い

ず
れ

か
２

以
上

を
行

っ
た

場
合

の
検

査
料

又
は

核
医

学
診

断
料

は
、

主
た

る
検

査
又

は
核

医
学

診
断

に
係

る
い

ず
れ

か
の

所
定

点
数

の
み

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
検

査
に

数
日

を
要

し
た

場
合

で
あ

っ
て

も
同

一
の

ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
を

用
い

た
検

査
は

、
一

連
と

し
て

１
回

の
算

定
と

す
る

。

３
核

種
が

異
な

る
場

合
で

あ
っ

て
も

同
一

の
検

査
と

み
な

す
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

９
３

シ
ン

チ
グ

ラ
ム

（
画

像
を

伴
わ

な
い

も
の

）

１
甲

状
腺

ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
摂

取
率

（
一

連
に

つ
き

）
3
6
5
点

２
レ

ノ
グ

ラ
ム

、
肝

血
流

量
（

ヘ
パ

ト
グ

ラ
ム

）
5
7
5
点

注
核

種
が

異
な

る
場

合
で

あ
っ

て
も

同
一

の
検

査
と

み
な

す
も

の
と

す
る

。

Ｄ
２

９
４

ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
検

査
判

断
料

1
1
0
点

注
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

を
用

い
た

諸
検

査
の

種
類

又
は

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

月
１

回
に

限
り

算

定
す

る
も

の
と

す
る

。

（
内

視
鏡

検
査

）

通
則 １

超
音

波
内

視
鏡

検
査

を
実

施
し

た
場

合
は

、
超

音
波

内
視

鏡
検

査
加

算
と

し
て

、
3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｄ

２
９

５
か

ら
Ｄ

３
２

３
ま

で
及

び
Ｄ

３
２

５
に

掲
げ

る
内

視
鏡

検
査

に
つ

い
て

、
同

一
の

患
者

に
つ

き
同

一
月

に
お

い
て

同
一

検
査

を
２

回
以

上
実

施
し

た
場

合
に

お
け

る
２

回
目

以
降

の
当

該
検

査
の

費
用

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

３
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
の

医
療

機
関

で
撮

影
し

た
内

視
鏡

写
真

に
つ

い
て

診
断

を
行

っ
た

場
合

は
、

１
回

に
つ

き
7
0
点

と
す

る
。

４
写

真
診

断
を

行
っ

た
場

合
は

、
使

用
し

た
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

と
し

て
、

購
入

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点

数
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

５
緊

急
の

た
め

に
休

日
に

内
視

鏡
検

査
を

行
っ

た
場

合
又

は
そ

の
開

始
時

間
が

保
険

医
療

機
関

の
表

示
す

る
診

療
時

間
以

外
の

時
間

若
し

く
は

深
夜

で
あ

る
内
視

鏡
検

査
（

区
分

番
号

Ｄ
３

２
４

及
び

Ｄ
３

２
５

に
掲

げ
る

も

の
を

除
く

。
）

を
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

、
当

該
内

視
鏡

検
査

の
費

用
は

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

に
加

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
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通
則 １

手
術

に
当

た
っ

て
診

断
穿

刺
又

は
検

体
採

取
を

行
っ

た
場

合
は

算
定

し
な

い
。

せ
ん

２
処

置
の

部
と

共
通

の
項

目
は

、
同

一
日

に
算

定
で

き
な

い
。

区
分

Ｄ
４

０
０

血
液

採
取

（
１

日
に

つ
き

）

１
静

脈
3
5
点

２
そ

の
他

６
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
の

み
算

定
す

る
。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
2
5
点

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

３
血

液
回

路
か

ら
採

血
し

た
場

合
は

算
定

し
な

い
。

Ｄ
４

０
１

脳
室

穿
刺

5
0
0
点

せ
ん

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
４

０
２

後
頭

下
穿

刺
3
0
0
点

せ
ん

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
４

０
３

腰
椎

穿
刺

、
胸

椎
穿

刺
、

頸
椎

穿
刺

（
脳

脊
髄

圧
測

定
を

含
む

。
）

2
2
0
点

せ
ん

せ
ん

け
い

せ
ん

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
４

０
４

骨
髄

穿
刺

せ
ん

１
胸

骨
2
6
0
点

２
そ

の
他

2
8
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
４

０
４

－
２

骨
髄

生
検

7
3
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
４

０
５

関
節

穿
刺

（
片

側
）

1
0
0
点

せ
ん

注
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
４

０
６

上
顎

洞
穿

刺
（

片
側

）
6
0
点

せ
ん

Ｄ
４

０
６

－
２

扁
桃

周
囲

炎
又

は
扁

桃
周

囲
膿

瘍
に

お
け

る
試

験
穿

刺
（

片
側

）
1
8
0
点

へ
ん

へ
ん

の
う

せ
ん

Ｄ
４

０
７

腎
嚢

胞
又

は
水

腎
症

穿
刺

2
4
0
点

の
う

せ
ん

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
４

０
８

ダ
グ

ラ
ス

窩
穿

刺
2
4
0
点

か
せ

ん

Ｄ
４

０
９

リ
ン

パ
節

等
穿

刺
又

は
針

生
検

2
0
0
点

せ
ん

Ｄ
４

０
９

－
２

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
（

片
側

）

１
併

用
法

5
,
0
0
0
点

２
単

独
法

3
,
0
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
乳

が
ん

の
患

者
に

対
し

て
、

１
に

つ
い

て
は

放
射

性
同

位
元

素

及
び

色
素

を
用

い
て

行
っ

た
場

合
に

、
２

に
つ

い
て

は
放

射
性

同
位

元
素

又
は

色
素

を
用

い
て

行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

検
査

に
用

い
た

色
素

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｄ
４

１
０

乳
腺

穿
刺

又
は

針
生

検
（

片
側

）
せ

ん

１
生

検
針

に
よ

る
も

の
6
9
0
点

２
そ

の
他

2
0
0
点

Ｄ
４

１
１

甲
状

腺
穿

刺
又

は
針

生
検

1
5
0
点

せ
ん

Ｄ
４

１
２

経
皮

的
針

生
検

法
（

透
視

、
心

電
図

検
査

及
び

超
音

波
検

査
を

含
む

。
）

1
,
6
0
0
点

Ｄ
４

１
２

－
２

経
皮

的
腎

生
検

法
2
,
0
0
0
点

Ｄ
４

１
３

前
立

腺
針

生
検

法
1
,
4
0
0
点

Ｄ
４

１
４

内
視

鏡
下

生
検

法
（

１
臓

器
に

つ
き

）
3
1
0
点

Ｄ
４

１
４

－
２

超
音

波
内

視
鏡

下
穿

刺
吸

引
生

検
法

（
Ｅ

Ｕ
Ｓ

－
Ｆ

Ｎ
Ａ

）
4
,
8
0
0
点

せ
ん

Ｄ
４

１
５

経
気

管
肺

生
検

法
4
,
8
0
0
点

注
１

ガ
イ

ド
シ

ー
ス

を
用

い
た

超
音

波
断

層
法

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
ガ

イ
ド

シ
ー

ス
加

算

Ｄ
３

１
０

－
２

消
化

管
通

過
性

検
査

6
0
0
点

Ｄ
３

１
１

直
腸

鏡
検

査
3
0
0
点

Ｄ
３

１
１

－
２

肛
門

鏡
検

査
2
0
0
点

こ
う

Ｄ
３

１
２

直
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
5
5
0
点

注
粘

膜
点

墨
法

を
行

っ
た

場
合

は
、

粘
膜

点
墨

法
加

算
と

し
て

、
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
３

１
２

－
２

回
腸

嚢
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

5
5
0
点

の
う

Ｄ
３

１
３

大
腸

内
視

鏡
検

査

１
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

に
よ

る
も

の

イ
Ｓ

状
結

腸
9
0
0
点

ロ
下

行
結

腸
及

び
横

行
結

腸
1
,
3
5
0
点

ハ
上

行
結

腸
及

び
盲

腸
1
,
5
5
0
点

２
カ

プ
セ

ル
型

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

1
,
5
5
0
点

注
１

粘
膜

点
墨

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
粘

膜
点

墨
法

加
算

と
し

て
、
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す

る
。

２
拡

大
内

視
鏡

を
用

い
て

、
狭

帯
域

光
に

よ
る

観
察

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
狭

帯
域

光
強

調
加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
３

１
４

腹
腔

鏡
検

査
2
,
2
7
0
点

く
う

Ｄ
３

１
５

腹
腔

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
2
,
1
6
0
点

く
う

Ｄ
３

１
６

ク
ル

ド
ス

コ
ピ

ー
4
0
0
点

Ｄ
３

１
７

膀
胱

尿
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
9
5
0
点

ぼ
う

こ
う

注
狭

帯
域

光
に

よ
る

観
察

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
狭

帯
域

光
強

調
加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｄ
３

１
７

－
２

膀
胱

尿
道

鏡
検

査
8
9
0
点

ぼ
う

こ
う

注
狭

帯
域

光
に

よ
る

観
察

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
狭

帯
域

光
強

調
加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｄ
３

１
８

尿
管

カ
テ

ー
テ

ル
法

（
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ー
プ

に
よ

る
も

の
）

（
両

側
）

1
,
2
0
0
点

注
膀

胱
尿

道
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

及
び

膀
胱

尿
道

鏡
検

査
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
ぼ

う
こ

う
ぼ

う
こ

う

も
の

と
す

る
。

Ｄ
３

１
９

腎
盂

尿
管

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
（

片
側

）
1
,
8
0
0
点

う

Ｄ
３

２
０

ヒ
ス

テ
ロ

ス
コ

ピ
ー

6
2
0
点

Ｄ
３

２
１

コ
ル

ポ
ス

コ
ピ

ー
2
1
0
点

Ｄ
３

２
２

子
宮

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
8
0
0
点

Ｄ
３

２
３

乳
管

鏡
検

査
9
6
0
点

Ｄ
３

２
４

血
管

内
視

鏡
検

査
2
,
0
4
0
点

注
１

血
管

内
視

鏡
検

査
は

、
患

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
呼

吸
心

拍
監

視
、

血
液

ガ
ス

分
析

、
心

拍
出

量
測

定
、

脈
圧

測
定

、
造

影
剤

注
入

手
技

及
び

エ
ッ

ク
ス

線
診

断
の

費
用

（
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

は
除

く
。

）
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｄ
３

２
５

肺
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

、
肝

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
、

膵
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

3
,
6
0
0
点

す
い

注
１

新
生

児
又

は
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

に
対

し
て

当
該

検
査

を
行

っ
た

場

合
は

、
新

生
児

加
算

又
は

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
1
0
,
8
0
0
点

又
は
3
,
6
0
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
カ

テ
ー

テ
ル

の
種

類
、

挿
入

回
数

に
よ

ら
ず

一
連

と
し

て
算

定
し

、
諸

監
視

、
血

液
ガ

ス
分

析
、

心
拍

出
量

測
定

、
脈

圧
測

定
、

肺
血

流
量

測
定

、
透

視
、

造
影

剤
注

入
手

技
、

造
影

剤
使

用
撮

影
及

び
エ

ッ
ク

ス
線

診
断

の
費

用
は

、
全

て
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

３
エ

ッ
ク

ス
線

撮
影

に
用

い
ら

れ
た

フ
ィ

ル
ム

の
費

用
は

、
区

分
番

号
Ｅ

４
０

０
に

掲
げ

る
フ

ィ
ル

ム
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

第
４

節
診

断
穿

刺
・

検
体

採
取

料
せ

ん
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数
に

加
算

す
る

。

４
前

房
水

採
取

4
2
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
9
0
点

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

５
副

腎
静

脈
サ

ン
プ

リ
ン

グ
（

一
連

に
つ

き
）

4
,
8
0
0
点

注
１

カ
テ

ー
テ

ル
の

種
類

、
挿

入
回

数
に

よ
ら

ず
一

連
と

し
て

算
定

し
、

透
視

、
造

影
剤

注
入

手
技

、
造

影
剤

使
用

撮
影

及
び

エ
ッ

ク
ス

線
診

断
の

費
用

は
、

全
て

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る

も
の

と
す

る
。

２
エ

ッ
ク

ス
線

撮
影

に
用

い
ら

れ
た

フ
ィ

ル
ム

の
費

用
は

、
区

分
番

号
Ｅ

４
０

０
に

掲
げ

る

フ
ィ

ル
ム

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

３
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
鼻

腔
・

咽
頭

拭
い

液
採

取
５

点
く

う

Ｄ
４

１
９

－
２

眼
内

液
（

前
房

水
・

硝
子

体
液

）
検

査
1
,
0
0
0
点

第
５

節
薬

剤
料

区
分

Ｄ
５

０
０

薬
剤

薬
価

が
1
5
円

を
超

え
る

場
合

は
、

薬
価

か
ら
1
5
円

を
控

除
し

た
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点

数
に

つ
き

１
点

未
満

の
端

数
を

切
り

上
げ

て
得

た
点

数
に

１
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数
と

す
る

。

注
１

薬
価

が
1
5
円

以
下

で
あ

る
場

合
は

、
算

定
し

な
い

。

２
使

用
薬

剤
の

薬
価

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

第
６

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

区
分

Ｄ
６

０
０

特
定

保
険

医
療

材
料

材
料

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

注
使

用
し

た
特

定
保

険
医

療
材

料
の

材
料

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

と
し

て
、
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

Ｃ
Ｔ

透
視

下
に

当
該

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

Ｃ
Ｔ

透
視

下
気

管
支

鏡
検

査
加

算
と

し
て

、
1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
プ

ロ
ー

ブ
型

顕
微

内
視

鏡
を

用
い

て
行

っ
た

場
合

は
、

顕
微

内
視

鏡
加

算
と

し
て

、
1
,
5
0
0

点
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

注
１

に
規

定
す

る
ガ

イ
ド

シ
ー

ス
加

算
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。

Ｄ
４

１
５

－
２

超
音

波
気

管
支

鏡
下

穿
刺

吸
引

生
検

法
（

Ｅ
Ｂ

Ｕ
Ｓ

－
Ｔ

Ｂ
Ｎ

Ａ
）

5
,
5
0
0
点

せ
ん

Ｄ
４

１
５

－
３

経
気

管
肺

生
検

法
（

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

も
の

）
5
,
5
0
0
点

Ｄ
４

１
５

－
４

経
気

管
肺

生
検

法
（

仮
想

気
管

支
鏡

を
用

い
た

場
合

）
5
,
0
0
0
点

Ｄ
４

１
５

－
５

経
気

管
支

凍
結

生
検

法
5
,
5
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｄ
４

１
６

臓
器
穿

刺
、

組
織

採
取

せ
ん

１
開

胸
に

よ
る

も
の

9
,
0
7
0
点

２
開

腹
に

よ
る

も
の

（
腎

を
含

む
。

）
5
,
5
5
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｄ
４

１
７

組
織

試
験

採
取

、
切

採
法

１
皮

膚
（

皮
下

、
筋

膜
、

腱
及

び
腱

鞘
を

含
む

。
）

5
0
0
点

け
ん

け
ん

し
よ

う

２
筋

肉
（

心
筋

を
除

く
。

）
1
,
5
0
0
点

３
骨

、
骨

盤
、

脊
椎

4
,
6
0
0
点

４
眼

イ
後

眼
部

6
5
0
点

ロ
そ

の
他

（
前

眼
部

を
含

む
。

）
3
5
0
点

５
耳

4
0
0
点

６
鼻

、
副

鼻
腔

4
0
0
点

く
う

７
口

腔
4
0
0
点

く
う

８
咽

頭
、

喉
頭

6
5
0
点

９
甲

状
腺

6
5
0
点

10
乳

腺
6
5
0
点

11
直

腸
6
5
0
点

12
精

巣
（

睾
丸

）
、

精
巣

上
体

（
副

睾
丸

）
4
0
0
点

こ
う

こ
う

13
末

梢
神

経
1
,
6
2
0
点

し
よ

う

14
心

筋
6
,
0
0
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

Ｄ
４

１
８

子
宮

腟
部

等
か

ら
の

検
体

採
取

ち
つ

１
子

宮
頸

管
粘

液
採

取
4
0
点

け
い

２
子

宮
腟

部
組

織
採

取
2
0
0
点

ち
つ

３
子

宮
内

膜
組

織
採

取
3
7
0
点

Ｄ
４

１
９

そ
の

他
の

検
体

採
取

１
胃

液
・

十
二

指
腸

液
採

取
（

一
連

に
つ

き
）

2
1
0
点

２
胸

水
・

腹
水

採
取

（
簡

単
な

液
検

査
を

含
む

。
）

1
8
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
4
0
点

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

３
動

脈
血

採
取

（
１

日
に

つ
き

）
5
0
点

注
１

血
液

回
路

か
ら

採
血

し
た

場
合

は
算

定
し

な
い

。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
5
点

を
所

定
点
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-
 2
4
1
 -
 

負
荷

の
種

類
と

し
て

は
起

立
、

寒
冷

、
運

動
及

び
薬

物
等

が
あ

る
。

 

(
1
0
)
 
 
自

律
神

経
機

能
検

査
 

(
1
1
)
 
 
ア

ル
コ

ー
ル

中
毒

に
対

す
る

飲
酒

試
験

に
お

け
る

症
状

監
視

 

(
1
2
)
 
 
皮

膚
の

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
検

査
（

皮
電

図
記

録
作

成
）

 

(
1
3
)
 
 
６

誘
導

未
満

の
心

電
図

検
査

 

(
1
4
)
 
 
尿

中
ブ

ロ
ム

ワ
レ

リ
ル

尿
素

検
出

検
査

 

(
1
5
)
 
 
尿

脚
気

反
応

（
沢

田
氏

反
応

）
 

(
1
6
)
 
 
シ

ュ
ミ

ッ
ト

氏
昇

汞
試

験
 

(
1
7
)
 
 
糞

便
の

ス
ト

ー
ル

氏
虫

卵
数

計
算

法
 
 

(
1
8
)
 
 
髄

膜
透

過
性

検
査

 

(
1
9
)
 
 
横

田
氏

反
応

 

(
2
0
)
 
 
ユ

ー
グ

ロ
ブ

リ
ン

全
プ

ラ
ス

ミ
ン

測
定

法
（

ユ
ー

グ
ロ

ブ
リ

ン
分

屑
Ｓ

Ｋ
活

性
化

プ
ラ

ス
ミ

ン
値

測
定

）
 

(
2
1
)
 
 
緒

方
法

等
の

補
体

結
合

反
応

に
よ

る
梅

毒
脂

質
抗

原
使

用
検

査
 

(
2
2
)
 
 
卵

白
ア

ル
ブ

ミ
ン

感
作

血
球

凝
集

反
応

検
査

 

(
2
3
)
 
 
ラ

ク
ト

ア
ル

ブ
ミ

ン
感

作
血

球
凝

集
反

応
検

査
 

(
2
4
)
 
 M

i
l
l
e
r
 K

u
r
z
r
o
k
検

査
 

(
2
5
)
 
 S

c
h
i
c
k
反

応
 

(
2
6
)
 
 D

i
c
k
反

応
 

(
2
7
)
 
 F

r
e
i
反

応
 

(
2
8
)
 
 
光

田
反

応
 

(
2
9
)
 
 
松

原
反

応
 

(
3
0
)
 
 
伊

藤
反

応
 

(
3
1
)
 
 
ト

キ
ソ

プ
ラ

ズ
マ

症
、

ジ
ス

ト
マ

症
及

び
猩

紅
熱

の
皮

内
テ

ス
ト

 

(
3
2
)
 
 
膨

疹
吸

収
時

間
測

定
 

(
3
3
)
 
 
ジ

ア
ゾ

反
応

 

(
3
4
)
 
 
イ

ン
ジ

カ
ン

 

(
3
5
)
 
 
血

液
比

重
測

定
 

(
3
6
)
 
 
末

梢
血

液
像

及
び

骨
髄

像
に

お
け

る
特

殊
染

色
の

Ｂ
Ｒ

Ａ
Ｃ

Ｈ
Ｅ

Ｔ
試

験
 

(
3
7
)
 
 
赤

血
球

抵
抗

試
験

の
リ

ビ
エ

ー
ル

法
 

(
3
8
)
 

ナ
イ

ア
シ

ン
テ

ス
ト

 

(
3
9
)
 

Ｒ
Ｐ

Ｈ
Ａ

法
に

よ
る

α
－

フ
ェ

ト
プ

ロ
テ

イ
ン

(
Ａ

Ｆ
Ｐ

)
 

(
4
0
)
 

リ
ウ

マ
チ

因
子

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
 

(
4
1
)
 

α
１
－

酸
性

糖
蛋

白
測

定
 

(
4
2
)
 

β
－

リ
ポ

蛋
白

 

(
4
3
)
 

モ
ノ

ア
ミ

ン
オ

キ
シ

ダ
ー

ゼ
（

Ｍ
Ａ

Ｏ
）

 

(
4
4
)
 

ヴ
ィ

ダ
ー

ル
反

応
 

(
4
5
)
 

ヒ
ト

絨
毛

性
ゴ

ナ
ド

ト
ロ

ピ
ン

β
（

Ｈ
Ｃ

Ｇ
β

）
分

画
定

性
 

(
4
6
)
 

凝
集

法
及

び
免

疫
染

色
法

に
よ

る
抗

Ｄ
Ｎ

Ａ
抗

体
 

(
4
7
)
 

全
血

凝
固

溶
解

時
間

測
定

 

(
4
8
)
 

血
清

全
プ

ラ
ス

ミ
ン

測
定

 

 
-
 2
4
0
 -
 

第
３

部
 

検
査

 

   
＜

通
則

＞
 

１
 

検
査

の
費

用
に

は
、

検
査

を
行

う
医

師
、

看
護

師
及

び
技

術
者

等
の

人
件

費
、

試
薬

、
デ

ッ
キ

グ
ラ

ス
、

試
験

管
等

の
材

料
費

、
機

器
の

減
価

償
却

費
、

管
理

費
及

び
患

者
の

衣
類

等
の

費
用

は
含

ま
れ

る
。

な
お

、
患

者
に

施

用
す

る
薬

剤
及

び
特

定
保

険
医

療
材

料
の

費
用

は
検

査
料

と
は

別
に

算
定

す
る

。
 

２
 

検
査

に
当

た
っ

て
施

用
し

た
薬

剤
の

費
用

は
別

に
算

定
で

き
る

が
、

第
２

章
第

５
部

投
薬

の
部

に
掲

げ
る

処
方

料
、

調
剤

料
、

処
方

箋
料

及
び

調
剤

技
術

基
本

料
並

び
に

同
第

６
部

注
射

の
部

に
掲

げ
る

注
射

料
は

、
別

に
算

定

で
き

な
い

。
な

お
、

検
査

に
当

た
っ

て
施

用
さ

れ
る

薬
剤

（
検

査
用

試
薬

を
含

む
。

）
は

、
原

則
と

し
て

医
薬

品

と
し

て
承

認
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
こ

と
を

要
す

る
。

 

３
 

撮
影

し
た

画
像

を
電

子
媒

体
に

保
存

し
た

場
合

、
保

存
に

要
し

た
電

子
媒

体
の

費
用

は
検

査
に

か
か

る
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

４
 

第
１

節
及

び
第

３
節

に
掲

げ
ら

れ
て

い
な

い
検

査
で

簡
単

な
検

査
は

、
基

本
診

療
料

に
含

ま
れ

る
の

で
、

別
に

算
定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

な
お

、
基

本
診

療
料

に
含

ま
れ

る
検

査
の

主
な

も
の

は
、

次
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

(
１

)
 

血
圧

測
定

 

(
２

)
 

視
野

眼
底

検
査

の
う

ち
簡

単
な

も
の

 

(
３

)
 

眼
科

検
査

の
う

ち
斜

照
法

、
徹

照
法

、
細

隙
燈

検
査

（
ル

ー
ペ

式
）

、
機

器
を

使
用

し
な

い
眼

圧
測

定
検

査
 

(
４

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
４

４
」

自
覚

的
聴

力
検

査
の

「
３

」
の

簡
易

聴
力

検
査

に
該

当
し

な
い

簡
単

な
聴

力
検

査
 

(
５

)
 

精
液

p
Ｈ

測
定

 

(
６

)
 

デ
ビ

ス
癌

反
応

検
査

 

(
７

)
 

鼓
膜

運
動

検
査

 

(
８

)
 

イ
ク

テ
ロ

メ
ー

タ
ー

黄
疸

反
応

検
査

 

(
９

)
 

簡
易

循
環

機
能

検
査

 

ア
 

ス
ラ

ッ
ジ

テ
ス

ト
 

イ
 

指
尖

部
皮

膚
毛

細
血

管
像

検
査

 

ウ
 

皮
膚

粘
膜

撮
影

検
査

 

エ
 

寒
冷

血
圧

検
査

 

オ
 

ビ
ッ

ケ
ン

バ
ッ

ハ
起

立
試

験
 

カ
 

ヒ
ス

タ
ミ

ン
テ

ス
ト

 

キ
 

レ
ジ

チ
ン

テ
ス

ト
 

ク
 

末
梢

の
静

脈
圧

測
定

 

ケ
 

ビ
ュ

ル
ゲ

ル
病

及
び

脱
疽

等
の

場
合

に
お

け
る

電
気

的
皮

膚
温

度
測

定
 

ａ
 

単
純

な
場

合
 

ｂ
 

負
荷

を
行

っ
た

場
合

 

コ
 

ギ
ボ

ン
－

ラ
ン

デ
ィ

ス
テ

ス
ト

 

サ
 

基
礎

代
謝

率
簡

易
測

定
法

 

注
 

簡
易

循
環

機
能

検
査

と
は

、
生

体
に

対
し

て
物

理
的

又
は

化
学

的
負

荷
を

か
け

、
血

圧
、

脈
拍

等
の

理

学
所

見
の

観
察

を
行

う
こ

と
に

よ
り

循
環

機
能

を
検

査
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
簡

易
な

検
査

で
あ

り
、

（ ）（ ） 357356

２
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注
 

Ｌ
Ａ

（
測

定
機

器
を

用
い

る
も

の
）

と
は

、
抗

原
抗

体
反

応
に

よ
り

ラ
テ

ッ
ク

ス
粒

子
が

形
成

す
る

凝
集

塊
を

光
学

的
な

分
析

機
器

を
用

い
て

定
量

的
に

測
定

す
る

方
法

を
い

う
。

 

1
7
 

「
定

性
」

と
は

分
析

物
の

有
無

を
判

定
す

る
も

の
、

「
半

定
量

」
と

は
段

階
希

釈
な

ど
を

用
い

て
得

ら
れ

る
最

高
希

釈
倍

率
や

一
定

濃
度

の
標

準
品

と
の

対
比

に
よ

っ
て

得
ら

れ
る

濃
度

段
階

区
分

な
ど

、
相

対
的

な
多

寡
を

判

定
・

分
類

す
る

も
の

、
「

定
量

」
と

は
分

析
物

の
量

を
標

準
品

と
の

対
比

に
よ

っ
て

精
密

に
測

定
す

る
も

の
を

い

 
-
 2
4
2
 -
 

５
 

第
１

節
又

は
第

３
節

に
掲

げ
る

検
査

料
の

項
に

掲
げ

ら
れ

て
い

な
い

検
査

の
う

ち
簡

単
な

も
の

の
費

用
は

算
定

で
き

な
い

が
、

特
殊

な
も

の
の

費
用

に
つ

い
て

は
、

そ
の

都
度

当
局

に
内

議
し

、
最

も
近

似
す

る
検

査
と

し
て

通

知
さ

れ
た

も
の

の
算

定
方

法
及

び
注

（
特

に
定

め
る

も
の

を
除

く
。

）
を

準
用

し
て

、
準

用
さ

れ
た

検
査

に
係

る

判
断

料
と

併
せ

て
算

定
す

る
。

 

６
 

点
数

表
に

お
い

て
２

つ
の

項
目

を
「

及
び

」
で

結
ん

で
規

定
し

て
い

る
検

査
に

つ
い

て
は

、
特

に
定

め
る

も
の

を
除

き
、

当
該

両
項

目
の

検
査

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
に

の
み

算
定

す
る

。
 

７
 

検
査

に
当

た
っ

て
、

麻
酔

を
行

っ
た

場
合

は
、

第
２

章
第

1
1

部
麻

酔
に

規
定

す
る

所
定

点
数

を
別

に
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

麻
酔

手
技

料
を

別
に

算
定

で
き

な
い

麻
酔

を
行

っ
た

場
合

の
薬

剤
料

は
、

第
５

節
薬

剤
料

の
規

定

に
基

づ
き

算
定

で
き

る
。

 

８
 

同
一

検
体

に
つ

い
て

、
定

性
検

査
、

半
定

量
検

査
及

び
定

量
検

査
の

う
ち

２
項

目
以

上
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

又
は

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
と

そ
の

他
の

検
査

と
を

一
連

と
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

主
た

る
検

査
の

所

定
点

数
の

み
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

併
せ

て
行

う
検

査
の

区
分

が
異

な
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

算
定

す

る
。

 

９
 

「
分

画
」

と
記

さ
れ

て
い

る
検

査
に

つ
い

て
、

同
一

検
体

の
各

分
画

に
対

し
て

定
量

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

所
定

点
数

を
１

回
の

み
算

定
す

る
。

 

1
0
 

定
性

、
半

定
量

又
は

定
量

の
明

示
が

な
い

検
査

に
つ

い
て

は
、

定
量

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
の

み
当

該
検

査
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

1
1
 

測
定

方
法

又
は

検
査

方
法

が
明

示
さ

れ
て

い
な

い
検

査
に

つ
い

て
は

、
測

定
又

は
検

査
の

方
法

の
如

何
に

か
か

わ
ら

ず
、

そ
の

検
査

料
の

項
に

掲
げ

る
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

1
2
 

同
時

又
は

一
連

と
し

て
行

っ
た

２
以

上
の

検
査

の
結

果
か

ら
計

算
し

て
求

め
た

内
容

が
、

検
査

料
に

掲
げ

ら
れ

た
項

目
に

該
当

す
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

当
該

内
容

に
つ

い
て

の
点

数
は

算
定

で
き

な
い

。
 

1
3
 

２
回

目
以

降
に

つ
い

て
所

定
点

数
の

1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
「

所
定

点
数

」
と

は
、

当
該

項
目

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

点
数

及
び

当
該

注
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
加

算

点
数

を
合

算
し

た
点

数
で

あ
る

。
 

1
4
 

同
一

項
目

に
つ

い
て

検
査

方
法

を
変

え
て

測
定

し
た

場
合

に
は

、
測

定
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

主
た

る
測

定
方

法
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

 

1
5
 

算
定

回
数

が
複

数
月

に
１

回
又

は
年

１
回

の
み

と
さ

れ
て

い
る

検
査

を
実

施
し

た
場

合
は

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
前

回
の

実
施

日
（

初
回

の
場

合
は

初
回

で
あ

る
旨

）
を

記
載

す
る

。
 

1
6
 

第
３

部
検

査
の

部
に

お
い

て
用

い
ら

れ
る

検
査

法
の

略
号

に
つ

い
て

は
下

記
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

Ｐ
Ｈ

Ａ
 
:
 P

a
s
s
i
v
e
 h

e
m
a
g
g
l
u
t
i
n
a
t
i
o
n
 
受

身
赤

血
球

凝
集

反
応

 

Ｒ
Ｐ

Ｈ
Ａ

 
:
 R

e
v
e
r
s
e
d
 p

a
s
s
i
v
e
 h

e
m
a
g
g
l
u
t
i
n
a
t
i
o
n
 
逆

受
身

赤
血

球
凝

集
反

応
 

Ｌ
Ａ

 
:
 L

a
t
e
x
 a

g
g
l
u
t
i
n
a
t
i
o
n
 
ラ

テ
ッ

ク
ス

凝
集

法
 

（
Ｌ

Ｐ
Ｉ

Ａ
 
:
 
L
a
t
e
x
 p

h
o
t
o
m
e
t
r
i
c
 
i
m
m
u
n
o
 a

s
s
a
y
）

 

Ｐ
Ｃ

Ｉ
Ａ

 
:
 P

a
r
t
i
c
l
e
 c

o
u
n
t
i
n
g
 
i
m
m
u
n
o
 
a
s
s
a
y
 
微

粒
子

計
数

免
疫

凝
集

測
定

法
 

Ｐ
Ａ

Ｍ
Ｉ

Ａ
 
:
 
P
a
r
t
i
c
l
e
 m

e
d
i
a
t
e
d
 
i
m
m
u
n
o
 a

s
s
a
y
 
粒

度
分

布
解

析
ラ

テ
ッ

ク
ス

免
疫

測
定

法
 

Ｉ
Ａ

Ｈ
Ａ

 
:
 I

m
m
u
n
o
 
a
d
h
e
r
e
n
c
e
 h

e
m
a
g
g
l
u
t
i
n
a
t
i
o
n
 
免

疫
粘

着
赤

血
球

凝
集

反
応

 

Ｒ
Ｉ

Ａ
 
:
 R

a
d
i
o
 
i
m
m
u
n
o
 a

s
s
a
y
 
放

射
性

免
疫

測
定

法
 

Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｔ

 
:
 R

a
d
i
o
 i

m
m
u
n
o
 s

o
r
b
e
n
t
 t

e
s
t
 

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ｔ

 
:
 R

a
d
i
o
 a

l
l
e
r
g
o
 s

o
r
b
e
n
t
 
t
e
s
t
 

Ｒ
Ａ

 
:
 R

a
d
i
o
a
s
s
a
y
 
ラ

ジ
オ

ア
ッ

セ
イ
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区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

９
」

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

の
注

２
の

場
合

 

例
 

患
者

か
ら

１
回

に
採

取
し

た
血

液
等

を
用

い
て

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

９
」

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

の
「

２
」

の

癌
胎

児
性

抗
原

（
Ｃ

Ｅ
Ａ

）
と

「
８

」
の

Ｃ
Ａ

1
9
－

９
を

行
っ

た
場

合
、

検
体

検
査

実
施

料
の

請
求

は
区

分

番
号

「
Ｄ

０
０

９
」

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

の
「

注
２

」
の

「
イ

」
２

項
目

と
な

る
が

、
外

来
迅

速
検

体
検

査
加

算

は
、

行
っ

た
検

査
項

目
数

が
２

項
目

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

2
0
点

を
加

算
す

る
。

 

(
３

)
 

同
一

患
者

に
対

し
て

、
同

一
日

に
２

回
以

上
、

そ
の

都
度

迅
速

に
検

体
検

査
を

行
っ

た
場

合
も

、
１

日
に

つ
き

５
項

目
を

限
度

に
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

２
」

外
来

診
療

料
に

含
ま

れ
る

検
体

検
査

と
そ

れ
以

外
の

検
体

検
査

の
双

方
に

つ
い

て
加

算
す

る
場

合
も

、
併

せ
て

５
項

目
を

限
度

と
す

る
。

 

(
５

)
 

現
に

入
院

中
の

患
者

に
つ

い
て

は
算

定
で

き
な

い
。

た
だ

し
、

外
来

を
受

診
し

た
患

者
に

対
し

、
迅

速
に

実
施

し
た

検
体

検
査

の
結

果
、

入
院

の
必

要
性

を
認

め
て

、
引

き
続

き
入

院
と

な
っ

た
場

合
は

、
こ

の
限

り

で
は

な
い

。
 

 
Ｄ

０
０

０
 
 
尿

中
一

般
物

質
定

性
半

定
量

検
査

 

(
１

)
 

検
体

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
所

定
の

判
断

料
を

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
る

が
、

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
を

実
施

し
た

場
合

は
、

当
該

検
査

に
係

る
判

断
料

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
 

ア
 

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
と

は
、

試
験

紙
、

ア
ン

プ
ル

若
し

く
は

錠
剤

を
用

い
て

検
査

す
る

場

合
又

は
試

験
紙

等
を

比
色

計
等

の
機

器
を

用
い

て
判

定
す

る
場

合
を

い
い

、
検

査
項

目
、

方
法

に
か

か
わ

ら
ず

、
１

回
に

つ
き

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

イ
 

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
に

含
ま

れ
る

定
性

半
定

量
の

検
査

項
目

は
、

次
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

(
イ

)
 

比
重

 

(
ロ

)
 

p
Ｈ

 

(
ハ

)
 

蛋
白

定
性

 

(
ニ

)
 

グ
ル

コ
ー

ス
 

(
ホ

)
 

ウ
ロ

ビ
リ

ノ
ゲ

ン
 

(
へ

)
 

ウ
ロ

ビ
リ

ン
定

性
 

(
ト

)
 

ビ
リ

ル
ビ

ン
 

(
チ

)
 

ケ
ト

ン
体

 

(
リ

)
 

潜
血

反
応

 

(
ヌ

)
 

試
験

紙
法

に
よ

る
尿

細
菌

検
査

（
亜

硝
酸

塩
）

 

(
ル

)
 

食
塩

 

(
ヲ

)
 

試
験

紙
法

に
よ

る
白

血
球

検
査

（
白

血
球

エ
ス

テ
ラ

ー
ゼ

）
 

(
ワ

)
 

ア
ル

ブ
ミ

ン
（

Ｂ
Ｃ

Ｐ
改

良
法

・
Ｂ

Ｃ
Ｇ

法
）

 

(
３

)
 

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
は

当
該

検
査

の
対

象
患

者
の

診
療

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

内
で

実
施

し
た

場
合

に
の

み
算

定
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

委
託

契
約

等
に

基
づ

き
当

該
保

険
医

療
機

関
外

で
実

施

さ
れ

た
検

査
の

結
果

報
告

を
受

け
る

の
み

の
場

合
は

算
定

で
き

な
い

。
た

だ
し

、
委

託
契

約
等

に
基

づ
き

当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
実

施
さ

れ
た

検
査

に
つ

い
て

、
そ

の
結

果
が

当
該

保
険

医
療

機
関

に
対

し
て

速
や

か

に
報

告
さ

れ
る

よ
う

な
場

合
は

、
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
。

 

Ｄ
０

０
１

 
尿

中
特

殊
物

質
定

性
定

量
検

査
 
 
 
 
  
 
  
 
  
  
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 

(
１

)
 

「
３

」
の

先
天

性
代

謝
異

常
症

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
テ

ス
ト

（
尿

）
と

は
、

次
に

掲
げ

る
物

質
の

定
性

半
定

 
-
 2
4
4
 -
 

う
。

 

1
8
 

初
診

、
再

診
又

は
在

宅
医

療
に

お
い

て
、

患
者

の
診

療
を

担
う

保
険

医
の

指
示

に
基

づ
き

、
当

該
保

険
医

の
診

療
日

以
外

の
日

に
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
看

護
師

等
が

、
当

該
患

者
に

対
し

検
査

の
た

め
の

検
体

採
取

等

を
実

施
し

た
場

合
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

第
１

節
第

１
款

検
体

検
査

実
施

料
を

算
定

す
る

と
と

も

に
、

検
体

採
取

に
当

た
っ

て
必

要
な

試
験

管
等

の
材

料
を

患
者

に
対

し
て

支
給

す
る

こ
と

。
な

お
、

こ
の

場
合

に

あ
っ

て
は

、
当

該
検

体
採

取
が

実
施

さ
れ

た
日

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

 

第
１

節
 

検
体

検
査

料
 

 
第

１
款

 
検

体
検

査
実

施
料

 

時
間

外
緊

急
院

内
検

査
加

算
 

(
１

)
 

時
間

外
緊

急
院

内
検

査
加

算
に

つ
い

て
は

、
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
表

示
す

る
診

療
時

間
以

外
の

時
間

、
休

日
又

は
深

夜
に

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
診

療
を

行
っ

た
際

、

医
師

が
緊

急
に

検
体

検
査

の
必

要
性

を
認

め
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

従

事
者

が
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
具

備
さ

れ
て

い
る

検
査

機
器

等
を

用
い

て
当

該
検

体
検

査
を

実
施

し
た

場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

な
お

、
当

該
加

算
の

算
定

に
当

た
っ

て
は

、
当

該
加

算
の

対
象

た
る

検
査

の
開

始
時

間
を

も
っ

て
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

検
査

の
開

始
時

間
が

診
療

時
間

以
外

の
時

間
、

休
日

又
は

深
夜

に
該

当
す

る
場

合
に

当
該

加
算

を
算

定
す

る
。

な
お

、
時

間
外

等
の

定
義

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

０
」

初
診

料
の

注
７

に
規

定
す

る
時

間

外
加

算
等

に
お

け
る

定
義

と
同

様
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

同
一

患
者

に
対

し
て

、
同

一
日

に
２

回
以

上
、

時
間

外
、

休
日

又
は

深
夜

の
診

療
を

行
い

、
そ

の
都

度
緊

急
の

検
体

検
査

を
行

っ
た

場
合

（
複

数
の

区
分

に
ま

た
が

る
場

合
を

含
む

。
）

も
、

１
日

に
つ

き
１

回
の

み

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

現
に

入
院

中
の

患
者

に
つ

い
て

は
算

定
で

き
な

い
。

た
だ

し
、

時
間

外
、

休
日

又
は

深
夜

に
外

来
を

受
診

し
た

患
者

に
対

し
、

検
体

検
査

の
結

果
、

入
院

の
必

要
性

を
認

め
て

、
引

き
続

き
入

院
と

な
っ

た
場

合
は

、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

(
５

)
 

時
間

外
緊

急
院

内
検

査
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

０
」

初
診

料
の

注
９

並
び

に
区

分
番

号
「

Ａ
０

０
１

」
再

診
料

の
注

７
に

規
定

す
る

夜
間

・
早

朝
等

加
算

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
６

)
 

緊
急

の
場

合
と

は
、

直
ち

に
何

ら
か

の
処

置
・

手
術

等
が

必
要

で
あ

る
重

篤
な

患
者

に
つ

い
て

、
通

常
の

診
察

の
み

で
は

的
確

な
診

断
が

困
難

で
あ

り
、

か
つ

、
通

常
の

検
査

体
制

が
整

う
ま

で
検

査
の

実
施

を
見

合

わ
せ

る
こ

と
が

で
き

な
い

よ
う

な
場

合
を

い
う

。
 

外
来

迅
速

検
体

検
査

加
算

 

(
１

)
 

外
来

迅
速

検
体

検
査

加
算

に
つ

い
て

は
、

当
日

当
該

保
険

医
療

機
関

で
行

わ
れ

た
検

体
検

査
に

つ
い

て
、

当
日

中
に

結
果

を
説

明
し

た
上

で
文

書
に

よ
り

情
報

を
提

供
し

、
結

果
に

基
づ

く
診

療
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

５
項

目
を

限
度

と
し

て
、

検
体

検
査

実
施

料
の

各
項

目
の

所
定

点
数

に
そ

れ
ぞ

れ
1
0
点

を
加

算
す

る
。

 

(
２

)
 

以
下

の
多

項
目

包
括

規
定

に
掲

げ
る

点
数

を
算

定
す

る
場

合
に

は
、

そ
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
実

施
し

た
検

査
項

目
数

に
相

当
す

る
点

数
を

加
算

す
る

。
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
」

出
血

・
凝

固
検

査
の

注
の

場
合

 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

７
」

血
液

化
学

検
査

の
注

の
場

合
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

８
」

内
分

泌
学

的
検

査
の

注
の

場
合
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Ｄ
０

０
２

 
尿

沈
渣

(
鏡

検
法

)
 

(
１

)
 

尿
沈

渣
（

鏡
検

法
）

の
所

定
点

数
は

、
赤

血
球

、
白

血
球

、
上

皮
細

胞
、

各
種

円
柱

、
類

円
柱

、
粘

液
系

、

リ
ポ

イ
ド

、
寄

生
虫

等
の

無
染

色
標

本
検

査
の

全
て

の
費

用
を

含
む

。
 

(
２

)
 

尿
沈

渣
（

鏡
検

法
）

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

０
」

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
若

し
く

は
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
１

」
尿

中
特

殊
物

質
定

性
定

量
検

査
に

お
い

て
何

ら
か

の
所

見
が

認
め

ら
れ

、
又

は
診

察
の

結

果
か

ら
そ

の
実

施
が

必
要

と
認

め
ら

れ
て

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

尿
沈

渣
（

鏡
検

法
）

は
当

該
検

査
の

対
象

患
者

の
診

療
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
内

で
実

施
し

た
場

合
に

の
み

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
委

託
契

約
等

に
基

づ
き

当
該

保
険

医
療

機
関

外
で

実
施

さ
れ

た
検

査

の
結

果
報

告
を

受
け

る
の

み
の

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

た
だ

し
、

委
託

契
約

等
に

基
づ

き
当

該
保

険
医

療

機
関

内
で

実
施

さ
れ

た
検

査
に

つ
い

て
、

そ
の

結
果

が
当

該
保

険
医

療
機

関
に

速
や

か
に

報
告

さ
れ

る
よ

う

な
場

合
は

、
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

尿
路

系
疾

患
が

強
く

疑
わ

れ
る

患
者

に
つ

い
て

、
診

療
所

が
尿

沈
渣

（
鏡

検
法

）
を

衛
生

検
査

所
等

に
委

託
す

る
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

衛
生

検
査

所
等

が
採

尿
後

４
時

間
以

内
に

検
査

を
行

い
、

検
査

結
果

が
速

や

か
に

当
該

診
療

所
に

報
告

さ
れ

た
場

合
は

、
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
。

 

(
５

)
 

当
該

検
査

と
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
２

－
２

」
尿

沈
渣

（
フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ト
リ

ー
法

）
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｄ
０

０
２

－
２

 
尿

沈
渣

（
フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ト
リ

ー
法

）
 

(
１

)
 

本
測

定
は

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

０
」

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
若

し
く

は
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
１

」

尿
中

特
殊

物
質

定
性

定
量

検
査

に
お

い
て

何
ら

か
の

所
見

が
認

め
ら

れ
、

又
は

診
察

の
結

果
か

ら
そ

の
実

施

が
必

要
と

認
め

ら
れ

、
赤

血
球

、
白

血
球

、
上

皮
細

胞
、

円
柱

及
び

細
菌

を
同

時
に

測
定

し
た

場
合

に
算

定

す
る

。
 

(
２

)
 

本
検

査
と

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

２
」

尿
沈

渣
（

鏡
検

法
）

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

０
３

 
糞

便
検

査
 

(
１

)
 

糞
便

中
の

細
菌

、
原

虫
検

査
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
７

」
排

泄
物

、
滲

出
物

又
は

分
泌

物
の

細
菌

顕
微

鏡
検

査
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

検
査

を
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

に
て

行
っ

た
場

合
は

、
「

５
」

の
糞

便
中

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

定
性

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

検
査

を
金

コ
ロ

イ
ド

凝
集

法
に

よ
る

定
量

法
に

て
行

っ
た

場
合

は
、

「
７

」
の

糞
便

中
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

カ
ル

プ
ロ

テ
ク

チ
ン

（
糞

便
）

 

ア
 

「
９

」
の

カ
ル

プ
ロ

テ
ク

チ
ン

（
糞

便
）

を
慢

性
的

な
炎

症
性

腸
疾

患
（

潰
瘍

性
大

腸
炎

や
ク

ロ
ー

ン

病
等

）
の

診
断

補
助

を
目

的
と

し
て

測
定

す
る

場
合

は
、

Ｆ
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
に

よ
り

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
腸

管
感

染
症

が
否

定
さ

れ
、

下
痢

、
腹

痛
や

体
重

減
少

な
ど

の
症

状
が

３
月

以
上

持
続

す
る

患
者

で
あ

っ
て

、
肉

眼
的

血
便

が
認

め
ら

れ
な

い
患

者
に

お
い

て
、

慢
性

的
な

炎
症

性
腸

疾
患

が
疑

わ
れ

る
場

合
の

内
視

鏡
前

の
補

助
検

査
と

し
て

実
施

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

要
旨

を
診

療
録

及
び

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

イ
 

本
検

査
を

潰
瘍

性
大

腸
炎

の
病

態
把

握
を

目
的

と
し

て
測

定
す

る
場

合
は

、
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ａ

法
又

は
Ｆ

Ｅ

Ｉ
Ａ

法
に

よ
り

測
定

し
た

場
合

に
、

３
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
医

学
的

な
必

要
性

か
ら

、
本

検
査

を
１

月
に

１
回

行
う

場
合

に
は

、
そ

の
詳

細
な

理
由

及
び

検
査

結
果

を
診

療
録

及
び
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量
検

査
及

び
反

応
検

査
を

い
う

。
 

ア
 

塩
化

鉄
（

Ⅲ
）

反
応

（
フ

ェ
ニ

ー
ル

ケ
ト

ン
体

及
び

ア
ル

カ
プ

ト
ン

体
の

検
出

を
含

む
。

）
 

イ
 

酸
性

ム
コ

多
糖

類
 

ウ
 

シ
ス

テ
イ

ン
、

シ
ス

チ
ン

等
の

Ｓ
Ｈ

化
合

物
 

エ
 

ヒ
ス

チ
ジ

ン
定

性
 

オ
 

メ
チ

ル
マ

ロ
ン

酸
 

カ
 

M
i
l
l
o
n
反

応
 

キ
 

イ
サ

チ
ン

反
応

 

ク
 

B
e
n
e
d
i
c
t
反

応
 

(
２

)
 
 
「

４
」

の
ポ

ル
フ

ィ
リ

ン
症

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
テ

ス
ト

（
尿

）
と

し
て

、
W
a
t
s
o
n
-
S
c
h
w
a
r
t
z
反

応
、

R
i
m

i
n
g
t
o
n
反

応
又

は
D
e
a
n
a
n
d
 
B
a
r
n
e
s
反

応
を

行
っ

た
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

「
８

」
の

ア
ル

ブ
ミ

ン
定

量
（

尿
）

、
「

９
」

の
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
リ

ン
（

尿
）

及
び

「
1
6
」

の
Ⅳ

型
コ

ラ

ー
ゲ

ン
（

尿
）

は
、

糖
尿

病
又

は
糖

尿
病

性
早

期
腎

症
患

者
で

あ
っ

て
微

量
ア

ル
ブ

ミ
ン

尿
を

疑
う

も
の

（
糖

尿
病

性
腎

症
第

１
期

又
は

第
２

期
の

も
の

に
限

る
。

）
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
、

３
月

に
１

回
に

限

り
算

定
で

き
る

。
な

お
、

こ
れ

ら
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

「
1
3
」

の
ミ

オ
イ

ノ
シ

ト
ー

ル
（

尿
）

は
、

空
腹

時
血

糖
が

1
1
0
m
g
/
d
L
以

上
1
2
6
m
g
/
d
L
未

満
の

患
者

に

対
し

、
耐

糖
能

診
断

の
補

助
と

し
て

、
尿

中
の

ミ
オ

イ
ノ

シ
ト

ー
ル

を
測

定
し

た
場

合
に

１
年

に
１

回
に

限

り
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
既

に
糖

尿
病

と
診

断
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

算
定

で
き

な
い

。
 

(
５

)
 

「
1
8
」

の
シ

ュ
ウ

酸
（

尿
）

は
、

再
発

性
尿

路
結

石
症

の
患

者
に

対
し

て
、

キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

電
気

泳
動

法

に
よ

り
行

っ
た

場
合

に
、

原
則

と
し

て
1
年

に
1
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
６

)
 

「
1
9
」

の
Ｌ

型
脂

肪
酸

結
合

蛋
白

（
Ｌ

－
Ｆ

Ａ
Ｂ

Ｐ
）

（
尿

）
は

、
原

則
と

し
て

３
月

に
１

回
に

限
り

算

定
す

る
。

た
だ

し
、

医
学

的
な

必
要

性
か

ら
そ

れ
以

上
算

定
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
そ

の
詳

細
な

理
由

を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

。
 

(
７

)
 

好
中

球
ゼ

ラ
チ

ナ
ー

ゼ
結

合
性

リ
ポ

カ
リ

ン
（

Ｎ
Ｇ

Ａ
Ｌ

）
（

尿
）

 

ア
 

「
1
9
」

の
好

中
球

ゼ
ラ

チ
ナ

ー
ゼ

結
合

性
リ

ポ
カ

リ
ン

（
Ｎ

Ｇ
Ａ

Ｌ
）

（
尿

）
は

、
急

性
腎

障
害

の
診

断
時

又
は

そ
の

治
療

中
に

、
Ｃ

Ｌ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

診
断

時
に

お
い

て
は

１
回

、
そ

の
後

は
急

性
腎

障
害

に
対

す
る

一
連

の
治

療
に

つ
き

３
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。

な
お

、
医

学
的

な
必

要
性

か
ら

そ
れ

以
上

算
定

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

そ
の

詳
細

な
理

由
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

イ
 

「
1
9
」

の
好

中
球

ゼ
ラ

チ
ナ

ー
ゼ

結
合

性
リ

ポ
カ

リ
ン

（
Ｎ

Ｇ
Ａ

Ｌ
）

（
尿

）
と

「
1
9
」

の
Ｌ

型
脂

肪

酸
結

合
蛋

白
（

Ｌ
－

Ｆ
Ａ

Ｂ
Ｐ

）
（

尿
）

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
８

)
 

同
一

日
に

尿
、

穿
刺

液
・

採
取

液
及

び
血

液
を

検
体

と
し

て
生

化
学

的
検

査
(
Ⅰ

)
又

は
生

化
学

的
検

査

(
Ⅱ

)
に

掲
げ

る
検

査
項

目
に

つ
き

そ
れ

ぞ
れ

を
実

施
し

た
場

合
の

、
多

項
目

包
括

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、

尿
、

穿
刺

液
・

採
取

液
及

び
血

液
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

算
出

し
た

項
目

数
に

よ
り

所
定

点
数

を
算

定
す

る

の
で

は
な

く
、

血
液

、
尿

、
穿

刺
液

・
採

取
液

そ
れ

ぞ
れ

に
係

る
項

目
数

を
合

算
し

た
項

目
数

に
よ

り
、

所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
同

一
日

に
行

う
２

回
目

以
降

の
血

液
採

取
に

よ
る

検
体

を
用

い
た

検
査

項

目
に

つ
い

て
は

、
当

該
項

目
数

に
合

算
せ

ず
、

所
定

点
数

を
別

途
算

定
す

る
。

 

(
９

)
 

蛋
白

質
と

ク
レ

ア
チ

ニ
ン

の
比

を
測

定
す

る
目

的
で

試
験

紙
に

よ
り

実
施

し
た

場
合

は
、

「
2
1
」

の
そ

の

他
に

よ
る

ク
レ

ア
チ

ニ
ン

（
尿

）
と

し
て

算
定

し
、

そ
の

判
断

料
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

２
６

」
検

体
検

査

判
断

料
の

「
１

」
尿

・
糞

便
等

検
査

判
断

料
を

算
定

す
る

。
 

（ ）（ ） 359358

２
－
⑶　
検　
査
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る
遺

伝
子

検
査

に
つ

い
て

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

肺
癌

に
お

け
る

Ｅ
Ｇ

Ｆ

Ｒ
遺

伝
子

検
査

に
つ

い
て

は
、

再
発

や
増

悪
に

よ
り

、
２

次
的

遺
伝

子
変

異
等

が
疑

わ
れ

、
再

度
治

療
法

を

選
択

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
に

も
算

定
で

き
る

こ
と

と
し

、
マ

イ
ク

ロ
サ

テ
ラ

イ
ト

不
安

定
性

検
査

に
つ

い

て
は

、
リ

ン
チ

症
候

群
の

診
断

の
補

助
を

目
的

と
す

る
場

合
又

は
局

所
進

行
若

し
く

は
転

移
が

認
め

ら
れ

た

標
準

的
な

治
療

が
困

難
な

固
形

癌
の

抗
悪

性
腫

瘍
剤

に
よ

る
治

療
法

の
選

択
を

目
的

と
す

る
場

合
に

、
当

該

検
査

を
実

施
し

た
後

に
、

も
う

一
方

の
目

的
で

当
該

検
査

を
実

施
し

た
場

合
に

あ
っ

て
も

、
別

に
１

回
に

限

り
算

定
で

き
る

。
 

早
期

大
腸

癌
に

お
け

る
リ

ン
チ

症
候

群
の

除
外

を
目

的
と

し
て

Ｂ
Ｒ

Ａ
Ｆ

遺
伝

子
検

査
を

実
施

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

Ｋ
－

ｒ
ａ

ｓ
遺

伝
子

検
査

又
は

Ｒ
Ａ

Ｓ
遺

伝
子

検
査

を
併

せ
て

算
定

で
き

な
い

こ
と

と
し

、

マ
イ

ク
ロ

サ
テ

ラ
イ

ト
不

安
定

性
検

査
を

実
施

し
た

年
月

日
を

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る

こ
と

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

「
イ

」
の

「
⑴

」
医

薬
品

の
適

応
判

定
の

補
助

等
に

用
い

る
も

の
と

は
、

次
に

掲
げ

る
遺

伝
子

検
査

の
こ

と
を

い
い

、
使

用
目

的
又

は
効

果
と

し
て

、
医

薬
品

の
適

応
を

判
定

す
る

た
め

の
補

助
等

に
用

い

る
も

の
と

し
て

薬
事

承
認

又
は

認
証

を
得

て
い

る
体

外
診

断
用

医
薬

品
又

は
医

療
機

器
を

用
い

て
、

リ
ア

ル

タ
イ

ム
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
－

ｒ
Ｓ

Ｓ
Ｏ

法
、

マ
ル

チ
プ

レ
ッ

ク
ス

Ｐ
Ｃ

Ｒ
フ

ラ
グ

メ
ン

ト
解

析
法

又
は

次

世
代

シ
ー

ケ
ン

シ
ン

グ
に

よ
り

行
う

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

な
お

、
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

肺
癌

に
お

け
る

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
又

は
大

腸
癌

に
お

け
る

Ｒ
Ａ

Ｓ
遺

伝
子

検
査

を
行

う
場

合
は

、
令

和
４

年
３

月
3
1
日

ま
で

の
間

に
限

り
、

「
１

」
の

「
イ

」
の

「
⑵

」
そ

の
他

の
も

の
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

ア
 

肺
癌

に
お

け
る

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
、

Ｒ
Ｏ

Ｓ
１

融
合

遺
伝

子
検

査
、

Ａ
Ｌ

Ｋ
融

合
遺

伝
子

検
査

 

イ
 

大
腸

癌
に

お
け

る
Ｒ

Ａ
Ｓ

遺
伝

子
検

査
、

Ｂ
Ｒ

Ａ
Ｆ

遺
伝

子
検

査
 

ウ
 

乳
癌

に
お

け
る

Ｈ
Ｅ

Ｒ
２

遺
伝

子
検

査
 

エ
 

局
所

進
行

又
は

転
移

が
認

め
ら

れ
た

標
準

的
な

治
療

が
困

難
な

固
形

癌
に

お
け

る
マ

イ
ク

ロ
サ

テ
ラ

イ

ト
不

安
定

性
検

査
 

(
３

)
 

「
１

」
の

「
イ

」
の

「
⑵

」
そ

の
他

の
も

の
と

は
、

次
に

掲
げ

る
遺

伝
子

検
査

の
こ

と
を

い
い

、
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
、

Ｓ
Ｓ

Ｃ
Ｐ

法
、

Ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｐ

法
等

に
よ

り
行

う
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

ア
 

肺
癌

に
お

け
る

Ｋ
－

ｒ
ａ

ｓ
遺

伝
子

検
査

 

イ
 

膵
癌

に
お

け
る

Ｋ
－

ｒ
ａ

ｓ
遺

伝
子

検
査

 

ウ
 

悪
性

骨
軟

部
組

織
腫

瘍
に

お
け

る
Ｅ

Ｗ
Ｓ

－
Ｆ

ｌ
ｉ

１
遺

伝
子

検
査

、
Ｔ

Ｌ
Ｓ

－
Ｃ

Ｈ
Ｏ

Ｐ
遺

伝
子

検

査
、

Ｓ
Ｙ

Ｔ
－

Ｓ
Ｓ

Ｘ
遺

伝
子

検
査

 

エ
 

消
化

管
間

葉
系

腫
瘍

に
お

け
る

ｃ
－

ｋ
ｉ

ｔ
遺

伝
子

検
査

 

オ
 

悪
性

黒
色

腫
に

お
け

る
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

生
検

に
係

る
遺

伝
子

検
査

 

カ
 

大
腸

癌
に

お
け

る
Ｅ

Ｇ
Ｆ

Ｒ
遺

伝
子

検
査

、
Ｋ

－
ｒ

ａ
ｓ

遺
伝

子
検

査
、

マ
イ

ク
ロ

サ
テ

ラ
イ

ト
不

安

定
性

検
査

（
リ

ン
チ

症
候

群
の

診
断

の
補

助
を

目
的

と
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

(
４

)
 
 
「

１
」

の
「

ロ
」

処
理

が
複

雑
な

も
の

と
は

、
次

に
掲

げ
る

遺
伝

子
検

査
の

こ
と

を
い

い
、

使
用

目
的

又
は

効
果

と
し

て
、

医
薬

品
の

適
応

を
判

定
す

る
た

め
の

補
助

等
に

用
い

る
も

の
と

し
て

薬
事

承
認

又
は

認
証

を
得

て
い

る
体

外
診

断
用

医
薬

品
又

は
医

療
機

器
を

用
い

て
、

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

等
に

よ
り

行
う

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

な
お

、
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

悪
性

黒
色

腫
に

お
け

る
Ｂ

Ｒ
Ａ

Ｆ
遺

伝
子

検
査

を
行

う
場

合
は

、
令

和
４

年

３
月

3
1
日

ま
で

の
間

に
限

り
、

「
１

」
の

「
イ

」
の

「
⑵

」
そ

の
他

の
も

の
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

 
-
 2
4
8
 -
 

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

ウ
 

慢
性

的
な

炎
症

性
腸

疾
患

（
潰

瘍
性

大
腸

炎
や

ク
ロ

ー
ン

病
等

）
の

診
断

補
助

又
は

潰
瘍

性
大

腸
炎

の

病
態

把
握

を
目

的
と

し
て

、
本

検
査

及
び

区
分

番
号

「
Ｄ

３
１

３
」

大
腸

内
視

鏡
検

査
を

同
一

月
中

に
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｄ
０

０
４

 
穿

刺
液

・
採

取
液

検
査

 

(
１

)
 

「
２

」
の

胃
液

又
は

十
二

指
腸

液
一

般
検

査
の

所
定

点
数

に
は

、
量

、
色

調
、

混
濁

、
粘

液
量

、
臭

気
、

酸
度

測
定

、
ペ

プ
シ

ン
及

び
乳

酸
定

量
、

ラ
ブ

酵
素

の
証

明
、

蛋
白

質
の

呈
色

反
応

（
ニ

ン
ヒ

ド
リ

ン
反

応
、

ビ
ウ

レ
ッ

ト
反

応
等

）
、

毒
物

、
潜

血
、

虫
卵

、
ウ

ロ
ビ

リ
ン

体
の

定
性

定
量

、
コ

レ
ス

テ
リ

ン
体

の
定

量
、

液
に

含
ま

れ
る

物
質

の
定

性
半

定
量

の
検

査
等

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

(
２

)
 

「
３

」
の

髄
液

一
般

検
査

の
所

定
点

数
に

は
、

外
見

、
比

重
、

ノ
ン

ネ
ア

ペ
ル

ト
、

パ
ン

デ
ィ

、
ワ

イ
ヒ

ブ
ロ

ー
ト

等
の

グ
ロ

ブ
リ

ン
反

応
、

ト
リ

プ
ト

フ
ァ

ン
反

応
、

細
胞

数
、

細
胞

の
種

類
判

定
及

び
蛋

白
、

グ

ル
コ

ー
ス

、
ビ

リ
ル

ビ
ン

、
ケ

ト
ン

体
等

の
定

性
半

定
量

の
検

査
等

が
含

ま
れ

る
。

 

(
３

)
 

「
４

」
の

精
液

一
般

検
査

の
所

定
点

数
に

は
、

精
液

の
量

、
顕

微
鏡

に
よ

る
精

子
の

数
、

奇
形

の
有

無
、

運
動

能
等

の
検

査
の

全
て

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

(
４

)
 

「
５

」
の

頸
管

粘
液

一
般

検
査

の
所

定
点

数
に

は
、

量
、

粘
稠

度
、

色
調

、
塗

抹
乾

燥
標

本
に

よ
る

顕
微

鏡
検

査
（

結
晶

、
細

菌
、

血
球

、
腟

上
皮

細
胞

等
）

等
の

費
用

が
含

ま
れ

る
。

 

(
５

)
 

「
６

」
の

顆
粒

球
エ

ラ
ス

タ
ー

ゼ
定

性
（

子
宮

頸
管

粘
液

）
は

、
フ

ロ
ー

ス
ル

ー
免

疫
測

定
法

（
赤

色
ラ

テ
ッ

ク
ス

着
色

法
）

に
よ

り
、

絨
毛

羊
膜

炎
の

診
断

の
た

め
に

妊
娠

満
2
2
週

以
上

満
3
7
週

未
満

の
妊

婦
で

切
迫

早
産

の
疑

い
が

あ
る

者
に

対
し

て
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
６

)
 

「
６

」
の

Ｉ
ｇ

Ｅ
定

性
（

涙
液

）
は

、
ア

レ
ル

ギ
ー

性
結

膜
炎

の
診

断
の

補
助

を
目

的
と

し
て

判
定

し
た

場
合

に
月

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
７

)
 

「
７

」
の

顆
粒

球
エ

ラ
ス

タ
ー

ゼ
（

子
宮

頸
管

粘
液

）
は

、
絨

毛
羊

膜
炎

の
診

断
の

た
め

に
妊

娠
満

2
2
週

以
上

満
3
7
週

未
満

の
妊

婦
で

切
迫

早
産

の
疑

い
が

あ
る

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
８

)
 

「
８

」
の

マ
イ

ク
ロ

バ
ブ

ル
テ

ス
ト

は
妊

娠
中

の
患

者
又

は
新

生
児

の
患

者
に

対
し

て
週

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
９

)
 
 
「

９
」

の
I
g
G
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
、

「
1
0
」

の
オ

リ
ゴ

ク
ロ

ー
ナ

ル
バ

ン
ド

及
び

「
1
1
」

の
ミ

エ
リ

ン
塩

基

性
蛋

白
（

M
B
P
）

（
髄

液
）

は
、

多
発

性
硬

化
症

の
診

断
の

目
的

で
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
1
0
)
 

「
1
2
」

の
タ

ウ
蛋

白
（

髄
液

）
は

、
ク

ロ
イ

ツ
フ

ェ
ル

ト
・

ヤ
コ

ブ
病

の
診

断
を

目
的

に
、

患
者

１
人

に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
1
1
)
 

「
1
3
」

の
リ

ン
酸

化
タ

ウ
蛋

白
（

髄
液

）
は

、
認

知
症

の
診

断
を

目
的

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

回
に

限

り
算

定
す

る
。

 

(
1
2
)
 
 
同

一
日

に
尿

、
穿

刺
液

・
採

取
液

及
び

血
液

を
検

体
と

し
て

生
化

学
的

検
査

(Ⅰ
)又

は
生

化
学

的
検

査
(Ⅱ

)に

掲
げ

る
検

査
項

目
に

つ
き

そ
れ

ぞ
れ

を
実

施
し

た
場

合
の

、
多

項
目

包
括

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
尿

、

穿
刺

液
・

採
取

液
及

び
血

液
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

算
出

し
た

項
目

数
に

よ
り

所
定

点
数

を
算

定
す

る
の

で

は
な

く
、

血
液

、
尿

、
穿

刺
液

・
採

取
液

そ
れ

ぞ
れ

に
係

る
項

目
数

を
合

算
し

た
項

目
数

に
よ

り
、

所
定

点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
同

一
日

に
行

う
２

回
目

以
降

の
血

液
採

取
に

よ
る

検
体

を
用

い
た

検
査

項
目

に

つ
い

て
は

、
当

該
項

目
数

に
合

算
せ

ず
、

所
定

点
数

を
別

途
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

０
４

－
２

 
 
悪

性
腫

瘍
組

織
検

査
 

(
１

)
 

「
１

」
の

悪
性

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
は

、
固

形
腫

瘍
の

腫
瘍

細
胞

を
検

体
と

し
、

悪
性

腫
瘍

の
詳

細
な

診
断

及
び

治
療

法
の

選
択

を
目

的
と

し
て

悪
性

腫
瘍

患
者

本
人

に
対

し
て

行
っ

た
、

(
２

)
か

ら
(
４

)
ま

で
に

掲
げ

（ ）（ ） 361360

２
－
⑶　
検　
査
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で
実

施
さ

れ
た

検
査

の
結

果
報

告
を

受
け

る
の

み
の

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

た
だ

し
、

委
託

契
約

等
に

基

づ
き

当
該

保
険

医
療

機
関

内
で

実
施

さ
れ

た
検

査
に

つ
い

て
、

そ
の

結
果

が
当

該
保

険
医

療
機

関
に

速
や

か

に
報

告
さ

れ
る

よ
う

な
場

合
は

、
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
３

」
の

末
梢

血
液

像
（

自
動

機
械

法
）

、
「

６
」

の
末

梢
血

液
像

（
鏡

検
法

）
及

び
「

1
4
」

の
骨

髄
像

の
検

査
に

つ
い

て
は

、
少

な
く

と
も

リ
ン

パ
球

、
単

球
、

好
中

球
、

好
酸

球
、

好
塩

基
球

の
５

分
類

以
上

の

同
定

・
比

率
計

算
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

同
一

検
体

に
つ

い
て

、
「

４
」

の
好

酸
球

数
及

び
「

３
」

の
末

梢
血

液
像

（
自

動
機

械
法

）
又

は
「

６
」

の
末

梢
血

液
像

（
鏡

検
法

）
を

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

検
査

の
所

定
点

数
の

み
を

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 
 
「

５
」

の
末

梢
血

液
一

般
検

査
は

、
赤

血
球

数
、

白
血

球
数

、
血

色
素

測
定

(
Ｈ

b
)
、

ヘ
マ

ト
ク

リ
ッ

ト

値
（

Ｈ
t
）

、
血

小
板

数
の

全
部

又
は

一
部

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

「
６

」
の

末
梢

血
液

像
（

鏡
検

法
）

及
び

「
1
4
」

の
骨

髄
像

の
検

査
に

当
た

っ
て

、
位

相
差

顕
微

鏡
又

は

蛍
光

顕
微

鏡
を

用
い

た
場

合
で

あ
っ

て
も

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

ま
た

、
末

梢
血

液
像

（
鏡

検
法

）

の
検

査
の

際
に

赤
血

球
直

径
の

測
定

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
６

)
 

「
６

」
の

「
注

」
及

び
「

1
4
」

の
「

注
」

に
い

う
特

殊
染

色
は

、
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

ア
 

オ
キ

シ
ダ

ー
ゼ

染
色

 

イ
 

ペ
ル

オ
キ

シ
ダ

ー
ゼ

染
色

 

ウ
 

ア
ル

カ
リ

ホ
ス

フ
ァ

タ
ー

ゼ
染

色
 

エ
 

パ
ス

染
色

 

オ
 

鉄
染

色
（

ジ
デ

ロ
ブ

ラ
ス

ト
検

索
を

含
む

。
）

 

カ
 

超
生

体
染

色
 

キ
 

脂
肪

染
色

 

ク
 

エ
ス

テ
ラ

ー
ゼ

染
色

 

(
７

)
 
 
「

８
」

の
赤

血
球

抵
抗

試
験

は
、

次
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

ア
 

シ
ュ

ガ
ー

ウ
ォ

ー
タ

ー
テ

ス
ト

 

イ
 

ハ
ム

テ
ス

ト
 

ウ
 

ク
ロ

ス
ビ

ー
テ

ス
ト

 

エ
 

パ
ル

パ
ー

ト
法

 

オ
 

サ
ン

フ
ォ

ー
ド

法
 

(
８

)
 

「
９

」
の

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

Ａ
１

Ｃ
 
(
Ｈ

b
Ａ

１
Ｃ
)
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

７
」

血
液

化
学

検
査

の
「

1
7
」

グ

リ
コ

ア
ル

ブ
ミ

ン
又

は
同

区
分

｢
2
1
｣
の

１
，

５
－

ア
ン

ヒ
ド

ロ
－

Ｄ
－

グ
ル

シ
ト

ー
ル

（
１

，
５

Ａ
Ｇ

）
の

う
ち

い
ず

れ
か

を
同

一
月

中
に

併
せ

て
２

回
以

上
実

施
し

た
場

合
は

、
月

１
回

に
限

り
主

た
る

も
の

の
み

算

定
す

る
。

た
だ

し
、

妊
娠

中
の

患
者

、
１

型
糖

尿
病

患
者

、
経

口
血

糖
降

下
薬

の
投

与
を

開
始

し
て

６
月

以

内
の

患
者

、
イ

ン
ス

リ
ン

治
療

を
開

始
し

て
６

月
以

内
の

患
者

等
に

つ
い

て
は

、
い

ず
れ

か
１

項
目

を
月

１

回
に

限
り

別
に

算
定

で
き

る
。

ま
た

、
ク

ロ
ザ

ピ
ン

を
投

与
中

の
患

者
に

つ
い

て
は

、
「

９
」

の
ヘ

モ
グ

ロ

ビ
ン

Ａ
１

Ｃ
 
(
Ｈ

b
Ａ

１
Ｃ
)
を

月
１

回
に

限
り

別
に

算
定

で
き

る
。

 

(
９

)
 

「
1
2
」

の
デ

オ
キ

シ
チ

ミ
ジ

ン
キ

ナ
ー

ゼ
（

Ｔ
Ｋ

）
活

性
は

、
造

血
器

腫
瘍

の
診

断
又

は
治

療
効

果
判

定

の
た

め
に

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
1
0
)
 
 
「

1
3
」

の
タ

ー
ミ

ナ
ル

デ
オ

キ
シ

ヌ
ク

レ
オ

チ
ジ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
ラ

ー
ゼ

（
Ｔ

d
Ｔ

）
は

、
白

血
病

又

は
悪

性
リ

ン
パ

腫
の

診
断

又
は

治
療

効
果

判
定

の
た

め
に

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
1
1
)
 
 
造

血
器

腫
瘍

細
胞

抗
原

検
査

 

 
-
 2
5
0
 -
 

ア
 

肺
癌

に
お

け
る

Ｂ
Ｒ

Ａ
Ｆ

遺
伝

子
検

査
 

イ
 

悪
性

黒
色

腫
に

お
け

る
Ｂ

Ｒ
Ａ

Ｆ
遺

伝
子

検
査

（
リ

ア
ル

タ
イ

ム
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
）

 

ウ
 

固
形

癌
に

お
け

る
Ｎ

Ｔ
Ｒ

Ｋ
融

合
遺

伝
子

検
査

 

(
５

)
 

患
者

か
ら

１
回

に
採

取
し

た
組

織
等

を
用

い
て

同
一

が
ん

種
に

対
し

て
「

１
」

の
「

イ
」

処
理

が
容

易
な

も
の

と
「

１
」

の
「

ロ
」

処
理

が
複

雑
な

も
の

を
実

施
し

た
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
６

)
 

「
１

」
の

悪
性

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
を

算
定

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
(
２

)
か

ら
(
４

)
ま

で
に

掲
げ

る
遺

伝
子

検
査

の
中

か
ら

該
当

す
る

も
の

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

「
１

」
の

悪
性

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

２
」

造
血

器
腫

瘍
遺

伝
子

検
査

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
６

」
免

疫
関

連
遺

伝
子

再
構

成
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

1
4
」

Ｆ
Ｌ

Ｔ
３

遺
伝

子
検

査

又
は

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

1
6
」

Ｊ
Ａ

Ｋ
２

遺
伝

子
検

査
の

う
ち

い
ず

れ
か

を
同

一
月

中
に

併
せ

て
行

っ

た
場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
８

)
 

肺
癌

に
お

い
て

、
「

１
」

の
「

イ
」

の
「

⑴
」

医
薬

品
の

適
応

判
定

の
補

助
等

に
用

い
る

も
の

の
う

ち
、

(
２

)
の

ア
に

規
定

す
る

肺
癌

に
お

け
る

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
（

「
１

」
の

「
イ

」
の

「
⑵

」
そ

の
他

の
も

の
に

よ
り

算
定

す
る

場
合

も
含

む
。

）
と

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

1
2
」

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
（

血
漿

）

を
同

一
月

中
に

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
９

)
 

肺
癌

に
お

い
て

、
「

１
」

の
「

イ
」

の
「

⑴
」

医
薬

品
の

適
応

判
定

の
補

助
等

に
用

い
る

も
の

の
う

ち
、

(
２

)
の

ア
に

規
定

す
る

肺
癌

に
お

け
る

Ａ
Ｌ

Ｋ
融

合
遺

伝
子

検
査

と
区

分
番

号
「

Ｎ
０

０
２

」
の

「
６

」
Ａ

Ｌ
Ｋ

融
合

タ
ン

パ
ク

又
は

区
分

番
号

「
Ｎ

０
０

５
－

２
」

Ａ
Ｌ

Ｋ
融

合
遺

伝
子

標
本

作
製

を
併

せ
て

行
っ

た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
0
)
 

乳
癌

に
お

い
て

、
「

１
」

の
「

イ
」

の
「

⑴
」

医
薬

品
の

適
応

判
定

の
補

助
等

に
用

い
る

も
の

の
う

ち
、

(
２

)
の

ウ
に

規
定

す
る

乳
癌

に
お

け
る

Ｈ
Ｅ

Ｒ
２

遺
伝

子
検

査
と

区
分

番
号

「
Ｎ

０
０

５
」

Ｈ
Ｅ

Ｒ
２

遺
伝

子
標

本
作

製
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
1
)
 

卵
巣

癌
に

お
い

て
、

「
１

」
の

「
ロ

」
処

理
が

複
雑

な
も

の
の

う
ち

、
(
４

)
の

ウ
に

規
定

す
る

固
形

癌
に

お
け

る
Ｎ

Ｔ
Ｒ

Ｋ
融

合
遺

伝
子

検
査

と
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
1
8
」

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

の

「
１

」
腫

瘍
細

胞
を

検
体

と
す

る
も

の
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
2
)
 

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

を
用

い
て

、
抗

悪
性

腫
瘍

剤
に

よ
る

治
療

法
の

選
択

を
目

的
と

し
て

特
定

の
遺

伝
子

の
変

異
の

評
価

を
行

う
際

に
、

包
括

的
な

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
を

併
せ

て
取

得
し

て
い

る
場

合
に

は
、

包
括

的
な

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
の

結
果

で
は

な
く

、
目

的
と

す
る

遺
伝

子
変

異
の

結
果

に
つ

い
て

の
み

患

者
に

提
供

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

目
的

以
外

の
遺

伝
子

の
変

異
に

係
る

検
査

結
果

に

つ
い

て
は

患
者

の
治

療
方

針
の

決
定

等
に

は
用

い
な

い
こ

と
。

 

(
1
3
)
 
 
「

２
」

の
抗

悪
性

腫
瘍

剤
感

受
性

検
査

は
、

手
術

等
に

よ
っ

て
採

取
さ

れ
た

消
化

器
癌

、
頭

頸
部

癌
、

乳

癌
、

肺
癌

、
癌

性
胸

膜
・

腹
膜

炎
、

子
宮

頸
癌

、
子

宮
体

癌
又

は
卵

巣
癌

の
組

織
を

検
体

と
し

、
Ｈ

Ｄ
Ｒ

Ａ

法
又

は
Ｃ

Ｄ
-
Ｄ

Ｓ
Ｔ

法
を

用
い

て
、

抗
悪

性
腫

瘍
剤

に
よ

る
治

療
法

の
選

択
を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
1
4
)
 
 
当

該
検

査
の

対
象

と
な

る
抗

悪
性

腫
瘍

剤
は

、
細

胞
毒

性
を

有
す

る
薬

剤
に

限
る

。
ま

た
、

当
該

検
査

に

係
る

薬
剤

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

Ｄ
０

０
５

 
血

液
形

態
・

機
能

検
査

 

(
１

)
 

「
１

」
の

赤
血

球
沈

降
速

度
（

Ｅ
Ｓ

Ｒ
）

は
当

該
検

査
の

対
象

患
者

の
診

療
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
内

で
実

施
し

た
場

合
に

の
み

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
委

託
契

約
等

に
基

づ
き

当
該

保
険

医
療

機
関

外

（ ）（ ） 361360

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
5
3
 -
 

イ
 

後
天

性
血

栓
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
と

診
断

さ
れ

た
患

者
又

は
そ

の
再

発
が

認
め

ら
れ

た
患

者
に

対

し
て

、
診

断
し

た
日

又
は

再
発

を
確

認
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
月

以
内

の
場

合
に

は
、

１
週

間
に

１
回

に
限

り
別

に
算

定
で

き
る

。
な

お
、

後
天

性
血

栓
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
と

診
断

し
た

日
付

又
は

そ
の

再
発

を
確

認
し

た
日

付
を

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｄ
０

０
６

－
２

 
造

血
器

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
 

(
１

)
 

造
血

器
腫

瘍
遺

伝
子

検
査

は
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

、
Ｌ

Ｃ
Ｒ

法
又

は
サ

ザ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
に

よ
り

行
い

、
月

１
回

を
限

度
と

し
て

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

４
－

２
」

悪
性

腫
瘍

組
織

検
査

の
「

１
」

悪
性

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

２
」

造
血

器
腫

瘍
遺

伝
子

検
査

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
６

」
免

疫
関

連
遺

伝
子

再
構

成
、

区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
1
4
」

Ｆ
Ｌ

Ｔ
３

遺
伝

子
検

査
又

は
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
1
6
」

Ｊ
Ａ

Ｋ
２

遺
伝

子

検
査

の
う

ち
い

ず
れ

か
を

同
一

月
中

に
併

せ
て

行
っ

た
場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

０
６

－
３

 
Ｍ

ａ
ｊ

ｏ
ｒ

 
Ｂ

Ｃ
Ｒ

－
Ａ

Ｂ
Ｌ

１
（

ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ

定
量

（
国

際
標

準
値

）
）

 

Ｍ
ａ

ｊ
ｏ

ｒ
 

Ｂ
Ｃ

Ｒ
－

Ａ
Ｂ

Ｌ
１

（
ｍ

Ｒ
Ｎ

Ａ
定

量
（

国
際

標
準

値
）

）
は

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
Ｒ

Ｔ
－

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

Ｄ
０

０
６

－
４

 
遺

伝
学

的
検

査
 

(
１

)
 

遺
伝

学
的

検
査

は
以

下
の

遺
伝

子
疾

患
が

疑
わ

れ
る

場
合

に
行

う
も

の
と

し
、

原
則

と
し

て
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
２

回
以

上
実

施
す

る
場

合
は

、
そ

の
医

療
上

の
必

要
性

に
つ

い

て
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
。

 

ア
 

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

、
Ｄ

Ｎ
Ａ

シ
ー

ケ
ン

ス
法

、
Ｆ

Ｉ
Ｓ

Ｈ
法

又
は

サ
ザ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

に
よ

る
場

合
に

算
定

で

き
る

も
の

 

①
 

デ
ュ

シ
ェ

ン
ヌ

型
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
、

ベ
ッ

カ
ー

型
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
及

び
家

族
性

ア
ミ

ロ
イ

ド
ー

シ
ス

 

②
 

福
山

型
先

天
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

及
び

脊
髄

性
筋

萎
縮

症
 

③
 

栄
養

障
害

型
表

皮
水

疱
症

及
び

先
天

性
Ｑ

Ｔ
延

長
症

候
群

 

イ
 

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

る
場

合
に

算
定

で
き

る
も

の
 

①
 

球
脊

髄
性

筋
萎

縮
症

 

②
 

ハ
ン

チ
ン

ト
ン

病
、

網
膜

芽
細

胞
腫

、
甲

状
腺

髄
様

癌
及

び
多

発
性

内
分

泌
腫

瘍
症

１
型

 

ウ
 

ア
、

イ
、

エ
及

び
オ

以
外

の
も

の
 

①
 

筋
強

直
性

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
及

び
先

天
性

難
聴

 

②
 

フ
ェ

ニ
ル

ケ
ト

ン
尿

症
、

ホ
モ

シ
ス

チ
ン

尿
症

、
シ

ト
ル

リ
ン

血
症

（
１

型
）

、
ア

ル
ギ

ノ
コ

ハ
ク

酸
血

症
、

イ
ソ

吉
草

酸
血

症
、

Ｈ
Ｍ

Ｇ
血

症
、

複
合

カ
ル

ボ
キ

シ
ラ

ー
ゼ

欠
損

症
、

グ
ル

タ
ル

酸
血

症

１
型

、
Ｍ

Ｃ
Ａ

Ｄ
欠

損
症

、
Ｖ

Ｌ
Ｃ

Ａ
Ｄ

欠
損

症
、

Ｃ
Ｐ

Ｔ
１

欠
損

症
、

隆
起

性
皮

膚
線

維
肉

腫
及

び

先
天

性
銅

代
謝

異
常

症
 

③
 

メ
ー

プ
ル

シ
ロ

ッ
プ

尿
症

、
メ

チ
ル

マ
ロ

ン
酸

血
症

、
プ

ロ
ピ

オ
ン

酸
血

症
、

メ
チ

ル
ク

ロ
ト

ニ
ル

グ
リ

シ
ン

尿
症

、
Ｍ

Ｔ
Ｐ

（
Ｌ

Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｄ

）
欠

損
症

、
色

素
性

乾
皮

症
、

ロ
イ

ス
デ

ィ
ー

ツ
症

候
群

及

び
家

族
性

大
動

脈
瘤

・
解

離
 

エ
 

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
検

査
が

行
わ

れ
る

場
合

に
算

定
で

き
る

も
の

 

①
 

ラ
イ

ソ
ゾ

ー
ム

病
（

ム
コ

多
糖

症
Ⅰ

型
、

ム
コ

多
糖

症
Ⅱ

型
、

ゴ
ー

シ
ェ

病
、

フ
ァ

ブ
リ

病
及

び
ポ

ン
ペ

病
を

含
む

。
）

及
び

脆
弱

Ｘ
症

候
群

 

 
-
 2
5
2
 -
 

ア
 

「
1
5
」

の
造

血
器

腫
瘍

細
胞

抗
原

検
査

は
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

を
用

い
て

蛍
光

抗
体

法
、

酵
素

抗
体

法
、

免
疫

ロ
ゼ

ッ
ト

法
等

に
よ

り
白

血
病

細
胞

又
は

悪
性

リ
ン

パ
腫

細
胞

の
表

面
抗

原
又

は
細

胞
内

抗
原

の
検

索
を

実
施

し
て

病
型

分
類

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

対
象

疾
病

は
白

血
病

、
悪

性
リ

ン
パ

腫
等

で
あ

る
。

 

ウ
 

検
査

に
用

い
ら

れ
る

モ
ノ

ク
ロ

ー
ナ

ル
抗

体
は

、
医

薬
品

と
し

て
承

認
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

検
査

に

当
た

っ
て

用
い

た
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

の
種

類
、

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

連
と

し
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

 
Ｄ

０
０

６
 

出
血

・
凝

固
検

査
 

(
１

)
 

出
血

時
間

測
定

時
の

耳
朶

採
血

料
は

、
「

１
」

の
出

血
時

間
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

(
２

)
 

「
８

」
の

血
小

板
凝

集
能

を
測

定
す

る
に

際
し

て
は

、
そ

の
過

程
で

血
小

板
数

を
測

定
す

る
こ

と
か

ら
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

５
」

血
液

形
態

・
機

能
検

査
の

「
５

」
末

梢
血

液
一

般
検

査
の

所
定

点
数

を
別

に
算

定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

「
1
3
」

の
凝

固
因

子
イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
定

性
（

ク
ロ

ス
ミ

キ
シ

ン
グ

試
験

）
は

、
原

因
不

明
の

プ
ロ

ト
ロ

ン

ビ
ン

時
間

延
長

又
は

活
性

化
部

分
ト

ロ
ン

ボ
プ

ラ
ス

チ
ン

時
間

延
長

が
み

ら
れ

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

 
（

４
）

 
「

1
9
」

の
Ｐ

Ｉ
Ｖ

Ｋ
Ａ

－
Ⅱ

は
、

出
血

・
凝

固
検

査
と

し
て

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
５

)
 

「
2
0
」

の
凝

固
因

子
イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
は

、
第

Ⅷ
因

子
又

は
第

Ⅸ
因

子
の

定
量

測
定

を
行

っ
た

場
合

に
、

そ

れ
ぞ

れ
の

測
定

１
回

に
つ

き
こ

の
項

で
算

定
す

る
。

 

(
６

)
 

「
2
1
」

の
v
o
n
 
W
i
l
l
e
b
r
a
n
d

因
子

（
Ｖ

Ｗ
Ｆ

）
抗

原
は

、
Ｓ

Ｒ
Ｉ

Ｄ
法

、
ロ

ケ
ッ

ト
免

疫
電

気
泳

動
法

等
に

よ
る

も
の

で
あ

る
。

 

(
７

)
 

「
2
9
」

の
ト

ロ
ン

ボ
モ

ジ
ュ

リ
ン

は
、

膠
原

病
の

診
断

若
し

く
は

経
過

観
察

又
は

Ｄ
Ｉ

Ｃ
若

し
く

は
そ

れ

に
引

き
続

い
て

起
こ

る
Ｍ

Ｏ
Ｆ

観
察

の
た

め
に

測
定

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
８

)
 
 
フ

ィ
ブ

リ
ン

モ
ノ

マ
ー

複
合

体
 

ア
 

「
3
1
」

の
フ

ィ
ブ

リ
ン

モ
ノ

マ
ー

複
合

体
は

、
Ｄ

Ｉ
Ｃ

、
静

脈
血

栓
症

又
は

肺
動

脈
血

栓
塞

栓
症

の
診

断
及

び
治

療
経

過
の

観
察

の
た

め
に

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

イ
 

「
2
7
」

の
ト

ロ
ン

ビ
ン

・
ア

ン
チ

ト
ロ

ン
ビ

ン
複

合
体

（
Ｔ

Ａ
Ｔ

）
、

「
2
8
」

の
プ

ロ
ト

ロ
ン

ビ
ン

フ

ラ
グ

メ
ン

ト
Ｆ

１
＋

２
及

び
「

3
1
」

の
フ

ィ
ブ

リ
ン

モ
ノ

マ
ー

複
合

体
の

う
ち

い
ず

れ
か

複
数

を
同

時
に

測
定

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
９

)
 

Ａ
Ｄ

Ａ
Ｍ

Ｔ
Ｓ

1
3
活

性
 

ア
 

「
3
5
」

の
Ａ

Ｄ
Ａ

Ｍ
Ｔ

Ｓ
1
3
活

性
は

、
他

に
原

因
を

認
め

な
い

血
小

板
減

少
を

示
す

患
者

に
対

し
て

、

血
栓

性
血

小
板

減
少

性
紫

斑
病

の
診

断
補

助
を

目
的

と
し

て
測

定
し

た
場

合
又

は
そ

の
再

発
を

疑
い

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

血
栓

性
血

小
板

減
少

性
紫

斑
病

と
診

断
さ

れ
た

患
者

又
は

そ
の

再
発

が
認

め
ら

れ
た

患
者

に
対

し
て

、

診
断

し
た

日
又

は
再

発
を

確
認

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
１

月
以

内
の

場
合

に
は

、
１

週
間

に
１

回
に

限
り

別
に

算
定

で
き

る
。

な
お

、
血

栓
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
と

診
断

し
た

日
付

又
は

そ
の

再
発

を
確

認
し

た
日

付
を

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

Ａ
Ｄ

Ａ
Ｍ

Ｔ
Ｓ

1
3
イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
 

ア
 

「
3
6
」

の
Ａ

Ｄ
Ａ

Ｍ
Ｔ

Ｓ
1
3
イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
は

、
Ａ

Ｄ
Ａ

Ｍ
Ｔ

Ｓ
1
3
活

性
の

著
減

を
示

す
患

者
に

対
し

て
、

血
栓

性
血

小
板

減
少

性
紫

斑
病

の
診

断
補

助
を

目
的

と
し

て
測

定
し

た
場

合
又

は
そ

の
再

発
を

疑
い

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

（ ）（ ） 363362

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
5
5
 -
 

「
医

療
に

お
け

る
遺

伝
学

的
検

査
･
診

断
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
平

成
2
3
年

２
月

）
を

遵
守

す
る

こ

と
。

 

(
３

)
 

(
１

)
の

エ
及

び
オ

に
掲

げ
る

遺
伝

子
疾

患
に

対
す

る
検

査
に

つ
い

て
は

、
(
２

)
に

掲
げ

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

及

び
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

加
え

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

(
１

)
の

オ
に

掲
げ

る
遺

伝
子

疾
患

に
対

す
る

検
査

を
実

施
す

る
場

合
に

は
、

臨
床

症
状

や
他

の
検

査
等

で

は
当

該
疾

患
の

診
断

が
つ

か
な

い
こ

と
及

び
そ

の
医

学
的

な
必

要
性

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載

す
る

。
 

(
５

)
 

「
１

」
の

「
処

理
が

容
易

な
も

の
」

と
は

、
(
１

)
の

ア
か

ら
オ

ま
で

の
①

に
掲

げ
る

遺
伝

子
疾

患
の

検
査

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
６

)
 

「
２

」
の

「
処

理
が

複
雑

な
も

の
」

と
は

、
(
１

)
の

ア
か

ら
オ

ま
で

の
②

に
掲

げ
る

遺
伝

子
疾

患
の

検
査

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
７

)
 

「
３

」
の

「
処

理
が

極
め

て
複

雑
な

も
の

」
と

は
、

(
１

)
の

ア
及

び
ウ

か
ら

オ
ま

で
の

③
に

掲
げ

る
遺

伝

子
疾

患
の

検
査

の
こ

と
を

い
う

。
 

Ｄ
０

０
６

－
５

 
染

色
体

検
査

 

(
１

)
 

染
色

体
検

査
の

所
定

点
数

に
は

、
フ

ィ
ル

ム
代

、
現

像
代

、
引

伸
印

画
作

製
代

を
含

む
。

 

(
２

)
 

染
色

体
検

査
の

「
注

」
の

分
染

法
加

算
に

つ
い

て
は

、
そ

の
種

類
、

方
法

に
か

か
わ

ら
ず

、
１

回
の

算
定

と
す

る
。

 

Ｄ
０

０
６

－
６

 
免

疫
関

連
遺

伝
子

再
構

成
 

(
１

)
 

免
疫

関
連

遺
伝

子
再

構
成

は
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

、
Ｌ

Ｃ
Ｒ

法
又

は
サ

ザ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
に

よ
り

、
悪

性
リ

ン
パ

腫
、

急
性

リ
ン

パ
性

白
血

病
又

は
慢

性
リ

ン
パ

性
白

血
病

の
診

断
の

目
的

で
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

、
６

月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

４
－

２
」

悪
性

腫
瘍

組
織

検
査

の
「

１
」

悪
性

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

２
」

造
血

器
腫

瘍
遺

伝
子

検
査

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
６

」
免

疫
関

連
遺

伝
子

再
構

成
、

区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
1
4
」

Ｆ
Ｌ

Ｔ
３

遺
伝

子
検

査
又

は
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
1
6
」

Ｊ
Ａ

Ｋ
２

遺
伝

子

検
査

の
う

ち
い

ず
れ

か
を

同
一

月
中

に
併

せ
て

行
っ

た
場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

０
６

－
７

 
Ｕ

Ｄ
Ｐ

グ
ル

ク
ロ

ン
酸

転
移

酵
素

遺
伝

子
多

型
 

Ｕ
Ｄ

Ｐ
グ

ル
ク

ロ
ン

酸
転

移
酵

素
遺

伝
子

多
型

は
、

塩
酸

イ
リ

ノ
テ

カ
ン

の
投

与
対

象
と

な
る

患
者

に
対

し
て

、

そ
の

投
与

量
等

を
判

断
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

イ
ン

ベ
ー

ダ
ー

法
又

は
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
り

測
定

を
行

っ
た

場

合
、

当
該

抗
悪

性
腫

瘍
剤

の
投

与
方

針
の

決
定

ま
で

の
間

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

０
６

－
８

 
サ

イ
ト

ケ
ラ

チ
ン

1
9
（

Ｋ
Ｒ

Ｔ
1
9
）

ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ

検
出

 

サ
イ

ト
ケ

ラ
チ

ン
1
9
（

Ｋ
Ｒ

Ｔ
1
9
）

ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ

検
出

は
、

視
触

診
等

に
よ

る
診

断
又

は
術

前
の

画
像

診
断

で
リ

ン
パ

節
転

移
陽

性
が

明
ら

か
で

な
い

乳
癌

、
胃

癌
、

大
腸

癌
又

は
非

小
細

胞
肺

癌
に

対
し

て
、

摘
出

さ
れ

た
乳

癌
、

胃
癌

、
大

腸
癌

又
は

非
小

細
胞

肺
癌

所
属

リ
ン

パ
節

中
の

サ
イ

ト
ケ

ラ
チ

ン
1
9
（

Ｋ
Ｒ

Ｔ
1
9
）

ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ

の
検

出

に
よ

る
リ

ン
パ

節
転

移
診

断
及

び
術

式
の

選
択

等
の

治
療

方
針

の
決

定
の

補
助

を
目

的
と

し
て

、
Ｏ

Ｓ
Ｎ

Ａ
(
O
n
e

-
S
t
e
p
 
N
u
c
l
e
i
c
 
A
c
i
d
 
A
m
p
l
i
f
i
c
a
t
i
o
n
)
法

に
よ

り
測

定
を

行
っ

た
場

合
に

、
一

連
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定

す
る

。
 

Ｄ
０

０
６

－
９

 
Ｗ

Ｔ
１

ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ

 

Ｗ
Ｔ

１
ｍ

Ｒ
Ｎ

Ａ
は

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
Ｒ

Ｔ
－

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

り
、

急
性

骨
髄

性
白

血
病

又
は

骨
髄

異
形

成
症

候
群

の
診

断
の

補
助

又
は

経
過

観
察

時
に

行
っ

た
場

合
に

月
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

 
-
 2
5
4
 -
 

②
 

プ
リ

オ
ン

病
、

ク
リ

オ
ピ

リ
ン

関
連

周
期

熱
症

候
群

、
神

経
フ

ェ
リ

チ
ン

症
、

先
天

性
大

脳
白

質
形

成
不

全
症

（
中

枢
神

経
白

質
形

成
異

常
症

を
含

む
。

）
、

環
状

 
2
0
番

染
色

体
症

候
群

、
Ｐ

Ｃ
Ｄ

Ｈ
 
1
9

関
連

症
候

群
、

低
ホ

ス
フ

ァ
タ

ー
ゼ

症
、

ウ
ィ

リ
ア

ム
ズ

症
候

群
、

ア
ペ

ー
ル

症
候

群
、

ロ
ス

ム
ン

ド

・
ト

ム
ソ

ン
症

候
群

、
プ

ラ
ダ

ー
・

ウ
ィ

リ
症

候
群

、
１

ｐ
3
6
欠

失
症

候
群

、
４

ｐ
欠

失
症

候
群

、
５

ｐ
欠

失
症

候
群

、
第

 
1
4

番
染

色
体

父
親

性
ダ

イ
ソ

ミ
ー

症
候

群
、

ア
ン

ジ
ェ

ル
マ

ン
症

候
群

、
ス

ミ

ス
・

マ
ギ

ニ
ス

症
候

群
、

2
2
ｑ

1
1
.
2
欠

失
症

候
群

、
エ

マ
ヌ

エ
ル

症
候

群
、

脆
弱

Ｘ
症

候
群

関
連

疾
患

、

ウ
ォ

ル
フ

ラ
ム

症
候

群
、

高
Ｉ

ｇ
Ｄ

症
候

群
、

化
膿

性
無

菌
性

関
節

炎
・

壊
疽

性
膿

皮
症

・
ア

ク
ネ

症

候
群

、
先

天
異

常
症

候
群

、
副

腎
皮

質
刺

激
ホ

ル
モ

ン
不

応
症

、
Ｄ

Ｙ
Ｔ

１
ジ

ス
ト

ニ
ア

、
Ｄ

Ｙ
Ｔ

６

ジ
ス

ト
ニ

ア
／

Ｐ
Ｔ

Ｄ
、

Ｄ
Ｙ

Ｔ
８

ジ
ス

ト
ニ

ア
／

Ｐ
Ｎ

Ｋ
Ｄ

１
、

Ｄ
Ｙ

Ｔ
1
1
ジ

ス
ト

ニ
ア

／
Ｍ

Ｄ
Ｓ

、

Ｄ
Ｙ

Ｔ
1
2
／

Ｒ
Ｄ

Ｐ
／

Ａ
Ｈ

Ｃ
／

Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｏ

Ｓ
及

び
パ

ン
ト

テ
ン

酸
キ

ナ
ー

ゼ
関

連
神

経
変

性
症

／
Ｎ

Ｂ
Ｉ

Ａ
１

 

③
 

神
経

有
棘

赤
血

球
症

、
先

天
性

筋
無

力
症

候
群

、
原

発
性

免
疫

不
全

症
候

群
、

ペ
リ

ー
症

候
群

、
ク

ル
ー

ゾ
ン

症
候

群
、

フ
ァ

イ
フ

ァ
ー

症
候

群
、

ア
ン

ト
レ

ー
・

ビ
ク

ス
ラ

ー
症

候
群

、
タ

ン
ジ

ー
ル

病
、

先
天

性
赤

血
球

形
成

異
常

性
貧

血
、

若
年

発
症

型
両

側
性

感
音

難
聴

、
尿

素
サ

イ
ク

ル
異

常
症

、
マ

ル

フ
ァ

ン
症

候
群

、
血

管
型

エ
ー

ラ
ス

ダ
ン

ロ
ス

症
候

群
、

遺
伝

性
自

己
炎

症
疾

患
及

び
エ

プ
ス

タ
イ

ン

症
候

群
 

オ
 

臨
床

症
状

や
他

の
検

査
等

で
は

診
断

が
つ

か
な

い
場

合
に

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

検
査

が
行

わ
れ

る
場

合
に

算
定

で
き

る
も

の
 

①
 

Ｔ
Ｎ

Ｆ
受

容
体

関
連

周
期

性
症

候
群

、
中

條
－

西
村

症
候

群
及

び
家

族
性

地
中

海
熱

 

②
 

ソ
ト

ス
症

候
群

、
Ｃ

Ｐ
Ｔ

２
欠

損
症

、
Ｃ

Ａ
Ｃ

Ｔ
欠

損
症

、
Ｏ

Ｃ
Ｔ

Ｎ
－

２
異

常
症

、
シ

ト
リ

ン
欠

損
症

、
非

ケ
ト

ー
シ

ス
型

高
グ

リ
シ

ン
血

症
、

β
－

ケ
ト

チ
オ

ラ
ー

ゼ
欠

損
症

、
メ

チ
ル

グ
ル

タ
コ

ン

酸
血

症
、

グ
ル

タ
ル

酸
血

症
２

型
、

先
天

性
副

腎
低

形
成

症
、

Ａ
Ｔ

Ｒ
－

Ｘ
症

候
群

、
ハ

ッ
チ

ン
ソ

ン

・
ギ

ル
フ

ォ
ー

ド
症

候
群

、
軟

骨
無

形
成

症
、

ウ
ン

フ
ェ

ル
リ

ヒ
ト

・
ル

ン
ド

ボ
ル

グ
病

、
ラ

フ
ォ

ラ

病
、

セ
ピ

ア
プ

テ
リ

ン
還

元
酵

素
欠

損
症

、
芳

香
族

Ｌ
－

ア
ミ

ノ
酸

脱
炭

酸
酵

素
欠

損
症

、
オ

ス
ラ

ー

病
、

Ｃ
Ｆ

Ｃ
症

候
群

、
コ

ス
テ

ロ
症

候
群

、
チ

ャ
ー

ジ
症

候
群

、
リ

ジ
ン

尿
性

蛋
白

不
耐

症
、

副
腎

白

質
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

、
ブ

ラ
ウ

症
候

群
、

瀬
川

病
、

鰓
耳

腎
症

候
群

、
ヤ

ン
グ

・
シ

ン
プ

ソ
ン

症
候

群
、

先
天

性
腎

性
尿

崩
症

、
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

依
存

性
く

る
病

／
骨

軟
化

症
、

ネ
イ

ル
パ

テ
ラ

症
候

群
（

爪
膝

蓋

症
候

群
）

／
Ｌ

Ｍ
Ｘ

１
Ｂ

関
連

腎
症

、
グ

ル
コ

ー
ス

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

１
欠

損
症

、
甲

状
腺

ホ
ル

モ

ン
不

応
症

、
ウ

ィ
ー

バ
ー

症
候

群
、

コ
フ

ィ
ン

・
ロ

ー
リ

ー
症

候
群

、
モ

ワ
ッ

ト
・

ウ
ィ

ル
ソ

ン
症

候

群
、

肝
型

糖
原

病
（

糖
原

病
Ⅰ

型
、

Ⅲ
型

、
Ⅵ

型
、

Ⅸ
a
型

、
Ⅸ

b
型

、
Ⅸ

c
型

、
Ⅳ

型
）

、
筋

型
糖

原

病
（

糖
原

病
Ⅲ

型
、

Ⅳ
型

、
Ⅸ

d
型

）
、

先
天

性
プ

ロ
テ

イ
ン

Ｃ
欠

乏
症

、
先

天
性

プ
ロ

テ
イ

ン
Ｓ

欠

乏
症

及
び

先
天

性
ア

ン
チ

ト
ロ

ン
ビ

ン
欠

乏
症

 

③
 

ド
ラ

ベ
症

候
群

、
コ

フ
ィ

ン
・

シ
リ

ス
症

候
群

、
歌

舞
伎

症
候

群
、

肺
胞

蛋
白

症
（

自
己

免
疫

性
又

は
先

天
性

）
、

ヌ
ー

ナ
ン

症
候

群
、

骨
形

成
不

全
症

、
脊

髄
小

脳
変

性
症

（
多

系
統

萎
縮

症
を

除
く

）
、

古
典

型
エ

ー
ラ

ス
・

ダ
ン

ロ
ス

症
候

群
、

非
典

型
溶

血
性

尿
毒

症
症

候
群

、
ア

ル
ポ

ー
ト

症
候

群
、

フ

ァ
ン

コ
ニ

貧
血

、
遺

伝
性

鉄
芽

球
性

貧
血

、
ア

ラ
ジ

ー
ル

症
候

群
及

び
ル

ビ
ン

シ
ュ

タ
イ

ン
・

テ
イ

ビ

症
候

群
 

(
２

)
 

検
査

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

個
人

情
報

保
護

委
員

会
・

厚
生

労
働

省
「

医
療

・
介

護
関

係
事

業
者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
扱

い
の

た
め

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

」
（

平
成

2
9

年
４

月
）

及
び

関
係

学
会

に
よ

る

（ ）（ ） 363362

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
5
7
 -
 

に
、

初
発

時
と

再
発

時
に

そ
れ

ぞ
れ

２
回

を
限

度
と

し
て

算
定

で
き

る
。

 

Ｄ
０

０
６

－
1
4
 

Ｆ
Ｌ

Ｔ
３

遺
伝

子
検

査
 

(
１

)
 

Ｆ
Ｌ

Ｔ
３

遺
伝

子
検

査
は

、
再

発
又

は
難

治
性

の
急

性
骨

髄
性

白
血

病
（

急
性

前
骨

髄
性

白
血

病
を

除

く
。

）
の

骨
髄

液
又

は
末

梢
血

を
検

体
と

し
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

及
び

キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

電
気

泳
動

法
に

よ
り

、
抗

悪

性
腫

瘍
剤

に
よ

る
治

療
法

の
選

択
を

目
的

と
し

て
、

Ｆ
Ｌ

Ｔ
３

遺
伝

子
の

縦
列

重
複

（
Ｉ

Ｔ
Ｄ

）
変

異
及

び

チ
ロ

シ
ン

キ
ナ

ー
ゼ

（
Ｔ

Ｋ
Ｄ

）
変

異
の

評
価

を
行

っ
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す

る
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

４
－

２
」

悪
性

腫
瘍

組
織

検
査

の
「

１
」

悪
性

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

２
」

造
血

器
腫

瘍
遺

伝
子

検
査

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
６

」
免

疫
関

連
遺

伝
子

再
構

成
又

は

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

1
6
」

Ｊ
Ａ

Ｋ
２

遺
伝

子
検

査
の

う
ち

い
ず

れ
か

を
同

一
月

中
に

併
せ

て
行

っ
た

場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

０
６

－
1
5
 

膀
胱

が
ん

関
連

遺
伝

子
検

査
 

(
１

)
 

膀
胱

が
ん

関
連

遺
伝

子
検

査
は

、
膀

胱
が

ん
の

患
者

で
あ

っ
て

、
上

皮
内

癌
（

Ｃ
Ｉ

Ｓ
）

と
診

断
さ

れ
、

過
去

に
区

分
番

号
「

Ｋ
８

０
３

」
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
の

「
６

」
経

尿
道

的
手

術
を

行
っ

た
者

に
対

し
て

、

Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｈ

法
に

よ
り

、
再

発
の

診
断

の
補

助
を

目
的

と
し

て
実

施
し

た
場

合
に

、
経

尿
道

的
手

術
後

２
年

以

内
に

限
り

、
２

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

同
時

に
膀

胱
鏡

に
よ

り
、

膀
胱

が
ん

再
発

の
所

見

が
認

め
ら

れ
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
限

る
。

 

(
２

)
 

本
検

査
を

実
施

し
た

場
合

に
は

、
上

皮
内

癌
（

Ｃ
Ｉ

Ｓ
）

と
診

断
さ

れ
た

病
理

所
見

、
区

分
番

号
「

Ｋ
８

０
３

」
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
の

「
６

」
経

尿
道

的
手

術
の

実
施

日
及

び
本

検
査

を
過

去
に

算
定

し
て

い
る

場

合
に

は
そ

の
算

定
日

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
。

 

(
３

)
 

本
検

査
と

同
時

に
区

分
番

号
「

Ｎ
０

０
４

」
細

胞
診

（
１

部
位

に
つ

き
）

の
「

２
」

穿
刺

吸
引

細
胞

診
、

体
腔

洗
浄

等
に

よ
る

も
の

を
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｄ
０

０
６

－
1
6
 

Ｊ
Ａ

Ｋ
２

遺
伝

子
検

査
 

(
１

)
 

Ｊ
Ａ

Ｋ
２

遺
伝

子
検

査
は

、
骨

髄
液

又
は

末
梢

血
を

検
体

と
し

、
ア

レ
ル

特
異

的
定

量
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
り

、

真
性

赤
血

球
増

加
症

、
本

態
性

血
小

板
血

症
及

び
原

発
性

骨
髄

線
維

症
の

診
断

補
助

を
目

的
と

し
て

、
Ｊ

Ａ

Ｋ
２

Ｖ
６

１
７

Ｆ
遺

伝
子

変
異

割
合

を
測

定
し

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

４
－

２
」

悪
性

腫
瘍

組
織

検
査

の
「

１
」

悪
性

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

２
」

造
血

器
腫

瘍
遺

伝
子

検
査

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
６

」
免

疫
関

連
遺

伝
子

再
構

成
又

は

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

1
4
」

Ｆ
Ｌ

Ｔ
３

遺
伝

子
検

査
の

う
ち

い
ず

れ
か

を
同

一
月

中
に

併
せ

て
行

っ
た

場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

０
６

－
1
7
 

Ｎ
ｕ

ｄ
ｉ

ｘ
 

ｈ
ｙ

ｄ
ｒ

ｏ
ｌ

ａ
ｓ

ｅ
 

1
5
（

Ｎ
Ｕ

Ｄ
Ｔ

1
5
）

遺
伝

子
多

型
 

Ｎ
Ｕ

Ｄ
Ｔ

1
5
遺

伝
子

多
型

は
、

難
治

性
の

炎
症

性
腸

疾
患

、
急

性
リ

ン
パ

性
白

血
病

及
び

治
療

抵
抗

性
の

リ
ウ

マ
チ

性
疾

患
（

全
身

性
血

管
炎

（
顕

微
鏡

的
多

発
血

管
炎

、
多

発
血

管
炎

性
肉

芽
腫

症
、

結
節

性
多

発
動

脈
炎

、

好
酸

球
性

多
発

血
管

炎
性

肉
芽

腫
症

、
高

安
動

脈
炎

等
)
、

全
身

性
エ

リ
テ

マ
ト

ー
デ

ス
（

Ｓ
Ｌ

Ｅ
）

、
多

発
性

筋
炎

、
皮

膚
筋

炎
、

強
皮

症
、

混
合

性
結

合
組

織
病

及
び

難
治

性
リ

ウ
マ

チ
性

疾
患

）
、

自
己

免
疫

性
肝

炎
の

患

者
で

あ
っ

て
、

チ
オ

プ
リ

ン
製

剤
の

投
与

対
象

と
な

る
患

者
に

対
し

て
、

そ
の

投
与

の
可

否
、

投
与

量
等

を
判

断

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
り

測
定

を
行

っ
た

場
合

に
、

当
該

薬
剤

の
投

与
を

開

始
す

る
ま

で
の

間
に

１
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

Ｄ
０

０
６

－
1
8
 

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

 

(
１

)
 

「
１

」
腫

瘍
細

胞
を

検
体

と
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
初

発
の

進
行

卵
巣

癌
患

者
の

腫
瘍

細
胞

を
検

体
と

 
-
 2
5
6
 -
 

Ｄ
０

０
６

－
1
0
 

Ｃ
Ｃ

Ｒ
４

タ
ン

パ
ク

（
フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ト
リ

ー
法

）
 

Ｃ
Ｃ

Ｒ
４

タ
ン

パ
ク

（
フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ト
リ

ー
法

）
及

び
区

分
番

号
「

Ｎ
０

０
２

」
免

疫
染

色
（

免
疫

抗
体

法
）

病
理

組
織

標
本

作
製

の
「

５
」

Ｃ
Ｃ

Ｒ
４

タ
ン

パ
ク

を
同

一
の

目
的

で
行

っ
た

場
合

に
は

、
原

則
と

し
て

い

ず
れ

か
一

方
の

み
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
医

学
的

な
必

要
性

が
あ

る
場

合
に

は
、

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
で

あ

っ
て

も
、

い
ず

れ
の

点
数

も
算

定
で

き
る

。
な

お
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ

の
理

由
及

び
医

学
的

な
必

要
性

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｄ
０

０
６

－
1
1
 

Ｆ
Ｉ

Ｐ
１

Ｌ
１

－
Ｐ

Ｄ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

α
融

合
遺

伝
子

検
査

 

(
１

)
 

Ｆ
Ｉ

Ｐ
１

Ｌ
１

－
Ｐ

Ｄ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

α
融

合
遺

伝
子

検
査

は
、

二
次

性
好

酸
球

増
加

症
を

除
外

し
た

上
で

、
慢

性
好

酸
球

性
白

血
病

又
は

好
酸

球
増

多
症

候
群

と
診

断
し

た
患

者
に

お
い

て
、

治
療

方
針

の
決

定
を

目
的

と

し
て

Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｈ

法
に

よ
り

行
っ

た
場

合
に

、
原

則
と

し
て

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
臨

床
症

状

・
検

査
所

見
等

の
変

化
を

踏
ま

え
、

治
療

法
を

選
択

す
る

必
要

が
あ

り
、

本
検

査
を

再
度

実
施

し
た

場
合

に

も
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

Ｆ
Ｉ

Ｐ
１

Ｌ
１

－
Ｐ

Ｄ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

α
融

合
遺

伝
子

検
査

を
算

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

本
検

査
を

必
要

と
判

断
し

た
理

由
又

は
本

検
査

を
再

度
実

施
し

た
場

合
に

は
そ

の
理

由
を

診
療

録
及

び
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｄ
０

０
６

－
1
2
 

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
（

血
漿

）
 

(
１

)
 

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
（

血
漿

）
は

、
血

漿
を

用
い

て
リ

ア
ル

タ
イ

ム
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
り

行
っ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

肺
癌

の
詳

細
な

診
断

及
び

治
療

法
を

選
択

す
る

場
合

、
又

は
肺

癌
の

再
発

や
増

悪
に

よ
り

、
Ｅ

Ｇ
Ｆ

Ｒ
遺

伝
子

変
異

の
２

次
的

遺
伝

子
変

異
等

が
疑

わ
れ

、
再

度
治

療
法

を
選

択
す

る
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

、

診
断

及
び

治
療

法
を

選
択

す
る

場
合

に
は

１
回

、
再

度
治

療
法

を
選

択
す

る
場

合
に

は
２

回
に

限
り

算
定

で

き
る

。
た

だ
し

、
本

検
査

の
実

施
は

、
医

学
的

な
理

由
に

よ
り

、
肺

癌
の

組
織

を
検

体
と

し
て

、
区

分
番

号

「
Ｄ

０
０

４
－

２
」

悪
性

腫
瘍

組
織

検
査

の
「

１
」

悪
性

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
の

「
イ

」
処

理
が

容
易

な
も

の

の
「

⑴
」

医
薬

品
の

適
応

判
定

の
補

助
等

に
用

い
る

も
の

の
う

ち
、

肺
癌

に
お

け
る

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査

を
行

う
こ

と
が

困
難

な
場

合
に

限
る

。
 

(
３

)
 

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
（

血
漿

）
を

実
施

し
た

場
合

に
は

、
肺

癌
の

組
織

を
検

体
と

し
た

検
査

が
実

施
困

難
で

あ
る

医
学

的
な

理
由

を
診

療
録

及
び

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
（

血
漿

）
と

、
肺

癌
の

組
織

を
検

体
と

し
た

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

４
－

２
」

悪
性

腫
瘍

組
織

検
査

の
「

１
」

悪
性

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
の

「
イ

」
処

理
が

容
易

な
も

の
の

「
⑴

」
医

薬
品

の
適

応

判
定

の
補

助
等

に
用

い
る

も
の

の
う

ち
、

肺
癌

に
お

け
る

Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

遺
伝

子
検

査
（

「
１

」
悪

性
腫

瘍
遺

伝

子
検

査
の

「
イ

」
処

理
が

容
易

な
も

の
の

「
⑵

」
そ

の
他

の
も

の
に

よ
り

算
定

す
る

場
合

も
含

む
。

）
を

同

一
月

中
に

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｄ
０

０
６

－
1
3
 

骨
髄

微
小

残
存

病
変

量
測

定
 

(
１

)
 

骨
髄

微
小

残
存

病
変

量
測

定
は

、
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
り

、
急

性
リ

ン
パ

性
白

血
病

の
診

断
補

助
又

は
経

過
観

察
を

目
的

に
行

っ
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

遺
伝

子
再

構
成

の
同

定
に

用
い

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
急

性
リ

ン
パ

性
白

血
病

と
診

断
さ

れ
た

患
者

又
は

再
発

が
認

め
ら

れ
た

患
者

に
対

し
て

、
遺

伝
子

再
構

成
の

同
定

及
び

当
該

遺
伝

子
の

プ
ラ

イ
マ

ー

作
成

を
行

っ
た

場
合

に
、

そ
れ

ぞ
れ

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
３

)
 

「
２

」
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
用

い
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

「
１

」
の

遺
伝

子
再

構
成

に
用

い
る

も
の

を
行

っ
た

患
者

に
対

し
て

、
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
り

急
性

リ
ン

パ
性

白
血

病
の

経
過

観
察

を
目

的
と

し
て

行
っ

た
場

合

（ ）（ ） 365364

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
5
9
 -
 

(
８

)
 

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
の

開
催

に
係

る
費

用
は

、
「

２
」

結
果

説
明

時
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

(
９

)
 

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
の

開
催

に
際

し
て

は
、

以
下

の
点

を
遵

守
す

る
こ

と
。

 

①
 

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
は

、
「

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
中

核
拠

点
病

院
等

の
整

備
に

つ
い

て
」

（
令

和
元

年

７
月

1
9
日

一
部

改
正

健
発

0
7
1
9
第

３
号

）
に

基
づ

き
、

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
中

核
拠

点
病

院
及

び
が

ん
ゲ

ノ

ム
医

療
拠

点
病

院
と

し
て

指
定

を
受

け
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
開

催
す

る
こ

と
。

 

②
 

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
の

構
成

員
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
イ

)
 

構
成

員
の

中
に

、
が

ん
薬

物
療

法
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
及

び
技

能
を

有
す

る
診

療
領

域
の

異

な
る

常
勤

の
医

師
が

、
複

数
名

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
ロ

)
 

構
成

員
の

中
に

、
遺

伝
医

学
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
及

び
技

能
を

有
す

る
医

師
が

、
１

名
以

上

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
ハ

)
 

構
成

員
の

中
に

、
遺

伝
医

学
に

関
す

る
専

門
的

な
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

技
術

を
有

す
る

者
が

、

１
名

以
上

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
ニ

)
 

構
成

員
の

中
に

、
病

理
学

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

及
び

技
能

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

、
複

数

名
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
ホ

)
 

構
成

員
の

中
に

、
分

子
遺

伝
学

及
び

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
に

関
す

る
十

分
な

知
識

を
有

す
る

者
が

、

１
名

以
上

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
へ

)
 

自
施

設
内

で
検

査
を

行
う

場
合

は
、

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

に
関

す
る

十
分

な
知

識
を

有

す
る

者
が

、
１

名
以

上
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
ト

)
 

小
児

が
ん

症
例

を
検

討
す

る
場

合
に

は
、

小
児

が
ん

に
専

門
的

な
知

識
を

有
す

る
医

師
が

１
名

以

上
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
チ

)
 

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
に

お
い

て
検

討
を

行
う

対
象

患
者

の
主

治
医

又
は

当
該

主
治

医
に

代
わ

る

医
師

は
、

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
に

参
加

す
る

こ
と

。
 

③
 

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
の

構
成

員
に

つ
い

て
は

、
②

の
(
イ

)
か

ら
(
チ

)
に

該
当

す
る

者
が

い
ず

れ
も

１

名
以

上
出

席
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

や
む

を
得

な
い

場
合

は
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

画
像

を
介

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

可
能

な
情

報
通

信
機

器
を

用
い

て
参

加
す

る
こ

と
で

出
席

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

④
 

Ｃ
－

Ｃ
Ａ

Ｔ
へ

の
デ

ー
タ

の
提

出
の

同
意

を
得

た
患

者
に

つ
い

て
検

討
す

る
際

に
は

、
Ｃ

－
Ｃ

Ａ
Ｔ

が

作
成

し
た

当
該

患
者

に
係

る
調

査
結

果
を

用
い

て
エ

キ
ス

パ
ー

ト
パ

ネ
ル

を
開

催
す

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

「
２

」
結

果
説

明
時

に
つ

い
て

は
、

抗
悪

性
腫

瘍
剤

に
よ

る
治

療
法

の
選

択
を

目
的

と
し

て
、

特
定

の
遺

伝
子

の
変

異
の

評
価

を
行

っ
た

際
に

併
せ

て
取

得
し

て
い

る
包

括
的

な
ゲ

ノ
ム

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

の
結

果
を

標

準
治

療
の

終
了

後
に

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
で

の
検

討
を

経
た

上
で

患
者

に
提

供
し

、
治

療
方

針
等

に
つ

い

て
文

書
を

用
い

て
患

者
に

説
明

す
る

場
合

に
も

算
定

で
き

る
。

な
お

、
こ

の
場

合
に

は
(
２

)
か

ら
(
９

)
ま

で

を
満

た
す

こ
と

。
 

(
1
1
)
 

「
１

」
検

体
提

出
時

と
「

２
」

結
果

説
明

時
は

一
連

で
あ

る
た

め
、

「
１

」
検

体
提

出
時

に
つ

い
て

は
区

分
番

号
「

Ｄ
０

２
６

」
の

検
体

検
査

判
断

料
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
０

２
７

」
の

基
本

的
検

体
検

査
判

断
料

は

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
０

０
６

－
2
0
 

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
遺

伝
子

検
査

 

(
１

)
 

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
遺

伝
子

検
査

は
、

角
膜

混
濁

等
の

前
眼

部
病

変
を

有
す

る
患

者
で

あ
っ

て
、

臨
床

症
状

、
検

査
所

見
、

家
族

歴
等

か
ら

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
と

診
断

又
は

疑
わ

れ
る

者
に

対
し

て
、

治
療

方

針
の

決
定

を
目

的
と

し
て

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
本

検
査

を
実

施
し

た
場

合
に

は
、

そ
の

医
学

的
な

必

要
性

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

 
-
 2
5
8
 -
 

し
、

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

に
よ

り
、

抗
悪

性
腫

瘍
剤

に
よ

る
治

療
法

の
選

択
を

目
的

と
し

て
、

Ｂ
Ｒ

Ｃ

Ａ
１

遺
伝

子
及

び
Ｂ

Ｒ
Ｃ

Ａ
２

遺
伝

子
の

変
異

の
評

価
を

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
２

」
血

液
を

検
体

と
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
転

移
性

若
し

く
は

再
発

乳
癌

患
者

、
初

発
の

進
行

卵
巣

癌
患

者
又

は
遺

伝
性

乳
癌

卵
巣

癌
症

候
群

が
疑

わ
れ

る
乳

癌
若

し
く

は
卵

巣
癌

患
者

の
血

液
を

検
体

と
し

、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

等
に

よ
り

、
抗

悪
性

腫
瘍

剤
に

よ
る

治
療

法
の

選
択

又
は

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
の

診
断

を

目
的

と
し

て
、

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
遺

伝
子

及
び

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

２
遺

伝
子

の
変

異
の

評
価

を
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定

す
る

。
 

(
３

)
 

「
２

」
血

液
を

検
体

と
す

る
も

の
に

つ
い

て
、

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
の

診
断

を
目

的
と

し
て

当
該

検
査

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

厚
生

労
働

省
が

ん
対

策
推

進
総

合
研

究
事

業
研

究
班

作
成

の
「

遺
伝

性

乳
癌

卵
巣

癌
症

候
群

（
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
）

診
療

の
手

引
き

２
０

１
７

年
版

」
を

参
照

す
る

こ
と

。
な

お
、

そ
の

医

療
上

の
必

要
性

に
つ

い
て

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｄ
０

０
６

－
1
9
 

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
 

(
１

)
 

「
１

」
検

体
提

出
時

に
つ

い
て

は
、

固
形

腫
瘍

の
腫

瘍
細

胞
を

検
体

と
し

、
1
0
0

以
上

の
が

ん
関

連
遺

伝

子
の

変
異

等
を

検
出

す
る

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
に

用
い

る
医

療
機

器
等

と
し

て
薬

事
承

認

又
は

認
証

を
得

て
い

る
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

シ
ン

グ
を

用
い

て
、

包
括

的
な

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
の

取
得

を

行
う

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

「
２

」
結

果
説

明
時

に
つ

い
て

は
、

「
１

」
検

体
提

出
時

で
得

た
包

括
的

な
ゲ

ノ
ム

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

の
結

果
に

つ
い

て
、

当
該

検
査

結
果

を
医

学
的

に
解

釈
す

る
た

め
の

多
職

種
（

が
ん

薬
物

療
法

に
関

す
る

専
門

的

な
知

識
及

び
技

能
を

有
す

る
医

師
、

遺
伝

医
学

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

及
び

技
能

を
有

す
る

医
師

、
遺

伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
技

術
を

有
す

る
者

等
）

に
よ

る
検

討
会

（
エ

キ
ス

パ
ー

ト
パ

ネ
ル

）
で

の
検

討
を

経
た

上

で
患

者
に

提
供

し
、

治
療

方
針

等
に

つ
い

て
文

書
を

用
い

て
患

者
に

説
明

す
る

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
３

)
 

標
準

治
療

が
な

い
固

形
が

ん
患

者
又

は
局

所
進

行
若

し
く

は
転

移
が

認
め

ら
れ

標
準

治
療

が
終

了
と

な
っ

た
固

形
が

ん
患

者
（

終
了

が
見

込
ま

れ
る

者
を

含
む

。
）

で
あ

っ
て

、
関

連
学

会
の

化
学

療
法

に
関

す
る

ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

に
基

づ
き

、
全

身
状

態
及

び
臓

器
機

能
等

か
ら

、
当

該
検

査
施

行
後

に
化

学
療

法
の

適
応

と

な
る

可
能

性
が

高
い

と
主

治
医

が
判

断
し

た
者

に
対

し
て

実
施

す
る

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
４

)
 

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
の

解
析

に
よ

り
得

ら
れ

た
遺

伝
子

の
シ

ー
ク

エ
ン

ス
デ

ー
タ

（
Ｆ

Ａ
Ｓ

Ｔ
Ｑ

又
は

Ｂ
Ａ

Ｍ
）

、
解

析
デ

ー
タ

（
Ｖ

Ｃ
Ｆ

又
は

Ｘ
Ｍ

Ｌ
）

及
び

臨
床

情
報

等
を

、
患

者
の

同
意

に
基

づ
き

、

医
療

機
関

又
は

検
査

会
社

等
か

ら
が

ん
ゲ

ノ
ム

情
報

管
理

セ
ン

タ
ー

（
Ｃ

－
Ｃ

Ａ
Ｔ

）
に

提
出

す
る

こ
と

。

こ
の

際
、

患
者

に
対

し
て

書
面

を
用

い
て

説
明

し
、

同
意

の
有

無
に

つ
い

て
診

療
録

及
び

管
理

簿
等

に
記

載

す
る

こ
と

。
ま

た
、

当
該

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

に
関

し
て

も
同

様
に

説
明

し
、

及
び

同
意

の
有

無
に

つ
い

て

管
理

簿
等

に
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
こ

れ
ら

の
手

続
き

に
当

た
っ

て
は

、
個

人
情

報
の

保
護

に
係

る
諸

法

令
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

Ｃ
－

Ｃ
Ａ

Ｔ
へ

の
デ

ー
タ

提
出

又
は

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

に
係

る
同

意
が

得
ら

れ
な

い
場

合
で

あ
っ

て
も

、

当
該

検
査

を
実

施
し

、
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ
の

際
に

は
同

意
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
旨

を
診

療
録

及

び
管

理
簿

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

医
療

関
係

団
体

が
定

め
る

「
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

手
順

書
」

を
遵

守
し

、
患

者
か

ら
の

同
意

取
得

に
つ

い
て

適
切

な
手

続
き

を
確

保
す

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

臨
床

情
報

等
の

提
出

に
当

た
っ

て
は

、
医

療
関

連
団

体
が

定
め

る
「

が
ん

ゲ
ノ

ム
情

報
レ

ポ
ジ

ト
リ

ー
臨

床
情

報
収

集
項

目
一

覧
表

」
に

則
っ

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 365364

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
6
1
 -
 

測
定

し
た

場
合

、
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
又

は
酵

素
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
に

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
1
4
)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

５
」

血
液

形
態

・
機

能
検

査
の

「
９

」
の

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

Ａ
１

ｃ
（

Ｈ
ｂ

Ａ
１

ｃ
）

、

本
区

分
「

1
7
」

の
グ

リ
コ

ア
ル

ブ
ミ

ン
又

は
「

2
1
」

の
1
,
5
－

ア
ン

ヒ
ド

ロ
－

Ｄ
－

グ
ル

シ
ト

ー
ル

（
1
,
5
Ａ

Ｇ
）

の
う

ち
い

ず
れ

か
を

同
一

月
中

に
合

わ
せ

て
２

回
以

上
実

施
し

た
場

合
は

、
月

１
回

に
限

り
主

た
る

も

の
の

み
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

妊
娠

中
の

患
者

、
１

型
糖

尿
病

患
者

、
経

口
血

糖
降

下
薬

の
投

与
を

開
始

し

て
６

月
以

内
の

患
者

、
イ

ン
ス

リ
ン

治
療

を
開

始
し

て
６

月
以

内
の

患
者

等
に

つ
い

て
は

、
い

ず
れ

か
１

項

目
を

月
１

回
に

限
り

別
に

算
定

で
き

る
。

 

(
1
5
)
 
 
肝

胆
道

疾
患

の
診

断
の

目
的

で
尿

中
硫

酸
抱

合
型

胆
汁

酸
測

定
を

酵
素

法
に

よ
り

実
施

し
た

場
合

は
、

「
1
8
」

の
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

分
画

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
「

1
3
」

の
胆

汁
酸

を
同

時
に

測
定

し
た

場
合

に
は

、
い

ず
れ

か
一

方
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

 

(
1
6
)
 

「
2
3
」

の
Ｌ

Ｄ
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
１

型
は

酵
素

学
的

阻
害

法
に

よ
る

。
 

(
1
7
)
 

総
カ

ル
ニ

チ
ン

及
び

遊
離

カ
ル

ニ
チ

ン
 

ア
 

「
2
3
」

の
総

カ
ル

ニ
チ

ン
及

び
遊

離
カ

ル
ニ

チ
ン

は
、

関
係

学
会

の
定

め
る

診
療

に
関

す
る

指
針

を
遵

守
し

、
酵

素
サ

イ
ク

リ
ン

グ
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

イ
 

本
検

査
を

先
天

性
代

謝
異

常
症

の
診

断
補

助
又

は
経

過
観

察
の

た
め

に
実

施
す

る
場

合
は

、
月

に
１

回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

ウ
 

静
脈

栄
養

管
理

若
し

く
は

経
腸

栄
養

管
理

を
長

期
に

受
け

て
い

る
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
、

筋
萎

縮
性

側

索
硬

化
症

若
し

く
は

小
児

の
患

者
、

人
工

乳
若

し
く

は
特

殊
治

療
用

ミ
ル

ク
を

使
用

し
て

い
る

小
児

患
者

、

バ
ル

プ
ロ

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

製
剤

投
与

中
の

患
者

、
Ｆ

ａ
ｎ

ｃ
ｏ

ｎ
ｉ

症
候

群
の

患
者

又
は

慢
性

維
持

透
析

の
患

者
に

お
け

る
カ

ル
ニ

チ
ン

欠
乏

症
の

診
断

補
助

若
し

く
は

経
過

観
察

の
た

め
に

、
本

検
査

を
実

施
す

る
場

合
は

、
６

月
に

１
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 
 

エ
 

同
一

検
体

に
つ

い
て

、
本

検
査

と
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
０

」
特

殊
分

析
の

「
８

」
先

天
性

代
謝

異
常

症

検
査

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
8
)
 

「
2
4
」

の
Ａ

Ｌ
Ｐ

ア
イ

ソ
ザ

イ
ム

及
び

骨
型

ア
ル

カ
リ

ホ
ス

フ
ァ

タ
ー

ゼ
（

Ｂ
Ａ

Ｐ
）

は
、

ア
ガ

ロ
ー

ス

電
気

泳
動

法
に

よ
っ

て
、

一
連

の
検

査
に

よ
っ

て
同

時
に

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
ま

た
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

８
」

内
分

泌
学

的
検

査
の

「
2
7
」

の
骨

型
ア

ル
カ

リ
ホ

ス
フ

ァ
タ

ー
ゼ

（
Ｂ

Ａ
Ｐ

）
と

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

い
ず

れ
か

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
1
9
)
 

「
2
5
」

の
リ

ポ
蛋

白
（

ａ
）

は
、

３
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

(
2
0
)
 
 
「

2
6
」

の
ヘ

パ
リ

ン
の

血
中

濃
度

測
定

に
お

い
て

は
、

同
一

の
患

者
に

つ
き

１
月

以
内

に
当

該
検

査
を

２

回
以

上
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

は
、

算
定

は
１

回
と

し
、

１
回

目
の

測
定

を
行

っ
た

と
き

に
算

定
す

る
。

 

(
2
1
)
 

「
2
8
」

の
Ｋ

Ｌ
－

６
、

「
3
4
」

の
肺

サ
ー

フ
ァ

ク
タ

ン
ト

蛋
白

―
Ａ

（
Ｓ

Ｐ
－

Ａ
）

及
び

「
3
5
」

の
肺

サ

ー
フ

ァ
ク

タ
ン

ト
蛋

白
-
Ｄ

（
Ｓ

Ｐ
－

Ｄ
）

の
う

ち
い

ず
れ

か
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
Ｋ

Ｌ
－

６
は

、
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
、

Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ｉ

Ａ
法

又
は

ラ
テ

ッ
ク

ス
凝

集
比

濁
法

に
よ

り
、

肺

サ
ー

フ
ァ

ク
タ

ン
ト

蛋
白

-
Ａ

（
Ｓ

Ｐ
－

Ａ
）

及
び

肺
サ

ー
フ

ァ
ク

タ
ン

ト
蛋

白
-
Ｄ

（
Ｓ

Ｐ
－

Ｄ
）

は
、

Ｅ

Ｉ
Ａ

法
に

よ
る

。
 

(
2
2
)
 
 
「

2
9
」

の
心

筋
ト

ロ
ポ

ニ
ン

Ｉ
と

「
2
9
」

の
心

筋
ト

ロ
ポ

ニ
ン

Ｔ
（

Ｔ
ｎ

Ｔ
）

定
性

・
定

量
を

同
一

月
に

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
2
3
)
 

2
5
－

ヒ
ド

ロ
キ

シ
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

 

ア
 

「
3
0
」

の
2
5
－

ヒ
ド

ロ
キ

シ
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

は
、

原
発

性
骨

粗
鬆

症
の

患
者

に
対

し
て

、
Ｅ

Ｃ
Ｌ

Ｉ
Ａ

法
、

Ｃ
Ｌ

Ｉ
Ａ

法
又

は
Ｃ

Ｌ
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
に

よ
り

測
定

し
た

場
合

は
、

骨
粗

鬆
症

の
薬

剤
治

療
方

針
の

選
択

時
に

 
-
 2
6
0
 -
 

(
２

)
 

検
査

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

個
人

情
報

保
護

委
員

会
・

厚
生

労
働

省
「

医
療

・
介

護
関

係
事

業
者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
扱

い
の

た
め

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

」
（

平
成

2
9
 
年

４
月

）
及

び
関

係
学

会
に

よ
る

「
医

療
に

お
け

る
遺

伝
学

的
検

査
･
診

断
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
平

成
2
3
 
年

２
月

）
を

遵
守

す
る

こ

と
。

 

Ｄ
０

０
６

－
2
1
 

血
液

粘
弾

性
検

査
（

一
連

に
つ

き
）

 

(
１

)
 

血
液

粘
弾

性
検

査
は

、
開

心
術

（
人

工
心

肺
を

用
い

た
も

の
に

限
る

。
）

を
行

う
患

者
に

対
し

て
、

血
液

製
剤

等
の

投
与

の
必

要
性

の
判

断
又

は
血

液
製

剤
等

の
投

与
後

の
評

価
を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

術
前

、
術

中
又

は
術

後
に

実
施

し
た

場
合

に
、

そ
れ

ぞ
れ

１
回

ず
つ

算
定

で
き

る
。

な
お

、
所

期
の

目
的

を
達

す
る

た
め

に
複

数
回

実
施

し
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

一
連

と
し

て
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

検
査

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

日
本

心
臓

血
管

麻
酔

学
会

の
定

め
る

指
針

を
遵

守
し

、
適

切
な

輸
血

管
理

を
行

う
こ

と
。

 

Ｄ
０

０
７

 
血

液
化

学
検

査
 

(
１

)
 

「
１

」
の

ナ
ト

リ
ウ

ム
及

び
ク

ロ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
両

方
を

測
定

し
た

場
合

も
、

い
ず

れ
か

一
方

の
み

を
測

定
し

た
場

合
も

、
同

一
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
１

」
の

カ
ル

シ
ウ

ム
及

び
「

７
」

の
イ

オ
ン

化
カ

ル
シ

ウ
ム

を
同

時
に

測
定

し
た

場
合

に
は

、
い

ず
れ

か
一

方
に

つ
い

て
の

み
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

 
 

 
 
(
３

)
 

「
１

」
の

総
鉄

結
合

能
（

Ｔ
Ｉ

Ｂ
Ｃ

）
（

比
色

法
）

と
不

飽
和

鉄
結

合
能

（
Ｕ

Ｉ
Ｂ

Ｃ
）

（
比

色
法

）
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同

時
に

実
施

し
た

場
合

は
、

「
１

」
の

不
飽

和
鉄

結
合

能
（

Ｕ
Ｉ

Ｂ
Ｃ

）
（

比
色

法
）

又
は

総
鉄

結
合

能
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

Ｔ
Ｉ

Ｂ
Ｃ

）
（

比
色

法
）

の
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

「
１

」
の

ク
レ

ア
チ

ニ
ン

に
つ

い
て

、
ヤ

ッ
フ

ェ
法

を
用

い
て

実
施

し
た

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
５

)
 

「
３

」
の

Ｈ
Ｄ

Ｌ
―

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

「
３

」
の

総
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

及
び

「
４

」
の

Ｌ
Ｄ

Ｌ
―

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
を

併
せ

て
測

定
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

２
つ

の
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
６

)
 

「
３

」
の

無
機

リ
ン

及
び

リ
ン

酸
に

つ
い

て
は

、
両

方
を

測
定

し
た

場
合

も
、

い
ず

れ
か

一
方

の
み

を
測

定
し

た
場

合
も

、
同

一
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
７

)
 
 
「

４
」

の
蛋

白
分

画
、

「
１

」
の

総
蛋

白
及

び
ア

ル
ブ

ミ
ン

（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

改
良

法
・

Ｂ
Ｃ

Ｇ
法

）
を

併
せ

て

測
定

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
２

つ
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
８

)
 
 
「

８
」

の
マ

ン
ガ

ン
（

Ｍ
ｎ

）
は

、
１

月
以

上
（

胆
汁

排
泄

能
の

低
下

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
２

週

間
以

上
）

高
カ

ロ
リ

ー
静

脈
栄

養
法

が
行

わ
れ

て
い

る
患

者
に

対
し

て
、

３
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

(
９

)
 
 
「

９
」

の
ケ

ト
ン

体
及

び
「

1
9
」

の
ケ

ト
ン

体
分

画
の

検
査

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

ケ
ト

ン
体

分

画
の

所
定

点
数

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
0
)
 

「
1
0
」

の
ア

ポ
リ

ポ
蛋

白
は

、
Ａ

Ⅰ
、

Ａ
Ⅱ

、
Ｂ

、
Ｃ

Ⅱ
、

Ｃ
Ⅲ

及
び

Ｅ
の

う
ち

、
測

定
し

た
項

目
数

に

応
じ

て
、

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
1
1
)
 
 
「

1
3
」

の
有

機
モ

ノ
カ

ル
ボ

ン
酸

に
つ

い
て

は
、

グ
ル

タ
チ

オ
ン

、
乳

酸
、

ピ
ル

ビ
ン

酸
及

び
α

－
ケ

ト

グ
ル

タ
ー

ル
酸

の
各

物
質

の
測

定
を

行
っ

た
場

合
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

測
定

ご
と

に
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
1
2
)
 
 
同

一
検

体
に

つ
い

て
「

1
4
」

の
重

炭
酸

塩
及

び
「

3
6
」

の
血

液
ガ

ス
分

析
の

検
査

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合

は
、

血
液

ガ
ス

分
析

の
所

定
点

数
の

み
算

定
す

る
。

 

(
1
3
)
 
 
「

1
7
」

の
グ

リ
コ

ア
ル

ブ
ミ

ン
は

、
Ｈ

Ｐ
Ｌ

Ｃ
（

２
カ

ラ
ム

）
、

Ｈ
Ｐ

Ｌ
Ｃ

（
１

カ
ラ

ム
）

－
発

色
法

、

ア
フ

ィ
ニ

テ
ィ

ー
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

・
免

疫
比

濁
法

に
よ

る
グ

リ
コ

ア
ル

ブ
ミ

ン
測

定
装

置
を

用
い

て

（ ）（ ） 367366

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
6
3
 -
 

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

新
生

児
で

あ
る

患
者

に
対

し
て

、
生

後
２

週
間

以
内

に
経

過
観

察
を

行
う

場
合

に
算

定

す
る

。
 

(
3
2
)
 

「
3
8
」

の
セ

レ
ン

は
、

長
期

静
脈

栄
養

管
理

若
し

く
は

長
期

成
分

栄
養

剤
を

用
い

た
経

腸
栄

養
管

理
を

受

け
て

い
る

患
者

、
人

工
乳

若
し

く
は

特
殊

治
療

用
ミ

ル
ク

を
使

用
し

て
い

る
小

児
患

者
又

は
重

症
心

身
障

害

児
（

者
）

に
対

し
て

、
診

察
及

び
他

の
検

査
の

結
果

か
ら

セ
レ

ン
欠

乏
症

が
疑

わ
れ

る
場

合
の

診
断

及
び

診

断
後

の
経

過
観

察
を

目
的

と
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
3
3
)
 

「
4
2
」

の
Ａ

Ｌ
Ｐ

ア
イ

ソ
ザ

イ
ム

（
Ｐ

Ａ
Ｇ

電
気

泳
動

法
）

、
「

2
4
」

の
Ａ

Ｌ
Ｐ

ア
イ

ソ
ザ

イ
ム

及
び

骨

型
ア

ル
カ

リ
ホ

ス
フ

ァ
タ

ー
ゼ

（
Ｂ

Ａ
Ｐ

）
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
８

」
内

分
泌

学
的

検
査

の
「

2
7
」

の

骨
型

ア
ル

カ
リ

ホ
ス

フ
ァ

タ
ー

ゼ
（

Ｂ
Ａ

Ｐ
）

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
3
4
)
 
 
腟

分
泌

液
中

イ
ン

ス
リ

ン
様

成
長

因
子

結
合

蛋
白

１
型

（
Ｉ

Ｇ
Ｆ

Ｂ
Ｐ

－
１

）
定

性
 

ア
 

「
4
2
」

の
腟

分
泌

液
中

イ
ン

ス
リ

ン
様

成
長

因
子

結
合

蛋
白

１
型

（
Ｉ

Ｇ
Ｆ

Ｂ
Ｐ

－
１

）
定

性
は

、
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

に
よ

り
、

破
水

の
診

断
の

た
め

に
妊

娠
満

2
2
週

以
上

満
3
7
週

未
満

の
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

イ
 

「
4
2
」

の
腟

分
泌

液
中

イ
ン

ス
リ

ン
様

成
長

因
子

結
合

蛋
白

１
型

（
Ｉ

Ｇ
Ｆ

Ｂ
Ｐ

－
１

）
定

性
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
５

」
血

漿
蛋

白
免

疫
学

的
検

査
の

「
2
2
」

癌
胎

児
性

フ
ィ

ブ
ロ

ネ
ク

チ
ン

定
性

（
頸

管

腟
分

泌
液

）
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
3
5
)
 

「
4
3
」

の
心

室
筋

ミ
オ

シ
ン

軽
鎖

Ｉ
は

、
同

一
の

患
者

に
つ

き
同

一
日

に
当

該
検

査
を

２
回

以
上

行
っ

た

場
合

は
、

１
回

の
み

算
定

す
る

。
 

(
3
6
)
 
 
「

4
3
」

の
ヒ

ア
ル

ロ
ン

酸
は

、
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
 
バ

イ
ン

デ
ィ

ン
グ

 
プ

ロ
テ

イ
ン

 
ア

ッ
セ

イ
法

、
１

２
５
I

に
よ

る
競

合
法

を
用

い
た

バ
イ

ン
デ

ィ
ン

グ
 
プ

ロ
テ

イ
ン

 
ア

ッ
セ

イ
法

、
Ｌ

Ａ
法

（
測

定
機

器
を

用
い

る

も
の

）
又

は
Ｌ

Ｂ
Ａ

法
に

よ
る

。
た

だ
し

、
本

検
査

は
慢

性
肝

炎
の

患
者

に
対

し
て

、
慢

性
肝

炎
の

経
過

観

察
及

び
肝

生
検

の
適

応
の

確
認

を
行

う
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
3
7
)
 

「
4
3
」

の
レ

ム
ナ

ン
ト

様
リ

ポ
蛋

白
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

（
Ｒ

Ｌ
Ｐ

－
Ｃ

）
は

免
疫

吸
着

法
－

酵
素

法
又

は

酵
素

法
に

よ
り

実
施

し
、

３
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

(
3
8
)
 

「
4
4
」

の
ア

セ
ト

ア
ミ

ノ
フ

ェ
ン

は
、

同
一

の
患

者
に

つ
き

１
月

以
内

に
２

回
以

上
行

っ
た

場
合

は
、

第

１
回

目
の

測
定

を
行

っ
た

と
き

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
3
9
)
 

「
4
6
」

の
マ

ロ
ン

ジ
ア

ル
デ

ヒ
ド

修
飾

Ｌ
Ｄ

Ｌ
（

Ｍ
Ｄ

Ａ
－

Ｌ
Ｄ

Ｌ
）

は
、

冠
動

脈
疾

患
既

往
歴

の
あ

る

糖
尿

病
患

者
で

、
冠

動
脈

疾
患

発
症

に
関

す
る

予
後

予
測

の
補

助
の

目
的

で
測

定
す

る
場

合
に

３
月

に
１

回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
糖

尿
病

患
者

の
経

皮
的

冠
動

脈
形

成
術

治
療

時
に

、
治

療
後

の
再

狭
窄

に

関
す

る
予

後
予

測
の

目
的

で
測

定
す

る
場

合
、

上
記

と
別

に
術

前
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
4
0
)
 

Ｍ
ａ

ｃ
－

２
結

合
蛋

白
糖

鎖
修

飾
異

性
体

 

ア
 

「
4
6
」

の
Ｍ

ａ
ｃ

－
２

結
合

蛋
白

糖
鎖

修
飾

異
性

体
は

、
２

ス
テ

ッ
プ

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

法
を

用
い

た
化

学
発

光
酵

素
免

疫
測

定
法

に
よ

り
、

慢
性

肝
炎

又
は

肝
硬

変
の

患
者

（
疑

わ
れ

る
患

者
を

含
む

。
）

に
対

し
て

、
肝

臓
の

線
維

化
進

展
の

診
断

補
助

を
目

的
に

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

イ
 

本
検

査
と

「
3
7
」

の
プ

ロ
コ

ラ
ー

ゲ
ン

－
Ⅲ

－
ペ

プ
チ

ド
（

Ｐ
－

Ⅲ
－

Ｐ
）

、
「

3
6
」

の
Ⅳ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

、
「

3
9
」

の
Ⅳ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

・
７

Ｓ
又

は
「

4
3
」

の
ヒ

ア
ル

ロ
ン

酸
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

 
 

(
4
1
)
 

オ
ー

ト
タ

キ
シ

ン
 

ア
 

「
4
6
」

の
オ

ー
ト

タ
キ

シ
ン

は
、

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

法
を

用
い

た
蛍

光
酵

素
免

疫
測

定
法

に
よ

り
、

慢
性

肝
炎

又
は

肝
硬

変
の

患
者

（
疑

わ
れ

る
患

者
を

含
む

。
）

に
対

し
て

、
肝

臓
の

線
維

化
進

展
の

診
断

補
助

 
-
 2
6
2
 -
 

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
な

お
、

本
検

査
を

実
施

す
る

場
合

は
関

連
学

会
が

定
め

る
実

施
方

針
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

イ
 

「
3
0
」

の
2
5
－

ヒ
ド

ロ
キ

シ
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

は
、

ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
欠

乏
性

く
る

病
若

し
く

は
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

欠

乏
性

骨
軟

化
症

の
診

断
時

又
は

そ
れ

ら
の

疾
患

に
対

す
る

治
療

中
に

Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ｉ

Ａ
法

、
Ｃ

Ｌ
Ｉ

Ａ
法

又
は

Ｃ
Ｌ

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
は

、
診

断
時

に
お

い
て

は
１

回
を

限
度

と
し

、
そ

の
後

は
３

月
に

１
回

を
限

度
と

し
て

算
定

で
き

る
。

 

(
2
4
)
 

「
3
1
」

の
ペ

ン
ト

シ
ジ

ン
は

、
「

１
」

の
尿

素
窒

素
又

は
「

１
」

の
ク

レ
ア

チ
ニ

ン
に

よ
り

腎
機

能
低

下

（
糖

尿
病

性
腎

症
に

よ
る

も
の

を
除

く
。

）
が

疑
わ

れ
た

場
合

に
、

３
月

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

た

だ
し

、
「

3
1
」

の
シ

ス
タ

チ
ン

Ｃ
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
2
5
)
 
 
シ

ス
タ

チ
ン

Ｃ
 

ア
 

「
3
1
」

の
シ

ス
タ

チ
ン

Ｃ
は

、
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
、

ラ
テ

ッ
ク

ス
凝

集
比

濁
法

、
金

コ
ロ

イ
ド

凝
集

法
又

は
ネ

フ
ェ

ロ
メ

ト
リ

ー
法

に
よ

り
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

シ
ス

タ
チ

ン
Ｃ

は
、

「
１

」
の

尿
素

窒
素

又
は

「
１

」
の

ク
レ

ア
チ

ニ
ン

に
よ

り
腎

機
能

低
下

が
疑

わ

れ
た

場
合

に
、

３
月

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

「
3
1
」

の
ペ

ン
ト

シ
ジ

ン
を

併
せ

て
実

施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
2
6
)
 

「
3
2
」

の
イ

ヌ
リ

ン
は

、
「

１
」

の
尿

素
窒

素
又

は
「

１
」

の
ク

レ
ア

チ
ニ

ン
に

よ
り

腎
機

能
低

下
が

疑

わ
れ

た
場

合
に

、
６

月
に

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
「

１
」

の
ク

レ
ア

チ
ニ

ン
（

腎
ク

リ
ア

ラ

ン
ス

測
定

の
目

的
で

行
い

、
血

清
及

び
尿

を
同

時
に

測
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
2
7
)
 

「
3
6
」

の
血

液
ガ

ス
分

析
の

所
定

点
数

に
は

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

、
カ

リ
ウ

ム
、

ク
ロ

ー
ル

、
ｐ

Ｈ
、

Ｐ
Ｏ

２
、

Ｐ
Ｃ

Ｏ
２
及

び
Ｈ

Ｃ
Ｏ

３
－
の

各
測

定
を

含
む

も
の

で
あ

り
、

測
定

項
目

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

な
お

、
同

時
に

行
っ

た
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
に

つ
い

て
は

算
定

し
な

い
。

 

(
2
8
)
 

「
3
6
」

の
血

液
ガ

ス
分

析
は

当
該

検
査

の
対

象
患

者
の

診
療

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

内
で

実
施

し

た
場

合
に

の
み

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
委

託
契

約
等

に
基

づ
き

当
該

保
険

医
療

機
関

外
で

実
施

さ
れ

た

検
査

の
結

果
報

告
を

受
け

る
の

み
の

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

た
だ

し
、

委
託

契
約

等
に

基
づ

き
当

該
保

険

医
療

機
関

内
で

実
施

さ
れ

た
検

査
に

つ
い

て
、

そ
の

結
果

が
当

該
保

険
医

療
機

関
に

速
や

か
に

報
告

さ
れ

る

よ
う

な
場

合
は

、
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

な
お

、
在

宅
酸

素
療

法
を

実
施

し
て

い
る

入
院

施
設

を
有

し
な

い
診

療
所

が
、

緊
急

時
に

必
要

、
か

つ
、

密
接

な
連

携
を

取
り

得
る

入
院

施
設

を
有

す
る

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

血
液

ガ
ス

分
析

を
行

う
場

合

で
あ

っ
て

、
採

血
後

、
速

や
か

に
検

査
を

実
施

し
、

検
査

結
果

が
速

や
か

に
当

該
診

療
所

に
報

告
さ

れ
た

場

合
に

あ
っ

て
は

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

(
2
9
)
 

「
3
6
」

の
Ⅳ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

又
は

「
3
9
」

の
Ⅳ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

・
７

Ｓ
は

、
「

3
7
」

の
プ

ロ
コ

ラ
ー

ゲ
ン

－
Ⅲ

－
ペ

プ
チ

ド
（

Ｐ
－

Ⅲ
－

Ｐ
）

又
は

「
4
6
」

の
Ｍ

ａ
ｃ

－
２

結
合

蛋
白

糖
鎖

修
飾

異
性

体
と

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
3
0
)
 

「
3
6
」

の
心

臓
由

来
脂

肪
酸

結
合

蛋
白

（
Ｈ

－
Ｆ

Ａ
Ｂ

Ｐ
）

定
性

及
び

定
量

は
、

Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｓ

Ａ
法

、
免

疫

ク
ロ

マ
ト

法
、

ラ
テ

ッ
ク

ス
免

疫
比

濁
法

又
は

ラ
テ

ッ
ク

ス
凝

集
法

に
よ

り
、

急
性

心
筋

梗
塞

の
診

断
を

目

的
に

用
い

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

た
だ

し
、

心
臓

由
来

脂
肪

酸
結

合
蛋

白
（

Ｈ
－

Ｆ
Ａ

Ｂ
Ｐ

）
定

性
又

は
定

量
と

「
3
6
」

の
ミ

オ
グ

ロ
ビ

ン

定
性

又
は

定
量

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
3
1
)
 
 
「

3
6
」

の
ア

ル
ブ

ミ
ン

非
結

合
型

ビ
リ

ル
ビ

ン
は

、
診

察
及

び
他

の
検

査
の

結
果

か
ら

、
核

黄
疸

に
進

展

（ ）（ ） 367366

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
6
5
 -
 

り
、

入
院

後
初

回
の

検
査

以
外

の
検

査
に

お
い

て
1
0
項

目
以

上
と

な
っ

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
当

該
加

算
は

算
定

で
き

な
い

。
ま

た
、

基
本

的
検

体
検

査
実

施
料

を
算

定
し

て
い

る
場

合
に

あ
っ

て
も

、
当

該
加

算
は

算

定
で

き
な

い
。

 

 
Ｄ

０
０

８
 

内
分

泌
学

的
検

査
 

(
１

)
 

各
種

ホ
ル

モ
ン

の
日

内
変

動
検

査
は

、
内

分
泌

学
的

検
査

の
該

当
す

る
項

目
の

測
定

回
数

に
よ

り
算

定
す

る
が

、
そ

の
回

数
に

つ
い

て
は

妥
当

適
切

な
範

囲
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

ヒ
ト

絨
毛

性
ゴ

ナ
ド

ト
ロ

ピ
ン

（
Ｈ

Ｃ
Ｇ

）
定

性
及

び
「

1
9
」

の
ヒ

ト
絨

毛
性

ゴ
ナ

ド
ト

ロ
ピ

ン
-
β

サ
ブ

ユ
ニ

ッ
ト

（
Ｈ

Ｃ
Ｇ

-
β

）
は

、
免

疫
学

的
妊

娠
試

験
に

該
当

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

(
３

)
 

「
７

」
の

レ
ニ

ン
活

性
と

「
1
1
」

の
レ

ニ
ン

定
量

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
一

方
の

所
定

点
数

の
み

算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

「
1
3
」

の
Ｃ

－
ペ

プ
チ

ド
（

Ｃ
Ｐ

Ｒ
）

を
同

時
に

血
液

及
び

尿
の

両
方

の
検

体
に

つ
い

て
測

定
し

た
場

合

は
、

血
液

の
場

合
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 
 
「

1
3
」

の
黄

体
形

成
ホ

ル
モ

ン
（

Ｌ
Ｈ

）
は

Ｌ
Ａ

法
等

に
よ

る
。

 

(
６

)
 

「
1
8
」

の
抗

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

デ
カ

ル
ボ

キ
シ

ラ
ー

ゼ
抗

体
（

抗
Ｇ

Ａ
Ｄ

抗
体

）
は

、
す

で
に

糖
尿

病
の

診

断
が

確
定

し
た

患
者

に
対

し
て

１
型

糖
尿

病
の

診
断

に
用

い
た

場
合

又
は

自
己

免
疫

介
在

性
脳

炎
・

脳
症

の
診

断
に

用
い

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
７

)
 
 
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
（

Ｂ
Ｎ

Ｐ
）

 

ア
 

「
1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
（

Ｂ
Ｎ

Ｐ
）

は
、

心
不

全
の

診
断

又
は

病
態

把
握

の
た

め
に

実
施

し
た

場
合

に
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

イ
 

「
1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
（

Ｂ
Ｎ

Ｐ
）

、
「

1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
前

駆
体

Ｎ
端

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

（
Ｎ

Ｔ
－

p
r
o
Ｂ

Ｎ
Ｐ

）
及

び
「

4
5
」

の
心

房
性

Ｎ
ａ

利
尿

ペ
プ

チ
ド

（
Ａ

Ｎ
Ｐ

）
の

う

ち
２

項
目

以
上

を
い

ず
れ

か
の

検
査

を
行

っ
た

日
か

ら
起

算
し

て
１

週
間

以
内

に
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
１

つ
に

限
り

算
定

す
る

。
 

ウ
 

「
1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
（

Ｂ
Ｎ

Ｐ
）

、
「

1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
前

駆
体

Ｎ
端

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

（
Ｎ

Ｔ
－

p
r
o
Ｂ

Ｎ
Ｐ

）
及

び
「

4
5
」

の
心

房
性

Ｎ
ａ

利
尿

ペ
プ

チ
ド

（
Ａ

Ｎ
Ｐ

）
の

う

ち
２

項
目

以
上

を
実

施
し

た
場

合
は

、
各

々
の

検
査

の
実

施
日

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
。

 

(
８

)
 
 
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
前

駆
体

Ｎ
端

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

（
Ｎ

Ｔ
－

p
r
o
Ｂ

Ｎ
Ｐ

）
 

ア
 

「
1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
前

駆
体

Ｎ
端

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

（
Ｎ

Ｔ
－

p
r
o
Ｂ

Ｎ
Ｐ

）
は

、
心

不

全
の

診
断

又
は

病
態

把
握

の
た

め
に

実
施

し
た

場
合

に
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

イ
 

「
1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
前

駆
体

Ｎ
端

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

（
Ｎ

Ｔ
－

p
r
o
Ｂ

Ｎ
Ｐ

）
、

「
1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
（

Ｂ
Ｎ

Ｐ
）

及
び

「
4
5
」

の
心

房
性

Ｎ
ａ

利
尿

ペ
プ

チ
ド

（
Ａ

Ｎ
Ｐ

）
の

う

ち
２

項
目

以
上

を
い

ず
れ

か
の

検
査

を
行

っ
た

日
か

ら
起

算
し

て
１

週
間

以
内

に
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
１

つ
に

限
り

算
定

す
る

。
 

ウ
 

「
1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
（

Ｂ
Ｎ

Ｐ
）

、
「

1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
前

駆
体

Ｎ
端

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

（
Ｎ

Ｔ
－

p
r
o
Ｂ

Ｎ
Ｐ

）
又

は
「

4
5
」

の
心

房
性

Ｎ
ａ

利
尿

ペ
プ

チ
ド

（
Ａ

Ｎ
Ｐ

）
の

う

ち
２

項
目

以
上

を
実

施
し

た
場

合
は

、
各

々
の

検
査

の
実

施
日

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
。

 

(
９

)
 

ヒ
ト

絨
毛

性
ゴ

ナ
ド

ト
ロ

ピ
ン

-
β

サ
ブ

ユ
ニ

ッ
ト

（
Ｈ

Ｃ
Ｇ

-
β

）
 

ア
 

「
1
9
」

の
ヒ

ト
絨

毛
性

ゴ
ナ

ド
ト

ロ
ピ

ン
-
β

サ
ブ

ユ
ニ

ッ
ト

（
Ｈ

Ｃ
Ｇ

-
β

）
は

、
Ｈ

Ｃ
Ｇ

産
生

腫
瘍

 
-
 2
6
4
 -
 

を
目

的
に

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

イ
 

本
検

査
と

「
3
7
」

の
プ

ロ
コ

ラ
ー

ゲ
ン

－
Ⅲ

－
ペ

プ
チ

ド
（

Ｐ
－

Ⅲ
－

Ｐ
）

、
「

3
6
」

の
Ⅳ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

、
「

3
9
」

の
Ⅳ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

・
７

Ｓ
、

「
4
3
」

の
ヒ

ア
ル

ロ
ン

酸
又

は
「

4
6
」

の
Ｍ

ａ
ｃ

－
２

結

合
蛋

白
糖

鎖
修

飾
異

性
体

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
4
2
)
 

「
4
9
」

の
リ

ポ
蛋

白
リ

パ
ー

ゼ
（

Ｌ
Ｐ

Ｌ
）

は
、

高
ト

リ
グ

リ
セ

ラ
イ

ド
血

症
及

び
Ｌ

Ｐ
Ｌ

欠
損

症
が

疑

わ
れ

る
場

合
の

鑑
別

の
た

め
に

測
定

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
ま

た
、

ヘ
パ

リ
ン

負
荷

が
行

わ
れ

た

場
合

、
投

与
し

た
へ

パ
リ

ン
は

区
分

番
号

「
Ｄ

５
０

０
」

の
薬

剤
と

し
て

算
定

で
き

る
が

、
注

射
料

は
算

定

で
き

な
い

。
 

(
4
3
)
 

「
5
0
」

の
肝

細
胞

増
殖

因
子

（
Ｈ

Ｇ
Ｆ

）
は

Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｓ

Ａ
法

に
よ

り
、

肝
炎

に
て

劇
症

化
が

疑
わ

れ
る

場

合
又

は
劇

症
肝

炎
の

経
過

観
察

に
用

い
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
4
4
)
 

「
5
3
」

の
2
,
5
-
オ

リ
ゴ

ア
デ

ニ
ル

酸
合

成
酵

素
活

性
は

、
ウ

イ
ル

ス
血

症
を

伴
う

慢
性

活
動

性
肝

炎
患

者

の
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ロ

ン
製

剤
の

投
与

量
及

び
治

療
効

果
の

判
定

に
用

い
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
4
5
)
 

「
5
5
」

の
プ

ロ
カ

ル
シ

ト
ニ

ン
（

Ｐ
Ｃ

Ｔ
）

定
量

又
は

同
半

定
量

は
、

敗
血

症
（

細
菌

性
）

を
疑

う
患

者
を

対
象

と
し

て
測

定
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検
査

の
「

4
4
」

の
エ

ン
ド

ト
キ

シ
ン

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
4
6
)
 

プ
レ

セ
プ

シ
ン

定
量

 

ア
 

「
5
6
」

の
プ

レ
セ

プ
シ

ン
定

量
は

、
敗

血
症

（
細

菌
性

）
を

疑
う

患
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

「
5
6
」

の
プ

レ
セ

プ
シ

ン
定

量
と

「
5
5
」

の
プ

ロ
カ

ル
シ

ト
ニ

ン
（

Ｐ
Ｃ

Ｔ
）

定
量

、
同

半
定

量
又

は

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
の

「
4
4
」

エ
ン

ド
ト

キ
シ

ン
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
4
7
)
 

「
5
7
」

の
イ

ン
フ

リ
キ

シ
マ

ブ
定

性
は

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
の

患
者

に
対

し
て

、
イ

ン
フ

リ
キ

シ
マ

ブ
投

与

量
の

増
量

等
の

判
断

の
た

め
に

、
イ

ム
ノ

ク
ロ

マ
ト

法
に

よ
り

測
定

し
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
３

回

を
限

度
と

し
て

算
定

で
き

る
。

 

(
4
8
)
 

「
5
9
」

の
1
,
2
5
-
ジ

ヒ
ド

ロ
キ

シ
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

３
は

、
ラ

ジ
オ

レ
セ

プ
タ

ー
ア

ッ
セ

イ
法

、
Ｒ

Ｉ
Ａ

法
又

は

Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｓ

Ａ
法

に
よ

り
、

慢
性

腎
不

全
、

特
発

性
副

甲
状

腺
機

能
低

下
症

、
偽

性
副

甲
状

腺
機

能
低

下
症

、

ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
依

存
症

Ⅰ
型

若
し

く
は

低
リ

ン
血

症
性

ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
抵

抗
性

く
る

病
の

診
断

時
又

は
そ

れ
ら

の

疾
患

に
対

す
る

活
性

型
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

３
剤

に
よ

る
治

療
中

に
測

定
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

活
性

型
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

３
剤

に
よ

る
治

療
開

始
後

１
月

以
内

に
お

い
て

は
２

回
を

限
度

と
し

、
そ

の
後

は
３

月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

 

(
4
9
)
 

Ｆ
Ｇ

Ｆ
2
3
 

 
 

 
「

6
0
」

の
Ｆ

Ｇ
Ｆ

2
3

は
、

Ｃ
Ｌ

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

り
、

Ｆ
Ｇ

Ｆ
2
3

関
連

低
リ

ン
血

症
性

く
る

病
・

骨
軟

化

症
の

診
断

時
又

は
治

療
効

果
判

定
時

に
測

定
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

診
断

時
に

お
い

て

は
１

回
を

限
度

と
し

、
そ

の
後

は
腫

瘍
性

骨
軟

化
症

の
場

合
に

は
腫

瘍
摘

出
後

に
１

回
、

薬
剤

性
の

場
合

に

は
被

疑
薬

中
止

後
に

１
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
5
0
)
 

血
液

化
学

検
査

の
注

に
掲

げ
る

検
査

と
併

せ
て

、
血

液
化

学
検

査
の

注
に

掲
げ

る
検

査
を

準
用

す
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
て

い
る

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

当
該

検
査

も
注

に
掲

げ
る

項
目

数
の

算
定

に
含

め
る

。
 

(
5
1
)
 

血
液

化
学

検
査

の
注

の
ハ

の
注

に
規

定
す

る
1
0

項
目

以
上

の
包

括
点

数
を

算
定

す
る

場
合

の
入

院
時

初

回
加

算
は

、
入

院
時

に
初

め
て

行
わ

れ
る

検
査

は
項

目
数

が
多

く
な

る
こ

と
に

鑑
み

、
血

液
化

学
検

査
の

注

に
掲

げ
る

検
査

を
1
0
項

目
以

上
行

っ
た

場
合

に
、

入
院

時
初

回
検

査
に

限
り

2
0
点

を
加

算
す

る
も

の
で

あ

（ ）（ ） 369368

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
6
7
 -
 

け
る

ホ
ル

モ
ン

補
充

療
法

及
び

ビ
ス

フ
ォ

ス
フ

ォ
ネ

ー
ト

療
法

等
、

骨
吸

収
抑

制
能

を
有

す
る

薬
物

療
法

の

治
療

効
果

判
定

又
は

治
療

経
過

観
察

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
治

療
開

始
前

に
お

い
て

は

１
回

、
そ

の
後

は
６

月
以

内
に

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

ま
た

、
「

3
0
」

の
Ⅰ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

架
橋

Ｃ
-
テ

ロ
ペ

プ
チ

ド
-
β

異
性

体
（

β
-
Ｃ

Ｔ
Ｘ

）
（

尿
）

と
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
1
9
)
 
 
「

3
5
」

の
エ

ス
ト

ロ
ゲ

ン
半

定
量

又
は

定
量

に
つ

い
て

は
、

「
3
5
」

の
エ

ス
ト

リ
オ

ー
ル

（
Ｅ

３
)
又

は

「
3
4
」

の
エ

ス
ト

ラ
ジ

オ
ー

ル
（

Ｅ
２
）

と
同

時
に

実
施

し
た

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
2
0
)
 

「
3
5
」

の
副

甲
状

腺
ホ

ル
モ

ン
関

連
蛋

白
Ｃ

端
フ

ラ
グ

メ
ン

ト
（

Ｃ
－

Ｐ
Ｔ

Ｈ
r
Ｐ

）
又

は
「

3
7
」

の
副

甲
状

腺
ホ

ル
モ

ン
関

連
蛋

白
（

Ｐ
Ｔ

Ｈ
r
Ｐ

）
は

、
高

カ
ル

シ
ウ

ム
血

症
の

鑑
別

並
び

に
悪

性
腫

瘍
に

伴
う

高
カ

ル
シ

ウ
ム

血
症

に
対

す
る

治
療

効
果

の
判

定
の

た
め

に
測

定
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
2
1
)
 

「
3
9
」

の
エ

リ
ス

ロ
ポ

エ
チ

ン
は

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
目

的
で

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

ア
 

赤
血

球
増

加
症

の
鑑

別
診

断
 

イ
 

重
度

の
慢

性
腎

不
全

患
者

又
は

エ
リ

ス
ロ

ポ
エ

チ
ン

、
ダ

ル
ベ

ポ
エ

チ
ン

、
エ

ポ
エ

チ
ン

ベ
ー

タ
ペ

ゴ

ル
若

し
く

は
Ｈ

Ｉ
Ｆ

－
Ｐ

Ｈ
阻

害
薬

投
与

前
の

透
析

患
者

に
お

け
る

腎
性

貧
血

の
診

断
 

ウ
 

骨
髄

異
形

成
症

候
群

に
伴

う
貧

血
の

治
療

方
針

の
決

定
 

(
2
2
)
 

「
4
0
」

の
抗

Ｉ
Ａ

－
２

抗
体

は
、

す
で

に
糖

尿
病

の
診

断
が

確
定

し
、

か
つ

、
「

1
8
」

の
抗

グ
ル

タ
ミ

ン

酸
デ

カ
ル

ボ
キ

シ
ラ

ー
ゼ

抗
体

（
抗

Ｇ
Ａ

Ｄ
抗

体
）

の
結

果
、

陰
性

が
確

認
さ

れ
た

患
者

に
対

し
、

１
型

糖

尿
病

の
診

断
に

用
い

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

な
お

、
当

該
検

査
を

算
定

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
抗

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

デ
カ

ル
ボ

キ
シ

ラ
ー

ゼ
抗

体
（

抗
Ｇ

Ａ
Ｄ

抗
体

）
の

結
果

、
陰

性
が

確
認

さ
れ

た
年

月
日

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
2
3
)
 

「
4
0
」

の
1
7
α

－
ヒ

ド
ロ

キ
シ

プ
ロ

ゲ
ス

テ
ロ

ン
（

1
7
α

－
Ｏ

Ｈ
Ｐ

）
は

、
先

天
性

副
腎

皮
質

過
形

成
症

の
診

断
又

は
治

療
効

果
判

定
の

た
め

に
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
2
4
)
 

「
4
5
」

の
心

房
性

Ｎ
ａ

利
尿

ペ
プ

チ
ド

（
Ａ

Ｎ
Ｐ

）
、

「
1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
前

駆
体

Ｎ
端

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

（
Ｎ

Ｔ
－

p
r
o
Ｂ

Ｎ
Ｐ

）
及

び
「

1
9
」

の
脳

性
Ｎ

ａ
利

尿
ペ

プ
チ

ド
（

Ｂ
Ｎ

Ｐ
）

の
う

ち
２

項
目

以
上

を
い

ず
れ

か
の

検
査

を
行

っ
た

日
か

ら
起

算
し

て
１

週
間

以
内

に
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主

た
る

も
の

１
つ

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
2
5
)
 

「
4
8
」

の
ノ

ル
メ

タ
ネ

フ
リ

ン
は

、
褐

色
細

胞
腫

の
診

断
又

は
術

後
の

効
果

判
定

の
た

め
行

っ
た

場
合

に

算
定

し
、

「
4
1
」

の
メ

タ
ネ

フ
リ

ン
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
2
6
)
 

イ
ン

ス
リ

ン
様

成
長

因
子

結
合

蛋
白

３
型

（
Ｉ

Ｇ
Ｆ

Ｂ
Ｐ

－
３

）
 

ア
 

「
4
9
」

の
イ

ン
ス

リ
ン

様
成

長
因

子
結

合
蛋

白
３

型
（

Ｉ
Ｇ

Ｆ
Ｂ

Ｐ
－

３
）

は
、

成
長

ホ
ル

モ
ン

分
泌

不
全

症
の

診
断

と
治

療
開

始
時

の
適

応
判

定
の

た
め

に
実

施
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

な
お

、
成

長
ホ

ル
モ

ン
分

泌
不

全
症

の
診

断
に

つ
い

て
は

、
厚

生
労

働
省

間
脳

下
垂

体
機

能
障

害
に

関
す

る
調

査
研

究
班

「
成

長
ホ

ル
モ

ン
分

泌
不

全
性

低
身

長
症

診
断

の
手

引
き

」
を

、
治

療
開

始
時

の
適

応
判

定
に

つ
い

て
は

（
財

）
成

長
科

学
協

会
「

ヒ
ト

成
長

ホ
ル

モ
ン

治
療

開
始

時
の

適
応

基
準

」
を

参
照

す
る

こ
と

。
 

イ
 

「
4
9
」

の
イ

ン
ス

リ
ン

様
成

長
因

子
結

合
蛋

白
３

型
（

Ｉ
Ｇ

Ｆ
Ｂ

Ｐ
－

３
）

を
「

4
2
」

の
ソ

マ
ト

メ
ジ

ン
Ｃ

と
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
2
7
)
 

遊
離

メ
タ

ネ
フ

リ
ン

・
遊

離
ノ

ル
メ

タ
ネ

フ
リ

ン
分

画
 

ア
 

「
5
0
」

の
遊

離
メ

タ
ネ

フ
リ

ン
・

遊
離

ノ
ル

メ
タ

ネ
フ

リ
ン

分
画

は
、

褐
色

細
胞

腫
の

鑑
別

診
断

を
行

っ
た

場
合

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
本

検
査

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

関
連

学
会

が
定

め
る

指
針

を
遵

守
し

、
褐

色
細

胞
腫

を
疑

う
医

学
的

な
理

由
を

診
療

録
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

 
-
 2
6
6
 -
 

患
者

に
対

し
て

測
定

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

「
1
9
」

の
ヒ

ト
絨

毛
性

ゴ
ナ

ド
ト

ロ
ピ

ン
-
β

サ
ブ

ユ
ニ

ッ
ト

（
Ｈ

Ｃ
Ｇ

-
β

）
、

「
１

」
の

ヒ
ト

絨
毛

性
ゴ

ナ
ド

ト
ロ

ピ
ン

（
Ｈ

Ｃ
Ｇ

）
定

性
、

「
2
1
」

の
ヒ

ト
絨

毛
性

ゴ
ナ

ド
ト

ロ
ピ

ン
（

Ｈ
Ｃ

Ｇ
）

定
量

又

は
同

半
定

量
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

１
つ

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
1
0
)
 
 
「

2
1
」

の
ヒ

ト
絨

毛
性

ゴ
ナ

ド
ト

ロ
ピ

ン
（

Ｈ
Ｃ

Ｇ
）

定
量

及
び

同
半

定
量

は
、

Ｈ
Ｃ

Ｇ
・

Ｌ
Ｈ

検
査

（
試

験
管

法
）

を
含

む
も

の
で

あ
る

。
 

(
1
1
)
 
 
「

2
5
」

の
Ｉ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

架
橋

Ｎ
－

テ
ロ

ペ
プ

チ
ド

（
Ｎ

Ｔ
Ｘ

）
及

び
「

3
6
」

の
デ

オ
キ

シ
ピ

リ
ジ

ノ

リ
ン

（
Ｄ

Ｐ
Ｄ

）
（

尿
）

は
、

原
発

性
副

甲
状

腺
機

能
亢

進
症

の
手

術
適

応
の

決
定

、
副

甲
状

腺
機

能
亢

進

症
手

術
後

の
治

療
効

果
判

定
又

は
骨

粗
鬆

症
の

薬
剤

治
療

方
針

の
選

択
に

際
し

て
実

施
さ

れ
た

場
合

に
算

定

す
る

。
 

 
 
 
 

な
お

、
骨

粗
鬆

症
の

薬
剤

治
療

方
針

の
選

択
時

に
１

回
、

そ
の

後
６

月
以

内
の

薬
剤

効
果

判
定

時
に

１
回

に
限

り
、

ま
た

薬
剤

治
療

方
針

を
変

更
し

た
と

き
は

変
更

後
６

月
以

内
に

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
1
2
)
 

「
2
5
」

の
Ｉ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

架
橋

Ｎ
－

テ
ロ

ペ
プ

チ
ド

（
Ｎ

Ｔ
Ｘ

）
、

「
2
7
」

の
オ

ス
テ

オ
カ

ル
シ

ン

（
Ｏ

Ｃ
）

又
は

「
3
6
」

の
デ

オ
キ

シ
ピ

リ
ジ

ノ
リ

ン
（

Ｄ
Ｐ

Ｄ
）

(
尿

)
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
い

ず

れ
か

１
つ

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
3
)
 

「
2
5
」

の
酒

石
酸

抵
抗

性
酸

ホ
ス

フ
ァ

タ
ー

ゼ
（

Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｃ

Ｐ
－

５
ｂ

）
は

、
代

謝
性

骨
疾

患
及

び
骨

転

移
（

代
謝

性
骨

疾
患

や
骨

折
の

併
発

が
な

い
肺

癌
、

乳
癌

、
前

立
腺

癌
に

限
る

）
の

診
断

補
助

と
し

て
実

施

し
た

場
合

に
１

回
、

そ
の

後
６

月
以

内
の

治
療

経
過

観
察

時
の

補
助

的
指

標
と

し
て

実
施

し
た

場
合

に
１

回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
ま

た
治

療
方

針
を

変
更

し
た

際
に

は
変

更
後

６
月

以
内

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

 
本

検
査

と
「

2
5
」

の
Ⅰ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

架
橋

Ｎ
―

テ
ロ

ペ
プ

チ
ド

（
Ｎ

Ｔ
Ｘ

）
、

「
2
7
」

の
オ

ス
テ

オ
カ

ル
シ

ン
（

Ｏ
Ｃ

）
又

は
「

3
6
」

の
デ

オ
キ

シ
ピ

リ
ジ

ノ
リ

ン
（

Ｄ
Ｐ

Ｄ
）

(
尿

)
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、

い
ず

れ
か

一
つ

の
み

算
定

す
る

。
 

 
な

お
、

乳
癌

、
肺

癌
又

は
前

立
腺

癌
で

あ
る

と
既

に
確

定
診

断
さ

れ
た

患
者

に
つ

い
て

骨
転

移
の

診
断

の

た
め

に
当

該
検

査
を

行
い

、
当

該
検

査
に

基
づ

い
て

計
画

的
な

治
療

管
理

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

特
定

疾
患

治
療

管
理

料
の

「
３

」
悪

性
腫

瘍
特

異
物

質
治

療
管

理
料

の
「

ロ
」

を
算

定
す

る
。

 

(
1
4
)
 
 
「

2
6
」

の
低

カ
ル

ボ
キ

シ
ル

化
オ

ス
テ

オ
カ

ル
シ

ン
（

ｕ
ｃ

Ｏ
Ｃ

）
は

、
骨

粗
鬆

症
に

お
け

る
ビ

タ
ミ

ン

Ｋ
２
剤

の
治

療
選

択
目

的
で

行
っ

た
場

合
又

は
治

療
経

過
観

察
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

治
療

開
始

前
に

お
い

て
は

１
回

、
そ

の
後

は
６

月
以

内
に

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
1
5
)
 

「
2
7
」

の
骨

型
ア

ル
カ

リ
ホ

ス
フ

ァ
タ

ー
ゼ

（
Ｂ

Ａ
Ｐ

）
、

「
2
8
」

の
イ

ン
タ

ク
ト

Ｉ
型

プ
ロ

コ
ラ

ー
ゲ

ン
－

Ｎ
－

プ
ロ

ペ
プ

チ
ド

（
I
n
t
a
c
t
Ｐ

Ｉ
Ｎ

Ｐ
）

、
「

3
0
」

の
Ｉ

型
プ

ロ
コ

ラ
ー

ゲ
ン

－
Ｎ

－
プ

ロ
ペ

プ
チ

ド
（

Ｐ
Ｉ

Ｎ
Ｐ

）
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
７

」
血

液
化

学
検

査
の

「
4
2
」

Ａ
Ｌ

Ｐ
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
（

Ｐ
Ａ

Ｇ
電

気
泳

動
法

）
の

う
ち

２
項

目
以

上
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
6
)
 
 
「

2
7
」

の
オ

ス
テ

オ
カ

ル
シ

ン
（

Ｏ
Ｃ

）
は

、
続

発
性

副
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
の

手
術

適
応

の
決

定
及

び

原
発

性
又

は
続

発
性

の
副

甲
状

腺
機

能
亢

進
症

に
よ

る
副

甲
状

腺
（

上
皮

小
体

）
腺

腫
過

形
成

手
術

後
の

治

療
効

果
判

定
に

際
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
1
7
)
 

「
3
0
」

の
Ⅰ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

架
橋

Ｃ
-
テ

ロ
ペ

プ
チ

ド
-
β

異
性

体
（

β
-
Ｃ

Ｔ
Ｘ

）
（

尿
）

は
、

骨
粗

鬆

症
に

お
け

る
ホ

ル
モ

ン
補

充
療

法
及

び
ビ

ス
フ

ォ
ス

フ
ォ

ネ
ー

ト
療

法
等

、
骨

吸
収

抑
制

能
を

有
す

る
薬

物

療
法

の
治

療
効

果
判

定
又

は
治

療
経

過
観

察
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

治
療

開
始

前
に

お

い
て

は
１

回
、

そ
の

後
は

６
月

以
内

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
1
8
)
 
 
「

3
1
」

の
Ⅰ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

架
橋

Ｃ
-
テ

ロ
ペ

プ
チ

ド
-
β

異
性

体
（

β
-
Ｃ

Ｔ
Ｘ

）
は

、
骨

粗
鬆

症
に

お

（ ）（ ） 369368

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
6
9
 -
 

ク
ス

プ
ロ

テ
イ

ン
2
2
（

Ｎ
Ｍ

Ｐ
2
2
）

定
性

（
尿

）
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
２

」
尿

沈
渣

（
鏡

検
法

）
に

よ
り

赤
血

球
が

認
め

ら
れ

、
尿

路
上

皮
癌

の
患

者
で

あ
る

こ
と

が
強

く
疑

わ
れ

る
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

イ
 

「
1
2
」

の
核

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

プ
ロ

テ
イ

ン
2
2
（

Ｎ
Ｍ

Ｐ
2
2
）

定
量

（
尿

）
及

び
「

1
2
」

の
核

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

プ
ロ

テ
イ

ン
2
2
（

Ｎ
Ｍ

Ｐ
2
2
）

定
性

（
尿

）
に

つ
い

て
は

、
尿

路
上

皮
癌

の
診

断
が

確
定

し
た

後
に

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
区

分
番

号
「

Ｂ
０

０
１

」
特

定
疾

患
治

療
管

理
料

の
「

３
」

悪
性

腫
瘍

特
異

物
質

治
療

管
理

料
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
８

)
 

「
1
2
」

の
核

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

プ
ロ

テ
イ

ン
2
2
（

Ｎ
Ｍ

Ｐ
2
2
）

定
量

（
尿

）
又

は
「

1
2
」

の
核

マ
ト

リ
ッ

ク

ス
プ

ロ
テ

イ
ン

2
2
（

Ｎ
Ｍ

Ｐ
2
2
）

定
性

（
尿

）
及

び
「

1
6
」

の
サ

イ
ト

ケ
ラ

チ
ン

８
・

1
8
（

尿
）

を
同

時
に

実
施

し
た

場
合

は
、

い
ず

れ
か

一
方

の
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
９

)
 

「
1
5
」

の
遊

離
型

Ｐ
Ｓ

Ａ
比

（
Ｐ

Ｓ
Ａ

 
Ｆ

／
Ｔ

比
）

は
、

診
療

及
び

他
の

検
査

（
前

立
腺

特
異

抗
原

（
Ｐ

Ｓ
Ａ

）
等

）
の

結
果

か
ら

前
立

腺
癌

の
患

者
で

あ
る

こ
と

が
強

く
疑

わ
れ

る
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
1
0
)
 

サ
イ

ト
ケ

ラ
チ

ン
８

・
1
8
（

尿
）

 

ア
 

「
1
6
」

の
サ

イ
ト

ケ
ラ

チ
ン

８
・

1
8
（

尿
）

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

２
」

尿
沈

渣
（

鏡
検

法
）

に
よ

り
赤

血
球

が
認

め
ら

れ
、

尿
路

上
皮

癌
の

患
者

で
あ

る
こ

と
が

強
く

疑
わ

れ
る

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

イ
 

「
1
6
」

の
サ

イ
ト

ケ
ラ

チ
ン

８
・

1
8
（

尿
）

は
、

尿
路

上
皮

癌
の

診
断

が
確

定
し

た
後

に
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

特
定

疾
患

治
療

管
理

料
の

「
３

」
悪

性
腫

瘍
特

異
物

質
治

療
管

理
料

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
1
1
)
 
 
「

1
7
」

の
サ

イ
ト

ケ
ラ

チ
ン

1
9
フ

ラ
グ

メ
ン

ト
（

シ
フ

ラ
）

は
、

悪
性

腫
瘍

で
あ

る
こ

と
が

既
に

確
定

診
断

さ
れ

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
小

細
胞

癌
を

除
く

肺
癌

の
場

合
に

限
り

、
区

分
番

号
「

Ｂ
０

０
１

」
特

定

疾
患

治
療

管
理

料
の

「
３

」
悪

性
腫

瘍
特

異
物

質
治

療
管

理
料

を
算

定
で

き
る

。
 

(
1
2
)
 

「
1
8
」

の
抗

p
5
3
抗

体
は

、
食

道
癌

、
大

腸
癌

又
は

乳
癌

が
強

く
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
月

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
1
3
)
 

シ
ア

リ
ル

Ｌ
ｅ

Ｘ
抗

原
（

Ｃ
Ｓ

Ｌ
Ｅ

Ｘ
）

 

ア
 

「
1
9
」

の
シ

ア
リ

ル
Ｌ

ｅ
Ｘ
抗

原
（

Ｃ
Ｓ

Ｌ
Ｅ

Ｘ
）

は
、

診
療

及
び

他
の

検
査

の
結

果
か

ら
乳

癌
の

患

者
で

あ
る

こ
と

が
強

く
疑

わ
れ

る
者

に
対

し
て

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

イ
 

「
1
9
」

の
シ

ア
リ

ル
Ｌ

ｅ
Ｘ
抗

原
（

Ｃ
Ｓ

Ｌ
Ｅ

Ｘ
）

と
「

６
」

の
Ｃ

Ａ
1
5
－

3
を

併
せ

て
測

定
し

た
場

合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
1
4
)
 

「
2
0
」

の
Ⅰ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

-
Ｃ

-
テ

ロ
ペ

プ
チ

ド
（

Ｉ
Ｃ

Ｔ
Ｐ

）
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

８
」

内
分

泌
学

的
検

査
の

「
2
5
」

の
Ｉ

型
コ

ラ
ー

ゲ
ン

架
橋

Ｎ
－

テ
ロ

ペ
プ

チ
ド

（
Ｎ

Ｔ
Ｘ

）
又

は
同

区
分

「
3
6
」

の
デ

オ

キ
シ

ピ
リ

ジ
ノ

リ
ン

（
Ｄ

Ｐ
Ｄ

）
（

尿
）

は
、

乳
癌

、
肺

癌
又

は
前

立
腺

癌
で

あ
る

と
既

に
確

定
診

断
さ

れ

た
患

者
に

つ
い

て
骨

転
移

の
診

断
の

た
め

に
当

該
検

査
を

行
い

、
当

該
検

査
の

結
果

に
基

づ
い

て
計

画
的

な

治
療

管
理

を
行

っ
た

場
合

に
限

り
、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

特
定

疾
患

治
療

管
理

料
の

「
３

」
悪

性
腫

瘍

特
異

物
質

治
療

管
理

料
の

「
ロ

」
を

算
定

す
る

。
 

(
1
5
)
 
 
「

2
1
」

の
ガ

ス
ト

リ
ン

放
出

ペ
プ

チ
ド

前
駆

体
（

Ｐ
ｒ

ｏ
Ｇ

Ｒ
Ｐ

）
を

「
1
1
」

の
神

経
特

異
エ

ノ
ラ

ー
ゼ

（
Ｎ

Ｓ
Ｅ

）
と

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
1
6
)
 
 
「

2
2
」

の
癌

関
連

ガ
ラ

ク
ト

ー
ス

転
移

酵
素

（
Ｇ

Ａ
Ｔ

）
は

、
内

膜
症

性
嚢

胞
を

有
す

る
患

者
又

は
内

膜

症
性

嚢
胞

が
疑

わ
れ

る
患

者
に

つ
い

て
、

卵
巣

癌
が

疑
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

 
-
 2
6
8
 -
 

イ
 

「
4
1
」

メ
タ

ネ
フ

リ
ン

、
「

4
4
」

メ
タ

ネ
フ

リ
ン

・
ノ

ル
メ

タ
ネ

フ
リ

ン
分

画
、

「
4
8
」

ノ
ル

メ
タ

ネ

フ
リ

ン
又

は
「

5
0
」

遊
離

メ
タ

ネ
フ

リ
ン

・
遊

離
ノ

ル
メ

タ
ネ

フ
リ

ン
分

画
の

う
ち

い
ず

れ
か

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

 
Ｄ

０
０

９
 

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

 

(
１

)
 

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

は
、

悪
性

腫
瘍

の
患

者
で

あ
る

こ
と

が
強

く
疑

わ
れ

る
者

に
対

し
て

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
、

悪
性

腫
瘍

の
診

断
の

確
定

又
は

転
帰

の
決

定
ま

で
の

間
に

１
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

悪
性

腫
瘍

の
診

断
が

確
定

し
、

計
画

的
な

治
療

管
理

を
開

始
し

た
場

合
、

当
該

治
療

管
理

中
に

行
っ

た
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
の

検
査

の
費

用
は

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

特
定

疾
患

治
療

管
理

料
の

「
３

」
悪

性
腫

瘍
特

異

物
質

治
療

管
理

料
に

含
ま

れ
、

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

は
、

原
則

と
し

て
、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

特
定

疾
患

治

療
管

理
料

の
「

３
」

悪
性

腫
瘍

特
異

物
質

治
療

管
理

料
と

同
一

月
に

併
せ

て
算

定
で

き
な

い
。

た
だ

し
、

悪

性
腫

瘍
の

診
断

が
確

定
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
次

に
掲

げ
る

場
合

に
お

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

特
定

疾
患

治
療

管
理

料
の

「
３

」
悪

性
腫

瘍
特

異
物

質
治

療
管

理
料

と
は

別
に

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

の
検

査
料

を

算
定

で
き

る
。

 

ア
 

急
性

及
び

慢
性

膵
炎

の
診

断
及

び
経

過
観

察
の

た
め

に
「

７
」

の
エ

ラ
ス

タ
ー

ゼ
１

を
行

っ
た

場
合

 

イ
 

肝
硬

変
、

Ｈ
Ｂ

ｓ
抗

原
陽

性
の

慢
性

肝
炎

又
は

Ｈ
Ｃ

Ｖ
抗

体
陽

性
の

慢
性

肝
炎

の
患

者
に

つ
い

て
、

「
３

」
の

α
－

フ
ェ

ト
プ

ロ
テ

イ
ン

（
Ａ

Ｆ
Ｐ

）
、

「
９

」
の

Ｐ
Ｉ

Ｖ
Ｋ

Ａ
-
Ⅱ

半
定

量
又

は
定

量
を

行

っ
た

場
合

（
月

１
回

に
限

る
。

）
 

ウ
 

子
宮

内
膜

症
の

診
断

又
は

治
療

効
果

判
定

を
目

的
と

し
て

「
1
0
」

の
Ｃ

Ａ
1
2
5
又

は
「

2
3
」

の
Ｃ

Ａ
6
0
2

を
行

っ
た

場
合

（
診

断
又

は
治

療
前

及
び

治
療

後
の

各
１

回
に

限
る

。
）

 

エ
 

家
族

性
大

腸
腺

腫
症

の
患

者
に

対
し

て
「

２
」

の
癌

胎
児

性
抗

原
（

Ｃ
Ｅ

Ａ
）

を
行

っ
た

場
合

 

(
２

)
 

「
１

」
の

尿
中

Ｂ
Ｔ

Ａ
は

、
膀

胱
癌

で
あ

る
と

既
に

確
定

診
断

が
さ

れ
た

患
者

に
対

し
て

、
膀

胱
癌

再
発

の
診

断
の

た
め

に
行

い
、

当
該

検
査

の
結

果
に

基
づ

い
て

計
画

的
な

治
療

管
理

を
行

っ
た

場
合

に
限

り
、

区

分
番

号
「

Ｂ
０

０
１

」
特

定
疾

患
治

療
管

理
料

の
「

３
」

悪
性

腫
瘍

特
異

物
質

治
療

管
理

料
の

「
イ

」
を

算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
２

」
の

癌
胎

児
性

抗
原

（
Ｃ

Ｅ
Ａ

）
と

「
６

」
の

Ｄ
Ｕ

Ｐ
Ａ

Ｎ
－

２
を

併
せ

て
測

定
し

た
場

合
は

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

「
８

」
の

前
立

腺
特

異
抗

原
（

Ｐ
Ｓ

Ａ
）

は
、

診
察

、
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
以

外
の

検
査

、
画

像
診

断
等

の
結

果
か

ら
、

前
立

腺
癌

の
患

者
で

あ
る

こ
と

を
強

く
疑

わ
れ

る
者

に
対

し
て

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
、

前
立

腺

癌
の

診
断

の
確

定
又

は
転

帰
の

決
定

ま
で

の
間

に
原

則
と

し
て

、
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

前
立

腺
特

異
抗

原
（

Ｐ
Ｓ

Ａ
）

の
検

査
結

果
が

4
.
0
n
g
/
m
Ｌ

以
上

で
あ

っ
て

前
立

腺
癌

の
確

定
診

断
が

つ
か

な
い

場
合

に
お

い
て

は
、

３
月

に
１

回
に

限
り

、
３

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

な
お

、
当

該
検

査
を

２
回

以
上

算
定

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
検

査
値

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

「
1
0
」

の
Ｃ

Ａ
1
2
5

及
び

「
2
3
」

の
Ｃ

Ａ
6
0
2

を
併

せ
て

測
定

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
６

)
 

上
記

(
１

)
に

か
か

わ
ら

ず
、

(
５

)
に

掲
げ

る
項

目
に

つ
い

て
、

１
つ

を
区

分
番

号
「

Ｂ
０

０
１

」
特

定
疾

患
治

療
管

理
料

の
「

３
」

悪
性

腫
瘍

特
異

物
質

治
療

管
理

料
の

項
目

と
し

、
他

の
１

つ
の

検
査

を
腫

瘍
マ

ー

カ
ー

の
項

目
と

し
て

算
定

す
る

こ
と

は
で

き
ず

、
い

ず
れ

か
一

方
の

み
算

定
す

る
。

 

(
７

)
 

核
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
プ

ロ
テ

イ
ン

2
2
（

Ｎ
Ｍ

Ｐ
2
2
）

定
性

（
尿

）
又

は
定

量
（

尿
）

 

ア
 

「
1
2
」

の
核

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

プ
ロ

テ
イ

ン
2
2
（

Ｎ
Ｍ

Ｐ
2
2
）

定
量

（
尿

）
及

び
「

1
2
」

の
核

マ
ト

リ
ッ

（ ）（ ） 371370

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
7
1
 -
 

(
３

)
 

「
５

」
の

総
分

岐
鎖

ア
ミ

ノ
酸

／
チ

ロ
シ

ン
モ

ル
比

（
Ｂ

Ｔ
Ｒ

）
は

、
酵

素
法

に
よ

る
。

 

(
４

)
 

「
８

」
の

先
天

性
代

謝
異

常
症

検
査

は
、

臨
床

症
状

・
検

査
所

見
・

家
族

歴
等

か
ら

先
天

性
代

謝
異

常
症

等
が

強
く

疑
わ

れ
た

患
者

に
対

し
、

疾
患

の
診

断
又

は
経

過
観

察
を

目
的

に
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

ア
 

「
イ

」
の

尿
中

有
機

酸
分

析
は

、
有

機
酸

代
謝

異
常

症
が

疑
わ

れ
る

患
者

に
対

し
て

、
ガ

ス
ク

ロ
マ

ト

グ
ラ

フ
質

量
分

析
装

置
を

用
い

て
尿

中
有

機
酸

の
分

析
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

イ
 

「
ロ

」
の

血
中

極
長

鎖
脂

肪
酸

は
、

副
腎

白
質

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
や

ペ
ル

オ
キ

シ
ソ

ー
ム

形
成

異
常

症
、

ペ
ル

オ
キ

シ
ソ

ー
ム

β
酸

化
系

酵
素

欠
損

症
が

疑
わ

れ
る

患
者

に
対

し
て

、
ガ

ス
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

質
量

分
析

装
置

を
用

い
て

血
中

極
長

鎖
脂

肪
酸

の
測

定
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

ウ
 

「
ハ

」
の

タ
ン

デ
ム

マ
ス

分
析

は
、

有
機

酸
代

謝
異

常
症

、
脂

肪
酸

代
謝

異
常

症
が

疑
わ

れ
る

患
者

に

対
し

て
、

タ
ン

デ
ム

質
量

分
析

装
置

を
用

い
て

遊
離

カ
ル

ニ
チ

ン
及

び
ア

シ
ル

カ
ル

ニ
チ

ン
の

分
析

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

エ
 

「
ニ

」
の

そ
の

他
は

、
ム

コ
多

糖
症

、
ム

コ
リ

ピ
ド

ー
シ

ス
が

疑
わ

れ
る

患
者

に
対

し
て

、
セ

ル
ロ

ー

ス
ア

セ
テ

ー
ト

膜
電

気
泳

動
を

用
い

て
ム

コ
多

糖
体

分
画

の
定

量
検

査
等

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
Ｄ

０
１

１
 

免
疫

血
液

学
的

検
査

 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  
 
  

 
  

 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

  
 

(
１

)
 

「
３

」
の

Ｒ
h
（

そ
の

他
の

因
子

）
血

液
型

に
つ

い
て

は
、

同
一

検
体

に
よ

る
検

査
の

場
合

は
因

子
の

種

類
及

び
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
４

」
の

不
規

則
抗

体
は

、
輸

血
歴

又
は

妊
娠

歴
の

あ
る

患
者

に
対

し
、

第
２

章
第

1
0

部
手

術
第

７
款

の
各

区
分

に
掲

げ
る

胸
部

手
術

、
同

部
第

８
款

の
各

区
分

に
掲

げ
る

心
・

脈
管

手
術

、
同

部
第

９
款

の
各

区

分
に

掲
げ

る
腹

部
手

術
又

は
区

分
番

号
「

Ｋ
８

７
７

」
子

宮
全

摘
術

、
「

Ｋ
８

７
９

」
子

宮
悪

性
腫

瘍
手

術
、

「
Ｋ

８
８

９
」

子
宮

附
属

器
悪

性
腫

瘍
手

術
（

両
側

）
、

「
Ｋ

８
９

８
」

帝
王

切
開

術
又

は
「

Ｋ
９

１
２

」

異
所

性
妊

娠
手

術
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

手
術

の
当

日
に

算
定

す
る

。
 

ま
た

、
手

術
に

際
し

て
輸

血
が

行
わ

れ
た

場
合

は
、

本
検

査
又

は
区

分
番

号
「

Ｋ
９

２
０

」
輸

血
の

「
注

６
」

に
定

め
る

不
規

則
抗

体
検

査
加

算
の

い
ず

れ
か

を
算

定
す

る
。

 

こ
の

場
合

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
輸

血
歴

が
あ

る
患

者
又

は
妊

娠
歴

が
あ

る
患

者
の

い
ず

れ
に

該
当

す
る

か
を

記
載

す
る

。
 

(
３

)
 

「
６

」
の

血
小

板
関

連
Ｉ

ｇ
Ｇ

（
Ｐ

Ａ
－

Ｉ
ｇ

Ｇ
）

は
、

特
発

性
血

小
板

減
少

性
紫

斑
病

の
診

断
又

は
経

過
判

定
の

目
的

で
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

血
小

板
第

４
因

子
－

ヘ
パ

リ
ン

複
合

体
抗

体
（

Ｉ
ｇ

Ｇ
、

Ｉ
ｇ

Ｍ
及

び
Ｉ

ｇ
Ａ

抗
体

）
、

血
小

板
第

４
因

子
－

ヘ
パ

リ
ン

複
合

体
抗

体
（

Ｉ
ｇ

Ｇ
抗

体
）

 

ア
 

「
1
0
」

の
血

小
板

第
４

因
子

－
ヘ

パ
リ

ン
複

合
体

抗
体

（
Ｉ

ｇ
Ｇ

、
Ｉ

ｇ
Ｍ

及
び

Ｉ
ｇ

Ａ
抗

体
）

及
び

「
９

」
の

血
小

板
第

４
因

子
－

ヘ
パ

リ
ン

複
合

体
抗

体
（

Ｉ
ｇ

Ｇ
抗

体
）

は
、

ヘ
パ

リ
ン

起
因

性
血

小
板

減
少

症
の

診
断

を
目

的
と

し
て

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

イ
 

一
連

の
検

査
で

、
「

1
0
」

の
血

小
板

第
４

因
子

－
ヘ

パ
リ

ン
複

合
体

抗
体

（
Ｉ

ｇ
Ｇ

、
Ｉ

ｇ
Ｍ

及
び

Ｉ

ｇ
Ａ

抗
体

）
及

び
「

９
」

の
血

小
板

第
４

因
子

－
ヘ

パ
リ

ン
複

合
体

抗
体

（
Ｉ

ｇ
Ｇ

抗
体

）
を

測
定

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

 
Ｄ

０
１

２
 

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
 

(
１

)
 

「
１

」
及

び
「

５
」

に
お

け
る

梅
毒

血
清

反
応

（
Ｓ

Ｔ
Ｓ

）
定

性
、

梅
毒

血
清

反
応

（
Ｓ

Ｔ
Ｓ

）
半

定
量

及
び

梅
毒

血
清

反
応

（
Ｓ

Ｔ
Ｓ

）
定

量
は

、
従

来
の

梅
毒

沈
降

反
応

（
ガ

ラ
ス

板
法

、
Ｖ

Ｄ
Ｒ

Ｌ
法

、
Ｒ

Ｐ

Ｒ
法

、
凝

集
法

等
）

を
い

い
、

梅
毒

血
清

反
応

（
Ｓ

Ｔ
Ｓ

）
定

性
、

梅
毒

血
清

反
応

（
Ｓ

Ｔ
Ｓ

）
半

定
量

及

び
梅

毒
血

清
反

応
（

Ｓ
Ｔ

Ｓ
）

定
量

ご
と

に
梅

毒
沈

降
反

応
を

併
せ

て
２

種
類

以
上

ず
つ

行
っ

た
場

合
で

も
、

 
-
 2
7
0
 -
 

(
1
7
)
 
 
「

2
3
」

の
α

-
フ

ェ
ト

プ
ロ

テ
イ

ン
レ

ク
チ

ン
分

画
（

Ａ
Ｆ

Ｐ
－

Ｌ
３

％
）

は
、

電
気

泳
動

法
及

び
抗

体

親
和

性
転

写
法

又
は

Ｌ
Ｂ

Ａ
法

に
よ

る
。

 

 
 

 
 
(
1
8
)
 
 
「

2
5
」

の
ヒ

ト
精

巣
上

体
蛋

白
４

（
Ｈ

Ｅ
４

）
は

、
Ｃ

Ｌ
Ｉ

Ａ
法

又
は

Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

り
測

定
し

た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
1
9
)
 

可
溶

性
メ

ソ
テ

リ
ン

関
連

ペ
プ

チ
ド

 

ア
 

「
2
6
」

の
可

溶
性

メ
ソ

テ
リ

ン
関

連
ペ

プ
チ

ド
は

、
悪

性
中

皮
腫

の
診

断
の

補
助

又
は

悪
性

中
皮

腫
で

あ
る

と
既

に
確

定
診

断
さ

れ
た

患
者

に
対

し
て

治
療

効
果

の
判

定
若

し
く

は
経

過
観

察
を

目
的

と
し

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

イ
 

本
検

査
を

悪
性

中
皮

腫
の

診
断

の
補

助
を

目
的

と
し

て
実

施
す

る
場

合
は

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当

す
る

患
者

に
対

し
て

使
用

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

こ
の

場
合

、
本

検
査

が
必

要
で

あ
る

理
由

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

（
イ

）
 

石
綿

曝
露

歴
が

あ
り

、
胸

水
、

腹
水

等
の

貯
留

が
認

め
ら

れ
る

患
者

 

（
ロ

）
 

体
腔

液
細

胞
診

で
悪

性
中

皮
腫

が
疑

わ
れ

る
患

者
 

（
ハ

）
 

画
像

診
断

で
胸

膜
腫

瘍
、

腹
膜

腫
瘍

等
の

漿
膜

腫
瘍

が
認

め
ら

れ
る

患
者

 

ウ
 

本
検

査
を

悪
性

中
皮

腫
の

治
療

効
果

の
判

定
又

は
経

過
観

察
を

目
的

と
し

て
実

施
す

る
場

合
は

、
悪

性

中
皮

腫
で

あ
る

と
既

に
確

定
診

断
さ

れ
た

患
者

に
対

し
て

、
本

検
査

の
結

果
に

基
づ

い
て

計
画

的
な

治
療

管
理

を
行

っ
た

場
合

に
限

り
、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

特
定

疾
患

治
療

管
理

料
の

「
３

」
悪

性
腫

瘍
特

異
物

質
治

療
管

理
料

の
「

ロ
」

を
算

定
す

る
。

 

(
2
0
)
 
 
「

2
7
」

の
癌

胎
児

性
抗

原
（

Ｃ
Ｅ

Ａ
）

定
性

（
乳

頭
分

泌
液

）
又

は
同

半
定

量
（

乳
頭

分
泌

液
）

は
、

乳

頭
異

常
分

泌
患

者
に

対
し

て
非

腫
瘤

性
乳

癌
を

強
く

疑
っ

て
、

乳
頭

分
泌

液
中

の
癌

胎
児

性
抗

原
（

Ｃ
Ｅ

Ａ
）

を
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
2
1
)
 
 
「

2
8
」

の
Ｈ

Ｅ
Ｒ

２
蛋

白
は

、
悪

性
腫

瘍
が

既
に

確
定

診
断

さ
れ

、
か

つ
、

Ｈ
Ｅ

Ｒ
２

蛋
白

過
剰

発
現

が

認
め

ら
れ

て
い

る
患

者
又

は
他

の
測

定
法

に
よ

り
、

Ｈ
Ｅ

Ｒ
２

蛋
白

過
剰

発
現

の
有

無
が

確
認

さ
れ

て
い

な

い
再

発
癌

患
者

に
対

し
て

、
当

該
検

査
の

結
果

に
基

づ
い

て
計

画
的

な
治

療
管

理
を

行
っ

た
場

合
に

限
り

、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

特
定

疾
患

治
療

管
理

料
の

「
３

」
悪

性
腫

瘍
特

異
物

質
治

療
管

理
料

の
「

ロ
」

を

算
定

す
る

。
 

(
2
2
)
 

「
2
9
」

の
可

溶
性

イ
ン

タ
ー

ロ
イ

キ
ン

-
２

レ
セ

プ
タ

ー
（

ｓ
Ｉ

Ｌ
－

２
Ｒ

）
は

、
非

ホ
ジ

キ
ン

リ
ン

パ

腫
、

Ａ
Ｔ

Ｌ
又

は
メ

ト
ト

レ
キ

サ
ー

ト
使

用
中

の
リ

ン
パ

増
殖

性
疾

患
の

診
断

の
目

的
で

測
定

し
た

場
合

に

算
定

で
き

る
。

 

ま
た

、
非

ホ
ジ

キ
ン

リ
ン

パ
腫

又
は

Ａ
Ｔ

Ｌ
で

あ
る

こ
と

が
既

に
確

定
診

断
さ

れ
た

患
者

に
対

し
て

、
経

過
観

察
の

た
め

に
測

定
し

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｂ
０

０
１

」
特

定
疾

患
治

療
管

理
料

の
「

３
」

悪
性

腫

瘍
特

異
物

質
治

療
管

理
料

の
「

ロ
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
2
3
)
 

「
注

２
」

に
係

る
規

定
は

、
本

区
分

に
掲

げ
る

血
液

を
検

体
と

す
る

検
査

と
「

2
7
」

の
癌

胎
児

性
抗

原

（
Ｃ

Ｅ
Ａ

）
定

性
（

乳
頭

分
泌

液
）

又
は

同
半

定
量

（
乳

頭
分

泌
液

）
を

同
一

日
に

行
っ

た
場

合
に

も
、

適

用
す

る
。

 

Ｄ
０

１
０

 
特

殊
分

析
 

(
１

)
 

フ
ェ

ニ
ー

ル
・

ア
ラ

ニ
ン

又
は

ヒ
ス

チ
ジ

ン
を

服
用

さ
せ

血
清

又
は

尿
中

の
フ

ェ
ニ

ー
ル

・
ア

ラ
ニ

ン
又

は
ヒ

ス
チ

ジ
ン

の
定

量
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
１

回
の

測
定

に
つ

き
「

４
」

に
よ

り
算

定
し

、

使
用

し
た

薬
剤

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

５
０

０
」

薬
剤

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
３

」
の

チ
ロ

シ
ン

は
、

酵
素

法
に

よ
る

。
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-
 2
7
3
 -
 

対
す

る
複

数
の

測
定

方
法

を
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

 

(
７

)
 

「
1
2
」

の
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

抗
体

を
含

む
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

診
断

の
保

険
診

療

上
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

「
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

の
診

断
及

び
治

療
に

関
す

る
取

扱
い

に
つ

い

て
」

（
平

成
1
2
年

1
0
月

3
1
日

保
険

発
第

1
8
0
号

）
に

即
し

て
行

う
こ

と
。

 

(
８

)
 

「
1
3
」

の
Ｈ

Ｔ
Ｌ

Ｖ
－

Ⅰ
抗

体
定

性
又

は
半

定
量

は
、

粒
子

凝
集

法
に

よ
り

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
９

)
 

「
1
7
」

の
抗

酸
菌

抗
体

定
量

又
は

同
定

性
は

、
金

コ
ロ

イ
ド

免
疫

測
定

法
又

は
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
に

よ
り

実
施

し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
1
0
)
 

診
療

録
等

か
ら

非
加

熱
血

液
凝

固
因

子
製

剤
の

投
与

歴
が

明
ら

か
な

者
及

び
診

療
録

等
が

確
認

で
き

な
い

た
め

血
液

凝
固

因
子

製
剤

の
投

与
歴

は
不

明
で

あ
る

が
、

昭
和

5
3
年

か
ら

昭
和

6
3
年

の
間

に
入

院
し

、
か

つ
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

に
対

し
て

、
「

1
7
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

抗
体

、
「

1
6
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，

２
抗

体
定

性
、

同
半

定
量

、
「

1
8
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
体

定
量

、
「

1
6
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

-
１

，
２

抗
原

・

抗
体

同
時

測
定

定
性

又
は

「
1
8
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

-
１

，
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

量
を

実
施

し
た

場
合

は
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
症

を
疑

わ
せ

る
自

他
覚

症
状

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

た
だ

し
、

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

採
血

し
た

検
体

の
検

査
を

保
健

所
に

委
託

し
た

場
合

は
、

算
定

し
な

い
。

 

ア
 

新
生

児
出

血
症

（
新

生
児

メ
レ

ナ
、

ビ
タ

ミ
ン

Ｋ
欠

乏
症

等
）

等
の

病
気

で
「

血
が

止
ま

り
に

く
い

」

と
の

指
摘

を
受

け
た

者
 

イ
 

肝
硬

変
や

劇
症

肝
炎

で
入

院
し

、
出

血
の

著
し

か
っ

た
者

 

ウ
 

食
道

静
脈

瘤
の

破
裂

、
消

化
器

系
疾

患
に

よ
り

大
量

の
吐

下
血

が
あ

っ
た

者
 

エ
 

大
量

に
出

血
す

る
よ

う
な

手
術

を
受

け
た

者
（

出
産

時
の

大
量

出
血

も
含

む
。

）
 

な
お

、
間

質
性

肺
炎

等
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
の

疾
病

と
鑑

別
が

難
し

い
疾

病
が

認
め

ら
れ

る
場

合

や
Ｈ

Ｉ
Ｖ

の
感

染
に

関
連

し
や

す
い

性
感

染
症

が
認

め
ら

れ
る

場
合

、
既

往
が

あ
る

場
合

又
は

疑
わ

れ
る

場
合

で
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

症
を

疑
う

場
合

は
、

本
検

査
を

算
定

で
き

る
。

 

(
1
1
)
 
 
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

抗
体

及
び

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
，

２
抗

体
定

性
、

同
半

定
量

又
は

同
定

量
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
-
１

，
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
又

は
同

定
量

 

ア
 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
２

０
」

輸
血

（
「

４
」

の
自

己
血

輸
血

を
除

く
。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
同

じ
。

）

を
算

定
し

た
患

者
又

は
血

漿
成

分
製

剤
（

新
鮮

液
状

血
漿

、
新

鮮
凍

結
人

血
漿

等
）

の
輸

注
を

行
っ

た
患

者
に

対
し

て
、

一
連

と
し

て
行

わ
れ

た
当

該
輸

血
又

は
輸

注
の

最
終

日
か

ら
起

算
し

て
、

概
ね

２
か

月
後

に
「

1
7
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

抗
体

、
「

1
6
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
体

定
性

、
同

半
定

量
、

「
1
8
」

の
Ｈ

Ｉ

Ｖ
－

１
，

２
抗

体
定

量
、

「
1
6
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

-
１

，
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
又

は
「

1
8
」

の
Ｈ

Ｉ

Ｖ
-
１

，
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

量
の

測
定

が
行

わ
れ

た
場

合
は

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

症
を

疑
わ

せ
る

自

他
覚

症
状

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
当

該
輸

血
又

は
輸

注
に

つ
き

１
回

に
限

り
、

所
定

点
数

を
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

輸
血

料
の

算
定

又
は

血
漿

成
分

製
剤

の
輸

注
を

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て

も
ア

と
同

様
と

す
る

。
 

ウ
 

ア
又

は
イ

の
場

合
に

お
い

て
は

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
当

該
輸

血
又

は
輸

注
が

行
わ

れ
た

最

終
日

を
記

載
す

る
。

 

(
1
2
)
 
 
「

1
6
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
体

定
性

、
同

半
定

量
、

及
び

「
1
8
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
体

定
量

は
、

Ｌ
Ａ

法
、

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

、
Ｐ

Ａ
法

又
は

免
疫

ク
ロ

マ
ト

法
に

よ
る

。
 

(
1
3
)
 
 
「

1
8
」

の
Ａ

群
β

溶
連

菌
迅

速
試

験
定

性
と

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

８
」

細
菌

培
養

同
定

検
査

を
同

時
に

実

施
し

た
場

合
は

、
Ａ

群
β

溶
連

菌
迅

速
試

験
定

性
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、

 
-
 2
7
2
 -
 

そ
れ

ぞ
れ

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
４

」
の

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
抗

体
定

性
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
抗

体
半

定
量

、
「

2
5
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
原

定
性

（
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

）
又

は
「

3
1
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
原

定
性

（
Ｆ

Ａ
法

）
を

併
せ

て
実

施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
７

」
の

迅
速

ウ
レ

ア
ー

ゼ
試

験
定

性
を

含
む

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
感

染
診

断
の

保
険

診
療

上
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

「
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

の
診

断
及

び
治

療
に

関
す

る
取

扱
い

に
つ

い
て

」

（
平

成
1
2
年

1
0
月

3
1
日

保
険

発
第

1
8
0
号

）
に

即
し

て
行

う
こ

と
。

 
 

(
４

)
 

「
７

」
の

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
（

糞
便

）
と

「
８

」
の

ロ
タ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

（
糞

便
）

又
は

定
量

（
糞

便
）

を
同

時
に

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

検
査

の
み

算
定

す
る

。
 

(
５

)
 

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
抗

体
定

性
・

半
定

量
 

ア
 

「
９

」
の

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
抗

体
定

性
・

半
定

量
は

、
Ｌ

Ａ
法

、
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

、
金

コ

ロ
イ

ド
免

疫
測

定
法

又
は

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

（
簡

易
法

）
に

よ
り

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

イ
 

当
該

検
査

を
含

む
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

診
断

の
保

険
診

療
上

の
取

扱
い

に
つ

い
て

は
「

ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

の
診

断
及

び
治

療
に

関
す

る
取

扱
い

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
2
年

1
0
月

3
1

日
保

険
発

第
1
8
0
号

）
に

即
し

て
行

う
こ

と
。

 

(
６

)
 

ウ
イ

ル
ス

抗
体

価
（

定
性

・
半

定
量

・
定

量
）

 

ア
 

「
1
1
」

の
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

（
定

性
・

半
定

量
・

定
量

）
は

、
治

療
上

必
要

な
場

合
に

行
う

も
の

と
し

、

次
に

掲
げ

る
も

の
を

当
該

検
査

の
対

象
と

す
る

。
 

(
イ

)
 

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
 

(
ロ

)
 

コ
ク

サ
ッ

キ
ー

ウ
イ

ル
ス

 

(
ハ

)
 

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス

 

(
ニ

)
 

Ｅ
Ｂ

ウ
イ

ル
ス

 

(
ホ

)
 

エ
コ

ー
ウ

イ
ル

ス
 

(
ヘ

)
 

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

 

(
ト

)
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ａ

型
 

(
チ

)
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ｂ

型
 

(
リ

)
 

ム
ン

プ
ス

ウ
イ

ル
ス

 

(
ヌ

)
 

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ⅰ

型
 

(
ル

)
 

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ⅱ

型
 

(
ヲ

)
 

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ⅲ

型
 

(
ワ

)
 

ポ
リ

オ
ウ

イ
ル

ス
Ⅰ

型
 

(
カ

)
 

ポ
リ

オ
ウ

イ
ル

ス
Ⅱ

型
 

(
ヨ

)
 

ポ
リ

オ
ウ

イ
ル

ス
Ⅲ

型
 

(
タ

)
 

Ｒ
Ｓ

ウ
イ

ル
ス

 

(
レ

)
 

風
疹

ウ
イ

ル
ス

 

(
ソ

)
 

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

 

(
ツ

)
 

日
本

脳
炎

ウ
イ

ル
ス

 

(
ネ

)
 

オ
ー

ム
病

ク
ラ

ミ
ジ

ア
 

(
ナ

)
 

水
痘

・
帯

状
疱

疹
ウ

イ
ル

ス
 

イ
 

ウ
イ

ル
ス

抗
体

価
（

定
性

・
半

定
量

・
定

量
）

に
当

た
っ

て
、

同
一

検
体

に
つ

い
て

同
一

ウ
イ

ル
ス

に

（ ）（ ） 373372

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
7
5
 -
 

ア
 

３
歳

未
満

の
患

者
 

イ
 

6
5
歳

以
上

の
患

者
 

ウ
 

悪
性

腫
瘍

の
診

断
が

確
定

し
て

い
る

患
者

 

エ
 

臓
器

移
植

後
の

患
者

 

オ
 

抗
悪

性
腫

瘍
剤

、
免

疫
抑

制
剤

、
又

は
免

疫
抑

制
効

果
の

あ
る

薬
剤

を
投

与
中

の
患

者
 

(
2
2
)
 

「
2
6
」

の
ク

ラ
ミ

ド
フ

ィ
ラ

・
ニ

ュ
ー

モ
ニ

エ
Ｉ

ｇ
Ｍ

抗
体

を
、

「
９

」
の

ク
ラ

ミ
ド

フ
ィ

ラ
・

ニ
ュ

ー

モ
ニ

エ
Ｉ

ｇ
Ｇ

抗
体

又
は

「
1
0
」

の
ク

ラ
ミ

ド
フ

ィ
ラ

・
ニ

ュ
ー

モ
ニ

エ
Ｉ

ｇ
Ａ

抗
体

と
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
１

つ
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
2
3
)
 

「
2
7
」

の
Ｄ

－
ア

ラ
ビ

ニ
ト

ー
ル

は
、

カ
ン

ジ
ダ

血
症

又
は

カ
ン

ジ
ダ

肺
炎

の
診

断
の

目
的

で
行

っ
た

場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
2
4
)
 

「
2
7
」

の
ク

ラ
ミ

ジ
ア

・
ト

ラ
コ

マ
チ

ス
抗

原
定

性
は

、
泌

尿
器

、
生

殖
器

、
結

膜
又

は
鼻

咽
腔

内
か

ら

の
検

体
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

本
検

査
に

係
る

検
体

採
取

料
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

(
2
5
)
 

「
2
7
」

の
ク

ラ
ミ

ジ
ア

・
ト

ラ
コ

マ
チ

ス
抗

原
定

性
に

つ
い

て
、

結
膜

又
は

鼻
咽

腔
内

か
ら

の
検

体
に

よ

る
場

合
は

、
封

入
体

結
膜

炎
若

し
く

は
ト

ラ
コ

ー
マ

又
は

乳
児

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

肺
炎

の
診

断

の
た

め
に

実
施

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
2
6
)
 

「
2
8
」

の
ア

ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

抗
原

は
Ｌ

Ａ
法

又
は

Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｓ

Ａ
法

に
よ

り
、

侵
襲

性
肺

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス

症
の

診
断

の
た

め
に

実
施

し
た

場
合

に
の

み
算

定
で

き
る

。
 

(
2
7
)
 

「
2
9
」

の
大

腸
菌

Ｏ
1
5
7
抗

原
定

性
、

「
3
0
」

の
大

腸
菌

Ｏ
1
5
7
抗

体
定

性
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
８

」

細
菌

培
養

同
定

検
査

の
「

２
」

消
化

管
か

ら
の

検
体

に
よ

る
も

の
の

う
ち

い
ず

れ
か

を
複

数
測

定
し

た
場

合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

な
お

、
「

3
0
」

の
大

腸
菌

Ｏ
1
5
7
抗

体
定

性
は

Ｌ
Ａ

法
に

よ
る

。
 

(
2
8
)
 

「
3
1
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
原

定
性

（
Ｆ

Ａ
法

）
、

「
４

」
の

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
抗

体
定

性
、

同
半

定

量
又

は
「

2
5
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
原

定
性

（
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

）
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
2
9
)
 
 
「

3
3
」

の
大

腸
菌

血
清

型
別

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

８
」

細
菌

培
養

同
定

検
査

に
よ

り
大

腸
菌

が
確

認

さ
れ

、
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
０

２
３

－
２

」
の

「
３

」
大

腸
菌

ベ
ロ

ト
キ

シ
ン

定
性

に
よ

り
毒

素
が

確
認

又

は
腸

管
出

血
性

大
腸

菌
用

の
選

択
培

地
に

菌
の

発
育

が
確

認
さ

れ
、

並
び

に
血

清
抗

体
法

に
よ

り
大

腸
菌

の

Ｏ
抗

原
又

は
Ｈ

抗
原

の
同

定
を

行
っ

た
場

合
に

、
使

用
し

た
血

清
の

数
、

菌
種

等
に

関
わ

ら
ず

算
定

す
る

。

こ
の

場
合

に
お

い
て

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

８
」

細
菌

培
養

同
定

検
査

の
費

用
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
3
0
)
 
 
「

3
4
」

の
淋

菌
抗

原
定

性
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
８

」
細

菌
培

養
同

定
検

査
を

同
時

に
実

施
し

た
場

合

は
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
3
1
)
 

「
3
4
」

の
単

純
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
は

、
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
の

型
別

確
認

を
行

っ
た

場
合

に

算
定

で
き

る
。

 

(
3
2
)
 

肺
炎

球
菌

細
胞

壁
抗

原
定

性
 

ア
 

「
3
5
」

の
肺

炎
球

菌
細

胞
壁

抗
原

定
性

は
、

次
の

い
ず

れ
か

の
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
イ

)
 

喀
痰

又
は

上
咽

頭
ぬ

ぐ
い

を
検

体
と

し
て

、
イ

ム
ノ

ク
ロ

マ
ト

法
に

よ
り

、
肺

炎
又

は
下

気
道

 

感
染

症
の

診
断

に
用

い
た

場
合

 

(
ロ

)
 

イ
ム

ノ
ク

ロ
マ

ト
法

に
よ

り
、

中
耳

炎
及

び
副

鼻
腔

炎
の

診
断

に
用

い
た

場
合

 

イ
 

当
該

検
査

と
「

3
6
」

の
肺

炎
球

菌
莢

膜
抗

原
定

性
（

尿
・

髄
液

）
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
3
3
)
 

「
3
6
」

の
肺

炎
球

菌
莢

膜
抗

原
定

性
（

尿
・

髄
液

）
は

、
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

に
よ

り
実

施
し

た
場

合
に

限

 
-
 2
7
4
 -
 

Ａ
群

β
溶

連
菌

迅
速

試
験

定
性

の
結

果
が

陰
性

の
た

め
、

引
き

続
い

て
細

菌
培

養
同

定
検

査
を

実
施

し
た

場

合
で

あ
っ

て
も

、
Ａ

群
β

溶
連

菌
迅

速
試

験
定

性
の

所
定

点
数

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
4
)
 
 
「

1
9
」

の
カ

ン
ジ

ダ
抗

原
定

性
、

半
定

量
又

は
定

量
は

、
カ

ン
ジ

ダ
血

症
又

は
カ

ン
ジ

ダ
肺

炎
の

診
断

の

目
的

で
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
1
5
)
 
 
「

2
1
」

の
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
は

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

当
該

ウ
イ

ル

ス
感

染
症

が
疑

わ
れ

る
場

合
に

適
用

す
る

。
 

ア
 

入
院

中
の

患
者

 

イ
 

１
歳

未
満

の
乳

児
 

ウ
 

パ
リ

ビ
ズ

マ
ブ

製
剤

の
適

応
と

な
る

患
者

 

(
1
6
)
 
 
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

 

ア
 

「
2
2
」

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

は
、

発
症

後
4
8
時

間
以

内
に

実
施

し
た

場
合

に
限

り

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

イ
 

本
検

査
と

「
1
1
」

の
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

（
定

性
・

半
定

量
・

定
量

）
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ａ

型
若

し
く

は
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

Ｂ
型

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

ウ
 

本
検

査
は

光
学

的
抗

原
抗

体
反

応
（

Ｏ
Ｉ

Ａ
法

）
に

よ
り

実
施

し
た

場
合

に
も

算
定

で
き

る
。

 

(
1
7
)
 
 
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

抗
原

定
性

 

ア
 

「
2
3
」

の
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

抗
原

定
性

は
、

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

又
は

免
疫

ク
ロ

マ
ト

法
に

よ
り

測
定

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

当
該

検
査

を
含

む
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

診
断

の
保

険
診

療
上

の
取

扱
い

に
つ

い
て

は
「

ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

の
診

断
及

び
治

療
に

関
す

る
取

扱
い

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
2
年

1
0
月

3
1

日
保

険
発

第
1
8
0
号

）
に

即
し

て
行

う
こ

と
。

 

(
1
8
)
 

ヒ
ト

メ
タ

ニ
ュ

ー
モ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

 

ア
 

「
2
4
」

の
ヒ

ト
メ

タ
ニ

ュ
ー

モ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
と

「
1
1
」

の
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

（
定

性
・

半
定

量

・
定

量
）

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

Ａ
型

若
し

く
は

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ｂ

型
、

「
2
2
」

の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
又

は
「

2
1
」

の
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
の

う
ち

３
項

目
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
２

つ
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
「

1
1
」

の
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

（
定

性
・

半
定

量
・

定
量

）
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ａ

型
若

し
く

は
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

Ｂ
型

又
は

「
2
2
」

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
１

項
目

と
し

て

数
え

る
。

 

イ
 

本
検

査
は

、
当

該
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
疑

わ
れ

る
６

歳
未

満
の

患
者

で
あ

っ
て

、
画

像
診

断
又

は
胸

部

聴
診

所
見

に
よ

り
肺

炎
が

強
く

疑
わ

れ
る

患
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
1
9
)
 

「
2
5
」

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

菌
（

無
莢

膜
型

）
抗

原
定

性
は

、
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ａ

法
に

よ
り

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン

ザ
菌

感
染

が
疑

わ
れ

る
中

耳
炎

又
は

副
鼻

腔
炎

患
者

に
対

し
て

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

菌
（

無
莢

膜
型

）
感

染

の
診

断
の

目
的

で
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
2
0
)
 

「
2
5
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
原

定
性

（
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

）
、

「
４

」
の

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
抗

体
定

性

若
し

く
は

同
半

定
量

又
は

「
3
1
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
原

定
性

（
Ｆ

Ａ
法

）
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
2
1
)
 

「
2
5
」

の
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
は

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

当
該

ウ
イ

ル

ス
感

染
症

が
疑

わ
れ

る
場

合
に

算
定

す
る

。
 

（ ）（ ） 373372

２
－
⑶　
検　
査
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(
4
1
)
 

デ
ン

グ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
又

は
同

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
 

ア
 

「
4
3
」

の
デ

ン
グ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
は

、
デ

ン
グ

ウ
イ

ル
ス

Ｎ
Ｓ

１
抗

原
、

Ｉ
ｇ

Ｇ
抗

体
及

び
Ｉ

ｇ
Ｍ

抗
体

を
、

イ
ム

ノ
ク

ロ
マ

ト
法

を
用

い
て

同
時

に
測

定
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

「
4
3
」

の
デ

ン
グ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

及
び

同
抗

原
・

抗
体

同
時

測
定

定
性

は
、

国
立

感
染

症
研

究
所

が
作

成
し

た
「

蚊
媒

介
感

染
症

の
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
基

づ
き

デ
ン

グ
熱

を
疑

う
患

者
が

、
入

院
を

要
す

る
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

ウ
 

「
4
3
」

の
デ

ン
グ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

及
び

同
抗

原
・

抗
体

同
時

測
定

定
性

は
、

感
染

症
の

発
生

の
状

況
、

動
向

及
び

原
因

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
の

積
極

的
疫

学
調

査
を

目
的

と
し

て
実

施
さ

れ
た

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

エ
 

「
4
3
」

の
デ

ン
グ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

及
び

同
抗

原
・

抗
体

同
時

測
定

定
性

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
4
2
)
 

「
4
6
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

抗
体

（
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
）

又
は

「
4
9
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
２

抗
体

（
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
）

は
、

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
と

し
て

の
「

1
6
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
体

定
性

若
し

く

は
同

半
定

量
、

「
1
6
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
、

「
1
7
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

抗
体

、

「
1
8
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
体

定
量

又
は

「
1
8
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

量
が

陽

性
の

場
合

の
確

認
診

断
用

の
検

査
で

あ
る

。
 

(
4
3
)
 
 
「

4
8
」

の
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
p
p
6
5
抗

原
定

性
は

免
疫

染
色

法
に

よ
り

、
臓

器
移

植
後

若
し

く
は

造
血

幹
細

胞
移

植
後

の
患

者
又

は
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
又

は
高

度
細

胞
性

免
疫

不
全

の
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

高
度

細
胞

性
免

疫
不

全
の

患
者

に
つ

い
て

は
、

当
該

検
査

が
必

要
で

あ

っ
た

理
由

に
つ

い
て

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
4
4
)
 

「
5
0
」

の
Ｈ

Ｔ
Ｌ

Ｖ
－

Ⅰ
抗

体
（

ウ
エ

ス
タ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

及
び

ラ
イ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

）
は

、
「

1
3
」

の

Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ

－
Ⅰ

抗
体

定
性

、
半

定
量

又
は

「
3
0
」

の
Ｈ

Ｔ
Ｌ

Ｖ
－

Ⅰ
抗

体
に

よ
っ

て
陽

性
が

確
認

さ
れ

た
症

例
に

つ
い

て
、

確
定

診
断

を
目

的
と

し
て

ウ
エ

ス
タ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

又
は

ラ
イ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
法

に
よ

り
行

っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
4
5
)
 

「
5
1
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

抗
原

は
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

の
経

過
観

察
又

は
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

ハ
イ

リ
ス

ク
群

が
急

性
感

染

症
状

を
呈

し
た

場
合

の
確

定
診

断
に

際
し

て
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
4
6
)
 

「
5
2
」

の
抗

ト
リ

コ
ス

ポ
ロ

ン
・

ア
サ

ヒ
抗

体
は

、
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ａ

法
に

よ
り

、
夏

型
過

敏
性

肺
炎

の
鑑

別

診
断

を
目

的
と

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
な

お
、

鑑
別

診
断

目
的

の
対

象
患

者
は

、
厚

生
省

特

定
疾

患
び

ま
ん

性
肺

疾
患

調
査

研
究

班
に

よ
る

「
過

敏
性

肺
炎

の
診

断
の

手
引

と
診

断
基

準
」

に
よ

り
、

夏

型
過

敏
性

肺
炎

が
疑

わ
れ

る
患

者
と

す
る

。
 

 
Ｄ

０
１

３
 

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

関
連

検
査

 

(
１

)
 

「
１

」
の

Ｈ
Ｂ

ｓ
抗

原
定

性
・

半
定

量
は

、
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

、
赤

血
球

凝
集

法
、

粒
子

凝
集

法
、

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

（
簡

易
法

）
、

金
コ

ロ
イ

ド
凝

集
法

に
よ

る
。

 

(
２

)
 

「
２

」
の

Ｈ
Ｂ

ｓ
抗

体
半

定
量

は
、

赤
血

球
凝

集
法

、
粒

子
凝

集
法

、
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
（

簡
易

法
）

、
金

コ
ロ

イ
ド

凝
集

法
に

よ
る

。
 

(
３

)
 

免
疫

抑
制

剤
の

投
与

や
化

学
療

法
を

行
う

患
者

に
対

し
て

、
Ｂ

型
肝

炎
の

再
活

性
化

を
考

慮
し

、
当

該
治

療
開

始
前

に
「

３
」

の
Ｈ

Ｂ
ｓ

抗
原

、
Ｈ

Ｂ
ｓ

抗
体

及
び

「
６

」
の

Ｈ
Ｂ

ｃ
抗

体
半

定
量

・
定

量
を

同
時

に

測
定

し
た

場
合

は
、

患
者

１
人

に
つ

き
そ

れ
ぞ

れ
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
４

)
 

「
５

」
の

Ｈ
Ｃ

Ｖ
コ

ア
蛋

白
は

、
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
又

は
Ｉ

Ｒ
Ｍ

Ａ
法

に
よ

る
。

 

(
５

)
 

「
６

」
の

Ｈ
Ｂ

c
抗

体
半

定
量

・
定

量
と

「
８

」
の

Ｈ
Ｂ

c
－

Ｉ
ｇ

Ｍ
抗

体
を

同
時

に
測

定
し

た
場

合
は

、
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り
算

定
で

き
る

。
 

(
3
4
)
 

グ
ロ

ブ
リ

ン
ク

ラ
ス

別
ク

ラ
ミ

ジ
ア

・
ト

ラ
コ

マ
チ

ス
抗

体
 

ア
 

「
3
7
」

の
グ

ロ
ブ

リ
ン

ク
ラ

ス
別

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

抗
体

は
、

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

抗
原

検
出

不
能

又
は

検
体

採
取

の
困

難
な

疾
患

（
骨

盤
内

感
染

症
、

卵
管

炎
、

副
睾

丸
炎

、
新

生
児

・
乳

児
肺

炎
等

）
の

診
断

に
際

し
、

Ｉ
g
Ｇ

抗
体

価
又

は
Ｉ

g
Ａ

抗
体

価
を

測
定

し
た

場
合

又
は

新
生

児
・

乳
幼

児
肺

炎
の

診
断

に
際

し
、

Ｉ
ｇ

Ｍ
抗

体
価

を
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

イ
 

Ｉ
g
Ｇ

抗
体

価
、

Ｉ
g
Ａ

抗
体

価
及

び
Ｉ

ｇ
Ｍ

抗
体

価
の

う
ち

２
項

目
以

上
を

同
時

に
測

定
し

た
場

合
は

、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
3
5
)
 

「
3
8
」

の
ツ

ツ
ガ

ム
シ

抗
体

半
定

量
又

は
同

定
性

は
、

各
株

ご
と

に
算

定
す

る
。

 

(
3
6
)
 

「
3
8
」

の
(
1
→

3
)
－

β
－

Ｄ
－

グ
ル

カ
ン

は
、

発
色

合
成

基
質

法
、

比
濁

時
間

分
析

法
又

は
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ａ

法
に

よ
り

、
深

在
性

真
菌

感
染

症
が

疑
わ

れ
る

患
者

に
対

す
る

治
療

法
の

選
択

又
は

深
在

性
真

菌
感

染
症

に

対
す

る
治

療
効

果
の

判
定

に
使

用
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

な
お

、
本

検
査

を
「

1
9
」

の
カ

ン
ジ

ダ
抗

原
定

性
、

同
半

定
量

、
同

定
量

、
「

2
7
」

の
Ｄ

－
ア

ラ
ビ

ニ
ト

ー
ル

、
「

2
8
」

の
ア

ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

抗
原

、
「

3
2
」

の
ク

リ
プ

ト
コ

ッ
ク

ス
抗

原
半

定
量

又
は

同
定

性
と

併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
3
7
)
 

「
3
9
」

の
ア

ニ
サ

キ
ス

Ｉ
ｇ

Ｇ
・

Ｉ
ｇ

Ａ
抗

体
は

、
腸

ア
ニ

サ
キ

ス
症

、
肉

芽
腫

を
伴

う
慢

性
胃

ア
ニ

サ

キ
ス

症
又

は
ア

ニ
サ

キ
ス

異
所

迷
入

例
（

肺
ア

ニ
サ

キ
ス

症
等

）
に

お
け

る
診

断
の

た
め

に
実

施
し

た
場

合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
3
8
)
 

「
3
9
」

の
単

純
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
（

角
膜

）
は

、
角

膜
ヘ

ル
ペ

ス
が

疑
わ

れ
る

角
膜

上
皮

病

変
を

認
め

た
患

者
に

対
し

、
イ

ム
ノ

ク
ロ

マ
ト

法
に

よ
り

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 
 

(
3
9
)
 

グ
ロ

ブ
リ

ン
ク

ラ
ス

別
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

 

ア
 

「
4
0
」

の
グ

ロ
ブ

リ
ン

ク
ラ

ス
別

ウ
イ

ル
ス

抗
体

価
は

、
下

記
の

項
目

の
ウ

イ
ル

ス
の

Ｉ
g
Ｇ

型
ウ

イ

ル
ス

抗
体

価
又

は
Ｉ

g
Ｍ

型
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

を
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
(
ト

)
の

ヒ
ト

パ
ル

ボ
ウ

イ
ル

ス
Ｂ

1
9
は

、
紅

斑
が

出
現

し
て

い
る

1
5
歳

以
上

の
成

人
に

つ
い

て
、

こ
の

ウ
イ

ル
ス

に

よ
る

感
染

症
が

強
く

疑
わ

れ
、

Ｉ
g
Ｍ

型
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

を
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
イ

)
 

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

 

(
ロ

)
 

風
疹

ウ
イ

ル
ス

 

(
ハ

)
 

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス

 

(
ニ

)
 

Ｅ
Ｂ

ウ
イ

ル
ス

 

(
ホ

)
 

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

 

(
ヘ

)
 

ム
ン

プ
ス

ウ
イ

ル
ス

 

(
ト

)
 

ヒ
ト

パ
ル

ボ
ウ

イ
ル

ス
Ｂ

1
9
 

(
チ

)
 

水
痘

・
帯

状
疱

疹
ウ

イ
ル

ス
 

イ
 

同
一

ウ
イ

ル
ス

に
つ

い
て

Ｉ
g
Ｇ

型
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

及
び

Ｉ
g
Ｍ

型
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

を
測

定
し

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
い

ず
れ

か
一

方
の

点
数

を
算

定
す

る
。

 

ウ
 

「
1
1
」

の
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

（
定

性
・

半
定

量
・

定
量

）
と

併
せ

て
測

定
し

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
い

ず
れ

か
一

方
の

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
4
0
)
 

「
4
1
」

の
レ

ジ
オ

ネ
ラ

抗
原

定
性

（
尿

）
は

、
症

状
や

所
見

か
ら

レ
ジ

オ
ネ

ラ
症

が
疑

わ
れ

る
患

者
に

対

し
て

、
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ａ

法
又

は
免

疫
ク

ロ
マ

ト
法

に
よ

り
実

施
し

た
場

合
に

限
り

１
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す

る
。

 

（ ）（ ） 375374
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-
 2
7
9
 -
 

に
お

い
て

は
、

治
療

薬
の

変
更

時
に

３
月

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

「
2
3
」

の
抗

シ
ト

ル
リ

ン
化

ペ
プ

チ
ド

抗
体

定
性

、
同

定
量

、
「

７
」

の
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
メ

タ
ロ

プ
ロ

テ
イ

ナ
ー

ゼ
－

３
（

Ｍ
Ｍ

Ｐ
－

３
）

、
「

８
」

の
抗

ガ
ラ

ク
ト

ー
ス

欠
損

Ｉ
ｇ

Ｇ
抗

体
定

性
、

同
定

量
、

「
1
3
」

の
Ｃ

１
ｑ

結
合

免
疫

複
合

体
、

「
2
1
」

の
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル

Ｒ
Ｆ

結
合

免
疫

複
合

体
及

び
「

2
2
」

の
Ｉ

ｇ
Ｇ

型
リ

ウ
マ

ト
イ

ド
因

子
の

う
ち

２
項

目
以

上
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
１

つ
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
８

)
 
 
抗

Ｌ
Ｋ

Ｍ
－

１
抗

体
 

ア
 

「
2
4
」

の
抗

Ｌ
Ｋ

Ｍ
－

１
抗

体
は

、
ウ

イ
ル

ス
肝

炎
、

ア
ル

コ
ー

ル
性

肝
障

害
及

び
薬

剤
性

肝
障

害
の

い
ず

れ
で

も
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

、
か

つ
、

抗
核

抗
体

陰
性

の
自

己
免

疫
性

肝
炎

が
強

く
疑

わ
れ

る
患

者
を

対
象

と
し

て
測

定
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

本
検

査
を

実
施

し
た

場
合

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

抗
核

抗
体

陰
性

を
確

認
し

た
年

月
日

を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
９

)
 
 
「

2
5
」

の
抗

カ
ル

ジ
オ

リ
ピ

ン
β

２
グ

リ
コ

プ
ロ

テ
イ

ン
Ⅰ

複
合

体
抗

体
と

「
2
7
」

の
抗

カ
ル

ジ
オ

リ
ピ

ン
抗

体
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
0
)
 
 
「

2
6
」

の
抗

Ｔ
Ｓ

Ｈ
レ

セ
プ

タ
ー

抗
体

（
Ｔ

Ｒ
Ａ

ｂ
）

及
び

「
3
6
」

の
甲

状
腺

刺
激

抗
体

（
Ｔ

Ｓ
Ａ

ｂ
）

を
同

時
に

行
っ

た
場

合
は

、
い

ず
れ

か
一

方
の

み
算

定
す

る
。

 

(
1
1
)
 
 
「

2
8
」

の
Ｉ

ｇ
Ｇ

２
（

Ｔ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

る
も

の
）

及
び

「
3
8
」

の
Ｉ

ｇ
Ｇ

２
（

ネ
フ

ェ
ロ

メ
ト

リ
ー

法
に

よ
る

も
の

）
は

、
原

発
性

免
疫

不
全

等
を

疑
う

場
合

に
算

定
す

る
。

こ
れ

ら
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、

「
2
8
」

の
Ｉ

ｇ
Ｇ

２
（

Ｔ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

る
も

の
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
1
2
)
 
 
「

2
9
」

の
抗

好
中

球
細

胞
質

ミ
エ

ロ
ペ

ル
オ

キ
シ

ダ
ー

ゼ
抗

体
（

Ｍ
Ｐ

Ｏ
－

Ａ
Ｎ

Ｃ
Ａ

）
は

、
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ

Ａ
法

、
Ｃ

Ｌ
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
又

は
ラ

テ
ッ

ク
ス

免
疫

比
濁

法
に

よ
り

、
急

速
進

行
性

糸
球

体
腎

炎
の

診
断

又
は

経

過
観

察
の

た
め

に
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
1
3
)
 

抗
デ

ス
モ

グ
レ

イ
ン

３
抗

体
 

ア
 

「
3
1
」

の
抗

デ
ス

モ
グ

レ
イ

ン
３

抗
体

は
、

Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｓ

Ａ
法

又
は

Ｃ
Ｌ

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

り
、

天
疱

瘡
の

鑑
別

診
断

又
は

経
過

観
察

中
の

治
療

効
果

判
定

を
目

的
と

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
な

お
、

鑑
別

診
断

目
的

の
対

象
患

者
は

、
厚

生
労

働
省

 
難

治
性

疾
患

政
策

研
究

事
業

研
究

班
に

よ
る

「
天

疱
瘡

診
断

基
準

」
に

よ
り

、
天

疱
瘡

が
強

く
疑

わ
れ

る
患

者
と

す
る

。
 

イ
 

尋
常

性
天

疱
瘡

の
患

者
に

対
し

、
経

過
観

察
中

の
治

療
効

果
判

定
の

目
的

で
、

本
検

査
と

「
3
5
」

の
抗

デ
ス

モ
グ

レ
イ

ン
１

抗
体

を
併

せ
て

測
定

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
1
4
)
 

「
3
1
」

の
抗

Ｂ
Ｐ

1
8
0
－

Ｎ
Ｃ

1
6
ａ

抗
体

は
、

Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｓ

Ａ
法

又
は

Ｃ
Ｌ

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

り
、

水
疱

性
類

天
疱

瘡
の

鑑
別

診
断

又
は

経
過

観
察

中
の

治
療

効
果

判
定

を
目

的
と

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
1
5
)
 
 
「

3
1
」

の
抗

糸
球

体
基

底
膜

抗
体

（
抗

Ｇ
Ｂ

Ｍ
抗

体
）

は
、

抗
糸

球
体

基
底

膜
抗

体
腎

炎
及

び
グ

ッ
ド

パ

ス
チ

ャ
ー

症
候

群
の

診
断

又
は

治
療

方
針

の
決

定
を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
1
6
)
 

「
3
2
」

の
抗

Ｍ
Ｄ

Ａ
５

抗
体

、
抗

Ｔ
Ｉ

Ｆ
１

－
γ

抗
体

及
び

抗
Ｍ

ｉ
－

２
抗

体
は

、
厚

生
労

働
省

難
治

性

疾
患

克
服

研
究

事
業

自
己

免
疫

疾
患

に
関

す
る

調
査

研
究

班
に

よ
る

「
皮

膚
筋

炎
診

断
基

準
」

を
満

た
す

患

者
に

お
い

て
、

Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｓ

Ａ
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
1
7
)
 
 
「

3
3
」

の
ル

ー
プ

ス
ア

ン
チ

コ
ア

グ
ラ

ン
ト

定
量

及
び

同
定

性
は

、
希

釈
ラ

ッ
セ

ル
蛇

毒
試

験
法

又
は

リ

ン
脂

質
中

和
法

に
よ

り
、

抗
リ

ン
脂

質
抗

体
症

候
群

の
診

断
を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
1
8
)
 

抗
デ

ス
モ

グ
レ

イ
ン

１
抗

体
 

ア
 

「
3
5
」

の
抗

デ
ス

モ
グ

レ
イ

ン
１

抗
体

は
、

Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｓ

Ａ
法

又
は

Ｃ
Ｌ

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

り
、

天
疱

瘡
の

 
-
 2
7
8
 -
 

一
方

の
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 

(
６

)
 

「
８

」
の

Ｈ
Ａ

抗
体

と
Ｈ

Ａ
－

Ｉ
g
Ｍ

抗
体

を
同

時
に

測
定

し
た

場
合

は
、

一
方

の
所

定
点

数
の

み
を

算

定
す

る
。

 
 
 
  
 
  
 
  
 
 

(
７

)
 

「
1
1
」

の
Ｈ

Ｃ
Ｖ

血
清

群
別

判
定

は
、

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

り
、

Ｃ
型

肝
炎

の
診

断
が

確
定

し
た

患
者

に
対

し

て
、

Ｃ
型

肝
炎

の
治

療
法

の
選

択
の

目
的

で
実

施
し

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
で

き

る
。

 

(
８

)
 

「
1
2
」

の
Ｈ

Ｂ
Ｖ

コ
ア

関
連

抗
原

（
Ｈ

Ｂ
ｃ

ｒ
Ａ

ｇ
）

は
、

Ｈ
Ｂ

Ｖ
感

染
の

診
断

の
補

助
及

び
治

療
効

果

の
判

定
の

目
的

で
、

血
清

又
は

血
漿

中
の

Ｈ
Ｂ

Ｖ
コ

ア
関

連
抗

原
（

Ｈ
Ｂ

ｃ
ｒ

Ａ
ｇ

）
を

測
定

し
た

場
合

に

１
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
な

お
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

３
」

微
生

物
核

酸
同

定
・

定
量

検
査

の
「

４
」

の
Ｈ

Ｂ
Ｖ

核
酸

定
量

を
同

時
に

測
定

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
９

)
 

「
1
4
」

の
Ｈ

Ｂ
Ｖ

ジ
ェ

ノ
タ

イ
プ

判
定

は
、

Ｂ
型

肝
炎

の
診

断
が

確
定

し
た

患
者

に
対

し
て

、
Ｂ

型
肝

炎

の
治

療
法

の
選

択
の

目
的

で
実

施
し

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

Ｄ
０

１
４

 
自

己
抗

体
検

査
 

(
１

)
 

「
２

」
の

リ
ウ

マ
ト

イ
ド

因
子

（
Ｒ

Ｆ
）

定
量

、
「

７
」

の
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
メ

タ
ロ

プ
ロ

テ
イ

ナ
ー

ゼ
－

３
（

Ｍ
Ｍ

Ｐ
－

３
）

、
「

８
」

の
抗

ガ
ラ

ク
ト

ー
ス

欠
損

Ｉ
ｇ

Ｇ
抗

体
定

性
、

同
定

量
、

「
1
3
」

の
Ｃ

１
ｑ

結
合

免
疫

複
合

体
、

「
2
1
」

の
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル

Ｒ
Ｆ

結
合

免
疫

複
合

体
及

び
「

2
2
」

の
Ｉ

g
Ｇ

型
リ

ウ
マ

ト
イ

ド
因

子
の

う
ち

３
項

目
以

上
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
２

つ
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
８

」
の

抗
ガ

ラ
ク

ト
ー

ス
欠

損
Ｉ

ｇ
Ｇ

抗
体

定
性

、
同

定
量

は
、

Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ｉ

Ａ
法

又
は

レ
ク

チ
ン

酵
素

免
疫

測
定

法
に

よ
る

。
な

お
、

「
２

」
の

リ
ウ

マ
ト

イ
ド

因
子

（
Ｒ

Ｆ
）

定
量

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
1
1
」

の
抗

甲
状

腺
ペ

ル
オ

キ
シ

ダ
ー

ゼ
抗

体
を

、
「

３
」

の
抗

甲
状

腺
マ

イ
ク

ロ
ゾ

ー
ム

抗
体

半
定

量

と
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

「
1
7
」

の
抗

Ｒ
Ｎ

Ａ
ポ

リ
メ

ラ
ー

ゼ
Ⅲ

抗
体

は
、

び
ま

ん
性

型
強

皮
症

の
確

定
診

断
を

目
的

と
し

て
行

っ

た
場

合
に

、
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
ま

た
、

そ
の

際
陽

性
と

認
め

ら
れ

た
患

者
に

関
し

、
腎

ク

リ
ー

ゼ
の

リ
ス

ク
が

高
い

者
に

つ
い

て
は

治
療

方
針

の
決

定
を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
、

ま
た

、
腎

ク

リ
ー

ゼ
発

症
後

の
者

に
つ

い
て

は
病

勢
の

指
標

と
し

て
測

定
し

た
場

合
に

、
そ

れ
ぞ

れ
３

月
に

１
回

を
限

度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

(
５

)
 

「
1
8
」

の
抗

セ
ン

ト
ロ

メ
ア

抗
体

定
量

又
は

同
定

性
は

、
原

発
性

胆
汁

性
肝

硬
変

又
は

強
皮

症
の

診
断

又

は
治

療
方

針
の

決
定

を
目

的
に

用
い

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
６

)
 

「
2
0
」

の
抗

Ａ
Ｒ

Ｓ
抗

体
と

「
９

」
の

抗
Ｊ

ｏ
－

１
抗

体
定

性
、

同
半

定
量

又
は

同
定

量
を

併
せ

て
実

施

し
た

場
合

は
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
７

)
 

抗
シ

ト
ル

リ
ン

化
ペ

プ
チ

ド
抗

体
定

性
又

は
同

定
量

 

ア
 

「
2
3
」

の
抗

シ
ト

ル
リ

ン
化

ペ
プ

チ
ド

抗
体

定
性

又
は

同
定

量
は

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
イ

)
 

関
節

リ
ウ

マ
チ

と
確

定
診

断
で

き
な

い
者

に
対

し
て

診
断

の
補

助
と

し
て

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
、

原
則

と
し

て
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
当

該
検

査
結

果
が

陰
性

の
場

合
に

お
い

て
は

、
３

月
に

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
な

お
、

当
該

検
査

を
２

回
以

上
算

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

検
査

値
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

。
 

(
ロ

)
 

(
イ

)
と

は
別

に
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

に
対

す
る

治
療

薬
の

選
択

の
た

め
に

行
う

場
合

に
お

い
て

は
、

患
者

１
人

に
つ

き
原

則
と

し
て

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

検
査

結
果

が
陰

性
の

場
合

（ ）（ ） 375374
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-
 2
8
1
 -
 

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
2
7
)
 

「
4
4
」

の
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
（

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
）

は
、

肺
移

植
、

心
移

植
、

肝
移

植
、

膵
移

植
、

小

腸
移

植
又

は
腎

移
植

後
の

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
、

原
則

と
し

て
１

年
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

抗
体

関
連

拒
絶

反
応

を
強

く
疑

う
場

合
等

、
医

学
的

必
要

性
が

あ
る

場
合

に
は

、
１

年
に

１
回

に

限
り

更
に

算
定

で
き

る
。

な
お

、
こ

の
場

合
に

お
い

て
は

、
診

療
録

及
び

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ

の
理

由
及

び
医

学
的

な
必

要
性

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
2
8
)
 

「
4
5
」

の
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
（

抗
体

特
異

性
同

定
検

査
）

は
、

「
4
4
」

の
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
（

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
）

に
よ

っ
て

陽
性

が
確

認
さ

れ
た

症
例

に
つ

い
て

、
抗

体
関

連
拒

絶
反

応
の

確
定

診
断

を
目

的
に

行

わ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
抗

体
関

連
拒

絶
反

応
と

診
断

さ
れ

た
患

者
の

経
過

観
察

時
に

行
っ

た

場
合

に
は

、
１

年
に

２
回

に
限

り
更

に
算

定
で

き
る

。
な

お
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

診
療

録
及

び
診

療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ
の

理
由

及
び

医
学

的
な

必
要

性
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｄ
０

１
５

 
血

漿
蛋

白
免

疫
学

的
検

査
 

(
１

)
 

「
４

」
の

免
疫

グ
ロ

ブ
リ

ン
は

、
Ｉ

g
Ｇ

、
Ｉ

g
Ａ

、
Ｉ

g
Ｍ

及
び

Ｉ
g
Ｄ

を
測

定
し

た
場

合
に

、
そ

れ
ぞ

れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
６

」
の

血
清

ア
ミ

ロ
イ

ド
Ａ

蛋
白

（
Ｓ

Ａ
Ａ

）
を

「
１

」
の

Ｃ
反

応
性

蛋
白

（
Ｃ

Ｒ
Ｐ

）
定

性
又

は

「
１

」
の

Ｃ
反

応
性

蛋
白

（
Ｃ

Ｒ
Ｐ

）
と

併
せ

て
測

定
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

「
７

」
の

ト
ラ

ン
ス

フ
ェ

リ
ン

（
Ｔ

ｆ
）

、
「

８
」

の
Ｃ

３
及

び
Ｃ

４
は

、
Ｓ

Ｒ
Ｉ

Ｄ
法

等
に

よ
る

。
 

(
４

)
 

免
疫

電
気

泳
動

法
（

抗
ヒ

ト
全

血
清

）
及

び
免

疫
電

気
泳

動
法

（
特

異
抗

血
清

）
 

ア
 

「
1
6
」

の
免

疫
電

気
泳

動
法

（
抗

ヒ
ト

全
血

清
）

及
び

「
2
3
」

の
免

疫
電

気
泳

動
法

（
特

異
抗

血
清

）

に
つ

い
て

は
、

同
一

検
体

に
つ

き
一

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

イ
 

同
一

検
体

に
つ

い
て

「
1
6
」

の
免

疫
電

気
泳

動
法

（
抗

ヒ
ト

全
血

清
）

及
び

「
2
3
」

の
免

疫
電

気
泳

動

法
（

特
異

抗
血

清
）

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

検
査

の
所

定
点

数
の

み
を

算
定

す
る

。
 

ウ
 

「
2
3
」

の
免

疫
電

気
泳

動
法

（
特

異
抗

血
清

）
は

、
免

疫
固

定
法

に
よ

り
実

施
し

た
場

合
に

も
算

定
で

き
る

。
 

(
５

)
 

「
1
8
」

の
Ｔ

Ａ
Ｒ

Ｃ
は

、
血

清
中

の
Ｔ

Ａ
Ｒ

Ｃ
量

を
測

定
す

る
場

合
に

月
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き

る
。

 

(
６

)
 

「
1
9
」

の
Ａ

Ｐ
Ｒ

ス
コ

ア
定

性
は

、
α

１
－

酸
性

糖
蛋

白
、

ハ
プ

ト
グ

ロ
ビ

ン
及

び
Ｃ

反
応

性
蛋

白
（

Ｃ

Ｒ
Ｐ

）
定

性
の

３
つ

を
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
７

)
 

「
2
0
」

の
ア

ト
ピ

ー
鑑

別
試

験
定

性
は

、
1
2
種

類
の

吸
入

性
ア

レ
ル

ゲ
ン

（
ヤ

ケ
ヒ

ョ
ウ

ヒ
ダ

ニ
、

コ
ナ

ヒ
ョ

ウ
ヒ

ダ
ニ

、
ネ

コ
皮

屑
、

イ
ヌ

皮
屑

、
ギ

ョ
ウ

ギ
シ

バ
、

カ
モ

ガ
ヤ

、
ブ

タ
ク

サ
、

ヨ
モ

ギ
、

シ
ラ

カ

ン
バ

（
属

）
、

ス
ギ

、
カ

ン
ジ

ダ
、

ア
ル

テ
ル

ナ
リ

ア
）

に
対

す
る

特
異

的
Ｉ

g
Ｅ

を
測

定
し

た
場

合
に

算

定
す

る
。

 

(
８

)
 

「
2
2
」

の
癌

胎
児

性
フ

ィ
ブ

ロ
ネ

ク
チ

ン
定

性
（

頸
管

膣
分

泌
液

）
は

、
破

水
の

診
断

の
た

め
に

妊
娠

満

2
2
週

以
上

満
3
7
週

未
満

の
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場
合

又
は

切
迫

早
産

の
診

断
の

た
め

に
妊

娠
満

2
2

週
以

上
満

3
3
週

未
満

の
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場
合

の
み

算
定

す
る

。
 

(
９

)
 

「
2
2
」

の
癌

胎
児

性
フ

ィ
ブ

ロ
ネ

ク
チ

ン
定

性
（

頸
管

膣
分

泌
液

）
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
７

」
血

液

化
学

検
査

の
「

4
2
」

腟
分

泌
液

中
イ

ン
ス

リ
ン

様
成

長
因

子
結

合
蛋

白
１

型
（

Ｉ
Ｇ

Ｆ
Ｂ

Ｐ
－

１
）

定
性

を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
1
0
)
 
 
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

Ｌ
鎖

κ
／

λ
比

 

ア
 

「
2
5
」

の
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

Ｌ
鎖

κ
／

λ
比

は
ネ

フ
ェ

ロ
メ

ト
リ

ー
法

に
よ

り
、

高
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

 
-
 2
8
0
 -
 

鑑
別

診
断

又
は

経
過

観
察

中
の

治
療

効
果

判
定

を
目

的
と

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
な

お
、

鑑
別

診
断

目
的

の
対

象
患

者
は

、
厚

生
労

働
省

 
難

治
性

疾
患

政
策

研
究

事
業

研
究

班
に

よ
る

「
天

疱
瘡

診
断

基
準

」
に

よ
り

、
天

疱
瘡

が
強

く
疑

わ
れ

る
患

者
と

す
る

。
 

イ
 

落
葉

状
天

疱
瘡

の
患

者
に

対
し

、
経

過
観

察
中

の
治

療
効

果
判

定
の

目
的

で
、

本
検

査
と

「
3
1
」

の
抗

デ
ス

モ
グ

レ
イ

ン
３

抗
体

を
併

せ
て

測
定

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
1
9
)
 

「
3
7
」

の
Ｉ

ｇ
Ｇ

４
は

、
ネ

フ
ェ

ロ
メ

ト
リ

ー
法

又
は

Ｔ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

る
。

 

(
2
0
)
 

「
3
9
」

の
抗

Ｇ
Ｍ

１
Ｉ

ｇ
Ｇ

抗
体

は
、

Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｓ

Ａ
法

に
よ

り
、

進
行

性
筋

力
低

下
又

は
深

部
腱

反
射

低

下
等

の
ギ

ラ
ン

・
バ

レ
ー

症
候

群
が

疑
わ

れ
る

所
見

が
見

ら
れ

る
場

合
に

お
い

て
、

診
断

時
に

１
回

に
限

り

算
定

で
き

、
経

過
観

察
時

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
2
1
)
 

「
3
9
」

の
抗

Ｇ
Ｑ

１
ｂ

Ｉ
ｇ

Ｇ
抗

体
は

、
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ａ

法
に

よ
り

、
眼

筋
麻

痺
又

は
小

脳
性

運
動

失
調

等

の
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
症

候
群

が
疑

わ
れ

る
場

合
に

お
い

て
、

診
断

時
に

１
回

に
限

り
算

定
で

き
、

経
過

観
察

時

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
2
2
)
 

抗
デ

ス
モ

グ
レ

イ
ン

１
抗

体
、

抗
デ

ス
モ

グ
レ

イ
ン

３
抗

体
及

び
抗

Ｂ
Ｐ

1
8
0
－

Ｎ
Ｃ

1
6
ａ

抗
体

同
時

測

定
 

ア
 

「
4
0
」

の
抗

デ
ス

モ
グ

レ
イ

ン
１

抗
体

、
抗

デ
ス

モ
グ

レ
イ

ン
３

抗
体

及
び

抗
Ｂ

Ｐ
1
8
0
－

Ｎ
Ｃ

1
6
ａ

抗
体

同
時

測
定

は
、

天
疱

瘡
又

は
水

疱
性

類
天

疱
瘡

が
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

て
、

間
接

蛍
光

抗
体

法

（
Ｉ

Ｆ
法

）
に

よ
り

、
鑑

別
診

断
を

目
的

と
し

て
測

定
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

な
お

、
天

疱
瘡

に
つ

い
て

の
鑑

別
診

断
目

的
の

対
象

患
者

は
、

厚
生

労
働

省
 

難
治

性
疾

患
政

策
研

究
事

業
研

究
班

に
よ

る

「
天

疱
瘡

診
断

基
準

」
に

よ
り

、
天

疱
瘡

が
強

く
疑

わ
れ

る
患

者
と

す
る

。
 

イ
 

天
疱

瘡
又

は
水

疱
性

類
天

疱
瘡

の
鑑

別
診

断
の

目
的

で
、

本
検

査
と

「
3
1
」

の
抗

デ
ス

モ
グ

レ
イ

ン
３

抗
体

若
し

く
は

抗
Ｂ

Ｐ
1
8
0
－

Ｎ
Ｃ

1
6
ａ

抗
体

又
は

「
3
5
」

の
抗

デ
ス

モ
グ

レ
イ

ン
１

抗
体

を
併

せ
て

測

定
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
2
3
)
 

抗
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

レ
セ

プ
タ

ー
抗

体
（

抗
Ａ

Ｃ
ｈ

Ｒ
抗

体
）

 

ア
 

「
4
1
」

の
抗

ア
セ

チ
ル

コ
リ

ン
レ

セ
プ

タ
ー

抗
体

（
抗

Ａ
Ｃ

ｈ
Ｒ

抗
体

）
は

、
重

症
筋

無
力

症
の

診
断

又
は

診
断

後
の

経
過

観
察

の
目

的
で

行
っ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

本
検

査
と

「
4
3
」

の
抗

筋
特

異
的

チ
ロ

シ
ン

キ
ナ

ー
ゼ

抗
体

を
併

せ
て

測
定

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
2
4
)
 

「
4
2
」

の
抗

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

レ
セ

プ
タ

ー
抗

体
は

、
ラ

ス
ム

ッ
セ

ン
脳

炎
、

小
児

の
慢

性
進

行
性

持
続

性

部
分

て
ん

か
ん

又
は

オ
プ

ソ
ク

ロ
ー

ヌ
ス

・
ミ

オ
ク

ロ
ー

ヌ
ス

症
候

群
の

診
断

の
補

助
と

し
て

行
っ

た
場

合

に
、

月
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

(
2
5
)
 

「
4
3
」

の
抗

ア
ク

ア
ポ

リ
ン

４
抗

体
は

、
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ａ

法
に

よ
り

視
神

経
脊

髄
炎

の
診

断
（

治
療

効
果

判

定
を

除
く

。
）

を
目

的
と

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
な

お
、

当
該

検
査

の
結

果
は

陰
性

で
あ

っ

た
が

、
臨

床
症

状
・

検
査

所
見

等
の

変
化

を
踏

ま
え

、
視

神
経

脊
髄

炎
が

強
く

疑
わ

れ
る

患
者

に
対

し
て

、

疾
患

の
診

断
を

行
う

必
要

が
あ

り
、

当
該

検
査

を
再

度
実

施
し

た
場

合
に

お
い

て
も

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

こ
の

場
合

、
前

回
の

検
査

実
施

日
及

び
検

査
を

再
度

実
施

す
る

医
学

的
な

必
要

性
に

つ
い

て
診

療
報

酬
明

細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
2
6
)
 

抗
筋

特
異

的
チ

ロ
シ

ン
キ

ナ
ー

ゼ
抗

体
 

ア
 

「
4
3
」

の
抗

筋
特

異
的

チ
ロ

シ
ン

キ
ナ

ー
ゼ

抗
体

は
、

Ｒ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

り
重

症
筋

無
力

症
の

診
断

又
は

診
断

後
の

経
過

観
察

を
目

的
と

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

本
検

査
と

「
4
1
」

抗
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

レ
セ

プ
タ

ー
抗

体
（

抗
Ａ

Ｃ
ｈ

Ｒ
抗

体
）

を
併

せ
て

測
定

し
た

（ ）（ ） 377376

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
8
3
 -
 

「
３

」
の

血
液

又
は

穿
刺

液
を

２
回

算
定

で
き

る
。

こ
の

場
合

、
「

注
１

」
及

び
「

注
２

」
の

加
算

は
２

回
算

定
で

き
る

。
 

オ
 

各
検

体
別

の
所

定
点

数
に

は
、

定
量

培
養

を
行

っ
た

場
合

を
含

む
。

 

(
２

)
 

「
３

」
に

お
け

る
穿

刺
液

と
は

、
胸

水
、

腹
水

、
髄

液
及

び
関

節
液

を
い

い
、

「
５

」
の

「
そ

の
他

の
部

位
か

ら
の

検
体

」
と

は
、

「
１

」
か

ら
「

４
」

ま
で

に
掲

げ
る

部
位

に
含

ま
れ

な
い

全
て

の
部

位
か

ら
の

検

体
を

い
い

、
例

え
ば

、
皮

下
か

ら
の

検
体

を
い

う
。

 

(
３

)
 

簡
易

培
養

 

ア
 

「
６

」
の

簡
易

培
養

は
、

 
D
i
p
-
S
l
i
d
e

法
、

簡
易

培
地

等
を

用
い

て
簡

単
な

培
養

を
行

う
も

の
で

あ

る
。

 

イ
 

ウ
ロ

ト
レ

ー
ス

、
ウ

リ
グ

ロ
ッ

ク
ス

ペ
ー

パ
ー

等
の

尿
中

細
菌

検
査

用
試

験
紙

に
よ

る
検

査
は

、
区

分

番
号

「
Ｄ

０
０

０
」

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
に

含
ま

れ
る

も
の

で
あ

り
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
４

)
 

嫌
気

性
培

養
の

み
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

１
」

か
ら

「
６

」
ま

で
の

所
定

点
数

の
み

算
定

し
、

「
注

１
」

の
加

算
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
５

)
 

「
注

２
」

に
規

定
す

る
質

量
分

析
装

置
加

算
に

つ
い

て
は

、
入

院
中

の
患

者
に

対
し

て
細

菌
培

養
同

定
検

査
を

当
該

保
険

医
療

機
関

内
で

実
施

す
る

際
に

、
質

量
分

析
装

置
を

用
い

て
細

菌
の

同
定

を
行

っ
た

場
合

に
、

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
  

 
  

 
  

 
 

 
Ｄ

０
１

９
 
 
細

菌
薬

剤
感

受
性

検
査

 

(
１

)
 

細
菌

薬
剤

感
受

性
検

査
は

、
結

果
と

し
て

菌
が

検
出

で
き

ず
実

施
で

き
な

か
っ

た
場

合
に

お
い

て
は

算
定

し
な

い
。

 
 
 
  
 
  

 
  

 
  
 
 
  

 
  

 
  

 
 
  
 
  

 
  

 
  

 
 

(
２

)
 

「
４

」
の

薬
剤

耐
性

菌
検

出
は

、
基

質
特

異
性

拡
張

型
β

－
ラ

ク
タ

メ
ー

ゼ
産

生
、

メ
タ

ロ
β

－
ラ

ク
タ

マ
ー

ゼ
産

生
、

Ａ
ｍ

ｐ
Ｃ

産
生

等
の

薬
剤

耐
性

因
子

の
有

無
の

確
認

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
５

」
の

抗
菌

薬
併

用
効

果
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

は
、

多
剤

耐
性

グ
ラ

ム
陰

性
桿

菌
が

検
出

さ
れ

た
際

に
、

チ
ェ

ッ
カ

ー
ボ

ー
ド

法
に

よ
り

、
抗

菌
薬

の
併

用
効

果
の

確
認

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

１
９

－
２

 
酵

母
様

真
菌

薬
剤

感
受

性
検

査
 

酵
母

様
真

菌
薬

剤
感

受
性

検
査

は
、

深
在

性
真

菌
症

（
カ

ン
ジ

ダ
、

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

に
限

る
。

）
で

あ
り

、

原
因

菌
が

分
離

で
き

た
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

 
Ｄ

０
２

０
 

抗
酸

菌
分

離
培

養
検

査
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 
  

 
  

 
  

 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

  
 

(
１

)
 

抗
酸

菌
分

離
培

養
検

査
は

、
検

体
の

採
取

部
位

が
異

な
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

同
時

に
又

は
一

連
と

し
て

検
体

を
採

取
し

た
場

合
は

、
１

回
の

み
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

抗
酸

菌
分

離
培

養
（

液
体

培
地

法
）

は
、

液
体

培
地

を
用

い
て

培
養

を
行

い
、

酸
素

感
受

性
蛍

光
セ

ン
サ

ー
、

二
酸

化
炭

素
セ

ン
サ

ー
又

は
酸

化
還

元
呈

色
色

素
を

用
い

て
検

出
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す

る
。

 

(
３

)
 

「
２

」
の

抗
酸

菌
分

離
培

養
（

そ
れ

以
外

の
も

の
）

は
、

(
２

)
に

掲
げ

る
も

の
以

外
に

つ
い

て
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

抗
酸

菌
分

離
培

養
検

査
は

、
結

核
患

者
の

退
院

の
可

否
を

判
断

す
る

目
的

で
、

患
者

の
病

状
を

踏
ま

え
頻

回
に

行
わ

れ
る

場
合

に
お

い
て

も
算

定
で

き
る

。
 

 
Ｄ

０
２

１
 

抗
酸

菌
同

定
 

抗
酸

菌
同

定
は

、
検

査
方

法
、

培
地

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

１
回

の
み

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

２
２

 
抗

酸
菌

薬
剤

感
受

性
検

査
 

(
１

)
 

抗
酸

菌
薬

剤
感

受
性

検
査

は
、

直
接

法
、

間
接

法
等

の
方

法
及

び
培

地
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
感

受
性

検
査

を
行

っ
た

薬
剤

が
４

種
類

以
上

の
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

 
-
 2
8
2
 -
 

血
症

の
鑑

別
の

た
め

に
測

定
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

「
2
5
」

の
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

Ｌ
鎖

κ
／

λ
比

と
「

1
6
」

の
免

疫
電

気
泳

動
法

（
抗

ヒ
ト

全
血

清
）

又
は

「
2
3
」

の
免

疫
電

気
泳

動
法

（
特

異
抗

血
清

）
を

同
時

に
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す

る
。

 

(
1
1
)
 
 
「

2
7
」

の
結

核
菌

特
異

的
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ロ

ン
－

γ
産

生
能

は
、

診
察

又
は

画
像

診
断

等
に

よ
り

結
核

感

染
が

強
く

疑
わ

れ
る

患
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場
合

の
み

算
定

で
き

る
。

 

 
Ｄ

０
１

６
 

細
胞

機
能

検
査

 

(
１

)
 

「
５

」
の

顆
粒

球
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

は
、

白
血

球
墨

粒
貪

食
試

験
、

Ｎ
Ｂ

Ｔ
還

元
能

検
査

を
、

「
４

」

の
顆

粒
球

機
能

検
査

は
、

化
学

遊
走

物
質

、
細

菌
、

光
化

学
反

応
を

用
い

た
検

査
を

、
「

２
」

の
Ｔ

細
胞

サ

ブ
セ

ッ
ト

検
査

は
、

免
疫

不
全

の
診

断
目

的
に

行
う

検
査

を
い

い
、

い
ず

れ
も

検
査

方
法

に
か

か
わ

ら
ず

、

一
連

と
し

て
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
６

」
の

赤
血

球
・

好
中

球
表

面
抗

原
検

査
は

、
発

作
性

夜
間

血
色

素
尿

症
（

P
N
H
）

の
鑑

別
診

断
の

た

め
、

２
種

類
の

モ
ノ

ク
ロ

ー
ナ

ル
抗

体
を

用
い

て
赤

血
球

及
び

好
中

球
の

表
面

抗
原

の
検

索
を

行
っ

た
場

合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
３

)
 

「
７

」
の

リ
ン

パ
球

刺
激

試
験

（
Ｌ

Ｓ
Ｔ

）
は

、
Ｃ

o
n
－

Ａ
、

Ｐ
Ｈ

Ａ
又

は
薬

疹
の

被
疑

医
薬

品
に

よ
る

も
の

で
あ

る
。

 

 
Ｄ

０
１

７
 

排
泄

物
、

滲
出

物
又

は
分

泌
物

の
細

菌
顕

微
鏡

検
査

 

(
１

)
 

排
泄

物
、

滲
出

物
又

は
分

泌
物

の
細

菌
顕

微
鏡

検
査

は
、

尿
、

糞
便

、
喀

痰
、

穿
刺

液
、

胃
液

、
十

二
指

腸
液

、
胆

汁
、

膿
、

眼
分

泌
液

、
鼻

腔
液

、
咽

喉
液

、
口

腔
液

、
そ

の
他

の
滲

出
物

等
に

つ
い

て
細

菌
、

原

虫
等

の
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

該
当

す
る

。
 

(
２

)
 

染
色

の
有

無
及

び
方

法
の

如
何

に
か

か
わ

ら
ず

、
ま

た
、

こ
れ

ら
各

種
の

方
法

を
２

以
上

用
い

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
１

回
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

当
該

検
査

と
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
２

」
の

尿
沈

渣
（

鏡
検

法
）

又
は

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

２
－

２
」

の
尿

沈
渣

（
フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ト
リ

ー
法

）
を

同
一

日
に

併
せ

て
算

定
す

る
場

合
は

、
当

該
検

査
に

用
い

た
検

体

の
種

類
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

症
状

等
か

ら
同

一
起

因
菌

に
よ

る
と

判
断

さ
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

起
因

菌
を

検
索

す
る

目
的

で
異

な
る

複
数

の
部

位
又

は
同

一
部

位
の

複
数

の
箇

所
か

ら
検

体
を

採
取

し
た

場
合

は
、

主
た

る
部

位
又

は
１

箇

所
の

み
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

 
Ｄ

０
１

８
 

細
菌

培
養

同
定

検
査

 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

  
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 

(
１

)
 

細
菌

培
養

同
定

検
査

 

ア
 

細
菌

培
養

同
定

検
査

は
、

抗
酸

菌
を

除
く

一
般

細
菌

、
真

菌
、

原
虫

等
を

対
象

と
し

て
培

養
を

行
い

、

同
定

検
査

を
行

う
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

 

イ
 

同
定

検
査

を
予

定
し

て
培

養
し

た
も

の
で

あ
れ

ば
、

菌
が

陰
性

の
場

合
で

あ
っ

て
も

「
１

」
か

ら
「

５
」

ま
で

の
項

に
よ

り
算

定
す

る
が

、
あ

ら
か

じ
め

培
養

に
よ

り
菌

の
有

無
の

み
を

検
索

す
る

場
合

は
、

検
体

の
種

類
に

か
か

わ
ら

ず
、

「
６

」
の

簡
易

培
養

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

ウ
 

細
菌

培
養

同
定

検
査

は
、

検
体

ご
と

に
「

１
」

か
ら

「
５

」
ま

で
の

所
定

点
数

を
算

定
で

き
る

が
、

同

一
検

体
を

用
い

て
簡

易
培

養
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、

「
６

」
の

簡
易

培
養

は
算

定
で

き
な

い
。

 

エ
 

症
状

等
か

ら
同

一
起

因
菌

に
よ

る
と

判
断

さ
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

起
因

菌
を

検
索

す
る

目
的

で

異
な

っ
た

部
位

か
ら

、
又

は
同

一
部

位
の

数
か

所
か

ら
検

体
を

採
取

し
た

場
合

は
、

主
た

る
部

位
又

は
１

か
所

の
み

の
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
血

液
を

２
か

所
以

上
か

ら
採

取
し

た
場

合
に

限
り

、

（ ）（ ） 377376

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
8
5
 -
 

ン
法

に
よ

る
同

時
検

出
法

又
は

Ｔ
Ｒ

Ｃ
法

に
お

い
て

は
咽

頭
か

ら
の

検
体

も
算

定
で

き
る

。
 

(
５

)
 

「
８

」
の

Ｅ
Ｂ

ウ
イ

ル
ス

核
酸

定
量

は
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

患
者

に
対

し
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
り

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

ア
 

臓
器

移
植

後
の

患
者

に
つ

い
て

は
、

移
植

後
３

月
以

内
の

場
合

は
１

週
に

１
回

、
移

植
後

１
年

以
内

の

場
合

は
１

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

移
植

後
１

年
以

内
に

Ｅ
Ｂ

ウ
イ

ル
ス

核
酸

定
量

の
測

定
を

行
い

、
核

酸
量

の
高

値
が

認
め

ら
れ

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
移

植
後

１
年

以
上

経
過

し
た

場
合

も
、

３
月

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

造
血

幹
細

胞
移

植
後

の
患

者
で

あ
っ

て
、

Ｈ
Ｌ

Ａ
型

不
一

致
の

移
植

が
行

わ
れ

た
患

者
又

は
移

植
に

伴

い
抗

胸
腺

細
胞

グ
ロ

ブ
リ

ン
が

投
与

さ
れ

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
移

植
後

３
月

以
内

の
場

合
は

１
週

に
１

回
、

移
植

後
１

年
以

内
の

場
合

は
１

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

ウ
 

臓
器

移
植

後
の

急
性

拒
絶

反
応

又
は

造
血

幹
細

胞
移

植
後

の
急

性
移

植
片

対
宿

主
病

に
対

し
て

抗
胸

腺

細
胞

グ
ロ

ブ
リ

ン
が

投
与

さ
れ

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
抗

胸
腺

細
胞

グ
ロ

ブ
リ

ン
の

投
与

開
始

日
か

ら
起

算
し

て
２

月
以

内
の

場
合

は
１

週
に

１
回

、
６

月
以

内
の

場
合

は
１

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

エ
 

移
植

後
リ

ン
パ

増
殖

性
疾

患
を

疑
う

患
者

に
対

し
て

、
当

該
疾

患
の

診
断

の
補

助
又

は
診

断
さ

れ
た

後

の
経

過
観

察
を

目
的

と
し

て
実

施
す

る
場

合
に

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
経

過
観

察
を

目
的

と
す

る
場

合
は

、

当
該

疾
患

と
診

断
さ

れ
た

日
か

ら
起

算
し

て
１

月
以

内
の

場
合

は
１

週
に

１
回

、
６

月
以

内
の

場
合

は
１

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

オ
 

悪
性

リ
ン

パ
腫

又
は

白
血

病
の

患
者

に
対

し
て

、
Ｅ

Ｂ
ウ

イ
ル

ス
陽

性
の

確
認

又
は

確
認

さ
れ

た
後

の

経
過

観
察

を
目

的
と

し
て

実
施

す
る

場
合

に
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

経
過

観
察

を
目

的
と

す
る

場
合

は
、

悪
性

リ
ン

パ
腫

又
は

白
血

病
と

診
断

さ
れ

た
日

か
ら

１
年

以
内

に
限

り
、

１
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

カ
 

再
生

不
良

性
貧

血
の

患
者

で
あ

っ
て

、
抗

胸
腺

細
胞

グ
ロ

ブ
リ

ン
が

投
与

さ
れ

た
患

者
に

つ
い

て
は

、

抗
胸

腺
細

胞
グ

ロ
ブ

リ
ン

の
投

与
開

始
日

か
ら

起
算

し
て

２
月

以
内

の
場

合
は

１
週

に
１

回
、

６
月

以
内

の
場

合
は

１
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

キ
 

慢
性

活
動

性
Ｅ

Ｂ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

を
疑

う
患

者
に

対
し

て
、

当
該

疾
患

の
診

断
の

補
助

又
は

診
断

さ

れ
た

後
の

経
過

観
察

を
目

的
に

実
施

さ
れ

た
場

合
は

、
１

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
６

)
 

Ｈ
Ｃ

Ｖ
核

酸
検

出
 

ア
 

「
９

」
の

Ｈ
Ｃ

Ｖ
核

酸
検

出
は

、
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
又

は
Ｔ

Ｍ
Ａ

法
に

よ
り

、
Ｃ

型
肝

炎
の

治
療

方
法

の
選

択

及
び

治
療

経
過

の
観

察
に

用
い

た
場

合
に

の
み

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

治
療

方
法

の
選

択
の

場
合

に
お

い
て

は
、

抗
体

陽
性

で
あ

り
、

か
つ

、
「

1
3
」

の
Ｈ

Ｃ
Ｖ

核
酸

定
量

で

検
出

限
界

を
下

回
る

者
に

つ
い

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
も

の
と

し
、

治
療

経
過

の
観

察
の

場
合

に
お

い
て

は
、

本
検

査
と

「
1
3
」

の
Ｈ

Ｃ
Ｖ

核
酸

定
量

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

に
は

、
い

ず
れ

か
一

方

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
７

)
 

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
、

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
（

簡
易

ジ
ェ

ノ
タ

イ
プ

判
定

）
 

ア
 

「
９

」
の

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
及

び
「

1
0
」

の
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

（
簡

易
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
判

定
）

は
、

予

め
行

わ
れ

た
細

胞
診

の
結

果
、

ベ
セ

ス
ダ

分
類

上
Ａ

Ｓ
Ｃ

－
Ｕ

Ｓ
（

意
義

不
明

異
型

扁
平

上
皮

）
と

判
定

さ
れ

た
患

者
又

は
過

去
に

子
宮

頸
部

円
錐

切
除

若
し

く
は

レ
ー

ザ
ー

照
射

治
療

を
行

っ
た

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

な
お

、
過

去
に

子
宮

頸
部

円
錐

切
除

又
は

レ
ー

ザ
ー

照
射

治
療

を
行

っ
た

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
は

、
細

胞
診

と
同

時
に

実
施

し
た

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

イ
 

「
９

」
の

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
と

「
1
0
」

の
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

（
簡

易
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
判

定
）

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
１

つ
に

限
り

算
定

す
る

。
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(
２

)
 

混
合

薬
剤

耐
性

検
査

に
お

い
て

も
、

使
わ

れ
た

薬
剤

が
４

種
類

以
上

の
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
０

２
３

 
微

生
物

核
酸

同
定

・
定

量
検

査
 

(
１

)
 

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

核
酸

検
出

 

ア
 

「
２

」
の

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

核
酸

検
出

と
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
２

」
感

染
症

免
疫

学
的

検

査
の

「
2
7
」

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

抗
原

定
性

を
併

用
し

た
場

合
は

、
主

な
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

イ
 

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

核
酸

検
出

は
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

、
Ｌ

Ｃ
Ｒ

法
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

キ
ャ

プ
チ

ャ

ー
法

若
し

く
は

Ｔ
Ｍ

Ａ
法

に
よ

る
同

時
増

幅
法

並
び

に
Ｈ

Ｐ
Ａ

法
及

び
Ｄ

Ｋ
Ａ

法
若

し
く

は
核

酸
ハ

イ
ブ

リ
ダ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

法
に

よ
る

同
時

検
出

法
、

Ｓ
Ｄ

Ａ
法

又
は

Ｔ
Ｒ

Ｃ
法

に
よ

り
、

泌
尿

器
、

生
殖

器
又

は
咽

頭
か

ら
の

検
体

に
よ

り
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

淋
菌

核
酸

検
出

 

ア
 

「
３

」
の

淋
菌

核
酸

検
出

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
２

」
感

染
症

免
疫

学
的

検
査

の
「

3
4
」

淋
菌

抗
原

定

性
又

は
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
８

」
細

菌
培

養
同

定
検

査
（

淋
菌

感
染

を
疑

っ
て

実
施

す
る

も
の

）
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

な
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

イ
 
 
淋

菌
核

酸
検

出
は

、
Ｄ

Ｎ
Ａ

プ
ロ

ー
ブ

法
、

Ｌ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

る
増

幅
と

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

る
検

出
を

組
み

合
わ

せ
た

方
法

、
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
る

増
幅

と
核

酸
ハ

イ
ブ

リ
ダ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

法
に

よ
る

検
出

を
組

み
合

わ
せ

た
方

法
、

Ｓ
Ｄ

Ａ
法

、
Ｔ

Ｍ
Ａ

法
に

よ
る

同
時

増
幅

法
並

び
に

Ｈ
Ｐ

Ａ
法

及
び

Ｄ
Ｋ

Ａ
法

に
よ

る
同

時
検

出
法

又
は

Ｔ
Ｒ

Ｃ
法

に
よ

る
。

淋
菌

核
酸

検
出

は
、

泌
尿

器
、

生
殖

器
又

は
咽

頭
か

ら
の

検
体

（
尿

検
体

を
含

む
。

）
に

よ
る

も
の

で
あ

る
。

な
お

、
Ｓ

Ｄ
Ａ

法
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

る
増

幅
と

核
酸

ハ
イ

ブ
リ

ダ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
法

に
よ

る
検

出
を

組
み

合
わ

せ
た

方
法

、
Ｔ

Ｍ
Ａ

法
に

よ
る

同
時

増
幅

法
並

び
に

Ｈ
Ｐ

Ａ
法

及
び

Ｄ
Ｋ

Ａ
法

に
よ

る
同

時
検

出
法

又
は

Ｔ
Ｒ

Ｃ
法

に
お

い
て

は
咽

頭
か

ら
の

検
体

も
算

定
で

き
る

。
 

(
３

)
 

「
４

」
の

Ｈ
Ｂ

Ｖ
核

酸
定

量
は

、
分

岐
Ｄ

Ｎ
Ａ

プ
ロ

ー
ブ

法
、

Ｔ
Ｍ

Ａ
法

又
は

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

る
。

ま
た

、

Ｂ
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

既
感

染
者

で
あ

っ
て

、
免

疫
抑

制
剤

の
投

与
や

化
学

療
法

を
行

っ
て

い
る

悪
性

リ
ン

パ

腫
等

の
患

者
に

対
し

て
、

Ｂ
型

肝
炎

の
再

活
性

化
を

考
慮

し
、

「
４

」
の

Ｈ
Ｂ

Ｖ
核

酸
定

量
を

行
っ

た
場

合

は
、

当
該

治
療

中
及

び
治

療
終

了
後

１
年

以
内

に
限

り
、

月
1
回

を
限

度
と

し
て

算
定

で
き

る
。

 

(
４

)
 

淋
菌

及
び

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

同
時

核
酸

検
出

 

ア
 

「
５

」
の

淋
菌

及
び

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

同
時

核
酸

検
出

は
、

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ

ス
感

染
症

若
し

く
は

淋
菌

感
染

症
が

疑
わ

れ
る

患
者

又
は

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

と
淋

菌
に

よ
る

重
複

感
染

が
疑

わ
れ

る
患

者
で

あ
っ

て
、

臨
床

所
見

、
問

診
又

は
そ

の
他

の
検

査
に

よ
っ

て
は

感
染

因
子

の
鑑

別
が

困
難

な
も

の
に

対
し

て
治

療
法

選
択

の
た

め
に

実
施

し
た

場
合

及
び

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

と
淋

菌
の

重
複

感
染

者
に

対
し

て
治

療
効

果
判

定
に

実
施

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

た
だ

し
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
の

「
3
4
」

淋
菌

抗
原

定
性

、
同

区
分

「
2
7
」

の
ク

ラ
ミ

ジ
ア

・
ト

ラ
コ

マ
チ

ス
抗

原
定

性
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

８
」

細
菌

培
養

同
定

検
査

（
淋

菌
及

び
ク

ラ
ミ

ジ
ア

に
よ

る
感

染
を

疑
っ

て
実

施
す

る
も

の
）

、
本

区
分

「
３

」
の

淋
菌

核
酸

検
出

又
は

「
２

」

の
ク

ラ
ミ

ジ
ア

・
ト

ラ
コ

マ
チ

ス
核

酸
検

出
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

イ
 

「
５

」
の

淋
菌

及
び

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

同
時

核
酸

検
出

は
、

Ｔ
Ｍ

Ａ
法

に
よ

る
同

時
増

幅

法
並

び
に

Ｈ
Ｐ

Ａ
法

及
び

Ｄ
Ｋ

Ａ
法

に
よ

る
同

時
検

出
法

、
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
る

同
時

増
幅

法
及

び
核

酸
ハ

イ
ブ

リ
ダ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

法
に

よ
る

同
時

検
出

法
、

Ｓ
Ｄ

Ａ
法

又
は

Ｔ
Ｒ

Ｃ
法

に
よ

る
。

淋
菌

及
び

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ト
ラ

コ
マ

チ
ス

同
時

核
酸

検
出

は
、

泌
尿

器
、

生
殖

器
又

は
咽

頭
か

ら
の

検
体

（
尿

検
体

を
含

む
。

）
に

よ
る

も
の

で
あ

る
。

な
お

、
Ｔ

Ｍ
Ａ

法
に

よ
る

同
時

増
幅

法
並

び
に

Ｈ
Ｐ

Ａ
法

及
び

Ｄ
Ｋ

Ａ
法

に
よ

る
同

時
検

出
法

、
Ｓ

Ｄ
Ａ

法
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

る
同

時
増

幅
法

及
び

核
酸

ハ
イ

ブ
リ

ダ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

（ ）（ ） 379378

２
－
⑶　
検　
査
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定
で

き
る

。
 

イ
 

本
検

査
は

、
糞

便
又

は
鼻

腔
咽

頭
拭

い
液

か
ら

の
検

体
に

よ
り

行
う

も
の

で
あ

る
。

 

ウ
 

本
検

査
は

、
「

感
染

症
の

予
防

及
び

感
染

症
の

患
者

に
対

す
る

医
療

に
関

す
る

法
律

第
1
2

条
第

１
項

及
び

第
1
4
条

第
２

項
に

基
づ

く
届

出
の

基
準

等
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
8
年

３
月

８
日

健
感

発
第

0
3
0
8
0
0

1
号

）
に

よ
る

臨
床

的
特

徴
、

届
出

基
準

に
よ

り
Ｓ

Ａ
Ｒ

Ｓ
感

染
症

の
患

者
で

あ
る

こ
と

が
強

く
疑

わ
れ

る
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

、
診

断
の

確
定

ま
で

の
間

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

発
症

後
1
0

日
以

内
に

他
疾

患
で

あ
る

と
の

診
断

が
つ

か
な

い
場

合
は

、
さ

ら
に

１
回

に
限

り
算

定
で

き

る
。

 

(
1
7
)
 
 
Ｈ

Ｔ
Ｌ

Ｖ
－

１
核

酸
検

出
 

「
1
4
」

の
Ｈ

Ｔ
Ｌ

Ｖ
－

１
核

酸
検

出
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
２

」
感

染
症

免
疫

学
的

検
査

の
「

5
0
」

の

Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ

－
Ⅰ

抗
体

（
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
及

び
ラ

イ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
）

に
よ

っ
て

判
定

保
留

と
な

っ

た
妊

婦
を

対
象

と
し

て
測

定
し

た
場

合
に

の
み

算
定

す
る

。
本

検
査

を
実

施
し

た
場

合
は

、
Ｈ

Ｔ
Ｌ

Ｖ
－

Ⅰ

抗
体

（
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
及

び
ラ

イ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
）

の
判

定
保

留
を

確
認

し
た

年
月

日
を

診
療

報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
1
8
)
 

「
1
4
」

の
単

純
疱

疹
ウ

イ
ル

ス
・

水
痘

帯
状

疱
疹

ウ
イ

ル
ス

核
酸

定
量

は
、

免
疫

不
全

状
態

で
あ

っ
て

、

単
純

疱
疹

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
又

は
水

痘
帯

状
疱

疹
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
強

く
疑

わ
れ

る
患

者
を

対
象

と
し

て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
に

、
一

連
と

し
て

１
回

の
み

算
定

で
き

る
。

 

(
1
9
)
 
 
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

核
酸

定
量

 

ア
 

「
1
5
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

核
酸

定
量

は
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

と
核

酸
ハ

イ
ブ

リ
ダ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

法
を

組
み

合
わ

せ
た

方
法

に
よ

り
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

の
経

過
観

察
に

用
い

た
場

合
又

は
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
２

」
感

染
症

免
疫

学
的

検
査

の
「

1
7
」

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
抗

体
、

「
1
6
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
体

定
性

、
同

半
定

量
、

Ｈ

Ｉ
Ｖ

-
１

,
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
、

「
1
8
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

-
１

,
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

量
、

又

は
「

1
8
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

，
２

抗
体

定
量

が
陽

性
の

場
合

の
確

認
診

断
に

用
い

た
場

合
に

の
み

算
定

す
る

。
 

イ
 

当
該

検
査

と
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
２

」
感

染
症

免
疫

学
的

検
査

の
「

4
6
」

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
抗

体
（

ウ
エ

ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
）

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
2
0
)
 
 
結

核
菌

群
リ

フ
ァ

ン
ピ

シ
ン

耐
性

遺
伝

子
検

出
、

結
核

菌
群

ピ
ラ

ジ
ナ

ミ
ド

耐
性

遺
伝

子
検

出
、

結
核

 

菌
群

イ
ソ

ニ
ア

ジ
ド

耐
性

遺
伝

子
検

出
 

ア
 

「
1
6
」

の
結

核
菌

群
リ

フ
ァ

ン
ピ

シ
ン

耐
性

遺
伝

子
検

出
、

結
核

菌
群

ピ
ラ

ジ
ナ

ミ
ド

耐
性

遺
伝

子
検

出
及

び
結

核
菌

群
イ

ソ
ニ

ア
ジ

ド
耐

性
遺

伝
子

検
出

は
、

同
時

に
結

核
菌

を
検

出
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

イ
 

「
1
6
」

の
結

核
菌

群
リ

フ
ァ

ン
ピ

シ
ン

耐
性

遺
伝

子
検

出
、

結
核

菌
群

ピ
ラ

ジ
ナ

ミ
ド

耐
性

遺
伝

子
検

出
及

び
結

核
菌

群
イ

ソ
ニ

ア
ジ

ド
耐

性
遺

伝
子

検
出

と
「

1
1
」

の
結

核
菌

群
核

酸
検

出
を

併
用

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

ウ
 

当
該

検
査

は
、

薬
剤

耐
性

結
核

菌
感

染
が

疑
わ

れ
る

患
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場
合

の
み

算
定

で

き
る

。
 

(
2
1
)
 

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス

核
酸

検
出

 

ア
 

「
1
6
」

の
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
核

酸
検

出
は

、
先

天
性

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

の
診

断
を

目
的

と
し

て
、

尿
を

検
体

と
し

て
等

温
核

酸
増

幅
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
に

、
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

先
天

性
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
感

染
の

診
断

を
目

的
と

し
て

、
「

1
6
」

の
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス

 
-
 2
8
6
 -
 

(
８

)
 

「
1
0
」

の
百

日
咳

菌
核

酸
検

出
は

、
関

連
学

会
が

定
め

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

百
日

咳
診

断
基

準
に

お
け

る

臨
床

判
断

例
の

定
義

を
満

た
す

患
者

に
対

し
て

、
Ｌ

Ａ
Ｍ

Ｐ
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
９

)
 

「
1
1
」

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

核
酸

検
出

は
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

感
染

が
疑

わ
れ

る
重

症
患

者
の

み
に

算

定
し

、
そ

の
場

合
に

は
、

当
該

検
査

が
必

要
な

理
由

に
つ

い
て

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ

と
。

 

(
1
0
)
 

抗
酸

菌
核

酸
同

定
 

ア
 

「
1
1
」

の
抗

酸
菌

核
酸

同
定

は
、

マ
イ

ク
ロ

プ
レ

ー
ト

・
ハ

イ
ブ

リ
ダ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

法
に

よ
る

も
の

を
い

う
。

 

イ
 

当
該

検
査

は
、

結
核

患
者

の
退

院
の

可
否

を
判

断
す

る
目

的
で

、
患

者
の

病
状

を
踏

ま
え

頻
回

に
行

わ

れ
る

場
合

に
お

い
て

も
算

定
で

き
る

。
 

(
1
1
)
 
 
「

1
1
」

の
結

核
菌

群
核

酸
検

出
は

、
核

酸
増

幅
と

液
相

ハ
イ

ブ
リ

ダ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
法

に
よ

る
検

出
を

組

み
合

わ
せ

た
方

法
、

Ｌ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

る
核

酸
増

幅
と

Ｅ
Ｉ

Ａ
法

に
よ

る
検

出
を

組
み

合
わ

せ
た

方
法

、
Ｌ

Ａ

Ｍ
Ｐ

法
又

は
核

酸
増

幅
と

キ
ャ

ピ
ラ

リ
電

気
泳

動
分

離
に

よ
る

検
出

を
組

み
合

わ
せ

た
方

法
に

よ
る

。
 

な
お

、
結

核
患

者
の

退
院

の
可

否
を

判
断

す
る

目
的

で
、

患
者

の
病

状
を

踏
ま

え
頻

回
に

行
わ

れ
る

場
合

に
お

い
て

も
算

定
で

き
る

。
 

(
1
2
)
 
 
マ

イ
コ

バ
ク

テ
リ

ウ
ム

・
ア

ビ
ウ

ム
及

び
イ

ン
ト

ラ
セ

ル
ラ

ー
（

Ｍ
Ａ

Ｃ
）

核
酸

検
出

 

ア
 

「
1
2
」

の
マ

イ
コ

バ
ク

テ
リ

ウ
ム

・
ア

ビ
ウ

ム
及

び
イ

ン
ト

ラ
セ

ル
ラ

ー
（

Ｍ
Ａ

Ｃ
）

核
酸

検
出

は
、

他
の

検
査

に
よ

り
結

核
菌

が
陰

性
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

場
合

の
み

に
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

１
」

抗
酸

菌
同

定
と

併
せ

て
実

施
さ

れ
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

主
な

も
の

の
み

算

定
す

る
。

 

(
1
3
)
 
 
Ｈ

Ｃ
Ｖ

核
酸

定
量

 

ア
 

「
1
3
」

の
Ｈ

Ｃ
Ｖ

核
酸

定
量

は
、

分
岐

Ｄ
Ｎ

Ａ
プ

ロ
ー

ブ
法

又
は

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

り
、

急
性

Ｃ
型

肝
炎

の
診

断
、

Ｃ
型

肝
炎

の
治

療
法

の
選

択
及

び
治

療
経

過
の

観
察

に
用

い
た

場
合

に
の

み
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

治
療

経
過

の
観

察
の

場
合

に
お

い
て

、
「

1
3
」

の
Ｈ

Ｃ
Ｖ

核
酸

定
量

及
び

「
９

」
の

Ｈ
Ｃ

Ｖ
核

酸
検

出

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

(
1
4
)
 
 
Ｈ

Ｂ
Ｖ

核
酸

プ
レ

コ
ア

変
異

及
び

コ
ア

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

変
異

検
出

 

ア
 

「
1
4
」

の
Ｈ

Ｂ
Ｖ

核
酸

プ
レ

コ
ア

変
異

及
び

コ
ア

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

変
異

検
出

は
、

下
記

イ
又

は
ウ

に
掲

げ
る

患
者

に
対

し
、

Ｐ
Ｃ

Ｒ
法

に
よ

り
測

定
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

イ
 

Ｂ
型

急
性

肝
炎

患
者

に
対

し
て

は
、

劇
症

肝
炎

が
疑

わ
れ

る
場

合
に

限
り

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

算

定
で

き
る

。
 

ウ
 

Ｂ
型

慢
性

肝
炎

患
者

に
対

し
て

は
、

経
過

観
察

中
に

Ａ
Ｌ

Ｔ
異

常
値

な
ど

に
よ

り
肝

炎
増

悪
が

疑
わ

れ
、

か
つ

、
抗

ウ
イ

ル
ス

薬
等

の
Ｂ

型
肝

炎
治

療
薬

の
投

与
対

象
患

者
の

選
択

の
た

め
に

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
な

お
、

本
検

査
実

施
以

降
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
３

」
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
関

連
検

査
の

う
ち

Ｂ
型

肝
炎

に
関

す
る

検
査

（
た

だ
し

、
抗

ウ
イ

ル
ス

薬
等

の
Ｂ

型
肝

炎
治

療
薬

の
治

療
効

果
判

定
に

用
い

る
検

査
を

除
く

。
）

は
、

算
定

で
き

な
い

。
 

(
1
5
)
 
 
「

1
4
」

の
ブ

ド
ウ

球
菌

メ
チ

シ
リ

ン
耐

性
遺

伝
子

検
出

は
、

Ｅ
Ｄ

－
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
又

は
Ｐ

Ｃ
Ｒ

法
に

よ
り

、

血
液

培
養

に
よ

り
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

が
検

出
さ

れ
た

患
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場
合

又
は

免
疫

不
全

状

態
で

あ
っ

て
、

Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ

感
染

症
が

強
く

疑
わ

れ
る

患
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場
合

の
み

算
定

で
き

る
。

 

(
1
6
)
 
 
Ｓ

Ａ
Ｒ

Ｓ
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

核
酸

検
出

 

ア
 

「
1
4
」

の
Ｓ

Ａ
Ｒ

Ｓ
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

核
酸

検
出

は
、

Ｌ
Ａ

Ｍ
Ｐ

法
に

よ
り

測
定

し
た

場
合

に
限

り
算

（ ）（ ） 379378

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
8
9
 -
 

(
ヲ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

2
6
」

の
ク

ラ
ミ

ド
フ

ィ
ラ

・
ニ

ュ
ー

モ
ニ

エ

Ｉ
ｇ

Ｍ
抗

体
 

(
ワ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

3
1
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
原

定
性

（
Ｆ

Ａ

法
）

 

(
カ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

3
5
」

の
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

（
糞

便

を
除

く
。

）
 

(
ヨ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

4
5
」

の
百

日
咳

菌
抗

体
 

(
タ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

３
」

微
生

物
核

酸
同

定
・

定
量

検
査

「
７

」
の

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
核

酸
検

出
 

(
レ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

３
」

微
生

物
核

酸
同

定
・

定
量

検
査

「
1
0
」

の
百

日
咳

菌
核

酸
検

出
 

(
ソ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

３
」

微
生

物
核

酸
同

定
・

定
量

検
査

「
1
1
」

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

核
酸

検
出

 

(
2
3
)
 
 
細

菌
核

酸
・

薬
剤

耐
性

遺
伝

子
同

時
検

出
 

ア
 

「
1
8
」

の
細

菌
核

酸
・

薬
剤

耐
性

遺
伝

子
同

時
検

出
は

、
敗

血
症

が
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

て
、

細
菌

核
酸

及
び

関
連

す
る

薬
剤

耐
性

遺
伝

子
（

計
1
5

項
目

以
上

）
を

マ
イ

ク
ロ

ア
レ

イ
法

に
よ

り
同

時
測

定

し
た

場
合

に
、

当
該

疾
患

に
対

す
る

一
連

の
治

療
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
な

お
、

本
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
関

連
学

会
が

定
め

る
実

施
指

針
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

イ
 

「
1
8
」

の
細

菌
核

酸
・

薬
剤

耐
性

遺
伝

子
同

時
検

出
と

「
１

」
の

細
菌

核
酸

検
出

（
白

血
球

）
、

「
1
4
」

の
ブ

ド
ウ

球
菌

メ
チ

シ
リ

ン
耐

性
遺

伝
子

検
出

又
は

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

３
－

２
」

そ
の

他
の

微
生

物
学

的
検

査
「

１
」

の
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

ペ
ニ

シ
リ

ン
結

合
蛋

白
２

’
（

Ｐ
Ｂ

Ｐ
２

’
）

定
性

を
併

せ
て

測
定

し
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

ウ
 

本
検

査
を

実
施

し
た

場
合

に
は

、
関

連
学

会
が

定
め

る
敗

血
症

診
断

基
準

に
基

づ
い

て
、

敗
血

症
を

疑

う
根

拠
を

診
療

録
及

び
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
2
4
)
 

Ｈ
Ｐ

Ｖ
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
判

定
 

ア
 

「
1
9
」

の
Ｈ

Ｐ
Ｖ

ジ
ェ

ノ
タ

イ
プ

判
定

は
、

あ
ら

か
じ

め
行

わ
れ

た
組

織
診

断
の

結
果

、
Ｃ

Ｉ
Ｎ

１
又

は
Ｃ

Ｉ
Ｎ

２
と

判
定

さ
れ

た
患

者
に

対
し

、
治

療
方

針
の

決
定

を
目

的
と

し
て

、
ハ

イ
リ

ス
ク

型
Ｈ

Ｐ
Ｖ

の
そ

れ
ぞ

れ
の

有
無

を
確

認
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

イ
 

当
該

検
査

は
、

「
９

」
の

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
及

び
「

1
0
」

の
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

（
簡

易
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ

判
定

）
の

施
設

基
準

を
届

け
出

て
い

る
保

険
医

療
機

関
の

み
算

定
で

き
る

。
 

ウ
 

当
該

検
査

を
算

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

あ
ら

か
じ

め
行

わ
れ

た
組

織
診

断
の

実
施

日
及

び
組

織
診

断

の
結

果
、

Ｃ
Ｉ

Ｎ
１

又
は

Ｃ
Ｉ

Ｎ
２

の
い

ず
れ

に
該

当
す

る
か

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
。

 

エ
 

同
一

の
患

者
に

つ
い

て
、

当
該

検
査

を
２

回
目

以
降

行
う

場
合

は
、

当
該

検
査

の
前

回
実

施
日

を
上

記

に
併

せ
て

記
載

す
る

。
 

(
2
5
)
 
 
「

2
0
」

の
Ｈ

Ｉ
Ｖ

ジ
ェ

ノ
タ

イ
プ

薬
剤

耐
性

は
、

抗
Ｈ

Ｉ
Ｖ

治
療

の
選

択
及

び
再

選
択

の
目

的
で

行
っ

た

場
合

に
、

３
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

Ｄ
０

２
３

－
２

 
そ

の
他

の
微

生
物

学
的

検
査

 

(
１

)
 

黄
色

ブ
ド

ウ
球

菌
ペ

ニ
シ

リ
ン

結
合

蛋
白

２
’

(
Ｐ

Ｂ
Ｐ

２
’

)
定

性
 

ア
 

「
１

」
の

黄
色

ブ
ド

ウ
球

菌
ペ

ニ
シ

リ
ン

結
合

蛋
白

２
’

(
Ｐ

Ｂ
Ｐ

２
’

)
定

性
は

、
Ｌ

Ａ
法

に
よ

り
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

 

イ
 

当
該

検
査

は
、

血
液

培
養

に
よ

り
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

が
検

出
さ

れ
た

患
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

場

合
又

は
免

疫
不

全
状

態
で

あ
っ

て
、

Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ

感
染

症
が

強
く

疑
わ

れ
る

患
者

を
対

象
と

し
て

測
定

し
た

 
-
 2
8
8
 -
 

核
酸

検
出

と
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
２

」
感

染
症

免
疫

学
的

検
査

の
「

1
1
」

ウ
イ

ル
ス

抗
体

価
（

定
性

・
半

定
量

・
定

量
）

又
は

「
4
0
」

グ
ロ

ブ
リ

ン
ク

ラ
ス

別
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

に
お

け
る

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル

ス
を

対
象

と
し

た
検

査
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
2
2
)
 

ウ
イ

ル
ス

・
細

菌
核

酸
多

項
目

同
時

検
出

 

ア
 

「
1
7
」

の
ウ

イ
ル

ス
・

細
菌

核
酸

多
項

目
同

時
検

出
は

、
重

症
呼

吸
器

感
染

症
と

診
断

さ
れ

た
又

は
疑

わ
れ

る
場

合
に

、
病

原
微

生
物

の
検

索
を

目
的

と
し

て
、

マ
イ

ク
ロ

ア
レ

イ
法

（
定

性
）

に
よ

り
、

鼻
腔

咽
頭

拭
い

液
中

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

、
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

、

ヒ
ト

メ
タ

ニ
ュ

ー
モ

ウ
イ

ル
ス

、
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

、
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
、

ヒ
ト

ラ
イ

ノ
ウ

イ
ル

ス
、

エ
ン

テ
ロ

ウ
イ

ル
ス

、
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

・
ニ

ュ
ー

モ
ニ

エ
、

ク
ラ

ミ
ジ

ア
・

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

及
び

百
日

咳
菌

の
核

酸
検

出
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

に
、

一
連

の
治

療
に

つ
き

1
回

に
限

り
算

定
す

る
。

な
お

、
検

査
を

実
施

し
た

年
月

日
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

イ
 

本
検

査
は

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
イ

)
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

０
」

救
命

救
急

入
院

料
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
」

 
特

定
集

中
治

療
室

管

理
料

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
１

－
４

」
小

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

２
」

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
又

は
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
３

」
総

合
周

産
期

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
「

２
」

新
生

児
集

中
治

療
室

管
理

料
を

算
定

す
る

病
床

で
集

中
治

療
が

行
わ

れ
た

場
合

。
 

(
ロ

)
 

(
イ

)
に

掲
げ

る
病

床
以

外
の

病
床

で
、

(
イ

)
に

掲
げ

る
病

床
で

行
わ

れ
る

集
中

治
療

に
準

じ
た

治

療
が

行
わ

れ
た

場
合

。
な

お
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

治
療

内
容

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

ウ
 

一
連

の
治

療
期

間
に

お
い

て
別

に
実

施
し

た
以

下
の

検
査

に
つ

い
て

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
イ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

４
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
体

定
性

 

(
ロ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

４
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
体

半
定

量
 

(
ハ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

９
」

の
ク

ラ
ミ

ド
フ

ィ
ラ

・
ニ

ュ
ー

モ
ニ

エ

Ｉ
ｇ

Ｇ
抗

体
 

(
ニ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

1
0
」

の
ク

ラ
ミ

ド
フ

ィ
ラ

・
ニ

ュ
ー

モ
ニ

エ

Ｉ
ｇ

Ａ
抗

体
 

(
ホ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

1
1
」

の
ウ

イ
ル

ス
抗

体
価

（
定

性
・

半
定

量

・
定

量
）

（
１

項
目

当
た

り
）

に
お

い
て

算
定

対
象

と
し

て
掲

げ
ら

れ
て

い
る

も
の

の
う

ち
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ａ

型
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ｂ

型
、

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ⅰ

型
、

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ⅱ

型
、

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
Ⅲ

型
又

は
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
に

関
す

る
検

査
 

(
ヘ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

1
2
」

の
百

日
咳

菌
抗

体
定

性
 

(
ト

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

1
2
」

の
百

日
咳

菌
抗

体
半

定
量

 

(
チ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

2
1
」

の
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
 

(
リ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

2
2
」

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定

性
 

(
ヌ

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

2
4
」

の
ヒ

ト
メ

タ
ニ

ュ
ー

モ
ウ

イ
ル

ス
抗

原

定
性

 

(
ル

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

２
」

感
染

症
免

疫
学

的
検

査
「

2
5
」

の
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

抗
原

定
性

（
免

疫

ク
ロ

マ
ト

法
）

 

（ ）（ ） 381380

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
9
1
 -
 

的
検

体
検

査
実

施
料

は
別

に
算

定
し

な
い

が
、

入
院

日
数

は
入

院
の

初
日

か
ら

数
え

る
。

 

(
６

)
 

１
月

を
通

じ
て

、
基

本
的

検
体

検
査

実
施

料
に

包
括

さ
れ

て
い

る
検

査
項

目
の

い
ず

れ
も

行
わ

れ
な

か
っ

た
場

合
は

、
当

該
月

は
本

実
施

料
は

算
定

で
き

な
い

。
 

第
２

款
 

検
体

検
査

判
断

料
 

 
Ｄ

０
２

６
 

検
体

検
査

判
断

料
 

(
１

)
 

検
体

検
査

に
つ

い
て

は
、

実
施

し
た

検
査

に
係

る
検

体
検

査
実

施
料

及
び

当
該

検
査

が
属

す
る

区
分

（
尿

・
糞

便
等

検
査

判
断

料
か

ら
微

生
物

学
的

検
査

判
断

料
ま

で
の

７
区

分
）

に
係

る
検

体
検

査
判

断
料

を
合

算

し
た

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

各
区

分
の

検
体

検
査

判
断

料
に

つ
い

て
は

、
そ

の
区

分
に

属
す

る
検

体
検

査
の

種
類

及
び

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
月

１
回

に
限

り
、

初
回

検
査

の
実

施
日

に
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

実
施

し
た

検
査

が
属

す
る

区
分

が
２

以
上

に
わ

た
る

場
合

は
、

該
当

す
る

区
分

の
判

断
料

を
合

算
し

た
点

数
を

算
定

で
き

る
。

 

(
４

)
 

同
一

月
内

に
お

い
て

、
同

一
患

者
に

対
し

て
、

入
院

及
び

外
来

の
両

方
又

は
入

院
中

に
複

数
の

診
療

科
に

お
い

て
検

体
検

査
を

実
施

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

同
一

区
分

の
判

断
料

は
、

入
院

・
外

来
又

は
診

療
科

の

別
に

か
か

わ
ら

ず
、

月
１

回
に

限
る

。
 

(
５

)
 

上
記

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

０
」

尿
中

一
般

物
質

定
性

半
定

量
検

査
を

実
施

し
た

場
合

は
、

当
該

検
査

に
係

る
検

体
検

査
判

断
料

は
算

定
し

な
い

。
 

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

特
定

疾
患

治
療

管
理

料
の

「
1
5
」

の
慢

性
維

持
透

析
患

者
外

来
医

学
管

理
料

又

は
区

分
番

号
「

Ｄ
０

２
５

」
基

本
的

検
体

検
査

実
施

料
を

算
定

し
た

月
と

同
一

月
に

検
体

検
査

を
行

っ
た

場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

区
分

に
包

括
さ

れ
て

い
る

検
体

検
査

に
係

る
判

断
料

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
６

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

４
－

２
」

の
「

１
」

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
２

」
か

ら
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
９

」
ま

で
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
1
1
」

か
ら

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

2
0
」

ま
で

に
掲

げ
る

検
査

に
係

る
判

断
料

は
、

遺
伝

子
関

連
・

染
色

体
検

査
判

断
料

に
よ

り
算

定
す

る
も

の
と

し
、

尿
・

糞
便

等
検

査

判
断

料
又

は
血

液
学

的
検

査
判

断
料

は
算

定
し

な
い

。
 

(
７

)
 

「
注

４
」

に
規

定
す

る
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅰ

)
は

入
院

中
の

患
者

及
び

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

、
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅱ

)
、
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅲ

)
及

び
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅳ

)
は

入
院

中
の

患
者

に
対

し
て

、
検

体
検

査
を

実
施

し
検

体
検

査
判

断
料

の
い

ず
れ

か
を

算
定

し
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に

つ
き

月
１

回
に

限
り

加
算

す
る

も
の

で
あ

り
、

検
体

検
査

判
断

料
を

算
定

し
な

い
場

合
に

本
加

算
は

算
定

で

き
な

い
。

 

ま
た

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

２
７

」
基

本
的

検
体

検
査

判
断

料
の

「
注

２
」

に
掲

げ
る

加
算

を
算

定
し

た
場

合
に

は
、

本
加

算
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
８

)
 

入
院

中
の

患
者

に
つ

い
て

「
注

４
」

に
規

定
す

る
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅱ

)
、

検
体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅲ

)

又
は

検
体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅳ

)
を

算
定

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

っ
て

も
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅰ

)
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
９

)
 

「
注

６
」

に
規

定
す

る
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

加
算

は
、

臨
床

遺
伝

学
に

関
す

る
十

分
な

知
識

を
有

す
る

医
師

が
、

区
分

番
号

｢
Ｄ

０
０

４
－

２
｣
の

「
１

」
の

う
ち

、
マ

イ
ク

ロ
サ

テ
ラ

イ
ト

不
安

定
性

検
査

（
リ

ン

チ
症

候
群

の
診

断
の

補
助

に
用

い
る

場
合

に
限

る
。

）
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

６
－

４
」

遺
伝

学
的

検
査

、

区
分

番
号

｢
Ｄ

０
０

６
－

1
8
｣
Ｂ

Ｒ
Ｃ

Ａ
１

／
２

遺
伝

子
検

査
又

は
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
2
0
」

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
遺

伝
子

検
査

を
実

施
す

る
際

、
以

下
の

い
ず

れ
も

満
た

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

ア
 

当
該

検
査

の
実

施
前

に
、

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
し

、
当

該
検

査
の

目
的

並
び

に
当

該
検

査
の

実

 
-
 2
9
0
 -
 

場
合

の
み

算
定

で
き

る
。

 

ウ
 

当
該

検
査

と
区

分
番

号
「

Ｄ
０

２
３

」
微

生
物

核
酸

同
定

・
定

量
検

査
の

「
1
4
」

ブ
ド

ウ
球

菌
メ

チ
シ

リ
ン

耐
性

遺
伝

子
検

出
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
２

」
の

尿
素

呼
気

試
験

（
Ｕ

Ｂ
Ｔ

）
を

含
む

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
感

染
診

断
の

保
険

診
療

上
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

「
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

感
染

の
診

断
及

び
治

療
に

関
す

る
取

扱
い

に
つ

い
て

」

（
平

成
1
2
年

1
0
月

3
1
日

保
険

発
第

1
8
0
号

）
に

即
し

て
行

う
こ

と
。

 

(
３

)
 

大
腸

菌
ベ

ロ
ト

キ
シ

ン
定

性
 

ア
 

「
３

」
の

大
腸

菌
ベ

ロ
ト

キ
シ

ン
定

性
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
８

」
細

菌
培

養
同

定
検

査
に

よ
り

大

腸
菌

が
確

認
さ

れ
、

病
原

性
大

腸
菌

が
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

イ
 

「
３

」
の

大
腸

菌
ベ

ロ
ト

キ
シ

ン
定

性
の

う
ち

、
細

菌
培

養
を

行
う

こ
と

な
く

糞
便

か
ら

直
接

検
出

す

る
方

法
で

あ
っ

て
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ａ

法
に

よ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

臨
床

症
状

や
流

行
状

況
か

ら
腸

管
出

血
性

大
腸

菌
感

染
症

が
強

く
疑

わ
れ

る
場

合
に

限
り

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

１
８

」
細

菌
培

養
同

定
検

査
を

踏
ま

え
る

こ
と

な
く

行
っ

た
場

合
に

も
算

定
で

き
る

。
 

(
４

)
 

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
の

ト
キ

シ
ン

Ｂ
遺

伝
子

検
出

 

ア
 

「
４

」
の

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
の

ト
キ

シ
ン

Ｂ
遺

伝
子

検
出

は
、

以
下

の
(
イ

)

か
ら

(
ハ

)
を

い
ず

れ
も

満
た

す
入

院
中

の
患

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
イ

)
 

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
感

染
症

を
疑

う
場

合
で

あ
っ

て
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０

１
２

」
の

「
1
2
」

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
抗

原
定

性
に

お
い

て
、

ク
ロ

ス
ト

リ

ジ
オ

イ
デ

ス
・

デ
ィ

フ
ィ

シ
ル

抗
原

陽
性

か
つ

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
ト

キ
シ

ン
陰

性
で

あ
る

こ
と

。
 

(
ロ

)
 

２
歳

以
上

で
B
r
i
s
t
o
l
 
S
t
o
o
l
 
S
c
a
l
e
 
５

以
上

の
下

痢
症

状
が

あ
る

こ
と

。
 

(
ハ

)
 

2
4
時

間
以

内
に

３
回

以
上

、
又

は
平

常
時

よ
り

多
い

便
回

数
が

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

本
検

査
は

、
関

連
学

会
の

定
め

る
指

針
に

沿
っ

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

な
お

、
下

痢

症
状

並
び

に
本

検
査

を
行

う
前

の
ク

ロ
ス

ト
リ

ジ
オ

イ
デ

ス
・

デ
ィ

フ
ィ

シ
ル

抗
原

及
び

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
ト

キ
シ

ン
の

検
査

結
果

に
つ

い
て

診
療

録
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｄ
０

２
４

 
 
動

物
使

用
検

査
 
  
 
  
 
  
 
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
  
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
 

従
前

、
細

菌
動

物
検

査
、

妊
娠

動
物

検
査

、
ト

キ
ソ

プ
ラ

ズ
マ

症
に

お
け

る
マ

ウ
ス

使
用

検
査

等
動

物
を

用
い

て
行

う
検

査
と

し
て

認
め

ら
れ

て
い

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｄ
０

２
５

 
基

本
的

検
体

検
査

実
施

料
 

(
１

)
 

基
本

的
検

体
検

査
実

施
料

は
、

特
定

機
能

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
の

入
院

医
療

に
お

い
て

通
常

行
わ

れ
る

基
本

的
な

検
査

に
つ

い
て

、
請

求
の

簡
素

化
の

観
点

か
ら

包
括

化
し

て
入

院
日

数
に

応
じ

た
請

求
方

法

を
導

入
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

(
２

)
 

基
本

的
検

体
検

査
実

施
料

に
含

ま
れ

な
い

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

別
途

当
該

検
査

に
係

る
所

定
点

数
を

算
定

で
き

、
当

該
検

査
が

基
本

的
検

体
検

査
判

断
料

の
対

象
に

含
ま

れ
な

い
も

の
で

あ
る

と
き

は
、

当
該

検

査
に

係
る

検
体

検
査

判
断

料
も

併
せ

て
別

途
算

定
で

き
る

。
 

(
３

)
 

入
院

日
数

に
つ

い
て

は
、

入
院

の
都

度
当

該
入

院
の

初
日

か
ら

起
算

し
、

ま
た

、
退

院
日

も
算

定
対

象
と

す
る

。
 

(
４

)
 

外
泊

期
間

中
は

、
入

院
日

数
に

含
ま

れ
な

い
。

 

(
５

)
 

療
養

病
棟

、
結

核
病

棟
若

し
く

は
精

神
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

及
び

第
１

章
第

２
部

第
２

節
に

規
定

す
る

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

療
養

環
境

特
別

加
算

、
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

若
し

く
は

重
症

者
等

療

養
環

境
特

別
加

算
又

は
同

部
第

３
節

に
規

定
す

る
特

定
入

院
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
基

本

（ ）（ ） 381380

２
－
⑶　
検　
査



 
-
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3
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は
、

尿
・

糞
便

等
検

査
判

断
料

、
遺

伝
子

関
連

・
染

色
体

検
査

判
断

料
、

血
液

学
的

検
査

判
断

料
、

生
化

学

的
検

査
（

Ⅰ
）

判
断

料
、

免
疫

学
的

検
査

判
断

料
及

び
微

生
物

学
的

検
査

判
断

料
を

算
定

す
る

こ
と

は
で

き

ず
、

本
判

断
料

を
算

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

第
２

節
 

削
除

 

 

第
３

節
 

生
体

検
査

料
 

１
 

同
一

月
内

に
お

い
て

、
同

一
患

者
に

対
し

て
、

入
院

及
び

外
来

の
両

方
又

は
入

院
中

に
複

数
の

診
療

科
に

お
い

て
生

体
検

査
が

実
施

さ
れ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
同

一
の

生
体

検
査

判
断

料
は

、
月

１
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す

る
。

 

２
 

２
回

目
以

降
に

つ
い

て
所

定
点

数
の

1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
「

所
定

点
数

」
と

は
、

当
該

項
目

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

点
数

及
び

当
該

注
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
加

算

点
数

を
合

算
し

た
点

数
で

あ
る

。
 

３
 

同
一

月
内

に
２

回
以

上
実

施
し

た
場

合
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
こ

と

と
さ

れ
て

い
る

生
体

検
査

は
、

外
来

及
び

入
院

に
ま

た
が

っ
て

行
わ

れ
た

場
合

に
お

い
て

も
、

こ
れ

ら
を

通
算

し

て
２

回
目

以
降

は
1
0
0
分

の
9
0
で

算
定

す
る

。
 

４
 

２
回

目
以

降
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
場

合
に

、
新

生
児

加
算

、

乳
幼

児
加

算
若

し
く

は
幼

児
加

算
を

行
う

場
合

又
は

内
視

鏡
検

査
の

通
則

５
に

掲
げ

る
休

日
加

算
、

時
間

外
加

算

若
し

く
は

深
夜

加
算

を
行

う
場

合
は

、
所

定
点

数
に

そ
れ

ぞ
れ

の
割

合
を

乗
じ

た
上

で
、

端
数

が
生

じ
た

場
合

に

は
、

こ
れ

を
四

捨
五

入
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

［
呼

吸
循

環
機

能
検

査
等

に
係

る
共

通
事

項
（

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

０
」

か
ら

区
分

番
号

「
Ｄ

２
１

４
」

ま
で

）
］

 

(
１

)
 

２
回

目
以

降
1
0
0
分

の
9
0
で

算
定

す
る

場
合

の
「

同
一

の
検

査
」

 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

８
」

心
電

図
検

査
の

「
１

」
か

ら
「

５
」

ま
で

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

０
９

」
負

荷

心
電

図
検

査
の

「
１

」
及

び
「

２
」

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

１
０

」
ホ

ル
タ

ー
型

心
電

図
検

査
の

「
１

」
及

び
「

２
」

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

同
一

の
検

査
と

し
て

扱
う

。
ま

た
、

準
用

が
通

知
さ

れ
て

い
る

検
査

に
つ

い
て

は
、

当
該

検
査

が
準

ず
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

検
査

と
同

一
の

検
査

と
し

て
扱

う
。

 

(
２

)
 

呼
吸

循
環

機
能

検
査

等
に

係
る

一
般

事
項

 

ア
 

通
則

の
「

特
に

規
定

す
る

場
合

」
と

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

８
」

心
電

図
検

査
の

「
注

」
又

は
区

分
番

号
「

Ｄ
２

０
９

」
負

荷
心

電
図

検
査

の
「

注
１

」
に

掲
げ

る
場

合
を

さ
す

。
 

イ
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

０
」

ス
パ

イ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ー
等

検
査

か
ら

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

３
」

肺
胞

機
能

検
査

ま
で

の
各

検
査

に
つ

い
て

は
、

特
に

定
め

の
な

い
限

り
、

次
に

掲
げ

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

ａ
 

実
測

値
か

ら
算

出
さ

れ
る

検
査

値
に

つ
い

て
は

算
定

で
き

な
い

。
 

ｂ
 

測
定

方
法

及
び

測
定

機
器

は
限

定
し

な
い

。
 

ｃ
 

負
荷

を
行

っ
た

場
合

は
、

負
荷

の
種

類
及

び
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

そ
の

前
後

の
検

査
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

１
回

の
み

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

ｄ
 

使
用

し
た

ガ
ス

（
Ｃ

Ｏ
、

Ｃ
Ｏ

２
、

Ｈ
e

等
）

は
、

購
入

価
格

を
1
0

円
で

除
し

て
得

た
点

数
を

別

に
算

定
で

き
る

。
 

 
 

ｅ
 

喘
息

に
対

す
る

吸
入

誘
発

試
験

は
、

負
荷

試
験

に
準

ず
る

。
 

(
３

)
 

肺
活

量
計

に
よ

る
肺

活
量

の
測

定
は

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
Ｄ

２
０

０
 

ス
パ

イ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ー
等

検
査

 

 
-
 2
9
2
 -
 

施
に

よ
っ

て
生

じ
う

る
利

益
及

び
不

利
益

に
つ

い
て

の
説

明
等

を
含

め
た

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
し

、
当

該
検

査
の

結
果

に
基

づ
い

て
療

養
上

の
指

導
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

な
お

、
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

厚
生

労
働

省
「

医
療

・
介

護
関

係
事

業
者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
り

扱
い

の
た

め
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
」

（
平

成
2
9

年
４

月
）

及
び

関
係

学
会

に
よ

る
「

医
療

に
お

け
る

遺
伝

学
的

検
査

･
診

断
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
平

成
2
3
年

２
月

）
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

区
分

番
号

｢
Ｄ

０
０

６
－

1
8
｣
Ｂ

Ｒ
Ｃ

Ａ
１

／
２

遺
伝

子
検

査
を

実
施

す
る

際
、

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

当

該
区

分
に

係
る

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
Ｂ

Ｒ
Ｃ

Ａ
１

／
２

遺
伝

子
検

査
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

行
い

、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

そ
の

際
、

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関

名
と

当
該

医
療

機
関

を
受

診
し

た
日

付
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
ま

た
、

遺
伝

カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

加
算

を
算

定
す

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｂ
０

０
１

」
特

定
疾

患
治

療
管

理
料

の

「
2
3
」

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
の

「
ニ

」
の

所
定

点
数

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
1
0
)
 

「
注

７
」

に
規

定
す

る
遺

伝
性

腫
瘍

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
は

、
臨

床
遺

伝
学

に
関

す
る

十
分

な
知

識
を

有
す

る
医

師
が

、
区

分
番

号
「

Ｄ
０

０
６

－
1
9
」

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
を

実
施

す
る

際
、

(
９

)
の

ア
及

び
イ

の
い

ず
れ

も
満

た
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

な
お

、
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

厚
生

労
働

省
「

医
療

・
介

護
関

係
事

業
者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
り

扱
い

の
た

め
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
」

（
平

成
2
9
年

４
月

）
及

び
関

係
学

会
に

よ
る

「
医

療
に

お
け

る
遺

伝
学

的
検

査
･
診

断
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

（
平

成
2
3
年

２
月

）
を

遵
守

す
る

こ

と
。

 

(
1
1
)
 

「
注

８
」

に
規

定
す

る
骨

髄
像

診
断

加
算

は
、

血
液

疾
患

に
関

す
る

専
門

の
知

識
及

び
少

な
く

と
も

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
採

取
さ

れ
た

骨
髄

液
に

係
る

検
査

結
果

の
報

告

書
を

作
成

し
た

場
合

に
、

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
1
2
)
 

「
注

９
」

に
規

定
す

る
免

疫
電

気
泳

動
法

診
断

加
算

は
、

免
疫

電
気

泳
動

法
の

判
定

に
つ

い
て

少
な

く
と

も
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

医
師

が
、

免
疫

電
気

泳
動

像
を

判
定

し
、

Ｍ
蛋

白
血

症
等

の
診

断
に

係
る

検

査
結

果
の

報
告

書
を

作
成

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
Ｄ

０
２

７
 

基
本

的
検

体
検

査
判

断
料

 

(
１

)
 

基
本

的
検

体
検

査
判

断
料

は
、

特
定

機
能

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
の

入
院

医
療

に
お

い
て

通
常

行
わ

れ
る

基
本

的
な

検
査

に
つ

い
て

、
請

求
の

簡
素

化
の

観
点

か
ら

、
月

１
回

の
包

括
的

な
判

断
料

を
設

定
し

た

も
の

で
あ

る
。

 

(
２

)
 

基
本

的
検

体
検

査
実

施
料

に
含

ま
れ

な
い

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

当
該

検
査

が
基

本
的

検
体

検
査

判
断

料
の

対
象

に
含

ま
れ

な
い

も
の

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
検

査
に

係
る

検
体

検
査

判
断

料
も

併
せ

て
別

途
算

定

で
き

る
。

 

(
３

)
 

療
養

病
棟

、
結

核
病

棟
若

し
く

は
精

神
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

及
び

第
１

章
第

２
部

第
２

節
に

規
定

す
る

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

療
養

環
境

特
別

加
算

、
二

類
感

染
症

患
者

療
養

環
境

特
別

加
算

若
し

く
は

重
症

者
等

療

養
環

境
特

別
加

算
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
検

体
検

査
判

断
料

は
、

別
に

算
定

し
な

い
。

 

(
４

)
 

１
月

を
通

じ
て

、
基

本
的

検
体

検
査

実
施

料
に

包
括

さ
れ

て
い

る
検

査
項

目
の

い
ず

れ
も

行
わ

れ
な

か
っ

た
場

合
は

、
当

該
月

は
本

判
断

料
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
５

)
 

特
定

機
能

病
院

に
お

い
て

、
(
３

)
に

掲
げ

る
場

合
以

外
で

基
本

的
検

体
検

査
判

断
料

を
算

定
す

べ
き

場
合

（ ）（ ） 383382

２
－
⑶　
検　
査



 
-
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5
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て
算

定
す

る
。

 

(
６

)
 

「
４

」
の

血
管

内
皮

機
能

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

局
所

ボ
デ

ィ
プ

レ
テ

ィ
ス

モ
グ

ラ
フ

又
は

超
音

波
検

査
等

、
血

管
内

皮
反

応
の

検
査

方
法

及
び

部
位

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

１
月

に
１

回
に

限
り

、
一

連
と

し
て

当

該
区

分
に

お
い

て
算

定
す

る
。

こ
の

際
、

超
音

波
検

査
を

用
い

て
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

超
音

波
検

査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

 

 
 

Ｄ
２

０
８

 
心

電
図

検
査

 

(
１

)
 

「
１

」
の

四
肢

単
極

誘
導

及
び

胸
部

誘
導

を
含

む
最

低
1
2

誘
導

は
、

普
通

、
標

準
肢

誘
導

（
Ⅰ

、
Ⅱ

、

Ⅲ
）

、
単

極
肢

誘
導

（
ａ
Ｖ

Ｒ
、

ａ
Ｖ

Ｌ
、

ａ
Ｖ

Ｆ
）

、
胸

部
誘

導
（

Ｖ
１
、

Ｖ
２
、

Ｖ
３
、

Ｖ
４
、

Ｖ
５
、

Ｖ
６
）

の

1
2
誘

導
で

、
そ

の
他

特
別

の
場

合
に

Ｖ
７
、

Ｖ
８
、

食
道

誘
導

等
を

行
う

場
合

も
こ

れ
に

含
ま

れ
る

。
 

(
２

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
医

療
機

関
で

描
写

し
た

も
の

に
つ

い
て

診
断

の
み

を
行

っ
た

場
合

は
、

診
断

料
と

し
て

１
回

に
つ

き
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
が

、
患

者
が

当
該

傷
病

に
つ

き
当

該
医

療
機

関
で

受
診

し

て
い

な
い

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
医

療
機

関
で

描
写

し
た

検
査

に
つ

い
て

診
断

を
行

っ
た

場
合

の
算

定
に

つ
い

て
は

、
２

回
目

以
降

に
お

い
て

も
1
0
0
分

の
9
0
の

算
定

と
し

な
い

。
 

(
４

)
 

「
３

」
の

携
帯

型
発

作
時

心
電

図
記

憶
伝

達
装

置
使

用
心

電
図

検
査

は
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
、

携
帯

型
発

作
時

心
電

図
記

憶
伝

達
装

置
を

用
い

て
発

作
時

等
の

心
電

図
を

記
録

さ
せ

た
場

合
に

、

一
連

に
つ

き
１

回
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

「
４

」
加

算
平

均
心

電
図

に
よ

る
心

室
遅

延
電

位
測

定
 

ア
 

心
筋

梗
塞

、
心

筋
症

、
B
r
u
g
a
d
a

症
候

群
等

に
よ

り
、

致
死

性
の

心
室

性
不

整
脈

が
誘

発
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

患
者

に
対

し
行

わ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

イ
 

当
該

検
査

の
実

施
に

当
た

り
行

っ
た

他
の

心
電

図
検

査
は

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

Ｄ
２

０
９

 
負

荷
心

電
図

検
査

 

(
１

)
 

負
荷

心
電

図
検

査
の

「
負

荷
」

は
、

運
動

負
荷

、
薬

剤
負

荷
を

い
い

、
負

荷
の

種
類

及
び

回
数

に
よ

ら
な

い
。

 

(
２

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
医

療
機

関
で

描
写

し
た

も
の

に
つ

い
て

診
断

の
み

を
行

っ
た

場
合

は
、

診
断

料
と

し
て

１
回

に
つ

き
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
が

、
患

者
が

当
該

傷
病

に
つ

き
当

該
医

療
機

関
で

受
診

し

て
い

な
い

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
医

療
機

関
で

描
写

し
た

検
査

に
つ

い
て

診
断

を
行

っ
た

場
合

の
算

定
に

つ
い

て
は

、
２

回
目

以
降

に
お

い
て

も
1
0
0
分

の
9
0
の

算
定

と
し

な
い

。
 

(
４

)
 

負
荷

心
電

図
検

査
に

は
、

こ
の

検
査

を
行

う
た

め
に

一
連

と
し

て
実

施
さ

れ
た

心
電

図
検

査
を

含
む

も
の

で
あ

り
、

同
一

日
に

行
わ

れ
た

心
電

図
検

査
は

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

Ｄ
２

１
０

 
ホ

ル
タ

ー
型

心
電

図
検

査
 

(
１

)
 

ホ
ル

タ
ー

型
心

電
図

検
査

は
、

患
者

携
帯

用
の

記
録

装
置

を
使

っ
て

長
時

間
連

続
し

て
心

電
図

記
録

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
も

の
で

あ
り

、
所

定
点

数
に

は
、

単
に

記
録

を
行

う
だ

け
で

は
な

く
、

再
生

及
び

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

に
よ

る
解

析
を

行
っ

た
場

合
の

費
用

を
含

む
。

 

(
２

)
 

や
む

を
得

ず
不

連
続

に
記

録
し

た
場

合
に

お
い

て
は

、
記

録
し

た
時

間
を

合
算

し
た

時
間

に
よ

り
算

定
す

る
。

ま
た

、
2
4
時

間
を

超
え

て
連

続
し

て
記

録
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
「

２
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

１
０

－
３

 
 
植

込
型

心
電

図
検

査
 

(
１

)
 

短
期

間
に

失
神

発
作

を
繰

り
返

し
、

そ
の

原
因

と
し

て
不

整
脈

が
強

く
疑

わ
れ

る
患

者
で

あ
っ

て
、

心
臓

超
音

波
検

査
及

び
心

臓
電

気
生

理
学

的
検

査
（

心
電

図
検

査
及

び
ホ

ル
タ

ー
型

心
電

図
検

査
を

含
む

。
）

等

 
-
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(
１

)
 

「
１

」
の

肺
気

量
分

画
測

定
に

は
、

予
備

吸
気

量
、

１
回

換
気

量
及

び
予

備
呼

気
量

の
全

て
の

実
測

及
び

実
測

値
か

ら
算

出
さ

れ
る

最
大

呼
吸

量
の

測
定

の
ほ

か
、

安
静

換
気

量
及

び
最

大
換

気
量

の
測

定
が

含
ま

れ

る
。

 

(
２

)
 

「
１

」
の

肺
気

量
分

画
測

定
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
２

０
２

」
肺

内
ガ

ス
分

布
の

「
１

」
の

指
標

ガ
ス

洗
い

出
し

検
査

と
を

同
時

に
実

施
し

た
場

合
に

は
、

機
能

的
残

気
量

測
定

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

「
２

」
の

フ
ロ

ー
ボ

リ
ュ

ー
ム

カ
ー

ブ
は

、
曲

線
を

描
写

し
記

録
し

た
場

合
に

の
み

算
定

し
、

強
制

呼
出

曲
線

の
描

出
に

係
る

費
用

を
含

む
。

ま
た

、
フ

ロ
ー

ボ
リ

ュ
ー

ム
カ

ー
ブ

か
ら

計
算

に
よ

っ
て

求
め

ら
れ

る

努
力

肺
活

量
、

１
秒

量
、

１
秒

率
、

Ｍ
Ｍ

Ｆ
、

Ｐ
Ｆ

Ｒ
等

は
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
４

)
 

「
５

」
の

左
右

別
肺

機
能

検
査

の
所

定
点

数
に

は
、

カ
テ

ー
テ

ル
挿

入
並

び
に

他
の

「
１

」
か

ら
「

４
」

ま
で

の
ス

パ
イ

ロ
グ

ラ
フ

ィ
ー

等
検

査
及

び
換

気
力

学
的

検
査

の
費

用
を

含
む

。
 

(
５

)
 

体
プ

レ
ス

チ
モ

グ
ラ

フ
を

用
い

る
諸

検
査

は
、

別
に

定
め

の
な

い
限

り
、

「
３

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｄ
２

０
１

 
換

気
力

学
的

検
査

 

「
２

」
中

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
測

定
の

所
定

点
数

に
は

、
動

肺
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
測

定
及

び
静

肺
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
測

定
の

双
方

を
含

む
。

 

 
 

Ｄ
２

０
４

 
基

礎
代

謝
測

定
 

基
礎

代
謝

測
定

の
所

定
点

数
に

は
、

患
者

に
施

用
す

る
窒

素
ガ

ス
又

は
酸

素
ガ

ス
の

費
用

を
含

む
。

 

 
 

Ｄ
２

０
６

 
心

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
に

よ
る

諸
検

査
 

(
１

)
 

心
臓

カ
テ

ー
テ

ル
検

査
に

よ
り

大
動

脈
造

影
、

肺
動

脈
造

影
及

び
肺

動
脈

閉
塞

試
験

を
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

も
、

心
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
よ

る
諸

検
査

に
よ

り
算

定
す

る
も

の
と

し
、

血
管

造
影

等
の

エ
ッ

ク
ス

線

診
断

の
費

用
は

、
別

に
算

定
し

な
い

。
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
  

 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
  

 
 

(
２

)
 

心
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
よ

る
諸

検
査

の
よ

う
な

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
検

査
を

実
施

し
た

後
の

縫
合

に
要

す
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

(
３

)
 

「
１

」
の

右
心

カ
テ

ー
テ

ル
及

び
「

２
」

の
左

心
カ

テ
ー

テ
ル

を
同

時
に

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、

「
注

１
」

、
「

注
２

」
、

「
注

３
」

及
び

「
注

４
」

の
加

算
は

１
回

の
み

に
限

ら
れ

る
。

 

(
４

)
 

「
注

３
」

、
「

注
４

」
及

び
「

注
５

」
に

掲
げ

る
加

算
は

主
た

る
加

算
を

患
者

１
人

に
つ

き
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

心
筋

生
検

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

４
１

７
」

組
織

試
験

採
取

、
切

採
法

の
所

定
点

数
を

併
せ

て
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

０
７

 
体

液
量

等
測

定
 

(
１

)
 

体
液

量
等

測
定

の
所

定
点

数
に

は
、

注
射

又
は

採
血

を
伴

う
も

の
に

つ
い

て
は

第
６

部
第

１
節

第
１

款
の

注
射

実
施

料
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
４

０
０

」
血

液
採

取
を

含
む

。
 

(
２

)
 

「
２

」
の

皮
弁

血
流

検
査

は
、

１
有

茎
弁

に
つ

き
２

回
ま

で
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
も

の
と

し
、

使
用

薬
剤

及
び

注
入

手
技

料
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

し
な

い
。

 

(
３

)
 

「
２

」
の

血
流

量
測

定
は

、
電

磁
式

に
よ

る
も

の
を

含
む

。
 

 

(
４

)
 

「
２

」
の

電
子

授
受

式
発

消
色

性
イ

ン
ジ

ケ
ー

タ
ー

使
用

皮
膚

表
面

温
度

測
定

は
、

皮
弁

形
成

術
及

び
四

肢
の

血
行

再
建

術
後

に
、

術
後

の
血

行
状

態
を

調
べ

る
た

め
に

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

た
だ

し
、

術
後

１
回

を
限

度
と

す
る

。
 

な
お

、
使

用
し

た
電

子
授

受
式

発
消

色
性

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

ー
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
５

)
 

「
２

」
の

皮
膚

灌
流

圧
測

定
は

、
２

箇
所

以
上

の
測

定
を

行
う

場
合

は
、

一
連

に
つ

き
２

回
を

限
度

と
し

（ ）（ ） 383382

２
－
⑶　
検　
査
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ア
 

当
該

検
査

結
果

の
評

価
 

イ
 

到
達

し
た

距
離

、
施

行
前

後
の

動
脈

血
酸

素
飽

和
度

、
呼

吸
・

循
環

機
能

検
査

等
の

結
果

 

(
４

)
 

当
該

検
査

を
算

定
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
過

去
の

実
施

日
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｄ
２

１
１

－
４

 
シ

ャ
ト

ル
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト

 

(
１

)
 

シ
ャ

ト
ル

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

テ
ス

ト
は

、
在

宅
酸

素
療

法
を

施
行

し
て

い
る

患
者

又
は

区
分

番
号

「
Ｃ

１
０

３
」

在
宅

酸
素

療
法

指
導

管
理

料
の

算
定

要
件

を
満

た
す

患
者

若
し

く
は

本
試

験
に

よ
り

算
定

要
件

を
満

た

す
こ

と
が

可
能

と
な

る
患

者
で

あ
っ

て
在

宅
酸

素
療

法
の

導
入

を
検

討
し

て
い

る
も

の
に

対
し

、
医

師
又

は

医
師

の
指

導
管

理
の

下
に

看
護

職
員

若
し

く
は

臨
床

検
査

技
師

が
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

ー
等

を
用

い
て

動

脈
血

酸
素

飽
和

度
を

測
定

し
な

が
ら

一
定

の
距

離
を

往
復

で
歩

行
さ

せ
、

歩
行

可
能

距
離

又
は

歩
行

持
続

時

間
、

動
脈

血
酸

素
飽

和
度

及
び

呼
吸

・
循

環
機

能
検

査
等

の
結

果
を

記
録

し
、

医
師

が
患

者
の

運
動

耐
容

能

等
の

評
価

及
び

治
療

方
針

の
決

定
を

行
っ

た
場

合
に

、
年

に
４

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

な
お

、
区

分

番
号

「
Ｄ

２
１

１
－

３
」

時
間

内
歩

行
試

験
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

時
間

内
歩

行
試

験
又

は
シ

ャ

ト
ル

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

テ
ス

ト
を

合
わ

せ
て

年
に

４
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

医
師

の
指

導
管

理
の

下
に

看
護

職
員

又
は

臨
床

検
査

技
師

が
シ

ャ
ト

ル
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト

を
行

う
場

合
は

、
医

師
が

同
一

建
物

内
に

お
い

て
当

該
看

護
職

員
又

は
臨

床
検

査
技

師
と

常
時

連
絡

が
取

れ
る

状
態

か

つ
緊

急
事

態
に

即
時

的
に

対
応

で
き

る
体

制
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

以
下

の
事

項
を

診
療

録
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

検
査

結
果

の
評

価
 

イ
 

歩
行

可
能

距
離

又
は

歩
行

持
続

時
間

、
施

行
前

後
の

動
脈

血
酸

素
飽

和
度

、
呼

吸
・

循
環

機
能

検
査

等

の
結

果
 

(
４

)
 

当
該

検
査

を
算

定
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
以

下
の

事
項

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

ア
 

過
去

の
実

施
日

 

イ
 

在
宅

酸
素

療
法

の
実

施
の

有
無

又
は

流
量

の
変

更
を

含
む

患
者

の
治

療
方

針
 
 

Ｄ
２

１
２

 
リ

ア
ル

タ
イ

ム
解

析
型

心
電

図
 

(
１

)
 

リ
ア

ル
タ

イ
ム

解
析

型
心

電
図

と
は

、
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
対

し
て

８
時

間
以

上
心

電
図

を
モ

ニ
タ

ー
し

な
が

ら
同

時
に

波
形

を
解

析
し

、
異

常
波

形
発

現
時

に
の

み
記

録
を

行
い

得
る

も
の

を
い

う
。

 

(
２

)
 

リ
ア

ル
タ

イ
ム

解
析

型
心

電
図

記
録

計
を

用
い

て
８

時
間

以
上

心
電

図
を

モ
ニ

タ
ー

し
た

場
合

は
、

解
析

の
費

用
を

含
め

、
一

連
の

使
用

に
つ

い
て

１
回

と
し

て
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

１
２

－
２

 
携

帯
型

発
作

時
心

電
図

記
録

計
使

用
心

電
図

検
査

 

心
電

図
を

２
日

間
以

上
連

続
し

て
記

録
す

る
こ

と
が

で
き

る
携

帯
型

発
作

時
心

電
図

記
録

計
を

用
い

て
、

記
録

ス
イ

ッ
チ

入
力

前
を

含
む

心
電

図
を

記
録

し
た

場
合

に
、

解
析

の
費

用
を

含
め

、
一

連
の

使
用

に
つ

い
て

１
回

と

し
て

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｄ
２

１
３

 
 
心

音
図

検
査

 

亜
硝

酸
ア

ミ
ル

吸
入

心
音

図
検

査
の

点
数

算
定

は
、

薬
剤

負
荷

の
前

後
の

検
査

を
そ

れ
ぞ

れ
１

回
と

し
て

心
音

図
検

査
に

よ
り

算
定

し
、

亜
硝

酸
ア

ミ
ル

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

５
０

０
」

薬
剤

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

１
４

 
脈

波
図

、
心

機
図

、
ポ

リ
グ

ラ
フ

検
査

 

(
１

)
 

脈
波

図
に

つ
い

て
は

、
次

に
掲

げ
る

検
査

を
２

以
上

行
っ

た
場

合
で

あ
り

、
脈

波
曲

線
を

描
写

し
記

録
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

 
-
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に
よ

り
そ

の
原

因
が

特
定

で
き

な
い

者
又

は
関

連
す

る
学

会
の

定
め

る
診

断
基

準
に

従
い

、
心

房
細

動
検

出

を
目

的
と

す
る

植
込

型
心

電
図

記
録

計
検

査
の

適
応

と
な

り
得

る
潜

因
性

脳
梗

塞
と

判
断

さ
れ

た
者

に
対

し

て
、

原
因

究
明

を
目

的
と

し
て

使
用

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

植
込

型
心

電
図

検
査

は
、

患
者

の
皮

下
に

植
込

ま
れ

た
記

録
装

置
を

使
っ

て
長

時
間

連
続

し
て

心
電

図
記

録
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

も
の

で
あ

り
、

所
定

点
数

に
は

、
単

に
記

録
を

行
う

だ
け

で
は

な
く

、
再

生

及
び

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
に

よ
る

解
析

を
行

っ
た

場
合

の
費

用
を

含
む

。
 

(
３

)
 

植
込

型
心

電
図

記
録

計
を

使
用

し
診

断
を

行
っ

た
場

合
は

、
当

該
機

器
が

植
込

ま
れ

た
時

間
で

は
な

く
、

心
電

図
が

記
録

さ
れ

た
時

間
に

応
じ

て
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

１
０

－
４

 
Ｔ

波
オ

ル
タ

ナ
ン

ス
検

査
 

(
１

)
 

心
筋

梗
塞

、
心

筋
症

、
B
r
u
g
a
d
a

症
候

群
等

に
よ

り
、

致
死

性
の

心
室

性
不

整
脈

が
誘

発
さ

れ
る

可
能

性

が
あ

る
患

者
に

対
し

行
わ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

当
該

検
査

の
実

施
に

当
た

り
行

っ
た

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

８
」

心
電

図
検

査
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

９
」

負
荷

心
電

図
検

査
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
１

０
」

ホ
ル

タ
ー

型
心

電
図

検
査

及
び

区
分

番
号

「
Ｄ

２
１

１
」

ト

レ
ッ

ド
ミ

ル
に

よ
る

負
荷

心
肺

機
能

検
査

、
サ

イ
ク

ル
エ

ル
ゴ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
心

肺
機

能
検

査
は

別
に

算

定
で

き
な

い
。

 

Ｄ
２

１
１

 
ト

レ
ッ

ド
ミ

ル
に

よ
る

負
荷

心
肺

機
能

検
査

、
サ

イ
ク

ル
エ

ル
ゴ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
心

肺
機

能
検

査
 

(
１

)
 

ト
レ

ッ
ド

ミ
ル

に
よ

る
負

荷
心

肺
機

能
検

査
、

サ
イ

ク
ル

エ
ル

ゴ
メ

ー
タ

ー
に

よ
る

心
肺

機
能

検
査

に
は

、

こ
の

検
査

を
行

う
た

め
に

一
連

と
し

て
実

施
さ

れ
た

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

８
」

心
電

図
検

査
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

０
」

ス
パ

イ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ー
等

検
査

を
含

む
も

の
で

あ
り

、
負

荷
の

種
類

及
び

回
数

に
か

か
わ

ら

ず
、

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

呼
吸

器
疾

患
に

対
し

て
施

行
さ

れ
た

場
合

に
も

、
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
。

 

Ｄ
２

１
１

－
２

 
 
喘

息
運

動
負

荷
試

験
 

(
１

)
 

喘
息

運
動

負
荷

試
験

は
、

運
動

負
荷

前
後

で
の

換
気

機
能

の
変

化
を

観
察

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

喘
息

運
動

負
荷

試
験

に
は

、
こ

の
検

査
を

行
う

た
め

に
一

連
と

し
て

実
施

さ
れ

た
区

分
番

号
「

Ｄ
２

０
８

」

心
電

図
検

査
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

０
」

ス
パ

イ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ー
等

検
査

を
含

む
も

の
で

あ
り

、
負

荷
の

種

類
及

び
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

１
１

－
３

 
時

間
内

歩
行

試
験

 

(
１

)
 

時
間

内
歩

行
試

験
は

、
在

宅
酸

素
療

法
を

施
行

し
て

い
る

患
者

又
は

区
分

番
号

「
Ｃ

１
０

３
」

在
宅

酸
素

療
法

指
導

管
理

料
の

算
定

要
件

を
満

た
す

患
者

若
し

く
は

本
試

験
に

よ
り

算
定

要
件

を
満

た
す

こ
と

が
可

能

と
な

る
患

者
で

在
宅

酸
素

療
法

の
導

入
を

検
討

し
て

い
る

患
者

に
対

し
、

医
師

又
は

医
師

の
指

導
管

理
の

下

に
看

護
職

員
、

臨
床

検
査

技
師

若
し

く
は

理
学

療
法

士
が

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

等
を

用
い

て
動

脈
血

酸

素
飽

和
度

を
測

定
し

な
が

ら
６

分
間

の
歩

行
を

行
わ

せ
、

到
達

し
た

距
離

、
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
及

び
呼

吸

・
循

環
機

能
検

査
等

の
結

果
を

記
録

し
、

医
師

が
患

者
の

運
動

耐
容

能
等

の
評

価
及

び
治

療
方

針
の

決
定

を

行
っ

た
場

合
に

、
年

に
４

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

な
お

、
当

該
検

査
の

実
施

に
係

る
時

間
（

準
備

や

説
明

に
要

し
た

時
間

を
含

む
。

）
に

つ
い

て
は

、
第

７
部

に
掲

げ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

時

間
に

含
め

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

医
師

の
指

導
管

理
の

下
に

看
護

職
員

、
臨

床
検

査
技

師
又

は
理

学
療

法
士

が
６

分
間

の
歩

行
を

行
わ

せ
る

場
合

は
、

医
師

が
同

一
建

物
内

に
お

い
て

当
該

看
護

職
員

、
臨

床
検

査
技

師
又

は
理

学
療

法
士

と
常

時
連

絡

が
取

れ
る

状
態

か
つ

緊
急

事
態

に
即

時
的

に
対

応
で

き
る

体
制

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

以
下

の
事

項
を

診
療

録
に

記
載

す
る

こ
と

 

（ ）（ ） 385384

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 2
9
9
 -
 

ア
 

消
化

器
領

域
 

イ
 

腎
・

泌
尿

器
領

域
 

ウ
 

女
性

生
殖

器
領

域
 

エ
 

血
管

領
域

（
大

動
脈

・
大

静
脈

等
）

 

オ
 

腹
腔

内
・

胸
腔

内
の

貯
留

物
等

 

カ
 

そ
の

他
 

(
９

)
 

「
２

」
の

断
層

撮
影

法
（

心
臓

超
音

波
検

査
を

除
く

。
）

に
お

い
て

血
管

の
血

流
診

断
を

目
的

と
し

て
パ

ル
ス

ド
プ

ラ
法

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
に

は
、

「
注

２
」

に
掲

げ
る

加
算

を
算

定
で

き
る

。
 

(
1
0
)
 

「
３

」
の

心
臓

超
音

波
検

査
の

所
定

点
数

に
は

、
同

時
に

記
録

し
た

心
音

図
、

脈
波

図
、

心
電

図
及

び
心

機
図

の
検

査
の

費
用

を
含

む
。

 

(
1
1
)
 

「
３

」
の

心
臓

超
音

波
検

査
の

所
定

点
数

に
は

パ
ル

ス
ド

プ
ラ

法
の

費
用

が
含

ま
れ

て
お

り
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
1
2
)
 

「
３

」
の

心
臓

超
音

波
検

査
以

外
で

、
断

層
撮

影
法

と
Ｍ

モ
ー

ド
法

を
併

用
し

た
場

合
の

点
数

算
定

は
、

「
２

」
の

「
ロ

」
の

「
⑴

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
1
3
)
 

「
３

」
の

「
ロ

」
Ｍ

モ
ー

ド
法

は
Ｍ

モ
ー

ド
法

の
み

で
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
「

３
」

の
心

臓
超

音
波

検
査

以
外

で
、

Ｍ
モ

ー
ド

法
の

み
の

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

「
３

」
の

「
ロ

」
に

よ
り

算
定

す

る
。

 

(
1
4
)
 

「
３

」
の

「
ニ

」
の

胎
児

心
エ

コ
ー

法
は

、
胎

児
の

心
疾

患
が

強
く

疑
わ

れ
た

症
例

に
対

し
て

、
循

環
器

内
科

、
小

児
科

又
は

産
婦

人
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
医

師
（

胎
児

心
エ

コ
ー

法
を

2
0

症
例

以
上

経

験
し

て
い

る
者

に
限

る
。

）
が

診
断

又
は

経
過

観
察

を
行

う
場

合
に

算
定

し
、

「
注

２
」

の
胎

児
心

エ
コ

ー

法
診

断
加

算
は

、
当

該
検

査
に

伴
っ

て
診

断
を

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
そ

の
際

、
当

該
検

査
で

得

ら
れ

た
主

な
所

見
を

診
療

録
に

記
載

す
る

こ
と

。
ま

た
、

「
４

」
の

「
イ

」
の

胎
児

心
音

観
察

に
係

る
費

用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
て

お
り

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
1
5
)
 

「
３

」
の

「
ホ

」
の

負
荷

心
エ

コ
ー

法
に

は
、

負
荷

に
係

る
費

用
が

含
ま

れ
て

お
り

、
ま

た
併

せ
て

行
っ

た
区

分
番

号
「

Ｄ
２

１
１

」
ト

レ
ッ

ド
ミ

ル
に

よ
る

負
荷

心
肺

機
能

検
査

、
サ

イ
ク

ル
エ

ル
ゴ

メ
ー

タ
ー

に

よ
る

心
肺

機
能

検
査

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
1
6
)
 

「
４

」
の

「
イ

」
の

末
梢

血
管

血
行

動
態

検
査

は
、

慢
性

動
脈

閉
塞

症
の

診
断

及
び

病
態

把
握

の
た

め
に

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

 

(
1
7
)
 

「
４

」
の

「
ロ

」
の

脳
動

脈
血

流
速

度
連

続
測

定
と

は
、

経
頭

蓋
骨

的
に

連
続

波
又

は
パ

ル
ス

ド
プ

ラ
を

用
い

て
、

ソ
ノ

グ
ラ

ム
を

記
録

し
て

血
流

の
分

析
を

行
う

場
合

を
い

う
。

 

(
1
8
)
 

「
４

」
の

「
ハ

」
の

脳
動

脈
血

流
速

度
マ

ッ
ピ

ン
グ

法
と

は
、

パ
ル

ス
ド

プ
ラ

に
よ

り
脳

内
動

脈
の

描
出

を
行

う
場

合
を

い
う

。
 

(
1
9
)
 

「
５

」
の

血
管

内
超

音
波

法
の

算
定

は
次

の
方

法
に

よ
る

。
 

ア
 

検
査

を
実

施
し

た
後

の
縫

合
に

要
す

る
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 
 

イ
 
 
本

検
査

を
、

左
心

カ
テ

ー
テ

ル
検

査
及

び
右

心
カ

テ
ー

テ
ル

検
査

と
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
左

心
カ

テ
ー

テ
ル

検
査

及
び

右
心

カ
テ

ー
テ

ル
検

査
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

ウ
 

エ
ッ

ク
ス

線
撮

影
に

用
い

ら
れ

た
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

は
、

区
分

番
号

「
Ｅ

４
０

０
」

フ
ィ

ル
ム

の
所

定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

エ
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
２

０
」

呼
吸

心
拍

監
視

、
新

生
児

心
拍

・
呼

吸
監

視
、

カ
ル

ジ
オ

ス
コ

ー
プ

（
ハ

ー

ト
ス

コ
ー

プ
）

、
カ

ル
ジ

オ
タ

コ
ス

コ
ー

プ
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

 
-
 2
9
8
 -
 

ア
 

心
及

び
肝

拍
動

図
 

イ
 

動
脈

波
 

ウ
 

静
脈

波
 

エ
 

容
積

脈
波

 

オ
 

指
尖

脈
波

 

カ
 

心
尖

（
窩

）
拍

動
図

 

ま
た

、
心

機
図

と
は

各
種

脈
波

図
と

心
電

図
、

心
音

図
検

査
等

の
２

以
上

を
同

時
に

記
録

し
、

循
環

機
能

の
解

析
を

行
う

検
査

で
あ

る
。

 

(
２

)
 

「
１

」
か

ら
「

５
」

ま
で

の
検

査
数

に
つ

い
て

は
、

種
目

又
は

部
位

を
順

次
変

え
て

検
査

し
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

一
連

の
検

査
の

う
ち

の
最

高
検

査
数

に
よ

る
。

 

(
３

)
 

運
動

又
は

薬
剤

の
負

荷
に

よ
る

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
負

荷
前

後
の

検
査

を
そ

れ
ぞ

れ
１

回
の

検
査

と
し

て
算

定
し

、
複

数
の

負
荷

を
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

負
荷

の
種

類
及

び
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所

定
点

数
の

1
0
0
分

の
2
0
0
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

「
６

」
の

血
管

伸
展

性
検

査
は

、
描

写
し

記
録

し
た

脈
波

図
に

よ
り

脈
波

伝
達

速
度

を
求

め
て

行
う

も
の

で
あ

り
、

こ
の

た
め

に
行

っ
た

脈
波

図
検

査
と

併
せ

て
算

定
で

き
な

い
。

 

(
５

)
 

閉
塞

性
動

脈
硬

化
症

は
、

「
６

」
の

血
管

伸
展

性
検

査
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

１
５

 
超

音
波

検
査

 

(
１

)
 

「
１

」
か

ら
「

５
」

ま
で

に
掲

げ
る

検
査

の
う

ち
２

以
上

の
も

の
を

同
一

月
内

に
同

一
の

部
位

に
つ

い
て

行
っ

た
場

合
、

同
一

月
内

に
２

回
以

上
行

っ
た

場
合

の
算

定
方

法
の

適
用

に
お

い
て

は
、

同
一

の
検

査
と

し

て
扱

う
。

 

(
２

)
 

超
音

波
検

査
を

同
一

の
部

位
に

同
時

に
２

以
上

の
方

法
を

併
用

す
る

場
合

は
、

主
た

る
検

査
方

法
に

よ
り

１
回

と
し

て
算

定
す

る
。

ま
た

、
同

一
の

方
法

に
よ

る
場

合
は

、
部

位
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
１

回
の

み
の

算

定
と

す
る

。
 

(
３

)
 

超
音

波
検

査
（

「
３

」
の

「
ニ

」
の

胎
児

心
エ

コ
ー

法
を

除
く

。
）

を
算

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

検
査

で
得

ら
れ

た
主

な
所

見
を

診
療

録
に

記
載

す
る

こ
と

又
は

検
査

実
施

者
が

測
定

値
や

性
状

等
に

つ
い

て

文
書

に
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
医

師
以

外
が

検
査

を
実

施
し

た
場

合
は

、
そ

の
文

書
に

つ
い

て
医

師
が

確

認
し

た
旨

を
診

療
録

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

検
査

で
得

ら
れ

た
画

像
を

診
療

録
に

添
付

す
る

こ
と

。
ま

た
、

測
定

値
や

性
状

等
に

つ
い

て
文

書
に

記
載

し
た

場
合

は
、

そ
の

文
書

を
診

療
録

に
添

付
す

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

超
音

波
検

査
の

記
録

に
要

し
た

費
用

（
フ

ィ
ル

ム
代

、
印

画
紙

代
、

記
録

紙
代

、
テ

ー
プ

代
等

）
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

(
６

)
 

体
表

に
は

肛
門

、
甲

状
腺

、
乳

腺
、

表
在

リ
ン

パ
節

等
を

含
む

。
 

(
７

)
 

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

１
」

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
(
Ⅰ

)
又

は
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
１

－
２

」
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

(
Ⅱ

)
を

算
定

し
た

日
と

同
一

日
に

、
患

家
等

で
断

層
撮

影
法

（
心

臓
超

音
波

検
査

を
除

く
。

）
を

行
っ

た
場

合
は

、
部

位
に

か
か

わ
ら

ず
、

「
２

」
の

「
イ

」
の

訪
問

診
療

時
に

行
っ

た
場

合
を

月
１

回
に

限

り
算

定
す

る
。

 

(
８

)
 

「
２

」
の

「
ロ

」
の

「
⑴

」
の

胸
腹

部
を

算
定

す
る

場
合

は
、

検
査

を
行

っ
た

領
域

に
つ

い
て

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

該
当

項
目

を
記

載
す

る
こ

と
。

複
数

領
域

の
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
そ

の
全

て
を

記

載
す

る
こ

と
。

ま
た

、
カ

に
該

当
す

る
場

合
は

、
具

体
的

な
臓

器
又

は
領

域
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 385384

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 3
0
1
 -
 

よ
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
区

分
番

号
「

Ｅ
４

０
０

」
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

は
、

い
ず

れ
の

場
合

で
も

、
手

技

料
と

は
別

に
算

定
で

き
る

。
 

 
 

Ｄ
２

１
８

 
分

娩
監

視
装

置
に

よ
る

諸
検

査
 

分
娩

監
視

装
置

に
よ

る
諸

検
査

は
、

胎
児

仮
死

、
潜

在
胎

児
仮

死
及

び
異

常
分

娩
の

経
過

改
善

の
目

的
で

陣
痛

促
進

を
行

う
場

合
に

の
み

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
陣

痛
曲

線
、

胎
児

心
電

図
及

び
胎

児
心

音
図

を
記

録
し

た

場
合

も
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

 
 

Ｄ
２

１
９

 
ノ

ン
ス

ト
レ

ス
テ

ス
ト

 

(
１

)
 

ノ
ン

ス
ト

レ
ス

テ
ス

ト
は

、
以

下
に

掲
げ

る
患

者
に

対
し

行
わ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

ア
 

4
0
歳

以
上

の
初

産
婦

で
あ

る
患

者
 

 
 

イ
 

Ｂ
Ｍ

Ｉ
が

3
5
以

上
の

初
産

婦
で

あ
る

患
者

 

 
 

ウ
 

多
胎

妊
娠

の
患

者
 

 
 

エ
 

子
宮

内
胎

児
発

育
不

全
の

認
め

ら
れ

る
患

者
 

 
 

オ
 

子
宮

収
縮

抑
制

剤
を

使
用

中
の

患
者

 

 
 

カ
 

妊
娠

高
血

圧
症

候
群

重
症

の
患

者
 

 
 

キ
 

常
位

胎
盤

早
期

剥
離

の
患

者
 

 
 

ク
 

前
置

胎
盤

（
妊

娠
2
2
週

以
降

で
出

血
等

の
症

状
を

伴
う

場
合

に
限

る
。

）
の

患
者

 

 
 

ケ
 

胎
盤

機
能

不
全

の
患

者
 

 
 

コ
 

羊
水

異
常

症
の

患
者

 

 
 

サ
 

妊
娠

3
0

週
未

満
の

切
迫

早
産

の
患

者
で

、
子

宮
収

縮
、

子
宮

出
血

、
頸

管
の

開
大

、
短

縮
又

は
軟

化

 
の

い
ず

れ
か

の
切

迫
早

産
の

兆
候

を
示

し
、

か
つ

、
以

下
の

い
ず

れ
か

を
満

た
す

も
の

 

 
 

（
イ

）
 

前
期

破
水

を
合

併
し

た
も

の
 

 
 

（
ロ

）
 

経
腟

超
音

波
検

査
で

子
宮

頸
管

長
が

2
0
㎜

未
満

の
も

の
 

 
 

（
ハ

）
 

切
迫

早
産

の
診

断
で

他
の

医
療

機
関

か
ら

搬
送

さ
れ

た
も

の
 

 
 

（
ニ

）
 

早
産

指
数

（
t
o
c
o
l
y
s
i
s
 i

n
d
e
x
）

が
３

点
以

上
の

も
の

 

 
 

シ
 

心
疾

患
（

治
療

中
の

も
の

に
限

る
。

）
の

患
者

 

 
 

ス
 

糖
尿

病
（

治
療

中
の

も
の

に
限

る
。

）
又

は
妊

娠
糖

尿
病

（
治

療
中

の
も

の
に

限
る

。
）

の
患

者
 

 
 

セ
 

甲
状

腺
疾

患
（

治
療

中
の

も
の

に
限

る
。

）
の

患
者

 

 
 

ソ
 

腎
疾

患
（

治
療

中
の

も
の

に
限

る
。

）
の

患
者

 

 
 

タ
 

膠
原

病
（

治
療

中
の

も
の

に
限

る
。

）
の

患
者

 

 
 

チ
 

特
発

性
血

小
板

減
少

性
紫

斑
病

（
治

療
中

の
も

の
に

限
る

。
）

の
患

者
 

 
 

ツ
 

白
血

病
（

治
療

中
の

も
の

に
限

る
。

）
の

患
者

 

 
 

テ
 

血
友

病
（

治
療

中
の

も
の

に
限

る
。

）
の

患
者

 

 
 

ト
 

出
血

傾
向

（
治

療
中

の
も

の
に

限
る

。
）

の
あ

る
患

者
 

 
 

ナ
 

Ｈ
Ｉ

Ｖ
陽

性
の

患
者

 

 
 

ニ
 

Ｒ
ｈ

不
適

合
の

患
者

 

 
 

ヌ
 

当
該

妊
娠

中
に

帝
王

切
開

術
以

外
の

開
腹

手
術

を
行

っ
た

患
者

又
は

行
う

予
定

の
あ

る
患

者
 

 
 

 
た

だ
し

、
治

療
中

の
も

の
と

は
、

対
象

疾
患

に
つ

い
て

専
門

的
治

療
が

行
わ

れ
て

い
る

も
の

を
指

し
、

単

な
る

経
過

観
察

の
た

め
に

年
に

数
回

程
度

通
院

し
て

い
る

の
み

で
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

ノ
ン

ス
ト

レ
ス

テ
ス

ト
は

入
院

中
の

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

は
１

週
間

に
つ

き
３

回
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
は

１
週

間
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
な

お
、

１
週

間

 
-
 3
0
0
 -
 

(
2
0
)
 

「
注

１
」

に
お

け
る

「
造

影
剤

を
使

用
し

た
場

合
」

と
は

、
静

脈
内

注
射

、
動

脈
注

射
又

は
点

滴
注

射
に

よ
り

造
影

剤
を

使
用

し
検

査
を

行
っ

た
場

合
を

い
う

。
ま

た
、

「
３

」
の

心
臓

超
音

波
検

査
に

お
い

て
は

、

心
筋

虚
血

の
診

断
を

目
的

と
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

こ
の

場
合

、
心

筋
シ

ン
チ

グ
ラ

フ
ィ

ー
を

同
一

月

に
実

施
し

た
場

合
に

は
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

１
５

－
２

 
肝

硬
度

測
定

 

肝
硬

度
測

定
は

、
汎

用
超

音
波

画
像

診
断

装
置

の
う

ち
、

使
用

目
的

、
効

能
又

は
効

果
と

し
て

、
肝

臓
の

硬
さ

に
つ

い
て

、
非

侵
襲

的
に

計
測

す
る

も
の

と
し

て
薬

事
承

認
又

は
認

証
を

得
て

い
る

も
の

を
使

用
し

、
肝

硬
変

の

患
者

（
肝

硬
変

が
疑

わ
れ

る
患

者
を

含
む

。
）

に
対

し
、

肝
臓

の
硬

さ
を

非
侵

襲
的

に
測

定
し

た
場

合
に

、
原

則

と
し

て
３

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

医
学

的
な

必
要

性
か

ら
３

月
に

２
回

以
上

算
定

す
る

場
合

に

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ
の

理
由

及
び

医
学

的
根

拠
を

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｄ
２

１
５

－
３

 
超

音
波

エ
ラ

ス
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
 

(
１

)
 

超
音

波
エ

ラ
ス

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

は
、

汎
用

超
音

波
画

像
診

断
装

置
の

う
ち

、
使

用
目

的
又

は
効

果
と

し
て

、

肝
臓

の
硬

さ
に

つ
い

て
、

非
侵

襲
的

に
計

測
す

る
も

の
と

し
て

薬
事

承
認

又
は

認
証

を
得

て
い

る
も

の
を

使

用
し

、
肝

硬
変

の
患

者
（

肝
硬

変
が

疑
わ

れ
る

患
者

を
含

む
。

）
に

対
し

、
肝

臓
の

線
維

化
の

程
度

を
非

侵

襲
的

に
評

価
し

た
場

合
に

、
原

則
と

し
て

３
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
医

学
的

な
必

要
性

か

ら
３

月
に

２
回

以
上

算
定

す
る

場
合

に
は

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
そ

の
理

由
及

び
医

学
的

根
拠

を

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
１

５
－

２
」

に
掲

げ
る

肝
硬

度
測

定
に

つ
い

て
、

同
一

の
患

者
に

つ
き

、
当

該
検

査
実

施
日

よ
り

３
月

以
内

に
行

わ
れ

た
も

の
の

費
用

は
、

原
則

と
し

て
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

た

だ
し

、
医

学
的

な
必

要
性

か
ら

別
途

肝
硬

度
測

定
を

算
定

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
に

は
、

診
療

報
酬

明
細

書

の
摘

要
欄

に
そ

の
理

由
及

び
医

学
的

根
拠

を
詳

細
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｄ
２

１
６

－
２

 
残

尿
測

定
検

査
 

(
１

)
 

残
尿

測
定

検
査

は
、

前
立

腺
肥

大
症

、
神

経
因

性
膀

胱
又

は
過

活
動

膀
胱

の
患

者
に

対
し

、
超

音
波

若
し

く
は

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

て
残

尿
を

測
定

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
１

」
の

超
音

波
検

査
に

よ
る

も
の

と
「

２
」

の
導

尿
に

よ
る

も
の

を
同

一
日

に
行

っ
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

１
７

 
骨

塩
定

量
検

査
 

(
１

)
 

骨
塩

定
量

検
査

は
、

骨
粗

鬆
症

の
診

断
及

び
そ

の
経

過
観

察
の

際
の

み
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
４

月
に

１
回

を
限

度
と

す
る

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

注
は

Ｄ
Ｅ

Ｘ
Ａ

法
に

よ
る

腰
椎

撮
影

及
び

大
腿

骨
撮

影
を

同
一

日
に

行
っ

た
場

合
に

の
み

算
定

で
き

る
。

 

(
３

)
 

「
２

」
の

「
Ｍ

Ｄ
法

、
Ｓ

Ｅ
Ｘ

Ａ
法

等
」

の
方

法
に

は
、

Ｄ
Ｅ

Ｘ
Ａ

法
(
d
u
a
l
 
E
n
e
r
g
y
 
x
-
R
a
y
 
A
b
s
o
r
p
t

i
o
m
e
t
r
y
)
、

単
一

光
子

吸
収

法
(
S
P
A
:
S
i
n
g
l
e
 
P
h
o
t
o
n
 
A
b
s
o
r
p
t
i
o
m
e
t
r
y
)
、

二
重

光
子

吸
収

法
(
D
P
A
:
D
u
a

l
 
P
h
o
t
o
n
 
A
b
s
o
r
p
t
i
o
m
e
t
r
y
)
、

Ｍ
Ｄ

法
(
M
i
c
r
o
d
e
n
s
i
t
o
m
e
t
r
y
に

よ
る

骨
塩

定
量

法
)
、

Ｄ
Ｉ

Ｐ
法

(
D
i
g
i

t
a
l
 
I
m
a
g
e
 
P
r
o
c
e
s
s
i
n
g
)
、

Ｓ
Ｅ

Ｘ
Ａ

法
(
s
i
n
g
l
e
 
E
n
e
r
g
y
 
x
-
R
a
y
 
A
b
s
o
r
p
t
i
o
m
e
t
r
y
)
、

単
色

Ｘ
線

光

子
を

利
用

し
た

骨
塩

定
量

装
置

に
よ

る
測

定
及

び
ｐ

Ｑ
Ｃ

Ｔ
（

p
e
r
i
p
h
e
r
a
l
 
Q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
 
C
o
m
p
u
t
e
d
 
T

o
m
o
g
r
a
p
h
y
)
に

よ
る

測
定

が
あ

る
。

 

(
４

)
 

Ｍ
Ｄ

法
に

よ
る

骨
塩

定
量

検
査

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
撮

影
し

た
フ

ィ
ル

ム
を

用
い

て
画

像
診

断
を

併
施

す
る

場
合

は
、

「
２

」
の

「
Ｍ

Ｄ
法

、
Ｓ

Ｅ
Ｘ

Ａ
法

等
」

の
所

定
点

数
又

は
画

像
診

断
の

手
技

料
（

区

分
番

号
「

Ｅ
０

０
１

」
写

真
診

断
及

び
区

分
番

号
「

Ｅ
０

０
２

」
撮

影
）

の
所

定
点

数
の

い
ず

れ
か

一
方

に

（ ）（ ） 387386

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 3
0
3
 -
 

(
２

)
 

血
液

ガ
ス

連
続

測
定

は
、

閉
鎖

循
環

式
全

身
麻

酔
に

お
い

て
分

離
肺

換
気

を
行

う
際

に
血

中
の

Ｐ
Ｏ

２
 
、

Ｐ
Ｃ

Ｏ
２
 
及

び
ｐ

Ｈ
の

観
血

的
連

続
測

定
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

Ｄ
２

２
２

－
２

 
経

皮
的

酸
素

ガ
ス

分
圧

測
定

（
１

日
に

つ
き

）
 

重
症

下
肢

血
流

障
害

が
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

、
虚

血
肢

の
切

断
若

し
く

は
血

行
再

建
に

係
る

治
療

方
針

の
決

定
又

は
治

療
効

果
の

判
定

の
た

め
に

経
皮

的
に

血
中

の
Ｐ

Ｏ
２
を

測
定

し
た

場
合

に
、

３
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

２
３

 
経

皮
的

動
脈

血
酸

素
飽

和
度

測
定

 

(
１

)
 

経
皮

的
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
測

定
は

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

ア
 

呼
吸

不
全

若
し

く
は

循
環

不
全

又
は

術
後

の
患

者
で

あ
っ

て
、

酸
素

吸
入

若
し

く
は

突
発

性
難

聴
に

対

す
る

酸
素

療
法

を
現

に
行

っ
て

い
る

も
の

又
は

酸
素

吸
入

若
し

く
は

突
発

性
難

聴
に

対
す

る
酸

素
療

法
を

行
う

必
要

が
あ

る
も

の
 

イ
 

静
脈

麻
酔

、
硬

膜
外

麻
酔

又
は

脊
椎

麻
酔

を
実

施
中

の
患

者
に

行
っ

た
場

合
 

な
お

、
閉

鎖
式

全
身

麻
酔

を
実

施
し

た
際

に
区

分
番

号
「

Ｌ
０

０
８

」
マ

ス
ク

又
は

気
管

内
挿

管
に

よ
る

閉
鎖

循
環

式
全

身
麻

酔
を

算
定

し
た

日
と

同
一

日
に

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｃ

１
０

３
」

在
宅

酸
素

療
法

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

（
こ

れ
に

係
る

在
宅

療
養

指
導

管
理

材
料

加
算

の
み

を
算

定
し

て
い

る
者

を
含

み
、

医
療

型
短

期
入

所
サ

ー
ビ

ス
費

又
は

医
療

型
特

定

短
期

入
所

サ
ー

ビ
ス

費
を

算
定

し
て

い
る

短
期

入
所

中
の

者
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

は
、

経
皮

的
動

脈
血

酸

素
飽

和
度

測
定

の
費

用
は

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
２

２
３

－
２

 
終

夜
経

皮
的

動
脈

血
酸

素
飽

和
度

測
定

（
一

連
に

つ
き

）
 

(
１

)
 

終
夜

経
皮

的
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
測

定
は

、
睡

眠
時

呼
吸

障
害

の
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
し

、
数

日
間

連
続

し
て

測
定

し
た

場
合

で
も

、
一

連
の

も
の

と
し

て
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｃ

１
０

３
」

在
宅

酸
素

療
法

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

（
こ

れ
に

係
る

在
宅

療
養

指
導

管
理

材
料

加
算

の
み

を
算

定
し

て
い

る
者

を
含

み
、

医
療

型
短

期
入

所
サ

ー
ビ

ス
費

又
は

医
療

型
特

定

短
期

入
所

サ
ー

ビ
ス

費
を

算
定

し
て

い
る

短
期

入
所

中
の

者
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

は
、

終
夜

経
皮

的
動

脈

血
酸

素
飽

和
度

測
定

（
一

連
に

つ
き

）
の

費
用

は
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

Ｄ
２

２
４

 
終

末
呼

気
炭

酸
ガ

ス
濃

度
測

定
 

(
１

)
 

終
末

呼
気

炭
酸

ガ
ス

濃
度

測
定

は
、

気
管

内
挿

管
又

は
気

管
切

開
し

て
い

る
患

者
で

あ
っ

て
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

ア
 

人
工

呼
吸

器
を

装
着

し
て

い
る

患
者

 

イ
 

自
発

呼
吸

が
不

十
分

な
患

者
 

ウ
 

脳
外

傷
等

換
気

不
全

が
生

じ
る

可
能

性
が

非
常

に
高

い
と

判
断

さ
れ

る
患

者
 

(
２

)
 

閉
鎖

式
全

身
麻

酔
を

実
施

し
た

際
に

区
分

番
号

「
Ｌ

０
０

８
」

マ
ス

ク
又

は
気

管
内

挿
管

に
よ

る
閉

鎖
循

環
式

全
身

麻
酔

を
算

定
し

た
日

と
同

一
日

に
は

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
Ｄ

２
２

５
 

観
血

的
動

脈
圧

測
定

 

(
１

)
 

観
血

的
動

脈
圧

測
定

は
、

動
脈

圧
測

定
用

カ
テ

ー
テ

ル
を

挿
入

し
て

測
定

す
る

も
の

又
は

エ
ラ

ス
タ

ー
針

等
を

動
脈

に
挿

入
し

て
ト

ラ
ン

ス
デ

ュ
ー

サ
ー

を
用

い
て

測
定

す
る

も
の

を
い

う
。

 

(
２

)
 

穿
刺

部
位

の
ガ

ー
ゼ

交
換

等
の

処
置

料
及

び
材

料
料

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

Ｄ
２

２
５

－
２

 
非

観
血

的
連

続
血

圧
測

定
 

非
観

血
的

連
続

血
圧

測
定

は
、

ト
ノ

メ
ト

リ
ー

法
に

よ
り

麻
酔

に
伴

っ
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

 
-
 3
0
2
 -
 

の
計

算
は

暦
週

に
よ

る
。

 

Ｄ
２

２
０

 
呼

吸
心

拍
監

視
、

新
生

児
心

拍
・

呼
吸

監
視

、
カ

ル
ジ

オ
ス

コ
ー

プ
（

ハ
ー

ト
ス

コ
ー

プ
）

、
カ

ル
ジ

オ
タ

コ
ス

コ
ー

プ
 

(
１

)
 

呼
吸

心
拍

監
視

は
、

重
篤

な
心

機
能

障
害

若
し

く
は

呼
吸

機
能

障
害

を
有

す
る

患
者

又
は

そ
の

お
そ

れ
の

あ
る

患
者

に
対

し
て

、
常

時
監

視
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

算
定

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
こ

の
際

、
呼

吸
曲

線

の
観

察
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
、

心
電

曲
線

、
心

拍
数

の
観

察
を

行
っ

た
場

合
は

、
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

呼
吸

心
拍

監
視

、
新

生
児

心
拍

・
呼

吸
監

視
、

カ
ル

ジ
オ

ス
コ

ー
プ

（
ハ

ー
ト

ス
コ

ー
プ

）
又

は
カ

ル
ジ

オ
タ

コ
ス

コ
ー

プ
は

、
観

察
し

た
呼

吸
曲

線
、

心
電

曲
線

、
心

拍
数

の
そ

れ
ぞ

れ
の

観
察

結
果

の
要

点
を

診

療
録

に
記

載
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
３

)
 

新
生

児
心

拍
・

呼
吸

監
視

、
カ

ル
ジ

オ
ス

コ
ー

プ
（

ハ
ー

ト
ス

コ
ー

プ
）

又
は

カ
ル

ジ
オ

タ
コ

ス
コ

ー
プ

は
、

重
篤

な
心

機
能

障
害

若
し

く
は

呼
吸

機
能

障
害

を
有

す
る

患
者

又
は

そ
の

お
そ

れ
の

あ
る

患
者

に
対

し
、

心
電

曲
線

及
び

心
拍

数
の

観
察

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
算

定
す

る
。

こ
の

際
、

呼
吸

曲
線

を
同

時
に

観
察

し

た
場

合
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

(
４

)
 

呼
吸

心
拍

監
視

、
新

生
児

心
拍

・
呼

吸
監

視
、

カ
ル

ジ
オ

ス
コ

ー
プ

（
ハ

ー
ト

ス
コ

ー
プ

）
又

は
カ

ル
ジ

オ
タ

コ
ス

コ
ー

プ
を

同
一

日
に

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
５

)
 

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

呼
吸

心
拍

監
視

、
新

生
児

心
拍

・
呼

吸
監

視
、

カ
ル

ジ
オ

ス
コ

ー
プ

（
ハ

ー
ト

ス
コ

ー
プ

）
又

は
カ

ル
ジ

オ
タ

コ
ス

コ
ー

プ
の

算
定

開
始

日
を

記
載

す
る

。
 

(
６

)
 

呼
吸

心
拍

監
視

装
置

等
の

装
着

を
中

止
し

た
後

3
0

日
以

内
に

再
装

着
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

の
日

数
の

起
算

日
は

、
最

初
に

呼
吸

心
拍

監
視

、
新

生
児

心
拍

・
呼

吸
監

視
、

カ
ル

ジ
オ

ス
コ

ー
プ

（
ハ

ー
ト

ス
コ

ー

プ
）

又
は

カ
ル

ジ
オ

タ
コ

ス
コ

ー
プ

を
算

定
し

た
日

と
す

る
。

特
定

入
院

料
を

算
定

し
た

患
者

が
引

き
続

き

呼
吸

心
拍

監
視

、
新

生
児

心
拍

・
呼

吸
監

視
、

カ
ル

ジ
オ

ス
コ

ー
プ

（
ハ

ー
ト

ス
コ

ー
プ

）
又

は
カ

ル
ジ

オ

タ
コ

ス
コ

ー
プ

を
行

う
場

合
の

日
数

の
起

算
日

に
つ

い
て

も
同

様
と

す
る

。
な

お
、

当
該

検
査

を
中

止
し

て

い
る

期
間

に
つ

い
て

も
実

施
日

数
の

計
算

に
含

め
る

。
 

(
７

)
 

７
日

を
超

え
た

場
合

は
、

検
査

に
要

し
た

時
間

に
か

か
わ

ら
ず

「
２

」
の

「
ロ

」
又

は
「

ハ
」

を
上

限
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
８

)
 

人
工

呼
吸

を
同

一
日

に
行

っ
た

場
合

は
、

呼
吸

心
拍

監
視

、
新

生
児

心
拍

・
呼

吸
監

視
、

カ
ル

ジ
オ

ス
コ

ー
プ

（
ハ

ー
ト

ス
コ

ー
プ

）
、

カ
ル

ジ
オ

タ
コ

ス
コ

ー
プ

に
係

る
費

用
は

区
分

番
号

「
Ｊ

０
４

５
」

人
工

呼

吸
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

 
 

Ｄ
２

２
２

 
経

皮
的

血
液

ガ
ス

分
圧

測
定

、
血

液
ガ

ス
連

続
測

定
 

(
１

)
 

経
皮

的
血

液
ガ

ス
分

圧
測

定
は

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
に

算
定

す
る

。
 

ア
 

循
環

不
全

及
び

呼
吸

不
全

が
あ

り
、

酸
素

療
法

を
行

う
必

要
の

あ
る

新
生

児
に

対
し

て
測

定
を

行
っ

た

場
合

。
そ

の
際

に
は

、
測

定
す

る
ガ

ス
分

圧
の

種
類

に
か

か
わ

ら
ず

、
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
出

生
時

体
重

が
1
,
0
0
0
g
未

満
又

は
1
,
0
0
0
g
以

上
1
,
5
0
0
g
未

満
の

新
生

児
の

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

9
0
日

又
は

6
0
日

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

イ
 

神
経

筋
疾

患
、

肺
胞

低
換

気
症

候
群

（
難

病
の

患
者

に
対

す
る

医
療

等
に

関
す

る
法

律
第

５
条

第
１

項

に
規

定
す

る
指

定
難

病
の

患
者

で
あ

っ
て

、
同

法
第

７
条

第
４

項
に

規
定

す
る

医
療

受
給

者
証

を
交

付
さ

れ
て

い
る

も
の

（
同

条
第

１
項

各
号

に
規

定
す

る
特

定
医

療
費

の
支

給
認

定
に

係
る

基
準

を
満

た
す

も
の

と
し

て
診

断
を

受
け

た
も

の
を

含
む

。
）

に
限

る
。

）
又

は
慢

性
呼

吸
器

疾
患

の
患

者
に

対
し

、
Ｎ

Ｐ
Ｐ

Ｖ
の

適
応

判
定

及
び

機
器

の
調

整
を

目
的

と
し

て
経

皮
的

に
血

中
の

Ｐ
Ｃ

Ｏ
２
を

測
定

し
た

場
合

。
そ

の

際
に

は
、

１
入

院
に

つ
き

２
日

を
限

度
と

し
て

算
定

で
き

る
。

 

（ ）（ ） 387386

２
－
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-
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(
２

)
 

算
定

の
対

象
と

な
る

患
者

は
、

次
の

療
養

が
必

要
な

糖
尿

病
等

の
患

者
で

あ
っ

て
、

医
師

が
人

工
膵

臓
検

査
以

外
に

よ
る

血
糖

調
整

が
困

難
で

あ
る

と
認

め
た

も
の

で
あ

る
。

 

ア
 

糖
尿

病
性

腎
症

に
対

す
る

透
析

時
の

血
糖

管
理

 

イ
 

難
治

性
低

血
糖

症
の

治
療

の
た

め
の

血
糖

消
費

量
決

定
 

ウ
 

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

が
み

ら
れ

る
難

治
性

糖
尿

病
に

対
す

る
イ

ン
ス

リ
ン

感
受

性
テ

ス
ト

及
び

血
糖

管

理
 

(
３

)
 

２
日

以
上

に
わ

た
り

連
続

し
て

実
施

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

一
連

と
し

て
１

回
の

算
定

と
す

る
。

 

(
４

)
 

人
工

膵
臓

検
査

と
同

一
日

に
行

っ
た

血
中

グ
ル

コ
ー

ス
測

定
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
５

)
 

穿
刺

部
位

の
ガ

ー
ゼ

交
換

等
の

処
置

料
及

び
材

料
料

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｄ
２

３
１

－
２

 
 
皮

下
連

続
式

グ
ル

コ
ー

ス
測

定
（

一
連

に
つ

き
）

 

(
１

)
 

糖
尿

病
患

者
の

治
療

に
際

し
て

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

の
評

価
、

至
適

イ
ン

ス
リ

ン
用

量
の

決
定

等
を

目
的

と
し

て
、

皮
下

に
留

置
し

た
電

極
か

ら
皮

下
組

織
中

の
グ

ル
コ

ー
ス

値
を

連
続

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

皮
下

連
続

式
グ

ル
コ

ー
ス

測
定

は
以

下
に

掲
げ

る
患

者
に

対
し

行
わ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

ま
た

、
算

定
し

た
場

合
は

、
以

下
の

い
ず

れ
に

該
当

す
る

か
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

明
記

す
る

。
 

ア
 

治
療

方
針

策
定

の
た

め
に

血
糖

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

を
必

要
と

す
る

１
型

糖
尿

病
患

者
 

イ
 

低
血

糖
発

作
を

繰
り

返
す

等
重

篤
な

有
害

事
象

が
お

き
て

い
る

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
不

安
定

な
２

型

糖
尿

病
患

者
で

あ
っ

て
、

医
師

の
指

示
に

従
い

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

を
行

う
意

志
の

あ
る

者
 

(
３

)
 

２
日

以
上

に
わ

た
り

連
続

し
て

実
施

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

一
連

と
し

て
１

回
の

算
定

と
す

る
。

 

(
４

)
 

皮
下

連
続

式
グ

ル
コ

ー
ス

測
定

と
同

一
日

に
行

っ
た

血
中

グ
ル

コ
ー

ス
測

定
に

係
る

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

(
５

)
 

人
工

膵
臓

検
査

又
は

人
工

膵
臓

療
法

を
同

一
日

に
行

っ
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
６

)
 

穿
刺

部
位

の
ガ

ー
ゼ

交
換

等
の

処
置

料
及

び
材

料
料

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｄ
２

３
３

 
直

腸
肛

門
機

能
検

査
 

(
１

)
 

直
腸

肛
門

機
能

検
査

と
は

、
次

の
ア

か
ら

オ
ま

で
に

掲
げ

る
検

査
を

い
う

。
 

ア
 

直
腸

肛
門

内
圧

測
定

 

イ
 

直
腸

感
覚

検
査

 

ウ
 

直
腸

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

検
査

 

エ
 

直
腸

肛
門

反
射

検
査

 

オ
 

排
出

能
力

検
査

 

(
２

)
 

直
腸

肛
門

機
能

検
査

は
、

ヒ
ル

シ
ュ

ス
プ

ル
ン

グ
病

、
鎖

肛
、

肛
門

括
約

不
全

、
直

腸
肛

門
由

来
の

排
便

障
害

等
の

直
腸

肛
門

疾
患

に
対

し
て

行
う

検
査

を
い

う
。

 

(
３

)
 

直
腸

肛
門

機
能

検
査

は
、

直
腸

肛
門

内
圧

検
査

用
バ

ル
ー

ン
、

マ
イ

ク
ロ

チ
ッ

プ
、

イ
ン

フ
ュ

ー
ズ

ド
オ

ー
プ

ン
チ

ッ
プ

又
は

マ
イ

ク
ロ

バ
ル

ー
ン

等
を

用
い

て
実

施
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
。

 

 
 

Ｄ
２

３
４

 
胃

・
食

道
内

2
4
時

間
ｐ

Ｈ
測

定
 

(
１

)
 

胃
・

食
道

逆
流

症
の

診
断

及
び

治
療

方
法

の
選

択
の

た
め

に
実

施
さ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

胃
・

食
道

内
2
4

時
間

ｐ
Ｈ

測
定

に
用

い
る

測
定

器
、

基
準

電
極

、
ｐ

Ｈ
カ

テ
ー

テ
ル

、
ガ

ラ
ス

電
極

、

保
護

チ
ュ

ー
ブ

、
電

解
液

、
電

極
用

ゼ
リ

ー
、

ｐ
Ｈ

緩
衝

液
等

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

(
３

)
 

胃
・

食
道

内
2
4
時

間
ｐ

Ｈ
測

定
は

、
概

ね
2
4
時

間
以

上
連

続
し

て
行

わ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

れ
を

１

回
と

し
て

算
定

す
る

。
 

 
-
 3
0
4
 -
 

も
の

と
し

、
ま

た
、

観
血

的
動

脈
圧

測
定

と
同

一
日

に
実

施
し

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

２
５

－
３

 
2
4
時

間
自

由
行

動
下

血
圧

測
定

 

2
4
時

間
自

由
行

動
下

血
圧

測
定

は
、

日
本

循
環

器
学

会
、

日
本

心
臓

病
学

会
及

び
日

本
高

血
圧

学
会

の
承

認
を

得
た

「
2
4
時

間
血

圧
計

の
使

用
（

Ａ
Ｂ

Ｐ
Ｍ

）
基

準
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
沿

っ
て

行
わ

れ
た

場
合

に
、

１
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

２
５

－
４

 
ヘ

ッ
ド

ア
ッ

プ
テ

ィ
ル

ト
試

験
 

(
１

)
 

ヘ
ッ

ド
ア

ッ
プ

テ
ィ

ル
ト

試
験

は
、

患
者

を
臥

位
か

ら
傾

斜
位

の
状

態
に

起
こ

し
、

傾
斜

位
の

状
態

に
保

ち
な

が
ら

、
連

続
的

に
血

圧
、

脈
拍

及
び

症
状

の
推

移
等

を
測

定
及

び
観

察
す

る
検

査
を

い
う

。
な

お
、

単

に
臥

位
及

び
立

位
又

は
座

位
時

の
血

圧
等

を
測

定
す

る
だ

け
の

も
の

は
当

該
検

査
に

該
当

し
な

い
。

 

(
２

)
 

失
神

発
作

が
あ

り
、

他
の

原
因

が
特

定
さ

れ
ず

に
神

経
調

節
性

失
神

が
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

て
、

医
師

が
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

使
用

す
る

薬
剤

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

(
４

)
 

検
査

に
伴

い
施

行
し

た
心

電
図

に
係

る
費

用
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
５

)
 

診
療

録
に

、
当

該
検

査
中

に
測

定
さ

れ
た

指
標

等
に

つ
い

て
記

載
す

る
こ

と
。

 

 
 

Ｄ
２

２
６

 
中

心
静

脈
圧

測
定

 

(
１

)
 

穿
刺

部
位

の
ガ

ー
ゼ

交
換

等
の

処
置

料
及

び
材

料
料

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

中
心

静
脈

圧
測

定
を

算
定

中
に

カ
テ

ー
テ

ル
の

挿
入

手
技

を
行

っ
た

場
合

（
手

術
に

関
連

し
て

行
う

場
合

を
除

く
。

）
は

、
区

分
番

号
「

Ｇ
０

０
５

－
２

」
中

心
静

脈
注

射
用

カ
テ

ー
テ

ル
挿

入
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
カ

テ
ー

テ
ル

の
挿

入
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

 

 
 

Ｄ
２

２
７

 
頭

蓋
内

圧
持

続
測

定
 

穿
刺

部
位

の
ガ

ー
ゼ

交
換

等
の

処
置

料
及

び
材

料
料

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

Ｄ
２

２
８

 
深

部
体

温
計

に
よ

る
深

部
体

温
測

定
 

直
腸

温
又

は
膀

胱
温

の
測

定
は

、
深

部
体

温
測

定
と

異
な

る
も

の
で

あ
り

、
深

部
体

温
計

に
よ

る
深

部
体

温
の

測
定

に
は

該
当

し
な

い
。

 

 
 

Ｄ
２

２
９

 
前

額
部

、
胸

部
、

手
掌

部
又

は
足

底
部

体
表

面
体

温
測

定
に

よ
る

末
梢

循
環

不
全

状
態

観
察

 

前
額

部
、

胸
部

、
手

掌
部

又
は

足
底

部
体

表
面

体
温

測
定

に
よ

る
末

梢
循

環
不

全
状

態
観

察
と

区
分

番
号

「
Ｄ

２
２

８
」

深
部

体
温

計
に

よ
る

深
部

体
温

測
定

を
同

一
日

に
行

っ
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

３
０

 
観

血
的

肺
動

脈
圧

測
定

 

(
１

)
 

肺
動

脈
楔

入
圧

を
持

続
的

に
測

定
す

る
場

合
に

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

測
定

の
た

め
に

右
心

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
よ

り
、

バ
ル

ー
ン

付
肺

動
脈

カ
テ

ー
テ

ル
を

挿
入

し
た

場
合

に
は

挿
入

日
に

カ
テ

ー
テ

ル
挿

入
加

算
を

算
定

で
き

る
。

こ
の

場
合

、
使

用
し

た
カ

テ
ー

テ
ル

の
本

数
に

か
か

わ

ら
ず

、
一

連
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

観
血

的
肺

動
脈

圧
測

定
と

右
心

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
よ

る
諸

検
査

又
は

中
心

静
脈

圧
測

定
を

同
一

日
に

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

左
心

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
よ

る
諸

検
査

を
同

一
日

に
実

施
し

た
場

合
は

別
に

算
定

で
き

る
。

 

(
５

)
 

穿
刺

部
位

の
ガ

ー
ゼ

交
換

等
の

処
置

料
及

び
材

料
料

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

Ｄ
２

３
１

 
人

工
膵

臓
検

査
 

(
１

)
 

人
工

膵
臓

検
査

は
、

糖
尿

病
患

者
の

治
療

に
際

し
て

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

の
評

価
、

至
適

イ
ン

ス
リ

ン
用

量
の

決
定

等
を

目
的

と
し

て
、

血
管

内
に

留
置

し
た

二
重

腔
カ

テ
ー

テ
ル

か
ら

吸
引

し
た

血
中

の
グ

ル
コ

ー

ス
値

を
連

続
し

て
測

定
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。
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・
双

極
性

障
害

が
疑

わ
れ

る
症

状
を

呈
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

う
つ

病
と

統
合

失
調

症
又

は
双

極
性

障
害

と
の

鑑
別

が
必

要
な

患
者

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ハ

)
 

近
赤

外
光

等
に

よ
り

、
血

液
中

の
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
の

相
対

的
な

濃
度

、
濃

度
変

化
等

を
測

定
す

る

も
の

と
し

て
薬

事
承

認
又

は
認

証
を

得
て

い
る

医
療

機
器

で
あ

っ
て

、
1
0
チ

ャ
ン

ネ
ル

以
上

の
多

チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
脳

血
液

量
変

化
を

計
測

可
能

な
機

器
を

使
用

す
る

こ
と

。
 

イ
 

当
該

検
査

が
必

要
な

理
由

及
び

前
回

の
実

施
日

（
該

当
す

る
患

者
に

限
る

。
）

を
診

療
報

酬
明

細
書

の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

。
 

(
３

)
 

「
２

」
抑

う
つ

症
状

の
鑑

別
診

断
の

補
助

に
使

用
す

る
も

の
の

「
イ

」
地

域
の

精
神

科
救

急
医

療
体

制
を

確
保

す
る

た
め

に
必

要
な

協
力

等
を

行
っ

て
い

る
精

神
保

健
指

定
医

に
よ

る
場

合
 

以
下

の
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
要

件
を

満
た

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

ア
 

精
神

科
救

急
医

療
体

制
整

備
事

業
の

常
時

対
応

型
精

神
科

救
急

医
療

施
設

、
身

体
合

併
症

対
応

施
設

、

地
域

搬
送

受
入

対
応

施
設

又
は

身
体

合
併

症
後

方
搬

送
対

応
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

精
神

科
救

急
医

療
体

制
整

備
事

業
の

輪
番

対
応

型
精

神
科

救
急

医
療

施
設

又
は

協
力

施
設

で
あ

っ
て

、

次
の

①
又

は
②

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

こ
と

。
 

①
 

時
間

外
、

休
日

又
は

深
夜

に
お

け
る

入
院

件
数

が
年

４
件

以
上

で
あ

る
こ

と
。

そ
の

う
ち

１
件

以
上

は
、

精
神

科
救

急
情

報
セ

ン
タ

ー
（

精
神

科
救

急
医

療
体

制
整

備
事

業
）

、
救

急
医

療
情

報
セ

ン
タ

ー
、

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

、
一

般
医

療
機

関
、

都
道

府
県

（
政

令
市

の
地

域
を

含
む

も
の

と
す

る
。

以
下

、

本
区

分
に

同
じ

。
）

、
市

町
村

、
保

健
所

、
警

察
、

消
防

（
救

急
車

）
等

か
ら

の
依

頼
で

あ
る

こ
と

。
 

②
 

時
間

外
、

休
日

又
は

深
夜

に
お

け
る

外
来

対
応

件
数

が
年

1
0

件
以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

精
神

科
救

急
情

報
セ

ン
タ

ー
（

精
神

科
救

急
医

療
体

制
整

備
事

業
）

、
救

急
医

療
情

報
セ

ン
タ

ー
、

救
命

救

急
セ

ン
タ

ー
、

一
般

医
療

機
関

、
都

道
府

県
、

市
町

村
、

保
健

所
、

警
察

、
消

防
（

救
急

車
）

等
か

ら

の
依

頼
の

場
合

は
、

日
中

の
対

応
で

あ
っ

て
も

件
数

に
含

む
。

 

ウ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
精

神
保

健
指

定
医

が
、

精
神

科
救

急
医

療
体

制
の

確
保

へ
の

協
力

を
行

っ
て

お

り
、

次
の

①
又

は
②

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

こ
と

。
 

①
 

時
間

外
、

休
日

又
は

深
夜

に
お

け
る

外
来

対
応

施
設

（
自

治
体

等
の

夜
間

・
休

日
急

患
セ

ン
タ

ー
等

や
精

神
科

救
急

医
療

体
制

整
備

事
業

の
常

時
対

応
型

又
は

輪
番

型
の

外
来

対
応

施
設

等
）

で
の

外
来

診

療
又

は
救

急
医

療
機

関
へ

の
診

療
協

力
（

外
来

、
当

直
又

は
対

診
）

を
年

６
回

以
上

行
う

こ
と

。
（

い

ず
れ

も
精

神
科

医
療

を
必

要
と

す
る

患
者

の
診

療
を

行
う

こ
と

。
）

 

②
 

精
神

保
健

福
祉

法
上

の
精

神
保

健
指

定
医

の
公

務
員

と
し

て
の

業
務

（
措

置
診

察
等

）
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

に
積

極
的

に
協

力
し

、
診

察
業

務
等

を
年

１
回

以
上

行
う

こ
と

。
具

体
的

に
は

、
都

道
府

県

に
連

絡
先

等
を

登
録

し
、

都
道

府
県

の
依

頼
に

よ
る

公
務

員
と

し
て

の
業

務
等

に
参

画
し

、
次

の
イ

か

ら
ホ

ま
で

の
い

ず
れ

か
の

診
察

あ
る

い
は

業
務

を
年

１
回

以
上

行
う

こ
と

。
 

イ
 

措
置

入
院

及
び

緊
急

措
置

入
院

時
の

診
察

 

ロ
 

医
療

保
護

入
院

及
び

応
急

入
院

の
た

め
の

移
送

時
の

診
察

 

ハ
 

精
神

医
療

審
査

会
に

お
け

る
業

務
 

ニ
 

精
神

科
病

院
へ

の
立

入
検

査
で

の
診

察
 

ホ
 

そ
の

他
都

道
府

県
の

依
頼

に
よ

る
公

務
員

と
し

て
の

業
務

 

Ｄ
２

３
６

－
３

 
脳

磁
図

 

(
１

)
 

「
１

」
自

発
活

動
を

測
定

す
る

も
の

 

ア
 

て
ん

か
ん

の
患

者
に

対
す

る
手

術
部

位
の

診
断

や
手

術
方

法
の

選
択

を
含

め
た

治
療

方
針

の
決

定
の

た

 
-
 3
0
6
 -
 

(
４

)
 

食
道

内
多

チ
ャ

ン
ネ

ル
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

・
ｐ

Ｈ
測

定
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

３
５

 
脳

波
検

査
 

(
１

)
 

脳
波

検
査

を
算

定
す

る
も

の
は

、
同

時
に

８
誘

導
以

上
の

記
録

を
行

っ
た

場
合

で
あ

る
。

 

(
２

)
 

８
誘

導
未

満
の

誘
導

数
に

よ
り

脳
波

を
測

定
し

た
場

合
は

、
誘

導
数

を
区

分
番

号
「

Ｄ
２

１
４

」
脈

波
図

、

心
機

図
、

ポ
リ

グ
ラ

フ
検

査
の

検
査

数
と

読
み

替
え

て
算

定
す

る
も

の
と

し
、

種
々

の
賦

活
検

査
（

睡
眠

、

薬
物

を
含

む
。

）
を

行
っ

た
場

合
も

、
同

区
分

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

心
臓

及
び

脳
手

術
中

に
お

け
る

脳
波

検
査

は
、

８
誘

導
以

上
の

場
合

は
脳

波
検

査
に

よ
り

、
そ

れ
以

外
の

場
合

は
誘

導
数

を
区

分
番

号
「

Ｄ
２

１
４

」
脈

波
図

、
心

機
図

、
ポ

リ
グ

ラ
フ

検
査

の
検

査
数

と
読

み
替

え

て
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

３
５

－
２

 
長

期
継

続
頭

蓋
内

脳
波

検
査

 

長
期

継
続

頭
蓋

内
脳

波
検

査
は

、
難

治
性

て
ん

か
ん

の
患

者
に

対
し

、
硬

膜
下

電
極

若
し

く
は

深
部

電
極

を
用

い
て

脳
波

測
定

を
行

っ
た

場
合

、
患

者
１

人
に

つ
き

1
4
日

間
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

３
５

－
３

 
 
長

期
脳

波
ビ

デ
オ

同
時

記
録

検
査

 

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
は

、
難

治
性

て
ん

か
ん

の
患

者
に

対
し

、
て

ん
か

ん
発

作
型

診
断

、
局

在
診

断
（

硬
膜

下
電

極
又

は
深

部
電

極
を

用
い

て
脳

波
測

定
を

行
っ

て
い

る
患

者
に

対
す

る
も

の
に

限
る

。
）

又
は

手

術
前

後
に

行
っ

た
場

合
、

患
者

１
人

に
つ

き
そ

れ
ぞ

れ
５

日
間

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

３
６

 
脳

誘
発

電
位

検
査

 

(
１

)
 

脳
誘

発
電

位
検

査
は

、
刺

激
又

は
負

荷
を

加
え

な
が

ら
脳

活
動

電
位

を
記

録
し

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

等
に

よ
り

解
析

を
行

う
も

の
で

あ
り

、
同

時
に

記
録

し
た

脳
波

検
査

に
つ

い
て

は
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

「
３

」
と

「
４

」
を

両
方

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

３
６

－
２

 
光

ト
ポ

グ
ラ

フ
ィ

ー
 

(
１

)
 

「
１

」
脳

外
科

手
術

の
術

前
検

査
に

使
用

す
る

も
の

 

ア
 

近
赤

外
光

等
に

よ
り

、
血

液
中

の
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
の

相
対

的
な

濃
度

、
濃

度
変

化
等

を
計

測
す

る
も

の

と
し

て
薬

事
承

認
又

は
認

証
を

得
て

い
る

医
療

機
器

を
使

用
し

た
場

合
で

あ
っ

て
、

下
記

の
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
の

場
合

に
限

り
、

各
手

術
前

に
１

回
の

み
算

定
で

き
る

。
 

(
イ

)
 

言
語

野
関

連
病

変
（

側
頭

葉
腫

瘍
等

）
又

は
正

中
病

変
に

お
け

る
脳

外
科

手
術

に
当

た
り

言
語

優

位
半

球
を

同
定

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
 

(
ロ

)
 

難
治

性
て

ん
か

ん
の

外
科

的
手

術
に

当
た

り
て

ん
か

ん
焦

点
計

測
を

目
的

に
行

わ
れ

た
場

合
 

イ
 

当
該

検
査

を
算

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

手
術

実
施

日
又

は
手

術
実

施
予

定
日

を
診

療
報

酬
明

細
書

の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
ま

た
、

手
術

が
行

わ
れ

な
か

っ
た

場
合

は
そ

の
理

由
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

「
２

」
抑

う
つ

症
状

の
鑑

別
診

断
の

補
助

に
使

用
す

る
も

の
 

ア
 

抑
う

つ
症

状
を

有
し

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
、

下
記

の
（

イ
）

か
ら

（
ハ

）
ま

で
を

全
て

満
た

す
患

者

に
実

施
し

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
配

置
さ

れ
て

い
る

精
神

保
健

指
定

医
が

鑑
別

診
断

の
補

助
に

使
用

し
た

場
合

に
、

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
ま

た
、

下
記

の
（

イ
）

か
ら

（
ハ

）
ま

で
を

全
て

満
た

し
て

お
り

、
か

つ
、

症
状

の
変

化
等

に
よ

り
、

再
度

鑑
別

が
必

要
で

あ
る

場
合

で
あ

っ
て

、
前

回
の

当
該

検
査

か
ら

１
年

以
上

経
過

し
て

い
る

場
合

は
、

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
イ

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

配
置

さ
れ

て
い

る
神

経
内

科
医

又
は

脳
神

経
外

科
医

に
よ

り
器

質
的

疾

患
が

除
外

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
ロ

)
 

う
つ

病
と

し
て

治
療

を
行

っ
て

い
る

患
者

で
あ

っ
て

、
治

療
抵

抗
性

で
あ

る
こ

と
、

統
合

失
調

症

（ ）（ ） 389388

２
－
⑶　
検　
査
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ア
 

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
患

者
等

で
あ

っ
て

、
安

全
精

度
管

理
下

に
当

該
検

査
を

実
施

す
る

医
学

的

必
要

性
が

認
め

ら
れ

る
も

の
に

該
当

す
る

場
合

に
、

１
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

な
お

、
区

分
番

号
「

Ｃ
１

０
７

－
２

」
在

宅
持

続
陽

圧
呼

吸
療

法
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、

治
療

の
効

果
を

判
定

す
る

た
め

、
初

回
月

に
限

り
２

回
、

翌
月

以
後

は
１

月
に

１
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
(
イ

)
か

ら
(
ニ

)
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
要

件
を

満
た

す
医

学
的

根

拠
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

以
下

の
い

ず
れ

か
の

合
併

症
を

有
す

る
睡

眠
関

連
呼

吸
障

害
の

患
者

 

①
 

心
疾

患
、

神
経

筋
疾

患
（

脳
血

管
障

害
を

含
む

。
）

又
は

呼
吸

器
疾

患
（

継
続

的
に

治
療

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
 

②
 

Ｂ
Ｍ

Ｉ
3
5
以

上
の

肥
満

 

③
 

生
活

に
常

時
介

護
を

要
す

る
認

知
機

能
障

害
 

(
ロ

)
 

以
下

の
い

ず
れ

か
の

睡
眠

障
害

の
患

者
 

①
 

中
枢

性
過

眠
症

 

②
 

パ
ラ

ソ
ム

ニ
ア

 

③
 

睡
眠

関
連

運
動

障
害

 

④
 

睡
眠

中
多

発
す

る
て

ん
か

ん
発

作
 

(
ハ

)
 

1
3
歳

未
満

の
小

児
の

患
者

 

(
ニ

)
 

そ
の

他
、

安
全

精
度

管
理

が
医

学
的

に
必

要
と

主
治

医
が

認
め

る
場

合
 

イ
 

当
該

検
査

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

下
記

(
イ

)
か

ら
(
ニ

)
ま

で
に

掲
げ

る
検

査
の

全
て

（
睡

眠
時

呼
吸

障
害

の
疑

わ
れ

な
い

患
者

に
つ

い
て

は
(
イ

)
の

み
）

を
、

当
該

患
者

の
睡

眠
中

８
時

間
以

上
連

続
し

て
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
測

定
し

、
記

録
す

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
検

査
は

、
専

ら
当

該
検

査
の

安
全

及
び

精
度

の
確

保
を

担
当

す
る

医
師

、
看

護
師

又
は

臨
床

検
査

技
師

の
下

で
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

原
則

と
し

て
当

該
検

査
の

実
施

中
に

他
の

業
務

を
兼

任
し

な
い

こ
と

。
 

(
イ

)
 

８
極

以
上

の
脳

波
、

眼
球

運
動

及
び

お
と

が
い

筋
筋

電
図

 

(
ロ

)
 

鼻
又

は
口

に
お

け
る

気
流

の
検

知
 

(
ハ

)
 

胸
壁

及
び

腹
壁

の
換

気
運

動
記

録
 

(
ニ

)
 

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
連

続
測

定
 

ウ
 

脳
波

等
の

記
録

速
度

は
、

毎
秒

1
.
5
 
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
も

の
を

標
準

と
す

る
。

 

エ
 

同
時

に
行

っ
た

検
査

の
う

ち
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

０
」

ス
パ

イ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ー
等

検
査

か
ら

本
区

分

「
２

」
ま

で
に

掲
げ

る
も

の
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
２

３
９

」
筋

電
図

検
査

に
つ

い
て

は
、

併
せ

て
算

定
で

き
な

い
。

 

オ
 

測
定

を
開

始
し

た
後

、
患

者
の

覚
醒

等
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

、
当

該
検

査
を

途
中

で
中

絶
し

た

場
合

に
は

、
当

該
中

絶
ま

で
に

施
行

し
た

検
査

に
類

似
す

る
検

査
項

目
に

よ
っ

て
算

定
す

る
。

 

カ
 

診
療

録
に

、
検

査
結

果
の

要
点

を
記

載
し

、
検

査
中

の
安

全
精

度
管

理
に

係
る

記
録

を
添

付
す

る
と

と

も
に

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
、

安
全

精
度

管
理

を
要

し
た

患
者

の
診

断
名

（
疑

い
病

名
を

含

む
。

）
、

検
査

中
の

安
全

精
度

管
理

を
担

当
し

た
従

事
者

の
氏

名
、

検
査

中
の

安
全

精
度

管
理

に
係

る
記

録
及

び
検

査
結

果
の

要
点

を
記

載
又

は
添

付
す

る
こ

と
。

ま
た

、
合

併
症

を
有

す
る

睡
眠

関
連

呼
吸

障
害

の
患

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
は

、
当

該
患

者
の

継
続

的
な

治
療

の
内

容
、

Ｂ
Ｍ

Ｉ
又

は
日

常
生

活
の

状
況

等
の

当
該

検
査

を
実

施
す

る
医

学
的

な
必

要
性

に
つ

い
て

も
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

 
-
 3
0
8
 -
 

め
に

、
自

発
脳

磁
図

の
測

定
及

び
て

ん
か

ん
性

異
常

活
動

の
解

析
を

行
っ

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

当
該

検
査

を
算

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

手
術

実
施

日
又

は
手

術
実

施
予

定
日

を
診

療
報

酬
明

細
書

の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
ま

た
、

手
術

が
行

わ
れ

な
か

っ
た

場
合

は
そ

の
理

由
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

ウ
 

当
該

検
査

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

関
連

学
会

の
定

め
る

実
施

指
針

に
沿

っ
て

検
査

を
行

う
こ

と
。

 

(
２

)
 

「
２

」
そ

の
他

の
も

の
 

ア
 

中
枢

神
経

疾
患

に
伴

う
感

覚
障

害
若

し
く

は
運

動
障

害
、

原
発

性
て

ん
か

ん
又

は
続

発
性

て
ん

か
ん

の

鑑
別

診
断

の
た

め
に

行
っ

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

当
該

検
査

を
算

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

検
査

の
医

学
的

な
必

要
性

及
び

結
果

の
概

要
を

診
療

報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

  
 

Ｄ
２

３
７

 
 
終

夜
睡

眠
ポ

リ
グ

ラ
フ

ィ
ー

 

(
１

)
 

「
１

 
携

帯
用

装
置

を
使

用
し

た
場

合
」

 

ア
 

問
診

、
身

体
所

見
又

は
他

の
検

査
所

見
か

ら
睡

眠
時

呼
吸

障
害

が
強

く
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

、
睡

眠

時
無

呼
吸

症
候

群
の

診
断

を
目

的
と

し
て

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
区

分
番

号
「

Ｃ
１

０
７

－
２

」
在

宅
持

続
陽

圧
呼

吸
療

法
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
又

は
当

該
保

険
医

療
機

関
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

に
対

す
る

口
腔

内
装

置
を

製
作

し
た

歯
科

医
療

機
関

か
ら

検
査

の
依

頼
を

受
け

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
治

療
の

効
果

を
判

定
す

る
た

め
、

６
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

イ
 

鼻
呼

吸
セ

ン
サ

ー
又

は
末

梢
動

脈
波

セ
ン

サ
ー

、
気

道
音

セ
ン

サ
ー

に
よ

る
呼

吸
状

態
及

び
経

皮
的

セ

ン
サ

ー
に

よ
る

動
脈

血
酸

素
飽

和
状

態
を

終
夜

連
続

し
て

測
定

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

こ
の

場
合

の
区

分
番

号
「

Ｄ
２

１
４

」
脈

波
図

、
心

機
図

、
ポ

リ
グ

ラ
フ

検
査

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

２
３

」
経

皮
的

動
脈

血
酸

素
飽

和
度

測
定

及
び

区
分

番
号

「
Ｄ

２
２

３
－

２
」

終
夜

経
皮

的
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
測

定
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

ウ
 

数
日

間
連

続
し

て
測

定
し

た
場

合
で

も
、

一
連

の
も

の
と

し
て

算
定

す
る

。
 

エ
 

診
療

録
に

検
査

結
果

の
要

点
を

記
載

す
る

。
 

(
２

)
 

「
２

 
多

点
感

圧
セ

ン
サ

ー
を

有
す

る
睡

眠
評

価
装

置
を

使
用

し
た

場
合

」
 

ア
 

多
点

感
圧

セ
ン

サ
ー

を
有

す
る

睡
眠

評
価

装
置

を
使

用
す

る
場

合
は

、
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

ー
モ

ジ

ュ
ー

ル
を

組
み

合
わ

せ
て

行
い

、
問

診
、

身
体

所
見

又
は

他
の

検
査

所
見

か
ら

睡
眠

時
呼

吸
障

害
が

強
く

疑
わ

れ
る

患
者

に
対

し
、

睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
の

診
断

を
目

的
と

し
て

使
用

し
、

解
析

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

イ
 

区
分

番
号

「
Ｃ

１
０

７
－

２
」

在
宅

持
続

陽
圧

呼
吸

療
法

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

又
は

当

該
保

険
医

療
機

関
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

に
対

す
る

口
腔

内
装

置
を

製
作

し
た

歯
科

医
療

機
関

か
ら

検
査

の
依

頼
を

受
け

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
治

療
の

効
果

を
判

定
す

る
た

め
、

６
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

ウ
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
２

３
」

経
皮

的
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
測

定
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
２

２
３

－
２

」
終

夜

経
皮

的
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
測

定
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

エ
 

数
日

間
連

続
し

て
測

定
し

た
場

合
で

も
、

一
連

の
も

の
と

し
て

算
定

す
る

。
 

オ
 

診
療

録
に

検
査

結
果

の
要

点
を

記
載

す
る

。
 

(
３

)
 

「
３

 
１

及
び

２
以

外
の

場
合

」
の

「
イ

 
安

全
精

度
管

理
下

で
行

う
も

の
」

 

（ ）（ ） 391390

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 3
1
1
 -
 

検
査

及
び

本
区

分
の

脳
波

検
査

判
断

料
１

を
算

定
で

き
る

。
受

信
側

の
保

険
医

療
機

関
に

お
け

る
診

断
等

に

係
る

費
用

に
つ

い
て

は
受

信
側

、
送

信
側

の
医

療
機

関
間

に
お

け
る

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
も

の
と

す
る

。

 
 

Ｄ
２

３
９

 
筋

電
図

検
査

 

(
１

)
 

「
１

」
に

お
い

て
、

顔
面

及
び

躯
幹

は
、

左
右

、
腹

背
を

問
わ

ず
そ

れ
ぞ

れ
１

肢
と

し
て

扱
う

。
 

(
２

)
 

「
２

」
に

つ
い

て
は

、
混

合
神

経
に

つ
い

て
、

感
覚

神
経

及
び

運
動

神
経

を
そ

れ
ぞ

れ
測

定
し

た
場

合
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

を
１

神
経

と
し

て
数

え
る

。
ま

た
、

左
右

の
神

経
は

、
そ

れ
ぞ

れ
を

１
神

経
と

し
て

数
え

る
。

な
お

、
横

隔
神

経
電

気
刺

激
装

置
の

適
応

の
判

定
を

目
的

と
し

て
実

施
す

る
場

合
は

、
当

該
検

査
を

横
隔

膜

電
極

植
込

術
前

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
３

)
 

「
３

」
に

つ
い

て
は

、
多

発
性

硬
化

症
、

運
動

ニ
ュ

ー
ロ

ン
疾

患
等

の
神

経
系

の
運

動
障

害
の

診
断

を
目

的
と

し
て

、
単

発
若

し
く

は
二

連
発

磁
気

刺
激

法
に

よ
る

。
検

査
す

る
筋

肉
の

種
類

及
び

部
位

に
か

か
わ

ら

ず
、

一
連

と
し

て
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

「
４

」
に

つ
い

て
は

、
重

症
筋

無
力

症
の

診
断

を
目

的
と

し
て

、
単

線
維

筋
電

図
に

関
す

る
所

定
の

研
修

を
修

了
し

た
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

に
よ

り
、

単
一

の
運

動
単

位
の

機
能

の
評

価
を

行
っ

た
場

合
に

、

一
連

と
し

て
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
診

療
報

酬
請

求
に

当
た

っ
て

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
に

当
該

医

師
が

所
定

の
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

及
び

当
該

検
査

に
係

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

こ
と

を
証

す
る

文

書
並

び
に

検
査

実
施

日
、

実
施

医
療

機
関

の
名

称
、

診
断

名
（

疑
い

を
含

む
。

）
及

び
当

該
検

査
を

行
う

医

学
的

必
要

性
の

症
状

詳
記

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

Ｄ
２

３
９

－
２

 
電

流
知

覚
閾

値
測

定
 

 
 

 
 

電
流

知
覚

閾
値

測
定

は
、

末
梢

神
経

障
害

の
重

症
度

及
び

治
療

効
果

の
判

定
を

目
的

と
し

て
、

神
経

線
維

を
刺

激
す

る
こ

と
に

よ
り

そ
の

電
流

知
覚

閾
値

を
測

定
し

た
場

合
に

、
検

査
す

る
筋

肉
の

種
類

及
び

部
位

に
か

か
わ

ら

ず
、

一
連

に
つ

き
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

３
９

－
３

 
神

経
学

的
検

査
 

(
１

)
 

神
経

学
的

検
査

は
、

意
識

状
態

、
言

語
、

脳
神

経
、

運
動

系
、

感
覚

系
、

反
射

、
協

調
運

動
、

髄
膜

刺
激

症
状

、
起

立
歩

行
等

に
関

す
る

総
合

的
な

検
査

及
び

診
断

を
、

成
人

に
お

い
て

は
「

別
紙

様
式

1
9
」

の
神

経

学
的

検
査

チ
ャ

ー
ト

を
、

小
児

に
お

い
て

は
「

別
紙

様
式

1
9

の
２

」
の

小
児

神
経

学
的

検
査

チ
ャ

ー
ト

を

用
い

て
行

っ
た

場
合

に
一

連
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

神
経

学
的

検
査

は
、

専
ら

神
経

系
疾

患
（

小
児

を
対

象
と

す
る

場
合

も
含

む
。

）
の

診
療

を
担

当
す

る
医

師
（

専
ら

神
経

系
疾

患
の

診
療

を
担

当
し

た
経

験
を

1
0

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
と

し
て

、
地

方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
て

い
る

医
師

が
当

該
検

査
を

行
っ

た
上

で
、

そ
の

結
果

を
患

者
及

び
そ

の
家

族

等
に

説
明

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

神
経

学
的

検
査

と
一

連
の

も
の

と
し

て
実

施
さ

れ
た

検
査

（
眼

振
を

検
査

し
た

場
合

の
区

分
番

号
「

Ｄ
２

５
０

」
平

衡
機

能
検

査
、

眼
底

を
検

査
し

た
場

合
の

区
分

番
号

「
Ｄ

２
５

５
」

精
密

眼
底

検
査

等
を

指
す

。
）

に
つ

い
て

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｄ
２

３
９

－
４

 
全

身
温

熱
発

汗
試

験
 

(
１

)
 

本
検

査
は

、
多

系
統

萎
縮

症
、

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
、

ポ
リ

ニ
ュ

ー
ロ

パ
チ

ー
、

特
発

性
無

汗
症

、
ホ

ル
ネ

ル
症

候
群

及
び

ロ
ス

症
候

群
等

の
患

者
に

対
し

、
ヨ

ウ
素

デ
ン

プ
ン

反
応

を
利

用
し

て
患

者
の

全
身

の
発

汗

の
有

無
及

び
発

汗
部

位
を

確
認

し
た

場
合

に
、

診
断

時
に

１
回

、
治

療
効

果
判

定
時

に
１

回
に

限
り

算
定

で

き
る

。
 

(
２

)
 

医
師

が
直

接
監

視
を

行
う

か
、

又
は

医
師

が
同

一
建

物
内

に
お

い
て

直
接

監
視

を
し

て
い

る
他

の
従

事
者

 
-
 3
1
0
 -
 

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

「
３

 
１

及
び

２
以

外
の

場
合

」
の

「
ロ

 
そ

の
他

の
も

の
」

 

ア
 

他
の

検
査

に
よ

り
睡

眠
中

無
呼

吸
発

作
の

明
ら

か
な

患
者

に
対

し
て

睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
の

診
断

を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

及
び

睡
眠

中
多

発
す

る
て

ん
か

ん
発

作
の

患
者

又
は

う
つ

病
若

し
く

は
ナ

ル
コ

レ
プ

シ
ー

で
あ

っ
て

、
重

篤
な

睡
眠

、
覚

醒
リ

ズ
ム

の
障

害
を

伴
う

も
の

の
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
、

１
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

な
お

、
区

分
番

号
「

Ｃ
１

０
７

－
２

」
在

宅
持

続
陽

圧
呼

吸
療

法
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
治

療
の

効
果

を
判

定
す

る
た

め
、

初
回

月
に

限
り

２
回

、
翌

月
以

後
は

１
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
で

き
る

。
 

当
該

検
査

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

下
記

(
イ

)
か

ら
(
ニ

)
ま

で
に

掲
げ

る
検

査
の

全
て

（
睡

眠
時

呼
吸

障
害

の
疑

わ
れ

な
い

患
者

に
つ

い
て

は
(
イ

)
の

み
）

を
当

該
患

者
の

睡
眠

中
８

時
間

以
上

連
続

し
て

測
定

し
、

記
録

す
る

。
 

(
イ

)
 

脳
波

、
眼

球
運

動
及

び
お

と
が

い
筋

筋
電

図
 

(
ロ

)
 

鼻
又

は
口

に
お

け
る

気
流

の
検

知
 

(
ハ

)
 

胸
壁

及
び

腹
壁

の
換

気
運

動
記

録
 

(
ニ

)
 

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
動

脈
血

酸
素

飽
和

度
連

続
測

定
 

イ
 

脳
波

等
の

記
録

速
度

は
、

毎
秒

1
.
5
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
も

の
を

標
準

と
す

る
。

 

ウ
 

同
時

に
行

っ
た

検
査

の
う

ち
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

０
」

ス
パ

イ
ロ

グ
ラ

フ
ィ

ー
等

検
査

か
ら

本
区

分

「
２

」
ま

で
に

掲
げ

る
も

の
及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
２

３
９

」
筋

電
図

検
査

に
つ

い
て

は
、

併
せ

て
算

定
で

き
な

い
。

 

エ
 

測
定

を
開

始
し

た
後

、
患

者
の

覚
醒

等
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

、
当

該
検

査
を

途
中

で
中

絶
し

た

場
合

に
は

、
当

該
中

絶
ま

で
に

施
行

し
た

検
査

に
類

似
す

る
検

査
項

目
に

よ
っ

て
算

定
す

る
。

 

オ
 

診
療

録
に

検
査

結
果

の
要

点
を

記
載

す
る

。
 

Ｄ
２

３
７

－
２

 
反

復
睡

眠
潜

時
試

験
（

Ｍ
Ｓ

Ｌ
Ｔ

）
 

(
１

)
 

反
復

睡
眠

潜
時

試
験

（
Ｍ

Ｓ
Ｌ

Ｔ
）

は
、

ナ
ル

コ
レ

プ
シ

ー
又

は
特

発
性

過
眠

症
が

強
く

疑
わ

れ
る

患
者

に
対

し
、

診
断

の
補

助
と

し
て

、
概

ね
２

時
間

間
隔

で
４

回
以

上
の

睡
眠

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
１

月
に

１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

関
連

学
会

よ
り

示
さ

れ
て

い
る

指
針

を
遵

守
し

、
適

切
な

手
順

で
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
３

)
 

本
検

査
と

区
分

番
号

「
Ｄ

２
３

７
」

終
夜

睡
眠

ポ
リ

グ
ラ

フ
ィ

ー
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

３
８

 
脳

波
検

査
判

断
料

 

(
１

)
 

脳
波

検
査

判
断

料
１

は
、

脳
波

診
断

を
担

当
し

た
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
医

師
が

脳
波

診
断

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
文

書
に

よ
り

当
該

患
者

の
診

療
を

担
当

す
る

医
師

に
報

告
し

た
場

合
に

、
月

の
最

初
の

診
断

の

日
に

算
定

す
る

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
施

設
に

脳
波

診
断

を
委

託
し

た
場

合
は

算
定

で
き

な

い
（

「
注

３
」

の
遠

隔
脳

波
診

断
に

よ
り

算
定

す
る

場
合

を
除

く
。

）
。

 

(
２

)
 

遠
隔

脳
波

診
断

を
行

っ
た

場
合

、
脳

波
検

査
判

断
料

１
は

、
受

信
側

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

脳
波

診
断

を
担

当
し

た
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
医

師
が

脳
波

診
断

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
文

書
に

よ
り

送
信

側

の
保

険
医

療
機

関
に

お
け

る
当

該
患

者
の

診
療

を
担

当
す

る
医

師
に

報
告

し
た

場
合

に
、

月
の

最
初

の
診

断

の
日

に
算

定
す

る
。

こ
の

場
合

、
当

該
患

者
の

診
療

を
担

当
す

る
医

師
は

、
報

告
さ

れ
た

文
書

又
は

そ
の

写

し
を

診
療

録
に

添
付

す
る

こ
と

。
 
 

(
３

)
 

遠
隔

脳
波

診
断

を
行

っ
た

場
合

は
、

送
信

側
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

区
分

番
号

「
Ｄ

２
３

５
」

脳
波

（ ）（ ） 391390

２
－
⑶　
検　
査



 
-
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1
3
 -
 

も
の

で
あ

り
、

検
査

の
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
８

)
 

「
５

」
の

耳
鳴

検
査

は
、

診
断

用
オ

ー
ジ

オ
メ

ー
タ

ー
、

自
記

オ
ー

ジ
オ

メ
ー

タ
ー

又
は

耳
鳴

検
査

装
置

を
用

い
て

耳
鳴

同
調

音
の

検
索

や
ラ

ウ
ド

ネ
ス

の
判

定
及

び
耳

鳴
り

遮
蔽

検
査

等
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す

る
。

 

(
９

)
 

「
６

」
の

中
耳

機
能

検
査

は
、

骨
導

ノ
イ

ズ
法

、
鼓

膜
穿

孔
閉

鎖
検

査
（

パ
ッ

チ
テ

ス
ト

）
、

気
導

聴
力

検
査

等
の

う
ち

２
種

以
上

を
組

み
合

わ
せ

て
行

っ
た

場
合

に
の

み
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

４
４

－
２

 
補

聴
器

適
合

検
査

 

(
１

)
 

補
聴

器
適

合
検

査
は

、
聴

力
像

に
対

し
電

気
音

響
的

に
適

応
と

思
わ

れ
る

補
聴

器
を

選
択

の
上

、
音

場
で

の
補

聴
器

装
着

実
耳

検
査

を
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

植
込

型
骨

導
補

聴
器

の
植

え
込

み
及

び
接

合
子

付
骨

導
端

子
又

は
骨

導
端

子
を

交
換

し
た

後
、

補
聴

器
適

合
検

査
を

実
施

し
た

場
合

は
、

「
２

」
の

２
回

目
以

降
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

 
Ｄ

２
４

５
 

鼻
腔

通
気

度
検

査
 

鼻
腔

通
気

度
検

査
は

、
当

該
検

査
に

関
連

す
る

手
術

日
の

前
後

３
月

以
内

に
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

そ
の

場
合

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

当
該

検
査

に
関

連
す

る
手

術
名

及
び

手
術

日
（

手
術

前
に

当
該

検
査

を

実
施

し
た

場
合

に
お

い
て

は
手

術
実

施
予

定
日

）
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

な
お

、
手

術
に

関
係

な
く

、
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

又
は

神
経

性
（

心
因

性
）

鼻
閉

症
の

診
断

の
目

的
で

行
っ

た
場

合
に

も
、

所
定

点
数

を
算

定
で

き
る

。
 

 
 

Ｄ
２

４
６

 
ア

コ
ー

ス
テ

ィ
ッ

ク
オ

ト
ス

コ
ー

プ
を

用
い

た
鼓

膜
音

響
反

射
率

検
査

 

ア
コ

ー
ス

テ
ィ

ッ
ク

オ
ト

ス
コ

ー
プ

を
用

い
て

鼓
膜

音
響

反
射

率
検

査
と

耳
鏡

検
査

及
び

鼓
膜

可
動

性
検

査
を

併
せ

て
行

い
、

リ
コ

ー
ダ

ー
で

記
録

を
診

療
録

に
残

し
た

場
合

の
み

算
定

で
き

る
。

 

な
お

、
こ

の
場

合
の

耳
鏡

検
査

及
び

鼓
膜

可
動

性
検

査
の

手
技

料
は

、
当

該
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
Ｄ

２
４

７
 

他
覚

的
聴

力
検

査
又

は
行

動
観

察
に

よ
る

聴
力

検
査

 

「
５

」
の

耳
音

響
放

射
（

Ｏ
Ａ

Ｅ
）

検
査

の
「

ロ
」

の
「

そ
の

他
の

場
合

」
と

は
、

誘
発

耳
音

響
放

射
（

Ｅ
Ｏ

Ａ
Ｅ

）
及

び
結

合
音

耳
音

響
放

射
（

Ｄ
Ｐ

Ｏ
Ａ

Ｅ
）

を
い

う
。

 

な
お

、
「

イ
」

及
び

「
ロ

」
の

両
方

を
同

一
月

中
に

行
っ

た
場

合
は

、
「

イ
」

の
所

定
点

数
は

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

Ｄ
２

４
８

 
耳

管
機

能
測

定
装

置
を

用
い

た
耳

管
機

能
測

定
 

耳
管

機
能

測
定

装
置

を
用

い
た

耳
管

機
能

測
定

に
お

い
て

音
響

耳
管

法
、

耳
管

鼓
室

気
流

動
体

法
又

は
加

圧
減

圧
法

の
い

ず
れ

か
又

は
複

数
に

よ
り

測
定

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

５
０

 
平

衡
機

能
検

査
 

(
１

)
 

「
１

」
の

標
準

検
査

と
は

、
上

肢
偏

倚
検

査
（

遮
眼

書
字

検
査

、
指

示
検

査
、

上
肢

偏
倚

反
応

検
査

、
上

肢
緊

張
検

査
等

）
、

下
肢

偏
倚

検
査

（
歩

行
検

査
、

足
ぶ

み
検

査
等

）
、

立
ち

な
お

り
検

査
（

ゴ
ニ

オ
メ

ー

タ
ー

検
査

、
単

脚
起

立
検

査
、

両
脚

起
立

検
査

等
）

、
自

発
眼

振
検

査
（

正
面

、
右

、
左

、
上

、
下

の
注

視

眼
振

検
査

、
異

常
眼

球
運

動
検

査
、

眼
球

運
動

の
制

限
の

有
無

及
び

眼
位

検
査

を
含

む
検

査
）

を
い

い
、

一

連
の

検
査

に
つ

き
、

そ
の

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
２

」
の

刺
激

又
は

負
荷

を
加

え
る

特
殊

検
査

と
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

を
い

い
、

そ
れ

ぞ
れ

検
査

１
回

に
つ

き
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

ア
 

温
度

眼
振

検
査

（
温

度
に

よ
る

眼
振

検
査

）
 

イ
 

視
運

動
眼

振
検

査
（

電
動

式
装

置
又

は
そ

れ
に

準
じ

た
定

量
的

方
法

に
よ

り
刺

激
を

行
う

検
査

）
 

ウ
 

回
転

眼
振

検
査

（
電

動
式

装
置

又
は

そ
れ

に
準

じ
た

定
量

的
方

法
に

よ
り

刺
激

を
行

う
検

査
）

 

 
-
 3
1
2
 -
 

と
常

時
連

絡
が

取
れ

る
状

態
か

つ
緊

急
事

態
に

即
時

的
に

対
応

で
き

る
体

制
で

あ
る

こ
と

。
 

Ｄ
２

３
９

－
５

 
精

密
知

覚
機

能
検

査
 

精
密

知
覚

機
能

検
査

は
、

末
梢

神
経

断
裂

、
縫

合
術

後
又

は
絞

扼
性

神
経

障
害

の
患

者
に

対
し

て
、

当
該

検
査

に
関

す
る

研
修

を
受

講
し

た
者

が
、

S
e
m
m
e
s
-
W
e
i
n
s
t
e
i
n
 
m
o
n
o
f
i
l
a
m
e
n
t
 
s
e
t
を

用
い

て
知

覚
機

能
を

定
量

的

に
測

定
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

な
お

、
検

査
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
学

会
の

定
め

る
診

療
に

関
す

る

評
価

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

Ｄ
２

４
０

 
神

経
・

筋
負

荷
テ

ス
ト

 

(
１

)
 

「
１

」
の

テ
ン

シ
ロ

ン
テ

ス
ト

に
つ

い
て

は
、

E
d
r
o
p
h
o
n
i
u
m
 
C
h
l
o
r
i
d
e
を

負
荷

し
て

行
う

検
査

に
伴

う

全
て

の
検

査
（

前
後

の
観

察
及

び
精

密
眼

圧
測

定
を

含
む

。
）

を
含

む
。

 

(
２

)
 

「
２

」
の

瞳
孔

薬
物

負
荷

テ
ス

ト
は

、
ホ

ル
ネ

ル
症

候
群

又
は

ア
デ

ィ
ー

症
候

群
に

つ
い

て
行

っ
た

場
合

に
、

負
荷

す
る

薬
剤

の
種

類
に

か
か

わ
ら

ず
、

一
連

と
し

て
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

な
お

、
使

用
し

た
薬

剤
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
５

０
０

」
薬

剤
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

「
３

」
の

乏
血

運
動

負
荷

テ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
血

中
乳

酸
、

焦
性

ブ
ド

ウ
酸

、
カ

リ
ウ

ム
、

無
機

リ
ン

等
の

測
定

検
査

の
費

用
及

び
採

血
料

を
含

む
。

 

Ｄ
２

４
２

 
尿

水
力

学
的

検
査

 

排
尿

筋
圧

測
定

の
目

的
で

、
膀

胱
内

圧
測

定
と

併
せ

て
直

腸
内

圧
を

測
定

し
た

場
合

に
は

、
「

１
」

の
膀

胱
内

圧
測

定
と

区
分

番
号

「
Ｄ

２
３

３
」

直
腸

肛
門

機
能

検
査

の
「

１
」

１
項

目
行

っ
た

場
合

の
所

定
点

数
を

併
せ

て

算
定

す
る

。
 

ま
た

、
内

圧
流

量
検

査
の

目
的

で
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
４

２
」

に
掲

げ
る

検
査

を
複

数
行

っ
た

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

４
４

 
自

覚
的

聴
力

検
査

 

(
１

)
 

「
１

」
の

標
準

純
音

聴
力

検
査

は
、

日
本

工
業

規
格

の
診

断
用

オ
ー

ジ
オ

メ
ー

タ
ー

を
使

用
し

、
日

本
聴

覚
医

学
会

制
定

の
測

定
方

法
に

よ
り

、
気

導
聴

力
（

測
定

周
波

数
2
5
0
、

5
0
0
、

1
,
0
0
0
、

2
,
0
0
0
、

4
,
0
0
0
、

8
,
0
0
0
H
z
）

及
び

骨
導

聴
力

（
測

定
周

波
数

2
5
0
、

5
0
0
、

1
,
0
0
0
、

2
,
0
0
0
、

4
,
0
0
0
H
z
）

を
両

耳
に

つ
い

て
測

定
す

る
方

法
を

い
う

。
 

(
２

)
 

「
２

」
の

こ
と

ば
の

き
き

と
り

検
査

は
、

難
聴

者
の

語
音

了
解

度
を

測
定

し
、

補
聴

器
及

び
聴

能
訓

練
の

効
果

の
評

価
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

「
３

」
の

簡
易

聴
力

検
査

と
は

、
室

内
騒

音
が

3
0
ホ

ー
ン

以
下

の
防

音
室

で
行

う
検

査
で

あ
る

。
 

(
４

)
 

「
３

」
の

簡
易

聴
力

検
査

の
う

ち
「

イ
」

は
、

日
本

工
業

規
格

の
診

断
用

オ
ー

ジ
オ

メ
ー

タ
ー

を
使

用
し

て
標

準
純

音
聴

力
検

査
時

と
同

じ
測

定
周

波
数

に
つ

い
て

気
導

聴
力

検
査

の
み

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

「
３

」
の

簡
易

聴
力

検
査

の
う

ち
「

ロ
」

は
、

次
に

掲
げ

る
ア

及
び

イ
を

一
連

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

ア
 

音
叉

を
用

い
る

検
査

（
ウ

ェ
ー

バ
ー

法
、

リ
ン

ネ
法

、
ジ

ュ
レ

法
を

含
む

。
）

 

イ
 

オ
ー

ジ
オ

メ
ー

タ
ー

を
用

い
る

検
査

（
閉

鎖
骨

導
試

験
（

耳
栓

骨
導

試
験

）
、

日
本

工
業

規
格

選
別

用

オ
ー

ジ
オ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
気

導
検

査
を

含
む

。
）

 

(
６

)
 

「
４

」
の

後
迷

路
機

能
検

査
と

は
、

短
音

に
よ

る
検

査
、

方
向

感
機

能
検

査
、

ひ
ず

み
語

音
明

瞭
度

検
査

及
び

一
過

性
閾

値
上

昇
検

査
(
Ｔ

Ｔ
Ｄ

)
の

う
ち

、
１

種
又

は
２

種
以

上
の

も
の

を
組

み
合

わ
せ

て
行

う
も

の

を
い

い
、

２
種

以
上

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

、
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
７

)
 

「
５

」
の

内
耳

機
能

検
査

の
所

定
点

数
は

、
レ

ク
ル

ー
ト

メ
ン

ト
検

査
（

Ａ
Ｂ

Ｌ
Ｂ

法
）

、
音

の
強

さ
及

び
周

波
数

の
弁

別
域

検
査

、
Ｓ

Ｉ
Ｓ

Ｉ
テ

ス
ト

等
の

内
耳

障
害

の
鑑

別
に

係
る

全
て

の
検

査
の

費
用

を
含

む

（ ）（ ） 393392

２
－
⑶　
検　
査
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(
１

)
 

電
気

味
覚

検
査

に
つ

い
て

は
、

検
査

の
対

象
と

す
る

支
配

神
経

領
域

に
関

係
な

く
所

定
点

数
を

一
連

に
つ

き
１

回
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

濾
紙

デ
ィ

ス
ク

法
に

よ
る

味
覚

定
量

検
査

は
、

電
気

味
覚

検
査

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

５
５

 
精

密
眼

底
検

査
 

 
精

密
眼

底
検

査
は

、
手

持
式

、
額

帯
式

、
固

定
式

等
の

電
気

検
眼

鏡
に

よ
る

眼
底

検
査

を
い

い
、

眼
底

カ
メ

ラ

撮
影

の
み

で
は

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
２

５
５

－
２

 
汎

網
膜

硝
子

体
検

査
 

増
殖

性
網

膜
症

、
網

膜
硝

子
体

界
面

症
候

群
又

は
硝

子
体

混
濁

を
伴

う
ぶ

ど
う

膜
炎

の
患

者
に

対
し

て
、

散
瞳

剤
を

使
用

し
、

細
隙

燈
顕

微
鏡

及
び

特
殊

レ
ン

ズ
を

用
い

て
網

膜
、

網
膜

硝
子

体
界

面
及

び
硝

子
体

の
検

査
を

行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

５
６

 
眼

底
カ

メ
ラ

撮
影

 

(
１

)
 

眼
底

カ
メ

ラ
撮

影
は

片
側

、
両

側
の

区
別

な
く

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
通

常
の

方
法

の
場

合
」

、
「

蛍
光

眼
底

法
の

場
合

」
又

は
「

自
発

蛍
光

撮
影

法
の

場
合

」
の

い
ず

れ
か

複
数

の
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
は

、
主

た
る

検
査

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

デ
ジ

タ
ル

撮
影

と
は

、
画

像
情

報
を

デ
ジ

タ
ル

処
理

し
て

管
理

及
び

保
存

が
可

能
な

撮
影

方
法

を
い

う
。

 

(
４

)
 

デ
ジ

タ
ル

撮
影

し
た

も
の

を
フ

ィ
ル

ム
へ

プ
リ

ン
ト

ア
ウ

ト
し

た
場

合
、

「
ロ

」
の

デ
ジ

タ
ル

撮
影

を
算

定
で

き
る

が
、

当
該

フ
ィ

ル
ム

の
費

用
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
５

)
 

使
用

し
た

フ
ィ

ル
ム

及
び

現
像

の
費

用
は

、
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
加

算
す

る
。

 

(
６

)
 

イ
ン

ス
タ

ン
ト

フ
ィ

ル
ム

を
使

用
し

た
場

合
は

、
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

と
し

て
1
0
円

で
除

し
た

点
数

を
加

算

す
る

。
な

お
、

１
回

当
た

り
1
6
点

を
限

度
と

す
る

。
 

(
７

)
 

ア
ナ

ロ
グ

撮
影

を
行

っ
た

も
の

を
デ

ジ
タ

ル
に

変
換

し
た

場
合

は
、

「
イ

」
の

ア
ナ

ロ
グ

撮
影

を
算

定
す

る
。

 

(
８

)
 

広
角

眼
底

撮
影

加
算

は
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
に

限
り

加
算

す
る

。
 

ア
 

３
歳

未
満

の
乳

幼
児

で
あ

っ
て

、
未

熟
児

網
膜

症
、

網
膜

芽
細

胞
腫

又
は

網
膜

変
性

疾
患

が
疑

わ
れ

る

患
者

に
対

し
て

広
角

眼
底

撮
影

を
行

っ
た

場
合

 

イ
 

糖
尿

病
網

膜
症

、
網

膜
静

脈
閉

塞
症

又
は

コ
ー

ツ
病

の
患

者
に

対
し

て
蛍

光
眼

底
法

に
よ

る
観

察
の

た

め
に

広
角

眼
底

撮
影

を
行

っ
た

場
合

 

Ｄ
２

５
６

－
３

 
光

干
渉

断
層

血
管

撮
影

 

光
干

渉
断

層
血

管
撮

影
は

片
側

、
両

側
の

区
別

な
く

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

５
７

 
細

隙
燈

顕
微

鏡
検

査
（

前
眼

部
及

び
後

眼
部

）
 

(
１

)
 

散
瞳

剤
を

使
用

し
、

前
眼

部
、

透
光

体
及

び
網

膜
に

対
し

て
細

隙
燈

顕
微

鏡
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

検
査

の
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

１
回

に
限

り
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

細
隙

燈
を

用
い

た
場

合
で

あ
っ

て
写

真
診

断
を

必
要

と
し

て
撮

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
使

用
し

た
フ

ィ
ル

ム
代

等
に

つ
い

て
は

、
眼

底
カ

メ
ラ

撮
影

の
例

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

細
隙

燈
顕

微
鏡

検
査

（
前

眼
部

及
び

後
眼

部
）

を
行

っ
た

後
、

更
に

必
要

が
あ

っ
て

生
体

染
色

を
施

し
て

再
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
再

検
査

１
回

に
限

り
区

分
番

号
「

Ｄ
２

７
３

」
細

隙
燈

顕
微

鏡
検

査
（

前
眼

部
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

５
８

 
網

膜
電

位
図

（
Ｅ

Ｒ
Ｇ

）
 

網
膜

電
位

図
（

Ｅ
Ｒ

Ｇ
）

は
、

前
眼

部
又

は
中

間
透

光
体

に
混

濁
が

あ
っ

て
、

眼
底

検
査

が
不

能
の

場
合

又
は

眼
底

疾
患

の
場

合
に

限
り

、
誘

導
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

 
-
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エ
 

視
標

追
跡

検
査

 

オ
 

迷
路

瘻
孔

症
状

検
査

 

(
３

)
 

「
３

」
の

「
イ

」
は

、
赤

外
線

カ
メ

ラ
を

用
い

、
暗

視
野

に
お

い
て

眼
振

及
び

眼
球

運
動

等
の

観
察

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

「
３

」
の

「
ロ

」
そ

の
他

の
場

合
と

は
、

フ
レ

ン
ツ

ェ
ル

眼
鏡

下
に

お
け

る
頭

位
眼

振
及

び
変

換
眼

振
検

査
を

い
い

、
一

連
の

検
査

に
つ

き
、

そ
の

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

頭
位

及
び

頭
位

変
換

眼
振

検
査

と
併

せ
て

行
っ

た
浮

遊
耳

石
置

換
法

は
、

当
該

検
査

料
に

含
ま

れ
る

。
 

(
６

)
 

「
４

」
の

電
気

眼
振

図
を

区
分

番
号

「
Ｄ

２
７

８
」

眼
球

電
位

図
（

Ｅ
Ｏ

Ｇ
）

と
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、

主
た

る
検

査
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

 

(
７

)
 

重
心

動
揺

計
 

ア
 

「
５

」
の

重
心

動
揺

計
は

、
荷

重
変

動
を

測
定

す
る

検
出

器
と

こ
の

荷
重

信
号

を
記

録
・

分
析

す
る

デ

ー
タ

処
理

装
置

か
ら

成
る

装
置

を
用

い
て

、
め

ま
い

・
平

衡
障

害
の

病
巣

診
断

の
た

め
に

行
う

も
の

で
あ

る
。

 

本
検

査
は

、
当

該
装

置
を

用
い

て
、

重
心

動
揺

軌
跡

を
記

録
し

、
そ

の
面

積
（

外
周

・
矩

形
・

実
効

値

面
積

）
、

軌
跡

長
（

総
軌

跡
長

・
単

位
軌

跡
長

・
単

位
面

積
軌

跡
長

）
、

動
揺

中
心

変
位

、
ロ

ン
ベ

ル
グ

率
を

全
て

計
測

し
た

場
合

に
算

定
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

な
お

、
本

検
査

は
、

「
１

」
の

標
準

検
査

を
行

っ
た

上
、

実
施

の
必

要
が

認
め

ら
れ

た
も

の
に

限
り

算

定
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

イ
 

「
注

」
の

パ
ワ

ー
・

ベ
ク

ト
ル

分
析

加
算

は
、

記
録

さ
れ

た
重

心
動

揺
軌

跡
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
分

析

を
行

い
、

パ
ワ

ー
・

ス
ペ

ク
ト

ル
、

位
置

ベ
ク

ト
ル

、
速

度
ベ

ク
ト

ル
、

振
幅

確
率

密
度

分
布

を
全

て
算

出
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

ウ
 

「
注

」
の

刺
激

又
は

負
荷

加
算

は
、

電
気

刺
激

、
視

運
動

刺
激

、
傾

斜
刺

激
、

水
平

運
動

刺
激

、
振

動

刺
激

等
姿

勢
反

射
誘

発
を

加
え

て
本

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
１

種
目

ご
と

に
算

定
す

る
。

 

(
８

)
 

「
５

」
に

掲
げ

る
別

の
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

算
定

で
き

る
。

 

Ｄ
２

５
１

 
音

声
言

語
医

学
的

検
査

 

(
１

)
 

「
２

」
の

音
響

分
析

は
、

種
々

の
原

因
に

よ
る

音
声

障
害

及
び

発
音

、
構

音
、

話
し

こ
と

ば
等

の
障

害
が

あ
る

患
者

に
対

し
て

、
音

声
パ

タ
ー

ン
検

査
又

は
音

声
ス

ペ
ク

ト
ル

定
量

検
査

の
う

ち
の

一
方

又
は

両
方

を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
３

」
の

音
声

機
能

検
査

と
は

、
嗄

声
等

の
音

声
障

害
に

つ
い

て
、

発
声

状
態

の
総

合
的

分
析

を
行

う
検

査
で

あ
り

、
音

域
検

査
、

声
の

強
さ

測
定

、
発

声
時

呼
吸

流
の

測
定

、
発

声
持

続
時

間
の

測
定

を
組

み
合

わ

せ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
又

は
同

時
に

測
定

す
る

も
の

を
い

い
、

種
類

及
び

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

連
と

し
て

１

回
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

５
２

 
扁

桃
マ

ッ
サ

ー
ジ

法
 

扁
桃

マ
ッ

サ
ー

ジ
法

は
、

慢
性

扁
桃

炎
に

対
す

る
病

巣
誘

発
試

験
と

し
て

行
わ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

５
３

 
嗅

覚
検

査
 

(
１

)
 

「
１

」
の

基
準

嗅
覚

検
査

は
、

５
種

の
基

準
臭

（
Ｔ

＆
Ｔ

オ
ル

フ
ァ

ク
ト

メ
ー

タ
ー

）
に

よ
る

嗅
力

検
査

で
あ

る
。

 

(
２

)
 

「
２

」
の

静
脈

性
嗅

覚
検

査
は

、
有

嗅
医

薬
品

静
注

後
の

嗅
感

発
現

ま
で

の
時

間
と

嗅
感

の
持

続
時

間
を

測
定

す
る

も
の

で
あ

り
、

第
６

部
第

１
節

第
１

款
の

注
射

実
施

料
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

  
 

Ｄ
２

５
４

 
電

気
味

覚
検

査
 

（ ）（ ） 393392

２
－
⑶　
検　
査
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眼
鏡

処
方

箋
の

交
付

を
行

わ
ず

に
矯

正
視

力
検

査
を

実
施

し
た

場
合

に
、

３
月

に
１

回
（

散
瞳

剤
又

は
調

節

麻
痺

剤
を

使
用

し
て

そ
の

前
後

の
屈

折
の

変
化

を
検

査
し

た
場

合
に

は
、

前
後

各
１

回
）

に
限

り
、

所
定

点

数
に

加
算

す
る

。
 

Ｄ
２

６
２

 
調

節
検

査
 

(
１

)
 

調
節

検
査

は
、

近
点

計
等

に
よ

る
調

節
力

の
測

定
を

い
う

も
の

で
あ

り
、

両
眼

若
し

く
は

片
眼

又
は

検
査

方
法

（
調

節
力

検
査

及
び

調
節

時
間

検
査

等
を

含
む

。
）

の
種

類
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

に
よ

り
算

定

す
る

。
 

(
２

)
 

負
荷

調
節

検
査

を
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

、
負

荷
の

前
後

に
調

節
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
2
0
0
の

点
数

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

６
３

 
矯

正
視

力
検

査
 

眼
鏡

を
処

方
す

る
前

後
の

レ
ン

ズ
メ

ー
タ

ー
に

よ
る

眼
鏡

検
査

は
、

矯
正

視
力

検
査

に
含

む
も

の
と

す
る

。
 

Ｄ
２

６
３

－
２

 
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
感

度
検

査
 

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

感
度

検
査

は
、

空
間

周
波

数
特

性
（

Ｍ
Ｔ

Ｆ
）

を
用

い
た

視
機

能
検

査
を

い
い

、
水

晶
体

混
濁

が
あ

る
に

も
関

わ
ら

ず
矯

正
視

力
が

良
好

な
白

内
障

患
者

で
あ

っ
て

、
区

分
番

号
「

Ｋ
２

８
２

」
水

晶
体

再
建

術

の
手

術
適

応
の

判
断

に
必

要
な

場
合

に
、

当
該

手
術

の
前

後
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

６
４

 
精

密
眼

圧
測

定
 

(
１

)
 

精
密

眼
圧

測
定

は
、

ノ
ン

コ
ン

タ
ク

ト
ト

ノ
メ

ー
タ

ー
若

し
く

は
ア

プ
ラ

ネ
ー

シ
ョ

ン
ト

ノ
メ

ー
タ

ー
を

使
用

す
る

場
合

又
は

デ
ィ

フ
ァ

レ
ン

シ
ャ

ル
・

ト
ノ

メ
ト

リ
ー

に
よ

り
眼

内
圧

を
測

定
す

る
場

合
（

眼
球

壁

の
硬

性
測

定
検

査
を

行
っ

た
場

合
を

含
む

。
）

を
い

い
、

検
査

の
種

類
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

に
よ

り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

網
膜

中
心

血
管

圧
測

定
に

際
し

て
の

精
密

眼
圧

測
定

は
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

「
注

」
の

加
算

は
、

水
分

を
多

量
に

摂
取

さ
せ

た
り

、
薬

剤
の

注
射

、
点

眼
若

し
く

は
暗

室
試

験
等

の
負

荷
に

よ
り

眼
圧

の
変

化
を

み
た

場
合

又
は

眼
圧

計
等

を
使

用
し

て
前

房
水

の
流

出
率

、
産

出
量

を
測

定
し

た

場
合

に
、

検
査

の
種

類
、

負
荷

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
１

回
の

み
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

６
５

－
２

 
角

膜
形

状
解

析
検

査
 

(
１

)
 

角
膜

形
状

解
析

検
査

は
、

初
期

円
錐

角
膜

な
ど

の
角

膜
変

形
患

者
、

角
膜

移
植

後
の

患
者

又
は

高
度

角
膜

乱
視

（
２

ジ
オ

プ
ト

リ
ー

以
上

）
を

伴
う

白
内

障
患

者
の

手
術

前
後

に
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

角
膜

移
植

後
の

患
者

に
つ

い
て

は
２

か
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定
し

、
高

度
角

膜
乱

視
を

伴
う

白
内

障
患

者
に

つ
い

て
は

手
術

の
前

後
各

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

角
膜

変
形

患
者

に
対

し
て

行
わ

れ
る

場
合

は
、

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

処
方

に
伴

う
場

合
を

除
く

。
 

Ｄ
２

６
６

 
光

覚
検

査
 

光
覚

検
査

と
は

、
ア

ダ
プ

ト
メ

ー
タ

ー
等

に
よ

る
光

覚
検

査
を

い
う

。
 

Ｄ
２

６
７

 
色

覚
検

査
 

「
２

」
の

場
合

に
は

、
ラ

ン
タ

ー
ン

テ
ス

ト
及

び
定

量
的

色
盲

表
検

査
が

含
ま

れ
る

が
、

色
覚

検
査

表
に

よ
る

単
な

る
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

は
算

定
し

な
い

。
 

Ｄ
２

６
８

 
眼

筋
機

能
精

密
検

査
及

び
輻

輳
検

査
 

眼
筋

機
能

精
密

検
査

及
び

輻
輳

検
査

と
は

、
マ

ド
ッ

ク
ス

に
よ

る
複

像
検

査
、

正
切

ス
カ

ラ
に

よ
る

眼
位

の
検

査
、

プ
リ

ズ
ム

を
用

い
た

遮
閉

試
験

（
交

代
遮

閉
試

験
）

、
Ｈ

Ｅ
Ｓ

Ｓ
赤

緑
試

験
、

輻
輳

近
点

検
査

及
び

視
診

で

の
眼

球
運

動
検

査
（

遮
閉

-
遮

閉
除

去
試

験
、

９
方

向
眼

位
検

査
、

固
視

検
査

、
B
i
e
l
s
c
h
o
w
s
k
y

頭
部

傾
斜

試
験

及
び

P
a
r
k
s
の

３
ス

テ
ッ

プ
テ

ス
ト

）
等

を
い

う
。
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Ｄ
２

５
８

－
２

 
 
網

膜
機

能
精

密
電

気
生

理
検

査
（

多
局

所
網

膜
電

位
図

）
 

網
膜

機
能

精
密

電
気

生
理

検
査

（
多

局
所

網
膜

電
位

図
）

は
区

分
番

号
「

Ｄ
２

５
８

」
網

膜
電

位
図

（
Ｅ

Ｒ
Ｇ

）

で
は

十
分

な
情

報
が

得
ら

れ
な

い
と

医
師

が
認

め
る

も
の

で
あ

っ
て

、
以

下
に

掲
げ

る
場

合
に

お
い

て
算

定
で

き

る
。

 

(
１

)
 

前
眼

部
又

は
中

間
透

光
体

に
混

濁
が

あ
っ

て
、

眼
底

検
査

が
不

能
な

黄
斑

疾
患

が
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

て
診

断
を

目
的

と
し

て
行

う
場

合
（

初
回

診
断

時
１

回
、

以
降

３
月

に
１

回
に

限
る

。
）

 

(
２

)
 

黄
斑

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
の

診
断

を
目

的
と

し
た

場
合

（
初

回
診

断
時

１
回

、
以

降
３

月
に

１
回

に
限

る
。

）
 

(
３

)
 

網
膜

手
術

の
前

後
（

そ
れ

ぞ
れ

１
回

ず
つ

に
限

る
。

）
 

Ｄ
２

５
８

－
３

 
黄

斑
局

所
網

膜
電

図
、

全
視

野
精

密
網

膜
電

図
 

黄
斑

局
所

網
膜

電
図

及
び

全
視

野
精

密
網

膜
電

図
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

５
８

」
網

膜
電

位
図

（
Ｅ

Ｒ
Ｇ

）
で

は
十

分
な

情
報

が
得

ら
れ

な
い

と
医

師
が

認
め

る
も

の
で

あ
っ

て
、

以
下

に
掲

げ
る

場
合

に
お

い
て

算
定

で
き

る
。

 

(
１

)
 

黄
斑

局
所

網
膜

電
図

は
、

黄
斑

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
の

診
断

を
目

的
に

、
網

膜
の

層
別

機
能

解
析

を
行

っ
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
年

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
当

該
検

査
を

年
２

回
以

上
算

定
す

る

場
合

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ
の

医
学

的
必

要
性

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

全
視

野
精

密
網

膜
電

図
は

、
網

膜
色

素
変

性
疾

患
の

鑑
別

と
視

機
能

の
評

価
又

は
黄

斑
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

の
診

断
を

目
的

に
行

っ
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
年

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
当

該
検

査

を
年

２
回

以
上

算
定

す
る

場
合

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ
の

医
学

的
必

要
性

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
５

８
」

網
膜

電
位

図
（

Ｅ
Ｒ

Ｇ
）

又
は

区
分

番
号

「
Ｄ

２
５

８
－

２
」

網
膜

機
能

精
密

電
気

生
理

検
査

（
多

局
所

網
膜

電
位

図
）

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

所
定

点
数

を
算

定

す
る

。
 

Ｄ
２

５
９

 
精

密
視

野
検

査
 

(
１

)
 

精
密

視
野

検
査

は
、

中
心

視
野

計
又

は
周

辺
視

野
計

を
用

い
て

視
野

の
測

定
を

行
っ

た
場

合
に

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

河
本

氏
暗

点
計

に
よ

る
検

査
及

び
機

器
を

使
用

し
な

い
検

査
は

、
基

本
診

療
料

に
含

ま
れ

る
。

 

Ｄ
２

６
０

 
量

的
視

野
検

査
 

量
的

視
野

検
査

に
は

、
全

視
野

に
わ

た
っ

て
検

査
す

る
場

合
の

ほ
か

、
例

え
ば

、
中

心
視

野
を

特
に

重
点

的
に

検
査

す
る

量
的

中
心

視
野

検
査

等
、

視
野

の
一

定
部

位
を

限
定

し
て

検
査

す
る

場
合

が
あ

る
が

、
２

つ
以

上
の

部

位
に

わ
た

っ
て

当
該

検
査

を
同

時
に

実
施

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

本
区

分
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

６
１

 
屈

折
検

査
 

(
１

)
 

屈
折

検
査

は
、

検
眼

レ
ン

ズ
等

に
よ

る
自

覚
的

屈
折

検
定

法
又

は
検

影
法

、
レ

フ
ラ

ク
ト

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
他

覚
的

屈
折

検
定

法
を

い
い

、
両

眼
若

し
く

は
片

眼
又

は
検

査
方

法
の

種
類

に
か

か
わ

ら
ず

、
所

定
点

数

に
よ

り
算

定
し

、
裸

眼
視

力
検

査
の

み
で

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

散
瞳

剤
又

は
調

節
麻

痺
剤

を
使

用
し

て
そ

の
前

後
の

屈
折

の
変

化
を

検
査

し
た

場
合

に
は

、
前

後
各

１
回

を
限

度
と

し
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

屈
折

検
査

と
区

分
番

号
「

Ｄ
２

６
３

」
矯

正
視

力
検

査
を

併
施

し
た

場
合

は
、

屈
折

異
常

の
疑

い
が

あ
る

と
し

て
初

め
て

検
査

を
行

っ
た

場
合

又
は

眼
鏡

処
方

箋
を

交
付

し
た

場
合

に
限

り
併

せ
て

算
定

で
き

る
。

た

だ
し

、
本

区
分

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
弱

視
又

は
不

同
視

が
疑

わ
れ

る
場

合
に

限
り

、
３

月
に

１
回

（
散

瞳

剤
又

は
調

節
麻

痺
剤

を
使

用
し

て
そ

の
前

後
の

屈
折

の
変

化
を

検
査

し
た

場
合

に
は

、
前

後
各

１
回

）
に

限

り
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
６

３
」

矯
正

視
力

検
査

を
併

せ
て

算
定

で
き

る
。

 

(
４

)
 

「
注

」
に

規
定

す
る

加
算

は
、

「
１

」
に

つ
い

て
、

弱
視

又
は

不
同

視
と

診
断

さ
れ

た
患

者
に

対
し

て
、

（ ）（ ） 395394

２
－
⑶　
検　
査
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眼
内

手
術

、
角

膜
手

術
に

お
け

る
手

術
の

適
応

の
決

定
及

び
術

後
の

経
過

観
察

若
し

く
は

円
錐

角
膜

又
は

水
疱

性
角

膜
症

の
患

者
に

対
す

る
角

膜
状

態
の

評
価

の
際

に
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

８
０

 
レ

ー
ザ

ー
前

房
蛋

白
細

胞
数

検
査

 

レ
ー

ザ
ー

前
房

蛋
白

細
胞

測
定

装
置

を
用

い
て

、
前

眼
部

炎
症

の
程

度
を

診
断

す
る

た
め

に
、

前
房

内
の

蛋
白

濃
度

及
び

細
胞

数
を

測
定

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

 
 

Ｄ
２

８
１

 
瞳

孔
機

能
検

査
（

電
子

瞳
孔

計
使

用
）

 

視
神

経
炎

、
視

神
経

症
等

の
求

心
性

疾
患

や
動

眼
神

経
麻

痺
、

ホ
ル

ネ
ル

症
候

群
、

ア
デ

ィ
ー

症
候

群
、

糖
尿

病
に

よ
る

自
律

神
経

障
害

等
の

遠
心

性
疾

患
又

は
変

性
疾

患
及

び
中

毒
に

よ
る

疾
患

の
診

断
を

目
的

と
し

て
行

っ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

 
 

Ｄ
２

８
２

 
中

心
フ

リ
ッ

カ
ー

試
験

 

視
神

経
疾

患
の

診
断

の
た

め
に

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
 

Ｄ
２

８
２

－
２

 
行

動
観

察
に

よ
る

視
力

検
査

 

(
１

)
 

Ｐ
Ｌ

(
P
r
e
f
e
r
e
n
t
i
a
l
 L

o
o
k
i
n
g
)
法

 

ア
 

Ｐ
Ｌ

法
は

４
歳

未
満

の
乳

幼
児

又
は

通
常

の
視

力
検

査
で

視
力

測
定

が
で

き
な

い
患

者
に

対
し

、
粟

屋

－
M
o
h
i
n
d
r
a
方

式
等

の
測

定
装

置
を

用
い

て
視

力
測

定
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

イ
 

テ
ラ

ー
カ

ー
ド

等
に

よ
る

簡
易

測
定

は
本

検
査

に
は

含
ま

れ
な

い
。

 

ウ
 

診
療

録
に

検
査

結
果

の
要

点
を

記
載

す
る

。
 

(
２

)
 

乳
幼

児
視

力
測

定
（

テ
ラ

ー
カ

ー
ド

等
に

よ
る

も
の

）
 

乳
幼

児
視

力
測

定
は

、
４

歳
未

満
の

乳
幼

児
又

は
通

常
の

視
力

検
査

で
視

力
測

定
で

き
な

い
患

者
に

対
し

、

テ
ラ

ー
カ

ー
ド

等
に

よ
る

簡
易

視
力

測
定

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
し

、
診

療
録

に
検

査
結

果
の

要
点

を
記

載

す
る

。
 

ま
た

、
Ｄ

２
８

２
－

２
の

１
と

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

８
２

－
３

 
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

 

(
１

)
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

の
装

用
を

目
的

に
受

診
し

た
患

者
（

既
装

用
者

の
場

合
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
に

対
し

て
眼

科
学

的
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

「
１

」
、

「
２

」
、

「
３

」
又

は

「
４

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

を
満

た
さ

な
い

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
の

装
用

を
目

的
に

受
診

し
た

患
者

に
対

し
て

眼
科

学
的

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検

査
料

「
１

」
、

「
２

」
、

「
３

」
又

は
「

４
」

の
他

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

５
５

」
か

ら
区

分
番

号
「

Ｄ
２

８

２
－

２
」

ま
で

に
掲

げ
る

眼
科

学
的

検
査

に
つ

い
て

も
算

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
を

算
定

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

０
」

初
診

料
の

注
９

及
び

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

１
」

再
診

料
の

注
７

に
規

定
す

る
夜

間
・

早
朝

等
加

算
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
４

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

当
該

保
険

医
療

機
関

と
特

別
の

関
係

に
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
過

去
に

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
を

算
定

し
た

患
者

に
対

し
て

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
を

算
定

す
る

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

０
」

に
掲

げ
る

初
診

料
は

算
定

せ
ず

、
区

分
番

号
「

Ａ
０

０
１

」
に

掲
げ

る
再

診
料

又

は
区

分
番

号
「

Ａ
０

０
２

」
に

掲
げ

る
外

来
診

療
料

を
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

の
装

用
を

目
的

に
受

診
し

た
患

者
に

対
し

て
眼

科
学

的
検

査
を

行
っ

た
場

合
は

、

「
１

」
、

「
２

」
、

「
３

」
又

は
「

４
」

の
所

定
点

数
を

算
定

し
、

別
に

区
分

番
号

「
Ｄ

２
５

５
」

か
ら

区

分
番

号
「

Ｄ
２

８
２

－
２

」
ま

で
に

掲
げ

る
眼

科
学

的
検

査
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
た

だ
し

、
新

た
な

疾

患
の

発
生

（
屈

折
異

常
以

外
の

疾
患

の
急

性
増

悪
を

含
む

。
）

に
よ

り
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
の

装
用

を
中

止
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Ｄ
２

６
９

－
２

 
 
光

学
的

眼
軸

長
測

定
 

光
学

的
眼

軸
長

測
定

は
非

接
触

型
機

器
を

用
い

て
眼

軸
長

を
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
接

触
型

Ａ
モ

ー
ド

法
に

よ
る

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
１

５
」

超
音

波
検

査
の

「
１

」
の

Ａ
モ

ー
ド

法
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

７
０

－
２

 
ロ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
検

査
判

断
料

 

(
１

)
 

身
体

障
害

者
福

祉
法

別
表

に
定

め
る

障
害

程
度

の
視

覚
障

害
を

有
す

る
も

の
（

た
だ

し
身

体
障

害
者

手
帳

の
所

持
の

有
無

を
問

わ
な

い
。

）
に

対
し

て
、

眼
科

学
的

検
査

（
Ｄ

２
８

２
－

３
を

除
く

。
）

を
行

い
、

そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

患
者

の
保

有
視

機
能

を
評

価
し

、
そ

れ
に

応
じ

た
適

切
な

視
覚

的
補

助
具

（
補

装
具

を

含
む

。
）

の
選

定
と

、
生

活
訓

練
・

職
業

訓
練

を
行

っ
て

い
る

施
設

等
と

の
連

携
を

含
め

、
療

養
上

の
指

導

管
理

を
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

当
該

判
断

料
は

、
厚

生
労

働
省

主
催

視
覚

障
害

者
用

補
装

具
適

合
判

定
医

師
研

修
会

（
眼

鏡
等

適
合

判
定

医
師

研
修

会
）

を
修

了
し

た
医

師
が

、
眼

科
学

的
検

査
（

Ｄ
２

８
２

－
３

を
除

く
。

）
を

行
い

、
そ

の
結

果

を
判

断
し

た
際

に
、

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

７
２

 
両

眼
視

機
能

精
密

検
査

 

 
両

眼
視

機
能

精
密

検
査

と
は

、
Ｗ

o
r
t
h
４

灯
法

、
赤

フ
ィ

ル
タ

ー
法

等
に

よ
る

両
眼

単
視

検
査

を
い

う
。

 

Ｄ
２

７
３

 
細

隙
燈

顕
微

鏡
検

査
（

前
眼

部
）

 

(
１

)
 

細
隙

燈
顕

微
鏡

検
査

（
前

眼
部

）
と

は
、

細
隙

燈
顕

微
鏡

を
用

い
て

行
う

前
眼

部
及

び
透

光
体

の
検

査
を

い
う

も
の

で
あ

り
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
５

７
」

細
隙

燈
顕

微
鏡

検
査

（
前

眼
部

及
び

後
眼

部
）

と
併

せ
て

算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

細
隙

燈
を

用
い

た
場

合
で

あ
っ

て
、

写
真

診
断

を
必

要
と

し
て

撮
影

を
行

っ
た

場
合

は
、

使
用

し
た

フ
ィ

ル
ム

代
等

に
つ

い
て

は
、

眼
底

カ
メ

ラ
撮

影
の

例
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

細
隙

燈
顕

微
鏡

検
査

（
前

眼
部

）
を

行
っ

た
後

、
更

に
必

要
が

あ
っ

て
生

体
染

色
を

施
し

て
再

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

再
検

査
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｄ
２

７
４

 
前

房
隅

角
検

査
 

前
房

隅
角

検
査

と
は

、
隅

角
鏡

を
用

い
て

行
う

前
房

隅
角

検
査

で
あ

り
、

緑
内

障
等

の
場

合
に

行
う

。
 

Ｄ
２

７
４

－
２

 
前

眼
部

三
次

元
画

像
解

析
 

前
眼

部
三

次
元

画
像

解
析

は
、

急
性

緑
内

障
発

作
を

疑
う

狭
隅

角
眼

、
角

膜
移

植
術

後
又

は
外

傷
後

毛
様

体
剥

離
の

患
者

に
対

し
て

、
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

７
５

－
２

 
前

房
水

漏
出

検
査

 

前
房

水
漏

出
検

査
は

、
当

該
検

査
に

つ
い

て
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

に
よ

り
実

施
さ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

７
６

 
網

膜
中

心
血

管
圧

測
定

 

(
１

)
 

「
１

」
の

簡
単

な
も

の
と

は
、

オ
フ

タ
ル

モ
・

ダ
イ

ナ
モ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
網

膜
中

心
血

管
圧

測
定

検
査

で
あ

る
。

 

(
２

)
 

「
２

」
の

複
雑

な
も

の
と

は
、

キ
ャ

ッ
プ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
網

膜
中

心
血

管
圧

測
定

検
査

を
い

う
。

 

Ｄ
２

７
７

 
涙

液
分

泌
機

能
検

査
、

涙
管

通
水

・
通

色
素

検
査

 

 
涙

液
分

泌
機

能
検

査
と

は
、

シ
ル

メ
ル

法
等

に
よ

る
涙

液
分

泌
機

能
検

査
を

い
う

。
 

Ｄ
２

７
８

 
眼

球
電

位
図

（
Ｅ

Ｏ
Ｇ

）
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
５

０
」

平
衡

機
能

検
査

の
「

４
」

の
電

気
眼

振
図

と
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

検
査

の
所

定
点

数
の

み
を

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｄ
２

７
９

 
角

膜
内

皮
細

胞
顕

微
鏡

検
査

 

（ ）（ ） 395394

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 3
2
1
 -
 

(
４

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

３
」

発
達

及
び

知
能

検
査

の
「

１
」

と
は

、
津

守
式

乳
幼

児
精

神
発

達
検

査
、

牛
島

乳
幼

児
簡

易
検

査
、

日
本

版
ミ

ラ
ー

幼
児

発
達

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
、

遠
城

寺
式

乳
幼

児
分

析
的

発
達

検

査
、

デ
ン

バ
ー

式
発

達
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
Ｄ

Ａ
Ｍ

グ
ッ

ド
イ

ナ
フ

人
物

画
知

能
検

査
、

フ
ロ

ス
テ

ィ
ッ

グ

視
知

覚
発

達
検

査
、

脳
研

式
知

能
検

査
、

コ
ー

ス
立

方
体

組
み

合
わ

せ
テ

ス
ト

、
レ

ー
ヴ

ン
色

彩
マ

ト
リ

ッ

ク
ス

及
び

Ｊ
Ａ

Ｒ
Ｔ

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
５

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

３
」

発
達

及
び

知
能

検
査

の
「

２
」

と
は

、
Ｍ

Ｃ
Ｃ

ベ
ビ

ー
テ

ス
ト

、
Ｐ

Ｂ
Ｔ

ピ
ク

チ
ュ

ア
・

ブ
ロ

ッ
ク

知
能

検
査

、
新

版
Ｋ

式
発

達
検

査
、

Ｗ
Ｐ

Ｐ
Ｓ

Ｉ
知

能
診

断
検

査
、

全
訂

版
田

中
ビ

ネ

ー
知

能
検

査
、

田
中

ビ
ネ

ー
知

能
検

査
Ⅴ

、
鈴

木
ビ

ネ
ー

式
知

能
検

査
、

Ｗ
Ｉ

Ｓ
Ｃ

－
Ｒ

知
能

検
査

、
Ｗ

Ａ

Ｉ
Ｓ

－
Ｒ

成
人

知
能

検
査

（
Ｗ

Ａ
Ｉ

Ｓ
を

含
む

。
）

、
大

脇
式

盲
人

用
知

能
検

査
、

ベ
イ

リ
ー

発
達

検
査

及

び
Ｖ

ｉ
ｎ

ｅ
ｌ

ａ
ｎ

ｄ
－

Ⅱ
日

本
版

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
６

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

３
」

発
達

及
び

知
能

検
査

の
「

３
」

と
は

、
Ｗ

Ｉ
Ｓ

Ｃ
-
Ⅲ

知
能

検
査

、
Ｗ

Ｉ
Ｓ

Ｃ
-

Ⅳ
知

能
検

査
、

Ｗ
Ａ

Ｉ
Ｓ

-
Ⅲ

成
人

知
能

検
査

又
は

Ｗ
Ａ

Ｉ
Ｓ

-
Ⅳ

成
人

知
能

検
査

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
７

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

４
」

人
格

検
査

の
「

１
」

と
は

、
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

イ
ベ

ン
ト

リ
ー

、
モ

ー
ズ

レ
イ

性
格

検
査

、
Ｙ

－
Ｇ

矢
田

部
ギ

ル
フ

ォ
ー

ド
性

格
検

査
、

Ｔ
Ｅ

Ｇ
－

Ⅱ
東

大
式

エ
ゴ

グ
ラ

ム
、

新
版

Ｔ
Ｅ

Ｇ
、

新
版

Ｔ
Ｅ

Ｇ
Ⅱ

及
び

Ｔ
Ｅ

Ｇ
３

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
８

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

４
」

人
格

検
査

の
「

２
」

と
は

、
バ

ウ
ム

テ
ス

ト
、

Ｓ
Ｃ

Ｔ
、

Ｐ
－

Ｆ
ス

タ
デ

ィ
、

Ｍ
Ｍ

Ｐ
Ｉ

、
Ｔ

Ｐ
Ｉ

、
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
性

格
検

査
、

1
6
Ｐ

－
Ｆ

人
格

検
査

、
描

画
テ

ス
ト

、
ゾ

ン
デ

ィ
ー

テ
ス

ト

及
び

Ｐ
Ｉ

Ｌ
テ

ス
ト

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
９

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

４
」

人
格

検
査

の
「

３
」

と
は

、
ロ

ー
ル

シ
ャ

ッ
ハ

テ
ス

ト
、

Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｓ

、
Ｔ

Ａ
Ｔ

絵
画

統
覚

検
査

及
び

Ｃ
Ａ

Ｔ
幼

児
児

童
用

絵
画

統
覚

検
査

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
1
0
)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

５
」

認
知

機
能

検
査

そ
の

他
の

心
理

検
査

の
「

１
」

の
「

イ
」

の
簡

易
な

も
の

と
は

、

Ｍ
Ａ

Ｓ
不

安
尺

度
、

Ｍ
Ｅ

Ｄ
Ｅ

多
面

的
初

期
認

知
症

判
定

検
査

、
Ａ

Ｑ
日

本
語

版
、

日
本

語
版

Ｌ
Ｓ

Ａ
Ｓ

－

Ｊ
、

Ｍ
－

Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｔ

、
長

谷
川

式
知

能
評

価
ス

ケ
ー

ル
及

び
Ｍ

Ｍ
Ｓ

Ｅ
の

こ
と

を
い

い
、

「
ロ

」
の

そ
の

他

の
も

の
と

は
、

Ｃ
Ａ

Ｓ
不

安
測

定
検

査
、

Ｓ
Ｄ

Ｓ
う

つ
性

自
己

評
価

尺
度

、
Ｃ

Ｅ
Ｓ

－
Ｄ

う
つ

病
（

抑
う

つ

状
態

）
自

己
評

価
尺

度
、

Ｈ
Ｄ

Ｒ
Ｓ

ハ
ミ

ル
ト

ン
う

つ
病

症
状

評
価

尺
度

、
Ｓ

Ｔ
Ａ

Ｉ
状

態
・

特
性

不
安

検

査
、

Ｐ
Ｏ

Ｍ
Ｓ

、
Ｐ

Ｏ
Ｍ

Ｓ
２

、
Ｉ

Ｅ
Ｓ

－
Ｒ

、
Ｐ

Ｄ
Ｓ

、
Ｔ

Ｋ
式

診
断

的
新

親
子

関
係

検
査

、
Ｃ

Ｍ
Ｉ

健

康
調

査
票

、
Ｇ

Ｈ
Ｑ

精
神

健
康

評
価

票
、

ブ
ル

ド
ン

抹
消

検
査

、
Ｗ

Ｈ
Ｏ

 
Ｑ

Ｏ
Ｌ

2
6
、

Ｃ
Ｏ

Ｇ
Ｎ

Ｉ
Ｓ

Ｔ

Ａ
Ｔ

、
Ｓ

Ｉ
Ｂ

、
Ｃ

ｏ
ｇ

ｈ
ｅ

ａ
ｌ

ｔ
ｈ

（
医

師
、

看
護

師
又

は
臨

床
心

理
技

術
者

が
検

査
に

立
ち

会
っ

た

場
合

に
限

る
。

）
、

Ｎ
Ｐ

Ｉ
、

Ｂ
Ｅ

Ｈ
Ａ

Ｖ
Ｅ

－
Ａ

Ｄ
、

音
読

検
査

（
特

異
的

読
字

障
害

を
対

象
に

し
た

も

の
に

限
る

。
）

、
Ｗ

Ｕ
Ｒ

Ｓ
、

Ｍ
Ｃ

Ｍ
Ｉ

－
Ⅱ

、
Ｍ

Ｏ
Ｃ

Ｉ
邦

訳
版

、
Ｄ

Ｅ
Ｓ

－
Ⅱ

、
Ｅ

Ａ
Ｔ

－
2
6
、

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｉ

－
Ｃ

状
態

・
特

性
不

安
検

査
（

児
童

用
）

、
Ｄ

Ｓ
Ｒ

Ｓ
－

Ｃ
、

前
頭

葉
評

価
バ

ッ
テ

リ
ー

、
ス

ト
ル

ー

プ
テ

ス
ト

、
Ｍ

ｏ
Ｃ

Ａ
－

Ｊ
及

び
Ｃ

ｌ
ｉ

ｎ
ｉ

ｃ
ａ

ｌ
 

Ｄ
ｅ

ｍ
ｅ

ｎ
ｔ

ｉ
ａ

 
Ｒ

ａ
ｔ

ｉ
ｎ

ｇ
（

Ｃ
Ｄ

Ｒ
）

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
1
1
)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

５
」

認
知

機
能

検
査

そ
の

他
の

心
理

検
査

の
「

１
」

の
「

イ
」

は
、

原
則

と
し

て
３

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

医
学

的
な

必
要

性
か

ら
３

月
以

内
に

２
回

以
上

算
定

す
る

場
合

に

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ
の

理
由

及
び

医
学

的
根

拠
を

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
1
2
)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

５
」

認
知

機
能

検
査

そ
の

他
の

心
理

検
査

の
「

２
」

と
は

、
ベ

ン
ト

ン
視

覚
記

銘
検

査
、

内
田

ク
レ

ペ
リ

ン
精

神
検

査
、

三
宅

式
記

銘
力

検
査

、
標

準
言

語
性

対
連

合
学

習
検

査
（

S
-
P
A
）

、
ベ

ン
ダ

ー
ゲ

シ
ュ

タ
ル

ト
テ

ス
ト

、
Ｗ

Ｃ
Ｓ

Ｔ
ウ

イ
ス

コ
ン

シ
ン

・
カ

ー
ド

分
類

検
査

、
Ｓ

Ｃ
Ｉ

Ｄ
構

造
化

面

接
法

、
遂

行
機

能
障

害
症

候
群

の
行

動
評

価
（

Ｂ
Ａ

Ｄ
Ｓ

）
、

リ
バ

ー
ミ

ー
ド

行
動

記
憶

検
査

及
び

Ｒ
ａ

ｙ

 
-
 3
2
0
 -
 

し
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
の

処
方

を
行

わ
な

い
場

合
、

円
錐

角
膜

、
角

膜
変

形
若

し
く

は
高

度
不

正
乱

視
の

治

療
を

目
的

と
し

て
ハ

ー
ド

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

の
処

方
を

行
っ

た
場

合
、

９
歳

未
満

の
小

児
に

対
し

て
弱

視
、

斜
視

若
し

く
は

不
同

視
の

治
療

を
目

的
と

し
て

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

の
処

方
を

行
っ

た
場

合
、

緑
内

障
又

は

高
眼

圧
症

の
患

者
（

治
療

計
画

を
作

成
し

診
療

録
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
ア

プ
ラ

ネ
ー

シ
ョ

ン
ト

ノ
メ

ー

タ
ー

に
よ

る
精

密
眼

圧
測

定
及

び
精

密
眼

底
検

査
を

実
施

し
、

視
神

経
乳

頭
の

所
見

を
詳

細
に

診
療

録
に

記

載
し

た
場

合
に

限
る

。
）

、
網

膜
硝

子
体

疾
患

若
し

く
は

視
神

経
疾

患
の

患
者

（
治

療
計

画
を

作
成

し
診

療

録
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
散

瞳
剤

を
使

用
し

、
汎

網
膜

硝
子

体
検

査
又

は
精

密
眼

底
検

査
、

細
隙

燈
顕

微

鏡
検

査
（

前
眼

部
及

び
後

眼
部

）
並

び
に

眼
底

カ
メ

ラ
撮

影
を

実
施

し
、

網
膜

硝
子

体
又

は
視

神
経

乳
頭

の

所
見

を
図

示
し

て
詳

細
に

診
療

録
に

記
載

し
た

場
合

に
限

る
。

）
、

度
数

の
な

い
治

療
用

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン

ズ
を

装
用

す
る

患
者

、
眼

内
の

手
術

（
角

膜
移

植
術

を
含

む
。

）
前

後
の

患
者

、
ス

テ
ィ

ー
ヴ

ン
ス

・
ジ

ョ

ン
ソ

ン
症

候
群

又
は

中
毒

性
表

皮
壊

死
症

の
眼

後
遺

症
に

対
す

る
治

療
用

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

を
装

用
す

る

患
者

等
に

あ
っ

て
は

、
当

該
点

数
を

算
定

せ
ず

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

５
５

」
か

ら
区

分
番

号
「

Ｄ
２

８
２

－

２
」

ま
で

に
掲

げ
る

眼
科

学
的

検
査

に
よ

り
算

定
す

る
。

な
お

、
こ

の
場

合
に

お
い

て
も

、
区

分
番

号
「

Ａ

０
０

０
」

に
掲

げ
る

初
診

料
は

算
定

せ
ず

、
区

分
番

号
「

Ａ
０

０
１

」
に

掲
げ

る
再

診
料

又
は

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

２
」

に
掲

げ
る

外
来

診
療

料
を

算
定

す
る

。
 

(
６

)
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
３

又
は

４
を

算
定

す
る

医
療

機
関

の
う

ち
、

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

に
係

る
診

療
の

割
合

が
、

７
．

５
割

を
超

え
る

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

病
態

に
よ

り
個

別
の

検
査

を
実

施
す

る
必

要

が
あ

る
場

合
に

は
、

適
切

な
治

療
が

提
供

さ
れ

る
よ

う
、

速
や

か
に

よ
り

専
門

的
な

医
療

機
関

へ
転

医
さ

せ

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。
 

Ｄ
２

８
２

－
４

 
ダ

ー
モ

ス
コ

ピ
ー

 

ダ
ー

モ
ス

コ
ピ

ー
は

、
悪

性
黒

色
腫

、
基

底
細

胞
癌

、
ボ

ー
エ

ン
病

、
色

素
性

母
斑

、
老

人
性

色
素

斑
、

脂
漏

性
角

化
症

、
エ

ク
リ

ン
汗

孔
腫

、
血

管
腫

等
の

色
素

性
皮

膚
病

変
の

診
断

又
は

経
過

観
察

の
目

的
で

行
っ

た
場

合

に
、

検
査

の
回

数
又

は
部

位
数

に
か

か
わ

ら
ず

４
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
な

お
、

新
た

に
他

の
病

変
で

検

査
を

行
う

場
合

で
あ

っ
て

、
医

学
的

な
必

要
性

か
ら

４
月

に
２

回
以

上
算

定
す

る
と

き
は

、
診

療
報

酬
明

細
書

の

摘
要

欄
に

そ
の

理
由

を
記

載
す

る
こ

と
と

し
、

こ
の

場
合

で
あ

っ
て

も
１

月
に

１
回

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
 

Ｄ
２

８
３

 
発

達
及

び
知

能
検

査
 

Ｄ
２

８
４

 
人

格
検

査
 

Ｄ
２

８
５

 
認

知
機

能
検

査
そ

の
他

の
心

理
検

査
 

(
１

)
 

検
査

を
行

う
に

当
た

っ
て

は
、

個
人

検
査

用
と

し
て

標
準

化
さ

れ
、

か
つ

、
確

立
さ

れ
た

検
査

方
法

に
よ

り
行

う
。

 

(
２

)
 

各
区

分
の

う
ち

「
１

」
の

「
操

作
が

容
易

な
も

の
」

と
は

、
検

査
及

び
結

果
処

理
に

概
ね

4
0

分
以

上
を

要
す

る
も

の
、

「
２

」
の

「
操

作
が

複
雑

な
も

の
」

と
は

、
検

査
及

び
結

果
処

理
に

概
ね

１
時

間
以

上
を

要

す
る

も
の

、
「

３
」

の
「

操
作

と
処

理
が

極
め

て
複

雑
な

も
の

」
と

は
、

検
査

及
び

結
果

処
理

に
１

時
間

3
0

分
以

上
要

す
る

も
の

を
い

う
。

ま
た

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

８
５

」
認

知
機

能
検

査
そ

の
他

の
心

理
検

査
「

１
」

の
「

イ
」

の
「

簡
易

な
も

の
」

と
は

、
主

に
疾

患
（

疑
い

を
含

む
。

）
の

早
期

発
見

を
目

的
と

す
る

も
の

を

い
う

。
 

な
お

、
臨

床
心

理
・

神
経

心
理

検
査

は
、

医
師

が
自

ら
、

又
は

医
師

の
指

示
に

よ
り

他
の

従
事

者
が

自
施

設
に

お
い

て
検

査
及

び
結

果
処

理
を

行
い

、
か

つ
、

そ
の

結
果

に
基

づ
き

医
師

が
自

ら
結

果
を

分
析

し
た

場

合
に

の
み

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

医
師

は
診

療
録

に
分

析
結

果
を

記
載

す
る

。
 

（ ）（ ） 397396

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 3
2
3
 -
 

イ
 

ゴ
ナ

ド
ト

ロ
ピ

ン
（

Ｌ
Ｈ

及
び

Ｆ
Ｓ

Ｈ
）

に
つ

い
て

は
、

Ｌ
Ｈ

－
Ｒ

Ｈ
負

荷
、

ク
ロ

ミ
フ

ェ
ン

負
荷

等
 

ウ
 

甲
状

腺
刺

激
ホ

ル
モ

ン
（

Ｔ
Ｓ

Ｈ
）

に
つ

い
て

は
、

Ｔ
Ｒ

Ｈ
負

荷
等

 

エ
 

プ
ロ

ラ
ク

チ
ン

（
Ｐ

Ｒ
Ｌ

）
に

つ
い

て
は

、
Ｔ

Ｒ
Ｈ

負
荷

、
ブ

ロ
モ

ク
リ

プ
チ

ン
負

荷
等

 

オ
 

副
腎

皮
質

刺
激

ホ
ル

モ
ン

（
Ａ

Ｃ
Ｔ

Ｈ
）

に
つ

い
て

は
、

イ
ン

ス
リ

ン
負

荷
、

メ
ト

ピ
ロ

ン
負

荷
、

デ

キ
サ

メ
サ

ゾ
ン

負
荷

、
Ｃ

Ｒ
Ｈ

負
荷

等
 

(
４

)
 

「
２

」
の

下
垂

体
後

葉
負

荷
試

験
の

抗
利

尿
ホ

ル
モ

ン
（

Ａ
Ｄ

Ｈ
）

に
つ

い
て

は
、

水
制

限
、

高
張

食
塩

水
負

荷
（

カ
ー

タ
ー

・
ロ

ビ
ン

ス
テ

ス
ト

）
等

が
含

ま
れ

る
。

 

(
５

)
 

「
３

」
の

甲
状

腺
負

荷
試

験
の

甲
状

腺
ホ

ル
モ

ン
に

つ
い

て
は

、
Ｔ

３
抑

制
等

が
含

ま
れ

る
。

 

(
６

)
 

「
４

」
の

副
甲

状
腺

負
荷

試
験

の
副

甲
状

腺
ホ

ル
モ

ン
（

Ｐ
Ｔ

Ｈ
）

に
つ

い
て

は
、

カ
ル

シ
ウ

ム
負

荷
、

Ｐ
Ｔ

Ｈ
負

荷
（

エ
ル

ス
ワ

ー
ス

ハ
ワ

ー
ド

テ
ス

ト
）

、
Ｅ

Ｄ
Ｔ

Ａ
負

荷
等

が
含

ま
れ

る
。

 

(
７

)
 

「
５

」
の

副
腎

皮
質

負
荷

試
験

に
含

ま
れ

る
も

の
と

し
て

は
、

下
記

の
も

の
が

あ
る

。
 

ア
 

鉱
質

コ
ル

チ
コ

イ
ド

（
レ

ニ
ン

、
ア

ル
ド

ス
テ

ロ
ン

）
に

つ
い

て
は

、
フ

ロ
セ

マ
イ

ド
負

荷
、

ア
ン

ギ

オ
テ

ン
シ

ン
負

荷
等

 

イ
 

糖
質

コ
ル

チ
コ

イ
ド

（
コ

ル
チ

ゾ
ー

ル
、

Ｄ
Ｈ

Ｅ
Ａ

及
び

Ｄ
Ｈ

Ｅ
Ａ

Ｓ
）

に
つ

い
て

は
、

Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｈ

負

荷
、

デ
キ

サ
メ

サ
ゾ

ン
負

荷
、

メ
ト

ピ
ロ

ン
負

荷
等

 

(
８

)
 

「
６

」
の

性
腺

負
荷

試
験

に
含

ま
れ

る
も

の
と

し
て

は
、

下
記

の
も

の
が

あ
る

。
 

ア
 

テ
ス

ト
ス

テ
ロ

ン
に

つ
い

て
は

、
Ｈ

Ｃ
Ｇ

負
荷

等
 

イ
 

エ
ス

ト
ラ

ジ
オ

ー
ル

に
つ

い
て

は
、

Ｈ
Ｍ

Ｇ
負

荷
等

 

(
９

)
 

「
注

２
」

の
注

射
と

は
、

第
６

部
第

１
節

第
１

款
の

注
射

実
施

料
を

い
い

、
施

用
し

た
薬

剤
の

費
用

は
、

別
途

算
定

す
る

。
 

(
1
0
)
 

本
試

験
に

伴
っ

て
区

分
番

号
「

Ｄ
４

１
９

」
そ

の
他

の
検

体
採

取
の

「
５

」
の

副
腎

静
脈

サ
ン

プ
リ

ン
グ

に
よ

り
採

血
を

行
っ

た
場

合
、

そ
の

費
用

は
別

に
算

定
で

き
る

。
 

 
 

Ｄ
２

８
８

 
糖

負
荷

試
験

 

(
１

)
 

負
荷

の
前

後
に

係
る

血
中

又
は

尿
中

の
ホ

ル
モ

ン
等

測
定

に
際

し
て

は
、

測
定

回
数

、
測

定
間

隔
等

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

連
の

も
の

と
し

て
扱

い
、

当
該

負
荷

試
験

の
項

に
よ

り
算

定
す

る
も

の
で

あ
り

、
検

体
検

査

実
施

料
に

お
け

る
生

化
学

的
検

査
(Ⅰ

)又
は

生
化

学
的

検
査

(Ⅱ
)の

項
で

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

「
２

」
の

耐
糖

能
精

密
検

査
（

常
用

負
荷

試
験

及
び

血
中

イ
ン

ス
リ

ン
測

定
又

は
常

用
負

荷
試

験
及

び
血

中
Ｃ

－
ペ

プ
チ

ド
測

定
を

行
っ

た
場

合
）

は
、

常
用

負
荷

試
験

及
び

負
荷

前
後

の
血

中
イ

ン
ス

リ
ン

測
定

又

は
血

中
Ｃ

－
ペ

プ
チ

ド
測

定
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

乳
糖

を
服

用
さ

せ
て

行
う

耐
糖

試
験

は
、

糖
負

荷
試

験
に

よ
り

算
定

す
る

。
ま

た
、

使
用

し
た

薬
剤

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

５
０

０
」

薬
剤

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

ブ
ド

ウ
糖

等
を

１
回

負
荷

し
、

負
荷

前
後

の
血

糖
値

等
の

変
動

を
把

握
す

る
検

査
は

、
糖

負
荷

試
験

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
５

)
 

「
注

」
の

注
射

と
は

、
第

６
部

第
１

節
第

１
款

の
注

射
実

施
料

を
い

い
、

施
用

し
た

薬
剤

の
費

用
は

、
別

途
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

８
９

 
そ

の
他

の
機

能
テ

ス
ト

 

(
１

)
 

胃
液

分
泌

刺
激

テ
ス

ト
 

ア
 

「
３

」
の

胃
液

分
泌

刺
激

テ
ス

ト
は

、
生

体
に

分
泌

刺
激

物
質

を
投

与
し

、
胃

液
若

し
く

は
血

液
を

採

取
、

分
析

す
る

こ
と

に
よ

り
胃

液
分

泌
機

能
を

検
査

す
る

も
の

で
あ

り
、

胃
液

分
泌

刺
激

テ
ス

ト
に

該
当

す
る

も
の

は
、

ガ
ス

ト
リ

ン
刺

激
テ

ス
ト

、
ヒ

ス
タ

ロ
グ

刺
激

試
験

、
K
a
t
s
c
h
-
K
a
l
k

法
、

ヒ
ス

タ
ミ

ン

 
-
 3
2
2
 -
 

－
Ｏ

ｓ
ｔ

ｅ
ｒ

ｒ
ｉ

ｅ
ｔ

ｈ
 

Ｃ
ｏ

ｍ
ｐ

ｌ
ｅ

ｘ
 

Ｆ
ｉ

ｇ
ｕ

ｒ
ｅ

 
Ｔ

ｅ
ｓ

ｔ
（

Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｆ

Ｔ
）

の
こ

と

を
い

う
。

 

(
1
3
)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

５
」

認
知

機
能

検
査

そ
の

他
の

心
理

検
査

の
「

３
」

と
は

、
Ｉ

Ｔ
Ｐ

Ａ
、

標
準

失
語

症
検

査
、

標
準

失
語

症
検

査
補

助
テ

ス
ト

、
標

準
高

次
動

作
性

検
査

、
標

準
高

次
視

知
覚

検
査

、
標

準
注

意

検
査

法
・

標
準

意
欲

評
価

法
、

Ｗ
Ａ

Ｂ
失

語
症

検
査

、
老

研
版

失
語

症
検

査
、

Ｋ
－

Ａ
Ｂ

Ｃ
、

Ｋ
－

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ⅱ
、

Ｗ
Ｍ

Ｓ
－

Ｒ
、

Ａ
Ｄ

Ａ
Ｓ

、
Ｄ

Ｎ
－

Ｃ
Ａ

Ｓ
認

知
評

価
シ

ス
テ

ム
、

小
児

自
閉

症
評

定
尺

度
、

発
達

障

害
の

要
支

援
度

評
価

尺
度

（
Ｍ

Ｓ
Ｐ

Ａ
）

、
親

面
接

式
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

評
定

尺
度

改
訂

版
（

Ｐ
Ａ

Ｒ

Ｓ
－

Ｔ
Ｒ

）
及

び
子

ど
も

版
解

離
評

価
表

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
1
4
)
 

国
立

精
研

式
認

知
症

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
テ

ス
ト

の
費

用
は

、
基

本
診

療
料

に
含

ま
れ

て
い

る
も

の
で

あ
り

、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

Ｄ
２

８
６

 
肝

及
び

腎
の

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

テ
ス

ト
 

(
１

)
 

肝
及

び
腎

の
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
テ

ス
ト

と
は

、
負

荷
後

に
検

体
採

取
及

び
検

体
分

析
を

経
時

的
若

し
く

は
連

続
的

に
行

う
検

査
で

あ
る

。
 

(
２

)
 

肝
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
テ

ス
ト

に
該

当
す

る
も

の
は

、
Ｉ

Ｃ
Ｇ

等
を

用
い

た
検

査
で

あ
り

、
腎

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

テ
ス

ト
に

該
当

す
る

も
の

は
、

Ｐ
Ｓ

Ｐ
、

チ
オ

硫
酸

等
を

負
荷

し
て

行
う

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

テ
ス

ト
、

腎
血

漿

流
量

測
定

、
糸

球
体

濾
過

値
測

定
で

あ
る

。
 

(
３

)
 

肝
及

び
腎

の
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
テ

ス
ト

は
、

肝
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
テ

ス
ト

又
は

腎
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
テ

ス
ト

の
い

ず
れ

か
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
４

)
 

「
注

２
」

の
注

射
と

は
、

第
６

部
第

１
節

第
１

款
の

注
射

実
施

料
を

い
い

、
施

用
し

た
薬

剤
の

費
用

は
、

別
途

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

８
６

－
２

 
イ

ヌ
リ

ン
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
測

定
 

(
１

)
 

検
査

に
伴

っ
て

行
っ

た
注

射
、

採
血

及
び

検
体

測
定

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

が
、

使
用

し
た

薬
剤

は
別

途
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

６
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
８

６
」

肝
及

び
腎

の
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
テ

ス
ト

の
う

ち
、

腎
の

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

テ
ス

ト
と

、

本
検

査
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
い

ず
れ

か
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｄ
２

８
７

 
内

分
泌

負
荷

試
験

 

(
１

)
 

各
負

荷
試

験
に

つ
い

て
は

、
測

定
回

数
及

び
負

荷
す

る
薬

剤
の

種
類

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

連
の

も
の

と
し

て
月

１
回

に
限

り
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
「

１
」

の
「

イ
」

の
成

長
ホ

ル
モ

ン
に

限
り

、
月

２

回
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
。

 

な
お

、
「

１
」

の
下

垂
体

前
葉

負
荷

試
験

及
び

「
５

」
の

副
腎

皮
質

負
荷

試
験

以
外

の
も

の
に

つ
い

て
は

、

測
定

す
る

ホ
ル

モ
ン

の
種

類
に

か
か

わ
ら

ず
、

一
連

の
も

の
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

内
分

泌
負

荷
試

験
に

お
い

て
、

負
荷

の
前

後
に

係
る

血
中

又
は

尿
中

の
ホ

ル
モ

ン
等

測
定

に
際

し
て

は
、

測
定

回
数

、
測

定
間

隔
等

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

連
の

も
の

と
し

て
扱

い
、

当
該

負
荷

試
験

の
項

に
よ

り
算

定

す
る

も
の

で
あ

り
、

検
体

検
査

実
施

料
に

お
け

る
生

化
学

的
検

査
(Ⅰ

)又
は

生
化

学
的

検
査

(Ⅱ
)の

項
で

は
算

定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

「
１

」
の

下
垂

体
前

葉
負

荷
試

験
に

含
ま

れ
る

も
の

と
し

て
は

、
下

記
の

も
の

が
あ

る
。

 

ア
 

成
長

ホ
ル

モ
ン

（
Ｇ

Ｈ
）

に
つ

い
て

は
、

イ
ン

ス
リ

ン
負

荷
、

ア
ル

ギ
ニ

ン
負

荷
、

Ｌ
－

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ａ

負

荷
、

ク
ロ

ニ
ジ

ン
負

荷
、

グ
ル

カ
ゴ

ン
負

荷
、

プ
ロ

プ
ラ

ノ
ロ

ー
ル

負
荷

、
ブ

ロ
モ

ク
リ

プ
チ

ン
負

荷
、

睡
眠

負
荷

等
 

（ ）（ ） 397396

２
－
⑶　
検　
査
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別
途

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

９
１

－
３

 
 
内

服
・

点
滴

誘
発

試
験

 

(
１

)
 

貼
付

試
験

、
皮

内
反

応
、

リ
ン

パ
球

幼
若

化
検

査
等

で
診

断
が

つ
か

な
い

薬
疹

の
診

断
を

目
的

と
し

た
場

合
で

あ
っ

て
、

入
院

中
の

患
者

に
対

し
て

被
疑

薬
を

内
服

若
し

く
は

点
滴

・
静

注
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で

き
る

。
 

(
２

)
 

検
査

を
行

う
に

当
た

っ
て

は
、

内
服

・
点

滴
誘

発
試

験
の

危
険

性
、

必
要

性
、

検
査

方
法

及
び

そ
の

他
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

、
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

に
対

し
て

文
書

に
よ

り
説

明
の

上
交

付
す

る
と

と
も

に
、

そ

の
文

書
の

写
し

を
診

療
録

に
添

付
す

る
こ

と
。

 

［
内

視
鏡

検
査

に
係

る
共

通
事

項
（

区
分

番
号

「
Ｄ

２
９

５
」

か
ら

区
分

番
号

「
Ｄ

３
２

５
」

ま
で

）
］

 

(
１

)
 

本
節

の
通

則
に

よ
る

新
生

児
加

算
又

は
乳

幼
児

加
算

を
行

う
場

合
に

は
、

超
音

波
内

視
鏡

検
査

加
算

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
な

い
も

の
と

す
る

。
 

(
２

)
 

内
視

鏡
検

査
の

「
通

則
２

」
に

よ
る

算
定

に
お

い
て

、
区

分
番

号
「

Ｄ
３

１
３

」
大

腸
内

視
鏡

検
査

の

「
１

」
の

イ
、

ロ
及

び
ハ

に
つ

い
て

は
、

同
一

の
検

査
と

し
て

扱
う

。
ま

た
、

準
用

が
通

知
さ

れ
て

い
る

検

査
に

つ
い

て
は

、
当

該
検

査
が

準
ず

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
検

査
と

同
一

の
検

査
と

し
て

扱
う

。
 

(
３

)
 

通
則

３
の

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
医

療
機

関
で

撮
影

し
た

内
視

鏡
写

真
に

つ
い

て
診

断
を

行
っ

た
場

合
の

点
数

は
、

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

０
」

に
掲

げ
る

初
診

料
（

注
５

に
規

定
す

る
２

つ
目

の
診

療
科

に
係

る

初
診

料
を

含
む

。
）

を
算

定
し

た
日

に
限

り
、

算
定

で
き

る
。

 

(
４

)
 

「
通

則
５

」
の

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
す

る
内

視
鏡

検
査

（
区

分
番

号
「

Ｄ
３

２
４

」
及

び

「
Ｄ

３
２

５
」

を
除

く
。

以
下

、
「

通
則

５
」

に
係

る
留

意
事

項
に

お
い

て
、

「
内

視
鏡

検
査

」
と

い
う

。
）

の
休

日
加

算
、

時
間

外
加

算
又

は
深

夜
加

算
は

、
次

の
場

合
に

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

内
視

鏡
検

査
が

保

険
医

療
機

関
又

は
保

険
医

の
都

合
に

よ
り

休
日

、
時

間
外

又
は

深
夜

に
行

わ
れ

た
場

合
に

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
ア

)
 

休
日

加
算

、
時

間
外

加
算

又
は

深
夜

加
算

が
算

定
で

き
る

初
診

又
は

再
診

に
引

き
続

き
行

わ
れ

た

緊
急

内
視

鏡
検

査
の

場
合

 

(
イ

)
 

初
診

又
は

再
診

に
引

き
続

い
て

、
内

視
鏡

検
査

に
必

要
不

可
欠

な
検

査
等

を
行

っ
た

後
速

や
か

に

内
視

鏡
検

査
（

休
日

に
行

う
も

の
又

は
そ

の
開

始
時

間
（

患
者

に
対

し
直

接
施

療
し

た
時

を
い

う
。

）

が
診

療
時

間
以

外
の

時
間

若
し

く
は

深
夜

で
あ

る
も

の
に

限
る

。
）

を
開

始
し

た
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

初
診

又
は

再
診

か
ら

内
視

鏡
検

査
の

開
始

時
間

ま
で

の
間

が
８

時
間

以
内

で
あ

る
場

合
（

当
該

内
視

鏡
検

査
の

開
始

時
間

が
入

院
手

続
き

の
後

の
場

合
を

含
む

。
）

 

(
５

)
 

「
通

則
５

」
の

入
院

中
の

患
者

に
対

す
る

内
視

鏡
検

査
の

休
日

加
算

又
は

深
夜

加
算

は
、

病
状

の
急

変
に

よ
り

、
休

日
に

緊
急

内
視

鏡
検

査
を

行
っ

た
場

合
又

は
開

始
時

間
が

深
夜

で
あ

る
緊

急
内

視
鏡

検
査

を
行

っ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

た
だ

し
、

内
視

鏡
検

査
が

保
険

医
療

機
関

又
は

保
険

医
の

都
合

に
よ

り
休

日
又

は
深

夜
に

行
わ

れ
た

場
合

に
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
６

)
 

「
通

則
５

」
の

休
日

加
算

、
時

間
外

加
算

又
は

深
夜

加
算

の
対

象
と

な
る

時
間

の
取

扱
い

は
初

診
料

と
同

様
で

あ
り

、
区

分
番

号
「

Ａ
０

０
０

」
初

診
料

の
注

９
又

は
区

分
番

号
「

Ａ
０

０
１

」
再

診
料

の
注

７
に

規

定
す

る
夜

間
・

早
朝

等
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

通
則

５
の

休
日

加
算

、
時

間
外

加
算

又
は

深

夜
加

算
は

算
定

し
な

い
。

 

(
７

)
 

「
通

則
５

」
の

休
日

加
算

、
時

間
外

加
算

又
は

深
夜

加
算

に
係

る
「

所
定

点
数

」
と

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
９

５
」

か
ら

「
Ｄ

３
２

３
」

ま
で

に
掲

げ
ら

れ
た

点
数

及
び

各
注

に
よ

る
加

算
を

合
計

し
た

点
数

で
あ

り
、

内
視

鏡
検

査
の

通
則

に
お

け
る

費
用

は
含

ま
な

い
。

た
だ

し
、

同
一

の
患

者
に

つ
き

同
一

月
に

お
い

て
同

一

 
-
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法
等

で
あ

る
。

 

イ
 

検
査

に
伴

っ
て

行
っ

た
注

射
、

検
体

採
取

、
検

体
測

定
及

び
エ

ッ
ク

ス
線

透
視

の
費

用
は

、
別

に
算

定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

「
３

」
の

胆
道

機
能

テ
ス

ト
は

、
十

二
指

腸
ゾ

ン
デ

を
十

二
指

腸
乳

頭
部

ま
で

挿
入

し
、

胆
道

刺
激

物
を

投
与

し
て

十
二

指
腸

液
を

分
画

採
取

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
４

」
の

セ
ク

レ
チ

ン
試

験
は

、
十

二
指

腸
液

採
取

用
二

重
管

を
十

二
指

腸
ま

で
挿

入
し

、
膵

外
分

泌
刺

激
ホ

ル
モ

ン
で

あ
る

セ
ク

レ
チ

ン
を

静
脈

注
射

し
、

刺
激

後
の

膵
液

量
、

重
炭

酸
濃

度
及

び
ア

ミ
ラ

ー
ゼ

排

出
量

を
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

た
だ

し
、

セ
ク

レ
チ

ン
注

射
の

手
技

料
、

測
定

に
要

す
る

費
用

、
血

清
酵

素
逸

脱
誘

発
試

験
の

費
用

等
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

(
４

)
 

「
注

」
の

注
射

と
は

、
第

６
部

第
１

節
第

１
款

の
注

射
実

施
料

を
い

い
、

施
用

し
た

薬
剤

の
費

用
は

、
別

途
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
２

９
０

 
卵

管
通

気
・

通
水

・
通

色
素

検
査

、
ル

ビ
ン

テ
ス

ト
 

卵
管

通
気

・
通

水
・

通
色

素
検

査
、

ル
ビ

ン
テ

ス
ト

の
所

定
点

数
は

、
そ

れ
ぞ

れ
両

側
に

つ
い

て
の

点
数

で
あ

り
、

検
査

の
種

類
及

び
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

９
０

－
２

 
尿

失
禁

定
量

テ
ス

ト
（

パ
ッ

ド
テ

ス
ト

）
 

尿
失

禁
定

量
テ

ス
ト

(
パ

ッ
ド

テ
ス

ト
)
は

、
尿

失
禁

患
者

に
お

い
て

、
体

動
時

の
失

禁
尿

を
パ

ッ
ド

に
よ

り
採

取
し

、
定

量
的

な
尿

失
禁

の
評

価
を

行
う

も
の

で
あ

り
、

１
月

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

使

用
さ

れ
る

パ
ッ

ド
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

Ｄ
２

９
１

 
 
皮

内
反

応
検

査
、

ヒ
ナ

ル
ゴ

ン
テ

ス
ト

、
鼻

ア
レ

ル
ギ

ー
誘

発
試

験
、

過
敏

性
転

嫁
検

査
、

薬
物

光

線
貼

布
試

験
、

最
小

紅
斑

量
（

Ｍ
Ｅ

Ｄ
）

測
定

 

(
１

)
 

皮
内

反
応

検
査

と
は

、
ツ

ベ
ル

ク
リ

ン
反

応
、

各
種

ア
レ

ル
ゲ

ン
の

皮
膚

貼
布

試
験

（
皮

内
テ

ス
ト

、
ス

ク
ラ

ッ
チ

テ
ス

ト
を

含
む

。
）

等
で

あ
り

、
ツ

ベ
ル

ク
リ

ン
、

ア
レ

ル
ゲ

ン
等

検
査

に
使

用
し

た
薬

剤
に

係

る
費

用
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
５

０
０

」
薬

剤
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

数
種

の
ア

レ
ル

ゲ
ン

又
は

濃
度

の
異

な
っ

た
ア

レ
ル

ゲ
ン

を
用

い
て

皮
内

反
応

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

き
１

箇
所

と
し

て
所

定
点

数
を

算
定

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

(
３

)
 

薬
物

投
与

に
当

た
り

、
あ

ら
か

じ
め

皮
内

反
応

、
注

射
等

に
よ

る
過

敏
性

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

皮
内

反
応

検
査

の
所

定
点

数
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
４

)
 

薬
物

光
線

貼
布

試
験

、
最

小
紅

斑
量

（
Ｍ

Ｅ
Ｄ

）
測

定
は

、
１

照
射

に
つ

き
１

箇
所

と
し

て
算

定
す

る
。

 

Ｄ
２

９
１

－
２

 
小

児
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

負
荷

検
査

 

(
１

)
 

問
診

及
び

血
液

検
査

等
か

ら
、

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
が

強
く

疑
わ

れ
る

９
歳

未
満

の
小

児
に

対
し

、
原

因
抗

原
の

特
定

、
耐

性
獲

得
の

確
認

の
た

め
に

、
食

物
負

荷
検

査
を

実
施

し
た

場
合

に
、

1
2
月

に
２

回
を

限
度

と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

検
査

を
行

う
に

当
た

っ
て

は
、

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
負

荷
検

査
の

危
険

性
、

必
要

性
、

検
査

方
法

及
び

そ
の

他
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

、
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

に
対

し
て

文
書

に
よ

り
説

明
の

上
交

付
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

文
書

の
写

し
を

診
療

録
に

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

負
荷

試
験

食
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

(
４

)
 

小
児

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
の

診
療

に
当

た
っ

て
は

、
「

A
M
E
D
研

究
班

に
よ

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
診

療
の

手

引
き

2
0
1
7
」

を
参

考
と

す
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

「
注

２
」

の
注

射
と

は
、

第
６

部
第

１
節

第
１

款
の

注
射

実
施

料
を

い
い

、
施

用
し

た
薬

剤
の

費
用

は
、
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(
１

)
 

内
視

鏡
下

嚥
下

機
能

検
査

は
、

嚥
下

機
能

が
低

下
し

た
患

者
に

対
し

て
、

喉
頭

内
視

鏡
等

を
用

い
て

直
接

観
察

下
に

着
色

水
を

嚥
下

さ
せ

、
嚥

下
反

射
惹

起
の

タ
イ

ミ
ン

グ
、

着
色

水
の

咽
頭

残
留

及
び

誤
嚥

の
程

度

を
指

標
に

嚥
下

機
能

を
評

価
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

内
視

鏡
下

嚥
下

機
能

検
査

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

９
８

」
嗅

裂
部

・
鼻

咽
腔

・
副

鼻
腔

入
口

部
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

及
び

区
分

番
号

「
Ｄ

２
９

９
」

喉
頭

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
を

２
つ

以
上

行
っ

た
場

合
は

、
主

た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

Ｄ
３

０
２

 
気

管
支

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
 

「
注

」
の

気
管

支
肺

胞
洗

浄
法

検
査

同
時

加
算

は
、

肺
胞

蛋
白

症
、

サ
ル

コ
イ

ド
ー

シ
ス

等
の

診
断

の
た

め
に

気
管

支
肺

胞
洗

浄
を

行
い

、
洗

浄
液

を
採

取
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｄ
３

０
２

－
２

 
気

管
支

カ
テ

ー
テ

ル
気

管
支

肺
胞

洗
浄

法
検

査
 

(
１

)
 

気
管

支
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

を
使

用
せ

ず
に

気
管

支
肺

胞
洗

浄
用

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

て
気

管
支

肺
胞

洗
浄

を
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

人
工

呼
吸

器
使

用
中

の
患

者
で

あ
っ

て
、

浸
潤

影
が

肺
の

両
側

に
お

い
て

、
び

ま
ん

性
を

示
す

こ
と

を
胸

部
Ｘ

線
画

像
等

で
確

認
し

た
患

者
に

対
し

て
、

肺
炎

の
診

断
に

関
連

し
た

培
養

検
体

採
取

の
た

め
に

実
施

し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

(
３

)
 

本
検

査
と

区
分

番
号

「
Ｄ

３
０

２
」

の
注

の
気

管
支

肺
胞

洗
浄

法
検

査
を

同
一

入
院

期
間

中
に

そ
れ

ぞ
れ

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
３

０
４

 
 
縦

隔
鏡

検
査

 

縦
隔

鏡
検

査
は

、
主

に
胸

部
（

肺
及

び
縦

隔
）

の
疾

病
の

鑑
別

、
肺

癌
の

転
移

の
有

無
、

手
術

適
応

の
決

定
の

た
め

に
用

い
ら

れ
る

も
の

を
い

う
。

 

Ｄ
３

０
６

 
 
食

道
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

 

(
１

)
 

「
注

」
の

粘
膜

点
墨

法
と

は
、

治
療

範
囲

の
決

定
、

治
療

後
の

部
位

の
追

跡
等

を
目

的
と

し
て

、
内

視
鏡

直
視

下
に

無
菌

の
墨

汁
を

消
化

管
壁

に
極

少
量

注
射

し
て

点
状

の
目

印
を

入
れ

る
も

の
で

あ
る

。
 

(
２

)
 

表
在

性
食

道
が

ん
の

診
断

の
た

め
の

食
道

ヨ
ー

ド
染

色
法

は
、

粘
膜

点
墨

法
に

準
ず

る
。

た
だ

し
、

染
色

に
使

用
さ

れ
る

ヨ
ー

ド
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

(
３

)
 

「
注

２
」

の
狭

帯
域

光
強

調
加

算
は

、
拡

大
内

視
鏡

を
用

い
た

場
合

で
あ

っ
て

、
狭

い
波

長
帯

に
よ

る
画

像
を

利
用

し
た

観
察

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
４

)
 

関
連

す
る

学
会

の
消

化
器

内
視

鏡
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
消

化
器

内
視

鏡
の

洗
浄

消
毒

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

Ｄ
３

０
８

 
胃

・
十

二
指

腸
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

 

関
連

す
る

学
会

の
消

化
器

内
視

鏡
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
消

化
器

内
視

鏡
の

洗
浄

消
毒

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

Ｄ
３

０
９

 
 
胆

道
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

 

関
連

す
る

学
会

の
消

化
器

内
視

鏡
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
消

化
器

内
視

鏡
の

洗
浄

消
毒

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

Ｄ
３

１
０

 
小

腸
内

視
鏡

検
査

 

(
１

)
 

「
２

」
の

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
は

、
次

の
場

合
に

算
定

す
る

。
 

ア
 

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
は

、
消

化
器

系
の

内
科

又
は

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤

の
医

師
が

１
人

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
な

お
、

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

の
滞

留
に

適
切

に
対

処
で

き
る

体
制

が
整

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

す
る

こ
と

。
 

 
-
 3
2
6
 -
 

検
査

を
２

回
以

上
実

施
し

た
場

合
に

お
け

る
２

回
目

以
降

の
検

査
で

あ
る

場
合

「
所

定
点

数
」

は
、

区
分

番

号
「

Ｄ
２

９
５

」
か

ら
「

Ｄ
３

２
３

」
ま

で
に

掲
げ

ら
れ

た
点

数
及

び
各

注
に

よ
る

加
算

を
合

計
し

た
点

数

の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

と
す

る
。

 

(
８

)
 

内
視

鏡
検

査
に

際
し

て
第

２
章

第
1
1

部
に

掲
げ

る
麻

酔
を

行
っ

た
場

合
は

、
麻

酔
の

費
用

を
別

に
算

定

す
る

。
 

(
９

)
 

内
視

鏡
検

査
で

麻
酔

手
技

料
を

別
に

算
定

で
き

な
い

麻
酔

を
行

っ
た

場
合

の
薬

剤
料

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

５
０

０
」

薬
剤

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
1
0
)
 

処
置

又
は

手
術

と
同

時
に

行
っ

た
内

視
鏡

検
査

は
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
1
1
)
 

内
視

鏡
検

査
当

日
に

、
検

査
に

関
連

し
て

行
う

第
６

部
第

１
節

第
１

款
の

注
射

実
施

料
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
1
2
)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
９

５
」

関
節

鏡
検

査
か

ら
区

分
番

号
「

Ｄ
３

２
５

」
肺

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
、

肝
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

、
膵

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
ま

で
に

掲
げ

る
内

視
鏡

検
査

は
、

次
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

ア
 

生
検

用
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

を
使

用
し

て
組

織
の

採
取

を
行

っ
た

場
合

は
、

採
取

し
た

組
織

の
個

数

に
か

か
わ

ら
ず

、
１

回
の

内
視

鏡
検

査
に

つ
い

て
区

分
番

号
「

Ｄ
４

１
４

」
内

視
鏡

下
生

検
法

に
掲

げ
る

所
定

点
数

を
別

に
算

定
す

る
。

 

イ
 

互
い

に
近

接
す

る
部

位
の

２
以

上
の

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
検

査
を

連
続

的
に

行
っ

た
場

合
に

は
、

主

た
る

検
査

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

ウ
 

内
視

鏡
検

査
を

エ
ッ

ク
ス

線
透

視
下

に
お

い
て

行
っ

た
場

合
に

あ
っ

て
も

、
区

分
番

号
「

Ｅ
０

０
０

」

透
視

診
断

は
算

定
し

な
い

。
 

エ
 

写
真

診
断

を
行

っ
た

場
合

は
、

使
用

フ
ィ

ル
ム

代
（

現
像

料
及

び
郵

送
料

を
含

む
が

、
書

留
代

等
は

除

く
。

）
を

1
0

円
で

除
し

て
得

た
点

数
を

加
算

し
て

算
定

す
る

が
、

区
分

番
号

「
Ｅ

０
０

２
」

撮
影

及
び

区
分

番
号

「
Ｅ

０
０

１
」

写
真

診
断

は
算

定
し

な
い

。
 

オ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
医

療
機

関
で

撮
影

し
た

内
視

鏡
写

真
に

つ
い

て
診

断
の

み
を

行
っ

た
場

合

は
、

診
断

料
と

し
て

１
回

に
つ

き
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
が

、
患

者
が

当
該

傷
病

に
つ

き
当

該
医

療
機

関
で

受
診

し
て

い
な

い
場

合
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
1
3
)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

３
０

６
」

食
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
、

「
Ｄ

３
０

８
」

胃
・

十
二

指
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
、

「
Ｄ

３
１

０
」

小
腸

内
視

鏡
検

査
、

「
Ｄ

３
１

２
」

直
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
又

は
「

Ｄ
３

１

３
」

大
腸

内
視

鏡
検

査
を

行
う

際
に

、
イ

ン
ジ

ゴ
カ

ル
ミ

ン
、

メ
チ

レ
ン

ブ
ル

ー
、

ト
ル

イ
ジ

ン
ブ

ル
ー

、

コ
ン

ゴ
ー

レ
ッ

ド
等

に
よ

る
色

素
内

視
鏡

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
粘

膜
点

墨
法

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
た

だ

し
、

使
用

さ
れ

る
色

素
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

(
1
4
)
 

内
視

鏡
検

査
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
学

会
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
に

基
づ

き
、

必
要

な
消

毒
及

び
洗

浄
を

適
切

に
行

う
こ

と
。

 

(
1
5
)
 

鎮
静

下
に

内
視

鏡
検

査
を

実
施

す
る

場
合

に
は

、
モ

ニ
タ

ー
等

で
患

者
の

全
身

状
態

の
把

握
を

行
う

こ
と

。
 

Ｄ
２

９
６

－
２

 
鼻

咽
腔

直
達

鏡
検

査
 

鼻
咽

腔
直

達
鏡

検
査

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

２
９

８
」

嗅
裂

部
・

鼻
咽

腔
・

副
鼻

腔
入

口
部

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
と

同
時

に
行

っ
た

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｄ
２

９
８

 
嗅

裂
部

・
鼻

咽
腔

・
副

鼻
腔

入
口

部
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

 

嗅
裂

部
・

鼻
咽

腔
・

副
鼻

腔
入

口
部

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
に

つ
い

て
は

、
嗅

裂
部

・
鼻

咽
腔

・
副

鼻
腔

入
口

部
の

全
域

に
わ

た
っ

て
の

一
連

の
検

査
と

し
て

算
定

す
る

。
 

Ｄ
２

９
８

－
２

 
 
内

視
鏡

下
嚥

下
機

能
検

査
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ウ
 

大
腸

内
視

鏡
検

査
が

必
要

で
あ

る
が

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

、
身

体
的

負
担

に
よ

り
大

腸
フ

ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
が

実
施

困
難

で
あ

る
と

判
断

さ
れ

た
患

者
に

用
い

た
場

合
 

①
 

以
下

の
(
イ

)
か

ら
(
ニ

)
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
 

(
イ

)
 

３
剤

の
異

な
る

降
圧

剤
を

用
い

て
も

血
圧

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
不

良
の

高
血

圧
症

（
収

縮
期

血
圧

1
6
0
m
m
H
g
以

上
）

 

(
ロ

)
 

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

（
１

秒
率

 
7
0
％

未
満

）
 

(
ハ

)
 

６
か

月
以

上
の

内
科

的
治

療
に

よ
っ

て
も

十
分

な
効

果
が

得
ら

れ
な

い
B
M
I
が

3
5
以

上
の

高
度

肥
満

症
の

患
者

で
あ

っ
て

、
糖

尿
病

、
高

血
圧

症
、

脂
質

異
常

症
又

は
閉

塞
性

睡
眠

時
無

呼
吸

症

候
群

の
う

ち
１

つ
以

上
を

合
併

し
て

い
る

患
者

 

(
ニ

)
 

左
室

駆
出

率
低

下
（

Ｌ
Ｖ

Ｅ
Ｆ

 
4
0
％

未
満

）
 

②
 

放
射

線
医

学
的

に
大

腸
過

長
症

と
診

断
さ

れ
て

お
り

、
か

つ
慢

性
便

秘
症

で
、

大
腸

内
視

鏡
検

査
が

実
施

困
難

で
あ

る
と

判
断

さ
れ

た
場

合
。

大
腸

過
長

症
は

S
状

結
腸

ル
ー

プ
が

腸
骨

稜
を

超
え

て
頭

側

に
存

在
、

横
行

結
腸

が
腸

骨
稜

よ
り

尾
側

の
骨

盤
内

に
存

在
又

は
肝

弯
曲

や
脾

弯
曲

が
ル

ー
プ

を
描

い

て
い

る
場

合
と

し
、

慢
性

便
秘

症
は

Ｒ
ｏ

ｍ
ｅ

 
Ⅳ

基
準

と
す

る
。

ま
た

診
断

根
拠

と
な

っ
た

画
像

を

診
療

録
に

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

同
一

の
患

者
に

つ
き

、
「

１
」

の
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

に
よ

る
も

の
と

「
２

」
の

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
を

併
せ

て
２

回
以

上
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
(
２

)
の

イ

に
掲

げ
る

場
合

は
、

併
せ

て
２

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

「
２

」
の

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
は

、
消

化
器

系
の

内
科

又
は

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

人
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

な
お

、
カ

プ
セ

ル
型

内
視

鏡
の

滞

留
に

適
切

に
対

処
で

き
る

体
制

が
整

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

す
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

「
２

」
の

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

に
よ

り
大

腸
内

視
鏡

検
査

を
実

施
し

た
場

合
は

、
診

療
報

酬
請

求
に

当
た

っ
て

、
診

療
報

酬
明

細
書

に
症

状
詳

記
を

添
付

す
る

こ
と

。
さ

ら
に

、
(
２

)
の

ア
の

場
合

は
大

腸
フ

ァ
イ

バ

ー
ス

コ
ピ

ー
を

実
施

し
た

日
付

を
明

記
し

、
(
２

)
の

イ
又

は
ウ

の
場

合
は

大
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
が

実

施
困

難
な

理
由

を
明

記
す

る
こ

と
。

 

Ｄ
３

１
４

 
 
腹

腔
鏡

検
査

 

(
１

)
 

人
工

気
腹

術
は

、
腹

腔
鏡

検
査

に
伴

っ
て

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

腹
腔

鏡
検

査
を

、
区

分
番

号
「

Ｄ
３

１
５

」
腹

腔
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

と
同

時
に

行
っ

た
場

合
は

主
た

る
も

の
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

Ｄ
３

１
７

 
 
膀

胱
尿

道
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

 

(
１

)
 

膀
胱

尿
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
は

軟
性

膀
胱

鏡
を

用
い

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

膀
胱

尿
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
を

必
要

と
す

る
場

合
に

お
い

て
、

膀
胱

結
石

等
に

よ
り

疼
痛

が
甚

し
い

と
き

、
あ

る
い

は
著

し
く

患
者

の
知

覚
過

敏
な

と
き

等
に

キ
シ

ロ
カ

イ
ン

ゼ
リ

ー
を

使
用

し
た

場
合

に
お

け

る
薬

剤
料

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

５
０

０
」

薬
剤

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

膀
胱

尿
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
に

イ
ン

ジ
ゴ

カ
ル

ミ
ン

を
使

用
し

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

８
９

」

そ
の

他
の

機
能

テ
ス

ト
の

「
２

」
の

所
定

点
数

を
併

せ
て

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

膀
胱

尿
道

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
に

つ
い

て
は

、
前

部
尿

道
か

ら
膀

胱
ま

で
の

一
連

の
検

査
を

含
む

も
の

と
す

る
。

 

(
５

)
 

「
注

」
の

狭
帯

域
光

強
調

加
算

は
、

上
皮

内
癌

（
Ｃ

Ｉ
Ｓ

）
と

診
断

さ
れ

た
患

者
に

対
し

、
治

療
方

針
の

決
定

を
目

的
に

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

 
-
 3
2
8
 -
 

イ
 

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

の
適

用
対

象
（

患
者

）
に

つ
い

て
は

、
薬

事
承

認
の

内
容

に
従

う
こ

と
。

 

ウ
 

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

を
使

用
し

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
診

療
報

酬
請

求
に

当
た

っ
て

、
診

療
報

酬
明

細

書
に

症
状

詳
記

を
添

付
す

る
。

 

(
２

)
 

小
腸

内
視

鏡
検

査
は

、
２

種
類

以
上

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
「

２
」

の
カ

プ
セ

ル
型

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

を
行

っ
た

後
に

、
診

断
の

確
定

又
は

治
療

を
目

的
と

し
て

「
１

」
の

バ

ル
ー

ン
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
は

、
い

ず
れ

の
点

数
も

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

関
連

す
る

学
会

の
消

化
器

内
視

鏡
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
消

化
器

内
視

鏡
の

洗
浄

消
毒

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

Ｄ
３

１
０

－
２

 
消

化
管

通
過

性
検

査
 

消
化

管
通

過
性

検
査

は
、

消
化

管
の

狭
窄

又
は

狭
小

化
を

有
す

る
又

は
疑

わ
れ

る
患

者
に

対
し

て
、

区
分

番
号

「
Ｄ

３
１

０
」

小
腸

内
視

鏡
検

査
の

「
３

」
の

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
を

実
施

す
る

前
に

、
カ

プ
セ

ル

型
内

視
鏡

と
形

・
大

き
さ

が
同

一
の

造
影

剤
入

り
カ

プ
セ

ル
を

患
者

に
内

服
さ

せ
、

消
化

管
の

狭
窄

や
狭

小
化

を

評
価

し
た

場
合

に
、

一
連

の
検

査
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

ま
た

、
区

分
番

号
「

Ｅ
０

０
１

」
の

写
真

診

断
及

び
区

分
番

号
「

Ｅ
０

０
２

」
の

撮
影

は
別

に
算

定
で

き
る

。
 

Ｄ
３

１
１

 
直

腸
鏡

検
査

 

(
１

)
 

直
腸

鏡
検

査
を

、
区

分
番

号
「

Ｄ
３

１
１

－
２

」
肛

門
鏡

検
査

と
同

時
に

行
っ

た
場

合
は

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

肛
門

部
の

観
察

の
み

を
行

っ
た

場
合

は
、

直
腸

鏡
検

査
で

は
な

く
、

区
分

番
号

「
Ｄ

３
１

１
－

２
」

肛
門

鏡
検

査
を

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

コ
ロ

ン
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

法
は

、
直

腸
鏡

検
査

の
所

定
点

数
に

、
検

鏡
診

断
料

と
し

て
沈

渣
塗

抹
染

色
に

よ
る

細
胞

診
断

の
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｎ
０

０
４

」
細

胞
診

（
１

部
位

に
つ

き
）

の
所

定
点

数
を

、
ま

た
、

包

埋
し

組
織

切
片

標
本

を
作

製
し

検
鏡

す
る

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｎ

０
０

０
」

病
理

組
織

標
本

作
製

（
１

臓

器
に

つ
き

）
の

所
定

点
数

を
併

せ
て

算
定

す
る

。
 

Ｄ
３

１
１

－
２

 
肛

門
鏡

検
査

 

肛
門

鏡
検

査
を

、
区

分
番

号
「

Ｄ
３

１
１

」
直

腸
鏡

検
査

と
同

時
に

行
っ

た
場

合
は

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

Ｄ
３

１
２

 
直

腸
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

 

関
連

す
る

学
会

の
消

化
器

内
視

鏡
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
消

化
器

内
視

鏡
の

洗
浄

消
毒

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

Ｄ
３

１
２

－
２

 
回

腸
嚢

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
 

関
連

す
る

学
会

の
消

化
器

内
視

鏡
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
消

化
器

内
視

鏡
の

洗
浄

消
毒

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

Ｄ
３

１
３

 
大

腸
内

視
鏡

検
査

 

(
１

)
 

「
１

」
の

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
に

よ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

関
連

す
る

学
会

の
消

化
器

内
視

鏡
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
消

化
器

内
視

鏡
の

洗
浄

消
毒

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

(
２

)
 

「
２

」
の

カ
プ

セ
ル

型
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
は

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

ア
 

大
腸

内
視

鏡
検

査
が

必
要

で
あ

り
、

大
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
を

実
施

し
た

が
、

腹
腔

内
の

癒
着

等

に
よ

り
回

盲
部

ま
で

到
達

で
き

な
か

っ
た

患
者

に
用

い
た

場
合

 

イ
 

大
腸

内
視

鏡
検

査
が

必
要

で
あ

る
が

、
腹

部
手

術
歴

が
あ

り
癒

着
が

想
定

さ
れ

る
場

合
等

、
器

質
的

異

常
に

よ
り

大
腸

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
が

実
施

困
難

で
あ

る
と

判
断

さ
れ

た
患

者
に

用
い

た
場

合
 

（ ）（ ） 401400

２
－
⑶　
検　
査



 
-
 3
3
1
 -
 

(
３

)
 
 
腰

椎
穿

刺
、

胸
椎

穿
刺

又
は

頸
椎

穿
刺

 

(
４

)
 
 
骨

髄
穿

刺
 

(
５

)
 
 
関

節
穿

刺
 

(
６

)
 

上
顎

洞
穿

刺
並

び
に

扁
桃

周
囲

炎
又

は
扁

桃
周

囲
膿

瘍
に

お
け

る
試

験
穿

刺
 

(
７

)
 
 
腎

嚢
胞

又
は

水
腎

症
穿

刺
 

(
８

)
 

ダ
グ

ラ
ス

窩
穿

刺
 

(
９

)
 

リ
ン

パ
節

等
穿

刺
 

(
1
0
)
 

乳
腺

穿
刺

 

(
1
1
)
 

甲
状

腺
穿

刺
 

４
 

区
分

番
号

「
Ｄ

４
０

９
」

リ
ン

パ
節

等
穿

刺
又

は
針

生
検

か
ら

区
分

番
号

「
Ｄ

４
１

３
」

前
立

腺
針

生
検

法
ま

で
に

掲
げ

る
も

の
を

Ｃ
Ｔ

透
視

下
に

行
っ

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｅ
２

０
０

」
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

撮
影

（
Ｃ

Ｔ
撮

影
）

の
所

定
点

数
を

別
途

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
第

２
章

第
４

部
第

３
節

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影

診
断

料
の

「
通

則
２

」
に

規
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

「
通

則
２

」
に

掲
げ

る
点

数
を

算
定

す
る

。
 

Ｄ
４

０
０

 
血

液
採

取
 

血
液

採
取

に
係

る
乳

幼
児

加
算

は
、

「
１

」
の

静
脈

及
び

「
２

」
の

そ
の

他
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

加
算

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

Ｄ
４

０
４

－
２

 
 
骨

髄
生

検
 

骨
髄

生
検

は
、

骨
髄

生
検

針
を

用
い

て
採

取
し

た
場

合
に

の
み

算
定

で
き

る
。

骨
髄

穿
刺

針
を

用
い

た
場

合
は

区
分

番
号

「
Ｄ

４
０

４
」

骨
髄

穿
刺

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｄ
４

０
９

－
２

 
 
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

生
検

 

(
１

)
 

触
診

及
び

画
像

診
断

の
結

果
、

腋
窩

リ
ン

パ
節

へ
の

転
移

が
認

め
ら

れ
な

い
乳

が
ん

に
係

る
手

術
を

予
定

し
て

い
る

場
合

の
み

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
を

乳
房

悪
性

腫
瘍

手
術

と
同

一
日

に
行

う
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
４

７
６

」

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

の
注

１
又

は
注

２
で

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
に

伴
う

放
射

性
同

位
元

素
の

薬
剤

料
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
５

０
０

」
薬

剤
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

放
射

性
同

位
元

素
の

検
出

に
要

す
る

費
用

は
、

区
分

番
号

「
Ｅ

１
０

０
」

シ
ン

チ
グ

ラ
ム

（
画

像
を

伴
う

も
の

）
の

「
１

」
部

分
（

静
態

）
（

一
連

に
つ

き
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

摘
出

し
た

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
の

病
理

診
断

に
係

る
費

用
は

、
第

1
3

部
病

理
診

断
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

Ｄ
４

１
２

 
経

皮
的

針
生

検
法

 

経
皮

的
針

生
検

法
と

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

４
０

４
－

２
」

、
区

分
番

号
「

Ｄ
４

０
９

」
、

区
分

番
号

「
Ｄ

４
１

０
」

、
区

分
番

号
「

Ｄ
４

１
１

」
、

区
分

番
号

「
Ｄ

４
１

２
－

２
」

及
び

区
分

番
号

「
Ｄ

４
１

３
」

に
掲

げ
る

針

生
検

以
外

の
臓

器
に

係
る

経
皮

的
針

生
検

を
い

う
。

 

な
お

、
所

定
点

数
に

は
透

視
（

Ｃ
Ｔ

透
視

を
除

く
。

）
、

心
電

図
検

査
及

び
超

音
波

検
査

が
含

ま
れ

て
お

り
、

別
途

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
４

１
２

－
２

 
経

皮
的

腎
生

検
法

 

所
定

点
数

に
は

心
電

図
検

査
及

び
超

音
波

検
査

が
含

ま
れ

て
お

り
、

別
途

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
４

１
４

 
内

視
鏡

下
生

検
法

 

「
１

臓
器

」
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｎ
０

０
０

」
病

理
組

織
標

本
作

製
（

１
臓

器
に

つ
き

）
に

 
-
 3
3
0
 -
 

Ｄ
３

１
７

－
２

 
 
膀

胱
尿

道
鏡

検
査

 

(
１

)
 

膀
胱

尿
道

鏡
検

査
は

硬
性

膀
胱

鏡
を

用
い

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

膀
胱

尿
道

鏡
検

査
を

必
要

と
す

る
場

合
に

お
い

て
、

膀
胱

結
石

等
に

よ
り

疼
痛

が
甚

し
い

と
き

、
あ

る
い

は
著

し
く

患
者

の
知

覚
過

敏
な

と
き

等
に

キ
シ

ロ
カ

イ
ン

ゼ
リ

ー
を

使
用

し
た

場
合

に
お

け
る

薬
剤

料
は

、

区
分

番
号

「
Ｄ

５
０

０
」

薬
剤

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

膀
胱

尿
道

鏡
検

査
に

イ
ン

ジ
ゴ

カ
ル

ミ
ン

を
使

用
し

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
２

８
９

」
そ

の
他

の
機

能
テ

ス
ト

の
「

２
」

の
所

定
点

数
を

併
せ

て
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

膀
胱

尿
道

鏡
検

査
に

つ
い

て
は

、
前

部
尿

道
か

ら
膀

胱
ま

で
の

一
連

の
検

査
を

含
む

も
の

と
す

る
。

 

な
お

、
膀

胱
の

み
又

は
尿

道
の

み
の

観
察

で
は

所
定

点
数

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
５

)
 

「
注

」
の

狭
帯

域
光

強
調

加
算

は
、

上
皮

内
癌

（
Ｃ

Ｉ
Ｓ

）
と

診
断

さ
れ

た
患

者
に

対
し

、
治

療
方

針
の

決
定

を
目

的
に

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

Ｄ
３

１
８

 
 
尿

管
カ

テ
ー

テ
ル

法
（

両
側

）
 

尿
管

カ
テ

ー
テ

ル
法

は
、

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ー

プ
を

用
い

て
尿

管
の

通
過

障
害

、
結

石
、

腫
瘍

等
の

検
索

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
で

き
る

も
の

で
、

同
時

に
行

う
区

分
番

号
「

Ｄ
３

１
７

」
膀

胱
尿

道
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

及

び
区

分
番

号
「

Ｄ
３

１
７

－
２

」
膀

胱
尿

道
鏡

検
査

を
含

む
。

 

な
お

、
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ー
プ

以
外

の
膀

胱
鏡

に
よ

る
場

合
に

は
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

Ｄ
３

１
９

 
腎

盂
尿

管
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

（
片

側
）

 

腎
盂

尿
管

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
の

所
定

点
数

に
は

、
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ー
プ

を
用

い
た

前
部

尿
道

か
ら

腎
盂

ま
で

の
一

連
の

検
査

を
含

む
。

 

  
 

Ｄ
３

２
０

 
 
ヒ

ス
テ

ロ
ス

コ
ピ

ー
 

ヒ
ス

テ
ロ

ス
コ

ピ
ー

に
際

し
て

、
子

宮
腔

内
の

出
血

に
よ

り
子

宮
鏡

検
査

が
困

難
な

た
め

、
子

宮
鏡

検
査

時
の

腔
内

灌
流

液
を

使
用

し
た

場
合

に
お

け
る

薬
剤

料
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
５

０
０

」
薬

剤
に

よ
り

算
定

す
る

。
た

だ

し
、

注
入

手
技

料
は

算
定

し
な

い
。

 

Ｄ
３

２
４

 
血

管
内

視
鏡

検
査

 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
２

０
」

呼
吸

心
拍

監
視

、
新

生
児

心
拍

・
呼

吸
監

視
、

カ
ル

ジ
オ

ス
コ

ー
プ

（
ハ

ー
ト

ス
コ

ー
プ

）
、

カ
ル

ジ
オ

タ
コ

ス
コ

ー
プ

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

Ｄ
３

２
５

 
肺

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
、

肝
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

、
膵

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
 

(
１

)
 

造
影

剤
を

使
用

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

血
管

造
影

等
の

エ
ッ

ク
ス

線
診

断
の

費
用

は
、

別
に

算
定

し
な

い
。

 

(
２

)
 

検
査

を
実

施
し

た
後

の
縫

合
に

要
す

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

 

第
４

節
 

診
断

穿
刺

・
検

体
採

取
料

 

１
 

各
部

位
の

穿
刺

・
針

生
検

に
お

い
て

は
、

同
一

部
位

に
お

い
て

２
か

所
以

上
行

っ
た

場
合

に
も

、
所

定
点

数
の

み
の

算
定

と
す

る
。

 

２
 

診
断

穿
刺

・
検

体
採

取
後

の
創

傷
処

置
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｊ
０

０
０

」
創

傷
処

置
に

お
け

る
手

術
後

の
患

者
に

対
す

る
も

の
と

し
て

翌
日

よ
り

算
定

で
き

る
。

 

３
 
 
同

一
日

に
実

施
さ

れ
た

下
記

に
掲

げ
る

穿
刺

と
同

一
の

処
置

と
し

て
の

穿
刺

に
つ

い
て

は
、

い
ず

れ
か

一
方

の

み
算

定
す

る
。

 

(
１

)
 
 
脳

室
穿

刺
 

(
２

)
 
 
後

頭
下

穿
刺

 

（ ）（ ） 401400

２
－
⑶　
検　
査



 
-
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3
3
 -
 

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

経
気

管
支

凍
結

生
検

法
は

、
採

取
部

位
の

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

の
み

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

３
０

２
」

に
掲

げ
る

気
管

支
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

の
点

数
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
４

１
６

 
臓

器
穿

刺
、

組
織

採
取

 

「
２

」
の

開
腹

に
よ

る
臓

器
穿

刺
、

組
織

採
取

に
つ

い
て

は
、

穿
刺

回
数

、
採

取
臓

器
数

又
は

採
取

し
た

組
織

の
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
１

回
と

し
て

算
定

す
る

。
 

Ｄ
４

１
８

 
子

宮
腟

部
等

か
ら

の
検

体
採

取
 

子
宮

全
摘

術
後

の
腟

端
細

胞
診

を
目

的
と

し
た

検
体

採
取

は
、

「
１

」
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｄ
４

１
９

 
そ

の
他

の
検

体
採

取
 

(
１

)
 

「
１

」
の

胃
液

・
十

二
指

腸
液

採
取

に
つ

い
て

は
、

１
回

採
取

、
分

割
採

取
に

か
か

わ
ら

ず
、

こ
の

項
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
も

の
と

し
、

ゾ
ン

デ
挿

入
に

伴
い

エ
ッ

ク
ス

線
透

視
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て

も
、

エ
ッ

ク
ス

線
透

視
料

は
、

別
に

算
定

し
な

い
。

 

(
２

)
 

「
２

」
の

胸
水

・
腹

水
採

取
の

所
定

点
数

に
は

、
採

取
及

び
簡

単
な

液
検

査
（

肉
眼

的
性

状
観

察
、

リ
バ

ル
タ

反
応

、
顕

微
鏡

に
よ

る
細

胞
の

数
及

び
種

類
の

検
査

）
の

費
用

が
含

ま
れ

る
。

 

な
お

、
塗

抹
染

色
顕

微
鏡

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
１

７
」

排
泄

物
、

滲
出

物
又

は
分

泌
物

の
細

菌
顕

微
鏡

検
査

に
よ

り
、

血
液

化
学

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

０
０

４
」

穿
刺

液

・
採

取
液

検
査

の
「

1
5
」

そ
の

他
に

よ
り

、
細

胞
診

検
査

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｎ

０
０

４
」

細

胞
診

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
４

」
の

前
房

水
採

取
に

つ
い

て
は

、
内

眼
炎

等
の

診
断

を
目

的
に

前
房

水
を

採
取

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

人
工

腎
臓

、
人

工
心

肺
等

の
回

路
か

ら
動

脈
血

採
取

を
行

っ
た

場
合

の
採

血
料

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
５

)
 

副
腎

静
脈

サ
ン

プ
リ

ン
グ

（
一

連
に

つ
き

）
 

ア
 

原
発

性
ア

ル
ド

ス
テ

ロ
ン

症
及

び
原

発
性

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
症

合
併

ク
ッ

シ
ン

グ
症

候
群

の
患

者
に

対

し
て

、
副

腎
静

脈
ま

で
カ

テ
ー

テ
ル

を
進

め
、

左
右

副
腎

静
脈

か
ら

採
血

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

イ
 

副
腎

静
脈

サ
ン

プ
リ

ン
グ

実
施

時
に

副
腎

静
脈

造
影

を
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

は
、

血
管

造
影

等
の

エ

ッ
ク

ス
線

診
断

の
費

用
は

、
別

に
算

定
し

な
い

。
 

ウ
 

副
腎

静
脈

サ
ン

プ
リ

ン
グ

で
実

施
す

る
血

液
採

取
以

外
の

血
液

採
取

は
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
４

１
９

－
２

 
眼

内
液

（
前

房
水

・
硝

子
体

液
）

検
査

 

眼
内

液
（

前
房

水
・

硝
子

体
液

）
検

査
は

、
眼

内
リ

ン
パ

腫
の

診
断

目
的

に
眼

内
液

（
前

房
水

・
硝

子
体

液
）

を
採

取
し

、
Ｅ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ａ

法
に

よ
る

Ｉ
Ｌ

－
1
0
濃

度
と

、
Ｃ

Ｌ
Ｅ

Ｉ
Ａ

法
に

よ
る

Ｉ
Ｌ

－
６

濃
度

を
測

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

眼
内

液
採

取
に

係
る

費
用

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

  
 

 
-
 3
3
2
 -
 

準
ず

る
。

 

Ｄ
４

１
４

－
２

 
 
超

音
波

内
視

鏡
下

穿
刺

吸
引

生
検

法
（

Ｅ
Ｕ

Ｓ
－

Ｆ
Ｎ

Ａ
）

 

(
１

)
 

超
音

波
内

視
鏡

下
穿

刺
吸

引
生

検
法

（
Ｅ

Ｕ
Ｓ

－
Ｆ

Ｎ
Ａ

）
は

コ
ン

ベ
ッ

ク
ス

走
査

型
超

音
波

内
視

鏡
を

用
い

て
、

経
消

化
管

的
に

生
検

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

採
取

部
位

に
応

じ
て

、
内

視
鏡

検
査

の
う

ち
主

た
る

も
の

の
所

定
点

数
を

併
せ

て
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

内
視

鏡
検

査
通

則
「

１
」

に
掲

げ
る

超
音

波
内

視
鏡

検
査

加
算

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

Ｄ
４

１
５

 
経

気
管

肺
生

検
法

 

(
１

)
 

経
気

管
肺

生
検

法
と

同
時

に
行

わ
れ

る
エ

ッ
ク

ス
線

透
視

に
係

る
費

用
は

、
当

該
検

査
料

に
含

ま
れ

る
。

 

ま
た

、
写

真
診

断
を

行
っ

た
場

合
は

、
フ

ィ
ル

ム
代

の
み

算
定

で
き

る
が

、
撮

影
料

、
診

断
料

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

経
気

管
肺

生
検

法
は

、
採

取
部

位
の

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

の
み

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

３
０

２
」

に
掲

げ
る

気
管

支
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

の
点

数
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
４

)
 

Ｃ
Ｔ

透
視

下
と

は
、

気
管

支
鏡

を
用

い
た

肺
生

検
を

行
う

場
合

に
、

Ｃ
Ｔ

を
連

続
的

に
撮

影
す

る
こ

と
を

い
う

。
ま

た
こ

の
場

合
、

Ｃ
Ｔ

に
係

る
費

用
は

別
に

算
定

で
き

る
。

 

Ｄ
４

１
５

－
２

 
超

音
波

気
管

支
鏡

下
穿

刺
吸

引
生

検
法

（
Ｅ

Ｂ
Ｕ

Ｓ
－

Ｔ
Ｂ

Ｎ
Ａ

）
 

(
１

)
 

超
音

波
気

管
支

鏡
（

コ
ン

ベ
ッ

ク
ス

走
査

方
式

に
限

る
。

）
を

用
い

て
行

う
検

査
を

い
い

、
気

管
支

鏡
検

査
及

び
超

音
波

に
係

る
費

用
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

採
取

部
位

の
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
所

定
点

数
の

み
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

当
該

検
査

と
同

時
に

行
わ

れ
る

エ
ッ

ク
ス

線
透

視
に

係
る

費
用

は
、

当
該

検
査

料
に

含
ま

れ
る

。
ま

た
、

写
真

診
断

を
行

っ
た

場
合

は
、

フ
ィ

ル
ム

代
の

み
算

定
で

き
る

が
、

撮
影

料
、

診
断

料
は

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
４

１
５

－
３

 
経

気
管

肺
生

検
法

（
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
も

の
）

 

(
１

)
 

経
気

管
肺

生
検

法
の

実
施

に
あ

た
り

、
胸

部
Ｘ

線
検

査
に

お
い

て
２

ｃ
ｍ

以
下

の
陰

影
と

し
て

描
出

さ
れ

る
肺

末
梢

型
小

型
病

変
が

認
め

ら
れ

る
患

者
又

は
到

達
困

難
な

肺
末

梢
型

病
変

が
認

め
ら

れ
る

患
者

に
対

し

て
、

患
者

の
Ｃ

Ｔ
画

像
デ

ー
タ

を
基

に
電

磁
場

を
利

用
し

た
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
で

き

る
。

な
お

、
こ

の
場

合
、

Ｃ
Ｔ

に
係

る
費

用
は

別
に

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

経
気

管
肺

生
検

法
（

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

も
の

）
は

、
採

取
部

位
の

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

の
み

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

３
０

２
」

に
掲

げ
る

気
管

支
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

の
点

数
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
４

１
５

－
４

 
経

気
管

肺
生

検
法

（
仮

想
気

管
支

鏡
を

用
い

た
場

合
）

 

(
１

)
 

経
気

管
肺

生
検

法
の

実
施

に
あ

た
り

、
胸

部
Ｘ

線
検

査
に

お
い

て
２

ｃ
ｍ

以
下

の
陰

影
と

し
て

描
出

さ
れ

る
肺

末
梢

型
小

型
病

変
が

認
め

ら
れ

る
患

者
又

は
到

達
困

難
な

肺
末

梢
型

病
変

が
認

め
ら

れ
る

患
者

に
対

し

て
、

患
者

の
Ｃ

Ｔ
画

像
デ

ー
タ

か
ら

構
築

し
た

仮
想

気
管

支
鏡

の
画

像
を

利
用

し
て

行
っ

た
場

合
に

算
定

で

き
る

。
な

お
、

こ
の

場
合

、
Ｃ

Ｔ
に

係
る

費
用

は
別

に
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

経
気

管
肺

生
検

法
（

仮
想

気
管

支
鏡

を
用

い
た

場
合

）
は

、
採

取
部

位
の

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

の
み

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

３
０

２
」

に
掲

げ
る

気
管

支
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

の
点

数
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｄ
４

１
５

－
５

 
経

気
管

支
凍

結
生

検
法

 

(
１

)
 

経
気

管
支

凍
結

生
検

法
の

実
施

に
当

た
り

、
肺

組
織

を
凍

結
さ

せ
て

採
取

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

経
気

管
支

凍
結

生
検

法
と

同
時

に
行

わ
れ

る
エ

ッ
ク

ス
線

透
視

に
係

る
費

用
は

、
当

該
検

査
料

に
含

ま
れ

る
。

ま
た

、
写

真
診

断
を

行
っ

た
場

合
は

、
フ

ィ
ル

ム
代

の
み

算
定

で
き

る
が

、
撮

影
料

及
び

診
断

料
は

算

（ ）402

２
－
⑶　
検　
査



３
同

一
の

部
位

に
つ

き
、

同
時

に
２

枚
以

上
の

フ
ィ

ル
ム

を
使

用
し

て
同

一
の

方
法

に
よ

り
、

撮
影

を
行

っ
た

場
合

に
お

け
る

写
真

診
断

及
び

撮
影

の
費

用
は

、
区

分
番

号
Ｅ

０
０

１
に

掲
げ

る
写

真
診

断
の

２
及

び
４

並
び

に
区

分
番

号
Ｅ

０
０

２
に

掲
げ

る
撮

影
の

２
及

び
４

並
び

に
注

４
及

び
注

５
に

掲
げ

る
場

合
を

除
き

、
第

１
枚

目
の

写
真

診
断

及
び

撮
影

の
費

用
に

つ
い

て
は

区
分

番
号

Ｅ
０

０
１

に
掲

げ
る

写
真

診
断

及
び

区
分

番
号

Ｅ
０

０
２

に
掲

げ
る

撮
影

の
各

所
定

点
数

に
よ

り
、

第
２

枚
目

か
ら

第
５

枚
目

ま
で

の
写

真
診

断
及

び
撮

影
の

費
用

に
つ

い
て

は
区

分
番

号
Ｅ

０
０

１
に

掲
げ

る
写

真
診

断
及

び
区

分
番

号
Ｅ

０
０

２
に

掲
げ

る
撮

影
の

各
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
し

、
第

６
枚

目
以

後
の

写
真

診
断

及
び

撮
影

に
つ

い
て

は
算

定
し

な
い

。

４
撮

影
し

た
画

像
を

電
子

化
し

て
管

理
及

び
保

存
し

た
場

合
に

お
い

て
は

、
電

子
画

像
管

理
加

算
と

し
て

、
前

３
号

ま
で

に
よ

り
算

定
し

た
点

数
に

、
一

連
の

撮
影

に
つ

い
て

次
の

点
数

を
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

は
、

算
定

で
き

な
い

。

イ
単

純
撮

影
の

場
合

5
7
点

ロ
特

殊
撮

影
の

場
合

5
8
点

ハ
造

影
剤

使
用

撮
影

の
場

合
6
6
点

ニ
乳

房
撮

影
の

場
合

5
4
点

５
特

定
機

能
病

院
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

入
院

中
の

患
者

に
係

る
エ

ッ
ク

ス
線

診
断

料
は

、
区

分
番

号
Ｅ

０
０

４
に

掲
げ

る
基

本
的

エ
ッ

ク
ス

線
診

断
料

の
所

定
点

数
及

び
当

該
所

定
点

数
に

含
ま

れ
な

い
各

項
目

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

区
分

Ｅ
０

０
０

透
視

診
断

1
1
0
点

Ｅ
０

０
１

写
真

診
断

１
単

純
撮

影

イ
頭

部
、

胸
部

、
腹

部
又

は
脊

椎
8
5
点

ロ
そ

の
他

4
3
点

２
特

殊
撮

影
（

一
連

に
つ

き
）

9
6
点

３
造

影
剤

使
用

撮
影

7
2
点

４
乳

房
撮

影
（

一
連

に
つ

き
）

3
0
6
点

注
間

接
撮

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る

。

Ｅ
０

０
２

撮
影 １

単
純

撮
影

イ
ア

ナ
ロ

グ
撮

影
6
0
点

ロ
デ

ジ
タ

ル
撮

影
6
8
点

２
特

殊
撮

影
（

一
連

に
つ

き
）

イ
ア

ナ
ロ

グ
撮

影
2
6
0
点

ロ
デ

ジ
タ

ル
撮

影
2
7
0
点

３
造

影
剤

使
用

撮
影

イ
ア

ナ
ロ

グ
撮

影
1
4
4
点

ロ
デ

ジ
タ

ル
撮

影
1
5
4
点

４
乳

房
撮

影
（

一
連

に
つ

き
）

イ
ア

ナ
ロ

グ
撮

影
1
9
2
点

ロ
デ

ジ
タ

ル
撮

影
2
0
2
点

注
１

間
接

撮
影

を
行

っ
た

場
合

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
新

生
児

、
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

又
は

３
歳

以
上

６
歳

未
満

の
幼

児
に

対
し

て
撮

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
新

生
児

加
算

、
乳

幼
児

加
算

又
は

幼
児

加
算

と
し

て
、

当
該

撮
影

の
所

定
点

数
に

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
、
1
0
0
分

の
5
0
又

は
1
0
0
分

の
3
0
に

相

当
す

る
点

数
を

加
算

す
る

。

３
造

影
剤

使
用

撮
影

に
つ

い
て

、
脳

脊
髄

腔
造

影
剤

使
用

撮
影

を
行

っ
た

場
合

は
、

脳
脊

髄
腔

く
う

く
う

第
４

部
画

像
診

断

通
則 １

画
像

診
断

の
費

用
は

、
第

１
節

、
第

２
節

若
し

く
は

第
３

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
、

又
は

第
１

節

、
第

２
節

若
し

く
は

第
３

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

及
び

第
４

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
画

像
診

断
に

当
た

っ
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
保

険
医

療
材

料
（

以
下

こ
の

部
に

お
い

て
「

特
定

保
険

医
療

材
料

」
と

い
う

。
）

を
使

用
し

た
場

合
は

、
前

号
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

及
び

第
５

節
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

３
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

、
緊

急
の

た
め

に
、

保
険

医
療

機
関

が
表

示
す

る
診

療
時

間
以

外
の

時
間

、
休

日
又

は
深

夜
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

お
い

て
撮

影
及

び
画

像
診

断
を

行
っ

た
場

合
は

、
時

間
外

緊
急

院
内

画
像

診
断

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
1
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
区

分
番

号
Ｅ

０
０

１
、

Ｅ
０

０
４

、
Ｅ

１
０

２
及

び
Ｅ

２
０

３
に

掲
げ

る
画

像
診

断
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
画

像
診

断
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

、
画

像
診

断
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

文
書

に
よ

り
報

告
し

た
場

合
は

、
画

像
診

断
管

理
加

算
１

と
し

て
、

区
分

番
号

Ｅ
０

０
１

又
は

Ｅ
０

０
４

に
掲

げ
る

画
像

診
断

、
区

分
番

号
Ｅ

１
０

２
に

掲
げ

る
画

像
診

断
及

び
区

分
番

号
Ｅ

２
０

３
に

掲
げ

る
画

像
診

断
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

月
１

回
に

限
り
7
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
画

像
診

断
管

理
加

算
２

又
は

画
像

診
断

管
理

加
算

３
を

算
定

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

。

５
区

分
番

号
Ｅ

１
０

２
及

び
Ｅ

２
０

３
に

掲
げ

る
画

像
診

断
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
画

像
診

断
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

、
画

像
診

断
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

文
書

に
よ

り
報

告
し

た
場

合
は

、
画

像
診

断
管

理
加

算
２

又
は

画
像

診
断

管
理

加
算

３
と

し
て

、
区

分
番

号
Ｅ

１
０

２
に

掲
げ

る
画

像
診

断
及

び
区

分
番

号
Ｅ

２
０

３
に

掲
げ

る
画

像
診

断
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

月
１

回
に

限
り
1
8
0
点

又
は
3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

６
遠

隔
画

像
診

断
に

よ
る

画
像

診
断

（
区

分
番

号
Ｅ

０
０

１
、

Ｅ
０

０
４

、
Ｅ

１
０

２
又

は
Ｅ

２
０

３
に

限
る

。
）

を
行

っ
た

場
合

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

間
で

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
受

信
側

の
保

険
医

療
機

関
が

通
則

第
４

号
本

文
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
、

画
像

診
断

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
送

信
側

の
保

険
医

療
機

関
に

文
書

等
に

よ
り

報
告

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

Ｅ
０

０
１

又
は

Ｅ
０

０
４

に
掲

げ
る

画
像

診
断

、
区

分
番

号
Ｅ

１
０

２
に

掲
げ

る
画

像
診

断
及

び
区

分
番

号
Ｅ

２
０

３
に

掲
げ

る
画

像
診

断
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

月
１

回
に

限
り

、
画

像
診

断
管

理
加

算
１

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

画
像

診
断

管
理

加
算

２
又

は
画

像
診

断
管

理
加

算
３

を
算

定
す

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い
。

７
遠

隔
画

像
診

断
に

よ
る

画
像

診
断

（
区

分
番

号
Ｅ

１
０

２
及

び
Ｅ
２

０
３

に
限

る
。

）
を

通
則

第
６

号
本

文

に
規

定
す

る
保

険
医

療
機

関
間

で
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

、
受

信
側

の
保

険
医

療
機

関
が

通
則

第
５

号
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
画

像
診

断
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

送
信

側
の

保
険

医
療

機
関

に
文

書
等

に
よ

り
報

告
し

た
場

合
は

、
区

分
、

番
号

Ｅ
１

０
２

に
掲

げ
る

画
像

診
断

及
び

区
分

番
号

Ｅ
２

０
３

に
掲

げ
る

画
像

診
断

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
月

１
回

に
限

り
、

画
像

診
断

管
理

加
算

２
又

は
画

像
診

断
管

理
加

算
３

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
１

節
エ

ッ
ク

ス
線

診
断

料

通
則 １

エ
ッ

ク
ス

線
診

断
の

費
用

は
、

区
分

番
号

Ｅ
０

０
０

に
掲

げ
る

透
視

診
断

若
し

く
は

区
分

番
号

Ｅ
０

０
１

に

掲
げ

る
写

真
診

断
の

各
区

分
の

所
定

点
数

、
区

分
番

号
Ｅ

０
０

１
に

掲
げ

る
写

真
診

断
及

び
区

分
番

号
Ｅ

０
０

２
に

掲
げ

る
撮

影
の

各
区

分
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
若

し
く

は
区

分
番

号
Ｅ

０
０

１
に

掲
げ

る
写

真
診

断
、

区
分

番
号

Ｅ
０

０
２

に
掲

げ
る

撮
影

及
び

区
分

番
号

Ｅ
０

０
３

に
掲

げ
る

造
影

剤
注

入
手

技
の

各
区

分
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
又

は
こ

れ
ら

の
点

数
を

合
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
同

一
の

部
位

に
つ

き
、

同
時

に
２

以
上

の
エ

ッ
ク

ス
線

撮
影

を
行

っ
た

場
合

に
お

け
る

写
真

診
断

の
費

用
は

、
第

１
の

診
断

に
つ

い
て

は
区

分
番

号
Ｅ

０
０

１
に

掲
げ

る
写

真
診

断
の

各
所

定
点

数
に

よ
り

、
第

２
の

診
断

以
後

の
診

断
に

つ
い

て
は

同
区

分
番

号
の

各
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

（ ）403
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行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

検
査

又
は

核
医

学
診

断
に

係
る

い
ず

れ
か

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
核

医
学

診
断

の
費

用
は

、
区

分
番

号
Ｅ

１
０

０
か

ら
Ｅ

１
０

１
－

５
ま

で
に

掲
げ

る
各

区
分

の
所

定
点

数
及

び
区

分
番

号
Ｅ

１
０

２
に

掲
げ

る
核

医
学

診
断

の
所

定
点

数
を

合
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

３
撮

影
し

た
画

像
を

電
子

化
し

て
管

理
及

び
保

存
し

た
場

合
に

お
い

て
は

、
電

子
画

像
管

理
加

算
と

し
て

、
前

２
号

に
よ

り
算

定
し

た
点

数
に

、
一

連
の

撮
影

に
つ

い
て

１
回

に
限

り
、
1
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

た
だ

し
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

は
算

定
で

き
な

い
。

区
分

Ｅ
１

０
０

シ
ン

チ
グ

ラ
ム

（
画

像
を

伴
う

も
の

）

１
部

分
（

静
態

）
（

一
連

に
つ

き
）

1
,
3
0
0
点

２
部

分
（

動
態

）
（

一
連

に
つ

き
）

1
,
8
0
0
点

３
全

身
（

一
連

に
つ

き
）

2
,
2
0
0
点

注
１

同
一

の
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

を
使

用
し

て
数

部
位

又
は

数
回

に
わ

た
っ

て
シ

ン
チ

グ
ラ

ム

検
査

を
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

も
、

一
連

と
し

て
扱

い
、

主
た

る
点

数
を

も
っ

て
算

定
す

る
。

２
甲

状
腺

シ
ン

チ
グ

ラ
ム

検
査

に
当

た
っ
て

、
甲

状
腺

ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
摂

取
率

を
測

定

し
た

場
合

は
、

甲
状

腺
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

摂
取

率
測

定
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
新

生
児

、
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

又
は

３
歳

以
上

６
歳

未
満

の
幼

児
に

対
し

て
シ

ン
チ

グ
ラ

ム
を

行
っ

た
場

合
は

、
新

生
児

加
算

、
乳

幼
児

加
算

又
は

幼
児

加
算

と
し

て
、

当
該

シ
ン

チ
グ

ラ
ム

の
所

定
点

数
に

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
、
1
0
0
分

の
5
0
又

は
1
0
0
分

の
3
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

４
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

の
注

入
手

技
料

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｅ
１

０
１

シ
ン

グ
ル

ホ
ト

ン
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

撮
影

（
同

一
の

ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
を

用

い
た

一
連

の
検

査
に

つ
き

）
1
,
8
0
0
点

注
１

甲
状

腺
シ

ン
チ

グ
ラ

ム
検

査
に

当
た

っ
て

、
甲

状
腺

ラ
ジ

オ
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
摂

取
率

を
測

定

し
た

場
合

は
、

甲
状

腺
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

摂
取

率
測

定
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
新

生
児

、
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

又
は

３
歳

以
上
６

歳
未

満
の

幼
児

に

対
し

て
断

層
撮

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
新

生
児

加
算

、
乳

幼
児

加
算

又
は

幼
児

加
算

と
し

て
、

所
定

点
数

に
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
、
1
0
0
分

の
5
0
又

は
1
0
0
分

の
3
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

３
負

荷
試

験
を

行
っ

た
場

合
は

、
負

荷
の

種
類

又
は

測
定

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
断

層
撮

影
負

荷
試

験
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

４
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

の
注

入
手

技
料

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｅ
１

０
１

－
２

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影

１
Ｏ

標
識

ガ
ス

剤
を

用
い

た
場

合
（

一
連

の
検

査
に

つ
き

）
7
,
0
0
0
点

1
5

２
Ｆ

Ｄ
Ｇ

を
用

い
た

場
合

（
一

連
の

検
査

に
つ

き
）

7
,
5
0
0
点

1
8

３
Ｎ

標
識

ア
ン

モ
ニ

ア
剤

を
用

い
た

場
合

（
一

連
の

検
査

に
つ

き
）

9
,
0
0
0
点

1
3

注
１

Ｏ
標

識
ガ

ス
剤

の
合

成
及

び
吸

入
、

Ｆ
Ｄ

Ｇ
の

合
成

及
び

注
入

並
び

に
Ｎ

標
識

ア
ン

モ
1
5

1
8

1
3

ニ
ア

剤
の

合
成

及
び

注
入

に
要

す
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

４
新

生
児

、
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

又
は

３
歳

以
上

６
歳

未
満

の
幼

児
に

対
し

て
断

層
撮

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
新

生
児

加
算

、
乳

幼
児

加
算

又
は

幼
児

加
算

と
し

て
、

1
,
6
0
0
点

、
1
,
0
0
0
点

又
は
6
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
注

３
の

規
定

に
よ

り

所
定

点
数

を
算

定
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1
,
2
8
0
点

、
8
0
0
点

又
は
4
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

造
影

剤
使

用
撮

影
加

算
と

し
て

、
1
4
8
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
造

影
剤

使
用

撮
影

に
つ

い
て

、
心

臓
及

び
冠

動
脈

造
影

を
行

っ
た

場
合

は
、

一
連

に
つ

き
区

分
番

号
Ｄ

２
０

６
に

掲
げ

る
心

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
に

よ
る

諸
検

査
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
も

の
と

し
、

造
影

剤
使

用
撮

影
に

係
る

費
用

及
び

造
影

剤
注

入
手

技
に

係
る

費
用

は
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

５
造

影
剤

使
用

撮
影

に
つ

い
て

、
胆

管
・

膵
管

造
影

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
画

像
診

断
に

係
る

す
い

費
用

も
含

め
、

一
連

に
つ

き
区

分
番

号
Ｄ

３
０

８
に

掲
げ

る
胃

・
十

二
指

腸
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

の
所

定
点

数
（

加
算

を
含

む
。

）
に

よ
り

算
定

す
る

。

Ｅ
０

０
３

造
影

剤
注

入
手

技

１
点

滴
注

射
区

分
番

号
Ｇ

０
０

４
に

掲
げ

る
点

滴
注

射
の

所
定

点
数

２
動

脈
注

射
区

分
番

号
Ｇ

０
０

２
に

掲
げ

る
動

脈
注

射
の

所
定

点
数

３
動

脈
造

影
カ

テ
ー

テ
ル

法

イ
主

要
血

管
の

分
枝

血
管

を
選

択
的

に
造

影
撮

影
し

た
場

合
3
,
6
0
0
点

注
１

血
流

予
備

能
測

定
検

査
を

実
施

し
た

場
合

は
、

血
流

予
備

能
測

定
検

査
加

算
と

し
て

、

4
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
頸

動
脈

閉
塞

試
験

（
マ

タ
ス

試
験

）
を

実
施

し
た

場
合

は
、

頸
動

脈
閉

塞
試

験
加

算
と

け
い

け
い

し
て

、
1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

ロ
イ

以
外

の
場

合
1
,
1
8
0
点

注
血

流
予

備
能

測
定

検
査

を
実

施
し

た
場

合
は

、
血

流
予

備
能

測
定

検
査

加
算

と
し

て
、

4
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
静

脈
造

影
カ

テ
ー

テ
ル

法
3
,
6
0
0
点

５
内

視
鏡

下
の

造
影

剤
注

入

イ
気

管
支

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
挿

入
区

分
番

号
Ｄ

３
０

２
に

掲
げ

る
気

管
支

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ピ

ー
の

所
定

点
数

ロ
尿

管
カ

テ
ー

テ
ル

法
（

両
側

）
区

分
番

号
Ｄ

３
１

８
に

掲
げ

る
尿

管
カ

テ
ー

テ
ル

法
の

所
定

点
数

６
腔

内
注

入
及

び
穿

刺
注

入
く

う
せ

ん

イ
注

腸
3
0
0
点

ロ
そ

の
他

の
も

の
1
2
0
点

７
嚥

下
造

影
2
4
0
点

え
ん

Ｅ
０

０
４

基
本

的
エ

ッ
ク

ス
線

診
断

料
（

１
日

に
つ

き
）

１
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
４

週
間

以
内

の
期

間
5
5
点

２
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
４

週
間

を
超

え
た

期
間

4
0
点

注
１

特
定

機
能

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
エ

ッ

ク
ス

線
診

断
に

つ
い

て
算

定
す

る
。

２
次

に
掲

げ
る

エ
ッ

ク
ス

線
診

断
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

イ
区

分
番

号
Ｅ

０
０

１
に

掲
げ

る
写

真
診

断
の

１
に

掲
げ

る
も

の
（

間
接

撮
影

の
場

合
を

含

む
。

）

ロ
区

分
番

号
Ｅ

０
０

２
に

掲
げ

る
撮

影
の

１
に

掲
げ

る
も

の
（

間
接

撮
影

の
場

合
を

含
む

。

）

３
療

養
病

棟
、

結
核

病
棟

又
は

精
神

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
及

び
第

１
章

第
２

部
第

２
節

に
規

定
す

る
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算
、

二
類

感
染

症
患

者
療

養
環

境
特

別
加

算
若

し
く

は
重

症
者

等
療

養
環

境
特

別
加

算
又

は
同

部
第

３
節

に
規

定
す

る
特

定
入

院
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

適
用

し
な

い
。

第
２

節
核

医
学

診
断

料

通
則 １

同
一

の
ラ

ジ
オ

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

を
用

い
て

、
区

分
番

号
Ｄ

２
９

２
に

掲
げ

る
体

外
か

ら
の

計
測

に
よ

ら
な

い

諸
検

査
若

し
く

は
区

分
番

号
Ｄ

２
９

３
に

掲
げ

る
シ

ン
チ

グ
ラ

ム
（

画
像

を
伴

わ
な

い
も

の
）

の
項

に
掲

げ
る

検
査

又
は

区
分

番
号

Ｅ
１

０
０

か
ら

Ｅ
１

０
１

－
４

ま
で

に
掲

げ
る

核
医

学
診

断
の

う
ち

い
ず

れ
か

２
以

上
を

（ ）（ ） 405404

２
－
⑷　
画
像
診
断



ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

診
断

の
所

定
点

数
を

合
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｅ

２
０

０
に

掲
げ

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

撮
影

（
Ｃ

Ｔ
撮

影
）

及
び

区
分

番
号

Ｅ
２

０
２

に
掲

げ
る

磁
気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
（

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
）

を
同

一
月

に
２

回
以

上
行

っ
た

場
合

は
、

当
該

月
の

２
回

目
以

降
の

断
層

撮
影

に
つ

い
て

は
、

所
定

点
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

連
に

つ
き

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

３
撮

影
し

た
画

像
を

電
子

化
し

て
管

理
及

び
保

存
し

た
場

合
に

お
い

て
は

、
電

子
画

像
管

理
加

算
と

し
て

、
前

２
号

に
よ

り
算

定
し

た
点

数
に

、
一

連
の

撮
影

に
つ

い
て

１
回

に
限

り
、
1
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

た
だ

し
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
フ

ィ
ル

ム
の

費
用

は
算

定
で

き
な

い
。

４
新

生
児

、
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

又
は

３
歳

以
上

６
歳

未
満

の
幼

児
に

対
し

て
区

分
番

号
Ｅ

２
０

０
、

区
分

番
号

Ｅ
２

０
１

又
は

区
分

番
号

Ｅ
２

０
２

に
掲

げ
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
を

行
っ

た
場

合
（

頭
部

外
傷

に
対

し
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
を

行
っ

た
場
合

を
除

く
。

）
に

あ
っ

て
は

、
新

生

児
加

算
、

乳
幼

児
加

算
又

は
幼

児
加

算
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
、
1
0
0
分

の
5
0
又

は
1
0
0

分
の
3
0
に

相
当

す
る

点
数

を
、

頭
部

外
傷

に
対

し
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
を

行
っ

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
新

生
児

頭
部

外
傷

撮
影

加
算

、
乳

幼
児

頭
部

外
傷

撮
影

加
算

又
は

幼
児

頭
部

外
傷

撮
影

加
算

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
5
、
1
0
0
分

の
5
5
又

は
1
0
0
分

の
3
5
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

区
分

Ｅ
２

０
０

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
（

Ｃ
Ｔ

撮
影

）
（

一
連

に
つ

き
）

１
Ｃ

Ｔ
撮

影

イ
6
4
列

以
上

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

機
器

に
よ

る
場

合

共
同

利
用

施
設

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

1
,
0
2
0
点

(1
)

そ
の

他
の

場
合

1
,
0
0
0
点

(2
)

ロ
1
6
列

以
上
6
4
列

未
満

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

機
器

に
よ

る
場

合
9
0
0
点

ハ
４

列
以

上
1
6
列

未
満

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

機
器

に
よ

る
場

合
7
5
0
点

ニ
イ

、
ロ

又
は

ハ
以

外
の

場
合

5
6
0
点

２
脳

槽
Ｃ

Ｔ
撮

影
（

造
影

を
含

む
。

）
2
,
3
0
0
点

注
１

Ｃ
Ｔ

撮
影

の
イ

、
ロ

及
び

ハ
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

２
Ｃ

Ｔ
撮

影
及

び
脳

槽
Ｃ

Ｔ
撮

影
（

造
影

を
含

む
。

）
に

掲
げ

る
撮

影
の

う
ち

２
以

上
の

も
の

を
同

時
に

行
っ

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
主

た
る

撮
影

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。

３
Ｃ

Ｔ
撮

影
に

つ
い

て
造

影
剤

を
使

用
し

た
場

合
は

、
造

影
剤

使
用

加
算

と
し

て
、
5
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
造

影
剤

注
入

手
技

料
及

び
麻

酔
料

（
区

分
番

号
Ｌ

０
０

８
に

掲
げ

る
マ

ス
ク

又
は

気
管

内
挿

管
に

よ
る

閉
鎖

循
環

式
全

身
麻

酔
を

除
く

。
）

は
、

加
算

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

４
Ｃ

Ｔ
撮

影
に

つ
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
冠

動
脈

の
Ｃ

Ｔ
撮

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
冠

動
脈

Ｃ
Ｔ

撮
影

加
算

と
し

て
、
6
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
脳

槽
Ｃ

Ｔ
撮

影
（

造
影

を
含

む
。

）
に

係
る

造
影

剤
注

入
手

技
料
及

び
麻

酔
料

（
区

分
番

号

Ｌ
０

０
８

に
掲

げ
る

マ
ス

ク
又

は
気

管
内

挿
管

に
よ

る
閉

鎖
循

環
式

全
身

麻
酔

を
除

く
。

）
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

６
Ｃ

Ｔ
撮

影
に

つ
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
全

身
外

傷
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
外

傷
全

身
Ｃ

Ｔ
加

算
と

し
て

、
8
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

７
Ｃ

Ｔ
撮

影
の

イ
又

は
ロ

に
つ

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

大
腸

の
Ｃ

Ｔ
撮

影
（

炭
酸

ガ
ス

等
の

注
入

を
含

む
。

）
を

行
っ

た
場

合
は

、
大

腸
Ｃ

Ｔ
撮

影
加

算
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
6
2
0
点

又
は
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

造
影

剤
注

入
手

技
料

及
び

麻
酔

料
（

区
分

番
号

Ｌ
０

０
８

に
掲

げ
る

マ
ス

ク
又

は
気

管
内

挿
管

に
よ

る
閉

鎖
循

環
式

全
身

麻
酔

を
除

く
。

）
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｅ
１

０
１

－
３

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
（

一
連

の
検

査
に

つ
き

）

１
Ｏ

標
識

ガ
ス

剤
を

用
い

た
場

合
（

一
連

の
検

査
に

つ
き

）
7
,
6
2
5
点

1
5

２
Ｆ

Ｄ
Ｇ

を
用

い
た

場
合

（
一

連
の

検
査

に
つ

き
）

8
,
6
2
5
点

1
8

注
１

Ｏ
標

識
ガ

ス
剤

の
合

成
及

び
吸

入
並

び
に

Ｆ
Ｄ

Ｇ
の

合
成

及
び

注
入

に
要

す
る

費
用

は
、

1
5

1
8

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

４
新

生
児

、
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

又
は

３
歳

以
上

６
歳

未
満

の
幼

児
に

対
し

て
断

層
撮

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
新

生
児

加
算

、
乳

幼
児

加
算

又
は

幼
児

加
算

と
し

て
、

1
,
6
0
0
点

、
1
,
0
0
0
点

又
は
6
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
注

３
の

規
定

に
よ

り

所
定

点
数

を
算

定
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1
,
2
8
0
点

、
8
0
0
点

又
は
4
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

Ｅ
１

０
１

－
４

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

磁
気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
（

一
連

の
検

査
に

つ
き

） 9
,
1
6
0
点

注
１

Ｆ
Ｄ

Ｇ
の

合
成

及
び

注
入

に
要

す
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

1
8

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

４
新

生
児

、
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

又
は

３
歳

以
上

６
歳

未
満

の
幼

児
に

対
し

て
断

層
撮

影
を

行
っ

た
場

合
は

、
新

生
児

加
算

、
乳

幼
児

加
算

又
は

幼
児

加
算

と
し

て
、

1
,
6
0
0
点

、
1
,
0
0
0
点

又
は
6
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
注

３
の

規
定

に
よ

り

所
定

点
数

を
算

定
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
1
,
2
8
0
点

、
8
0
0
点

又
は
4
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

Ｅ
１

０
１

－
５

乳
房

用
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

撮
影

4
,
0
0
0
点

注
１

Ｆ
Ｄ

Ｇ
の

合
成

及
び

注
入

に
要

す
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

1
8

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｅ
１

０
２

核
医

学
診

断

１
区

分
番

号
Ｅ

１
０

１
－

２
に

掲
げ

る
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

撮
影

、
Ｅ

１
０

１
－

３
に

掲
げ

る
ポ

ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
（

一
連

の
検

査
に

つ
き

）
、

Ｅ
１

０
１

－
４

に

掲
げ

る
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

・
磁

気
共

鳴
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

複
合

撮
影

（
一

連
の

検
査

に
つ

き

）
及

び
Ｅ

１
０

１
－

５
に

掲
げ

る
乳

房
用

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影
の

場
合

4
5
0
点

２
１

以
外

の
場

合
3
7
0
点

注
行

っ
た

核
医

学
診

断
の

種
類

又
は

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
月

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

も
の

と

す
る

。

第
３

節
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

撮
影

診
断

料

通
則 １

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
診

断
の

費
用

は
、

区
分

番
号

Ｅ
２

０
０

に
掲

げ
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影

（
Ｃ

Ｔ
撮

影
）

、
区

分
番

号
Ｅ

２
０

０
－

２
に

掲
げ

る
血

流
予

備
量

比
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

撮
影

、
区

分
番

号
Ｅ

２
０

１
に

掲
げ

る
非

放
射

性
キ

セ
ノ

ン
脳

血
流

動
態

検
査

又
は

区
分

番
号

Ｅ
２

０
２

に
掲

げ
る

磁
気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
（

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
）

の
各

区
分

の
所

定
点

数
及

び
区

分
番

号
Ｅ

２
０

３
に

掲
げ

る
コ

（ ）（ ） 405404

２
－
⑷　
画
像
診
断



注
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

撮
影

の
種

類
又

は
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

月
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る

も
の

と
す

る
。

第
４

節
薬

剤
料

区
分

Ｅ
３

０
０

薬
剤

薬
価

が
1
5
円

を
超

え
る

場
合

は
、

薬
価

か
ら
1
5
円

を
控

除
し

た
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点

数
に

つ
き

１
点

未
満

の
端

数
を

切
り

上
げ

て
得

た
点

数
に

１
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数
と

す
る

。

注
１

薬
価

が
1
5
円

以
下

で
あ

る
場

合
は

、
算

定
し

な
い

。

２
使

用
薬

剤
の

薬
価

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

第
５

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

区
分

Ｅ
４

０
０

フ
ィ

ル
ム

材
料

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

注
１

６
歳

未
満

の
乳

幼
児

に
対

し
て

胸
部

単
純

撮
影

又
は

腹
部

単
純

撮
影

を
行

っ
た

場
合

は
、

材

料
価

格
に
1
.
1
を

乗
じ

て
得

た
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

と
す

る
。

２
使

用
し

た
フ

ィ
ル

ム
の

材
料

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

Ｅ
４

０
１

特
定

保
険

医
療

材
料

（
フ

ィ
ル

ム
を

除
く

。
）

材
料

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

注
使

用
し

た
特

定
保

険
医

療
材

料
（

フ
ィ

ル
ム

を
除

く
。

）
の

材
料

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大

臣
が

定
め

る
。

８
Ｃ

Ｔ
撮

影
の

イ
の

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

(1
)

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

又
は

診
断

撮
影

機
器

で
の

撮
影

を
目

的
と

し
て

別
の

保
険

医
療

機
関

に
依

頼
し

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｅ
２

０
０

－
２

血
流

予
備

量
比

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
9
,
4
0
0
点

注
１

血
流

予
備

量
比

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
の

種
類

又
は

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
月

１
回

に

限
り

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｅ
２

０
１

非
放

射
性

キ
セ

ノ
ン

脳
血

流
動

態
検

査
2
,
0
0
0
点

注
非

放
射

性
キ

セ
ノ

ン
吸

入
手

技
料

及
び

同
時

に
行

う
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

撮
影

に
係

る
費

用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｅ
２

０
２

磁
気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
（

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
）

（
一

連
に

つ
き

）

１
３

テ
ス

ラ
以

上
の

機
器

に
よ

る
場

合

イ
共

同
利

用
施

設
に

お
い

て
行
わ

れ
る

場
合

1
,
6
2
0
点

ロ
そ

の
他

の
場

合
1
,
6
0
0
点

２
1
.
5
テ

ス
ラ

以
上

３
テ

ス
ラ

未
満

の
機

器
に

よ
る

場
合

1
,
3
3
0
点

３
１

又
は

２
以

外
の

場
合

9
0
0
点

注
１

１
及

び
２

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
１

、
２

及
び

３
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

主
た

る
撮

影
の

所
定

点
数

の
み

に
よ

り
算

定
す

る
。

３
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

（
脳

血
管

に
対

す
る

造
影

の
場

合
は

除
く

。
）

に
つ

い
て

造
影

剤
を

使
用

し
た

場
合

は
、

造
影

剤
使

用
加

算
と

し
て

、
2
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

造
影

剤
注

入
手

技
料

及
び

麻
酔

料
（

区
分

番
号

Ｌ
０

０
８

に
掲

げ
る

マ
ス

ク
又

は
気

管
内

挿
管

に
よ

る
閉

鎖
循

環
式

全
身

麻
酔

を
除

く
。

）
は

、
加

算
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

４
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

に
つ

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

心
臓

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影
を

行

っ
た

場
合

は
、

心
臓

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
と

し
て

、
4
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

に
つ

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

乳
房

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

を
行

っ
た

場
合

は
、

乳
房

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
１

の
イ

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

又
は

診
断

撮
影

機
器

で
の

撮
影

を
目

的
と

し
て

別
の

保
険

医
療

機
関

に
依

頼
し

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

７
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

に
つ

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
の

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、
1
5
歳

未
満

の
小

児
に

対
し

て
、

麻
酔

を
用

い
て

鎮
静

を
行

い
、

１
回

で
複

数
の

領
域

を
一

連
で

撮
影

し
た

場
合

は
、

小
児

鎮
静

下
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

加
算

と
し

て
、

当
該

撮
影

の
所

定
点

数
に
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

８
１

に
つ

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
の

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

頭
部

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

を
行

っ
た

場
合

は
、

頭
部

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

９
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

に
つ

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

全
身

の
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第４部 画像診断 

 

＜通則＞ 

１ 薬剤料 

(１) 画像診断のために使用した薬剤料は別に算定できるが、投薬に係る処方料、処方箋料、調

剤料及び調剤技術基本料並びに注射に係る注射料は別に算定できない。 

(２) 画像診断のために使用した造影剤又は造影剤以外の薬剤は、区分番号「Ｅ３００」に掲げ

る薬剤料により算定する。 

２ 画像診断に当たって、麻酔を行った場合は、第２章第 11部麻酔に規定する所定点数を別に算定

する。ただし、麻酔手技料を別に算定できない麻酔を行った場合の薬剤料は、第４節薬剤料の規

定に基づき算定できる。 

３ 時間外緊急院内画像診断加算 

(１) 保険医療機関において、当該保険医療機関が表示する診療時間以外の時間、休日又は深夜

に入院中の患者以外の患者に対して診療を行った際、医師が緊急に画像診断を行う必要性を

認め、当該保険医療機関において、当該保険医療機関の従事者が当該保険医療機関に具備さ

れている画像診断機器を用いて当該画像撮影及び診断を実施した場合に限り算定できる。 

(２) 画像診断の開始時間が診療時間以外の時間、休日又は深夜に該当する場合に当該加算を算

定する。なお時間外等の定義については、区分番号「Ａ０００」初診料の注７に規定する時

間外加算等における定義と同様であること。 

(３) 同一患者に同一日に２回以上、時間外、休日又は深夜の診療を行い、その都度緊急の画像

診断を行った場合（複数の区分にまたがる場合を含む。）においても１回のみの算定とする。 

(４) 入院中の患者には当該加算は算定できない。ただし、時間外、休日又は深夜に外来を受診

した患者に対し、画像診断の結果入院の必要性を認めて、引き続き入院となった場合はこの

限りではない。 

(５)  時間外緊急院内画像診断加算を算定する場合においては、区分番号「Ａ０００」初診料の

注９及び区分番号「Ａ００１」再診料の注７に規定する夜間・早朝等加算は算定できない。 

(６) 時間外緊急院内画像診断加算は他の医療機関で撮影されたフィルムを診断した場合は算定

できない。 

(７) 緊急に画像診断を要する場合とは、直ちに何らかの処置・手術等が必要な患者であって、

通常の診察のみでは的確な診断が下せず、なおかつ通常の画像診断が整う時間まで画像診断

の実施を見合わせることができないような重篤な場合をいう。 

４ 画像診断に当たって通常使用される患者の衣類の費用は、画像診断の所定点数に含まれる。 

５ 画像診断管理加算 

(１) 画像診断管理加算１は、専ら画像診断を担当する医師（地方厚生（支）局長に届け出た、

専ら画像診断を担当した経験を 10年以上有するもの又は当該療養について、関係学会から示

されている２年以上の所定の研修を修了し、その旨が登録されているものに限る。以下同

じ。）が読影及び診断を行い、その結果を文書により当該専ら画像診断を担当する医師の属

する保険医療機関において当該患者の診療を担当する医師に報告した場合に、月の最初の診

断の日に算定する。画像診断管理加算２又は画像診断管理加算３は、当該保険医療機関にお

いて実施される核医学診断、ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影について、専ら画像診断を担当する医
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(３) 遠隔画像診断を行った場合、画像診断管理加算１、画像診断管理加算２又は画像診断管理

加算３は、それぞれの届出を行った保険医療機関において、専ら画像診断を担当する常勤の

医師のうち当該保険医療機関において勤務する１名（画像診断管理加算３を算定する場合に

あっては６名）を除いた専ら画像診断を担当する医師については、当該保険医療機関におい

て常態として週３日以上かつ週 22 時間以上の勤務を行っている場合に、当該勤務時間以外

の所定労働時間については、自宅等の当該保険医療機関以外の場所で、画像の読影及び送受

信を行うにつき十分な装置・機器を用いた上で読影を行い、その結果を文書により当該患者

の診療を担当する医師に報告した場合も算定できる。その際、患者の個人情報を含む医療情

報の送受信に当たり、安全管理を確実に行った上で実施する。また、病院の管理者が当該医

師の勤務状況を適切に把握していること。 

 

 第１節 エックス線診断料 

  １ エックス線診断に係る一般的事項 

(１) エックス線写真撮影の際に失敗等により、再撮影をした場合については再撮影に要した費

用は算定できない。再撮影に要した費用は、その理由が患者の故意又は重大な過失による場

合を除き、当該保険医療機関の負担とする。 

(２) 「２」又は「３」の「同一の部位」とは、部位的な一致に加え、腎と尿管、胸椎下部と腰

椎上部のように通常同一フィルム面に撮影し得る範囲をいう。 

ただし、食道・胃・十二指腸、血管系（血管及び心臓）、リンパ管系及び脳脊髄腔につい

ては、それぞれ全体を「同一の部位」として取り扱うものである。  

(３) 「２」又は「３」の「同時に」とは、診断するため予定される一連の経過の間に行われた

ものをいう。例えば、消化管の造影剤使用写真診断（食道・胃・十二指腸等）において、造

影剤を嚥下させて写真撮影し、その後２～３時間経過して再びレリーフ像を撮影した場合は、

その診断料は 100 分の 50 とする。 

ただし、胸部単純写真を撮影して診断した結果、断層像の撮影の必要性を認めて、当該断

層像の撮影を行った場合等、第１の写真診断を行った後に別種の第２の撮影、診断の必要性

を認めて第２の撮影診断を行った場合は、「同時に」には該当せず、第２の診断についても

100 分の 50 とはしない。 

(４) 「２」の「２以上のエックス線撮影」とは、単純撮影、特殊撮影、造影剤使用撮影又は乳

房撮影のうち２種以上の撮影を行った場合をいう。この場合、デジタル撮影及びアナログ撮

影については区別せず、１種の撮影として扱う。 

(５) 「３」の「同一の方法」による撮影とは、単純撮影、特殊撮影、造影剤使用撮影又は乳房

撮影のそれぞれの撮影方法をいい、デジタル撮影及びアナログ撮影については「同一の方法」

として扱う。 

(６) 特殊撮影、乳房撮影、心臓及び冠動脈の造影剤使用撮影の診断料及び撮影料は、フィルム

枚数にかかわらず、一連のものについて１回として算定する。ただし、別個に撮影した両側

の肺野の断層写真等、撮影部位の異なる場合（乳房撮影を除く。）は、部位ごとに１回とす

る。 

(７) 次の場合は、「同一の方法」の繰り返しと考えられるので、「３」の算定方法が適用され

る。ただし、ウについては、いずれか一方の写真診断の結果、他法による撮影の必要性を認
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師が読影及び診断を行い、その結果を文書により当該専ら画像診断を担当する医師の属する

保険医療機関において当該患者の診療を担当する医師に報告した場合に、月の最初の診断の

日に算定する。なお、夜間又は休日に撮影された画像については、当該専ら画像診断を担当

する医師が、自宅等の当該保険医療機関以外の場所で、画像の読影及び送受信を行うにつき

十分な装置・機器を用いた上で読影及び診断を行い、その結果を文書により当該患者の診療

を担当する医師に報告した場合も算定できる。その際には、患者の個人情報を含む医療情報

の送受信に当たり、安全管理を確実に行った上で実施すること。また、当該保険医療機関以

外の施設に読影又は診断を委託した場合は、これらの加算は算定できない。（「６」又は

「７」により算定する場合を除く。）また、これらの加算を算定する場合は、報告された文

書又はその写しを診療録に添付する。 

(２) 画像診断管理加算１、画像診断管理加算２又は画像診断管理加算３は、それぞれの届出を

行った保険医療機関において、専ら画像診断を担当する常勤の医師のうち当該保険医療機関

において勤務する１名（画像診断管理加算３を算定する場合にあっては６名）を除いた専ら

画像診断を担当する医師については、当該保険医療機関において常態として週３日以上かつ

週 22時間以上の勤務を行っている場合に、当該勤務時間以外の所定労働時間については、自

宅等の当該保険医療機関以外の場所で、画像の読影及び送受信を行うにつき十分な装置・機

器を用いた上で読影を行い、その結果を文書により当該患者の診療を担当する医師に報告し

た場合も算定できる。その際、患者の個人情報を含む医療情報の送受信に当たり、安全管理

を確実に行った上で実施する。また、病院の管理者が当該医師の勤務状況を適切に把握して

いること。 

６ 遠隔画像診断による画像診断管理加算 

(１) 遠隔画像診断を行った場合は、送信側の保険医療機関において撮影料、診断料及び画像診

断管理加算（当該加算の算定要件を満たす場合に限る。）を算定できる。受信側の保険医療

機関における診断等に係る費用については受信側、送信側の医療機関間における相互の合議

に委ねるものとする。 

(２) 遠隔画像診断を行った場合、画像診断管理加算１は、受信側の保険医療機関において専ら

画像診断を担当する医師が読影及び診断を行い、その結果を文書により送信側の保険医療機

関において当該患者の診療を担当する医師に報告した場合に、月の最初の診断の日に算定す

る。遠隔画像診断を行った場合、画像診断管理加算２又は画像診断管理加算３は、送信側の

保険医療機関において実施される核医学診断、ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影について、受信側の

保険医療機関において専ら画像診断を担当する医師が読影を行い、その結果を文書により送

信側の保険医療機関において当該患者の診療を担当する医師に報告した場合に、月の最初の

診断の日に算定する。なお、夜間又は休日に撮影された画像については、受信側の保険医療

機関において専ら画像診断を担当する医師が、自宅等の当該保険医療機関以外の場所で、画

像の読影及び送受信を行うにつき十分な装置・機器を用いた上で読影及び診断を行い、その

結果を文書により当該患者の診療を担当する医師に報告した場合も算定できる。その際には、

患者の個人情報を含む医療情報の送受信に当たり、安全管理を確実に行った上で実施するこ

と。また、受信側又は送信側の保険医療機関が受信側及び送信側の保険医療機関以外の施設

に読影又は診断を委託した場合は、当該加算は算定できない。また、これらの加算を算定す

る場合は、報告された文書又はその写しを診療録に添付する。 
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(３) 遠隔画像診断を行った場合、画像診断管理加算１、画像診断管理加算２又は画像診断管理

加算３は、それぞれの届出を行った保険医療機関において、専ら画像診断を担当する常勤の

医師のうち当該保険医療機関において勤務する１名（画像診断管理加算３を算定する場合に

あっては６名）を除いた専ら画像診断を担当する医師については、当該保険医療機関におい

て常態として週３日以上かつ週 22 時間以上の勤務を行っている場合に、当該勤務時間以外

の所定労働時間については、自宅等の当該保険医療機関以外の場所で、画像の読影及び送受

信を行うにつき十分な装置・機器を用いた上で読影を行い、その結果を文書により当該患者

の診療を担当する医師に報告した場合も算定できる。その際、患者の個人情報を含む医療情

報の送受信に当たり、安全管理を確実に行った上で実施する。また、病院の管理者が当該医

師の勤務状況を適切に把握していること。 

 

 第１節 エックス線診断料 

  １ エックス線診断に係る一般的事項 

(１) エックス線写真撮影の際に失敗等により、再撮影をした場合については再撮影に要した費

用は算定できない。再撮影に要した費用は、その理由が患者の故意又は重大な過失による場

合を除き、当該保険医療機関の負担とする。 

(２) 「２」又は「３」の「同一の部位」とは、部位的な一致に加え、腎と尿管、胸椎下部と腰

椎上部のように通常同一フィルム面に撮影し得る範囲をいう。 

ただし、食道・胃・十二指腸、血管系（血管及び心臓）、リンパ管系及び脳脊髄腔につい

ては、それぞれ全体を「同一の部位」として取り扱うものである。  

(３) 「２」又は「３」の「同時に」とは、診断するため予定される一連の経過の間に行われた

ものをいう。例えば、消化管の造影剤使用写真診断（食道・胃・十二指腸等）において、造

影剤を嚥下させて写真撮影し、その後２～３時間経過して再びレリーフ像を撮影した場合は、

その診断料は 100 分の 50 とする。 

ただし、胸部単純写真を撮影して診断した結果、断層像の撮影の必要性を認めて、当該断

層像の撮影を行った場合等、第１の写真診断を行った後に別種の第２の撮影、診断の必要性

を認めて第２の撮影診断を行った場合は、「同時に」には該当せず、第２の診断についても

100 分の 50 とはしない。 

(４) 「２」の「２以上のエックス線撮影」とは、単純撮影、特殊撮影、造影剤使用撮影又は乳

房撮影のうち２種以上の撮影を行った場合をいう。この場合、デジタル撮影及びアナログ撮

影については区別せず、１種の撮影として扱う。 

(５) 「３」の「同一の方法」による撮影とは、単純撮影、特殊撮影、造影剤使用撮影又は乳房

撮影のそれぞれの撮影方法をいい、デジタル撮影及びアナログ撮影については「同一の方法」

として扱う。 

(６) 特殊撮影、乳房撮影、心臓及び冠動脈の造影剤使用撮影の診断料及び撮影料は、フィルム

枚数にかかわらず、一連のものについて１回として算定する。ただし、別個に撮影した両側

の肺野の断層写真等、撮影部位の異なる場合（乳房撮影を除く。）は、部位ごとに１回とす

る。 

(７) 次の場合は、「同一の方法」の繰り返しと考えられるので、「３」の算定方法が適用され

る。ただし、ウについては、いずれか一方の写真診断の結果、他法による撮影の必要性を認
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師が読影及び診断を行い、その結果を文書により当該専ら画像診断を担当する医師の属する

保険医療機関において当該患者の診療を担当する医師に報告した場合に、月の最初の診断の

日に算定する。なお、夜間又は休日に撮影された画像については、当該専ら画像診断を担当

する医師が、自宅等の当該保険医療機関以外の場所で、画像の読影及び送受信を行うにつき

十分な装置・機器を用いた上で読影及び診断を行い、その結果を文書により当該患者の診療

を担当する医師に報告した場合も算定できる。その際には、患者の個人情報を含む医療情報

の送受信に当たり、安全管理を確実に行った上で実施すること。また、当該保険医療機関以

外の施設に読影又は診断を委託した場合は、これらの加算は算定できない。（「６」又は

「７」により算定する場合を除く。）また、これらの加算を算定する場合は、報告された文

書又はその写しを診療録に添付する。 

(２) 画像診断管理加算１、画像診断管理加算２又は画像診断管理加算３は、それぞれの届出を

行った保険医療機関において、専ら画像診断を担当する常勤の医師のうち当該保険医療機関

において勤務する１名（画像診断管理加算３を算定する場合にあっては６名）を除いた専ら

画像診断を担当する医師については、当該保険医療機関において常態として週３日以上かつ

週 22時間以上の勤務を行っている場合に、当該勤務時間以外の所定労働時間については、自

宅等の当該保険医療機関以外の場所で、画像の読影及び送受信を行うにつき十分な装置・機

器を用いた上で読影を行い、その結果を文書により当該患者の診療を担当する医師に報告し

た場合も算定できる。その際、患者の個人情報を含む医療情報の送受信に当たり、安全管理

を確実に行った上で実施する。また、病院の管理者が当該医師の勤務状況を適切に把握して

いること。 

６ 遠隔画像診断による画像診断管理加算 

(１) 遠隔画像診断を行った場合は、送信側の保険医療機関において撮影料、診断料及び画像診

断管理加算（当該加算の算定要件を満たす場合に限る。）を算定できる。受信側の保険医療

機関における診断等に係る費用については受信側、送信側の医療機関間における相互の合議

に委ねるものとする。 

(２) 遠隔画像診断を行った場合、画像診断管理加算１は、受信側の保険医療機関において専ら

画像診断を担当する医師が読影及び診断を行い、その結果を文書により送信側の保険医療機

関において当該患者の診療を担当する医師に報告した場合に、月の最初の診断の日に算定す

る。遠隔画像診断を行った場合、画像診断管理加算２又は画像診断管理加算３は、送信側の

保険医療機関において実施される核医学診断、ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影について、受信側の

保険医療機関において専ら画像診断を担当する医師が読影を行い、その結果を文書により送

信側の保険医療機関において当該患者の診療を担当する医師に報告した場合に、月の最初の

診断の日に算定する。なお、夜間又は休日に撮影された画像については、受信側の保険医療

機関において専ら画像診断を担当する医師が、自宅等の当該保険医療機関以外の場所で、画

像の読影及び送受信を行うにつき十分な装置・機器を用いた上で読影及び診断を行い、その

結果を文書により当該患者の診療を担当する医師に報告した場合も算定できる。その際には、

患者の個人情報を含む医療情報の送受信に当たり、安全管理を確実に行った上で実施するこ

と。また、受信側又は送信側の保険医療機関が受信側及び送信側の保険医療機関以外の施設

に読影又は診断を委託した場合は、当該加算は算定できない。また、これらの加算を算定す

る場合は、報告された文書又はその写しを診療録に添付する。 
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   (１) 本項の透視診断とは、透視による疾病、病巣の診断を評価するものであり、特に別途疑義

解釈通知等により取扱いを示した場合を除き、消化管の造影剤使用撮影に際し腸管の所要の

位置に造影剤が到達しているか否かを透視により検査する場合等、撮影の時期決定や準備手

段又は他の検査、注射、処置及び手術の補助手段として行う透視については算定できない。 

(２) 造影剤を使用する透視診断は一連の診断目的のために行うものについては、時間を隔てて

行う場合であっても１回として算定する。ただし、腸管の透視を時間を隔てて数回行いその

時間が数時間にわたる場合には、２回以上として算定できる。その基準は概ね２時間に１回

とする。 

  Ｅ００１ 写真診断 

(１) 他の医療機関で撮影したフィルム等についての診断料は撮影部位及び撮影方法（単純撮影、

特殊撮影、造影剤使用撮影又は乳房撮影を指し、アナログ撮影又はデジタル撮影の別は問わ

ない。）別に１回の算定とする。例えば、胸部単純写真と断層像についてであれば２回とし

て算定できる。 

   ただし、１つの撮影方法については撮影回数、写真枚数にかかわらず１回として算定する。 

(２) 写真診断においては、耳、副鼻腔は頭部として、骨盤、腎、尿管、膀胱は腹部として、そ

れぞれ「１」の「イ」により算定する。また、頸部、腋窩、股関節部、肩関節部、肩胛骨又

は鎖骨にあっても、「１」の「イ」により算定する。 

(３) 写真診断に掲げる所定点数は、フィルムへのプリントアウトを行わずに画像を電子媒体に

保存した場合にも算定できる。 

(４) イメージ・インテンシファイアー間接撮影装置によるエックス線撮影については、診断料

及び撮影料は間接撮影の場合の所定点数により算定できる。また、同一部位に対し直接撮影

を併せて行った場合は、イメージ・インテンシファイアー間接撮影装置による一連の撮影と

して間接撮影の場合の所定点数のみを算定する。 

  Ｅ００２ 撮影 

(１) 高圧撮影、拡大撮影及び軟部組織撮影は、「１」の単純撮影として算定する。 

(２) エックス線フィルムサブトラクションについては、反転フィルムの作製の費用として、一

連につき、「１」及び区分番号「Ｅ４００」フィルムによって算定し、診断料は別に算定で

きない。なお、診療継続中の患者であって診療上の必要性を認め以前撮影した脳血管造影フ

ィルムを用いてサブトラクションを実施した場合であっても、反転フィルムの作製の費用及

びフィルム料は算定できるが、診断料は別に算定できない。 

(３) 特殊撮影とは、パントモグラフィー、断層撮影（同時多層撮影、回転横断撮影を含む。）、

スポット撮影（胃、胆嚢及び腸）、側頭骨・上顎骨・副鼻腔曲面断層撮影及び児頭骨盤不均

衡特殊撮影（側面撮影及び骨盤入口撮影後、側面、骨盤入口撮影のフィルムに対し特殊ルー

ラー（計測板）の重複撮影を行う方法をいう。）をいう。なお、胃のスポット撮影、胆嚢ス

ポット撮影及び腸スポット撮影については、消化管撮影の一連の診断行為の１つとみなされ

る場合であっても、第１節エックス線診断料の「２」の適用の対象とする。 

(４) 撮影に掲げる所定点数は、フィルムへのプリントアウトを行わずに画像を電子媒体に保存

した場合にも算定できる。 

(５) 造影剤使用撮影時の算定方法 

ア 造影剤使用撮影とは、血管造影、瘻孔造影及び気造影等の造影剤を使用して行った撮影
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め、診断を行った場合は「同時に」には該当しないので、胸部単純撮影及び胸椎撮影のそれ

ぞれについて「３」の適用となるか否かを判断すること。なお、仮にそれぞれについて同時

に２枚以上のフィルムが使用されれば「３」の適用となること。 

ア 脊椎の単純撮影において、頸椎及び胸椎上部を正面・側面等曝射の角度を変えて数回に

わたって撮影した場合 

イ 胸部単純撮影と肺尖撮影を併施した場合 

ウ 胸部単純撮影と胸椎撮影を併施した場合 

エ 消化管造影において、食道・胃・十二指腸を背腹・腹背等体位を変換させて数回にわた

って撮影した場合 

オ 耳鼻科領域におけるシュラー法、ステンバー法及びマイヤー法のうち、２方法以上の撮

影を併せて実施した場合 

(８) 耳・肘・膝等の対称器官又は対称部位の健側を患側の対照として撮影する場合における撮

影料、診断料については、同一部位の同時撮影を行った場合と同じ取扱いとする。 

(９) ２枚目以降 100 分の 50 で算定する場合及び間接撮影を行った場合に端数が生じる場合の

端数処理は、点数計算の最後に行うものとする。 

例 ２枚の頭部単純デジタルエックス線撮影を行った場合 

［診断料］ 85 点＋85 点×0.5 ＝ 127.5 点 →（四捨五入）→ 128 点 

［撮影料］ 68 点＋68 点×0.5 ＝   102 点 

３枚の頭部単純デジタルエックス線撮影を行った場合 

［診断料］ 85 点＋85 点×0.5 × 2＝ 170 点 

［撮影料］ 68 点＋68 点×0.5 × 2＝ 136 点 

２枚の胸部アナログエックス線間接撮影を行った場合 

［診断料]   85 点×0.5＋85 点×0.5×0.5＝63.75 点 →（四捨五入）→ 64 点 

［撮影料]  60 点×0.5＋60 点×0.5×0.5＝   45 点 

(10) デジタル撮影 

デジタル撮影とは、エックス線撮影後、画像情報のデジタル処理を行うことが可能なもの

をいい、デジタル・サブトラクション・アンギオグラフィー法、コンピューテッド・ラジオ

グラフィー法又はデジタル透視撮影法による。 

なお、デジタル透視撮影法とは、超細密イメージング・インテンシファイアー及び超細密

ビデオカメラを用いてデジタル映像化処理を行うものをいう。 

２ 電子画像管理加算 

(１) 「４」に規定する画像を電子化して管理及び保存した場合とは、デジタル撮影した画像を

電子媒体に保存して管理した場合をいい、フィルムへのプリントアウトを行った場合にも当

該加算を算定することができるが、本加算を算定した場合には当該フィルムの費用は算定で

きない。 

(２) 電子画像管理加算は、同一の部位につき、同時に２種類以上の撮影方法を使用した場合は

一連の撮影とみなし、主たる撮影の点数のみ算定する。 

(３) 電子画像管理加算は、他の医療機関で撮影したフィルム等についての診断のみを行った場

合には算定しない。 

  Ｅ０００ 透視診断 

（ ）（ ） 411410

２
－
⑷　
画
像
診
断



 - 338 - 

   (１) 本項の透視診断とは、透視による疾病、病巣の診断を評価するものであり、特に別途疑義

解釈通知等により取扱いを示した場合を除き、消化管の造影剤使用撮影に際し腸管の所要の

位置に造影剤が到達しているか否かを透視により検査する場合等、撮影の時期決定や準備手

段又は他の検査、注射、処置及び手術の補助手段として行う透視については算定できない。 

(２) 造影剤を使用する透視診断は一連の診断目的のために行うものについては、時間を隔てて

行う場合であっても１回として算定する。ただし、腸管の透視を時間を隔てて数回行いその

時間が数時間にわたる場合には、２回以上として算定できる。その基準は概ね２時間に１回

とする。 

  Ｅ００１ 写真診断 

(１) 他の医療機関で撮影したフィルム等についての診断料は撮影部位及び撮影方法（単純撮影、

特殊撮影、造影剤使用撮影又は乳房撮影を指し、アナログ撮影又はデジタル撮影の別は問わ

ない。）別に１回の算定とする。例えば、胸部単純写真と断層像についてであれば２回とし

て算定できる。 

   ただし、１つの撮影方法については撮影回数、写真枚数にかかわらず１回として算定する。 

(２) 写真診断においては、耳、副鼻腔は頭部として、骨盤、腎、尿管、膀胱は腹部として、そ

れぞれ「１」の「イ」により算定する。また、頸部、腋窩、股関節部、肩関節部、肩胛骨又

は鎖骨にあっても、「１」の「イ」により算定する。 

(３) 写真診断に掲げる所定点数は、フィルムへのプリントアウトを行わずに画像を電子媒体に

保存した場合にも算定できる。 

(４) イメージ・インテンシファイアー間接撮影装置によるエックス線撮影については、診断料

及び撮影料は間接撮影の場合の所定点数により算定できる。また、同一部位に対し直接撮影

を併せて行った場合は、イメージ・インテンシファイアー間接撮影装置による一連の撮影と

して間接撮影の場合の所定点数のみを算定する。 

  Ｅ００２ 撮影 

(１) 高圧撮影、拡大撮影及び軟部組織撮影は、「１」の単純撮影として算定する。 

(２) エックス線フィルムサブトラクションについては、反転フィルムの作製の費用として、一

連につき、「１」及び区分番号「Ｅ４００」フィルムによって算定し、診断料は別に算定で

きない。なお、診療継続中の患者であって診療上の必要性を認め以前撮影した脳血管造影フ

ィルムを用いてサブトラクションを実施した場合であっても、反転フィルムの作製の費用及

びフィルム料は算定できるが、診断料は別に算定できない。 

(３) 特殊撮影とは、パントモグラフィー、断層撮影（同時多層撮影、回転横断撮影を含む。）、

スポット撮影（胃、胆嚢及び腸）、側頭骨・上顎骨・副鼻腔曲面断層撮影及び児頭骨盤不均

衡特殊撮影（側面撮影及び骨盤入口撮影後、側面、骨盤入口撮影のフィルムに対し特殊ルー

ラー（計測板）の重複撮影を行う方法をいう。）をいう。なお、胃のスポット撮影、胆嚢ス

ポット撮影及び腸スポット撮影については、消化管撮影の一連の診断行為の１つとみなされ

る場合であっても、第１節エックス線診断料の「２」の適用の対象とする。 

(４) 撮影に掲げる所定点数は、フィルムへのプリントアウトを行わずに画像を電子媒体に保存

した場合にも算定できる。 

(５) 造影剤使用撮影時の算定方法 

ア 造影剤使用撮影とは、血管造影、瘻孔造影及び気造影等の造影剤を使用して行った撮影
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め、診断を行った場合は「同時に」には該当しないので、胸部単純撮影及び胸椎撮影のそれ

ぞれについて「３」の適用となるか否かを判断すること。なお、仮にそれぞれについて同時

に２枚以上のフィルムが使用されれば「３」の適用となること。 

ア 脊椎の単純撮影において、頸椎及び胸椎上部を正面・側面等曝射の角度を変えて数回に

わたって撮影した場合 

イ 胸部単純撮影と肺尖撮影を併施した場合 

ウ 胸部単純撮影と胸椎撮影を併施した場合 

エ 消化管造影において、食道・胃・十二指腸を背腹・腹背等体位を変換させて数回にわた

って撮影した場合 

オ 耳鼻科領域におけるシュラー法、ステンバー法及びマイヤー法のうち、２方法以上の撮

影を併せて実施した場合 

(８) 耳・肘・膝等の対称器官又は対称部位の健側を患側の対照として撮影する場合における撮

影料、診断料については、同一部位の同時撮影を行った場合と同じ取扱いとする。 

(９) ２枚目以降 100 分の 50 で算定する場合及び間接撮影を行った場合に端数が生じる場合の

端数処理は、点数計算の最後に行うものとする。 

例 ２枚の頭部単純デジタルエックス線撮影を行った場合 

［診断料］ 85 点＋85 点×0.5 ＝ 127.5 点 →（四捨五入）→ 128 点 

［撮影料］ 68 点＋68 点×0.5 ＝   102 点 

３枚の頭部単純デジタルエックス線撮影を行った場合 

［診断料］ 85 点＋85 点×0.5 × 2＝ 170 点 

［撮影料］ 68 点＋68 点×0.5 × 2＝ 136 点 

２枚の胸部アナログエックス線間接撮影を行った場合 

［診断料]   85 点×0.5＋85 点×0.5×0.5＝63.75 点 →（四捨五入）→ 64 点 

［撮影料]  60 点×0.5＋60 点×0.5×0.5＝   45 点 

(10) デジタル撮影 

デジタル撮影とは、エックス線撮影後、画像情報のデジタル処理を行うことが可能なもの

をいい、デジタル・サブトラクション・アンギオグラフィー法、コンピューテッド・ラジオ

グラフィー法又はデジタル透視撮影法による。 

なお、デジタル透視撮影法とは、超細密イメージング・インテンシファイアー及び超細密

ビデオカメラを用いてデジタル映像化処理を行うものをいう。 

２ 電子画像管理加算 

(１) 「４」に規定する画像を電子化して管理及び保存した場合とは、デジタル撮影した画像を

電子媒体に保存して管理した場合をいい、フィルムへのプリントアウトを行った場合にも当

該加算を算定することができるが、本加算を算定した場合には当該フィルムの費用は算定で

きない。 

(２) 電子画像管理加算は、同一の部位につき、同時に２種類以上の撮影方法を使用した場合は

一連の撮影とみなし、主たる撮影の点数のみ算定する。 

(３) 電子画像管理加算は、他の医療機関で撮影したフィルム等についての診断のみを行った場

合には算定しない。 

  Ｅ０００ 透視診断 
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内注入、胃・十二指腸ゾンデ挿入による注入、膀胱内注入、腎盂内注入及び唾液腺注入をい

う。 

(７) 経皮経肝胆管造影における造影剤注入手技は区分番号「Ｄ３１４」により算定し、胆管に

留置したドレーンチューブ等からの造影剤注入手技は区分番号「Ｅ００３」の「６」の「ロ」

により算定する。 

(８) 精嚢撮影を行うための精管切開は、区分番号「Ｋ８２９」により算定する。 

(９) 造影剤を注入するために観血手術を行った場合は、当該観血手術の所定点数をあわせて算

定する。 

(10)  リンパ管造影を行うときの造影剤注入のための観血手術及び注入の手技料は、あわせて、

区分番号「Ｋ６２６」リンパ節摘出術の「１」により算定する。 

Ｅ００４ 基本的エックス線診断料  

(１) 基本的エックス線診断料は、特定機能病院の入院医療において通常行われる基本的な画像

診断について、その適正化及び請求事務の簡素化の観点から包括化して入院日数に応じた算

定を行うものである。 

(２) １月を通じて、基本的エックス線診断料に包括されている画像診断項目のいずれも行われ

なかった場合は、当該月は本診断料は算定できない。  

(３) 写真診断及び撮影を行い、これに伴って使用されるフィルムは、別に算定できる。 

(４) 基本的エックス線診断料を算定している患者に対して、撮影した画像を電子化して管理及

び保存した場合は、一連の撮影ごとに第１節のエックス線診断料通則の「４」に規定する電

子画像管理加算を別に算定できる。 

(５) 基本的エックス線診断料を算定している患者に対して、エックス線フィルムサブトラクシ

ョンを行った場合は、基本的エックス線診断料の他、手技料として区分番号「Ｅ００２」の

「１」の所定点数を算定できる。 

(６) 基本的エックス線診断料に含まれない画像診断を行った場合は、別途当該画像診断に係る

所定点数を算定できる。 

(７) 単純撮影を２枚以上撮影した場合又は間接撮影を行った場合にあっても、手技料は基本的

エックス線診断料に含まれ、別に算定できない。 

(８) 入院日数については、入院基本料とは異なり、入院の都度当該入院の初日から数え、また、

退院日も算定対象となる。なお、外泊期間中は、入院日数に含まれない。 

(９) 療養病棟、結核病棟又は精神病棟に入院している患者及び第１章第２部第２節に規定する

ＨＩＶ感染者療養環境特別加算、二類感染症患者療養環境特別加算若しくは重症者等療養環

境特別加算又は同部第３節に規定する特定入院料を算定している患者については、基本的エ

ックス線診断料は別に算定しないが、入院日数は入院初日から数える。 

 

 第２節 核医学診断料 

  １ 核医学診断に係る一般的事項 

    「１」に規定する核医学診断に係る所定点数とは、区分番号「Ｅ１００」から区分番号「Ｅ１

０１－５」までに掲げる所定点数及び区分番号「Ｅ１０２」に掲げる所定点数を合算した点数を

いう。 

２ 「３」に規定する画像を電子化して管理及び保存した場合とは、デジタル撮影した画像を電子
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をいう。 

イ 二重造影は、消化管診断に含まれ、別に算定できないが、その際に使用される発泡錠は

薬剤料として別に算定できる。 

ウ 椎間板の変性を見るため、エックス線透視下に造影剤を使用し、椎間板を求めて１～３

か所注入し、四ツ切フィルム２枚のエックス線写真診断を行った場合は、「３」により算

定する。 

エ 高速心大血管連続撮影装置による撮影は、「３」により算定する。 

オ 子宮卵管造影法による検査は、区分番号「Ｅ００１」写真診断の「３」、区分番号「Ｅ

００２」撮影の「３」、区分番号「Ｅ００３」造影剤注入手技の「６」の「ロ」、区分番

号「Ｅ３００」薬剤及び区分番号「Ｅ４００」フィルムにより算定する。 

(６) 乳房撮影とは、当該撮影専用の機器を用いて、原則として両側の乳房に対し、それぞれ２

方向以上の撮影を行うものをいい、両側について一連として算定する。 

(７) 「注２」により新生児加算、乳幼児加算又は幼児加算を行う場合の所定点数とは、「１」、

「２」、「３」（「注３」による加算を含む。）又は「４」の点数（間接撮影の場合は 100

分の 50 に相当する点数）をいう。 

なお、新生児加算、乳幼児加算又は幼児加算を行う場合に端数が生じる場合の端数処理は、

当該撮影の最後に行うものとする。 

例 単純撮影（デジタル撮影）における新生児加算、乳幼児加算又は幼児加算を行う場合の

端数処理の例 

１枚撮影の場合 

［新生児加算］ 68 点×1.8 ＝122.4 点 →（四捨五入）→ 122 点 

３枚撮影の場合 

［新生児加算］ 68 点×1.8 ＋68 点×1.8×0.5×2＝244.8 点 →（四捨五入）→245 点 

Ｅ００３ 造影剤注入手技 

(１) 造影剤注入手技料は、造影剤使用撮影を行うに当たって造影剤を注入した場合に算定する。

ただし、同一日に静脈内注射又は点滴注射を算定した場合は造影剤注入手技の「１」点滴注

射の所定点数は重複して算定できない。 

(２) 「３」の動脈造影カテーテル法及び「４」の静脈造影カテーテル法とは、血管造影用カテ

ーテルを用いて行った造影剤注入手技をいう。 

(３) 「３」の「イ」は、主要血管である総頸動脈、椎骨動脈、鎖骨下動脈、気管支動脈、腎動

脈、腹部動脈（腹腔動脈、上及び下腸間膜動脈をも含む。）、骨盤動脈又は各四肢の動脈の

分枝血管を選択的に造影撮影した場合、分枝血管の数にかかわらず１回に限り算定できる。 

総頸動脈、椎骨動脈、鎖骨下動脈、気管支動脈及び腎動脈の左右両側をあわせて造影した

場合であっても一連の主要血管として所定点数は１回に限り算定する。 

(４) 静脈造影カテーテル法は、副腎静脈、奇静脈又は脊椎静脈に対して実施した場合に算定で

きる。 

(５) 「６」の「イ」注腸を実施する際の前処置として行った高位浣腸の処置料は所定点数に含

まれ、別途算定できない。 

(６) 「６」の「ロ」その他のものとは、腰椎穿刺注入、胸椎穿刺注入、頸椎穿刺注入、関節腔

内注入、上顎洞穿刺注入、気管内注入（内視鏡下の造影剤注入によらないもの）、子宮卵管
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内注入、胃・十二指腸ゾンデ挿入による注入、膀胱内注入、腎盂内注入及び唾液腺注入をい

う。 

(７) 経皮経肝胆管造影における造影剤注入手技は区分番号「Ｄ３１４」により算定し、胆管に

留置したドレーンチューブ等からの造影剤注入手技は区分番号「Ｅ００３」の「６」の「ロ」

により算定する。 

(８) 精嚢撮影を行うための精管切開は、区分番号「Ｋ８２９」により算定する。 

(９) 造影剤を注入するために観血手術を行った場合は、当該観血手術の所定点数をあわせて算

定する。 

(10)  リンパ管造影を行うときの造影剤注入のための観血手術及び注入の手技料は、あわせて、

区分番号「Ｋ６２６」リンパ節摘出術の「１」により算定する。 

Ｅ００４ 基本的エックス線診断料  

(１) 基本的エックス線診断料は、特定機能病院の入院医療において通常行われる基本的な画像

診断について、その適正化及び請求事務の簡素化の観点から包括化して入院日数に応じた算

定を行うものである。 

(２) １月を通じて、基本的エックス線診断料に包括されている画像診断項目のいずれも行われ

なかった場合は、当該月は本診断料は算定できない。  

(３) 写真診断及び撮影を行い、これに伴って使用されるフィルムは、別に算定できる。 

(４) 基本的エックス線診断料を算定している患者に対して、撮影した画像を電子化して管理及

び保存した場合は、一連の撮影ごとに第１節のエックス線診断料通則の「４」に規定する電

子画像管理加算を別に算定できる。 

(５) 基本的エックス線診断料を算定している患者に対して、エックス線フィルムサブトラクシ

ョンを行った場合は、基本的エックス線診断料の他、手技料として区分番号「Ｅ００２」の

「１」の所定点数を算定できる。 

(６) 基本的エックス線診断料に含まれない画像診断を行った場合は、別途当該画像診断に係る

所定点数を算定できる。 

(７) 単純撮影を２枚以上撮影した場合又は間接撮影を行った場合にあっても、手技料は基本的

エックス線診断料に含まれ、別に算定できない。 

(８) 入院日数については、入院基本料とは異なり、入院の都度当該入院の初日から数え、また、

退院日も算定対象となる。なお、外泊期間中は、入院日数に含まれない。 

(９) 療養病棟、結核病棟又は精神病棟に入院している患者及び第１章第２部第２節に規定する

ＨＩＶ感染者療養環境特別加算、二類感染症患者療養環境特別加算若しくは重症者等療養環

境特別加算又は同部第３節に規定する特定入院料を算定している患者については、基本的エ

ックス線診断料は別に算定しないが、入院日数は入院初日から数える。 

 

 第２節 核医学診断料 

  １ 核医学診断に係る一般的事項 

    「１」に規定する核医学診断に係る所定点数とは、区分番号「Ｅ１００」から区分番号「Ｅ１

０１－５」までに掲げる所定点数及び区分番号「Ｅ１０２」に掲げる所定点数を合算した点数を

いう。 

２ 「３」に規定する画像を電子化して管理及び保存した場合とは、デジタル撮影した画像を電子
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をいう。 

イ 二重造影は、消化管診断に含まれ、別に算定できないが、その際に使用される発泡錠は

薬剤料として別に算定できる。 

ウ 椎間板の変性を見るため、エックス線透視下に造影剤を使用し、椎間板を求めて１～３

か所注入し、四ツ切フィルム２枚のエックス線写真診断を行った場合は、「３」により算

定する。 

エ 高速心大血管連続撮影装置による撮影は、「３」により算定する。 

オ 子宮卵管造影法による検査は、区分番号「Ｅ００１」写真診断の「３」、区分番号「Ｅ

００２」撮影の「３」、区分番号「Ｅ００３」造影剤注入手技の「６」の「ロ」、区分番

号「Ｅ３００」薬剤及び区分番号「Ｅ４００」フィルムにより算定する。 

(６) 乳房撮影とは、当該撮影専用の機器を用いて、原則として両側の乳房に対し、それぞれ２

方向以上の撮影を行うものをいい、両側について一連として算定する。 

(７) 「注２」により新生児加算、乳幼児加算又は幼児加算を行う場合の所定点数とは、「１」、

「２」、「３」（「注３」による加算を含む。）又は「４」の点数（間接撮影の場合は 100

分の 50 に相当する点数）をいう。 

なお、新生児加算、乳幼児加算又は幼児加算を行う場合に端数が生じる場合の端数処理は、

当該撮影の最後に行うものとする。 

例 単純撮影（デジタル撮影）における新生児加算、乳幼児加算又は幼児加算を行う場合の

端数処理の例 

１枚撮影の場合 

［新生児加算］ 68 点×1.8 ＝122.4 点 →（四捨五入）→ 122 点 

３枚撮影の場合 

［新生児加算］ 68 点×1.8 ＋68 点×1.8×0.5×2＝244.8 点 →（四捨五入）→245 点 

Ｅ００３ 造影剤注入手技 

(１) 造影剤注入手技料は、造影剤使用撮影を行うに当たって造影剤を注入した場合に算定する。

ただし、同一日に静脈内注射又は点滴注射を算定した場合は造影剤注入手技の「１」点滴注

射の所定点数は重複して算定できない。 

(２) 「３」の動脈造影カテーテル法及び「４」の静脈造影カテーテル法とは、血管造影用カテ

ーテルを用いて行った造影剤注入手技をいう。 

(３) 「３」の「イ」は、主要血管である総頸動脈、椎骨動脈、鎖骨下動脈、気管支動脈、腎動

脈、腹部動脈（腹腔動脈、上及び下腸間膜動脈をも含む。）、骨盤動脈又は各四肢の動脈の

分枝血管を選択的に造影撮影した場合、分枝血管の数にかかわらず１回に限り算定できる。 

総頸動脈、椎骨動脈、鎖骨下動脈、気管支動脈及び腎動脈の左右両側をあわせて造影した

場合であっても一連の主要血管として所定点数は１回に限り算定する。 

(４) 静脈造影カテーテル法は、副腎静脈、奇静脈又は脊椎静脈に対して実施した場合に算定で

きる。 

(５) 「６」の「イ」注腸を実施する際の前処置として行った高位浣腸の処置料は所定点数に含

まれ、別途算定できない。 

(６) 「６」の「ロ」その他のものとは、腰椎穿刺注入、胸椎穿刺注入、頸椎穿刺注入、関節腔

内注入、上顎洞穿刺注入、気管内注入（内視鏡下の造影剤注入によらないもの）、子宮卵管
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(４) 当該画像診断を実施した同一月内に悪性腫瘍の診断の目的で区分番号「Ｅ１００」シンチ

グラム（画像を伴うもの）（ガリウムにより標識された放射性医薬品を用いるものに限る。）

を実施した場合には、主たるもののみを算定する。 

(５) ポジトロン断層撮影と同時に同一の機器を用いて行ったコンピューター断層撮影の費用は

ポジトロン断層撮影の所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(６) 15Ｏ標識ガス剤を用いた場合に当該画像診断に伴って行われる血液ガス分析の費用は所定

点数に含まれ、別に算定できない。 

(７) ターゲットガス（窒素、酸素、二酸化炭素）等の 15Ｏ標識ガス剤の合成及び吸入に係る費

用並びに 18ＦＤＧ並びに 13Ｎ標識アンモニア剤の合成及び注入に係る費用は所定点数に含ま

れ、別に算定できない。 

(８) 13Ｎ標識アンモニア剤を用いたポジトロン断層撮影については、他の検査で判断のつかな

い虚血性心疾患の診断を目的として行った場合に算定する。負荷に用いる薬剤料は所定点数

に含まれ、別に算定できない。 

  Ｅ１０１－３ ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 

(１) ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影は、Ｘ線ＣＴ組合せ型ポジトロンＣＴ装置

を用いて、診断用の画像としてポジトロン断層撮影画像、コンピューター断層撮影画像及び

両者の融合画像を取得するものをいい、ポジトロン断層撮影画像の吸収補正用としてのみコ

ンピューター断層撮影を行った場合は該当しない。また、撮影の方向、スライスの数、撮影

の部位数及び疾患の種類等にかかわらず所定点数により算定する。 

(２) 同一月に、区分番号「Ｅ２００」コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影）を行った後にポジ

トロン断層・コンピューター断層複合撮影を行う場合は、本区分は算定せず、区分番号「Ｅ

１０１－２」ポジトロン断層撮影により算定する。この場合においては、区分番号「Ｅ１０

１－２」の別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局

長に届け出ていなくても差し支えない。 

(３) 18ＦＤＧを用いたポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影については、てんかん若

しくは血管炎の診断又は悪性腫瘍（早期胃癌を除き、悪性リンパ腫を含む。）の病期診断若

しくは転移・再発の診断を目的とし、次の表に定める要件を満たす場合に限り算定する。た

だし、表中の「画像診断」からは、コンピューター断層撮影を除く。次の表に定める要件は

満たさないが、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影に定める要件を満たす場合は、

区分番号「Ｅ１０１－２」により算定する。 

１．てんかん 難治性部分てんかんで外科切除が必要とされる患者に使用

する。 

２．悪性腫瘍（早期胃癌を除

き、悪性リンパ腫を含む。) 

他の検査又は画像診断により病期診断又は転移若しくは再

発の診断が確定できない患者に使用する。 

３．血管炎 高安動脈炎等の大型血管炎において、他の検査で病変の局

在又は活動性の判断のつかない患者に使用する。 

(４) 18ＦＤＧ製剤を医療機関内で製造する場合は、18ＦＤＧ製剤の製造に係る衛生管理、品質管

理等については、関係学会の定める基準を参考として、十分安全な体制を整備した上で実施

すること。なお、高安動脈炎等の大型血管炎の診断に用いる 18ＦＤＧ製剤については、当該

診断のために用いるものとして薬事承認を得ている 18ＦＤＧ製剤を使用した場合に限り算定
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媒体に保存して管理した場合をいい、フィルムへのプリントアウトを行った場合にも当該加算を

算定することができるが、本加算を算定した場合には当該フィルムの費用は算定できない。 

３ ラジオアイソトープの費用 

ラジオアイソトープの費用を算定する場合は、「使用薬剤の薬価（薬価基準）」の定めるとこ

ろによる。 

Ｅ１００ シンチグラム（画像を伴うもの） 

「注３」の加算における所定点数には「注２」による加算は含まれない。 

Ｅ１０１ シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影 

(１) シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影は、同一のラジオアイソトープを使

用した一連の検査につき、撮影の方向、スライスの数、撮影の部位数及び疾病の種類等にか

かわらず所定点数のみにより算定する。 

(２) 「注２」の加算における所定点数とは、「注１」及び「注３」の加算を含まない点数であ

る。 

(３) 「注３」の加算における所定点数とは、「注１」及び「注２」の加算を含まない点数であ

る。 

  Ｅ１０１－２ ポジトロン断層撮影 

(１) ポジトロン断層撮影は、撮影の方向、スライスの数、撮影の部位数及び疾患の種類等にか

かわらず所定点数のみにより算定する。 

(２) 18ＦＤＧを用いたポジトロン断層撮影については、てんかん、心疾患若しくは血管炎の診

断又は悪性腫瘍（早期胃癌を除き、悪性リンパ腫を含む。）の病期診断若しくは転移・再発

の診断を目的とし、次の表に定める要件を満たす場合に限り算定する。 

１．てんかん 

 

難治性部分てんかんで外科切除が必要とされる患者に使用

する。 

２．心疾患 虚血性心疾患による心不全患者における心筋組織のバイア

ビリティ診断（他の検査で判断のつかない場合に限

る。）、心サルコイドーシスの診断（心臓以外で類上皮細

胞肉芽腫が陽性でサルコイドーシスと診断され、かつ心臓

病変を疑う心電図又は心エコー所見を認める場合に限

る。）又は心サルコイドーシスにおける炎症部位の診断が

必要とされる患者に使用する。 

３．悪性腫瘍 (早期胃癌を除

き、悪性リンパ腫を含む。) 

他の検査又は画像診断により病期診断又は転移若しくは再

発の診断が確定できない患者に使用する。 

 

４．血管炎 高安動脈炎等の大型血管炎において、他の検査で病変の局

在又は活動性の判断のつかない患者に使用する。 

(３) 18ＦＤＧ製剤を医療機関内で製造する場合は、18ＦＤＧ製剤の製造に係る衛生管理、品質管

理等については、関係学会の定める基準を参考として、十分安全な体制を整備した上で実施

すること。なお、高安動脈炎等の大型血管炎の診断に用いる 18ＦＤＧ製剤については、当該

診断のために用いるものとして薬事承認を得ている 18ＦＤＧ製剤を使用した場合に限り算定

する。 
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(４) 当該画像診断を実施した同一月内に悪性腫瘍の診断の目的で区分番号「Ｅ１００」シンチ

グラム（画像を伴うもの）（ガリウムにより標識された放射性医薬品を用いるものに限る。）

を実施した場合には、主たるもののみを算定する。 

(５) ポジトロン断層撮影と同時に同一の機器を用いて行ったコンピューター断層撮影の費用は

ポジトロン断層撮影の所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(６) 15Ｏ標識ガス剤を用いた場合に当該画像診断に伴って行われる血液ガス分析の費用は所定

点数に含まれ、別に算定できない。 

(７) ターゲットガス（窒素、酸素、二酸化炭素）等の 15Ｏ標識ガス剤の合成及び吸入に係る費

用並びに 18ＦＤＧ並びに 13Ｎ標識アンモニア剤の合成及び注入に係る費用は所定点数に含ま

れ、別に算定できない。 

(８) 13Ｎ標識アンモニア剤を用いたポジトロン断層撮影については、他の検査で判断のつかな

い虚血性心疾患の診断を目的として行った場合に算定する。負荷に用いる薬剤料は所定点数

に含まれ、別に算定できない。 

  Ｅ１０１－３ ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 

(１) ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影は、Ｘ線ＣＴ組合せ型ポジトロンＣＴ装置

を用いて、診断用の画像としてポジトロン断層撮影画像、コンピューター断層撮影画像及び

両者の融合画像を取得するものをいい、ポジトロン断層撮影画像の吸収補正用としてのみコ

ンピューター断層撮影を行った場合は該当しない。また、撮影の方向、スライスの数、撮影

の部位数及び疾患の種類等にかかわらず所定点数により算定する。 

(２) 同一月に、区分番号「Ｅ２００」コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影）を行った後にポジ

トロン断層・コンピューター断層複合撮影を行う場合は、本区分は算定せず、区分番号「Ｅ

１０１－２」ポジトロン断層撮影により算定する。この場合においては、区分番号「Ｅ１０

１－２」の別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局

長に届け出ていなくても差し支えない。 

(３) 18ＦＤＧを用いたポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影については、てんかん若

しくは血管炎の診断又は悪性腫瘍（早期胃癌を除き、悪性リンパ腫を含む。）の病期診断若

しくは転移・再発の診断を目的とし、次の表に定める要件を満たす場合に限り算定する。た

だし、表中の「画像診断」からは、コンピューター断層撮影を除く。次の表に定める要件は

満たさないが、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影に定める要件を満たす場合は、

区分番号「Ｅ１０１－２」により算定する。 

１．てんかん 難治性部分てんかんで外科切除が必要とされる患者に使用

する。 

２．悪性腫瘍（早期胃癌を除

き、悪性リンパ腫を含む。) 

他の検査又は画像診断により病期診断又は転移若しくは再

発の診断が確定できない患者に使用する。 

３．血管炎 高安動脈炎等の大型血管炎において、他の検査で病変の局

在又は活動性の判断のつかない患者に使用する。 

(４) 18ＦＤＧ製剤を医療機関内で製造する場合は、18ＦＤＧ製剤の製造に係る衛生管理、品質管

理等については、関係学会の定める基準を参考として、十分安全な体制を整備した上で実施

すること。なお、高安動脈炎等の大型血管炎の診断に用いる 18ＦＤＧ製剤については、当該

診断のために用いるものとして薬事承認を得ている 18ＦＤＧ製剤を使用した場合に限り算定

 - 341 - 

媒体に保存して管理した場合をいい、フィルムへのプリントアウトを行った場合にも当該加算を

算定することができるが、本加算を算定した場合には当該フィルムの費用は算定できない。 

３ ラジオアイソトープの費用 

ラジオアイソトープの費用を算定する場合は、「使用薬剤の薬価（薬価基準）」の定めるとこ

ろによる。 

Ｅ１００ シンチグラム（画像を伴うもの） 

「注３」の加算における所定点数には「注２」による加算は含まれない。 

Ｅ１０１ シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影 

(１) シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影は、同一のラジオアイソトープを使

用した一連の検査につき、撮影の方向、スライスの数、撮影の部位数及び疾病の種類等にか

かわらず所定点数のみにより算定する。 

(２) 「注２」の加算における所定点数とは、「注１」及び「注３」の加算を含まない点数であ

る。 

(３) 「注３」の加算における所定点数とは、「注１」及び「注２」の加算を含まない点数であ

る。 

  Ｅ１０１－２ ポジトロン断層撮影 

(１) ポジトロン断層撮影は、撮影の方向、スライスの数、撮影の部位数及び疾患の種類等にか

かわらず所定点数のみにより算定する。 

(２) 18ＦＤＧを用いたポジトロン断層撮影については、てんかん、心疾患若しくは血管炎の診

断又は悪性腫瘍（早期胃癌を除き、悪性リンパ腫を含む。）の病期診断若しくは転移・再発

の診断を目的とし、次の表に定める要件を満たす場合に限り算定する。 

１．てんかん 

 

難治性部分てんかんで外科切除が必要とされる患者に使用

する。 

２．心疾患 虚血性心疾患による心不全患者における心筋組織のバイア

ビリティ診断（他の検査で判断のつかない場合に限

る。）、心サルコイドーシスの診断（心臓以外で類上皮細

胞肉芽腫が陽性でサルコイドーシスと診断され、かつ心臓

病変を疑う心電図又は心エコー所見を認める場合に限

る。）又は心サルコイドーシスにおける炎症部位の診断が

必要とされる患者に使用する。 

３．悪性腫瘍 (早期胃癌を除

き、悪性リンパ腫を含む。) 

他の検査又は画像診断により病期診断又は転移若しくは再

発の診断が確定できない患者に使用する。 

 

４．血管炎 高安動脈炎等の大型血管炎において、他の検査で病変の局

在又は活動性の判断のつかない患者に使用する。 

(３) 18ＦＤＧ製剤を医療機関内で製造する場合は、18ＦＤＧ製剤の製造に係る衛生管理、品質管

理等については、関係学会の定める基準を参考として、十分安全な体制を整備した上で実施

すること。なお、高安動脈炎等の大型血管炎の診断に用いる 18ＦＤＧ製剤については、当該

診断のために用いるものとして薬事承認を得ている 18ＦＤＧ製剤を使用した場合に限り算定

する。 

（ ）（ ） 415414

２
－
⑷　
画
像
診
断



 - 344 - 

画像診断により病期診断又は転移若しくは再発の診断が確定できない患者に使用した場合に

限り算定する。 

(３) 区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影の「２」18ＦＤＧを用いた場合（一連の検

査につき）、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（一

連の検査につき）の「２」18ＦＤＧを用いた場合（一連の検査につき）又は区分番号「Ｅ１

０１－４」のポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（一連につき）と併せ

て同日に行った場合に限り算定する。 

(４)  18ＦＤＧ製剤を医療機関内で製造する場合は、18ＦＤＧ製剤の製造に係る衛生管理、品質

管理等については、関係学会の定める基準を参考として、十分安全な体制を整備した上で実

施すること。18ＦＤＧの合成及び注入に係る費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｅ１０２ 核医学診断 

(１) 核医学診断料は、実施した区分番号「Ｅ１００」から区分番号「Ｅ１０１－５」までに掲

げる各区分の種類又は回数にかかわらず、月１回の算定とし、初回のシンチグラム（画像を

伴うもの）、シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影、ポジトロン断層撮影、

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影、ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター

断層複合撮影又は乳房用ポジトロン断層撮影を実施する日に算定する。 

(２)  同一月内において入院及び外来の両方又は入院中に複数の診療科においてシンチグラム

（画像を伴うもの）、シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影、ポジトロン断

層撮影、ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影、ポジトロン断層・磁気共鳴コンピ

ューター断層複合撮影又は乳房用ポジトロン断層撮影を実施した場合においては、入院若し

くは外来又は診療科の別にかかわらず、月１回に限り算定する。 

 

 第３節 コンピューター断層撮影診断料 

１ コンピューター断層撮影と磁気共鳴コンピューター断層撮影を行う際の取扱い 

(１) 同一月に区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影又は区

分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影を行った後

に区分番号「Ｅ２００」コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影）又は区分番号「Ｅ２０２」磁

気共鳴コンピューター断層撮影（ＭＲＩ撮影）を行った場合には、当該コンピューター断層

撮影又は磁気共鳴コンピューター断層撮影については、２回目以降として「２」の例により

算定する。 

(２) 開設者が同一である複数の保険医療機関又は検査施設提供の契約を結んだ複数の医療機関

において、同一の患者につき、コンピューター断層撮影及び磁気共鳴コンピューター断層撮

影を同一月に２回以上行った場合は、当該月の２回目以降の断層撮影について、「２」によ

り算定する。 

２ 「３」に規定する画像を電子化して管理及び保存した場合とは、デジタル撮影した画像を電子

媒体に保存して管理した場合をいい、フィルムへのプリントアウトを行った場合にも当該加算を

算定することができるが、本加算を算定した場合には当該フィルムの費用は算定できない。 

３ 「４」の加算における所定点数には、区分番号「Ｅ２００」の「注３」及び区分番号「Ｅ２０

２」の「注３」による加算が含まれる。「２」における所定点数には、注に掲げる加算は含まれ

ない。 
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する。 

(５) 撮影に当たって造影剤を使用した場合は、区分番号「Ｅ２００」コンピューター断層撮影

（ＣＴ撮影）の「注３」の加算を本区分に対する加算として併せて算定する。 

(６) 当該画像診断を実施した同一月内に悪性腫瘍の診断の目的で区分番号「Ｅ１００」シンチ

グラム（画像を伴うもの）（ガリウムにより標識された放射性医薬品を用いるものに限る。）

又は区分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影を実

施した場合には、主たるもののみを算定する。 

(７)  15Ｏ標識ガス剤を用いた場合に当該画像診断に伴って行われる血液ガス分析の費用は所定

点数に含まれ、別に算定できない。  

(８) ターゲットガス（窒素、酸素、二酸化炭素）等の 15Ｏ標識ガス剤の合成及び吸入に係る費

用並びに 18ＦＤＧの合成及び注入に係る費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｅ１０１－４ ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（一連の検査につき） 

(１) ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影は、ＰＥＴ装置とＭＲＩ装置を組

み合わせた装置を用いて、診断用の画像としてポジトロン断層撮影画像、磁気共鳴コンピュ

ーター断層撮影画像及び両者の融合画像を取得するものをいう。また、画像のとり方、画像

処理法の種類、スライスの数、撮影の部位数、疾病の種類等にかかわらず、所定点数により

算定する。 

(２) 同一月に、区分番号「Ｅ２０２」磁気共鳴コンピューター断層撮影（ＭＲＩ撮影）を行っ

た後にポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影を行う場合は、本区分は算定

せず、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影により算定する。この場合においては、

区分番号「Ｅ１０１－２」の別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして

地方厚生（支）局長に届け出ていなくても差し支えない。 

(３) 18ＦＤＧを用いて、悪性腫瘍（脳、頭頸部、縦隔、胸膜、乳腺、直腸、泌尿器、卵巣、子

宮、骨軟部組織、造血器、悪性黒色腫）の病期診断及び転移・再発の診断を目的とし、他の

検査、画像診断により病期診断及び転移・再発の診断が確定できない患者に使用した場合に

限り算定する。ただし、この画像診断からは磁気共鳴コンピューター断層撮影を除く。 

(４) 撮影に当たって造影剤を使用した場合は、区分番号「Ｅ２０２」磁気共鳴コンピューター

断層撮影（ＭＲＩ撮影）の「注３」の加算を本区分に対する加算として併せて算定する。 

(５) 当該画像診断を実施した同一月内に悪性腫瘍の診断の目的で区分番号「Ｅ１００」シンチ

グラム（画像を伴うもの）（ガリウムにより標識された放射性医薬品を用いるものに限る。）

又は区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影を実施した場

合には、主たるもののみを算定する。 

(６) 18ＦＤＧ製剤を医療機関内で製造する場合は、18ＦＤＧ製剤の製造に係る衛生管理、品質管

理等については、関係学会の定める基準を参考として、十分安全な体制を整備した上で実施

すること。18ＦＤＧの合成及び注入に係る費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｅ１０１－５ 乳房用ポジトロン断層撮影 

(１) 乳房用ポジトロン断層撮影とは、乳房専用のＰＥＴ装置を用いて、診断用の画像としてポ

ジトロン断層撮影画像を撮影するものをいう。また、画像の方向、スライスの数、撮影の部

位数、疾病の種類等にかかわらず、所定点数により算定する。 

(２)  18ＦＤＧを用いて、乳がんの病期診断及び転移又は再発の診断を目的とし、他の検査又は
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画像診断により病期診断又は転移若しくは再発の診断が確定できない患者に使用した場合に

限り算定する。 

(３) 区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影の「２」18ＦＤＧを用いた場合（一連の検

査につき）、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（一

連の検査につき）の「２」18ＦＤＧを用いた場合（一連の検査につき）又は区分番号「Ｅ１

０１－４」のポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（一連につき）と併せ

て同日に行った場合に限り算定する。 

(４)  18ＦＤＧ製剤を医療機関内で製造する場合は、18ＦＤＧ製剤の製造に係る衛生管理、品質

管理等については、関係学会の定める基準を参考として、十分安全な体制を整備した上で実

施すること。18ＦＤＧの合成及び注入に係る費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｅ１０２ 核医学診断 

(１) 核医学診断料は、実施した区分番号「Ｅ１００」から区分番号「Ｅ１０１－５」までに掲

げる各区分の種類又は回数にかかわらず、月１回の算定とし、初回のシンチグラム（画像を

伴うもの）、シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影、ポジトロン断層撮影、

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影、ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター

断層複合撮影又は乳房用ポジトロン断層撮影を実施する日に算定する。 

(２)  同一月内において入院及び外来の両方又は入院中に複数の診療科においてシンチグラム

（画像を伴うもの）、シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影、ポジトロン断

層撮影、ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影、ポジトロン断層・磁気共鳴コンピ

ューター断層複合撮影又は乳房用ポジトロン断層撮影を実施した場合においては、入院若し

くは外来又は診療科の別にかかわらず、月１回に限り算定する。 

 

 第３節 コンピューター断層撮影診断料 

１ コンピューター断層撮影と磁気共鳴コンピューター断層撮影を行う際の取扱い 

(１) 同一月に区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影又は区

分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影を行った後

に区分番号「Ｅ２００」コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影）又は区分番号「Ｅ２０２」磁

気共鳴コンピューター断層撮影（ＭＲＩ撮影）を行った場合には、当該コンピューター断層

撮影又は磁気共鳴コンピューター断層撮影については、２回目以降として「２」の例により

算定する。 

(２) 開設者が同一である複数の保険医療機関又は検査施設提供の契約を結んだ複数の医療機関

において、同一の患者につき、コンピューター断層撮影及び磁気共鳴コンピューター断層撮

影を同一月に２回以上行った場合は、当該月の２回目以降の断層撮影について、「２」によ

り算定する。 

２ 「３」に規定する画像を電子化して管理及び保存した場合とは、デジタル撮影した画像を電子

媒体に保存して管理した場合をいい、フィルムへのプリントアウトを行った場合にも当該加算を

算定することができるが、本加算を算定した場合には当該フィルムの費用は算定できない。 

３ 「４」の加算における所定点数には、区分番号「Ｅ２００」の「注３」及び区分番号「Ｅ２０

２」の「注３」による加算が含まれる。「２」における所定点数には、注に掲げる加算は含まれ

ない。 
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する。 

(５) 撮影に当たって造影剤を使用した場合は、区分番号「Ｅ２００」コンピューター断層撮影

（ＣＴ撮影）の「注３」の加算を本区分に対する加算として併せて算定する。 

(６) 当該画像診断を実施した同一月内に悪性腫瘍の診断の目的で区分番号「Ｅ１００」シンチ

グラム（画像を伴うもの）（ガリウムにより標識された放射性医薬品を用いるものに限る。）

又は区分番号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影を実

施した場合には、主たるもののみを算定する。 

(７)  15Ｏ標識ガス剤を用いた場合に当該画像診断に伴って行われる血液ガス分析の費用は所定

点数に含まれ、別に算定できない。  

(８) ターゲットガス（窒素、酸素、二酸化炭素）等の 15Ｏ標識ガス剤の合成及び吸入に係る費

用並びに 18ＦＤＧの合成及び注入に係る費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｅ１０１－４ ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（一連の検査につき） 

(１) ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影は、ＰＥＴ装置とＭＲＩ装置を組

み合わせた装置を用いて、診断用の画像としてポジトロン断層撮影画像、磁気共鳴コンピュ

ーター断層撮影画像及び両者の融合画像を取得するものをいう。また、画像のとり方、画像

処理法の種類、スライスの数、撮影の部位数、疾病の種類等にかかわらず、所定点数により

算定する。 

(２) 同一月に、区分番号「Ｅ２０２」磁気共鳴コンピューター断層撮影（ＭＲＩ撮影）を行っ

た後にポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影を行う場合は、本区分は算定

せず、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影により算定する。この場合においては、

区分番号「Ｅ１０１－２」の別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして

地方厚生（支）局長に届け出ていなくても差し支えない。 

(３) 18ＦＤＧを用いて、悪性腫瘍（脳、頭頸部、縦隔、胸膜、乳腺、直腸、泌尿器、卵巣、子

宮、骨軟部組織、造血器、悪性黒色腫）の病期診断及び転移・再発の診断を目的とし、他の

検査、画像診断により病期診断及び転移・再発の診断が確定できない患者に使用した場合に

限り算定する。ただし、この画像診断からは磁気共鳴コンピューター断層撮影を除く。 

(４) 撮影に当たって造影剤を使用した場合は、区分番号「Ｅ２０２」磁気共鳴コンピューター

断層撮影（ＭＲＩ撮影）の「注３」の加算を本区分に対する加算として併せて算定する。 

(５) 当該画像診断を実施した同一月内に悪性腫瘍の診断の目的で区分番号「Ｅ１００」シンチ

グラム（画像を伴うもの）（ガリウムにより標識された放射性医薬品を用いるものに限る。）

又は区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影を実施した場

合には、主たるもののみを算定する。 

(６) 18ＦＤＧ製剤を医療機関内で製造する場合は、18ＦＤＧ製剤の製造に係る衛生管理、品質管

理等については、関係学会の定める基準を参考として、十分安全な体制を整備した上で実施

すること。18ＦＤＧの合成及び注入に係る費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｅ１０１－５ 乳房用ポジトロン断層撮影 

(１) 乳房用ポジトロン断層撮影とは、乳房専用のＰＥＴ装置を用いて、診断用の画像としてポ

ジトロン断層撮影画像を撮影するものをいう。また、画像の方向、スライスの数、撮影の部

位数、疾病の種類等にかかわらず、所定点数により算定する。 

(２)  18ＦＤＧを用いて、乳がんの病期診断及び転移又は再発の診断を目的とし、他の検査又は
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ウ 狭心症（定量的負荷心電図又は負荷心エコー法により機能的虚血が確認された場合又は

その確認が困難な場合に限る。） 

エ 狭心症等が疑われ、冠動脈疾患のリスク因子（糖尿病、高血圧、脂質異常症、喫煙等）

が認められる場合 

オ その他、冠動脈ＣＴ撮影が医学的に必要と認められる場合 

(９) 「注６」の外傷全身ＣＴとは、全身打撲症例における初期診断のため行う、頭蓋骨から少

なくとも骨盤骨までの連続したＣＴ撮影をいう。 

(10) 「注７」に規定する大腸ＣＴ撮影加算 

ア 他の検査で大腸悪性腫瘍が疑われる患者に対して、「１」の「イ」又は「ロ」として届

出を行っている機器を使用し、大腸のＣＴ撮影を行った場合に算定する。 

なお、当該撮影は、直腸用チューブを用いて、二酸化炭素を注入し下部消化管をＣＴ撮

影した上で三次元画像処理を行うものであり、大腸ＣＴ撮影に係る「注３」の加算、造影

剤注入手技料及び麻酔料（区分番号「Ｌ００８」に掲げるマスク又は気管内挿管による閉

鎖循環式全身麻酔を除く。）は、所定点数に含まれるものとする。 

イ アとは別に、転移巣の検索や他の部位の検査等の目的で、静脈内注射、点滴注射等によ

り造影剤使用撮影を同時に行った場合には、「注３」の加算を別に算定できる。 

(11) 「１」の「イ」の「(1)」については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合してい

るものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において 64 列以上のマルチスラ

イス型のＣＴ装置を使用して撮影が行われる場合、又は診断撮影機器での撮影を目的として

別の保険医療機関に依頼し 64 列以上のマルチスライス型のＣＴ装置を使用して撮影が行わ

れる場合に限り算定する。 

Ｅ２００－２ 血流予備量比コンピューター断層撮影 

(１) 血流予備量比コンピューター断層撮影は、血流予備量比コンピューター断層撮影の解析を

行うものとして薬事承認を取得したプログラムを用いた解析結果を参照して、コンピュータ

ー断層撮影による診断を行った場合に限り算定する。 

(２) 血流予備量比コンピューター断層撮影の結果により、血流予備量比が陰性にもかかわらず、

本検査実施後 90 日以内に区分番号「Ｄ２０６」心臓カテーテル法による諸検査を行った場

合は、主たるものの所定点数のみ算定する。 

(３) 血流予備量比コンピューター断層撮影と区分番号「Ｄ２０６」の「注４」冠動脈血流予備

能測定検査加算、区分番号「Ｄ２１５」の「３」の「ホ」負荷心エコー法、区分番号「Ｅ１

０１」シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影（同一のラジオアイソトープを

用いた一連の検査につき）、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｅ

１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（一連の検査につき）、区分番

号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（一連の検査に

つき）、区分番号「Ｅ１０２」核医学診断、区分番号「Ｅ２００」コンピューター断層撮影

（ＣＴ撮影）（一連につき）及び区分番号「Ｅ２０２」磁気共鳴コンピューター断層撮影

（ＭＲＩ撮影）（一連につき）は併せて算定できない。 

(４) 血流予備量比コンピューター断層撮影の検査結果及び検査結果に基づき患者に説明した内

容を診療録に記載すること。 

(５) 血流予備量比コンピューター断層撮影が必要な医学的理由及び冠動脈ＣＴ撮影による診断
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４ 「４」の新生児頭部外傷撮影加算、乳幼児頭部外傷撮影加算及び幼児頭部外傷撮影加算は、６

歳未満の小児の頭部外傷に対して、関連学会が定めるガイドラインに沿って撮影を行った場合に

限り算定する。この場合において、その医学的な理由ついて診療報酬明細書の摘要欄に該当項目

を記載すること。また、カに該当する場合は、その詳細な理由及び医学的な必要性を診療報酬明

細書の摘要欄に記載すること。 

ア ＧＣＳ≦14 

イ 頭蓋骨骨折の触知又は徴候 

ウ 意識変容（興奮、傾眠、会話の反応が鈍い等） 

エ 受診後の症状所見の悪化 

オ 家族等の希望 

カ その他 

Ｅ２００ コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影） 

(１) コンピューター断層撮影は、スライスの数、疾患の種類等にかかわらず、所定点数のみに

より算定する。 

(２) 「１」の「イ」、「ロ」、「ハ」及び「ニ」並びに「２」に掲げる撮影のうち２以上のも

のを同時に行った場合は主たる撮影の所定点数のみにより算定する。 

(３) 「１」のＣＴ撮影の「イ」、「ロ」及び「ハ」は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に

適合しているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、64 列以上の

マルチスライス型、16 列以上 64 列未満のマルチスライス型又は４列以上 16 列未満のマルチ

スライス型のＣＴ装置を使用して撮影を行った場合に限りそれぞれ算定する。 

(４) 「１」の「イ」について、64 列以上のマルチスライス型の機器であって、別に厚生労働大

臣が定める施設基準に適合しない場合には、「ロ」として届け出たうえで、「ロ」を算定す

ること。 

(５) 「注３」に規定する「１」のＣＴ撮影における「造影剤を使用した場合」とは、静脈内注

射、点滴注射、腔内注入及び穿刺注入等により造影剤使用撮影を行った場合をいう。ただし、

経口造影剤を使用した場合を除く。 

(６) 造影剤を使用しないＣＴ撮影を行い、引き続き造影剤を使用して撮影を行った場合は、所

定点数及び造影剤の使用による加算点数のみにより算定する。 

(７) 造影剤を使用してコンピューター断層撮影を行った場合、閉鎖循環式全身麻酔に限り麻酔

手技料を別に算定できる。 

(８) 「注４」に規定する冠動脈ＣＴ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、以下のアからオま

での場合に、64 列以上のマルチスライス型のＣＴ装置を使用し、冠動脈を撮影した上で三次

元画像処理を行った場合に限り算定する。なお、その医学的根拠について診療報酬明細書の

摘要欄に該当項目を記載すること。また、オに該当する場合は、その詳細な理由を診療報酬

明細書の摘要欄に記載すること。 

ア 諸種の原因による冠動脈の構造的・解剖学的異常（超音波検査等の所見から疑われた場

合に限る。） 

イ 急性冠症候群（血液検査や心電図検査等により治療の緊急性が高いと判断された場合に

限る。） 
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ウ 狭心症（定量的負荷心電図又は負荷心エコー法により機能的虚血が確認された場合又は

その確認が困難な場合に限る。） 

エ 狭心症等が疑われ、冠動脈疾患のリスク因子（糖尿病、高血圧、脂質異常症、喫煙等）

が認められる場合 

オ その他、冠動脈ＣＴ撮影が医学的に必要と認められる場合 

(９) 「注６」の外傷全身ＣＴとは、全身打撲症例における初期診断のため行う、頭蓋骨から少

なくとも骨盤骨までの連続したＣＴ撮影をいう。 

(10) 「注７」に規定する大腸ＣＴ撮影加算 

ア 他の検査で大腸悪性腫瘍が疑われる患者に対して、「１」の「イ」又は「ロ」として届

出を行っている機器を使用し、大腸のＣＴ撮影を行った場合に算定する。 

なお、当該撮影は、直腸用チューブを用いて、二酸化炭素を注入し下部消化管をＣＴ撮

影した上で三次元画像処理を行うものであり、大腸ＣＴ撮影に係る「注３」の加算、造影

剤注入手技料及び麻酔料（区分番号「Ｌ００８」に掲げるマスク又は気管内挿管による閉

鎖循環式全身麻酔を除く。）は、所定点数に含まれるものとする。 

イ アとは別に、転移巣の検索や他の部位の検査等の目的で、静脈内注射、点滴注射等によ

り造影剤使用撮影を同時に行った場合には、「注３」の加算を別に算定できる。 

(11) 「１」の「イ」の「(1)」については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合してい

るものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において 64 列以上のマルチスラ

イス型のＣＴ装置を使用して撮影が行われる場合、又は診断撮影機器での撮影を目的として

別の保険医療機関に依頼し 64 列以上のマルチスライス型のＣＴ装置を使用して撮影が行わ

れる場合に限り算定する。 

Ｅ２００－２ 血流予備量比コンピューター断層撮影 

(１) 血流予備量比コンピューター断層撮影は、血流予備量比コンピューター断層撮影の解析を

行うものとして薬事承認を取得したプログラムを用いた解析結果を参照して、コンピュータ

ー断層撮影による診断を行った場合に限り算定する。 

(２) 血流予備量比コンピューター断層撮影の結果により、血流予備量比が陰性にもかかわらず、

本検査実施後 90 日以内に区分番号「Ｄ２０６」心臓カテーテル法による諸検査を行った場

合は、主たるものの所定点数のみ算定する。 

(３) 血流予備量比コンピューター断層撮影と区分番号「Ｄ２０６」の「注４」冠動脈血流予備

能測定検査加算、区分番号「Ｄ２１５」の「３」の「ホ」負荷心エコー法、区分番号「Ｅ１

０１」シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影（同一のラジオアイソトープを

用いた一連の検査につき）、区分番号「Ｅ１０１－２」ポジトロン断層撮影、区分番号「Ｅ

１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（一連の検査につき）、区分番

号「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（一連の検査に

つき）、区分番号「Ｅ１０２」核医学診断、区分番号「Ｅ２００」コンピューター断層撮影

（ＣＴ撮影）（一連につき）及び区分番号「Ｅ２０２」磁気共鳴コンピューター断層撮影

（ＭＲＩ撮影）（一連につき）は併せて算定できない。 

(４) 血流予備量比コンピューター断層撮影の検査結果及び検査結果に基づき患者に説明した内

容を診療録に記載すること。 

(５) 血流予備量比コンピューター断層撮影が必要な医学的理由及び冠動脈ＣＴ撮影による診断
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４ 「４」の新生児頭部外傷撮影加算、乳幼児頭部外傷撮影加算及び幼児頭部外傷撮影加算は、６

歳未満の小児の頭部外傷に対して、関連学会が定めるガイドラインに沿って撮影を行った場合に

限り算定する。この場合において、その医学的な理由ついて診療報酬明細書の摘要欄に該当項目

を記載すること。また、カに該当する場合は、その詳細な理由及び医学的な必要性を診療報酬明

細書の摘要欄に記載すること。 

ア ＧＣＳ≦14 

イ 頭蓋骨骨折の触知又は徴候 

ウ 意識変容（興奮、傾眠、会話の反応が鈍い等） 

エ 受診後の症状所見の悪化 

オ 家族等の希望 

カ その他 

Ｅ２００ コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影） 

(１) コンピューター断層撮影は、スライスの数、疾患の種類等にかかわらず、所定点数のみに

より算定する。 

(２) 「１」の「イ」、「ロ」、「ハ」及び「ニ」並びに「２」に掲げる撮影のうち２以上のも

のを同時に行った場合は主たる撮影の所定点数のみにより算定する。 

(３) 「１」のＣＴ撮影の「イ」、「ロ」及び「ハ」は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に

適合しているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、64 列以上の

マルチスライス型、16 列以上 64 列未満のマルチスライス型又は４列以上 16 列未満のマルチ

スライス型のＣＴ装置を使用して撮影を行った場合に限りそれぞれ算定する。 

(４) 「１」の「イ」について、64 列以上のマルチスライス型の機器であって、別に厚生労働大

臣が定める施設基準に適合しない場合には、「ロ」として届け出たうえで、「ロ」を算定す

ること。 

(５) 「注３」に規定する「１」のＣＴ撮影における「造影剤を使用した場合」とは、静脈内注

射、点滴注射、腔内注入及び穿刺注入等により造影剤使用撮影を行った場合をいう。ただし、

経口造影剤を使用した場合を除く。 

(６) 造影剤を使用しないＣＴ撮影を行い、引き続き造影剤を使用して撮影を行った場合は、所

定点数及び造影剤の使用による加算点数のみにより算定する。 

(７) 造影剤を使用してコンピューター断層撮影を行った場合、閉鎖循環式全身麻酔に限り麻酔

手技料を別に算定できる。 

(８) 「注４」に規定する冠動脈ＣＴ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、以下のアからオま

での場合に、64 列以上のマルチスライス型のＣＴ装置を使用し、冠動脈を撮影した上で三次

元画像処理を行った場合に限り算定する。なお、その医学的根拠について診療報酬明細書の

摘要欄に該当項目を記載すること。また、オに該当する場合は、その詳細な理由を診療報酬

明細書の摘要欄に記載すること。 

ア 諸種の原因による冠動脈の構造的・解剖学的異常（超音波検査等の所見から疑われた場

合に限る。） 

イ 急性冠症候群（血液検査や心電図検査等により治療の緊急性が高いと判断された場合に

限る。） 
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２
－
⑷　
画
像
診
断



 - 348 - 

撮影、超音波検査等の検査で乳腺の悪性腫瘍が疑われる患者に対して、手術適応及び術式を

決定するために、1.5 テスラ以上のＭＲＩ装置及び乳房専用撮像コイルを使用して乳房を描

出した場合又は遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対して、乳癌の精査を目的として 1.5 テスラ

以上のＭＲＩ装置及び乳房専用撮像コイルを使用して乳房を描出した場合に限り算定する。 

(13) 「注７」に規定する小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に

適合しているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、15 歳未満の

小児に対して、複数の医師の管理の下、麻酔薬を投与して鎮静を行い、1.5 テスラ以上のＭ

ＲＩ装置を使用して１回で頭部、頸部、胸部、腹部、脊椎又は四肢軟部のうち複数の領域を

一連で撮影した場合に限り算定する。なお、所定点数とは、「注３」から「注５」まで、

「注８」及び「注９」の加算を含まない点数とする。 

(14) 「注８」に規定する頭部ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、３テスラ以上のＭ

ＲＩ装置を使用して頭部の画像を撮影した場合に限り算定する。 

(15) 「注９」に規定する全身ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、関連学会の定める

指針に従って、前立腺癌の骨転移の診断を目的とし、1.5 テスラ以上のＭＲＩ装置を使用し

て複数の躯幹部用コイルと脊椎用コイルを組み合わせ、頸部から骨盤部を少なくとも３部位

に分けて撮像した場合に限り算定する。なお、当該画像診断を実施した同一月内に骨転移の

診断の目的で区分番号「Ｅ１００」シンチグラム（画像を伴うもの）又は区分番号「Ｅ１０

１」シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影（同一のラジオアイソトープを用

いた一連の検査につき）を実施した場合には、主たるもののみ算定する。 

Ｅ２０３ コンピューター断層診断 

(１) コンピューター断層診断は、実施したコンピューター断層撮影（磁気共鳴コンピューター

断層撮影、血流予備量比コンピューター断層撮影及び非放射性キセノン脳血流動態検査を含

み、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影及び区分番号

「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影は含まない。以下

同じ。）の種類又は回数にかかわらず、月１回の算定とし、初回のコンピューター断層撮影

を実施する日に算定する。 

(２) 同一月内において、入院及び外来の両方又は入院中に複数の診療科において、コンピュー

ター断層撮影を実施した場合においては、入院若しくは外来又は診療科の別にかかわらず、

月１回に限り算定する。 

(３) 当該保険医療機関以外の医療機関で撮影したフィルムについて診断を行った場合には、区

分番号「Ａ０００」に掲げる初診料（注５のただし書に規定する２つ目の診療科に係る初診

料を含む。）を算定した日に限り、コンピューター断層診断料を算定できる。 
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のみでは治療方針の決定が困難である理由を患者に説明した書面又はその写しを診療録に添

付すること。 

(６) 血流予備量比コンピューター断層撮影による血流予備量比の値を診療報酬明細書の摘要欄

に記載すること。 

(７) 関連学会が定める適正使用指針に沿って実施すること。 

Ｅ２０２ 磁気共鳴コンピューター断層撮影（ＭＲＩ撮影） 

(１) 磁気共鳴コンピューター断層撮影は、画像のとり方、画像処理法の種類、スライスの数、

撮影の部位数、疾病の種類等にかかわらず、所定点数のみにより算定する。 

(２) 「１」、「２」及び「３」に掲げる撮影を同時に行った場合は、主たる撮影の所定点数の

みにより算定する。 

(３) 「１」及び「２」は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方

厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、３テスラ以上又は 1.5 テスラ以上３テス

ラ未満のＭＲＩ装置を使用して撮影を行った場合に限り算定する。 

(４) 「１」の３テスラ以上の機器であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当しない

場合には、「２」として届け出たうえで、「２」を算定すること。 

(５) 「注３」に規定する「造影剤を使用した場合」とは、静脈内注射等により造影剤使用撮影

を行った場合をいう。ただし、経口造影剤を使用した場合は除く。 

(６) 造影剤を使用しない磁気共鳴コンピューター断層撮影を行い、引き続き造影剤を使用して

撮影を行った場合は、所定点数及び造影剤の使用による加算点数のみにより算定する。 

(７) 造影剤を使用して磁気共鳴コンピューター断層撮影を行った場合、閉鎖循環式全身麻酔に

限り麻酔手技料を別に算定できる。 

(８) 「注４」に規定する心臓ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、1.5 テスラ以上の

ＭＲＩ装置を使用して心臓又は冠動脈を描出した場合に限り算定する。 

(９) ＭＲＩ対応型ペースメーカー、ＭＲＩ対応型植込型除細動器又はＭＲＩ対応型両室ペーシ

ング機能付き植込型除細動器を植え込んだ患者に対してＭＲＩ撮影を行う場合、別に厚生労

働大臣が定める施設基準に加えて、日本医学放射線学会、日本磁気共鳴医学会、日本不整脈

学会が定める「ＭＲＩ対応植込み型デバイス患者のＭＲＩ検査の施設基準」を満たす保険医

療機関で行うこと。 

(10) ＭＲＩ対応型ペースメーカー、ＭＲＩ対応型植込型除細動器又はＭＲＩ対応型両室ペーシ

ング機能付き植込型除細動器を植え込んだ患者に対してＭＲＩ撮影を行う場合は、患者が携

帯している当該機器を植え込んでいることを示すカード（製造販売業者が発行する「条件付

きＭＲＩ対応ペースメーカーカード」、「条件付きＭＲＩ対応ＩＣＤカード」又は「条件付

きＭＲＩ対応ＣＲＴ－Ｄカード」）を確認し、そのカードの写しを診療録等に添付すること。 

(11) 「１」の「イ」については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において３テスラ以上のＭＲＩ装置を使用し

て撮影が行われる場合、又は診断撮影機器での撮影を目的として別の保険医療機関に依頼し

３テスラ以上のＭＲＩ装置を使用して撮影が行われる場合に限り算定する。 

(12) 「注５」に規定する乳房ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、触診、エックス線
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撮影、超音波検査等の検査で乳腺の悪性腫瘍が疑われる患者に対して、手術適応及び術式を

決定するために、1.5 テスラ以上のＭＲＩ装置及び乳房専用撮像コイルを使用して乳房を描

出した場合又は遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対して、乳癌の精査を目的として 1.5 テスラ

以上のＭＲＩ装置及び乳房専用撮像コイルを使用して乳房を描出した場合に限り算定する。 

(13) 「注７」に規定する小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に

適合しているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、15 歳未満の

小児に対して、複数の医師の管理の下、麻酔薬を投与して鎮静を行い、1.5 テスラ以上のＭ

ＲＩ装置を使用して１回で頭部、頸部、胸部、腹部、脊椎又は四肢軟部のうち複数の領域を

一連で撮影した場合に限り算定する。なお、所定点数とは、「注３」から「注５」まで、

「注８」及び「注９」の加算を含まない点数とする。 

(14) 「注８」に規定する頭部ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、３テスラ以上のＭ

ＲＩ装置を使用して頭部の画像を撮影した場合に限り算定する。 

(15) 「注９」に規定する全身ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、関連学会の定める

指針に従って、前立腺癌の骨転移の診断を目的とし、1.5 テスラ以上のＭＲＩ装置を使用し

て複数の躯幹部用コイルと脊椎用コイルを組み合わせ、頸部から骨盤部を少なくとも３部位

に分けて撮像した場合に限り算定する。なお、当該画像診断を実施した同一月内に骨転移の

診断の目的で区分番号「Ｅ１００」シンチグラム（画像を伴うもの）又は区分番号「Ｅ１０

１」シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影（同一のラジオアイソトープを用

いた一連の検査につき）を実施した場合には、主たるもののみ算定する。 

Ｅ２０３ コンピューター断層診断 

(１) コンピューター断層診断は、実施したコンピューター断層撮影（磁気共鳴コンピューター

断層撮影、血流予備量比コンピューター断層撮影及び非放射性キセノン脳血流動態検査を含

み、区分番号「Ｅ１０１－３」ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影及び区分番号

「Ｅ１０１－４」ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影は含まない。以下

同じ。）の種類又は回数にかかわらず、月１回の算定とし、初回のコンピューター断層撮影

を実施する日に算定する。 

(２) 同一月内において、入院及び外来の両方又は入院中に複数の診療科において、コンピュー

ター断層撮影を実施した場合においては、入院若しくは外来又は診療科の別にかかわらず、

月１回に限り算定する。 

(３) 当該保険医療機関以外の医療機関で撮影したフィルムについて診断を行った場合には、区

分番号「Ａ０００」に掲げる初診料（注５のただし書に規定する２つ目の診療科に係る初診

料を含む。）を算定した日に限り、コンピューター断層診断料を算定できる。 
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のみでは治療方針の決定が困難である理由を患者に説明した書面又はその写しを診療録に添

付すること。 

(６) 血流予備量比コンピューター断層撮影による血流予備量比の値を診療報酬明細書の摘要欄

に記載すること。 

(７) 関連学会が定める適正使用指針に沿って実施すること。 

Ｅ２０２ 磁気共鳴コンピューター断層撮影（ＭＲＩ撮影） 

(１) 磁気共鳴コンピューター断層撮影は、画像のとり方、画像処理法の種類、スライスの数、

撮影の部位数、疾病の種類等にかかわらず、所定点数のみにより算定する。 

(２) 「１」、「２」及び「３」に掲げる撮影を同時に行った場合は、主たる撮影の所定点数の

みにより算定する。 

(３) 「１」及び「２」は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方

厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、３テスラ以上又は 1.5 テスラ以上３テス

ラ未満のＭＲＩ装置を使用して撮影を行った場合に限り算定する。 

(４) 「１」の３テスラ以上の機器であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当しない

場合には、「２」として届け出たうえで、「２」を算定すること。 

(５) 「注３」に規定する「造影剤を使用した場合」とは、静脈内注射等により造影剤使用撮影

を行った場合をいう。ただし、経口造影剤を使用した場合は除く。 

(６) 造影剤を使用しない磁気共鳴コンピューター断層撮影を行い、引き続き造影剤を使用して

撮影を行った場合は、所定点数及び造影剤の使用による加算点数のみにより算定する。 

(７) 造影剤を使用して磁気共鳴コンピューター断層撮影を行った場合、閉鎖循環式全身麻酔に

限り麻酔手技料を別に算定できる。 

(８) 「注４」に規定する心臓ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、1.5 テスラ以上の

ＭＲＩ装置を使用して心臓又は冠動脈を描出した場合に限り算定する。 

(９) ＭＲＩ対応型ペースメーカー、ＭＲＩ対応型植込型除細動器又はＭＲＩ対応型両室ペーシ

ング機能付き植込型除細動器を植え込んだ患者に対してＭＲＩ撮影を行う場合、別に厚生労

働大臣が定める施設基準に加えて、日本医学放射線学会、日本磁気共鳴医学会、日本不整脈

学会が定める「ＭＲＩ対応植込み型デバイス患者のＭＲＩ検査の施設基準」を満たす保険医

療機関で行うこと。 

(10) ＭＲＩ対応型ペースメーカー、ＭＲＩ対応型植込型除細動器又はＭＲＩ対応型両室ペーシ

ング機能付き植込型除細動器を植え込んだ患者に対してＭＲＩ撮影を行う場合は、患者が携

帯している当該機器を植え込んでいることを示すカード（製造販売業者が発行する「条件付

きＭＲＩ対応ペースメーカーカード」、「条件付きＭＲＩ対応ＩＣＤカード」又は「条件付

きＭＲＩ対応ＣＲＴ－Ｄカード」）を確認し、そのカードの写しを診療録等に添付すること。 

(11) 「１」の「イ」については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において３テスラ以上のＭＲＩ装置を使用し

て撮影が行われる場合、又は診断撮影機器での撮影を目的として別の保険医療機関に依頼し

３テスラ以上のＭＲＩ装置を使用して撮影が行われる場合に限り算定する。 

(12) 「注５」に規定する乳房ＭＲＩ撮影加算は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し

ているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、触診、エックス線
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第５部 投薬

通則

１ 投薬の費用は、第１節から第３節までの各区分の所定点数を合算した点数により算定する。

ただし、処方箋を交付した場合は、第５節の所定点数のみにより算定する。

２ 投薬に当たって、別に厚生労働大臣が定める保険医療材料（以下この部において「特定保険

医療材料」という。）を支給した場合は、前号により算定した点数及び第４節の所定点数によ

り算定する。

３ 薬剤師が常時勤務する保険医療機関において投薬を行った場合（処方箋を交付した場合を除

く。）は、前２号により算定した点数及び第６節の所定点数を合算した点数により算定する。

４ 入院中の患者以外の患者に対して、うがい薬のみを投薬した場合には、区分番号Ｆ０００に

掲げる調剤料、区分番号Ｆ１００に掲げる処方料、区分番号Ｆ２００に掲げる薬剤、区分番号

Ｆ４００に掲げる処方箋料及び区分番号Ｆ５００に掲げる調剤技術基本料は、算定しない。

５ 入院中の患者以外の患者に対して、１処方につき70枚を超えて湿布薬を投薬した場合は、区

分番号Ｆ０００に掲げる調剤料、区分番号Ｆ１００に掲げる処方料、区分番号Ｆ２００に掲げ

る薬剤（当該超過分に係る薬剤料に限る。）、区分番号Ｆ４００に掲げる処方箋料及び区分番

号Ｆ５００に掲げる調剤技術基本料は、算定しない。ただし、医師が疾患の特性等により必要

性があると判断し、やむを得ず70枚を超えて投薬する場合には、その理由を処方箋及び診療報

酬明細書に記載することで算定可能とする。

第１節 調剤料

区分

Ｆ０００ 調剤料

１ 入院中の患者以外の患者に対して投薬を行った場合

イ 内服薬、浸煎薬及び屯服薬（１回の処方に係る調剤につき） 11点

ロ 外用薬（１回の処方に係る調剤につき） ８点

２ 入院中の患者に対して投薬を行った場合（１日につき） ７点

注 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料又は毒薬を調剤した場合は、麻薬等加算として、１

に係る場合には１処方につき１点を、２に係る場合には１日につき１点を、それぞ

れ所定点数に加算する。

第２節 処方料

区分

Ｆ１００ 処方料

１ ３種類以上の抗不安薬、３種類以上の睡眠薬、３種類以上の抗うつ薬、３種類以

上の抗精神病薬又は４種類以上の抗不安薬及び睡眠薬の投薬（臨時の投薬等のもの

及び３種類の抗うつ薬又は３種類の抗精神病薬を患者の病状等によりやむを得ず投

与するものを除く。）を行った場合 18点

２ １以外の場合であって、７種類以上の内服薬の投薬（臨時の投薬であって、投薬

期間が２週間以内のもの及び区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注12に掲げる地域

包括診療加算を算定するものを除く。）を行った場合又は不安若しくは不眠の症状

を有する患者に対して１年以上継続して別に厚生労働大臣が定める薬剤の投薬（当

該症状を有する患者に対する診療を行うにつき十分な経験を有する医師が行う場合

又は精神科の医師の助言を得ている場合その他これに準ずる場合を除く。）を行っ

た場合 29点

３ １及び２以外の場合 42点

注１ 入院中の患者以外の患者に対する１回の処方について算定する。

２ 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料又は毒薬を処方した場合は、麻薬等加算として、

１処方につき１点を所定点数に加算する。

３ 入院中の患者に対する処方を行った場合は、当該処方の費用は、第１章第２部

第１節に掲げる入院基本料に含まれるものとする。

４ ３歳未満の乳幼児に対して処方を行った場合は、乳幼児加算として、１処方に
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つき３点を所定点数に加算する。

５ 診療所又は許可病床数が200床未満の病院である保険医療機関において、入院

中の患者以外の患者（別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とするものに限る。

）に対して処方を行った場合は、特定疾患処方管理加算１として、月２回に限り

、１処方につき18点を所定点数に加算する。

６ 診療所又は許可病床数が200床未満の病院である保険医療機関において、入院

中の患者以外の患者（別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とするものに限る。

）に対して薬剤の処方期間が28日以上の処方を行った場合は、特定疾患処方管理

加算２として、月１回に限り、１処方につき66点を所定点数に加算する。ただし

、この場合において、同一月に特定疾患処方管理加算１は算定できない。

７ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（許可病床数が200床以上の病院に限る。）において、

治療の開始に当たり投薬の必要性、危険性等について文書により説明を行った上

で抗悪性腫瘍剤を処方した場合には、抗悪性腫瘍剤処方管理加算として、月１回

に限り、１処方につき70点を所定点数に加算する。

８ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注２又は注３、区分番号Ａ００２に掲げる

外来診療料の注２又は注３を算定する保険医療機関において、別に厚生労働大臣

が定める薬剤を除き、１処方につき投与期間が30日以上の投薬を行った場合には

、所定点数の100分の40に相当する点数により算定する。

９ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関において投薬を行った場合には、外来後発医薬品使用体

制加算として、当該基準に係る区分に従い、１処方につき次に掲げる点数をそれ

ぞれ所定点数に加算する。

イ 外来後発医薬品使用体制加算１ ５点

ロ 外来後発医薬品使用体制加算２ ４点

ハ 外来後発医薬品使用体制加算３ ２点

10 抗不安薬、睡眠薬、抗うつ薬又は抗精神病薬（以下この区分番号及び区分番号

Ｆ４００において「抗不安薬等」という。）が処方されていた患者であって、当

該処方の内容を総合的に評価及び調整し、当該患者に処方する抗不安薬等の種類

数又は投薬量が減少したものについて、薬剤師、看護師又は准看護師に対し、薬

剤の種類数又は投薬量が減少したことによる症状の変化等の確認を指示した場合

に、向精神薬調整連携加算として、月１回に限り、１処方につき12点を所定点数

に加算する。ただし、同一月において、区分番号Ａ２５０に掲げる薬剤総合評価

調整加算及び区分番号Ｂ００８－２に掲げる薬剤総合評価調整管理料は別に算定

できない。

第３節 薬剤料

区分

Ｆ２００ 薬剤 薬剤料は、次の各区分ごとに所定単位につき、薬価が15円以下である場合は１

点とし、15円を超える場合は10円又はその端数を増すごとに１点を所定点数に加

算する。

使用薬剤 単位

内服薬及び浸煎薬 １剤１日分

屯服薬 １回分

外用薬 １調剤

注１ 特別入院基本料等を算定している病棟を有する病院に入院している患者であっ

て入院期間が１年を超えるものに対する同一月の投薬に係る薬剤料と注射に係る

薬剤料とを合算して得た点数（以下この表において「合算薬剤料」という。）が

、220点にその月における当該患者の入院日数を乗じて得た点数を超える場合（

悪性新生物その他の特定の疾患に罹患している患者に対して投薬又は注射を行っ
り
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た場合を除く。）には、当該合算薬剤料は、所定点数にかかわらず、220点にそ

の月における当該患者の入院日数を乗じて得た点数により算定する。

２ １処方につき３種類以上の抗不安薬、３種類以上の睡眠薬、３種類以上の抗う

つ薬、３種類以上の抗精神病薬又は４種類以上の抗不安薬及び睡眠薬の投薬（臨

時の投薬等のもの及び３種類の抗うつ薬又は３種類の抗精神病薬を患者の病状等

によりやむを得ず投与するものを除く。）を行った場合には、抗不安薬、睡眠薬

、抗うつ薬及び抗精神病薬に係る薬剤料に限り、所定点数の100分の80に相当す

る点数により算定する。

３ 注２以外の場合であって、１処方につき７種類以上の内服薬の投薬（臨時の投

薬であって、投薬期間が２週間以内のもの及び区分番号Ａ００１に掲げる再診料

の注12に掲げる地域包括診療加算又は区分番号Ｂ００１－２－９に掲げる地域包

括診療料を算定するものを除く。）を行った場合には、所定点数の100分の90に

相当する点数により算定する。

４ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注２又は注３、区分番号Ａ００２に掲げる

外来診療料の注２又は注３を算定する保険医療機関において、別に厚生労働大臣

が定める薬剤を除き、１処方につき投与期間が30日以上の投薬を行った場合には

、所定点数の100分の40に相当する点数により算定する。

５ 健康保険法第85条第１項及び高齢者医療確保法第74条第１項に規定する入院時

食事療養費に係る食事療養又は健康保険法第85条の２第１項及び高齢者医療確保

法第75条第１項に規定する入院時生活療養費に係る生活療養の食事の提供たる療

養を受けている患者又は入院中の患者以外の患者に対して投与されたビタミン剤

については、当該患者の疾患又は症状の原因がビタミンの欠乏又は代謝異常であ

ることが明らかであり、かつ、必要なビタミンを食事により摂取することが困難

である場合その他これに準ずる場合であって、医師が当該ビタミン剤の投与が有

効であると判断したときを除き、これを算定しない。

６ 使用薬剤の薬価は、別に厚生労働大臣が定める。

第４節 特定保険医療材料料

区分

Ｆ３００ 特定保険医療材料 材料価格を10円で除して得た点数

注 支給した特定保険医療材料の材料価格は、別に厚生労働大臣が定める。

第５節 処方箋料

区分

Ｆ４００ 処方箋料

１ ３種類以上の抗不安薬、３種類以上の睡眠薬、３種類以上の抗うつ薬、３種類以

上の抗精神病薬又は４種類以上の抗不安薬及び睡眠薬の投薬（臨時の投薬等のもの

及び３種類の抗うつ薬又は３種類の抗精神病薬を患者の病状等によりやむを得ず投

与するものを除く。）を行った場合 28点

２ １以外の場合であって、７種類以上の内服薬の投薬（臨時の投薬であって、投薬

期間が２週間以内のもの及び区分番号Ａ００１に掲げる再診料の注12に掲げる地域

包括診療加算を算定するものを除く。）を行った場合又は不安若しくは不眠の症状

を有する患者に対して１年以上継続して別に厚生労働大臣が定める薬剤の投薬（当

該症状を有する患者に対する診療を行うにつき十分な経験を有する医師が行う場合

又は精神科の医師の助言を得ている場合その他これに準ずる場合を除く。）を行っ

た場合 40点

３ １及び２以外の場合 68点

注１ 保険薬局において調剤を受けるために処方箋を交付した場合に、交付１回につ

き算定する。

２ 区分番号Ａ０００に掲げる初診料の注２又は注３、区分番号Ａ００２に掲げる

外来診療料の注２又は注３を算定する保険医療機関において、別に厚生労働大臣
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が定める薬剤を除き、１処方につき投与期間が30日以上の投薬を行った場合には

、所定点数の100分の40に相当する点数により算定する。

３ ３歳未満の乳幼児に対して処方箋を交付した場合は、乳幼児加算として、処方

箋の交付１回につき３点を所定点数に加算する。

４ 診療所又は許可病床数が200床未満の病院である保険医療機関において、入院

中の患者以外の患者（別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とするものに限る。

）に対して処方箋を交付した場合は、特定疾患処方管理加算１として、月２回に

限り、処方箋の交付１回につき18点を所定点数に加算する。

５ 診療所又は許可病床数が200床未満の病院である保険医療機関において、入院

中の患者以外の患者（別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とするものに限る。

）に対して薬剤の処方期間が28日以上の処方を行った場合は、特定疾患処方管理

加算２として、月１回に限り、１処方につき66点を所定点数に加算する。ただし

、この場合において、同一月に特定疾患処方管理加算１は算定できない。

６ 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等

に届け出た保険医療機関（許可病床数が200床以上の病院に限る。）において、

治療の開始に当たり投薬の必要性、危険性等について文書により説明を行った上

で抗悪性腫瘍剤に係る処方箋を交付した場合には、抗悪性腫瘍剤処方管理加算と

して、月１回に限り、処方箋の交付１回につき70点を所定点数に加算する。

７ 薬剤の一般的名称を記載する処方箋を交付した場合は、当該処方箋の内容に応

じ、次に掲げる点数を処方箋の交付１回につきそれぞれ所定点数に加算する。

イ 一般名処方加算１ ７点

ロ 一般名処方加算２ ５点

８ 抗不安薬等が処方されていた患者であって、当該処方の内容を総合的に評価及

び調整し、当該患者に処方する抗不安薬等の種類数又は投薬量が減少したものに

ついて、薬剤師に対し、薬剤の種類数又は投薬量が減少したことによる症状の変

化等の確認を指示した場合に、向精神薬調整連携加算として、月１回に限り、１

処方につき12点を所定点数に加算する。ただし、同一月において、区分番号Ａ２

５０に掲げる薬剤総合評価調整加算及び区分番号Ｂ００８－２に掲げる薬剤総合

評価調整管理料は別に算定できない。

第６節 調剤技術基本料

区分

Ｆ５００ 調剤技術基本料

１ 入院中の患者に投薬を行った場合 42点

２ その他の患者に投薬を行った場合 14点

注１ 薬剤師が常時勤務する保険医療機関において投薬を行った場合（処方箋を交付

した場合を除く。）に算定する。

２ 同一の患者につき同一月内に調剤技術基本料を算定すべき投薬を２回以上行っ

た場合においては、調剤技術基本料は月１回に限り算定する。

３ １において、調剤を院内製剤の上行った場合は、院内製剤加算として10点を所

定点数に加算する。

４ 区分番号Ｂ００８に掲げる薬剤管理指導料又は区分番号Ｃ００８に掲げる在宅

患者訪問薬剤管理指導料を算定している患者については、算定しない。
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第５部 投薬 

 

＜通則＞ 

１ 投薬の費用は、第１節調剤料、第２節処方料、第３節薬剤料、第４節特定保険医療材料料及び

第６節調剤技術基本料に掲げる所定点数を合算した点数で算定する。ただし、処方箋を交付した

場合は第５節処方箋料に掲げる所定点数のみを算定する。 

なお、使用薬剤の薬価（薬価基準）に収載されている臨床試用医薬品を使用した場合は、薬剤

料は算定せず、調剤料、処方料、特定保険医療材料料、調剤技術基本料のみを算定する。 

２ 別に規定する場合を除き、入院実日数を超えて投薬を算定することができる。退院時の投薬に

ついては、服用の日の如何にかかわらず入院患者に対する投薬として扱う。 

３ 投薬時における薬剤の容器は、原則として保険医療機関から患者へ貸与するものとする。なお、

患者が希望する場合には、患者にその実費負担を求めて容器を交付できるが、患者が当該容器を

返還した場合には、当該容器本体部分が再使用できるものについて当該実費を返還しなければな

らない。 

４ 患者に直接投薬する目的で製品化されている薬剤入りチューブ及び薬剤入り使い捨て容器のよ

うに再使用できない薬剤の容器については、患者に容器代金を負担させることは認められない。 

５ 保険医療機関が患者に喘息治療剤の施用のため小型吸入器及び鼻腔・口腔内治療剤の施用のた

め噴霧・吸入用器具（散粉器）を交付した場合は、患者にその実費負担を求めることができるが、

患者が当該吸入器を返還した場合には当該実費を返還しなければならない。 

６ 入院中の患者に月をまたがって投与した薬剤は、投薬の日の属する月により区分する。 

７ 外来において数日分投与しその薬剤を入院後も服用する場合、この入院後服用の分の請求区分

は服用の日の如何にかかわらず、外来投与として扱う。 

８ 被保険者が保険医より薬品の授与を受け、持ち帰りの途中又は自宅において薬品を紛失したた

めに（天災地変の他やむを得ない場合を除く。）保険医が再交付した場合は、その薬剤の費用は、

被保険者の負担とする。 

９ 「通則４」については、うがい薬のみの投薬が治療を目的としないものである場合には算定し

ないことを明らかにしたものであり、治療を目的とする場合にあっては、この限りでない。なお、

うがい薬とは、薬効分類上の含嗽剤をいう。 

10 「通則５」の湿布薬とは、貼付剤のうち、薬効分類上の鎮痛、鎮痒、収斂、消炎剤（ただし、

専ら皮膚疾患に用いるものを除く。）をいう。 

11 入院中の患者以外の患者に対して、血行促進・皮膚保湿剤（ヘパリンナトリウム又はヘパリン

類似物質に限る。）を処方された場合で、疾病の治療を目的としたものであり、かつ、医師が当

該保湿剤の使用が有効であると判断した場合を除き、これを算定しない。 

 

 第１節 調剤料 

   Ｆ０００ 調剤料 

(１) 入院中の患者以外の患者に係る調剤料の所定単位については、１回の処方に係る調剤料と

して、その剤数・日数又は調剤した量にかかわらず「１」の所定点数を処方料算定時にまと

めて算定する。ただし、２以上の診療科で異なる医師が処方した場合は、それぞれの処方に

つき、調剤料を算定できる。 
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(２) トローチ剤又は亜硝酸アミル等の嗅薬、噴霧吸入剤については外用薬として、投薬に係る

費用を算定する。例えば、トローチ剤の１日量６錠３日分は、18錠分を１調剤の薬剤料とし

て算定する。 

(３) 外泊期間中及び入院実日数を超えた部分について、調剤料は算定できない。 

(４) 「注」の加算については、内服薬、浸煎薬及び屯服薬、外用薬等の区分、剤数、用法用量

等の如何にかかわらず、入院中の患者以外の患者に対して投薬を行う場合は１処方につき１

点を、また、入院中の患者に対して投薬を行う場合は１日につき１点を所定点数に加算する。

なお、コデインリン酸塩散１％のように、当該薬剤の基剤が麻薬等に属していても、稀釈度

により麻薬等の取扱いを受けていないものを調剤又は処方した場合には対象とならない。 

(５) 「注」にいう麻薬、向精神薬、覚醒剤原料及び毒薬は次のとおりである。 

ア 毒薬とは医薬品医療機器等法第 44 条第１項の規定（同施行規則第 204 条、別表第３）

による毒薬をいう。 

イ 向精神薬とは、麻薬及び向精神薬取締法第２条第６号の規定（同法別表第３）による向

精神薬をいう。 

 

 第２節 処方料 

  Ｆ１００ 処方料 

(１)  医師が処方する投薬量については、予見することができる必要期間に従ったものでなけれ

ばならず、30日を超える長期の投薬を行うに当たっては、長期の投薬が可能な程度に病状が

安定し、服薬管理が可能である旨を医師が確認するとともに、病状が変化した際の対応方法

及び当該保険医療機関の連絡先を患者に周知する。 

なお、上記の要件を満たさない場合は、原則として次に掲げるいずれかの対応を行うこと。 

ア 30 日以内に再診を行う。 

イ 許可病床数が 200 床以上の保険医療機関にあっては、患者に対して他の保険医療機関

（許可病床数が 200 床未満の病院又は診療所に限る。）に文書による紹介を行う旨の申出

を行う。 

ウ 患者の病状は安定しているものの服薬管理が難しい場合には、分割指示に係る処方箋を

交付する。 

(２) 複数の診療科を標榜する保険医療機関において、２以上の診療科で異なる医師が処方した

場合は、それぞれの処方につき処方料を算定する。 

(３) 「１」について 

ア 当該保険医療機関が、１回の処方において、抗不安薬を３種類以上、睡眠薬を３種類以

上、抗うつ薬を３種類以上、抗精神病薬を３種類以上又は抗不安薬と睡眠薬を合わせて４

種類以上投与（以下この部において「向精神薬多剤投与」という。）した場合に算定する。

ただし、以下の(イ)から(ハ)までのいずれかに該当する場合、又は抗うつ薬を３種類若し

くは抗精神病薬を３種類投与する場合であって(ニ)に該当する場合には、「１」の所定点

数は算定せず、「２」又は「３」により算定する。なお、この場合においては、診療報酬

明細書の摘要欄に向精神薬多剤投与に該当するが「１」の所定点数を算定しない理由を記

載すること。 

なお、「臨時の投薬等のもの」とは(イ)から(ハ)までのいずれかを満たすことをいい、
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第５部 投薬 

 

＜通則＞ 

１ 投薬の費用は、第１節調剤料、第２節処方料、第３節薬剤料、第４節特定保険医療材料料及び

第６節調剤技術基本料に掲げる所定点数を合算した点数で算定する。ただし、処方箋を交付した

場合は第５節処方箋料に掲げる所定点数のみを算定する。 

なお、使用薬剤の薬価（薬価基準）に収載されている臨床試用医薬品を使用した場合は、薬剤

料は算定せず、調剤料、処方料、特定保険医療材料料、調剤技術基本料のみを算定する。 

２ 別に規定する場合を除き、入院実日数を超えて投薬を算定することができる。退院時の投薬に

ついては、服用の日の如何にかかわらず入院患者に対する投薬として扱う。 

３ 投薬時における薬剤の容器は、原則として保険医療機関から患者へ貸与するものとする。なお、

患者が希望する場合には、患者にその実費負担を求めて容器を交付できるが、患者が当該容器を

返還した場合には、当該容器本体部分が再使用できるものについて当該実費を返還しなければな

らない。 

４ 患者に直接投薬する目的で製品化されている薬剤入りチューブ及び薬剤入り使い捨て容器のよ

うに再使用できない薬剤の容器については、患者に容器代金を負担させることは認められない。 

５ 保険医療機関が患者に喘息治療剤の施用のため小型吸入器及び鼻腔・口腔内治療剤の施用のた

め噴霧・吸入用器具（散粉器）を交付した場合は、患者にその実費負担を求めることができるが、

患者が当該吸入器を返還した場合には当該実費を返還しなければならない。 

６ 入院中の患者に月をまたがって投与した薬剤は、投薬の日の属する月により区分する。 

７ 外来において数日分投与しその薬剤を入院後も服用する場合、この入院後服用の分の請求区分

は服用の日の如何にかかわらず、外来投与として扱う。 

８ 被保険者が保険医より薬品の授与を受け、持ち帰りの途中又は自宅において薬品を紛失したた

めに（天災地変の他やむを得ない場合を除く。）保険医が再交付した場合は、その薬剤の費用は、

被保険者の負担とする。 

９ 「通則４」については、うがい薬のみの投薬が治療を目的としないものである場合には算定し

ないことを明らかにしたものであり、治療を目的とする場合にあっては、この限りでない。なお、

うがい薬とは、薬効分類上の含嗽剤をいう。 

10 「通則５」の湿布薬とは、貼付剤のうち、薬効分類上の鎮痛、鎮痒、収斂、消炎剤（ただし、

専ら皮膚疾患に用いるものを除く。）をいう。 

11 入院中の患者以外の患者に対して、血行促進・皮膚保湿剤（ヘパリンナトリウム又はヘパリン

類似物質に限る。）を処方された場合で、疾病の治療を目的としたものであり、かつ、医師が当

該保湿剤の使用が有効であると判断した場合を除き、これを算定しない。 

 

 第１節 調剤料 

   Ｆ０００ 調剤料 

(１) 入院中の患者以外の患者に係る調剤料の所定単位については、１回の処方に係る調剤料と

して、その剤数・日数又は調剤した量にかかわらず「１」の所定点数を処方料算定時にまと

めて算定する。ただし、２以上の診療科で異なる医師が処方した場合は、それぞれの処方に

つき、調剤料を算定できる。 
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(２) トローチ剤又は亜硝酸アミル等の嗅薬、噴霧吸入剤については外用薬として、投薬に係る

費用を算定する。例えば、トローチ剤の１日量６錠３日分は、18錠分を１調剤の薬剤料とし

て算定する。 

(３) 外泊期間中及び入院実日数を超えた部分について、調剤料は算定できない。 

(４) 「注」の加算については、内服薬、浸煎薬及び屯服薬、外用薬等の区分、剤数、用法用量

等の如何にかかわらず、入院中の患者以外の患者に対して投薬を行う場合は１処方につき１

点を、また、入院中の患者に対して投薬を行う場合は１日につき１点を所定点数に加算する。

なお、コデインリン酸塩散１％のように、当該薬剤の基剤が麻薬等に属していても、稀釈度

により麻薬等の取扱いを受けていないものを調剤又は処方した場合には対象とならない。 

(５) 「注」にいう麻薬、向精神薬、覚醒剤原料及び毒薬は次のとおりである。 

ア 毒薬とは医薬品医療機器等法第 44 条第１項の規定（同施行規則第 204 条、別表第３）

による毒薬をいう。 

イ 向精神薬とは、麻薬及び向精神薬取締法第２条第６号の規定（同法別表第３）による向

精神薬をいう。 

 

 第２節 処方料 

  Ｆ１００ 処方料 

(１)  医師が処方する投薬量については、予見することができる必要期間に従ったものでなけれ

ばならず、30日を超える長期の投薬を行うに当たっては、長期の投薬が可能な程度に病状が

安定し、服薬管理が可能である旨を医師が確認するとともに、病状が変化した際の対応方法

及び当該保険医療機関の連絡先を患者に周知する。 

なお、上記の要件を満たさない場合は、原則として次に掲げるいずれかの対応を行うこと。 

ア 30 日以内に再診を行う。 

イ 許可病床数が 200 床以上の保険医療機関にあっては、患者に対して他の保険医療機関

（許可病床数が 200 床未満の病院又は診療所に限る。）に文書による紹介を行う旨の申出

を行う。 

ウ 患者の病状は安定しているものの服薬管理が難しい場合には、分割指示に係る処方箋を

交付する。 

(２) 複数の診療科を標榜する保険医療機関において、２以上の診療科で異なる医師が処方した

場合は、それぞれの処方につき処方料を算定する。 

(３) 「１」について 

ア 当該保険医療機関が、１回の処方において、抗不安薬を３種類以上、睡眠薬を３種類以

上、抗うつ薬を３種類以上、抗精神病薬を３種類以上又は抗不安薬と睡眠薬を合わせて４

種類以上投与（以下この部において「向精神薬多剤投与」という。）した場合に算定する。

ただし、以下の(イ)から(ハ)までのいずれかに該当する場合、又は抗うつ薬を３種類若し

くは抗精神病薬を３種類投与する場合であって(ニ)に該当する場合には、「１」の所定点

数は算定せず、「２」又は「３」により算定する。なお、この場合においては、診療報酬

明細書の摘要欄に向精神薬多剤投与に該当するが「１」の所定点数を算定しない理由を記

載すること。 

なお、「臨時の投薬等のもの」とは(イ)から(ハ)までのいずれかを満たすことをいい、
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「患者の病状等によりやむを得ず投与するもの」とは、(ニ)を満たすことをいう。 

(イ) 精神疾患を有する患者が、当該疾患の治療のため、当該保険医療機関を初めて受診

した日において、他の保険医療機関で既に向精神薬多剤投与されている場合の連続し

た６か月間。この場合、診療報酬明細書の摘要欄に、当該保険医療機関の初診日を記

載すること。 

(ロ) 向精神薬多剤投与に該当しない期間が１か月以上継続しており、向精神薬が投与さ

れている患者について、当該患者の症状の改善が不十分又はみられず、薬剤の切り替

えが必要であり、既に投与されている薬剤と新しく導入する薬剤を一時的に併用する

場合の連続した３か月間。（年２回までとする。）この場合、診療報酬明細書の摘要

欄に、薬剤の切り替えの開始日、切り替え対象となる薬剤名及び新しく導入する薬剤

名を記載すること。 

(ハ) 臨時に投与した場合。（臨時に投与した場合とは、連続する投与期間が２週間以内

又は 14 回以内のものをいう。１回投与量については、１日量の上限を超えないよう

留意すること。なお、投与中止期間が１週間以内の場合は、連続する投与とみなして

投与期間を計算する。）なお、抗不安薬及び睡眠薬については、臨時に投与する場合

についても種類数に含める。この場合、診療報酬明細書の摘要欄に、臨時の投与の開

始日を記載すること。 

(ニ) 抗うつ薬又は抗精神病薬に限り、精神科の診療に係る経験を十分に有する医師とし

て別紙様式 39 を用いて地方厚生（支）局長に届け出たものが、患者の病状等により

やむを得ず投与を行う必要があると認めた場合。なお、ここでいう精神科の診療に係

る経験を十分に有する医師とは以下のいずれにも該当するものであること。 

① 臨床経験を５年以上有する医師であること。 

② 適切な保険医療機関において３年以上の精神科の診療経験を有する医師であるこ

と。なお、ここでいう適切な保険医療機関とは、医師に対する適切な研修を実施す

るため、常勤の指導責任者を配置した上で、研修プログラムの策定、医師に対する

精神科医療に係る講義の提供、症例検討会の実施等を満たす保険医療機関を指す。 

③ 精神疾患に関する専門的な知識と、ICD-10（平成 21 年総務省告示第 176 号（統

計法第 28 条及び附則第３条の規定に基づき、疾病、傷害及び死因に関する分類の

名称及び分類表を定める件）の「３」の「（１） 疾病、傷害及び死因の統計分類

基本分類表」に規定する分類をいう）において F0 から F9 までの全てについて主治

医として治療した経験を有すること。 

④ 精神科薬物療法に関する適切な研修を修了していること。 

イ 抗不安薬、睡眠薬、抗うつ薬及び抗精神病薬の種類数は一般名で計算する。また、抗不

安薬、睡眠薬、抗うつ薬及び抗精神病薬の種類については、別紙 36 を参考にすること。 

ウ 向精神薬多剤投与を行った保険医療機関は、毎年度４月、７月、10月、１月に、前月ま

での３か月間の向精神薬多剤投与の状況を別紙様式 40 を用いて地方厚生（支）局長に報

告すること。 

(４) 「２」において、処方料における内服薬の種類については、区分番号「Ｆ２００」薬剤の

「注３」における内服薬の種類と同様の取扱いとする。なお、当該処方に係る内服薬の投薬

が６種類以下の場合又は外用薬、屯服薬のみの投薬の場合は「３」で算定する。 

 - 352 - 

(５) 「２」において、臨時的に内服薬の追加投与等を行った場合の取扱いについては、区分番

号「Ｆ２００」薬剤の(６)に準じるものとする。 

(６) 「２」において、「不安若しくは不眠の症状を有する患者に対して１年以上継続して別に

厚生労働大臣が定める薬剤の投薬を行った場合（以下「向精神薬長期処方」という。）」と

は、薬効分類上の抗不安剤、催眠鎮静剤、精神神経用剤又はその他の中枢神経系用薬のいず

れかに該当する医薬品のうち、ベンゾジアゼピン受容体作動薬を１年以上にわたって、同一

の成分を同一の１日当たり用量で連続して処方している場合をいう。なお、定期処方と屯服

間の変更については、同一の１日当たり用量には該当しない。また、以下のいずれかに該当

する医師が行った処方又は当該処方の直近１年以内に精神科の医師からの助言を得て行って

いる処方については、向精神薬長期処方に該当せず、「３」を算定すること。 

ア 不安又は不眠に係る適切な研修を修了した医師であること。 

イ 精神科薬物療法に係る適切な研修を修了した医師であること。 

 

(７) 「注２」の加算は、内服薬、浸煎薬及び屯服薬、外用薬等の区分、剤数、用法用量等の如

何にかかわらず、１処方につき１点を所定点数に加算する。 

(８) 複数の診療科を標榜する保険医療機関において、２以上の診療科で、異なる医師が３歳未

満の乳幼児に対して処方を行った場合は、それぞれの処方について「注４」による乳幼児加

算を算定することができる。 

(９) 特定疾患処方管理加算 

ア 特定疾患処方管理加算は、生活習慣病等の厚生労働大臣が別に定める疾患を主病とする

患者について、プライマリ機能を担う地域のかかりつけ医師が総合的に病態分析を行い、

それに基づく処方管理を行うことを評価したものであり、診療所又は許可病床数が 200 床

未満の病院においてのみ算定する。 

イ 処方期間が 28 日以上の場合は、特定疾患処方管理加算２として、月１回に限り１処方

につき 66 点を加算する。なお、同一暦月に区分番号「Ｆ１００」処方料と区分番号「Ｆ

４００」処方箋料を算定する場合にあっては、区分番号「Ｆ１００」処方料又は区分番号

「Ｆ４００」処方箋料のいずれか一方の加算として月１回に限り算定する。 

ウ 処方期間が 28 日以上の場合の加算は、長期投薬の際の病態分析及び処方管理の評価の

充実を図るものであり、特定疾患に対する薬剤の処方期間が 28 日以上の場合に算定する。

ただし、当該患者に処方された薬剤の処方期間が全て 28 日以上である必要はない。 

エ イに該当する場合以外の場合には、特定疾患処方管理加算１として、月２回に限り１処

方につき 18 点を算定する。なお、同一暦月に処方料と処方箋料を算定する場合であって

も、処方箋料の当該加算と合わせて２回を限度とする。 

オ 主病とは、当該患者の全身的な医学管理の中心となっている特定疾患をいうものであり、

２以上の診療科にわたり受診している場合においては、主病と認められる特定疾患の治療

に当たっている診療科においてのみ算定する。 

カ 特定疾患処方管理加算は初診料を算定した初診の日においても算定できる。 

キ 投薬は本来直接本人を診察した上で適切な薬剤を投与すべきであるが、やむを得ない事

情で看護等に当たっている者から症状を聞いて薬剤を投与した場合においても算定できる。 

(10) 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 
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「患者の病状等によりやむを得ず投与するもの」とは、(ニ)を満たすことをいう。 

(イ) 精神疾患を有する患者が、当該疾患の治療のため、当該保険医療機関を初めて受診

した日において、他の保険医療機関で既に向精神薬多剤投与されている場合の連続し

た６か月間。この場合、診療報酬明細書の摘要欄に、当該保険医療機関の初診日を記

載すること。 

(ロ) 向精神薬多剤投与に該当しない期間が１か月以上継続しており、向精神薬が投与さ

れている患者について、当該患者の症状の改善が不十分又はみられず、薬剤の切り替

えが必要であり、既に投与されている薬剤と新しく導入する薬剤を一時的に併用する

場合の連続した３か月間。（年２回までとする。）この場合、診療報酬明細書の摘要

欄に、薬剤の切り替えの開始日、切り替え対象となる薬剤名及び新しく導入する薬剤

名を記載すること。 

(ハ) 臨時に投与した場合。（臨時に投与した場合とは、連続する投与期間が２週間以内

又は 14 回以内のものをいう。１回投与量については、１日量の上限を超えないよう

留意すること。なお、投与中止期間が１週間以内の場合は、連続する投与とみなして

投与期間を計算する。）なお、抗不安薬及び睡眠薬については、臨時に投与する場合

についても種類数に含める。この場合、診療報酬明細書の摘要欄に、臨時の投与の開

始日を記載すること。 

(ニ) 抗うつ薬又は抗精神病薬に限り、精神科の診療に係る経験を十分に有する医師とし

て別紙様式 39 を用いて地方厚生（支）局長に届け出たものが、患者の病状等により

やむを得ず投与を行う必要があると認めた場合。なお、ここでいう精神科の診療に係

る経験を十分に有する医師とは以下のいずれにも該当するものであること。 

① 臨床経験を５年以上有する医師であること。 

② 適切な保険医療機関において３年以上の精神科の診療経験を有する医師であるこ

と。なお、ここでいう適切な保険医療機関とは、医師に対する適切な研修を実施す

るため、常勤の指導責任者を配置した上で、研修プログラムの策定、医師に対する

精神科医療に係る講義の提供、症例検討会の実施等を満たす保険医療機関を指す。 

③ 精神疾患に関する専門的な知識と、ICD-10（平成 21 年総務省告示第 176 号（統

計法第 28 条及び附則第３条の規定に基づき、疾病、傷害及び死因に関する分類の

名称及び分類表を定める件）の「３」の「（１） 疾病、傷害及び死因の統計分類

基本分類表」に規定する分類をいう）において F0 から F9 までの全てについて主治

医として治療した経験を有すること。 

④ 精神科薬物療法に関する適切な研修を修了していること。 

イ 抗不安薬、睡眠薬、抗うつ薬及び抗精神病薬の種類数は一般名で計算する。また、抗不

安薬、睡眠薬、抗うつ薬及び抗精神病薬の種類については、別紙 36 を参考にすること。 

ウ 向精神薬多剤投与を行った保険医療機関は、毎年度４月、７月、10月、１月に、前月ま

での３か月間の向精神薬多剤投与の状況を別紙様式 40 を用いて地方厚生（支）局長に報

告すること。 

(４) 「２」において、処方料における内服薬の種類については、区分番号「Ｆ２００」薬剤の

「注３」における内服薬の種類と同様の取扱いとする。なお、当該処方に係る内服薬の投薬

が６種類以下の場合又は外用薬、屯服薬のみの投薬の場合は「３」で算定する。 
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(５) 「２」において、臨時的に内服薬の追加投与等を行った場合の取扱いについては、区分番

号「Ｆ２００」薬剤の(６)に準じるものとする。 

(６) 「２」において、「不安若しくは不眠の症状を有する患者に対して１年以上継続して別に

厚生労働大臣が定める薬剤の投薬を行った場合（以下「向精神薬長期処方」という。）」と

は、薬効分類上の抗不安剤、催眠鎮静剤、精神神経用剤又はその他の中枢神経系用薬のいず

れかに該当する医薬品のうち、ベンゾジアゼピン受容体作動薬を１年以上にわたって、同一

の成分を同一の１日当たり用量で連続して処方している場合をいう。なお、定期処方と屯服

間の変更については、同一の１日当たり用量には該当しない。また、以下のいずれかに該当

する医師が行った処方又は当該処方の直近１年以内に精神科の医師からの助言を得て行って

いる処方については、向精神薬長期処方に該当せず、「３」を算定すること。 

ア 不安又は不眠に係る適切な研修を修了した医師であること。 

イ 精神科薬物療法に係る適切な研修を修了した医師であること。 

 

(７) 「注２」の加算は、内服薬、浸煎薬及び屯服薬、外用薬等の区分、剤数、用法用量等の如

何にかかわらず、１処方につき１点を所定点数に加算する。 

(８) 複数の診療科を標榜する保険医療機関において、２以上の診療科で、異なる医師が３歳未

満の乳幼児に対して処方を行った場合は、それぞれの処方について「注４」による乳幼児加

算を算定することができる。 

(９) 特定疾患処方管理加算 

ア 特定疾患処方管理加算は、生活習慣病等の厚生労働大臣が別に定める疾患を主病とする

患者について、プライマリ機能を担う地域のかかりつけ医師が総合的に病態分析を行い、

それに基づく処方管理を行うことを評価したものであり、診療所又は許可病床数が 200 床

未満の病院においてのみ算定する。 

イ 処方期間が 28 日以上の場合は、特定疾患処方管理加算２として、月１回に限り１処方

につき 66 点を加算する。なお、同一暦月に区分番号「Ｆ１００」処方料と区分番号「Ｆ

４００」処方箋料を算定する場合にあっては、区分番号「Ｆ１００」処方料又は区分番号

「Ｆ４００」処方箋料のいずれか一方の加算として月１回に限り算定する。 

ウ 処方期間が 28 日以上の場合の加算は、長期投薬の際の病態分析及び処方管理の評価の

充実を図るものであり、特定疾患に対する薬剤の処方期間が 28 日以上の場合に算定する。

ただし、当該患者に処方された薬剤の処方期間が全て 28 日以上である必要はない。 

エ イに該当する場合以外の場合には、特定疾患処方管理加算１として、月２回に限り１処

方につき 18 点を算定する。なお、同一暦月に処方料と処方箋料を算定する場合であって

も、処方箋料の当該加算と合わせて２回を限度とする。 

オ 主病とは、当該患者の全身的な医学管理の中心となっている特定疾患をいうものであり、

２以上の診療科にわたり受診している場合においては、主病と認められる特定疾患の治療

に当たっている診療科においてのみ算定する。 

カ 特定疾患処方管理加算は初診料を算定した初診の日においても算定できる。 

キ 投薬は本来直接本人を診察した上で適切な薬剤を投与すべきであるが、やむを得ない事

情で看護等に当たっている者から症状を聞いて薬剤を投与した場合においても算定できる。 

(10) 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 
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ア 「注７」に規定する抗悪性腫瘍剤処方管理加算については、入院中の患者以外の悪性腫

瘍の患者に対して、抗悪性腫瘍剤による投薬の必要性、副作用、用法・用量、その他の留

意点等について文書で説明し同意を得た上で、抗悪性腫瘍剤の適正使用及び副作用管理に

基づく処方管理のもとに悪性腫瘍の治療を目的として抗悪性腫瘍剤が処方された場合に算

定する。 

イ 同一暦月に区分番号「Ｆ１００」処方料と区分番号「Ｆ４００」処方箋料を算定する場

合にあっては、区分番号「Ｆ１００」処方料又は区分番号「Ｆ４００」処方箋料のいずれ

か一方の加算として月１回に限り算定する。 

ウ 加算対象となる抗悪性腫瘍剤は、薬効分類上の腫瘍用薬とする。 

(11) 「注８」については、区分番号「Ａ０００」初診料の「注２」又は「注３」、区分番号

「Ａ００２」外来診療料の「注２」又は「注３」を算定する保険医療機関において、以下の

アからコまでに定める薬剤を除き、１処方につき投与期間が 30 日以上の投薬を行った場合

には、所定点数の 100 分の 40 に相当する点数により算定する。 

ア 薬効分類が抗てんかん剤のもので、てんかんに対して用いた場合 

イ 薬効分類の小分類が甲状腺ホルモン製剤のもので、甲状腺の障害に対して用いた場合 

ウ 薬効分類が副腎ホルモン剤のもので、副腎性器障害又は副腎皮質機能不全に対して用い

た場合 

エ 薬効分類が卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤のもので、卵巣除去後機能不全その他の卵

巣機能不全に対して用いた場合 

オ 薬効分類の小分類が合成ビタミンＤ製剤のもので、副甲状腺機能低下症又は偽性副甲状

腺機能低下症に対して用いた場合 

カ 薬効分類が乳幼児用剤のもので、フェニルケトン尿症、楓糖尿症、ホモシスチン尿症又

はガラクトース血症に対して用いた場合 

キ 薬効分類が抗ウイルス剤のもので、後天性免疫不全症候群の病原体に感染している者に

対して用いた場合 

ク 薬効分類が血液製剤類のもので、血友病の者に対して用いた場合 

ケ 薬効分類がその他の腫瘍用薬のもので、慢性骨髄性白血病に対して用いた場合 

コ アからケまでの内服薬と併用する薬効分類が健胃消化剤のもので、アからケまでに該当

する疾患に対して用いた場合 

(12) 「注９」に規定する外来後発医薬品使用体制加算は、後発医薬品の品質、安全性、安定供

給体制等の情報を収集・評価し、その結果を踏まえ後発医薬品の採用を決定する体制が整備

されている保険医療機関を評価したものであり、診療所においてのみ算定する。 

(13) 「注 10」に規定する向精神薬調整連携加算については、直近の処方が向精神薬多剤投与又

は向精神薬長期処方に該当する患者であって、当該処方において直近の処方から抗不安薬等

の種類数又は１日当たり用量が減少したものについて、薬剤師又は看護職員に処方内容の変

更に伴う心身の状態の変化について確認を指示した場合に算定する。指示に当たっては、処

方の変更点を説明するとともに、独立行政法人医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）による

「ＰＭＤＡからの医薬品適正使用のお願い（No.11 2017 年３月）」又は睡眠薬の適正使用

及び減量・中止のための診療ガイドラインに関する研究班（平成 24 年度厚生労働科学研究

・障害者対策総合研究事業）が作成した「睡眠薬の適正な使用と休薬のための診療ガイドラ
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イン」等を参考に特に留意すべき症状等について具体的に指示をすること。 

(14) (13)における「抗不安薬等の種類数の減少」については、一般名で種類数を計算した場合

に抗不安薬等の種類数が減少している場合をいう。また、「抗不安薬等の１日当たり用量の

減少」には、一般名で用量を計算した場合に抗不安薬等の用量が減少している場合をいい、

定期処方を屯服に変更した場合が含まれること。 

(15) 外来後発医薬品使用体制加算は、当該保険医療機関において調剤した後発医薬品のある先

発医薬品及び後発医薬品を合算した規格単位数量に占める後発医薬品の規格単位数量の割合

が 70％以上、75％以上又は 85％以上であるとともに、外来において後発医薬品（ジェネリ

ック医薬品）の使用を積極的に行っている旨を当該保険医療機関の見やすい場所に掲示して

いる保険医療機関において、１処方につき２点、４点又は５点を所定点数に加算する。 

 

第３節 薬剤料 

  Ｆ２００ 薬剤   

(１) 「注２」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(３)に準じるものとする。 

(２) 「注２」の算定は、外来の場合に限る。なお、１処方とは処方料の算定単位となる処方を

いう。 

   (３) １回の処方において、２種類以上の内服薬を調剤する場合には、それぞれの薬剤を個別の

薬包等に調剤しても、服用時点及び服用回数が同じであるものについては、次の場合を除き

１剤として算定する。 

ア 配合不適等調剤技術上の必要性から個別に調剤した場合 

イ 固形剤と内用液剤の場合 

ウ 内服錠とチュアブル錠等のように服用方法が異なる場合 

(４) 「注１」における「その他の特定の疾患」とは、難病の患者に対する医療等に関する法律

第５条に規定する指定難病（同法第７条第４項に規定する医療受給者証を交付されている患

者（同条第１項各号に規定する特定医療費の支給認定に係る基準を満たすものとして診断を

受けたものを含む。）に係るものに限る。）又は「特定疾患治療研究事業について」に掲げ

る疾患（当該疾患に罹患しているものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けている

ものに限る。ただし、スモンについては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等

を含む。）をいう。 

(５) 特別入院基本料等を算定する病棟を有する病院の長期入院患者に係る入院期間の算定は、

当該特別入院基本料等を算定する病棟を有する病院となる以前からの入院期間を通算する。 

また、入院期間の算定は第１章第２部入院料等の通則の例に準じる。 

   (６) 「注３」の多剤投与の場合の算定 

     ア 「注３」の算定は、外来の場合に限り、１処方のうち、内服薬についてのみ対象とする。

この場合の「種類」については、次のように計算する。なお、１処方とは処方料の算定単

位となる処方をいう。 

(イ) 錠剤、カプセル剤については、１銘柄ごとに１種類と計算する。 

(ロ) 散剤、顆粒剤及び液剤については、１銘柄ごとに１種類と計算する。 

(ハ) (ロ)の薬剤を混合して服薬できるよう調剤を行ったものについては、１種類とする。 

(ニ) 薬剤料に掲げる所定単位当たりの薬価が 205 円以下の場合には、１種類とする。 

（ ）（ ） 431430
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ア 「注７」に規定する抗悪性腫瘍剤処方管理加算については、入院中の患者以外の悪性腫

瘍の患者に対して、抗悪性腫瘍剤による投薬の必要性、副作用、用法・用量、その他の留

意点等について文書で説明し同意を得た上で、抗悪性腫瘍剤の適正使用及び副作用管理に

基づく処方管理のもとに悪性腫瘍の治療を目的として抗悪性腫瘍剤が処方された場合に算

定する。 

イ 同一暦月に区分番号「Ｆ１００」処方料と区分番号「Ｆ４００」処方箋料を算定する場

合にあっては、区分番号「Ｆ１００」処方料又は区分番号「Ｆ４００」処方箋料のいずれ

か一方の加算として月１回に限り算定する。 

ウ 加算対象となる抗悪性腫瘍剤は、薬効分類上の腫瘍用薬とする。 

(11) 「注８」については、区分番号「Ａ０００」初診料の「注２」又は「注３」、区分番号

「Ａ００２」外来診療料の「注２」又は「注３」を算定する保険医療機関において、以下の

アからコまでに定める薬剤を除き、１処方につき投与期間が 30 日以上の投薬を行った場合

には、所定点数の 100 分の 40 に相当する点数により算定する。 

ア 薬効分類が抗てんかん剤のもので、てんかんに対して用いた場合 

イ 薬効分類の小分類が甲状腺ホルモン製剤のもので、甲状腺の障害に対して用いた場合 

ウ 薬効分類が副腎ホルモン剤のもので、副腎性器障害又は副腎皮質機能不全に対して用い

た場合 

エ 薬効分類が卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤のもので、卵巣除去後機能不全その他の卵

巣機能不全に対して用いた場合 

オ 薬効分類の小分類が合成ビタミンＤ製剤のもので、副甲状腺機能低下症又は偽性副甲状

腺機能低下症に対して用いた場合 

カ 薬効分類が乳幼児用剤のもので、フェニルケトン尿症、楓糖尿症、ホモシスチン尿症又

はガラクトース血症に対して用いた場合 

キ 薬効分類が抗ウイルス剤のもので、後天性免疫不全症候群の病原体に感染している者に

対して用いた場合 

ク 薬効分類が血液製剤類のもので、血友病の者に対して用いた場合 

ケ 薬効分類がその他の腫瘍用薬のもので、慢性骨髄性白血病に対して用いた場合 

コ アからケまでの内服薬と併用する薬効分類が健胃消化剤のもので、アからケまでに該当

する疾患に対して用いた場合 

(12) 「注９」に規定する外来後発医薬品使用体制加算は、後発医薬品の品質、安全性、安定供

給体制等の情報を収集・評価し、その結果を踏まえ後発医薬品の採用を決定する体制が整備

されている保険医療機関を評価したものであり、診療所においてのみ算定する。 

(13) 「注 10」に規定する向精神薬調整連携加算については、直近の処方が向精神薬多剤投与又

は向精神薬長期処方に該当する患者であって、当該処方において直近の処方から抗不安薬等

の種類数又は１日当たり用量が減少したものについて、薬剤師又は看護職員に処方内容の変

更に伴う心身の状態の変化について確認を指示した場合に算定する。指示に当たっては、処

方の変更点を説明するとともに、独立行政法人医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）による

「ＰＭＤＡからの医薬品適正使用のお願い（No.11 2017 年３月）」又は睡眠薬の適正使用

及び減量・中止のための診療ガイドラインに関する研究班（平成 24 年度厚生労働科学研究

・障害者対策総合研究事業）が作成した「睡眠薬の適正な使用と休薬のための診療ガイドラ
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イン」等を参考に特に留意すべき症状等について具体的に指示をすること。 

(14) (13)における「抗不安薬等の種類数の減少」については、一般名で種類数を計算した場合

に抗不安薬等の種類数が減少している場合をいう。また、「抗不安薬等の１日当たり用量の

減少」には、一般名で用量を計算した場合に抗不安薬等の用量が減少している場合をいい、

定期処方を屯服に変更した場合が含まれること。 

(15) 外来後発医薬品使用体制加算は、当該保険医療機関において調剤した後発医薬品のある先

発医薬品及び後発医薬品を合算した規格単位数量に占める後発医薬品の規格単位数量の割合

が 70％以上、75％以上又は 85％以上であるとともに、外来において後発医薬品（ジェネリ

ック医薬品）の使用を積極的に行っている旨を当該保険医療機関の見やすい場所に掲示して

いる保険医療機関において、１処方につき２点、４点又は５点を所定点数に加算する。 

 

第３節 薬剤料 

  Ｆ２００ 薬剤   

(１) 「注２」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(３)に準じるものとする。 

(２) 「注２」の算定は、外来の場合に限る。なお、１処方とは処方料の算定単位となる処方を

いう。 

   (３) １回の処方において、２種類以上の内服薬を調剤する場合には、それぞれの薬剤を個別の

薬包等に調剤しても、服用時点及び服用回数が同じであるものについては、次の場合を除き

１剤として算定する。 

ア 配合不適等調剤技術上の必要性から個別に調剤した場合 

イ 固形剤と内用液剤の場合 

ウ 内服錠とチュアブル錠等のように服用方法が異なる場合 

(４) 「注１」における「その他の特定の疾患」とは、難病の患者に対する医療等に関する法律

第５条に規定する指定難病（同法第７条第４項に規定する医療受給者証を交付されている患

者（同条第１項各号に規定する特定医療費の支給認定に係る基準を満たすものとして診断を

受けたものを含む。）に係るものに限る。）又は「特定疾患治療研究事業について」に掲げ

る疾患（当該疾患に罹患しているものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けている

ものに限る。ただし、スモンについては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等

を含む。）をいう。 

(５) 特別入院基本料等を算定する病棟を有する病院の長期入院患者に係る入院期間の算定は、

当該特別入院基本料等を算定する病棟を有する病院となる以前からの入院期間を通算する。 

また、入院期間の算定は第１章第２部入院料等の通則の例に準じる。 

   (６) 「注３」の多剤投与の場合の算定 

     ア 「注３」の算定は、外来の場合に限り、１処方のうち、内服薬についてのみ対象とする。

この場合の「種類」については、次のように計算する。なお、１処方とは処方料の算定単

位となる処方をいう。 

(イ) 錠剤、カプセル剤については、１銘柄ごとに１種類と計算する。 

(ロ) 散剤、顆粒剤及び液剤については、１銘柄ごとに１種類と計算する。 

(ハ) (ロ)の薬剤を混合して服薬できるよう調剤を行ったものについては、１種類とする。 

(ニ) 薬剤料に掲げる所定単位当たりの薬価が 205 円以下の場合には、１種類とする。 

（ ）（ ） 431430
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イ 「注３」の「所定点数」とは、１処方のうちの全ての内服薬の薬剤料をいう。 

ウ 「注３」の算定は、常態として投与する内服薬が７種類以上の場合に行い、臨時に投与

する薬剤については対象としない。 

エ ウの臨時に投与する薬剤とは連続する投与期間が２週間以内のものをいい、２週間を超

える投与期間の薬剤にあっては常態として投与する薬剤として扱う。なお、投与中止期間

が１週間以内の場合は、連続する投与とみなして投与期間を計算する。 

オ 臨時的に内服薬の追加投与等を行った結果、１処方につき内服薬が７種類以上となる場

合において、傷病名欄からその必要性が明らかでない場合には、診療報酬明細書の摘要欄

にその必要性を記載する。 

(７) 「注４」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(12)に準じるものとする。 

   (８) ビタミン剤 

ア 「注５」に規定するビタミン剤とは、内服薬及び注射薬をいうものであり、また、ビタ

ミンを含有する配合剤を含むものである。 

イ ビタミン剤に係る薬剤料が算定できるのは、医師が当該ビタミン剤の投与が有効である

と判断し、適正に投与された場合に限られるものであり、医師が疾患の特性により投与の

必要性を認める場合のほか、具体的には、次のような場合をいう。ただし、薬事承認の内

容に従って投与された場合に限る。 

(イ)  患者の疾患又は症状の原因がビタミンの欠乏又は代謝障害であることが明らかであ

り、かつ、必要なビタミンを食事により摂取することが困難である場合（例えば、悪

性貧血のビタミンＢ12 の欠乏等、診察及び検査の結果から当該疾患又は症状が明らか

な場合） 

(ロ)  患者が妊産婦、乳幼児等（手術後の患者及び高カロリー輸液療法実施中の患者を含

む。）であり、診察及び検査の結果から食事からのビタミンの摂取が不十分であると

診断された場合 

(ハ) 患者の疾患又は症状の原因がビタミンの欠乏又は代謝障害であると推定され、かつ、

必要なビタミンを食事により摂取することが困難である場合 

(ニ) 重湯等の流動食及び軟食のうち、一分がゆ、三分がゆ又は五分がゆを食している場

合 

(ホ) 無菌食、フェニールケトン尿症食、楓糖尿症食、ホモシスチン尿症食又はガラクト

ース血症食を食している場合 

ウ ビタミン剤に係る薬剤料を算定する場合には、当該ビタミン剤の投与が必要かつ有効と

判断した趣旨を具体的に診療録及び診療報酬明細書に記載しなければならない。ただし、

病名によりビタミン剤の投与が必要、かつ、有効と判断できる場合は趣旨を診療報酬明細

書に記載することは要しない。 

 

 第５節 処方箋料 

Ｆ４００ 処方箋料 

(１) 医師が処方する投薬量については、予見することができる必要期間に従ったものでなけれ

ばならず、30日を超える長期の投薬を行うに当たっては、長期の投薬が可能な程度に病状が

安定し、服薬管理が可能である旨を医師が確認するとともに、病状が変化した際の対応方法
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及び当該保険医療機関の連絡先を患者に周知する。 

なお、上記の要件を満たさない場合は、原則として次に掲げるいずれかの対応を行うこと。 

ア 30 日以内に再診を行う。 

イ 許可病床数が 200 床以上の保険医療機関にあっては、患者に対して他の保険医療機関

（許可病床数が 200 床未満の病院又は診療所に限る。）に文書による紹介を行う旨の申

出を行う。 

ウ 患者の病状は安定しているものの服薬管理が難しい場合には、分割指示に係る処方箋

を交付する。 

(２) 保険薬局で保険調剤を受けさせるために、患者に保険医療機関及び保険医療養担当規則

（昭和 32 年厚生省令第 15 号）に定められている様式の完備した処方箋（院外処方箋）を交

付した場合に限り算定し、その処方箋に処方した剤数、投与量（日分数）等の如何にかかわ

らず、１回として算定する。なお、分割指示に係る処方箋を発行する場合は、保険医療機関

及び保険医療養担当規則に定められている様式第二号の二を用いることとし、分割の回数は

３回までとする。また、患者に対し、調剤を受ける度に別紙を含む分割指示に係る処方箋の

全てを保険薬局に提出するよう指導する。 

(３) 同一の保険医療機関が一連の診療に基づいて、同時に、同一の患者に２枚以上の処方箋を

交付した場合は、１回として算定する。 

(４) 複数の診療科を標榜する保険医療機関において、２以上の診療科で、異なる医師が処方し

た場合は、それぞれの処方につき処方箋料を算定することができる。 

(５) 「１」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(３)に準じるものとする。 

(６) 「２」において、処方箋料における内服薬の種類については、区分番号「Ｆ２００」薬剤

の「注３」における内服薬の種類と同様の取扱いとする。なお、当該処方に係る内服薬の投

薬が６種類以下の場合又は外用薬、屯服薬のみの投薬の場合は「３」で算定する。 

(７) 「２」において、臨時的に内服薬の追加投与等を行った結果、１処方につき内服薬が７種

類以上となる場合には、処方箋の備考欄にその必要性を記載する。 

その他、臨時的に内服薬の追加投与を行った場合の取扱いについては区分番号「Ｆ２００」

薬剤の(６)に準じるものとする。 

(８) 「２」において、「不安若しくは不眠の症状を有する患者に対して１年以上継続して別に

厚生労働大臣が定める薬剤の投薬を行った場合」については、区分番号「Ｆ１００」処方料

の(６)に準じるものとする。 

 (９) 同一の患者に対して、同一診療日に、一部の薬剤を院内において投薬し、他の薬剤を院

外処方箋により投薬することは、原則として認められない。 

また、注射器、注射針又はその両者のみを処方箋により投与することは認められない。 

(10) 「注２」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(11)に準じるものとする。 

(11) 乳幼児加算、特定疾患処方管理加算及び抗悪性腫瘍剤処方管理加算は区分番号「Ｆ１００」

処方料の(８)、(９)又は(10)に準じるものとする。 

(12) 「注７」に規定する一般名処方加算は、後発医薬品のある医薬品について、薬価基準に収

載されている品名に代えて、一般的名称に剤形及び含量を付加した記載（以下「一般名処方」

という。）による処方箋を交付した場合に限り算定できるものである。交付した処方箋に含

まれる医薬品のうち、後発医薬品のある全ての医薬品（２品目以上の場合に限る。）が一般

（ ）（ ） 433432
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イ 「注３」の「所定点数」とは、１処方のうちの全ての内服薬の薬剤料をいう。 

ウ 「注３」の算定は、常態として投与する内服薬が７種類以上の場合に行い、臨時に投与

する薬剤については対象としない。 

エ ウの臨時に投与する薬剤とは連続する投与期間が２週間以内のものをいい、２週間を超

える投与期間の薬剤にあっては常態として投与する薬剤として扱う。なお、投与中止期間

が１週間以内の場合は、連続する投与とみなして投与期間を計算する。 

オ 臨時的に内服薬の追加投与等を行った結果、１処方につき内服薬が７種類以上となる場

合において、傷病名欄からその必要性が明らかでない場合には、診療報酬明細書の摘要欄

にその必要性を記載する。 

(７) 「注４」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(12)に準じるものとする。 

   (８) ビタミン剤 

ア 「注５」に規定するビタミン剤とは、内服薬及び注射薬をいうものであり、また、ビタ

ミンを含有する配合剤を含むものである。 

イ ビタミン剤に係る薬剤料が算定できるのは、医師が当該ビタミン剤の投与が有効である

と判断し、適正に投与された場合に限られるものであり、医師が疾患の特性により投与の

必要性を認める場合のほか、具体的には、次のような場合をいう。ただし、薬事承認の内

容に従って投与された場合に限る。 

(イ)  患者の疾患又は症状の原因がビタミンの欠乏又は代謝障害であることが明らかであ

り、かつ、必要なビタミンを食事により摂取することが困難である場合（例えば、悪

性貧血のビタミンＢ12 の欠乏等、診察及び検査の結果から当該疾患又は症状が明らか

な場合） 

(ロ)  患者が妊産婦、乳幼児等（手術後の患者及び高カロリー輸液療法実施中の患者を含

む。）であり、診察及び検査の結果から食事からのビタミンの摂取が不十分であると

診断された場合 

(ハ) 患者の疾患又は症状の原因がビタミンの欠乏又は代謝障害であると推定され、かつ、

必要なビタミンを食事により摂取することが困難である場合 

(ニ) 重湯等の流動食及び軟食のうち、一分がゆ、三分がゆ又は五分がゆを食している場

合 

(ホ) 無菌食、フェニールケトン尿症食、楓糖尿症食、ホモシスチン尿症食又はガラクト

ース血症食を食している場合 

ウ ビタミン剤に係る薬剤料を算定する場合には、当該ビタミン剤の投与が必要かつ有効と

判断した趣旨を具体的に診療録及び診療報酬明細書に記載しなければならない。ただし、

病名によりビタミン剤の投与が必要、かつ、有効と判断できる場合は趣旨を診療報酬明細

書に記載することは要しない。 

 

 第５節 処方箋料 

Ｆ４００ 処方箋料 

(１) 医師が処方する投薬量については、予見することができる必要期間に従ったものでなけれ

ばならず、30日を超える長期の投薬を行うに当たっては、長期の投薬が可能な程度に病状が

安定し、服薬管理が可能である旨を医師が確認するとともに、病状が変化した際の対応方法
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及び当該保険医療機関の連絡先を患者に周知する。 

なお、上記の要件を満たさない場合は、原則として次に掲げるいずれかの対応を行うこと。 

ア 30 日以内に再診を行う。 

イ 許可病床数が 200 床以上の保険医療機関にあっては、患者に対して他の保険医療機関

（許可病床数が 200 床未満の病院又は診療所に限る。）に文書による紹介を行う旨の申

出を行う。 

ウ 患者の病状は安定しているものの服薬管理が難しい場合には、分割指示に係る処方箋

を交付する。 

(２) 保険薬局で保険調剤を受けさせるために、患者に保険医療機関及び保険医療養担当規則

（昭和 32 年厚生省令第 15 号）に定められている様式の完備した処方箋（院外処方箋）を交

付した場合に限り算定し、その処方箋に処方した剤数、投与量（日分数）等の如何にかかわ

らず、１回として算定する。なお、分割指示に係る処方箋を発行する場合は、保険医療機関

及び保険医療養担当規則に定められている様式第二号の二を用いることとし、分割の回数は

３回までとする。また、患者に対し、調剤を受ける度に別紙を含む分割指示に係る処方箋の

全てを保険薬局に提出するよう指導する。 

(３) 同一の保険医療機関が一連の診療に基づいて、同時に、同一の患者に２枚以上の処方箋を

交付した場合は、１回として算定する。 

(４) 複数の診療科を標榜する保険医療機関において、２以上の診療科で、異なる医師が処方し

た場合は、それぞれの処方につき処方箋料を算定することができる。 

(５) 「１」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(３)に準じるものとする。 

(６) 「２」において、処方箋料における内服薬の種類については、区分番号「Ｆ２００」薬剤

の「注３」における内服薬の種類と同様の取扱いとする。なお、当該処方に係る内服薬の投

薬が６種類以下の場合又は外用薬、屯服薬のみの投薬の場合は「３」で算定する。 

(７) 「２」において、臨時的に内服薬の追加投与等を行った結果、１処方につき内服薬が７種

類以上となる場合には、処方箋の備考欄にその必要性を記載する。 

その他、臨時的に内服薬の追加投与を行った場合の取扱いについては区分番号「Ｆ２００」

薬剤の(６)に準じるものとする。 

(８) 「２」において、「不安若しくは不眠の症状を有する患者に対して１年以上継続して別に

厚生労働大臣が定める薬剤の投薬を行った場合」については、区分番号「Ｆ１００」処方料

の(６)に準じるものとする。 

 (９) 同一の患者に対して、同一診療日に、一部の薬剤を院内において投薬し、他の薬剤を院

外処方箋により投薬することは、原則として認められない。 

また、注射器、注射針又はその両者のみを処方箋により投与することは認められない。 

(10) 「注２」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(11)に準じるものとする。 

(11) 乳幼児加算、特定疾患処方管理加算及び抗悪性腫瘍剤処方管理加算は区分番号「Ｆ１００」

処方料の(８)、(９)又は(10)に準じるものとする。 

(12) 「注７」に規定する一般名処方加算は、後発医薬品のある医薬品について、薬価基準に収

載されている品名に代えて、一般的名称に剤形及び含量を付加した記載（以下「一般名処方」

という。）による処方箋を交付した場合に限り算定できるものである。交付した処方箋に含

まれる医薬品のうち、後発医薬品のある全ての医薬品（２品目以上の場合に限る。）が一般

（ ）（ ） 433432
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名処方されている場合には一般名処方加算１を、１品目でも一般名処方されたものが含まれ

ている場合には一般名処方加算２を、処方箋の交付１回につきそれぞれ加算する。品目数に

ついては、一般的名称で計算する。ただし、投与経路が異なる場合は、一般的名称が同一で

あっても、別品目として計算する。 

なお、一般名処方とは、単に医師が先発医薬品か後発医薬品かといった個別の銘柄にこだ

わらずに処方を行っているものである。 

また、一般名処方を行った場合の(６)の取扱いにおいて、「種類」の計算に当たっては、

該当する医薬品の薬価のうち最も低いものの薬価とみなすものとする。 

(13) 「注８」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(13)及び（14）に準じるものとする。 

(14) 訪問薬剤管理指導との関係 

保険薬局に訪問薬剤管理指導を依頼している場合は、当該保険医療機関は区分番号「Ｃ０

０８」在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定できない。保険薬局から情報提供があった場合は、

当該保険医療機関は文書を診療録等に添付する。なお、地方厚生（支）局長に届出を行った

保険薬局が在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定できるのは月に４回（末期の悪性腫瘍の患者

及び中心静脈栄養法の対象患者については、週２回かつ月８回）に限られる。 

 

 第６節 調剤技術基本料 

  Ｆ５００ 調剤技術基本料 

(１) 調剤技術基本料は、重複投薬の防止等保険医療機関内における調剤の管理の充実を図ると

ともに投薬の適正を確保することを目的としており、薬剤師が常態として勤務する保険医療

機関において、薬剤師の管理のもとに調剤が行われた場合に、患者１人につき、月１回に限

り算定する。 

(２) 同一医療機関において同一月内に処方箋の交付がある場合は、調剤技術基本料は算定でき

ない。 

(３) 同一月に区分番号「Ｂ００８」薬剤管理指導料又は区分番号「Ｃ００８」在宅患者訪問薬

剤管理指導料を算定している場合には、調剤技術基本料は算定しない。 

(４) 院内製剤加算 

ア 「注３」の院内製剤加算は、薬価基準に収載されている医薬品に溶媒、基剤等の賦形剤

を加え、当該医薬品とは異なる剤形の医薬品を院内製剤の上調剤した場合に、次の場合を

除き算定できる。 

（イ） 調剤した医薬品と同一規格を有する医薬品が薬価基準に収載されている場合 

（ロ） 散剤を調剤した場合 

（ハ） 液剤を調剤する場合であって、薬事承認の内容が用時溶解して使用することとな

っている医薬品を交付時に溶解した場合 

（ニ） １種類のみの医薬品を水に溶解して液剤とする場合（安定剤、溶解補助剤、懸濁

剤等製剤技術上必要と認められる添加剤を使用した場合及び調剤技術上、ろ過、加

温、滅菌行為をなす必要があって、これらの行為を行った場合を除く。） 

イ 上記アにかかわらず、剤形が変わらない場合であっても、次に該当する場合には、院内

製剤加算が算定できる。ただし、調剤した医薬品と同一規格を有する医薬品が薬価基準に

収載されている場合を除く。 

 - 358 - 

（イ） 同一剤形の２種類以上の既製剤（賦形剤、矯味矯臭剤等を除く。）を混合した場

合（散剤及び顆粒剤を除く。） 

（ロ） 安定剤、溶解補助剤、懸濁剤等製剤技術上必要と認められる添加剤を加えて調剤

した場合 

（ハ） 調剤技術上、ろ過、加温、滅菌行為をなす必要があって、これらの行為を行った

場合 

ウ ア、イにかかわらず調剤した医薬品を、原料とした医薬品の承認内容と異なる用法・用

量あるいは効能・効果で用いる場合は院内製剤加算は算定できない。 
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名処方されている場合には一般名処方加算１を、１品目でも一般名処方されたものが含まれ

ている場合には一般名処方加算２を、処方箋の交付１回につきそれぞれ加算する。品目数に

ついては、一般的名称で計算する。ただし、投与経路が異なる場合は、一般的名称が同一で

あっても、別品目として計算する。 

なお、一般名処方とは、単に医師が先発医薬品か後発医薬品かといった個別の銘柄にこだ

わらずに処方を行っているものである。 

また、一般名処方を行った場合の(６)の取扱いにおいて、「種類」の計算に当たっては、

該当する医薬品の薬価のうち最も低いものの薬価とみなすものとする。 

(13) 「注８」については、区分番号「Ｆ１００」処方料の(13)及び（14）に準じるものとする。 

(14) 訪問薬剤管理指導との関係 

保険薬局に訪問薬剤管理指導を依頼している場合は、当該保険医療機関は区分番号「Ｃ０

０８」在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定できない。保険薬局から情報提供があった場合は、

当該保険医療機関は文書を診療録等に添付する。なお、地方厚生（支）局長に届出を行った

保険薬局が在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定できるのは月に４回（末期の悪性腫瘍の患者

及び中心静脈栄養法の対象患者については、週２回かつ月８回）に限られる。 

 

 第６節 調剤技術基本料 

  Ｆ５００ 調剤技術基本料 

(１) 調剤技術基本料は、重複投薬の防止等保険医療機関内における調剤の管理の充実を図ると

ともに投薬の適正を確保することを目的としており、薬剤師が常態として勤務する保険医療

機関において、薬剤師の管理のもとに調剤が行われた場合に、患者１人につき、月１回に限

り算定する。 

(２) 同一医療機関において同一月内に処方箋の交付がある場合は、調剤技術基本料は算定でき

ない。 

(３) 同一月に区分番号「Ｂ００８」薬剤管理指導料又は区分番号「Ｃ００８」在宅患者訪問薬

剤管理指導料を算定している場合には、調剤技術基本料は算定しない。 

(４) 院内製剤加算 

ア 「注３」の院内製剤加算は、薬価基準に収載されている医薬品に溶媒、基剤等の賦形剤

を加え、当該医薬品とは異なる剤形の医薬品を院内製剤の上調剤した場合に、次の場合を

除き算定できる。 

（イ） 調剤した医薬品と同一規格を有する医薬品が薬価基準に収載されている場合 

（ロ） 散剤を調剤した場合 

（ハ） 液剤を調剤する場合であって、薬事承認の内容が用時溶解して使用することとな

っている医薬品を交付時に溶解した場合 

（ニ） １種類のみの医薬品を水に溶解して液剤とする場合（安定剤、溶解補助剤、懸濁

剤等製剤技術上必要と認められる添加剤を使用した場合及び調剤技術上、ろ過、加

温、滅菌行為をなす必要があって、これらの行為を行った場合を除く。） 

イ 上記アにかかわらず、剤形が変わらない場合であっても、次に該当する場合には、院内

製剤加算が算定できる。ただし、調剤した医薬品と同一規格を有する医薬品が薬価基準に

収載されている場合を除く。 
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（イ） 同一剤形の２種類以上の既製剤（賦形剤、矯味矯臭剤等を除く。）を混合した場

合（散剤及び顆粒剤を除く。） 

（ロ） 安定剤、溶解補助剤、懸濁剤等製剤技術上必要と認められる添加剤を加えて調剤

した場合 

（ハ） 調剤技術上、ろ過、加温、滅菌行為をなす必要があって、これらの行為を行った

場合 

ウ ア、イにかかわらず調剤した医薬品を、原料とした医薬品の承認内容と異なる用法・用

量あるいは効能・効果で用いる場合は院内製剤加算は算定できない。 
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２
－
⑸　
投　
薬



Ｇ
０

０
０

皮
内

、
皮

下
及

び
筋

肉
内

注
射

（
１

回
に

つ
き

）
2
0
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

１
に

掲
げ

る
在

宅
自

己
注

射
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１
０

８
に

掲
げ

る
在

宅
悪

性
腫

瘍
等

患
者

指
導

管
理

料
又

は
区

分
番

号
Ｃ

１
０

８
－

２
に

掲
げ

る
在

宅
悪

性
腫

瘍
患

者
共

同
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
１

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
又

は
区

分
番

号
Ｃ

０
０

１
－

２
に

掲
げ

る
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

(Ⅰ
)

を
算

定
す

る
日

に
併

せ
て

行
っ

た
皮

内
、

皮
下

及
び

筋
肉

内
注

射
の

費
用

は
算

定
し

な
い

(Ⅱ
)

。

Ｇ
０

０
１

静
脈

内
注

射
（

１
回

に
つ

き
）

3
2
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
4
5
点

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

３
区

分
番

号
Ｃ

１
０

１
に

掲
げ

る
在

宅
自

己
注

射
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１
０

４
に

掲
げ

る
在

宅
中

心
静

脈
栄

養
法

指
導

管
理

料
、

区
分

番
号

Ｃ
１

０
８

に
掲

げ
る

在
宅

悪
性

腫
瘍

等
患

者
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
８

－
２

に
掲

げ
る

在
宅

悪
性

腫
瘍

患
者

共
同

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
区

分
番

号
Ｃ

０
０

１
に

掲
げ

る
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
０

０
１

－
２

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
を

算
定

す
る

日
に

併
(Ⅰ
)

(Ⅱ
)

せ
て

行
っ

た
静

脈
内

注
射

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｇ
０

０
２

動
脈

注
射

（
１

日
に

つ
き

）

１
内

臓
の

場
合

1
5
5
点

２
そ

の
他

の
場

合
4
5
点

Ｇ
０

０
３

抗
悪

性
腫

瘍
剤

局
所

持
続

注
入

（
１

日
に

つ
き

）
1
6
5
点

注
皮

下
植

込
型

カ
テ

ー
テ

ル
ア

ク
セ

ス
等

を
用

い
て

抗
悪

性
腫

瘍
剤

を
動

脈
内

、
静

脈
内

又
は

腹

腔
内

に
局

所
持

続
注

入
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
く

う

Ｇ
０

０
３

－
２

削
除

Ｇ
０

０
３

－
３

肝
動

脈
塞

栓
を

伴
う

抗
悪

性
腫

瘍
剤

肝
動

脈
内

注
入

（
１

日
に

つ
き

）
1
6
5
点

Ｇ
０

０
４

点
滴

注
射

（
１

日
に

つ
き

）

１
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
す

る
も

の
（

１
日

分
の

注
射

量
が
1
0
0
m
L
以

上
の

場
合

）
9
9
点

２
１

に
掲

げ
る

者
以

外
の

者
に

対
す

る
も

の
（

１
日

分
の

注
射

量
が
5
0
0
m
L
以

上
の

場
合

）
9
8
点

３
そ

の
他

の
場

合
（

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

限
る

。
）

4
9
点

注
１

点
滴

に
係

る
管

理
に

要
す

る
費

用
を

含
む

。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
4
5
点

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

３
血

漿
成

分
製

剤
の

注
射

を
行

う
場

合
で

あ
っ

て
、

１
回

目
の

注
射

に
当

た
っ

て
、

患
者

に
し

よ
う

対
し

て
注

射
の

必
要

性
、

危
険

性
等

に
つ

い
て

文
書

に
よ

る
説

明
を

行
っ

た
と

き
は

、
血

漿
し

よ
う

成
分

製
剤

加
算

と
し

て
、

当
該

注
射

を
行

っ
た

日
に

限
り

、
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
区

分
番

号
Ｃ

１
０

１
に

掲
げ

る
在

宅
自

己
注

射
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１
０

４
に

掲
げ

る
在

宅
中

心
静

脈
栄

養
法

指
導

管
理

料
、

区
分

番
号

Ｃ
１

０
８

に
掲

げ
る

在
宅

悪
性

腫
瘍

等
患

者
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
８

－
２

に
掲

げ
る

在
宅

悪
性

腫
瘍

患
者

共
同

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
区

分
番

号
Ｃ

０
０

１
に

掲
げ

る
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
０

０
１

－
２

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
を

算
定

す
る

日
に

併
(Ⅰ
)

(Ⅱ
)

せ
て

行
っ

た
点

滴
注

射
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｇ
０

０
５

中
心

静
脈

注
射

（
１

日
に

つ
き

）
1
4
0
点

注
１

血
漿

成
分

製
剤

の
注

射
を

行
う

場
合

で
あ

っ
て

、
１

回
目

の
注

射
に

当
た

っ
て

、
患

者
に

し
よ

う

対
し

て
注

射
の

必
要

性
、

危
険

性
等

に
つ

い
て

文
書

に
よ

る
説

明
を

行
っ

た
と

き
は

、
血

漿
し

よ
う

成
分

製
剤

加
算

と
し

て
、

当
該

注
射

を
行

っ
た

日
に

限
り

、
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
中

心
静

脈
注

射
の

費
用

を
算

定
し

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
同

一
日

に
行

わ
れ

た
区

分
番

号
Ｇ

０
０

４
に

掲
げ

る
点

滴
注

射
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

３
区

分
番

号
Ｃ

１
０

４
に

掲
げ

る
在

宅
中

心
静

脈
栄

養
法

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

第
６

部
注

射

通
則 １

注
射

の
費

用
は

、
第

１
節

及
び

第
２

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
注

射
に

当
た

っ
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
保

険
医

療
材

料
（

以
下

こ
の

部
に

お
い

て
「

特
定

保
険

医
療

材
料

」
と

い
う

。
）

を
使

用
し

た
場

合
は

、
前

号
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

及
び

第
３

節
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

３
生

物
学

的
製

剤
注

射
を

行
っ

た
場

合
は

、
生

物
学

的
製

剤
注

射
加

算
と

し
て

、
前

２
号

に
よ

り
算

定
し

た
点

数
に
1
5
点

を
加

算
す

る
。

４
精

密
持

続
点

滴
注

射
を

行
っ

た
場

合
は

、
精

密
持

続
点

滴
注

射
加

算
と

し
て

、
前

３
号

に
よ

り
算

定
し

た
点

数
に

１
日

に
つ

き
8
0
点

を
加

算
す

る
。

５
注

射
に

当
た

っ
て

、
麻

薬
を

使
用

し
た

場
合

は
、

麻
薬

注
射

加
算

と
し

て
、

前
各

号
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

に
５

点
を

加
算

す
る

。

６
区

分
番

号
Ｇ

０
０

１
に

掲
げ

る
静

脈
内

注
射

、
Ｇ

０
０

２
に

掲
げ

る
動

脈
注

射
、

Ｇ
０

０
３

に
掲

げ
る

抗
悪

性
腫

瘍
剤

局
所

持
続

注
入

、
Ｇ

０
０

３
－

３
に

掲
げ

る
肝

動
脈

塞
栓

を
伴

う
抗

悪
性

腫
瘍

剤
肝

動
脈

内
注

入
、

Ｇ
０

０
４

に
掲

げ
る

点
滴
注

射
、

Ｇ
０

０
５

に
掲

げ
る

中
心

静
脈

注
射

又
は

Ｇ
０

０
６

に
掲

げ
る

植
込

型
カ

テ

ー
テ

ル
に

よ
る

中
心

静
脈

注
射

に
つ

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
で

あ
っ

て
、

悪
性

腫
瘍

等
の

患
者

で
あ

る
も

の
に

対
し

て
、

治
療

の
開

始
に

当
た

り
注

射
の

必
要

性
、

危
険

性
等

に
つ

い
て

文
書

に
よ

り
説

明
を

行
っ

た
上

で
化

学
療

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

、
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

前
各

号
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

に
加

算
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
同

一
月

に
区

分
番

号
Ｃ

１
０

１
に

掲
げ

る
在

宅
自

己
注

射
指

導
管

理
料

は
算

定
で

き
な

い
。

イ
外

来
化

学
療

法
加

算
１

抗
悪

性
腫

瘍
剤

を
注

射
し

た
場

合
(1
) ①

1
5
歳

未
満

8
2
0
点

②
1
5
歳

以
上

6
0
0
点

抗
悪

性
腫

瘍
剤

以
外

の
薬

剤
を

注
射

し
た

場
合

(2
) ①

1
5
歳

未
満

6
7
0
点

②
1
5
歳

以
上

4
5
0
点

ロ
外

来
化

学
療

法
加

算
２

抗
悪

性
腫

瘍
剤

を
注

射
し

た
場

合
(1
) ①

1
5
歳

未
満

7
4
0
点

②
1
5
歳

以
上

4
7
0
点

抗
悪

性
腫

瘍
剤

以
外

の
薬

剤
を

注
射

し
た

場
合

(2
) ①

1
5
歳

未
満

6
4
0
点

②
1
5
歳

以
上

3
7
0
点

７
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

前
号

の
イ

の
を

算
定

し
た

患
者

に
対

し
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

医
師

又
は

(1
)

当
該

医
師

の
指

示
に

基
づ

き
薬

剤
師

が
、

副
作

用
の

発
現

状
況

、
治

療
計

画
等

を
文

書
に

よ
り

提
供

し
た

上
で

、
当

該
患

者
の

状
態

を
踏

ま
え

て
必

要
な

指
導

を
行

っ
た

場
合

に
、

連
携

充
実

加
算

と
し

て
、

月
１

回
に

限
り

1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

８
第

１
節

に
掲

げ
ら

れ
て

い
な

い
注

射
で

あ
っ

て
簡

単
な

も
の

の
費

用
は

、
第

２
節

の
各

区
分

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

し
、

特
殊

な
も

の
の

費
用

は
、

第
１

節
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
注

射
の

う
ち

で
最

も
近

似
す

る
注

射
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

９
注

射
に

伴
っ

て
行

っ
た

反
応

試
験

の
費

用
は

、
第

１
節

の
各

区
分

の
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

第
１

節
注

射
料

通
則

注
射

料
は

、
第

１
款

及
び

第
２

款
の
各

区
分

の
所

定
点

数
を

合
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

第
１

款
注

射
実

施
料

区
分

（ ）（ ） 437436

２
－
⑹　
注　
射



Ｇ
０

１
２

－
２

自
家

血
清

の
眼

球
注

射
2
7
点

Ｇ
０

１
３

角
膜

内
注

射
3
5
点

Ｇ
０

１
４

球
後

注
射

6
0
点

Ｇ
０

１
５

テ
ノ

ン
氏

嚢
内

注
射

6
0
点

の
う

Ｇ
０

１
６

硝
子

体
内

注
射

5
8
0
点

Ｇ
０

１
７

腋
窩

多
汗

症
注

射
（

片
側

に
つ

き
）

2
0
0
点

え
き

か

Ｇ
０

１
８

外
眼

筋
注

射
（

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
毒

素
に

よ
る

も
の

）
1
,
5
0
0
点

第
２

款
無

菌
製

剤
処

理
料

区
分

Ｇ
０

２
０

無
菌

製
剤

処
理

料

１
無

菌
製

剤
処

理
料

１
（

悪
性

腫
瘍

に
対

し
て

用
い

る
薬

剤
が

注
射

さ
れ

る
一

部
の

患
者

）

イ
閉

鎖
式

接
続

器
具

を
使

用
し

た
場

合
1
8
0
点

ロ
イ

以
外

の
場

合
4
5
点

２
無

菌
製

剤
処

理
料

２
（

１
以

外
の

も
の

）
4
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
皮

内
注

射
、

皮
下

注
射

、
筋

肉
内

注
射

、
動

脈
注

射
、

抗

悪
性

腫
瘍

剤
局

所
持

続
注

入
、

肝
動

脈
塞

栓
を

伴
う

抗
悪

性
腫

瘍
剤

肝
動

脈
内

注
入

、
点

滴
注

射

、
中

心
静

脈
注

射
又

は
植

込
型

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

中
心

静
脈

注
射

を
行

う
際

に
、

別
に

厚
生

労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
使

用
す

る
薬

剤
に

つ
い

て
、

必
要

が
あ

っ
て

無
菌

製
剤

処
理

が

行
わ

れ
た

場
合

は
、

当
該

患
者

に
係

る
区

分
に

従
い

１
日

に
つ

き
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。

第
２

節
薬

剤
料

区
分

Ｇ
１

０
０

薬
剤 １

薬
価

が
１

回
分

使
用

量
に

つ
き
1
5
円

以
下

で
あ

る
場

合
１

点

２
薬

価
が

１
回

分
使

用
量

に
つ

き
1
5
円

を
超

え
る

場
合

薬
価

か
ら
1
5
円

を
控

除
し

た
額

を
1
0

円
で

除
し

て
得

た
点

数
に

つ
き

１
点

未

満
の

端
数

を
切

り
上

げ
て

得
た

点
数

に

１
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数

注
１

特
別

入
院

基
本

料
等

を
算

定
し

て
い

る
病

棟
を

有
す

る
病

院
に

入
院

し
て

い
る

患
者

で
あ

っ

て
入

院
期

間
が

１
年

を
超

え
る

も
の

に
対

す
る

合
算

薬
剤

料
が

、
2
2
0
点

に
そ

の
月

に
お

け
る

当
該

患
者

の
入

院
日

数
を

乗
じ

て
得

た
点

数
を

超
え

る
場

合
（

悪
性

新
生

物
そ

の
他

の
特

定
の

疾
患

に
罹

患
し

て
い

る
患

者
に

対
し

て
投

薬
又

は
注

射
を

行
っ

た
場

合
を

除
く

。
）

に
は

、
当

り

該
合

算
薬

剤
料

は
、

所
定

点
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
2
2
0
点

に
そ

の
月

に
お

け
る

当
該

患
者

の
入

院
日

数
を

乗
じ

て
得

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
健

康
保

険
法

第
8
5
条

第
１

項
及

び
高

齢
者

医
療

確
保

法
第
7
4条

第
１

項
に

規
定

す
る

入
院

時

食
事

療
養

費
に

係
る

食
事

療
養

又
は

健
康

保
険

法
第
8
5
条

の
２

第
１

項
及

び
高

齢
者

医
療

確
保

法
第
7
5
条

第
１

項
に

規
定

す
る

入
院

時
生

活
療

養
費

に
係

る
生

活
療

養
の

食
事

の
提

供
た

る
療

養
を

受
け

て
い

る
患

者
又

は
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
対

し
て

投
与

さ
れ

た
ビ

タ
ミ

ン
剤

に
つ

い
て

は
、

当
該

患
者

の
疾

患
又

は
症

状
の

原
因

が
ビ

タ
ミ

ン
の

欠
乏

又
は

代
謝

異
常

で
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
り

、
か

つ
、

必
要

な
ビ

タ
ミ

ン
を

食
事

に
よ

り
摂

取
す

る
こ

と
が

困
難

で
あ

る
場

合
そ

の
他

こ
れ

に
準

ず
る

場
合

で
あ

っ
て

、
医

師
が

当
該

ビ
タ

ミ
ン

剤
の

注
射

が
有

効
で

あ
る

と
判

断
し

た
場

合
を

除
き

、
こ

れ
を

算
定

し
な

い
。

３
使

用
薬

剤
の

薬
価

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

第
３

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

区
分

Ｇ
２

０
０

特
定

保
険

医
療

材
料

材
料

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

注
使

用
し

た
特

定
保

険
医

療
材

料
の

材
料

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

に
対

し
て

行
っ

た
中

心
静

脈
注

射
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

４
区

分
番

号
Ｃ

１
０

８
に

掲
げ

る
在

宅
悪

性
腫

瘍
等

患
者

指
導

管
理

料
又

は
区

分
番

号
Ｃ

１
０

８
－

２
に

掲
げ

る
在

宅
悪

性
腫

瘍
患

者
共

同
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
１

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
又

は
区

分
番

号
Ｃ

０
０

１
－

２
に

(Ⅰ
)

掲
げ

る
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

を
算

定
す

る
日

に
併

せ
て

行
っ

た
中

心
静

脈
注

射
の

費
用

(Ⅱ
)

は
算

定
し

な
い

。

５
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
5
0
点

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

Ｇ
０

０
５

－
２

中
心

静
脈

注
射

用
カ

テ
ー

テ
ル

挿
入

1
,
4
0
0
点

注
１

カ
テ

ー
テ

ル
の

挿
入

に
伴

う
検

査
及

び
画

像
診

断
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の

と
す

る
。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
静

脈
切

開
法

を
用

い
て

行
っ

た
場

合
は

、
静

脈
切

開
法

加
算

と
し

て
、
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｇ
０

０
５

－
３

末
梢

留
置

型
中

心
静

脈
注

射
用

カ
テ

ー
テ

ル
挿

入
7
0
0
点

し
よ

う

注
１

カ
テ

ー
テ

ル
の

挿
入

に
伴

う
検

査
及

び
画

像
診

断
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の

と
す

る
。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、
5
0
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｇ
０

０
５

－
４

カ
フ

型
緊

急
時

ブ
ラ

ッ
ド

ア
ク

セ
ス

用
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

挿
入

2
,
5
0
0
点

注
１

カ
テ

ー
テ

ル
の

挿
入

に
伴

う
検

査
及

び
画

像
診

断
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の

と
す

る
。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、
5
0
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｇ
０

０
６

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
中

心
静

脈
注

射
（

１
日

に
つ

き
）

1
2
5
点

注
１

区
分

番
号

Ｃ
１

０
４

に
掲

げ
る

在
宅

中
心

静
脈

栄
養

法
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者

に
対

し
て

行
っ

た
植

込
型

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

中
心

静
脈

注
射

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

８
に

掲
げ

る
在

宅
悪

性
腫

瘍
等

患
者

指
導

管
理

料
又

は
区

分
番

号
Ｃ

１
０

８
－

２
に

掲
げ

る
在

宅
悪

性
腫

瘍
患

者
共

同
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い
る

患
者

に
つ

い
て

、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
１

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
又

は
区

分
番

号
Ｃ

０
０

１
－

２
に

(Ⅰ
)

掲
げ

る
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

を
算

定
す

る
日

に
併

せ
て

行
っ

た
植

込
型

カ
テ

ー
テ

ル
に

(Ⅱ
)

よ
る

中
心

静
脈

注
射

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

３
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｇ
０

０
７

腱
鞘

内
注

射
2
7
点

け
ん

し
よ

う

Ｇ
０

０
８

骨
髄

内
注

射

１
胸

骨
8
0
点

２
そ

の
他

9
0
点

Ｇ
０

０
９

脳
脊

髄
腔

注
射

く
う

１
脳

室
3
0
0
点

２
後

頭
下

2
2
0
点

３
腰

椎
1
4
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｇ
０

１
０

関
節

腔
内

注
射

8
0
点

く
う

Ｇ
０

１
０

－
２

滑
液

嚢
穿

刺
後

の
注

入
8
0
点

の
う

せ
ん

Ｇ
０

１
１

気
管

内
注

入
1
0
0
点

Ｇ
０

１
２

結
膜

下
注

射
2
7
点

（ ）（ ） 437436

２
－
⑹　
注　
射
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＜通則＞ 

１ 注射に係る費用は、第１節注射料、第２節薬剤料及び第３節特定保険医療材料料（別に厚生労

働大臣が定める保険医療材料のうち注射に当たり使用したものの費用に限る。）に掲げる所定点

数を合算した点数によって算定する。 

２ 生物学的製剤注射加算 

 (１) 「通則３」の生物学的製剤注射加算を算定できる注射薬は、トキソイド、ワクチン及び抗

毒素であり、注射の方法にかかわらず、次に掲げる薬剤を注射した場合に算定できる。 

ア ○局乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン 

イ 組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン（酵母由来） 

ウ 組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン（チャイニーズ・ハムスター卵巣細胞由来） 

エ 肺炎球菌ワクチン 

オ 髄膜炎菌ワクチン 

カ 沈降破傷風トキソイド 

キ ○局ガスえそウマ抗毒素 

ク 乾燥ガスえそウマ抗毒素 

ケ ○局乾燥ジフテリアウマ抗毒素 

コ  ○局乾燥破傷風ウマ抗毒素 

サ ○局乾燥はぶウマ抗毒素 

シ ○局乾燥ボツリヌスウマ抗毒素 

ス ○局乾燥まむしウマ抗毒素 

(２) 区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射又は区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中

心静脈注射の回路より生物学的製剤を注入した場合は、「通則３」の加算を算定できる。 

３ 精密持続点滴注射加算 

(１) 「通則４」の精密持続点滴注射は、自動輸液ポンプを用いて１時間に 30mL 以下の速度で

体内（皮下を含む。）又は注射回路に薬剤を注入することをいう。 

(２) １歳未満の乳児に対して精密持続点滴注射を行う場合は、注入する薬剤の種類にかかわら

ず算定できるが、それ以外の者に対して行う場合は、緩徐に注入する必要のあるカテコール

アミン、βブロッカー等の薬剤を医学的必要性があって注入した場合に限り算定する。 

(３) 区分番号「Ｇ００３」抗悪性腫瘍剤局所持続注入の実施時に精密持続点滴を行った場合は、

「通則４」の加算を算定できる。 

(４) 区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射又は区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中

心静脈注射の回路より精密持続点滴注射を行った場合は、「通則４」の加算を算定できる。 

４ 外来化学療法加算 

(１) 「通則６」に規定する外来化学療法加算については、入院中の患者以外の悪性腫瘍等の患

者に対して、抗悪性腫瘍剤等による注射の必要性、副作用、用法・用量、その他の留意点等

について文書で説明し同意を得た上で、外来化学療法に係る専用室において、悪性腫瘍等の

治療を目的として抗悪性腫瘍剤等が投与された場合に、投与された薬剤に従い、いずれかの

主たる加算の所定点数を算定する。同一日に「(１)」に掲げる抗悪性腫瘍剤を注射した場合
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と「(２)」に掲げる抗悪性腫瘍剤以外の薬剤を注射した場合は併せて算定できない。 

(２) 外来化学療法加算１を届け出た保険医療機関において外来化学療法加算１を算定するに当

たり、当該保険医療機関で実施される化学療法のレジメン（治療内容）の妥当性を評価し、

承認する委員会（他の保険医療機関と連携し、共同で開催する場合を含む。）において、承

認され、登録されたレジメンを用いて治療を行ったときのみ算定でき、それ以外の場合には、

外来化学療法加算１及び２は算定できない。 

(３) 「(１)」に掲げる抗悪性腫瘍剤を注射した場合は、薬効分類上の腫瘍用薬を、区分番号

「Ｇ０００」皮内、皮下及び筋肉内注射以外により投与した場合に算定する。なお、この場

合において、引き続き薬効分類上の腫瘍用薬を用いて、入院中の患者以外の患者に対して在

宅自己注射指導管理に係る自己注射に関する指導管理を行った場合であっても、同一月に区

分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料は算定できない。 

(４) 「(２)」に掲げる抗悪性腫瘍剤以外の薬剤を注射した場合は、次に掲げるいずれかの投与

を行った場合に限り算定する。なお、この場合において、引き続き次に掲げる製剤を用いて、

入院中の患者以外の患者に対して在宅自己注射指導管理に係る自己注射に関する指導管理を

行った場合であっても、同一月に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料は算定でき

ない。 

ア 関節リウマチ、クローン病、ベーチェット病、強直性脊椎炎、潰瘍性大腸炎、尋常性乾

癬、関節症性乾癬、膿疱性乾癬又は乾癬性紅皮症の患者に対してインフリキシマブ製剤を

投与した場合 

イ 関節リウマチ、多関節に活動性を有する若年性特発性関節炎、全身型若年性特発性関節

炎又はキャッスルマン病の患者に対してトシリズマブ製剤を投与した場合 

ウ 関節リウマチの患者に対してアバタセプト製剤を投与した場合 

エ 多発性硬化症の患者に対してナタリズマブ製剤を投与した場合 

オ 全身性エリテマトーデスの患者に対してベリムマブ製剤を投与した場合 

(５) 「通則７」に規定する連携充実加算については、外来化学療法加算１を届け出た保険医療

機関において、入院中の患者以外の悪性腫瘍の患者に対して、外来化学療法加算１（抗悪性

腫瘍剤を注射した場合）を算定する日に、次に掲げる全ての業務を実施した場合に月１回に

限り算定する。 

ア 化学療法の経験を有する専任の医師又は化学療法に係る調剤の経験を有する専任の薬剤

師が必要に応じてその他の職種と共同して、患者に注射又は投薬されている抗悪性腫瘍剤

等の副作用の発現状況を評価するとともに、副作用の発現状況を記載した治療計画等の治

療の進捗に関する文書を患者に交付すること。また、当該文書に次に掲げる事項が記載さ

れていること。 

 （イ） 患者に実施しているレジメン 

 （ロ）当該レジメンの実施状況 

 （ハ）患者に投与した抗悪性腫瘍剤等の投与量 

 （ニ）主な副作用の発現状況（「有害事象共通用語規準 v5.0 日本語訳 JCOG 版」に基づ

く副作用の重篤度のスケール（Grade）及び関連する血液・生化学的検査の結果等） 

 （ホ）その他医学・薬学的管理上必要な事項 

イ 治療の状況等を共有することを目的に、交付した治療計画等の治療の進捗に関する文書
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第６部 注射 

 

＜通則＞ 

１ 注射に係る費用は、第１節注射料、第２節薬剤料及び第３節特定保険医療材料料（別に厚生労

働大臣が定める保険医療材料のうち注射に当たり使用したものの費用に限る。）に掲げる所定点

数を合算した点数によって算定する。 

２ 生物学的製剤注射加算 

 (１) 「通則３」の生物学的製剤注射加算を算定できる注射薬は、トキソイド、ワクチン及び抗

毒素であり、注射の方法にかかわらず、次に掲げる薬剤を注射した場合に算定できる。 

ア ○局乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン 

イ 組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン（酵母由来） 

ウ 組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン（チャイニーズ・ハムスター卵巣細胞由来） 

エ 肺炎球菌ワクチン 

オ 髄膜炎菌ワクチン 

カ 沈降破傷風トキソイド 

キ ○局ガスえそウマ抗毒素 

ク 乾燥ガスえそウマ抗毒素 

ケ ○局乾燥ジフテリアウマ抗毒素 

コ  ○局乾燥破傷風ウマ抗毒素 

サ ○局乾燥はぶウマ抗毒素 

シ ○局乾燥ボツリヌスウマ抗毒素 

ス ○局乾燥まむしウマ抗毒素 

(２) 区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射又は区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中

心静脈注射の回路より生物学的製剤を注入した場合は、「通則３」の加算を算定できる。 

３ 精密持続点滴注射加算 

(１) 「通則４」の精密持続点滴注射は、自動輸液ポンプを用いて１時間に 30mL 以下の速度で

体内（皮下を含む。）又は注射回路に薬剤を注入することをいう。 

(２) １歳未満の乳児に対して精密持続点滴注射を行う場合は、注入する薬剤の種類にかかわら

ず算定できるが、それ以外の者に対して行う場合は、緩徐に注入する必要のあるカテコール

アミン、βブロッカー等の薬剤を医学的必要性があって注入した場合に限り算定する。 

(３) 区分番号「Ｇ００３」抗悪性腫瘍剤局所持続注入の実施時に精密持続点滴を行った場合は、

「通則４」の加算を算定できる。 

(４) 区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射又は区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中

心静脈注射の回路より精密持続点滴注射を行った場合は、「通則４」の加算を算定できる。 

４ 外来化学療法加算 

(１) 「通則６」に規定する外来化学療法加算については、入院中の患者以外の悪性腫瘍等の患

者に対して、抗悪性腫瘍剤等による注射の必要性、副作用、用法・用量、その他の留意点等

について文書で説明し同意を得た上で、外来化学療法に係る専用室において、悪性腫瘍等の

治療を目的として抗悪性腫瘍剤等が投与された場合に、投与された薬剤に従い、いずれかの

主たる加算の所定点数を算定する。同一日に「(１)」に掲げる抗悪性腫瘍剤を注射した場合
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と「(２)」に掲げる抗悪性腫瘍剤以外の薬剤を注射した場合は併せて算定できない。 

(２) 外来化学療法加算１を届け出た保険医療機関において外来化学療法加算１を算定するに当

たり、当該保険医療機関で実施される化学療法のレジメン（治療内容）の妥当性を評価し、

承認する委員会（他の保険医療機関と連携し、共同で開催する場合を含む。）において、承

認され、登録されたレジメンを用いて治療を行ったときのみ算定でき、それ以外の場合には、

外来化学療法加算１及び２は算定できない。 

(３) 「(１)」に掲げる抗悪性腫瘍剤を注射した場合は、薬効分類上の腫瘍用薬を、区分番号

「Ｇ０００」皮内、皮下及び筋肉内注射以外により投与した場合に算定する。なお、この場

合において、引き続き薬効分類上の腫瘍用薬を用いて、入院中の患者以外の患者に対して在

宅自己注射指導管理に係る自己注射に関する指導管理を行った場合であっても、同一月に区

分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料は算定できない。 

(４) 「(２)」に掲げる抗悪性腫瘍剤以外の薬剤を注射した場合は、次に掲げるいずれかの投与

を行った場合に限り算定する。なお、この場合において、引き続き次に掲げる製剤を用いて、

入院中の患者以外の患者に対して在宅自己注射指導管理に係る自己注射に関する指導管理を

行った場合であっても、同一月に区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料は算定でき

ない。 

ア 関節リウマチ、クローン病、ベーチェット病、強直性脊椎炎、潰瘍性大腸炎、尋常性乾

癬、関節症性乾癬、膿疱性乾癬又は乾癬性紅皮症の患者に対してインフリキシマブ製剤を

投与した場合 

イ 関節リウマチ、多関節に活動性を有する若年性特発性関節炎、全身型若年性特発性関節

炎又はキャッスルマン病の患者に対してトシリズマブ製剤を投与した場合 

ウ 関節リウマチの患者に対してアバタセプト製剤を投与した場合 

エ 多発性硬化症の患者に対してナタリズマブ製剤を投与した場合 

オ 全身性エリテマトーデスの患者に対してベリムマブ製剤を投与した場合 

(５) 「通則７」に規定する連携充実加算については、外来化学療法加算１を届け出た保険医療

機関において、入院中の患者以外の悪性腫瘍の患者に対して、外来化学療法加算１（抗悪性

腫瘍剤を注射した場合）を算定する日に、次に掲げる全ての業務を実施した場合に月１回に

限り算定する。 

ア 化学療法の経験を有する専任の医師又は化学療法に係る調剤の経験を有する専任の薬剤

師が必要に応じてその他の職種と共同して、患者に注射又は投薬されている抗悪性腫瘍剤

等の副作用の発現状況を評価するとともに、副作用の発現状況を記載した治療計画等の治

療の進捗に関する文書を患者に交付すること。また、当該文書に次に掲げる事項が記載さ

れていること。 

 （イ） 患者に実施しているレジメン 

 （ロ）当該レジメンの実施状況 

 （ハ）患者に投与した抗悪性腫瘍剤等の投与量 

 （ニ）主な副作用の発現状況（「有害事象共通用語規準 v5.0 日本語訳 JCOG 版」に基づ

く副作用の重篤度のスケール（Grade）及び関連する血液・生化学的検査の結果等） 

 （ホ）その他医学・薬学的管理上必要な事項 

イ 治療の状況等を共有することを目的に、交付した治療計画等の治療の進捗に関する文書
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を他の保険医療機関又は保険薬局の医師又は薬剤師に提示するよう患者に指導を行うこと。 

ウ 他の保険医療機関又は保険薬局から服薬状況、抗悪性腫瘍剤等の副作用等に関する情報

が提供された場合には、必要な分析又は評価等を行うこと。 

エ 悪性腫瘍の治療を担当する医師の診察に当たっては、あらかじめ薬剤師、看護師等と連

携して服薬状況、抗悪性腫瘍剤等の副作用等に関する情報を収集し、診療に活用すること

が望ましい。 

オ 療養のため必要な栄養の指導を実施する場合には、管理栄養士と連携を図ること。 

５ 特定入院料等注射の手技料を含む点数を算定した場合は、「通則３」、「通則４」及び「通則

５」の加算は算定できない。なお、使用薬剤の薬価（薬価基準）に収載されている臨床試用医薬

品を使用した場合は、第２節薬剤料は算定せず、第１節注射料及び第３節特定保険医療材料料の

み算定する。 

６ 心臓内注射及び痔核注射等の第１節に掲げられていない注射のうち簡単なものに係る費用につ

いては、第２節薬剤料に掲げる所定点数のみ算定する。ただし、胸腔注入、前房注射、副鼻腔注

入及び気管支カテーテル薬液注入法については、第２章第９部処置に掲げる所定点数をそれぞれ

算定し、これらに係る薬剤料の算定に関しては第２章第５部投薬の区分番号「Ｆ２００」薬剤の

(４)、(５)及び(８)の例による。 

７ 第１節に掲げられていない注射のうち、特殊なもの（点数表にあっても、手技が従来の注射と

著しく異なる場合等を含む。）の費用は、その都度当局に内議し、最も近似する注射として準用

が通知された算定方法により算定する。 

８ 区分番号「Ｇ００１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区分番号「Ｇ００５」中

心静脈注射又は区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静脈注射のうち２以上を同一

日に併せて行った場合は、主たるものの所定点数のみ算定する。 

９ 区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射及び区分番号「Ｇ００６」

植込型カテーテルによる中心静脈注射の回路に係る費用並びに穿刺部位のガーゼ交換等の処置料

及び材料料については、それぞれの所定点数に含まれ、別に算定できない。 

10 人工腎臓の回路より注射を行った場合は、当該注射に係る費用は別に算定できない。 

 

第１節 注射料 

＜通則＞ 

注射料は、第１款注射実施料及び第２款無菌製剤処理料に掲げる点数を合算した所定点数により

算定する。なお、６歳未満の乳幼児である入院患者に対する１日分の注射量が 100mL 未満の点滴注

射等、注射実施料が算定できないこととされる場合であっても、無菌製剤処理料を算定できる。 

第１款 注射実施料 

Ｇ０００ 皮内、皮下及び筋肉内注射 

(１) 入院中の患者以外の患者に対して行った場合にのみ算定し、入院中の患者に行った場合は、

１日の薬剤料を合算し、第２節薬剤料のみ算定できる。 

(２) 涙のう内薬液注入、鼓室内薬液注入、局所・病巣内薬剤注入、子宮腟部注射、咽頭注射

（軟口蓋注射、口蓋ヒヤリー氏点の注射を含む。）、腱鞘周囲注射及び血液注射については、

皮内、皮下及び筋肉内注射に準じて算定する。ただし、涙のう内薬液注入については、両眼

にそれぞれ異なる薬剤を使用した場合は、片眼ごとに所定点数を算定する。 
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(３) 区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料、区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患

者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０８－２」在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定してい

る患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料の

みを算定している者を含む。）に対して、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又

は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪

問診療と併せて皮内、皮下及び筋肉内注射を行った場合は、当該注射に係る費用は算定しな

い。 

Ｇ００１ 静脈内注射 

(１) 入院中の患者以外の患者に対して行った場合にのみ算定し、入院中の患者に行った場合は、

１日の薬剤料を合算し、第２節薬剤料のみ算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料、区分番号「Ｃ１０４」在宅中心静脈栄養

法指導管理料、区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０

８－２」在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導

管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含む。）に対

して、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患

者訪問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪問診療と併せて静脈内注射を行った

場合は、当該注射に係る費用は算定しない。 

Ｇ００２ 動脈注射 

「内臓の場合」とは、肺動脈起始部、大動脈弓及び腹部大動脈等深部動脈に対して行う場合で

あり、「その他の場合」とは、頸動脈、鎖骨下動脈、股動脈、上腕動脈等に対して行う場合をい

う。 

Ｇ００３ 抗悪性腫瘍剤局所持続注入 

(１) ポンプを利用して注入する場合におけるポンプの費用及び当該注入に必要なカテーテル等

の材料の費用は、所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(２) 区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定している月においては、当該

抗悪性腫瘍剤局所持続注入に係る費用（薬剤料は除く。）は算定できない。 

Ｇ００３－３ 肝動脈塞栓を伴う抗悪性腫瘍剤肝動脈内注入 

(１) 抗悪性腫瘍剤注入用肝動脈塞栓材と抗悪性腫瘍剤を混和して肝動脈内に注入する場合に算

定できる。なお、当該注入に必要なカテーテル等の材料の費用は所定点数に含まれ、別に算

定できない。 

(２) 抗悪性腫瘍剤注入用肝動脈塞栓材の使用量を決定する目的で当該塞栓材のみを注入する場

合は、その必要性が高い場合に限り、月１回に限り算定できる。 

Ｇ００４ 点滴注射 

(１) ６歳未満の乳幼児に対する１日分の注射量が 100mL 未満の場合及び６歳以上の者に対する

１日分の注射量が 500mL 未満の場合は、入院中の患者以外の患者に限り、３に掲げる所定点

数で算定する。 

(２) 「注射量」は、次のように計算する。 

ア 点滴回路より薬物を注入するいわゆる「管注」を行った場合には、「管注」に用いた薬

剤及び補液に用いた薬剤の総量。 

イ 同一の者に対して、点滴注射を１日に２回以上行った場合には、それぞれの注射に用い
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を他の保険医療機関又は保険薬局の医師又は薬剤師に提示するよう患者に指導を行うこと。 

ウ 他の保険医療機関又は保険薬局から服薬状況、抗悪性腫瘍剤等の副作用等に関する情報

が提供された場合には、必要な分析又は評価等を行うこと。 

エ 悪性腫瘍の治療を担当する医師の診察に当たっては、あらかじめ薬剤師、看護師等と連

携して服薬状況、抗悪性腫瘍剤等の副作用等に関する情報を収集し、診療に活用すること

が望ましい。 

オ 療養のため必要な栄養の指導を実施する場合には、管理栄養士と連携を図ること。 

５ 特定入院料等注射の手技料を含む点数を算定した場合は、「通則３」、「通則４」及び「通則

５」の加算は算定できない。なお、使用薬剤の薬価（薬価基準）に収載されている臨床試用医薬

品を使用した場合は、第２節薬剤料は算定せず、第１節注射料及び第３節特定保険医療材料料の

み算定する。 

６ 心臓内注射及び痔核注射等の第１節に掲げられていない注射のうち簡単なものに係る費用につ

いては、第２節薬剤料に掲げる所定点数のみ算定する。ただし、胸腔注入、前房注射、副鼻腔注

入及び気管支カテーテル薬液注入法については、第２章第９部処置に掲げる所定点数をそれぞれ

算定し、これらに係る薬剤料の算定に関しては第２章第５部投薬の区分番号「Ｆ２００」薬剤の

(４)、(５)及び(８)の例による。 

７ 第１節に掲げられていない注射のうち、特殊なもの（点数表にあっても、手技が従来の注射と

著しく異なる場合等を含む。）の費用は、その都度当局に内議し、最も近似する注射として準用

が通知された算定方法により算定する。 

８ 区分番号「Ｇ００１」静脈内注射、区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区分番号「Ｇ００５」中

心静脈注射又は区分番号「Ｇ００６」植込型カテーテルによる中心静脈注射のうち２以上を同一

日に併せて行った場合は、主たるものの所定点数のみ算定する。 

９ 区分番号「Ｇ００４」点滴注射、区分番号「Ｇ００５」中心静脈注射及び区分番号「Ｇ００６」

植込型カテーテルによる中心静脈注射の回路に係る費用並びに穿刺部位のガーゼ交換等の処置料

及び材料料については、それぞれの所定点数に含まれ、別に算定できない。 

10 人工腎臓の回路より注射を行った場合は、当該注射に係る費用は別に算定できない。 

 

第１節 注射料 

＜通則＞ 

注射料は、第１款注射実施料及び第２款無菌製剤処理料に掲げる点数を合算した所定点数により

算定する。なお、６歳未満の乳幼児である入院患者に対する１日分の注射量が 100mL 未満の点滴注

射等、注射実施料が算定できないこととされる場合であっても、無菌製剤処理料を算定できる。 

第１款 注射実施料 

Ｇ０００ 皮内、皮下及び筋肉内注射 

(１) 入院中の患者以外の患者に対して行った場合にのみ算定し、入院中の患者に行った場合は、

１日の薬剤料を合算し、第２節薬剤料のみ算定できる。 

(２) 涙のう内薬液注入、鼓室内薬液注入、局所・病巣内薬剤注入、子宮腟部注射、咽頭注射

（軟口蓋注射、口蓋ヒヤリー氏点の注射を含む。）、腱鞘周囲注射及び血液注射については、

皮内、皮下及び筋肉内注射に準じて算定する。ただし、涙のう内薬液注入については、両眼

にそれぞれ異なる薬剤を使用した場合は、片眼ごとに所定点数を算定する。 
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(３) 区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料、区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患

者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０８－２」在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定してい

る患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料の

みを算定している者を含む。）に対して、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又

は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪

問診療と併せて皮内、皮下及び筋肉内注射を行った場合は、当該注射に係る費用は算定しな

い。 

Ｇ００１ 静脈内注射 

(１) 入院中の患者以外の患者に対して行った場合にのみ算定し、入院中の患者に行った場合は、

１日の薬剤料を合算し、第２節薬剤料のみ算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０１」在宅自己注射指導管理料、区分番号「Ｃ１０４」在宅中心静脈栄養

法指導管理料、区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０

８－２」在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導

管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含む。）に対

して、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患

者訪問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪問診療と併せて静脈内注射を行った

場合は、当該注射に係る費用は算定しない。 

Ｇ００２ 動脈注射 

「内臓の場合」とは、肺動脈起始部、大動脈弓及び腹部大動脈等深部動脈に対して行う場合で

あり、「その他の場合」とは、頸動脈、鎖骨下動脈、股動脈、上腕動脈等に対して行う場合をい

う。 

Ｇ００３ 抗悪性腫瘍剤局所持続注入 

(１) ポンプを利用して注入する場合におけるポンプの費用及び当該注入に必要なカテーテル等

の材料の費用は、所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(２) 区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患者指導管理料を算定している月においては、当該

抗悪性腫瘍剤局所持続注入に係る費用（薬剤料は除く。）は算定できない。 

Ｇ００３－３ 肝動脈塞栓を伴う抗悪性腫瘍剤肝動脈内注入 

(１) 抗悪性腫瘍剤注入用肝動脈塞栓材と抗悪性腫瘍剤を混和して肝動脈内に注入する場合に算

定できる。なお、当該注入に必要なカテーテル等の材料の費用は所定点数に含まれ、別に算

定できない。 

(２) 抗悪性腫瘍剤注入用肝動脈塞栓材の使用量を決定する目的で当該塞栓材のみを注入する場

合は、その必要性が高い場合に限り、月１回に限り算定できる。 

Ｇ００４ 点滴注射 

(１) ６歳未満の乳幼児に対する１日分の注射量が 100mL 未満の場合及び６歳以上の者に対する

１日分の注射量が 500mL 未満の場合は、入院中の患者以外の患者に限り、３に掲げる所定点

数で算定する。 

(２) 「注射量」は、次のように計算する。 

ア 点滴回路より薬物を注入するいわゆる「管注」を行った場合には、「管注」に用いた薬

剤及び補液に用いた薬剤の総量。 

イ 同一の者に対して、点滴注射を１日に２回以上行った場合には、それぞれの注射に用い
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た薬剤の総量。 

(３) 血漿成分製剤加算 

ア 「注３」に規定する「文書による説明」とは、１回目の輸注を行う際（当該患者に対し

て複数回の輸注を行う場合は概ね１週間毎）に、別紙様式 20 又はこれに準ずる様式によ

り、患者（医師の説明に対して理解が困難と認められる小児又は意識障害者等にあっては、

その家族等）に対して、輸注の必要性、副作用、輸注方法及びその他の留意点等について

説明することをいう。 

イ 説明に用いた文書については、患者（医師の説明に対して理解が困難と認められる小児

又は意識障害者等にあっては、その家族等）から署名又は押印を得た上で、当該患者に交

付するとともに、その文書の写しを診療録に添付することとする。 

ウ 緊急その他やむを得ない場合は、輸注後に説明を行った場合も算定できるが、この場合

輸注後速やかに行うこととする。 

エ 「注３」に規定する血漿成分製剤とは、新鮮液状血漿及び新鮮凍結人血漿等をいい、血

漿分画製剤（アルブミン製剤、グロブリン製剤等）は含まれないが、血漿成分製剤に準じ、

患者に対して輸注の必要性等の説明を行うよう努めること。なお、血漿成分製剤及び血漿

分画製剤の輸注に当たっては、「「輸血療法の実施に関する指針」及び「血液製剤の使用

指針」の一部改正について」（平成 26 年 11 月 12 日薬食発 1112 第 12 号）及び「「血液

製剤の使用指針」の改定について」（平成 31 年３月 25 日薬生発 0325 第１号）を遵守す

るよう努めるものとする。 

(４) 区分番号「Ｃ１０１」、区分番号「Ｃ１０４」、区分番号「Ｃ１０８」又は区分番号「Ｃ

１０８－２」に掲げる在宅自己注射指導管理料、在宅中心静脈栄養法指導管理料、在宅悪性

腫瘍等患者指導管理料又は在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定している患者（これらに

係る在宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している

者を含む。）に対して、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ０

０１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪問診療と併せて点

滴注射を行った場合は、当該注射に係る費用は算定しない。 

Ｇ００５ 中心静脈注射 

(１) 中心静脈注射により高カロリー輸液を行っている場合であっても、必要に応じ食事療養又

は生活療養を行った場合は、入院時食事療養(Ⅰ)若しくは入院時食事療養(Ⅱ)又は入院時生

活療養(Ⅰ)の食事の提供たる療養に係る費用若しくは入院時生活療養(Ⅱ)の食事の提供たる

療養に係る費用を別に算定できる。 

(２) 「注１」に掲げられる血漿成分製剤加算については、区分番号「Ｇ００４」点滴注射の

(３)に規定する血漿成分製剤加算の例による。 

(３) 区分番号「Ｃ１０４」在宅中心静脈栄養法指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含

み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定

している短期入所中の患者を除く。）については、中心静脈注射の費用は算定できない。 

(４) 区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０８－２」在宅

悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定している患者（これに係る在宅療養指導管理材料加算又

は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含む。）について、区分番号
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「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料

(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪問診療と併せて中心静脈注射を行った場合は当該

注射の費用は算定しない。 

Ｇ００５－２  中心静脈注射用カテーテル挿入 

(１) 長期の栄養管理を目的として、中心静脈注射用カテーテル挿入を行う際には、中心静脈注

射用カテーテルによる療養の必要性、管理の方法及び終了の際に要される身体の状態等、療

養上必要な事項について患者又はその家族等への説明を行うこと。 

(２) 長期の栄養管理を目的として、中心静脈注射用カテーテル挿入を実施した後、他の保険医

療機関等に患者を紹介する場合は、中心静脈注射用カテーテルによる療養の必要性、管理の

方法及び終了の際に要される身体の状態等、療養上必要な事項並びに患者又はその家族等へ

の説明内容等を情報提供すること。 

(３) 中心静脈圧測定の目的でカテーテルを挿入した場合は、中心静脈注射用カテーテル挿入に

準じて算定する。中心静脈注射及び中心静脈圧測定を同一の回路より同時に行った場合は、

どちらか一方のみを算定する。 

ただし、中心静脈注射及び中心静脈圧測定を別の回路から別のカテーテルを用いて同時に

行った場合は、それぞれ材料料及び手技料を算定できる。 

(４) カテーテルの詰まり等によりカテーテルを交換する場合は、カテーテルの材料料及び手技

料はその都度算定できる。 

(５) カテーテル挿入時の局所麻酔の手技料は別に算定できず、使用薬剤の薬剤料は別に算定で

きる。 

(６) 区分番号「Ｃ１０４」、区分番号「Ｃ１０８」又は区分番号「Ｃ１０８－２」在宅中心静

脈栄養法指導管理料、在宅悪性腫瘍等患者指導管理料又は在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料

を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険

医療材料料のみを算定している者を含む。）について、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問

診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家に

おいて当該訪問診療と併せて中心静脈注射用カテーテル挿入を行った場合は、カテーテルの

材料料及び手技料は別に算定できる。 

(７) 緊急時ブラッドアクセス用留置カテーテル（ただし、カフ型緊急時ブラッドアクセス用留

置カテーテルを除く。）を挿入した場合は、中心静脈注射用カテーテル挿入に準じて算定す

る。 

(８) 中心静脈注射用カテーテル挿入に係る抜去の費用は、所定点数に含まれ別に算定できない。 

Ｇ００５－３  末梢留置型中心静脈注射用カテーテル挿入 

(１) 長期の栄養管理を目的として、末梢留置型中心静脈注射用カテーテル挿入を行う際には、

末梢留置型中心静脈注射用カテーテルによる療養の必要性、管理の方法及び終了の際に要さ

れる身体の状態等、療養上必要な事項について患者又はその家族等への説明を行うこと。 

(２) 長期の栄養管理を目的として、末梢留置型中心静脈注射用カテーテル挿入を実施した後、

他の保険医療機関等に患者を紹介する場合は、末梢留置型中心静脈注射用カテーテルによる

療養の必要性、管理の方法及び終了の際に要される身体の状態等、療養上必要な事項並びに

患者又はその家族等への説明内容等を情報提供すること。 

(３) カテーテルの詰まり等によりカテーテルを交換する場合は、カテーテルの材料料及び手技
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た薬剤の総量。 

(３) 血漿成分製剤加算 

ア 「注３」に規定する「文書による説明」とは、１回目の輸注を行う際（当該患者に対し

て複数回の輸注を行う場合は概ね１週間毎）に、別紙様式 20 又はこれに準ずる様式によ

り、患者（医師の説明に対して理解が困難と認められる小児又は意識障害者等にあっては、

その家族等）に対して、輸注の必要性、副作用、輸注方法及びその他の留意点等について

説明することをいう。 

イ 説明に用いた文書については、患者（医師の説明に対して理解が困難と認められる小児

又は意識障害者等にあっては、その家族等）から署名又は押印を得た上で、当該患者に交

付するとともに、その文書の写しを診療録に添付することとする。 

ウ 緊急その他やむを得ない場合は、輸注後に説明を行った場合も算定できるが、この場合

輸注後速やかに行うこととする。 

エ 「注３」に規定する血漿成分製剤とは、新鮮液状血漿及び新鮮凍結人血漿等をいい、血

漿分画製剤（アルブミン製剤、グロブリン製剤等）は含まれないが、血漿成分製剤に準じ、

患者に対して輸注の必要性等の説明を行うよう努めること。なお、血漿成分製剤及び血漿

分画製剤の輸注に当たっては、「「輸血療法の実施に関する指針」及び「血液製剤の使用

指針」の一部改正について」（平成 26 年 11 月 12 日薬食発 1112 第 12 号）及び「「血液

製剤の使用指針」の改定について」（平成 31 年３月 25 日薬生発 0325 第１号）を遵守す

るよう努めるものとする。 

(４) 区分番号「Ｃ１０１」、区分番号「Ｃ１０４」、区分番号「Ｃ１０８」又は区分番号「Ｃ

１０８－２」に掲げる在宅自己注射指導管理料、在宅中心静脈栄養法指導管理料、在宅悪性

腫瘍等患者指導管理料又は在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定している患者（これらに

係る在宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している

者を含む。）に対して、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ０

０１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪問診療と併せて点

滴注射を行った場合は、当該注射に係る費用は算定しない。 

Ｇ００５ 中心静脈注射 

(１) 中心静脈注射により高カロリー輸液を行っている場合であっても、必要に応じ食事療養又

は生活療養を行った場合は、入院時食事療養(Ⅰ)若しくは入院時食事療養(Ⅱ)又は入院時生

活療養(Ⅰ)の食事の提供たる療養に係る費用若しくは入院時生活療養(Ⅱ)の食事の提供たる

療養に係る費用を別に算定できる。 

(２) 「注１」に掲げられる血漿成分製剤加算については、区分番号「Ｇ００４」点滴注射の

(３)に規定する血漿成分製剤加算の例による。 

(３) 区分番号「Ｃ１０４」在宅中心静脈栄養法指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含

み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定

している短期入所中の患者を除く。）については、中心静脈注射の費用は算定できない。 

(４) 区分番号「Ｃ１０８」在宅悪性腫瘍等患者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０８－２」在宅

悪性腫瘍患者共同指導管理料を算定している患者（これに係る在宅療養指導管理材料加算又

は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含む。）について、区分番号
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「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料

(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪問診療と併せて中心静脈注射を行った場合は当該

注射の費用は算定しない。 

Ｇ００５－２  中心静脈注射用カテーテル挿入 

(１) 長期の栄養管理を目的として、中心静脈注射用カテーテル挿入を行う際には、中心静脈注

射用カテーテルによる療養の必要性、管理の方法及び終了の際に要される身体の状態等、療

養上必要な事項について患者又はその家族等への説明を行うこと。 

(２) 長期の栄養管理を目的として、中心静脈注射用カテーテル挿入を実施した後、他の保険医

療機関等に患者を紹介する場合は、中心静脈注射用カテーテルによる療養の必要性、管理の

方法及び終了の際に要される身体の状態等、療養上必要な事項並びに患者又はその家族等へ

の説明内容等を情報提供すること。 

(３) 中心静脈圧測定の目的でカテーテルを挿入した場合は、中心静脈注射用カテーテル挿入に

準じて算定する。中心静脈注射及び中心静脈圧測定を同一の回路より同時に行った場合は、

どちらか一方のみを算定する。 

ただし、中心静脈注射及び中心静脈圧測定を別の回路から別のカテーテルを用いて同時に

行った場合は、それぞれ材料料及び手技料を算定できる。 

(４) カテーテルの詰まり等によりカテーテルを交換する場合は、カテーテルの材料料及び手技

料はその都度算定できる。 

(５) カテーテル挿入時の局所麻酔の手技料は別に算定できず、使用薬剤の薬剤料は別に算定で

きる。 

(６) 区分番号「Ｃ１０４」、区分番号「Ｃ１０８」又は区分番号「Ｃ１０８－２」在宅中心静

脈栄養法指導管理料、在宅悪性腫瘍等患者指導管理料又は在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料

を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険

医療材料料のみを算定している者を含む。）について、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問

診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」在宅患者訪問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家に

おいて当該訪問診療と併せて中心静脈注射用カテーテル挿入を行った場合は、カテーテルの

材料料及び手技料は別に算定できる。 

(７) 緊急時ブラッドアクセス用留置カテーテル（ただし、カフ型緊急時ブラッドアクセス用留

置カテーテルを除く。）を挿入した場合は、中心静脈注射用カテーテル挿入に準じて算定す

る。 

(８) 中心静脈注射用カテーテル挿入に係る抜去の費用は、所定点数に含まれ別に算定できない。 

Ｇ００５－３  末梢留置型中心静脈注射用カテーテル挿入 

(１) 長期の栄養管理を目的として、末梢留置型中心静脈注射用カテーテル挿入を行う際には、

末梢留置型中心静脈注射用カテーテルによる療養の必要性、管理の方法及び終了の際に要さ

れる身体の状態等、療養上必要な事項について患者又はその家族等への説明を行うこと。 

(２) 長期の栄養管理を目的として、末梢留置型中心静脈注射用カテーテル挿入を実施した後、

他の保険医療機関等に患者を紹介する場合は、末梢留置型中心静脈注射用カテーテルによる

療養の必要性、管理の方法及び終了の際に要される身体の状態等、療養上必要な事項並びに

患者又はその家族等への説明内容等を情報提供すること。 

(３) カテーテルの詰まり等によりカテーテルを交換する場合は、カテーテルの材料料及び手技
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料はその都度算定できる。 

(４) カテーテル挿入時の局所麻酔の手技料は別に算定できず、使用薬剤の薬剤料は別に算定で

きる。 

(５) 区分番号「Ｃ１０４」に掲げる在宅中心静脈栄養法指導管理料、区分番号「Ｃ１０８」に

掲げる在宅悪性腫瘍等患者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０８－２」に掲げる在宅悪性腫瘍

患者共同指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は薬剤

料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含む。）に対して、区分番号「Ｃ０

０１」に掲げる在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」に掲げる在宅患者訪

問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪問診療と併せて末梢留置型中心静脈注射

用カテーテル挿入を行った場合は、カテーテルの材料料及び手技料は別に算定できる。 

Ｇ００５－４ カフ型緊急時ブラッドアクセス用留置カテーテル挿入 

(１) 本カテーテルの材料料及び手技料は１週間に１回を限度として算定できる。 

(２) カテーテル挿入時の局所麻酔の手技料は別に算定できず、使用薬剤の薬剤料は別に算定で

きる。 

Ｇ００６ 植込型カテーテルによる中心静脈注射 

(１) 植込型カテーテルにより中心静脈栄養を行った場合は、本区分により算定する。 

(２) 植込型カテーテルによる中心静脈注射により高カロリー輸液を行っている場合であっても、

必要に応じ食事療養又は生活療養を行った場合は、入院時食事療養(Ⅰ)若しくは入院時食事

療養(Ⅱ)又は入院時生活療養(Ⅰ)の食事の提供たる療養に係る費用若しくは入院時生活療養

(Ⅱ)の食事の提供たる療養に係る費用を別に算定できる。 

(３) 区分番号「Ｃ１０４」在宅中心静脈栄養法指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含

み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定

している短期入所中の者を除く。）については、植込型カテーテルによる中心静脈注射の費

用は算定できない。 

Ｇ００９ 脳脊髄腔注射 

検査、処置を目的とする穿刺と同時に実施した場合は、当該検査若しくは処置又は脳脊髄腔注

射のいずれかの所定点数を算定する。 

Ｇ０１０ 関節腔内注射 

検査、処置を目的とする穿刺と同時に実施した場合は、当該検査若しくは処置又は関節腔内注

射のいずれかの所定点数を算定する。 

Ｇ０１２ 結膜下注射 

(１) 両眼に行った場合は、それぞれに片眼ごとの所定点数を算定する。 

(２) 結膜下注射又は眼球注射の実施時に使用された麻薬については、「通則５」の加算は算定

できない。 

Ｇ０１２－２ 自家血清の眼球注射 

眼球注射に際し、患者の血液を採取する場合は所定点数に採血料を加算して算定する。 

Ｇ０１６ 硝子体内注射 

両眼に行った場合は、それぞれに片眼ごとの所定点数を算定する。 

Ｇ０１７ 腋窩多汗症注射（片側につき） 
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同一側の２箇所以上に注射を行った場合においても、１回のみの算定とする。 

Ｇ０１８ 外眼筋注射（ボツリヌス毒素によるもの） 

当該注射の実施に当たっては、関連学会の定める手引きを遵守すること。 

 

第２款 無菌製剤処理料 

Ｇ０２０ 無菌製剤処理料 

(１) 無菌製剤処理とは、無菌室、クリーンベンチ、安全キャビネット等の無菌環境において、

無菌化した器具を用いて、製剤処理を行うことをいう。 

無菌製剤処理は、常勤の薬剤師が行うとともに、その都度、当該処理に関する記録を整備

し、保管しておくこと。 

(２) 無菌製剤処理料１の対象患者は、悪性腫瘍に対して用いる薬剤であって細胞毒性を有する

ものに関し、皮内注射、皮下注射、筋肉内注射、動脈注射、抗悪性腫瘍剤局所持続注入、肝

動脈塞栓を伴う抗悪性腫瘍剤肝動脈内注入又は点滴注射が行われる患者であり、この場合に

おいて、「悪性腫瘍に対して用いる薬剤であって細胞毒性を有するもの」とは、独立行政法

人医薬品医療機器総合機構法（平成 14 年法律第 192 号）第４条第５項第１号の規定に基づ

き厚生労働大臣が指定した医薬品（平成 16 年厚生労働省告示第 185 号）のうち、悪性腫瘍

に対して用いる注射剤をいう。 

なお、この場合の無菌製剤処理は、常勤の薬剤師が無菌製剤処理を行う薬剤を用いる患者

ごとに、投与経路、投与速度、投与間隔等の確認を行った上で行うこととする。また、安全

キャビネットを用いた無菌環境下で無菌製剤処理を行うこと。 

(３) 無菌製剤処理料１のうち、イについては、バイアル内外の差圧を調節する機構を有するこ

とにより、薬剤の飛散等を防止する閉鎖式接続器具を用いて無菌製剤処理を行った場合に算

定する。 

閉鎖式接続器具を使用した場合は、当該器具の製品名及び数量を(１)に基づき記録するこ

と。 

(４)  閉鎖式接続器具については、薬剤の漏出防止性能を有するものとして薬事承認された医

療機器を用いることが望ましい。 

(５) 無菌製剤処理料２の対象患者は、以下のア又はイに該当する患者である。 

ア 動脈注射又は点滴注射が行われる入院中の患者のうち、白血病、再生不良性貧血、骨髄

異形成症候群、重症複合型免疫不全症等の患者及び後天性免疫不全症候群の病原体に感染

し抗体の陽性反応がある患者であって、無菌治療室管理加算若しくはＨＩＶ感染者療養環

境特別加算を算定する患者又はこれらの患者と同等の状態にある患者 

イ 中心静脈注射又は植込型カテーテルによる中心静脈注射が行われる患者 

 

第２節 薬剤料 

Ｇ１００ 薬剤 

アレルゲン治療エキス及びアレルゲンハウスダストエキス等によるアレルギー疾患減感作療法

において使用した薬剤料については、使用量（やむを得ず廃棄した場合の薬液量を含む。）に応

じて薬価により算定する。 
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料はその都度算定できる。 

(４) カテーテル挿入時の局所麻酔の手技料は別に算定できず、使用薬剤の薬剤料は別に算定で

きる。 

(５) 区分番号「Ｃ１０４」に掲げる在宅中心静脈栄養法指導管理料、区分番号「Ｃ１０８」に

掲げる在宅悪性腫瘍等患者指導管理料又は区分番号「Ｃ１０８－２」に掲げる在宅悪性腫瘍

患者共同指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は薬剤

料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含む。）に対して、区分番号「Ｃ０

０１」に掲げる在宅患者訪問診療料(Ⅰ)又は区分番号「Ｃ００１－２」に掲げる在宅患者訪

問診療料(Ⅱ)を算定する日に、患家において当該訪問診療と併せて末梢留置型中心静脈注射

用カテーテル挿入を行った場合は、カテーテルの材料料及び手技料は別に算定できる。 

Ｇ００５－４ カフ型緊急時ブラッドアクセス用留置カテーテル挿入 

(１) 本カテーテルの材料料及び手技料は１週間に１回を限度として算定できる。 

(２) カテーテル挿入時の局所麻酔の手技料は別に算定できず、使用薬剤の薬剤料は別に算定で

きる。 

Ｇ００６ 植込型カテーテルによる中心静脈注射 

(１) 植込型カテーテルにより中心静脈栄養を行った場合は、本区分により算定する。 

(２) 植込型カテーテルによる中心静脈注射により高カロリー輸液を行っている場合であっても、

必要に応じ食事療養又は生活療養を行った場合は、入院時食事療養(Ⅰ)若しくは入院時食事

療養(Ⅱ)又は入院時生活療養(Ⅰ)の食事の提供たる療養に係る費用若しくは入院時生活療養

(Ⅱ)の食事の提供たる療養に係る費用を別に算定できる。 

(３) 区分番号「Ｃ１０４」在宅中心静脈栄養法指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算又は薬剤料若しくは特定保険医療材料料のみを算定している者を含

み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定

している短期入所中の者を除く。）については、植込型カテーテルによる中心静脈注射の費

用は算定できない。 

Ｇ００９ 脳脊髄腔注射 

検査、処置を目的とする穿刺と同時に実施した場合は、当該検査若しくは処置又は脳脊髄腔注

射のいずれかの所定点数を算定する。 

Ｇ０１０ 関節腔内注射 

検査、処置を目的とする穿刺と同時に実施した場合は、当該検査若しくは処置又は関節腔内注

射のいずれかの所定点数を算定する。 

Ｇ０１２ 結膜下注射 

(１) 両眼に行った場合は、それぞれに片眼ごとの所定点数を算定する。 

(２) 結膜下注射又は眼球注射の実施時に使用された麻薬については、「通則５」の加算は算定

できない。 

Ｇ０１２－２ 自家血清の眼球注射 

眼球注射に際し、患者の血液を採取する場合は所定点数に採血料を加算して算定する。 

Ｇ０１６ 硝子体内注射 

両眼に行った場合は、それぞれに片眼ごとの所定点数を算定する。 

Ｇ０１７ 腋窩多汗症注射（片側につき） 
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同一側の２箇所以上に注射を行った場合においても、１回のみの算定とする。 

Ｇ０１８ 外眼筋注射（ボツリヌス毒素によるもの） 

当該注射の実施に当たっては、関連学会の定める手引きを遵守すること。 

 

第２款 無菌製剤処理料 

Ｇ０２０ 無菌製剤処理料 

(１) 無菌製剤処理とは、無菌室、クリーンベンチ、安全キャビネット等の無菌環境において、

無菌化した器具を用いて、製剤処理を行うことをいう。 

無菌製剤処理は、常勤の薬剤師が行うとともに、その都度、当該処理に関する記録を整備

し、保管しておくこと。 

(２) 無菌製剤処理料１の対象患者は、悪性腫瘍に対して用いる薬剤であって細胞毒性を有する

ものに関し、皮内注射、皮下注射、筋肉内注射、動脈注射、抗悪性腫瘍剤局所持続注入、肝

動脈塞栓を伴う抗悪性腫瘍剤肝動脈内注入又は点滴注射が行われる患者であり、この場合に

おいて、「悪性腫瘍に対して用いる薬剤であって細胞毒性を有するもの」とは、独立行政法

人医薬品医療機器総合機構法（平成 14 年法律第 192 号）第４条第５項第１号の規定に基づ

き厚生労働大臣が指定した医薬品（平成 16 年厚生労働省告示第 185 号）のうち、悪性腫瘍

に対して用いる注射剤をいう。 

なお、この場合の無菌製剤処理は、常勤の薬剤師が無菌製剤処理を行う薬剤を用いる患者

ごとに、投与経路、投与速度、投与間隔等の確認を行った上で行うこととする。また、安全

キャビネットを用いた無菌環境下で無菌製剤処理を行うこと。 

(３) 無菌製剤処理料１のうち、イについては、バイアル内外の差圧を調節する機構を有するこ

とにより、薬剤の飛散等を防止する閉鎖式接続器具を用いて無菌製剤処理を行った場合に算

定する。 

閉鎖式接続器具を使用した場合は、当該器具の製品名及び数量を(１)に基づき記録するこ

と。 

(４)  閉鎖式接続器具については、薬剤の漏出防止性能を有するものとして薬事承認された医

療機器を用いることが望ましい。 

(５) 無菌製剤処理料２の対象患者は、以下のア又はイに該当する患者である。 

ア 動脈注射又は点滴注射が行われる入院中の患者のうち、白血病、再生不良性貧血、骨髄

異形成症候群、重症複合型免疫不全症等の患者及び後天性免疫不全症候群の病原体に感染

し抗体の陽性反応がある患者であって、無菌治療室管理加算若しくはＨＩＶ感染者療養環

境特別加算を算定する患者又はこれらの患者と同等の状態にある患者 

イ 中心静脈注射又は植込型カテーテルによる中心静脈注射が行われる患者 

 

第２節 薬剤料 

Ｇ１００ 薬剤 

アレルゲン治療エキス及びアレルゲンハウスダストエキス等によるアレルギー疾患減感作療法

において使用した薬剤料については、使用量（やむを得ず廃棄した場合の薬液量を含む。）に応

じて薬価により算定する。 
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を

勘
案

し
、

最
も

適
当

な
区

分
１

つ
に

限
り

算
定

で
き

る
。

こ
の

場
合

、
患

者
の

疾
患

、
状

態
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

、
治

療
上

有
効

で
あ

る
と

医
学

的
に

判
断

さ
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

日
６

単
位

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め
る

患
者

に
つ

い
て

は
１

日
９

単
位

）
に

限
り

算
定

で
き

る
も

の

と
す

る
。

５
区

分
番

号
Ｊ

１
１

７
に

掲
げ

る
鋼

線
等

に
よ

る
直

達
牽

引
（

２
日

目
以

降
。

観
血

的
に

行
っ

た
場

合
の

手
技

け
ん

料
を

含
む

。
）

、
区

分
番

号
Ｊ

１
１

８
に

掲
げ

る
介

達
牽

引
、

区
分

番
号

Ｊ
１

１
８

－
２

に
掲

げ
る

矯
正

固
定

け
ん

、
区

分
番

号
Ｊ

１
１

８
－

３
に

掲
げ

る
変

形
機

械
矯

正
術

、
区

分
番

号
Ｊ

１
１

９
に

掲
げ

る
消

炎
鎮

痛
等

処
置

、
区

分
番

号
Ｊ

１
１

９
－

２
に

掲
げ

る
腰

部
又

は
胸

部
固

定
帯

固
定

、
区

分
番

号
Ｊ

１
１

９
－

３
に

掲
げ

る
低

出
力

レ
ー

ザ
ー

照
射

又
は

区
分

番
号

Ｊ
１

１
９

－
４

に
掲

げ
る

肛
門

処
置

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
心

大
血

こ
う

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

集
団

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
療

法
料

又
は

認
知

症
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

６
区

分
番

号
Ｂ

０
０

１
の
1
7
に

掲
げ

る
慢

性
疼
痛

疾
患

管
理

料
を

算
定

す
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
心

大
血

管
と

う

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
又

は
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

を
算

定
す

べ
き

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

係
る

費
用

は
、

算
定

し
な

い
。

７
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、

適
切

な
計

画
の

下
に

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

り
、

そ
の

効
果

を
定

期
的

に
評

価
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
計

画
を

見
直

し
つ

つ
実

施
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
。

第
１

節
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料

区
分

Ｈ
０

０
０

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

１
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

１
単

位
）

2
0
5
点

(Ⅰ
)

２
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

１
単

位
）

1
2
5
点

(Ⅱ
)

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

個
別

療
法

で
あ

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

に
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
っ

て
、

治
療

開
始

日
か

ら
1
5
0
日

を
限

度
と

し
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
つ

い
て

、
治

療
を

継
続

す
る

こ
と

に
よ

り
状

態
の

改
善

が
期

待
で

き
る

と
医

学
的

に
判

断
さ

れ
る

場
合

そ
の

他
の

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

場
合

に
は

、
1
5
0
日

を
超

え
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
注

１
本

文
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

で
あ

っ
て

入
院

中
の

も
の

に
対

し
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
発

症
、

手
術

若
し

く
は

急
性

増
悪

か
ら

７
日

目
又

は
治

療
開

始
日

の
い

ず
れ

か
早

い
も

の
か

ら
起

算
し

て
3
0
日

を
限

度
と

し
て

、
早

期
リ

ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
加

算
と

し
て

、
１

単
位

に
つ

き
3
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

注
１

本
文

に
規

定
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
で

あ
っ

て
入

院
中

の
も

の
に

対
し

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

は
、

発
症

（ ）（ ） 447446

２
－
⑺　
リ
ハ
ビ
リ



の
他

の
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
場

合
に

は
、
1
5
0
日

を
超

え
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る

こ
と

が
で

き
る

。

２
注

１
本

文
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

で
あ

っ
て

入
院

中
の

も
の

又
は

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
（

大
腿

骨
頸

部
骨

折
の

患
者

で
あ

っ
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
を

た
い

け
い

退
院

し
た

も
の

又
は

他
の

保
険

医
療

機
関

を
退

院
し

た
も

の
（

区
分

番
号

Ａ
２

４
６

の
注

４
に

掲
げ

る
地

域
連

携
診

療
計

画
加

算
を

算
定

し
た

患
者

に
限

る
。

）
に

限
る

。
）

に
対

し
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
発

症
、

手
術

又
は

急
性

増
悪

か
ら
3
0
日

を
限

度
と

し
て

、
早

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

加
算

と
し

て
、

１
単

位
に

つ
き
3
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

注
１

本
文

に
規

定
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
で

あ
っ

て
入

院
中

の
も

の
又

は
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

（
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
患

た
い

け
い

者
で

あ
っ

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

を
退

院
し

た
も

の
又

は
他

の
保

険
医

療
機

関
を

退
院

し
た

も
の

（
区

分
番

号
Ａ

２
４

６
の

注
４

に
掲

げ
る

地
域

連
携

診
療

計
画

加
算

を
算

定
し

た
患

者
に

限
る

。
）

に
限

る
。

）
に

対
し

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

発
症

、
手

術
又

は
急

性
増

悪
か

ら
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、
初

期
加

算
と

し
て

、
１

単
位

に
つ

き
4
5
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
注

１
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
注

１
本

文
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

で
あ

っ
て

、
要

介
護

被
保

険
者

等
以

外
の

も
の

に
対

し
て

、
必

要
が

あ
っ

て
そ

れ
ぞ

れ
発

症
、

手
術

若
し

く
は

急
性

増
悪

又
は

最
初

に
診

断
さ

れ
た

日
か

ら
1
5
0
日

を
超

え
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
１

月
1
3
単

位
に

限
り

、
算

定
で

き
る

も
の

と
す

る
。

５
注

１
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
注

１
本

文
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

で
あ

っ
て

、
入

院
中

の
要

介
護

被
保

険
者

等
に

対
し

て
、

必
要

が
あ

っ
て

そ
れ

ぞ
れ

発
症

、
手

術
若

し
く

は
急

性
増

悪
又

は
最

初
に

診
断

さ
れ

た
日

か
ら
1
5
0
日

を
超

え
て

リ
ハ

ビ
リ

テ

ー
シ

ョ
ン

を
行
っ

た
場

合
は

、
１

月
1
3
単

位
に

限
り

、
注

１
に

規
定

す
る

施
設

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
算

定
で

き
る

も
の

と
す

る
。

イ
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
1
1
1
点

(Ⅰ
)

ロ
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
1
0
2
点

(Ⅱ
)

ハ
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
5
1
点

(Ⅲ
)

６
注

１
本

文
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

（
要

介
護

被
保

険
者

等
に

限
る

。
）

に
対

し
、

そ
れ

ぞ
れ

発
症

、
手

術
若

し
く

は
急

性
増

悪
又

は
最

初
に

診
断

さ
れ

た
日

か
ら

、
5
0
日

を
経

過
し

た
後

に
、

引
き

続
き

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

場
合

に
お

い
て

、

過
去

３
月

以
内

に
Ｈ

０
０

３
－

４
に

掲
げ

る
目

標
設

定
等

支
援

・
管

理
料

を
算

定
し

て
い

な
い

場
合

に
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｈ
０

０
３

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料

１
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
1
7
5
点

(Ⅰ
)

２
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
8
5
点

(Ⅱ
)

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

個
別

療
法

で
あ

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

に
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
っ

て
、

治
療

開
始

日
か

ら
起

算
し

て
9
0
日

を
限

度
と

し
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

別
に

厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

つ
い

て
、

治
療

を
継

続
す

る
こ

と
に

よ
り

状
態

の
改

善
が

期
待

で
き

る
と

医
学

的
に

判
断

さ
れ

る
場

合
そ

の
他

の
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
場

合
に

は
、

9
0
日

を
超

え
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
注

１
本

文
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

で
あ

っ
て

入
院

中
の

も
の

に
対

し
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
発

症
、

手
術

若
し

く
は

急
性

増
悪

か
ら

７
日

目
又

は
治

療
開

始
日

の
い

ず
れ

か
早

い
も

の
か

ら
3
0
日

を
限

度
と

し
て

、
早

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー

シ
ョ

ン
加

算
と

し
て

、
１

単
位

に
つ

き
3
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

合
に

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｈ
０

０
１

－
２

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料

１
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
1
8
0
点

(Ⅰ
)

２
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
1
4
6
点

(Ⅱ
)

３
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
7
7
点

(Ⅲ
)

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

基
準

に
適

合
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

急
性

疾

患
等

に
伴

う
安

静
に

よ
る

廃
用

症
候

群
の

患
者

で
あ

っ
て

、
一

定
程

度
以

上
の

基
本

動
作

能
力

、
応

用
動

作
能

力
、

言
語

聴
覚

能
力

及
び

日
常

生
活

能
力

の
低

下
を

来
し

て
い

る
も

の
に

対
し

て
個

別
療

法
で

あ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

っ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
廃

用
症

候
群

の
診

断
又

は
急

性
増

悪
か

ら
1
2
0
日

を
限

度
と

し
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
つ

い
て

、
治

療
を

継
続

す
る

こ
と

に
よ

り
状

態
の

改
善

が
期

待
で

き
る

と
医

学
的

に
判

断
さ

れ
る

場
合

そ
の

他
の

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

場
合

に
は

、
1
2
0
日

を
超

え
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
注

１
本

文
に

規
定

す
る

患
者

で
あ

っ
て

入
院

中
の

も
の

に
対

し
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
当

該
患

者
の

廃
用

症
候

群
に

係
る

急
性

疾
患

等
の

発
症

、
手

術
若

し
く

は
急

性
増

悪
又

は
当

該
患

者
の

廃
用

症
候

群
の

急
性

増
悪

か
ら
3
0
日

を
限

度
と

し
て

、
早

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

加
算

と
し

て
、

１
単

位
に

つ
き
3
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

注
１

本
文

に
規

定
す

る
患

者
で

あ
っ

て
入

院
中

の
も

の
に

対
し

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

は
、

当
該

患
者

の
廃

用
症

候
群

に
係

る
急

性
疾

患
等

の
発

症
、

手
術

若
し

く
は

急
性

増
悪

又
は

当
該

患
者

の
廃

用
症

候
群

の
急

性
増

悪
か

ら
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、
初

期
加

算
と

し
て

、
１

単

位
に

つ
き
4
5
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
注

１
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
注

１
本

文
に

規
定

す
る

患
者

で
あ

っ
て

、
要

介
護

被
保

険
者

等
以

外
の

も
の

に
対

し
て

、
必

要
が

あ
っ

て
そ

れ
ぞ

れ
廃

用
症

候
群

の
診

断
又
は

急
性

増

悪
か

ら
1
2
0
日

を
超

え
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
１

月
1
3
単

位
に

限
り

算

定
で

き
る

も
の

と
す

る
。

５
注

１
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
注

１
本

文
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

で
あ

っ
て

、
入

院
中

の
要

介
護

被
保

険
者

等
に

対
し

て
、

必
要

が
あ

っ
て

そ
れ

ぞ
れ

廃
用

症
候

群
の

診
断

又
は

急
性

増
悪

か
ら
1
2
0
日

を
超

え
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合

は
、

１
月
1
3
単

位
に

限
り

、
注

１
に

規
定

す
る

施
設

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
算

定
で

き
る

も
の

と
す

る
。

イ
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
1
0
8
点

(Ⅰ
)

ロ
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
8
8
点

(Ⅱ
)

ハ
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
4
6
点

(Ⅲ
)

６
注

１
本

文
に

規
定

す
る

患
者

（
要

介
護

被
保

険
者

等
に

限
る

。
）

に
対

し
、

そ
れ

ぞ
れ

廃
用

症
候

群
の

診
断

又
は

急
性

増
悪

か
ら
4
0
日

を
経

過
し

た
後

に
、

引
き

続
き

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

場
合

に
お

い
て

、
過

去
３

月
以

内
に

Ｈ
０

０
３

－
４

に
掲

げ
る

目
標

設
定

等
支

援
・

管
理

料
を

算
定

し
て

い
な

い
場

合
に

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に

よ
り

算
定

す
る

。

Ｈ
０

０
２

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料

１
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
1
8
5
点

(Ⅰ
)

２
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
1
7
0
点

(Ⅱ
)

３
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
8
5
点

(Ⅲ
)

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

個
別

療
法

で
あ

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

に
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
っ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

発
症

、
手

術
若

し
く

は
急

性
増

悪
又

は
最

初
に

診
断

さ
れ

た
日

か
ら
1
5
0
日

を
限

度

と
し

て
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

つ
い

て
、

治
療

を
継

続
す

る
こ

と
に

よ
り

状
態

の
改

善
が

期
待

で
き

る
と

医
学

的
に

判
断

さ
れ

る
場

合
そ

（ ）（ ） 447446
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厚
生

局
長

等
に

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
医

師
、

理
学

療
法

士
又

は
作

業
療

法
士

が
運

動
量

増
加

機
器

を
用

い
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
計

画
を

策
定

し
、

当
該

機
器

を
用

い
て

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
を

算
定

す
べ

き
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

に
、

運
動

量
増

加
機

器
加

算
と

し
て

、
月

１
回

に
限

り
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｈ
０

０
３

－
３

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
計

画
提

供
料

１
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

提
供

料
１

2
7
5
点

２
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

提
供

料
２

1
0
0
点

注
１

１
に

つ
い

て
、

区
分

番
号

Ｈ
０

０
１

に
掲

げ
る

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、

区
分

番
号

Ｈ
０

０
１

－
２

に
掲

げ
る

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
又

は
区

分
番

号
Ｈ

０
０

２
に

掲
げ

る
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

を
算

定
す

べ
き

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

患
者

で
あ

っ
て

、
介

護
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
利

用
を

予
定

し
て

い
る

も
の

に
つ

い
て

、
当

該
患

者
の

同
意

を
得

て
、

当
該

介
護

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

介
護

保
険

法
第
4
1
条

第
１

項
に

規
定

す
る

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
又

は
同

法
第
5
3
条

第
１

項
に

規
定

す
る

指
定

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
と

し
て

同
法

第
８

条
第

５
項

に
規

定
す

る
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

同
法

第
８

条
第

８
項

に
規

定
す

る
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
事

業
所

（
以

下
こ

の
区

分
番

号
に

お
い

て
「

指
定

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
事

業
所

」
と

い
う

。
）

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
計

画
を

文
書

に
よ

り
提

供
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
２

に
つ

い
て

、
退

院
時

に
区

分
番

号
Ａ

２
４

６
の

注
４

に
掲

げ
る

地
域

連
携

診
療

計
画

加
算

を
算

定
し

た
患

者
に

つ
い

て
、

当
該

患
者

の
同

意
を

得
た

上
で

退
院

後
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

他
の

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

を
文

書
に

よ
り

提
供

し
、

発
症

、
手

術
又

は
急

性
増

悪
か

ら
1
4
日

以
内

に
退

院
し

た
場

合
に

限
り

、
退

院
時

に
１

回
に

限
り

算

定
す

る
。

３
１

に
つ

い
て

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

５
－

１
－

３
に

掲
げ

る
介

護
保

険
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

移
行

支
援

料
を

算
定

す
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

提
供

料
は

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

４
１

に
つ

い
て

、
指

定
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

事
業

所
に

お
い

て
利

用
可

能
な

電
磁

的
記

録
媒

体
で

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
計

画
を

提
供

し
た

場
合

に
は

、
電

子
化

連
携

加
算

と
し

て
、

５
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｈ
０

０
３

－
４

目
標

設
定

等
支

援
・

管
理

料

１
初

回
の

場
合

2
5
0
点

２
２

回
目

以
降

の
場

合
1
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｈ

０
０

１
に

掲
げ

る
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

Ｈ
０

０

１
－

２
に

掲
げ

る
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

又
は

区
分

番
号

Ｈ
０

０
２

に
掲

げ
る

運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

を
算

定
す

べ
き

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

要
介

護

被
保

険
者

等
で

あ
る

患
者

に
対

し
、

必
要

な
指

導
等

を
行

っ
た

場
合

に
、

３
月

に
１

回
に

限
り

算

定
す

る
。

Ｈ
０

０
４

摂
食

機
能

療
法

（
１

日
に

つ
き

）

１
3
0
分

以
上

の
場

合
1
8
5
点

２
3
0
分

未
満

の
場

合
1
3
0
点

注
１

１
に

つ
い

て
は

、
摂

食
機

能
障

害
を

有
す

る
患

者
に

対
し

て
、

１
月

に
４

回
に

限
り

算
定

す

る
。

た
だ

し
、

治
療

開
始

日
か
ら

起
算

し
て

３
月

以
内

の
患

者
に

つ
い

て
は

、
１

日
に

つ
き

算

定
で

き
る

。

２
２

に
つ

い
て

は
、

脳
卒

中
の

患
者

で
あ

っ
て

、
摂

食
機

能
障

害
を

有
す

る
も

の
に

対
し

て
、

脳
卒

中
の

発
症

か
ら
1
4
日

以
内

に
限

り
、

１
日

に
つ

き
算

定
で

き
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
保

険
医

、
看

護
師

、
言

語
聴

覚
士

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

等
が

共
同

し
て

、
摂

食
機

能
又

は
嚥

下
機

能
の

回
復

に
必

要
な

え
ん

指
導

管
理

を
行

っ
た

場
合

に
、

摂
食

嚥
下

支
援

加
算

と
し

て
、

週
１

回
に

限
り
2
0
0
点

を
所

定
え

ん

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

注
１

本
文

に
規

定
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
で

あ
っ

て
入

院
中

の
も

の
に

対
し

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

は
、

発
症

、
手

術
若

し
く

は
急

性
増

悪
か

ら
７

日
目

又
は

治
療

開
始

日
の

い
ず

れ
か

早
い

も
の

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

、
初

期
加

算
と

し
て

、
１

単
位

に
つ

き
4
5
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

４
注

１
本

文
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
注

１
本

文
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

、
必

要
が

あ
っ

て
治

療
開

始
日

か
ら
9
0
日

を
超

え
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
１

月
1
3
単

位
に

限
り

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。

Ｈ
０

０
３

－
２

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
総

合
計

画
評

価
料

１
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

総
合

計
画

評
価

料
１

3
0
0
点

２
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

総
合

計
画

評
価

料
２

2
4
0
点

注
１

１
に

つ
い

て
、

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
(Ⅰ
)

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
(Ⅰ
)

(Ⅱ
)

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
(Ⅰ
)

(Ⅱ
)

ョ
ン

料
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

(Ⅰ
)

(Ⅱ
)

(Ⅰ
)

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

又
は

認
知

症
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
に

係
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
等

の
多

職
種

が
共

同
し

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

を
策

定
し

、
当

該
計

画
に

基
づ

き
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

若
し

く
は

認
知

症
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
を

算
定

す
べ

き
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

又
は

介
護

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

利
用

を
予

定
し

て
い

る
患

者
以

外
の

患
者

に
対

し
、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

又
は

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
を

算
定

す
べ

き
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

２
２

に
つ

い
て

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

(Ⅰ
)

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
(Ⅱ
)

(Ⅰ
)

ー
シ

ョ
ン

料
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
又

は
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
(Ⅱ
)

(Ⅰ
)

料
に

係
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

(Ⅱ
)

厚
生

局
長

等
に

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
等

の
多

職
種

が
共

同
し

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

を
策

定
し

、
当

該
計

画
に

基
づ

き
、

介
護

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

利
用

を
予

定
し

て
い

る
患

者
に

対
し

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
又

は
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

を
算

定
す

べ
き

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
月

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

３
当

該
保

険
医

療
機

関
の

医
師

、
看

護
師

、
理

学
療

法
士
、

作
業

療
法

士
又

は
言

語
聴

覚
士

が

、
患

家
等

を
訪

問
し

、
当

該
患

者
（

区
分

番
号

Ａ
３

０
８

に
掲

げ
る

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
を

算
定

す
る

患
者

に
限

る
。

）
の

退
院

後
の

住
環

境
等

を
評

価
し

た
上

で
、

当
該

計
画

を
策

定
し

た
場

合
に

、
入

院
時

訪
問

指
導

加
算

と
し

て
、

入
院

中
１

回
に

限
り

、

1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
区

分
番

号
Ｈ

０
０

３
－

３
に

掲
げ

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

提
供

料
の

２
を

算
定

し
た

患
者

（
区

分
番

号
Ｈ

０
０

１
に

掲
げ

る
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

注
２

及
び

注
３

に
規

定
す

る
加

算
、

区
分

番
号

Ｈ
０

０
１

－
２

に
掲

げ
る

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

注
２

及
び

注
３

に
規

定
す

る
加

算
又

は
区

分
番

号
Ｈ

０
０

２
に

掲
げ

る
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
注

２
及

び
注

３
に

規
定

す
る

加
算

を
算

定
し

て
い

る
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

（
他

の
保

険
医

療
機

関
を

退
院

し
た

も
の

に
限

る
。

）
に

限
る

。
）

で
あ

る
場

合
に

は
算

定
で

き
な

い
。

５
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
又

は
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

(Ⅰ
)

料
に

係
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

(Ⅱ
)

（ ）（ ） 449448

２
－
⑺　
リ
ハ
ビ
リ



第
２

節
薬

剤
料

区
分

Ｈ
１

０
０

薬
剤

薬
価

が
1
5
円

を
超

え
る

場
合

は
、

薬
価

か
ら
1
5
円

を
控

除
し

た
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点

数
に

つ
き

１
点

未
満

の
端

数
を

切
り

上
げ

て
得

た
点

数
に

１
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数
と

す
る

。

注
１

薬
価

が
1
5
円

以
下

で
あ

る
場

合
は

、
算

定
し

な
い

。

２
使

用
薬

剤
の

薬
価

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｈ
０

０
５

視
能

訓
練

（
１

日
に

つ
き

）

１
斜

視
視

能
訓

練
1
3
5
点

２
弱

視
視

能
訓

練
1
3
5
点

Ｈ
０

０
６

難
病

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

日
に

つ
き

）
6
4
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
で

あ
っ

て
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
疾

患
を

主
病

と
す

る
も

の
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

状
態

に
あ

る
も

の
に

限
る

。
）

に
対

し
て

、
社

会
生

活
機

能
の

回
復

を
目

的
と

し
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

２
医

療
機

関
を

退
院

し
た

患
者

に
対

し
て

集
中

的
に

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
退

院
日

か
ら

起
算

し
て

３
月

を
限

度
と

し
て

、
短

期
集

中
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

加
算

と
し

て
、

退
院

日
か

ら
起

算
し

た
日

数
に

応
じ

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
に

つ
き

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
退

院
日

か
ら

起
算

し
て

１
月

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
た

場
合

2
8
0
点

ロ
退

院
日

か
ら

起
算

し
て

１
月

を
超

え
３

月
以

内
の

期
間

に
行
わ

れ
た

場
合

1
4
0
点

Ｈ
０

０
７

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）

１
６

歳
未

満
の

患
者

の
場

合
2
2
5
点

２
６

歳
以

上
1
8
歳

未
満

の
患

者
の

場
合

1
9
5
点

３
1
8
歳

以
上

の
患

者
の

場
合

1
5
5
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
、

個
別

療

法
で

あ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
日

６
単

位
ま

で
算

定

す
る

。

Ｈ
０

０
７

－
２

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
１

単
位

）
2
0
5
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
で

あ
っ

て
、

が
ん

の

治
療

の
た

め
に

入
院

し
て

い
る

も
の

に
対

し
て

、
個

別
療

法
で

あ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行

っ
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

日
６

単
位

ま
で

算
定

す
る

。

Ｈ
０

０
７

－
３

認
知

症
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

１
日

に
つ

き
）

2
4
0
点

注
別

に
厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
重

度
認

知
症

の
状

態
に

あ
る

患
者

（
区

分
番

号
Ａ

３
１

４

に
掲

げ
る

認
知

症
治

療
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
も

の
又

は
認

知
症

に
関

す
る

専
門

の
保

険
医

療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
も

の
に

限
る

。
）

に
対

し
て

、
個

別
療

法
で

あ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

を
2
0
分

以
上

行
っ

た
場

合
に

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

を
限

度
と

し
て

、
週

３
回

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｈ
０

０
７

－
４

リ
ン

パ
浮

腫
複

合
的

治
療

料

１
重

症
の

場
合

2
0
0
点

２
１

以
外

の
場

合
1
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

リ
ン

パ
浮

腫
の

患
者

に
複

合
的

治
療

を
実

施
し

た
場

合
に

、
患

者
１

人
１

日
に

つ
き

１
回

算
定

す
る

。

２
１

の
場

合
は

月
１

回
（

当
該

治
療

を
開

始
し

た
日

の
属

す
る

月
か

ら
起

算
し

て
２

月
以

内
は

計
1
1
回

）
に

限
り

、
２

の
場

合
は

６
月

に
１

回
に

限
り

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
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る
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設
基
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合

し
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る

も
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と
し

て
地

方
厚

生
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長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
、

集
団

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

療
法

で
あ

る
言

語
聴

覚
療

法
を

行
っ

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
日

３

単
位

ま
で

算
定

す
る

。
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第７部 リハビリテーション 

 

 ＜通則＞ 

１ リハビリテーション医療は、基本的動作能力の回復等を目的とする理学療法や、応用的動作能

力、社会的適応能力の回復等を目的とした作業療法、言語聴覚能力の回復等を目的とした言語聴

覚療法等の治療法より構成され、いずれも実用的な日常生活における諸活動の実現を目的として

行われるものである。 

２ 第１節リハビリテーション料に掲げられていないリハビリテーションのうち、簡単なものの費

用は、算定できないものであるが、個別に行う特殊なものの費用は、その都度当局に内議し、最

も近似するリハビリテーションとして準用が通知された算定方法により算定する。 

３ 各区分におけるリハビリテーションの実施に当たっては、全ての患者の機能訓練の内容の要点

及び実施時刻（開始時刻と終了時刻）の記録を診療録等へ記載すること。 

４ 区分番号「Ｈ０００」心大血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患

等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区分番

号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料及び区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーショ

ン料（以下この部において「疾患別リハビリテーション料」という。）に掲げるリハビリテーシ

ョン（以下この部において「疾患別リハビリテーション」という。）の実施に当たっては、医師

は定期的な機能検査等をもとに、その効果判定を行い、別紙様式 21 を参考にしたリハビリテー

ション実施計画書をリハビリテーション開始後原則として７日以内、遅くとも 14 日以内に作成

する必要がある。また、リハビリテーション実施計画書の作成時及びその後（疾患別リハビリテ

ーション料の各規定の「注４」並びに区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料及び区分番号「Ｈ００２」運動器リ

ハビリテーション料の「注５」にそれぞれ規定する場合を含む。）３か月に１回以上（特段の定

めのある場合を除く。）、患者又はその家族等に対して当該リハビリテーション実施計画書の内

容を説明の上交付するとともに、その写しを診療録に添付すること。なお、リハビリテーション

実施計画書の作成前に疾患別リハビリテーションを実施する場合には、医師が自ら実施する場合

又は実施するリハビリテーションについて医師の具体的指示があった場合に限り、該当する疾患

別リハビリテーション料を算定できる。 

また、疾患別リハビリテーションを実施している患者であって、急性期又は回復期におけるリ

ハビリテーション料を算定する日数として、疾患別リハビリテーション料の各規定の「注１」本

文に規定する日数（以下「標準的算定日数」という。）を超えて継続して疾患別リハビリテーシ

ョンを行う患者（疾患別リハビリテーション料の各規定の「注４」並びに区分番号「Ｈ００１」

脳血管疾患等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション

料及び区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料の「注５」にそれぞれ規定する場合を

除く。）のうち、治療を継続することにより状態の改善が期待できると医学的に判断される場合

（特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に掲げる患者であって、別表第九の九第一号に掲

げる場合）は、継続することとなった日を診療録に記載することと併せ、継続することとなった

日及びその後１か月に１回以上リハビリテーション実施計画書を作成し、患者又はその家族等に

説明の上交付するとともに、その写しを診療録に添付すること。なお、当該リハビリテーション

実施計画書は、①これまでのリハビリテーションの実施状況（期間及び内容）、②前月の状態と
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比較した当月の患者の状態、③将来的な状態の到達目標を示した今後のリハビリテーション計画

と改善に要する見込み期間、④機能的自立度評価法（Functional Independence Measure）（以

下この部において「ＦＩＭ」という。)又は基本的日常生活活動度（Barthel Index）（以下この

部において「ＢＩ」という。）及びその他の指標を用いた具体的な改善の状態等を示した継続の

理由、などを記載したものであること。 

４の２ 疾患別リハビリテーションを実施している患者であって、標準的算定日数を超えて継続し

て疾患別リハビリテーションを行う患者（疾患別リハビリテーション料の各規定の「注４」並び

に区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症

候群リハビリテーション料及び区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料の「注５」に

それぞれ規定する場合を除く。）のうち、患者の疾患、状態等を総合的に勘案し、治療上有効で

あると医学的に判断される場合（特掲診療料の施設基準等別表第九の八第二号に掲げる患者であ

って、別表第九の九第二号に掲げる場合）は、継続することとなった日を診療録に記載すること

と併せ、継続することとなった日及びその後３か月に１回以上、リハビリテーション実施計画書

を作成し、患者又はその家族等に説明の上交付するとともに、その写しを診療録に添付すること。

なお、当該リハビリテーション実施計画書は、①これまでのリハビリテーションの実施状況（期

間及び内容）、②前３か月の状態と比較した当月の患者の状態、③今後のリハビリテーション計

画等について記載したものであること。なお、入院中の患者以外の患者に対して、標準的算定日

数を超えて継続して疾患別リハビリテーションを提供する場合にあっては、介護保険による訪問

リハビリテーション、通所リハビリテーション、介護予防訪問リハビリテーション又は介護予防

通所リハビリテーション（以下「介護保険によるリハビリテーション」という。）の適用につい

て適切に評価し、適用があると判断された場合にあっては、患者に説明の上、患者の希望に基づ

き、介護保険によるリハビリテーションを受けるために必要な手続き等について指導すること。 

４の３ 同一の疾患等に係る疾患別リハビリテーションについては、１つの保険医療機関が責任を

もって実施するべきであるが、言語聴覚療法に係る疾患別リハビリテーションについては、言語

聴覚療法を実施できる保険医療機関が少ないことを考慮し、当分の間、別の保険医療機関におい

て実施した場合であっても算定することができるものとする。また、区分番号「Ｈ００７」障害

児（者）リハビリテーション料については、その特殊性を勘案し、疾患別リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７－３」認知症

患者リハビリテーション料を算定している保険医療機関とは別の保険医療機関で算定することが

できるものとする。 

５ 疾患別リハビリテーション料の点数は、患者に対して 20 分以上個別療法として訓練を行った

場合（以下この部において「１単位」という。）にのみ算定するものであり、訓練時間が１単位

に満たない場合は、基本診療料に含まれる。 

６ 届出施設である保険医療機関内において、治療又は訓練の専門施設外で訓練を実施した場合に

おいても、疾患別リハビリテーションとみなすことができる。 

また、当該保険医療機関外であっても、以下の(１)から(４)までを全て満たす場合は、１日に

３単位に限り疾患別リハビリテーションとみなすことができる。なお、訓練の前後において、訓

練場所との往復に要した時間は、当該リハビリテーションの実施時間に含まない。また、保険医

療機関外でリハビリテーションを実施する際には、訓練場所との往復を含め、常時従事者が付き

添い、必要に応じて速やかに当該保険医療機関に連絡、搬送できる体制を確保する等、安全性に
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第７部 リハビリテーション 

 

 ＜通則＞ 

１ リハビリテーション医療は、基本的動作能力の回復等を目的とする理学療法や、応用的動作能

力、社会的適応能力の回復等を目的とした作業療法、言語聴覚能力の回復等を目的とした言語聴

覚療法等の治療法より構成され、いずれも実用的な日常生活における諸活動の実現を目的として

行われるものである。 

２ 第１節リハビリテーション料に掲げられていないリハビリテーションのうち、簡単なものの費

用は、算定できないものであるが、個別に行う特殊なものの費用は、その都度当局に内議し、最

も近似するリハビリテーションとして準用が通知された算定方法により算定する。 

３ 各区分におけるリハビリテーションの実施に当たっては、全ての患者の機能訓練の内容の要点

及び実施時刻（開始時刻と終了時刻）の記録を診療録等へ記載すること。 

４ 区分番号「Ｈ０００」心大血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患

等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区分番

号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料及び区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーショ

ン料（以下この部において「疾患別リハビリテーション料」という。）に掲げるリハビリテーシ

ョン（以下この部において「疾患別リハビリテーション」という。）の実施に当たっては、医師

は定期的な機能検査等をもとに、その効果判定を行い、別紙様式 21 を参考にしたリハビリテー

ション実施計画書をリハビリテーション開始後原則として７日以内、遅くとも 14 日以内に作成

する必要がある。また、リハビリテーション実施計画書の作成時及びその後（疾患別リハビリテ

ーション料の各規定の「注４」並びに区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料及び区分番号「Ｈ００２」運動器リ

ハビリテーション料の「注５」にそれぞれ規定する場合を含む。）３か月に１回以上（特段の定

めのある場合を除く。）、患者又はその家族等に対して当該リハビリテーション実施計画書の内

容を説明の上交付するとともに、その写しを診療録に添付すること。なお、リハビリテーション

実施計画書の作成前に疾患別リハビリテーションを実施する場合には、医師が自ら実施する場合

又は実施するリハビリテーションについて医師の具体的指示があった場合に限り、該当する疾患

別リハビリテーション料を算定できる。 

また、疾患別リハビリテーションを実施している患者であって、急性期又は回復期におけるリ

ハビリテーション料を算定する日数として、疾患別リハビリテーション料の各規定の「注１」本

文に規定する日数（以下「標準的算定日数」という。）を超えて継続して疾患別リハビリテーシ

ョンを行う患者（疾患別リハビリテーション料の各規定の「注４」並びに区分番号「Ｈ００１」

脳血管疾患等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション

料及び区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料の「注５」にそれぞれ規定する場合を

除く。）のうち、治療を継続することにより状態の改善が期待できると医学的に判断される場合

（特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に掲げる患者であって、別表第九の九第一号に掲

げる場合）は、継続することとなった日を診療録に記載することと併せ、継続することとなった

日及びその後１か月に１回以上リハビリテーション実施計画書を作成し、患者又はその家族等に

説明の上交付するとともに、その写しを診療録に添付すること。なお、当該リハビリテーション

実施計画書は、①これまでのリハビリテーションの実施状況（期間及び内容）、②前月の状態と
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比較した当月の患者の状態、③将来的な状態の到達目標を示した今後のリハビリテーション計画

と改善に要する見込み期間、④機能的自立度評価法（Functional Independence Measure）（以

下この部において「ＦＩＭ」という。)又は基本的日常生活活動度（Barthel Index）（以下この

部において「ＢＩ」という。）及びその他の指標を用いた具体的な改善の状態等を示した継続の

理由、などを記載したものであること。 

４の２ 疾患別リハビリテーションを実施している患者であって、標準的算定日数を超えて継続し

て疾患別リハビリテーションを行う患者（疾患別リハビリテーション料の各規定の「注４」並び

に区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症

候群リハビリテーション料及び区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料の「注５」に

それぞれ規定する場合を除く。）のうち、患者の疾患、状態等を総合的に勘案し、治療上有効で

あると医学的に判断される場合（特掲診療料の施設基準等別表第九の八第二号に掲げる患者であ

って、別表第九の九第二号に掲げる場合）は、継続することとなった日を診療録に記載すること

と併せ、継続することとなった日及びその後３か月に１回以上、リハビリテーション実施計画書

を作成し、患者又はその家族等に説明の上交付するとともに、その写しを診療録に添付すること。

なお、当該リハビリテーション実施計画書は、①これまでのリハビリテーションの実施状況（期

間及び内容）、②前３か月の状態と比較した当月の患者の状態、③今後のリハビリテーション計

画等について記載したものであること。なお、入院中の患者以外の患者に対して、標準的算定日

数を超えて継続して疾患別リハビリテーションを提供する場合にあっては、介護保険による訪問

リハビリテーション、通所リハビリテーション、介護予防訪問リハビリテーション又は介護予防

通所リハビリテーション（以下「介護保険によるリハビリテーション」という。）の適用につい

て適切に評価し、適用があると判断された場合にあっては、患者に説明の上、患者の希望に基づ

き、介護保険によるリハビリテーションを受けるために必要な手続き等について指導すること。 

４の３ 同一の疾患等に係る疾患別リハビリテーションについては、１つの保険医療機関が責任を

もって実施するべきであるが、言語聴覚療法に係る疾患別リハビリテーションについては、言語

聴覚療法を実施できる保険医療機関が少ないことを考慮し、当分の間、別の保険医療機関におい

て実施した場合であっても算定することができるものとする。また、区分番号「Ｈ００７」障害

児（者）リハビリテーション料については、その特殊性を勘案し、疾患別リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７－３」認知症

患者リハビリテーション料を算定している保険医療機関とは別の保険医療機関で算定することが

できるものとする。 

５ 疾患別リハビリテーション料の点数は、患者に対して 20 分以上個別療法として訓練を行った

場合（以下この部において「１単位」という。）にのみ算定するものであり、訓練時間が１単位

に満たない場合は、基本診療料に含まれる。 

６ 届出施設である保険医療機関内において、治療又は訓練の専門施設外で訓練を実施した場合に

おいても、疾患別リハビリテーションとみなすことができる。 

また、当該保険医療機関外であっても、以下の(１)から(４)までを全て満たす場合は、１日に

３単位に限り疾患別リハビリテーションとみなすことができる。なお、訓練の前後において、訓

練場所との往復に要した時間は、当該リハビリテーションの実施時間に含まない。また、保険医

療機関外でリハビリテーションを実施する際には、訓練場所との往復を含め、常時従事者が付き

添い、必要に応じて速やかに当該保険医療機関に連絡、搬送できる体制を確保する等、安全性に
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十分配慮すること。 

(１) 当該保険医療機関に入院中の患者に対する訓練であること。 

(２) 心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ）、脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)、廃

用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）、運動器リハビリテーション料(Ⅰ)又は呼吸器リハビ

リテーション料(Ⅰ)を算定するものであること。 

(３) 以下の訓練のいずれかであること。 

ア 移動の手段の獲得を目的として、道路の横断、エレベーター、エスカレーターの利用、

券売機、改札機の利用、バス、電車等への乗降、自動車の運転等、患者が実際に利用する

移動手段を用いた訓練を行うもの。 

イ 特殊な器具、設備を用いた作業（旋盤作業等）を行う職業への復職の準備が必要な患者

に対し、当該器具、設備等を用いた訓練であって当該保険医療機関内で実施できないもの

を行うもの。 

ウ 家事能力の獲得が必要である患者に対し、店舗における日用品の買い物、居宅における

掃除、調理、洗濯等、実際の場面で家事を実施する訓練（訓練室の設備ではなく居宅の設

備を用いた訓練を必要とする特段の理由がある場合に限る。）を行うもの。 

(４) 専ら当該保険医療機関の従事者が訓練を行うものであり、訓練の実施について保険外の患

者負担（公共交通機関の運賃を除く。）が発生しないものであること。 

７ 疾患別リハビリテーション料は、患者１人につき１日合計６単位（別に厚生労働大臣が定める

患者については１日合計９単位）に限り算定できる。 

当該別に厚生労働大臣が定める患者のうち「入院中の患者であって、その入院する病棟等にお

いて早期歩行、ＡＤＬの自立等を目的として区分番号「Ｈ０００」心大血管疾患リハビリテーシ

ョン料(Ⅰ）、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)、区分番号「Ｈ０

０１－２」廃用症候群リハビリテーション料(Ⅰ)、区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーシ

ョン料(Ⅰ)又は区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)を算定するもの」とは、

訓練室以外の病棟等（屋外を含む。）において、早期歩行自立及び実用的な日常生活における諸

活動の自立を目的として、実用歩行訓練・日常生活活動訓練が行われた患者であること。ただし、

平行棒内歩行、基本的動作訓練としての歩行訓練、座位保持訓練等のみを行っている患者につい

ては含まれない。 

８ 疾患別リハビリテーション料は、患者の疾患等を総合的に勘案して最も適切な区分に該当する

疾患別リハビリテーション料を算定する。ただし、当該患者が病態の異なる複数の疾患を持つ場

合には、必要に応じ、それぞれを対象とする疾患別リハビリテーション料を算定できる。例えば、

疾患別リハビリテーション料のいずれかを算定中に、新たな疾患が発症し、新たに他の疾患別リ

ハビリテーションを要する状態となった場合には、新たな疾患の発症日等をもって他の疾患別リ

ハビリテーションの起算日として、それぞれの疾患別リハビリテーション料を算定することがで

きる。この場合においても、１日の算定単位数は前項の規定による。 

９ 疾患別リハビリテーションを実施する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、疾患名及び当該疾

患の治療開始日又は発症日、手術日又は急性増悪（当該疾患別リハビリテーションの対象となる

疾患の増悪等により、１週間以内にＦＩＭ又はＢＩが 10 以上（「難病の患者に対する医療等に

関する法律」第５条第１項に規定する指定難病については５以上とする）低下するような状態等

に該当する場合をいう。以下この部において同じ。）の日（以下この部において「発症日等」と
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いう。）を記載すること。また、標準的算定日数を超えて継続して疾患別リハビリテーションを

行う患者（疾患別リハビリテーション料の各規定の「注４」並びに区分番号「Ｈ００１」脳血管

疾患等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料及び

区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料の「注５」にそれぞれ規定する場合を除く。）

のうち、治療を継続することにより状態の改善が期待できると医学的に判断される場合（特掲診

療料の施設基準等別表第九の八第一号に掲げる患者であって、別表第九の九第一号に掲げる場合）

は、①これまでのリハビリテーションの実施状況（期間及び内容）、②前３か月の状態との比較

をした当月の患者の状態、③将来的な状態の到達目標を示した今後のリハビリテーション計画と

改善に要する見込み期間、④ＦＩＭ又はＢＩ及びその他の指標を用いた具体的な改善の状態等を

示した継続の理由を摘要欄に記載すること。ただし、リハビリテーション実施計画書を作成した

月にあっては、改善に要する見込み期間とリハビリテーション継続の理由を摘要欄に記載した上

で、当該計画書の写しを添付することでも差し支えない。なお、継続の理由については、具体的

には次の例を参考にして記載すること。 

本患者は、2008 年９月 21 日に脳出血を発症し、同日開頭血腫除去術を施行した。右片麻痺を

認めたが、術後に敗血症を合併したため、積極的なリハビリテーションが実施できるようになっ

たのは術後 40 日目からであった。2009 年２月中旬まで１日５単位週４日程度のリハビリテーシ

ョンを実施し、ＢＩは 45 点から 65 点に改善を認めた。３月末に標準的算定日数を超えるが、Ｂ

Ｉの改善を引き続き認めており、リハビリテーションの開始が合併症のために遅れたことを考え

ると、１か月程度のリハビリテーション継続により、更なる改善が見込めると判断される。 

 

 第１節 リハビリテーション料 

Ｈ０００ 心大血管疾患リハビリテーション料 

(１) 心大血管疾患リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合してい

るものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであ

り、心機能の回復、当該疾患の再発予防等を図るために、心肺機能の評価による適切な運

動処方に基づき運動療法等を個々の症例に応じて行った場合に算定する。なお、関係学会

により周知されている「心血管疾患におけるリハビリテーションに関するガイドライン（2

012 年改訂版）」に基づいて実施すること。 

(２) 心大血管疾患リハビリテーション料の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等別表第

九の四に掲げる対象患者であって、以下のいずれかに該当するものをいい、医師が個別に心

大血管疾患リハビリテーションが必要であると認めるものであること。 

ア 急性発症した心大血管疾患又は心大血管疾患の手術後の患者とは、急性心筋梗塞、狭心

症、開心術後、経カテーテル大動脈弁置換術後、大血管疾患（大動脈解離、解離性大動脈

瘤、大血管術後）のものをいう。なお、心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅱ)を算定す

る場合、急性心筋梗塞及び大血管疾患は発症後（手術を実施した場合は手術後）１月以上

経過したものに限る。 

イ 慢性心不全、末梢動脈閉塞性疾患その他の慢性の心大血管の疾患により、一定程度以上

の呼吸循環機能の低下及び日常生活能力の低下を来している患者とは、 

(イ) 慢性心不全であって、左室駆出率 40％以下、最高酸素摂取量が基準値 80％以下、

脳性Ｎａ利尿ペプチド（ＢＮＰ）が 80pg/mL 以上の状態のもの又は脳性Ｎａ利尿ペプ
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十分配慮すること。 

(１) 当該保険医療機関に入院中の患者に対する訓練であること。 

(２) 心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ）、脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)、廃

用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）、運動器リハビリテーション料(Ⅰ)又は呼吸器リハビ

リテーション料(Ⅰ)を算定するものであること。 

(３) 以下の訓練のいずれかであること。 

ア 移動の手段の獲得を目的として、道路の横断、エレベーター、エスカレーターの利用、

券売機、改札機の利用、バス、電車等への乗降、自動車の運転等、患者が実際に利用する

移動手段を用いた訓練を行うもの。 

イ 特殊な器具、設備を用いた作業（旋盤作業等）を行う職業への復職の準備が必要な患者

に対し、当該器具、設備等を用いた訓練であって当該保険医療機関内で実施できないもの

を行うもの。 

ウ 家事能力の獲得が必要である患者に対し、店舗における日用品の買い物、居宅における

掃除、調理、洗濯等、実際の場面で家事を実施する訓練（訓練室の設備ではなく居宅の設

備を用いた訓練を必要とする特段の理由がある場合に限る。）を行うもの。 

(４) 専ら当該保険医療機関の従事者が訓練を行うものであり、訓練の実施について保険外の患

者負担（公共交通機関の運賃を除く。）が発生しないものであること。 

７ 疾患別リハビリテーション料は、患者１人につき１日合計６単位（別に厚生労働大臣が定める

患者については１日合計９単位）に限り算定できる。 

当該別に厚生労働大臣が定める患者のうち「入院中の患者であって、その入院する病棟等にお

いて早期歩行、ＡＤＬの自立等を目的として区分番号「Ｈ０００」心大血管疾患リハビリテーシ

ョン料(Ⅰ）、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)、区分番号「Ｈ０

０１－２」廃用症候群リハビリテーション料(Ⅰ)、区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーシ

ョン料(Ⅰ)又は区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)を算定するもの」とは、

訓練室以外の病棟等（屋外を含む。）において、早期歩行自立及び実用的な日常生活における諸

活動の自立を目的として、実用歩行訓練・日常生活活動訓練が行われた患者であること。ただし、

平行棒内歩行、基本的動作訓練としての歩行訓練、座位保持訓練等のみを行っている患者につい

ては含まれない。 

８ 疾患別リハビリテーション料は、患者の疾患等を総合的に勘案して最も適切な区分に該当する

疾患別リハビリテーション料を算定する。ただし、当該患者が病態の異なる複数の疾患を持つ場

合には、必要に応じ、それぞれを対象とする疾患別リハビリテーション料を算定できる。例えば、

疾患別リハビリテーション料のいずれかを算定中に、新たな疾患が発症し、新たに他の疾患別リ

ハビリテーションを要する状態となった場合には、新たな疾患の発症日等をもって他の疾患別リ

ハビリテーションの起算日として、それぞれの疾患別リハビリテーション料を算定することがで

きる。この場合においても、１日の算定単位数は前項の規定による。 

９ 疾患別リハビリテーションを実施する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、疾患名及び当該疾

患の治療開始日又は発症日、手術日又は急性増悪（当該疾患別リハビリテーションの対象となる

疾患の増悪等により、１週間以内にＦＩＭ又はＢＩが 10 以上（「難病の患者に対する医療等に

関する法律」第５条第１項に規定する指定難病については５以上とする）低下するような状態等

に該当する場合をいう。以下この部において同じ。）の日（以下この部において「発症日等」と

 - 370 - 

いう。）を記載すること。また、標準的算定日数を超えて継続して疾患別リハビリテーションを

行う患者（疾患別リハビリテーション料の各規定の「注４」並びに区分番号「Ｈ００１」脳血管

疾患等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料及び

区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料の「注５」にそれぞれ規定する場合を除く。）

のうち、治療を継続することにより状態の改善が期待できると医学的に判断される場合（特掲診

療料の施設基準等別表第九の八第一号に掲げる患者であって、別表第九の九第一号に掲げる場合）

は、①これまでのリハビリテーションの実施状況（期間及び内容）、②前３か月の状態との比較

をした当月の患者の状態、③将来的な状態の到達目標を示した今後のリハビリテーション計画と

改善に要する見込み期間、④ＦＩＭ又はＢＩ及びその他の指標を用いた具体的な改善の状態等を

示した継続の理由を摘要欄に記載すること。ただし、リハビリテーション実施計画書を作成した

月にあっては、改善に要する見込み期間とリハビリテーション継続の理由を摘要欄に記載した上

で、当該計画書の写しを添付することでも差し支えない。なお、継続の理由については、具体的

には次の例を参考にして記載すること。 

本患者は、2008 年９月 21 日に脳出血を発症し、同日開頭血腫除去術を施行した。右片麻痺を

認めたが、術後に敗血症を合併したため、積極的なリハビリテーションが実施できるようになっ

たのは術後 40 日目からであった。2009 年２月中旬まで１日５単位週４日程度のリハビリテーシ

ョンを実施し、ＢＩは 45 点から 65 点に改善を認めた。３月末に標準的算定日数を超えるが、Ｂ

Ｉの改善を引き続き認めており、リハビリテーションの開始が合併症のために遅れたことを考え

ると、１か月程度のリハビリテーション継続により、更なる改善が見込めると判断される。 

 

 第１節 リハビリテーション料 

Ｈ０００ 心大血管疾患リハビリテーション料 

(１) 心大血管疾患リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合してい

るものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであ

り、心機能の回復、当該疾患の再発予防等を図るために、心肺機能の評価による適切な運

動処方に基づき運動療法等を個々の症例に応じて行った場合に算定する。なお、関係学会

により周知されている「心血管疾患におけるリハビリテーションに関するガイドライン（2

012 年改訂版）」に基づいて実施すること。 

(２) 心大血管疾患リハビリテーション料の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等別表第

九の四に掲げる対象患者であって、以下のいずれかに該当するものをいい、医師が個別に心

大血管疾患リハビリテーションが必要であると認めるものであること。 

ア 急性発症した心大血管疾患又は心大血管疾患の手術後の患者とは、急性心筋梗塞、狭心

症、開心術後、経カテーテル大動脈弁置換術後、大血管疾患（大動脈解離、解離性大動脈

瘤、大血管術後）のものをいう。なお、心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅱ)を算定す

る場合、急性心筋梗塞及び大血管疾患は発症後（手術を実施した場合は手術後）１月以上

経過したものに限る。 

イ 慢性心不全、末梢動脈閉塞性疾患その他の慢性の心大血管の疾患により、一定程度以上

の呼吸循環機能の低下及び日常生活能力の低下を来している患者とは、 

(イ) 慢性心不全であって、左室駆出率 40％以下、最高酸素摂取量が基準値 80％以下、

脳性Ｎａ利尿ペプチド（ＢＮＰ）が 80pg/mL 以上の状態のもの又は脳性Ｎａ利尿ペプ
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チド前駆体Ｎ端フラグメント（ＮＴ－proＢＮＰ）が 400pg/mL 以上の状態のもの 

(ロ) 末梢動脈閉塞性疾患であって、間欠性跛行を呈する状態のものをいう。 

(３) 心大血管疾患リハビリテーション料の標準的な実施時間は、１回１時間（３単位）程度と

するが、入院中の患者以外の患者については、１日当たり１時間（３単位）以上、１週３時

間（９単位）を標準とする。 

(４) 心大血管疾患リハビリテーションは、専任の医師の指導管理の下に実施することとする。

この場合、医師が直接監視を行うか、又は医師が同一建物内において直接監視をしている他

の従事者と常時連絡が取れる状態かつ緊急事態に即時的に対応できる態勢であること。また、

専任の医師は定期的な心機能チェックの下に、運動処方を含むリハビリテーションの実施計

画書を作成し、診療録に記載又は添付すること。この場合、入院中の患者については、当該

療法を担当する医師又は理学療法士、作業療法士及び看護師の１人当たりの患者数は、それ

ぞれ１回 15 人程度、１回５人程度とし、入院中の患者以外の患者については、それぞれ、

１回 20 人程度、１回８人程度とする。 

(５) 当該リハビリテーションと他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療

法を同一の従事者が行う場合、心大血管疾患リハビリテーションに実際に従事した時間 20

分を１単位としてみなした上で、他の疾患別リハビリテーション等の実施単位数を足した値

が、従事者１人につき１日 18 単位を標準とし、週 108 単位までとする。 

(６) 心大血管疾患リハビリテーション料の所定点数には、同一日に行われる区分番号「Ｄ２０

８」に掲げる心電図検査、区分番号「Ｄ２０９」に掲げる負荷心電図検査及び区分番号「Ｄ

２２０」に掲げる呼吸心拍監視、新生児心拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハートスコー

プ）、カルジオタコスコープの費用が含まれる。 

(７) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」に規定するとおり、１月に 13 単位に

限り心大血管疾患リハビリテーション料の所定点数を算定できる。なお、その際、入院中の

患者以外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用があるかについて、

適切に評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサービスを受ける

ために必要な支援を行うこと。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者

であって、別表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、

標準的算定日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとお

りである。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的

に認められる者をいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある 40 歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第

３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(８) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における心大血管疾患に対する治療開始後早期からの

リハビリテーションの実施について評価したものであり、入院中の患者に対して１単位以上
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の個別療法を行った場合に算定できる。また、訓練室以外の病棟等（ベッドサイドを含む。）

で実施した場合においても算定することができる。特掲診療料の施設基準等別表第九の四第

二号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、「注２」

に掲げる加算は算定できない。 

(９) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における心大血管疾患に対する治療開始後、より早期

からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、入院中の患者に対して「注

２」に掲げる加算と別に算定することができる。特掲診療料の施設基準等別表第九の四第二

号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、「注３」に

掲げる加算は算定できない。 

(10) 「注４」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患者について、

月の途中で標準的算定日数を超える場合においては、当該月における標準的算定日数を超え

た日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

(11) 訓練を実施する場合、患者一人につき概ね３平方メートル以上の面積を確保すること。 

Ｈ００１ 脳血管疾患等リハビリテーション料 

(１) 脳血管疾患等リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合してい

るものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、

基本的動作能力の回復等を通して、実用的な日常生活における諸活動の自立を図るために、

種々の運動療法、実用歩行訓練、日常生活活動訓練、物理療法、応用的動作能力、社会的適

応能力の回復等を目的とした作業療法等を組み合わせて個々の症例に応じて行った場合又は

言語聴覚機能に障害を持つ患者に対して言語機能若しくは聴覚機能に係る訓練を行った場合

に算定する。なお、マッサージや温熱療法などの物理療法のみを行った場合には第２章特掲

診療料第９部処置の項により算定する。 

(２) 脳血管疾患等リハビリテーション料の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等別表第

九の五に掲げる患者であって、以下のいずれかに該当するものをいい、医師が脳血管疾患等

リハビリテーションが必要であると認めるものである。 

ア 急性発症した脳血管疾患又はその手術後の患者とは、脳梗塞、脳出血、くも膜下出血、

脳外傷、脳炎、急性脳症（低酸素脳症等）、髄膜炎等のものをいう。 

イ 急性発症した中枢神経疾患又はその手術後の患者とは、脳膿瘍、脊髄損傷、脊髄腫瘍、

脳腫瘍摘出術などの開頭術後、てんかん重積発作等のものをいう。 

ウ 神経疾患とは、多発性神経炎（ギランバレー症候群等）、多発性硬化症、末梢神経障害

（顔面神経麻痺等）等をいう。 

エ 慢性の神経筋疾患とは、パーキンソン病、脊髄小脳変性症、運動ニューロン疾患（筋萎

縮性側索硬化症）、遺伝性運動感覚ニューロパチー、末梢神経障害、皮膚筋炎、多発性筋

炎等をいう。 

オ 失語症、失認及び失行症、高次脳機能障害の患者 

カ 難聴や人工内耳植込手術等に伴う聴覚・言語機能の障害を有する患者とは、音声障害、

構音障害、言語発達障害、難聴に伴う聴覚・言語機能の障害又は人工内耳植込手術等に伴

う聴覚・言語機能の障害を持つ患者をいう。 

キ 顎・口腔の先天異常に伴う構音障害を有する患者 

ク 舌悪性腫瘍等の手術による構音障害を有する患者 
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チド前駆体Ｎ端フラグメント（ＮＴ－proＢＮＰ）が 400pg/mL 以上の状態のもの 

(ロ) 末梢動脈閉塞性疾患であって、間欠性跛行を呈する状態のものをいう。 

(３) 心大血管疾患リハビリテーション料の標準的な実施時間は、１回１時間（３単位）程度と

するが、入院中の患者以外の患者については、１日当たり１時間（３単位）以上、１週３時

間（９単位）を標準とする。 

(４) 心大血管疾患リハビリテーションは、専任の医師の指導管理の下に実施することとする。

この場合、医師が直接監視を行うか、又は医師が同一建物内において直接監視をしている他

の従事者と常時連絡が取れる状態かつ緊急事態に即時的に対応できる態勢であること。また、

専任の医師は定期的な心機能チェックの下に、運動処方を含むリハビリテーションの実施計

画書を作成し、診療録に記載又は添付すること。この場合、入院中の患者については、当該

療法を担当する医師又は理学療法士、作業療法士及び看護師の１人当たりの患者数は、それ

ぞれ１回 15 人程度、１回５人程度とし、入院中の患者以外の患者については、それぞれ、

１回 20 人程度、１回８人程度とする。 

(５) 当該リハビリテーションと他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療

法を同一の従事者が行う場合、心大血管疾患リハビリテーションに実際に従事した時間 20

分を１単位としてみなした上で、他の疾患別リハビリテーション等の実施単位数を足した値

が、従事者１人につき１日 18 単位を標準とし、週 108 単位までとする。 

(６) 心大血管疾患リハビリテーション料の所定点数には、同一日に行われる区分番号「Ｄ２０

８」に掲げる心電図検査、区分番号「Ｄ２０９」に掲げる負荷心電図検査及び区分番号「Ｄ

２２０」に掲げる呼吸心拍監視、新生児心拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハートスコー

プ）、カルジオタコスコープの費用が含まれる。 

(７) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」に規定するとおり、１月に 13 単位に

限り心大血管疾患リハビリテーション料の所定点数を算定できる。なお、その際、入院中の

患者以外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用があるかについて、

適切に評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサービスを受ける

ために必要な支援を行うこと。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者

であって、別表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、

標準的算定日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとお

りである。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的

に認められる者をいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある 40 歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第

３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(８) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における心大血管疾患に対する治療開始後早期からの

リハビリテーションの実施について評価したものであり、入院中の患者に対して１単位以上
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の個別療法を行った場合に算定できる。また、訓練室以外の病棟等（ベッドサイドを含む。）

で実施した場合においても算定することができる。特掲診療料の施設基準等別表第九の四第

二号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、「注２」

に掲げる加算は算定できない。 

(９) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における心大血管疾患に対する治療開始後、より早期

からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、入院中の患者に対して「注

２」に掲げる加算と別に算定することができる。特掲診療料の施設基準等別表第九の四第二

号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、「注３」に

掲げる加算は算定できない。 

(10) 「注４」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患者について、

月の途中で標準的算定日数を超える場合においては、当該月における標準的算定日数を超え

た日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

(11) 訓練を実施する場合、患者一人につき概ね３平方メートル以上の面積を確保すること。 

Ｈ００１ 脳血管疾患等リハビリテーション料 

(１) 脳血管疾患等リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合してい

るものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、

基本的動作能力の回復等を通して、実用的な日常生活における諸活動の自立を図るために、

種々の運動療法、実用歩行訓練、日常生活活動訓練、物理療法、応用的動作能力、社会的適

応能力の回復等を目的とした作業療法等を組み合わせて個々の症例に応じて行った場合又は

言語聴覚機能に障害を持つ患者に対して言語機能若しくは聴覚機能に係る訓練を行った場合

に算定する。なお、マッサージや温熱療法などの物理療法のみを行った場合には第２章特掲

診療料第９部処置の項により算定する。 

(２) 脳血管疾患等リハビリテーション料の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等別表第

九の五に掲げる患者であって、以下のいずれかに該当するものをいい、医師が脳血管疾患等

リハビリテーションが必要であると認めるものである。 

ア 急性発症した脳血管疾患又はその手術後の患者とは、脳梗塞、脳出血、くも膜下出血、

脳外傷、脳炎、急性脳症（低酸素脳症等）、髄膜炎等のものをいう。 

イ 急性発症した中枢神経疾患又はその手術後の患者とは、脳膿瘍、脊髄損傷、脊髄腫瘍、

脳腫瘍摘出術などの開頭術後、てんかん重積発作等のものをいう。 

ウ 神経疾患とは、多発性神経炎（ギランバレー症候群等）、多発性硬化症、末梢神経障害

（顔面神経麻痺等）等をいう。 

エ 慢性の神経筋疾患とは、パーキンソン病、脊髄小脳変性症、運動ニューロン疾患（筋萎

縮性側索硬化症）、遺伝性運動感覚ニューロパチー、末梢神経障害、皮膚筋炎、多発性筋

炎等をいう。 

オ 失語症、失認及び失行症、高次脳機能障害の患者 

カ 難聴や人工内耳植込手術等に伴う聴覚・言語機能の障害を有する患者とは、音声障害、

構音障害、言語発達障害、難聴に伴う聴覚・言語機能の障害又は人工内耳植込手術等に伴

う聴覚・言語機能の障害を持つ患者をいう。 

キ 顎・口腔の先天異常に伴う構音障害を有する患者 

ク 舌悪性腫瘍等の手術による構音障害を有する患者 
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ケ リハビリテーションを要する状態であって、一定程度以上の基本動作能力、応用動作能

力、言語聴覚能力及び日常生活能力の低下を来しているものとは、脳性麻痺等に伴う先天

性の発達障害等の患者であって、治療開始時のＦＩＭ115 以下、ＢＩ85 以下の状態等のも

のをいう。 

(３) 脳血管疾患等リハビリテーション料の所定点数には、徒手筋力検査及びその他のリハビリ

テーションに付随する諸検査が含まれる。 

(４) 脳血管疾患等リハビリテーション料は、医師の指導監督の下、理学療法士、作業療法士又

は言語聴覚士の監視下に行われたものについて算定する。また専任の医師が、直接訓練を実

施した場合にあっても、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が実施した場合と同様に算

定できる。 

(５) 脳血管疾患等リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が

１人の患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学

療法士、作業療法士又は言語聴覚士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションの実施単位数は、従事者１人につき１日 18 単位を標準と

し、週 108単位までとする。ただし、１日 24単位を上限とする。また、当該実施単位数は、

他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療法の実施単位数を合わせた単

位数であること。この場合にあって、当該従事者が心大血管疾患リハビリテーションを実施

する場合には、実際に心大血管疾患リハビリテーションに従事した時間 20分を１単位とみな

した上で計算するものとする。 

(６) 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅱ)の届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理

学療法士が２人以上勤務しているものに限る。）又は脳血管疾患等リハビリテーション料

(Ⅲ)の届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理学療法士が勤務している場合に限る。）

において、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士以外に、運動療法機能訓練技能講習会を

受講するとともに、定期的に適切な研修を修了しているあん摩マッサージ指圧師等の従事者

が訓練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又は理学療法士が事前

に指示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって、(１)から(５)までの

いずれにも該当する場合に限り、脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅲ)の所定点数を算定

できる。 

(７) 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅱ)又は(Ⅲ)を届け出ている施設で、看護師、あん摩

マッサージ指圧師等、理学療法士以外の従事者が理学療法を行う場合については、理学療法

士は医師の指導監督の下に訓練を受ける患者の運動機能訓練の内容等を的確に把握すること。 

(８) 理学療法士又は作業療法士等が、車椅子上での姿勢保持が困難なために食事摂取等の日常

生活動作の能力の低下を来した患者に対し、いわゆるシーティングとして、車椅子や座位保

持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、患者の体幹機能や座位保持機能を評価した上

で体圧分散やサポートのためのクッションや付属品の選定や調整を行った場合にも算定でき

る。ただし、単なる離床目的で車椅子上での座位をとらせる場合は算定できない。 

(９) 「注１」に規定する標準的算定日数は、発症、手術又は急性増悪の日が明確な場合はその

日から 180 日以内、それ以外の場合は最初に当該疾患の診断がされた日から 180 日以内とす

る。 

(10) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」及び「注５」に規定するとおり、１月
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に 13 単位に限り脳血管疾患等リハビリテーション料の所定点数を算定できる。なお、その

際、入院中の患者以外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用がある

かについて、適切に評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサー

ビスを受けるために必要な支援を行うこと。また、入院中の患者であって、介護保険法第 6

2 条に規定する要介護被保険者等であるものについては、「注５」に規定する点数をそれぞ

れの区分に従い算定する。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者であ

って、別表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、標

準的算定日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとおり

である。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的

に認められるものをいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある 40 歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第

３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(11) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における脳血管疾患等に対する発症、手術又は急性増

悪後早期からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、入院中の患者又は

入院中の患者以外の患者（脳卒中の患者であって、当該保険医療機関を退院したもの又は他

の保険医療機関を退院したもの（区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加算を算定

した患者に限る。）に限る。）に対して１単位以上の個別療法を行った場合に算定できる。

また、入院中の患者については、訓練室以外の病棟（ベッドサイドを含む。）で実施した場

合においても算定することができる。なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の五第三、四、

六及び七号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、

「注２」に掲げる加算は算定できない。 

(12) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における脳血管疾患等に対する発症、手術又は急性増

悪後、より早期からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、「注２」に

掲げる加算とは別に算定することができる。また、当該加算の対象患者は、入院中の患者又

は入院中の患者以外の患者（脳卒中の患者であって、当該保険医療機関を退院したもの又は

他の保険医療機関を退院したもの（区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加算を算

定した患者に限る。）に限る。）である。なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の五第三、

四、六及び七号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、

「注３」に掲げる加算は算定できない。 

(13) 入院中の患者以外の患者（脳卒中の患者であって他の保険医療機関を退院したもの）が

「注２」又は「注３」に掲げる加算を算定する場合にあっては、区分番号「Ａ２４６」注４

の地域連携診療計画加算の算定患者である旨を、診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(14) 「注４」及び「注５」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患

者について、月の途中で標準的算定日数を超える場合においては、当該月における標準的算
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ケ リハビリテーションを要する状態であって、一定程度以上の基本動作能力、応用動作能

力、言語聴覚能力及び日常生活能力の低下を来しているものとは、脳性麻痺等に伴う先天

性の発達障害等の患者であって、治療開始時のＦＩＭ115 以下、ＢＩ85 以下の状態等のも

のをいう。 

(３) 脳血管疾患等リハビリテーション料の所定点数には、徒手筋力検査及びその他のリハビリ

テーションに付随する諸検査が含まれる。 

(４) 脳血管疾患等リハビリテーション料は、医師の指導監督の下、理学療法士、作業療法士又

は言語聴覚士の監視下に行われたものについて算定する。また専任の医師が、直接訓練を実

施した場合にあっても、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が実施した場合と同様に算

定できる。 

(５) 脳血管疾患等リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が

１人の患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学

療法士、作業療法士又は言語聴覚士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションの実施単位数は、従事者１人につき１日 18 単位を標準と

し、週 108単位までとする。ただし、１日 24単位を上限とする。また、当該実施単位数は、

他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療法の実施単位数を合わせた単

位数であること。この場合にあって、当該従事者が心大血管疾患リハビリテーションを実施

する場合には、実際に心大血管疾患リハビリテーションに従事した時間 20分を１単位とみな

した上で計算するものとする。 

(６) 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅱ)の届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理

学療法士が２人以上勤務しているものに限る。）又は脳血管疾患等リハビリテーション料

(Ⅲ)の届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理学療法士が勤務している場合に限る。）

において、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士以外に、運動療法機能訓練技能講習会を

受講するとともに、定期的に適切な研修を修了しているあん摩マッサージ指圧師等の従事者

が訓練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又は理学療法士が事前

に指示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって、(１)から(５)までの

いずれにも該当する場合に限り、脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅲ)の所定点数を算定

できる。 

(７) 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅱ)又は(Ⅲ)を届け出ている施設で、看護師、あん摩

マッサージ指圧師等、理学療法士以外の従事者が理学療法を行う場合については、理学療法

士は医師の指導監督の下に訓練を受ける患者の運動機能訓練の内容等を的確に把握すること。 

(８) 理学療法士又は作業療法士等が、車椅子上での姿勢保持が困難なために食事摂取等の日常

生活動作の能力の低下を来した患者に対し、いわゆるシーティングとして、車椅子や座位保

持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、患者の体幹機能や座位保持機能を評価した上

で体圧分散やサポートのためのクッションや付属品の選定や調整を行った場合にも算定でき

る。ただし、単なる離床目的で車椅子上での座位をとらせる場合は算定できない。 

(９) 「注１」に規定する標準的算定日数は、発症、手術又は急性増悪の日が明確な場合はその

日から 180 日以内、それ以外の場合は最初に当該疾患の診断がされた日から 180 日以内とす

る。 

(10) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」及び「注５」に規定するとおり、１月
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に 13 単位に限り脳血管疾患等リハビリテーション料の所定点数を算定できる。なお、その

際、入院中の患者以外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用がある

かについて、適切に評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサー

ビスを受けるために必要な支援を行うこと。また、入院中の患者であって、介護保険法第 6

2 条に規定する要介護被保険者等であるものについては、「注５」に規定する点数をそれぞ

れの区分に従い算定する。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者であ

って、別表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、標

準的算定日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとおり

である。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的

に認められるものをいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある 40 歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第

３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(11) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における脳血管疾患等に対する発症、手術又は急性増

悪後早期からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、入院中の患者又は

入院中の患者以外の患者（脳卒中の患者であって、当該保険医療機関を退院したもの又は他

の保険医療機関を退院したもの（区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加算を算定

した患者に限る。）に限る。）に対して１単位以上の個別療法を行った場合に算定できる。

また、入院中の患者については、訓練室以外の病棟（ベッドサイドを含む。）で実施した場

合においても算定することができる。なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の五第三、四、

六及び七号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、

「注２」に掲げる加算は算定できない。 

(12) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における脳血管疾患等に対する発症、手術又は急性増

悪後、より早期からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、「注２」に

掲げる加算とは別に算定することができる。また、当該加算の対象患者は、入院中の患者又

は入院中の患者以外の患者（脳卒中の患者であって、当該保険医療機関を退院したもの又は

他の保険医療機関を退院したもの（区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加算を算

定した患者に限る。）に限る。）である。なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の五第三、

四、六及び七号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、

「注３」に掲げる加算は算定できない。 

(13) 入院中の患者以外の患者（脳卒中の患者であって他の保険医療機関を退院したもの）が

「注２」又は「注３」に掲げる加算を算定する場合にあっては、区分番号「Ａ２４６」注４

の地域連携診療計画加算の算定患者である旨を、診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(14) 「注４」及び「注５」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患

者について、月の途中で標準的算定日数を超える場合においては、当該月における標準的算
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定日数を超えた日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

(15) 「注６」 における「所定点数」とは、「注１」から「注５」までを適用して算出した点

数である。  

Ｈ００１－２  廃用症候群リハビリテーション料 

(１) 廃用症候群リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める基準に適合している保険

医療機関において算定するものであり、基本的動作能力の回復等を通して、実用的な日常生

活における諸活動の自立を図るために、種々の運動療法、実用歩行訓練、日常生活活動訓練、

物理療法、応用的動作能力、社会的適応能力の回復等を目的とした作業療法等を組み合わせ

て個々の症例に応じて行った場合に算定する。なお、マッサージや温熱療法などの物理療法

のみを行った場合には第２章特掲診療料第９部処置の項により算定する。 

(２) 廃用症候群リハビリテーション料の対象となる患者は、急性疾患等に伴う安静（治療の有

無を問わない。）による廃用症候群であって、一定程度以上の基本動作能力、応用動作能力、

言語聴覚能力及び日常生活能力の低下を来しているものであること。「一定程度以上の基本

動作能力、応用動作能力、言語聴覚能力及び日常生活能力の低下を来しているもの」とは、

治療開始時において、ＦＩＭ 115 以下、ＢＩ 85 以下の状態等のものをいう。区分番号「Ｈ

０００」心大血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーシ

ョン料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００７」障害児

（者）リハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテーション料

の対象となる患者が廃用症候群を合併している場合、廃用症候群に関連する症状に対してリ

ハビリテーションを行った場合は、廃用症候群リハビリテーション料により算定する。 

(３) 廃用症候群リハビリテーション料の所定点数には、徒手筋力検査及びその他のリハビリテ

ーションに付随する諸検査が含まれる。 

(４) 廃用症候群リハビリテーション料は、医師の指導監督の下、理学療法士、作業療法士又は

言語聴覚士の監視下に行われたものについて算定する。また、専任の医師が、直接訓練を実

施した場合にあっても、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が実施した場合と同様に算

定できる。 

(５) 廃用症候群リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が１

人の患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学療

法士、作業療法士又は言語聴覚士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションの実施単位数は、従事者１人につき１日 18 単位を標準と

し、週 108単位までとする。ただし、１日 24単位を上限とする。また、当該実施単位数は、

他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療法の実施単位数を合わせた単

位数であること。この場合にあって、当該従事者が心大血管疾患リハビリテーションを実施

する場合には、実際に心大血管疾患リハビリテーションに従事した時間 20 分を１単位とみ

なした上で計算するものとする。 

(６) 廃用症候群リハビリテーション料(Ⅱ)の届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理学

療法士が２人以上勤務しているものに限る。）又は廃用症候群リハビリテーション料(Ⅲ)の

届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理学療法士が勤務している場合に限る。）にお

いて、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士以外に、運動療法機能訓練技能講習会を受講

するとともに、定期的に適切な研修を修了しているあん摩マッサージ指圧師等の従事者が訓

 - 376 - 

練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又は理学療法士が事前に指

示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって、(１)から(５)までのいず

れにも該当する場合に限り、廃用症候群リハビリテーション料(Ⅲ)の所定点数を算定できる。 

(７) 廃用症候群リハビリテーション料(Ⅱ)又は(Ⅲ)を届け出ている施設で、看護師、あん摩マ

ッサージ指圧師等、理学療法士以外の従事者が理学療法を行う場合については、理学療法士

は医師の指導監督の下に訓練を受ける患者の運動機能訓練の内容等を的確に把握すること。 

(８) 理学療法士又は作業療法士等が、車椅子上での姿勢保持が困難なために食事摂取等の日常

生活動作の能力の低下を来した患者に対し、いわゆるシーティングとして、車椅子や座位保

持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、患者の体幹機能や座位保持機能を評価した上

で体圧分散やサポートのためのクッションや付属品の選定や調整を行った場合にも算定でき

る。ただし、単なる離床目的で車椅子上での座位をとらせる場合は算定できない。 

(９) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」及び「注５」に規定するとおり、１月

に 13 単位に限り廃用症候群リハビリテーション料の所定点数を算定できる。なお、その際、

入院中の患者以外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用があるかに

ついて、適切に評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサービス

を受けるために必要な支援を行うこと。また、入院中の患者であって、介護保険法第 62 条

に規定する要介護被保険者等であるものについては、「注５」に規定する点数をそれぞれの

区分に従い算定する。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者であって、

別表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、標準的算

定日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとおりである。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的

に認められるものをいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある 40 歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第

３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(10) 廃用症候群リハビリテーション料を算定する場合は、廃用症候群に係る評価表（別紙様式

22）を用いて、月ごとに評価し、診療報酬明細書に添付する又は同様の情報を摘要欄に記載

するとともに、その写しを診療録に添付すること。 

(11) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における急性疾患等の発症、手術若しくは急性増悪又

は廃用症候群に係る急性増悪後早期からのリハビリテーションの実施について評価したもの

であり、入院中の患者に対して１単位以上の個別療法を行った場合に算定できる。また、訓

練室以外の病棟（ベッドサイドを含む。）で実施した場合においても算定することができる。 

(12) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における急性疾患等の発症、手術若しくは急性増悪又

は廃用症候群に係る急性増悪後、より早期からのリハビリテーションの実施について評価し

たものであり、入院中の患者に対して「注２」に掲げる加算とは別に算定することができる。 

(13) 「注４」及び「注５」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患
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定日数を超えた日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

(15) 「注６」 における「所定点数」とは、「注１」から「注５」までを適用して算出した点

数である。  

Ｈ００１－２  廃用症候群リハビリテーション料 

(１) 廃用症候群リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める基準に適合している保険

医療機関において算定するものであり、基本的動作能力の回復等を通して、実用的な日常生

活における諸活動の自立を図るために、種々の運動療法、実用歩行訓練、日常生活活動訓練、

物理療法、応用的動作能力、社会的適応能力の回復等を目的とした作業療法等を組み合わせ

て個々の症例に応じて行った場合に算定する。なお、マッサージや温熱療法などの物理療法

のみを行った場合には第２章特掲診療料第９部処置の項により算定する。 

(２) 廃用症候群リハビリテーション料の対象となる患者は、急性疾患等に伴う安静（治療の有

無を問わない。）による廃用症候群であって、一定程度以上の基本動作能力、応用動作能力、

言語聴覚能力及び日常生活能力の低下を来しているものであること。「一定程度以上の基本

動作能力、応用動作能力、言語聴覚能力及び日常生活能力の低下を来しているもの」とは、

治療開始時において、ＦＩＭ 115 以下、ＢＩ 85 以下の状態等のものをいう。区分番号「Ｈ

０００」心大血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーシ

ョン料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００７」障害児

（者）リハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテーション料

の対象となる患者が廃用症候群を合併している場合、廃用症候群に関連する症状に対してリ

ハビリテーションを行った場合は、廃用症候群リハビリテーション料により算定する。 

(３) 廃用症候群リハビリテーション料の所定点数には、徒手筋力検査及びその他のリハビリテ

ーションに付随する諸検査が含まれる。 

(４) 廃用症候群リハビリテーション料は、医師の指導監督の下、理学療法士、作業療法士又は

言語聴覚士の監視下に行われたものについて算定する。また、専任の医師が、直接訓練を実

施した場合にあっても、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が実施した場合と同様に算

定できる。 

(５) 廃用症候群リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が１

人の患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学療

法士、作業療法士又は言語聴覚士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションの実施単位数は、従事者１人につき１日 18 単位を標準と

し、週 108単位までとする。ただし、１日 24単位を上限とする。また、当該実施単位数は、

他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療法の実施単位数を合わせた単

位数であること。この場合にあって、当該従事者が心大血管疾患リハビリテーションを実施

する場合には、実際に心大血管疾患リハビリテーションに従事した時間 20 分を１単位とみ

なした上で計算するものとする。 

(６) 廃用症候群リハビリテーション料(Ⅱ)の届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理学

療法士が２人以上勤務しているものに限る。）又は廃用症候群リハビリテーション料(Ⅲ)の

届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理学療法士が勤務している場合に限る。）にお

いて、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士以外に、運動療法機能訓練技能講習会を受講

するとともに、定期的に適切な研修を修了しているあん摩マッサージ指圧師等の従事者が訓
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練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又は理学療法士が事前に指

示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって、(１)から(５)までのいず

れにも該当する場合に限り、廃用症候群リハビリテーション料(Ⅲ)の所定点数を算定できる。 

(７) 廃用症候群リハビリテーション料(Ⅱ)又は(Ⅲ)を届け出ている施設で、看護師、あん摩マ

ッサージ指圧師等、理学療法士以外の従事者が理学療法を行う場合については、理学療法士

は医師の指導監督の下に訓練を受ける患者の運動機能訓練の内容等を的確に把握すること。 

(８) 理学療法士又は作業療法士等が、車椅子上での姿勢保持が困難なために食事摂取等の日常

生活動作の能力の低下を来した患者に対し、いわゆるシーティングとして、車椅子や座位保

持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、患者の体幹機能や座位保持機能を評価した上

で体圧分散やサポートのためのクッションや付属品の選定や調整を行った場合にも算定でき

る。ただし、単なる離床目的で車椅子上での座位をとらせる場合は算定できない。 

(９) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」及び「注５」に規定するとおり、１月

に 13 単位に限り廃用症候群リハビリテーション料の所定点数を算定できる。なお、その際、

入院中の患者以外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用があるかに

ついて、適切に評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサービス

を受けるために必要な支援を行うこと。また、入院中の患者であって、介護保険法第 62 条

に規定する要介護被保険者等であるものについては、「注５」に規定する点数をそれぞれの

区分に従い算定する。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者であって、

別表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、標準的算

定日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとおりである。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的

に認められるものをいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある 40 歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第

３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(10) 廃用症候群リハビリテーション料を算定する場合は、廃用症候群に係る評価表（別紙様式

22）を用いて、月ごとに評価し、診療報酬明細書に添付する又は同様の情報を摘要欄に記載

するとともに、その写しを診療録に添付すること。 

(11) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における急性疾患等の発症、手術若しくは急性増悪又

は廃用症候群に係る急性増悪後早期からのリハビリテーションの実施について評価したもの

であり、入院中の患者に対して１単位以上の個別療法を行った場合に算定できる。また、訓

練室以外の病棟（ベッドサイドを含む。）で実施した場合においても算定することができる。 

(12) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における急性疾患等の発症、手術若しくは急性増悪又

は廃用症候群に係る急性増悪後、より早期からのリハビリテーションの実施について評価し

たものであり、入院中の患者に対して「注２」に掲げる加算とは別に算定することができる。 

(13) 「注４」及び「注５」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患
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者について、月の途中で標準的算定日数を超える場合においては、当該月における標準的算

定日数を超えた日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

(14) 「注６」における「所定点数」とは、「注１」から「注５」までを適用して算出した点数

である。  

Ｈ００２ 運動器リハビリテーション料 

(１) 運動器リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているもの

として地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、基本

的動作能力の回復等を通して、実用的な日常生活における諸活動の自立を図るために、種々

の運動療法、実用歩行訓練、日常生活活動訓練、物理療法、応用的動作能力、社会的適応能

力の回復等を目的とした作業療法等を組み合わせて個々の症例に応じて行った場合に算定す

る。なお、マッサージや温熱療法などの物理療法のみを行った場合には第２章特掲診療料第

９部処置の項により算定する。 

(２) 運動器リハビリテーション料の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等別表第九の六

に掲げる患者であって、以下のいずれかに該当するものをいい、医師が個別に運動器リハビ

リテーションが必要であると認めるものである。 

ア 急性発症した運動器疾患又はその手術後の患者とは、上・下肢の複合損傷（骨、筋・腱

・靭帯、神経、血管のうち３種類以上の複合損傷）、脊椎損傷による四肢麻痺（１肢以

上）、体幹・上・下肢の外傷・骨折、切断・離断（義肢）、運動器の悪性腫瘍等のものを

いう。 

イ 慢性の運動器疾患により、一定程度以上の運動機能及び日常生活能力の低下を来してい

る患者とは、関節の変性疾患、関節の炎症性疾患、熱傷瘢痕による関節拘縮、運動器不安

定症等のものをいう。 

(３) 運動器リハビリテーション料の所定点数には、徒手筋力検査及びその他のリハビリテーシ

ョンに付随する諸検査が含まれる。 

(４) 運動器リハビリテーション料は、医師の指導監督の下、理学療法士又は作業療法士の監視

下により行われたものについて算定する。また専任の医師が、直接訓練を実施した場合にあ

っても、理学療法士又は作業療法士が実施した場合と同様に算定できる。 

(５) 運動器リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が１人の

患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学療法士

又は作業療法士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションの実施単位数は、従事者１人につき１日 18 単位を標準と

し、週 108単位までとする。ただし、１日 24単位を上限とする。また、当該実施単位数は、

他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療法の実施単位数を合わせた単

位数であること。この場合にあって、当該従事者が心大血管疾患リハビリテーションを実施

する場合には、実際に心大血管疾患リハビリテーションに従事した時間 20 分を１単位とみ

なした上で計算するものとする。 

(６) 運動器リハビリテーション料(Ⅲ)の届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理学療法

士が勤務している場合に限る。）において、理学療法士及び作業療法士以外に、運動療法機

能訓練技能講習会を受講するとともに、定期的に適切な研修を修了しているあん摩マッサー

ジ指圧師等の従事者が訓練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又
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は理学療法士が事前に指示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって

(１)から(５)までのいずれにも該当する場合に限り、運動器リハビリテーション料(Ⅲ)の所

定点数を算定できる。 

(７) 運動器リハビリテーション料(Ⅱ)の届出を行った保険医療機関において、理学療法士及び

作業療法士以外に、適切な運動器リハビリテーションに係る研修を修了したあん摩マッサー

ジ指圧師等の従事者が訓練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又

は理学療法士が事前に指示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって

(１)から(５)までのいずれにも該当する場合に限り、運動器リハビリテーション料(Ⅲ)の所

定点数を算定できる。 

(８) 理学療法士又は作業療法士等が、車椅子上での姿勢保持が困難なために食事摂取等の日常

生活動作の能力の低下を来した患者に対し、いわゆるシーティングとして、車椅子や座位保

持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、患者の体幹機能や座位保持機能を評価した上

で体圧分散やサポートのためのクッションや付属品の選定や調整を行った場合にも算定でき

る。ただし、単なる離床目的で車椅子上での座位をとらせる場合は算定できない。 

(９) 運動器リハビリテーション料(Ⅰ)の届出を行った保険医療機関において、理学療法士及び

作業療法士以外に、適切な運動器リハビリテーションに係る研修を修了したあん摩マッサー

ジ指圧師等の従事者が訓練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又

は理学療法士が事前に指示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって

(１)から(５)までのいずれにも該当する場合に限り、運動器リハビリテーション料(Ⅲ)の所

定点数を算定できる。 

(10) 「注１」に規定する標準的算定日数は、発症、手術又は急性増悪の日が明確な場合はその

日から 150 日以内、それ以外の場合は最初に当該疾患の診断がされた日から 150 日以内とす

る。 

(11) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」及び「注５」に規定するとおり、１月

13 単位に限り運動器リハビリテーション料の所定点数を算定できる。なお、その際、入院

中の患者以外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用があるかについ

て、適切に評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサービスを受

けるために必要な支援を行うこと。また、入院中の患者であって、介護保険法第 62 条に規

定する要介護被保険者等であるものについては、「注５」に規定する点数をそれぞれの区分

に従い算定する。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者であって、別

表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、標準的算定

日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとおりである。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的

に認められるものをいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある４０歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第
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者について、月の途中で標準的算定日数を超える場合においては、当該月における標準的算

定日数を超えた日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

(14) 「注６」における「所定点数」とは、「注１」から「注５」までを適用して算出した点数

である。  

Ｈ００２ 運動器リハビリテーション料 

(１) 運動器リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているもの

として地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、基本

的動作能力の回復等を通して、実用的な日常生活における諸活動の自立を図るために、種々

の運動療法、実用歩行訓練、日常生活活動訓練、物理療法、応用的動作能力、社会的適応能

力の回復等を目的とした作業療法等を組み合わせて個々の症例に応じて行った場合に算定す

る。なお、マッサージや温熱療法などの物理療法のみを行った場合には第２章特掲診療料第

９部処置の項により算定する。 

(２) 運動器リハビリテーション料の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等別表第九の六

に掲げる患者であって、以下のいずれかに該当するものをいい、医師が個別に運動器リハビ

リテーションが必要であると認めるものである。 

ア 急性発症した運動器疾患又はその手術後の患者とは、上・下肢の複合損傷（骨、筋・腱

・靭帯、神経、血管のうち３種類以上の複合損傷）、脊椎損傷による四肢麻痺（１肢以

上）、体幹・上・下肢の外傷・骨折、切断・離断（義肢）、運動器の悪性腫瘍等のものを

いう。 

イ 慢性の運動器疾患により、一定程度以上の運動機能及び日常生活能力の低下を来してい

る患者とは、関節の変性疾患、関節の炎症性疾患、熱傷瘢痕による関節拘縮、運動器不安

定症等のものをいう。 

(３) 運動器リハビリテーション料の所定点数には、徒手筋力検査及びその他のリハビリテーシ

ョンに付随する諸検査が含まれる。 

(４) 運動器リハビリテーション料は、医師の指導監督の下、理学療法士又は作業療法士の監視

下により行われたものについて算定する。また専任の医師が、直接訓練を実施した場合にあ

っても、理学療法士又は作業療法士が実施した場合と同様に算定できる。 

(５) 運動器リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が１人の

患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学療法士

又は作業療法士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションの実施単位数は、従事者１人につき１日 18 単位を標準と

し、週 108単位までとする。ただし、１日 24単位を上限とする。また、当該実施単位数は、

他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療法の実施単位数を合わせた単

位数であること。この場合にあって、当該従事者が心大血管疾患リハビリテーションを実施

する場合には、実際に心大血管疾患リハビリテーションに従事した時間 20 分を１単位とみ

なした上で計算するものとする。 

(６) 運動器リハビリテーション料(Ⅲ)の届出を行った保険医療機関（専従する常勤の理学療法

士が勤務している場合に限る。）において、理学療法士及び作業療法士以外に、運動療法機

能訓練技能講習会を受講するとともに、定期的に適切な研修を修了しているあん摩マッサー

ジ指圧師等の従事者が訓練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又

 - 378 - 

は理学療法士が事前に指示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって

(１)から(５)までのいずれにも該当する場合に限り、運動器リハビリテーション料(Ⅲ)の所

定点数を算定できる。 

(７) 運動器リハビリテーション料(Ⅱ)の届出を行った保険医療機関において、理学療法士及び

作業療法士以外に、適切な運動器リハビリテーションに係る研修を修了したあん摩マッサー

ジ指圧師等の従事者が訓練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又

は理学療法士が事前に指示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって

(１)から(５)までのいずれにも該当する場合に限り、運動器リハビリテーション料(Ⅲ)の所

定点数を算定できる。 

(８) 理学療法士又は作業療法士等が、車椅子上での姿勢保持が困難なために食事摂取等の日常

生活動作の能力の低下を来した患者に対し、いわゆるシーティングとして、車椅子や座位保

持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、患者の体幹機能や座位保持機能を評価した上

で体圧分散やサポートのためのクッションや付属品の選定や調整を行った場合にも算定でき

る。ただし、単なる離床目的で車椅子上での座位をとらせる場合は算定できない。 

(９) 運動器リハビリテーション料(Ⅰ)の届出を行った保険医療機関において、理学療法士及び

作業療法士以外に、適切な運動器リハビリテーションに係る研修を修了したあん摩マッサー

ジ指圧師等の従事者が訓練を行った場合については、当該療法を実施するに当たり、医師又

は理学療法士が事前に指示を行い、かつ事後に当該療法に係る報告を受ける場合であって

(１)から(５)までのいずれにも該当する場合に限り、運動器リハビリテーション料(Ⅲ)の所

定点数を算定できる。 

(10) 「注１」に規定する標準的算定日数は、発症、手術又は急性増悪の日が明確な場合はその

日から 150 日以内、それ以外の場合は最初に当該疾患の診断がされた日から 150 日以内とす

る。 

(11) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」及び「注５」に規定するとおり、１月

13 単位に限り運動器リハビリテーション料の所定点数を算定できる。なお、その際、入院

中の患者以外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用があるかについ

て、適切に評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサービスを受

けるために必要な支援を行うこと。また、入院中の患者であって、介護保険法第 62 条に規

定する要介護被保険者等であるものについては、「注５」に規定する点数をそれぞれの区分

に従い算定する。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者であって、別

表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、標準的算定

日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとおりである。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的

に認められるものをいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある４０歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第
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３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(12) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における運動器疾患に対する発症、手術又は急性増悪

後早期からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、入院中の患者又は入

院中の患者以外の患者（大腿骨頸部骨折の患者であって、当該保険医療機関を退院したもの

又は他の保険医療機関を退院したもの（区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加算

を算定した患者に限る。）に限る。）に対して１単位以上の個別療法を行った場合に算定で

きる。また、入院中の患者については、訓練室以外の病棟（ベッドサイドを含む。）で実施

した場合においても算定することができる。なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の六第

二号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、「注２」

に掲げる加算は算定できない。 

(13) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における運動器疾患に対する発症、手術又は急性増悪

後、より早期からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、「注２」に掲

げる加算とは別に算定することができる。また、当該加算の対象患者は、入院中の患者又は

入院中の患者以外の患者（大腿骨頸部骨折の患者であって、当該保険医療機関を退院したも

の又は他の保険医療機関を退院したもの（区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加

算を算定した患者に限る。）に限る。）である。なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の

六第二号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、「注

３」に掲げる加算は算定できない。 

(14) 入院中の患者以外の患者（大腿骨頸部骨折の患者であって他の保険医療機関を退院したも

の）が「注２」又は「注３」に掲げる加算を算定する場合にあっては、区分番号「Ａ２４６」

注４の地域連携診療計画加算の算定患者である旨を、診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(15) 「注４」及び「注５」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患

者について、月の途中で標準的算定日数を超えた場合においては、当該月における標準的算

定日数を超えた日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

(16) 「注６」 における「所定点数」とは、「注１」から「注５」までを適用して算出した点

数である。 

Ｈ００３ 呼吸器リハビリテーション料 

(１) 呼吸器リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているもの

として地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、呼吸

訓練や種々の運動療法等を組み合わせて個々の症例に応じて行った場合に算定する。 

(２) 呼吸器リハビリテーション料の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等別表第九の七

に掲げる患者であって、以下のいずれかに該当するものをいい、医師が個別に呼吸器リハビ

リテーションが必要であると認めるものである。 

ア 急性発症した呼吸器疾患の患者とは、肺炎、無気肺等のものをいう。 

イ 肺腫瘍、胸部外傷その他の呼吸器疾患又はその手術後の患者とは、肺腫瘍、胸部外傷、

肺塞栓、肺移植手術、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）に対するＬＶＲＳ（Lung volume re

duction surgery）等の呼吸器疾患又はその手術後の患者をいう。 

ウ 慢性の呼吸器疾患により、一定程度以上の重症の呼吸困難や日常生活能力の低下を来し

ている患者とは、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、気管支喘息、気管支拡張症、間質性肺

炎、塵肺、びまん性汎気管支炎（ＤＰＢ）、神経筋疾患で呼吸不全を伴う患者、気管切開
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下の患者、人工呼吸管理下の患者、肺結核後遺症等のものであって、次の(イ)から(ハ)ま

でのいずれかに該当する状態であるものをいう。 

(イ) 息切れスケール（Medical Research Council Scale）で２以上の呼吸困難を有する

状態 

(ロ) 慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）で日本呼吸器学会の重症度分類のⅡ以上の状態 

(ハ) 呼吸障害による歩行機能低下や日常生活活動度の低下により日常生活に支障を来す

状態 

エ 食道癌、胃癌、肝臓癌、咽・喉頭癌等の手術前後の呼吸機能訓練を要する患者とは、食

道癌、胃癌、肝臓癌、咽・喉頭癌等の患者であって、これらの疾患に係る手術日から概ね

１週間前の患者及び手術後の患者で呼吸機能訓練を行うことで術後の経過が良好になるこ

とが医学的に期待できる患者のことをいう。 

(３) 呼吸器リハビリテーション料の所定点数には、区分番号「Ｄ２００」から「Ｄ２０４」ま

でに掲げる呼吸機能検査等、区分番号「Ｄ２２３」経皮的動脈血酸素飽和度測定及びその他

のリハビリテーションに付随する諸検査及び呼吸機能訓練と同時に行った区分番号「Ｊ０２

４」酸素吸入の費用が含まれる。 

(４) 呼吸器リハビリテーション料は、医師の指導監督の下で行われるものであり、理学療法士、

作業療法士又は言語聴覚士の監視下に行われたものについて算定する。また、専任の医師が、

直接訓練を実施した場合にあっても、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が実施した場

合と同様に算定できる。 

(５) 呼吸器リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が１人の

患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学療法士、

作業療法士又は言語聴覚士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションの実施単位数は、従事者１人につき１日 18 単位を標準と

し、週 108単位までとする。ただし、１日 24単位を上限とする。また、当該実施単位数は、

他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療法の実施単位数を合わせた単

位数であること。この場合にあって、当該従事者が心大血管疾患リハビリテーションを実施

する場合には、実際に心大血管疾患リハビリテーションに従事した時間 20分を１単位とみな

した上で計算するものとする。 

(６) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」に規定するとおり、１月に 13 単位に

限り呼吸器リハビリテーション料の所定点数が算定できる。なお、その際、入院中の患者以

外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用があるかについて、適切に

評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサービスを受けるために

必要な支援を行うこと。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者であっ

て、別表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、標準

的算定日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとおりで

ある。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的
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３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(12) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における運動器疾患に対する発症、手術又は急性増悪

後早期からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、入院中の患者又は入

院中の患者以外の患者（大腿骨頸部骨折の患者であって、当該保険医療機関を退院したもの

又は他の保険医療機関を退院したもの（区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加算

を算定した患者に限る。）に限る。）に対して１単位以上の個別療法を行った場合に算定で

きる。また、入院中の患者については、訓練室以外の病棟（ベッドサイドを含む。）で実施

した場合においても算定することができる。なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の六第

二号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、「注２」

に掲げる加算は算定できない。 

(13) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における運動器疾患に対する発症、手術又は急性増悪

後、より早期からのリハビリテーションの実施について評価したものであり、「注２」に掲

げる加算とは別に算定することができる。また、当該加算の対象患者は、入院中の患者又は

入院中の患者以外の患者（大腿骨頸部骨折の患者であって、当該保険医療機関を退院したも

の又は他の保険医療機関を退院したもの（区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加

算を算定した患者に限る。）に限る。）である。なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の

六第二号に掲げる患者については、手術を実施したもの及び急性増悪したものを除き、「注

３」に掲げる加算は算定できない。 

(14) 入院中の患者以外の患者（大腿骨頸部骨折の患者であって他の保険医療機関を退院したも

の）が「注２」又は「注３」に掲げる加算を算定する場合にあっては、区分番号「Ａ２４６」

注４の地域連携診療計画加算の算定患者である旨を、診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(15) 「注４」及び「注５」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患

者について、月の途中で標準的算定日数を超えた場合においては、当該月における標準的算

定日数を超えた日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

(16) 「注６」 における「所定点数」とは、「注１」から「注５」までを適用して算出した点

数である。 

Ｈ００３ 呼吸器リハビリテーション料 

(１) 呼吸器リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているもの

として地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、呼吸

訓練や種々の運動療法等を組み合わせて個々の症例に応じて行った場合に算定する。 

(２) 呼吸器リハビリテーション料の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等別表第九の七

に掲げる患者であって、以下のいずれかに該当するものをいい、医師が個別に呼吸器リハビ

リテーションが必要であると認めるものである。 

ア 急性発症した呼吸器疾患の患者とは、肺炎、無気肺等のものをいう。 

イ 肺腫瘍、胸部外傷その他の呼吸器疾患又はその手術後の患者とは、肺腫瘍、胸部外傷、

肺塞栓、肺移植手術、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）に対するＬＶＲＳ（Lung volume re

duction surgery）等の呼吸器疾患又はその手術後の患者をいう。 

ウ 慢性の呼吸器疾患により、一定程度以上の重症の呼吸困難や日常生活能力の低下を来し

ている患者とは、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、気管支喘息、気管支拡張症、間質性肺

炎、塵肺、びまん性汎気管支炎（ＤＰＢ）、神経筋疾患で呼吸不全を伴う患者、気管切開
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下の患者、人工呼吸管理下の患者、肺結核後遺症等のものであって、次の(イ)から(ハ)ま

でのいずれかに該当する状態であるものをいう。 

(イ) 息切れスケール（Medical Research Council Scale）で２以上の呼吸困難を有する

状態 

(ロ) 慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）で日本呼吸器学会の重症度分類のⅡ以上の状態 

(ハ) 呼吸障害による歩行機能低下や日常生活活動度の低下により日常生活に支障を来す

状態 

エ 食道癌、胃癌、肝臓癌、咽・喉頭癌等の手術前後の呼吸機能訓練を要する患者とは、食

道癌、胃癌、肝臓癌、咽・喉頭癌等の患者であって、これらの疾患に係る手術日から概ね

１週間前の患者及び手術後の患者で呼吸機能訓練を行うことで術後の経過が良好になるこ

とが医学的に期待できる患者のことをいう。 

(３) 呼吸器リハビリテーション料の所定点数には、区分番号「Ｄ２００」から「Ｄ２０４」ま

でに掲げる呼吸機能検査等、区分番号「Ｄ２２３」経皮的動脈血酸素飽和度測定及びその他

のリハビリテーションに付随する諸検査及び呼吸機能訓練と同時に行った区分番号「Ｊ０２

４」酸素吸入の費用が含まれる。 

(４) 呼吸器リハビリテーション料は、医師の指導監督の下で行われるものであり、理学療法士、

作業療法士又は言語聴覚士の監視下に行われたものについて算定する。また、専任の医師が、

直接訓練を実施した場合にあっても、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が実施した場

合と同様に算定できる。 

(５) 呼吸器リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が１人の

患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学療法士、

作業療法士又は言語聴覚士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションの実施単位数は、従事者１人につき１日 18 単位を標準と

し、週 108単位までとする。ただし、１日 24単位を上限とする。また、当該実施単位数は、

他の疾患別リハビリテーション及び集団コミュニケーション療法の実施単位数を合わせた単

位数であること。この場合にあって、当該従事者が心大血管疾患リハビリテーションを実施

する場合には、実際に心大血管疾患リハビリテーションに従事した時間 20分を１単位とみな

した上で計算するものとする。 

(６) 標準的算定日数を超えた患者については、「注４」に規定するとおり、１月に 13 単位に

限り呼吸器リハビリテーション料の所定点数が算定できる。なお、その際、入院中の患者以

外の患者にあっては、介護保険によるリハビリテーションの適用があるかについて、適切に

評価し、患者の希望に基づき、介護保険によるリハビリテーションサービスを受けるために

必要な支援を行うこと。ただし、特掲診療料の施設基準等別表第九の八に掲げる患者であっ

て、別表第九の九に掲げる場合については、標準的算定日数を超えた場合であっても、標準

的算定日数内の期間と同様に算定できるものである。なお、その留意事項は以下のとおりで

ある。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第九の八第一号に規定する「その他別表第九の四から別表

第九の七までに規定する患者であって、リハビリテーションを継続して行うことが必要で

あると医学的に認められるもの」とは、別表第九の四から別表第九の七までに規定する患

者であって、リハビリテーションを継続することにより状態の改善が期待できると医学的
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に認められるものをいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある 40 歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第

３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(７) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における呼吸器疾患の発症、手術若しくは急性増悪又

は当該疾患に対する治療開始後早期からのリハビリテーションの実施について評価したもの

であり、入院中の患者に対して１単位以上の個別療法を行った場合に算定できる。また、訓

練室以外の病棟（ベッドサイドを含む。）で実施した場合においても算定することができる。

なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の七第三号に掲げる患者については、急性増悪した

ものを除き、「注２」に掲げる加算は算定できない。 

(８) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における呼吸器疾患の発症、手術若しくは急性増悪又

は当該疾患に対する治療開始後、より早期からのリハビリテーションの実施について評価し

たものであり、入院中の患者に対して「注２」に掲げる加算とは別に算定することができる。

なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の七第三号に掲げる患者については、急性増悪した

ものを除き、「注３」に掲げる加算は算定できない。 

(９) 「注４」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患者について、

月の途中で標準的算定日数を超えた場合においては、当該月における標準的算定日数を超え

た日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

Ｈ００３－２ リハビリテーション総合計画評価料 

(１) リハビリテーション総合計画評価料は、定期的な医師の診察及び運動機能検査又は作業能

力検査等の結果に基づき医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士

等の多職種が共同してリハビリテーション総合実施計画書を作成し、これに基づいて行った

リハビリテーションの効果、実施方法等について共同して評価を行った場合に算定する。 

(２) 医師及びその他の従事者は、共同してリハビリテーション総合実施計画書を作成し、その

内容を患者に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付する。 

(３) 「注１」及び「注２」における介護リハビリテーションの利用を予定している患者とは、

介護保険法第 62 条に規定する要介護被保険者等であって、各疾患別リハビリテーション料

に規定する標準的算定日数の３分の１を経過した期間にリハビリテーションを実施している

患者をいう。 

(４) リハビリテーション総合実施計画書の様式については、以下のいずれかを患者の状態等に

応じ選択する。患者の理解に資する記載となるよう、十分配慮すること。 

ア 別紙様式 23 又はこれに準じた様式 

イ 別紙様式 21 の６又はこれに準じた様式に、(イ)から(ヘ)までの全て及び(ト)から(ヲ)

までのうちいずれか１項目以上を組み合わせて記載する様式（回復期リハビリテーション

病棟入院料１を算定する患者については、必ず(ヌ)を含めること。） 

(イ) 疾患別リハビリテーション開始前の日常生活動作の状況 

(ロ) ＦＩＭを用いた評価 

(ハ) 前回計画書作成時からの改善・変化 

(ニ) 今後１ヶ月のリハビリテーションの目標、リハビリテーションの頻度、方針及び留
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意点 

(ホ) 疾患別リハビリテーションの実施に当たり、医師、看護職員、理学療法士、作業療

法士、言語聴覚士、その他の従事者が担う具体的内容に係るもの 

(ヘ) 今後十分なリハビリテーションを実施しない場合に予想される状態の変化 

(ト) 疾患別リハビリテーション終了後のリハビリテーションの提供の必要性及び必要な

場合の具体的なリハビリテーションの内容 

(チ) 病棟における日常生活動作の状況（入院患者に対し、リハビリテーション総合計画

評価料を算定する場合のみ記載することができる。） 

(リ) 関節可動域、筋力、持久力、変形、関節不安定性、運動機能発達に係る障害、麻痺

等、個々の運動機能障害における重症度の評価 

(ヌ) 身長、体重、ＢＭＩ（Body Mass Index）、栄養補給方法（経口、経管栄養、静脈

栄養）等に基づく患者の栄養状態の評価に係るもの（栄養障害等の状態にある患者に

ついては、必要栄養量、総摂取栄養量等も踏まえた評価を行う。なお、嚥下調整食を

必要とする患者については、栄養障害等の有無にかかわらず、当該嚥下調整食の形態

に係る情報として、日本摂食嚥下リハビリテーション学会の分類コードも必ず記載す

る。） 

(ル) リハビリテーションの観点から、家庭や病棟において、患者自ら行うことが望まし

い訓練 

(ヲ)  ＦＡＩ（Frenchay Activities Index）、ＬＳＡ（Life-Space Assessment）、日

本作業療法士協会が作成する生活行為向上アセスメント、ロコモ２５（平成 22 年厚生

労働科学研究費補助金疾病・障害対策研究分野長寿科学総合研究「運動器機能不全

（ロコモティブシンドローム）の早期発見ツールの開発」において作成されたもの）

又は老研式活動能力指標のいずれかを用いた患者の心身機能又は活動の評価に係るも

の 

(５) 「注３」に掲げる入院時訪問指導加算は、区分番号「Ａ３０８」回復期リハビリテーショ

ン病棟入院料を算定する患者について、当該病棟への入院日前７日以内又は入院後７日以内

に当該患者の同意を得て、医師、看護師、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士のうち１

名以上が、必要に応じて社会福祉士、介護支援専門員又は介護福祉士等と協力して、退院後

生活する患家等を訪問し、患者の病状、退院後生活する住環境（家屋構造、室内の段差、手

すりの場所、近隣の店までの距離等）、家族の状況、患者及び家族の住環境に関する希望等

の情報収集及び評価を行った上で、リハビリテーション総合実施計画を作成した場合に、入

院中に１回に限り算定する。 

(６) 当該加算を算定する場合には、入院前に訪問した場合は入院した日の属する月に算定し、

入院後に訪問した場合は訪問日の属する月に算定すること。 

(７) なお、ここでいう退院後生活する患家等には、他の保険医療機関、介護老人保健施設又は

当該加算を算定する保険医療機関に併設されている介護保険施設等は含まれない。 

(８) 当該加算を算定する場合には、別紙様式 42 又はこれに準ずる様式を用いて評価書を作成

するとともに、その写しを診療録に添付すること。 

(９) 「注５」に掲げる運動量増加機器加算は、脳卒中又は脊髄障害の急性発症に伴う上肢又は

下肢の運動機能障害を有する患者（脳卒中又は脊髄障害の再発によるものを含む。）に対し
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に認められるものをいうものである。 

イ 特掲診療料の施設基準等別表第九の八に規定する「加齢に伴って生ずる心身の変化に起

因する疾病の者」とは、要介護状態又は要支援状態にある 40 歳以上の者であって、その

要介護状態又は要支援状態の原因である身体上又は精神上の障害が、介護保険法第７条第

３項第２号に規定する特定疾病によって生じたものであるものをいう。 

(７) 「注２」に掲げる加算は、当該施設における呼吸器疾患の発症、手術若しくは急性増悪又

は当該疾患に対する治療開始後早期からのリハビリテーションの実施について評価したもの

であり、入院中の患者に対して１単位以上の個別療法を行った場合に算定できる。また、訓

練室以外の病棟（ベッドサイドを含む。）で実施した場合においても算定することができる。

なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の七第三号に掲げる患者については、急性増悪した

ものを除き、「注２」に掲げる加算は算定できない。 

(８) 「注３」に掲げる加算は、当該施設における呼吸器疾患の発症、手術若しくは急性増悪又

は当該疾患に対する治療開始後、より早期からのリハビリテーションの実施について評価し

たものであり、入院中の患者に対して「注２」に掲げる加算とは別に算定することができる。

なお、特掲診療料の施設基準等別表第九の七第三号に掲げる患者については、急性増悪した

ものを除き、「注３」に掲げる加算は算定できない。 

(９) 「注４」に掲げる標準的算定日数を超えてリハビリテーションを継続する患者について、

月の途中で標準的算定日数を超えた場合においては、当該月における標準的算定日数を超え

た日以降に実施された疾患別リハビリテーションが 13 単位以下であること。 

Ｈ００３－２ リハビリテーション総合計画評価料 

(１) リハビリテーション総合計画評価料は、定期的な医師の診察及び運動機能検査又は作業能

力検査等の結果に基づき医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士

等の多職種が共同してリハビリテーション総合実施計画書を作成し、これに基づいて行った

リハビリテーションの効果、実施方法等について共同して評価を行った場合に算定する。 

(２) 医師及びその他の従事者は、共同してリハビリテーション総合実施計画書を作成し、その

内容を患者に説明の上交付するとともに、その写しを診療録等に添付する。 

(３) 「注１」及び「注２」における介護リハビリテーションの利用を予定している患者とは、

介護保険法第 62 条に規定する要介護被保険者等であって、各疾患別リハビリテーション料

に規定する標準的算定日数の３分の１を経過した期間にリハビリテーションを実施している

患者をいう。 

(４) リハビリテーション総合実施計画書の様式については、以下のいずれかを患者の状態等に

応じ選択する。患者の理解に資する記載となるよう、十分配慮すること。 

ア 別紙様式 23 又はこれに準じた様式 

イ 別紙様式 21 の６又はこれに準じた様式に、(イ)から(ヘ)までの全て及び(ト)から(ヲ)

までのうちいずれか１項目以上を組み合わせて記載する様式（回復期リハビリテーション

病棟入院料１を算定する患者については、必ず(ヌ)を含めること。） 

(イ) 疾患別リハビリテーション開始前の日常生活動作の状況 

(ロ) ＦＩＭを用いた評価 

(ハ) 前回計画書作成時からの改善・変化 

(ニ) 今後１ヶ月のリハビリテーションの目標、リハビリテーションの頻度、方針及び留
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意点 

(ホ) 疾患別リハビリテーションの実施に当たり、医師、看護職員、理学療法士、作業療

法士、言語聴覚士、その他の従事者が担う具体的内容に係るもの 

(ヘ) 今後十分なリハビリテーションを実施しない場合に予想される状態の変化 

(ト) 疾患別リハビリテーション終了後のリハビリテーションの提供の必要性及び必要な

場合の具体的なリハビリテーションの内容 

(チ) 病棟における日常生活動作の状況（入院患者に対し、リハビリテーション総合計画

評価料を算定する場合のみ記載することができる。） 

(リ) 関節可動域、筋力、持久力、変形、関節不安定性、運動機能発達に係る障害、麻痺

等、個々の運動機能障害における重症度の評価 

(ヌ) 身長、体重、ＢＭＩ（Body Mass Index）、栄養補給方法（経口、経管栄養、静脈

栄養）等に基づく患者の栄養状態の評価に係るもの（栄養障害等の状態にある患者に

ついては、必要栄養量、総摂取栄養量等も踏まえた評価を行う。なお、嚥下調整食を

必要とする患者については、栄養障害等の有無にかかわらず、当該嚥下調整食の形態

に係る情報として、日本摂食嚥下リハビリテーション学会の分類コードも必ず記載す

る。） 

(ル) リハビリテーションの観点から、家庭や病棟において、患者自ら行うことが望まし

い訓練 

(ヲ)  ＦＡＩ（Frenchay Activities Index）、ＬＳＡ（Life-Space Assessment）、日

本作業療法士協会が作成する生活行為向上アセスメント、ロコモ２５（平成 22 年厚生

労働科学研究費補助金疾病・障害対策研究分野長寿科学総合研究「運動器機能不全

（ロコモティブシンドローム）の早期発見ツールの開発」において作成されたもの）

又は老研式活動能力指標のいずれかを用いた患者の心身機能又は活動の評価に係るも

の 

(５) 「注３」に掲げる入院時訪問指導加算は、区分番号「Ａ３０８」回復期リハビリテーショ

ン病棟入院料を算定する患者について、当該病棟への入院日前７日以内又は入院後７日以内

に当該患者の同意を得て、医師、看護師、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士のうち１

名以上が、必要に応じて社会福祉士、介護支援専門員又は介護福祉士等と協力して、退院後

生活する患家等を訪問し、患者の病状、退院後生活する住環境（家屋構造、室内の段差、手

すりの場所、近隣の店までの距離等）、家族の状況、患者及び家族の住環境に関する希望等

の情報収集及び評価を行った上で、リハビリテーション総合実施計画を作成した場合に、入

院中に１回に限り算定する。 

(６) 当該加算を算定する場合には、入院前に訪問した場合は入院した日の属する月に算定し、

入院後に訪問した場合は訪問日の属する月に算定すること。 

(７) なお、ここでいう退院後生活する患家等には、他の保険医療機関、介護老人保健施設又は

当該加算を算定する保険医療機関に併設されている介護保険施設等は含まれない。 

(８) 当該加算を算定する場合には、別紙様式 42 又はこれに準ずる様式を用いて評価書を作成

するとともに、その写しを診療録に添付すること。 

(９) 「注５」に掲げる運動量増加機器加算は、脳卒中又は脊髄障害の急性発症に伴う上肢又は

下肢の運動機能障害を有する患者（脳卒中又は脊髄障害の再発によるものを含む。）に対し

（ ）（ ） 465464

２
－
⑺　
リ
ハ
ビ
リ



 - 383 - 

て、医師、理学療法士又は作業療法士のうち１名以上が、患者の運動機能障害の状態を評価

した上で、脳血管疾患等リハビリテーションに運動量増加機器を用いることが適当と判断し

た場合であって、当該機器を用いたリハビリテーション総合実施計画を作成した場合に、１

回に限り算定する。ただし、当該機器の使用に有効性が認められ、継続すべき医学的必要性

が認められる場合に限り、発症日から起算して２月を限度として月１回に限り算定できる。

なお、この場合においては、医学的な必要性について診療報酬明細書の摘要欄に記載するこ

と。 

(10) 当該加算を算定する場合には、適応疾患、発症年月日、運動障害に係る所見、使用する運

動量増加機器の名称及び実施期間の予定をリハビリテーション総合実施計画書に記載し、そ

の写しを診療録等に添付すること。 

Ｈ００３－３ リハビリテーション計画提供料 

(１) リハビリテーション計画提供料１は、要介護認定を申請中の者又は介護保険法第 62 条に

規定する要介護被保険者等であって、介護保険によるリハビリテーションへの移行を予定し

ているものについて、当該患者の同意を得た上で、利用を予定している指定通所リハビリテ

ーション事業所、指定訪問リハビリテーション事業所、指定介護予防通所リハビリテーショ

ン事業所又は指定介護予防訪問リハビリテーション事業所（以下「指定通所リハビリテーシ

ョン事業所等」という。）に対して、別紙様式 21 の６を用いて３月以内に作成したリハビ

リテーション実施計画又はリハビリテーション総合実施計画書を文書により提供した場合に

算定する。利用を予定している指定通所リハビリテーション事業所等とは、当該患者、患者

の家族等又は当該患者のケアマネジメントを担当する居宅介護支援専門員を通じ、当該患者

の利用について検討する意向が確認できた指定通所リハビリテーション事業所等をいう。 

(２) リハビリテーション計画提供料１について、当該患者が、直近３月以内に目標設定等支援

・管理料を算定している場合には、目標設定等支援・管理シートも併せて提供した場合に算

定できる。 

(３) 当該保険医療機関と同一敷地内又は隣接敷地内にある指定通所リハビリテーション事業所

等を除き、当該保険医療機関と特別の関係にある指定通所リハビリテーション事業所等に提

供した場合でも算定できる。 

(４) リハビリテーション計画提供料１を算定した場合、診療情報提供料(Ⅰ)は算定できない。 

(５) 「注４」については、リハビリテーション計画提供料１を算定する場合に、文書によるリ

ハビリテーション実施計画書等の提供とともに、「通所・訪問リハビリテーションの質の評

価データ収集等事業」で利用可能な適切な電子媒体を用いてリハビリテーション実施計画書

等の提供を行った場合に算定する。 

(６) リハビリテーション計画提供料２は、入院中に疾患別リハビリテーションを実施した患者

であって、退院時に区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加算を算定した者につい

て、当該患者の同意を得た上で、退院後の外来におけるリハビリテーションを担う他の保険

医療機関に対してリハビリテーション実施計画を文書により提供した場合に算定する。なお、

当該患者が他の保険医療機関に入院を伴う転院をした場合は算定できない。 

(７) リハビリテーション計画提供料２を算定する場合、他の保険医療機関に提供した文書の写

しを診療録等に添付すること。 

Ｈ００３－４  目標設定等支援・管理料 
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(１) 目標設定等支援・管理料は、要介護被保険者等に対するリハビリテーションの実施におい

て、定期的な医師の診察、運動機能検査又は作業能力検査等の結果、患者との面接等に基づ

き、医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士等の多職種が患者と

共同して、個々の患者の特性に応じたリハビリテーションの目標設定と方向付けを行い、ま

たその進捗を管理した場合に算定する。 

(２) 医師及びその他の従事者は、共同して目標設定等支援・管理シート（別紙様式 23 の５又

はこれに準じた様式）を作成し、患者に交付し、その写しを診療録等に添付すること。 

(３) 医師は、作成した目標設定等支援・管理シートに基づき、少なくとも次に掲げる内容につ

いて、医師が患者又は患者の看護に当たる家族等（以下この区分番号において「患者等」と

いう。）に対して説明すること。また、説明を受けた患者等の反応を踏まえ、必要に応じて

適宜、リハビリテーションの内容を見直すこと。 

ア 説明時点までの経過 

イ 当該保険医療機関における治療開始時及び説明時点のＡＤＬ評価（ＢＩ又はＦＩＭによ

る評価の得点及びその内訳を含む。） 

ウ 説明時点における患者の機能予後の見通し 

エ 当該患者の生きがい、価値観等に対する医師及びその他の従事者の理解や認識及びウの

機能予後の見通し等を踏まえ、どのような活動、社会参加の実現を目指してリハビリテー

ションを行っているか又は行う予定か。 

オ 現在実施している、又は今後実施する予定のリハビリテーションが、それぞれエの目標

にどのように関係するか。 

(４) 医師は、(３)の説明について、その内容、当該説明を患者等がどのように受け止め、どの

ように反応したかについて診療録に記載すること。 

(５) 当該患者が、以後、介護保険によるリハビリテーション等のサービスの利用が必要と思わ

れる場合には、必要に応じて介護支援専門員と協力して、患者等に介護保険による訪問リハ

ビリテーション、通所リハビリテーション等を提供する事業所（当該保険医療機関を含む。）

を紹介し、見学、体験（入院中の患者以外の患者に限る。）を提案すること。 

Ｈ００４ 摂食機能療法 

(１) 摂食機能療法は、摂食機能障害を有する患者に対して、個々の患者の症状に対応した診療

計画書に基づき、医師又は歯科医師若しくは医師又は歯科医師の指示の下に言語聴覚士、看

護師、准看護師、歯科衛生士、理学療法士又は作業療法士が１回につき 30 分以上訓練指導

を行った場合に限り算定する。なお、摂食機能障害者とは、以下のいずれかに該当する患者

をいう。 

ア 発達遅滞、顎切除及び舌切除の手術又は脳卒中等による後遺症により摂食機能に障害が

あるもの 

イ 内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影によって他覚的に嚥下機能の低下が確認できるもの

であって、医学的に摂食機能療法の有効性が期待できるもの 

(２) 摂食機能療法の実施に当たっては、摂食機能療法に係る計画を作成し、医師は定期的な摂

食機能検査をもとに、その効果判定を行う必要がある。なお、治療開始日並びに毎回の訓練

内容、訓練の開始時間及び終了時間を診療録等に記載すること。 

(３) 摂食機能療法を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に疾患名及び当該疾患に係る摂
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て、医師、理学療法士又は作業療法士のうち１名以上が、患者の運動機能障害の状態を評価

した上で、脳血管疾患等リハビリテーションに運動量増加機器を用いることが適当と判断し

た場合であって、当該機器を用いたリハビリテーション総合実施計画を作成した場合に、１

回に限り算定する。ただし、当該機器の使用に有効性が認められ、継続すべき医学的必要性

が認められる場合に限り、発症日から起算して２月を限度として月１回に限り算定できる。

なお、この場合においては、医学的な必要性について診療報酬明細書の摘要欄に記載するこ

と。 

(10) 当該加算を算定する場合には、適応疾患、発症年月日、運動障害に係る所見、使用する運

動量増加機器の名称及び実施期間の予定をリハビリテーション総合実施計画書に記載し、そ

の写しを診療録等に添付すること。 

Ｈ００３－３ リハビリテーション計画提供料 

(１) リハビリテーション計画提供料１は、要介護認定を申請中の者又は介護保険法第 62 条に

規定する要介護被保険者等であって、介護保険によるリハビリテーションへの移行を予定し

ているものについて、当該患者の同意を得た上で、利用を予定している指定通所リハビリテ

ーション事業所、指定訪問リハビリテーション事業所、指定介護予防通所リハビリテーショ

ン事業所又は指定介護予防訪問リハビリテーション事業所（以下「指定通所リハビリテーシ

ョン事業所等」という。）に対して、別紙様式 21 の６を用いて３月以内に作成したリハビ

リテーション実施計画又はリハビリテーション総合実施計画書を文書により提供した場合に

算定する。利用を予定している指定通所リハビリテーション事業所等とは、当該患者、患者

の家族等又は当該患者のケアマネジメントを担当する居宅介護支援専門員を通じ、当該患者

の利用について検討する意向が確認できた指定通所リハビリテーション事業所等をいう。 

(２) リハビリテーション計画提供料１について、当該患者が、直近３月以内に目標設定等支援

・管理料を算定している場合には、目標設定等支援・管理シートも併せて提供した場合に算

定できる。 

(３) 当該保険医療機関と同一敷地内又は隣接敷地内にある指定通所リハビリテーション事業所

等を除き、当該保険医療機関と特別の関係にある指定通所リハビリテーション事業所等に提

供した場合でも算定できる。 

(４) リハビリテーション計画提供料１を算定した場合、診療情報提供料(Ⅰ)は算定できない。 

(５) 「注４」については、リハビリテーション計画提供料１を算定する場合に、文書によるリ

ハビリテーション実施計画書等の提供とともに、「通所・訪問リハビリテーションの質の評

価データ収集等事業」で利用可能な適切な電子媒体を用いてリハビリテーション実施計画書

等の提供を行った場合に算定する。 

(６) リハビリテーション計画提供料２は、入院中に疾患別リハビリテーションを実施した患者

であって、退院時に区分番号「Ａ２４６」注４の地域連携診療計画加算を算定した者につい

て、当該患者の同意を得た上で、退院後の外来におけるリハビリテーションを担う他の保険

医療機関に対してリハビリテーション実施計画を文書により提供した場合に算定する。なお、

当該患者が他の保険医療機関に入院を伴う転院をした場合は算定できない。 

(７) リハビリテーション計画提供料２を算定する場合、他の保険医療機関に提供した文書の写

しを診療録等に添付すること。 

Ｈ００３－４  目標設定等支援・管理料 
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(１) 目標設定等支援・管理料は、要介護被保険者等に対するリハビリテーションの実施におい

て、定期的な医師の診察、運動機能検査又は作業能力検査等の結果、患者との面接等に基づ

き、医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士等の多職種が患者と

共同して、個々の患者の特性に応じたリハビリテーションの目標設定と方向付けを行い、ま

たその進捗を管理した場合に算定する。 

(２) 医師及びその他の従事者は、共同して目標設定等支援・管理シート（別紙様式 23 の５又

はこれに準じた様式）を作成し、患者に交付し、その写しを診療録等に添付すること。 

(３) 医師は、作成した目標設定等支援・管理シートに基づき、少なくとも次に掲げる内容につ

いて、医師が患者又は患者の看護に当たる家族等（以下この区分番号において「患者等」と

いう。）に対して説明すること。また、説明を受けた患者等の反応を踏まえ、必要に応じて

適宜、リハビリテーションの内容を見直すこと。 

ア 説明時点までの経過 

イ 当該保険医療機関における治療開始時及び説明時点のＡＤＬ評価（ＢＩ又はＦＩＭによ

る評価の得点及びその内訳を含む。） 

ウ 説明時点における患者の機能予後の見通し 

エ 当該患者の生きがい、価値観等に対する医師及びその他の従事者の理解や認識及びウの

機能予後の見通し等を踏まえ、どのような活動、社会参加の実現を目指してリハビリテー

ションを行っているか又は行う予定か。 

オ 現在実施している、又は今後実施する予定のリハビリテーションが、それぞれエの目標

にどのように関係するか。 

(４) 医師は、(３)の説明について、その内容、当該説明を患者等がどのように受け止め、どの

ように反応したかについて診療録に記載すること。 

(５) 当該患者が、以後、介護保険によるリハビリテーション等のサービスの利用が必要と思わ

れる場合には、必要に応じて介護支援専門員と協力して、患者等に介護保険による訪問リハ

ビリテーション、通所リハビリテーション等を提供する事業所（当該保険医療機関を含む。）

を紹介し、見学、体験（入院中の患者以外の患者に限る。）を提案すること。 

Ｈ００４ 摂食機能療法 

(１) 摂食機能療法は、摂食機能障害を有する患者に対して、個々の患者の症状に対応した診療

計画書に基づき、医師又は歯科医師若しくは医師又は歯科医師の指示の下に言語聴覚士、看

護師、准看護師、歯科衛生士、理学療法士又は作業療法士が１回につき 30 分以上訓練指導

を行った場合に限り算定する。なお、摂食機能障害者とは、以下のいずれかに該当する患者

をいう。 

ア 発達遅滞、顎切除及び舌切除の手術又は脳卒中等による後遺症により摂食機能に障害が

あるもの 

イ 内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影によって他覚的に嚥下機能の低下が確認できるもの

であって、医学的に摂食機能療法の有効性が期待できるもの 

(２) 摂食機能療法の実施に当たっては、摂食機能療法に係る計画を作成し、医師は定期的な摂

食機能検査をもとに、その効果判定を行う必要がある。なお、治療開始日並びに毎回の訓練

内容、訓練の開始時間及び終了時間を診療録等に記載すること。 

(３) 摂食機能療法を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に疾患名及び当該疾患に係る摂
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食機能療法の治療開始日を記載すること。 

(４) 医師又は歯科医師の指示の下に言語聴覚士、看護師、准看護師又は歯科衛生士が行う嚥下

訓練は、摂食機能療法として算定できる。 

(５) 「２」については、脳卒中の発症後 14 日以内の患者に対し、15 分以上の摂食機能療法を

行った場合に算定できる。なお、脳卒中の発症後 14 日以内の患者であっても、30 分以上の

摂食機能療法を行った場合には「１」を算定できる。 

(６) 当該患者の転院時又は退院時には、患者又はその家族等に対して、嚥下機能の状態の説明

並びに誤嚥予防のための食事内容及び摂食方法の指導を行うとともに、転院後又は退院後の

摂食機能療法を担う他の保険医療機関等の医師及びその他の職種に対して、患者の嚥下機能

の状態並びに患者又はその家族等への説明及び指導の内容について情報提供を行うこと。 

(７) 「注３」に掲げる摂食嚥下支援加算は、摂食機能及び嚥下機能の回復の支援に係る専門知

識を有した多職種により構成されたチーム（以下「摂食嚥下支援チーム」という。）の対応

によって摂食機能又は嚥下機能の回復が見込まれる患者に対して、多職種が共同して必要な

指導管理を行った場合に算定できる。 

(８) 「注３」に掲げる摂食嚥下支援加算は、アからウまでの要件をいずれも満たす場合に算定

する。 

ア 摂食嚥下支援チームによる対応を開始する際には、当該患者の診療を担う医師、看護師

等と共同の上、当該チームにより、内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影の結果に基づいて

摂食嚥下支援計画書を作成すること。なお、すでに摂食機能療法を実施中であり、当該計

画書が作成されている場合には、当該チームにより見直しを行うこととしても差し支えな

い。当該計画書について、その内容を患者又はその家族等に説明の上交付するとともに、

その写しを診療録等に添付すること。 

イ アを実施した患者について、月に１回以上、内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影を実施

すること。当該検査結果等を踏まえて、摂食嚥下支援チームにより、摂食嚥下支援計画書

等の見直しに係るカンファレンスを週に１回以上行うこと。当該カンファレンスには、当

該チームの構成員である医師、看護師、言語聴覚士、薬剤師及び管理栄養士が参加してい

ること。 

ウ 摂食嚥下支援チームは、カンファレンスの結果に基づき、摂食嚥下支援計画書の見直し、

嚥下調整食の見直し（嚥下機能の観点から適切と考えられる食事形態に見直すことや量の

調整を行うことを含む。）及び摂食方法の調整や口腔管理等の見直しを行い、患者又はそ

の家族等への指導管理を行うこと。カンファレンスの結果を踏まえて計画書等の見直しを

行った際には、見直しの要点を診療録等に記載、又は、計画書の写しを診療録等に添付す

ること。 

(９) 「注３」に掲げる摂食嚥下支援加算を算定する場合は、当該患者の摂食機能療法の効果や

進捗状況、内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影の結果及びカンファレンスの概要を診療録等

に記載又は添付すること。また、内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影を実施した日付及びカ

ンファレンスを実施した日付を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ｈ００５ 視能訓練 

(１) 視能訓練は、両眼視機能に障害のある患者に対して、その両眼視機能回復のため矯正訓練

（斜視視能訓練、弱視視能訓練）を行った場合に算定できるものであり、１日につき１回の
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み算定する。 

(２) 斜視視能訓練と弱視視能訓練を同時に施行した場合は、主たるもののみで算定する。 

(３) 実施に当たって、医師は個々の患者の症状に対応した診療計画を作成し診療録に記載又は

添付すること。 

Ｈ００６ 難病患者リハビリテーション料 

(１) 難病患者リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして地方厚生(支）局長に届出を行った保険医療機関において、難病患者の社会生活機

能の回復を目的として難病患者リハビリテーションを行った場合に、実施される内容の種類

にかかわらず１日につき１回のみ算定する。 

(２) 難病患者リハビリテーション料の算定対象は、入院中の患者以外の難病患者であって、要

介護者（食事又はトイレに介助が必要な者）及び準要介護者（移動又は入浴に介助が必要な

者）であり、医師がリハビリテーションが必要であると認めるものであること。 

(３) 難病患者リハビリテーションは、個々の患者に応じたプログラムに従ってグループごとに

治療するものであるが、この実施に当たっては、患者の症状等に応じたプログラムの作成、

効果の判定等に万全を期すること。なお、実施時間は患者１人当たり１日につき６時間を標

準とする。 

(４) 難病患者リハビリテーション料を算定している患者に対して、同一日に行う他のリハビリ

テーションは所定点数に含まれるものとする。 

(５) 「注２」に規定する短期集中リハビリテーション実施加算は、退院後早期の個々の患者の

状態に対応した集中的なリハビリテーションの評価を行うものであり、退院日から起算して

１月以内に行われる場合は、１週につき概ね２回以上、１回当たり 40 分以上、退院日から

起算して１月を超え３月以内の期間に行われる場合は、１週につき概ね２回以上、1 回当た

り 20 分以上の個別リハビリテーションを含む難病患者リハビリテーションを行った場合に

算定する。なお、個別リハビリテーション実施の際には、他の患者に対して提供するリハビ

リテーションに支障のないよう配慮すること。 

(６) 治療の一環として治療上の目的を達するために食事を提供する場合にあっては、その費用

は所定点数に含まれる。 

Ｈ００７ 障害児（者）リハビリテーション料 

(１) 障害児（者）リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める障害児（者）リハビリ

テーション料の施設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険

医療機関である次に掲げるいずれかの施設で行った場合に算定する。 

ア 児童福祉法第 42 条第２号に規定する医療型障害児入所施設（主として肢体不自由のあ

る児童又は重症心身障害児（同法第７条第２項に規定する重症心身障害児をいう。）を入

所させるものに限る。） 

 イ 児童福祉法第６条の２に規定する指定医療機関 

ウ 当該保険医療機関においてリハビリテーションを実施している外来患者のうち、概ね８

割以上が特掲診療料の施設基準等別表第十の二に該当する患者（ただし加齢に伴って生ず

る心身の変化に起因する疾病の者を除く。）である保険医療機関 

(２) 障害児（者）リハビリテーション料は、(１)に掲げる施設の入所者、入院患者、通園者又

は通院患者のうち、以下の患者（医師がリハビリテーションが必要と認めた患者に限る。）
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食機能療法の治療開始日を記載すること。 

(４) 医師又は歯科医師の指示の下に言語聴覚士、看護師、准看護師又は歯科衛生士が行う嚥下

訓練は、摂食機能療法として算定できる。 

(５) 「２」については、脳卒中の発症後 14 日以内の患者に対し、15 分以上の摂食機能療法を

行った場合に算定できる。なお、脳卒中の発症後 14 日以内の患者であっても、30 分以上の

摂食機能療法を行った場合には「１」を算定できる。 

(６) 当該患者の転院時又は退院時には、患者又はその家族等に対して、嚥下機能の状態の説明

並びに誤嚥予防のための食事内容及び摂食方法の指導を行うとともに、転院後又は退院後の

摂食機能療法を担う他の保険医療機関等の医師及びその他の職種に対して、患者の嚥下機能

の状態並びに患者又はその家族等への説明及び指導の内容について情報提供を行うこと。 

(７) 「注３」に掲げる摂食嚥下支援加算は、摂食機能及び嚥下機能の回復の支援に係る専門知

識を有した多職種により構成されたチーム（以下「摂食嚥下支援チーム」という。）の対応

によって摂食機能又は嚥下機能の回復が見込まれる患者に対して、多職種が共同して必要な

指導管理を行った場合に算定できる。 

(８) 「注３」に掲げる摂食嚥下支援加算は、アからウまでの要件をいずれも満たす場合に算定

する。 

ア 摂食嚥下支援チームによる対応を開始する際には、当該患者の診療を担う医師、看護師

等と共同の上、当該チームにより、内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影の結果に基づいて

摂食嚥下支援計画書を作成すること。なお、すでに摂食機能療法を実施中であり、当該計

画書が作成されている場合には、当該チームにより見直しを行うこととしても差し支えな

い。当該計画書について、その内容を患者又はその家族等に説明の上交付するとともに、

その写しを診療録等に添付すること。 

イ アを実施した患者について、月に１回以上、内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影を実施

すること。当該検査結果等を踏まえて、摂食嚥下支援チームにより、摂食嚥下支援計画書

等の見直しに係るカンファレンスを週に１回以上行うこと。当該カンファレンスには、当

該チームの構成員である医師、看護師、言語聴覚士、薬剤師及び管理栄養士が参加してい

ること。 

ウ 摂食嚥下支援チームは、カンファレンスの結果に基づき、摂食嚥下支援計画書の見直し、

嚥下調整食の見直し（嚥下機能の観点から適切と考えられる食事形態に見直すことや量の

調整を行うことを含む。）及び摂食方法の調整や口腔管理等の見直しを行い、患者又はそ

の家族等への指導管理を行うこと。カンファレンスの結果を踏まえて計画書等の見直しを

行った際には、見直しの要点を診療録等に記載、又は、計画書の写しを診療録等に添付す

ること。 

(９) 「注３」に掲げる摂食嚥下支援加算を算定する場合は、当該患者の摂食機能療法の効果や

進捗状況、内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影の結果及びカンファレンスの概要を診療録等

に記載又は添付すること。また、内視鏡下嚥下機能検査又は嚥下造影を実施した日付及びカ

ンファレンスを実施した日付を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ｈ００５ 視能訓練 

(１) 視能訓練は、両眼視機能に障害のある患者に対して、その両眼視機能回復のため矯正訓練

（斜視視能訓練、弱視視能訓練）を行った場合に算定できるものであり、１日につき１回の
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み算定する。 

(２) 斜視視能訓練と弱視視能訓練を同時に施行した場合は、主たるもののみで算定する。 

(３) 実施に当たって、医師は個々の患者の症状に対応した診療計画を作成し診療録に記載又は

添付すること。 

Ｈ００６ 難病患者リハビリテーション料 

(１) 難病患者リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして地方厚生(支）局長に届出を行った保険医療機関において、難病患者の社会生活機

能の回復を目的として難病患者リハビリテーションを行った場合に、実施される内容の種類

にかかわらず１日につき１回のみ算定する。 

(２) 難病患者リハビリテーション料の算定対象は、入院中の患者以外の難病患者であって、要

介護者（食事又はトイレに介助が必要な者）及び準要介護者（移動又は入浴に介助が必要な

者）であり、医師がリハビリテーションが必要であると認めるものであること。 

(３) 難病患者リハビリテーションは、個々の患者に応じたプログラムに従ってグループごとに

治療するものであるが、この実施に当たっては、患者の症状等に応じたプログラムの作成、

効果の判定等に万全を期すること。なお、実施時間は患者１人当たり１日につき６時間を標

準とする。 

(４) 難病患者リハビリテーション料を算定している患者に対して、同一日に行う他のリハビリ

テーションは所定点数に含まれるものとする。 

(５) 「注２」に規定する短期集中リハビリテーション実施加算は、退院後早期の個々の患者の

状態に対応した集中的なリハビリテーションの評価を行うものであり、退院日から起算して

１月以内に行われる場合は、１週につき概ね２回以上、１回当たり 40 分以上、退院日から

起算して１月を超え３月以内の期間に行われる場合は、１週につき概ね２回以上、1 回当た

り 20 分以上の個別リハビリテーションを含む難病患者リハビリテーションを行った場合に

算定する。なお、個別リハビリテーション実施の際には、他の患者に対して提供するリハビ

リテーションに支障のないよう配慮すること。 

(６) 治療の一環として治療上の目的を達するために食事を提供する場合にあっては、その費用

は所定点数に含まれる。 

Ｈ００７ 障害児（者）リハビリテーション料 

(１) 障害児（者）リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める障害児（者）リハビリ

テーション料の施設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険

医療機関である次に掲げるいずれかの施設で行った場合に算定する。 

ア 児童福祉法第 42 条第２号に規定する医療型障害児入所施設（主として肢体不自由のあ

る児童又は重症心身障害児（同法第７条第２項に規定する重症心身障害児をいう。）を入

所させるものに限る。） 

 イ 児童福祉法第６条の２に規定する指定医療機関 

ウ 当該保険医療機関においてリハビリテーションを実施している外来患者のうち、概ね８

割以上が特掲診療料の施設基準等別表第十の二に該当する患者（ただし加齢に伴って生ず

る心身の変化に起因する疾病の者を除く。）である保険医療機関 

(２) 障害児（者）リハビリテーション料は、(１)に掲げる施設の入所者、入院患者、通園者又

は通院患者のうち、以下の患者（医師がリハビリテーションが必要と認めた患者に限る。）
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に対して、個々の症例に応じてリハビリテーションを行った場合に算定する。 

ア 脳性麻痺の患者 

イ 胎生期若しくは乳幼児期に生じた脳又は脊髄の奇形及び障害の患者（脳形成不全、小頭

症、水頭症、奇形症候症、二分脊椎等の患者を含む。） 

ウ 顎・口腔の先天異常の患者 

エ 先天性の体幹四肢の奇形又は変形の患者（先天性切断、先天性多発性関節拘縮症等の患

者を含む。） 

オ 先天性神経代謝異常症、大脳白質変性症の患者 

カ 先天性又は進行性の神経筋疾患の患者（脊髄小脳変性症、シャルコーマリートゥース病、

進行性筋ジストロフィー症等の患者を含む。） 

キ 神経障害による麻痺及び後遺症の患者（低酸素性脳症、頭部外傷、溺水、脳炎・脳症・

髄膜炎、脊髄損傷、脳脊髄腫瘍、腕神経叢損傷・坐骨神経損傷等回復に長期間を要する神

経疾患等の患者を含む。） 

ク 言語障害、聴覚障害、認知障害を伴う自閉症等の発達障害の患者（広汎性発達障害、注

意欠陥多動性障害、学習障害等の患者を含む。） 

(３) 障害児（者）リハビリテーションの実施に当たっては、医師は定期的な運動機能検査等を

もとに、その効果判定を行い、リハビリテーション実施計画を作成する必要がある。なお、

障害児（者）リハビリテーションを実施するに当たっては、開始時及びその後３か月に１回

以上、患者又はその家族に対して実施計画の内容を説明し、その要点を診療録に記載又は添

付する。 

(４) 障害児（者）リハビリテーション料を算定する場合は、同一の保険医療機関において、区

分番号「Ｈ０００」心大血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患

等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区

分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテ

ーション料又は区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテーション料は別に算定できな

い。ただし、障害児（者）リハビリテーションについては、その特殊性を勘案し、疾患別リ

ハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテーション料を算定し

ている保険医療機関とは別の保険医療機関で算定することは可能である。 

Ｈ００７－２ がん患者リハビリテーション料 

(１) がん患者リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、が

んの種類や進行、がんに対して行う治療及びそれに伴って発生する副作用又は障害等につい

て十分な配慮を行った上で、がんやがんの治療により生じた疼痛、筋力低下、障害等に対し

て、二次的障害を予防し、運動器の低下や生活機能の低下予防・改善することを目的として

種々の運動療法、実用歩行訓練、日常生活活動訓練、物理療法、応用的動作能力、社会的適

応能力の回復等を組み合わせて個々の症例に応じて行った場合について算定する。なお、マ

ッサージや温熱療法などの物理療法のみを行った場合には第２章特掲診療料第９部処置の項

により算定する。 

(２) がん患者リハビリテーション料は、対象となる患者に対して、医師の指導監督の下、がん

患者リハビリテーションに関する適切な研修を修了した理学療法士、作業療法士又は言語聴
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覚士が個別に 20 分以上のリハビリテーションを行った場合を１単位として、１日につき６

単位に限り算定する。また、専任の医師が、直接訓練を実施した場合にあっても、理学療法

士、作業療法士又は言語聴覚士が実施した場合と同様に算定できる。 

(３) がん患者リハビリテーション料の対象となる患者は、入院中のがん患者であって、以下の

いずれかに該当する者をいい、医師が個別にがん患者リハビリテーションが必要であると認

める者である。 

ア 当該入院中にがんの治療のための手術、骨髄抑制を来しうる化学療法、放射線治療若し

くは造血幹細胞移植が行われる予定の患者又は行われた患者 

イ 在宅において緩和ケア主体で治療を行っている進行がん又は末期がんの患者であって、

症状増悪のため一時的に入院加療を行っており、在宅復帰を目的としたリハビリテーショ

ンが必要な患者 

(４) がん患者リハビリテーションを行う際には、定期的な医師の診察結果に基づき、医師、看

護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士等の多職種が共同してリハビリテ

ーション計画を作成し、区分番号「Ｈ００３－２」リハビリテーション総合計画評価料１を

算定していること。なお、がん患者リハビリテーションの開始時及びその後３か月に１回以

上、患者又はその家族等に対して当該がん患者リハビリテーションの実施計画の内容を説明

し、その要点を診療録等に記載する。なお、がんのリハビリテーションに従事する者は、積

極的にキャンサーボードに参加することが望ましい。 

(５) がん患者リハビリテーション料を算定している患者に対して、区分番号「Ｈ０００」心大

血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００２」運動器

リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料又は区分番号

「Ｈ００７」障害児（者）リハビリテーション料は別に算定できない。 

Ｈ００７－３ 認知症患者リハビリテーション料  

(１) 認知症患者リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合している

ものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、

重度認知症の患者（区分番号「Ａ３１４」認知症治療病棟入院料を算定する患者又は認知症

疾患医療センターに入院している患者に限る。）に対して、認知症の行動・心理症状の改善

及び認知機能や社会生活機能の回復を目的として、作業療法、学習訓練療法、運動療法等を

組み合わせて個々の症例に応じて行った場合について算定する。ここでいう重度認知症の患

者とは、「「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」の活用について」（平成 18 年４月

３日老発第 0403003 号。「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いに

ついて」（令和２年●月●日保医発●第●号）の別添６の別紙 12 及び別紙 13 参照）におけ

るランクＭに該当するものをいう。ただし、重度の意識障害のある者（ＪＣＳ（Japan Coma

 Scale）でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣＳ（Glasgow Coma Scale）で８点以下の状態にあ

る者）を除く。また、ここでいう認知症疾患医療センターとは、「認知症施策等総合支援事

業の実施について」（平成 26 年７月９日老発 0709 第３号老健局長通知（一部改正、平成●

年●月●日老発●第●号））に基づき、都道府県知事又は指定都市市長が指定した保険医療

機関であること。 

(２) 認知症患者リハビリテーション料は、対象となる患者に対して、認知症リハビリテーショ
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に対して、個々の症例に応じてリハビリテーションを行った場合に算定する。 

ア 脳性麻痺の患者 

イ 胎生期若しくは乳幼児期に生じた脳又は脊髄の奇形及び障害の患者（脳形成不全、小頭

症、水頭症、奇形症候症、二分脊椎等の患者を含む。） 

ウ 顎・口腔の先天異常の患者 

エ 先天性の体幹四肢の奇形又は変形の患者（先天性切断、先天性多発性関節拘縮症等の患

者を含む。） 

オ 先天性神経代謝異常症、大脳白質変性症の患者 

カ 先天性又は進行性の神経筋疾患の患者（脊髄小脳変性症、シャルコーマリートゥース病、

進行性筋ジストロフィー症等の患者を含む。） 

キ 神経障害による麻痺及び後遺症の患者（低酸素性脳症、頭部外傷、溺水、脳炎・脳症・

髄膜炎、脊髄損傷、脳脊髄腫瘍、腕神経叢損傷・坐骨神経損傷等回復に長期間を要する神

経疾患等の患者を含む。） 

ク 言語障害、聴覚障害、認知障害を伴う自閉症等の発達障害の患者（広汎性発達障害、注

意欠陥多動性障害、学習障害等の患者を含む。） 

(３) 障害児（者）リハビリテーションの実施に当たっては、医師は定期的な運動機能検査等を

もとに、その効果判定を行い、リハビリテーション実施計画を作成する必要がある。なお、

障害児（者）リハビリテーションを実施するに当たっては、開始時及びその後３か月に１回

以上、患者又はその家族に対して実施計画の内容を説明し、その要点を診療録に記載又は添

付する。 

(４) 障害児（者）リハビリテーション料を算定する場合は、同一の保険医療機関において、区

分番号「Ｈ０００」心大血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患

等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区

分番号「Ｈ００２」運動器リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテ

ーション料又は区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテーション料は別に算定できな

い。ただし、障害児（者）リハビリテーションについては、その特殊性を勘案し、疾患別リ

ハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビリテーション料を算定し

ている保険医療機関とは別の保険医療機関で算定することは可能である。 

Ｈ００７－２ がん患者リハビリテーション料 

(１) がん患者リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、が

んの種類や進行、がんに対して行う治療及びそれに伴って発生する副作用又は障害等につい

て十分な配慮を行った上で、がんやがんの治療により生じた疼痛、筋力低下、障害等に対し

て、二次的障害を予防し、運動器の低下や生活機能の低下予防・改善することを目的として

種々の運動療法、実用歩行訓練、日常生活活動訓練、物理療法、応用的動作能力、社会的適

応能力の回復等を組み合わせて個々の症例に応じて行った場合について算定する。なお、マ

ッサージや温熱療法などの物理療法のみを行った場合には第２章特掲診療料第９部処置の項

により算定する。 

(２) がん患者リハビリテーション料は、対象となる患者に対して、医師の指導監督の下、がん

患者リハビリテーションに関する適切な研修を修了した理学療法士、作業療法士又は言語聴
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覚士が個別に 20 分以上のリハビリテーションを行った場合を１単位として、１日につき６

単位に限り算定する。また、専任の医師が、直接訓練を実施した場合にあっても、理学療法

士、作業療法士又は言語聴覚士が実施した場合と同様に算定できる。 

(３) がん患者リハビリテーション料の対象となる患者は、入院中のがん患者であって、以下の

いずれかに該当する者をいい、医師が個別にがん患者リハビリテーションが必要であると認

める者である。 

ア 当該入院中にがんの治療のための手術、骨髄抑制を来しうる化学療法、放射線治療若し

くは造血幹細胞移植が行われる予定の患者又は行われた患者 

イ 在宅において緩和ケア主体で治療を行っている進行がん又は末期がんの患者であって、

症状増悪のため一時的に入院加療を行っており、在宅復帰を目的としたリハビリテーショ

ンが必要な患者 

(４) がん患者リハビリテーションを行う際には、定期的な医師の診察結果に基づき、医師、看

護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士等の多職種が共同してリハビリテ

ーション計画を作成し、区分番号「Ｈ００３－２」リハビリテーション総合計画評価料１を

算定していること。なお、がん患者リハビリテーションの開始時及びその後３か月に１回以

上、患者又はその家族等に対して当該がん患者リハビリテーションの実施計画の内容を説明

し、その要点を診療録等に記載する。なお、がんのリハビリテーションに従事する者は、積

極的にキャンサーボードに参加することが望ましい。 

(５) がん患者リハビリテーション料を算定している患者に対して、区分番号「Ｈ０００」心大

血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００２」運動器

リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料又は区分番号

「Ｈ００７」障害児（者）リハビリテーション料は別に算定できない。 

Ｈ００７－３ 認知症患者リハビリテーション料  

(１) 認知症患者リハビリテーション料は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合している

ものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関において算定するものであり、

重度認知症の患者（区分番号「Ａ３１４」認知症治療病棟入院料を算定する患者又は認知症

疾患医療センターに入院している患者に限る。）に対して、認知症の行動・心理症状の改善

及び認知機能や社会生活機能の回復を目的として、作業療法、学習訓練療法、運動療法等を

組み合わせて個々の症例に応じて行った場合について算定する。ここでいう重度認知症の患

者とは、「「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」の活用について」（平成 18 年４月

３日老発第 0403003 号。「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いに

ついて」（令和２年●月●日保医発●第●号）の別添６の別紙 12 及び別紙 13 参照）におけ

るランクＭに該当するものをいう。ただし、重度の意識障害のある者（ＪＣＳ（Japan Coma

 Scale）でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣＳ（Glasgow Coma Scale）で８点以下の状態にあ

る者）を除く。また、ここでいう認知症疾患医療センターとは、「認知症施策等総合支援事

業の実施について」（平成 26 年７月９日老発 0709 第３号老健局長通知（一部改正、平成●

年●月●日老発●第●号））に基づき、都道府県知事又は指定都市市長が指定した保険医療

機関であること。 

(２) 認知症患者リハビリテーション料は、対象となる患者に対して、認知症リハビリテーショ
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ンに関して、十分な経験を有する医師の指導監督の下、理学療法士、作業療法士又は言語聴

覚士が個別に 20 分以上のリハビリテーションを行った場合に算定する。また、専任の医師

が、直接訓練を実施した場合にあっても、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が実施し

た場合と同様に算定できる。 

(３) 認知症患者リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が１

人の患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学療

法士、作業療法士又は言語聴覚士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションを実施する患者数は、従事者１人につき１日 18人を上限と

する。ただし、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士の労働時間が適切なものになるよう

配慮すること。 

(４) 認知症患者リハビリテーションを行う際には、定期的な医師の診察結果に基づき、医師、

看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士等の多職種が共同してリハビリ

テーション計画を作成し、区分番号「Ｈ００３－２」リハビリテーション総合計画評価料１

を算定していること。 

(５) 認知症患者リハビリテーションを算定している患者について、区分番号「Ｈ０００」心大

血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００２」運動器

リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料、区分番号「Ｈ

００７」障害児（者）リハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビ

リテーション料は別に算定できない。 

Ｈ００７－４ リンパ浮腫複合的治療料 

(１) リンパ浮腫複合的治療料は、鼠径部、骨盤部若しくは腋窩部のリンパ節郭清を伴う悪性腫

瘍に対する手術を行った患者又は原発性リンパ浮腫と診断された患者であって、国際リンパ

学会による病期分類Ⅰ期以降のものに対し、複合的治療を実施した場合に算定する。なお、

この場合において、病期分類Ⅱ期以降の患者が「１」の「重症の場合」の対象患者となる。 

(２) リンパ浮腫複合的治療料は、専任の医師が直接行うもの又は専任の医師の指導監督の下、

専任の看護師、理学療法士若しくは作業療法士が行うものについて算定する。あん摩マッサ

ージ指圧師（当該保険医療機関に勤務する者であって、あん摩マッサージ指圧師の資格を取

得後、２年以上業務に従事（うち６月以上は当該保険医療機関において従事）し、施設基準

に定める適切な研修を修了したものに限る。）が行う場合は、専任の医師、看護師、理学療

法士又は作業療法士が事前に指示し、かつ事後に報告を受ける場合に限り算定できる。いず

れの場合も、患者１名に対し従事者１名以上の割合で実施する。 

(３) リンパ浮腫複合的治療料は、弾性着衣又は弾性包帯による圧迫、圧迫下の運動、用手的リ

ンパドレナージ、患肢のスキンケア及び体重管理等のセルフケア指導等を適切に組み合わせ、

「１」の「重症の場合」は１回 40 分以上、「２」の「１以外の場合」は１回 20 分以上行っ

た場合に算定する。なお、一連の治療において、患肢のスキンケア、体重管理等のセルフケ

ア指導は必ず行うこと。また、重症の場合は、毎回の治療において弾性着衣又は弾性包帯に

よる圧迫を行うこと（圧迫を行わない医学的理由がある場合を除く。）。 

(４) 当該保険医療機関において、直近１年間にリンパ浮腫指導管理料を 50 回以上算定してい

ない場合は、リンパ浮腫の診断等に係る連携先として届け出た保険医療機関（直近１年間に
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リンパ浮腫指導管理料を 50 回以上算定しているものに限る。）においてリンパ浮腫と診断

され、リンパ浮腫の複合的治療を依頼する旨とともに紹介されたもの（区分番号「Ｂ００９」

診療情報提供料（Ⅰ）を算定するものに限る。）についてのみ算定できる。 

Ｈ００８ 集団コミュニケーション療法料 

（１） 集団コミュニケーション療法料は、別に厚生労働大臣が定める区分番号「Ｈ００１」脳

血管疾患等リハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７」障害児（者）リハビリテーショ

ン料の施設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関

であって、当該施設において医師又は医師の指導監督の下で言語聴覚士が複数の患者に対し

て訓練を行った場合に算定できる。 

(２) 集団コミュニケーション療法料の算定対象となるのは、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患

等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料又は

区分番号「Ｈ００７」障害児（者）リハビリテーション料を算定する患者のうち、１人の言

語聴覚士が複数の患者に対して訓練を行うことができる程度の症状の患者であって、特に集

団で行う言語聴覚療法である集団コミュニケーション療法が有効であると期待できる患者で

ある。 

(３) 集団コミュニケーション療法の実施単位数は言語聴覚士１人当たり１日のべ 54 単位を限

度とする。また、集団コミュニケーション療法と脳血管疾患等リハビリテーション、廃用症

候群リハビリテーション又は障害児（者）リハビリテーションを併せて行っている従事者に

ついては、実施するリハビリテーションの単位数が、集団コミュニケーション療法３単位を

疾患別リハビリテーション１単位とみなした上で、１日に概ね 18 単位、週に 108 単位を超

えないものとする。 

(４) 集団コミュニケーション療法の実施に当たっては、医師は定期的な言語聴覚機能能力に係

る検査をもとに効果判定を行い、集団コミュニケーション療法の実施計画を作成する必要が

ある。なお、集団コミュニケーション療法を実施する場合は開始時及びその後３か月に１回

以上、患者又はその家族に対して当該集団コミュニケーション療法の実施計画の内容を説明

し、その要点を診療録に記載又は添付する。 
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ンに関して、十分な経験を有する医師の指導監督の下、理学療法士、作業療法士又は言語聴

覚士が個別に 20 分以上のリハビリテーションを行った場合に算定する。また、専任の医師

が、直接訓練を実施した場合にあっても、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が実施し

た場合と同様に算定できる。 

(３) 認知症患者リハビリテーション料を算定すべきリハビリテーションは、１人の従事者が１

人の患者に対して重点的に個別的訓練を行う必要があると認められる場合であって、理学療

法士、作業療法士又は言語聴覚士と患者が１対１で行うものとする。 

なお、当該リハビリテーションを実施する患者数は、従事者１人につき１日 18人を上限と

する。ただし、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士の労働時間が適切なものになるよう

配慮すること。 

(４) 認知症患者リハビリテーションを行う際には、定期的な医師の診察結果に基づき、医師、

看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士等の多職種が共同してリハビリ

テーション計画を作成し、区分番号「Ｈ００３－２」リハビリテーション総合計画評価料１

を算定していること。 

(５) 認知症患者リハビリテーションを算定している患者について、区分番号「Ｈ０００」心大

血管疾患リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患等リハビリテーション料、

区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００２」運動器

リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００３」呼吸器リハビリテーション料、区分番号「Ｈ

００７」障害児（者）リハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７－２」がん患者リハビ

リテーション料は別に算定できない。 

Ｈ００７－４ リンパ浮腫複合的治療料 

(１) リンパ浮腫複合的治療料は、鼠径部、骨盤部若しくは腋窩部のリンパ節郭清を伴う悪性腫

瘍に対する手術を行った患者又は原発性リンパ浮腫と診断された患者であって、国際リンパ

学会による病期分類Ⅰ期以降のものに対し、複合的治療を実施した場合に算定する。なお、

この場合において、病期分類Ⅱ期以降の患者が「１」の「重症の場合」の対象患者となる。 

(２) リンパ浮腫複合的治療料は、専任の医師が直接行うもの又は専任の医師の指導監督の下、

専任の看護師、理学療法士若しくは作業療法士が行うものについて算定する。あん摩マッサ

ージ指圧師（当該保険医療機関に勤務する者であって、あん摩マッサージ指圧師の資格を取

得後、２年以上業務に従事（うち６月以上は当該保険医療機関において従事）し、施設基準

に定める適切な研修を修了したものに限る。）が行う場合は、専任の医師、看護師、理学療

法士又は作業療法士が事前に指示し、かつ事後に報告を受ける場合に限り算定できる。いず

れの場合も、患者１名に対し従事者１名以上の割合で実施する。 

(３) リンパ浮腫複合的治療料は、弾性着衣又は弾性包帯による圧迫、圧迫下の運動、用手的リ

ンパドレナージ、患肢のスキンケア及び体重管理等のセルフケア指導等を適切に組み合わせ、

「１」の「重症の場合」は１回 40 分以上、「２」の「１以外の場合」は１回 20 分以上行っ

た場合に算定する。なお、一連の治療において、患肢のスキンケア、体重管理等のセルフケ

ア指導は必ず行うこと。また、重症の場合は、毎回の治療において弾性着衣又は弾性包帯に

よる圧迫を行うこと（圧迫を行わない医学的理由がある場合を除く。）。 

(４) 当該保険医療機関において、直近１年間にリンパ浮腫指導管理料を 50 回以上算定してい

ない場合は、リンパ浮腫の診断等に係る連携先として届け出た保険医療機関（直近１年間に
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リンパ浮腫指導管理料を 50 回以上算定しているものに限る。）においてリンパ浮腫と診断

され、リンパ浮腫の複合的治療を依頼する旨とともに紹介されたもの（区分番号「Ｂ００９」

診療情報提供料（Ⅰ）を算定するものに限る。）についてのみ算定できる。 

Ｈ００８ 集団コミュニケーション療法料 

（１） 集団コミュニケーション療法料は、別に厚生労働大臣が定める区分番号「Ｈ００１」脳

血管疾患等リハビリテーション料又は区分番号「Ｈ００７」障害児（者）リハビリテーショ

ン料の施設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局長に届出を行った保険医療機関

であって、当該施設において医師又は医師の指導監督の下で言語聴覚士が複数の患者に対し

て訓練を行った場合に算定できる。 

(２) 集団コミュニケーション療法料の算定対象となるのは、区分番号「Ｈ００１」脳血管疾患

等リハビリテーション料、区分番号「Ｈ００１－２」廃用症候群リハビリテーション料又は

区分番号「Ｈ００７」障害児（者）リハビリテーション料を算定する患者のうち、１人の言

語聴覚士が複数の患者に対して訓練を行うことができる程度の症状の患者であって、特に集

団で行う言語聴覚療法である集団コミュニケーション療法が有効であると期待できる患者で

ある。 

(３) 集団コミュニケーション療法の実施単位数は言語聴覚士１人当たり１日のべ 54 単位を限

度とする。また、集団コミュニケーション療法と脳血管疾患等リハビリテーション、廃用症

候群リハビリテーション又は障害児（者）リハビリテーションを併せて行っている従事者に

ついては、実施するリハビリテーションの単位数が、集団コミュニケーション療法３単位を

疾患別リハビリテーション１単位とみなした上で、１日に概ね 18 単位、週に 108 単位を超

えないものとする。 

(４) 集団コミュニケーション療法の実施に当たっては、医師は定期的な言語聴覚機能能力に係

る検査をもとに効果判定を行い、集団コミュニケーション療法の実施計画を作成する必要が

ある。なお、集団コミュニケーション療法を実施する場合は開始時及びその後３か月に１回

以上、患者又はその家族に対して当該集団コミュニケーション療法の実施計画の内容を説明

し、その要点を診療録に記載又は添付する。 
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者
で

あ
っ

て
、

都
道

府
県

等
が

作
成

す
る

退
院

後
に

必
要

な
支

援
内

容
等

を
記

載
し

た
計

画
に

基
づ

く
支

援
期

間
に

あ
る

も
の

に
対

し
て

、
当

該
計

画
に

お
い

て
療

養
を

担
当

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

の
精

神
科

の
医

師
が

行
っ

た
場

合
6
6
0
点

ロ
区

分
番

号
Ａ

０
０

０
に

掲
げ

る
初

診
料

を
算

定
す

る
初

診
の

日
に

お
い

て
、
6
0
分

以
上

行
っ

た
場

合
6
0
0
点

ハ
イ

及
び

ロ
以

外
の

場
合

6
0
分

以
上

の
場

合
5
4
0
点

(1
)

3
0
分

以
上
6
0
分

未
満

の
場

合
4
0
0
点

(2
)

3
0
分

未
満

の
場

合
3
3
0
点

(3
)

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
、

退
院

後
４

週
間

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

に

あ
っ

て
は

１
と

２
を

合
わ

せ
て

週
２

回
、

そ
の

他
の

場
合

に
あ

っ
て

は
１

と
２

を
合

わ
せ

て
週

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

区
分

番
号

Ｂ
０

０
０

に
掲

げ
る

特
定

疾
患

療
養

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

は
算

定
し

な
い

。

２
通

院
・

在
宅

精
神

療
法

は
、

診
療

に
要

し
た

時
間

が
５

分
を

超
え

た
と

き
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
区

分
番

号
Ａ

０
０

０
に

掲
げ

る
初

診
料

を
算

定
す

る
初

診
の

日
に

お
い

て
通

院
・

在
宅

精
神

療
法

を
行

っ
た

場
合

は
、

診
療

に
要

し
た

時
間

が
3
0
分

を
超

え
た

と
き

に
限

り
算

定

す
る

。

３
2
0
歳

未
満

の
患

者
に

対
し

て
通

院
・

在
宅

精
神

療
法

を
行

っ
た

場
合

（
当

該
保

険
医

療
機

関

の
精

神
科

を
最

初
に

受
診

し
た

日
か

ら
１

年
以

内
の

期
間

に
行

っ
た

場
合

に
限

る
。

）
は

、

3
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
注

４
に

規
定

す
る

加
算

を
算

定
し

た
場

合
は

、

算
定

し
な

い
。

４
特

定
機

能
病

院
若

し
く

は
区

分
番

号
Ａ

３
１

１
－

４
に

掲
げ

る
児

童
・

思
春

期
精

神
科

入
院

医
療

管
理

料
に

係
る

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

又
は

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

通
院

・
在

宅
精

神
療

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
児

童
思

春
期

精
神

科
専

門
管

理
加

算
と

し
て

、
次

に
掲

げ
る

区
分

に
従

い
、

い
ず

れ
か

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
ロ

に
つ

い
て

は
、

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

イ
1
6
歳

未
満

の
患

者
に

通
院

・
在

宅
精

神
療

法
を

行
っ

た
場

合
（

当
該

保
険
医

療
機

関
の

精

神
科

を
最

初
に

受
診

し
た

日
か

ら
２

年
以

内
の

期
間

に
行

っ
た

場
合

に
限

る
。

）
5
0
0
点

ロ
2
0
歳

未
満

の
患

者
に
6
0
分

以
上

の
通

院
・

在
宅

精
神

療
法

を
行

っ
た

場
合

（
当

該
保

険
医

療
機

関
の

精
神

科
を

最
初

に
受

診
し

た
日

か
ら

３
月

以
内

の
期

間
に

行
っ

た
場

合
に

限
る

。

）
1
,
2
0
0
点

５
１

の
ハ

の
並

び
に

２
の

ハ
の

及
び

に
つ

い
て

は
、

抗
精

神
病

薬
を

服
用

し
て

い
る

(1
)

(1
)

(2
)

患
者

に
つ

い
て

、
客

観
的

な
指

標
に

よ
る

当
該

薬
剤

の
副

作
用

の
評

価
を

行
っ

た
場

合
は

、
特

定
薬

剤
副

作
用

評
価

加
算

と
し

て
、

月
１

回
に

限
り
2
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
区

分
番

号
Ｉ

０
０

２
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

継
続

外
来

支
援

・
指

導
料

の
注

４
に

規
定

す
る

加
算

を
算

定
す

る
月

は
、

算
定

し
な

い
。

６
当

該
患

者
に

対
し

て
、

１
回

の
処

方
に

お
い

て
、

３
種

類
以

上
の

抗
う

つ
薬

又
は

３
種

類
以

上
の

抗
精

神
病

薬
を

投
与

し
た

場
合

で
あ

っ
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
要

件
を

満
た

さ
な

い
場

合
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

７
１

の
イ

を
算

定
す

る
患

者
に

対
し

、
医

師
の

指
示

を
受

け
た

看
護

師
、

准
看

護
師

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
が

、
月

に
１

回
以

上
、

療
養

の
状

況
等

を
踏

ま
え

、
治

療
及

び
社

会
生

活
等

に
係

る
助

言
又

は
指

導
を

継
続

し
て

行
っ

た
場

合
に

、
措

置
入

院
後

継
続

支
援

加
算

と
し

て
、

３
月

に
１

回
に

限
り
2
7
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

８
１

を
算

定
す

る
患

者
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
け

る
直

近
の

入
院

に
お

い
て

、
区

分
番

号
Ｂ

０
１

５
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

時
共

同
指

導
料

１
を

算
定

し
た

患
者

に
対

し
て

、
精

神
科

を
担

当
す

る
医

師
の

指
示

の
下

、
保

健
師

、
看

護
師

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
が

、
療

養
生

活
環

境
を

整
備

す
る

た
め

の
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

第
８

部
精

神
科

専
門

療
法

通
則 １

精
神

科
専

門
療

法
の

費
用

は
、

第
１

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

精
神

科
専

門

療
法

に
当

た
っ

て
薬

剤
を

使
用

し
た

と
き

は
、

第
１

節
及

び
第

２
節

の
各

区
分

の
所

定
点

数
を

合
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
精

神
科

専
門

療
法

料
は

、
特

に
規

定
す

る
場

合
を

除
き

、
精

神
科

を
標

榜
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
算

ぼ
う

定
す

る
。

第
１

節
精

神
科

専
門

療
法

料

区
分

Ｉ
０

０
０

精
神

科
電

気
痙

攣
療

法
け

い
れ

ん

１
マ

ス
ク

又
は

気
管

内
挿

管
に

よ
る

閉
鎖

循
環

式
全

身
麻

酔
を

行
っ

た
場

合
2
,
8
0
0
点

２
１

以
外

の
場

合
1
5
0
点

注
１

１
日

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
１

に
つ

い
て

は
、

第
1
1
部

に
規

定
す

る
麻

酔
に

要
す

る
費

用
（

薬
剤

料
及

び
特

定
保

険
医

療

材
料

料
を

除
く

。
）

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

３
１

に
つ

い
て

は
、

麻
酔

に
従

事
す

る
医

師
（

麻
酔

科
に

つ
き

医
療

法
第

６
条

の
６

第
１

項
に

規
定

す
る

厚
生

労
働

大
臣

の
許

可
を

受
け

た
者

に
限

る
。

）
が

麻
酔

を
行

っ
た

場
合

は
、
9
0
0

点
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｉ
０

０
０

－
２

経
頭

蓋
磁

気
刺

激
療

法
1
,
2
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
薬

物
治

療
で

十
分

な
効

果
が

認
め

ら
れ

な
い

成
人

の
う

つ

病
患

者
に

対
し

て
、

経
頭

蓋
治

療
用

磁
気

刺
激

装
置

に
よ

る
治

療
を

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

す

る
。

Ｉ
０

０
１

入
院

精
神

療
法

（
１

回
に

つ
き

）

１
入

院
精

神
療

法
4
0
0
点

(Ⅰ
)

(Ⅱ
)

２
入

院
精

神
療

法

イ
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
６

月
以

内
の

期
間

に
行

っ
た

場
合

1
5
0
点

ロ
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
６

月
を

超
え

た
期

間
に

行
っ

た
場

合
8
0
点

注
１

１
に

つ
い

て
は

、
入

院
中

の
患

者
に

つ
い

て
、

精
神

保
健

指
定

医
が
3
0
分

以
上

入
院

精
神

療

法
を

行
っ

た
場

合
に

、
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
３

月
を

限
度

と
し

て
週

３
回

に
限

り
算

定
す

る
。

２
２

に
つ

い
て

は
、

入
院

中
の

患
者

に
つ

い
て

、
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
４

週
間

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

は
週

２
回

を
、

入
院

の
日

か
ら

起
算

し
て

４
週

間
を

超
え

る
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

は
週

１
回

を
そ

れ
ぞ

れ
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
重

度
の

精
神
障

害
者

で

あ
る

患
者

に
対

し
て

精
神

保
健

指
定

医
が

必
要

と
認

め
て

行
わ

れ
る

場
合

は
、

入
院

期
間

に
か

か
わ

ら
ず

週
２

回
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｉ
０

０
２

通
院

・
在

宅
精

神
療

法
（

１
回

に
つ

き
）

１
通

院
精

神
療

法

イ
精

神
保

健
福

祉
法

第
2
9
条

又
は

第
2
9
条

の
２

の
規

定
に

よ
る

入
院

措
置

を
経

て
退

院
し

た
患

者
で

あ
っ

て
、

都
道

府
県

等
が

作
成

す
る

退
院

後
に

必
要

な
支

援
内

容
等

を
記

載
し

た
計

画
に

基
づ

く
支

援
期

間
に

あ
る

も
の

に
対

し
て

、
当

該
計

画
に

お
い

て
療

養
を

担
当

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

の
精

神
科

の
医

師
が

行
っ

た
場

合
6
6
0
点

ロ
区

分
番

号
Ａ

０
０

０
に

掲
げ

る
初

診
料

を
算

定
す

る
初

診
の

日
に

お
い

て
、
6
0
分

以
上

行
っ

た
場

合
5
4
0
点

ハ
イ

及
び

ロ
以

外
の

場
合

3
0
分

以
上

の
場

合
4
0
0
点

(1
)

3
0
分

未
満

の
場

合
3
3
0
点

(2
)

２
在

宅
精

神
療

法

イ
精

神
保

健
福

祉
法

第
2
9
条

又
は

第
2
9
条

の
２

の
規

定
に

よ
る

入
院

措
置

を
経

て
退

院
し

た
患

（ ）（ ） 475474
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Ｉ
０

０
４

心
身

医
学

療
法

（
１

回
に

つ
き

）

１
入

院
中

の
患

者
1
5
0
点

２
入

院
中

の
患

者
以

外

イ
初

診
時

1
1
0
点

ロ
再

診
時

8
0
点

注
１

精
神

科
を

標
榜

す
る

保
険

医
療

機
関

以
外

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
も

算
定

で
き

る
も

の
ぼ

う

と
す

る
。

２
区

分
番

号
Ａ

０
０

０
に

掲
げ

る
初

診
料

を
算

定
す

る
初

診
の

日
に

お
い

て
心

身
医

学
療

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
診

療
に

要
し

た
時

間
が
3
0
分

を
超

え
た

と
き

に
限

り
算

定
す

る
。

３
入

院
中

の
患

者
に

つ
い

て
は

、
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
４

週
間

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
週

２
回

、
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
４

週
間

を
超

え
る

期
間

に
行

わ
れ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

週
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

４
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

は
、

初
診

日
か

ら
起

算
し

て
４

週
間

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
週

２
回

、
初

診
日

か
ら

起
算

し
て

４
週

間
を

超
え

る
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
週

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

５
2
0
歳

未
満

の
患

者
に

対
し

て
心

身
医

学
療

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の

1
0
0
分

の
2
0
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｉ
０

０
５

入
院

集
団

精
神

療
法

（
１

日
に

つ
き

）
1
0
0
点

注
１

入
院

中
の

患
者

に
つ

い
て

、
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
６

月
を

限
度

と
し

て
週

２
回

に
限

り

算
定

す
る

。

２
入

院
集

団
精

神
療

法
と

同
一

日
に

行
う

他
の

精
神

科
専

門
療

法
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｉ
０

０
６

通
院

集
団

精
神

療
法

（
１

日
に

つ
き

）
2
7
0
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
、

６
月

を
限

度
と

し
て

週
２

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
通

院
集

団
精

神
療

法
と

同
一

日
に

行
う

他
の

精
神

科
専

門
療

法
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｉ
０

０
６

－
２

依
存

症
集

団
療

法
（

１
回

に
つ

き
）

１
薬

物
依

存
症

の
場

合
3
4
0
点

２
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
の

場
合

3
0
0
点

注
１

１
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
薬

物
依

存
症

の
患

者
で

あ
っ

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
も

の
に

対
し

て
、

集
団

療
法

を
実

施
し

た
場

合
に

、
治

療
開

始
日

か
ら

起
算

し
て

６
月

を
限

度
と

し
て

、
週

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

精
神
科

の
医

師
が

特

に
必

要
性

を
認

め
、

治
療

開
始

日
か

ら
起

算
し

て
６

月
を

超
え

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

治
療

開
始

日
か

ら
起

算
し

て
２

年
を

限
度

と
し

て
、

更
に

週
１

回
か

つ
計
2
4
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。

２
２

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
の

患
者

で
あ

っ
て

、
入

院
中

の
患

者
以

外
の

も
の

に
対

し
て

、
集

団
療

法
を

実
施

し
た

場
合

に
、

治
療

開
始

日
か

ら
起

算
し

て
３

月
を

限
度

と
し

て
、

２
週

間
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

３
依

存
症

集
団

療
法

と
同

一
日

に
行

う
他

の
精

神
科

専
門

療
法

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｉ
０

０
７

精
神

科
作

業
療

法
（

１
日

に
つ

き
）

2
2
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｉ
０

０
８

入
院

生
活

技
能

訓
練

療
法

１
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
６

月
以

内
の

期
間

に
行

っ
た

場
合

1
0
0
点

２
入

院
の

日
か

ら
起

算
し

て
６

月
を
超

え
た

期
間

に
行

っ
た

場
合

7
5
点

注
１

入
院

中
の

患
者

に
つ

い
て

、
週

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

、
療

養
生

活
環

境
整

備
指

導
加

算
と

し
て

、
初

回
算

定
日

の
属

す
る

月
か

ら
起

算
し

て
１

年
を

限
度

と
し

て
、

月
１

回
に

限
り
2
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｉ
０

０
２

－
２

精
神

科
継

続
外

来
支

援
・

指
導

料
（

１
日

に
つ

き
）

5
5
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
、

精
神

科
を

担
当

す
る

医
師

が
、

患
者

又
は

そ
の

家

族
等

に
対

し
て

、
病

状
、

服
薬

状
況

及
び

副
作

用
の

有
無

等
の

確
認

を
主

と
し

た
支

援
を

行
っ

た
場

合
に

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
日

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
当

該
患

者
に

対
し

て
、

１
回

の
処

方
に

お
い

て
、

３
種

類
以

上
の

抗
不

安
薬

、
３

種
類

以
上

の
睡

眠
薬

、
３

種
類

以
上

の
抗

う
つ

薬
又

は
３

種
類

以
上

の
抗

精
神

病
薬

を
投

与
し

た
場

合
（

臨
時

の
投

薬
等

の
も

の
及

び
３

種
類

の
抗

う
つ

薬
又

は
３

種
類

の
抗

精
神

病
薬

を
患

者
の

病
状

等
に

よ
り

や
む

を
得

ず
投

与
す

る
も

の
を

除
く

。
）

に
は

、
算

定
し

な
い

。

３
医

師
に

よ
る

支
援

と
併

せ
て

、
精

神
科

を
担

当
す

る
医

師
の

指
示

の
下

、
保

健
師

、
看

護
師

、
作

業
療

法
士

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
が

、
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

に
対

し
て

、
療

養
生

活
環

境
を

整
備

す
る

た
め

の
支

援
を

行
っ

た
場

合
は

、
4
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
抗

精
神

病
薬

を
服

用
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
、

客
観

的
な

指
標

に
よ

る
当

該
薬

剤
の

副
作

用
の

評
価

を
行

っ
た

場
合

は
、

特
定

薬
剤

副
作

用
評

価
加

算
と

し
て

、
月

１
回

に
限

り
2
5
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

区
分

番
号

Ｉ
０

０
２

に
掲

げ
る

通
院

・
在

宅
精

神
療

法
の

注
５

に
規

定
す

る
加

算
を

算
定

す
る

月
は

、
算

定
し

な
い

。

５
当

該
患

者
に

対
し

て
、

１
回

の
処

方
に

お
い

て
、

３
種

類
以

上
の

抗
う

つ
薬

又
は

３
種

類
以

上
の

抗
精

神
病

薬
を

投
与

し
た

場
合

（
注

２
に

規
定

す
る

場
合

を
除

く
。

）
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

要
件

を
満

た
さ

な
い

場
合

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

６
他

の
精

神
科

専
門

療
法

と
同

一
日

に
行

う
精

神
科

継
続

外
来

支
援

・
指

導
に

係
る

費
用

は
、

他
の

精
神

科
専

門
療

法
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｉ
０

０
２

－
３

救
急

患
者

精
神

科
継

続
支

援
料

１
入

院
中

の
患

者
4
3
5
点

２
入

院
中

の
患

者
以

外
1
3
5
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

精
神

疾
患

を
有

す
る

患
者

で
あ

っ
て

、
自

殺
企

図
等

に
よ

り
入

院
し

た
も

の
に

対
し

、
生

活
上

の
課

題
又

は
精

神
疾

患
の

治
療

継
続

上
の

課
題

を
確

認
し

、
助

言
又

は
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

２
入

院
中

の
患

者
に

つ
い

て
は

、
入

院
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

６
月

以
内

の
期

間
に

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

３
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

は
、

退
院

後
、

電
話

等
で

継
続

的
な

指
導

等
を

行
っ

た
場

合
に

、
退

院
後

６
月

を
限

度
と

し
て

、
計

６
回

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｉ
０

０
３

標
準

型
精

神
分

析
療

法
（

１
回

に
つ

き
）

3
9
0
点

注
診

療
に

要
し

た
時

間
が
4
5
分

を
超

え
た

と
き

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｉ
０

０
３

－
２

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
（

１
日

に
つ

き
）

１
医

師
に

よ
る

場
合

4
8
0
点

２
医

師
及

び
看

護
師

が
共

同
し

て
行

う
場

合
3
5
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
、

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
に

習
熟

し
た

医
師

が
、

一
連

の
治

療
に

関
す

る
計

画
を

作
成

し
、

患
者

に
説

明
を

行
っ

た
上

で
、

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
を

行
っ

た
場

合
に

、
一

連
の

治
療

に
つ

い
て

1
6
回

に
限

り
算

定
す

る
。

２
精

神
科

を
標

榜
す

る
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

も
算

定
で

き
る

も
の

ぼ
う

と
す

る
。

３
診

療
に

要
し

た
時

間
が
3
0
分

を
超

え
た

と
き

に
限

り
算

定
す

る
。

４
認

知
療

法
・

認
知

行
動

療
法

と
同

一
日

に
行

う
他

の
精

神
科

専
門

療
法

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
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す
る

患
者

を
除

き
、

当
該

日
に

お
け

る
点

数
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

５
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

早
期

加
算

と
し

て
、
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

で
あ

っ
て

、
退

院
を

予
定

し
て

い
る

も
の

（
区

分
番

号
Ｉ

０
１

１
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

指
導

料
を

算
定

し
た

も
の

に
限

る
。

）
に

対
し

て
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
入

院
中

１
回

に
限

り
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
す

る
。

７
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
を

算
定

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

Ｉ
０

０
８

－
２

に
掲

げ
る

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、
区

分
番

号
Ｉ

０
１

０
に

掲
げ

る
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

、
区

分
番

号
Ｉ

０
１

０
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
及

び
区

分
番

号
Ｉ

０
１

５
に

掲
げ

る
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア
料

は
算

定
し

な
い

。

Ｉ
０

１
０

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
（

１
日

に
つ

き
）

5
4
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

算
定

す
る

。

２
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

を
超

え
る

期
間

に
行

わ
れ

る
場

合
に

は
、

週
５

日
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

週
３

日
を

超
え

て
算

定
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
の

意
向

を
踏

ま
え

、
必

要
性

が
特

に
認

め
ら

れ
る

場
合

に
限

る
。

３
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
年

を
超

え
る

期
間

に
行

わ
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

週
３

日
を

超
え

て
算

定
す

る
場

合
に

は
、

長
期

の
入

院
歴

を
有

す
る

患
者

を
除

き
、

当
該

日
に

お
け

る
点

数
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

４
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ
ア

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
、

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
又

は
精

神
科

デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

早
期

加
算

と
し

て
、
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

を
算

定
し

た
場

合
は

、
区

分
番

号
Ｉ

０
０

８
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

区
分

番
号

Ｉ
０

０
９

に
掲

げ
る

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
区

分
番

号
Ｉ

０
１

０
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
及

び
区

分
番

号
Ｉ

０
１

５
に

掲
げ

る
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア
料

は
算

定
し

な
い

。

Ｉ
０

１
０

－
２

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

（
１

日
に

つ
き

）
1
,
0
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

算
定

す
る

。

２
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

を
超

え
る

期
間

に
行

わ
れ

る
場

合
に

は
、

週
５
日

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
週

３
日

を
超

え
て

算

定
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
の

意
向

を
踏

ま
え

、
必

要
性

が
特

に
認

め
ら

れ
る

場
合

に
限

る
。

３
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
年

を
超

え
る

期
間

に
行

わ
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

週
３

日
を

超
え

て
算

定
す

る
場

合
に

は
、

長
期

の
入

院
歴

を
有

す
る

患
者

を
除

き
、

当
該

日
に

お
け

る
点

数
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
9
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

４
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

早
期

加
算

と
し

て
、
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
入

院
生

活
技

能
訓

練
療

法
と

同
一

日
に

行
う

他
の

精
神

科
専

門
療

法
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｉ
０

０
８

－
２

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

（
１

日
に

つ
き

）

１
小

規
模

な
も

の
2
7
5
点

２
大

規
模

な
も

の
3
3
0
点

注
１

１
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
算

定
す

る
。

２
２

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
疾

患
等

に
応

じ
た

診
療

計
画

を
作

成
し

て
行

わ
れ

る
場

合
に

算
定

す
る

。

３
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

を
超

え
る

期
間

に
行

わ
れ

る
場

合
に

は
、

週
５

日
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

週
３

日
を

超
え

て
算

定
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
の

意
向

を
踏

ま
え

、
必

要
性

が
特

に
認

め
ら

れ
る

場
合

に
限

る
。

４
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

早
期

加
算

と
し

て
、
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

５
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

で
あ

っ
て

、
退

院
を

予
定

し
て

い
る

も
の

（
区

分
番

号
Ｉ

０
１

１
に

掲
げ

る
精

神
科

退
院

指
導

料
を

算
定

し
た

も
の

に
限

る
。

）
に

対
し

て
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
入

院
中

１
回

に
限

り
、

所
定

点
数

の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
す

る
。

６
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
を

算
定

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

Ｉ
０

０
９

に
掲

げ
る

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
区

分
番

号
Ｉ

０
１

０
に

掲
げ

る
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

、
区

分
番

号
Ｉ

０
１

０
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
及

び
区

分
番

号
Ｉ

０
１

５
に

掲
げ

る
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア
料

は
算

定
し

な
い

。

７
１

に
つ

い
て

は
、
4
0
歳

未
満

の
患

者
に

対
し

て
、

当
該

患
者

と
類

似
の

精
神

症
状

を
有

す
る

複
数

の
患

者
と

共
通

の
計

画
を

作
成
し

、
当

該
計

画
に

つ
い

て
文

書
に

よ
り

提
供

し
、

当
該

患

者
の

同
意

を
得

た
上

で
、

当
該

計
画

に
係

る
複

数
の

患
者

と
同

時
に

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

を
実

施
し

た
場

合
に

、
治

療
開

始
日

か
ら

起
算

し
て

５
月

を
限

度
と

し
て

、
週

１
回

に
限

り
、

疾
患

別
等

専
門

プ
ロ

グ
ラ

ム
加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
精

神
科

の
医

師
が

特
に

必
要

性
を

認
め

た
場

合
は

、
治

療
開

始
日

か
ら

起
算

し
て

２
年

を
限

度
と

し
て

、
更

に
週

１
回

か
つ

計
2
0
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。

Ｉ
０

０
９

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

（
１

日
に

つ
き

）

１
小

規
模

な
も

の
5
9
0
点

２
大

規
模

な
も

の
7
0
0
点

注
１

１
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
算

定
す

る
。

２
２

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
疾

患
等

に
応

じ
た

診
療

計
画

を
作

成
し

て
行

わ
れ

る
場

合
に

算
定

す
る

。

３
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

を
超

え
る

期
間

に
行

わ
れ

る
場

合
に

は
、

週
５

日
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

週
３

日
を

超
え

て
算

定
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
の

意
向

を
踏

ま
え

、
必

要
性

が
特

に
認

め
ら

れ
る

場
合

に
限

る
。

４
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
い

ず
れ

か
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
年

を
超

え
る

期
間

に
行

わ
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

週
３

日
を

超
え

て
算

定
す

る
場

合
に

は
、

長
期

の
入

院
歴

を
有

（ ）（ ） 477476

２
－
⑻　
精
神
科
専
門



①
週

３
日

目
ま

で
3
0
分

以
上

の
場

合
5
8
0
点

②
週

３
日

目
ま

で
3
0
分

未
満

の
場

合
4
4
5
点

③
週

４
日

目
以

降
3
0
分

以
上

の
場

合
6
8
0
点

④
週

４
日

目
以

降
3
0
分

未
満

の
場

合
5
3
0
点

同
一

日
に

３
人

以
上

(2
) ①

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
2
9
3
点

②
週

３
日

目
ま

で
3
0
分

未
満

の
場

合
2
2
5
点

③
週

４
日

目
以

降
3
0
分

以
上

の
場

合
3
4
3
点

④
週

４
日

目
以

降
3
0
分

未
満

の
場

合
2
6
8
点

ロ
准

看
護

師
に

よ
る

場
合

同
一

日
に

２
人

(1
) ①

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
5
3
0
点

②
週

３
日

目
ま

で
3
0
分

未
満

の
場

合
4
0
5
点

③
週

４
日

目
以

降
3
0
分

以
上

の
場

合
6
3
0
点

④
週

４
日

目
以

降
3
0
分

未
満

の
場

合
4
9
0
点

同
一

日
に

３
人

以
上

(2
) ①

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
2
6
8
点

②
週

３
日

目
ま

で
3
0
分

未
満

の
場

合
2
0
5
点

③
週

４
日

目
以

降
3
0
分

以
上

の
場

合
3
1
8
点

④
週

４
日

目
以

降
3
0
分

未
満

の
場

合
2
4
8
点

ハ
作

業
療

法
士

に
よ

る
場

合

同
一

日
に

２
人

(1
) ①

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
5
8
0
点

②
週

３
日

目
ま

で
3
0
分

未
満

の
場

合
44
5
点

③
週

４
日

目
以

降
3
0
分

以
上

の
場

合
6
8
0
点

④
週

４
日

目
以

降
3
0
分

未
満

の
場

合
5
3
0
点

同
一

日
に

３
人

以
上

(2
) ①

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
2
9
3
点

②
週

３
日

目
ま

で
3
0
分

未
満

の
場

合
2
2
5
点

③
週

４
日

目
以

降
3
0
分

以
上

の
場

合
3
4
3
点

④
週

４
日

目
以

降
3
0
分

未
満

の
場

合
2
6
8
点

ニ
精

神
保

健
福

祉
士

に
よ

る
場

合

同
一

日
に

２
人

(1
) ①

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
5
8
0
点

②
週

３
日

目
ま

で
3
0
分

未
満

の
場

合
4
4
5
点

③
週

４
日

目
以

降
3
0
分

以
上

の
場

合
6
8
0
点

④
週

４
日

目
以

降
3
0
分

未
満

の
場

合
5
3
0
点

同
一

日
に

３
人

以
上

(2
) ①

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
2
9
3
点

②
週

３
日

目
ま

で
3
0
分

未
満

の
場

合
2
2
5
点

③
週

４
日

目
以

降
3
0
分

以
上

の
場

合
3
4
3
点

④
週

４
日

目
以

降
3
0
分

未
満

の
場

合
2
6
8
点

注
１

１
に

つ
い

て
は

、
入

院
中

の
患

者
以

外
の

精
神

障
害

者
で

あ
る

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
（

当

該
患

者
と

同
一

の
建

物
に

居
住

す
る

他
の

患
者

に
対

し
て

当
該

保
険

医
療

機
関

が
同

一
日

に
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
を

行
う

場
合
の

当
該

患
者

（
以

下
こ

の
区

分
番

号
に

お
い

て
「

同
一

建

物
居

住
者

」
と

い
う

。
）

を
除

く
。

）
に

対
し

て
、

当
該

患
者

を
診

察
し

た
精

神
科

を
標

榜
す

ぼ
う

る
保

険
医

療
機

関
の

保
健

師
、

看
護

師
、

准
看

護
師

、
作

業
療

法
士

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
（

以
下

こ
の

区
分

番
号

に
お

い
て

「
看

護
師

等
」

と
い

う
。

）
を

訪
問

さ
せ

て
、

看
護

又
は

療
養

上
必

要
な

指
導

を
行

わ
せ

た
場

合
に

、
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
料

、
区

分
番

号
Ｃ

０
０

(Ⅲ
)

５
当

該
療

法
に

つ
い

て
、

疾
患

等
に

応
じ

た
診

療
計

画
を

作
成

し
て

行
っ

た
場

合
は

、
疾

患
別

等
診

療
計

画
加

算
と

し
て

、
4
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
を

算
定

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

Ｉ
０

０
８

－
２

に
掲

げ
る

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、
区

分
番

号
Ｉ

０
０

９
に

掲
げ

る
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
、

区
分

番
号

Ｉ
０

１
０

に
掲

げ
る

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
及

び
区

分
番

号
Ｉ

０
１

５
に

掲
げ

る
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア
料

は
算

定
し

な
い

。

Ｉ
０

１
１

精
神

科
退

院
指

導
料

3
2
0
点

注
１

入
院

期
間

が
１

月
を

超
え

る
精

神
障

害
者

で
あ

る
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

に
対

し
て

、
精

神

科
の

医
師

、
看

護
師

、
作

業
療

法
士

及
び

精
神

保
健

福
祉

士
が

共
同

し
て

、
退

院
後

に
必

要
と

な
る

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る
計

画
を

策
定

し
、

当
該

計
画

に
基

づ
き

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
入

院
中

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

２
入

院
期

間
が

１
年

を
超

え
る

精
神

障
害

者
で

あ
る

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
し

て
、

精
神

科
の

医
師

、
看

護
師

、
作

業
療

法
士

及
び

精
神

保
健

福
祉

士
が

共
同

し
て

、
退

院
後

に
必

要
と

な
る

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る
計

画
を

策
定

し
、

当
該

計
画

に
基

づ
き

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

患
者

が
退

院
し

た
と

き
に

、
精

神
科

地
域

移
行

支
援

加
算

と
し

て
、

退
院

時
に

１
回

に
限

り
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｉ
０

１
１

－
２

精
神

科
退

院
前

訪
問

指
導

料
3
8
0
点

注
１

入
院

中
の

患
者

の
円

滑
な

退
院

の
た

め
、

患
家

等
を

訪
問

し
、

当
該

患
者

又
は

そ
の

家
族

等

に
対

し
て

、
退

院
後

の
療

養
上

の
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
入

院
中

３
回

（
入

院
期

間
が

６
月

を
超

え
る

と
見

込
ま

れ
る

患
者

に
あ

っ
て

は
、

当
該

入
院

中
６

回
）

に
限

り
算

定
す

る
。

２
保

健
師

、
看

護
師

、
作

業
療

法
士

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
が

共
同

し
て

訪
問

指
導

を
行

っ
た

場
合

は
、
3
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
注

１
に

掲
げ

る
指

導
に

要
し

た
交

通
費

は
、

患
家

の
負

担
と

す
る

。

Ｉ
０

１
２

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

料

(Ⅰ
)

１
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
料

イ
保

健
師

又
は

看
護

師
に

よ
る

場
合

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
5
8
0
点

(1
)

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

未
満

の
場

合
4
4
5
点

(2
)

週
４

日
目

以
降

3
0
分

以
上

の
場

合
6
8
0
点

(3
)

週
４

日
目

以
降

3
0
分

未
満

の
場

合
5
3
0
点

(4
)

ロ
准

看
護

師
に

よ
る

場
合

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
5
3
0
点

(1
)

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

未
満

の
場

合
4
0
5
点

(2
)

週
４

日
目

以
降

3
0
分

以
上

の
場

合
6
3
0
点

(3
)

週
４

日
目

以
降

3
0
分

未
満

の
場

合
4
9
0
点

(4
)

ハ
作

業
療

法
士

に
よ

る
場

合

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
5
8
0
点

(1
)

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

未
満

の
場

合
4
4
5
点

(2
)

週
４

日
目

以
降

3
0
分

以
上

の
場

合
6
8
0
点

(3
)

週
４

日
目

以
降

3
0
分

未
満

の
場

合
5
3
0
点

(4
)

ニ
精

神
保

健
福

祉
士

に
よ

る
場

合

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

以
上

の
場

合
5
8
0
点

(1
)

週
３

日
目

ま
で

3
0
分

未
満

の
場

合
4
4
5
点

(2
)

週
４

日
目

以
降

3
0
分

以
上

の
場

合
6
8
0
点

(3
)

週
４

日
目

以
降

3
0
分

未
満

の
場

合
5
3
0
点

(4
)

２
削

除

(Ⅲ
)

３
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
料

イ
保

健
師

又
は

看
護

師
に

よ
る

場
合

同
一

日
に

２
人

(1
)
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①
同

一
建

物
内

１
人

7
6
0
点

②
同

一
建

物
内

２
人

7
6
0
点

③
同

一
建

物
内

３
人

以
上

6
8
0
点

１
日

に
３

回
以

上
の

場
合

(3
) ①

同
一

建
物

内
１

人
1
,
2
4
0
点

②
同

一
建

物
内

２
人

1
,
2
4
0
点

③
同

一
建

物
内

３
人

以
上

1
,
1
2
0
点

ハ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

う
保

健
師

又
は

看
護

師
が

看
護

補

助
者

と
同

時
に

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

う
場

合

同
一

建
物

内
１

人
3
0
0
点

(1
)

同
一

建
物

内
２

人
3
0
0
点

(2
)

同
一

建
物

内
３

人
以

上
2
7
0
点

(3
)

５
注

１
及

び
注

２
に

規
定

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
長

時
間

の
訪

問
を

要
す

る
者

に
対

し
、

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

等
が

、
長

時
間

に
わ

た
る

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
実

施
し

た
場

合
に

は
、

長
時

間
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
加

算
と

し
て

週
１

日
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

者
の

場
合

に
あ

っ
て

は
週

３
日

）
に

限
り

、
5
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
注

１
及

び
注

２
に

規
定

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
夜

間
（

午
後

６
時

か
ら

午
後
1
0
時

ま
で

の
時

間
を

い
う

。
）

又
は

早
朝

（
午

前
６

時
か
ら

午
前

８
時

ま
で

の
時

間
を

い
う

。
）

に
精

神
科

訪

問
看

護
・

指
導

を
行

っ
た

場
合

は
、

夜
間

・
早

朝
訪

問
看

護
加

算
と

し
て
2
1
0
点

を
所

定
点

数

に
加

算
し

、
深

夜
に

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

っ
た

場
合

は
、

深
夜

訪
問

看
護

加
算

と
し

て
4
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

７
注

１
及

び
注

２
に

規
定

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

の
求

め
を

受
け

た
診

療
所

又
は

在
宅

療
養

支
援

病
院

の
保

険
医

（
精

神
科

の
医

師
に

限
る

。
）

の
指

示
に

よ
り

、
保

険
医

療
機

関
の

看
護

師
等

が
緊

急
に

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
実

施
し

た
場

合
に

は
、

精
神

科
緊

急
訪

問
看

護
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
2
6
5
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

８
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
料

を
算

定
し

た
場

合
に

は
、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
５

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

又
は

Ｃ
０

０
５

－
１

－
２

に
掲

げ
る

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
は

、
算

定
し

な
い

。

９
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
に

要
し

た
交

通
費

は
、

患
家

の
負

担
と

す
る

。

1
0

区
分

番
号

Ｉ
０

１
６

に
掲

げ
る

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

（
１

の
ハ

を
除

く
。

）
を

算

定
す

る
患

者
に

対
し

て
、

当
該

患
者

に
対

す
る

診
療

を
担

う
保

険
医

療
機

関
（

訪
問

看
護

を
行

う
も

の
に

限
る

。
）

の
保

険
医

が
必

要
と

認
め

て
、

１
日

に
２

回
又

は
３

回
以

上
の

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
精

神
科

複
数

回
訪

問
加

算
と

し
て

、
次

に
掲

げ
る

区
分

に
従

い
、

１
日

に
つ

き
、

い
ず

れ
か

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
１

日
に

２
回

の
場

合

同
一

建
物

内
１

人
4
5
0
点

(1
)

同
一

建
物

内
２

人
4
5
0
点

(2
)

同
一

建
物

内
３

人
以

上
4
0
0
点

(3
)

ロ
１

日
に

３
回

以
上

の
場

合

同
一

建
物

内
１

人
8
0
0
点

(1
)

同
一

建
物

内
２

人
8
0
0
点

(2
)

同
一

建
物

内
３

人
以

上
7
2
0
点

(3
)

1
1

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

者
に

つ
い

て
、

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

又
は

准
看

護
師

が

、
登

録
喀

痰
吸

引
等

事
業

者
又

は
登

録
特

定
行

為
事

業
者

と
連

携
し

、
喀

痰
吸

引
等

が
円

滑
に

か
く

た
ん

か
く

た
ん

行
わ

れ
る

よ
う

、
喀

痰
吸

引
等

に
関

し
て

こ
れ

ら
の

事
業

者
の

介
護

の
業

務
に

従
事

す
る

者
に

か
く

た
ん

対
し

て
必

要
な

支
援

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
看

護
・

介
護

職
員

連
携

強
化

加
算

と
し

て
、

月
１

回
に

限
り
2
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

1
2

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

等
が

、
最

も
合

理
的

な
経

路
及

び
方

法
に

よ
る

当
該

保
険

医
療

機

５
に

掲
げ

る
在

宅
患

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
（

３
を

除
く

。
）

及
び

区
分

番
号

Ｃ
０

０
５

－
１

－
２

に
掲

げ
る

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
（

３
を

除
く

。
）

を
算

定
す

る
日

と
合

わ
せ

て
週

３
回

（
当

該
患

者
の

退
院

後
３

月
以

内
の

期
間

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

週
５

回
）

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

患
者

が
服

薬
中

断
等

に
よ

り
急

性
増

悪
し

た
場

合
で

あ
っ

て
、

医
師

が
必

要
と

認
め

指
示

し
た

場
合

に
は

、
１

月
に

１
回

に
限

り
、

当
該

急
性

増
悪

し
た

日
か

ら
７

日
以

内
の

期
間

に
つ

い
て

は
、

１
日

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
３

に
つ

い
て

は
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
精

神
障

害
者

で
あ

る
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

で
あ

っ
て

、
同

一
建

物
居

住
者

で
あ

る
も

の
に

対
し

て
、

当
該

患
者

を
診

察
し

た
精

神
科

を
標

榜
す

ぼ
う

る
保

険
医

療
機

関
の

看
護

師
等

を
訪

問
さ

せ
て

、
看

護
又

は
療

養
上

必
要

な
指

導
を

行
わ

せ
た

場
合

に
、

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

料
、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
５

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

訪
問

(Ⅰ
)

看
護

・
指

導
料

（
３

を
除

く
。

）
及

び
区

分
番

号
Ｃ

０
０

５
－

１
－

２
に

掲
げ

る
同

一
建

物
居

住
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

（
３

を
除

く
。

）
を

算
定

す
る

日
と

合
わ

せ
て

週
３

回
（

当
該

患
者

の
退

院
後

３
月

以
内

の
期

間
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
週

５
回

）
に

限
り

、
患

者
１

人
に

つ
き

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

患
者

が
服

薬
中

断
等

に
よ

り
急

性
増

悪
し

た
場

合
で

あ
っ

て
、

医
師

が
必

要
と

認
め

指
示

し
た

場
合

に
は

、
１

月
に

１
回

に
限

り
、

当
該

急
性

増
悪

し
た

日
か

ら
７

日
以

内
の

期
間

に
つ

い
て

、
１

日
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
注

１
た

だ
し

書
及

び
注

２
た

だ
し

書
の

患
者

に
つ

い
て

、
更

に
継

続
し

た
訪

問
看

護
が

必
要

と
医

師
が

判
断

し
た

場
合

に
は

、
急

性
増

悪
し

た
日

か
ら

１
月

以
内

の
医

師
が

指
示

し
た

連
続

し
た

７
日

間
（

注
１

た
だ

し
書

及
び

注
２

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
期

間
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

は
、

１
日

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

４
注

１
及

び
注

２
に

規
定

す
る

場
合

（
い

ず
れ

も
3
0
分

未
満

の
場

合
を

除
く

。
）

で
あ

っ
て

、

複
数

の
看

護
師

等
を

訪
問

さ
せ

て
、

看
護

又
は

療
養

上
必

要
な

指
導

を
行

わ
せ

た
場

合
は
、

複

数
名

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

加
算

と
し

て
、

次
に

掲
げ

る
区

分
に

従
い

、
１

日
に

つ
き

、
い

ず
れ

か
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

ハ
の

場
合

に
あ

っ
て

は
週

１
日

を
限

度
と

す
る

。 イ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

う
保

健
師

又
は

看
護

師
が

他
の

保

健
師

、
看

護
師

、
作

業
療

法
士

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
と

同
時

に
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導

を
行

う
場

合

１
日

に
１

回
の

場
合

(1
) ①

同
一

建
物

内
１

人
4
5
0
点

②
同

一
建

物
内

２
人

4
5
0
点

③
同

一
建

物
内

３
人

以
上

4
0
0
点

１
日

に
２

回
の

場
合

(2
) ①

同
一

建
物

内
１

人
9
0
0
点

②
同

一
建

物
内

２
人

9
0
0
点

③
同

一
建

物
内

３
人

以
上

8
1
0
点

１
日

に
３

回
以

上
の

場
合

(3
) ①

同
一

建
物

内
１

人
1
,
4
5
0
点

②
同

一
建

物
内

２
人

1
,
4
5
0
点

③
同

一
建

物
内

３
人

以
上

1
,
3
0
0
点

ロ
所

定
点

数
を

算
定

す
る

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

う
保

健
師

又
は

看
護

師
が

准
看

護

師
と

同
時

に
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
を

行
う

場
合

１
日

に
１

回
の

場
合

(1
) ①

同
一

建
物

内
１

人
3
8
0
点

②
同

一
建

物
内

２
人

3
8
0
点

③
同

一
建

物
内

３
人

以
上

3
4
0
点

１
日

に
２

回
の

場
合

(2
)

（ ）（ ） 479478

２
－
⑻　
精
神
科
専
門



を
行

っ
た

場
合

は
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｉ
０

１
５

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

料
（

１
日

に
つ

き
）

1
,
0
4
0
点

注
１

精
神

症
状

及
び

行
動

異
常

が
著

し
い

認
知

症
患

者
の

心
身

機
能

の
回

復
又

は
維

持
を

図
る

た

め
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
１

日
に

つ
き

６
時

間
以

上
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

２
当

該
療

法
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内

の
期

間
に

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

早
期

加
算

と
し

て
、
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

夜
間

の
精

神
症

状
及

び
行

動
異

常
が

著
し

い
認

知
症

患
者

に
対

し
て

、
当

該
療

法
に

引
き

続
き

２
時

間
以

上
の

夜
間

ケ
ア

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
療

法
を

最
初

に
算

定
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内

の
期

間
に

限
り

、
夜

間
ケ

ア
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ
・

ケ
ア

料
を

算
定

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

Ｉ
０

０
８

－
２

に
掲

げ

る
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

区
分

番
号

Ｉ
０

０
９

に
掲

げ
る

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
区

分
番

号
Ｉ

０
１

０
に

掲
げ

る
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

及
び

区
分

番
号

Ｉ
０

１
０

－
２

に
掲

げ
る

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

は
算

定
し

な
い

。

Ｉ
０

１
６

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

（
月

１
回

）

１
精

神
科

在
宅

患
者

支
援

管
理

料
１

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
の

う
ち

、
集

中
的

な
支

援
を

必
要

と
す

る
者

の
場

合

単
一

建
物

診
療

患
者

１
人

3
,
0
0
0
点

(1
)

単
一

建
物

診
療

患
者

２
人

以
上

2
,
2
5
0
点

(2
)

ロ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
の

場
合

単
一

建
物

診
療

患
者

１
人

2
,
5
0
0
点

(1
)

単
一

建
物

診
療

患
者

２
人

以
上

1
,
8
7
5
点

(2
)

ハ
イ

及
び

ロ
以

外
の

患
者

の
場

合

単
一

建
物

診
療

患
者

１
人

2
,
0
3
0
点

(1
)

単
一

建
物

診
療

患
者

２
人

以
上

1
,
2
4
8
点

(2
)

２
精

神
科

在
宅

患
者

支
援

管
理

料
２

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
の

う
ち

、
集

中
的

な
支

援
を

必
要

と
す

る
者

の
場

合

単
一

建
物

診
療

患
者

１
人

2
,
4
6
7
点

(1
)

単
一

建
物

診
療

患
者

２
人

以
上

1
,
8
5
0
点

(2
)

ロ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
の

場
合

単
一

建
物

診
療

患
者

１
人

2
,
0
5
6
点

(1
)

単
一

建
物

診
療

患
者

２
人

以
上

1
,
5
4
2
点

(2
)

３
精

神
科

在
宅

患
者

支
援

管
理

料
３

イ
単

一
建

物
診

療
患

者
１

人
2
,
0
3
0
点

ロ
単

一
建

物
診

療
患

者
２

人
以

上
1
,
2
4
8
点

注
１

１
の

イ
及

び
ロ

に
つ

い
て

は
、

在
宅

で
療

養
を

行
っ

て
い

る
通

院
が

困
難

な
患

者
に

対
し

て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
限

る
。

）
の

精
神

科
の

医
師

等
が

、
当

該
患

者
又

は
そ

の
家

族
の

同
意

を
得

て
、

計
画

的
な

医
学

管
理

の
下

に
、

定
期

的
な

訪
問

診
療

又
は

訪
問

診
療

及
び

訪
問

看
護

を
行

っ
て

い
る

場
合

（
イ

に
つ

い
て

は
週

２
回

以
上

、
ロ

に
つ

い
て

は
月

２
回

以
上

行
っ

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

に
、

単
一

建
物

診
療

患
者

の
人

数
に

従
い

、
初

回
算

定
日

の
属

す
る

月
を

含
め

て
６

月
を

限
度

と
し

て
、

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
１

の
ハ

に
つ

い
て

は
、

在
宅

で
療

養
を

行
っ

て
い

る
通

院
が

困
難

な
患

者
に

対
し

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
も

の
に

限
る

。
）

の
精

神
科

の
医

師
等

が
、

当
該

患
者

又
は

そ
の

家
族

の
同

意
を

得
て

、
計

画
的

な
医

学
管

理
の

下
に

、
定

期
的

な
訪

問
診

療
又

は
訪

問
診

療
及

関
の

所
在

地
か

ら
患

家
ま

で
の

移
動

に
か

か
る

時
間

が
１

時
間

以
上

で
あ

る
者

に
対

し
て

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

い
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
、

特
別

地
域

訪
問

看
護

加
算

と
し

て
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
地

域
に

所
在

す
る

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

等
が

精
神

科

訪
問

看
護

・
指

導
を

行
う

場
合

ロ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
地

域
外

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
の

看
護

師
等

が
別

に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

地
域

の
患

家
に

対
し

て
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
を

行
う

場
合

Ｉ
０

１
２

－
２

精
神

科
訪

問
看

護
指

示
料

3
0
0
点

注
１

当
該

患
者

に
対

す
る

診
療

を
担

う
保

険
医

療
機

関
の

保
険

医
（

精
神

科
の

医
師

に
限

る
。

）

が
、

診
療

に
基

づ
き

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
（

介
護

保
険

法
第
4
1
条

第
１

項
に

規
定

す
る

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
若

し
く

は
同

法
第
5
3
条

第
１

項
に

規
定

す
る

指
定

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
（

い
ず

れ
も

訪
問

看
護

事
業

を
行

う
者

に
限

る
。

）
又

は
健

康
保

険
法

第
8
8
条

第
１

項

に
規

定
す

る
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

を
い

う
。

）
か

ら
の

指
定

訪
問

看
護

の
必

要
を

認
め

、
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

の
同

意
を

得
て

当
該

患
者

等
の

選
定

す
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

し
て

、
精

神
科

訪
問

看
護

指
示

書
を

交
付

し
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

２
当

該
患

者
が

服
薬

中
断

等
に

よ
り

急
性

増
悪

し
た

場
合

で
あ

っ
て

、
当

該
患

者
に

対
す

る
診

療
を

担
う

保
険

医
療

機
関

の
保

険
医

（
精

神
科

の
医

師
に

限
る

。
）

が
、

一
時

的
に

頻
回

の
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

必
要

を
認

め
、

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
の

同
意

を
得

て
当

該
患

者
等

の
選

定
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

対
し

て
、

そ
の

旨
を

記
載

し
た

精
神

科
訪

問
看

護
指

示
書

を
交

付
し

た
場

合
は

、
精

神
科

特
別

訪
問

看
護

指
示

加
算

と
し

て
、

患
者

１
人

に
つ

き
月

１
回

に
限

り
、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
注

１
の

場
合

に
お

い
て

、
必

要
な

衛
生

材
料

及
び

保
険

医
療

材
料

を
提

供
し

た
場

合
に

、
衛

生
材

料
等

提
供

加
算

と
し

て
、

患
者

１
人

に
つ

き
月

１
回

に
限

り
、
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
精

神
科

訪
問

看
護

指
示

料
を

算
定

し
た

場
合

に
は

、
区

分
番

号
Ｃ

０
０
７

に
掲

げ
る

訪
問

看

護
指

示
料

は
算

定
し

な
い

。

Ｉ
０

１
３

抗
精

神
病

特
定

薬
剤

治
療

指
導

管
理

料

１
持

続
性

抗
精

神
病

注
射

薬
剤

治
療

指
導

管
理

料

イ
入

院
中

の
患

者
2
5
0
点

ロ
入

院
中

の
患

者
以

外
2
5
0
点

２
治

療
抵

抗
性

統
合

失
調

症
治

療
指

導
管

理
料

5
0
0
点

注
１

１
の

イ
に

つ
い

て
は

、
持

続
性

抗
精

神
病

注
射

薬
剤

を
投

与
し

て
い

る
入

院
中

の
統

合
失

調

症
患

者
に

対
し

て
、

計
画

的
な

医
学

管
理

を
継

続
し

て
行

い
、

か
つ

、
療

養
上

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

、
当

該
薬

剤
の

投
与

開
始

日
の

属
す

る
月

及
び

そ
の

翌
月

に
そ

れ
ぞ

れ
１

回
に

限
り

、
当

該
薬

剤
を

投
与

し
た

と
き

に
算

定
す

る
。

２
１

の
ロ

に
つ

い
て

は
、

持
続

性
抗

精
神

病
注

射
薬

剤
を

投
与

し
て

い
る

入
院

中
の

患
者

以
外

の
統

合
失

調
症

患
者

に
対

し
て

、
計

画
的

な
医

学
管

理
を

継
続

し
て

行
い

、
か

つ
、

療
養

上
必

要
な

指
導

を
行

っ
た

場
合

に
、

月
１

回
に

限
り

、
当

該
薬

剤
を

投
与

し
た

と
き

に
算

定
す

る
。

３
２

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
治
療

抵
抗

性
統

合
失

調
症

治
療

薬

を
投

与
し

て
い

る
治

療
抵

抗
性

統
合

失
調

症
患

者
に

対
し

て
、

計
画

的
な

医
学

管
理

を
継

続
し

て
行

い
、

か
つ

、
当

該
薬

剤
の

効
果

及
び

副
作

用
等

に
つ

い
て

患
者

に
説

明
し

、
療

養
上

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

、
月

１
回

に
限

り
、

当
該

薬
剤

を
投

与
し

た
と

き
に

算
定

す
る

。

Ｉ
０

１
４

医
療

保
護

入
院

等
診

療
料

3
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
精

神
保

健
福

祉
法

第
2
9
条

第
１

項
、

第
2
9
条

の
２

第
１

項

、
第
3
3
条

第
１

項
若

し
く

は
第

２
項

又
は

第
3
3
条

の
７

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
入

院
に

係
る

患
者

に
対

し
て

、
精

神
保

健
指

定
医

が
治

療
計

画
を

策
定

し
、

当
該

治
療

計
画

に
基

づ
き

、
治

療
管

理

（ ）（ ） 479478
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門



び
訪

問
看

護
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

、
単

一
建

物
診

療
患

者
の

人
数

に
従

い
、

当
該

患
者

１
人

に
つ

き
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

３
２

に
つ

い
て

は
、

在
宅

で
療

養
を

行
っ

て
い

る
通

院
が

困
難

な
患

者
に

対
し

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
も

の
に

限
る

。
）

の
精

神
科

の
医

師
等

が
当

該
保

険
医

療
機

関
と

は
別

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

保
健

師
、

看
護

師
、

准
看

護
師

又
は

作
業

療
法

士
と

連
携

し
、

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
の

同
意

を
得

て
、

計
画

的
な

医
学

管
理

の
下

に
、

定
期

的
な

訪
問

診
療

を
行

っ
て

い
る

場
合

（
イ

に
つ

い
て

は
当

該
別

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

週
２

回
以

上
、

ロ
に

つ
い

て
は

当
該

別
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
月

２
回

以
上

の
訪

問
看

護
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

に
、

単
一

建
物

診
療

患
者

の
人

数
に

従
い

、
初

回
算

定
日

の
属

す
る

月
を

含
め

て
６

月
を

限
度

と
し

て
、

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

４
３

に
つ

い
て

は
、

１
又

は
２

を
算

定
し

た
患

者
で

あ
っ

て
、

引
き

続
き

訪
問

診
療

が
必

要
な

患
者

に
対

し
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

も
の

に
限

る
。

）
の

精
神

科
の

医
師

等
が

、
当

該
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

の
同

意
を

得
て

、
計

画
的

な
医

学
管

理
の

下
に

、
月

１
回

以
上

の
定

期
的

な
訪

問
診

療
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

、
単

一
建

物
診

療
患

者
の

人
数

に
従

い
、

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

１
又

は
２

の
初

回
算

定
日

の
属

す
る

月
を

含
め

て
２

年
を

限
度

と
し

て
、

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
１

又
は

２
を

算
定

し
た

月
に

は
、

３
を

算
定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

５
精

神
科

在
宅

患
者

支
援

管
理

料
を

算
定

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

Ｂ
０

０
０

に
掲

げ
る

特
定

疾
患

療
養

管
理

料
、

区
分

番
号

Ｂ
０

０
１

の
５

に
掲

げ
る

小
児

科
療

養
指

導
料

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

１
の

６
に

掲
げ

る
て

ん
か

ん
指

導
料

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

１
の

７
に

掲
げ

る
難

病
外

来
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

１
の

８
に

掲
げ

る
皮

膚
科

特
定

疾
患

指
導

管
理

料
、

区
分

番
号

Ｂ
０

０
１

の
1
8
に

掲
げ

る
小

児
悪

性
腫

瘍
患

者
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｂ

０
０

７
－

２
に

掲

げ
る

退
院

後
訪

問
指

導
料

、
区

分
番

号
Ｃ

０
０

２
に

掲
げ

る
在

宅
時

医
学

総
合

管
理

料
、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
２

－
２

に
掲

げ
る

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
３

に
掲

げ
る

在
宅

が
ん

医
療

総
合

診
療

料
、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
７

に
掲

げ
る

訪
問

看
護

指
示

料
、

区
分

番
号

Ｃ
０

１
０

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

連
携

指
導

料
、

区
分

番
号

Ｃ
１

０
９

に
掲

げ
る

在
宅

寝
た

き
り

患
者

処
置

指
導

管
理

料
及

び
区

分
番

号
Ｉ

０
１

２
－

２
に

掲
げ

る
精

神
科

訪
問

看
護

指
示

料
は

算
定

し
な

い
。

６
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

、
情

報
通

信
機

器
を

用
い

た
診

察
（

訪
問

診
療

と
同

時
に

行
う

場
合

を
除

く
。

）
に

よ
る

医
学

管
理

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
、

精
神

科
オ

ン
ラ

イ
ン

在
宅

管
理

料
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
え

て
算

定
で

き
る

。

７
精

神
科

在
宅

患
者

支
援

管
理

に
要

し
た

交
通

費
は

、
患

家
の

負
担

と
す

る
。

第
２

節
薬

剤
料

区
分

Ｉ
１

０
０

薬
剤

薬
価

が
1
5
円

を
超

え
る

場
合
は

、
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第８部 精神科専門療法 

 

 ＜通則＞ 

   精神科専門療法においては、薬剤を使用した場合は、第１節の精神科専門療法料と第２節の薬剤

料を合算した点数により、薬剤を使用しない場合は、第１節の精神科専門療法料に掲げる所定点数

のみによって算定する。この部において、精神疾患とは、ＩＣＤ－１０（国際疾病分類）の第５章

「精神および行動の障害」に該当する疾病又は第６章に規定する「アルツハイマー<Alzheimer>

病」、「てんかん」及び「睡眠障害」に該当する疾病をいう。 

 

第１節 精神科専門療法料 

Ｉ０００ 精神科電気痙攣療法 

(１) 精神科電気痙攣療法とは、100 ボルト前後の電流を頭部に短時間通電することを反復し、

各種の精神症状の改善を図る療法をいい、精神科を標榜する保険医療機関において、精神科

を担当する医師が行った場合に限り、１日１回に限り算定する。 

(２) 精神科電気痙攣療法は、当該療法について十分な知識を有する医師が実施すべきものであ

り、当該医師以外の介助者の立ち合いの下に、何らかの副作用が生じた際に適切な処置が取

り得る準備の下に行われなければならない。 

(３) マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔を伴った精神科電気痙攣療法を実施する

場合は、当該麻酔に要する費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。ただし、当該麻酔

に伴う薬剤料及び特定保険医療材料料は別途算定できる。 

(４) 「注３」に規定する加算は、麻酔科標榜医により、質の高い麻酔が提供されることを評価

するものである。当該加算を算定する場合には、当該麻酔科標榜医の氏名、麻酔前後の診察

及び麻酔の内容を診療録に記載する。なお、麻酔前後の診察について記載された麻酔記録又

は麻酔中の麻酔記録の診療録への添付により診療録への記載に代えることができる。 

Ｉ０００－２ 経頭蓋磁気刺激療法 

(１) 当該治療を実施する場合は関連学会の定める適正使用指針を遵守すること。 

(２) 経頭蓋磁気刺激療法は、抗うつ剤を使用した経験があって、十分な効果が認められない成

人のうつ病患者に用いた場合に限り算定できる。ただし、双極性感情障害、軽症うつ病エピ

ソード、持続気分障害などの軽症例や、精神病症状を伴う重症うつ病エピソード、切迫した

希死念慮、緊張病症状、速やかに改善が求められる身体的・精神医学的状態を認めるなどの

電気痙攣療法が推奨される重症例を除く。 

(３) 経頭蓋磁気刺激療法は、関連学会の定める適正使用指針に基づき、適正時間の刺激により

治療が行われた場合に算定できる。時間については、治療装置による治療の前後の医師又は

看護師によって行われる面接の時間及び治療装置の着脱に係る時間は含まない。なお、当該

治療に用いた医療機器、治療を行った日時及び刺激した時間について、診療録に記載する。 

(４) 初回の治療を行った日から起算して６週を限度として、計 30 回に限り算定できる。また、

治療開始日と終了日の年月日を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(５) 治療開始前にＨＡＭＤ１７又はＨＡＭＤ２４（ハミルトンうつ病症状評価尺度）による評

価を行い、その分析結果及び患者に対する本治療の説明内容の要点を診療録に記載する。 

(６) 治療開始から第３週目及び第６週目にＨＡＭＤ１７又はＨＡＭＤ２４による再評価を行い、
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う脳器質性障害があるもの（患者の著しい病状改善に資すると考えられる場合にあっては当

該患者の家族）に対して、精神科を担当する医師（研修医を除く。）が一定の治療計画のも

とに危機介入、対人関係の改善、社会適応能力の向上を図るための指示、助言等の働きかけ

を継続的に行う治療方法をいう。 

(２) 通院・在宅精神療法は、精神科を標榜する保険医療機関の精神科を担当する医師が行った

場合に限り算定する。 

(３) 通院・在宅精神療法は、同時に複数の患者又は複数の家族を対象に集団的に行われた場合

には算定できない。 

(４) 通院・在宅精神療法の「１」のイ及び「１」のハの(２)並びに「２」のイ及び「２」のハ

の(３)は、診療に要した時間が５分を超えたときに限り算定する。 

(５) 通院・在宅精神療法の「１」のロ及び「２」のロは、区分番号「Ａ０００」初診料を算定

する初診の日（区分番号「Ａ０００」の初診料の「注５」のただし書に規定する初診を含

む。）は、診療に要した時間が 60 分以上の場合に限り算定することとし、「１」のハの

(１)及び「２」のハの(２)は、診療に要した時間が 30 分以上の場合に、「２」のハの(１)

は、診療に要した時間が 60 分以上の場合に限り算定する。この場合において、診療に要し

た時間とは、医師が自ら患者に対して行う問診、身体診察（視診、聴診、打診及び触診をい

う。）及び当該通院・在宅精神療法に要する時間をいい、これら以外の診療に要する時間は

含まない。 

(６) 通院・在宅精神療法の「１」のイ及び「２」のイについては、当該患者の退院後支援につ

いての総合調整を担う都道府県、保健所を設置する市又は特別区（以下「都道府県等」とい

う。）が、精神障害者の退院後支援に関する指針を踏まえて作成する退院後支援に関する計

画に基づく支援期間にある患者に対し、当該計画において外来又は在宅医療を担うこととさ

れている保険医療機関の精神科の医師が実施した場合に限り算定できる。 

(７) 通院・在宅精神療法の「１」のイ又は「１」のロ及び「２」のイ又は「２」のロを算定す

る保険医療機関においては、以下のいずれかの要件に該当していること等、標榜時間外にお

いて、所属する保険医療機関を継続的に受診している患者に関する電話等の問合せに応じる

体制を整備するとともに、必要に応じてあらかじめ連携している保険医療機関に紹介できる

体制を有していることが望ましい。 

ア 区分番号「Ａ００１」再診料の時間外対応加算１の届出を行っていること。 

イ 精神科救急情報センター、都道府県、市町村、保健所、警察、消防（救急車）、救命救

急センター、一般医療機関等からの患者に関する問合せ等に対し、原則として当該保険医

療機関において、常時対応できる体制がとられていること。また、やむを得ない事由によ

り、電話等による問合せに応じることができなかった場合であっても、速やかに折り返し

て電話することができる体制がとられていること。 

(８) 通院・在宅精神療法を算定するに当たっては、診療録に当該診療に要した時間を記載する

こと。ただし、当該診療に要した時間が明確でない場合には、当該診療に要した時間が 5 分、

30 分又は 60 分を超えたことが明らかであると判断される精神療法を行った場合に限り、

「○分超」などの記載でも差し支えない。また、通院・在宅精神療法の「１」のロ又は「２」

のロ又は「２」のハを算定する場合にあっては、診療報酬明細書の摘要欄に当該診療に要し

た時間を記載する。 
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その分析結果を診療録に記載する。なお、第３週目の評価において、その合計スコアがＨＡ

ＭＤ１７で７以下、ＨＡＭＤ２４で９以下である場合は寛解と判断し当該治療は中止又は漸

減する。漸減する場合、第４週目は最大週３回、第５週目は最大週２回、第６週目は最大週

１回まで算定できる。また、第３週目の評価において、ＨＡＭＤ１７又はＨＡＭＤ２４の合

計スコアで寛解と判断されず、かつ治療開始前の評価より改善が 20％未満の場合には中止す

る。 

Ｉ００１ 入院精神療法 

(１) 入院精神療法とは、入院中の患者であって精神疾患又は精神症状を伴う脳器質性障害があ

るものに対して、一定の治療計画に基づいて精神面から効果のある心理的影響を与えること

により、対象精神疾患に起因する不安や葛藤を除去し、情緒の改善を図り洞察へと導く治療

方法をいう。 

(２) 入院精神療法は、精神科を標榜する保険医療機関の精神保健指定医又はその他の精神科を

担当する医師が、当該保険医療機関内の精神療法を行うにふさわしい場所において、対象精

神疾患の患者に対して必要な時間行った場合に限り算定する。ただし、区分番号「Ａ２３０

－４」精神科リエゾンチーム加算の届出を行っている保険医療機関については、精神科を標

榜していない場合にも、入院精神療法を算定できる。 

(３) 入院精神療法として算定できる回数は、医学的に妥当と認められる回数を限度とする。な

お、入院精神療法は、同時に複数の患者又は複数の家族を対象として集団的に行われた場合

には、算定できない。 

(４) 患者の家族に対する入院精神療法は、統合失調症の患者であって、家族関係が当該疾患の

原因又は増悪の原因と推定される場合に限り、当該保険医療機関における初回の入院の時に、

入院中２回に限り算定できる。ただし、患者の病状説明、服薬指導等一般的な療養指導であ

る場合は、算定できない。なお、家族に対して入院精神療法を行った場合は、診療報酬明細

書の摘要欄に 家族 と記載する。 

(５) 入院精神療法を行った場合（家族に対して行った場合を含む。）は、その要点を診療録に

記載する。入院精神療法(Ⅰ)にあっては、更に当該療法に要した時間及びその要点を診療録

に記載する。 

(６) 患者に対して入院精神療法を行った日と同一の日に家族に対して入院精神療法を行った場

合における費用は、患者に対する入院精神療法の費用に含まれ、別に算定できない。 

(７) 入院の日及び入院の期間の取扱いについては、入院基本料の取扱いの例による。 

(８) 重度の精神障害者とは、措置入院患者、医療保護入院患者及び任意入院であるが何らかの

行動制限を受けている患者等をいう。 

(９) 入院精神療法(Ⅰ)を行った週と同一週に行われた入院精神療法(Ⅱ)は別に算定できない。 

(10) 入院中の対象精神疾患の患者に対して、入院精神療法に併せて区分番号「Ｉ００４」心身

医学療法が算定できる自律訓練法、森田療法等の療法を行った場合であっても、入院精神療

法のみにより算定する。 

(11) 当該患者に対して、同じ日に入院精神療法と区分番号「Ｉ００３」標準型精神分析療法を

行った場合は標準型精神分析療法により算定する。 

Ｉ００２ 通院・在宅精神療法 

(１) 通院・在宅精神療法とは、入院中の患者以外の患者であって、精神疾患又は精神症状を伴
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う脳器質性障害があるもの（患者の著しい病状改善に資すると考えられる場合にあっては当

該患者の家族）に対して、精神科を担当する医師（研修医を除く。）が一定の治療計画のも

とに危機介入、対人関係の改善、社会適応能力の向上を図るための指示、助言等の働きかけ

を継続的に行う治療方法をいう。 

(２) 通院・在宅精神療法は、精神科を標榜する保険医療機関の精神科を担当する医師が行った

場合に限り算定する。 

(３) 通院・在宅精神療法は、同時に複数の患者又は複数の家族を対象に集団的に行われた場合

には算定できない。 

(４) 通院・在宅精神療法の「１」のイ及び「１」のハの(２)並びに「２」のイ及び「２」のハ

の(３)は、診療に要した時間が５分を超えたときに限り算定する。 

(５) 通院・在宅精神療法の「１」のロ及び「２」のロは、区分番号「Ａ０００」初診料を算定

する初診の日（区分番号「Ａ０００」の初診料の「注５」のただし書に規定する初診を含

む。）は、診療に要した時間が 60 分以上の場合に限り算定することとし、「１」のハの

(１)及び「２」のハの(２)は、診療に要した時間が 30 分以上の場合に、「２」のハの(１)

は、診療に要した時間が 60 分以上の場合に限り算定する。この場合において、診療に要し

た時間とは、医師が自ら患者に対して行う問診、身体診察（視診、聴診、打診及び触診をい

う。）及び当該通院・在宅精神療法に要する時間をいい、これら以外の診療に要する時間は

含まない。 

(６) 通院・在宅精神療法の「１」のイ及び「２」のイについては、当該患者の退院後支援につ

いての総合調整を担う都道府県、保健所を設置する市又は特別区（以下「都道府県等」とい

う。）が、精神障害者の退院後支援に関する指針を踏まえて作成する退院後支援に関する計

画に基づく支援期間にある患者に対し、当該計画において外来又は在宅医療を担うこととさ

れている保険医療機関の精神科の医師が実施した場合に限り算定できる。 

(７) 通院・在宅精神療法の「１」のイ又は「１」のロ及び「２」のイ又は「２」のロを算定す

る保険医療機関においては、以下のいずれかの要件に該当していること等、標榜時間外にお

いて、所属する保険医療機関を継続的に受診している患者に関する電話等の問合せに応じる

体制を整備するとともに、必要に応じてあらかじめ連携している保険医療機関に紹介できる

体制を有していることが望ましい。 

ア 区分番号「Ａ００１」再診料の時間外対応加算１の届出を行っていること。 

イ 精神科救急情報センター、都道府県、市町村、保健所、警察、消防（救急車）、救命救

急センター、一般医療機関等からの患者に関する問合せ等に対し、原則として当該保険医

療機関において、常時対応できる体制がとられていること。また、やむを得ない事由によ

り、電話等による問合せに応じることができなかった場合であっても、速やかに折り返し

て電話することができる体制がとられていること。 

(８) 通院・在宅精神療法を算定するに当たっては、診療録に当該診療に要した時間を記載する

こと。ただし、当該診療に要した時間が明確でない場合には、当該診療に要した時間が 5 分、

30 分又は 60 分を超えたことが明らかであると判断される精神療法を行った場合に限り、

「○分超」などの記載でも差し支えない。また、通院・在宅精神療法の「１」のロ又は「２」

のロ又は「２」のハを算定する場合にあっては、診療報酬明細書の摘要欄に当該診療に要し

た時間を記載する。 
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その分析結果を診療録に記載する。なお、第３週目の評価において、その合計スコアがＨＡ

ＭＤ１７で７以下、ＨＡＭＤ２４で９以下である場合は寛解と判断し当該治療は中止又は漸

減する。漸減する場合、第４週目は最大週３回、第５週目は最大週２回、第６週目は最大週

１回まで算定できる。また、第３週目の評価において、ＨＡＭＤ１７又はＨＡＭＤ２４の合

計スコアで寛解と判断されず、かつ治療開始前の評価より改善が 20％未満の場合には中止す

る。 

Ｉ００１ 入院精神療法 

(１) 入院精神療法とは、入院中の患者であって精神疾患又は精神症状を伴う脳器質性障害があ

るものに対して、一定の治療計画に基づいて精神面から効果のある心理的影響を与えること

により、対象精神疾患に起因する不安や葛藤を除去し、情緒の改善を図り洞察へと導く治療

方法をいう。 

(２) 入院精神療法は、精神科を標榜する保険医療機関の精神保健指定医又はその他の精神科を

担当する医師が、当該保険医療機関内の精神療法を行うにふさわしい場所において、対象精

神疾患の患者に対して必要な時間行った場合に限り算定する。ただし、区分番号「Ａ２３０

－４」精神科リエゾンチーム加算の届出を行っている保険医療機関については、精神科を標

榜していない場合にも、入院精神療法を算定できる。 

(３) 入院精神療法として算定できる回数は、医学的に妥当と認められる回数を限度とする。な

お、入院精神療法は、同時に複数の患者又は複数の家族を対象として集団的に行われた場合

には、算定できない。 

(４) 患者の家族に対する入院精神療法は、統合失調症の患者であって、家族関係が当該疾患の

原因又は増悪の原因と推定される場合に限り、当該保険医療機関における初回の入院の時に、

入院中２回に限り算定できる。ただし、患者の病状説明、服薬指導等一般的な療養指導であ

る場合は、算定できない。なお、家族に対して入院精神療法を行った場合は、診療報酬明細

書の摘要欄に 家族 と記載する。 

(５) 入院精神療法を行った場合（家族に対して行った場合を含む。）は、その要点を診療録に

記載する。入院精神療法(Ⅰ)にあっては、更に当該療法に要した時間及びその要点を診療録

に記載する。 

(６) 患者に対して入院精神療法を行った日と同一の日に家族に対して入院精神療法を行った場

合における費用は、患者に対する入院精神療法の費用に含まれ、別に算定できない。 

(７) 入院の日及び入院の期間の取扱いについては、入院基本料の取扱いの例による。 

(８) 重度の精神障害者とは、措置入院患者、医療保護入院患者及び任意入院であるが何らかの

行動制限を受けている患者等をいう。 

(９) 入院精神療法(Ⅰ)を行った週と同一週に行われた入院精神療法(Ⅱ)は別に算定できない。 

(10) 入院中の対象精神疾患の患者に対して、入院精神療法に併せて区分番号「Ｉ００４」心身

医学療法が算定できる自律訓練法、森田療法等の療法を行った場合であっても、入院精神療

法のみにより算定する。 

(11) 当該患者に対して、同じ日に入院精神療法と区分番号「Ｉ００３」標準型精神分析療法を

行った場合は標準型精神分析療法により算定する。 

Ｉ００２ 通院・在宅精神療法 

(１) 通院・在宅精神療法とは、入院中の患者以外の患者であって、精神疾患又は精神症状を伴
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る特定薬剤副作用評価加算を算定している患者については、当該加算は算定できない。 

(19) 「注６」に定める所定点数には、注３から注５までの加算を含まないこと。また、別に厚

生労働大臣が定める要件は、特掲診療料の施設基準等別表第十の二の四に掲げるものを全て

満たすものをいう。なお、その留意事項は以下のとおりである。 

ア 「当該保険医療機関において、３種類以上の抗うつ薬及び３種類以上の抗精神病薬の投

与の頻度が一定以下であること」とは、当該保険医療機関において抗うつ薬又は抗精神病

薬のいずれかを処方された患者のうち、３種類以上の抗うつ薬又は３種類以上の抗精神病

薬を処方された患者の割合が１割未満であるか、その数が 20 名未満であることをいう。

なお、抗うつ薬及び抗精神病薬の種類数は区分番号「Ｆ１００」処方料における計算方法

に準じる。抗うつ薬又は抗精神病薬を処方された患者のうち、３種類以上の抗うつ薬又は

３種類以上の抗精神病薬を処方された患者の割合は、区分番号「Ｆ１００」処方料（３）

ウにより報告したもののうち、直近のものを用いることとする。また、抗不安薬を３種類

以上、睡眠薬を３種類以上、抗うつ薬を３種類以上又は抗精神病薬を３種類以上投与（以

下この部において「向精神薬多剤投与」という。）していないために当該報告を行わなか

った保険医療機関については、当該要件を満たすものとして扱う。 

イ 「当該患者に対し、適切な説明や医学管理が行われていること」とは、当該月を含む過

去３か月以内に以下の全てを行っていることをいう。 

(イ) 患者又はその家族等の患者の看護や相談に当たる者（以下イにおいて「患者等」と

いう。）に対して、当該投与により見込む効果及び特に留意する副作用等について説

明し、診療録に説明内容及び患者等の受け止めを記載していること。ただし、説明を

行うことが診療上適切でないと考える場合は、診療録にその理由を記載することで代

替して差し支えない。 

(ロ) 服薬状況（残薬の状況を含む。）を患者等から聴取し、診療録に記載していること。 

(ハ) ３種類以上の抗精神病薬を投与している場合は、「注５」に掲げる客観的な指標に

よる抗精神病薬の副作用評価を行っていること。 

(ニ) 減薬の可能性について検討し、今後の減薬計画又は減薬計画が立てられない理由を

患者等に説明し、診療録に説明内容及び患者等の受け止めを記載していること。 

ウ 「当該処方が臨時の投薬等のもの又は患者の病状等によりやむを得ないものであること」

とは、区分番号「Ｆ１００」処方料(３)のアの(イ)から(ニ)までのいずれかに該当するも

のであることをいう。 

(20) 「注７」に規定する措置入院後継続支援加算は、通院・在宅精神療法の「１」のイを算定

する患者に対し、医師の指示を受けた看護職員又は精神保健福祉士が、対面又は電話で、月

1 回以上の指導を行った上で、３月に１回以上の頻度で当該患者の退院後支援について総合

調整を担う都道府県等に対し、当該患者の治療や生活の状況及びより一層の支援が必要と考

えられる課題について、文書で情報提供している場合に、３月に１回に限り算定できる。診

療録等において、毎回の指導内容を記載するとともに、都道府県等への情報提供の写しを記

録すること。なお、指導等を実施した月の翌月以降に通院・在宅精神療法を行った場合に算

定しても差し支えないこととし、指導等を行った月と算定する月が異なる場合には、診療報

酬明細書の摘要欄に指導等を行った月を記載すること。 

(21) 「注８」に規定する療養生活環境整備指導加算は、通院・在宅精神療法の「１」を算定す
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(９) 当該患者の家族に対する通院・在宅精神療法は、家族関係が当該疾患の原因又は増悪の原

因と推定される場合に限り算定する。ただし、患者の病状説明、服薬指導等一般的な療養指

導である場合は、算定できない。家族に対して通院・在宅精神療法を行った場合は、診療報

酬明細書の摘要欄に 家族 と記載する。 

(10) 通院・在宅精神療法を行った場合（家族に対して行った場合を含む。）は、その要点を診

療録に記載する。 

(11) 患者に対して通院・在宅精神療法を行った日と同一の日に家族に対して通院・在宅精神療

法を行った場合における費用は、患者に対する通院・在宅精神療法の費用に含まれ、別に算

定できない。 

(12) 入院中の患者以外の精神疾患を有する患者に対して、通院・在宅精神療法に併せて区分番

号「Ｉ００４」心身医学療法が算定できる自律訓練法、森田療法等の療法を行った場合であ

っても、通院・在宅精神療法のみにより算定する。 

(13) 当該患者に対する通院・在宅精神療法を算定した場合は、同じ日に区分番号「Ｉ００３」

標準型精神分析療法は算定できない。 

(14) 通院・在宅精神療法は、精神科を標榜する保険医療機関の精神科を担当する医師が、訪問

診療又は往診による診療を行った際にも算定できる。 

(15) 「注３」に規定する加算は、必要に応じて児童相談所等と連携し、保護者等へ適切な指導

を行った上で、20歳未満の患者に対して、通院・在宅精神療法を行った場合（当該保険医療

機関の精神科を初めて受診した日から起算して１年以内の期間に行った場合に限る。）に、

所定点数に加算する。 

(16) 「注４」に規定する児童思春期精神科専門管理加算は、児童思春期精神科の専門の医師

（精神保健指定医に指定されてから５年以上にわたって主に 20 歳未満の患者に対する精神

医療に従事した医師であって、現に精神保健指定医である医師をいう。）又は当該専門の医

師の指導の下、精神療法を実施する医師が、20 歳未満の患者（イについては 16 歳未満の患

者に限る。）に対し、専門的な精神療法を実施した場合に算定する。 

(17) 「注４」のロについては、発達障害や虐待の有無等を含む精神状態の総合的な評価、鑑別

診断及び療育方針の検討等が必要な者に対し、発達歴や日常生活の状況の聴取・行動観察等

に基づく、60 分以上の専門的な精神療法を実施すること。なお、実施に当たっては、以下の

要件をいずれも満たすこと。 

ア 発達障害の評価に当たっては、ＡＤＩ－Ｒ(Autism Diagnostic Interview‒Revised)や

ＤＩＳＣＯ（The Diagnostic Interview for Social and Communication Disorders）等

で採用されている診断項目を考慮すること。 

イ 患者及び患者の家族に、今後の診療計画について文書及び口頭で説明すること。説明に

用いた診療計画の写しを診療録に添付すること。 

(18) 「注５」に定める特定薬剤副作用評価加算は、抗精神病薬を服用中の患者について、精神

保健指定医又はこれに準ずる者が、通常行うべき薬剤の副作用の有無等の確認に加え、更に

薬原性錐体外路症状評価尺度を用いて定量的かつ客観的に薬原性錐体外路症状の評価を行っ

た上で、薬物療法の治療方針を決定した場合に、月に１回に限り算定する。この際、別紙様

式 33に準じて評価を行い、その結果と決定した治療方針について、診療録に記載すること。

なお、同一月に区分番号「Ｉ００２－２」精神科継続外来支援・指導料の「注４」に規定す
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る特定薬剤副作用評価加算を算定している患者については、当該加算は算定できない。 

(19) 「注６」に定める所定点数には、注３から注５までの加算を含まないこと。また、別に厚

生労働大臣が定める要件は、特掲診療料の施設基準等別表第十の二の四に掲げるものを全て

満たすものをいう。なお、その留意事項は以下のとおりである。 

ア 「当該保険医療機関において、３種類以上の抗うつ薬及び３種類以上の抗精神病薬の投

与の頻度が一定以下であること」とは、当該保険医療機関において抗うつ薬又は抗精神病

薬のいずれかを処方された患者のうち、３種類以上の抗うつ薬又は３種類以上の抗精神病

薬を処方された患者の割合が１割未満であるか、その数が 20 名未満であることをいう。

なお、抗うつ薬及び抗精神病薬の種類数は区分番号「Ｆ１００」処方料における計算方法

に準じる。抗うつ薬又は抗精神病薬を処方された患者のうち、３種類以上の抗うつ薬又は

３種類以上の抗精神病薬を処方された患者の割合は、区分番号「Ｆ１００」処方料（３）

ウにより報告したもののうち、直近のものを用いることとする。また、抗不安薬を３種類

以上、睡眠薬を３種類以上、抗うつ薬を３種類以上又は抗精神病薬を３種類以上投与（以

下この部において「向精神薬多剤投与」という。）していないために当該報告を行わなか

った保険医療機関については、当該要件を満たすものとして扱う。 

イ 「当該患者に対し、適切な説明や医学管理が行われていること」とは、当該月を含む過

去３か月以内に以下の全てを行っていることをいう。 

(イ) 患者又はその家族等の患者の看護や相談に当たる者（以下イにおいて「患者等」と

いう。）に対して、当該投与により見込む効果及び特に留意する副作用等について説

明し、診療録に説明内容及び患者等の受け止めを記載していること。ただし、説明を

行うことが診療上適切でないと考える場合は、診療録にその理由を記載することで代

替して差し支えない。 

(ロ) 服薬状況（残薬の状況を含む。）を患者等から聴取し、診療録に記載していること。 

(ハ) ３種類以上の抗精神病薬を投与している場合は、「注５」に掲げる客観的な指標に

よる抗精神病薬の副作用評価を行っていること。 

(ニ) 減薬の可能性について検討し、今後の減薬計画又は減薬計画が立てられない理由を

患者等に説明し、診療録に説明内容及び患者等の受け止めを記載していること。 

ウ 「当該処方が臨時の投薬等のもの又は患者の病状等によりやむを得ないものであること」

とは、区分番号「Ｆ１００」処方料(３)のアの(イ)から(ニ)までのいずれかに該当するも

のであることをいう。 

(20) 「注７」に規定する措置入院後継続支援加算は、通院・在宅精神療法の「１」のイを算定

する患者に対し、医師の指示を受けた看護職員又は精神保健福祉士が、対面又は電話で、月

1 回以上の指導を行った上で、３月に１回以上の頻度で当該患者の退院後支援について総合

調整を担う都道府県等に対し、当該患者の治療や生活の状況及びより一層の支援が必要と考

えられる課題について、文書で情報提供している場合に、３月に１回に限り算定できる。診

療録等において、毎回の指導内容を記載するとともに、都道府県等への情報提供の写しを記

録すること。なお、指導等を実施した月の翌月以降に通院・在宅精神療法を行った場合に算

定しても差し支えないこととし、指導等を行った月と算定する月が異なる場合には、診療報

酬明細書の摘要欄に指導等を行った月を記載すること。 

(21) 「注８」に規定する療養生活環境整備指導加算は、通院・在宅精神療法の「１」を算定す
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(９) 当該患者の家族に対する通院・在宅精神療法は、家族関係が当該疾患の原因又は増悪の原

因と推定される場合に限り算定する。ただし、患者の病状説明、服薬指導等一般的な療養指

導である場合は、算定できない。家族に対して通院・在宅精神療法を行った場合は、診療報

酬明細書の摘要欄に 家族 と記載する。 

(10) 通院・在宅精神療法を行った場合（家族に対して行った場合を含む。）は、その要点を診

療録に記載する。 

(11) 患者に対して通院・在宅精神療法を行った日と同一の日に家族に対して通院・在宅精神療

法を行った場合における費用は、患者に対する通院・在宅精神療法の費用に含まれ、別に算

定できない。 

(12) 入院中の患者以外の精神疾患を有する患者に対して、通院・在宅精神療法に併せて区分番

号「Ｉ００４」心身医学療法が算定できる自律訓練法、森田療法等の療法を行った場合であ

っても、通院・在宅精神療法のみにより算定する。 

(13) 当該患者に対する通院・在宅精神療法を算定した場合は、同じ日に区分番号「Ｉ００３」

標準型精神分析療法は算定できない。 

(14) 通院・在宅精神療法は、精神科を標榜する保険医療機関の精神科を担当する医師が、訪問

診療又は往診による診療を行った際にも算定できる。 

(15) 「注３」に規定する加算は、必要に応じて児童相談所等と連携し、保護者等へ適切な指導

を行った上で、20歳未満の患者に対して、通院・在宅精神療法を行った場合（当該保険医療

機関の精神科を初めて受診した日から起算して１年以内の期間に行った場合に限る。）に、

所定点数に加算する。 

(16) 「注４」に規定する児童思春期精神科専門管理加算は、児童思春期精神科の専門の医師

（精神保健指定医に指定されてから５年以上にわたって主に 20 歳未満の患者に対する精神

医療に従事した医師であって、現に精神保健指定医である医師をいう。）又は当該専門の医

師の指導の下、精神療法を実施する医師が、20 歳未満の患者（イについては 16 歳未満の患

者に限る。）に対し、専門的な精神療法を実施した場合に算定する。 

(17) 「注４」のロについては、発達障害や虐待の有無等を含む精神状態の総合的な評価、鑑別

診断及び療育方針の検討等が必要な者に対し、発達歴や日常生活の状況の聴取・行動観察等

に基づく、60 分以上の専門的な精神療法を実施すること。なお、実施に当たっては、以下の

要件をいずれも満たすこと。 

ア 発達障害の評価に当たっては、ＡＤＩ－Ｒ(Autism Diagnostic Interview‒Revised)や

ＤＩＳＣＯ（The Diagnostic Interview for Social and Communication Disorders）等

で採用されている診断項目を考慮すること。 

イ 患者及び患者の家族に、今後の診療計画について文書及び口頭で説明すること。説明に

用いた診療計画の写しを診療録に添付すること。 

(18) 「注５」に定める特定薬剤副作用評価加算は、抗精神病薬を服用中の患者について、精神

保健指定医又はこれに準ずる者が、通常行うべき薬剤の副作用の有無等の確認に加え、更に

薬原性錐体外路症状評価尺度を用いて定量的かつ客観的に薬原性錐体外路症状の評価を行っ

た上で、薬物療法の治療方針を決定した場合に、月に１回に限り算定する。この際、別紙様

式 33に準じて評価を行い、その結果と決定した治療方針について、診療録に記載すること。

なお、同一月に区分番号「Ｉ００２－２」精神科継続外来支援・指導料の「注４」に規定す
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ンスに基づいた標準治療の開発と普及に関する研究」）に従って行った場合に限り、算定で

きる。 

(９) 心的外傷後ストレス障害に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労働

科学研究班作成の「ＰＴＳＤ(心的外傷後ストレス障害)の認知行動療法マニュアル〔持続エ

クスポージャー療法／ＰＥ療法〕（平成 27 年度厚生労働省障害者対策総合研究事業「認知

行動療法等の精神療法の科学的エビデンスに基づいた標準治療の開発と普及に関する研究」）

に従って行った場合に限り、算定できる。 

(10) 神経性過食症に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、国立研究開発法人国

立精神・神経医療研究センター研究班作成の「摂食障害に対する認知行動療法ＣＢＴ－Ｅ簡

易マニュアル」（平成 29 年度国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神・神

経疾患研究開発費研究事業「心身症・摂食障害の治療プログラムと臨床マーカーの検証」）

に従って行った場合に限り、算定できる。 

(11) 認知療法・認知行動療法を行った場合は、その要点及び診療時間を診療録に記載する。 

(12) 認知療法・認知行動療法の「２」は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合するもの

として地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外のうつ病等

の気分障害の患者に対して、医師が治療を行うに当たり、治療に係る面接の一部を専任の看

護師が実施した場合に算定する。ただし、この場合にあっては、次の全てを満たすこと。 

ア 初回時又は治療終了時を予定する回の治療に係る面接は専任の医師が実施し、専任の看

護師が同席すること。 

イ 初回から治療を終了するまでの間の治療は、初回時に同席した看護師が実施し、当該看

護師による面接後に、専任の医師が患者と５分以上面接すること。 

ウ 看護師が面接を実施する場合は、患者の同意を得た上で当該面接の内容を録音し、専任

の医師はその内容を、指示又は指導の参考とすること。 

(13) 認知療法・認知行動療法の「１」及び「２」は、一連の治療において同一の点数を算定す

る。ただし、「２」の要件を満たす場合のうち、医師と看護師が同席して 30 分以上の面接

を行った日に限り、「１」の点数を算定できる。 

Ｉ００４ 心身医学療法 

(１) 心身医学療法とは、心身症の患者について、一定の治療計画に基づいて、身体的傷病と心

理・社会的要因との関連を明らかにするとともに、当該患者に対して心理的影響を与えるこ

とにより、症状の改善又は傷病からの回復を図る治療方法をいう。この心身医学療法には、

自律訓練法、カウンセリング、行動療法、催眠療法、バイオフィードバック療法、交流分析、

ゲシュタルト療法、生体エネルギー療法、森田療法、絶食療法、一般心理療法及び簡便型精

神分析療法が含まれる。 

(２) 心身医学療法は、当該療法に習熟した医師によって行われた場合に算定する。 

(３) 心身医学療法は、初診時（区分番号「Ａ０００」初診料の「注５」のただし書に規定する

初診を含む。以下この項において同じ。）には診療時間が 30 分を超えた場合に限り算定で

きる。この場合において診療時間とは、医師自らが患者に対して行う問診、理学的所見（視

診、聴診、打診及び触診）及び当該心身医学療法に要する時間をいい、これら以外の診療に

要する時間は含まない。なお、初診時に心身医学療法を算定する場合にあっては、診療報酬

明細書の摘要欄に当該診療に要した時間を記載する。 
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と算定する月が異なる場合には、診療報酬明細書の摘要欄に指導等を行った月を記載するこ

と。 

(４) 指導等の内容の要点を診療録等に記載すること。 

Ｉ００３ 標準型精神分析療法 

(１) 標準型精神分析療法とは、口述による自由連想法を用いて、抵抗、転移、幼児体験等の分

析を行い解釈を与えることによって洞察へと導く治療法をいい、当該療法に習熟した医師に

より行われた場合に、概ね月６回を標準として算定する。また、精神科を標榜する保険医療

機関以外の保険医療機関において、標準型精神分析療法に習熟した心身医学を専門とする医

師が当該療法を行った場合においても算定できる。 

(２) 口述でなく筆記による自由連想法的手法で行う精神分析療法は、１時間以上にわたるよう

な場合であっても、入院中の患者にあっては区分番号「Ｉ００１」入院精神療法により、入

院中の患者以外の患者にあっては区分番号「Ｉ００２」通院・在宅精神療法により算定する。 

(３) 標準型精神分析療法を行った場合は、その要点及び診療時間を診療録に記載する。 

Ｉ００３－２ 認知療法・認知行動療法 

(１) 認知療法・認知行動療法とは、入院中の患者以外のうつ病等の気分障害、強迫性障害、社

交不安障害、パニック障害、心的外傷後ストレス障害又は神経性過食症の患者に対して、認

知の偏りを修正し、問題解決を手助けすることによって治療することを目的とした精神療法

をいう。 

(２) 認知療法・認知行動療法は、一連の治療計画を策定し、患者に対して詳細な説明を行った

上で、当該療法に関する研修を受講するなど当該療法に習熟した医師によって 30 分を超え

て治療が行われた場合（「２」において、看護師により 30 分を超える面接が行われ、その

後当該療法に習熟した医師により５分以上の面接が行われた場合を含む。）に算定する。 

(３) 一連の治療につき 16 回に限り算定する。 

(４) 認知療法・認知行動療法と同一日に行う他の精神科専門療法は、別に算定できない。 

(５) うつ病等の気分障害の患者に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労

働科学研究班作成の「うつ病の認知療法・認知行動療法治療者用マニュアル」（平成 21 年

度厚生労働省こころの健康科学研究事業「精神療法の実施方法と有効性に関する研究」）に

従って行った場合に限り、算定できる。 

(６) 強迫性障害の患者に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労働科学研

究班作成の「強迫性障害（強迫症）の認知行動療法マニュアル（治療者用）」（平成 27 年

度厚生労働省障害者対策総合研究事業「認知行動療法等の精神療法の科学的エビデンスに基

づいた標準治療の開発と普及に関する研究」）に従って行った場合に限り、算定できる。 

(７) 社交不安障害の患者に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労働科学

研究班作成の「社交不安障害（社交不安症）の認知行動療法マニュアル（治療者用）」（平

成 27 年度厚生労働省障害者対策総合研究事業「認知行動療法等の精神療法の科学的エビデ

ンスに基づいた標準治療の開発と普及に関する研究」）に従って行った場合に限り、算定で

きる。 

(８) パニック障害の患者に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労働科学

研究班作成の「パニック障害（パニック症）の認知行動療法マニュアル（治療者用）」（平

成 27 年度厚生労働省障害者対策総合研究事業「認知行動療法等の精神療法の科学的エビデ
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ンスに基づいた標準治療の開発と普及に関する研究」）に従って行った場合に限り、算定で

きる。 

(９) 心的外傷後ストレス障害に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労働

科学研究班作成の「ＰＴＳＤ(心的外傷後ストレス障害)の認知行動療法マニュアル〔持続エ

クスポージャー療法／ＰＥ療法〕（平成 27 年度厚生労働省障害者対策総合研究事業「認知

行動療法等の精神療法の科学的エビデンスに基づいた標準治療の開発と普及に関する研究」）

に従って行った場合に限り、算定できる。 

(10) 神経性過食症に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、国立研究開発法人国

立精神・神経医療研究センター研究班作成の「摂食障害に対する認知行動療法ＣＢＴ－Ｅ簡

易マニュアル」（平成 29 年度国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神・神

経疾患研究開発費研究事業「心身症・摂食障害の治療プログラムと臨床マーカーの検証」）

に従って行った場合に限り、算定できる。 

(11) 認知療法・認知行動療法を行った場合は、その要点及び診療時間を診療録に記載する。 

(12) 認知療法・認知行動療法の「２」は、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合するもの

として地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外のうつ病等

の気分障害の患者に対して、医師が治療を行うに当たり、治療に係る面接の一部を専任の看

護師が実施した場合に算定する。ただし、この場合にあっては、次の全てを満たすこと。 

ア 初回時又は治療終了時を予定する回の治療に係る面接は専任の医師が実施し、専任の看

護師が同席すること。 

イ 初回から治療を終了するまでの間の治療は、初回時に同席した看護師が実施し、当該看

護師による面接後に、専任の医師が患者と５分以上面接すること。 

ウ 看護師が面接を実施する場合は、患者の同意を得た上で当該面接の内容を録音し、専任

の医師はその内容を、指示又は指導の参考とすること。 

(13) 認知療法・認知行動療法の「１」及び「２」は、一連の治療において同一の点数を算定す

る。ただし、「２」の要件を満たす場合のうち、医師と看護師が同席して 30 分以上の面接

を行った日に限り、「１」の点数を算定できる。 

Ｉ００４ 心身医学療法 

(１) 心身医学療法とは、心身症の患者について、一定の治療計画に基づいて、身体的傷病と心

理・社会的要因との関連を明らかにするとともに、当該患者に対して心理的影響を与えるこ

とにより、症状の改善又は傷病からの回復を図る治療方法をいう。この心身医学療法には、

自律訓練法、カウンセリング、行動療法、催眠療法、バイオフィードバック療法、交流分析、

ゲシュタルト療法、生体エネルギー療法、森田療法、絶食療法、一般心理療法及び簡便型精

神分析療法が含まれる。 

(２) 心身医学療法は、当該療法に習熟した医師によって行われた場合に算定する。 

(３) 心身医学療法は、初診時（区分番号「Ａ０００」初診料の「注５」のただし書に規定する

初診を含む。以下この項において同じ。）には診療時間が 30 分を超えた場合に限り算定で

きる。この場合において診療時間とは、医師自らが患者に対して行う問診、理学的所見（視

診、聴診、打診及び触診）及び当該心身医学療法に要する時間をいい、これら以外の診療に

要する時間は含まない。なお、初診時に心身医学療法を算定する場合にあっては、診療報酬

明細書の摘要欄に当該診療に要した時間を記載する。 
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と算定する月が異なる場合には、診療報酬明細書の摘要欄に指導等を行った月を記載するこ

と。 

(４) 指導等の内容の要点を診療録等に記載すること。 

Ｉ００３ 標準型精神分析療法 

(１) 標準型精神分析療法とは、口述による自由連想法を用いて、抵抗、転移、幼児体験等の分

析を行い解釈を与えることによって洞察へと導く治療法をいい、当該療法に習熟した医師に

より行われた場合に、概ね月６回を標準として算定する。また、精神科を標榜する保険医療

機関以外の保険医療機関において、標準型精神分析療法に習熟した心身医学を専門とする医

師が当該療法を行った場合においても算定できる。 

(２) 口述でなく筆記による自由連想法的手法で行う精神分析療法は、１時間以上にわたるよう

な場合であっても、入院中の患者にあっては区分番号「Ｉ００１」入院精神療法により、入

院中の患者以外の患者にあっては区分番号「Ｉ００２」通院・在宅精神療法により算定する。 

(３) 標準型精神分析療法を行った場合は、その要点及び診療時間を診療録に記載する。 

Ｉ００３－２ 認知療法・認知行動療法 

(１) 認知療法・認知行動療法とは、入院中の患者以外のうつ病等の気分障害、強迫性障害、社

交不安障害、パニック障害、心的外傷後ストレス障害又は神経性過食症の患者に対して、認

知の偏りを修正し、問題解決を手助けすることによって治療することを目的とした精神療法

をいう。 

(２) 認知療法・認知行動療法は、一連の治療計画を策定し、患者に対して詳細な説明を行った

上で、当該療法に関する研修を受講するなど当該療法に習熟した医師によって 30 分を超え

て治療が行われた場合（「２」において、看護師により 30 分を超える面接が行われ、その

後当該療法に習熟した医師により５分以上の面接が行われた場合を含む。）に算定する。 

(３) 一連の治療につき 16 回に限り算定する。 

(４) 認知療法・認知行動療法と同一日に行う他の精神科専門療法は、別に算定できない。 

(５) うつ病等の気分障害の患者に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労

働科学研究班作成の「うつ病の認知療法・認知行動療法治療者用マニュアル」（平成 21 年

度厚生労働省こころの健康科学研究事業「精神療法の実施方法と有効性に関する研究」）に

従って行った場合に限り、算定できる。 

(６) 強迫性障害の患者に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労働科学研

究班作成の「強迫性障害（強迫症）の認知行動療法マニュアル（治療者用）」（平成 27 年

度厚生労働省障害者対策総合研究事業「認知行動療法等の精神療法の科学的エビデンスに基

づいた標準治療の開発と普及に関する研究」）に従って行った場合に限り、算定できる。 

(７) 社交不安障害の患者に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労働科学

研究班作成の「社交不安障害（社交不安症）の認知行動療法マニュアル（治療者用）」（平

成 27 年度厚生労働省障害者対策総合研究事業「認知行動療法等の精神療法の科学的エビデ

ンスに基づいた標準治療の開発と普及に関する研究」）に従って行った場合に限り、算定で

きる。 

(８) パニック障害の患者に対する認知療法・認知行動療法の実施に当たっては、厚生労働科学

研究班作成の「パニック障害（パニック症）の認知行動療法マニュアル（治療者用）」（平

成 27 年度厚生労働省障害者対策総合研究事業「認知行動療法等の精神療法の科学的エビデ
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(１) 依存症集団療法の「１」については、次のアからウまでのいずれも満たす場合に算定でき

る。 

ア 入院中の患者以外の患者であって、覚醒剤（覚醒剤取締法（昭和 26年法律第 252号）第

２条に規定する覚醒剤とする。）、麻薬（麻薬及び向精神薬取締法第２条に規定する麻薬

とする。）、大麻（大麻取締法第１条に規定する大麻とする。）又は危険ドラッグ（医薬

品医療機器等法第２条第 15項に規定する指定薬物又は指定薬物と同等以上の精神作用を有

する蓋然性が高い薬物、ハーブ、リキッド、バスソルト等をいう。）に対する物質依存の

状態にあるものについて、精神科医又は精神科医の指示を受けた看護師、作業療法士、精

神保健福祉士若しくは公認心理師で構成される２人以上の者（このうち１人以上は、当該

療法の実施時間において専従する精神科医、看護師又は作業療法士（いずれも薬物依存症

集団療法に関する適切な研修を修了した者に限る。）であること。）が、認知行動療法の

手法を用いて、薬物の使用を患者自らコントロールする手法等の習得を図るための指導を

行うこと。 

イ １回に 20 人に限り、90 分以上実施すること｡ 

ウ 平成 22～24年度厚生労働科学研究費補助金障害者対策総合研究事業において「薬物依存

症に対する認知行動療法プログラムの開発と効果に関する研究」の研究班が作成した、物

質使用障害治療プログラムに沿って行うこと。 

(２) 依存症集団療法の「２」については、次のアからウまでのいずれも満たす場合に算定でき

る。 

ア 入院中の患者以外の患者であって、ギャンブル（ギャンブル等依存症対策基本法（平成

30 年法律第 74 号）第２条に規定するギャンブル等をいう。）に対する依存の状態にある

ものについて、精神科医又は精神科医の指示を受けた看護師、作業療法士、精神保健福祉

士若しくは公認心理師で構成される２人以上の者（このうち１人以上は、当該療法の実施

時間において専従する精神科医、看護師又は作業療法士（いずれもギャンブル依存症集団

療法に関する適切な研修に関する適切な研修を修了した者に限る。）であること。）が、

認知行動療法の手法を用いて、ギャンブルの実施を患者自らコントロールする手法等の習

得を図るための指導を行うこと。 

イ １回に 10 人に限り、60 分以上実施すること｡ 

ウ 平成 28～30年度日本医療研究開発機構障害者対策総合研究開発事業において「ギャンブ

ル障害の疫学調査、生物学的評価、医療・福祉・社会的支援のありかたについての研究」

の研究班が作成した、「ギャンブル障害の標準的治療プログラム」に沿って行うこと。 

(３) 依存症集団療法実施後に、精神科医及び精神科医の指示を受けて当該療法を実施した従事

者が、個別の患者の理解度や精神状態等について評価を行い、その要点を診療録等に記載す

ること。 

Ｉ００７ 精神科作業療法 

(１) 精神科作業療法は、精神疾患を有するものの社会生活機能の回復を目的として行うもので

あり、実施される作業内容の種類にかかわらずその実施時間は患者１人当たり１日につき２

時間を標準とする。なお、治療上の必要がある場合には、病棟や屋外など、専用の施設以外

において当該療法を実施することも可能であること。 

(２) １人の作業療法士が、当該療法を実施した場合に算定する。この場合の１日当たりの取扱
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(４) 心身医学療法を算定する場合にあっては、診療報酬明細書の傷病名欄において、心身症に

よる当該身体的傷病の傷病名の次に「（心身症）」と記載する。 

例 「胃潰瘍（心身症）」 

(５) 心身医学療法を行った場合は、その要点を診療録に記載する。 

(６) 入院の日及び入院の期間の取扱いについては、入院基本料の取扱いの例による。 

(７) 「注５」に規定する加算は、必要に応じて児童相談所等と連携し、保護者等へ適切な指導

を行った上で、20歳未満の患者に対して、心身医学療法を行った場合に、所定点数を加算す

る。 

(８) 区分番号「Ｉ００１」入院精神療法、区分番号「Ｉ００２」通院・在宅精神療法又は区分

番号「Ｉ００３」標準型精神分析療法を算定している患者については、心身医学療法は算定

できない。 

Ｉ００５ 入院集団精神療法 

(１) 入院集団精神療法とは、入院中の患者であって、精神疾患のものに対して、一定の治療計

画に基づき、言葉によるやりとり、劇の形態を用いた自己表現等の手法により、集団内の対

人関係の相互作用を用いて、対人場面での不安や葛藤の除去、患者自身の精神症状・問題行

動に関する自己洞察の深化、対人関係技術の習得等をもたらすことにより、病状の改善を図

る治療法をいう。 

(２) 入院集団精神療法は、精神科を標榜している保険医療機関において、精神科を担当する医

師及び１人以上の精神保健福祉士又は公認心理師等により構成される２人以上の者が行った

場合に限り算定する。 

(３) １回に 15 人に限り、１日につき１時間以上実施した場合に、入院の日から起算して６月

を限度として週２回に限り算定する。この場合、個々の患者について、精神科医師による治

療計画が作成されていることが必要である。なお、入院の日及び入院の期間の取扱いについ

ては、入院基本料の取扱いの例による。 

(４) 入院集団精神療法に使用する十分な広さを有する当該医療機関内の一定の場所及びその場

所を使用する時間帯を予め定めておくこと。 

(５) 入院集団精神療法を実施した場合はその要点を個々の患者の診療録等に記載する。 

(６) 入院集団精神療法と同一日に行う他の精神科専門療法は、別に算定できない。 

Ｉ００６ 通院集団精神療法 

(１) 通院集団精神療法とは、入院中の患者以外の患者であって、精神疾患のものに対して、一

定の治療計画に基づき、集団内の対人関係の相互作用を用いて、自己洞察の深化、社会適応

技術の習得、対人関係の学習等をもたらすことにより病状の改善を図る治療法をいう。 

(２) 通院集団精神療法は、精神科を標榜している保険医療機関において、精神科を担当する医

師及び１人以上の精神保健福祉士又は公認心理師等により構成される２人以上の者が行った

場合に限り算定する。 

(３) １回に 10 人に限り、１日につき１時間以上実施した場合に、開始日から６月を限度とし

て週２回に限り算定する。 

(４) 通院集団精神療法を実施した場合はその要点を個々の患者の診療録等に記載する。 

(５) 通院集団精神療法と同一日に行う他の精神科専門療法は、別に算定できない。 

Ｉ００６－２ 依存症集団療法 
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(１) 依存症集団療法の「１」については、次のアからウまでのいずれも満たす場合に算定でき

る。 

ア 入院中の患者以外の患者であって、覚醒剤（覚醒剤取締法（昭和 26年法律第 252号）第

２条に規定する覚醒剤とする。）、麻薬（麻薬及び向精神薬取締法第２条に規定する麻薬

とする。）、大麻（大麻取締法第１条に規定する大麻とする。）又は危険ドラッグ（医薬

品医療機器等法第２条第 15項に規定する指定薬物又は指定薬物と同等以上の精神作用を有

する蓋然性が高い薬物、ハーブ、リキッド、バスソルト等をいう。）に対する物質依存の

状態にあるものについて、精神科医又は精神科医の指示を受けた看護師、作業療法士、精

神保健福祉士若しくは公認心理師で構成される２人以上の者（このうち１人以上は、当該

療法の実施時間において専従する精神科医、看護師又は作業療法士（いずれも薬物依存症

集団療法に関する適切な研修を修了した者に限る。）であること。）が、認知行動療法の

手法を用いて、薬物の使用を患者自らコントロールする手法等の習得を図るための指導を

行うこと。 

イ １回に 20 人に限り、90 分以上実施すること｡ 

ウ 平成 22～24年度厚生労働科学研究費補助金障害者対策総合研究事業において「薬物依存

症に対する認知行動療法プログラムの開発と効果に関する研究」の研究班が作成した、物

質使用障害治療プログラムに沿って行うこと。 

(２) 依存症集団療法の「２」については、次のアからウまでのいずれも満たす場合に算定でき

る。 

ア 入院中の患者以外の患者であって、ギャンブル（ギャンブル等依存症対策基本法（平成

30 年法律第 74 号）第２条に規定するギャンブル等をいう。）に対する依存の状態にある

ものについて、精神科医又は精神科医の指示を受けた看護師、作業療法士、精神保健福祉

士若しくは公認心理師で構成される２人以上の者（このうち１人以上は、当該療法の実施

時間において専従する精神科医、看護師又は作業療法士（いずれもギャンブル依存症集団

療法に関する適切な研修に関する適切な研修を修了した者に限る。）であること。）が、

認知行動療法の手法を用いて、ギャンブルの実施を患者自らコントロールする手法等の習

得を図るための指導を行うこと。 

イ １回に 10 人に限り、60 分以上実施すること｡ 

ウ 平成 28～30年度日本医療研究開発機構障害者対策総合研究開発事業において「ギャンブ

ル障害の疫学調査、生物学的評価、医療・福祉・社会的支援のありかたについての研究」

の研究班が作成した、「ギャンブル障害の標準的治療プログラム」に沿って行うこと。 

(３) 依存症集団療法実施後に、精神科医及び精神科医の指示を受けて当該療法を実施した従事

者が、個別の患者の理解度や精神状態等について評価を行い、その要点を診療録等に記載す

ること。 

Ｉ００７ 精神科作業療法 

(１) 精神科作業療法は、精神疾患を有するものの社会生活機能の回復を目的として行うもので

あり、実施される作業内容の種類にかかわらずその実施時間は患者１人当たり１日につき２

時間を標準とする。なお、治療上の必要がある場合には、病棟や屋外など、専用の施設以外

において当該療法を実施することも可能であること。 

(２) １人の作業療法士が、当該療法を実施した場合に算定する。この場合の１日当たりの取扱
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(４) 心身医学療法を算定する場合にあっては、診療報酬明細書の傷病名欄において、心身症に

よる当該身体的傷病の傷病名の次に「（心身症）」と記載する。 

例 「胃潰瘍（心身症）」 

(５) 心身医学療法を行った場合は、その要点を診療録に記載する。 

(６) 入院の日及び入院の期間の取扱いについては、入院基本料の取扱いの例による。 

(７) 「注５」に規定する加算は、必要に応じて児童相談所等と連携し、保護者等へ適切な指導

を行った上で、20歳未満の患者に対して、心身医学療法を行った場合に、所定点数を加算す

る。 

(８) 区分番号「Ｉ００１」入院精神療法、区分番号「Ｉ００２」通院・在宅精神療法又は区分

番号「Ｉ００３」標準型精神分析療法を算定している患者については、心身医学療法は算定

できない。 

Ｉ００５ 入院集団精神療法 

(１) 入院集団精神療法とは、入院中の患者であって、精神疾患のものに対して、一定の治療計

画に基づき、言葉によるやりとり、劇の形態を用いた自己表現等の手法により、集団内の対

人関係の相互作用を用いて、対人場面での不安や葛藤の除去、患者自身の精神症状・問題行

動に関する自己洞察の深化、対人関係技術の習得等をもたらすことにより、病状の改善を図

る治療法をいう。 

(２) 入院集団精神療法は、精神科を標榜している保険医療機関において、精神科を担当する医

師及び１人以上の精神保健福祉士又は公認心理師等により構成される２人以上の者が行った

場合に限り算定する。 

(３) １回に 15 人に限り、１日につき１時間以上実施した場合に、入院の日から起算して６月

を限度として週２回に限り算定する。この場合、個々の患者について、精神科医師による治

療計画が作成されていることが必要である。なお、入院の日及び入院の期間の取扱いについ

ては、入院基本料の取扱いの例による。 

(４) 入院集団精神療法に使用する十分な広さを有する当該医療機関内の一定の場所及びその場

所を使用する時間帯を予め定めておくこと。 

(５) 入院集団精神療法を実施した場合はその要点を個々の患者の診療録等に記載する。 

(６) 入院集団精神療法と同一日に行う他の精神科専門療法は、別に算定できない。 

Ｉ００６ 通院集団精神療法 

(１) 通院集団精神療法とは、入院中の患者以外の患者であって、精神疾患のものに対して、一

定の治療計画に基づき、集団内の対人関係の相互作用を用いて、自己洞察の深化、社会適応

技術の習得、対人関係の学習等をもたらすことにより病状の改善を図る治療法をいう。 

(２) 通院集団精神療法は、精神科を標榜している保険医療機関において、精神科を担当する医

師及び１人以上の精神保健福祉士又は公認心理師等により構成される２人以上の者が行った

場合に限り算定する。 

(３) １回に 10 人に限り、１日につき１時間以上実施した場合に、開始日から６月を限度とし

て週２回に限り算定する。 

(４) 通院集団精神療法を実施した場合はその要点を個々の患者の診療録等に記載する。 

(５) 通院集団精神療法と同一日に行う他の精神科専門療法は、別に算定できない。 

Ｉ００６－２ 依存症集団療法 
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であって、退院を予定しているもの(区分番号「Ｉ０１１」に掲げる精神科退院指導料を算

定したもの又は区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強化病棟入院料を算定している患者であ

って、指定特定相談支援事業者等において、退院後の生活を念頭に置いたサービス等利用計

画が作成されているものに限る。）に対しては、退院支援の一環として、当該他の医療機関

の入院中１回に限り算定できる。この場合、当該他の医療機関に照会を行い、退院を予定し

ているものであること、入院料等について他医療機関を受診する場合の取扱いがなされてい

ること、他の医療機関を含め、入院中に精神科ショート・ケアの算定のないことを確認する

こと。また、精神科ショート・ケアに引き続き、同一日に、患家又は社会復帰施設等におい

て精神科訪問看護・指導を行う場合は、退院後３か月以内に限り、精神科訪問看護・指導料

を算定できるものとする。 

(４) 同一の保険医療機関で精神科ショート・ケア、精神科デイ・ケア、精神科ナイト・ケア又

は精神科デイ・ナイト・ケア(以下「精神科デイ・ケア等」という。)を開始した日から起算

して１年を超える場合には、精神科ショート・ケアの実施回数にかかわらず、算定は１週間

に５日を限度とする。ただし、週４日以上算定できるのは、以下のいずれも満たす場合に限

られること。 

ア 少なくとも６月に１回以上医師が精神科デイ・ケア等の必要性について精神医学的な評

価を行っていること。継続が必要と判断した場合には、その理由を診療録に記載すること。 

イ 少なくとも６月に１回以上、精神保健福祉士又は公認心理師が患者の意向を聴取してい

ること。 

ウ 精神保健福祉士等が聴取した患者の意向を踏まえ、医師を含む多職種が協同して、患者

の意向及び疾患等に応じた診療計画を作成していること。診療計画には、短期目標及び長

期目標、必要なプログラム内容と実施頻度、精神科デイ・ケア等を必要とする期間等を記

載すること。医師は、作成した診療計画を患者又は家族等に説明し、精神科デイ・ケア等

の実施について同意を得ること。 

エ 当該保険医療機関が以下のいずれかの要件を満たしていること。 

(イ) 直近６月の各月について、次の(a)に掲げる数を(b)に掲げる数で除して算出した数

値の平均が 0.8 未満であること。 

(a) 当該月において、14 回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者の数 

(b) 当該月において、１回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者の数 

(ロ) 直近１か月に１回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者について、当該保険医療

機関の精神科デイ・ケア等を最初に算定した月から当該月末までの月数の平均が、12

か月未満であること。 

(５) 月 14 回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者の数等について、毎年 10 月に「別紙様式

31」を用いて地方厚生（支）局長に報告すること。 

(６) 精神科ショート・ケアと精神科デイ・ケア又は精神科ナイト・ケアの届出を併せて行って

いる保険医療機関にあっては、精神科ショート・ケアと精神科デイ・ケア又は精神科ナイト

・ケアを各々の患者に対して同時に同一施設で実施することができる。この場合、精神科デ

イ・ケア又は精神科ナイト・ケアを算定する患者は、各々に規定する治療がそれぞれ実施さ

れている場合に限り、それぞれ算定できる。なお、同一日に実施される精神科ショート・ケ

アの対象患者数と精神科デイ・ケア又は精神科ナイト・ケアの対象患者数の合計は、精神科
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い患者数は、概ね 25 人を１単位として、１人の作業療法士の取扱い患者数は１日２単位 50

人以内を標準とする。 

(３) 精神科作業療法を実施した場合はその要点を個々の患者の診療録等に記載する。 

(４) 当該療法に要する消耗材料及び作業衣等については、当該保険医療機関の負担とする。 

Ｉ００８ 入院生活技能訓練療法 

(１) 入院生活技能訓練療法とは、入院中の患者であって精神疾患を有するものに対して、行動

療法の理論に裏付けられた一定の治療計画に基づき、観察学習、ロールプレイ等の手法によ

り、服薬習慣、再発徴候への対処技能、着衣や金銭管理等の基本生活技能、対人関係保持能

力及び作業能力等の獲得をもたらすことにより、病状の改善と社会生活機能の回復を図る治

療法をいう。 

(２) 精神科を標榜している保険医療機関において、経験のある２人以上の従事者が行った場合

に限り算定できる。この場合、少なくとも１人は、看護師、准看護師又は作業療法士のいず

れかとし、他の１人は精神保健福祉士、公認心理師又は看護補助者のいずれかとすることが

必要である。なお、看護補助者は専門機関等による生活技能訓練、生活療法又は作業療法に

関する研修を修了したものでなければならない。 

(３) 対象人数及び実施される訓練内容の種類にかかわらず、患者１人当たり１日につき１時間

以上実施した場合に限り、週１回に限り算定できる。 

(４) １人又は複数の患者を対象として行った場合に算定できるが、複数の患者を対象とする場

合は、１回に 15 人に限る。ただし、精神症状の安定しない急性期の精神疾患患者は、対象

としない。 

(５) 当該療法に従事する作業療法士は、精神科作業療法の施設基準において、精神科作業療法

に専従する作業療法士の数には算入できない。また、当該療法に従事する看護師、准看護師

及び看護補助者が従事する時間については、入院基本料等の施設基準における看護要員の数

に算入できない。(６) 入院生活技能訓練療法を実施した場合はその要点を個々の患者の診

療録等に記載する。 

(７) 入院生活技能訓練療法と同一日に行う他の精神科専門療法は、別に算定できない。 

(８) 当該療法に要する消耗材料等については、当該保険医療機関の負担とする。 

Ｉ００８－２ 精神科ショート・ケア 

(１) 精神科ショート・ケアは、精神疾患を有するものの地域への復帰を支援するため、社会生

活機能の回復を目的として個々の患者に応じたプログラムに従ってグループごとに治療する

ものであり、実施される内容の種類にかかわらず、その実施時間は患者１人当たり１日につ

き３時間を標準とする。なお、治療上の必要がある場合には、病棟や屋外など、専用の施設

以外において当該療法を実施することも可能であること。 

(２) ｢大規模なもの｣については、多職種が共同して疾患等に応じた診療計画を作成した場合に

算定する。なお、診療終了後に当該計画に基づいて行った診療方法や診療結果について評価

を行い、その要点を診療録等に記載している場合には、参加者個別のプログラムを実施する

ことができる。 

(３) 精神科ショート・ケアは入院中の患者以外の患者に限り算定する。精神科ショート・ケア

を算定している患者に対しては、同一日に行う他の精神科専門療法（他の保険医療機関にお

いて実施するものも含む。）は、別に算定できない。ただし、他の医療機関に入院中の患者
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であって、退院を予定しているもの(区分番号「Ｉ０１１」に掲げる精神科退院指導料を算

定したもの又は区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強化病棟入院料を算定している患者であ

って、指定特定相談支援事業者等において、退院後の生活を念頭に置いたサービス等利用計

画が作成されているものに限る。）に対しては、退院支援の一環として、当該他の医療機関

の入院中１回に限り算定できる。この場合、当該他の医療機関に照会を行い、退院を予定し

ているものであること、入院料等について他医療機関を受診する場合の取扱いがなされてい

ること、他の医療機関を含め、入院中に精神科ショート・ケアの算定のないことを確認する

こと。また、精神科ショート・ケアに引き続き、同一日に、患家又は社会復帰施設等におい

て精神科訪問看護・指導を行う場合は、退院後３か月以内に限り、精神科訪問看護・指導料

を算定できるものとする。 

(４) 同一の保険医療機関で精神科ショート・ケア、精神科デイ・ケア、精神科ナイト・ケア又

は精神科デイ・ナイト・ケア(以下「精神科デイ・ケア等」という。)を開始した日から起算

して１年を超える場合には、精神科ショート・ケアの実施回数にかかわらず、算定は１週間

に５日を限度とする。ただし、週４日以上算定できるのは、以下のいずれも満たす場合に限

られること。 

ア 少なくとも６月に１回以上医師が精神科デイ・ケア等の必要性について精神医学的な評

価を行っていること。継続が必要と判断した場合には、その理由を診療録に記載すること。 

イ 少なくとも６月に１回以上、精神保健福祉士又は公認心理師が患者の意向を聴取してい

ること。 

ウ 精神保健福祉士等が聴取した患者の意向を踏まえ、医師を含む多職種が協同して、患者

の意向及び疾患等に応じた診療計画を作成していること。診療計画には、短期目標及び長

期目標、必要なプログラム内容と実施頻度、精神科デイ・ケア等を必要とする期間等を記

載すること。医師は、作成した診療計画を患者又は家族等に説明し、精神科デイ・ケア等

の実施について同意を得ること。 

エ 当該保険医療機関が以下のいずれかの要件を満たしていること。 

(イ) 直近６月の各月について、次の(a)に掲げる数を(b)に掲げる数で除して算出した数

値の平均が 0.8 未満であること。 

(a) 当該月において、14 回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者の数 

(b) 当該月において、１回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者の数 

(ロ) 直近１か月に１回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者について、当該保険医療

機関の精神科デイ・ケア等を最初に算定した月から当該月末までの月数の平均が、12

か月未満であること。 

(５) 月 14 回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者の数等について、毎年 10 月に「別紙様式

31」を用いて地方厚生（支）局長に報告すること。 

(６) 精神科ショート・ケアと精神科デイ・ケア又は精神科ナイト・ケアの届出を併せて行って

いる保険医療機関にあっては、精神科ショート・ケアと精神科デイ・ケア又は精神科ナイト

・ケアを各々の患者に対して同時に同一施設で実施することができる。この場合、精神科デ

イ・ケア又は精神科ナイト・ケアを算定する患者は、各々に規定する治療がそれぞれ実施さ

れている場合に限り、それぞれ算定できる。なお、同一日に実施される精神科ショート・ケ

アの対象患者数と精神科デイ・ケア又は精神科ナイト・ケアの対象患者数の合計は、精神科
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い患者数は、概ね 25 人を１単位として、１人の作業療法士の取扱い患者数は１日２単位 50

人以内を標準とする。 

(３) 精神科作業療法を実施した場合はその要点を個々の患者の診療録等に記載する。 

(４) 当該療法に要する消耗材料及び作業衣等については、当該保険医療機関の負担とする。 

Ｉ００８ 入院生活技能訓練療法 

(１) 入院生活技能訓練療法とは、入院中の患者であって精神疾患を有するものに対して、行動

療法の理論に裏付けられた一定の治療計画に基づき、観察学習、ロールプレイ等の手法によ

り、服薬習慣、再発徴候への対処技能、着衣や金銭管理等の基本生活技能、対人関係保持能

力及び作業能力等の獲得をもたらすことにより、病状の改善と社会生活機能の回復を図る治

療法をいう。 

(２) 精神科を標榜している保険医療機関において、経験のある２人以上の従事者が行った場合

に限り算定できる。この場合、少なくとも１人は、看護師、准看護師又は作業療法士のいず

れかとし、他の１人は精神保健福祉士、公認心理師又は看護補助者のいずれかとすることが

必要である。なお、看護補助者は専門機関等による生活技能訓練、生活療法又は作業療法に

関する研修を修了したものでなければならない。 

(３) 対象人数及び実施される訓練内容の種類にかかわらず、患者１人当たり１日につき１時間

以上実施した場合に限り、週１回に限り算定できる。 

(４) １人又は複数の患者を対象として行った場合に算定できるが、複数の患者を対象とする場

合は、１回に 15 人に限る。ただし、精神症状の安定しない急性期の精神疾患患者は、対象

としない。 

(５) 当該療法に従事する作業療法士は、精神科作業療法の施設基準において、精神科作業療法

に専従する作業療法士の数には算入できない。また、当該療法に従事する看護師、准看護師

及び看護補助者が従事する時間については、入院基本料等の施設基準における看護要員の数

に算入できない。(６) 入院生活技能訓練療法を実施した場合はその要点を個々の患者の診

療録等に記載する。 

(７) 入院生活技能訓練療法と同一日に行う他の精神科専門療法は、別に算定できない。 

(８) 当該療法に要する消耗材料等については、当該保険医療機関の負担とする。 

Ｉ００８－２ 精神科ショート・ケア 

(１) 精神科ショート・ケアは、精神疾患を有するものの地域への復帰を支援するため、社会生

活機能の回復を目的として個々の患者に応じたプログラムに従ってグループごとに治療する

ものであり、実施される内容の種類にかかわらず、その実施時間は患者１人当たり１日につ

き３時間を標準とする。なお、治療上の必要がある場合には、病棟や屋外など、専用の施設

以外において当該療法を実施することも可能であること。 

(２) ｢大規模なもの｣については、多職種が共同して疾患等に応じた診療計画を作成した場合に

算定する。なお、診療終了後に当該計画に基づいて行った診療方法や診療結果について評価

を行い、その要点を診療録等に記載している場合には、参加者個別のプログラムを実施する

ことができる。 

(３) 精神科ショート・ケアは入院中の患者以外の患者に限り算定する。精神科ショート・ケア

を算定している患者に対しては、同一日に行う他の精神科専門療法（他の保険医療機関にお

いて実施するものも含む。）は、別に算定できない。ただし、他の医療機関に入院中の患者

（ ）（ ） 493492

２
－
⑻　
精
神
科
専
門



 - 405 - 

(２) ｢大規模なもの｣については、多職種が共同して疾患等に応じた診療計画を作成した場合に

算定する。なお、診療終了後に当該計画に基づいて行った診療方法や診療結果について評価

を行い、その要点を診療録等に記載している場合には、参加者個別のプログラムを実施する

ことができる。 

(３) 精神科デイ・ケアは入院中の患者以外の患者に限り算定する。ただし、他の医療機関に入

院中の患者であって、退院を予定しているもの（区分番号「Ｉ０１１」精神科退院指導料を

算定したもの又は区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強化病棟入院料を算定している患者で

あって、指定特定相談支援事業者等において、退院後の生活を念頭に置いたサービス等利用

計画が作成されているものに限る。）に対しては、退院支援の一環として、当該他の医療機

関の入院中１回（区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強化病棟入院料を算定しているものに

ついては入院中４回）に限り算定できる。この場合、当該他の医療機関に照会を行い、退院

を予定しているものであること、入院料等について他医療機関を受診する場合の取扱いがな

されていること、他の医療機関を含め、入院中に精神科デイ・ケアの算定のないことを確認

すること。また、精神科デイ・ケアを算定している患者に対しては、同一日に行う他の精神

科専門療法（他の医療機関で実施するものも含む。）は、別に算定できない。 

(４) 同一の保険医療機関で精神科デイ・ケア等を開始した日から起算して１年を超える場合に

は、精神科デイ・ケア等の実施回数にかかわらず、算定は１週間に５日を限度とする。ただ

し、週４日以上算定できるのは、区分番号「Ｉ００８－２」精神科ショート・ケアの(４)の

アからエまでのいずれも満たす場合に限られること。 

(５) 月 14 回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者の数等について、毎年 10 月に「別紙様式

31」を用いて地方厚生（支）局長に報告すること。 

(６) 治療の一環として治療上の目的を達するために食事を提供する場合にあっては、その費用

は所定点数に含まれる。    

(７) 同一の患者に対して同一日に精神科デイ・ケアと精神科ナイト・ケアを併せて実施した場

合は、精神科デイ・ナイト・ケアとして算定する。 

(８) 当該療法に要する消耗材料等については、当該保険医療機関の負担とする。 

(９) 「注５」に掲げる早期加算の対象となる患者は、当該療法の算定を開始してから１年以内

又は精神病床を退院して１年以内の患者であること。 

(10) 「注６」については、入院中の患者であって、退院を予定しているもの（区分番号「Ⅰ０

１１」精神科退院指導料を算定したもの又は区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強化病棟入

院料を算定している患者であって、指定特定相談支援事業者等において、退院後の生活を念

頭に置いたサービス等利用計画が作成されているものに限る。)に対して、精神科デイ・ケ

アを行う場合に、入院中１回に限り算定できる。 

(11) 「注４」に掲げる長期の入院歴を有する患者とは、精神疾患により、通算して１年以上の

入院歴を有する患者であること。 

(12) 当該保険医療機関又は他の保険医療機関に入院中の患者に対して精神科デイ・ケアを行う

場合、当該患者は精神科デイ・ケアを提供する対象患者数に含めること。 

(13) 精神科デイ・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する。 

Ｉ０１０ 精神科ナイト・ケア 

(１) 精神科ナイト・ケアは、精神疾患を有するものの社会生活機能の回復を目的として行うも
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デイ・ケア又は精神科ナイト・ケアの届出に係る患者数の限度を超えることはできない。こ

の場合において、精神科ショート・ケアの対象患者数の計算に当たっては、精神科デイ・ケ

アの対象患者数の２分の１として計算する。 

(７) 当該療法に要する消耗材料等については、当該保険医療機関の負担とする。 

(８) 「注４」に掲げる早期加算の対象となる患者は、当該療法の算定を開始してから１年以内

又は精神病床を退院して１年以内の患者であること。 

(９) 「注５」については、入院中の患者であって、退院を予定しているもの（区分番号「Ⅰ０

１１」に掲げる精神科退院指導料を算定したもの又は区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強

化病棟入院料を算定している患者であって、指定特定相談支援事業者等において、退院後の

生活を念頭に置いたサービス等利用計画が作成されているものに限る。)に対して、精神科

ショート・ケアを行う場合に、入院中１回に限り算定できる。 

(10) 「注７」については、概ね 40 歳未満の患者で構成される 10 人以下の患者グループに対し、

あらかじめ治療内容や到達目標を示した治療計画を作成し、個々の患者に説明し、治療の目

的について患者本人が理解できるよう文書で説明し同意を得た上で、治療計画に従って、２

名の従事者が当該患者グループに対し精神科ショート・ケアを実施した場合に、40歳未満の

患者についてそれぞれ算定する。当該加算は、あらかじめ治療計画に記載された治療期間の

み算定できる。一連の治療計画に従って精神科ショート・ケアを実施している間は、患者グ

ループを構成する患者は固定されることが望ましいが、患者グループの人数が 10 人に満た

ない場合であって、既に患者グループを構成する患者の治療に支障のない場合には、治療計

画の途中で新たな患者を患者グループに加えることも差し支えない。なお、自閉症スペクト

ラム及びその近縁の発達障害の患者に対する精神科ショート・ケアの実施に当たっては、

「発達障害専門プログラム」（日本医療研究開発機構「発達障害者の特性をふまえた精神科

ショートケア・プログラムの開発と臨床応用に関する研究」において作成）を参考に行うこ

とが望ましい。 

(11) 「注７」の対象患者は、自閉症スペクトラム及びその近縁の発達障害、薬物依存症又は病

的賭博のいずれかの疾患を有する患者又はこれらの複数の疾患を併せ持つ患者とする。一連

の治療計画において治療の対象となる疾患はいずれか一つであり、例えば自閉症スペクトラ

ムの治療のために精神科ショート・ケアを実施する患者と薬物依存症のために精神科ショー

ト・ケアを実施する患者が、治療計画を共有する同一の患者グループを構成することはでき

ない。また、入院中の患者についても注７の加算を算定することができるが、この場合「注

５」の規定における「所定点数」には注７の加算を含まないこと。 

(12) 入院中の患者が精神科ショート・ケアを行う場合は、対象患者数に含めること。 

(13) 精神科ショート・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する。 

Ｉ００９ 精神科デイ・ケア 

(１) 精神科デイ・ケアは、精神疾患を有するものの社会生活機能の回復を目的として個々の患

者に応じたプログラムに従ってグループごとに治療するものであり、実施される内容の種類

にかかわらず、その実施時間は患者１人当たり１日につき６時間を標準とする。なお、治療

上の必要がある場合には、病棟や屋外など、専用の施設以外において当該療法を実施するこ

とも可能であること。また、この実施に当たっては、患者の症状等に応じたプログラムの作

成、効果の判定等に万全を期すること。 
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(２) ｢大規模なもの｣については、多職種が共同して疾患等に応じた診療計画を作成した場合に

算定する。なお、診療終了後に当該計画に基づいて行った診療方法や診療結果について評価

を行い、その要点を診療録等に記載している場合には、参加者個別のプログラムを実施する

ことができる。 

(３) 精神科デイ・ケアは入院中の患者以外の患者に限り算定する。ただし、他の医療機関に入

院中の患者であって、退院を予定しているもの（区分番号「Ｉ０１１」精神科退院指導料を

算定したもの又は区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強化病棟入院料を算定している患者で

あって、指定特定相談支援事業者等において、退院後の生活を念頭に置いたサービス等利用

計画が作成されているものに限る。）に対しては、退院支援の一環として、当該他の医療機

関の入院中１回（区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強化病棟入院料を算定しているものに

ついては入院中４回）に限り算定できる。この場合、当該他の医療機関に照会を行い、退院

を予定しているものであること、入院料等について他医療機関を受診する場合の取扱いがな

されていること、他の医療機関を含め、入院中に精神科デイ・ケアの算定のないことを確認

すること。また、精神科デイ・ケアを算定している患者に対しては、同一日に行う他の精神

科専門療法（他の医療機関で実施するものも含む。）は、別に算定できない。 

(４) 同一の保険医療機関で精神科デイ・ケア等を開始した日から起算して１年を超える場合に

は、精神科デイ・ケア等の実施回数にかかわらず、算定は１週間に５日を限度とする。ただ

し、週４日以上算定できるのは、区分番号「Ｉ００８－２」精神科ショート・ケアの(４)の

アからエまでのいずれも満たす場合に限られること。 

(５) 月 14 回以上精神科デイ・ケア等を実施した患者の数等について、毎年 10 月に「別紙様式

31」を用いて地方厚生（支）局長に報告すること。 

(６) 治療の一環として治療上の目的を達するために食事を提供する場合にあっては、その費用

は所定点数に含まれる。    

(７) 同一の患者に対して同一日に精神科デイ・ケアと精神科ナイト・ケアを併せて実施した場

合は、精神科デイ・ナイト・ケアとして算定する。 

(８) 当該療法に要する消耗材料等については、当該保険医療機関の負担とする。 

(９) 「注５」に掲げる早期加算の対象となる患者は、当該療法の算定を開始してから１年以内

又は精神病床を退院して１年以内の患者であること。 

(10) 「注６」については、入院中の患者であって、退院を予定しているもの（区分番号「Ⅰ０

１１」精神科退院指導料を算定したもの又は区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強化病棟入

院料を算定している患者であって、指定特定相談支援事業者等において、退院後の生活を念

頭に置いたサービス等利用計画が作成されているものに限る。)に対して、精神科デイ・ケ

アを行う場合に、入院中１回に限り算定できる。 

(11) 「注４」に掲げる長期の入院歴を有する患者とは、精神疾患により、通算して１年以上の

入院歴を有する患者であること。 

(12) 当該保険医療機関又は他の保険医療機関に入院中の患者に対して精神科デイ・ケアを行う

場合、当該患者は精神科デイ・ケアを提供する対象患者数に含めること。 

(13) 精神科デイ・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する。 

Ｉ０１０ 精神科ナイト・ケア 

(１) 精神科ナイト・ケアは、精神疾患を有するものの社会生活機能の回復を目的として行うも
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デイ・ケア又は精神科ナイト・ケアの届出に係る患者数の限度を超えることはできない。こ

の場合において、精神科ショート・ケアの対象患者数の計算に当たっては、精神科デイ・ケ

アの対象患者数の２分の１として計算する。 

(７) 当該療法に要する消耗材料等については、当該保険医療機関の負担とする。 

(８) 「注４」に掲げる早期加算の対象となる患者は、当該療法の算定を開始してから１年以内

又は精神病床を退院して１年以内の患者であること。 

(９) 「注５」については、入院中の患者であって、退院を予定しているもの（区分番号「Ⅰ０

１１」に掲げる精神科退院指導料を算定したもの又は区分番号「Ａ３１８」地域移行機能強

化病棟入院料を算定している患者であって、指定特定相談支援事業者等において、退院後の

生活を念頭に置いたサービス等利用計画が作成されているものに限る。)に対して、精神科

ショート・ケアを行う場合に、入院中１回に限り算定できる。 

(10) 「注７」については、概ね 40 歳未満の患者で構成される 10 人以下の患者グループに対し、

あらかじめ治療内容や到達目標を示した治療計画を作成し、個々の患者に説明し、治療の目

的について患者本人が理解できるよう文書で説明し同意を得た上で、治療計画に従って、２

名の従事者が当該患者グループに対し精神科ショート・ケアを実施した場合に、40歳未満の

患者についてそれぞれ算定する。当該加算は、あらかじめ治療計画に記載された治療期間の

み算定できる。一連の治療計画に従って精神科ショート・ケアを実施している間は、患者グ

ループを構成する患者は固定されることが望ましいが、患者グループの人数が 10 人に満た

ない場合であって、既に患者グループを構成する患者の治療に支障のない場合には、治療計

画の途中で新たな患者を患者グループに加えることも差し支えない。なお、自閉症スペクト

ラム及びその近縁の発達障害の患者に対する精神科ショート・ケアの実施に当たっては、

「発達障害専門プログラム」（日本医療研究開発機構「発達障害者の特性をふまえた精神科

ショートケア・プログラムの開発と臨床応用に関する研究」において作成）を参考に行うこ

とが望ましい。 

(11) 「注７」の対象患者は、自閉症スペクトラム及びその近縁の発達障害、薬物依存症又は病

的賭博のいずれかの疾患を有する患者又はこれらの複数の疾患を併せ持つ患者とする。一連

の治療計画において治療の対象となる疾患はいずれか一つであり、例えば自閉症スペクトラ

ムの治療のために精神科ショート・ケアを実施する患者と薬物依存症のために精神科ショー

ト・ケアを実施する患者が、治療計画を共有する同一の患者グループを構成することはでき

ない。また、入院中の患者についても注７の加算を算定することができるが、この場合「注

５」の規定における「所定点数」には注７の加算を含まないこと。 

(12) 入院中の患者が精神科ショート・ケアを行う場合は、対象患者数に含めること。 

(13) 精神科ショート・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する。 

Ｉ００９ 精神科デイ・ケア 

(１) 精神科デイ・ケアは、精神疾患を有するものの社会生活機能の回復を目的として個々の患

者に応じたプログラムに従ってグループごとに治療するものであり、実施される内容の種類

にかかわらず、その実施時間は患者１人当たり１日につき６時間を標準とする。なお、治療

上の必要がある場合には、病棟や屋外など、専用の施設以外において当該療法を実施するこ

とも可能であること。また、この実施に当たっては、患者の症状等に応じたプログラムの作

成、効果の判定等に万全を期すること。 
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もに、その写しを診療録に添付すること。 

(２) 精神科退院指導料は、指導を行ったもの及び指導の対象が患者又はその家族等であるか等

の如何を問わず、算定の基礎となる退院につき、１回に限り当該患者の入院中に算定する。 

(３) 入院の日及び入院期間の取扱いについては、入院基本料における取扱いと同様である。 

(４) 死亡退院の場合又は他の病院若しくは診療所に入院するため転院した患者については、算

定できない。 

Ｉ０１１－２ 精神科退院前訪問指導料  

(１) 精神科退院前訪問指導料は、精神科を標榜する保険医療機関に入院している精神疾患を有

するものの円滑な退院のため、患家又は精神障害者施設、小規模作業所等を訪問し、患者の

病状、生活環境及び家族関係等を考慮しながら、患者又は家族等の退院後患者の看護や相談

に当たる者に対して、必要に応じて障害福祉サービス事業所及び相談支援事業所等と連携し

つつ、退院後の療養上必要な指導や、在宅療養に向けた調整を行った場合に算定する。なお、

医師の指示を受けて保険医療機関の保健師、看護師、作業療法士又は精神保健福祉士が訪問

し、指導を行った場合にも算定できる。 

(２) 精神科退院前訪問指導料は、指導を行ったもの及び指導の対象が患者又はその家族等であ

るか等の如何を問わず、１回の入院につき３回（当該入院期間が６月を超えると見込まれる

患者にあっては、６回）に限り指導の実施日にかかわらず退院日に算定する。 

(３) 「注２」に係る加算は、患者の社会復帰に向けた調整等を行うに当たり、必要があって複

数の職種が共同して指導を行った場合に算定するものであり、単一の職種の複数名による訪

問の場合は対象としない。 

(４) 精神科退院前訪問指導料は、退院して患家に復帰又は精神障害者施設に入所する患者が算

定の対象であり、医師又は看護師、作業療法士若しくは精神保健福祉士が配置されている施

設に入所予定の患者は算定の対象としない。 

(５) 精神科退院前訪問指導を行った場合は、指導内容の要点を診療録等に記載する。 

(６) 精神科退院前訪問指導に当たっては、当該保険医療機関における看護業務等に支障を来す

ことのないよう留意する。 

(７) 保険医療機関は、精神科退院前訪問指導の実施に当たっては、保健所等の実施する訪問指

導事業等関連事業との連携に十分配慮する。 

(８) 退院前訪問指導料を算定した場合は、精神科退院前訪問指導料は算定できない。 

Ｉ０１２ 精神科訪問看護・指導料 

(１) 精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)又は(Ⅲ)は、精神科を標榜している保険医療機関において精

神科を担当している医師の指示を受けた当該保険医療機関の保健師、看護師、准看護師、作

業療法士又は精神保健福祉士（以下「保健師等」という。）が、精神疾患を有する入院中以

外の患者又はその家族等の了解を得て患家を訪問し、個別に患者又はその家族等に対して看

護及び社会復帰指導等を行った場合に算定する。 

(２) 「注１」及び「注２」に規定する精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)及び(Ⅲ)の算定回数は、週

（日曜日から土曜日までの連続した７日間をいう。）について計算する。また、「注１」た

だし書及び「注２」ただし書の患者に対する算定回数は、急性増悪した日から連続した７日

間について計算すること。また、同一日に複数回精神科訪問看護・指導を行った場合であっ

ても、１日につき１回に限り算定する。 
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のであり、その開始時間は午後４時以降とし、実施される内容の種類にかかわらず、その実

施時間は患者１人当たり１日につき４時間を標準とする。なお、治療上の必要がある場合に

は、病棟や屋外など、専用の施設以外において当該療法を実施することも可能であること。 

(２) その他精神科ナイト・ケアの取扱いについては、精神科デイ・ケアの取扱いに準じて行う。 

(３) 精神科ナイト・ケアを算定する場合においては、区分番号「Ａ０００」初診料の「注９」

及び「Ａ００１」再診料の「注７」に規定する夜間・早朝等加算は算定できない。 

(４) 精神科ナイト・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する。 

Ｉ０１０－２ 精神科デイ・ナイト・ケア  

(１) 精神科デイ・ナイト・ケアは、精神疾患を有するものの社会生活機能の回復を目的として

行うものであり、実施される内容の種類にかかわらず、その実施時間は患者１人当たり１日

につき 10 時間を標準とする。なお、治療上の必要がある場合には、病棟や屋外など、専用

の施設以外において当該療法を実施することも可能であること。 

(２) 精神科デイ・ナイト・ケアと精神科ショート・ケア、精神科デイ・ケア又は精神科ナイト

・ケアの届出を併せて行っている保険医療機関にあっては、精神科デイ・ナイト・ケアと精

神科ショート・ケア、精神科デイ・ケア又は精神科ナイト・ケアを各々の患者に対して同時

に同一施設で実施することができる。この場合、精神科ショート・ケア、精神科デイ・ケア

又は精神科ナイト・ケアを算定する患者は、各々に規定する治療がそれぞれ実施されている

場合に限り、それぞれ算定できる。なお、同一日に実施される精神科デイ・ケア等の対象患

者数の合計は、精神科デイ・ケア又は精神科デイ・ナイト・ケアの届出に係る患者数の限度

を超えることはできない。この場合において、精神科ショート・ケアの対象患者数の計算に

当たっては、精神科デイ・ケアの対象患者数の２分の１として計算する。 

(３) 「注５」に掲げる加算の対象となる患者は、多職種が共同して「特掲診療料の施設基準等

及びその届出に関する手続きの取扱いについて」の別添２の様式 46 の２又はこれに準じる

様式により疾患等に応じた診療計画を作成して行った場合に、加算する。なお、診療終了後

に、当該計画に基づいて行った診療方法や診療結果について評価を行い、その要点を診療録

等に記載している場合には、参加者個別のプログラムを実施することができる。 

(４) その他精神科デイ・ナイト・ケアの取扱いについては、精神科デイ・ケアの取扱いに準じ

て行う。 

(５) 精神科デイ・ナイト・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する。 

Ｉ０１１ 精神科退院指導料 

(１) 精神科退院指導料は、精神科を標榜する保険医療機関において、１月を超えて入院してい

る精神疾患を有するもの又はその家族等退院後の患者の看護に当たる者に対して、精神科を

担当する医師、看護師、作業療法士及び精神保健福祉士が共同して、必要に応じて障害福祉

サービス事業所及び相談支援事業所等と連携しつつ、保健医療サービス又は福祉サービス等

に関する計画を策定し、別紙様式 24 を参考として作成した文書により、退院後の治療計画、

退院後の療養上の留意点、退院後に必要となる保健医療サービス又は福祉サービス等につい

て医師が説明を行った場合に算定する。また、入院期間が１年を超える精神疾患を有するも

の又はその家族等退院後の患者の看護に当たる者に対して、当該計画に基づき必要な指導を

行った場合であって、当該患者が退院したときには、精神科地域移行支援加算として、退院

時に１回に限り算定する。なお、説明に用いた文書は、患者又はその家族等に交付するとと

（ ）（ ） 497496

２
－
⑻　
精
神
科
専
門



 - 407 - 

もに、その写しを診療録に添付すること。 

(２) 精神科退院指導料は、指導を行ったもの及び指導の対象が患者又はその家族等であるか等

の如何を問わず、算定の基礎となる退院につき、１回に限り当該患者の入院中に算定する。 

(３) 入院の日及び入院期間の取扱いについては、入院基本料における取扱いと同様である。 

(４) 死亡退院の場合又は他の病院若しくは診療所に入院するため転院した患者については、算

定できない。 

Ｉ０１１－２ 精神科退院前訪問指導料  

(１) 精神科退院前訪問指導料は、精神科を標榜する保険医療機関に入院している精神疾患を有

するものの円滑な退院のため、患家又は精神障害者施設、小規模作業所等を訪問し、患者の

病状、生活環境及び家族関係等を考慮しながら、患者又は家族等の退院後患者の看護や相談

に当たる者に対して、必要に応じて障害福祉サービス事業所及び相談支援事業所等と連携し

つつ、退院後の療養上必要な指導や、在宅療養に向けた調整を行った場合に算定する。なお、

医師の指示を受けて保険医療機関の保健師、看護師、作業療法士又は精神保健福祉士が訪問

し、指導を行った場合にも算定できる。 

(２) 精神科退院前訪問指導料は、指導を行ったもの及び指導の対象が患者又はその家族等であ

るか等の如何を問わず、１回の入院につき３回（当該入院期間が６月を超えると見込まれる

患者にあっては、６回）に限り指導の実施日にかかわらず退院日に算定する。 

(３) 「注２」に係る加算は、患者の社会復帰に向けた調整等を行うに当たり、必要があって複

数の職種が共同して指導を行った場合に算定するものであり、単一の職種の複数名による訪

問の場合は対象としない。 

(４) 精神科退院前訪問指導料は、退院して患家に復帰又は精神障害者施設に入所する患者が算

定の対象であり、医師又は看護師、作業療法士若しくは精神保健福祉士が配置されている施

設に入所予定の患者は算定の対象としない。 

(５) 精神科退院前訪問指導を行った場合は、指導内容の要点を診療録等に記載する。 

(６) 精神科退院前訪問指導に当たっては、当該保険医療機関における看護業務等に支障を来す

ことのないよう留意する。 

(７) 保険医療機関は、精神科退院前訪問指導の実施に当たっては、保健所等の実施する訪問指

導事業等関連事業との連携に十分配慮する。 

(８) 退院前訪問指導料を算定した場合は、精神科退院前訪問指導料は算定できない。 

Ｉ０１２ 精神科訪問看護・指導料 

(１) 精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)又は(Ⅲ)は、精神科を標榜している保険医療機関において精

神科を担当している医師の指示を受けた当該保険医療機関の保健師、看護師、准看護師、作

業療法士又は精神保健福祉士（以下「保健師等」という。）が、精神疾患を有する入院中以

外の患者又はその家族等の了解を得て患家を訪問し、個別に患者又はその家族等に対して看

護及び社会復帰指導等を行った場合に算定する。 

(２) 「注１」及び「注２」に規定する精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)及び(Ⅲ)の算定回数は、週

（日曜日から土曜日までの連続した７日間をいう。）について計算する。また、「注１」た

だし書及び「注２」ただし書の患者に対する算定回数は、急性増悪した日から連続した７日

間について計算すること。また、同一日に複数回精神科訪問看護・指導を行った場合であっ

ても、１日につき１回に限り算定する。 
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のであり、その開始時間は午後４時以降とし、実施される内容の種類にかかわらず、その実

施時間は患者１人当たり１日につき４時間を標準とする。なお、治療上の必要がある場合に

は、病棟や屋外など、専用の施設以外において当該療法を実施することも可能であること。 

(２) その他精神科ナイト・ケアの取扱いについては、精神科デイ・ケアの取扱いに準じて行う。 

(３) 精神科ナイト・ケアを算定する場合においては、区分番号「Ａ０００」初診料の「注９」

及び「Ａ００１」再診料の「注７」に規定する夜間・早朝等加算は算定できない。 

(４) 精神科ナイト・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する。 

Ｉ０１０－２ 精神科デイ・ナイト・ケア  

(１) 精神科デイ・ナイト・ケアは、精神疾患を有するものの社会生活機能の回復を目的として

行うものであり、実施される内容の種類にかかわらず、その実施時間は患者１人当たり１日

につき 10 時間を標準とする。なお、治療上の必要がある場合には、病棟や屋外など、専用

の施設以外において当該療法を実施することも可能であること。 

(２) 精神科デイ・ナイト・ケアと精神科ショート・ケア、精神科デイ・ケア又は精神科ナイト

・ケアの届出を併せて行っている保険医療機関にあっては、精神科デイ・ナイト・ケアと精

神科ショート・ケア、精神科デイ・ケア又は精神科ナイト・ケアを各々の患者に対して同時

に同一施設で実施することができる。この場合、精神科ショート・ケア、精神科デイ・ケア

又は精神科ナイト・ケアを算定する患者は、各々に規定する治療がそれぞれ実施されている

場合に限り、それぞれ算定できる。なお、同一日に実施される精神科デイ・ケア等の対象患

者数の合計は、精神科デイ・ケア又は精神科デイ・ナイト・ケアの届出に係る患者数の限度

を超えることはできない。この場合において、精神科ショート・ケアの対象患者数の計算に

当たっては、精神科デイ・ケアの対象患者数の２分の１として計算する。 

(３) 「注５」に掲げる加算の対象となる患者は、多職種が共同して「特掲診療料の施設基準等

及びその届出に関する手続きの取扱いについて」の別添２の様式 46 の２又はこれに準じる

様式により疾患等に応じた診療計画を作成して行った場合に、加算する。なお、診療終了後

に、当該計画に基づいて行った診療方法や診療結果について評価を行い、その要点を診療録

等に記載している場合には、参加者個別のプログラムを実施することができる。 

(４) その他精神科デイ・ナイト・ケアの取扱いについては、精神科デイ・ケアの取扱いに準じ

て行う。 

(５) 精神科デイ・ナイト・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する。 

Ｉ０１１ 精神科退院指導料 

(１) 精神科退院指導料は、精神科を標榜する保険医療機関において、１月を超えて入院してい

る精神疾患を有するもの又はその家族等退院後の患者の看護に当たる者に対して、精神科を

担当する医師、看護師、作業療法士及び精神保健福祉士が共同して、必要に応じて障害福祉

サービス事業所及び相談支援事業所等と連携しつつ、保健医療サービス又は福祉サービス等

に関する計画を策定し、別紙様式 24 を参考として作成した文書により、退院後の治療計画、

退院後の療養上の留意点、退院後に必要となる保健医療サービス又は福祉サービス等につい

て医師が説明を行った場合に算定する。また、入院期間が１年を超える精神疾患を有するも

の又はその家族等退院後の患者の看護に当たる者に対して、当該計画に基づき必要な指導を

行った場合であって、当該患者が退院したときには、精神科地域移行支援加算として、退院

時に１回に限り算定する。なお、説明に用いた文書は、患者又はその家族等に交付するとと
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(８) 同一の患者について、訪問看護ステーションにおいて訪問看護療養費を算定した月につい

ては、精神科訪問看護・指導料を算定できない。ただし、次に掲げる場合はこの限りではな

い。なお、オの場合にあっては、精神科訪問看護・指導料及び訪問看護基本療養費を算定す

る日と合わせて週３日（退院後３月以内の期間において行われる場合にあっては、週５日）

を限度とする。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第七に掲げる疾病等の患者及び特掲診療料の施設基準等別

表第八に掲げる状態等の患者について、訪問看護療養費を算定した場合 

イ 服薬中断等により急性増悪した場合であって、一時的に週４日以上の頻回の精神科訪問

看護・指導を行う必要を認めた患者 

ウ 当該保険医療機関を退院後３月以内の患者 

エ 区分番号「Ｉ０１６」精神科在宅患者支援管理料（１のハを除く。）を算定する患者 

オ 精神科在宅患者支援管理料（１のハを除く。）の施設基準に適合しているものとして地

方厚生（支）局長へ届け出ている保険医療機関において、精神保健福祉士による精神科訪

問看護・指導を行う場合 

(９) (８)のただし書の場合において、同一の患者について、精神科訪問看護・指導料及び訪問

看護療養費を算定できる場合であっても、訪問看護療養費を算定した日については、精神科

訪問看護・指導料を算定できない。ただし、精神科在宅患者支援管理料１（ハを除く。）又

は３を算定する保険医療機関及び当該保険医療機関と連携する特別の関係にある訪問看護ス

テーションのそれぞれが同一日に訪問看護を実施した場合における精神科訪問看護・指導料

（作業療法士又は精神保健福祉士による場合に限る。）の算定、並びに、精神科在宅患者支

援管理料２を算定する保険医療機関及び当該保険医療機関と連携する訪問看護ステーション

のそれぞれが同一日に訪問看護を実施した場合における精神科訪問看護・指導料の算定は、

この限りでない。 

(10) 同一の患者について、複数の保険医療機関や訪問看護ステーションにおいて精神科訪問看

護・指導を行う場合は、当該保険医療機関及び訪問看護ステーション間において十分に連携

を図る。具体的には、精神科訪問看護・指導の実施による患者の目標の設定、計画の立案、

精神科訪問看護・指導の実施状況及び評価を共有する。 

(11) 介護保険法第８条第 20 項に規定する認知症対応型共同生活介護を行う施設、高齢者の居

住の安定確保に関する法律第５条第１項に規定するサービス付き高齢者向け住宅、障害者総

合支援法第５条第１項に規定する障害福祉サービスを行う施設又はその他の高齢者向け施設

等に入所している患者に精神科訪問看護・指導を行う場合においては、介護保険等による医

療及び看護サービスの提供に係る加算の算定等を含む当該施設における利用者の医療ニーズ

への対応について確認し、当該施設で行われているサービスと十分に連携する。また、当該

施設において当該保険医療機関が日常的な健康管理等（医療保険制度の給付によるものを除

く。）を行っている場合は、健康管理等と医療保険制度の給付による精神科訪問看護・指導

を区別して実施する。 

(12) 「注４」に係る複数名精神科訪問看護・指導加算は、精神科を担当する医師が、複数の保

健師等又は看護補助者による患家への訪問が必要と判断し、患者又はその家族等に同意を得

て、当該医師の指示を受けた当該保険医療機関の保健師又は看護師と保健師等又は看護補助

者が、患者又はその家族等に対して看護及び社会復帰指導等を行った場合（30分未満の場合

 - 408 - 

(３) 「注１」のただし書及び「注２」のただし書に規定する場合とは、患者が急性増悪した状

態であって、精神科を担当している医師が患者を直接診察した上で、精神科訪問看護・指導

の必要性を認め、指示した場合である。また、「注３」に規定する場合には、医師が患者を

直接診察していない場合であっても、当該患者に対して精神科訪問看護・指導を行った保健

師等からの情報により、精神科を担当している医師が患者の病状を十分に把握し、必要と判

断して、指示した場合を含むものとする。 

(４) 「注１」ただし書及び「注２」ただし書に規定する場合並びに「注３」に規定する場合 

においては、それぞれの指示は月に１回ずつに限り、その必要性について、急性増悪の状 

態及び指示内容の要点と併せて診療録に記載し、診療報酬明細書にもその必要性について 

記載する。 

(５) 精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)は、精神科訪問看護・指導を受けようとする同一建物居住者

に対して、当該患者を診察した精神科を標榜する保険医療機関の保健師等を訪問させて、看

護又は療養上必要な指導を行った場合に、以下のア又はイにより算定する。なお、同一建物

居住者に係る人数については、同一日に区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問

看護・指導料を算定する患者数と精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)を算定する患者数とを合算し

た人数とすること。 

ア 同一建物居住者が２人の場合は、当該患者全員に対して、イの(１)、ロの(１)、ハの(１)又

はニの(１)により算定 

イ 同一建物居住者が３人以上の場合は、当該患者全員に対して、イの(２)、ロの(２)、ハ

の(２)又はニの(２)により算定 

(６) 同一建物居住者とは、基本的には、建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第２条第１号

に掲げる建築物に居住する複数の患者のことをいうが、具体的には、例えば以下のような患

者のことをいう。 

ア 老人福祉法（昭和 38 年法律第 133 号）第 20 条の４に規定する養護老人ホーム、老人福

祉法第 20 条の６に規定する軽費老人ホーム、老人福祉法第 29 条第１項に規定する有料老

人ホーム、老人福祉法第 20 条の５に規定する特別養護老人ホーム、マンションなどの集

合住宅等に入居又は入所している複数の患者 

イ 介護保険法第８条第９項に規定する短期入所生活介護、介護保険法第８条第 18 項に規

定する小規模多機能型居宅介護（指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準第 63 条第５項に規定する宿泊サービスに限る。）、介護保険法第８条第 19 項

に規定する認知症対応型共同生活介護、介護保険法第８条の２第９項に規定する介護予防

短期入所生活介護、介護保険法第８条の２第 16 項に規定する介護予防小規模多機能型居

宅介護（指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密

着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平成 1

8 年厚生労働省令第 36 号）第 44 条第５項に規定する宿泊サービスに限る。）、介護保険

法第８条の２第 17 項に規定する介護予防認知症対応型共同生活介護などのサービスを受

けている複数の患者 

(７) 精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)及び(Ⅲ)は、１回の訪問の実施時間に基づき、30 分未満、30

分以上 90 分程度の時間区分のいずれか一方の所定点数を算定する。30 分未満の訪問につい

ては、当該患者に短時間訪問の必要性があると医師が認めた場合にのみ算定する。 

（ ）（ ） 499498

２
－
⑻　
精
神
科
専
門



 - 409 - 

(８) 同一の患者について、訪問看護ステーションにおいて訪問看護療養費を算定した月につい

ては、精神科訪問看護・指導料を算定できない。ただし、次に掲げる場合はこの限りではな

い。なお、オの場合にあっては、精神科訪問看護・指導料及び訪問看護基本療養費を算定す

る日と合わせて週３日（退院後３月以内の期間において行われる場合にあっては、週５日）

を限度とする。 

ア 特掲診療料の施設基準等別表第七に掲げる疾病等の患者及び特掲診療料の施設基準等別

表第八に掲げる状態等の患者について、訪問看護療養費を算定した場合 

イ 服薬中断等により急性増悪した場合であって、一時的に週４日以上の頻回の精神科訪問

看護・指導を行う必要を認めた患者 

ウ 当該保険医療機関を退院後３月以内の患者 

エ 区分番号「Ｉ０１６」精神科在宅患者支援管理料（１のハを除く。）を算定する患者 

オ 精神科在宅患者支援管理料（１のハを除く。）の施設基準に適合しているものとして地

方厚生（支）局長へ届け出ている保険医療機関において、精神保健福祉士による精神科訪

問看護・指導を行う場合 

(９) (８)のただし書の場合において、同一の患者について、精神科訪問看護・指導料及び訪問

看護療養費を算定できる場合であっても、訪問看護療養費を算定した日については、精神科

訪問看護・指導料を算定できない。ただし、精神科在宅患者支援管理料１（ハを除く。）又

は３を算定する保険医療機関及び当該保険医療機関と連携する特別の関係にある訪問看護ス

テーションのそれぞれが同一日に訪問看護を実施した場合における精神科訪問看護・指導料

（作業療法士又は精神保健福祉士による場合に限る。）の算定、並びに、精神科在宅患者支

援管理料２を算定する保険医療機関及び当該保険医療機関と連携する訪問看護ステーション

のそれぞれが同一日に訪問看護を実施した場合における精神科訪問看護・指導料の算定は、

この限りでない。 

(10) 同一の患者について、複数の保険医療機関や訪問看護ステーションにおいて精神科訪問看

護・指導を行う場合は、当該保険医療機関及び訪問看護ステーション間において十分に連携

を図る。具体的には、精神科訪問看護・指導の実施による患者の目標の設定、計画の立案、

精神科訪問看護・指導の実施状況及び評価を共有する。 

(11) 介護保険法第８条第 20 項に規定する認知症対応型共同生活介護を行う施設、高齢者の居

住の安定確保に関する法律第５条第１項に規定するサービス付き高齢者向け住宅、障害者総

合支援法第５条第１項に規定する障害福祉サービスを行う施設又はその他の高齢者向け施設

等に入所している患者に精神科訪問看護・指導を行う場合においては、介護保険等による医

療及び看護サービスの提供に係る加算の算定等を含む当該施設における利用者の医療ニーズ

への対応について確認し、当該施設で行われているサービスと十分に連携する。また、当該

施設において当該保険医療機関が日常的な健康管理等（医療保険制度の給付によるものを除

く。）を行っている場合は、健康管理等と医療保険制度の給付による精神科訪問看護・指導

を区別して実施する。 

(12) 「注４」に係る複数名精神科訪問看護・指導加算は、精神科を担当する医師が、複数の保

健師等又は看護補助者による患家への訪問が必要と判断し、患者又はその家族等に同意を得

て、当該医師の指示を受けた当該保険医療機関の保健師又は看護師と保健師等又は看護補助

者が、患者又はその家族等に対して看護及び社会復帰指導等を行った場合（30分未満の場合
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(３) 「注１」のただし書及び「注２」のただし書に規定する場合とは、患者が急性増悪した状

態であって、精神科を担当している医師が患者を直接診察した上で、精神科訪問看護・指導

の必要性を認め、指示した場合である。また、「注３」に規定する場合には、医師が患者を

直接診察していない場合であっても、当該患者に対して精神科訪問看護・指導を行った保健

師等からの情報により、精神科を担当している医師が患者の病状を十分に把握し、必要と判

断して、指示した場合を含むものとする。 

(４) 「注１」ただし書及び「注２」ただし書に規定する場合並びに「注３」に規定する場合 

においては、それぞれの指示は月に１回ずつに限り、その必要性について、急性増悪の状 

態及び指示内容の要点と併せて診療録に記載し、診療報酬明細書にもその必要性について 

記載する。 

(５) 精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)は、精神科訪問看護・指導を受けようとする同一建物居住者

に対して、当該患者を診察した精神科を標榜する保険医療機関の保健師等を訪問させて、看

護又は療養上必要な指導を行った場合に、以下のア又はイにより算定する。なお、同一建物

居住者に係る人数については、同一日に区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問

看護・指導料を算定する患者数と精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)を算定する患者数とを合算し

た人数とすること。 

ア 同一建物居住者が２人の場合は、当該患者全員に対して、イの(１)、ロの(１)、ハの(１)又

はニの(１)により算定 

イ 同一建物居住者が３人以上の場合は、当該患者全員に対して、イの(２)、ロの(２)、ハ

の(２)又はニの(２)により算定 

(６) 同一建物居住者とは、基本的には、建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第２条第１号

に掲げる建築物に居住する複数の患者のことをいうが、具体的には、例えば以下のような患

者のことをいう。 

ア 老人福祉法（昭和 38 年法律第 133 号）第 20 条の４に規定する養護老人ホーム、老人福

祉法第 20 条の６に規定する軽費老人ホーム、老人福祉法第 29 条第１項に規定する有料老

人ホーム、老人福祉法第 20 条の５に規定する特別養護老人ホーム、マンションなどの集

合住宅等に入居又は入所している複数の患者 

イ 介護保険法第８条第９項に規定する短期入所生活介護、介護保険法第８条第 18 項に規

定する小規模多機能型居宅介護（指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準第 63 条第５項に規定する宿泊サービスに限る。）、介護保険法第８条第 19 項

に規定する認知症対応型共同生活介護、介護保険法第８条の２第９項に規定する介護予防

短期入所生活介護、介護保険法第８条の２第 16 項に規定する介護予防小規模多機能型居

宅介護（指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密

着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平成 1

8 年厚生労働省令第 36 号）第 44 条第５項に規定する宿泊サービスに限る。）、介護保険

法第８条の２第 17 項に規定する介護予防認知症対応型共同生活介護などのサービスを受

けている複数の患者 

(７) 精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)及び(Ⅲ)は、１回の訪問の実施時間に基づき、30 分未満、30

分以上 90 分程度の時間区分のいずれか一方の所定点数を算定する。30 分未満の訪問につい

ては、当該患者に短時間訪問の必要性があると医師が認めた場合にのみ算定する。 
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を担当する医師の指示により、保健師等が精神科訪問看護・指導を行った場合に１日につき

１回に限り加算すること。 

(18) 精神科緊急訪問看護加算に係る精神科緊急訪問看護を行った場合は、速やかに指示を行っ

た精神科を担当する医師に患者の病状等を報告するとともに、必要な場合は精神科特別訪問

看護指示書の交付を受け、精神科訪問指導計画について見直しを行うこと。 

(19) 医師は、保健師等に対して行った指示内容の要点を診療録に記載する。 

(20) 保健師等は、医師の指示に基づき行った指導の内容の要点、月の初日の最初の訪問看護・

指導時におけるＧＡＦ尺度により判定した値並びに精神科訪問看護・指導を実施した際の開

始時刻及び終了時刻を記録すること。また、保険医療機関における日々の精神科訪問看護・

指導を実施した患者氏名、訪問場所、訪問時間（開始時刻及び終了時刻）及び訪問人数等に

ついて記録し、保管しておくこと。 

(21) 保険医療機関は、精神科訪問看護・指導の実施に当たっては、保健所の実施する訪問指導

事業との連携に十分配慮する。 

(22) 「注９」に規定する交通費は実費とする。 

(23) 精神科在宅患者支援管理料１（ハを除く。）又は３を算定する保険医療機関と連携する訪

問看護ステーションのそれぞれが、同一日において訪問看護を行った場合は、それぞれが精

神科訪問看護・指導料（ただし、作業療法士又は精神保健福祉士による場合に限る。）及び

精神科訪問看護基本療養費を算定することができる。 

(24) 「注 10」に規定する精神科複数回訪問加算は、精神科在宅患者支援管理料を算定する保険

医療機関が、精神科在宅患者支援管理料（１のハを除く。）を算定し、医師が複数回の精神

科訪問看護・指導が必要であると認めた患者に対して、１日に２回又は３回以上の訪問看護

を行った場合に、患者１人につき、それぞれの点数を加算する。 

また、精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)を算定する場合にあっては、同一建物内において、当

該加算又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の「注３」に規

定する難病等複数回訪問加算（１日当たりの回数の区分が同じ場合に限る。）を同一日に算

定する患者の人数に応じて、以下のアからウまでにより算定する。 

ア 同一建物内に１人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注 10」の「イ」

の(１)又は「ロ」の(１)により算定 

イ 同一建物内に２人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注 10」の「イ」

の(２)又は「ロ」の(２)により算定 

ウ 同一建物内に３人以上の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注 10」の

「イ」の(３)又は「ロ」の(３)により算定 

(25) 精神科在宅患者支援管理料１（ハを除く。）又は３を算定する保険医療機関と連携する訪

問看護ステーションのそれぞれが、同一日に２回又は３回以上の訪問看護を行った場合は、

当該訪問看護ステーションは訪問看護療養費に係る精神科複数回訪問加算を算定せず、当該

保険医療機関が「注 10」に規定する精神科複数回訪問加算を算定する。 

(26) 精神科在宅患者支援管理料１（ハを除く。）又は３を算定する保険医療機関と連携する訪

問看護ステーションのそれぞれが、同一時間帯に訪問看護を実施した場合は、当該訪問看護

ステーションは精神科訪問看護基本療養費を算定せず、当該保険医療機関が精神科訪問看護

・指導料(Ⅰ)又は(Ⅲ)を算定する。 
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を除く。）は、１日につき「注４」のイ、ロ又はハのいずれかを算定する。精神科訪問看護

・指導を行う保健師又は看護師に保健師、看護師、作業療法士又は精神保健福祉士が同行す

る場合はイを、准看護師が同行する場合はロを、１日当たりの回数に応じて算定する。また、

看護補助者が同行する場合はハを所定点数に加算すること。ただし、看護補助者が同行する

場合には、週１日を限度として所定点数に加算する。単に２人の保健師等又は看護補助者が

同時に精神科訪問看護・指導を行ったことのみをもって算定することはできない。 

また、精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)を算定する場合にあっては、同一建物内において、当

該加算又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」に規

定する複数名訪問看護・指導加算（同時に訪問看護・指導を実施する職種及び１日当たりの

回数の区分が同じ場合に限る。）を同一日に算定する患者の人数に応じて、以下のアからウ

までにより算定する。 

ア 同一建物内に１人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の「イ」

の(１)の①、「イ」の(２)の①、「イ」の(３)の①、「ロ」の(１)の①、「ロ」の(２)の

①、「ロ」の(３)の①又は「ハ」の(１)により算定 

イ 同一建物内に２人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の「イ」

の(１)の②、「イ」の(２)の②、「イ」の(３)の②、「ロ」の(１)の②、「ロ」の(２)の

②、「ロ」の(３)の②又は「ハ」の(２)により算定 

ウ 同一建物内に３人以上の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の

「イ」の(１)の③、「イ」の(２)の③、「イ」の(３)の③、「ロ」の(１)の③、「ロ」の

(２)の③、「ロ」の(３)の③又は「ハ」の(３)により算定 

(13) 保健師又は看護師と同行する看護補助者は、常に同行の必要はないが、必ず患家において

両者が同時に滞在する一定の時間を確保すること。  

(14) 「注５」に規定する長時間精神科訪問看護・指導加算は、特掲診療料の施設基準等別表第

十の一の七の（１）に規定する長時間の訪問を要する者に対して、１回の精神科訪問看護・

指導の時間が 90 分を超えた場合について算定するものであり、週１回（特掲診療料の施設

基準等第十の一の七の（２）に規定する者にあっては週３回）に限り算定できるものとする。

なお、特掲診療料の施設基準等第十の一の七の（１）のイ及び（２）のイに規定する者のう

ち、超重症児・準超重症児については、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手

続きの取扱いについて」の別添６の別紙 14 の超重症児（者）・準超重症児（者）の判定基

準による判定スコアが 10 以上のものをいう。 

(15) 「注６」に規定する夜間・早朝訪問看護加算は、夜間（午後６時から午後 10 時までの時

間をいう。）又は早朝（午前６時から午前８時までの時間をいう。）に精神科訪問看護・指

導を行った場合に、深夜訪問看護加算は深夜（午後 10 時から午前６時までの時間をいう。）

に精神科訪問看護・指導を行った場合に、所定点数を加算すること。当該加算は、精神科緊

急訪問看護加算との併算定を可とする。 

(16) (15)は患者の求めに応じて、当該時間に精神科訪問看護・指導を行った場合に算定できる

ものであり、保険医療機関の都合により、当該時間に保健師等を訪問させて精神科訪問看護

・指導を行った場合には算定できない。 

(17) 「注７」に規定する精神科緊急訪問看護加算は、精神科訪問看護計画に基づき定期的に行

う精神科訪問看護・指導以外であって、患者又はその家族等の緊急の求めに応じて、精神科
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を担当する医師の指示により、保健師等が精神科訪問看護・指導を行った場合に１日につき

１回に限り加算すること。 

(18) 精神科緊急訪問看護加算に係る精神科緊急訪問看護を行った場合は、速やかに指示を行っ

た精神科を担当する医師に患者の病状等を報告するとともに、必要な場合は精神科特別訪問

看護指示書の交付を受け、精神科訪問指導計画について見直しを行うこと。 

(19) 医師は、保健師等に対して行った指示内容の要点を診療録に記載する。 

(20) 保健師等は、医師の指示に基づき行った指導の内容の要点、月の初日の最初の訪問看護・

指導時におけるＧＡＦ尺度により判定した値並びに精神科訪問看護・指導を実施した際の開

始時刻及び終了時刻を記録すること。また、保険医療機関における日々の精神科訪問看護・

指導を実施した患者氏名、訪問場所、訪問時間（開始時刻及び終了時刻）及び訪問人数等に

ついて記録し、保管しておくこと。 

(21) 保険医療機関は、精神科訪問看護・指導の実施に当たっては、保健所の実施する訪問指導

事業との連携に十分配慮する。 

(22) 「注９」に規定する交通費は実費とする。 

(23) 精神科在宅患者支援管理料１（ハを除く。）又は３を算定する保険医療機関と連携する訪

問看護ステーションのそれぞれが、同一日において訪問看護を行った場合は、それぞれが精

神科訪問看護・指導料（ただし、作業療法士又は精神保健福祉士による場合に限る。）及び

精神科訪問看護基本療養費を算定することができる。 

(24) 「注 10」に規定する精神科複数回訪問加算は、精神科在宅患者支援管理料を算定する保険

医療機関が、精神科在宅患者支援管理料（１のハを除く。）を算定し、医師が複数回の精神

科訪問看護・指導が必要であると認めた患者に対して、１日に２回又は３回以上の訪問看護

を行った場合に、患者１人につき、それぞれの点数を加算する。 

また、精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)を算定する場合にあっては、同一建物内において、当

該加算又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の「注３」に規

定する難病等複数回訪問加算（１日当たりの回数の区分が同じ場合に限る。）を同一日に算

定する患者の人数に応じて、以下のアからウまでにより算定する。 

ア 同一建物内に１人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注 10」の「イ」

の(１)又は「ロ」の(１)により算定 

イ 同一建物内に２人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注 10」の「イ」

の(２)又は「ロ」の(２)により算定 

ウ 同一建物内に３人以上の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注 10」の

「イ」の(３)又は「ロ」の(３)により算定 

(25) 精神科在宅患者支援管理料１（ハを除く。）又は３を算定する保険医療機関と連携する訪

問看護ステーションのそれぞれが、同一日に２回又は３回以上の訪問看護を行った場合は、

当該訪問看護ステーションは訪問看護療養費に係る精神科複数回訪問加算を算定せず、当該

保険医療機関が「注 10」に規定する精神科複数回訪問加算を算定する。 

(26) 精神科在宅患者支援管理料１（ハを除く。）又は３を算定する保険医療機関と連携する訪

問看護ステーションのそれぞれが、同一時間帯に訪問看護を実施した場合は、当該訪問看護

ステーションは精神科訪問看護基本療養費を算定せず、当該保険医療機関が精神科訪問看護

・指導料(Ⅰ)又は(Ⅲ)を算定する。 
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を除く。）は、１日につき「注４」のイ、ロ又はハのいずれかを算定する。精神科訪問看護

・指導を行う保健師又は看護師に保健師、看護師、作業療法士又は精神保健福祉士が同行す

る場合はイを、准看護師が同行する場合はロを、１日当たりの回数に応じて算定する。また、

看護補助者が同行する場合はハを所定点数に加算すること。ただし、看護補助者が同行する

場合には、週１日を限度として所定点数に加算する。単に２人の保健師等又は看護補助者が

同時に精神科訪問看護・指導を行ったことのみをもって算定することはできない。 

また、精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)を算定する場合にあっては、同一建物内において、当

該加算又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料の「注４」に規

定する複数名訪問看護・指導加算（同時に訪問看護・指導を実施する職種及び１日当たりの

回数の区分が同じ場合に限る。）を同一日に算定する患者の人数に応じて、以下のアからウ

までにより算定する。 

ア 同一建物内に１人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の「イ」

の(１)の①、「イ」の(２)の①、「イ」の(３)の①、「ロ」の(１)の①、「ロ」の(２)の

①、「ロ」の(３)の①又は「ハ」の(１)により算定 

イ 同一建物内に２人の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の「イ」

の(１)の②、「イ」の(２)の②、「イ」の(３)の②、「ロ」の(１)の②、「ロ」の(２)の

②、「ロ」の(３)の②又は「ハ」の(２)により算定 

ウ 同一建物内に３人以上の場合は、当該加算を算定する患者全員に対して、「注４」の

「イ」の(１)の③、「イ」の(２)の③、「イ」の(３)の③、「ロ」の(１)の③、「ロ」の

(２)の③、「ロ」の(３)の③又は「ハ」の(３)により算定 

(13) 保健師又は看護師と同行する看護補助者は、常に同行の必要はないが、必ず患家において

両者が同時に滞在する一定の時間を確保すること。  

(14) 「注５」に規定する長時間精神科訪問看護・指導加算は、特掲診療料の施設基準等別表第

十の一の七の（１）に規定する長時間の訪問を要する者に対して、１回の精神科訪問看護・

指導の時間が 90 分を超えた場合について算定するものであり、週１回（特掲診療料の施設

基準等第十の一の七の（２）に規定する者にあっては週３回）に限り算定できるものとする。

なお、特掲診療料の施設基準等第十の一の七の（１）のイ及び（２）のイに規定する者のう

ち、超重症児・準超重症児については、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手

続きの取扱いについて」の別添６の別紙 14 の超重症児（者）・準超重症児（者）の判定基

準による判定スコアが 10 以上のものをいう。 

(15) 「注６」に規定する夜間・早朝訪問看護加算は、夜間（午後６時から午後 10 時までの時

間をいう。）又は早朝（午前６時から午前８時までの時間をいう。）に精神科訪問看護・指

導を行った場合に、深夜訪問看護加算は深夜（午後 10 時から午前６時までの時間をいう。）

に精神科訪問看護・指導を行った場合に、所定点数を加算すること。当該加算は、精神科緊

急訪問看護加算との併算定を可とする。 

(16) (15)は患者の求めに応じて、当該時間に精神科訪問看護・指導を行った場合に算定できる

ものであり、保険医療機関の都合により、当該時間に保健師等を訪問させて精神科訪問看護

・指導を行った場合には算定できない。 

(17) 「注７」に規定する精神科緊急訪問看護加算は、精神科訪問看護計画に基づき定期的に行

う精神科訪問看護・指導以外であって、患者又はその家族等の緊急の求めに応じて、精神科
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事情により訪問に要した時間が片道１時間以上となった場合は算定できない。特別地域訪問

看護加算を算定する保険医療機関は、その所在地又は患家の所在地が特別地域に該当するか

否かについては、地方厚生（支）局に確認すること。 

I０１２－２ 精神科訪問看護指示料 

(１) 精神科訪問看護指示料は、入院中以外の精神疾患を有する患者であって、適切な在宅医療

を確保するため、指定訪問看護に関する指示を行うことを評価するものであり、患者の診療

を担う保険医（精神科の医師に限る。）が診療に基づき指定訪問看護の必要性を認め、当該

患者又はその家族等の同意を得て、別紙様式 17 を参考に作成した精神科訪問看護指示書に

有効期間（６月以内に限る。）を記載して、当該患者又はその家族等が選定する訪問看護ス

テーションに対して交付した場合に算定する。なお、１か月の指示を行う場合には、精神科

訪問看護指示書に有効期間を記載することを要しない。 

(２) 精神科訪問看護指示書を交付した保険医（精神科の医師に限る。）は、在宅療養に必要な

衛生材料及び保険医療材料（以下「衛生材料等」という。）の量の把握に努め、十分な量の

衛生材料等を患者に支給すること。 

(３) 精神科訪問看護の指示は、当該患者に対して主として診療を行う保険医療機関が行うこと

を原則とし、退院時に１回算定できるほか、在宅で療養を行っている患者について１月に１

回に限り算定できる。なお、同一月において、１人の患者について複数の訪問看護ステーシ

ョンに対して訪問看護指示書を交付した場合であっても、当該指示料は、１月に１回を限度

に算定するものであること。 

ただし、Ａ保険医療機関と特別の関係にあるＢ保険医療機関において区分番号「Ｃ００５」

在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指

導料及び精神科訪問看護・指導料を算定している月においては、Ａ保険医療機関は当該患者

について区分番号「Ｃ００７」訪問看護指示料は算定できない。 

(４) 精神科特別訪問看護指示加算は、当該患者が服薬中断等により急性増悪した場合であって、

当該患者の診療を担う保険医（精神科の医師に限る。）が、一時的に頻回の指定訪問看護を

当該患者に対して行う必要性を認め、当該患者又はその家族等の同意を得て、別紙様式 17

の２を参考に作成した精神科特別訪問看護指示書を、当該患者等が選定する訪問看護ステー

ションに対して交付した場合に、１月に１回に限り算定する。 

ここでいう一時的に頻回の指定訪問看護を行う必要性とは、恒常的な頻回の指定訪問看護

の必要性ではなく、状態の変化等で日常行っている指定訪問看護の回数では対応できない場

合であること。また、その理由等については、精神科特別訪問看護指示書に記載すること。 

なお、当該頻回の指定訪問看護は、当該特別の指示に係る診療の日から 14 日以内に限り

実施するものであること。 

(５) 患者の診療を行った精神科の医師は、指定訪問看護の必要性を認めた場合には、診療に基

づき速やかに精神科訪問看護指示書及び精神科特別訪問看護指示書（以下この項において

「精神科訪問看護指示書等」という。）を作成すること。当該精神科訪問看護指示書等には、

緊急時の連絡先として、診療を行った保険医療機関の電話番号等を必ず記載した上で、訪問

看護ステーションに交付すること。 

なお、精神科訪問看護指示書等は、特に患者の求めに応じて、患者又はその家族等を介し

て訪問看護ステーションに交付できるものであること。 
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(27) 精神科在宅患者支援管理料２を算定する保険医療機関と連携する訪問看護ステーションの

それぞれが、同一日に２回又は３回以上の訪問看護を行った場合、当該訪問看護ステーショ

ンが訪問看護療養費に係る精神科複数回訪問加算を算定し、当該保険医療機関は「注 10」に

規定する精神科複数回訪問加算を算定できない。 

(28) 精神科在宅患者支援管理料２を算定する保険医療機関と連携する訪問看護ステーションの

それぞれが、同一時間帯に訪問看護を実施した場合は、当該訪問看護ステーションが精神科

訪問看護基本療養費を算定し、当該保険医療機関は精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)又は(Ⅲ)を

算定できない。 

(29) 「注 11」に規定する看護・介護職員連携強化加算については、保険医療機関の看護師又は

准看護師が、口腔内の喀痰吸引、鼻腔内の喀痰吸引、気管カニューレ内部の喀痰吸引、胃瘻

若しくは腸瘻による経管栄養又は経鼻経管栄養を必要とする患者に対して、社会福祉士及び

介護福祉士法（昭和 62 年法律第 30 号）第 48 条の３第１項の登録を受けた登録喀痰吸引等

事業者又は同法附則第 20 条第１項の登録を受けた登録特定行為事業者（以下、「登録喀痰

吸引等事業者等」という。）の介護職員等（以下、「介護職員等」という。）が実施する社

会福祉士及び介護福祉士法施行規則（昭和 62 年厚生省令第 49 号）第１条各号に掲げる医師

の指示の下に行われる行為（以下「喀痰吸引等」という。）の業務が円滑に行われるよう支

援を行う取組を評価するものである。 

ア 当該加算は、患者の病状やその変化に合わせて、主治医の指示により、(イ)及び(ロ)の

対応を行っている場合に算定する。 

(イ) 喀痰吸引等に係る計画書や報告書の作成及び緊急時等の対応についての助言 

(ロ) 介護職員等に同行し、患者の居宅において喀痰吸引等の業務の実施状況についての

確認 

イ 当該加算は、次の場合には算定できない。 

(イ) 介護職員等の喀痰吸引等に係る基礎的な技術取得や研修目的での同行訪問 

(ロ) 同一の患者に、他の保険医療機関又は訪問看護ステーションにおいて看護・介護職

員連携強化加算を算定している場合 

ウ 当該加算は、介護職員等と同行訪問を実施した日の属する月の初日の訪問看護・指導の

実施日に算定する。また、その内容を訪問看護記録書に記録すること。 

エ 登録喀痰吸引等事業者等が、患者に対する安全なサービス提供体制整備や連携体制確保

のために会議を行う場合は、当該会議に出席し連携する。また、その場合は、会議の内容

を訪問看護記録書に記録すること。 

オ 患者又はその家族等から電話等により看護に関する意見を求められた場合に対応できる

よう、患者又はその家族等に対して、保険医療機関の名称、所在地、電話番号並びに時間

外及び緊急時の連絡方法を記載した文書を交付すること。 

(30) 「注 12」に規定する特別地域訪問看護加算は、当該保険医療機関の所在地から患家までの

訪問につき、最も合理的な通常の経路及び方法で片道１時間以上要する患者に対して、特別

地域に所在する保険医療機関の保健師等が精神科訪問看護・指導を行った場合又は特別地域

外に所在する保険医療機関の保健師等が、特別地域に居住する患者に対して精神科訪問看護

・指導を行った場合に、精神科訪問看護・指導料の所定点数（注に規定する加算は含まな

い。）の 100 分の 50 に相当する点数を加算する。なお、当該加算は、交通事情等の特別の
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事情により訪問に要した時間が片道１時間以上となった場合は算定できない。特別地域訪問

看護加算を算定する保険医療機関は、その所在地又は患家の所在地が特別地域に該当するか

否かについては、地方厚生（支）局に確認すること。 

I０１２－２ 精神科訪問看護指示料 

(１) 精神科訪問看護指示料は、入院中以外の精神疾患を有する患者であって、適切な在宅医療

を確保するため、指定訪問看護に関する指示を行うことを評価するものであり、患者の診療

を担う保険医（精神科の医師に限る。）が診療に基づき指定訪問看護の必要性を認め、当該

患者又はその家族等の同意を得て、別紙様式 17 を参考に作成した精神科訪問看護指示書に

有効期間（６月以内に限る。）を記載して、当該患者又はその家族等が選定する訪問看護ス

テーションに対して交付した場合に算定する。なお、１か月の指示を行う場合には、精神科

訪問看護指示書に有効期間を記載することを要しない。 

(２) 精神科訪問看護指示書を交付した保険医（精神科の医師に限る。）は、在宅療養に必要な

衛生材料及び保険医療材料（以下「衛生材料等」という。）の量の把握に努め、十分な量の

衛生材料等を患者に支給すること。 

(３) 精神科訪問看護の指示は、当該患者に対して主として診療を行う保険医療機関が行うこと

を原則とし、退院時に１回算定できるほか、在宅で療養を行っている患者について１月に１

回に限り算定できる。なお、同一月において、１人の患者について複数の訪問看護ステーシ

ョンに対して訪問看護指示書を交付した場合であっても、当該指示料は、１月に１回を限度

に算定するものであること。 

ただし、Ａ保険医療機関と特別の関係にあるＢ保険医療機関において区分番号「Ｃ００５」

在宅患者訪問看護・指導料又は区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指

導料及び精神科訪問看護・指導料を算定している月においては、Ａ保険医療機関は当該患者

について区分番号「Ｃ００７」訪問看護指示料は算定できない。 

(４) 精神科特別訪問看護指示加算は、当該患者が服薬中断等により急性増悪した場合であって、

当該患者の診療を担う保険医（精神科の医師に限る。）が、一時的に頻回の指定訪問看護を

当該患者に対して行う必要性を認め、当該患者又はその家族等の同意を得て、別紙様式 17

の２を参考に作成した精神科特別訪問看護指示書を、当該患者等が選定する訪問看護ステー

ションに対して交付した場合に、１月に１回に限り算定する。 

ここでいう一時的に頻回の指定訪問看護を行う必要性とは、恒常的な頻回の指定訪問看護

の必要性ではなく、状態の変化等で日常行っている指定訪問看護の回数では対応できない場

合であること。また、その理由等については、精神科特別訪問看護指示書に記載すること。 

なお、当該頻回の指定訪問看護は、当該特別の指示に係る診療の日から 14 日以内に限り

実施するものであること。 

(５) 患者の診療を行った精神科の医師は、指定訪問看護の必要性を認めた場合には、診療に基

づき速やかに精神科訪問看護指示書及び精神科特別訪問看護指示書（以下この項において

「精神科訪問看護指示書等」という。）を作成すること。当該精神科訪問看護指示書等には、

緊急時の連絡先として、診療を行った保険医療機関の電話番号等を必ず記載した上で、訪問

看護ステーションに交付すること。 

なお、精神科訪問看護指示書等は、特に患者の求めに応じて、患者又はその家族等を介し

て訪問看護ステーションに交付できるものであること。 
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(27) 精神科在宅患者支援管理料２を算定する保険医療機関と連携する訪問看護ステーションの

それぞれが、同一日に２回又は３回以上の訪問看護を行った場合、当該訪問看護ステーショ

ンが訪問看護療養費に係る精神科複数回訪問加算を算定し、当該保険医療機関は「注 10」に

規定する精神科複数回訪問加算を算定できない。 

(28) 精神科在宅患者支援管理料２を算定する保険医療機関と連携する訪問看護ステーションの

それぞれが、同一時間帯に訪問看護を実施した場合は、当該訪問看護ステーションが精神科

訪問看護基本療養費を算定し、当該保険医療機関は精神科訪問看護・指導料(Ⅰ)又は(Ⅲ)を

算定できない。 

(29) 「注 11」に規定する看護・介護職員連携強化加算については、保険医療機関の看護師又は

准看護師が、口腔内の喀痰吸引、鼻腔内の喀痰吸引、気管カニューレ内部の喀痰吸引、胃瘻

若しくは腸瘻による経管栄養又は経鼻経管栄養を必要とする患者に対して、社会福祉士及び

介護福祉士法（昭和 62 年法律第 30 号）第 48 条の３第１項の登録を受けた登録喀痰吸引等

事業者又は同法附則第 20 条第１項の登録を受けた登録特定行為事業者（以下、「登録喀痰

吸引等事業者等」という。）の介護職員等（以下、「介護職員等」という。）が実施する社

会福祉士及び介護福祉士法施行規則（昭和 62 年厚生省令第 49 号）第１条各号に掲げる医師

の指示の下に行われる行為（以下「喀痰吸引等」という。）の業務が円滑に行われるよう支

援を行う取組を評価するものである。 

ア 当該加算は、患者の病状やその変化に合わせて、主治医の指示により、(イ)及び(ロ)の

対応を行っている場合に算定する。 

(イ) 喀痰吸引等に係る計画書や報告書の作成及び緊急時等の対応についての助言 

(ロ) 介護職員等に同行し、患者の居宅において喀痰吸引等の業務の実施状況についての

確認 

イ 当該加算は、次の場合には算定できない。 

(イ) 介護職員等の喀痰吸引等に係る基礎的な技術取得や研修目的での同行訪問 

(ロ) 同一の患者に、他の保険医療機関又は訪問看護ステーションにおいて看護・介護職

員連携強化加算を算定している場合 

ウ 当該加算は、介護職員等と同行訪問を実施した日の属する月の初日の訪問看護・指導の

実施日に算定する。また、その内容を訪問看護記録書に記録すること。 

エ 登録喀痰吸引等事業者等が、患者に対する安全なサービス提供体制整備や連携体制確保

のために会議を行う場合は、当該会議に出席し連携する。また、その場合は、会議の内容

を訪問看護記録書に記録すること。 

オ 患者又はその家族等から電話等により看護に関する意見を求められた場合に対応できる

よう、患者又はその家族等に対して、保険医療機関の名称、所在地、電話番号並びに時間

外及び緊急時の連絡方法を記載した文書を交付すること。 

(30) 「注 12」に規定する特別地域訪問看護加算は、当該保険医療機関の所在地から患家までの

訪問につき、最も合理的な通常の経路及び方法で片道１時間以上要する患者に対して、特別

地域に所在する保険医療機関の保健師等が精神科訪問看護・指導を行った場合又は特別地域

外に所在する保険医療機関の保健師等が、特別地域に居住する患者に対して精神科訪問看護

・指導を行った場合に、精神科訪問看護・指導料の所定点数（注に規定する加算は含まな

い。）の 100 分の 50 に相当する点数を加算する。なお、当該加算は、交通事情等の特別の
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(４) 入院患者の隔離及び身体拘束その他の行動制限が病状等に応じて必要最小限の範囲内で適

正に行われていることを常に確認できるよう、一覧性のある台帳が整備されていること（平

成 26 年３月 14 日障精発 0314 第１号｢精神科病院に対する指導監督等の徹底について｣）。

また、その内容について他の医療機関と相互評価できるような体制を有していることが望ま

しい。 

(５) 患者に対する治療計画、説明の要点について診療録に記載すること。 

Ｉ０１５ 重度認知症患者デイ・ケア料 

(１) 精神症状及び行動異常が著しい認知症患者（「認知症高齢者の日常生活度判定基準」がラ

ンクＭに該当するもの）の精神症状等の軽快及び生活機能の回復を目的とし、別に厚生労働

大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け出た保険医療機関において、患者１人

当たり１日につき６時間以上行った場合に算定する。 

(２) 医師の診療に基づき、対象となる患者ごとにプログラムを作成し、当該プログラムに従っ

て行うものであって、定期的にその評価を行う等計画的な医学的管理に基づいて行うもので

あること。 

(３) 治療の一環として治療上の目的を達するために食事を提供する場合にあっては、その費用

は所定点数に含まれる。 

(４) 「注２」に掲げる早期加算の対象となる患者は、当該療法の算定を開始してから１年以内

又は精神病床を退院して１年以内の患者であること。 

(５) 「注３」に掲げる夜間ケア加算の対象となる患者は、夜間の精神状態及び行動異常が著し

い認知症患者で、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け出た保

険医療機関において、当該療法に引き続き２時間以上の夜間ケアを行った場合には、当該療

法を最初に算定した日から起算して１年以内の期間に限り算定できる。 

(６) 重度認知症患者デイ・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する

こと。 

(７) 重度認知症患者デイ・ケア料は入院中の患者以外の患者に限り算定する。ただし、重度認

知症患者デイ・ケア料を算定している患者に対しては、同一日に行う他の精神科専門療法は、

別に算定できない。 

Ｉ０１６ 精神科在宅患者支援管理料 

(１) 精神科在宅患者支援管理料「１」及び「２」は、精神科を標榜する保険医療機関への通院

が困難な者（精神症状により単独での通院が困難な者を含む。）に対し、精神科医、看護師

又は保健師、作業療法士、精神保健福祉士等の多職種が、計画的な医学管理の下に月１回以

上の訪問診療及び定期的な精神科訪問看護を実施するとともに、必要に応じ、急変時等に常

時対応できる体制を整備し、多職種が参加する定期的な会議を開催することを評価するもの

であり、月１回に限り算定する。なお、「１」及び「２」の算定に当たっては、診療報酬明

細書の摘要欄に、直近の入院についての入院日、入院形態並びに退院日（入退院を繰り返す

者の場合は、直近の入院に加え、前々回の入院についての入院日、入院形態並びに退院日）、

直近の退院時におけるＧＡＦ、当該月の最初の訪問診療時におけるＧＡＦ、「「認知症高齢

者の日常生活自立度判定基準」の活用について」（平成 18 年４月３日老発第 0403003 号）

におけるランク、初回の算定日及び算定する月に行った訪問の日時、診療時間並びに訪問し

た者の職種を記載すること。 
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(６) 主治医は、交付した精神科訪問看護指示書等の写しを診療録に添付すること。 

(７) 患者の診療を担う保険医（精神科の医師に限る。）は、当該精神科訪問看護指示書交付後

であっても、患者の病状等に応じてその期間を変更することができるものであること。なお、

指定訪問看護の指示を行った保険医療機関は、訪問看護ステーションからの対象患者につい

て相談等があった場合には、懇切丁寧に対応すること。 

(８) 「注３」に規定する衛生材料等提供加算は、在宅療養において衛生材料等が必要な患者に

対し、当該患者へ精神科訪問看護を実施している訪問看護ステーションから提出された精神

科訪問看護計画書及び精神科訪問看護報告書を基に、療養上必要な量について判断の上、必

要かつ十分な量の衛生材料等を患者に支給した場合に算定する。 

(９) 「Ｃ００２」在宅時医学総合管理料、「Ｃ００２－２」施設入居時等医学総合管理料、

「Ｃ００３」在宅がん医療総合診療料、「Ｃ００５－２」在宅患者訪問点滴注射管理指導料、

第２部第２節第１款の各区分に規定する在宅療養指導管理料を算定した場合は、「注３」の

加算は当該管理料等に含まれ別に算定できない。 

Ｉ０１３ 抗精神病特定薬剤治療指導管理料 

(１) 抗精神病特定薬剤治療指導管理料の「１」のイは、精神科を標榜する保険医療機関におい

て、精神科を担当する医師が、持続性抗精神病注射薬剤を投与している入院中の統合失調症

患者に対して、計画的な治療管理を継続して行い、かつ、当該薬剤の効果及び副作用に関す

る説明を含め、療養上必要な指導を行った場合に、当該入院における当該薬剤の投与開始日

の属する月及びその翌月にそれぞれ１回に限り、当該薬剤を投与したときに算定する。 

(２) 抗精神病特定薬剤治療指導管理料の「１」のロは、精神科を標榜する保険医療機関におい

て、精神科を担当する医師が、持続性抗精神病注射薬剤を投与している入院中の患者以外の

統合失調症患者に対して、計画的な治療管理を継続して行い、かつ、当該薬剤の効果及び副

作用に関する説明を含め、療養上必要な指導を行った場合に、月１回に限り、当該薬剤を投

与した日に算定する。 

(３) 持続性抗精神病注射薬剤の種類については、別紙 36 を参考にすること。 

(４) 抗精神病特定薬剤治療指導管理料の「２」治療抵抗性統合失調症治療指導管理料は、精神

科を標榜する保険医療機関において、精神科を担当する医師が、治療抵抗性統合失調症治療

薬を投与している治療抵抗性統合失調症患者に対して、計画的な治療管理を継続して行い、

かつ、当該薬剤の効果及び副作用に関する説明を含め、療養上必要な指導を行った場合に、

月１回に限り算定する。 

(５) 治療抵抗性統合失調症治療薬とは、クロザピンをいう。 

(６) 抗精神病特定薬剤治療指導管理料を算定する場合は、治療計画及び治療内容の要点を診療

録に記載する。 

Ｉ０１４ 医療保護入院等診療料 

(１) 医療保護入院等診療料は、措置入院、緊急措置入院、医療保護入院、応急入院に係る患者

について、当該入院期間中１回に限り算定する。 

(２) 医療保護入院等診療料を算定する場合にあっては、患者の入院形態について、措置入院、

緊急措置入院、医療保護入院、応急入院の中から該当するものを診療報酬明細書に記載する。 

(３) 医療保護入院等診療料を算定する病院は、隔離等の行動制限を最小化するための委員会に

おいて、入院医療について定期的（少なくとも月１回）な評価を行うこと。 
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(４) 入院患者の隔離及び身体拘束その他の行動制限が病状等に応じて必要最小限の範囲内で適

正に行われていることを常に確認できるよう、一覧性のある台帳が整備されていること（平

成 26 年３月 14 日障精発 0314 第１号｢精神科病院に対する指導監督等の徹底について｣）。

また、その内容について他の医療機関と相互評価できるような体制を有していることが望ま

しい。 

(５) 患者に対する治療計画、説明の要点について診療録に記載すること。 

Ｉ０１５ 重度認知症患者デイ・ケア料 

(１) 精神症状及び行動異常が著しい認知症患者（「認知症高齢者の日常生活度判定基準」がラ

ンクＭに該当するもの）の精神症状等の軽快及び生活機能の回復を目的とし、別に厚生労働

大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け出た保険医療機関において、患者１人

当たり１日につき６時間以上行った場合に算定する。 

(２) 医師の診療に基づき、対象となる患者ごとにプログラムを作成し、当該プログラムに従っ

て行うものであって、定期的にその評価を行う等計画的な医学的管理に基づいて行うもので

あること。 

(３) 治療の一環として治療上の目的を達するために食事を提供する場合にあっては、その費用

は所定点数に含まれる。 

(４) 「注２」に掲げる早期加算の対象となる患者は、当該療法の算定を開始してから１年以内

又は精神病床を退院して１年以内の患者であること。 

(５) 「注３」に掲げる夜間ケア加算の対象となる患者は、夜間の精神状態及び行動異常が著し

い認知症患者で、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして届け出た保

険医療機関において、当該療法に引き続き２時間以上の夜間ケアを行った場合には、当該療

法を最初に算定した日から起算して１年以内の期間に限り算定できる。 

(６) 重度認知症患者デイ・ケアを行った場合は、その要点及び診療時間を診療録等に記載する

こと。 

(７) 重度認知症患者デイ・ケア料は入院中の患者以外の患者に限り算定する。ただし、重度認

知症患者デイ・ケア料を算定している患者に対しては、同一日に行う他の精神科専門療法は、

別に算定できない。 

Ｉ０１６ 精神科在宅患者支援管理料 

(１) 精神科在宅患者支援管理料「１」及び「２」は、精神科を標榜する保険医療機関への通院

が困難な者（精神症状により単独での通院が困難な者を含む。）に対し、精神科医、看護師

又は保健師、作業療法士、精神保健福祉士等の多職種が、計画的な医学管理の下に月１回以

上の訪問診療及び定期的な精神科訪問看護を実施するとともに、必要に応じ、急変時等に常

時対応できる体制を整備し、多職種が参加する定期的な会議を開催することを評価するもの

であり、月１回に限り算定する。なお、「１」及び「２」の算定に当たっては、診療報酬明

細書の摘要欄に、直近の入院についての入院日、入院形態並びに退院日（入退院を繰り返す

者の場合は、直近の入院に加え、前々回の入院についての入院日、入院形態並びに退院日）、

直近の退院時におけるＧＡＦ、当該月の最初の訪問診療時におけるＧＡＦ、「「認知症高齢

者の日常生活自立度判定基準」の活用について」（平成 18 年４月３日老発第 0403003 号）

におけるランク、初回の算定日及び算定する月に行った訪問の日時、診療時間並びに訪問し

た者の職種を記載すること。 
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(６) 主治医は、交付した精神科訪問看護指示書等の写しを診療録に添付すること。 

(７) 患者の診療を担う保険医（精神科の医師に限る。）は、当該精神科訪問看護指示書交付後

であっても、患者の病状等に応じてその期間を変更することができるものであること。なお、

指定訪問看護の指示を行った保険医療機関は、訪問看護ステーションからの対象患者につい

て相談等があった場合には、懇切丁寧に対応すること。 

(８) 「注３」に規定する衛生材料等提供加算は、在宅療養において衛生材料等が必要な患者に

対し、当該患者へ精神科訪問看護を実施している訪問看護ステーションから提出された精神

科訪問看護計画書及び精神科訪問看護報告書を基に、療養上必要な量について判断の上、必

要かつ十分な量の衛生材料等を患者に支給した場合に算定する。 

(９) 「Ｃ００２」在宅時医学総合管理料、「Ｃ００２－２」施設入居時等医学総合管理料、

「Ｃ００３」在宅がん医療総合診療料、「Ｃ００５－２」在宅患者訪問点滴注射管理指導料、

第２部第２節第１款の各区分に規定する在宅療養指導管理料を算定した場合は、「注３」の

加算は当該管理料等に含まれ別に算定できない。 

Ｉ０１３ 抗精神病特定薬剤治療指導管理料 

(１) 抗精神病特定薬剤治療指導管理料の「１」のイは、精神科を標榜する保険医療機関におい

て、精神科を担当する医師が、持続性抗精神病注射薬剤を投与している入院中の統合失調症

患者に対して、計画的な治療管理を継続して行い、かつ、当該薬剤の効果及び副作用に関す

る説明を含め、療養上必要な指導を行った場合に、当該入院における当該薬剤の投与開始日

の属する月及びその翌月にそれぞれ１回に限り、当該薬剤を投与したときに算定する。 

(２) 抗精神病特定薬剤治療指導管理料の「１」のロは、精神科を標榜する保険医療機関におい

て、精神科を担当する医師が、持続性抗精神病注射薬剤を投与している入院中の患者以外の

統合失調症患者に対して、計画的な治療管理を継続して行い、かつ、当該薬剤の効果及び副

作用に関する説明を含め、療養上必要な指導を行った場合に、月１回に限り、当該薬剤を投

与した日に算定する。 

(３) 持続性抗精神病注射薬剤の種類については、別紙 36 を参考にすること。 

(４) 抗精神病特定薬剤治療指導管理料の「２」治療抵抗性統合失調症治療指導管理料は、精神

科を標榜する保険医療機関において、精神科を担当する医師が、治療抵抗性統合失調症治療

薬を投与している治療抵抗性統合失調症患者に対して、計画的な治療管理を継続して行い、

かつ、当該薬剤の効果及び副作用に関する説明を含め、療養上必要な指導を行った場合に、

月１回に限り算定する。 

(５) 治療抵抗性統合失調症治療薬とは、クロザピンをいう。 

(６) 抗精神病特定薬剤治療指導管理料を算定する場合は、治療計画及び治療内容の要点を診療

録に記載する。 

Ｉ０１４ 医療保護入院等診療料 

(１) 医療保護入院等診療料は、措置入院、緊急措置入院、医療保護入院、応急入院に係る患者

について、当該入院期間中１回に限り算定する。 

(２) 医療保護入院等診療料を算定する場合にあっては、患者の入院形態について、措置入院、

緊急措置入院、医療保護入院、応急入院の中から該当するものを診療報酬明細書に記載する。 

(３) 医療保護入院等診療料を算定する病院は、隔離等の行動制限を最小化するための委員会に

おいて、入院医療について定期的（少なくとも月１回）な評価を行うこと。 
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行うこと。原則として、（７）のアに規定する専任のチームに所属する精神科医等が訪問

することとし、異なる従事者が行う場合には、あらかじめ患者又は患者家族等に説明を行

い、同意を得ること。 

ウ （７）のアに規定する専任のチームが週１回以上一堂に会しカンファレンス（以下「チ

ームカンファレンス」という。）を行うこと。うち、月１回以上は保健所又は精神保健福

祉センター等と共同して会議（以下「共同カンファレンス」という。）を開催すること。

ただし、当該保健所又は精神保健福祉センター等の都合により当該保健所又は精神保健福

祉センター等がカンファレンスに参加できなかった場合は、参加できなかった理由を診療

報酬明細書の摘要欄に記載すること。なお、共同カンファレンスについては、初回は関係

者全員が一同に会して実施すること。２回目以降についても、関係者全員が一同に会して

実施することが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を用いて実施した場合でも算定可

能である。 

(８) 「１」のロ及び「２」のロは、(７)のアに加え、以下の全てを実施する場合に算定するこ

と。 

ア 当該患者に対して月１回以上の訪問診療と月２回以上の精神科訪問看護及び精神科訪問

看護・指導（うち月１回以上は精神保健福祉士又は作業療法士による訪問であること）を

行うこと。原則として、（７）のアに規定する専任のチームに所属する精神科医等が訪問

することとし、異なる従事者が行う場合には、あらかじめ患者又は患者家族等に説明を行

い、同意を得ること。 

イ （７）のアに規定する専任のチームが月１回以上一堂に会しチームカンファレンスを行

い、その都度、患者の同意を得た上で、保健所又は精神保健センター等にチームカンファ

レンスの結果を文書により情報提供すること。必要に応じて共同カンファレンスを行うこ

と。なお、共同カンファレンスについては、関係者全員が一同に会して実施することが原

則であるが、ビデオ通話が可能な機器を用いて実施した場合でも算定可能である。 

(９) 連携する訪問看護ステーションが精神科訪問看護を行う場合には、精神科在宅患者支援管

理料２を算定する。この場合、(７)のアに規定する専任のチームに、連携する訪問看護ステ

ーションの看護師若しくは保健師、作業療法士又は精神保健福祉士のいずれか１名以上が参

加している必要があること。また、連携する訪問看護ステーションにおいて緊急時に円滑な

対応ができるよう、定期的な多職種会議の他、あらかじめ患家の同意を得て、当該患者の病

状、治療計画、直近の診療内容等緊急の対応に必要な診療情報を随時提供していること。な

お、この場合、(７)及び(８)に規定するチームカンファレンスについては、関係者全員が一

同に会して実施することが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を用いて実施した場合で

も算定可能である。 

(10) (７)、(８)及び（９）において、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際

は、患者の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報シス

テムと共通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働

省「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(11) チームカンファレンス及び共同カンファレンスの開催に当たっては、以下の点に留意する

こと。 

ア チームカンファレンス及び共同カンファレンスにおいて、において、患者についての診
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(２) 「１」のイ及び「２」のイについては、以下の全てに該当する患者に対して、初回の算定

日から起算して６月以内に限り、月に１回に限り算定すること。 

ア １年以上の入院歴を有する者、措置入院又は緊急措置入院を経て退院した患者であって、

都道府県等が精神障害者の退院後支援に関する指針を踏まえて作成する退院後支援計画に

関する計画に基づく支援期間にある患者又は入退院を繰り返す者（入退院を繰り返す者に

ついては、直近の入院が、措置入院、緊急措置入院又は医療保護入院であり、かつ当該直

近の入院の入院日より起算して過去３月以内に措置入院、緊急措置入院又は医療保護入院

をしたことのある者に限る。） 

イ 統合失調症、統合失調症型障害若しくは妄想性障害、気分（感情）障害又は重度認知症

の状態で、退院時又は算定時におけるＧＡＦ尺度による判定が 40以下の者（重度認知症の

状態とは、「「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」の活用について」（平成 18年４

月３日老発第 0403003 号）（「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取

扱いについて」（平成 30 年３月５日保医発 0305 第２号）の別添６の別紙 12 及び別紙 13

参照）におけるランクＭに該当すること。ただし、重度の意識障害のある者（ＪＣＳ（Ja

pan Coma Scale）でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣＳ（Glasgow Coma Scale）で８点以下

の状態にある者）を除く。） 

(３) 「１」のロ及び「２」のロについては、(２)のア又はイに該当する患者に対して、初回の

算定日から起算して６月以内に限り、月に１回に限り算定すること。 

(４) 「３」は、精神科を標榜する保険医療機関への通院が困難な者（精神症状により単独での

通院が困難な者を含む。）のうち、以下のいずれかに該当する患者に対して、計画的な医学

管理の下に月１回以上の訪問診療を実施するとともに、必要に応じ、急変時等に常時対応で

きる体制を整備することを評価するものであり、「１」又は「２」の初回の算定日から起算

して２年に限り、月１回に限り算定する。なお、「３」の算定に当たっては、診療報酬明細

書の摘要欄に、「１」又は「２」の初回の算定日、「３」の初回の算定日及び算定する月に

行った訪問の日時、診療時間並びに訪問した者の職種を記載すること。 

ア 「１」のイ又は「２」のイを算定した患者であって、当該管理料の算定を開始した月か

ら、６月を経過した患者 

イ 「１」のロ又は「２」のロを前月に算定した患者であって、引き続き訪問診療が必要な

患者 

(５) 「３」を前月に算定した患者であって、（２）のイを満たし、対象となる状態の著しい急

性増悪を認めるものについては、要件を満たす場合に限り、「１」の「ロ」及び「２」の

「ロ」を算定して差し支えない。なお、この場合においては、診療報酬明細書の摘要欄に、

急性増悪における状態像について記載すること。 

(６) 計画的な医学管理については、別紙様式 41 又はこれに準じた様式を用いて総合支援計画

書を月１回以上作成し、総合支援計画書の写しを診療録に添付すること。 

(７) 「１」のイ及び「２」のイは、以下の全てを実施する場合に算定すること。 

ア 算定患者ごとに、当該患者の診療等を担当する精神科医、看護師又は保健師、精神保健

福祉士及び作業療法士の各１名以上からなる専任のチームを設置すること。 

イ 当該患者に対して月１回以上の訪問診療と週２回以上の精神科訪問看護及び精神科訪問

看護・指導（うち月２回以上は精神保健福祉士又は作業療法士による訪問であること）を
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行うこと。原則として、（７）のアに規定する専任のチームに所属する精神科医等が訪問

することとし、異なる従事者が行う場合には、あらかじめ患者又は患者家族等に説明を行

い、同意を得ること。 

ウ （７）のアに規定する専任のチームが週１回以上一堂に会しカンファレンス（以下「チ

ームカンファレンス」という。）を行うこと。うち、月１回以上は保健所又は精神保健福

祉センター等と共同して会議（以下「共同カンファレンス」という。）を開催すること。

ただし、当該保健所又は精神保健福祉センター等の都合により当該保健所又は精神保健福

祉センター等がカンファレンスに参加できなかった場合は、参加できなかった理由を診療

報酬明細書の摘要欄に記載すること。なお、共同カンファレンスについては、初回は関係

者全員が一同に会して実施すること。２回目以降についても、関係者全員が一同に会して

実施することが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を用いて実施した場合でも算定可

能である。 

(８) 「１」のロ及び「２」のロは、(７)のアに加え、以下の全てを実施する場合に算定するこ

と。 

ア 当該患者に対して月１回以上の訪問診療と月２回以上の精神科訪問看護及び精神科訪問

看護・指導（うち月１回以上は精神保健福祉士又は作業療法士による訪問であること）を

行うこと。原則として、（７）のアに規定する専任のチームに所属する精神科医等が訪問

することとし、異なる従事者が行う場合には、あらかじめ患者又は患者家族等に説明を行

い、同意を得ること。 

イ （７）のアに規定する専任のチームが月１回以上一堂に会しチームカンファレンスを行

い、その都度、患者の同意を得た上で、保健所又は精神保健センター等にチームカンファ

レンスの結果を文書により情報提供すること。必要に応じて共同カンファレンスを行うこ

と。なお、共同カンファレンスについては、関係者全員が一同に会して実施することが原

則であるが、ビデオ通話が可能な機器を用いて実施した場合でも算定可能である。 

(９) 連携する訪問看護ステーションが精神科訪問看護を行う場合には、精神科在宅患者支援管

理料２を算定する。この場合、(７)のアに規定する専任のチームに、連携する訪問看護ステ

ーションの看護師若しくは保健師、作業療法士又は精神保健福祉士のいずれか１名以上が参

加している必要があること。また、連携する訪問看護ステーションにおいて緊急時に円滑な

対応ができるよう、定期的な多職種会議の他、あらかじめ患家の同意を得て、当該患者の病

状、治療計画、直近の診療内容等緊急の対応に必要な診療情報を随時提供していること。な

お、この場合、(７)及び(８)に規定するチームカンファレンスについては、関係者全員が一

同に会して実施することが原則であるが、ビデオ通話が可能な機器を用いて実施した場合で

も算定可能である。 

(10) (７)、(８)及び（９）において、患者の個人情報を当該ビデオ通話の画面上で共有する際

は、患者の同意を得ていること。また、保険医療機関の電子カルテなどを含む医療情報シス

テムと共通のネットワーク上の端末においてカンファレンスを実施する場合には、厚生労働

省「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応していること。 

(11) チームカンファレンス及び共同カンファレンスの開催に当たっては、以下の点に留意する

こと。 

ア チームカンファレンス及び共同カンファレンスにおいて、において、患者についての診
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(２) 「１」のイ及び「２」のイについては、以下の全てに該当する患者に対して、初回の算定

日から起算して６月以内に限り、月に１回に限り算定すること。 

ア １年以上の入院歴を有する者、措置入院又は緊急措置入院を経て退院した患者であって、

都道府県等が精神障害者の退院後支援に関する指針を踏まえて作成する退院後支援計画に

関する計画に基づく支援期間にある患者又は入退院を繰り返す者（入退院を繰り返す者に

ついては、直近の入院が、措置入院、緊急措置入院又は医療保護入院であり、かつ当該直

近の入院の入院日より起算して過去３月以内に措置入院、緊急措置入院又は医療保護入院

をしたことのある者に限る。） 

イ 統合失調症、統合失調症型障害若しくは妄想性障害、気分（感情）障害又は重度認知症

の状態で、退院時又は算定時におけるＧＡＦ尺度による判定が 40以下の者（重度認知症の

状態とは、「「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」の活用について」（平成 18年４

月３日老発第 0403003 号）（「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取

扱いについて」（平成 30 年３月５日保医発 0305 第２号）の別添６の別紙 12 及び別紙 13

参照）におけるランクＭに該当すること。ただし、重度の意識障害のある者（ＪＣＳ（Ja

pan Coma Scale）でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣＳ（Glasgow Coma Scale）で８点以下

の状態にある者）を除く。） 

(３) 「１」のロ及び「２」のロについては、(２)のア又はイに該当する患者に対して、初回の

算定日から起算して６月以内に限り、月に１回に限り算定すること。 

(４) 「３」は、精神科を標榜する保険医療機関への通院が困難な者（精神症状により単独での

通院が困難な者を含む。）のうち、以下のいずれかに該当する患者に対して、計画的な医学

管理の下に月１回以上の訪問診療を実施するとともに、必要に応じ、急変時等に常時対応で

きる体制を整備することを評価するものであり、「１」又は「２」の初回の算定日から起算

して２年に限り、月１回に限り算定する。なお、「３」の算定に当たっては、診療報酬明細

書の摘要欄に、「１」又は「２」の初回の算定日、「３」の初回の算定日及び算定する月に

行った訪問の日時、診療時間並びに訪問した者の職種を記載すること。 

ア 「１」のイ又は「２」のイを算定した患者であって、当該管理料の算定を開始した月か

ら、６月を経過した患者 

イ 「１」のロ又は「２」のロを前月に算定した患者であって、引き続き訪問診療が必要な

患者 

(５) 「３」を前月に算定した患者であって、（２）のイを満たし、対象となる状態の著しい急

性増悪を認めるものについては、要件を満たす場合に限り、「１」の「ロ」及び「２」の

「ロ」を算定して差し支えない。なお、この場合においては、診療報酬明細書の摘要欄に、

急性増悪における状態像について記載すること。 

(６) 計画的な医学管理については、別紙様式 41 又はこれに準じた様式を用いて総合支援計画

書を月１回以上作成し、総合支援計画書の写しを診療録に添付すること。 

(７) 「１」のイ及び「２」のイは、以下の全てを実施する場合に算定すること。 

ア 算定患者ごとに、当該患者の診療等を担当する精神科医、看護師又は保健師、精神保健

福祉士及び作業療法士の各１名以上からなる専任のチームを設置すること。 

イ 当該患者に対して月１回以上の訪問診療と週２回以上の精神科訪問看護及び精神科訪問

看護・指導（うち月２回以上は精神保健福祉士又は作業療法士による訪問であること）を
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かじめ診療を行う医師について在宅診療計画に記載し、複数医師が診療を行うことについ

て患者の同意を得ている場合に限り、事前の対面診療を行っていない医師がオンライン診

療による医学管理を行っても差し支えない。 

キ オンライン診療を行う際には、厚生労働省の定める情報通信機器を用いた診療に係る指

針に沿って診察を行う。 

ク オンライン診療による計画的な療養上の医学管理は、当該保険医療機関内において行う。 

ケ 同一の患者について、オンライン診療による医学管理を実施した同一時間帯に連携する

訪問看護ステーションが訪問看護基本療養費又は精神科訪問看護基本療養費を算定した場

合、精神科オンライン在宅管理料は算定できない。 

コ 同一の患者について、オンライン診療による医学管理を実施した日に、区分番号「Ｃ０

００」往診料、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)、区分番号「Ｃ００１－２」

在宅患者訪問診療料(Ⅱ)、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料、区分番号

「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料、区分番号「Ｃ００６」在宅患者

訪問リハビリテーション指導管理料、区分番号「Ｃ００８」在宅患者訪問薬剤管理指導料、

区分番号「Ｃ００９」在宅患者訪問栄養食事指導料又は区分番号「Ｉ０１２」精神科訪問

看護・指導料を算定した場合、精神科オンライン在宅管理料は算定できない。 

サ 当該管理料を算定する場合、オンライン診療を受ける患者は、当該患者の自宅において

オンライン診療を受ける必要がある。また、複数の患者に対して同時にオンライン診療を

行った場合は、当該管理料は算定できない。 

シ 当該診察を行う際の情報通信機器の運用に要する費用については、療養の給付と直接関

係ないサービス等の費用として別途徴収できる。 

ス 精神科オンライン在宅管理料を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、精神科在

宅患者支援管理料の算定を開始した年月を記載すること。 

 

第２節 薬剤料 

精神病特殊薬物療法は、第２章第５部投薬として算定する。 

 

第３節 経過措置 

平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者を公認心理師とみなす。 

ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 

 

  

 - 418 - 

療情報の共有、支援計画書の作成と見直し、具体的な支援内容、訪問日程の計画及び支援

の終了時期等について協議を行うこと。また、診療録等に会議の要点、参加者の職種と氏

名を記載すること。 

イ 可能な限り、患者又はその家族等が同席することが望ましい。 

ウ 支援計画書の内容については、患者又はその家族等へ文書による説明を行い、説明に用

いた文書を交付すること。また、説明に用いた文書の写しを診療録等に添付すること。 

(12) 特別の関係にある訪問看護ステーションと連携して行う場合は、精神科在宅患者支援管理

料１を算定すること。 

(13) 連携する訪問看護ステーションが当該患者について訪問看護基本療養費又は精神科訪問看

護基本療養費を算定した場合、訪問看護ステーションが訪問を行った同一時間帯に行う区分

番号「Ｃ０００」往診料、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料（Ⅰ）、区分番号「Ｃ

００１－２」在宅患者訪問診療料（Ⅱ）、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料、

区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料、区分番号「Ｃ００６」在

宅患者訪問リハビリテーション指導管理料、区分番号「Ｃ００８」在宅患者訪問薬剤管理指

導料、区分番号「Ｃ００９」在宅患者訪問栄養食事指導料又は区分番号「Ｉ０１２」精神科

訪問看護・指導料は算定できない。 

(14) ２以上の保険医療機関が同一の患者について同一の精神科在宅患者支援管理料を算定すべ

き医学管理を行っている場合には、主たる医学管理を行っている保険医療機関において当該

精神科在宅患者支援管理料を算定する。 

(15) 精神科オンライン在宅管理料は、以下の全てを実施する場合に算定する。 

ア 精神科オンライン在宅管理料は、対面診療の原則のもとで、訪問診療とオンライン診療

を組み合わせた在宅診療計画を作成し、当該計画に基づいて、オンライン診療による計画

的な療養上の医学管理を行うことを評価したものであり、訪問診療を実施した時間帯以外

の時間帯にオンライン診療による医学管理を実施した場合に算定できる。なお、当該計画

に基づかない他の傷病に対する診察は、対面診療で行うことが原則であり、精神科オンラ

イン在宅管理料は算定できない。 

イ オンライン診療は、アの計画に基づき、訪問診療とオンライン診療を組み合わせた医学

管理のもとで実施すること。 

ウ 精神科オンライン在宅管理料が算定可能な患者は、精神科在宅患者支援管理料の算定対

象となる患者であって、精神科在宅患者支援管理料を初めて算定した月から３月以上経過

し、かつオンライン診療を実施しようとする月の直近３月の間、オンライン診療を行う医

師と同一の医師により、毎月訪問診療を行っているものに限る。 

エ 患者の同意を得た上で、訪問診療とオンライン診療を組み合わせた在宅診療計画を作成

する。当該計画の中には、患者の急変時における対応等も記載する。 

オ 当該計画に沿って、オンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行った際には、

当該管理の内容、当該管理に係るオンライン診療を行った日、診察時間等の要点を診療録

に記載すること。 

カ オンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行う医師は、精神科在宅患者支援管

理料を算定する際に診療を行う医師と同一のものに限る。ただし、在宅診療を行う医師が

同一の保険医療機関に所属する５人以下のチームで診療を行っている場合であって、あら
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かじめ診療を行う医師について在宅診療計画に記載し、複数医師が診療を行うことについ

て患者の同意を得ている場合に限り、事前の対面診療を行っていない医師がオンライン診

療による医学管理を行っても差し支えない。 

キ オンライン診療を行う際には、厚生労働省の定める情報通信機器を用いた診療に係る指

針に沿って診察を行う。 

ク オンライン診療による計画的な療養上の医学管理は、当該保険医療機関内において行う。 

ケ 同一の患者について、オンライン診療による医学管理を実施した同一時間帯に連携する

訪問看護ステーションが訪問看護基本療養費又は精神科訪問看護基本療養費を算定した場

合、精神科オンライン在宅管理料は算定できない。 

コ 同一の患者について、オンライン診療による医学管理を実施した日に、区分番号「Ｃ０

００」往診料、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料(Ⅰ)、区分番号「Ｃ００１－２」

在宅患者訪問診療料(Ⅱ)、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料、区分番号

「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料、区分番号「Ｃ００６」在宅患者

訪問リハビリテーション指導管理料、区分番号「Ｃ００８」在宅患者訪問薬剤管理指導料、

区分番号「Ｃ００９」在宅患者訪問栄養食事指導料又は区分番号「Ｉ０１２」精神科訪問

看護・指導料を算定した場合、精神科オンライン在宅管理料は算定できない。 

サ 当該管理料を算定する場合、オンライン診療を受ける患者は、当該患者の自宅において

オンライン診療を受ける必要がある。また、複数の患者に対して同時にオンライン診療を

行った場合は、当該管理料は算定できない。 

シ 当該診察を行う際の情報通信機器の運用に要する費用については、療養の給付と直接関

係ないサービス等の費用として別途徴収できる。 

ス 精神科オンライン在宅管理料を算定する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、精神科在

宅患者支援管理料の算定を開始した年月を記載すること。 

 

第２節 薬剤料 

精神病特殊薬物療法は、第２章第５部投薬として算定する。 

 

第３節 経過措置 

平成 31 年４月１日から当分の間、以下のいずれかの要件に該当する者を公認心理師とみなす。 

ア 平成 31 年３月 31 日時点で、臨床心理技術者として保険医療機関に従事していた者 

イ 公認心理師に係る国家試験の受験資格を有する者 
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療情報の共有、支援計画書の作成と見直し、具体的な支援内容、訪問日程の計画及び支援

の終了時期等について協議を行うこと。また、診療録等に会議の要点、参加者の職種と氏

名を記載すること。 

イ 可能な限り、患者又はその家族等が同席することが望ましい。 

ウ 支援計画書の内容については、患者又はその家族等へ文書による説明を行い、説明に用

いた文書を交付すること。また、説明に用いた文書の写しを診療録等に添付すること。 

(12) 特別の関係にある訪問看護ステーションと連携して行う場合は、精神科在宅患者支援管理

料１を算定すること。 

(13) 連携する訪問看護ステーションが当該患者について訪問看護基本療養費又は精神科訪問看

護基本療養費を算定した場合、訪問看護ステーションが訪問を行った同一時間帯に行う区分

番号「Ｃ０００」往診料、区分番号「Ｃ００１」在宅患者訪問診療料（Ⅰ）、区分番号「Ｃ

００１－２」在宅患者訪問診療料（Ⅱ）、区分番号「Ｃ００５」在宅患者訪問看護・指導料、

区分番号「Ｃ００５－１－２」同一建物居住者訪問看護・指導料、区分番号「Ｃ００６」在

宅患者訪問リハビリテーション指導管理料、区分番号「Ｃ００８」在宅患者訪問薬剤管理指

導料、区分番号「Ｃ００９」在宅患者訪問栄養食事指導料又は区分番号「Ｉ０１２」精神科

訪問看護・指導料は算定できない。 

(14) ２以上の保険医療機関が同一の患者について同一の精神科在宅患者支援管理料を算定すべ

き医学管理を行っている場合には、主たる医学管理を行っている保険医療機関において当該

精神科在宅患者支援管理料を算定する。 

(15) 精神科オンライン在宅管理料は、以下の全てを実施する場合に算定する。 

ア 精神科オンライン在宅管理料は、対面診療の原則のもとで、訪問診療とオンライン診療

を組み合わせた在宅診療計画を作成し、当該計画に基づいて、オンライン診療による計画

的な療養上の医学管理を行うことを評価したものであり、訪問診療を実施した時間帯以外

の時間帯にオンライン診療による医学管理を実施した場合に算定できる。なお、当該計画

に基づかない他の傷病に対する診察は、対面診療で行うことが原則であり、精神科オンラ

イン在宅管理料は算定できない。 

イ オンライン診療は、アの計画に基づき、訪問診療とオンライン診療を組み合わせた医学

管理のもとで実施すること。 

ウ 精神科オンライン在宅管理料が算定可能な患者は、精神科在宅患者支援管理料の算定対

象となる患者であって、精神科在宅患者支援管理料を初めて算定した月から３月以上経過

し、かつオンライン診療を実施しようとする月の直近３月の間、オンライン診療を行う医

師と同一の医師により、毎月訪問診療を行っているものに限る。 

エ 患者の同意を得た上で、訪問診療とオンライン診療を組み合わせた在宅診療計画を作成

する。当該計画の中には、患者の急変時における対応等も記載する。 

オ 当該計画に沿って、オンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行った際には、

当該管理の内容、当該管理に係るオンライン診療を行った日、診察時間等の要点を診療録

に記載すること。 

カ オンライン診療による計画的な療養上の医学管理を行う医師は、精神科在宅患者支援管

理料を算定する際に診療を行う医師と同一のものに限る。ただし、在宅診療を行う医師が

同一の保険医療機関に所属する５人以下のチームで診療を行っている場合であって、あら

（ ）（ ） 509508

２
－
⑻　
精
神
科
専
門



傷
処

置
（

熱
傷

に
対

す
る

も
の

を
除

く
。

）
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

３
５

に
つ

い
て

は
、

６
歳

未
満

の
乳

幼
児

の
場

合
は

、
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、
5
5
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

０
１

熱
傷

処
置

１
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
3
5
点

２
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
4
7
点

３
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

2
7
0
点

４
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
6
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

5
0
4
点

５
6
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

1
,
5
0
0
点

注
１

初
回

の
処

置
を

行
っ

た
日

か
ら

起
算

し
て

２
月

を
経

過
す

る
ま

で
に

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り

算
定

し
、

そ
れ

以
降

に
行

う
当

該
処

置
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
Ｊ

０
０

０
に

掲
げ

る
創

傷
処

置
の

例
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
１

に
つ

い
て

は
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
及

び
手

術
後

の
患

者
（

入
院

中
の

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
の

み
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

手
術

後
の

患
者

（
入

院
中

の
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

は
手

術
日

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度
と

し
て
算

定
す

る
。

３
１

に
つ

い
て

は
、

第
１

度
熱

傷
の

場
合

は
第

１
章

基
本

診
療

料
に

含
ま

れ
、

算
定

で
き

な
い

。

４
４

及
び

５
に

つ
い

て
は

、
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
5
5
点

を

加
算

す
る

。

Ｊ
０

０
１

－
２

絆
創

膏
固

定
術

5
0
0
点

ば
ん

こ
う

Ｊ
０

０
１

－
３

鎖
骨

又
は

肋
骨

骨
折

固
定

術
5
0
0
点

ろ
つ

Ｊ
０

０
１

－
４

重
度

褥
瘡

処
置

（
１

日
に

つ
き

）
じ

よ
く

そ
う

１
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

9
0
点

２
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

9
8
点

３
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
5
0
点

４
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
6
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

2
8
0
点

５
6
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

5
0
0
点

注
１

重
度

の
褥

瘡
処

置
を

必
要

と
す

る
患

者
に

対
し

て
、

初
回

の
処

置
を

行
っ

た
日

か
ら

起
算

じ
よ

く
そ

う

し
て

２
月

を
経

過
す

る
ま

で
に

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
し

、
そ

れ
以

降
に

行
う

当
該

処
置

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

Ｊ
０

０
０

に
掲

げ
る

創
傷

処
置

の
例

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
１

に
つ

い
て

は
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
及

び
手

術
後

の
患

者
（

入
院

中
の

患
者

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
の

み
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

手
術

後
の

患
者

（
入

院
中

の
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

は
手

術
日

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。

Ｊ
０

０
１

－
５

長
期

療
養

患
者

褥
瘡

等
処

置
（

１
日

に
つ

き
）

2
4
点

じ
よ

く
そ

う

注
１

入
院

期
間

が
１

年
を

超
え

る
入

院
中

の
患

者
に

対
し

て
褥

瘡
処

置
を

行
っ

た
場

合
に

、
そ

じ
よ

く
そ

う

の
範

囲
又

は
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

２
当

該
褥

瘡
処

置
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
じ

よ
く

そ
う

Ｊ
０

０
１

－
６

精
神

病
棟

等
長

期
療

養
患

者
褥

瘡
等

処
置

（
１

日
に

つ
き

）
3
0
点

じ
よ

く
そ

う

注
１

結
核

病
棟

又
は

精
神

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
で

あ
っ

て
、

入
院

期
間

が
１

年
を

超
え

る

も
の

に
対

し
て

、
次

に
掲

げ
る

処
置

の
い

ず
れ

か
を

行
っ

た
場

合
に

、
そ

の
種

類
又

は
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

イ
創

傷
処

置
（

熱
傷

に
対

す
る

も
の

を
除

く
。

）

1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

(1
)

5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

(2
)

ロ
皮

膚
科

軟
膏

処
置

こ
う

1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

(1
)

5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

(2
)

２
注

１
に

掲
げ

る
処

置
に

係
る

処
置

料
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｊ
０

０
１

－
７

爪
甲

除
去

（
麻

酔
を

要
し

な
い

も
の

）
6
0
点

そ
う

第
９

部
処

置

通
則 １

処
置

の
費

用
は

、
第

１
節

の
各

区
分

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

処
置

に
当

た

っ
て

通
常

使
用

さ
れ

る
保

険
医

療
材

料
の

費
用

は
、

第
１

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
処

置
に

当
た

っ
て

、
第

２
節

に
掲

げ
る

医
療

機
器

等
、

薬
剤

又
は

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

材
料

（
以

下
こ

の
部

に
お

い
て

「
特

定
保

険
医

療
材

料
」

と
い

う
。

）
を

使
用

し
た

場
合

は
、

前
号

に
よ

り
算

定
し

た
点

数
及

び
第

２
節

、
第

３
節

又
は

第
４

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

３
第

１
節

に
掲

げ
ら

れ
て

い
な

い
処

置
で

あ
っ

て
簡

単
な

も
の

の
費

用
は

、
薬

剤
又

は
特

定
保

険
医

療
材

料
を

使
用

し
た

と
き

に
限

り
、

第
３

節
又

は
第

４
節

の
各

区
分

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。

４
第

１
節

に
掲

げ
ら

れ
て

い
な

い
処

置
で

あ
っ

て
特

殊
な

も
の

の
費

用
は

、
同

節
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
処

置
の

う
ち

で
最

も
近

似
す

る
処

置
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

５
緊

急
の

た
め

に
休

日
に

処
置

を
行

っ
た

場
合

又
は

そ
の

開
始

時
間

が
保

険
医

療
機
関

の
表

示
す

る
診

療
時

間

以
外

の
時

間
若

し
く

は
深

夜
で

あ
る

処
置

を
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

、
当

該
処

置
の

費
用

は
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
に

加
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

イ
処

置
の

所
定

点
数

が
1
,
0
0
0
点

以
上

の
場

合
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

休
日

加
算

１
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
1
6
0
に

相
当

す
る

点
数

(1
)

時
間

外
加

算
１

（
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
対

し
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

る
。

）
(２
)

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

深
夜

加
算

１
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
1
6
0
に

相
当

す
る

点
数

(３
)

か
ら

ま
で

に
か

か
わ

ら
ず

、
区

分
番

号
Ａ

０
０

０
に

掲
げ

る
初

診
料

の
注

７
の

た
だ

し
書

に
規

(４
)

(1
)

(３
)

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
、

そ
の

開
始

時
間

が
同

注
の

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
時

間
で

あ
る

処
置

を
行

っ
た

場
合

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

ロ
処

置
の

所
定

点
数

が
1
5
0
点

以
上

の
場

合
で

あ
っ

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
行

わ
れ

る

場
合

（
イ

に
該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
）

休
日

加
算

２
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

(1
)

時
間

外
加

算
２

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
4
0
に

相
当

す
る

点
数

(２
)

深
夜

加
算

２
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

(３
)

か
ら

ま
で

に
か

か
わ

ら
ず

、
区

分
番

号
Ａ

０
０

０
に

掲
げ

る
初

診
料

の
注

７
の

た
だ

し
書

に
規

(４
)

(1
)

(３
)

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

そ
の

開
始

時
間

が
同

注
の

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
時

間
で

あ
る

処
置

を
行

っ
た

場
合

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
4
0
に

相
当

す
る

点
数

６
対

称
器

官
に

係
る

処
置

の
各

区
分

の
所

定
点

数
は

、
特

に
規

定
す

る
場

合
を

除
き

、
両

側
の

器
官

の
処

置
料

に
係

る
点

数
と

す
る

。

第
１

節
処

置
料

区
分

（
一

般
処

置
）

Ｊ
０

０
０

創
傷

処
置

１
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

5
2
点

２
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

6
0
点

３
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

9
0
点

４
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
6
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
6
0
点

５
6
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

2
7
5
点

注
１

１
に

つ
い

て
は

、
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

及
び

手
術

後
の

患
者

（
入

院
中

の
患

者
に

限

る
。

）
に

つ
い

て
の

み
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

手
術

後
の

患
者

（
入

院
中

の
患

者
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

は
手

術
日

か
ら

起
算

し
て
1
4
日

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

９
に

掲
げ

る
在

宅
寝

た
き

り
患

者
処

置
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

１
２

に
掲

げ
る

在
宅

気
管

切
開

患
者

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
創

（ ）（ ） 511510
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置



注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

１
０

－
２

経
皮

的
肝

膿
瘍

等
穿

刺
術

1
,
4
5
0
点

の
う

せ
ん

Ｊ
０

１
１

骨
髄

穿
刺

せ
ん

１
胸

骨
3
1
0
点

２
そ

の
他

3
3
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

１
２

腎
嚢

胞
又

は
水

腎
症

穿
刺

2
8
0
点

の
う

せ
ん

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

１
３

ダ
グ

ラ
ス

窩
穿

刺
2
4
0
点

か
せ

ん

Ｊ
０

１
４

乳
腺

穿
刺

2
0
0
点

せ
ん

Ｊ
０

１
５

甲
状

腺
穿

刺
1
5
0
点

せ
ん

Ｊ
０

１
６

リ
ン

パ
節

等
穿

刺
2
0
0
点

せ
ん

Ｊ
０

１
７

エ
タ

ノ
ー

ル
の

局
所

注
入

1
,
2
0
0
点

注
甲

状
腺

又
は

副
甲

状
腺

に
対

す
る

局
所

注
入

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｊ
０

１
７

－
２

リ
ン

パ
管

腫
局

所
注

入
1
,
0
2
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
5
5
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

１
８

喀
痰

吸
引

（
１

日
に

つ
き

）
4
8
点

か
く

た
ん

注
１

間
歇

的
陽

圧
吸

入
法

又
は

人
工

呼
吸

と
同

時
に

行
っ

た
喀

痰
吸

引
の

費
用

は
、

そ
れ

ぞ
れ

間
け

つ
か

く
た

ん

歇
的

陽
圧

吸
入

法
又

は
人

工
呼

吸
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
け

つ

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
8
3
点

を
加

算
す

る
。

３
区

分
番

号
Ｃ

１
０

３
に

掲
げ

る
在

宅
酸

素
療

法
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１
０

７
に

掲
げ

る
在

宅
人

工
呼

吸
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１
０

９
に

掲
げ

る
在

宅
寝

た
き

り
患

者
処

置
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

１
２

に
掲

げ
る

在
宅

気
管

切
開

患
者

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
喀

痰
吸

引
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。
か

く
た

ん

Ｊ
０

１
８

－
２

内
視

鏡
下

気
管

支
分

泌
物

吸
引

（
１

日
に

つ
き

）
1
2
0
点

Ｊ
０

１
８

－
３

干
渉

低
周

波
去

痰
器

に
よ

る
喀

痰
排

出
（

１
日

に
つ

き
）

4
8
点

た
ん

か
く

た
ん

注
１

間
歇

的
陽

圧
吸

入
法

又
は

人
工

呼
吸

と
同

時
に

行
っ

た
干

渉
低

周
波

去
痰

器
に

よ
る

喀
痰

排
け

つ
た

ん
か

く
た

ん

出
の

費
用

は
、

そ
れ

ぞ
れ

間
歇

的
陽

圧
吸

入
法

又
は

人
工

呼
吸

の
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

け
つ

と
す

る
。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
8
3
点

を
加

算
す

る
。

３
区

分
番

号
Ｃ

１
０

３
に

掲
げ

る
在

宅
酸

素
療

法
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１
０

７
に

掲
げ

る
在

宅
人

工
呼

吸
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１
０

９
に

掲
げ

る
在

宅
寝

た
き

り
患

者
処

置
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

１
２

に
掲

げ
る

在
宅

気
管

切
開

患
者

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
干

渉
低

周
波

去
痰

器
に

よ
る

喀
痰

排
出

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

た
ん

か
く

た
ん

Ｊ
０

１
９

持
続

的
胸

腔
ド

レ
ナ

ー
ジ

（
開

始
日

）
6
6
0
点

く
う

注
１

持
続

的
胸

腔
ド

レ
ナ

ー
ジ

の
費

用
は

、
挿

入
し

た
ド

レ
ー

ン
の

本
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
１

日
く

う

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

１
９

－
２

削
除

Ｊ
０

２
０

胃
持

続
ド

レ
ナ

ー
ジ

（
開

始
日

）
5
0
点

注
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

２
１

持
続

的
腹

腔
ド

レ
ナ

ー
ジ

（
開

始
日

）
5
5
0
点

く
う

注
１

持
続

的
腹

腔
ド

レ
ナ

ー
ジ

の
費

用
は

、
挿

入
し

た
ド

レ
ー

ン
の

本
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
１

日
く

う

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

２
２

高
位

浣
腸

、
高

圧
浣

腸
、

洗
腸

6
5
点

か
ん

か
ん

注
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
5
5
点

を
加

算
す

る
。

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

算
定

す
る

。

Ｊ
０

０
１

－
８

穿
刺

排
膿

後
薬

液
注

入
4
5
点

せ
ん

の
う

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

算
定

す
る

。

Ｊ
０

０
１

－
９

空
洞

切
開

術
後

ヨ
ー

ド
ホ

ル
ム

ガ
ー

ゼ
処

置
（

１
日

に
つ

き
）

4
5
点

Ｊ
０

０
１

－
1
0

静
脈

圧
迫

処
置

（
慢

性
静

脈
不

全
に

対
す

る
も

の
）

2
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
初

回
の

処
置

を
行

っ
た

場
合

は
、

静
脈

圧
迫

処
置

初
回

加
算

と
し

て
、

初
回

に
限

り
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｊ
０

０
２

ド
レ

ー
ン

法
（

ド
レ

ナ
ー

ジ
）

（
１

日
に

つ
き

）

１
持

続
的

吸
引

を
行

う
も

の
5
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
5
点

注
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

０
３

局
所

陰
圧

閉
鎖

処
置

（
入

院
）

（
１

日
に

つ
き

）

１
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
,
0
4
0
点

２
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
,
0
6
0
点

３
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

1
,
1
0
0
点

注
１

初
回

の
貼

付
に

限
り

、
１

に
あ

っ
て

は
1
,
6
9
0
点

を
、

２
に

あ
っ

て
は
2
,
6
5
0
点

を
、

３
に

あ

っ
て

は
3
,
3
0
0
点

を
、

初
回

加
算

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

２
初

回
の

貼
付

に
限

り
、

持
続

洗
浄

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

持
続

洗
浄

加
算

と
し

て
、

5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｊ
０

０
３

－
２

局
所

陰
圧

閉
鎖

処
置

（
入

院
外

）
（

１
日

に
つ

き
）

１
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

2
4
0
点

２
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

2
7
0
点

３
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

3
3
0
点

注
初

回
の

貼
付

に
限

り
、

１
に

あ
っ

て
は
1
,
6
9
0
点

を
、

２
に

あ
っ

て
は
2
,
6
5
0
点

を
、

３
に

あ
っ

て
は
3
,
3
0
0
点

を
、

初
回

加
算

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｊ
０

０
３

－
３

局
所

陰
圧

閉
鎖

処
置

（
腹

部
開

放
創

）
（

１
日

に
つ

き
）

1
,
1
0
0
点

Ｊ
０

０
３

－
４

多
血

小
板

血
漿

処
置

4
,
1
9
0
点

し
よ

う

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
多

血
小

板
血

漿
処

置
に

伴
っ

て
行

わ
れ

た
採

血
等

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
し

よ
う

の
と

す
る

。

Ｊ
０

０
４

流
注

膿
瘍

穿
刺

1
9
0
点

の
う

せ
ん

Ｊ
０

０
５

脳
室

穿
刺

6
0
0
点

せ
ん

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

０
６

後
頭

下
穿

刺
3
0
0
点

せ
ん

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

０
７

頸
椎

、
胸

椎
又

は
腰

椎
穿

刺
3
1
7
点

け
い

せ
ん

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

０
７

－
２

硬
膜

外
自

家
血

注
入

8
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
硬

膜
外

自
家

血
注

入
に

伴
っ

て
行

わ
れ

た
採

血
及

び
穿

刺
等

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

せ
ん

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｊ
０

０
８

胸
腔

穿
刺

（
洗

浄
、

注
入

及
び

排
液

を
含

む
。

）
2
2
0
点

く
う

せ
ん

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

０
９

削
除

Ｊ
０

１
０

腹
腔

穿
刺

（
人

工
気

腹
、

洗
浄

、
注

入
及

び
排

液
を

含
む

。
）

2
3
0
点

く
う

せ
ん

（ ）（ ） 511510

２
－
⑼　
処　
置



Ｊ
０

２
９

鉄
の

肺
（

１
日

に
つ

き
）

2
6
0
点

Ｊ
０

２
９

－
２

減
圧

タ
ン

ク
療

法
2
6
0
点

Ｊ
０

３
０

食
道

ブ
ジ

ー
法

1
2
0
点

Ｊ
０

３
１

直
腸

ブ
ジ

ー
法

1
2
0
点

Ｊ
０

３
２

肛
門

拡
張

法
（

徒
手

又
は

ブ
ジ

ー
に

よ
る

も
の

）
1
5
0
点

こ
う

注
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
で

あ
っ

て
、

直
腸

又
は

肛
門

疾
患

に
係

る
手

術
の

前
後

の
場

合
は

、
周

術
こ

う

期
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、

初
回

の
算

定
日

か
ら

起
算

し
て

３
月

以
内

に
限

り
、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｊ
０

３
３

削
除

Ｊ
０

３
４

イ
レ

ウ
ス

用
ロ

ン
グ

チ
ュ

ー
ブ

挿
入

法
7
3
0
点

Ｊ
０

３
４

－
２

経
鼻

栄
養

・
薬

剤
投

与
用

チ
ュ

ー
ブ

挿
入

術
1
8
0
点

Ｊ
０

３
４

－
３

内
視

鏡
的

結
腸

軸
捻

転
解

除
術

（
一

連
に

つ
き

）
5
,
3
6
0
点

Ｊ
０

３
５

削
除

Ｊ
０

３
６

非
還

納
性

ヘ
ル

ニ
ア

徒
手

整
復

法
2
9
0
点

注
新

生
児

又
は

３
歳

未
満

の
乳

幼
児

の
場

合
は

、
新

生
児

加
算

又
は

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
そ

れ

ぞ
れ
1
1
0
点

又
は
5
5
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

３
７

痔
核

嵌
頓

整
復

法
（

脱
肛

を
含

む
。

）
2
9
0
点

じ
か

ん
こ

う

Ｊ
０

３
８

人
工

腎
臓

（
１

日
に

つ
き

）

１
慢

性
維

持
透

析
を

行
っ

た
場

合
１

イ
４

時
間

未
満

の
場

合
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
限

る
。

）
1
,
9
2
4
点

ロ
４

時
間

以
上

５
時

間
未

満
の

場
合

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

限
る

。
） 2
,
0
8
4
点

ハ
５

時
間

以
上

の
場

合
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
限

る
。

）
2
,
2
1
9
点

ニ
４

時
間

未
満

の
場

合
（

イ
を

除
く

。
）

1
,
7
9
8
点

ホ
４

時
間

以
上

５
時

間
未

満
の

場
合

（
ロ

を
除

く
。

）
1
,
9
5
8
点

ヘ
５

時
間

以
上

の
場

合
（

ハ
を

除
く

。
）

2
,
0
9
3
点

２
慢

性
維

持
透

析
を

行
っ

た
場

合
２

イ
４

時
間

未
満

の
場

合
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
限

る
。

）
1
,
8
8
4
点

ロ
４

時
間

以
上

５
時

間
未

満
の

場
合

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

限
る

。
） 2
,
0
4
4
点

ハ
５

時
間

以
上

の
場

合
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
限

る
。

）
2
,
1
7
4
点

ニ
４

時
間

未
満

の
場

合
（

イ
を

除
く

。
）

1
,
7
5
8
点

ホ
４

時
間

以
上

５
時

間
未

満
の

場
合

（
ロ

を
除

く
。

）
1
,
9
1
8
点

ヘ
５

時
間

以
上

の
場

合
（

ハ
を

除
く

。
）

2
,
0
4
8
点

３
慢

性
維

持
透

析
を

行
っ

た
場

合
３

イ
４

時
間

未
満

の
場

合
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
限

る
。

）
1
,
8
4
4
点

ロ
４

時
間

以
上

５
時

間
未

満
の

場
合

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

限
る

。
） 1
,
9
9
9
点

ハ
５

時
間

以
上

の
場

合
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
限

る
。

）
2
,
1
2
9
点

ニ
４

時
間

未
満

の
場

合
（

イ
を

除
く

。
）

1
,
7
1
8
点

ホ
４

時
間

以
上

５
時

間
未

満
の

場
合

（
ロ

を
除

く
。

）
1
,
8
7
3
点

ヘ
５

時
間

以
上

の
場

合
（

ハ
を

除
く

。
）

2
,
0
0
3
点

４
そ

の
他

の
場

合
1
,
5
8
0
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
、

午
後

５
時

以
降

に
開

始
し

た
場

合
若

し
く

は
午

後

９
時

以
降

に
終

了
し

た
場

合
又

は
休

日
に

行
っ

た
場

合
は

、
時

間
外

・
休

日
加

算
と

し
て

、

3
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
導

入
期

加
算

と
し

て
、

導
入

期
１

月
に

限
り

１
日

に
つ

き
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
所

定
点

数
に

Ｊ
０

２
２

－
２

摘
便

1
0
0
点

Ｊ
０

２
２

－
３

腰
椎

麻
酔

下
直

腸
内

異
物

除
去

4
5
点

Ｊ
０

２
２

－
４

腸
内

ガ
ス

排
気

処
置

（
開

腹
手

術
後

）
4
5
点

Ｊ
０

２
２

－
５

持
続

的
難

治
性

下
痢

便
ド

レ
ナ

ー
ジ

（
開

始
日

）
5
0
点

Ｊ
０

２
３

気
管

支
カ

テ
ー

テ
ル

薬
液

注
入

法
1
2
0
点

Ｊ
０

２
４

酸
素

吸
入

（
１

日
に

つ
き

）
6
5
点

注
１

使
用

し
た

精
製

水
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
間

歇
的

陽
圧

吸
入

法
又

は
人

工
呼

吸
と

同
時

に
行

っ
た

酸
素

吸
入

の
費

用
は

、
そ

れ
ぞ

れ
間

け
つ

歇
的

陽
圧

吸
入

法
又

は
人

工
呼

吸
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
け

つ

３
区

分
番

号
Ｃ

１
０

３
に

掲
げ

る
在

宅
酸

素
療

法
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
７

に
掲

げ
る

在
宅

人
工

呼
吸

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
酸

素
吸

入
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｊ
０

２
４

－
２

突
発

性
難

聴
に

対
す

る
酸

素
療

法
（

１
日

に
つ

き
）

6
5
点

Ｊ
０

２
５

酸
素

テ
ン

ト
（

１
日

に
つ

き
）

6
5
点

注
１

間
歇

的
陽

圧
吸

入
法

と
同

時
に

行
っ

た
酸

素
テ

ン
ト

の
費

用
は

、
間

歇
的

陽
圧

吸
入

法
の

所
け

つ
け

つ

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

３
に

掲
げ

る
在

宅
酸

素
療

法
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
７

に
掲

げ
る

在
宅

人
工

呼
吸

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
酸

素
テ

ン
ト

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｊ
０

２
６

間
歇

的
陽

圧
吸

入
法

（
１

日
に

つ
き

）
1
6
0
点

け
つ

注
１

間
歇

的
陽

圧
吸

入
法

と
同

時
に

行
う

喀
痰

吸
引

、
酸

素
吸

入
又

は
酸

素
テ

ン
ト

は
、

所
定

点
け

つ
か

く
た

ん

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

３
に

掲
げ

る
在

宅
酸

素
療

法
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
７

に
掲

げ
る

在
宅

人
工

呼
吸

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
間

歇
的

陽
圧

吸
入

け
つ

法
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｊ
０

２
６

－
２

鼻
マ

ス
ク

式
補

助
換

気
法

（
１

日
に

つ
き

）
1
6
0
点

注
１

鼻
マ

ス
ク

式
補

助
換

気
法

と
同

時
に

行
わ

れ
る

喀
痰

吸
引

、
酸

素
吸

入
又

は
酸

素
テ

ン
ト

の
か

く
た

ん

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

３
に

掲
げ

る
在

宅
酸

素
療

法
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
７

に
掲

げ
る

在
宅

人
工

呼
吸

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
鼻

マ
ス

ク
式

補
助

換
気

法
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｊ
０

２
６

－
３

体
外

式
陰

圧
人

工
呼

吸
器

治
療

（
１

日
に

つ
き

）
1
6
0
点

注
１

体
外

式
陰

圧
人

工
呼

吸
と

同
時

に
行

う
喀

痰
吸

引
、

酸
素

吸
入

又
は

酸
素

テ
ン

ト
は

、
所

定
か

く
た

ん

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

３
に

掲
げ

る
在

宅
酸

素
療

法
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
７

に
掲

げ
る

在
宅

人
工

呼
吸

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
体

外
式

陰
圧

人
工

呼
吸

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｊ
０

２
６

－
４

ハ
イ

フ
ロ

ー
セ

ラ
ピ

ー
（

１
日

に
つ

き
）

１
1
5
歳

未
満

の
患

者
の

場
合

2
8
2
点

２
1
5
歳

以
上

の
患

者
の

場
合

1
9
2
点

Ｊ
０

２
７

高
気

圧
酸

素
治

療
（

１
日

に
つ

き
）

１
減

圧
症

又
は

空
気

塞
栓

に
対

す
る

も
の

5
,
0
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
3
,
0
0
0
点

注
１

に
つ

い
て

は
、

高
気

圧
酸

素
治

療
の

実
施

時
間

が
５

時
間

を
超

え
た

場
合

に
は

、
3
0
分

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

、
長

時
間

加
算

と
し

て
、
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
3
,
0
0
0
点

を
限

度
と

し
て

加
算

す
る

。

Ｊ
０

２
８

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

タ
ー

（
１

日
に

つ
き

）
1
2
0
点

注
使

用
し

た
精

製
水

の
費

用
及

び
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
タ

ー
と

同
時

に
行

っ
た

酸
素

吸
入

の
費

用
は

、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
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Ｊ
０

４
０

局
所

灌
流

（
１

日
に

つ
き

）
か

ん

１
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
も

の
4
,
3
0
0
点

２
骨

膜
・

骨
髄

炎
に

対
す

る
も

の
1
,
7
0
0
点

注
局

所
灌

流
を

夜
間

に
開

始
し

、
午

前
０

時
以

降
に

終
了

し
た

場
合

は
、

１
日

と
し

て
算

定
す

る
か

ん

。

Ｊ
０

４
１

吸
着

式
血

液
浄

化
法

（
１

日
に

つ
き

）
2
,
0
0
0
点

注
吸

着
式

血
液

浄
化

法
を

夜
間

に
開

始
し

、
午

前
０

時
以

降
に

終
了

し
た

場
合

は
、

１
日

と
し

て

算
定

す
る

。

Ｊ
０

４
１

－
２

血
球

成
分

除
去

療
法

（
１

日
に

つ
き

）
2
,
0
0
0
点

注
血

球
成

分
除

去
療

法
を

夜
間

に
開

始
し

、
午

前
０

時
以

降
に

終
了

し
た

場
合

は
、

１
日

と
し

て

算
定

す
る

。

Ｊ
０

４
２

腹
膜

灌
流

（
１

日
に

つ
き

）
か

ん

１
連

続
携

行
式

腹
膜

灌
流

3
3
0
点

か
ん

注
１

導
入

期
の
1
4
日

の
間

に
限

り
、

導
入

期
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
5
0
0
点

を
加

算
す

る

。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

導
入

期
の
1
4
日

の
間

又
は
1
5
日

目
以

降
3
0
日

目
ま

で
の

間
に

限
り

、
注

１
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

１
日

に
つ

き

1
,
1
0
0
点

又
は
5
5
0
点

を
加

算
す

る
。

３
区

分
番

号
Ｃ

１
０
２

に
掲

げ
る

在
宅

自
己

腹
膜

灌
流

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

か
ん

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

は
、

区
分

番
号

Ｊ
０

３
８

に
掲

げ
る

人
工

腎
臓

の
実

施
回

数
と

併

せ
て

週
１

回
に

限
り

、
算

定
す

る
。

２
そ

の
他

の
腹

膜
灌

流
1
,
1
0
0
点

か
ん

Ｊ
０

４
３

新
生

児
高

ビ
リ

ル
ビ

ン
血

症
に

対
す

る
光

線
療

法
（

１
日

に
つ

き
）

1
4
0
点

Ｊ
０

４
３

－
２

瀉
血

療
法

2
5
0
点

し
や

Ｊ
０

４
３

－
３

ス
ト

ー
マ

処
置

（
１

日
に

つ
き

）

１
ス

ト
ー

マ
を

１
個

も
つ

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
7
0
点

２
ス

ト
ー

マ
を

２
個

以
上

も
つ

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
1
2
0
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
算

定
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

９
に

掲
げ

る
在

宅
寝

た
き

り
患

者
処

置
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

ス
ト

ー
マ

処
置

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

３
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
5
5
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

４
３

－
４

経
管

栄
養

・
薬

剤
投

与
用

カ
テ

ー
テ

ル
交

換
法

2
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｊ

０
０

０
に

掲
げ

る
創

傷
処

置
、

区
分

番
号

Ｋ
０

０
０

に
掲

げ
る

創
傷

処
理

の
費

用

は
所

定
点

数
に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｊ
０

４
３

－
５

尿
路

ス
ト

ー
マ

カ
テ

ー
テ

ル
交

換
法

1
0
0
点

注
１

区
分

番
号

Ｊ
０

０
０

に
掲

げ
る

創
傷

処
置

、
区

分
番

号
Ｋ

０
０

０
に

掲
げ

る
創

傷
処

理
、

区

分
番

号
Ｊ

０
４

３
－

３
に

掲
げ

る
ス

ト
ー

マ
処

置
（

尿
路

ス
ト

ー
マ

に
対

し
て

行
っ

た
も

の
に

限
る

。
）

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
5
5
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

４
３

－
６

人
工

膵
臓

療
法

（
１

日
に

つ
き

）
3
,
5
0
0
点

す
い

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

す
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
、

３
日

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。

Ｊ
０

４
３

－
７

経
会

陰
的

放
射

線
治

療
用

材
料

局
所

注
入

1
,
4
0
0
点

（
救

急
処

置
）

Ｊ
０

４
４

救
命

の
た

め
の

気
管

内
挿

管
4
8
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
5
5
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

４
４

－
２

体
表

面
ペ

ー
シ

ン
グ

法
又

は
食

道
ペ

ー
シ

ン
グ

法
（

１
日

に
つ

き
）

4
0
0
点

Ｊ
０

４
５

人
工

呼
吸

１
3
0
分

ま
で

の
場

合
2
4
2 点

加
算

す
る

。

イ
導

入
期

加
算

１
2
0
0
点

ロ
導

入
期

加
算

２
5
0
0
点

３
著

し
く

人
工

腎
臓

が
困

難
な

障
害

者
等

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
は

、
障

害
者

等
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
1
4
0
点

を
加

算
す

る
。

４
カ

ニ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
料

を
含

む
も

の
と

す
る

。

５
区

分
番

号
Ｃ

１
０

２
に

掲
げ

る
在

宅
自

己
腹

膜
灌

流
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
２

か
ん

－
２

に
掲

げ
る

在
宅

血
液

透
析

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

は
、

週
１

回
（

在
宅

自
己

腹
膜

灌
流

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
あ

っ
て

は
、

区
分

か
ん

番
号

Ｊ
０

４
２

に
掲

げ
る

腹
膜

灌
流

（
１

に
限

る
。

）
の

実
施

回
数

と
併

せ
て

週
１

回
）

に
限

か
ん

り
算

定
す

る
。

６
１

か
ら

３
ま

で
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、

透
析

液
、

血
液

凝
固

阻
止

剤
、

生
理

食
塩

水
及

び
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
薬

剤
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

７
人

工
腎

臓
を

夜
間

に
開

始
し

、
午

前
０

時
以

降
に

終
了

し
た

場
合

は
、

１
日

と
し

て
算

定
す

る
。

８
区

分
番

号
Ｊ

０
３

８
－

２
に

掲
げ

る
持

続
緩

徐
式

血
液

濾
過

の
実

施
回

数
と

併
せ

て
１

月
に

ろ

1
4
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
あ

っ
て

は
こ

の
限

り
で

な
い

。

９
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
透

析
液

水
質

確
保

加
算

と
し

て
、

所
定

点
数

に
1
0
点

を
加

算
す

る
。

1
0

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

人
工

腎
臓

を
実

施
し

て
い

る
患

者
に

係
る

下
肢

末

梢
動

脈
疾

患
の

重
症

度
等

を
評

価
し

、
療

養
上

必
要

な
指

導
管

理
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

下
し

よ
う

肢
末

梢
動

脈
疾

患
指

導
管

理
加

算
と

し
て

、
月

１
回

に
限

り
所

定
点

数
に
1
0
0
点

を
加

算
す

る
し

よ
う

。

1
1

通
常

の
人

工
腎

臓
で

は
管

理
が

困
難

な
兆

候
を

有
す

る
患

者
に

対
し

て
、

６
時

間
以

上
の

人

工
腎

臓
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

長
時

間
加

算
と

し
て

、
１

回
に

つ
き
1
5
0
点

を
加

算
す

る
。

1
2

１
及

び
２

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

1
3

１
か

ら
３

ま
で

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
慢

性
維

持
透

析
濾

過
（

ろ

複
雑

な
も

の
に

限
る

。
）

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
慢

性
維

持
透

析
濾

過
加

算
と

し
て

、
所

定
点

ろ

数
に
5
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

３
８

－
２

持
続

緩
徐

式
血

液
濾

過
（

１
日

に
つ

き
）

1
,
9
9
0
点

ろ

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
、

午
後

５
時

以
降

に
開

始
し

た
場

合
若

し
く

は
午

後

９
時

以
降

に
終

了
し

た
場

合
又

は
休

日
に

行
っ

た
場

合
は

、
時

間
外

・
休

日
加

算
と

し
て

、

3
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
著

し
く

持
続

緩
徐

式
血

液
濾

過
が

困
難

な
障

害
者

等
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
、

障
害

者
等

ろ

加
算

と
し

て
、

１
日

に
つ

き
1
2
0
点

を
加

算
す

る
。

３
持

続
緩

徐
式

血
液

濾
過

を
夜

間
に

開
始

し
、

午
前

０
時

以
降

に
終

了
し

た
場

合
は

、
１

日
と

ろ

し
て

算
定

す
る

。

４
区

分
番

号
Ｊ

０
３

８
に

掲
げ

る
人

工
腎

臓
の

実
施

回
数

と
併

せ
て

１
月

に
1
4
回

に
限

り
算

定

す
る

。
た

だ
し

、
区

分
番

号
Ｊ

０
３

８
に

掲
げ

る
人

工
腎

臓
の

注
８

に
規

定
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

あ
っ

て
は

こ
の

限
り

で
な

い
。

Ｊ
０

３
９

血
漿

交
換

療
法

（
１

日
に

つ
き

）
4
,
2
0
0
点

し
よ

う

注
血

漿
交

換
療

法
を

夜
間

に
開

始
し

、
午

前
０

時
以

降
に

終
了

し
た

場
合

は
、

１
日

と
し

て
算

し
よ

う

定
す

る
。
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２
－
⑼　
処　
置



１
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

5
5
点

２
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

8
5
点

３
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
6
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
5
5
点

４
6
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

2
7
0
点

注
１

1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
場

合
は

、
第

１
章

基
本

診
療

料
に

含
ま

れ
、

算
定

で
き

な
い

。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

９
に

掲
げ

る
在

宅
寝

た
き

り
患

者
処

置
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

皮
膚

科
軟

膏
処

置
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。
こ

う

Ｊ
０

５
４

皮
膚

科
光

線
療

法
（

１
日

に
つ

き
）

１
赤

外
線

又
は

紫
外

線
療

法
4
5
点

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

算
定

す
る

。

２
長

波
紫

外
線

又
は

中
波

紫
外

線
療

法
（

概
ね
2
9
0
ナ

ノ
メ

ー
ト

ル
以

上
3
1
5
ナ

ノ
メ

ー
ト

ル
以

下

の
も

の
）

1
5
0
点

３
中

波
紫

外
線

療
法

（
3
0
8
ナ

ノ
メ

ー
ト

ル
以

上
3
1
3
ナ

ノ
メ

ー
ト

ル
以

下
に

限
定

し
た

も
の

） 3
4
0
点

Ｊ
０

５
４

－
２

皮
膚

レ
ー

ザ
ー

照
射

療
法

（
一

連
に

つ
き

）

１
色

素
レ

ー
ザ

ー
照

射
療

法
2
,
1
7
0
点

注
照

射
面

積
が
1
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

を
超

え
た

場
合

は
、
1
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

、
照

射
面

積
拡

大
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に
5
0
0
点

を
加

算
す

る

。
た

だ
し

、
8
,
5
0
0
点

の
加

算
を

限
度

と
す

る
。

２
Ｑ

ス
イ

ッ
チ

付
レ

ー
ザ

ー
照

射
療

法

イ
４

平
方

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
2
,
0
0
0
点

ロ
４

平
方

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
1
6
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

2
,
3
7
0
点

ハ
1
6
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
6
4
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

2
,
9
0
0
点

ニ
6
4
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

3
,
9
5
0
点

注
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
に

対
し

て
皮

膚
レ

ー
ザ

ー
照

射
療

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
乳

幼
児

加
算

と

し
て

、
2
,
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｊ
０

５
５

い
ぼ

焼
灼

法
し

や
く

１
３

箇
所

以
下

2
1
0
点

２
４

箇
所

以
上

2
6
0
点

Ｊ
０

５
５

－
２

イ
オ

ン
ト

フ
ォ

レ
ー

ゼ
2
2
0
点

Ｊ
０

５
５

－
３

臍
肉

芽
腫

切
除

術
2
2
0
点

さ
い

Ｊ
０

５
６

い
ぼ

等
冷

凍
凝

固
法

１
３

箇
所

以
下

2
1
0
点

２
４

箇
所

以
上

2
7
0
点

Ｊ
０

５
７

軟
属

腫
摘

除

１
1
0
箇

所
未

満
1
2
0
点

２
1
0
箇

所
以

上
3
0
箇

所
未

満
2
2
0
点

３
3
0
箇

所
以

上
3
5
0
点

Ｊ
０

５
７

－
２

面
皰

圧
出

法
4
9
点

ぽ
う

Ｊ
０

５
７

－
３

鶏
眼

・
胼

胝
処

置
1
7
0
点

べ
ん

ち

注
月

２
回

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｊ
０

５
７

－
４

稗
粒

腫
摘

除
は

い

１
1
0
箇

所
未

満
7
4
点

２
1
0
箇

所
以

上
1
4
8
点

（
泌

尿
器

科
処

置
）

Ｊ
０

５
８

膀
胱

穿
刺

8
0
点

ぼ
う

こ
う

せ
ん

Ｊ
０

５
９

陰
嚢

水
腫

穿
刺

8
0
点

の
う

せ
ん

Ｊ
０

５
９

－
２

血
腫

、
膿

腫
穿

刺
8
0
点

の
う

せ
ん

２
3
0
分

を
超

え
て

５
時

間
ま

で
の

場
合

2
4
2
点

に
3
0
分

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に
5
0
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数

３
５

時
間

を
超

え
た

場
合

（
１

日
に

つ
き

）
8
1
9
点

注
１

使
用

し
た

精
製

水
の

費
用

及
び

人
工

呼
吸

と
同

時
に

行
う

呼
吸

心
拍

監
視

、
経

皮
的

動
脈

血

酸
素

飽
和

度
測

定
若

し
く

は
非

観
血

的
連

続
血

圧
測

定
又

は
喀

痰
吸

引
若

し
く

は
酸

素
吸

入
の

か
く

た
ん

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

７
に

掲
げ

る
在

宅
人

工
呼

吸
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

人
工

呼
吸

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｊ
０

４
５

－
２

一
酸

化
窒

素
吸

入
療

法
（

１
日

に
つ

き
）

１
新

生
児

の
低

酸
素

性
呼

吸
不

全
に

対
し

て
実

施
す

る
場

合
1
,
6
8
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

を
満

た
す

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

２
一

酸
化

窒
素

ガ
ス

加
算

と
し

て
、

吸
入

時
間

が
１

時
間

ま
で

の
場

合
、
9
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
吸

入
時

間
が

１
時

間
を

超
え

る
場

合
は

、
9
0
0
点

に
吸

入
時

間
が

１
時

間

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に
9
0
0
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数
を

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
そ

の
他

の
場

合
1
,
6
8
0
点

注
一

酸
化

窒
素

ガ
ス

加
算

と
し

て
、

吸
入

時
間

が
１

時
間

ま
で

の
場

合
、
9
0
0
点

を
所

定
点

数

に
加

算
す

る
。

吸
入

時
間

が
１

時
間

を
超

え
る

場
合

は
、
9
0
0
点

に
吸

入
時

間
が

１
時

間
又

は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に
9
0
0
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数
を

、
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｊ
０

４
６

非
開

胸
的

心
マ

ッ
サ

ー
ジ

１
3
0
分

ま
で

の
場

合
2
5
0
点

２
3
0
分

を
超

え
た

場
合

2
5
0
点

に
3
0
分

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に
4
0
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数

Ｊ
０

４
７

カ
ウ

ン
タ

ー
シ

ョ
ッ

ク
（

１
日

に
つ

き
）

１
非

医
療

従
事

者
向

け
自

動
除

細
動

器
を

用
い

た
場

合
2
,
5
0
0
点

２
そ

の
他

の
場

合
3
,
5
0
0
点

Ｊ
０

４
７

－
２

心
腔

内
除

細
動

3
,
5
0
0
点

く
う

Ｊ
０

４
７

－
３

心
不

全
に

対
す

る
遠

赤
外

線
温

熱
療

法
（

１
日

に
つ

き
）

1
1
5
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
入

院
中

の
患

者
で

あ
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

に
対

し
て

行
わ

れ
た

場
合

に
、

治
療

開
始

日
か

ら
起

算
し

て
3
0
日

を
限

度
と

し
て

、
週

５
回

に
限

り
所

定
点

数
を

算
定

す

る
。

Ｊ
０

４
８

心
膜

穿
刺

5
0
0
点

せ
ん

Ｊ
０

４
９

食
道

圧
迫

止
血

チ
ュ

ー
ブ

挿
入

法
3
,
2
4
0
点

Ｊ
０

５
０

気
管

内
洗

浄
（

１
日

に
つ

き
）

3
4
0
点

注
１

６
歳

未
満

の
乳

幼
児

の
場

合
は

、
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

２
気

管
内

洗
浄

と
同

時
に

行
う

喀
痰

吸
引

又
は

酸
素

吸
入

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

か
く

た
ん

す
る

。

Ｊ
０

５
１

胃
洗

浄
3
0
0
点

注
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

５
２

シ
ョ

ッ
ク

パ
ン

ツ
（

１
日

に
つ

き
）

1
5
0
点

注
２

日
目

以
降

に
つ

い
て

は
、

所
定

点
数

に
か

か
わ

ら
ず

１
日

に
つ

き
5
0
点

を
算

定
す

る
。

Ｊ
０

５
２

－
２

熱
傷

温
浴

療
法

（
１

日
に

つ
き

）
1
,
7
4
0
点

注
広

範
囲

熱
傷

の
患

者
で

あ
っ

て
、

入
院

中
の

も
の

に
つ

い
て

行
っ

た
場

合
に

受
傷

後
6
0
日

以
内

に
限

り
算

定
す

る
。

（
皮

膚
科

処
置

）

Ｊ
０

５
３

皮
膚

科
軟

膏
処

置
こ

う

（ ）（ ） 515514

２
－
⑼　
処　
置



３
金

属
拡

張
器

（
ヘ

ガ
ー

ル
等

）
1
8
0
点

４
メ

ト
ロ

イ
リ

ン
テ

ル
3
4
0
点

Ｊ
０

８
１

分
娩

時
鈍

性
頸

管
拡

張
法

4
5
6
点

べ
ん

け
い

Ｊ
０

８
２

子
宮

脱
非

観
血

的
整

復
法

（
ペ

ッ
サ

リ
ー

）
2
9
0
点

Ｊ
０

８
２

－
２

薬
物

放
出

子
宮

内
シ

ス
テ

ム
処

置

１
挿

入
術

2
4
0
点

２
除

去
術

1
5
0
点

Ｊ
０

８
３

妊
娠

子
宮

嵌
頓

非
観

血
的

整
復

法
2
9
0
点

か
ん

Ｊ
０

８
４

胎
盤

圧
出

法
4
5
点

Ｊ
０

８
５

ク
リ

ス
テ

ル
胎

児
圧

出
法

4
5
点

Ｊ
０

８
５

－
２

人
工

羊
水

注
入

法
7
2
0
点

（
眼

科
処

置
）

Ｊ
０

８
６

眼
処

置
2
5
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
の

み
算

定
す

る
。

２
点

眼
又

は
洗

眼
に

つ
い

て
は

、
第

１
章

基
本

診
療

料
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。

Ｊ
０

８
６

－
２

義
眼

処
置

2
5
点

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

算
定

す
る

。

Ｊ
０

８
７

前
房

穿
刺

又
は

注
射

（
前

房
内

注
入

を
含

む
。

）
1
8
0
点

せ
ん

注
顕

微
鏡

下
に

行
っ

た
場

合
は

、
顕

微
鏡

下
処

置
加

算
と

し
て

、
1
8
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
０

８
８

霰
粒

腫
の

穿
刺

4
5
点

さ
ん

せ
ん

Ｊ
０

８
９

睫
毛

抜
去

し
よ

う

１
少

数
の

場
合

2
5
点

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

算
定

す
る

。

２
多

数
の

場
合

4
5
点

注
１

上
眼

瞼
と

下
眼

瞼
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
処

置
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

１
回

の
算

定
と

す
る

け
ん

け
ん

。

２
１

日
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｊ
０

９
０

結
膜

異
物

除
去

（
１

眼
瞼

ご
と

）
1
0
0
点

け
ん

Ｊ
０

９
１

鼻
涙

管
ブ

ジ
ー

法
4
5
点

Ｊ
０

９
１

－
２

鼻
涙

管
ブ

ジ
ー

法
後

薬
液

涙
嚢

洗
浄

4
5
点

の
う

Ｊ
０

９
２

涙
嚢

ブ
ジ

ー
法

（
洗

浄
を

含
む

。
）

5
4
点

の
う

Ｊ
０

９
３

強
膜

マ
ッ

サ
ー

ジ
1
5
0
点

Ｊ
０

９
４

削
除 （

耳
鼻

咽
喉

科
処

置
）

Ｊ
０

９
５

耳
処

置
（

耳
浴

及
び

耳
洗

浄
を

含
む

。
）

2
5
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
の

み
算

定
す

る
。

２
点

耳
又

は
簡

単
な

耳
垢

栓
除

去
に

つ
い

て
は

、
第

１
章

基
本

診
療

料
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

こ
う

で
き

な
い

。

Ｊ
０

９
５

－
２

鼓
室

処
置

（
片

側
）

5
5
点

注
鼓

室
洗

浄
及

び
鼓

室
内

薬
液

注
入

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

Ｊ
０

９
６

耳
管

処
置

（
耳

管
通

気
法

、
鼓

膜
マ

ッ
サ

ー
ジ

及
び

鼻
内

処
置

を
含

む
。

）

１
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
耳

管
通

気
法

（
片

側
）

3
6
点

２
ポ

リ
ッ

ツ
ェ

ル
球

に
よ

る
耳

管
通

気
法

2
4
点

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

算
定

す
る

。

Ｊ
０

９
７

鼻
処

置
（

鼻
吸

引
、

単
純

鼻
出

血
及

び
鼻

前
庭

の
処

置
を

含
む

。
）

1
4
点

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
の

み
算

定
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｊ

０
９

８
に

掲
げ

る
口

腔
、

咽
頭

処
置

と
併

せ
て

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も
1
4
点

く
う

と
す

る
。

３
鼻

洗
浄

に
つ

い
て

は
、

第
１

章
基

本
診

療
料

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

Ｊ
０

６
０

膀
胱

洗
浄

（
１

日
に

つ
き

）
6
0
点

ぼ
う

こ
う

注
１

薬
液

注
入

、
膀

胱
洗

浄
と

同
時

に
行

う
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

及
び

留
置

カ
テ

ー
テ

ル
設

置
ぼ

う
こ

う

中
の

膀
胱

洗
浄

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

ぼ
う

こ
う

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

６
に

掲
げ

る
在

宅
自

己
導

尿
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
９

に
掲

げ
る

在
宅

寝
た

き
り

患
者

処
置

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
膀

胱
洗

ぼ
う

こ
う

浄
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｊ
０

６
０

－
２

後
部

尿
道

洗
浄

（
ウ

ル
ツ

マ
ン

）
（

１
日

に
つ

き
）

6
0
点

Ｊ
０

６
１

腎
盂

洗
浄

（
片

側
）

6
0
点

う

Ｊ
０

６
２

腎
盂

内
注

入
（

尿
管

カ
テ

ー
テ

ル
法

を
含

む
。

）
1
,
2
9
0
点

う 注
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ー
プ

に
よ

っ
て

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｊ
０

６
３

留
置

カ
テ

ー
テ

ル
設

置
4
0
点

注
１

膀
胱

洗
浄

と
同

時
に

行
う

留
置

カ
テ

ー
テ

ル
設

置
の

費
用

は
、

膀
胱

洗
浄

の
所

定
点

数
に

含
ぼ

う
こ

う
ぼ

う
こ

う

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
区

分
番

号
Ｃ

１
０

６
に

掲
げ

る
在

宅
自

己
導

尿
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
９

に
掲

げ
る

在
宅

寝
た

き
り

患
者

処
置

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｊ
０

６
４

導
尿

（
尿

道
拡

張
を

要
す

る
も

の
）

4
0
点

注
区

分
番

号
Ｃ

１
０

６
に

掲
げ

る
在

宅
自

己
導

尿
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
９

に
掲

げ

る
在

宅
寝

た
き

り
患

者
処

置
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

導
尿

の
費

用

は
算

定
し

な
い

。

Ｊ
０

６
５

間
歇

的
導

尿
（

１
日

に
つ

き
）

1
5
0
点

け
つ

Ｊ
０

６
６

尿
道

拡
張

法
2
1
6
点

Ｊ
０

６
６

－
２

タ
イ

ダ
ー

ル
自

動
膀

胱
洗

浄
（

１
日

に
つ

き
）

1
8
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｊ
０

６
７

誘
導

ブ
ジ

ー
法

2
1
6
点

Ｊ
０

６
８

嵌
頓

包
茎

整
復

法
（

陰
茎

絞
扼

等
）

2
9
0
点

か
ん

や
く

Ｊ
０

６
９

前
立

腺
液

圧
出

法
5
0
点

Ｊ
０

７
０

前
立

腺
冷

温
榻

5
0
点

と
う

Ｊ
０

７
０

－
２

干
渉

低
周

波
に

よ
る

膀
胱

等
刺

激
法

5
0
点

ぼ
う

こ
う

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

算
定

す
る

。

Ｊ
０

７
０

－
３

冷
却

痔
処

置
（

１
日

に
つ

き
）

5
0
点

じ

Ｊ
０

７
０

－
４

磁
気

に
よ

る
膀

胱
等

刺
激

法
7
0
点

ぼ
う

こ
う

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

（
産

婦
人

科
処

置
）

Ｊ
０

７
１

羊
水

穿
刺

（
羊

水
過

多
症

の
場

合
）

1
4
4
点

せ
ん

Ｊ
０

７
２

腟
洗

浄
（

熱
性

洗
浄

を
含

む
。

）
5
6
点

ち
つ

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

算
定

す
る

。

Ｊ
０

７
３

子
宮

腔
洗

浄
（

薬
液

注
入

を
含

む
。

）
5
6
点

く
う

Ｊ
０

７
４

卵
管

内
薬

液
注

入
法

6
0
点

Ｊ
０

７
５

陣
痛

誘
発

の
た

め
の

卵
膜

外
薬

液
注

入
法

4
0
8
点

Ｊ
０

７
６

子
宮

頸
管

内
へ

の
薬

物
挿

入
法

4
5
点

け
い

Ｊ
０

７
７

子
宮

出
血

止
血

法

１
分

娩
時

の
も

の
6
2
4
点

べ
ん

２
分

娩
外

の
も

の
4
5
点

べ
ん

Ｊ
０

７
８

子
宮

腟
部

薬
物

焼
灼

法
1
0
0
点

ち
つ

し
や

く

Ｊ
０

７
９

子
宮

腟
部

焼
灼

法
1
8
0
点

ち
つ

し
や

く

Ｊ
０

８
０

子
宮

頸
管

拡
張

及
び

分
娩

誘
発

法
け

い
べ

ん

１
ラ

ミ
ナ

リ
ア

1
2
0
点

２
コ

ル
ポ

イ
リ

ン
テ

ル
1
2
0
点
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注
消

炎
鎮

痛
等

処
置

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

い
ず

れ
か

の
所

定
点

数
の

み
に

よ

り
算

定
す

る
。

Ｊ
１

１
８

－
３

変
形

機
械

矯
正

術
（

１
日

に
つ

き
）

3
5
点

注
消

炎
鎮

痛
等

処
置

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

い
ず

れ
か

の
所

定
点

数
の

み
に

よ

り
算

定
す

る
。

Ｊ
１

１
８

－
４

歩
行

運
動

処
置

（
ロ

ボ
ッ

ト
ス

ー
ツ

に
よ

る
も

の
）

（
１

日
に

つ
き

）
9
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
す

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

２
難

病
の

患
者

に
対

す
る

医
療

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成
2
6
年

法
律

第
5
0
号

）
第

５
条

第
１

項

に
規

定
す

る
指

定
難

病
の

患
者

で
あ

っ
て

、
同

法
第

７
条

第
４

項
に

規
定

す
る

医
療

受
給

者
証

を
交

付
さ

れ
て

い
る

も
の

（
同

条
第

１
項

各
号

に
規

定
す

る
特

定
医

療
費

の
支

給
認

定
に

係
る

基
準

を
満

た
す

も
の

と
し

て
診

断
を

受
け

た
も

の
を

含
む

。
）

に
対

し
て

実
施

さ
れ

た
場

合
に

は
、

難
病

患
者

処
置

加
算

と
し

て
、
9
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
導

入
期

５
週

間
に

限
り

、
１

日
に

つ
き
2
,
0
0
0
点

を
９

回
に

限
り

加
算

す
る

。

Ｊ
１

１
９

消
炎

鎮
痛

等
処

置
（

１
日

に
つ

き
）

１
マ

ッ
サ

ー
ジ

等
の

手
技

に
よ

る
療

法
3
5
点

２
器

具
等

に
よ

る
療

法
3
5
点

３
湿

布
処

置
3
5
点

注
１

１
か

ら
３

ま
で

の
療

法
を

行
っ

た
場

合
に

、
療

法
の

種
類

、
回

数
又

は
部

位
数

に
か

か
わ

ら

ず
、

本
区

分
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
同

一
の

患
者

に
つ

き
同

一
日

に
お

い
て

、
１

か
ら

３
ま

で
の

療
法

の
う

ち
２

以
上

の
療

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

療
法

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。

３
３

に
つ

い
て

は
、

診
療

所
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

、
半

肢
の

大
部

又
は

頭
部

、
頸

部
及

び
顔

面
の

大
部

以
上

に
わ

た
る

範
囲

の
湿

布
処

置
が

行
わ

れ
た

場
合

に
算

け
い

定
で

き
る

。

４
区

分
番

号
Ｃ

１
０

９
に

掲
げ

る
在

宅
寝

た
き

り
患

者
処

置
指

導
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

消
炎

鎮
痛

等
処

置
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｊ
１

１
９

－
２

腰
部

又
は

胸
部

固
定

帯
固

定
（

１
日

に
つ

き
）

3
5
点

Ｊ
１

１
９

－
３

低
出

力
レ

ー
ザ

ー
照

射
（

１
日

に
つ

き
）

3
5
点

Ｊ
１

１
９

－
４

肛
門

処
置

（
１

日
に

つ
き

）
2
4
点

こ
う

（
栄

養
処

置
）

Ｊ
１

２
０

鼻
腔

栄
養

（
１

日
に

つ
き

）
6
0
点

く
う

注
１

区
分

番
号

Ｃ
１

０
５

に
掲

げ
る

在
宅

成
分

栄
養

経
管

栄
養

法
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１

０
５

－
２

に
掲

げ
る

在
宅

小
児

経
管

栄
養

法
指

導
管

理
料

、
区

分
番

号
Ｃ

１
０

５
－

３
に

掲
げ

る
在

宅
半

固
形

栄
養

経
管

栄
養

法
指

導
管

理
料

又
は

区
分

番
号

Ｃ
１

０
９

に
掲

げ
る

在
宅

寝
た

き
り

患
者

処
置

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
鼻

腔
栄

養
の

費
用

は
算

く
う

定
し

な
い

。

２
間

歇
的

経
管

栄
養

法
に

よ
っ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
間

歇
的

経
管

栄
養

法
加

算
と

し
て

、
１

け
つ

け
つ

日
に

つ
き
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｊ
１

２
１

滋
養

浣
腸

4
5
点

か
ん

（
ギ

プ
ス

）

通
則 １

既
装

着
の

ギ
プ

ス
包

帯
を

ギ
プ

ス
シ

ャ
ー

レ
と

し
て

切
割

使
用

し
た

場
合

は
各

区
分

の
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
2
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｊ

１
２

３
か

ら
Ｊ

１
２

８
ま

で
に

掲
げ

る
ギ

プ
ス

を
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ギ

プ
ス

を
用

い
て

行
っ

た
場

合
は

当
該

各
区

分
の

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
2
0
に

相
当

す
る

点
数

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
６

歳
未
満

の
乳

幼
児

に
対

し
て

区
分

番
号

Ｊ
１

２
２

か
ら

Ｊ
１

２
９

－
４

ま
で

に
掲

げ
る

ギ
プ

ス
の

処
置

を

行
っ

た
場

合
に

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
当

該
各

区
分

の
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
5
5
に

相
当

す
る

点
数

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｊ
０

９
７

－
２

副
鼻

腔
自

然
口

開
大

処
置

2
5
点

く
う

注
処

置
に

用
い

た
薬

剤
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｊ
０

９
８

口
腔

、
咽

頭
処

置
1
4
点

く
う

注
１

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

つ
い

て
の

み
算

定
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｊ

０
９

７
に

掲
げ

る
鼻

処
置

と
併

せ
て

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も
1
4
点

と
す

る
。

Ｊ
０

９
８

－
２

扁
桃

処
置

4
0
点

へ
ん

Ｊ
０

９
９

間
接

喉
頭

鏡
下

喉
頭

処
置

（
喉

頭
注

入
を

含
む

。
）

3
2
点

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

算
定

す
る

。

Ｊ
１

０
０

副
鼻

腔
手

術
後

の
処

置
（

片
側

）
4
5
点

く
う

注
当

該
処

置
と

同
一

日
に

行
わ

れ
た

区
分

番
号

Ｊ
０

９
７

－
２

に
掲

げ
る

副
鼻

腔
自

然
口

開
大

処
く

う

置
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｊ
１

０
１

鼓
室

穿
刺

（
片

側
）

5
0
点

せ
ん

Ｊ
１

０
２

上
顎

洞
穿

刺
（

片
側

）
6
0
点

せ
ん

Ｊ
１

０
３

扁
桃

周
囲

膿
瘍

穿
刺

（
扁

桃
周

囲
炎

を
含

む
。

）
1
8
0
点

へ
ん

の
う

せ
ん

へ
ん

Ｊ
１

０
４

唾
液

腺
管

洗
浄

（
片

側
）

6
0
点

Ｊ
１

０
５

副
鼻

腔
洗

浄
又

は
吸

引
（

注
入

を
含

む
。

）
（

片
側

）
く

う

１
副

鼻
腔

炎
治

療
用

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

場
合

5
5
点

く
う

２
１

以
外

の
場

合
2
5
点

Ｊ
１

０
６

及
び

Ｊ
１

０
７

削
除

Ｊ
１

０
８

鼻
出

血
止

血
法

（
ガ

ー
ゼ

タ
ン

ポ
ン

又
は

バ
ル

ー
ン

に
よ

る
も

の
）

2
4
0
点

Ｊ
１

０
９

鼻
咽

腔
止

血
法

（
ベ

ロ
ッ

ク
止

血
法

）
4
4
0
点

く
う

Ｊ
１

１
０

削
除

Ｊ
１

１
１

耳
管

ブ
ジ

ー
法

（
通

気
法

又
は

鼓
膜

マ
ッ

サ
ー

ジ
の

併
施

を
含

む
。

）
（

片
側

）
4
5
点

Ｊ
１

１
２

唾
液

腺
管

ブ
ジ

ー
法

（
片

側
）

4
5
点

Ｊ
１

１
３

耳
垢

栓
塞

除
去

（
複

雑
な

も
の

）
こ

う

１
片

側
1
0
0
点

２
両

側
1
8
0
点

注
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
5
5
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
１

１
４

ネ
ブ

ラ
イ

ザ
ー

1
2
点

注
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

算
定

す
る

。

Ｊ
１

１
５

超
音

波
ネ

ブ
ラ

イ
ザ

ー
（

１
日

に
つ

き
）

2
4
点

Ｊ
１

１
５

－
２

排
痰

誘
発

法
（

１
日

に
つ

き
）

4
4
点

た
ん

（
整

形
外

科
的

処
置

）

Ｊ
１

１
６

関
節

穿
刺

（
片

側
）

1
2
0
点

せ
ん

注
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
1
1
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｊ
１

１
６

－
２

粘
（

滑
）

液
嚢

穿
刺

注
入

（
片

側
）

8
0
点

の
う

せ
ん

Ｊ
１

１
６

－
３

ガ
ン

グ
リ

オ
ン

穿
刺

術
8
0
点

せ
ん

Ｊ
１

１
６

－
４

ガ
ン

グ
リ

オ
ン

圧
砕

法
8
0
点

Ｊ
１

１
６

－
５

酵
素

注
射

療
法

2
,
4
9
0
点

Ｊ
１

１
７

鋼
線

等
に

よ
る

直
達

牽
引

（
２

日
目

以
降

。
観

血
的

に
行

っ
た

場
合

の
手

技
料

を
含

む
。

）
（

１
局

所
け

ん

を
１

日
に

つ
き

）
5
0
点

注
１

３
歳

未
満

の
乳

幼
児

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
は

、
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、

所
定

点
数

に
5
5
点

を
加

算
す

る
。

２
消

炎
鎮

痛
等

処
置

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
鋼

線
等

に
よ

る
直

達
牽

引
の

所
定

点
数

の
み

け
ん

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｊ
１

１
８

介
達

牽
引

（
１

日
に

つ
き

）
3
5
点

け
ん

注
消

炎
鎮

痛
等

処
置

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

い
ず

れ
か

の
所

定
点

数
の

み
に

よ

り
算

定
す

る
。

Ｊ
１

１
８

－
２

矯
正

固
定

（
１

日
に

つ
き

）
3
5
点
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Ｊ
１

２
２

四
肢

ギ
プ

ス
包

帯

１
鼻

ギ
プ

ス
3
1
0
点

２
手

指
及

び
手

、
足

（
片

側
）

4
9
0
点

３
半

肢
（

片
側

）
7
8
0
点

４
内

反
足

矯
正

ギ
プ

ス
包

帯
（

片
側

）
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0
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５
上
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肢
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）

1
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2
0
0
点

６
体
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四

肢
に

わ
た

る
ギ

プ
ス

包
帯

（
片

側
）

1
,
8
4
0
点

Ｊ
１

２
３

体
幹

ギ
プ

ス
包

帯
1
,
5
0
0
点

Ｊ
１

２
４

鎖
骨

ギ
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ス
包
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（

片
側

）
1
,
2
5
0
点

Ｊ
１

２
５
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ス
ベ
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1
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0
0
点

Ｊ
１

２
６

斜
頸

矯
正

ギ
プ

ス
包

帯
1
,
6
7
0
点
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い

Ｊ
１

２
７

先
天

性
股

関
節

脱
臼

ギ
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ス
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帯
2
,
4
0
0
点

Ｊ
１

２
８

脊
椎

側
弯

矯
正

ギ
プ

ス
包

帯
3
,
4
4
0
点

わ
ん

Ｊ
１

２
９

義
肢

採
型

法

１
四

肢
切

断
の

場
合

（
１

肢
に

つ
き

）
7
0
0
点

２
股

関
節

、
肩

関
節

離
断

の
場

合
（

１
肢

に
つ

き
）

1
,
0
5
0
点

Ｊ
１

２
９

－
２

練
習

用
仮

義
足

又
は
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義
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採
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法

１
四
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の
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合

（
１

肢
に

つ
き

）
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0
0
点

２
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節
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節

離
断
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場
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（

１
肢
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つ

き
）

1
,
0
5
0
点

Ｊ
１

２
９

－
３

治
療

用
装

具
採

寸
法

（
１

肢
に

つ
き

）
2
0
0
点

Ｊ
１

２
９

－
４

治
療

用
装

具
採

型
法

１
体

幹
装

具
7
0
0
点

２
四
肢

装
具

（
１

肢
に

つ
き

）
7
0
0
点

３
そ

の
他

（
１

肢
に

つ
き

）
2
0
0
点

第
２

節
処

置
医

療
機

器
等

加
算

区
分

Ｊ
２

０
０

腰
部

、
胸

部
又

は
頸

部
固

定
帯

加
算

（
初

回
の

み
）

1
7
0
点

け
い

Ｊ
２

０
１

酸
素

加
算

注
１

区
分

番
号

Ｊ
０

２
４

か
ら

Ｊ
０

２
８

ま
で

及
び

Ｊ
０

４
５

に
掲

げ
る
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置
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当

た
っ

て
酸

素

を
使

用
し

た
場

合
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、
そ

の
価

格
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0
円
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て
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（
窒

素
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使
用

し
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合

は
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格
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0
円
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て

得
た

点
数

を
合
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し

た
点

数
）

を
加

算
す

る
。

２
酸

素
及

び
窒

素
の

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

第
３

節
薬

剤
料

区
分

Ｊ
３

０
０

薬
剤

薬
価

が
1
5
円

を
超

え
る

場
合

は
、

薬
価

か
ら
1
5
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控
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し

た
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点

数
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つ
き

１
点

未
満

の
端

数
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切
り

上
げ

て
得

た
点

数
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１
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数
と

す
る

。

注
１

薬
価

が
1
5
円

以
下

で
あ

る
場

合
は

、
算

定
し

な
い

。

２
使

用
薬

剤
の

薬
価

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

第
４

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

区
分

Ｊ
４

０
０

特
定

保
険

医
療

材
料

材
料

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

注
使

用
し

た
特

定
保

険
医

療
材

料
の

材
料

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。
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第９部 処置 

 

＜通則＞ 

    １ 処置の費用は、第１節処置料及び第２節処置医療機器等加算、第３節薬剤料又は第４節特定保

険医療材料料に掲げる所定点数を合算した点数によって算定する。この場合において、処置に当

たって通常使用される包帯（頭部・頸部・躯幹等固定用伸縮性包帯を含む。）、ガーゼ等衛生材

料、患者の衣類及び保険医療材料の費用は、所定点数に含まれており、別に算定できない。 

    なお、処置に用いる衛生材料を患者に持参させ、又は処方箋により投与するなど患者の自己負

担とすることは認められない。 

２ 特に規定する場合を除き、患者に対して特定保険医療材料又は薬剤を支給したときは、これに

要する費用として、特定保険医療材料については「特定保険医療材料及びその材料価格（材料価

格基準）」の定めるところにより、薬剤については「使用薬剤の薬価（薬価基準）」の定めると

ころにより算定する。なお、この場合、薬剤費の算定の単位は１回に使用した総量の価格であり、

患者に対して施用した場合に限り、特に規定する場合を除き算定できるものであるが、投薬の部

に掲げる処方料、調剤料、処方箋料及び調剤技術基本料並びに注射の部に掲げる注射料は、別に

算定できない。 

  ３ 浣腸、注腸、吸入、100 平方センチメートル未満の第１度熱傷の熱傷処置、100 平方センチメ

ートル未満の皮膚科軟膏処置、洗眼、点眼、点耳、簡単な耳垢栓除去、鼻洗浄、狭い範囲の湿布

処置その他第１節処置料に掲げられていない処置であって簡単なもの（簡単な物理療法を含む。）

の費用は、基本診療料に含まれるものとし、別に算定することはできない。 

      なお、処置に対する費用が別に算定できない場合（処置後の薬剤病巣撒布を含む。）であって

も、処置に際して薬剤を使用した場合には、第３節薬剤料に定めるところにより薬剤料を算定す

ることはできる。 

４  通則５の入院中の患者以外の患者に対する処置の休日加算１、時間外加算１又は深夜加算１

（以下「時間外等加算１」という。）は、次のア又はイの場合であって、所定点数が 1,000 点以

上の緊急処置の場合についてのみ算定できる。 

ア 区分番号「Ａ０００」の注７、区分番号「Ａ００１」の注５、区分番号「Ａ００２」の注８

に規定する加算を算定する初診又は再診に引き続き行われた場合。ただし、区分番号「Ａ００

０」の注９又は区分番号「Ａ００１」の注７に規定する夜間・早朝等加算を算定する初診若し

くは再診に引き続き行われた場合は対象とならない。なお、当該処置の開始時間が入院手続の

後であっても、当該加算は算定できる。 

イ 初診又は再診に引き続いて、緊急処置に必要不可欠な検査等を行った後、速やかに緊急処置

（休日に行うもの又はその開始時間が診療時間以外の時間若しくは深夜であるものに限る。）

を開始した場合であって、当該初診又は再診から処置の開始時間までの間が８時間以内である

場合（当該処置の開始時間が入院手続きの後の場合を含む。） 

  ５ 通則５の休日加算２、時間外加算２又は深夜加算２（以下「時間外加算等２」という。）は、

区分番号「Ａ０００」の注７、区分番号「Ａ００１」の注５、区分番号「Ａ００２」の注８に規

定する加算を算定する初診又は再診に引き続き行われた所定点数が 150 点以上の緊急処置の場合

についてのみ算定できるものであり、区分番号「Ａ０００」の注９又は区分番号「Ａ００１」の

注７に規定する夜間・早朝等加算を算定する初診若しくは再診に引き続き行われた場合又は入院
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中の患者に対して行われた場合については対象とならない。なお、当該処置の開始時間が入院手

続の後であっても当該加算は算定できる。 

６ 通則５の入院中の患者に対する処置の休日加算１又は深夜加算１は、病状の急変により、休日

に緊急処置を行った場合又は開始時間が深夜である緊急処置を行った場合であって、所定点数が

1,000 点以上の緊急処置を行った場合に算定できる。 

７ 通則５の時間外等加算１は、当該加算を算定するものとして、地方厚生（支）局長に届出を行

っている診療科において処置を実施した場合に限り算定できる。 

  ８ 処置の開始時間とは、患者に対し直接施療した時とする。なお、処置料において「１日につき」

とあるものは午前０時より午後１２時までのことであり、午前０時前に処置を開始し、午前０時

以降に処置が終了した場合には、処置を行った初日のみ時間外加算等を算定し、午前０時以降の

２日目については算定できない。 

  ９ 処置が保険医療機関又は保険医の都合により時間外となった場合は、時間外加算等は算定でき

ない。 

  10 時間外加算等に係る「所定点数」とは、第１節処置料に掲げられた点数及び各注による加算

（プラスチックギプス加算及びギプスに係る乳幼児加算を含む。）を合計した点数であり、第２

節、第３節及び第４節における費用は含まない。 

  11 ４から 10 までに規定する他、時間外加算等の取扱いについては、初診料における場合と同様

である。 

  12 「通則６」における「特に規定する場合」とは、処置名の末尾に「片側」、「１肢につき」等

と記入したものをいう。両眼に異なる疾患を有し、それぞれ異なった処置を行った場合は、その

部分についてそれぞれ別に算定できる。 

  13 第１節に掲げられていない特殊なものの費用は、その都度当局に内議し、最も近似する処置と

して準用が通知された算定方法により算定する。 

  14 血腫、膿腫その他における穿刺は、新生児頭血腫又はこれに準ずる程度のものに対して行う場

合は、区分番号「Ｊ０５９－２」血腫、膿腫穿刺により算定できるが、小範囲のものや試験穿刺

については、算定できない。 

 ＜処置料＞ 

    （一般処置） 

 Ｊ０００ 創傷処置 

(１) 創傷処置、区分番号「Ｊ００１」熱傷処置、区分番号「Ｊ００１－４」重度褥瘡処置及び区

分番号「Ｊ０５３」皮膚科軟膏処置の各号に示す範囲とは、包帯等で被覆すべき創傷面の広さ、

又は軟膏処置を行うべき広さをいう。 

(２) 同一疾病又はこれに起因する病変に対して創傷処置、皮膚科軟膏処置又は湿布処置が行われ

た場合は、それぞれの部位の処置面積を合算し、その合算した広さを、いずれかの処置に係る

区分に照らして算定するものとし、併せて算定できない。 

(３) 同一部位に対して創傷処置、皮膚科軟膏処置、面皰圧出法又は湿布処置が行われた場合はい

ずれか１つのみにより算定し、併せて算定できない。 

(４) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料又は区分番号「Ｃ１１２」在宅気管

切開患者指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又

は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）については、創
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第９部 処置 

 

＜通則＞ 

    １ 処置の費用は、第１節処置料及び第２節処置医療機器等加算、第３節薬剤料又は第４節特定保

険医療材料料に掲げる所定点数を合算した点数によって算定する。この場合において、処置に当

たって通常使用される包帯（頭部・頸部・躯幹等固定用伸縮性包帯を含む。）、ガーゼ等衛生材

料、患者の衣類及び保険医療材料の費用は、所定点数に含まれており、別に算定できない。 

    なお、処置に用いる衛生材料を患者に持参させ、又は処方箋により投与するなど患者の自己負

担とすることは認められない。 

２ 特に規定する場合を除き、患者に対して特定保険医療材料又は薬剤を支給したときは、これに

要する費用として、特定保険医療材料については「特定保険医療材料及びその材料価格（材料価

格基準）」の定めるところにより、薬剤については「使用薬剤の薬価（薬価基準）」の定めると

ころにより算定する。なお、この場合、薬剤費の算定の単位は１回に使用した総量の価格であり、

患者に対して施用した場合に限り、特に規定する場合を除き算定できるものであるが、投薬の部

に掲げる処方料、調剤料、処方箋料及び調剤技術基本料並びに注射の部に掲げる注射料は、別に

算定できない。 

  ３ 浣腸、注腸、吸入、100 平方センチメートル未満の第１度熱傷の熱傷処置、100 平方センチメ

ートル未満の皮膚科軟膏処置、洗眼、点眼、点耳、簡単な耳垢栓除去、鼻洗浄、狭い範囲の湿布

処置その他第１節処置料に掲げられていない処置であって簡単なもの（簡単な物理療法を含む。）

の費用は、基本診療料に含まれるものとし、別に算定することはできない。 

      なお、処置に対する費用が別に算定できない場合（処置後の薬剤病巣撒布を含む。）であって

も、処置に際して薬剤を使用した場合には、第３節薬剤料に定めるところにより薬剤料を算定す

ることはできる。 

４  通則５の入院中の患者以外の患者に対する処置の休日加算１、時間外加算１又は深夜加算１

（以下「時間外等加算１」という。）は、次のア又はイの場合であって、所定点数が 1,000 点以

上の緊急処置の場合についてのみ算定できる。 

ア 区分番号「Ａ０００」の注７、区分番号「Ａ００１」の注５、区分番号「Ａ００２」の注８

に規定する加算を算定する初診又は再診に引き続き行われた場合。ただし、区分番号「Ａ００

０」の注９又は区分番号「Ａ００１」の注７に規定する夜間・早朝等加算を算定する初診若し

くは再診に引き続き行われた場合は対象とならない。なお、当該処置の開始時間が入院手続の

後であっても、当該加算は算定できる。 

イ 初診又は再診に引き続いて、緊急処置に必要不可欠な検査等を行った後、速やかに緊急処置

（休日に行うもの又はその開始時間が診療時間以外の時間若しくは深夜であるものに限る。）

を開始した場合であって、当該初診又は再診から処置の開始時間までの間が８時間以内である

場合（当該処置の開始時間が入院手続きの後の場合を含む。） 

  ５ 通則５の休日加算２、時間外加算２又は深夜加算２（以下「時間外加算等２」という。）は、

区分番号「Ａ０００」の注７、区分番号「Ａ００１」の注５、区分番号「Ａ００２」の注８に規

定する加算を算定する初診又は再診に引き続き行われた所定点数が 150 点以上の緊急処置の場合

についてのみ算定できるものであり、区分番号「Ａ０００」の注９又は区分番号「Ａ００１」の

注７に規定する夜間・早朝等加算を算定する初診若しくは再診に引き続き行われた場合又は入院
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中の患者に対して行われた場合については対象とならない。なお、当該処置の開始時間が入院手

続の後であっても当該加算は算定できる。 

６ 通則５の入院中の患者に対する処置の休日加算１又は深夜加算１は、病状の急変により、休日

に緊急処置を行った場合又は開始時間が深夜である緊急処置を行った場合であって、所定点数が

1,000 点以上の緊急処置を行った場合に算定できる。 

７ 通則５の時間外等加算１は、当該加算を算定するものとして、地方厚生（支）局長に届出を行

っている診療科において処置を実施した場合に限り算定できる。 

  ８ 処置の開始時間とは、患者に対し直接施療した時とする。なお、処置料において「１日につき」

とあるものは午前０時より午後１２時までのことであり、午前０時前に処置を開始し、午前０時

以降に処置が終了した場合には、処置を行った初日のみ時間外加算等を算定し、午前０時以降の

２日目については算定できない。 

  ９ 処置が保険医療機関又は保険医の都合により時間外となった場合は、時間外加算等は算定でき

ない。 

  10 時間外加算等に係る「所定点数」とは、第１節処置料に掲げられた点数及び各注による加算

（プラスチックギプス加算及びギプスに係る乳幼児加算を含む。）を合計した点数であり、第２

節、第３節及び第４節における費用は含まない。 

  11 ４から 10 までに規定する他、時間外加算等の取扱いについては、初診料における場合と同様

である。 

  12 「通則６」における「特に規定する場合」とは、処置名の末尾に「片側」、「１肢につき」等

と記入したものをいう。両眼に異なる疾患を有し、それぞれ異なった処置を行った場合は、その

部分についてそれぞれ別に算定できる。 

  13 第１節に掲げられていない特殊なものの費用は、その都度当局に内議し、最も近似する処置と

して準用が通知された算定方法により算定する。 

  14 血腫、膿腫その他における穿刺は、新生児頭血腫又はこれに準ずる程度のものに対して行う場

合は、区分番号「Ｊ０５９－２」血腫、膿腫穿刺により算定できるが、小範囲のものや試験穿刺

については、算定できない。 

 ＜処置料＞ 

    （一般処置） 

 Ｊ０００ 創傷処置 

(１) 創傷処置、区分番号「Ｊ００１」熱傷処置、区分番号「Ｊ００１－４」重度褥瘡処置及び区

分番号「Ｊ０５３」皮膚科軟膏処置の各号に示す範囲とは、包帯等で被覆すべき創傷面の広さ、

又は軟膏処置を行うべき広さをいう。 

(２) 同一疾病又はこれに起因する病変に対して創傷処置、皮膚科軟膏処置又は湿布処置が行われ

た場合は、それぞれの部位の処置面積を合算し、その合算した広さを、いずれかの処置に係る

区分に照らして算定するものとし、併せて算定できない。 

(３) 同一部位に対して創傷処置、皮膚科軟膏処置、面皰圧出法又は湿布処置が行われた場合はい

ずれか１つのみにより算定し、併せて算定できない。 

(４) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料又は区分番号「Ｃ１１２」在宅気管

切開患者指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又

は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）については、創
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傷処置（熱傷に対するものを除く。）、爪甲除去（麻酔を要しないもの）及び穿刺排膿後薬液

注入の費用は算定できない。 

(５) 手術後の患者に対する創傷処置は、その回数にかかわらず、１日につき所定の点数のみによ

り算定する。 

(６) 複数の部位の手術後の創傷処置については、それぞれの部位の処置面積を合算し、その合算

した広さに該当する点数により算定する。 

(７) 中心静脈圧測定、静脈内注射、点滴注射、中心静脈注射及び植込型カテーテルによる中心静

脈注射に係る穿刺部位のガーゼ交換等の処置料及び材料料は、別に算定できない。 

(８)  軟膏の塗布又は湿布の貼付のみの処置では算定できない。 

 Ｊ００１ 熱傷処置 

(１) 熱傷処置を算定する場合は、創傷処置、爪甲除去（麻酔を要しないもの）及び穿刺排膿後薬

液注入は併せて算定できない。 

(２) 熱傷には電撃傷、薬傷及び凍傷が含まれる。 

(３)  「１」については、第１度熱傷のみでは算定できない。 

Ｊ００１－２ 絆創膏固定術 

   足関節捻挫又は膝関節靱帯損傷に絆創膏固定術を行った場合に算定する。ただし、交換は原則と

して週１回とする。 

Ｊ００１－３ 鎖骨又は肋骨骨折固定術   

鎖骨骨折固定術後の包帯交換は、区分番号「Ｊ０００」創傷処置に準じて算定し、肋骨骨折固定

術の２回目以降の絆創膏貼用は、絆創膏固定術に準じて算定する。 

 Ｊ００１－４ 重度褥瘡処置 

(１) 皮下組織に至る褥瘡（筋肉、骨等に至る褥瘡を含む。）（ＤＥＳＩＧＮ－Ｒ分類Ｄ３､Ｄ４

及びＤ５）に対して褥瘡処置を行った場合に算定する。 

(２) 重度褥瘡処置を算定する場合は、創傷処置、爪甲除去（麻酔を要しないもの）及び穿刺排膿

後薬液注入は併せて算定できない。 

Ｊ００１－５ 長期療養患者褥瘡等処置 

(１) 長期療養患者褥瘡等処置の算定に係る褥瘡処置とは、臥床に伴う褥瘡性潰瘍又は圧迫性潰瘍

に対する処置（創傷処置又は皮膚科軟膏処置において、入院中の患者について算定することと

されている範囲のものに限る。）をいうものであり、重度褥瘡処置を含むものであること。 

(２) 褥瘡処置の回数及び部位数にかかわらず１日につき１回に限り算定するものであること。 

(３) １年を超える入院の場合にあって創傷処置又は皮膚科軟膏処置の費用を算定する場合は、そ

の対象傷病名を診療報酬明細書に記載すること。 

Ｊ００１－６ 精神病棟等長期療養患者褥瘡等処置 

(１) 「注１」に掲げる処置には褥瘡処置及び重度褥瘡処置を含む。 

(２) 入院期間が１年を超える入院中の患者に対して行った褥瘡処置、重度褥瘡処置が、「注１」

に掲げるもの以外の創傷処置又は皮膚科軟膏処置である場合は、長期療養患者褥瘡等処置の所

定点数により算定する。 

(３) 結核病棟又は精神病棟に入院している患者であって入院期間が１年を超えるものに対して、

ドレーン法を行った場合は、その種類又は回数にかかわらず精神病棟等長期療養患者褥瘡等処

置として、１日につき所定点数を算定する。 
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Ｊ００１－９ 空洞切開術後ヨードホルムガーゼ処置 

肺空洞切開手術後の空洞内にヨードホルムガーゼを使用した場合に算定する。なお、ヨードホル

ムガーゼを多量に使用することは、中毒のおそれもあり留意すべきである。 

Ｊ００１－10 静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 

(１) 静脈圧迫処置は、慢性静脈不全による難治性潰瘍の患者であって、次のいずれにも該当する

場合に、月に１回に限り、３月を限度として算定する。ただし、初回の潰瘍の大きさが 100cm2

を超える場合は６月を限度として算定する。 

ア ２週間以上持続し、他の治療法によっては治癒又は改善しない下肢の難治性潰瘍を有する

患者である場合。 

イ 次のいずれかの方法により、慢性静脈不全と診断された患者であって、それ以外の原因が

否定されている場合。 

① 下肢静脈超音波検査により、表在静脈おいて 0.5 秒、深部静脈において１秒を超える

逆流所見が認められる場合又は深部静脈において有意な閉塞所見が認められる場合 

② 動脈性静脈性混合性潰瘍が疑われる場合であって、足関節上腕血圧比（ＡＢＩ）検査

0.5 以上の場合 

(２) 静脈圧迫処置は、専任の医師が直接行うもの又は専任の医師の指導の下、専任の看護師が行

うものについて算定する。なお、当該医師又は看護師は、関連学会が主催する所定の研修会を

受講していること。 

(３) 静脈圧迫処置は、弾性着衣又は弾性包帯による圧迫、圧迫下の運動及び患肢のスキンケアに

よるセルフケア指導を適切に組み合わせて、処置及び指導を行った場合に算定する。 

(４) 関連学会が定める指針等を遵守すること。 

(５) 診療報酬の請求に当たって、診療報酬明細書の摘要欄に、難治性潰瘍の所見（潰瘍の持続期

間、部位、深達度及び面積を含む。）、これまでの治療経過、慢性静脈不全と診断した根拠

（下肢静脈超音波検査等の所見）、静脈圧迫処置を必要とする医学的理由及び指導内容につい

て記載すること。 

 Ｊ００２ ドレーン法（ドレナージ） 

  (１) 部位数、交換の有無にかかわらず、１日につき、所定点数のみにより算定する。 

  (２) ドレナージの部位の消毒等の処置料は所定点数に含まれ、区分番号「Ｊ０００」創傷処置は

別に算定できない。ただし、ドレーン抜去後に抜去部位の処置が必要な場合は、区分番号「Ｊ

０００」創傷処置の「１」により手術後の患者に対するものとして算定する。 

  (３) 「１」と「２」は同一日に併せて算定できない。 

(４) ＰＴＣＤチューブの単なる交換については、「２」により算定する。 

Ｊ００３ 局所陰圧閉鎖処置（入院）（１日につき） 

(１) 入院中の患者に対して処置を行った場合に限り算定できる。 

(２) 「１」から「３」までに示す範囲は、局所陰圧閉鎖処置用材料で被覆すべき創傷面の広さを

いう。 

(３) 部位数にかかわらず、１日につき、所定点数により算定する。 

(４) 局所陰圧閉鎖処置（入院）を算定する場合は、区分番号「Ｊ００１－４」重度褥瘡処置及び

区分番号「Ｊ０５３」皮膚科軟膏処置は併せて算定できない。区分番号「Ｊ０００」創傷処置

又は区分番号「Ｊ００１」熱傷処置は併せて算定できるが、当該処置が対象とする創傷を重複
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傷処置（熱傷に対するものを除く。）、爪甲除去（麻酔を要しないもの）及び穿刺排膿後薬液

注入の費用は算定できない。 

(５) 手術後の患者に対する創傷処置は、その回数にかかわらず、１日につき所定の点数のみによ

り算定する。 

(６) 複数の部位の手術後の創傷処置については、それぞれの部位の処置面積を合算し、その合算

した広さに該当する点数により算定する。 

(７) 中心静脈圧測定、静脈内注射、点滴注射、中心静脈注射及び植込型カテーテルによる中心静

脈注射に係る穿刺部位のガーゼ交換等の処置料及び材料料は、別に算定できない。 

(８)  軟膏の塗布又は湿布の貼付のみの処置では算定できない。 

 Ｊ００１ 熱傷処置 

(１) 熱傷処置を算定する場合は、創傷処置、爪甲除去（麻酔を要しないもの）及び穿刺排膿後薬

液注入は併せて算定できない。 

(２) 熱傷には電撃傷、薬傷及び凍傷が含まれる。 

(３)  「１」については、第１度熱傷のみでは算定できない。 

Ｊ００１－２ 絆創膏固定術 

   足関節捻挫又は膝関節靱帯損傷に絆創膏固定術を行った場合に算定する。ただし、交換は原則と

して週１回とする。 

Ｊ００１－３ 鎖骨又は肋骨骨折固定術   

鎖骨骨折固定術後の包帯交換は、区分番号「Ｊ０００」創傷処置に準じて算定し、肋骨骨折固定

術の２回目以降の絆創膏貼用は、絆創膏固定術に準じて算定する。 

 Ｊ００１－４ 重度褥瘡処置 

(１) 皮下組織に至る褥瘡（筋肉、骨等に至る褥瘡を含む。）（ＤＥＳＩＧＮ－Ｒ分類Ｄ３､Ｄ４

及びＤ５）に対して褥瘡処置を行った場合に算定する。 

(２) 重度褥瘡処置を算定する場合は、創傷処置、爪甲除去（麻酔を要しないもの）及び穿刺排膿

後薬液注入は併せて算定できない。 

Ｊ００１－５ 長期療養患者褥瘡等処置 

(１) 長期療養患者褥瘡等処置の算定に係る褥瘡処置とは、臥床に伴う褥瘡性潰瘍又は圧迫性潰瘍

に対する処置（創傷処置又は皮膚科軟膏処置において、入院中の患者について算定することと

されている範囲のものに限る。）をいうものであり、重度褥瘡処置を含むものであること。 

(２) 褥瘡処置の回数及び部位数にかかわらず１日につき１回に限り算定するものであること。 

(３) １年を超える入院の場合にあって創傷処置又は皮膚科軟膏処置の費用を算定する場合は、そ

の対象傷病名を診療報酬明細書に記載すること。 

Ｊ００１－６ 精神病棟等長期療養患者褥瘡等処置 

(１) 「注１」に掲げる処置には褥瘡処置及び重度褥瘡処置を含む。 

(２) 入院期間が１年を超える入院中の患者に対して行った褥瘡処置、重度褥瘡処置が、「注１」

に掲げるもの以外の創傷処置又は皮膚科軟膏処置である場合は、長期療養患者褥瘡等処置の所

定点数により算定する。 

(３) 結核病棟又は精神病棟に入院している患者であって入院期間が１年を超えるものに対して、

ドレーン法を行った場合は、その種類又は回数にかかわらず精神病棟等長期療養患者褥瘡等処

置として、１日につき所定点数を算定する。 
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Ｊ００１－９ 空洞切開術後ヨードホルムガーゼ処置 

肺空洞切開手術後の空洞内にヨードホルムガーゼを使用した場合に算定する。なお、ヨードホル

ムガーゼを多量に使用することは、中毒のおそれもあり留意すべきである。 

Ｊ００１－10 静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 

(１) 静脈圧迫処置は、慢性静脈不全による難治性潰瘍の患者であって、次のいずれにも該当する

場合に、月に１回に限り、３月を限度として算定する。ただし、初回の潰瘍の大きさが 100cm2

を超える場合は６月を限度として算定する。 

ア ２週間以上持続し、他の治療法によっては治癒又は改善しない下肢の難治性潰瘍を有する

患者である場合。 

イ 次のいずれかの方法により、慢性静脈不全と診断された患者であって、それ以外の原因が

否定されている場合。 

① 下肢静脈超音波検査により、表在静脈おいて 0.5 秒、深部静脈において１秒を超える

逆流所見が認められる場合又は深部静脈において有意な閉塞所見が認められる場合 

② 動脈性静脈性混合性潰瘍が疑われる場合であって、足関節上腕血圧比（ＡＢＩ）検査

0.5 以上の場合 

(２) 静脈圧迫処置は、専任の医師が直接行うもの又は専任の医師の指導の下、専任の看護師が行

うものについて算定する。なお、当該医師又は看護師は、関連学会が主催する所定の研修会を

受講していること。 

(３) 静脈圧迫処置は、弾性着衣又は弾性包帯による圧迫、圧迫下の運動及び患肢のスキンケアに

よるセルフケア指導を適切に組み合わせて、処置及び指導を行った場合に算定する。 

(４) 関連学会が定める指針等を遵守すること。 

(５) 診療報酬の請求に当たって、診療報酬明細書の摘要欄に、難治性潰瘍の所見（潰瘍の持続期

間、部位、深達度及び面積を含む。）、これまでの治療経過、慢性静脈不全と診断した根拠

（下肢静脈超音波検査等の所見）、静脈圧迫処置を必要とする医学的理由及び指導内容につい

て記載すること。 

 Ｊ００２ ドレーン法（ドレナージ） 

  (１) 部位数、交換の有無にかかわらず、１日につき、所定点数のみにより算定する。 

  (２) ドレナージの部位の消毒等の処置料は所定点数に含まれ、区分番号「Ｊ０００」創傷処置は

別に算定できない。ただし、ドレーン抜去後に抜去部位の処置が必要な場合は、区分番号「Ｊ

０００」創傷処置の「１」により手術後の患者に対するものとして算定する。 

  (３) 「１」と「２」は同一日に併せて算定できない。 

(４) ＰＴＣＤチューブの単なる交換については、「２」により算定する。 

Ｊ００３ 局所陰圧閉鎖処置（入院）（１日につき） 

(１) 入院中の患者に対して処置を行った場合に限り算定できる。 

(２) 「１」から「３」までに示す範囲は、局所陰圧閉鎖処置用材料で被覆すべき創傷面の広さを

いう。 

(３) 部位数にかかわらず、１日につき、所定点数により算定する。 

(４) 局所陰圧閉鎖処置（入院）を算定する場合は、区分番号「Ｊ００１－４」重度褥瘡処置及び

区分番号「Ｊ０５３」皮膚科軟膏処置は併せて算定できない。区分番号「Ｊ０００」創傷処置

又は区分番号「Ｊ００１」熱傷処置は併せて算定できるが、当該処置が対象とする創傷を重複
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して算定できない。 

(５) 局所陰圧閉鎖処置（入院）終了後に多血小板血漿処置を行う場合は、区分番号「Ｊ００３－

４」多血小板血漿処置を算定する。また、引き続き創傷部位の処置（多血小板血漿処置を除

く。）が必要な場合は、区分番号「Ｊ０００」創傷処置により算定する。 

(６) 「注１」に規定する加算は、入院前に区分番号「Ｊ００３－２」局所陰圧閉鎖処置（入院外）

を算定していた患者が、引き続き入院中に局所陰圧閉鎖処置（入院）を行った場合は算定でき

ない。 

(７) 「注２」の持続洗浄加算については、局所感染を伴う難治性創傷（局所感染が存在するが、

その拡大がなく、沈静化すると考えられる創傷及び汚染創に限り、骨髄炎又は骨膜炎を除く。）

に対して、持続洗浄を併せて実施した場合に算定する。持続洗浄加算を算定した場合は、診療

報酬明細書の摘要欄にその理由及び医学的根拠を詳細に記載すること。 

(８) 骨髄炎又は骨膜炎を伴う難治性創傷に対して、局所陰圧閉鎖処置と洗浄を行った場合は、

「注２」の持続洗浄加算は算定できず、区分番号「Ｊ０４０」局所灌流の「２」骨膜・骨髄炎

に対するものを併せて算定する。この場合は、診療報酬明細書の摘要欄にその理由及び医学的

根拠を詳細に記載すること。 

(９) 局所陰圧閉鎖処置（入院）を算定する場合は、特定保険医療材料の局所陰圧閉鎖処置用材料

を併せて使用した場合に限り算定できる。 

(10) 陰圧維持管理装置として単回使用の機器を使用し、局所陰圧閉鎖処置（入院）を算定する場

合は、特定保険医療材料の局所陰圧閉鎖処置用材料を併せて算定した日に週３回に限り算定で

きる。 

(11) 初回加算を算定した日、陰圧維持管理装置として使用した機器及び本処置の医学的必要性を

診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ｊ００３－２ 局所陰圧閉鎖処置（入院外）（１日につき） 

(１) 入院中の患者以外の患者に対して陰圧創傷治療用カートリッジを用いて処置を行った場合に

限り算定できる。 

(２) 「１」から「３」までに示す範囲は、局所陰圧閉鎖処置用材料で被覆すべき創傷面の広さを

いう。 

(３) 部位数にかかわらず、１日につき、所定点数により算定する。 

(４) 局所陰圧閉鎖処置（入院外）を算定する場合は、区分番号「Ｊ００１－４」重度褥瘡処置及

び区分番号「Ｊ０５３」皮膚科軟膏処置は併せて算定できない。区分番号「Ｊ０００」創傷処

置又は区分番号「Ｊ００１」熱傷処置は併せて算定できるが、当該処置が対象とする創傷を重

複して算定できない。 

(５) 局所陰圧閉鎖処置（入院外）終了後に多血小板血漿処置を行う場合は、区分番号「Ｊ００３

－４」多血小板血漿処置を算定する。また、引き続き創傷部位の処置（多血小板血漿処置を除

く。）が必要な場合は、区分番号「Ｊ０００」創傷処置により算定する。 

(６) 「注」に規定する加算は、入院中に区分番号「Ｊ００３」局所陰圧閉鎖処置（入院）（１日

につき）を算定していた患者が引き続き入院外で局所陰圧閉鎖処置を実施した場合は算定でき

ない。 

(７) 局所陰圧閉鎖処置（入院外）を算定する場合は、特定保険医療材料の局所陰圧閉鎖処置用材

料を併せて使用した場合に限り算定できる。 
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Ｊ００３－３ 局所陰圧閉鎖処置（腹部開放創）（１日につき） 

(１) 腹部開放創用局所陰圧閉鎖キットを用いた場合に限り、10 日を限度として算定する。なお、

処置開始日を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(２) 局所陰圧閉鎖処置（腹部開放創）を算定する場合は、区分番号「Ｊ００３」局所陰圧閉鎖処

置（入院）は併せて算定できない。 

Ｊ００３－４ 多血小板血漿処置 

(１) トラフェルミン（遺伝子組換え）を用いた治療又は局所陰圧閉鎖処置を 28 日以上行っても

効果が得られない難治性皮膚潰瘍に対して、多血小板血漿処置を行った場合に限り算定する。

なお、診療報酬明細書の摘要欄に当該処置を行う医学的必要性を記載すること。 

(２) 一連につき２クールを限度として行い、１クール（４週間に限る。）につき１回を限度とし

て算定する。 

(３) 部位数にかかわらず、所定点数により算定する。 

(４) 多血小板血漿処置を算定する場合は、一連の期間内において、区分番号「Ｊ００１－４」重

度褥瘡処置、「Ｊ００３」局所陰圧閉鎖処置（入院）、「Ｊ００３－２」局所陰圧閉鎖処置

（入院外）及び「Ｊ０５３」皮膚科軟膏処置は併せて算定できない。なお、区分番号「Ｊ００

０」創傷処置又は「Ｊ００１」熱傷処置は併せて算定できるが、当該処置が対象とする創傷を

重複して算定できない。 

Ｊ００４ 流注膿瘍穿刺 

区分番号「Ｊ００１－８」穿刺排膿後薬液注入と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ００５ 脳室穿刺 

   区分番号「Ｄ４０１」脳室穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ００６ 後頭下穿刺 

   区分番号「Ｄ４０２」後頭下穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ００７ 頸椎、胸椎又は腰椎穿刺 

区分番号「Ｊ００７」頸椎穿刺は区分番号「Ｄ４０３」頸椎穿刺と、区分番号「Ｊ００７」胸椎

穿刺は区分番号「Ｄ４０３」胸椎穿刺と、区分番号「Ｊ００７」腰椎穿刺は区分番号「Ｄ４０３」

腰椎穿刺と同一日に算定することはできない。 

Ｊ００７－２ 硬膜外自家血注入 

硬膜外自家血注入は、起立性頭痛を有する患者に係るものであって、関係学会の定める脳脊髄液

漏出症診療指針に基づき、脳脊髄液漏出症として「確実」又は「確定」と診断されたものに対して

実施した場合に限り算定できる。なお、診療報酬請求に当たっては、診療報酬明細書に当該指針に

規定する画像診断基準を満たすことを示す画像所見、撮影日、撮影医療機関の名称等の症状詳記を

添付すること。 

Ｊ００８ 胸腔穿刺 

(１) 胸腔穿刺、洗浄、薬液注入又は排液について、これらを併せて行った場合においては、胸腔

穿刺の所定点数を算定する。 

(２) 単なる試験穿刺として行った場合は、区分番号「Ｄ４１９」その他の検体採取の「２」によ

り算定する。 

Ｊ０１１ 骨髄穿刺 

   区分番号「Ｄ４０４」骨髄穿刺と同一日に算定することはできない。 
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して算定できない。 

(５) 局所陰圧閉鎖処置（入院）終了後に多血小板血漿処置を行う場合は、区分番号「Ｊ００３－

４」多血小板血漿処置を算定する。また、引き続き創傷部位の処置（多血小板血漿処置を除

く。）が必要な場合は、区分番号「Ｊ０００」創傷処置により算定する。 

(６) 「注１」に規定する加算は、入院前に区分番号「Ｊ００３－２」局所陰圧閉鎖処置（入院外）

を算定していた患者が、引き続き入院中に局所陰圧閉鎖処置（入院）を行った場合は算定でき

ない。 

(７) 「注２」の持続洗浄加算については、局所感染を伴う難治性創傷（局所感染が存在するが、

その拡大がなく、沈静化すると考えられる創傷及び汚染創に限り、骨髄炎又は骨膜炎を除く。）

に対して、持続洗浄を併せて実施した場合に算定する。持続洗浄加算を算定した場合は、診療

報酬明細書の摘要欄にその理由及び医学的根拠を詳細に記載すること。 

(８) 骨髄炎又は骨膜炎を伴う難治性創傷に対して、局所陰圧閉鎖処置と洗浄を行った場合は、

「注２」の持続洗浄加算は算定できず、区分番号「Ｊ０４０」局所灌流の「２」骨膜・骨髄炎

に対するものを併せて算定する。この場合は、診療報酬明細書の摘要欄にその理由及び医学的

根拠を詳細に記載すること。 

(９) 局所陰圧閉鎖処置（入院）を算定する場合は、特定保険医療材料の局所陰圧閉鎖処置用材料

を併せて使用した場合に限り算定できる。 

(10) 陰圧維持管理装置として単回使用の機器を使用し、局所陰圧閉鎖処置（入院）を算定する場

合は、特定保険医療材料の局所陰圧閉鎖処置用材料を併せて算定した日に週３回に限り算定で

きる。 

(11) 初回加算を算定した日、陰圧維持管理装置として使用した機器及び本処置の医学的必要性を

診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

Ｊ００３－２ 局所陰圧閉鎖処置（入院外）（１日につき） 

(１) 入院中の患者以外の患者に対して陰圧創傷治療用カートリッジを用いて処置を行った場合に

限り算定できる。 

(２) 「１」から「３」までに示す範囲は、局所陰圧閉鎖処置用材料で被覆すべき創傷面の広さを

いう。 

(３) 部位数にかかわらず、１日につき、所定点数により算定する。 

(４) 局所陰圧閉鎖処置（入院外）を算定する場合は、区分番号「Ｊ００１－４」重度褥瘡処置及

び区分番号「Ｊ０５３」皮膚科軟膏処置は併せて算定できない。区分番号「Ｊ０００」創傷処

置又は区分番号「Ｊ００１」熱傷処置は併せて算定できるが、当該処置が対象とする創傷を重

複して算定できない。 

(５) 局所陰圧閉鎖処置（入院外）終了後に多血小板血漿処置を行う場合は、区分番号「Ｊ００３

－４」多血小板血漿処置を算定する。また、引き続き創傷部位の処置（多血小板血漿処置を除

く。）が必要な場合は、区分番号「Ｊ０００」創傷処置により算定する。 

(６) 「注」に規定する加算は、入院中に区分番号「Ｊ００３」局所陰圧閉鎖処置（入院）（１日

につき）を算定していた患者が引き続き入院外で局所陰圧閉鎖処置を実施した場合は算定でき

ない。 

(７) 局所陰圧閉鎖処置（入院外）を算定する場合は、特定保険医療材料の局所陰圧閉鎖処置用材

料を併せて使用した場合に限り算定できる。 
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Ｊ００３－３ 局所陰圧閉鎖処置（腹部開放創）（１日につき） 

(１) 腹部開放創用局所陰圧閉鎖キットを用いた場合に限り、10 日を限度として算定する。なお、

処置開始日を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(２) 局所陰圧閉鎖処置（腹部開放創）を算定する場合は、区分番号「Ｊ００３」局所陰圧閉鎖処

置（入院）は併せて算定できない。 

Ｊ００３－４ 多血小板血漿処置 

(１) トラフェルミン（遺伝子組換え）を用いた治療又は局所陰圧閉鎖処置を 28 日以上行っても

効果が得られない難治性皮膚潰瘍に対して、多血小板血漿処置を行った場合に限り算定する。

なお、診療報酬明細書の摘要欄に当該処置を行う医学的必要性を記載すること。 

(２) 一連につき２クールを限度として行い、１クール（４週間に限る。）につき１回を限度とし

て算定する。 

(３) 部位数にかかわらず、所定点数により算定する。 

(４) 多血小板血漿処置を算定する場合は、一連の期間内において、区分番号「Ｊ００１－４」重

度褥瘡処置、「Ｊ００３」局所陰圧閉鎖処置（入院）、「Ｊ００３－２」局所陰圧閉鎖処置

（入院外）及び「Ｊ０５３」皮膚科軟膏処置は併せて算定できない。なお、区分番号「Ｊ００

０」創傷処置又は「Ｊ００１」熱傷処置は併せて算定できるが、当該処置が対象とする創傷を

重複して算定できない。 

Ｊ００４ 流注膿瘍穿刺 

区分番号「Ｊ００１－８」穿刺排膿後薬液注入と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ００５ 脳室穿刺 

   区分番号「Ｄ４０１」脳室穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ００６ 後頭下穿刺 

   区分番号「Ｄ４０２」後頭下穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ００７ 頸椎、胸椎又は腰椎穿刺 

区分番号「Ｊ００７」頸椎穿刺は区分番号「Ｄ４０３」頸椎穿刺と、区分番号「Ｊ００７」胸椎

穿刺は区分番号「Ｄ４０３」胸椎穿刺と、区分番号「Ｊ００７」腰椎穿刺は区分番号「Ｄ４０３」

腰椎穿刺と同一日に算定することはできない。 

Ｊ００７－２ 硬膜外自家血注入 

硬膜外自家血注入は、起立性頭痛を有する患者に係るものであって、関係学会の定める脳脊髄液

漏出症診療指針に基づき、脳脊髄液漏出症として「確実」又は「確定」と診断されたものに対して

実施した場合に限り算定できる。なお、診療報酬請求に当たっては、診療報酬明細書に当該指針に

規定する画像診断基準を満たすことを示す画像所見、撮影日、撮影医療機関の名称等の症状詳記を

添付すること。 

Ｊ００８ 胸腔穿刺 

(１) 胸腔穿刺、洗浄、薬液注入又は排液について、これらを併せて行った場合においては、胸腔

穿刺の所定点数を算定する。 

(２) 単なる試験穿刺として行った場合は、区分番号「Ｄ４１９」その他の検体採取の「２」によ

り算定する。 

Ｊ０１１ 骨髄穿刺 

   区分番号「Ｄ４０４」骨髄穿刺と同一日に算定することはできない。 
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 Ｊ０１２ 腎嚢胞又は水腎症穿刺 

   区分番号「Ｄ４０７」腎嚢胞又は水腎症穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ０１３  ダグラス窩穿刺 

   区分番号「Ｄ４０８」ダグラス窩穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ０１４  乳腺穿刺 

   区分番号「Ｄ４１０」乳腺穿刺又は針生検と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ０１５ 甲状腺穿刺 

   区分番号「Ｄ４１１」甲状腺穿刺又は針生検と同一日に算定することはできない。  

 Ｊ０１６ リンパ節等穿刺 

   区分番号「Ｄ４０９」リンパ節等穿刺又は針生検と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ０１７ エタノールの局所注入 

(１) 肝癌、有症状の甲状腺のう胞、機能性甲状腺結節（Plummer 病)、内科的治療に抵抗性の２次

性副甲状腺機能亢進症等に対してエタノールを局所注入した場合に算定する。なお、使用した

エタノールは、所定点数に含まれ別に算定できない。 

(２) 当該手技に伴って実施される超音波検査、画像診断の費用は所定点数に含まれる。 

Ｊ０１７－２ リンパ管腫局所注入 

リンパ管腫にピシバニールを局所注入した場合に算定する。 

Ｊ０１８ 喀痰吸引 

(１) 喀痰の凝塊又は肺切除後喀痰が気道に停滞し、喀出困難な患者に対し、ネラトンカテーテル

及び吸引器を使用して喀痰吸引を行った場合に算定する。 

(２) 喀痰吸引、内視鏡下気管支分泌物吸引、干渉低周波去痰器による喀痰排出、間歇的陽圧吸入

法、鼻マスク式補助換気法、体外式陰圧人工呼吸器治療、ハイフローセラピー、高気圧酸素治

療、インキュベーター、人工呼吸、持続陽圧呼吸法、間歇的強制呼吸法、気管内洗浄（気管支

ファイバースコピーを使用した場合を含む。）、ネブライザー又は超音波ネブライザーを同一

日に行った場合は、主たるものの所定点数のみにより算定する。 

(３) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料、区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導管

理料、区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料又は区分番号「Ｃ１１２」在宅

気管切開患者指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は特

定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）については、喀痰吸

引の費用は算定できない。 

Ｊ０１８－３ 干渉低周波去痰器による喀痰排出 

(１) 区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引を同一日に行った場合はどちらか一方のみ算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料、区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導管

理料、区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料又は区分番号「Ｃ１１２」在宅

気管切開患者指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は特

定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）については、干渉低

周波去痰器による喀痰排出の費用は算定できない。 

(３) 算定は１日に１回を限度とする。 

 Ｊ０１９ 持続的胸腔ドレナージ 

(１) ２日目以降は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）の所定点数により算定する。 

 - 427 - 

(２) 手術と同一日に行った持続的胸腔ドレナージは別に算定できない。なお、手術の翌日以降

は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）により算定する。 

(３) 胸腔内出血排除（非開胸的）については本区分で算定する。 

Ｊ０２０ 胃持続ドレナージ 

   ２日目以降は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）の所定点数により算定する。 

 Ｊ０２１ 持続的腹腔ドレナージ 

  (１) ２日目以降は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）の所定点数により算定する。 

(２) 手術と同一日に行った持続的腹腔ドレナージは別に算定できない。なお、手術の翌日以降は、

区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）により算定する。 

 Ｊ０２２ 高位浣腸、高圧浣腸、洗腸 

高位浣腸、高圧浣腸、洗腸、摘便、腰椎麻酔下直腸内異物除去又は腸内ガス排気処置（開腹手術

後）を同一日に行った場合は、主たるものの所定点数により算定する。 

Ｊ０２２－５ 持続的難治性下痢便ドレナージ 

(１) 持続的難治性下痢便ドレナージは、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニ

ット入院医療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料又は無菌治療室管理加算を現に算定

している患者であって、２時間に１回以上の反復する難治性の下痢便を認める患者又は肛門周

囲熱傷を伴う患者に対し、急性期患者の皮膚・排泄ケアを実施するための適切な知識・技術を

有する医師又は看護師が、便の回収を持続的かつ閉鎖的に行う機器を用いて行った場合に算定

する。 

(２) 持続的難治性下痢便ドレナージは、当該技術に関する十分な経験を有する医師又は５年以上

の急性期患者の看護に従事した経験を有し、急性期患者の皮膚・排泄ケア等に係る適切な研修

を修了した看護師が実施することがのぞましい。なお、ここでいう急性期患者への看護等に係

る適切な研修とは、次の事項に該当する研修のことをいう。 

ア 国及び医療機関団体等が主催する研修であること。（６月以上の研修期間で、修了証が交

付されるもの） 

イ 急性期看護又は排泄ケア関連領域における専門的な知識・技術を有する看護師の養成を目

的とした研修であること。 

(３) 開始日については、当該点数で算定し、２日目以降は区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ド

レナージ）(１日につき）の「２」その他のもので算定する。 

Ｊ０２４ 酸素吸入、Ｊ０２４－２ 突発性難聴に対する酸素療法 

(１) 間歇的陽圧吸入法、鼻マスク式補助換気法、体外式陰圧人工呼吸器治療、ハイフローセラピ

ー、インキュベーター、人工呼吸、持続陽圧呼吸法、間歇的強制呼吸法又は気管内洗浄（気管

支ファイバースコピーを使用した場合を含む。）と同一日に行った酸素吸入、突発性難聴に対

する酸素療法又は酸素テントの費用は、それぞれの所定点数に含まれており、別に算定できな

い。 

(２) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これに係る在宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を含

み、入院中の患者を除く。）については、酸素吸入及び突発性難聴に対する酸素療法の費用は

算定できない。 

（３） 肺血流増加型先天性心疾患の患者に対して、呼吸循環管理を目的として低濃度酸素吸入を行
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 Ｊ０１２ 腎嚢胞又は水腎症穿刺 

   区分番号「Ｄ４０７」腎嚢胞又は水腎症穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ０１３  ダグラス窩穿刺 

   区分番号「Ｄ４０８」ダグラス窩穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ０１４  乳腺穿刺 

   区分番号「Ｄ４１０」乳腺穿刺又は針生検と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ０１５ 甲状腺穿刺 

   区分番号「Ｄ４１１」甲状腺穿刺又は針生検と同一日に算定することはできない。  

 Ｊ０１６ リンパ節等穿刺 

   区分番号「Ｄ４０９」リンパ節等穿刺又は針生検と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ０１７ エタノールの局所注入 

(１) 肝癌、有症状の甲状腺のう胞、機能性甲状腺結節（Plummer 病)、内科的治療に抵抗性の２次

性副甲状腺機能亢進症等に対してエタノールを局所注入した場合に算定する。なお、使用した

エタノールは、所定点数に含まれ別に算定できない。 

(２) 当該手技に伴って実施される超音波検査、画像診断の費用は所定点数に含まれる。 

Ｊ０１７－２ リンパ管腫局所注入 

リンパ管腫にピシバニールを局所注入した場合に算定する。 

Ｊ０１８ 喀痰吸引 

(１) 喀痰の凝塊又は肺切除後喀痰が気道に停滞し、喀出困難な患者に対し、ネラトンカテーテル

及び吸引器を使用して喀痰吸引を行った場合に算定する。 

(２) 喀痰吸引、内視鏡下気管支分泌物吸引、干渉低周波去痰器による喀痰排出、間歇的陽圧吸入

法、鼻マスク式補助換気法、体外式陰圧人工呼吸器治療、ハイフローセラピー、高気圧酸素治

療、インキュベーター、人工呼吸、持続陽圧呼吸法、間歇的強制呼吸法、気管内洗浄（気管支

ファイバースコピーを使用した場合を含む。）、ネブライザー又は超音波ネブライザーを同一

日に行った場合は、主たるものの所定点数のみにより算定する。 

(３) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料、区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導管

理料、区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料又は区分番号「Ｃ１１２」在宅

気管切開患者指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は特

定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）については、喀痰吸

引の費用は算定できない。 

Ｊ０１８－３ 干渉低周波去痰器による喀痰排出 

(１) 区分番号「Ｊ０１８」喀痰吸引を同一日に行った場合はどちらか一方のみ算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料、区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導管

理料、区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料又は区分番号「Ｃ１１２」在宅

気管切開患者指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は特

定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）については、干渉低

周波去痰器による喀痰排出の費用は算定できない。 

(３) 算定は１日に１回を限度とする。 

 Ｊ０１９ 持続的胸腔ドレナージ 

(１) ２日目以降は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）の所定点数により算定する。 

 - 427 - 

(２) 手術と同一日に行った持続的胸腔ドレナージは別に算定できない。なお、手術の翌日以降

は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）により算定する。 

(３) 胸腔内出血排除（非開胸的）については本区分で算定する。 

Ｊ０２０ 胃持続ドレナージ 

   ２日目以降は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）の所定点数により算定する。 

 Ｊ０２１ 持続的腹腔ドレナージ 

  (１) ２日目以降は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）の所定点数により算定する。 

(２) 手術と同一日に行った持続的腹腔ドレナージは別に算定できない。なお、手術の翌日以降は、

区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）により算定する。 

 Ｊ０２２ 高位浣腸、高圧浣腸、洗腸 

高位浣腸、高圧浣腸、洗腸、摘便、腰椎麻酔下直腸内異物除去又は腸内ガス排気処置（開腹手術

後）を同一日に行った場合は、主たるものの所定点数により算定する。 

Ｊ０２２－５ 持続的難治性下痢便ドレナージ 

(１) 持続的難治性下痢便ドレナージは、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニ

ット入院医療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料又は無菌治療室管理加算を現に算定

している患者であって、２時間に１回以上の反復する難治性の下痢便を認める患者又は肛門周

囲熱傷を伴う患者に対し、急性期患者の皮膚・排泄ケアを実施するための適切な知識・技術を

有する医師又は看護師が、便の回収を持続的かつ閉鎖的に行う機器を用いて行った場合に算定

する。 

(２) 持続的難治性下痢便ドレナージは、当該技術に関する十分な経験を有する医師又は５年以上

の急性期患者の看護に従事した経験を有し、急性期患者の皮膚・排泄ケア等に係る適切な研修

を修了した看護師が実施することがのぞましい。なお、ここでいう急性期患者への看護等に係

る適切な研修とは、次の事項に該当する研修のことをいう。 

ア 国及び医療機関団体等が主催する研修であること。（６月以上の研修期間で、修了証が交

付されるもの） 

イ 急性期看護又は排泄ケア関連領域における専門的な知識・技術を有する看護師の養成を目

的とした研修であること。 

(３) 開始日については、当該点数で算定し、２日目以降は区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ド

レナージ）(１日につき）の「２」その他のもので算定する。 

Ｊ０２４ 酸素吸入、Ｊ０２４－２ 突発性難聴に対する酸素療法 

(１) 間歇的陽圧吸入法、鼻マスク式補助換気法、体外式陰圧人工呼吸器治療、ハイフローセラピ

ー、インキュベーター、人工呼吸、持続陽圧呼吸法、間歇的強制呼吸法又は気管内洗浄（気管

支ファイバースコピーを使用した場合を含む。）と同一日に行った酸素吸入、突発性難聴に対

する酸素療法又は酸素テントの費用は、それぞれの所定点数に含まれており、別に算定できな

い。 

(２) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これに係る在宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を含

み、入院中の患者を除く。）については、酸素吸入及び突発性難聴に対する酸素療法の費用は

算定できない。 

（３） 肺血流増加型先天性心疾患の患者に対して、呼吸循環管理を目的として低濃度酸素吸入を行
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った場合は、区分番号「Ｊ０２４」酸素吸入の所定点数を算定する。 

 Ｊ０２５ 酸素テント 

(１) 使用したソーダライム等の二酸化炭素吸着剤の費用は所定点数に含まれる。 

(２) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を

含み、入院中の患者を除く。）については、酸素テントの費用は算定できない。 

Ｊ０２６ 間歇的陽圧吸入法 

(１) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を

含み、入院中の患者を除く。）については、間歇的陽圧吸入法の費用は算定できない。 

(２) 間歇的陽圧吸入法と同時に行う喀痰吸引、干渉低周波去痰器による喀痰排出、酸素吸入、突

発性難聴に対する酸素療法又は酸素テントは、所定点数に含まれるものとする。 

Ｊ０２６－２ 鼻マスク式補助換気法、Ｊ０２６－３ 体外式陰圧人工呼吸器治療 

(１) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を

含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定

している短期入所中の者を除く。）については、鼻マスク式補助換気法及び体外式陰圧人工呼

吸器治療の費用は算定できない。 

(２) 鼻マスク式補助換気法又は体外式陰圧人工呼吸器治療と同時に行う喀痰吸引、干渉低周波去

痰器による喀痰排出、酸素吸入、突発性難聴に対する酸素療法又は酸素テントは、所定点数に

含まれるものとする。 

Ｊ０２６－４  ハイフローセラピー（１日につき） 

(１) 動脈血酸素分圧が 60mmHg 以下又は経皮的動脈血酸素飽和度が 90％以下の急性呼吸不全の患

者に対して実施した場合に限り算定する。なお、算定に当たっては、動脈血酸素分圧又は経皮

的酸素飽和度の測定結果について、診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(２) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は特定保険医療材料料

のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）については、ハイフローセラピーの費

用は算定できない。 

Ｊ０２７ 高気圧酸素治療 

    (１) 「１」は減圧症又は空気塞栓に対して、発症後１か月以内に行う場合に、一連につき 7 回を

限度として算定する。 

    (２) 「２」は次の疾患に対して行う場合に、一連につき 10 回を限度として算定する。 

ア 急性一酸化炭素中毒その他のガス中毒（間歇型を含む。） 

イ 重症軟部組織感染症（ガス壊疽、壊死性筋膜炎）又は頭蓋内膿瘍 

ウ 急性末梢血管障害 

(イ) 重症の熱傷又は凍傷 

(ロ) 広汎挫傷又は中等度以上の血管断裂を伴う末梢血管障害 

(ハ) コンパートメント症候群又は圧挫症候群 

エ 脳梗塞 
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オ 重症頭部外傷後若しくは開頭術後の意識障害又は脳浮腫 

カ 重症の低酸素脳症 

キ 腸閉塞 

(３) 「２」は次の疾患に対して行う場合に、一連につき 30 回を限度として算定する。 

ア 網膜動脈閉塞症 

イ 突発性難聴 

ウ 放射線又は抗癌剤治療と併用される悪性腫瘍 

エ 難治性潰瘍を伴う末梢循環障害 

オ 皮膚移植 

カ 脊髄神経疾患 

キ 骨髄炎又は放射線障害 

(４) スモンの患者に対して行う場合は、「２」により算定する。 

  (５) ２絶対気圧以上の治療圧力が１時間に満たないものについては、１日につき区分番号「Ｊ０

２４」酸素吸入により算定する。 

  (６) 高気圧酸素治療を行うに当たっては、関係学会より留意事項が示されているので、これらの

事項を十分参考とすべきものである。 

 Ｊ０２８  インキュベーター 

  (１) インキュベーターを行うに当たって使用した滅菌精製水の費用は、所定点数に含まれる。 

  (２) １日につき所定点数により算定する。 

 Ｊ０２９ 鉄の肺 

   １日につき所定点数により算定する。 

Ｊ０３２ 肛門拡張法（徒手又はブジーによるもの） 

「注」に規定する加算は、３歳未満の乳幼児であって、鎖肛又は先天性腸疾患に対する根治術等

の前後に肛門拡張法を行った場合に限り算定できる。なお、当該加算は初回の算定日から起算して

３月以内に限り算定できることとし、診療報酬明細書の摘要欄に初回の算定年月日（初回の場合は

初回である旨）を記載すること。 

Ｊ０３４ イレウス用ロングチューブ挿入法 

  (１) ２日目以降は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）の所定点数により算定する。 

  (２) 経肛門的に挿入した場合においても本区分により算定する。 

Ｊ０３４－２ 経鼻栄養・薬剤投与用チューブ挿入術 

(１)  ＥＤチューブを用いて経管栄養を行うためにＥＤチューブを挿入した場合は、胃食道逆流症

や全身状態の悪化等により、経口又は経胃の栄養摂取では十分な効果が得られない患者に対し

て実施した場合に限り算定する。 

(２)  経鼻栄養・薬剤投与用チューブ挿入術は、Ｘ線透視下に経鼻栄養・薬剤投与用チューブを挿

入し、食道から胃を通過させ、先端が十二指腸あるいは空腸内に存在することを確認した場合

に算定する。 

(３)  ＥＤチューブを用いて経管栄養を行う場合には、区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養（１日につ

き）の所定点数により算定する。 

(４)  経鼻薬剤投与を行う場合は、レボドパ・カルビドパ水和物製剤を投与する目的の場合に限り

算定する。なお、この場合の画像診断及び内視鏡等の費用は、当該点数の算定日に限り算定す
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った場合は、区分番号「Ｊ０２４」酸素吸入の所定点数を算定する。 

 Ｊ０２５ 酸素テント 

(１) 使用したソーダライム等の二酸化炭素吸着剤の費用は所定点数に含まれる。 

(２) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を

含み、入院中の患者を除く。）については、酸素テントの費用は算定できない。 

Ｊ０２６ 間歇的陽圧吸入法 

(１) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を

含み、入院中の患者を除く。）については、間歇的陽圧吸入法の費用は算定できない。 

(２) 間歇的陽圧吸入法と同時に行う喀痰吸引、干渉低周波去痰器による喀痰排出、酸素吸入、突

発性難聴に対する酸素療法又は酸素テントは、所定点数に含まれるものとする。 

Ｊ０２６－２ 鼻マスク式補助換気法、Ｊ０２６－３ 体外式陰圧人工呼吸器治療 

(１) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を

含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定

している短期入所中の者を除く。）については、鼻マスク式補助換気法及び体外式陰圧人工呼

吸器治療の費用は算定できない。 

(２) 鼻マスク式補助換気法又は体外式陰圧人工呼吸器治療と同時に行う喀痰吸引、干渉低周波去

痰器による喀痰排出、酸素吸入、突発性難聴に対する酸素療法又は酸素テントは、所定点数に

含まれるものとする。 

Ｊ０２６－４  ハイフローセラピー（１日につき） 

(１) 動脈血酸素分圧が 60mmHg 以下又は経皮的動脈血酸素飽和度が 90％以下の急性呼吸不全の患

者に対して実施した場合に限り算定する。なお、算定に当たっては、動脈血酸素分圧又は経皮

的酸素飽和度の測定結果について、診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(２) 区分番号「Ｃ１０３」在宅酸素療法指導管理料又は区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導

管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算又は特定保険医療材料料

のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）については、ハイフローセラピーの費

用は算定できない。 

Ｊ０２７ 高気圧酸素治療 

    (１) 「１」は減圧症又は空気塞栓に対して、発症後１か月以内に行う場合に、一連につき 7 回を

限度として算定する。 

    (２) 「２」は次の疾患に対して行う場合に、一連につき 10 回を限度として算定する。 

ア 急性一酸化炭素中毒その他のガス中毒（間歇型を含む。） 

イ 重症軟部組織感染症（ガス壊疽、壊死性筋膜炎）又は頭蓋内膿瘍 

ウ 急性末梢血管障害 

(イ) 重症の熱傷又は凍傷 

(ロ) 広汎挫傷又は中等度以上の血管断裂を伴う末梢血管障害 

(ハ) コンパートメント症候群又は圧挫症候群 

エ 脳梗塞 
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オ 重症頭部外傷後若しくは開頭術後の意識障害又は脳浮腫 

カ 重症の低酸素脳症 

キ 腸閉塞 

(３) 「２」は次の疾患に対して行う場合に、一連につき 30 回を限度として算定する。 

ア 網膜動脈閉塞症 

イ 突発性難聴 

ウ 放射線又は抗癌剤治療と併用される悪性腫瘍 

エ 難治性潰瘍を伴う末梢循環障害 

オ 皮膚移植 

カ 脊髄神経疾患 

キ 骨髄炎又は放射線障害 

(４) スモンの患者に対して行う場合は、「２」により算定する。 

  (５) ２絶対気圧以上の治療圧力が１時間に満たないものについては、１日につき区分番号「Ｊ０

２４」酸素吸入により算定する。 

  (６) 高気圧酸素治療を行うに当たっては、関係学会より留意事項が示されているので、これらの

事項を十分参考とすべきものである。 

 Ｊ０２８  インキュベーター 

  (１) インキュベーターを行うに当たって使用した滅菌精製水の費用は、所定点数に含まれる。 

  (２) １日につき所定点数により算定する。 

 Ｊ０２９ 鉄の肺 

   １日につき所定点数により算定する。 

Ｊ０３２ 肛門拡張法（徒手又はブジーによるもの） 

「注」に規定する加算は、３歳未満の乳幼児であって、鎖肛又は先天性腸疾患に対する根治術等

の前後に肛門拡張法を行った場合に限り算定できる。なお、当該加算は初回の算定日から起算して

３月以内に限り算定できることとし、診療報酬明細書の摘要欄に初回の算定年月日（初回の場合は

初回である旨）を記載すること。 

Ｊ０３４ イレウス用ロングチューブ挿入法 

  (１) ２日目以降は、区分番号「Ｊ００２」ドレーン法（ドレナージ）の所定点数により算定する。 

  (２) 経肛門的に挿入した場合においても本区分により算定する。 

Ｊ０３４－２ 経鼻栄養・薬剤投与用チューブ挿入術 

(１)  ＥＤチューブを用いて経管栄養を行うためにＥＤチューブを挿入した場合は、胃食道逆流症

や全身状態の悪化等により、経口又は経胃の栄養摂取では十分な効果が得られない患者に対し

て実施した場合に限り算定する。 

(２)  経鼻栄養・薬剤投与用チューブ挿入術は、Ｘ線透視下に経鼻栄養・薬剤投与用チューブを挿

入し、食道から胃を通過させ、先端が十二指腸あるいは空腸内に存在することを確認した場合

に算定する。 

(３)  ＥＤチューブを用いて経管栄養を行う場合には、区分番号「Ｊ１２０」鼻腔栄養（１日につ

き）の所定点数により算定する。 

(４)  経鼻薬剤投与を行う場合は、レボドパ・カルビドパ水和物製剤を投与する目的の場合に限り

算定する。なお、この場合の画像診断及び内視鏡等の費用は、当該点数の算定日に限り算定す
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る。 

 Ｊ０３４－３ 内視鏡的結腸軸捻転解除術 

一連につき、一回に限り算定する。なお、区分番号「Ｄ３１３」大腸内視鏡検査の費用は、所定

点数に含まれる。 

Ｊ０３８ 人工腎臓 

  (１) 人工腎臓には、血液透析のほか血液濾過、血液透析濾過が含まれる。 

(２) 人工腎臓を行う医療機関の規模や効率性等を踏まえた評価とする観点から、「１」について

は「慢性維持透析を行った場合１」の施設基準、「２」については「慢性維持透析を行った場

合２」の施設基準の届出を行った保険医療機関において算定する。「慢性維持透析を行った場

合３」については、「１」又は「２」の施設基準のいずれかに該当するものとして届出を行っ

た保険医療機関以外の保険医療機関において算定する。ただし、「慢性維持透析を行った場合

３」についても、関連学会から示されている基準に基づき、水質管理が適切に実施されている

ことが望ましい。 

(３) 人工腎臓の時間は、シャント等から動脈血等を人工腎臓用特定保険医療材料に導き入れたと

きを起点として、人工腎臓用特定保険医療材料から血液を生体に返却し終えたときまでとする。

したがって、人工腎臓実施前後の準備、整理等に要する時間は除かれる。 

(４) 人工腎臓の時間等については、患者に対し十分な説明を行った上で、患者の病態に応じて、

最も妥当なものとし、人工腎臓を行った時間（開始及び終了した時間を含む。）を診療録等に

記載すること。また、治療内容の変更が必要となった場合においても、患者に十分な説明を行

うこと。 

(５) 妊娠中の患者以外の患者に対し、人工腎臓と区分番号「Ｊ０３８－２」持続緩徐式血液濾過

を併せて１月に 15 回以上実施した場合（人工腎臓のみを 15 回以上実施した場合を含む。）は、

15 回目以降の人工腎臓又は持続緩徐式血液濾過は算定できない。ただし、薬剤料（透析液、血

液凝固阻止剤、エリスロポエチン製剤、ダルベポエチン製剤、エポエチンベータペゴル製剤、

ＨＩＦ－ＰＨ阻害剤（院内処方されたものに限る。）及び生理食塩水を含む。）又は特定保険

医療材料料は別に算定できる。 

(６) 区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している患者に対して行った場合

には、区分番号「Ｊ０４２」腹膜灌流の「１」連続携行式腹膜灌流の実施回数と併せて週１回

を限度として算定できる。また、区分番号「Ｃ１０２－２」在宅血液透析指導管理料を算定し

ている患者に対して行った場合には、週１回を限度として算定できる。それを超えた回数を実

施した場合は、薬剤料及び特定保険医療材料料に限り算定できる。なお、他の医療機関におい

て区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している場合には、診療報酬明細

書の摘要欄に、区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している保険医療機

関名を記載した場合に限り、週１回を限度として算定できる。 

(７) 人工腎臓の所定点数に含まれるものの取扱いについては、次の通りとする。 

ア 「１」から「３」までのうち、「イ」から「ハ」までの場合（「注 13」の加算を算定する

場合を含む。）には、透析液（灌流液）、血液凝固阻止剤、生理食塩水、エリスロポエチン

製剤、ダルベポエチン製剤、エポエチンベータペゴル製剤及びＨＩＦ－ＰＨ阻害剤（院内処

方されたものに限る。）の費用は所定点数に含まれており、別に算定できない。なお、生理

食塩水には、回路の洗浄・充填、血圧低下時の補液、回収に使用されるもの等が含まれ、同
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様の目的で使用される電解質補液、ブドウ糖液等についても別に算定できない。 

イ 「１」から「３」までのうち、「ニ」から「ヘ」までの場合（「注 13」の加算を算定する

場合を含む。）には、透析液（灌流液）、血液凝固阻止剤及び生理食塩水の費用は所定点数

に含まれており、別に算定できない。なお、生理食塩水には、回路の洗浄・充填、血圧低下

時の補液、回収に使用されるもの等が含まれ、同様の目的で使用される電解質補液、ブドウ

糖液等についても別に算定できない。 

ウ 「１」から「３」までにより算定する場合（「注 13」の加算を算定する場合を含む。）に

おいても、透析液（灌流液）、血液凝固阻止剤、生理食塩水、エリスロポエチン製剤、ダル

ベポエチン製剤、エポエチンベータペゴル製剤及びＨＩＦ－ＰＨ阻害剤（院内処方されたも

のに限る。）の使用について適切に行うこと。また、慢性維持透析患者の貧血の管理に当た

っては、関係学会が示している腎性貧血治療のガイドラインを踏まえ適切に行うこと。 

エ 「１」から「４」までにより算定する場合（「注 13」の加算を算定する場合を含む。）に

おいて人工腎臓灌流原液の希釈水の費用は、所定点数に含まれ、別に算定できない。また、

必要があって脱イオン（純水製造装置による）を行わなければ使用できない場合であっても

同様である。 

オ 「１」から「４」までにより算定する場合（「注 13」の加算を算定する場合を含む。）に

おいて人工腎臓の希釈水に対してアルミニウム、フッ素、遊離塩素及びエンドトキシン等を

除去する目的で逆浸透装置、活性炭フィルター及び軟水装置を用いて水処理を行った場合の

費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

カ 「１」から「４」までにより算定する場合（「注 13」の加算を算定する場合を含む。）に

おいて人工腎臓の回路を通して行う注射料は、所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(８) 「４」 その他の場合は次の場合に算定する。 

ア 急性腎不全の患者に対して行った場合 

イ 透析導入期（導入後１月に限る。）の患者に対して行った場合 

ウ 血液濾過又は血液透析濾過（「注 13」の加算を算定する場合を除く。）を行った場合 

エ 以下の合併症又は状態を有する患者（(ニ)から(ヌ)までについては入院中の患者に限る。）

に対して行った場合であって、連日人工腎臓を実施する場合や半減期の短い特別な抗凝固剤

を使用する場合等特別な管理を必要とする場合 

(イ) 重大な視力障害にいたる可能性が著しく高い、進行性眼底出血（発症後２週間に限

る。） 

(ロ) 重篤な急性出血性合併症（頭蓋内出血、消化管出血、外傷性出血等）（発症後２週間

に限る。）   

(ハ) ヘパリン起因性血小板減少症 

(ニ) 播種性血管内凝固症候群 

(ホ) 敗血症 

(ヘ) 急性膵炎 

(ト) 重篤な急性肝不全 

(チ) 悪性腫瘍（注射による化学療法中のものに限る。） 

(リ) 自己免疫疾患の活動性が高い状態 

(ヌ) 区分番号「Ｌ００２」硬膜外麻酔、「Ｌ００４」脊椎麻酔若しくは「Ｌ００８」マス
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る。 

 Ｊ０３４－３ 内視鏡的結腸軸捻転解除術 

一連につき、一回に限り算定する。なお、区分番号「Ｄ３１３」大腸内視鏡検査の費用は、所定

点数に含まれる。 

Ｊ０３８ 人工腎臓 

  (１) 人工腎臓には、血液透析のほか血液濾過、血液透析濾過が含まれる。 

(２) 人工腎臓を行う医療機関の規模や効率性等を踏まえた評価とする観点から、「１」について

は「慢性維持透析を行った場合１」の施設基準、「２」については「慢性維持透析を行った場

合２」の施設基準の届出を行った保険医療機関において算定する。「慢性維持透析を行った場

合３」については、「１」又は「２」の施設基準のいずれかに該当するものとして届出を行っ

た保険医療機関以外の保険医療機関において算定する。ただし、「慢性維持透析を行った場合

３」についても、関連学会から示されている基準に基づき、水質管理が適切に実施されている

ことが望ましい。 

(３) 人工腎臓の時間は、シャント等から動脈血等を人工腎臓用特定保険医療材料に導き入れたと

きを起点として、人工腎臓用特定保険医療材料から血液を生体に返却し終えたときまでとする。

したがって、人工腎臓実施前後の準備、整理等に要する時間は除かれる。 

(４) 人工腎臓の時間等については、患者に対し十分な説明を行った上で、患者の病態に応じて、

最も妥当なものとし、人工腎臓を行った時間（開始及び終了した時間を含む。）を診療録等に

記載すること。また、治療内容の変更が必要となった場合においても、患者に十分な説明を行

うこと。 

(５) 妊娠中の患者以外の患者に対し、人工腎臓と区分番号「Ｊ０３８－２」持続緩徐式血液濾過

を併せて１月に 15 回以上実施した場合（人工腎臓のみを 15 回以上実施した場合を含む。）は、

15 回目以降の人工腎臓又は持続緩徐式血液濾過は算定できない。ただし、薬剤料（透析液、血

液凝固阻止剤、エリスロポエチン製剤、ダルベポエチン製剤、エポエチンベータペゴル製剤、

ＨＩＦ－ＰＨ阻害剤（院内処方されたものに限る。）及び生理食塩水を含む。）又は特定保険

医療材料料は別に算定できる。 

(６) 区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している患者に対して行った場合

には、区分番号「Ｊ０４２」腹膜灌流の「１」連続携行式腹膜灌流の実施回数と併せて週１回

を限度として算定できる。また、区分番号「Ｃ１０２－２」在宅血液透析指導管理料を算定し

ている患者に対して行った場合には、週１回を限度として算定できる。それを超えた回数を実

施した場合は、薬剤料及び特定保険医療材料料に限り算定できる。なお、他の医療機関におい

て区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している場合には、診療報酬明細

書の摘要欄に、区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している保険医療機

関名を記載した場合に限り、週１回を限度として算定できる。 

(７) 人工腎臓の所定点数に含まれるものの取扱いについては、次の通りとする。 

ア 「１」から「３」までのうち、「イ」から「ハ」までの場合（「注 13」の加算を算定する

場合を含む。）には、透析液（灌流液）、血液凝固阻止剤、生理食塩水、エリスロポエチン

製剤、ダルベポエチン製剤、エポエチンベータペゴル製剤及びＨＩＦ－ＰＨ阻害剤（院内処

方されたものに限る。）の費用は所定点数に含まれており、別に算定できない。なお、生理

食塩水には、回路の洗浄・充填、血圧低下時の補液、回収に使用されるもの等が含まれ、同
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様の目的で使用される電解質補液、ブドウ糖液等についても別に算定できない。 

イ 「１」から「３」までのうち、「ニ」から「ヘ」までの場合（「注 13」の加算を算定する

場合を含む。）には、透析液（灌流液）、血液凝固阻止剤及び生理食塩水の費用は所定点数

に含まれており、別に算定できない。なお、生理食塩水には、回路の洗浄・充填、血圧低下

時の補液、回収に使用されるもの等が含まれ、同様の目的で使用される電解質補液、ブドウ

糖液等についても別に算定できない。 

ウ 「１」から「３」までにより算定する場合（「注 13」の加算を算定する場合を含む。）に

おいても、透析液（灌流液）、血液凝固阻止剤、生理食塩水、エリスロポエチン製剤、ダル

ベポエチン製剤、エポエチンベータペゴル製剤及びＨＩＦ－ＰＨ阻害剤（院内処方されたも

のに限る。）の使用について適切に行うこと。また、慢性維持透析患者の貧血の管理に当た

っては、関係学会が示している腎性貧血治療のガイドラインを踏まえ適切に行うこと。 

エ 「１」から「４」までにより算定する場合（「注 13」の加算を算定する場合を含む。）に

おいて人工腎臓灌流原液の希釈水の費用は、所定点数に含まれ、別に算定できない。また、

必要があって脱イオン（純水製造装置による）を行わなければ使用できない場合であっても

同様である。 

オ 「１」から「４」までにより算定する場合（「注 13」の加算を算定する場合を含む。）に

おいて人工腎臓の希釈水に対してアルミニウム、フッ素、遊離塩素及びエンドトキシン等を

除去する目的で逆浸透装置、活性炭フィルター及び軟水装置を用いて水処理を行った場合の

費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

カ 「１」から「４」までにより算定する場合（「注 13」の加算を算定する場合を含む。）に

おいて人工腎臓の回路を通して行う注射料は、所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(８) 「４」 その他の場合は次の場合に算定する。 

ア 急性腎不全の患者に対して行った場合 

イ 透析導入期（導入後１月に限る。）の患者に対して行った場合 

ウ 血液濾過又は血液透析濾過（「注 13」の加算を算定する場合を除く。）を行った場合 

エ 以下の合併症又は状態を有する患者（(ニ)から(ヌ)までについては入院中の患者に限る。）

に対して行った場合であって、連日人工腎臓を実施する場合や半減期の短い特別な抗凝固剤

を使用する場合等特別な管理を必要とする場合 

(イ) 重大な視力障害にいたる可能性が著しく高い、進行性眼底出血（発症後２週間に限

る。） 

(ロ) 重篤な急性出血性合併症（頭蓋内出血、消化管出血、外傷性出血等）（発症後２週間

に限る。）   

(ハ) ヘパリン起因性血小板減少症 

(ニ) 播種性血管内凝固症候群 

(ホ) 敗血症 

(ヘ) 急性膵炎 

(ト) 重篤な急性肝不全 

(チ) 悪性腫瘍（注射による化学療法中のものに限る。） 

(リ) 自己免疫疾患の活動性が高い状態 

(ヌ) 区分番号「Ｌ００２」硬膜外麻酔、「Ｌ００４」脊椎麻酔若しくは「Ｌ００８」マス
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ク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔による手術を実施した状態（手術前日から

術後２週間に限る。） 

(９) (８)の場合に該当し、「４」により算定する場合にあっては、(８)のアからエ（エについて

は(イ)から(ヌ)まで）までの中から該当するものを診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(10) 人工腎臓における血液濾過は、人工腎臓の必要な患者のうち、血液透析によって対処ができ

ない透析アミロイド症若しくは透析困難症の患者又は緑内障、心包炎若しくは心不全を合併す

る患者について、血液透析を行った上で、その後血液濾過を実施した場合に限り算定できる。

この場合の人工腎臓の費用は、「４」により算定する。 

(11) 人工腎臓における血液透析濾過（「注 13」の加算を算定する場合を除く。）は、人工腎臓の

必要な患者のうち、血液透析によって対処ができない透析アミロイド症又は透析困難症の患者

について実施した場合に限り算定できる。この場合の人工腎臓の費用は「４」により算定する。 

(12) 「注１」の加算については、人工腎臓を緊急のため午後５時以降に開始したため又は緊急の

ため休日に行ったため、通則５による時間外加算等が算定できる場合にあっては、併せて算定

できない。 

(13) 「注１」の加算を算定する場合は、区分番号「Ａ０００」初診料の「注９」及び区分番号

「Ａ００１」再診料の「注７」に掲げる夜間・早朝等加算は算定しない。 

(14) 休日加算の対象となる休日とは、初診料における休日加算の対象となる休日と同じ取扱いで

ある。ただし、日曜日である休日（日曜日である 12 月 29 日から１月３日までの日を除く。）

は、休日加算の対象としない。 

(15) 休日の午後５時以降に開始した場合又は午後９時以降に終了した場合にあっては、「注１」

の加算を１回のみ算定できる。 

(16) 療養の一環として行われた食事以外の食事が提供された場合には、患者から実費を徴収する

ことができる。 

(17) 「注２」の加算については、腎代替療法についての患者への説明の実施状況並びに腹膜透析

及び腎移植に係る実績に応じて、１日につき 200 点又は 500 点を１月間に限り算定する。なお、

「人工腎臓における導入期」とは継続して血液透析を実施する必要があると判断された場合の

血液透析の開始日より１月間をいう。 

(18) 「注３」の加算については、次に掲げる状態の患者であって著しく人工腎臓が困難なものに

ついて算定する。 

ア 障害者基本法にいう障害者（腎不全以外には身体障害者手帳を交付される程度の障害を有

さない者であって、腎不全により身体障害者手帳を交付されているものを除く。） 

イ 精神保健福祉法の規定によって医療を受ける者 

ウ 難病の患者に対する医療等に関する法律第５条第１項に規定する指定難病（同法第７条第

４項に規定する医療受給者証を交付されている患者（同条第１項各号に規定する特定医療費

の支給認定に係る基準を満たすものとして診断を受けたものを含む。）に係るものに限る。）

又は「特定疾患治療研究事業について」（昭和 48 年４月 17 日衛発第 242 号）に掲げる疾患

（当該疾患に罹患しているものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けているものに

限る。ただし、スモンについては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等を含

む。）に罹患している者であって介護を要するもの（腎疾患により受給者証を発行されてい

るものを除く。） 
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エ 透析中に頻回の検査、処置を必要とするインスリン注射を行っている糖尿病の患者 

オ 運動麻痺を伴う脳血管疾患患者 

カ 認知症患者 

キ 常時低血圧症（収縮期血圧が 90mmHg 以下）の者 

ク 透析アミロイド症で手根管症候群や運動機能障害を呈する者 

ケ 出血性消化器病変を有する者 

コ 骨折を伴う二次性副甲状腺機能亢進症の患者 

サ 重症感染症に合併しているために入院中の患者 

シ  末期癌に合併しているために入院中の患者 

ス  入院中の患者であって腹水・胸水が貯留しているもの 

セ 妊婦(妊娠中期以降) 

ソ うっ血性心不全（ＮＹＨＡⅢ度以上） 

タ 12 歳未満の小児 

チ 人工呼吸を実施中の患者 

ツ 結核菌を排菌中の患者   

(19) 人工腎臓を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了した時間が

午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、「４」の場合であって、夜間に人工

腎臓を開始し、12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。 

(20)  「注 10」の下肢末梢動脈疾患指導管理加算は、当該保険医療機関において慢性維持透析を実

施している全ての患者に対しリスク評価等を行った場合に算定できる。その際「血液透析患者

における心血管合併症の評価と治療に関するガイドライン」等に基づき、下肢動脈の触診や下

垂試験・挙上試験等を実施した上で、下肢末梢動脈の虚血性病変が疑われる場合には足関節上

腕血圧比（ＡＢＩ）検査又は皮膚組織灌流圧（ＳＰＰ）検査によるリスク評価を行っているこ

と。また、ＡＢＩ検査 0.7 以下又はＳＰＰ検査 40mmHg 以下の患者については、専門的な治療

体制を有している保険医療機関へ紹介を行うこと。当該保険医療機関が専門的な治療体制を有

している保険医療機関の要件を満たしている場合は、当該保険医療機関内の専門科と連携を行

っていること。 

(21) 「注 11」の長時間加算については、次に掲げる状態の患者であって、通常の人工腎臓では管

理困難な徴候を有するものについて、６時間以上の人工腎臓を行った場合に算定する。 

ア 心不全徴候を認める又は血行動態の不安定な患者 

イ 適切な除水、適切な降圧薬管理及び適切な塩分摂取管理を行っても高血圧が持続する患者 

ウ 高リン血症が持続する患者 

(22) 「注 13」慢性維持透析濾過（複雑なもの）は、血液透析濾過のうち、透析液から分離作製し

た置換液を用いて血液透析濾過を行うことをいう。 

(23) 原則として、関連学会から示されている基準に基づき、水質管理が適切に実施されているこ

と及び透析機器安全管理委員会を設置し、その責任者として専任の医師又は専任の臨床工学技

士が１名以上配置されていること。 

(24) 「１」から「３」までのうち、「ニ」から「ヘ」までの場合（「注 13」の加算を算定する場

合を含む。）には、ＨＩＦ－ＰＨ阻害剤の服薬状況について、診療録に記載すること。 

Ｊ０３８－２ 持続緩徐式血液濾過 
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ク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔による手術を実施した状態（手術前日から

術後２週間に限る。） 

(９) (８)の場合に該当し、「４」により算定する場合にあっては、(８)のアからエ（エについて

は(イ)から(ヌ)まで）までの中から該当するものを診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(10) 人工腎臓における血液濾過は、人工腎臓の必要な患者のうち、血液透析によって対処ができ

ない透析アミロイド症若しくは透析困難症の患者又は緑内障、心包炎若しくは心不全を合併す

る患者について、血液透析を行った上で、その後血液濾過を実施した場合に限り算定できる。

この場合の人工腎臓の費用は、「４」により算定する。 

(11) 人工腎臓における血液透析濾過（「注 13」の加算を算定する場合を除く。）は、人工腎臓の

必要な患者のうち、血液透析によって対処ができない透析アミロイド症又は透析困難症の患者

について実施した場合に限り算定できる。この場合の人工腎臓の費用は「４」により算定する。 

(12) 「注１」の加算については、人工腎臓を緊急のため午後５時以降に開始したため又は緊急の

ため休日に行ったため、通則５による時間外加算等が算定できる場合にあっては、併せて算定

できない。 

(13) 「注１」の加算を算定する場合は、区分番号「Ａ０００」初診料の「注９」及び区分番号

「Ａ００１」再診料の「注７」に掲げる夜間・早朝等加算は算定しない。 

(14) 休日加算の対象となる休日とは、初診料における休日加算の対象となる休日と同じ取扱いで

ある。ただし、日曜日である休日（日曜日である 12 月 29 日から１月３日までの日を除く。）

は、休日加算の対象としない。 

(15) 休日の午後５時以降に開始した場合又は午後９時以降に終了した場合にあっては、「注１」

の加算を１回のみ算定できる。 

(16) 療養の一環として行われた食事以外の食事が提供された場合には、患者から実費を徴収する

ことができる。 

(17) 「注２」の加算については、腎代替療法についての患者への説明の実施状況並びに腹膜透析

及び腎移植に係る実績に応じて、１日につき 200 点又は 500 点を１月間に限り算定する。なお、

「人工腎臓における導入期」とは継続して血液透析を実施する必要があると判断された場合の

血液透析の開始日より１月間をいう。 

(18) 「注３」の加算については、次に掲げる状態の患者であって著しく人工腎臓が困難なものに

ついて算定する。 

ア 障害者基本法にいう障害者（腎不全以外には身体障害者手帳を交付される程度の障害を有

さない者であって、腎不全により身体障害者手帳を交付されているものを除く。） 

イ 精神保健福祉法の規定によって医療を受ける者 

ウ 難病の患者に対する医療等に関する法律第５条第１項に規定する指定難病（同法第７条第

４項に規定する医療受給者証を交付されている患者（同条第１項各号に規定する特定医療費

の支給認定に係る基準を満たすものとして診断を受けたものを含む。）に係るものに限る。）

又は「特定疾患治療研究事業について」（昭和 48 年４月 17 日衛発第 242 号）に掲げる疾患

（当該疾患に罹患しているものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けているものに

限る。ただし、スモンについては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等を含

む。）に罹患している者であって介護を要するもの（腎疾患により受給者証を発行されてい

るものを除く。） 
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エ 透析中に頻回の検査、処置を必要とするインスリン注射を行っている糖尿病の患者 

オ 運動麻痺を伴う脳血管疾患患者 

カ 認知症患者 

キ 常時低血圧症（収縮期血圧が 90mmHg 以下）の者 

ク 透析アミロイド症で手根管症候群や運動機能障害を呈する者 

ケ 出血性消化器病変を有する者 

コ 骨折を伴う二次性副甲状腺機能亢進症の患者 

サ 重症感染症に合併しているために入院中の患者 

シ  末期癌に合併しているために入院中の患者 

ス  入院中の患者であって腹水・胸水が貯留しているもの 

セ 妊婦(妊娠中期以降) 

ソ うっ血性心不全（ＮＹＨＡⅢ度以上） 

タ 12 歳未満の小児 

チ 人工呼吸を実施中の患者 

ツ 結核菌を排菌中の患者   

(19) 人工腎臓を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了した時間が

午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、「４」の場合であって、夜間に人工

腎臓を開始し、12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。 

(20)  「注 10」の下肢末梢動脈疾患指導管理加算は、当該保険医療機関において慢性維持透析を実

施している全ての患者に対しリスク評価等を行った場合に算定できる。その際「血液透析患者

における心血管合併症の評価と治療に関するガイドライン」等に基づき、下肢動脈の触診や下

垂試験・挙上試験等を実施した上で、下肢末梢動脈の虚血性病変が疑われる場合には足関節上

腕血圧比（ＡＢＩ）検査又は皮膚組織灌流圧（ＳＰＰ）検査によるリスク評価を行っているこ

と。また、ＡＢＩ検査 0.7 以下又はＳＰＰ検査 40mmHg 以下の患者については、専門的な治療

体制を有している保険医療機関へ紹介を行うこと。当該保険医療機関が専門的な治療体制を有

している保険医療機関の要件を満たしている場合は、当該保険医療機関内の専門科と連携を行

っていること。 

(21) 「注 11」の長時間加算については、次に掲げる状態の患者であって、通常の人工腎臓では管

理困難な徴候を有するものについて、６時間以上の人工腎臓を行った場合に算定する。 

ア 心不全徴候を認める又は血行動態の不安定な患者 

イ 適切な除水、適切な降圧薬管理及び適切な塩分摂取管理を行っても高血圧が持続する患者 

ウ 高リン血症が持続する患者 

(22) 「注 13」慢性維持透析濾過（複雑なもの）は、血液透析濾過のうち、透析液から分離作製し

た置換液を用いて血液透析濾過を行うことをいう。 

(23) 原則として、関連学会から示されている基準に基づき、水質管理が適切に実施されているこ

と及び透析機器安全管理委員会を設置し、その責任者として専任の医師又は専任の臨床工学技

士が１名以上配置されていること。 

(24) 「１」から「３」までのうち、「ニ」から「ヘ」までの場合（「注 13」の加算を算定する場

合を含む。）には、ＨＩＦ－ＰＨ阻害剤の服薬状況について、診療録に記載すること。 

Ｊ０３８－２ 持続緩徐式血液濾過 

（ ）（ ） 531530

２
－
⑼　
処　
置
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(１) 使用した特定保険医療材料については、持続緩徐式血液濾過器として算定する。 

(２) 持続緩徐式血液濾過は、次のアからケまでに掲げるいずれかの状態の患者に算定できる。た

だし、キ及びクの場合にあっては一連につき概ね８回を限度とし、ケの場合にあっては一連に

つき月 10 回を限度として３月間に限って算定する。 

ア 末期腎不全の患者 

イ 急性腎障害と診断された高度代謝性アシドーシスの患者 

ウ 急性腎障害と診断された薬物中毒の患者 

エ 急性腎障害と診断された尿毒症の患者 

オ 急性腎障害と診断された電解質異常の患者 

カ 急性腎障害と診断された体液過剰状態の患者 

キ 急性膵炎診療ガイドライン 2015において、持続緩徐式血液濾過の実施が推奨される重症急

性膵炎の患者 

ク 重症敗血症の患者 

ケ 劇症肝炎又は術後肝不全（劇症肝炎又は術後肝不全と同程度の重症度を呈する急性肝不全

を含む。）の患者 

(３) （２）のアからカのいずれかに該当する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に該当項目を記載

すること。 

(４) （２）のキからケのいずれかに該当する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に（２）のキから

ケまでのそれぞれについて、要件を満たす医学的根拠について記載すること。 

(５) 人工腎臓、腹膜灌流又は持続緩徐式血液濾過を同一日に実施した場合は、主たるものの所定

点数のみにより算定する。 

(６) 「注１」の加算を算定する場合は、区分番号「Ａ０００」初診料の注９及び区分番号「Ａ０

０１」再診料の注７に掲げる夜間・早朝等加算は算定しない。 

(７) 持続緩徐式血液濾過を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了

した時間が午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に持続緩徐式血液濾

過を開始し、12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。 

(８) 妊娠中の患者以外の患者に対し、持続緩徐式血液濾過と人工腎臓を併せて１月に 15 回以上

実施した場合（持続緩徐式血液濾過のみを 15 回以上実施した場合を含む。）は、15 回目以降

の持続緩徐式血液濾過又は人工腎臓は算定できない。ただし、薬剤料又は特定保険医療材料料

は別に算定できる。 

 Ｊ０３９ 血漿交換療法 

(１) 血漿交換療法は、多発性骨髄腫、マクログロブリン血症、劇症肝炎、薬物中毒、重症筋無力

症、悪性関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、血栓性血小板減少性紫斑病、重度血液型不

適合妊娠、術後肝不全、急性肝不全、多発性硬化症、慢性炎症性脱髄性多発根神経炎、ギラン

・バレー症候群、天疱瘡、類天疱瘡、巣状糸球体硬化症、抗糸球体基底膜抗体（抗ＧＢＭ抗体）

型急速進行性糸球体腎炎、抗白血球細胞質抗体（ＡＮＣＡ）型急速進行性糸球体腎炎、溶血性

尿毒症症候群、家族性高コレステロール血症、閉塞性動脈硬化症、中毒性表皮壊死症、川崎病、

スティーヴンス・ジョンソン症候群若しくはインヒビターを有する血友病の患者、ＡＢＯ血液

型不適合間若しくは抗リンパ球抗体陽性の同種腎移植、ＡＢＯ血液型不適合間若しくは抗リン

パ球抗体陽性の同種肝移植又は慢性Ｃ型ウイルス肝炎の患者に対して、遠心分離法等により血
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漿と血漿以外とを分離し、二重濾過法、血漿吸着法等により有害物質等を除去する療法（血漿

浄化法）を行った場合に算定できるものであり、必ずしも血漿補充を要しない。 

(２) 当該療法の対象となる多発性骨髄腫、マクログロブリン血症の実施回数は、一連につき週１

回を限度として３月間に限って算定する。 

(３) 当該療法の対象となる劇症肝炎については、ビリルビン及び胆汁酸の除去を目的に行われる

場合であり、当該療法の実施回数は、一連につき概ね 10 回を限度として算定する。 

(４) 当該療法の対象となる薬物中毒の実施回数は、一連につき概ね８回を限度として算定する。 

(５) 当該療法の対象となる重症筋無力症については、発病後５年以内で重篤な症状悪化傾向のあ

る場合、又は胸腺摘出術や副腎皮質ホルモン剤に対して十分奏効しない場合に限り、当該療法

の実施回数は、一連につき月７回を限度として３月間に限って算定する。 

(６) 当該療法の対象となる悪性関節リウマチについては、都道府県知事によって特定疾患医療受

給者と認められた者であって、血管炎により高度の関節外症状（難治性下腿潰瘍、多発性神経

炎及び腸間膜動脈血栓症による下血等）を呈し、従来の治療法では効果の得られない者に限り、

当該療法の実施回数は、週１回を限度として算定する。 

(７) 当該療法の対象となる全身性エリテマトーデスについては、次のいずれにも該当する者に限

り、当該療法の実施回数は、月４回を限度として算定する。なお、測定した血清補体価、補体

蛋白の値又は抗ＤＮＡ抗体の値を診療録に記載する。 

ア 都道府県知事によって特定疾患医療受給者と認められた者 

イ 血清補体価（ＣＨ５０）の値が 20 単位以下、補体蛋白（Ｃ３）の値が 40mg/dＬ以下及び抗

ＤＮＡ抗体の値が著しく高く、ステロイド療法が無効又は臨床的に不適当な者 

ウ 急速進行性糸球体腎炎（ＲＰＧＮ）又は中枢神経性ループス（ＣＮＳループス）と診断さ

れた者 

(８) 当該療法の対象となる血栓性血小板減少性紫斑病の患者に実施する場合は、当該療法の開始

後１月を上限として、原則として血小板数が 15 万/μL 以上となった日の２日後まで算定でき

る。ただし、血小板数が 15 万/μL 以上となった後１月以内に血栓性血小板減少性紫斑病が再

燃した場合等、医学的な必要性により別途実施する場合には、診療録及び診療報酬明細書の摘

要欄にその理由及び医学的な必要性を記載すること。 

(９) 当該療法の対象となる重度血液型不適合妊娠とは、Ｒｈ式血液型不適合妊娠による胎内胎児

仮死又は新生児黄疸の既往があり、かつ、間接クームス試験が妊娠 20 週未満にあっては 64 倍

以上、妊娠 20 週以上にあっては 128 倍以上であるものをいう。  

(10) 当該療法の対象となる術後肝不全については、手術後に発症した肝障害（外科的閉塞性機序

によるものを除く。）のうち次のいずれにも該当する場合に限り、当該療法の実施回数は、一

連につき概ね７回を限度として算定する。 

ア 総ビリルビン値が５mg/dＬ以上で、かつ、持続的に上昇を認める場合 

イ へパプラスチンテスト（ＨＰＴ）40％以下又は Coma Grade Ⅱ以上の条件のうち２項目以

上を有する場合 

(11) 当該療法の対象となる急性肝不全については、プロトロンビン時間、昏睡の程度、総ビリル

ビン及びヘパプラスチンテスト等の所見から劇症肝炎又は術後肝不全と同程度の重症度を呈す

るものと判断できる場合に限り、当該療法の実施回数は、一連につき概ね７回を限度として算

定する。 

（ ）（ ） 533532
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(１) 使用した特定保険医療材料については、持続緩徐式血液濾過器として算定する。 

(２) 持続緩徐式血液濾過は、次のアからケまでに掲げるいずれかの状態の患者に算定できる。た

だし、キ及びクの場合にあっては一連につき概ね８回を限度とし、ケの場合にあっては一連に

つき月 10 回を限度として３月間に限って算定する。 

ア 末期腎不全の患者 

イ 急性腎障害と診断された高度代謝性アシドーシスの患者 

ウ 急性腎障害と診断された薬物中毒の患者 

エ 急性腎障害と診断された尿毒症の患者 

オ 急性腎障害と診断された電解質異常の患者 

カ 急性腎障害と診断された体液過剰状態の患者 

キ 急性膵炎診療ガイドライン 2015において、持続緩徐式血液濾過の実施が推奨される重症急

性膵炎の患者 

ク 重症敗血症の患者 

ケ 劇症肝炎又は術後肝不全（劇症肝炎又は術後肝不全と同程度の重症度を呈する急性肝不全

を含む。）の患者 

(３) （２）のアからカのいずれかに該当する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に該当項目を記載

すること。 

(４) （２）のキからケのいずれかに該当する場合は、診療報酬明細書の摘要欄に（２）のキから

ケまでのそれぞれについて、要件を満たす医学的根拠について記載すること。 

(５) 人工腎臓、腹膜灌流又は持続緩徐式血液濾過を同一日に実施した場合は、主たるものの所定

点数のみにより算定する。 

(６) 「注１」の加算を算定する場合は、区分番号「Ａ０００」初診料の注９及び区分番号「Ａ０

０１」再診料の注７に掲げる夜間・早朝等加算は算定しない。 

(７) 持続緩徐式血液濾過を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了

した時間が午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に持続緩徐式血液濾

過を開始し、12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。 

(８) 妊娠中の患者以外の患者に対し、持続緩徐式血液濾過と人工腎臓を併せて１月に 15 回以上

実施した場合（持続緩徐式血液濾過のみを 15 回以上実施した場合を含む。）は、15 回目以降

の持続緩徐式血液濾過又は人工腎臓は算定できない。ただし、薬剤料又は特定保険医療材料料

は別に算定できる。 

 Ｊ０３９ 血漿交換療法 

(１) 血漿交換療法は、多発性骨髄腫、マクログロブリン血症、劇症肝炎、薬物中毒、重症筋無力

症、悪性関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、血栓性血小板減少性紫斑病、重度血液型不

適合妊娠、術後肝不全、急性肝不全、多発性硬化症、慢性炎症性脱髄性多発根神経炎、ギラン

・バレー症候群、天疱瘡、類天疱瘡、巣状糸球体硬化症、抗糸球体基底膜抗体（抗ＧＢＭ抗体）

型急速進行性糸球体腎炎、抗白血球細胞質抗体（ＡＮＣＡ）型急速進行性糸球体腎炎、溶血性

尿毒症症候群、家族性高コレステロール血症、閉塞性動脈硬化症、中毒性表皮壊死症、川崎病、

スティーヴンス・ジョンソン症候群若しくはインヒビターを有する血友病の患者、ＡＢＯ血液

型不適合間若しくは抗リンパ球抗体陽性の同種腎移植、ＡＢＯ血液型不適合間若しくは抗リン

パ球抗体陽性の同種肝移植又は慢性Ｃ型ウイルス肝炎の患者に対して、遠心分離法等により血
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漿と血漿以外とを分離し、二重濾過法、血漿吸着法等により有害物質等を除去する療法（血漿

浄化法）を行った場合に算定できるものであり、必ずしも血漿補充を要しない。 

(２) 当該療法の対象となる多発性骨髄腫、マクログロブリン血症の実施回数は、一連につき週１

回を限度として３月間に限って算定する。 

(３) 当該療法の対象となる劇症肝炎については、ビリルビン及び胆汁酸の除去を目的に行われる

場合であり、当該療法の実施回数は、一連につき概ね 10 回を限度として算定する。 

(４) 当該療法の対象となる薬物中毒の実施回数は、一連につき概ね８回を限度として算定する。 

(５) 当該療法の対象となる重症筋無力症については、発病後５年以内で重篤な症状悪化傾向のあ

る場合、又は胸腺摘出術や副腎皮質ホルモン剤に対して十分奏効しない場合に限り、当該療法

の実施回数は、一連につき月７回を限度として３月間に限って算定する。 

(６) 当該療法の対象となる悪性関節リウマチについては、都道府県知事によって特定疾患医療受

給者と認められた者であって、血管炎により高度の関節外症状（難治性下腿潰瘍、多発性神経

炎及び腸間膜動脈血栓症による下血等）を呈し、従来の治療法では効果の得られない者に限り、

当該療法の実施回数は、週１回を限度として算定する。 

(７) 当該療法の対象となる全身性エリテマトーデスについては、次のいずれにも該当する者に限

り、当該療法の実施回数は、月４回を限度として算定する。なお、測定した血清補体価、補体

蛋白の値又は抗ＤＮＡ抗体の値を診療録に記載する。 

ア 都道府県知事によって特定疾患医療受給者と認められた者 

イ 血清補体価（ＣＨ５０）の値が 20 単位以下、補体蛋白（Ｃ３）の値が 40mg/dＬ以下及び抗

ＤＮＡ抗体の値が著しく高く、ステロイド療法が無効又は臨床的に不適当な者 

ウ 急速進行性糸球体腎炎（ＲＰＧＮ）又は中枢神経性ループス（ＣＮＳループス）と診断さ

れた者 

(８) 当該療法の対象となる血栓性血小板減少性紫斑病の患者に実施する場合は、当該療法の開始

後１月を上限として、原則として血小板数が 15 万/μL 以上となった日の２日後まで算定でき

る。ただし、血小板数が 15 万/μL 以上となった後１月以内に血栓性血小板減少性紫斑病が再

燃した場合等、医学的な必要性により別途実施する場合には、診療録及び診療報酬明細書の摘

要欄にその理由及び医学的な必要性を記載すること。 

(９) 当該療法の対象となる重度血液型不適合妊娠とは、Ｒｈ式血液型不適合妊娠による胎内胎児

仮死又は新生児黄疸の既往があり、かつ、間接クームス試験が妊娠 20 週未満にあっては 64 倍

以上、妊娠 20 週以上にあっては 128 倍以上であるものをいう。  

(10) 当該療法の対象となる術後肝不全については、手術後に発症した肝障害（外科的閉塞性機序

によるものを除く。）のうち次のいずれにも該当する場合に限り、当該療法の実施回数は、一

連につき概ね７回を限度として算定する。 

ア 総ビリルビン値が５mg/dＬ以上で、かつ、持続的に上昇を認める場合 

イ へパプラスチンテスト（ＨＰＴ）40％以下又は Coma Grade Ⅱ以上の条件のうち２項目以

上を有する場合 

(11) 当該療法の対象となる急性肝不全については、プロトロンビン時間、昏睡の程度、総ビリル

ビン及びヘパプラスチンテスト等の所見から劇症肝炎又は術後肝不全と同程度の重症度を呈す

るものと判断できる場合に限り、当該療法の実施回数は、一連につき概ね７回を限度として算

定する。 
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(12) 当該療法の対象となる多発性硬化症、慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の実施回数は、一連に

つき月７回を限度として３月間に限って算定する。 

(13) 当該療法の対象となるギラン・バレー症候群については、Hughes の重症度分類で４度以上の

場合に限り、当該療法の実施回数は、一連につき月７回を限度として、３月間に限って算定す

る。 

(14) 当該療法の対象となる天疱瘡、類天疱瘡については、診察及び検査の結果、診断の確定した

もののうち他の治療法で難治性のもの又は合併症や副作用でステロイドの大量投与ができない

ものに限り、当該療法の実施回数は、一連につき週２回を限度として、３月間に限って算定す

る。ただし、３月間治療を行った後であっても重症度が中等度以上（厚生省特定疾患調査研究

班の天疱瘡スコア）の天疱瘡の患者については、さらに３月間に限って算定する。 

(15) 当該療法の対象となる巣状糸球体硬化症は、従来の薬物療法では効果が得られず、ネフロー

ゼ状態を持続し、血清コレステロール値が 250mg/dＬ以下に下がらない場合であり、当該療法

の実施回数は、一連につき３月間に限って 12 回を限度として算定する。 

(16)  当該療法の対象となる抗糸球体基底膜抗体（抗ＧＢＭ抗体）型急速進行性糸球体腎炎は、急

速進行性糸球体腎炎（ＲＰＧＮ）と診断された患者のうち、抗糸球体基底膜抗体（抗ＧＢＭ抗

体）が陽性であった患者について、一連につき２クールを限度として行い、１クール（２週間

に限る。）につき７回を限度として算定する。 

(17) 当該療法の対象となる家族性高コレステロール血症については、次のいずれかに該当する者

のうち、黄色腫を伴い、負荷心電図及び血管撮影により冠状動脈硬化が明らかな場合であり、

維持療法としての当該療法の実施回数は週１回を限度として算定する。 

ア 空腹時定常状態の血清ＬＤＬコレステロール値が 370mg/dＬを超えるホモ接合体の者 

イ 薬物療法を行っても血清ＬＤＬコレステロール値が 170mg/dＬ以下に下がらないヘテロ接

合体の者 

(18) 当該療法の対象となる閉塞性動脈硬化症については、次のいずれにも該当する者に限り、当

該療法の実施回数は、一連につき３月間に限って 10 回を限度として算定する。 

ア フォンテイン分類Ⅱ度以上の症状を呈する者 

イ 薬物療法で血中総コレステロール値 220mg/dＬ又はＬＤＬコレステロール値 140mg/dＬ以

下に下がらない高コレステロール血症の者 

ウ 膝窩動脈以下の閉塞又は広範な閉塞部位を有する等外科的治療が困難で、かつ従来の薬物

療法では十分な効果を得られない者 

(19) 当該療法の対象となる中毒性表皮壊死症又はスティーヴンス・ジョンソン症候群の実施回数

は、一連につき８回を限度として算定する。 

(20) 当該療法の対象となるインヒビターを有する血友病は、インヒビター力価が５ベセスダ単位

以上の場合に限り算定する。 

(21)  当該療法の対象となる同種腎移植又は同種肝移植は、二重濾過法により、ＡＢＯ血液型不適

合間の同種腎移植若しくは同種肝移植を実施する場合又はリンパ球抗体陽性の同種腎移植若し

くは同種肝移植を実施する場合に限り、当該療法の実施回数は一連につき術前は４回を限度と

し、術後は２回を限度として算定する。 

(22) 当該療法の対象となる慢性Ｃ型ウイルス肝炎は、セログループ１（ジェノタイプⅡ（lb））

型であり、直近のインターフェロン療法を施行した後、血液中の HCV RNA 量が 100KIU/mL 以上
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のものとする。なお、当該療法の実施回数は、直近のインターフェロン療法より、５回を限度

として算定する（ただしインターフェロン療法に先行して当該療法を行った場合に限る。）。 

(23)  当該療法の対象となる川崎病は、免疫グロブリン療法、ステロイドパルス療法又は好中球エ

ラスターゼ阻害薬投与療法が無効な場合又は適応とならない場合に限り、一連につき６回を限

度として算定する。 

(24) 当該療法の対象となる溶血性尿毒症症候群の実施回数は一連につき 21 回を限度として算定

する。 

(25) 当該療法の対象となる抗白血球細胞質抗体（ＡＮＣＡ）型急速進行性糸球体腎炎は、急速進

行性糸球体腎炎（ＲＰＧＮ）と診断された患者のうち、抗白血球細胞質抗体（ＡＮＣＡ）が陽

性であった患者について、一連につき２クールを限度として行い、１クール（２週間に限る。）

につき７回を限度として算定する。 

(26) 血漿交換療法を行う回数は、個々の症例に応じて臨床症状の改善状況、諸検査の結果の評価

等を勘案した妥当適切な範囲であること。 

(27) 本療法を実施した場合は、診療報酬明細書の摘要欄に一連の当該療法の初回実施日及び初回

からの通算実施回数（当該月に実施されたものも含む。）を記載する。 

(28) 血漿交換療法を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了した時

間が午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に血漿交換療法を開始し、

12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。  

Ｊ０４０ 局所灌流 

(１) 開始日の翌日以降に行ったものについては、区分番号「Ｊ０００」創傷処置における手術後

の患者に対するものに準じて算定する。 

(２) 局所灌流を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了した時間が

午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に局所灌流を開始し、12 時間以

上継続して行った場合は、２日として算定する。 

 Ｊ０４１ 吸着式血液浄化法 

(１) 吸着式血液浄化法は、肝性昏睡又は薬物中毒の患者に限り算定できる。 

(２) エンドトキシン選択除去用吸着式血液浄化法において、18 歳以上の患者にあっては、次のい

ずれにも該当する患者に対して行った場合に、区分番号「Ｊ０４１」吸着式血液浄化法により

算定する。 

ア エンドトキシン血症が強く疑われる状態であり、次のいずれかの項目に該当するもの。な

お、診療報酬明細書の摘要欄に①から③までのいずれかの要件を満たす医学的根拠について

記載すること。 

① 細菌感染症を疑ってから当該治療が終了するまでに、エンドトキシン選択除去用吸着式

血液浄化法の開始前までに行った区分番号「Ｄ０１８」細菌培養同定検査の「３」血液又

は穿刺液血液（血液に限る。）において、グラム陰性桿菌の陽性が確認されている場合。 

② 細菌感染症を疑ってから当該治療が終了するまでに、他の保険医療機関においてグラム

陰性桿菌の感染が疑われ抗菌薬投与が行われていたことが証明されている患者であって、

当該医療機関において初回に実施した区分番号「Ｄ０１８」細菌培養同定検査の「３」血

液又は穿刺液血液（血液に限る。）が陰性である場合。 

③ 細菌感染症を疑ってから当該治療が終了するまでに、当該医療機関において初回に実施
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(12) 当該療法の対象となる多発性硬化症、慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の実施回数は、一連に

つき月７回を限度として３月間に限って算定する。 

(13) 当該療法の対象となるギラン・バレー症候群については、Hughes の重症度分類で４度以上の

場合に限り、当該療法の実施回数は、一連につき月７回を限度として、３月間に限って算定す

る。 

(14) 当該療法の対象となる天疱瘡、類天疱瘡については、診察及び検査の結果、診断の確定した

もののうち他の治療法で難治性のもの又は合併症や副作用でステロイドの大量投与ができない

ものに限り、当該療法の実施回数は、一連につき週２回を限度として、３月間に限って算定す

る。ただし、３月間治療を行った後であっても重症度が中等度以上（厚生省特定疾患調査研究

班の天疱瘡スコア）の天疱瘡の患者については、さらに３月間に限って算定する。 

(15) 当該療法の対象となる巣状糸球体硬化症は、従来の薬物療法では効果が得られず、ネフロー

ゼ状態を持続し、血清コレステロール値が 250mg/dＬ以下に下がらない場合であり、当該療法

の実施回数は、一連につき３月間に限って 12 回を限度として算定する。 

(16)  当該療法の対象となる抗糸球体基底膜抗体（抗ＧＢＭ抗体）型急速進行性糸球体腎炎は、急

速進行性糸球体腎炎（ＲＰＧＮ）と診断された患者のうち、抗糸球体基底膜抗体（抗ＧＢＭ抗

体）が陽性であった患者について、一連につき２クールを限度として行い、１クール（２週間

に限る。）につき７回を限度として算定する。 

(17) 当該療法の対象となる家族性高コレステロール血症については、次のいずれかに該当する者

のうち、黄色腫を伴い、負荷心電図及び血管撮影により冠状動脈硬化が明らかな場合であり、

維持療法としての当該療法の実施回数は週１回を限度として算定する。 

ア 空腹時定常状態の血清ＬＤＬコレステロール値が 370mg/dＬを超えるホモ接合体の者 

イ 薬物療法を行っても血清ＬＤＬコレステロール値が 170mg/dＬ以下に下がらないヘテロ接

合体の者 

(18) 当該療法の対象となる閉塞性動脈硬化症については、次のいずれにも該当する者に限り、当

該療法の実施回数は、一連につき３月間に限って 10 回を限度として算定する。 

ア フォンテイン分類Ⅱ度以上の症状を呈する者 

イ 薬物療法で血中総コレステロール値 220mg/dＬ又はＬＤＬコレステロール値 140mg/dＬ以

下に下がらない高コレステロール血症の者 

ウ 膝窩動脈以下の閉塞又は広範な閉塞部位を有する等外科的治療が困難で、かつ従来の薬物

療法では十分な効果を得られない者 

(19) 当該療法の対象となる中毒性表皮壊死症又はスティーヴンス・ジョンソン症候群の実施回数

は、一連につき８回を限度として算定する。 

(20) 当該療法の対象となるインヒビターを有する血友病は、インヒビター力価が５ベセスダ単位

以上の場合に限り算定する。 

(21)  当該療法の対象となる同種腎移植又は同種肝移植は、二重濾過法により、ＡＢＯ血液型不適

合間の同種腎移植若しくは同種肝移植を実施する場合又はリンパ球抗体陽性の同種腎移植若し

くは同種肝移植を実施する場合に限り、当該療法の実施回数は一連につき術前は４回を限度と

し、術後は２回を限度として算定する。 

(22) 当該療法の対象となる慢性Ｃ型ウイルス肝炎は、セログループ１（ジェノタイプⅡ（lb））

型であり、直近のインターフェロン療法を施行した後、血液中の HCV RNA 量が 100KIU/mL 以上
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のものとする。なお、当該療法の実施回数は、直近のインターフェロン療法より、５回を限度

として算定する（ただしインターフェロン療法に先行して当該療法を行った場合に限る。）。 

(23)  当該療法の対象となる川崎病は、免疫グロブリン療法、ステロイドパルス療法又は好中球エ

ラスターゼ阻害薬投与療法が無効な場合又は適応とならない場合に限り、一連につき６回を限

度として算定する。 

(24) 当該療法の対象となる溶血性尿毒症症候群の実施回数は一連につき 21 回を限度として算定

する。 

(25) 当該療法の対象となる抗白血球細胞質抗体（ＡＮＣＡ）型急速進行性糸球体腎炎は、急速進

行性糸球体腎炎（ＲＰＧＮ）と診断された患者のうち、抗白血球細胞質抗体（ＡＮＣＡ）が陽

性であった患者について、一連につき２クールを限度として行い、１クール（２週間に限る。）

につき７回を限度として算定する。 

(26) 血漿交換療法を行う回数は、個々の症例に応じて臨床症状の改善状況、諸検査の結果の評価

等を勘案した妥当適切な範囲であること。 

(27) 本療法を実施した場合は、診療報酬明細書の摘要欄に一連の当該療法の初回実施日及び初回

からの通算実施回数（当該月に実施されたものも含む。）を記載する。 

(28) 血漿交換療法を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了した時

間が午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に血漿交換療法を開始し、

12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。  

Ｊ０４０ 局所灌流 

(１) 開始日の翌日以降に行ったものについては、区分番号「Ｊ０００」創傷処置における手術後

の患者に対するものに準じて算定する。 

(２) 局所灌流を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了した時間が

午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に局所灌流を開始し、12 時間以

上継続して行った場合は、２日として算定する。 

 Ｊ０４１ 吸着式血液浄化法 

(１) 吸着式血液浄化法は、肝性昏睡又は薬物中毒の患者に限り算定できる。 

(２) エンドトキシン選択除去用吸着式血液浄化法において、18 歳以上の患者にあっては、次のい

ずれにも該当する患者に対して行った場合に、区分番号「Ｊ０４１」吸着式血液浄化法により

算定する。 

ア エンドトキシン血症が強く疑われる状態であり、次のいずれかの項目に該当するもの。な

お、診療報酬明細書の摘要欄に①から③までのいずれかの要件を満たす医学的根拠について

記載すること。 

① 細菌感染症を疑ってから当該治療が終了するまでに、エンドトキシン選択除去用吸着式

血液浄化法の開始前までに行った区分番号「Ｄ０１８」細菌培養同定検査の「３」血液又

は穿刺液血液（血液に限る。）において、グラム陰性桿菌の陽性が確認されている場合。 

② 細菌感染症を疑ってから当該治療が終了するまでに、他の保険医療機関においてグラム

陰性桿菌の感染が疑われ抗菌薬投与が行われていたことが証明されている患者であって、

当該医療機関において初回に実施した区分番号「Ｄ０１８」細菌培養同定検査の「３」血

液又は穿刺液血液（血液に限る。）が陰性である場合。 

③ 細菌感染症を疑ってから当該治療が終了するまでに、当該医療機関において初回に実施

（ ）（ ） 535534

２
－
⑼　
処　
置



 - 438 - 

した区分番号「Ｄ０１８」細菌培養同定検査の「３」血液又は穿刺液血液（血液に限る。）

が陰性であるものの、グラム陰性桿菌による敗血症性ショックであることが区分番号「Ｄ

０１８」細菌培養同定検査の「３」血液又は穿刺液血液（血液に限る。）以外の細菌培養

同定検査において強く疑われ、日本救急医学会急性期 DIC 診断基準が４点以上の場合又は

これに準ずる場合。 

イ 次のいずれも満たすもの。なお、診療報酬明細書の摘要欄に①及び②の要件を満たす医学的

根拠について記載すること。 

① 「日本版敗血症診療ガイドライン 2016」に基づき、quick SOFA で２項目以上の項目を

満たし、敗血症を疑った時から臓器障害評価を行った間で，総 SOFAスコアの 2点以上の上

昇を認めること。 

② 適切な輸液負荷にもかかわらず，平均血圧 ≧ 65 mmHg を維持するために循環作動薬を

必要とし，かつ血清乳酸値 ＞ 2 mmol/L（18 mg/dL）を認めること。 

(３) エンドトキシン選択除去用吸着式血液浄化法において、１８歳未満の患者にあっては、エン

ドトキシン血症であるもの又はグラム陰性菌感染症が疑われるものであって、細菌感染症を疑

ってから当該治療が終了するまでの期間におけるエンドトキシン選択除去用吸着式血液浄化法

の開始前の時点で、「日本版敗血症診療ガイドライン 2016」における小児 SIRS 診断基準をみ

たすこと。 

(４) 吸着式血液浄化法を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了し

た時間が午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に吸着式血液浄化法を

開始し、12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。 

 Ｊ０４１－２ 血球成分除去療法 

(１) 血球成分除去療法（吸着式及び遠心分離式を含む。）は、潰瘍性大腸炎、関節リウマチ（吸

着式のみ。）、クローン病、膿疱性乾癬又は関節症性乾癬患者に対して次のアからオまでのと

おり実施した場合に算定できる。  

ア 潰瘍性大腸炎の重症・劇症患者及び難治性患者（厚生省特定疾患難治性炎症性腸管障害調

査研究班の診断基準）に対しては、活動期の病態の改善及び緩解導入を目的として行った場

合に限り算定できる。 

なお、当該療法の実施回数は、一連につき 10 回を限度として算定する。ただし、劇症患

者については、11 回を限度として算定できる。 

イ 薬物療法に抵抗する関節リウマチ患者に対しては、臨床症状改善を目的として行った場合

に限り、一連の治療につき１クールを限度として行い、１クールにつき週１回を限度として、

５週間に限って算定できる。なお、当該療法の対象となる関節リウマチ患者は、活動性が高

く薬物療法に抵抗する関節リウマチ患者又は発熱などの全身症状と多関節の激しい滑膜炎を

呈し薬物療法に抵抗する急速進行型関節リウマチ患者であって、以下の２項目を満たすもの

である。 

(イ) 腫脹関節数 ６カ所以上 

(ロ) ＥＳＲ５０mm/h 以上又はＣＲＰ３mg/dＬ以上 

ウ 栄養療法及び既存の薬物療法が無効又は適用できない、大腸の病変に起因する明らかな臨

床症状が残る中等症から重症の活動期クローン病患者に対しては、緩解導入を目的として行

った場合に限り算定できる。 
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 なお、当該療法の実施回数は、一連の治療につき 10 回を限度として算定する。 

エ 薬物療法が無効又は適用できない、中等症以上の膿疱性乾癬患者（厚生労働省難治性疾患

克服研究事業稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究班の診断基準）に対しては、臨床症状の

改善を目的として行った場合に限り、一連の治療につき１クールを限度として行い、１クー

ルにつき週１回を限度として、５週間に限って算定できる。 

オ 関連学会のガイドラインに準拠した既存の薬物療法が無効又は適用できない関節症性乾癬

患者に対しては、臨床症状の改善を目的として行った場合に限り、一連の治療につき２クー

ルを限度として算定する。なお、当該療法の実施回数は、１クールにつき週１回を限度とし

て、５週間に限って算定する。ただし、1 クール終了時に治療に対する効果を判定し、無効

と判断されれば中止すること。 

(２) 本療法を実施した場合は、診療報酬明細書の摘要欄に一連の当該療法の初回実施日及び初回

からの通算実施回数（当該月に実施されたものも含む。）を記載する。 

(３)  血球成分除去療法を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了し

た時間が午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に血球成分除去療法を

開始し、12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。 

 Ｊ０４２ 腹膜灌流 

(１) 腹膜灌流における導入期とは、継続して連続携行式腹膜灌流を実施する必要があると判断さ

れ、当該処置の開始日より 14 日間をいうものであり、再開の場合には算定できない。 

(２) 区分番号「Ｃ１０２」に掲げる在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定する患者に対して「１連

続携行式腹膜灌流」を行った場合には、区分番号「Ｊ０３８」人工腎臓の実施回数と併せて週

１回を限度として算定できる。それを超えた回数を実施した場合は、薬剤料及び特定保険医療

材料料に限り算定できる。 

(３) 人工腎臓、腹膜灌流又は持続緩徐式血液濾過を同一日に実施した場合は、主たるものの所定

点数のみにより算定する。 

 Ｊ０４３ 新生児高ビリルビン血症に対する光線療法 

疾病、部位又は部位数にかかわらず１日につき所定点数により算定する。 

 Ｊ０４３－２ 瀉血療法 

瀉血療法は、真性多血症、続発性多血症又はインターフェロンや肝庇護療法に抵抗性のあるＣ型

慢性肝炎に対して行った場合に算定する。 

 Ｊ０４３－３ ストーマ処置 

(１)  ストーマ処置は、消化器ストーマ又は尿路ストーマに対して行った場合に算定する。 

(２)  ストーマ処置には、装具の交換の費用は含まれるが、装具の費用は含まない。    

(３) 区分番号「Ｃ１０９」に掲げる在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これ

に係る薬剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）

については、ストーマ処置の費用は算定できない。 

Ｊ０４３－４ 経管栄養・薬剤投与用カテーテル交換法 

(１) 経管栄養・薬剤投与用カテーテル交換法は、胃瘻カテーテル又は経皮経食道胃管カテーテル

について、十分に安全管理に留意し、経管栄養・薬剤投与用カテーテル交換後の確認を画像診

断又は内視鏡等を用いて行った場合に限り算定する。なお、その際行われる画像診断及び内視

鏡等の費用は、当該点数の算定日にのみ、１回に限り算定する。 
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した区分番号「Ｄ０１８」細菌培養同定検査の「３」血液又は穿刺液血液（血液に限る。）

が陰性であるものの、グラム陰性桿菌による敗血症性ショックであることが区分番号「Ｄ

０１８」細菌培養同定検査の「３」血液又は穿刺液血液（血液に限る。）以外の細菌培養

同定検査において強く疑われ、日本救急医学会急性期 DIC 診断基準が４点以上の場合又は

これに準ずる場合。 

イ 次のいずれも満たすもの。なお、診療報酬明細書の摘要欄に①及び②の要件を満たす医学的

根拠について記載すること。 

① 「日本版敗血症診療ガイドライン 2016」に基づき、quick SOFA で２項目以上の項目を

満たし、敗血症を疑った時から臓器障害評価を行った間で，総 SOFAスコアの 2点以上の上

昇を認めること。 

② 適切な輸液負荷にもかかわらず，平均血圧 ≧ 65 mmHg を維持するために循環作動薬を

必要とし，かつ血清乳酸値 ＞ 2 mmol/L（18 mg/dL）を認めること。 

(３) エンドトキシン選択除去用吸着式血液浄化法において、１８歳未満の患者にあっては、エン

ドトキシン血症であるもの又はグラム陰性菌感染症が疑われるものであって、細菌感染症を疑

ってから当該治療が終了するまでの期間におけるエンドトキシン選択除去用吸着式血液浄化法

の開始前の時点で、「日本版敗血症診療ガイドライン 2016」における小児 SIRS 診断基準をみ

たすこと。 

(４) 吸着式血液浄化法を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了し

た時間が午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に吸着式血液浄化法を

開始し、12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。 

 Ｊ０４１－２ 血球成分除去療法 

(１) 血球成分除去療法（吸着式及び遠心分離式を含む。）は、潰瘍性大腸炎、関節リウマチ（吸

着式のみ。）、クローン病、膿疱性乾癬又は関節症性乾癬患者に対して次のアからオまでのと

おり実施した場合に算定できる。  

ア 潰瘍性大腸炎の重症・劇症患者及び難治性患者（厚生省特定疾患難治性炎症性腸管障害調

査研究班の診断基準）に対しては、活動期の病態の改善及び緩解導入を目的として行った場

合に限り算定できる。 

なお、当該療法の実施回数は、一連につき 10 回を限度として算定する。ただし、劇症患

者については、11 回を限度として算定できる。 

イ 薬物療法に抵抗する関節リウマチ患者に対しては、臨床症状改善を目的として行った場合

に限り、一連の治療につき１クールを限度として行い、１クールにつき週１回を限度として、

５週間に限って算定できる。なお、当該療法の対象となる関節リウマチ患者は、活動性が高

く薬物療法に抵抗する関節リウマチ患者又は発熱などの全身症状と多関節の激しい滑膜炎を

呈し薬物療法に抵抗する急速進行型関節リウマチ患者であって、以下の２項目を満たすもの

である。 

(イ) 腫脹関節数 ６カ所以上 

(ロ) ＥＳＲ５０mm/h 以上又はＣＲＰ３mg/dＬ以上 

ウ 栄養療法及び既存の薬物療法が無効又は適用できない、大腸の病変に起因する明らかな臨

床症状が残る中等症から重症の活動期クローン病患者に対しては、緩解導入を目的として行

った場合に限り算定できる。 
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 なお、当該療法の実施回数は、一連の治療につき 10 回を限度として算定する。 

エ 薬物療法が無効又は適用できない、中等症以上の膿疱性乾癬患者（厚生労働省難治性疾患

克服研究事業稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究班の診断基準）に対しては、臨床症状の

改善を目的として行った場合に限り、一連の治療につき１クールを限度として行い、１クー

ルにつき週１回を限度として、５週間に限って算定できる。 

オ 関連学会のガイドラインに準拠した既存の薬物療法が無効又は適用できない関節症性乾癬

患者に対しては、臨床症状の改善を目的として行った場合に限り、一連の治療につき２クー

ルを限度として算定する。なお、当該療法の実施回数は、１クールにつき週１回を限度とし

て、５週間に限って算定する。ただし、1 クール終了時に治療に対する効果を判定し、無効

と判断されれば中止すること。 

(２) 本療法を実施した場合は、診療報酬明細書の摘要欄に一連の当該療法の初回実施日及び初回

からの通算実施回数（当該月に実施されたものも含む。）を記載する。 

(３)  血球成分除去療法を夜間に開始した場合とは、午後６時以降に開始した場合をいい、終了し

た時間が午前０時以降であっても、１日として算定する。ただし、夜間に血球成分除去療法を

開始し、12 時間以上継続して行った場合は、２日として算定する。 

 Ｊ０４２ 腹膜灌流 

(１) 腹膜灌流における導入期とは、継続して連続携行式腹膜灌流を実施する必要があると判断さ

れ、当該処置の開始日より 14 日間をいうものであり、再開の場合には算定できない。 

(２) 区分番号「Ｃ１０２」に掲げる在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定する患者に対して「１連

続携行式腹膜灌流」を行った場合には、区分番号「Ｊ０３８」人工腎臓の実施回数と併せて週

１回を限度として算定できる。それを超えた回数を実施した場合は、薬剤料及び特定保険医療

材料料に限り算定できる。 

(３) 人工腎臓、腹膜灌流又は持続緩徐式血液濾過を同一日に実施した場合は、主たるものの所定

点数のみにより算定する。 

 Ｊ０４３ 新生児高ビリルビン血症に対する光線療法 

疾病、部位又は部位数にかかわらず１日につき所定点数により算定する。 

 Ｊ０４３－２ 瀉血療法 

瀉血療法は、真性多血症、続発性多血症又はインターフェロンや肝庇護療法に抵抗性のあるＣ型

慢性肝炎に対して行った場合に算定する。 

 Ｊ０４３－３ ストーマ処置 

(１)  ストーマ処置は、消化器ストーマ又は尿路ストーマに対して行った場合に算定する。 

(２)  ストーマ処置には、装具の交換の費用は含まれるが、装具の費用は含まない。    

(３) 区分番号「Ｃ１０９」に掲げる在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これ

に係る薬剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）

については、ストーマ処置の費用は算定できない。 

Ｊ０４３－４ 経管栄養・薬剤投与用カテーテル交換法 

(１) 経管栄養・薬剤投与用カテーテル交換法は、胃瘻カテーテル又は経皮経食道胃管カテーテル

について、十分に安全管理に留意し、経管栄養・薬剤投与用カテーテル交換後の確認を画像診

断又は内視鏡等を用いて行った場合に限り算定する。なお、その際行われる画像診断及び内視

鏡等の費用は、当該点数の算定日にのみ、１回に限り算定する。 
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(２) 薬剤投与を目的として胃瘻カテーテルの交換を行った場合は、レボドパ・カルビドパ水和物

製剤を投与する目的の場合に限り算定する。 

Ｊ０４３－５ 尿路ストーマカテーテル交換法 

尿路ストーマカテーテル交換法は、十分に安全管理に留意し、尿路ストーマカテーテル交換後の

確認について画像診断等を用いて行った場合に限り算定する。なお、その際行われる画像診断等の

費用は、当該点数の算定日に限り、１回に限り算定する。 

Ｊ０４３－６ 人工膵臓療法 

(１) 人工膵臓療法は、糖尿病患者の治療に際して、周術期における血糖コントロール等を目的と

して、血管内に留置した二重腔カテーテルから吸引した血中のグルコース値を連続して測定し、

持続的な血糖管理を行った場合に算定できる。  

(２) 算定の対象となる患者は、次の療養が必要な糖尿病等の患者であって、医師が人工膵臓療法

以外による血糖調整が困難であると認めたものである。  

ア 高血糖時（糖尿病性昏睡等）における救急的治療  

イ 手術、外傷及び分娩時の血糖管理  

ウ インスリン産生腫瘍摘出術の術前、術後の血糖管理  

(３) 人工膵臓療法と同一日に行った血中グルコース測定は別に算定できない。  

(４) 穿刺部位のガーゼ交換等の処置料及び材料料は別に算定できない。 

(５) 人工膵臓療法を４日以上実施した場合の費用は、３日目までの所定点数に含まれ別に算定で

きない。 

Ｊ０４３－７ 経会陰的放射線治療用材料局所注入 

区分番号「Ｍ００１」に掲げる体外照射、区分番号「Ｍ００１－２」に掲げるガンマナイフによ

る定位放射線治療、区分番号「Ｍ００１－３」に掲げる直線加速器による放射線治療（一連につ

き）、区分番号「Ｍ００１－４」に掲げる粒子線治療（一連につき）又は区分番号「Ｍ００４」に

掲げる密封小線源治療（一連につき）を行うに当たりハイドロゲル型の放射線治療用合成吸収性材

料を用いた場合に限り算定する。 

（救急処置） 

 Ｊ０４４ 救命のための気管内挿管 

(１) 救命のための気管内挿管は、救命救急処置として特に設けられたものであり、検査若しくは

麻酔のため挿管する場合又は既に挿管している気管内チューブを交換する場合は算定できない。 

(２) 救命のための気管内挿管に併せて、人工呼吸を行った場合は、区分番号「Ｊ０４５」人工呼

吸の所定点数を合わせて算定できる。 

Ｊ０４４－２ 体表面ペーシング法又は食道ペーシング法 

救急処置として体表面ペーシング法又は食道ペーシング法を行った場合に算定する。 

 Ｊ０４５ 人工呼吸 

(１) 胸部手術後肺水腫を併発し、応急処置として閉鎖循環式麻酔器による無水アルコールの吸入

療法を行った場合は、人工呼吸の所定点数により算定し、これに要した無水アルコールの費用

については区分番号「Ｊ３００」薬剤により算定する。 

(２) 呼吸心拍監視、新生児心拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハートスコープ）、カルジオタ

コスコープ、経皮的動脈血酸素飽和度測定又は非観血的連続血圧測定を同一日に行った場合は、

これらに係る費用は人工呼吸の所定点数に含まれる。 
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(３) 喀痰吸引、干渉低周波去痰器による喀痰排出、酸素吸入及び突発性難聴に対する酸素療法の

費用は、所定点数に含まれる。 

(４) 閉鎖循環式麻酔装置による人工呼吸及びマイクロアダプター（人工蘇生器）を使用して、酸

素吸入を施行した場合は、実施時間に応じて人工呼吸の所定点数により算定する。また、ガス

中毒患者に対して、閉鎖循環式麻酔器を使用し、気管内挿管下に酸素吸入を行った場合も同様

とする。なお、この場合、酸素吸入の費用は人工呼吸の所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(５) 気管内挿管下に閉鎖循環式麻酔器による酸素加圧により、肺切除術後の膨張不全に対して肺

膨張を図った場合は、実施時間に応じて人工呼吸の所定点数により算定する。 

(６) 閉鎖循環式麻酔装置による人工呼吸を手術直後に引き続いて行う場合には、区分番号「Ｌ０

０８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔の所定点数に含まれ、別に算定できな

い。また、半閉鎖式循環麻酔器による人工呼吸についても、閉鎖循環式麻酔装置による人工呼

吸と同様の取扱いとする。 

(７) 新生児の呼吸障害に対する補助呼吸装置による持続陽圧呼吸法（ＣＰＡＰ）及び間歇的強制

呼吸法（ＩＭＶ）を行った場合は、実施時間に応じて人工呼吸の所定点数により算定する。 

(８) 鼻マスク式人工呼吸器を用いた場合は、ＰａＯ２／ＦＩＯ２が 300mmHg 以下又はＰａＣＯ２が

45mmHg 以上の急性呼吸不全の場合に限り人工呼吸に準じて算定する。 

(９) 区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導管理料を算定している患者（これに係る在宅療養指

導管理材料加算のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又

は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）については、人工

呼吸の費用は算定できない。 

Ｊ０４５－２ 一酸化窒素吸入療法 

(１) 新生児の肺高血圧を伴う低酸素性呼吸不全の改善を目的として本療法を行った場合は、「１」

により算定する。この場合、開始時刻より通算して 96 時間を限度として、一酸化窒素ガス加

算を加算でき、本療法の終了日に算定する。ただし、医学的根拠に基づきこの限度を超えて算

定する場合は、さらに 48 時間を限度として算定でき、診療報酬明細書の摘要欄にその理由及

び医学的な根拠を詳細に記載すること。 

(２) 心臓手術又は先天性横隔膜ヘルニアの周術期における肺高血圧の改善を目的として一酸化窒

素吸入療法を行った場合は、「２」により算定する。この場合、開始時刻より通算して 168 時

間を限度として、一酸化窒素ガス加算を加算でき、本療法の終了日に算定するが、56 時間を超

えて本療法を実施する場合は、症状に応じて離脱の可能性について検討し、その検討結果を診

療録に記録すること。ただし、医学的根拠に基づき 168 時間を超えて算定する場合は、さらに

48 時間を限度として算定でき、診療報酬明細書の摘要欄にその理由及び医学的な根拠を詳細に

記載すること。 

(３) (１)及び(２)の開始時刻とは一酸化窒素供給装置を人工呼吸器と接続し、一酸化窒素の供給

を開始した時刻を指し、本療法を実施した場合は、同時刻を診療報酬明細書の摘要欄に記載す

ること。 

(４) (１)又は(２)と呼吸心拍監視、新生児心拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハートスコー

プ）、カルジオタコスコープ、経皮的動脈血酸素飽和度測定又は非観血的連続血圧測定を同一

日に行った場合は、これらに係る費用は一酸化窒素吸入療法の所定点数に含まれる。 

(５) 喀痰吸引、干渉低周波去痰器による喀痰排出、酸素吸入及び突発性難聴に対する酸素療法の
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(２) 薬剤投与を目的として胃瘻カテーテルの交換を行った場合は、レボドパ・カルビドパ水和物

製剤を投与する目的の場合に限り算定する。 

Ｊ０４３－５ 尿路ストーマカテーテル交換法 

尿路ストーマカテーテル交換法は、十分に安全管理に留意し、尿路ストーマカテーテル交換後の

確認について画像診断等を用いて行った場合に限り算定する。なお、その際行われる画像診断等の

費用は、当該点数の算定日に限り、１回に限り算定する。 

Ｊ０４３－６ 人工膵臓療法 

(１) 人工膵臓療法は、糖尿病患者の治療に際して、周術期における血糖コントロール等を目的と

して、血管内に留置した二重腔カテーテルから吸引した血中のグルコース値を連続して測定し、

持続的な血糖管理を行った場合に算定できる。  

(２) 算定の対象となる患者は、次の療養が必要な糖尿病等の患者であって、医師が人工膵臓療法

以外による血糖調整が困難であると認めたものである。  

ア 高血糖時（糖尿病性昏睡等）における救急的治療  

イ 手術、外傷及び分娩時の血糖管理  

ウ インスリン産生腫瘍摘出術の術前、術後の血糖管理  

(３) 人工膵臓療法と同一日に行った血中グルコース測定は別に算定できない。  

(４) 穿刺部位のガーゼ交換等の処置料及び材料料は別に算定できない。 

(５) 人工膵臓療法を４日以上実施した場合の費用は、３日目までの所定点数に含まれ別に算定で

きない。 

Ｊ０４３－７ 経会陰的放射線治療用材料局所注入 

区分番号「Ｍ００１」に掲げる体外照射、区分番号「Ｍ００１－２」に掲げるガンマナイフによ

る定位放射線治療、区分番号「Ｍ００１－３」に掲げる直線加速器による放射線治療（一連につ

き）、区分番号「Ｍ００１－４」に掲げる粒子線治療（一連につき）又は区分番号「Ｍ００４」に

掲げる密封小線源治療（一連につき）を行うに当たりハイドロゲル型の放射線治療用合成吸収性材

料を用いた場合に限り算定する。 

（救急処置） 

 Ｊ０４４ 救命のための気管内挿管 

(１) 救命のための気管内挿管は、救命救急処置として特に設けられたものであり、検査若しくは

麻酔のため挿管する場合又は既に挿管している気管内チューブを交換する場合は算定できない。 

(２) 救命のための気管内挿管に併せて、人工呼吸を行った場合は、区分番号「Ｊ０４５」人工呼

吸の所定点数を合わせて算定できる。 

Ｊ０４４－２ 体表面ペーシング法又は食道ペーシング法 

救急処置として体表面ペーシング法又は食道ペーシング法を行った場合に算定する。 

 Ｊ０４５ 人工呼吸 

(１) 胸部手術後肺水腫を併発し、応急処置として閉鎖循環式麻酔器による無水アルコールの吸入

療法を行った場合は、人工呼吸の所定点数により算定し、これに要した無水アルコールの費用

については区分番号「Ｊ３００」薬剤により算定する。 

(２) 呼吸心拍監視、新生児心拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハートスコープ）、カルジオタ

コスコープ、経皮的動脈血酸素飽和度測定又は非観血的連続血圧測定を同一日に行った場合は、

これらに係る費用は人工呼吸の所定点数に含まれる。 
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(３) 喀痰吸引、干渉低周波去痰器による喀痰排出、酸素吸入及び突発性難聴に対する酸素療法の

費用は、所定点数に含まれる。 

(４) 閉鎖循環式麻酔装置による人工呼吸及びマイクロアダプター（人工蘇生器）を使用して、酸

素吸入を施行した場合は、実施時間に応じて人工呼吸の所定点数により算定する。また、ガス

中毒患者に対して、閉鎖循環式麻酔器を使用し、気管内挿管下に酸素吸入を行った場合も同様

とする。なお、この場合、酸素吸入の費用は人工呼吸の所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(５) 気管内挿管下に閉鎖循環式麻酔器による酸素加圧により、肺切除術後の膨張不全に対して肺

膨張を図った場合は、実施時間に応じて人工呼吸の所定点数により算定する。 

(６) 閉鎖循環式麻酔装置による人工呼吸を手術直後に引き続いて行う場合には、区分番号「Ｌ０

０８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔の所定点数に含まれ、別に算定できな

い。また、半閉鎖式循環麻酔器による人工呼吸についても、閉鎖循環式麻酔装置による人工呼

吸と同様の取扱いとする。 

(７) 新生児の呼吸障害に対する補助呼吸装置による持続陽圧呼吸法（ＣＰＡＰ）及び間歇的強制

呼吸法（ＩＭＶ）を行った場合は、実施時間に応じて人工呼吸の所定点数により算定する。 

(８) 鼻マスク式人工呼吸器を用いた場合は、ＰａＯ２／ＦＩＯ２が 300mmHg 以下又はＰａＣＯ２が

45mmHg 以上の急性呼吸不全の場合に限り人工呼吸に準じて算定する。 

(９) 区分番号「Ｃ１０７」在宅人工呼吸指導管理料を算定している患者（これに係る在宅療養指

導管理材料加算のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又

は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）については、人工

呼吸の費用は算定できない。 

Ｊ０４５－２ 一酸化窒素吸入療法 

(１) 新生児の肺高血圧を伴う低酸素性呼吸不全の改善を目的として本療法を行った場合は、「１」

により算定する。この場合、開始時刻より通算して 96 時間を限度として、一酸化窒素ガス加

算を加算でき、本療法の終了日に算定する。ただし、医学的根拠に基づきこの限度を超えて算

定する場合は、さらに 48 時間を限度として算定でき、診療報酬明細書の摘要欄にその理由及

び医学的な根拠を詳細に記載すること。 

(２) 心臓手術又は先天性横隔膜ヘルニアの周術期における肺高血圧の改善を目的として一酸化窒

素吸入療法を行った場合は、「２」により算定する。この場合、開始時刻より通算して 168 時

間を限度として、一酸化窒素ガス加算を加算でき、本療法の終了日に算定するが、56 時間を超

えて本療法を実施する場合は、症状に応じて離脱の可能性について検討し、その検討結果を診

療録に記録すること。ただし、医学的根拠に基づき 168 時間を超えて算定する場合は、さらに

48 時間を限度として算定でき、診療報酬明細書の摘要欄にその理由及び医学的な根拠を詳細に

記載すること。 

(３) (１)及び(２)の開始時刻とは一酸化窒素供給装置を人工呼吸器と接続し、一酸化窒素の供給

を開始した時刻を指し、本療法を実施した場合は、同時刻を診療報酬明細書の摘要欄に記載す

ること。 

(４) (１)又は(２)と呼吸心拍監視、新生児心拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハートスコー

プ）、カルジオタコスコープ、経皮的動脈血酸素飽和度測定又は非観血的連続血圧測定を同一

日に行った場合は、これらに係る費用は一酸化窒素吸入療法の所定点数に含まれる。 

(５) 喀痰吸引、干渉低周波去痰器による喀痰排出、酸素吸入及び突発性難聴に対する酸素療法の
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費用は(１)又は(２)の所定点数に含まれる。 

 Ｊ０４７  カウンターショック 

(１) 非医療従事者向け自動除細動器を用いて行った場合には、「１」を算定する。ただし、保険

医療機関において保険医により施行された場合においてのみ算定する。 

(２) カウンターショックに伴う皮膚の創傷に対する処置に要する費用は、所定点数に含まれ、別

に算定できない。 

(３) 心臓手術に伴うカウンターショックは、それぞれの心臓手術の所定点数に含まれ、別に算定

できない。 

(４) カウンターショックと開胸心臓マッサージを併せて行った場合は、カウンターショックの所

定点数と区分番号「Ｋ５４５」開胸心臓マッサージの所定点数をそれぞれ算定する。 

Ｊ０４７－２ 心腔内除細動 

心房性不整脈に対する治療の目的で心腔内除細動カテーテルを用いて心腔内除細動を実施した場

合に算定する。ただし、不整脈手術などに伴う心腔内除細動は、それぞれの手術の所定点数に含ま

れ、別に算定できない。 

Ｊ０４７－３ 心不全に対する遠赤外線温熱療法 

(１) 心不全に対する遠赤外線温熱療法の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等第十一の四

の二の(２)に掲げる患者であって、以下のいずれにも該当するものであること。 

ア 左室流出路の狭窄を伴わない、NYHAⅢ又はⅣの慢性心不全患者（左室駆出率 40％以下及び

脳性 Na 利尿ペプチド（BNP）が 200pg/mL 以上の状態のもの又は脳性 Na 利尿ペプチド前駆体

N 端フラグメント（NT-proBNP）が 900pg/mL 以上のもの）のうち、心拍出量低下による循環

不全及び全身のうっ血症状の急性増悪期の入院患者であって、座位又は車椅子移動が可能で

あるもの。 

イ 意識障害や重症の認知機能障害がなく、医師や看護師の指示に従うことのできるもの。 

(２) 心不全に対する遠赤外線温熱療法は、専任の医師の指導管理の下に実施することとする。こ

の場合、医師が直接監視を行い、又は同一建物内において直接監視をしている他の従事者と医

師が常時連絡を取れる状態かつ緊急事態に即時的に対応できる態勢であること。また、専任の

医師は定期的な心機能チェックの下に、当該療法に係る実施計画を作成し、診療録に添付する

こと。 

(３) 心不全に対する遠赤外線温熱療法は、当該療法の目的で利用される医療機器として薬事承認

又は認証を得ているものを使用すること。 

(４) 心不全に対する遠赤外線温熱療法の実施に当たっては、関連学会から示された指針等を遵守

すること。 

(５) 所定点数には、同一日に行われる区分番号「Ｄ２０８」に掲げる心電図検査、区分番号「Ｄ

２０９」に掲げる負荷心電図検査及び区分番号「Ｄ２２０」に掲げる呼吸心拍監視、新生児心

拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハートスコープ）、カルジオタコスコープの費用が含まれ

る。 

(６) 当該療法と区分番号Ｈ０００に掲げる心大血管疾患リハビリテーションを併せて行った場合

は、主たるものの所定点数のみを算定する。 

(７) 当該療法の開始日及び医学的必要性について、診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

Ｊ０５０ 気管内洗浄 
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(１) 気管から区域細気管支にわたる範囲で異物又は分泌物による閉塞（吐物の逆流、誤嚥、気管

支喘息重積状態又は無気肺）のために急性呼吸不全をおこした患者に対し、気管内挿管下（気

管切開下を含む。）に洗浄した場合に１日につき所定点数を算定する。 

(２) 新たに気管内挿管を行った場合には、区分番号「Ｊ０４４」救命のための気管内挿管の所定

点数を合わせて算定できる。 

(３) 気管支ファイバースコピーを使用した場合は、区分番号「Ｄ３０２」気管支ファイバースコ

ピーの所定点数のみを算定する。 

(４) 気管内洗浄（気管支ファイバースコピーを使用した場合を含む。）と同時に行う喀痰吸引、

干渉低周波去痰器による喀痰排出又は酸素吸入は、所定点数に含まれる。 

 Ｊ０５２－２ 熱傷温浴療法  

(１)  熱傷温浴療法は、体表面積の 30％以上の広範囲熱傷に対する全身温浴として、入院中の患者

に対し受傷後 60 日以内に行われたものについて算定する。 

(２) 受傷日を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

    （皮膚科処置） 

 Ｊ０５３ 皮膚科軟膏処置 

(１) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬

剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）について

は、皮膚科軟膏処置の費用は算定できない。 

(２) 100 平方センチメートル未満の皮膚科軟膏処置は、第１章基本診療料に含まれるものであり、

皮膚科軟膏処置を算定することはできない。 

 Ｊ０５４ 皮膚科光線療法 

(１) 赤外線療法は、ソラックス灯等の赤外線を出力する機器を用いて行った場合に算定できる。 

(２) 紫外線療法は、フィンゼン灯、クロマイエル水銀石英灯等の紫外線を出力する機器を用いて

行った場合に算定できる。 

(３) 赤外線又は紫外線療法（長波紫外線療法及び中波紫外線療法を除く。）は、５分以上行っ 

た場合に算定する。 

(４) 長波紫外線又は中波紫外線療法は、長波紫外線（概ね 315 ナノメートル以上 400 ナノメート

ル以下）又は、中波紫外線（概ね 290 ナノメートル以上 315 ナノメートル以下）を選択的に出

力できる機器によって長波紫外線又は中波紫外線療法を行った場合に算定できるものであり、

いわゆる人工太陽等の長波紫外線及び中波紫外線を非選択的に照射する機器によって光線療法

を行った場合は、赤外線又は紫外線療法の所定点数によって算定する。 

(５) 中波紫外線療法（308 ナノメートル以上 313 ナノメートル以下に限定したもの）は、いわゆ

るナローバンド UVB 療法をいい、308 ナノメートル以上 313 ナノメートル以下の中波紫外線を

選択的に出力できる機器によって中波紫外線療法を行った場合に算定する。 

(６) 長波紫外線療法又は中波紫外線療法は乾癬、類乾癬、掌蹠膿疱症、菌状息肉腫（症）、悪性

リンパ腫、慢性苔癬状粃糠疹、尋常性白斑、アトピー性皮膚炎又は円形脱毛症に対して行った

場合に限って算定する。 

(７) 赤外線療法、紫外線療法、長波紫外線療法又は中波紫外線療法を同一日に行った場合は、主

たるものの所定点数のみにより算定する。また、同じものを同一日に複数回行った場合でも、

１日につき所定点数のみにより算定する。 
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費用は(１)又は(２)の所定点数に含まれる。 

 Ｊ０４７  カウンターショック 

(１) 非医療従事者向け自動除細動器を用いて行った場合には、「１」を算定する。ただし、保険

医療機関において保険医により施行された場合においてのみ算定する。 

(２) カウンターショックに伴う皮膚の創傷に対する処置に要する費用は、所定点数に含まれ、別

に算定できない。 

(３) 心臓手術に伴うカウンターショックは、それぞれの心臓手術の所定点数に含まれ、別に算定

できない。 

(４) カウンターショックと開胸心臓マッサージを併せて行った場合は、カウンターショックの所

定点数と区分番号「Ｋ５４５」開胸心臓マッサージの所定点数をそれぞれ算定する。 

Ｊ０４７－２ 心腔内除細動 

心房性不整脈に対する治療の目的で心腔内除細動カテーテルを用いて心腔内除細動を実施した場

合に算定する。ただし、不整脈手術などに伴う心腔内除細動は、それぞれの手術の所定点数に含ま

れ、別に算定できない。 

Ｊ０４７－３ 心不全に対する遠赤外線温熱療法 

(１) 心不全に対する遠赤外線温熱療法の対象となる患者は、特掲診療料の施設基準等第十一の四

の二の(２)に掲げる患者であって、以下のいずれにも該当するものであること。 

ア 左室流出路の狭窄を伴わない、NYHAⅢ又はⅣの慢性心不全患者（左室駆出率 40％以下及び

脳性 Na 利尿ペプチド（BNP）が 200pg/mL 以上の状態のもの又は脳性 Na 利尿ペプチド前駆体

N 端フラグメント（NT-proBNP）が 900pg/mL 以上のもの）のうち、心拍出量低下による循環

不全及び全身のうっ血症状の急性増悪期の入院患者であって、座位又は車椅子移動が可能で

あるもの。 

イ 意識障害や重症の認知機能障害がなく、医師や看護師の指示に従うことのできるもの。 

(２) 心不全に対する遠赤外線温熱療法は、専任の医師の指導管理の下に実施することとする。こ

の場合、医師が直接監視を行い、又は同一建物内において直接監視をしている他の従事者と医

師が常時連絡を取れる状態かつ緊急事態に即時的に対応できる態勢であること。また、専任の

医師は定期的な心機能チェックの下に、当該療法に係る実施計画を作成し、診療録に添付する

こと。 

(３) 心不全に対する遠赤外線温熱療法は、当該療法の目的で利用される医療機器として薬事承認

又は認証を得ているものを使用すること。 

(４) 心不全に対する遠赤外線温熱療法の実施に当たっては、関連学会から示された指針等を遵守

すること。 

(５) 所定点数には、同一日に行われる区分番号「Ｄ２０８」に掲げる心電図検査、区分番号「Ｄ

２０９」に掲げる負荷心電図検査及び区分番号「Ｄ２２０」に掲げる呼吸心拍監視、新生児心

拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハートスコープ）、カルジオタコスコープの費用が含まれ

る。 

(６) 当該療法と区分番号Ｈ０００に掲げる心大血管疾患リハビリテーションを併せて行った場合

は、主たるものの所定点数のみを算定する。 

(７) 当該療法の開始日及び医学的必要性について、診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

Ｊ０５０ 気管内洗浄 
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(１) 気管から区域細気管支にわたる範囲で異物又は分泌物による閉塞（吐物の逆流、誤嚥、気管

支喘息重積状態又は無気肺）のために急性呼吸不全をおこした患者に対し、気管内挿管下（気

管切開下を含む。）に洗浄した場合に１日につき所定点数を算定する。 

(２) 新たに気管内挿管を行った場合には、区分番号「Ｊ０４４」救命のための気管内挿管の所定

点数を合わせて算定できる。 

(３) 気管支ファイバースコピーを使用した場合は、区分番号「Ｄ３０２」気管支ファイバースコ

ピーの所定点数のみを算定する。 

(４) 気管内洗浄（気管支ファイバースコピーを使用した場合を含む。）と同時に行う喀痰吸引、

干渉低周波去痰器による喀痰排出又は酸素吸入は、所定点数に含まれる。 

 Ｊ０５２－２ 熱傷温浴療法  

(１)  熱傷温浴療法は、体表面積の 30％以上の広範囲熱傷に対する全身温浴として、入院中の患者

に対し受傷後 60 日以内に行われたものについて算定する。 

(２) 受傷日を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

    （皮膚科処置） 

 Ｊ０５３ 皮膚科軟膏処置 

(１) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬

剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）について

は、皮膚科軟膏処置の費用は算定できない。 

(２) 100 平方センチメートル未満の皮膚科軟膏処置は、第１章基本診療料に含まれるものであり、

皮膚科軟膏処置を算定することはできない。 

 Ｊ０５４ 皮膚科光線療法 

(１) 赤外線療法は、ソラックス灯等の赤外線を出力する機器を用いて行った場合に算定できる。 

(２) 紫外線療法は、フィンゼン灯、クロマイエル水銀石英灯等の紫外線を出力する機器を用いて

行った場合に算定できる。 

(３) 赤外線又は紫外線療法（長波紫外線療法及び中波紫外線療法を除く。）は、５分以上行っ 

た場合に算定する。 

(４) 長波紫外線又は中波紫外線療法は、長波紫外線（概ね 315 ナノメートル以上 400 ナノメート

ル以下）又は、中波紫外線（概ね 290 ナノメートル以上 315 ナノメートル以下）を選択的に出

力できる機器によって長波紫外線又は中波紫外線療法を行った場合に算定できるものであり、

いわゆる人工太陽等の長波紫外線及び中波紫外線を非選択的に照射する機器によって光線療法

を行った場合は、赤外線又は紫外線療法の所定点数によって算定する。 

(５) 中波紫外線療法（308 ナノメートル以上 313 ナノメートル以下に限定したもの）は、いわゆ

るナローバンド UVB 療法をいい、308 ナノメートル以上 313 ナノメートル以下の中波紫外線を

選択的に出力できる機器によって中波紫外線療法を行った場合に算定する。 

(６) 長波紫外線療法又は中波紫外線療法は乾癬、類乾癬、掌蹠膿疱症、菌状息肉腫（症）、悪性

リンパ腫、慢性苔癬状粃糠疹、尋常性白斑、アトピー性皮膚炎又は円形脱毛症に対して行った

場合に限って算定する。 

(７) 赤外線療法、紫外線療法、長波紫外線療法又は中波紫外線療法を同一日に行った場合は、主

たるものの所定点数のみにより算定する。また、同じものを同一日に複数回行った場合でも、

１日につき所定点数のみにより算定する。 
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(８) 皮膚科光線療法は、同一日において消炎鎮痛等処置とは併せて算定できない。 

 Ｊ０５４－２ 皮膚レーザー照射療法 

(１) 皮膚レーザー照射療法は、単なる美容を目的とした場合は算定できない。 

(２) 「一連」とは、治療の対象となる疾患に対して所期の目的を達するまでに行う一連の治療過

程をいい、概ね３月間にわたり行われるものをいう。例えば、対象病変部位の一部ずつに照射

する場合や、全体に照射することを数回繰り返して一連の治療とする場合は、１回のみ所定点

数を算定する。 

(３) 皮膚レーザー照射療法を開始した場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、前回の一連の治療の

開始日を記載する。 

(４) 「１」の色素レーザー照射療法は、単純性血管腫、苺状血管腫又は毛細血管拡張症に対して

行った場合に算定する。 

(５) 「２」のＱスイッチ付レーザー照射療法は、Ｑスイッチ付ルビーレーザー照射療法、ルビー

レーザー照射療法、Ｑスイッチ付アレキサンドライトレーザー照射療法及びＱスイッチ付ヤグ

レーザー照射療法をいう。 

(６) Ｑスイッチ付レーザー照射療法は、頭頸部、左上肢、左下肢、右上肢、右下肢、胸腹部又は

背部（臀部を含む。）のそれぞれの部位ごとに所定点数を算定する。また、各部位において、

病変部位が重複しない複数の疾患に対して行った場合は、それぞれ算定する。 

(７) Ｑスイッチ付ルビーレーザー照射療法及びルビーレーザー照射療法は、太田母斑、異所性蒙

古斑、外傷性色素沈着症、扁平母斑等に対して行った場合に算定できる。なお、一連の治療が

終了した太田母斑、異所性蒙古斑又は外傷性色素沈着症に対して再度当該療法を行う場合には、

同一部位に対して初回治療を含め５回を限度として算定する。 

(８) Ｑスイッチ付ルビーレーザー照射療法及びルビーレーザー照射療法は扁平母斑等に対しては、

同一部位に対して初回治療を含め２回を限度として算定する。 

(９) Ｑスイッチ付アレキサンドライトレーザー照射療法は、太田母斑、異所性蒙古斑、外傷性色

素沈着症等に対して行った場合に算定できる。なお、扁平母斑にあっては算定できない。 

(10) Ｑスイッチ付ヤグレーザー照射療法は、太田母斑、異所性蒙古斑又は外傷性色素沈着症に対

して行った場合に算定できる。 

Ｊ０５５－２ イオントフォレーゼ 

(１) 尋常性白斑に対するイオントフォレーゼ療法は露出部におけるもので、他の療法が無効な場

合に限り、４㎝四方ごとに算定する。 

(２) 汗疱状白癬、慢性湿疹、尋常性痤瘡、慢性皮膚炎、稽留性化膿性肢端皮膚炎、多汗症、頑癬

に対するイオントフォレーゼは、他の療法が無効な場合に限り算定する。 

Ｊ０５７  軟属腫摘除 

   伝染性軟属腫の内容除去は、軟属腫摘除として算定する。 

 Ｊ０５７－２ 面皰圧出法 

面皰圧出法は、顔面、前胸部、上背部等に多発した面皰に対して行った場合に算定する。 

 Ｊ０５７－３ 鶏眼・胼胝処置  

鶏眼・胼胝処置は、同一部位について、その範囲にかかわらず月２回を限度として算定する。 

（泌尿器科処置） 

 Ｊ０６０ 膀胱洗浄、Ｊ０６０－２ 後部尿道洗浄（ウルツマン） 
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(１) カテーテル留置中に膀胱洗浄及び薬液膀胱内注入を行った場合は、１日につき、膀胱洗浄に

より算定する。 

(２) 膀胱洗浄、留置カテーテル設置、導尿（尿道拡張を要するもの）又は後部尿道洗浄（ウルツ

マン）を同一日に行った場合には、主たるものの所定点数により算定する。 

(３) 区分番号「Ｃ１０６」在宅自己導尿指導管理料又は区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者

処置指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又は特

定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費

又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）については膀胱

洗浄又は後部尿道洗浄（ウルツマン）の費用は算定できない。 

 Ｊ０６１ 腎盂洗浄 

(１) 腎盂洗浄は片側ごとに所定点数をそれぞれ算定する。 

(２) 尿管カテーテル挿入を行った場合は、所定点数に区分番号「Ｄ３１８」尿管カテーテル法の

所定点数を合わせて算定できる。 

 Ｊ０６３ 留置カテーテル設置 

(１) 長期間にわたり、バルーンカテーテルを留置するための挿入手技料は、留置カテーテル設置

により算定する。この場合、必要があってカテーテルを交換したときの挿入手技料も留置カテ

ーテル設置により算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０６」在宅自己導尿指導管理料又は区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者

処置指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又は特

定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費

又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）については、留

置カテーテル設置の費用は算定できない。 

(３) 留置カテーテル設置時に使用する注射用蒸留水又は生理食塩水等の費用は所定点数に含まれ

別に算定できない。 

Ｊ０６４ 導尿（尿道拡張を要するもの） 

区分番号「Ｃ１０６」在宅自己導尿指導管理料又は区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置

指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又は特定保険医

療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特

定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）については、導尿（尿道拡張を要

するもの）の費用は算定できない。 

 Ｊ０６５ 間歇的導尿 

   間歇的導尿は、脊椎損傷の急性期の尿閉、骨盤内の手術後の尿閉の患者に対し、排尿障害の回復

の見込みのある場合に行うもので、６月間を限度として算定する。 

 Ｊ０６８ 嵌頓包茎整復法 

     小児仮性包茎における包皮亀頭癒着に対する用手法等による剥離術は、嵌頓包茎整復法に準じて

算定する。 

Ｊ０７０－２ 干渉低周波による膀胱等刺激法 

(１) 干渉低周波による膀胱等刺激法は、尿失禁の治療のために行った場合に算定する。 

(２) 治療開始時点においては、３週間に６回を限度とし、その後は２週間に１回を限度とする。 

Ｊ０７０－３ 冷却痔処置 
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(８) 皮膚科光線療法は、同一日において消炎鎮痛等処置とは併せて算定できない。 

 Ｊ０５４－２ 皮膚レーザー照射療法 

(１) 皮膚レーザー照射療法は、単なる美容を目的とした場合は算定できない。 

(２) 「一連」とは、治療の対象となる疾患に対して所期の目的を達するまでに行う一連の治療過

程をいい、概ね３月間にわたり行われるものをいう。例えば、対象病変部位の一部ずつに照射

する場合や、全体に照射することを数回繰り返して一連の治療とする場合は、１回のみ所定点

数を算定する。 

(３) 皮膚レーザー照射療法を開始した場合は、診療報酬明細書の摘要欄に、前回の一連の治療の

開始日を記載する。 

(４) 「１」の色素レーザー照射療法は、単純性血管腫、苺状血管腫又は毛細血管拡張症に対して

行った場合に算定する。 

(５) 「２」のＱスイッチ付レーザー照射療法は、Ｑスイッチ付ルビーレーザー照射療法、ルビー

レーザー照射療法、Ｑスイッチ付アレキサンドライトレーザー照射療法及びＱスイッチ付ヤグ

レーザー照射療法をいう。 

(６) Ｑスイッチ付レーザー照射療法は、頭頸部、左上肢、左下肢、右上肢、右下肢、胸腹部又は

背部（臀部を含む。）のそれぞれの部位ごとに所定点数を算定する。また、各部位において、

病変部位が重複しない複数の疾患に対して行った場合は、それぞれ算定する。 

(７) Ｑスイッチ付ルビーレーザー照射療法及びルビーレーザー照射療法は、太田母斑、異所性蒙

古斑、外傷性色素沈着症、扁平母斑等に対して行った場合に算定できる。なお、一連の治療が

終了した太田母斑、異所性蒙古斑又は外傷性色素沈着症に対して再度当該療法を行う場合には、

同一部位に対して初回治療を含め５回を限度として算定する。 

(８) Ｑスイッチ付ルビーレーザー照射療法及びルビーレーザー照射療法は扁平母斑等に対しては、

同一部位に対して初回治療を含め２回を限度として算定する。 

(９) Ｑスイッチ付アレキサンドライトレーザー照射療法は、太田母斑、異所性蒙古斑、外傷性色

素沈着症等に対して行った場合に算定できる。なお、扁平母斑にあっては算定できない。 

(10) Ｑスイッチ付ヤグレーザー照射療法は、太田母斑、異所性蒙古斑又は外傷性色素沈着症に対

して行った場合に算定できる。 

Ｊ０５５－２ イオントフォレーゼ 

(１) 尋常性白斑に対するイオントフォレーゼ療法は露出部におけるもので、他の療法が無効な場

合に限り、４㎝四方ごとに算定する。 

(２) 汗疱状白癬、慢性湿疹、尋常性痤瘡、慢性皮膚炎、稽留性化膿性肢端皮膚炎、多汗症、頑癬

に対するイオントフォレーゼは、他の療法が無効な場合に限り算定する。 

Ｊ０５７  軟属腫摘除 

   伝染性軟属腫の内容除去は、軟属腫摘除として算定する。 

 Ｊ０５７－２ 面皰圧出法 

面皰圧出法は、顔面、前胸部、上背部等に多発した面皰に対して行った場合に算定する。 

 Ｊ０５７－３ 鶏眼・胼胝処置  

鶏眼・胼胝処置は、同一部位について、その範囲にかかわらず月２回を限度として算定する。 

（泌尿器科処置） 

 Ｊ０６０ 膀胱洗浄、Ｊ０６０－２ 後部尿道洗浄（ウルツマン） 
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(１) カテーテル留置中に膀胱洗浄及び薬液膀胱内注入を行った場合は、１日につき、膀胱洗浄に

より算定する。 

(２) 膀胱洗浄、留置カテーテル設置、導尿（尿道拡張を要するもの）又は後部尿道洗浄（ウルツ

マン）を同一日に行った場合には、主たるものの所定点数により算定する。 

(３) 区分番号「Ｃ１０６」在宅自己導尿指導管理料又は区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者

処置指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又は特

定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費

又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）については膀胱

洗浄又は後部尿道洗浄（ウルツマン）の費用は算定できない。 

 Ｊ０６１ 腎盂洗浄 

(１) 腎盂洗浄は片側ごとに所定点数をそれぞれ算定する。 

(２) 尿管カテーテル挿入を行った場合は、所定点数に区分番号「Ｄ３１８」尿管カテーテル法の

所定点数を合わせて算定できる。 

 Ｊ０６３ 留置カテーテル設置 

(１) 長期間にわたり、バルーンカテーテルを留置するための挿入手技料は、留置カテーテル設置

により算定する。この場合、必要があってカテーテルを交換したときの挿入手技料も留置カテ

ーテル設置により算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０６」在宅自己導尿指導管理料又は区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者

処置指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又は特

定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費

又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）については、留

置カテーテル設置の費用は算定できない。 

(３) 留置カテーテル設置時に使用する注射用蒸留水又は生理食塩水等の費用は所定点数に含まれ

別に算定できない。 

Ｊ０６４ 導尿（尿道拡張を要するもの） 

区分番号「Ｃ１０６」在宅自己導尿指導管理料又は区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置

指導管理料を算定している患者（これらに係る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又は特定保険医

療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特

定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）については、導尿（尿道拡張を要

するもの）の費用は算定できない。 

 Ｊ０６５ 間歇的導尿 

   間歇的導尿は、脊椎損傷の急性期の尿閉、骨盤内の手術後の尿閉の患者に対し、排尿障害の回復

の見込みのある場合に行うもので、６月間を限度として算定する。 

 Ｊ０６８ 嵌頓包茎整復法 

     小児仮性包茎における包皮亀頭癒着に対する用手法等による剥離術は、嵌頓包茎整復法に準じて

算定する。 

Ｊ０７０－２ 干渉低周波による膀胱等刺激法 

(１) 干渉低周波による膀胱等刺激法は、尿失禁の治療のために行った場合に算定する。 

(２) 治療開始時点においては、３週間に６回を限度とし、その後は２週間に１回を限度とする。 

Ｊ０７０－３ 冷却痔処置 
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(１) Ⅰ度又はⅡ度の内痔核の患者に対し、１日１回又は２回、かつ連続して５日以上実施した場

合に 10 日間を限度として、１日につき１回算定できる。なお、当該処置に使用した冷却痔疾

治療用具については、所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(２) 冷却痔処置の請求に当たっては、内痔核の重症度について、Ⅰ度又はⅡ度のいずれに該当す

るかを診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

Ｊ０７０－４  磁気による膀胱等刺激法 

(１) 次のいずれかに該当する尿失禁を伴う成人女性の過活動膀胱患者に対して実施した場合に限

り算定できる。 

ア 尿失禁治療薬を 12 週間以上服用しても症状改善がみられない患者 

イ 副作用等のために尿失禁治療薬が使用できない患者 

(２) １週間に２回を限度とし、６週間を１クールとして、１年間に２クールに限り算定できる。 

    （産婦人科処置） 

 Ｊ０７７ 子宮出血止血法 

子宮用止血バルーンカテーテルを用いた止血を行う前に他の止血法を実施した場合は、主たるも

ののみ算定する。 

 Ｊ０７８  子宮腟部薬物焼灼法 

   ゲメプロスト製剤の投与により子宮内容物の排出が認められた場合は、子宮腟部薬物焼灼法に準

じて算定できる。 

Ｊ０８２－２ 薬物放出子宮内システム処置 

避妊を目的とするものは保険給付の対象とならない。 

Ｊ０８５－２ 人工羊水注入法 

人工羊水注入法は、羊水過少症等の患者に対して、超音波断層法検査及び子宮内圧測定を施行し、

適正な注入量の羊水を子宮内に注入した場合に算定する。なお、当該手技に伴って実施される超音

波検査等の費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

    （眼科処置） 

 Ｊ０８６ 眼処置 

(１) 所定点数には、片眼帯、巻軸帯を必要とする処置、蒸気罨法、熱気罨法、イオントフォレー

ゼ及び麻薬加算が含まれており、これらを包括して１回につき所定点数を算定する。 

(２) 点眼又は洗眼は、第１章基本診療料に含まれるものであり、眼処置を算定することはできな

い。 

Ｊ０８９ 睫毛抜去 

５～６本程度の睫毛抜去は「１」を算定する。また、「１」については、他の眼科処置又は眼科

手術に併施した場合には、その所定点数に含まれ別に算定できない。 

   （耳鼻咽喉科処置） 

 Ｊ０９５ 耳処置 

  (１) 耳処置とは、外耳道入口部から鼓膜面までの処置であり、耳浴及び耳洗浄が含まれており、

これらを包括して一側、両側の区別なく１回につき所定点数を算定する。 

(２) 点耳又は簡単な耳垢栓除去は、第１章基本診療料に含まれるものであり、耳処置を算定する

ことはできない。 

Ｊ０９５－２ 鼓室処置 
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鼓室処置は、急性又は慢性の鼓膜穿孔耳に対して鼓室病変の沈静・制御を目的として、鼓室腔内

の分泌物・膿汁等の吸引及び鼓室粘膜処置等を行った場合に算定する。 

 Ｊ０９６ 耳管処置 

(１) 「１」には、耳管通気に必要とする表面麻酔薬又は血管収縮薬等の塗布、噴霧等の鼻内にお

ける処置が含まれており、これらを包括して１回につき片側ごとに所定点数を算定する。ただ

し、鼻処置を必要とする疾病があって別に鼻処置を行った場合は別に算定できるが、傷病名の

記載を要する。 

(２) ポリッツェル球により両耳に通気する場合は、片側、両側の区別なく１回につき所定点数を

算定する。 

(３) 耳管処置に当たり咽頭処置を行った場合であっても、咽頭に特に異常がなければ、咽頭処置

は算定できない。 

(４) 耳管開放症に対する処置は、「１」により算定する。 

 Ｊ０９７ 鼻処置 

(１) 鼻処置には、鼻吸引、単純鼻出血及び鼻前庭の処置が含まれており、これらを包括して一側、

両側の区別なく１回につき所定点数を算定する。なお、口腔、咽頭処置と併せて行った場合で

あっても、口腔、咽頭処置の所定点数は別に算定できない。 

(２) 副鼻腔洗浄に伴う単なる鼻処置は、副鼻腔洗浄又は吸引の所定点数に含まれ別に算定はでき

ない。 

(３) 鼻洗浄は、第１章基本診療料に含まれるものであり、鼻処置を算定することはできない。 

 Ｊ０９７－２ 副鼻腔自然口開大処置 

副鼻腔自然口開大処置は、急性副鼻腔炎及び慢性副鼻腔炎の患者に対して、副鼻腔の換気・排液

並びにネブライザー効果の増大を目的として自然口の開大処置を行った場合に算定する。 

 Ｊ０９８ 口腔、咽頭処置 

(１) 口腔、咽頭処置をそれぞれ単独に実施した場合も、同時に実施した場合も１回につき所定点

数を算定する。 

(２) ルゴール等の噴霧吸入は口腔、咽頭処置に準ずる。 

(３) ルゴール等の噴霧吸入と鼻、口腔又は咽頭処置を同時に行った場合は、鼻処置又は口腔、咽

頭処置の所定点数を算定する。 

Ｊ０９８－２ 扁桃処置 

(１) 扁桃処置は、慢性扁桃炎の急性増悪、急性腺窩（陰窩）性扁桃炎、扁桃周囲炎又は扁桃周囲

膿瘍等に対し、膿栓吸引、洗浄等を行った場合に算定する。 

(２) 扁桃処置の所定点数には、咽頭処置が含まれ別途算定できない。 

 Ｊ０９９  間接喉頭鏡下喉頭処置 

(１) 間接喉頭鏡下喉頭処置には、喉頭注入が含まれており、喉頭蓋、仮声帯、披裂部、声帯等の

病変に対して処置を行った場合に算定する。 

(２) 喉頭処置後の薬剤注入は、間接喉頭鏡下喉頭処置の所定点数に含まれる。 

 Ｊ１００ 副鼻腔手術後の処置（片側） 

副鼻腔手術後の洗浄、ガーゼ交換等（手術日の翌日以降のものに限る。）を行った場合に算定す

る。 

この場合、創傷処置、爪甲除去（麻酔を要しないもの）及び穿刺排膿後薬液注入は別に算定でき
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(１) Ⅰ度又はⅡ度の内痔核の患者に対し、１日１回又は２回、かつ連続して５日以上実施した場

合に 10 日間を限度として、１日につき１回算定できる。なお、当該処置に使用した冷却痔疾

治療用具については、所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(２) 冷却痔処置の請求に当たっては、内痔核の重症度について、Ⅰ度又はⅡ度のいずれに該当す

るかを診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

Ｊ０７０－４  磁気による膀胱等刺激法 

(１) 次のいずれかに該当する尿失禁を伴う成人女性の過活動膀胱患者に対して実施した場合に限

り算定できる。 

ア 尿失禁治療薬を 12 週間以上服用しても症状改善がみられない患者 

イ 副作用等のために尿失禁治療薬が使用できない患者 

(２) １週間に２回を限度とし、６週間を１クールとして、１年間に２クールに限り算定できる。 

    （産婦人科処置） 

 Ｊ０７７ 子宮出血止血法 

子宮用止血バルーンカテーテルを用いた止血を行う前に他の止血法を実施した場合は、主たるも

ののみ算定する。 

 Ｊ０７８  子宮腟部薬物焼灼法 

   ゲメプロスト製剤の投与により子宮内容物の排出が認められた場合は、子宮腟部薬物焼灼法に準

じて算定できる。 

Ｊ０８２－２ 薬物放出子宮内システム処置 

避妊を目的とするものは保険給付の対象とならない。 

Ｊ０８５－２ 人工羊水注入法 

人工羊水注入法は、羊水過少症等の患者に対して、超音波断層法検査及び子宮内圧測定を施行し、

適正な注入量の羊水を子宮内に注入した場合に算定する。なお、当該手技に伴って実施される超音

波検査等の費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

    （眼科処置） 

 Ｊ０８６ 眼処置 

(１) 所定点数には、片眼帯、巻軸帯を必要とする処置、蒸気罨法、熱気罨法、イオントフォレー

ゼ及び麻薬加算が含まれており、これらを包括して１回につき所定点数を算定する。 

(２) 点眼又は洗眼は、第１章基本診療料に含まれるものであり、眼処置を算定することはできな

い。 

Ｊ０８９ 睫毛抜去 

５～６本程度の睫毛抜去は「１」を算定する。また、「１」については、他の眼科処置又は眼科

手術に併施した場合には、その所定点数に含まれ別に算定できない。 

   （耳鼻咽喉科処置） 

 Ｊ０９５ 耳処置 

  (１) 耳処置とは、外耳道入口部から鼓膜面までの処置であり、耳浴及び耳洗浄が含まれており、

これらを包括して一側、両側の区別なく１回につき所定点数を算定する。 

(２) 点耳又は簡単な耳垢栓除去は、第１章基本診療料に含まれるものであり、耳処置を算定する

ことはできない。 

Ｊ０９５－２ 鼓室処置 
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鼓室処置は、急性又は慢性の鼓膜穿孔耳に対して鼓室病変の沈静・制御を目的として、鼓室腔内

の分泌物・膿汁等の吸引及び鼓室粘膜処置等を行った場合に算定する。 

 Ｊ０９６ 耳管処置 

(１) 「１」には、耳管通気に必要とする表面麻酔薬又は血管収縮薬等の塗布、噴霧等の鼻内にお

ける処置が含まれており、これらを包括して１回につき片側ごとに所定点数を算定する。ただ

し、鼻処置を必要とする疾病があって別に鼻処置を行った場合は別に算定できるが、傷病名の

記載を要する。 

(２) ポリッツェル球により両耳に通気する場合は、片側、両側の区別なく１回につき所定点数を

算定する。 

(３) 耳管処置に当たり咽頭処置を行った場合であっても、咽頭に特に異常がなければ、咽頭処置

は算定できない。 

(４) 耳管開放症に対する処置は、「１」により算定する。 

 Ｊ０９７ 鼻処置 

(１) 鼻処置には、鼻吸引、単純鼻出血及び鼻前庭の処置が含まれており、これらを包括して一側、

両側の区別なく１回につき所定点数を算定する。なお、口腔、咽頭処置と併せて行った場合で

あっても、口腔、咽頭処置の所定点数は別に算定できない。 

(２) 副鼻腔洗浄に伴う単なる鼻処置は、副鼻腔洗浄又は吸引の所定点数に含まれ別に算定はでき

ない。 

(３) 鼻洗浄は、第１章基本診療料に含まれるものであり、鼻処置を算定することはできない。 

 Ｊ０９７－２ 副鼻腔自然口開大処置 

副鼻腔自然口開大処置は、急性副鼻腔炎及び慢性副鼻腔炎の患者に対して、副鼻腔の換気・排液

並びにネブライザー効果の増大を目的として自然口の開大処置を行った場合に算定する。 

 Ｊ０９８ 口腔、咽頭処置 

(１) 口腔、咽頭処置をそれぞれ単独に実施した場合も、同時に実施した場合も１回につき所定点

数を算定する。 

(２) ルゴール等の噴霧吸入は口腔、咽頭処置に準ずる。 

(３) ルゴール等の噴霧吸入と鼻、口腔又は咽頭処置を同時に行った場合は、鼻処置又は口腔、咽

頭処置の所定点数を算定する。 

Ｊ０９８－２ 扁桃処置 

(１) 扁桃処置は、慢性扁桃炎の急性増悪、急性腺窩（陰窩）性扁桃炎、扁桃周囲炎又は扁桃周囲

膿瘍等に対し、膿栓吸引、洗浄等を行った場合に算定する。 

(２) 扁桃処置の所定点数には、咽頭処置が含まれ別途算定できない。 

 Ｊ０９９  間接喉頭鏡下喉頭処置 

(１) 間接喉頭鏡下喉頭処置には、喉頭注入が含まれており、喉頭蓋、仮声帯、披裂部、声帯等の

病変に対して処置を行った場合に算定する。 

(２) 喉頭処置後の薬剤注入は、間接喉頭鏡下喉頭処置の所定点数に含まれる。 

 Ｊ１００ 副鼻腔手術後の処置（片側） 

副鼻腔手術後の洗浄、ガーゼ交換等（手術日の翌日以降のものに限る。）を行った場合に算定す

る。 

この場合、創傷処置、爪甲除去（麻酔を要しないもの）及び穿刺排膿後薬液注入は別に算定でき
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ない。 

 Ｊ１０２ 上顎洞穿刺 

区分番号「Ｄ４０６」上顎洞穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ１０３ 扁桃周囲膿瘍穿刺 

(１) 扁桃周囲炎又は扁桃周囲膿瘍において、単に穿刺排膿のみ行い切開しなかった場合は所定点

数を算定し、試験穿刺を行い膿汁を認め直ちに切開した場合は区分番号「Ｋ３６８」扁桃周囲

膿瘍切開術を算定する。 

(２) 区分番号「Ｄ４０６－２」扁桃周囲炎又は扁桃周囲膿瘍における試験穿刺と同一日に算定す

ることはできない。 

 Ｊ１１３ 耳垢栓塞除去 

(１) 耳垢水等を用いなければ除去できない耳垢栓塞を、完全に除去した場合に算定する。 

(２) 簡単な耳垢栓除去は、第１章基本診療料に含まれるものであり、耳垢栓塞除去を算定するこ

とはできない。 

 Ｊ１１５ 超音波ネブライザー 

   超音波ネブライザーにおいて、酸素療法を併せて行った場合は区分番号「Ｊ０２４」酸素吸入の

所定点数を合わせて算定できる。 

Ｊ１１５－２ 排痰誘発法 

(１) 排痰誘発法は、結核を疑う患者に対し、非能動型呼吸運動訓練装置を用いて患者の排痰を促

し、培養検査等を実施した場合に１日につき算定する。 

(２) 患者の排痰を促し、培養検査等を目的としてネブライザー、超音波ネブライザー又は排痰誘

発法を同一日に行った場合は、主たるものの所定点数のみにより算定する。 

    （整形外科的処置） 

 Ｊ１１６ 関節穿刺 

   関節穿刺を左右両側に行った場合は、それぞれ算定できるが、同一側の関節に対して、区分番号

「Ｄ４０５」関節穿刺、区分番号「Ｇ０１０」関節腔内注射を同一日に行った場合は、主たるもの

のみ算定する。 

Ｊ１１６－５ 酵素注射療法 

酵素注射療法は、デュピュイトラン拘縮の患者に対し、コラゲナーゼ（クロストリジウム ヒス

トリチクム）を拘縮索に注射した場合に、１回の投与（同一日に複数箇所に注射を行った場合を含

む。）及び伸展処置に係る一連の手技として算定する。なお、当該注射に係る費用は所定点数に含

まれ、別に算定できない。 

Ｊ１１７ 鋼線等による直達牽引 

(１) 鋼線等による直達牽引は、鋼線等を用いて観血的に牽引を行った場合に算定する。なお鋼線

等による直達牽引には、鋼線牽引法、双鋼線伸延法及び直達頭蓋牽引法を含むものである。 

(２) １局所とは、上肢の左右、下肢の左右及び頭より尾頭までの躯幹のそれぞれをいい、全身を

５局所に分けるものである。 

(３) 消炎鎮痛等処置、腰部又は胸部固定帯固定、低出力レーザー照射又は肛門処置を併せて行っ

た場合は、鋼線等による直達牽引（２日目以降。観血的に行った場合の手技料を含む。）の所

定点数のみにより算定する。 

 Ｊ１１８ 介達牽引 
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(１) 介達牽引は、絆創膏牽引法、斜面牽引法、スピードラック牽引、腰椎バンド及びグリソン係

蹄によるモーターを使用した断続牽引並びにベーラー法を含むものであり、部位数にかかわら

ず所定点数を算定する。 

(２) 介達牽引、矯正固定又は変形機械矯正術に消炎鎮痛等処置、腰部又は胸部固定帯固定、低出

力レーザー照射又は肛門処置を併せて行った場合は、主たるものいずれかの所定点数のみによ

り算定する。 

(３) 介達牽引、矯正固定又は変形機械矯正術を同一日に併せて行った場合は、主たるものいずれ

かの所定点数のみにより算定する。 

(４) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サー

ビス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）について

は、介達牽引の費用は算定できない。 

Ｊ１１８－２ 矯正固定 

(１) 変形の矯正を目的としてマッサージ等を行った後に、副子、厚紙や絆創膏にて矯正固定を行

った場合に１日につき所定点数を算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サー

ビス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）について

は、矯正固定の費用は算定できない。 

Ｊ１１８－３ 変形機械矯正術 

(１) １日につき所定点数を算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サー

ビス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）について

は、変形機械矯正術の費用は算定できない。 

Ｊ１１８－４ 歩行運動処置（ロボットスーツによるもの） 

(１) 脊髄性筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、筋萎縮性側索硬化症、シャルコー・マリー・トゥース

病、遠位型ミオパチー、封入体筋炎、先天性ミオパチー、筋ジストロフィーの患者に対して、

ロボットスーツを装着し、関連学会が監修する適正使用ガイドを遵守して、転倒しないような

十分な配慮のもと歩行運動を実施した場合に算定する。 

(２) 算定に当たっては、事前に適切な計画を策定した上で実施し、計画された５週間以内に実施

される９回の処置が終了した際には、担当の複数職種が参加するカンファレンスにより、９回

の処置による歩行機能の改善効果を検討すること。 

(３) (２)に定めるカンファレンスにより、通常の歩行運動に比して客観的に明確な上乗せの改善

効果が認められると判断される場合に限り、本処置を継続して算定できることとし、カンファ

レンスにおける当該検討結果については、その要点（５週間以内に実施される９回の処置の前

後の結果を含む。）を診療録に記載した上で、診療報酬明細書に症状詳記を添付すること。 

(４) 初めて当該処置を実施する場合の患者の体重、大腿長、下腿長、腰幅等を勘案した当該患者

に適切な装着条件の設定については、１肢毎に区分番号「Ｊ１２９」義肢採型法の「１」四肢

切断の場合（１肢につき）に準じて算定する。 
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ない。 

 Ｊ１０２ 上顎洞穿刺 

区分番号「Ｄ４０６」上顎洞穿刺と同一日に算定することはできない。 

 Ｊ１０３ 扁桃周囲膿瘍穿刺 

(１) 扁桃周囲炎又は扁桃周囲膿瘍において、単に穿刺排膿のみ行い切開しなかった場合は所定点

数を算定し、試験穿刺を行い膿汁を認め直ちに切開した場合は区分番号「Ｋ３６８」扁桃周囲

膿瘍切開術を算定する。 

(２) 区分番号「Ｄ４０６－２」扁桃周囲炎又は扁桃周囲膿瘍における試験穿刺と同一日に算定す

ることはできない。 

 Ｊ１１３ 耳垢栓塞除去 

(１) 耳垢水等を用いなければ除去できない耳垢栓塞を、完全に除去した場合に算定する。 

(２) 簡単な耳垢栓除去は、第１章基本診療料に含まれるものであり、耳垢栓塞除去を算定するこ

とはできない。 

 Ｊ１１５ 超音波ネブライザー 

   超音波ネブライザーにおいて、酸素療法を併せて行った場合は区分番号「Ｊ０２４」酸素吸入の

所定点数を合わせて算定できる。 

Ｊ１１５－２ 排痰誘発法 

(１) 排痰誘発法は、結核を疑う患者に対し、非能動型呼吸運動訓練装置を用いて患者の排痰を促

し、培養検査等を実施した場合に１日につき算定する。 

(２) 患者の排痰を促し、培養検査等を目的としてネブライザー、超音波ネブライザー又は排痰誘

発法を同一日に行った場合は、主たるものの所定点数のみにより算定する。 

    （整形外科的処置） 

 Ｊ１１６ 関節穿刺 

   関節穿刺を左右両側に行った場合は、それぞれ算定できるが、同一側の関節に対して、区分番号

「Ｄ４０５」関節穿刺、区分番号「Ｇ０１０」関節腔内注射を同一日に行った場合は、主たるもの

のみ算定する。 

Ｊ１１６－５ 酵素注射療法 

酵素注射療法は、デュピュイトラン拘縮の患者に対し、コラゲナーゼ（クロストリジウム ヒス

トリチクム）を拘縮索に注射した場合に、１回の投与（同一日に複数箇所に注射を行った場合を含

む。）及び伸展処置に係る一連の手技として算定する。なお、当該注射に係る費用は所定点数に含

まれ、別に算定できない。 

Ｊ１１７ 鋼線等による直達牽引 

(１) 鋼線等による直達牽引は、鋼線等を用いて観血的に牽引を行った場合に算定する。なお鋼線

等による直達牽引には、鋼線牽引法、双鋼線伸延法及び直達頭蓋牽引法を含むものである。 

(２) １局所とは、上肢の左右、下肢の左右及び頭より尾頭までの躯幹のそれぞれをいい、全身を

５局所に分けるものである。 

(３) 消炎鎮痛等処置、腰部又は胸部固定帯固定、低出力レーザー照射又は肛門処置を併せて行っ

た場合は、鋼線等による直達牽引（２日目以降。観血的に行った場合の手技料を含む。）の所

定点数のみにより算定する。 

 Ｊ１１８ 介達牽引 
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(１) 介達牽引は、絆創膏牽引法、斜面牽引法、スピードラック牽引、腰椎バンド及びグリソン係

蹄によるモーターを使用した断続牽引並びにベーラー法を含むものであり、部位数にかかわら

ず所定点数を算定する。 

(２) 介達牽引、矯正固定又は変形機械矯正術に消炎鎮痛等処置、腰部又は胸部固定帯固定、低出

力レーザー照射又は肛門処置を併せて行った場合は、主たるものいずれかの所定点数のみによ

り算定する。 

(３) 介達牽引、矯正固定又は変形機械矯正術を同一日に併せて行った場合は、主たるものいずれ

かの所定点数のみにより算定する。 

(４) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サー

ビス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）について

は、介達牽引の費用は算定できない。 

Ｊ１１８－２ 矯正固定 

(１) 変形の矯正を目的としてマッサージ等を行った後に、副子、厚紙や絆創膏にて矯正固定を行

った場合に１日につき所定点数を算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サー

ビス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）について

は、矯正固定の費用は算定できない。 

Ｊ１１８－３ 変形機械矯正術 

(１) １日につき所定点数を算定する。 

(２) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る在

宅療養指導管理材料加算のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所サー

ビス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）について

は、変形機械矯正術の費用は算定できない。 

Ｊ１１８－４ 歩行運動処置（ロボットスーツによるもの） 

(１) 脊髄性筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、筋萎縮性側索硬化症、シャルコー・マリー・トゥース

病、遠位型ミオパチー、封入体筋炎、先天性ミオパチー、筋ジストロフィーの患者に対して、

ロボットスーツを装着し、関連学会が監修する適正使用ガイドを遵守して、転倒しないような

十分な配慮のもと歩行運動を実施した場合に算定する。 

(２) 算定に当たっては、事前に適切な計画を策定した上で実施し、計画された５週間以内に実施

される９回の処置が終了した際には、担当の複数職種が参加するカンファレンスにより、９回

の処置による歩行機能の改善効果を検討すること。 

(３) (２)に定めるカンファレンスにより、通常の歩行運動に比して客観的に明確な上乗せの改善

効果が認められると判断される場合に限り、本処置を継続して算定できることとし、カンファ

レンスにおける当該検討結果については、その要点（５週間以内に実施される９回の処置の前

後の結果を含む。）を診療録に記載した上で、診療報酬明細書に症状詳記を添付すること。 

(４) 初めて当該処置を実施する場合の患者の体重、大腿長、下腿長、腰幅等を勘案した当該患者

に適切な装着条件の設定については、１肢毎に区分番号「Ｊ１２９」義肢採型法の「１」四肢

切断の場合（１肢につき）に準じて算定する。 
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Ｊ１１９ 消炎鎮痛等処置 

(１) 消炎鎮痛等処置は、疾病、部位又は部位数にかかわらず１日につき所定点数により算定する。 

(２) 「１」のマッサージ等の手技による療法とは、あんま、マッサージ及び指圧による療法をい

う。また、「２」の器具等による療法とは、電気療法、赤外線治療、熱気浴、ホットパック、

超音波療法、マイクロレーダー等による療法をいう。 

(３) 消炎鎮痛を目的とする外用薬を用いた処置は「３」の湿布処置として算定する。 

(４) 患者自ら又は家人等に行わせて差し支えないと認められる湿布については、あらかじめ予見

される当該湿布薬の必要量を外用薬として投与するものとし、湿布処置は算定できない。 

(５) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬

剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所

サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）につ

いては、消炎鎮痛等処置の費用は算定できない。 

(６)  「３」の対象となる湿布処置は、半肢の大部又は頭部、頸部及び顔面の大部以上にわたる範

囲のものについて算定するものであり、それ以外の狭い範囲の湿布処置は、第１章基本診療料

に含まれるものであり、湿布処置を算定することはできない。 

Ｊ１１９－２ 腰部又は胸部固定帯固定 

(１) 腰痛症の患者に対して腰部固定帯で腰部を固定した場合又は骨折非観血的整復術等の手術を

必要としない肋骨骨折等の患者に対して、胸部固定帯で胸部を固定した場合に１日につき所定

点数を算定する。 

(２) 同一患者につき同一日において、腰部又は胸部固定帯固定に併せて消炎鎮痛等処置、低出力

レーザー照射又は肛門処置を行った場合は、主たるものにより算定する。 

(３) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬

剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所

サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）につ

いては、腰部又は胸部固定帯固定の費用は算定できない。 

Ｊ１１９－３ 低出力レーザー照射 

(１) 筋肉、関節の慢性非感染性炎症性疾患における疼痛の緩和のために低出力レーザー照射を行

った場合に、疾病、照射部位又は照射回数に関わらず１日につき所定点数を算定する。 

(２) 同一患者につき同一日において、低出力レーザー照射に併せて消炎鎮痛等処置、腰部又は胸

部固定帯固定、肛門処置を行った場合は、主たるものにより算定する。 

(３) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬

剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所

サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）につ

いては、低出力レーザー照射の費用は算定できない。 

 Ｊ１１９－４ 肛門処置 

(１) 診療所において、入院中の患者以外の患者についてのみ１日につき所定点数を算定する。 

(２) 単に坐薬等を挿入した場合は算定できない。 

(３) 同一患者につき同一日において、肛門処置に併せて消炎鎮痛等処置、腰部又は胸部固定帯固

定、低出力レーザー照射を行った場合は、主たるものにより算定する。 

(４) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬
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剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）について

は、肛門処置の費用は算定できない。 

    （栄養処置） 

 Ｊ１２０ 鼻腔栄養 

(１) 鼻腔栄養は、注入回数の如何を問わず１日につき算定するものである。 

(２) 患者が経口摂取不能のため、薬価基準に収載されている高カロリー薬を経鼻経管的に投与し

た場合は鼻腔栄養の所定点数及び薬剤料を算定し、食事療養に係る費用又は生活療養の食事の

提供たる療養に係る費用及び投薬料は別に算定しない。 

(３) 患者が経口摂取不能のため、薬価基準に収載されていない流動食を提供した場合は、鼻腔栄

養の所定点数及び食事療養に係る費用又は生活療養の食事の提供たる療養に係る費用を算定す

る。この場合において、当該保険医療機関が入院時食事療養(Ⅰ)又は入院時生活療養(Ⅰ)の届

出を行っているときは入院時食事療養(Ⅰ)又は入院時生活療養(Ⅰ)の食事の提供たる療養に係

る費用を、さらに、特別食の算定要件を満たしているときは特別食の加算をそれぞれ算定する。 

(４) 薬価基準に収載されている高カロリー薬及び薬価基準に収載されていない流動食を併せて投

与及び提供した場合は、(２)又は(３)のいずれかのみにより算定する。 

(５) 胃瘻より流動食を点滴注入した場合は、鼻腔栄養に準じて算定する。 

(６) 区分番号「Ｃ１０５」在宅成分栄養経管栄養法指導管理料、区分番号「Ｃ１０５－２」在宅

小児経管栄養法指導管理料、区分番号「Ｃ１０５－３」在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料

又は区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これらに係

る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、

入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定してい

る短期入所中の者を除く。）については、鼻腔栄養の費用は算定できない。 

  （ギプス） 

  １ 一般的事項 

  (１) ギプス包帯をギプスシャーレとして切割使用した場合は、ギプス包帯を作成した保険医療機

関もギプス包帯の切割使用に係る点数を算定できる。 

  (２) 既装着のギプスを他の保険医療機関で除去したときは、ギプス除去料としてギプス包帯を切

割使用した場合の２分の１に相当する点数により算定する。 

  (３) ギプスベッド又はギプス包帯の修理を行ったときは、修理料として所定点数の 100分の 10に

相当する点数を算定することができる。 

  (４) プラスチックギプスを用いてギプスを行った場合にはシーネとして用いた場合が含まれる。 

  (５) ギプスシーネは、ギプス包帯の点数（ギプス包帯をギプスシャーレとして切割使用した場合

の各区分の所定点数の 100分の 20に相当する点数を算定する場合を除く。）により算定する。 

  (６) 四肢ギプス包帯の所定点数にはプラスチックギプスに係る費用が含まれ、別に算定できない。 

  ２ 練習用仮義足又は仮義手採型法 

練習用仮義足又は仮義手の処方、採型、装着、調整等については、仮義足又は仮義手を支給する

１回に限り算定する。 

Ｊ１２９－３ 治療用装具採寸法 

(１) 区分番号「Ｂ００１」特定疾患治療管理料の「20」糖尿病合併症管理料を算定している患者

について、糖尿病足病変に対して用いる装具の採寸を行った場合は、１年に１回に限り、所定
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Ｊ１１９ 消炎鎮痛等処置 

(１) 消炎鎮痛等処置は、疾病、部位又は部位数にかかわらず１日につき所定点数により算定する。 

(２) 「１」のマッサージ等の手技による療法とは、あんま、マッサージ及び指圧による療法をい

う。また、「２」の器具等による療法とは、電気療法、赤外線治療、熱気浴、ホットパック、

超音波療法、マイクロレーダー等による療法をいう。 

(３) 消炎鎮痛を目的とする外用薬を用いた処置は「３」の湿布処置として算定する。 

(４) 患者自ら又は家人等に行わせて差し支えないと認められる湿布については、あらかじめ予見

される当該湿布薬の必要量を外用薬として投与するものとし、湿布処置は算定できない。 

(５) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬

剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所

サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）につ

いては、消炎鎮痛等処置の費用は算定できない。 

(６)  「３」の対象となる湿布処置は、半肢の大部又は頭部、頸部及び顔面の大部以上にわたる範

囲のものについて算定するものであり、それ以外の狭い範囲の湿布処置は、第１章基本診療料

に含まれるものであり、湿布処置を算定することはできない。 

Ｊ１１９－２ 腰部又は胸部固定帯固定 

(１) 腰痛症の患者に対して腰部固定帯で腰部を固定した場合又は骨折非観血的整復術等の手術を

必要としない肋骨骨折等の患者に対して、胸部固定帯で胸部を固定した場合に１日につき所定

点数を算定する。 

(２) 同一患者につき同一日において、腰部又は胸部固定帯固定に併せて消炎鎮痛等処置、低出力

レーザー照射又は肛門処置を行った場合は、主たるものにより算定する。 

(３) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬

剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所

サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）につ

いては、腰部又は胸部固定帯固定の費用は算定できない。 

Ｊ１１９－３ 低出力レーザー照射 

(１) 筋肉、関節の慢性非感染性炎症性疾患における疼痛の緩和のために低出力レーザー照射を行

った場合に、疾病、照射部位又は照射回数に関わらず１日につき所定点数を算定する。 

(２) 同一患者につき同一日において、低出力レーザー照射に併せて消炎鎮痛等処置、腰部又は胸

部固定帯固定、肛門処置を行った場合は、主たるものにより算定する。 

(３) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬

剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者及び医療型短期入所

サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定している短期入所中の者を除く。）につ

いては、低出力レーザー照射の費用は算定できない。 

 Ｊ１１９－４ 肛門処置 

(１) 診療所において、入院中の患者以外の患者についてのみ１日につき所定点数を算定する。 

(２) 単に坐薬等を挿入した場合は算定できない。 

(３) 同一患者につき同一日において、肛門処置に併せて消炎鎮痛等処置、腰部又は胸部固定帯固

定、低出力レーザー照射を行った場合は、主たるものにより算定する。 

(４) 区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これに係る薬
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剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、入院中の患者を除く。）について

は、肛門処置の費用は算定できない。 

    （栄養処置） 

 Ｊ１２０ 鼻腔栄養 

(１) 鼻腔栄養は、注入回数の如何を問わず１日につき算定するものである。 

(２) 患者が経口摂取不能のため、薬価基準に収載されている高カロリー薬を経鼻経管的に投与し

た場合は鼻腔栄養の所定点数及び薬剤料を算定し、食事療養に係る費用又は生活療養の食事の

提供たる療養に係る費用及び投薬料は別に算定しない。 

(３) 患者が経口摂取不能のため、薬価基準に収載されていない流動食を提供した場合は、鼻腔栄

養の所定点数及び食事療養に係る費用又は生活療養の食事の提供たる療養に係る費用を算定す

る。この場合において、当該保険医療機関が入院時食事療養(Ⅰ)又は入院時生活療養(Ⅰ)の届

出を行っているときは入院時食事療養(Ⅰ)又は入院時生活療養(Ⅰ)の食事の提供たる療養に係

る費用を、さらに、特別食の算定要件を満たしているときは特別食の加算をそれぞれ算定する。 

(４) 薬価基準に収載されている高カロリー薬及び薬価基準に収載されていない流動食を併せて投

与及び提供した場合は、(２)又は(３)のいずれかのみにより算定する。 

(５) 胃瘻より流動食を点滴注入した場合は、鼻腔栄養に準じて算定する。 

(６) 区分番号「Ｃ１０５」在宅成分栄養経管栄養法指導管理料、区分番号「Ｃ１０５－２」在宅

小児経管栄養法指導管理料、区分番号「Ｃ１０５－３」在宅半固形栄養経管栄養法指導管理料

又は区分番号「Ｃ１０９」在宅寝たきり患者処置指導管理料を算定している患者（これらに係

る在宅療養指導管理材料加算、薬剤料又は特定保険医療材料料のみを算定している者を含み、

入院中の患者及び医療型短期入所サービス費又は医療型特定短期入所サービス費を算定してい

る短期入所中の者を除く。）については、鼻腔栄養の費用は算定できない。 

  （ギプス） 

  １ 一般的事項 

  (１) ギプス包帯をギプスシャーレとして切割使用した場合は、ギプス包帯を作成した保険医療機

関もギプス包帯の切割使用に係る点数を算定できる。 

  (２) 既装着のギプスを他の保険医療機関で除去したときは、ギプス除去料としてギプス包帯を切

割使用した場合の２分の１に相当する点数により算定する。 

  (３) ギプスベッド又はギプス包帯の修理を行ったときは、修理料として所定点数の 100分の 10に

相当する点数を算定することができる。 

  (４) プラスチックギプスを用いてギプスを行った場合にはシーネとして用いた場合が含まれる。 

  (５) ギプスシーネは、ギプス包帯の点数（ギプス包帯をギプスシャーレとして切割使用した場合

の各区分の所定点数の 100分の 20に相当する点数を算定する場合を除く。）により算定する。 

  (６) 四肢ギプス包帯の所定点数にはプラスチックギプスに係る費用が含まれ、別に算定できない。 

  ２ 練習用仮義足又は仮義手採型法 

練習用仮義足又は仮義手の処方、採型、装着、調整等については、仮義足又は仮義手を支給する

１回に限り算定する。 

Ｊ１２９－３ 治療用装具採寸法 

(１) 区分番号「Ｂ００１」特定疾患治療管理料の「20」糖尿病合併症管理料を算定している患者

について、糖尿病足病変に対して用いる装具の採寸を行った場合は、１年に１回に限り、所定
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点数を算定する。ただし、過去１年以内に区分番号「Ｊ１２９－４」治療用装具採型法を算定

している場合は算定できない。 

(２) 当該採寸と区分番号「Ｊ１２９－４」治療用装具採型法を併せて実施した場合は、主たるも

ののみ算定する。 

Ｊ１２９－４ 治療用装具採型法 

(１) 区分番号「Ｂ００１」特定疾患治療管理料の「20」糖尿病合併症管理料を算定している患者

について、糖尿病足病変に対して用いる装具の採型を行った場合は、１年に１回に限り、所定

点数を算定する。ただし、過去１年以内に区分番号「Ｊ１２９－３」治療用装具採寸法を算定

している場合は算定できない。 

(２) 区分番号「Ｊ１２９－３」治療用装具採寸法と当該採型を併せて実施した場合は、主たるも

ののみ算定する。 

(３) フットインプレッションフォームを使用して装具の採型を行った場合は、本区分の「３」

その他の場合を算定する。 

（処置医療機器等加算） 

Ｊ２００ 腰部､胸部又は頸部固定帯加算 

(１) 本加算は、それぞれの固定帯を給付する都度算定する。なお、「固定帯」とは、従来、頭部

・頸部・躯幹等固定用伸縮性包帯として扱われてきたもののうち、簡易なコルセット状のもの

をいう。 

(２) 胸部固定帯については、肋骨骨折に対し非観血的整復術を行った後に使用した場合は、手術

の所定点数に含まれており別途算定できない。 

Ｊ２０１ 酸素加算 

(１) 酸素吸入のほか酸素又は窒素を使用した診療に係る酸素又は窒素の価格は、「酸素及び窒素

の価格」（平成２年厚生省告示第 41 号）により定められており、その単価（単位 リットル。

摂氏 35 度、１気圧における容積とする。）は、次のとおりである。 

ア 離島等以外の地域に所在する保険医療機関の場合 

液体酸素の単価 

定置式液化酸素貯槽（ＣＥ）に係る酸素の単価   １リットル当たり 0.19 円 

可搬式液化酸素容器（ＬＧＣ）に係る酸素の単価  １リットル当たり 0.32 円 

酸素ボンベに係る酸素の単価 

大型ボンベに係る酸素の単価           １リットル当たり 0.42 円 

小型ボンベに係る酸素の単価           １リットル当たり 2.36 円 

イ 離島等に所在する保険医療機関の場合 

液体酸素の単価 

定置式液化酸素貯槽（ＣＥ）に係る酸素の単価   １リットル当たり 0.29 円 

可搬式液化酸素容器（ＬＧＣ）に係る酸素の単価  １リットル当たり 0.47 円 

酸素ボンベに係る酸素の単価 

大型ボンベに係る酸素の単価           １リットル当たり 0.63 円 

小型ボンベに係る酸素の単価           １リットル当たり 3.15 円 

(２) 離島等とは、以下の地域をいう。 

ア 離島振興法（昭和 28 年法律第 72 号）第２条第１項の規定により離島振興対策実施地域と
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して指定された離島の地域 

イ 奄美群島振興開発特別措置法（昭和 29 年法律第 189 号）第１条に規定する奄美群島の地

域 

ウ 小笠原諸島振興開発特別措置法（昭和 44 年法律第 79 号）第４条第１項に規定する小笠原

諸島の地域 

エ 沖縄振興特別措置法（平成 14 年法律第 14 号）第３条第三号に規定する離島 

オ 過疎地域自立促進特別措置法（平成 12 年法律第 15 号）第２条第１項に規定する過疎地域 

カ 豪雪地帯対策特別措置法（昭和 37 年法律第 73 号）第２条第２項の規定により特別豪雪地

帯として指定された地域 

(３) 定置式液化酸素貯槽（ＣＥ）とは、医療機関の敷地内に設置されており、通常気体酸素容量

が 200 万Ｌから 1,500 万Ｌまでのものをいい、可搬式液化酸素容器（ＬＧＣ）とは、気体酸素

容量が 13.3 万Ｌ又は 37.6 万Ｌのものをいい、大型ボンベとは、ボンベ１本当たり通常 7,000

Ｌ又は 6,000Ｌ用のボンベをいい 3,000L を超えるもの、小型ボンベとは、ボンベ１本当たり通

常 1,500Ｌ又は 500Ｌ用のボンベをいい 3,000L 以下のものをいう。 

(４) 酸素の価格については、次の算式により算出した値の１円未満を四捨五入して得た額とする。 

酸素の価格（単位 円） ＝ 酸素の単価（単位 円）×当該患者に使用 

した酸素の容積（単位 リットル）× 補正率 

(５) (１)の規定にかかわらず、(１)に規定する区分ごとに次の算式により、保険医療機関ごとに

算出される酸素の購入単価が(１)に規定する単価に満たない場合には、４月１日から３月 31

日までの１年間の診療については、この酸素の購入単価を用いて算出した酸素の購入価格によ

って請求するものとする。       

         酸素の購入価格（単位 円） ＝ 酸素の購入単価（単位 円）×当該患者に使用し 

                      た酸素の容積（単位 リットル）×補正率 

                                    当該年度の前年の１月から 12 月までの間に当該  

                      保険医療機関が購入した酸素の対価 

              酸素の購入単価（単位 円）＝ ─────────────────────── 

                       当該購入した酸素の容積（単位 リットル。35  

                      ℃１気圧で換算） 

       なお、酸素の購入時期と請求時期との関係を以下に明示する。 

                   1/1                         1/1 

               ──┴──①──┬───②───┴──③──┬───④─                  

                               4/1                         4/1                                   

  

                               1/1                         1/1 

               ────⑤───┴─▲─▲─┬─●─●─●─┴──●──┬─              

                                    診療   4/1  診療                   4/1 

                ●の診療に係る請求 

③、④及び⑤の購入実績により算出した酸素の購入単価による。 

                ▲の診療に係る請求 

                 ①及び②の購入実績により算出した酸素の購入単価による。 
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点数を算定する。ただし、過去１年以内に区分番号「Ｊ１２９－４」治療用装具採型法を算定

している場合は算定できない。 

(２) 当該採寸と区分番号「Ｊ１２９－４」治療用装具採型法を併せて実施した場合は、主たるも

ののみ算定する。 

Ｊ１２９－４ 治療用装具採型法 

(１) 区分番号「Ｂ００１」特定疾患治療管理料の「20」糖尿病合併症管理料を算定している患者

について、糖尿病足病変に対して用いる装具の採型を行った場合は、１年に１回に限り、所定

点数を算定する。ただし、過去１年以内に区分番号「Ｊ１２９－３」治療用装具採寸法を算定

している場合は算定できない。 

(２) 区分番号「Ｊ１２９－３」治療用装具採寸法と当該採型を併せて実施した場合は、主たるも

ののみ算定する。 

(３) フットインプレッションフォームを使用して装具の採型を行った場合は、本区分の「３」

その他の場合を算定する。 

（処置医療機器等加算） 

Ｊ２００ 腰部､胸部又は頸部固定帯加算 

(１) 本加算は、それぞれの固定帯を給付する都度算定する。なお、「固定帯」とは、従来、頭部

・頸部・躯幹等固定用伸縮性包帯として扱われてきたもののうち、簡易なコルセット状のもの

をいう。 

(２) 胸部固定帯については、肋骨骨折に対し非観血的整復術を行った後に使用した場合は、手術

の所定点数に含まれており別途算定できない。 

Ｊ２０１ 酸素加算 

(１) 酸素吸入のほか酸素又は窒素を使用した診療に係る酸素又は窒素の価格は、「酸素及び窒素

の価格」（平成２年厚生省告示第 41 号）により定められており、その単価（単位 リットル。

摂氏 35 度、１気圧における容積とする。）は、次のとおりである。 

ア 離島等以外の地域に所在する保険医療機関の場合 

液体酸素の単価 

定置式液化酸素貯槽（ＣＥ）に係る酸素の単価   １リットル当たり 0.19 円 

可搬式液化酸素容器（ＬＧＣ）に係る酸素の単価  １リットル当たり 0.32 円 

酸素ボンベに係る酸素の単価 

大型ボンベに係る酸素の単価           １リットル当たり 0.42 円 

小型ボンベに係る酸素の単価           １リットル当たり 2.36 円 

イ 離島等に所在する保険医療機関の場合 

液体酸素の単価 

定置式液化酸素貯槽（ＣＥ）に係る酸素の単価   １リットル当たり 0.29 円 

可搬式液化酸素容器（ＬＧＣ）に係る酸素の単価  １リットル当たり 0.47 円 

酸素ボンベに係る酸素の単価 

大型ボンベに係る酸素の単価           １リットル当たり 0.63 円 

小型ボンベに係る酸素の単価           １リットル当たり 3.15 円 

(２) 離島等とは、以下の地域をいう。 

ア 離島振興法（昭和 28 年法律第 72 号）第２条第１項の規定により離島振興対策実施地域と
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して指定された離島の地域 

イ 奄美群島振興開発特別措置法（昭和 29 年法律第 189 号）第１条に規定する奄美群島の地

域 

ウ 小笠原諸島振興開発特別措置法（昭和 44 年法律第 79 号）第４条第１項に規定する小笠原

諸島の地域 

エ 沖縄振興特別措置法（平成 14 年法律第 14 号）第３条第三号に規定する離島 

オ 過疎地域自立促進特別措置法（平成 12 年法律第 15 号）第２条第１項に規定する過疎地域 

カ 豪雪地帯対策特別措置法（昭和 37 年法律第 73 号）第２条第２項の規定により特別豪雪地

帯として指定された地域 

(３) 定置式液化酸素貯槽（ＣＥ）とは、医療機関の敷地内に設置されており、通常気体酸素容量

が 200 万Ｌから 1,500 万Ｌまでのものをいい、可搬式液化酸素容器（ＬＧＣ）とは、気体酸素

容量が 13.3 万Ｌ又は 37.6 万Ｌのものをいい、大型ボンベとは、ボンベ１本当たり通常 7,000

Ｌ又は 6,000Ｌ用のボンベをいい 3,000L を超えるもの、小型ボンベとは、ボンベ１本当たり通

常 1,500Ｌ又は 500Ｌ用のボンベをいい 3,000L 以下のものをいう。 

(４) 酸素の価格については、次の算式により算出した値の１円未満を四捨五入して得た額とする。 

酸素の価格（単位 円） ＝ 酸素の単価（単位 円）×当該患者に使用 

した酸素の容積（単位 リットル）× 補正率 

(５) (１)の規定にかかわらず、(１)に規定する区分ごとに次の算式により、保険医療機関ごとに

算出される酸素の購入単価が(１)に規定する単価に満たない場合には、４月１日から３月 31

日までの１年間の診療については、この酸素の購入単価を用いて算出した酸素の購入価格によ

って請求するものとする。       

         酸素の購入価格（単位 円） ＝ 酸素の購入単価（単位 円）×当該患者に使用し 

                      た酸素の容積（単位 リットル）×補正率 

                                    当該年度の前年の１月から 12 月までの間に当該  

                      保険医療機関が購入した酸素の対価 

              酸素の購入単価（単位 円）＝ ─────────────────────── 

                       当該購入した酸素の容積（単位 リットル。35  

                      ℃１気圧で換算） 

       なお、酸素の購入時期と請求時期との関係を以下に明示する。 

                   1/1                         1/1 

               ──┴──①──┬───②───┴──③──┬───④─                  

                               4/1                         4/1                                   

  

                               1/1                         1/1 

               ────⑤───┴─▲─▲─┬─●─●─●─┴──●──┬─              

                                    診療   4/1  診療                   4/1 

                ●の診療に係る請求 

③、④及び⑤の購入実績により算出した酸素の購入単価による。 

                ▲の診療に係る請求 

                 ①及び②の購入実績により算出した酸素の購入単価による。 
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(６) (４)及び(５)の算式の場合において、「当該患者に使用した酸素の容積」とは、患者に使用

する際の状態の温度及び気圧において測定された酸素の容積をいうものであり、一定の温度又

は気圧に換算する必要はない。 

また、補正率 1.3 は、購入時と使用時の気体の状態の違いに由来する容積差等を勘案の上設

定したものである。 

(７) 新規に保険医療機関の指定を受けた場合及び(１)に規定する区分を追加又は変更した場合で

あって、当該診療に係る年度の前年の１月から 12 月までの１年間において酸素の購入実績が

ない場合にあっては、当年度の３月までの間は、次に定めるところによって酸素の購入単価を

算出するものとする。その場合において購入単価が(１)に規定する単価を超える場合は、(１)

の購入単価とする。 

ア 当該診療月前に酸素を購入した実績がある場合（当該年度内に新規に指定され購入又は区

分の追加若しくは変更（大型ボンベを廃止し、ＣＥに変更等）を行った場合に限る。）にあ

っては、購入した酸素（保険医療機関の指定を受けた日前に購入したものを含む。）の対価

を当該購入した酸素の摂氏 35 度、１気圧における容積（単位 リットル）で除して得た額

の 0.01 円未満の端数を四捨五入した額を酸素の購入単価とする。 

イ アにより算出した場合の購入単価について、当年度の３月までの間については、当該診療

月前に購入した全ての酸素（保険医療機関の指定を受けた日前に購入したものを含む。）の

対価を当該購入した酸素の摂氏 35 度、１気圧における容積（単位 リットル）で除して得

た額の 0.01 円未満の端数を四捨五入した額を酸素の購入単価とする。 

(８) (５)並びに(７)のア及びイの関係は、当該年度（診療日の属する年度）に係る購入単価は、

原則、前年の１月から 12 月までの購入実績に基づき算出した単価とするものであるが、年度

の途中において新規又は区分の変更を行った年度に限り当該年度内の購入実績に基づき購入単

価とするものである。従って、翌年度の４月１日からは、(５)により算出した購入単価による

こととなる。 

(９) 離島等における特別の事情とは、酸素の搬入において船舶による搬入時間が、多くの時間を

要する場合や酸素製造工場又は医療用酸素充填所から著しく遠距離であるため通常の価格では

購入が困難な場合等を考慮したものであり、当該事情があると認められた場合には、(１)の規

定にかかわらず、(１)に規定する区分ごとに(５)に規定する算式により、保険医療機関ごとに

算出される酸素の購入単価が(１)に規定する単価を超える場合は、４月１日から３月 31 日ま

での１年間の診療については、この酸素の購入単価を用いて算出した酸素の購入価格によって

請求するものとする。なお、この場合、前年度の購入単価を超えることはできないものとする。

ただし、大型ボンベにあっては、6,000L 以上、小型ボンベにあっては、500L 以上に限る。 

(10)  離島等における特別の事情がある場合は、その理由を記載した書面を地方厚生（支）局長に

届け出るものとする。 

(11) 保険医療機関は、当該年の４月１日以降の診療に係る費用の請求に当たって用いる酸素の単

価並びにその算出の基礎となった前年の１月から 12 月までの間に当該保険医療機関が購入し

た酸素の対価及び当該購入した酸素の容積を別紙様式 25 により、当該年の２月 15 日までに地

方厚生（支）局長に届け出るものとする。ただし、(７)のア又はイの方法によって酸素の購入

単価を算出している場合にあっては、随時（当該年度内において算出した購入単価に 30％を超

える変動があった場合を含む。）地方厚生（支）局長に届け出るものとする。 
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(12) 地方厚生（支）局においては、届出を受けた購入単価について、審査支払機関に対し通知す

るとともに、保険者に対し通知し、情報提供を行うこと。 

(13) 窒素の価格は、液化窒素、ボンベ等の窒素の形態にかかわらず、窒素の単価に当該患者に使

用した窒素の容積を乗じた値とする。なお、窒素の単価は１リットル当たり 0.12 円である。 

(14) 酸素を動力源とする閉鎖循環式麻酔装置、高気圧酸素治療装置等を利用して、人工呼吸、酸

素吸入、高気圧酸素治療等を行った場合、動力源として消費される酸素の費用は算定できない。

また、動力源として消費される窒素の費用も算定できない。 

(15) 酸素と窒素を用いて空気と類似した組成の気体を作成し酸素吸入等に用いた場合、酸素及び

窒素の費用は算定できない。 

(16) (５)、(７)及び(11)に掲げる対価については、平成 30 年１月１日から令和元年９月 30 日ま

での間に医療機関が購入したものについては、当該対価に 108 分の 110 を乗じて得た額の１円

未満の端数を四捨五入した額とする。 
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(６) (４)及び(５)の算式の場合において、「当該患者に使用した酸素の容積」とは、患者に使用

する際の状態の温度及び気圧において測定された酸素の容積をいうものであり、一定の温度又

は気圧に換算する必要はない。 

また、補正率 1.3 は、購入時と使用時の気体の状態の違いに由来する容積差等を勘案の上設

定したものである。 

(７) 新規に保険医療機関の指定を受けた場合及び(１)に規定する区分を追加又は変更した場合で

あって、当該診療に係る年度の前年の１月から 12 月までの１年間において酸素の購入実績が

ない場合にあっては、当年度の３月までの間は、次に定めるところによって酸素の購入単価を

算出するものとする。その場合において購入単価が(１)に規定する単価を超える場合は、(１)

の購入単価とする。 

ア 当該診療月前に酸素を購入した実績がある場合（当該年度内に新規に指定され購入又は区

分の追加若しくは変更（大型ボンベを廃止し、ＣＥに変更等）を行った場合に限る。）にあ

っては、購入した酸素（保険医療機関の指定を受けた日前に購入したものを含む。）の対価

を当該購入した酸素の摂氏 35 度、１気圧における容積（単位 リットル）で除して得た額

の 0.01 円未満の端数を四捨五入した額を酸素の購入単価とする。 

イ アにより算出した場合の購入単価について、当年度の３月までの間については、当該診療

月前に購入した全ての酸素（保険医療機関の指定を受けた日前に購入したものを含む。）の

対価を当該購入した酸素の摂氏 35 度、１気圧における容積（単位 リットル）で除して得

た額の 0.01 円未満の端数を四捨五入した額を酸素の購入単価とする。 

(８) (５)並びに(７)のア及びイの関係は、当該年度（診療日の属する年度）に係る購入単価は、

原則、前年の１月から 12 月までの購入実績に基づき算出した単価とするものであるが、年度

の途中において新規又は区分の変更を行った年度に限り当該年度内の購入実績に基づき購入単

価とするものである。従って、翌年度の４月１日からは、(５)により算出した購入単価による

こととなる。 

(９) 離島等における特別の事情とは、酸素の搬入において船舶による搬入時間が、多くの時間を

要する場合や酸素製造工場又は医療用酸素充填所から著しく遠距離であるため通常の価格では

購入が困難な場合等を考慮したものであり、当該事情があると認められた場合には、(１)の規

定にかかわらず、(１)に規定する区分ごとに(５)に規定する算式により、保険医療機関ごとに

算出される酸素の購入単価が(１)に規定する単価を超える場合は、４月１日から３月 31 日ま

での１年間の診療については、この酸素の購入単価を用いて算出した酸素の購入価格によって

請求するものとする。なお、この場合、前年度の購入単価を超えることはできないものとする。

ただし、大型ボンベにあっては、6,000L 以上、小型ボンベにあっては、500L 以上に限る。 

(10)  離島等における特別の事情がある場合は、その理由を記載した書面を地方厚生（支）局長に

届け出るものとする。 

(11) 保険医療機関は、当該年の４月１日以降の診療に係る費用の請求に当たって用いる酸素の単

価並びにその算出の基礎となった前年の１月から 12 月までの間に当該保険医療機関が購入し

た酸素の対価及び当該購入した酸素の容積を別紙様式 25 により、当該年の２月 15 日までに地

方厚生（支）局長に届け出るものとする。ただし、(７)のア又はイの方法によって酸素の購入

単価を算出している場合にあっては、随時（当該年度内において算出した購入単価に 30％を超

える変動があった場合を含む。）地方厚生（支）局長に届け出るものとする。 
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(12) 地方厚生（支）局においては、届出を受けた購入単価について、審査支払機関に対し通知す

るとともに、保険者に対し通知し、情報提供を行うこと。 

(13) 窒素の価格は、液化窒素、ボンベ等の窒素の形態にかかわらず、窒素の単価に当該患者に使

用した窒素の容積を乗じた値とする。なお、窒素の単価は１リットル当たり 0.12 円である。 

(14) 酸素を動力源とする閉鎖循環式麻酔装置、高気圧酸素治療装置等を利用して、人工呼吸、酸

素吸入、高気圧酸素治療等を行った場合、動力源として消費される酸素の費用は算定できない。

また、動力源として消費される窒素の費用も算定できない。 

(15) 酸素と窒素を用いて空気と類似した組成の気体を作成し酸素吸入等に用いた場合、酸素及び

窒素の費用は算定できない。 

(16) (５)、(７)及び(11)に掲げる対価については、平成 30 年１月１日から令和元年９月 30 日ま

での間に医療機関が購入したものについては、当該対価に 108 分の 110 を乗じて得た額の１円

未満の端数を四捨五入した額とする。 
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掲

げ
る

手
術

を
手

術
時

体
重

が
1
,
5
0
0
グ

ラ
ム

未
満

の
児

又
は

新
生

児
（

手
術

時
体

重
が
1
,
5
0
0
グ

ラ
ム

未
満

の
児

を
除

く
。

）
に

対
し

て
実

施
す

る
場

合
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

手
術

の
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
4
0
0
又

は
1
0
0
分

の
3
0
0
に

相
当

す
る

点
数

を

加
算

す
る

。

８
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
又

は
３

歳
以

上
６

歳
未

満
の

幼
児

に
対

し
て

手
術

（
区

分
番

号
Ｋ

６
１

８
に

掲
げ

る
中

心
静

脈
注

射
用

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

を
除

く
。

）
を

行
っ

た
場

合
は

、
乳

幼
児

加
算

又
は

幼
児

加
算

と
し

て
、

当
該

手
術

の
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
1
0
0
又

は
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

前
号

に
規

定
す

る
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
算

定
し

な
い

。

第
1
0
部

手
術

通
則 １

手
術

の
費

用
は

、
第

１
節

若
し

く
は

第
２

節
の

各
区

分
に

掲
げ

る
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

、
又

は
第

１
節

に

掲
げ

る
所

定
点

数
及

び
第

２
節

の
各

区
分

に
掲

げ
る

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

手
術

に
伴

っ
て

行
っ

た
処

置
（

区
分

番
号

Ｊ
１

２
２

か
ら

Ｊ
１

２
９

－
４

ま
で

に
掲

げ
る

も
の

を
除

く
。

）
及

び
診

断
穿

刺
・

検
体

採
取

並
び

に
手

術
に

当
た

っ
て

通
常

使
用

さ
れ

る
保

険
医

療
材

料
の

費
用

せ
ん

は
、

第
１

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

２
手

術
に

当
た

っ
て

、
第

３
節

に
掲

げ
る

医
療

機
器

等
、

薬
剤

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
も

の
を

除
く

。
）

又
は

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

材
料

（
以

下
こ

の
部

に
お

い
て

「
特

定
保

険
医

療
材

料
」

と
い

う
。

）
を

使
用

し
た

場
合

は
、

前
号

に
よ

り
算

定
し

た
点

数
及

び
第

３
節

、
第

４
節

若
し

く
は

第
５

節
の

各
区

分
又

は
区

分
番

号
Ｅ

４
０

０
に

掲
げ

る
フ

ィ
ル

ム
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

３
第

１
節

に
掲

げ
ら

れ
て

い
な

い
手

術
で

あ
っ

て
特

殊
な

も
の

の
費

用
は

、
第
１

節
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
手

術

の
う

ち
で

最
も

近
似

す
る

手
術

の
各

区
分

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

４
区

分
番

号
Ｋ

０
０

７
（

注
に

規
定

す
る

加
算

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

０
１

４
－

２
、

Ｋ
０

２
２

の
１

、
Ｋ

０
３

１
（

注
に

規
定

す
る

加
算

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

０
５

３
（

注
に

規
定

す
る

加
算

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

０
５

９
の

３
の

イ
、

Ｋ
０

５
９

の
４

、
Ｋ

１
３

３
－

２
、

Ｋ
１

３
４

－
４

、
Ｋ

１
３

６
－

２
、

Ｋ
１

６
９

（
注

１
又

は
注

２
に

規
定

す
る

加
算

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

１
８

０
の

３
、

Ｋ
１

８
１

、
Ｋ

１
８

１
－

２
、

Ｋ
１

８
１

－
６

の
２

の
ロ

、
Ｋ

１
９

０
、

Ｋ
１

９
０

－
２

、
Ｋ

１
９

０
－

６
、

Ｋ
１

９
０

－
７

、
Ｋ

２
５

４
の

１
、

Ｋ
２

５
９

（
注

２
に

規
定

す
る

加
算

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

２
６

０
－

２
、

Ｋ
２

６
８

の
５

、
Ｋ

２
６

８
の

６
、

Ｋ
２

８
０

－
２

、
Ｋ

２
８

１
－

２
、

Ｋ
３

２
０

－
２

、
Ｋ

３
２

８
か

ら
Ｋ

３
２

８
－

３
ま

で
、

Ｋ
３

４
０

－
７

、
Ｋ

３
７

４
－

２
、

Ｋ
３

９
４

－
２

、
Ｋ

４
０

０
の

３
、

Ｋ
４

４
３

の
３

、
Ｋ

４
４

４
の

４
、

Ｋ
４

４
５

－
２

、
Ｋ

４
６

１
－

２
、

Ｋ
４

６
２

－
２

、
Ｋ

４
６

３
－

２
、

Ｋ
４

６
４

－
２

、
Ｋ

４
７

４
－

３
の

２
、

Ｋ
４

７
５

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

４
７

６
（

１
か

ら
７

ま
で

に
つ

い
て

は
、

注
１

又
は

注
２

に
規

定
す

る
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
、

Ｋ
４

７
６

－
４

、
Ｋ

５
１

４
の
1
0
、

Ｋ
５

１
４

－
４

、
Ｋ

５
１

４
－

６
、

Ｋ
５

２
０

の
４

、
Ｋ

５
３

０
－

３
、

Ｋ
５

４
６

、
Ｋ

５
４

８
、

Ｋ
５

４
９

、
Ｋ

５
５

４
－

２
、

Ｋ
５

５
５

－
２

、
Ｋ

５
５

５
－

３
、

Ｋ
５

５
９

－
３

、
Ｋ

５
６

２
－

２
、

Ｋ
５

９
４

の
４

の
ロ

、
Ｋ

５
９

５
（

注
２

に
規

定
す

る
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
、

Ｋ
５

９
５

－
２

、
Ｋ

５
９

７
か

ら
Ｋ

６
０

０
ま

で
、

Ｋ
６

０
２

－
２

、
Ｋ

６
０

３
か

ら
Ｋ

６
０

４
－

２
ま

で
、

Ｋ
６

０
５

－
２

、
Ｋ

６
０

５
－

４
、

Ｋ
６

０
５

－
５

、
Ｋ

６
１

５
－

２
、

Ｋ
６

１
６

－
６

、
Ｋ

６
１

７
－

５
、

Ｋ
６

２
７

－
２

の
１

及
び

２
、

Ｋ
６

２
７

－
３

、
Ｋ

６
２

７
－

４
、

Ｋ
６

３
６

－
２

、
Ｋ

６
４

２
－

３
、

Ｋ
６

４
３

－
２

、
Ｋ

６
４

７
－

３
、

Ｋ
６

５
４

－
４

、
Ｋ

６
５

６
－

２
、

Ｋ
６

６
５
の

２
、

Ｋ
６

６
８

－
２

、
Ｋ

６
７

７
の

１
、

Ｋ
６

７
８

、
Ｋ

６
８

４
－

２
、

Ｋ
６

９
５

－
２

、
Ｋ

６
９

７

－
５

、
Ｋ

６
９

７
－

７
、

Ｋ
６

９
９

－
２

、
Ｋ

７
０

０
－

３
、

Ｋ
７

０
２

－
２

、
Ｋ

７
０

３
－

２
、

Ｋ
７

０
９

－
３

、
Ｋ

７
０

９
－

５
、

Ｋ
７

０
９

－
６

、
Ｋ

７
１

６
－

４
、

Ｋ
７

１
６

－
６

、
Ｋ

７
２

１
－

４
、

Ｋ
７

３
０

の
３

、
Ｋ

７
３

１
の

３
、

Ｋ
７

５
４

－
３

、
Ｋ

７
６

８
、

Ｋ
７

６
９

－
３

、
Ｋ

７
７

２
－

３
、

Ｋ
７

７
３

－
３

か
ら

Ｋ
７

７
３

－
５

ま
で

、
Ｋ

７
７

７
の

１
、

Ｋ
７

８
０

、
Ｋ

７
８

０
－

２
、

Ｋ
７

８
５

－
２

、
Ｋ

７
９

２
の

１
、

Ｋ
８

０
０

－
３

、
Ｋ

８
０

２
－

４
、

Ｋ
８

０
３

－
２

、
Ｋ

８
０

３
－

３
、

Ｋ
８

０
８

の
１

、
Ｋ

８
１

８
（

１
に

お
い

て
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

８
１

９
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

行
う

場
合

に
限

る
。

）
、

Ｋ
８

１
９

－
２

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

８
２

３
－

５
、

Ｋ
８

２
５

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

８
３

０
（

別
に

厚
生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合

に
限

る
。

）
、

Ｋ
８

４
１

－
４

、
Ｋ

８
４

３
－

２
か

ら
Ｋ

８
４

３
－

４
ま

で
、

Ｋ
８

５
１

（
１

に
お

い
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

行
う

場
合

に
限

る
。

）
、

Ｋ
８

５
８

の
１

、
Ｋ

８
５

９
（

２
、

４
及

び
５

に
お

い
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

行
う

場
合

に
限

る
。

）
、

Ｋ
８

６
５

－
２

、
Ｋ

８
７

７
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

行
う

場
合

に
限

る
。

）
、

Ｋ
８

７
７

－
２

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

、
Ｋ

８
７

９
－

２
、

Ｋ
８

８
８

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

並
び

に
Ｋ

９
１

０
－

２
か

ら
Ｋ

９
１

０
－

５
ま

で
に

掲
げ

る
手

術
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
区

分
番

号
Ｋ

（ ）（ ） 555554

２
－
⑽　
手　
術



1
6

区
分

番
号

Ｋ
６

６
４

に
掲

げ
る

手
術

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

1
7

歯
科

医
師

に
よ

る
周

術
期

口
腔

機
能

管
理

の
実

施
後

１
月

以
内

に
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

手
術

を
く

う

実
施

し
た

場
合

は
、

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
後

手
術

加
算

と
し

て
、
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
く

う

1
8

区
分

番
号

Ｋ
５

０
２

－
５

、
Ｋ

５
０

４
－

２
、

Ｋ
５

１
３

－
２

、
Ｋ

５
１

４
－

２
の

２
、

Ｋ
５

１
４

－
２

の

３
、

Ｋ
５

２
９

－
２

、
Ｋ

５
２

９
－

３
、

Ｋ
５

５
４

－
２

、
Ｋ

６
５

５
－

２
、

Ｋ
６

５
５

－
５

、
Ｋ

６
５

７
－

２
、

Ｋ
７

０
２

－
２

、
Ｋ

７
０

３
－

２
、

Ｋ
７

４
０

－
２

、
Ｋ

７
７

８
－

２
、

Ｋ
８

０
３

－
２

、
Ｋ

８
６

５
－

２
、

Ｋ
８

７
７

－
２

及
び

Ｋ
８

７
９

－
２

（
子

宮
体

が
ん

に
限

る
。

）
に

掲
げ

る
手

術
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

て
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

も
算

定
で

き
る

。

1
9

区
分

番
号

Ｋ
４

７
５

及
び

Ｋ
８

８
８

に
掲

げ
る

手
術

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
遺

伝
性

乳
癌

卵
巣

が
ん

癌
症

候
群

の
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

も
算

定
で

き
る

。
が

ん

第
１

節
手

術
料

第
１

款
皮

膚
・

皮
下

組
織

区
分

（
皮

膚
、

皮
下

組
織

）

Ｋ
０

０
０

創
傷

処
理

１
筋

肉
、

臓
器

に
達

す
る

も
の

（
長

径
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
）

1
,
2
5
0
点

２
筋

肉
、

臓
器

に
達

す
る

も
の

（
長

径
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

）

1
,
6
8
0
点

３
筋

肉
、

臓
器

に
達

す
る

も
の

（
長

径
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

）

イ
頭

頸
部

の
も

の
（

長
径
2
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
も

の
に

限
る

。
）

8
,
6
0
0
点

け
い

ロ
そ

の
他

の
も

の
2
,
4
0
0
点

４
筋

肉
、

臓
器

に
達

し
な

い
も

の
（

長
径

５
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

）
4
7
0
点

５
筋

肉
、

臓
器

に
達

し
な

い
も

の
（

長
径

５
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

）

8
5
0
点

６
筋

肉
、

臓
器

に
達

し
な

い
も

の
（

長
径
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

）
1
,
3
2
0
点

注
１

切
、

刺
、

割
創

又
は

挫
創

の
手

術
に

つ
い

て
切

除
、

結
紮

又
は

縫
合

を
行

う
場

合
に

限
り

算
さ

つ

定
す

る
。

２
真

皮
縫

合
を

伴
う

縫
合

閉
鎖

を
行

っ
た

場
合

は
、

露
出

部
の

創
傷

に
限

り
4
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
汚

染
さ

れ
た

挫
創

に
対

し
て

デ
ブ

リ
ー

ド
マ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
当

初
の

１
回

に
限

り

1
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
０

０
０

－
２

小
児

創
傷

処
理

（
６

歳
未

満
）

１
筋

肉
、

臓
器

に
達

す
る

も
の

（
長

径
２
.
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
）

1
,
2
5
0
点

２
筋

肉
、

臓
器

に
達

す
る

も
の

（
長

径
２
.
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満

）
1
,
4
0
0
点

３
筋

肉
、

臓
器

に
達

す
る

も
の

（
長

径
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

）

2
,
2
2
0
点

４
筋

肉
、

臓
器

に
達

す
る

も
の

（
長

径
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

）
3
,
4
3
0
点

５
筋

肉
、

臓
器

に
達

し
な

い
も

の
（

長
径

２
.
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
）

4
5
0
点

６
筋

肉
、

臓
器

に
達

し
な

い
も

の
（

長
径

２
.
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
）

5
0
0
点

７
筋

肉
、

臓
器

に
達

し
な

い
も

の
（

長
径

５
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

）

9
5
0
点

８
筋

肉
、

臓
器

に
達

し
な

い
も

の
（

長
径
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

）
1
,
7
4
0
点

注
１

切
、

刺
、

割
創

又
は

挫
創

の
手

術
に

つ
い

て
切

除
、

結
紮

又
は

縫
合

を
行

う
場

合
に

限
り

算
さ

つ

９
区

分
番

号
Ｋ

２
９

３
、

Ｋ
２

９
４

、
Ｋ

３
１

４
、

Ｋ
３

４
３

、
Ｋ

３
７

４
、

Ｋ
３

７
４

－
２

、
Ｋ

３
７

６
、

Ｋ
３

９
４

、
Ｋ

３
９

４
－

２
、

Ｋ
４

１
０

、
Ｋ

４
１

２
、

Ｋ
４

１
５

、
Ｋ

４
２

２
、

Ｋ
４

２
４

、
Ｋ

４
２

５
、

Ｋ
４

３
９

、
Ｋ

４
４

２
の

２
及

び
３

、
Ｋ

４
５

５
、

Ｋ
４

５
８

、
Ｋ

４
６

３
の

１
及

び
３

並
び

に
Ｋ

４
６

３
－

２
に

掲
げ

る
手

術
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
Ｋ

４
６

９
に

掲
げ

る
頸

部
郭

清
術

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
所

け
い

定
点

数
に

片
側

の
場

合
は
4
,
0
0
0
点

を
、

両
側

の
場

合
は
6
,
0
0
0
点

を
加

算
す

る
。

1
0

Ｈ
Ｉ

Ｖ
抗

体
陽

性
の

患
者

に
対

し
て

、
観

血
的

手
術

を
行

っ
た

場
合

は
、
4
,
0
0
0
点

を
当

該
手

術
の

所
定

点

数
に

加
算

す
る

。

1
1

メ
チ

シ
リ

ン
耐

性
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

感
染

症
患

者
（

感
染

症
法

の
規

定
に

基
づ

き
都

道
府

県

知
事

に
対

し
て

医
師

の
届

出
が

義
務

づ
け

ら
れ

る
も

の
に

限
る

。
）

、
Ｂ

型
肝

炎
感

染
患

者
（

Ｈ
Ｂ
s
又

は
Ｈ

Ｂ
e
抗

原
陽

性
の

者
に

限
る

。
）

若
し

く
は

Ｃ
型

肝
炎

感
染

患
者

又
は

結
核

患
者

に
対

し
て

、
区

分
番

号
Ｌ

０

０
８

に
掲

げ
る

マ
ス

ク
又

は
気

管
内

挿
管

に
よ

る
閉

鎖
循

環
式

全
身

麻
酔

、
区

分
番

号
Ｌ

０
０

２
に

掲
げ

る
硬

膜
外

麻
酔

又
は

区
分

番
号

Ｌ
０

０
４

に
掲

げ
る

脊
椎

麻
酔

を
伴

う
手

術
を

行
っ

た
場

合
は

、
1
,
0
0
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

1
2

緊
急

の
た

め
に

休
日

に
手

術
を

行
っ

た
場

合
又

は
そ

の
開

始
時

間
が

保
険

医
療

機
関

の
表

示
す

る
診

療
時

間

以
外

の
時

間
若

し
く

は
深

夜
で

あ
る

手
術

（
区

分
番

号
Ｋ

９
１

４
に

掲
げ

る
脳

死
臓

器
提

供
管

理
料

及
び

区
分

番
号

Ｋ
９

１
５

に
掲

げ
る

生
体

臓
器

提
供

管
理

料
を

除
く

。
）

を
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

、
当

該
手

術
の

費
用

は
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
に

加
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

休
日

加
算

１
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
1
6
0
に

相
当

す
る

点
数

(1
)

時
間

外
加

算
１

（
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
対

し
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

る
。

）
(２
)

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

深
夜

加
算

１
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
1
6
0
に

相
当

す
る

点
数

(３
)

か
ら

ま
で

に
か

か
わ

ら
ず

、
区

分
番

号
Ａ

０
０

０
に

掲
げ

る
初

診
料

の
注

７
の

た
だ

し
書

に
規

(４
)

(1
)

(３
)

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
、

そ
の

開
始

時
間

が
同

注
の

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
時

間
で

あ
る

手
術

を
行

っ
た

場
合

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

ロ
イ

以
外

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合

休
日

加
算

２
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

(1
)

時
間

外
加

算
２

（
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
対

し
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

る
。

）
(２
)

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
4
0
に

相
当

す
る

点
数

深
夜

加
算

２
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

(３
)

か
ら

ま
で

に
か

か
わ

ら
ず

、
区

分
番

号
Ａ

０
０

０
に

掲
げ

る
初

診
料

の
注

７
の

た
だ

し
書

に
規

(４
)

(1
)

(３
)

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

て
、

そ
の

開
始

時
間

が
同

注
の

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
時

間
で

あ
る

手
術

を
行

っ
た

場
合

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
4
0
に

相
当

す
る

点
数

1
3

対
称

器
官

に
係

る
手

術
の

各
区

分
の

所
定

点
数

は
、

特
に

規
定

す
る

場
合

を
除

き
、

片
側

の
器

官
の

手
術

料

に
係

る
点

数
と

す
る

。

1
4

同
一

手
術

野
又

は
同

一
病

巣
に

つ
き

、
２

以
上

の
手

術
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

の
費

用
の

算
定

は
、

主
た

る

手
術

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
神

経
移

植
術

、
骨

移
植

術
、

植
皮

術
、

動
脈

（
皮

）
弁

術
、

筋
（

皮
）

弁
術

、
遊

離
皮

弁
術

（
顕

微
鏡

下
血

管
柄

付
き

の
も

の
）

、
複

合
組

織
移

植
術

、
自

家
遊

離
複

合
組

織
移

植
術

（
顕

微
鏡

下
血

管
柄

付
き

の
も

の
）

、
粘

膜
移

植
術

若
し

く
は

筋
膜

移
植

術
と

他
の

手
術

と
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

、
大

腿
骨

頭
回

転
骨

切
り

術
若

し
く

は
大

腿
骨

近
位

部
（

転
子

間
を

含
む

。
）

骨
切

り
術

た
い

た
い

と
骨

盤
骨

切
り

術
、

臼
蓋

形
成

手
術

若
し

く
は

寛
骨

臼
移

動
術

と
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

、
喉

頭
気

管
分

離
術

と
血

管
結

紮
術

で
開

胸
若

し
く

は
開

腹
を

伴
う

も
の

と
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

又
は

先
天

性
気

管
狭

窄
症

手
術

さ
つ

さ
く

と
第
1
0
部

第
１

節
第

８
款

に
掲

げ
る

手
術

を
同

時
に

行
っ

た
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

所
定

点
数

を
合

算
し

て
算

定
す

る
。

ま
た

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
場

合
は

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

算
定

す
る

。

1
5

手
術

を
開

始
し

た
後

、
患

者
の

病
状

の
急

変
等

や
む

を
得

な
い

事
情

に
よ

り
そ

の
手

術
を

中
途

で
中

絶
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
中

絶
ま

で
に

行
っ

た
実

態
に

最
も

近
似

す
る

手
術

の
各

区
分

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

（ ）（ ） 555554

２
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⑽　
手　
術



3
,
2
3
0
点

４
長

径
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

良
性

又
は

悪
性

皮
膚

腫
瘍

4
,
1
6
0
点

Ｋ
０

０
７

皮
膚

悪
性

腫
瘍

切
除

術

１
広

汎
切

除
2
8
,
2
1
0
点

２
単

純
切

除
1
1
,
0
0
0
点

注
放

射
性

同
位

元
素

及
び

色
素

を
用

い
た

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
（

悪
性

黒
色

腫
等

に
係

る

も
の

に
限

る
。

）
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

加
算

と
し

て
、
5
,
0
0
0

点
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

手
術

に
用

い
た

色
素

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
０

０
７

－
２

経
皮

的
放

射
線

治
療

用
金

属
マ

ー
カ

ー
留

置
術

1
0
,
0
0
0
点

Ｋ
０

０
７

－
３

放
射

線
治

療
用

合
成

吸
収

性
材

料
留

置
術

1
4
,
2
9
0
点

Ｋ
０

０
８

腋
臭

症
手

術
え

き

１
皮

弁
法

6
,
8
7
0
点

２
皮

膚
有

毛
部

切
除

術
3
,
0
0
0
点

３
そ

の
他

の
も

の
1
,
6
6
0
点

（
形

成
）

Ｋ
０

０
９

皮
膚

剥
削

術
は

く

１
2
5
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
,
8
1
0
点

２
2
5
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

4
,
3
7
0
点

３
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

9
,
6
1
0
点

４
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

1
3
,
6
4
0
点

Ｋ
０

１
０

瘢
痕

拘
縮

形
成

手
術

は
ん

１
顔

面
1
2
,
6
6
0
点

２
そ

の
他

8
,
0
6
0
点

Ｋ
０

１
１

顔
面

神
経

麻
痺

形
成

手
術

ひ

１
静

的
な

も
の

1
9
,
1
1
0
点

２
動

的
な

も
の

6
4
,
3
5
0
点

Ｋ
０

１
２

削
除

Ｋ
０

１
３

分
層

植
皮

術

１
2
5
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

3
,
5
2
0
点

２
2
5
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

6
,
2
7
0
点

３
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

9
,
0
0
0
点

４
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

2
5
,
8
2
0
点

注
広

範
囲

皮
膚

欠
損

の
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
は

、
頭

頸
部

、
左

上
肢

、
左

下
肢

、
右

上
肢

、
け

い

右
下

肢
、

腹
部

（
胸

部
を

含
む

。
）

又
は

背
部

の
そ

れ
ぞ

れ
の

部
位

ご
と

に
所

定
点

数
を

算
定

す

る
。

Ｋ
０

１
３

－
２

全
層

植
皮

術

１
2
5
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
0
,
0
0
0
点

２
2
5
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
2
,
5
0
0
点

３
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

2
8
,
2
1
0
点

４
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

4
0
,
2
9
0
点

注
広

範
囲

皮
膚

欠
損

の
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
は

、
頭

頸
部

、
左

上
肢

、
左

下
肢

、
右

上
肢

、
け

い

右
下

肢
、

腹
部

（
胸

部
を

含
む

。
）

又
は

背
部

の
そ

れ
ぞ

れ
の

部
位

ご
と

に
所

定
点

数
を

算
定

す

る
。

Ｋ
０

１
４

皮
膚

移
植

術
（

生
体

・
培

養
）

6
,
1
1
0
点

注
１

生
体

皮
膚

又
は

培
養

皮
膚

移
植

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

２
生

体
皮

膚
を

移
植

し
た

場
合

は
、

生
体

皮
膚

の
摘

出
の

た
め

に
要

し
た

提
供

者
の

療
養

上
の

費
用

と
し

て
、

こ
の

表
に

掲
げ

る
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｋ
０

１
４

－
２

皮
膚

移
植

術
（

死
体

）

１
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

8
,
0
0
0
点

定
す

る
。

２
真

皮
縫

合
を

伴
う

縫
合

閉
鎖

を
行

っ
た

場
合

は
、

露
出

部
の

創
傷

に
限

り
4
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
汚

染
さ

れ
た

挫
創

に
対

し
て

デ
ブ

リ
ー

ド
マ

ン
を

行
っ

た
場

合
は

、
当

初
の

１
回

に
限

り

1
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
０

０
１

皮
膚

切
開

術

１
長

径
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

5
7
0
点

２
長

径
1
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
2
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

9
9
0
点

３
長

径
2
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

1
,
7
7
0
点

Ｋ
０

０
２

デ
ブ

リ
ー

ド
マ

ン

１
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
,
2
6
0
点

２
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

4
,
3
0
0
点

３
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

1
0
,
0
3
0
点

注
１

熱
傷

に
よ

り
全

身
の
2
0
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

に
植

皮
を

行
う

場
合

又
は

Ａ
群

溶
連

菌
感

染
症

に

伴
う

壊
死

性
筋

膜
炎

の
場

合
に

お
い

て
は

、
５

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
注

１
の

場
合

を
除

き
、

当
初

の
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

３
骨

、
腱

又
は

筋
肉

の
露

出
を

伴
う

損
傷

に
つ

い
て

は
、

当
初

の
１

回
に

限
り

、
深

部
デ

ブ
リ

け
ん

ー
ド

マ
ン

加
算

と
し

て
、
1
,0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
水

圧
式

デ
ブ

リ
ー

ド
マ

ン
を

実
施

し
た

場
合

は
、

一
連

の
治

療
に

つ
き

１
回

に
限

り
、

水
圧

式
デ

ブ
リ

ー
ド

マ
ン

加
算

と
し

て
、
2
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
０

０
３

皮
膚

、
皮

下
、

粘
膜

下
血

管
腫

摘
出

術
（

露
出

部
）

１
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
3
,
4
8
0
点

２
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
9
,
1
8
0
点

３
長

径
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
1
7
,
8
1
0
点

Ｋ
０

０
４

皮
膚

、
皮

下
、

粘
膜

下
血

管
腫

摘
出

術
（

露
出

部
以

外
）

１
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
2
,
1
1
0
点

２
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
4
,
0
7
0
点

３
長

径
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
1
1
,
3
7
0
点

Ｋ
０

０
５

皮
膚

、
皮

下
腫

瘍
摘

出
術

（
露

出
部

）

１
長

径
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
1
,
6
6
0
点

２
長

径
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
４

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
3
,
6
7
0
点

３
長

径
４

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
4
,
3
6
0
点

Ｋ
０

０
６

皮
膚

、
皮

下
腫

瘍
摘

出
術

（
露

出
部

以
外

）

１
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
1
,
2
8
0
点

２
長

径
３

セ
ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

６
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

3
,
2
3
0
点

３
長

径
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
1
2
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

4
,
1
6
0
点

４
長

径
1
2
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

8
,
3
2
0
点

Ｋ
０

０
６

－
２

鶏
眼

・
胼

胝
切

除
術

（
露

出
部

で
縫

合
を

伴
う

も
の

）
べ

ん
ち

１
長

径
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
1
,
6
6
0
点

２
長

径
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
４

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
3
,
6
7
0
点

３
長

径
４

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
4
,
3
6
0
点

Ｋ
０

０
６

－
３

鶏
眼

・
胼

胝
切

除
術

（
露

出
部

以
外

で
縫

合
を

伴
う

も
の

）
べ

ん
ち

１
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
1
,
2
8
0
点

２
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
3
,
2
3
0
点

３
長

径
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
4
,
1
6
0
点

Ｋ
０

０
６

－
４

皮
膚

腫
瘍

冷
凍

凝
固

摘
出

術
（

一
連

に
つ

き
）

１
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
の

良
性

皮
膚

腫
瘍

1
,
2
8
0
点

２
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
の

悪
性

皮
膚

腫
瘍

2
,
0
5
0
点

３
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
の

良
性

又
は

悪
性

皮
膚

腫
瘍

（ ）（ ） 557556
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手　
術



Ｋ
０

３
２

削
除

Ｋ
０

３
３

筋
膜

移
植

術

１
指

（
手

、
足

）
8
,
7
2
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
0
,
3
1
0
点

Ｋ
０

３
４

腱
切

離
・

切
除

術
（

関
節

鏡
下

に
よ

る
も

の
を

含
む

。
）

4
,
2
9
0
点

け
ん

Ｋ
０

３
５

腱
剥

離
術

（
関

節
鏡

下
に

よ
る

も
の

を
含

む
。

）
1
3
,
5
8
0
点

け
ん

は
く

Ｋ
０

３
５

－
２

腱
滑

膜
切

除
術

9
,
0
6
0
点

け
ん

Ｋ
０

３
６

削
除

Ｋ
０

３
７

腱
縫

合
術

1
3
,
5
8
0
点

け
ん

注
前

腕
か

ら
手

根
部

の
２

指
以

上
の

腱
縫

合
を

実
施

し
た

場
合

は
、

複
数

縫
合

加
算

と
し

て
１

指
け

ん

を
追

加
す

る
ご

と
に

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

加
算

は
１

側
当

た
り

３
指

を
超

え
な

い
も

の
と

す
る

。

Ｋ
０

３
７

－
２

ア
キ

レ
ス

腱
断

裂
手

術
8
,
7
1
0
点

け
ん

Ｋ
０

３
８

腱
延

長
術

1
0
,
7
5
0
点

け
ん

Ｋ
０

３
９

腱
移

植
術

（
人

工
腱

形
成

術
を

含
む

。
）

け
ん

け
ん

１
指

（
手

、
足

）
1
8
,
7
8
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
3
,
8
6
0
点

Ｋ
０

４
０

腱
移

行
術

け
ん

１
指

（
手

、
足

）
1
5
,
5
7
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
8
,
0
8
0
点

Ｋ
０

４
０

－
２

指
伸

筋
腱

脱
臼

観
血

的
整

復
術

1
3,
6
1
0
点

け
ん

Ｋ
０

４
０

－
３

腓
骨

筋
腱

腱
鞘

形
成

術
1
8
,
0
8
0
点

ひ
け

ん
け

ん
し

よ
う

Ｋ
０

４
１

削
除 （

四
肢

骨
）

Ｋ
０

４
２

骨
穿

孔
術

1
,
7
3
0
点

せ
ん

Ｋ
０

４
３

骨
掻

爬
術

そ
う

は

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

1
2
,
2
7
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

8
,
0
4
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
そ

の
他

3
,
5
9
0
点

し
つ

Ｋ
０

４
３

－
２

削
除

Ｋ
０

４
３

－
３

削
除

Ｋ
０

４
４

骨
折

非
観

血
的

整
復

術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

1
,
6
0
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

1
,
7
8
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
そ

の
他

1
,
4
4
0
点

し
つ

Ｋ
０

４
５

骨
折

経
皮

的
鋼

線
刺

入
固

定
術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

7
,
0
6
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

4
,
1
0
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
、

指
（

手
、

足
）

そ
の

他
1
,
9
9
0
点

し
つ

Ｋ
０

４
６

骨
折

観
血

的
手

術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

1
8
,
8
1
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

、
手

舟
状

骨
1
5
,
9
8
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
（

舟
状

骨
を

除
く

。
）

、
足

、
指

（
手

、
足

）
そ

の
他

1
1
,
3
7
0
点

し
つ

Ｋ
０

４
６

－
２

観
血

的
整

復
固

定
術

（
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
周

囲
骨

折
に

対
す

る
も

の
）

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

2
3
,
4
2
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

1
8
,
8
0
0
点

た
い

３
手

、
足

、
指

（
手

、
足

）
1
3
,
1
2
0
点

Ｋ
０

４
６

－
３

一
時

的
創

外
固

定
骨

折
治

療
術

3
4
,
0
0
0
点

Ｋ
０

４
７

難
治

性
骨

折
電

磁
波

電
気

治
療

法
（

一
連

に
つ

き
）

1
2
,
5
0
0
点

２
2
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
6
,
0
0
0
点

３
5
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
1
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

3
2
,
0
0
0
点

４
1
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

8
0
,
0
0
0
点

５
3
,
0
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

9
6
,
0
0
0
点

Ｋ
０

１
５

皮
弁

作
成

術
、

移
動

術
、

切
断

術
、

遷
延

皮
弁

術

１
2
5
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

4
,
5
1
0
点

２
2
5
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

未
満

1
3
,
7
2
0
点

３
1
0
0
平

方
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

2
2
,
3
1
0
点

Ｋ
０

１
６

動
脈

（
皮

）
弁

術
、

筋
（

皮
）

弁
術

4
1
,
1
2
0
点

Ｋ
０

１
７

遊
離

皮
弁

術
（

顕
微

鏡
下

血
管

柄
付

き
の

も
の

）

１
乳

房
再

建
術

の
場

合
8
9
,
8
8
0
点

２
そ

の
他

の
場

合
9
4
,
4
6
0
点

Ｋ
０

１
８

削
除

Ｋ
０

１
９

複
合

組
織

移
植

術
1
9
,
4
2
0
点

Ｋ
０

２
０

自
家

遊
離

複
合

組
織

移
植

術
（

顕
微

鏡
下

血
管

柄
付

き
の

も
の

）
1
3
1
,
3
1
0
点

Ｋ
０

２
１

粘
膜

移
植

術

１
４

平
方

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
6 ,
5
1
0
点

２
４

平
方

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
7
,
8
2
0
点

Ｋ
０

２
１

－
２

粘
膜

弁
手

術

１
４

平
方

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
1
3
,
1
9
0
点

２
４

平
方

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
1
3
,
4
6
0
点

Ｋ
０

２
２

組
織

拡
張

器
に

よ
る

再
建

手
術

（
一

連
に

つ
き

）

１
乳

房
（

再
建

手
術

）
の

場
合

1
8
,
4
6
0
点

２
そ

の
他

の
場

合
1
9
,
4
0
0
点

Ｋ
０

２
２

－
２

象
皮

病
根

治
手

術

１
大

腿
2
7
,
3
8
0
点

た
い

２
下

腿
2
3
,
4
0
0
点

た
い

第
２

款
筋

骨
格

系
・

四
肢

・
体

幹

区
分

（
筋

膜
、

筋
、

腱
、

腱
鞘

）
け

ん
け

ん
し

よ
う

Ｋ
０

２
３

筋
膜

切
離

術
、

筋
膜

切
開

術
8
4
0
点

Ｋ
０

２
４

筋
切

離
術

3
,
6
9
0
点

Ｋ
０

２
５

股
関

節
内

転
筋

切
離

術
6
,
3
7
0
点

Ｋ
０

２
６

股
関

節
筋

群
解

離
術

1
2
,
1
4
0
点

Ｋ
０

２
６

－
２

股
関

節
周

囲
筋

腱
解

離
術

（
変

形
性

股
関

節
症

）
1
6
,
7
0
0
点

け
ん

注
変

形
性

股
関

節
症

の
患

者
に

対
し

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｋ
０

２
７

筋
炎

手
術

１
腸

腰
筋

、
殿

筋
、

大
腿

筋
2
,
0
6
0
点

た
い

２
そ

の
他

の
筋

1
,
2
1
0
点

Ｋ
０

２
８

腱
鞘

切
開

術
（

関
節

鏡
下

に
よ

る
も

の
を

含
む

。
）

2
,
0
5
0
点

け
ん

し
よ

う

Ｋ
０

２
９

筋
肉

内
異

物
摘

出
術

3
,
4
4
0
点

Ｋ
０

３
０

四
肢

・
躯

幹
軟

部
腫

瘍
摘

出
術

く

１
肩

、
上

腕
、

前
腕

、
大

腿
、

下
腿

、
躯

幹
7
,
3
9
0
点

た
い

た
い

く

２
手

、
足

3
,
7
5
0
点

Ｋ
０

３
１

四
肢

・
躯

幹
軟

部
悪

性
腫

瘍
手

術
く

１
肩

、
上

腕
、

前
腕

、
大

腿
、

下
腿

、
躯

幹
2
4
,
1
3
0
点

た
い

た
い

く

２
手

、
足

1
2
,
8
7
0
点

注
自

家
処

理
骨

を
用

い
た

再
建

を
行

っ
た

場
合

は
、

処
理

骨
再

建
加

算
と

し
て

、
1
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
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Ｋ
０

５
７

変
形

治
癒

骨
折

矯
正

手
術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

3
4
,
4
0
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

2
7
,
5
5
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
、

指
（

手
、

足
）

そ
の

他
1
5
,
7
7
0
点

し
つ

注
上

腕
又

は
前

腕
に

つ
い

て
、

患
者

適
合

型
の

変
形

矯
正

ガ
イ

ド
を

用
い

て
実

施
し

た
場

合
は

、

患
者

適
合

型
変

形
矯

正
ガ

イ
ド

加
算

と
し

て
、
9
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
０

５
８

骨
長

調
整

手
術

１
骨

端
軟

骨
発

育
抑

制
術

1
6
,
3
4
0
点

２
骨

短
縮

術
1
5
,
2
0
0
点

３
骨

延
長

術
（

指
（

手
、

足
）

）
1
6
,
3
9
0
点

４
骨

延
長

術
（

指
（

手
、

足
）

以
外

）
2
9
,
3
7
0
点

Ｋ
０

５
９

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）

１
自

家
骨

移
植

1
6
,
8
3
0
点

２
同

種
骨

移
植

（
生

体
）

2
8
,
6
6
0
点

３
同

種
骨

移
植

（
非

生
体

）

イ
同

種
骨

移
植

（
特

殊
な

も
の

）
3
9
,
7
2
0
点

ロ
そ

の
他

の
場

合
2
1
,
0
5
0
点

４
自

家
培

養
軟

骨
移

植
術

1
4
,
0
3
0
点

注
骨

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
０

５
９

－
２

関
節

鏡
下

自
家

骨
軟

骨
移

植
術

2
2
,
3
4
0
点

（
四

肢
関

節
、

靱
帯

）
じ

ん

Ｋ
０

６
０

関
節

切
開

術

１
肩

、
股

、
膝

3
,
6
0
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
,
2
8
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

6
8
0
点

Ｋ
０

６
０

－
２

肩
甲

関
節

周
囲

沈
着

石
灰

摘
出

術

１
観

血
的

に
行

う
も

の
8
,
6
4
0
点

２
関

節
鏡

下
で

行
う

も
の

1
2
,
7
2
0
点

Ｋ
０

６
０

－
３

化
膿

性
又

は
結

核
性

関
節

炎
掻

爬
術

の
う

そ
う

は

１
肩

、
股

、
膝

2
0
,
0
2
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
3
,
1
3
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

3
,
3
3
0
点

Ｋ
０

６
１

関
節

脱
臼

非
観

血
的

整
復

術

１
肩

、
股

、
膝

1
,
8
0
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
,
5
6
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

、
小

児
肘

内
障

9
6
0
点

Ｋ
０

６
２

先
天

性
股

関
節

脱
臼

非
観

血
的

整
復

術
（

両
側

）

１
リ

ー
メ

ン
ビ

ュ
ー

ゲ
ル

法
2
,
0
5
0
点

２
そ

の
他

2
,
9
5
0
点

Ｋ
０

６
３

関
節

脱
臼

観
血

的
整

復
術

１
肩

、
股

、
膝

2
8
,
2
1
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
8
,
8
1
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
5
,
0
8
0
点

Ｋ
０

６
４

先
天

性
股

関
節

脱
臼

観
血

的
整

復
術

2
3
,
2
4
0
点

Ｋ
０

６
５

関
節

内
異

物
（

挿
入

物
を

含
む

。
）

除
去

術

１
肩

、
股

、
膝

1
2
,
5
4
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
4
,
6
0
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

2
,
9
5
0
点

Ｋ
０

６
５

－
２

関
節

鏡
下

関
節

内
異

物
（

挿
入

物
を

含
む

。
）

除
去

術

Ｋ
０

４
７

－
２

難
治

性
骨

折
超

音
波

治
療

法
（

一
連

に
つ

き
）

1
2
,
5
0
0
点

Ｋ
０

４
７

－
３

超
音

波
骨

折
治

療
法

（
一

連
に

つ
き

）
4
,
6
2
0
点

注
骨

折
観

血
的

手
術

等
が

行
わ

れ
た

後
に

本
区

分
が

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｋ
０

４
８

骨
内

異
物

（
挿

入
物

を
含

む
。

）
除

去
術

１
頭

蓋
、

顔
面

（
複

数
切

開
を

要
す

る
も

の
）

1
2
,
1
0
0
点

２
そ

の
他

の
頭

蓋
、

顔
面

、
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

7
,
8
7
0
点

た
い

３
前

腕
、

下
腿

5
,
2
0
0
点

た
い

４
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
、

指
（

手
、

足
）

そ
の

他
3
,
6
2
0
点

し
つ

Ｋ
０

４
９

骨
部

分
切

除
術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

5
,
9
0
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

4
,
4
1
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
、

指
（

手
、

足
）

そ
の

他
3
,
2
8
0
点

し
つ

Ｋ
０

５
０

腐
骨

摘
出

術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

1
5
,
5
7
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

1
2
,
5
1
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
そ

の
他

4
,
1
0
0
点

し
つ

Ｋ
０

５
１

骨
全

摘
術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

2
7
,
8
9
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

1
5
,
5
7
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
そ

の
他

5
,
1
6
0
点

し
つ

Ｋ
０

５
１

－
２

中
手

骨
又

は
中

足
骨

摘
除

術
（

２
本

以
上

）
5
,
1
6
0
点

注
２

本
以

上
の

骨
に

対
し

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｋ
０

５
２

骨
腫

瘍
切

除
術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

1
7
,
4
1
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

9
,
3
7
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
、

指
（

手
、

足
）

そ
の

他
4
,
3
4
0
点

し
つ

Ｋ
０

５
２

－
２

削
除

Ｋ
０

５
２

－
３

削
除

Ｋ
０

５
３

骨
悪

性
腫

瘍
手

術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

3
2
,
5
5
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

3
2
,
0
4
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
そ

の
他

2
2
,
0
1
0
点

し
つ

注
自

家
処

理
骨

を
用

い
た

再
建

を
行

っ
た

場
合

は
、

処
理

骨
再

建
加

算
と

し
て

、
1
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
０

５
４

骨
切

り
術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

2
8
,
2
1
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

2
2
,
6
8
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
、

足
、

指
（

手
、

足
）

そ
の

他
8
,
1
5
0
点

し
つ

注
先

天
異

常
に

よ
る

上
腕

又
は

前
腕

の
骨

の
変

形
を

矯
正

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

骨
切

り
術

に

お
い

て
、

患
者

適
合

型
の

変
形

矯
正

ガ
イ

ド
を

用
い

て
実

施
し

た
場

合
は

、
患

者
適

合
型

変
形

矯

正
ガ

イ
ド

加
算

と
し

て
、
9
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
０

５
５

削
除

Ｋ
０

５
５

－
２

大
腿

骨
頭

回
転

骨
切

り
術

4
4
,
0
7
0
点

た
い

Ｋ
０

５
５

－
３

大
腿

骨
近

位
部

（
転

子
間

を
含

む
。

）
骨

切
り

術
3
7
,
5
7
0
点

た
い

Ｋ
０

５
６

偽
関

節
手

術

１
肩

甲
骨

、
上

腕
、

大
腿

3
0
,
3
1
0
点

た
い

２
前

腕
、

下
腿

、
手

舟
状

骨
2
8
,
2
1
0
点

た
い

３
鎖

骨
、

膝
蓋

骨
、

手
（

舟
状

骨
を

除
く

。
）

、
足

、
指

（
手

、
足

）
そ

の
他

1
5
,
5
7
0
点

し
つ

Ｋ
０

５
６

－
２

難
治

性
感

染
性

偽
関

節
手

術
（

創
外

固
定

器
に

よ
る

も
の

）
4
8
,
8
2
0
点

（ ）（ ） 559558
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１
肩

、
股

、
膝

、
肘

2
7
,
7
2
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

手
、

足
2
2
,
6
9
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
4
,
3
6
0
点

Ｋ
０

７
４

靱
帯

断
裂

縫
合

術
じ

ん

１
十

字
靱

帯
1
7
,
0
7
0
点

じ
ん

２
膝

側
副

靱
帯

1
6
,
5
6
0
点

し
つ

じ
ん

３
指

（
手

、
足

）
そ

の
他

の
靱

帯
7
,
6
0
0
点

じ
ん

Ｋ
０

７
４

－
２

関
節

鏡
下

靱
帯

断
裂

縫
合

術
じ

ん

１
十

字
靱

帯
2
4
,
1
7
0
点

じ
ん

２
膝

側
副

靱
帯

1
6
,
5
1
0
点

し
つ

じ
ん

３
指

（
手

、
足

）
そ

の
他

の
靱

帯
1
5
,
7
2
0
点

じ
ん

Ｋ
０

７
５

非
観

血
的

関
節

授
動

術

１
肩

、
股

、
膝

1
,
5
9
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
,
2
6
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

4
9
0
点

Ｋ
０

７
６

観
血

的
関

節
授

動
術

１
肩

、
股

、
膝

3
8
,
8
9
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
2
8
,
2
1
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
0
,
1
5
0
点

Ｋ
０

７
６

－
２

関
節

鏡
下

関
節

授
動

術

１
肩

、
股

、
膝

4
6
,
6
6
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
3
3
,
8
5
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
0
,
1
5
0
点

Ｋ
０

７
７

観
血

的
関

節
制

動
術

１
肩

、
股

、
膝

2
7
,
3
8
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
6
,
0
4
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

5
,
5
5
0
点

Ｋ
０

７
８

観
血

的
関

節
固

定
術

１
肩

、
股

、
膝

2
1
,
6
4
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
2
2
,
3
0
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

8
,
6
4
0
点

Ｋ
０

７
９

靱
帯

断
裂

形
成

手
術

じ
ん

１
十

字
靱

帯
2
8
,
2
1
0
点

じ
ん

２
膝

側
副

靱
帯

1
8
,
8
1
0
点

し
つ

じ
ん

３
指

（
手

、
足

）
そ

の
他

の
靱

帯
1
6
,
3
5
0
点

じ
ん

Ｋ
０

７
９

－
２

関
節

鏡
下

靱
帯

断
裂

形
成

手
術

じ
ん

１
十

字
靱

帯
3
4
,
9
8
0
点

じ
ん

２
膝

側
副

靱
帯

1
7
,
2
8
0
点

し
つ

じ
ん

３
指

（
手

、
足

）
そ

の
他

の
靱

帯
1
8
,
2
5
0
点

じ
ん

４
内

側
膝

蓋
大

腿
靱

帯
2
4
,
2
1
0
点

し
つ

た
い

じ
ん

注
１

に
つ

い
て

、
前

十
字

靱
帯

及
び

後
十

字
靱

帯
に

対
し

て
一

期
的

に
形

成
術

を
実

施
し

た
場

合
じ

ん
じ

ん

は
、

一
期

的
両

靱
帯

形
成

加
算

と
し

て
、
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
じ

ん

Ｋ
０

８
０

関
節

形
成

手
術

１
肩

、
股

、
膝

4
5
,
7
2
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
2
8
,
2
1
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
4
,
0
5
0
点

注
関

節
挿

入
膜

を
患

者
の

筋
膜

か
ら

作
成

し
た

場
合

は
、
8
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
０

８
０

－
２

内
反

足
手

術
2
5
,
9
3
0
点

Ｋ
０

８
０

－
３

肩
腱

板
断

裂
手

術
け

ん

１
肩

、
股

、
膝

1
3
,
9
5
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
2
,
3
0
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

7
,
9
3
0
点

Ｋ
０

６
６

関
節

滑
膜

切
除

術

１
肩

、
股

、
膝

1
7
,
7
5
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
1
,
2
0
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

7
,
9
3
0
点

Ｋ
０

６
６

－
２

関
節

鏡
下

関
節

滑
膜

切
除

術

１
肩

、
股

、
膝

1
7
,
6
1
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
7
,
0
3
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
6
,
0
6
0
点

Ｋ
０

６
６

－
３

滑
液

膜
摘

出
術

１
肩

、
股

、
膝

1
7
,
7
5
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
1
,
2
0
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

7
,
9
3
0
点

Ｋ
０

６
６

－
４

関
節

鏡
下

滑
液

膜
摘

出
術

１
肩

、
股

、
膝

1
7
,
6
1
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
7
,
0
3
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
6
,
0
6
0
点

Ｋ
０

６
６

－
５

膝
蓋

骨
滑

液
嚢

切
除

術
1
1
,
2
0
0
点

し
つ

の
う

Ｋ
０

６
６

－
６

関
節

鏡
下

膝
蓋

骨
滑

液
嚢

切
除

術
1
7
,
0
3
0
点

し
つ

の
う

Ｋ
０

６
６

－
７

掌
指

関
節

滑
膜

切
除

術
7
,
9
3
0
点

Ｋ
０

６
６

－
８

関
節

鏡
下

掌
指

関
節

滑
膜

切
除

術
1
6
,
0
6
0
点

Ｋ
０

６
７

関
節

鼠
摘

出
手

術
ね

ず
み

１
肩

、
股

、
膝

1
5
,
6
0
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
0
,
5
8
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

3
,
9
7
0
点

Ｋ
０

６
７

－
２

関
節

鏡
下

関
節

鼠
摘

出
手

術
ね

ず
み

１
肩

、
股

、
膝

1
7
,
7
8
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
9
,
1
0
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
2
,
0
0
0
点

Ｋ
０

６
８

半
月

板
切

除
術

9
,
2
0
0
点

Ｋ
０

６
８

－
２

関
節

鏡
下

半
月

板
切

除
術

1
5
,
0
9
0
点

Ｋ
０

６
９

半
月

板
縫

合
術

1
1
,
2
0
0
点

Ｋ
０

６
９

－
２

関
節

鏡
下

三
角

線
維

軟
骨

複
合

体
切

除
・

縫
合

術
1
6
,
7
3
0
点

Ｋ
０

６
９

－
３

関
節

鏡
下

半
月

板
縫

合
術

1
8
,
8
1
0
点

Ｋ
０

７
０

ガ
ン

グ
リ

オ
ン

摘
出

術

１
手

、
足

、
指

（
手

、
足

）
3
,
0
5
0
点

２
そ

の
他

（
ヒ

グ
ロ

ー
ム

摘
出

術
を

含
む

。
）

3
,
1
9
0
点

Ｋ
０

７
１

削
除

Ｋ
０

７
２

関
節

切
除

術

１
肩

、
股

、
膝

2
3
,
2
8
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
1
6
,
0
7
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

6
,
8
0
0
点

Ｋ
０

７
３

関
節

内
骨

折
観

血
的

手
術

１
肩

、
股

、
膝

、
肘

2
0
,
7
6
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

手
、

足
1
7
,
0
7
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
1
,
9
9
0
点

Ｋ
０

７
３

－
２

関
節

鏡
下

関
節

内
骨

折
観

血
的

手
術
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１
四

肢
1
4
4
,
6
8
0
点

２
指

（
手

、
足

）
8
1
,
9
0
0
点

（
手

、
足

）

Ｋ
０

８
９

爪
甲

除
去

術
7
7
0
点

そ
う

Ｋ
０

９
０

ひ
ょ

う
疽

手
術

そ

１
軟

部
組

織
の

も
の

1
,
1
9
0
点

２
骨

、
関

節
の

も
の

1
,
2
8
0
点

Ｋ
０

９
０

－
２

風
棘

手
術

9
9
0
点

き
よ

く

Ｋ
０

９
１

陥
入

爪
手

術
そ

う

１
簡

単
な

も
の

1
,
4
0
0
点

２
爪

床
爪

母
の

形
成

を
伴

う
複

雑
な

も
の

2
,
4
9
0
点

そ
う

そ
う

Ｋ
０

９
２

削
除

Ｋ
０

９
３

手
根

管
開

放
手

術
4
,
1
1
0
点

Ｋ
０

９
３

－
２

関
節

鏡
下

手
根

管
開

放
手

術
1
0
,
4
0
0
点

Ｋ
０

９
４

足
三

関
節

固
定

（
ラ

ン
ブ

リ
ヌ

デ
ィ

）
手

術
2
7
,
8
9
0
点

Ｋ
０

９
５

削
除

Ｋ
０

９
６

手
掌

、
足

底
腱

膜
切

離
・

切
除

術
け

ん

１
鏡

視
下

に
よ

る
も

の
4
,
3
4
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
,
7
5
0
点

Ｋ
０

９
６

－
２

体
外

衝
撃

波
疼

痛
治

療
術

（
一

連
に

つ
き

）
5
,
0
0
0
点

と
う

Ｋ
０

９
７

手
掌

、
足

底
異

物
摘

出
術

3
,
1
9
0
点

Ｋ
０

９
８

手
掌

屈
筋

腱
縫

合
術

1
3
,
3
0
0
点

け
ん

Ｋ
０

９
９

指
瘢

痕
拘

縮
手

術
8
,
1
5
0
点

は
ん

Ｋ
０

９
９

－
２

デ
ュ

プ
イ

ト
レ

ン
拘

縮
手

術

１
１

指
1
0
,
4
3
0
点

２
２

指
か

ら
３

指
2
2
,
4
8
0
点

３
４

指
以

上
3
2
,
7
1
0
点

Ｋ
１

０
０

多
指

症
手

術

１
軟

部
形

成
の

み
の

も
の

2
,
6
4
0
点

２
骨

関
節

、
腱

の
形

成
を

要
す

る
も

の
1
5
,
5
7
0
点

け
ん

Ｋ
１

０
１

合
指

症
手

術

１
軟

部
形

成
の

み
の

も
の

8
,
7
2
0
点

２
骨

関
節

、
腱

の
形

成
を

要
す

る
も

の
1
5
,
5
7
0
点

け
ん

Ｋ
１

０
１

－
２

指
癒

着
症

手
術

１
軟

部
形

成
の

み
の

も
の

7
,
3
2
0
点

２
骨

関
節

、
腱

の
形

成
を

要
す

る
も

の
1
3
,
9
1
0
点

け
ん

Ｋ
１

０
２

巨
指

症
手

術

１
軟

部
形

成
の

み
の

も
の

8
,
7
2
0
点

２
骨

関
節

、
腱

の
形

成
を

要
す

る
も

の
2
1
,
2
4
0
点

け
ん

Ｋ
１

０
３

屈
指

症
手

術
、

斜
指

症
手

術

１
軟

部
形

成
の

み
の

も
の

1
3
,
8
1
0
点

２
骨

関
節

、
腱

の
形

成
を

要
す

る
も

の
1
5
,
5
7
0
点

け
ん

Ｋ
１

０
４

削
除

Ｋ
１

０
５

裂
手

、
裂

足
手

術
2
7
,
8
9
0
点

Ｋ
１

０
６

母
指

化
手

術
3
5
,
6
1
0
点

Ｋ
１

０
７

指
移

植
手

術
1
1
6
,
6
7
0
点

Ｋ
１

０
８

母
指

対
立

再
建

術
2
2
,
7
4
0
点

Ｋ
１

０
９

神
経

血
管

柄
付

植
皮

術
（

手
、

足
）

4
0
,
4
6
0
点

Ｋ
１

１
０

第
四

足
指

短
縮

症
手

術
1
0
,
7
9
0
点

１
簡

単
な

も
の

1
8
,
7
0
0
点

２
複

雑
な

も
の

2
4
,
3
1
0
点

Ｋ
０

８
０

－
４

関
節

鏡
下

肩
腱

板
断

裂
手

術
け

ん

１
簡

単
な

も
の

2
7
,
0
4
0
点

２
複

雑
な

も
の

3
8
,
6
7
0
点

Ｋ
０

８
０

－
５

関
節

鏡
下

肩
関

節
唇

形
成

術

１
腱

板
断

裂
を

伴
う

も
の

4
5
,
2
0
0
点

け
ん

２
腱

板
断

裂
を

伴
わ

な
い

も
の

3
2
,
1
6
0
点

け
ん

Ｋ
０

８
０

－
６

関
節

鏡
下

股
関

節
唇

形
成

術
4
4
,
8
3
0
点

Ｋ
０

８
１

人
工

骨
頭

挿
入

術

１
肩

、
股

1
9
,
5
0
0
点

２
肘

、
手

、
足

1
8
,
8
1
0
点

３
指

（
手

、
足

）
1
0
,
8
8
0
点

Ｋ
０

８
２

人
工

関
節

置
換

術

１
肩

、
股

、
膝

3
7
,
6
9
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
2
8
,
2
1
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
5
,
9
7
0
点

Ｋ
０

８
２

－
２

人
工

関
節

抜
去

術

１
肩

、
股

、
膝

3
0
,
2
3
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
2
3
,
6
5
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

1
5
,
9
9
0
点

Ｋ
０

８
２

－
３

人
工

関
節

再
置

換
術

１
肩

、
股

、
膝

5
4
,
8
1
0
点

し
つ

２
胸

鎖
、

肘
、

手
、

足
3
4
,
1
9
0
点

３
肩

鎖
、

指
（

手
、

足
）

2
1
,
9
3
0
点

Ｋ
０

８
２

－
４

自
家

肋
骨

肋
軟

骨
関

節
全

置
換

術
9
1
,
5
0
0
点

ろ
つ

ろ
く

Ｋ
０

８
２

－
５

人
工

距
骨

全
置

換
術

2
7
,
2
1
0
点

Ｋ
０

８
２

－
６

人
工

股
関

節
摺

動
面

交
換

術
2
5
,
0
0
0
点

し
ゆ

う

Ｋ
０

８
３

鋼
線

等
に

よ
る

直
達

牽
引

（
初

日
。

観
血

的
に

行
っ

た
場

合
の

手
技

料
を

含
む

。
）

（
１

局
所

に
つ

き
け

ん

）
3
,
6
2
0
点

注
介

達
牽

引
又

は
消

炎
鎮

痛
等

処
置

と
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
鋼

線
等

に
よ

る
直

達
牽

引
の

所
け

ん
け

ん

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。

Ｋ
０

８
３

－
２

内
反

足
足

板
挺

子
固

定
2
,
0
3
0
点

て
い

注
介

達
牽

引
又

は
消

炎
鎮

痛
等

処
置

と
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
内

反
足

足
板

挺
子

固
定

の
所

定
け

ん
て

い

点
数

の
み

に
よ

り
算

定
す

る
。

（
四

肢
切

断
、

離
断

、
再

接
合

）

Ｋ
０

８
４

四
肢

切
断

術
（

上
腕

、
前

腕
、

手
、

大
腿

、
下

腿
、

足
）

2
4
,
3
2
0
点

た
い

た
い

Ｋ
０

８
４

－
２

肩
甲

帯
離

断
術

3
6
,
5
0
0
点

Ｋ
０

８
５

四
肢

関
節

離
断

術

１
肩

、
股

、
膝

3
1
,
0
0
0
点

し
つ

２
肘

、
手

、
足

1
1
,
3
6
0
点

３
指

（
手

、
足

）
3
,
3
3
0
点

Ｋ
０

８
６

断
端

形
成

術
（

軟
部

形
成

の
み

の
も

の
）

１
指

（
手

、
足

）
2
,
7
7
0
点

２
そ

の
他

3
,
3
0
0
点

Ｋ
０

８
７

断
端

形
成

術
（

骨
形

成
を

要
す

る
も

の
）

１
指

（
手

、
足

）
7
,
4
1
0
点

２
そ

の
他

1
0
,
6
3
0
点

Ｋ
０

８
８

切
断

四
肢

再
接

合
術

（ ）（ ） 561560
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注
２

の
椎

間
板

の
置

換
を

行
う

場
合

に
は

、
２

椎
間

板
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｋ
１

３
４

－
４

椎
間

板
内

酵
素

注
入

療
法

5
,
3
5
0
点

Ｋ
１

３
５

脊
椎

、
骨

盤
腫

瘍
切

除
術

3
6
,
6
2
0
点

Ｋ
１

３
６

脊
椎

、
骨

盤
悪

性
腫

瘍
手

術
9
0
,
4
7
0
点

Ｋ
１

３
６

－
２

腫
瘍

脊
椎

骨
全

摘
術

1
1
3
,
8
3
0
点

Ｋ
１

３
７

骨
盤

切
断

術
4
8
,
6
5
0
点

Ｋ
１

３
８

脊
椎

披
裂

手
術

１
神

経
処

置
を

伴
う

も
の

2
9
,
3
7
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
2
,
7
8
0
点

Ｋ
１

３
９

脊
椎

骨
切

り
術

6
0
,
3
3
0
点

Ｋ
１

４
０

骨
盤

骨
切

り
術

3
6
,
9
9
0
点

Ｋ
１

４
１

臼
蓋

形
成

手
術

2
8
,
2
2
0
点

Ｋ
１

４
１

－
２

寛
骨

臼
移

動
術

4
0
,
0
4
0
点

Ｋ
１

４
１

－
３

脊
椎

制
動

術
1
6
,
8
1
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
１

４
２

脊
椎

固
定

術
、

椎
弓

切
除

術
、

椎
弓

形
成

術
（

多
椎

間
又

は
多

椎
弓

の
場

合
を

含
む

。
）

１
前

方
椎

体
固

定
3
7
,
2
4
0
点

２
後

方
又

は
後

側
方

固
定

3
2
,
8
9
0
点

３
後

方
椎

体
固

定
4
1
,
1
6
0
点

４
前

方
後
方

同
時

固
定

6
6
,
5
9
0
点

５
椎

弓
切

除
1
3
,
3
1
0
点

６
椎

弓
形

成
2
4
,
2
6
0
点

注
１

椎
間

又
は

椎
弓

が
併

せ
て

２
以

上
の

場
合

は
、

１
椎

間
又

は
１

椎
弓

を
追

加
す

る
ご

と
に

、

追
加

し
た

当
該

椎
間

又
は

当
該

椎
弓

に
実

施
し

た
手

術
の

う
ち

主
た

る
手

術
の

所
定

点
数

の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

加
算

は
椎

間
又

は
椎

弓
を

併
せ

て
４

を
超

え
な

い
も

の
と

す
る

。

２
２

か
ら

４
ま

で
に

掲
げ

る
手

術
の

所
定

点
数

に
は

、
注

１
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
手

術
を

実
施

し
た

椎
間

に
隣

接
す

る
椎

弓
に

係
る

５
及

び
６

に
掲

げ
る

手
術

の
所

定
点

数
が

含
ま

れ
る

。

Ｋ
１

４
２

－
２

脊
椎

側
彎

症
手

術
わ

ん

１
固

定
術

5
5
,
9
5
0
点

２
矯

正
術

イ
初

回
挿

入
1
1
2
,
2
6
0
点

ロ
交

換
術

4
8
,
6
5
0
点

ハ
伸

展
術

2
0
,
5
4
0
点

注
１

及
び

２
の

ロ
（

胸
郭

変
形

矯
正

用
材

料
を

用
い

た
場

合
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

、
椎

間
が

２

以
上

の
場

合
は

、
１

椎
間

を
増

す
ご

と
に

所
定

点
数

に
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点

数
を

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
加

算
は

４
椎

間
を

超
え

な
い

も
の

と
す

る
。

Ｋ
１

４
２

－
３

内
視

鏡
下

脊
椎

固
定

術
（

胸
椎

又
は

腰
椎

前
方

固
定

）
1
0
1
,
9
1
0
点

注
椎

間
が

２
以

上
の

場
合

は
、

１
椎

間
を

増
す

ご
と

に
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

加
算

は
４

椎
間

を
超

え
な

い
も

の
と

す
る

。

Ｋ
１

４
２

－
４

経
皮

的
椎

体
形

成
術

1
9
,
9
6
0
点

注
１

複
数

椎
体

に
行

っ
た

場
合

は
、

１
椎

体
を

増
す

ご
と

に
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の

5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

加
算

は
４

椎
体

を
超

え
な

い
も

の
と

す
る

。

２
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
１

４
２

－
５

内
視

鏡
下

椎
弓

形
成

術
3
0
,
3
9
0
点

Ｋ
１

４
２

－
６

歯
突

起
骨

折
骨

接
合

術
2
3
,
7
5
0
点

Ｋ
１

４
２

－
７

腰
椎

分
離

部
修

復
術

2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
１

１
０

－
２

第
一

足
指

外
反

症
矯

正
手

術
1
0
,
7
9
0
点

Ｋ
１

１
１

削
除 （

脊
柱

、
骨

盤
）

Ｋ
１

１
２

腸
骨

窩
膿

瘍
切

開
術

4
,
6
7
0
点

か
の

う

Ｋ
１

１
３

腸
骨

窩
膿

瘍
掻

爬
術

1
3
,
9
2
0
点

か
の

う
そ

う
は

Ｋ
１

１
４

及
び

Ｋ
１

１
５

削
除

Ｋ
１

１
６

脊
椎

、
骨

盤
骨

掻
爬

術
1
7
,
1
7
0
点

そ
う

は

Ｋ
１

１
７

脊
椎

脱
臼

非
観

血
的

整
復

術
2
,
5
7
0
点

Ｋ
１

１
７

－
２

頸
椎

非
観

血
的

整
復

術
2
,
5
7
0
点

け
い

Ｋ
１

１
７

－
３

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア
徒

手
整

復
術

2
,
5
7
0
点

Ｋ
１

１
８

脊
椎

、
骨

盤
脱

臼
観

血
的

手
術

3
1
,
0
3
0
点

Ｋ
１

１
９

仙
腸

関
節

脱
臼

観
血

的
手

術
2
4
,
3
2
0
点

Ｋ
１

２
０

恥
骨

結
合

離
開

観
血

的
手

術
7
,
8
9
0
点

Ｋ
１

２
０

－
２

恥
骨

結
合

離
開

非
観

血
的

整
復

固
定

術
1
,
5
8
0
点

Ｋ
１

２
１

骨
盤

骨
折

非
観

血
的

整
復

術
2
,
5
7
0
点

Ｋ
１

２
２

及
び

Ｋ
１

２
３

削
除

Ｋ
１

２
４

腸
骨

翼
骨

折
観

血
的

手
術

1
5
,
7
6
0
点

Ｋ
１

２
４

－
２

寛
骨

臼
骨

折
観

血
的

手
術

5
2
,
5
4
0
点

Ｋ
１

２
５

骨
盤

骨
折

観
血

的
手

術
（

腸
骨

翼
骨

折
観

血
的

手
術

及
び

寛
骨

臼
骨

折
観

血
的

手
術

を
除

く
。

）

3
2
, 1
1
0
点

Ｋ
１

２
６

脊
椎

、
骨

盤
骨

（
軟

骨
）

組
織

採
取

術
（

試
験

切
除

に
よ

る
も

の
）

１
棘

突
起

、
腸

骨
翼

3
,
1
5
0
点

き
よ

く

２
そ

の
他

の
も

の
4
,
5
1
0
点

Ｋ
１

２
６

－
２

自
家

培
養

軟
骨

組
織

採
取

術
4
,
5
1
0
点

Ｋ
１

２
７

削
除

Ｋ
１

２
８

脊
椎

、
骨

盤
内

異
物

（
挿

入
物

）
除

去
術

1
3
,
5
2
0
点

Ｋ
１

２
９

か
ら

Ｋ
１

３
１

ま
で

削
除

Ｋ
１

３
１

－
２

内
視

鏡
下

椎
弓

切
除

術
1
7
,
3
0
0
点

注
２

椎
弓

以
上

に
つ

い
て

切
除

を
行

う
場

合
は

、
１

椎
弓

を
増

す
ご

と
に

所
定

点
数

に
所

定
点

数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

加
算

は
４

椎
弓

を
超

え
な

い
も

の
と

す
る

。

Ｋ
１

３
２

削
除

Ｋ
１

３
３

黄
色

靱
帯

骨
化

症
手

術
2
8
,
7
3
0
点

じ
ん

Ｋ
１

３
３

－
２

後
縦

靱
帯

骨
化

症
手

術
（

前
方

進
入

に
よ

る
も

の
）

7
8
,
5
0
0
点

じ
ん

Ｋ
１

３
４

椎
間

板
摘

出
術

１
前

方
摘

出
術

4
0
,
1
8
0
点

２
後

方
摘

出
術

2
3
,
5
2
0
点

３
側

方
摘

出
術

2
8
,
2
1
0
点

４
経

皮
的

髄
核

摘
出

術
1
5
,
3
1
0
点

注
２

に
つ

い
て

、
２

以
上

の
椎

間
板

の
摘

出
を

行
う

場
合

に
は

、
１

椎
間

を
増

す
ご

と
に

、
複

数

椎
間

板
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

加
算

は
４

椎
間

を
超

え
な

い
も

の
と

す
る

。

Ｋ
１

３
４

－
２

内
視

鏡
下

椎
間

板
摘

出
（

切
除

）
術

１
前

方
摘

出
術

7
5
,
6
0
0
点

２
後

方
摘

出
術

3
0
,
3
9
0
点

注
２

に
つ

い
て

、
２

以
上

の
椎

間
板

の
摘

出
を

行
う

場
合

に
は

、
１

椎
間

を
増

す
ご

と
に

、
複

数

椎
間

板
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

加
算

は
２

椎
間

を
超

え
な

い
も

の
と

す
る

。

Ｋ
１

３
４

－
３

人
工

椎
間

板
置

換
術

（
頸

椎
）

3
6
,
7
8
0
点

け
い

（ ）（ ） 561560
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Ｋ
１

６
５

脳
内

異
物

摘
出

術
4
5
,
6
3
0
点

Ｋ
１

６
６

脳
膿

瘍
全

摘
術

3
6
,
5
0
0
点

の
う

Ｋ
１

６
７

頭
蓋

内
腫

瘤
摘

出
術

6
1
,
7
2
0
点

り
ゆ

う

Ｋ
１

６
８

脳
切

除
術

3
6
,
2
9
0
点

Ｋ
１

６
９

頭
蓋

内
腫

瘍
摘

出
術

１
松

果
体

部
腫

瘍
1
5
8
,
1
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
3
2
,
1
3
0
点

注
１

脳
腫

瘍
覚

醒
下

マ
ッ

ピ
ン

グ
を

用
い

て
実

施
し

た
場

合
は

、
脳

腫
瘍

覚
醒

下
マ

ッ
ピ

ン
グ

加

算
と

し
て

、
4
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
原

発
性

悪
性

脳
腫

瘍
に

対
す

る
頭

蓋
内

腫
瘍

摘
出

術
に

お
い

て
、

タ
ラ

ポ
ル

フ
ィ

ン
ナ

ト
リ

ウ
ム

を
投

与
し

た
患

者
に

対
し

Ｐ
Ｄ

Ｔ
半

導
体

レ
ー

ザ
を

用
い

て
光

線
力

学
療

法
を

実
施

し
た

場
合

は
、

原
発

性
悪

性
脳

腫
瘍

光
線

力
学

療
法

加
算

と
し

て
、
1
8
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
１

７
０

経
耳

的
聴

神
経

腫
瘍

摘
出

術
7
6
,
8
9
0
点

Ｋ
１

７
１

経
鼻

的
下

垂
体

腫
瘍

摘
出

術
8
7
,
2
0
0
点

Ｋ
１

７
１

－
２

内
視

鏡
下

経
鼻

的
腫

瘍
摘

出
術

１
下

垂
体

腫
瘍

1
1
0
,
9
7
0
点

２
頭

蓋
底

脳
腫

瘍
（

下
垂

体
腫

瘍
を

除
く

。
）

1
2
6
,
1
2
0
点

Ｋ
１

７
２

脳
動

静
脈

奇
形

摘
出

術

１
単

純
な

も
の

1
4
1
,
8
3
0
点

２
複

雑
な

も
の

1
7
9
,
8
3
0
点

Ｋ
１

７
３

脳
・

脳
膜

脱
手

術
3
6
,
2
9
0
点

Ｋ
１

７
４

水
頭

症
手

術

１
脳

室
穿

破
術

（
神

経
内

視
鏡

手
術

に
よ

る
も

の
）

3
8
,
8
4
0
点

せ
ん

２
シ

ャ
ン

ト
手

術
2
4
,
3
1
0
点

Ｋ
１

７
４

－
２

髄
液

シ
ャ

ン
ト

抜
去

術
1
,
6
8
0
点

Ｋ
１

７
５

脳
動

脈
瘤

被
包

術
り

ゆ
う

１
１

箇
所

8
2
,
0
2
0
点

２
２

箇
所

以
上

9
4
,
0
4
0
点

Ｋ
１

７
６

脳
動

脈
瘤

流
入

血
管

ク
リ

ッ
ピ

ン
グ

（
開

頭
し

て
行

う
も

の
）

り
ゆ

う

１
１

箇
所

8
2
,
7
3
0
点

２
２

箇
所

以
上

1
0
8
,
2
0
0
点

Ｋ
１

７
７

脳
動

脈
瘤

頸
部

ク
リ

ッ
ピ

ン
グ

り
ゆ

う
け

い

１
１

箇
所

1
1
4
,
0
7
0
点

２
２

箇
所

以
上

1
2
8
,
4
0
0
点

注
１

開
頭

の
部

位
数

及
び

使
用

し
た

ク
リ

ッ
プ

の
個

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

ク
リ

ッ
ピ

ン
グ

を
要

す

る
病

変
の

箇
所

数
に

応
じ

て
算

定
す

る
。

２
ロ

ー
フ

ロ
ー

バ
イ

パ
ス

術
に

よ
る

頭
蓋

外
・

頭
蓋

内
血

管
吻

合
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、

ふ
ん

ロ
ー

フ
ロ

ー
バ

イ
パ

ス
術

併
用

加
算

と
し

て
、
1
6
,
0
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
ハ

イ
フ

ロ
ー

バ
イ

パ
ス

術
に

よ
る

頭
蓋

外
・

頭
蓋

内
血

管
吻

合
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、

ふ
ん

ハ
イ

フ
ロ

ー
バ

イ
パ

ス
術

併
用

加
算

と
し

て
、
3
0
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
１

７
８

脳
血

管
内

手
術

１
１

箇
所

6
6
,
2
7
0
点

２
２

箇
所

以
上

8
4
,
8
0
0
点

３
脳

血
管

内
ス

テ
ン

ト
を

用
い

る
も

の
8
2
,
8
5
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
１

７
８

－
２

経
皮

的
脳

血
管

形
成

術
3
9
,
7
8
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
１

７
８

－
３

経
皮

的
選

択
的

脳
血

栓
・

塞
栓

溶
解

術

Ｋ
１

４
３

仙
腸

関
節

固
定

術
2
9
,
1
9
0
点

Ｋ
１

４
４

体
外

式
脊

椎
固

定
術

2
5
,
8
0
0
点

第
３

款
神

経
系

・
頭

蓋

通
則

本
款

各
区

分
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

神
経

内
視

鏡
を

使
用

し
た

場
合

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

区
分

（
頭

蓋
、

脳
）

Ｋ
１

４
５

穿
頭

脳
室

ド
レ

ナ
ー

ジ
術

2
,
3
3
0
点

せ
ん

Ｋ
１

４
６

頭
蓋

開
溝

術
1
7
,
3
1
0
点

Ｋ
１

４
７

穿
頭

術
（

ト
レ

パ
ナ

チ
オ

ン
）

1
,
8
4
0
点

せ
ん

Ｋ
１

４
７

－
２

頭
蓋

内
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
装

置
挿

入
術

6
,
3
1
0
点

Ｋ
１

４
８

試
験

開
頭

術
1
5
,
8
5
0
点

Ｋ
１

４
９

減
圧

開
頭

術

１
キ

ア
リ

奇
形

、
脊

髄
空

洞
症

の
場

合
2
8
,
2
8
0
点

２
そ

の
他

の
場

合
2
6
,
4
7
0
点

Ｋ
１

４
９

－
２

後
頭

蓋
窩

減
圧

術
3
1
,
0
0
0
点

か

Ｋ
１

５
０

脳
膿

瘍
排

膿
術

2
1
,
4
7
0
点

の
う

の
う

Ｋ
１

５
１

削
除

Ｋ
１

５
１

－
２

広
範

囲
頭

蓋
底

腫
瘍

切
除

・
再

建
術

1
9
3
,
0
6
0
点

Ｋ
１

５
２

耳
性

頭
蓋

内
合

併
症

手
術

5
6
,
9
5
0
点

Ｋ
１

５
２

－
２

耳
科

的
硬

脳
膜

外
膿

瘍
切

開
術

4
9
,
5
2
0
点

の
う

Ｋ
１

５
３

鼻
性

頭
蓋

内
合

併
症

手
術

5
2
,
8
7
0
点

Ｋ
１

５
４

機
能

的
定

位
脳

手
術

１
片

側
の

場
合

5
2
,
3
0
0
点

２
両

側
の

場
合

9
4
,
5
0
0
点

Ｋ
１

５
４

－
２

顕
微

鏡
使

用
に

よ
る

て
ん

か
ん

手
術

（
焦

点
切

除
術

、
側

頭
葉

切
除

術
、

脳
梁

離
断

術
）

り
よ

う

1
3
1
,
6
3
0
点

Ｋ
１

５
４

－
３

定
位

脳
腫

瘍
生

検
術

2
0
,
0
4
0
点

Ｋ
１

５
４

－
４

集
束

超
音

波
に

よ
る

機
能

的
定

位
脳

手
術

1
0
5
,
0
0
0
点

Ｋ
１

５
５

脳
切

截
術

（
開

頭
し

て
行

う
も

の
）

1
9
,
6
0
0
点

せ
つ

Ｋ
１

５
６

延
髄

に
お

け
る

脊
髄

視
床

路
切

截
術

4
0
,
9
5
0
点

せ
つ

Ｋ
１

５
７

三
叉

神
経

節
後

線
維

切
截

術
3
6
,
2
9
0
点

さ
せ

つ

Ｋ
１

５
８

視
神

経
管

開
放

術
3
6
,
2
9
0
点

Ｋ
１

５
９

顔
面

神
経

減
圧

手
術

（
乳

様
突

起
経

由
）

4
4
,
5
0
0
点

Ｋ
１

５
９

－
２

顔
面

神
経

管
開

放
術

4
4
,
5
0
0
点

Ｋ
１

６
０

脳
神

経
手

術
（

開
頭

し
て

行
う

も
の

）
3
7
,
6
2
0
点

Ｋ
１

６
０

－
２

頭
蓋

内
微

小
血

管
減

圧
術

4
3
,
9
2
0
点

Ｋ
１

６
１

頭
蓋

骨
腫

瘍
摘

出
術

2
3
,
4
9
0
点

Ｋ
１

６
２

頭
皮

、
頭

蓋
骨

悪
性

腫
瘍

手
術

3
6
,
2
9
0
点

Ｋ
１

６
３

頭
蓋

骨
膜

下
血

腫
摘

出
術

1
0
,
6
8
0
点

Ｋ
１

６
４

頭
蓋

内
血

腫
除

去
術

（
開

頭
し

て
行

う
も

の
）

１
硬

膜
外

の
も

の
3
5
,
7
9
0
点

２
硬

膜
下

の
も

の
3
6
,
9
7
0
点

３
脳

内
の

も
の

4
7
,
0
2
0
点

Ｋ
１

６
４

－
２

慢
性

硬
膜

下
血

腫
穿

孔
洗

浄
術

1
0
,
9
0
0
点

せ
ん

Ｋ
１

６
４

－
３

脳
血

管
塞

栓
（

血
栓

）
摘

出
術

3
7
,
5
6
0
点

Ｋ
１

６
４

－
４

定
位

的
脳

内
血

腫
除

去
術

1
8
,
2
2
0
点

Ｋ
１

６
４

－
５

内
視

鏡
下

脳
内

血
腫

除
去

術
4
7
,
0
2
0
点
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Ｋ
１

９
０

－
３

重
症

痙
性

麻
痺

治
療

薬
髄

腔
内

持
続

注
入

用
植

込
型

ポ
ン

プ
設

置
術

3
7
,
1
3
0
点

け
い

ひ
く

う

Ｋ
１

９
０

－
４

重
症

痙
性

麻
痺

治
療

薬
髄

腔
内

持
続

注
入

用
植

込
型

ポ
ン

プ
交

換
術

7
,
2
9
0
点

け
い

ひ
く

う

Ｋ
１

９
０

－
５

重
症

痙
性

麻
痺

治
療

薬
髄

腔
内

持
続

注
入

用
植

込
型

ポ
ン

プ
薬

剤
再

充
填

7
8
0
点

け
い

ひ
く

う

注
１

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｋ
１

９
０

－
６

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

植
込

術

１
脊

髄
刺

激
電

極
を

留
置

し
た

場
合

2
4
,
2
0
0
点

２
ジ

ェ
ネ

レ
ー

タ
ー

を
留

置
し

た
場

合
1
6
,
1
0
0
点

Ｋ
１

９
０

－
７

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

交
換

術
1
3
,
6
1
0
点

Ｋ
１

９
１

脊
髄

腫
瘍

摘
出

術

１
髄

外
の

も
の

6
2
,
0
0
0
点

２
髄

内
の

も
の

1
1
8
,
2
3
0
点

Ｋ
１

９
２

脊
髄

血
管

腫
摘

出
術

1
0
6
,
4
6
0
点

Ｋ
１

９
３

神
経

腫
切

除
術

１
指

（
手

、
足

）
5
,
7
7
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
0
,
7
7
0
点

注
神

経
腫

が
２

個
以

上
の

場
合

は
、

神
経

腫
を

１
個

増
す

ご
と

に
、

指
（

手
、

足
）

の
場

合
は

2
,
8
0
0
点

を
、

そ
の

他
の

場
合

は
4
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
１

９
３

－
２

レ
ッ

ク
リ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ン

病
偽

神
経

腫
切

除
術

（
露

出
部

）

１
長

径
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
1
,
6
6
0
点

２
長

径
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
４

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
3
,
6
7
0
点

３
長

径
４

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
4
,
3
6
0
点

Ｋ
１

９
３

－
３

レ
ッ

ク
リ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ン

病
偽

神
経

腫
切

除
術

（
露

出
部

以
外

）

１
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
1
,
2
8
0
点

２
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
3
,
2
3
0
点

３
長

径
６

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
4
,
1
6
0
点

Ｋ
１

９
４

神
経

捻
除

術

１
後

頭
神

経
4
,
4
1
0
点

２
上

眼
窩

神
経

4
,
4
1
0
点

か

３
眼

窩
下

神
経

4
,
4
1
0
点

か

４
お

と
が

い
神

経
4
,
4
1
0
点

５
下

顎
神

経
7
,
7
5
0
点

Ｋ
１

９
４

－
２

横
隔

神
経

麻
痺

術
4
,
4
1
0
点

ひ

Ｋ
１

９
４

－
３

眼
窩

下
孔

部
神

経
切

断
術

4
,
4
1
0
点

か

Ｋ
１

９
４

－
４

お
と

が
い

孔
部

神
経

切
断

術
4
,
4
1
0
点

Ｋ
１

９
５

交
感

神
経

切
除

術

１
頸

動
脈

周
囲

8
,
8
1
0
点

け
い

２
股

動
脈

周
囲

8
,
8
1
0
点

Ｋ
１

９
５

－
２

尾
動

脈
腺

摘
出

術
7
,
7
5
0
点

Ｋ
１

９
６

交
感

神
経

節
切

除
術

１
頸

部
2
6
,
0
3
0
点

け
い

２
胸

部
1
6
,
3
4
0
点

３
腰

部
1
7
,
5
3
0
点

Ｋ
１

９
６

－
２

胸
腔

鏡
下

交
感

神
経

節
切

除
術

（
両

側
）

1
8
,
5
0
0
点

く
う

Ｋ
１

９
６

－
３

ス
ト

ッ
フ

ェ
ル

手
術

1
2
,
4
9
0
点

Ｋ
１

９
６

－
４

閉
鎖

神
経

切
除

術
1
2
,
4
9
0
点

Ｋ
１

９
６

－
５

末
梢

神
経

遮
断

（
挫

滅
又

は
切

断
）

術
（

浅
腓

骨
神

経
、

深
腓

骨
神

経
、

後
脛

骨
神

経
又

は
腓

し
よ

う
ひ

ひ
け

い
ひ

腹
神

経
に

限
る

。
）

1
2
,
4
9
0
点

Ｋ
１

９
７

神
経

移
行

術
2
3
,
6
6
0
点

Ｋ
１

９
８

神
経

移
植

術
2
3
,
5
2
0
点

１
頭

蓋
内

脳
血

管
の

場
合

3
6
,
2
8
0
点

２
頸

部
脳

血
管

の
場

合
（

内
頸

動
脈

、
椎

骨
動

脈
）

2
5
,
8
8
0
点

け
い

け
い

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
１

７
８

－
４

経
皮

的
脳

血
栓

回
収

術
3
3
,
1
5
0
点

Ｋ
１

７
８

－
５

経
皮

的
脳

血
管

ス
テ

ン
ト

留
置

術
3
5
,
5
6
0
点

Ｋ
１

７
９

髄
液

漏
閉

鎖
術

3
9
,
3
8
0
点

Ｋ
１

８
０

頭
蓋

骨
形

成
手

術

１
頭

蓋
骨

の
み

の
も

の
1
7
,
5
3
0
点

２
硬

膜
形

成
を

伴
う

も
の

2
3
,
6
6
0
点

３
骨

移
動

を
伴

う
も

の
4
0
,
9
5
0
点

注
３

に
つ

い
て

は
、

先
天

奇
形

に
対

し
て

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｋ
１

８
１

脳
刺

激
装

置
植

込
術

１
片

側
の

場
合

6
5
,
1
0
0
点

２
両

側
の

場
合

7
1
,
3
5
0
点

Ｋ
１

８
１

－
２

脳
刺

激
装

置
交

換
術

1
4
,
2
7
0
点

Ｋ
１

８
１

－
３

頭
蓋

内
電

極
抜

去
術

1
2
,
8
8
0
点

Ｋ
１

８
１

－
４

迷
走

神
経

刺
激

装
置

植
込

術
2
8
,
0
3
0
点

Ｋ
１

８
１

－
５

迷
走

神
経

刺
激

装
置

交
換

術
1
4
,
2
7
0
点

Ｋ
１

８
１

－
６

頭
蓋

内
電

極
植

込
術

１
硬

膜
下

電
極

に
よ

る
も

の
6
5
,
1
0
0
点

２
脳

深
部

電
極

に
よ

る
も

の

イ
７
本

未
満

の
電

極
に

よ
る

場
合

7
1
,
3
5
0
点

ロ
７

本
以

上
の

電
極

に
よ

る
場

合
9
6
,
8
5
0
点

（
脊

髄
、

末
梢

神
経

、
交

感
神

経
）

し
よ

う

Ｋ
１

８
２

神
経

縫
合

術

１
指

（
手

、
足

）
1
5
,
1
6
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
4
,
5
1
0
点

Ｋ
１

８
２

－
２

神
経

交
差

縫
合

術

１
指

（
手

、
足

）
4
3
,
5
8
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
4
6
,
1
8
0
点

Ｋ
１

８
２

－
３

神
経

再
生

誘
導

術

１
指

（
手

、
足

）
1
2
,
6
4
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
1
,
5
9
0
点

Ｋ
１

８
３

脊
髄

硬
膜

切
開

術
2
5
,
8
4
0
点

Ｋ
１

８
３

－
２

空
洞

・
く

も
膜

下
腔

シ
ャ

ン
ト

術
（

脊
髄

空
洞

症
に

対
す

る
も

の
）

2
6
,
4
5
0
点

く
う

Ｋ
１

８
４

減
圧

脊
髄

切
開

術
2
6
,
9
6
0
点

Ｋ
１

８
５

脊
髄

切
截

術
3
8
,
6
7
0
点

せ
つ

Ｋ
１

８
６

脊
髄

硬
膜

内
神

経
切

断
術

3
8
,
6
7
0
点

Ｋ
１

８
７

脊
髄

視
床

路
切

截
術

4
2
,
3
7
0
点

せ
つ

Ｋ
１

８
８

神
経

剥
離

術
は

く

１
鏡

視
下

に
よ

る
も

の
1
4
,
1
7
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
0
,
9
0
0
点

Ｋ
１

８
８

－
２

硬
膜

外
腔

癒
着

剥
離

術
1
1
,
0
0
0
点

く
う

Ｋ
１

８
９

脊
髄

ド
レ

ナ
ー

ジ
術

4
0
8
点

Ｋ
１

９
０

脊
髄

刺
激

装
置

植
込

術

１
脊

髄
刺

激
電

極
を

留
置

し
た

場
合

2
4
,
2
0
0
点

２
ジ

ェ
ネ

レ
ー

タ
ー

を
留

置
し

た
場

合
1
6
,
1
0
0
点

注
脊

髄
刺

激
電

極
を

２
本

留
置

す
る

場
合

は
、
8
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
１

９
０

－
２

脊
髄

刺
激

装
置

交
換

術
1
5
,
6
5
0
点
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Ｋ
２

２
５

－
３

結
膜

肉
芽

腫
摘

除
術

8
0
0
点

（
眼

窩
、

涙
腺

）
か

Ｋ
２

２
６

眼
窩

膿
瘍

切
開

術
1
,
3
9
0
点

か
の

う

Ｋ
２

２
７

眼
窩

骨
折

観
血

的
手

術
（

眼
窩

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

骨
折

手
術

を
含

む
。

）
1
4
,
9
6
0
点

か
か

Ｋ
２

２
８

眼
窩

骨
折

整
復

術
2
9
,
1
7
0
点

か

Ｋ
２

２
９

眼
窩

内
異

物
除

去
術

（
表

在
性

）
8
,
2
4
0
点

か

Ｋ
２

３
０

眼
窩

内
異

物
除

去
術

（
深

在
性

）
か １

視
神

経
周

囲
、

眼
窩

尖
端

2
7
,
4
6
0
点

か
せ

ん

２
そ

の
他

1
4
,
9
6
0
点

Ｋ
２

３
１

及
び

Ｋ
２

３
２

削
除

Ｋ
２

３
３

眼
窩

内
容

除
去

術
1
6
,
9
8
0
点

か

Ｋ
２

３
４

眼
窩

内
腫

瘍
摘

出
術

（
表

在
性

）
6
,
7
7
0
点

か

Ｋ
２

３
５

眼
窩

内
腫

瘍
摘

出
術

（
深

在
性

）
4
5
,
2
3
0
点

か

Ｋ
２

３
６

眼
窩

悪
性

腫
瘍

手
術

5
1
,
9
4
0
点

か

Ｋ
２

３
７

眼
窩

縁
形

成
手

術
（

骨
移

植
に

よ
る

も
の

）
1
9
,
3
0
0
点

か （
眼

球
、

眼
筋

）

Ｋ
２

３
８

削
除

Ｋ
２

３
９

眼
球

内
容

除
去

術
6
,
1
3
0
点

Ｋ
２

４
０

削
除

Ｋ
２

４
１

眼
球

摘
出

術
3
,
6
7
0
点

Ｋ
２

４
２

斜
視

手
術

１
前

転
法

4
,
2
8
0
点

２
後

転
法

4
,
2
0
0
点

３
前

転
法

及
び

後
転

法
の

併
施

1 0
,
9
7
0
点

４
斜

筋
手

術
9
,
9
7
0
点

５
直

筋
の

前
後

転
法

及
び

斜
筋

手
術

の
併

施
1
2
,
3
0
0
点

Ｋ
２

４
３

義
眼

台
包

埋
術

8
,
0
1
0
点

Ｋ
２

４
４

眼
筋

移
動

術
1
9
,
3
3
0
点

Ｋ
２

４
５

眼
球

摘
出

及
び

組
織

又
は

義
眼

台
充

填
術

8
,
7
9
0
点

（
角

膜
、

強
膜

）

Ｋ
２

４
６

角
膜

・
強

膜
縫

合
術

3
,
5
8
0
点

Ｋ
２

４
７

削
除

Ｋ
２

４
８

角
膜

新
生

血
管

手
術

（
冷

凍
凝

固
術

を
含

む
。

）
9
8
0
点

Ｋ
２

４
８

－
２

顕
微

鏡
下

角
膜

抜
糸

術
9
5
0
点

Ｋ
２

４
９

角
膜

潰
瘍

掻
爬

術
、

角
膜

潰
瘍

焼
灼

術
1
,
1
9
0
点

そ
う

は
し

や
く

Ｋ
２

５
０

角
膜

切
開

術
9
9
0
点

Ｋ
２

５
１

削
除

Ｋ
２

５
２

角
膜

・
強

膜
異

物
除

去
術

6
4
0
点

Ｋ
２

５
３

削
除

Ｋ
２

５
４

治
療

的
角

膜
切

除
術

１
エ

キ
シ

マ
レ

ー
ザ

ー
に

よ
る

も
の

（
角

膜
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

又
は

帯
状

角
膜

変
性

に
係

る
も

の

に
限

る
。

）
1
0
,
0
0
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

２
そ

の
他

の
も

の
2
,
6
5
0
点

Ｋ
２

５
５

強
角

膜
瘻

孔
閉

鎖
術

1
1
,
6
1
0
点

ろ
う

Ｋ
２

５
６

角
膜

潰
瘍

結
膜

被
覆

術
2
,
6
5
0
点

Ｋ
２

５
７

角
膜

表
層

除
去

併
用

結
膜

被
覆

術
8
,
3
0
0
点

Ｋ
２

５
８

削
除

Ｋ
２

５
９

角
膜

移
植

術
5
2
,
6
0
0
点

第
４

款
眼

区
分

（
涙

道
）

Ｋ
１

９
９

涙
点

、
涙

小
管

形
成

術
6
6
0
点

Ｋ
２

０
０

涙
嚢

切
開

術
8
3
0
点

の
う

Ｋ
２

０
０

－
２

涙
点

プ
ラ

グ
挿

入
術

、
涙

点
閉

鎖
術

7
6
0
点

Ｋ
２

０
１

先
天

性
鼻

涙
管

閉
塞

開
放

術
3
,
7
2
0
点

Ｋ
２

０
２

涙
管

チ
ュ

ー
ブ

挿
入

術

１
涙

道
内

視
鏡

を
用

い
る

も
の

2
,
3
5
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
,
8
1
0
点

Ｋ
２

０
３

涙
嚢

摘
出

術
4
,
5
9
0
点

の
う

Ｋ
２

０
４

涙
嚢

鼻
腔

吻
合

術
2
3
,
4
9
0
点

の
う

く
う

ふ
ん

Ｋ
２

０
５

涙
嚢

瘻
管

閉
鎖

術
3
,
7
2
0
点

の
う

ろ
う

Ｋ
２

０
６

涙
小

管
形

成
手

術
1
6
,
7
3
0
点

（
眼

瞼
）

け
ん

Ｋ
２

０
７

瞼
縁

縫
合

術
（

瞼
板

縫
合

術
を

含
む

。
）

1
,
5
8
0
点

け
ん

け
ん

Ｋ
２

０
８

麦
粒

腫
切

開
術

4
1
0
点

Ｋ
２

０
９

眼
瞼

膿
瘍

切
開

術
5
7
0
点

け
ん

の
う

Ｋ
２

０
９

－
２

外
眥

切
開

術
5
7
0
点

し

Ｋ
２

１
０

削
除

Ｋ
２

１
１

睫
毛

電
気

分
解

術
（

毛
根

破
壊

）
5
6
0
点

し
よ

う

Ｋ
２

１
２

兎
眼

矯
正

術
6
,
7
0
0
点

Ｋ
２

１
３

マ
イ

ボ
ー

ム
腺

梗
塞

摘
出

術
、

マ
イ

ボ
ー

ム
腺

切
開

術
4
4
0
点

Ｋ
２

１
４

霰
粒

腫
摘

出
術

7
0
0
点

さ
ん

Ｋ
２

１
５

瞼
板

切
除

術
（

巨
大

霰
粒

腫
摘

出
）

1
,
7
3
0
点

け
ん

さ
ん

Ｋ
２

１
５

－
２

眼
瞼

結
膜

腫
瘍

手
術

5
,
1
4
0
点

け
ん

Ｋ
２

１
６

眼
瞼

結
膜

悪
性

腫
瘍

手
術

1
1
,
9
0
0
点

け
ん

Ｋ
２

１
７

眼
瞼

内
反

症
手

術
け

ん

１
縫

合
法

1
,
9
9
0
点

２
皮

膚
切

開
法

2
,
5
9
0
点

Ｋ
２

１
８

眼
瞼

外
反

症
手

術
4
,
4
0
0
点

け
ん

Ｋ
２

１
９

眼
瞼

下
垂

症
手

術
け

ん

１
眼

瞼
挙

筋
前

転
法

7
,
2
0
0
点

け
ん

２
筋

膜
移

植
法

1
8
,
5
3
0
点

３
そ

の
他

の
も

の
6
,
0
7
0
点

（
結

膜
）

Ｋ
２

２
０

結
膜

縫
合

術
1
,
2
6
0
点

Ｋ
２

２
１

結
膜

結
石

除
去

術

１
少

数
の

も
の

（
１

眼
瞼

ご
と

）
2
6
0
点

け
ん

２
多

数
の

も
の

（
１

眼
瞼

ご
と

）
3
9
0
点

け
ん

Ｋ
２

２
２

結
膜

下
異

物
除

去
術

4
7
0
点

Ｋ
２

２
３

結
膜

嚢
形

成
手

術
の

う

１
部

分
形

成
2
,
2
5
0
点

２
皮

膚
及

び
結

膜
の

形
成

1
4
,
9
6
0
点

３
全

部
形

成
（

皮
膚

又
は

粘
膜

の
移

植
を

含
む

。
）

1
6
,
7
3
0
点

Ｋ
２

２
３

－
２

内
眥

形
成

術
1
6
,
7
3
0
点

し

Ｋ
２

２
４

翼
状

片
手

術
（

弁
の

移
植

を
要

す
る

も
の

）
3
,
6
5
0
点

Ｋ
２

２
５

結
膜

腫
瘍

冷
凍

凝
固

術
8
0
0
点

Ｋ
２

２
５

－
２

結
膜

腫
瘍

摘
出

術
6
,
2
90

点

（ ）（ ） 565564
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２
１

の
イ

に
つ

い
て

、
水

晶
体

偏
位

又
は

眼
内

レ
ン

ズ
偏

位
の

患
者

に
対

し
て

、
高

次
収

差
解

析
を

行
っ

た
場

合
は

、
手

術
の

前
後

そ
れ

ぞ
れ

１
回

に
限

り
、

高
次

収
差

解
析

加
算

と
し

て
、

1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
２

８
２

－
２

後
発

白
内

障
手

術
1
,
3
8
0
点

Ｋ
２

８
３

削
除

Ｋ
２

８
４

硝
子

体
置

換
術

6
,
8
9
0
点

第
５

款
耳

鼻
咽

喉

区
分

（
外

耳
）

Ｋ
２

８
５

耳
介

血
腫

開
窓

術
4
6
0
点

Ｋ
２

８
６

外
耳

道
異

物
除

去
術

１
単

純
な

も
の

2
6
0
点

２
複

雑
な

も
の

8
5
0
点

Ｋ
２

８
７

先
天

性
耳

瘻
管

摘
出

術
3
,
9
0
0
点

ろ
う

Ｋ
２

８
８

副
耳

（
介

）
切

除
術

2
,
2
4
0
点

Ｋ
２

８
９

耳
茸

摘
出

術
1
,
0
0
0
点

じ
よ

う

Ｋ
２

９
０

外
耳

道
骨

増
生

（
外

骨
腫

）
切

除
術

1
0
,
1
2
0
点

Ｋ
２

９
０

－
２

外
耳

道
骨

腫
切

除
術

7
,
6
7
0
点

Ｋ
２

９
１

耳
介

腫
瘍

摘
出

術
4
,
7
3
0
点

Ｋ
２

９
２

外
耳

道
腫

瘍
摘

出
術

（
外

耳
道

真
珠

腫
手

術
を

含
む

。
）

7
,
6
0
0
点

Ｋ
２

９
３

耳
介

悪
性

腫
瘍

手
術

2
2
,
2
9
0
点

Ｋ
２

９
４

外
耳

道
悪

性
腫

瘍
手

術
（

悪
性

外
耳

道
炎

手
術

を
含

む
。

）
3
5
,
5
9
0
点

Ｋ
２

９
５

耳
後

瘻
孔
閉

鎖
術

4
,
0
0
0
点

ろ
う

Ｋ
２

９
６

耳
介

形
成

手
術

１
耳

介
軟

骨
形

成
を

要
す

る
も

の
1
9
,
2
4
0
点

２
耳

介
軟

骨
形

成
を

要
し

な
い

も
の

9
,
9
6
0
点

Ｋ
２

９
７

外
耳

道
形

成
手

術
1
9
,
2
4
0
点

Ｋ
２

９
８

外
耳

道
造

設
術

・
閉

鎖
症

手
術

3
6
,
7
0
0
点

Ｋ
２

９
９

小
耳

症
手

術

１
軟

骨
移

植
に

よ
る

耳
介

形
成

手
術

5
6
,
1
4
0
点

２
耳

介
挙

上
1
4
,
7
4
0
点

（
中

耳
）

Ｋ
３

０
０

鼓
膜

切
開

術
8
3
0
点

Ｋ
３

０
１

鼓
室

開
放

術
7
,
2
8
0
点

Ｋ
３

０
２

上
鼓

室
開

放
術

1
3
,
1
4
0
点

Ｋ
３

０
３

上
鼓

室
乳

突
洞

開
放

術
2
4
,
7
2
0
点

Ｋ
３

０
４

乳
突

洞
開

放
術

（
ア

ン
ト

ロ
ト

ミ
ー

）
1
3
,
4
8
0
点

Ｋ
３

０
５

乳
突

削
開

術
2
4
,
4
9
0
点

Ｋ
３

０
６

錐
体

部
手

術
3
8
,
4
7
0
点

Ｋ
３

０
７

削
除

Ｋ
３

０
８

耳
管

内
チ

ュ
ー

ブ
挿

入
術

1
,
4
2
0
点

Ｋ
３

０
８

－
２

耳
管

狭
窄

ビ
ニ

ー
ル

管
挿

入
術

1
,
4
2
0
点

さ
く

Ｋ
３

０
９

鼓
膜

（
排

液
、

換
気

）
チ

ュ
ー

ブ
挿

入
術

2
,
6
7
0
点

Ｋ
３

１
０

乳
突

充
填

術
7
,
4
7
0
点

Ｋ
３

１
１

鼓
膜

穿
孔

閉
鎖

術
（

一
連

に
つ

き
）

1
,
9
0
0
点

せ
ん

Ｋ
３

１
２

鼓
膜

鼓
室

肉
芽

切
除

術
3
,
0
2
0
点

Ｋ
３

１
３

中
耳

、
側

頭
骨

腫
瘍

摘
出

術
3
8
,
3
3
0
点

Ｋ
３

１
４

中
耳

悪
性

腫
瘍

手
術

１
切

除
4
1
,
5
2
0
点

注
１

レ
ー

ザ
ー

に
よ

る
場

合
は

、
レ

ー
ザ

ー
使

用
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に
5
,
5
0
0
点

を
加

算

す
る

。

２
内

皮
移

植
に

よ
る

角
膜

移
植

を
実

施
し

た
場

合
は

、
内

皮
移

植
加

算
と

し
て

、
8
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
２

６
０

強
膜

移
植

術
1
8
,
8
1
0
点

Ｋ
２

６
０

－
２

羊
膜

移
植

術
1
0
,
5
3
0
点

Ｋ
２

６
１

角
膜

形
成

手
術

3
,
0
6
0
点

Ｋ
２

６
２

削
除 （

ぶ
ど

う
膜

）

Ｋ
２

６
３

及
び

Ｋ
２

６
４

削
除

Ｋ
２

６
５

虹
彩

腫
瘍

切
除

術
2
0
,
1
4
0
点

Ｋ
２

６
６

毛
様

体
腫

瘍
切

除
術

、
脈

絡
膜

腫
瘍

切
除

術
3
5
,
8
2
0
点

Ｋ
２

６
７

削
除

Ｋ
２

６
８

緑
内

障
手

術

１
虹

彩
切

除
術

4
,
7
4
0
点

２
流

出
路

再
建

術
1
9
,
0
2
0
点

３
濾

過
手

術
2
3
,
6
0
0
点

ろ

４
緑

内
障

治
療

用
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
挿

入
術

（
プ

レ
ー

ト
の

な
い

も
の

）
3
4
,
4
8
0
点

５
緑

内
障

治
療

用
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
挿

入
術

（
プ

レ
ー

ト
の

あ
る

も
の

）
4
5
,
4
8
0
点

６
水

晶
体

再
建

術
併

用
眼

内
ド

レ
ー

ン
挿

入
術

2
7
,
9
9
0
点

Ｋ
２

６
９

虹
彩

整
復

・
瞳

孔
形

成
術

4
,
7
3
0
点

Ｋ
２

７
０

虹
彩

光
凝

固
術

6
,
6
2
0
点

Ｋ
２

７
１

毛
様

体
光

凝
固

術
5
,
6
0
0
点

Ｋ
２

７
２

毛
様

体
冷

凍
凝

固
術

2
,
1
6
0
点

Ｋ
２

７
３

隅
角

光
凝

固
術

9
,
6
6
0
点

（
眼

房
、

網
膜

）

Ｋ
２

７
４

前
房

、
虹

彩
内

異
物

除
去

術
8
,
8
0
0
点

Ｋ
２

７
５

網
膜

復
位

術
3
4
,
9
4
0
点

Ｋ
２

７
６

網
膜

光
凝

固
術

１
通

常
の

も
の

（
一

連
に

つ
き

）
1
0
,
0
2
0
点

２
そ

の
他

特
殊

な
も

の
（

一
連

に
つ

き
）

1
5
,
9
6
0
点

Ｋ
２

７
７

網
膜

冷
凍

凝
固

術
1
5
,
7
5
0
点

Ｋ
２

７
７

－
２

黄
斑

下
手

術
4
7
,
1
5
0
点

（
水

晶
体

、
硝

子
体

）

Ｋ
２

７
８

硝
子

体
注

入
・

吸
引

術
2
,
2
8
0
点

Ｋ
２

７
９

硝
子

体
切

除
術

1
5
,
5
6
0
点

Ｋ
２

８
０

硝
子

体
茎

顕
微

鏡
下

離
断

術

１
網

膜
付

着
組

織
を

含
む

も
の

3
8
,
9
5
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
9
,
7
2
0
点

Ｋ
２

８
０

－
２

網
膜

付
着

組
織

を
含

む
硝

子
体

切
除

術
（

眼
内

内
視

鏡
を

用
い

る
も

の
）

4
7
,
7
8
0
点

Ｋ
２

８
１

増
殖

性
硝

子
体

網
膜

症
手

術
5
4
,
8
6
0
点

Ｋ
２

８
１

－
２

網
膜

再
建

術
6
9
,
8
8
0
点

Ｋ
２

８
２

水
晶

体
再

建
術

１
眼

内
レ

ン
ズ

を
挿

入
す

る
場

合

イ
縫

着
レ

ン
ズ

を
挿

入
す

る
も

の
1
7
,
8
4
0
点

ロ
そ

の
他

の
も
の

1
2
,
1
0
0
点

２
眼

内
レ

ン
ズ

を
挿

入
し

な
い

場
合

7
,
4
3
0
点

３
計

画
的

後
嚢

切
開

を
伴

う
場

合
2
1
,
7
8
0
点

の
う

注
１

水
晶

体
嚢

拡
張

リ
ン

グ
を

使
用

し
た

場
合

は
、

所
定

点
数

に
1
,
6
0
0
点

を
加

算
す

る
。

の
う

（ ）（ ） 565564

２
－
⑽　
手　
術



注
自

家
腸

骨
片

を
充

填
し

た
場

合
は
3
,
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
３

４
０

－
５

内
視

鏡
下

鼻
・

副
鼻

腔
手

術
Ⅲ

型
（

選
択

的
（

複
数

洞
）

副
鼻

腔
手

術
）

2
4
,
9
1
0
点

く
う

く
う

Ｋ
３

４
０

－
６

内
視

鏡
下

鼻
・

副
鼻

腔
手

術
Ⅳ

型
（

汎
副

鼻
腔

手
術

）
3
2
,
0
8
0
点

く
う

く
う

Ｋ
３

４
０

－
７

内
視

鏡
下

鼻
・

副
鼻

腔
手

術
Ⅴ

型
（

拡
大

副
鼻

腔
手

術
）

5
1
,
6
3
0
点

く
う

く
う

Ｋ
３

４
１

上
顎

洞
性

後
鼻

孔
ポ

リ
ー

プ
切

除
術

1
,
5
1
0
点

Ｋ
３

４
２

鼻
副

鼻
腔

腫
瘍

摘
出

術
1
5
,
2
0
0
点

く
う

Ｋ
３

４
３

鼻
副

鼻
腔

悪
性

腫
瘍

手
術

く
う

１
切

除
2
5
,
0
4
0
点

２
全

摘
4
9
,
6
9
0
点

Ｋ
３

４
４

経
鼻

腔
的

翼
突

管
神

経
切

除
術

3
0
,
4
6
0
点

く
う

Ｋ
３

４
５

萎
縮

性
鼻

炎
手

術
（

両
側

）
2
2
,
3
7
0
点

Ｋ
３

４
６

後
鼻

孔
閉

鎖
症

手
術

１
単

純
な

も
の

（
膜

性
閉

鎖
）

4
,
3
6
0
点

２
複

雑
な

も
の

（
骨

性
閉

鎖
）

2
7
,
0
4
0
点

Ｋ
３

４
７

鼻
中

隔
矯

正
術

8
,
2
3
0
点

Ｋ
３

４
７

－
２

変
形

外
鼻

手
術

1
6
,
3
9
0
点

Ｋ
３

４
７

－
３

内
視

鏡
下

鼻
中

隔
手

術
Ⅰ

型
（

骨
、

軟
骨

手
術

）
6
,
6
2
0
点

Ｋ
３

４
７

－
４

内
視

鏡
下

鼻
中

隔
手

術
Ⅱ

型
（

粘
膜

手
術

）
2
,
4
4
0
点

Ｋ
３

４
７

－
５

内
視

鏡
下

鼻
腔

手
術

Ⅰ
型

（
下

鼻
甲

介
手

術
）

7
,
9
4
0
点

く
う

Ｋ
３

４
７

－
６

内
視

鏡
下

鼻
腔

手
術

Ⅱ
型

（
鼻

腔
内

手
術

）
3
,
1
7
0
点

く
う

く
う

Ｋ
３

４
７

－
７

内
視

鏡
下

鼻
腔

手
術

Ⅲ
型

（
鼻

孔
閉

鎖
症

手
術

）
1
9
,
9
4
0
点

く
う

（
副

鼻
腔

）
く

う

Ｋ
３

４
８

及
び

Ｋ
３

４
９

削
除

Ｋ
３

５
０

前
頭

洞
充

填
術

1
3
,
2
0
0
点

Ｋ
３

５
１

削
除

Ｋ
３

５
２

上
顎

洞
根

治
手

術
7
,
9
9
0
点

Ｋ
３

５
２

－
２

鼻
内

上
顎

洞
根

治
手

術
3
,
3
3
0
点

Ｋ
３

５
２

－
３

副
鼻

腔
炎

術
後

後
出

血
止

血
法

6
,
6
6
0
点

く
う

Ｋ
３

５
３

鼻
内

篩
骨

洞
根

治
手

術
5
,
0
0
0
点

し

Ｋ
３

５
４

か
ら

Ｋ
３

５
６

ま
で

削
除

Ｋ
３

５
６

－
２

鼻
外

前
頭

洞
手

術
1
6
,
2
9
0
点

Ｋ
３

５
７

鼻
内

蝶
形

洞
根

治
手

術
3
,
8
2
0
点

Ｋ
３

５
８

上
顎

洞
篩

骨
洞

根
治

手
術

1
1
,
3
1
0
点

し

Ｋ
３

５
９

前
頭

洞
篩

骨
洞

根
治

手
術

1
1
,
2
9
0
点

し

Ｋ
３

６
０

篩
骨

洞
蝶

形
洞

根
治

手
術

1
1
,
2
9
0
点

し

Ｋ
３

６
１

上
顎

洞
篩

骨
洞

蝶
形

洞
根

治
手

術
1
2
,
6
3
0
点

し

Ｋ
３

６
２

上
顎

洞
篩

骨
洞

前
頭

洞
根

治
手

術
1
4
,
1
1
0
点

し

Ｋ
３

６
２

－
２

経
上

顎
洞

的
顎

動
脈

結
紮

術
2
8
,
6
3
0
点

さ
つ

Ｋ
３

６
３

前
頭

洞
篩

骨
洞

蝶
形

洞
根

治
手

術
1
3
,
4
4
0
点

し

Ｋ
３

６
４

汎
副

鼻
腔

根
治

手
術

2
0
,
0
1
0
点

く
う

Ｋ
３

６
５

経
上

顎
洞

的
翼

突
管

神
経

切
除

術
2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
３

６
６

削
除 （

咽
頭

、
扁

桃
）

へ
ん

Ｋ
３

６
７

咽
後

膿
瘍

切
開

術
1
,
9
0
0
点

の
う

Ｋ
３

６
８

扁
桃

周
囲

膿
瘍

切
開

術
1
,
8
3
0
点

へ
ん

の
う

Ｋ
３

６
９

咽
頭

異
物

摘
出

術

１
簡

単
な

も
の

5
0
0
点

２
複

雑
な

も
の

2
,
1
0
0
点

Ｋ
３

７
０

ア
デ

ノ
イ

ド
切

除
術

1
,
6
0
0
点

２
側

頭
骨

摘
出

術
6
8
,
6
4
0
点

Ｋ
３

１
５

鼓
室

神
経

叢
切

除
、

鼓
索

神
経

切
断

術
9
,
9
0
0
点

そ
う

Ｋ
３

１
６

Ｓ
状

洞
血

栓
（

静
脈

炎
）

手
術

2
4
,
7
3
0
点

Ｋ
３

１
７

中
耳

根
治

手
術

4
2
,
4
4
0
点

Ｋ
３

１
８

鼓
膜

形
成

手
術

1
8
,
1
0
0
点

Ｋ
３

１
９

鼓
室

形
成

手
術

１
耳

小
骨

温
存

術
3
4
,
6
6
0
点

２
耳

小
骨

再
建

術
5
1
,
3
3
0
点

Ｋ
３

２
０

ア
ブ

ミ
骨

摘
出

術
・

可
動

化
手

術
3
2
,
1
4
0
点

Ｋ
３

２
０

－
２

人
工

中
耳

植
込

術
3
2
,
1
4
0
点

（
内

耳
）

Ｋ
３

２
１

内
耳

開
窓

術
3
1
,
9
7
0
点

Ｋ
３

２
２

経
迷

路
的

内
耳

道
開

放
術

6
4
,
9
3
0
点

Ｋ
３

２
３

内
リ

ン
パ

嚢
開

放
術

2
8
,
8
9
0
点

の
う

Ｋ
３

２
４

削
除

Ｋ
３

２
５

迷
路

摘
出

術

１
部

分
摘

出
（

膜
迷

路
摘

出
術

を
含

む
。

）
2
9
,
2
2
0
点

２
全

摘
出

3
8
,
8
9
0
点

Ｋ
３

２
６

削
除

Ｋ
３

２
７

内
耳

窓
閉

鎖
術

2
3
,
2
5
0
点

Ｋ
３

２
８

人
工

内
耳

植
込

術
4
0
,
8
1
0
点

Ｋ
３

２
８

－
２

植
込

型
骨

導
補

聴
器

移
植

術
1
0
,
6
2
0
点

Ｋ
３

２
８

－
３

植
込

型
骨

導
補

聴
器

交
換

術
1
,
8
4
0
点

（
鼻

）

Ｋ
３

２
９

鼻
中

隔
膿

瘍
切

開
術

6
2
0
点

の
う

Ｋ
３

３
０

鼻
中

隔
血

腫
切

開
術

8
2
0
点

Ｋ
３

３
１

鼻
腔

粘
膜

焼
灼

術
1
,
0
8
0
点

く
う

し
や

く

Ｋ
３

３
１

－
２

下
甲

介
粘

膜
焼

灼
術

1
,
0
8
0
点

し
や

く

Ｋ
３

３
１

－
３

下
甲

介
粘

膜
レ

ー
ザ

ー
焼

灼
術

（
両

側
）

2
,
9
1
0
点

し
や

く

Ｋ
３

３
２

削
除

Ｋ
３

３
３

鼻
骨

骨
折

整
復

固
定

術
2
,
1
3
0
点

Ｋ
３

３
３

－
２

鼻
骨

脱
臼

整
復

術
1
,
6
4
0
点

Ｋ
３

３
３

－
３

鼻
骨

骨
折

徒
手

整
復

術
1
,
9
7
0
点

Ｋ
３

３
４

鼻
骨

骨
折

観
血

的
手

術
5
,
7
2
0
点

Ｋ
３

３
４

－
２

鼻
骨

変
形

治
癒

骨
折

矯
正

術
2
3
,
0
6
0
点

Ｋ
３

３
５

鼻
中

隔
骨

折
観

血
的

手
術

3
,
9
4
0
点

Ｋ
３

３
５

－
２

上
顎

洞
鼻

内
手

術
（

ス
ツ

ル
マ

ン
氏

、
吉

田
氏

変
法

を
含

む
。

）
2
,
7
4
0
点

Ｋ
３

３
５

－
３

上
顎

洞
鼻

外
手

術
2
,
7
4
0
点

Ｋ
３

３
６

鼻
内

異
物

摘
出

術
6
9
0
点

Ｋ
３

３
７

鼻
前

庭
嚢

胞
摘

出
術

4
,
9
8
0
点

の
う

Ｋ
３

３
８

鼻
甲

介
切

除
術

１
高

周
波

電
気

凝
固

法
に

よ
る

も
の

1
,
0
8
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
3
,
3
2
0
点

Ｋ
３

３
８

－
２

削
除

Ｋ
３

３
９

粘
膜

下
下

鼻
甲

介
骨

切
除

術
4
,
2
6
0
点

Ｋ
３

４
０

鼻
茸

摘
出

術
1
,
3
1
0
点

じ
よ

う

Ｋ
３

４
０

－
２

削
除

Ｋ
３

４
０

－
３

内
視

鏡
下

鼻
・

副
鼻

腔
手

術
Ⅰ

型
（

副
鼻

腔
自

然
口

開
窓

術
）

3
,
6
0
0
点

く
う

く
う

Ｋ
３

４
０

－
４

内
視

鏡
下

鼻
・

副
鼻

腔
手

術
Ⅱ

型
（

副
鼻

腔
単

洞
手

術
）

1
2
,
0
0
0
点

く
う

く
う
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２
直

達
喉

頭
鏡

又
は

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ー

プ
に

よ
る

も
の

4
,
3
0
0
点

Ｋ
３

９
０

喉
頭

異
物

摘
出

術

１
直

達
鏡

に
よ

ら
な

い
も

の
2
,
9
2
0
点

２
直

達
鏡

に
よ

る
も

の
5
,
2
5
0
点

Ｋ
３

９
１

気
管

異
物

除
去

術

１
直

達
鏡

に
よ

る
も

の
5
,
3
2
0
点

２
開

胸
手

術
に

よ
る

も
の

4
3
,
3
4
0
点

Ｋ
３

９
２

喉
頭

蓋
切

除
術

3
,
1
9
0
点

Ｋ
３

９
２

－
２

喉
頭

蓋
嚢

腫
摘

出
術

3
,
1
9
0
点

の
う

Ｋ
３

９
３

喉
頭

腫
瘍

摘
出

術

１
間

接
喉

頭
鏡

に
よ

る
も

の
3
,
4
2
0
点

２
直

達
鏡

に
よ

る
も

の
4
,
3
1
0
点

Ｋ
３

９
４

喉
頭

悪
性

腫
瘍

手
術

１
切

除
3
8
,
8
0
0
点

２
全

摘
6
3
,
7
1
0
点

Ｋ
３

９
４

－
２

鏡
視

下
喉

頭
悪

性
腫

瘍
手

術

１
切

除
4
2
,
2
0
0
点

２
全

摘
6
7
,
2
0
0
点

Ｋ
３

９
５

喉
頭

、
下

咽
頭

悪
性

腫
瘍

手
術

（
頸

部
、

胸
部

、
腹

部
等

の
操

作
に

よ
る

再
建

を
含

む
。

）
け

い

1
1
3
,
8
8
0
点

Ｋ
３

９
６

気
管

切
開

孔
閉

鎖
術

1
,
2
5
0
点

Ｋ
３

９
６

－
２

気
管

縫
合

術
1
,
0
4
0
点

Ｋ
３

９
７

喉
頭

横
隔

膜
切

除
術

（
ス

テ
ン

ト
挿

入
固

定
術

を
含

む
。

）
1
3
,
3
9
0
点

Ｋ
３

９
８

喉
頭

狭
窄

症
手

術
さ

く

１
前

方
開

大
術

2
3
,
4
3
0
点

２
前

壁
形

成
手

術
2
3
,
3
2
0
点

３
Ｔ

チ
ュ

ー
ブ

挿
入

術
1
4
,
0
4
0
点

Ｋ
３

９
９

気
管

狭
窄

症
手

術
3
8
,
5
4
0
点

さ
く

Ｋ
４

０
０

喉
頭

形
成

手
術

１
人

工
形

成
材

料
挿

置
術

、
軟

骨
片

挿
置

術
1
8
,
7
5
0
点

２
筋

弁
転

位
術

、
軟

骨
転

位
術

、
軟

骨
除

去
術

2
8
,
5
1
0
点

３
甲

状
軟

骨
固

定
用

器
具

を
用

い
た

も
の

3
4
,
8
4
0
点

Ｋ
４

０
１

気
管

口
狭

窄
拡

大
術

2
,
6
9
0
点

さ
く

Ｋ
４

０
２

縦
隔

気
管

口
形

成
手

術
7
6
,
0
4
0
点

Ｋ
４

０
３

気
管

形
成

手
術

（
管

状
気

管
、

気
管

移
植

等
）

１
頸

部
か

ら
の

も
の

4
9
,
9
4
0
点

け
い

２
開

胸
又

は
胸

骨
正

中
切

開
に

よ
る

も
の

7
6
,
0
4
0
点

Ｋ
４

０
３

－
２

嚥
下

機
能

手
術

え
ん

１
輪

状
咽

頭
筋

切
断

術
1
8
,
8
1
0
点

２
喉

頭
挙

上
術

1
8
,
3
7
0
点

３
喉

頭
気

管
分

離
術

3
0
,
2
6
0
点

４
喉

頭
全

摘
術

2
8
,
2
1
0
点

第
６

款
顔

面
・

口
腔

・
頸

部
く

う
け

い

区
分

（
歯

、
歯

肉
、

歯
槽

部
、

口
蓋

）

Ｋ
４

０
４

抜
歯

手
術

（
１

歯
に

つ
き

）

１
乳

歯
1
3
0
点

２
前

歯
1
5
5
点

３
臼

歯
2
6
5
点

Ｋ
３

７
１

上
咽

頭
腫

瘍
摘

出
術

１
経

口
腔

に
よ

る
も

の
5
,
3
5
0
点

く
う

２
経

鼻
腔

に
よ

る
も

の
6
,
0
7
0
点

く
う

３
経

副
鼻

腔
に

よ
る

も
の

8
,
7
9
0
点

く
う

４
外

切
開

に
よ

る
も

の
1
6
,
5
9
0
点

Ｋ
３

７
１

－
２

上
咽

頭
ポ

リ
ー

プ
摘

出
術

１
経

口
腔

に
よ

る
も

の
4
,
4
6
0
点

く
う

２
経

鼻
腔

に
よ

る
も

の
5
,
0
6
0
点

く
う

３
経

副
鼻

腔
に

よ
る

も
の

8
,
2
7
0
点

く
う

４
外

切
開

に
よ

る
も

の
1
5
,
0
8
0
点

Ｋ
３

７
２

中
咽

頭
腫

瘍
摘

出
術

１
経

口
腔

に
よ

る
も

の
2
,
7
1
0
点

く
う

２
外

切
開

に
よ

る
も

の
1
6
,
2
6
0
点

Ｋ
３

７
３

下
咽

頭
腫

瘍
摘

出
術

１
経

口
腔

に
よ

る
も

の
7
,
2
9
0
点

く
う

２
外

切
開

に
よ

る
も

の
1
6
,
3
0
0
点

Ｋ
３

７
４

咽
頭

悪
性

腫
瘍

手
術

（
軟

口
蓋

悪
性

腫
瘍

手
術

を
含

む
。

）
3
5
,
3
4
0
点

Ｋ
３

７
４

－
２

鏡
視

下
咽

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
（

軟
口

蓋
悪

性
腫

瘍
手

術
を

含
む

。
）

3
8
,
7
4
0
点

Ｋ
３

７
５

鼻
咽

腔
線

維
腫

手
術

く
う

１
切

除
9
,
6
3
0
点

２
摘

出
3
7
,
8
5
0
点

Ｋ
３

７
５

－
２

鼻
咽

腔
閉

鎖
術

2
3
,
7
9
0
点

く
う

Ｋ
３

７
６

上
咽

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
3
5
,
8
3
0
点

Ｋ
３

７
７

口
蓋

扁
桃

手
術

へ
ん

１
切

除
1
,
7
2
0
点

２
摘

出
3
,
6
0
0
点

Ｋ
３

７
８

舌
扁

桃
切

除
術

1
,
2
3
0
点

へ
ん

Ｋ
３

７
９

副
咽

頭
間

隙
腫

瘍
摘

出
術

１
経

頸
部

に
よ

る
も

の
3
4
,
3
2
0
点

け
い

２
経

側
頭

下
窩

に
よ

る
も

の
（

下
顎

離
断

に
よ

る
も

の
を

含
む

。
）

5
5
,
2
0
0
点

か

Ｋ
３

７
９

－
２

副
咽

頭
間

隙
悪

性
腫

瘍
摘

出
術

１
経

頸
部

に
よ

る
も

の
4
7
,
5
8
0
点

け
い

２
経

側
頭

下
窩

に
よ

る
も

の
（

下
顎

離
断

に
よ

る
も

の
を

含
む

。
）

9
1
,
5
0
0
点

か

Ｋ
３

８
０

過
長

茎
状

突
起

切
除

術
6
,
4
4
0
点

Ｋ
３

８
１

上
咽

頭
形

成
手

術
1
0
,
1
1
0
点

Ｋ
３

８
２

咽
頭

瘻
閉

鎖
術

1
2
,
7
7
0
点

ろ
う

Ｋ
３

８
２

－
２

咽
頭

皮
膚

瘻
孔

閉
鎖

術
1
2
,
7
7
0
点

ろ
う

（
喉

頭
、

気
管

）

Ｋ
３

８
３

喉
頭

切
開

・
截

開
術

1
3
,
4
2
0
点

せ
つ

Ｋ
３

８
４

喉
頭

膿
瘍

切
開

術
2
,
1
4
0
点

の
う

Ｋ
３

８
４

－
２

深
頸

部
膿

瘍
切

開
術

4
,
8
0
0
点

け
い

の
う

Ｋ
３

８
５

喉
頭

浮
腫

乱
切

術
2
,
0
4
0
点

Ｋ
３

８
６

気
管

切
開

術
3
,
0
8
0
点

Ｋ
３

８
６

－
２

輪
状

甲
状

靱
帯

切
開

術
1
,
9
7
0
点

じ
ん

Ｋ
３

８
７

喉
頭

粘
膜

焼
灼

術
（

直
達

鏡
に

よ
る

も
の

）
2
,
8
6
0
点

し
や

く

Ｋ
３

８
８

喉
頭

粘
膜

下
異

物
挿

入
術

3
,
6
3
0
点

Ｋ
３

８
８

－
２

喉
頭

粘
膜

下
軟

骨
片

挿
入

術
1
2
,
2
4
0
点

Ｋ
３

８
９

喉
頭

・
声

帯
ポ

リ
ー

プ
切

除
術

１
間

接
喉

頭
鏡

に
よ

る
も

の
2
,
9
9
0
点
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２
口

唇
裂

鼻
形

成
を

伴
う

場
合

1
8
,
8
1
0
点

３
鼻

腔
底

形
成

を
伴

う
場

合
2
4
,
3
5
0
点

く
う

Ｋ
４

２
６

－
２

口
唇

裂
形

成
手

術
（

両
側

）

１
口

唇
の

み
の

場
合

1
8
,
8
1
0
点

２
口

唇
裂

鼻
形

成
を

伴
う

場
合

2
3
,
7
9
0
点

３
鼻

腔
底

形
成

を
伴

う
場

合
3
6
,
6
2
0
点

く
う

（
顔

面
骨

、
顎

関
節

）

Ｋ
４

２
７

頬
骨

骨
折

観
血

的
整

復
術

1
8
,
1
0
0
点

き
よ

う

Ｋ
４

２
７

－
２

頬
骨

変
形

治
癒

骨
折

矯
正

術
3
8
,
6
1
0
点

き
よ

う

Ｋ
４

２
８

下
顎

骨
折

非
観

血
的

整
復

術
1
,
2
4
0
点

注
三

内
式

線
副

子
以

上
を

使
用

す
る

連
続

歯
結

紮
法

を
行

っ
た

場
合

は
、
6
5
0
点

を
加

算
す

る
。

さ
つ

Ｋ
４

２
９

下
顎

骨
折

観
血

的
手

術

１
片

側
1
3
,
0
0
0
点

２
両

側
2
7
,
3
2
0
点

Ｋ
４

２
９

－
２

下
顎

関
節

突
起

骨
折

観
血

的
手

術

１
片

側
2
8
,
2
1
0
点

２
両

側
4
7
,
0
2
0
点

Ｋ
４

３
０

顎
関

節
脱

臼
非

観
血

的
整

復
術

4
1
0
点

Ｋ
４

３
１

顎
関

節
脱

臼
観

血
的

手
術

2
6
,
2
1
0
点

Ｋ
４

３
２

上
顎

骨
折

非
観

血
的

整
復

術
1
,
5
7
0
点

Ｋ
４

３
３

上
顎

骨
折

観
血

的
手

術
1
6
,
4
0
0
点

Ｋ
４

３
４

顔
面

多
発

骨
折

観
血

的
手

術
3
9
,
7
0
0
点

Ｋ
４

３
４

－
２

顔
面

多
発

骨
折

変
形

治
癒

矯
正

術
4
7
,
6
3
0
点

Ｋ
４

３
５

術
後

性
上

顎
嚢

胞
摘

出
術

6
,
6
6
0
点

の
う

Ｋ
４

３
６

顎
骨

腫
瘍

摘
出

術

１
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
2
,
8
2
0
点

２
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
1
3
,
3
9
0
点

Ｋ
４

３
７

下
顎

骨
部

分
切

除
術

1
6
,
7
8
0
点

Ｋ
４

３
８

下
顎

骨
離

断
術

3
2
,
5
6
0
点

Ｋ
４

３
９

下
顎

骨
悪

性
腫

瘍
手

術

１
切

除
4
0
,
3
6
0
点

２
切

断
（

お
と

が
い

部
を

含
む

も
の

）
7
9
,
2
7
0
点

３
切

断
（

そ
の

他
の

も
の

）
6
4
,
5
9
0
点

Ｋ
４

４
０

上
顎

骨
切

除
術

1
5
,
3
1
0
点

Ｋ
４

４
１

上
顎

骨
全

摘
術

4
2
,
5
9
0
点

Ｋ
４

４
２

上
顎

骨
悪

性
腫

瘍
手

術

１
掻

爬
9
,
1
6
0
点

そ
う

は

２
切

除
3
4
,
4
2
0
点

３
全

摘
6
8
,
4
8
0
点

Ｋ
４

４
３

上
顎

骨
形

成
術

１
単

純
な

場
合

2
7
,
8
8
0
点

２
複

雑
な

場
合

及
び

２
次

的
再

建
の

場
合

4
5
,
5
1
0
点

３
骨

移
動

を
伴

う
場

合
7
2
,
9
0
0
点

注
１

１
に

つ
い

て
、

上
顎

骨
を

複
数

に
分

割
し

た
場

合
は

、
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
３

に
つ

い
て

は
、

先
天

奇
形

に
対

し
て

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｋ
４

４
４

下
顎

骨
形

成
術

１
お

と
が

い
形

成
の

場
合

7
,
7
8
0
点

２
短

縮
又

は
伸

長
の

場
合

3
0
,
7
9
0
点

４
埋

伏
歯

1
,
0
5
4
点

注
１

２
又

は
３

に
つ

い
て

は
、

歯
根

肥
大

、
骨

の
癒

着
歯

等
に

対
す

る
骨

の
開

さ
く

又
は

歯
根

分

離
術

を
行

っ
た

場
合

に
限

り
、

難
抜

歯
加

算
と

し
て

、
2
1
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
４

に
つ

い
て

は
、

完
全

埋
伏

歯
（

骨
性

）
又

は
水

平
埋

伏
智

歯
に

限
り

算
定

す
る

。

３
４

に
つ

い
て

は
、

下
顎

完
全

埋
伏

智
歯

（
骨

性
）

又
は

下
顎

水
平

埋
伏

智
歯

の
場

合
は

、

1
2
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
抜

歯
と

同
時

に
行

う
歯

槽
骨

の
整

形
等

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

Ｋ
４

０
５

削
除

Ｋ
４

０
６

口
蓋

腫
瘍

摘
出

術

１
口

蓋
粘

膜
に

限
局

す
る

も
の

5
2
0
点

２
口

蓋
骨

に
及

ぶ
も

の
8
,
0
5
0
点

Ｋ
４

０
７

顎
・

口
蓋

裂
形

成
手

術

１
軟

口
蓋

の
み

の
も

の
1
5
,
7
7
0
点

２
硬

口
蓋

に
及

ぶ
も

の
2
4
,
1
7
0
点

３
顎

裂
を

伴
う

も
の

イ
片

側
2
5
,
1
7
0
点

ロ
両

側
3
1
,
9
4
0
点

Ｋ
４

０
７

－
２

軟
口

蓋
形

成
手

術
9
,
7
0
0
点

（
口

腔
前

庭
、

口
腔

底
、

頬
粘

膜
、

舌
）

く
う

く
う

き
よ

う

Ｋ
４

０
８

口
腔

底
膿

瘍
切

開
術

7
0
0
点

く
う

の
う

Ｋ
４

０
９

口
腔

底
腫

瘍
摘

出
術

7
,
2
1
0
点

く
う

Ｋ
４

１
０

口
腔

底
悪

性
腫

瘍
手

術
2
9
,
3
6
0
点

く
う

Ｋ
４

１
１

頬
粘

膜
腫

瘍
摘

出
術

4
,
4
6
0
点

き
よ

う

Ｋ
４

１
２

頬
粘

膜
悪

性
腫

瘍
手

術
2
6
,
3
1
0
点

き
よ

う

Ｋ
４

１
３

舌
腫

瘍
摘

出
術

１
粘

液
嚢

胞
摘

出
術

1
,
2
2
0
点

の
う

２
そ

の
他

の
も

の
2
,
9
4
0
点

Ｋ
４

１
４

舌
根

甲
状

腺
腫

摘
出

術
1
1
,
7
6
0
点

Ｋ
４

１
４

－
２

甲
状

舌
管

嚢
胞

摘
出

術
8
,
9
7
0
点

の
う

Ｋ
４

１
５

舌
悪

性
腫

瘍
手

術

１
切

除
2
6
,
4
1
0
点

２
亜

全
摘

7
5
,
0
7
0
点

Ｋ
４

１
６

及
び

Ｋ
４

１
７

削
除

Ｋ
４

１
８

舌
形

成
手

術
（

巨
舌

症
手

術
）

9
,
1
0
0
点

Ｋ
４

１
８

－
２

舌
繋

瘢
痕

性
短

縮
矯

正
術

2
,
6
5
0
点

け
い

は
ん

Ｋ
４

１
９

頬
、

口
唇

、
舌

小
帯

形
成

手
術

5
6
0
点

き
よ

う

Ｋ
４

２
０

削
除 （

顔
面

）

Ｋ
４

２
１

口
唇

腫
瘍

摘
出

術

１
粘

液
嚢

胞
摘

出
術

9
1
0
点

の
う

２
そ

の
他

の
も

の
3
,
0
5
0
点

Ｋ
４

２
２

口
唇

悪
性

腫
瘍

手
術

3
3
,
0
1
0
点

Ｋ
４

２
３

頬
腫

瘍
摘

出
術

き
よ

う １
粘

液
嚢

胞
摘

出
術

9
1
0
点

の
う

２
そ

の
他

の
も

の
5
,
2
5
0
点

Ｋ
４

２
４

頬
悪

性
腫

瘍
手

術
2
0
,
9
4
0
点

き
よ

う

Ｋ
４

２
５

口
腔

、
顎

、
顔

面
悪

性
腫

瘍
切

除
術

1
0
8
,
7
0
0
点

く
う

Ｋ
４

２
６

口
唇

裂
形

成
手

術
（

片
側

）

１
口

唇
の

み
の

場
合

1
3
,
1
8
0
点

（ ）（ ） 569568

２
－
⑽　
手　
術



１
片

葉
の

み
の

場
合

1
7
,
4
1
0
点

２
両

葉
の

場
合

2
5
,
2
1
0
点

Ｋ
４

６
２

バ
セ

ド
ウ

甲
状

腺
全

摘
（

亜
全

摘
）

術
（

両
葉

）
2
2
,
8
8
0
点

Ｋ
４

６
２

－
２

内
視

鏡
下

バ
セ

ド
ウ

甲
状

腺
全

摘
（

亜
全

摘
）

術
（

両
葉

）
2
5
,
2
1
0
点

Ｋ
４

６
３

甲
状

腺
悪

性
腫

瘍
手

術

１
切

除
（

頸
部

外
側

区
域

郭
清

を
伴

わ
な

い
も

の
）

2
4
,
1
8
0
点

け
い

２
切

除
（

頸
部

外
側

区
域

郭
清

を
伴

う
も

の
）

2
6
,
1
8
0
点

け
い

３
全

摘
及

び
亜

全
摘

（
頸

部
外

側
区

域
郭

清
を

伴
わ

な
い

も
の

）
3
3
,
7
9
0
点

け
い

４
全

摘
及

び
亜

全
摘

（
片

側
頸

部
外

側
区

域
郭

清
を

伴
う

も
の

）
3
5
,
7
9
0
点

け
い

５
全

摘
及

び
亜

全
摘

（
両

側
頸

部
外

側
区

域
郭

清
を

伴
う

も
の

）
3
6
,
7
9
0
点

け
い

Ｋ
４

６
３

－
２

内
視

鏡
下

甲
状

腺
悪

性
腫

瘍
手

術

１
切

除
2
7
,
5
5
0
点

２
全

摘
及

び
亜

全
摘

3
7
,
1
6
0
点

Ｋ
４

６
４

副
甲

状
腺

（
上

皮
小

体
）

腺
腫

過
形

成
手

術

１
副

甲
状

腺
（

上
皮

小
体

）
摘

出
術

1
5
,
6
8
0
点

２
副

甲
状

腺
（

上
皮

小
体

）
全

摘
術

（
一

部
筋

肉
移

植
）

3
3
,
7
9
0
点

Ｋ
４

６
４

－
２

内
視

鏡
下

副
甲

状
腺

（
上

皮
小

体
）

腺
腫

過
形

成
手

術
2
0
,
6
6
0
点

Ｋ
４

６
５

副
甲

状
腺

（
上

皮
小

体
）

悪
性

腫
瘍

手
術

（
広

汎
）

3
9
,
0
0
0
点

（
そ

の
他

の
頸

部
）

け
い

Ｋ
４

６
６

斜
角

筋
切

断
術

3
,
7
6
0
点

Ｋ
４

６
７

頸
瘻

、
頸

嚢
摘

出
術

1
3
,
7
1
0
点

け
い

ろ
う

け
い

の
う

Ｋ
４

６
８

頸
肋

切
除

術
1
5
,
2
4
0
点

け
い

ろ
く

Ｋ
４

６
９

頸
部

郭
清

術
け

い

１
片

側
2
7
,
6
7
0
点

２
両

側
3
7
,
1
4
0
点

Ｋ
４

７
０

頸
部

悪
性

腫
瘍

手
術

4
1
,
9
2
0
点

け
い

Ｋ
４

７
１

筋
性

斜
頸

手
術

3
,
7
2
0
点

け
い

第
７

款
胸

部

区
分

（
乳

腺
）

Ｋ
４

７
２

乳
腺

膿
瘍

切
開

術
9
8
0
点

の
う

Ｋ
４

７
３

削
除

Ｋ
４

７
４

乳
腺

腫
瘍

摘
出

術

１
長

径
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
3
,
1
9
0
点

２
長

径
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
6
,
7
3
0
点

Ｋ
４

７
４

－
２

乳
管

腺
葉

区
域

切
除

術
1
2
,
8
2
0
点

Ｋ
４

７
４

－
３

乳
腺

腫
瘍

画
像

ガ
イ

ド
下

吸
引

術
（

一
連

に
つ

き
）

１
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
又

は
超

音
波

装
置

に
よ

る
も

の
6
,
2
4
0
点

２
Ｍ

Ｒ
Ｉ

に
よ

る
も

の
8
,
2
1
0
点

Ｋ
４

７
５

乳
房

切
除

術
6
,
0
4
0
点

Ｋ
４

７
５

－
２

乳
癌

冷
凍

凝
固

摘
出

術
8
,
6
9
0
点

が
ん

Ｋ
４

７
６

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

１
単

純
乳

房
切

除
術

（
乳

腺
全

摘
術

）
1
4
,
8
2
0
点

２
乳

房
部

分
切

除
術

（
腋

窩
部

郭
清

を
伴

わ
な

い
も

の
）

2
8
,
2
1
0
点

え
き

か

３
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
部

郭
清

を
伴

わ
な

い
も

の
）

2
2
,
5
2
0
点

え
き

か

４
乳

房
部

分
切

除
術

（
腋

窩
部

郭
清

を
伴

う
も

の
（

内
視

鏡
下

に
よ

る
も

の
を

含
む

。
）

）
え

き
か

4
2
,
3
5
0
点

５
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
鎖

骨
下

部
郭

清
を

伴
う

も
の

）
・

胸
筋

切
除

を
併

施
し

な
い

も
の

え
き

か

4
2
,
3
5
0
点

３
再

建
の

場
合

5
1
,
1
2
0
点

４
骨

移
動

を
伴

う
場

合
5
4
,
2
1
0
点

注
１

２
に

つ
い

て
は

、
両

側
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

は
、
3
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
４

に
つ

い
て

は
、

先
天

奇
形

に
対

し
て

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｋ
４

４
４

－
２

下
顎

骨
延

長
術

１
片

側
3
0
,
7
9
0
点

２
両

側
4
7
,
5
5
0
点

Ｋ
４

４
５

顎
関

節
形

成
術

4
0
,
8
7
0
点

Ｋ
４

４
５

－
２

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
5
9
,
2
6
0
点

Ｋ
４

４
６

顎
関

節
授

動
術

１
徒

手
的

授
動

術

イ
単

独
の

場
合

4
4
0
点

ロ
パ

ン
ピ

ン
グ

を
併

用
し

た
場

合
9
9
0
点

ハ
関

節
腔

洗
浄

療
法

を
併

用
し

た
場

合
2
,
4
0
0
点

く
う

２
顎

関
節

鏡
下

授
動

術
1
0
,
5
2
0
点

３
開

放
授

動
術

2
5
,
1
0
0
点

Ｋ
４

４
７

顎
関

節
円

板
整

位
術

１
顎

関
節

鏡
下

円
板

整
位

術
2
2
,
1
0
0
点

２
開

放
円

板
整

位
術

2
7
,
3
0
0
点

（
唾

液
腺

）

Ｋ
４

４
８

が
ま

腫
切

開
術

8
2
0
点

Ｋ
４

４
９

唾
液

腺
膿

瘍
切

開
術

9
0
0
点

の
う

Ｋ
４

５
０

唾
石

摘
出

術
（

一
連

に
つ

き
）

１
表

在
性

の
も

の
6
4
0
点

２
深

在
性

の
も

の
3
,
7
7
0
点

３
腺

体
内

に
存

在
す

る
も

の
6
,
5
5
0
点

注
２

又
は

３
の

場
合

で
あ

っ
て

内
視

鏡
を

用
い

た
場

合
は

、
1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
４

５
１

が
ま

腫
摘

出
術

7
,
1
4
0
点

Ｋ
４

５
２

舌
下

腺
腫

瘍
摘

出
術

7
,
1
8
0
点

Ｋ
４

５
３

顎
下

腺
腫

瘍
摘

出
術

9
,
6
4
0
点

Ｋ
４

５
４

顎
下

腺
摘

出
術

1
0
,
2
1
0
点

Ｋ
４

５
５

顎
下

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
3
3
,
0
1
0
点

Ｋ
４

５
６

削
除

Ｋ
４

５
７

耳
下

腺
腫

瘍
摘

出
術

１
耳

下
腺

浅
葉

摘
出

術
2
7
,
2
1
0
点

２
耳

下
腺

深
葉

摘
出

術
3
4
,
2
1
0
点

Ｋ
４

５
８

耳
下

腺
悪

性
腫

瘍
手

術

１
切

除
3
3
,
0
1
0
点

２
全

摘
4
4
,
0
2
0
点

Ｋ
４

５
９

唾
液

腺
管

形
成

手
術

1
3
,
6
3
0
点

Ｋ
４

６
０

唾
液

腺
管

移
動

術

１
上

顎
洞

内
へ

の
も

の
1
3
,
6
3
0
点

２
結

膜
嚢

内
へ

の
も

の
1
5
,
4
9
0
点

の
う

（
甲

状
腺

、
副

甲
状

腺
（

上
皮

小
体

）
）

Ｋ
４

６
１

甲
状

腺
部

分
切

除
術

、
甲

状
腺

腫
摘

出
術

１
片

葉
の

み
の

場
合

8
,
8
6
0
点

２
両

葉
の

場
合

1
0
,
7
6
0
点

Ｋ
４

６
１

－
２

内
視

鏡
下

甲
状

腺
部

分
切

除
、

腺
腫

摘
出

術

（ ）（ ） 569568
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Ｋ
４

９
５

削
除

Ｋ
４

９
６

醸
膿

胸
膜

、
胸

膜
胼

胝
切

除
術

の
う

べ
ん

ち

１
１

肺
葉

に
相

当
す

る
範

囲
以

内
の

も
の

2
6
,
3
4
0
点

２
１

肺
葉

に
相

当
す

る
範

囲
を

超
え

る
も

の
3
3
,
1
5
0
点

Ｋ
４

９
６

－
２

胸
腔

鏡
下

醸
膿

胸
膜

又
は

胸
膜

胼
胝

切
除

術
5
1
,
8
5
0
点

く
う

の
う

べ
ん

ち

Ｋ
４

９
６

－
３

胸
膜

外
肺

剥
皮

術
は

く

１
１

肺
葉

に
相

当
す

る
範

囲
以

内
の

も
の

2
6
,
3
4
0
点

２
１

肺
葉

に
相

当
す

る
範

囲
を

超
え

る
も

の
3
3
,
1
5
0
点

Ｋ
４

９
６

－
４

胸
腔

鏡
下

膿
胸

腔
掻

爬
術

3
2
,
6
9
0
点

く
う

の
う

く
う

そ
う

は

Ｋ
４

９
６

－
５

経
皮

的
膿

胸
ド

レ
ナ

ー
ジ

術
5
,
4
0
0
点

の
う

注
挿

入
時

に
行

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｋ
４

９
７

膿
胸

腔
有

茎
筋

肉
弁

充
填

術
3
8
,
6
1
0
点

の
う

く
う

Ｋ
４

９
７

－
２

膿
胸

腔
有

茎
大

網
充

填
術

5
7
,
1
0
0
点

の
う

く
う

Ｋ
４

９
８

胸
郭

形
成

手
術

（
膿

胸
手

術
の

場
合

）
の

う

１
肋

骨
切

除
を

主
と

す
る

も
の

4
2
,
0
2
0
点

ろ
つ

２
胸

膜
胼

胝
切

除
を

併
施

す
る

も
の

4
9
,
2
0
0
点

べ
ん

ち

Ｋ
４

９
９

胸
郭

形
成

手
術

（
肺

切
除

後
遺

残
腔

を
含

む
。

）
1
6
,
5
4
0
点

く
う

Ｋ
５

０
０

削
除

Ｋ
５

０
１

乳
糜

胸
手

術
1
7
,
2
9
0
点

び

Ｋ
５

０
１

－
２

胸
腔

・
腹

腔
シ

ャ
ン

ト
バ

ル
ブ

設
置

術
1
2
,
5
3
0
点

く
う

く
う

Ｋ
５

０
１

－
３

胸
腔

鏡
下

胸
管

結
紮

術
（

乳
糜

胸
手

術
）

1
5
,
2
3
0
点

く
う

さ
つ

び

（
縦

隔
）

Ｋ
５

０
２

縦
隔

腫
瘍

、
胸

腺
摘

出
術

3
8
,
8
5
0
点

Ｋ
５

０
２

－
２

縦
隔

切
開

術

１
頸

部
か

ら
の

も
の

、
経

食
道

に
よ

る
も

の
6
,
3
9
0
点

け
い

２
経

胸
腔

に
よ

る
も

の
、

経
腹

に
よ

る
も

の
2
0
,
0
5
0
点

く
う

Ｋ
５

０
２

－
３

胸
腔

鏡
下

縦
隔

切
開

術
3
1
,
3
0
0
点

く
う

Ｋ
５

０
２

－
４

拡
大

胸
腺

摘
出

術
3
6
,
0
0
0
点

注
重

症
筋

無
力

症
に

対
し

て
実

施
さ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｋ
５

０
２

－
５

胸
腔

鏡
下

拡
大

胸
腺

摘
出

術
5
8
,
9
5
0
点

く
う

注
重

症
筋

無
力

症
に

対
し

て
実

施
さ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｋ
５

０
３

縦
隔

郭
清

術
3
7
,
0
1
0
点

Ｋ
５

０
４

縦
隔

悪
性

腫
瘍

手
術

１
単

純
摘

出
3
8
,
8
5
0
点

２
広

汎
摘

出
5
8
,
8
2
0
点

Ｋ
５

０
４

－
２

胸
腔

鏡
下

縦
隔

悪
性

腫
瘍

手
術

5
8
,
9
5
0
点

く
う

（
気

管
支

、
肺

）

Ｋ
５

０
５

及
び

Ｋ
５

０
６

削
除

Ｋ
５

０
７

肺
膿

瘍
切

開
排

膿
術

3
1
,
0
3
0
点

の
う

の
う

Ｋ
５

０
８

気
管

支
狭

窄
拡

張
術

（
気

管
支

鏡
に

よ
る

も
の

）
1
0
,
1
5
0
点

さ
く

Ｋ
５

０
８

－
２

気
管

・
気

管
支

ス
テ

ン
ト

留
置

術

１
硬

性
鏡

に
よ

る
も

の
1
1
,
4
0
0
点

２
軟

性
鏡

に
よ

る
も

の
8
,
9
6
0
点

Ｋ
５

０
８

－
３

気
管

支
熱

形
成

術
1
0
,
1
5
0
点

Ｋ
５

０
９

気
管

支
異

物
除

去
術

１
直

達
鏡

に
よ

る
も

の
9
,
2
6
0
点

２
開

胸
手

術
に

よ
る

も
の

4
5
,
6
5
0
点

Ｋ
５

０
９

－
２

気
管

支
肺

胞
洗

浄
術

4
,
8
0
0
点

注
成

人
の

肺
胞

蛋
白

症
に

対
し

て
治

療
の

目
的

で
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
た

ん

６
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
鎖

骨
下

部
郭

清
を

伴
う

も
の

）
・

胸
筋

切
除

を
併

施
す

る
も

の
え

き
か

4
2
,
3
5
0
点

７
拡

大
乳

房
切

除
術

（
胸

骨
旁

、
鎖

骨
上

、
下

窩
な

ど
郭

清
を

併
施

す
る

も
の

）
5
2
,
8
2
0
点

ぼ
う

か

８
乳

輪
温

存
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
部

郭
清

を
伴

わ
な

い
も

の
）

2
7
,
8
1
0
点

え
き

か

９
乳

輪
温

存
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
部

郭
清

を
伴

う
も

の
）

4
8
,
3
4
0
点

え
き

か

注
１

放
射

性
同

位
元

素
及

び
色

素
を

用
い

た
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

生
検

を
行

っ
た

場
合

又
は

イ

ン
ド

シ
ア

ニ
ン

グ
リ

ー
ン

を
用

い
た

リ
ン

パ
節

生
検

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
乳

が
ん

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
１

と
し

て
、
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
当

該
検

査
に

用
い

た
色

素
の

費
用

は
、

算
定

し
な

い
。

２
放

射
性

同
位

元
素

又
は

色
素

を
用

い
た

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

乳
が

ん
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

加
算

２
と

し
て

、
3
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ

し
、

当
該

検
査

に
用

い
た

色
素

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
４

７
６

－
２

陥
没

乳
頭

形
成

術
、

再
建

乳
房

乳
頭

形
成

術
7
,
3 5
0
点

Ｋ
４

７
６

－
３

動
脈

（
皮

）
弁

及
び

筋
（

皮
）

弁
を

用
い

た
乳

房
再

建
術

（
乳

房
切

除
後

）

１
一

次
的

に
行

う
も

の
4
9
,
1
2
0
点

２
二

次
的

に
行

う
も

の
5
3
,
5
6
0
点

Ｋ
４

７
６

－
４

ゲ
ル

充
填

人
工

乳
房

を
用

い
た

乳
房

再
建

術
（

乳
房

切
除

後
）

2
5
,
0
0
0
点

（
胸

壁
）

Ｋ
４

７
７

胸
壁

膿
瘍

切
開

術
7
0
0
点

の
う

Ｋ
４

７
８

肋
骨

・
胸

骨
カ

リ
エ

ス
又

は
肋

骨
骨

髄
炎

手
術

8
,
9
5
0
点

ろ
つ

ろ
つ

Ｋ
４

７
９

削
除

Ｋ
４

８
０

胸
壁

冷
膿

瘍
手

術
7
,
8
1
0
点

の
う

Ｋ
４

８
０

－
２

流
注

膿
瘍

切
開

掻
爬

術
7
,
6
7
0
点

の
う

そ
う

は

Ｋ
４

８
１

肋
骨

骨
折

観
血

的
手

術
1
0
,
3
3
0
点

ろ
つ

Ｋ
４

８
２

肋
骨

切
除

術
ろ

つ

１
第

１
肋

骨
1
6
,
9
0
0
点

ろ
つ

２
そ

の
他

の
肋

骨
5
,
1
6
0
点

ろ
つ

Ｋ
４

８
３

胸
骨

切
除

術
、

胸
骨

骨
折

観
血

手
術

1
2
,
1
2
0
点

Ｋ
４

８
４

胸
壁

悪
性

腫
瘍

摘
出

術

１
胸

壁
形

成
手

術
を

併
施

す
る

も
の

5
6
,
0
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
４

８
４

－
２

胸
骨

悪
性

腫
瘍

摘
出

術

１
胸

壁
形

成
手

術
を

併
施

す
る

も
の

4
3
,
7
5
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
４

８
５

胸
壁

腫
瘍

摘
出

術
1
2
,
9
6
0
点

Ｋ
４

８
６

胸
壁

瘻
手

術
2
3
,
5
2
0
点

ろ
う

Ｋ
４

８
７

漏
斗

胸
手

術

１
胸

骨
挙

上
法

に
よ

る
も

の
2
8
,
2
1
0
点

２
胸

骨
翻

転
法

に
よ

る
も

の
3
7
,
3
7
0
点

３
胸

腔
鏡

に
よ

る
も

の
3
9
,
2
6
0
点

く
う

４
胸

骨
挙

上
用

固
定

具
抜

去
術

5
,
6
80

点

（
胸

腔
、

胸
膜

）
く

う

Ｋ
４

８
８

試
験

開
胸

術
1
0
,
8
0
0
点

Ｋ
４

８
８

－
２

試
験

的
開

胸
開

腹
術

1
7
,
3
8
0
点

Ｋ
４

８
８

－
３

胸
腔

鏡
下

試
験

開
胸

術
1
3
,
5
0
0
点

く
う

Ｋ
４

８
８

－
４

胸
腔

鏡
下

試
験

切
除

術
1
5
,
8
0
0
点

く
う

Ｋ
４

８
９

か
ら

Ｋ
４

９
２

ま
で

削
除

Ｋ
４

９
３

骨
膜

外
、

胸
膜

外
充

填
術

2
3
,
5
2
0
点

Ｋ
４

９
４

胸
腔

内
（

胸
膜

内
）

血
腫

除
去

術
1
5
,
3
5
0
点

く
う

（ ）（ ） 571570
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注
肺

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
５

１
４

－
６

生
体

部
分

肺
移

植
術

1
3
0
,
2
6
0
点

注
１

生
体

部
分

肺
を

移
植

し
た

場
合

は
、

生
体

部
分

肺
の

摘
出

の
た

め
に

要
し

た
提

供
者

の
療

養

上
の

費
用

と
し

て
、

こ
の

表
に

掲
げ

る
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

を
加

算
す

る
。

２
肺

移
植

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

３
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

４
両

側
肺

を
移

植
し

た
場

合
は

、
両

側
肺

移
植

加
算

と
し

て
、
4
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
５

１
５

肺
剥

皮
術

3
2
,
6
0
0
点

は
く

Ｋ
５

１
６

気
管

支
瘻

閉
鎖

術
5
9
,
1
7
0
点

ろ
う

Ｋ
５

１
７

肺
縫

縮
術

2
8
,
2
2
0
点

Ｋ
５

１
８

気
管

支
形

成
手

術

１
楔

状
切

除
術

6
4
,
0
3
0
点

け
つ

２
輪

状
切

除
術

6
6
,
0
1
0
点

Ｋ
５

１
９

先
天

性
気

管
狭

窄
症

手
術

1
4
6
,
9
5
0
点

さ
く

（
食

道
）

Ｋ
５

２
０

食
道

縫
合

術
（

穿
孔

、
損

傷
）

せ
ん

１
頸

部
手

術
1
7
,
0
7
0
点

け
い

２
開

胸
手

術
2
8
,
2
1
0
点

３
開

腹
手

術
1
7
,
7
5
0
点

４
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
0
,
3
0
0
点

Ｋ
５

２
１

食
道

周
囲

膿
瘍

切
開

誘
導

術
の

う

１
開

胸
手

術
2
8
,
2
1
0
点

２
胸

骨
切

開
に

よ
る

も
の

2
3
,
2
9
0
点

３
そ

の
他

の
も

の
（

頸
部

手
術

を
含

む
。

）
7
,
9
2
0
点

け
い

Ｋ
５

２
２

食
道

狭
窄

拡
張

術
さ

く

１
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
9
,
4
5
0
点

２
食

道
ブ

ジ
ー

法
2
,
9
5
0
点

３
拡

張
用

バ
ル

ー
ン

に
よ

る
も

の
1
2
,
4
8
0
点

注
短

期
間

又
は

同
一

入
院

期
間

中
、

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
第

１
回

目
の

実
施

日
に

１
回

に
限

り

算
定

す
る

。

Ｋ
５

２
２

－
２

食
道

ス
テ

ン
ト

留
置

術
6
,
3
0
0
点

Ｋ
５

２
２

－
３

食
道

空
置

バ
イ

パ
ス

作
成

術
6
5
,
9
0
0
点

Ｋ
５

２
３

食
道

異
物

摘
出

術

１
頸

部
手

術
に

よ
る

も
の

2
7
,
8
9
0
点

け
い

２
開

胸
手

術
に

よ
る

も
の

2
8
,
2
1
0
点

３
開

腹
手

術
に

よ
る

も
の

2
7
,
7
2
0
点

Ｋ
５

２
３

－
２

硬
性

内
視

鏡
下

食
道

異
物

摘
出

術
5
,
3
6
0
点

注
硬

性
内

視
鏡

下
食

道
異

物
摘

出
術

と
併

せ
て

行
っ

た
、

区
分

番
号

Ｋ
３

６
９

に
掲

げ
る

咽
頭

異

物
摘

出
術

（
２

に
限

る
。

）
及

び
区

分
番

号
Ｋ

６
５

３
－

３
に

掲
げ

る
内

視
鏡

的
食

道
及

び
胃

内

異
物

摘
出

術
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

Ｋ
５

２
４

食
道

憩
室

切
除

術

１
頸

部
手

術
に

よ
る

も
の

2
4
,
7
3
0
点

け
い

２
開

胸
に

よ
る

も
の

3
4
,
5
7
0
点

Ｋ
５

２
４

－
２

胸
腔

鏡
下

食
道

憩
室

切
除

術
3
9
,
9
3
0
点

く
う

Ｋ
５

２
４

－
３

腹
腔

鏡
下

食
道

憩
室

切
除

術
3
9
,
9
3
0
点

く
う

Ｋ
５

２
５

食
道

切
除

再
建

術

１
頸

部
、

胸
部

、
腹

部
の

操
作

に
よ

る
も

の
7
7
,
0
4
0
点

け
い

Ｋ
５

０
９

－
３

気
管

支
内

視
鏡

的
放

射
線

治
療

用
マ

ー
カ

ー
留

置
術

1
0
,
0
0
0
点

Ｋ
５

０
９

－
４

気
管

支
瘻

孔
閉

鎖
術

9
,
1
3
0
点

ろ
う

Ｋ
５

１
０

気
管

支
腫

瘍
摘

出
術

（
気

管
支

鏡
又

は
気

管
支

フ
ァ

イ
バ

ー
ス

コ
ー

プ
に

よ
る

も
の

）
8
,
0
4
0
点

Ｋ
５

１
０

－
２

光
線

力
学

療
法

１
早

期
肺

が
ん

（
０

期
又

は
１

期
に

限
る

。
）

に
対

す
る

も
の

1
0
,
4
5
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
0
,
4
5
0
点

Ｋ
５

１
０

－
３

気
管

支
鏡

下
レ

ー
ザ

ー
腫

瘍
焼

灼
術

1
2
,
0
2
0
点

し
や

く

Ｋ
５

１
１

肺
切

除
術

１
楔

状
部

分
切

除
2
7
,
5
2
0
点

け
つ

２
区

域
切

除
（

１
肺

葉
に

満
た

な
い

も
の

）
5
8
,
4
3
0
点

３
肺

葉
切

除
5
8
,
3
5
0
点

４
複

合
切

除
（

１
肺

葉
を

超
え

る
も

の
）

6
4
,
8
5
0
点

５
１

側
肺

全
摘

5
9
,
8
3
0
点

６
気

管
支

形
成

を
伴

う
肺

切
除

7
6
,
2
3
0
点

Ｋ
５

１
２

削
除

Ｋ
５

１
３

胸
腔

鏡
下

肺
切

除
術

く
う

１
肺

嚢
胞

手
術

（
楔

状
部

分
切

除
に

よ
る

も
の

）
3
9
,
8
3
0
点

の
う

け
つ

２
部

分
切

除
4
5
,
3
0
0
点

３
区

域
切

除
7
2
,
6
0
0
点

４
肺

葉
切

除
又

は
１

肺
葉

を
超

え
る

も
の

8
1
,
0
0
0
点

Ｋ
５

１
３

－
２

胸
腔

鏡
下

良
性

縦
隔

腫
瘍

手
術

5
8
,
9
5
0
点

く
う

Ｋ
５

１
３

－
３

胸
腔

鏡
下

良
性

胸
壁

腫
瘍

手
術

5
8
,
9
5
0
点

く
う

Ｋ
５

１
３

－
４

胸
腔

鏡
下

肺
縫

縮
術

5
3
,
1
3
0
点

く
う

Ｋ
５

１
４

肺
悪

性
腫

瘍
手

術

１
部

分
切

除
6
0
,
3
5
0
点

２
区

域
切

除
6
9
,
2
5
0
点

３
肺

葉
切

除
又

は
１

肺
葉

を
超

え
る

も
の

7
2
,
6
4
0
点

４
肺

全
摘

7
2
,
6
4
0
点

５
隣

接
臓

器
合

併
切

除
を

伴
う

肺
切

除
7
8
,
4
0
0
点

６
気

管
支

形
成

を
伴

う
肺

切
除

8
0
,
4
6
0
点

７
気

管
分

岐
部

切
除

を
伴

う
肺

切
除

1
2
4
,
8
6
0
点

８
気

管
分

岐
部

再
建

を
伴

う
肺

切
除

1
2
7
,
1
3
0
点

９
胸

膜
肺

全
摘

9
2
,
0
0
0
点

1
0

壁
側

・
臓

側
胸

膜
全

切
除

（
横

隔
膜

、
心

膜
合

併
切

除
を

伴
う

も
の

）
1
0
5
,
0
0
0
点

注
９

及
び
1
0
に

つ
い

て
は

、
悪

性
び

ま
ん

性
胸

膜
中

皮
腫

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定

す
る

。

Ｋ
５

１
４

－
２

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
く

う

１
部

分
切

除
6
0
,
1
7
0
点

２
区

域
切

除
7
2
,
6
4
0
点

３
肺

葉
切

除
又

は
１

肺
葉

を
超

え
る

も
の

9
2
,
0
0
0
点

Ｋ
５

１
４

－
３

移
植

用
肺

採
取

術
（

死
体

）
（

両
側

）
6
3
,
2
0
0
点

注
肺

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
５

１
４

－
４

同
種

死
体

肺
移

植
術

1
3
9
,
2
3
0
点

注
１

肺
移

植
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

２
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

３
両

側
肺

を
移

植
し

た
場

合
は

、
両

側
肺

移
植

加
算

と
し

て
、
4
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
５

１
４

－
５

移
植

用
部

分
肺

採
取

術
（

生
体

）
6
0
,
7
5
0
点

（ ）（ ） 571570
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Ｋ
５

３
４

横
隔

膜
縫

合
術

１
経

胸
又

は
経

腹
3
3
,
4
6
0
点

２
経

胸
及

び
経

腹
4
0
,
9
1
0
点

Ｋ
５

３
４

－
２

横
隔

膜
レ

ラ
ク

サ
チ

オ
手

術

１
経

胸
又

は
経

腹
2
7
,
8
9
0
点

２
経

胸
及

び
経

腹
3
7
,
6
2
0
点

Ｋ
５

３
４

－
３

胸
腔

鏡
下

（
腹

腔
鏡

下
を

含
む

。
）

横
隔

膜
縫

合
術

3
1
,
9
9
0
点

く
う

く
う

Ｋ
５

３
４

－
４

腹
腔

鏡
下

横
隔

膜
電

極
植

込
術

4
2
,
1
8
0
点

く
う

Ｋ
５

３
５

胸
腹

裂
孔

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

１
経

胸
又

は
経

腹
2
9
,
5
6
0
点

２
経

胸
及

び
経

腹
3
9
,
0
4
0
点

Ｋ
５

３
６

後
胸

骨
ヘ

ル
ニ

ア
手

術
2
7
,
3
8
0
点

Ｋ
５

３
７

食
道

裂
孔

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

１
経

胸
又

は
経

腹
2
7
,
3
8
0
点

２
経

胸
及

び
経

腹
3
8
,
2
9
0
点

Ｋ
５

３
７

－
２

腹
腔

鏡
下

食
道

裂
孔

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

4
2
,
1
8
0
点

く
う

第
８

款
心

・
脈

管

区
分

（
心

、
心

膜
、

肺
動

静
脈

、
冠

血
管

等
）

Ｋ
５

３
８

心
膜

縫
合

術
9
,
1
8
0
点

Ｋ
５

３
８

－
２

心
筋

縫
合

止
血

術
（

外
傷

性
）

1
1
,
8
0
0
点

Ｋ
５

３
９

心
膜

切
開

術
9
,
4
2
0
点

Ｋ
５

３
９

－
２

心
膜

嚢
胞

、
心

膜
腫

瘍
切

除
術

1
5
,
2
4
0
点

の
う

Ｋ
５

３
９

－
３

胸
腔

鏡
下

心
膜

開
窓

術
1
6
,
5
4
0
点

く
う

Ｋ
５

４
０

収
縮

性
心

膜
炎

手
術

5
1
,
6
5
0
点

Ｋ
５

４
１

試
験

開
心

術
2
4
,
7
0
0
点

Ｋ
５

４
２

心
腔

内
異

物
除

去
術

3
9
,
2
7
0
点

く
う

Ｋ
５

４
３

心
房

内
血

栓
除

去
術

3
9
,
2
7
0
点

Ｋ
５

４
４

心
腫

瘍
摘

出
術

、
心

腔
内

粘
液

腫
摘

出
術

く
う

１
単

独
の

も
の

6
0
,
6
0
0
点

２
冠

動
脈

血
行

再
建

術
（

１
吻

合
）

を
伴

う
も

の
7
7
,
7
7
0
点

ふ
ん

３
冠

動
脈

血
行

再
建

術
（

２
吻

合
以

上
）

を
伴

う
も

の
9
1
,
9
1
0
点

ふ
ん

Ｋ
５

４
５

開
胸

心
臓

マ
ッ

サ
ー

ジ
9
,
4
0
0
点

Ｋ
５

４
６

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術

１
急

性
心

筋
梗

塞
に

対
す

る
も

の
3
6
,
0
0
0
点

２
不

安
定

狭
心

症
に

対
す

る
も

の
2
2
,
0
0
0
点

３
そ

の
他

の
も

の
1
9
,
3
0
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

４
７

経
皮

的
冠

動
脈

粥
腫

切
除

術
2
8
,
2
8
0
点

じ
ゆ

く

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

４
８

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
（

特
殊

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

も
の

）

１
高

速
回

転
式

経
皮

経
管

ア
テ

レ
ク

ト
ミ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
も

の
2
4
,
7
2
0
点

２
エ

キ
シ

マ
レ

ー
ザ

ー
血

管
形

成
用

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

も
の

2
4
,
7
2
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

４
９

経
皮

的
冠

動
脈

ス
テ

ン
ト

留
置

術

１
急

性
心

筋
梗

塞
に

対
す

る
も

の
3
4
,
3
8
0
点

２
不

安
定

狭
心

症
に

対
す

る
も

の
2
4
,
3
8
0
点

３
そ

の
他

の
も

の
2
1
,
6
8
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

２
胸

部
、

腹
部

の
操

作
に

よ
る

も
の

6
9
,
6
9
0
点

３
腹

部
の

操
作

に
よ

る
も

の
5
1
,
4
2
0
点

Ｋ
５

２
５

－
２

胸
壁

外
皮

膚
管

形
成

吻
合

術
ふ

ん

１
頸

部
、

胸
部

、
腹

部
の

操
作

に
よ

る
も

の
7
7
,
0
4
0
点

け
い

２
胸

部
、

腹
部

の
操

作
に

よ
る

も
の

6
9
,
6
9
0
点

３
腹

部
の

操
作

に
よ

る
も

の
5
1
,
4
2
0
点

４
バ

イ
パ

ス
の

み
作

成
す

る
場

合
4
5
,
2
3
0
点

Ｋ
５

２
５

－
３

非
開

胸
食

道
抜

去
術

（
消

化
管

再
建

手
術

を
併

施
す

る
も

の
）

6
9
,
6
9
0
点

Ｋ
５

２
６

食
道

腫
瘍

摘
出

術

１
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
8
,
4
8
0
点

２
開

胸
又

は
開

腹
手

術
に

よ
る

も
の

3
7
,
5
5
0
点

３
腹

腔
鏡

下
、

縦
隔

鏡
下

又
は

胸
腔

鏡
下

に
よ

る
も

の
5
0
,
2
5
0
点

く
う

く
う

Ｋ
５

２
６

－
２

内
視

鏡
的

食
道

粘
膜

切
除

術

１
早

期
悪

性
腫

瘍
粘

膜
切

除
術

8
,
8
4
0
点

２
早

期
悪

性
腫

瘍
粘

膜
下

層
剥

離
術

2
2
,
1
0
0
点

は
く

Ｋ
５

２
６

－
３

内
視

鏡
的

表
在

性
食

道
悪

性
腫

瘍
光

線
力

学
療

法
1
2
,
9
5
0
点

Ｋ
５

２
６

－
４

内
視

鏡
的

食
道

悪
性

腫
瘍

光
線

力
学

療
法

2
2
,
1
0
0
点

Ｋ
５

２
７

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
単

に
切

除
の

み
の

も
の

）

１
頸

部
食

道
の

場
合

4
7
,
5
3
0
点

け
い

２
胸

部
食

道
の

場
合

5
6
,
9
5
0
点

Ｋ
５

２
７

－
２

食
道

切
除

術
（

単
に

切
除

の
み

の
も

の
）

4
6
,
1
0
0
点

Ｋ
５

２
８

先
天

性
食

道
閉

鎖
症

根
治

手
術

6
4
,
8
2
0
点

Ｋ
５

２
８

－
２

先
天

性
食

道
狭

窄
症

根
治

手
術

5
1
,
2
2
0
点

さ
く

Ｋ
５

２
８

－
３

胸
腔

鏡
下

先
天

性
食

道
閉

鎖
症

根
治

手
術

7
6
,
3
2
0
点

く
う

Ｋ
５

２
９

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
消

化
管

再
建

手
術

を
併

施
す

る
も

の
）

１
頸

部
、

胸
部

、
腹

部
の

操
作

に
よ

る
も

の
1
2
2
,
5
4
0
点

け
い

２
胸

部
、

腹
部

の
操

作
に

よ
る

も
の

1
0
1
,
4
9
0
点

３
腹

部
の

操
作

に
よ

る
も

の
6
9
,
8
4
0
点

注
１

有
茎

腸
管

移
植

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
7
,
5
0
0
点

を
加

算
す

る
。

２
血

行
再

建
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
3
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
５

２
９

－
２

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

く
う

１
頸

部
、

胸
部

、
腹

部
の

操
作

に
よ

る
も

の
1
3
3
,
2
4
0
点

け
い

２
胸

部
、

腹
部

の
操

作
に

よ
る

も
の

1
0
9
,
1
9
0
点

注
有

茎
腸

管
移

植
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
7
,
5
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
５

２
９

－
３

縦
隔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

1
0
9
,
2
4
0
点

Ｋ
５

３
０

食
道

ア
カ

ラ
シ

ア
形

成
手

術
3
2
,
7
1
0
点

Ｋ
５

３
０

－
２

腹
腔

鏡
下

食
道

ア
カ

ラ
シ

ア
形

成
手

術
4
4
,
5
0
0
点

く
う

Ｋ
５

３
０

－
３

内
視

鏡
下

筋
層

切
開

術
1
1
,
3
4
0
点

Ｋ
５

３
１

食
道

切
除

後
２

次
的

再
建

術

１
皮

弁
形

成
に

よ
る

も
の

4
3
,
9
2
0
点

２
消

化
管

利
用

に
よ

る
も

の
6
4
,
3
0
0
点

Ｋ
５

３
２

食
道

・
胃

静
脈

瘤
手

術
り

ゆ
う

１
血

行
遮

断
術

を
主

と
す

る
も

の
3
7
,
6
2
0
点

２
食

道
離

断
術

を
主

と
す

る
も

の
3
7
,
6
2
0
点

Ｋ
５

３
２

－
２

食
道

静
脈

瘤
手

術
（

開
腹

）
3
4
,
2
4
0
点

り
ゆ

う

Ｋ
５

３
２

－
３

腹
腔

鏡
下

食
道

静
脈

瘤
手

術
（

胃
上

部
血

行
遮

断
術

）
4
9
,
8
0
0
点

く
う

り
ゆ

う

Ｋ
５

３
３

食
道

・
胃

静
脈

瘤
硬

化
療

法
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
（

一
連

と
し

て
）

8
,
9
9
0
点

り
ゆ

う

Ｋ
５

３
３

－
２

内
視

鏡
的

食
道

・
胃

静
脈

瘤
結

紮
術

8
,
9
9
0
点

り
ゆ

う
さ

つ

（
横

隔
膜

）

（ ）（ ） 573572
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⑽　
手　
術



Ｋ
５

５
７

－
２

大
動

脈
弁

下
狭

窄
切

除
術

（
線

維
性

、
筋

肥
厚

性
を

含
む

。
）

7
8
,
2
6
0
点

さ
く

Ｋ
５

５
７

－
３

弁
輪

拡
大

術
を

伴
う

大
動

脈
弁

置
換

術
1
5
7
,
8
4
0
点

注
過

去
に

心
臓

弁
手

術
を

行
っ

た
も

の
に

対
し

て
弁

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
心

臓
弁

再
置

換

術
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

区
分

番
号

Ｋ
５

５
５

弁
置

換
術

の
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
5
0
に

相

当
す

る
点

数
を

加
算

す
る

。

Ｋ
５

５
７

－
４

ダ
ム

ス
・

ケ
ー

・
ス

タ
ン

セ
ル

（
Ｄ

Ｋ
Ｓ

）
吻

合
を

伴
う

大
動

脈
狭

窄
症

手
術

1
1
5
,
7
5
0
点

ふ
ん

さ
く

Ｋ
５

５
８

ロ
ス

手
術

（
自

己
肺

動
脈

弁
組

織
に

よ
る

大
動

脈
基

部
置

換
術

）
1
9
2
,
9
2
0
点

Ｋ
５

５
９

閉
鎖

式
僧

帽
弁

交
連

切
開

術
3
8
,
4
5
0
点

Ｋ
５

５
９

－
２

経
皮

的
僧

帽
弁

拡
張

術
3
4
,
9
3
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

５
９

－
３

経
皮

的
僧

帽
弁

ク
リ

ッ
プ

術
3
4
,
9
3
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

６
０

大
動

脈
瘤

切
除

術
（

吻
合

又
は

移
植

を
含

む
。

）
り

ゆ
う

ふ
ん

１
上

行
大

動
脈

イ
大

動
脈

弁
置

換
術

又
は

形
成

術
を

伴
う

も
の

1
1
4
,
5
1
0
点

ロ
人

工
弁

置
換

術
を

伴
う

大
動

脈
基

部
置

換
術

1
2
8
,
8
2
0
点

ハ
自

己
弁

温
存

型
大

動
脈

基
部

置
換

術
1
4
8
,
8
6
0
点

ニ
そ

の
他

の
も

の
1
0
0
,
2
0
0
点

２
弓

部
大

動
脈

1
1
4
,
5
1
0
点

３
上

行
大

動
脈

及
び

弓
部

大
動

脈
の

同
時

手
術

イ
大

動
脈

弁
置

換
術

又
は

形
成

術
を

伴
う

も
の

1
8
7
,
3
7
0
点

ロ
人

工
弁

置
換

術
を

伴
う

大
動

脈
基

部
置

換
術

2
1
0
,
7
9
0
点

ハ
自

己
弁

温
存

型
大

動
脈

基
部

置
換

術
2
4
3
,
5
8
0
点

ニ
そ

の
他

の
も

の
1
7
1
,
7
6
0
点

４
下

行
大

動
脈

8
9
,
2
5
0
点

５
胸

腹
部

大
動

脈
2
4
9
,
7
5
0
点

６
腹

部
大

動
脈

（
分

枝
血

管
の

再
建

を
伴

う
も

の
）

5
9
,
0
8
0
点

７
腹

部
大

動
脈

（
そ

の
他

の
も

の
）

5
2
,
0
0
0
点

注
過

去
に

心
臓

弁
手

術
を

行
っ

た
も

の
に

対
し

て
弁

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
心

臓
弁

再
置

換

術
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

区
分

番
号

Ｋ
５

５
５

弁
置

換
術

の
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
5
0
に

相

当
す

る
点

数
を

加
算

す
る

。

Ｋ
５

６
０

－
２

オ
ー

プ
ン

型
ス

テ
ン

ト
グ

ラ
フ

ト
内

挿
術

１
弓

部
大

動
脈

1
1
4
,
5
1
0
点

２
上

行
大

動
脈

及
び

弓
部

大
動

脈
の

同
時

手
術

イ
大

動
脈

弁
置

換
術

又
は

形
成

術
を

伴
う

も
の

1
8
7
,
3
7
0
点

ロ
人

工
弁

置
換

術
を

伴
う

大
動

脈
基

部
置

換
術

2
1
0
,
7
9
0
点

ハ
自

己
弁

温
存

型
大

動
脈

基
部

置
換

術
2
4
3
,
5
8
0
点

ニ
そ

の
他

の
も

の
1
7
1
,
7
6
0
点

３
下

行
大

動
脈

8
9
,
2
5
0
点

Ｋ
５

６
１

ス
テ

ン
ト

グ
ラ

フ
ト

内
挿

術

１
血

管
損

傷
の

場
合

4
3
,
8
3
0
点

２
１

以
外

の
場

合

イ
胸

部
大

動
脈

5
6
,
5
6
0
点

ロ
腹

部
大

動
脈

4
9
,
4
4
0
点

ハ
腸

骨
動

脈
4
3
,
8
3
0
点

Ｋ
５

６
２

動
脈

管
開

存
症

手
術

１
経

皮
的

動
脈

管
開

存
閉

鎖
術

2
2
,
7
8
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

２
動

脈
管

開
存

閉
鎖

術
（

直
視

下
）

2
2
,
0
0
0
点

Ｋ
５

５
０

冠
動

脈
内

血
栓

溶
解

療
法

1
7
,
7
2
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

５
０

－
２

経
皮

的
冠

動
脈

血
栓

吸
引

術
1
9
,
6
4
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

５
１

冠
動

脈
形

成
術

（
血

栓
内

膜
摘

除
）

１
１

箇
所

の
も

の
7
6
,
5
5
0
点

２
２

箇
所

以
上

の
も

の
7
9
,
8
6
0
点

Ｋ
５

５
２

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

１
１

吻
合

の
も

の
7
1
,
5
7
0
点

ふ
ん

２
２

吻
合

以
上

の
も

の
8
9
,
2
5
0
点

ふ
ん

注
冠

動
脈

形
成

術
（

血
栓

内
膜

摘
除

）
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
1
0
,
0
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
５

５
２

－
２

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

（
人

工
心

肺
を

使
用

し
な

い
も

の
）

１
１

吻
合

の
も

の
7
1
,
5
7
0
点

ふ
ん

２
２

吻
合

以
上

の
も

の
9
1
,
3
5
0
点

ふ
ん

注
冠

動
脈

形
成

術
（

血
栓

内
膜

摘
除

）
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
1
0
,
0
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
５

５
３

心
室

瘤
切

除
術

（
梗

塞
切

除
を

含
む

。
）

り
ゆ

う

１
単

独
の

も
の

6
3
,
3
9
0
点

２
冠

動
脈

血
行

再
建

術
（

１
吻

合
）

を
伴

う
も

の
8
0
,
0
6
0
点

ふ
ん

３
冠

動
脈

血
行

再
建

術
（

２
吻

合
以

上
）

を
伴

う
も

の
1
0
0
,
2
0
0
点

ふ
ん

Ｋ
５

５
３

－
２

左
室

形
成

術
、

心
室

中
隔

穿
孔

閉
鎖

術
、

左
室

自
由

壁
破

裂
修

復
術

せ
ん

１
単

独
の

も
の

1
1
4
,
3
0
0
点

２
冠

動
脈

血
行

再
建

術
（

１
吻

合
）

を
伴

う
も

の
1
4
7
,
8
9
0
点

ふ
ん

３
冠

動
脈

血
行

再
建

術
（

２
吻

合
以

上
）

を
伴

う
も

の
1
6
7
,
1
8
0
点

ふ
ん

Ｋ
５

５
４

弁
形

成
術

１
１

弁
の

も
の

7
9
,
8
6
0
点

２
２

弁
の

も
の

9
3
,
1
7
0
点

３
３

弁
の

も
の

1
0
6
,
4
8
0
点

Ｋ
５

５
４

－
２

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

く
う

１
１

弁
の

も
の

1
0
9
,
8
6
0
点

２
２

弁
の

も
の

1
2
3
,
1
7
0
点

Ｋ
５

５
５

弁
置

換
術

１
１

弁
の

も
の

8
5
,
5
0
0
点

２
２

弁
の

も
の

1
0
0
,
2
0
0
点

３
３

弁
の

も
の

1
1
4
,
5
1
0
点

注
過

去
に

心
臓

弁
手

術
を

行
っ

た
も

の
に

対
し

て
弁

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
心

臓
弁

再
置

換

術
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｋ
５

５
５

－
２

経
カ

テ
ー

テ
ル

大
動

脈
弁

置
換

術

１
経

心
尖

大
動

脈
弁

置
換

術
6
1
,
5
3
0
点

せ
ん

２
経

皮
的

大
動

脈
弁

置
換

術
3
9
,
0
6
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

５
５

－
３

胸
腔

鏡
下

弁
置

換
術

く
う

１
１

弁
の

も
の

1
1
5
,
5
0
0
点

２
２

弁
の

も
の

1
3
0
,
2
0
0
点

注
過

去
に

心
臓

弁
手

術
を

行
っ

た
も

の
に

対
し

て
弁

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
心

臓
弁

再
置

換

術
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｋ
５

５
６

大
動

脈
弁

狭
窄

直
視

下
切

開
術

4
2
,
9
4
0
点

さ
く

Ｋ
５

５
６

－
２

経
皮

的
大

動
脈

弁
拡

張
術

3
7
,
4
3
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

５
７

大
動

脈
弁

上
狭

窄
手

術
7
1
,
5
7
0
点

さ
く
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２
大

動
脈

閉
鎖

不
全

症
手

術
を

伴
う

も
の

8
5
,
8
8
0
点

Ｋ
５

７
８

右
室

二
腔

症
手

術
8
0
,
4
9
0
点

く
う

Ｋ
５

７
９

不
完

全
型

房
室

中
隔

欠
損

症
手

術

１
心

房
中

隔
欠

損
パ

ッ
チ

閉
鎖

術
（

単
独

の
も

の
）

6
0
,
3
3
0
点

２
心

房
中

隔
欠

損
パ

ッ
チ

閉
鎖

術
及

び
弁

形
成

術
を

伴
う

も
の

6
6
,
0
6
0
点

Ｋ
５

７
９

－
２

完
全

型
房

室
中

隔
欠

損
症

手
術

１
心

房
及

び
心

室
中

隔
欠

損
パ

ッ
チ

閉
鎖

術
を

伴
う

も
の

1
0
7
,
3
5
0
点

２
フ

ァ
ロ

ー
四

徴
症

手
術

を
伴

う
も

の
1
9
2
,
9
2
0
点

Ｋ
５

８
０

フ
ァ

ロ
ー

四
徴

症
手

術

１
右

室
流

出
路

形
成

術
を

伴
う

も
の

7
1
,
0
0
0
点

２
末

梢
肺

動
脈

形
成

術
を

伴
う

も
の

9
4
,
0
6
0
点

し
よ

う

Ｋ
５

８
１

肺
動

脈
閉

鎖
症

手
術

１
単

独
の

も
の

1
0
0
,
2
0
0
点

２
ラ

ス
テ

リ
手

術
を

伴
う

も
の

1
7
3
,
6
2
0
点

３
巨

大
側

副
血

管
術

を
伴

う
も

の
2
3
1
,
5
0
0
点

注
２

に
つ

い
て

は
、

過
去

に
当

該
手

術
を

行
っ

た
も

の
に

対
し

て
同

一
部

位
の

人
工

血
管

等
の

再

置
換

術
を

実
施

し
た

場
合

は
、

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｋ
５

８
２

両
大

血
管

右
室

起
始

症
手

術

１
単

独
の

も
の

8
5
,
8
8
0
点

２
右

室
流

出
路

形
成

を
伴

う
も

の
1
2
8
,
8
2
0
点

３
心

室
中

隔
欠

損
閉

鎖
術

及
び

大
血

管
血

流
転

換
を

伴
う

も
の

（
タ

ウ
シ

ッ
ヒ

・
ビ

ン
グ

奇
形

手

術
）

1
9
2
,
9
2
0
点

Ｋ
５

８
３

大
血

管
転

位
症

手
術

１
心

房
内

血
流

転
換

手
術

（
マ

ス
タ

ー
ド

・
セ

ニ
ン

グ
手

術
）

1
1
4
,
5
1
0
点

２
大

血
管

血
流

転
換

術
（

ジ
ャ

テ
ー

ン
手

術
）

1
4
4
,
6
9
0
点

３
心

室
中

隔
欠

損
閉

鎖
術

を
伴

う
も

の
1
7
3
,
6
2
0
点

４
ラ

ス
テ

リ
手

術
を

伴
う

も
の

1
5
4
,
3
3
0
点

注
４

に
つ

い
て

は
、

過
去

に
当

該
手

術
を

行
っ

た
も

の
に

対
し

て
同

一
部

位
の

人
工

血
管

等
の

再

置
換

術
を

実
施

し
た

場
合

は
、

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｋ
５

８
４

修
正

大
血

管
転

位
症

手
術

１
心

室
中

隔
欠

損
パ

ッ
チ

閉
鎖

術
8
5
,
7
9
0
点

２
根

治
手

術
（

ダ
ブ

ル
ス

イ
ッ

チ
手

術
）

2
0
1
,
6
3
0
点

注
２

に
つ

い
て

は
、

過
去

に
当

該
手

術
を

行
っ

た
も

の
に

対
し

て
同

一
部

位
の

人
工

血
管

等
の

再

置
換

術
を

実
施

し
た

場
合

は
、

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｋ
５

８
５

総
動

脈
幹

症
手

術
1
4
3
,
8
6
0
点

Ｋ
５

８
６

単
心

室
症

又
は

三
尖

弁
閉

鎖
症

手
術

せ
ん

１
両

方
向

性
グ

レ
ン

手
術

7
1
,
5
7
0
点

２
フ

ォ
ン

タ
ン

手
術

8
5
,
8
8
0
点

３
心

室
中

隔
造

成
術

1
8
1
,
3
5
0
点

注
２

に
つ

い
て

は
、

過
去

に
当

該
手

術
を

行
っ

た
も

の
に

対
し

て
同

一
部

位
の

人
工

血
管

等
の

再

置
換

術
を

実
施

し
た

場
合

は
、

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

所
定

点
数

の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｋ
５

８
７

左
心

低
形

成
症

候
群

手
術

（
ノ

ル
ウ

ッ
ド

手
術

）
1
7
9
,
3
1
0
点

Ｋ
５

８
８

冠
動

静
脈

瘻
開

胸
的

遮
断

術
5
3
,
2
4
0
点

ろ
う

Ｋ
５

８
９

冠
動

脈
起

始
異

常
症

手
術

8
5
,
8
8
0
点

Ｋ
５

９
０

心
室

憩
室

切
除

術
7
6
,
7
1
0
点

Ｋ
５

６
２

－
２

胸
腔

鏡
下

動
脈

管
開

存
閉

鎖
術

2
7
,
4
0
0
点

く
う

Ｋ
５

６
３

肺
動

脈
絞

扼
術

3
9
,
4
1
0
点

や
く

Ｋ
５

６
４

血
管

輪
又

は
重

複
大

動
脈

弓
離

断
手

術
4
3
,
1
5
0
点

Ｋ
５

６
５

巨
大

側
副

血
管

手
術

（
肺

内
肺

動
脈

統
合

術
）

9
4
,
4
2
0
点

Ｋ
５

６
６

体
動

脈
肺

動
脈

短
絡

手
術

（
ブ

ラ
ロ

ッ
ク

手
術

、
ウ

ォ
ー

タ
ー

ス
ト

ン
手

術
）

4
4
,
6
7
0
点

Ｋ
５

６
７

大
動

脈
縮

窄
（

離
断

）
症

手
術

さ
く

１
単

独
の

も
の

5
7
,
2
5
0
点

２
心

室
中

隔
欠

損
症

手
術

を
伴

う
も

の
1
0
0
,
2
0
0
点

３
複

雑
心

奇
形

手
術

を
伴

う
も

の
1
7
3
,
6
2
0
点

Ｋ
５

６
７

－
２

経
皮

的
大

動
脈

形
成

術
3
7
,
4
3
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
５

６
８

大
動

脈
肺

動
脈

中
隔

欠
損

症
手

術

１
単

独
の

も
の

8
0
,
8
4
0
点

２
心

内
奇

形
手

術
を

伴
う

も
の

9
7
,
6
9
0
点

Ｋ
５

６
９

三
尖

弁
手

術
（

エ
プ

ス
タ

イ
ン

氏
奇

形
、

ウ
ー

ル
氏

病
手

術
）

1
0
3
,
6
4
0
点

せ
ん

Ｋ
５

７
０

肺
動

脈
狭

窄
症

、
純

型
肺

動
脈

弁
閉

鎖
症

手
術

さ
く

１
肺

動
脈

弁
切

開
術

（
単

独
の

も
の

）
3
5
,
7
5
0
点

２
右

室
流

出
路

形
成

又
は

肺
動

脈
形

成
を

伴
う

も
の

7
4
,
4
6
0
点

Ｋ
５

７
０

－
２

経
皮

的
肺

動
脈

弁
拡

張
術

3
4
,
4
1
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

７
０

－
３

経
皮

的
肺

動
脈

形
成

術
3
1
,
2
8
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
５

７
０

－
４

経
皮

的
肺

動
脈

穿
通

・
拡

大
術

3
5
,
0
8
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

７
１

肺
静

脈
還

流
異

常
症

手
術

１
部

分
肺

静
脈

還
流

異
常

5
0
,
9
7
0
点

２
総

肺
静

脈
還

流
異

常

イ
心

臓
型

1
0
9
,
3
1
0
点

ロ
そ

の
他

の
も

の
1
2
9
,
3
1
0
点

Ｋ
５

７
２

肺
静

脈
形

成
術

5
8
,
9
3
0
点

Ｋ
５

７
３

心
房

中
隔

欠
損

作
成

術

１
経

皮
的

心
房

中
隔

欠
損

作
成

術
（

ラ
シ

ュ
キ

ン
ド

法
）

1
6
,
0
9
0
点

２
心

房
中

隔
欠

損
作

成
術

3
6
,
9
0
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

７
４

心
房

中
隔

欠
損

閉
鎖

術

１
単

独
の

も
の

3
9
,
1
3
0
点

２
肺

動
脈

弁
狭

窄
を

合
併

す
る

も
の

4
5
,
1
3
0
点

さ
く

Ｋ
５

７
４

－
２

経
皮

的
心

房
中

隔
欠

損
閉

鎖
術

3
1
,
8
5
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

７
４

－
３

経
皮

的
卵

円
孔

開
存

閉
鎖

術
3
1
,
8
5
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

７
５

三
心

房
心

手
術

6
8
,
9
4
0
点

Ｋ
５

７
６

心
室

中
隔

欠
損

閉
鎖

術

１
単

独
の

も
の

5
2
,
3
2
0
点

２
肺

動
脈

絞
扼

術
後

肺
動

脈
形

成
を

伴
う

も
の

6
5
,
8
3
0
点

や
く

３
大

動
脈

弁
形

成
を

伴
う

も
の

6
6
,
0
6
0
点

４
右

室
流

出
路

形
成

を
伴

う
も

の
7
1
,
5
7
0
点

Ｋ
５

７
７

バ
ル

サ
ル

バ
洞

動
脈

瘤
手

術
り

ゆ
う

１
単

独
の

も
の

7
1
,
5
7
0
点
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１
心

筋
電

極
の

場
合

3
5
,
2
0
0
点

２
経

静
脈

電
極

の
場

合
3
5
,
2
0
0
点

注
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
の

移
植

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｋ
５

９
９

－
４

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術

１
心

筋
電

極
の

場
合

7
,
2
0
0
点

２
経

静
脈

電
極

の
場

合
7
,
2
0
0
点

注
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
の

交
換

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｋ
５

９
９

－
５

経
静

脈
電

極
抜

去
術

１
レ

ー
ザ

ー
シ

ー
ス

を
用

い
る

も
の

2
8
,
6
0
0
点

２
レ

ー
ザ

ー
シ

ー
ス

を
用

い
な

い
も

の
2
2
,
2
1
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
６

０
０

大
動

脈
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

法
（

Ｉ
Ａ

Ｂ
Ｐ

法
）

（
１

日
に

つ
き

）

１
初

日
8
,
7
8
0
点

２
２

日
目

以
降

3
,
6
8
0
点

注
挿

入
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
６

０
１

人
工

心
肺

（
１

日
に

つ
き

）

１
初

日
3
0
,
1
5
0
点

２
２

日
目

以
降

3
,
0
0
0
点

注
１

初
日

に
、

補
助

循
環

、
選

択
的

冠
灌

流
又

は
逆

行
性

冠
灌

流
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
か

ん
か

ん

4
,
8
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

（
主

た
る

も
の

の
み

を
算

定
す

る
。

）
。

２
初

日
に

選
択

的
脳

灌
流

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
7
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
か

ん

３
カ

ニ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
料

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｋ
６

０
２

経
皮

的
心

肺
補

助
法

（
１

日
に

つ
き

）

１
初

日
1
1
,
1
0
0
点

２
２

日
目

以
降

3
,
1
2
0
点

Ｋ
６

０
２

－
２

経
皮

的
循

環
補

助
法

（
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
も

の
）

（
１

日
に

つ
き

）

１
初

日
1
1
,
1
0
0
点

２
２

日
目

以
降

3
,
6
8
0
点

Ｋ
６

０
３

補
助

人
工

心
臓

（
１

日
に

つ
き

）

１
初

日
5
4
,
3
7
0
点

２
２

日
目

以
降
3
0
日

目
ま

で
5
,
0
0
0
点

３
3
1
日

目
以

降
4
,
0
0
0
点

Ｋ
６

０
３

－
２

小
児

補
助

人
工

心
臓

（
１

日
に

つ
き

）

１
初

日
6
3
,
1
5
0
点

２
２

日
目

以
降
3
0
日

目
ま

で
8
,
6
8
0
点

３
3
1
日

目
以

降
7
,
6
8
0
点

Ｋ
６

０
４

削
除

Ｋ
６

０
４

－
２

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
（

非
拍

動
流

型
）

１
初

日
（

１
日

に
つ

き
）

5
8
,
5
0
0
点

２
２

日
目

以
降
3
0
日

目
ま

で
（

１
日

に
つ

き
）

5
,
0
0
0
点

３
3
1
日

目
以

降
9
0
日

目
ま

で
（

１
日

に
つ

き
）

2
,
7
8
0
点

４
9
1
日

目
以

降
（

１
日

に
つ

き
）

1
,
8
0
0
点

Ｋ
６

０
５

移
植

用
心

採
取

術
6
2
,
7
2
0
点

注
心

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
６

０
５

－
２

同
種

心
移

植
術

1
9
2
,
9
2
0
点

注
１

心
移

植
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

２
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
６

０
５

－
３

移
植

用
心

肺
採

取
術

1
0
0
,
0
4
0
点

Ｋ
５

９
１

心
臓

脱
手

術
1
1
3
,
4
0
0
点

Ｋ
５

９
２

肺
動

脈
塞

栓
除

去
術

4
8
,
8
8
0
点

Ｋ
５

９
２

－
２

肺
動

脈
血

栓
内

膜
摘

除
術

1
3
5
,
0
4
0
点

Ｋ
５

９
３

肺
静

脈
血

栓
除

去
術

3
9
,
2
7
0
点

Ｋ
５

９
４

不
整

脈
手

術

１
副

伝
導

路
切

断
術

8
9
,
2
5
0
点

２
心

室
頻

拍
症

手
術

1
4
7
,
8
9
0
点

３
メ

イ
ズ

手
術

9
8
,
6
4
0
点

４
左

心
耳

閉
鎖

術

イ
開

胸
手

術
に

よ
る

も
の

3
7
,
8
0
0
点

ロ
経

カ
テ

ー
テ

ル
的

手
術

に
よ

る
も

の
3
4
,
9
3
0
点

注
１

４
の

イ
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
で

あ

っ
て

、
区

分
番

号
Ｋ

５
５

２
、

Ｋ
５

５
２

－
２

、
Ｋ

５
５

４
、

Ｋ
５

５
５

、
Ｋ

５
５

７
か

ら
Ｋ

５
５

７
－

３
ま

で
、

Ｋ
５

６
０

及
び

Ｋ
５

９
４

の
３

に
掲

げ
る

手
術

と
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

２
４

の
ロ

に
つ

い
て

は
、

手
術

に
伴

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｋ
５

９
４

－
２

肺
静

脈
隔

離
術

7
2
,
2
3
0
点

Ｋ
５

９
５

経
皮

的
カ

テ
ー

テ
ル

心
筋

焼
灼

術
し

や
く

１
心

房
中

隔
穿

刺
又

は
心

外
膜

ア
プ

ロ
ー

チ
を

伴
う

も
の

4
0
,
7
6
0
点

せ
ん

２
そ

の
他

の
も

の
3
4
,
3
7
0
点

注
１

三
次

元
カ

ラ
ー

マ
ッ

ピ
ン

グ
下

で
行

っ
た

場
合

に
は

、
三

次
元

カ
ラ

ー
マ

ッ
ピ

ン
グ

加
算

と

し
て

、
1
7
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
磁

気
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

法
に

よ
り

行
っ

た
場

合
は

、
磁

気
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

加
算

と
し

て
、

5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
５

９
５

－
２

経
皮

的
中

隔
心

筋
焼

灼
術

2
4
,
3
9
0
点

し
や

く

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
５

９
６

体
外

ペ
ー

ス
メ

ー
キ

ン
グ

術
3
,
3
7
0
点

Ｋ
５

９
７

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

１
心

筋
電

極
の

場
合

1
5
,
0
6
0
点

２
経

静
脈

電
極

の
場

合
9
,
5
2
0
点

３
リ

ー
ド

レ
ス

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
の

場
合

9
,
5
2
0
点

Ｋ
５

９
７

－
２

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

4
,
0
0
0
点

Ｋ
５

９
７

－
３

植
込

型
心

電
図

記
録

計
移

植
術

1
,
2
6
0
点

Ｋ
５

９
７

－
４

植
込

型
心

電
図

記
録

計
摘

出
術

8
4
0
点

Ｋ
５

９
８

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術

１
心

筋
電

極
の

場
合

3
1
,
5
1
0
点

２
経

静
脈

電
極

の
場

合
3
1
,
5
1
0
点

Ｋ
５

９
８

－
２

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術

１
心

筋
電

極
の

場
合

5
,
0
0
0
点

２
経

静
脈

電
極

の
場

合
5
,
0
0
0
点

Ｋ
５

９
９

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

１
心

筋
リ

ー
ド

を
用

い
る

も
の

3
1
,
5
1
0
点

２
経

静
脈

リ
ー

ド
を

用
い

る
も

の
3
1
,
5
1
0
点

３
皮

下
植

込
型

リ
ー

ド
を

用
い

る
も

の
2
4
,
3
1
0
点

Ｋ
５

９
９

－
２

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

１
心

筋
リ

ー
ド

を
用

い
る

も
の

7
,
2
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
7
,
2
0
0
点

Ｋ
５

９
９

－
３

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術

（ ）（ ） 575574

２
－
⑽　
手　
術



３
腹

腔
内

動
脈

5
6
,
5
6
0
点

く
う

４
頭

、
頸

部
動

脈
5
5
,
0
5
0
点

け
い

５
下

腿
、

足
部

動
脈

6
2
,
6
7
0
点

た
い

６
膝

窩
動

脈
4
2
,
5
0
0
点

し
つ

か

７
そ

の
他

の
動

脈
3
0
,
2
9
0
点

Ｋ
６

１
５

血
管

塞
栓

術
（

頭
部

、
胸

腔
、

腹
腔

内
血

管
等

）
く

う
く

う

１
止

血
術

2
3
,
1
1
0
点

２
選

択
的

動
脈

化
学

塞
栓

術
2
0
,
0
4
0
点

３
そ

の
他

の
も

の
1
8
,
6
2
0
点

Ｋ
６

１
５

－
２

経
皮

的
大

動
脈

遮
断

術
1
,
6
6
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
６

１
６

四
肢

の
血

管
拡

張
術

・
血

栓
除

去
術

2
2
,
5
9
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
６

１
６

－
２

頸
動

脈
球

摘
出

術
1
0
,
8
0
0
点

け
い

Ｋ
６

１
６

－
３

経
皮

的
胸

部
血

管
拡

張
術

（
先

天
性

心
疾

患
術

後
に

限
る

。
）

2
4
,
5
5
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
６

１
６

－
４

経
皮

的
シ

ャ
ン

ト
拡

張
術

・
血

栓
除

去
術

１
初

回
1
2
,
0
0
0
点

２
１

の
実

施
後

３
月

以
内

に
実

施
す

る
場

合
1
2
,
0
0
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
６

１
６

－
５

経
皮

的
血

管
内

異
物

除
去

術
1
4
,
0
0
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
６

１
６

－
６

経
皮

的
下

肢
動

脈
形

成
術

2
4
,
2
7
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

（
静

脈
）

Ｋ
６

１
７

下
肢

静
脈

瘤
手

術
り

ゆ
う

１
抜

去
切

除
術

1
0
,
2
0
0
点

２
硬

化
療

法
（

一
連

と
し

て
）

1
,
7
2
0
点

３
高

位
結

紮
術

3
,
1
3
0
点

さ
つ

Ｋ
６

１
７

－
２

大
伏

在
静

脈
抜

去
術

1
0
,
2
0
0
点

Ｋ
６

１
７

－
３

静
脈

瘤
切

除
術

（
下

肢
以

外
）

1
,
8
2
0
点

り
ゆ

う

Ｋ
６

１
７

－
４

下
肢

静
脈

瘤
血

管
内

焼
灼

術
1
0
,
2
0
0
点

り
ゆ

う
し

や
く

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
６

１
７

－
５

内
視

鏡
下

下
肢

静
脈

瘤
不

全
穿

通
枝

切
離

術
1
0
,
2
0
0
点

り
ゆ

う
せ

ん

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
６

１
７

－
６

下
肢

静
脈

瘤
血

管
内

塞
栓

術
1
4
,
3
6
0
点

り
ゆ

う

Ｋ
６

１
８

中
心

静
脈

注
射

用
植

込
型

カ
テ

ー
テ

ル
設

置

１
四

肢
に

設
置

し
た

場
合

1
0
,
5
0
0
点

２
頭

頸
部

そ
の

他
に

設
置

し
た

場
合

1
0
,
8
0
0
点

け
い

注
１

６
歳

未
満

の
乳

幼
児

の
場

合
は

、
乳

幼
児

加
算

と
し

て
、
3
0
0
点

を
加

算
す

る
。

２
使

用
し

た
カ

テ
ー

テ
ル

、
カ

テ
ー

テ
ル

ア
ク

セ
ス

等
の

材
料

の
費

用
は

、
こ

れ
ら

の
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｋ
６

１
９

静
脈

血
栓

摘
出

術

１
開

腹
を

伴
う

も
の

2
2
,
0
7
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
（

観
血

的
な

も
の

）
1
3
,
1
0
0
点

Ｋ
６

１
９

－
２

総
腸

骨
静

脈
及

び
股

静
脈

血
栓

除
去

術
3
2
,
1
0
0
点

Ｋ
６

２
０

下
大

静
脈

フ
ィ

ル
タ

ー
留

置
術

1
0
,
1
6
0
点

Ｋ
６

２
０

－
２

下
大

静
脈

フ
ィ

ル
タ

ー
除

去
術

6
,
4
9
0
点

Ｋ
６

２
１

門
脈

体
循

環
静

脈
吻

合
術

（
門

脈
圧

亢
進

症
手

術
）

4
0
,
6
5
0
点

ふ
ん

こ
う

注
心

肺
提

供
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

Ｋ
６

０
５

－
４

同
種

心
肺

移
植

術
2
8
6
,
0
1
0
点

注
１

心
肺

移
植

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

２
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
６

０
５

－
５

骨
格

筋
由

来
細

胞
シ

ー
ト

心
表

面
移

植
術

9
,
4
2
0
点

（
動

脈
）

Ｋ
６

０
６

血
管

露
出

術
5
3
0
点

Ｋ
６

０
７

血
管

結
紮

術
さ

つ

１
開

胸
又

は
開

腹
を

伴
う

も
の

1
2
,
6
6
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
4
,
5
0
0
点

Ｋ
６

０
７

－
２

血
管

縫
合

術
（

簡
単

な
も

の
）

3
,
7
6
0
点

Ｋ
６

０
７

－
３

上
腕

動
脈

表
在

化
法

5
,
0
0
0
点

Ｋ
６

０
８

動
脈

塞
栓

除
去

術

１
開

胸
又

は
開

腹
を

伴
う

も
の

2
8
,
5
6
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
（

観
血

的
な

も
の

）
1
1
,
1
8
0
点

Ｋ
６

０
８

－
２

削
除

Ｋ
６

０
８

－
３

内
シ

ャ
ン

ト
血

栓
除

去
術

3
,
1
3
0
点

Ｋ
６

０
９

動
脈

血
栓

内
膜

摘
出

術

１
大

動
脈

に
及

ぶ
も

の
4
0
,
9
5
0
点

２
内

頸
動

脈
4
3
,
8
8
0
点

け
い

３
そ

の
他

の
も

の
2
8
,
4
5
0
点

Ｋ
６

０
９

－
２

経
皮

的
頸

動
脈

ス
テ

ン
ト

留
置

術
3
4
,
7
4
0
点

け
い

注
１

手
術

に
伴

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

２
内

頸
動

脈
又

は
総

頸
動

脈
に

対
し

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
け

い
け

い

Ｋ
６

１
０

動
脈

形
成

術
、

吻
合

術
ふ

ん

１
頭

蓋
内

動
脈

9
9
,
7
0
0
点

２
胸

腔
内

動
脈

（
大

動
脈

を
除

く
。

）
5
2
,
5
7
0
点

く
う

３
腹

腔
内

動
脈

（
大

動
脈

を
除

く
。

）
4
7
,
7
9
0
点

く
う

４
指

（
手

、
足

）
の

動
脈

1
8
,
4
0
0
点

５
そ

の
他

の
動

脈
2
1
,
7
0
0
点

Ｋ
６

１
０

－
２

脳
新

生
血

管
造

成
術

5
2
,
5
5
0
点

Ｋ
６

１
０

－
３

削
除

Ｋ
６

１
０

－
４

四
肢

の
血

管
吻

合
術

1
8
,
0
8
0
点

ふ
ん

Ｋ
６

１
０

－
５

血
管

吻
合

術
及

び
神

経
再

接
合

術
（

上
腕

動
脈

、
正

中
神

経
及

び
尺

骨
神

経
）

1
8
,
0
8
0
点

ふ
ん

Ｋ
６

１
１

抗
悪

性
腫

瘍
剤

動
脈

、
静

脈
又

は
腹

腔
内

持
続

注
入

用
植

込
型

カ
テ

ー
テ

ル
設

置
く

う

１
開

腹
し

て
設

置
し

た
場

合
1
7
,
9
4
0
点

２
四

肢
に

設
置

し
た

場
合

1
6
,
2
5
0
点

３
頭

頸
部

そ
の

他
に

設
置

し
た

場
合

1
6
,
6
4
0
点

け
い

Ｋ
６

１
２

末
梢

動
静

脈
瘻

造
設

術
し

よ
う

ろ
う

１
内

シ
ャ

ン
ト

造
設

術

イ
単

純
な

も
の

1
2
,
0
8
0
点

ロ
静

脈
転

位
を

伴
う

も
の

1
5
,
3
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
7
,
7
6
0
点

Ｋ
６

１
３

腎
血

管
性

高
血

圧
症

手
術

（
経

皮
的

腎
血

管
拡

張
術

）
3
1
,
8
4
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
６

１
４

血
管

移
植

術
、

バ
イ

パ
ス

移
植

術

１
大

動
脈

7
0
,
7
0
0
点

２
胸

腔
内

動
脈

6
4
,
0
5
0
点

く
う

（ ）（ ） 577576
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３
臍

ヘ
ル

ニ
ア

4
,
2
0
0
点

さ
い

４
臍

帯
ヘ

ル
ニ

ア
1
8
,
8
1
0
点

さ
い

５
鼠

径
ヘ

ル
ニ

ア
6
,
0
0
0
点

そ

６
大

腿
ヘ

ル
ニ

ア
8
,
8
6
0
点

た
い

７
腰

ヘ
ル

ニ
ア

8
,
8
8
0
点

８
骨

盤
部

ヘ
ル

ニ
ア

（
閉

鎖
孔

ヘ
ル

ニ
ア

、
坐

骨
ヘ

ル
ニ

ア
、

会
陰

ヘ
ル

ニ
ア

）
1
8
,
8
1
0
点

ざ

９
内

ヘ
ル

ニ
ア

1
8
,
8
1
0
点

Ｋ
６

３
３

－
２

腹
腔

鏡
下

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

く
う

１
腹

壁
瘢

痕
ヘ

ル
ニ

ア
1
6
,
5
2
0
点

は
ん

２
大

腿
ヘ

ル
ニ

ア
1
8
,
5
5
0
点

た
い

３
半

月
状

線
ヘ

ル
ニ

ア
、

白
線

ヘ
ル

ニ
ア

1
3
,
8
2
0
点

４
臍

ヘ
ル

ニ
ア

1
1
,
4
2
0
点

さ
い

５
閉

鎖
孔

ヘ
ル

ニ
ア

2
4
,
1
3
0
点

Ｋ
６

３
４

腹
腔

鏡
下

鼠
径

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

（
両

側
）

2
2
,
9
6
0
点

く
う

そ

（
腹

膜
、

後
腹

膜
、

腸
間

膜
、

網
膜

）

Ｋ
６

３
５

胸
水

・
腹

水
濾

過
濃

縮
再

静
注

法
4
,
9
9
0
点

ろ

Ｋ
６

３
５

－
２

腹
腔

・
静

脈
シ

ャ
ン

ト
バ

ル
ブ

設
置

術
6
,
7
3
0
点

く
う

Ｋ
６

３
５

－
３

連
続

携
行

式
腹

膜
灌

流
用

カ
テ

ー
テ

ル
腹

腔
内

留
置

術
1
2
,
0
0
0
点

か
ん

く
う

Ｋ
６

３
６

試
験

開
腹

術
6
,
6
6
0
点

Ｋ
６

３
６

－
２

ダ
メ

ー
ジ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

手
術

1
2
,
3
4
0
点

Ｋ
６

３
６

－
３

腹
腔

鏡
下

試
験

開
腹

術
1
1
,
3
2
0
点

く
う

Ｋ
６

３
６

－
４

腹
腔

鏡
下

試
験

切
除

術
1
1
,
3
2
0
点

く
う

Ｋ
６

３
７

限
局

性
腹

腔
膿

瘍
手

術
く

う
の

う

１
横

隔
膜

下
膿

瘍
1
0
,
6
9
0
点

の
う

２
ダ

グ
ラ

ス
窩

膿
瘍

5
,
7
1
0
点

か
の

う

３
虫

垂
周

囲
膿

瘍
5
,
3
4
0
点

の
う

４
そ

の
他

の
も

の
9
,
2
7
0
点

Ｋ
６

３
７

－
２

経
皮

的
腹

腔
膿

瘍
ド

レ
ナ

ー
ジ

術
1
0
,
8
0
0
点

く
う

の
う

注
挿

入
時

に
行

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
、

算
定

し
な

い
。

Ｋ
６

３
８

骨
盤

腹
膜

外
膿

瘍
切

開
排

膿
術

3
,
2
9
0
点

の
う

の
う

Ｋ
６

３
９

急
性

汎
発

性
腹

膜
炎

手
術

1
4
,
4
0
0
点

Ｋ
６

３
９

－
２

結
核

性
腹

膜
炎

手
術

1
2
,
0
0
0
点

Ｋ
６

３
９

－
３

腹
腔

鏡
下

汎
発

性
腹

膜
炎

手
術

2
3
,
0
4
0
点

く
う

Ｋ
６

４
０

腸
間

膜
損

傷
手

術

１
縫

合
、

修
復

の
み

の
も

の
1
0
,
3
9
0
点

２
腸

管
切

除
を

伴
う

も
の

2
6
,
8
8
0
点

Ｋ
６

４
１

大
網

切
除

術
8
,
7
2
0
点

Ｋ
６

４
２

大
網

、
腸

間
膜

、
後

腹
膜

腫
瘍

摘
出

術

１
腸

切
除

を
伴

わ
な

い
も

の
1
4
,
2
9
0
点

２
腸

切
除

を
伴

う
も

の
2
9
,
9
7
0
点

Ｋ
６

４
２

－
２

腹
腔

鏡
下

大
網

、
腸

間
膜

、
後

腹
膜

腫
瘍

摘
出

術
3
2
,
3
1
0
点

く
う

Ｋ
６

４
２

－
３

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

腫
瘍

摘
出

術
3
0
,
3
1
0
点

く
う

Ｋ
６

４
３

後
腹

膜
悪

性
腫

瘍
手

術
4
8
,
5
1
0
点

Ｋ
６

４
３

－
２

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

悪
性

腫
瘍

手
術

5
0
,
6
1
0
点

く
う

Ｋ
６

４
４

臍
腸

管
瘻

手
術

さ
い

ろ
う

１
腸

管
切

除
を

伴
わ

な
い

も
の

5
,
2
6
0
点

２
腸

管
切

除
を

伴
う

も
の

1
8
,
2
8
0
点

Ｋ
６

４
５

骨
盤

内
臓

全
摘

術
1
2
0
,
9
8
0
点

（
胃

、
十

二
指

腸
）

Ｋ
６

２
２

胸
管

内
頸

静
脈

吻
合

術
3
7
,
6
2
0
点

け
い

ふ
ん

Ｋ
６

２
３

静
脈

形
成

術
、

吻
合

術
ふ

ん

１
胸

腔
内

静
脈

2
5
,
2
0
0
点

く
う

２
腹

腔
内

静
脈

2
5
,
2
0
0
点

く
う

３
そ

の
他

の
静

脈
1
6
,
1
4
0
点

Ｋ
６

２
３

－
２

脾
腎

静
脈

吻
合

術
2
1
,
2
2
0
点

ひ
ふ

ん

（
リ

ン
パ

管
、

リ
ン

パ
節

）

Ｋ
６

２
４

削
除

Ｋ
６

２
５

リ
ン

パ
管

腫
摘

出
術

１
長

径
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
1
3
,
0
9
0
点

２
長

径
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
1
6
,
3
9
0
点

Ｋ
６

２
６

リ
ン

パ
節

摘
出

術

１
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
1
,
2
0
0
点

２
長

径
３

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
2
,
8
8
0
点

Ｋ
６

２
６

－
２

リ
ン

パ
節

膿
瘍

切
開

術
9
1
0
点

の
う

Ｋ
６

２
７

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

１
顎

下
部

又
は

舌
下

部
（

浅
在

性
）

1
0
,
8
7
0
点

２
頸

部
（

深
在

性
）

2
4
,
0
9
0
点

け
い

３
鎖

骨
上

窩
及

び
下

窩
1
4
,
4
6
0
点

か
か

４
腋

窩
1
7
,
7
5
0
点

え
き

か

５
胸

骨
旁

2
3
,
1
9
0
点

ぼ
う

６
鼠

径
部

及
び

股
部

8
,
7
1
0
点

そ

７
後

腹
膜

4
1
,
3
8
0
点

８
骨

盤
2
6
,
8
0
0
点

Ｋ
６

２
７

－
２

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

く
う

１
後

腹
膜

4
0
,
6
7
0
点

２
傍

大
動

脈
3
5
,
5
0
0
点

３
骨

盤
4
1
,
0
9
0
点

注
１

及
び

３
に

つ
い

て
は

泌
尿

器
が

ん
（

１
に

つ
い

て
は

精
巣

が
ん

に
限

る
。

）
か

ら
、

２
に

つ

い
て

は
子

宮
体

が
ん

か
ら

転
移

し
た

も
の

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｋ
６

２
７

－
３

腹
腔

鏡
下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

2
6
,
4
6
0
点

く
う

注
泌

尿
器

が
ん

か
ら

転
移

し
た

も
の

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｋ
６

２
７

－
４

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

3
9
,
7
2
0
点

く
う

注
精

巣
が

ん
か

ら
転

移
し

た
も

の
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｋ
６

２
８

リ
ン

パ
管

吻
合

術
3
4
,
4
5
0
点

ふ
ん

第
９

款
腹

部

区
分

（
腹

壁
、

ヘ
ル

ニ
ア

）

Ｋ
６

２
９

削
除

Ｋ
６

３
０

腹
壁

膿
瘍

切
開

術
1
,
2
7
0
点

の
う

Ｋ
６

３
１

腹
壁

瘻
手

術
ろ

う

１
腹

壁
に

限
局

す
る

も
の

1
,
8
2
0
点

２
腹

腔
に

通
ず

る
も

の
1
0
,
0
5
0
点

く
う

Ｋ
６

３
２

腹
壁

腫
瘍

摘
出

術

１
形

成
手

術
を

必
要

と
し

な
い

場
合

4
,
3
1
0
点

２
形

成
手

術
を

必
要

と
す

る
場

合
1
1
,
2
1
0
点

Ｋ
６

３
３

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

１
腹

壁
瘢

痕
ヘ

ル
ニ

ア
9
,
9
5
0
点

は
ん

２
半

月
状

線
ヘ

ル
ニ

ア
、

白
線

ヘ
ル

ニ
ア

、
腹

直
筋

離
開

6
,
2
0
0
点
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Ｋ
６

５
７

－
２

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

く
う

１
単

純
全

摘
術

6
4
,
7
4
0
点

２
悪

性
腫

瘍
手

術
8
3
,
0
9
0
点

注
有

茎
腸

管
移

植
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
5
,
0
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
６

５
８

削
除

Ｋ
６

５
９

食
道

下
部

迷
走

神
経

切
除

術
（

幹
迷

切
）

１
単

独
の

も
の

1
3
,
6
0
0
点

２
ド

レ
ナ

ー
ジ

を
併

施
す

る
も

の
1
9
,
0
0
0
点

３
胃

切
除

術
を

併
施

す
る

も
の

3
7
,
6
2
0
点

Ｋ
６

５
９

－
２

腹
腔

鏡
下

食
道

下
部

迷
走

神
経

切
断

術
（

幹
迷

切
）

3
0
,
5
7
0
点

く
う

Ｋ
６

６
０

食
道

下
部

迷
走

神
経

選
択

的
切

除
術

１
単

独
の

も
の

1
9
,
5
0
0
点

２
ド

レ
ナ

ー
ジ

を
併

施
す

る
も

の
2
8
,
2
1
0
点

３
胃

切
除

術
を

併
施

す
る

も
の

3
7
,
6
2
0
点

Ｋ
６

６
０

－
２

腹
腔

鏡
下

食
道

下
部

迷
走

神
経

選
択

的
切

除
術

3
4
,
1
0
0
点

く
う

Ｋ
６

６
１

胃
冠

状
静

脈
結

紮
及

び
切

除
術

1
7
,
4
0
0
点

さ
つ

Ｋ
６

６
２

胃
腸

吻
合

術
（

ブ
ラ

ウ
ン

吻
合

を
含

む
。

）
1
6
,
0
1
0
点

ふ
ん

ふ
ん

Ｋ
６

６
２

－
２

腹
腔

鏡
下

胃
腸

吻
合

術
1
8
,
8
9
0
点

く
う

ふ
ん

Ｋ
６

６
３

十
二

指
腸

空
腸

吻
合

術
1
3
,
4
0
0
点

ふ
ん

Ｋ
６

６
４

胃
瘻

造
設

術
（

経
皮

的
内

視
鏡

下
胃

瘻
造

設
術

、
腹

腔
鏡

下
胃

瘻
造

設
術

を
含

む
。

）
6
,
0
7
0
点

ろ
う

ろ
う

く
う

ろ
う

Ｋ
６

６
４

－
２

経
皮

経
食

道
胃

管
挿

入
術

（
Ｐ

Ｔ
Ｅ

Ｇ
）

1
4
,
6
1
0
点

Ｋ
６

６
４

－
３

薬
剤

投
与

用
胃

瘻
造

設
術

8
,
5
7
0
点

ろ
う

Ｋ
６

６
５

胃
瘻

閉
鎖

術
ろ

う

１
開

腹
又

は
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
1
2
,
0
4
0
点

く
う

２
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
0
,
3
0
0
点

Ｋ
６

６
５

－
２

胃
瘻

抜
去

術
2
,
0
0
0
点

ろ
う

Ｋ
６

６
６

幽
門

形
成

術
（

粘
膜

外
幽

門
筋

切
開

術
を

含
む

。
）

1
0
,
5
0
0
点

Ｋ
６

６
６

－
２

腹
腔

鏡
下

幽
門

形
成

術
1
7
,
0
6
0
点

く
う

Ｋ
６

６
７

噴
門

形
成

術
1
6
,
9
8
0
点

Ｋ
６

６
７

－
２

腹
腔

鏡
下

噴
門

形
成

術
3
7
,
6
2
0
点

く
う

Ｋ
６

６
７

－
３

削
除

Ｋ
６

６
８

胃
横

断
術

（
静

脈
瘤

手
術

）
2
8
,
2
1
0
点

り
ゆ

う

Ｋ
６

６
８

－
２

バ
ル

ー
ン

閉
塞

下
逆

行
性

経
静

脈
的

塞
栓

術
3
1
,
7
1
0
点

（
胆

嚢
、

胆
道

）
の

う

Ｋ
６

６
９

胆
管

切
開

術
1
2
,
4
6
0
点

Ｋ
６

７
０

胆
嚢

切
開

結
石

摘
出

術
1
1
,
8
0
0
点

の
う

Ｋ
６

７
１

胆
管

切
開

結
石

摘
出

術
（

チ
ュ

ー
ブ

挿
入

を
含

む
。

）

１
胆

嚢
摘

出
を

含
む

も
の

3
3
,
8
5
0
点

の
う

２
胆

嚢
摘

出
を

含
ま

な
い

も
の

2
6
,
8
8
0
点

の
う

Ｋ
６

７
１

－
２

腹
腔

鏡
下

胆
管

切
開

結
石

摘
出

術
く

う

１
胆

嚢
摘

出
を

含
む

も
の

3
9
,
8
9
0
点

の
う

２
胆

嚢
摘

出
を

含
ま

な
い

も
の

3
3
,
6
1
0
点

の
う

Ｋ
６

７
２

胆
嚢

摘
出

術
2
7
,
6
7
0
点

の
う

Ｋ
６

７
２

－
２

腹
腔

鏡
下

胆
嚢

摘
出

術
2
1
,
5
0
0
点

く
う

の
う

Ｋ
６

７
３

胆
管

形
成

手
術

（
胆

管
切

除
術

を
含

む
。

）
3
7
,
6
2
0
点

Ｋ
６

７
４

総
胆

管
拡

張
症

手
術

5
9
,
4
9
0
点

注
乳

頭
形

成
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
６

７
４

－
２

腹
腔

鏡
下

総
胆

管
拡

張
症

手
術

1
1
0
,
0
0
0
点

く
う

注
乳

頭
形

成
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
６

４
６

胃
血

管
結

紮
術

（
急

性
胃

出
血

手
術

）
1
1
,
3
6
0
点

さ
つ

Ｋ
６

４
７

胃
縫

合
術

（
大

網
充

填
術

又
は

被
覆

術
を

含
む

。
）

1
2
,
1
9
0
点

Ｋ
６

４
７

－
２

腹
腔

鏡
下

胃
、

十
二

指
腸

潰
瘍

穿
孔

縫
合

術
2
3
,
9
4
0
点

く
う

せ
ん

Ｋ
６

４
７

－
３

内
視

鏡
下

胃
、

十
二

指
腸

穿
孔

瘻
孔

閉
鎖

術
1
0
,
3
0
0
点

せ
ん

ろ
う

Ｋ
６

４
８

胃
切

開
術

1
1
,
1
4
0
点

Ｋ
６

４
９

胃
吊

上
げ

固
定

術
（

胃
下

垂
症

手
術

）
、

胃
捻

転
症

手
術

1
1
,
8
0
0
点

Ｋ
６

４
９

－
２

腹
腔

鏡
下

胃
吊

上
げ

固
定

術
（

胃
下

垂
症

手
術

）
、

胃
捻

転
症

手
術

2
2
,
3
2
0
点

く
う

Ｋ
６

５
０

削
除

Ｋ
６

５
１

内
視

鏡
的

胃
、

十
二

指
腸

ス
テ

ン
ト

留
置

術
9
,
2
1
0
点

Ｋ
６

５
２

胃
、

十
二

指
腸

憩
室

切
除

術
・

ポ
リ

ー
プ

切
除

術
（

開
腹

に
よ

る
も

の
）

1
1
,
5
3
0
点

Ｋ
６

５
３

内
視

鏡
的

胃
、

十
二

指
腸

ポ
リ

ー
プ

・
粘

膜
切

除
術

１
早

期
悪

性
腫

瘍
粘

膜
切

除
術

6
,
4
6
0
点

２
早

期
悪

性
腫

瘍
胃

粘
膜

下
層

剥
離

術
1
8
,
3
7
0
点

は
く

３
早

期
悪

性
腫

瘍
十

二
指

腸
粘

膜
下

層
剥

離
術

2
1
,
3
7
0
点

は
く

４
早

期
悪

性
腫

瘍
ポ

リ
ー

プ
切

除
術

6
,
2
3
0
点

５
そ

の
他

の
ポ

リ
ー

プ
・

粘
膜

切
除

術
5
,
2
0
0
点

Ｋ
６

５
３

－
２

食
道

・
胃

内
異

物
除

去
摘

出
術

（
マ

グ
ネ

ッ
ト

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

も
の

）
3
,
2
0
0
点

Ｋ
６

５
３

－
３

内
視

鏡
的

食
道

及
び

胃
内

異
物

摘
出

術
3
,
2
5
0
点

Ｋ
６

５
３

－
４

内
視

鏡
的

表
在

性
胃

悪
性

腫
瘍

光
線

力
学

療
法

6
,
4
6
0
点

Ｋ
６

５
３

－
５

内
視

鏡
的

胃
、

十
二

指
腸

狭
窄

拡
張

術
1
2
,
4
8
0
点

さ
く

Ｋ
６

５
４

内
視

鏡
的

消
化

管
止

血
術

4
,
6
0
0
点

Ｋ
６

５
４

－
２

胃
局

所
切

除
術

1
3
,
8
3
0
点

Ｋ
６

５
４

－
３

腹
腔

鏡
下

胃
局

所
切

除
術

く
う

１
内

視
鏡

処
置

を
併

施
す

る
も

の
2
8
,
5
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
0
,
4
0
0
点

Ｋ
６

５
４

－
４

腹
腔

鏡
下

十
二

指
腸

局
所

切
除

術
（

内
視

鏡
処

置
を

併
施

す
る

も
の

）
3
0
,
0
0
0
点

く
う

Ｋ
６

５
５

胃
切

除
術

１
単

純
切

除
術

3
3
,
8
5
0
点

２
悪

性
腫

瘍
手

術
5
5
,
8
7
0
点

注
有

茎
腸

管
移

植
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
5
,
0
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
６

５
５

－
２

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

く
う

１
単

純
切

除
術

4
5
,
4
7
0
点

２
悪

性
腫

瘍
手

術
6
4
,
1
2
0
点

注
有

茎
腸

管
移

植
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
5
,
0
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
６

５
５

－
３

十
二

指
腸

窓
（

内
方

）
憩

室
摘

出
術

2
6
,
9
1
0
点

Ｋ
６

５
５

－
４

噴
門

側
胃

切
除

術

１
単

純
切

除
術

4
0
,
1
7
0
点

２
悪

性
腫

瘍
切

除
術

7
1
,
6
3
0
点

注
有

茎
腸

管
移

植
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
5
,
0
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
６

５
５

－
５

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
く

う

１
単

純
切

除
術

5
4
,
0
1
0
点

２
悪

性
腫

瘍
切

除
術

7
5
,
7
3
0
点

注
有

茎
腸

管
移

植
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
６

５
６

胃
縮

小
術

2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
６

５
６

－
２

腹
腔

鏡
下

胃
縮

小
術

（
ス

リ
ー

ブ
状

切
除

に
よ

る
も

の
）

4
0
,
0
5
0
点

く
う

Ｋ
６

５
７

胃
全

摘
術

１
単

純
全

摘
術

5
0
,
9
2
0
点

２
悪

性
腫

瘍
手

術
6
9
,
8
4
0
点

注
有

茎
腸

管
移

植
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、
5
,
0
0
0
点

を
加

算
す

る
。
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Ｋ
６

８
９

－
２

経
皮

経
肝

バ
ル

ー
ン

拡
張

術
1
2
,
2
7
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

（
肝

）

Ｋ
６

９
０

肝
縫

合
術

1
9
,
1
4
0
点

Ｋ
６

９
１

肝
膿

瘍
切

開
術

の
う

１
開

腹
に

よ
る

も
の

1
1
,
8
6
0
点

２
開

胸
に

よ
る

も
の

1
2
,
5
2
0
点

Ｋ
６

９
１

－
２

経
皮

的
肝

膿
瘍

ド
レ

ナ
ー

ジ
術

1
0
,
8
0
0
点

の
う

注
挿

入
時

に
行

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｋ
６

９
２

肝
嚢

胞
切

開
又

は
縫

縮
術

1
3
,
7
1
0
点

の
う

Ｋ
６

９
２

－
２

腹
腔

鏡
下

肝
嚢

胞
切

開
術

2
8
,
2
1
0
点

く
う

の
う

Ｋ
６

９
３

肝
内

結
石

摘
出

術
（

開
腹

）
2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
６

９
４

肝
嚢

胞
、

肝
膿

瘍
摘

出
術

2
8
,
2
1
0
点

の
う

の
う

Ｋ
６

９
５

肝
切

除
術

１
部

分
切

除

イ
単

回
の

切
除

に
よ

る
も

の
3
8
,
0
4
0
点

ロ
複

数
回

の
切

除
を

要
す

る
も

の
4
3
,
3
4
0
点

２
亜

区
域

切
除

5
6
,
2
8
0
点

３
外

側
区

域
切

除
4
6
,
1
3
0
点

４
１

区
域

切
除

（
外

側
区

域
切

除
を

除
く

。
）

6
0
,
7
0
0
点

５
２

区
域

切
除

7
6
,
2
1
0
点

６
３

区
域

切
除

以
上

の
も

の
9
7
,
0
5
0
点

７
２

区
域

切
除

以
上

で
あ

っ
て

、
血

行
再

建
を

伴
う

も
の

1
2
6
,
2
3
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

６
９

７
－

２
に

掲
げ

る
肝

悪
性

腫
瘍

マ
イ

ク
ロ

波
凝

固
法

又
は

区
分

番
号

Ｋ
６

９

７
－

３
に

掲
げ

る
肝

悪
性

腫
瘍

ラ
ジ

オ
波

焼
灼

療
法

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

に
は

、
局

所
穿

し
や

く
せ

ん

刺
療

法
併

用
加

算
と

し
て

、
6
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
６

９
５

－
２

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

く
う

１
部

分
切

除

イ
単

回
の

切
除

に
よ

る
も

の
5
8
,
6
8
0
点

ロ
複

数
回

の
切

除
を

要
す

る
も

の
6
3
,
6
8
0
点

２
外

側
区

域
切

除
7
4
,
8
8
0
点

３
亜

区
域

切
除

1
0
8
,
8
2
0
点

４
１

区
域

切
除

（
外

側
区

域
切

除
を

除
く

。
）

1
3
0
,
7
3
0
点

５
２

区
域

切
除

1
5
2
,
4
4
0
点

６
３

区
域

切
除

以
上

の
も

の
1
7
4
,
0
9
0
点

Ｋ
６

９
６

肝
内

胆
管

（
肝

管
）

胃
（

腸
）

吻
合

術
3
0
,
9
4
0
点

ふ
ん

Ｋ
６

９
７

肝
内

胆
管

外
瘻

造
設

術
ろ

う

１
開

腹
に

よ
る

も
の

1
8
,
8
1
0
点

２
経

皮
経

肝
に

よ
る

も
の

1
0
,
8
0
0
点

Ｋ
６

９
７

－
２

肝
悪

性
腫

瘍
マ

イ
ク

ロ
波

凝
固

法
（

一
連

と
し

て
）

１
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
1
8
,
7
1
0
点

く
う

２
そ

の
他

の
も

の
1
7
,
4
1
0
点

Ｋ
６

９
７

－
３

肝
悪

性
腫

瘍
ラ

ジ
オ

波
焼

灼
療

法
（

一
連

と
し

て
）

し
や

く

１
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

内
の

も
の

イ
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
1
6
,
3
0
0
点

く
う

ロ
そ

の
他

の
も

の
1
5
,
0
0
0
点

２
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
も

の

イ
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
2
3
,
2
6
0
点

く
う

ロ
そ

の
他

の
も

の
2
1
,
9
6
0
点

Ｋ
６

７
５

胆
嚢

悪
性

腫
瘍

手
術

の
う

１
胆

嚢
に

限
局

す
る

も
の

（
リ

ン
パ

節
郭

清
を

含
む

。
）

4
5
,
5
2
0
点

の
う

２
肝

切
除

（
亜

区
域

切
除

以
上

）
を

伴
う

も
の

5
7
,
7
9
0
点

３
肝

切
除

（
葉

以
上

）
を

伴
う

も
の

7
7
,
4
5
0
点

４
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
を

伴
う

も
の

1
0
1
,
5
9
0
点

す
い

５
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
及

び
肝

切
除

（
葉

以
上

）
を

伴
う

も
の

1
7
3
,
5
0
0
点

す
い

Ｋ
６

７
６

削
除

Ｋ
６

７
７

胆
管

悪
性

腫
瘍

手
術

１
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
及

び
肝

切
除

（
葉

以
上

）
を

伴
う

も
の

1
7
3
,
5
0
0
点

す
い

２
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
及

び
血

行
再

建
を

伴
う

も
の

1
0
4
,
8
0
0
点

す
い

３
そ

の
他

の
も

の
8
4
,
7
0
0
点

Ｋ
６

７
７

－
２

肝
門

部
胆

管
悪

性
腫

瘍
手

術

１
血

行
再

建
あ

り
1
8
0
,
9
9
0
点

２
血

行
再

建
な

し
1
0
1
,
0
9
0
点

Ｋ
６

７
８

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
術

（
一

連
に

つ
き

）
1
6
,
3
0
0
点

Ｋ
６

７
９

胆
嚢

胃
（

腸
）

吻
合

術
1
1
,
5
8
0
点

の
う

ふ
ん

Ｋ
６

８
０

総
胆

管
胃

（
腸

）
吻

合
術

3
3
,
8
5
0
点

ふ
ん

Ｋ
６

８
１

胆
嚢

外
瘻

造
設

術
9
,
4
2
0
点

の
う

ろ
う

Ｋ
６

８
２

胆
管

外
瘻

造
設

術
ろ

う

１
開

腹
に

よ
る

も
の

1
4
,
7
6
0
点

２
経

皮
経

肝
に

よ
る

も
の

1
0
,
8
0
0
点

注
挿

入
時

に
行

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｋ
６

８
２

－
２

経
皮

的
胆

管
ド

レ
ナ

ー
ジ

術
1
0
,
8
0
0
点

注
挿

入
時

に
行

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

Ｋ
６

８
２

－
３

内
視

鏡
的

経
鼻

胆
管

ド
レ

ナ
ー

ジ
術

（
Ｅ

Ｎ
Ｂ

Ｄ
）

1
0
,
8
0
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
６

８
２

－
４

超
音

波
内

視
鏡

下
瘻

孔
形

成
術

（
腹

腔
内

膿
瘍

に
対

す
る

も
の

）
2
5
,
5
7
0
点

ろ
う

く
う

の
う

Ｋ
６

８
３

削
除

Ｋ
６

８
４

先
天

性
胆

道
閉

鎖
症

手
術

6
0
,
0
0
0
点

Ｋ
６

８
４

－
２

腹
腔

鏡
下

胆
道

閉
鎖

症
手

術
1
1
9
,
2
0
0
点

く
う

Ｋ
６

８
５

内
視

鏡
的

胆
道

結
石

除
去

術

１
胆

道
砕

石
術

を
伴

う
も

の
1
4
,
3
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
9
,
9
8
0
点

注
バ

ル
ー

ン
内

視
鏡

を
用

い
て

実
施

し
た

場
合

は
、

バ
ル

ー
ン

内
視

鏡
加

算
と

し
て

、
3
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
６

８
６

内
視

鏡
的

胆
道

拡
張

術
1
3
,
8
2
0
点

注
バ

ル
ー

ン
内

視
鏡

を
用

い
て

実
施

し
た

場
合

は
、

バ
ル

ー
ン

内
視

鏡
加

算
と

し
て

、
3
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
６

８
７

内
視

鏡
的

乳
頭

切
開

術

１
乳

頭
括

約
筋

切
開

の
み

の
も

の
1
1
,
2
7
0
点

２
胆

道
砕

石
術

を
伴

う
も

の
2
4
,
5
5
0
点

３
胆

道
鏡

下
結

石
破

砕
術

を
伴

う
も

の
3
1
,
7
0
0
点

注
バ

ル
ー

ン
内

視
鏡

を
用

い
て

実
施

し
た

場
合

は
、

バ
ル

ー
ン

内
視

鏡
加

算
と

し
て

、
3
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
６

８
８

内
視

鏡
的

胆
道

ス
テ

ン
ト

留
置

術
1
1
,
5
4
0
点

注
バ

ル
ー

ン
内

視
鏡

を
用

い
て

実
施

し
た

場
合

は
、

バ
ル

ー
ン

内
視

鏡
加

算
と

し
て

、
3
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
６

８
９

経
皮

経
肝

胆
管

ス
テ

ン
ト

挿
入

術
1
2
,
2
7
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

（ ）（ ） 579578

２
－
⑽　
手　
術



１
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
術

の
場

合
1
5
8
,
4
5
0
点

す
い

２
リ

ン
パ

節
・

神
経

叢
郭

清
等

を
伴

う
腫

瘍
切

除
術

の
場

合
1
7
3
,
6
4
0
点

そ
う

Ｋ
７

０
４

膵
全

摘
術

1
0
3
,
0
3
0
点

す
い

Ｋ
７

０
５

膵
嚢

胞
胃

（
腸

）
バ

イ
パ

ス
術

す
い

の
う

１
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
3
,
8
2
0
点

２
開

腹
に

よ
る

も
の

3
1
,
3
1
0
点

Ｋ
７

０
６

膵
管

空
腸

吻
合

術
3
7
,
6
2
0
点

す
い

ふ
ん

Ｋ
７

０
７

膵
嚢

胞
外

瘻
造

設
術

す
い

の
う

ろ
う

１
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
8
,
3
7
0
点

２
開

腹
に

よ
る

も
の

1
2
,
4
6
0
点

Ｋ
７

０
８

膵
管

外
瘻

造
設

術
1
8
,
8
1
0
点

す
い

ろ
う

Ｋ
７

０
８

－
２

膵
管

誘
導

手
術

1
8
,
8
1
0
点

す
い

Ｋ
７

０
８

－
３

内
視

鏡
的

膵
管

ス
テ

ン
ト

留
置

術
2
2
,
2
4
0
点

す
い

Ｋ
７

０
９

膵
瘻

閉
鎖

術
2
8
,
2
1
0
点

す
い

ろ
う

Ｋ
７

０
９

－
２

移
植

用
膵

採
取

術
（

死
体

）
7
7
,
2
4
0
点

す
い

注
膵

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

す
い

Ｋ
７

０
９

－
３

同
種

死
体

膵
移

植
術

1
1
2
,
5
7
0
点

す
い

注
１

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
（

平
成

９
年

法
律

第
1
0
4
号

）
第

６
条

第
２

号
に

規
定

す
る

脳

死
し

た
者

の
身

体
か

ら
採

取
さ

れ
た

膵
を

除
く

死
体

膵
を

移
植

し
た

場
合

は
、

移
植

臓
器

提
供

す
い

す
い

加
算

と
し

て
、
5
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
膵

移
植

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

す
い

３
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
７

０
９

－
４

移
植

用
膵

腎
採

取
術

（
死

体
）

8
4
,
0
8
0
点

す
い

注
膵

腎
提

供
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
す

い

Ｋ
７

０
９

－
５

同
種

死
体

膵
腎

移
植

術
1
4
0
,
4
2
0
点

す
い

注
１

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

号
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

採
取

さ

れ
た

膵
腎

を
除

く
死

体
膵

腎
を

移
植

し
た

場
合

は
、

移
植

臓
器

提
供

加
算

と
し

て
、
5
5
,
0
0
0
点

す
い

す
い

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
膵

腎
移

植
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
す

い

３
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
７

０
９

－
６

同
種

死
体

膵
島

移
植

術
5
6
,
4
9
0
点

す
い

注
１

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

号
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

採
取

さ

れ
た

膵
島

を
除

く
死

体
膵

島
を

移
植

し
た

場
合

は
、

移
植

臓
器

提
供

加
算

と
し

て
、
5
5
,
0
0
0
点

す
い

す
い

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
膵

島
移

植
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
す

い

３
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

４
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

（
脾

）
ひ

Ｋ
７

１
０

脾
縫

合
術

（
部

分
切

除
を

含
む

。
）

2
6
,
8
1
0
点

ひ

Ｋ
７

１
０

－
２

腹
腔

鏡
下

脾
固

定
術

3
0
,
0
7
0
点

く
う

ひ

Ｋ
７

１
１

脾
摘

出
術

3
4
,
1
3
0
点

ひ

Ｋ
７

１
１

－
２

腹
腔

鏡
下

脾
摘

出
術

3
7
,
0
6
0
点

く
う

ひ

（
空

腸
、

回
腸

、
盲

腸
、

虫
垂

、
結

腸
）

Ｋ
７

１
２

破
裂

腸
管

縫
合

術
1
1
,
4
0
0
点

Ｋ
７

１
３

腸
切

開
術

9
,
6
5
0
点

Ｋ
７

１
４

腸
管

癒
着

症
手

術
1
2
,
0
1
0
点

注
フ

ュ
ー

ジ
ョ

ン
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
を

用
い

て
行

っ
た

場
合

は
、

フ
ュ

ー
ジ

ョ
ン

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
６

９
７

－
４

移
植

用
部

分
肝

採
取

術
（

生
体

）
8
2
,
8
0
0
点

注
肝

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
６

９
７

－
５

生
体

部
分

肝
移

植
術

2
2
7
,
1
4
0
点

注
１

生
体

部
分

肝
を

移
植

し
た

場
合

は
、

生
体

部
分

肝
の

摘
出

の
た

め
に

要
し

た
提

供
者

の
療

養

上
の

費
用

と
し

て
、

こ
の

表
に

掲
げ

る
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

を
加

算
す

る
。

２
肝

移
植

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

３
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
６

９
７

－
６

移
植

用
肝

採
取

術
（

死
体

）
8
6
,
7
0
0
点

注
肝

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
６

９
７

－
７

同
種

死
体

肝
移

植
術

1
9
3
,
0
6
0
点

注
１

肝
移

植
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

２
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

（
膵

）
す

い

Ｋ
６

９
８

急
性

膵
炎

手
術

す
い

１
感

染
性

壊
死

部
切

除
を

伴
う

も
の

4
9
,
3
9
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
６

９
９

膵
結

石
手

術
す

い

１
膵

切
開

に
よ

る
も

の
2
8
,
2
1
0
点

す
い

２
経

十
二

指
腸

乳
頭

に
よ

る
も

の
2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
６

９
９

－
２

体
外

衝
撃

波
膵

石
破

砕
術

（
一

連
に

つ
き

）
1
9
,
3
0
0
点

す
い

注
破

砕
し

た
膵

石
を

内
視

鏡
を

用
い

て
除

去
し

た
場

合
は

、
内

視
鏡

的
膵

石
除

去
加

算
と

し
て

、
す

い
す

い

一
連

に
つ

き
１

回
に

限
り
5
,
6
4
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
７

０
０

膵
中

央
切

除
術

5
3
,
5
6
0
点

す
い

Ｋ
７

０
０

－
２

膵
腫

瘍
摘

出
術

2
6
,
1
0
0
点

す
い

Ｋ
７

０
０

－
３

腹
腔

鏡
下

膵
腫

瘍
摘

出
術

3
9
,
9
5
0
点

く
う

す
い

Ｋ
７

０
１

膵
破

裂
縫

合
術

2
4
,
2
8
0
点

す
い

Ｋ
７

０
２

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
す

い

１
膵

尾
部

切
除

術
の

場
合

す
い

イ
脾

同
時

切
除

の
場

合
2
4
,
0
0
0
点

ひ

ロ
脾

温
存

の
場

合
2
1
,
7
5
0
点

ひ

２
リ

ン
パ

節
・

神
経

叢
郭

清
等

を
伴

う
腫

瘍
切

除
術

の
場

合
5
7
,
1
9
0
点

そ
う

３
周

辺
臓

器
（

胃
、

結
腸

、
腎

、
副

腎
等

）
の

合
併

切
除

を
伴

う
腫

瘍
切

除
術

の
場

合

5
2
,
7
3
0
点

４
血

行
再

建
を

伴
う

腫
瘍

切
除

術
の

場
合

5
5
,
8
7
0
点

Ｋ
７

０
２

－
２

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
く

う
す

い

１
脾

同
時

切
除

の
場

合
5
3
,
4
8
0
点

ひ

２
脾

温
存

の
場

合
5
6
,
2
4
0
点

ひ

Ｋ
７

０
３

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

す
い

１
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
術

の
場

合
8
1
,
6
2
0
点

す
い

２
リ

ン
パ

節
・

神
経

叢
郭

清
等

を
伴

う
腫

瘍
切

除
術

の
場

合
又

は
十

二
指

腸
温

存
膵

頭
切

除
術

の
そ

う
す

い

場
合

8
6
,
8
1
0
点

３
周

辺
臓

器
（

胃
、

結
腸

、
腎

、
副

腎
等

）
の

合
併

切
除

を
伴

う
腫

瘍
切

除
術

の
場

合

8
6
,
8
1
0
点

４
血

行
再

建
を

伴
う

腫
瘍

切
除

術
の

場
合

1
3
1
,
2
3
0
点

Ｋ
７

０
３

－
２

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

く
う

す
い

（ ）（ ） 581580
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Ｋ
７

２
１

内
視

鏡
的

大
腸

ポ
リ

ー
プ

・
粘

膜
切

除
術

１
長

径
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
5
,
0
0
0
点

２
長

径
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
7
,
0
0
0
点

Ｋ
７

２
１

－
２

削
除

Ｋ
７

２
１

－
３

内
視

鏡
的

結
腸

異
物

摘
出

術
5
,
3
6
0
点

Ｋ
７

２
１

－
４

早
期

悪
性

腫
瘍

大
腸

粘
膜

下
層

剥
離

術
2
2
,
0
4
0
点

は
く

Ｋ
７

２
２

小
腸

結
腸

内
視

鏡
的

止
血

術
1
0
,
3
9
0
点

注
バ

ル
ー

ン
内

視
鏡

を
用

い
て

実
施

し
た

場
合

は
、

バ
ル

ー
ン

内
視

鏡
加

算
と

し
て

、
3
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
７

２
３

削
除

Ｋ
７

２
４

腸
吻

合
術

9
,
3
3
0
点

ふ
ん

Ｋ
７

２
５

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

造
設

術
8
,
8
3
0
点

ろ
う

ろ
う

Ｋ
７

２
５

－
２

腹
腔

鏡
下

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

造
設

術
1
3
,
2
5
0
点

く
う

ろ
う

ろ
う

Ｋ
７

２
６

人
工

肛
門

造
設

術
9
,
5
7
0
点

こ
う

Ｋ
７

２
６

－
２

腹
腔

鏡
下

人
工

肛
門

造
設

術
1
6
,
7
0
0
点

く
う

こ
う

Ｋ
７

２
７

腹
壁

外
腸

管
前

置
術

8
,
3
4
0
点

Ｋ
７

２
８

腸
狭

窄
部

切
開

縫
合

術
1
1
,
2
2
0
点

さ
く

Ｋ
７

２
９

腸
閉

鎖
症

手
術

１
腸

管
切

除
を

伴
わ

な
い

も
の

1
2
,
1
9
0
点

２
腸

管
切

除
を

伴
う

も
の

2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
７

２
９

－
２

多
発

性
小

腸
閉

鎖
症

手
術

4
7
,
0
2
0
点

Ｋ
７

２
９

－
３

腹
腔

鏡
下

腸
閉

鎖
症

手
術

3
2
,
3
1
0
点

く
う

Ｋ
７

３
０

小
腸

瘻
閉

鎖
術

ろ
う

１
腸

管
切

除
を

伴
わ

な
い

も
の

1
1
,
5
8
0
点

２
腸

管
切

除
を

伴
う

も
の

1
7
,
9
0
0
点

３
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
0
,
3
0
0
点

Ｋ
７

３
１

結
腸

瘻
閉

鎖
術

ろ
う

１
腸

管
切

除
を

伴
わ

な
い

も
の

1
1
,
7
5
0
点

２
腸

管
切

除
を

伴
う

も
の

2
8
,
2
1
0
点

３
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
0
,
3
0
0
点

Ｋ
７

３
２

人
工

肛
門

閉
鎖

術
こ

う

１
腸

管
切

除
を

伴
わ

な
い

も
の

1
1
,
4
7
0
点

２
腸

管
切

除
を

伴
う

も
の

イ
直

腸
切

除
術

後
の

も
の

3
4
,
2
8
0
点

ロ
そ

の
他

の
も

の
2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
７

３
２

－
２

腹
腔

鏡
下

人
工

肛
門

閉
鎖

術
（

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

直
腸

切
除

術
後

の
も

の
に

限
る

。
）

く
う

こ
う

4
0
,
4
5
0
点

Ｋ
７

３
３

盲
腸

縫
縮

術
4
,
4
0
0
点

Ｋ
７

３
４

腸
回

転
異

常
症

手
術

1
8
,
8
1
0
点

Ｋ
７

３
４

－
２

腹
腔

鏡
下

腸
回

転
異

常
症

手
術

2
6
,
8
0
0
点

く
う

Ｋ
７

３
５

先
天

性
巨

大
結

腸
症

手
術

5
0
,
8
3
0
点

Ｋ
７

３
５

－
２

小
腸

・
結

腸
狭

窄
部

拡
張

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
1
1
,
0
9
0
点

さ
く

注
バ

ル
ー

ン
内

視
鏡

を
用

い
て

実
施

し
た

場
合

は
、

バ
ル

ー
ン

内
視

鏡
加

算
と

し
て

、
3
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
７

３
５

－
３

腹
腔

鏡
下

先
天

性
巨

大
結

腸
症

手
術

6
3
,
7
1
0
点

く
う

Ｋ
７

３
５

－
４

下
部

消
化

管
ス

テ
ン

ト
留

置
術

1
0
,
9
2
0
点

Ｋ
７

３
５

－
５

腸
管

延
長

術
7
6
,
0
0
0
点

Ｋ
７

３
６

人
工

肛
門

形
成

術
こ

う

１
開

腹
を

伴
う

も
の

1
0
,
0
3
0
点

Ｋ
７

１
４

－
２

腹
腔

鏡
下

腸
管

癒
着

剥
離

術
2
0
,
6
5
0
点

く
う

は
く

Ｋ
７

１
５

腸
重

積
症

整
復

術

１
非

観
血

的
な

も
の

4
,
4
9
0
点

２
観

血
的

な
も

の
6
,
0
4
0
点

Ｋ
７

１
５

－
２

腹
腔

鏡
下

腸
重

積
症

整
復

術
1
4
,
6
6
0
点

く
う

Ｋ
７

１
６

小
腸

切
除

術

１
複

雑
な

も
の

3
4
,
1
5
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
5
,
9
4
0
点

Ｋ
７

１
６

－
２

腹
腔

鏡
下

小
腸

切
除

術
く

う

１
複

雑
な

も
の

3
7
,
3
8
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
3
1
,
3
7
0
点

Ｋ
７

１
６

－
３

移
植

用
部

分
小

腸
採

取
術

（
生

体
）

5
6
,
8
5
0
点

注
小

腸
提

供
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

Ｋ
７

１
６

－
４

生
体

部
分

小
腸

移
植

術
1
6
4
,
2
4
0
点

注
１

生
体

部
分

小
腸

を
移

植
し

た
場

合
は

、
生

体
部

分
小

腸
の

摘
出

の
た

め
に

要
し

た
提

供
者

の

療
養

上
の

費
用

と
し

て
、

こ
の

表
に

掲
げ

る
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

を
加

算
す

る
。

２
小

腸
移

植
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

３
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
７

１
６

－
５

移
植

用
小

腸
採

取
術

（
死

体
）

6
5
,
1
4
0
点

注
小

腸
提

供
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。

Ｋ
７

１
６

－
６

同
種

死
体

小
腸

移
植

術
1
7
7
,
9
8
0
点

注
１

小
腸

移
植

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

２
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
７

１
７

小
腸

腫
瘍

、
小

腸
憩

室
摘

出
術

（
メ

ッ
ケ

ル
憩

室
炎

手
術

を
含

む
。

）
1
8
,
8
1
0
点

Ｋ
７

１
８

虫
垂

切
除

術

１
虫

垂
周

囲
膿

瘍
を

伴
わ

な
い

も
の

6
,
7
4
0
点

の
う

２
虫

垂
周

囲
膿

瘍
を

伴
う

も
の

8
,
8
8
0
点

の
う

Ｋ
７

１
８

－
２

腹
腔

鏡
下

虫
垂

切
除

術
く

う

１
虫

垂
周

囲
膿

瘍
を

伴
わ

な
い

も
の

1
3
,
7
6
0
点

の
う

２
虫

垂
周

囲
膿

瘍
を

伴
う

も
の

2
2
,
0
5
0
点

の
う

Ｋ
７

１
９

結
腸

切
除

術

１
小

範
囲

切
除

2
4
,
1
7
0
点

２
結

腸
半

側
切

除
2
9
,
9
4
0
点

３
全

切
除

、
亜

全
切

除
又

は
悪

性
腫

瘍
手

術
3
5
,
6
8
0
点

注
人

工
肛

門
造

設
術

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

人
工

肛
門

造
設

加
算

と
し

て
、
2
,
0
0
0
点

を
こ

う
こ

う

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
７

１
９

－
２

腹
腔

鏡
下

結
腸

切
除

術
く

う

１
小

範
囲

切
除

、
結

腸
半

側
切

除
4
2
,
6
8
0
点

２
全

切
除

、
亜

全
切

除
5
9
,
5
1
0
点

注
人

工
肛

門
造

設
術

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

人
工

肛
門

造
設

加
算

と
し

て
、
3
,
4
7
0
点

を
こ

う
こ

う

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
７

１
９

－
３

腹
腔

鏡
下

結
腸

悪
性

腫
瘍

切
除

術
5
9
,
5
1
0
点

く
う

Ｋ
７

１
９

－
４

ピ
ッ

ク
レ

ル
氏

手
術

1
3
,
7
0
0
点

Ｋ
７

１
９

－
５

全
結

腸
・

直
腸

切
除

嚢
肛

門
吻

合
術

5
1
,
8
6
0
点

の
う

こ
う

ふ
ん

Ｋ
７

１
９

－
６

腹
腔

鏡
下

全
結

腸
・

直
腸

切
除

嚢
肛

門
吻

合
術

7
5
,
6
9
0
点

く
う

の
う

こ
う

ふ
ん

Ｋ
７

２
０

結
腸

腫
瘍

（
回

盲
部

腫
瘍

摘
出

術
を

含
む

。
）

、
結

腸
憩

室
摘

出
術

、
結

腸
ポ

リ
ー

プ
切

除
術

（
開

腹

に
よ

る
も

の
）

1
6
,
6
1
0
点

（ ）（ ） 581580
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Ｋ
７

４
３

－
６

肛
門

部
皮

膚
剥

離
切

除
術

3
,
7
5
0
点

こ
う

は
く

Ｋ
７

４
４

裂
肛

又
は

肛
門

潰
瘍

根
治

手
術

3
,
1
1
0
点

こ
う

こ
う

Ｋ
７

４
５

肛
門

周
囲

膿
瘍

切
開

術
2
,
0
5
0
点

こ
う

の
う

Ｋ
７

４
６

痔
瘻

根
治

手
術

じ
ろ

う

１
単

純
な

も
の

3
,
7
5
0
点

２
複

雑
な

も
の

7
,
4
7
0
点

Ｋ
７

４
６

－
２

高
位

直
腸

瘻
手

術
8
,
1
2
0
点

ろ
う

Ｋ
７

４
７

肛
門

良
性

腫
瘍

、
肛

門
ポ

リ
ー

プ
、

肛
門

尖
圭

コ
ン

ジ
ロ

ー
ム

切
除

術
1
,
2
5
0
点

こ
う

こ
う

こ
う

せ
ん

け
い

Ｋ
７

４
８

肛
門

悪
性

腫
瘍

手
術

こ
う

１
切

除
2
8
,
2
1
0
点

２
直

腸
切

断
を

伴
う

も
の

7
0
,
6
8
0
点

Ｋ
７

４
９

肛
門

拡
張

術
（

観
血

的
な

も
の

）
1
,
6
3
0
点

こ
う

Ｋ
７

５
０

肛
門

括
約

筋
形

成
手

術
こ

う

１
瘢

痕
切

除
又

は
縫

縮
に

よ
る

も
の

3
,
9
9
0
点

は
ん

２
組

織
置

換
に

よ
る

も
の

2
3
,
6
6
0
点

Ｋ
７

５
１

鎖
肛

手
術

こ
う

１
肛

門
膜

状
閉

鎖
切

開
2
,
1
0
0
点

こ
う

２
会

陰
式

1
8
,
8
1
0
点

３
仙

骨
会

陰
式

3
5
,
2
7
0
点

４
腹

会
陰

、
腹

仙
骨

式
6
2
,
6
6
0
点

Ｋ
７

５
１

－
２

仙
尾

部
奇

形
腫

手
術

4
6
,
9
5
0
点

Ｋ
７

５
１

－
３

腹
腔

鏡
下

鎖
肛

手
術

（
腹

会
陰

、
腹

仙
骨

式
）

7
0
,
1
4
0
点

く
う

こ
う

Ｋ
７

５
２

肛
門

形
成

手
術

こ
う

１
肛

門
狭

窄
形

成
手

術
5
,
2
1
0
点

こ
う

さ
く

２
直

腸
粘

膜
脱

形
成

手
術

7
,
7
1
0
点

Ｋ
７

５
３

毛
巣

嚢
、

毛
巣

瘻
、

毛
巣

洞
手

術
3
,
6
8
0
点

の
う

ろ
う

第
1
0
款

尿
路

系
・

副
腎

区
分

（
副

腎
）

Ｋ
７

５
４

副
腎

摘
出

術
（

副
腎

部
分

切
除

術
を

含
む

。
）

2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
７

５
４

－
２

腹
腔

鏡
下

副
腎

摘
出

術
4
0
,
1
0
0
点

く
う

Ｋ
７

５
４

－
３

腹
腔

鏡
下

小
切

開
副

腎
摘

出
術

3
4
,
3
9
0
点

く
う

Ｋ
７

５
５

副
腎

腫
瘍

摘
出

術

１
皮

質
腫

瘍
3
9
,
4
1
0
点

２
髄

質
腫

瘍
（

褐
色

細
胞

腫
）

4
7
,
0
2
0
点

Ｋ
７

５
５

－
２

腹
腔

鏡
下

副
腎

髄
質

腫
瘍

摘
出

術
（

褐
色

細
胞

腫
）

4
7
,
0
3
0
点

く
う

Ｋ
７

５
６

副
腎

悪
性

腫
瘍

手
術

4
7
,
0
2
0
点

Ｋ
７

５
６

－
２

腹
腔

鏡
下

副
腎

悪
性

腫
瘍

手
術

5
1
,
1
2
0
点

く
う

（
腎

、
腎

盂
）

う

Ｋ
７

５
７

腎
破

裂
縫

合
術

3
7
,
6
2
0
点

Ｋ
７

５
７

－
２

腎
破

裂
手

術
3
8
,
2
7
0
点

Ｋ
７

５
８

腎
周

囲
膿

瘍
切

開
術

3
,
4
8
0
点

の
う

Ｋ
７

５
９

腎
切

半
術

3
7
,
6
2
0
点

Ｋ
７

６
０

癒
合

腎
離

断
術

4
7
,
0
2
0
点

Ｋ
７

６
１

腎
被

膜
剥

離
術

（
除

神
経

術
を

含
む

。
）

1
0
,
6
6
0
点

は
く

Ｋ
７

６
２

腎
固

定
術

1
0
,
3
5
0
点

Ｋ
７

６
３

腎
切

石
術

2
7
,
5
5
0
点

Ｋ
７

６
４

経
皮

的
尿

路
結

石
除

去
術

（
経

皮
的

腎
瘻

造
設

術
を

含
む

。
）

3
2
,
8
0
0
点

ろ
う

Ｋ
７

６
５

経
皮

的
腎

盂
腫

瘍
切

除
術

（
経

皮
的

腎
瘻

造
設

術
を

含
む

。
）

3
3
,
0
4
0
点

う
ろ

う

２
そ

の
他

の
も

の
3
,
6
7
0
点

（
直

腸
）

Ｋ
７

３
７

直
腸

周
囲

膿
瘍

切
開

術
2
,
6
1
0
点

の
う

Ｋ
７

３
８

直
腸

異
物

除
去

術

１
経

肛
門

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

8
,
0
4
0
点

こ
う

２
開

腹
に

よ
る

も
の

1
1
,
5
3
0
点

Ｋ
７

３
９

直
腸

腫
瘍

摘
出

術
（

ポ
リ

ー
プ

摘
出

を
含

む
。

）

１
経

肛
門

4
,
0
1
0
点

こ
う

２
経

括
約

筋
9
,
9
4
0
点

３
経

腹
及

び
経

肛
1
8
,
8
1
0
点

こ
う

Ｋ
７

３
９

－
２

経
肛

門
的

内
視

鏡
下

手
術

（
直

腸
腫

瘍
に

限
る

。
）

2
6
,
1
0
0
点

こ
う

Ｋ
７

３
９

－
３

低
侵

襲
経

肛
門

的
局

所
切

除
術

（
Ｍ

Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｓ

）
1
6
,
7
0
0
点

こ
う

Ｋ
７

４
０

直
腸

切
除

・
切

断
術

１
切

除
術

4
2
,
8
5
0
点

２
低

位
前

方
切

除
術

7
1
,
3
0
0
点

３
超

低
位

前
方

切
除

術
7
3
,
8
4
0
点

４
経

肛
門

吻
合

を
伴

う
切

除
術

8
2
,
8
4
0
点

こ
う

ふ
ん

５
切

断
術

7
7
,
1
2
0
点

注
１

か
ら

３
ま

で
に

つ
い

て
は

、
人

工
肛

門
造

設
術

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

人
工

肛
門

造
こ

う
こ

う

設
加

算
と

し
て

、
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
７

４
０

－
２

腹
腔

鏡
下

直
腸

切
除

・
切

断
術

く
う

１
切

除
術

7
5
,
4
6
0
点

２
低

位
前

方
切

除
術

8
3
,
9
3
0
点

３
切

断
術

8
3
,
9
3
0
点

注
１

及
び

２
に

つ
い

て
は

、
人

工
肛

門
造

設
術

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

人
工

肛
門

造
設

加
こ

う
こ

う

算
と

し
て

、
3
,
4
7
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
７

４
０

－
３

削
除

Ｋ
７

４
１

直
腸

狭
窄

形
成

手
術

2
8
,
2
1
0
点

さ
く

Ｋ
７

４
１

－
２

直
腸

瘤
手

術
5
,
7
6
0
点

り
ゆ

う

Ｋ
７

４
２

直
腸

脱
手

術

１
経

会
陰

に
よ

る
も

の

イ
腸

管
切

除
を

伴
わ

な
い

も
の

8
,
4
1
0
点

ロ
腸

管
切

除
を

伴
う

も
の

2
5
,
7
8
0
点

２
直

腸
挙

上
固

定
を

行
う

も
の

1
0
,
9
0
0
点

３
骨

盤
底

形
成

を
行

う
も

の
1
8
,
8
1
0
点

４
腹

会
陰

か
ら

の
も

の
（

腸
切

除
を

含
む

。
）

3
7
,
6
2
0
点

Ｋ
７

４
２

－
２

腹
腔

鏡
下

直
腸

脱
手

術
3
0
,
8
1
0
点

く
う

（
肛

門
、

そ
の

周
辺

）
こ

う

Ｋ
７

４
３

痔
核

手
術

（
脱

肛
を

含
む

。
）

じ
こ

う

１
硬

化
療

法
1
,
6
6
0
点

２
硬

化
療

法
（

四
段

階
注

射
法

に
よ

る
も

の
）

4
,
0
1
0
点

３
結

紮
術

、
焼

灼
術

、
血

栓
摘

出
術

1
,
3
9
0
点

さ
つ

し
や

く

４
根

治
手

術
（

硬
化

療
法

（
四

段
階

注
射

法
に

よ
る

も
の

）
を

伴
わ

な
い

も
の

）
5
,
1
9
0
点

５
根

治
手

術
（

硬
化

療
法

（
四

段
階

注
射

法
に

よ
る

も
の

）
を

伴
う

も
の

）
6
,
5
2
0
点

６
Ｐ

Ｐ
Ｈ

1
1
,
2
6
0
点

Ｋ
７

４
３

－
２

肛
門

括
約

筋
切

開
術

1
,
3
8
0
点

こ
う

Ｋ
７

４
３

－
３

削
除

Ｋ
７

４
３

－
４

痔
核

手
術

後
狭

窄
拡

張
手

術
5
,
3
6
0
点

じ
さ

く

Ｋ
７

４
３

－
５

モ
ル

ガ
ニ

ー
氏

洞
及

び
肛

門
管

切
開

術
3
,
7
5
0
点

こ
う
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１
レ

ー
ザ

ー
に

よ
る

も
の

2
2
,
2
7
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
4
,
8
0
0
点

Ｋ
７

８
１

－
２

削
除

Ｋ
７

８
１

－
３

経
尿

道
的

腎
盂

尿
管

凝
固

止
血

術
8
,
2
5
0
点

う

Ｋ
７

８
２

尿
管

切
石

術

１
上

部
及

び
中

部
1
0
,
3
1
0
点

２
膀

胱
近

接
部

1
5
,
3
1
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
７

８
３

経
尿

道
的

尿
管

狭
窄

拡
張

術
2
0
,
9
3
0
点

さ
く

Ｋ
７

８
３

－
２

経
尿

道
的

尿
管

ス
テ

ン
ト

留
置

術
3
,
4
0
0
点

Ｋ
７

８
３

－
３

経
尿

道
的

尿
管

ス
テ

ン
ト

抜
去

術
1
,
3
0
0
点

Ｋ
７

８
４

残
存

尿
管

摘
出

術
1
8
,
8
1
0
点

Ｋ
７

８
４

－
２

尿
管

剥
離

術
1
8
,
8
1
0
点

は
く

Ｋ
７

８
５

経
尿

道
的

腎
盂

尿
管

腫
瘍

摘
出

術
2
1
,
4
2
0
点

う

Ｋ
７

８
５

－
２

腹
腔

鏡
下

小
切

開
尿

管
腫

瘍
摘

出
術

3
1
,
0
4
0
点

く
う

Ｋ
７

８
６

尿
管

膀
胱

吻
合

術
2
5
,
5
7
0
点

ぼ
う

こ
う

ふ
ん

注
巨

大
尿

管
に

対
し

て
尿

管
形

成
術

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

尿
管

形
成

加
算

と
し

て
、

9
,
4
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
７

８
７

尿
管

尿
管

吻
合

術
2
7
,
2
1
0
点

ふ
ん

Ｋ
７

８
８

尿
管

腸
吻

合
術

1
7
,
0
7
0
点

ふ
ん

Ｋ
７

８
９

尿
管

腸
膀

胱
吻

合
術

4
6
,
4
5
0
点

ぼ
う

こ
う

ふ
ん

Ｋ
７

９
０

尿
管

皮
膚

瘻
造

設
術

1
4
,
2
0
0
点

ろ
う

Ｋ
７

９
１

尿
管

皮
膚

瘻
閉

鎖
術

3
0
,
4
5
0
点

ろ
う

Ｋ
７

９
２

尿
管

腸
瘻

閉
鎖

術
ろ

う

１
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
0
,
3
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
3
6
,
8
4
0
点

Ｋ
７

９
３

尿
管

腟
瘻

閉
鎖

術
2
8
,
2
1
0
点

ち
つ

ろ
う

Ｋ
７

９
４

尿
管

口
形

成
手

術
1
6
,
5
8
0
点

Ｋ
７

９
４

－
２

経
尿

道
的

尿
管

瘤
切

除
術

1
5
,
5
0
0
点

り
ゆ

う

（
膀

胱
）

ぼ
う

こ
う

Ｋ
７

９
５

膀
胱

破
裂

閉
鎖

術
1
1
,
1
7
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
７

９
６

膀
胱

周
囲

膿
瘍

切
開

術
3
,
3
0
0
点

ぼ
う

こ
う

の
う

Ｋ
７

９
７

膀
胱

内
凝

血
除

去
術

2
,
9
8
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
７

９
８

膀
胱

結
石

、
異

物
摘

出
術

ぼ
う

こ
う

１
経

尿
道

的
手

術
8
,
3
2
0
点

２
膀

胱
高

位
切

開
術

3
,
1
5
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
７

９
８

－
２

経
尿

道
的

尿
管

凝
血

除
去

術
（

バ
ス

ケ
ッ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

使
用

）
8
,
3
2
0
点

Ｋ
７

９
９

膀
胱

壁
切

除
術

9
,
2
7
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
８

０
０

膀
胱

憩
室

切
除

術
9
,
0
6
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
８

０
０

－
２

経
尿

道
的

電
気

凝
固

術
9
,
0
6
0
点

Ｋ
８

０
０

－
３

膀
胱

水
圧

拡
張

術
6
,
4
1
0
点

ぼ
う

こ
う

注
１

間
質

性
膀

胱
炎

の
患

者
に

対
し

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
ぼ

う
こ

う

２
灌

流
液

の
費

用
及

び
電

気
凝

固
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。
か

ん

３
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
８

０
１

膀
胱

単
純

摘
除

術
ぼ

う
こ

う

１
腸

管
利

用
の

尿
路

変
更

を
行

う
も

の
5
9
,
3
5
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
5
1
,
5
1
0
点

Ｋ
８

０
２

膀
胱

腫
瘍

摘
出

術
1
0
,
6
1
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
８

０
２

－
２

膀
胱

脱
手

術
ぼ

う
こ

う

１
メ

ッ
シ

ュ
を

使
用

す
る

も
の

3
0
,
8
8
0
点

Ｋ
７

６
６

経
皮

的
尿

管
拡

張
術

（
経

皮
的

腎
瘻

造
設

術
を

含
む

。
）

1
3
,
0
0
0
点

ろ
う

Ｋ
７

６
７

腎
盂

切
石

術
2
7
,
2
1
0
点

う

Ｋ
７

６
８

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
術

（
一

連
に

つ
き

）
1
9
,
3
0
0
点

Ｋ
７

６
９

腎
部

分
切

除
術

3
5
,
8
8
0
点

Ｋ
７

６
９

－
２

腹
腔

鏡
下

腎
部

分
切

除
術

4
3
,
9
3
0
点

く
う

Ｋ
７

６
９

－
３

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

部
分

切
除

術
4
2
,
9
0
0
点

く
う

Ｋ
７

７
０

腎
嚢

胞
切

除
縮

小
術

1
1
,
5
8
0
点

の
う

Ｋ
７

７
０

－
２

腹
腔

鏡
下

腎
嚢

胞
切

除
縮

小
術

1
8
,
8
5
0
点

く
う

の
う

Ｋ
７

７
０

－
３

腹
腔

鏡
下

腎
嚢

胞
切

除
術

2
0
,
3
6
0
点

く
う

の
う

Ｋ
７

７
１

経
皮

的
腎

嚢
胞

穿
刺

術
1
,
4
9
0
点

の
う

せ
ん

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
７

７
２

腎
摘

出
術

1
8
,
7
6
0
点

Ｋ
７

７
２

－
２

腹
腔

鏡
下

腎
摘

出
術

5
4
,
2
5
0
点

く
う

Ｋ
７

７
２

－
３

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

摘
出

術
4
0
,
2
4
0
点

く
う

Ｋ
７

７
３

腎
（

尿
管

）
悪

性
腫

瘍
手

術
4
2
,
7
7
0
点

Ｋ
７

７
３

－
２

腹
腔

鏡
下

腎
（

尿
管

）
悪

性
腫

瘍
手

術
6
4
,
7
2
0
点

く
う

Ｋ
７

７
３

－
３

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

（
尿

管
）

悪
性

腫
瘍

手
術

4
9
,
8
7
0
点

く
う

Ｋ
７

７
３

－
４

腎
腫

瘍
凝

固
・

焼
灼

術
（

冷
凍

凝
固

に
よ

る
も

の
）

5
2
,
8
0
0
点

し
や

く

Ｋ
７

７
３

－
５

腹
腔

鏡
下

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
7
0
,
7
3
0
点

く
う

Ｋ
７

７
４

削
除

Ｋ
７

７
５

経
皮

的
腎

（
腎

盂
）

瘻
造

設
術

1
3
,
8
6
0
点

う
ろ

う

Ｋ
７

７
５

－
２

経
皮

的
腎

（
腎

盂
）

瘻
拡

張
術
(
一

連
に

つ
き
)

6
,
0
0
0
点

う
ろ

う

Ｋ
７

７
６

腎
（

腎
盂

）
皮

膚
瘻

閉
鎖

術
2
7
,
8
9
0
点

う
ろ

う

Ｋ
７

７
７

腎
（

腎
盂

）
腸

瘻
閉

鎖
術

う
ろ

う

１
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
0
,
3
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
７

７
８

腎
盂

形
成

手
術

3
3
,
1
2
0
点

う

Ｋ
７

７
８

－
２

腹
腔

鏡
下

腎
盂

形
成

手
術

5
1
,
6
0
0
点

く
う

う

Ｋ
７

７
９

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
3
5
,
7
0
0
点

注
腎

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
７

７
９

－
２

移
植

用
腎

採
取

術
（

死
体

）
4
3
,
4
0
0
点

注
腎

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
７

７
９

－
３

腹
腔

鏡
下

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
5
1
,
8
5
0
点

く
う

注
腎

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
７

８
０

同
種

死
体

腎
移

植
術

9
8
,
7
7
0
点

注
１

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

号
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

採
取

さ

れ
た

腎
を

除
く

死
体

腎
を

移
植

し
た

場
合

は
、

移
植

臓
器

提
供

加
算

と
し

て
、
5
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
腎

移
植

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

３
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｋ
７

８
０

－
２

生
体

腎
移

植
術

6
2
,
8
2
0
点

注
１

生
体

腎
を

移
植

し
た

場
合

は
、

生
体

腎
の

摘
出

の
た

め
に

要
し

た
提

供
者

の
療

養
上

の
費

用

と
し

て
、

こ
の

表
に

掲
げ

る
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

し
た

点
数

を
加

算
す

る
。

２
腎

移
植

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

３
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

（
尿

管
）

Ｋ
７

８
１

経
尿

道
的

尿
路

結
石

除
去

術

（ ）（ ） 583582

２
－
⑽　
手　
術



Ｋ
８

１
３

尿
道

周
囲

膿
瘍

切
開

術
1
,
1
6
0
点

の
う

Ｋ
８

１
４

外
尿

道
口

切
開

術
1
,
0
1
0
点

Ｋ
８

１
５

尿
道

結
石

、
異

物
摘

出
術

１
前

部
尿

道
2
,
1
8
0
点

２
後

部
尿

道
6
,
3
0
0
点

Ｋ
８

１
６

外
尿

道
腫

瘍
切

除
術

2
,
1
8
0
点

Ｋ
８

１
７

尿
道

悪
性

腫
瘍

摘
出

術

１
摘

出
3
2
,
2
3
0
点

２
内

視
鏡

に
よ

る
場

合
2
3
,
1
3
0
点

３
尿

路
変

更
を

行
う

場
合

5
4
,
0
6
0
点

Ｋ
８

１
８

尿
道

形
成

手
術

１
前

部
尿

道
1
7
,
0
3
0
点

２
後

部
尿

道
3
7
,
7
0
0
点

Ｋ
８

１
９

尿
道

下
裂

形
成

手
術

3
3
,
7
9
0
点

Ｋ
８

１
９

－
２

陰
茎

形
成

術
5
2
,
7
1
0
点

Ｋ
８

２
０

尿
道

上
裂

形
成

手
術

3
9
,
0
0
0
点

Ｋ
８

２
１

尿
道

狭
窄

内
視

鏡
手

術
1
5
,
0
4
0
点

さ
く

Ｋ
８

２
１

－
２

尿
道

狭
窄

拡
張

術
（

尿
道

バ
ル

ー
ン

カ
テ

ー
テ

ル
）

1
4
,
2
0
0
点

さ
く

Ｋ
８

２
１

－
３

尿
道

ス
テ

ン
ト

前
立

腺
部

尿
道

拡
張

術
1
2
,
3
0
0
点

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

、
算

定
し

な
い

。

Ｋ
８

２
２

女
子

尿
道

脱
手

術
7
,
5
6
0
点

Ｋ
８

２
３

尿
失

禁
手

術

１
恥

骨
固

定
式

膀
胱

頸
部

吊
上

術
を

行
う

も
の

2
3
,
5
1
0
点

ぼ
う

こ
う

け
い

２
そ

の
他

の
も

の
2
0
,
6
8
0
点

Ｋ
８

２
３

－
２

尿
失

禁
又

は
膀

胱
尿

管
逆

流
現

象
コ

ラ
ー

ゲ
ン

注
入

手
術

2
3
,
3
2
0
点

ぼ
う

こ
う

注
コ

ラ
ー

ゲ
ン

注
入

手
術

に
伴

っ
て

使
用

し
た

コ
ラ

ー
ゲ

ン
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る

も
の

と
す

る
。

Ｋ
８

２
３

－
３

膀
胱

尿
管

逆
流

症
手

術
（

治
療

用
注

入
材

に
よ

る
も

の
）

2
3
,
3
2
0
点

ぼ
う

こ
う

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
８

２
３

－
４

腹
腔

鏡
下

尿
失

禁
手

術
3
2
,
4
4
0
点

く
う

Ｋ
８

２
３

－
５

人
工

尿
道

括
約

筋
植

込
・

置
換

術
2
3
,
9
2
0
点

Ｋ
８

２
３

－
６

尿
失

禁
手

術
（

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
毒

素
に

よ
る

も
の

）
9
,
6
8
0
点

第
1
1
款

性
器

区
分

（
陰

茎
）

Ｋ
８

２
４

陰
茎

尖
圭

コ
ン

ジ
ロ

ー
ム

切
除

術
1
,
3
6
0
点

せ
ん

け
い

Ｋ
８

２
５

陰
茎

全
摘

術
1
6
,
6
3
0
点

Ｋ
８

２
６

陰
茎

切
断

術
7
,
0
2
0
点

Ｋ
８

２
６

－
２

陰
茎

折
症

手
術

8
,
5
5
0
点

Ｋ
８

２
６

－
３

陰
茎

様
陰

核
形

成
手

術
7
,
0
2
0
点

Ｋ
８

２
７

陰
茎

悪
性

腫
瘍

手
術

１
陰

茎
切

除
2
3
,
2
0
0
点

２
陰

茎
全

摘
3
6
,
5
0
0
点

Ｋ
８

２
８

包
茎

手
術

１
背

面
切

開
術

7
4
0
点

２
環

状
切

除
術

2
,
0
4
0
点

Ｋ
８

２
８

－
２

陰
茎

持
続

勃
起

症
手

術

１
亀

頭
－

陰
茎

海
綿

体
瘻

作
成

術
（

ウ
ィ

ン
タ

ー
法

）
に

よ
る

も
の

4
,
6
7
0
点

ろ
う

２
そ

の
他

の
シ

ャ
ン

ト
術

に
よ

る
も

の
1
8
,
6
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
3
,
2
6
0
点

Ｋ
８

０
２

－
３

膀
胱

後
腫

瘍
摘

出
術

ぼ
う

こ
う

１
腸

管
切

除
を

伴
わ

な
い

も
の

1
1
,
1
0
0
点

２
腸

管
切

除
を

伴
う

も
の

2
1
,
7
0
0
点

Ｋ
８

０
２

－
４

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
腫

瘍
摘

出
術

1
2
,
7
1
0
点

く
う

ぼ
う

こ
う

Ｋ
８

０
２

－
５

腹
腔

鏡
下

膀
胱

部
分

切
除

術
2
2
,
4
1
0
点

く
う

ぼ
う

こ
う

Ｋ
８

０
２

－
６

腹
腔

鏡
下

膀
胱

脱
手

術
4
1
,
1
6
0
点

く
う

ぼ
う

こ
う

注
メ

ッ
シ

ュ
を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
８

０
３

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

ぼ
う

こ
う

１
切

除
3
4
,
1
5
0
点

２
全

摘
（

腸
管

等
を

利
用

し
て

尿
路

変
更

を
行

わ
な

い
も

の
）

6
6
,
8
9
0
点

３
全

摘
（

尿
管

Ｓ
状

結
腸

吻
合

を
利

用
し

て
尿

路
変

更
を

行
う

も
の

）
8
0
,
1
6
0
点

ふ
ん

４
全

摘
（

回
腸

又
は

結
腸

導
管

を
利

用
し

て
尿

路
変

更
を

行
う

も
の

）
1
0
7
,
8
0
0
点

５
全

摘
（

代
用

膀
胱

を
利

用
し

て
尿

路
変

更
を

行
う

も
の

）
1
1
0
,
6
0
0
点

ぼ
う

こ
う

６
経

尿
道

的
手

術

イ
電

解
質

溶
液

利
用

の
も

の
1
2
,
3
0
0
点

ロ
そ

の
他

の
も

の
1
0
,
4
0
0
点

注
狭

帯
域

光
に

よ
る

観
察

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
狭

帯
域

光
強

調
加

算
と

し
て

、
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
８

０
３

－
２

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

く
う

ぼ
う

こ
う

１
全

摘
（

腸
管

等
を

利
用

し
て

尿
路

変
更

を
行

わ
な

い
も

の
）

7
6
,
8
8
0
点

２
全

摘
（

回
腸

又
は

結
腸

導
管

を
利

用
し

て
尿

路
変

更
を

行
う

も
の

）
1
1
7
,
7
9
0
点

３
全

摘
（

代
用

膀
胱

を
利

用
し

て
尿

路
変

更
を

行
う

も
の

）
1
2
0
,
5
9
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
８

０
３

－
３

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
く

う
ぼ

う
こ

う

１
全

摘
（

腸
管

等
を

利
用

し
て

尿
路

変
更

を
行

わ
な

い
も

の
）

7
4
,
8
8
0
点

２
全

摘
（

回
腸

又
は

結
腸

導
管

を
利

用
し

て
尿

路
変

更
を

行
う

も
の

）
1
1
5
,
7
9
0
点

３
全

摘
（

代
用

膀
胱

を
利

用
し

て
尿

路
変

更
を

行
う

も
の

）
1
1
8
,
5
9
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
８

０
４

尿
膜

管
摘

出
術

1
0
,
9
5
0
点

Ｋ
８

０
４

－
２

腹
腔

鏡
下

尿
膜

管
摘

出
術

2
2
,
0
3
0
点

く
う

Ｋ
８

０
５

膀
胱

瘻
造

設
術

3
,
5
3
0
点

ぼ
う

こ
う

ろ
う

Ｋ
８

０
５

－
２

膀
胱

皮
膚

瘻
造

設
術

2
5
,
2
0
0
点

ぼ
う

こ
う

ろ
う

Ｋ
８

０
５

－
３

導
尿

路
造

設
術

4
9
,
4
0
0
点

Ｋ
８

０
６

膀
胱

皮
膚

瘻
閉

鎖
術

8
,
7
0
0
点

ぼ
う

こ
う

ろ
う

Ｋ
８

０
７

膀
胱

腟
瘻

閉
鎖

術
2
7
,
7
0
0
点

ぼ
う

こ
う

ち
つ

ろ
う

Ｋ
８

０
８

膀
胱

腸
瘻

閉
鎖

術
ぼ

う
こ

う
ろ

う

１
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
0
,
3
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
2
7
,
7
0
0
点

Ｋ
８

０
９

膀
胱

子
宮

瘻
閉

鎖
術

3
7
,
1
8
0
点

ぼ
う

こ
う

ろ
う

Ｋ
８

０
９

－
２

膀
胱

尿
管

逆
流

手
術

2
5
,
5
7
0
点

ぼ
う

こ
う

注
巨

大
尿

管
に

対
し

て
尿

管
形

成
術

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

は
、

尿
管

形
成

加
算

と
し

て
、

9
,
4
0
0
点

を
加

算
す

る
。

Ｋ
８

０
９

－
３

腹
腔

鏡
下

膀
胱

内
手

術
3
9
,
2
8
0
点

く
う

ぼ
う

こ
う

Ｋ
８

１
０

ボ
ア

リ
ー

氏
手

術
3
6
,
8
4
0
点

Ｋ
８

１
１

腸
管

利
用

膀
胱

拡
大

術
4
8
,
2
0
0
点

ぼ
う

こ
う

Ｋ
８

１
２

回
腸

（
結

腸
）

導
管

造
設

術
4
9
,
5
7
0
点

Ｋ
８

１
２

－
２

排
泄

腔
外

反
症

手
術

せ
つ

く
う

１
外

反
膀

胱
閉

鎖
術

7
0
,
4
3
0
点

ぼ
う

こ
う

２
膀

胱
腸

裂
閉

鎖
術

1
0
3
,
7
1
0
点

ぼ
う

こ
う

（
尿

道
）

（ ）（ ） 585584
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術



Ｋ
８

５
１

会
陰

形
成

手
術

１
筋

層
に

及
ば

な
い

も
の

2
,
3
3
0
点

２
筋

層
に

及
ぶ

も
の

6
,
9
1
0
点

Ｋ
８

５
１

－
２

外
陰

・
腟

血
腫

除
去

術
1
,
9
2
0
点

ち
つ

Ｋ
８

５
１

－
３

癒
合

陰
唇

形
成

手
術

１
筋

層
に

及
ば

な
い

も
の

2
,
3
3
0
点

２
筋

層
に

及
ぶ

も
の

6
,
2
4
0
点

（
腟

）
ち

つ

Ｋ
８

５
２

腟
壁

裂
創

縫
合

術
（

分
娩

時
を

除
く

。
）

ち
つ

べ
ん

１
前

又
は

後
壁

裂
創

2
,
7
6
0
点

２
前

後
壁

裂
創

6
,
3
3
0
点

３
腟

円
蓋

に
及

ぶ
裂

創
8
,
2
8
0
点

ち
つ

４
直

腸
裂

傷
を

伴
う

も
の

3
1
,
9
4
0
点

Ｋ
８

５
３

腟
閉

鎖
術

ち
つ

１
中

央
腟

閉
鎖

術
（

子
宮

全
脱

）
7
,
4
1
0
点

ち
つ

２
そ

の
他

2
,
5
8
0
点

Ｋ
８

５
４

腟
式

子
宮

旁
結

合
織

炎
（

膿
瘍

）
切

開
術

2
,
2
3
0
点

ち
つ

ぼ
う

の
う

Ｋ
８

５
４

－
２

後
腟

円
蓋

切
開

（
異

所
性

妊
娠

）
2
,
2
3
0
点

ち
つ

Ｋ
８

５
５

腟
中

隔
切

除
術

ち
つ

１
不

全
隔

の
も

の
1
,
5
1
0
点

２
全

中
隔

の
も

の
2
,
5
4
0
点

Ｋ
８

５
６

腟
壁

腫
瘍

摘
出

術
2
,
5
4
0
点

ち
つ

Ｋ
８

５
６

－
２

腟
壁

嚢
腫

切
除

術
2
,
5
4
0
点

ち
つ

の
う

Ｋ
８

５
６

－
３

腟
ポ

リ
ー

プ
切

除
術

1
,
0
4
0
点

ち
つ

Ｋ
８

５
６

－
４

腟
壁

尖
圭

コ
ン

ジ
ロ

ー
ム

切
除

術
1
,
2
5
0
点

ち
つ

せ
ん

け
い

Ｋ
８

５
７

腟
壁

悪
性

腫
瘍

手
術

4
4
,
4
8
0
点

ち
つ

Ｋ
８

５
８

腟
腸

瘻
閉

鎖
術

ち
つ

ろ
う

１
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
1
0
,
3
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
3
5
,
1
3
0
点

Ｋ
８

５
９

造
腟

術
、

腟
閉

鎖
症

術
ち

つ
ち

つ

１
拡

張
器

利
用

に
よ

る
も

の
2
,
1
3
0
点

２
遊

離
植

皮
に

よ
る

も
の

1
8
,
8
1
0
点

３
腟

断
端

挙
上

に
よ

る
も

の
2
8
,
2
1
0
点

ち
つ

４
腸

管
形

成
に

よ
る

も
の

4
7
,
0
4
0
点

５
筋

皮
弁

移
植

に
よ

る
も

の
5
5
,
8
1
0
点

Ｋ
８

５
９

－
２

腹
腔

鏡
下

造
腟

術
3
8
,
6
9
0
点

く
う

ち
つ

Ｋ
８

６
０

腟
壁

形
成

手
術

7
,
8
8
0
点

ち
つ

Ｋ
８

６
０

－
２

腟
断

端
挙

上
術

（
腟

式
、

腹
式

）
2
9
,
1
9
0
点

ち
つ

ち
つ

（
子

宮
）

Ｋ
８

６
１

子
宮

内
膜

掻
爬

術
1
,
4
2
0
点

そ
う

は

Ｋ
８

６
２

ク
レ

ニ
ッ

ヒ
手

術
7
,
7
1
0
点

Ｋ
８

６
３

腹
腔

鏡
下

子
宮

内
膜

症
病

巣
除

去
術

2
0
,
6
1
0
点

く
う

Ｋ
８

６
３

－
２

子
宮

鏡
下

子
宮

中
隔

切
除

術
、

子
宮

内
腔

癒
着

切
除

術
（

癒
着

剥
離

術
を

含
む

。
）

1
8
,
5
9
0
点

く
う

は
く

Ｋ
８

６
３

－
３

子
宮

鏡
下

子
宮

内
膜

焼
灼

術
1
7
,
8
1
0
点

し
や

く

Ｋ
８

６
４

子
宮

位
置

矯
正

術

１
ア

レ
キ

サ
ン

ダ
ー

手
術

4
,
0
4
0
点

２
開

腹
に

よ
る

位
置

矯
正

術
8
,
1
4
0
点

３
癒

着
剥

離
矯

正
術

1
6
,
4
2
0
点

は
く

Ｋ
８

６
５

子
宮

脱
手

術

（
陰

嚢
、

精
巣

、
精

巣
上

体
、

精
管

、
精

索
）

の
う

Ｋ
８

２
９

精
管

切
断

、
切

除
術

（
両

側
）

2
,
5
5
0
点

Ｋ
８

３
０

精
巣

摘
出

術
2
,
7
7
0
点

Ｋ
８

３
０

－
２

精
巣

外
傷

手
術

１
陰

嚢
内

血
腫

除
去

術
3
,
2
0
0
点

の
う

２
精

巣
白

膜
縫

合
術

3
,
4
0
0
点

Ｋ
８

３
１

及
び

Ｋ
８

３
１

－
２

削
除

Ｋ
８

３
２

精
巣

上
体

摘
出

術
4
,
2
0
0
点

Ｋ
８

３
３

精
巣

悪
性

腫
瘍

手
術

1
2
,
3
4
0
点

Ｋ
８

３
４

精
索

静
脈

瘤
手

術
2
,
9
7
0
点

り
ゆ

う

Ｋ
８

３
４

－
２

腹
腔

鏡
下

内
精

巣
静

脈
結

紮
術

2
0
,
5
0
0
点

く
う

さ
つ

Ｋ
８

３
４

－
３

顕
微

鏡
下

精
索

静
脈

瘤
手

術
1
2
,
5
0
0
点

り
ゆ

う

Ｋ
８

３
５

陰
嚢

水
腫

手
術

の
う

１
交

通
性

陰
嚢

水
腫

手
術

3
,
6
2
0
点

の
う

２
そ

の
他

2
,
2
9
0
点

Ｋ
８

３
６

停
留

精
巣

固
定

術
9
,
7
4
0
点

Ｋ
８

３
６

－
２

腹
腔

鏡
下

腹
腔

内
停

留
精

巣
陰

嚢
内

固
定

術
3
7
,
1
7
0
点

く
う

く
う

の
う

Ｋ
８

３
７

精
管

形
成

手
術

1
2
,
4
7
0
点

Ｋ
８

３
８

精
索

捻
転

手
術

１
対

側
の

精
巣

固
定

術
を

伴
う

も
の

8
,
2
3
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
7
,
9
1
0
点

（
精

嚢
、

前
立

腺
）

の
う

Ｋ
８

３
９

前
立

腺
膿

瘍
切

開
術

2
,
7
7
0
点

の
う

Ｋ
８

４
０

前
立

腺
被

膜
下

摘
出

術
1
5
,
9
2
0
点

Ｋ
８

４
１

経
尿

道
的

前
立

腺
手

術

１
電

解
質

溶
液

利
用

の
も

の
2
0
,
4
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
8
,
5
0
0
点

Ｋ
８

４
１

－
２

経
尿

道
的

レ
ー

ザ
ー

前
立

腺
切

除
・

蒸
散

術

１
ホ

ル
ミ

ウ
ム

レ
ー

ザ
ー

又
は

倍
周

波
数

レ
ー

ザ
ー

を
用

い
る

も
の

2
0
,
4
7
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
9
,
0
0
0
点

Ｋ
８

４
１

－
３

経
尿

道
的

前
立

腺
高

温
度

治
療

（
一

連
に

つ
き

）
5
,
0
0
0
点

Ｋ
８

４
１

－
４

焦
点

式
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
超

音
波

療
法

（
一

連
に

つ
き

）
5
,
0
0
0
点

Ｋ
８

４
１

－
５

経
尿

道
的

前
立

腺
核

出
術

2
1
,
5
0
0
点

Ｋ
８

４
２

削
除

Ｋ
８

４
３

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
4
1
,
0
8
0
点

Ｋ
８

４
３

－
２

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
7
7
,
4
3
0
点

く
う

Ｋ
８

４
３

－
３

腹
腔

鏡
下

小
切

開
前

立
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

5
9
,
7
8
0
点

く
う

Ｋ
８

４
３

－
４

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
9
5
,
2
8
0
点

く
う

（
外

陰
、

会
陰

）

Ｋ
８

４
４

バ
ル

ト
リ

ン
腺

膿
瘍

切
開

術
9
4
0
点

の
う

Ｋ
８

４
５

処
女

膜
切

開
術

7
9
0
点

Ｋ
８

４
６

処
女

膜
切

除
術

9
8
0
点

Ｋ
８

４
７

輪
状

処
女

膜
切

除
術

2
,
2
3
0
点

Ｋ
８

４
８

バ
ル

ト
リ

ン
腺

嚢
胞

腫
瘍

摘
出

術
（

造
袋

術
を

含
む

。
）

3
,
3
1
0
点

の
う

Ｋ
８

４
９

女
子

外
性

器
腫

瘍
摘

出
術

2
,
8
1
0
点

Ｋ
８

５
０

女
子

外
性

器
悪

性
腫

瘍
手

術

１
切

除
2
9
,
1
9
0
点

２
皮

膚
移

植
（

筋
皮

弁
使

用
）

を
行

っ
た

場
合

6
3
,
2
0
0
点

Ｋ
８

５
０

－
２

腟
絨

毛
性

腫
瘍

摘
出

術
2
3
,
8
3
0
点

ち
つ

じ
ゆ

う

（ ）（ ） 585584
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１
開

腹
に

よ
る

も
の

1
3
,
8
9
0
点

２
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
2
1
,
3
7
0
点

く
う

Ｋ
８

８
７

卵
巣

部
分

切
除

術
（

腟
式

を
含

む
。

）
ち

つ

１
開

腹
に

よ
る

も
の

6
,
1
5
0
点

２
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
1
8
,
8
1
0
点

く
う

Ｋ
８

８
７

－
２

卵
管

結
紮

術
（

腟
式

を
含

む
。

）
（

両
側

）
さ

つ
ち

つ

１
開

腹
に

よ
る

も
の

4
,
3
5
0
点

２
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
1
8
,
8
1
0
点

く
う

Ｋ
８

８
７

－
３

卵
管

口
切

開
術

１
開

腹
に

よ
る

も
の

5
,
2
2
0
点

２
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
1
8
,
8
1
0
点

く
う

Ｋ
８

８
７

－
４

腹
腔

鏡
下

多
嚢

胞
性

卵
巣

焼
灼

術
2
4
,
1
3
0
点

く
う

の
う

し
や

く

Ｋ
８

８
８

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

（
両

側
）

１
開

腹
に

よ
る

も
の

1
7
,
0
8
0
点

２
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
2
5
,
9
4
0
点

く
う

Ｋ
８

８
８

－
２

卵
管

全
摘

除
術

、
卵

管
腫

瘤
全

摘
除

術
、

子
宮

卵
管

留
血

腫
手

術
（

両
側

）
り

ゆ
う

１
開

腹
に

よ
る

も
の

1
2
,
4
6
0
点

２
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
2
5
,
5
4
0
点

く
う

Ｋ
８

８
９

子
宮

附
属

器
悪

性
腫

瘍
手

術
（

両
側

）
5
8
,
5
0
0
点

Ｋ
８

９
０

卵
管

形
成

手
術

（
卵

管
・

卵
巣

移
植

、
卵

管
架

橋
等

）
2
7
,
3
8
0
点

Ｋ
８

９
０

－
２

卵
管

鏡
下

卵
管

形
成

術
4
6
,
4
1
0
点

Ｋ
８

９
０

－
３

腹
腔

鏡
下

卵
管

形
成

術
4
6
,
4
1
0
点

く
う

（
産

科
手

術
）

Ｋ
８

９
１

分
娩

時
頸

部
切

開
術

（
縫

合
を

含
む

。
）

3
,
1
7
0
点

べ
ん

け
い

Ｋ
８

９
２

骨
盤

位
娩

出
術

3
,
8
0
0
点

べ
ん

Ｋ
８

９
３

吸
引

娩
出

術
2
,
5
5
0
点

べ
ん

Ｋ
８

９
４

鉗
子

娩
出

術
か

ん
べ

ん

１
低

位
（

出
口

）
鉗

子
2
,
7
0
0
点

か
ん

２
中

位
鉗

子
4
,
7
6
0
点

か
ん

Ｋ
８

９
５

会
陰

（
陰

門
）

切
開

及
び

縫
合

術
（

分
娩

時
）

1
,
5
3
0
点

べ
ん

Ｋ
８

９
６

会
陰

（
腟

壁
）

裂
創

縫
合

術
（

分
娩

時
）

ち
つ

べ
ん

１
筋

層
に

及
ぶ

も
の

1
,
9
8
0
点

２
肛

門
に

及
ぶ

も
の

5
,
5
6
0
点

こ
う

３
腟

円
蓋

に
及

ぶ
も

の
4
,
3
2
0
点

ち
つ

４
直

腸
裂

創
を

伴
う

も
の

8
,
9
2
0
点

Ｋ
８

９
７

頸
管

裂
創

縫
合

術
（

分
娩

時
）

7
,
0
6
0
点

け
い

べ
ん

Ｋ
８

９
８

帝
王

切
開

術

１
緊

急
帝

王
切

開
2
2
,
2
0
0
点

２
選

択
帝

王
切

開
2
0
,
1
4
0
点

注
複

雑
な

場
合

に
つ

い
て

は
、
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
８

９
９

胎
児

縮
小

術
（

娩
出

術
を

含
む

。
）

3
,
2
2
0
点

べ
ん

Ｋ
９

０
０

臍
帯

還
納

術
1
,
2
4
0
点

さ
い

Ｋ
９

０
０

－
２

脱
垂

肢
整

復
術

1
,
2
4
0
点

Ｋ
９

０
１

子
宮

双
手

圧
迫

術
（

大
動

脈
圧

迫
術

を
含

む
。

）
2
,
9
5
0
点

Ｋ
９

０
２

胎
盤

用
手

剥
離

術
2
,
3
5
0
点

は
く

Ｋ
９

０
３

子
宮

破
裂

手
術

１
子

宮
全

摘
除

を
行

う
も

の
2
9
,
1
9
0
点

２
子

宮
腟

上
部

切
断

を
行

う
も

の
2
9
,
1
9
0
点

ち
つ

３
そ

の
他

の
も

の
1
6
,
1
3
0
点

１
腟

壁
形

成
手

術
及

び
子

宮
位

置
矯

正
術

1
6
,
9
0
0
点

ち
つ

２
ハ

ル
バ

ン
・

シ
ャ

ウ
タ

手
術

1
6
,
9
0
0
点

３
マ

ン
チ

ェ
ス

タ
ー

手
術

1
4
,
1
1
0
点

４
腟

壁
形

成
手

術
及

び
子

宮
全

摘
術

（
腟

式
、

腹
式

）
2
8
,
2
1
0
点

ち
つ

ち
つ

Ｋ
８

６
５

－
２

腹
腔

鏡
下

仙
骨

腟
固

定
術

4
8
,
2
4
0
点

く
う

ち
つ

注
メ

ッ
シ

ュ
を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
８

６
６

子
宮

頸
管

ポ
リ

ー
プ

切
除

術
1
,
1
9
0
点

け
い

Ｋ
８

６
６

－
２

子
宮

腟
部

冷
凍

凝
固

術
1
,
1
9
0
点

ち
つ

Ｋ
８

６
７

子
宮

頸
部

（
腟

部
）

切
除

術
3
,
3
3
0
点

け
い

ち
つ

Ｋ
８

６
７

－
２

子
宮

腟
部

糜
爛

等
子

宮
腟

部
乱

切
除

術
4
7
0
点

ち
つ

び
ら

ん
ち

つ

Ｋ
８

６
７

－
３

子
宮

頸
部

摘
出

術
（

腟
部

切
断

術
を

含
む

。
）

3
,
3
3
0
点

け
い

ち
つ

Ｋ
８

６
７

－
４

子
宮

頸
部

異
形

成
上

皮
又

は
上

皮
内

癌
レ

ー
ザ

ー
照

射
治

療
3
,
3
3
0
点

け
い

が
ん

Ｋ
８

６
８

か
ら

Ｋ
８

７
０

ま
で

削
除

Ｋ
８

７
１

子
宮

息
肉

様
筋

腫
摘

出
術

（
腟

式
）

3
,
8
1
0
点

ち
つ

Ｋ
８

７
２

子
宮

筋
腫

摘
出

（
核

出
）

術

１
腹

式
2
4
,
5
1
0
点

２
腟

式
1
4
,
2
9
0
点

ち
つ

Ｋ
８

７
２

－
２

腹
腔

鏡
下

子
宮

筋
腫

摘
出

（
核

出
）

術
3
7
,
6
2
0
点

く
う

Ｋ
８

７
２

－
３

子
宮

鏡
下

有
茎

粘
膜

下
筋

腫
切

出
術

、
子

宮
内

膜
ポ

リ
ー

プ
切

除
術

１
電

解
質

溶
液

利
用

の
も

の
6
,
6
3
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
4
,
7
3
0
点

Ｋ
８

７
２

－
４

痕
跡

副
角

子
宮

手
術

１
腹

式
1
5
,
2
4
0
点

２
腟

式
8
,
4
5
0
点

ち
つ

Ｋ
８

７
２

－
５

子
宮

頸
部

初
期

癌
又

は
異

形
成

光
線

力
学

療
法

8
,
4
5
0
点

け
い

が
ん

Ｋ
８

７
３

子
宮

鏡
下

子
宮

筋
腫

摘
出

術

１
電

解
質

溶
液

利
用

の
も

の
1
9
,
0
0
0
点

２
そ

の
他

の
も

の
1
7
,
1
0
0
点

Ｋ
８

７
４

及
び

Ｋ
８

７
５

削
除

Ｋ
８

７
６

子
宮

腟
上

部
切

断
術

1
0
,
3
9
0
点

ち
つ

Ｋ
８

７
６

－
２

腹
腔

鏡
下

子
宮

腟
上

部
切

断
術

1
7
,
5
4
0
点

く
う

ち
つ

Ｋ
８

７
７

子
宮

全
摘

術
2
8
,
2
1
0
点

Ｋ
８

７
７

－
２

腹
腔

鏡
下

腟
式

子
宮

全
摘

術
4
2
,
0
5
0
点

く
う

ち
つ

Ｋ
８

７
８

広
靱

帯
内

腫
瘍

摘
出

術
1
6
,
1
2
0
点

じ
ん

Ｋ
８

７
８

－
２

腹
腔

鏡
下

広
靱

帯
内

腫
瘍

摘
出

術
2
8
,
1
3
0
点

く
う

じ
ん

Ｋ
８

７
９

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

6
2
,
0
0
0
点

Ｋ
８

７
９

－
２

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

7
0
,
2
0
0
点

く
う

Ｋ
８

８
０

削
除

Ｋ
８

８
１

腹
壁

子
宮

瘻
手

術
2
3
,
2
9
0
点

ろ
う

Ｋ
８

８
２

重
複

子
宮

、
双

角
子

宮
手

術
2
5
,
2
8
0
点

Ｋ
８

８
３

子
宮

頸
管

形
成

手
術

3
,
5
9
0
点

け
い

Ｋ
８

８
３

－
２

子
宮

頸
管

閉
鎖

症
手

術
け

い

１
非

観
血

的
1
8
0
点

２
観

血
的

3
,
5
9
0
点

Ｋ
８

８
４

奇
形

子
宮

形
成

手
術

（
ス

ト
ラ

ス
マ

ン
手

術
）

2
3
,
2
9
0
点

（
子

宮
附

属
器

）

Ｋ
８

８
５

腟
式

卵
巣

嚢
腫

内
容

排
除

術
1
,
3
5
0
点

ち
つ

の
う

Ｋ
８

８
５

－
２

経
皮

的
卵

巣
嚢

腫
内

容
排

除
術

1
,
6
2
0
点

の
う

Ｋ
８

８
６

子
宮

附
属

器
癒

着
剥

離
術

（
両

側
）

は
く
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２
保

存
血

液
輸

血
（
2
0
0
m
Ｌ

ご
と

に
）

イ
１

回
目

4
5
0
点

ロ
２

回
目

以
降

3
5
0
点

３
自

己
血

貯
血

イ
６

歳
以

上
の

患
者

の
場

合
（
2
0
0
m
Ｌ

ご
と

に
）

液
状

保
存

の
場

合
2
5
0
点

(1
)

凍
結

保
存

の
場

合
5
0
0
点

(2
)

ロ
６

歳
未

満
の

患
者

の
場

合
（

体
重

１
k
g
に

つ
き

４
m
Ｌ

ご
と

に
）

液
状

保
存

の
場

合
2
5
0
点

(1
)

凍
結

保
存

の
場

合
5
0
0
点

(2
)

４
自

己
血

輸
血

イ
６

歳
以

上
の

患
者

の
場

合
（
2
0
0
m
Ｌ

ご
と

に
）

液
状

保
存

の
場

合
7
5
0
点

(1
)

凍
結

保
存

の
場

合
1
,
5
0
0
点

(2
)

ロ
６

歳
未

満
の

患
者

の
場

合
（

体
重

１
k
g
に

つ
き

４
m
Ｌ

ご
と

に
）

液
状

保
存

の
場

合
7
5
0
点

(1
)

凍
結

保
存

の
場

合
1
,
5
0
0
点

(2
)

５
希

釈
式

自
己

血
輸

血

イ
６

歳
以

上
の

患
者

の
場

合
（
2
0
0
m
Ｌ

ご
と

に
）

1
,
0
0
0
点

ロ
６

歳
未

満
の

患
者

の
場

合
（

体
重

１
k
g
に

つ
き

４
m
Ｌ

ご
と

に
）

1
,
0
0
0
点

６
交

換
輸

血
（

１
回

に
つ

き
）

5
,
2
5
0
点

注
１

輸
血

に
伴

っ
て

、
患

者
に

対
し

て
輸

血
の

必
要

性
、

危
険

性
等

に
つ

い
て

文
書

に
よ

る
説

明

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

２
自

家
採

血
、

保
存

血
又

は
自

己
血

の
輸

血
量

に
は

、
抗

凝
固

液
の

量
は

含
ま

れ
な

い
も

の
と

す
る

。

３
骨

髄
内

輸
血

又
は

血
管

露
出

術
を

行
っ

た
場

合
は

、
所

定
点

数
に

区
分

番
号

Ｄ
４

０
４

に
掲

げ
る

骨
髄

穿
刺

又
は

区
分

番
号

Ｋ
６

０
６

に
掲

げ
る

血
管

露
出

術
の

所
定

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
加

せ
ん

算
す

る
。

４
輸

血
に

当
た

っ
て

薬
剤

を
使

用
し

た
場

合
は

、
薬

剤
の

費
用

と
し

て
、

第
４

節
に

掲
げ

る
所

定
点

数
を

加
算

す
る

。

５
輸

血
に

伴
っ

て
行

っ
た

患
者

の
血

液
型

検
査

（
Ａ

Ｂ
Ｏ

式
及

び
Ｒ
h
式

）
の

費
用

と
し

て
5
4

点
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

６
不

規
則

抗
体

検
査

の
費

用
と

し
て

検
査

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

１
月

に
つ

き
1
9
7
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
頻

回
に

輸
血

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、
１

週
間

に
１

回
に

限
り

、
1
9
7
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

７
Ｈ

Ｌ
Ａ

型
適

合
血

小
板

輸
血

に
伴

っ
て

行
っ

た
Ｈ

Ｌ
Ａ

型
ク

ラ
ス

Ⅰ
（

Ａ
、

Ｂ
、

Ｃ
）

又
は

ク
ラ

ス
Ⅱ

（
Ｄ

Ｒ
、

Ｄ
Ｑ

、
Ｄ

Ｐ
）

の
費

用
と

し
て

、
検

査
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
一

連
に

つ
き

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
に
1
,
0
0
0
点

又
は
1
,
4
0
0
点

を
加

算
す

る
。

８
輸

血
に

伴
っ

て
、

血
液

交
叉

試
験

、
間

接
ク

ー
ム

ス
検

査
又

は
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ク

ロ
ス

マ
ッ

さ

チ
を

行
っ

た
場

合
は

、
血

液
交

叉
試

験
加

算
、

間
接

ク
ー

ム
ス

検
査

加
算

又
は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

さ

ク
ロ

ス
マ

ッ
チ

加
算

と
し

て
、

１
回

に
つ

き
3
0
点

、
4
7
点

又
は
3
0
点

を
そ

れ
ぞ

れ
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ク
ロ

ス
マ

ッ
チ

を
行

っ
た

場
合

は
、

血
液

交
叉

試
験

加
算

及
び

間
接

さ

ク
ー

ム
ス

検
査

加
算

は
算

定
で

き
な

い
。

９
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
2
6
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

1
0

輸
血

に
伴

っ
て

行
っ

た
供

血
者

の
諸

検
査

、
輸

血
用

回
路

及
び

輸
血

用
針

は
、

所
定

点
数

に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

1
1

輸
血

に
伴

っ
て

、
血

液
を

保
存

す
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

1
2

血
小

板
輸

血
に

伴
っ

て
、

血
小

板
洗

浄
術

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
血

小
板

洗
浄

術
加

算
と

し

て
、
5
8
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
９

０
４

妊
娠

子
宮

摘
出

術
（

ポ
ロ

ー
手

術
）

3
3
,
1
2
0
点

Ｋ
９

０
５

子
宮

内
反

症
整

復
手

術
（

腟
式

、
腹

式
）

ち
つ

１
非

観
血

的
3
4
0
点

２
観

血
的

1
5
,
4
9
0
点

Ｋ
９

０
６

子
宮

頸
管

縫
縮

術
け

い

１
マ

ク
ド

ナ
ル

ド
法

2
,
0
2
0
点

２
シ

ロ
ッ

カ
ー

法
又

は
ラ

ッ
シ

ュ
法

3
,
0
9
0
点

３
縫

縮
解

除
術

（
チ

ュ
ー

ブ
抜

去
術

）
1
,
8
0
0
点

Ｋ
９

０
７

胎
児

外
回

転
術

8
0
0
点

Ｋ
９

０
８

胎
児

内
（

双
合

）
回

転
術

1
,
1
9
0
点

Ｋ
９

０
９

流
産

手
術

１
妊

娠
1
1
週

ま
で

の
場

合

イ
手

動
真

空
吸

引
法

に
よ

る
も

の
4
,
0
0
0
点

ロ
そ

の
他

の
も

の
2
,
0
0
0
点

２
妊

娠
1
1
週

を
超

え
妊

娠
2
1
週

ま
で

の
場

合
5
,
1
1
0
点

Ｋ
９

０
９

－
２

子
宮

内
容

除
去

術
（

不
全

流
産

）
1
,
9
8
0
点

Ｋ
９

１
０

削
除

Ｋ
９

１
０

－
２

内
視

鏡
的

胎
盤

吻
合

血
管

レ
ー

ザ
ー

焼
灼

術
4
0
,
0
0
0
点

ふ
ん

し
や

く

Ｋ
９

１
０

－
３

胎
児

胸
腔

・
羊

水
腔

シ
ャ

ン
ト

術
（

一
連

に
つ

き
）

1
1
,
8
8
0
点

く
う

く
う

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
９

１
０

－
４

無
心

体
双

胎
焼

灼
術

（
一

連
に

つ
き

）
4
0
,
0
0
0
点

し
や

く

注
手

術
に

伴
う

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

算
定

し
な

い
。

Ｋ
９

１
０

－
５

胎
児

輸
血

術
（

一
連

に
つ

き
）

1
3
,
8
8
0
点

注
１

手
術

に
伴

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。

２
臍

帯
穿

刺
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

さ
い

せ
ん

Ｋ
９

１
１

胞
状

奇
胎

除
去

術
4
,
1
2
0
点

Ｋ
９

１
２

異
所

性
妊

娠
手

術

１
開

腹
に

よ
る

も
の

1
4
,
1
1
0
点

２
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
2
2
,
9
5
0
点

く
う

Ｋ
９

１
３

新
生

児
仮

死
蘇

生
術

１
仮

死
第

１
度

の
も

の
1
,
0
1
0
点

２
仮

死
第

２
度

の
も

の
2
,
7
0
0
点

（
そ

の
他

）

Ｋ
９

１
３

－
２

性
腺

摘
出

術

１
開

腹
に

よ
る

も
の

6
,
2
8
0
点

２
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
1
8
,
5
9
0
点

く
う

第
1
2
款

削
除

第
1
3
款

臓
器

提
供

管
理

料

区
分

Ｋ
９

１
４

脳
死

臓
器

提
供

管
理

料
4
0
,
0
0
0
点

注
臓

器
提

供
者

の
脳

死
後

に
、

臓
器

提
供

者
の

身
体

に
対

し
て

行
わ

れ
る

処
置

の
費

用
は

、
所

定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

Ｋ
９

１
５

生
体

臓
器

提
供

管
理

料
5
,
0
0
0
点

第
２

節
輸

血
料

区
分

Ｋ
９

２
０

輸
血 １

自
家

採
血

輸
血

（
2
0
0
m
Ｌ

ご
と

に
）

イ
１

回
目

7
5
0
点

ロ
２

回
目

以
降

6
5
0
点

（ ）（ ） 587586

２
－
⑽　
手　
術



所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

８
１

の
イ

及
び

２
の

イ
の

場
合

に
お

い
て

、
非

血
縁

者
間

移
植

を
実

施
し

た
場

合
は

、
非

血
縁

者
間

移
植

加
算

と
し

て
、
1
0
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

９
１

及
び

２
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
同

種
移

植
を

実
施

し
た

場
合

は
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
と

し
て

、
1
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
９

２
２

－
２

Ｃ
Ａ

Ｒ
発

現
生

Ｔ
細

胞
投

与
（

一
連

に
つ

き
）

3
0
,
8
5
0
点

注
１

チ
サ

ゲ
ン

レ
ク

ル
ユ

ー
セ

ル
を

投
与

し
た

場
合

に
患

者
１

人
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る

。

２
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
2
6
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
Ｃ

Ａ
Ｒ

発
現

生
Ｔ

細
胞

投
与

に
当

た
っ

て
使

用
し

た
輸

血
用

バ
ッ

グ
及

び
輸

血
用

針
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

Ｋ
９

２
３

術
中

術
後

自
己

血
回

収
術

（
自

己
血

回
収

器
具

に
よ

る
も

の
）

１
濃

縮
及

び
洗

浄
を

行
う

も
の

5
,
5
0
0
点

２
濾

過
を

行
う

も
の

3
,
5
0
0
点

ろ

注
１

併
施

さ
れ

る
手

術
の

所
定

点
数

と
は

別
に

算
定

す
る

。

２
使

用
し

た
術

中
術

後
自

己
血

回
収

セ
ッ

ト
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

Ｋ
９

２
４

自
己

生
体

組
織

接
着

剤
作

成
術

4
,
3
4
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
自

己
生

体
組

織
接

着
剤

を
用

い
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

２
４

－
２

自
己

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
（

用
手

法
）

1
,
7
6
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
自

己
ク

リ
オ

プ
レ

シ
ピ

テ
ー

ト
を

用
い

た
場

合
に

算
定

す

る
。

Ｋ
９

２
４

－
３

同
種

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
6
0
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

種
ク

リ
オ

プ
レ

シ
ピ

テ
ー

ト
を

用
い

た
場

合
に

算
定

す

る
。

第
３

節
手

術
医

療
機

器
等

加
算

区
分

Ｋ
９

３
０

脊
髄

誘
発

電
位

測
定

等
加

算

１
脳

、
脊

椎
、

脊
髄
、

大
動

脈
瘤

又
は

食
道

の
手

術
に

用
い

た
場

合
3
,
6
3
0
点

り
ゆ

う

２
甲

状
腺

又
は

副
甲

状
腺

の
手

術
に

用
い

た
場

合
3
,
1
3
0
点

Ｋ
９

３
１

超
音

波
凝

固
切

開
装

置
等

加
算

3
,
0
0
0
点

注
胸

腔
鏡

下
若

し
く

は
腹

腔
鏡

下
に

よ
る

手
術

、
悪

性
腫

瘍
等

に
係

る
手

術
又

は
バ

セ
ド

ウ
甲

状
く

う
く

う

腺
全

摘
（

亜
全

摘
）

術
（

両
葉

）
に

当
た

っ
て

、
超

音
波

凝
固

切
開

装
置

等
を

使
用

し
た

場
合

に

算
定

す
る

。

Ｋ
９

３
２

創
外

固
定

器
加

算
1
0
,
0
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

０
４

６
、

Ｋ
０

５
６

－
２

、
Ｋ

０
５

８
、

Ｋ
０

７
３

、
Ｋ

０
７

６
、

Ｋ
０

７
８

、

Ｋ
１

２
４

－
２

、
Ｋ

１
２

５
、

Ｋ
１

８
０

の
３

、
Ｋ

４
４

３
、

Ｋ
４

４
４

及
び

Ｋ
４

４
４

－
２

に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
創

外
固

定
器

を
使

用
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｋ
９

３
３

イ
オ

ン
ト

フ
ォ

レ
ー

ゼ
加

算
4
5
点

注
区

分
番

号
Ｋ

３
０

０
及

び
Ｋ

３
０

９
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
イ

オ
ン

ト
フ

ォ
レ

ー
ゼ

を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
４

副
鼻

腔
手

術
用

内
視

鏡
加

算
1
,
0
0
0
点

く
う

注
区

分
番

号
Ｋ

３
５

０
、

Ｋ
３

５
２

、
Ｋ

３
５

２
－

３
、

Ｋ
３

６
２

－
２

及
び

Ｋ
３

６
５

に
掲

げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
内

視
鏡

を
使

用
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｋ
９

３
４

－
２

副
鼻

腔
手

術
用

骨
軟

部
組

織
切

除
機

器
加

算
1
,
0
0
0
点

く
う

Ｋ
９

２
０

－
２

輸
血

管
理

料

１
輸

血
管

理
料

Ⅰ
2
2
0
点

２
輸

血
管

理
料

Ⅱ
1
1
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

輸
血

を
行

っ
た

場
合

に
、

月
１

回
に

限
り

、
当

該
基

準
に

係
る

区
分

に
従

い
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

輸
血

製
剤

が
適

正
に

使
用

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

輸
血

適
正

使
用

加
算

と
し

て
、

所
定

点
数

に
、

１
に

お
い

て
は
1
2
0
点

、
２

に
お

い
て

は
6
0
点

を
加

算
す

る
。

３
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
貯

血
式

自
己

血
輸

血
を

実
施

し
た

場
合

は
、

貯
血

式
自

己
血

輸
血

管
理

体
制

加
算

と
し

て
、
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｋ
９

２
１

造
血

幹
細

胞
採

取
（

一
連

に
つ

き
）

１
骨

髄
採

取

イ
同

種
移

植
の

場
合

2
1
,
6
4
0
点

ロ
自

家
移

植
の

場
合

1
7
,
4
4
0
点

２
末

梢
血

幹
細

胞
採

取
し

よ
う

イ
同

種
移

植
の

場
合

2
1
,
6
4
0
点

ロ
自

家
移

植
の

場
合

1
7
,
4
4
0
点

注
１

同
種

移
植

に
お

け
る

造
血

幹
細

胞
提

供
者

又
は

自
家

移
植

を
受

け
る

者
に

係
る

造
血

幹
細

胞

採
取

、
組

織
適

合
性

試
験

及
び

造
血

幹
細

胞
測

定
の

費
用

並
び

に
造

血
幹

細
胞

提
供

前
後

に
お

け
る

健
康

管
理

等
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

２
造

血
幹

細
胞

採
取

に
当

た
っ

て
薬

剤
を

使
用

し
た

場
合

は
、

薬
剤

の
費

用
と

し
て

、
第

４
節

に
掲

げ
る

所
定

点
数

を
加

算
す

る
。

Ｋ
９

２
１

－
２

間
葉

系
幹

細
胞

採
取

（
一

連
に

つ
き

）
1
7
,
4
4
0
点

Ｋ
９

２
１

－
３

末
梢

血
単

核
球

採
取

（
一

連
に

つ
き

）
1
7
,
4
4
0
点

し
よ

う

注
チ

サ
ゲ

ン
レ

ク
ル

ユ
ー

セ
ル

の
投

与
を

予
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

、
末

梢
血

単
核

球
採

し
よ

う

取
を

行
っ

た
場

合
に

患
者

１
人

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

Ｋ
９

２
２

造
血

幹
細

胞
移

植

１
骨

髄
移

植

イ
同

種
移

植
の

場
合

6
6
,
4
5
0
点

ロ
自

家
移

植
の

場
合

2
5
,
8
5
0
点

２
末

梢
血

幹
細

胞
移

植
し

よ
う

イ
同

種
移

植
の

場
合

6
6
,
4
5
0
点

ロ
自

家
移

植
の

場
合

3
0
,
8
5
0
点

３
臍

帯
血

移
植

6
6
,
4
5
0
点

さ
い

注
１

同
種

移
植

を
行

っ
た

場
合

は
、

造
血

幹
細

胞
採

取
の

た
め

に
要

し
た

提
供

者
の

療
養

上
の

費

用
と

し
て

、
こ

の
表

に
掲

げ
る

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
し

た
点

数
を

加
算

す
る

。

２
造

血
幹

細
胞

移
植

に
当

た
っ

て
薬

剤
を

使
用

し
た

場
合

は
、

薬
剤

の
費

用
と

し
て

、
第

４
節

に
掲

げ
る

所
定

点
数

を
加

算
す

る
。

３
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

場
合

は
、

乳
幼

児
加

算
と

し
て

、
2
6
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
造

血
幹

細
胞

移
植

に
当

た
っ

て
使

用
し

た
輸

血
用

バ
ッ

グ
及

び
輸

血
用

針
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

５
同

種
移

植
に

お
け

る
造

血
幹

細
胞

移
植

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

も
の

と
す

る
。

６
臍

帯
血

移
植

に
用

い
ら

れ
た

臍
帯

血
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

さ
い

さ
い

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

７
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
検

査
加

算
と

し
て

、
4
,
0
0
0
点

を

（ ）（ ） 589588

２
－
⑽　
手　
術



３
５

、
Ｋ

２
３

６
、

Ｋ
３

１
３

、
Ｋ

３
１

４
、

Ｋ
３

４
０

－
３

か
ら

Ｋ
３

４
０

－
７

ま
で

、
Ｋ

３
４

２
、

Ｋ
３

４
３

、
Ｋ

３
５

０
か

ら
Ｋ

３
６

５
ま

で
、

Ｋ
５

１
１

の
２

、
Ｋ

５
１

３
の

２
か

ら
５

１
３

の
４

ま
で

、
Ｋ

５
１

４
の

２
、

Ｋ
５

１
４

－
２

の
２

、
Ｋ

６
９

５
、

Ｋ
６

９
５

－
２

並
び

に
Ｋ

６
９

７
－

４
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
支

援
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

２
実

物
大

臓
器

立
体

モ
デ

ル
に

よ
る

も
の

2
,
0
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

０
５

５
－

２
、

Ｋ
０

５
５

－
３

、
Ｋ

１
３

６
、

Ｋ
１

４
２

の
６

、
Ｋ

１
４

２
－

２
、

Ｋ
１

５
１

－
２

、
Ｋ

１
６

２
、

Ｋ
１

８
０

、
Ｋ

２
２

７
、

Ｋ
２

２
８

、
Ｋ

２
３

６
、

Ｋ
２

３
７

、
Ｋ

３
１

３
、

Ｋ
３

１
４

の
２

、
Ｋ

４
０

６
の

２
、

Ｋ
４

２
７

、
Ｋ

４
２

７
－

２
、

Ｋ
４

２
９

、
Ｋ

４
３

３
、

Ｋ
４

３
４

及
び

Ｋ
４

３
６

か
ら

Ｋ
４

４
４

ま
で

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
、

実
物

大
臓

器
立

体
モ

デ
ル

に
よ

る
支

援
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

３
患

者
適

合
型

手
術

支
援

ガ
イ

ド
に

よ
る

も
の

2
,
0
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

０
８

２
及

び
Ｋ

０
８

２
－

３
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て
、

患
者

適
合

型
手

術

支
援

ガ
イ

ド
に

よ
る

支
援

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
９

－
２

術
中

血
管

等
描

出
撮

影
加

算
5
0
0
点

注
手

術
に

当
た

っ
て

、
血

管
や

腫
瘍

等
を

確
認

す
る

た
め

に
薬

剤
を

用
い

て
、

血
管

撮
影

を
行

っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｋ
９

３
９

－
３

人
工

肛
門

・
人

工
膀

胱
造

設
術

前
処

置
加

算
4
5
0
点

こ
う

ぼ
う

こ
う

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
手

術
の

前
に

療
養

上
の

必
要

性
を

踏
ま

え
、

人
工

肛
門

又
こ

う

は
人

工
膀

胱
を

設
置

す
る

位
置

を
決

め
た

場
合

に
算

定
す

る
。

ぼ
う

こ
う

Ｋ
９

３
９

－
４

削
除

Ｋ
９

３
９

－
５

胃
瘻

造
設

時
嚥

下
機

能
評

価
加

算
2
,
5
0
0
点

ろ
う

え
ん

注
１

区
分

番
号

Ｋ
６

６
４

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
、

嚥
下

機
能

評
価

等
を

実
施

し
た

場
合

に
え

ん

算
定

す
る

。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
場

合
は

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
９

－
６

凍
結

保
存

同
種

組
織

加
算

8
1
,
6
1
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
心

臓
、

大
血

管
、

肝
臓

、
胆

道
又

は
膵

臓
の

手
術

に
当

た
す

い

っ
て

、
凍

結
保

存
さ

れ
た

同
種

組
織

で
あ

る
心

臓
弁

又
は

血
管

を
用

い
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
９

－
７

レ
ー

ザ
ー

機
器

加
算

１
レ

ー
ザ

ー
機

器
加

算
１

5
0
点

２
レ

ー
ザ

ー
機

器
加

算
２

1
0
0
点

３
レ

ー
ザ

ー
機

器
加

算
３

2
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

レ
ー

ザ
ー

照
射

に
よ

り
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

２
１

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

Ｋ
４

０
６

（
１

に
限

る
。

）
、

Ｋ
４

１
３

（
１

に
限

る
。

）
、

Ｋ
４

２
１

（
１

に
限

る
。

）
、

Ｋ
４

２
３

（
１

に
限

る
。

）
及

び
Ｋ

４
４

８
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
レ

ー
ザ

ー
手

術
装

置
を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

３
２

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

Ｋ
４

１
３

（
２

に
限

る
。

）
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
レ

ー
ザ

ー
手

術
装

置
を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

４
３

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

Ｋ
４

０
６

（
２

に
限

る
。

）
、

Ｋ
４

０
９

、
Ｋ

４
１

１
、

Ｋ
４

２
１

（
２

に
限

る
。

）
、

Ｋ
４

２
３

（
２

に
限

る
。

）
、

Ｋ
４

５
１

及
び

Ｋ
４

５
２

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
、

レ
ー

ザ
ー

手
術

装
置

を
使

用
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。

Ｋ
９

３
９

－
８

超
音

波
切

削
機

器
加

算
1
,
0
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

４
４

３
、

Ｋ
４

４
４

及
び

Ｋ
４

４
４

－
２

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
、

超
音

波

注
区

分
番

号
Ｋ

３
４

０
－

３
か

ら
Ｋ

３
４

０
－

７
ま

で
及

び
Ｋ

３
５

０
か

ら
Ｋ

３
６

５
ま

で
に

掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
、

副
鼻

腔
手

術
用

骨
軟

部
組

織
切

除
機

器
を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
く

う

。

Ｋ
９

３
５

止
血

用
加

熱
凝

固
切

開
装

置
加

算
7
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

４
７

６
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
止

血
用

加
熱

凝
固

切
開

装
置

を
使

用
し

た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
６

自
動

縫
合

器
加

算
2
,
5
0
0
点

注
１

区
分

番
号

Ｋ
４

８
８

－
４

、
Ｋ

５
１

１
、

Ｋ
５

１
３

、
Ｋ

５
１

４
か

ら
Ｋ

５
１

４
－

６
ま

で

、
Ｋ

５
１

７
、

Ｋ
５

２
２

－
３

、
Ｋ

５
２

４
－

２
、

Ｋ
５

２
４

－
３

、
Ｋ

５
２

５
、

Ｋ
５

２
９

か
ら

Ｋ
５

２
９

－
３

ま
で

、
Ｋ

５
３

１
か

ら
Ｋ

５
３

２
－

２
ま

で
、

Ｋ
５

５
２

、
Ｋ

５
５

２
－

２
、

Ｋ
６

４
５

、
Ｋ

６
５

４
－

３
の

２
、

Ｋ
６

５
５

、
Ｋ

６
５

５
－

２
、

Ｋ
６

５
５

－
４

、
Ｋ

６
５

５
－

５
、

Ｋ
６

５
６

－
２

、
Ｋ

６
５

７
、

Ｋ
６

５
７

－
２

、
Ｋ

６
６

２
、

Ｋ
６

６
２

－
２

、
Ｋ

６
７

４
、

Ｋ
６

７
４

－
２

、
Ｋ

６
７

５
の

２
か

ら
Ｋ

６
７

５
の

５
ま

で
、

Ｋ
６

７
７

、
Ｋ

６
７

７
－

２
、

Ｋ
６

８
０

、
Ｋ

６
８

４
－

２
、

Ｋ
６

９
５

の
４

か
ら

Ｋ
６

９
５

の
７

ま
で

、
Ｋ

６
９

５
－

２
の

４
か

ら
Ｋ

６
９

５
－

２
の

６
ま

で
、

Ｋ
６

９
６

、
Ｋ

６
９

７
－

４
、

Ｋ
７

０
０

か
ら

Ｋ
７

０
０

－
３

ま
で

、
Ｋ

７
０

２
か

ら
Ｋ

７
０

３
－

２
ま

で
、

Ｋ
７

０
５

の
２

、
Ｋ

７
０

６
、

Ｋ
７

１
１

－
２

、
Ｋ

７
１

６
か

ら
Ｋ

７
１

６
－

６
ま

で
、

Ｋ
７

１
９

か
ら

Ｋ
７

１
９

－
３

ま
で

、
Ｋ

７
１

９
－

５
、

Ｋ
７

３
２

の
２

、
Ｋ

７
３

５
、

Ｋ
７

３
５

－
３

、
Ｋ

７
３

５
－

５
、

Ｋ
７

３
９

、
Ｋ

７
３

９
－

３
、

Ｋ
７

４
０

、
Ｋ

７
４

０
－

２
、

Ｋ
８

０
３

か
ら

Ｋ
８

０
３

－
３

ま
で

及
び

Ｋ
８

１
７

の
３

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
、

自
動

縫
合

器
を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

２
区

分
番

号
Ｋ

５
５

２
、

Ｋ
５

５
２

－
２

、
Ｋ

５
５

４
、

Ｋ
５

５
５

、
Ｋ

５
５

７
か

ら
Ｋ

５
５

７
－

３
ま

で
、

Ｋ
５

６
０

及
び

Ｋ
５

９
４

の
３

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
左

心
耳

閉
塞

用
ク

リ
ッ

プ
を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
６

－
２

自
動

吻
合

器
加

算
5
,
5
0
0
点

ふ
ん

注
区

分
番

号
Ｋ

５
２

２
－

３
、

Ｋ
５

２
５

、
Ｋ

５
２

９
か

ら
Ｋ

５
２

９
－

３
ま

で
、

Ｋ
５

３
１

か

ら
Ｋ

５
３

２
－

２
ま

で
、

Ｋ
６

４
５

、
Ｋ

６
５

５
、

Ｋ
６

５
５

－
２

、
Ｋ

６
５

５
－

４
、

Ｋ
６

５

５
－

５
、

Ｋ
６

５
７

、
Ｋ

６
５

７
－

２
、

Ｋ
７

０
２

、
Ｋ

７
０

３
、

Ｋ
７

１
９

の
３

、
Ｋ

７
１

９

－
２

の
２

、
Ｋ

７
１

９
－

３
、

Ｋ
７

３
９

、
Ｋ

７
４

０
、

Ｋ
７

４
０

－
２

、
Ｋ

８
０

３
か

ら
Ｋ

８

０
３

－
３

ま
で

及
び

Ｋ
８

１
７

の
３

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
、

自
動

吻
合

器
を

使
用

し
た

場
ふ

ん

合
に

算
定

す
る

。

Ｋ
９

３
６

－
３

微
小

血
管

自
動

縫
合

器
加

算
2
,
5
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

０
１

７
及

び
Ｋ

０
２

０
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
微

小
血

管
自

動
縫

合
器

を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
７

心
拍

動
下

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

用
機

器
加

算
3
0
,
0
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

５
５

２
－

２
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
心

拍
動

下
冠

動
脈

、
大

動
脈

バ
イ

パ

ス
移

植
術

用
機

器
を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
７

－
２

術
中

グ
ラ

フ
ト

血
流

測
定

加
算

2
,
5
0
0
点

注
手

術
に

当
た

っ
て

、
機

器
を

用
い

て
グ

ラ
フ

ト
血

流
を

測
定

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
８

体
外

衝
撃

波
消

耗
性

電
極

加
算

3
,
0
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

６
７

８
及

び
Ｋ

７
６

８
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

、
消

耗
性

電
極

を
使

用
し

た

場
合

に
算

定
す

る
。

Ｋ
９

３
９

画
像

等
手

術
支

援
加

算

１
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
も

の
2
,
0
0
0
点

注
区

分
番

号
Ｋ

０
５

５
－

２
、

Ｋ
０

５
５

－
３

、
Ｋ

０
８

０
の

１
、

Ｋ
０

８
１

の
１

、
Ｋ

０
８

２
の

１
、

Ｋ
０

８
２

－
３

の
１

、
Ｋ

１
３

１
－

２
、

Ｋ
１

３
４

－
２

、
Ｋ

１
３

６
、

Ｋ
１

４
０

か
ら

Ｋ
１

４
１

－
２

ま
で

、
Ｋ

１
４

２
（

６
を

除
く

。
）

、
Ｋ

１
４

２
－

２
の

１
及

び
２

の
イ

、
Ｋ

１
４

２
－

３
、

Ｋ
１

５
１

－
２

、
Ｋ

１
５

４
－

２
、

Ｋ
１

５
８

、
Ｋ

１
６

１
、

Ｋ
１

６
７

、
Ｋ

１
６

９
か

ら
Ｋ

１
７

２
ま

で
、

Ｋ
１

７
４

の
１

、
Ｋ

１
９

１
か

ら
Ｋ

１
９

３
ま

で
、

Ｋ
２

（ ）（ ） 589588
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⑽　
手　
術



切
削

機
器

を
使

用
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。

第
４

節
薬

剤
料

区
分

Ｋ
９

４
０

薬
剤

薬
価

が
1
5
円

を
超

え
る

場
合

は
、

薬
価

か
ら
1
5
円

を
控

除
し

た
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点

数
に

つ
き

１
点

未
満

の
端

数
を

切
り

上
げ

て
得

た
点

数
に

１
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数
と

す
る

。

注
１

薬
価

が
1
5
円

以
下

で
あ

る
場

合
は

、
算

定
し

な
い

。

２
使

用
薬

剤
の

薬
価

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

第
５

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

区
分

Ｋ
９

５
０

特
定

保
険

医
療

材
料

材
料

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

注
使

用
し

た
特

定
保

険
医

療
材

料
の

材
料

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

（ ）590

２
－
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-
 4
5
7
 -
 

術
医

療
機

器
等

加
算

、
薬

剤
料

及
び

特
定

保
険

医
療

材
料

料
は

加
算

の
対

象
と

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
 

ま
た

、
「

通
則

７
」

及
び

「
通

則
８

」
の

「
所

定
点

数
」

と
は

、
第

１
節

手
術

料
の

各
区

分
に

掲
げ

ら
れ

た
点

数
及

び
各

区
分

の
注

に
規

定
す

る
加

算
の

合
計

を
い

い
、

通
則

の
加

算
点

数
は

含
ま

な
い

。
 

 
 

1
0
 

「
通

則
1
0
」

の
加

算
は

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

抗
体

（
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
）

若
し

く
は

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

２
抗

体
（

ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
）

に
よ

っ
て

Ｈ
Ｉ

Ｖ
抗

体
が

陽
性

と
認

め
ら

れ
た

患
者

又
は

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
核

酸
検

査
に

よ

っ
て

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
核

酸
が

確
認

さ
れ

た
患

者
に

対
し

て
観

血
的

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

た
だ

し
、

同
一

日
に

複
数

の
手

術
を

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

手
術

に
つ

い
て

の
み

加
算

す
る

。
 

 
 

1
1
 

「
通

則
1
1
」

の
加

算
は

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

患
者

に
対

し
て

全
身

麻
酔

、
硬

膜
外

麻
酔

又
は

脊
椎

麻

酔
を

伴
う

観
血

的
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

同
一

日
に

複
数

の
手

術
を

行
っ

た

場
合

は
、

主
た

る
手

術
に

つ
い

て
の

み
加

算
す

る
。

 

 
 

 
(
１

)
 

感
染

症
法

に
基

づ
く

医
師

か
ら

都
道

府
県

知
事

等
へ

の
届

出
の

た
め

の
基

準
に

よ
り

医
師

に
よ

り
届

け
出

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

メ
チ

シ
リ

ン
耐

性
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

感
染

症
の

患
者

（
診

断
し

た
医

師
の

判
断

に

よ
り

、
症

状
や

所
見

か
ら

当
該

疾
患

が
疑

わ
れ

、
か

つ
、

病
原

体
診

断
が

な
さ

れ
た

も
の

。
）

 

 
 

 
(
２

)
 

Ｈ
Ｂ

s
又

は
Ｈ

Ｂ
e
抗

原
に

よ
っ

て
抗

原
が

陽
性

と
認

め
ら

れ
た

Ｂ
型

肝
炎

患
者

 

 
 

 
(
３

)
 

Ｈ
Ｃ

Ｖ
抗

体
定

性
・

定
量

に
よ

っ
て

Ｈ
Ｃ

Ｖ
抗

体
が

陽
性

と
認

め
ら

れ
た

Ｃ
型

肝
炎

患
者

 

 
 

 
(
４

)
 

微
生

物
学

的
検

査
に

よ
り

結
核

菌
を

排
菌

し
て

い
る

こ
と

が
術

前
に

確
認

さ
れ

た
結

核
患

者
 

 
 

1
2
 

「
通

則
1
2
」

の
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
対

す
る

手
術

の
休

日
加

算
１

及
び

２
、

時
間

外
加

算
１

及
び

２

又
は

深
夜

加
算

１
及

び
２

は
、

次
の

場
合

に
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
手

術
が

保
険

医
療

機
関

又
は

保
険

医
の

都

合
に

よ
り

休
日

、
時

間
外

又
は

深
夜

に
行

わ
れ

た
場

合
に

は
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

 
(
１

)
 

休
日

加
算

、
時

間
外

加
算

又
は

深
夜

加
算

が
算

定
で

き
る

初
診

又
は

再
診

に
引

き
続

き
行

わ
れ

た
緊

急
手

術
の

場
合

 

 
 

 
(
２

)
 

初
診

又
は

再
診

か
ら

手
術

ま
で

の
間

に
、

手
術

に
必

要
不

可
欠

な
検

査
等

を
行

い
、

か
つ

、
当

該
検

査
等

の
終

了
後

に
手

術
（

休
日

に
行

う
も

の
又

は
そ

の
開

始
時

間
（

執
刀

し
た

時
間

を
い

う
。

）
が

診
療

時
間

以

外
の

時
間

若
し

く
は

深
夜

で
あ

る
も

の
に

限
る

。
）

を
開

始
し

た
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

初
診

又
は

再
診

か

ら
手

術
の

開
始

時
間

ま
で

の
間

が
８

時
間

以
内

で
あ

る
場

合
（

当
該

手
術

の
開

始
時

間
が

入
院

手
続

き
の

後

の
場

合
を

含
む

。
）

 

 
 

1
3
 

「
通

則
1
2
」

の
入

院
中

の
患

者
に

対
す

る
手

術
の

休
日

加
算

１
及

び
２

又
は

深
夜

加
算

１
及

び
２

は
、

病
状

の

急
変

に
よ

り
、

休
日

に
緊

急
手

術
を

行
っ

た
場

合
又

は
開

始
時

間
が

深
夜

で
あ

る
緊

急
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

算

定
で

き
る

。
 

た
だ

し
、

手
術

が
保

険
医

療
機

関
又

は
保

険
医

の
都

合
に

よ
り

休
日

又
は

深
夜

に
行

わ
れ

た
場

合
に

は
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

1
4
 

「
通

則
1
2
」

の
休

日
加

算
１

及
び

２
、

時
間

外
加

算
１

及
び

２
又

は
深

夜
加

算
１

及
び

２
の

対
象

と
な

る
時

間

の
取

扱
い

は
初

診
料

と
同

様
で

あ
り

、
区

分
番

号
「

Ａ
０

０
０

」
の

注
９

又
は

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

１
」

の
注

７

に
規

定
す

る
夜

間
・

早
朝

等
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

「
通

則
1
2
」

の
休

日
加

算
１

及
び

２
、

時
間

外
加

算
１

及
び

２
又

は
深

夜
加

算
１

及
び

２
は

算
定

し
な

い
。

ま
た

、
「

通
則

1
2
」

の
加

算
に

係
る

適
用

の
範

囲

及
び

「
所

定
点

数
」

に
つ

い
て

は
、

「
通

則
７

」
及

び
「

通
則

８
」

の
加

算
の

取
扱

い
と

同
様

（
本

通
則

９
参

照
）

で
あ

る
。

な
お

、
区

分
番

号
「

Ｋ
７

８
０

」
同

種
死

体
腎

移
植

術
の

「
注

１
」

に
規

定
す

る
死

体
腎

移
植

加
算

に

つ
い

て
、

「
通

則
1
2
」

の
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

同
種

死
体

腎
移

植
の

開
始

時
間

に
よ

り
要

件
の

該
当

の
有

無
を

判
断

す
る

の
で

は
な

く
、

死
体

腎
の

摘
出

術
の

開
始

時
間

を
も

っ
て

判
断

す
る

。
 

1
5
 

「
通

則
1
2
」

の
休

日
加

算
１

、
時

間
外

加
算

１
又

は
深

夜
加

算
１

（
以

下
「

時
間

外
等

加
算

１
」

と
い

う
。

）

 
-
 4
5
6
 -
 

第
1
0
部

 
手

術
 

  
＜

通
則

＞
 

 
 

１
 

「
通

則
１

」
の

「
診

断
穿

刺
・

検
体

採
取

」
と

は
、

第
２

章
第

３
部

検
査

の
第

４
節

診
断

穿
刺

・
検

体
採

取
料

に
係

る
も

の
を

い
う

。
 

 
 

２
 

「
通

則
１

」
及

び
「

通
則

２
」

は
、

手
術

料
算

定
の

内
容

に
は

次
の

３
通

り
あ

る
こ

と
を

示
し

て
お

り
、

輸
血

料
に

つ
い

て
は

、
手

術
料

の
算

定
が

な
く

と
も

単
独

で
算

定
で

き
る

。
 

 
 

 
(
１

)
 

手
術

料
（

＋
薬

剤
料

等
）

 

 
 

 
(
２

)
 

手
術

料
＋

輸
血

料
（

＋
薬

剤
料

等
）

 

 
 

 
(
３

)
 

輸
血

料
（

＋
薬

剤
料

等
）

 

３
 

手
術

料
（

輸
血

料
を

除
く

。
）

は
、

特
別

の
理

由
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

入
院

中
の

患
者

及
び

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

か
か

わ
ら

ず
、

同
種

の
手

術
が

同
一

日
に

２
回

以
上

実
施

さ
れ

る
場

合
に

は
、

主
た

る
手

術
の

所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

４
 

手
術

当
日

に
、

手
術

（
自

己
血

貯
血

を
除

く
。

）
に

関
連

し
て

行
う

処
置

（
ギ

プ
ス

を
除

く
。

）
の

費
用

及
び

注
射

の
手

技
料

は
、

術
前

、
術

後
に

か
か

わ
ら

ず
算

定
で

き
な

い
。

ま
た

、
内

視
鏡

を
用

い
た

手
術

を
行

う
場

合
、

こ
れ

と
同

時
に

行
う

内
視

鏡
検

査
料

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

５
 

手
術

に
当

た
っ

て
通

常
使

用
さ

れ
る

保
険

医
療

材
料

（
チ

ュ
ー

ブ
、

縫
合

糸
（

特
殊

縫
合

糸
を

含
む

。
）

等
）

、

衛
生

材
料

（
ガ

ー
ゼ

、
脱

脂
綿

及
び

絆
創

膏
等

）
、

外
皮

用
殺

菌
剤

、
患

者
の

衣
類

及
び

１
回

の
手

術
に

使
用

さ

れ
る

総
量

価
格

が
1
5
円

以
下

の
薬

剤
の

費
用

は
手

術
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

 
 

 
 

た
だ

し
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

特
定

保
険

医
療

材
料

及
び

１
回

の
手

術
に

使
用

さ
れ

る
総

量
価

格
が

1
5
円

を
超

え
る

薬
剤

（
手

術
後

の
薬

剤
病

巣
撒

布
を

含
み

、
外

皮
用

殺
菌

剤
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

は
、

当
該

手

術
の

所
定

点
数

の
他

に
当

該
特

定
保

険
医

療
材

料
及

び
薬

剤
の

費
用

を
算

定
で

き
る

。
 

 
 

６
 

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
を

別
に

算
定

で
き

な
い

手
術

の
際

に
画

像
診

断
又

は
検

査
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

、
当

該
画

像
診

断
及

び
検

査
に

伴
い

使
用

し
た

フ
ィ

ル
ム

に
要

す
る

費
用

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｅ

４

０
０

」
（

注
を

含
む

。
）

に
掲

げ
る

フ
ィ

ル
ム

料
を

算
定

で
き

る
。

ま
た

、
当

該
画

像
診

断
及

び
検

査
に

伴
い

特

定
保

険
医

療
材

料
又

は
薬

剤
を

使
用

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

９
５

０
」

に
掲

げ
る

特
定

保
険

医
療

材
料

料

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

９
４

０
」

に
掲

げ
る

薬
剤

料
を

算
定

で
き

る
。

な
お

、
こ

の
場

合
、

フ
ィ

ル
ム

料
、

特
定

保

険
医

療
材

料
料

及
び

薬
剤

料
以

外
の

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

７
 

第
１

節
手

術
料

に
掲

げ
ら

れ
て

い
な

い
手

術
の

う
ち

、
簡

単
な

手
術

の
手

術
料

は
算

定
で

き
な

い
が

、
特

殊
な

手
術

（
点

数
表

に
あ

っ
て

も
、

手
技

が
従

来
の

手
術

と
著

し
く

異
な

る
場

合
等

を
含

む
。

）
の

手
術

料
は

、
そ

の

都
度

当
局

に
内

議
し

、
最

も
近

似
す

る
手

術
と

し
て

準
用

が
通

知
さ

れ
た

算
定

方
法

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

 
 

例
え

ば
、

従
来

一
般

的
に

開
胸

又
は

開
腹

に
よ

り
行

わ
れ

て
い

た
手

術
を

内
視

鏡
下

に
お

い
て

行
っ

た
場

合
等

は
こ

れ
に

該
当

す
る

。
 

 
 

８
 

通
則

５
に

規
定

す
る

体
外

循
環

を
要

す
る

手
術

と
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

４
１

」
か

ら
「

Ｋ
５

４
４

」
ま

で
、

「
Ｋ

５
５

１
」

、
「

Ｋ
５

５
３

」
、

「
Ｋ

５
５

４
」

か
ら

「
Ｋ

５
５

６
」

ま
で

、
「

Ｋ
５

５
７

」
か

ら
「

Ｋ
５

５

７
－

３
」

ま
で

、
「

Ｋ
５

５
８

」
、

「
Ｋ

５
６

０
」

、
「

Ｋ
５

６
０

－
２

」
、

「
Ｋ

５
６

８
」

、
「

Ｋ
５

７
０

」
、

「
Ｋ

５
７

１
」

か
ら

「
Ｋ

５
７

４
」

ま
で

、
「

Ｋ
５

７
６

」
、

「
Ｋ

５
７

７
」

、
「

Ｋ
５

７
９

」
か

ら
「

Ｋ
５

８

０
」

ま
で

、
「

Ｋ
５

８
２

」
か

ら
「

Ｋ
５

８
９

」
ま

で
、

Ｋ
５

９
２

」
か

ら
「

Ｋ
５

９
３

」
ま

で
及

び
「

Ｋ
５

９

４
」

（
「

４
」

の
「

ロ
」

を
除

く
。

）
に

掲
げ

る
人

工
心

肺
を

用
い

た
手

術
を

い
う

。
 

 
 

９
 

「
通

則
７

」
及

び
「

通
則

８
」

の
加

算
は

、
第

１
節

手
術

料
に

定
め

る
手

術
に

の
み

適
用

さ
れ

、
輸

血
料

、
手

（ ）591

２
－
⑽　
手　
術
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ア
 

第
１

指
か

ら
第

５
指

ま
で

を
別

の
手

術
野

と
す

る
次

に
掲

げ
る

手
術

の
う

ち
、

２
つ

以
上

の
手

術
を

同

一
指

に
つ

い
て

行
っ

た
場

合
に

は
、

「
通

則
1
4
」

に
お

け
る

「
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
場

合
」

に

該
当

す
る

場
合

及
び

(
ハ

)
に

掲
げ

る
手

術
を

除
き

、
当

該
手

術
の

中
で

主
た

る
手

術
の

所
定

点
数

の
み

を

算
定

す
る

。
な

お
、

(
イ

)
及

び
(
ロ

)
に

掲
げ

る
手

術
に

つ
い

て
は

、
複

数
指

に
つ

い
て

行
っ

た
場

合
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
指

に
つ

い
て

算
定

し
、

(
ハ

)
に

掲
げ

る
手

術
に

つ
い

て
は

、
同

一
指

内
の

複
数

の
骨

又
は

関

節
に

つ
い

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
各

々
の

骨
又

は
関

節
に

つ
い

て
算

定
す

る
。

 

(
イ

)
 

第
１

指
か

ら
第

５
指

ま
で

（
中

手
部

・
中

足
部

若
し

く
は

中
手

骨
・

中
足

骨
を

含
む

。
）

の
そ

れ

ぞ
れ

を
同

一
手

術
野

と
す

る
手

術
は

、
次

に
掲

げ
る

手
術

で
あ

る
。

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
２

８
」

腱
鞘

切
開

術
（

関
節

鏡
下

に
よ

る
も

の
を

含
む

。
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
３

４
」

腱
切

離
・

切
除

術
（

関
節

鏡
下

に
よ

る
も

の
を

含
む

。
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
３

５
」

腱
剥

離
術

（
関

節
鏡

下
に

よ
る

も
の

を
含

む
。

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
３

７
」

腱
縫

合
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
３

８
」

腱
延

長
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
３

９
」

腱
移

植
術

（
人

工
腱

形
成

術
を

含
む

。
）

の
「

１
」

指
（

手
、

足
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

０
」

腱
移

行
術

の
「

１
」

指
（

手
、

足
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

０
-
２

」
指

伸
筋

腱
脱

臼
観

血
的

整
復

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
５

４
」

骨
切

り
術

の
「

３
」

中
の

指
（

手
、

足
）

（
関

節
リ

ウ
マ

チ
の

患
者

に

対
し

、
関

節
温

存
を

前
提

と
し

て
中

足
骨

短
縮

骨
切

り
術

を
行

っ
た

場
合

に
限

る
。

）
 

(
ロ

)
 

第
１

指
か

ら
第

５
指

ま
で

（
中

手
部

・
中

足
部

若
し

く
は

中
手

骨
・

中
足

骨
を

含
ま

な
い

。
）

の

そ
れ

ぞ
れ

を
同

一
手

術
野

と
す

る
手

術
は

、
次

に
掲

げ
る

手
術

で
あ

る
。

た
だ

し
、

合
指

症
手

術
に

あ
っ

て
は

各
指

間
の

そ
れ

ぞ
れ

を
同

一
手

術
野

と
す

る
。

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
８

９
」

爪
甲

除
去

術
  
  
  
  
区

分
番

号
「

Ｋ
１

０
０

」
多

指
症

手
術

 
  
 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
９

０
」

ひ
ょ

う
疽

手
術

  
  
  
区

分
番

号
「

Ｋ
１

０
１

」
合

指
症

手
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
９

１
」

陥
入

爪
手

術
  
  
  
  
区

分
番

号
「

Ｋ
１

０
２

」
巨

指
症

手
術

 
  
 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
９

９
」

指
瘢

痕
拘

縮
手

術
  
  

区
分

番
号

「
Ｋ

１
０

３
」

屈
指

症
手

術
 

斜
指

症
手

術
 

第
１

節
手

術
料

の
項

で
「

指
（

手
、

足
）

」
と

規
定

さ
れ

て
い

る
手

術
（

区
分

番
号

「
Ｋ

０
３

９
」

腱
移

植
術

（
人

工
腱

形
成

術
を

含
む

。
）

の
「

１
」

指
（

手
、

足
）

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

４
０

」
腱

移
行

術
の

「
１

」
指

(
手

、
足

）
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

５
」

骨
折

経
皮

的
鋼

線
刺

入
固

定
術

の

「
３

」
中

の
指

（
手

、
足

）
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

６
」

骨
折

観
血

的
手

術
の

「
３

」
中

の
指

（
手

、

足
）

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

５
４

」
骨

切
り

術
の

「
３

」
中

の
指

（
手

、
足

）
（

関
節

リ
ウ

マ
チ

の
患

者
に

対
し

、
関

節
温

存
を

前
提

と
し

て
中

足
骨

短
縮

骨
切

り
術

を
行

っ
た

場
合

に
限

る
。

）
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
６

３
」

関
節

脱
臼

観
血

的
整

復
術

の
「

３
」

中
の

指
（

手
、

足
）

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

７
３

」
関

節
内

骨
折

観
血

的
手

術
の

「
３

」
中

の
指

（
手

、
足

）
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
８

０
」

関
節

形
成

手
術

の
「

３
」

中
の

指
（

手
、

足
）

）
及

び
「

Ｋ
０

８
２

」
人

工
関

節
置

換
術

の
「

３
」

中
の

指
（

手
、

足
）

を
除

く
。

）
 

(
ハ

)
 

同
一

指
内

の
骨

及
び

関
節

（
中

手
部

・
中

足
部

若
し

く
は

中
手

骨
・

中
足

骨
を

含
む

。
）

の
そ

れ

ぞ
れ

を
同

一
手

術
野

と
す

る
手

術
は

、
次

に
掲

げ
る

手
術

で
あ

る
。

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

５
」

骨
折

経
皮

的
鋼

線
刺

入
固

定
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

６
」

骨
折

観
血

的
手

術
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は
、

当
該

加
算

を
算

定
す

る
も

の
と

し
て

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
届

出
を

行
っ

て
い

る
診

療
科

に
お

い
て

手

術
を

実
施

し
た

場
合

に
限

り
 
算

定
で

き
る

。
 

1
6
 

「
通

則
1
2
」

の
時

間
外

等
加

算
１

を
算

定
す

る
場

合
は

、
手

術
を

実
施

し
た

診
療

科
、

初
診

又
は

再
診

の
日

時

（
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
手

術
を

実
施

し
た

場
合

に
限

る
。

）
及

び
手

術
を

開
始

し
た

日
時

を
診

療
報

酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

 
 

1
7
 

「
通

則
1
3
」

の
「

特
に

規
定

す
る

場
合

」
と

は
、

各
区

分
に

掲
げ

る
手

術
名

の
末

尾
に

両
側

と
記

入
し

た
も

の

を
い

う
。

な
お

、
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

両
側

に
わ

た
り

手
術

を
行

う
医

療
上

の
必

要
性

が
な

く
片

側
の

手
術

の

み
を

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
両

側
に

係
る

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

 
 

 
 

ま
た

、
肺

の
両

側
に

対
し

手
術

を
行

っ
た

場
合

は
、

片
側

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

算
定

で
き

る
。

 

 
 

1
8
 

同
一

手
術

野
又

は
同

一
病

巣
に

お
け

る
算

定
方

法
 

(
１

)
 

「
通

則
1
4
」

の
「

同
一

手
術

野
又

は
同

一
病

巣
」

と
は

、
原

則
と

し
て

、
同

一
皮

切
に

よ
り

行
い

得
る

範

囲
を

い
い

、
具

体
的

に
は

、
次

の
よ

う
な

手
術

の
組

み
合

わ
せ

が
行

わ
れ

る
範

囲
を

い
う

。
こ

の
場

合
に

お

い
て

は
、

「
主

た
る

手
術

」
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

な
お

、
「

主
た

る
手

術
」

と
は

、
所

定
点

数

及
び

注
に

よ
る

加
算

点
数

を
合

算
し

た
点

数
の

高
い

手
術

を
い

う
。

 

ア
 

肺
切

除
術

の
際

に
併

施
す

る
簡

単
な

肺
剥

皮
術

 

イ
 

虫
垂

切
除

術
と

盲
腸

縫
縮

術
  
  
  
  
  
  
  
  
 

ウ
 

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

と
卵

管
結

紮
術

 

 
 

 
(
２

)
 

(
１

)
に

か
か

わ
ら

ず
、

「
同

一
皮

切
に

よ
り

行
い

得
る

範
囲

」
内

に
あ

っ
て

も
、

次
に

掲
げ

る
場

合
に

は
、

「
同

一
手

術
野

又
は

同
一

病
巣

」
に

は
該

当
せ

ず
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

な
お

、
そ

れ
ら

の

他
、

「
同

一
皮

切
に

よ
り

行
い

得
る

範
囲

」
の

原
則

に
よ

る
こ

と
が

著
し

く
不

合
理

で
あ

る
場

合
は

、
「

通

則
３

」
に

照
ら

し
て

そ
の

都
度

当
局

に
内

議
の

う
え

決
定

す
る

。
 

ア
 

胃
切

除
術

（
消

化
器

系
の

手
術

）
と

腹
部

大
動

脈
瘤

に
対

す
る

大
動

脈
瘤

切
除

術
（

脈
管

系
の

手
術

）

の
組

み
合

わ
せ

、
胃

切
除

術
（

消
化

器
系

の
手

術
）

と
腎

摘
出

術
（

尿
路

系
の

手
術

）
の

組
み

合
わ

せ
、

胃
切

除
術

（
消

化
器

系
の

手
術

）
と

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

（
開

腹
に

よ
る

も
の

）
（

婦
人

科
系

の
手

術
）

の
組

み
合

わ
せ

、
腎

悪
性

腫
瘍

手
術

（
尿

路
系

の
手

術
）

と
肺

切
除

術
（

呼
吸

器
系

の
手

術
）

の
組

み
合

わ
せ

、
腹

腔
鏡

下
胃

切
除

術
（

消
化

器
系

の
手

術
）

と
腹

腔
鏡

下
腎

摘
出

術
（

尿
路

系
の

手
術

）
の

組
み

合
わ

せ
、

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

（
消

化
器

系
の

手
術

）
と

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

（
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
）

（
婦

人
科

系
の

手
術

）
の

組
み

合
わ

せ
等

、
相

互
に

関
連

の
な

い
２

手
術

を
同

時
に

行
う

場
合

 

イ
 

胃
切

除
術

と
直

腸
切

除
術

の
組

み
合

わ
せ

、
食

道
腫

瘍
摘

出
術

（
開

腹
手

術
に

よ
る

も
の

）
と

結
腸

切

除
術

の
組

み
合

わ
せ

、
腹

腔
鏡

下
胃

切
除

術
と

腹
腔

鏡
下

直
腸

切
除

術
の

組
み

合
わ

せ
、

食
道

腫
瘍

摘
出

術
（

腹
腔

鏡
下

に
よ

る
も

の
）

と
腹

腔
鏡

下
結

腸
切

除
術

の
組

み
合

わ
せ

等
、

同
じ

消
化

器
系

の
手

術
で

あ
っ

て
も

、
遠

隔
部

位
の

２
手

術
を

行
う

場
合

 

ウ
 

人
工

妊
娠

中
絶

術
（

腟
式

手
術

）
と

卵
管

結
紮

術
（

開
腹

術
）

の
組

み
合

わ
せ

等
、

通
常

行
う

手
術

の

到
達

方
法

又
は

皮
切

及
び

手
術

部
位

が
異

な
る

場
合

 

(
３

)
 

同
一

手
術

野
又

は
同

一
病

巣
で

あ
っ

て
も

、
「

複
数

手
術

に
係

る
費

用
の

特
例

（
平

成
2
4
年

厚
生

労
働

省

告
示

第
1
3
8
号

）
（

改
正

さ
れ

た
場

合
は

、
改

正
後

の
告

示
に

よ
る

。
）

」
に

規
定

す
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

主
た

る
手

術
の

所
定

点
数

に
、

従
た

る
手

術
（

１
つ

に
限

る
。

）
の

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

額
を

加
え

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
な

お
、

具
体

的
な

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
別

途
通

知
す

る
。

 

(
４

)
 

指
に

係
る

同
一

手
術

野
の

範
囲

 

指
に

係
る

同
一

手
術

野
の

範
囲

と
算

定
方

法
に

つ
い

て
は

次
の

通
り

で
あ

る
。

 

（ ）（ ） 593592
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(
１

)
 

手
術

の
開

始
後

、
患

者
の

病
状

の
急

変
等

や
む

を
得

な
い

事
情

に
よ

り
手

術
を

中
途

で
中

絶
せ

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

中
絶

ま
で

に
施

行
し

た
実

態
に

最
も

近
似

す
る

手
術

項
目

の
所

定
点

数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

例
え

ば
、

胃
切

除
術

を
行

う
べ

く
開

腹
し

た
が

、
適

応
で

な
い

の
で

そ
の

ま
ま

手
術

創
を

閉
じ

た
場

合
は

、

区
分

番
号

「
Ｋ

６
３

６
」

試
験

開
腹

術
の

所
定

点
数

に
よ

り
、

ま
た

、
汎

副
鼻

腔
根

治
手

術
を

開
始

し
た

が
、

上
顎

洞
、

篩
骨

洞
を

終
え

た
の

み
で

中
絶

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

３
５

８
」

上
顎

洞
篩

骨
洞

根
治

手

術
の

所
定

点
数

に
よ

り
、

算
定

す
る

。
な

お
、

術
前

に
お

い
て

中
絶

し
た

場
合

は
、

算
定

の
対

象
に

な
ら

な

い
。

 

(
２

)
 

妊
娠

９
か

月
に

お
い

て
子

宮
出

血
が

あ
り

、
前

置
胎

盤
の

疑
い

で
入

院
し

、
止

血
剤

注
射

を
行

い
帝

王
切

開
の

準
備

と
し

て
諸

器
械

の
消

毒
を

終
わ

っ
た

と
こ

ろ
出

血
が

止
ま

り
、

そ
の

ま
ま

分
娩

し
た

場
合

の
消

毒

に
要

し
た

諸
経

費
は

、
保

険
給

付
の

対
象

と
な

ら
な

い
。

 

(
３

)
 

手
術

の
準

備
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

患
者

が
来

院
し

な
か

っ
た

と
き

又
は

患
者

が
手

術
の

術
前

に
お

い
て

手
術

不
能

と
な

っ
た

場
合

は
保

険
給

付
の

対
象

と
な

ら
な

い
。

 

 
 

2
0
 

臓
器

等
移

植
に

お
け

る
組

織
適

合
性

試
験

及
び

臓
器

等
提

供
者

に
係

る
感

染
症

検
査

の
取

扱
い

 

 
 

 
(
１

)
 

組
織

適
合

性
試

験
 

 
 

 
 

 
ア

 
組

織
適

合
性

試
験

と
は

、
Ｈ

Ｌ
Ａ

型
ク

ラ
ス

Ⅰ
（

Ａ
、

Ｂ
、

Ｃ
）

、
ク

ラ
ス

Ⅱ
（

Ｄ
Ｒ

、
Ｄ

Ｑ
、

Ｄ

Ｐ
）

、
リ

ン
パ

球
直

接
交

差
試

験
（

ダ
イ

レ
ク

ト
・

ク
ロ

ス
マ

ッ
チ

テ
ス

ト
）

及
び

Ｄ
Ｎ

Ａ
タ

イ
ピ

ン
グ

を
い

う
。

 

 
 

 
 

 
イ

 
次

に
掲

げ
る

臓
器

等
移

植
の

提
供

者
に

係
る

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

４
－

３
」

移
植

用
肺

採
取

術
（

死
体

）
（

両
側

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

４
－

５
」

移
植

用
部

分
肺

採
取

術
（

生
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
０

５
」

移
植

用
心

採
取

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
０

５
－

３
」

移
植

用
心

肺
採

取
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
９

７
－

４
」

移
植

用
部

分
肝

採
取

術
（

生
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
９

７
－

６
」

移
植

用
肝

採
取

術
（

死
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
０

９
－

２
」

移
植

用
膵

採
取

術
（

死
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
０

９
－

４
」

移
植

用
膵

腎
採

取
術

（
死

体
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
１

６
－

３
」

移
植

用
部

分
小

腸
採

取
術

（
生

体
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
１

６
－

５
」

移
植

用
小

腸
採

取
術

（
死

体
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
７

９
」

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
７

９
－

２
」

移
植

用
腎

採
取

術
（

死
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
７

９
－

３
」

腹
腔

鏡
下

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
２

１
」

造
血

幹
細

胞
採

取
の

「
１

」
骨

髄
採

取
の

「
イ

」
同

種
移

植
の

場
合

 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
２

１
」

造
血

幹
細

胞
採

取
の

「
２

」
末

梢
血

幹
細

胞
採

取
の

「
イ

」
同

種
移

植
の

場

合
 

ウ
 

次
に

掲
げ

る
臓

器
等

移
植

の
移

植
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

 

に
算

定
で

き
な

い
。

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
１

４
」

皮
膚

移
植

術
（

生
体

・
培

養
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
１

４
－

２
」

皮
膚

移
植

術
（

死
体

）
 

 
-
 4
6
0
 -
 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
６

３
」

関
節

脱
臼

観
血

的
整

復
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
７

３
」

関
節

内
骨

折
観

血
的

手
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
７

８
」

観
血

的
関

節
固

定
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
８

０
」

関
節

形
成

手
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
８

２
」

人
工

関
節

置
換

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
８

２
－

３
」

人
工

関
節

再
置

換
術

 

イ
 

デ
ブ

リ
ー

ド
マ

ン
そ

の
他

(
イ

)
、

(
ロ

)
及

び
(
ハ

)
に

該
当

し
な

い
手

術
に

つ
い

て
は

、
第

１
指

か
ら

第

５
指

ま
で

を
同

一
手

術
野

と
し

て
取

り
扱

い
、

当
該

手
術

の
う

ち
２

以
上

の
手

術
を

複
数

指
に

行
っ

た
場

合
に

は
、

「
通

則
1
4
」

に
お

け
る

「
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
場

合
」

に
該

当
す

る
場

合
を

除
き

、

主
た

る
手

術
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

 

ウ
 

(
イ

)
及

び
(
ロ

)
に

掲
げ

る
手

術
と

、
(
ハ

)
に

掲
げ

る
手

術
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

「
通

則
1
4
」

に
お

け
る

「
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
場

合
」

に
該

当
す

る
場

合
を

除
き

、
同

一
指

に
対

し

て
行

わ
れ

た
も

の
は

主
た

る
手

術
の

点
数

を
算

定
し

、
別

々
の

指
に

対
し

て
行

わ
れ

た
も

の
は

そ
れ

ぞ
れ

所
定

の
点

数
を

算
定

す
る

。
 

エ
 

第
１

指
か

ら
第

５
指

ま
で

を
別

の
手

術
野

と
し

て
取

り
扱

う
手

術
（

同
一

指
内

の
骨

及
び

関
節

を
別

の

手
術

野
と

し
て

取
り

扱
う

手
術

を
含

む
。

）
と

、
第

１
指

か
ら

第
５

指
ま

で
を

同
一

手
術

野
と

し
て

取
り

扱
う

手
術

を
同

時
に

行
っ

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

手
術

が
別

々
の

指
に

対
し

て
行

わ
れ

た
も

の
で

あ
っ

て
も

、
「

通
則

1
4
」

に
お

け
る

「
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
場

合
」

に
該

当
す

る
場

合
を

除
き

、
主

た
る

手
術

の
所

定
点

数
の

み
を

算
定

す
る

。
 

た
だ

し
、

第
１

指
か

ら
第

５
指

ま
で

を
別

の
手

術
野

と
し

て
取

り
扱

う
手

術
（

同
一

指
内

の
骨

及
び

関

節
を

別
の

手
術

野
と

し
て

取
り

扱
う

手
術

を
含

む
。

）
を

複
数

指
に

対
し

行
っ

た
場

合
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

点
数

を
合

算
し

た
点

数
が

、
同

一
手

術
野

と
し

て
取

り
扱

う
手

術
の

点
数

よ
り

も
高

く
な

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
い

ず
れ

か
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
５

)
 
 
眼

球
の

手
術

（
第

１
節

手
術

料
第

４
款

眼
に

掲
げ

る
も

の
を

い
う

。
）

に
つ

い
て

は
、

片
眼

を
同

一
手

術

野
と

し
て

取
り

扱
う

。
 

(
６

)
 

多
発

性
囊

腫
等

で
近

接
し

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
数

か
所

の
切

開
を

行
っ

た
場

合
で

も
１

切
開

と
し

て
算

定
す

る
。

ま
た

、
麦

粒
腫

、
霰

粒
腫

等
に

つ
い

て
は

、
同

一
瞼

内
に

あ
る

も
の

に
つ

い
て

は
１

回
と

し

て
算

定
す

る
。

 

(
７

)
 

骨
折

整
復

と
脱

臼
整

復
を

併
施

し
た

場
合

に
つ

い
て

は
、

骨
折

部
位

と
関

節
と

の
距

離
や

そ
れ

ぞ
れ

の
整

復
が

非
観

血
的

に
行

わ
れ

た
か

観
血

的
に

行
わ

れ
た

か
、

ま
た

、
一

方
の

整
復

手
技

が
他

方
の

整
復

手
技

と

個
別

に
行

わ
れ

る
場

合
と

、
併

せ
て

１
手

術
と

み
な

す
の

が
適

当
な

場
合

等
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

一
般

に

は
近

接
部

位
の

場
合

は
通

例
同

一
手

術
野

の
手

術
と

し
て

「
通

則
1
4
」

に
よ

り
主

た
る

手
術

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
(
４

)
の

(
ハ

)
に

掲
げ

る
場

合
は

別
に

算
定

で
き

る
。

 

(
８

)
 

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

手
術

に
お

い
て

、
区

分
番

号
「

Ｋ
４

６
９

」
頸

部
郭

清
術

（
ネ

ッ
ク

デ
ィ

セ
ク

シ
ョ

ン
）

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

６
２

７
」

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

の
「

２
」

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

特
に

規
定

す

る
場

合
を

除
き

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
９

)
 

「
通

則
1
4
」

の
植

皮
術

と
は

区
分

番
号

「
Ｋ

０
１

３
」

分
層

植
皮

術
及

び
「

Ｋ
０

１
３

－
２

」
全

層
植

皮

術
を

い
う

。
 

(
1
0
)
 

「
通

則
1
4
」

の
神

経
移

植
術

と
は

区
分

番
号

「
Ｋ

１
９

８
」

神
経

移
植

術
を

い
う

。
 

 
 

1
9
 

手
術

の
中

絶
等

の
場

合
の

算
定

方
法

 

（ ）（ ） 593592

２
－
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手　
術



 
-
 4
6
3
 -
 

 
 

 
 

 
 

 
区

分
番

号
「

Ｋ
２

５
９

」
角

膜
移

植
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
０

９
－

２
」

移
植

用
膵

採
取

術
（

死
体

）
（

死
体

膵
（

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律

（
平

成
９

年
法

律
第

1
0
4
号

）
第

６
条

第
２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

採
取

さ
れ

た
膵

を

除
く

。
）

を
採

取
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
０

９
－

４
」

移
植

用
膵

腎
採

取
術

（
死

体
）

（
死

体
膵

腎
（

臓
器

の
移

植
に

関
す

る

法
律

第
６

条
第

２
項

に
規

定
す

る
脳

死
し

た
者

の
身

体
か

ら
採

取
さ

れ
た

膵
腎

を
除

く
）

を
移

植
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
８

０
」

同
種

死
体

腎
移

植
術

（
死

体
腎

（
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

第
６

条
第

２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

採
取

さ
れ

た
腎

を
除

く
）

を
移

植
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

エ
 

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

採
取

し
て

臓
器

等

移
植

を
行

っ
た

場
合

の
臓

器
等

提
供

者
に

係
る

感
染

症
検

査
は

、
次

に
掲

げ
る

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
区

分
番

号
「

Ｋ
９

１
４

」
脳

死
臓

器
提

供
管

理
料

 

  
  
2
1
 

第
１

節
第

２
款

筋
骨

格
系

・
四

肢
・

体
幹

に
掲

げ
る

手
術

の
う

ち
、

関
節

鏡
下

に
よ

る
手

術
に

つ
い

て
は

、
内

視
鏡

を
用

い
た

場
合

に
つ

い
て

も
算

定
で

き
る

。
 

2
2
 

既
に

保
険

適
用

さ
れ

て
い

る
腹

腔
鏡

下
手

術
以

外
の

手
術

で
腹

腔
鏡

を
用

い
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

そ
の

都
度

当
局

に
内

議
し

準
用

が
通

知
さ

れ
た

も
の

の
み

が
保

険
給

付
の

対
象

と
な

る
。

そ
れ

以
外

の
場

合
に

つ
い

て
は

、

そ
の

手
術

を
含

む
診

療
の

全
体

が
保

険
適

用
と

な
ら

な
い

の
で

留
意

さ
れ

た
い

。
な

お
、

胸
腔

鏡
下

手
術

及
び

内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

た
手

術
も

同
様

の
取

扱
い

と
す

る
。

 

2
3
 

「
通

則
1
7
」

の
加

算
を

算
定

し
た

場
合

は
、

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
を

実
施

し
た

歯
科

医
療

機
関

名
（

歯
科

を

併
設

す
る

病
院

は
除

く
。

）
を

診
療

録
に

記
載

す
る

こ
と

。
な

お
、

悪
性

腫
瘍

手
術

は
病

理
診

断
に

よ
り

悪
性

腫

瘍
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

2
4
 

 性
同

一
性

障
害

の
患

者
に

対
し

て
次

に
掲

げ
る

手
術

を
行

う
場

合
は

、
届

出
を

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

区
分

番
号

「
Ｋ

４
７

５
」

乳
房

切
除

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
１

８
」

尿
道

形
成

手
術

の
「

１
」

前
部

尿
道

 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
１

９
」

尿
道

下
裂

形
成

手
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
１

９
－

２
」

陰
茎

形
成

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
２

５
」

陰
茎

全
摘

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
３

０
」

精
巣

摘
出

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
５

１
」

会
陰

形
成

手
術

の
「

１
」

筋
層

に
及

ば
な

い
も

の
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
５

９
」

造
膣

術
、

膣
閉

鎖
症

術
の

「
２

」
遊

離
植

皮
に

よ
る

も
の

 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
５

９
」

造
膣

術
、

膣
閉

鎖
症

術
の

「
４

」
腸

管
形

成
に

よ
る

も
の

 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
５

９
」

造
膣

術
、

膣
閉

鎖
症

術
の

「
５

」
筋

皮
弁

移
植

に
よ

る
も

の
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
７

７
」

子
宮

全
摘

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
７

７
－

２
」

腹
腔

鏡
下

膣
式

子
宮

全
摘

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
８

８
」

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

（
両

側
）

の
「

１
」

開
腹

に
よ

る
も

の
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
８

８
」

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

（
両

側
）

の
「

２
」

腹
腔

鏡
に

よ
る

も
の

 

2
5
 

「
通

則
1
9
」

に
掲

げ
る

手
術

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

実
施

前
に

臨
床

遺
伝

学
に

関
わ

る
専

門
的

な
知

識

及
び

技
能

を
有

す
る

医
師

並
び

に
乳

腺
外

科
、

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
の

医
師

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を

 
-
 4
6
2
 -
 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
５

９
」

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

４
－

４
」

同
種

死
体

肺
移

植
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

４
－

６
」

生
体

部
分

肺
移

植
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
０

５
－

２
」

同
種

心
移

植
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
０

５
－

４
」

同
種

心
肺

移
植

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
９

７
－

５
」

生
体

部
分

肝
移

植
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
９

７
－

７
」

同
種

死
体

肝
移

植
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
０

９
－

３
」

同
種

死
体

膵
移

植
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
０

９
－

５
」

同
種

死
体

膵
腎

移
植

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
０

９
－

６
」

同
種

死
体

膵
島

移
植

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
１

６
－

４
」

生
体

部
分

小
腸

移
植

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
１

６
－

６
」

同
種

死
体

小
腸

移
植

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
８

０
」

同
種

死
体

腎
移

植
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
８

０
－

２
」

生
体

腎
移

植
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
２

２
」

造
血

幹
細

胞
移

植
の

「
１

」
骨

髄
移

植
の

「
イ

」
同

種
移

植
の

場
合

 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
２

２
」

造
血

幹
細

胞
移

植
の

「
２

」
末

梢
血

幹
細

胞
移

植
の

「
イ

」
同

種
移

植
の

 

場
合

 

 
 

 
 

 
エ

 
次

に
掲

げ
る

臓
器

等
移

植
の

提
供

者
及

び
移

植
者

に
係

る
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
２

２
」

造
血

幹
細

胞
移

植
の

「
３

」
臍

帯
血

移
植

 

 
 

 
(
２

)
 

臓
器

等
提

供
者

に
係

る
感

染
症

検
査

 

 
 

 
 

 
ア

 
臓

器
等

提
供

者
に

係
る

感
染

症
検

査
と

は
、

Ｈ
Ｂ

s
抗

原
、

Ｈ
Ｂ

c
抗

体
半

定
量

・
定

量
、

Ｈ
Ｃ

Ｖ
抗

体
定

性
・

定
量

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

抗
体

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
２

抗
体

定
性

・
定

量
、

Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ

－
Ⅰ

抗
体

、
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体
半

定
量

、
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
抗

体
定

量
又

は
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
抗

体
（

同
一

検
査

で
定

性
及

び
定

量
測

定
が

あ
る

場
合

は
、

い
ず

れ
か

１
つ

の
検

査
に

限
る

。
）

の
全

部
又

は
一

部
を

い
う

。
 

イ
 

次
に

掲
げ

る
臓

器
等

移
植

に
際

し
、

必
要

に
応

じ
臓

器
等

提
供

者
に

係
る

感
染

症
検

査
を

行
っ

た
場

合

に
は

、
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

き
、

１
回

に
限

り
別

に
算

定
す

る
。

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
１

４
」

皮
膚

移
植

術
（

生
体

・
培

養
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

４
－

５
」

移
植

用
部

分
肺

採
取

術
（

生
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
９

７
－

４
」

移
植

用
部

分
肝

採
取

術
（

生
体

）
 
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
１

６
－

３
」

移
植

用
部

分
小

腸
採

取
術

（
生

体
）

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
７

９
」

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
７

９
－

３
」

腹
腔

鏡
下

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
２

１
」

造
血

幹
細

胞
採

取
の

「
１

」
骨

髄
採

取
の

「
イ

」
同

種
移

植
の

場
合

 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
２

１
」

造
血

幹
細

胞
採

取
の

「
２

」
末

梢
血

幹
細

胞
採

取
の

「
イ

」
同

種
移

植
の

場

合
 

 
 

 
 

 
 

 
区

分
番

号
「

Ｋ
９

２
２

」
造

血
幹

細
胞

移
植

の
「

３
」

臍
帯

血
移

植
 

 
 

 
 

 
ウ

 
次

に
掲

げ
る

臓
器

等
移

植
に

際
し

行
っ

た
臓

器
等

提
供

者
に

係
る

感
染

症
検

査
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
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(
６

)
 

「
注

４
」

の
水

圧
式

デ
ブ

リ
ー

ド
マ

ン
加

算
は

、
Ⅱ

度
以

上
の

熱
傷

、
糖

尿
病

性
潰

瘍
又

は
植

皮
を

必
要

と
す

る
創

傷
に

対
し

て
、

水
圧

式
ナ

イ
フ

を
用

い
て

、
組

織
や

汚
染

物
質

等
の

切
除

、
除

去
を

実
施

し
た

場

合
に

、
一

連
の

治
療

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
な

お
、

加
圧

に
用

い
た

生
理

食
塩

水
の

費
用

は
所

定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

  
  
Ｋ

０
０

３
、

Ｋ
０

０
４

 
皮

膚
、

皮
下

、
粘

膜
下

血
管

腫
摘

出
術

 

  
  
  
(
１

)
 

「
露

出
部

」
と

は
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
０

」
創

傷
処

理
の

「
注

２
」

の
「

露
出

部
」

と
同

一
の

部
位

を
い

う
。

 

  
  
  
(
２

)
 

露
出

部
と

露
出

部
以

外
が

混
在

す
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

露
出

部
に

係
る

長
さ

が
全

体
の

5
0
％

以
上

の
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
３

」
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
し

、
5
0
％

未
満

の
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
４

」
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

０
０

５
、

Ｋ
０

０
６

 
皮

膚
、

皮
下

腫
瘍

摘
出

術
 

 
 

 
(
１

)
 

「
露

出
部

」
と

は
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
０

」
創

傷
処

理
の

「
注

２
」

の
「

露
出

部
」

と
同

一
の

部
位

を
い

う
。

 

 
 

 
(
２

)
 

近
接

密
生

し
て

い
る

い
ぼ

及
び

皮
膚

腫
瘍

等
に

つ
い

て
は

、
１

個
と

し
て

取
り

扱
い

、
他

の
手

術
等

の
点

数
と

著
し

い
不

均
衡

を
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
(
３

)
 

露
出

部
と

露
出

部
以

外
が

混
在

す
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

露
出

部
に

係
る

長
さ

が
全

体
の

5
0
％

以
上

の
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
５

」
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
し

、
5
0
％

未
満

の
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
６

」
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｋ
０

０
６

－
２

、
Ｋ

０
０

６
－

３
 

鶏
眼

・
胼

胝
切

除
術

 

(
１

)
 

「
露

出
部

」
と

は
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
０

」
創

傷
処

理
の

「
注

２
」

の
「

露
出

部
」

と
同

一
の

部
位

を
い

う
。

 

(
２

)
 

近
接

密
生

し
て

い
る

鶏
眼

・
胼

胝
等

に
つ

い
て

は
、

１
個

と
し

て
取

り
扱

い
、

他
の

手
術

等
の

点
数

と
著

し
い

不
均

衡
を

生
じ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

露
出

部
と

露
出

部
以

外
が

混
在

す
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

露
出

部
に

係
る

長
さ

が
全

体
の

５
０

％
以

上
の

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
０

６
－

２
」

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

し
、

５
０

％
未

満
の

場
合

は
、

区
分

番

号
「

Ｋ
０

０
６

－
３

」
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
０

０
６

－
４

 
皮

膚
腫

瘍
冷

凍
凝

固
摘

出
術

 

(
１

)
 

こ
こ

で
い

う
「

一
連

」
と

は
、

治
療

の
対

象
と

な
る

疾
患

に
対

し
て

所
期

の
目

的
を

達
す

る
ま

で
に

行
う

一
連

の
治

療
過

程
を

い
い

、
概

ね
３

月
間

に
わ

た
り

行
わ

れ
る

も
の

を
い

う
。

 

(
２

)
 

 
脂

漏
性

角
化

症
、

軟
性

線
維

腫
に

対
す

る
凍

結
療

法
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｊ
０

５
６

」
い

ぼ
等

冷
凍

凝
固

法
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
０

０
７

 
皮

膚
悪

性
腫

瘍
切

除
術

 

(
１

)
 

皮
膚

悪
性

腫
瘍

切
除

術
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

リ
ン

パ
節

の
郭

清
を

伴
う

場
合

は
「

１
」

に
よ

り
算

定
し

、
病

巣
部

の
み

を
切

除
し

た
場

合
は

「
２

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
注

」
に

規
定

す
る

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

要
件

に
留

意
し

算
定

す
る

こ
と

。
 

ア
 

触
診

及
び

画
像

診
断

の
結

果
、

遠
隔

転
移

が
認

め
ら

れ
な

い
悪

性
黒

色
腫

、
メ

ル
ケ

ル
細

胞
癌

、
乳

房

外
パ

ジ
ェ

ッ
ト

病
又

は
長

径
２

ｃ
ｍ

を
超

え
る

有
棘

細
胞

癌
で

あ
っ

て
、

臨
床

的
に

所
属

リ
ン

パ
節

の
腫

大
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
の

み
算

定
す

る
。

 

イ
 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
に

伴
う

放
射

性
同

位
元

素
の

薬
剤

料
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
９

４
０

」
薬

剤

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
-
 4
6
4
 -
 

実
施

し
、

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
等

の
結

果
を

踏
ま

え
た

治
療

方
針

の
検

討
を

行
う

こ
と

。
ま

た
当

該
カ

ン
フ

ァ

レ
ン

ス
に

お
け

る
検

討
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

手
術

の
目

的
並

び
に

当
該

手
術

の
実

施
に

よ
っ

て
生

じ
う

る
利

益

及
び

不
利

益
に

つ
い

て
当

該
患

者
に

事
前

に
説

明
を

行
う

こ
と

。
 

 

第
１

節
 

手
術

料
 

第
１

款
 

皮
膚

・
皮

下
組

織
 

Ｋ
０

０
０

 
創

傷
処

理
、

Ｋ
０

０
０

－
２

 
小

児
創

傷
処

理
 

(
１

)
 

創
傷

処
理

と
は

、
切

・
刺

・
割

創
又

は
挫

創
に

対
し

て
切

除
、

結
紮

又
は

縫
合

（
ス

テ
ー

プ
ラ

ー
に

よ
る

縫
合

を
含

む
。

）
を

行
う

場
合

の
第

１
回

治
療

の
こ

と
で

あ
り

、
第

２
診

以
後

の
手

術
創

に
対

す
る

処
置

は

区
分

番
号

「
Ｊ

０
０

０
」

創
傷

処
置

に
よ

り
算

定
す

る
。

な
お

、
こ

こ
で

筋
肉

、
臓

器
に

達
す

る
も

の
と

は
、

単
に

創
傷

の
深

さ
を

指
す

も
の

で
は

な
く

、
筋

肉
、

臓
器

に
何

ら
か

の
処

理
を

行
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

(
２

)
 

創
傷

が
数

か
所

あ
り

、
こ

れ
を

個
々

に
縫

合
す

る
場

合
は

、
近

接
し

た
創

傷
に

つ
い

て
は

そ
れ

ら
の

長
さ

を
合

計
し

て
１

つ
の

創
傷

と
し

て
取

り
扱

い
、

他
の

手
術

の
場

合
に

比
し

著
し

い
不

均
衡

を
生

じ
な

い
よ

う

に
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

「
３

」
の

「
イ

」
頭

頸
部

の
も

の
（

長
径

2
0
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
も

の
に

限
る

。
）

は
、

長
径

2
0

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

上
の

重
度

軟
部

組
織

損
傷

に
対

し
、

全
身

麻
酔

下
で

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き

る
。

 

(
４

)
 

「
注

２
」

の
「

露
出

部
」

と
は

、
頭

部
、

頸
部

、
上

肢
に

あ
っ

て
は

肘
関

節
以

下
及

び
下

肢
に

あ
っ

て
は

膝
関

節
以

下
を

い
う

。
 

(
５

)
 

「
注

３
」

の
デ

ブ
リ

ー
ド

マ
ン

の
加

算
は

、
汚

染
さ

れ
た

挫
創

に
対

し
て

行
わ

れ
る

ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

又
は

汚
染

組
織

の
切

除
等

で
あ

っ
て

、
通

常
麻

酔
下

で
行

わ
れ

る
程

度
の

も
の

を
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
６

)
 

腹
部

開
放

創
用

局
所

陰
圧

閉
鎖

キ
ッ

ト
の

交
換

の
み

を
目

的
と

し
て

実
施

し
た

場
合

は
、

「
１

」
、

「
２

」

又
は

「
３

」
の

「
ロ

」
の

い
ず

れ
か

を
算

定
す

る
。

 

Ｋ
０

０
１

 
皮

膚
切

開
術

 

 
 

 
(
１

)
 

長
径

1
0

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
と

は
、

切
開

を
加

え
た

長
さ

で
は

な
く

、
膿

瘍
、

せ
つ

又
は

蜂
窩

織
炎

等
の

大
き

さ
を

い
う

。
 

 
 

 
(
２

)
 

多
発

性
せ

つ
腫

等
で

近
接

し
て

い
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

数
か

所
の

切
開

も
１

切
開

と
し

て
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｋ
０

０
２

 
デ

ブ
リ

ー
ド

マ
ン

 

 
 

 
(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
１

３
」

分
層

植
皮

術
か

ら
区

分
番

号
「

Ｋ
０

２
１

－
２

」
粘

膜
弁

手
術

ま
で

の
手

術
を

前
提

に
行

う
場

合
に

の
み

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
２

)
 

面
積

の
算

定
方

法
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｊ
０

０
０

」
創

傷
処

置
の

取
扱

い
の

例
に

よ
る

。
 

 
 

 
(
３

)
 

汚
染

さ
れ

た
挫

創
に

対
し

て
行

わ
れ

る
ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
又

は
汚

染
組

織
の

切
除

等
で

あ
っ

て
、

通
常

麻
酔

下
で

行
わ

れ
る

程
度

の
も

の
を

行
っ

た
と

き
に

算
定

す
る

。
ま

た
、

繰
り

返
し

算
定

す
る

場
合

は
、

植
皮

の

範
囲

（
全

身
に

占
め

る
割

合
）

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
。

 

(
４

)
 

「
注

１
」

の
Ａ

群
溶

連
菌

感
染

症
に

伴
う

壊
死

性
筋

膜
炎

に
対

し
て

行
う

場
合

に
つ

い
て

は
、

病
歴

、
細

菌
培

養
検

査
及

び
画

像
所

見
等

に
よ

り
、

Ａ
群

溶
連

菌
感

染
症

に
伴

う
壊

死
性

筋
膜

炎
と

診
断

し
た

場
合

に

算
定

す
る

。
な

お
、

診
療

報
酬

の
請

求
に

当
た

っ
て

は
、

病
歴

、
細

菌
培

養
検

査
及

び
画

像
所

見
を

診
療

報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

「
注

３
」

の
深

部
デ

ブ
リ

ー
ド

マ
ン

加
算

は
、

(
３

)
で

い
う

繰
り

返
し

算
定

す
る

場
合

に
つ

い
て

も
、

要

件
を

み
た

せ
ば

算
定

で
き

る
。
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Ｋ
０

１
４

－
２

 
皮

膚
移

植
術

（
死

体
）

 

(
１

)
 

皮
膚

提
供

者
の

皮
膚

採
取

料
及

び
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

死
体

か
ら

死
体

皮
膚

を
採

取
・

保
存

す
る

た
め

に
要

す
る

全
て

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
請

求
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

皮
膚

を
移

植
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
日

本
組

織
移

植
学

会
が

作
成

し
た

「
ヒ

ト
組

織
を

利
用

す
る

医
療

行
為

の
安

全
性

確
保

・
保

存
・

使
用

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
て

い
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｋ
０

２
２

 
組

織
拡

張
器

に
よ

る
再

建
手

術
 

(
１

)
 

治
療

に
要

し
た

日
数

又
は

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

連
の

も
の

と
し

て
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
な

お
、

こ
こ

で
い

う
一

連
と

は
、

組
織

拡
張

器
の

挿
入

、
生

理
食

塩
水

等
の

注
入

及
び

組
織

拡
張

器
の

除
去

を
含

め

た
一

連
の

手
技

の
こ

と
で

あ
り

、
治

療
に

要
し

た
日

数
又

は
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

一
連

の
も

の
と

し
て

組

織
拡

張
器

挿
入

時
に

の
み

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

ま
た

、
拡

張
器

の
除

去
に

要
す

る
手

技
料

は
別

に
算

定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

乳
房

（
再

建
手

術
）

の
場

合
は

、
乳

腺
腫

瘍
患

者
若

し
く

は
遺

伝
性

乳
癌

卵
巣

癌
症

候
群

患
者

に
対

す
る

乳
房

切
除

術
又

は
乳

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
後

の
乳

房
再

建
術

を
行

う
症

例
で

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該

当
し

、
乳

房
用

の
組

織
拡

張
器

を
挿

入
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

そ
の

際
、

そ
の

旨
を

診
療

報
酬

明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

美
容

を
目

的
と

す
る

も
の

は
保

険
給

付
の

対
象

と
な

ら
な

い
。

 

ア
 

一
次

再
建

の
場

合
 

乳
腺

全
摘

術
後

の
症

例
で

、
か

つ
、

皮
膚

欠
損

を
生

じ
な

い
か

、
小

範
囲

で
緊

張
な

く
縫

合
閉

鎖
可

能

な
症

例
。

た
だ

し
、

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

後
の

場
合

に
お

い
て

は
、

術
前

診
断

に
お

い
て

S
t
a
g
e
Ⅱ

以
下

で
、

皮
膚

浸
潤

、
大

胸
筋

浸
潤

や
高

度
の

リ
ン

パ
節

転
移

を
認

め
な

い
こ

と
。

 

イ
 

二
次

再
建

の
場

合
 

乳
腺

全
摘

術
後

で
大

胸
筋

が
残

存
し

て
い

る
症

例
。

た
だ

し
、

放
射

線
照

射
に

よ
り

皮
膚

の
血

行
や

弾

力
性

が
障

害
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
。

 

(
３

)
 

「
１

」
の

乳
房

（
再

建
手

術
）

の
場

合
に

お
い

て
乳

房
切

除
術

又
は

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

と
乳

房
再

建
術

を
行

う
医

療
機

関
が

異
な

る
場

合
は

、
双

方
の

持
つ

臨
床

情
報

、
手

術
日

、
術

式
等

を
示

す
文

書
を

相
互

に

交
付

し
た

上
で

、
診

療
録

に
添

付
し

て
保

存
す

る
こ

と
。

 

 
 

 
(
４

)
 

「
２

」
の

そ
の

他
の

場
合

は
、

「
１

」
の

乳
房

（
再

建
手

術
）

の
場

合
以

外
の

場
合

で
あ

っ
て

、
先

天
異

常
、

母
斑

（
血

管
腫

を
含

む
。

）
、

外
傷

性
瘢

痕
拘

縮
、

術
後

瘢
痕

拘
縮

及
び

悪
性

腫
瘍

切
除

後
の

患
者

に

対
し

て
一

般
用

の
組

織
拡

張
器

を
挿

入
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

な
お

、
美

容
を

目
的

と
す

る
も

の
は

保

険
給

付
外

で
あ

る
。

 

 
 

 
(
５

)
 

原
則

と
し

て
１

患
者

の
同

一
部

位
の

同
一

疾
患

に
対

し
て

１
回

の
み

の
算

定
で

あ
り

、
１

回
行

っ
た

後
に

再
度

行
っ

て
も

算
定

で
き

な
い

。
た

だ
し

、
医

学
的

な
必

要
か

ら
そ

れ
以

上
算

定
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、

そ
の

詳
細

な
理

由
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

  
第

２
款

 
筋

骨
格

系
・

四
肢

・
体

幹
 

 
 

 
腱

形
成

術
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

３
４

」
腱

切
離

・
切

除
術

（
関

節
鏡

下
に

よ
る

も
の

を
含

む
。

）
か

ら
区

分
番

号
「

Ｋ
０

４
０

」
腱

移
行

術
ま

で
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
０

３
０

 
四

肢
・

躯
幹

軟
部

腫
瘍

摘
出

術
 

  
  
  
 

皮
膚

又
は

皮
下

に
あ

る
腫

瘍
に

係
る

手
術

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
０

５
」

皮
膚

、
皮

下
腫

瘍
摘

出
術

 
-
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ウ
 

放
射

性
同

位
元

素
の

検
出

に
要

す
る

費
用

は
、

区
分

番
号

「
Ｅ

１
０

０
」

シ
ン

チ
グ

ラ
ム

（
画

像
を

伴

う
も

の
）

の
「

１
」

部
分

（
静

態
）

（
一

連
に

つ
き

）
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

エ
 

摘
出

し
た

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
の

病
理

診
断

に
係

る
費

用
は

、
第

1
3
部

病
理

診
断

の
所

定
点

数
に

よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
０

０
７

－
３

 
放

射
線

治
療

用
合

成
吸

収
性

材
料

留
置

術
 

 
 

近
接

す
る

消
化

管
等

の
た

め
粒

子
線

治
療

の
実

施
が

困
難

な
患

者
に

対
し

て
、

シ
ー

ト
型

の
放

射
線

治
療

用
合

成
吸

収
性

材
料

を
用

い
て

腹
腔

内
又

は
骨

盤
内

の
悪

性
腫

瘍
（

後
腹

膜
腫

瘍
を

含
む

。
）

と
消

化
管

等
と

の
間

隙

を
確

保
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
０

０
９

 
皮

膚
剥

削
術

 

 
 

 
 

皮
膚

剥
削

術
（

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

で
皮

膚
を

剥
削

す
る

手
術

）
は

、
小

腫
瘍

、
丘

疹
性

疾
患

及
び

外
傷

性
異

物
の

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
単

な
る

美
容

を
目

的
と

し
た

場
合

は
保

険
給

付
の

対
象

と
な

ら
な

い
。

 

 
 

Ｋ
０

１
０

 
瘢

痕
拘

縮
形

成
手

術
 

 
 

 
(
１

)
 

単
な

る
拘

縮
に

止
ま

ら
ず

運
動

制
限

を
伴

う
も

の
に

限
り

算
定

す
る

。
 

 (
２

)
  
指

に
対

し
て

行
う

場
合

に
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

９
９

」
指

瘢
痕

拘
縮

手
術

に
よ

り
算

定
す

る
。

 
 

  
 

Ｋ
０

１
３

 
分

層
植

皮
術

 

 
 

 
(
１

)
 

デ
ル

マ
ト

ー
ム

を
使

用
し

た
場

合
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
(
２

)
 

広
範

囲
の

皮
膚

欠
損

に
対

し
て

、
分

層
植

皮
術

を
頭

頸
部

、
左

上
肢

、
左

下
肢

、
右

上
肢

、
右

下
肢

、
腹

部
（

胸
部

を
含

む
。

）
又

は
背

部
の

部
位

の
う

ち
同

一
部

位
以

外
の

２
以

上
の

部
位

に
つ

い
て

行
っ

た
場

合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

つ
い

て
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

Ｋ
０

１
３

－
２

 
全

層
植

皮
術

 

(
１

)
 

デ
ル

マ
ト

ー
ム

を
使

用
し

た
場

合
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

広
範

囲
の

皮
膚

欠
損

に
対

し
て

、
全

層
植

皮
術

を
頭

頸
部

、
左

上
肢

、
左

下
肢

、
右

上
肢

、
右

下
肢

、
腹

部
（

胸
部

を
含

む
。

）
又

は
背

部
の

部
位

の
う

ち
同

一
部

位
以

外
の

２
以

上
の

部
位

に
つ

い
て

行
っ

た
場

合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

つ
い

て
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

Ｋ
０

１
４

 
皮

膚
移

植
術

（
生

体
・

培
養

）
 

 
 

 
(
１

)
 

皮
膚

提
供

者
の

皮
膚

採
取

料
及

び
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
(
２

)
 

生
体

皮
膚

を
移

植
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
皮

膚
提

供
者

か
ら

移
植

用
皮

膚
を

採
取

す
る

こ
と

に
要

す
る

費
用

（
皮

膚
提

供
者

の
皮

膚
採

取
料

及
び

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

は
除

く
。

）
に

つ
い

て
は

、
各

所
定

点

数
に

よ
り

算
出

し
、

皮
膚

移
植

術
（

生
体

・
培

養
）

の
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
 

 
(
３

)
 

皮
膚

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
皮

膚
移

植
に

用
い

る
移

植
用

皮
膚

を
採

取
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が
異

な
る

場
合

の
診

療
報

酬
の

請
求

に
つ

い
て

は
、

皮
膚

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

う
も

の
と

し
、

当
該

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

な
お

、
請

求
に

当
た

っ
て

は
、

皮
膚

移
植

者
の

診
療

報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
皮

膚
提

供
者

の
療

養
上

の
費

用
に

係
る

合
計

点
数

を
併

せ
て

記
載

す
る

と
と

も
に

、

皮
膚

提
供

者
の

療
養

に
係

る
所

定
点

数
を

記
載

し
た

診
療

報
酬

明
細

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

皮
膚

を
移

植
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
日

本
組

織
移

植
学

会
が

作
成

し
た

「
ヒ

ト
組

織
を

利
用

す
る

医
療

行
為

の
安

全
性

確
保

・
保

存
・

使
用

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
て

い
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 
 
自

家
培

養
表

皮
移

植
の

実
施

に
際

し
て

、
自

家
培

養
表

皮
用

皮
膚

採
取

の
み

に
終

わ
り

皮
膚

移
植

術
に

至

ら
な

い
場

合
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
０

」
創

傷
処

理
又

は
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
０

－
２

」
小

児

創
傷

処
理

（
６

歳
未

満
）

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

（ ）（ ） 597596

２
－
⑽　
手　
術
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施
す

る
場

合
に

、
一

連
の

も
の

と
し

て
１

回
の

み
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
な

お
、

算
定

に
際

し
て

は
、

当

該
治

療
の

実
施

予
定

期
間

及
び

頻
度

に
つ

い
て

患
者

に
対

し
て

指
導

し
た

上
で

、
当

該
指

導
内

容
を

診
療

報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

治
療

法
を

１
回

行
っ

た
後

に
再

度
行

っ
た

場
合

又
は

入
院

中
に

開
始

し
た

当
該

療
法

を
退

院
し

た
後

に
継

続
し

て
行

っ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

一
連

と
し

て
１

回
の

み
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

本
手

術
の

所
定

点
数

に
は

、
使

用
さ

れ
る

機
器

等
（

医
師

の
指

示
に

基
づ

き
、

患
者

が
自

宅
等

に
お

い
て

当
該

治
療

を
継

続
す

る
場

合
を

含
む

。
）

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

 
 

Ｋ
０

４
７

－
２

 
難

治
性

骨
折

超
音

波
治

療
法

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

７
」

難
治

性
骨

折
電

磁
波

電
気

治
療

法
の

取
扱

い
と

同
様

と
す

る
。

 

Ｋ
０

４
７

－
３

 
超

音
波

骨
折

治
療

法
 

(
１

)
 

超
音

波
骨

折
治

療
法

は
、

四
肢

（
手

足
を

含
む

。
）

の
観

血
的

手
術

、
骨

切
り

術
又

は
偽

関
節

手
術

を
実

施
し

た
後

に
、

骨
折

治
癒

期
間

を
短

縮
す

る
目

的
で

、
当

該
骨

折
か

ら
３

週
間

以
内

に
超

音
波

骨
折

治
療

法

を
開

始
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

や
む

を
得

な
い

理
由

に
よ

り
３

週
間

を
超

え
て

当
該

超
音

波
骨

折

治
療

法
を

開
始

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ
の

理
由

を
詳

細
に

記
載

す
る

こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

治
療

を
開

始
し

て
か

ら
３

か
月

間
又

は
骨

癒
合

す
る

ま
で

の
間

、
原

則
と

し
て

連
日

、
継

続
し

て
実

施
す

る
場

合
に

、
一

連
の

も
の

と
し

て
１

回
の

み
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
な

お
、

算
定

に
際

し
て

は
、

当

該
治

療
の

実
施

予
定

期
間

及
び

頻
度

に
つ

い
て

患
者

に
対

し
て

指
導

し
た

上
で

、
当

該
指

導
内

容
を

診
療

報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 
 

(
３

)
 

当
該

治
療

法
を

１
回

行
っ

た
後

に
再

度
行

っ
た

場
合

又
は

入
院

中
に

開
始

し
た

当
該

療
法

を
退

院
し

た
後

に
継

続
し

て
行

っ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

一
連

と
し

て
１

回
の

み
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

本
手

術
の

所
定

点
数

に
は

、
使

用
さ

れ
る

機
器

等
（

医
師

の
指

示
に

基
づ

き
、

患
者

が
自

宅
等

に
お

い
て

当
該

治
療

を
継

続
す

る
場

合
を

含
む

。
）

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

(
５

)
 

本
手

術
に

併
せ

て
行

っ
た

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

９
」

消
炎

鎮
痛

等
処

置
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

９
－

２
」

腰
部

又
は

胸
部

固
定

帯
固

定
又

は
区

分
番

号
「

Ｊ
１

１
９

－
４

」
肛

門
処

置
に

つ
い

て
は

、
別

に
算

定
で

き

な
い

。
 

Ｋ
０

４
８

 
骨

内
異

物
（

挿
入

物
を

含
む

。
）

除
去

術
 

 
 

 
(
１

)
 

「
１

」
の

「
頭

蓋
、

顔
面

（
複

数
切

開
を

要
す

る
も

の
）

」
は

、
顔

面
多

発
骨

折
手

術
な

ど
で

、
複

数
個

の
骨

固
定

材
料

に
よ

る
手

術
が

行
わ

れ
た

症
例

に
対

し
、

複
数

箇
所

の
切

開
に

よ
り

複
数

個
の

骨
固

定
材

料

を
除

去
・

摘
出

す
る

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

三
翼

釘
、

髄
内

釘
、

ロ
ッ

ド
を

抜
去

す
る

場
合

の
骨

内
異

物
（

挿
入

物
を

含
む

。
）

除
去

術
は

、
手

術
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

と
否

と
に

か
か

わ
ら

ず
算

定
で

き
る

。
 

 
 

 
(
３

)
 

鋼
線

、
銀

線
等

で
簡

単
に

除
去

し
得

る
場

合
に

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

０
０

０
」

創
傷

処
置

、
区

分
番

号

「
Ｋ

０
０

０
」

創
傷

処
理

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

０
０

０
－

２
」

小
児

創
傷

処
理

の
各

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
０

５
３

 
骨

悪
性

腫
瘍

手
術

 

(
１

)
 

「
注

」
に

規
定

す
る

処
理

骨
再

建
加

算
は

、
骨

の
切

除
を

必
要

と
す

る
骨

軟
部

悪
性

腫
瘍

手
術

に
お

い
て

、

腫
瘍

の
広

範
切

除
後

に
、

切
除

し
た

自
家

腫
瘍

骨
を

殺
細

胞
処

理
し

再
建

に
用

い
た

場
合

に
、

所
定

点
数

に

加
算

す
る

。
ま

た
、

当
該

手
術

の
実

施
及

び
処

理
骨

の
作

製
に

当
た

っ
て

は
、

日
本

整
形

外
科

学
会

か
ら

示

さ
れ

た
指

針
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

処
理

骨
再

建
加

算
は

、
骨

軟
部

悪
性

腫
瘍

手
術

に
関

す
る

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

 
-
 4
6
8
 -
 

（
露

出
部

）
又

は
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
６

」
皮

膚
、

皮
下

腫
瘍

摘
出

術
（

露
出

部
以

外
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
０

３
１

 
四

肢
・

躯
幹

軟
部

悪
性

腫
瘍

手
術

 

(
１

)
 

「
注

」
に

規
定

す
る

処
理

骨
再

建
加

算
は

、
骨

の
切

除
を

必
要

と
す

る
骨

軟
部

悪
性

腫
瘍

手
術

に
お

い
て

、

腫
瘍

の
広

範
切

除
後

に
、

切
除

し
た

自
家

腫
瘍

骨
を

殺
細

胞
処

理
し

再
建

に
用

い
た

場
合

に
、

所
定

点
数

に

加
算

す
る

。
 

(
２

)
 

当
該

手
術

の
実

施
及

び
処

理
骨

の
作

製
に

当
た

っ
て

は
、

日
本

整
形

外
科

学
会

か
ら

示
さ

れ
た

指
針

を
遵

守
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

処
理

骨
再

建
加

算
は

、
骨

軟
部

悪
性

腫
瘍

手
術

に
関

す
る

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

医
師

に
よ

り
行

わ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
０

３
７

 
腱

縫
合

術
 

(
１

)
 

「
注

」
に

掲
げ

る
複

数
縫

合
加

算
は

、
前

腕
か

ら
手

根
部

に
お

け
る

腱
に

つ
い

て
、

複
数

の
指

に
係

る
腱

の
形

成
術

を
行

っ
た

場
合

に
、

１
指

を
増

す
ご

と
に

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

た
だ

し
、

同
一

の
指

に
係

る

複
数

の
腱

形
成

術
を

行
っ

た
場

合
は

１
指

と
数

え
る

こ
と

と
し

、
１

指
分

の
加

算
を

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

切
創

等
の

創
傷

に
よ

っ
て

生
じ

た
固

有
指

の
伸

筋
腱

の
断

裂
の

単
な

る
縫

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
０

」

創
傷

処
理

の
「

２
」

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

０
０

０
－

２
」

小
児

創
傷

処
理

の
「

３
」

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
０

４
４

 
骨

折
非

観
血

的
整

復
術

 

(
１

)
 

ギ
プ

ス
を

使
用

し
た

場
合

に
は

ギ
プ

ス
料

を
別

に
算

定
で

き
る

。
 

 
 

 
(
２

)
 

著
し

い
腫

脹
等

に
よ

り
ギ

プ
ス

を
掛

け
ら

れ
な

い
状

態
に

あ
る

た
め

に
徒

手
整

復
の

み
を

行
っ

た
場

合
に

つ
い

て
も

、
骨

折
非

観
血

的
整

復
術

に
よ

り
算

定
で

き
る

。
そ

の
際

に
副

木
を

使
用

し
た

場
合

に
は

、
当

該

副
木

の
費

用
は

別
に

算
定

で
き

る
。

 

  
  
  
(
３

)
 

徒
手

整
復

し
た

骨
折

部
位

に
対

し
て

２
回

目
以

降
の

処
置

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

０
０

０
」

創
傷

処
置

に
お

け
る

手
術

後
の

患
者

に
対

す
る

も
の

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｋ
０

４
６

 
骨

折
観

血
的

手
術

 

 
 

 
 

前
腕

骨
又

は
下

腿
骨

骨
折

の
手

術
に

際
し

、
両

骨
（

橈
骨

と
尺

骨
又

は
脛

骨
と

腓
骨

）
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

、
皮

膚
切

開
が

個
別

の
場

合
に

は
、

別
の

手
術

野
と

し
て

骨
折

観
血

的
手

術
の

「
２

」
の

所
定

点
数

を

そ
れ

ぞ
れ

の
手

術
野

に
つ

い
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
０

４
６

－
３

 
一

時
的

創
外

固
定

骨
折

治
療

術
 

(
１

)
 

開
放

骨
折

、
関

節
内

骨
折

若
し

く
は

粉
砕

骨
折

又
は

骨
盤

骨
折

（
腸

骨
翼

骨
折

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
骨

折
観

血
的

手
術

に
当

た
っ

て
一

時
的

に
創

外
固

定
器

を
用

い
て

骨
折

治
療

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
３

２
」

創
外

固
定

器
加

算
に

つ
い

て
は

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

（
３

）
 
当

該
手

術
後

に
、

当
該

骨
折

の
治

療
の

た
め

に
行

っ
た

他
の

手
術

の
費

用
は

、
別

に
算

定
で

き
る

。
 

 
 

Ｋ
０

４
７

 
難

治
性

骨
折

電
磁

波
電

気
治

療
法

 

(
１

)
 

対
象

は
四

肢
（

手
足

を
含

む
。

）
の

遷
延

治
癒

骨
折

や
偽

関
節

で
あ

っ
て

、
観

血
的

手
術

、
区

分
番

号

「
Ｋ

０
４

４
」

骨
折

非
観

血
的

整
復

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

５
」

骨
折

経
皮

的
鋼

線
刺

入
固

定
術

又
は

区

分
番

号
「

Ｋ
０

４
７

－
３

」
超

音
波

骨
折

治
療

法
等

他
の

療
法

を
行

っ
て

も
治

癒
し

な
い

難
治

性
骨

折
に

対

し
て

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
や

む
を

得
な

い
理

由
に

よ
り

観
血

的
手

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

４
」

骨
折

非
観

血
的

整
復

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

５
」

骨
折

経
皮

的
鋼

線
刺

入
固

定
術

又
は

区

分
番

号
「

Ｋ
０

４
７

－
３

」
超

音
波

骨
折

治
療

法
等

他
の

療
法

を
行

わ
ず

に
難

治
性

骨
折

電
磁

波
電

気
治

療

法
を

行
っ

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
そ

の
理

由
を

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

治
療

を
開

始
し

て
か

ら
６

か
月

間
又

は
骨

癒
合

す
る

ま
で

の
間

、
原

則
と

し
て

連
日

、
継

続
し

て
実

（ ）（ ） 597596

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 4
7
1
 -
 

(
８

)
 

同
種

骨
移

植
（

特
殊

な
も

の
）

は
、

腫
瘍

、
感

染
、

人
工

関
節

置
換

等
に

係
る

広
範

囲
の

骨
及

び
靱

帯
組

織
の

欠
損

に
対

し
て

、
日

本
組

織
移

植
学

会
が

認
定

し
た

組
織

バ
ン

ク
に

お
い

て
適

切
に

採
取

、
加

工
及

び

保
存

さ
れ

た
非

生
体

の
同

種
骨

及
び

靱
帯

組
織

を
使

用
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

な
お

、
こ

の
場

合
、

骨
移

植
等

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
骨

移
植

等
に

用
い

た
同

種
骨

等
を

採
取

等
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
に

つ
い

て
は

、
同

種
骨

移
植

等
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

行
う

も
の

と

し
、

当
該

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

 

(
９

)
 

自
家

培
養

軟
骨

を
患

者
自

身
に

移
植

し
た

場
合

は
、

「
４

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

０
６

２
 

先
天

性
股

関
節

脱
臼

非
観

血
的

整
復

術
（

両
側

）
 

 
 

 
 

先
天

性
股

関
節

脱
臼

非
観

血
的

整
復

術
の

ギ
プ

ス
料

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
２

７
」

先
天

性
股

関
節

脱
臼

ギ
プ

ス
包

帯
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
０

７
９

－
２

 
関

節
鏡

下
靱

帯
断

裂
形

成
手

術
 

「
注

」
に

規
定

す
る

加
算

は
、

膝
前

十
字

靭
帯

断
裂

及
び

膝
後

十
字

靭
帯

断
裂

を
同

時
に

有
す

る
患

者
に

対
し

て
、

医
学

的
な

必
要

性
か

ら
一

期
的

に
両

靱
帯

の
形

成
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
両

靱
帯

損
傷

と

診
断

す
る

根
拠

と
な

っ
た

検
査

所
見

等
及

び
一

期
的

な
両

靱
帯

形
成

術
の

医
学

的
必

要
性

に
つ

い
て

、
診

療
報

酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
０

８
０

 
関

節
形

成
手

術
 

同
側

足
関

節
に

対
し

て
、

二
関

節
固

定
術

と
後

方
制

動
術

を
併

施
し

た
場

合
は

、
関

節
形

成
手

術
の

「
２

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

０
８

０
－

２
 

内
反

足
手

術
 

内
反

足
手

術
は

、
ア

キ
レ

ス
腱

延
長

術
・

後
方

足
関

節
切

開
術

・
足

底
腱

膜
切

断
術

を
行

い
、

後
足

部
を

キ
ル

シ
ュ

ナ
ー

鋼
線

で
矯

正
す

る
方

法
に

よ
り

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
０

８
０

－
３

 
肩

腱
板

断
裂

手
術

 

「
２

」
複

雑
な

も
の

と
は

、
腱

板
の

断
裂

が
５

c
m
以

上
の

症
例

に
対

し
て

行
う

手
術

で
あ

っ
て

、
筋

膜
の

移
植

又
は

筋
腱

の
移

行
を

伴
う

も
の

を
い

う
。

 

Ｋ
０

８
０

－
４

 
関

節
鏡

下
肩

腱
板

断
裂

手
術

 

「
２

」
複

雑
な

も
の

と
は

、
腱

板
の

断
裂

が
５

c
m
以

上
の

症
例

に
対

し
て

行
う

手
術

で
あ

っ
て

、
筋

膜
の

移
植

又
は

筋
腱

の
移

行
を

伴
う

も
の

を
い

う
。

 

Ｋ
０

８
２

－
３

 
人

工
関

節
再

置
換

術
 

人
工

関
節

再
置

換
術

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
８

２
」

人
工

関
節

置
換

術
か

ら
６

か
月

以
上

経
過

し
て

行
っ

た
場

合
に

の
み

算
定

で
き

る
。

 

Ｋ
０

８
２

－
４

 
自

家
肋

骨
肋

軟
骨

関
節

全
置

換
術

 

肋
骨

肋
軟

骨
移

行
部

か
ら

採
取

し
た

骨
及

び
軟

骨
を

用
い

て
、

関
節

の
両

側
又

は
片

側
の

全
置

換
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

こ
の

場
合

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

５
９

」
骨

移
植

術
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
０

８
３

 
鋼

線
等

に
よ

る
直

達
牽

引
 

 
 

 
(
１

)
 

鋼
線

等
を

用
い

て
観

血
的

に
牽

引
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

鋼
線

等
に

よ
る

直
達

牽
引

に
は

、

鋼
線

牽
引

法
、

双
鋼

線
伸

延
法

及
び

直
達

頭
蓋

牽
引

法
を

含
む

。
 

 
 

 
(
２

)
 

当
該

鋼
線

等
に

よ
る

直
達

牽
引

の
う

ち
初

日
に

行
っ

た
も

の
に

つ
い

て
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
な

お
、

鋼
線

等
の

除
去

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
(
３

)
 

１
局

所
と

は
、

上
肢

の
左

右
、

下
肢

の
左

右
及

び
頭

よ
り

尾
頭

ま
で

の
躯

幹
の

そ
れ

ぞ
れ

を
い

い
、

全
身

を
５

局
所

に
分

け
る

も
の

で
あ

る
。

 

 
-
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医
師

に
よ

り
行

わ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

処
理

骨
を

用
い

た
再

建
と

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

８
１

」
人

工
骨

頭
挿

入
術

又
は

「
Ｋ

０
８

２
」

人
工

関
節

置
換

術
掲

げ
る

手
術

を
同

時
に

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
０

５
４

 
骨

切
り

術
 

(
１

)
 

先
天

異
常

に
よ

る
骨

の
変

形
を

矯
正

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

骨
切

り
術

に
つ

い
て

は
本

区
分

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

患
者

適
合

型
変

形
矯

正
ガ

イ
ド

加
算

は
、

先
天

異
常

に
よ

る
上

腕
又

は
前

腕
の

骨
の

変
形

を
矯

正
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
骨

切
り

術
に

お
い

て
、

手
術

前
に

得
た

画
像

等
に

よ
り

作
成

さ
れ

た
実

物
大

の
患

者
適

合

型
の

変
形

矯
正

ガ
イ

ド
と

し
て

薬
事

承
認

を
得

て
い

る
医

療
機

器
を

用
い

て
実

施
し

た
場

合
に

、
「

１
」

の

上
腕

又
は

「
２

」
の

前
腕

の
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
 

Ｋ
０

５
５

－
３

 
大

腿
骨

近
位

部
（

転
子

間
を

含
む

。
）

骨
切

り
術

 

大
腿

骨
近

位
部

（
転

子
間

を
含

む
。

）
骨

切
り

術
と

は
、

イ
ム

ホ
イ

ザ
ー

３
次

元
骨

切
り

術
、

ダ
ン

骨
切

り
術

、

外
反

伸
展

骨
切

り
術

、
外

反
屈

曲
骨

切
り

術
、

転
子

間
彎

曲
骨

切
り

術
、

パ
ウ

エ
ル

外
内

反
骨

切
り

術
等

を
い

う
。

 

  
  
Ｋ

０
５

７
 

変
形

治
癒

骨
折

矯
正

手
術

 

  
  
  
(
１

)
 

次
に

掲
げ

る
変

形
治

癒
骨

折
矯

正
手

術
は

、
そ

れ
ぞ

れ
に

規
定

す
る

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

ア
 

眼
窩

変
形

治
癒

骨
折

に
対

す
る

矯
正

術
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
２

２
８

」
眼

窩
骨

折
整

復
術

に
よ

る
。

 

イ
 

鼻
骨

変
形

治
癒

骨
折

に
対

す
る

矯
正

術
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
３

３
４

－
２

」
鼻

骨
変

形
治

癒
骨

折
矯

正

術
に

よ
る

。
 

ウ
 

頬
骨

変
形

治
癒

骨
折

に
対

す
る

矯
正

術
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
４

２
７

－
２

」
頬

骨
変

形
治

癒
骨

折
矯

正

術
に

よ
る

。
 

(
２

)
 

患
者

適
合

型
変

形
矯

正
ガ

イ
ド

加
算

は
、

上
腕

又
は

前
腕

の
変

形
治

癒
骨

折
矯

正
手

術
に

お
い

て
、

手
術

前
に

得
た

画
像

等
に

よ
り

作
成

さ
れ

た
実

物
大

の
患

者
適

合
型

の
変

形
矯

正
ガ

イ
ド

と
し

て
薬

事
承

認
を

得

て
い

る
医

療
機

器
を

用
い

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

０
５

８
 

骨
長

調
整

手
術

 

 
 

 
 

使
用

す
る

ス
テ

イ
プ

ル
の

数
に

か
か

わ
ら

ず
１

回
の

算
定

と
す

る
。

 

 
 

Ｋ
０

５
９

 
骨

移
植

術
（

軟
骨

移
植

術
を

含
む

。
）

 

(
１

)
 

骨
移

植
術

に
併

せ
て

他
の

手
術

を
行

っ
た

場
合

は
、

本
区

分
の

所
定

点
数

に
他

の
手

術
の

所
定

点
数

を
併

せ
て

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

移
植

用
に

採
取

し
た

健
骨

を
複

数
か

所
に

移
植

し
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

１
回

の
み

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
３

)
 

移
植

用
骨

採
取

の
み

に
終

わ
り

骨
移

植
に

至
ら

な
い

場
合

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

１
２

６
」

脊
椎

、

骨
盤

骨
（

軟
骨

）
組

織
採

取
術

（
試

験
切

除
に

よ
る

も
の

）
に

準
じ

て
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

自
家

軟
骨

の
移

植
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

１
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

同
種

骨
（

凍
結

保
存

さ
れ

た
死

体
骨

を
含

む
。

）
を

移
植

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

日
本

組
織

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

ヒ
ト

組
織

を
利

用
す

る
医

療
行

為
の

安
全

性
確

保
・

保
存

・
使

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
６

)
 

移
植

用
骨

採
取

及
び

骨
提

供
者

の
組

織
適

合
性

試
験

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
７

)
 

自
家

骨
又

は
非

生
体

同
種

骨
（

凍
結

保
存

さ
れ

た
死

体
骨

を
含

む
。

）
移

植
に

加
え

、
人

工
骨

移
植

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

「
３

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
人

工
骨

移
植

の
み

を
行

っ
た

場
合

は
算

定
で

き

な
い

。
 

（ ）（ ） 599598

２
－
⑽　
手　
術
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に
到

達
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

３
４

 
椎

間
板

摘
出

術
 

  
  
  
 椎

間
板

摘
出

術
の

「
４

」
経

皮
的

髄
核

摘
出

術
に

つ
い

て
は

、
１

椎
間

に
つ

き
２

回
を

限
度

と
す

る
。

 

Ｋ
１

３
４

－
４

 
椎

間
板

内
酵

素
注

入
療

法
 

適
正

使
用

ガ
イ

ド
を

遵
守

し
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

４
１

－
２

 
寛

骨
臼

移
動

術
 

寛
骨

臼
全

体
を

移
動

さ
せ

関
節

軟
骨

で
骨

頭
の

被
覆

度
を

高
め

安
定

し
た

股
関

節
を

再
建

す
る

も
の

で
あ

り
、

寛
骨

臼
回

転
骨

切
り

術
、

寛
骨

臼
球

状
骨

切
り

術
、

ホ
フ

骨
切

り
術

、
ガ

ン
ツ

骨
切

り
術

、
ス

テ
ィ

ー
ル

の
ト

リ

プ
ル

骨
切

り
術

、
サ

ル
タ

ー
骨

切
り

術
等

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

４
２

 
脊

椎
固

定
術

、
椎

弓
切

除
術

、
椎

弓
形

成
術

（
多

椎
間

又
は

多
椎

弓
の

場
合

を
含

む
。

）
 

(
１

)
 

「
２

」
後

方
又

は
後

側
方

固
定

か
ら

「
４

」
前

方
後

方
同

時
固

定
ま

で
の

各
区

分
に

掲
げ

る
手

術
の

費
用

に
は

、
当

該
手

術
を

実
施

し
た

椎
間

に
隣

接
す

る
椎

弓
に

係
る

「
５

」
椎

弓
切

除
及

び
「

６
」

椎
弓

形
成

の

費
用

が
含

ま
れ

る
。

 

例
１

 
第

1
0
胸

椎
か

ら
第

1
2
胸

椎
ま

で
の

後
方

固
定

及
び

第
1
1
胸

椎
の

椎
弓

切
除

を
実

施
し

た
場

合
の

算
定

例
 

下
記

ア
及

び
イ

を
合

算
し

た
点

数
を

算
定

す
る

。
 

ア
 

「
２

」
後

方
又

は
後

側
方

固
定

の
所

定
点

数
 

イ
 

「
２

」
後

方
又

は
後

側
方

固
定

の
所

定
点

数
の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

 

       

 

例
２

 
第

1
0
胸

椎
か

ら
第

1
2
胸

椎
ま

で
の

後
方

固
定

及
び

第
９

胸
椎

の
椎

弓
切

除
を

実
施

し
た

場
合

の
算

定
例

 

下
記

の
ア

、
イ

及
び

ウ
を

合
算

し
た

点
数

を
算

定
す

る
。

 

ア
 

「
２

」
後

方
又

は
後

側
方

固
定

の
所

定
点

数
 

イ
 

「
２

」
後

方
又

は
後

側
方

固
定

の
所

定
点

数
の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

 

ウ
 

「
５

」
椎

弓
切

除
の

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

点
数

 

第
１
０
胸
椎

第
１
１
胸
椎

第
１
２
胸
椎

後
方

固
定

術
を
実

施

後
方

固
定

術
を
実

施

椎
弓

切
除
を
実

施

例
１
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(
４

)
 

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

８
」

介
達

牽
引

、
区

分
番

号
「

Ｊ
１

１
８

－
２

」
矯

正
固

定
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

８
－

３
」

変
形

機
械

矯
正

術
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

９
」

消
炎

鎮
痛

等
処

置
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

９
－

２
」

腰
部

又
は

胸
部

固
定

帯
固

定
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

９
－

３
」

低
出

力
レ

ー
ザ

ー
照

射
又

は
区

分
番

号
「

Ｊ

１
１

９
－

４
」

肛
門

処
置

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
本

区
分

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す

る
。

 

Ｋ
０

８
３

－
２

 
内

反
足

足
板

挺
子

固
定

 

(
１

)
 

内
反

足
に

対
し

キ
ル

シ
ュ

ナ
ー

鋼
線

等
で

足
板

挺
子

を
固

定
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

ギ
プ

ス
固

定
を

行
っ

た
場

合
は

、
そ

の
所

定
点

数
を

別
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

８
」

介
達

牽
引

、
区

分
番

号
「

Ｊ
１

１
８

－
２

」
矯

正
固

定
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

８
－

３
」

変
形

機
械

矯
正

術
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

９
」

消
炎

鎮
痛

等
処

置
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

９
－

２
」

腰
部

又
は

胸
部

固
定

帯
固

定
、

区
分

番
号

「
Ｊ

１
１

９
－

３
」

低
出

力
レ

ー
ザ

ー
照

射
又

は
区

分
番

号
「

Ｊ

１
１

９
－

４
」

肛
門

処
置

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
本

区
分

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す

る
。

 

Ｋ
０

８
８

 
切

断
四

肢
再

接
合

術
 

 
 

 
 

切
断

四
肢

再
接

合
術

は
、

顕
微

鏡
下

で
行

う
手

術
の

評
価

を
含

む
。

 

  
  
Ｋ

０
８

９
 

爪
甲

除
去

術
 

 
 

 
 

爪
甲

白
せ

ん
又

は
爪

床
間

に
「

と
げ

」
等

が
刺

さ
っ

た
場

合
の

爪
甲

除
去

で
、

麻
酔

を
要

し
な

い
程

度
の

も
の

は
区

分
番

号
「

Ｊ
０

０
１

－
７

」
爪

甲
除

去
（

麻
酔

を
要

し
な

い
も

の
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
０

９
６

－
２

 
体

外
衝

撃
波

疼
痛

治
療

術
 

(
１

)
 

治
療

に
要

し
た

日
数

又
は

回
数

に
か

か
わ

ら
ず

一
連

の
も

の
と

し
て

算
定

す
る

。
再

発
に

よ
り

２
回

目
以

降
算

定
す

る
場

合
に

は
、

少
な

く
と

も
３

か
月

以
上

あ
け

て
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

保
存

療
法

の
開

始
日

及
び

本
治

療
を

選
択

し
た

医
学

的
理

由
並

び
に

２
回

目
以

降
算

定
す

る
場

合
に

は
そ

の
理

由
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
本

手
術

に
併

せ
て

行
っ

た
区

分

番
号

「
Ｊ

１
１

９
」

消
炎

鎮
痛

等
処

置
に

つ
い

て
は

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
０

９
９

 
指

瘢
痕

拘
縮

手
術

 

(
１

)
 

単
な

る
拘

縮
に

止
ま

ら
ず

運
動

制
限

を
伴

う
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

本
手

術
に

は
、

Ｚ
形

成
術

の
み

に
よ

る
も

の
及

び
植

皮
術

を
要

す
る

も
の

が
含

ま
れ

る
。

 

  
  
Ｋ

０
９

９
－

２
 

デ
ュ

プ
イ

ト
レ

ン
拘

縮
手

術
 

  
  
  
 

運
動

障
害

を
伴

う
手

掌
・

手
指

腱
膜

の
線

維
性

増
殖

に
よ

る
拘

縮
（

デ
ュ

プ
イ

ト
レ

ン
拘

縮
）

に
対

し
て

、
指

神
経

、
指

動
静

脈
を

剝
離

し
な

が
ら

拘
縮

を
解

除
し

、
Ｚ

形
成

術
等

の
皮

膚
形

成
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

１
７

－
２

 
頸

椎
非

観
血

的
整

復
術

 

頸
椎

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア
及

び
頸

椎
骨

軟
骨

症
の

新
鮮

例
に

対
す

る
頸

椎
の

非
観

血
的

整
復

術
（

全
麻

、
牽

引
に

よ
る

）
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

（
手

術
の

前
処

置
と

し
て

変
形

機
械

矯
正

術
（

垂
直

牽
引

、
グ

リ
ソ

ン
係

蹄

使
用

）
を

行
っ

た
場

合
を

除
く

。
）

。
 

な
お

、
頸

腕
症

候
群

及
び

五
十

肩
に

対
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
１

２
６

－
２

 
自

家
培

養
軟

骨
組

織
採

取
術

 

自
家

培
養

軟
骨

を
作

製
す

る
た

め
に

、
患

者
の

軟
骨

か
ら

組
織

を
採

取
し

た
場

合
は

、
採

取
し

た
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

一
連

の
も

の
と

し
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

３
３

－
２

 
後

縦
靱

帯
骨

化
症

手
術

（
前

方
進

入
に

よ
る

も
の

）
 

頸
椎

又
は

胸
椎

の
１

又
は

２
以

上
の

椎
間

に
係

る
後

縦
靱

帯
骨

化
症

に
対

し
て

、
前

方
又

は
前

側
方

か
ら

病
巣

（ ）（ ） 599598

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 4
7
5
 -
 

 
 

 
(
１

)
 

穿
頭

術
又

は
開

頭
術

を
行

い
、

脳
室

穿
刺

を
行

っ
た

場
合

の
手

技
料

は
当

該
手

術
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
(
２

)
 

穿
頭

術
に

お
け

る
穿

頭
と

は
穿

頭
器

を
用

い
て

穿
孔

す
る

こ
と

の
み

を
い

う
。

 

 
 

 
(
３

)
 

穿
頭

に
よ

る
慢

性
硬

膜
下

血
腫

洗
浄

・
除

去
術

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

１
６

４
－

２
」

慢
性

硬
膜

下
血

腫
穿

孔
洗

浄
術

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

４
８

 
試

験
開

頭
術

 

 
 

 
(
１

)
 

試
験

開
頭

術
に

お
け

る
開

頭
と

は
、

穿
頭

器
以

外
の

器
具

を
用

い
て

広
範

囲
に

開
窓

す
る

こ
と

を
い

う
。

 

 
 

 
(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

１
４

７
」

穿
頭

術
及

び
本

手
術

を
同

時
又

は
短

時
間

の
間

隔
を

お
い

て
２

か
所

以
上

行
っ

た
場

合
の

点
数

は
、

本
区

分
の

所
定

点
数

の
み

に
よ

り
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

４
９

－
２

 
後

頭
蓋

窩
減

圧
術

 

キ
ア

リ
奇

形
を

伴
う

脊
髄

空
洞

症
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

５
１

－
２

 
広

範
囲

頭
蓋

底
腫

瘍
切

除
・

再
建

術
 

 
 

広
範

囲
頭

蓋
底

腫
瘍

切
除

・
再

建
術

は
、

次
の

よ
う

な
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

 
 

 
 

ア
 

眼
窩

内
又

は
副

鼻
腔

に
及

ぶ
腫

瘍
に

対
す

る
眼

窩
内

又
は

副
鼻

腔
を

含
む

前
頭

蓋
底

切
除

に
よ

る
腫

瘍
摘

出
及

び
再

建
術

 

 
 

 
 

イ
 

海
綿

静
脈

洞
に

及
ぶ

腫
瘍

に
対

す
る

海
綿

静
脈

洞
の

開
放

を
伴

う
腫

瘍
切

除
及

び
再

建
術

 

 
 

 
 

ウ
 

錐
体

骨
・

斜
台

の
腫

瘍
に

対
す

る
経

口
的

腫
瘍

摘
出

又
は

錐
体

骨
削

除
・

Ｓ
状

静
脈

洞
露

出
に

よ
る

腫
瘍

摘
出

及
び

再
建

術
 

 
 

 
 

エ
 

頸
静

脈
孔

周
辺

部
腫

瘍
に

対
す

る
Ｓ

状
静

脈
洞

露
出

を
伴

う
頸

静
脈

孔
開

放
術

に
よ

る
腫

瘍
摘

出
及

び
再

建
術

 

Ｋ
１

５
４

 
機

能
的

定
位

脳
手

術
 

 
 

 
(
１

)
 

脳
性

小
児

麻
痺

に
対

す
る

レ
ン

ズ
核

破
壊

術
若

し
く

は
パ

ー
キ

ン
ソ

ニ
ズ

ム
、

振
戦

麻
痺

等
の

不
随

意
運

動
又

は
筋

固
縮

に
対

す
る

脳
淡

蒼
球

内
オ

イ
ル

プ
ロ

カ
イ

ン
注

入
療

法
（

脳
深

部
定

位
手

術
）

を
行

っ
た

場

合
は

、
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

機
能

的
定

位
脳

手
術

に
係

る
特

殊
固

定
装

置
に

よ
る

固
定

及
び

穿
頭

並
び

に
穿

刺
、

薬
剤

注
入

に
係

る
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

た
だ

し
、

手
術

前
に

行
う

エ
ッ

ク
ス

線
撮

影
及

び
フ

ィ

ル
ム

に
よ

る
注

入
部

位
の

位
置

計
測

に
つ

い
て

は
、

第
２

章
第

４
部

画
像

診
断

の
エ

ッ
ク

ス
線

診
断

料
に

よ

り
別

に
算

定
で

き
る

。
 

Ｋ
１

５
４

－
４

 
集

束
超

音
波

に
よ

る
機

能
的

定
位

脳
手

術
 

(
１

)
 

薬
物

療
法

で
十

分
に

効
果

が
得

ら
れ

な
い

本
態

性
振

戦
に

対
し

、
Ｍ

Ｒ
ガ

イ
ド

下
集

束
超

音
波

治
療

器
に

よ
る

機
能

的
定

位
脳

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

関
連

学
会

の
定

め
る

適
正

使
用

指
針

を
遵

守
し

、
振

戦
の

診
断

や
治

療
に

関
し

て
、

専
門

の
知

識
及

び
少

な
く

と
も

５
年

以
上

の
経

験
を

有
し

、
関

連
学

会
が

定
め

る
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
常

勤
の

脳
神

経

外
科

の
医

師
が

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

５
５

 
脳

切
截

術
（

開
頭

し
て

行
う

も
の

）
 

 
 

 
 

本
手

術
を

両
側

同
時

に
施

行
し

た
場

合
は

、
片

側
ご

と
に

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

６
０

－
２

 
頭

蓋
内

微
小

血
管

減
圧

術
 

 
 

 
 

後
頭

蓋
窩

の
顔

面
神

経
又

は
三

叉
神

経
へ

の
微

小
血

管
圧

迫
に

起
因

す
る

顔
面

痙
攣

又
は

三
叉

神
経

痛
に

対
し

て
、

後
頭

下
開

頭
に

よ
る

神
経

減
圧

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

６
４

 
頭

蓋
内

血
腫

除
去

術
（

開
頭

し
て

行
う

も
の

）
 

 
-
 4
7
4
 -
 

      

 

(
２

)
 

骨
形

成
的

片
側

椎
弓

切
除

術
及

び
髄

核
摘

出

術
を

併
せ

て
２

椎
間

に
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

１
８

６
」

脊
髄

硬
膜

内
神

経
切

断
術

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

４
２

－
２

 
脊

椎
側

彎
症

手
術

 

(
１

)
 

「
注

」
に

規
定

す
る

胸
郭

変
形

矯
正

用
材

料
を

用
い

た
場

合
と

は
、

「
２

」
の

「
ロ

」
交

換
術

を
行

う
場

合
を

指
し

て
お

り
、

「
１

」
の

場
合

に
は

適
用

さ
れ

な
い

。
 

(
２

)
 

矯
正

術
を

前
提

と
し

て
行

わ
れ

る
ア

ン
カ

ー
補

強
手

術
（

f
o
u
n
d
a
t
i
o
n
作

成
）

は
区

分
番

号
「

Ｋ
１

４
２

」

脊
椎

固
定

術
、

椎
弓

切
除

術
、

椎
弓

形
成

術
（

多
椎

間
又

は
多

椎
弓

の
場

合
を

含
む

。
）

の
「

２
」

後
方

又

は
後

側
方

固
定

に
て

算
定

す
る

。
ま

た
、

そ
の

一
連

の
治

療
と

し
て

数
か

月
後

に
行

わ
れ

る
矯

正
術

は
「

２
」

の
「

ロ
」

交
換

術
に

て
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
２

」
の

「
ロ

」
交

換
術

と
は

、
患

者
の

成
長

に
伴

い
、

ロ
ッ

ド
又

は
グ

レ
ー

ド
ル

を
含

め
た

全
体

の
交

換
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

の
術

式
を

指
す

。
一

部
の

ク
リ

ッ
プ

等
を

交
換

し
、

固
定

位
置

の
調

整
等

を
行

っ

た
場

合
は

「
ハ

」
伸

展
術

に
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

４
２

－
６

 
歯

突
起

骨
折

骨
接

合
術

 

歯
突

起
骨

折
に

対
し

て
、

椎
間

の
可

動
域

を
温

存
し

な
が

ら
骨

接
合

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

４
２

－
７

 
腰

椎
分

離
部

修
復

術
 

腰
椎

分
離

症
に

対
し

て
、

椎
間

の
可

動
域

を
温

存
し

な
が

ら
修

復
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

４
４

 
体

外
式

脊
椎

固
定

術
 

(
１

)
 

体
外

式
脊

椎
固

定
術

は
、

ハ
ロ

ー
ペ

ル
ビ

ッ
ク

牽
引

装
置

、
ハ

ロ
ー

ベ
ス

ト
等

の
器

械
・

器
具

を
使

用
し

て
脊

椎
の

整
復

固
定

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
器

械
・

器
具

の
費

用
は

所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

(
２

)
 
 
ベ

ス
ト

式
の

器
械

・
器

具
に

用
い

ら
れ

る
ベ

ス
ト

部
分

は
、

そ
の

患
者

の
み

の
使

用
で

消
耗

す
る

程
度

の

も
の

に
限

り
副

木
と

し
て

算
定

で
き

る
。

 

  
第

３
款

 
神

経
系

・
頭

蓋
 

第
３

款
 

神
経

系
・

頭
蓋

の
手

術
に

お
い

て
神

経
内

視
鏡

を
使

用
し

た
場

合
の

当
該

神
経

内
視

鏡
に

係
る

費
用

は
、

当
該

手
術

の
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

  
  
Ｋ

１
４

５
 

穿
頭

脳
室

ド
レ

ナ
ー

ジ
術

 

 
 

 
(
１

)
 

穿
頭

術
の

手
技

料
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

 
(
２

)
 

当
該

手
術

は
、

初
回

実
施

に
限

り
算

定
し

、
２

回
目

以
降

の
処

置
に

係
る

ド
レ

ナ
ー

ジ
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｊ
０

０
２

」
ド

レ
ー

ン
法

（
ド

レ
ナ

ー
ジ

）
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

１
４

７
 

穿
頭

術
（

ト
レ

パ
ナ

チ
オ

ン
）

 

第
１
０
胸

椎

第
１
１
胸

椎

第
１
２
胸

椎

後
方

固
定

術
を
実

施

後
方

固
定

術
を
実

施

椎
弓

切
除

を
実

施
例

２

第
９
胸

椎

（ ）（ ） 601600

２
－
⑽　
手　
術



 
-
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7
7
 -
 

 
薬

物
療

法
、

他
の

外
科

療
法

及
び

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

療
法

の
効

果
が

認
め

ら
れ

な
い

慢
性

難
治

性
疼

痛
又

は
振

戦

等
の

神
経

症
状

の
除

去
若

し
く

は
軽

減
、

或
い

は
て

ん
か

ん
治

療
を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｋ
１

８
１

－
３

 
頭

蓋
内

電
極

抜
去

術
 

本
手

術
は

、
電

極
の

抜
去

の
み

を
目

的
と

し
て

開
頭

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

そ
れ

以
外

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
併

せ
て

行
っ

た
開

頭
術

（
脳

刺
激

装
置

植
込

術
及

び
頭

蓋
内

電
極

植
込

術
を

含
む

。
）

の
所

定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
１

８
１

－
４

 
迷

走
神

経
刺

激
装

置
植

込
術

 

本
手

術
は

、
て

ん
か

ん
外

科
治

療
に

関
す

る
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
医

師
に

よ
り

行
わ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

ま
た

、
当

該
手

術
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
関

連
学

会
の

定
め

る
実

施
基

準
に

準
じ

る

こ
と

。
 

Ｋ
１

８
１

－
６

 
頭

蓋
内

電
極

植
込

術
 

「
２

」
の

「
ロ

」
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
原

則
と

し
て

能
動

的
定

位
装

置
を

用
い

る
等

、
関

連
学

会
の

定
め

る
指

針
を

遵
守

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

手
術

に
つ

い
て

十
分

な
経

験
を

有
す

る
医

師
に

よ
り

実
施

さ
れ

た
場

合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

８
２

－
２

 
神

経
交

差
縫

合
術

 

 
 

 
 

交
通

事
故

等
に

よ
り

腕
神

経
叢

が
根

部
で

切
断

さ
れ

た
病

状
で

、
患

側
の

肋
間

神
経

を
剥

離
し

、
易

動
性

に
し

、

切
断

部
よ

り
末

梢
部

に
お

い
て

神
経

縫
合

し
た

場
合

等
、

末
梢

神
経

損
傷

に
対

し
、

他
の

健
常

な
神

経
を

遊
離

可

動
化

し
、

健
常

神
経

の
末

梢
端

と
損

傷
神

経
の

中
枢

端
を

縫
合

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

８
２

－
３

 
神

経
再

生
誘

導
術

 

神
経

再
生

誘
導

術
は

、
神

経
再

生
誘

導
材

を
用

い
て

神
経

再
建

を
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

８
８

－
２

 
硬

膜
外

腔
癒

着
剥

離
術

 

(
１

)
 

経
皮

的
に

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

て
機

械
的

な
癒

着
剥

離
を

含
む

硬
膜

外
腔

の
癒

着
剥

離
を

透
視

下
に

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

経
皮

的
に

カ
テ

ー
テ

ル
を

硬
膜

外
腔

に
挿

入
し

局
所

麻
酔

剤
の

注
入

等
を

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
機

械
的

な
癒

着
剥

離
を

含
む

硬
膜

外
腔

の
癒

着
剥

離
を

目
的

と
し

な
い

場
合

は
、

第
 
1
1
 
部

麻
酔

第
 
2
 
節

神

経
ブ

ロ
ッ

ク
料

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

９
０

 
脊

髄
刺

激
装

置
植

込
術

 

(
１

)
 

薬
物

療
法

、
他

の
外

科
療

法
及

び
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
療

法
の

効
果

が
認

め
ら

れ
な

い
慢

性
難

治
性

疼
痛

の
除

去
又

は
軽

減
を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

試
験

刺
激

を
実

施
し

、
効

果
判

定
時

に
効

果
な

し
と

判
断

さ
れ

リ
ー

ド
を

抜
去

し
た

場
合

、
そ

の
費

用
は

「
１

」
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
１

９
０

－
６

  
仙

骨
神

経
刺

激
装

置
植

込
術

 

(
１

)
 

医
師

の
指

示
に

従
い

、
自

ら
送

信
機

を
使

用
す

る
こ

と
で

便
失

禁
又

は
過

活
動

膀
胱

に
対

す
る

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

を
行

う
意

思
の

あ
る

者
で

あ
っ

て
、

保
存

的
療

法
が

無
効

又
は

適
用

で
き

な
い

患
者

に
対

し
て

実
施

す

る
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

な
お

、
自

ら
送

信
機

を
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

患
者

に
対

し
て

実
施

す

る
場

合
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

患
者

自
身

に
よ

り
記

載
さ

れ
た

同
意

書
を

診
療

録
に

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

リ
ー

ド
の

抜
去

に
要

す
る

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
試

験
刺

激
を

実
施

し
、

効
果

判
定

時
に

効
果

な
し

と
判

断
さ

れ
リ

ー
ド

を
抜

去
し

た
場

合
、

そ
の

費
用

は
「

１
」

の
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き

な
い

。
 

 
-
 4
7
6
 -
 

定
位

的
脳

内
血

腫
除

去
術

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

１
６

４
－

４
」

定
位

的
脳

内
血

腫
除

去
術

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

６
９

 
頭

蓋
内

腫
瘍

摘
出

術
 

「
注

１
」

に
規

定
す

る
脳

腫
瘍

覚
醒

下
マ

ッ
ピ

ン
グ

加
算

を
算

定
す

る
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
９

３
０

」
脊

髄
誘

発
電

位
測

定
等

加
算

は
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
１

７
２

 
脳

動
静

脈
奇

形
摘

出
術

 

「
２

」
に

つ
い

て
は

、
Ｓ

Ｍ
－

Ｇ
ｒ

ａ
ｄ

ｅ
３

か
ら

５
の

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

で
あ

っ
て

、
当

該
手

術
に

つ
い

て
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

に
よ

り
実

施
さ

れ
た

と
き

に
算

定
す

る
。

な
お

、
画

像
所

見
及

び
手

術

の
概

要
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

又
は

添
付

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
１

７
４

 
水

頭
症

手
術

 

 
 

 
 

脳
室

穿
破

術
、

脳
室

腹
腔

シ
ャ

ン
ト

手
術

、
脳

室
心

耳
シ

ャ
ン

ト
手

術
又

は
腰

部
く

も
膜

下
腔

腹
腔

シ
ャ

ン
 

ト
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

７
４

－
２

 
髄

液
シ

ャ
ン

ト
抜

去
術

 

 
 

 
 

水
頭

症
に

対
し

て
シ

ャ
ン

ト
手

術
を

実
施

し
た

後
、

経
過

良
好

の
た

め
カ

テ
ー

テ
ル

を
抜

去
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

１
７

６
 

脳
動

脈
瘤

流
入

血
管

ク
リ

ッ
ピ

ン
グ

（
開

頭
し

て
行

う
も

の
）

 

本
手

術
は

、
開

頭
の

部
位

数
又

は
使

用
し

た
ク

リ
ッ

プ
の

個
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
ク

リ
ッ

ピ
ン

グ
を

要
す

る
病

変
の

箇
所

数
に

応
じ

て
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

７
７

 
脳

動
脈

瘤
頸

部
ク

リ
ッ

ピ
ン

グ
 

(
１

)
 

「
注

２
」

に
規

定
す

る
ロ

ー
フ

ロ
ー

バ
イ

パ
ス

術
併

用
加

算
は

、
本

手
術

に
際

し
、

親
血

管
よ

り
末

梢
側

の
血

流
を

確
保

す
る

た
め

、
頭

皮
か

ら
採

取
し

た
血

管
を

用
い

た
頭

蓋
外

・
頭

蓋
内

血
管

吻
合

を
併

せ
て

行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
注

３
」

に
規

定
す

る
ハ

イ
フ

ロ
ー

バ
イ

パ
ス

術
併

用
加

算
は

、
本

手
術

に
際

し
、

親
血

管
よ

り
末

梢
側

の
血

流
を

確
保

す
る

た
め

、
上

肢
又

は
下

肢
か

ら
採

取
し

た
血

管
を

用
い

た
頭

蓋
外

・
頭

蓋
内

血
管

吻
合

を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
注

２
」

及
び

「
注

３
」

に
お

け
る

バ
イ

パ
ス

造
成

用
自

家
血

管
の

採
取

料
に

つ
い

て
は

、
当

該
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
１

７
８

 
脳

血
管

内
手

術
 

(
１

)
 

脳
動

脈
瘤

、
脳

動
静

脈
奇

形
等

の
脳

血
管

異
常

に
対

し
て

、
血

管
内

手
術

用
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
て

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

脳
血

管
内

ス
テ

ン
ト

を
用

い
て

脳
血

管
内

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
手

術
を

行
っ

た
箇

所
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
「

３
」

を
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

７
８

－
２

 
経

皮
的

脳
血

管
形

成
術

 

頭
蓋

内
の

椎
骨

動
脈

又
は

内
頸

動
脈

の
狭

窄
に

対
し

て
、

経
皮

的
脳

血
管

形
成

術
用

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

て
経

皮
的

脳
血

管
形

成
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
１

７
８

－
５

 
経

皮
的

脳
血

管
ス

テ
ン

ト
留

置
術

 

経
皮

的
脳

血
管

ス
テ

ン
ト

留
置

術
は

、
脳

血
管

用
ス

テ
ン

ト
セ

ッ
ト

を
用

い
て

経
皮

的
脳

血
管

ス
テ

ン
ト

留
置

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
学

会
の

定
め

る
診

療
に

関
す

る
指

針
を

遵

守
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
１

８
１

 
脳

刺
激

装
置

植
込

術
 

（ ）（ ） 601600

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 4
7
9
 -
 

年
１

月
７

日
健

医
発

第
2
5

号
厚

生
労

働
省

保
健

医
療

局
長

通
知

）
、

「
眼

球
の

あ
っ

せ
ん

技
術

指
針

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
2
年

１
月

７
日

健
医

発
第

2
6
号

厚
生

労
働

省
保

健
医

療
局

長
通

知
）

を
遵

守
し

て
い

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

眼
科

用
レ

ー
ザ

ー
角

膜
手

術
装

置
に

よ
り

角
膜

切
片

を
作

成
し

、
角

膜
移

植
術

を
行

っ
た

場
合

は
、

「
注

１
」

に
規

定
す

る
レ

ー
ザ

ー
使

用
加

算
を

併
せ

て
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

水
疱

性
角

膜
症

の
患

者
に

対
し

て
、

角
膜

内
皮

移
植

を
実

施
し

た
場

合
は

、
「

注
２

」
に

規
定

す
る

内
皮

移
植

加
算

を
算

定
で

き
る

。
 

Ｋ
２

６
０

 
強

膜
移

植
術

 

(
１

)
 

強
膜

を
採

取
・

保
存

す
る

た
め

に
要

す
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

強
膜

を
移

植
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
「

眼
球

提
供

者
（

ド
ナ

ー
）

適
応

基
準

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
2

年
１

月
７

日
健

医
発

第
2
5

号
厚

生
労

働
省

保
健

医
療

局
長

通
知

）
、

「
眼

球
の

あ
っ

せ
ん

技
術

指
針

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
2
年

１
月

７
日

健
医

発
第

2
6
号

厚
生

労
働

省
保

健
医

療
局

長
通

知
）

及
び

日
本

組
織

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

ヒ
ト

組
織

を
利

用
す

る
医

療
行

為
の

安
全

性
確

保
・

保
存

・
使

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
て

い
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
２

６
０

－
２

  
羊

膜
移

植
術

 

(
１

)
 

ス
テ

ィ
ー

ヴ
ン

ス
・

ジ
ョ

ン
ソ

ン
症

候
群

、
眼

類
天

疱
瘡

、
熱

・
化

学
外

傷
瘢

痕
、

再
発

翼
状

片
、

角
膜

上
皮

欠
損

（
角

膜
移

植
に

よ
る

も
の

を
含

む
。

）
、

角
膜

穿
孔

、
角

膜
化

学
腐

食
、

角
膜

瘢
痕

、
瞼

球
癒

着
、

結
膜

上
皮

内
過

形
成

、
結

膜
腫

瘍
等

で
あ

っ
て

、
羊

膜
移

植
以

外
で

は
治

療
効

果
が

期
待

で
き

な
い

も
の

に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 
 
日

本
組

織
移

植
学

会
が

作
成

し
た

「
ヒ

ト
組

織
を

利
用

す
る

医
療

行
為

の
安

全
性

確
保

・
保

存
・

使
用

に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

等
関

連
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
基

準
等

を
遵

守
し

て
い

る
場

合
に

限
り

算
定

す

る
。

 

(
３

)
  

羊
膜

採
取

料
及

び
組

織
適

合
性

試
験

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
４

)
  

羊
膜

を
採

取
・

保
存

す
る

た
め

に
要

す
る

全
て

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
請

求
で

き
な

い
。

 

  
  
Ｋ

２
６

８
 

緑
内

障
手

術
 

(
１

)
 

「
６

」
水

晶
体

再
建

術
併

用
眼

内
ド

レ
ー

ン
挿

入
術

は
、

１
眼

に
白

内
障

及
び

緑
内

障
が

あ
る

患
者

に
対

し
て

、
水

晶
体

再
建

術
と

同
時

に
眼

内
ド

レ
ー

ン
挿

入
術

を
関

連
学

会
の

作
成

し
た

使
用

要
件

基
準

に
従

っ

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

な
お

、
水

晶
体

再
建

術
の

技
術

料
は

当
該

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

「
６

」
水

晶
体

再
建

術
併

用
眼

内
ド

レ
ー

ン
挿

入
術

を
行

っ
た

際
は

、
診

療
報

酬
請

求
に

当
た

っ
て

、
診

療
報

酬
明

細
書

に
症

状
詳

記
を

添
付

す
る

。
 

(
３

)
 

眼
内

レ
ン

ズ
及

び
眼

内
ド

レ
ー

ン
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

  
  
Ｋ

２
７

６
 

網
膜

光
凝

固
術

 

(
１

)
 

「
一

連
」

と
は

、
治

療
の

対
象

と
な

る
疾

患
に

対
し

て
所

期
の

目
的

を
達

す
る

ま
で

に
行

う
一

連
の

治
療

過
程

を
い

う
。

例
え

ば
、

糖
尿

病
性

網
膜

症
に

対
す

る
汎

光
凝

固
術

の
場

合
は

、
１

週
間

程
度

の
間

隔
で

一

連
の

治
療

過
程

に
あ

る
数

回
の

手
術

を
行

う
と

き
は

、
１

回
の

み
所

定
点

数
を

算
定

す
る

も
の

で
あ

り
、

そ

の
他

数
回

の
手

術
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
(
２

)
 

「
２

」
そ

の
他

特
殊

な
も

の
と

は
、

裂
孔

原
性

網
膜

剥
離

、
円

板
状

黄
斑

変
性

症
、

網
膜

中
心

静
脈

閉
鎖

症
に

よ
る

黄
斑

浮
腫

、
類

囊
胞

黄
斑

浮
腫

及
び

未
熟

児
網

膜
症

に
対

す
る

網
膜

光
凝

固
術

並
び

に
糖

尿
病

性

網
膜

症
に

対
す

る
汎

光
凝

固
術

を
行

う
こ

と
を

い
う

。
 

 
-
 4
7
8
 -
 

(
４

)
 

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
学

会
の

定
め

る
診

療
に

関
す

る
指

針
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
１

９
０

－
７

  
仙

骨
神

経
刺

激
装

置
交

換
術

 

 
医

師
の

指
示

に
従

い
、

自
ら

送
信

機
を

使
用

す
る

こ
と

で
便

失
禁

又
は

過
活

動
膀

胱
に

対
す

る
コ

ン
ト

ロ
 

ー
ル

を
行

う
意

思
の

あ
る

者
で

あ
っ

て
、

保
存

的
療

法
が

無
効

又
は

適
用

で
き

な
い

患
者

に
対

し
て

実
施

す
 

る
場

合
で

あ
っ

て
、

関
係

学
会

の
定

め
る

診
療

に
関

す
る

指
針

に
従

っ
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
 

る
。

な
お

、
自

ら
送

信
機

を
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

患
者

に
対

し
て

実
施

す
る

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
１

９
３

－
２

 
レ

ッ
ク

リ
ン

グ
ハ

ウ
ゼ

ン
病

偽
神

経
腫

切
除

術
（

露
出

部
）

、
Ｋ

１
９

３
－

３
 

レ
ッ

ク
リ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ン

病
偽

神
経

腫
切

除
術

（
露

出
部

以
外

）
 

(
１

)
 

「
露

出
部

」
と

は
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
０

」
創

傷
処

理
の

「
注

２
」

の
「

露
出

部
」

と
同

一
の

部
位

を
い

う
。

 

(
２

)
 

近
接

密
生

し
て

い
る

レ
ッ

ク
リ

ン
グ

ハ
ウ

ゼ
ン

病
偽

神
経

腫
に

つ
い

て
は

、
１

個
と

し
て

取
り

扱
い

、
他

の
手

術
等

の
点

数
と

著
し

い
不

均
衡

を
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

。
 

(
３

)
 

露
出

部
と

露
出

部
以

外
が

混
在

す
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

露
出

部
に

係
る

長
さ

が
全

体
の

５
０

％
以

上
の

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

１
９

３
－

２
」

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

し
、

５
０

％
未

満
の

場
合

は
、

区
分

番

号
「

Ｋ
１

９
３

－
３

」
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

１
９

６
 

交
感

神
経

節
切

除
術

 

下
腹

部
神

経
叢

切
除

術
又

は
コ

ッ
ト

手
術

に
ク

レ
ニ

ッ
ヒ

手
術

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
交

感
神

経
節

切
除

術
の

「
３

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
１

９
６

－
５

 
末

梢
神

経
遮

断
（

挫
滅

又
は

切
断

）
術

（
浅

腓
骨

神
経

、
深

腓
骨

神
経

、
後

脛
骨

神
経

又
は

腓
腹

神
経

に
限

る
。

）
 

疼
痛

に
対

し
て

行
う

末
梢

神
経

遮
断

（
挫

滅
又

は
切

断
）

術
は

、
浅

腓
骨

神
経

、
深

腓
骨

神
経

、
後

脛
骨

神
経

又
は

腓
腹

神
経

の
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
な

お
、

浅
腓

骨
神

経
、

深
腓

骨
神

経
、

後
脛

骨
神

経
及

び
腓

腹
神

経

を
同

時
に

遮
断

し
た

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
別

に
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

  
第

４
款

 
眼

 

 
 

Ｋ
２

０
０

－
２

 
涙

点
プ

ラ
グ

挿
入

術
、

涙
点

閉
鎖

術
 

 
 

 
(
１

)
 

乾
性

角
結

膜
炎

（
シ

ル
マ

ー
テ

ス
ト

第
１

法
変

法
５

m
m
以

下
、

又
は

ロ
ー

ズ
ベ

ン
ガ

ル
染

色
試

験
+
+
以

上
）

及
び

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

上
下

涙
点

に
実

施
し

た
場

合
も

含
め

１
回

の
み

の
算

定
と

す
る

。
 

Ｋ
２

０
８

 
麦

粒
腫

切
開

術
 

 
 

 
 

数
か

所
の

切
開

も
同

一
瞼

内
に

あ
る

も
の

に
つ

い
て

は
１

回
と

し
て

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
２

１
２

 
兎

眼
矯

正
術

 

 
 

 
 

兎
眼

症
に

対
し

て
瞼

板
縫

合
術

を
行

っ
た

場
合

は
、

本
区

分
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

２
１

４
 

霰
粒

腫
摘

出
術

 

 
 

 
 

数
か

所
の

切
開

も
同

一
瞼

内
に

あ
る

も
の

に
つ

い
て

は
１

回
と

し
て

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
２

２
８

 
眼

窩
骨

折
整

復
術

 

陳
旧

性
の

変
形

治
癒

骨
折

に
対

し
て

整
復

術
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
２

５
９

 
角

膜
移

植
術

 

(
１

)
 

角
膜

を
採

取
・

保
存

す
る

た
め

に
要

す
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

角
膜

を
移

植
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
「

眼
球

提
供

者
（

ド
ナ

ー
）

適
応

基
準

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
2

（ ）（ ） 603602

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 4
8
1
 -
 

よ
る

鼓
膜

穿
孔

閉
鎖

を
実

施
す

る
医

学
的

必
要

性
の

症
状

詳
記

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

  
  
Ｋ

３
１

８
 

鼓
膜

形
成

手
術

 

 
 

 
(
１

)
 

鼓
膜

形
成

手
術

に
伴

う
鼓

膜
又

は
皮

膚
の

移
植

に
つ

い
て

は
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
(
２

)
 

耳
翼

後
面

か
ら

植
皮

弁
を

採
り

W
u
l
l
s
t
e
i
n
の

鼓
室

形
成

手
術

の
第

１
型

と
ほ

ぼ
同

様
の

操
作

（
た

だ
鼓

膜
の

上
皮

の
み

を
除

去
す

る
こ

と
が

異
な

る
。

）
で

、
鼓

膜
形

成
手

術
を

行
っ

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ

３
１

９
」

鼓
室

形
成

手
術

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

３
１

９
 

鼓
室

形
成

手
術

 

 
 

 
 

鼓
室

形
成

手
術

に
伴

う
皮

膚
の

移
植

に
つ

い
て

は
、

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
３

２
８

－
３

 
植

込
型

骨
導

補
聴

器
交

換
術

 

接
合

子
付

骨
導

端
子

又
は

骨
導

端
子

の
交

換
術

を
実

施
し

た
場

合
に

算
定

し
、

音
振

動
変

換
器

の
み

交
換

し
た

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

  
  
Ｋ

３
３

８
 

鼻
甲

介
切

除
術

、
Ｋ

３
３

９
 

粘
膜

下
下

鼻
甲

介
骨

切
除

術
 

 
 

 
(
１

)
 

慢
性

肥
厚

性
鼻

炎
兼

鼻
茸

に
対

し
て

、
区

分
番

号
「

Ｋ
３

３
８

」
鼻

甲
介

切
除

術
及

び
区

分
番

号
「

Ｋ
３

４
０

」
鼻

茸
摘

出
術

を
併

施
し

た
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

所
定

点
数

を
別

に
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

３
３

８
」

鼻
甲

介
切

除
術

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

３
３

９
」

粘
膜

下
下

鼻
甲

介
骨

切
除

術
を

副
鼻

腔
手

術
と

併
施

し
た

場
合

に
お

い
て

は
、

鼻
甲

介
切

除
術

又
は

粘
膜

下
下

鼻
甲

介
骨

切
除

術
を

副
鼻

腔

手
術

の
遂

行
上

行
う

場
合

以
外

は
同

一
手

術
野

と
は

み
な

さ
ず

、
そ

れ
ぞ

れ
の

所
定

点
数

を
別

に
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

３
４

０
 

鼻
茸

摘
出

術
 

 
 

高
周

波
電

磁
波

で
行

う
場

合
に

あ
っ

て
も

本
区

分
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
３

４
０

－
３

 
内

視
鏡

下
鼻

・
副

鼻
腔

手
術

Ⅰ
型

（
副

鼻
腔

自
然

口
開

窓
術

）
、

Ｋ
３

４
０

－
４

 
内

視
鏡

下
鼻

・
副

鼻
腔

手
術

Ⅱ
型

（
副

鼻
腔

単
洞

手
術

）
、

Ｋ
３

４
０

－
５

 
内

視
鏡

下
鼻

・
副

鼻
腔

手
術

Ⅲ
型

（
選

択
的

（
複

数
洞

）
副

鼻
腔

手
術

）
、

Ｋ
３

４
０

－
６

 
内

視
鏡

下
鼻

・
副

鼻
腔

手
術

Ⅳ
型

（
汎

副
鼻

腔
手

術
）

、
Ｋ

３

４
０

－
７

 
内

視
鏡

下
鼻

・
副

鼻
腔

手
術

Ⅴ
型

（
拡

大
副

鼻
腔

手
術

）
 

区
分

番
号

「
Ｋ

３
４

０
－

３
」

か
ら

「
Ｋ

３
４

０
－

７
」

ま
で

に
掲

げ
る

手
術

を
同

時
に

実
施

し
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｋ
３

４
７

－
２

 
変

形
外

鼻
手

術
 

 
 

 
(
１

)
 

先
天

性
の

高
度

斜
鼻

・
鞍

鼻
、

口
唇

裂
外

鼻
又

は
上

顎
洞

・
外

鼻
の

悪
性

腫
瘍

術
後

等
に

よ
る

機
能

障
害

を
伴

う
外

鼻
の

変
形

に
対

し
て

、
機

能
回

復
を

目
的

と
し

て
外

鼻
形

成
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

外
傷

等
に

よ
る

骨
折

治
癒

後
の

変
形

等
に

対
す

る
も

の
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
３

３
４

－
２

」
鼻

骨
変

形
治

癒

骨
折

矯
正

術
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
２

)
 

単
な

る
美

容
を

目
的

と
す

る
も

の
は

保
険

給
付

の
対

象
と

な
ら

な
い

。
 

Ｋ
３

５
２

－
３

 
副

鼻
腔

炎
術

後
後

出
血

止
血

法
 

 
 

 
 
 

副
鼻

腔
炎

術
後

の
後

出
血

（
手

術
日

の
翌

日
以

後
起

っ
た

場
合

を
い

う
。

）
が

多
量

で
、

必
要

が
あ

っ
て

再
び

術
創

を
開

く
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

３
６

１
 

上
顎

洞
篩

骨
洞

蝶
形

洞
根

治
手

術
 

 
 

 
 

区
分

番
号

「
Ｋ

３
５

３
」

鼻
内

篩
骨

洞
根

治
手

術
、

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

３
５

２
－

２
」

鼻
内

上
顎

洞
根

治
手

術
を

併
施

し
た

場
合

は
、

本
区

分
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

３
７

７
 

口
蓋

扁
桃

手
術

 

 
 

 
(
１

)
 

扁
桃

除
去

を
行

っ
た

当
日

に
お

け
る

止
血

に
つ

い
て

は
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

 
(
２

)
 

口
蓋

扁
桃

手
術

を
行

っ
た

日
の

翌
日

以
降

の
後

出
血

が
多

量
で

、
や

む
を

得
ず

再
び

術
創

を
開

く
場

合
に

 
-
 4
8
0
 -
 

Ｋ
２

７
７

－
２

 
黄

斑
下

手
術

 

黄
斑

下
手

術
は

、
中

心
窩

下
新

生
血

管
膜

を
有

す
る

疾
患

（
加

齢
黄

斑
変

性
症

等
）

又
は

黄
斑

下
血

腫
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
２

８
０

－
２

 
網

膜
付

着
組

織
を

含
む

硝
子

体
切

除
術

（
眼

内
内

視
鏡

を
用

い
る

も
の

）
 

当
該

手
術

は
、

高
度

の
角

膜
混

濁
あ

る
い

は
裂

傷
な

ど
に

よ
り

、
眼

底
の

透
見

が
困

難
な

網
膜

硝
子

体
疾

患
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

ま
た

、
当

該
手

術
を

行
っ

た
際

に
は

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
、

当

該
術

式
を

選
択

し
た

理
由

に
つ

い
て

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
２

８
１

－
２

 
網

膜
再

建
術

 

(
１

)
 

未
熟

児
網

膜
症

、
先

天
異

常
に

伴
う

網
膜

剥
離

（
主

に
家

族
性

滲
出

性
硝

子
体

網
膜

症
又

は
第

１
次

硝
子

体
過

形
成

遺
残

）
及

び
外

傷
に

よ
る

眼
球

破
裂

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
未

熟
児

網

膜
症

及
び

先
天

異
常

に
伴

う
網

膜
剥

離
に

あ
っ

て
は

、
線

維
血

管
増

殖
に

よ
っ

て
起

こ
る

、
黄

斑
を

脅
か

す

網
膜

部
分

剥
離

又
は

網
膜

全
剥

離
の

状
態

を
い

い
、

眼
球

破
裂

例
に

あ
っ

て
は

強
膜

の
３

分
の

１
を

超
え

る

破
裂

創
が

あ
り

、
眼

球
内

容
物

の
脱

出
を

認
め

る
状

態
を

い
う

。
 

(
２

)
 

関
係

学
会

の
定

め
る

指
針

を
遵

守
す

る
こ

と
。

 

  
  
Ｋ

２
８

２
 

水
晶

体
再

建
術

 

(
１

)
 

１
眼

に
白

内
障

及
び

斜
視

が
あ

り
両

者
に

対
す

る
手

術
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

は
、

別
に

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

斜
視

手
術

が
保

険
給

付
の

対
象

と
な

る
場

合
に

限
る

。
 

(
２

)
 

眼
内

レ
ン

ズ
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

「
１

」
の

「
イ

」
の

縫
着

レ
ン

ズ
を

挿
入

す
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

眼
内

レ
ン

ズ
を

縫
着

し
挿

入
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

「
３

」
の

計
画

的
後

嚢
切

開
を

伴
う

場
合

は
、

1
6
歳

未
満

の
患

者
に

対
し

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
５

)
 

「
注

１
」

に
規

定
す

る
加

算
は

、
チ

ン
小

帯
の

脆
弱

・
断

裂
を

有
す

る
症

例
に

対
し

て
、

水
晶

体
嚢

拡
張

リ
ン

グ
を

用
い

て
水

晶
体

再
建

術
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
水

晶
体

嚢
拡

張
リ

ン
グ

を
使

用

し
た

場
合

は
、

診
療

報
酬

請
求

に
当

た
っ

て
、

診
療

報
酬

明
細

書
に

症
状

詳
記

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

「
注

２
」

に
規

定
す

る
加

算
は

、
水

晶
体

偏
位

又
は

眼
内

レ
ン

ズ
偏

位
の

患
者

に
対

し
て

、
高

次
収

差
解

析
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

１
」

の
「

イ
」

の
縫

着
レ

ン
ズ

を
挿

入
す

る
も

の
の

手
術

の
前

後
そ

れ
ぞ

れ
１

回

に
限

り
算

定
す

る
。

な
お

、
水

晶
体

偏
位

又
は

眼
内

レ
ン

ズ
偏

位
が

疑
わ

れ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

当
該

手

術
を

行
わ

な
か

っ
た

と
き

は
、

当
該

加
算

は
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
２

８
２

－
２

 
後

発
白

内
障

手
術

 

後
発

白
内

障
切

開
術

（
観

血
的

）
は

当
該

区
分

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

  
第

５
款

 
耳

鼻
咽

喉
 

  
  
Ｋ

２
９

６
 

耳
介

形
成

手
術

 

  
  
 

 
耳

介
形

成
手

術
は

、
耳

輪
埋

没
症

、
耳

垂
裂

等
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｋ
３

１
１

 
鼓

膜
穿

孔
閉

鎖
術

（
一

連
に

つ
き

）
 

ト
ラ

フ
ェ

ル
ミ

ン
（

遺
伝

子
組

換
え

）
を

用
い

た
鼓

膜
穿

孔
閉

鎖
に

当
た

っ
て

は
、

６
か

月
以

上
続

く
鼓

膜
穿

孔
で

あ
っ

て
、

自
然

閉
鎖

が
見

込
ま

れ
な

い
患

者
の

う
ち

、
当

該
鼓

膜
穿

孔
が

原
因

の
聴

力
障

害
を

来
し

、
か

つ

本
剤

に
よ

る
鼓

膜
穿

孔
閉

鎖
に

よ
っ

て
聴

力
障

害
の

改
善

が
見

込
ま

れ
る

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

、

本
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

な
お

、
診

療
報

酬
請

求
に

当
た

っ
て

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
に

本
剤

に

（ ）（ ） 603602

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 4
8
3
 -
 

と
す

る
も

の
を

い
う

。
 

 
 

Ｋ
４

５
０

 
唾

石
摘

出
術

 

(
１

)
 

「
１

」
表

在
性

の
も

の
と

は
、

導
管

開
口

部
付

近
に

位
置

す
る

唾
石

を
い

う
。

 

(
２

)
 

「
２

」
深

在
性

の
も

の
と

は
、

腺
体

付
近

の
導

管
等

に
位

置
す

る
唾

石
を

い
う

。
 

(
３

)
 

所
期

の
目

的
を

達
す

る
た

め
に

複
数

回
実

施
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
一

連
と

し
て

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

４
６

９
 

頸
部

郭
清

術
 

 
 

 
(
１

)
 

頸
部

郭
清

術
（

ネ
ッ

ク
デ

ィ
セ

ク
シ

ョ
ン

）
と

は
、

頸
部

リ
ン

パ
節

群
が

存
在

す
る

頸
部

領
域

の
腫

瘍
細

胞
を

根
絶

す
る

た
め

、
当

該
領

域
の

組
織

（
筋

、
リ

ン
パ

節
、

静
脈

、
脂

肪
、

結
合

織
等

）
を

広
範

囲
に

摘

出
す

る
こ

と
を

い
う

。
 

 
 

 
(
２

)
 

頸
部

郭
清

術
を

他
の

手
術

に
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
手

術
の

「
通

則
９

」
に

規
定

さ
れ

て
い

る
所

定
点

数
を

算
定

す
る

も
の

と
し

、
独

立
し

て
行

っ
た

場
合

に
は

本
区

分
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
３

)
 

他
の

手
術

に
併

せ
て

行
っ

た
頸

部
リ

ン
パ

節
の

単
な

る
郭

清
は

手
術

の
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
な

お
、

単
独

に
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

６
２

７
」

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

の
「

２
」

に

よ
り

算
定

す
る

。
 

  
第

７
款

 
胸

部
 

 
 

Ｋ
４

７
４

－
３

 
乳

腺
腫

瘍
画

像
ガ

イ
ド

下
吸

引
術

 

 
 

 
(
１

)
 

乳
腺

腫
瘍

画
像

ガ
イ

ド
下

吸
引

術
は

、
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
、

Ｃ
Ｔ

撮
影

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

、
超

音
波

検
査

等
を

行
っ

た
結

果
、

乳
房

に
非

触
知

病
変

や
石

灰
化

病
変

な
ど

が
認

め
ら

れ
る

場
合

に
、

画
像

ガ
イ

ド
下

（
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
、

超
音

波
装

置
又

は
Ｍ

Ｒ
Ｉ

に
限

る
。

）
で

乳
房

専
用

の
吸

引
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
、

当
該

乳
腺

組
織

を
摘

出
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
２

)
 

当
該

乳
腺

組
織

の
確

定
診

断
や

手
術

適
用

を
決

定
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
行

っ
た

場
合

も
本

区
分

で
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
３

)
 

組
織

の
採

取
に

用
い

る
保

険
医

療
材

料
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
４

)
 

「
２

」
は

、
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
又

は
超

音
波

検
査

で
は

検
出

で
き

ず
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
に

よ
っ

て
の

み
検

出
で

き
る

病
変

が
認

め
ら

れ
る

患
者

に
対

し
て

、
当

該
病

変
が

含
ま

れ
る

乳
腺

組
織

を
摘

出
す

る
目

的
で

実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

  
 

Ｋ
４

７
６

 
乳

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
 

  
  
  
(
１

)
 
 
乳

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
に

お
い

て
、

両
側

の
腋

窩
リ

ン
パ

節
郭

清
術

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
「

７
」

に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
注

１
」

に
規

定
す

る
乳

が
ん

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
１

及
び

「
注

２
」

に
規

定
す

る
乳

が
ん

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
２

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
要

件
に

留
意

し
算

定
す

る
こ

と
。

 

ア
 

触
診

及
び

画
像

診
断

の
結

果
、

腋
窩

リ
ン

パ
節

へ
の

転
移

が
認

め
ら

れ
な

い
乳

が
ん

に
係

る
手

術
の

場

合
の

み
算

定
す

る
。

 

イ
 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
に

伴
う

放
射

性
同

位
元

素
の

薬
剤

料
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
９

４
０

」
薬

剤

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

ウ
 

放
射

性
同

位
元

素
の

検
出

に
要

す
る

費
用

は
、

区
分

番
号

「
Ｅ

１
０

０
」

シ
ン

チ
グ

ラ
ム

（
画

像
を

伴

う
も

の
）

の
「

１
」

部
分

（
静

態
）

（
一

連
に

つ
き

）
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

エ
 

摘
出

し
た

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
の

病
理

診
断

に
係

る
費

用
は

、
第

1
3
部

病
理

診
断

の
所

定
点

数
に

よ

り
算

定
す

る
。

  
  

 

 
-
 4
8
2
 -
 

お
け

る
止

血
術

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

３
６

７
」

咽
後

膿
瘍

切
開

術
に

準
じ

て
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

３
８

６
 

気
管

切
開

術
 

 
 

 
 

気
管

切
開

術
後

カ
ニ

ュ
ー

レ
を

入
れ

た
数

日
間

の
処

置
（

単
な

る
カ

ニ
ュ

ー
レ

の
清

拭
で

な
い

）
は

、
区

分
番

号
「

Ｊ
０

０
０

」
創

傷
処

置
に

お
け

る
手

術
後

の
患

者
に

対
す

る
も

の
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
３

８
６

－
２

 
輪

状
甲

状
靱

帯
切

開
術

 

気
道

確
保

の
た

め
の

輪
状

甲
状

靱
帯

膜
穿

刺
を

行
っ

た
場

合
は

、
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

３
８

８
－

２
 

喉
頭

粘
膜

下
軟

骨
片

挿
入

術
 

 
 

 
 

反
回

神
経

麻
痺

に
対

し
、

声
帯

固
定

の
た

め
甲

状
軟

骨
を

左
右

に
分

離
し

、
喉

頭
側

軟
骨

膜
下

に
甲

状
軟

骨
よ

り
取

り
出

し
た

小
軟

骨
片

を
挿

入
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

３
８

９
 

喉
頭

・
声

帯
ポ

リ
ー

プ
切

除
術

 

 
 

 
 

喉
頭

ポ
リ

ー
プ

が
左

右
の

声
帯

に
あ

る
と

き
は

、
各

側
ご

と
に

算
定

で
き

る
。

 

  
第

６
款

 
顔

面
・

口
腔

・
頸

部
 

Ｋ
４

０
７

－
２

 
軟

口
蓋

形
成

手
術

 

 
 

 
 

い
び

き
に

対
し

て
軟

口
蓋

形
成

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

  
 

Ｋ
４

２
３

 
頬

腫
瘍

摘
出

術
 

 
 

 
 
 
 
皮

膚
又

は
皮

下
に

あ
る

腫
瘍

の
摘

出
術

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
０

５
」

皮
膚

、
皮

下
腫

瘍
摘

出
術

（
露

出
部

）

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

０
０

６
」

皮
膚

、
皮

下
腫

瘍
摘

出
術

（
露

出
部

以
外

）
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
４

２
９

－
２

 
下

顎
関

節
突

起
骨

折
観

血
的

手
術

 

「
２

」
両

側
は

、
両

側
の

下
顎

関
節

突
起

骨
折

に
つ

い
て

観
血

的
に

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

４
３

４
 

顔
面

多
発

骨
折

観
血

的
手

術
 

  
  
  
 

顔
面

多
発

骨
折

観
血

的
手

術
は

、
上

下
顎

の
同

時
骨

折
の

場
合

等
複

数
の

骨
に

対
し

て
観

血
的

に
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
４

４
３

 
上

顎
骨

形
成

術
 

(
１

)
 

「
１

」
単

純
な

場
合

と
は

上
顎

骨
発

育
不

全
症

又
は

外
傷

後
の

上
顎

骨
後

位
癒

着
等

に
対

し
、

L
e
 
F
o
r
t

Ⅰ
型

切
離

に
よ

り
移

動
を

図
る

場
合

を
い

う
。

 

(
２

)
 

「
注

１
」

に
規

定
す

る
加

算
は

、
上

顎
骨

発
育

不
全

症
、

外
傷

後
の

上
顎

骨
後

位
癒

着
、

上
顎

前
突

症
、

開
咬

症
又

は
過

蓋
咬

合
症

等
に

対
し

、
L
e
 
F
o
r
t
Ⅰ

型
切

離
を

行
い

、
上

顎
骨

を
複

数
に

分
割

し
て

移
動

さ

せ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
２

」
複

雑
な

場
合

及
び

２
次

的
再

建
の

場
合

と
は

、
「

１
」

と
同

様
の

症
例

に
対

し
、

L
e
 
F
o
r
t
Ⅱ

型

若
し

く
は

L
e
 
F
o
r
t
Ⅲ

型
切

離
に

よ
り

移
動

す
る

場
合

又
は

悪
性

腫
瘍

手
術

等
に

よ
る

上
顎

欠
損

症
に

対
し

２
次

的
骨

性
再

建
を

行
う

場
合

を
い

う
。

 

Ｋ
４

４
４

－
２

 
下

顎
骨

延
長

術
 

仮
骨

延
長

法
を

用
い

て
下

顎
骨

を
延

長
・

形
成

す
る

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
４

４
６

 
顎

関
節

授
動

術
 

(
１

)
 

「
１

」
の

「
ロ

」
パ

ン
ピ

ン
グ

を
併

用
し

た
場

合
と

は
、

顎
関

節
の

運
動

障
害

を
有

す
る

患
者

に
対

し
て

、

パ
ン

ピ
ン

グ
（

顎
関

節
腔

に
対

す
る

薬
液

の
注

入
、

洗
浄

）
を

行
い

な
が

ら
、

徒
手

的
に

顎
関

節
の

授
動

を

図
っ

た
も

の
を

い
う

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

「
ハ

」
関

節
腔

洗
浄

療
法

を
併

用
し

た
場

合
と

は
、

局
所

麻
酔

下
で

上
関

節
腔

に
注

射
針

を
２

本
刺

入
し

、
上

関
節

腔
を

薬
剤

に
て

自
然

灌
流

す
る

こ
と

に
よ

り
顎

関
節

可
動

域
の

増
加

又
は

除
痛

を
目

的

（ ）（ ） 605604

２
－
⑽　
手　
術



 
-
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開
胸

術
の

み
を

行
っ

た
時

点
で

手
術

を
中

止
し

た
場

合
は

、
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
４

８
８

－
３

 
胸

腔
鏡

下
試

験
開

胸
術

 

胸
腔

鏡
に

よ
る

胸
腔

内
の

確
認

の
み

を
行

っ
た

時
点

で
手

術
を

中
止

し
た

場
合

は
、

本
区

分
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
４

８
８

－
４

 
胸

腔
鏡

下
試

験
切

除
術

 

胸
腔

鏡
に

よ
る

胸
腔

内
の

確
認

を
行

い
、

臓
器

・
組

織
の

一
部

を
切

除
し

た
時

点
で

手
術

を
中

止
し

た
場

合
は

、

本
区

分
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
４

９
６

－
５

 
経

皮
的

膿
胸

ド
レ

ナ
ー

ジ
術

 

当
該

手
術

は
初

回
実

施
に

限
り

算
定

し
、

２
回

目
以

降
の

処
置

に
係

る
ド

レ
ナ

ー
ジ

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

０
０

２
」

ド
レ

ー
ン

法
（

ド
レ

ナ
ー

ジ
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
４

９
９

 
胸

郭
形

成
手

術
（

肺
切

除
後

遺
残

腔
を

含
む

。
）

 

肺
結

核
手

術
、

肺
切

除
後

遺
残

腔
等

に
対

し
て

行
わ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

０
７

 
肺

膿
瘍

切
開

排
膿

術
 

肺
結

核
空

洞
吸

引
術

（
モ

ナ
ル

ジ
ー

法
）

又
は

肺
結

核
空

洞
切

開
術

を
行

っ
た

場
合

は
本

区
分

で
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

０
８

－
３

 
気

管
支

熱
形

成
術

 

(
１

)
 

1
8
歳

以
上

の
重

症
喘

息
患

者
に

対
し

、
気

管
支

熱
形

成
術

（
気

管
支

サ
ー

モ
プ

ラ
ス

テ
ィ

）
を

実
施

し
た

場
合

に
、

本
区

分
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

気
管

支
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

に
要

す
る

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
５

０
９

－
３

 
気

管
支

内
視

鏡
的

放
射

線
治

療
用

マ
ー

カ
ー

留
置

術
 

気
管

支
内

視
鏡

的
放

射
線

治
療

用
マ

ー
カ

ー
留

置
術

は
、

放
射

線
治

療
目

的
で

マ
ー

カ
ー

を
留

置
し

た
場

合
に

限
り

算
定

し
、

マ
ー

カ
ー

代
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

植
込

み
型

病
変

識
別

マ
ー

カ
ー

を
用

い
て

、
経

皮
的

に
マ

ー
カ

ー
留

置
を

行
っ

た
場

合
は

、
気

管
支

内
視

鏡
的

放
射

線
治

療
用

マ
ー

カ
ー

留
置

術
に

準
じ

て
算

定
す

る
。

こ
の

際
、

マ
ー

カ
ー

代
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
５

０
９

－
４

 
気

管
支

瘻
孔

閉
鎖

術
 

(
１

)
 

気
管

支
瘻

孔
閉

鎖
術

は
、

気
管

支
用

充
填

材
を

用
い

て
気

管
支

の
瘻

孔
閉

鎖
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

気
管

支
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ピ
ー

に
要

す
る

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
５

１
０

－
２

 
光

線
力

学
療

法
 

光
線

力
学

療
法

は
、

ポ
ル

フ
ィ

マ
ー

ナ
ト

リ
ウ

ム
を

投
与

し
た

患
者

に
対

し
エ

キ
シ

マ
・

ダ
イ

・
レ

ー
ザ

ー

（
波

長
6
3
0
ｎ

ｍ
）

及
び

Ｙ
Ａ

Ｇ
－

Ｏ
Ｐ

Ｏ
レ

ー
ザ

ー
を

使
用

し
た

場
合

な
ど

、
保

険
適

用
さ

れ
た

薬
剤

、
機

器

を
用

い
て

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

  
  
Ｋ

５
１

１
 

肺
切

除
術

、
Ｋ

５
１

７
 

肺
縫

縮
術

 

 
 

 
(
１

)
 

刺
創

の
た

め
開

腹
、

開
胸

に
よ

り
心

筋
損

傷
の

縫
合

、
心

囊
の

縫
合

、
横

隔
膜

の
縫

合
、

胃
の

腹
腔

内
還

納
等

の
手

術
を

併
施

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

１
」

肺
切

除
術

の
「

２
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

肺
切

除
と

胸
郭

形
成

手
術

の
併

施
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

１
１

」
肺

切
除

術
の

「
５

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
３

)
 

肺
気

腫
に

対
す

る
正

中
切

開
に

よ
る

肺
縫

縮
術

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

１
」

肺
切

除
術

の
「

１
」

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
４

)
 

肺
気

腫
に

対
す

る
正

中
切

開
に

よ
る

肺
縫

縮
術

に
当

た
っ

て
自

動
縫

合
器

を
使

用
し

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
９

３
６

」
自

動
縫

合
器

加
算

の
加

算
点

数
に

1
5

個
を

限
度

と
し

て
使

用
個

数
を

乗
じ

て
得

た
点

数

を
加

算
す

る
。

 

 
-
 4
8
4
 -
 

Ｋ
４

７
６

－
２

 
陥

没
乳

頭
形

成
術

、
再

建
乳

房
乳

頭
形

成
術

 

 
 

 
(
１

)
 

授
乳

障
害

の
あ

る
陥

没
乳

頭
に

対
し

て
乳

頭
形

成
を

行
っ

た
場

合
、

又
は

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

後
の

再
建

乳
房

に
対

し
て

二
期

的
に

乳
頭

形
成

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

単
な

る
美

容
を

目
的

と
す

る
も

の
は

保
険

給
付

の
対

象
と

な
ら

な
い

。
 

 
 

Ｋ
４

７
６

－
３

 
動

脈
（

皮
）

弁
及

び
筋

（
皮

）
弁

を
用

い
た

乳
房

再
建

術
（

乳
房

切
除

後
）

 

乳
房

再
建

術
（

乳
房

切
除

後
）

は
、

動
脈

（
皮

）
弁

術
及

び
筋

（
皮

）
弁

術
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

１
７

」
遊

離
皮

弁
術

（
顕

微
鏡

下
血

管
柄

付
き

の
も

の
）

を
実

施
し

た
場

合
は

、
区

分

番
号

「
Ｋ

０
１

７
」

遊
離

皮
弁

術
（

顕
微

鏡
下

血
管

柄
付

き
の

も
の

）
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
し

、
本

区
分

の

所
定

点
数

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
４

７
６

－
４

 
ゲ

ル
充

填
人

工
乳

房
を

用
い

た
乳

房
再

建
術

 

(
１

)
 

乳
腺

腫
瘍

患
者

若
し

く
は

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
患

者
に

対
す

る
乳

房
切

除
術

又
は

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

後
の

乳
房

再
建

術
に

ゲ
ル

充
填

人
工

乳
房

を
用

い
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

乳
腺

腫
瘍

患
者

若
し

く
は

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
患

者
に

対
す

る
乳

房
切

除
術

又
は

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

後
の

乳
房

再
建

術
を

行
う

症
例

で
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

そ
の

際
、

次
の

い
ず

れ
に

該
当

す
る

か
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

一
次

一
期

的
再

建
の

場
合

 

大
胸

筋
が

温
存

さ
れ

皮
膚

欠
損

が
生

じ
な

い
乳

輪
乳

頭
温

存
皮

下
乳

腺
全

摘
術

を
行

っ
た

症
例

。
た

だ

し
、

乳
腺

悪
性

腫
瘍

術
後

の
場

合
に

お
い

て
は

、
術

前
診

断
に

お
い

て
S
t
a
g
e
Ⅱ

以
下

で
、

皮
膚

浸
潤

、

大
胸

筋
浸

潤
や

高
度

の
リ

ン
パ

節
転

移
を

認
め

な
い

こ
と

。
 

イ
 

一
次

二
期

的
再

建
の

場
合

 

乳
腺

全
摘

術
時

に
組

織
拡

張
器

が
挿

入
さ

れ
、

十
分

に
皮

膚
が

拡
張

さ
れ

て
い

る
症

例
。

 

ウ
 

二
次

再
建

の
場

合
 

乳
腺

全
摘

術
後

で
大

胸
筋

が
残

存
し

て
お

り
、

初
回

手
術

で
組

織
拡

張
器

が
挿

入
さ

れ
十

分
に

皮
膚

が

拡
張

さ
れ

て
い

る
か

、
皮

弁
移

植
術

な
ど

に
よ

り
皮

膚
の

不
足

が
十

分
に

補
わ

れ
て

い
る

、
あ

る
い

は
十

分
に

補
わ

れ
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

症
例

。
た

だ
し

、
放

射
線

照
射

に
よ

り
皮

膚
の

血
行

や
弾

力
性

が
障

害
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
。

 

(
３

)
 

乳
房

切
除

術
又

は
乳

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
と

乳
房

再
建

術
を

行
う

医
療

機
関

が
異

な
る

場
合

は
、

双
方

の
持

つ
臨

床
情

報
、

手
術

日
、

術
式

等
を

示
す

文
書

を
相

互
に

交
付

し
た

上
で

、
診

療
録

に
添

付
し

て
保

存
す

る

こ
と

。
 

Ｋ
４

８
０

－
２

 
流

注
膿

瘍
切

開
掻

爬
術

 

 
 

 
 

流
注

膿
瘍

の
切

開
掻

爬
術

に
当

た
っ

て
、

原
発

巣
ま

で
追

及
し

て
拡

大
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
４

８
２

 
肋

骨
切

除
術

 

 
 

 
 

切
除

し
た

肋
骨

の
本

数
に

か
か

わ
ら

ず
所

定
点

数
を

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

ま
た

、
２

本
以

上
の

肋
骨

の
切

除
と

胸
骨

の
掻

爬
を

併
施

し
た

場
合

も
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

ま
た

、
胸

郭
出

口
症

候
群

根
治

術
を

行
っ

た

場
合

は
、

当
該

区
分

に
て

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

４
８

６
 

胸
壁

瘻
手

術
 

 
 

 
 

非
開

胸
で

肋
骨

の
切

除
を

行
う

と
否

と
に

か
か

わ
ら

ず
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

４
８

７
 

漏
斗

胸
手

術
 

 
 

 
 

内
臓

の
機

能
障

害
等

に
よ

る
症

状
を

有
す

る
も

の
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

４
８

８
 

試
験

開
胸

術
 

（ ）（ ） 605604

２
－
⑽　
手　
術



 
-
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8
7
 -
 

(
２

)
 

生
体

肺
を

移
植

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

日
本

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

生
体

部
分

肺
移

植
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

て
い

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

生
体

肺
を

移
植

す
る

場
合

に
お

い
て

は
肺

提
供

者
か

ら
移

植
肺

を
摘

出
す

る
こ

と
に

係
る

全
て

の
療

養
上

の
費

用
を

所
定

点
数

に
よ

り
算

出
し

、
生

体
部

分
肺

移
植

術
の

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

な
お

、
肺

提
供

者

の
生

体
肺

を
摘

出
す

る
こ

と
に

係
る

療
養

上
の

費
用

に
は

、
食

事
の

提
供

も
含

ま
れ

、
具

体
的

に
は

、
「

入

院
時

食
事

療
養

費
に

係
る

食
事

療
養

及
び

入
院

時
生

活
療

養
費

に
係

る
生

活
療

養
の

費
用

の
額

の
算

定
に

関

す
る

基
準

」
（

平
成

1
8
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

9
9
号

）
に

よ
っ

て
算

定
し

た
費

用
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

数
と

他
の

療
養

上
の

費
用

に
係

る
点

数
を

合
計

し
た

点
数

と
す

る
。

こ
の

場
合

、
肺

提
供

者
か

ら
食

事

に
係

る
標

準
負

担
額

を
求

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 
 

(
４

)
 

生
体

部
分

肺
移

植
術

の
所

定
点

数
に

は
、

灌
流

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 
 

(
５

)
 

肺
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

肺
移

植
に

用
い

る
健

肺
を

摘
出

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
肺

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
な

お
、

請
求

に
当

た
っ

て
は

、
肺

移
植

者
の

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

肺
提

供
者

の
療

養

上
の

費
用

に
係

る
合

計
点

数
を

併
せ

て
記

載
す

る
と

と
も

に
、

肺
提

供
者

の
療

養
に

係
る

所
定

点
数

を
記

載

し
た

診
療

報
酬

明
細

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

  
  
Ｋ

５
１

６
 

気
管

支
瘻

閉
鎖

術
 

巨
大

な
陳

旧
性

空
洞

（
排

菌
が

あ
る

も
の

に
限

る
。

）
の

結
核

に
対

し
て

、
一

次
的

胸
郭

形
成

手
術

（
第

１
、

第
２

及
び

第
３

肋
骨

）
に

、
肺

尖
剥

離
、

空
洞

切
開

術
（

空
洞

内
容

郭
清

）
及

び
肺

を
含

め
た

空
洞

縫
縮

術
を

同

時
に

行
っ

た
場

合
は

、
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

２
２

 
食

道
狭

窄
拡

張
術

 

マ
イ

ク
ロ

波
凝

固
療

法
を

実
施

し
た

場
合

に
お

け
る

当
該

療
法

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

Ｋ
５

２
５

－
２

 
胸

壁
外

皮
膚

管
形

成
吻

合
術

 

薬
物

腐
蝕

に
よ

る
全

食
道

狭
窄

に
対

し
て

本
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
５

２
６

 
食

道
腫

瘍
摘

出
術

 

 
 

 
 

「
１

」
を

行
っ

た
場

合
に

つ
い

て
、

マ
イ

ク
ロ

波
凝

固
療

法
を

実
施

し
た

場
合

に
お

け
る

当
該

療
法

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

 
 

Ｋ
５

２
６

－
２

 
内

視
鏡

的
食

道
粘

膜
切

除
術

 

 
マ

イ
ク

ロ
波

凝
固

療
法

を
実

施
し

た
場

合
に

お
け

る
当

該
療

法
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

Ｋ
５

２
６

－
３

 
内

視
鏡

的
表

在
性

食
道

悪
性

腫
瘍

光
線

力
学

療
法

 

 
内

視
鏡

的
表

在
性

食
道

悪
性

腫
瘍

光
線

力
学

療
法

は
、

ポ
ル

フ
ィ

マ
ー

ナ
ト

リ
ウ

ム
を

投
与

し
た

患
者

に
対

し

エ
キ

シ
マ

・
ダ

イ
・

レ
ー

ザ
ー

（
波

長
6
3
0
ｎ

ｍ
）

及
び

Ｙ
Ａ

Ｇ
－

Ｏ
Ｐ

Ｏ
レ

ー
ザ

ー
を

使
用

し
た

場
合

な
ど

、

保
険

適
用

さ
れ

た
薬

剤
、

機
器

を
用

い
て

行
っ

た
場

合
（

タ
ラ

ポ
ル

フ
ィ

ン
ナ

ト
リ

ウ
ム

及
び

半
導

体
レ

ー
ザ

ー

用
プ

ロ
ー

ブ
を

用
い

た
場

合
は

除
く

。
）

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

Ｋ
５

２
６

－
４

 
内

視
鏡

的
食

道
悪

性
腫

瘍
光

線
力

学
療

法
 

(
１

)
 

タ
ラ

ポ
ル

フ
ィ

ン
ナ

ト
リ

ウ
ム

及
び

半
導

体
レ

ー
ザ

ー
用

プ
ロ

ー
ブ

を
用

い
て

、
以

下
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
局

所
遺

残
再

発
食

道
悪

性
腫

瘍
に

対
し

て
光

線
力

学
療

法
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

ア
 

外
科

的
切

除
又

は
内

視
鏡

的
治

療
等

の
根

治
的

治
療

が
不

可
能

で
あ

る
も

の
 

イ
 

壁
深

達
度

が
固

有
筋

層
を

越
え

な
い

も
の

 

ウ
 

長
径

が
３

c
m
以

下
か

つ
周

在
性

が
1
/
2
周

以
下

で
あ

る
も

の
 

エ
 

頸
部

食
道

に
及

ば
な

い
も

の
 

 
-
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8
6
 -
 

 
 

Ｋ
５

１
３

 
胸

腔
鏡

下
肺

切
除

術
 

 
 

 
 

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

（
Ｃ

Ｏ
Ｐ

Ｄ
）

に
対

す
る

治
療

的
な

胸
腔

鏡
下

肺
切

除
術

に
つ

い
て

は
「

１
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

１
３

－
２

 
胸

腔
鏡

下
良

性
縦

隔
腫

瘍
手

術
 

(
１

)
 

胸
腔

鏡
下

胸
腺

摘
出

術
（

重
症

筋
無

力
症

に
対

す
る

も
の

を
除

く
）

に
つ

い
て

は
本

区
分

で
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

胸
腔

鏡
下

縦
隔

腫
瘍

摘
出

術
に

つ
い

て
は

、
本

区
分

で
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

１
４

－
３

 
移

植
用

肺
採

取
術

（
死

体
）

（
両

側
）

 
  

(
１

)
 

移
植

用
肺

採
取

術
（

死
体

）
の

所
定

点
数

は
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

肺
の

移
植

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
算

定

す
る

。
 

(
２

)
 

移
植

用
肺

採
取

術
の

所
定

点
数

に
は

、
脳

死
し

た
者

の
身

体
か

ら
移

植
の

た
め

の
肺

採
取

を
行

う
際

の
採

取
前

の
採

取
対

象
肺

の
灌

流
、

肺
採

取
、

採
取

肺
の

灌
流

及
び

保
存

並
び

に
リ

ン
パ

節
の

保
存

に
要

す
る

人

件
費

、
薬

品
・

容
器

等
の

材
料

費
等

の
費

用
が

全
て

含
ま

れ
る

。
た

だ
し

、
肺

採
取

を
行

う
医

師
を

派
遣

し

た
場

合
に

お
け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

肺
を

搬
送

し
た

場
合

に
お

け
る

搬
送

に
要

し
た

費

用
に

つ
い

て
は

療
養

費
と

し
て

支
給

し
、

そ
れ

ら
の

額
は

移
送

費
の

算
定

方
法

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

部
分

肺
を

用
い

て
複

数
の

者
に

対
す

る
移

植
が

行
わ

れ
た

場
合

に
は

、
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
そ

れ
ぞ

れ
に

お
い

て
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

肺
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

肺
移

植
に

用
い

る
健

肺
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
肺

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 

Ｋ
５

１
４

－
４

 
同

種
死

体
肺

移
植

術
 

(
１

)
 

同
種

死
体

肺
移

植
術

の
所

定
点

数
は

、
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

第
６

条
第

２
項

に
規

定
す

る
脳

死
し

た
者

の
身

体
か

ら
肺

の
移

植
が

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

同
種

死
体

肺
移

植
術

の
所

定
点

数
に

は
、

灌
流

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

(
３

)
 

肺
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

肺
移

植
に

用
い

る
健

肺
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
肺

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 

Ｋ
５

１
４

－
５

 
移

植
用

部
分

肺
採

取
術

（
生

体
）

 

肺
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

肺
移

植
に

用
い

る
健

肺
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
肺

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

な
お

、
請

求
に

当
た

っ
て

は
、

肺
移

植
者

の
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
肺

提
供

者
の

療
養

上
の

費
用

に
係

る

合
計

点
数

を
併

せ
て

記
載

す
る

と
と

も
に

、
肺

提
供

者
の

療
養

に
係

る
所

定
点

数
を

記
載

し
た

診
療

報
酬

明
細

書

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
５

１
４

－
６

 
生

体
部

分
肺

移
植

術
 

(
１

)
 

対
象

疾
患

は
、

肺
動

脈
性

肺
高

血
圧

症
、

肺
静

脈
狭

窄
症

、
肺

毛
細

血
管

腫
症

、
特

発
性

間
質

性
肺

炎
、

気
管

支
拡

張
症

、
肺

サ
ル

コ
イ

ド
ー

シ
ス

、
肺

リ
ン

パ
脈

管
筋

腫
症

、
ア

イ
ゼ

ン
メ

ン
ジ

ャ
ー

症
候

群
、

そ

の
他

の
間

質
性

肺
炎

、
閉

塞
性

細
気

管
支

炎
、

じ
ん

肺
、

肺
好

酸
球

性
肉

芽
腫

症
、

び
ま

ん
性

汎
細

気
管

支

炎
、

慢
性

血
栓

塞
栓

性
肺

高
血

圧
症

、
多

発
性

肺
動

静
脈

瘻
、

α
１

ア
ン

チ
ト

リ
プ

シ
ン

欠
損

型
肺

気
腫

、

そ
の

他
の

肺
気

腫
、

嚢
胞

性
線

維
症

、
肺

嚢
胞

症
、

慢
性

過
敏

性
肺

臓
炎

、
そ

の
他

肺
・

心
肺

移
植

関
連

学

会
協

議
会

で
承

認
す

る
進

行
性

肺
疾

患
で

あ
る

。
 

（ ）（ ） 607606

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 4
8
9
 -
 

か
ら

「
Ｋ

５
５

０
－

２
」

ま
で

）
又

は
冠

動
脈

バ
イ

パ
ス

術
（

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

２
」

及
び

「
Ｋ

５
５

２

－
２

」
）

後
2
4

時
間

以
内

に
発

症
し

た
場

合
は

「
１

」
の

急
性

心
筋

梗
塞

に
対

す
る

も
の

は
算

定
で

き
な

い
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
要

件
を

満
た

す
医

学

的
根

拠
に

つ
い

て
記

載
す

る
こ

と
。

 

ア
 

心
筋

ト
ロ

ポ
ニ

ン
Ｔ

(
Ｔ

ｎ
Ｔ

)
又

は
心

筋
ト

ロ
ポ

ニ
ン

Ｉ
が

高
値

で
あ

る
こ

と
又

は
心

筋
ト

ロ
ポ

ニ
ン

Ｔ
(
Ｔ

ｎ
Ｔ

)
若

し
く

は
心

筋
ト

ロ
ポ

ニ
ン

Ｉ
の

測
定

が
で

き
な

い
場

合
で

あ
っ

て
Ｃ

Ｋ
－

Ｍ
Ｂ

が
高

値
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

測
定

項
目

及
び

そ
の

値
に

つ
い

て
記

載
す

る
こ

と
。

 

イ
 

以
下

の
（

イ
）

か
ら

（
ホ

）
ま

で
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
こ

と
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要

欄
に

該
当

項
目

及
び

そ
の

所
見

の
得

ら
れ

た
時

刻
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

胸
痛

等
の

虚
血

症
状

 

(
ロ

)
 

新
規

の
Ｓ

Ｔ
－

Ｔ
変

化
又

は
新

規
の

左
脚

ブ
ロ

ッ
ク

 

(
ハ

)
 

新
規

の
異

常
Ｑ

波
の

出
現

 

(
ニ

)
 

心
臓

超
音

波
検

査
又

は
左

室
造

影
で

認
め

ら
れ

る
新

規
の

心
筋

の
可

動
性

の
低

下
又

は
壁

運
動

異

常
 

(
ホ

)
 

冠
動

脈
造

影
で

認
め

ら
れ

る
冠

動
脈

内
の

血
栓

 

ウ
 

以
下

の
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
こ

と
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に

該
当

項
目

、
発

症
時

刻
、

来
院

時
刻

及
び

再
開

通
し

た
時

刻
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

症
状

発
現

後
1
2

時
間

以
内

に
来

院
し

、
来

院
か

ら
バ

ル
ー

ン
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
責

任
病

変
の

再
開

通
ま

で
の

時
間

（
d
o
o
r
 
t
o
 b

a
l
l
o
o
n
 t

i
m
e
）

が
9
0
分

以
内

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ロ

)
 

症
状

発
現

後
3
6
時

間
以

内
に

来
院

し
、

心
原

性
シ

ョ
ッ

ク
（

K
i
l
l
i
p
分

類
c
l
a
s
s
 
Ⅳ

）
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

「
２

」
の

不
安

定
狭

心
症

に
対

す
る

も
の

は
、

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
不

安
定

狭
心

症
患

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ

い
て

、
要

件
を

満
た

す
医

学
的

根
拠

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

日
本

循
環

器
学

会
の

承
認

を
得

た
非

Ｓ
Ｔ

上
昇

型
急

性
冠

症
候

群
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
不

安
定

狭

心
症

の
分

類
で

重
症

度
c
l
a
s
s
Ⅰ

、
c
l
a
s
s
Ⅱ

又
は

c
l
a
s
s
Ⅲ

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の

摘
要

欄
に

重
症

度
及

び
そ

の
医

学
的

根
拠

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

イ
 

日
本

循
環

器
学

会
の

承
認

を
得

た
非

Ｓ
Ｔ

上
昇

型
急

性
冠

症
候

群
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
急

性
冠

症

候
群

の
短

期
リ

ス
ク

評
価

が
高

リ
ス

ク
又

は
中

等
度

リ
ス

ク
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

短
期

リ
ス

ク
評

価
及

び
そ

の
医

学
的

根
拠

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

ウ
 

来
院

か
ら

2
4
時

間
以

内
（

院
内

発
症

の
場

合
は

症
状

発
現

後
2
4
時

間
以

内
）

に
当

該
手

術
を

開
始

す

る
こ

と
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
来

院
時

刻
及

び
手

術
開

始
時

刻
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

「
３

」
の

そ
の

他
の

も
の

は
、

原
則

と
し

て
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

病
変

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
こ

と
と

し
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
い

ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
す

医

学
的

根
拠

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。
な

お
、

ウ
の

病
変

に
対

し
て

実
施

す
る

場
合

は
、

循
環

器
内

科
又

は

心
臓

血
管

外
科

を
担

当
す

る
医

師
が

複
数

名
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
に

よ
り

医
学

的
な

必
要

性
を

検

討
す

る
こ

と
。

ま
た

、
実

施
の

医
学

的
な

必
要

性
及

び
検

討
の

結
果

を
診

療
録

及
び

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

ア
 

機
能

的
虚

血
の

原
因

で
あ

る
狭

窄
病

変
 

イ
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

６
」

に
掲

げ
る

心
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
お

け
る

9
0
％

以
上

の
狭

窄
病

変
 

 
-
 4
8
8
 -
 

オ
 

遠
隔

転
移

及
び

リ
ン

パ
節

転
移

の
い

ず
れ

も
有

さ
な

い
も

の
 

(
２

)
 

内
視

鏡
的

食
道

悪
性

腫
瘍

光
線

力
学

療
法

の
実

施
に

当
た

り
、

追
加

照
射

の
要

否
を

判
定

す
る

た
め

の
内

視
鏡

検
査

及
び

追
加

照
射

に
係

る
費

用
は

全
て

所
定

の
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

  
  
Ｋ

５
２

７
 

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
単

に
切

除
の

み
の

も
の

）
 

単
に

腫
瘍

の
み

を
切

除
し

た
場

合
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

２
６

」
食

道
腫

瘍
摘

出
術

で
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

２
７

－
２

 
食

道
切

除
術

（
単

に
切

除
の

み
の

も
の

）
 

(
１

)
 

一
期

的
な

食
道

切
除

再
建

術
が

困
難

な
場

合
で

あ
っ

て
、

食
道

切
除

術
を

行
っ

た
と

き
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

大
動

脈
ス

テ
ン

ト
内

挿
術

後
で

あ
っ

て
、

食
道

大
動

脈
瘻

に
対

す
る

食
道

切
除

術
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

本
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

３
０

－
２

 
腹

腔
鏡

下
食

道
ア

カ
ラ

シ
ア

形
成

手
術

 

胸
腔

鏡
下

（
腹

腔
鏡

下
を

含
む

）
食

道
筋

層
切

開
術

は
本

区
分

で
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

３
０

－
３

 
内

視
鏡

下
筋

層
切

開
術

 

食
道

ア
カ

ラ
シ

ア
、

食
道

び
ま

ん
性

け
い

れ
ん

症
等

の
食

道
運

動
機

能
障

害
を

有
す

る
も

の
（

食
道

の
内

腔
が

狭
窄

し
て

い
る

も
の

に
限

る
。

）
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
５

３
３

 
食

道
・

胃
静

脈
瘤

硬
化

療
法

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

（
一

連
と

し
て

）
 

 
 

 
(
１

)
 

「
一

連
」

と
は

１
週

間
を

目
安

と
す

る
。

治
療

上
の

必
要

が
あ

っ
て

初
回

実
施

後
１

週
間

を
経

過
し

て
実

施
し

た
場

合
は

改
め

て
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

食
道

・
胃

静
脈

瘤
硬

化
療

法
と

区
分

番
号

「
Ｋ

５
３

３
－

２
」

内
視

鏡
的

食
道

・
胃

静
脈

瘤
結

紮
術

を
併

施
し

た
場

合
（

一
連

の
期

間
内

に
お

い
て

異
な

る
日

に
実

施
す

る
場

合
を

含
む

。
）

は
、

主
た

る
も

の
の

み

で
算

定
す

る
。

 

  
  
  
(
３

)
 
 
マ

イ
ク

ロ
波

凝
固

療
法

を
実

施
し

た
場

合
に

お
け

る
当

該
療

法
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

Ｋ
５

３
３

－
２

 
内

視
鏡

的
食

道
・

胃
静

脈
瘤

結
紮

術
 

(
１

)
 

一
連

の
期

間
（

概
ね

１
週

間
）

に
お

い
て

、
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
治

療
上

の
必

要
が

あ
っ

て
初

回
実

施
後

１
週

間
を

経
過

し
て

実
施

し
た

場
合

は
改

め
て

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

マ
イ

ク
ロ

波
凝

固
療

法
を

実
施

し
た

場
合

に
お

け
る

当
該

療
法

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

Ｋ
５

３
４

－
４

 
腹

腔
鏡

下
横

隔
膜

電
極

植
込

術
 

横
隔

神
経

電
気

刺
激

装
置

の
電

極
の

植
込

み
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
第

８
款

 
心

・
脈

管
 
 

  
  
Ｋ

５
４

５
 

開
胸

心
臓

マ
ッ

サ
ー

ジ
 

 
 

 
(
１

)
 

開
胸

心
臓

マ
ッ

サ
ー

ジ
に

併
せ

て
行

っ
た

人
工

呼
吸

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

０
４

５
」

人
工

呼
吸

に
よ

り
別

に
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

開
胸

心
臓

マ
ッ

サ
ー

ジ
に

併
せ

て
行

っ
た

カ
ウ

ン
タ

ー
シ

ョ
ッ

ク
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｊ
０

４
７

」

カ
ウ

ン
タ

ー
シ

ョ
ッ

ク
に

よ
り

別
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
５

４
６

 
経

皮
的

冠
動

脈
形

成
術

 

(
１

)
 

一
方

向
か

ら
造

影
し

て
7
5
％

以
上

の
狭

窄
病

変
が

存
在

す
る

症
例

に
対

し
て

当
該

手
術

を
行

っ
た

場
合

に

算
定

す
る

。
な

お
、

医
学

的
根

拠
に

基
づ

き
こ

れ
以

外
の

症
例

に
対

し
て

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
そ

の
理

由
及

び
医

学
的

根
拠

を
詳

細
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

急
性

心
筋

梗
塞

に
対

す
る

も
の

は
、

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
急

性
心

筋
梗

塞
患

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
（

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

６
」

（ ）（ ） 607606

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 4
9
1
 -
 

ト
留

置
術

を
行

う
場

合
の

合
計

回
数

は
、

５
年

間
に

２
回

以
下

を
標

準
と

す
る

。
な

お
、

医
学

的
根

拠
に

基

づ
き

こ
れ

を
超

え
る

回
数

の
手

術
を

実
施

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

以
下

の
事

項
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘

要
欄

に
詳

細
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

過
去

の
実

施
時

期
  
  

 

イ
 

実
施

し
た

手
術

及
び

そ
れ

ぞ
れ

の
実

施
時

に
お

い
て

使
用

し
た

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
用

カ
テ

ー
テ

ル
、

ア
テ

レ
ク

ト
ミ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

、
高

速
回

転
式

経
皮

経
管

ア
テ

レ
ク

ト
ミ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

、
エ

キ
シ

マ
レ

ー
ザ

ー
血

管
形

成
用

カ
テ

ー
テ

ル
及

び
冠

動
脈

用
ス

テ
ン

ト
セ

ッ
ト

の
使

用
本

数
 

ウ
 

今
回

、
経

皮
的

冠
動

脈
粥

腫
切

除
術

を
実

施
す

る
理

由
及

び
医

学
的

根
拠

 

(
３

)
 

当
該

手
術

が
、

日
本

循
環

器
学

会
、

日
本

冠
疾

患
学

会
、

日
本

胸
部

外
科

学
会

、
日

本
心

血
管

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
学

会
、

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

、
日

本
心

臓
病

学
会

、
日

本
集

中
治

療
医

学
会

、
日

本

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
学

会
及

び
日

本
不

整
脈

心
電

学
会

の
承

認
を

受
け

た
「

急
性

冠
症

候
群

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
（

2
0
1
8

年
改

訂
版

）
」

又
は

「
安

定
冠

動
脈

疾
患

の
血

行
再

建
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

2
0
1
8

年
改

訂

版
）

」
に

沿
っ

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
５

４
８

 
経

皮
的

冠
動

脈
形

成
術

（
特

殊
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
も

の
）

 

(
１

)
 

同
一

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

一
患

者
の

同
一

標
的

病
変

に
対

し
て

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

６
」

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

７
」

経
皮

的
冠

動
脈

粥
腫

切
除

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

８
」

経
皮

的

冠
動

脈
形

成
術

（
特

殊
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
も

の
）

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

９
」

経
皮

的
冠

動
脈

ス
テ

ン

ト
留

置
術

を
行

う
場

合
の

合
計

回
数

は
、

５
年

間
に

２
回

以
下

を
標

準
と

す
る

。
な

お
、

医
学

的
根

拠
に

基

づ
き

こ
れ

を
超

え
る

回
数

の
手

術
を

実
施

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

以
下

の
事

項
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘

要
欄

に
詳

細
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

過
去

の
実

施
時

期
 

イ
 

実
施

し
た

手
術

及
び

そ
れ

ぞ
れ

の
実

施
時

に
お

い
て

使
用

し
た

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
用

カ
テ

ー
テ

ル
、

ア
テ

レ
ク

ト
ミ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

、
高

速
回

転
式

経
皮

経
管

ア
テ

レ
ク

ト
ミ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

、
エ

キ
シ

マ
レ

ー
ザ

ー
血

管
形

成
用

カ
テ

ー
テ

ル
及

び
冠

動
脈

用
ス

テ
ン

ト
セ

ッ
ト

の
使

用
本

数
 

ウ
 

今
回

、
経

皮
的

冠
動

脈
形

成
術

（
特

殊
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
も

の
）

を
実

施
す

る
理

由
及

び
医

学
的

根

拠
 

(
２

)
 

当
該

手
術

が
、

日
本

循
環

器
学

会
、

日
本

冠
疾

患
学

会
、

日
本

胸
部

外
科

学
会

、
日

本
心

血
管

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
学

会
、

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

、
日

本
心

臓
病

学
会

、
日

本
集

中
治

療
医

学
会

、
日

本

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
学

会
及

び
日

本
不

整
脈

心
電

学
会

の
承

認
を

受
け

た
「

急
性

冠
症

候
群

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
（

2
0
1
8

年
改

訂
版

）
」

又
は

「
安

定
冠

動
脈

疾
患

の
血

行
再

建
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

2
0
1
8

年
改

訂

版
）

」
に

沿
っ

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
５

４
９

 
経

皮
的

冠
動

脈
ス

テ
ン

ト
留

置
術

 

(
１

)
 

一
方

向
か

ら
造

影
し

て
7
5
％

以
上

の
狭

窄
病

変
が

存
在

す
る

症
例

に
対

し
て

当
該

手
術

を
行

っ
た

場
合

に

算
定

す
る

。
な

お
、

医
学

的
根

拠
に

基
づ

き
こ

れ
以

外
の

症
例

に
対

し
て

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
そ

の
理

由
及

び
医

学
的

根
拠

を
詳

細
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

急
性

心
筋

梗
塞

に
対

す
る

も
の

は
、

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
急

性
心

筋
梗

塞
患

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
（

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

６
」

か
ら

「
Ｋ

５
５

０
－

２
」

ま
で

）
又

は
冠

動
脈

バ
イ

パ
ス

術
（

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

２
」

及
び

「
Ｋ

５
５

２

－
２

」
）

後
2
4

時
間

以
内

に
発

症
し

た
場

合
は

「
１

」
の

急
性

心
筋

梗
塞

に
対

す
る

も
の

は
算

定
で

き
な

い
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
要

件
を

満
た

す
医

学

 
-
 4
9
0
 -
 

ウ
 

そ
の

他
医

学
的

必
要

性
が

認
め

ら
れ

る
病

変
 

(
５

)
 

(
２

)
の

ア
及

び
イ

に
該

当
す

る
急

性
心

筋
梗

塞
患

者
に

対
し

て
、

(
３

)
の

ウ
を

満
た

し
て

当
該

手
術

を
実

施
し

た
場

合
は

、
「

２
」

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

(
６

)
 

次
の

表
に

該
当

す
る

場
合

は
、

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
用

カ
テ

ー
テ

ル
に

係
る

費
用

は
、

そ
れ

ぞ
れ

次
の

表
に

示
す

本
数

を
算

定
す

る
。

な
お

、
医

学
的

根
拠

に
基

づ
き

こ
れ

を
上

回
る

本
数

を
算

定
す

る
場

合
に

あ

っ
て

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ
の

理
由

及
び

医
学

的
根

拠
を

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

 

 
病

変
箇

所
数

 
経

皮
的

冠
動

脈
形

成
術

用
カ

テ
ー

テ
ル

算
定

本
数

 

 完
全

閉
塞

病
変

の
場

合
 

  

 １
箇

所
 

 ２
本

以
下

 

 ２
箇

所
 

 ３
本

以
下

 

 完
全

閉
塞

病
変

以
外

の
場

合
 

   

 １
箇

所
 

 １
本

以
下

 

 ２
箇

所
 

 

 ２
本

以
下

 

 

(
７

)
 

同
一

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

一
患

者
の

同
一

標
的

病
変

に
対

し
て

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

６
」

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

７
」

経
皮

的
冠

動
脈

粥
腫

切
除

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

８
」

経
皮

的

冠
動

脈
形

成
術

（
特

殊
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
も

の
）

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

９
」

経
皮

的
冠

動
脈

ス
テ

ン

ト
留

置
術

を
行

う
場

合
の

合
計

回
数

は
、

５
年

間
に

２
回

以
下

を
標

準
と

す
る

。
な

お
、

医
学

的
根

拠
に

基

づ
き

こ
れ

を
超

え
る

回
数

の
手

術
を

実
施

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

以
下

の
事

項
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘

要
欄

に
詳

細
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

過
去

の
実

施
時

期
 

イ
 

実
施

し
た

手
術

及
び

そ
れ

ぞ
れ

の
実

施
時

に
お

い
て

使
用

し
た

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
用

カ
テ

ー
テ

ル
、

ア
テ

レ
ク

ト
ミ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

、
高

速
回

転
式

経
皮

経
管

ア
テ

レ
ク

ト
ミ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

、
エ

キ
シ

マ
レ

ー
ザ

ー
血

管
形

成
用

カ
テ

ー
テ

ル
及

び
冠

動
脈

用
ス

テ
ン

ト
セ

ッ
ト

の
使

用
本

数
 

ウ
 

今
回

、
経

皮
的

冠
動

脈
形

成
術

を
実

施
す

る
理

由
及

び
医

学
的

根
拠

 

(
８

)
 

当
該

手
術

が
、

日
本

循
環

器
学

会
、

日
本

冠
疾

患
学

会
、

日
本

胸
部

外
科

学
会

、
日

本
心

血
管

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
学

会
、

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

、
日

本
心

臓
病

学
会

、
日

本
集

中
治

療
医

学
会

、
日

本

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
学

会
及

び
日

本
不

整
脈

心
電

学
会

の
承

認
を

受
け

た
「

急
性

冠
症

候
群

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
（

2
0
1
8

年
改

訂
版

）
」

又
は

「
安

定
冠

動
脈

疾
患

の
血

行
再

建
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

2
0
1
8

年
改

訂

版
）

」
に

沿
っ

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
５

４
７

 
経

皮
的

冠
動

脈
粥

腫
切

除
術

 

(
１

)
 

一
方

向
か

ら
造

影
し

て
7
5
％

以
上

の
狭

窄
病

変
が

存
在

す
る

症
例

に
対

し
て

当
該

手
術

を
行

っ
た

場
合

に

算
定

す
る

。
な

お
、

医
学

的
根

拠
に

基
づ

き
こ

れ
以

外
の

症
例

に
対

し
て

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
そ

の
理

由
及

び
医

学
的

根
拠

を
詳

細
に

記
載

す
る

こ
と

。
 
  
 

(
２

)
 

同
一

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

一
患

者
の

同
一

標
的

病
変

に
対

し
て

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

６
」

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

７
」

経
皮

的
冠

動
脈

粥
腫

切
除

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

８
」

経
皮

的

冠
動

脈
形

成
術

（
特

殊
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
も

の
）

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

９
」

経
皮

的
冠

動
脈

ス
テ

ン

（ ）（ ） 609608

２
－
⑽　
手　
術
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(
６

)
 

次
の

表
に

該
当

す
る

場
合

は
、

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
用

カ
テ

ー
テ

ル
及

び
冠

動
脈

用
ス

テ
ン

ト
セ

ッ
ト

に
係

る
費

用
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
表

に
示

す
本

数
及

び
セ

ッ
ト

数
を

算
定

す
る

。
な

お
、

医
学

的
根

拠
に

基

づ
き

こ
れ

以
上

の
本

数
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ
の

理
由

及
び

医

学
的

根
拠

を
詳

細
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

   

 病
変

箇
所

数
 

 

 経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
用

 

カ
テ

ー
テ

ル
算

定
本

数
 

 冠
動

脈
用

ス
テ

ン
ト

セ
ッ

ト
 

算
定

セ
ッ

ト
数

 

 完
全

閉
塞

病
変

の
場

合
 

  

 １
箇

所
 

 ２
本

以
下

 

 １
セ

ッ
ト

以
下

 

 ２
箇

所
 

 ３
本

以
下

 

 ２
セ

ッ
ト

以
下

 

 完
全

閉
塞

病
変

以
外

の
場

合
 

  

 １
箇

所
 

 １
本

以
下

 

 １
セ

ッ
ト

以
下

 

 ２
箇

所
 

 ２
本

以
下

 

 ２
セ

ッ
ト

以
下

 

(
７

)
 

同
一

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

一
患

者
の

同
一

標
的

病
変

に
対

し
て

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

６
」

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

７
」

経
皮

的
冠

動
脈

粥
腫

切
除

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

８
」

経
皮

的

冠
動

脈
形

成
術

（
特

殊
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
も

の
）

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

５
４

９
」

経
皮

的
冠

動
脈

ス
テ

ン

ト
留

置
術

を
行

う
場

合
の

合
計

回
数

は
、

５
年

間
に

２
回

以
下

を
標

準
と

す
る

。
な

お
、

医
学

的
根

拠
に

基

づ
き

こ
れ

を
超

え
る

回
数

の
手

術
を

実
施

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

以
下

の
事

項
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘

要
欄

に
詳

細
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

過
去

の
実

施
時

期
 

イ
 

実
施

し
た

手
術

及
び

そ
れ

ぞ
れ

の
実

施
時

に
お

い
て

使
用

し
た

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
用

カ
テ

ー
テ

ル
、

ア
テ

レ
ク

ト
ミ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

、
高

速
回

転
式

経
皮

経
管

ア
テ

レ
ク

ト
ミ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

、
エ

キ
シ

マ
レ

ー
ザ

ー
血

管
形

成
用

カ
テ

ー
テ

ル
及

び
冠

動
脈

用
ス

テ
ン

ト
セ

ッ
ト

の
使

用
本

数
 

ウ
 

今
回

、
経

皮
的

冠
動

脈
ス

テ
ン

ト
留

置
術

を
繰

り
返

し
て

実
施

す
る

理
由

及
び

医
学

的
根

拠
 

(
８

)
 

当
該

手
術

が
、

日
本

循
環

器
学

会
、

日
本

冠
疾

患
学

会
、

日
本

胸
部

外
科

学
会

、
日

本
心

血
管

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
学

会
、

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

、
日

本
心

臓
病

学
会

、
日

本
集

中
治

療
医

学
会

、
日

本

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
学

会
及

び
日

本
不

整
脈

心
電

学
会

の
承

認
を

受
け

た
「

急
性

冠
症

候
群

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
（

2
0
1
8

年
改

訂
版

）
」

又
は

「
安

定
冠

動
脈

疾
患

の
血

行
再

建
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

2
0
1
8

年
改

訂

版
）

」
に

沿
っ

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
５

５
２

 
冠

動
脈

、
大

動
脈

バ
イ

パ
ス

移
植

術
、

Ｋ
５

５
２

－
２

 
冠

動
脈

、
大

動
脈

バ
イ

パ
ス

移
植

術
（

人
工

心
肺

を
使

用
し

な
い

も
の

）
 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

２
」

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

５
２

－
２

」
冠

動
脈

、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

（
人

工
心

肺
を

使
用

し
な

い
も

の
）

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

６
１

４
」

血
管

移
植

術
、

バ
イ

パ
ス

移
植

術
に

お
け

る
バ

イ
パ

ス
造

成
用

自
家

血
管

の
採

取
料

に
つ

い
て

は
、

当
該

所
定

点
数

に
含

ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

２
」

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

５
２

－
２

」
冠

動
脈

、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

（
人

工
心

肺
を

使
用

し
な

い
も

の
）

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

６
１

４
」

血
管

移
植

術
、

バ
イ

パ
ス

移
植

術
以

外
の

手
術

に
お

け
る

自
家

血
管

の
採

取
料

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
０

０
」

創

 
-
 4
9
2
 -
 

的
根

拠
に

つ
い

て
記

載
す

る
こ

と
。

 

ア
 

心
筋

ト
ロ

ポ
ニ

ン
Ｔ

(
Ｔ

ｎ
Ｔ

)
又

は
心

筋
ト

ロ
ポ

ニ
ン

Ｉ
が

高
値

で
あ

る
こ

と
又

は
心

筋
ト

ロ
ポ

ニ
ン

Ｔ
(
Ｔ

ｎ
Ｔ

)
若

し
く

は
心

筋
ト

ロ
ポ

ニ
ン

Ｉ
の

測
定

が
で

き
な

い
場

合
で

あ
っ

て
Ｃ

Ｋ
－

Ｍ
Ｂ

が
高

値
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

測
定

項
目

及
び

そ
の

値
に

つ
い

て
記

載
す

る
こ

と
。

 

イ
 

以
下

の
（

イ
）

か
ら

（
ホ

）
ま

で
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
こ

と
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要

欄
に

該
当

項
目

及
び

そ
の

所
見

の
得

ら
れ

た
時

刻
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

胸
痛

等
の

虚
血

症
状

 

(
ロ

)
 

新
規

の
Ｓ

Ｔ
－

Ｔ
変

化
又

は
新

規
の

左
脚

ブ
ロ

ッ
ク

 

(
ハ

)
 

新
規

の
異

常
Ｑ

波
の

出
現

 

(
ニ

)
 

心
臓

超
音

波
検

査
又

は
左

室
造

影
で

認
め

ら
れ

る
新

規
の

心
筋

の
可

動
性

の
低

下
又

は
壁

運
動

異

常
 

(
ホ

)
 

冠
動

脈
造

影
で

認
め

ら
れ

る
冠

動
脈

内
の

血
栓

 

ウ
 

以
下

の
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
こ

と
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に

該
当

項
目

、
発

症
時

刻
、

来
院

時
刻

及
び

再
開

通
し

た
時

刻
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

症
状

発
現

後
1
2

時
間

以
内

に
来

院
し

、
来

院
か

ら
バ

ル
ー

ン
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
責

任
病

変
の

再
開

通
ま

で
の

時
間

（
d
o
o
r
 
t
o
 b

a
l
l
o
o
n
 t

i
m
e
）

が
9
0
分

以
内

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ロ

)
 

症
状

発
現

後
3
6
時

間
以

内
に

来
院

し
、

心
原

性
シ

ョ
ッ

ク
（

K
i
l
l
i
p
分

類
c
l
a
s
s
 
Ⅳ

）
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

「
２

」
の

不
安

定
狭

心
症

に
対

す
る

も
の

は
、

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
不

安
定

狭
心

症
患

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ

い
て

、
要

件
を

満
た

す
医

学
的

根
拠

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

日
本

循
環

器
学

会
の

承
認

を
得

た
非

Ｓ
Ｔ

上
昇

型
急

性
冠

症
候

群
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
不

安
定

狭

心
症

の
分

類
で

重
症

度
c
l
a
s
s
Ⅰ

、
c
l
a
s
s
Ⅱ

又
は

c
l
a
s
s
Ⅲ

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の

摘
要

欄
に

重
症

度
及

び
そ

の
医

学
的

根
拠

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

イ
 

日
本

循
環

器
学

会
の

承
認

を
得

た
非

Ｓ
Ｔ

上
昇

型
急

性
冠

症
候

群
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
け

る
急

性
冠

症

候
群

の
短

期
リ

ス
ク

評
価

が
高

リ
ス

ク
又

は
中

等
度

リ
ス

ク
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

短
期

リ
ス

ク
評

価
及

び
そ

の
医

学
的

根
拠

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

ウ
 

来
院

か
ら

2
4
時

間
以

内
（

院
内

発
症

の
場

合
は

症
状

発
現

後
2
4
時

間
以

内
）

に
当

該
手

術
を

開
始

す

る
こ

と
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
来

院
時

刻
及

び
手

術
開

始
時

刻
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

「
３

」
の

そ
の

他
の

も
の

は
、

原
則

と
し

て
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

病
変

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
こ

と
と

し
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
い

ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
す

医

学
的

根
拠

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。
な

お
、

ウ
の

病
変

に
対

し
て

実
施

す
る

場
合

は
、

循
環

器
内

科
又

は

心
臓

血
管

外
科

を
担

当
す

る
医

師
が

複
数

名
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
に

よ
り

医
学

的
な

必
要

性
を

検

討
す

る
こ

と
。

ま
た

、
実

施
の

医
学

的
な

必
要

性
及

び
検

討
の

結
果

を
診

療
録

及
び

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

ア
 

機
能

的
虚

血
の

原
因

で
あ

る
狭

窄
病

変
 

イ
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
０

６
」

に
掲

げ
る

心
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
お

け
る

9
0
％

以
上

の
狭

窄
病

変
 

ウ
 

そ
の

他
医

学
的

必
要

性
が

認
め

ら
れ

る
病

変
 

(
５

)
 

(
２

)
の

ア
及

び
イ

に
該

当
す

る
急

性
心

筋
梗

塞
患

者
に

対
し

て
、

(
３

)
の

ウ
を

満
た

し
て

当
該

手
術

を
実

施
し

た
場

合
は

、
「

２
」

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

（ ）（ ） 609608

２
－
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こ
の

場
合

の
診

療
報

酬
の

分
配

は
、

弁
置

換
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

移
植

用
弁

採
取

を
行

っ
た

保
険

医

療
機

関
と

の
合

議
に

委
ね

る
。

 

(
６

)
 

心
臓

弁
再

置
換

術
加

算
は

弁
置

換
術

後
の

再
置

換
、

弁
置

換
術

後
の

違
う

弁
の

置
換

又
は

弁
形

成
後

の
弁

置
換

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
前

回
の

手
術

か
ら

３
か

月
以

上
経

過
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

心
臓

弁
再

置
換

術
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

前
回

の
手

術
日

、
術

式
及

び
医

療
機

関
名

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
５

５
７

－
３

  
弁

輪
拡

大
術

を
伴

う
大

動
脈

弁
置

換
術

 

(
１

)
 

心
臓

弁
再

置
換

術
加

算
は

弁
置

換
術

後
の

再
置

換
、

弁
置

換
術

後
の

違
う

弁
の

置
換

又
は

弁
形

成
後

の
弁

置
換

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
前

回
の

手
術

か
ら

３
か

月
以

上
経

過
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

心
臓

弁
再

置
換

術
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

前
回

の
手

術
日

、
術

式
及

び
医

療
機

関
名

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
５

５
９

－
３

 
経

皮
的

僧
帽

弁
ク

リ
ッ

プ
術

 

経
皮

的
僧

帽
弁

ク
リ

ッ
プ

術
は

、
経

皮
的

僧
帽

弁
ク

リ
ッ

プ
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
５

６
０

 
大

動
脈

瘤
切

除
術

 

(
１

)
 

下
行

大
動

脈
か

ら
腹

部
大

動
脈

に
か

け
て

大
動

脈
瘤

が
あ

り
、

胸
部

及
び

腹
部

の
操

作
を

行
っ

た
場

合
は

、

「
５

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

腎
動

脈
遮

断
を

伴
う

腹
部

大
動

脈
瘤

に
対

す
る

人
工

血
管

置
換

術
に

つ
い

て
は

、
「

６
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

心
臓

弁
再

置
換

術
加

算
は

弁
置

換
術

後
の

再
置

換
、

弁
置

換
術

後
の

違
う

弁
の

置
換

又
は

弁
形

成
後

の
弁

置
換

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
前

回
の

手
術

か
ら

３
か

月
以

上
経

過
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

心
臓

弁
再

置
換

術
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

前
回

の
手

術
日

、
術

式
及

び
医

療
機

関
名

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
５

６
０

－
２

 
オ

ー
プ

ン
型

ス
テ

ン
ト

グ
ラ

フ
ト

内
挿

術
 

オ
ー

プ
ン

型
ス

テ
ン

ト
グ

ラ
フ

ト
を

直
視

下
に

挿
入

し
、

中
枢

側
血

管
又

は
中

枢
側

人
工

血
管

と
吻

合
し

た
場

合
に

、
術

式
に

応
じ

て
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

６
１

 
ス

テ
ン

ト
グ

ラ
フ

ト
内

挿
術

 

(
１

)
 

血
管

塞
栓

術
を

同
時

に
実

施
し

た
場

合
の

血
管

塞
栓

術
の

手
技

料
は

、
ス

テ
ン

ト
グ

ラ
フ

ト
内

挿
術

の
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

一
連

の
治

療
過

程
中

に
、

血
管

塞
栓

術
を

実
施

し
た

場
合

の
手

技
料

も
原

則
と

し
て

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

「
１

」
血

管
損

傷
の

場
合

は
、

末
梢

血
管

ス
テ

ン
ト

グ
ラ

フ
ト

を
用

い
て

腸
骨

動
脈

以
外

の
末

梢
血

管
に

対
し

血
管

損
傷

治
療

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

Ｋ
５

６
２

 
動

脈
管

開
存

症
手

術
 

ボ
タ

ロ
ー

管
開

存
症

に
対

し
て

、
血

管
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
て

閉
鎖

術
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

１
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

６
２

－
２

 
胸

腔
鏡

下
動

脈
管

開
存

閉
鎖

術
 

次
に

定
め

る
要

件
を

い
ず

れ
も

満
た

す
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
１

)
 

1
6
歳

未
満

の
患

者
に

実
施

す
る

こ
と

 

(
２

)
 

最
大

径
が

1
0
m
m

以
下

で
、

か
つ

、
石

灰
化

、
感

染
又

は
瘤

化
し

て
い

な
い

動
脈

管
に

対
し

て
実

施
す

る

 
-
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9
4
 -
 

傷
処

理
の

「
２

」
又

は
区

分
番

号
「

Ｋ
０

０
０

－
２

」
小

児
創

傷
処

理
の

「
３

」
に

準
じ

て
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

吻
合

と
は

、
グ

ラ
フ

ト
と

冠
動

脈
の

吻
合

部
位

の
こ

と
で

あ
り

、
１

本
の

グ
ラ

フ
ト

を
用

い
て

冠
動

脈
の

２
箇

所
に

つ
い

て
吻

合
を

行
っ

た
場

合
は

２
吻

合
と

み
な

す
。

 

(
４

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

２
－

２
」

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

（
人

工
心

肺
を

使
用

し
な

い
も

の
）

を
区

分
番

号
「

Ｋ
６

０
２

」
経

皮
的

心
肺

補
助

法
と

併
施

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

２
」

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

５
４

－
２

 
胸

腔
鏡

下
弁

形
成

術
 

次
に

掲
げ

る
要

件
を

い
ず

れ
も

満
た

す
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
１

)
 

右
小

開
胸

手
術

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

胸
骨

温
存

手
術

で
あ

る
こ

と
（

胸
骨

部
分

切
開

を
行

う
も

の
は

当
該

手
術

に
含

め
な

い
）

。
 

(
３

)
 

主
た

る
手

術
操

作
を

胸
腔

鏡
下

に
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

Ｋ
５

５
５

 
弁

置
換

術
 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

４
」

弁
形

成
術

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
弁

置
換

又
は

弁
形

成
を

行
っ

た
弁

の
合

計
数

に
基

づ
き

、
本

区
分

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

同
種

弁
を

移
植

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

日
本

組
織

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

ヒ
ト

組
織

を
利

用
す

る
医

療
行

為
の

安
全

性
確

保
・

保
存

・
使

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

弁
提

供
者

の
移

植
用

弁
採

取
及

び
組

織
適

合
性

試
験

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
４

)
 

移
植

用
弁

採
取

に
係

る
費

用
に

つ
い

て
は

、
弁

置
換

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
て

請
求

す
る

も
の

と
し

、

診
療

報
酬

の
分

配
は

弁
置

換
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

移
植

用
弁

採
取

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
の

合

議
に

委
ね

る
。

 

(
５

)
 

心
臓

弁
再

置
換

術
加

算
は

弁
置

換
術

後
の

再
置

換
、

弁
置

換
術

後
の

違
う

弁
の

置
換

又
は

弁
形

成
後

の
弁

置
換

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
前

回
の

手
術

か
ら

３
か

月
以

上
経

過
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

心
臓

弁
再

置
換

術
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

前
回

の
手

術
日

、
術

式
及

び
医

療
機

関
名

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
５

５
５

－
２

  
経

カ
テ

ー
テ

ル
大

動
脈

弁
置

換
術

 

経
カ

テ
ー

テ
ル

大
動

脈
弁

置
換

術
は

、
経

カ
テ

ー
テ

ル
人

工
生

体
弁

セ
ッ

ト
を

用
い

て
大

動
脈

弁
置

換
術

を
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
５

５
５

－
３

 
胸

腔
鏡

下
弁

置
換

術
 

(
１

)
 

次
に

掲
げ

る
要

件
を

い
ず

れ
も

満
た

す
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

ア
 

右
小

開
胸

手
術

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

胸
骨

温
存

手
術

で
あ

る
こ

と
（

胸
骨

部
分

切
開

を
行

う
も

の
は

当
該

手
術

に
含

め
な

い
）

。
 

ウ
 

主
た

る
手

術
操

作
を

胸
腔

鏡
下

に
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

４
－

２
」

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
弁

置
換

又
は

弁
形

成
を

行
っ

た
弁

の
合

計
数

に
基

づ
き

、
本

区
分

の
所

定
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

同
種

弁
を

移
植

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

日
本

組
織

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

ヒ
ト

組
織

を
利

用
す

る
医

療
行

為
の

安
全

性
確

保
・

保
存

・
使

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

弁
提

供
者

の
移

植
用

弁
採

取
及

び
組

織
適

合
性

試
験

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
５

)
 

移
植

用
弁

採
取

に
係

る
費

用
に

つ
い

て
は

、
弁

置
換

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
て

請
求

す
る

も
の

と
し

、

（ ）（ ） 611610

２
－
⑽　
手　
術



 
-
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図
検

査
を

含
む

。
）

の
結

果
及

び
当

該
手

術
を

行
う

医
学

的
理

由
に

つ
い

て
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に

記
載

す
る

こ
と

。
 

（
４

）
「

４
」

の
「

ロ
」

経
カ

テ
ー

テ
ル

的
手

術
に

よ
る

も
の

は
、

左
心

耳
閉

鎖
デ

バ
イ

ス
を

用
い

て
、

左
心

耳

の
永

久
閉

鎖
を

行
っ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
５

９
５

 
経

皮
的

カ
テ

ー
テ

ル
心

筋
焼

灼
術

 

(
１

)
 

｢
注

１
｣
に

規
定

す
る

三
次

元
カ

ラ
ー

マ
ッ

ピ
ン

グ
と

は
、

体
表

面
電

極
か

ら
発

生
す

る
微

弱
な

電
気

信
号

を
体

外
式

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
用

カ
テ

ー
テ

ル
電

極
（

磁
気

セ
ン

サ
ー

を
有

す
る

も
の

を
除

く
。

）
等

に
よ

り

検
出

し
、

三
次

元
心

腔
内

形
状

を
作

成
し

、
こ

れ
ら

の
カ

テ
ー

テ
ル

電
極

に
て

検
出

し
た

心
電

図
と

の
合

成

に
よ

り
三

次
元

画
像

を
構

築
す

る
こ

と
を

い
う

。
 

(
２

)
 

｢
注

１
｣
の

三
次

元
カ

ラ
ー

マ
ッ

ピ
ン

グ
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

特
定

保
険

医
療

材
料

1
1
4
の

体
外

式

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
用

カ
テ

ー
テ

ル
電

極
の

う
ち

、
心

臓
電

気
生

理
学

的
検

査
機

能
付

加
型

の
「

心
房

内
・

心

室
内

全
域

型
」

並
び

に
特

定
保

険
医

療
材

料
1
2
3
 
の

経
皮

的
カ

テ
ー

テ
ル

心
筋

焼
灼

術
用

カ
テ

ー
テ

ル
の

う

ち
、

熱
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

用
の

「
体

外
式

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
」

及
び

「
体

外
式

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き

・
特

殊
型

」
に

つ
い

て
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

注
２

に
規

定
す

る
磁

気
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

法
は

、
心

臓
マ

ッ
ピ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

ワ
ー

ク
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
４

)
 

経
皮

的
カ

テ
ー

テ
ル

心
筋

冷
凍

焼
灼

術
を

実
施

し
た

場
合

は
、

本
区

分
の

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

そ
の

場
合

、
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

関
係

学
会

の
定

め
る

診
療

に
関

す
る

指
針

を
遵

守
す

る
こ

と
 

Ｋ
５

９
７

 
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
、

Ｋ
５

９
７

－
２

 
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
 

  
  
 

(
１

)
 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
の

実
施

日
と

体
外

ペ
ー

ス
メ

ー
キ

ン
グ

術
の

実
施

日
の

間
隔

が
１

週
間

以
内

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
の

所
定

点
数

の
み

を
算

定
す

る
。

 
 

 
 

(
２

)
 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
本

体
の

交
換

の
み

の
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

９
７

－
２

」
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
５

９
８

 
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

 

(
１

)
 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
は

、
左

右
の

心
室

を
電

気
的

に
刺

激
す

る
こ

と
に

よ
り

、
重

症
心

不
全

患
者

の
心

臓
リ

ズ
ム

を
補

正
す

る
と

同
時

に
、

左
右

の
心

室
間

伝
導

障
害

を
軽

減
し

、
血

行
動

態
を

改
善

す

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
さ

れ
る

も
の

で
あ

り
、

十
分

な
薬

物
治

療
に

も
か

か
わ

ら
ず

改
善

の
み

ら
れ

な
い

Ｑ

Ｒ
Ｓ

幅
1
2
0
m
s
以

上
及

び
左

室
駆

出
率

3
5
％

以
下

の
重

症
心

不
全

に
対

し
て

、
症

状
の

改
善

を
目

的
に

行
わ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
循

環
器

内
科

又
は

小
児

循
環

器
内

科
の

医
師

と
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
参

加
す

る
、

重
症

心
不

全
患

者
又

は
不

整
脈

患
者

の
治

療
方

針
を

決
定

す
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

よ
り

、
本

治
療

の
適

応
判

断
を

行
う

こ
と

。
 

(
３

)
 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
を

行
っ

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
診

療
報

酬
請

求
に

当
た

っ
て

、
診

療
報

酬
明

細
書

に
症

状
詳

記
を

添
付

す
る

。
な

お
、

「
１

」
を

算
定

す
る

場
合

は
、

（
２

）
に

規
定

す
る

カ
ン

フ

ァ
レ

ン
ス

の
概

要
も

併
せ

て
添

付
す

る
こ

と
。

 

  
  
Ｋ

５
９

９
 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

、
Ｋ

５
９

９
－

２
 

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

 

  
  
 

(
１

)
 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

は
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
患

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

ア
 

血
行

動
態

が
破

綻
す

る
心

室
頻

拍
又

は
心

室
細

動
の

自
然

発
作

が
１

回
以

上
確

認
さ

れ
て

い
る

患
者

で

あ
っ

て
、

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

以
外

の
治

療
法

の
有

効
性

が
心

臓
電

気
生

理
学

的
検

査
及

び
ホ

ル
タ

ー
型

心
電

図
検

査
に

よ
っ

て
予

測
で

き
な

い
も

の
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こ
と

 

Ｋ
５

７
０

－
４

 
経

皮
的

肺
動

脈
穿

通
・

拡
大

術
 

心
室

中
隔

欠
損

を
伴

わ
な

い
肺

動
脈

閉
鎖

症
の

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

７
１

 
肺

静
脈

還
流

異
常

症
手

術
 

「
２

」
の

「
ロ

」
そ

の
他

の
も

の
と

は
、

上
心

臓
型

、
下

心
臓

型
又

は
混

合
型

の
場

合
を

い
う

。
 

Ｋ
５

８
１

  
肺

動
脈

閉
鎖

症
手

術
 

(
１

)
 

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
は

、
患

者
の

成
長

に
伴

う
パ

ッ
チ

、
導

管
、

人
工

血
管

等
の

再
置

換
の

た
め

に
、

同
一

部
位

に
対

し
て

再
手

術
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
前

回
の

手
術

か
ら

１
年

以
上

経

過
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

前
回

の
手

術
日

、
術

式
及

び
医

療
機

関
名

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
５

８
３

  
大

血
管

転
位

症
手

術
 

(
１

)
 

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
は

、
患

者
の

成
長

に
伴

う
パ

ッ
チ

、
導

管
、

人
工

血
管

等
の

再
置

換
の

た
め

に
、

同
一

部
位

に
対

し
て

再
手

術
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
前

回
の

手
術

か
ら

１
年

以
上

経

過
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

前
回

の
手

術
日

、
術

式
及

び
医

療
機

関
名

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
５

８
４

  
修

正
大

血
管

転
位

症
手

術
 

(
１

)
 

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
は

、
患

者
の

成
長

に
伴

う
パ

ッ
チ

、
導

管
、

人
工

血
管

等
の

再
置

換
の

た
め

に
、

同
一

部
位

に
対

し
て

再
手

術
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
前

回
の

手
術

か
ら

１
年

以
上

経

過
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

前
回

の
手

術
日

、
術

式
及

び
医

療
機

関
名

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
５

８
６

  
単

心
室

症
又

は
三

尖
弁

閉
鎖

症
手

術
 

(
１

)
 

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
は

、
患

者
の

成
長

に
伴

う
パ

ッ
チ

、
導

管
、

人
工

血
管

等
の

再
置

換
の

た
め

に
、

同
一

部
位

に
対

し
て

再
手

術
を

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
前

回
の

手
術

か
ら

１
年

以
上

経

過
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

人
工

血
管

等
再

置
換

術
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

前
回

の
手

術
日

、
術

式
及

び
医

療
機

関
名

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
５

９
４

 
不

整
脈

手
術

 

(
１

)
 

「
４

」
の

「
イ

」
開

胸
手

術
に

よ
る

も
の

は
、

開
胸

的
心

大
血

管
手

術
を

受
け

る
患

者
の

う
ち

、
手

術
前

よ
り

心
房

細
動

又
は

心
房

粗
動

と
診

断
さ

れ
、

術
後

の
抗

凝
固

療
法

の
継

続
の

可
否

、
患

者
の

脳
梗

塞
及

び

出
血

に
係

る
リ

ス
ク

等
を

総
合

的
に

勘
案

し
、

特
に

左
心

耳
閉

鎖
術

を
併

せ
て

実
施

す
る

こ
と

が
適

当
と

医

師
が

認
め

た
も

の
に

対
し

て
行

わ
れ

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
４

」
の

「
イ

」
開

胸
手

術
に

よ
る

も
の

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

２
」

、
「

Ｋ
５

５
２

－
２

」
、

「
Ｋ

５
５

４
」

、
「

Ｋ
５

５
５

」
、

「
Ｋ

５
５

７
」

か
ら

「
Ｋ

５
５

７
－

３
」

ま
で

、
「

Ｋ
５

６
０

」
及

び
「

Ｋ

５
９

４
」

の
「

３
」

に
掲

げ
る

手
術

（
弁

置
換

術
に

つ
い

て
は

機
械

弁
に

よ
る

も
の

を
除

く
。

）
と

併
せ

て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
、

当
該

手
術

を
単

独
で

行
っ

た
場

合
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

「
４

」
の

「
イ

」
開

胸
手

術
に

よ
る

も
の

の
診

療
報

酬
請

求
に

当
た

っ
て

は
、

手
術

前
に

心
房

細
動

又
は

心
房

粗
動

と
診

断
し

た
根

拠
と

な
る

1
2
誘

導
心

電
図

検
査

又
は

長
時

間
記

録
心

電
図

検
査

（
ホ

ル
タ

ー
心

電

（ ）（ ） 611610

２
－
⑽　
手　
術
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(
１

)
 

ガ
ス

の
価

格
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

大
動

脈
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

法
（

Ｉ
Ａ

Ｂ
Ｐ

法
）

、
区

分
番

号
「

Ｋ
６

０
１

」
人

工
心

肺
、

区
分

番
号

「
Ｋ

６
０

２
」

経
皮

的
心

肺
補

助
法

、
区

分
番

号
「

Ｋ
６

０
３

」
補

助
人

工
心

臓
又

は
区

分
番

号
「

Ｋ
６

０

２
－

２
」

経
皮

的
循

環
補

助
法

（
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
も

の
）

を
併

施
し

た
場

合
に

お
い

て
は

、

１
日

ご
と

に
主

た
る

も
の

の
み

に
よ

り
算

定
す

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

５
つ

の
開

心
術

補
助

手
段

等
と

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

等
の

他
手

術
を

併
施

し
た

場
合

は
、

当
該

手
術

の
所

定
点

数
を

別
に

算
定

で
き

る
。

 

 
 

Ｋ
６

０
１

 
人

工
心

肺
 

 
 

 
(
１

)
 

人
工

心
肺

実
施

の
た

め
に

血
管

を
露

出
し

、
カ

ニ
ュ

ー
レ

、
カ

テ
ー

テ
ル

等
を

挿
入

し
た

場
合

の
手

技
料

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

 
(
２

)
 

急
性

呼
吸

不
全

又
は

慢
性

呼
吸

不
全

の
急

性
増

悪
で

あ
っ

て
、

人
工

呼
吸

器
で

対
応

で
き

な
い

場
合

に
使

用
し

た
場

合
は

、
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
３

)
 

人
工

心
肺

を
は

ず
す

こ
と

が
で

き
ず

、
翌

日
以

降
も

引
き

続
き

補
助

循
環

を
行

っ
た

場
合

は
、

１
日

に
つ

き
「

２
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
４

)
 

「
注

１
」

の
補

助
循

環
加

算
は

、
人

工
心

肺
を

用
い

た
心

大
血

管
手

術
後

の
低

心
拍

出
量

症
候

群
に

対
し

て
人

工
心

肺
を

用
い

て
循

環
を

補
助

し
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

 
 

 
(
５

)
 

「
注

１
」

の
選

択
的

冠
灌

流
加

算
は

大
動

脈
基

部
を

切
開

し
、

左
右

冠
動

脈
口

に
個

別
に

カ
ニ

ュ
ー

レ
を

挿
入

し
、

心
筋

保
護

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
６

)
 

「
注

１
」

の
逆

行
性

冠
灌

流
加

算
は

、
冠

静
脈

洞
に

バ
ル

ー
ン

カ
テ

ー
テ

ル
を

挿
入

し
、

心
筋

保
護

 

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

０
２

－
２

 
経

皮
的

循
環

補
助

法
（

ポ
ン

プ
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
た

も
の

）
（

１
日

に
つ

き
）

 

経
皮

的
循

環
補

助
法

（
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
も

の
）

の
実

施
の

た
め

に
、

カ
ニ

ュ
ー

レ
、

カ
テ

ー
テ

ル

等
を

挿
入

し
た

場
合

の
手

技
料

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

  
  
Ｋ

６
０

３
 

補
助

人
工

心
臓

 

開
心

術
症

例
の

体
外

循
環

離
脱

困
難

、
開

心
術

症
例

の
術

後
低

心
拍

出
症

候
群

、
そ

の
他

の
心

原
性

循
環

不
全

に
対

し
て

補
助

人
工

心
臓

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

重
症

感
染

症
、

重
症

多
臓

器
不

全
を

合
併

す

る
症

例
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
６

０
３

－
２

 
小

児
補

助
人

工
心

臓
 

投
薬

治
療

、
外

科
手

術
及

び
補

助
循

環
で

は
症

状
の

改
善

が
見

込
め

な
い

小
児

の
重

症
心

不
全

患
者

で
あ

っ
て

、

小
児

補
助

人
工

心
臓

に
よ

る
治

療
が

当
該

患
者

に
と

っ
て

最
善

で
あ

る
と

判
断

さ
れ

た
患

者
に

対
し

て
、

心
移

植

に
達

す
る

ま
で

又
は

心
機

能
が

回
復

す
る

ま
で

の
循

環
改

善
を

目
的

に
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

０
４

－
２

 
植

込
型

補
助

人
工

心
臓

（
非

拍
動

流
型

）
 

(
１

)
 

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
（

非
拍

動
流

型
）

は
、

心
臓

移
植

適
応

の
重

症
心

不
全

患
者

で
、

薬
物

療
法

や
体

外
式

補
助

人
工

心
臓

等
の

他
の

補
助

循
環

法
に

よ
っ

て
も

継
続

し
た

代
償

不
全

に
陥

っ
て

お
り

、
か

つ
、

心

臓
移

植
以

外
に

は
救

命
が

困
難

と
考

え
ら

れ
る

症
例

に
対

し
て

、
心

臓
移

植
ま

で
の

循
環

改
善

を
目

的
と

し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

外
来

で
定

期
的

な
管

理
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

は
、

区
分

番
号

「
Ｃ

１
１

６
」

在
宅

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
（

非
拍

動
流

型
）

指
導

管
理

料
を

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

０
５

 
移

植
用

心
採

取
術

  
 

(
１

)
 

移
植

用
心

採
取

術
の

所
定

点
数

は
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

心
臓

の
移

植
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

算
定

す
る

。
 

 
-
 4
9
8
 -
 

イ
 

血
行

動
態

が
破

綻
す

る
心

室
頻

拍
又

は
心

室
細

動
の

自
然

発
作

が
１

回
以

上
確

認
さ

れ
て

い
る

患
者

で

あ
っ

て
、

有
効

薬
が

見
つ

か
ら

な
い

も
の

又
は

有
効

薬
が

あ
っ

て
も

認
容

性
が

悪
い

た
め

に
服

用
が

制
限

さ
れ

る
も

の
 

ウ
 

既
に

十
分

な
薬

物
療

法
や

心
筋

焼
灼

術
等

の
手

術
が

行
わ

れ
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

心
臓

電
気

生

理
学

的
検

査
に

よ
っ

て
血

行
動

態
が

破
綻

す
る

心
室

頻
拍

又
は

心
室

細
動

が
繰

り
返

し
誘

発
さ

れ
る

患
者

 

(
２

)
 

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
循

環
器

内
科

又
は

小
児

循
環

器
内

科
の

医
師

と
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
参

加
す

る
、

重
症

心
不

全
患

者
又

は
不

整
脈

患
者

の
治

療
方

針
を

決
定

す
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

よ
り

、
本

治
療

の

適
応

判
断

を
行

う
こ

と
。

 

(
３

)
 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

を
行

っ
た

患
者

に
つ

い
て

は
、

診
療

報
酬

請
求

に
当

た
っ

て
、

診
療

報
酬

明
細

書
に

症
状

詳
記

を
添

付
す

る
。

な
お

、
「

１
」

を
算

定
す

る
場

合
は

、
（

２
）

に
規

定
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン

ス
の

概
要

も
併

せ
て

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

植
込

型
除

細
動

器
本

体
の

交
換

の
み

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

９
－

２
」

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

Ｋ
５

９
９

の
「

３
」

は
、

特
定

保
険

医
療

材
料

の
植

込
型

除
細

動
器

（
Ⅲ

型
）

・
皮

下
植

込
式

電
極

併
用

型
を

、
植

込
型

除
細

動
器

用
カ

テ
ー

テ
ル

電
極

（
皮

下
植

込
式

）
と

組
み

合
わ

せ
て

使
用

し
た

場
合

に
算

定

す
る

。
 

Ｋ
５

９
９

－
３

 
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

、
Ｋ

５
９

９
－

４
 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
 

(
１

)
 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
は

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

ア
 

血
行

動
態

が
破

綻
す

る
心

室
頻

拍
又

は
心

室
細

動
の

自
然

発
作

が
１

回
以

上
確

認
さ

れ
て

い
る

患
者

で

あ
っ

て
、

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
以

外
の

治
療

法
の

有
効

性
が

心
臓

電
気

生
理

学
的

検
査

及
び

ホ
ル

タ
ー

型
心

電
図

検
査

に
よ

っ
て

予
測

で
き

な
い

も
の

 
 

イ
 

血
行

動
態

が
破

綻
す

る
心

室
頻

拍
又

は
心

室
細

動
の

自
然

発
作

が
１

回
以

上
確

認
さ

れ
て

い
る

患
者

で

あ
っ

て
、

有
効

薬
が

見
つ

か
ら

な
い

も
の

又
は

有
効

薬
が

あ
っ

て
も

認
容

性
が

悪
い

た
め

に
服

用
が

制
限

さ
れ

る
も

の
 
 

ウ
 

既
に

十
分

な
薬

物
療

法
や

心
筋

焼
灼

術
等

の
手

術
が

行
わ

れ
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

心
臓

電
気

生

理
学

的
検

査
に

よ
っ

て
血

行
動

態
が

破
綻

す
る

心
室

頻
拍

又
は

心
室

細
動

が
繰

り
返

し
誘

発
さ

れ
る

患
者

  

(
２

)
 

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
循

環
器

内
科

又
は

小
児

循
環

器
内

科
の

医
師

と
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
参

加
す

る
、

重
症

心
不

全
患

者
又

は
不

整
脈

患
者

の
治

療
方

針
を

決
定

す
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

よ
り

、
本

治
療

の

適
応

判
断

を
行

う
こ

と
。

 

(
３

)
 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
を

行
っ

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
診

療
報

酬
請

求
に

当
た

っ
て

、
診

療
報

酬
明

細
書

に
症

状
詳

記
を

添
付

す
る

。
な

お
、

「
１

」
を

算
定

す
る

場
合

は
、

（
２

）

に
規

定
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
概

要
も

合
わ

せ
て

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

本
体

の
交

換
の

み
を

行
っ

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

９
９

－
４

」
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
５

９
９

－
５

 
経

静
脈

電
極

抜
去

術
 

当
該

手
術

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

関
連

学
会

の
定

め
る

実
施

基
準

に
準

じ
る

こ
と

。
 

Ｋ
６

０
０

  
大

動
脈

バ
ル

ー
ン

パ
ン

ピ
ン

グ
法

（
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
法

）
 

（ ）（ ） 613612

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 5
0
1
 -
 

 
 

Ｋ
６

０
６

 
血

管
露

出
術

 

 
 

 
(
１

)
 

経
皮

的
に

留
置

針
を

挿
入

す
る

場
合

は
、

血
管

露
出

術
は

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
(
２

)
 

手
術

に
伴

う
血

管
露

出
術

は
、

同
一

術
野

で
な

い
場

合
に

お
い

て
も

算
定

で
き

な
い

。
 

  
  
Ｋ

６
０

８
 

動
脈

塞
栓

除
去

術
 

 
 

 
 

動
脈

血
栓

除
去

術
は

、
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

０
９

－
２

 
経

皮
的

頸
動

脈
ス

テ
ン

ト
留

置
術

 

経
皮

的
頸

動
脈

ス
テ

ン
ト

留
置

術
を

行
う

場
合

は
、

総
頸

動
脈

又
は

内
頸

動
脈

に
ス

テ
ン

ト
を

留
置

し
た

際
の

血
栓

の
移

動
に

対
す

る
予

防
的

措
置

を
同

時
に

行
う

こ
と

。
 

 
 

 

Ｋ
６

１
０

－
２

 
脳

新
生

血
管

造
成

術
 

脳
新

生
血

管
造

成
術

は
、

も
や

も
や

病
に

対
し

て
、

浅
側

頭
動

脈
及

び
側

頭
筋

を
硬

膜
に

縫
合

す
る

こ
と

に
よ

り
新

生
血

管
の

造
成

を
図

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

１
０

－
５

 
血

管
吻

合
術

及
び

神
経

再
接

合
術

（
上

腕
動

脈
、

正
中

神
経

及
び

尺
骨

神
経

）
 

血
管

吻
合

術
及

び
神

経
再

接
合

術
（

上
腕

動
脈

、
正

中
神

経
及

び
尺

骨
神

経
）

は
、

上
腕

動
脈

、
正

中
神

経
及

び
尺

骨
神

経
が

切
断

さ
れ

た
場

合
、

上
腕

動
脈

及
び

正
中

神
経

が
切

断
さ

れ
た

場
合

、
又

は
上

腕
動

脈
及

び
尺

骨

神
経

が
切

断
さ

れ
た

場
合

の
血

管
吻

合
術

及
び

神
経

再
接

合
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｋ
６

１
１

 
抗

悪
性

腫
瘍

剤
動

脈
、

静
脈

又
は

腹
腔

内
持

続
注

入
用

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

 

(
１

)
 

悪
性

腫
瘍

の
患

者
に

対
し

、
抗

悪
性

腫
瘍

剤
の

局
所

持
続

注
入

又
は

疼
痛

の
制

御
を

目
的

と
し

て
、

チ
ュ

ー
ブ

又
は

皮
下

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

ア
ク

セ
ス

を
設

置
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

設
置

す
る

チ
ュ

ー
ブ

、
体

内
に

植
え

込
む

カ
テ

ー
テ

ル
及

び
カ

テ
ー

テ
ル

ア
ク

セ
ス

等
の

材
料

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 
 
抗

悪
性

腫
瘍

剤
動

脈
、

静
脈

又
は

腹
腔

内
持

続
注

入
用

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

抜
去

の
際

の
費

用
は

「
Ｋ

０

０
０

」
創

傷
処

理
の

「
１

」
筋

肉
、

臓
器

に
達

す
る

も
の

（
長

径
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
）

で
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

１
２

 
末

梢
動

静
脈

瘻
造

設
術

 

「
１

」
の

ロ
に

つ
い

て
は

、
穿

刺
す

る
こ

と
が

困
難

な
部

位
を

走
行

す
る

静
脈

を
長

さ
1
5
c
m
以

上
遊

離
し

て
遠

位
端

を
切

断
し

、
穿

刺
す

る
こ

と
が

可
能

な
部

位
に

転
位

し
て

、
断

端
を

動
脈

と
吻

合
し

て
動

静
脈

瘻
を

造
設

し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

１
４

 
血

管
移

植
術

、
バ

イ
パ

ス
移

植
術

 

(
１

)
 

「
６

」
膝

窩
動

脈
は

、
膝

関
節

よ
り

遠
位

側
で

下
腿

三
分

岐
に

至
ら

な
い

部
分

で
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

(
２

)
 

大
腿

動
脈

閉
塞

症
に

対
し

て
自

家
血

管
を

用
い

た
動

脈
間

バ
イ

パ
ス

造
成

術
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

７
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

同
種

血
管

を
移

植
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
日

本
組

織
移

植
学

会
が

作
成

し
た

「
ヒ

ト
組

織
を

利
用

す
る

医
療

行
為

の
安

全
性

確
保

・
保

存
・

使
用

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

血
管

提
供

者
の

移
植

用
血

管
採

取
及

び
組

織
適

合
性

試
験

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
５

)
 

血
管

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
移

植
用

血
管

採
取

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
血

管
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

行
う

も
の

と
し

、
診

療
報

酬
の

分
配

は
相

互

の
合

議
に

委
ね

る
。

 

  
  
Ｋ

６
１

５
 

血
管

塞
栓

術
 

(
１

)
 

手
術

に
伴

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。
 

(
２

)
 

「
１

」
の

止
血

術
は

、
外

傷
等

に
よ

る
動

脈
損

傷
が

認
め

ら
れ

る
患

者
に

対
し

、
血

管
塞

栓
術

を
行

っ
た

 
-
 5
0
0
 -
 

(
２

)
 

移
植

用
心

採
取

術
の

所
定

点
数

に
は

、
脳

死
し

た
者

の
身

体
か

ら
移

植
の

た
め

の
心

採
取

を
行

う
際

の
採

取
前

の
採

取
対

象
心

の
灌

流
、

心
採

取
、

採
取

心
の

灌
流

及
び

保
存

並
び

に
リ

ン
パ

節
の

保
存

に
要

す
る

人

件
費

、
薬

品
・

容
器

等
の

材
料

費
等

の
費

用
が

全
て

含
ま

れ
る

。
た

だ
し

、
心

採
取

を
行

う
医

師
を

派
遣

し

た
場

合
に

お
け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

心
を

搬
送

し
た

場
合

に
お

け
る

搬
送

に
要

し
た

費

用
に

つ
い

て
は

療
養

費
と

し
て

支
給

し
、

そ
れ

ら
の

額
は

移
送

費
の

算
定

方
法

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

心
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

心
移

植
に

用
い

る
健

心
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
心

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 
 

Ｋ
６

０
５

－
２

  
同

種
心

移
植

術
  
 

(
１

)
 

同
種

心
移

植
術

の
所

定
点

数
に

は
、

灌
流

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

(
２

)
 

心
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

心
移

植
に

用
い

る
健

心
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
心

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 
 

Ｋ
６

０
５

－
３

 
移

植
用

心
肺

採
取

術
 
 

(
１

)
 

移
植

用
心

肺
採

取
術

の
所

定
点

数
は

、
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

第
６

条
第

２
項

に
規

定
す

る
脳

死
し

た
者

の
身

体
か

ら
同

時
に

心
と

肺
の

移
植

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

移
植

用
心

肺
採

取
術

の
所

定
点

数
に

は
、

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

移
植

の
た

め
の

心
肺

採
取

を
行

う
際

の
採

取
前

の
採

取
対

象
心

肺
の

灌
流

、
心

肺
採

取
、

採
取

心
肺

の
灌

流
及

び
保

存
並

び
に

リ
ン

パ
節

の
保

存

に
要

す
る

人
件

費
、

薬
品

・
容

器
等

の
材

料
費

等
の

費
用

が
全

て
含

ま
れ

る
。

た
だ

し
、

心
肺

採
取

を
行

う

医
師

を
派

遣
し

た
場

合
に

お
け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

心
肺

を
搬

送
し

た
場

合
に

お
け

る

搬
送

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の
算

定
方

法
に

よ
り

算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

心
肺

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
心

肺
移

植
に

用
い

る
健

心
肺

を
採

取
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が
異

な
る

場
合

の
診

療
報

酬
の

請
求

は
、

心
肺

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相

互
の

合
議

に
委

ね
る

。
 

Ｋ
６

０
５

－
４

 
同

種
心

肺
移

植
術

 

(
１

)
 

同
種

心
肺

移
植

術
の

所
定

点
数

に
は

、
灌

流
の

費
用

が
含

ま
れ

る
。

 

(
２

)
 

心
肺

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
心

肺
移

植
に

用
い

る
健

心
肺

を
採

取
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が
異

な
る

場
合

の
診

療
報

酬
の

請
求

は
、

心
肺

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相

互
の

合
議

に
委

ね
る

。
 

Ｋ
６

０
５

－
５

  
骨

格
筋

由
来

細
胞

シ
ー

ト
心

表
面

移
植

術
 

(
１

)
 

虚
血

性
心

疾
患

に
よ

る
重

症
心

不
全

患
者

で
、

薬
物

治
療

や
侵

襲
的

治
療

を
含

む
標

準
治

療
で

は
効

果
不

十
分

と
し

て
関

連
学

会
の

定
め

る
「

ヒ
ト

（
自

己
）

骨
格

筋
由

来
細

胞
シ

ー
ト

の
使

用
要

件
等

の
基

準
に

つ

い
て

」
に

定
め

る
ハ

ー
ト

チ
ー

ム
に

よ
る

適
応

判
定

が
行

わ
れ

、
か

つ
、

根
治

療
法

と
し

て
心

臓
移

植
以

外

に
治

療
手

段
が

な
い

と
考

え
ら

れ
る

症
例

に
対

し
て

、
上

記
基

準
に

従
っ

て
実

施
さ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定

で
き

る
。

 

(
２

）
 
本

技
術

に
先

立
っ

て
行

わ
れ

る
骨

格
筋

由
来

細
胞

シ
ー

ト
を

調
整

す
る

た
め

の
骨

格
筋

採
取

に
係

る
技

術

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

０
０

０
」

創
傷

処
理

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

０
０

０
－

２
」

小
児

創
傷

処
理

（
６

歳
未

満
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

（ ）（ ） 613612

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 5
0
3
 -
 

Ｋ
６

１
７

－
５

 
内

視
鏡

下
下

肢
静

脈
瘤

不
全

穿
通

枝
切

離
術

 

(
１

)
 

下
腿

の
広

範
囲

の
皮

膚
に

色
素

沈
着

、
硬

化
、

萎
縮

又
は

潰
瘍

を
有

し
て

お
り

、
か

つ
、

超
音

波
検

査
等

に
よ

り
、

不
全

穿
通

枝
が

同
定

さ
れ

、
血

液
が

逆
流

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

実

施
し

た
場

合
で

あ
っ

て
、

次
の

ア
又

は
イ

に
該

当
す

る
場

合
に

一
側

に
つ

き
１

回
の

み
算

定
で

き
る

。
 

ア
 
 
下

肢
静

脈
瘤

手
術

（
抜

去
切

除
術

、
硬

化
療

法
及

び
高

位
結

紮
術

を
い

う
。

）
、

大
伏

在
静

脈
抜

去
術

又
は

下
肢

静
脈

瘤
血

管
内

焼
灼

術
を

実
施

し
た

が
、

効
果

が
不

十
分

な
患

者
に

対
し

て
、

当
該

手
技

を
実

施
し

た
場

合
 

イ
 
 
下

肢
静

脈
瘤

手
術

（
抜

去
切

除
術

、
硬

化
療

法
及

び
高

位
結

紮
術

を
い

う
。

）
、

大
伏

在
静

脈
抜

去
術

又
は

下
肢

静
脈

瘤
血

管
内

焼
灼

術
の

み
で

は
効

果
が

不
十

分
と

予
想

さ
れ

る
患

者
に

対
し

て
、

当
該

手
技

を
下

肢
静

脈
瘤

手
術

、
大

伏
在

静
脈

抜
去

術
又

は
下

肢
静

脈
瘤

血
管

内
焼

灼
術

と
同

時
に

実
施

し
た

場
合

 

(
２

)
 

当
該

手
技

に
伴

っ
て

実
施

さ
れ

る
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

Ｋ
６

１
７

－
６

 
下

肢
静

脈
瘤

血
管

内
塞

栓
術

 

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

医
師

が
実

施
し

た
場

合
に

限
り

、
一

側
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

な
お

、
当

該
手

術
に

伴
っ

て
実

施
さ

れ
る

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

所
定

の
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

Ｋ
６

１
８

 
中

心
静

脈
注

射
用

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

設
置

 

(
１

)
 

中
心

静
脈

注
射

用
の

皮
下

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

ア
ク

セ
ス

を
設

置
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

長
期

の
栄

養
管

理
を

目
的

と
し

て
、

中
心

静
脈

注
射

用
植

込
型

カ
テ

ー
テ

ル
の

設
置

を
行

う
際

に
は

、
中

心
静

脈
注

射
用

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
療

養
の

必
要

性
、

管
理

の
方

法
及

び
終

了
の

際
に

要
さ

れ
る

身

体
の

状
態

等
、

療
養

上
必

要
な

事
項

に
つ

い
て

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
へ

の
説

明
を

行
う

こ
と

。
 

(
３

)
 

長
期

の
栄

養
管

理
を

目
的

と
し

て
、

中
心

静
脈

注
射

用
植

込
型

カ
テ

ー
テ

ル
を

設
置

し
た

後
、

他
の

保
険

医
療

機
関

等
に

患
者

を
紹

介
す

る
場

合
は

、
中

心
静

脈
注

射
用

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
療

養
の

必
要

性
、

管
理

の
方

法
及

び
終

了
の

際
に

要
さ

れ
る

身
体

の
状

態
等

、
療

養
上

必
要

な
事

項
並

び
に

患
者

又
は

そ
の

家

族
等

へ
の

説
明

内
容

等
を

情
報

提
供

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

体
内

に
植

え
込

む
カ

テ
ー

テ
ル

及
び

カ
テ

ー
テ

ル
ア

ク
セ

ス
等

の
材

料
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
５

)
 

中
心

静
脈

注
射

用
植

込
型

カ
テ

ー
テ

ル
抜

去
の

際
の

費
用

は
「

Ｋ
０

０
０

」
創

傷
処

理
の

「
１

」
筋

肉
、

臓
器

に
達

す
る

も
の

（
長

径
５

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
未

満
）

で
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

６
２

０
 

下
大

静
脈

フ
ィ

ル
タ

ー
留

置
術

 

  
  
  
  
下

大
静

脈
フ

ィ
ル

タ
ー

留
置

術
は

、
肺

血
栓

塞
栓

症
の

患
者

又
は

肺
血

栓
塞

栓
症

を
発

症
す

る
危

険
性

が
高

い

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

６
２

７
 

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

 

独
立

手
術

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
の

み
算

定
で

き
る

。
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
手

術
と

同
時

に
行

う
リ

ン
パ

節
郭

清
の

費
用

は
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
手

術
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
６

２
７

－
２

 
腹

腔
鏡

下
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
 

(
１

)
 

独
立

手
術

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
の

み
算

定
で

き
る

。
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
手

術
と

同
時

に
行

う
リ

ン
パ

節
郭

清
の

費
用

は
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
手

術
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
 
原

発
性

精
巣

が
ん

か
ら

後
腹

膜
リ

ン
パ

節
群

に
転

移
し

た
も

の
に

対
し

て
実

施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
２

」
に

つ
い

て
は

、
子

宮
体

が
ん

か
ら

傍
大

動
脈

リ
ン

パ
節

群
に

転
移

し
た

も
の

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

 
-
 5
0
2
 -
 

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

カ
テ

ー
テ

ル
を

肝
動

脈
等

に
留

置
し

て
造

影
Ｃ

Ｔ
等

を
行

い
、

病
変

の
個

数
及

び
分

布
を

確
認

の
上

、
肝

細
胞

癌
に

対
し

て
区

域
枝

よ
り

末
梢

側
に

お
い

て
肝

動
脈

等
の

動
脈

化
学

塞
栓

術
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

「
２

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

「
２

」
の

選
択

的
動

脈
化

学
塞

栓
術

の
場

合
、

動
脈

化
学

塞
栓

術
を

選
択

的
に

行
っ

た
肝

動
脈

等
の

部
位

を
診

療
録

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

「
２

」
の

選
択

的
動

脈
化

学
塞

栓
術

以
外

の
場

合
で

あ
っ

て
、

脳
動

脈
奇

形
摘

出
術

前
及

び
肝

切
除

術
前

の
前

処
置

と
し

て
の

血
管

塞
栓

術
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

「
３

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
６

)
 

「
２

」
の

選
択

的
動

脈
化

学
塞

栓
術

以
外

の
場

合
で

あ
っ

て
、

多
血

性
腫

瘍
又

は
動

静
脈

奇
形

に
対

し
て

、

血
管

内
塞

栓
材

を
用

い
て

動
脈

塞
栓

術
又

は
動

脈
化

学
塞

栓
術

を
行

っ
た

場
合

は
、

本
区

分
「

３
」

を
算

定

す
る

。
 

Ｋ
６

１
５

－
２

 
経

皮
的

大
動

脈
遮

断
術

 

経
皮

的
大

動
脈

遮
断

術
は

、
重

度
外

傷
等

に
よ

る
腹

腔
内

大
量

出
血

に
対

し
て

、
経

皮
的

に
バ

ル
ー

ン
カ

テ
ー

テ
ル

を
挿

入
し

大
動

脈
の

血
行

を
遮

断
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

１
６

 
四

肢
の

血
管

拡
張

術
・

血
栓

除
去

術
 

膝
窩

動
脈

又
は

そ
れ

よ
り

末
梢

の
動

脈
に

対
す

る
ス

テ
ン

ト
の

留
置

で
は

、
当

該
点

数
は

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
６

１
６

－
４

 
経

皮
的

シ
ャ

ン
ト

拡
張

術
・

血
栓

除
去

術
 

(
１

)
 

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
３

月
に

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

「
１

」
を

算
定

し
て

か
ら

３
月

以
内

に
実

施
し

た
場

合
に

は
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
に

限
り

、

１
回

を
限

度
と

し
て

「
２

」
を

算
定

す
る

。
ま

た
、

次
の

い
ず

れ
か

の
要

件
を

満
た

す
画

像
所

見
等

の
医

学

的
根

拠
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

概
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

透
析

シ
ャ

ン
ト

閉
塞

の
場

合
 

イ
 

超
音

波
検

査
に

お
い

て
、

シ
ャ

ン
ト

血
流

量
が

4
0
0
m
l
以

下
又

は
血

管
抵

抗
指

数
（

R
I
）

が
0
.
6
以

上
の

場
合

（
ア

の
場

合
を

除
く

。
）

 

(
３

)
 

「
２

」
に

つ
い

て
は

、
「

１
」

の
前

回
算

定
日

（
他

の
保

険
医

療
機

関
で

の
算

定
を

含
む

。
）

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
６

１
６

－
６

 
経

皮
的

下
肢

動
脈

形
成

術
 

経
皮

的
下

肢
動

脈
形

成
術

は
、

エ
キ

シ
マ

レ
ー

ザ
ー

血
管

形
成

用
カ

テ
ー

テ
ル

を
使

用
し

、
大

腿
膝

窩
動

脈
に

留
置

さ
れ

た
ス

テ
ン

ト
に

お
け

る
狭

窄
又

は
閉

塞
に

対
し

て
、

経
皮

的
下

肢
動

脈
形

成
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定

す
る

。
な

お
、

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
学

会
の

定
め

る
診

療
に

関
す

る
指

針
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
６

１
７

 
下

肢
静

脈
瘤

手
術

 

 
 

 
(
１

)
 

大
腿

部
か

ら
下

腿
部

に
及

ぶ
広

範
囲

の
静

脈
瘤

に
対

し
て

ス
ト

リ
ッ

ピ
ン

グ
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

１
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

「
２

」
に

お
け

る
「

一
連

」
と

は
、

所
期

の
目

的
を

達
す

る
ま

で
に

行
う

一
連

の
治

療
過

程
を

い
い

、
概

ね
２

週
間

に
わ

た
り

行
わ

れ
る

も
の

を
い

う
。

 

Ｋ
６

１
７

－
４

 
下

肢
静

脈
瘤

血
管

内
焼

灼
術

 

(
１

)
 

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

医
師

が
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

し
、

一
側

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

な
お

、
当

該
手

技
に

伴
っ

て
実

施
さ

れ
る

画
像

診
断

及
び

検
査

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

(
２

)
 

下
肢

静
脈

瘤
血

管
内

焼
灼

術
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
学

会
が

示
し

て
い

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

踏
ま

え
適

切
に

行
う

こ
と

。
 

（ ）（ ） 615614

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 5
0
5
 -
 

当
該

手
術

は
初

回
実

施
に

限
り

算
定

し
、

２
回

目
以

降
の

処
置

に
係

る
ド

レ
ナ

ー
ジ

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

０
０

２
」

ド
レ

ー
ン

法
（

ド
レ

ナ
ー

ジ
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

４
７

 
胃

縫
合

術
（

大
網

充
填

術
又

は
被

覆
術

を
含

む
。

）
 

 
 

 
 

外
傷

等
に

よ
り

破
裂

し
た

胃
を

縫
合

し
た

場
合

、
又

は
胃

、
十

二
指

腸
潰

瘍
穿

孔
に

対
し

て
大

網
充

填
術

若
し

く
は

被
覆

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

５
３

 
内

視
鏡

的
胃

、
十

二
指

腸
ポ

リ
ー

プ
・

粘
膜

切
除

術
 

(
１

)
 

短
期

間
又

は
同

一
入

院
期

間
中

に
お

い
て

、
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

第
１

回
目

の
実

施
日

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

ポ
リ

ー
プ

を
数

個
切

除
又

は
焼

灼
し

た
場

合
に

お
い

て
も

、
切

除
又

は
焼

灼
し

た
ポ

リ
ー

プ
の

数
に

か
か

わ
ら

ず
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

「
２

」
及

び
「

３
」

は
、

経
内

視
鏡

的
に

高
周

波
切

除
器

を
用

い
て

病
変

の
周

囲
を

全
周

性
に

切
開

し
、

粘
膜

下
層

を
剥

離
す

る
こ

と
に

よ
り

病
変

部
を

含
む

３
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
範

囲
を

一
括

で
切

除
し

た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

内
視

鏡
的

胃
、

十
二

指
腸

ポ
リ

ー
プ

・
粘

膜
切

除
術

と
同

時
に

施
行

し
た

内
視

鏡
的

止
血

術
の

手
技

料
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

 
 

Ｋ
６

５
３

－
３

 
内

視
鏡

的
食

道
及

び
胃

内
異

物
摘

出
術

 

内
視

鏡
的

食
道

及
び

胃
内

異
物

摘
出

術
は

、
食

道
及

び
胃

内
の

異
物

（
電

池
、

胃
手

術
時

の
縫

合
糸

、
ア

ニ
サ

キ
ス

等
）

を
内

視
鏡

（
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ー
プ

）
下

に
よ

り
摘

出
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

５
３

－
４

 
内

視
鏡

的
表

在
性

胃
悪

性
腫

瘍
光

線
力

学
療

法
 

(
１

)
 

内
視

鏡
的

表
在

性
胃

悪
性

腫
瘍

光
線

力
学

療
法

は
、

ポ
ル

フ
ィ

マ
ー

ナ
ト

リ
ウ

ム
を

投
与

し
た

患
者

に
対

し
エ

キ
シ

マ
・

ダ
イ

・
レ

ー
ザ

ー
（

波
長

6
3
0
ｎ

ｍ
）

及
び

Ｙ
Ａ

Ｇ
－

Ｏ
Ｐ

Ｏ
レ

ー
ザ

ー
を

使
用

し
た

場
合

な
ど

、
保

険
適

用
さ

れ
た

薬
剤

、
機

器
を

用
い

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 
 
マ

イ
ク

ロ
波

凝
固

療
法

を
実

施
し

た
場

合
に

お
け

る
当

該
療

法
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

Ｋ
６

５
３

－
５

 
内

視
鏡

的
胃

、
十

二
指

腸
狭

窄
拡

張
術

 

短
期

間
又

は
同

一
入

院
期

間
中

に
お

い
て

、
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

第
１

回
目

の
実

施
日

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

５
４

 
内

視
鏡

的
消

化
管

止
血

術
 

(
１

)
  
内

視
鏡

的
消

化
管

止
血

術
は

１
日

１
回

、
週

３
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

マ
イ

ク
ロ

波
凝

固
療

法
を

実
施

し
た

場
合

に
お

け
る

当
該

療
法

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

Ｋ
６

５
４

－
３

 
腹

腔
鏡

下
胃

局
所

切
除

術
 

(
１

)
 

「
１

」
は

、
経

内
視

鏡
的

に
高

周
波

切
除

器
を

用
い

て
病

変
の

周
囲

に
粘

膜
下

層
に

達
す

る
切

開
線

を
設

け
、

腹
腔

鏡
下

に
こ

の
切

開
線

に
沿

っ
て

腫
瘍

を
摘

出
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

「
１

」
に

お
い

て
、

内
視

鏡
に

係
る

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
６

５
４

－
４

 
腹

腔
鏡

下
十

二
指

腸
局

所
切

除
術

（
内

視
鏡

処
置

を
併

施
す

る
も

の
）

 

(
１

)
 

経
内

視
鏡

的
に

高
周

波
切

除
器

を
用

い
て

病
変

の
周

囲
に

粘
膜

下
層

に
達

す
る

切
開

線
を

設
け

、
腹

腔
鏡

下
に

こ
の

切
開

線
に

沿
っ

て
腫

瘍
を

摘
出

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

内
視

鏡
に

係
る

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
６

５
５

 
胃

切
除

術
、

Ｋ
６

５
５

－
２

 
腹

腔
鏡

下
胃

切
除

術
、

Ｋ
６

５
５

－
４

 
噴

門
側

胃
切

除
術

、
Ｋ

６
５

７
 

胃
全

摘
術

、
Ｋ

６
５

７
－

２
 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

 

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

手
術

で
あ

っ
て

も
、

リ
ン

パ
節

郭
清

等
を

伴
わ

な
い

単
純

な
切

除
・

消
化

管
吻

合
術

又
は

 
-
 5
0
4
 -
 

(
４

)
 

「
３

」
に

つ
い

て
は

、
原

発
性

泌
尿

器
が

ん
（

腎
、

副
腎

、
尿

管
、

膀
胱

、
尿

道
、

陰
茎

、
精

巣
、

前
立

腺
等

の
が

ん
を

い
う

。
）

か
ら

骨
盤

内
リ

ン
パ

節
群

に
転

移
し

た
も

の
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

２
７

－
３

 
腹

腔
鏡

下
小

切
開

骨
盤

内
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
 

(
１

)
 

独
立

手
術

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
の

み
算

定
で

き
る

。
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
手

術
と

同
時

に
行

う
リ

ン
パ

節
郭

清
の

費
用

は
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
手

術
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

原
発

性
泌

尿
器

が
ん

（
腎

、
副

腎
、

尿
管

、
膀

胱
、

尿
道

、
陰

茎
、

精
巣

、
前

立
腺

等
の

が
ん

を
い

う
。

）

か
ら

骨
盤

内
リ

ン
パ

節
群

に
転

移
し

た
も

の
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

２
７

－
４

 
腹

腔
鏡

下
小

切
開

後
腹

膜
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
 

(
１

)
 

独
立

手
術

と
し

て
行

っ
た

場
合

に
の

み
算

定
で

き
る

。
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
手

術
と

同
時

に
行

う
リ

ン
パ

節
郭

清
の

費
用

は
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
手

術
の

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

原
発

性
精

巣
が

ん
か

ら
後

腹
膜

リ
ン

パ
節

群
に

転
移

し
た

も
の

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

 第
９

款
 

腹
部

 

Ｋ
６

３
５

 
胸

水
・

腹
水

濾
過

濃
縮

再
静

注
法

 

一
連

の
治

療
過

程
中

、
第

１
回

目
の

実
施

日
に

、
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
な

お
、

一
連

の
治

療
期

間
は

２
週

間
を

目
安

と
し

、
治

療
上

の
必

要
が

あ
っ

て
初

回
実

施
後

２
週

間
を

経
過

し
て

実
施

し
た

場
合

は
改

め
て

所
定

点

数
を

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

３
５

－
３

 
連

続
携

行
式

腹
膜

灌
流

用
カ

テ
ー

テ
ル

腹
腔

内
留

置
術

 

連
続

携
行

式
腹

膜
灌

流
を

開
始

す
る

に
当

た
り

、
当

該
カ

テ
ー

テ
ル

を
留

置
し

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

ま
た

、

当
該

療
法

開
始

後
一

定
期

間
を

経
て

、
カ

テ
ー

テ
ル

閉
塞

等
の

理
由

に
よ

り
再

度
装

着
し

た
場

合
に

お
い

て
も

算

定
で

き
る

。
 

Ｋ
６

３
６

 
試

験
開

腹
術

 

開
腹

術
の

み
を

行
っ

た
時

点
で

手
術

を
中

止
し

た
場

合
は

、
本

区
分

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

３
６

－
２

 
ダ

メ
ー

ジ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
手

術
 

(
１

)
 

ダ
メ

ー
ジ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

手
術

と
は

、
重

度
胸

部
、

腹
部

又
は

骨
盤

部
外

傷
患

者
に

対
す

る
初

回
手

術
に

お
い

て
、

止
血

手
術

、
損

傷
臓

器
等

に
対

す
る

処
置

、
タ

オ
ル

パ
ッ

キ
ン

グ
等

を
迅

速
に

実
施

し
た

後
に

、

患
者

を
一

度
集

中
治

療
室

等
に

収
容

し
、

全
身

状
態

の
改

善
を

図
り

、
二

期
的

又
は

多
期

的
手

術
に

よ
り

根

治
を

図
る

段
階

的
外

科
治

療
の

こ
と

で
あ

る
。

 

(
２

)
 

重
度

胸
部

、
腹

部
又

は
骨

盤
部

外
傷

に
対

し
て

ダ
メ

ー
ジ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

手
術

を
行

っ
た

場
合

は
原

則
と

し
て

当
初

の
１

回
に

限
り

所
定

点
数

を
算

定
し

、
２

回
目

以
降

に
行

っ
た

手
術

に
つ

い
て

は
各

区
分

に
掲

げ

る
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
２

回
目

以
降

も
当

該
手

術
を

施
行

し
た

場
合

は
、

当
該

所
定

点
数

を

算
定

で
き

る
。

 

Ｋ
６

３
６

－
３

 
腹

腔
鏡

下
試

験
開

腹
術

 

腹
腔

鏡
に

よ
る

腹
腔

内
の

確
認

の
み

を
行

っ
た

時
点

で
手

術
を

中
止

し
た

場
合

は
、

本
区

分
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

３
６

－
４

 
腹

腔
鏡

下
試

験
切

除
術

 

腹
腔

鏡
に

よ
る

腹
腔

内
の

確
認

を
行

い
、

臓
器

・
組

織
の

一
部

を
切

除
し

た
時

点
で

手
術

を
中

止
し

た
場

合
は

、

本
区

分
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

３
７

－
２

 
経

皮
的

腹
腔

膿
瘍

ド
レ

ナ
ー

ジ
術

 

（ ）（ ） 615614

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 5
0
7
 -
 

出
た

保
険

医
療

機
関

以
外

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
は

、
所

定
点

数
の

1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

６
４

－
２

 
経

皮
経

食
道

胃
管

挿
入

術
（

Ｐ
Ｔ

Ｅ
Ｇ

）
 

(
１

)
 

経
皮

経
食

道
胃

管
挿

入
術

を
実

施
し

た
医

学
的

な
理

由
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

経
皮

経
食

道
胃

管
挿

入
術

（
Ｐ

Ｔ
Ｅ

Ｇ
）

で
用

い
る

カ
テ

ー
テ

ル
及

び
キ

ッ
ト

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
６

６
４

－
３

 
薬

剤
投

与
用

胃
瘻

造
設

術
 

(
１

)
 

レ
ボ

ド
パ

・
カ

ル
ビ

ド
パ

水
和

物
製

剤
を

経
胃

瘻
空

腸
投

与
す

る
目

的
で

胃
瘻

造
設

を
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

算
定

に
当

た
っ

て
は

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
経

胃
瘻

空
腸

投
与

が
必

要
な

理
由

及

び
医

学
的

な
根

拠
を

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
薬

剤
投

与
用

胃
瘻

造
設

術
で

用
い

る
カ

テ
ー

テ
ル

及

び
キ

ッ
ト

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

当
該

療
養

を
行

う
際

に
は

、
胃

瘻
造

設
の

必
要

性
、

管
理

の
方

法
及

び
閉

鎖
の

際
に

要
さ

れ
る

身
体

の
状

態
等

、
療

養
上

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

へ
の

説
明

を
行

う
こ

と
。

 

Ｋ
６

６
５

 
胃

瘻
閉

鎖
術

 

外
科

的
に

造
設

さ
れ

た
胃

瘻
に

つ
い

て
、

開
腹

や
腹

腔
鏡

に
よ

る
操

作
等

を
伴

う
胃

瘻
閉

鎖
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

胃
瘻

カ
テ

ー
テ

ル
を

抜
去

し
閉

鎖
し

た
場

合
は

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
６

６
５

－
２

 
胃

瘻
抜

去
術

 

胃
瘻

カ
テ

ー
テ

ル
を

抜
去

し
、

閉
鎖

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

６
８

－
２

 
バ

ル
ー

ン
閉

塞
下

逆
行

性
経

静
脈

的
塞

栓
術

 

胃
静

脈
瘤

出
血

又
は

出
血

リ
ス

ク
の

高
い

胃
静

脈
瘤

に
対

し
て

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

６
７

０
 

胆
囊

切
開

結
石

摘
出

術
 

胆
嚢

結
石

症
に

対
し

て
、

胆
嚢

結
石

の
み

を
摘

出
し

た
場

合
に

算
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

Ｋ
６

７
２

 
胆

囊
摘

出
術

 
 

 
 

胆
嚢

結
石

症
及

び
腸

間
膜

動
脈

性
十

二
指

腸
閉

塞
症

に
対

し
、

胆
囊

摘
出

術
及

び
十

二
指

腸
空

腸
吻

合
術

（
十

二
指

腸
水

平
脚

と
空

腸
起

始
部

よ
り

2
0

㎝
の

部
で

側
々

吻
合

を
行

う
。

）
を

併
施

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

６
５

５
」

胃
切

除
術

の
「

１
」

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

７
４

 
総

胆
管

拡
張

症
手

術
 

先
天

性
胆

管
拡

張
症

に
対

し
、

胃
切

除
、

総
胆

管
切

除
、

胆
囊

摘
出

、
胃

腸
吻

合
兼

ブ
ラ

ウ
ン

吻
合

、
胆

管
空

腸
吻

合
、

十
二

指
腸

膵
頭

吻
合

及
び

空
腸

吻
合

術
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

６
５

７
」

胃
全

摘

術
の

「
２

」
に

準
じ

て
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

７
７

－
２

 
肝

門
部

胆
管

悪
性

腫
瘍

手
術

 

(
１

)
 

「
１

」
は

門
脈

又
は

肝
動

脈
血

行
再

建
を

併
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

肝
切

除
を

伴
う

肝
外

胆
道

悪
性

腫
瘍

切
除

術
に

つ
い

て
も

、
本

区
分

で
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

７
８

 
体

外
衝

撃
波

胆
石

破
砕

術
 

 
 

 
(
１

)
 

当
該

技
術

の
適

応
と

な
る

胆
石

は
、

次
の

要
件

を
満

た
す

も
の

の
う

ち
、

胆
石

破
砕

術
の

適
応

と
な

る
も

の
で

あ
る

。
 

 
 

 
 

 
ア

 
胆

嚢
結

石
症

の
既

往
が

あ
る

も
の

 

 
 

 
 

 
イ

 
胆

囊
に

炎
症

が
な

く
、

胆
囊

機
能

が
良

好
な

胆
囊

結
石

症
又

は
肝

内
・

総
胆

管
内

結
石

症
 

 
 

 
(
２

)
 

「
一

連
」

と
は

、
治

療
の

対
象

と
な

る
疾

患
に

対
し

て
所

期
の

目
的

を
達

す
る

ま
で

に
行

う
一

連
の

治
療

過
程

を
い

う
。

数
日

の
間

隔
を

お
い

て
一

連
の

治
療

過
程

に
あ

る
数

回
の

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
を

行
う

場

 
-
 5
0
6
 -
 

単
純

な
全

摘
・

消
化

管
吻

合
術

を
行

っ
た

場
合

に
は

単
純

切
除

術
又

は
単

純
全

摘
術

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

５
５

－
３

 
十

二
指

腸
窓

（
内

方
）

憩
室

摘
出

術
 

十
二

指
腸

窓
（

内
方

）
に

生
じ

た
憩

室
（

多
数

）
を

後
腹

膜
を

切
開

し
、

大
腸

肝
屈

曲
部

を
剥

離
し

て
摘

出
す

る
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

５
６

－
２

 
腹

腔
鏡

下
胃

縮
小

術
（

ス
リ

ー
ブ

状
切

除
に

よ
る

も
の

）
 

(
１

)
 

次
の

患
者

に
対

し
て

、
腹

腔
鏡

下
に

ス
リ

ー
ブ

状
胃

切
除

術
を

実
施

し
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

ア
 

６
か

月
以

上
の

内
科

的
治

療
に

よ
っ

て
も

十
分

な
効

果
が

得
ら

れ
な

い
Ｂ

Ｍ
Ｉ

が
3
5
以

上
の

肥
満

症
の

患
者

で
あ

っ
て

、
糖

尿
病

、
高

血
圧

症
、

脂
質

異
常

症
又

は
閉

塞
性

睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
の

う
ち

１
つ

以
上

を
合

併
し

て
い

る
も

の
。

イ
 

６
か

月
以

上
の

内
科

的
治

療
に

よ
っ

て
も

十
分

な
効

果
が

得
ら

れ
な

い
Ｂ

Ｍ
Ｉ

が
3
2
.
5
～

3
4
.
9
の

肥
満

症
及

び
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
Ａ

１
ｃ

（
Ｈ

ｂ
Ａ

１
ｃ

）
が

8
.
4
％

以
上

（
Ｎ

Ｇ
Ｓ

Ｐ
値

）
の

糖
尿

病
の

患
者

で
あ

っ
て

、
高

血
圧

症
（

６
か

月
以

上
、

降
圧

剤
に

よ
る

薬
物

治
療

を
行

っ
て

も
管

理
が

困
難

（
収

縮
期

血
圧

1
6
0
m
m
H
g
以

上
）

な
も

の
に

限
る

。
）

、
脂

質
異

常
症

（
６

か
月

以

上
、

ス
タ

チ
ン

製
剤

等
に

よ
る

薬
物

治
療

を
行

っ
て

も
管

理
が

困
難

（
Ｌ

Ｄ
Ｌ

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
1
4
0
m
g
/

d
L
以

上
又

は
ｎ

ｏ
ｎ

－
Ｈ

Ｄ
Ｌ

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
1
7
0
m
/
d
L
以

上
）

な
も

の
に

限
る

。
）

又
は

閉
塞

性
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

（
Ａ

Ｈ
Ｉ

≧
3
0
の

重
症

の
も

の
に

限
る

。
）

の
う

ち
１

つ
以

上
を

合
併

し
て

い
る

も

の
。

 

(
２

)
 

実
施

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
高

血
圧

症
、

脂
質

異
常

症
又

は
糖

尿
病

の
治

療
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
（

当
該

保
険

医
療

機
関

に
配

置
さ

れ
て

い
る

医
師

に
限

る
。

）
が

治
療

の
必

要
性

を

認
め

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

長
期

継
続

的
に

生
活

習
慣

病
の

管
理

を
行

う
た

め
、

患
者

の
同

意
を

得
た

上
で

治
療

計
画

を
作

成
し

、
当

該
手

術
の

副
作

用
等

を
含

め
て

患
者

に
説

明
し

、
文

書
に

よ
り

提
供

す
る

と
と

も
に

、
術

後
の

継
続

的
な

治

療
を

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
う

場
合

は
、

術
後

の
継

続
的

な
治

療
を

担
う

他
の

保
険

医
療

機
関

へ

当
該

患
者

に
係

る
治

療
計

画
及

び
診

療
情

報
を

文
書

に
よ

り
提

供
す

る
こ

と
。

ま
た

、
手

術
前

の
Ｂ

Ｍ
Ｉ

、

手
術

前
に

行
わ

れ
た

内
科

的
管

理
の

内
容

及
び

期
間

、
手

術
の

必
要

性
等

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

及

び
診

療
録

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
６

５
９

 
食

道
下

部
迷

走
神

経
切

除
術

 

 
 

 
 

十
二

指
腸

潰
瘍

に
対

し
て

迷
走

神
経

切
断

術
及

び
幽

門
形

成
術

を
併

施
し

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
６

６
４

」

胃
瘻

造
設

術
の

併
施

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、

「
３

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

６
６

４
 

胃
瘻

造
設

術
（

経
皮

的
内

視
鏡

下
胃

瘻
造

設
術

、
腹

腔
鏡

下
胃

瘻
造

設
術

を
含

む
。

）
 

(
１

)
 

実
施

し
た

胃
瘻

造
設

術
の

術
式

に
つ

い
て

、
開

腹
に

よ
る

胃
瘻

造
設

術
、

経
皮

的
内

視
鏡

下
胃

瘻
造

設
術

又
は

腹
腔

鏡
下

胃
瘻

造
設

術
の

い
ず

れ
に

該
当

す
る

か
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。

な
お

、
経

皮
的

内
視

鏡
下

胃
瘻

造
設

術
で

用
い

る
カ

テ
ー

テ
ル

及
び

キ
ッ

ト
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

当
該

療
養

を
行

う
際

に
は

、
胃

瘻
造

設
の

必
要

性
、

管
理

の
方

法
及

び
閉

鎖
の

際
に

要
さ

れ
る

身
体

の
状

態
等

、
療

養
上

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

へ
の

説
明

を
行

う
こ

と
。

 

(
３

)
 

胃
瘻

造
設

後
、

他
の

保
険

医
療

機
関

等
に

患
者

を
紹

介
す

る
場

合
は

、
嚥

下
機

能
評

価
の

結
果

、
嚥

下
機

能
訓

練
等

の
必

要
性

や
実

施
す

る
べ

き
内

容
、

嚥
下

調
整

食
の

内
容

（
嚥

下
機

能
の

観
点

か
ら

適
切

と
考

え

ら
れ

る
食

事
形

態
や

量
の

情
報

等
を

含
む

。
）

、
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

へ
の

説
明

内
容

等
を

情
報

提
供

す

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

（ ）（ ） 617616

２
－
⑽　
手　
術



 
-
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Ｋ
６

８
７

 
内

視
鏡

的
乳

頭
切

開
術

 

 
 

(
１

)
 

短
期

間
又

は
同

一
入

院
期

間
中

に
お

い
て

、
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

第
１

回
目

の
実

施
日

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
２

)
 

乳
頭

切
開

を
行

っ
た

後
、

経
乳

頭
的

に
電

気
水

圧
衝

撃
波

、
超

音
波

又
は

砕
石

用
把

持
鉗

子
等

に
よ

り
結

石
を

破
砕

し
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
て

摘
出

し
た

場
合

は
、

「
２

」
に

よ
り

算
定

す

る
。

た
だ

し
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
て

、
砕

石
を

行
わ

ず
結

石
の

摘
出

の
み

を
行

っ

た
場

合
は

、
「

１
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

乳
頭

切
開

を
行

っ
た

後
、

経
乳

頭
的

に
胆

道
鏡

下
に

結
石

の
摘

出
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

３
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

マ
イ

ク
ロ

波
凝

固
療

法
を

実
施

し
た

場
合

に
お

け
る

当
該

療
法

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

(
５

)
 

短
期

間
又

は
同

一
入

院
期

間
中

に
お

い
て

、
区

分
番

号
「

Ｋ
６

８
５

」
内

視
鏡

的
胆

道
結

石
除

去
術

と
区

分
番

号
「

Ｋ
６

８
７

」
内

視
鏡

的
乳

頭
切

開
術

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

に
よ

り
算

定

す
る

。
 

(
６

)
 

内
視

鏡
的

乳
頭

拡
張

術
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

１
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
７

)
 

「
注

」
の

加
算

に
つ

い
て

は
、

術
後

再
建

腸
管

を
有

す
る

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

の
み

算
定

で
き

る
。

 

Ｋ
６

８
８

 
内

視
鏡

的
胆

道
ス

テ
ン

ト
留

置
術

 

「
注

」
の

加
算

に
つ

い
て

は
、

術
後

再
建

腸
管

を
有

す
る

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

の
み

算
定

で
き

る
。

 

Ｋ
６

９
１

－
２

 
経

皮
的

肝
膿

瘍
ド

レ
ナ

ー
ジ

術
 

当
該

手
術

は
初

回
実

施
に

限
り

算
定

し
、

２
回

目
以

降
の

処
置

に
係

る
ド

レ
ナ

ー
ジ

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

０
０

２
」

ド
レ

ー
ン

法
（

ド
レ

ナ
ー

ジ
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

９
５

 
肝

切
除

術
 

(
１

)
 

「
１

」
の

「
ロ

」
を

算
定

す
る

場
合

は
、

複
数

回
の

切
除

を
要

し
た

根
拠

と
な

る
画

像
所

見
及

び
医

学
的

な
理

由
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

又
は

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

尾
状

葉
全

切
除

は
「

６
」

の
３

区
域

切
除

以
上

の
も

の
で

算
定

す
る

。
な

お
、

単
に

、
尾

状
葉

の
一

部
を

切
除

す
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

「
１

」
の

部
分

切
除

で
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

９
５

－
２

  
腹

腔
鏡

下
肝

切
除

術
 

(
１

)
 

「
１

」
の

「
ロ

」
を

算
定

す
る

場
合

は
、

複
数

回
の

切
除

を
要

し
た

根
拠

と
な

る
画

像
所

見
及

び
医

学
的

な
理

由
を

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

記
載

又
は

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

「
３

」
、

「
４

」
、

「
５

」
及

び
「

６
」

に
つ

い
て

は
、

血
行

再
建

や
胆

道
再

建
を

伴
う

も
の

は
対

象
と

な
ら

な
い

。
 

Ｋ
６

９
７

－
２

 
肝

悪
性

腫
瘍

マ
イ

ク
ロ

波
凝

固
法

（
一

連
と

し
て

）
 

  
  
  
(
１

)
  
「

１
」

及
び

「
２

」
を

併
せ

て
実

施
し

た
場

合
に

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
９

７
－

３
」

肝
悪

性
腫

瘍
ラ

ジ
オ

波
焼

灼
療

法
と

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
６

９
７

－
３

 
肝

悪
性

腫
瘍

ラ
ジ

オ
波

焼
灼

療
法

（
一

連
と

し
て

）
 

 
 

 
(
１

)
 

「
１

」
及

び
「

２
」

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、

「
イ

」
及

び
「

ロ
」

を
併

せ
て

実
施

し
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
９

７
－

２
」

肝
悪

性
腫

瘍
マ

イ
ク

ロ
波

凝
固

法
と

併
せ

て
行

っ
た

場
合

に
は

、
主

た
る

も
の

の
み

算
定

す
る

。
 

 
-
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合
は

、
所

定
点

数
を

１
回

に
限

り
算

定
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
後

に
行

わ
れ

た
同

一
目

的
の

手
術

の
費

用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
(
３

)
 

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
に

よ
っ

て
は

所
期

の
目

的
が

達
成

で
き

ず
、

他
の

手
術

手
技

を
行

っ
た

場
合

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 
 

 
 

  
  
Ｋ

６
８

２
－

２
 

経
皮

的
胆

管
ド

レ
ナ

ー
ジ

術
 

(
１

)
 

当
該

手
術

は
初

回
実

施
に

限
り

算
定

し
、

２
回

目
以

降
の

処
置

に
係

る
ド

レ
ナ

ー
ジ

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

０
０

２
」

ド
レ

ー
ン

法
（

ド
レ

ナ
ー

ジ
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

急
性

胆
嚢

炎
に

対
し

て
、

経
皮

的
胆

嚢
穿

刺
の

み
を

行
い

、
ド

レ
ー

ン
を

留
置

し
な

か
っ

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｊ
０

１
０

－
２

」
経

皮
的

肝
膿

瘍
等

穿
刺

術
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
６

８
２

－
３

 
内

視
鏡

的
経

鼻
胆

管
ド

レ
ナ

ー
ジ

術
（

Ｅ
Ｎ

Ｂ
Ｄ

）
 

当
該

手
術

は
初

回
実

施
に

限
り

算
定

し
、

２
回

目
以

降
の

処
置

に
係

る
ド

レ
ナ

ー
ジ

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

０
０

２
」

ド
レ

ー
ン

法
（

ド
レ

ナ
ー

ジ
）

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
６

８
２

－
４

 
超

音
波

内
視

鏡
下

瘻
孔

形
成

術
（

腹
腔

内
膿

瘍
に

対
す

る
も

の
）

 

腹
腔

内
の

膿
瘍

形
成

に
対

し
、

コ
ン

ベ
ッ

ク
ス

型
超

音
波

内
視

鏡
を

用
い

て
瘻

孔
形

成
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

こ
の

際
の

超
音

波
検

査
及

び
内

視
鏡

検
査

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

な
お

、
膵

仮
性

囊
胞

、

膵
膿

瘍
、

閉
塞

性
黄

疸
又

は
骨

盤
腔

内
膿

瘍
に

対
し

、
コ

ン
ベ

ッ
ク

ス
型

超
音

波
内

視
鏡

を
用

い
て

瘻
孔

形
成

術

を
行

っ
た

場
合

に
つ

い
て

も
本

区
分

で
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

６
８

４
 

先
天

性
胆

道
閉

鎖
症

手
術

 

  
  
 

 
初

回
根

治
手

術
が

適
切

に
行

わ
れ

た
患

者
で

あ
っ

て
、

初
回

手
術

後
胆

汁
排

泄
不

良
を

認
め

、
再

手
術

を
行

っ

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
初

回
手

術
に

お
け

る
肝

門
部

処
理

と
同

等
以

上
の

肝
門

部
処

理
が

行
わ

れ
た

場
合

は
、

２

回
目

の
手

術
に

つ
い

て
も

当
該

手
術

の
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
。

 

Ｋ
６

８
４

－
２

 
腹

腔
鏡

下
胆

道
閉

鎖
症

手
術

 

初
回

根
治

手
術

が
適

切
に

行
わ

れ
た

患
者

で
あ

っ
て

、
初

回
手

術
後

胆
汁

排
泄

不
良

を
認

め
、

再
手

術
を

行
っ

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
初

回
手

術
に

お
け

る
肝

門
部

処
理

と
同

等
以

上
の

肝
門

部
処

理
が

行
わ

れ
た

場
合

は
、

２

回
目

の
手

術
に

つ
い

て
も

当
該

手
術

の
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
。

 

  
  
Ｋ

６
８

５
 

内
視

鏡
的

胆
道

結
石

除
去

術
 

(
１

)
 

「
１

」
の

胆
道

砕
石

術
を

伴
う

も
の

は
、

胆
道

鏡
を

用
い

Ｔ
字

管
又

は
胆

管
外

瘻
孔

を
介

し
、

若
し

く
は

内
視

鏡
を

用
い

経
十

二
指

腸
的

に
、

電
気

水
圧

衝
撃

波
、

超
音

波
又

は
砕

石
用

把
持

鉗
子

等
に

よ
り

結
石

を

破
砕

し
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
て

摘
出

す
る

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

バ
ス

ケ
ッ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
て

、
砕

石
を

行
わ

ず
結

石
の

摘
出

の
み

を
行

っ
た

場
合

は
、

「
２

」
そ

の
他

の
も

の
で

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
３

)
 

短
期

間
又

は
同

一
入

院
期

間
中

に
お

い
て

、
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

第
１

回
目

の
実

施
日

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

短
期

間
又

は
同

一
入

院
期

間
中

に
お

い
て

、
区

分
番

号
「

Ｋ
６

８
７

」
内

視
鏡

的
乳

頭
切

開
術

と
区

分
番

号
「

Ｋ
６

８
５

」
内

視
鏡

的
胆

道
結

石
除

去
術

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
主

た
る

も
の

の
み

に
よ

り
算

定

す
る

。
 

(
５

)
 

「
注

」
の

加
算

に
つ

い
て

は
、

術
後

再
建

腸
管

を
有

す
る

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

の
み

算
定

で
き

る
。

 

Ｋ
６

８
６

 
内

視
鏡

的
胆

道
拡

張
術

 

「
注

」
の

加
算

に
つ

い
て

は
、

術
後

再
建

腸
管

を
有

す
る

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

の
み

算
定

で
き

る
。

 

（ ）（ ） 617616

２
－
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に
委

ね
る

。
 

Ｋ
６

９
７

－
６

  
移

植
用

肝
採

取
術

（
死

体
）

  
 

(
１

)
 

移
植

用
肝

採
取

術
（

死
体

）
の

所
定

点
数

は
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

肝
の

移
植

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
算

定

す
る

。
 

(
２

)
 

移
植

用
肝

採
取

術
（

死
体

）
の

所
定

点
数

に
は

、
脳

死
し

た
者

の
身

体
か

ら
移

植
の

た
め

の
肝

採
取

を
行

う
際

の
採

取
前

の
採

取
対

象
肝

の
灌

流
、

肝
採

取
、

採
取

肝
の

灌
流

及
び

保
存

並
び

に
リ

ン
パ

節
の

保
存

に

要
す

る
人

件
費

、
薬

品
・

容
器

等
の

材
料

費
等

の
費

用
が

全
て

含
ま

れ
る

。
た

だ
し

、
肝

採
取

を
行

う
医

師

を
派

遣
し

た
場

合
に

お
け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

肝
を

搬
送

し
た

場
合

に
お

け
る

搬
送

に

要
し

た
費

用
に

つ
い

て
は

療
養

費
と

し
て

支
給

し
、

そ
れ

ら
の

額
は

移
送

費
の

算
定

方
法

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

部
分

肝
を

用
い

て
複

数
の

者
に

対
す

る
移

植
が

行
わ

れ
た

場
合

に
は

、
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
そ

れ
ぞ

れ
に

お
い

て
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

肝
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

肝
移

植
に

用
い

る
健

肝
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
肝

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 

Ｋ
６

９
７

－
７

 
同

種
死

体
肝

移
植

術
 

(
１

)
 

同
種

死
体

肝
移

植
術

の
所

定
点

数
に

は
、

灌
流

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

(
２

)
 

肝
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

肝
移

植
に

用
い

る
健

肝
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
肝

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 
 

Ｋ
６

９
９

－
２

 
体

外
衝

撃
波

膵
石

破
砕

術
 

(
１

)
「

一
連

」
と

は
、

治
療

の
対

象
と

な
る

疾
患

に
対

し
て

所
期

の
目

的
を

達
す

る
ま

で
に

行
う

一
連

の
治

療
過

程
を

い
う

。
数

日
の

間
隔

を
お

い
て

一
連

の
治

療
過

程
に

あ
る

数
回

の
体

外
衝

撃
波

膵
石

破
砕

術
を

行
う

場

合
は

、
１

回
の

み
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
な

お
、

そ
の

他
数

回
の

手
術

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

体
外

衝
撃

波
膵

石
破

砕
に

よ
っ

て
は

所
期

の
目

的
が

達
成

で
き

ず
、

内
視

鏡
を

用
い

た
破

砕
膵

石
の

除
去

以
外

の
手

術
手

技
を

実
施

し
た

場
合

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
７

０
０

－
３

 
腹

腔
鏡

下
膵

腫
瘍

摘
出

術
 

当
該

手
術

に
つ

い
て

十
分

な
経

験
を

有
す

る
医

師
に

よ
り

実
施

さ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

０
２

－
２

 
腹

腔
鏡

下
膵

体
尾

部
腫

瘍
切

除
術

 

当
該

手
術

に
つ

い
て

十
分

な
経

験
を

有
す

る
医

師
に

よ
り

実
施

さ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

原
則

と
し

て
周

辺
臓

器
及

び
脈

管
の

合
併

切
除

を
伴

わ
な

い
も

の
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
７

０
３

－
２

 
腹

腔
鏡

下
膵

頭
部

腫
瘍

切
除

術
 

当
該

手
術

に
つ

い
て

十
分

な
経

験
を

有
す

る
医

師
に

よ
り

実
施

さ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

原
則

と
し

て
周

辺
臓

器
（

胃
、

結
腸

、
腎

、
副

腎
等

）
の

合
併

切
除

を
伴

わ
な

い
も

の
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算

定
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
７

０
９

－
２

 
移

植
用

膵
採

取
術

（
死

体
）

 
 

(
１

)
 

移
植

用
膵

採
取

術
（

死
体

）
の

所
定

点
数

は
、

死
体

か
ら

膵
の

移
植

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

死
体

膵
に

は
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

の
膵

を
含

 
-
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1
0
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(
３

)
 

こ
こ

で
い

う
２

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
と

は
、

ラ
ジ

オ
波

に
よ

る
焼

灼
範

囲
で

は
な

く
、

腫
瘍

の
長

径
を

い
う

。
 

 
 

Ｋ
６

９
７

－
５

 
生

体
部

分
肝

移
植

術
 

  
  
  
(
１

)
 

対
象

疾
患

は
、

先
天

性
胆

道
閉

鎖
症

、
進

行
性

肝
内

胆
汁

う
っ

滞
症

（
原

発
性

胆
汁

性
肝

硬
変

と
原

発
性

硬
化

性
胆

管
炎

を
含

む
。

）
、

ア
ラ

ジ
ー

ル
症

候
群

、
バ

ッ
ド

キ
ア

リ
ー

症
候

群
、

先
天

性
代

謝
性

肝
疾

患

（
家

族
性

ア
ミ

ロ
イ

ド
ポ

リ
ニ

ュ
ー

ロ
パ

チ
ー

を
含

む
。

）
、

多
発

嚢
胞

肝
、

カ
ロ

リ
病

、
肝

硬
変

（
非

代

償
期

）
及

び
劇

症
肝

炎
（

ウ
イ

ル
ス

性
、

自
己

免
疫

性
、

薬
剤

性
、

成
因

不
明

を
含

む
。

）
で

あ
る

。
な

お
、

肝
硬

変
（

非
代

償
期

）
に

肝
癌

（
転

移
性

の
も

の
を

除
く

。
以

下
同

じ
。

）
を

合
併

し
て

い
る

場
合

に
は

、

遠
隔

転
移

と
血

管
侵

襲
を

認
め

な
い

も
の

で
、

当
該

肝
癌

が
、

次
の

条
件

に
よ

り
、

肝
内

に
長

径
５

c
m
以

下

１
個

、
長

径
３

c
m

以
下

３
個

以
内

、
又

は
長

径
５

c
m

以
下

５
個

以
内

か
つ

α
－

フ
ェ

ト
プ

ロ
テ

イ
ン

（
Ａ

Ｆ
Ｐ

）
の

検
査

結
果

が
5
0
0
 
n
g
／

m
L

以
下

で
あ

る
場

合
に

限
る

。
ま

た
、

小
児

肝
芽

腫
に

つ
い

て
も

対
象

疾
患

に
含

む
も

の
と

す
る

。
 

ア
 

肝
癌

の
長

径
及

び
個

数
に

つ
い

て
は

、
病

理
結

果
で

は
な

く
、

当
該

移
植

実
施

日
か

ら
１

月
以

内
の

術

前
画

像
を

基
に

判
定

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
 

イ
 

術
前

画
像

に
お

い
て

肝
癌

と
判

定
さ

れ
る

結
節

性
病

変
は

、
単

純
Ｃ

Ｔ
で

撮
影

し
た

画
像

に
お

い
て

低

吸
収

域
と

し
て

描
出

さ
れ

、
造

影
Ｃ

Ｔ
で

撮
影

し
た

画
像

の
動

脈
相

に
お

い
て

高
吸

収
域

と
し

て
、

門
脈

相
に

お
い

て
低

吸
収

域
と

し
て

描
出

さ
れ

る
も

の
を

い
い

、
こ

れ
を

典
型

的
な

肝
癌

と
判

定
す

る
。

な
お

、

非
典

型
的

な
肝

癌
の

場
合

は
、

最
新

の
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

肝
癌

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

作
成

に
関

す
る

研
究

班
「

肝
癌

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

き
、

肝
癌

と
診

断
さ

れ
た

場
合

に
限

る
。

ま
た

、
造

影
剤

に
ア

レ
ル

ギ
ー

が
あ

り
造

影
Ｃ

Ｔ
が

実
施

で
き

な
い

場
合

は
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
で

代
用

す
る

。
 

ウ
 

当
該

移
植

前
に

肝
癌

に
対

す
る

治
療

を
行

っ
た

症
例

に
関

し
て

は
、

当
該

治
療

を
終

了
し

た
日

か
ら

３

月
以

上
経

過
後

の
移

植
前

１
月

以
内

の
術

前
画

像
を

基
に

判
定

す
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
完

全
壊

死
に

陥
っ

て
い

る
結

節
は

、
肝

癌
の

個
数

に
は

含
め

な
い

。
 

(
２

)
 

生
体

肝
を

移
植

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

日
本

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

生
体

肝
移

植
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

て
い

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

生
体

肝
を

移
植

す
る

場
合

に
お

い
て

は
肝

提
供

者
か

ら
移

植
肝

を
摘

出
す

る
こ

と
に

係
る

全
て

の
療

養
上

の
費

用
を

所
定

点
数

に
よ

り
算

出
し

、
生

体
部

分
肝

移
植

術
の

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

な
お

、
肝

提
供

者

の
生

体
肝

を
摘

出
す

る
こ

と
に

係
る

療
養

上
の

費
用

に
は

、
食

事
の

提
供

も
含

ま
れ

、
具

体
的

に
は

、
「

入

院
時

食
事

療
養

費
に

係
る

食
事

療
養

及
び

入
院

時
生

活
療

養
費

に
係

る
生

活
療

養
の

費
用

の
額

の
算

定
に

関

す
る

基
準

」
（

平
成

1
8
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

9
9
号

）
に

よ
っ

て
算

定
し

た
費

用
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

に
つ

き
１

点
未

満
の

端
数

を
四

捨
五

入
し

て
得

た
点

数
と

他
の

療
養

上
の

費
用

に
係

る
点

数
を

合

計
し

た
点

数
と

す
る

。
こ

の
場

合
、

肝
提

供
者

に
食

事
療

養
標

準
負

担
額

を
求

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

(
４

)
 

肝
採

取
を

行
う

医
師

を
派

遣
し

た
場

合
に

お
け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

肝
を

搬
送

し
た

場
合

に
お

け
る

搬
送

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の
算

定

方
法

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

請
求

に
当

た
っ

て
は

、
肝

移
植

者
の

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

肝
提

供
者

の
療

養
上

の
費

用
に

係
る

合
計

点
数

を
併

せ
て

記
載

す
る

と
と

も
に

、
肝

提
供

者
の

療
養

に
係

る
所

定
点

数
を

記
載

し
た

診
療

報
酬

明

細
書

を
添

付
す

る
。

 

(
６

)
 

生
体

部
分

肝
移

植
術

の
所

定
点

数
に

は
、

灌
流

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

(
７

)
 

肝
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

肝
移

植
に

用
い

る
健

肝
を

摘
出

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
肝

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

（ ）（ ） 619618

２
－
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互
の

合
議

に
委

ね
る

。
 

(
４

)
 

「
注

１
」

の
加

算
は

、
死

体
（

脳
死

体
を

除
く

。
）

か
ら

移
植

の
た

め
の

膵
腎

採
取

を
行

う
際

の
採

取
前

の

採
取

対
象

膵
腎

の
灌

流
、

膵
腎

採
取

、
採

取
膵

腎
の

灌
流

及
び

保
存

並
び

に
リ

ン
パ

節
の

保
存

に
要

す
る

人
件

費
、

薬
品

・
容

器
等

の
材

料
費

等
の

費
用

が
全

て
含

ま
れ

る
。

た
だ

し
、

膵
腎

採
取

を
行

う
医

師
を

派
遣

し
た

場
合

に
お

け
る

医
師

の
派

遣
に

要
し

た
費

用
及

び
採

取
膵

腎
を

搬
送

し
た

場
合

に
お

け
る

搬
送

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の
算

定
方

法
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

０
９

－
６

 
同

種
死

体
膵

島
移

植
術

 

(
１

)
 

対
象

患
者

は
、

１
型

糖
尿

病
患

者
で

あ
っ

て
、

慢
性

腎
不

全
を

伴
わ

な
い

者
又

は
腎

移
植

後
の

者
と

す
る

。
 

(
２

)
 

同
種

死
体

膵
島

移
植

術
の

所
定

点
数

に
は

、
膵

島
分

離
の

費
用

が
含

ま
れ

る
。

 

(
３

)
 

移
植

の
対

象
と

な
る

死
体

膵
島

に
は

、
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

第
６

条
第

２
項

に
規

定
す

る
脳

死
し

た
身

体
の

膵
島

を
含

む
。

 

(
４

)
 

膵
島

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
膵

島
移

植
に

用
い

る
健

膵
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
膵

島
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

行
い

、
診

療
報

酬
の

分
配

は
相

互

の
合

議
に

委
ね

る
。

 

(
５

)
 

「
注

１
」

の
規

定
に

基
づ

く
加

算
は

、
死

体
（

脳
死

体
を

除
く

。
）

か
ら

移
植

の
た

め
の

膵
採

取
を

行
う

際
の

採
取

前
の

採
取

対
象

膵
の

灌
流

、
膵

採
取

、
採

取
膵

の
灌

流
及

び
保

存
並

び
に

リ
ン

パ
節

の
保

存
に

要

す
る

人
件

費
、

薬
品

・
容

器
等

の
材

料
費

等
の

費
用

が
全

て
含

ま
れ

る
。

た
だ

し
、

膵
採

取
を

行
う

医
師

を

派
遣

し
た

場
合

に
お

け
る

医
師

の
派

遣
に

要
し

た
費

用
及

び
採

取
膵

を
搬

送
し

た
場

合
に

お
け

る
搬

送
に

要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の
算

定
方

法
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

１
４

 
腸

管
癒

着
症

手
術

 

腸
閉

塞
症

手
術

を
行

っ
た

場
合

は
、

そ
の

術
式

に
よ

り
腸

管
癒

着
症

手
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
７

１
５

」
腸

重
積

症
整

復
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
７

１
６

」
小

腸
切

除
術

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

７
１

９
」

結
腸

切
除

術
等

に
よ

り
算

定

す
る

。
 

Ｋ
７

１
６

 
小

腸
切

除
術

 

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
ク

ロ
ー

ン
病

の
患

者
の

う
ち

、
複

雑
な

瘻
孔

形
成

や
膿

瘍
形

成
の

あ
る

も
の

に
対

し
て

小
腸

切
除

術
を

実
施

し
た

場
合

は
、

本
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
７

１
６

－
２

 
腹

腔
鏡

下
小

腸
切

除
術

 

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
ク

ロ
ー

ン
病

の
患

者
の

う
ち

、
複

雑
な

瘻
孔

形
成

や
膿

瘍
形

成
の

あ
る

も
の

に
対

し
て

小
腸

切
除

術
を

実
施

し
た

場
合

は
、

本
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
７

１
６

－
４

 
生

体
部

分
小

腸
移

植
術

 

(
１

)
 

対
象

症
例

は
、

短
腸

症
候

群
又

は
機

能
的

難
治

性
小

腸
不

全
で

あ
っ

て
、

経
静

脈
栄

養
を

必
要

と
し

、
経

静
脈

栄
養

の
継

続
が

困
難

な
も

の
又

は
困

難
に

な
る

こ
と

が
予

測
さ

れ
る

も
の

と
す

る
。

 

(
２

)
 

生
体

小
腸

を
移

植
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
日

本
移

植
学

会
に

よ
る

「
生

体
小

腸
移

植
実

施
指

針
」

を
遵

守
し

て
い

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

生
体

小
腸

を
移

植
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
小

腸
提

供
者

か
ら

移
植

小
腸

を
摘

出
す

る
こ

と
に

係
る

全
て

の
療

養
上

の
費

用
を

所
定

点
数

に
よ

り
算

出
し

、
生

体
部

分
小

腸
移

植
術

の
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
な

お
、

小
腸

提
供

者
の

生
体

小
腸

を
摘

出
す

る
こ

と
に

係
る

療
養

上
の

費
用

に
は

、
食

事
の

提
供

も
含

ま
れ

、
具

体

的
に

は
、

「
入

院
時

食
事

療
養

費
に

係
る

食
事

療
養

及
び

入
院

時
生

活
療

養
費

に
係

る
生

活
療

養
の

費
用

の

額
の

算
定

に
関

す
る

基
準

」
（

平
成

1
8
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

9
9
号

）
に

よ
っ

て
算

定
し

た
費

用
額

を
1
0

円
で

除
し

て
得

た
点

数
に

つ
き

１
点

未
満

の
端

数
を

四
捨

五
入

し
て

得
た

点
数

と
他

の
療

養
上

の
費

用
に

係
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む
。

 

(
３

)
 

移
植

用
膵

採
取

術
（

死
体

）
の

所
定

点
数

に
は

、
移

植
の

た
め

の
膵

採
取

を
行

う
際

の
採

取
前

の
採

取
対

象
膵

の
灌

流
、

膵
採

取
、

採
取

膵
の

灌
流

及
び

保
存

並
び

に
リ

ン
パ

節
の

保
存

に
要

す
る

人
件

費
、

薬
品

・

容
器

等
の

材
料

費
等

の
費

用
が

全
て

含
ま

れ
る

。
た

だ
し

、
膵

採
取

を
行

う
医

師
を

派
遣

し
た

場
合

に
お

け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

膵
を

搬
送

し
た

場
合

に
お

け
る

搬
送

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は

療
養

費
と

し
て

支
給

し
、

そ
れ

ら
の

額
は

移
送

費
の

算
定

方
法

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

膵
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

膵
移

植
に

用
い

る
健

膵
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
膵

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 

Ｋ
７

０
９

－
３

 
同

種
死

体
膵

移
植

術
 
 

(
１

)
 

同
種

死
体

膵
移

植
術

の
所

定
点

数
に

は
、

灌
流

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

(
２

)
 

移
植

の
対

象
と

な
る

死
体

膵
に

は
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

身
体

の
膵

を
含

む
。

 

(
３

)
 

膵
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

膵
移

植
に

用
い

る
健

膵
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
膵

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 

(
４

)
 

「
注

１
」

の
加

算
は

、
死

体
（

脳
死

体
を

除
く

。
）

か
ら

移
植

の
た

め
の

膵
採

取
を

行
う

際
の

採
取

前
の

採

取
対

象
膵

の
灌

流
、

膵
採

取
、

採
取

膵
の

灌
流

及
び

保
存

並
び

に
リ

ン
パ

節
の

保
存

に
要

す
る

人
件

費
、

薬
品

・
容

器
等

の
材

料
費

等
の

費
用

が
全

て
含

ま
れ

る
。

た
だ

し
、

膵
採

取
を

行
う

医
師

を
派

遣
し

た
場

合
に

お
け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

膵
を

搬
送

し
た

場
合

に
お

け
る

搬
送

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の
算

定
方

法
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

０
９

－
４

 
移

植
用

膵
腎

採
取

術
（

死
体

）
 
 

(
１

)
 

移
植

用
膵

腎
採

取
術

（
死

体
）

の
所

定
点

数
は

、
死

体
か

ら
同

時
に

膵
と

腎
の

移
植

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

死
体

膵
腎

に
は

、
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

第
６

条
第

２
項

に
規

定
す

る
脳

死
し

た
者

の
身

体
の

膵
腎

を
含

む
。

 

(
３

)
 

移
植

用
膵

腎
採

取
術

（
死

体
）

の
所

定
点

数
に

は
、

移
植

の
た

め
の

膵
腎

採
取

を
行

う
際

の
採

取
前

の
採

取
対

象
膵

腎
の

灌
流

、
膵

腎
採

取
、

採
取

膵
腎

の
灌

流
及

び
保

存
並

び
に

リ
ン

パ
節

の
保

存
に

要
す

る
人

件

費
、

薬
品

・
容

器
等

の
材

料
費

等
の

費
用

が
全

て
含

ま
れ

る
。

た
だ

し
、

膵
腎

採
取

を
行

う
医

師
を

派
遣

し

た
場

合
に

お
け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

膵
腎

を
搬

送
し

た
場

合
に

お
け

る
搬

送
に

要
し

た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の
算

定
方

法
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

膵
腎

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
膵

腎
移

植
に

用
い

る
健

膵
腎

を
採

取
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が
異

な
る

場
合

の
診

療
報

酬
の

請
求

は
、

膵
腎

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相

互
の

合
議

に
委

ね
る

。
  
 

Ｋ
７

０
９

－
５

  
同

種
死

体
膵

腎
移

植
術

 

(
１

)
 

同
種

死
体

膵
腎

移
植

術
の

所
定

点
数

に
は

、
灌

流
の

費
用

が
含

ま
れ

る
。

 

(
２

)
 

移
植

の
対

象
と

な
る

死
体

膵
腎

に
は

、
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

第
６

条
第

２
項

に
規

定
す

る
脳

死
し

た
身

体
の

膵
腎

を
含

む
。

 

(
３

)
 

膵
腎

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
膵

腎
移

植
に

用
い

る
健

膵
腎

を
採

取
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が
異

な
る

場
合

の
診

療
報

酬
の

請
求

は
、

膵
腎

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相

（ ）（ ） 619618
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(
２

)
 

経
内

視
鏡

的
に

高
周

波
切

除
器

を
用

い
て

病
変

の
周

囲
を

全
周

性
に

切
開

し
、

粘
膜

下
層

を
剥

離
す

る
こ

と
に

よ
り

、
最

大
径

が
２

c
m

以
上

の
早

期
癌

又
は

最
大

径
が

５
m
m

か
ら

１
㎝

ま
で

の
神

経
内

分
泌

腫
瘍

に

対
し

て
、

病
変

を
含

む
範

囲
を

一
括

で
切

除
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
線

維
化

を
伴

う
早

期
癌

に

つ
い

て
は

、
最

大
径

が
２

c
m
未

満
の

も
の

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

で
も

算
定

で
き

る
。

 

(
３

)
 

早
期

悪
性

腫
瘍

大
腸

粘
膜

下
層

剥
離

術
と

同
時

に
施

行
し

た
内

視
鏡

的
止

血
術

の
手

技
料

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
７

２
２

 
小

腸
結

腸
内

視
鏡

的
止

血
術

 

(
１

)
 

小
腸

結
腸

内
視

鏡
的

止
血

術
は

１
日

１
回

、
週

３
回

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

マ
イ

ク
ロ

波
凝

固
療

法
を

実
施

し
た

場
合

に
お

け
る

当
該

療
法

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

(
３

)
 

「
注

」
の

加
算

に
つ

い
て

は
、

小
腸

出
血

に
対

し
て

内
視

鏡
的

止
血

術
を

行
っ

た
場

合
の

み
算

定
で

き
る

。
 

Ｋ
７

２
５

 
腸

瘻
、

虫
垂

瘻
造

設
術

 

(
１

)
 

長
期

の
栄

養
管

理
を

目
的

と
し

て
、

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

を
造

設
す

る
際

に
は

、
腸

瘻
、

虫
垂

瘻
に

よ
る

療
養

の
必

要
性

、
管

理
の

方
法

及
び

腸
瘻

、
終

了
の

際
に

要
さ

れ
る

身
体

の
状

態
等

、
療

養
上

必
要

な
事

項
に

つ

い
て

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
へ

の
説

明
を

行
う

こ
と

。
 

(
２

)
 

長
期

の
栄

養
管

理
を

目
的

と
し

て
、

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

を
造

設
し

た
後

、
他

の
保

険
医

療
機

関
等

に
患

者
を

紹
介

す
る

場
合

は
、

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

に
よ

る
療

養
の

必
要

性
、

管
理

の
方

法
及

び
終

了
の

際
に

要
さ

れ
る

身

体
の

状
態

等
、

療
養

上
必

要
な

事
項

並
び

に
、

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
へ

の
説

明
内

容
等

を
情

報
提

供
す

る

こ
と

。
 

Ｋ
７

２
５

－
２

 
腹

腔
鏡

下
腸

瘻
、

虫
垂

瘻
造

設
術

 

(
１

)
 

長
期

の
栄

養
管

理
を

目
的

と
し

て
、

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

を
造

設
す

る
際

に
は

、
腸

瘻
、

虫
垂

瘻
に

よ
る

療
養

の
必

要
性

、
管

理
の

方
法

及
び

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

よ
る

療
養

の
終

了
の

際
に

要
さ

れ
る

身
体

の
状

態
等

、
療

養

上
必

要
な

事
項

に
つ

い
て

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
へ

の
説

明
を

行
う

こ
と

。
 

(
２

)
 

長
期

の
栄

養
管

理
を

目
的

と
し

て
、

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

を
造

設
し

た
後

、
他

の
保

険
医

療
機

関
等

に
患

者
を

紹
介

す
る

場
合

は
、

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

に
よ

る
療

養
の

必
要

性
、

管
理

の
方

法
及

び
腸

瘻
、

虫
垂

瘻
に

よ
る

療

養
の

終
了

の
際

に
要

さ
れ

る
身

体
の

状
態

等
、

療
養

上
必

要
な

事
項

並
び

に
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

へ
の

説

明
内

容
等

を
情

報
提

供
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

腹
腔

鏡
下

逆
流

防
止

弁
付

加
結

腸
瘻

造
設

術
に

つ
い

て
も

本
区

分
で

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

２
６

 
人

工
肛

門
造

設
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
４

０
」

直
腸

切
除

・
切

除
術

の
「

４
」

を
行

っ
た

場
合

の
人

工
肛

門
造

設
に

係
る

腸
管

の
切

除
等

の
手

技
料

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
７

２
６

－
２

 
腹

腔
鏡

下
人

工
肛

門
造

設
術

 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
４

０
－

２
」

腹
腔

鏡
下

直
腸

切
除

・
切

断
術

の
「

３
」

を
行

っ
た

場
合

の
人

工
肛

門
造

設
に

係
る

腸
管

の
切

除
等

の
手

技
料

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
７

２
９

－
２

 
多

発
性

小
腸

閉
鎖

症
手

術
 

当
該

手
術

は
、

先
天

性
小

腸
閉

鎖
に

対
し

て
２

箇
所

以
上

の
病

変
に

対
し

て
行

わ
れ

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

３
２

 
人

工
肛

門
閉

鎖
術

 

「
２

」
の

「
イ

｣
直

腸
切

除
術

後
の

も
の

に
つ

い
て

は
、

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

直
腸

切
除

術
の

際
に

造
設

し
た

人
工

肛
門

に
対

し
て

、
人

工
肛

門
閉

鎖
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
７

３
２

－
２

 
腹

腔
鏡

下
人

工
肛

門
閉

鎖
術

（
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
直

腸
切

除
術

後
の

も
の

に
限

る
。

）
 

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

直
腸

切
除

術
の

際
に

造
設

し
た

人
工

肛
門

に
対

し
て

、
人

工
肛

門
閉

鎖
術

を
行

っ
た

場
合

 
-
 5
1
4
 -
 

る
点

数
を

合
計

し
た

点
数

と
す

る
。

こ
の

場
合

、
小

腸
提

供
者

に
食

事
療

養
標

準
負

担
額

を
求

め
る

こ
と

は

で
き

な
い

。
 

(
４

)
 

小
腸

採
取

を
行

う
医

師
を

派
遣

し
た

場
合

に
お

け
る

医
師

の
派

遣
に

要
し

た
費

用
及

び
採

取
小

腸
を

搬
送

し
た

場
合

に
お

け
る

搬
送

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の

算
定

方
法

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
５

)
 

請
求

に
当

た
っ

て
は

、
小

腸
移

植
者

の
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
小

腸
提

供
者

の
療

養
上

の
費

用
に

係
る

合
計

点
数

を
併

せ
て

記
載

す
る

と
と

も
に

、
小

腸
提

供
者

の
療

養
に

係
る

所
定

点
数

を
記

載
し

た
診

療

報
酬

明
細

書
を

添
付

す
る

。
 

(
６

)
 

生
体

部
分

小
腸

移
植

術
の

所
定

点
数

に
は

、
灌

流
の

費
用

が
含

ま
れ

る
。

 

(
７

)
 

小
腸

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
小

腸
移

植
に

用
い

る
健

小
腸

を
摘

出
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が
異

な
る

場
合

の
診

療
報

酬
の

請
求

は
、

小
腸

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相

互
の

合
議

に
委

ね
る

。
 

Ｋ
７

１
６

－
５

 
 
移

植
用

小
腸

採
取

術
（

死
体

）
 
 
 

(
１

)
 

移
植

用
小

腸
採

取
術

（
死

体
）

の
所

定
点

数
は

、
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

第
６

条
第

２
項

に
規

定
す

る
脳

死
し

た
者

の
身

体
か

ら
小

腸
の

移
植

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

移
植

用
小

腸
採

取
術

（
死

体
）

の
所

定
点

数
に

は
、

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

移
植

の
た

め
の

小
腸

採
取

を
行

う
際

の
採

取
前

の
採

取
対

象
小

腸
の

灌
流

、
小

腸
採

取
、

採
取

小
腸

の
灌

流
及

び
保

存
並

び
に

リ
ン

パ

節
の

保
存

に
要

す
る

人
件

費
、

薬
品

・
容

器
等

の
材

料
費

等
の

費
用

が
全

て
含

ま
れ

る
。

た
だ

し
、

小
腸

採

取
を

行
う

医
師

を
派

遣
し

た
場

合
に

お
け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

小
腸

を
搬

送
し

た
場

合

に
お

け
る

搬
送

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の
算

定
方

法

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

小
腸

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
小

腸
移

植
に

用
い

る
健

小
腸

を
採

取
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が
異

な
る

場
合

の
診

療
報

酬
の

請
求

は
、

小
腸

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相

互
の

合
議

に
委

ね
る

。
 

Ｋ
７

１
６

－
６

 
同

種
死

体
小

腸
移

植
術

 

(
１

)
 

同
種

死
体

小
腸

移
植

術
の

所
定

点
数

に
は

、
灌

流
の

費
用

が
含

ま
れ

る
。

 

(
２

)
 

小
腸

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
小

腸
移

植
に

用
い

る
健

小
腸

を
採

取
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が
異

な
る

場
合

の
診

療
報

酬
の

請
求

は
、

小
腸

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相

互
の

合
議

に
委

ね
る

。
 

  
  
Ｋ

７
２

１
 

内
視

鏡
的

大
腸

ポ
リ

ー
プ

・
粘

膜
切

除
術

 

 
 

(
１

)
 

短
期

間
又

は
同

一
入

院
期

間
中

に
お

い
て

、
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

第
１

回
目

の
実

施
日

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
２

)
 

「
１

」
は

、
ポ

リ
ー

プ
の

長
径

又
は

粘
膜

切
除

範
囲

が
２

c
m
未

満
の

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

「
２

」
は

、
ポ

リ
ー

プ
の

長
径

又
は

粘
膜

切
除

範
囲

が
２

c
m
以

上
の

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 
 
内

視
鏡

的
大

腸
ポ

リ
ー

プ
・

粘
膜

切
除

術
と

同
時

に
施

行
し

た
内

視
鏡

的
止

血
術

の
手

技
料

は
所

定
点

数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
７

２
１

－
４

 
早

期
悪

性
腫

瘍
大

腸
粘

膜
下

層
剥

離
術

 

(
１

)
 

短
期

間
又

は
同

一
入

院
期

間
中

に
お

い
て

、
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

第
１

回
目

の
実

施
日

に
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

（ ）（ ） 621620

２
－
⑽　
手　
術



 
-
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Ｋ
７

４
３

－
２

 
肛

門
括

約
筋

切
開

術
 

本
手

術
は

、
結

腸
又

は
直

腸
の

拡
張

を
伴

う
慢

性
便

秘
症

に
対

し
て

、
肛

門
括

約
筋

切
開

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

４
３

－
５

 
モ

ル
ガ

ニ
ー

氏
洞

及
び

肛
門

管
切

開
術

、
Ｋ

７
４

３
－

６
 

肛
門

部
皮

膚
剥

離
切

除
術

 

肛
門

掻
痒

症
に

対
し

種
々

の
原

因
治

療
を

施
し

て
も

治
癒

し
な

い
場

合
に

お
い

て
、

本
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
第

1
0
款

  
尿

路
系

・
副

腎
 

  
  
Ｋ

７
５

４
－

２
 

腹
腔

鏡
下

副
腎

摘
出

術
 

  
  
  
  
腹

腔
鏡

下
副

腎
摘

出
術

の
対

象
疾

患
は

、
良

性
副

腎
腫

瘍
と

す
る

。
 

Ｋ
７

５
４

－
３

 
腹

腔
鏡

下
小

切
開

副
腎

摘
出

術
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
副

腎
摘

出
術

の
対

象
疾

患
は

、
良

性
副

腎
腫

瘍
と

す
る

。
 

  
  
Ｋ

７
６

２
 

腎
固

定
術

 

 
 

 
 

遊
走

腎
兼

移
動

性
盲

腸
に

対
し

て
、

必
要

が
あ

っ
て

腸
固

定
術

、
腎

固
定

術
を

行
っ

た
際

に
一

皮
切

か
ら

行
い

得
た

場
合

は
、

同
一

手
術

野
の

手
術

と
し

て
「

通
則

1
4
」

に
よ

り
腎

固
定

術
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

７
６

４
 

経
皮

的
尿

路
結

石
除

去
術

 

 
 

 
 

経
皮

的
尿

路
結

石
除

去
術

は
、

腎
結

石
症

又
は

尿
管

結
石

症
に

対
し

て
、

経
皮

的
に

腎
瘻

を
造

設
し

た
後

、
腎

瘻
よ

り
腎

盂
鏡

を
挿

入
し

、
電

気
水

圧
衝

撃
波

、
弾

性
衝

撃
波

又
は

超
音

波
等

を
用

い
て

結
石

を
摘

出
し

た
場

合

に
算

定
す

る
。

 

 
 

Ｋ
７

６
８

 
体

外
衝

撃
波

腎
・

尿
管

結
石

破
砕

術
 

(
１

)
 

「
一

連
」

と
は

、
治

療
の

対
象

と
な

る
疾

患
に

対
し

て
所

期
の

目
的

を
達

す
る

ま
で

に
行

う
一

連
の

治
療

過
程

を
い

う
。

数
日

の
間

隔
を

お
い

て
一

連
の

治
療

過
程

に
あ

る
数

回
の

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕

を
行

う
場

合
は

、
１

回
の

み
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
な

お
、

そ
の

他
数

回
の

手
術

の
費

用
は

、
所

定
点

数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
に

よ
っ

て
は

所
期

の
目

的
が

達
成

で
き

ず
、

他
の

手
術

手
技

を
行

っ
た

場
合

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
７

６
９

 
腎

部
分

切
除

術
 

残
腎

結
核

に
対

し
て

、
腎

空
洞

切
開

術
及

び
腎

盂
尿

管
移

行
部

形
成

術
を

併
施

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

７
８

９
」

尿
管

腸
膀

胱
吻

合
術

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

７
３

－
４

 
腎

腫
瘍

凝
固

・
焼

灼
術

（
冷

凍
凝

固
に

よ
る

も
の

）
 

腎
腫

瘍
凝

固
・

焼
灼

術
（

冷
凍

凝
固

に
よ

る
も

の
）

は
経

皮
的

、
開

腹
下

又
は

腹
腔

鏡
下

の
い

ず
れ

の
方

法
に

よ
る

も
の

に
つ

い
て

も
算

定
で

き
る

。
 

Ｋ
７

７
３

－
５

 
腹

腔
鏡

下
腎

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
も

の
）

 

原
発

病
巣

が
７

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
以

下
で

あ
り

転
移

病
巣

の
な

い
腎

悪
性

腫
瘍

に
対

し
て

、
腎

部
分

切
除

を
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 
 

Ｋ
７

７
５

 
経

皮
的

腎
（

腎
盂

）
瘻

造
設

術
 

手
術

に
伴

う
画

像
診

断
及

び
検

査
の

費
用

は
算

定
し

な
い

。
 

Ｋ
７

７
９

 
移

植
用

腎
採

取
術

（
生

体
）

 

腎
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

腎
移

植
に

用
い

る
健

腎
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
腎

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

 
-
 5
1
6
 -
 

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
７

３
５

－
２

 
小

腸
・

結
腸

狭
窄

部
拡

張
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

 

短
期

間
又

は
同

一
入

院
期

間
中

に
お

い
て

２
回

に
限

り
算

定
す

る
。

な
お

、
２

回
目

を
算

定
す

る
場

合
は

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

そ
の

理
由

及
び

医
学

的
な

必
要

性
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
７

３
５

－
５

 
腸

管
延

長
術

 

腸
管

延
長

術
は

、
短

腸
症

候
群

の
患

者
の

拡
張

し
た

残
存

小
腸

に
対

し
、

自
動

縫
合

器
を

用
い

て
切

離
延

長
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

７
３

６
 

人
工

肛
門

形
成

術
 

 
 

 
 

人
工

肛
門

造
設

後
に

お
け

る
、

人
工

肛
門

狭
窄

又
は

腸
管

断
端

の
過

不
足

に
よ

り
、

改
め

て
そ

れ
を

拡
張

又
は

整
形

し
た

場
合

は
、

本
区

分
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

３
９

 
直

腸
腫

瘍
摘

出
術

（
ポ

リ
ー

プ
摘

出
を

含
む

。
）

 

 
  
  
  
マ

イ
ク

ロ
波

凝
固

療
法

を
実

施
し

た
場

合
に

お
け

る
当

該
療

法
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
。

 

Ｋ
７

４
０

 
直

腸
切

除
・

切
断

術
 

(
１

)
 

「
４

」
に

つ
い

て
は

、
経

腹
的

操
作

及
び

経
肛

門
的

操
作

に
よ

る
内

外
括

約
筋

間
直

腸
切

除
と

、
経

肛
門

操
作

に
よ

る
肛

門
再

建
に

よ
る

自
然

肛
門

温
存

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

に

手
術

記
録

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

「
４

」
及

び
「

５
」

に
お

い
て

、
人

工
肛

門
造

設
に

係
る

腸
管

の
切

除
等

の
手

技
料

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

「
注

」
の

人
工

肛
門

造
設

加
算

に
つ

い
て

は
、

医
学

的
な

必
要

性
が

あ
る

場
合

に
一

時
的

人
工

肛
門

造
設

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
そ

の
理

由
及

び
医

学
的

な
必

要
性

を

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
７

４
０

－
２

 
腹

腔
鏡

下
直

腸
切

除
・

切
断

術
 

(
１

)
 

「
３

」
に

お
い

て
、

人
工

肛
門

造
設

に
係

る
腸

管
の

切
除

等
の

手
技

料
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

「
注

」
の

人
工

肛
門

造
設

加
算

に
つ

い
て

は
、

医
学

的
な

必
要

性
が

あ
る

場
合

に
一

時
的

人
工

肛
門

造
設

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
そ

の
理

由
及

び
医

学
的

な
必

要
性

を

記
載

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
７

４
１

－
２

 
直

腸
瘤

手
術

 

直
腸

瘤
に

対
し

て
、

経
膣

的
又

は
経

肛
門

的
に

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

４
２

 
直

腸
脱

手
術

 

(
１

)
 

「
１

」
の

「
ロ

」
は

、
デ

ロ
ル

メ
法

又
は

ア
ル

テ
マ

イ
ヤ

ー
法

に
よ

り
実

施
さ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
６

５
」

子
宮

脱
手

術
及

び
区

分
番

号
「

Ｋ
８

８
７

－
２

」
卵

管
結

紮
術

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
「

４
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
７

４
３

 
痔

核
手

術
（

脱
肛

を
含

む
。

）
 

(
１

)
 

内
痔

核
に

対
す

る
ミ

リ
ガ

ン
・

モ
ー

ガ
ン

手
術

に
よ

り
１

か
所

又
は

２
か

所
以

上
の

手
術

を
行

っ
た

場
合

は
、

「
４

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

ホ
ワ

イ
ト

ヘ
ッ

ド
手

術
は

、
「

４
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

自
動

吻
合

器
を

用
い

て
痔

核
手

術
を

行
っ

た
場

合
は

、
本

区
分

の
「

６
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

自
動

吻
合

器
等

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

（ ）（ ） 621620

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 5
1
9
 -
 

基
準

」
（

平
成

1
8
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

9
9
号

）
に

よ
っ

て
算

定
し

た
費

用
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

数
と

他
の

療
養

上
の

費
用

に
係

る
点

数
を

合
計

し
た

点
数

と
す

る
。

こ
の

場
合

、
腎

提
供

者
か

ら
食

事
に

係

る
標

準
負

担
額

を
求

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 
 

(
４

)
  

生
体

腎
移

植
術

の
所

定
点

数
に

は
、

灌
流

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 
 

(
５

)
 

腎
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

腎
移

植
に

用
い

る
健

腎
を

摘
出

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
腎

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
な

お
、

請
求

に
当

た
っ

て
は

、
腎

移
植

者
の

診
療

報
酬

明
細

書
の

摘
要

欄
に

腎
提

供
者

の
療

養

上
の

費
用

に
係

る
合

計
点

数
を

併
せ

て
記

載
す

る
と

と
も

に
、

腎
提

供
者

の
療

養
に

係
る

所
定

点
数

を
記

載

し
た

診
療

報
酬

明
細

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 
 

Ｋ
７

８
１

 
経

尿
道

的
尿

路
結

石
除

去
術

 

 
経

尿
道

的
尿

路
結

石
除

去
術

は
、

腎
結

石
症

、
腎

盂
結

石
症

又
は

尿
管

結
石

症
に

対
し

て
経

尿
道

的
に

内
視

鏡

を
腎

、
腎

盂
又

は
尿

管
内

に
挿

入
し

、
電

気
水

圧
衝

撃
波

、
弾

性
衝

撃
波

、
超

音
波

又
は

レ
ー

ザ
ー

等
に

よ
り

結

石
を

破
砕

し
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

等
を

用
い

て
摘

出
す

る
場

合
に

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
透

視

下
に

バ
ス

ケ
ッ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
カ

テ
ー

テ
ル

の
み

を
用

い
て

、
砕

石
を

行
わ

ず
結

石
の

摘
出

の
み

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

７
９

８
」

膀
胱

結
石

、
異

物
摘

出
術

の
「

１
」

に
準

じ
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

８
１

－
３

 
経

尿
道

的
腎

盂
尿

管
凝

固
止

血
術

 

経
尿

道
的

腎
盂

尿
管

凝
固

止
血

術
は

、
画

像
診

断
、

血
液

学
的

検
査

、
尿

細
胞

診
検

査
に

よ
っ

て
も

原
因

が
特

定
で

き
な

い
肉

眼
的

血
尿

に
対

し
、

腎
盂

尿
管

鏡
を

用
い

て
出

血
部

位
を

特
定

し
、

H
o
-
Y
A
G
レ

ー
ザ

ー
等

を
用

い

て
、

止
血

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
内

視
鏡

検
査

及
び

使
用

す
る

レ
ー

ザ
ー

等
に

係
る

費
用

は
所

定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

  
  
Ｋ

７
８

３
 

経
尿

道
的

尿
管

狭
窄

拡
張

術
、

Ｋ
７

８
３

－
２

 
経

尿
道

的
尿

管
ス

テ
ン

ト
留

置
術

、
Ｋ

７
８

３
－

３

 
経

尿
道

的
尿

管
ス

テ
ン

ト
抜

去
術

、
Ｋ

７
８

５
 

経
尿

道
的

腎
盂

尿
管

腫
瘍

摘
出

術
、

Ｋ
７

９
４

－
２

 
経

尿

道
的

尿
管

瘤
切

除
術

、
Ｋ

７
９

８
 

膀
胱

結
石

、
異

物
摘

出
術

の
「

１
」

、
Ｋ

７
９

８
－

２
 

経
尿

道
的

尿
管

凝

血
除

去
術

（
バ

ス
ケ

ッ
ト

ワ
イ

ヤ
ー

カ
テ

ー
テ

ル
使

用
）

、
Ｋ

８
０

０
－

２
 

経
尿

道
的

電
気

凝
固

術
、

Ｋ
８

０

３
 

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

の
「

６
」

、
Ｋ

８
１

７
 

尿
道

悪
性

腫
瘍

摘
出

術
の

「
２

」
、

Ｋ
８

２
１

 
尿

道
狭

窄

内
視

鏡
手

術
 

 
 

 
 

内
視

鏡
検

査
に

係
る

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
７

８
３

－
２

 
経

尿
道

的
尿

管
ス

テ
ン

ト
留

置
術

、
Ｋ

７
８

３
－

３
 

経
尿

道
的

尿
管

ス
テ

ン
ト

抜
去

術
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
８

３
－

２
」

経
尿

道
的

尿
管

ス
テ

ン
ト

留
置

術
と

区
分

番
号

「
Ｋ

７
８

３
－

３
」

経
尿

道
的

尿
管

ス
テ

ン
ト

抜
去

術
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

Ｋ
８

０
２

－
２

 
膀

胱
脱

手
術

 

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
メ

ッ
シ

ュ
を

使
用

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
８

０
３

 
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
 

「
注

」
の

狭
帯

域
光

強
調

加
算

は
、

上
皮

内
癌

（
Ｃ

Ｉ
Ｓ

）
の

患
者

に
対

し
、

手
術

中
に

切
除

範
囲

の
決

定
を

目
的

に
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
８

０
５

－
２

 
膀

胱
皮

膚
瘻

造
設

術
 

穿
刺

に
よ

ら
ず

、
膀

胱
と

皮
膚

と
を

縫
合

す
る

こ
と

で
膀

胱
皮

膚
瘻

を
造

設
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
８

０
５

－
３

 
導

尿
路

造
設

術
 

腸
管

を
用

い
て

膀
胱

か
ら

の
導

尿
路

を
造

設
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
８

０
９

－
３

 
腹

腔
鏡

下
膀

胱
内

手
術

 

 
-
 5
1
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な
お

、
請

求
に

当
た

っ
て

は
、

腎
移

植
者

の
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
腎

提
供

者
の

療
養

上
の

費
用

に
係

る

合
計

点
数

を
併

せ
て

記
載

す
る

と
と

も
に

、
腎

提
供

者
の

療
養

に
係

る
所

定
点

数
を

記
載

し
た

診
療

報
酬

明
細

書

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

  
  
Ｋ

７
７

９
－

２
 

移
植

用
腎

採
取

術
（

死
体

）
 

(
１

)
 

移
植

用
腎

採
取

術
（

死
体

）
の

所
定

点
数

は
、

死
体

か
ら

腎
の

移
植

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

死
体

腎
に

は
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

身
体

の
腎

を
含

む
。

 

(
３

)
 

移
植

用
腎

採
取

術
（

死
体

）
の

所
定

点
数

に
は

、
移

植
の

た
め

の
腎

採
取

を
行

う
際

の
採

取
前

の
採

取
対

象
腎

の
灌

流
、

腎
採

取
、

採
取

腎
の

灌
流

及
び

保
存

並
び

に
リ

ン
パ

節
の

保
存

に
要

す
る

人
件

費
、

薬
品

・

容
器

等
の

材
料

費
等

の
費

用
が

全
て

含
ま

れ
る

。
た

だ
し

、
腎

採
取

を
行

う
医

師
を

派
遣

し
た

場
合

に
お

け

る
医

師
の

派
遣

に
要

し
た

費
用

及
び

採
取

腎
を

搬
送

し
た

場
合

に
お

け
る

搬
送

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は

療
養

費
と

し
て

支
給

し
、

そ
れ

ら
の

額
は

移
送

費
の

算
定

方
法

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

腎
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

腎
移

植
に

用
い

る
健

腎
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
腎

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 

Ｋ
７

７
９

－
３

 
腹

腔
鏡

下
移

植
用

腎
採

取
術

（
生

体
）

 

腎
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

腎
移

植
に

用
い

る
健

腎
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
腎

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

な
お

、
請

求
に

当
た

っ
て

は
、

腎
移

植
者

の
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
腎

提
供

者
の

療
養

上
の

費
用

に
係

る

合
計

点
数

を
併

せ
て

記
載

す
る

と
と

も
に

、
腎

提
供

者
の

療
養

に
係

る
所

定
点

数
を

記
載

し
た

診
療

報
酬

明
細

書

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 
 

Ｋ
７

８
０

 
同

種
死

体
腎

移
植

術
 

 
 

 
(
１

)
 

同
種

死
体

腎
移

植
術

の
所

定
点

数
に

は
、

灌
流

の
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

 
 

 
(
２

)
 

移
植

の
対

象
と

な
る

死
体

腎
に

は
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
に

規
定

す
る

脳
死

体
の

腎
を

含
む

。
 

 
 

 
(
３

)
 

腎
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
と

腎
移

植
に

用
い

る
健

腎
を

採
取

し
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
腎

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議

に
委

ね
る

。
 

 
 

 
(
４

)
 

「
注

１
」

の
規

定
に

基
づ

く
加

算
は

、
死

体
（

脳
死

体
を

除
く

。
）

か
ら

移
植

の
た

め
の

腎
採

取
を

行
う

際
の

採
取

前
の

採
取

対
象

腎
の

灌
流

、
腎

採
取

、
採

取
腎

の
灌

流
及

び
保

存
並

び
に

リ
ン

パ
節

の
保

存
に

要

す
る

人
件

費
、

薬
品

・
容

器
等

の
材

料
費

等
の

費
用

が
全

て
含

ま
れ

る
。

た
だ

し
、

腎
採

取
を

行
う

医
師

を

派
遣

し
た

場
合

に
お

け
る

医
師

の
派

遣
に

要
し

た
費

用
及

び
採

取
腎

を
搬

送
し

た
場

合
に

お
け

る
搬

送
に

要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の
算

定
方

法
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
７

８
０

－
２

 
生

体
腎

移
植

術
 

(
１

)
 

対
象

疾
患

は
、

末
期

慢
性

腎
不

全
で

あ
る

。
 
 

(
２

)
 

生
体

腎
を

移
植

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

日
本

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

生
体

腎
移

植
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

て
い

る
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

生
体

腎
を

移
植

す
る

場
合

に
お

い
て

は
腎

提
供

者
か

ら
移

植
腎

を
摘

出
す

る
こ

と
に

係
る

全
て

の
療

養
上

の
費

用
を

所
定

点
数

に
よ

り
算

出
し

、
生

体
腎

移
植

術
の

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

な
お

、
腎

提
供

者
の

生

体
腎

を
摘

出
す

る
こ

と
に

係
る

療
養

上
の

費
用

に
は

、
食

事
の

提
供

も
含

ま
れ

、
具

体
的

に
は

、
「

入
院

時

食
事

療
養

費
に

係
る

食
事

療
養

及
び

入
院

時
生

活
療

養
費

に
係

る
生

活
療

養
の

費
用

の
額

の
算

定
に

関
す

る

（ ）（ ） 623622

２
－
⑽　
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術
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Ｋ
８

４
１

－
４

 
焦

点
式

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

超
音

波
療

法
 

(
１

)
 

前
立

腺
肥

大
症

に
対

し
て

行
わ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

本
手

術
の

所
定

点
数

に
は

、
使

用
さ

れ
る

機
器

等
の

費
用

が
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

前
立

腺
肥

大
症

の
治

療
の

た
め

に
行

わ
れ

る
当

該
手

術
に

つ
い

て
は

、
一

連
の

手
術

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

も
の

と
し

、
治

療
終

了
後

、
医

師
が

治
療

の
必

要
性

を
認

め
た

場
合

に
は

算
定

で
き

る
。

 

 
 

Ｋ
８

４
１

－
５

 
経

尿
道

的
前

立
腺

核
出

術
 

 
 

 
 

経
尿

道
的

前
立

腺
核

出
術

は
、

電
解

質
溶

液
を

灌
流

液
と

し
て

用
い

て
、

前
立

腺
核

出
用

電
極

に
よ

り
、

経
 

尿
道

的
に

前
立

腺
腺

腫
を

核
出

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
８

５
４

 
腟

式
子

宮
旁

結
合

織
炎

（
膿

瘍
）

切
開

術
 

子
宮

旁
結

合
織

炎
（

膿
瘍

）
切

開
排

膿
の

第
２

回
以

後
の

洗
浄

処
置

に
つ

い
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｊ

０
６

６
」

尿
道

拡
張

法
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

  
  
Ｋ

８
６

５
 

子
宮

脱
手

術
 

 
 

 
(
１

)
 

腟
壁

縫
合

術
の

費
用

は
本

区
分

の
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

 
 

 
(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

８
５

２
」

腟
壁

裂
創

縫
合

術
（

分
娩

時
を

除
く

。
）

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

８
７

７
」

子
宮

全
摘

術
を

併
施

し
た

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

定
点

数
を

別
に

算
定

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

た
だ

し
、

区
分

番
号

「
Ｋ

８
５

２
」

腟
壁

裂
創

縫
合

術
（

分
娩

時
を

除
く

。
）

と
区

分
番

号
「

Ｋ
８

７
２

」

子
宮

筋
腫

摘
出

（
核

出
）

術
の

「
２

」
を

併
施

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

８
７

２
」

子
宮

筋
腫

摘
出

（
核

出
）

術
の

「
２

」
の

所
定

点
数

の
み

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
８

６
７

－
２

 
子

宮
膣

部
糜

爛
等

子
宮

膣
部

乱
切

除
術

 

子
宮

腟
部

糜
爛

（
ナ

ボ
ッ

ト
胞

の
あ

る
も

の
）

等
の

場
合

に
、

子
宮

腟
部

の
乱

切
除

術
を

行
う

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
８

７
２

－
５

 
子

宮
頸

部
初

期
癌

又
は

異
形

成
光

線
力

学
療

法
 

 
 

 
 

子
宮

頸
部

初
期

癌
又

は
異

形
成

光
線

力
学

療
法

は
、

ポ
ル

フ
ィ

マ
ー

ナ
ト

リ
ウ

ム
を

投
与

し
た

患
者

に
対

し
エ

キ
シ

マ
・

ダ
イ

・
レ

ー
ザ

ー
（

波
長

6
3
0
ｎ

ｍ
）

及
び

Ｙ
Ａ

Ｇ
－

Ｏ
Ｐ

Ｏ
レ

ー
ザ

ー
を

使
用

し
た

場
合

な
ど

、
保

険
適

用
さ

れ
た

薬
剤

、
機

器
を

用
い

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
算

定
で

き
る

。
 

  
  
Ｋ

８
７

７
－

２
 

腹
腔

鏡
下

腟
式

子
宮

全
摘

術
 

  
  
  
  
腹

腔
鏡

下
腟

式
子

宮
全

摘
術

の
対

象
疾

患
は

、
良

性
子

宮
疾

患
と

す
る

。
 

Ｋ
８

７
９

－
２

  
腹

腔
鏡

下
子

宮
悪

性
腫

瘍
手

術
 

(
１

)
 

子
宮

体
が

ん
に

対
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
日

本
産

科
婦

人
科

学
会

、
日

本
病

理
学

会
、

日
本

医
学

放
射

線
学

会
及

び
日

本
放

射
線

腫
瘍

学
会

が
定

め
る

「
子

宮
体

癌
取

扱
い

規
約

」
に

お
け

る
Ⅰ

Ａ
期

の
子

宮
体

が

ん
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 

子
宮

体
が

ん
に

対
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
Ｉ

Ａ
期

の
術

前
診

断
に

よ
り

当
該

手
術

を
行

お
う

と
し

た
が

、

術
中

所
見

で
Ｉ

Ｂ
期

以
降

で
あ

っ
た

た
め

、
開

腹
手

術
を

実
施

し
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

８
７

９
」

子

宮
悪

性
腫

瘍
手

術
を

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

子
宮

頸
が

ん
に

対
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
関

係
学

会
の

定
め

る
診

療
に

関
す

る
指

針
を

遵
守

し
、

実
施

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
８

８
５

－
２

 
経

皮
的

卵
巣

嚢
腫

内
容

排
除

術
 

経
皮

的
卵

巣
嚢

腫
内

容
排

除
術

は
、

単
房

性
の

卵
巣

嚢
腫

を
呈

し
た

１
歳

未
満

の
患

者
に

対
し

て
実

施
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
８

９
０

－
２

 
卵

管
鏡

下
卵

管
形

成
手

術
 

 
-
 5
2
0
 -
 

膀
胱

尿
管

逆
流

症
又

は
巨

大
尿

管
症

に
対

し
て

行
わ

れ
た

も
の

に
対

し
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
８

２
１

－
３

 
尿

道
ス

テ
ン

ト
前

立
腺

部
尿

道
拡

張
術

 

 
 

 
 

全
身

状
態

が
不

良
の

た
め

、
区

分
番

号
「

Ｋ
８

４
０

」
前

立
腺

被
膜

下
摘

出
術

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

８
４

１
」

経
尿

道
的

前
立

腺
手

術
を

実
施

で
き

な
い

患
者

に
対

し
て

、
尿

道
ス

テ
ン

ト
を

用
い

て
前

立
腺

部
の

尿
道

拡
張

を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
８

２
３

 
尿

失
禁

手
術

 

恥
骨

固
定

式
膀

胱
頸

部
吊

上
術

を
行

う
も

の
に

つ
い

て
は

、
恥

骨
固

定
式

膀
胱

頸
部

吊
上

キ
ッ

ト
を

用
い

て
尿

失
禁

手
術

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

手
術

に
必

要
な

保
険

医
療

材
料

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に

算
定

で
き

な
い

。
 

  
  
Ｋ

８
２

３
－

２
 

尿
失

禁
又

は
膀

胱
尿

管
逆

流
現

象
コ

ラ
ー

ゲ
ン

注
入

手
術

 

  
  
 

(
１

)
 

注
入

に
用

い
る

コ
ラ

ー
ゲ

ン
、

皮
内

反
応

用
の

コ
ラ

ー
ゲ

ン
、

注
入

針
、

膀
胱

鏡
等

の
費

用
は

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

  
  
 

(
２

)
 

本
手

術
の

対
象

疾
患

は
、

１
年

以
上

改
善

の
見

ら
れ

な
い

腹
圧

性
尿

失
禁

又
は

膀
胱

尿
管

逆
流

症
と

す
る

。
 

  
  
  
(
３

)
 

所
期

の
目

的
を

達
す

る
た

め
に

複
数

回
実

施
し

て
も

、
一

連
と

し
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
８

２
３

－
３

 
膀

胱
尿

管
逆

流
症

手
術

（
治

療
用

注
入

材
に

よ
る

も
の

）
 

所
期

の
目

的
を

達
す

る
た

め
に

複
数

回
実

施
し

て
も

、
一

連
と

し
て

算
定

す
る

。
 

Ｋ
８

２
３

－
６

 
尿

失
禁

手
術

（
ボ

ツ
リ

ヌ
ス

毒
素

に
よ

る
も

の
）

 

(
１

)
 

過
活

動
性

膀
胱

又
は

神
経

因
性

排
尿

筋
過

活
動

の
患

者
で

あ
っ

て
、

行
動

療
法

、
各

種
抗

コ
リ

ン
薬

及
び

β
3
作

動
薬

を
含

む
薬

物
療

法
を

単
独

又
は

併
用

療
法

と
し

て
、

少
な

く
と

も
1
2
週

間
の

継
続

治
療

を
行

っ

て
も

効
果

が
得

ら
れ

な
い

又
は

継
続

が
困

難
と

医
師

が
判

断
し

た
も

の
に

対
し

て
行

っ
た

場
合

に
限

り
、

算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

効
果

の
減

弱
等

に
よ

り
再

手
術

が
必

要
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

４
月

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

  
第

1
1
款

  
性

器
 

Ｋ
８

２
８

－
２

 
陰

茎
持

続
勃

起
症

手
術

 

陰
茎

背
静

脈
、

尿
道

海
綿

体
、

大
伏

在
静

脈
又

は
体

外
静

脈
系

と
陰

茎
海

綿
体

の
シ

ャ
ン

ト
術

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
「

２
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
８

３
４

－
２

  
腹

腔
鏡

下
内

精
巣

静
脈

結
紮

術
 

腹
腔

鏡
下

精
索

静
脈

瘤
手

術
は

本
区

分
で

算
定

す
る

。
 

Ｋ
８

４
１

－
２

 
経

尿
道

的
レ

ー
ザ

ー
前

立
腺

切
除

・
蒸

散
術

 

(
１

)
 

経
尿

道
的

レ
ー

ザ
ー

前
立

腺
切

除
・

蒸
散

術
は

、
膀

胱
・

尿
道

鏡
下

に
行

わ
れ

た
場

合
に

算
定

し
、

超
音

波
ガ

イ
ド

下
に

行
わ

れ
た

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

使
用

さ
れ

る
レ

ー
ザ

ー
プ

ロ
ー

ブ
の

費
用

等
レ

ー
ザ

ー
照

射
に

係
る

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

ネ
オ

ジ
ウ

ム
・

ヤ
グ

倍
周

波
数

レ
ー

ザ
（

グ
リ

ー
ン

レ
ー

ザ
）

又
は

ダ
イ

オ
ー

ド
レ

ー
ザ

に
よ

る
経

尿
道

的
前

立
腺

蒸
散

術
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

「
１

」
に

掲
げ

る
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

Ｋ
８

４
１

－
３

 
経

尿
道

的
前

立
腺

高
温

度
治

療
 

(
１

)
 

本
手

術
は

、
前

立
腺

肥
大

組
織

を
4
5
℃

以
上

で
加

熱
す

る
も

の
を

い
う

。
 

(
２

)
 

本
手

術
の

所
定

点
数

に
は

、
使

用
さ

れ
る

機
器

等
の

費
用

が
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

所
期

の
目

的
を

達
す

る
た

め
に

複
数

回
実

施
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
一

連
と

し
て

算
定

す
る

。
 

（ ）（ ） 623622

２
－
⑽　
手　
術



 
-
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Ｋ
９

１
０

－
５

 
胎

児
輸

血
術

（
一

連
に

つ
き

）
 

(
１

)
 

胎
児

輸
血

術
は

、
貧

血
又

は
血

小
板

減
少

が
疑

わ
れ

る
胎

児
に

対
し

て
、

超
音

波
ガ

イ
ド

下
に

母
体

経
皮

経
腹

的
に

子
宮

内
の

臍
帯

血
管

を
穿

刺
し

、
輸

血
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

「
一

連
」

と
は

、

治
療

の
対

象
と

な
る

疾
患

に
対

し
て

所
期

の
目

的
を

達
す

る
ま

で
に

行
う

一
連

の
治

療
過

程
を

い
う

。
ま

た
、

数
日

の
間

隔
を

お
い

て
一

連
の

治
療

過
程

に
あ

る
数

回
の

胎
児

輸
血

を
行

う
場

合
は

、
１

回
の

み
所

定
点

数

を
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

胎
児

血
の

採
取

に
係

る
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
る

。
 

Ｋ
９

１
２

 
異

所
性

妊
娠

手
術

 

外
妊

破
裂

を
起

こ
さ

な
か

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
算

定
で

き
る

。
 

Ｋ
９

１
３

 
新

生
児

仮
死

蘇
生

術
 

新
生

児
仮

死
蘇

生
術

は
、

「
通

則
７

」
の

極
低

出
生

体
重

児
又

は
新

生
児

加
算

を
算

定
で

き
る

。
 

Ｋ
９

１
３

－
２

 
性

腺
摘

出
術

 

停
留

精
巣

又
は

性
分

化
異

常
症

等
に

よ
る

性
腺

等
を

摘
出

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 

第
1
2
款

 
削

除
 

 第
1
3
款

 
臓

器
提

供
管

理
料

 

Ｋ
９

１
４

  
脳

死
臓

器
提

供
管

理
料

 

(
１

)
 

脳
死

臓
器

提
供

管
理

料
の

所
定

点
数

は
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
第

６
条

第
２

項
に

規
定

す
る

脳
死

し
た

者
の

身
体

か
ら

臓
器

の
移

植
が

行
わ

れ
た

場
合

に
、

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

算
定

す

る
。

 

(
２

)
 

脳
死

臓
器

提
供

管
理

料
の

所
定

点
数

に
は

、
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

第
６

条
に

規
定

す
る

脳
死

判
定

並
び

に
判

定
後

の
脳

死
し

た
者

の
身

体
へ

の
処

置
、

検
査

、
医

学
的

管
理

、
看

護
、

院
内

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー

ト
、

薬
剤

及
び

材
料

の
使

用
、

採
取

対
象

臓
器

の
評

価
及

び
脳

死
し

た
者

の
身

体
か

ら
臓

器
を

採
取

す
る

際

の
術

中
全

身
管

理
に

係
る

費
用

等
が

含
ま

れ
る

。
 

(
３

)
 

脳
死

臓
器

提
供

管
理

料
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

１
４

－
４

」
同

種
死

体
肺

移
植

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

６
０

５
－

２
」

同
種

心
移

植
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
６

０
５

－
４

」
同

種
心

肺
移

植
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
６

９
７

－

７
」

同
種

死
体

肝
移

植
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
７

０
９

－
３

」
同

種
死

体
膵

移
植

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

７
０

９

－
５

」
同

種
死

体
膵

腎
移

植
術

、
「

Ｋ
７

０
９

－
６

」
同

種
死

体
膵

島
移

植
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
７

１
６

－

６
」

同
種

死
体

小
腸

移
植

術
又

は
区

分
番

号
「

Ｋ
７

８
０

」
同

種
死

体
腎

移
植

術
が

算
定

で
き

る
場

合
に

限

り
、

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

診
療

報
酬

の
請

求
は

臓
器

の
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

行
い

、
脳

死
臓

器
提

供
管

理
を

行
っ

た
医

療
機

関
と

の
診

療
報

酬
の

分
配

は
、

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

 

(
５

)
 

脳
死

臓
器

提
供

管
理

料
に

つ
い

て
、

「
通

則
1
0
」

、
「

通
則

1
1
」

及
び

「
通

則
1
2
」

の
加

算
は

適
用

で

き
な

い
。

 

Ｋ
９

１
５

 
生

体
臓

器
提

供
管

理
料

 

(
１

)
 

生
体

臓
器

提
供

管
理

料
の

所
定

点
数

に
は

、
採

取
対

象
臓

器
の

評
価

や
生

体
か

ら
臓

器
を

採
取

す
る

際
の

術
中

全
身

管
理

を
は

じ
め

と
す

る
臓

器
提

供
者

の
安

全
管

理
等

に
係

る
費

用
が

含
ま

れ
る

。
 

(
２

)
 

生
体

臓
器

提
供

管
理

料
の

所
定

点
数

は
、

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

生
体

臓
器

提
供

管
理

料
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

１
４

－
６

」
生

体
部

分
肺

移
植

術
、

区
分

番
号

「
Ｋ

６
９

 
-
 5
2
2
 -
 

手
術

に
伴

う
腹

腔
鏡

検
査

等
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

、
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

  
  
Ｋ

８
９

２
 

骨
盤

位
娩

出
術

 

 
 

 
 

産
科

娩
出

術
に

お
い

て
双

子
の

場
合

は
、

帝
王

切
開

術
を

除
き

１
児

ご
と

に
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

 
 

Ｋ
８

９
８

 
帝

王
切

開
術

 

(
１

)
 

「
１

」
緊

急
帝

王
切

開
は

、
母

体
及

び
胎

児
の

状
況

に
よ

り
緊

急
に

帝
王

切
開

と
な

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
「

２
」

選
択

帝
王

切
開

を
予

定
し

て
い

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
母

体
及

び
胎

児
の

状
態

に
よ

り

緊
急

に
帝

王
切

開
と

な
っ

た
場

合
は

「
１

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
２

)
  
「

注
」

に
規

定
す

る
「

複
雑

な
場

合
」

と
は

以
下

に
掲

げ
る

も
の

を
い

う
。

 

ア
 

前
置

胎
盤

の
合

併
を

認
め

る
場

合
 

イ
 

3
2
週

未
満

の
早

産
の

場
合

 

ウ
 

胎
児

機
能

不
全

を
認

め
る

場
合

 

エ
 

常
位

胎
盤

早
期

剥
離

を
認

め
る

場
合

 

オ
 

開
腹

歴
（

腹
腔

・
骨

盤
腔

内
手

術
の

既
往

を
い

う
。

）
の

あ
る

妊
婦

に
対

し
て

実
施

す
る

場
合

 

カ
 

多
胎

の
場

合
 

Ｋ
９

０
１

 
子

宮
双

手
圧

迫
術

（
大

動
脈

圧
迫

術
を

含
む

。
）

 

子
宮

双
手

圧
迫

術
を

実
施

し
た

後
、

子
宮

用
止

血
バ

ル
ー

ン
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
た

止
血

を
実

施
し

た
場

合
は

主
た

る
も

の
の

み
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

９
０

６
 

子
宮

頸
管

縫
縮

術
 

 
 

  
 

子
宮

頸
管

縫
縮

術
の

う
ち

、
シ

ロ
ッ

カ
ー

法
は

、
筋

膜
採

取
を

含
め

て
所

定
点

数
に

よ
る

。
 

 
 

 

  
  
Ｋ

９
０

７
 

胎
児

外
回

転
術

 

 
 

 
 

胎
児

外
回

転
術

の
算

定
は

分
娩

時
の

み
に

限
る

も
の

で
は

な
い

が
、

そ
の

効
果

が
十

分
期

待
し

う
る

時
期

に
実

施
さ

れ
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

  
  
Ｋ

９
０

９
 

流
産

手
術

 

 
 

 
(
１

)
 

流
産

手
術

は
原

則
と

し
て

、
あ

ら
か

じ
め

頸
管

拡
張

を
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
そ

れ
を

別
に

算
定

す
る

こ
と

な
く

、
本

区
分

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

 
 

 
(
２

)
 

人
工

妊
娠

中
絶

の
た

め
に

必
要

が
あ

っ
て

、
区

分
番

号
「

Ｋ
８

９
８

」
帝

王
切

開
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
８

７
７

」
子

宮
全

摘
術

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

８
７

６
」

子
宮

腟
上

部
切

断
術

を
実

施
し

た
場

合
は

、
流

産
手

術

の
所

定
点

数
に

よ
ら

ず
そ

れ
ぞ

れ
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
３

)
 

妊
娠

満
2
2

週
以

上
の

も
の

の
中

絶
は

、
流

産
手

術
と

し
て

算
定

せ
ず

、
実

際
に

行
っ

た
分

娩
誘

導
又

は

産
科

手
術

の
術

式
の

所
定

点
数

に
よ

っ
て

算
定

す
る

。
  
 
  
  

Ｋ
９

１
０

－
２

 
内

視
鏡

的
胎

盤
吻

合
血

管
レ

ー
ザ

ー
焼

灼
術

 

内
視

鏡
的

胎
盤

吻
合

血
管

レ
ー

ザ
ー

焼
灼

術
は

双
胎

間
輸

血
症

候
群

と
診

断
さ

れ
た

患
者

に
対

し
、

双
胎

間
輸

血
症

候
群

の
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

の
下

で
行

わ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

Ｋ
９

１
０

－
３

 
胎

児
胸

腔
・

羊
水

腔
シ

ャ
ン

ト
術

 

胎
児

胸
腔

・
羊

水
腔

シ
ャ

ン
ト

術
は

、
胎

児
胸

水
に

対
し

、
胎

児
胸

水
排

出
用

シ
ャ

ン
ト

を
用

い
て

胸
水

を
羊

水
腔

に
持

続
的

に
排

出
し

た
場

合
に

、
一

連
に

つ
き

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

な
お

、
使

用
し

た
胎

児
胸

水
排

出

用
シ

ャ
ン

ト
の

費
用

は
所

定
点

数
に

含
ま

れ
、

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
９

１
０

－
４

 
無

心
体

双
胎

焼
灼

術
（

一
連

に
つ

き
）

 

無
心

体
双

胎
に

対
す

る
ラ

ジ
オ

波
焼

灼
術

は
、

無
心

体
双

胎
に

対
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

の
下

で
行

わ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

（ ）（ ） 625624

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 5
2
5
 -
 

(
1
1
)
 

自
己

血
輸

血
を

算
定

す
る

単
位

と
し

て
の

血
液

量
は

、
採

血
を

行
っ

た
量

で
は

な
く

、
手

術
開

始
後

に
実

際
に

輸
血

を
行

っ
た

１
日

当
た

り
の

量
で

あ
る

。
な

お
、

使
用

し
な

か
っ

た
自

己
血

に
つ

い
て

は
、

算
定

で

き
な

い
。

 

(
1
2
)
 

希
釈

式
自

己
血

輸
血

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

手
術

を
行

う
際

、
麻

酔
導

入
後

か
ら

執
刀

ま
で

の
間

に
自

己
血

の
採

血
を

行
っ

た
後

に
、

採
血

量
に

見
合

っ
た

量
の

代
用

血
漿

の
輸

液
を

行
い

、
手

術
時

予

め
採

血
し

て
お

い
た

自
己

血
を

輸
血

し
た

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
1
3
)
 

希
釈

式
自

己
血

輸
血

を
算

定
す

る
単

位
と

し
て

の
血

液
量

は
、

採
血

を
行

っ
た

量
で

は
な

く
、

手
術

開
始

後
に

実
際

に
輸

血
を

行
っ

た
１

日
当

た
り

の
量

で
あ

る
。

な
お

、
使

用
し

な
か

っ
た

自
己

血
に

つ
い

て
は

、

算
定

で
き

な
い

。
 

(
1
4
)
 

患
者

へ
の

説
明

 

ア
 

「
注

１
」

に
規

定
す

る
説

明
と

は
、

別
紙

様
式

2
6

を
参

考
と

し
て

、
文

書
に

よ
り

輸
血

の
必

要
性

、

副
作

用
、

輸
血

方
法

及
び

そ
の

他
の

留
意

点
等

に
つ

い
て

、
輸

血
を

行
う

際
に

患
者

本
人

に
対

し
て

行
う

こ
と

を
原

則
と

す
る

が
、

医
師

の
説

明
に

対
し

て
理

解
が

で
き

な
い

と
認

め
ら

れ
る

患
者

（
例

え
ば

小
児

、

意
識

障
害

者
等

）
に

つ
い

て
は

、
そ

の
家

族
等

に
対

し
て

説
明

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

イ
 

ア
の

説
明

は
、

当
該

患
者

に
対

す
る

一
連

の
輸

血
に

つ
き

１
回

行
う

も
の

と
す

る
。

な
お

、
こ

の
場

合
、

「
一

連
」

と
は

、
概

ね
１

週
間

と
す

る
。

た
だ

し
、

再
生

不
良

性
貧

血
、

白
血

病
等

の
患

者
の

治
療

に
お

い
て

、
輸

血
の

反
復

の
必

要
性

が
明

ら
か

で
あ

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

ウ
 
 
説

明
に

用
い

た
文

書
に

つ
い

て
は

、
患

者
（

医
師

の
説

明
に

対
し

て
理

解
が

困
難

と
認

め
ら

れ
る

小
児

又
は

意
識

障
害

者
等

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

家
族

等
）

か
ら

署
名

又
は

押
印

を
得

た
上

で
、

当
該

患
者

に
交

付
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

文
書

の
写

し
を

診
療

録
に

添
付

す
る

こ
と

と
す

る
。

 

エ
 

緊
急

そ
の

他
事

前
に

説
明

を
行

う
こ

と
が

著
し

く
困

難
な

場
合

は
、

事
後

の
説

明
で

も
差

し
支

え
な

い

も
の

と
す

る
。

 

(
1
5
)
 

輸
血

に
当

た
っ

て
は

、
「

血
液

製
剤

の
使

用
指

針
及

び
輸

血
療

法
の

実
施

に
関

す
る

指
針

に
つ

い
て

」

（
平

成
１

１
年

６
月

１
０

日
付

け
医

薬
発

第
7
1
5
号

厚
生

省
医

薬
安

全
局

長
通

知
）

及
び

「
血

小
板

製
剤

の

使
用

適
正

化
の

推
進

に
つ

い
て

」
（

平
成

６
年

７
月

１
１

日
付

け
薬

発
第

6
3
8
号

厚
生

省
薬

務
局

長
通

知
）

に
よ

る
、

両
通

知
別

添
（

「
血

液
製

剤
の

使
用

指
針

」
、

「
輸

血
療

法
の

実
施

に
関

す
る

指
針

」
及

び
「

血

小
板

製
剤

の
適

正
使

用
に

つ
い

て
」

）
を

遵
守

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
6
)
 

「
注

３
」

の
加

算
は

、
第

１
節

に
掲

げ
る

手
術

と
同

日
に

骨
髄

内
輸

血
又

は
血

管
露

出
術

が
行

わ
れ

た
場

合
に

は
、

算
定

で
き

な
い

。
 

(
1
7
)
 

「
注

６
」

の
頻

回
に

輸
血

を
行

う
場

合
と

は
、

週
１

回
以

上
、

当
該

月
で

３
週

以
上

に
わ

た
り

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

る
。

 

(
1
8
)
 

「
注

７
」

の
加

算
を

算
定

で
き

る
Ｈ

Ｌ
Ａ

型
適

合
血

小
板

輸
血

は
、

白
血

病
又

は
再

生
不

良
性

貧
血

の
場

合
で

あ
っ

て
、

抗
Ｈ

Ｌ
Ａ

抗
体

の
た

め
に

血
小

板
輸

血
に

対
し

て
不

応
状

態
と

な
り

、
か

つ
、

強
い

出
血

傾

向
を

呈
し

て
い

る
も

の
に

限
る

。
な

お
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
対

象
と

な
る

白
血

病
及

び
再

生
不

良
性

貧

血
の

患
者

の
血

小
板

数
は

概
ね

、
そ

れ
ぞ

れ
２

万
/
m
m
３
以

下
及

び
１

万
/
m
m
３
以

下
を

標
準

と
す

る
。

 

(
1
9
)
 

「
注

８
」

の
血

液
交

叉
試

験
又

は
間

接
ク

ー
ム

ス
検

査
の

加
算

は
、

自
家

採
血

を
使

用
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
供

血
者

ご
と

に
、

保
存

血
を

使
用

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

血
液

バ
ッ

グ
（

袋
）

１
バ

ッ
グ

ご
と

に

そ
れ

ぞ
れ

算
定

す
る

。
 

(
2
0
)
 

「
注

８
」

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ク

ロ
ス

マ
ッ

チ
加

算
は

、
(
1
5
)
に

規
定

す
る

「
輸

血
療

法
の

実
施

に
関

す
る

指
針

」
を

遵
守

し
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ク
ロ

ス
マ

ッ
チ

を
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

 
-
 5
2
4
 -
 

７
－

５
」

生
体

部
分

肝
移

植
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
７

１
６

－
４

」
生

体
部

分
小

腸
移

植
術

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

７
８

０
－

２
」

生
体

腎
移

植
術

が
算

定
で

き
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 
 

(
４

)
 

診
療

報
酬

の
請

求
は

臓
器

の
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

行
い

、
生

体
臓

器
提

供
管

理
を

行
っ

た
医

療
機

関
と

の
診

療
報

酬
の

分
配

は
、

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

 
 

(
５

)
 

生
体

臓
器

提
供

管
理

料
に

つ
い

て
、

「
通

則
８

」
、

「
通

則
1
0
」

、
「

通
則

1
1
」

及
び

「
通

則
1
2
」

の

加
算

は
適

用
で

き
な

い
。

 

 

 
第

２
節

 
輸

血
料

 

Ｋ
９

２
０

 
輸

血
 

(
１

)
 

自
家

採
血

輸
血

、
保

存
血

液
輸

血
、

自
己

血
輸

血
及

び
希

釈
式

自
己

血
輸

血
の

算
定

に
当

た
っ

て
は

、
2
0

0
m
L

を
単

位
と

し
、

2
0
0
m
L

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

６
歳

未
満

の
患

者
に

対
し

て
自

己
血

輸
血

を
行

っ
た

場
合

は
、

体
重

１
㎏

に
つ

き
４

m
L
を

単
位

と
し

、
当

該
単

位
又

は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

(
２

)
 

自
家

採
血

輸
血

及
び

保
存

血
液

輸
血

に
お

け
る

１
回

目
と

は
、

一
連

の
輸

血
に

お
け

る
最

初
の

2
0
0
m
L
の

輸
血

を
い

い
、

２
回

目
と

は
そ

れ
以

外
の

輸
血

を

い
う

。
 

(
３

)
 

輸
血

と
補

液
を

同
時

に
行

っ
た

場
合

は
、

輸
血

の
量

と
、

補
液

の
量

は
別

々
の

も
の

と
し

て
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

自
家

採
血

輸
血

を
算

定
す

る
単

位
と

し
て

の
血

液
量

は
、

採
血

を
行

っ
た

量
で

は
な

く
、

実
際

に
輸

血
を

行
っ

た
１

日
当

た
り

の
量

で
あ

る
。

 

(
５

)
 
 
自

家
製

造
し

た
血

液
成

分
製

剤
を

用
い

た
注

射
の

手
技

料
は

、
原

材
料

と
し

て
用

い
た

血
液

の
量

に
従

い
、

「
１

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
こ

の
場

合
の

血
液

の
量

は
3
,
0
0
0
m
L
を

限
度

と
す

る
こ

と
。

こ
の

場

合
、

患
者

に
用

い
る

リ
ン

ゲ
ル

液
、

糖
液

等
に

つ
い

て
は

、
区

分
番

号
「

Ｇ
１

０
０

」
薬

剤
に

よ
り

算
定

す

る
が

、
自

家
製

造
に

要
す

る
費

用
及

び
製

造
の

過
程

で
用

い
る

薬
剤

に
つ

い
て

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
６

)
 

同
種

造
血

幹
細

胞
移

植
後

の
慢

性
骨

髄
性

白
血

病
の

再
発

、
骨

髄
異

形
成

症
候

群
の

再
発

及
び

Ｅ
Ｂ

ウ
イ

ル
ス

感
染

に
よ

る
Ｂ

細
胞

性
リ

ン
パ

球
増

殖
性

疾
患

に
対

し
、

造
血

幹
細

胞
提

供
者

の
リ

ン
パ

球
を

採
取

・

輸
注

し
た

場
合

は
、

「
１

」
に

よ
り

算
定

す
る

。
ま

た
こ

の
際

、
自

家
製

造
し

た
リ

ン
パ

球
を

使
用

し
た

場

合
に

は
、

（
５

）
の

規
定

に
基

づ
き

、
原

材
料

と
し

て
用

い
た

血
液

の
量

に
従

い
算

定
す

る
。

 

(
７

)
 

保
存

血
液

輸
血

の
注

入
量

は
、

１
日

に
お

け
る

保
存

血
及

び
血

液
成

分
製

剤
（

自
家

製
造

し
た

も
の

を
除

く
。

）
の

実
際

に
注

入
し

た
総

量
又

は
原

材
料

と
し

て
用

い
た

血
液

の
総

量
の

う
ち

い
ず

れ
か

少
な

い
量

に

よ
り

算
定

す
る

。
例

え
ば

、
2
0
0
m
L
の

血
液

か
ら

製
造

さ
れ

た
3
0
m
L
の

血
液

成
分

製
剤

に
つ

い
て

は
3
0
m
L

と
し

て
算

定
し

、
2
0
0
m
L
の

血
液

か
ら

製
造

さ
れ

た
2
3
0
m
L
の

保
存

血
及

び
血

液
成

分
製

剤
は

、
2
0
0
m
L
と

し
て

算
定

す
る

。
 

(
８

)
 

血
小

板
濃

厚
液

の
注

入
は

、
「

２
」

に
よ

り
算

定
す

る
。

な
お

、
血

漿
成

分
製

剤
（

新
鮮

液
状

血
漿

、
新

鮮
凍

結
血

漿
等

）
は

注
射

の
部

に
お

い
て

取
り

扱
わ

れ
る

。
 

(
９

)
 

自
己

血
貯

血
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
手

術
又

は
ヒ

ト
骨

髄
由

来
間

葉
系

幹
細

胞
の

投
与

を
予

定
し

て
い

る
患

者
か

ら
採

血
を

行
い

、
当

該
血

液
を

保
存

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

ま
た

、
ヒ

ト
骨

髄
由

来

間
葉

系
幹

細
胞

の
投

与
を

予
定

し
て

い
る

患
者

に
関

し
て

は
、

「
３

」
自

己
血

貯
血

の
「

イ
」

６
歳

以
上

の

患
者

の
場

合
（

2
0
0
m
L
ご

と
に

）
の

「
（

１
）

」
の

液
状

保
存

の
場

合
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
1
0
)
 

自
己

血
輸

血
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
手

術
を

行
う

際
に

予
め

貯
血

し
て

お
い

た
自

己
血

（
自

己
血

貯
血

）
を

輸
血

し
た

場
合

に
お

い
て

、
手

術
時

及
び

手
術

後
３

日
以

内
に

輸
血

を
行

っ
た

と
き

に
算

定

で
き

る
。

 

（ ）（ ） 625624

２
－
⑽　
手　
術



 
-
 5
2
7
 -
 

全
症

等
で

あ
り

、
ま

た
、

自
家

骨
髄

移
植

、
自

家
末

梢
血

幹
細

胞
移

植
の

対
象

疾
患

は
、

化
学

療
法

や
放

射

線
療

法
に

感
受

性
の

あ
る

白
血

病
等

の
悪

性
腫

瘍
で

あ
る

。
 

 
 

 
(
６

)
 

同
種

移
植

の
請

求
に

当
た

っ
て

は
、

造
血

幹
細

胞
移

植
者

の
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
造

血
幹

細
胞

提
供

者
の

療
養

上
の

費
用

に
係

る
合

計
点

数
を

併
せ

て
記

載
す

る
と

と
も

に
、

造
血

幹
細

胞
提

供
者

の
療

養

に
係

る
所

定
点

数
を

記
載

し
た

診
療

報
酬

明
細

書
を

添
付

す
る

。
 

 
 

 
(
７

)
 

造
血

幹
細

胞
採

取
（

臍
帯

血
移

植
を

除
く

。
）

を
行

う
医

師
を

派
遣

し
た

場
合

に
お

け
る

医
師

の
派

遣
に

要
し

た
費

用
及

び
採

取
し

た
造

血
幹

細
胞

を
搬

送
し

た
場

合
に

お
け

る
搬

送
に

要
し

た
費

用
に

つ
い

て
は

療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

れ
ら

の
額

は
移

送
費

の
算

定
方

法
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

(
８

)
 

移
植

に
使

用
し

た
臍

帯
血

の
保

存
施

設
か

ら
移

植
実

施
保

険
医

療
機

関
ま

で
の

搬
送

に
要

し
た

費
用

に
つ

い
て

は
療

養
費

と
し

て
支

給
し

、
そ

の
額

は
移

送
費

の
算

定
方

法
に

準
じ

て
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
９

)
 

造
血

幹
細

胞
採

取
（

臍
帯

血
移

植
を

除
く

。
）

を
行

っ
た

医
療

機
関

と
造

血
幹

細
胞

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
造

血
幹

細
胞

移
植

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
行

い
、

診
療

報
酬

の
分

配
は

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

 

  
  
Ｋ

９
２

３
 

術
中

術
後

自
己

血
回

収
術

 

(
１

)
 

開
心

術
及

び
大

血
管

手
術

で
出

血
量

が
6
0
0
m
L
以

上
（

1
2
歳

未
満

の
患

者
に

お
い

て
は

1
0
m
L
/
k
g
）

の
場

合
並

び
に

そ
の

他
無

菌
的

手
術

で
出

血
量

が
6
0
0
m
L
以

上
（

1
2
歳

未
満

の
患

者
に

お
い

て
は

1
0
m
L
/
k
g
）

の

場
合

（
外

傷
及

び
悪

性
腫

瘍
の

手
術

を
除

く
。

た
だ

し
、

外
傷

の
う

ち
骨

盤
骨

折
、

大
腿

骨
骨

折
等

の
閉

鎖

骨
折

に
対

す
る

手
術

に
お

い
て

は
算

定
で

き
る

。
）

に
、

術
中

術
後

自
己

血
回

収
術

を
算

定
す

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

術
中

術
後

自
己

血
回

収
セ

ッ
ト

と
は

、
術

野
か

ら
血

液
を

回
収

し
て

、
濃

縮
及

び
洗

浄
を

行
い

、
又

は
濾

過
を

行
い

、
当

該
手

術
の

際
に

患
者

の
体

内
に

戻
す

一
連

の
器

具
を

い
う

。
 

(
３

)
 

「
１

」
に

つ
い

て
は

、
術

中
術

後
自

己
血

回
収

セ
ッ

ト
を

用
い

て
血

液
の

濃
縮

及
び

洗
浄

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
４

)
 

「
２

」
に

つ
い

て
は

、
術

中
術

後
自

己
血

回
収

セ
ッ

ト
を

用
い

て
血

液
の

濾
過

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

  
第

３
節

 
手

術
医

療
機

器
等

加
算

 

Ｋ
９

３
０

 
脊

髄
誘

発
電

位
測

定
等

加
算

 

(
１

)
 

神
経

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
つ

い
て

は
、

本
区

分
に

よ
り

加
算

す
る

。
 

(
２

)
 

「
１

」
に

規
定

す
る

脳
、

脊
椎

、
脊

髄
、

大
動

脈
瘤

又
は

食
道

の
手

術
と

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

１
１

６
」

か
ら

「
Ｋ

１
１

８
」

ま
で

、
「

Ｋ
１

２
８

」
か

ら
「

Ｋ
１

３
６

」
ま

で
、

「
Ｋ

１
３

８
」

、
「

Ｋ
１

３
９

」
、

「
Ｋ

１
４

２
」

か
ら

「
Ｋ

１
４

２
－

３
」

ま
で

、
「

Ｋ
１

４
２

－
５

」
か

ら
「

Ｋ
１

４
２

－
７

」
、

「
Ｋ

１

５
１

－
２

」
、

「
Ｋ

１
５

４
」

、
「

Ｋ
１

５
４

－
２

」
、

「
Ｋ

１
５

９
」

、
「

Ｋ
１

６
０

－
２

」
、

「
Ｋ

１

６
９

」
、

「
Ｋ

１
７

０
」

、
「

Ｋ
１

７
２

」
、

「
Ｋ

１
７

５
」

か
ら

「
Ｋ

１
７

８
－

３
」

ま
で

、
「

Ｋ
１

８

１
」

、
「

Ｋ
１

８
３

」
か

ら
「

Ｋ
１

９
０

－
２

」
ま

で
、

「
Ｋ

１
９

１
」

、
「

Ｋ
１

９
２

」
、

「
Ｋ

４
５

７
」

、
「

Ｋ
４

５
８

」
、

「
Ｋ

５
２

７
」

、
「

Ｋ
５

２
９

」
の

１
及

び
２

、
「

Ｋ
５

２
９

－
２

」
、

「
Ｋ

５

２
９

－
３

」
、

「
Ｋ

５
６

０
」

、
「

Ｋ
５

６
０

－
２

」
、

「
Ｋ

６
０

９
」

及
び

「
Ｋ

６
０

９
－

２
」

に
掲

げ

る
手

術
を

い
う

。
な

お
、

こ
れ

ら
の

項
目

の
所

定
点

数
を

準
用

す
る

手
術

に
つ

い
て

は
加

算
を

行
わ

な
い

。
 

(
３

)
 

「
２

」
に

規
定

す
る

甲
状

腺
又

は
副

甲
状

腺
の

手
術

と
は

区
分

番
号

「
Ｋ

４
６

１
」

か
ら

「
Ｋ

４
６

３
－

２
」

及
び

「
Ｋ

４
６

５
」

に
掲

げ
る

手
術

を
い

う
。

な
お

、
こ

れ
ら

の
項

目
の

所
定

点
数

を
準

用
す

る
手

術

に
つ

い
て

は
加

算
を

行
わ

な
い

。
 

Ｋ
９

３
１

 
超

音
波

凝
固

切
開

装
置

等
加

算
 

 
-
 5
2
6
 -
 

(
2
1
)
 

「
注

1
0
」

に
規

定
す

る
「

輸
血

に
伴

っ
て

行
っ

た
供

血
者

の
諸

検
査

」
に

は
、

Ｈ
Ｃ

Ｖ
抗

体
定

性
・

定
量

、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
抗

体
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
,
２

抗
体

定
性

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

,
２

抗
体

半
定

量
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
,
２

抗
体

定
量

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

－
１

,
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
－

１
,
２

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

量
、

Ｈ

Ｔ
Ｌ

Ｖ
－

Ⅰ
抗

体
、

不
規

則
抗

体
等

が
含

ま
れ

、
こ

れ
ら

の
検

査
に

係
る

費
用

は
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
2
2
)
 

自
己

血
を

採
血

す
る

際
の

採
血

バ
ッ

グ
並

び
に

輸
血

す
る

際
の

輸
血

用
回

路
及

び
輸

血
用

針
の

費
用

並
び

に
自

己
血

の
保

存
に

係
る

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

別
に

算
定

で
き

な
い

。
な

お
、

自
己

血
の

採
血

に

伴
う

エ
リ

ス
ロ

ポ
エ

チ
ン

に
係

る
第

２
章

第
６

部
第

１
節

第
１

款
注

射
実

施
料

に
つ

い
て

は
、

自
己

血
貯

血

の
所

定
点

数
と

は
別

に
算

定
す

る
。

 

(
2
3
)
 

「
注

1
2
」

に
規

定
す

る
血

小
板

洗
浄

術
加

算
は

、
血

液
・

造
血

器
疾

患
に

お
い

て
、

副
作

用
の

発
生

防
止

を
目

的
と

し
て

、
血

小
板

濃
厚

液
を

置
換

液
等

で
洗

浄
操

作
し

た
上

で
血

漿
成

分
を

除
去

し
輸

血
を

行
っ

た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

血
小

板
洗

浄
術

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
関

係
学

会
の

定
め

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

Ｋ
９

２
０

－
２

 
輸

血
管

理
料

 

(
１

)
 
 
輸

血
管

理
料

は
輸

血
療

法
の

安
全

か
つ

適
正

な
実

施
を

推
進

す
る

観
点

か
ら

、
医

療
機

関
に

お
け

る
輸

血

管
理

体
制

の
構

築
及

び
輸

血
の

適
正

な
実

施
に

つ
い

て
評

価
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

 

(
２

)
 
 
輸

血
管

理
料

は
、

赤
血

球
濃

厚
液

（
浮

遊
液

を
含

む
。

）
、

血
小

板
濃

厚
液

若
し

く
は

自
己

血
の

輸
血

、

又
は

新
鮮

凍
結

血
漿

若
し

く
は

ア
ル

ブ
ミ

ン
製

剤
の

輸
注

を
行

っ
た

場
合

に
、

月
１

回
を

限
度

と
し

て
算

定

す
る

。
 

Ｋ
９

２
１

 
造

血
幹

細
胞

採
取

 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
２

１
」

造
血

幹
細

胞
採

取
の

自
家

移
植

を
行

う
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
９

２
２

」
造

血
幹

細
胞

移
植

を
行

わ
な

か
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

算
定

で
き

る
。

ま
た

、
区

分
番

号
「

Ｋ
９

２
１

」
造

血
幹

細
胞

採

取
の

同
種

移
植

を
行

う
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｋ
９

２
２

」
造

血
幹

細
胞

移
植

の
同

種
移

植
を

算
定

し
た

場
合

に

限
り

算
定

で
き

る
。

 

な
お

、
骨

髄
の

採
取

に
係

る
当

該
骨

髄
穿

刺
を

行
っ

た
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ｄ
４

０
４

」
骨

髄
穿

刺
及

び
区

分
番

号
「

Ｊ
０

１
１

」
骨

髄
穿

刺
の

所
定

点
数

を
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
９

２
１

－
２

 
間

葉
系

幹
細

胞
採

取
（

一
連

に
つ

き
）

 

ヒ
ト

骨
髄

由
来

間
葉

系
幹

細
胞

の
投

与
を

予
定

し
て

い
る

患
者

に
対

し
て

、
骨

髄
採

取
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
な

お
、

骨
髄

の
採

取
に

係
る

当
該

骨
髄

穿
刺

を
行

っ
た

場
合

は
、

区
分

番
号

「
Ｄ

４
０

４
」

骨
髄

穿
刺

及

び
区

分
番

号
「

Ｊ
０

１
１

」
骨

髄
穿

刺
の

所
定

点
数

を
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

Ｋ
９

２
２

 
造

血
幹

細
胞

移
植

 

 
 

 
(
１

)
 

同
種

移
植

に
お

け
る

造
血

幹
細

胞
移

植
の

所
定

点
数

に
は

、
造

血
幹

細
胞

移
植

に
関

連
し

て
実

施
し

た
造

血
幹

細
胞

移
植

者
の

組
織

適
合

性
試

験
の

費
用

が
含

ま
れ

る
。

 

 
 

 
(
２

)
 

同
種

移
植

と
は

、
ヒ

ト
組

織
適

合
性

抗
原

が
概

ね
一

致
す

る
提

供
者

の
造

血
幹

細
胞

を
移

植
す

る
場

合
を

い
う

。
 

 
 

 
(
３

)
 

同
種

移
植

の
所

定
点

数
は

、
適

合
す

る
造

血
幹

細
胞

提
供

者
の

情
報

検
索

連
絡

調
整

に
係

る
費

用
や

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
中

断
後

の
再

ド
ナ

ー
候

補
者

に
対

す
る

追
加

確
認

検
査

（
Ｈ

Ｌ
Ａ

検
査

等
）

と
い

っ
た

安
全

管

理
の

追
加

費
用

等
、

造
血

幹
細

胞
移

植
の

実
施

に
必

要
な

費
用

の
一

部
も

含
め

て
評

価
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

 
 

 
(
４

)
 

臍
帯

血
移

植
の

所
定

点
数

は
、

臍
帯

血
の

Ｈ
Ｌ

Ａ
検

査
等

の
安

全
性

確
認

試
験

の
実

施
を

含
め

た
臍

帯
血

の
管

理
に

係
る

費
用

等
、

臍
帯

血
移

植
の

実
施

に
必

要
な

費
用

の
一

部
も

含
め

て
評

価
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

 
 

 
(
５

)
 

同
種

移
植

の
対

象
疾

患
は

、
白

血
病

、
再

生
不

良
性

貧
血

、
骨

髄
異

形
成

症
候

群
、

重
症

複
合

型
免

疫
不

（ ）（ ） 627626

２
－
⑽　
手　
術
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５
」

、
「

Ｋ
７

０
６

」
、

「
Ｋ

７
１

６
－

３
」

及
び

「
Ｋ

７
１

６
－

５
」

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
自

動

縫
合

器
を

使
用

し
た

場
合

は
、

２
個

を
限

度
と

し
て

当
該

加
算

点
数

に
使

用
個

数
を

乗
じ

て
得

た
点

数
を

加

算
す

る
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
２

４
－

２
」

、
「

Ｋ
６

５
４

－
３

」
の

「
２

」
、

「
Ｋ

６
５

５
」

、
「

Ｋ
６

６
２

」
、

「
Ｋ

６
６

２
－

２
」

、
「

Ｋ
６

９
５

」
の

「
４

」
か

ら
「

Ｋ
６

９
５

」
の

「
７

」
ま

で
、

「
Ｋ

６
９

５
－

２
」

の
「

４
」

か
ら

「
Ｋ

６
９

５
－

２
」

の
「

６
」

ま
で

、
「

Ｋ
６

９
７

－
４

」
、

「
Ｋ

７
０

０
－

２
」

、
「

Ｋ

７
０

０
－

３
」

、
「

Ｋ
７

１
１

－
２

」
、

「
Ｋ

７
１

６
」

、
「

７
１

６
－

２
」

、
「

Ｋ
７

３
２

」
の

「
２

」
、

「
Ｋ

７
３

９
」

及
び

「
Ｋ

７
３

９
－

３
」

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
自

動
縫

合
器

を
使

用
し

た
場

合
は

、

３
個

を
限

度
と

し
て

当
該

加
算

点
数

に
使

用
個

数
を

乗
じ

て
得

た
点

数
を

加
算

す
る

。
 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
４

８
８

－
４

」
、

「
Ｋ

５
２

２
－

３
」

、
「

Ｋ
５

２
５

」
、

「
Ｋ

５
２

９
」

の
「

３
」

、

「
Ｋ

５
３

１
」

、
「

Ｋ
６

４
５

」
、

「
Ｋ

６
５

５
－

４
」

、
「

Ｋ
６

５
５

－
５

」
、

「
Ｋ

６
５

７
－

２
」

、

「
Ｋ

７
０

０
」

、
「

Ｋ
７

０
２

」
か

ら
「

Ｋ
７

０
３

－
２

」
ま

で
、

「
Ｋ

７
１

６
－

４
」

、
「

Ｋ
７

１
６

－

６
」

、
「

Ｋ
７

１
９

」
か

ら
「

Ｋ
７

１
９

－
３

」
ま

で
、

「
Ｋ

７
３

５
」

、
「

Ｋ
７

３
５

－
３

」
、

「
Ｋ

７

４
０

」
及

び
「

Ｋ
７

４
０

－
２

」
に

掲
げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

自
動

縫
合

器
を

使
用

し
た

場
合

は
、

４
個

を

限
度

と
し

て
当

該
加

算
点

数
に

使
用

個
数

を
乗

じ
て

得
た

点
数

を
加

算
す

る
。

 

(
４

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
５

５
－

２
」

、
「

Ｋ
６

５
７

」
、

「
Ｋ

８
０

３
」

か
ら

「
Ｋ

８
０

３
－

３
」

ま
で

及
び

「
Ｋ

８
１

７
」

の
「

３
」

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
自

動
縫

合
器

を
使

用
し

た
場

合
は

、
５

個
を

限
度

と

し
て

当
該

加
算

点
数

に
使

用
個

数
を

乗
じ

て
得

た
点

数
を

加
算

す
る

。
 

(
５

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

１
」

、
「

Ｋ
５

１
３

」
、

「
Ｋ

５
１

４
」

、
「

Ｋ
５

１
４

－
２

」
の

「
１

」
、

「
Ｋ

５
１

４
－

２
」

の
「

３
」

、
「

Ｋ
５

１
４

－
４

」
、

「
Ｋ

５
１

４
－

６
」

、
「

Ｋ
５

２
９

」
の

「
１

」
、

「
Ｋ

５
２

９
」

の
「

２
」

、
「

Ｋ
５

２
９

－
２

」
、

「
Ｋ

５
２

９
－

３
」

及
び

「
Ｋ

６
５

６
－

２
」

に
掲

げ

る
手

術
に

当
た

っ
て

自
動

縫
合

器
を

使
用

し
た

場
合

は
、

６
個

を
限

度
と

し
て

当
該

加
算

点
数

に
使

用
個

数

を
乗

じ
て

得
た

点
数

を
加

算
す

る
。

 

(
６

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

４
－

２
」

の
「

２
」

及
び

「
Ｋ

７
３

５
－

５
」

に
掲

げ
る

手
術

に
あ

た
っ

て
自

動
縫

合
器

を
使

用
し

た
場

合
は

、
８

個
を

限
度

と
し

て
当

該
加

算
点

数
に

使
用

個
数

を
乗

じ
て

得
た

点
数

を
加

算

す
る

。
 

(
７

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

２
」

、
「

Ｋ
５

５
２

－
２

」
、

「
Ｋ

５
５

４
」

、
「

Ｋ
５

５
５

」
、

「
Ｋ

５
５

７
」

、

「
Ｋ

５
５

７
－

２
」

、
「

Ｋ
５

５
７

－
３

」
、

「
Ｋ

５
６

０
」

及
び

「
Ｋ

５
９

４
」

の
「

３
」

に
掲

げ
る

手

術
に

当
た

っ
て

左
心

耳
閉

塞
用

ク
リ

ッ
プ

を
使

用
し

た
場

合
は

、
１

個
を

限
度

と
し

て
本

区
分

の
所

定
点

数

を
算

定
す

る
。

 

Ｋ
９

３
６

－
２

 
自

動
吻

合
器

加
算

 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
５

５
－

４
」

、
「

Ｋ
６

５
５

－
５

」
、

「
Ｋ

６
５

７
」

及
び

「
Ｋ

６
５

７
－

２
」

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
自

動
吻

合
器

を
使

用
し

た
場

合
は

２
個

を
限

度
と

し
て

、
そ

れ
以

外
の

手
術

に
あ

っ
て

は
１

個

を
限

度
と

し
て

当
該

加
算

点
数

に
使

用
個

数
を

乗
じ

て
得

た
点

数
を

加
算

す
る

。
 

Ｋ
９

３
６

－
３

 
微

小
血

管
自

動
縫

合
器

加
算

 

四
肢

（
手

、
足

、
指

（
手

、
足

）
を

含
む

。
）

以
外

の
部

位
に

お
い

て
、

「
Ｋ

０
１

７
」

遊
離

皮
弁

術
（

顕
微

鏡
下

血
管

柄
付

き
の

も
の

）
又

は
「

Ｋ
０

２
０

」
自

家
遊

離
複

合
組

織
移

植
術

（
顕

微
鏡

下
血

管
柄

付
き

の
も

の
）

を
行

う
際

に
、

微
小

静
脈

の
縫

合
の

た
め

に
微

小
血

管
自

動
縫

合
器

を
用

い
た

場
合

に
算

定
す

る
。

な
お

、
こ

の

場
合

に
お

い
て

、
２

個
を

限
度

と
し

て
当

該
加

算
点

数
に

微
小

血
管

自
動

縫
合

器
用

カ
ー

ト
リ

ッ
ジ

の
使

用
個

数

を
乗

じ
て

得
た

点
数

を
加

算
す

る
も

の
と

す
る

。
 

Ｋ
９

３
７

－
２

 
術

中
グ

ラ
フ

ト
血

流
測

定
加

算
 

冠
動

脈
血

行
再

建
術

、
四

肢
の

血
管

移
植

術
又

は
バ

イ
パ

ス
移

植
術

に
当

た
っ

て
超

音
波

ト
ラ

ン
ジ

ッ
ト

タ
イ

ム
法

又
は

高
解

像
度

心
外

膜
超

音
波

法
に

よ
り

、
グ

ラ
フ

ト
の

血
流

を
術

中
に

測
定

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。
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(
１

)
 

ベ
ッ

セ
ル

シ
ー

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
本

区
分

に
よ

り
加

算
す

る
。

 

(
２

)
 

「
注

」
に

規
定

す
る

「
悪

性
腫

瘍
等

に
係

る
手

術
」

と
は

、
「

Ｋ
０

３
１

」
、

「
Ｋ

０
５

３
」

、
「

Ｋ
３

７
４

」
、

「
Ｋ

３
７

４
－

２
」

、
「

Ｋ
３

７
６

」
、

「
Ｋ

３
７

９
－

２
」

、
「

Ｋ
３

９
４

」
、

「
Ｋ

３
９

４

－
２

」
、

「
Ｋ

３
９

５
」

、
「

Ｋ
４

６
１

」
、

「
Ｋ

４
６

１
－

２
」

、
「

Ｋ
４

６
３

」
、

「
Ｋ

４
６

３
－

２
」

、
「

Ｋ
４

６
５

」
、

「
Ｋ

４
７

６
」

の
「

４
」

、
「

Ｋ
４

７
６

」
の

「
６

」
、

「
Ｋ

４
７

６
」

の

「
９

」
、

「
Ｋ

４
７

６
－

３
」

、
「

Ｋ
４

８
４

」
、

「
Ｋ

４
８

４
－

２
」

、
「

Ｋ
５

０
２

」
、

「
Ｋ

５
０

２

－
４

」
、

「
Ｋ

５
０

４
」

、
「

Ｋ
５

１
１

」
、

「
Ｋ

５
１

４
」

、
「

Ｋ
５

１
４

－
３

」
か

ら
「

Ｋ
５

１
４

－

６
」

ま
で

、
「

Ｋ
５

２
２

－
３

」
、

「
Ｋ

５
２

７
」

、
「

Ｋ
５

２
９

」
、

「
Ｋ

５
３

１
」

、
「

Ｋ
５

５
２

」
、

「
Ｋ

５
５

２
－

２
」

、
「

Ｋ
６

４
３

」
、

「
Ｋ

６
４

５
」

、
「

Ｋ
６

５
５

」
の

「
２

」
、

「
Ｋ

６
５

５
－

４
」

の
「

２
」

、
「

Ｋ
６

５
７

」
の

「
２

」
、

「
Ｋ

６
７

５
」

、
「

Ｋ
６

７
７

」
、

「
Ｋ

６
７

７
－

２
」

、
「

Ｋ

６
９

５
」

、
「

Ｋ
６

９
７

－
４

」
か

ら
「

Ｋ
６

９
７

－
７

」
ま

で
、

「
Ｋ

７
０

２
」

か
ら

「
Ｋ

７
０

４
」

ま

で
、

「
Ｋ

７
０

９
－

２
」

か
ら

「
Ｋ

７
０

９
－

５
」

ま
で

、
「

Ｋ
７

１
６

」
、

「
Ｋ

７
１

９
」

の
「

２
」

、

「
Ｋ

７
１

９
」

の
「

３
」

、
「

Ｋ
７

１
９

－
５

」
、

「
Ｋ

７
４

０
」

、
「

Ｋ
７

４
８

」
、

「
Ｋ

７
５

６
」

、

「
Ｋ

７
７

３
」

、
「

Ｋ
７

７
９

」
、

「
Ｋ

７
７

９
－

２
」

、
「

Ｋ
７

８
０

」
、

「
Ｋ

７
８

０
－

２
」

、
「

Ｋ

８
０

１
」

の
「

１
」

、
「

Ｋ
８

０
３

」
、

「
Ｋ

８
１

７
」

の
「

３
」

、
「

Ｋ
８

４
３

」
、

「
Ｋ

８
４

３
－

４
」

、
「

Ｋ
８

５
０

」
、

「
Ｋ

８
５

７
」

、
「

Ｋ
８

７
９

」
及

び
「

Ｋ
８

８
９

」
に

掲
げ

る
手

術
を

い
う

。
 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

７
１

６
」

小
腸

切
除

術
の

「
２

」
、

区
分

番
号

「
Ｋ

７
１

９
」

結
腸

切
除

術
の

「
２

」
及

び
区

分
番

号
「

Ｋ
７

１
９

－
５

」
全

結
腸

・
直

腸
切

除
嚢

肛
門

吻
合

術
に

つ
い

て
は

、
ク

ロ
ー

ン
病

又
は

潰

瘍
性

大
腸

炎
の

再
手

術
に

対
し

て
超

音
波

凝
固

切
開

装
置

等
を

用
い

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

Ｋ
９

３
２

 
創

外
固

定
器

加
算

 

区
分

番
号

「
Ｋ

０
４

６
」

骨
折

観
血

的
手

術
及

び
「

Ｋ
０

７
３

」
関

節
内

骨
折

観
血

的
手

術
に

つ
い

て
は

、
開

放
骨

折
、

関
節

内
骨

折
又

は
粉

砕
骨

折
に

対
し

て
創

外
固

定
器

を
用

い
た

場
合

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

５
８

」
骨

長

調
整

手
術

に
つ

い
て

は
、

軟
骨

無
形

成
症

及
び

軟
骨

低
形

成
症

等
の

骨
異

形
成

症
、

四
肢

形
成

不
全

又
は

四
肢

変

形
の

患
者

に
対

し
て

脚
延

長
術

を
行

う
際

に
創

外
固

定
器

を
用

い
た

場
合

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

７
６

」
観

血
的

関

節
授

動
術

に
つ

い
て

は
、

外
傷

又
は

変
性

疾
患

等
に

よ
り

拘
縮

と
な

っ
た

関
節

に
対

し
て

創
外

固
定

器
を

用
い

た

場
合

、
区

分
番

号
「

Ｋ
１

２
５

」
骨

盤
骨

折
観

血
的

手
術

（
腸

骨
翼

骨
折

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
は

骨
盤

骨
折

（
腸

骨
翼

骨
折

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
創

外
固

定
器

を
用

い
た

場
合

、
区

分
番

号
「

Ｋ
１

８
０

の
３

」
頭

蓋
骨

形

成
手

術
（

骨
移

動
を

伴
う

も
の

）
に

つ
い

て
は

頭
蓋

縫
合

早
期

癒
合

症
等

の
頭

蓋
骨

変
形

の
患

者
に

対
し

て
骨

延

長
術

を
行

う
際

に
創

外
固

定
器

を
用

い
た

場
合

、
区

分
番

号
「

Ｋ
４

４
３

」
上

顎
骨

形
成

術
に

つ
い

て
は

外
傷

後

の
上

顎
骨

後
位

癒
着

、
上

顎
骨

発
育

不
全

症
又

は
症

候
群

性
頭

蓋
縫

合
早

期
癒

合
症

等
の

先
天

異
常

に
対

し
L
e
 
F

o
r
t
 
I
、

I
I
又

は
I
I
I
型

骨
切

離
に

よ
る

移
動

を
創

外
固

定
器

に
よ

り
行

う
場

合
、

区
分

番
号

「
Ｋ

４
４

４
」

下

顎
骨

形
成

術
及

び
「

Ｋ
４

４
４

－
２

」
下

顎
骨

延
長

術
に

つ
い

て
は

先
天

性
の

第
１

第
２

鰓
弓

症
候

群
、

ト
リ

ー

チ
ャ

ー
・

コ
リ

ン
ズ

症
候

群
等

に
み

ら
れ

る
小

顎
症

の
患

者
に

対
し

て
骨

形
成

術
又

は
骨

延
長

術
を

行
う

際
に

創

外
固

定
器

を
用

い
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

Ｋ
９

３
３

 
イ

オ
ン

ト
フ

ォ
レ

ー
ゼ

加
算

 

当
該

加
算

を
算

定
し

た
場

合
、

麻
酔

料
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
９

３
４

－
２

 
副

鼻
腔

手
術

用
骨

軟
部

組
織

切
除

機
器

加
算

 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

９
３

４
」

副
鼻

腔
手

術
用

内
視

鏡
加

算
と

併
せ

て
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

両
側

に
使

用
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

一
連

と
し

て
所

定
点

数
は

1
回

に
限

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
９

３
６

 
自

動
縫

合
器

加
算

 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
１

４
－

３
」

、
「

Ｋ
５

１
５

－
５

」
、

「
Ｋ

５
５

２
」

、
「

Ｋ
５

５
２

－
２

」
、

「
Ｋ

６
７

４
」

、
「

Ｋ
６

７
４

－
２

」
、

「
Ｋ

６
７

５
」

の
「

２
」

か
ら

「
Ｋ

６
７

５
」

の
「

５
」

ま
で

、
「

Ｋ

６
７

７
」

、
「

Ｋ
６

７
７

－
２

」
、

「
Ｋ

６
８

０
」

、
「

Ｋ
６

８
４

－
２

」
、

「
Ｋ

６
９

６
」

、
「

Ｋ
７

０

（ ）（ ） 627626

２
－
⑽　
手　
術
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の
分

配
は

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

 

(
４

)
 
 
嚥

下
機

能
評

価
の

結
果

及
び

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
す

る
説

明
の

要
点

を
診

療
録

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
５

)
  

嚥
下

造
影

又
は

内
視

鏡
下

嚥
下

機
能

検
査

の
実

施
日

を
診

療
報

酬
明

細
書

の
摘

要
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
６

)
 
 
当

該
加

算
を

算
定

し
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

区
分

番
号

「
Ｅ

０
０

３
」

の
「

７
」

嚥
下

造
影

及
び

区
分

番

号
「

Ｄ
２

９
８

－
２

」
内

視
鏡

下
嚥

下
機

能
検

査
は

別
に

算
定

で
き

る
。

 

(
７

)
 

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

以
外

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

場
合

は
、

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

Ｋ
９

３
９

－
６

 
凍

結
保

存
同

種
組

織
加

算
 
 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

５
」

、
「

Ｋ
５

５
５

－
３

」
、

「
Ｋ

５
５

７
」

、
「

Ｋ
５

５
７

－
４

」
、

「
Ｋ

５
５

８
」

、
「

Ｋ
５

６
０

」
、

「
Ｋ

５
６

６
」

、
「

Ｋ
５

６
７

」
、

「
Ｋ

５
７

０
」

、
「

Ｋ
５

８
０

」
か

ら
「

Ｋ

５
８

７
」

ま
で

、
「

Ｋ
６

１
４

」
、

「
Ｋ

６
２

３
」

、
「

Ｋ
６

４
２

」
、

「
Ｋ

６
４

３
」

、
「

Ｋ
６

７
５

」

の
「

２
」

か
ら

「
５

」
ま

で
、

「
Ｋ

６
７

７
－

２
」

、
「

Ｋ
６

９
５

」
、

「
Ｋ

６
９

７
－

５
」

、
「

Ｋ
６

９

７
－

７
」

、
「

Ｋ
７

０
２

」
の

「
４

」
、

「
Ｋ

７
０

３
」

の
「

４
」

及
び

「
Ｋ

７
０

４
」

に
掲

げ
る

手
術

に

当
た

っ
て

、
凍

結
保

存
さ

れ
た

同
種

組
織

で
あ

る
心

臓
弁

又
は

血
管

を
用

い
た

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

日
本

組
織

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

ヒ
ト

組
織

を
利

用
す

る
医

療
行

為
の

安
全

性
確

保
・

保
存

・
使

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

た
場

合
に

限
り

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

組
織

適
合

性
試

験
及

び
同

種
組

織
を

採
取

及
び

保
存

す
る

た
め

に
要

す
る

全
て

の
費

用
は

、
所

定
点

数
に

含
ま

れ
別

に
算

定
で

き
な

い
。

 

(
４

)
 

日
本

組
織

移
植

学
会

が
認

定
し

た
組

織
バ

ン
ク

に
お

い
て

適
切

に
採

取
、

加
工

及
び

保
存

さ
れ

た
非

生
体

の
同

種
組

織
で

あ
る

、
生

体
弁

又
は

血
管

を
使

用
し

た
場

合
に

限
り

算
定

で
き

る
。

な
お

、
組

織
移

植
を

行

っ
た

保
険

医
療

機
関

と
組

織
移

植
に

用
い

た
組

織
を

採
取

等
し

た
保

険
医

療
機

関
と

が
異

な
る

場
合

の
診

療

報
酬

の
請

求
に

つ
い

て
は

、
組

織
移

植
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

行
う

も
の

と
し

、
当

該
診

療
報

酬
の

分

配
は

相
互

の
合

議
に

委
ね

る
。

 

Ｋ
９

３
９

－
７

 
レ

ー
ザ

ー
機

器
加

算
 

レ
ー

ザ
ー

機
器

加
算

は
、

口
腔

内
の

軟
組

織
の

切
開

、
止

血
、

凝
固

及
び

蒸
散

が
可

能
な

も
の

と
し

て
保

険
適

用
さ

れ
て

い
る

機
器

を
使

用
し

て
「

注
２

」
か

ら
「

注
４

」
ま

で
に

掲
げ

る
手

術
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

な
お

、
通

則
1
4
に

規
定

す
る

「
同

一
手

術
野

又
は

同
一

病
巣

に
つ

き
、

２
以

上
の

手
術

を
同

時
に

行
っ

た
場

合
」

に
該

当
し

な
い

２
以

上
の

手
術

を
算

定
し

た
場

合
は

そ
れ

ぞ
れ

の
手

術
に

お
い

て
算

定
す

る
。

 

  
 

 
-
 5
3
0
 -
 

Ｋ
９

３
８

 
体

外
衝

撃
波

消
耗

性
電

極
加

算
 

消
耗

性
電

極
と

は
、

１
回

又
は

２
回

以
上

の
使

用
に

よ
り

消
耗

し
、

交
換

が
必

要
と

な
る

電
極

を
い

う
。

な
お

、

こ
の

加
算

は
一

連
の

手
術

に
つ

い
て

１
回

の
み

算
定

す
る

。
 

Ｋ
９

３
９

 
画

像
等

手
術

支
援

加
算

 

(
１

)
 

画
像

等
手

術
支

援
加

算
は

、
当

該
技

術
の

補
助

に
よ

り
手

術
が

行
わ

れ
た

場
合

に
算

定
す

る
も

の
で

あ
り

、

当
該

技
術

が
用

い
ら

れ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

手
術

が
行

わ
れ

な
か

っ
た

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

も
の

と
は

、
手

術
前

又
は

手
術

中
に

得
た

画
像

を
３

次
元

に
構

築
し

、
手

術
の

過
程

に
お

い
て

、
３

次
元

画
像

と
術

野
の

位
置

関
係

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
上

で
処

理
す

る

こ
と

で
、

手
術

を
補

助
す

る
目

的
で

用
い

る
こ

と
を

い
う

。
 

(
３

)
 

実
物

大
臓

器
立

体
モ

デ
ル

に
よ

る
も

の
と

は
、

手
術

前
に

得
た

画
像

等
に

よ
り

作
成

さ
れ

た
実

物
大

臓
器

立
体

モ
デ

ル
を

、
手

術
を

補
助

す
る

目
的

で
用

い
る

こ
と

を
い

う
。

 

(
４

)
 

患
者

適
合

型
手

術
支

援
ガ

イ
ド

に
よ

る
も

の
と

は
、

手
術

前
に

得
た

画
像

等
に

よ
り

作
成

さ
れ

た
実

物
大

の
患

者
適

合
型

手
術

支
援

ガ
イ

ド
と

し
て

薬
事

承
認

を
得

て
い

る
医

療
機

器
を

、
人

工
膝

関
節

置
換

術
又

は

再
置

換
術

を
補

助
す

る
目

的
で

用
い

る
こ

と
を

い
う

。
 

Ｋ
９

３
９

－
２

 
術

中
血

管
等

描
出

撮
影

加
算

 

術
中

血
管

等
描

出
撮

影
加

算
は

脳
神

経
外

科
手

術
、

冠
動

脈
血

行
再

建
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
０

１
７

」
の

遊
離

皮
弁

術
（

顕
微

鏡
下

血
管

柄
付

き
の

も
の

）
の

「
１

」
、

「
Ｋ

４
７

６
－

３
」

動
脈

（
皮

）
弁

及
び

筋
（

皮
）

弁

を
用

い
た

乳
房

再
建

術
（

乳
房

切
除

術
）

、
「

Ｋ
６

９
５

」
肝

切
除

術
の

「
２

」
か

ら
「

７
」

ま
で

、
区

分
番

号

「
Ｋ

６
９

５
－

２
」

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

の
「

２
」

か
ら

「
６

」
ま

で
又

は
「

Ｋ
８

０
３

」
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術

の
「

６
」

に
お

い
て

イ
ン

ド
シ

ア
ニ

ン
グ

リ
ー

ン
若

し
く

は
ア

ミ
ノ

レ
ブ

リ
ン

酸
塩

酸
塩

を
用

い
て

、
蛍

光
測

定

等
に

よ
り

血
管

や
腫

瘍
等

を
確

認
し

た
際

又
は

手
術

に
お

い
て

消
化

管
の

血
流

を
確

認
し

た
際

に
算

定
す

る
。

な

お
、

単
に

Ｘ
線

用
、

超
音

波
用

又
は

Ｍ
Ｒ

Ｉ
用

の
造

影
剤

を
用

い
た

の
み

で
は

算
定

で
き

な
い

。
 

Ｋ
９

３
９

－
３

 
人

工
肛

門
・

人
工

膀
胱

造
設

術
前

処
置

加
算

 

人
工

肛
門

・
人

工
膀

胱
造

設
術

前
処

置
加

算
は

、
人

工
肛

門
等

造
設

後
の

合
併

症
等

の
予

防
の

た
め

、
術

前
の

画
像

診
断

や
触

診
等

に
よ

り
、

腹
直

筋
の

位
置

を
確

認
し

た
上

で
、

適
切

な
造

設
部

位
に

術
前

に
印

を
つ

け
る

な

ど
の

処
置

を
行

う
こ

と
を

い
い

、
人

工
肛

門
又

は
人

工
膀

胱
の

ケ
ア

に
従

事
し

た
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
看

護

師
等

で
あ

っ
て

、
人

工
肛

門
又

は
人

工
膀

胱
の

ケ
ア

に
か

か
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

も
の

が
、

手
術

を
実

施

す
る

医
師

と
と

も
に

、
術

前
に

実
施

し
た

場
合

に
算

定
す

る
こ

と
。

 

Ｋ
９

３
９

－
５

 
胃

瘻
造

設
時

嚥
下

機
能

評
価

加
算

 

(
１

)
 
 
胃

瘻
造

設
前

に
嚥

下
造

影
又

は
内

視
鏡

下
嚥

下
機

能
検

査
に

よ
る

嚥
下

機
能

評
価

を
実

施
し

、
そ

の
結

果

に
基

づ
き

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

配
置

さ
れ

て
い

る
医

師
が

胃
瘻

造
設

の
必

要
性

、
今

後
の

摂
食

機
能

療

法
の

必
要

性
及

び
方

法
、

胃
瘻

抜
去

又
は

閉
鎖

の
可

能
性

等
に

つ
い

て
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

に
十

分
に

説

明
及

び
相

談
を

行
っ

た
上

で
胃

瘻
造

設
術

を
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
２

)
 
 
内

視
鏡

下
嚥

下
機

能
検

査
に

よ
る

嚥
下

機
能

評
価

を
実

施
す

る
場

合
（

他
の

保
険

医
療

機
関

で
内

視
鏡

下

嚥
下

機
能

検
査

を
実

施
す

る
場

合
を

含
む

。
）

は
、

関
連

学
会

等
が

実
施

す
る

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

者

が
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 
 
他

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
嚥

下
造

影
に

よ
る

嚥
下

機
能

評
価

を
実

施
し

た
場

合
又

は
内

視
鏡

下
嚥

下

機
能

検
査

（
関

連
学

会
等

が
実

施
す

る
所

定
の

研
修

を
修

了
し

た
者

が
実

施
す

る
場

合
に

限
る

。
）

に
よ

る

嚥
下

機
能

評
価

を
実

施
し

た
場

合
は

、
当

該
評

価
を

実
施

し
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
そ

の
結

果
を

患

者
又

は
そ

の
家

族
等

に
十

分
に

説
明

す
る

と
と

も
に

、
胃

瘻
造

設
術

を
実

施
す

る
保

険
医

療
機

関
に

情
報

提

供
す

る
こ

と
。

ま
た

、
胃

瘻
造

設
術

を
実

施
す

る
保

険
医

療
機

関
と

嚥
下

機
能

評
価

を
実

施
し

た
保

険
医

療

機
関

と
が

異
な

る
場

合
の

診
療

報
酬

の
請

求
は

、
胃

瘻
造

設
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

行
い

、
診

療
報

酬

（ ）628

２
－
⑽　
手　
術



を
増

す
ご

と
に

、
1
2
8
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｌ
０

０
５

上
・

下
肢

伝
達

麻
酔

1
7
0
点

Ｌ
０

０
６

球
後

麻
酔

及
び

顔
面

・
頭

頸
部

の
伝

達
麻

酔
（

瞬
目

麻
酔

及
び

眼
輪

筋
内

浸
潤

麻
酔

を
含

む
。

）
け

い

1
5
0
点

Ｌ
０

０
７

開
放

点
滴

式
全

身
麻

酔
3
1
0
点

Ｌ
０

０
８

マ
ス

ク
又

は
気

管
内

挿
管

に
よ

る
閉

鎖
循

環
式

全
身

麻
酔

１
人

工
心

肺
を

用
い

低
体

温
で

行
う

心
臓

手
術

、
区

分
番

号
Ｋ

５
５

２
－

２
に

掲
げ

る
冠

動
脈

、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

（
人

工
心

肺
を

使
用

し
な

い
も

の
）

で
あ

っ
て

低
体

温
で

行
う

も
の

が

行
わ

れ
る

場
合

又
は

分
離

肺
換

気
及

び
高

頻
度

換
気

法
が

併
施

さ
れ

る
麻

酔
の

場
合

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
麻

酔
が

困
難

な
患

者
に

行
う

場
合

2
4
,
9
0
0
点

ロ
イ

以
外

の
場

合
1
8
,
2
0
0
点

２
坐

位
に

お
け

る
脳

脊
髄

手
術

、
人

工
心

肺
を

用
い

る
心

臓
手

術
（

低
体

温
で

行
う

も
の

を
除

く
ざ

。
）

若
し

く
は

区
分

番
号

Ｋ
５

５
２

－
２

に
掲

げ
る

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

（
人

工

心
肺

を
使

用
し

な
い

も
の

）
（

低
体

温
で

行
う

も
の

を
除

く
。

）
が

行
わ

れ
る

場
合

又
は

低
血

圧

麻
酔

、
低

体
温

麻
酔

、
分

離
肺

換
気

に
よ

る
麻

酔
若

し
く

は
高

頻
度

換
気

法
に

よ
る

麻
酔

の
場

合

（
１

に
掲

げ
る

場
合

を
除

く
。

）

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
麻

酔
が

困
難

な
患

者
に

行
う

場
合

1
6
,
6
0
0
点

ロ
イ

以
外

の
場

合
1
2
,
1
0
0
点

３
１

若
し

く
は

２
以

外
の

心
臓

手
術

が
行

わ
れ

る
場

合
又

は
伏

臥
位

で
麻

酔
が

行
わ

れ
る

場
合

（
が

１
又

は
２

に
掲

げ
る

場
合

を
除

く
。

）

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
麻

酔
が

困
難

な
患

者
に

行
う

場
合

1
2
,
4
5
0
点

ロ
イ

以
外

の
場

合
9
,
0
5
0
点

４
腹

腔
鏡

を
用

い
た

手
術

若
し

く
は

検
査

が
行

わ
れ

る
場

合
又

は
側

臥
位

で
麻

酔
が

行
わ

れ
る

場
く

う
が

合
（

１
か

ら
３

ま
で

に
掲

げ
る

場
合

を
除

く
。

）

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
麻

酔
が

困
難

な
患

者
に

行
う

場
合

9
,
1
3
0
点

ロ
イ

以
外

の
場

合
6
,
6
1
0
点

５
そ

の
他

の
場

合

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
麻

酔
が

困
難

な
患

者
に

行
う

場
合

8
,
3
0
0
点

ロ
イ

以
外

の
場

合
6
,
0
0
0
点

注
１

一
の

当
該

全
身

麻
酔

に
お

い
て

複
数

の
項

目
に

係
る

手
術

等
が

行
わ

れ
る

場
合

に
は

、
最

も

高
い

点
数

の
項

目
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
全

身
麻

酔
の

実
施

時
間

が
２

時
間

を
超

え
た

場
合

は
、

麻
酔

管
理

時
間

加
算

と
し

て
、
3
0
分

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
１

に
掲

げ
る

項
目

に
係

る
手

術
等

に
よ

り
実

施
時

間
が

２
時

間
を

超
え

た
場

合

1
,
8
0
0
点

ロ
２

に
掲

げ
る

項
目

に
係

る
手

術
等

に
よ

り
実

施
時

間
が

２
時

間
を

超
え

た
場

合

1
,
2
0
0
点

ハ
３

に
掲

げ
る

項
目

に
係

る
手

術
等

に
よ

り
実

施
時

間
が

２
時

間
を

超
え

た
場

合
9
0
0
点

ニ
４

に
掲

げ
る

項
目

に
係

る
手

術
等

に
よ

り
実

施
時

間
が

２
時

間
を

超
え

た
場

合
6
6
0
点

ホ
５

に
掲

げ
る

項
目

に
係

る
手

術
等

に
よ

り
実

施
時

間
が

２
時

間
を

超
え

た
場

合
6
0
0
点

３
酸

素
を

使
用

し
た

場
合

は
、

そ
の

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

（
酸

素
と

併
せ

て
窒

素

を
使

用
し

た
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
合

算
し

た
点

数
）

を

加
算

す
る

。
酸

素
及

び
窒

素
の

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

４
硬

膜
外

麻
酔

を
併

せ
て

行
っ

た
場

合
は

、
硬

膜
外

麻
酔

併
施

加
算

と
し

て
、

次
に

掲
げ

る
点

数
を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

イ
頸

・
胸

部
7
5
0
点

け
い

ロ
腰

部
4
0
0
点

ハ
仙

骨
部

1
7
0
点

５
注

４
に

つ
い

て
、

硬
膜

外
麻

酔
の

実
施

時
間

が
２

時
間

を
超

え
た

場
合

は
、

麻
酔

管
理

時
間

第
1
1
部

麻
酔

通
則 １

麻
酔

の
費

用
は

、
第

１
節

及
び

第
２

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

麻
酔

に
当

た

っ
て

、
薬

剤
又

は
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
保

険
医

療
材

料
（

以
下

こ
の

部
に

お
い

て
「

特
定

保
険

医
療

材
料

」
と

い
う

。
）

を
使

用
し

た
場

合
は

、
第

１
節

及
び

第
２

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
第

３
節

又
は

第
４

節
の

所
定

点
数

を
合

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

２
未

熟
児

、
新

生
児

（
未

熟
児

を
除

く
。

）
、

乳
児

又
は

１
歳

以
上

３
歳

未
満

の
幼

児
に

対
し

て
麻

酔
を

行
っ

た
場

合
は

、
未

熟
児

加
算

、
新

生
児

加
算

、
乳

児
加

算
又

は
幼

児
加

算
と

し
て

、
当

該
麻

酔
の

所
定

点
数

に
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
2
0
0
、
1
0
0
分

の
2
0
0
、
1
0
0
分

の
5
0
又

は
1
0
0
分

の
2
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

３
入

院
中

の
患

者
以

外
の

患
者

に
対

し
、

緊
急

の
た

め
に

、
休

日
に

手
術

を
行

っ
た

場
合

又
は

そ
の

開
始

時
間

が
保

険
医

療
機

関
の

表
示

す
る

診
療

時
間

以
外

の
時

間
若

し
く

は
深

夜
で

あ
る

手
術

を
行

っ
た

場
合

の
麻

酔
料

及
び

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

料
は

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
の
1
0 0
分

の
8
0
又

は
1
0
0
分

の
4
0
若

し
く

は
1
0
0
分

の
8
0
に

相

当
す

る
点

数
を

加
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
し

、
入

院
中

の
患

者
に

対
し

、
緊

急
の

た
め

に
、

休
日

に
手

術
を

行
っ

た
場

合
又

は
そ

の
開

始
時

間
が

深
夜

で
あ

る
手

術
を

行
っ

た
場

合
の

麻
酔

料
及

び
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
料

は
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。
た

だ
し

、
区

分

番
号

Ａ
０

０
０

に
掲

げ
る

初
診

料
の

注
７

の
た

だ
し

書
に

規
定

す
る

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

は
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者
に

対
し

、
同

注
の

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
時

間
に

手
術

を
開

始
し

た
場

合
に

限
り

、
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
4
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
し

た
点

数
に

よ
り

算
定

す
る

。

４
同

一
の

目
的

の
た

め
に

２
以

上
の

麻
酔

を
行

っ
た

場
合

の
麻

酔
料

及
び

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

料
は

、
主

た
る

麻
酔

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。

５
第

１
節

に
掲

げ
ら

れ
て

い
な

い
麻

酔
で

あ
っ

て
特

殊
な

も
の

の
費

用
は

、
同

節
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
麻

酔
の

う
ち

で
最

も
近

似
す

る
麻

酔
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

６
第

１
節

に
掲

げ
ら

れ
て

い
な

い
表

面
麻

酔
、

浸
潤

麻
酔

又
は

簡
単

な
伝

達
麻

酔
の

費
用

は
、

薬
剤

を
使

用
し

た
と

き
に

限
り

、
第

３
節

の
所

定
点

数
の

み
に

よ
り

算
定

す
る

。

第
１

節
麻

酔
料

区
分

Ｌ
０

０
０

迷
も

う
麻

酔
3
1
点

Ｌ
０

０
１

筋
肉

注
射

に
よ

る
全

身
麻

酔
、

注
腸

に
よ

る
麻

酔
1
2
0
点

Ｌ
０

０
１

－
２

静
脈

麻
酔

１
短

時
間

の
も

の
1
2
0
点

２
十

分
な

体
制

で
行

わ
れ

る
長

時
間

の
も

の
（

単
純

な
場

合
）

6
0
0
点

３
十

分
な

体
制

で
行

わ
れ

る
長

時
間

の
も

の
（

複
雑

な
場

合
）

1
,
1
0
0
点

注
１

３
歳

以
上

６
歳

未
満

の
幼

児
に

対
し

て
静

脈
麻

酔
を

行
っ

た
場

合
は

、
幼

児
加

算
と

し
て

、

所
定

点
数

に
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
1
0
に

相
当

す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

２
３

に
つ

い
て

は
、

静
脈

麻
酔

の
実

施
時

間
が

２
時

間
を

超
え

た
場

合
は

、
麻

酔
管

理
時

間
加

算
と

し
て

、
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｌ
０

０
２

硬
膜

外
麻

酔

１
頸

・
胸

部
1
,
5
0
0
点

け
い

２
腰

部
8
0
0
点

３
仙

骨
部

3
4
0
点

注
実

施
時

間
が

２
時

間
を

超
え

た
場

合
は

、
麻

酔
管

理
時

間
加

算
と

し
て

、
3
0
分

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

、
そ

れ
ぞ

れ
7
5
0
点

、
4
0
0
点

、
1
7
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｌ
０

０
３

硬
膜

外
麻

酔
後

に
お

け
る

局
所

麻
酔

剤
の

持
続

的
注

入
（

１
日

に
つ

き
）

（
麻

酔
当

日
を

除
く

。
） 8
0
点

注
精

密
持

続
注

入
を

行
っ

た
場

合
は

、
精

密
持

続
注

入
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
8
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

Ｌ
０

０
４

脊
椎

麻
酔

8
5
0
点

注
実

施
時

間
が

２
時

間
を

超
え

た
場

合
は

、
麻

酔
管

理
時

間
加

算
と

し
て

、
3
0
分

又
は

そ
の

端
数

（ ）629

２
－
⑾　
麻　
酔



５
８

０
の

２
、

Ｋ
５

８
１

の
３

、
Ｋ

５
８

２
の

２
、

Ｋ
５

８
２

の
３

、
Ｋ

５
８

３
、

Ｋ
５

８
４

の
２

、
Ｋ

５
８

５
、

Ｋ
５

８
６

の
２

、
Ｋ

５
８

７
、

Ｋ
５

９
２

－
２

、
Ｋ

６
０

５
－

２
、

Ｋ
６

０
５

－
４

、
Ｋ

６
１

０
の

１
、

Ｋ
６

４
５

、
Ｋ

６
７

５
の

４
、

Ｋ
６

７
５

の
５

、
Ｋ

６
７

７
－

２
の

１
、

Ｋ
６

９
５

の
４

か
ら

７
ま

で
、

Ｋ
６

９
７

－
５

、
Ｋ

６
９

７
－

７
、

Ｋ
７

０
３

、
Ｋ

７
０

４
、

Ｋ
８

０
１

の
１

、
Ｋ

８
０

３
の

２
、

Ｋ
８

０
３

の
４

及
び

Ｋ
８

０
３

－
２

に
掲

げ
る

手
術

に
当

た
っ

て
、

区
分

番
号

Ｌ
０

０
８

に
掲

げ
る

マ
ス

ク
又

は
気

管
内

挿
管

に
よ

る
閉

鎖
循

環
式

全
身

麻
酔

の
実

施
時

間
が

８
時

間
を

超
え

た
場

合
は

、
長

時
間

麻
酔

管
理

加
算

と
し

て
、

7
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

(Ⅱ
)

Ｌ
０

１
０

麻
酔

管
理

料

１
硬

膜
外

麻
酔

又
は

脊
椎

麻
酔

を
行

っ
た

場
合

1
5
0
点

２
マ

ス
ク

又
は

気
管

内
挿

管
に

よ
る

閉
鎖

循
環

式
全

身
麻

酔
を

行
っ

た
場

合
4
5
0
点

注
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
っ

た
場

合
に

算
定

す
る

。

第
２
節

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

料

区
分

Ｌ
１

０
０

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

（
局

所
麻

酔
剤

又
は

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
毒

素
使

用
）

１
ト

ー
タ

ル
ス

パ
イ

ナ
ル

ブ
ロ

ッ
ク

、
三

叉
神

経
半

月
神

経
節

ブ
ロ

ッ
ク

、
胸

部
交

感
神

経
節

ブ
さ

ロ
ッ

ク
、

腹
腔

神
経

叢
ブ

ロ
ッ

ク
、

頸
・

胸
部

硬
膜

外
ブ

ロ
ッ

ク
、

神
経

根
ブ

ロ
ッ

ク
、

下
腸

間
く

う
そ

う
け

い

膜
動

脈
神

経
叢

ブ
ロ

ッ
ク

、
上

下
腹

神
経

叢
ブ

ロ
ッ

ク
1
,
5
0
0
点

そ
う

そ
う

２
眼

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
上

顎
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

下
顎

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
舌

咽
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

蝶

形
口

蓋
神

経
節

ブ
ロ

ッ
ク

、
腰

部
硬

膜
外

ブ
ロ

ッ
ク

8
0
0
点

３
腰

部
交

感
神

経
節

ブ
ロ

ッ
ク

、
く

も
膜

下
脊

髄
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

ヒ
ッ

チ
コ

ッ
ク

療
法

、
腰

神

経
叢

ブ
ロ

ッ
ク

5
7
0
点

そ
う

４
眼

瞼
痙

攣
、

片
側

顔
面

痙
攣

、
痙

性
斜

頸
、

上
肢

痙
縮

又
は

下
肢

痙
縮

の
治

療
目

的
で

ボ
ツ

リ
け

ん
け

い
れ

ん
け

い
れ

ん
け

い
け

い
け

い
け

い

ヌ
ス

毒
素

を
用

い
た

場
合

4
0
0
点

５
星

状
神

経
節

ブ
ロ

ッ
ク

、
仙

骨
部

硬
膜

外
ブ

ロ
ッ

ク
、

顔
面

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

3
4
0
点

６
腕

神
経

叢
ブ

ロ
ッ

ク
、

お
と

が
い

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
舌

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
迷

走
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
そ

う

、
副

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
横

隔
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

深
頸

神
経

叢
ブ

ロ
ッ

ク
、

眼
窩

上
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
け

い
そ

う
か

、
眼

窩
下

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
滑

車
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

耳
介

側
頭

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
浅

頸
神

経
叢

ブ
か

け
い

そ
う

ロ
ッ

ク
、

肩
甲

背
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

肩
甲

上
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

外
側

大
腿

皮
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

閉
た

い

鎖
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

不
対

神
経

節
ブ

ロ
ッ

ク
、

前
頭

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

1
7
0
点

７
頸

・
胸

・
腰

傍
脊

椎
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

上
喉

頭
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

肋
間

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
腸

骨
け

い
ろ

つ

下
腹

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
腸

骨
鼠

径
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

大
腿

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
坐

骨
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
そ

た
い

ざ

、
陰

部
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

経
仙

骨
孔

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
後

頭
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

筋
皮

神
経

ブ
ロ

ッ

ク
、

正
中

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
尺

骨
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

腋
窩

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
橈

骨
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
え

き
か

と
う

、
仙

腸
関

節
枝

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
頸

・
胸

・
腰

椎
後

枝
内

側
枝

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
脊

髄
神

経
前

枝
け

い

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

9
0
点

注
上

記
以

外
の

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

（
局

所
麻

酔
剤

又
は

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
毒

素
使

用
）

は
、

区
分

番
号

Ｌ

１
０

２
に

掲
げ

る
神

経
幹

内
注

射
で

算
定

す
る

。

Ｌ
１

０
１

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

（
神

経
破

壊
剤

又
は

高
周

波
凝

固
法

使
用

）

１
下

垂
体

ブ
ロ

ッ
ク

、
三

叉
神

経
半

月
神

経
節

ブ
ロ

ッ
ク

、
腹

腔
神

経
叢

ブ
ロ

ッ
ク

、
く

も
膜

下
さ

く
う

そ
う

脊
髄

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
神

経
根

ブ
ロ

ッ
ク

、
下

腸
間

膜
動

脈
神

経
叢

ブ
ロ

ッ
ク

、
上

下
腹

神
経

叢
そ

う
そ

う

ブ
ロ

ッ
ク

、
腰

神
経

叢
ブ

ロ
ッ

ク
3
,
0
0
0
点

そ
う

２
胸

・
腰

交
感

神
経

節
ブ

ロ
ッ

ク
、

頸
・

胸
・

腰
傍

脊
椎

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
眼

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
け

い

上
顎

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
下

顎
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

舌
咽

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
蝶

形
口

蓋
神

経
節

ブ
ロ

ッ

ク
、

顔
面

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

1
,
8
0
0
点

３
眼

窩
上

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
眼

窩
下

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
お

と
が

い
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

舌
神

経
ブ

ロ
か

か

ッ
ク

、
副

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
滑

車
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

耳
介

側
頭

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
閉

鎖
神

経
ブ

ロ

ッ
ク

、
不

対
神

経
節

ブ
ロ

ッ
ク

、
前

頭
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
8
0
0
点

加
算

と
し

て
、
3
0
分

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

、
注

４
の

イ
か

ら
ハ

ま
で

に
掲

げ
る

点
数

に
そ

れ
ぞ

れ
3
7
5
点

、
2
0
0
点

、
8
5
点

を
更

に
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
マ

ス
ク

又
は

気
管

内
挿

管
に

よ
る

閉
鎖

循
環

式
全

身
麻

酔
と

同
一

日
に

行
っ

た
区

分
番

号
Ｄ

２
２

０
に

掲
げ

る
呼

吸
心

拍
監

視
の

費
用

は
、

所
定

点
数

に
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

７
心

臓
手

術
が

行
わ

れ
る

場
合

若
し

く
は

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

麻
酔

が
困

難
な

患
者

の
う

ち
冠

動
脈

疾
患

若
し

く
は

弁
膜

症
の

も
の

に
行

わ
れ

る
場

合
又

は
弁

膜
症

の
も

の
に

対
す

る
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
た

経
皮

的
心

臓
手

術
が

行
わ

れ
る

場
合

に
お

い
て

、
術

中
に

経
食

道
心

エ
コ

ー
法

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
術

中
経

食
道

心
エ

コ
ー

連
続

監
視

加
算

と
し

て
、
8
8
0
点

又

は
1
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

８
同

種
臓

器
移

植
術

（
生

体
を

除
く

。
）

の
麻

酔
を

行
っ

た
場

合
は

、
臓

器
移

植
術

加
算

と
し

て
、
1
5
,
2
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

９
区

分
番

号
Ｌ

１
０

０
に

掲
げ

る
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
を

併
せ

て
行

っ
た

場
合

は
、

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

併
施

加
算

と
し

て
、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
イ

を

算
定

す
る

場
合

は
、

注
４

及
び

注
５

に
規

定
す

る
加

算
は

別
に

算
定

で
き

な
い

。

イ
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
4
5
0
点

ロ
イ

以
外

の
場

合
4
5
点

1
0

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

麻
酔

が
困

難
な

患
者

に
つ

い
て

、
腹

腔
鏡

下
手

術
（

区
分

番
く

う

号
Ｋ

６
７

２
－

２
に

掲
げ

る
腹

腔
鏡

下
胆

嚢
摘

出
術

及
び

Ｋ
７

１
８

－
２

に
掲

げ
る

腹
腔

鏡
下

く
う

の
う

く
う

虫
垂

切
除

術
を

除
く

。
）

が
行

わ
れ

る
場

合
に

お
い

て
、

術
中

に
非

侵
襲

的
血

行
動

態
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

場
合

に
、

非
侵

襲
的

血
行

動
態

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

加
算

と
し

て
、
5
0
0
点

を

所
定

点
数

に
加

算
す

る
。

1
1

区
分

番
号

Ｋ
６

０
９

に
掲

げ
る

動
脈

血
栓

内
膜

摘
出

術
（

内
頸

動
脈

に
限

る
。

）
又

は
人

工
け

い

心
肺

を
用

い
る

心
臓

血
管

手
術

に
お

い
て

、
術

中
に

非
侵

襲
的

に
脳

灌
流

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

か
ん

実
施

し
た

場
合

に
、

術
中

脳
灌

流
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
加

算
と

し
て

、
1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
か

ん

算
す

る
。

Ｌ
０

０
８

－
２

低
体

温
療

法
（

１
日

に
つ

き
）

12
,
2
0
0
点

注
１

低
体

温
療

法
を

開
始

し
て

か
ら

３
日

間
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

２
心

肺
蘇

生
中

に
咽

頭
冷

却
装

置
を

使
用

し
て

低
体

温
療

法
を

開
始

し
た

場
合

は
、

低
体

温
迅

速
導

入
加

算
と

し
て

、
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｌ
０

０
８

－
３

経
皮

的
体

温
調

節
療

法
（

一
連

に
つ

き
）

5
,
0
0
0
点

(Ⅰ
)

Ｌ
０

０
９

麻
酔

管
理

料

１
硬

膜
外

麻
酔

又
は

脊
椎

麻
酔

を
行

っ
た

場
合

2
5
0
点

２
マ

ス
ク

又
は

気
管

内
挿

管
に

よ
る

閉
鎖

循
環

式
全

身
麻

酔
を

行
っ

た
場

合
1
,
0
5
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
麻

酔
に

従
事

す
る

医
師

（
麻

酔
科

に
つ

き
医

療
法

第
６

条
の

６
第

１
項

に
規

定
す

る
厚

生
労

働
大

臣
の

許
可

を
受

け
た

者
に

限
る

。
）

が
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

２
１

に
つ

い
て

、
帝

王
切

開
術

の
麻

酔
を

行
っ

た
場

合
は

、
帝

王
切

開
術

時
麻

酔
加

算
と

し
て

、
7
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
区

分
番

号
Ｌ

０
１

０
に

掲
げ

る
麻

酔
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
場

合
は

算
定
で

き
な

い
(Ⅱ
)

。

４
区

分
番

号
Ｋ

０
１

７
、

Ｋ
０

２
０

、
Ｋ

１
３

６
－

２
、

Ｋ
１

４
２

－
２

の
１

、
Ｋ

１
５

１
－

２
、

Ｋ
１

５
４

－
２

、
Ｋ

１
６

９
の

１
、

Ｋ
１

７
２

、
Ｋ

１
７

５
の

２
、

Ｋ
１

７
７

、
Ｋ

３
１

４
の

２
、

Ｋ
３

７
９

－
２

の
２

、
Ｋ

３
９

４
の

２
、

Ｋ
３

９
５

、
Ｋ

４
０

３
の

２
、

Ｋ
４

１
５

の
２

、
Ｋ

５
１

４
の

９
、

Ｋ
５

１
４

－
４

、
Ｋ

５
１

９
、

Ｋ
５

２
９

の
１

、
Ｋ

５
２

９
－

２
の

１
、

Ｋ
５

２
９

－
２

の
２

、
Ｋ

５
５

２
、

Ｋ
５

５
３

の
３

、
Ｋ

５
５

３
－

２
の

２
、

Ｋ
５

５
３

－
２

の
３

、
Ｋ

５
５

５
の

３
、

Ｋ
５

５
８

、
Ｋ

５
６

０
の

１
の

イ
か

ら
Ｋ

５
６

０
の

１
の

ハ
ま

で
、

Ｋ
５

６
０

の
２

、
Ｋ

５
６

０
の

３
の

イ
か

ら
Ｋ

５
６

０
の

３
の

ニ
ま

で
、

Ｋ
５

６
０

の
４

、
Ｋ

５
６

０
の

５
、

Ｋ
５

６
０

－
２

の
２

の
ニ

、
Ｋ

５
６

７
の

３
、

Ｋ
５

７
９

－
２

の
２

、
Ｋ
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４
迷

走
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

横
隔

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
上

喉
頭

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
浅

頸
神

経
叢

ブ
ロ

ッ
け

い
そ

う

ク
、

肋
間

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
腸

骨
下

腹
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

腸
骨

鼠
径

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
外

側
大

腿
ろ

つ
そ

た
い

皮
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

大
腿

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
坐

骨
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

陰
部

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
経

仙
た

い
ざ

骨
孔

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
後

頭
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

仙
腸

関
節

枝
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
、

頸
・

胸
・

腰
椎

後
け

い

枝
内

側
枝

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

、
脊

髄
神

経
前

枝
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
3
4
0
点

注
上

記
以

外
の

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

（
神

経
破

壊
剤

又
は

高
周

波
凝

固
法

使
用

）
は

、
区

分
番

号
Ｌ

１

０
２

に
掲

げ
る

神
経

幹
内

注
射

で
算

定
す

る
。

Ｌ
１

０
２

神
経

幹
内

注
射

2
5
点

Ｌ
１

０
３

カ
テ

ラ
ン

硬
膜

外
注

射
1
4
0
点

Ｌ
１

０
４

ト
リ

ガ
ー

ポ
イ

ン
ト

注
射

8
0
点

Ｌ
１

０
５

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

に
お

け
る

麻
酔

剤
の

持
続

的
注

入
（

１
日

に
つ

き
）

（
チ

ュ
ー

ブ
挿

入
当

日
を

除
く

。

）
8
0
点

注
精

密
持

続
注

入
を

行
っ

た
場

合
は

、
精

密
持

続
注

入
加

算
と

し
て

、
１

日
に

つ
き
8
0
点

を
所

定

点
数

に
加

算
す

る
。

第
３

節
薬

剤
料

区
分

Ｌ
２

０
０

薬
剤

薬
価
が
1
5
円

を
超

え
る

場
合

は
、

薬
価

か
ら
1
5
円

を
控

除
し

た
額

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点

数
に

つ
き

１
点

未
満

の
端

数
を

切
り

上
げ

て
得

た
点

数
に

１
点

を
加

算
し

て
得

た
点

数
と

す
る

。

注
１

薬
価

が
1
5
円

以
下

で
あ

る
場

合
は

、
算

定
し

な
い

。

２
使

用
薬

剤
の

薬
価

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

第
４

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

区
分

Ｌ
３

０
０

特
定

保
険

医
療

材
料

材
料

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

注
使

用
し

た
特

定
保

険
医

療
材

料
の

材
料

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。
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第 11 部 麻酔 

 

＜通則＞ 

１ 血圧降下等当然予測される副作用等を防止するための注射、麻酔の前処置として行われる麻薬、

鎮静剤等の注射及び投薬に要する費用については、第３節薬剤料の規定に基づき薬価基準の定め

るところにより算定できる。 

２ 麻酔の術中に起こる偶発事故に対する処置（酸素吸入、人工呼吸）及び注射（強心剤等）等の

費用は、別に算定することができる。ただし、区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿管によ

る閉鎖循環式全身麻酔の場合は、区分番号「Ｊ０２４」酸素吸入及び区分番号「Ｊ０４５」人工

呼吸は算定できない。 

３ 検査、画像診断、処置又は手術に当たって、麻酔が前処置と局所麻酔のみによって行われる場

合には、麻酔の手技料は検査料、画像診断料、処置料又は手術料に含まれ、算定できない。ただ

し、薬剤を使用した場合は、各部の薬剤料の規定に基づき薬価基準の定めるところにより算定で

きる。 

４ 麻酔法の選択については、保険診療の原則に従い、経済面にも考慮を払いつつ、必要に応じ妥

当適切な方法を選択することが必要である。なお、特に規定するものについては、当該規定に従

い適切に行うこと。 

５ 第１節及び第２節に掲げる麻酔法（１つに限る。）を別の麻酔の補助麻酔、強化麻酔又は前処

置として行った場合の麻酔料は、主たる麻酔法の所定点数のみを算定する。この場合、当該一連

の麻酔に使用された全ての薬剤については薬剤料として算定できる。 

なお、手術中において他の麻酔法を追加併用した場合も同様に算定する。 

６ 「通則」の麻酔料又は神経ブロック料の所定点数とは、麻酔料又は神経ブロック料の節に掲げ

られた点数及び各注に規定する加算（酸素又は窒素を使用した場合の加算を除く。）の合計をい

い、「通則」の加算点数は含まない。 

７ 「通則２」の加算及び「通則３」の加算は、第１節麻酔料（麻酔管理料は除く。）又は第２節

神経ブロック料について適用され、第３節薬剤料については適用されない。この場合、麻酔に要

する費用は、麻酔料及び神経ブロック料の所定点数に各通則の加算を加えた点数並びに薬剤料の

合計点数により算定する。 

８ 「通則２」の未熟児加算は、出生時体重が 2,500グラム未満の新生児に対し、出生後 90日以内

に麻酔が行われた場合に限り算定できる。     

９ 「通則３」の休日加算、時間外加算又は深夜加算（本項において「時間外加算等」という。）

の取扱いは、次に掲げるものの他、初診料の時間外加算等と同様である。なお、区分番号「Ａ０

００」の「注９」又は区分番号「Ａ００１」の「注７」に規定する夜間・早朝等加算を算定する

初診又は再診において実施された麻酔については算定できない。 

ア 麻酔料 

時間外加算等が算定できる緊急手術に伴う麻酔に限り算定できる。 

イ 神経ブロック料 

緊急やむを得ない理由により時間外加算等が算定できる時間に行われた場合に算定できる。 

10 麻酔料に掲げられていない麻酔であって特殊なものの費用は、その都度当局に内議し、最も近

似する麻酔として準用が通知された算定方法により算定する。 
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第１節 麻酔料 

Ｌ０００ 迷もう麻酔 

(１) 迷もう麻酔とは、吸入麻酔であって、実施時間が 10 分未満のものをいう。なお、迷もう

麻酔の実施時間は、麻酔薬の吸入を最初に行った時間を開始時間とし、検査、画像診断、処

置又は手術が終了した時点を終了時間とする。 

(２) ガス麻酔器を使用する 10 分未満の麻酔は、本区分により算定する。なお、ガス麻酔器を

使用する麻酔の実施時間は、麻酔器を患者に接続した時間を開始時間とし、当該麻酔器から

離脱した時間を終了時間とする。 

Ｌ００１－２ 静脈麻酔 

(１) 静脈麻酔とは、静脈注射用麻酔剤を用いた全身麻酔であり、意識消失を伴うものをいう。 

(２) 「１」は、静脈麻酔の実施の下、検査、画像診断、処置又は手術が行われた場合であって、

麻酔の実施時間が 10 分未満の場合に算定する。 

(３) 「２」及び「３」は、静脈注射用麻酔剤を用いた全身麻酔を 10 分以上行った場合であっ

て、区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔以外の静脈麻酔

が行われた場合に算定する。ただし、安全性の観点から、呼吸抑制等が起きた場合等には速

やかにマスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔に移行できる十分な準備を行った上

で、医療機器等を用いて十分な監視下で行わなければならない。 

(４) 「３」に規定する複雑な場合とは、常勤の麻酔科医が専従で当該麻酔を実施した場合をい

う。 

(５) 静脈麻酔の実施時間は、静脈注射用麻酔剤を最初に投与した時間を開始時間とし、当該検

査、画像診断、処置又は手術が終了した時間を終了時間とする。 

(６) 「注１」における所定点数とは、「注２」における加算点数を合算した点数をいう。 

Ｌ００２ 硬膜外麻酔 

(１) 実施時間は、硬膜外腔に当該麻酔を施行するために局所麻酔剤を注入した時点を開始時間

とし、当該検査、画像診断、処置又は手術の終了した時点を終了時間として計算する。 

(２) 第 12 胸椎と第１腰椎の間より硬膜外針を刺入した場合は「１」で算定する。また、第５

腰椎と第１仙椎の間より硬膜外針を刺入した場合は「２」で算定する。 

Ｌ００３ 硬膜外麻酔後における局所麻酔剤の持続的注入 

精密持続注入とは、自動注入ポンプを用いて１時間に 10ｍL 以下の速度で局所麻酔剤を注入す

るものをいう。 

Ｌ００４ 脊椎麻酔 

実施時間は、くも膜下腔に局所麻酔剤を注入した時点を開始時間とし、当該検査、画像診断、

処置又は手術の終了した時点を終了時間として計算する。 

Ｌ００５ 上・下肢伝達麻酔 

(１) 上肢伝達麻酔は、検査、画像診断、処置又は手術のために腕神経叢の麻酔を行った場合に

算定する。 

(２) 下肢伝達麻酔は、検査、画像診断、処置又は手術のために少なくとも坐骨神経及び大腿神

経の麻酔を行った場合に算定する。 

Ｌ００６ 球後麻酔及び顔面・頭頸部の伝達麻酔 
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第 11 部 麻酔 

 

＜通則＞ 

１ 血圧降下等当然予測される副作用等を防止するための注射、麻酔の前処置として行われる麻薬、

鎮静剤等の注射及び投薬に要する費用については、第３節薬剤料の規定に基づき薬価基準の定め

るところにより算定できる。 

２ 麻酔の術中に起こる偶発事故に対する処置（酸素吸入、人工呼吸）及び注射（強心剤等）等の

費用は、別に算定することができる。ただし、区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿管によ

る閉鎖循環式全身麻酔の場合は、区分番号「Ｊ０２４」酸素吸入及び区分番号「Ｊ０４５」人工

呼吸は算定できない。 

３ 検査、画像診断、処置又は手術に当たって、麻酔が前処置と局所麻酔のみによって行われる場

合には、麻酔の手技料は検査料、画像診断料、処置料又は手術料に含まれ、算定できない。ただ

し、薬剤を使用した場合は、各部の薬剤料の規定に基づき薬価基準の定めるところにより算定で

きる。 

４ 麻酔法の選択については、保険診療の原則に従い、経済面にも考慮を払いつつ、必要に応じ妥

当適切な方法を選択することが必要である。なお、特に規定するものについては、当該規定に従

い適切に行うこと。 

５ 第１節及び第２節に掲げる麻酔法（１つに限る。）を別の麻酔の補助麻酔、強化麻酔又は前処

置として行った場合の麻酔料は、主たる麻酔法の所定点数のみを算定する。この場合、当該一連

の麻酔に使用された全ての薬剤については薬剤料として算定できる。 

なお、手術中において他の麻酔法を追加併用した場合も同様に算定する。 

６ 「通則」の麻酔料又は神経ブロック料の所定点数とは、麻酔料又は神経ブロック料の節に掲げ

られた点数及び各注に規定する加算（酸素又は窒素を使用した場合の加算を除く。）の合計をい

い、「通則」の加算点数は含まない。 

７ 「通則２」の加算及び「通則３」の加算は、第１節麻酔料（麻酔管理料は除く。）又は第２節

神経ブロック料について適用され、第３節薬剤料については適用されない。この場合、麻酔に要

する費用は、麻酔料及び神経ブロック料の所定点数に各通則の加算を加えた点数並びに薬剤料の

合計点数により算定する。 

８ 「通則２」の未熟児加算は、出生時体重が 2,500グラム未満の新生児に対し、出生後 90日以内

に麻酔が行われた場合に限り算定できる。     

９ 「通則３」の休日加算、時間外加算又は深夜加算（本項において「時間外加算等」という。）

の取扱いは、次に掲げるものの他、初診料の時間外加算等と同様である。なお、区分番号「Ａ０

００」の「注９」又は区分番号「Ａ００１」の「注７」に規定する夜間・早朝等加算を算定する

初診又は再診において実施された麻酔については算定できない。 

ア 麻酔料 

時間外加算等が算定できる緊急手術に伴う麻酔に限り算定できる。 

イ 神経ブロック料 

緊急やむを得ない理由により時間外加算等が算定できる時間に行われた場合に算定できる。 

10 麻酔料に掲げられていない麻酔であって特殊なものの費用は、その都度当局に内議し、最も近

似する麻酔として準用が通知された算定方法により算定する。 
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第１節 麻酔料 

Ｌ０００ 迷もう麻酔 

(１) 迷もう麻酔とは、吸入麻酔であって、実施時間が 10 分未満のものをいう。なお、迷もう

麻酔の実施時間は、麻酔薬の吸入を最初に行った時間を開始時間とし、検査、画像診断、処

置又は手術が終了した時点を終了時間とする。 

(２) ガス麻酔器を使用する 10 分未満の麻酔は、本区分により算定する。なお、ガス麻酔器を

使用する麻酔の実施時間は、麻酔器を患者に接続した時間を開始時間とし、当該麻酔器から

離脱した時間を終了時間とする。 

Ｌ００１－２ 静脈麻酔 

(１) 静脈麻酔とは、静脈注射用麻酔剤を用いた全身麻酔であり、意識消失を伴うものをいう。 

(２) 「１」は、静脈麻酔の実施の下、検査、画像診断、処置又は手術が行われた場合であって、

麻酔の実施時間が 10 分未満の場合に算定する。 

(３) 「２」及び「３」は、静脈注射用麻酔剤を用いた全身麻酔を 10 分以上行った場合であっ

て、区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔以外の静脈麻酔

が行われた場合に算定する。ただし、安全性の観点から、呼吸抑制等が起きた場合等には速

やかにマスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔に移行できる十分な準備を行った上

で、医療機器等を用いて十分な監視下で行わなければならない。 

(４) 「３」に規定する複雑な場合とは、常勤の麻酔科医が専従で当該麻酔を実施した場合をい

う。 

(５) 静脈麻酔の実施時間は、静脈注射用麻酔剤を最初に投与した時間を開始時間とし、当該検

査、画像診断、処置又は手術が終了した時間を終了時間とする。 

(６) 「注１」における所定点数とは、「注２」における加算点数を合算した点数をいう。 

Ｌ００２ 硬膜外麻酔 

(１) 実施時間は、硬膜外腔に当該麻酔を施行するために局所麻酔剤を注入した時点を開始時間

とし、当該検査、画像診断、処置又は手術の終了した時点を終了時間として計算する。 

(２) 第 12 胸椎と第１腰椎の間より硬膜外針を刺入した場合は「１」で算定する。また、第５

腰椎と第１仙椎の間より硬膜外針を刺入した場合は「２」で算定する。 

Ｌ００３ 硬膜外麻酔後における局所麻酔剤の持続的注入 

精密持続注入とは、自動注入ポンプを用いて１時間に 10ｍL 以下の速度で局所麻酔剤を注入す

るものをいう。 

Ｌ００４ 脊椎麻酔 

実施時間は、くも膜下腔に局所麻酔剤を注入した時点を開始時間とし、当該検査、画像診断、

処置又は手術の終了した時点を終了時間として計算する。 

Ｌ００５ 上・下肢伝達麻酔 

(１) 上肢伝達麻酔は、検査、画像診断、処置又は手術のために腕神経叢の麻酔を行った場合に

算定する。 

(２) 下肢伝達麻酔は、検査、画像診断、処置又は手術のために少なくとも坐骨神経及び大腿神

経の麻酔を行った場合に算定する。 

Ｌ００６ 球後麻酔及び顔面・頭頸部の伝達麻酔 
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球後麻酔と顔面伝達麻酔を同時に行った場合は、主たるもののみで算定し、重複して算定でき

ない。 

Ｌ００７ 開放点滴式全身麻酔 

ガス麻酔器を使用する 10 分以上 20 分未満の麻酔は、本区分により算定する。なお、ガス麻酔

器を使用する麻酔の実施時間は、麻酔器に接続した時間を開始時間とし、当該麻酔器から離脱し

た時間を終了時間とする。 

Ｌ００８ マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔 

(１) ガス麻酔器を使用する閉鎖式・半閉鎖式等の全身麻酔を 20 分以上実施した場合は、本区

分により算定する。 

(２) 静脈注射用麻酔剤を用いて全身麻酔を実施した場合であって、マスク又は気管内挿管によ

る酸素吸入又は酸素・亜酸化窒素混合ガス吸入と併用する場合は、20分以上実施した場合は、

本区分により算定する。 

(３) 本区分の全身麻酔の実施時間は、当該麻酔を行うために閉鎖循環式全身麻酔器を患者に接

続した時点を開始時間とし、患者が当該麻酔器から離脱した時点を終了時間とする。なお、

これ以外の観察等の時間は実施時間に含めない。 

(４) 麻酔が困難な患者とは、以下に掲げるものをいい、麻酔前の状態により評価する。 

ア 心不全（NYHAⅢ度以上のものに限る。）の患者 

イ 狭心症（CCS 分類Ⅲ度以上のものに限る。）の患者 

ウ 心筋梗塞（発症後３月以内のものに限る。）の患者 

エ 大動脈閉鎖不全、僧帽弁閉鎖不全又は三尖弁閉鎖不全（いずれも中等度以上のものに限

る。）の患者 

オ 大動脈弁狭窄（経大動脈弁血流速度 4m/秒以上、大動脈弁平均圧較差 40mmHg 以上又は大

動脈弁口面積 1 ㎠以下のものに限る。）又は僧帽弁狭窄（僧帽弁口面積 1.5 ㎠以下のもの

に限る。）の患者 

カ 植込型ペースメーカー又は植込型除細動器を使用している患者 

キ 先天性心疾患（心臓カテーテル検査により平均肺動脈圧 25mmHg 以上であるもの又は、

心臓超音波検査によりそれに相当する肺高血圧が診断されているものに限る。）の患者 

ク 肺動脈性肺高血圧症（心臓カテーテル検査により平均肺動脈圧 25mmHg 以上であるもの

又は、心臓超音波検査によりそれに相当する肺高血圧が診断されているものに限る。）の

患者 

ケ 呼吸不全（動脈血酸素分圧 60mmHg未満又は動脈血酸素分圧・吸入気酸素分画比 300未満

のものに限る。）の患者 

コ 換気障害（１秒率 70％未満かつ肺活量比 70％未満のものに限る。）の患者 

サ 気管支喘息（治療が行われているにもかかわらず、中発作以上の発作を繰り返すものに

限る。）の患者 

シ 糖尿病（HbA1c が JDS 値で 8.0％以上（NGSP 値で 8.4％以上)、空腹時血糖 160mg/dL 以

上又は食後２時間血糖 220mg/dL 以上のものに限る。）の患者 

ス 腎不全（血清クレアチニン値 4.0mg/dL 以上のものに限る。）の患者 

セ 肝不全（Child-Pugh 分類 B 以上のものに限る。）の患者 

ソ 貧血（Hb6.0g/dL 未満のものに限る。）の患者 
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タ 血液凝固能低下（PT-INR2.0 以上のものに限る。）の患者 

チ DIC の患者 

ツ 血小板減少（血小板５万/uL 未満のものに限る。）の患者 

テ 敗血症（SIRS を伴うものに限る。）の患者 

ト ショック状態（収縮期血圧 90mmHg 未満のものに限る。）の患者 

ナ 完全脊髄損傷（第５胸椎より高位のものに限る。）の患者 

ニ 心肺補助を行っている患者 

ヌ 人工呼吸を行っている患者 

ネ 透析を行っている患者 

ノ 大動脈内バルーンパンピングを行っている患者 

ハ BMI35 以上の患者 

(５) (４)の場合に該当し、本区分１から５までのイに掲げる点数により算定する場合にあって

は、(４)のアからハまでの中から該当する状態を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(６) 流量計を装置した酸素ボンベ及びエーテル蒸発装置を使用し、気管内チューブ挿入吹送法

又はノンレブリージングバルブを使用して麻酔を維持した場合は本区分により算定できる。 

(７) 本区分について「通則３」の加算を算定する場合の所定点数は、「注２」、「注４」、

「注５」及び「注７」による加算を含むものとする。 

(８)  麻酔の種類等について 

ア 「心臓手術」とは、開胸式心大血管手術をいう。   

イ  「低血圧麻酔」とは、手術操作を安全にし、出血量を減少させる目的で、脳動脈瘤手術

や出血しやすい手術の際に、低血圧の状態を維持する麻酔をいう。なお、この場合の「低

血圧」とは概ね、患者の通常収縮期血圧の 60％又は平均動脈圧で 60～70ｍｍＨｇを標準

とする。        

ウ 「高頻度換気法」とは、特殊な換気装置を使用し、１回換気量を少なくし、換気回数を

著しく増加させた換気法をいう。なお、この場合の「換気回数」は概ね１分間に 60 回以

上である。 

エ 「低体温麻酔」は、重度脳障害患者への治療的低体温では算定できない。      

(９) 麻酔の種類等における実施時間について 

ア 「低体温麻酔」については、クーリングを開始した時点から復温する時点までをいう。 

イ 「低血圧麻酔」については、人為的低血圧を開始した時点から低血圧を離脱する時点ま

でをいう。 

ウ 「高頻度換気法による麻酔」については、特殊な換気装置を作動させた時点から終了さ

せた時点までをいう。 

エ 「人工心肺を使用した麻酔」については、人工心肺装置に接続し装置を動かし始めた時

点から装置を停止した時点までをいう。 

(10) 複数の点数に分類される麻酔や手術が一の全身麻酔の中で行われる場合においては、行わ

れた麻酔の中で最も高い点数のものを算定する。なお、ここでいう一の全身麻酔とは、当該

麻酔を行うために閉鎖循環式全身麻酔器を接続した時点を開始とし、患者が麻酔器から離脱

した時点を終了とする麻酔をいう。 

(11) 臓器移植術加算は、Ｋ５１４－４同種死体肺移植術、Ｋ６０５－２同種心移植術、Ｋ６０
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球後麻酔と顔面伝達麻酔を同時に行った場合は、主たるもののみで算定し、重複して算定でき

ない。 

Ｌ００７ 開放点滴式全身麻酔 

ガス麻酔器を使用する 10 分以上 20 分未満の麻酔は、本区分により算定する。なお、ガス麻酔

器を使用する麻酔の実施時間は、麻酔器に接続した時間を開始時間とし、当該麻酔器から離脱し

た時間を終了時間とする。 

Ｌ００８ マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔 

(１) ガス麻酔器を使用する閉鎖式・半閉鎖式等の全身麻酔を 20 分以上実施した場合は、本区

分により算定する。 

(２) 静脈注射用麻酔剤を用いて全身麻酔を実施した場合であって、マスク又は気管内挿管によ

る酸素吸入又は酸素・亜酸化窒素混合ガス吸入と併用する場合は、20分以上実施した場合は、

本区分により算定する。 

(３) 本区分の全身麻酔の実施時間は、当該麻酔を行うために閉鎖循環式全身麻酔器を患者に接

続した時点を開始時間とし、患者が当該麻酔器から離脱した時点を終了時間とする。なお、

これ以外の観察等の時間は実施時間に含めない。 

(４) 麻酔が困難な患者とは、以下に掲げるものをいい、麻酔前の状態により評価する。 

ア 心不全（NYHAⅢ度以上のものに限る。）の患者 

イ 狭心症（CCS 分類Ⅲ度以上のものに限る。）の患者 

ウ 心筋梗塞（発症後３月以内のものに限る。）の患者 

エ 大動脈閉鎖不全、僧帽弁閉鎖不全又は三尖弁閉鎖不全（いずれも中等度以上のものに限

る。）の患者 

オ 大動脈弁狭窄（経大動脈弁血流速度 4m/秒以上、大動脈弁平均圧較差 40mmHg 以上又は大

動脈弁口面積 1 ㎠以下のものに限る。）又は僧帽弁狭窄（僧帽弁口面積 1.5 ㎠以下のもの

に限る。）の患者 

カ 植込型ペースメーカー又は植込型除細動器を使用している患者 

キ 先天性心疾患（心臓カテーテル検査により平均肺動脈圧 25mmHg 以上であるもの又は、

心臓超音波検査によりそれに相当する肺高血圧が診断されているものに限る。）の患者 

ク 肺動脈性肺高血圧症（心臓カテーテル検査により平均肺動脈圧 25mmHg 以上であるもの

又は、心臓超音波検査によりそれに相当する肺高血圧が診断されているものに限る。）の

患者 

ケ 呼吸不全（動脈血酸素分圧 60mmHg未満又は動脈血酸素分圧・吸入気酸素分画比 300未満

のものに限る。）の患者 

コ 換気障害（１秒率 70％未満かつ肺活量比 70％未満のものに限る。）の患者 

サ 気管支喘息（治療が行われているにもかかわらず、中発作以上の発作を繰り返すものに

限る。）の患者 

シ 糖尿病（HbA1c が JDS 値で 8.0％以上（NGSP 値で 8.4％以上)、空腹時血糖 160mg/dL 以

上又は食後２時間血糖 220mg/dL 以上のものに限る。）の患者 

ス 腎不全（血清クレアチニン値 4.0mg/dL 以上のものに限る。）の患者 

セ 肝不全（Child-Pugh 分類 B 以上のものに限る。）の患者 

ソ 貧血（Hb6.0g/dL 未満のものに限る。）の患者 
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タ 血液凝固能低下（PT-INR2.0 以上のものに限る。）の患者 

チ DIC の患者 

ツ 血小板減少（血小板５万/uL 未満のものに限る。）の患者 

テ 敗血症（SIRS を伴うものに限る。）の患者 

ト ショック状態（収縮期血圧 90mmHg 未満のものに限る。）の患者 

ナ 完全脊髄損傷（第５胸椎より高位のものに限る。）の患者 

ニ 心肺補助を行っている患者 

ヌ 人工呼吸を行っている患者 

ネ 透析を行っている患者 

ノ 大動脈内バルーンパンピングを行っている患者 

ハ BMI35 以上の患者 

(５) (４)の場合に該当し、本区分１から５までのイに掲げる点数により算定する場合にあって

は、(４)のアからハまでの中から該当する状態を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

(６) 流量計を装置した酸素ボンベ及びエーテル蒸発装置を使用し、気管内チューブ挿入吹送法

又はノンレブリージングバルブを使用して麻酔を維持した場合は本区分により算定できる。 

(７) 本区分について「通則３」の加算を算定する場合の所定点数は、「注２」、「注４」、

「注５」及び「注７」による加算を含むものとする。 

(８)  麻酔の種類等について 

ア 「心臓手術」とは、開胸式心大血管手術をいう。   

イ  「低血圧麻酔」とは、手術操作を安全にし、出血量を減少させる目的で、脳動脈瘤手術

や出血しやすい手術の際に、低血圧の状態を維持する麻酔をいう。なお、この場合の「低

血圧」とは概ね、患者の通常収縮期血圧の 60％又は平均動脈圧で 60～70ｍｍＨｇを標準

とする。        

ウ 「高頻度換気法」とは、特殊な換気装置を使用し、１回換気量を少なくし、換気回数を

著しく増加させた換気法をいう。なお、この場合の「換気回数」は概ね１分間に 60 回以

上である。 

エ 「低体温麻酔」は、重度脳障害患者への治療的低体温では算定できない。      

(９) 麻酔の種類等における実施時間について 

ア 「低体温麻酔」については、クーリングを開始した時点から復温する時点までをいう。 

イ 「低血圧麻酔」については、人為的低血圧を開始した時点から低血圧を離脱する時点ま

でをいう。 

ウ 「高頻度換気法による麻酔」については、特殊な換気装置を作動させた時点から終了さ

せた時点までをいう。 

エ 「人工心肺を使用した麻酔」については、人工心肺装置に接続し装置を動かし始めた時

点から装置を停止した時点までをいう。 

(10) 複数の点数に分類される麻酔や手術が一の全身麻酔の中で行われる場合においては、行わ

れた麻酔の中で最も高い点数のものを算定する。なお、ここでいう一の全身麻酔とは、当該

麻酔を行うために閉鎖循環式全身麻酔器を接続した時点を開始とし、患者が麻酔器から離脱

した時点を終了とする麻酔をいう。 

(11) 臓器移植術加算は、Ｋ５１４－４同種死体肺移植術、Ｋ６０５－２同種心移植術、Ｋ６０
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５－４同種心肺移植術、Ｋ６９７－７同種死体肝移植術、Ｋ７０９－３同種死体膵移植術、

Ｋ７０９－５同種死体膵腎移植術、Ｋ７１６－６同種死体小腸移植術又はＫ７８０同種死体

腎移植術が算定できる場合に限り算定する。 

(12) 麻酔の実施時間 

ア 全身麻酔の実施時間は、(３)により計算する。 

イ 当該麻酔の開始時間及び終了時間を麻酔記録に記載すること。 

ウ 複数の点数の区分に当たる麻酔が行われた場合は、以下のように算定する。 

(イ) 同じ点数区分にある麻酔の時間について合算する。 

(ロ) 麻酔時間の基本となる２時間については、その点数の高い区分の麻酔時間から順に

充当する。 

(ハ) (ロ)の計算を行った残りの時間について、それぞれ「注２」の規定に従い 30 分又

はその端数を増すごとに加算を行う。 

(ニ) (ハ)の場合において、各々の区分に係る麻酔が 30 分を超えない場合については、

それらの麻酔の実施時間を合計し、その中で実施時間の長い区分から順に加算を算定

する。なお、いずれの麻酔の実施時間も等しい場合には、その中で最も高い点数の区

分に係る加算を算定する。 

例１ 麻酔が困難な患者以外の患者に対し、次の麻酔を行った場合 

① 最初に仰臥位で 10 分間 

② 次に伏臥位で２時間 30 分間 

③ 最後に仰臥位で 20 分間 

の計３時間の麻酔を行った場合 

基本となる２時間に②の２時間を充当            ９，０５０点 

②の残り 30 分の加算                     ９００点 

仰臥位で行われた①と③を合計して 30 分の加算         ６００点 

算定点数                        １０，５５０点 

例２ 麻酔が困難な患者に対し、次の麻酔を行った場合 

① 最初に仰臥位で 10 分間 

② 次に側臥位で１時間 20 分間 

③ 最後に仰臥位で 47 分間 

の計２時間 17 分の麻酔を行った場合 

基本となる２時間に②の１時間 20 分＋①と③の 57 分のうち 40 分 

９，１３０点 

①と③の残り 17 分の加算                   ６００点 

算定点数                         ９，７３０点 

例３ 麻酔が困難な患者に対し、次の麻酔を行った場合 

① 最初に仰臥位で５分間 

② 次に側臥位で 21 分間 

③ 次に分離肺換気で１時間 27 分間 

④ 次に側臥位で 30 分間 

⑤ 最後に仰臥位で５分間 
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の計２時間 28 分の麻酔を行った場合 

基本となる２時間に③の１時間 27 分＋②と④の 51 分のうち 33 分 

                            １６，６００点 

②と④の残り 18 分＋①と⑤の 10 分の合計 28 分の加算      ６６０点 

算定点数                        １７，２６０点 

例４ 麻酔が困難な患者に対し、次の心臓手術の麻酔を行った場合 

① 最初に仰臥位で 10 分間 

② 次に心臓手術を人工心肺装置を使用せずに 45 分間 

③ 次に心臓手術を人工心肺装置を使用して２時間 25 分間 

④ 次に心臓手術を人工心肺装置を使用せずに１時間 

⑤ 最後に仰臥位で 10 分間 

の計４時間 30 分の麻酔を行った場合 

基本となる２時間に③の２時間を充当           １６，６００点 

②＋④で１時間 45 分となり、このうち 30 分×３の加算    ２，７００点 

③の残り 25 分間に④の残り 15 分間のうち５分間を加算    １，２００点 

①＋⑤の 20 分間に④の残り 10 分間を加算            ６００点 

算定点数                        ２１，１００点 

(13) 酸素・窒素（注３） 

ア 酸素又は窒素の価格は、「酸素及び窒素の価格」（平成２年厚生省告示第 41 号）の定

めるところによる。 

イ 酸素及び窒素を動力源とする閉鎖循環式麻酔装置を使用して全身麻酔を施行した場合、

動力源として消費される酸素及び窒素の費用は、「注３」の加算として算定できない。 

(14) 硬膜外麻酔併施加算（注４） 

硬膜外麻酔を併せて行った場合は、その区分に応じて「注４」に掲げる点数を所定点数に

加算し、さらにその実施時間に応じて「注５」に規定する加算を算定する。 

(15) 所定点数に含まれる費用 

ア 本区分の麻酔法の際に使用するソーダライム等の二酸化炭素吸着剤の費用は所定点数に

含まれ、別に算定できない。 

イ 区分番号「Ｄ２２０」呼吸心拍監視、新生児心拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハー

トスコープ）、カルジオタコスコープの検査に要する費用は本区分の所定点数に含まれ、

本区分の所定点数を算定した同一日においては、麻酔の前後にかかわらず、当該検査に要

する費用は別に算定できない。 

      ウ 体温（深部体温を含む。）測定の検査に要する費用は本区分の所定点数に含まれ、別に

算定できない。 

      エ 経皮的動脈血酸素飽和度測定又は終末呼気炭酸ガス濃度測定に要する費用は所定点数に

含まれ、本区分の所定点数を算定した同一日においては、麻酔の前後にかかわらず、経皮

的動脈血酸素飽和度測定及び終末呼気炭酸ガス濃度測定は別に算定できない。 

(16) 「注７」に規定する術中経食道心エコー連続監視加算は、手術患者の心臓機能を評価する

目的で経食道心エコー法を行った場合に算定できる。 

(17) 「注７」でいう、麻酔が困難な患者のうち冠動脈疾患又は弁膜症の患者とは、(４)のイ、
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５－４同種心肺移植術、Ｋ６９７－７同種死体肝移植術、Ｋ７０９－３同種死体膵移植術、

Ｋ７０９－５同種死体膵腎移植術、Ｋ７１６－６同種死体小腸移植術又はＫ７８０同種死体

腎移植術が算定できる場合に限り算定する。 

(12) 麻酔の実施時間 

ア 全身麻酔の実施時間は、(３)により計算する。 

イ 当該麻酔の開始時間及び終了時間を麻酔記録に記載すること。 

ウ 複数の点数の区分に当たる麻酔が行われた場合は、以下のように算定する。 

(イ) 同じ点数区分にある麻酔の時間について合算する。 

(ロ) 麻酔時間の基本となる２時間については、その点数の高い区分の麻酔時間から順に

充当する。 

(ハ) (ロ)の計算を行った残りの時間について、それぞれ「注２」の規定に従い 30 分又

はその端数を増すごとに加算を行う。 

(ニ) (ハ)の場合において、各々の区分に係る麻酔が 30 分を超えない場合については、

それらの麻酔の実施時間を合計し、その中で実施時間の長い区分から順に加算を算定

する。なお、いずれの麻酔の実施時間も等しい場合には、その中で最も高い点数の区

分に係る加算を算定する。 

例１ 麻酔が困難な患者以外の患者に対し、次の麻酔を行った場合 

① 最初に仰臥位で 10 分間 

② 次に伏臥位で２時間 30 分間 

③ 最後に仰臥位で 20 分間 

の計３時間の麻酔を行った場合 

基本となる２時間に②の２時間を充当            ９，０５０点 

②の残り 30 分の加算                     ９００点 

仰臥位で行われた①と③を合計して 30 分の加算         ６００点 

算定点数                        １０，５５０点 

例２ 麻酔が困難な患者に対し、次の麻酔を行った場合 

① 最初に仰臥位で 10 分間 

② 次に側臥位で１時間 20 分間 

③ 最後に仰臥位で 47 分間 

の計２時間 17 分の麻酔を行った場合 

基本となる２時間に②の１時間 20 分＋①と③の 57 分のうち 40 分 

９，１３０点 

①と③の残り 17 分の加算                   ６００点 

算定点数                         ９，７３０点 

例３ 麻酔が困難な患者に対し、次の麻酔を行った場合 

① 最初に仰臥位で５分間 

② 次に側臥位で 21 分間 

③ 次に分離肺換気で１時間 27 分間 

④ 次に側臥位で 30 分間 

⑤ 最後に仰臥位で５分間 
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の計２時間 28 分の麻酔を行った場合 

基本となる２時間に③の１時間 27 分＋②と④の 51 分のうち 33 分 

                            １６，６００点 

②と④の残り 18 分＋①と⑤の 10 分の合計 28 分の加算      ６６０点 

算定点数                        １７，２６０点 

例４ 麻酔が困難な患者に対し、次の心臓手術の麻酔を行った場合 

① 最初に仰臥位で 10 分間 

② 次に心臓手術を人工心肺装置を使用せずに 45 分間 

③ 次に心臓手術を人工心肺装置を使用して２時間 25 分間 

④ 次に心臓手術を人工心肺装置を使用せずに１時間 

⑤ 最後に仰臥位で 10 分間 

の計４時間 30 分の麻酔を行った場合 

基本となる２時間に③の２時間を充当           １６，６００点 

②＋④で１時間 45 分となり、このうち 30 分×３の加算    ２，７００点 

③の残り 25 分間に④の残り 15 分間のうち５分間を加算    １，２００点 

①＋⑤の 20 分間に④の残り 10 分間を加算            ６００点 

算定点数                        ２１，１００点 

(13) 酸素・窒素（注３） 

ア 酸素又は窒素の価格は、「酸素及び窒素の価格」（平成２年厚生省告示第 41 号）の定

めるところによる。 

イ 酸素及び窒素を動力源とする閉鎖循環式麻酔装置を使用して全身麻酔を施行した場合、

動力源として消費される酸素及び窒素の費用は、「注３」の加算として算定できない。 

(14) 硬膜外麻酔併施加算（注４） 

硬膜外麻酔を併せて行った場合は、その区分に応じて「注４」に掲げる点数を所定点数に

加算し、さらにその実施時間に応じて「注５」に規定する加算を算定する。 

(15) 所定点数に含まれる費用 

ア 本区分の麻酔法の際に使用するソーダライム等の二酸化炭素吸着剤の費用は所定点数に

含まれ、別に算定できない。 

イ 区分番号「Ｄ２２０」呼吸心拍監視、新生児心拍・呼吸監視、カルジオスコープ（ハー

トスコープ）、カルジオタコスコープの検査に要する費用は本区分の所定点数に含まれ、

本区分の所定点数を算定した同一日においては、麻酔の前後にかかわらず、当該検査に要

する費用は別に算定できない。 

      ウ 体温（深部体温を含む。）測定の検査に要する費用は本区分の所定点数に含まれ、別に

算定できない。 

      エ 経皮的動脈血酸素飽和度測定又は終末呼気炭酸ガス濃度測定に要する費用は所定点数に

含まれ、本区分の所定点数を算定した同一日においては、麻酔の前後にかかわらず、経皮

的動脈血酸素飽和度測定及び終末呼気炭酸ガス濃度測定は別に算定できない。 

(16) 「注７」に規定する術中経食道心エコー連続監視加算は、手術患者の心臓機能を評価する

目的で経食道心エコー法を行った場合に算定できる。 

(17) 「注７」でいう、麻酔が困難な患者のうち冠動脈疾患又は弁膜症の患者とは、(４)のイ、
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ウ、エ、オに掲げるものをいい、麻酔前の状態により評価する。 

(18)  神経ブロックを超音波ガイド下に併せて行った場合は、「注９」に掲げる点数を所定点数

に加算する。この際、硬膜外麻酔の適応となる手術（開胸、開腹、関節置換手術等）を受け

る患者であって、当該患者の併存疾患や状態等（服用する薬により硬膜外麻酔が行えない場

合を含む。）を踏まえ、硬膜外麻酔の代替として神経ブロックを行う医学的必要性があるも

のに対して実施する場合は「イ」に掲げる点数を、それ以外の患者（硬膜外麻酔の適応とな

らない手術を受ける患者を含む。）に対して実施する場合は「ロ」に掲げる点数を、それぞ

れ所定点数に加算する。なお、「イ」の加算を算定する場合は、硬膜外麻酔の代替として神

経ブロックを行う医学的必要性を、診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(19)  「注 10」に規定する非侵襲的血行動態モニタリング加算は、動脈圧測定用カテーテル、サ

ーモダイリューション用カテーテル、体外式連続心拍出量測定用センサー等を用いた侵襲的

モニタリングが実施されている場合には、算定できない。 

(20) 「注 11」に規定する術中脳灌流モニタリング加算は、近赤外光を用いて非侵襲的かつ連続

的に脳灌流のモニタリングを実施した場合に算定できる。 

Ｌ００８－２ 低体温療法 

(１) 低体温療法は、心肺蘇生後の患者に対し、直腸温 35℃以下で 12 時間以上維持した場合に、

開始日から３日間に限り算定する。 

(２) 重度脳障害患者への治療的低体温の場合は算定できない。 

(３) 当該点数を算定するに当たり、必ずしも手術を伴う必要はない。 

(４)  低体温迅速導入加算は、目撃された心停止発症後 15 分以内に医療従事者による蘇生術が

開始された心停止患者に対して、心拍再開の 15 分後までに咽頭冷却装置を用いて低体温を

導入した場合に算定できる。低体温迅速導入加算の算定に当たっては、診療報酬明細書に症

状詳記を添付する。 

(５)  中心静脈留置型経皮的体温調節装置システムを用いる場合、Ｇ００５－２に掲げる中心静

脈注射用カテーテル挿入は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｌ００８－３ 経皮的体温調節療法 

 経皮的体温調節療法は、集中治療室等において、くも膜下出血、頭部外傷又は熱中症による急

性重症脳障害を伴う発熱患者に対して、中心静脈留置型経皮的体温調節装置を用いて体温調節を

行った場合に、一連につき１回に限り算定する。 

Ｌ００９  麻酔管理料(Ⅰ) 

(１) 当該点数は、麻酔科標榜医により、質の高い麻酔が提供されることを評価するものである。 

(２) 麻酔管理料(Ⅰ)は厚生労働大臣が定める施設基準に適合している麻酔科を標榜する保険医

療機関において、当該保険医療機関の常勤の麻酔科標榜医（地方厚生（支）局長に届け出て

いる医師に限る。以下この項において同じ。）が麻酔前後の診察を行い、かつ専ら当該保険

医療機関の常勤の麻酔科標榜医が区分番号「Ｌ００２」硬膜外麻酔、区分番号「Ｌ００４」

脊椎麻酔又は区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔を行っ

た場合に算定する。なお、この場合において、緊急の場合を除き、麻酔前後の診察は、当該

麻酔を実施した日以外に行われなければならない。 

(３) 麻酔科標榜医が、麻酔科標榜医以外の医師と共同して麻酔を実施する場合においては、麻

酔科標榜医が、当該麻酔を通じ、麻酔中の患者と同室内で麻酔管理に当たり、主要な麻酔手
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技を自ら実施した場合に算定する。 

(４) 麻酔管理料(Ⅰ)を算定する場合には、麻酔前後の診察及び麻酔の内容を診療録に記載する。

なお、麻酔前後の診察について記載された麻酔記録又は麻酔中の麻酔記録の診療録への添付

により診療録への記載に代えることができる。 

   (５) 麻酔管理料(Ⅰ)について、「通則２」及び「通則３」の加算は適用しない。 

Ｌ０１０ 麻酔管理料(Ⅱ) 

(１) 当該点数は、複数の麻酔科標榜医により麻酔の安全管理体制が確保され、質の高い麻酔が

提供されることを評価するものである。 

(２) 麻酔管理料(Ⅱ)は厚生労働大臣が定める施設基準に適合している麻酔科を標榜する保険医

療機関において、当該保険医療機関において常態として週３日以上かつ週 22 時間以上の勤

務を行っている医師であって、当該保険医療機関の常勤の麻酔科標榜医の指導の下に麻酔を

担当するもの（以下この区分番号において、単に「担当医師」という。）又は当該保険医療

機関の常勤の麻酔科標榜医が、麻酔前後の診察を行い、担当医師が、区分番号「Ｌ００２」

硬膜外麻酔、区分番号「Ｌ００４」脊椎麻酔又は区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿

管による閉鎖循環式全身麻酔を行った場合に算定する。なお、この場合において、緊急の場

合を除き、麻酔前後の診察は、当該麻酔を実施した日以外に行われなければならない。また、

麻酔前後の診察を麻酔科標榜医が行った場合、当該麻酔科標榜医は、診察の内容を担当医師

に共有すること。 

(３) 主要な麻酔手技を実施する際には、麻酔科標榜医の管理下で行わなければならない。この

場合、当該麻酔科標榜医は、麻酔中の患者と同室内にいる必要があること。 

(４) 担当医師が実施する一部の行為を、麻酔中の患者の看護に係る適切な研修を修了した常勤

看護師が実施しても差し支えないものとする。また、この場合において、麻酔前後の診察を

行った担当医師又は麻酔科標榜医は、当該診察の内容を当該看護師に共有すること。 

(５) 麻酔管理料(Ⅱ)を算定する場合には、麻酔前後の診察及び麻酔の内容を診療録に記載する。

なお、麻酔前後の診察について記載された麻酔記録又は麻酔中の麻酔記録の診療録への添付

により診療録への記載に代えることができる。  

(６) 麻酔管理料(Ⅱ)について、「通則２」及び「通則３」の加算は適用しない。 

(７) 同一の患者について、麻酔管理料(Ⅰ)と麻酔管理料(Ⅱ)を併算定することはできないが、

同一保険医療機関において麻酔管理料(Ⅰ)と麻酔管理料(Ⅱ)の双方を異なる患者に算定する

ことは可能であること。 

 

第２節 神経ブロック料 

Ｌ１００ 神経ブロック（局所麻酔剤又はボツリヌス毒素使用）、Ｌ１０１ 神経ブロック（神経

破壊剤又は高周波凝固法使用） 

(１) 神経ブロックとは、疼痛管理に専門的知識を持った医師が行うべき手技であり、疾病の治

療又は診断を目的とし、主として末梢の脳脊髄神経節、脳脊髄神経、交感神経節等に局所麻

酔剤、ボツリヌス毒素若しくはエチルアルコール（50％以上）及びフェノール（２％以上）

等の神経破壊剤の注入又は高周波凝固法により、神経内の刺激伝達を遮断することをいう。 

(２) 神経ブロックは、疼痛管理を専門としている医師又はその経験のある医師が、原則として

局所麻酔剤、ボツリヌス毒素若しくは神経破壊剤又は高周波凝固法を使用した場合に算定す
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ウ、エ、オに掲げるものをいい、麻酔前の状態により評価する。 

(18)  神経ブロックを超音波ガイド下に併せて行った場合は、「注９」に掲げる点数を所定点数

に加算する。この際、硬膜外麻酔の適応となる手術（開胸、開腹、関節置換手術等）を受け

る患者であって、当該患者の併存疾患や状態等（服用する薬により硬膜外麻酔が行えない場

合を含む。）を踏まえ、硬膜外麻酔の代替として神経ブロックを行う医学的必要性があるも

のに対して実施する場合は「イ」に掲げる点数を、それ以外の患者（硬膜外麻酔の適応とな

らない手術を受ける患者を含む。）に対して実施する場合は「ロ」に掲げる点数を、それぞ

れ所定点数に加算する。なお、「イ」の加算を算定する場合は、硬膜外麻酔の代替として神

経ブロックを行う医学的必要性を、診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

(19)  「注 10」に規定する非侵襲的血行動態モニタリング加算は、動脈圧測定用カテーテル、サ

ーモダイリューション用カテーテル、体外式連続心拍出量測定用センサー等を用いた侵襲的

モニタリングが実施されている場合には、算定できない。 

(20) 「注 11」に規定する術中脳灌流モニタリング加算は、近赤外光を用いて非侵襲的かつ連続

的に脳灌流のモニタリングを実施した場合に算定できる。 

Ｌ００８－２ 低体温療法 

(１) 低体温療法は、心肺蘇生後の患者に対し、直腸温 35℃以下で 12 時間以上維持した場合に、

開始日から３日間に限り算定する。 

(２) 重度脳障害患者への治療的低体温の場合は算定できない。 

(３) 当該点数を算定するに当たり、必ずしも手術を伴う必要はない。 

(４)  低体温迅速導入加算は、目撃された心停止発症後 15 分以内に医療従事者による蘇生術が

開始された心停止患者に対して、心拍再開の 15 分後までに咽頭冷却装置を用いて低体温を

導入した場合に算定できる。低体温迅速導入加算の算定に当たっては、診療報酬明細書に症

状詳記を添付する。 

(５)  中心静脈留置型経皮的体温調節装置システムを用いる場合、Ｇ００５－２に掲げる中心静

脈注射用カテーテル挿入は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

Ｌ００８－３ 経皮的体温調節療法 

 経皮的体温調節療法は、集中治療室等において、くも膜下出血、頭部外傷又は熱中症による急

性重症脳障害を伴う発熱患者に対して、中心静脈留置型経皮的体温調節装置を用いて体温調節を

行った場合に、一連につき１回に限り算定する。 

Ｌ００９  麻酔管理料(Ⅰ) 

(１) 当該点数は、麻酔科標榜医により、質の高い麻酔が提供されることを評価するものである。 

(２) 麻酔管理料(Ⅰ)は厚生労働大臣が定める施設基準に適合している麻酔科を標榜する保険医

療機関において、当該保険医療機関の常勤の麻酔科標榜医（地方厚生（支）局長に届け出て

いる医師に限る。以下この項において同じ。）が麻酔前後の診察を行い、かつ専ら当該保険

医療機関の常勤の麻酔科標榜医が区分番号「Ｌ００２」硬膜外麻酔、区分番号「Ｌ００４」

脊椎麻酔又は区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔を行っ

た場合に算定する。なお、この場合において、緊急の場合を除き、麻酔前後の診察は、当該

麻酔を実施した日以外に行われなければならない。 

(３) 麻酔科標榜医が、麻酔科標榜医以外の医師と共同して麻酔を実施する場合においては、麻

酔科標榜医が、当該麻酔を通じ、麻酔中の患者と同室内で麻酔管理に当たり、主要な麻酔手
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技を自ら実施した場合に算定する。 

(４) 麻酔管理料(Ⅰ)を算定する場合には、麻酔前後の診察及び麻酔の内容を診療録に記載する。

なお、麻酔前後の診察について記載された麻酔記録又は麻酔中の麻酔記録の診療録への添付

により診療録への記載に代えることができる。 

   (５) 麻酔管理料(Ⅰ)について、「通則２」及び「通則３」の加算は適用しない。 

Ｌ０１０ 麻酔管理料(Ⅱ) 

(１) 当該点数は、複数の麻酔科標榜医により麻酔の安全管理体制が確保され、質の高い麻酔が

提供されることを評価するものである。 

(２) 麻酔管理料(Ⅱ)は厚生労働大臣が定める施設基準に適合している麻酔科を標榜する保険医

療機関において、当該保険医療機関において常態として週３日以上かつ週 22 時間以上の勤

務を行っている医師であって、当該保険医療機関の常勤の麻酔科標榜医の指導の下に麻酔を

担当するもの（以下この区分番号において、単に「担当医師」という。）又は当該保険医療

機関の常勤の麻酔科標榜医が、麻酔前後の診察を行い、担当医師が、区分番号「Ｌ００２」

硬膜外麻酔、区分番号「Ｌ００４」脊椎麻酔又は区分番号「Ｌ００８」マスク又は気管内挿

管による閉鎖循環式全身麻酔を行った場合に算定する。なお、この場合において、緊急の場

合を除き、麻酔前後の診察は、当該麻酔を実施した日以外に行われなければならない。また、

麻酔前後の診察を麻酔科標榜医が行った場合、当該麻酔科標榜医は、診察の内容を担当医師

に共有すること。 

(３) 主要な麻酔手技を実施する際には、麻酔科標榜医の管理下で行わなければならない。この

場合、当該麻酔科標榜医は、麻酔中の患者と同室内にいる必要があること。 

(４) 担当医師が実施する一部の行為を、麻酔中の患者の看護に係る適切な研修を修了した常勤

看護師が実施しても差し支えないものとする。また、この場合において、麻酔前後の診察を

行った担当医師又は麻酔科標榜医は、当該診察の内容を当該看護師に共有すること。 

(５) 麻酔管理料(Ⅱ)を算定する場合には、麻酔前後の診察及び麻酔の内容を診療録に記載する。

なお、麻酔前後の診察について記載された麻酔記録又は麻酔中の麻酔記録の診療録への添付

により診療録への記載に代えることができる。  

(６) 麻酔管理料(Ⅱ)について、「通則２」及び「通則３」の加算は適用しない。 

(７) 同一の患者について、麻酔管理料(Ⅰ)と麻酔管理料(Ⅱ)を併算定することはできないが、

同一保険医療機関において麻酔管理料(Ⅰ)と麻酔管理料(Ⅱ)の双方を異なる患者に算定する

ことは可能であること。 

 

第２節 神経ブロック料 

Ｌ１００ 神経ブロック（局所麻酔剤又はボツリヌス毒素使用）、Ｌ１０１ 神経ブロック（神経

破壊剤又は高周波凝固法使用） 

(１) 神経ブロックとは、疼痛管理に専門的知識を持った医師が行うべき手技であり、疾病の治

療又は診断を目的とし、主として末梢の脳脊髄神経節、脳脊髄神経、交感神経節等に局所麻

酔剤、ボツリヌス毒素若しくはエチルアルコール（50％以上）及びフェノール（２％以上）

等の神経破壊剤の注入又は高周波凝固法により、神経内の刺激伝達を遮断することをいう。 

(２) 神経ブロックは、疼痛管理を専門としている医師又はその経験のある医師が、原則として

局所麻酔剤、ボツリヌス毒素若しくは神経破壊剤又は高周波凝固法を使用した場合に算定す
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る。ただし、医学的な必要性がある場合には、局所麻酔剤又は神経破壊剤とそれ以外の薬剤

を混合注射した場合においても神経ブロックとして算定できる。なお、この場合において、

医学的必要性について診療報酬明細書に記載する。 

(３) 同一神経のブロックにおいて、神経破壊剤又は高周波凝固法使用によるものは、がん性疼

痛を除き、月１回に限り算定する。また、同一神経のブロックにおいて、局所麻酔剤又はボ

ツリヌス毒素により神経ブロックの有効性が確認された後に、神経破壊剤又は高周波凝固法

を用いる場合に限り、局所麻酔剤又はボツリヌス毒素によるものと神経破壊剤又は高周波凝

固法によるものを同一月に算定できる。 

(４) 同一名称の神経ブロックを複数か所に行った場合は、主たるもののみ算定する。また、２

種類以上の神経ブロックを行った場合においても、主たるもののみ算定する。 

(５) 椎間孔を通って脊柱管の外に出た脊髄神経根をブロックする「１」の神経根ブロックに先

立って行われる選択的神経根造影等に要する費用は、「１」の神経根ブロックの所定点数に

含まれ、別に算定できない。 

(６) 神経ブロックに先立って行われるエックス線透視や造影等に要する費用は、神経ブロック

の所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(７) 同一日に神経ブロックと同時に行われたトリガーポイント注射や神経幹内注射については、

部位にかかわらず別に算定できない。 

Ｌ１０３ カテラン硬膜外注射 

刺入する部位にかかわらず、所定点数を算定する。 

Ｌ１０４ トリガーポイント注射 

(１) トリガーポイント注射は、圧痛点に局所麻酔剤あるいは局所麻酔剤を主剤とする薬剤を注

射する手技であり、施行した回数及び部位にかかわらず、１日につき１回算定できる。 

(２) トリガーポイント注射と神経幹内注射は同時に算定できない。 

Ｌ１０５ 神経ブロックにおける麻酔剤の持続的注入 

「注」の「精密持続注入」とは、自動注入ポンプを用いて１時間に 10ｍL 以下の速度で麻酔剤

を注入するものをいう。 
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管
理

を
行

っ
た

場
合

に
、

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

３
４

に
つ

い
て

は
、

Ｂ
細

胞
性

非
ホ

ジ
キ

ン
リ

ン
パ

腫
の

患
者

に
対

し
て

、
放

射
性

同
位

元
素

内
用

療
法

を
行

い
、

か
つ

、
計

画
的

な
治

療
管

理
を

行
っ

た
場

合
に

、
月

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

４
５

に
つ

い
て

は
、

骨
転

移
の

あ
る

去
勢

抵
抗

性
前

立
腺

癌
の

患
者

に
対

し
て

、
放

射
性

同
位

が
ん

元
素

内
用

療
法

を
行

い
、

か
つ

、
計

画
的

な
治

療
管

理
を

行
っ

た
場

合
に

、
放

射
性

同
位

元
素

を
投

与
し

た
日

に
限

り
算

定
す

る
。

Ｍ
０

０
１

体
外

照
射

１
エ

ッ
ク

ス
線

表
在

治
療

イ
１

回
目

1
1
0
点

ロ
２

回
目

3
3
点

２
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
放

射
線

治
療

イ
１

回
目

１
門

照
射

又
は

対
向

２
門

照
射

を
行

っ
た

場
合

8
4
0
点

(1
)

非
対

向
２

門
照

射
又

は
３

門
照

射
を

行
っ

た
場

合
1
,
3
2
0
点

(2
)

４
門

以
上

の
照

射
、

運
動

照
射

又
は

原
体

照
射

を
行

っ
た

場
合

1
,
8
0
0
点

(3
)

ロ
２

回
目

１
門

照
射

又
は

対
向

２
門

照
射

を
行

っ
た

場
合

4
2
0
点

(1
)

非
対

向
２

門
照

射
又

は
３

門
照

射
を

行
っ

た
場

合
6
6
0
点

(2
)

４
門

以
上

の
照

射
、

運
動

照
射

又
は

原
体

照
射

を
行

っ
た

場
合

9
0
0
点

(3
)

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

以
外

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
は

、
所

定

点
数

の
1
0
0
分

の
7
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
１

回
の

線
量

が
2
.
5
Ｇ

ｙ
以

上
の

全
乳

房
照

射

を
行

っ
た

場
合

は
、

１
回

線
量

増
加

加
算

と
し

て
、
4
6
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

3
,
0
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

、
放

射
線

治
療

を
実

施
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
１

回
の

線
量

が
2
.
5
Ｇ

ｙ
以

上
の

前
立

腺
照

射

を
行

っ
た

場
合

は
、

１
回

線
量

増
加

加
算

と
し

て
、
1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

注
１

疾
病

、
部

位
又

は
部

位
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
１

回
に

つ
き

算
定

す
る

。

２
術

中
照

射
療

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
術

中
照

射
療

法
加

算
と

し
て

、
患

者
１

人
に

つ
き

１
日

を
限

度
と

し
て

、
5
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
体

外
照

射
用

固
定

器
具

を
使

用
し

た
場

合
は

、
体

外
照

射
用

固
定

器
具

加
算

と
し

て
、

1
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｇ

Ｒ
Ｔ

）
に

よ
る

体
外

照
射

を
行

っ
た

場
合

（
イ

の
場

合
は

、
乳

房
照

射
に

係
る

も
の

、
ロ

及
び

ハ
の

場
合

は
、
２

の
イ

の
若

し
く

は
ロ

の
又

は
３

に
係

る
も

(3
)

(3
)

の
に

限
る

。
）

に
は

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

と
し

て
、

患
者

１
人

１
日

に
つ

き
１

回
に

限
り

、
次

に
掲

げ
る

区
分

に
従

い
、

い
ず

れ
か

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
体

表
面

の
位

置
情

報
に

よ
る

も
の

1
5
0
点

第
1
2
部

放
射

線
治

療

通
則 １

放
射

線
治

療
の

費
用

は
、

第
１

節
の

各
区

分
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

放
射

線
治

療
に

当

た
っ

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

保
険

医
療

材
料

（
以

下
こ

の
部

に
お

い
て

「
特

定
保

険
医

療
材

料
」

と
い

う
。

）
を

使
用

し
た

場
合

は
、

第
１

節
の

所
定

点
数

に
第

２
節

の
所

定
点

数
を

合
算

し
た

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

２
第

１
節

に
掲

げ
ら

れ
て

い
な

い
放

射
線

治
療

で
あ

っ
て

特
殊

な
も

の
の

費
用

は
、

第
１

節
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
放

射
線

治
療

の
う

ち
で

最
も

近
似

す
る

放
射

線
治

療
の

所
定

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
。

３
新

生
児

、
３

歳
未

満
の

乳
幼

児
（

新
生

児
を

除
く

。
）

、
３

歳
以

上
６

歳
未

満
の

幼
児

又
は

６
歳

以
上
1
5
歳

未
満

の
小

児
に

対
し

て
放

射
線

治
療

（
区

分
番

号
Ｍ

０
０

０
か

ら
Ｍ

０
０

１
－

３
ま

で
及

び
Ｍ

０
０

２
か

ら
Ｍ

０
０

４
ま

で
に

掲
げ

る
放

射
線

治
療

に
限

る
。

）
を

行
っ

た
場

合
は

、
小

児
放

射
線

治
療

加
算

と
し

て
、

当
該

放
射

線
治

療
の

所
定

点
数

に
そ

れ
ぞ

れ
所

定
点

数
の
1
0
0
分

の
8
0
、
1
0
0
分

の
5
0
、
1
0
0
分

の
3
0
又

は
1
0
0
分

の
2
0

に
相

当
す
る

点
数

を
加

算
す

る
。

第
１

節
放

射
線

治
療

管
理

・
実

施
料

区
分

Ｍ
０

０
０

放
射

線
治

療
管

理
料

（
分

布
図

の
作

成
１

回
に

つ
き

）

１
１

門
照

射
、

対
向

２
門

照
射

又
は

外
部

照
射

を
行

っ
た

場
合

2
,
7
0
0
点

２
非

対
向

２
門

照
射

、
３

門
照

射
又

は
腔

内
照

射
を

行
っ

た
場

合
3
,
1
0
0
点

く
う

３
４

門
以

上
の

照
射

、
運

動
照

射
、

原
体

照
射

又
は

組
織

内
照

射
を

行
っ

た
場

合
4
,
0
0
0
点

４
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

に
よ

る
体

外
照

射
を

行
っ

た
場

合
5
,
0
0
0
点

注
１

線
量

分
布

図
を

作
成

し
、

区
分

番
号

Ｍ
０

０
１

に
掲

げ
る

体
外

照
射

、
区

分
番

号
Ｍ

０
０

４

の
１

に
掲

げ
る

外
部

照
射

、
区

分
番

号
Ｍ

０
０

４
の

２
に

掲
げ

る
腔

内
照

射
又

は
区

分
番

号
Ｍ

く
う

０
０

４
の

３
に

掲
げ

る
組

織
内

照
射

に
よ

る
治

療
を

行
っ

た
場

合
に

、
分

布
図

の
作

成
１

回
に

つ
き

１
回

、
一

連
に

つ
き

２
回

に
限

り
算

定
す

る
。

２
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

患
者

に
対

し
て

、
放

射
線

治
療

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
策

定
し

た
照

射
計
画

に
基

づ
く

医
学

的
管

理
（

区
分

番
号

Ｍ
０

０
１

の
２

に
掲

げ

る
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
放

射
線

治
療

及
び

区
分

番
号

Ｍ
０

０
１

の
３

に
掲

げ
る

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
を

行
っ

た
場

合
は

、
放

射
線

治
療

専
任

加
算

と
し

て
、
3
3
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
注

２
に

規
定

す
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
放

射
線

治
療

を
必

要
と

す
る

悪
性

腫
瘍

の
患

者
で

あ
っ

て
、

入
院

中
の

患
者

以
外

の
も

の
等

に
対

し
て

、
放

射
線

治
療

（
区

分
番

号
Ｍ

０
０

１
の

２
に

掲
げ

る
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
放

射
線

治
療

及
び

区
分

番
号

Ｍ
０

０
１

の
３

に
掲

げ
る

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
を

実
施

し
た

場
合

に
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
と

し
て

、
患

者
１

人
１

日
に

つ
き

１
回

に
限

り
1
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

４
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

緊
急

時
の

放
射

線
治

療
の

治
療

計
画

を
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

別
の

保
険

医
療

機
関

と
共

同
し

て
策

定
し

た
場

合
に

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

と
し

て
、

一
連

の
治

療
に

つ
き

１
回

に
限

り
2
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｍ
０

０
０

－
２

放
射

性
同

位
元

素
内

用
療

法
管

理
料

１
甲

状
腺

癌
に

対
す

る
も

の
1
,
3
9
0
点

が
ん

２
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
に

対
す

る
も

の
1
,
3
9
0
点

こ
う

３
固

形
癌

骨
転

移
に

よ
る

疼
痛

に
対

す
る

も
の

1
,
7
0
0
点

が
ん

と
う

４
Ｂ

細
胞

性
非

ホ
ジ

キ
ン

リ
ン

パ
腫

に
対

す
る

も
の

3
,
0
0
0
点

５
骨

転
移

の
あ

る
去

勢
抵

抗
性

前
立

腺
癌

に
対

す
る

も
の

2
,
6
3
0
点

が
ん

注
１

１
及

び
２

に
つ

い
て

は
、

甲
状

腺
疾

患
（

甲
状

腺
癌

及
び

甲
状

腺
機

能
亢

進
症

）
を

有
す

る
が

ん
こ

う

（ ）641

２
－
⑿　
放
射
線
治
療



ロ
高

線
量

率
イ

リ
ジ

ウ
ム

照
射

を
行

っ
た

場
合

又
は

新
型

コ
バ

ル
ト

小
線

源
治

療
装

置
を

用
い

た
場

合
2
3
,
0
0
0
点

ハ
そ

の
他

の
場

合
1
9
,
0
0
0
点

４
放

射
性

粒
子

照
射

（
本

数
に

関
係

な
く

）
8
,
0
0
0
点

注
１

疾
病

、
部

位
又

は
部

位
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

連
に

つ
き

算
定

す
る

。

２
使

用
し

た
高

線
量

率
イ

リ
ジ

ウ
ム

の
費

用
と

し
て

、
購

入
価

格
を
5
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
加

算
す

る
。

３
使

用
し

た
低

線
量

率
イ

リ
ジ

ウ
ム

の
費

用
と

し
て

、
購

入
価

格
を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
加

算
す

る
。

４
前

立
腺

癌
に

対
す

る
永

久
挿

入
療

法
を

行
っ

た
場

合
は

、
線

源
使

用
加

算
と

し
て

、
使

用
し

が
ん

た
線

源
の

費
用

と
し

て
１

個
に

つ
き
6
3
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
こ

の
場

合

に
お

い
て

、
注

６
の

加
算

は
算

定
で

き
な

い
。

５
食

道
用

ア
プ

リ
ケ

ー
タ

ー
又

は
気

管
、

気
管

支
用

ア
プ

リ
ケ

ー
タ

ー
を

使
用

し
た

場
合

は
、

食
道

用
ア

プ
リ

ケ
ー

タ
ー

加
算

又
は

気
管

、
気

管
支

用
ア

プ
リ

ケ
ー

タ
ー

加
算

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ
6
,
7
0
0
点

又
は
4
,
5
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

６
使

用
し

た
放

射
性

粒
子
の

費
用

と
し

て
、

購
入

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
加

算
す

る
。

７
使

用
し

た
コ

バ
ル

ト
の

費
用

と
し

て
、

購
入

価
格

を
1
,
0
0
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

を
加

算

す
る

。

８
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
（

Ｉ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

）
（

２
の

イ
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
と

し
て

、
一

連
に

つ
き
1
,
2
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｍ
０

０
５

血
液

照
射

1
1
0
点

第
２

節
特

定
保

険
医

療
材

料
料

区
分

Ｍ
２

０
０

特
定

保
険

医
療

材
料

材
料

価
格

を
1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

注
使

用
し

た
特

定
保

険
医

療
材

料
の

材
料

価
格

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

。

ロ
骨

構
造

の
位

置
情

報
に

よ
る

も
の

3
0
0
点

ハ
腫

瘍
の

位
置

情
報

に
よ

る
も

の
4
5
0
点

５
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

呼
吸

性
移

動
対

策
を

行
っ

た
場

合
は

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

と
し

て
、
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｍ
０

０
１

－
２

ガ
ン

マ
ナ

イ
フ

に
よ

る
定

位
放

射
線

治
療

5
0
,
0
0
0
点

Ｍ
０

０
１

－
３

直
線

加
速

器
に

よ
る

放
射

線
治

療
（

一
連

に
つ

き
）

１
定

位
放

射
線

治
療

の
場

合
6
3
,
0
0
0
点

２
１

以
外

の
場

合
8
,
0
0
0
点

注
１

定
位

放
射

線
治

療
の

う
ち

、
患

者
の

体
幹

部
に

対
し

て
行

わ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
別

に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

２
定

位
放

射
線

治
療

に
つ

い
て

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

呼
吸

性
移

動
対

策
を

行
っ

た
場

合
は

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
と

し
て

、
所

定
点

数
に

次
の

点
数

を
加

算
す

る
。

イ
動

体
追

尾
法

1
0
,
0
0
0
点

ロ
そ

の
他

5
,
0
0
0
点

Ｍ
０

０
１

－
４

粒
子

線
治

療
（

一
連

に
つ

き
）

１
希

少
な

疾
病

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

イ
重

粒
子

線
治

療
の

場
合

1
8
7
,
5
0
0
点

ロ
陽

子
線

治
療

の
場

合
1
8
7
,
5
0
0
点

２
１

以
外

の
特

定
の

疾
病

に
対

し
て

実
施

し
た

場
合

イ
重

粒
子

線
治

療
の

場
合

1
1
0
,
0
0
0
点

ロ
陽

子
線

治
療

の
場

合
1
1
0
,
0
0
0
点

注
１

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

患
者

に
対

し
て

行
わ

れ
る

場
合

に
限

り
算

定
す

る
。

２
粒

子
線

治
療

の
適

応
判

定
体

制
に

関
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

粒
子

線
治

療
の

適
応

判
定

に
係

る
検

討
が

実
施

さ
れ

た
場

合
に

は
、

粒
子

線
治

療
適

応
判

定
加

算
と

し
て

、
4
0
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

３
別

に
厚

生
労

働
大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

放
射

線
治

療
を

担
当

す
る

専
従

の
医

師
が

策
定

し
た

照
射

計
画

に
基

づ
く

医
学

的
管

理
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
と

し
て

、
1
0
,
0
0
0
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

Ｍ
０

０
２

全
身

照
射

（
一

連
に

つ
き

）
3
0
,
0
0
0
点

注
造

血
幹

細
胞

移
植

を
目

的
と

し
て

行
わ

れ
る

も
の

に
限

る
。

Ｍ
０

０
３

電
磁

波
温

熱
療

法
（

一
連

に
つ

き
）

１
深

在
性

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

も
の

9
,
0
0
0
点

２
浅

在
性

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

も
の

6
,
0
0
0
点

Ｍ
０

０
４

密
封

小
線

源
治

療
（

一
連

に
つ

き
）

１
外

部
照

射
8
0
点

２
腔

内
照

射
く

う

イ
高

線
量

率
イ

リ
ジ

ウ
ム

照
射

を
行

っ
た

場
合

又
は

新
型

コ
バ

ル
ト

小
線

源
治

療
装

置
を

用
い

た
場

合
1
2
,
0
0
0
点

ロ
そ

の
他

の
場

合
5
,
0
0
0
点

３
組

織
内

照
射

イ
前

立
腺

癌
に

対
す

る
永

久
挿

入
療

法
4
8
,
6
0
0
点

が
ん
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第 12 部  放射線治療 

 

＜通則＞ 

１ 放射線治療に係る費用は、第１節放射線治療管理・実施料及び第２節特定保険医療材料料（厚

生労働大臣が定める保険医療材料のうち放射線治療に当たり使用したものの費用に限る。）に掲

げる所定点数を合算した点数によって算定する。 

２ 第１節に掲げられていない放射線治療のうち、簡単なものの費用は算定できないものであるが、

特殊なものの費用は、その都度当局に内議し、最も近似する放射線治療として準用が通知された

算定方法により算定する。 

３ 小児放射線治療加算は、各区分の注に掲げる加算については加算の対象とならない。 

 

第１節  放射線治療管理・実施料 

 Ｍ０００ 放射線治療管理料 

(１)  放射線治療管理料は、区分番号「Ｍ００１」体外照射又は区分番号「Ｍ００４」密封小線源

治療の「１」に掲げる外部照射、「２」に掲げる腔内照射若しくは「３」に掲げる組織内照射

による治療を行うに際して、あらかじめ作成した線量分布図に基づいた照射計画（三次元線量

分布図を用いるものを含む。以下同じ。）により放射線照射を行った場合に、分布図の作成１

回につき１回、所期の目的を達するまでに行う一連の治療過程において２回に限り算定する。

ただし、子宮頸癌に対して行う場合は、一連の治療過程において４回まで算定できる。 

(２) 画像診断を実施し、その結果に基づき、線量分布図に基づいた照射計画を作成した場合には、

画像診断の所定点数は算定できるが、照射計画の作成に係る費用は当該治療管理料に含まれ、

別に算定できない。 

(３) 「注２」に掲げる放射線治療専任加算は、区分番号「Ｍ００１」体外照射の「２」に掲げる

高エネルギー放射線治療又は区分番号「Ｍ００１」体外照射の「３」に掲げる強度変調放射線

治療（ＩＭＲＴ)の際に、放射線治療を専ら担当する医師により、照射計画の作成、照射中の

患者の管理及び照射後の副作用管理を含めた放射線科的管理が行われた場合に限り算定する。 

(４) 「注３」に掲げる外来放射線治療加算の対象となる患者は、放射線治療を必要とする悪性腫

瘍の患者であり、以下のいずれかに該当する場合に、１日につき１回に限り算定する。 

ア 入院中の患者以外の患者に対して、区分番号「Ｍ００１」体外照射の「２」に掲げる高エ

ネルギー放射線治療又は区分番号「Ｍ００１」体外照射の「３」に掲げる強度変調放射線治

療（ＩＭＲＴ)の際に、あらかじめ作成した線量分布図に基づいた照射計画により放射線照

射を行った場合 

イ 他医療機関に入院中の患者に対して、区分番号「Ｍ００１」体外照射の「３」に掲げる強

度変調放射線治療（ＩＭＲＴ)の際に、あらかじめ作成した線量分布図に基づいた照射計画

により放射線照射を行った場合 

(５) 「注４」に掲げる遠隔放射線治療計画加算は、放射線治療を専ら担当する常勤の医師が配置

されていない施設における放射線治療において、緊急時の放射線治療における業務の一部（照

射計画の立案等）を、情報通信技術を用いたシステムを利用し、放射線治療を行う施設と連携

した放射線治療を支援する施設の医師等による支援を受けて実施した場合に、一連の治療につ

き１回に限り算定する。なお、緊急時とは急激な病態の変化により速やかに放射線治療の開始
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を行う場合においては、１回目とは異なる部位に係る２回目の照射に限り、「ロ」の２回目の

所定点数を算定する。１日に同一部位に対する複数回の照射を行う場合は、１回目の照射と２

回目の照射の間隔が２時間を超える場合に限り、「イ」の１回目の所定点数を１日に２回分算

定できる。 

(４) １回線量増加加算 

ア 日本放射線腫瘍学会が作成した最新の「放射線治療計画ガイドライン」を遵守して実施し

た場合に限り算定できる。 

イ 患者に対して、当該治療の内容、合併症及び予後等を照射線量と回数の違いによる差異が

分かるように文書を用いて詳しく説明を行い、患者の同意を得るとともに、患者から要望の

あった場合、その都度治療に関して十分な情報を提供すること。 

なお、患者への説明は、図、画像、映像、模型等を用いて行うことも可能であるが、説明

した内容については文書（書式様式は自由）で交付、診療録に添付すること。また、患者へ

の説明が困難な状況にあっては、事後の説明又は家族等関係者に説明を行っても差し支えな

い。ただし、その旨を診療録に記載すること。 

ウ 「３」強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）の「注２」の１回線量増加加算は、強度変調放射

線治療（ＩＭＲＴ）を行う場合であって、「注４」の「ハ」（画像誘導放射線治療加算（腫

瘍の位置情報によるもの））を算定する場合に限り算定する。 

(５) 「注３」の体外照射用固定器具加算は、悪性腫瘍に対して体外照射を行う際に身体を精密に

固定する器具を使用した場合に限り、一連の治療につき１回に限り算定できる。 

(６) 「注４」の画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）とは、毎回の照射時に治療計画時と照射時の照

射中心位置の三次元的な空間的再現性が５ミリメートル以内であることを照射室内で画像的に

確認・記録して照射する治療のことである。 

(７) 「注４」の画像誘導放射線治療加算は、「２」高エネルギー放射線治療の所定点数を１日に

２回分算定できる場合であっても、１日に１回の算定を限度とする。 

(８) 「注５」の呼吸性移動対策とは、呼吸による移動長が 10 ミリメートルを超える肺がん、食

道がん、胃がん、肝がん、胆道がん、膵がん、腎がん若しくは副腎がん又は深吸気位において

心臓の線量低減が可能な左乳がんに対し、治療計画時及び毎回の照射時に呼吸運動（量）を計

測する装置又は実時間位置画像装置等を用いて、呼吸性移動による照射範囲の拡大を低減する

対策のことをいい、呼吸性移動のために必要な照射野の拡大が三次元的な各方向に対しそれぞ

れ５ミリメートル以下となることが、治療前に計画され、照射時に確認されるものをいう。な

お、治療前の治療計画の際に、照射範囲計画について記録し、毎回照射時に実際の照射範囲に

ついて記録の上、検証すること。 

 Ｍ００１－２ ガンマナイフによる定位放射線治療                         

(１) ガンマナイフによる定位放射線治療とは、半球状に配置された多数のコバルト６０の微小線源

から出るガンマ線を集束させ、病巣部を照射する治療法をいう。 

(２) 数か月間の一連の治療過程に複数回の治療を行った場合であっても、所定点数は１回のみ算

定する。 

(３) 定位型手術枠（フレーム）を取り付ける際等の麻酔、位置決め等に係る画像診断、検査、放

射線治療管理等の当該治療に伴う一連の費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

 Ｍ００１－３ 直線加速器による放射線治療（一連につき） 
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が必要な切迫した病態や、臨時的な放射線治療計画変更が必要とされる状態をいう。 

 Ｍ０００－２ 放射性同位元素内用療法管理料 

(１) 放射性同位元素内用療法管理料は、非密封放射線源による治療で、放射性同位元素を生体に

投与し、その放射能による病巣内照射を行う放射線治療に当たり、当該治療を受けている患者

の継続的な管理を評価するものである。 

(２) 放射性同位元素内用療法管理料は入院・入院外を問わず、患者に対して放射性同位元素内用

療法に関する内容について説明・指導した場合に限り算定できる。また、説明・指導した内容

等を診療録に記載又は添付すること。 

(３) 放射性同位元素の内用後４月間は、内用の有無にかかわらず算定できる。ただし、診療報酬

明細書には、管理の開始の日付を記載すること。 

(４) 「１」の「甲状腺癌に対するもの」は、甲状腺分化癌の患者（甲状腺分化癌であって、甲状

腺組織の破壊、又は甲状腺癌の転移の治療（甲状腺全摘術、亜全摘術後及び手術により摘出で

きない症例等））に対して行った場合に算定する。 

(５) 「３」の「固形癌骨転移による疼痛に対するもの」は、固形癌骨転移の患者（骨シンチグラ

フィで陽性像を呈する骨転移があって、骨転移部位の疼痛緩和目的（他の治療法（手術、化学

療法、内分泌療法、鎮痛剤、外部放射線照射等）で疼痛コントロールが不十分である症例））

に対して行った場合に算定する。 

(６) 「４」の「Ｂ細胞性非ホジキンリンパ腫に対するもの」は、ＣＤ20 陽性の再発又は難治性で

ある、低悪性度Ｂ細胞性非ホジキンリンパ腫又はマントル細胞リンパ腫の患者に対して行った

場合に算定する。 

(７) 「５」の「骨転移のある去勢抵抗性前立腺癌に対するもの」は、去勢抵抗性前立腺癌であっ

て、骨シンチグラフィ等で骨転移を認める患者に対して行った場合に、１月あたりの回数によ

らず、放射性同位元素を内用した日に限り算定する。 

  (８) 放射性同位元素内用療法管理に当たっては、退出基準等、放射線管理の基準に沿って行われ

るものであること。 

 Ｍ００１ 体外照射 

(１) 体外照射の具体的な定義は次のとおりである。 

ア エックス線表在治療とは、管電圧 10 万ボルト未満による照射療法をいう。 

イ 高エネルギー放射線治療とは、100 万電子ボルト以上のエックス線又は電子線の応用で、

直線加速装置又はマイクロトロン治療装置使用による照射療法をいう。 

ウ 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ)とは、多分割絞り（マルチリーフコリメータ）などを用

いて、空間的又は時間的な放射線強度の調整を同一部位に対する複数方向からの照射につい

て行うことで、三次元での線量分布を最適なものとする照射療法をいう。ただし、診療報酬

の算定については、関連学会のガイドラインに準拠し、３方向以上の照射角度から各門につ

き３種以上の線束強度変化を持つビームによる治療計画を逆方向治療計画法にて立案したも

のについて照射した場合に限る。 

(２) 体外照射の治療料は、疾病の種類、部位の違い、部位数、同一患部に対する照射方法にかか

わらず、１回につき所定点数を算定する。また、２方向以上の照射であっても当該所定点数の

みにより算定する。 

(３)  「１」エックス線表在治療及び「２」高エネルギー放射線治療は、１日に複数部位の照射
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を行う場合においては、１回目とは異なる部位に係る２回目の照射に限り、「ロ」の２回目の

所定点数を算定する。１日に同一部位に対する複数回の照射を行う場合は、１回目の照射と２

回目の照射の間隔が２時間を超える場合に限り、「イ」の１回目の所定点数を１日に２回分算

定できる。 

(４) １回線量増加加算 

ア 日本放射線腫瘍学会が作成した最新の「放射線治療計画ガイドライン」を遵守して実施し

た場合に限り算定できる。 

イ 患者に対して、当該治療の内容、合併症及び予後等を照射線量と回数の違いによる差異が

分かるように文書を用いて詳しく説明を行い、患者の同意を得るとともに、患者から要望の

あった場合、その都度治療に関して十分な情報を提供すること。 

なお、患者への説明は、図、画像、映像、模型等を用いて行うことも可能であるが、説明

した内容については文書（書式様式は自由）で交付、診療録に添付すること。また、患者へ

の説明が困難な状況にあっては、事後の説明又は家族等関係者に説明を行っても差し支えな

い。ただし、その旨を診療録に記載すること。 

ウ 「３」強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）の「注２」の１回線量増加加算は、強度変調放射

線治療（ＩＭＲＴ）を行う場合であって、「注４」の「ハ」（画像誘導放射線治療加算（腫

瘍の位置情報によるもの））を算定する場合に限り算定する。 

(５) 「注３」の体外照射用固定器具加算は、悪性腫瘍に対して体外照射を行う際に身体を精密に

固定する器具を使用した場合に限り、一連の治療につき１回に限り算定できる。 

(６) 「注４」の画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）とは、毎回の照射時に治療計画時と照射時の照

射中心位置の三次元的な空間的再現性が５ミリメートル以内であることを照射室内で画像的に

確認・記録して照射する治療のことである。 

(７) 「注４」の画像誘導放射線治療加算は、「２」高エネルギー放射線治療の所定点数を１日に

２回分算定できる場合であっても、１日に１回の算定を限度とする。 

(８) 「注５」の呼吸性移動対策とは、呼吸による移動長が 10 ミリメートルを超える肺がん、食

道がん、胃がん、肝がん、胆道がん、膵がん、腎がん若しくは副腎がん又は深吸気位において

心臓の線量低減が可能な左乳がんに対し、治療計画時及び毎回の照射時に呼吸運動（量）を計

測する装置又は実時間位置画像装置等を用いて、呼吸性移動による照射範囲の拡大を低減する

対策のことをいい、呼吸性移動のために必要な照射野の拡大が三次元的な各方向に対しそれぞ

れ５ミリメートル以下となることが、治療前に計画され、照射時に確認されるものをいう。な

お、治療前の治療計画の際に、照射範囲計画について記録し、毎回照射時に実際の照射範囲に

ついて記録の上、検証すること。 

 Ｍ００１－２ ガンマナイフによる定位放射線治療                         

(１) ガンマナイフによる定位放射線治療とは、半球状に配置された多数のコバルト６０の微小線源

から出るガンマ線を集束させ、病巣部を照射する治療法をいう。 

(２) 数か月間の一連の治療過程に複数回の治療を行った場合であっても、所定点数は１回のみ算

定する。 

(３) 定位型手術枠（フレーム）を取り付ける際等の麻酔、位置決め等に係る画像診断、検査、放

射線治療管理等の当該治療に伴う一連の費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

 Ｍ００１－３ 直線加速器による放射線治療（一連につき） 
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が必要な切迫した病態や、臨時的な放射線治療計画変更が必要とされる状態をいう。 

 Ｍ０００－２ 放射性同位元素内用療法管理料 

(１) 放射性同位元素内用療法管理料は、非密封放射線源による治療で、放射性同位元素を生体に

投与し、その放射能による病巣内照射を行う放射線治療に当たり、当該治療を受けている患者

の継続的な管理を評価するものである。 

(２) 放射性同位元素内用療法管理料は入院・入院外を問わず、患者に対して放射性同位元素内用

療法に関する内容について説明・指導した場合に限り算定できる。また、説明・指導した内容

等を診療録に記載又は添付すること。 

(３) 放射性同位元素の内用後４月間は、内用の有無にかかわらず算定できる。ただし、診療報酬

明細書には、管理の開始の日付を記載すること。 

(４) 「１」の「甲状腺癌に対するもの」は、甲状腺分化癌の患者（甲状腺分化癌であって、甲状

腺組織の破壊、又は甲状腺癌の転移の治療（甲状腺全摘術、亜全摘術後及び手術により摘出で

きない症例等））に対して行った場合に算定する。 

(５) 「３」の「固形癌骨転移による疼痛に対するもの」は、固形癌骨転移の患者（骨シンチグラ

フィで陽性像を呈する骨転移があって、骨転移部位の疼痛緩和目的（他の治療法（手術、化学

療法、内分泌療法、鎮痛剤、外部放射線照射等）で疼痛コントロールが不十分である症例））

に対して行った場合に算定する。 

(６) 「４」の「Ｂ細胞性非ホジキンリンパ腫に対するもの」は、ＣＤ20 陽性の再発又は難治性で

ある、低悪性度Ｂ細胞性非ホジキンリンパ腫又はマントル細胞リンパ腫の患者に対して行った

場合に算定する。 

(７) 「５」の「骨転移のある去勢抵抗性前立腺癌に対するもの」は、去勢抵抗性前立腺癌であっ

て、骨シンチグラフィ等で骨転移を認める患者に対して行った場合に、１月あたりの回数によ

らず、放射性同位元素を内用した日に限り算定する。 

  (８) 放射性同位元素内用療法管理に当たっては、退出基準等、放射線管理の基準に沿って行われ

るものであること。 

 Ｍ００１ 体外照射 

(１) 体外照射の具体的な定義は次のとおりである。 

ア エックス線表在治療とは、管電圧 10 万ボルト未満による照射療法をいう。 

イ 高エネルギー放射線治療とは、100 万電子ボルト以上のエックス線又は電子線の応用で、

直線加速装置又はマイクロトロン治療装置使用による照射療法をいう。 

ウ 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ)とは、多分割絞り（マルチリーフコリメータ）などを用

いて、空間的又は時間的な放射線強度の調整を同一部位に対する複数方向からの照射につい

て行うことで、三次元での線量分布を最適なものとする照射療法をいう。ただし、診療報酬

の算定については、関連学会のガイドラインに準拠し、３方向以上の照射角度から各門につ

き３種以上の線束強度変化を持つビームによる治療計画を逆方向治療計画法にて立案したも

のについて照射した場合に限る。 

(２) 体外照射の治療料は、疾病の種類、部位の違い、部位数、同一患部に対する照射方法にかか

わらず、１回につき所定点数を算定する。また、２方向以上の照射であっても当該所定点数の

みにより算定する。 

(３)  「１」エックス線表在治療及び「２」高エネルギー放射線治療は、１日に複数部位の照射
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所定点数は１回のみ算定する。 

(５) 「１」に規定する希少な疾病とは、小児腫瘍（限局性の固形悪性腫瘍に限る。）、手術によ

る根治的な治療法が困難である限局性の骨軟部腫瘍及び頭頸部悪性腫瘍（口腔・咽喉頭の扁平

上皮癌を除く。）のことを指し、「２」に規定する「１」以外の特定の疾病とは、限局性及び

局所進行性前立腺癌（転移を有するものを除く。）のことを指す。 

(６) 粒子線治療について、位置決めなどに係る画像診断、検査等の当該治療に伴う一連の費用は

所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(７) 「注２」の粒子線治療適応判定加算は、当該治療の実施に当たって、治療適応判定に関する

体制が整備された保険医療機関において、適応判定が実施された場合に算定できるものであり、

当該治療を受ける全ての患者に対して、当該治療の内容、合併症及び予後等を文書を用いて詳

しく説明を行い、併せて、患者から要望のあった場合、その都度治療に関して十分な情報を提

供すること。なお、患者への説明内容については文書（書式様式は自由）で交付し、診療録に

添付するものであること。 

(８) 「注３」の粒子線治療医学管理加算は、粒子線治療に係る照射に際して、画像診断に基づき

あらかじめ作成した線量分布図に基づいた照射計画と照射時の照射中心位置を、三次元的な空

間的再現性により照射室内で画像的に確認・記録するなどの医学的管理を行った場合に限り算

定する。 

(９)  粒子線治療の実施に当たっては、薬事承認された粒子線治療装置を用いた場合に限り算定す

る。 

 Ｍ００２ 全身照射 

   全身照射は、１回の造血幹細胞移植について、一連として１回に限り算定できる。 

 Ｍ００３ 電磁波温熱療法 

(１) 「１」の深在性悪性腫瘍に対するものは、頭蓋内又は体腔内に存在する腫瘍であって、腫瘍

の大半が概ね皮下６センチメートル以上の深部に所在するものに対して、高出力の機器（100

メガヘルツ以下の低周波数のもの）を用いて電磁波温熱療法を行う場合に算定できる。 

(２) 四肢若しくは頸部の悪性腫瘍に対して行う場合又はアプリケーターを用いて腔内加温を行う

場合は、腫瘍の存在する部位及び使用する機器の如何を問わず、「２」の浅在性悪性腫瘍に対

するものにより算定する。 

(３) 電磁波温熱療法は、放射線治療と併用しない場合（化学療法と併用する場合又は単独で行う

場合）においても算定できる。 

(４) 「一連」とは、治療の対象となる疾患に対して所期の目的を達するまでに行う一連の治療過

程をいう。数か月間の一連の治療過程に複数回の電磁波温熱療法を行う場合は、１回のみ所定

点数を算定し、その他数回の療法の費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。なお、医学

的な必要性から、一連の治療過程後に再度、当該療法を行う場合は、２月に１回、２回を限度

として算定する。 

(５) 電磁波温熱療法の実施に当たっては、治療部分の温度を測定し、十分な加温を確認する等の

必要な措置を講ずる。 

(６) 電磁波温熱療法を行うに当たって使用するセンサー等の消耗品の費用は、所定点数に含まれ、

別に算定できない。 

 Ｍ００４ 密封小線源治療 
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(１) 直線加速器による放射線治療は、実施された直線加速器による体外照射を一連で評価したも

のであり、「Ｍ００１」体外照射を算定する場合は、当該点数は算定できない。 

(２) 定位放射線治療とは、直線加速器（マイクロトロンを含む。）により極小照射野で線量を集

中的に照射する治療法であり、頭頸部に対する治療については、照射中心の固定精度が２ミリ

メートル以内であるものをいい、体幹部に対する治療については、照射中心の固定精度が５ミ

リメートル以内であるものをいう。 

(３) 定位放射線治療における頭頸部に対する治療については、頭頸部腫瘍（頭蓋内腫瘍を含む。）

及び脳動静脈奇形に対して行った場合にのみ算定し、体幹部に対する治療については、原発病

巣が直径５センチメートル以下であり転移病巣のない原発性肺癌、原発性肝癌又は原発性腎癌、

３個以内で他病巣のない転移性肺癌又は転移性肝癌、転移病巣のない限局性の前立腺癌又は膵

癌、直径５センチメートル以下の転移性脊椎腫瘍、５個以内のオリゴ転移及び脊髄動静脈奇形

（頸部脊髄動静脈奇形を含む。）に対して行った場合にのみ算定し、数か月間の一連の治療過

程に複数回の治療を行った場合であっても、所定点数は１回のみ算定する。 

(４) 定位放射線治療については、定位型手術枠又はこれと同等の固定精度を持つ固定装置を取り

付ける際等の麻酔、位置決め等に係る画像診断、検査、放射線治療管理等の当該治療に伴う一

連の費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(５) 「注２」の呼吸性移動対策とは、呼吸による移動長が 10 ミリメートルを超える肺がん、肝

がん又は腎がんに対し、治療計画時及び毎回の照射時に呼吸運動（量）を計測する装置又は実

時間位置画像装置等を用いて、呼吸性移動による照射範囲の拡大を低減する対策のことをいい、

呼吸性移動のために必要な照射野の拡大が三次元的な各方向に対しそれぞれ５ミリメートル以

下となることが、治療前に計画され、照射時に確認されるものをいう。なお、治療前の治療計

画の際に、照射範囲計画について記録し、毎回照射時に実際の照射範囲について記録の上、検

証すること。 

(６) 「注２」の「イ」動体追尾法は、自由呼吸の下で、呼吸運動と腫瘍位置との関係を分析し、

呼吸運動に合わせて照射野を移動して照射する方法、又は呼吸運動に合わせて腫瘍の近傍のマ

ーカー等をエックス線透視し、決められた位置を通過する時に照射する方法のいずれかの場合

に算定する。 

Ｍ００１－４ 粒子線治療 

(１)  重粒子線治療とは、炭素原子核を加速することにより得られた重粒子線を集中的に照射する

治療法であるものをいう。 

(２) 陽子線治療とは、水素原子核を加速することにより得られた陽子線を集中的に照射する治療

法であるものをいう。 

(３) 重粒子線治療は、手術による根治的な治療法が困難である限局性の骨軟部腫瘍、頭頸部悪性

腫瘍（口腔・咽喉頭の扁平上皮癌を除く。）又は限局性及び局所進行性前立腺癌（転移を有す

るものを除く。）に対して根治的な治療法として行った場合にのみ算定し、数か月間の一連の

治療過程に複数回の治療を行った場合であっても、所定点数は１回のみ算定する。 

(４) 陽子線治療は、小児腫瘍（限局性の固形悪性腫瘍に限る。）、手術による根治的な治療法が

困難である限局性の骨軟部腫瘍、頭頸部悪性腫瘍（口腔・咽喉頭の扁平上皮癌を除く。）又は

限局性及び局所進行性前立腺癌（転移を有するものを除く。）に対して根治的な治療法として

行った場合にのみ算定し、数か月間の一連の治療過程に複数回の治療を行った場合であっても、
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所定点数は１回のみ算定する。 

(５) 「１」に規定する希少な疾病とは、小児腫瘍（限局性の固形悪性腫瘍に限る。）、手術によ

る根治的な治療法が困難である限局性の骨軟部腫瘍及び頭頸部悪性腫瘍（口腔・咽喉頭の扁平

上皮癌を除く。）のことを指し、「２」に規定する「１」以外の特定の疾病とは、限局性及び

局所進行性前立腺癌（転移を有するものを除く。）のことを指す。 

(６) 粒子線治療について、位置決めなどに係る画像診断、検査等の当該治療に伴う一連の費用は

所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(７) 「注２」の粒子線治療適応判定加算は、当該治療の実施に当たって、治療適応判定に関する

体制が整備された保険医療機関において、適応判定が実施された場合に算定できるものであり、

当該治療を受ける全ての患者に対して、当該治療の内容、合併症及び予後等を文書を用いて詳

しく説明を行い、併せて、患者から要望のあった場合、その都度治療に関して十分な情報を提

供すること。なお、患者への説明内容については文書（書式様式は自由）で交付し、診療録に

添付するものであること。 

(８) 「注３」の粒子線治療医学管理加算は、粒子線治療に係る照射に際して、画像診断に基づき

あらかじめ作成した線量分布図に基づいた照射計画と照射時の照射中心位置を、三次元的な空

間的再現性により照射室内で画像的に確認・記録するなどの医学的管理を行った場合に限り算

定する。 

(９)  粒子線治療の実施に当たっては、薬事承認された粒子線治療装置を用いた場合に限り算定す

る。 

 Ｍ００２ 全身照射 

   全身照射は、１回の造血幹細胞移植について、一連として１回に限り算定できる。 

 Ｍ００３ 電磁波温熱療法 

(１) 「１」の深在性悪性腫瘍に対するものは、頭蓋内又は体腔内に存在する腫瘍であって、腫瘍

の大半が概ね皮下６センチメートル以上の深部に所在するものに対して、高出力の機器（100

メガヘルツ以下の低周波数のもの）を用いて電磁波温熱療法を行う場合に算定できる。 

(２) 四肢若しくは頸部の悪性腫瘍に対して行う場合又はアプリケーターを用いて腔内加温を行う

場合は、腫瘍の存在する部位及び使用する機器の如何を問わず、「２」の浅在性悪性腫瘍に対

するものにより算定する。 

(３) 電磁波温熱療法は、放射線治療と併用しない場合（化学療法と併用する場合又は単独で行う

場合）においても算定できる。 

(４) 「一連」とは、治療の対象となる疾患に対して所期の目的を達するまでに行う一連の治療過

程をいう。数か月間の一連の治療過程に複数回の電磁波温熱療法を行う場合は、１回のみ所定

点数を算定し、その他数回の療法の費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。なお、医学

的な必要性から、一連の治療過程後に再度、当該療法を行う場合は、２月に１回、２回を限度

として算定する。 

(５) 電磁波温熱療法の実施に当たっては、治療部分の温度を測定し、十分な加温を確認する等の

必要な措置を講ずる。 

(６) 電磁波温熱療法を行うに当たって使用するセンサー等の消耗品の費用は、所定点数に含まれ、

別に算定できない。 

 Ｍ００４ 密封小線源治療 
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(１) 直線加速器による放射線治療は、実施された直線加速器による体外照射を一連で評価したも

のであり、「Ｍ００１」体外照射を算定する場合は、当該点数は算定できない。 

(２) 定位放射線治療とは、直線加速器（マイクロトロンを含む。）により極小照射野で線量を集

中的に照射する治療法であり、頭頸部に対する治療については、照射中心の固定精度が２ミリ

メートル以内であるものをいい、体幹部に対する治療については、照射中心の固定精度が５ミ

リメートル以内であるものをいう。 

(３) 定位放射線治療における頭頸部に対する治療については、頭頸部腫瘍（頭蓋内腫瘍を含む。）

及び脳動静脈奇形に対して行った場合にのみ算定し、体幹部に対する治療については、原発病

巣が直径５センチメートル以下であり転移病巣のない原発性肺癌、原発性肝癌又は原発性腎癌、

３個以内で他病巣のない転移性肺癌又は転移性肝癌、転移病巣のない限局性の前立腺癌又は膵

癌、直径５センチメートル以下の転移性脊椎腫瘍、５個以内のオリゴ転移及び脊髄動静脈奇形

（頸部脊髄動静脈奇形を含む。）に対して行った場合にのみ算定し、数か月間の一連の治療過

程に複数回の治療を行った場合であっても、所定点数は１回のみ算定する。 

(４) 定位放射線治療については、定位型手術枠又はこれと同等の固定精度を持つ固定装置を取り

付ける際等の麻酔、位置決め等に係る画像診断、検査、放射線治療管理等の当該治療に伴う一

連の費用は所定点数に含まれ、別に算定できない。 

(５) 「注２」の呼吸性移動対策とは、呼吸による移動長が 10 ミリメートルを超える肺がん、肝

がん又は腎がんに対し、治療計画時及び毎回の照射時に呼吸運動（量）を計測する装置又は実

時間位置画像装置等を用いて、呼吸性移動による照射範囲の拡大を低減する対策のことをいい、

呼吸性移動のために必要な照射野の拡大が三次元的な各方向に対しそれぞれ５ミリメートル以

下となることが、治療前に計画され、照射時に確認されるものをいう。なお、治療前の治療計

画の際に、照射範囲計画について記録し、毎回照射時に実際の照射範囲について記録の上、検

証すること。 

(６) 「注２」の「イ」動体追尾法は、自由呼吸の下で、呼吸運動と腫瘍位置との関係を分析し、

呼吸運動に合わせて照射野を移動して照射する方法、又は呼吸運動に合わせて腫瘍の近傍のマ

ーカー等をエックス線透視し、決められた位置を通過する時に照射する方法のいずれかの場合

に算定する。 

Ｍ００１－４ 粒子線治療 

(１)  重粒子線治療とは、炭素原子核を加速することにより得られた重粒子線を集中的に照射する

治療法であるものをいう。 

(２) 陽子線治療とは、水素原子核を加速することにより得られた陽子線を集中的に照射する治療

法であるものをいう。 

(３) 重粒子線治療は、手術による根治的な治療法が困難である限局性の骨軟部腫瘍、頭頸部悪性

腫瘍（口腔・咽喉頭の扁平上皮癌を除く。）又は限局性及び局所進行性前立腺癌（転移を有す

るものを除く。）に対して根治的な治療法として行った場合にのみ算定し、数か月間の一連の

治療過程に複数回の治療を行った場合であっても、所定点数は１回のみ算定する。 

(４) 陽子線治療は、小児腫瘍（限局性の固形悪性腫瘍に限る。）、手術による根治的な治療法が

困難である限局性の骨軟部腫瘍、頭頸部悪性腫瘍（口腔・咽喉頭の扁平上皮癌を除く。）又は

限局性及び局所進行性前立腺癌（転移を有するものを除く。）に対して根治的な治療法として

行った場合にのみ算定し、数か月間の一連の治療過程に複数回の治療を行った場合であっても、
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したＣＴ又はＭＲＩの画像所見を用いて治療計画を行い、腫瘍と周囲臓器への最適な照射線量

を計算して、子宮頸癌に対して照射した場合に限り、一連につき１回に限り算定する。 

(10) 「注８」の画像誘導密封小線源治療加算は、日本放射線腫瘍学会が作成した最新の「密封小

線源治療の診療・物理ＱＡガイドライン」を遵守して実施した場合に限り算定できる。 

 Ｍ００５ 血液照射 

(１) 血液照射は、輸血後移植片対宿主病予防のために輸血用血液に対して放射線照射を行った場

合に算定する。 

(２) 血液照射料は、血液照射を行った血液量が 400 ミリリットル以下の場合には 110 点、これ以

降 400 ミリリットル又はその端数を増すごとに 110 点を加えて計算する。なお、血液照射を行

った血液のうち、実際に輸血を行った１日当たりの血液量についてのみ算定する。 

(３) 血液量は、実際に照射を行った総量又は原材料として用いた血液の総量のうちいずれか少な

い量により算定する。例えば、200 ミリリットルの血液から製造された 30 ミリリットルの血液

成分製剤については 30 ミリリットルとして算定し、200 ミリリットルの血液から製造された 2

30 ミリリットルの保存血及び血液成分製剤は、200 ミリリットルとして算定する。 

(４) 放射線を照射した血液製剤を使用した場合は、当該血液照射は別に算定できない。 

(５) 血液照射に当たっては、「血液製剤の使用指針及び輸血療法の実施に関する指針について」

（平成 11 年６月 10 日付け医薬発第 715 号厚生省医薬安全局長通知）及び「血小板製剤の使用

適正化の推進について」（平成６年７月 11日付け薬発第 638号厚生省薬務局長通知）による、

両通知別添（「血液製剤の使用指針」、「輸血療法の実施に関する指針」及び「血小板製剤の

適正使用について」）その他の関係通知及び関係学会から示されている血液照射についてのガ

イドラインを遵守するよう努めるものとする。 
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(１) 密封小線源治療の治療料は疾病の種類、部位の違い、部位数の多寡にかかわらず、一連とし

て所定点数を算定する。                           

(２) 外部照射とは、コバルト６０、セシウム１３７等のガンマ線又はストロンチウム９０等のベーター

線による４センチメートル以下の近距離照射又は直接貼布する療法をいう。 

(３) 腔内照射 

ア 高線量率イリジウム照射を行った場合とは、子宮腔、腟腔、口腔、直腸等の腔内にイリジ

ウム１９２管を挿入し照射する場合であり、アプリケーターの挿入から抜去までを一連として

算定する。なお、挿入及び抜去に係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

イ 新型コバルト小線源治療装置とは、高線量率イリジウム照射で用いられる線源と概ね同じ

大きさの径の線源を用いるものをいう。 

ウ その他の場合とは、子宮腔、腟腔、口腔、直腸等の腔内にセシウム１３７管等を挿入して照

射する場合や眼窩内等にストロンチウム容器を挿入して照射する場合であり、アプリケータ

ーの挿入から抜去までを一連として算定するものとし、新型コバルト小線源治療装置を用い

た場合には、「イ」により算定し、旧型コバルト腔内照射装置を用いた場合は算定できない。

なお、挿入及び抜去に係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

  (４) 組織内照射 

ア 前立腺癌に対する永久挿入療法とは、前立腺組織内にヨウ素１２５粒子を挿入する療法をい

い、当該療法の実施に当たっては、関係法令及び関係学会のガイドラインを踏まえ、適切

に行われるよう十分留意すること。 

イ 高線量率イリジウム照射を行った場合とは、イリジウム１９２ 線源を挿入する場合であり、

外套針の刺入から抜去までの全期間を一連として算定する。なお、外套針の刺入及び抜去に

係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

ウ 新型コバルト小線源治療装置とは、高線量率イリジウム照射で用いられる線源と概ね同じ

大きさの径の線源を用いるものであり、それよりも大きな径の線源である従前のコバルト線

源を用いるものは該当しない。 

エ その他の場合とは、舌その他の口腔癌、皮膚癌、乳癌等の癌組織内にコバルト針、セシウ

ム針等を刺入する場合であり、刺入から抜去までの全期間を一連として算定する。なお、刺

入及び抜去に係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

  (５) 放射性粒子照射とは、組織内に放射性金粒子等の放射性粒子を刺入するものであって、その

使用本数等に関係なく一連につき所定点数を算定する。また、この場合「注６」により放射性

粒子の費用は別に算定できる。なお、刺入に係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定で

きない。 

  (６) 同一の高線量率イリジウムを使用し、１人又は複数の患者に対して１回又は複数回の密封小

線源治療を行った場合は、使用した高線量率イリジウムの費用として、患者１人につき１回に

限り加算する。 

  (７) 同一の低線量率イリジウムを使用し、１人の患者に対して複数回の密封小線源治療を行った

場合は、使用した低線量率イリジウムの費用として、患者１人につき１回に限り加算する。 

(８) 同一のコバルトを使用し、１人の患者に対して複数回の密封小線源治療を行った場合は、使

用したコバルトの費用として、患者１人につき１回に限り加算する。 

(９） 「注８」の画像誘導密封小線源治療加算は、治療用のアプリケーターを挿入した状態で撮影
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したＣＴ又はＭＲＩの画像所見を用いて治療計画を行い、腫瘍と周囲臓器への最適な照射線量

を計算して、子宮頸癌に対して照射した場合に限り、一連につき１回に限り算定する。 

(10) 「注８」の画像誘導密封小線源治療加算は、日本放射線腫瘍学会が作成した最新の「密封小

線源治療の診療・物理ＱＡガイドライン」を遵守して実施した場合に限り算定できる。 

 Ｍ００５ 血液照射 

(１) 血液照射は、輸血後移植片対宿主病予防のために輸血用血液に対して放射線照射を行った場

合に算定する。 

(２) 血液照射料は、血液照射を行った血液量が 400 ミリリットル以下の場合には 110 点、これ以

降 400 ミリリットル又はその端数を増すごとに 110 点を加えて計算する。なお、血液照射を行

った血液のうち、実際に輸血を行った１日当たりの血液量についてのみ算定する。 

(３) 血液量は、実際に照射を行った総量又は原材料として用いた血液の総量のうちいずれか少な

い量により算定する。例えば、200 ミリリットルの血液から製造された 30 ミリリットルの血液

成分製剤については 30 ミリリットルとして算定し、200 ミリリットルの血液から製造された 2

30 ミリリットルの保存血及び血液成分製剤は、200 ミリリットルとして算定する。 

(４) 放射線を照射した血液製剤を使用した場合は、当該血液照射は別に算定できない。 

(５) 血液照射に当たっては、「血液製剤の使用指針及び輸血療法の実施に関する指針について」

（平成 11 年６月 10 日付け医薬発第 715 号厚生省医薬安全局長通知）及び「血小板製剤の使用

適正化の推進について」（平成６年７月 11日付け薬発第 638号厚生省薬務局長通知）による、

両通知別添（「血液製剤の使用指針」、「輸血療法の実施に関する指針」及び「血小板製剤の

適正使用について」）その他の関係通知及び関係学会から示されている血液照射についてのガ

イドラインを遵守するよう努めるものとする。 
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(１) 密封小線源治療の治療料は疾病の種類、部位の違い、部位数の多寡にかかわらず、一連とし

て所定点数を算定する。                           

(２) 外部照射とは、コバルト６０、セシウム１３７等のガンマ線又はストロンチウム９０等のベーター

線による４センチメートル以下の近距離照射又は直接貼布する療法をいう。 

(３) 腔内照射 

ア 高線量率イリジウム照射を行った場合とは、子宮腔、腟腔、口腔、直腸等の腔内にイリジ

ウム１９２管を挿入し照射する場合であり、アプリケーターの挿入から抜去までを一連として

算定する。なお、挿入及び抜去に係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

イ 新型コバルト小線源治療装置とは、高線量率イリジウム照射で用いられる線源と概ね同じ

大きさの径の線源を用いるものをいう。 

ウ その他の場合とは、子宮腔、腟腔、口腔、直腸等の腔内にセシウム１３７管等を挿入して照

射する場合や眼窩内等にストロンチウム容器を挿入して照射する場合であり、アプリケータ

ーの挿入から抜去までを一連として算定するものとし、新型コバルト小線源治療装置を用い

た場合には、「イ」により算定し、旧型コバルト腔内照射装置を用いた場合は算定できない。

なお、挿入及び抜去に係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

  (４) 組織内照射 

ア 前立腺癌に対する永久挿入療法とは、前立腺組織内にヨウ素１２５粒子を挿入する療法をい

い、当該療法の実施に当たっては、関係法令及び関係学会のガイドラインを踏まえ、適切

に行われるよう十分留意すること。 

イ 高線量率イリジウム照射を行った場合とは、イリジウム１９２ 線源を挿入する場合であり、

外套針の刺入から抜去までの全期間を一連として算定する。なお、外套針の刺入及び抜去に

係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

ウ 新型コバルト小線源治療装置とは、高線量率イリジウム照射で用いられる線源と概ね同じ

大きさの径の線源を用いるものであり、それよりも大きな径の線源である従前のコバルト線

源を用いるものは該当しない。 

エ その他の場合とは、舌その他の口腔癌、皮膚癌、乳癌等の癌組織内にコバルト針、セシウ

ム針等を刺入する場合であり、刺入から抜去までの全期間を一連として算定する。なお、刺

入及び抜去に係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定できない。 

  (５) 放射性粒子照射とは、組織内に放射性金粒子等の放射性粒子を刺入するものであって、その

使用本数等に関係なく一連につき所定点数を算定する。また、この場合「注６」により放射性

粒子の費用は別に算定できる。なお、刺入に係る手技料は当該所定点数に含まれ、別に算定で

きない。 

  (６) 同一の高線量率イリジウムを使用し、１人又は複数の患者に対して１回又は複数回の密封小

線源治療を行った場合は、使用した高線量率イリジウムの費用として、患者１人につき１回に

限り加算する。 

  (７) 同一の低線量率イリジウムを使用し、１人の患者に対して複数回の密封小線源治療を行った

場合は、使用した低線量率イリジウムの費用として、患者１人につき１回に限り加算する。 

(８) 同一のコバルトを使用し、１人の患者に対して複数回の密封小線源治療を行った場合は、使

用したコバルトの費用として、患者１人につき１回に限り加算する。 

(９） 「注８」の画像誘導密封小線源治療加算は、治療用のアプリケーターを挿入した状態で撮影
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医

療
機

関
以

外
の

施
設

に
臨

床
検

査
技

師
等

に
関

す
る

法
律

第
２

条
に

規
定

す
る

病
理

学
的

検
査

を
委

託
す

る
場

合
に

お
け

る
病

理
診

断
に

要
す

る
費

用
に

つ
い

て
は

、
第

３
部

検
査

の
通

則
第

６
号

に
規

定
す

る
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

区
分

番
号

Ｎ
０

０
６

に
掲

げ
る

病
理

診
断

料
に

つ
い

て
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
間

に
お

い
て

行
う

と
き

に
限

り
算

定
す

る
。

７
保

険
医

療
機

関
間

の
デ

ジ
タ

ル
病

理
画

像
（

病
理

標
本

に
係

る
デ

ジ
タ

ル
画

像
の

こ
と

を
い

う
。

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
同

じ
。

）
の

送
受

信
及

び
受

信
側

の
保

険
医

療
機

関
に

お
け

る
当

該
デ

ジ
タ

ル
病

理
画

像
の

観
察

に
よ

り
、

区
分

番
号

Ｎ
０

０
３

に
掲

げ
る

術
中

迅
速

病
理

組
織

標
本

作
製

又
は

区
分

番
号

Ｎ
０

０
３

－
２

に
掲

げ
る

迅
速

細
胞

診
を

行
う

場
合

に
は

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
局

長
等

に
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
間

に
お

い
て

行
う

と
き

に
限

り
算

定
す

る
。

第
１

節
病

理
標

本
作

製
料

通
則 １

病
理

標
本

作
製

に
当

た
っ

て
、

３
臓

器
以

上
の

標
本

作
製

を
行

っ
た

場
合

は
、

３
臓

器
を

限
度

と
し

て
算

定

す
る

。

２
リ

ン
パ

節
に

つ
い

て
は

、
所

属
リ

ン
パ

節
ご

と
に

１
臓

器
と

し
て

数
え

る
が

、
複

数
の

所
属

リ
ン

パ
節

が
１

臓
器

に
つ

い
て

存
在

す
る

場
合

は
、

当
該

複
数

の
所

属
リ

ン
パ

節
を

１
臓

器
と

し
て

数
え

る
。

区
分

Ｎ
０

０
０

病
理

組
織

標
本

作
製

１
組

織
切

片
に

よ
る

も
の

（
１

臓
器

に
つ

き
）

8
6
0
点

２
セ

ル
ブ

ロ
ッ

ク
法

に
よ

る
も

の
（

１
部

位
に

つ
き

）
8
6
0
点

Ｎ
０

０
１

電
子

顕
微

鏡
病

理
組

織
標

本
作

製
（

１
臓

器
に

つ
き

）
2
,
0
0
0
点

Ｎ
０

０
２

免
疫

染
色

（
免

疫
抗

体
法

）
病

理
組

織
標

本
作

製

１
エ

ス
ト

ロ
ジ

ェ
ン

レ
セ

プ
タ

ー
7
2
0
点

２
プ

ロ
ジ

ェ
ス

テ
ロ

ン
レ

セ
プ

タ
ー

6
9
0
点

３
Ｈ

Ｅ
Ｒ

２
タ

ン
パ

ク
6
9
0
点

４
Ｅ

Ｇ
Ｆ

Ｒ
タ

ン
パ

ク
6
9
0
点

５
Ｃ

Ｃ
Ｒ

４
タ

ン
パ

ク
1
0
,
0
0
0
点

６
Ａ

Ｌ
Ｋ

融
合

タ
ン

パ
ク

2
,
7
0
0
点

７
Ｃ

Ｄ
３

０
4
0
0
点

８
そ

の
他

（
１

臓
器

に
つ

き
）

4
0
0
点

注
１

１
及

び
２

の
病

理
組

織
標

本
作

製
を

同
一

月
に

実
施

し
た

場
合

は
、
1
8
0
点

を
主

た
る

病
理

組
織

標
本

作
製

の
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

２
８

に
つ

い
て

、
確

定
診

断
の

た
め

に
４

種
類

以
上

の
抗

体
を

用
い

た
免

疫
染

色
が

必
要

な
患
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る
常

勤
の

医
師

が
病

理
診

断
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

文
書

に
よ

り
報

告
し

た
場

合
に

は
、

当
該

基
準

に
係

る
区

分
に

従
い

、
次

に
掲

げ
る

点
数

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

イ
病

理
診

断
管

理
加

算
１

組
織

診
断

を
行

っ
た

場
合

1
2
0
点

(1
)

細
胞

診
断

を
行

っ
た

場
合

6
0
点

(2
)

ロ
病

理
診

断
管

理
加

算
２

組
織

診
断

を
行

っ
た

場
合

3
2
0
点

(1
)

細
胞

診
断

を
行

っ
た

場
合

1
6
0
点

(2
)

５
１

に
つ

い
て

は
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

局
長

等
に

届
け

出
た

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
悪

性
腫

瘍
に

係
る

手
術

の
検

体
か

ら
区

分
番

号
Ｎ

０
０

０
に

掲
げ

る
病

理
組

織
標

本
作

製
の

１
又

は
区

分
番

号
Ｎ

０
０

２
に

掲
げ

る
免

疫
染

色
（

免
疫

抗
体

法
）

病
理

組
織

標
本

作
製

に
よ

り
作

製
さ

れ
た

組
織

標
本

に
基

づ
く

診
断

を
行

っ
た

場
合

は
、

悪
性

腫
瘍

病
理

組
織

標
本

加
算

と
し

て
、
1
5
0
点

を
所

定
点

数
に

加

算
す

る
。

Ｎ
０

０
７

病
理

判
断

料
1
5
0
点

注
１

行
わ

れ
た

病
理

標
本

作
製

の
種

類
又

は
回

数
に

か
か

わ
ら

ず
、

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。

２
区

分
番

号
Ｎ

０
０

６
に

掲
げ

る
病

理
診

断
料

を
算

定
し

た
場

合
に

は
、

算
定

し
な

い
。
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第 13 部 病理診断 

 

 ＜通則＞ 

１ 病理診断の費用には、病理標本作製を行う医師、看護師、臨床検査技師、衛生検査技師及び

病理診断・判断を行う医師の人件費、試薬、デッキグラス、試験管等の材料費、機器の減価償

却費、管理費等の費用が含まれる。 

２ 病理標本作製に当たって使用される試薬は、原則として医薬品として承認されたものである

ことを要する。 

３ 病理標本を撮影した画像を電子媒体に保存した場合、保存に要した電子媒体の費用は所定点

数に含まれる。 

４ 第１節に掲げられていない病理標本作製であって簡単な病理標本作製の費用は、基本診療料

に含まれ、別に算定できない。 

５ 第１節に掲げる病理標本作製料の項に掲げられていない病理標本作製のうち簡単な病理標本

作製の病理標本作製料は算定できないが、特殊な病理標本作製については、その都度当局に内

議し、最も近似する病理標本作製として通知されたものの算定方法及び注（特に定めるものを

除く。）を準用して、準用された病理標本作製料に係る病理診断・判断料と併せて算定する。 

６ 保険医療機関間の連携により病理診断を行った場合は、標本若しくは検体（以下「標本等」

という。）の送付側又はデジタル病理画像の送信側の保険医療機関において区分番号「Ｎ００

６」病理診断料を算定できる。なお、その際には、送付側又は送信側の保険医療機関において、

別紙様式 44 又はこれに準じた様式に診療情報等の必要事項を記載し、受取側又は受信側の保険

医療機関に交付するものであること。更に、病理標本の作製を衛生検査所に委託する場合には、

衛生検査所にも当該事項を同様に交付すること。 

また、「Ｎ００６」の｢注４｣に規定する病理診断管理加算１又は２については、標本若しく

は検体の受取側又はデジタル病理画像の受信側の保険医療機関において、病理診断を専ら担当

する常勤の医師が病理診断を行い、標本等の送付側又は送信側の保険医療機関にその結果を文

書により報告した場合に当該基準に係る区分に従い、送付側又は送信側の保険医療機関におい

て所定点数に加算する。標本等の受取側又は受信側の保険医療機関における診断等に係る費用

は、標本等の送付側又は送信側、標本等の受取側又は受信側の保険医療機関間における相互の

合議に委ねるものとする。 

７ 保険医療機関間のデジタル病理画像の送受信及び受信側の保険医療機関における当該デジタ

ル病理画像の観察による術中迅速病理組織標本作製を行った場合は、送信側の保険医療機関に

おいて区分番号「Ｎ００３」術中迅速病理組織標本作製及び区分番号「Ｎ００６」病理診断料

の「１」を算定できる。また、「Ｎ００６」の｢注４｣に規定する病理診断管理加算１又は２に

ついては、受信側の保険医療機関が、当該加算の施設基準に適合しているものとして地方厚生

（支）局長に届け出た保険医療機関であり、病理診断を専ら担当する常勤の医師が病理診断を

行い、送信側の保険医療機関にその結果を報告した場合に当該基準に係る区分に従い、所定点

数に加算する。受信側の保険医療機関における診断等に係る費用は、受信側、送信側の保険医

療機関間における相互の合議に委ねるものとする。 

８ 保険医療機関間のデジタル病理画像の送受信及び受信側の保険医療機関における当該デジタ

ル病理画像の観察による迅速細胞診を行った場合は、送信側の保険医療機関において区分番号
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「Ｎ００３－２」迅速細胞診及び区分番号「Ｎ００６」病理診断料の「２」を算定できる。ま

た、「Ｎ００６」の｢注４｣に規定する病理診断管理加算１又は２については、受信側の保険医

療機関が、当該加算の施設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険

医療機関であり、病理診断を専ら担当する常勤の医師が病理診断を行い、送信側の保険医療機

関にその結果を報告した場合に当該基準に係る区分に従い、所定点数に加算する。受信側の保

険医療機関における診断等に係る費用は、受信側、送信側の保険医療機関間における相互の合

議に委ねるものとする。 

９ デジタル病理画像に基づく病理診断については、デジタル病理画像の作成、観察及び送受信

を行うにつき十分な装置・機器を用いた上で観察及び診断を行った場合に算定できる。なお、

デジタル病理画像に基づく病理診断を行うに当たっては、関係学会による指針を参考とするこ

と。 

 

第１節 病理標本作製料 

  Ｎ０００ 病理組織標本作製 

(１) 「１」の「組織切片によるもの」について、次に掲げるものは、各区分ごとに１臓器とし

て算定する。 

ア 気管支及び肺臓 

イ 食道 

ウ  胃及び十二指腸 

エ 小腸 

オ 盲腸 

カ 上行結腸、横行結腸及び下行結腸 

キ Ｓ状結腸 

ク 直腸 

ケ 子宮体部及び子宮頸部 

(２) 「２」の「セルブロック法によるもの」について、同一又は近接した部位より同時に数検

体を採取して標本作製を行った場合であっても、１回として算定する。 

(３) 病理組織標本作製において、１臓器又は１部位から多数のブロック、標本等を作製した場

合であっても、１臓器又は１部位の標本作製として算定する。 

(４) 病理組織標本作製において、悪性腫瘍がある臓器又はその疑いがある臓器から多数のブロ

ックを作製し、又は連続切片標本を作製した場合であっても、所定点数のみ算定する。 

(５) 当該標本作製において、ヘリコバクター・ピロリ感染診断を目的に行う場合の保険診療上

の取扱いについては、「ヘリコバクター・ピロリ感染の診断及び治療に関する取扱いについ

て」（平成 12 年 10 月 31 日保険発第 180 号）に即して行うこと。 

(６) 「２」の「セルブロック法によるもの」は、悪性中皮腫を疑う患者又は組織切片を検体と

した病理組織標本作製が実施困難な肺悪性腫瘍、胃癌、大腸癌、卵巣癌若しくは悪性リンパ

腫を疑う患者に対して、穿刺吸引等により採取した検体を用いてセルブロック法により標本

作製した場合に算定する。なお、肺悪性腫瘍、胃癌、大腸癌、卵巣癌又は悪性リンパ腫を疑

う患者に対して実施した場合には、組織切片を検体とした病理組織標本作製が実施困難であ

る医学的な理由を診療録及び診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 
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第 13 部 病理診断 

 

 ＜通則＞ 

１ 病理診断の費用には、病理標本作製を行う医師、看護師、臨床検査技師、衛生検査技師及び

病理診断・判断を行う医師の人件費、試薬、デッキグラス、試験管等の材料費、機器の減価償

却費、管理費等の費用が含まれる。 

２ 病理標本作製に当たって使用される試薬は、原則として医薬品として承認されたものである

ことを要する。 

３ 病理標本を撮影した画像を電子媒体に保存した場合、保存に要した電子媒体の費用は所定点

数に含まれる。 

４ 第１節に掲げられていない病理標本作製であって簡単な病理標本作製の費用は、基本診療料

に含まれ、別に算定できない。 

５ 第１節に掲げる病理標本作製料の項に掲げられていない病理標本作製のうち簡単な病理標本

作製の病理標本作製料は算定できないが、特殊な病理標本作製については、その都度当局に内

議し、最も近似する病理標本作製として通知されたものの算定方法及び注（特に定めるものを

除く。）を準用して、準用された病理標本作製料に係る病理診断・判断料と併せて算定する。 

６ 保険医療機関間の連携により病理診断を行った場合は、標本若しくは検体（以下「標本等」

という。）の送付側又はデジタル病理画像の送信側の保険医療機関において区分番号「Ｎ００

６」病理診断料を算定できる。なお、その際には、送付側又は送信側の保険医療機関において、

別紙様式 44 又はこれに準じた様式に診療情報等の必要事項を記載し、受取側又は受信側の保険

医療機関に交付するものであること。更に、病理標本の作製を衛生検査所に委託する場合には、

衛生検査所にも当該事項を同様に交付すること。 

また、「Ｎ００６」の｢注４｣に規定する病理診断管理加算１又は２については、標本若しく

は検体の受取側又はデジタル病理画像の受信側の保険医療機関において、病理診断を専ら担当

する常勤の医師が病理診断を行い、標本等の送付側又は送信側の保険医療機関にその結果を文

書により報告した場合に当該基準に係る区分に従い、送付側又は送信側の保険医療機関におい

て所定点数に加算する。標本等の受取側又は受信側の保険医療機関における診断等に係る費用

は、標本等の送付側又は送信側、標本等の受取側又は受信側の保険医療機関間における相互の

合議に委ねるものとする。 

７ 保険医療機関間のデジタル病理画像の送受信及び受信側の保険医療機関における当該デジタ

ル病理画像の観察による術中迅速病理組織標本作製を行った場合は、送信側の保険医療機関に

おいて区分番号「Ｎ００３」術中迅速病理組織標本作製及び区分番号「Ｎ００６」病理診断料

の「１」を算定できる。また、「Ｎ００６」の｢注４｣に規定する病理診断管理加算１又は２に

ついては、受信側の保険医療機関が、当該加算の施設基準に適合しているものとして地方厚生

（支）局長に届け出た保険医療機関であり、病理診断を専ら担当する常勤の医師が病理診断を

行い、送信側の保険医療機関にその結果を報告した場合に当該基準に係る区分に従い、所定点

数に加算する。受信側の保険医療機関における診断等に係る費用は、受信側、送信側の保険医

療機関間における相互の合議に委ねるものとする。 

８ 保険医療機関間のデジタル病理画像の送受信及び受信側の保険医療機関における当該デジタ

ル病理画像の観察による迅速細胞診を行った場合は、送信側の保険医療機関において区分番号

 - 549 - 

「Ｎ００３－２」迅速細胞診及び区分番号「Ｎ００６」病理診断料の「２」を算定できる。ま

た、「Ｎ００６」の｢注４｣に規定する病理診断管理加算１又は２については、受信側の保険医

療機関が、当該加算の施設基準に適合しているものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険

医療機関であり、病理診断を専ら担当する常勤の医師が病理診断を行い、送信側の保険医療機

関にその結果を報告した場合に当該基準に係る区分に従い、所定点数に加算する。受信側の保

険医療機関における診断等に係る費用は、受信側、送信側の保険医療機関間における相互の合

議に委ねるものとする。 

９ デジタル病理画像に基づく病理診断については、デジタル病理画像の作成、観察及び送受信

を行うにつき十分な装置・機器を用いた上で観察及び診断を行った場合に算定できる。なお、

デジタル病理画像に基づく病理診断を行うに当たっては、関係学会による指針を参考とするこ

と。 

 

第１節 病理標本作製料 

  Ｎ０００ 病理組織標本作製 

(１) 「１」の「組織切片によるもの」について、次に掲げるものは、各区分ごとに１臓器とし

て算定する。 

ア 気管支及び肺臓 

イ 食道 

ウ  胃及び十二指腸 

エ 小腸 

オ 盲腸 

カ 上行結腸、横行結腸及び下行結腸 

キ Ｓ状結腸 

ク 直腸 

ケ 子宮体部及び子宮頸部 

(２) 「２」の「セルブロック法によるもの」について、同一又は近接した部位より同時に数検

体を採取して標本作製を行った場合であっても、１回として算定する。 

(３) 病理組織標本作製において、１臓器又は１部位から多数のブロック、標本等を作製した場

合であっても、１臓器又は１部位の標本作製として算定する。 

(４) 病理組織標本作製において、悪性腫瘍がある臓器又はその疑いがある臓器から多数のブロ

ックを作製し、又は連続切片標本を作製した場合であっても、所定点数のみ算定する。 

(５) 当該標本作製において、ヘリコバクター・ピロリ感染診断を目的に行う場合の保険診療上

の取扱いについては、「ヘリコバクター・ピロリ感染の診断及び治療に関する取扱いについ

て」（平成 12 年 10 月 31 日保険発第 180 号）に即して行うこと。 

(６) 「２」の「セルブロック法によるもの」は、悪性中皮腫を疑う患者又は組織切片を検体と

した病理組織標本作製が実施困難な肺悪性腫瘍、胃癌、大腸癌、卵巣癌若しくは悪性リンパ

腫を疑う患者に対して、穿刺吸引等により採取した検体を用いてセルブロック法により標本

作製した場合に算定する。なお、肺悪性腫瘍、胃癌、大腸癌、卵巣癌又は悪性リンパ腫を疑

う患者に対して実施した場合には、組織切片を検体とした病理組織標本作製が実施困難であ

る医学的な理由を診療録及び診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。 

（ ）（ ） 653652
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Ｎ００１ 電子顕微鏡病理組織標本作製 

(１) 電子顕微鏡病理組織標本作製は、腎組織、内分泌臓器の機能性腫瘍（甲状腺腫を除く。）、

異所性ホルモン産生腫瘍、軟部組織悪性腫瘍、ゴーシェ病等の脂質蓄積症、多糖体蓄積症等

に対する生検及び心筋症に対する心筋生検の場合において、電子顕微鏡による病理診断のた

めの病理組織標本を作製した場合に算定できる。 

(２) 電子顕微鏡病理組織標本作製、区分番号「Ｎ０００」病理組織標本作製、区分番号「Ｎ０

０２」免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製のうち、いずれを算定した場合であっても、

他の２つの項目を合わせて算定することができる。 

Ｎ００２ 免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製 

(１) 免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製は、病理組織標本を作製するにあたり免疫染色

を行った場合に、方法（蛍光抗体法又は酵素抗体法）又は試薬の種類にかかわらず、１臓器

につき１回のみ算定する。 

(２) 免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製、区分番号「Ｎ０００」病理組織標本作製又は

区分番号「Ｎ００１」電子顕微鏡病理組織標本作製のうち、いずれを算定した場合であって

も、他の２つの項目を合わせて算定することができる。 

(３) 「１」のエストロジェンレセプターの免疫染色と「２」のプロジェステロンレセプターの

免疫染色を同一月に実施した場合は、いずれかの主たる病理組織標本作製の所定点数及び注

に規定する加算のみを算定する。 

(４) 「３」のＨＥＲ２タンパクは、半定量法又はＥＩＡ法（酵素免疫測定法）による病理標本

作製を行った場合に限り算定する。 

(５) 「５」ＣＣＲ４タンパク及び区分番号「Ｄ００６－１０」ＣＣＲ４タンパク（フローサイ

トメトリー法）を同一の目的で実施した場合は、原則として主たるもののみ算定する。ただ

し、医学的な必要性がある場合には、併せて実施した場合であっても、いずれの点数も算定

できる。なお、この場合においては、診療報酬明細書の摘要欄にその理由及び医学的必要性

を記載すること。 

(６) 「６」のＡＬＫ融合タンパクは、非小細胞肺癌患者に対して、ＡＬＫ阻害剤の投与の適応

を判断することを目的として、ブリッジ試薬を用いた免疫組織染色法により病理標本作製を

行った場合に、当該薬剤の投与方針の決定までの間に１回を限度として算定する。 

(７) 「７」のＣＤ３０は、ＨＱ リンカーを用いた免疫組織化学染色法により、悪性リンパ腫

の診断補助を目的に実施した場合に算定する。 

(８) 「注２」に規定する「確定診断のために４種類以上の抗体を用いた免疫染色が必要な患者」

とは、原発不明癌、原発性脳腫瘍、悪性リンパ腫、悪性中皮腫、肺悪性腫瘍（腺癌、扁平上

皮癌）、消化管間質腫瘍（ＧＩＳＴ）、慢性腎炎、内分泌腫瘍、軟部腫瘍、皮膚の血管炎、

水疱症（天疱瘡、類天疱瘡等）、悪性黒色腫、筋ジストロフィー又は筋炎が疑われる患者を

指す。これらの疾患が疑われる患者であっても３種類以下の抗体で免疫染色を行った場合は、

当該加算は算定できない。 

(９) 肺悪性腫瘍（腺癌、扁平上皮癌）が疑われる患者に対して「注２」の加算を算定する場合

は、腫瘍が未分化であった場合等ＨＥ染色では腺癌又は扁平上皮癌の診断が困難な患者に限

り算定することとし、その医学的根拠を診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載すること。な

お、次に掲げるいずれかの項目を既に算定している場合には、当該加算は算定できない。 
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ア 「Ｄ００４－２」悪性腫瘍組織検査の「１」悪性腫瘍遺伝子検査の「イ」処理が容易な

ものの「(1)」医薬品の適応判定の補助等に用いるもの（肺癌におけるＥＧＦＲ遺伝子検

査、ＲＯＳ１融合遺伝子検査又はＡＬＫ融合遺伝子検査に限る。） 

イ 「Ｄ００４－２」悪性腫瘍組織検査の「１」悪性腫瘍遺伝子検査の「ロ」処理が複雑な

もの（肺癌におけるＢＲＡＦ遺伝子検査に限る。） 

ウ 区分番号「Ｎ００５－２」ＡＬＫ融合遺伝子標本作製 

(10) セルブロック法による病理組織標本に対する免疫染色については、悪性中皮腫を疑う患者

又は組織切片を検体とした病理組織標本作製が実施困難な肺悪性腫瘍、胃癌、大腸癌、卵巣

癌若しくは悪性リンパ腫を疑う患者に対して実施した場合に算定する。なお、肺悪性腫瘍、

胃癌、大腸癌、卵巣癌又は悪性リンパ腫を疑う患者に対して実施した場合には、組織切片を

検体とした病理組織標本作製が実施困難である医学的な理由を診療録及び診療報酬明細書の

摘要欄に記載すること。 

Ｎ００３ 術中迅速病理組織標本作製 

 術中迅速病理組織標本作製は、手術の途中において迅速凍結切片等による標本作製及び鏡検を

完了した場合において、１手術につき１回算定する。 

なお、摘出した臓器について、術後に再確認のため精密な病理組織標本作製を行った場合は、

区分番号「Ｎ０００」病理組織標本作製の所定点数を別に算定する。 

Ｎ００３－２ 迅速細胞診 

 迅速細胞診は、手術、気管支鏡検査（超音波気管支鏡下穿刺吸引生検法の実施時に限る。）又

は内視鏡検査（膵癌又は胃粘膜下腫瘍が疑われる患者に対して超音波内視鏡下穿刺吸引生検法の

実施時に限る。）の途中において腹水及び胸水等の体腔液又はリンパ節穿刺液を検体として標本

作製及び鏡検を完了した場合において、１手術又は１検査につき１回算定する。 

Ｎ００４ 細胞診 

(１) 腟脂膏顕微鏡標本作製、胃液、腹腔穿刺液等の癌細胞標本作製及び眼科プロヴァツェク小

体標本作製並びに天疱瘡又はヘルペスウイルス感染症における Tzanck 細胞の標本作製は、

細胞診により算定する。 

(２) 同一又は近接した部位より同時に数検体を採取して標本作製を行った場合であっても、１

回として算定する。 

(３) 「２」の「穿刺吸引細胞診、体腔洗浄等」とは、喀痰細胞診、気管支洗浄細胞診、体腔液

細胞診、体腔洗浄細胞診、体腔臓器擦過細胞診及び髄液細胞診等を指す。 

(４) 「注１」の婦人科材料等液状化検体細胞診加算は、採取と同時に行った場合に算定できる。

なお、過去に穿刺し又は採取し、固定保存液に回収した検体から標本を作製し診断を行った

場合には算定できない。 

(５) 「注２」の液状化検体細胞診加算は、採取と同時に作製された標本に基づいた診断の結果、

再検が必要と判断され、固定保存液に回収した検体から再度標本を作製し、診断を行った場

合に限り算定できる。採取と同時に行った場合は算定できない。 

Ｎ００５ ＨＥＲ２遺伝子標本作製 

(１) ＨＥＲ２遺伝子標本作製は、抗ＨＥＲ２ヒト化モノクローナル抗体抗悪性腫瘍剤の投与の

適応を判断することを目的として、ＦＩＳＨ法、ＳＩＳＨ法又はＣＩＳＨ法により遺伝子増

幅標本作製を行った場合に、当該抗悪性腫瘍剤の投与方針の決定までの間に１回を限度とし

（ ）（ ） 655654
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Ｎ００１ 電子顕微鏡病理組織標本作製 

(１) 電子顕微鏡病理組織標本作製は、腎組織、内分泌臓器の機能性腫瘍（甲状腺腫を除く。）、

異所性ホルモン産生腫瘍、軟部組織悪性腫瘍、ゴーシェ病等の脂質蓄積症、多糖体蓄積症等

に対する生検及び心筋症に対する心筋生検の場合において、電子顕微鏡による病理診断のた

めの病理組織標本を作製した場合に算定できる。 

(２) 電子顕微鏡病理組織標本作製、区分番号「Ｎ０００」病理組織標本作製、区分番号「Ｎ０

０２」免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製のうち、いずれを算定した場合であっても、

他の２つの項目を合わせて算定することができる。 

Ｎ００２ 免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製 

(１) 免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製は、病理組織標本を作製するにあたり免疫染色

を行った場合に、方法（蛍光抗体法又は酵素抗体法）又は試薬の種類にかかわらず、１臓器

につき１回のみ算定する。 

(２) 免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製、区分番号「Ｎ０００」病理組織標本作製又は

区分番号「Ｎ００１」電子顕微鏡病理組織標本作製のうち、いずれを算定した場合であって

も、他の２つの項目を合わせて算定することができる。 

(３) 「１」のエストロジェンレセプターの免疫染色と「２」のプロジェステロンレセプターの

免疫染色を同一月に実施した場合は、いずれかの主たる病理組織標本作製の所定点数及び注

に規定する加算のみを算定する。 

(４) 「３」のＨＥＲ２タンパクは、半定量法又はＥＩＡ法（酵素免疫測定法）による病理標本

作製を行った場合に限り算定する。 

(５) 「５」ＣＣＲ４タンパク及び区分番号「Ｄ００６－１０」ＣＣＲ４タンパク（フローサイ

トメトリー法）を同一の目的で実施した場合は、原則として主たるもののみ算定する。ただ

し、医学的な必要性がある場合には、併せて実施した場合であっても、いずれの点数も算定

できる。なお、この場合においては、診療報酬明細書の摘要欄にその理由及び医学的必要性

を記載すること。 

(６) 「６」のＡＬＫ融合タンパクは、非小細胞肺癌患者に対して、ＡＬＫ阻害剤の投与の適応

を判断することを目的として、ブリッジ試薬を用いた免疫組織染色法により病理標本作製を

行った場合に、当該薬剤の投与方針の決定までの間に１回を限度として算定する。 

(７) 「７」のＣＤ３０は、ＨＱ リンカーを用いた免疫組織化学染色法により、悪性リンパ腫

の診断補助を目的に実施した場合に算定する。 

(８) 「注２」に規定する「確定診断のために４種類以上の抗体を用いた免疫染色が必要な患者」

とは、原発不明癌、原発性脳腫瘍、悪性リンパ腫、悪性中皮腫、肺悪性腫瘍（腺癌、扁平上

皮癌）、消化管間質腫瘍（ＧＩＳＴ）、慢性腎炎、内分泌腫瘍、軟部腫瘍、皮膚の血管炎、

水疱症（天疱瘡、類天疱瘡等）、悪性黒色腫、筋ジストロフィー又は筋炎が疑われる患者を

指す。これらの疾患が疑われる患者であっても３種類以下の抗体で免疫染色を行った場合は、

当該加算は算定できない。 

(９) 肺悪性腫瘍（腺癌、扁平上皮癌）が疑われる患者に対して「注２」の加算を算定する場合

は、腫瘍が未分化であった場合等ＨＥ染色では腺癌又は扁平上皮癌の診断が困難な患者に限

り算定することとし、その医学的根拠を診療報酬明細書の摘要欄に詳細に記載すること。な

お、次に掲げるいずれかの項目を既に算定している場合には、当該加算は算定できない。 
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ア 「Ｄ００４－２」悪性腫瘍組織検査の「１」悪性腫瘍遺伝子検査の「イ」処理が容易な

ものの「(1)」医薬品の適応判定の補助等に用いるもの（肺癌におけるＥＧＦＲ遺伝子検

査、ＲＯＳ１融合遺伝子検査又はＡＬＫ融合遺伝子検査に限る。） 

イ 「Ｄ００４－２」悪性腫瘍組織検査の「１」悪性腫瘍遺伝子検査の「ロ」処理が複雑な

もの（肺癌におけるＢＲＡＦ遺伝子検査に限る。） 

ウ 区分番号「Ｎ００５－２」ＡＬＫ融合遺伝子標本作製 

(10) セルブロック法による病理組織標本に対する免疫染色については、悪性中皮腫を疑う患者

又は組織切片を検体とした病理組織標本作製が実施困難な肺悪性腫瘍、胃癌、大腸癌、卵巣

癌若しくは悪性リンパ腫を疑う患者に対して実施した場合に算定する。なお、肺悪性腫瘍、

胃癌、大腸癌、卵巣癌又は悪性リンパ腫を疑う患者に対して実施した場合には、組織切片を

検体とした病理組織標本作製が実施困難である医学的な理由を診療録及び診療報酬明細書の

摘要欄に記載すること。 

Ｎ００３ 術中迅速病理組織標本作製 

 術中迅速病理組織標本作製は、手術の途中において迅速凍結切片等による標本作製及び鏡検を

完了した場合において、１手術につき１回算定する。 

なお、摘出した臓器について、術後に再確認のため精密な病理組織標本作製を行った場合は、

区分番号「Ｎ０００」病理組織標本作製の所定点数を別に算定する。 

Ｎ００３－２ 迅速細胞診 

 迅速細胞診は、手術、気管支鏡検査（超音波気管支鏡下穿刺吸引生検法の実施時に限る。）又

は内視鏡検査（膵癌又は胃粘膜下腫瘍が疑われる患者に対して超音波内視鏡下穿刺吸引生検法の

実施時に限る。）の途中において腹水及び胸水等の体腔液又はリンパ節穿刺液を検体として標本

作製及び鏡検を完了した場合において、１手術又は１検査につき１回算定する。 

Ｎ００４ 細胞診 

(１) 腟脂膏顕微鏡標本作製、胃液、腹腔穿刺液等の癌細胞標本作製及び眼科プロヴァツェク小

体標本作製並びに天疱瘡又はヘルペスウイルス感染症における Tzanck 細胞の標本作製は、

細胞診により算定する。 

(２) 同一又は近接した部位より同時に数検体を採取して標本作製を行った場合であっても、１

回として算定する。 

(３) 「２」の「穿刺吸引細胞診、体腔洗浄等」とは、喀痰細胞診、気管支洗浄細胞診、体腔液

細胞診、体腔洗浄細胞診、体腔臓器擦過細胞診及び髄液細胞診等を指す。 

(４) 「注１」の婦人科材料等液状化検体細胞診加算は、採取と同時に行った場合に算定できる。

なお、過去に穿刺し又は採取し、固定保存液に回収した検体から標本を作製し診断を行った

場合には算定できない。 

(５) 「注２」の液状化検体細胞診加算は、採取と同時に作製された標本に基づいた診断の結果、

再検が必要と判断され、固定保存液に回収した検体から再度標本を作製し、診断を行った場

合に限り算定できる。採取と同時に行った場合は算定できない。 

Ｎ００５ ＨＥＲ２遺伝子標本作製 

(１) ＨＥＲ２遺伝子標本作製は、抗ＨＥＲ２ヒト化モノクローナル抗体抗悪性腫瘍剤の投与の

適応を判断することを目的として、ＦＩＳＨ法、ＳＩＳＨ法又はＣＩＳＨ法により遺伝子増

幅標本作製を行った場合に、当該抗悪性腫瘍剤の投与方針の決定までの間に１回を限度とし
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て算定する。 

(２) 本標本作製と区分番号「Ｎ００２」免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製の「３」を

同一の目的で実施した場合は、本区分の「２」により算定する。 

Ｎ００５－２ ＡＬＫ融合遺伝子標本作製 

(１) ＡＬＫ融合遺伝子標本作製は、ＡＬＫ阻害剤の投与の適応を判断することを目的として、

ＦＩＳＨ法により遺伝子標本作製を行った場合に、当該薬剤の投与方針の決定までの間に１

回を限度として算定する。 

Ｎ００５－３ ＰＤ－Ｌ１タンパク免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製 

ＰＤ－Ｌ１タンパク免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製は、抗ＰＤ－１抗体抗悪性腫瘍

剤又は抗ＰＤ－Ｌ１抗体抗悪性腫瘍剤の投与の適応を判断することを目的として、免疫染色（免

疫抗体法）病理組織標本作製を行った場合に、当該抗悪性腫瘍剤の投与方針の決定までの間に１

回を限度として算定する。 

 

第２節 病理診断・判断料 

 Ｎ００６ 病理診断料 

(１) 当該保険医療機関以外に勤務する病理診断を行う医師が、当該保険医療機関に出向いて病

理診断を行った場合等、当該保険医療機関における勤務の実態がない場合においては、病理

診断料は算定できない。 

(２) 当該保険医療機関において、当該保険医療機関以外の医療機関（衛生検査所等を含む。）

で作製した病理標本につき診断を行った場合には、月１回に限り所定点数を算定する。 

  なお、患者が当該傷病につき当該保険医療機関を受診していない場合においては、療養の給

付の対象とならない。 

(３) 病理診断料が含まれない入院料を算定する病棟に入院中の患者に対して、病理診断料を算

定する場合は、同一月内に当該患者が病理診断料の含まれる入院料を算定する病棟に転棟し

た場合であっても、当該病理診断料を算定することができる。 

(４) 病理診断管理加算１又は２の届出を行った保険医療機関において、病理診断を専ら担当す

る常勤の医師のうち当該保険医療機関において勤務する１名（病理診断管理加算２を算定す

る場合にあっては２名）を除いた病理診断を専ら担当する常勤の医師については、当該保険

医療機関において常態として週３日以上、かつ、週 24 時間以上の勤務を行っている場合、

当該勤務時間以外の所定労働時間については、自宅等の当該保険医療機関以外の場所で、デ

ジタル病理画像の観察及び送受信を行うにつき十分な装置・機器を用いた上で観察を行い、

その結果を文書により当該患者の診療を担当する医師に報告した場合も病理診断料及び病理

診断管理加算１又は２を算定できる。なお、デジタル画像に基づく病理診断を行うに当たっ

ては、関係学会による指針を参考とすること。また、病院の管理者が当該医師の勤務状況を

適切に把握していること。 

(５) 「注５」の悪性腫瘍病理組織標本加算については、原発性悪性腫瘍に対して「Ｋ００７の

１」、「Ｋ０３１」、「Ｋ０５３」、「Ｋ１６２」、「Ｋ３９４」、「Ｋ３９４－２」、

「Ｋ４３９」、「Ｋ４４２」、「Ｋ４７６」、「Ｋ４８４－２」、「Ｋ５１４」、「Ｋ５１

４－２」、「Ｋ５２９」、「Ｋ５２９－２」、「Ｋ５２９－３」、「Ｋ６５３の２」、「Ｋ

６５３の３」、「Ｋ６５５の２」、「Ｋ６５５－２の２」、「Ｋ６５５－４の２」、「Ｋ６
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５５－５の２」、「Ｋ６５７の２」、「Ｋ６５７－２の２」、「Ｋ６７５」、「Ｋ６７７」、

「Ｋ６７７－２」、「Ｋ６９５」、「Ｋ６９５－２」、「Ｋ７００－２」、「Ｋ７００－

３」、「Ｋ７０２」、「Ｋ７０２－２」、「Ｋ７０３」、「Ｋ７０３－２」、「Ｋ７０４」、

「Ｋ７２１－４」、「Ｋ７４０」、「Ｋ７４０－２」、「Ｋ７７３」から「Ｋ７７３－３」

まで、「Ｋ７７３－５」、「Ｋ８０３」から「Ｋ８０３－３」まで、「Ｋ８３３」、「Ｋ８

４３」から「Ｋ８４３－４」まで、「Ｋ８７９」、「Ｋ８７９－２」又は「Ｋ８８９」に掲

げる手術を実施し、当該手術の検体から作製された病理組織標本に基づき病理診断を行った

場合に算定する。 

Ｎ００７ 病理判断料 

病理判断料が含まれない入院料を算定する病棟に入院中の患者に対して、病理判断料を算定し

た場合は、同一月内に当該患者が病理判断料の含まれる入院料を算定する病棟に転棟した場合で

あっても、当該病理判断料を算定することができる。 
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て算定する。 

(２) 本標本作製と区分番号「Ｎ００２」免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製の「３」を

同一の目的で実施した場合は、本区分の「２」により算定する。 

Ｎ００５－２ ＡＬＫ融合遺伝子標本作製 

(１) ＡＬＫ融合遺伝子標本作製は、ＡＬＫ阻害剤の投与の適応を判断することを目的として、

ＦＩＳＨ法により遺伝子標本作製を行った場合に、当該薬剤の投与方針の決定までの間に１

回を限度として算定する。 

Ｎ００５－３ ＰＤ－Ｌ１タンパク免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製 

ＰＤ－Ｌ１タンパク免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製は、抗ＰＤ－１抗体抗悪性腫瘍

剤又は抗ＰＤ－Ｌ１抗体抗悪性腫瘍剤の投与の適応を判断することを目的として、免疫染色（免

疫抗体法）病理組織標本作製を行った場合に、当該抗悪性腫瘍剤の投与方針の決定までの間に１

回を限度として算定する。 

 

第２節 病理診断・判断料 

 Ｎ００６ 病理診断料 

(１) 当該保険医療機関以外に勤務する病理診断を行う医師が、当該保険医療機関に出向いて病

理診断を行った場合等、当該保険医療機関における勤務の実態がない場合においては、病理

診断料は算定できない。 

(２) 当該保険医療機関において、当該保険医療機関以外の医療機関（衛生検査所等を含む。）

で作製した病理標本につき診断を行った場合には、月１回に限り所定点数を算定する。 

  なお、患者が当該傷病につき当該保険医療機関を受診していない場合においては、療養の給

付の対象とならない。 

(３) 病理診断料が含まれない入院料を算定する病棟に入院中の患者に対して、病理診断料を算

定する場合は、同一月内に当該患者が病理診断料の含まれる入院料を算定する病棟に転棟し

た場合であっても、当該病理診断料を算定することができる。 

(４) 病理診断管理加算１又は２の届出を行った保険医療機関において、病理診断を専ら担当す

る常勤の医師のうち当該保険医療機関において勤務する１名（病理診断管理加算２を算定す

る場合にあっては２名）を除いた病理診断を専ら担当する常勤の医師については、当該保険

医療機関において常態として週３日以上、かつ、週 24 時間以上の勤務を行っている場合、

当該勤務時間以外の所定労働時間については、自宅等の当該保険医療機関以外の場所で、デ

ジタル病理画像の観察及び送受信を行うにつき十分な装置・機器を用いた上で観察を行い、

その結果を文書により当該患者の診療を担当する医師に報告した場合も病理診断料及び病理

診断管理加算１又は２を算定できる。なお、デジタル画像に基づく病理診断を行うに当たっ

ては、関係学会による指針を参考とすること。また、病院の管理者が当該医師の勤務状況を

適切に把握していること。 

(５) 「注５」の悪性腫瘍病理組織標本加算については、原発性悪性腫瘍に対して「Ｋ００７の

１」、「Ｋ０３１」、「Ｋ０５３」、「Ｋ１６２」、「Ｋ３９４」、「Ｋ３９４－２」、

「Ｋ４３９」、「Ｋ４４２」、「Ｋ４７６」、「Ｋ４８４－２」、「Ｋ５１４」、「Ｋ５１

４－２」、「Ｋ５２９」、「Ｋ５２９－２」、「Ｋ５２９－３」、「Ｋ６５３の２」、「Ｋ

６５３の３」、「Ｋ６５５の２」、「Ｋ６５５－２の２」、「Ｋ６５５－４の２」、「Ｋ６
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５５－５の２」、「Ｋ６５７の２」、「Ｋ６５７－２の２」、「Ｋ６７５」、「Ｋ６７７」、

「Ｋ６７７－２」、「Ｋ６９５」、「Ｋ６９５－２」、「Ｋ７００－２」、「Ｋ７００－

３」、「Ｋ７０２」、「Ｋ７０２－２」、「Ｋ７０３」、「Ｋ７０３－２」、「Ｋ７０４」、

「Ｋ７２１－４」、「Ｋ７４０」、「Ｋ７４０－２」、「Ｋ７７３」から「Ｋ７７３－３」

まで、「Ｋ７７３－５」、「Ｋ８０３」から「Ｋ８０３－３」まで、「Ｋ８３３」、「Ｋ８

４３」から「Ｋ８４３－４」まで、「Ｋ８７９」、「Ｋ８７９－２」又は「Ｋ８８９」に掲

げる手術を実施し、当該手術の検体から作製された病理組織標本に基づき病理診断を行った

場合に算定する。 

Ｎ００７ 病理判断料 

病理判断料が含まれない入院料を算定する病棟に入院中の患者に対して、病理判断料を算定し

た場合は、同一月内に当該患者が病理判断料の含まれる入院料を算定する病棟に転棟した場合で

あっても、当該病理判断料を算定することができる。 
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に
つ

い
て

は
第

２
章

の
例

に
よ

る
。

４
そ

の
他

の
診

療
料

併
設

保
険

医
療

機
関

以
外

の
保

険
医

療
機

関
に

係
る

施
設

入
所

者
共

同
指

導
料

、
施

設
入

所
者

自
己

腹
膜

灌
流

か
ん

薬
剤

料
及

び
施

設
入

所
者

材
料

料
以

外
の

診
療

料
の

算
定

は
、

第
１

章
及

び
第

２
章

の
例

に
よ

る
。

た
だ

し
、

第

１
章

及
び

第
２

章
に

掲
げ

る
診

療
料

の
う

ち
次

に
掲

げ
る

も
の

に
つ

い
て

は
算

定
し

な
い

。

イ
第

１
章

基
本

診
療

料
に

掲
げ

る
診

療
料

の
う

ち
入

院
に

係
る

も
の

ロ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

１
部

医
学

管
理

等
に

掲
げ

る
診

療
料

（
退
院

時
共

同
指

導
料

１
、

診
療

情
報

提
供

料
（

注
４

に
掲

げ
る

場
合

に
限

る
。

）
及

び
診

療
情

報
提

供
料

を
除

く
。

）
(Ⅰ
)

(Ⅱ
)

ハ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

２
部

在
宅

医
療

に
掲

げ
る

診
療

料
（

往
診

料
を

除
く

。
）

ニ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

３
部

検
査

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

検
査

に
係

る
も

の

に
限

る
。

）

ホ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

５
部

投
薬

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

投
薬

に
係

る
も

の

及
び

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

内
服

薬
又

は
外

用
薬

に
係

る
費

用
を

除
く

。
）

ヘ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

６
部

注
射

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

注
射

に
係

る
も

の

及
び

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

注
射

薬
に

係
る

費
用

を
除

く
。

）

ト
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

７
部

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

掲
げ

る
診

療
料

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）

チ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

８
部

精
神

科
専

門
療

法
に

掲
げ

る
診

療
料

リ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

９
部

処
置

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

処
置

に
係

る
も

の

に
限

る
。
）

ヌ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第
1
0
部

手
術

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

手
術

に
係

る
も

の

に
限

る
。

）

ル
第

２
章

特
掲

診
療

料
第
1
1
部

麻
酔

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

麻
酔

に
係

る
も

の

に
限

る
。

）

第
３

章
介

護
老

人
保

健
施

設
入

所
者

に
係

る
診

療
料

介
護

老
人

保
健

施
設

の
入

所
者

で
あ

る
患

者
（

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
「

施
設

入
所

者
」

と
い

う
。

）
に

対
し

て

行
っ

た
療

養
の

給
付

に
係

る
診

療
料

の
算

定
は

、
前

２
章

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

こ
の

章
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

第
１

部
併

設
保

険
医

療
機

関
の

療
養

に
関

す
る

事
項

１
緊

急
時

施
設

治
療

管
理

料
5
0
0
点

注
平

成
1
8
年

７
月

１
日

か
ら

令
和

４
年

３
月
3
1
日

ま
で

の
間

に
介

護
老

人
保

健
施

設
の

人
員

、
施

設
及

び

設
備

並
び

に
運

営
に

関
す

る
基

準
（

平
成
1
1
年

厚
生

省
令

第
4
0
号

）
附

則
第
1
3
条

に
規

定
す

る
転

換
を

行

っ
て

開
設

し
た

介
護

老
人

保
健

施
設

（
以

下
こ

の
表

に
お

い
て

「
療

養
病

床
か

ら
転

換
し

た
介

護
老

人
保

健
施

設
」

と
い

う
。

）
に

併
設

さ
れ

る
保

険
医

療
機

関
の

医
師

が
、

当
該

療
養

病
床

か
ら

転
換

し
た

介
護

老
人

保
健

施
設

の
医

師
の

求
め

に
応

じ
て

入
所

し
て

い
る

患
者

の
病

状
が

著
し

く
変

化
し

た
場

合
に

緊
急

そ
の

他
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

、
夜

間
又

は
休

日
に

緊
急

に
往

診
を

行
っ

た
場

合
に

、
１

日
に

１
回

、
１

月
に

４
回

に
限

り
算

定
す

る
。

２
施

設
入

所
者

自
己

腹
膜

灌
流

薬
剤

料
か

ん

薬
剤

自
己

連
続

携
行

式
腹

膜
灌

流
に

用
い

る
薬

剤
１

調
剤

に
つ

き
、

薬
価

か
ら
1
5
円

を
控

除
し

た
額

を
か

ん

1
0
円

で
除

し
て

得
た

点
数

に
つ

き
１

点
未

満
の

端
数

を
切

り
上

げ
て

得
た

点
数

に
１

点
を

加
算

し
て

得
た

点
数

注
使

用
薬

剤
の

薬
価

は
、

第
１

章
及

び
第

２
章

の
例

に
よ

る
。

３
施

設
入

所
者

材
料

料

イ
第

２
章

第
２

部
第

４
節

区
分

番
号

Ｃ
３

０
０

に
掲

げ
る

特
定

保
険

医
療

材
料

ロ
第

２
章

第
２

部
第

２
節

第
２

款
に

掲
げ

る
加

算
と

し
て

算
定

で
き

る
材

料

注
イ

及
び

ロ
の

算
定

方
法

に
つ

い
て

は
第

２
章

の
例

に
よ

る
。

４
そ

の
他

の
診

療
料

併
設

保
険

医
療

機
関

に
係

る
緊

急
時

施
設

治
療

管
理

料
、

施
設

入
所

者
自

己
腹

膜
灌

流
薬

剤
料

及
び

施
設

入
所

か
ん

者
材

料
料

以
外

の
診

療
料

の
算

定
は

、
第

１
章

及
び

第
２

章
の

例
に

よ
る

。
た

だ
し

、
第

１
章

及
び

第
２

章
に

掲

げ
る

診
療

料
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
に

つ
い

て
は

算
定

し
な

い
。

イ
第

１
章

基
本

診
療

料
並

び
に

第
２

章
特

掲
診

療
料

第
１

部
医

学
管

理
等

及
び

第
２

部
在

宅
医

療
に

掲
げ

る

診
療

料

ロ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

３
部

検
査
に

掲
げ

る
診

療
料

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
検

査
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）

ハ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

５
部

投
薬

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

投
薬

に
係

る
も

の

及
び

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

内
服

薬
又

は
外

用
薬

に
係

る
費

用
を

除
く

。
）

ニ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

６
部

注
射

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

注
射

に
係

る
も

の

及
び

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

注
射

薬
に

係
る

費
用

を
除

く
。

）

ホ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

７
部

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

掲
げ

る
診

療
料

（
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）

ヘ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

８
部

精
神

科
専

門
療

法
に

掲
げ

る
診

療
料

ト
第

２
章

特
掲

診
療

料
第

９
部

処
置

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

処
置

に
係

る
も

の

に
限

る
。

）

チ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第
1
0
部

手
術

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

手
術

に
係

る
も

の

に
限

る
。

）

リ
第

２
章

特
掲

診
療

料
第
1
1
部

麻
酔

に
掲

げ
る

診
療

料
（

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

麻
酔

に
係

る
も

の

に
限

る
。

）

第
２

部
併

設
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

の
療

養
に

関
す

る
事

項

１
施

設
入

所
者

共
同

指
導

料
6
0
0
点

注
併

設
保

険
医

療
機

関
以

外
の

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
介

護
老

人
保

健
施

設
に

入
所

中
の

患
者

の
退

所
後

の
療

養
を

担
当

す
る

も
の

が
、

当
該

介
護

老
人

保
健

施
設

の
医

師
の

求
め

に
応

じ
て

、
当

該
患

者
に

対
し

て
、

療
養

上
必

要
な

指
導

を
共

同
し

て
行

っ
た

場
合

に
、

患
者

１
人

に
つ

き
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
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第３章 介護老人保健施設入所者に係る診療料 

     

 ＜通則＞ 

介護老人保健施設には常勤医師が配置されているので、比較的病状が安定している者に対する療

養については、介護老人保健施設の医師が対応できることから、介護老人保健施設の入所者である

患者（以下「施設入所者」という。）が、往診又は通院により受ける医療に係る診療料については、

施設入所者以外の患者に対する算定方法とは別の算定方法を設けたものであり、施設入所者に対し

ては、第１章基本診療料又は第２章特掲診療料は適用せず、第３章介護老人保健施設入所者に係る

診療料に規定するところによるものであること。     

 

 第１部 併設保険医療機関の療養又は医療に関する事項 

併設保険医療機関とは、「併設保険医療機関の取扱いについて」（平成 14 年３月８日保医発第

0308008 号）に規定する保険医療機関をいう。 

  １ 緊急時施設治療管理料 

(１) 平成 18 年７月１日から令和４年３月 31 日までの間に介護老人保健施設の人員、施設及び

設備並びに運営に関する基準（平成 11 年厚生省令第 40 号）附則第 13 条に規定する転換を行

って開設した介護老人保健施設（以下「介護療養型老健施設」という。）においては、従来

の介護老人保健施設の入所者より必要な医療処置等の頻度が多い患者の割合が高いことから、

緊急に医療処置等が必要となった場合にその費用について医療保険から給付をするものであ

る。 

(２) 介護療養型老健施設の併設保険医療機関の医師が、当該介護療養型老健施設に入所中の患

者の緊急時に、当該介護療養型老健施設の医師の電話等による求めに応じ、夜間又は休日に

緊急に往診を行った場合に算定する。ただし、患者１人につき 1 日１回、１月につき４回に

限る。 

(３) 患者の緊急時とは、次のいずれかの状態の患者に対して、当該介護療養型老健施設の医師

が、医師による直接の処置等が必要と判断し、かつ、やむを得ない理由で対応できない場合

のことをいう。 

ア 意識障害又は昏睡 

イ  急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪 

ウ  急性心不全（心筋梗塞を含む。） 

エ  ショック 

オ  重篤な代謝障害（肝不全、腎不全、重症糖尿病等） 

カ  その他薬物中毒等で重篤なもの 

(４) 併設保険医療機関の保険医が往診を行った場合には、往診を行った患者の状態、当該介護

療養型老健施設の医師の氏名及び往診を行った日時について診療録に記載するとともに、診

療報酬明細書の摘要欄に次の事項を記載すること。 

ア 併設保険医療機関の保険医が往診を行った月に介護保険の緊急時施設療養費を算定した

場合はその日時 

イ 対象患者が当該介護療養型老健施設の入所者である旨の記載 

  ２ 施設入所者自己腹膜灌流薬剤料 
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定保険医療材料及び第２章第２部第２節第２款の各区分に規定する加算の費用を算定するも

のであること。 

(２) 在宅療養指導管理料の各区分に規定する指導管理料は算定できないものであること。 

(３) 施設入所者材料料の算定方法は、在宅療養指導管理料の算定方法の例によるものであるこ

と。  

  ４ その他の診療料 

(１) 施設入所者に対する診療料として併設保険医療機関以外の保険医療機関が算定できるのは

別紙のとおりであること。 

(２) 特掲診療料の施設基準等第十六及び別表第十二に規定する検査等の取扱いによること。 

(３) 算定できないものとされた診療料については、その診療に伴い使用した薬剤、保険医療材

料の費用についても算定できないものであること（ただし、特掲診療料の施設基準等第十六

の二及び三に掲げる内服薬、外用薬及び注射薬の費用は別に算定できる。）。また、算定で

きるものとされた診療料に伴い使用した薬剤、保険医療材料の費用については、第１章及び

第２章の例により算定できるものであること。 

 

（別紙） 

       （算定できるものについては「○」、算定できないものについては「×」） 

 
項   目 

 
小  項  目 

併 設 保 険 
 

医 療 機 関 

 
そ の 他 

 

 基本診療料 

 

 初診料 

 

      × 

 

      ○ 

  

 再診料 

 

      × 

 

      ○ 

  

 外来診療料 

 

      × 

 

      ○ 

 

 特掲診療料 

   

 

 医学管理等 

 

 退院時共同指導料１ 

 

      × 

 

      ○ 

 

 

 

 診療情報提供料(Ⅰ)（注４及び注 17

に限る。） 

 

      × 

 

      ○ 

 

 

 

 診療情報提供料(Ⅱ) 

 

      × 

 

      ○ 

 

 

 

 その他のもの 

 

      × 

 

      × 

 

 在宅医療 

 

 往診料 

 

      × 

 

      ○ 

 

 

 

 その他のもの 

 

      × 

 

      × 

 

 検査  

 

 厚生労働大臣が定めるもの 

 

      × 

 

      × 
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(１) 施設入所者自己腹膜灌流薬剤料は、施設入所者が、自己連続携行式腹膜灌流を行っている

場合に、その薬剤の費用を算定するものであること。 

(２) 区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料の算定はできないものであること。 

  ３ 施設入所者材料料 

(１) 施設入所者材料料は、第２章第２部第２節第１款の在宅療養指導管理料（以下単に「在宅

療養指導管理料」という。）において算定することができるとされている特定保険医療材料

及び同節第２款の各区分に規定する加算の費用を算定するものであること。 

(２) 在宅療養指導管理料の各区分に規定する指導管理料は算定できないものであること。 

(３) 施設入所者材料料の算定方法は、在宅療養指導管理料の算定方法の例によるものであるこ

と。  

  ４ その他の診療料 

(１) 施設入所者に対する診療料として併設保険医療機関が算定できるのは別紙のとおりである

こと。 

(２) 特掲診療料の施設基準等第十六及び別表第十二に規定する検査等の取扱いによること。 

(３) 算定できないものとされた診療料については、その診療に伴い使用した薬剤、保険医療材

料の費用についても算定できないものであること（ただし、特掲診療料の施設基準等第十六

の二及び三に掲げる内服薬、外用薬及び注射薬の費用は別に算定できる。）。また、算定で

きるものとされた診療料に伴い使用した薬剤、保険医療材料の費用については、第１章及び

第２章の例により算定できるものであること。 

 

 第２部 併設保険医療機関以外の保険医療機関の療養に関する事項 

  １ 施設入所者共同指導料 

(１) 施設入所者共同指導料は、介護老人保健施設に入所中の患者の退所後の療養を担当する病

院である保険医療機関の医師（以下「担当医」という。）が、介護老人保健施設に赴き、介

護老人保健施設の医師と共同して、退所後の療養上必要な指導を行った場合に、１入所につ

き１回に限り算定できるものであること。 

(２) 施設入所者共同指導料は、退所して家庭に復帰する予定の患者が算定の対象となるもので

あること。 

(３) 施設入所者共同指導料は、特別養護老人ホーム等医師又は看護師等が配置されている施設

に入所予定の患者は算定の対象としないものであること。 

(４) 施設入所者共同指導料を算定した場合は、初診料、再診料、外来診療料、退院時共同指導

料、往診料及び在宅患者訪問診療料は算定できないものであること。 

(５) 施設入所者共同指導料を算定する場合においては、担当医は診療録に介護老人保健施設に

おいて行った指導の要点を記入すること。 

  ２ 施設入所者自己腹膜灌流薬剤料 

(１) 施設入所者自己腹膜灌流薬剤料は、施設入所者が、自己連続携行式腹膜灌流を行っている

場合に、その薬剤の費用を算定するものであること。 

(２) 区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料の算定はできないものであること。 

  ３ 施設入所者材料料 

(１) 施設入所者材料料は、在宅療養指導管理料において算定することができるとされている特
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定保険医療材料及び第２章第２部第２節第２款の各区分に規定する加算の費用を算定するも

のであること。 

(２) 在宅療養指導管理料の各区分に規定する指導管理料は算定できないものであること。 

(３) 施設入所者材料料の算定方法は、在宅療養指導管理料の算定方法の例によるものであるこ

と。  

  ４ その他の診療料 

(１) 施設入所者に対する診療料として併設保険医療機関以外の保険医療機関が算定できるのは

別紙のとおりであること。 

(２) 特掲診療料の施設基準等第十六及び別表第十二に規定する検査等の取扱いによること。 

(３) 算定できないものとされた診療料については、その診療に伴い使用した薬剤、保険医療材

料の費用についても算定できないものであること（ただし、特掲診療料の施設基準等第十六

の二及び三に掲げる内服薬、外用薬及び注射薬の費用は別に算定できる。）。また、算定で

きるものとされた診療料に伴い使用した薬剤、保険医療材料の費用については、第１章及び

第２章の例により算定できるものであること。 

 

（別紙） 

       （算定できるものについては「○」、算定できないものについては「×」） 

 
項   目 

 
小  項  目 

併 設 保 険 
 

医 療 機 関 

 
そ の 他 

 

 基本診療料 

 

 初診料 

 

      × 

 

      ○ 

  

 再診料 

 

      × 

 

      ○ 

  

 外来診療料 

 

      × 

 

      ○ 

 

 特掲診療料 

   

 

 医学管理等 

 

 退院時共同指導料１ 

 

      × 

 

      ○ 

 

 

 

 診療情報提供料(Ⅰ)（注４及び注 17

に限る。） 

 

      × 

 

      ○ 

 

 

 

 診療情報提供料(Ⅱ) 

 

      × 

 

      ○ 

 

 

 

 その他のもの 

 

      × 

 

      × 

 

 在宅医療 

 

 往診料 

 

      × 

 

      ○ 

 

 

 

 その他のもの 

 

      × 

 

      × 

 

 検査  

 

 厚生労働大臣が定めるもの 

 

      × 

 

      × 
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(１) 施設入所者自己腹膜灌流薬剤料は、施設入所者が、自己連続携行式腹膜灌流を行っている

場合に、その薬剤の費用を算定するものであること。 

(２) 区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料の算定はできないものであること。 

  ３ 施設入所者材料料 

(１) 施設入所者材料料は、第２章第２部第２節第１款の在宅療養指導管理料（以下単に「在宅

療養指導管理料」という。）において算定することができるとされている特定保険医療材料

及び同節第２款の各区分に規定する加算の費用を算定するものであること。 

(２) 在宅療養指導管理料の各区分に規定する指導管理料は算定できないものであること。 

(３) 施設入所者材料料の算定方法は、在宅療養指導管理料の算定方法の例によるものであるこ

と。  

  ４ その他の診療料 

(１) 施設入所者に対する診療料として併設保険医療機関が算定できるのは別紙のとおりである

こと。 

(２) 特掲診療料の施設基準等第十六及び別表第十二に規定する検査等の取扱いによること。 

(３) 算定できないものとされた診療料については、その診療に伴い使用した薬剤、保険医療材

料の費用についても算定できないものであること（ただし、特掲診療料の施設基準等第十六

の二及び三に掲げる内服薬、外用薬及び注射薬の費用は別に算定できる。）。また、算定で

きるものとされた診療料に伴い使用した薬剤、保険医療材料の費用については、第１章及び

第２章の例により算定できるものであること。 

 

 第２部 併設保険医療機関以外の保険医療機関の療養に関する事項 

  １ 施設入所者共同指導料 

(１) 施設入所者共同指導料は、介護老人保健施設に入所中の患者の退所後の療養を担当する病

院である保険医療機関の医師（以下「担当医」という。）が、介護老人保健施設に赴き、介

護老人保健施設の医師と共同して、退所後の療養上必要な指導を行った場合に、１入所につ

き１回に限り算定できるものであること。 

(２) 施設入所者共同指導料は、退所して家庭に復帰する予定の患者が算定の対象となるもので

あること。 

(３) 施設入所者共同指導料は、特別養護老人ホーム等医師又は看護師等が配置されている施設

に入所予定の患者は算定の対象としないものであること。 

(４) 施設入所者共同指導料を算定した場合は、初診料、再診料、外来診療料、退院時共同指導

料、往診料及び在宅患者訪問診療料は算定できないものであること。 

(５) 施設入所者共同指導料を算定する場合においては、担当医は診療録に介護老人保健施設に

おいて行った指導の要点を記入すること。 

  ２ 施設入所者自己腹膜灌流薬剤料 

(１) 施設入所者自己腹膜灌流薬剤料は、施設入所者が、自己連続携行式腹膜灌流を行っている

場合に、その薬剤の費用を算定するものであること。 

(２) 区分番号「Ｃ１０２」在宅自己腹膜灌流指導管理料の算定はできないものであること。 

  ３ 施設入所者材料料 

(１) 施設入所者材料料は、在宅療養指導管理料において算定することができるとされている特
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  その他のもの       ○       ○ 

 

 画像診断  

  

      ○ 

 

      ○ 

 

 投薬  

 

 厚生労働大臣が定めるもの 

 

      ○ 

 

      ○ 

 

 

 

 その他のもの 

 

      × 

 

      × 

 
 注射 

 
 厚生労働大臣が定めるもの 

 
      ○ 

 
      ○ 

 
 

 
 その他のもの 

 
      × 

 
      × 

 
 リハビリテーション 

 
 厚生労働大臣が定めるもの 

 
      × 

 
      × 

  
 その他のもの 

 
      ○ 

 
      ○ 

 精神科専門療法         ×       × 

 処置   厚生労働大臣が定めるもの       ×       × 

  その他のもの 
 

      ○         ○ 

 
 手術  

 
 厚生労働大臣が定めるもの 

 
      × 

 
      × 

  
 その他のもの 

 
      ○ 

 
      ○ 

 
 麻酔  

 
 厚生労働大臣が定めるもの 

 
      × 

 
      × 

 
          

 
 その他のもの 

 
      ○ 

 
      ○ 

 
 放射線治療  
 病理診断 

  
      ○ 
 
   ○ 

 
      ○ 
 
      ○ 

 

  （注）厚生労働大臣が定めるものは、「特掲診療料の施設基準等」（平成 20 年厚生労働省告示第 63

号）の第十六及び別表第十二により規定されているものである。 

 

  

（ ）662

３　
老
健
施
設
入
所
者



第
４

章
経

過
措

置

１
第

１
章

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

区
分

番
号

Ａ
１

０
３

に
掲

げ
る

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
の

う
ち
1
8
対

１
入

院

基
本

料
及

び
2
0
対

１
入

院
基

本
料

は
、

同
章

に
規

定
す

る
当

該
診

療
料

の
算

定
要

件
を

満
た

す
保

険
医

療
機

関
の

う
ち

医
療

法
施

行
規

則
（

昭
和
2
3
年

厚
生

省
令

第
5
0
号

）
第
4
3
条

の
２

に
規

定
す

る
病

院
以

外
の

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
の

み
、

当
該

診
療

料
を

算
定

す
る

病
棟

と
し

て
届

出
を

行
っ

た
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患

者
に

つ
い

て
、

当
分

の
間

、
算

定
で

き
る

も
の

と
す

る
。

２
令

和
２

年
９

月
3
0
日

ま
で

の
間

に
お

け
る

区
分

番
号

Ａ
０

０
０

の
注

２
及

び
Ａ

０
０

２
の

注
２

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
Ａ

０
０

０
の

注
２

中
「

地
域

医
療

支
援

病
院

（
同

法
第

４
条

第
１

項
に

規
定

す
る

地
域

医
療

支
援

病
院

を

い
う

。
以

下
こ

の
表

に
お

い
て

同
じ

。
）

（
同

法
第

７
条

第
２

項
第

５
号

に
規

定
す

る
一

般
病

床
（

以
下

「
一

般

病
床

」
と

い
う

。
）

に
係

る
も

の
の

数
が
2
0
0
未

満
の

病
院

を
除

く
。

）
」

と
あ

る
の

は
「

許
可

病
床

（
同

法
の

規
定

に
基

づ
き

許
可

を
受

け
、

若
し

く
は

届
出

を
し
、

又
は

承
認

を
受

け
た

病
床

を
い

う
。

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
同

じ
。

）
の

数
が
4
0
0
以

上
で

あ
る

地
域

医
療

支
援

病
院

（
同

法
第

４
条

第
１

項
に

規
定

す
る

地
域

医
療

支
援

病
院

を
い

う
。

以
下

こ
の

表
に

お
い

て
同

じ
。

）
に

限
る

。
）

」
と

、
Ａ

０
０

２
の

注
２

中
「

病
院

で
あ

る
保

険

医
療

機
関

（
特

定
機

能
病

院
及

び
地

域
医

療
支

援
病

院
に

限
る

。
）

」
と

あ
る

の
は

「
病

院
で

あ
る

保
険

医
療

機

関
（

特
定

機
能

病
院

及
び

許
可

病
床

数
が
4
0
0
床

以
上

で
あ

る
地

域
医

療
支

援
病

院
に

限
る

。
）

」
と

す
る

。

３
第

１
章

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

区
分

番
号

Ａ
１

０
１

の
注
1
1
に

規
定

す
る

診
療

料
は

、
令

和
４

年
３

月
3
1
日

ま
で

の
間

に
限

り
、

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。

４
第

２
章

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

次
に

掲
げ

る
診

療
料

は
、

令
和

４
年

３
月
3
1
日

ま
で

の
間

に
限

り
、

算
定

で

き
る

も
の

と
す

る
。

イ
区

分
番

号
Ｄ

０
０

１
の

２
に

掲
げ

る
Ｂ

ｅ
ｎ

ｃ
ｅ

Ｊ
ｏ

ｎ
ｅ

ｓ
蛋

白
定

性
（

尿
）

た
ん

ロ
区

分
番

号
Ｄ

０
０

７
の

１
に

掲
げ

る
ア

ル
ブ

ミ
ン

（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

改
良

法
・

Ｂ
Ｃ

Ｇ
法

）
の

う
ち

、
Ｂ

Ｃ
Ｇ

法
に

よ
る

も
の

ハ
区

分
番

号
Ｄ

０
０

７
の
2
2
に

掲
げ

る
Ｃ

Ｋ
－

Ｍ
Ｂ

（
免

疫
阻

害
法

・
蛋

白
量

測
定

）
の

う
ち

、
免

疫
阻

害
法

た
ん

に
よ

る
も

の

ニ
区

分
番

号
Ｄ

０
２

４
に

掲
げ

る
動

物
使

用
検

査

ホ
区

分
番

号
Ｄ

２
７

６
に

掲
げ

る
網

膜
中

心
血

管
圧

測
定

５
第

２
章

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

区
分

番
号

Ｉ
０

１
６

の
１

の
ハ

に
掲

げ
る

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

は

、
令

和
３

年
３

月
3
1
日

ま
で

の
間

に
限

り
、

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。

（ ）663
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注
７
の
時
間
外
加
算
等
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
時
間

当
該
地
域
に
お
い
て
一
般
の
保
険
医
療
機
関
が
お
お
む
ね
診
療
応
需
の
態
勢
を
解
除
し
た
後
、
翌
日
に

診
療
応
需
の
態
勢
を
再
開
す
る
ま
で
の
時
間
（
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
時
間
を
い

う
。
）
及
び
休
日
を
除
く
。
）

一
の
二

医
科
初
診
料
の
特
定
妥
結
率
初
診
料
、
医
科
再
診
料
の
特
定
妥
結
率
再
診
料
及
び
外
来
診
療
料
の

特
定
妥
結
率
外
来
診
療
料
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
用
医
薬
品
の
取
引
価
格
の
妥
結
率
（
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（

平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
（
以
下
「
医
科
点
数

表
」
と
い
う
。
）
の
初
診
料
の
注
４
に
規
定
す
る
医
療
用
医
薬
品
の
取
引
価
格
の
妥
結
率
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
が
五
割
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
用
医
薬
品
の
取
引
価
格
の
妥
結
率
、
単
品
単
価
契
約
率
（
卸
売

販
売
業
者
（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
卸
売
販
売
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
と
当
該
保
険
医
療
機
関
と
の
間
で
取
引
さ
れ
た
医
療
用
医
薬
品
に
係
る
契
約
に
占
め
る
、
品
目

ご
と
に
医
療
用
医
薬
品
の
価
値
を
踏
ま
え
て
価
格
を
決
定
し
た
契
約
の
割
合
を
い
う
。
）
及
び
一
律
値

引
き
契
約
（
卸
売
販
売
業
者
と
当
該
保
険
医
療
機
関
と
の
間
で
取
引
価
格
が
定
め
ら
れ
た
医
療
用
医
薬

品
の
う
ち
、
一
定
割
合
以
上
の
医
療
用
医
薬
品
に
つ
い
て
総
価
額
で
交
渉
し
、
総
価
額
に
見
合
う
よ
う

当
該
医
療
用
医
薬
品
の
単
価
を
同
一
の
割
合
で
値
引
き
す
る
こ
と
を
合
意
し
た
契
約
を
い
う
。
）
に
係

る
状
況
に
つ
い
て
、
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
な
い
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

二
医
科
初
診
料
及
び
医
科
再
診
料
の
夜
間
・
早
朝
等
加
算
の
施
設
基
準

一
週
当
た
り
の
診
療
時
間
が
三
十
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
医
科
初
診
料
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

他
の
病
院
又
は
診
療
所
等
か
ら
の
文
書
に
よ
る
紹
介
が
な
い
患
者
（
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

三
の
二

医
科
初
診
料
の
機
能
強
化
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
次
の
い
ず
れ
か
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

イ
区
分
番
号
Ａ
０
０
１
の
注
1
2
に
規
定
す
る
地
域
包
括
診
療
加
算

ロ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
２
－
９
に
掲
げ
る
地
域
包
括
診
療
料

ハ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
２
－
1
1
に
掲
げ
る
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料

ニ
区
分
番
号
Ｃ
０
０
２
に
掲
げ
る
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
（
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
（
医
科
点
数

表
の
区
分
番
号
Ｂ
０
０
４
に
掲
げ
る
退
院
時
共
同
指
導
料
１
に
規
定
す
る
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
（
区
分
番
号
Ｃ
０
０
０
に
掲
げ
る
往
診
料
の
注
１

に
規
定
す
る
在
宅
療
養
支
援
病
院
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
限
る
。
）

ホ
区
分
番
号
Ｃ
０
０
２
－
２
に
掲
げ
る
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
（
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

又
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
に
限
る
。
）

(
2
)
地
域
に
お
い
て
包
括
的
な
診
療
を
担
う
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の

見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第

号

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
基
本
診
療
料

の
施
設
基
準
等
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
二
年

月
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

本
則
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等

第
一

届
出
の
通
則

一
保
険
医
療
機
関
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定

す
る
保
険
医
療
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
第
二
か
ら
第
十
ま
で
に
規
定
す
る
施
設
基
準
に
従
い
、

適
正
に
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二
保
険
医
療
機
関
は
、
届
出
を
行
っ
た
後
に
、
当
該
届
出
に
係
る
内
容
と
異
な
る
事
情
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
届
出
の
内
容
の
変
更
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

三
届
出
の
内
容
又
は
届
出
の
変
更
の
内
容
が
第
二
か
ら
第
十
ま
で
に
規
定
す
る
施
設
基
準
に
適
合
し
な
い

場
合
に
は
、
当
該
届
出
又
は
届
出
の
変
更
は
無
効
で
あ
る
こ
と
。

四
届
出
に
つ
い
て
は
、
届
出
を
行
う
保
険
医
療
機
関
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚

生
支
局
長
（
以
下
「
地
方
厚
生
局
長
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
所
在
地
を

管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
又
は
地
方
厚
生
支
局
の
分
室
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
分
室
を
経
由
し
て
行
う
こ

と
と
す
る
。

第
二

施
設
基
準
の
通
則

一
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
て
当
該
届
出
を
行
う
前
六
月
間
に
お
い
て
当
該
届
出
に
係
る
事
項
に
関
し
、

不
正
又
は
不
当
な
届
出
（
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
）
を
行
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

二
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
て
当
該
届
出
を
行
う
前
六
月
間
に
お
い
て
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に

療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項
等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七

号
）
第
三
に
規
定
す
る
基
準
に
違
反
し
た
こ
と
が
な
く
、
か
つ
現
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
。

三
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
て
当
該
届
出
を
行
う
前
六
月
間
に
お
い
て
、
健
康
保
険
法
第
七
十
八
条
第
一

項
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療

確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
検
査
等
の
結
果
、
診
療
内
容
又
は
診
療
報

酬
の
請
求
に
関
し
、
不
正
又
は
不
当
な
行
為
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

四
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
て
当
該
届
出
を
行
う
時
点
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
入
院
患
者

数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
入
院
基
本
料
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
百
四
号
）
に
規
定
す
る
入
院
患
者
数
の
基
準
に
該
当
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
医
師
等
の
員
数
の
基

準
に
該
当
す
る
保
険
医
療
機
関
で
な
い
こ
と
。

第
三

初
・
再
診
料
の
施
設
基
準
等

一
医
科
初
診
料
の
注
７
及
び
注
８
、
医
科
再
診
料
の
注
６
、
外
来
診
療
料
の
注
９
並
び
に
歯
科
初
診
料
の

（ ）（ ） 665664
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(
3
)
(
2
)
の
体
制
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い
る

こ
と
。

七
地
域
包
括
診
療
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
地
域
包
括
診
療
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
（
診
療
所
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
又

は
認
知
症
の
う
ち
二
以
上
の
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
対
し
て
、
療
養
上
必
要
な
指
導
等
を
行
う
に
つ

き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
往
診
又
は
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
患
者
の
う
ち
、
継
続
的
に
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
た
患
者
が

一
定
数
い
る
こ
と
。

ハ
地
域
包
括
診
療
料
の
届
出
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
。

(
2
)
地
域
包
括
診
療
加
算
２
の
施
設
基
準

(
1
)
の
イ
及
び
ハ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
の
二

認
知
症
地
域
包
括
診
療
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
認
知
症
地
域
包
括
診
療
加
算
１
の
施
設
基
準

地
域
包
括
診
療
加
算
１
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
認
知
症
地
域
包
括
診
療
加
算
２
の
施
設
基
準

地
域
包
括
診
療
加
算
２
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と

八
外
来
診
療
料
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

当
該
病
院
が
他
の
病
院
（
許
可
病
床
数
が
二
百
床
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
診
療
所
に
対
し
て
文

書
に
よ
る
紹
介
を
行
う
旨
の
申
出
を
行
っ
て
い
る
患
者
（
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

を
除
く
。
）

八
の
二

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
の
施
設
基
準

イ
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
一
月
当
た
り
の
次
に
掲
げ
る
も
の
の
算
定
回
数
の
合
計
に
占
め

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
の
算
定
回
数
の
割
合
が
一
割
以
下
で
あ
る
こ
と
。

①
区
分
番
号
Ａ
０
０
１
に
掲
げ
る
再
診
料
（
同
注
９
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
話
等
に
よ
っ
て
治
療

上
の
意
見
を
求
め
ら
れ
て
指
示
を
し
た
場
合
を
除
く
。
）

②
区
分
番
号
Ａ
０
０
２
に
掲
げ
る
外
来
診
療
料

③
区
分
番
号
Ａ
０
０
３
に
掲
げ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料

④
区
分
番
号
Ｃ
０
０
１
に
掲
げ
る
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅰ
)

⑤
区
分
番
号
Ｃ
０
０
１
－
２
に
掲
げ
る
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅱ
)

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
頭
痛
患
者
の
診
療
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
医
師
又
は
頭
痛
患
者

に
対
す
る
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
に
係
る
研
修
を
受
け
た
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
（
(
2
)
の
ハ
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
を
行
う
場
合
に
限

る
。
）
。

(
2
)
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
患
者
で
あ
る
こ
と
。

四
医
科
再
診
料
の
外
来
管
理
加
算
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
検
査
及
び
計
画
的
な
医
学
管
理

(
1
)
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
検
査

医
科
点
数
表
の
第
２
章
第
３
部
第
３
節
生
体
検
査
料
に
掲
げ
る
検
査
の
う
ち
、
（
超
音
波
検
査
等
）
、

（
脳
波
検
査
等
）
、
（
神
経
・
筋
検
査
）
、
（
耳
鼻
咽
喉
科
学
的
検
査
）
、
（
眼
科
学
的
検
査
）
、
（

負
荷
試
験
等
）
、
（
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
用
い
た
諸
検
査
）
及
び
（
内
視
鏡
検
査
）
の
各
区
分
に

掲
げ
る
も
の

(
2
)
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
計
画
的
な
医
学
管
理

入
院
中
の
患
者
以
外
の
患
者
に
対
し
て
、
慢
性
疼
痛
疾
患
管
理
並
び
に
一
定
の
検
査
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

と
う

ー
シ
ョ
ン
、
精
神
科
専
門
療
法
、
処
置
、
手
術
、
麻
酔
及
び
放
射
線
治
療
を
行
わ
ず
、
懇
切
丁
寧
な
説

明
が
行
わ
れ
る
医
学
管
理

五
時
間
外
対
応
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
時
間
外
対
応
加
算
１
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
の
表
示
す
る
診
療
時
間
以
外
の
時
間
に
お
い
て
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
等
か
ら

電
話
等
に
よ
り
療
養
に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
原
則
と
し
て
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お

い
て
、
常
時
対
応
で
き
る
体
制
に
あ
る
こ
と
。

(
2
)
時
間
外
対
応
加
算
２
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
の
表
示
す
る
診
療
時
間
以
外
の
時
間
に
お
い
て
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
等
か
ら

電
話
等
に
よ
り
療
養
に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
原
則
と
し
て
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お

い
て
対
応
で
き
る
体
制
に
あ
る
こ
と
。

(
3
)
時
間
外
対
応
加
算
３
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
の
表
示
す
る
診
療
時
間
以
外
の
時
間
に
お
い
て
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
等
か
ら

電
話
等
に
よ
り
療
養
に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
又
は
他

の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
対
応
で
き
る
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
明
細
書
発
行
体
制
等
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
療
養
の
給
付
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
一
年
厚
生
省

令
第
三
十
六
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
に
よ
る
請
求
又
は
光
デ
ィ
ス

ク
等
を
用
い
た
請
求
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
。
以
下
「
療
担

規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
二
第
二
項
及
び
第
五
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
明
細
書
並
び
に

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る

基
準
（
昭
和
五
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
十
四
号
。
以
下
「
療
担
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
二
第
二

項
及
び
第
五
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
明
細
書
を
患
者
に
無
償
で
交
付
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ

し
、
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
及
び
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
七
号
）
附
則
第
三
条
又
は
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
号
）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
正
当
な

理
由
に
該
当
す
る
場
合
は
、
療
担
規
則
第
五
条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
療
担
基
準
第
五
条
の
二
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
明
細
書
を
無
償
で
交
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
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①
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
当
該
歯
科
医
療
に
つ
い
て
の
紹

介
率
（
別
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
文
書
に
よ
り
紹
介
等
さ
れ
た
患
者
（
当
該
病
院
と
特
別
の
関
係

に
あ
る
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
紹
介
等
さ
れ
た
患
者
を
除
く
。
）
の
数
を
初
診
患
者
（
当
該
保
険

医
療
機
関
が
表
示
す
る
診
療
時
間
以
外
の
時
間
、
休
日
又
は
深
夜
に
受
診
し
た
六
歳
未
満
の
初
診

患
者
を
除
く
。
）
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
百
分
の
三
十
以
上
で
あ

る
こ
と
。

②
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
当
該
歯
科
医
療
に
つ
い
て
の
紹

介
率
が
百
分
の
二
十
以
上
で
あ
っ
て
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
手
術
の
一
年
間
の
実
施
件
数
の
総
数

が
三
十
件
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
他
の

保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
歯
科
点
数
表
の
初
診
料
の
注
６
若
し
く
は
再
診
料
の
注
４
に
規
定
す
る

加
算
又
は
歯
科
点
数
表
の
歯
科
訪
問
診
療
料
を
算
定
し
た
患
者
で
あ
っ
て
、
当
該
他
の
保
険
医
療

機
関
か
ら
文
書
に
よ
り
診
療
情
報
の
提
供
を
受
け
て
当
該
保
険
医
療
機
関
の
外
来
診
療
部
門
に
お

い
て
歯
科
医
療
を
行
っ
た
も
の
の
月
平
均
患
者
数
が
五
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

④
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
歯
科
点
数
表
の
初
診
料
の
注

６
又
は
再
診
料
の
注
４
に
規
定
す
る
加
算
を
算
定
し
た
患
者
の
月
平
均
患
者
数
が
三
十
人
以
上
で

あ
る
こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

①
常
勤
の
歯
科
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
歯
科
点
数
表
の
周
術
期
等
口

腔
機
能
管
理
計
画
策
定
料
、
周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理
料
(
Ⅰ
)
、
周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理
料
(

く
う

く
う

く
う

Ⅱ
)
又
は
周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理
料
(
Ⅲ
)
の
い
ず
れ
か
を
算
定
し
た
患
者
の
月
平
均
患
者
数
が
二

く
う

十
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
8
)
当
該
地
域
に
お
い
て
、
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
別
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

十
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
保
険
医
療
機
関
（
歯
科
点
数
表
の
地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
歯
科
初
診
料

に
係
る
施
設
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
保
険
医
療
機
関
を
除

く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

ロ
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
医
療
安
全
対
策
に
係
る
研
修
を
受
け
た
常
勤
の
歯
科
医
師
が
一
名
以
上

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
歯
科
医
師
が
複
数
名
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
又
は
歯
科
医
師
及
び
歯
科
衛
生
士
が
そ
れ
ぞ
れ
一

名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
緊
急
時
の
対
応
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
医
療
安
全
対
策
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
歯
科
診
療
に
係
る
医
療
安
全
対
策
に
係
る
院
内
掲
示
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
次
の
①
か
ら
⑩
ま
で
の
い
ず
れ
か
を
算
定
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
所
定
点
数
を
算

定
す
べ
き
医
学
管
理
を
最
初
に
行
っ
た
月
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
い
る
も
の
。

①
区
分
番
号
Ｂ
０
０
０
に
掲
げ
る
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

②
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
５
に
掲
げ
る
小
児
科
療
養
指
導
料

③
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
６
に
掲
げ
る
て
ん
か
ん
指
導
料

④
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
７
に
掲
げ
る
難
病
外
来
指
導
管
理
料

⑤
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
2
7
に
掲
げ
る
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
料

⑥
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
２
－
９
に
掲
げ
る
地
域
包
括
診
療
料

⑦
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
２
－
1
0
に
掲
げ
る
認
知
症
地
域
包
括
診
療
料

⑧
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
３
に
掲
げ
る
生
活
習
慣
病
管
理
料

⑨
区
分
番
号
Ｃ
０
０
２
に
掲
げ
る
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料

⑩
区
分
番
号
Ｉ
０
１
６
に
掲
げ
る
精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料

ロ
区
分
番
号
Ｃ
１
０
１
に
掲
げ
る
在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
を
算
定
し
て
い
る
糖
尿
病
、
肝
疾
患

（
経
過
が
慢
性
な
も
の
に
限
る
。
）
又
は
慢
性
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
患
者
で
あ
っ
て
、
当
該
疾
患
に
対

す
る
注
射
薬
の
自
己
注
射
に
関
す
る
指
導
管
理
を
最
初
に
行
っ
た
月
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
い
る
も

の
。

ハ
事
前
の
対
面
診
療
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
又
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
及
び
血
液
学
的
検
査
等
の
必
要
な
検
査
で
一
次

性
頭
痛
と
診
断
さ
れ
た
患
者
の
う
ち
、
当
該
疾
患
に
対
す
る
対
面
診
療
を
最
初
に
行
っ
た
月
か
ら
三

月
を
経
過
し
て
い
る
も
の
。

(
3
)
注
３
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
及
び
当
該
地
域
に
準
ず
る
地
域

八
の
三

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
別
表
第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
（
以
下
「
歯
科
点
数
表
」
と
い
う
。
）

第
１
章
基
本
診
療
料
第
１
部
初
・
再
診
料
第
１
節
初
診
料
の
注
１
に
規
定
す
る
施
設
基
準

(
1
)
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
院
内
感
染
防
止
対
策
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
院
内
感
染
防
止
対
策
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
院
内
感
染
防
止
対
策
に
係
る
研
修
を
受
け
た
常
勤
の
歯
科
医
師
が
一
名
以

上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
歯
科
外
来
診
療
の
院
内
感
染
防
止
対
策
に
係
る
院
内
掲
示
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

九
地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
歯
科
初
診
料
の
施
設
基
準

(
1
)
看
護
師
及
び
准
看
護
師
（
以
下
「
看
護
職
員
」
と
い
う
。
）
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
歯
科
衛
生
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
院
内
感
染
防
止
対
策
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
院
内
感
染
防
止
対
策
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
院
内
感
染
防
止
対
策
に
係
る
研
修
を
受
け
た
常
勤
の
歯
科
医
師
が
一
名
以

上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
6
)
歯
科
外
来
診
療
の
院
内
感
染
防
止
対
策
に
係
る
院
内
掲
示
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
7
)
次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ
常
勤
の
歯
科
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。
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三
医
療
安
全
管
理
体
制
の
基
準

医
療
安
全
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
褥
瘡
対
策
の
基
準

じ
よ
く
そ
う

(
1
)
適
切
な
褥
瘡
対
策
の
診
療
計
画
の
作
成
、
実
施
及
び
評
価
の
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

じ
よ
く
そ
う

(
2
)
褥
瘡
対
策
を
行
う
に
つ
き
適
切
な
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

じ
よ
く
そ
う

五
栄
養
管
理
体
制
の
基
準

(
1
)
当
該
病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
内
に
、
常
勤
の
管
理
栄
養
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
特
別
入
院
基
本
料
、
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
及
び
夜
勤
時
間
特
別
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病

棟
を
除
く
。
）

(
2
)
入
院
患
者
の
栄
養
管
理
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
医
科
点
数
表
第
１
章
第
２
部
入
院
料
等
通
則
第
８
号
及
び
歯
科
点
数
表
第
１
章
第
２
部
入
院
料
等
通
則

第
７
号
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
非
常
勤
の
管
理
栄
養
士
又
は
常
勤
の
栄
養
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

第
四
の
二

歯
科
点
数
表
第
１
章
基
本
診
療
料
第
２
部
入
院
料
等
通
則
第
６
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準

一
第
四
の
一
か
ら
四
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
次
の
栄
養
管
理
体
制
に
関
す
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
管
理
栄
養
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
入
院
患
者
の
栄
養
管
理
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
五

病
院
の
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

一
通
則

(
1
)
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
一
般
病
棟
、
療
養
病
棟
、
結
核
病
棟
又
は
精
神
病
棟
を
そ
れ
ぞ
れ
単
位
（
特
定
入
院
料
に
係
る
入
院

医
療
を
病
棟
単
位
で
行
う
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
を
除
く
。
）
と
し
て
看
護
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
看
護
又
は
看
護
補
助
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
看
護
職
員
又
は
当
該
保
険
医
療
機
関
の
主
治
医
若

し
く
は
看
護
師
の
指
示
を
受
け
た
看
護
補
助
者
が
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
次
に
掲
げ
る
施
設
基
準
等
の
う
ち
平
均
在
院
日
数
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
病
棟
の
種
別
ご
と

に
、
保
険
診
療
に
係
る
入
院
患
者
（
別
表
第
二
に
掲
げ
る
患
者
を
除
く
。
）
を
基
礎
に
計
算
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
次
に
掲
げ
る
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
病
棟
（
別
表
第
三
に

掲
げ
る
治
療
室
、
病
室
及
び
専
用
施
設
を
除
く
。
）
の
種
別
ご
と
に
計
算
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
（
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
及
び
特
別
入
院
基
本

料
を
算
定
す
る
病
棟
の
看
護
職
員
を
除
く
。
）
の
一
人
当
た
り
の
月
平
均
夜
勤
時
間
数
が
七
十
二
時
間

以
下
で
あ
る
こ
と
等
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
労
働
時
間
が
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
、
地
域
一
般
入
院
基
本
料
（
地
域
一
般
入
院
料
３
を
除
く
。
）
、
七
対
一

入
院
基
本
料
、
十
対
一
入
院
基
本
料
又
は
十
三
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
に

つ
い
て
は
、
看
護
師
一
を
含
む
二
以
上
の
数
の
看
護
職
員
が
行
う
こ
と
。

(
8
)
現
に
看
護
を
行
っ
て
い
る
病
棟
ご
と
の
看
護
職
員
の
数
と
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
と
の
割
合
を

イ
歯
科
点
数
表
の
地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
歯
科
初
診
料
に
係
る
施
設
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
医
療
安
全
対
策
に
係
る
研
修
を
受
け
た
常
勤
の
歯
科
医
師
が
一
名
以
上

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
歯
科
医
師
が
複
数
名
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
又
は
歯
科
医
師
及
び
歯
科
衛
生
士
が
そ
れ
ぞ
れ
一

名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
緊
急
時
の
対
応
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
医
療
安
全
対
策
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
歯
科
診
療
に
係
る
医
療
安
全
対
策
に
係
る
院
内
掲
示
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

十
一

歯
科
診
療
特
別
対
応
連
携
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ
歯
科
点
数
表
の
地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
歯
科
初
診
料
に
係
る
施
設
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し

て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
診
療
所
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に

お
け
る
歯
科
点
数
表
の
初
診
料
の
注
６
又
は
再
診
料
の
注
４
に
規
定
す
る
加
算
を
算
定
し
た
外
来
患

者
の
月
平
均
患
者
数
が
十
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
歯
科
診
療
で
特
別
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
患
者
に
と
っ
て
安
心
で
安
全
な
歯
科
医
療
の
提
供
を
行
う

に
つ
き
十
分
な
機
器
等
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
緊
急
時
に
円
滑
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
医
科
診
療
を
担
当
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
（
病
院
に
限

る
。
）
と
の
連
携
体
制
（
歯
科
診
療
及
び
歯
科
診
療
以
外
の
診
療
を
併
せ
て
行
う
病
院
で
あ
る
保
険
医

療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
医
科
診
療
科
と
の
連
携
体
制
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

第
三
の
二

入
院
基
本
料
又
は
特
定
入
院
料
を
算
定
せ
ず
、
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
３
を
算
定
す
る
患
者

別
表
第
十
一
の
三
に
掲
げ
る
検
査
、
手
術
又
は
放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
患
者
で
あ
っ
て
、
入
院
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
五
日
ま
で
の
期
間
の
も
の

第
四

入
院
診
療
計
画
、
院
内
感
染
防
止
対
策
、
医
療
安
全
管
理
体
制
、
褥
瘡
対
策
及
び
栄
養
管
理
体
制
の
基

じ
よ
く
そ
う

準

一
入
院
診
療
計
画
の
基
準

(
1
)
医
師
、
看
護
師
等
の
共
同
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
入
院
診
療
計
画
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
病
名
、
症
状
、
推
定
さ
れ
る
入
院
期
間
、
予
定
さ
れ
る
検
査
及
び
手
術
の
内
容
並
び
に
そ
の
日
程
、

そ
の
他
入
院
に
関
し
必
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
た
総
合
的
な
入
院
診
療
計
画
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
患
者
が
入
院
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
、
当
該
患
者
に
対
し
、
当
該
入
院
診
療
計
画
が
文

書
に
よ
り
交
付
さ
れ
、
説
明
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
院
内
感
染
防
止
対
策
の
基
準

(
1
)
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
等
の
感
染
を
防
止
す
る
に
つ
き
十
分
な
設
備
を
有
し
て
い
る
こ

と
。

(
2
)
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
等
の
感
染
を
防
止
す
る
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

（ ）（ ） 667666

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



２
届
出
時
点
で
、
継
続
し
て
三
月
以
上
、
急
性
期
一
般
入
院
料
１
を
算
定
し
て
い
る
こ
と
。

３
厚
生
労
働
省
が
行
う
診
療
内
容
に
係
る
調
査
に
適
切
に
参
加
す
る
こ
と
。

④
急
性
期
一
般
入
院
料
３
の
施
設
基
準

１
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

(
一
)
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
五
分

以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

(
二
)
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機

関
で
あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を

二
割
三
分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
届
出
時
点
で
、
継
続
し
て
三
月
以
上
、
急
性
期
一
般
入
院
料
１
又
は
２
を
算
定
し
て
い
る
こ

と
。

３
厚
生
労
働
省
が
行
う
診
療
内
容
に
係
る
調
査
に
適
切
に
参
加
す
る
こ
と
。

⑤
急
性
期
一
般
入
院
料
４
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
二
分
以
上

入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
以

上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

⑥
急
性
期
一
般
入
院
料
５
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
以
上
入
院

さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
八

分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

⑦
急
性
期
一
般
入
院
料
６
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
八
分
以
上

入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
五

分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

⑧
急
性
期
一
般
入
院
料
７
の
施
設
基
準

当
該
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
又
は
Ⅱ

に
つ
い
て
継
続
的
に
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

ロ
地
域
一
般
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
通
則

当
該
病
棟
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

二
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
１
に
規
定
す
る
入
院
料
の
施
設
基
準

イ
急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
通
則

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
十
（
急
性
期
一
般
入
院
料
１
に
あ
っ
て
は
七
）
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が

本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う

看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
一
般
病
棟
入
院
基

本
料
の
注
６
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
二
十
一
日
（
急
性
期
一
般
入
院
料
１
に
あ
っ
て

は
十
八
日
）
以
内
で
あ
る
こ
と
。

４
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
新

規
に
保
険
医
療
機
関
を
開
設
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
急
性
期
一
般
入
院
料
７
に
係
る
届
出
を
行

う
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

５
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
（
急

性
期
一
般
入
院
料
１
か
ら
６
ま
で
に
限
る
。
）
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
に
つ
い
て
は
、

一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
を
用
い
て
評
価
を
行
う
こ
と
。

②
急
性
期
一
般
入
院
料
１
の
施
設
基
準

１
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

(
一
)
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
三
割
一
分

以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

(
二
)
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機

関
で
あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を

二
割
九
分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
当
該
病
棟
を
退
院
す
る
患
者
に
占
め
る
、
自
宅
等
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
が
八
割
以
上
で

あ
る
こ
と
。

３
常
勤
の
医
師
の
員
数
が
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
数
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
数
以
上
で

あ
る
こ
と
。

③
急
性
期
一
般
入
院
料
２
の
施
設
基
準

１
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

(
一
)
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
八
分

以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

(
二
)
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機

関
で
あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を

二
割
六
分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。
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合
が
九
割
以
上
で
あ
る
保
険
医
療
機
関

(
7
)
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
患
者

イ
当
該
病
棟
に
三
十
日
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
者

ロ
午
前
中
に
退
院
す
る
者

ハ
当
該
退
院
日
に
お
い
て
、
処
置
（
所
定
点
数
（
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第
九
部
第
一
節
に
掲
げ
る

も
の
に
限
る
。
）
が
千
点
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
手
術
を
行
っ
て
い
な
い
者

ニ
入
退
院
支
援
加
算
を
算
定
し
て
い
な
い
者

(
8
)
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
９
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

当
該
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病
棟
に
入
院
す
る
患
者
（
入
院
日
に
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
（
特
別
入

院
基
本
料
等
を
含
む
。
）
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
占
め
る
金
曜
日
に
入
院
す
る
も
の
の
割
合

と
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病
棟
を
退
院
す
る
患
者
（
退
院
日
に
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
（
特
別

入
院
基
本
料
等
を
含
む
。
）
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
占
め
る
月
曜
日
に
退
院
す
る
も
の
の
割

合
の
合
計
が
十
分
の
四
以
上
で
あ
る
保
険
医
療
機
関

(
9
)
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
９
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

当
該
病
棟
に
金
曜
日
に
入
院
す
る
患
者
に
係
る
入
院
日
の
翌
日
及
び
翌
々
日
（
当
該
患
者
が
、
処
置

（
所
定
点
数
（
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第
九
部
第
一
節
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
千
点
以
上
の
も

の
に
限
る
。
）
又
は
手
術
を
行
わ
な
い
日
に
限
る
。
）
並
び
に
当
該
病
棟
を
月
曜
日
に
退
院
す
る
患
者

に
係
る
退
院
日
の
前
日
及
び
前
々
日
（
当
該
患
者
が
、
処
置
（
所
定
点
数
（
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第

九
部
第
一
節
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
千
点
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
手
術
を
行
わ
な
い
日

に
限
る
。
）

(
1
0
)
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
向
上
等
体
制
加
算
の
施
設
基
準

イ
入
院
中
の
患
者
に
対
し
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
、
向
上
等
に
資
す
る
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
が
二
名
以
上
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
又
は
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言

語
聴
覚
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
病
棟
に
専
任
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
１
本
文
に
規
定
す
る
入
院
料
の
施
設
基
準

イ
通
則

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
二
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
十
五
（
地
域
一
般
入
院
料
１
及
び
２
に
あ
っ
て
は
十
三
）
又
は
そ
の
端
数
を
増
す

ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職

員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜

勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
一
般
病

棟
入
院
基
本
料
の
注
６
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
（
地
域
一
般
入
院
料
１
及
び
２
に

あ
っ
て
は
七
割
）
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
六
十
日
（
地
域
一
般
入
院
料
１
及
び
２
に
あ
っ

て
は
二
十
四
日
）
以
内
で
あ
る
こ
と
。

②
地
域
一
般
入
院
料
１
の
施
設
基
準

①
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医

療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
又
は
Ⅱ
に
つ
い
て
継
続
的
に
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
評
価
を
行

っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
及
び
注
７
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
一
人
当
た
り
の
月
平
均
夜
勤
時
間
数
が
七
十
二
時
間
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合

当
該
保
険
医
療
機
関
が
、
過
去
一
年
間
に
お
い
て
、
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
若
し
く
は
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
７
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間

特
別
入
院
基
本
料
、
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減

算
若
し
く
は
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間
特
別
入
院
基
本
料
、
精
神
病
棟
入

院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
若
し
く
は
精
神
病
棟
入
院
基
本

料
の
注
９
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間
特
別
入
院
基
本
料
又
は
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定

す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
を
算
定
し
た
こ
と
の
あ
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
場
合

(
4
)
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

許
可
病
床
数
が
百
床
未
満
の
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
各
病
棟
に
お
い
て
、
夜
間
の
救
急
外
来
を
受
診
し
た
患
者
に
対
応
す
る

た
め
、
当
該
各
病
棟
の
い
ず
れ
か
一
病
棟
に
お
い
て
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
一
時
的
に
二
未

満
と
な
っ
た
日

イ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
患
者
の
看
護
に
支
障
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者

の
数
が
、
看
護
職
員
一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
数
が
三
十
人
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
看
護
職
員
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

当
該
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病
棟
を
退
院
す
る
患
者
（
退
院
日
に
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
（
特
別
入

院
基
本
料
等
を
含
む
。
）
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
占
め
る
、
午
前
中
に
退
院
す
る
も
の
の
割
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げ
る
疾
患
及
び
状
態
に
あ
る
患
者
並
び
に
同
表
の
三
に
掲
げ
る
患
者
以
外
の
患
者
（
以
下
「
医
療
区

分
一
の
患
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
三
で
あ
る
も
の

チ
入
院
料
Ｈ

医
療
区
分
一
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
二
で
あ
る
も
の

リ
入
院
料
Ｉ

医
療
区
分
一
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
一
で
あ
る
も
の

(
3
)
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
る
画
像
診
断
及
び
処
置
の
費
用
並
び
に
含
ま
れ
な
い
除
外
薬
剤
・

注
射
薬
の
費
用

療
養
病
棟
入
院
基
本
料
（
特
別
入
院
基
本
料
を
含
む
。
）
を
算
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
っ
た
検
査
、

投
薬
、
注
射
並
び
に
別
表
第
五
に
掲
げ
る
画
像
診
断
及
び
処
置
の
費
用
（
フ
ィ
ル
ム
の
費
用
を
含

む
。
）
は
、
当
該
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
、
別
表
第
五
及
び
別
表
第
五
の
一
の
二
に
掲
げ

る
薬
剤
及
び
注
射
薬
の
費
用
は
、
当
該
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

(
4
)
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

別
表
第
五
の
四
に
掲
げ
る
状
態

(
5
)
在
宅
復
帰
機
能
強
化
加
算
の
施
設
基
準

在
宅
復
帰
支
援
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
及
び
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
6
)
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
1
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

(
1
)
の
イ
の
①
若
し
く
は
③
又
は
ハ
に
掲
げ
る
基
準

(
7
)
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
1
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合

に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
以
上

で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

ロ
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
時
点
で
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
令
和
二
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
●
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
医
科
点
数
表
（
以
下
「
旧

医
科
点
数
表
」
と
い
う
。
）
の
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
1
又
は
注
1
2
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
病

棟
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
主
と
し
て
事

務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、
一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、

常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下

で
あ
る
こ
と
。

(
8
)
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
2
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の

入
院
患
者
の
数
が
十
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟

に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数

以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本

入
院
患
者
の
数
が
二
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す

る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、
一
日
に
事
務
的
業
務

を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増

す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
当
該
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
に
係
る
褥
瘡
の
発
生
割
合
等
に
つ
い
て
継
続
的
に
測
定
を
行

じ
よ
く
そ
う

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
に
関
す
る
(
2
)
の
区
分
に
係
る
疾
患
及
び
状
態
等
並
び
に
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
判
定

基
準
に
よ
る
判
定
結
果
に
つ
い
て
、
記
録
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
適
切
な
意
思
決
定
支
援
に
関
す
る
指
針
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

⑦
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
に
係
る
感
染
を
防
止
す
る
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

⑧
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
療
養
病
棟
入
院
料
１
の
施
設
基
準

当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
う
ち
別
表
第
五
の
二
に
掲
げ
る
疾
患
及
び
状
態
に
あ
る
患
者
（
以
下
「

医
療
区
分
三
の
患
者
」
と
い
う
。
）
と
別
表
第
五
の
三
の
一
及
び
二
に
掲
げ
る
疾
患
及
び
状
態
に
あ

る
患
者
並
び
に
同
表
の
三
に
掲
げ
る
患
者
（
以
下
「
医
療
区
分
二
の
患
者
」
と
い
う
。
）
と
の
合
計

が
八
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
療
養
病
棟
入
院
料
２
の
施
設
基
準

当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
う
ち
医
療
区
分
三
の
患
者
と
医
療
区
分
二
の
患
者
と
の
合
計
が
五
割
以

上
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
１
本
文
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
分

イ
入
院
料
Ａ

医
療
区
分
三
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
二
十
三
点
以
上
（
以
下
「

Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
三
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の

ロ
入
院
料
Ｂ

医
療
区
分
三
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
十
一
点
以
上
二
十
三
点
未

満
（
以
下
「
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
二
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の

ハ
入
院
料
Ｃ

医
療
区
分
三
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
十
一
点
未
満
（
以
下
「
Ａ

Ｄ
Ｌ
区
分
一
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の

ニ
入
院
料
Ｄ

医
療
区
分
二
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
三
で
あ
る
も
の

ホ
入
院
料
Ｅ

医
療
区
分
二
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
二
で
あ
る
も
の

ヘ
入
院
料
Ｆ

医
療
区
分
二
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
一
で
あ
る
も
の

ト
入
院
料
Ｇ

別
表
第
五
の
二
に
掲
げ
る
疾
患
及
び
状
態
に
あ
る
患
者
並
び
に
別
表
第
五
の
三
の
一
及
び
二
に
掲

（ ）（ ） 671670

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



③
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ニ
十
五
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ホ
十
八
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
八
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ヘ
二
十
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
二
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

(
2
)
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
及
び
注
６
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
一
人
当
た
り
の
月
平
均
夜
勤
時
間
数
が
七
十
二
時
間
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合

当
該
保
険
医
療
機
関
が
、
過
去
一
年
間
に
お
い
て
、
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
若
し
く
は
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
７
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間

特
別
入
院
基
本
料
、
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減

算
若
し
く
は
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間
特
別
入
院
基
本
料
、
精
神
病
棟
入

院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
若
し
く
は
精
神
病
棟
入
院
基
本

料
の
注
９
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間
特
別
入
院
基
本
料
又
は
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定

文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
職
員
一
を
含
む
三
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

ロ
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
三
の
患
者
を
五
割
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ハ
看
護
職
員
の
負
担
軽
減
及
び
処
遇
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
１
本
文
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

イ
七
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場

合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二

以
上
で
あ
る
こ
と
（
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
一
分
以
上

入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
九
分
以

上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

④
常
勤
の
医
師
の
員
数
が
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
数
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
数
以
上
で
あ

る
こ
と
。

⑤
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ロ
十
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場

合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二

以
上
で
あ
る
こ
と
（
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ハ
十
三
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。
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者
の
数
が
十
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
0
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
八
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

④
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
新
規
入
院
患
者
の
う
ち
Ｇ
Ａ
Ｆ
尺
度
に
よ
る
判
定
が
三
十
以
下
の
患
者

又
は
身
体
合
併
症
を
有
す
る
患
者
が
四
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

⑤
身
体
疾
患
へ
の
治
療
体
制
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
十
五
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
0
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ニ
十
八
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
八
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
0
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ホ
二
十
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
二
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
0
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
本
文
に
規
定
す
る
特
別
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の

数
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、

一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
（
看
護
補

助
者
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
看
護
職
員
の
数
は
一
以
上
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

(
3
)
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
及
び
注
９
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
一
人
当
た
り
の
月
平
均
夜
勤
時
間
数
が
七
十
二
時
間
以
下
で
あ
る
こ
と
。

す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
を
算
定
し
た
こ
と
の
あ
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
場
合

(
4
)
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
３
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。

以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
二
条
の
規
定
等
に
基
づ
き
適
切

に
入
退
院
が
行
わ
れ
て
い
る
患
者
以
外
の
患
者

(
5
)
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
７
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

イ
七
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ロ
入
院
患
者
の
数
が
お
お
む
ね
三
十
以
下
の
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ハ
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
と
一
体
的
な
運
営
を
し
て
い
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
７
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ
(
1
)
の
イ
の
③
の
基
準

ロ
(
1
)
の
イ
の
③
及
び
④
の
基
準

(
7
)
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

許
可
病
床
数
が
百
床
未
満
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
8
)
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
８
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
各
病
棟
に
お
い
て
、
夜
間
の
救
急
外
来
を
受
診
し
た
患
者
に
対
応
す
る

た
め
、
当
該
各
病
棟
の
い
ず
れ
か
一
病
棟
に
お
い
て
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
一
時
的
に
二
未

満
と
な
っ
た
日

イ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
患
者
の
看
護
に
支
障
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者

の
数
が
、
看
護
職
員
一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
数
が
三
十
人
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
看
護
職
員
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
の
二

精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
１
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

イ
十
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場

合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二

以
上
で
あ
る
こ
と
（
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
0
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
四
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

④
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
新
規
入
院
患
者
の
う
ち
Ｇ
Ａ
Ｆ
尺
度
に
よ
る
判
定
が
三
十
以
下
の
患
者

が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
十
三
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
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２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
二
十
六
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

４
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
八

分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

５
当
該
病
棟
を
退
院
す
る
患
者
に
占
め
る
、
自
宅
等
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
が
八
割
以
上
で

あ
る
こ
と
。

６
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
十
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で

あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
二
十
八
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

４
当
該
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
又
は

Ⅱ
に
つ
い
て
継
続
的
に
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

５
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
結
核
病
棟

①
七
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で

あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
又
は

Ⅱ
に
つ
い
て
継
続
的
に
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

４
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

②
十
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で

あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合

当
該
保
険
医
療
機
関
が
、
過
去
一
年
間
に
お
い
て
、
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
若
し
く
は
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
７
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間

特
別
入
院
基
本
料
、
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減

算
若
し
く
は
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間
特
別
入
院
基
本
料
、
精
神
病
棟
入

院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
若
し
く
は
精
神
病
棟
入
院
基
本

料
の
注
９
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間
特
別
入
院
基
本
料
又
は
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定

す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
を
算
定
し
た
こ
と
の
あ
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
場
合

(
5
)
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
４
に
規
定
す
る
重
度
認
知
症
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合

に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上

（
看
護
補
助
者
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
看
護
職
員
の
数
は
一
以
上
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

ロ
重
度
認
知
症
の
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
介
助
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
精
神
保
健
福
祉
士
配
置
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
専
従
の
精
神
保
健
福
祉
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
入
院
患
者
の
退
院
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
0
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

許
可
病
床
数
が
百
床
未
満
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
8
)
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
0
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
各
病
棟
に
お
い
て
、
夜
間
の
救
急
外
来
を
受
診
し
た
患
者
に
対
応
す
る

た
め
、
当
該
各
病
棟
の
い
ず
れ
か
一
病
棟
に
お
い
て
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
一
時
的
に
二
未

満
と
な
っ
た
日

イ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
患
者
の
看
護
に
支
障
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者

の
数
が
、
看
護
職
員
一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
数
が
三
十
人
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
看
護
職
員
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
１
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

イ
一
般
病
棟

①
七
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で

あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（ ）（ ） 673672

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



３
当
該
病
棟
の
平
均
在
院
日
数
が
四
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

４
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
新
規
入
院
患
者
の
う
ち
Ｇ
Ａ
Ｆ
尺
度
に
よ
る
判
定
が
三
十
以
下
の
患

者
が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
十
三
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
十
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟

に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上

で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
の
平
均
在
院
日
数
が
八
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

４
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
新
規
入
院
患
者
の
う
ち
Ｇ
Ａ
Ｆ
尺
度
に
よ
る
判
定
が
三
十
以
下
の
患

者
又
は
身
体
合
併
症
を
有
す
る
患
者
が
四
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

５
身
体
疾
患
へ
の
治
療
体
制
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

④
十
五
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟

に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上

で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

感
染
症
法
第
十
九
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
二
条
の
規
定
等
に
基
づ
き
適
切
に
入
退
院
が
行
わ
れ

て
い
る
患
者
以
外
の
患
者

(
3
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
４
に
規
定
す
る
重
度
認
知
症
加
算
の
施
設
基
準

重
度
認
知
症
の
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
介
助
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
看
護
必
要
度
加
算
の
施
設
基
準

イ
看
護
必
要
度
加
算
１
の
施
設
基
準

①
十
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
（
一
般
病
棟
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
二
分
以
上

入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
以

上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ロ
看
護
必
要
度
加
算
２
の
施
設
基
準

①
十
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
（
一
般
病
棟
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

③
十
三
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
十
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟

に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上

で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

④
十
五
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟

に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上

で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
の
適
切
な
服
薬
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

ハ
精
神
病
棟

①
七
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で

あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

３
当
該
病
棟
の
平
均
在
院
日
数
が
四
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

４
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
新
規
入
院
患
者
の
う
ち
Ｇ
Ａ
Ｆ
尺
度
に
よ
る
判
定
が
三
十
以
下
の
患

者
が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
十
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

１
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で

あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。
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る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
が
二
名
以
上
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
又
は
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言

語
聴
覚
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
病
棟
に
専
任
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
通
則

専
門
病
院
は
、
主
と
し
て
悪
性
腫
瘍
患
者
又
は
循
環
器
疾
患
患
者
を
当
該
病
院
の
一
般
病
棟
に
七
割

以
上
入
院
さ
せ
、
高
度
か
つ
専
門
的
な
医
療
を
行
っ
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
１
本
文
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

イ
七
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場

合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二

以
上
で
あ
る
こ
と
（
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
1
0
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
の
平
均
在
院
日
数
が
二
十
八
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

④
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
三
割
以
上
入
院

さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
八

分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

⑤
常
勤
の
医
師
の
員
数
が
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
数
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
数
以
上
で
あ

る
こ
と
。

⑥
当
該
医
療
機
関
の
一
般
病
棟
を
退
院
す
る
患
者
に
占
め
る
、
自
宅
等
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合

が
八
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

⑦
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
十
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場

合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二

以
上
で
あ
る
こ
と
（
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
1
0
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
の
平
均
在
院
日
数
が
三
十
三
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

④
当
該
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
又
は
Ⅱ

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
以
上
入
院

さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
八

分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ハ
看
護
必
要
度
加
算
３
の
施
設
基
準

①
十
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
（
一
般
病
棟
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
八
分
以
上

入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
五

分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

当
該
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病
棟
を
退
院
す
る
患
者
（
退
院
日
に
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
を
算

定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
占
め
る
、
午
前
中
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
が
九
割
以
上
で
あ
る
保
険
医

療
機
関

(
6
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
患
者

イ
当
該
病
棟
に
三
十
日
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
者

ロ
午
前
中
に
退
院
す
る
者

ハ
当
該
退
院
日
に
お
い
て
、
処
置
（
所
定
点
数
（
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第
九
部
第
一
節
に
掲
げ
る

も
の
に
限
る
。
）
が
千
点
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
手
術
を
行
っ
て
い
な
い
者

ニ
入
退
院
支
援
加
算
を
算
定
し
て
い
な
い
者

(
7
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
７
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

当
該
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病
棟
に
入
院
す
る
患
者
（
入
院
日
に
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
を
算

定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
占
め
る
金
曜
日
に
入
院
す
る
も
の
の
割
合
と
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
一

般
病
棟
を
退
院
す
る
患
者
（
退
院
日
に
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に

占
め
る
月
曜
日
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
の
合
計
が
十
分
の
四
以
上
で
あ
る
保
険
医
療
機
関

(
8
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
７
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

当
該
病
棟
に
金
曜
日
に
入
院
す
る
患
者
に
係
る
入
院
日
の
翌
日
及
び
翌
々
日
（
当
該
患
者
が
、
処
置

（
所
定
点
数
（
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第
九
部
第
一
節
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
千
点
以
上
の
も

の
に
限
る
。
）
又
は
手
術
を
行
わ
な
い
日
に
限
る
。
）
並
び
に
当
該
病
棟
を
月
曜
日
に
退
院
す
る
患
者

に
係
る
退
院
日
の
前
日
及
び
前
々
日
（
当
該
患
者
が
、
処
置
（
所
定
点
数
（
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第

九
部
第
一
節
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
千
点
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
手
術
を
行
わ
な
い
日

に
限
る
。
）

(
9
)
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
向
上
等
体
制
加
算
の
施
設
基
準

イ
入
院
中
の
患
者
に
対
し
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
、
向
上
等
に
資
す
る
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
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Ⅰ
又
は
Ⅱ
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
当
該
看
護
必
要
度
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
５
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

当
該
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病
棟
を
退
院
す
る
患
者
（
退
院
日
に
専
門
病
院
入
院
基
本
料
を
算
定
す

る
も
の
に
限
る
。
）
に
占
め
る
、
午
前
中
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
が
九
割
以
上
で
あ
る
保
険
医
療
機

関

(
6
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
５
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
患
者

イ
当
該
病
棟
に
三
十
日
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
者

ロ
午
前
中
に
退
院
す
る
者

ハ
当
該
退
院
日
に
お
い
て
、
処
置
（
所
定
点
数
（
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第
九
部
第
一
節
に
掲
げ
る

も
の
に
限
る
。
）
が
千
点
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
手
術
を
行
っ
て
い
な
い
者

ニ
入
退
院
支
援
加
算
を
算
定
し
て
い
な
い
者

(
7
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

当
該
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病
棟
に
入
院
す
る
患
者
（
入
院
日
に
専
門
病
院
入
院
基
本
料
を
算
定
す

る
も
の
に
限
る
。
）
に
占
め
る
金
曜
日
に
入
院
す
る
も
の
の
割
合
と
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病

棟
を
退
院
す
る
患
者
（
退
院
日
に
専
門
病
院
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
占
め
る
月

曜
日
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
の
合
計
が
十
分
の
四
以
上
で
あ
る
保
険
医
療
機
関

(
8
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

当
該
病
棟
に
金
曜
日
に
入
院
す
る
患
者
に
係
る
入
院
日
の
翌
日
及
び
翌
々
日
（
当
該
患
者
が
、
処
置

（
所
定
点
数
（
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第
九
部
第
一
節
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
千
点
以
上
の
も

の
に
限
る
。
）
又
は
手
術
を
行
わ
な
い
日
に
限
る
。
）
並
び
に
当
該
病
棟
を
月
曜
日
に
退
院
す
る
患
者

に
係
る
退
院
日
の
前
日
及
び
前
々
日
（
当
該
患
者
が
、
処
置
（
所
定
点
数
（
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第

九
部
第
一
節
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
千
点
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
手
術
を
行
わ
な
い
日

に
限
る
。
）

(
9
)
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
向
上
等
体
制
加
算
の
施
設
基
準

イ
入
院
中
の
患
者
に
対
し
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
、
向
上
等
に
資
す
る
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
が
二
名
以
上
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
又
は
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言

語
聴
覚
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
病
棟
に
専
任
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
0
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
1
0
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

許
可
病
床
数
が
百
床
未
満
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
1
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
1
0
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
各
病
棟
に
お
い
て
、
夜
間
の
救
急
外
来
を
受
診
し
た
患
者
に
対
応
す
る

た
め
、
当
該
各
病
棟
の
い
ず
れ
か
一
病
棟
に
お
い
て
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
一
時
的
に
二
未

満
と
な
っ
た
日

イ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
患
者
の
看
護
に
支
障
が
な
い

に
つ
い
て
継
続
的
に
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ハ
十
三
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
1
0
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
の
平
均
在
院
日
数
が
三
十
六
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
看
護
必
要
度
加
算
の
施
設
基
準

イ
看
護
必
要
度
加
算
１
の
施
設
基
準

①
十
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
二
分
以
上

入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
以

上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ロ
看
護
必
要
度
加
算
２
の
施
設
基
準

①
十
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
二
割
以
上
入
院

さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
八

分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ハ
看
護
必
要
度
加
算
３
の
施
設
基
準

①
十
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
八
分
以
上

入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

２
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
五

分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
一
般
病
棟
看
護
必
要
度
評
価
加
算
の
施
設
基
準

イ
十
三
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
加
算
を
算
定
す
る
患
者
に
つ
い
て
測
定
し
た
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度

（ ）（ ） 677676
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ロ
十
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場

合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二

以
上
で
あ
る
こ
と
（
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
1
1
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ハ
十
三
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
1
1
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ニ
十
五
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患

者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
1
1
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
一
人
当
た
り
の
月
平
均
夜
勤
時
間
数
が
七
十
二
時
間
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合

当
該
保
険
医
療
機
関
が
、
過
去
一
年
間
に
お
い
て
、
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
若
し
く
は
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
７
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間

特
別
入
院
基
本
料
、
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減

算
若
し
く
は
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間
特
別
入
院
基
本
料
、
精
神
病
棟
入

院
基
本
料
の
注
２
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
若
し
く
は
精
神
病
棟
入
院
基
本

料
の
注
９
に
規
定
す
る
夜
勤
時
間
特
別
入
院
基
本
料
又
は
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
２
に
規
定

す
る
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過
減
算
を
算
定
し
た
こ
と
の
あ
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
場
合

(
5
)
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
５
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
等
に
あ
る
患
者

別
表
第
四
に
掲
げ
る
患
者

(
6
)
特
定
入
院
基
本
料
及
び
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
点
数
に
含
ま
れ
る
画
像
診

断
及
び
処
置
の
費
用
並
び
に
含
ま
れ
な
い
除
外
薬
剤
・
注
射
薬
の
費
用

特
定
入
院
基
本
料
又
は
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
６
に
規
定
す
る
点
数
を
算
定
す
る
患
者
に

対
し
て
行
っ
た
別
表
第
五
に
掲
げ
る
画
像
診
断
及
び
処
置
の
費
用
（
フ
ィ
ル
ム
の
費
用
を
含
む
。
）
は
、

当
該
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
、
別
表
第
五
の
一
の
二
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
注
射
薬
の
費
用

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者

の
数
が
、
看
護
職
員
一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
数
が
三
十
人
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
看
護
職
員
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

七
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
通
則

障
害
者
施
設
等
一
般
病
棟
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

イ
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
型

障
害
児
入
所
施
設
（
主
と
し
て
肢
体
不
自
由
の
あ
る
児
童
又
は
重
症
心
身
障
害
児
（
同
法
第
七
条
第

二
項
に
規
定
す
る
重
症
心
身
障
害
児
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
入
所
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
又

は
同
法
第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
に
係
る
一
般
病
棟
で
あ
る

こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
一
般
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

①
重
度
の
肢
体
不
自
由
児
（
者
）
（
脳
卒
中
の
後
遺
症
の
患
者
及
び
認
知
症
の
患
者
を
除
く
。
第

八
の
九
の
(
1
)
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
脊
髄
損
傷
等
の
重
度
障
害
者
（
脳
卒
中
の
後
遺
症
の
患
者
及

び
認
知
症
の
患
者
を
除
く
。
第
八
の
九
の
(
1
)
並
び
に
第
九
の
八
の
(
1
)
の
イ
及
び
十
二
の
(
1
)
の
イ

に
お
い
て
同
じ
。
）
、
重
度
の
意
識
障
害
者
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
、
難
病
患
者
等
を
お
お

む
ね
七
割
以
上
入
院
さ
せ
て
い
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の

数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行
う

看
護
補
助
者
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お

け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
職

員
一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
1
1
の
場
合
を
除
く
。
）
と

す
る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、
一
日
に
事
務
的
業

務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又
は
そ
の
端
数
を

増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
１
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

イ
七
対
一
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
(
1
)
の
イ
に
該
当
す
る
病
棟
で
あ
っ
て
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員

の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定

す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数

は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
1
1

の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

②
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
う
ち
、
第
八
の
十
の
(
1
)
に
規
定
す
る
超
重
症
の
状
態
の
患
者
と
同
(

2
)
に
規
定
す
る
準
超
重
症
の
状
態
の
患
者
と
の
合
計
が
三
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。
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療
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ロ
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
２
の
施
設
基
準

①
当
該
診
療
所
（
療
養
病
床
を
除
く
。
）
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
が
、
四
以
上
七
未
満
で
あ
る

こ
と
。

②
イ
の
②
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
３
の
施
設
基
準

①
当
該
診
療
所
（
療
養
病
床
を
除
く
。
）
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
が
、
一
以
上
四
未
満
で
あ
る

こ
と
。

②
イ
の
②
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
４
の
施
設
基
準

イ
の
①
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
５
の
施
設
基
準

ロ
の
①
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

へ
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
６
の
施
設
基
準

ハ
の
①
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
有
床
診
療
所
一
般
病
床
初
期
加
算
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
で
あ
っ
て
、
過
去
一
年
間
に
訪
問
診
療
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

ロ
急
性
期
医
療
を
担
う
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ハ
緩
和
ケ
ア
に
係
る
実
績
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
夜
間
緊
急
体
制
確
保
加
算
の
施
設
基
準

入
院
患
者
の
病
状
の
急
変
に
備
え
た
緊
急
の
診
療
提
供
体
制
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
医
師
配
置
加
算
の
施
設
基
準

イ
医
師
配
置
加
算
１
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

①
当
該
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の
数
が
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
で
あ
っ
て
、
訪
問
診
療
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
急
性
期
医
療
を
担
う
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
医
師
配
置
加
算
２
の
施
設
基
準

当
該
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の
数
が
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
（
イ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

(
5
)
看
護
配
置
加
算
、
夜
間
看
護
配
置
加
算
及
び
看
護
補
助
配
置
加
算
の
施
設
基
準

イ
看
護
配
置
加
算
１
の
施
設
基
準

当
該
診
療
所
（
療
養
病
床
を
除
く
。
）
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
が
、
看
護
師
三
を
含
む
十
以
上

で
あ
る
こ
と
。

ロ
看
護
配
置
加
算
２
の
施
設
基
準

当
該
診
療
所
（
療
養
病
床
を
除
く
。
）
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
が
、
十
以
上
で
あ
る
こ
と
（
イ

に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

は
、
当
該
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

(
7
)
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
９
に
規
定
す
る
看
護
補
助
加
算
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数

が
七
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
七
対
一
入
院
基
本
料
又
は
十
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ニ
看
護
職
員
の
負
担
軽
減
及
び
処
遇
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
8
)
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
1
0
に
規
定
す
る
夜
間
看
護
体
制
加
算
の
施
設
基
準

イ
夜
間
に
お
け
る
看
護
業
務
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
十
分
な
業
務
管
理
等
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ロ
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
９
に
規
定
す
る
看
護
補
助
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病

棟
で
あ
る
こ
と
。

(
9
)
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
1
1
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

許
可
病
床
数
が
百
床
未
満
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
0
)
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
1
1
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
各
病
棟
に
お
い
て
、
夜
間
の
救
急
外
来
を
受
診
し
た
患
者
に
対
応
す
る

た
め
、
当
該
各
病
棟
の
い
ず
れ
か
一
病
棟
に
お
い
て
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
一
時
的
に
二
未

満
と
な
っ
た
日

イ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
患
者
の
看
護
に
支
障
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者

の
数
が
、
看
護
職
員
一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
数
が
三
十
人
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
看
護
職
員
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

第
六

診
療
所
の
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

一
通
則

(
1
)
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
を
単
位
と
し
て
看
護
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
看
護
又
は
看
護
補
助
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
看
護
職
員
又
は
当
該
保
険
医
療
機
関
の
主
治
医
若

し
く
は
看
護
師
の
指
示
を
受
け
た
看
護
補
助
者
が
行
う
も
の
と
す
る
。

(
4
)
現
に
看
護
に
従
事
し
て
い
る
看
護
職
員
の
数
を
当
該
診
療
所
内
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い
る

こ
と
。

二
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

(
1
)
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
の
注
１
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

イ
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
１
の
施
設
基
準

①
当
該
診
療
所
（
療
養
病
床
を
除
く
。
）
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
が
、
七
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
患
者
に
対
し
て
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
適
切
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
こ
と
。
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本
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ロ
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
の
注
１
本
文
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
分

①
入
院
基
本
料
Ａ

１
当
該
有
床
診
療
所
の
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
う
ち
医
療
区
分
三
の
患
者
と
医
療
区
分
二
の

患
者
と
の
合
計
が
八
割
未
満
で
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
特
定
患
者
八
割
未
満
の

場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
医
療
区
分
三
の
患
者

２
当
該
有
床
診
療
所
の
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
う
ち
医
療
区
分
三
の
患
者
と
医
療
区
分
二
の

患
者
と
の
合
計
が
八
割
以
上
で
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
特
定
患
者
八
割
以
上
の

場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長

等
に
届
け
出
た
診
療
所
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
四
対
一
配
置
保
険

医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
に
入
院
し
て
い
る
医
療
区
分
三
の
患
者

(
一
)
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看

護
職
員
の
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
二
)
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看

護
補
助
者
の
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
入
院
基
本
料
Ｂ

１
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
医
療
区
分
二
の
患
者
（
医
療
区
分
三
の
患
者
を

除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
三
又
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
二
で
あ
る
も
の

２
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
対
一
配
置
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る

医
療
区
分
二
の
患
者
（
医
療
区
分
三
の
患
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
三
又
は
Ａ

Ｄ
Ｌ
区
分
二
で
あ
る
も
の

③
入
院
基
本
料
Ｃ

１
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
医
療
区
分
二
の
患
者
（
医
療
区
分
三
の
患
者
を

除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
一
で
あ
る
も
の

２
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
対
一
配
置
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る

医
療
区
分
二
の
患
者
（
医
療
区
分
三
の
患
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
一
で
あ
る

も
の

④
入
院
基
本
料
Ｄ

１
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
医
療
区
分
一
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分

三
で
あ
る
も
の

２
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
対
一
配
置
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る

医
療
区
分
一
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
三
で
あ
る
も
の

⑤
入
院
基
本
料
Ｅ

１
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
医
療
区
分
一
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分

二
又
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
一
で
あ
る
も
の

２
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
対
一
配
置
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る

医
療
区
分
一
の
患
者
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
二
又
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
一
で
あ
る
も
の
又
は
次
の

ハ
夜
間
看
護
配
置
加
算
１
の
施
設
基
準

当
該
診
療
所
に
お
け
る
夜
間
の
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
が
、
看
護
職
員
一
を
含
む
二
以

上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
夜
間
看
護
配
置
加
算
２
の
施
設
基
準

当
該
診
療
所
に
お
け
る
夜
間
の
看
護
職
員
の
数
が
、
一
以
上
で
あ
る
こ
と
（
ハ
に
該
当
す
る
場
合

を
除
く
。
）
。

ホ
看
護
補
助
配
置
加
算
１
の
施
設
基
準

当
該
診
療
所
（
療
養
病
床
を
除
く
。
）
に
お
け
る
看
護
補
助
者
の
数
が
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
看
護
補
助
配
置
加
算
２
の
施
設
基
準

当
該
診
療
所
（
療
養
病
床
を
除
く
。
）
に
お
け
る
看
護
補
助
者
の
数
が
、
一
以
上
で
あ
る
こ
と
（

ホ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

(
6
)
看
取
り
加
算
の
施
設
基
準

当
該
診
療
所
に
お
け
る
夜
間
の
看
護
職
員
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
の
注
９
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

当
該
診
療
所
が
、
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
に
係
る
病
床
及
び
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料

に
係
る
病
床
の
双
方
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
8
)
栄
養
管
理
実
施
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
常
勤
の
管
理
栄
養
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
栄
養
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
9
)
有
床
診
療
所
在
宅
復
帰
機
能
強
化
加
算
の
施
設
基
準

在
宅
復
帰
支
援
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
実
績
等
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
1
0
)
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
の
注
1
2
に
規
定
す
る
介
護
連
携
加
算
の
施
設
基
準

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第
二
条
各
号
に
規
定
す
る
疾
病
を
有
す
る

四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
者
又
は
六
十
五
歳
以
上
の
者
の
受
入
れ
に
つ
き
、
十
分
な
体
制
を
有
し

て
い
る
こ
と
。

三
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
通
則

療
養
病
床
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
等

イ
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
の
注
１
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

①
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
職
員

の
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る

こ
と
。

②
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
補
助

者
の
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ

る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
に
係
る
褥
瘡
の
発
生
割
合
等
に
つ
い
て
継
続
的
に
測
定
を
行

じ
よ
く
そ
う

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
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ホ
当
該
保
険
医
療
機
関
の
敷
地
内
に
お
い
て
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

①
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
、
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
又
は
療
養
病
棟
入
院
基
本
料

に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
な
い
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
当
該
保
険
医
療
機
関
と
同
一
建
物
内
に
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）

第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
と
い

う
。
）
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
介

護
老
人
保
健
施
設
（
以
下
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
と
い
う
。
）
、
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す

る
介
護
医
療
院
（
以
下
「
介
護
医
療
院
」
と
い
う
。
）
又
は
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
第
八

条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
以
下
「
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」
と
い

う
。
）
を
設
置
し
て
い
な
い
こ
と
。

ト
急
性
期
の
治
療
を
要
す
る
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
等
に
対
す
る
入
院
診
療
を
行
う
に
つ
き
必
要

な
体
制
及
び
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

チ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
三
割
五
分
以
上
入

院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

②
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ

っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
三
割
三
分
以

上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

リ
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
（
平
成
七
年
七
月
二
十
七
日
に
財
団
法
人
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
が
行
う
医
療
機
能
評
価

を
受
け
て
い
る
病
院
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
総
合
入
院
体
制
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
(
1
)
の
イ
、
ハ
、
へ
、
チ
及
び
リ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
急
性
期
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
急
性
期
医
療
に
係
る
実
績
を
相
当
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
急
性
期
の
治
療
を
要
す
る
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
等
に
対
す
る
診
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体

制
及
び
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
総
合
入
院
体
制
加
算
３
の
施
設
基
準

イ
(
1
)
の
イ
、
ハ
及
び
へ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
(
2
)
の
ロ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
急
性
期
医
療
に
係
る
実
績
を
一
定
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
急
性
期
の
治
療
を
要
す
る
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
等
に
対
す
る
診
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体

制
又
は
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
三
割
二
分
以
上
入

い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
診
療
所
で
あ
る
保
険
医

療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
患
者

(
一
)
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看

護
職
員
の
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
二
)
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看

護
補
助
者
の
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
る
画
像
診
断
及
び
処
置
の
費
用
並
び
に
含
ま
れ
な

い
除
外
薬
剤
及
び
注
射
薬
の
費
用

有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
（
特
別
入
院
基
本
料
を
含
む
。
）
を
算
定
す
る
患
者
に
対
し

て
行
っ
た
検
査
、
投
薬
、
注
射
並
び
に
別
表
第
五
に
掲
げ
る
画
像
診
断
及
び
処
置
の
費
用
（
フ
ィ
ル

ム
の
費
用
を
含
む
。
）
は
、
当
該
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
、
別
表
第
五
及
び
別
表
第
五

の
一
の
二
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
注
射
薬
の
費
用
は
、
当
該
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

ニ
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

別
表
第
五
の
四
に
掲
げ
る
状
態

ホ
救
急
・
在
宅
等
支
援
療
養
病
床
初
期
加
算
の
施
設
基
準

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
で
あ
っ
て
、
過
去
一
年
間
に
訪
問
診
療
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

へ
看
取
り
加
算
の
施
設
基
準

当
該
診
療
所
に
お
け
る
夜
間
の
看
護
職
員
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ト
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
の
注
９
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

当
該
診
療
所
が
、
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
に
係
る
病
床
及
び
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本

料
に
係
る
病
床
の
双
方
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

チ
栄
養
管
理
実
施
加
算
の
施
設
基
準

①
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
常
勤
の
管
理
栄
養
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
栄
養
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
有
床
診
療
所
療
養
病
床
在
宅
復
帰
機
能
強
化
加
算
の
施
設
基
準

在
宅
復
帰
支
援
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
実
績
等
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

第
七

削
除

第
八

入
院
基
本
料
等
加
算
の
施
設
基
準
等

一
総
合
入
院
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
総
合
入
院
体
制
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
特
定
機
能
病
院
及
び
専
門
病
院
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
を
有
す
る
病
院
以
外
の
病
院
で
あ

る
こ
と
。

ロ
急
性
期
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
医
療
従
事
者
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
の
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
急
性
期
医
療
に
係
る
実
績
を
十
分
有
し
て
い
る
こ
と
。
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（
歯
科
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
歯
学
若
し
く
は
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
置
く

大
学
に
附
属
す
る
病
院
（
歯
科
医
業
を
行
わ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
他
の
施
設
と
共
同
し

て
臨
床
研
修
を
行
う
病
院
（
単
独
型
相
当
大
学
病
院
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
臨
床
研
修
の
管

理
を
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。

①
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
研
修
歯
科
医
の
診
療
録
の
記
載
に
つ
い
て
指
導
歯
科
医
が
指
導
及
び
確
認
を
す
る
体
制
が
と
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

③
そ
の
他
臨
床
研
修
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
協
力
型
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
協
力
型
臨
床
研
修
病
院
（
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
協
力
型
臨
床
研
修
病
院
を
い
う
。
）
で
あ

る
こ
と
。

①
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
研
修
医
の
診
療
録
の
記
載
に
つ
い
て
指
導
医
が
指
導
及
び
確
認
を
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

③
そ
の
他
臨
床
研
修
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
協
力
型
相
当
大
学
病
院
（
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
置
く
大
学
に
附
属
す
る
病
院
の
う
ち
、
他
の
病
院
と
共
同
し
て
臨
床
研

修
を
行
う
病
院
（
基
幹
型
相
当
大
学
病
院
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。

①
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
研
修
医
の
診
療
録
の
記
載
に
つ
い
て
指
導
医
が
指
導
及
び
確
認
を
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

③
そ
の
他
臨
床
研
修
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
病
院
で
あ
る
協
力
型
臨
床
研
修
施
設
（
歯
科
医
師
法
第
十
六
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
協
力
型
臨
床
研
修
施
設

を
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。

①
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
研
修
歯
科
医
の
診
療
録
の
記
載
に
つ
い
て
指
導
歯
科
医
が
指
導
及
び
確
認
を
す
る
体
制
が
と
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

③
そ
の
他
臨
床
研
修
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
協
力
型
相
当
大
学
病
院
（
歯
科
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
歯
学
若
し
く
は
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
置
く
大
学
に
附
属
す
る
病
院
（
歯
科
医
業
を
行
わ

な
い
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
他
の
施
設
と
共
同
し
て
臨
床
研
修
を
行
う
病
院
（
単
独
型
相
当
大

学
病
院
及
び
管
理
型
相
当
大
学
病
院
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

①
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
研
修
歯
科
医
の
診
療
録
の
記
載
に
つ
い
て
指
導
歯
科
医
が
指
導
及
び
確
認
を
す
る
体
制
が
と
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

②
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ

っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
三
割
以
上
入

院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

二
か
ら
五
ま
で

削
除

六
臨
床
研
修
病
院
入
院
診
療
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
基
幹
型
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
（
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
八
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規

定
す
る
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
を
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。

①
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
研
修
医
の
診
療
録
の
記
載
に
つ
い
て
指
導
医
が
指
導
及
び
確
認
を
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

③
そ
の
他
臨
床
研
修
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
基
幹
型
相
当
大
学
病
院
（
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一

号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
置
く
大
学
に
附
属
す
る
病
院
の

う
ち
、
他
の
病
院
又
は
診
療
所
と
共
同
し
て
臨
床
研
修
を
行
う
病
院
で
あ
っ
て
、
当
該
臨
床
研
修
の

管
理
を
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。

①
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
研
修
医
の
診
療
録
の
記
載
に
つ
い
て
指
導
医
が
指
導
及
び
確
認
を
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

③
そ
の
他
臨
床
研
修
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
単
独
型
又
は
管
理
型
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
病
院
で
あ
る
単
独
型
臨
床
研
修
施
設
（
歯
科
医
師
法
第
十
六
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
号
）
第
三
条

第
一
号
に
規
定
す
る
単
独
型
臨
床
研
修
施
設
を
い
う
。
）
又
は
病
院
で
あ
る
管
理
型
臨
床
研
修
施
設

（
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
型
臨
床
研
修
施
設
を
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。

①
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
研
修
歯
科
医
の
診
療
録
の
記
載
に
つ
い
て
指
導
歯
科
医
が
指
導
及
び
確
認
を
す
る
体
制
が
と
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

③
そ
の
他
臨
床
研
修
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
単
独
型
相
当
大
学
病
院
（
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二

百
二
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
歯
学
若
し
く
は
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
置
く
大
学

に
附
属
す
る
病
院
（
歯
科
医
業
を
行
わ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
単
独
で
又
は
歯
科
医
師
法

第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
研
修
協

力
施
設
と
共
同
し
て
臨
床
研
修
を
行
う
病
院
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
管
理
型
相
当
大
学
病
院

（ ）（ ） 681680

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



ロ
(
1
)
の
ロ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
の
三

急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
2
5
対
１
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
（
看
護
補
助
者
五
割
以
上
）
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
看
護
補
助
者
の
配
置
基
準
に
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、
一
日

に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又
は
そ

の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
補
助
者
の
最
小
必
要
数
の
五
割
以
上
が
当
該
保
険
医
療
機
関
に
看
護

補
助
者
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

ニ
急
性
期
医
療
を
担
う
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ホ
急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
又
は
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
（
一
般
病
棟
の
場
合
に
限
る
。
）
若

し
く
は
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
七
対
一
入
院
基
本
料
若
し
く
は
十
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る

病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
急
性
期
一
般
入
院
料
７
を
算
定
す
る
病
棟
又
は
十
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
に
あ
っ
て

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
七
分
以
上
入
院
さ

せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

②
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ

っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
六
分
以
上
入

院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ト
看
護
職
員
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
の
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
2
5
対
１
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
（
看
護
補
助
者
五
割
未
満
）
の
施
設
基
準

(
1
)
の
イ
、
ロ
及
び
ニ
か
ら
ト
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
5
0
対
１
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
五
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
(
1
)
の
ロ
及
び
ニ
か
ら
ト
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
7
5
対
１
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
七
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
(
1
)
の
ロ
及
び
ニ
か
ら
ト
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
夜
間
3
0
対
１
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
の
施
設
基
準

当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
夜
間
5
0
対
１
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
の
施
設
基
準

当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

五
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
そ
の
他
臨
床
研
修
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
二

救
急
医
療
管
理
加
算
の
施
設
基
準

休
日
又
は
夜
間
に
お
け
る
救
急
医
療
の
確
保
の
た
め
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

六
の
三

超
急
性
期
脳
卒
中
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
超
急
性
期
脳
卒
中
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
脳
卒
中
の
診
療
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
常
勤
医
師
が

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
そ
の
他
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
治
療
室
等
、
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
超
急
性
期
脳
卒
中
加
算
の
対
象
患
者

脳
梗
塞
発
症
後
四
・
五
時
間
以
内
で
あ
る
患
者

六
の
四

妊
産
婦
緊
急
搬
送
入
院
加
算
の
施
設
基
準

妊
娠
状
態
の
異
常
が
疑
わ
れ
る
妊
産
婦
の
患
者
の
受
入
れ
及
び
緊
急
の
分
娩
へ
の
対
応
に
つ
き
十
分
な

べ
ん

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
五

在
宅
患
者
緊
急
入
院
診
療
加
算
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
三
号
）
第
三
の
六
の
(
2
)
に
該
当

す
る
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
及
び
第
四
の
一
の
(
2
)
に
該
当
す
る
在
宅
療
養
支
援
病
院

六
の
六

在
宅
患
者
緊
急
入
院
診
療
加
算
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等

別
表
第
十
三
に
掲
げ
る
疾
病
等

七
診
療
録
管
理
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
診
療
録
管
理
体
制
加
算
１

イ
患
者
に
対
し
診
療
情
報
の
提
供
が
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
診
療
記
録
の
全
て
が
保
管
及
び
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
診
療
記
録
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
中
央
病
歴
管
理
室
等
、
診
療
記
録
管
理
を
行
う
に
つ
き
適
切
な
施
設
及
び
設
備
を
有
し
て
い
る
こ

と
。

ホ
入
院
患
者
に
つ
い
て
疾
病
統
計
及
び
退
院
時
要
約
が
適
切
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
診
療
録
管
理
体
制
加
算
２

イ
(
1
)
の
イ
、
ロ
及
び
ニ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
診
療
記
録
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
入
院
患
者
に
つ
い
て
疾
病
統
計
及
び
退
院
時
要
約
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七
の
二

医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算
１

イ
医
師
の
事
務
作
業
を
補
助
す
る
十
分
な
体
制
が
そ
れ
ぞ
れ
の
加
算
に
応
じ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

ロ
勤
務
医
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
の
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算
２

イ
医
師
の
事
務
作
業
を
補
助
す
る
体
制
が
そ
れ
ぞ
れ
の
加
算
に
応
じ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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イ
(
1
)
の
ロ
及
び
ホ
並
び
に
(
3
)
の
イ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
急
性
期
一
般
入
院
料
２
か
ら
６
ま
で
の
い
ず
れ
か
を
算
定
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

八
難
病
患
者
等
入
院
診
療
加
算
に
規
定
す
る
疾
患
及
び
状
態

別
表
第
六
に
掲
げ
る
疾
患
及
び
状
態

九
特
殊
疾
患
入
院
施
設
管
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
重
度
の
肢
体
不
自
由
児
（
者
）
、
脊
髄
損
傷
等
の
重
度
障
害
者
、
重
度
の
意
識
障
害
者
、
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
患
者
、
難
病
患
者
等
を
お
お
む
ね
七
割
以
上
入
院
さ
せ
て
い
る
一
般
病
棟
、
精
神
病
棟
又
は

有
床
診
療
所
（
一
般
病
床
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
病
棟
又
は
当
該
有
床
診
療
所
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行

う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
又
は
当
該
有
床
診
療
所
の
入
院
患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の

端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
又
は
当
該
有
床
診
療
所
に
お
い
て
、

一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相

当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
又
は
当
該
有
床
診
療
所
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職

員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
職
員
一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ

と
と
す
る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、
一
日
に
事
務
的
業

務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す

ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
有
床
診
療
所
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
有
床
診
療
所

の
入
院
患
者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
有
床

診
療
所
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上

で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
有
床
診
療
所
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

(
4
)
当
該
有
床
診
療
所
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

十
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
の
対
象
患
者
の
状
態

(
1
)
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
の
注
１
に
規
定
す
る
超
重

症
の
状
態

イ
介
助
に
よ
ら
な
け
れ
ば
座
位
が
保
持
で
き
ず
、
か
つ
、
人
工
呼
吸
器
を
使
用
す
る
等
特
別
の
医
学

的
管
理
が
必
要
な
状
態
が
六
月
以
上
又
は
新
生
児
期
か
ら
継
続
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
。

ロ
超
重
症
児
（
者
）
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
ス
コ
ア
が
二
十
五
点
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
準
超

重
症
の
状
態

イ
超
重
症
の
状
態
に
準
ず
る
状
態
で
あ
る
こ
と
。

ロ
超
重
症
児
（
者
）
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
ス
コ
ア
が
十
点
以
上
で
あ
る
こ
と
。

十
一

削
除

十
二

看
護
配
置
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
地
域
一
般
入
院
料
３
、
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
十
五
対
一
入
院
基
本
料
又
は
結
核
病
棟
入
院

基
本
料
若
し
く
は
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
十
五
対
一
入
院
基
本
料
、
十
八
対
一
入
院
基
本
料
若
し
く

は
二
十
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
夜
間
1
0
0
対
１
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
の
施
設
基
準

当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
8
)
夜
間
看
護
体
制
加
算
の
施
設
基
準

イ
夜
勤
時
間
帯
に
看
護
補
助
者
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
夜
間
に
お
け
る
看
護
業
務
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
十
分
な
業
務
管
理
等
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

七
の
四

看
護
職
員
夜
間
配
置
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
看
護
職
員
夜
間
1
2
対
１
配
置
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

十
二
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
間

に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各

病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
以
上
で
あ
る
こ

と
と
す
る
。

ロ
急
性
期
医
療
を
担
う
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ハ
急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
又
は
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
（
一
般
病
棟
の
場
合
に
限
る
。
）
若

し
く
は
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
七
対
一
入
院
基
本
料
若
し
く
は
十
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る

病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ニ
急
性
期
一
般
入
院
料
７
を
算
定
す
る
病
棟
又
は
十
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
に
あ
っ
て

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
七
分
以
上
入
院
さ

せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

②
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ

っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
六
分
以
上
入

院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ホ
看
護
職
員
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
の
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
夜
間
に
お
け
る
看
護
業
務
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
十
分
な
業
務
管
理
等
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

(
2
)
看
護
職
員
夜
間
1
2
対
１
配
置
加
算
２
の
施
設
基
準

(
1
)
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
看
護
職
員
夜
間
1
6
対
１
配
置
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

十
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
間

に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各

病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
以
上
で
あ
る
こ

と
と
す
る
。

ロ
(
1
)
の
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
看
護
職
員
夜
間
1
6
対
１
配
置
加
算
２
の
施
設
基
準
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ロ
夜
間
に
お
け
る
看
護
業
務
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
十
分
な
業
務
管
理
等
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

十
四

地
域
加
算
に
係
る
地
域

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
一
条
の
三
第
一
項

に
規
定
す
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
地
域
及
び
当
該
地
域
に
準
じ
る
地
域

十
五
か
ら
十
七
ま
で

削
除

十
八

離
島
加
算
に
係
る
地
域

(
1
)
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
離
島
振
興
対
策

実
施
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
離
島
の
地
域

(
2
)
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄

美
群
島
の
地
域

(
3
)
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
小
笠
原
諸
島
の
地
域

(
4
)
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
離
島

十
九

重
症
者
等
療
養
環
境
特
別
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
常
時
監
視
を
要
し
、
随
時
適
切
な
看
護
及
び
介
助
を
必
要
と
す
る
重
症
者
等
の
看
護
を
行
う
に
つ
き

十
分
な
看
護
師
等
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
個
室
又
は
二
人
部
屋
の
病
床
で
あ
っ
て
、
療
養
上
の
必
要
か
ら
当
該
重
症
者
等
を
入
院
さ
せ
る
の
に

適
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
十

療
養
病
棟
療
養
環
境
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
療
養
病
棟
療
養
環
境
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ
れ
て
い
る
機
能
訓
練
室
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

ハ
ロ
に
掲
げ
る
機
能
訓
練
室
の
ほ
か
、
十
分
な
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第

二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定
め
る
医
師
及
び
看
護
師
等
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

(
2
)
療
養
病
棟
療
養
環
境
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ
れ
て
い
る
機
能
訓
練
室
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

ハ
ロ
に
掲
げ
る
機
能
訓
練
室
の
ほ
か
、
適
切
な
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定
め
る
医
師

及
び
看
護
師
等
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
の
二

療
養
病
棟
療
養
環
境
改
善
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
療
養
病
棟
療
養
環
境
改
善
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
適
切
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

十
三

看
護
補
助
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
看
護
補
助
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
看
護
補
助
者
の
配
置
基
準
に
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、
一
日

に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又
は
そ

の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ハ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
地
域
一
般
入
院
料
１
若
し
く
は
地
域
一
般
入
院
料
２
を
算
定
す
る
病
棟
又
は
十
三
対
一
入
院
基

本
料
を
算
定
す
る
病
棟
に
あ
っ
て
は
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準

を
満
た
す
患
者
を
六
分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

②
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ

っ
て
、
地
域
一
般
入
院
料
１
若
し
く
は
地
域
一
般
入
院
料
２
を
算
定
す
る
病
棟
又
は
十
三
対
一
入

院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
に
あ
っ
て
は
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の

基
準
を
満
た
す
患
者
を
五
分
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

③
地
域
一
般
入
院
料
３
、
十
五
対
一
入
院
基
本
料
、
十
八
対
一
入
院
基
本
料
又
は
二
十
対
一
入
院

基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ニ
看
護
職
員
の
負
担
軽
減
及
び
処
遇
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
看
護
補
助
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
五
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
地
域
一
般
入
院
基
本
料
、
十
三
対
一
入
院
基
本
料
、
十
五
対
一
入
院
基
本
料
、
十
八
対
一
入
院
基

本
料
又
は
二
十
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ハ
(
1
)
の
ロ
及
び
ニ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
看
護
補
助
加
算
３
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
七
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
地
域
一
般
入
院
基
本
料
、
十
三
対
一
入
院
基
本
料
、
十
五
対
一
入
院
基
本
料
、
十
八
対
一
入
院
基

本
料
又
は
二
十
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ハ
(
1
)
の
ロ
及
び
ニ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
夜
間
7
5
対
１
看
護
補
助
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数

が
七
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
地
域
一
般
入
院
料
１
若
し
く
は
地
域
一
般
入
院
料
２
又
は
十
三
対
一
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病

棟
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
夜
間
看
護
体
制
加
算
の
施
設
基
準

イ
夜
勤
時
間
帯
に
看
護
補
助
者
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
。

（ ）（ ） 685684

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



ロ
当
該
体
制
に
お
い
て
、
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
医
師
（
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
保
険

医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
当
該
保
険
医
療
機
関

に
お
い
て
緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
を
算
定
す
る
悪
性
腫
瘍
又
は
末
期
心
不
全
の
患
者
に
対
し
て
緩
和
ケ

ア
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）
。

ハ
が
ん
診
療
の
拠
点
と
な
る
病
院
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
等
が
行
う
医

療
機
能
評
価
を
受
け
て
い
る
病
院
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域

(
3
)
緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
（
急
性
期
一
般
入
院
料
１
を
除
く
。
）
を
算
定
す
る
病
棟
を
有
す
る
病
院

（
特
定
機
能
病
院
及
び
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
病
院
並
び
に
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第
一
号

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
を
有
す
る
病
院
を
除
く
。
）

で
あ
る
こ
と
。

ロ
緩
和
ケ
ア
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
体
制
に
お
い
て
、
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
医
師
（
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
保
険

医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
当
該
保
険
医
療
機
関

に
お
い
て
緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
を
算
定
す
る
悪
性
腫
瘍
又
は
末
期
心
不
全
の
患
者
に
対
し
て
緩
和
ケ

ア
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）
。

ニ
が
ん
診
療
の
拠
点
と
な
る
病
院
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
等
が
行
う
医

療
機
能
評
価
を
受
け
て
い
る
病
院
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
個
別
栄
養
食
事
管
理
加
算
の
施
設
基
準

イ
緩
和
ケ
ア
を
要
す
る
患
者
の
個
別
栄
養
食
事
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

ロ
当
該
体
制
に
お
い
て
、
緩
和
ケ
ア
を
要
す
る
患
者
に
対
す
る
個
別
栄
養
食
事
管
理
に
係
る
必
要
な

経
験
を
有
す
る
管
理
栄
養
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
三
の
二

有
床
診
療
所
緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
緩
和
ケ
ア
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
体
制
に
お
い
て
、
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
医
師
（
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
保
険
医

療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
）
及
び
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
看
護
師
が
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
有
床
診
療
所
緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
を
算
定
す
る

悪
性
腫
瘍
又
は
末
期
心
不
全
の
患
者
に
対
し
て
緩
和
ケ
ア
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）
。

(
3
)
(
2
)
の
医
師
又
は
看
護
師
の
い
ず
れ
か
が
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
当
該
診
療
所
に
お
け
る
夜
間
の
看
護
職
員
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
十
四

精
神
科
応
急
入
院
施
設
管
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十

三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
精
神
科
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
入
院
す
る
者
の
た
め
に
必
要
な
専
用
の
病
床
を
確
保
し
て
い
る
こ

ロ
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ
れ
て
い
る
機
能
訓
練
室
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

ハ
ロ
に
掲
げ
る
機
能
訓
練
室
の
ほ
か
、
適
切
な
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定
め
る
医
師

及
び
看
護
師
等
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
療
養
環
境
の
改
善
に
係
る
計
画
を
策
定
し
、
定
期
的
に
、
改
善
の
状
況
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報

告
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
療
養
病
棟
療
養
環
境
改
善
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
適
切
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
機
能
訓
練
室
の
ほ
か
、
適
切
な
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定
め
る
医
師

及
び
看
護
師
等
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
療
養
環
境
の
改
善
に
係
る
計
画
を
策
定
し
、
定
期
的
に
、
改
善
の
状
況
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報

告
し
て
い
る
こ
と
。

二
十
一

診
療
所
療
養
病
床
療
養
環
境
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
機
能
訓
練
室
の
ほ
か
、
適
切
な
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
医
療
法
施
行
規
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
に
定
め
る
医
師
及
び
看
護
師
等
の
員
数
以

上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
一
の
二

診
療
所
療
養
病
床
療
養
環
境
改
善
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
適
切
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
機
能
訓
練
室
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
医
師
及
び
看
護
師
等
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
療
養
環
境
の
改
善
に
係
る
計
画
を
策
定
し
、
定
期
的
に
、
改
善
の
状
況
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告

し
て
い
る
こ
と
。

二
十
一
の
三

無
菌
治
療
室
管
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
無
菌
治
療
室
管
理
加
算
１
の
施
設
基
準

室
内
を
無
菌
の
状
態
に
保
つ
た
め
に
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
無
菌
治
療
室
管
理
加
算
２
の
施
設
基
準

室
内
を
無
菌
の
状
態
に
保
つ
た
め
に
適
切
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
二

重
症
皮
膚
潰
瘍
管
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
皮
膚
泌
尿
器
科
若
し
く
は
皮
膚
科
又
は
形
成
外
科
を
標
榜
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

(
2
)
重
症
皮
膚
潰
瘍
を
有
す
る
入
院
患
者
に
つ
い
て
、
皮
膚
泌
尿
器
科
若
し
く
は
皮
膚
科
又
は
形
成
外
科

を
担
当
す
る
医
師
が
重
症
皮
膚
潰
瘍
管
理
を
行
う
こ
と
。

(
3
)
重
症
皮
膚
潰
瘍
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
三

緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
の
施
設
基
準

イ
緩
和
ケ
ア
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（ ）（ ） 685684
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摂
食
障
害
の
診
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
摂
食
障
害
入
院
医
療
管
理
加
算
の
対
象
患
者

重
度
の
摂
食
障
害
に
よ
り
著
し
い
体
重
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
患
者

二
十
七

が
ん
拠
点
病
院
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
加
算
の
施
設
基
準

が
ん
診
療
の
拠
点
と
な
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
小
児
が
ん
拠
点
病
院
加
算
の
施
設
基
準

小
児
が
ん
の
診
療
の
拠
点
と
な
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
が
ん
拠
点
病
院
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
施
設
基
準

ゲ
ノ
ム
情
報
を
用
い
た
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
拠
点
病
院
で
あ
る
こ
と
。

二
十
八

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
加
算
の
施
設
基
準

イ
栄
養
管
理
に
係
る
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
加
算
の
対
象
患
者
に
つ
い
て
栄
養
治
療
実
施
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該
患
者
に
対

し
て
当
該
計
画
が
文
書
に
よ
り
交
付
さ
れ
、
説
明
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
患
者
の
栄
養
管
理
に
係
る
診
療
の
終
了
時
に
栄
養
治
療
実
施
報
告
書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

当
該
患
者
に
対
し
て
当
該
報
告
書
が
文
書
に
よ
り
交
付
さ
れ
、
説
明
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
加
算
の
対
象
患
者

栄
養
障
害
の
状
態
に
あ
る
患
者
又
は
栄
養
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
栄
養
障
害
の
状
態
に
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
患
者
で
あ
っ
て
、
栄
養
管
理
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域

(
4
)
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
（
急
性
期
一
般
入
院
料
１
を
除
く
。
）
を
算
定
す
る
病
棟
（
特
定
機
能
病

院
及
び
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
病
院
の
病
棟
並
び
に
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第
一
号
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

ロ
栄
養
管
理
に
係
る
診
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
加
算
の
対
象
患
者
に
つ
い
て
栄
養
治
療
実
施
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該
患
者
に
対

し
て
当
該
計
画
が
文
書
に
よ
り
交
付
さ
れ
、
説
明
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
当
該
患
者
の
栄
養
管
理
に
係
る
診
療
の
終
了
時
に
栄
養
治
療
実
施
報
告
書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

当
該
患
者
に
対
し
て
当
該
報
告
書
が
文
書
に
よ
り
交
付
さ
れ
、
説
明
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
十
九

医
療
安
全
対
策
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
医
療
安
全
対
策
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
医
療
安
全
対
策
に
係
る
研
修
を
受
け
た
専
従
の
薬
剤
師
、
看
護
師
等
が
医
療
安
全
管
理
者
と
し
て

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
医
療
安
全
管
理
部
門
を
設
置
し
、
組
織
的
に
医
療
安
全
対
策
を
実
施
す

る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
患
者
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

と
。

二
十
五

精
神
病
棟
入
院
時
医
学
管
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
中
「
精
神
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の

入
院
患
者
の
数
を
三
を
も
つ
て
除
し
た
数
」
を
「
精
神
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
に
療
養
病

床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
三
を
も
つ
て
除
し
た
数
を
加
え
た
数
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お

け
る
同
号
に
定
め
る
医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
地
域
に
お
け
る
精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
精
神
科
救
急
医
療
施
設

で
あ
る
こ
と
。

二
十
五
の
二

精
神
科
地
域
移
行
実
施
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
精
神
科
を
標
榜
す
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
地
域
移
行
を
推
進
す
る
部
門
を
設
置
し
、
組
織
的
に
地
域
移
行
を
実
施
す

る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
部
門
に
専
従
の
精
神
保
健
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
長
期
入
院
患
者
の
退
院
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

二
十
五
の
三

精
神
科
身
体
合
併
症
管
理
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
精
神
科
身
体
合
併
症
管
理
加
算
の
施
設
基
準

イ
精
神
科
を
標
榜
す
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

ロ
当
該
病
棟
に
専
任
の
内
科
又
は
外
科
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
精
神
障
害
者
で
あ
っ
て
身
体
合
併
症
を
有
す
る
患
者
の
治
療
が
行
え
る
よ
う
、
精
神
科
以
外
の
診

療
科
の
医
療
体
制
と
の
連
携
が
取
ら
れ
て
い
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
科
身
体
合
併
症
管
理
加
算
の
注
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
身
体
合
併
症
を
有
す
る

患
者 別
表
第
七
の
二
に
掲
げ
る
身
体
合
併
症
を
有
す
る
患
者

二
十
五
の
四

精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
加
算
の
施
設
基
準

精
神
疾
患
に
係
る
症
状
の
評
価
等
の
必
要
な
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
十
六

強
度
行
動
障
害
入
院
医
療
管
理
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
強
度
行
動
障
害
入
院
医
療
管
理
加
算
の
施
設
基
準

強
度
行
動
障
害
の
診
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
強
度
行
動
障
害
入
院
医
療
管
理
加
算
の
対
象
患
者

強
度
行
動
障
害
ス
コ
ア
が
十
点
以
上
か
つ
医
療
度
ス
コ
ア
が
二
十
四
点
以
上
の
患
者

二
十
六
の
二

重
度
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
入
院
医
療
管
理
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
重
度
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
入
院
医
療
管
理
加
算
の
施
設
基
準

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
診
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
重
度
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
入
院
医
療
管
理
加
算
の
対
象
患
者

入
院
治
療
が
必
要
な
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
患
者

二
十
六
の
三

摂
食
障
害
入
院
医
療
管
理
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
摂
食
障
害
入
院
医
療
管
理
加
算
の
施
設
基
準
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(
4
)
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
加
算
の
施
設
基
準

抗
菌
薬
を
適
正
に
使
用
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
九
の
三

患
者
サ
ポ
ー
ト
体
制
充
実
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
患
者
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
患
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

(
2
)
当
該
窓
口
に
、
専
任
の
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
等
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
十

褥
瘡
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
加
算
の
施
設
基
準
等

じ
よ
く
そ
う

(
1
)
褥
瘡
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
加
算
の
施
設
基
準

じ
よ
く
そ
う

イ
褥
瘡
ケ
ア
に
係
る
専
門
の
研
修
を
受
け
た
専
従
の
看
護
師
等
が
褥
瘡
管
理
者
と
し
て
配
置
さ
れ

じ
よ
く
そ
う

じ
よ
く
そ
う

て
い
る
こ
と
。

ロ
褥
瘡
管
理
者
が
、
褥
瘡
対
策
チ
ー
ム
と
連
携
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
方
法
に
基
づ
き
、

じ
よ
く
そ
う

じ
よ
く
そ
う

個
別
の
患
者
ご
と
に
褥
瘡
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

じ
よ
く
そ
う

ハ
褥
瘡
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
特
に
重
点
的
な
褥
瘡
ケ
ア
が
必
要
と
認
め
ら

じ
よ
く
そ
う

じ
よ
く
そ
う

れ
る
患
者
に
つ
い
て
、
主
治
医
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
が
共
同
し
て
褥
瘡
の
発
生
予
防
等
に
関
す
る

じ
よ
く
そ
う

計
画
を
個
別
に
作
成
し
、
当
該
計
画
に
基
づ
き
重
点
的
な
褥
瘡
ケ
ア
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
こ

じ
よ
く
そ
う

と
。

ニ
褥
瘡
の
早
期
発
見
及
び
重
症
化
予
防
の
た
め
の
総
合
的
な
褥
瘡
管
理
対
策
を
行
う
に
ふ
さ
わ
し

じ
よ
く
そ
う

じ
よ
く
そ
う

い
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
褥
瘡
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

じ
よ
く
そ
う

別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域

(
3
)
褥
瘡
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
施
設
基
準

じ
よ
く
そ
う

イ
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
（
急
性
期
一
般
入
院
料
１
を
除
く
。
）
を
算
定
す
る
病
棟
（
特
定
機
能
病

院
及
び
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
病
院
の
病
棟
並
び
に
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第
一
号
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

ロ
褥
瘡
ケ
ア
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

じ
よ
く
そ
う

ハ
褥
瘡
の
早
期
発
見
及
び
重
症
化
予
防
の
た
め
の
総
合
的
な
褥
瘡
管
理
対
策
を
行
う
に
ふ
さ
わ
し

じ
よ
く
そ
う

じ
よ
く
そ
う

い
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
十
一

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
管
理
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
管
理
加
算
の
施
設
基
準

イ
産
婦
人
科
又
は
産
科
を
標
榜
す
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
専
ら
産
婦
人
科
又
は
産
科
に
従
事
す
る
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ハ
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
定
め
る
産
科
医
療
補
償
制
度
標
準
補
償
約
款
と
同
一

の
産
科
医
療
補
償
約
款
に
基
づ
く
補
償
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
管
理
加
算
の
対
象
患
者

保
険
診
療
の
対
象
と
な
る
合
併
症
を
有
し
て
い
る
妊
婦
で
あ
っ
て
、
別
表
第
六
の
三
に
掲
げ
る
も
の

三
十
二

ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算
の
施
設
基
準
等

べ
ん

(
1
)
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算
の
施
設
基
準

べ
ん

(
2
)
医
療
安
全
対
策
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
医
療
安
全
対
策
に
係
る
研
修
を
受
け
た
専
任
の
薬
剤
師
、
看
護
師
等
が
医
療
安
全
管
理
者
と
し
て

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
(
1
)
の
ロ
及
び
ハ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
医
療
安
全
対
策
地
域
連
携
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
医
療
安
全
対
策
加
算
１
に
係
る
施
設
基
準
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
医
療
安
全
対
策
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
医
師
又
は
医
療
安
全
対
策
に
関
す
る
研

修
を
受
け
た
専
任
の
医
師
が
医
療
安
全
管
理
部
門
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
医
療
安
全
対
策
加
算
１
を
算
定
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
及
び
医
療
安
全
対
策
加
算
２
を
算
定
す

る
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
医
療
安
全
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
医
療
安
全
対
策
地
域
連
携
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
医
療
安
全
対
策
加
算
２
に
係
る
施
設
基
準
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
医
療
安
全
対
策
加
算
１
を
算
定
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
医
療
安
全
対
策
を

実
施
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
九
の
二

感
染
防
止
対
策
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
感
染
防
止
対
策
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
専
任
の
院
内
感
染
管
理
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
感
染
防
止
対
策
部
門
を
設
置
し
、
組
織
的
に
感
染
防
止
対
策
を
実
施
す

る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
部
門
に
お
い
て
、
感
染
症
対
策
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
医
師
及
び
感
染
管
理
に
関

す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
看
護
師
（
感
染
防
止
対
策
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）

並
び
に
病
院
勤
務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
薬
剤
師
及
び
臨
床
検
査
技
師
が
適
切
に
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
感
染
防
止
対
策
に
つ
き
、
感
染
防
止
対
策
加
算
２
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
と

連
携
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
感
染
防
止
対
策
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
専
任
の
院
内
感
染
管
理
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
感
染
防
止
対
策
部
門
を
設
置
し
、
組
織
的
に
感
染
防
止
対
策
を
実
施
す

る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
部
門
に
お
い
て
、
感
染
症
対
策
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
医
師
及
び
感
染
管
理
に
関

す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
看
護
師
並
び
に
病
院
勤
務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
薬
剤
師
及

び
臨
床
検
査
技
師
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
感
染
防
止
対
策
に
つ
き
、
感
染
防
止
対
策
加
算
１
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
と

連
携
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
感
染
防
止
対
策
地
域
連
携
加
算
の
施
設
基
準

他
の
保
険
医
療
機
関
（
感
染
防
止
対
策
加
算
１
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
に
限

る
。
）
と
の
連
携
に
よ
り
感
染
防
止
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三

十
二
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
。
以
下
「
薬
担
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
後
発
医

薬
品
（
以
下
単
に
「
後
発
医
薬
品
」
と
い
う
。
）
の
あ
る
薬
担
規
則
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
新
医

薬
品
（
以
下
「
先
発
医
薬
品
」
と
い
う
。
）
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し
た
薬
剤
の
使
用
薬
剤
の
薬

価
（
薬
価
基
準
）
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
号
）
別
表
に
規
定
す
る
規
格
単
位
ご
と

に
数
え
た
数
量
（
以
下
「
規
格
単
位
数
量
」
と
い
う
。
）
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量

の
割
合
が
八
割
五
分
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
薬
剤
の
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
あ
る

先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
後
発
医
薬
品
の
使
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
を
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場

所
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を

合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
八
割
以
上
で
あ
る
こ

と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
薬
剤
の
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
あ
る

先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
後
発
医
薬
品
の
使
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
を
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場

所
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
３
の
施
設
基
準

イ
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を

合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
七
割
以
上
で
あ
る
こ

と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
薬
剤
の
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
あ
る

先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
後
発
医
薬
品
の
使
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
を
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場

所
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

三
十
五
の
四

病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
病
棟
ご
と
に
専
任
の
薬
剤
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
薬
剤
師
が
実
施
す
る
病
棟
に
お
け
る
薬
剤
関
連
業
務
に
つ
き
、
病
院
勤
務
医
等
の
負
担
軽
減
及
び

薬
物
療
法
の
有
効
性
、
安
全
性
に
資
す
る
た
め
に
十
分
な
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
医
薬
品
情
報
の
収
集
及
び
伝
達
を
行
う
た
め
の
専
用
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

ニ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
医
薬
品
の
使
用
に
係
る
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
の

安
全
性
に
係
る
重
要
な
情
報
を
把
握
し
た
際
に
、
速
や
か
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
体
制
を
有
し
て

い
る
こ
と
。

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
専
ら
産
婦
人
科
又
は
産
科
に
従
事
す
る
常
勤
医
師
が
三
名
以
上
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
常
勤
の
助
産
師
が
三
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
一
年
間
の
分
娩
実
施
件
数
が
百
二
十
件
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
実
施
件
数
等
を
当
該
保
険
医

べ
ん

療
機
関
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
定
め
る
産
科
医
療
補
償
制
度
標
準
補
償
約
款
と
同
一

の
産
科
医
療
補
償
約
款
に
基
づ
く
補
償
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算
の
対
象
患
者

べ
ん

保
険
診
療
の
対
象
と
な
る
合
併
症
を
有
し
て
い
る
妊
産
婦
で
あ
っ
て
、
別
表
第
七
に
掲
げ
る
も
の

三
十
三
か
ら
三
十
三
の
五
ま
で

削
除

三
十
三
の
六

精
神
科
救
急
搬
送
患
者
地
域
連
携
紹
介
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
救
急
患
者
の
転
院
体
制
に
つ
い
て
、
精
神
科
救
急
搬
送
患
者
地
域
連
携
受
入
加
算
に
係
る
届
出
を
行

っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
と
の
間
で
あ
ら
か
じ
め
協
議
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
科
救
急
搬
送
患
者
地
域
連
携
受
入
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
な
い
保
険
医
療
機
関
で
あ
る

こ
と
。

三
十
三
の
七

精
神
科
救
急
搬
送
患
者
地
域
連
携
受
入
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
救
急
患
者
の
転
院
体
制
に
つ
い
て
、
精
神
科
救
急
搬
送
患
者
地
域
連
携
紹
介
加
算
に
係
る
届
出
を
行

っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
と
の
間
で
あ
ら
か
じ
め
協
議
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
科
救
急
搬
送
患
者
地
域
連
携
紹
介
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
な
い
保
険
医
療
機
関
で
あ
る

こ
と
。

三
十
四
及
び
三
十
五

削
除

三
十
五
の
二

呼
吸
ケ
ア
チ
ー
ム
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
呼
吸
ケ
ア
チ
ー
ム
加
算
の
施
設
基
準

イ
人
工
呼
吸
器
の
離
脱
の
た
め
に
必
要
な
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

ロ
当
該
加
算
の
対
象
患
者
に
つ
い
て
呼
吸
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
診
療
計
画
書
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
呼
吸
ケ
ア
チ
ー
ム
加
算
の
対
象
患
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
患
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
四
十
八
時
間
以
上
継
続
し
て
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
患
者
で
あ
る
こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
患
者
で
あ
る
こ
と
。

①
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
状
態
で
当
該
加
算
を
算
定
で
き
る
病
棟
に
入
院
（
転
棟
及
び
転

床
を
含
む
。
）
し
た
患
者
で
あ
っ
て
、
当
該
病
棟
に
入
院
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
の
も

の

②
当
該
加
算
を
算
定
で
き
る
病
棟
に
入
院
し
た
後
に
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
た
患
者
で
あ
っ
て
、

装
着
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
の
も
の

三
十
五
の
三

後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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ニ
各
病
棟
に
、
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
業
務
に
専
従
と
し
て
従
事
す
る
専
任
の
看
護
師
又
は
社

会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
そ
の
他
入
退
院
支
援
等
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
入
退
院
支
援
加
算
２
に
関
す
る
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
業
務
を
担
う
部
門
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

ロ
当
該
部
門
に
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
に
係
る
業
務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
従
の

看
護
師
又
は
専
従
の
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
部
門
に
専
従
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
専
任
の
社
会
福
祉
士
が
、
専

従
の
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
専
任
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
そ
の
他
入
退
院
支
援
等
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
入
退
院
支
援
加
算
３
に
関
す
る
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
業
務
を
担
う
部
門
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

ロ
当
該
部
門
に
新
生
児
の
集
中
治
療
、
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
に
係
る
業
務
に
関
す
る
十
分
な

経
験
を
有
し
、
小
児
患
者
の
在
宅
移
行
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
専
任
の
看
護
師
が
一
名
以
上
又
は

新
生
児
の
集
中
治
療
、
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
に
係
る
業
務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る

専
任
の
看
護
師
及
び
専
従
の
社
会
福
祉
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
地
域
連
携
診
療
計
画
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
地
域
に
お
い
て
、
当
該
病
院
か
ら
の
転
院
後
又
は
退
院
後
の
治
療
等
を
担
う
複
数
の
保
険
医

療
機
関
又
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
を
記
載
し
た
地
域
連
携
診
療
計
画
を
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
、

地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
て
い
る
こ
と
。

ロ
地
域
連
携
診
療
計
画
に
お
い
て
連
携
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
し
て

定
め
た
保
険
医
療
機
関
又
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
の
間
で
、
定
期
的
に
、
診
療
情
報
の
共
有
、

地
域
連
携
診
療
計
画
の
評
価
等
を
行
う
た
め
の
機
会
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
入
退
院
支
援
加
算
の
注
５
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域

(
6
)
入
退
院
支
援
加
算
の
注
５
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
（
急
性
期
一
般
入
院
料
１
を
除
く
。
）
を
算
定
す
る
病
棟
を
有
す
る
病
院

（
特
定
機
能
病
院
及
び
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
病
院
並
び
に
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第
一
号

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
を
有
す
る
病
院
を
除
く
。
）

で
あ
る
こ
と
。

ロ
入
退
院
支
援
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
7
)
入
院
時
支
援
加
算
の
施
設
基
準

イ
入
院
前
支
援
を
行
う
者
と
し
て
、
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
業
務
を
担
う
部
門
に
、
入
退
院
支

援
及
び
地
域
連
携
業
務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
従
の
看
護
師
又
は
入
退
院
支
援
及
び
地

域
連
携
業
務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
看
護
師
及
び
専
任
の
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
許
可
病
床
数
が
二
百
床
未
満
の
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
本
文
の

ホ
薬
剤
管
理
指
導
料
の
施
設
基
準
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
病
院
の
一
般
病
棟
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
１
に
係
る
施
設
基
準
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ

と
。

ハ
治
療
室
ご
と
に
専
任
の
薬
剤
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
薬
剤
師
が
実
施
す
る
治
療
室
に
お
け
る
薬
剤
関
連
業
務
に
つ
き
、
病
院
勤
務
医
等
の
負
担
軽
減
及

び
薬
物
療
法
の
有
効
性
、
安
全
性
に
資
す
る
た
め
に
十
分
な
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
ハ
の
薬
剤
師
を
通
じ
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
医
薬
品
の
使
用
に
係
る
状
況
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
医
薬
品
の
安
全
性
に
係
る
重
要
な
情
報
を
把
握
し
た
際
に
、
速
や
か
に
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

三
十
五
の
五

デ
ー
タ
提
出
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
デ
ー
タ
提
出
加
算
１
及
び
３
の
施
設
基
準

イ
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
施
設
基
準
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
又
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
い
ず
れ

か
又
は
そ
の
両
方
の
み
の
届
出
を
行
う
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

七
の
(
1
)
又
は
(
2
)
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
入
院
患
者
に
係
る
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
継
続
的
か
つ
適
切
に
提
出
す
る
た
め
に
必
要
な

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
デ
ー
タ
提
出
加
算
２
及
び
４
の
施
設
基
準

イ
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
施
設
基
準
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
又
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
い
ず
れ

か
又
は
そ
の
両
方
の
み
の
届
出
を
行
う
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

七
の
(
1
)
又
は
(
2
)
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
入
院
患
者
及
び
外
来
患
者
に
係
る
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
継
続
的
か
つ
適
切
に
提
出
す
る

た
め
に
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
提
出
デ
ー
タ
評
価
加
算
の
施
設
基
準

イ
デ
ー
タ
提
出
加
算
２
の
ロ
又
は
４
の
ロ
に
係
る
施
設
基
準
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関

で
あ
る
こ
と
。

ロ
診
療
内
容
に
関
す
る
質
の
高
い
デ
ー
タ
が
継
続
的
か
つ
適
切
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
十
五
の
六

入
退
院
支
援
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
入
退
院
支
援
加
算
１
に
関
す
る
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
業
務
を
担
う
部
門
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

ロ
当
該
部
門
に
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
に
係
る
業
務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
従
の

看
護
師
又
は
専
従
の
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
部
門
に
専
従
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
専
任
の
社
会
福
祉
士
が
、
専

従
の
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
専
任
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（ ）（ ） 689688

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



(
2
)
精
神
科
急
性
期
医
師
配
置
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
精
神
科
救
急
医
療
に
係
る
実
績
を
相
当
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
患
者
に
対
す
る
入
院
医
療
に
係
る
実
績
を
相
当
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
１
を
算
定
す
る
精
神
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
精
神
科
急
性
期
医
師
配
置
加
算
２
の
イ
の
施
設
基
準

イ
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
（
十
対
一
入
院
基
本
料
又
は
十
三
対
一
入
院
基
本
料
に
限
る
。
）
又
は
特

定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
精
神
病
棟
（
七
対
一
入
院
基
本
料
、
十
対
一
入
院
基
本
料
又

は
十
三
対
一
入
院
基
本
料
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

ロ
精
神
障
害
者
で
あ
っ
て
身
体
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
対
す
る
急
性
期
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な

体
制
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
の
精
神
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ハ
許
可
病
床
（
精
神
病
床
を
除
く
。
）
の
数
が
百
床
（
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在
す
る

保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
八
十
床
）
以
上
の
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
精
神
科
急
性
期
医
師
配
置
加
算
２
の
ロ
の
施
設
基
準

(
2
)
の
イ
及
び
ハ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
精
神
科
急
性
期
医
師
配
置
加
算
３
の
施
設
基
準

イ
精
神
科
救
急
医
療
に
係
る
実
績
を
一
定
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
患
者
に
対
す
る
入
院
医
療
に
係
る
実
績
を
一
定
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
(
2
)
の
ハ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
十
五
の
十

排
尿
自
立
支
援
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
排
尿
自
立
支
援
加
算
の
施
設
基
準

排
尿
に
関
す
る
ケ
ア
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
排
尿
自
立
支
援
加
算
の
対
象
患
者

尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
抜
去
後
に
下
部
尿
路
機
能
障
害
の
症
状
を
有
す
る
患
者
又
は
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
留

置
中
の
患
者
で
あ
っ
て
、
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
抜
去
後
に
下
部
尿
路
機
能
障
害
を
生
ず
る
と
見
込
ま
れ
る

も
の
。

三
十
五
の
十
一

地
域
医
療
体
制
確
保
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
救
急
搬
送
に
係
る
実
績
を
相
当
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
病
院
勤
務
医
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
の
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
十
六

地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
入
院
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
歯
科
初
診
料
の
施
設
基
準
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
地
域
に
お
い
て
、
歯
科
診
療
を
担
当
す
る
別
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

第
九

特
定
入
院
料
の
施
設
基
準
等

一
通
則

(
1
)
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
看
護
又
は
看
護
補
助
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
看
護
職
員
又
は
当
該
保
険
医
療
機
関
の
主
治
医
若

し
く
は
看
護
師
の
指
示
を
受
け
た
看
護
補
助
者
が
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
入
院
基
本
料
を
算
定
し
て
い
な
い
保
険
医
療
機
関
（
特
別
入
院
基
本
料
等
を
算
定
し
て
い
る
保
険
医

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
退
院
支
援
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

ロ
地
域
連
携
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
8
)
入
院
時
支
援
加
算
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

イ
自
宅
等
か
ら
入
院
す
る
予
定
入
院
患
者
（
他
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
転
院
す
る
患
者
を
除
く
。
）

で
あ
る
こ
と
。

ロ
入
退
院
支
援
加
算
を
算
定
す
る
患
者
で
あ
る
こ
と
。

(
9
)
総
合
機
能
評
価
加
算
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
総
合
的
な
機
能
評
価
に
係
る
研
修
を
受
け
た
常
勤
の
医
師
若
し
く
は
歯

科
医
師
又
は
総
合
的
な
機
能
評
価
の
経
験
を
有
す
る
常
勤
の
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
が
一
名
以
上
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
0
)
総
合
機
能
評
価
加
算
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

イ
入
退
院
支
援
加
算
１
又
は
２
を
算
定
す
る
患
者
で
あ
る
こ
と
。

ロ
介
護
保
険
法
施
行
令
第
二
条
各
号
に
規
定
す
る
疾
病
を
有
す
る
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
患

者
又
は
六
十
五
歳
以
上
の
患
者
で
あ
る
こ
と
。

三
十
五
の
七

認
知
症
ケ
ア
加
算
の
施
設
基
準
等

(
1
)
認
知
症
ケ
ア
加
算
１
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
認
知
症
を
有
す
る
患
者
の
ケ
ア
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
認
知
症
ケ
ア
加
算
２
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
認
知
症
を
有
す
る
患
者
の
ケ
ア
を
行
う
に
つ
き
適
切
な
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
認
知
症
ケ
ア
加
算
３
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
認
知
症
を
有
す
る
患
者
の
ケ
ア
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
認
知
症
ケ
ア
加
算
の
対
象
患
者

認
知
症
又
は
認
知
症
の
症
状
を
有
し
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
介
助
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
患
者

三
十
五
の
七
の
二

せ
ん
妄
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
加
算
の
施
設
基
準

入
院
中
の
患
者
に
対
し
て
、
せ
ん
妄
の
リ
ス
ク
確
認
及
び
せ
ん
妄
対
策
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
十
五
の
八

精
神
疾
患
診
療
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
許
可
病
床
数
が
百
床
（
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
八

十
床
）
以
上
の
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
救
急
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
十
五
の
九

精
神
科
急
性
期
医
師
配
置
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
通
則

当
該
病
棟
に
お
い
て
、
常
勤
の
医
師
は
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
六
又
は
そ
の
端
数
を
増

す
ご
と
に
一
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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イ
救
急
体
制
充
実
加
算
１
の
施
設
基
準

重
篤
な
救
急
患
者
に
対
す
る
医
療
を
行
う
に
つ
き
充
実
し
た
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
救
急
体
制
充
実
加
算
２
の
施
設
基
準

重
篤
な
救
急
患
者
に
対
す
る
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
救
急
体
制
充
実
加
算
３
の
施
設
基
準

重
篤
な
救
急
患
者
に
対
す
る
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
救
命
救
急
入
院
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

重
篤
な
救
急
患
者
に
対
す
る
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
6
)
救
命
救
急
入
院
料
の
注
６
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
専
任
の
小
児
科
の
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

イ
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
１
の
施
設
基
準

①
病
院
の
一
般
病
棟
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
当
該
治
療
室
内
に
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
当
該
治
療
室
内
に
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
当
該
治
療
室
に
お
け
る
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が
二
又
は
そ

の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

⑤
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
特
定
集
中
治
療
室
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
八
割
以
上
入

院
さ
せ
る
治
療
室
で
あ
る
こ
と
。

ロ
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
２
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
イ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
３
の
施
設
基
準

①
イ
の
①
及
び
④
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
当
該
治
療
室
内
に
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

④
特
定
集
中
治
療
室
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
七
割
以
上
入

院
さ
せ
る
治
療
室
で
あ
る
こ
と
。

ニ
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
４
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
ハ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
分

イ
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料

広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
が
必
要
な
患
者
以
外
の
患
者

療
機
関
を
含
む
。
）
に
お
い
て
算
定
す
る
特
定
入
院
料
は
、
別
表
第
十
五
の
も
の
に
限
る
こ
と
。

(
4
)
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
入
院
患
者
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
入
院
基
本
料
の

算
定
方
法
に
規
定
す
る
入
院
患
者
数
の
基
準
又
は
医
師
等
の
員
数
の
基
準
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い

な
い
こ
と
。

二
救
命
救
急
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
救
命
救
急
入
院
料
の
注
１
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

イ
救
命
救
急
入
院
料
１
の
施
設
基
準

①
都
道
府
県
が
定
め
る
救
急
医
療
に
関
す
る
計
画
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
有
し
て
い
る
病
院
の
一
般
病
棟
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
当
該
治
療
室
内
に
重
篤
な
救
急
患
者
に
対
す
る
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
常
時
配
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
当
該
治
療
室
に
お
け
る
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ

の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

④
重
篤
な
救
急
患
者
に
対
す
る
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
当
該
治
療
室
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
特
定
集
中
治
療
室
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度

に
つ
い
て
継
続
的
に
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

ロ
救
命
救
急
入
院
料
２
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
イ
の
①
か
ら
④
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
三
の
(
1
)
の
イ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
三
の
(
1
)
の
ハ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
救
命
救
急
入
院
料
３
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
イ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
救
命
救
急
入
院
料
４
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
ロ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
救
命
救
急
入
院
料
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
分

イ
救
命
救
急
入
院
料

広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
が
必
要
な
患
者
以
外
の
患
者

ロ
広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
料

広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
が
必
要
な
患
者

(
3
)
救
命
救
急
入
院
料
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
が
必
要
な
状
態

(
4
)
救
命
救
急
入
院
料
の
注
３
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
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と
。

(
6
)
脳
梗
塞
、
脳
出
血
及
び
く
も
膜
下
出
血
の
患
者
を
お
お
む
ね
八
割
以
上
入
院
さ
せ
る
治
療
室
で
あ
る

こ
と
。

(
7
)
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
8
)
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
9
)
当
該
治
療
室
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
又
は
Ⅱ
に

つ
い
て
継
続
的
に
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

五
の
二

小
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
病
院
の
一
般
病
棟
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
治
療
室
内
に
小
児
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
治
療
室
に
お
け
る
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が
二
又
は
そ
の
端

数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
及
び
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
他
の
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
救
命
救
急
入
院
料
若
し
く
は
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
を
算
定
し
て

い
る
患
者
又
は
救
急
搬
送
診
療
料
を
算
定
し
た
患
者
の
当
該
治
療
室
へ
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
相
当
の

実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

六
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
１
の
施
設
基
準

イ
病
院
の
一
般
病
棟
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
治
療
室
内
に
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
治
療
室
に
お
け
る
助
産
師
又
は
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が

三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
２
の
施
設
基
準

イ
(
1
)
の
イ
、
ハ
及
び
ニ
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
専
任
の
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

ハ
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
患

別
表
第
十
四
に
掲
げ
る
疾
患

六
の
二

総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
１
の
施
設
基
準

イ
病
院
の
一
般
病
棟
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
治
療
室
内
に
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
治
療
室
に
お
け
る
助
産
師
又
は
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が

三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
料

広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
が
必
要
な
患
者

(
3
)
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
が
必
要
な
状
態

(
4
)
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
、
専
任
の
小
児
科
医
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

イ
早
期
の
離
床
を
目
的
と
し
た
取
組
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
又
は
呼
吸

器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
５
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

当
該
治
療
室
内
に
集
中
治
療
室
に
お
け
る
栄
養
管
理
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
管
理

栄
養
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
１
の
施
設
基
準

イ
病
院
の
一
般
病
棟
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
治
療
室
の
病
床
数
は
、
三
十
床
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ハ
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
治
療
室
に
お
け
る
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の

端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ホ
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
八
割
以
上
入

院
さ
せ
る
治
療
室
で
あ
る
こ
と
。

へ
当
該
病
院
の
一
般
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
十
九
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

ト
診
療
録
管
理
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

チ
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
２
の
施
設
基
準

イ
(
1
)
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
へ
か
ら
チ
ま
で
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
治
療
室
に
お
け
る
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が
五
又
は
そ
の

端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
六
割
以
上
入

院
さ
せ
る
治
療
室
で
あ
る
こ
と
。

五
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
病
院
の
一
般
病
棟
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
治
療
室
の
病
床
数
は
、
三
十
床
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
当
該
治
療
室
に
お
け
る
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端

数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
当
該
治
療
室
に
お
い
て
、
常
勤
の
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
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が
看
護
職
員
で
あ
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る

こ
と
。

ホ
特
殊
疾
患
入
院
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
特
殊
疾
患
入
院
医
療
管
理
料
の
注
５
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
二
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
注
射
薬

九
小
児
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
通
則

イ
小
児
科
を
標
榜
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

ロ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ハ
小
児
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
小
児
入
院
医
療
管
理
料
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
小
児
科
の
常
勤
の
医
師
が
二
十
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の

数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一

日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ

と
と
す
る
が
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
看
護
師
の
数
は
、
夜
勤
の
時
間
帯
も

含
め
、
常
時
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
九
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
専
ら
十
五
歳
未
満
の
小
児
（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
（
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
対
象
で
あ
る
場
合
は
、
二

十
歳
未
満
の
者
）
を
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ニ
専
ら
小
児
の
入
院
医
療
に
係
る
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
入
院
を
要
す
る
小
児
救
急
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
二
十
一
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
小
児
入
院
医
療
管
理
料
２
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
小
児
科
の
常
勤
の
医
師
が
九
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の

数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一

日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病

棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と

す
る
。

ハ
専
ら
十
五
歳
未
満
の
小
児
（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
の
対
象
で
あ
る
場
合
は
、
二
十
歳
未

満
の
者
）
を
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ニ
入
院
を
要
す
る
小
児
救
急
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
二
十
一
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
小
児
入
院
医
療
管
理
料
３
の
施
設
基
準

(
2
)
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
２
の
施
設
基
準

イ
(
1
)
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
集
中
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
患

別
表
第
十
四
に
掲
げ
る
疾
患

六
の
三

新
生
児
治
療
回
復
室
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
病
院
の
一
般
病
棟
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
新
生
児
治
療
回
復
室
入
院
医
療
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
小
児
科
の
専

任
の
医
師
が
常
時
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
治
療
室
に
お
け
る
助
産
師
又
は
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が
六

又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
新
生
児
治
療
回
復
室
入
院
医
療
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
新
生
児
治
療
回
復
室
入
院
医
療
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
6
)
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
又
は
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
に
係
る
届
出
を
行
っ

て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
新
生
児
治
療
回
復
室
入
院
医
療
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
患

別
表
第
十
四
に
掲
げ
る
疾
患

七
一
類
感
染
症
患
者
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
一
類
感
染
症
患
者
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準

イ
病
院
の
治
療
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
治
療
室
に
お
け
る
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
治
療
室
の
入
院
患
者
の
数
が
二
又
は
そ
の

端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
一
類
感
染
症
患
者
入
院
医
療
管
理
料
の
対
象
患
者

別
表
第
八
に
掲
げ
る
患
者

八
特
殊
疾
患
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
特
殊
疾
患
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準

イ
脊
髄
損
傷
等
の
重
度
障
害
者
、
重
度
の
意
識
障
害
者
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
及
び
難
病
患
者

等
を
お
お
む
ね
八
割
以
上
入
院
さ
せ
る
病
室
で
あ
っ
て
、
一
般
病
棟
の
病
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も

の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行
う
看

護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以

上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助

を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病

棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
看

護
職
員
一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助

者
を
含
む
場
合
は
、
一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院

患
者
の
数
が
二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
最
小
必
要
数
の
五
割
以
上
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ロ
小
児
患
者
に
対
す
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
他
の
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
を
算
定
し
た
患
者
及
び
第
八
の

十
の
(
1
)
に
規
定
す
る
超
重
症
の
状
態
又
は
同
(
2
)
に
規
定
す
る
準
超
重
症
の
状
態
に
該
当
す
る
十
五

歳
未
満
の
患
者
の
当
該
病
棟
へ
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

十
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
通
則

イ
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
の
高
い
患
者
を
八
割
以
上
入
院
さ
せ
、
一
般
病
棟
又
は

療
養
病
棟
の
病
棟
単
位
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症

候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
又
は
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
料
を
算
定
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
適
切
な
実
施
計
画
を
作
成
す
る
体
制
及
び
適
切

な
当
該
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
、
実
施
方
法
等
を
評
価
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
す
る
状
態
の
患
者
に
対
し
、
一
日
当
た
り
二
単
位
以
上
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
病
棟
に
専
任
の
常
勤
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
十
五
（
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
及
び
２
に
あ
っ
て
は
十
三
）
又
は
そ

の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行

う
看
護
職
員
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る

夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
（
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
３
か
ら
６
ま
で
で
あ
っ
て
、
看
護
補
助
者
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
看

護
職
員
の
数
は
一
以
上
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

ト
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
（
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

入
院
料
１
及
び
２
に
あ
っ
て
は
七
割
）
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

チ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
二
以
上
（
看
護
職
員
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
二
か
ら
当
該
看
護
職
員
の
数
を
減
じ

た
数
以
上
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場

合
は
、
一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

リ
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
の
理
学
療
法
士
が
二
名
（
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料

１
及
び
２
に
あ
っ
て
は
三
名
）
以
上
、
作
業
療
法
士
が
一
名
（
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

入
院
料
１
及
び
２
に
あ
っ
て
は
、
二
名
）
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヌ
特
定
機
能
病
院
以
外
の
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
小
児
科
の
常
勤
の
医
師
が
五
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の

数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一

日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病

棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と

す
る
。

ハ
専
ら
十
五
歳
未
満
の
小
児
（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
の
対
象
で
あ
る
場
合
は
、
二
十
歳
未

満
の
者
）
を
入
院
さ
せ
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
二
十
一
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
小
児
入
院
医
療
管
理
料
４
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
小
児
科
の
常
勤
の
医
師
が
三
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
床
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病

棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病

棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
専
ら
小
児
を
入
院
さ
せ
る
病
床
が
十
床
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ホ
当
該
保
険
医
療
機
関
の
当
該
病
棟
を
含
め
た
一
般
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
二
十
八

日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
小
児
入
院
医
療
管
理
料
５
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
小
児
科
の
常
勤
の
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、

一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各

病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ

と
と
す
る
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ニ
特
定
機
能
病
院
以
外
の
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
小
児
入
院
医
療
管
理
料
の
注
２
に
規
定
す
る
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
専
ら
十
五
歳
未
満
の
小
児
の
療
養
生
活
の
指
導
を
担
当
す
る
常
勤
の
保
育
士
（
国
家

戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
二
条
の
五
第
五
項
に
規
定
す
る
事
業
実

施
区
域
内
に
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
保
育
士
又
は
当
該
事
業
実
施
区
域
に
係
る
国
家
戦

略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
）
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
小
児
患
者
に
対
す
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
8
)
小
児
入
院
医
療
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
専
ら
十
五
歳
未
満
の
小
児
の
療
養
生
活
の
指
導
を
担
当
す
る
常
勤
の
保
育
士
が
一
名

以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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勤
医
師
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
入
院
患
者
の
退
院
に
係
る
調
整
（
以
下
「
退
院
調
整
」
と
い
う
。
）
を
行

う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
従
の
常
勤
社
会
福
祉
士
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
一

削
除

十
一
の
二

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
通
則

イ
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、

当
該
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以

上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う

看
護
職
員
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
又
は
病
室
を

有
す
る
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で

あ
る
こ
と
（
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
８
の
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

ロ
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護

師
で
あ
る
こ
と
。

ハ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
四
分
以
上
入

院
さ
せ
る
病
棟
又
は
病
室
で
あ
る
こ
と
。

②
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ

っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
一
分
以

上
入
院
さ
せ
る
病
棟
又
は
病
室
で
あ
る
こ
と
。

ニ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
業
務
を
担
う
部
門
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
当
該
部
門
に
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
に
係
る
業
務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
従

の
看
護
師
又
は
専
従
の
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
当
該
部
門
に
専
従
の
看
護
師
が
配

置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
専
任
の
社
会
福
祉
士
が
、
専
従
の
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い

る
場
合
に
あ
っ
て
は
専
任
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
が

一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
デ
ー
タ
提
出
加
算
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

ト
特
定
機
能
病
院
以
外
の
病
院
で
あ
る
こ
と
。

チ
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症

候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
又
は
が
ん
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る

こ
と
。

リ
救
急
医
療
又
は
在
宅
医
療
を
提
供
す
る
体
制
等
の
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要

な
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ヌ
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
に

占
め
る
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
一
般
病
棟
か
ら
転
棟
し
た
も
の
の
割
合
が
六
割
未
満
で
あ
る
こ
と
。

ル
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
適
切
な
意
思
決
定
支
援
に
関
す
る
指
針
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

イ
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
の
言
語
聴
覚
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
専
任
の
常
勤
の
管
理
栄
養
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
棟
に
在
宅
復
帰
支
援
を
担
当
す
る
専
任
の
常
勤
の
社
会
福
祉
士
等
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

ニ
休
日
を
含
め
、
週
七
日
間
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
新
規
入
院
患
者
の
う
ち
三
割
以
上
が
重
症
の
患
者
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
退
院
患
者
の
う
ち
他
の
保
険
医
療
機
関
へ
転
院
し
た
者
等
を
除
く
者
の
割

合
が
七
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ト
重
症
の
患
者
の
三
割
以
上
が
退
院
時
に
日
常
生
活
機
能
又
は
機
能
的
自
立
度
評
価
法
（
F
u
n
c
t
i
o
n
a

l
I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
M
e
a
s
u
r
e
）
（
以
下
「
Ｆ
Ｉ
Ｍ
」
と
い
う
。
）
が
改
善
し
て
い
る
こ
と
。

チ
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

リ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
に
係
る
実
績
の
指
数
が
四
十
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
２
の
施
設
基
準

(
2
)
の
イ
及
び
ハ
か
ら
チ
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
３
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
新
規
入
院
患
者
の
う
ち
二
割
以
上
が
重
症
の
患
者
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
退
院
患
者
の
う
ち
他
の
保
険
医
療
機
関
へ
転
院
し
た
者
等
を
除
く
者
の
割

合
が
七
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
重
症
の
患
者
の
三
割
以
上
が
退
院
時
に
日
常
生
活
機
能
又
は
Ｆ
Ｉ
Ｍ
が
改
善
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ホ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
に
係
る
実
績
の
指
数
が
三
十
五
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
４
の
施
設
基
準

(
4
)
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
５
の
施
設
基
準

イ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
に
係
る
実
績
の
指
数
が
三
十
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
６
の
施
設
基
準

(
6
)
の
ロ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
8
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
す
る
状
態
及
び
算
定
上
限
日
数

別
表
第
九
に
掲
げ
る
状
態
及
び
日
数

(
9
)
休
日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
体
制
加
算
の
施
設
基
準

休
日
を
含
め
、
週
七
日
間
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
1
0
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
の
注
３
に
規
定
す
る
費
用

別
表
第
九
の
三
に
掲
げ
る
費
用

(
1
1
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
の
注
３
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

自
己
連
続
携
行
式
腹
膜
灌
流
用
灌
流
液
及
び
別
表
第
五
の
一
の
二
に
掲
げ
る
薬
剤
・
注
射
薬

か
ん

か
ん

(
1
2
)
体
制
強
化
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
従
の
常
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ホ
病
院
の
一
般
病
棟
又
は
療
養
病
棟
の
病
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
２
の
施
設
基
準

イ
許
可
病
床
数
が
四
百
床
未
満
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
(
2
)
の
イ
、
ロ
及
び
ト
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
２
の
施
設
基
準

(
2
)
の
イ
及
び
ヘ
並
び
に
(
3
)
の
イ
及
び
ホ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
３
の
施
設
基
準

(
2
)
の
ハ
か
ら
ト
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
３
の
施
設
基
準

イ
(
2
)
の
ホ
及
び
ヘ
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
(
3
)
の
ロ
、
ハ
及
び
ホ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
8
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
４
の
施
設
基
準

イ
許
可
病
床
数
が
四
百
床
未
満
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
(
2
)
の
ト
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
9
)
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
４
の
施
設
基
準

(
2
)
の
ヘ
及
び
(
3
)
の
ホ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
0
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
２
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域

(
1
1
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
２
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
病
院
の
一
般
病
棟
又
は
療
養
病
棟
の
病
棟
又
は
病
室
単
位
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、

当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

当
該
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
が
本
文
に
規
定
す

る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
け
る
夜
勤

を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

ハ
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護

師
で
あ
る
こ
と
。

ニ
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１
若
し
く
は
２
又
は
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
１
若
し
く
は

２
に
つ
い
て
は
、
当
該
病
棟
又
は
病
室
に
お
い
て
、
退
院
患
者
に
占
め
る
、
在
宅
等
に
退
院
す
る
も

の
の
割
合
が
七
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ホ
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１
若
し
く
は
２
又
は
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
１
若
し
く
は

２
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ヘ
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１
又
は
３
に
つ
い
て
は
、
(
2
)
の
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ

る
こ
と
。

ト
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
１
又
は
３
に
つ
い
て
は
、
(
2
)
の
ホ
及
び
ヘ
並
び
に
(
3
)
の
ロ
及

び
ハ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
2
)
看
護
職
員
配
置
加
算
の
施
設
基
準

イ
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
含
む
病
棟
の
入
院
患
者

(
2
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１
の
施
設
基
準

イ
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
退
院
患
者
に
占
め
る
、
在
宅
等
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
が
七
割
以
上
で

あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
入
院
患
者
に
占
め
る
、
自
宅
等
か
ら
入
院
し
た
も
の
の
割
合
が
一
割
五
分

以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
棟
に
お
け
る
自
宅
等
か
ら
の
緊
急
の
入
院
患
者
の
受
入
れ
人
数
が
、
前
三
月
間
に
お
い
て

六
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ホ
次
の
い
ず
れ
か
二
つ
以
上
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅰ
)
及
び
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅱ
)
を
前
三
月
間
に
お
い
て
三
十
回

以
上
算
定
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
、
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
、
精
神
科
訪
問
看
護

・
指
導
料
(
Ⅰ
)
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
・
指
導
料
(
Ⅲ
)
を
前
三
月
間
に
お
い
て
六
十
回
以
上
算
定

し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

③
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
の
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働

省
告
示
第
六
十
七
号
）
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

を
前
三
月
間
に
お
い
て
三
百
回
以
上
算
定
し
て
い
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
当
該
保
険
医
療

機
関
に
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
在
宅
患
者
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
管
理
料
を
前
三
月
間
に
お
い
て
三
十
回
以
上
算
定

し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

⑤
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
訪
問
介
護
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
、

同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
同
法
第
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る

介
護
予
防
訪
問
看
護
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
実
績
を
有
し
て
い
る
施
設
が
当
該
保
険
医
療
機
関
に
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑥
退
院
時
共
同
指
導
料
２
を
前
三
月
間
に
お
い
て
六
回
以
上
算
定
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ

る
こ
と
。

ヘ
許
可
病
床
数
が
二
百
床
（
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て

は
二
百
八
十
床
）
未
満
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ト
病
院
の
一
般
病
棟
又
は
療
養
病
棟
の
病
棟
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
室
に
お
い
て
、
退
院
患
者
に
占
め
る
、
在
宅
等
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
が
七
割
以
上
で

あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
室
に
お
い
て
、
入
院
患
者
に
占
め
る
、
自
宅
等
か
ら
入
院
し
た
も
の
の
割
合
が
一
割
五
分

以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
室
に
お
け
る
病
床
数
が
十
未
満
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
前
三

月
間
に
お
い
て
、
自
宅
等
か
ら
入
院
し
た
患
者
が
六
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
室
に
お
け
る
自
宅
等
か
ら
の
緊
急
の
入
院
患
者
の
受
入
れ
人
数
が
、
前
三
月
間
に
お
い
て

六
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
(
2
)
の
イ
及
び
ホ
及
び
ヘ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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者
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行

う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
職
員
一
を
含
む
二
以

上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、
一

日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又
は

そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
最
小
必
要
数
の
五
割
以
上
が
看
護
職
員
で

あ
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ホ
特
殊
疾
患
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
特
殊
疾
患
病
棟
入
院
料
２
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

イ
児
童
福
祉
法
第
四
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
（
主
と
し
て
肢
体
不
自

由
の
あ
る
児
童
又
は
重
症
心
身
障
害
児
を
入
所
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
法
第
六
条
の
二
の

二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
に
係
る
一
般
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

①
重
度
の
肢
体
不
自
由
児
（
者
）
等
（
脳
卒
中
の
後
遺
症
の
患
者
及
び
認
知
症
の
患
者
を
除

く
。
）
、
重
度
の
障
害
者
（
(
1
)
の
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
を
お
お
む
ね
八
割
以
上
入
院
さ
せ

る
一
般
病
棟
又
は
精
神
病
棟
で
あ
っ
て
、
病
棟
単
位
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
(
1
)
の
施
設
基
準
の
ロ
か
ら
ホ
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
特
殊
疾
患
病
棟
入
院
料
の
注
５
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
二
に
掲
げ
る
薬
剤
・
注
射
薬

十
三

緩
和
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
緩
和
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１
の
施
設
基
準

イ
主
と
し
て
悪
性
腫
瘍
の
患
者
又
は
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
を
入
院
さ
せ
、

り

緩
和
ケ
ア
を
一
般
病
棟
の
病
棟
単
位
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の

数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一

日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病

棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と

す
る
。

ハ
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
体
制
に
お
い
て
、
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
当

該
病
棟
に
お
い
て
緩
和
ケ
ア
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
悪
性
腫
瘍
の
患
者
に
対
し
て
緩
和
ケ
ア
を
行

う
場
合
に
限
る
。
）
。

ホ
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
棟
に
お
け
る
患
者
の
入
退
棟
を
判
定
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ト
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
二
項
第
五
号
及
び
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
六
十
四
条
第
二
項
第
五
号

に
規
定
す
る
選
定
療
養
と
し
て
の
特
別
の
療
養
環
境
の
提
供
に
係
る
病
室
が
適
切
な
割
合
で
あ
る
こ

の
数
が
五
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
看
護
職
員
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
3
)
看
護
補
助
者
配
置
加
算
の
施
設
基
準

イ
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
含
む
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
主
と
し
て
事

務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、
一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、

常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下

で
あ
る
こ
と
。

ロ
看
護
職
員
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
4
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
６
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

自
己
連
続
携
行
式
腹
膜
灌
流
用
灌
流
液
及
び
別
表
第
五
の
一
の
三
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
注
射
薬

か
ん

か
ん

(
1
5
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
７
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
又
は
病
室
を
含
む
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病

棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
う
ち
三
割
以
上
が
認
知
症
等
の
患
者
で
あ
る
こ
と
。

ハ
看
護
職
員
の
負
担
軽
減
及
び
処
遇
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
6
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
７
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

当
該
病
棟
又
は
病
室
を
含
む
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
三
未
満
で
あ
る
日

(
1
7
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
８
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

許
可
病
床
数
が
百
床
未
満
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
8
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
８
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
各
病
棟
又
は
病
室
を
有
す
る
各
病
棟
に
お
い
て
、
夜
間
の
救
急
外
来
を

受
診
し
た
患
者
に
対
応
す
る
た
め
、
当
該
各
病
棟
の
い
ず
れ
か
一
病
棟
に
お
い
て
夜
勤
を
行
う
看
護
職

員
の
数
が
、
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
日

イ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
患
者
の
看
護
に
支
障
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ロ
看
護
職
員
の
数
が
一
時
的
に
二
未
満
と
な
っ
た
時
間
帯
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者

の
数
が
、
看
護
職
員
一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
数
が
三
十
人
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
看
護
職
員
の
数
が
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
1
9
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
９
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

(
1
)
の
ヌ
の
基
準

十
二

特
殊
疾
患
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
特
殊
疾
患
病
棟
入
院
料
１
の
施
設
基
準

イ
脊
髄
損
傷
等
の
重
度
障
害
者
、
重
度
の
意
識
障
害
者
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
及
び
難
病
患
者

等
を
お
お
む
ね
八
割
以
上
入
院
さ
せ
る
一
般
病
棟
で
あ
っ
て
、
病
棟
単
位
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数

は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
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ヌ
精
神
科
救
急
医
療
に
係
る
実
績
を
相
当
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
科
救
急
入
院
料
の
対
象
患
者

別
表
第
十
に
掲
げ
る
患
者

(
3
)
精
神
科
救
急
入
院
料
の
注
２
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
四
に
掲
げ
る
薬
剤
・
注
射
薬

(
4
)
精
神
科
救
急
入
院
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

統
合
失
調
症
、
統
合
失
調
型
障
害
及
び
妄
想
性
障
害
又
は
気
分
（
感
情
）
障
害
の
も
の

(
5
)
精
神
科
救
急
入
院
料
の
注
５
に
規
定
す
る
看
護
職
員
夜
間
配
置
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

十
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
入
院
患
者
に
対
す
る
行
動
制
限
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る

た
め
、
医
師
、
看
護
師
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
等
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
夜
間
に
お
け
る
看
護
業
務
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
十
分
な
業
務
管
理
等
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ニ
看
護
職
員
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
6
)
精
神
科
救
急
入
院
料
の
注
５
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
三
未
満
で
あ
る
日

十
五

精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
通
則

イ
主
と
し
て
急
性
期
の
集
中
的
な
治
療
を
要
す
る
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
を
入
院
さ
せ
、
精
神
病

棟
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ハ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数
以
上
の
員

数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
院
に
他
の
精
神
病
棟
を
有
す
る
場
合
は
、
精
神
病
棟
入
院
基
本
料
の
十
対
一
入
院
基
本
料
、

十
三
対
一
入
院
基
本
料
、
十
五
対
一
入
院
基
本
料
、
十
八
対
一
入
院
基
本
料
若
し
く
は
二
十
対
一
入

院
基
本
料
又
は
特
定
入
院
料
を
算
定
し
て
い
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ホ
当
該
地
域
に
お
け
る
精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
精
神
科
救
急
医
療
施

設
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
、
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
、
か

つ
、
当
該
病
棟
に
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
十
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、

一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
師
一
を
含

む
二
以
上
（
看
護
補
助
者
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
看
護
師
の
数
は
一
）
で
あ
る
こ
と
と
す

と
。

チ
が
ん
診
療
の
拠
点
と
な
る
病
院
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
等
が
行
う
医

療
機
能
評
価
を
受
け
て
い
る
病
院
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

リ
連
携
す
る
保
険
医
療
機
関
の
医
師
・
看
護
師
等
に
対
し
て
研
修
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

ヌ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
入
院
を
希
望
す
る
患
者
の
速
や
か
な
受
入
れ
に
つ
き
十
分
な
体
制
を
有
す
る
こ
と
。

②
在
宅
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
の
提
供
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ル
次
の
い
ず
れ
か
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

①
区
分
番
号
Ａ
２
２
６
－
２
に
掲
げ
る
緩
和
ケ
ア
診
療
加
算

②
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
2
4
に
掲
げ
る
外
来
緩
和
ケ
ア
管
理
料

③
区
分
番
号
Ｃ
０
０
３
に
掲
げ
る
在
宅
が
ん
医
療
総
合
診
療
料

(
2
)
緩
和
ケ
ア
病
棟
入
院
料
２
の
施
設
基
準

(
1
)
の
イ
か
ら
リ
ま
で
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
緩
和
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
３
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
二
に
掲
げ
る
薬
剤
・
注
射
薬

十
四

精
神
科
救
急
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
精
神
科
救
急
入
院
料
の
施
設
基
準

イ
主
と
し
て
急
性
期
の
集
中
的
な
治
療
を
要
す
る
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
を
入
院
さ
せ
、
精
神
病

棟
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ハ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数
以
上
の
員

数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
棟
に
お
け
る
常
勤
の
医
師
の
数
は
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
六
又
は
そ
の
端
数

を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ホ
当
該
病
棟
に
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
医
師
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ

て
お
り
、
か
つ
、
当
該
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
五
名
以
上
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の

数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一

日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病

棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と

す
る
。

ト
当
該
地
域
に
お
け
る
精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
精
神
科
救
急
医
療
施

設
で
あ
る
こ
と
。

チ
精
神
科
救
急
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

リ
精
神
科
救
急
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
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十
五
の
二

精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
の
施
設
基
準

イ
都
道
府
県
が
定
め
る
救
急
医
療
に
関
す
る
計
画
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を

有
し
て
い
る
病
院
の
病
棟
単
位
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
主
と
し
て
急
性
期
の
集
中
的
な
治
療
を
要
す
る
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
を
入
院
さ
せ
、
精
神
病

棟
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ニ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数
以
上
の
員

数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
病
棟
に
お
け
る
常
勤
の
医
師
の
数
は
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
六
又
は
そ
の
端
数

を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
、
常
勤
の
精
神
科
医
が
五
名
以
上
配
置
さ
れ
、
か
つ
、
当

該
病
棟
に
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
三
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ト
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の

数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一

日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病

棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と

す
る
。

チ
当
該
地
域
に
お
け
る
精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
精
神
科
救
急
医
療
施

設
で
あ
る
こ
と
。

リ
精
神
科
救
急
・
合
併
症
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヌ
精
神
科
救
急
・
合
併
症
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ル
精
神
科
救
急
・
合
併
症
医
療
に
係
る
実
績
を
相
当
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
の
注
２
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
四
に
掲
げ
る
薬
剤
・
注
射
薬

(
3
)
精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
の
対
象
患
者

別
表
第
十
に
掲
げ
る
患
者

(
4
)
精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

統
合
失
調
症
、
統
合
失
調
型
障
害
及
び
妄
想
性
障
害
又
は
気
分
（
感
情
）
障
害
の
も
の

(
5
)
看
護
職
員
夜
間
配
置
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

十
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
入
院
患
者
に
対
す
る
行
動
制
限
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る

た
め
、
医
師
、
看
護
師
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
等
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
夜
間
に
お
け
る
看
護
業
務
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
十
分
な
業
務
管
理
等
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ニ
看
護
職
員
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

る
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
二
以
上
（
看
護
職
員
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
二
か
ら
当
該
看
護
職
員
の
数
を
減
じ

た
数
以
上
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場

合
は
、
一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ホ
精
神
科
急
性
期
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
精
神
科
急
性
期
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
２
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
、
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
、
か

つ
、
当
該
病
棟
に
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、

一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
師
一
を
含

む
二
以
上
（
看
護
補
助
者
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
看
護
師
の
数
は
一
）
で
あ
る
こ
と
と
す

る
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
二
以
上
（
看
護
職
員
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
二
か
ら
当
該
看
護
職
員
の
数
を
減
じ

た
数
以
上
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場

合
は
、
一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ホ
精
神
科
急
性
期
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
精
神
科
急
性
期
治
療
を
行
う
に
つ
き
適
切
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
の
注
２
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
四
に
掲
げ
る
薬
剤
・
注
射
薬

(
5
)
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
の
対
象
患
者

別
表
第
十
に
掲
げ
る
患
者

(
6
)
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

統
合
失
調
症
、
統
合
失
調
型
障
害
及
び
妄
想
性
障
害
又
は
気
分
（
感
情
）
障
害
の
も
の
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あ
る
こ
と
。

ト
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

チ
精
神
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

リ
精
神
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
療
養
病
棟
入
院
料
の
注
２
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
五
に
掲
げ
る
薬
剤
・
注
射
薬

(
3
)
重
症
者
加
算
１
の
対
象
患
者
の
状
態

Ｇ
Ａ
Ｆ
尺
度
に
よ
る
判
定
が
三
十
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
重
症
者
加
算
２
の
対
象
患
者
の
状
態

Ｇ
Ａ
Ｆ
尺
度
に
よ
る
判
定
が
四
十
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
重
症
者
加
算
１
の
施
設
基
準

当
該
地
域
に
お
け
る
精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
協
力
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
退
院
調
整
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
入
院
患
者
の
退
院
に
係
る
支
援
に
関
す
る
部
門
が
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ロ
退
院
調
整
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
7
)
精
神
保
健
福
祉
士
配
置
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
専
従
の
精
神
保
健
福
祉
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
入
院
患
者
の
退
院
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

十
七

削
除

十
八

認
知
症
治
療
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準

(
1
)
通
則

主
と
し
て
急
性
期
の
集
中
的
な
治
療
を
要
す
る
認
知
症
患
者
を
入
院
さ
せ
、
精
神
病
棟
を
単
位
と
し

て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
認
知
症
治
療
病
棟
入
院
料
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
二
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、

一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
（
看

護
補
助
者
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
看
護
職
員
の
数
は
一
以
上
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟

に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
二
以
上
（
看
護
職
員
が
夜
勤
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
二
か
ら
当
該
看
護
職
員
の
数
を
減

じ
た
数
以
上
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む

場
合
は
、
一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数

(
6
)
精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
の
注
５
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
三
未
満
で
あ
る
日

十
五
の
三

児
童
・
思
春
期
精
神
科
入
院
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
二
十
歳
未
満
の
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
を
お
お
む
ね
八
割
以
上
入
院
さ
せ
る
病
棟
（
精
神
病
棟
に

限
る
。
）
又
は
治
療
室
（
精
神
病
床
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

(
3
)
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数
以
上
の
員
数

が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
当
該
病
棟
又
は
治
療
室
に
小
児
医
療
及
び
児
童
・
思
春
期
の
精
神
医
療
に
関
し
経
験
を
有
す
る
常
勤

の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
名
は
精
神
保
健
指
定
医
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
当
該
病
棟
又
は
当
該
治
療
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
常

時
、
当
該
病
棟
又
は
当
該
治
療
室
を
有
す
る
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と

に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
又
は
当
該
治
療
室
を
有
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に

看
護
を
行
う
看
護
師
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お

け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
師
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

(
6
)
二
十
歳
未
満
の
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
対
す
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

(
7
)
二
十
歳
未
満
の
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
対
す
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し

て
い
る
こ
と
。

十
六

精
神
療
養
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
精
神
療
養
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準

イ
主
と
し
て
長
期
の
入
院
を
要
す
る
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
を
入
院
さ
せ
、
精
神
病
棟
を
単
位
と

し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
退
院
調
整
を
担
当
す
る
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数
以
上
の
員

数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
二
名
以
上
配
置
さ

れ
、
か
つ
、
当
該
病
棟
に
専
任
の
常
勤
精
神
科
医
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数

は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行
う
看
護

補
助
者
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤

を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
職
員
一
を
含
む

二
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、

一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又

は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
最
小
必
要
数
の
五
割
以
上
が
看
護
職
員
で

（ ）（ ） 701700
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へ
現
に
看
護
を
行
っ
て
い
る
病
棟
ご
と
の
看
護
職
員
の
数
と
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
と
の
割
合

を
当
該
病
棟
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

ト
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
（
保
険
診
療
に
係
る
入
院
患
者
（
短
期
滞
在
手
術
等
基

本
料
１
及
び
３
（
入
院
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
５
日
ま
で
の
期
間
に
限
る
。
）
を
算
定
し
て
い
る
患

者
、
注
７
本
文
及
び
注
９
の
規
定
に
よ
り
療
養
病
棟
入
院
料
１
の
例
に
よ
り
算
定
し
て
い
る
患
者
を

除
く
。
）
を
基
礎
に
計
算
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
(
3
)
の
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
二
十
四
日
以
内
で

あ
る
こ
と
。

(
3
)
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
２
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、

一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
四
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
が
六
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

ニ
(
2
)
の
イ
、
ニ
及
び
へ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
一
般
病
棟
看
護
必
要
度
評
価
加
算
の
施
設
基
準

イ
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
１
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
加
算
を
算
定
す
る
患
者
に
つ
い
て
測
定
し
た
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度

Ⅰ
又
は
Ⅱ
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
当
該
看
護
必
要
度
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
の
注
７
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
病
室
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
四
分
以
上
入

院
さ
せ
る
病
室
で
あ
る
こ
と
。

②
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
提
出
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ

っ
て
、
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
の
基
準
を
満
た
す
患
者
を
一
割
一
分
以

上
入
院
さ
せ
る
病
室
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
室
に
お
い
て
、
入
院
患
者
に
占
め
る
、
自
宅
等
か
ら
入
院
し
た
も
の
の
割
合
が
一
割
五

分
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
室
に
お
け
る
病
床
数
が
十
未
満
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、

前
三
月
間
に
お
い
て
、
自
宅
等
か
ら
入
院
し
た
患
者
が
六
以
上
で
あ
る
こ
と
。

④
当
該
病
室
に
お
け
る
自
宅
等
か
ら
の
緊
急
の
入
院
患
者
の
受
入
れ
人
数
が
、
前
三
月
間
に
お
い

て
六
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

⑤
次
の
い
ず
れ
か
二
つ
以
上
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

１
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅰ
)
及
び
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅱ
)
を
前
三
月
間
に
お
い
て
三
十

回
以
上
算
定
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

２
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
、
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
、
精
神
科
訪
問
看

護
・
指
導
料
(
Ⅰ
)
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
・
指
導
料
(
Ⅲ
)
を
前
三
月
間
に
お
い
て
六
十
回
以
上

が
二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
認
知
症
治
療
病
棟
入
院
料
２
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、

一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
以
上
で
あ

る
こ
と
と
す
る
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

院
患
者
の
数
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合
は
、
一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う

看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
退
院
調
整
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
入
院
患
者
の
退
院
に
係
る
支
援
に
関
す
る
部
門
が
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ロ
退
院
調
整
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
認
知
症
夜
間
対
応
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
が
三
以
上
（
看
護
職
員
が
夜
勤
を
行
う
場
合

に
お
い
て
は
、
三
か
ら
当
該
看
護
職
員
の
数
を
減
じ
た
数
以
上
）
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
入
院
患
者
に
対
す
る
行
動
制
限
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る

た
め
、
医
師
、
看
護
師
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
等
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

(
6
)
認
知
症
治
療
病
棟
入
院
料
の
注
４
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
二
に
掲
げ
る
薬
剤
・
注
射
薬

十
九

特
定
一
般
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域

(
2
)
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
１
の
施
設
基
準

イ
一
般
病
棟
（
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第
一
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
病
院
の
病
棟
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

の
数
が
十
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、

一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以
上
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

ハ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
七
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ニ
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
労
働
時
間
が
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
夜
勤
に
つ
い
て
は
、
看
護
師
一
を
含
む
二
以
上
の
数
の
看
護
職
員
が
行
う
こ
と
。
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ハ
当
該
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
二
名
以
上
配
置
さ

れ
、
か
つ
、
当
該
病
棟
に
専
任
の
常
勤
精
神
科
医
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
、
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
、
作
業

療
法
士
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端

数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看

護
職
員
、
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
、
作
業
療
法
士
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
が
本
文
に
規
定
す

る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
、
看
護

補
助
者
、
作
業
療
法
士
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
の
数
は
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
職
員

一
を
含
む
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
主
と
し
て
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
を
含
む
場
合

は
、
一
日
に
事
務
的
業
務
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
二

百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ホ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
、
看
護
補
助
者
、
作
業
療
法
士
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
の
最
小

必
要
数
の
六
割
以
上
が
看
護
職
員
、
作
業
療
法
士
又
は
精
神
保
健
福
祉
士
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
、
作
業
療
法
士
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
の
最
小
必
要
数
（
当
該

必
要
数
が
看
護
職
員
数
を
上
回
る
場
合
に
は
看
護
職
員
数
）
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

ト
当
該
病
棟
に
専
従
の
常
勤
の
精
神
保
健
福
祉
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
病

棟
に
専
任
の
常
勤
の
精
神
保
健
福
祉
士
が
一
名
以
上
（
入
院
患
者
数
が
四
十
を
超
え
る
場
合
は
二
名

以
上
）
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

チ
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
の
退
院
に
係
る
支
援
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

リ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
入
院
患
者
の
退
院
に
係
る
支
援
に
関
す
る
部
門
が
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ヌ
長
期
の
入
院
患
者
の
当
該
病
棟
か
ら
の
退
院
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
精

神
病
床
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

ル
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
重
症
者
加
算
１
の
対
象
患
者
の
状
態

Ｇ
Ａ
Ｆ
尺
度
に
よ
る
判
定
が
三
十
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
重
症
者
加
算
２
の
対
象
患
者
の
状
態

Ｇ
Ａ
Ｆ
尺
度
に
よ
る
判
定
が
四
十
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
重
症
者
加
算
１
の
施
設
基
準

当
該
地
域
に
お
け
る
精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
協
力
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
5
)
地
域
移
行
機
能
強
化
病
棟
入
院
料
の
注
４
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
五
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
注
射
薬

第
十

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
施
設
基
準
等

一
通
則

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
を
算
定
す
る
手
術
等
は
、
別
表
第
十
一
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
１
の
施
設
基
準

(
1
)
局
所
麻
酔
に
よ
る
短
期
滞
在
手
術
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

算
定
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

３
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
の
費
用
の
額
の
算
定
方
法
に
規
定
す
る
訪
問
看
護

基
本
療
養
費
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
を
前
三
月
間
に
お
い
て
三
百
回
以
上
算
定
し

て
い
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
当
該
保
険
医
療
機
関
に
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

４
在
宅
患
者
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
管
理
料
を
前
三
月
間
に
お
い
て
三
十
回
以
上
算

定
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

５
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
訪
問
介
護
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
、

同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
同
法
第
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す

る
介
護
予
防
訪
問
看
護
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
実
績
を
有
し
て
い
る
施
設
が
当
該
保
険
医
療
機
関
に
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

６
退
院
時
共
同
指
導
料
２
を
前
三
月
間
に
お
い
て
六
回
以
上
算
定
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で

あ
る
こ
と
。

⑥
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
適
切
な
意
思
決
定
支
援
に
関
す
る
指
針
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

⑦
許
可
病
床
数
が
二
百
八
十
床
未
満
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
業
務
を
担
う
部
門
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
当
該
部
門
に
入
退
院
支
援
及
び
地
域
連
携
に
係
る
業
務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
従

の
看
護
師
又
は
専
従
の
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
当
該
部
門
に
専
従
の
看
護
師
が
配

置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
専
任
の
社
会
福
祉
士
が
、
専
従
の
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
い

る
場
合
に
あ
っ
て
は
専
任
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
室
を
含
む
病
棟
に
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
が
一
名
以
上
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
デ
ー
タ
提
出
加
算
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

へ
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症

候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
又
は
が
ん
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る

こ
と
。

ト
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

チ
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

リ
当
該
病
室
に
お
い
て
、
退
院
患
者
に
占
め
る
、
自
宅
等
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
が
七
割
以
上
で

あ
る
こ
と
。

(
6
)
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
の
注
８
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

自
己
連
続
携
行
式
腹
膜
灌
流
用
灌
流
液
及
び
別
表
第
五
の
一
の
三
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
注
射
薬

か
ん

か
ん

二
十

地
域
移
行
機
能
強
化
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
地
域
移
行
機
能
強
化
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準

イ
主
と
し
て
精
神
疾
患
に
よ
り
長
期
に
入
院
し
て
い
た
患
者
で
あ
っ
て
、
退
院
に
向
け
た
集
中
的
な

支
援
を
特
に
必
要
と
す
る
も
の
を
入
院
さ
せ
、
精
神
病
棟
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
医
療
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数
以
上
の
員

数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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第
八
の
一
の
(
1
)
の
ヘ
の
②
、
第
八
の
一
の
(
2
)
の
イ
（
(
1
)
の
ヘ
の
②
に
限
る
。
）
及
び
第
八
の
一
の
(
3
)

の
イ
（
(
1
)
の
ヘ
の
②
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

五
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
次
の
(
1
)
か
ら
(
1
6
)
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
係
る
届
出
を
行
っ

て
い
る
病
棟
又
は
病
室
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
次
の
(
1
)
か
ら
(
1
6
)
ま
で
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
(
1
)
か
ら
(
1
6
)
ま
で
に
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

(
1
)
急
性
期
一
般
入
院
料
１

第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
②
の
１

(
2
)
急
性
期
一
般
入
院
料
２

第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
③
の
１

(
3
)
急
性
期
一
般
入
院
料
３

第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
④
の
１

(
4
)
急
性
期
一
般
入
院
料
５

第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
⑥

(
5
)
急
性
期
一
般
入
院
料
６

第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
⑦

(
6
)
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
の
七
対
一
入
院
基
本
料

第
五
の
四
の
(
1
)
の
イ
の
③

(
7
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
一
般
病
棟
の
七
対
一
入
院
基
本
料

第
五
の
五
の
(
1
)
の
イ
の
①
の

４

(
8
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
５
の
イ

第
五
の
五
の
(
4
)
の
イ
の
②

(
9
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
５
の
ロ

第
五
の
五
の
(
4
)
の
ロ
の
②

(
1
0
)
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
５
の
ハ

第
五
の
五
の
(
4
)
の
ハ
の
②

(
1
1
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
七
対
一
入
院
基
本
料

第
五
の
六
の
(
2
)
の
イ
の
④

(
1
2
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
３
の
イ

第
五
の
六
の
(
3
)
の
イ
の
②

(
1
3
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
３
の
ロ

第
五
の
六
の
(
3
)
の
ロ
の
②

(
1
4
)
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
３
の
ハ

第
五
の
六
の
(
3
)
の
ハ
の
②

(
1
5
)
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料

第
九
の
十
一
の
二
の
(
1
)
の
ハ

(
1
6
)
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
の
注
７

第
九
の
十
九
の
(
5
)
の
ロ
の
①
又
は
②

六
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
急
性
期
一
般
入
院
料
４
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
に

つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
⑤
に
該
当
す
る
も
の

と
み
な
す
。

七
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
急
性
期
一
般
入
院
料
１
又
は
２
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る

保
険
医
療
機
関
（
許
可
病
床
数
が
二
百
床
未
満
の
保
険
医
療
機
関
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
第
五
の
二
の
(

1
)
の
イ
の
③
又
は
第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
④
の
届
出
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
③
の
１
の
(
一
)
中
「
二
割
八
分
」
と
あ
る
の
は
「
二
割
六

分
」
と
、
第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
③
の
１
の
(
二
)
中
「
二
割
六
分
」
と
あ
る
の
は
「
二
割
四
分
」
と
、
第

五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
④
の
１
の
(
一
)
中
「
二
割
五
分
」
と
あ
る
の
は
「
二
割
三
分
」
と
、
第
五
の
二
の
(

1
)
の
イ
の
④
の
１
の
(
二
)
中
「
二
割
三
分
」
と
あ
る
の
は
「
二
割
一
分
」
と
す
る
。

八
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
急
性
期
一
般
入
院
料
３
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医

療
機
関
（
許
可
病
床
数
が
二
百
床
未
満
の
保
険
医
療
機
関
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ

の
④
の
届
出
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
五
の
二
の
(
1
)

の
イ
の
④
の
１
の
(
一
)
中
「
二
割
五
分
」
と
あ
る
の
は
「
二
割
三
分
」
と
、
第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
④
の

１
の
(
二
)
中
「
二
割
三
分
」
と
あ
る
の
は
「
二
割
一
分
」
と
す
る
。

九
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
急
性
期
一
般
入
院
料
４
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医

(
2
)
短
期
滞
在
手
術
を
行
う
に
つ
き
回
復
室
そ
の
他
適
切
な
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
回
復
室
に
お
け
る
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
回
復
室
の
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を

増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
２
の
施
設
基
準

(
1
)
全
身
麻
酔
、
硬
膜
外
麻
酔
又
は
脊
椎
麻
酔
に
よ
る
短
期
滞
在
手
術
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
短
期
滞
在
手
術
を
行
う
に
つ
き
適
切
な
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第
一
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病

棟
を
有
す
る
病
院
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
歯
科
点
数
表
の
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
注
１
の
規
定

に
よ
り
医
科
点
数
表
の
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

四
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第
一
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟

を
有
す
る
病
院
又
は
診
療
所
で
な
い
こ
と
。

五
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
注
５
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

別
表
第
五
の
一
の
三
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
注
射
薬

第
十
一

経
過
措
置

一
看
護
職
員
の
確
保
が
特
に
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
保
険
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
第
五
の
四
の
二

の
(
2
)
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
当
分
の
間
は
、
第
九
の
九
の
(
1
)
の
ロ
中
「
医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
の
員
数
以

上
の
員
数
（
同
令
第
五
十
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
間
、
こ
の
規
定
に
よ
り
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
）
」
と
、
第
九
の
十
四
の
(
1
)
の
ロ
、
第
九
の
十
五
の
(
1
)
の
ロ
、
第
九
の
十
五

の
二
の
(
1
)
の
ハ
及
び
第
九
の
十
五
の
三
の
(
2
)
中
「
医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
の

員
数
以
上
の
員
数
（
同
令
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
間
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら

の
規
定
に
よ
り
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
医
師
の
員
数
以
上
の
員
数
）
」
と
、
第
九
の
十
四
の
(
1
)
の
ハ
、

第
九
の
十
五
の
(
1
)
の
ハ
、
第
九
の
十
五
の
二
の
(
1
)
の
ニ
、
第
九
の
十
五
の
三
の
(
3
)
及
び
第
九
の
十
六
の

(
1
)
の
ハ
中
「
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数
以
上
の
員
数
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員

数
以
上
の
員
数
（
医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
八

号
）
附
則
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
間
、
こ

の
規
定
に
よ
り
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数
以
上
の
員
数
）
」
と
す
る
。

三
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
保
険
医
療
機
関
が
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
病
棟

（
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
七
対
一
入
院
基
本
料
若
し
く
は
十
対
一
入
院
基
本
料
、
特
定
機
能
病
院
入
院
基

本
料
又
は
専
門
病
院
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
に
限
る
。
）
に
入
院
す
る
特
定
患
者
（
診
療
報
酬
の

算
定
方
法
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
七
号
）
に
よ
る
改
正
前
の

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
別
表
第
一
区
分
番
号
Ａ
１
０
０
の
注
８
に
規
定
す
る
特
定
患
者
を
い
う
。
）
に
つ

い
て
は
、
当
分
の
間
、
医
療
区
分
３
と
み
な
す
。

四
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
と
同
一
建
物
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
設
置
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
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び
第
八
の
七
の
三
の
(
4
)
の
ロ
（
(
1
)
の
ヘ
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

十
六

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
看
護
職
員
夜
間
配
置
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保

険
医
療
機
関
（
急
性
期
一
般
入
院
料
７
又
は
十
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療

機
関
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
八
の
七
の
四
の
(
1
)
の
ニ
、
第

八
の
七
の
四
の
(
2
)
（
(
1
)
の
ニ
に
限
る
。
）
及
び
第
八
の
七
の
四
の
(
3
)
の
ロ
（
(
1
)
の
ニ
に
限
る
。
）
に

該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

十
七

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
看
護
補
助
加
算
１
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療

機
関
（
地
域
一
般
入
院
料
１
若
し
く
は
地
域
一
般
入
院
料
２
又
は
十
三
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を

行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
八
の

十
三
の
(
1
)
の
ハ
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

十
八

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
入
退
院
支
援
加
算
３
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医

療
機
関
で
あ
っ
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
令
和

二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
（
以
下
「
旧
告
示

」
と
い
う
。
）
第
八
の
三
十
五
の
六
の
(
3
)
の
ロ
の
規
定
に
よ
り
配
置
さ
れ
て
い
る
専
従
の
看
護
師
に
つ
い

て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
八
の
三
十
五
の
六
の
(
3
)
の
ロ
に
規
定
す
る
小
児

患
者
の
在
宅
移
行
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

十
九

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
に
係
る
届

出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
九
の
十
の
(
2
)
の

ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

二
十

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
又
は
３
に

係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
第
九
の

十
の
(
2
)
の
リ
又
は
第
九
の
十
の
(
4
)
の
ホ
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

二
十
一

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
小
児
入
院
医
療
管
理
料
５
又
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
を
届
け
出
て
い
る
病
棟
（
特
定
機
能
病
院
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
九
の
九
の
(
6
)
の
ニ
又
は
第
九
の
十
の
(
1
)
の
ヌ
に
該
当
す
る
も
の
と

み
な
す
。

二
十
二

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い

る
病
棟
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
九
の
十
一
の
二
の
(
1
)
の
ニ
に
該

当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

二
十
三

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い

る
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
（
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
同

年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
九
の
十
一
の
二
の
(
1
)
の
ヌ
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

二
十
四

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い

る
病
棟
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
九
の
十
一
の
二
の
(
1
)
の
ル
に
該
当
す
る

も
の
と
み
な
す
。

二
十
五

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１
若
し
く
は
地
域
包
括
ケ

ア
入
院
医
療
管
理
料
１
又
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
３
若
し
く
は
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料

３
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
又
は
病
室
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
そ

療
機
関
（
許
可
病
床
数
が
二
百
床
未
満
の
保
険
医
療
機
関
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ

の
⑤
の
届
出
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
五
の
二
の
(
1
)

の
イ
の
⑤
の
１
中
「
二
割
二
分
」
と
あ
る
の
は
「
二
割
」
と
、
第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
⑤
の
２
中
「
二
割

」
と
あ
る
の
は
「
一
割
八
分
」
と
す
る
。

十
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
次
の
(
1
)
か
ら
(
3
)
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
係
る
届
出
を
行
っ

て
い
る
病
棟
（
許
可
病
床
が
二
百
床
未
満
の
保
険
医
療
機
関
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
次
の
(
1
)
か
ら
(
3
)
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
(
1
)
か
ら
(
3
)
ま

で
に
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

(
1
)
療
養
病
棟
入
院
基
本
料

第
五
の
三
の
(
1
)
の
イ
の
⑧

(
2
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
５

第
九
の
十
の
(
6
)
の
ロ

(
3
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
６

第
九
の
十
の
(
7
)

十
一

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
次
の
(
1
)
か
ら
(
3
)
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
係
る
届
出
を
行

っ
て
い
る
病
棟
に
つ
い
て
、
急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
、
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
（
一
般
病
棟
に
限

る
。
）
、
専
門
病
院
入
院
基
本
料
（
十
三
対
一
入
院
基
本
料
を
除
く
。
）
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
入
院
料
１
か
ら
４
ま
で
又
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
病
棟
若
し
く
は
地
域
包
括

ケ
ア
入
院
医
療
管
理
料
を
算
定
す
る
病
室
の
い
ず
れ
も
有
し
な
い
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
療
養
病
棟

入
院
料
１
若
し
く
は
２
を
算
定
す
る
病
棟
、
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
1
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る

病
棟
又
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
５
若
し
く
は
６
を
算
定
す
る
病
棟
の
い
ず
れ
か
を

有
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
病
棟
の
病
床
数
の
合
計
が
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
二
百
床
未
満

で
あ
り
、
か
つ
、
デ
ー
タ
提
出
加
算
の
届
出
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が

あ
る
も
の
に
限
り
、
当
分
の
間
、
次
の
(
1
)
か
ら
(
3
)
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
(
1
)
か
ら
(
3
)

ま
で
に
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

(
1
)
療
養
病
棟
入
院
基
本
料

第
五
の
三
の
(
1
)
の
イ
の
⑧

(
2
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
５

第
九
の
十
の
(
6
)
の
ロ

(
3
)
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
６

第
九
の
十
の
(
7
)

十
二

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
急
性
期
一
般
入
院
料
１
か
ら
６
ま
で
に
係
る
届
出
を
行
っ

て
い
る
病
棟
（
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
保
険
医
療
機
関
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
五
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
①
の
５
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

十
三

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟

に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
五
の
三
の
(
1
)
の
イ
の
⑥
及
び
⑦
に
該
当
す
る
も

の
と
み
な
す
。

十
四

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
総
合
入
院
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
八
の
一
の
(
1
)
の
チ
、
第
八
の
一
の
(
2
)

の
イ
（
(
1
)
の
チ
に
限
る
。
）
及
び
第
八
の
一
の
(
3
)
の
ホ
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

十
五

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る

保
険
医
療
機
関
（
急
性
期
一
般
入
院
料
７
又
は
十
対
一
入
院
基
本
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医

療
機
関
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
八
の
七
の
三
の
(
1
)
の
ヘ
、

第
八
の
七
の
三
の
(
2
)
（
(
1
)
の
ヘ
に
限
る
。
）
、
第
八
の
七
の
三
の
(
3
)
の
ロ
（
(
1
)
の
ヘ
に
限
る
。
）
及
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Ｊ
０
８
７

上
顎
洞
根
治
手
術

別
表
第
二

平
均
在
院
日
数
の
計
算
対
象
と
し
な
い
患
者

一
精
神
科
身
体
合
併
症
管
理
加
算
を
算
定
す
る
患
者

二
救
命
救
急
入
院
料
（
広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
料
に
限
る
。
）
を
算
定
す
る
患
者

三
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
（
広
範
囲
熱
傷
特
定
集
中
治
療
管
理
料
に
限
る
。
）
を
算
定
す
る
患
者

四
小
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
を
算
定
す
る
患
者

五
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
を
算
定
す
る
患
者

六
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
を
算
定
す
る
患
者

七
新
生
児
治
療
回
復
室
入
院
医
療
管
理
料
を
算
定
す
る
患
者

八
一
類
感
染
症
患
者
入
院
医
療
管
理
料
を
算
定
す
る
患
者

九
特
殊
疾
患
入
院
医
療
管
理
料
を
算
定
す
る
患
者

十
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

十
一

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

十
二

特
殊
疾
患
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

十
三

緩
和
ケ
ア
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

十
四

精
神
科
救
急
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

十
五

精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

十
六

精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

十
七

児
童
・
思
春
期
精
神
科
入
院
医
療
管
理
料
を
算
定
す
る
患
者

十
八

精
神
療
養
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

十
八
の
二

地
域
移
行
機
能
強
化
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

十
九

一
般
病
棟
（
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
、
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
（
一
般
病
棟
に
限
る
。
）
又
は

専
門
病
院
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
病
棟
を
除
く
。
）
に
入
院
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
九
十
日
を
超
え
て

入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
医
科
点
数
表
第
一
章
第
二
部
第
一
節
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注

５
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
状
態
等
に
あ
る
も
の

二
十

一
般
病
棟
に
入
院
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
九
十
日
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
医
科

点
数
表
第
一
章
第
二
部
第
一
節
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
1
1
、
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料
の
注
９
又

は
専
門
病
院
入
院
基
本
料
の
注
８
の
規
定
に
よ
り
療
養
病
棟
入
院
料
１
の
例
に
よ
り
算
定
し
て
い
る
患
者

二
十
一

認
知
症
治
療
病
棟
入
院
料
を
算
定
し
て
い
る
患
者

二
十
二

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
１
及
び
３
（
入
院
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
日
ま
で
の
期
間
に
限

る
。
）
を
算
定
し
て
い
る
患
者

二
十
三

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第
一
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の

病
棟
を
有
す
る
病
院
に
お
い
て
、
別
表
第
十
一
の
二
に
規
定
す
る
手
術
を
行
っ
た
患
者
（
入
院
し
た
日
の

翌
日
ま
で
に
退
院
し
た
患
者
に
限
る
。
）
又
は
別
表
第
十
一
の
三
に
規
定
す
る
手
術
、
検
査
又
は
放
射
線

治
療
を
行
っ
た
患
者
（
入
院
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
日
ま
で
に
退
院
し
た
患
者
に
限
る
。
）

別
表
第
三

看
護
配
置
基
準
の
計
算
対
象
と
し
な
い
治
療
室
、
病
室
又
は
専
用
施
設

一
救
命
救
急
入
院
料
に
係
る
治
療
室

二
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
に
係
る
治
療
室

れ
ぞ
れ
第
九
の
十
一
の
二
の
(
2
)
の
ハ
、
ニ
及
び
ホ
若
し
く
は
第
九
の
十
一
の
二
の
(
3
)
の
ロ
、
ハ
及
び
ニ

（
(
2
)
の
ホ
に
限
る
。
）
又
は
第
九
の
十
一
の
二
の
(
6
)
（
(
2
)
の
ハ
、
ニ
及
び
ホ
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第

九
の
十
一
の
二
の
(
7
)
の
イ
（
(
2
)
の
ホ
に
限
る
。
）
及
び
ロ
（
(
3
)
の
ロ
及
び
ハ
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る

も
の
と
み
な
す
。

二
十
六

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
の
注
７
に
係
る
届
出
を
行
っ
て

い
る
病
棟
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
九
の
十
九
の
(
5
)
の
ロ
の
③
か
ら
⑥
ま

で
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

二
十
七

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
の
注
７
に
係
る
届
出
を
行
っ
て

い
る
病
棟
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
九
の
十
九
の
(
5
)
の
ハ
に
該
当

す
る
も
の
と
み
な
す
。

二
十
八

旧
告
示
別
表
第
六
の
二
に
規
定
す
る
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
令
和
二
年
三

月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
緩
和
ケ
ア
診
療
加
算
の
注
２
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
加
算
の
注
２
、
褥
瘡

じ
よ
く
そ
う

ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
加
算
の
注
２
、
入
退
院
支
援
加
算
の
注
５
、
精
神
疾
患
診
療
体
制
加
算
、
精
神
科

急
性
期
医
師
配
置
加
算
（
旧
告
示
第
八
の
三
十
五
の
九
の
(
2
)
の
イ
を
満
た
す
も
の
と
し
て
届
出
を
行
っ
て

い
る
場
合
に
限
る
。
）
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
（
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
２
若
し
く
は
４
又

は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
２
を
除
く
。
）
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
注
２
又
は
特
定
一

般
病
棟
入
院
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
別

表
第
六
の
二
に
規
定
す
る
地
域
に
所
在
す
る
も
の
と
み
な
す
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
十
五
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一

地
域
歯
科
診
療
支
援
病
院
歯
科
初
診
料
に
係
る
手
術

Ｊ
０
１
３

口
腔
内
消
炎
手
術
（
顎
炎
又
は
顎
骨
骨
髄
炎
等
に
限
る
。
）

く
う

Ｊ
０
１
６

口
腔
底
悪
性
腫
瘍
手
術

く
う

Ｊ
０
１
８

舌
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｊ
０
３
１

口
唇
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｊ
０
３
２

口
腔
、
顎
、
顔
面
悪
性
腫
瘍
切
除
術

く
う

Ｊ
０
３
５

頬
粘
膜
悪
性
腫
瘍
手
術

き
よ
う

Ｊ
０
３
６

術
後
性
上
顎
嚢
胞
摘
出
術

の
う

Ｊ
０
３
９

上
顎
骨
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｊ
０
４
２

下
顎
骨
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｊ
０
４
３

顎
骨
腫
瘍
摘
出
術

Ｊ
０
６
６

歯
槽
骨
骨
折
観
血
的
整
復
術

Ｊ
０
６
８

上
顎
骨
折
観
血
的
手
術

Ｊ
０
６
９

上
顎
骨
形
成
術

Ｊ
０
７
０

頬
骨
骨
折
観
血
的
整
復
術

き
よ
う

Ｊ
０
７
２

下
顎
骨
折
観
血
的
手
術

Ｊ
０
７
２
－
２

下
顎
関
節
突
起
骨
折
観
血
的
手
術

Ｊ
０
７
５

下
顎
骨
形
成
術

Ｊ
０
７
６

顔
面
多
発
骨
折
観
血
的
手
術
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酸
素
テ
ン
ト

皮
膚
科
軟
膏
処
置

こ
う

膀
胱
洗
浄

ぼ
う
こ
う

留
置
カ
テ
ー
テ
ル
設
置

導
尿

膣
洗
浄

ち
つ

眼
処
置

耳
処
置

耳
管
処
置

鼻
処
置

口
腔
、
咽
頭
処
置

く
う

間
接
喉
頭
鏡
下
喉
頭
処
置

ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

超
音
波
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

介
達
牽
引

け
ん

消
炎
鎮
痛
等
処
置

鼻
腔
栄
養

く
う

長
期
療
養
患
者
褥
瘡
等
処
置

じ
よ
く
そ
う

三
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
な
い
除
外
薬
剤
（
特
定
入
院
基
本
料
に
係
る
場
合
を
除
く
。
）

抗
悪
性
腫
瘍
剤
（
悪
性
新
生
物
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
及
び

り

疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
医
療
用
麻
薬

と
う

四
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
な
い
注
射
薬
（
特
定
入
院
基
本
料
に
係
る
場
合
を
除
く
。
）

抗
悪
性
腫
瘍
剤
（
悪
性
新
生
物
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
、
エ

り

リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
（
人
工
腎
臓
又
は
腹
膜
灌
流
を
受
け
て
い
る
患
者
の
う
ち
腎
性
貧
血
状
態
に
あ
る
も
の

か
ん

に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
、
ダ
ル
ベ
ポ
エ
チ
ン
（
人
工
腎
臓
又
は
腹
膜
灌
流
を
受
け
て
い

か
ん

る
患
者
の
う
ち
腎
性
貧
血
状
態
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
、
エ
ポ
エ
チ
ン
ベ

ー
タ
ペ
ゴ
ル
（
人
工
腎
臓
又
は
腹
膜
灌
流
を
受
け
て
い
る
患
者
の
う
ち
腎
性
貧
血
状
態
に
あ
る
も
の
に
対

か
ん

し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
及
び
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
医
療
用
麻
薬

と
う

別
表
第
五
の
一
の
二

特
定
入
院
基
本
料
、
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
、
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
６
の

点
数
及
び
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
な
い
除
外
薬
剤
・
注
射
薬
並
び
に
特
殊
疾
患
入
院

医
療
管
理
料
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
、
特
殊
疾
患
病
棟
入
院
料
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
入

院
料
及
び
認
知
症
治
療
病
棟
入
院
料
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限

る
。
）

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
及
び
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
又
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

血
友
病
の
治
療
に
係
る
血
液
凝
固
因
子
製
剤
及
び
血
液
凝
固
因
子
抗
体
迂
回
活
性
複
合
体

う

別
表
第
五
の
一
の
三

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
、
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
及
び
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料

三
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
に
係
る
治
療
室

四
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
に
係
る
治
療
室

五
小
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
に
係
る
治
療
室

六
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
に
係
る
治
療
室

七
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
に
係
る
治
療
室

八
新
生
児
治
療
回
復
室
入
院
医
療
管
理
料
に
係
る
治
療
室

九
一
類
感
染
症
患
者
入
院
医
療
管
理
料
に
係
る
治
療
室

十
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
１
に
係
る
回
復
室

十
一

外
来
化
学
療
法
加
算
に
係
る
専
用
施
設

別
表
第
四

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
等
に
あ
る
患
者

一
難
病
患
者
等
入
院
診
療
加
算
を
算
定
す
る
患
者

二
重
症
者
等
療
養
環
境
特
別
加
算
を
算
定
す
る
患
者

三
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
（
脳
卒
中
の
後
遺
症
の
患
者
及
び
認
知
症
の
患
者
を
除
く
。
）
、
脊
髄
損
傷
等

の
重
度
障
害
者
（
脳
卒
中
の
後
遺
症
の
患
者
及
び
認
知
症
の
患
者
を
除
く
。
）
、
重
度
の
意
識
障
害
者
、

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
及
び
難
病
患
者
等

四
悪
性
新
生
物
に
対
す
る
治
療
（
重
篤
な
副
作
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
等
に
限
る
。
）
を
実
施
し
て
い

る
状
態
に
あ
る
患
者

五
観
血
的
動
脈
圧
測
定
を
実
施
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
患
者

六
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症
候
群

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
又
は
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
を

実
施
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
患
者
（
患
者
の
入
院
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
八
十
日
ま
で
の
間
に
限
る
。
）

七
ド
レ
ー
ン
法
又
は
胸
腔
若
し
く
は
腹
腔
の
洗
浄
を
実
施
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
患
者

く
う

く
う

八
頻
回
に
喀
痰
吸
引
及
び
干
渉
低
周
波
去
痰
器
に
よ
る
喀
痰
排
出
を
実
施
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
患
者

か
く
た
ん

た
ん

か
く
た
ん

九
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
患
者

十
人
工
腎
臓
、
持
続
緩
徐
式
血
液
濾
過
又
は
血
漿
交
換
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
患
者

ろ
し
よ
う

十
一

全
身
麻
酔
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
麻
酔
を
用
い
る
手
術
を
実
施
し
、
当
該
疾
病
に
係
る
治
療
を
継
続

し
て
い
る
状
態
（
当
該
手
術
を
実
施
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
る
。
）
に
あ
る
患
者

別
表
第
五

特
定
入
院
基
本
料
、
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
、
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
６
の
点
数
及
び

有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
る
画
像
診
断
及
び
処
置
並
び
に
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
な
い
除
外

薬
剤
・
注
射
薬

一
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
画
像
診
断

写
真
診
断
（
単
純
撮
影
（
エ
ッ
ク
ス
線
診
断
料
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）

撮
影
（
単
純
撮
影
（
エ
ッ
ク
ス
線
診
断
料
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）

二
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
処
置

創
傷
処
置
（
手
術
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
以
内
の
患
者
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
）

喀
痰
吸
引

か
く
た
ん

摘
便

酸
素
吸
入
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中
心
静
脈
注
射
を
実
施
し
て
い
る
状
態

二
十
四
時
間
持
続
し
て
点
滴
を
実
施
し
て
い
る
状
態

人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態

ド
レ
ー
ン
法
又
は
胸
腔
若
し
く
は
腹
腔
の
洗
浄
を
実
施
し
て
い
る
状
態

く
う

く
う

気
管
切
開
又
は
気
管
内
挿
管
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
発
熱
を
伴
う
状
態

酸
素
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（
密
度
の
高
い
治
療
を
要
す
る
状
態
に
限
る
。
）

感
染
症
の
治
療
の
必
要
性
か
ら
隔
離
室
で
の
管
理
を
実
施
し
て
い
る
状
態

別
表
第
五
の
三

療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
入
院
料
Ｄ
、
入
院
料
Ｅ
及
び
入
院
料
Ｆ
並
び
に
有
床
診
療
所
療
養

病
床
入
院
基
本
料
の
入
院
基
本
料
Ｂ
及
び
入
院
基
本
料
Ｃ
に
係
る
疾
患
及
び
状
態
等

一
対
象
疾
患
の
名
称

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症

多
発
性
硬
化
症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大

ひ

脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
ホ
ー
エ
ン
・
ヤ
ー
ル
の
重
症
度
分
類
が
ス
テ
ー
ジ
三
以
上

で
あ
っ
て
生
活
機
能
障
害
度
が
Ⅱ
度
又
は
Ⅲ
度
の
状
態
に
限
る
。
）
）
そ
の
他
の
指
定
難
病
等
（
ス
モ
ン

を
除
く
。
）

脊
髄
損
傷
（
頸
椎
損
傷
を
原
因
と
す
る
麻
痺
が
四
肢
全
て
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

け
い

ひ

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
ヒ
ュ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
分
類
が
Ⅴ
度
の
状
態
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）

悪
性
腫
瘍
（
医
療
用
麻
薬
等
の
薬
剤
投
与
に
よ
る
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
場
合
に
限
る
。
）

と
う

二
対
象
と
な
る
状
態

肺
炎
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

尿
路
感
染
症
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

傷
病
等
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
状
態
（
原
因
と
な
る
傷
病
等
の
発
症
後
、
三
十
日
以

内
の
場
合
で
、
実
際
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

脱
水
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
か
つ
発
熱
を
伴
う
状
態

消
化
管
等
の
体
内
か
ら
の
出
血
が
反
復
継
続
し
て
い
る
状
態

頻
回
の
嘔
吐
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
か
つ
発
熱
を
伴
う
状
態

お
う

褥
瘡
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（
皮
膚
層
の
部
分
的
喪
失
が
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
褥

じ
よ
く
そ
う

じ
よ
く

瘡
が
二
箇
所
以
上
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

そ
う

末
梢
循
環
障
害
に
よ
る
下
肢
末
端
の
開
放
創
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

し
よ
う

せ
ん
妄
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

う
つ
症
状
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

他
者
に
対
す
る
暴
行
が
毎
日
認
め
ら
れ
る
状
態

人
工
腎
臓
、
持
続
緩
徐
式
血
液
濾
過
、
腹
膜
灌
流
又
は
血
漿
交
換
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態

ろ
か
ん

し
よ
う

経
鼻
胃
管
や
胃
瘻
等
の
経
腸
栄
養
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
発
熱
又
は
嘔
吐
を
伴
う
状
態

ろ
う

お
う

一
日
八
回
以
上
の
喀
痰
吸
引
を
実
施
し
て
い
る
状
態

か
く
た
ん

気
管
切
開
又
は
気
管
内
挿
管
が
行
わ
れ
て
い
る
状
態
（
発
熱
を
伴
う
状
態
を
除
く
。
）

頻
回
の
血
糖
検
査
を
実
施
し
て
い
る
状
態

創
傷
（
手
術
創
や
感
染
創
を
含
む
。
）
、
皮
膚
潰
瘍
又
は
下
腿
若
し
く
は
足
部
の
蜂
巣
炎
、
膿
等
の
感

た
い

の
う

の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

抗
悪
性
腫
瘍
剤
（
悪
性
新
生
物
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
、
疼
痛

り
と
う

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
医
療
用
麻
薬
、
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
（
人
工
腎
臓
又
は
腹
膜
灌
流
を
受
け
て
い
る

か
ん

患
者
の
う
ち
腎
性
貧
血
状
態
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
、
ダ
ル
ベ
ポ
エ
チ
ン
（

人
工
腎
臓
又
は
腹
膜
灌
流
を
受
け
て
い
る
患
者
の
う
ち
腎
性
貧
血
状
態
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た

か
ん

場
合
に
限
る
。
）
、
エ
ポ
エ
チ
ン
ベ
ー
タ
ペ
ゴ
ル
（
人
工
腎
臓
又
は
腹
膜
灌
流
を
受
け
て
い
る
患
者
の
う
ち

か
ん

腎
性
貧
血
状
態
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
（
Ｂ
型

肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又

は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
及
び
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
又
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の

効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
血
友
病
の
治
療
に
係
る
血
液
凝
固
因
子
製
剤
及
び
血

液
凝
固
因
子
抗
体
迂
回
活
性
複
合
体

う

別
表
第
五
の
一
の
四

精
神
科
救
急
入
院
料
、
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
及
び
精
神
科
救
急
・
合
併
症

入
院
料
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限

る
。
）

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
及
び
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
又
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

血
友
病
の
治
療
に
係
る
血
液
凝
固
因
子
製
剤
及
び
血
液
凝
固
因
子
抗
体
迂
回
活
性
複
合
体

ク
ロ
ザ
ピ
ン
（
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
治
療
指
導
管
理
料
を
算
定
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
投
与
さ
れ

た
場
合
に
限
る
。
）

持
続
性
抗
精
神
病
注
射
薬
剤
（
投
与
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限

る
。
）

別
表
第
五
の
一
の
五

精
神
療
養
病
棟
入
院
料
及
び
地
域
移
行
機
能
強
化
病
棟
入
院
料
の
除
外
薬
剤
・
注
射
薬

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限

る
。
）

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
及
び
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
又
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

血
友
病
の
治
療
に
係
る
血
液
凝
固
因
子
製
剤
及
び
血
液
凝
固
因
子
抗
体
迂
回
活
性
複
合
体

う

ク
ロ
ザ
ピ
ン
（
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
治
療
指
導
管
理
料
を
算
定
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
投
与
さ
れ

た
場
合
に
限
る
。
）

持
続
性
抗
精
神
病
注
射
薬
剤
（
投
与
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限

る
。
）

別
表
第
五
の
二

療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
入
院
料
Ａ
、
入
院
料
Ｂ
及
び
入
院
料
Ｃ
並
び
に
有
床
診
療
所
療
養

病
床
入
院
基
本
料
の
入
院
基
本
料
Ａ
に
係
る
疾
患
及
び
状
態

一
対
象
疾
患
の
名
称

ス
モ
ン

二
対
象
と
な
る
状
態

医
師
及
び
看
護
職
員
に
よ
り
、
常
時
、
監
視
及
び
管
理
を
実
施
し
て
い
る
状
態
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(
1
)
多
剤
耐
性
結
核
以
外
の
疾
患
を
主
病
と
す
る
患
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
疾
患
を
原
因
と
し
て
日
常
生

活
動
作
に
著
し
い
支
障
を
来
し
て
い
る
状
態
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
含
む
。
）

に
つ
い
て
は
当
該
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
状
態
に
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て
は
ホ
ー
エ
ン
・
ヤ
ー

り

ル
の
重
症
度
分
類
が
ス
テ
ー
ジ
三
以
上
で
あ
っ
て
生
活
機
能
障
害
度
が
Ⅱ
度
又
は
Ⅲ
度
の
状
態
に
限

る
。
）

(
2
)
多
剤
耐
性
結
核
を
主
病
と
す
る
患
者
に
あ
っ
て
は
、
治
療
上
の
必
要
が
あ
っ
て
、
適
切
な
陰
圧
管
理

を
行
う
た
め
に
必
要
な
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
病
室
に
入
院
し
て
い
る
状
態

別
表
第
六
の
二

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

一
北
海
道
江
差
町
、
上
ノ
国
町
、
厚
沢
部
町
、
乙
部
町
及
び
奥
尻
町
の
地
域

二
北
海
道
日
高
町
、
平
取
町
、
新
冠
町
、
浦
河
町
、
様
似
町
、
え
り
も
町
及
び
新
ひ
だ
か
町
の
地
域

三
北
海
道
稚
内
市
、
猿
払
村
、
浜
頓
別
町
、
中
頓
別
町
、
枝
幸
町
、
豊
富
町
、
礼
文
町
、
利
尻
町
、
利
尻

富
士
町
及
び
幌
延
町
の
地
域

四
北
海
道
帯
広
市
、
音
更
町
、
士
幌
町
、
上
士
幌
町
、
鹿
追
町
、
新
得
町
、
清
水
町
、
芽
室
町
、
中
札
内

村
、
更
別
村
、
大
樹
町
、
広
尾
町
、
幕
別
町
、
池
田
町
、
豊
頃
町
、
本
別
町
、
足
寄
町
、
陸
別
町
及
び
浦

幌
町
の
地
域

五
北
海
道
根
室
市
、
別
海
町
、
中
標
津
町
、
標
津
町
及
び
羅
臼
町
の
地
域

六
青
森
県
五
所
川
原
市
、
つ
が
る
市
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、
鶴
田
町
及
び
中
泊
町
の
地
域

七
青
森
県
む
つ
市
、
大
間
町
、
東
通
村
、
風
間
浦
村
及
び
佐
井
村
の
地
域

八
岩
手
県
花
巻
市
、
北
上
市
、
遠
野
市
及
び
西
和
賀
町
の
地
域

九
岩
手
県
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
及
び
住
田
町
の
地
域

十
岩
手
県
宮
古
市
、
山
田
町
、
岩
泉
町
及
び
田
野
畑
村
の
地
域

十
一

岩
手
県
久
慈
市
、
普
代
村
、
野
田
村
及
び
洋
野
町
の
地
域

十
二

秋
田
県
北
秋
田
市
及
び
上
小
阿
仁
村
の
地
域

十
三

秋
田
県
大
仙
市
、
仙
北
市
及
び
美
郷
町
の
地
域

十
四

秋
田
県
湯
沢
市
、
羽
後
町
及
び
東
成
瀬
村
の
地
域

十
五

山
形
県
新
庄
市
、
金
山
町
、
最
上
町
、
舟
形
町
、
真
室
川
町
、
大
蔵
村
、
鮭
川
村
及
び
戸
沢
村
の
地

域

十
六

東
京
都
大
島
町
、
利
島
村
、
新
島
村
、
神
津
島
村
、
三
宅
村
、
御
蔵
島
村
、
八
丈
町
、
青
ヶ
島
村
及

び
小
笠
原
村
の
地
域

十
七

新
潟
県
十
日
町
市
、
魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
及
び
津
南
町
の
地
域

十
八

新
潟
県
佐
渡
市
の
地
域

十
九

福
井
県
大
野
市
及
び
勝
山
市
の
地
域

二
十

山
梨
県
市
川
三
郷
町
、
早
川
町
、
身
延
町
、
南
部
町
及
び
富
士
川
町
の
地
域

二
十
一

長
野
県
木
曽
郡
の
地
域

二
十
二

長
野
県
大
町
市
及
び
北
安
曇
野
郡
の
地
域

二
十
三

岐
阜
県
高
山
市
、
飛
騨
市
、
下
呂
市
及
び
白
川
町
の
地
域

二
十
四

愛
知
県
新
城
市
、
設
楽
町
、
東
栄
町
及
び
豊
根
村
の
地
域

二
十
五

滋
賀
県
長
浜
市
及
び
米
原
市
の
地
域

染
症
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

酸
素
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（
密
度
の
高
い
治
療
を
要
す
る
状
態
を
除
く
。
）

三
対
象
と
な
る
患
者

次
に
掲
げ
る
保
険
医
療
機
関
の
療
養
病
棟
で
あ
っ
て
、
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
特
殊

疾
患
療
養
病
棟
入
院
料
又
は
特
殊
疾
患
入
院
施
設
管
理
加
算
を
算
定
す
る
も
の
に
入
院
し
て
い
る
患
者
（

重
度
の
肢
体
不
自
由
児
（
者
）
又
は
知
的
障
害
者
に
限
る
。
）

(
1
)
児
童
福
祉
法
第
四
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
（
主
と
し
て
肢
体
不
自
由

の
あ
る
児
童
又
は
重
症
心
身
障
害
児
を
入
所
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

(
2
)
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関

(
3
)
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指

定
医
療
機
関

別
表
第
五
の
四

療
養
病
棟
入
院
基
本
料
及
び
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
三
の
状
態

別
表
第
六

難
病
患
者
等
入
院
診
療
加
算
に
係
る
疾
患
及
び
状
態

一
対
象
疾
患
の
名
称

多
発
性
硬
化
症

重
症
筋
無
力
症

ス
モ
ン

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

脊
髄
小
脳
変
性
症

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
及
び
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

ひ

病
） 多
系
統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒
質
変
性
症
、
オ
リ
ー
ブ
橋
小
脳
萎
縮
症
及
び
シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候

群
） プ
リ
オ
ン
病

亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎

ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病

副
腎
白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

脊
髄
性
筋
萎
縮
症

球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎

メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症
（
開
胸
心
手
術
又
は
直
腸
悪
性
腫
瘍
手
術
の
後
に
発
症
し

た
も
の
に
限
る
。
）

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
含
む
。
）

多
剤
耐
性
結
核

二
対
象
と
な
る
状
態
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Ｒ
ｈ
不
適
合
の
患
者

当
該
妊
娠
中
に
帝
王
切
開
術
以
外
の
開
腹
手
術
を
行
っ
た
患
者
又
は
行
う
予
定
の
あ
る
患
者

精
神
疾
患
の
患
者
（
精
神
療
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
七

ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算
の
対
象
患
者

べ
ん

妊
娠
二
十
二
週
か
ら
三
十
二
週
未
満
の
早
産
の
患
者

四
十
歳
以
上
の
初
産
婦
で
あ
る
患
者

分
娩
前
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
三
十
五
以
上
の
初
産
婦
で
あ
る
患
者

べ
ん

妊
娠
高
血
圧
症
候
群
重
症
の
患
者

常
位
胎
盤
早
期
剥
離
の
患
者

は
く

前
置
胎
盤
（
妊
娠
二
十
八
週
以
降
で
出
血
等
の
症
状
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

双
胎
間
輸
血
症
候
群
の
患
者

多
胎
妊
娠
の
患
者

子
宮
内
胎
児
発
育
遅
延
の
患
者

心
疾
患
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

糖
尿
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

白
血
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

血
友
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

出
血
傾
向
の
あ
る
状
態
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
患
者

当
該
妊
娠
中
に
帝
王
切
開
術
以
外
の
開
腹
手
術
を
行
っ
た
患
者
又
は
行
う
予
定
の
あ
る
患
者

精
神
疾
患
の
患
者
（
精
神
療
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
七
の
二

精
神
科
身
体
合
併
症
管
理
加
算
の
対
象
患
者

呼
吸
器
系
疾
患
（
肺
炎
、
喘
息
発
作
、
肺
気
腫
、
間
質
性
肺
炎
の
急
性
増
悪
、
肺
塞
栓
又
は
気
胸
）
の
患

ぜ
ん

者

心
疾
患
（
N
e
w
Y
o
r
k
H
e
a
r
t
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
の
心
機
能
分
類
の
Ⅲ
度
、
Ⅳ
度
相
当
の
心
不
全
、
虚
血
性
心

疾
患
又
は
モ
ニ
タ
ー
監
視
を
必
要
と
す
る
不
整
脈
）
の
患
者

手
術
又
は
直
達
・
介
達
牽
引
を
要
す
る
骨
折
の
患
者

け
ん

脊
髄
損
傷
の
患
者

重
篤
な
内
分
泌
・
代
謝
性
疾
患
（
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
を
要
す
る
糖
尿
病
、
専
門
医
の
診
療
を
要
す
る
内
分

泌
疾
患
又
は
肝
硬
変
に
伴
う
高
ア
ン
モ
ニ
ア
血
症
）
の
患
者

重
篤
な
栄
養
障
害
（
B
o
d
y
M
a
s
s
I
n
d
e
x
1
3
未
満
の
摂
食
障
害
）
の
患
者

意
識
障
害
（
急
性
薬
物
中
毒
、
ア
ル
コ
ー
ル
精
神
障
害
、
電
解
質
異
常
、
代
謝
性
疾
患
に
よ
る
せ
ん
妄

等
）
の
患
者

全
身
感
染
症
（
結
核
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
、
梅
毒
１
期
、
２
期
又
は
敗
血
症
）
の
患
者

中
枢
神
経
系
の
感
染
症
（
髄
膜
炎
、
脳
炎
等
）
の
患
者

急
性
腹
症
（
消
化
管
出
血
、
イ
レ
ウ
ス
等
）
の
患
者

劇
症
肝
炎
又
は
重
症
急
性
膵
炎
の
患
者

す
い

二
十
六

滋
賀
県
高
島
市
の
地
域

二
十
七

兵
庫
県
豊
岡
市
、
養
父
市
、
朝
来
市
、
香
美
町
及
び
新
温
泉
町
の
地
域

二
十
八

奈
良
県
五
條
市
、
吉
野
町
、
大
淀
町
、
下
市
町
、
黒
滝
村
、
天
川
村
、
野
迫
川
村
、
十
津
川
村
、

下
北
山
村
、
上
北
山
村
、
川
上
村
及
び
東
吉
野
村
の
地
域

二
十
九

島
根
県
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
及
び
飯
南
町
の
地
域

三
十

島
根
県
大
田
市
及
び
邑
智
郡
の
地
域

三
十
一

島
根
県
海
士
町
、
西
ノ
島
町
、
知
夫
村
及
び
隠
岐
の
島
町
の
地
域

三
十
二

香
川
県
小
豆
郡
の
地
域

三
十
三

長
崎
県
五
島
市
の
地
域

三
十
四

長
崎
県
小
値
賀
町
及
び
新
上
五
島
町
の
地
域

三
十
五

長
崎
県
壱
岐
市
の
地
域

三
十
六

長
崎
県
対
馬
市
の
地
域

三
十
七

鹿
児
島
県
西
之
表
市
及
び
熊
毛
郡
の
地
域

三
十
八

鹿
児
島
県
奄
美
市
及
び
大
島
郡
の
地
域

三
十
九

沖
縄
県
宮
古
島
市
及
び
多
良
間
村
の
地
域

四
十

沖
縄
県
石
垣
市
、
竹
富
町
及
び
与
那
国
町
の
地
域

上
記
の
ほ
か
、
離
島
振
興
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ

た
離
島
の
地
域
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美
群
島
の
地
域
、
小
笠
原
諸
島

振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
小
笠
原
諸
島
の
地
域
及
び
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
三

条
第
三
号
に
規
定
す
る
離
島
の
地
域
に
該
当
す
る
地
域

別
表
第
六
の
三

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
管
理
加
算
の
対
象
患
者

妊
娠
二
十
二
週
か
ら
三
十
二
週
未
満
の
早
産
の
患
者

妊
娠
高
血
圧
症
候
群
重
症
の
患
者

前
置
胎
盤
（
妊
娠
二
十
八
週
以
降
で
出
血
等
の
症
状
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

妊
娠
三
十
週
未
満
の
切
迫
早
産
（
子
宮
収
縮
、
子
宮
出
血
、
頸
管
の
開
大
、
短
縮
又
は
軟
化
の
い
ず
れ
か

け
い

の
兆
候
を
示
す
も
の
等
に
限
る
。
）
の
患
者

多
胎
妊
娠
の
患
者

子
宮
内
胎
児
発
育
遅
延
の
患
者

心
疾
患
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

糖
尿
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

甲
状
腺
疾
患
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

腎
疾
患
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

膠
原
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

こ
う

特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

白
血
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

血
友
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

出
血
傾
向
の
あ
る
状
態
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
患
者

（ ）（ ） 709708

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



四
大
腿
骨
、
骨
盤
、
脊
椎
、
股
関
節
又
は
膝
関
節
の
神
経
、
筋
又
は
靱
帯
損
傷
後
の
状
態

た
い

し
つ

じ
ん

五
股
関
節
又
は
膝
関
節
の
置
換
術
後
の
状
態

し
つ

別
表
第
九
の
三

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
に
お
け
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
費
用

入
院
中
の
患
者
に
対
す
る
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
料
、
廃
用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
又
は
呼
吸
器
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
で
あ
っ
て
一
日
に
つ
き
六
単
位
を
超
え
る
も
の
（
特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
別
表
第
九

の
三
に
規
定
す
る
脳
血
管
疾
患
等
の
患
者
で
あ
っ
て
発
症
後
六
十
日
以
内
の
も
の
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
を

除
く
。
）
の
費
用
（
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
お
い
て
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
実
績
を
相
当
程
度
有
す
る
と
と
も
に
、
効
果
に
係
る
相
当
程
度
の
実
績
が
認
め
ら
れ

な
い
場
合
に
限
る
。
）

別
表
第
十

精
神
科
救
急
入
院
料
、
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
及
び
精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
の

対
象
患
者

一
精
神
科
救
急
入
院
料
の
対
象
患
者

(
1
)
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
入
院
す
る
患
者

(
2
)
(
1
)
以
外
の
患
者
で
あ
っ
て
、
精
神
科
救
急
入
院
料
に
係
る
病
棟
に
入
院
す
る
前
三
月
間
に
お
い
て

保
険
医
療
機
関
（
当
該
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
を
含
む
。
）
の
精
神
病
棟
に
入
院
（
心
神
喪
失

等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律

第
百
十
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決
定
に
よ
る
入
院
（
以

下
「
医
療
観
察
法
入
院
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
を
し
た
こ
と
が
な
い
患
者

(
3
)
精
神
科
救
急
入
院
料
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
患
者

の
う
ち
、
(
1
)
又
は
(
2
)
以
外
の
患
者
で
あ
っ
て
、
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
治
療
薬
に
よ
る
治
療
を
行

う
た
め
に
当
該
病
棟
に
転
棟
す
る
も
の

二
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
の
対
象
患
者

(
1
)
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
に
入
院
す
る
前
三
月
間
に
お
い
て
保
険
医
療
機
関
（
当
該
病
棟
を
有
す
る

保
険
医
療
機
関
を
含
む
。
）
の
精
神
病
棟
に
入
院
（
医
療
観
察
法
入
院
を
除
く
。
）
を
し
た
こ
と
が
な

い
患
者

(
2
)
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
急
性
増
悪

の
た
め
当
該
病
棟
に
お
け
る
治
療
が
必
要
な
も
の

(
3
)
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し

て
い
る
患
者
の
う
ち
、
(
1
)
又
は
(
2
)
以
外
の
患
者
で
あ
っ
て
、
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
治
療
薬
に
よ

る
治
療
を
行
う
た
め
に
当
該
病
棟
に
転
棟
す
る
も
の

三
精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
の
対
象
患
者

(
1
)
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
入
院
す
る
患
者

(
2
)
(
1
)
以
外
の
患
者
で
あ
っ
て
、
精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
に
係
る
病
棟
に
入
院
す
る
前
三
月
間

に
お
い
て
保
険
医
療
機
関
（
当
該
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
を
含
む
。
）
の
精
神
病
棟
（
精
神
病

床
の
み
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
の
精
神
病
棟
を
除
く
。
）
に
入
院
（
医
療
観
察
法
入
院
を
除
く
。
）

悪
性
症
候
群
又
は
横
紋
筋
融
解
症
の
患
者

広
範
囲
（
半
肢
以
上
）
熱
傷
の
患
者

手
術
、
化
学
療
法
若
し
く
は
放
射
線
療
法
を
要
す
る
状
態
又
は
末
期
の
悪
性
腫
瘍
の
患
者

透
析
導
入
時
の
患
者

重
篤
な
血
液
疾
患
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
７
g
/
d
l
以
下
の
貧
血
又
は
頻
回
に
輸
血
を
要
す
る
状
態
）
の
患
者

急
性
か
つ
重
篤
な
腎
疾
患
（
急
性
腎
不
全
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
又
は
糸
球
体
腎
炎
）
の
患
者

手
術
室
で
の
手
術
を
必
要
と
す
る
状
態
の
患
者

膠
原
病
（
専
門
医
に
よ
る
管
理
を
必
要
と
す
る
状
態
に
限
る
。
）
の
患
者

こ
う

妊
産
婦
で
あ
る
患
者

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
難
病
の
患
者
（
同
法
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
（

同
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
診
断
を
受
け

た
も
の
を
含
む
。
）
）

別
表
第
八

一
類
感
染
症
患
者
入
院
医
療
管
理
料
の
対
象
患
者

一
感
染
症
法
第
六
条
第
九
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
類
感
染
症
に
罹
患

り

し
て
い
る
患
者

二
前
号
の
感
染
症
の
疑
似
症
患
者
又
は
無
症
状
病
原
体
保
有
者

別
表
第
九

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
す
る
状
態
及
び
算
定
上
限
日
数

一
脳
血
管
疾
患
、
脊
髄
損
傷
、
頭
部
外
傷
、
く
も
膜
下
出
血
の
シ
ャ
ン
ト
手
術
後
、
脳
腫
瘍
、
脳
炎
、
急

性
脳
症
、
脊
髄
炎
、
多
発
性
神
経
炎
、
多
発
性
硬
化
症
、
腕
神
経
叢
損
傷
等
の
発
症
後
若
し
く
は
手
術
後

そ
う

の
状
態
又
は
義
肢
装
着
訓
練
を
要
す
る
状
態
（
算
定
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
百
五
十
日
以
内
。
た
だ
し
、

高
次
脳
機
能
障
害
を
伴
っ
た
重
症
脳
血
管
障
害
、
重
度
の
頸
髄
損
傷
及
び
頭
部
外
傷
を
含
む
多
部
位
外
傷

け
い

の
場
合
は
、
算
定
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
百
八
十
日
以
内
）

二
大
腿
骨
、
骨
盤
、
脊
椎
、
股
関
節
若
し
く
は
膝
関
節
の
骨
折
又
は
二
肢
以
上
の
多
発
骨
折
の
発
症
後
又

た
い

し
つ

は
手
術
後
の
状
態
（
算
定
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
九
十
日
以
内
）

三
外
科
手
術
又
は
肺
炎
等
の
治
療
時
の
安
静
に
よ
り
廃
用
症
候
群
を
有
し
て
お
り
、
手
術
後
又
は
発
症
後

の
状
態
（
算
定
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
九
十
日
以
内
）

四
大
腿
骨
、
骨
盤
、
脊
椎
、
股
関
節
又
は
膝
関
節
の
神
経
、
筋
又
は
靱
帯
損
傷
後
の
状
態
（
算
定
開
始
日

た
い

し
つ

じ
ん

か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
）

五
股
関
節
又
は
膝
関
節
の
置
換
術
後
の
状
態
（
算
定
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
九
十
日
以
内
）

し
つ

別
表
第
九
の
二

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
す
る
状
態

一
脳
血
管
疾
患
、
脊
髄
損
傷
、
頭
部
外
傷
、
く
も
膜
下
出
血
の
シ
ャ
ン
ト
手
術
後
、
脳
腫
瘍
、
脳
炎
、
急

性
脳
症
、
脊
髄
炎
、
多
発
性
神
経
炎
、
多
発
性
硬
化
症
、
腕
神
経
叢
損
傷
等
の
発
症
後
若
し
く
は
手
術
後

そ
う

の
状
態
又
は
義
肢
装
着
訓
練
を
要
す
る
状
態

二
大
腿
骨
、
骨
盤
、
脊
椎
、
股
関
節
若
し
く
は
膝
関
節
の
骨
折
又
は
二
肢
以
上
の
多
発
骨
折
の
発
症
後
又

た
い

し
つ

は
手
術
後
の
状
態

三
外
科
手
術
又
は
肺
炎
等
の
治
療
時
の
安
静
に
よ
り
廃
用
症
候
群
を
有
し
て
お
り
、
手
術
後
又
は
発
症
後

の
状
態
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Ｋ
７
４
３

痔
核
手
術
（
脱
肛
を
含
む
。
）

４
根
治
手
術
（
硬
化
療
法
（
四
段
階
注
射
法
に
よ
る

じ
こ
う

も
の
）
を
伴
わ
な
い
も
の
）

Ｋ
７
４
３

痔
核
手
術
（
脱
肛
を
含
む
。
）

５
根
治
手
術
（
硬
化
療
法
（
四
段
階
注
射
法
に
よ
る

じ
こ
う

も
の
）
を
伴
う
も
の
）

Ｋ
７
８
１

経
尿
道
的
尿
路
結
石
除
去
術
（
超
音
波
下
に
行
っ
た
場
合
も
含
む
。
）

Ｋ
８
２
３

尿
失
禁
手
術

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

２
腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

三
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
３
を
算
定
す
る
手
術
、
検
査
又
は
放
射
線
治
療

Ｄ
２
９
１
－
２

小
児
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
負
荷
検
査

Ｄ
４
１
３

前
立
腺
針
生
検
法

Ｋ
０
９
３
－
２

関
節
鏡
下
手
根
管
開
放
手
術

Ｋ
１
９
６
－
２

胸
腔
鏡
下
交
感
神
経
節
切
除
術
（
両
側
）

く
う

Ｋ
２
８
２

水
晶
体
再
建
術

１
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入
す
る
場
合

ロ
そ
の
他
の
も
の

Ｋ
４
７
４

乳
腺
腫
瘍
摘
出
術

１
長
径
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満

Ｋ
６
１
６
－
４

経
皮
的
シ
ャ
ン
ト
拡
張
術
・
血
栓
除
去
術

１
初
回

Ｋ
６
１
６
－
４

経
皮
的
シ
ャ
ン
ト
拡
張
術
・
血
栓
除
去
術

２
１
の
実
施
後
３
月
以
内
に
実
施
す

る
場
合

Ｋ
６
１
７

下
肢
静
脈
瘤
手
術

１
抜
去
切
除
術

り
ゆ
う

Ｋ
６
１
７

下
肢
静
脈
瘤
手
術

２
硬
化
療
法
（
一
連
と
し
て
）

り
ゆ
う

Ｋ
６
１
７

下
肢
静
脈
瘤
手
術

３
高
位
結
紮
術

り
ゆ
う

さ
つ

Ｋ
６
３
３

ヘ
ル
ニ
ア
手
術

５
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

そ

Ｋ
６
３
４

腹
腔
鏡
下
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
（
両
側
）

く
う

そ

Ｋ
７
２
１

内
視
鏡
的
大
腸
ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術

１
長
径
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満

Ｋ
７
２
１

内
視
鏡
的
大
腸
ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術

２
長
径
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

Ｋ
７
４
３

痔
核
手
術
（
脱
肛
を
含
む
。
）

２
硬
化
療
法
（
四
段
階
注
射
法
に
よ
る
も
の
）

じ
こ
う

Ｋ
７
６
８

体
外
衝
撃
波
腎
・
尿
管
結
石
破
砕
術
（
一
連
に
つ
き
）

Ｋ
８
６
７

子
宮
頸
部
（
膣
部
）
切
除
術

け
い

ち
つ

Ｍ
０
０
１
－
２

ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
に
よ
る
定
位
放
射
線
治
療

別
表
第
十
二

脊
髄
損
傷

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症

多
発
性
硬
化
症

重
症
筋
無
力
症

ス
モ
ン

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

脊
髄
小
脳
変
性
症

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（

ひ

ホ
ー
エ
ン
・
ヤ
ー
ル
の
重
症
度
分
類
が
ス
テ
ー
ジ
三
以
上
で
あ
っ
て
生
活
機
能
障
害
度
が
Ⅱ
度
又
は
Ⅲ
度
の

を
し
た
こ
と
が
な
い
患
者

(
3
)
(
2
)
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
治
療
中
に
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
よ
り
高
度

な
管
理
を
行
っ
た
後
、
再
度
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
治
療
を
行
う
患
者

(
4
)
精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て

い
る
患
者
の
う
ち
、
(
1
)
、
(
2
)
又
は
(
3
)
以
外
の
患
者
で
あ
っ
て
、
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
治
療
薬
に

よ
る
治
療
を
行
う
た
め
に
当
該
病
棟
に
転
棟
す
る
も
の

別
表
第
十
一

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
に
係
る
手
術
等

一
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
１
が
算
定
で
き
る
手
術

Ｋ
０
０
５

皮
膚
、
皮
下
腫
瘍
摘
出
術
（
露
出
部
）

３
長
径
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
（
六
歳
未

満
に
限
る
。
）

Ｋ
０
０
６

皮
膚
、
皮
下
腫
瘍
摘
出
術
（
露
出
部
以
外
）

３
長
径
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
（
六
歳
未
満
に
限
る
。
）

Ｋ
０
０
６

皮
膚
、
皮
下
腫
瘍
摘
出
術
（
露
出
部
以
外
）

４
長
径
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
（

六
歳
未
満
に
限
る
。
）

Ｋ
０
０
８

腋
臭
症
手
術

え
き

Ｋ
０
６
８

半
月
板
切
除
術

Ｋ
０
６
８
－
２

関
節
鏡
下
半
月
板
切
除
術

Ｋ
０
９
３

手
根
管
開
放
手
術

Ｋ
０
９
３
－
２

関
節
鏡
下
手
根
管
開
放
手
術

Ｋ
２
８
２

水
晶
体
再
建
術

Ｋ
４
７
４

乳
腺
腫
瘍
摘
出
術

Ｋ
５
０
８

気
管
支
狭
窄
拡
張
術
（
気
管
支
鏡
に
よ
る
も
の
）

さ
く

Ｋ
５
１
０

気
管
支
腫
瘍
摘
出
術
（
気
管
支
鏡
又
は
気
管
支
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
も
の
）

Ｋ
６
５
３

内
視
鏡
的
胃
、
十
二
指
腸
ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術

１
早
期
悪
性
腫
瘍
粘
膜
切
除
術

Ｋ
７
２
１

内
視
鏡
的
大
腸
ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術

１
長
径
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満

Ｋ
８
４
１
－
２

経
尿
道
的
レ
ー
ザ
ー
前
立
腺
・
蒸
散
術

二
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
２
が
算
定
で
き
る
手
術

Ｋ
０
６
７

関
節
鼠
摘
出
手
術

ね
ず
み

Ｋ
０
６
７
－
２

関
節
鏡
下
関
節
鼠
摘
出
手
術

ね
ず
み

Ｋ
０
６
９

半
月
板
縫
合
術

Ｋ
０
６
９
－
３

関
節
鏡
下
半
月
板
縫
合
術

Ｋ
０
７
４

靱
帯
断
裂
縫
合
術

じ
ん

Ｋ
０
７
４
－
２

関
節
鏡
下
靱
帯
断
裂
縫
合
術

じ
ん

Ｋ
４
５
３

顎
下
腺
腫
瘍
摘
出
術
（
歯
科
点
数
表
に
お
い
て
は
Ｊ
０
５
６
）

Ｋ
４
５
４

顎
下
腺
摘
出
術
（
歯
科
点
数
表
に
お
い
て
は
Ｊ
０
５
５
）

Ｋ
４
６
１

甲
状
腺
部
分
切
除
術
、
甲
状
腺
腫
摘
出
術

Ｋ
６
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

く
う

の
う

Ｋ
７
１
８
－
２

腹
腔
鏡
下
虫
垂
切
除
術

く
う
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先
天
性
喉
頭
軟
化
症

先
天
性
気
管
支
軟
化
症

先
天
性
の
う
胞
肺

肺
低
形
成

食
道
閉
鎖

十
二
指
腸
閉
鎖

小
腸
閉
鎖

鎖
肛こ
う

ヒ
ル
シ
ュ
ス
プ
ル
ン
グ
病

総
排
泄
腔
遺
残

く
う

頭
蓋
骨
早
期
癒
合
症

骨
（
軟
骨
を
含
む
。
）
無
形
成
・
低
形
成
・
異
形
成

腹
壁
破
裂

臍
帯
ヘ
ル
ニ
ア

さ
い

ダ
ウ
ン
症
候
群

1
8
ト
リ
ソ
ミ
ー

1
3
ト
リ
ソ
ミ
ー

多
発
奇
形
症
候
群

先
天
性
心
疾
患
（
人
工
呼
吸
、
一
酸
化
窒
素
吸
入
療
法
、
経
皮
的
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
若

し
く
は
開
胸
手
術
を
実
施
し
た
も
の
又
は
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
Ｅ
１
製
剤
を
投
与
し
た
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
十
五

特
定
入
院
料
の
み
で
届
出
可
能
な
対
象
入
院
料

Ａ
３
０
７

小
児
入
院
医
療
管
理
料
５

Ａ
３
０
８

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料

Ａ
３
０
８
－
３

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
２
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料
３
又
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
４
（
許
可
病
床
数
が
二
百
床
（
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に

所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
二
百
八
十
床
）
未
満
の
保
険
医
療
機
関
が
算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）

Ａ
３
０
９

特
殊
疾
患
病
棟
入
院
料
１
又
は
特
殊
疾
患
病
棟
入
院
料
２

Ａ
３
１
０

緩
和
ケ
ア
病
棟
入
院
料

Ａ
３
１
１

精
神
科
救
急
入
院
料
１
又
は
精
神
科
救
急
入
院
料
２

Ａ
３
１
１
－
２

精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
１
又
は
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料
２
（
他
の

特
定
入
院
料
を
届
け
出
て
い
る
保
険
医
療
機
関
が
算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）

Ａ
３
１
１
－
３

精
神
科
救
急
・
合
併
症
入
院
料

Ａ
３
１
１
－
４

児
童
・
思
春
期
精
神
科
入
院
医
療
管
理
料

Ａ
３
１
２

精
神
療
養
病
棟
入
院
料

Ａ
３
１
４

認
知
症
治
療
病
棟
入
院
料
１
又
は
認
知
症
治
療
病
棟
入
院
料
２

Ａ
３
１
７

特
定
一
般
病
棟
入
院
料
１
又
は
特
定
一
般
病
棟
入
院
料
２

Ａ
３
１
８

地
域
移
行
機
能
強
化
病
棟
入
院
料

状
態
に
限
る
。
）
）

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病

多
系
統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒
質
変
性
症
、
オ
リ
ー
ブ
橋
小
脳
萎
縮
症
、
シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
）

プ
リ
オ
ン
病
（
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
、
ゲ
ル
ス
ト
マ
ン
・
ス
ト
ロ
イ
ス
ラ
ー
・
シ
ャ
イ
ン
カ

ー
病
、
致
死
性
家
族
性
不
眠
症
）

亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎

仮
性
球
麻
痺ひ

脳
性
麻
痺ひ

別
表
第
十
三

在
宅
患
者
緊
急
入
院
診
療
加
算
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等

多
発
性
硬
化
症

重
症
筋
無
力
症

ス
モ
ン

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

脊
髄
小
脳
変
性
症

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病

進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
及
び
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

ひ

（
ホ
ー
エ
ン
・
ヤ
ー
ル
の
重
症
度
分
類
が
ス
テ
ー
ジ
三
以
上
で
あ
っ
て
生
活
機
能
障
害
度
が
Ⅱ
度
又
は
Ⅲ
度

の
も
の
に
限
る
。
）
）

多
系
統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒
質
変
性
症
、
オ
リ
ー
ブ
橋
小
脳
萎
縮
症
及
び
シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
）

プ
リ
オ
ン
病

亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎

ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病

副
腎
白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

脊
髄
性
筋
萎
縮
症

慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

頸
髄
損
傷

け
い

十
五
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態
の
も
の
又
は
十
五
歳
以
上
の
も
の
で
あ

っ
て
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態
が
十
五
歳
未
満
か
ら
継
続
し
て
い
る
も
の
（
体
重
が
二
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
未
満
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

別
表
第
十
四

新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
１
、
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注
１
及

び
新
生
児
治
療
回
復
室
入
院
医
療
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
患

先
天
性
水
頭
症

全
前
脳
胞
症

二
分
脊
椎
（
脊
椎
破
裂
）

ア
ー
ノ
ル
ド
・
キ
ア
リ
奇
形

後
鼻
孔
閉
鎖

（ ）712

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



 
-
 
2 

- 

５
 
短
期

滞
在
手

術
等
基

本
料

の
施
設
基

準
等
は

別
添
５

の
と

お
り
と
す

る
。

 

６
 
基
本

診
療
料

の
施
設

基
準

等
及
び
本

通
知
に

お
い
て

規
定

す
る
診
療

科
に
つ

い
て
は

、
医

療
法
施
行

令
（
昭

和

2
3
年
政
令
第

3
2
6
号
）
及
び
医
療
法
施

行
規
則

（
昭
和

2
3
年
厚
生
省

令
第

5
0
号
）
の
規

定
に
基
づ

き
、
当

該

診
療
科
名

に
他
の

事
項
を

組
み

合
わ
せ
て

標
榜
す

る
場
合

も
含

む
も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

７
 
診
療

等
に
要

す
る
書

面
等

は
別
添
６

の
と
お

り
で
あ

る
。

 

な
お

、
当

該
書

面
に

よ
る

様
式

と
し

て
示

し
て

い
る

も
の

は
、

参
考

と
し

て
示

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

示

し
て
い
る

事
項
が

全
て
記

載
さ

れ
て
い
る

様
式
で

あ
れ
ば

、
別

添
６
の
様

式
と
同

じ
で
な

く
て

も
差
し
支

え
な
い

も
の
で
あ

る
こ
と

。
 

ま
た

、
当

該
様

式
の

作
成

や
保

存
方

法
等

に
当

た
っ

て
は

、
医

師
事

務
作

業
の

負
担

軽
減

等
の

観
点

か
ら

各

保
険
医
療

機
関
に

お
い
て

工
夫

さ
れ
た
い

。
 

８
 

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
に

お
け

る
常

勤
配

置
と

は
、

従
事

者
が

労
働

基
準

法
（

昭
和

2
2

年
法

律
第

4
9

号
）
第

6
5

条
に
規
定

す
る
休

業
（
以
下

「
産
前

産
後

休
業
」

と
い
う
。

）
、
育

児
休

業
、
介

護
休
業
等

育
児
又

は
家

族
介

護
を

行
う

労
働

者
の

福
祉

に
関

す
る

法
律

（
平

成
３

年
法

律
第

7
6

号
。

以
下

「
育

児
・

介
護

休
業

法
」
と
い

う
。
）

第
２

条
第
１

号
に
規
定

す
る
育

児
休

業
（
以

下
「
育
児

休
業
」

と
い

う
。
）

、
同
条
第

２
号
に

規
定
す
る

介
護
休

業
（

以
下
「

介
護
休
業

」
と
い

う
。

）
、
同

法
第

2
3

条
第
２
項
の

育
児
休

業
に
関
す

る
制
度

に
準
ず
る

措
置
又

は
同

法
第

2
4

条
第
１
項
（
第

２
号

に
係
る

部
分
に
限

る
。
）

の
規

定
に
よ

り
同
項
第

２
号
に

規
定
す
る

育
児
休

業
に

関
す
る

制
度
に
準

じ
て
講

ず
る

措
置
に

よ
る
休
業

（
以
下

「
育

児
休
業

に
準
ず
る

休
業
」

と
い
う
。

）
を
取

得
中

の
期
間

に
お
い
て

、
当
該

施
設

基
準
等

に
お
い
て

求
め
ら

れ
る

資
質
を

有
す
る
複

数
の
非

常
勤
従
事

者
の
常

勤
換
算

後
の

人
員
数
を

原
則
と

し
て
含

め
る

も
の
で
あ

る
こ
と

。
 

ま
た
、
正

職
員
と

し
て
勤

務
す

る
者
に
つ

い
て
、

育
児
・

介
護

休
業
法

第
2
3
条
第

１
項
、

同
条
第
３
項

又
は

同
法
第

2
4

条
の
規
定
に

よ
る

措
置
が
講

じ
ら
れ

、
当
該

労
働

者
の
所
定

労
働
時

間
が
短

縮
さ

れ
た
場
合

に
あ
っ

て
は
、
週

3
0
時
間
以

上
の
勤

務
で
常
勤

扱
い
と

す
る
こ

と
。

 

 第
２
 
届

出
に
関

す
る
手

続
き

 

１
 
基
本

診
療
料

の
施
設

基
準

等
に
係
る

届
出
に

際
し
て

は
、

特
に
規
定

の
あ
る

場
合
を

除
き

、
当
該
保

険
医
療

機

関
単
位
で

行
う
も

の
で
あ

る
こ

と
。

 

２
 
「
基

本
診
療

料
の
施

設
基

準
等
」
の

各
号
に

掲
げ
る

施
設

基
準
に
係

る
届
出

を
行
お

う
と

す
る
保
険

医
療
機

関

の
開
設
者

は
、
当

該
保
険

医
療

機
関
の
所

在
地
の

地
方
厚

生
（

支
）
局
長

に
対
し

て
、
別

添
７

の
当
該
施

設
基
準

に
係
る
届

出
書
（

届
出
書

添
付

書
類
を
含

む
。
以

下
同
じ

。
）

を
１
通
提

出
す
る

も
の
で

あ
る

こ
と
。
な

お
、
国

立
高
度
専

門
医
療

研
究
セ

ン
タ

ー
等
で
内

部
で
権

限
の
委

任
が

行
わ
れ
て

い
る
と

き
は
、

病
院

の
管
理
者

が
届
出

書
を
提
出

し
て
も

差
し
支

え
な

い
。
ま
た

、
当
該

保
険
医

療
機

関
は
、
提

出
し
た

届
出
書

の
写

し
を
適
切

に
保
管

す
る
も
の

で
あ
る

こ
と
。

 

３
 
届
出

書
の
提

出
が
あ

っ
た

場
合
は
、

届
出
書

を
基
に

、
「

基
本
診
療

料
の
施

設
基
準

等
」

及
び
本
通

知
の
第

１

に
規
定
す

る
基
準

に
適
合

す
る

か
否
か
に

つ
い
て

要
件
の

審
査

を
行
い
、

記
載
事

項
等
を

確
認

し
た
上
で

受
理
又

は
不
受
理

を
決
定

す
る
も

の
で

あ
る
こ
と

。
ま
た

、
補
正

が
必

要
な
場
合

は
適
宜

補
正
を

求
め

る
も
の
と

す
る
。

な
お
、
こ

の
要
件

審
査
に

要
す

る
期
間
は

原
則
と

し
て
２

週
間

以
内
を
標

準
と
し

、
遅
く

と
も

概
ね
１
か

月
以
内

（
提
出
者

の
補
正

に
要
す

る
期

間
は
除
く

。
）
と

す
る
も

の
で

あ
る
こ
と

。
 

４
 
届
出

に
当
た

っ
て
は

、
当

該
届
出
に

係
る
基

準
に
つ

い
て

、
特
に
規

定
す
る

場
合
を

除
き

、
届
出
前

１
か
月

の

実
績
を
有

し
て
い

る
こ
と

。
た

だ
し
、
次

に
掲
げ

る
入
院

料
に

係
る
実
績

に
つ
い

て
は
、

そ
れ

ぞ
れ
以
下

に
定
め

る
と
こ
ろ

に
よ
る

こ
と
。

な
お

、
特
に
規

定
す
る

も
の
の

他
、

単
な
る
名

称
変
更

、
移
転

等
で

実
体
的
に

開
設
者

 
-
 
1 

- 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 保

医
発

 
 

第
 

号
 

 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 

令
和

 
年

 
月

 
日

 

 地
方

厚
生

（
支

）
局

医
療

課
長

 

都
道
府
県

民
生
主

管
部
（

局
）

 

 
国
民
健

康
保
険

主
管
課

（
部

）
長
 
 
 
 
 
 

殿
 

都
道
府
県

後
期
高

齢
者
医

療
主

管
部
（
局

）
 

 
後
期
高
齢

者
医
療

主
管
課

（
部

）
長

 

   
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 厚

生
労

働
省

保
険

局
医

療
課

長
 

（
公
 
印

 
省
 

略
）

 

  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
厚

生
労
働
省

保
険
局

歯
科
医

療
管

理
官

 

（
公
 
印

 
省
 

略
）

 

   

基
本
診
療

料
の
施

設
基
準

等
及

び
そ
の
届

出
に
関

す
る
手

続
き

の
取
扱
い

に
つ
い

て
 

   
標
記
に

つ
い
て

は
、

本
日
、

「
診
療
報

酬
の
算

定
方

法
の
一

部
を
改
正

す
る
件

」
（
令

和
２

年
厚
生
労

働
省
告

示
第

●
号
）
の

公
布
に

伴
い

、
「
基

本
診
療
料

の
施
設

基
準

等
の
一

部
を
改
正

す
る
件

」
（
令

和
２

年
厚
生
労

働
省
告

示
第

●
号
）
が

公
布
さ

れ
、

令
和
２

年
４
月
１

日
よ
り

適
用

さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
と

こ
ろ
で

あ
る

が
、
保
険

医
療
機

関
か

ら
の
届
出

を
受
理

す
る

際
に
は

、
下
記
の

事
項
に

留
意

の
上
、

貴
管
下
の

保
険
医

療
機
関

及
び

審
査
支
払

機
関
等

に
周

知
徹
底
を

図
り
、

そ
の
取

扱
い

に
遺
漏
の

な
い
よ

う
特
段

の
御

配
慮
を
願

い
た
い

。
 

 
な
お
、

従
前
の

「
基

本
診
療

料
の
施
設

基
準
等

及
び

そ
の
届

出
に
関
す

る
手
続

き
の
取

扱
い

に
つ
い
て

」
（
平
成

3

0
年
３
月
５
日

保
医
発

0
3
0
5
第
２
号
）
は

、
令
和

２
年
３

月
3
1
日
限
り
廃
止

す
る
。

 

  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
記
 

 第
１
 
基

本
診
療

料
の
施

設
基

準
等

 

基
本
診
療

料
の
施

設
基
準

等
に

つ
い
て
は

、
「
基

本
診
療

料
の

施
設
基
準

等
の
一

部
を
改

正
す

る
件
」
に

よ
る
改

正
後
の
「

基
本
診

療
料
の

施
設

基
準
等
」

（
平
成

2
0
年
厚
生

労
働
省
告

示
第

6
2
号
）
に
定

め
る
も
の

の
他
、

下
記

の
と
お
り

と
し
、

下
記
の

施
設

基
準
を
歯

科
診
療

に
つ
い

て
適

合
す
る
場

合
に
あ

っ
て
は

、
必

要
に
応
じ

て
、
当

該

基
準
中
「

医
師
」

と
あ
る

の
は

、
「
歯
科

医
師
」

と
読
み

替
え

て
適
用
す

る
も
の

と
す
る

。
 

１
 
初
・

再
診
料

の
施
設

基
準

等
は
別
添

１
の
と

お
り
と

す
る

。
 

２
 
入
院

基
本
料

等
の
施

設
基

準
等
は
別

添
２
の

と
お
り

と
す

る
。

 

３
 
入
院

基
本
料

等
加
算

の
施

設
基
準
等

は
別
添

３
の
と

お
り

と
す
る
。

 

４
 
特
定

入
院
料

の
施
設

基
準

等
は
別
添

４
の
と

お
り
と

す
る

。
 

（ ）713

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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結
核

病
棟

入
院

基
本

料
 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
  
 
  
 
  

 
  

 
  

 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  
 
 
（

結
核

入
院

）
第

 
 

号
 

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  

 
 
（

精
神

入
院

）
第

 
 

号
 

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
 
 
 
 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  
 
 
（

特
定

入
院

）
第

 
 

号
 

専
門

病
院

入
院

基
本

料
 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 
（

専
門

入
院

）
第

 
 

号
 

障
害

者
施

設
等

入
院

基
本

料
 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  
 
 
（

障
害

入
院

）
第

 
 

号
 

有
床

診
療

所
入

院
基

本
料

 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

（
診

入
院

）
第

 
 

号
 

有
床

診
療

所
入

院
基

本
料

在
宅

復
帰

機
能

強
化

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

診
入

帰
）

第
 

 
号

 

有
床

診
療

所
療

養
病

床
入

院
基

本
料

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  
 
  
  

 
 
  

 
  

 
 
 

 
（

診
療

養
入

院
）

第
 

 
号

 

有
床

診
療

所
療

養
病

床
入

院
基

本
料

在
宅

復
帰

機
能

強
化

加
算

 
 

 
 

 
 

 
（

診
療

養
入

帰
）

第
 

 
号

 

総
合

入
院

体
制

加
算

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

総
合

１
）

第
 

 
号

 

総
合

入
院

体
制

加
算

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

総
合

２
）

第
 

 
号

 

総
合

入
院

体
制

加
算

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

総
合

３
）

第
 

 
号

 

救
急

医
療

管
理

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
救

急
医

療
）

第
 

 
号

 

超
急

性
期

脳
卒

中
加

算
 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

 
  

（
超

急
性

期
）

第
 

 
号

 

診
療

録
管

理
体

制
加

算
１

 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  
 
 
（

診
療

録
１

）
第

 
 

号
 

診
療

録
管

理
体

制
加

算
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
診

療
録

２
）

第
 

 
号

 

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

１
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  
 
 
  
 
 
 

 
 
  

 
  
 
（

事
補

１
）

第
 

 
号

 

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

事
補

２
）

第
 

 
号

 

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
急

性
看

補
）

第
 

 
号

 

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

看
夜

配
）

第
 

 
号

 

特
殊

疾
患

入
院

施
設

管
理

加
算

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

（
特

施
）

第
 

 
号

 

看
護

配
置

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
看

配
）

第
 
 
 
号

 

看
護

補
助

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
（

看
補

）
第

 
 
号

 

療
養

環
境

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

療
）

第
 

 
号

 

重
症

者
等

療
養

環
境

特
別

加
算

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
  
 
  

 
 

 
（

重
）

第
 

 
号

 

療
養

病
棟

療
養

環
境

加
算

１
 

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
療

養
１

）
第

 
 
号

 

療
養

病
棟

療
養

環
境

加
算

２
 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
療

養
２

）
第

 
 
号

 

療
養

病
棟

療
養

環
境

改
善

加
算

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
療

養
改

１
）

第
 

 
号

 

療
養

病
棟

療
養

環
境

改
善

加
算

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
療

養
改

２
）

第
 

 
号

 

診
療

所
療

養
病

床
療

養
環

境
加

算
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
  

 
  

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
診

療
養

）
第

 
 

号
 

診
療

所
療

養
病

床
療

養
環

境
改

善
加

算
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

診
療

養
改

）
第

 
 

号
 

無
菌

治
療

室
管

理
加

算
１

 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
（

無
菌

１
）

第
 

 
号

 

無
菌

治
療

室
管

理
加

算
２

 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
（

無
菌

２
）

第
 

 
号

 

緩
和

ケ
ア

診
療

加
算

 
 
 
 
 
  

  
 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

 
  

 
  

  
 
 
  
 
  

 
  
 
  

 
 

 
 
（

緩
診

）
第

 
 
号

 

有
床

診
療

所
緩

和
ケ

ア
診

療
加

算
 
 
 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
（

診
緩

診
）

第
 

 
号

 

精
神

科
応

急
入

院
施

設
管

理
加

算
 
 
 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

（
精

応
）

第
 

 
号

 

精
神

病
棟

入
院

時
医

学
管

理
加

算
 
 
 
 
  

 
  

 
  
 
  

 
  

 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
（

精
入

学
）

第
 

 
号

 

精
神

科
地

域
移

行
実

施
加

算
 
 
 
 
 
  

 
  

 
  
 
  
 
  

 
  
 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  
 
  

 
（

精
移

行
）

第
 

 
号

 

精
神

科
身

体
合

併
症

管
理

加
算

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  
 
  
 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  
（

精
合

併
加

算
）

第
 

 
号

 

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  
 
  

  
 
 
  
 
  

 
  

 
  
 
  

 
（

精
リ

エ
）

第
 

 
号

 

 
-
 
3 

- 

及
び
従
事

者
に
変

更
が
な

い
と

考
え
ら
れ

る
も
の

に
つ
い

て
は

実
績
を
要

し
な
い

。
 

精
神
科
急

性
期
治

療
病

棟
入
院

料
、
精
神

科
救
急

入
院

料
及
び

精
神
科
救

急
・
合

併
症

入
院
料

の
施
設
基

準
に

つ
い
て
は

届
出
前

４
か

月
、
回

復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
病

棟
入
院
料

１
、
回

復
期

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病

棟
入
院
料

２
、
回

復
期

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病

棟
入

院
料
３

、
回
復
期

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ
ョ

ン
病
棟
入

院
料
４

及
び
回
復

期
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟

入
院
料

５
の

施
設
基

準
に
つ
い

て
は
届

出
前

６
か
月

、
地
域
移

行
機
能

強
化
病
棟

入
院
料

の
施
設

基
準

に
つ
い
て

は
届
出

前
１
年

間
の

実
績
を
有

し
て
い

る
こ
と

。
 

５
 
基
本

診
療
料

の
施
設

基
準

等
に
係
る

届
出
を

行
う
保

険
医

療
機
関
が

、
次
の

い
ず
れ

か
に

該
当
す
る

場
合
に

 

あ
っ
て
は

当
該
届

出
の
受

理
は

行
わ
な
い

も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

(
１
)
 
当
該
届
出

を
行
う

前
６

か
月
間
に

お
い
て

当
該
届

出
に

係
る
事
項

に
関
し

、
不
正

又
は

不
当
な
届

出
（
法

令
の
規
定

に
基
づ

く
も
の

に
限

る
。
）
を

行
っ
た

こ
と
が

あ
る

保
険
医
療

機
関
で

あ
る
場

合
。

 

(
２
)
 
当
該
届
出

を
行
う

前
６

か
月
間
に

お
い
て

療
担
規

則
及

び
薬
担
規

則
並
び

に
療
担

基
準

に
基
づ
き

厚
生
労

働
大
臣
が

定
め
る

掲
示
事

項
等

（
平
成

1
8
年
厚

生
労
働

省
告

示
第

1
0
7
号
）
に
違

反
し
た

こ
と
が
あ
る

保

険
医
療
機

関
で
あ

る
場
合

。
 

(
３

)
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
当

該
届

出
を

行
う

時
点

に
お

い
て

、
厚

生
労

働
大

臣
の

定
め

る
入

院

患
者
数
の

基
準
及

び
医

師
等
の

員
数
の
基

準
並
び

に
入

院
基
本

料
の
算
定

方
法
（

平
成

1
8

年
厚
生
労
働

省

告
示
第

1
0
4
号
）
に
該
当

し
て

い
る
保
険

医
療
機

関
で
あ

る
場

合
。

 

(
４
)
 
当
該
届
出

を
行
う

前
６

か
月
間
に

お
い
て

、
健
康

保
険

法
（
大
正

1
1
年
法
律
第

7
0
号
）
第

7
8
条
第
１

項
（
同
項

を
準
用

す
る

場
合
を

含
む
。
）

及
び
高

齢
者

の
医
療

の
確
保
に

関
す
る

法
律

（
昭

和
5
7

年
法
律

第
8
0
号
）
（
以
下

「
高
齢

者
医
療
確
保

法
」
と

い
う
。

）
第

7
2
条
第
１
項
の
規

定
に
基

づ
く

検
査
等
の

結

果
、
診
療

内
容
又

は
診

療
報
酬

の
請
求
に

関
し
、

不
正

又
は
不

当
な
行
為

が
認
め

ら
れ

た
保
険

医
療
機
関

で

あ
る
場
合

。
な
お

、
「

診
療
内

容
又
は
診

療
報
酬

の
請

求
に
関

し
、
不
正

又
は
不

当
な

行
為
が

認
め
ら
れ

た

場
合
」
と

は
、
「

保
険
医

療
機

関
及
び
保

険
医
等

の
指
導

及
び

監
査
に
つ

い
て
」

（
平
成

1
2
年
５
月

3
1
日

保
発
第

1
0
5
号
厚
生
省

保
険
局

長
通
知
）

に
規
定

す
る
監

査
要

綱
に
基
づ

き
、
戒

告
若
し

く
は

注
意
又
は

そ

の
他
の
処

分
を
受

け
た
場

合
を

い
う
も
の

と
す
る

。
 

６
 
届
出

の
要
件

を
満
た

し
て

い
る
場
合

は
届
出

を
受
理

し
、

次
の
受
理

番
号
を

決
定
し

、
提

出
者
に
対

し
て
受

理

番
号
を
付

し
て
通

知
す
る

と
と

も
に
、
審

査
支
払

機
関
に

対
し

て
受
理
番

号
を
付

し
て
通

知
す

る
も
の
で

あ
る
こ

と
。
な
お

、
入
院

基
本
料

等
区

分
が
あ
る

も
の
に

つ
い
て

は
、

区
分
も
付

し
て
通

知
す
る

こ
と

。
 

機
能
強
化

加
算
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
（
機

能
強

化
）
第
 

 
号

 

初
診
料
（

歯
科
）

の
注
１

に
掲

げ
る
基
準

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

歯
初

診
）
第
 

 
号

 

時
間
外
対

応
加
算

１
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
時

間
外

１
）
第
 

 
号

 

時
間
外
対

応
加
算

２
 
 
 
 
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
（
時
間
外
２
）
第
 

 
号

 

時
間
外
対

応
加
算

３
 
 
 
 
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
（
時
間
外
３
）
第
 

 
号

 

地
域
包
括

診
療
加

算
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

地
包

加
）
第
 

 
号

 

地
域
歯
科

診
療
支

援
病
院

歯
科

初
診
料
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

病
初

診
）
第
 

 
号

 

歯
科
外
来

診
療
環

境
体
制

加
算

１
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  

 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
（
外
来
環
１
）
第
 

 
号

 

歯
科
外
来

診
療
環

境
体
制

加
算

２
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
（
外
来
環
２
）
第
 

 
号

 

歯
科
診
療

特
別
対

応
連
携

加
算

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

歯
特

連
）
第
 

 
号

 

オ
ン
ラ
イ

ン
診
療

料
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

オ
ン

診
）
第
 

 
号

 

一
般
病
棟

入
院
基

本
料
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
（
一
般
入
院
）
第
 

 
号

 

療
養
病
棟

入
院
基

本
料
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
（
療
養
入

院
）
第
 

 
号

 

（ ）（ ） 715714

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
6 

- 

新
生
児
特

定
集
中

治
療
室

管
理

料
１
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
（
新
１
）
第
 

 
号

 

新
生
児
特

定
集
中

治
療
室

管
理

料
２
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
（
新
２
）
第
 
 
 
号

 

総
合
周
産

期
特
定

集
中
治

療
室

管
理
料
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

周
）
第
 

 
号

 

新
生
児
治

療
回
復

室
入
院

医
療

管
理
料
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

新
回

復
）
第
 

 
号

 

一
類
感
染

症
患
者

入
院
医

療
管

理
料

 
 

 
 

 
 
 
（
一
類
）
第
 

 
号

 

特
殊
疾
患

入
院
医

療
管
理

料
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
特

入
）
第
 

 
号

 

小
児
入
院

医
療
管

理
料
１

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

小
入

１
）
第
 

 
号

 

小
児
入
院

医
療
管

理
料
２

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

小
入

２
）
第
 

 
号

 

小
児
入
院

医
療
管

理
料
３
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  

 
  
 
 
 

（
小
入
３
）
第
 

 
号

 

小
児
入
院

医
療
管

理
料
４
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
 

（
小
入
４
）
第
 

 
号

 

小
児
入
院

医
療
管

理
料
５

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

小
入

５
）
第
 

 
号

 

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

病
棟
入
院

料
１
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
回

１
）
第
 

 
号

 

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

病
棟
入
院

料
２
 
 
 
 
 
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
（
回
２
）
第
 

 
号

 

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

病
棟
入
院

料
３
 
 
 
 
 
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
（
回
３
）
第
 

 
号

 

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

病
棟
入
院

料
４
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
回

４
）
第
 

 
号

 

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

病
棟
入
院

料
５
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
回

５
）
第
 

 
号

 

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

病
棟
入
院

料
６
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
回

６
）
第
 

 
号

 

地
域
包
括

ケ
ア
病

棟
入
院

料
１

及
び
地
域

包
括
ケ

ア
入
院

医
療

管
理
料
１

 
 
 

（
地
包

ケ
ア

１
）
第
 

 
号

 

地
域
包
括

ケ
ア
病

棟
入
院

料
２

及
び
地
域

包
括
ケ

ア
入
院

医
療

管
理
料
２

 
 
 

（
地
包

ケ
ア

２
）
第
 

 
号

 

地
域
包
括

ケ
ア
病

棟
入
院

料
３

及
び
地
域

包
括
ケ

ア
入
院

医
療

管
理
料
３

 
 
 

（
地
包

ケ
ア

３
）
第
 

 
号

 

地
域
包
括

ケ
ア
病

棟
入
院

料
４

及
び
地
域

包
括
ケ

ア
入
院

医
療

管
理
料
４

 
 
 

（
地
包

ケ
ア

４
）
第
 

 
号

 

特
殊
疾
患

病
棟
入

院
料
１

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

特
疾

１
）
第
 

 
号

 

特
殊
疾
患

病
棟
入

院
料
２

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

特
疾

２
）
第
 

 
号

 

緩
和
ケ
ア

病
棟
入

院
料
１

 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
（
緩
１
）
第
 

 
号

 

緩
和
ケ
ア

病
棟
入

院
料
２
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

（
緩
２
）
第
 

 
号

 

精
神
科
救

急
入
院

料
１
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

 
（
精
救
１
）
第
 

 
号

 

精
神
科
救

急
入
院

料
２
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

精
救

２
）
第
 

 
号

 

精
神
科
急

性
期
治

療
病
棟

入
院

料
１
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
精
急
１
）
第

 
 
号

 

精
神
科
急

性
期
治

療
病
棟

入
院

料
２
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
（
精
急

２
）
第
 

 
号

 

精
神
科
救

急
・
合

併
症
入

院
料

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
（
精
合
併
）
第
 

 
号

 

児
童
・
思

春
期
精

神
科
入

院
医

療
管
理
料
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  

  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
（
児
春
入
）
第
 

 
号

 

精
神
療
養

病
棟
入

院
料
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
（
精
療
）
第
 

 
号

 

認
知
症
治

療
病
棟

入
院
料

１
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

認
治

１
）
第
 

 
号

 

認
知
症
治

療
病
棟

入
院
料

２
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

認
治

２
）
第
 

 
号

 

特
定
一
般

病
棟
入

院
料
１
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

 
（
特
般
１
）
第
 

 
号

 

特
定
一
般

病
棟
入

院
料
２
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

 
（
特
般
２
）
第
 

 
号

 

地
域
移
行

機
能
強

化
病
棟

入
院

料
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

移
機

強
）
第
 

 
号

 

短
期
滞
在

手
術
等

基
本
料

１
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

短
手

１
）
第
 

 
号

 

短
期
滞
在

手
術
等

基
本
料

２
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

短
手

２
）
第
 

 
号

 

７
 
各
月

の
末
日

ま
で
に

要
件

審
査
を
終

え
、
届

出
を
受

理
し

た
場
合
は

、
翌
月

の
１
日

か
ら

当
該
届
出

に
係
る

診

 
-
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重
度
ア
ル

コ
ー
ル

依
存
症

入
院

医
療
管
理

加
算
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

重
ア

ル
）
第
 

 
号

 

摂
食
障
害

入
院
医

療
管
理

加
算

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
摂

食
障

害
）
第
 

 
号

 

栄
養
サ
ポ

ー
ト
チ

ー
ム
加

算
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

栄
養

チ
）
第
 

 
号

 

医
療
安
全

対
策
加

算
１
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
医
療

安
全

１
）
第
 

 
号

 

医
療
安
全

対
策
加

算
２
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
医
療

安
全

２
）
第
 

 
号

 

感
染
防
止

対
策
加

算
１
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
感
染

防
止

１
）
第
 

 
号

 

感
染
防
止

対
策
加

算
２
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
感
染

防
止

２
）
第
 

 
号

 

患
者
サ
ポ

ー
ト
体

制
充
実

加
算

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
（
患
サ
ポ
）
第
 

 
号

 

褥
瘡
ハ
イ

リ
ス
ク

患
者
ケ

ア
加

算
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
褥

瘡
ケ

ア
）
第
 

 
号

 

ハ
イ
リ
ス

ク
妊
娠

管
理
加

算
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
（
ハ
イ
妊
娠
）
第
 

 
号

 

ハ
イ
リ
ス

ク
分
娩

管
理
加

算
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
ハ

イ
分

娩
）
第
 

 
号

 

精
神
科
救

急
搬
送

患
者
地

域
連

携
紹
介
加

算
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
  

 
 
  
 
  
 
  
 
  
（
精
救
急
紹

介
）
第
 

 
号

 

精
神
科
救

急
搬
送

患
者
地

域
連

携
受
入
加

算
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
  

 
 
  
 
  
 
  
 
  
（
精
救
急
受

入
）
第
 

 
号

 

呼
吸
ケ
ア

チ
ー
ム

加
算
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

呼
吸

チ
）
第
 

 
号

 

後
発
医
薬

品
使
用

体
制
加

算
１

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
後

発
使

１
）
第
 

 
号

 

後
発
医
薬

品
使
用

体
制
加

算
２

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
後

発
使

２
）
第
 

 
号

 

後
発
医
薬

品
使
用

体
制
加

算
３

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
後

発
使

３
）
第
 

 
号

 

病
棟
薬
剤

業
務
実

施
加
算

１
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
（
病
棟
薬
１
）
第
 

 
号

 

病
棟
薬
剤

業
務
実

施
加
算

２
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
病

棟
薬

２
）
第
 

 
号

 

デ
ー
タ
提

出
加
算
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
  

 
  

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  

 
  
 
 
（
デ
ー
タ
提
）
第
 

 
号

 

入
退
院
支

援
加
算
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
  

 
  

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  

 
  

 
 
（
入
退

支
）
第
 

 
号

 

認
知
症
ケ

ア
加
算

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

認
ケ

ア
）
第
 

 
号

 

せ
ん
妄
ハ

イ
リ
ス

ク
患
者

ケ
ア

加
算
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
せ
ん

妄
ケ

ア
）
第
 

 
号

 

精
神
疾
患

診
療
体

制
加
算

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

精
疾

診
）
第
 

 
号

 

精
神
科
急

性
期
医

師
配
置

加
算

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
精

急
医

配
）
第
 

 
号

 

排
尿
自
立

支
援
加

算
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
（

排
自

支
）
第
 

 
号

 

地
域
医
療

体
制
確

保
加
算

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
地

医
確

保
）
第
 

 
号

 

地
域
歯
科

診
療
支

援
病
院

入
院

加
算
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
（
地
歯
入
院
）
第
 

 
号

 

救
命
救
急

入
院
料

１
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
救

１
）
第
 

 
号

 

救
命
救
急

入
院
料

２
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
（
救
２
）
第
 

 
号

 

救
命
救
急

入
院
料

３
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
救

３
）
第
 
 
 
号

 

救
命
救
急

入
院
料

４
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
（
救

４
）
第
 

 
号

 

特
定
集
中

治
療
室

管
理
料

１
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
（
集

１
）
第
 

 
号

 

特
定
集
中

治
療
室

管
理
料

２
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
（
集

２
）
第
 

 
号

 

特
定
集
中

治
療
室

管
理
料

３
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
（
集

３
）
第
 

 
号

 

特
定
集
中

治
療
室

管
理
料

４
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
（
集

４
）
第
 

 
号

 

ハ
イ
ケ
ア

ユ
ニ
ッ

ト
入
院

医
療

管
理
料
１

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
ハ
イ

ケ
ア

１
）
第
 

 
号

 

ハ
イ
ケ
ア

ユ
ニ
ッ

ト
入
院

医
療

管
理
料
２

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
ハ
イ

ケ
ア

２
）
第
 

 
号

 

脳
卒
中
ケ

ア
ユ
ニ

ッ
ト
入

院
医

療
管
理
料

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
脳
卒

中
ケ

ア
）
第
 

 
号

 

小
児
特
定

集
中
治

療
室
管

理
料

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
小

集
）
第
 

 
号

 

（ ）（ ） 715714

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
６

)
 

算
定

要
件

中
の

紹
介

率
及

び
逆

紹
介

率
に

つ
い

て
は

、
暦

月
で

３
か

月
間

の
一

時
的

な
変

動
。

 

２
 

１
に

よ
る

変
更

の
届

出
は

、
１

の
た

だ
し

書
の

場
合

を
除

き
、

届
出

の
内

容
と

異
な

っ
た

事
情

が
生

じ
た

日
の

属
す

る
月

の
翌

月
に

速
や

か
に

行
う

こ
と

。
そ

の
場

合
に

お
い

て
は

、
変

更
の

届
出

を
行

っ
た

日
の

属
す

る
月

の

翌
月

（
変

更
の

届
出

に
つ

い
て

、
月

の
最

初
の

開
庁

日
に

要
件

審
査

を
終

え
、

届
出

を
受

理
さ

れ
た

場
合

に
は

当

該
月

の
１

日
）

か
ら

変
更

後
の

入
院

基
本

料
等

を
算

定
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

面
積

要
件

や
常

勤
職

員
の

配
置

要

件
の

み
の

変
更

の
場

合
な

ど
月

単
位

で
算

出
す

る
数

値
を

用
い

た
要

件
を

含
ま

な
い

施
設

基
準

の
場

合
に

は
、

当

該
施

設
基

準
を

満
た

さ
な

く
な

っ
た

日
の

属
す

る
月

に
速

や
か

に
変

更
の

届
出

を
行

い
、

当
該

変
更

の
届

出
を

行

っ
た

日
の

属
す

る
月

の
翌

月
か

ら
変

更
後

の
入

院
基

本
料

等
を

算
定

す
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

を
受

理
し

た
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
適

時
調

査
を

行
い

（
原

則
と

し
て

年
１

回
、

受
理

後
６

か
月

以
内

を
目

途
）

、
届

出
の

内
容

と
異

な
る

事
情

等
が

あ
る

場
合

に
は

、
届

出
の

受
理

の
変

更
を

行
う

な
ど

運
用

の

適
正

を
期

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

４
 

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
に

適
合

し
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

場
合

は
、

所
要

の
指

導
の

上
、

変
更

の
届

出
を

行
わ

せ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

そ
の

上
で

、
な

お
改

善
が

み
ら

れ
な

い
場

合
は

、
当

該
届

出
は

無
効

と
な

る
も

の

で
あ

る
が

、
そ

の
際

に
は

当
該

保
険

医
療

機
関

の
開

設
者

に
弁

明
を

行
う

機
会

を
与

え
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

５
 

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

は
、

毎
年

７
月

１
日

現
在

で
施

設
基

準
の

適
合

性
を

確
認

し
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

報
告

を
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

６
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

に
お

い
て

は
、

届
出

を
受

理
し

た
後

、
当

該
届

出
事

項
に

関
す

る
情

報
を

都
道

府
県

に
提

供
し

、
相

互
に

協
力

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

７
 

届
出

事
項

に
つ

い
て

は
、

被
保

険
者

等
の

便
宜

に
供

す
る

た
め

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
に

お
い

て
閲

覧
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

等
を

含
む

。
）

に
供

す
る

と
と

も
に

、
当

該
届

出
事

項
を

適
宜

と
り

ま
と

め
て

、
保

険
者

等

に
提

供
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
も

、
保

険
医

療
機

関
及

び
保

険
医

療

養
担

当
規

則
（

昭
和

3
2
年

厚
生

省
令

第
1
5
号

）
及

び
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

の
規

定
に

よ
る

療

養
の

給
付

等
の

取
扱

い
及

び
担

当
に

関
す

る
基

準
（

昭
和

5
8
年

厚
生

省
告

示
第

1
4
号

）
の

規
定

に
基

づ
き

、
院

内
の

見
や

す
い

場
所

に
届

出
内

容
の

掲
示

を
行

う
よ

う
指

導
を

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

 
（

掲
示

例
）

 

(
１

)
 

入
院

患
者

数
4
2

人
の

一
般

病
棟

で
、

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
の

急
性

期
一

般
入

院
料

７
を

算
定

し
て

い

る
病

院
の

例
 

「
当

病
棟

で
は

、
１

日
に

1
3

人
以

上
の

看
護

職
員

（
看

護
師

及
び

准
看

護
師

）
が

勤
務

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
時

間
帯

毎
の

配
置

は
次

の
と

お
り

で
す

。
」

 

・
 

朝
９

時
か

ら
夕

方
1
7
時

ま
で

、
看

護
職

員
１

人
当

た
り

の
受

け
持

ち
数

は
６

人
以

内
で

す
。

 

・
 

夕
方

1
7
時

か
ら

深
夜

１
時

ま
で

、
看

護
職

員
１

人
当

た
り

の
受

け
持

ち
数

は
1
4
人

以
内

で
す

。
 

・
 

深
夜

１
時

か
ら

朝
９

時
ま

で
、

看
護

職
員

１
人

当
た

り
の

受
け

持
ち

数
は

1
4
人

以
内

で
す

。
 

 
 

(
２

)
 

有
床

診
療

所
入

院
基

本
料

１
を

算
定

し
て

い
る

診
療

所
の

例
 

 
 

 
 

 
 
「

当
診

療
所

に
は

、
看

護
職

員
が

７
人

以
上

勤
務

し
て

い
ま

す
。

」
 

 第
４

 
経

過
措

置
等

 

１
 

第
２

及
び

第
３

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

令
和

２
年

３
月

3
1

日
現

在
に

お
い

て
入

院
基

本
料

等
の

届
出

が
受

理
さ

れ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

次
の

取
扱

い
と

す
る

。
 

令
和

２
年

３
月

3
1

日
に

お
い

て
現

に
表

１
及

び
表

２
に

掲
げ

る
入

院
基

本
料

等
以

外
の

入
院

基
本

料
等

を
算

定
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

引
き

続
き

当
該

入
院

基
本

料
等

を
算

定
す

る
場

合
に

は
、

新
た

な
届

出

 
-
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療
報
酬
を

算
定
す

る
。
ま

た
、

月
の
最
初

の
開
庁

日
に
要

件
審

査
を
終
え

、
届
出

を
受
理

し
た

場
合
に
は

当
該
月

の
１
日
か

ら
算
定

す
る
。

な
お

、
令
和
２

年
４
月

●
日
ま

で
に

届
出
書
の

提
出
が

あ
り
、

同
月

末
日
ま
で

に
要
件

審
査
を
終

え
届
出

の
受
理

が
行

わ
れ
た
も

の
に
つ

い
て
は

、
同

月
１
日
に

遡
っ
て

算
定
す

る
こ

と
が
で
き

る
も
の

と
す
る
。

 

８
 

届
出

の
不

受
理

の
決

定
を

行
っ

た
場

合
は

、
速

や
か

に
そ

の
旨

を
提

出
者

に
対

し
て

通
知

す
る

も
の

で
あ

る

こ
と
。

 

 第
３
 
届

出
受
理

後
の
措

置
等

 
 

１
 
届
出

を
受
理

し
た
後

に
お

い
て
、
届

出
の
内

容
と
異

な
っ

た
事
情
が

生
じ
、

当
該
施

設
基

準
を
満
た

さ
な
く

な

っ
た
場
合

又
は
当

該
施
設

基
準

の
届
出
区

分
が
変

更
と
な

っ
た

場
合
に
は

、
保
険

医
療
機

関
の

開
設
者
は

遅
滞
な

く
変
更
の

届
出
等

を
行
う

も
の

で
あ
る
こ

と
。
ま

た
、
病

床
数

に
著
し
い

増
減
が

あ
っ
た

場
合

に
は
そ
の

都
度
届

出
を
行
う

。
（
病

床
数
の

著
し

い
増
減
と

は
、
病

棟
数
の

変
更

や
、
病
棟

の
種
別

ご
と
の

病
床

数
に
対
し

て
１
割

以
上
の
病

床
数
の

増
減
が

あ
っ

た
場
合
等

の
こ
と

で
あ
る

が
、

こ
れ
に
該

当
し
な

い
病
床

数
の

変
更
の
場

合
で
あ

っ
て
も
、

病
床
数

の
増
減

に
よ

り
届
出
の

基
準
を

満
た
さ

な
く

な
っ
た
場

合
に
は

、
当
然

、
変

更
の
届
出

は
必
要

で
あ
る
。

）
 

た
だ
し
、

次
に
掲

げ
る
事

項
に

つ
い
て
の

一
時
的

な
変
動

に
つ

い
て
は
こ

の
限
り

で
は
な

い
。

 

(
１
)
 
平
均
在
院

日
数
及

び
月

平
均
夜
勤

時
間
数

に
つ
い

て
は

、
暦
月
で

３
か
月

を
超
え

な
い

期
間
の
１

割
以
内

の
一
時
的

な
変
動

。
 

(
２
)
 
医
師
と
患

者
の
比

率
に

つ
い
て
は

、
暦
月

で
３
か

月
を

超
え
な
い

期
間
の

次
に
掲

げ
る

範
囲
の
一

時
的
な

変
動

 

ア
 

医
療

法
に

定
め

る
標

準
数

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
が

届
出

に
係

る
診

療
料

の
算

定
要

件
と

さ
れ

て
い

る
場
合

 

当
該
保
険

医
療
機

関
に
お

け
る

医
師
の
配

置
数
が

、
医
療

法
に

定
め
る
標

準
数
か

ら
１
を

減
じ

た
数
以

 

上
で
あ
る

範
囲

 

イ
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
第

五
の

二
の

(
１

)
の

イ
の

②
の

３
、

四
の

(
１

)
の

イ
の

④
及

び
六

の
(
２
)
の
イ
の
⑤

の
場
合

 

常
勤
の
医

師
の
員

数
が
、

当
該

病
棟
の
入

院
患
者

数
に

1
0
0
分
の

1
0
を
乗
じ
て
得

た
数
か

ら
１
を
減

じ
た
数
以

上
 

(
３
)
 
１
日
当
た

り
勤
務

す
る

看
護
師
及

び
准
看

護
師
又

は
看

護
補
助
者

（
以
下

「
看
護

要
員

」
と
い
う

。
）
の

 

数
、

看
護

要
員

の
数

と
入

院
患

者
の

比
率

並
び

に
看

護
師

及
び

准
看

護
師

（
以

下
「

看
護

職
員

」
と

い

う
。
）
の

数
に
対

す
る
看

護
師

の
比
率
に

つ
い
て

は
、
暦

月
で

１
か
月
を

超
え
な

い
期
間

の
１

割
以
内
の

一
 

時
的
な
変

動
。

 

(
４

)
 

医
療

法
上

の
許

可
病

床
数

（
感

染
症

病
床

を
除

く
。

）
が

1
0
0

床
未

満
の

病
院

及
び

特
別

入
院

基
本

料

（
月

平
均

夜
勤

時
間

超
過

減
算

に
よ

り
算

定
す

る
場

合
を

除
く

。
）

を
算

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
１

日
当

た
り

勤
務

す
る

看
護

要
員

の
数

、
看

護
要

員
の

数
と

入
院

患
者

の
比

率
並

び
に

看
護

職
員

の
数

に
対

す
る

看
護

師
の

比
率

に
つ

い
て

は
、

暦
月

で
３

か
月

を
超

え
な

い
期

間
の

１
割

以
内

の
一

時
的

な
変
動
。

 

(
５
)
 
算
定
要
件

（
一
般

病
棟

用
の
重
症

度
、
医

療
・
看

護
必

要
度
Ⅰ
又

は
Ⅱ
（

以
下
「

重
症

度
、
医
療

・
看
護

必
要

度
Ⅰ

又
は

Ⅱ
」

と
い

う
。

）
の

評
価

方
法

を
用

い
る

要
件

は
除

く
。

）
中

の
該

当
患

者
の

割
合

に
つ

い
て
は
、

暦
月
で

３
か
月

を
超

え
な
い
期

間
の
１

割
以
内

の
一

時
的
な
変

動
。

 

（ ）（ ） 717716

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
若

し
く

は
病

室
を

い
ず

れ
も

有
し

な
い

保
険

医
療

機
関

で
あ

っ
て

、

療
養
病
棟

入
院
料

１
若
し

く
は

２
を
算
定

す
る
病

棟
、
療

養
病

棟
入
院
基

本
料
の

注
1
1
に

係
る
届
出
を

行
っ

て
い

る
病

棟
若

し
く

は
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

５
若

し
く

は
６

を
算

定
す

る
病

棟
の

い

ず
れ

か
を

有
す

る
も

の
の

う
ち

、
こ

れ
ら

の
病

棟
の

病
床

数
の

合
計

が
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
2
0
0

床
未

満
で

あ
り

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

に
係

る
届

出
を

行
う

事
が

困
難

で
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
正

当
な

理
由

が

あ
る
も
の

を
除
く

。
）
（

令
和

４
年
４
月

１
日
以

降
に
引

き
続

き
算
定
す

る
場
合

に
限
る

。
）

 
 

 
結
核
病

棟
入
院

基
本
料

（
７

対
１
入
院

基
本
料

に
限
る

。
）

（
令
和
２
年

1
0

月
１
日

以
降

に
引
き
続

き
算
定

す
る
場
合

に
限
る

。
）

 

 
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

（
７

対
１

入
院

基
本

料
に

限
る

。
）

（
令

和
２

年
1
0

月
１
日
以

降
に
引

き
続
き

算
定

す
る
場
合

に
限
る

。
）

 

 
特
定
機

能
病
院

入
院
基

本
料

の
注
５
に

掲
げ
る

看
護
必

要
度

加
算
（
令

和
２
年

1
0

月
１
日

以
降
に
引

き
続
き

算
定
す
る

場
合
に

限
る
。

）
 

 
専
門
病

院
入
院

基
本
料

（
７

対
１
入
院

基
本
料

に
限
る

。
）

（
令
和
２
年

1
0

月
１
日

以
降

に
引
き
続

き
算
定

す
る
場
合

に
限
る

。
）

 

 
専
門
病

院
入
院

基
本
料

の
注

３
に
掲
げ

る
看
護

必
要
度

加
算

（
令
和
２
年

1
0

月
１
日

以
降

に
引
き
続

き
算
定

す
る
場
合

に
限
る

。
）

 

総
合
入
院

体
制
加

算
（
令

和
２

年
1
0
月
１
日
以
降
に

引
き
続

き
算
定
す

る
場
合

に
限
る

。
）

 

救
急
医
療

管
理
加

算
 

 
急
性
期

看
護
補

助
体
制

加
算

（
急
性
期

一
般
入

院
料
７

又
は

1
0

対
１
入
院
基
本
料

に
限

る
。
）
（

令
和
２

年

1
0
月
１
日
以
降
に

引
き
続

き
算

定
す
る
場

合
に
限

る
。
）

 

 
看
護
職

員
夜
間

配
置
加

算
（

急
性
期
一

般
入
院

料
７
又

は
1
0
対
１
入
院
基
本

料
に

限
る
。

）
（
令
和

２
年

1
0

月
１
日
以

降
に
引

き
続
き

算
定

す
る
場
合

に
限
る

。
）

 

 
看
護
補

助
加
算

１
（
令

和
２

年
1
0
月
１
日
以
降
に

引
き
続

き
算
定
す

る
場
合

に
限
る

。
）

 

 
デ
ー
タ

提
出
加

算
 

 
入
退
院

支
援
加

算
３
（

「
入

退
院
支
援

及
び
５

年
以
上

の
新

生
児
集
中

治
療
に

係
る
業

務
の

経
験
を
有

し
、
小

児
患

者
の

在
宅

移
行

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
専

任
の

看
護

師
」

の
規

定
を

満
た

す
こ

と
に

よ
り

令

和
３
年
４

月
１
日

以
降
に

引
き

続
き
算
定

す
る
場

合
に
限

る
。

）
 

 

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

病
棟
入
院

料
１
（

管
理

栄
養
士

の
配
置
に

係
る
規

定
に

限
る
。

）
（
令
和

３
年

４
月
１
日

以
降
に

引
き
続

き
算

定
す
る
場

合
に
限

る
。
）

 

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

病
棟
入
院

料
１
又

は
３

（
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

の
実

績
の
指

数
に
係
る

規
定

に
限
る
。

）
（
令

和
２
年

1
0
月
１
日
以

降
に
引

き
続
き

算
定

す
る
場
合

に
限
る

。
）

 

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

病
棟
入
院

料
（
許

可
病
床

数
が

2
0
0
床
未
満
の
医
療
機

関
に
限

る
。
）
（

デ
ー

タ
提
出
加

算
の
届

出
を

既
に
届

け
出
て
い

る
保
険

医
療

機
関
を

除
く
。
）

（
令
和

２
年

３
月

3
1

日
に
お
い
て

急
性
期
一

般
入
院

基
本

料
、
特

定
機
能
病

院
入
院

基
本

料
（
一

般
病
棟
の

場
合
に

限
る

。
）
、

専
門
病
院

入
院

基
本

料
（

1
3

対
１

入
院

基
本

料
を

除
く

。
）

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
か

ら
４

若
し

く
は
地
域

包
括
ケ

ア
病

棟
入
院

料
を
算
定

す
る
病

棟
若

し
く
は

病
室
を
い

ず
れ
も

有
し

な
い
保

険
医
療
機

関
で

あ
っ
て
、

療
養
病

棟
入

院
料
１

若
し
く
は

２
を
算

定
す

る
病
棟

、
療
養
病

棟
入
院

基
本

料
の

注
1
1

に
係
る
届

出
を
行
っ

て
い
る

病
棟

若
し
く

は
回
復
期

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ
ョ

ン
病
棟
入

院
料
５

若
し

く
は
６

を
算
定
す

る
病

棟
の
い
ず

れ
か
を

有
す

る
も
の

の
う
ち
、

こ
れ
ら

の
病

棟
の
病

床
数
の
合

計
が
当

該
保

険
医
療

機
関
に
お

い
て

2
0
0

床
未
満
で
あ
り
、

デ
ー
タ

提
出
加
算

に
係
る

届
出

を
行
う

事
が
困
難

で
あ
る

こ
と

に
つ
い

て
正
当
な

理
由

が
あ
る
も

の
を
除

く
。
）

（
令

和
４
年
４

月
１
日

以
降
に

引
き

続
き
算
定

す
る
場

合
に
限

る
。

）
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を
要
し
な

い
が
、

令
和
２

年
４

月
以
降
の

実
績
に

よ
り
、

届
出

を
行
っ
て

い
る
入

院
基
本

料
等

の
施
設
基

準
等
の

内
容
と
異

な
る
事

情
等
が

生
じ

た
場
合
は

、
変
更

の
届
出

を
行

う
こ
と
。

 

 

表
１
 
新

た
に
施

設
基
準

が
創

設
さ
れ
た

こ
と
に

よ
り
、

令
和

２
年
４
月

以
降
に

お
い
て

当
該

点
数
を
算

定
す
る

に
当
た
り

届
出
の

必
要
な

も
の

 

オ
ン
ラ
イ

ン
診
療

料
（
頭

痛
患

者
の
診
療

に
係
る

規
定
を

満
た

す
こ
と
に

よ
り
算

定
す
る

場
合

に
限
る
。

）
 

結
核

病
棟

入
院

基
本

料
の

注
７

に
掲

げ
る

重
症

患
者

割
合

特
別

入
院

基
本

料
（

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要

度
に
係
る

基
準
及

び
常
勤

の
医

師
の
員
数

の
基
準

に
該
当

す
る

場
合
に
限

る
。
）

 

緩
和

ケ
ア

診
療

加
算

（
別

添
３

の
第

1
4

の
１

の
（

1
）

に
規

定
す

る
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

の
う

ち
身

体
症

状
の

緩
和

を
担

当
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

が
第

1
4

の
１

の
（

5
）

の
ウ

に
規

定
す

る
研

修
の

み
終

了
し

て
い

る
者

で
あ
る
場

合
に
限

る
。
）

 

入
退
院
支

援
加
算

の
注
８

に
掲

げ
る
総
合

機
能
評

価
加
算

 

認
知
症
ケ

ア
加
算

２
 

せ
ん
妄
ハ

イ
リ
ス

ク
患
者

ケ
ア

加
算

 

精
神
科
急

性
期
医

師
配
置

加
算

１
 

精
神
科
急

性
期
医

師
配
置

加
算

３
 

排
尿
自
立

支
援
加

算
 

地
域
医
療

体
制
確

保
加
算

 

特
定
集
中

治
療
室

管
理
料

の
注

５
に
掲
げ

る
早
期

栄
養
介

入
管

理
加
算

 

緩
和
ケ
ア

病
棟
入

院
料
１

 

 

表
２
 
施

設
基
準

の
改
正

に
よ

り
、
令
和

２
年
３
月

3
1

日
に

お
い
て
現

に
当
該

点
数
を

算
定

し
て
い
た

保
険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
も

、
令

和
２

年
４

月
以

降
に

お
い

て
当

該
点

数
を

算
定

す
る

に
当

た
り

届
出

の
必

要
な

も

の
 

 
認
知
症

ケ
ア
加

算
３
（

令
和

２
年
３
月

3
1

日
に
お
い

て
、

現
に
旧
算

定
方
法

別
表
Ａ

２
４

７
に
掲
げ

る
認
知

症
ケ

ア
加

算
２

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

令
和

２
年

４
月

１
日

以
降

に
引

き

続
き
算
定

す
る
場

合
に
限

る
。

）
 

精
神
科
急

性
期
医

師
配
置

加
算

２
の
イ
及

び
ロ
（

令
和
２

年
３

月
3
1
日
に

お
い
て

、
現
に

旧
選
定
方
法

別
表

Ａ
２

４
９

に
掲

げ
る

精
神

科
急

性
期

医
師

配
置

加
算

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

令
和
２
年

４
月
１

日
以
降

に
引

き
続
き
算

定
す
る

場
合
に

限
る

）
。

 

 
一
般
病

棟
入
院

基
本
料

（
急

性
期
一
般

入
院
料

７
、
地

域
一

般
入
院
基

本
料
を

除
く
。

）
（

急
性
期
一

般
入
院

料
１
、
２

、
３
、

５
及
び

６
に

つ
い
て
は

令
和
２

年
1
0
月

１
日
以
降
に

引
き
続

き
算
定

す
る

場
合
、
急

性
期

一
般
入
院

料
４
に

つ
い
て

は
令

和
３
年
４

月
１
日

以
降
に

引
き

続
き
算
定

す
る
場

合
に
限

る
。

）
 

 
療
養
病

棟
入
院

基
本
料

（
当

該
入
院
料

の
施
設

基
準
に

お
け

る
「
中
心

静
脈
注

射
用
カ

テ
ー

テ
ル
に
係

る
院
内

感
染

対
策

の
た

め
の

指
針

を
策

定
し

て
い

る
こ

と
。

」
及

び
「

適
切

な
意

思
決

定
支

援
に

関
す

る
指

針
を

定

め
て
い
る

こ
と
。

」
に
つ

い
て

既
に
届
け

出
て
い

る
保
険

医
療

機
関
を
除

く
。
）

（
令
和

２
年

1
0
月
１

日
以

降
に
引
き

続
き
算

定
す
る

場
合

に
限
る
。

）
 

 
療
養
病

棟
入
院

基
本
料

（
許

可
病
床
数

が
2
0
0
床
未
満
の
保

険
医
療
機

関
に
限

る
。
）

（
デ

ー
タ
提
出

加
算
の

届
出
を
既

に
届
け

出
て
い

る
保

険
医
療
機

関
を
除

く
。
）

（
令

和
２
年
３

月
3
1
日

に
お
い

て
急
性
期
一

般
入

院
基

本
料

、
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
の

場
合

に
限

る
。

）
、

専
門

病
院

入
院

基
本

料
（

1
3

対
１

入
院

基
本

料
を

除
く

。
）

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
か

ら
４

若
し

く
は

地
域

包
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別
添

１
 

初
・

再
診

料
の

施
設

基
準

等
 

 第
１

 
夜

間
・

早
朝

等
加

算
 

 
１

 
夜

間
・

早
朝

等
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
等

 

(
１

)
 

１
週

間
当

た
り

の
表

示
診

療
時

間
の

合
計

が
3
0

時
間

以
上

の
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ

と
。

な
お

、
一

定
の

決
ま

っ
た

日
又

は
決

ま
っ

た
時

間
に

行
わ

れ
る

訪
問

診
療

の
時

間
に

つ
い

て
は

、
そ

の
実

施
す

る
時

間
を

表
示

し
て

い
る

場
合

に
限

り
、

１
週

間
当

た
り

の
表

示
診

療
時

間
に

含
め

て
差

し
支

え
な

い
。

 

(
２

)
 

(
１

)
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
概

ね
月

１
回

以
上

、
当

該
診

療
所

の
保

険
医

が
、

客
観

的
に

深
夜

に
お

け

る
救

急
医

療
の

確
保

の
た

め
に

診
療

を
行

っ
て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

次
に

掲
げ

る
保

険
医

療
機

関
に

赴
き

夜
間

・
休

日
の

診
療

に
協

力
し

て
い

る
場

合
は

、
１

週
間

当
た

り
の

表
示

診
療

時
間

の
合

計
が

2
7

時
間

以

上
で

よ
い

こ
と

。
ま

た
、

当
該

診
療

所
が

次
の

イ
及

び
ウ

の
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

場
合

も
同

様
に

取
り

扱
う

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

ア
 

地
域

医
療

支
援

病
院

（
医

療
法

第
４

条
第

１
項

に
規

定
す

る
地

域
医

療
支

援
病

院
）

 

イ
 

救
急

病
院

等
を

定
め

る
省

令
（

昭
和

3
9

年
厚

生
省

令
第

８
号

）
に

基
づ

き
認

定
さ

れ
た

救
急

病
院

又

は
救

急
診

療
所

 

ウ
 

「
救

急
医

療
対

策
の

整
備

事
業

に
つ

い
て

（
昭

和
5
2
年

医
発

第
6
9
2
号

）
」

に
規

定
さ

れ
た

保
険

医

療
機

関
又

は
地

方
自

治
体

等
の

実
施

す
る

救
急

医
療

対
策

事
業

の
一

環
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

保
険

医
療

機
関

 

(
３

)
 

(
１

)
及

び
(
２

)
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
表

示
診

療
時

間
と

さ
れ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

診
療

所
が

常

態
と

し
て

医
師

が
不

在
と

な
る

時
間

（
訪

問
診

療
に

要
す

る
時

間
を

除
く

。
）

は
、

１
週

間
当

た
り

の
表

示
診

療
時

間
の

合
計

に
含

め
な

い
。

 

(
４

)
 

診
療

時
間

に
つ

い
て

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
建

造
物

の
外

部
か

つ
敷

地
内

に
表

示
し

、
診

療
可

能
な

時
間

を
地

域
に

周
知

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
建

造
物

の
一

部
を

用
い

て
開

設
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
外

部
に

表
示

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

夜
間

・
早

朝
等

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
れ

ば
よ

く
、

特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
１

の
２

 
機

能
強

化
加

算
 

１
 

機
能

強
化

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

(
１

)
 

診
療

所
又

は
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

未
満

の
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

次
の

い
ず

れ
か

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

１
」

の
注

1
2
に

規
定

す
る

地
域

包
括

診
療

加
算

 

イ
 

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
－

２
－

９
」

に
掲

げ
る

地
域

包
括

診
療

料
 

ウ
 

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
－

２
－

1
1
」

に
掲

げ
る

小
児

か
か

り
つ

け
診

療
料

 

エ
 

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

２
」

に
掲

げ
る

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

（
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

（
区

分
番

号

「
Ｂ

０
０

４
」

退
院

時
共

同
指

導
料

１
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
又

 
-
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- 

地
域
包
括

ケ
ア
病

棟
入

院
料
（

入
退
院
支

援
及
び

地
域

連
携
業

務
を
担
う

部
門
に

係
る

規
定
を

除
く
。
）

（
令

和
２
年

1
0
月
１
日
以

降
に
引

き
続
き
算

定
す
る

場
合
に

限
る

。
）

 

地
域
包
括

ケ
ア
入

院
医

療
管
理

料
（
入
退

院
支
援

及
び

地
域
連

携
業
務
を

担
う
部

門
に

係
る
規

定
を
除
く

。
）

（
令
和
２

年
1
0
月
１
日
以
降

に
引
き
続

き
算
定

す
る
場

合
に

限
る
。
）

 

地
域
包
括

ケ
ア
病

棟
入

院
料
（

入
退
院
支

援
及
び

地
域

連
携
業

務
を
担
う

部
門
に

係
る

規
定
に

限
る
。
）

（
令

和
３
年
４

月
１
日

以
降
に

引
き

続
き
算
定

す
る
場

合
に
限

る
。

）
 

地
域

包
括
ケ

ア
入

院
医

療
管
理

料
（

入
退
院

支
援

及
び

地
域
連

携
業

務
を
担

う
部

門
に

係
る

規
定

に
限

る
。

）

（
令
和
３

年
４
月

１
日
以

降
に

引
き
続
き

算
定
す

る
場
合

に
限

る
。
）

 

精
神
科
救

急
入
院

料
（
令

和
２

年
1
0
月
１
日
以
降
に

引
き
続

き
算
定
す

る
場
合

に
限
る

。
）

 

精
神
科
急

性
期
治

療
病
棟

入
院

料
（
令
和

２
年

1
0
月
１
日
以

降
に
引
き

続
き
算

定
す
る

場
合

に
限
る
。

）
 

精
神
科
救

急
・
合

併
症
入

院
料

（
令
和
２

年
1
0
月
１
日
以
降

に
引
き
続

き
算
定

す
る
場

合
に

限
る
。
）

 

特
定

一
般

病
棟

入
院

料
の

注
７

（
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

業
務

を
担

う
部

門
に

係
る

規
定

を
除

く
。

）

（
令
和
２

年
1
0
月
１
日
以
降

に
引
き
続

き
算
定

す
る
場

合
に

限
る
。
）

 

特
定

一
般

病
棟

入
院

料
の

注
７

（
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

業
務

を
担

う
部

門
に

係
る

規
定

に
限

る
。

）

（
令
和
３

年
４
月

１
日
移

行
に

引
き
続
き

算
定
す

る
場
合

に
限

る
。
）

 

 

２
 
精
神

病
棟
入

院
基
本

料
の

特
別
入
院

基
本
料

の
施
設

基
準

の
う
ち
「

当
該
病

棟
の
入

院
患

者
の
数
が

2
5

又
は

そ
の
端
数

を
増
す

ご
と
に

１
以

上
で
あ
る

こ
と
」

に
つ
い

て
は

、
看
護
職

員
の
確

保
が
特

に
困

難
で
あ
る

と
認
め

ら
れ
る
保

険
医
療

機
関
で

あ
っ

て
、
看
護

職
員
の

確
保
に

関
す

る
具
体
的

な
計
画

が
定
め

ら
れ

て
い
る
も

の
に
つ

い
て
は
、

当
該
施

設
基
準

の
規

定
に
か
か

わ
ら
ず

、
な
お

従
前

の
例
に
よ

る
こ
と

が
で
き

る
。
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や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

り
、

電
話

等
に

よ
る

問
い

合
わ

せ
に

応
じ

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

場
合

で
あ

っ
て
も
、

速
や
か

に
患
者

に
コ

ー
ル
バ
ッ

ク
す
る

こ
と
が

で
き

る
体
制
が

と
ら
れ

て
い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 
当
番
日
以

外
の
日

、
深

夜
及
び
休

日
等
に

お
い
て

は
、

留
守
番
電

話
等
に

よ
り
、

当
番

の
診
療
所

や
地
域

の
救
急
医

療
機
関

等
の
案

内
を

行
う
な
ど

、
対
応

に
配
慮

す
る

こ
と
。

 

(
４
)
 
複
数
の
診

療
所
の

連
携

に
よ
り
対

応
す
る

場
合
、

連
携

す
る
診
療

所
の
数

は
、
当

該
診

療
所
を
含

め
最
大

で
３
つ
ま

で
と
す

る
こ
と

。
 

５
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

 
時
間
外

対
応
加

算
に
係

る
届

出
は
、
別

添
７
の

様
式
２

を
用

い
る
こ
と

。
な
お

、
当
該

加
算

の
届
出
に

つ
い
て

は
実
績
を

要
し
な

い
。

 

 第
２
の
２

 
明
細

書
発
行

体
制

等
加
算

 

１
 
明
細

書
発
行

体
制
等

加
算

に
関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
診
療
所
で

あ
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
電
子
情
報

処
理

組
織
を

使
用
し
た

診
療
報

酬
請

求
又
は

光
デ
ィ
ス

ク
等
を

用
い
た

診
療

報
酬
請
求

を
行
っ

て
い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
算
定
し
た

診
療
報

酬
の

区
分
・
項

目
の
名

称
及
び

そ
の

点
数
又
は

金
額
を

記
載
し

た
詳

細
な
明
細

書
を
患

者
に
無
料

で
交
付

し
て
い

る
こ

と
。
ま
た

、
そ
の

旨
の
院

内
掲

示
を
行
っ

て
い
る

こ
と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

明
細

書
発

行
体

制
等

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
れ

ば
よ

く
、

特
に
地
方

厚
生
（

支
）
局

長
に

対
し
て
、

届
出
を

行
う
必

要
は

な
い
こ
と

。
 

 

第
２
の
３

 
地
域

包
括
診

療
加

算
 

１
 
地
域

包
括
診

療
加
算

１
に

関
す
る
施

設
基
準

 

(
１
)
か
ら
(
９
)
ま
で
の
基

準
を

全
て
満
た

し
て
い

る
こ
と

。
 

(
１
)
 
診
療
所
で

あ
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
医
療

機
関
に

、
慢

性
疾
患
の

指
導
に

係
る
適

切
な

研
修
を
修

了
し
た

医
師
（

以
下

「
担
当
医

」
と
い

い
う
。
）

を
配
置

し
て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 
健
康
相
談

を
実
施

し
て

い
る
旨
を

院
内
掲

示
し
て

い
る

こ
と
。

 

(
４
)
 
当
該
患
者

に
対
し

院
外

処
方
を
行

う
場
合

は
、
2
4
時
間

対
応
を
し

て
い
る

薬
局
と

連
携

を
し
て
い

る
こ

 

と
。

 

(
５
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
の

敷
地
内
に

お
け
る

禁
煙
の

取
扱

い
に
つ
い

て
、
次

の
基
準

を
満

た
し
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
当
該

保
険
医

療
機
関

の
敷

地
内
が
禁

煙
で
あ

る
こ
と

。
 

イ
 

保
険

医
療

機
関

が
建

造
物

の
一

部
分

を
用

い
て

開
設

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

保
有
又
は

借
用
し

て
い
る

部
分

が
禁
煙
で

あ
る
こ

と
。

 

(
６
)
 
介
護
保
険

制
度
の

利
用

等
に
関
す

る
相
談

を
実
施

し
て

い
る
旨
を

院
内
掲

示
し
、

か
つ

、
要
介
護

認
定
に

係
る
主
治

医
意
見

書
を
作

成
し

て
い
る
と

と
も
に

、
以
下

の
い

ず
れ
か
一

つ
を
満

た
し
て

い
る

こ
と
。

 

ア
 
介
護

保
険
法

（
平
成

９
年

法
律
第

1
2
3
号
）
第

4
6
条

第
１
項
に
規

定
す
る

指
定
居

宅
介

護
支
援
事

業

者
の

指
定

を
受

け
て

お
り

、
か

つ
、

常
勤

の
介

護
支

援
専

門
員

（
介

護
保

険
法

第
７

条
第

５
項

に
規

定

す
る
も
の

を
い
う

。
）
を

配
置

し
て
い
る

こ
と
。

 

イ
 
介
護

保
険
法

第
８
条

第
６

項
に
規
定

す
る
居

宅
療
養

管
理

指
導
又
は

同
条

第
1
0
項
に

規
定
す
る
短

期

 
-
 
13

 
- 

は
在
宅
療

養
支
援

病
院

（
区
分

番
号
「
Ｃ

０
０
０

」
往

診
料
の

注
１
に
規

定
す
る

在
宅

療
養
支

援
病
院
を

い
う
。
以

下
同
じ

。
）
に

限
る

。
）

 

オ
 
区
分

番
号
「

Ｃ
０

０
２
－

２
」
に
掲

げ
る
施

設
入

居
時
等

医
学
総
合

管
理
料

（
在

宅
療
養

支
援
診
療

所

又
は
在
宅

療
養
支

援
病
院

に
限

る
。
）

 

(
３
)
 
地
域
に
お

け
る

か
か
り

つ
け
医
機

能
と
し

て
、

健
康
診

断
の
結
果

等
の
健

康
管
理

に
係

る
相
談
、

保
健
・

福
祉
サ
ー

ビ
ス
に

関
す

る
相
談

、
夜
間
・

休
日
の

問
い

合
わ
せ

へ
の
対
応

及
び
必

要
に

応
じ
た

専
門
医
又

は

専
門
医
療

機
関
へ

の
紹

介
を
行

っ
て
い
る

医
療
機

関
で

あ
る
こ

と
を
、
当

該
医
療

機
関

の
見
や

す
い
場
所

に

掲
示
し
て

い
る
こ

と
。

 

ま
た
、
医

療
機
能

情
報

提
供
制

度
を
利
用

し
て
か

か
り

つ
け
医

機
能
を
有

す
る
医

療
機

関
等
の

地
域
の
医

療
機
関
を

検
索
で

き
る
こ

と
を

、
当
該
医

療
機
関

の
見
や

す
い

場
所
に
掲

示
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
４

)
 

 
（

３
）

に
基

づ
き

掲
示

し
て

い
る

内
容

を
記

載
し

た
文

書
を

当
該

保
険

医
療

機
関

内
の

見
や

す
い

場
所

に
置
き
、

患
者
が

持
ち

帰
る
こ

と
が
で
き

る
よ
う

に
す

る
こ
と

。
ま
た
、

患
者
の

求
め

が
あ
っ

た
場
合
に

は
、

当
該
文
書

を
交
付

す
る
こ

と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

機
能
強
化

加
算
の

施
設
基

準
に

係
る
届
出

は
、
別

添
７
の

様
式

１
を
用
い

る
こ
と

。
 

 第
２
 
時

間
外
対

応
加
算

 

１
 
通
則

 

(
１
)
 
診
療
所
で

あ
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
標
榜
時
間

外
に
お

い
て

、
患
者
か

ら
の
電

話
等
に

よ
る

問
い
合
わ

せ
に
応

じ
る
体

制
を

整
備
す
る

と
と
も

に
、

対
応

者
、

緊
急

時
の

対
応

体
制

、
連

絡
先

等
に

つ
い

て
、

院
内

掲
示

、
連

絡
先

を
記

載
し

た
文

書
の

配
布
、
診

察
券
へ

の
記
載

等
の

方
法
に
よ

り
患
者

に
対
し

周
知

し
て
い
る

こ
と
。

 

２
 
時
間

外
対
応

加
算
１

に
関

す
る
施
設

基
準

 

 
診
療
所

を
継
続

的
に
受

診
し

て
い
る
患

者
か
ら

の
電
話

等
に

よ
る
問
い

合
わ
せ

に
対
し

、
原

則
と
し
て

当
該
診

療
所
に
お

い
て
、

常
時
対

応
で

き
る
体
制

が
と
ら

れ
て
い

る
こ

と
。
ま
た

、
や
む

を
得
な

い
事

由
に
よ
り

、
電
話

等
に
よ
る

問
い
合

わ
せ
に

応
じ

る
こ
と
が

で
き
な

か
っ
た

場
合

で
あ
っ
て

も
、
速

や
か
に

患
者

に
コ
ー
ル

バ
ッ
ク

す
る
こ
と

が
で
き

る
体
制

が
と

ら
れ
て
い

る
こ
と

。
 

３
 
時
間

外
対
応

加
算
２

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
診
療
所
を

継
続
的

に
受

診
し
て
い

る
患
者

か
ら
の

電
話

等
に
よ
る

問
い
合

わ
せ
に

対
し

、
標
榜
時

間
外
の

夜
間

の
数

時
間

は
、

原
則

と
し

て
当

該
診

療
所

に
お

い
て

対
応

で
き

る
体

制
が

と
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

標
榜

時
間

内
や

標
榜

時
間

外
の

夜
間

の
数

時
間

に
、

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

り
、

電
話

等
に

よ
る

問
い

合
わ

せ
に

応
じ

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

速
や

か
に

患
者

に
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
す

る
こ
と
が

で
き
る

体
制
が

と
ら

れ
て
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
休
診
日
、

深
夜
及

び
休

日
等
に
お

い
て
は

、
留
守

番
電

話
等
に
よ

り
、
地

域
の
救

急
医

療
機
関
等

の
連
絡

先
の
案
内

を
行
う

な
ど
、

対
応

に
配
慮
す

る
こ
と

。
 

４
 
時
間

外
対
応

加
算
３

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
診
療
所
（

連
携
し

て
い

る
診
療
所

を
含
む

。
）
を

継
続

的
に
受
診

し
て
い

る
患
者

か
ら

の
電
話
等

に
よ
る

問
い
合
わ

せ
に
対

し
、
複

数
の

診
療
所
に

よ
る
連

携
に
よ

り
対

応
す
る
体

制
が
と

ら
れ
て

い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
当
番
日
に

つ
い
て

は
、

標
榜
時
間

外
の
夜

間
の
数

時
間

は
、
原
則

と
し
て

当
該
診

療
所

に
お
い
て

対
応
で

き
る

体
制

が
と

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
標

榜
時

間
内

や
当

番
日

の
標

榜
時

間
外

の
夜

間
の

数
時

間
に

、

（ ）（ ） 719718

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

１
 

認
知

症
地

域
包

括
診

療
加

算
１

に
関

す
る

基
準

 

第
２

の
３

に
掲

げ
る

地
域

包
括

診
療

加
算

１
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

認
知

症
地

域
包

括
診

療
加

算
２

に
関

す
る

基
準

 

第
２

の
３

に
掲

げ
る

地
域

包
括

診
療

加
算

２
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

地
域

包
括

診
療

加
算

１
又

は
２

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
認

知
症

地
域

包
括

診
療

加
算

１
又

は
２

と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
２

の
５

 
特

定
妥

結
率

初
診

料
、

特
定

妥
結

率
再

診
料

及
び

特
定

妥
結

率
外

来
診

療
料

 

１
 

保
険

医
療

機
関

と
卸

売
販

売
業

者
と

の
価

格
交

渉
に

お
い

て
は

、
「

「
医

療
用

医
薬

品
の

流
通

改
善

に
向

け
て

流
通

関
係

者
が

遵
守

す
べ

き
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
つ

い
て

」
（

平
成

3
0
年

１
月

2
3
日

医
政

発
0
1
2
3
第

９
号

、

保
発

0
1
2
3

第
３

号
）

に
基

づ
き

、
原

則
と

し
て

全
て

の
品

目
に

つ
い

て
単

品
単

価
契

約
と

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
こ

と
、

個
々

の
医

薬
品

の
価

値
を

無
視

し
た

値
引

き
交

渉
、

医
薬

品
の

安
定

供
給

や
卸

売
業

者
の

経
営

に
影

響

を
及

ぼ
す

よ
う

な
流

通
コ

ス
ト

を
全

く
考

慮
し

な
い

値
引

き
交

渉
を

慎
む

こ
と

等
に

留
意

す
る

と
と

も
に

、
医

薬

品
価

格
調

査
の

信
頼

性
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
妥

結
率

、
単

品
単

価
契

約
率

及
び

一
律

値
引

き
契

約
に

係
る

状

況
を

報
告

す
る

こ
と

等
に

つ
い

て
規

定
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
具

体
的

な
取

扱
い

に
つ

い
て

は
以

下
の

と
お

り

と
す

る
。

 

（
１

）
 

妥
結

率
の

報
告

に
お

け
る

妥
結

と
は

、
取

引
価

格
が

決
定

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

契
約

書
等

の
遡

及

条
項

に
よ

り
、

取
引

価
格

が
遡

及
し

変
更

す
る

こ
と

が
可

能
な

場
合

に
は

未
妥

結
と

す
る

。
ま

た
、

取
引

価

格
は

決
定

し
た

が
、

支
払

期
間

が
決

定
し

な
い

な
ど

、
取

引
価

格
に

影
響

し
な

い
契

約
事

項
が

未
決

定
の

場

合
は

妥
結

と
す

る
。

 

※
 

妥
結

率
の

計
算

に
つ

い
て

は
、

下
記

の
と

お
り

と
す

る
。

 

妥
結

率
＝

卸
売

販
売

業
者

（
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
3
5
年

法
律

第
1
4
5
号

）
医

薬
品

医
療

機
器

等
法

第
3
4
条

第
３

項
に

規
定

す
る

卸
売

販
売

業
者

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
)
と

当
該

保
険

医
療

機
関

と
の

間
で

の
取

引
価

格
が

定
め

ら
れ

た
医

療
用

医
薬

品
の

薬
価

総
額

（
各

医
療

用
医

薬
品

の
規

格
単

位
数

量
×

薬
価

を
合

算
し

た
も

の
）

／
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お

い
て

購
入

さ
れ

た
医

療
用

医
薬

品
の

薬
価

総
額

 

（
２

）
 

単
品

単
価

契
約

と
は

、
「

品
目

ご
と

に
医

療
用

医
薬

品
の

価
値

を
踏

ま
え

て
価

格
を

決
定

し
た

契
約

」

を
い

う
。

 

※
 

単
品

単
価

契
約

率
の

計
算

に
つ

い
て

は
、

下
記

の
と

お
り

と
す

る
。

 

単
品

単
価

契
約

率
＝

単
品

単
価

契
約

に
基

づ
き

取
引

価
格

が
定

め
ら

れ
た

医
療

用
医

薬
品

の
薬

価
総

額
/

卸
売

販
売

業
者

と
当

該
保

険
医

療
機

関
と

の
間

で
の

取
引

価
格

が
定

め
ら

れ
た

医
療

用
医

薬
品

の
薬

価
総

額
 

（
３

）
 

一
律

値
引

き
契

約
と

は
、

「
卸

売
販

売
業

者
と

当
該

保
険

医
療

機
関

と
の

間
で

取
引

価
格

が
定

め
ら

れ

た
医

療
用

医
薬

品
の

う
ち

、
一

定
割

合
以

上
の

医
療

用
医

薬
品

に
つ

い
て

総
価

額
で

交
渉

し
、

総
価

額
に

見

合
う

よ
う

当
該

医
療

用
医

薬
品

の
単

価
を

同
一

の
割

合
で

値
引

き
す

る
こ

と
を

合
意

し
た

契
約

」
を

い
う

。

こ
の

場
合

、
一

定
割

合
以

上
と

は
、

以
下

の
計

算
に

よ
り

得
ら

れ
た

割
合

が
５

割
以

上
で

あ
る

こ
と

と
し

、

全
て

の
医

療
用

医
薬

品
が

一
律

値
引

き
に

よ
り

価
格

決
定

し
た

場
合

を
含

む
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

一
律

値

引
き

契
約

に
係

る
状

況
に

つ
い

て
は

、
一

律
値

引
き

契
約

の
該

当
の

有
無

及
び

該
当

有
り

と
し

た
場

合
に

あ

っ
て

は
、

取
引

卸
売

販
売

業
者

ご
と

の
当

該
契

約
に

お
け

る
値

引
き

率
（

薬
価

と
取

引
価

格
（

税
込

み
）

と

の
差

を
薬

価
で

除
し

、
こ

れ
に

1
0
0
を

乗
じ

て
得

た
率

）
を

報
告

す
る

こ
と

。
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- 

入
所
療
養

介
護
等

を
提
供

し
た

実
績
が
あ

る
こ
と

。
 

ウ
 

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

一
敷

地
内

に
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

（
介

護
保

険
法

に
規

定
す

る
事

業
を
実
施

す
る
も

の
に
限

る
。

）
を
併
設

し
て
い

る
こ
と

。
 

エ
 
担
当

医
が
「

地
域
包

括
支

援
セ
ン
タ

ー
の
設

置
運
営

に
つ

い
て
」
（

平
成

1
8
年

1
0
月

18
日
付
老
計

発
1
0
1
80
01

号
・
老
振
発

1
0
1
8
0
01

号
・
老
老
発

1
0
1
8
0
01

号
厚
生
労

働
省
老

健
局
計

画
課

長
・
振
興

課
長
・
老

人
保
健

課
長
通

知
）

に
規
定
す

る
地
域

ケ
ア
会

議
に

年
１
回
以

上
出
席

し
て
い

る
こ

と
。

 

オ
 
 
介

護
保

険
に

よ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
（

介
護

保
険

法
第

８
条

第
５

項
に

規
定

す
る

訪
問

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
同

条
第

８
項

に
規

定
す

る
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
第

８
条

の
２

第
４

項
に

規

定
す

る
介

護
予

防
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
同

条
第

６
項

に
規

定
す

る
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

限
る

。
）

を
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

（
な

お
、

要
介

護
被

保
険

者
等

に
対

し
て

、
維

持

期
の

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

又
は

廃
用

症
候

群

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
料

を
原

則
と
し
て

算
定
で

き
な
い

こ
と

に
留
意
す

る
こ
と

。
）

 

カ
 
担
当

医
が
、

介
護
保

険
法

第
1
4
条
に
規
定
す
る

介
護
認

定
審
査
会

の
委
員

の
経
験

を
有

す
る
こ
と

。
 

キ
 
担
当

医
が
、

都
道
府

県
等

が
実
施
す

る
主
治

医
意
見

書
に

関
す
る
研

修
会
を

受
講
し

て
い

る
こ
と
。

 

ク
 
担
当

医
が
、

介
護
支

援
専

門
員
の
資

格
を
有

し
て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 
在
宅
医
療

の
提
供

及
び

当
該
患
者

に
対
し

2
4

時
間
の

往
診
等
の

体
制
を

確
保
し

て
い

る
こ
と
。

（
「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

●
第

●
号

）
の

第
９

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
の

施
設

基
準

の
１

の
 
(
１

)
）

に
規

定
す

る
在

宅
療

養
支
援
診

療
所
以

外
の
診

療
所

に
つ
い
て

は
、
連

携
医
療

機
関

の
協
力
を

得
て
行

う
も
の

を
含

む
。
）

 

（
８
）
 
以
下

の
い
ず

れ
か
１

つ
を
満
し

て
い
る

こ
と
。

 

ア
 
時
間

外
対
応

加
算
１

、
２

又
は
３
の

届
出
を

行
っ
て

い
る

こ
と
。

 

イ
 
常
勤

換
算
２

名
以
上

の
医

師
が
配
置

さ
れ
て

お
り
、

う
ち

１
名
以
上

が
常
勤

の
医
師

で
あ

る
こ
と
。

 

ウ
 
在
宅

療
養
支

援
診
療

所
で

あ
る
こ
と

。
 

 
 
(
９
)
 
外
来

診
療
か

ら
訪

問
診
療
へ

の
移
行

に
係
る

実
績

に
つ
い
て

、
以
下

の
全
て

を
満

た
し
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
直
近

１
年
間

に
、

当
該
保

険
医
療
機

関
で
の

継
続

的
な
外

来
診
療
を

経
て
、

区
分

番
号
「

Ｃ
０
０
０

」

往
診
料
、

区
分
番

号
「

Ｃ
０
０

１
」
在
宅

患
者
訪

問
診

療
料
(
Ⅰ
)
の
「
１
」

又
は
区

分
番

号
「
Ｃ
０
０
１

－
２
」
在

宅
患
者

訪
問

診
療
料

(
Ⅱ
)
（
注
１
の
イ

に
場

合
に
限

る
。
）
を

算
定
し

た
患

者
の
数

の
合
計
が

、

在
宅
療
養

支
援
診

療
所

に
つ
い

て
は

1
0

人
以
上
、
在

宅
療
養

支
援
診
療

所
以
外

の
診

療
所
に

つ
い
て
は

３
人
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

イ
 
直
近

１
か
月

に
初

診
、
再

診
、
往
診

又
は
訪

問
診

療
を
実

施
し
た
患

者
の
う

ち
、

往
診
又

は
訪
問
診

療

を
実
施
し

た
患
者

の
割
合

が
7
0
％
未
満
で

あ
る
こ

と
。

 

 

２
 
地
域

包
括
診

療
加
算

２
に

関
す
る
施

設
基
準

 

以
下
の
全

て
を
満

た
し
て

い
る

こ
と
。

 

(
１
)
 
１
の
(
１
)
か
ら
(
６
)
ま

で
及
び
(
８
)
を
満

た
し
て

い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
在
宅
医
療

の
提
供

及
び

当
該
患
者

に
対
し
 
2
4
時
間
の

連
絡
体
制

を
確
保

し
て
い

る
こ

と
。

 

３
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

地
域
包
括

診
療
加

算
１
又

は
２

の
施
設
基

準
に
係

る
届
出

は
、

別
添
７
の

様
式
２

の
３
を

用
い

る
こ
と
。

 

 

第
２
の
４

 
認
知

症
地
域

包
括

診
療
加
算

 

（ ）（ ） 721720

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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も
の
と
み

な
す
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
歯
科
点
数

表
の

初
診
料

の
注
１
に

規
定
す

る
施

設
基
準

に
係
る
届

出
は
、

別
添
７

の
様

式
２
の
６

を
用
い

る
こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
届
出

に
つ

い
て
は

、
届
出
に

あ
た
り

実
績

を
要
し

な
い
。
た

だ
し
、

様
式
２

の
７

に
よ
り
報

告
を
行

う
こ
と
。

 

 第
３
 
地

域
歯
科

診
療
支

援
病

院
歯
科
初

診
料
に

関
す
る

施
設

基
準
等

 

 
１
 
地

域
歯
科

診
療
支

援
病

院
歯
科
初

診
料
に

関
す
る

施
設

基
準
等

 

(
１
)
 
地
域
歯
科

診
療
支

援
病

院
歯
科
初

診
料
に

関
す
る

基
準

に
お
け
る

文
書
に

よ
り
紹

介
さ

れ
た
患
者

の
数
及

び
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
け

る
初

診
患

者
の

数
に

つ
い

て
は

、
届

出
前

１
か

月
間

（
暦

月
）

の
数

値
を

用
い
る
。
 
 

(
２
)
 
地
域
歯
科

診
療
支

援
病

院
歯
科
初

診
料
に

関
す
る

基
準

に
お
け
る

手
術
の

数
に
つ

い
て

は
、
届
出

前
１
年

間
（
暦
年

）
の
数

値
を
用

い
る

。
 
 

(
３
)
 
 
歯
科
医
療
を
担
当

す
る

病
院
で
あ

る
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

歯
科
点

数
表
の

初
診

料
の
注
６

又
は
再

診
料

の
注

４
に

規
定

す
る

加
算

を
算

定
し

た
患

者
の

月
平

均
患

者
数

に
つ

い
て

は
、

届
出

前
３

か
月

間

（
暦
月
）

の
月
平

均
の
数

値
を

用
い
る
。

 

(
４
)
 
(
１
)
の
「
文
書
に

よ
り

紹
介
さ
れ

た
患
者

の
数
」

と
は

、
別
の
保

険
医
療

機
関
等

か
ら

の
文
書
（

別
添
６

の
別

紙
１

又
は

こ
れ

に
準

ず
る

様
式

）
に

よ
り

紹
介

さ
れ

て
歯

科
、

小
児

歯
科

、
矯

正
歯

科
又

は
口

腔
外

科
を

標
榜

す
る

診
療

科
に

来
院

し
、

初
診

料
を

算
定

し
た

患
者

（
当

該
保

険
医

療
機

関
と

特
別

の
関

係
に

あ
る

保
険

医
療

機
関

か
ら

の
紹

介
患

者
は

除
く

。
）

の
数

を
い

い
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

「
初

診
の

患
者

の
数

」
と

は
、

当
該

診
療

科
で

初
診

料
を

算
定

し
た

患
者

の
数

（
時

間
外

、
休

日
又

は
深

夜
に

受
診

し
た

６
歳

未
満

の
患

者
を

除
く

。
）

を
い

う
。

単
に

電
話

で
の

紹
介

を
受

け
た

場
合

等
は

紹
介

患
者

に
は
該
当

し
な
い

。
 

(
５
)
 
「
特
別
の

関
係
に

あ
る

保
険
医
療

機
関
」

と
は
「

診
療

報
酬
の
算

定
方
法

の
一
部

改
正

に
伴
う
実

施
上
の

留
意
事
項

に
つ
い

て
」
（

平
成

2
8

年
３
月
４
日
保
医
発

0
3
0
4

第
３
号
）
の
別
添
１

第
１

章
第
２
部

通
則

７
の
(
３
)
に
規
定

す
る
特

別
の

関
係
に
あ

る
保
険

医
療
機

関
を

い
う
。

 

(
６
)
 
当
該
病
院

が
当

該
病
院

の
存
す
る

地
域
に

お
い

て
、
歯

科
医
療
を

担
当
す

る
別
の

保
険

医
療
機
関

と
の
連

携
体
制
が

確
保
さ

れ
て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 
口
腔
内
で

使
用

す
る
歯

科
医
療
機

器
等
に

つ
い

て
、
患

者
ご
と
の

交
換
や

、
専
用

の
機

器
を
用
い

た
洗
浄

・
滅
菌
処

理
を
徹

底
す
る

等
十

分
な
院
内

感
染
防

止
対
策

を
講

じ
て
い
る

こ
と
。

 

(
８
)
 
感
染
症
患

者
に
対

す
る

歯
科
診
療

に
対
応

す
る
体

制
を

確
保
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
９
)
 
歯
科
外
来

診
療

の
院
内

感
染
防
止

対
策
に

係
る

研
修
を

４
年
に
１

回
以
上

、
定
期

的
に

受
講
し
て

い
る
常

勤
の
歯
科

医
師
が

１
名
以

上
配

置
さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 
当
該
保
険
医
療

機
関
の

見
や
す
い

場
所
に

、
院

内
感
染

防
止
対
策

を
実
施

し
て
い

る
旨

の
院
内
掲

示
を
行

っ
て
い
る

こ
と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
地
域
歯
科

診
療

支
援
病

院
歯
科
初

診
料
の

施
設

基
準
に

係
る
届
出

は
、
別

添
７
の

様
式

２
の
８
及

び
様
式

３
を
用
い

る
こ
と

。
様

式
２
の

８
に
つ
い

て
、
院

内
感

染
防
止

対
策
に
係

る
研
修

を
４

年
以
内

に
修
了
し

て

い
る
こ
と

が
確
認

で
き
る

文
書

を
添
付
す

る
こ
と

。
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※
 
一
律

値
引
き

契
約
に

お
け

る
割
合
の

計
算
に

つ
い
て

は
、

下
記
の
と

お
り
と

す
る
。

 

総
価
額
で

交
渉
し

、
総

価
額
に

見
合
う
よ

う
当
該

医
療

用
医
薬

品
の
単
価

を
同
一

の
割

合
で
値

引
き
す
る

こ
と

を
合

意
し

た
契

約
に

基
づ

き
取

引
価

格
が

定
め

ら
れ

た
医

療
用

医
薬

品
の

薬
価

総
額

/
卸

売
販

売
業

者

と
当
該
保

険
医
療

機
関
と

の
間

で
取
引
価

格
が
定

め
ら
れ

た
医

療
用
医
薬

品
の
薬

価
総
額

 

２
 
妥
結

率
、
単

品
単

価
契
約

率
及
び
一

律
値
引

き
契

約
に
係

る
状
況
に

つ
い
て

、
別

添
７
の

様
式
２
の

４
に
よ

り
、
毎
年

1
0
月
１
日

か
ら

1
1
月
末
日
ま
で

に
、
同

年
４
月

１
日
か
ら

９
月

3
0
日
ま
で
の

期
間
に
お

け
る
実

績
を

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
へ

報
告

す
る

こ
と

と
し

、
1
1

月
末

日
ま

で
の

報
告

に
基

づ
く

特
定

妥
結

率
初

診

料
、
特
定

妥
結
率

再
診
料

及
び

特
定
妥
結

率
外
来

診
療
料

は
、

1
2
月
１
日
か
ら
翌

年
1
1
月
末
日
ま
で
適

用
す

る
。

 

 第
２
の
６

 
オ
ン

ラ
イ
ン

診
療

料
 

１
 
オ
ン

ラ
イ
ン

診
療
料

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
厚
生
労
働

省
の

定
め
る

情
報
通
信

機
器
を

用
い

た
診
療

に
係
る
指

針
に
沿

っ
て
診

療
を

行
う
体
制

を
有
す

る
保
険
医

療
機
関

で
あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

 
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
脳

神
経

外
科

又
は

脳
神

経
内

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

医
師

又
は

頭
痛

患
者
に
対

す
る
情

報
通

信
機
器

を
用
い
た

診
療
に

係
る

研
修
を

修
了
し
た

医
師
を

配
置

し
て
い

る
こ
と
（

頭

痛
患
者
に

対
し
て

情
報
通

信
機

器
を
用
い

た
診
療

を
行
う

場
合

に
限
る
。

）
。

 

(
３
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
に

お
い
て
、

１
月
当

た
り

の
区
分

番
号
「
Ａ

０
０
１

」
再
診

料
（

注
９
に
よ

る
場
合

は
除
く
。

）
、
区

分
番

号
「
Ａ

０
０
２
」

外
来
診

療
料

、
区
分

番
号
「
Ａ

０
０
３

」
オ

ン
ラ
イ

ン
診
療
料

、

区
分
番
号

「
Ｃ
０

０
１

」
在
宅

患
者
訪
問

診
療
料

（
Ⅰ

）
及
び

区
分
番
号

「
Ｃ
０

０
１

－
２
」

在
宅
患
者

訪

問
診
療
料

（
Ⅱ
）

の
算

定
回
数

に
占
め
る

区
分
番

号
「

Ａ
０
０

３
」
オ
ン

ラ
イ
ン

診
療

料
の
算

定
回
数
の

割

合
が
１
割

以
下
で

あ
る
こ

と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

オ
ン
ラ
イ

ン
診
療

料
の
施

設
基

準
に
係
る

届
出
は

、
別
添

７
の

様
式
２
の

５
を
用

い
る
こ

と
。

 

 

第
２
の
７

 
歯
科

点
数
表

の
初

診
料
の
注

１
に
規

定
す
る

施
設

基
準

 

１
 
歯
科

点
数
表

の
初
診

料
の

注
１
に
規

定
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
口
腔
内
で

使
用

す
る
歯

科
医
療
機

器
等
に

つ
い

て
、
患

者
ご
と
の

交
換
や

、
専
用

の
機

器
を
用
い

た
洗
浄

・
滅
菌
処

理
を
徹

底
す
る

等
十

分
な
院
内

感
染
防

止
対
策

を
講

じ
て
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
感
染
症
患

者
に
対

す
る

歯
科
診
療

に
対
応

す
る
体

制
を

確
保
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
歯
科
外
来

診
療

の
院
内

感
染
防
止

対
策
に

係
る

研
修
を

４
年
に
１

回
以
上

、
定
期

的
に

受
講
し
て

い
る
常

勤
の
歯
科

医
師
が

１
名
以

上
配

置
さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
４
)
 
職
員
を
対

象
と

し
た
院

内
感
染
防

止
対
策

に
か

か
る
標

準
予
防
策

等
の
院

内
研
修

等
を

実
施
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
５
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
の

見
や
す
い

場
所
に

、
院

内
感
染

防
止
対
策

を
実
施

し
て
い

る
旨

の
院
内
掲

示
を
行

っ
て
い
る

こ
と
。

 

(
６
)
 
年
に
１
回

、
院

内
感
染

対
策
の
実

施
状
況

等
に

つ
い
て

、
様
式
２

の
７
に

よ
り
地

方
厚

生
（
支
）

局
長
に

報
告
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
７
)
 
令
和
２
年

３
月

3
1

日
に
お
い
て

、
現
に

歯
科

点
数
表

の
初
診
料

の
注
１

の
届
出

を
行

っ
て
い
る

保
険
医

療
機
関
に

つ
い
て

は
、

令
和
２

年
６
月

3
0

日
ま
で
の

間
に
限

り
、
１
の

（
４
）

の
基

準
を
満

た
し
て
い

る
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ア
 

歯
科

点
数

表
の

地
域

歯
科

診
療

支
援

病
院

歯
科

初
診

料
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

(
１

)
の

ウ
か

ら
ク

ま
で

の
施

設
基

準
を

す
べ

て
満

た
す

こ
と

。
 

ウ
 

歯
科

外
来

診
療

に
お

い
て

発
生

し
た

医
療

事
故

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
等

を
報

告
・

分
析

し
、

そ
の

改
善

策

を
実

施
す

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

歯
科

外
来

診
療

環
境

体
制

加
算

１
又

は
歯

科
外

来
診

療
環

境
体

制
加

算
２

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

４
を

用
い

る
こ

と
。

ま
た

、
偶

発
症

に
対

す
る

緊
急

時
の

対
応

、
医

療
事

故
対

策
等

の
医

療
安

全
対

策

に
係

る
研

修
を

全
て

修
了

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

文
書

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
５

 
歯

科
診

療
特

別
対

応
連

携
加

算
 

１
 

歯
科

診
療

特
別

対
応

連
携

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 
 
歯

科
診

療
特

別
対

応
連

携
加

算
に

関
す

る
基

準
に

お
け

る
歯

科
診

療
報

酬
点

数
表

の
初

診
料

の
注

６
又

は

再
診

料
の

注
４

に
規

定
す

る
加

算
を

算
定

し
て

い
る

月
平

均
外

来
患

者
数

に
つ

い
て

は
、

届
出

前
３

か
月

間
（

暦
月

）
の

数
値

を
用

い
る

。
 

(
２

)
 

当
該

患
者

に
と

っ
て

安
心

で
安

全
な

歯
科

医
療

環
境

の
提

供
を

行
う

に
つ

き
次

に
掲

げ
る

十
分

な
装

置
・

器
具

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

自
動

体
外

式
除

細
動

器
（

Ａ
Ｅ

Ｄ
）

 

イ
 

経
皮

的
酸

素
飽

和
度

測
定

器
（

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

）
 

ウ
 

酸
素

（
人

工
呼

吸
・

酸
素

吸
入

用
の

も
の

）
 

エ
 

救
急

蘇
生

セ
ッ

ト
 

(
３

)
 

緊
急

時
に

円
滑

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
別

の
医

科
診

療
を

担
当

す
る

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

病
院

で
あ

る
医

科
歯

科
併

設
の

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
医

科
診

療
科

と
の

連
携

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

歯
科

診
療

特
別

対
応

連
携

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

４
の

２
を

用
い

る
こ

と
。
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(
２
)
 
届
出
受
理

後
の

措
置
に

つ
い
て
は

、
毎
年

３
月

末
日
ま

で
に
、
前

年
１
年

間
（
暦

年
）

の
実
績
に

つ
い
て

別
添
７
の

様
式
３

に
よ
る

報
告

を
行
い
、

必
要
が

あ
れ
ば

区
分

の
変
更
を

行
う
。

 

(
３
)
 
歯
科
外
来

診
療
の

院
内

感
染
防
止

対
策
に

係
る
研

修
に

つ
い
て
は

、
平
成

3
1
年
３

月
3
1
日
ま
で
は
要

件

を
満
た
し

て
い
る

も
の

と
し
て

取
り
扱
い

、
様
式

２
の

８
に
つ

い
て
届
出

を
省
略

し
て

差
し
支

え
な
い
。

こ

の
場
合
に

お
い
て

、
平
成

3
1

年
４
月
１

日
以
降

も
届

出
を
継

続
す
る
場

合
は
、

様
式

２
の
８

に
よ
る
届

け

出
を
行
う

こ
と
。

 

(
４
)
 
届
出
を
行

っ
た

日
の
属

す
る
月
の

翌
月
か

ら
起

算
し
て

４
年
が
経

過
す
る

ま
で
に

様
式

２
の
８
を

用
い
て

再
度
の
届

出
を
行

う
こ
と

。
た

だ
し
、
平

成
3
0
年
４
月
１
日

か
ら
平
成

3
0
年
９
月

3
0
日

ま
で
の
間

に
届

出
を
行
っ

た
場
合

に
あ
っ

て
は

、
平
成

3
0
年

1
0
月
か
ら
起
算

し
て
４
年

経
過
す

る
ま
で

に
様

式
２
の
８

を

用
い
て
再

度
の
届

出
を
行

う
こ

と
。

 

 第
４
 
歯

科
外
来

診
療
環

境
体

制
加
算
１

及
び
歯

科
外
来

診
療

環
境
体
制

加
算
２

 

１
 
歯
科

外
来
診

療
環
境

体
制

加
算
１
及

び
歯
科

外
来
診

療
環

境
体
制
加

算
２
に

関
す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
歯
科
外
来

診
療
環

境
体

制
加
算
１

に
関
す

る
施
設

基
準

 

ア
 
歯
科

医
療
を

担
当

す
る
保

険
医
療
機

関
（
歯

科
点

数
表
の

地
域
歯
科

診
療
支

援
病

院
歯
科

初
診
料
に

か

か
る
施
設

基
準
に

適
合

す
る
も

の
と
し
て

地
方
厚

生
局

長
等
に

届
け
出
た

保
険
医

療
機

関
を
除

く
。
）
で

あ
る
こ
と

。
 

イ
 
歯
科

点
数
表

の
初
診

料
の

注
１
に
係

る
施
設

基
準
の

届
出

を
行
っ
て

い
る
こ

と
。

 

ウ
 
偶
発

症
に
対

す
る

緊
急
時

の
対
応
、

医
療
事

故
対

策
等
の

医
療
安
全

対
策
に

係
る

研
修
を

修
了
し
た

常

勤
の
歯
科

医
師
が

１
名
以

上
配

置
さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

エ
 
歯
科

医
師
が

複
数

名
配
置

さ
れ
て
い

る
こ
と

又
は

歯
科
医

師
及
び
歯

科
衛
生

士
が

そ
れ
ぞ

れ
一
名
以

上

配
置
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

オ
 
患
者

に
と
っ

て
安

心
で
安

全
な
歯
科

医
療
環

境
の

提
供
を

行
う
に
つ

き
次
の

十
分

な
装
置

・
器
具
等

を

有
し
て
い

る
こ
と

。
ま

た
、
自

動
体
外
式

除
細
動

器
（

Ａ
Ｅ
Ｄ

）
に
つ
い

て
は
保

有
し

て
い
る

こ
と
が
わ

か
る
院
内

掲
示
を

行
っ
て

い
る

こ
と
。

 

(
イ
)
 
自
動
体
外

式
除
細

動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ

）
 

(
ロ
)
 
経
皮
的
酸

素
飽
和

度
測

定
器
（
パ

ル
ス
オ

キ
シ
メ

ー
タ

ー
）

 

(
ハ
)
 
酸
素
（
人

工
呼
吸

・
酸

素
吸
入
用

の
も
の

）
 

(
ニ
)
 
血
圧
計

 

(
ホ
)
 
救
急
蘇
生

セ
ッ
ト

 

(
ヘ
)
 
歯
科
用
吸

引
装
置

 

カ
 
診
療

に
お
け

る
偶

発
症
等

緊
急
時
に

円
滑
な

対
応

が
で
き

る
よ
う
、

別
の
保

険
医

療
機
関

と
の
事
前

の

連
携
体
制

が
確
保

さ
れ

て
い
る

こ
と
。
た

だ
し
、

医
科

歯
科
併

設
の
保
険

医
療
機

関
に

あ
っ
て

は
、
当
該

保
険
医
療

機
関
の

医
科
診

療
科

と
の
連
携

体
制
が

確
保
さ

れ
て

い
る
場
合

は
、
こ

の
限
り

で
な

い
。

 

キ
 
歯
科

用
吸
引

装
置

等
に
よ

り
、
歯
科

ユ
ニ
ッ

ト
毎

に
歯
牙

の
切
削
や

義
歯
の

調
整

、
歯
の

被
せ
物
の

調

整
時
等
に

飛
散
す

る
細
か

な
物

質
を
吸
収

で
き
る

環
境
を

確
保

し
て
い
る

こ
と
。

 

ク
 
当
該

保
険
医

療
機

関
の
見

や
す
い
場

所
に
、

緊
急

時
に
お

け
る
連
携

保
険
医

療
機

関
と
の

連
携
方
法

や

そ
の
対
応

等
、
歯

科
診

療
に
係

る
医
療
安

全
管
理

対
策

を
実
施

し
て
い
る

旨
の
院

内
掲

示
を
行

っ
て
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
歯
科
外
来

診
療
環

境
体

制
加
算
２

に
関
す

る
施
設

基
準
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(
４
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
お
い
て

（
病
院

で
あ
る

保
険

医
療
機
関

に
お
い

て
は
、

当
該

病
院
に
あ

る
検
査

部
に

お
い

て
）

、
各

病
棟

（
有

床
診

療
所

に
お

い
て

は
、

当
該

有
床

診
療

所
の

有
す

る
全

て
の

病
床

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

の
微

生
物

学
的

検
査

に
係

る
状

況
等

を
記

し
た

「
感

染
情

報
レ

ポ
ー

ト
」

が
週

１
回

程
度

作
成

さ
れ

て
お

り
、

当
該

レ
ポ

ー
ト

が
院

内
感

染
防

止
対

策
委

員
会

に
お

い
て

十
分

に
活

用
さ

れ
る

体
制

が
と

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

当
該

レ
ポ

ー
ト

は
、

入
院

中
の

患
者

か
ら

の
各

種
細

菌
の

検
出

状
況

や
薬

剤
感

受
性

成
績

の
パ

タ
ー

ン
等

が
病

院
又

は
有

床
診

療
所

の
疫

学
情

報
と

し
て

把
握

、
活

用
さ

れ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

作
成

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
各

病
棟

か
ら

の
拭

き
取

り
等

に
よ

る
各

種
細

菌
の

検
出
状
況

を
記
す

も
の
で

は
な

い
。

 

(
５
)
 
院
内
感
染

防
止
対

策
と

し
て
、
職

員
等
に

対
し
流

水
に

よ
る
手
洗

い
の
励

行
を
徹

底
さ

せ
る
と
と

も
に
、

各
病

室
に

水
道

又
は

速
乾

式
手

洗
い

液
等

の
消

毒
液

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
精

神
病

棟
、

小
児

病
棟

等
に

お
い

て
は

、
患

者
の

特
性

か
ら

病
室

に
前

項
の

消
毒

液
を

設
置

す
る

こ
と

が
適

切
で

な
い

と
判
断
さ

れ
る
場

合
に
限

り
、

携
帯
用
の

速
乾
式

消
毒
液

等
を

用
い
て
も

差
し
支

え
な
い

も
の

と
す
る
。

 

３
 
医
療

安
全
管

理
体
制

の
基

準
 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

医
療
安

全
管
理

体
制

が
整
備
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
安
全
管
理

の
た
め

の
指

針
が
整
備

さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

安
全
管
理

に
関

す
る
基

本
的
な

考
え
方
、

医
療

事
故
発

生
時
の

対
応
方
法

等
が

文
書
化

さ
れ
て

い
る
こ
と

。
 

(
３
)
 
安
全
管
理

の
た
め

の
医

療
事
故
等

の
院
内

報
告
制

度
が

整
備
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

院
内

で
発

生
し

た
医

療
事

故
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

等
が

報
告

さ
れ

、
そ

の
分

析
を

通
し

た
改

善
策

が
実

施

さ
れ
る
体

制
が
整

備
さ
れ

て
い

る
こ
と
。

 

(
４
)
 
安
全
管
理

の
た
め

の
委

員
会
が
開

催
さ
れ

て
い
る

こ
と

。
 

安
全
管
理

の
責
任

者
等

で
構
成

さ
れ
る
委

員
会
が

月
１

回
程
度

開
催
さ
れ

て
い
る

こ
と

。
な
お

、
安
全
管

理
の
責
任

者
が
必

ず
し

も
対
面

で
な
く
て

よ
い
と

判
断

し
た
場

合
に
お
い

て
は
、

当
該

委
員
会

を
対
面
に

よ

ら
な
い
方

法
で
開

催
し
て

も
差

し
支
え
な

い
。

 

(
５
)
 
安
全
管
理

の
体
制

確
保

の
た
め
の

職
員
研

修
が
開

催
さ

れ
て
い
る

こ
と
。

 

安
全

管
理

の
た

め
の

基
本

的
考

え
方

及
び

具
体

的
方

策
に

つ
い

て
職

員
に

周
知

徹
底

を
図

る
こ

と
を

目

的
と
す
る

も
の
で

あ
り
、

研
修

計
画
に
基

づ
き
、

年
２
回

程
度

実
施
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

４
 
褥
瘡

対
策
の

基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

褥
瘡
対

策
が
行

わ
れ

て
い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

褥
瘡
対

策
に
係

る
専

任
の
医
師

及
び
褥

瘡
看
護

に
関

す
る
臨
床

経
験
を

有
す
る
専

任
の
看

護
職
員

か
ら

構
成
さ
れ

る
褥
瘡

対
策
チ

ー
ム

が
設
置
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
３
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
け
る
日

常
生
活

の
自
立

度
が

低
い
入
院

患
者
に

つ
き
、

別
添

６
の
別
紙

３
を
参

考
と

し
て

褥
瘡

に
関

す
る

危
険

因
子

の
評

価
を

行
い

、
褥

瘡
に

関
す

る
危

険
因

子
の

あ
る

患
者

及
び

既
に

褥
瘡

を
有

す
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

(
２

)
に

掲
げ

る
専

任
の

医
師

及
び

専
任

の
看

護
職

員
が

適
切

な
褥

瘡

対
策

の
診

療
計

画
の

作
成

、
実

施
及

び
評

価
を

行
う

こ
と

。
た

だ
し

、
当

該
医

師
及

び
当

該
看

護
職

員
が

作
成

し
た

診
療

計
画

に
基

づ
く

も
の

で
あ

れ
ば

、
褥

瘡
対

策
の

実
施

は
、

当
該

医
師

又
は

当
該

看
護

職
員

以
外

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
様

式
に

つ
い

て
は

褥
瘡

に
関

す
る

危
険

因
子

評
価

票
と

診
療

計
画

書
が

別
添

６
の

別
紙

３
の

よ
う

に
１

つ
の

様
式

で
は

な
く

、
そ

れ
ぞ

れ
独

立
し

た
様

式
と

な
っ

て
い

て
も
構
わ

な
い
。

 

(
４
)
 
褥
瘡
対
策

チ
ー
ム

の
構

成
メ
ン
バ

ー
等
に

よ
る
褥

瘡
対

策
に
係
る

委
員
会

が
定
期

的
に

開
催
さ
れ

て
い
る

こ
と
が
望

ま
し
い

。
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- 

別
添
２

 

入
院
基
本
料
等
の
施
設
基
準
等

 

 第
１
 
入

院
基
本

料
（

特
別
入

院
基
本
料

、
月
平

均
夜

勤
時
間

超
過
減
算

、
夜
勤

時
間
特

別
入

院
基
本
料

及
び
重

症
患

者
割
合
特

別
入
院

基
本
料

（
以

下
「
特
別

入
院
基

本
料
等

」
と

い
う
。
）

及
び
特

定
入
院

基
本

料
を
含
む

。
）
及

び
特
定
入

院
料
に

係
る
入

院
診

療
計
画
、

院
内
感

染
防
止

対
策

、
医
療
安

全
管
理

体
制
、

褥
瘡

対
策
及
び

栄
養
管

理
体
制
の

基
準

 

入
院

診
療

計
画

、
院

内
感

染
防

止
対

策
、

医
療

安
全

管
理

体
制

、
褥

瘡
対

策
及

び
栄

養
管

理
体

制
の

基
準

は
、

「
基
本
診

療
料
の

施
設
基

準
等

」
の
他
、

次
の
と

お
り
と

す
る

。
 

１
 
入
院

診
療
計

画
の
基

準
 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

入
院
診

療
計
画

が
策

定
さ
れ
、

説
明
が

行
わ
れ

て
い

る
こ
と
。

 

(
２
)
 
入
院
の
際

に
、
医

師
、

看
護
師
、

そ
の
他

必
要
に

応
じ

関
係
職
種

が
共
同

し
て
総

合
的

な
診
療
計

画
を
策

定
し

、
患

者
に

対
し

、
別

添
６

の
別

紙
２

又
は

別
紙

２
の

３
を

参
考

と
し

て
、

文
書

に
よ

り
病

名
、

症
状

、

治
療

計
画

、
検

査
内

容
及

び
日

程
、

手
術

内
容

及
び

日
程

、
推

定
さ

れ
る

入
院

期
間

等
に

つ
い

て
、

入
院

後
７

日
以

内
に

説
明

を
行

う
こ

と
。

た
だ

し
、

高
齢

者
医

療
確

保
法

の
規

定
に

よ
る

療
養

の
給

付
を

提
供

す
る

場
合

の
療

養
病

棟
に

お
け

る
入

院
診

療
計

画
に

つ
い

て
は

、
別

添
６

の
別

紙
２

の
２

を
参

考
に

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

様
式

に
か

か
わ

ら
ず

、
入

院
中

か
ら

退
院

後
の

生
活

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う

な
内

容
で

あ
り

、
年

月
日

、
経

過
、

達
成

目
標

、
日

ご
と

の
治

療
、

処
置

、
検

査
、

活
動

・
安

静
度

、
リ

ハ
ビ

リ
、

食
事

、
清

潔
、

排
泄

、
特

別
な

栄
養

管
理

の
必

要
性

の
有

無
、

教
育

・
指

導
（

栄
養

・
服

薬
）

・
説

明
、

退
院

後
の

治
療

計
画

、
退

院
後

の
療

養
上

の
留

意
点

が
電

子
カ

ル
テ

な
ど

に
組

み
込

ま
れ

、
こ

れ
ら

を
活

用
し

、
患

者
に

対
し

、
文

書
に

よ
り

説
明

が
行

わ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

各
保

険
医

療
機

関
が

使
用

し
て
い
る

様
式
で

差
し
支

え
な

い
。

 

(
３
)
 
入
院
時
に

治
療
上

の
必

要
性
か
ら

患
者
に

対
し
、

病
名

に
つ
い
て

情
報
提

供
し
難

い
場

合
に
あ
っ

て
は
、

可
能
な
範

囲
に
お

い
て
情

報
提

供
を
行
い

、
そ
の

旨
を
診

療
録

に
記
載
す

る
こ
と

。
 

(
４

)
 

医
師

の
病

名
等

の
説

明
に

対
し

て
理

解
で

き
な

い
と

認
め

ら
れ

る
患

者
（

例
え

ば
小

児
、

意
識

障
害

患

者
）
に
つ

い
て
は

、
そ
の

家
族

等
に
対
し

て
行
っ

て
も
よ

い
。

 

(
５
)
 
説
明
に
用

い
た
文

書
は

、
患
者
（

説
明
に

対
し
て

理
解

で
き
な
い

と
認
め

ら
れ
る

患
者

に
つ
い
て

は
そ
の

家
族
等
）

に
交
付

す
る
と

と
も

に
、
そ
の

写
し
を

診
療
録

に
添

付
す
る
も

の
と
す

る
。

 

(
６
)
 
入
院
期
間

が
通
算

さ
れ

る
再
入
院

の
場
合

で
あ
っ

て
も

、
患
者
の

病
態
に

よ
り
当

初
作

成
し
た
入

院
診
療

計
画

書
に

変
更

等
が

必
要

な
場

合
に

は
、

新
た

な
入

院
診

療
計

画
書

を
作

成
し

、
説

明
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

 

２
 
院
内

感
染
防

止
対
策

の
基

準
 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

院
内
感

染
防
止

対
策

が
行
わ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
に

お
い
て
、

院
内
感

染
防

止
対
策

委
員
会
が

設
置
さ

れ
、
当

該
委

員
会
が
月

１
回
程

度
、
定
期

的
に
開

催
さ

れ
て
い

る
こ
と
。

な
お
、

当
該

委
員
会

を
対
面
に

よ
ら
な

い
方

法
で
開

催
し
て
も

差

し
支
え
な

い
。

 

 (
３
)
 
院
内
感
染

防
止
対

策
委

員
会
は
、

病
院
長

又
は
診

療
所

長
、
看
護

部
長
、

薬
剤
部

門
の

責
任
者
、

検
査
部

門
の

責
任

者
、

事
務

部
門

の
責

任
者

、
感

染
症

対
策

に
関

し
相

当
の

経
験

を
有

す
る

医
師

等
の

職
員

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
こ

と
（

診
療

所
に

お
い

て
は

各
部

門
の

責
任

者
を

兼
務

し
た

者
で

差
し

支
え

な
い

。
）

。
 

（ ）（ ） 723722

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

１
 

第
１

の
１

か
ら

４
ま

で
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

栄
養

管
理

体
制

の
基

準
 
 
 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
（

診
療

所
を

除
く

。
）

に
、

栄
養

管
理

を
担

当
す

る
管

理
栄

養
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

管
理

栄
養

士
を

は
じ

め
と

し
て

、
歯

科
医

師
、

看
護

職
員

、
そ

の
他

医
療

従
事

者
が

共
同

し
て

栄
養

管
理

を
行

う
体

制
を

整
備

し
、

あ
ら

か
じ

め
栄

養
管

理
手

順
（

栄
養

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

含
む

栄
養

状
態

の
評

価
、

栄
養

管
理

計
画

、
定

期
的

な
評

価
等

）
を

作
成

す
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

入
院

時
に

患
者

の
栄

養
状

態
を

歯
科

医
師

、
看

護
師

、
管

理
栄

養
士

が
共

同
し

て
確

認
し

、
特

別
な

栄
養

管
理

の
必

要
性

の
有

無
に

つ
い

て
入

院
診

療
計

画
書

に
記

載
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

(
３

)
に

お
い

て
、

特
別

な
栄

養
管

理
が

必
要

と
医

学
的

に
判

断
さ

れ
る

患
者

に
つ

い
て

、
栄

養
状

態
の

評

価
を

行
い

、
歯

科
医

師
、

管
理

栄
養

士
、

看
護

師
そ

の
他

の
医

療
従

事
者

が
共

同
し

て
、

当
該

患
者

ご
と

の
栄

養
状

態
、

摂
食

機
能

及
び

食
形

態
を

考
慮

し
た

栄
養

管
理

計
画

（
別

添
６

の
別

紙
2
3

又
は

こ
れ

に
準

じ
た

様
式

と
す

る
。

）
を

作
成

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

救
急

患
者

や
休

日
に

入
院

し
た

患
者

な
ど

、
入

院
日

に
策

定
で

き
な

い
場

合
の

栄
養

管
理

計
画

は
、

入
院

後
７

日
以

内
に

策
定

す
る

こ
と

と
す

る
。

 

(
５

)
 

栄
養

管
理

計
画

に
は

、
栄

養
補

給
に

関
す

る
事

項
（

栄
養

補
給

量
、

補
給

方
法

、
特

別
食

の
有

無
等

）
、

栄
養

食
事

相
談

に
関

す
る

事
項

（
入

院
時

栄
養

食
事

指
導

、
退

院
時

の
指

導
の

計
画

等
）

、
そ

の
他

栄
養

管
理

上
の

課
題

に
関

す
る

事
項

、
栄

養
状

態
の

評
価

の
間

隔
等

を
記

載
す

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
計

画
書

又
は

そ
の

写
し

を
診

療
録

等
に

添
付

す
る

こ
と

。
 
 

(
６

)
 

当
該

患
者

に
つ

い
て

、
栄

養
管

理
計

画
に

基
づ

い
た

栄
養

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

当
該

患
者

の
栄

養
状

態
を

定
期

的
に

評
価

し
、

必
要

に
応

じ
て

栄
養

管
理

計
画

を
見

直
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

特
別

入
院

基
本

料
等

及
び

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

１
を

算
定

す
る

場
合

は
、

(
１

)
か

ら
(
６

)
ま

で
の

体

制
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

(
８

)
 

(
１

)
に

規
定

す
る

管
理

栄
養

士
は

、
１

か
月

以
内

の
欠

勤
に

つ
い

て
は

、
欠

勤
期

間
中

も
(
１

)
に

規
定

す

る
管

理
栄

養
士

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

な
お

、
管

理
栄

養
士

が
欠

勤
し

て
い

る
間

も
栄

養
管

理
の

た
め

の
適

切
な

体
制

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
９

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

（
診

療
所

を
除

く
。

）
に

お
い

て
、

管
理

栄
養

士
の

離
職

又
は

長
期

欠
勤

の
た

め
、

(
１

)
に

係
る

基
準

が
満

た
せ

な
く

な
っ

た
場

合
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
た

場
合

に
限

り
、

当

該
届

出
を

行
っ

た
日

の
属

す
る

月
を

含
む

３
か

月
間

に
限

り
、

従
前

の
入

院
基

本
料

等
を

算
定

で
き

る
。

 

 

第
２

 
病

院
の

入
院

基
本

料
等

に
関

す
る

施
設

基
準

 

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
の

入
院

基
本

料
等

に
関

す
る

施
設

基
準

は
、

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
の

他
、

下
記

の
と

お
り

と
す

る
。

 

１
 

病
棟

の
概

念
は

、
病

院
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

の
各

病
棟

に
お

け
る

看
護

体
制

の
１

単
位

を
も

っ
て

病
棟

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
な

お
、

高
層

建
築

等
の

場
合

で
あ

っ
て

、
複

数
階

（
原

則
と

し
て

二
つ

の
階

）
を

１

病
棟

と
し

て
認

め
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
が

、
三

つ
以

上
の

階
を

１
病

棟
と

す
る

こ
と

は
、

２
の

(
３

)
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
に

限
り

、
特

例
と

し
て

認
め

ら
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

感
染

症
病

床
が

別
棟

に

あ
る

場
合

は
、

隣
接

し
て

看
護

を
円

滑
に

実
施

で
き

る
一

般
病

棟
に

含
め

て
１

病
棟

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

平
均

入
院

患
者

数
が

概
ね

3
0
名

程
度

以
下

の
小

規
模

な
結

核
病

棟
を

有
す

る
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
 

一
般

病
棟

（
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

、
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

、
専

門
病

院
入

院
 

基
本

料
又

は
障

害
者

施
設

等
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
病

棟
）

と
結

核
病

棟
を

併
せ

て
１

看
護

単
位

と
す

る
こ

と
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(
５
)
 
 
患
者
の
状
態
に
応

じ
て

、
褥
瘡
対

策
に
必

要
な
体

圧
分

散
式
マ
ッ

ト
レ
ス

等
を
適

切
に

選
択
し
使

用
す
る

体
制
が
整

え
ら
れ

て
い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 
毎
年
７
月

に
お
い

て
、

褥
瘡
患
者

数
等
に

つ
い
て

、
別

添
７
の
様

式
５
の

４
に
よ

り
届

け
出
る
こ

と
。

 

５
 
栄
養

管
理
体

制
の
基

準
 

(
１

)
 

当
該

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
（

特
別

入
院

基
本

料
等

を
算

定
す

る
病

棟
の

み
を

有
す

る
も

の
を

除

く
。
）
内

に
、
常

勤
の
管

理
栄

養
士
が
１

名
以
上

配
置
さ

れ
て

い
る
こ
と

。
 

(
２
)
 
管
理
栄
養

士
を
は

じ
め

と
し
て
、

医
師
、

看
護
師

、
そ

の
他
医
療

従
事
者

が
共
同

し
て

栄
養
管
理

を
行
う

体
制

を
整

備
し

、
あ

ら
か

じ
め

栄
養

管
理

手
順

（
栄

養
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
含

む
栄

養
状

態
の

評
価

、
栄

養
管
理
計

画
、
定

期
的
な

評
価

等
）
を
作

成
す
る

こ
と
。

 

(
３
)
 
入
院
時
に

患
者
の

栄
養

状
態
を
医

師
、
看

護
職
員

、
管

理
栄
養
士

が
共
同

し
て
確

認
し

、
特
別
な

栄
養
管

理
の
必
要

性
の
有

無
に
つ

い
て

入
院
診
療

計
画
書

に
記
載

し
て

い
る
こ
と

。
 

(
４
)
 
(
３
)
に
お
い
て
、

特
別

な
栄
養
管

理
が
必

要
と
医

学
的

に
判
断
さ

れ
る
患

者
に
つ

い
て

、
栄
養
状

態
の
評

価
を

行
い

、
医

師
、

管
理

栄
養

士
、

看
護

師
そ

の
他

の
医

療
従

事
者

が
共

同
し

て
、

当
該

患
者

ご
と

の
栄

養
状
態
、

摂
食
機

能
及
び

食
形

態
を
考
慮

し
た
栄

養
管
理

計
画

（
別
添
６

の
別

紙
2
3
又
は

こ
れ
に
準
じ

た

様
式

と
す

る
。

）
を

作
成

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

救
急

患
者

や
休

日
に

入
院

し
た

患
者

な
ど

、
入

院
日

に
策
定
で

き
な
い

場
合
の

栄
養

管
理
計
画

は
、
入

院
後
７

日
以

内
に
策
定

す
る
こ

と
と
す

る
。

 

(
５
)
 
栄
養
管
理

計
画
に

は
、

栄
養
補
給

に
関
す

る
事
項

（
栄

養
補
給
量

、
補
給

方
法
、

特
別

食
の
有
無

等
）
、

栄
養

食
事

相
談

に
関

す
る

事
項

（
入

院
時

栄
養

食
事

指
導

、
退

院
時

の
指

導
の

計
画

等
）

、
そ

の
他

栄
養

管
理

上
の

課
題

に
関

す
る

事
項

、
栄

養
状

態
の

評
価

の
間

隔
等

を
記

載
す

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
計

画
書

又
は
そ
の

写
し
を

診
療
録

等
に

添
付
す
る

こ
と
。
 
 

(
６
)
 
当
該
患
者

に
つ
い

て
、

栄
養
管
理

計
画
に

基
づ
い

た
栄

養
管
理
を

行
う
と

と
も
に

、
当

該
患
者
の

栄
養
状

態
を
定
期

的
に
評

価
し
、

必
要

に
応
じ
て

栄
養
管

理
計
画

を
見

直
し
て
い

る
こ
と

。
 

(
７
)
 
特
別
入
院

基
本
料

等
及

び
を
算
定

す
る
場

合
は
、
(
１
)
か
ら
(
６
)
ま
で
の

体
制
を

満
た

し
て
い
る

こ
と
が

望
ま
し
い

。
 

(
８
)
 
(
１
)
に
規
定
す
る

管
理

栄
養
士
は

、
１
か

月
以
内

の
欠

勤
に
つ
い

て
は
、

欠
勤
期

間
中

も
(
１
)
に
規
定
す

る
管

理
栄

養
士

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

な
お

、
管

理
栄

養
士

が
欠

勤
し

て
い

る
間

も
栄

養
管

理
の

た
め
の
適

切
な
体

制
を
確

保
し

て
い
る
こ

と
。

 

(
９
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
（

診
療
所
を

除
く
。

）
に
お

い
て

、
管
理
栄

養
士
の

離
職
又

は
長

期
欠
勤
の

た
め
、

(
１

)
に

係
る

基
準

が
満

た
せ

な
く

な
っ

た
場

合
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
た

場
合

に
限

り
、

当

該
届
出
を

行
っ
た

日
の
属

す
る

月
を
含
む

３
か
月

間
に
限

り
、

従
前
の
入

院
基
本

料
等
を

算
定

で
き
る
。

 

６
 
医
科

点
数
表

第
１
章

第
２

部
通
則
第

８
号
及

び
歯
科

点
数

表
第
１
章

第
２
部

入
院
料

等
通

則
第
７
号

に
規
定

す

る
基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
非

常
勤

の
管

理
栄

養
士

又
は

常
勤

の
栄

養
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

 

 

第
１

の
２

 
歯

科
点

数
表

第
１

章
基

本
診

療
料

第
２

部
入

院
料

等
通

則
第

６
号

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
入

院
基

本
料

（
特
別
入

院
基
本

料
等
を

含
む

。
）
及
び

特
定
入

院
料
に

係
る

入
院
診
療

計
画
、

院
内
感

染
防

止
対
策
、

医
療
安

全
管
理
体

制
、
褥

瘡
対
策

及
び

栄
養
管
理

体
制
の

基
準

 

入
院

診
療

計
画

、
院

内
感

染
防

止
対

策
、

医
療

安
全

管
理

体
制

、
褥

瘡
対

策
及

び
栄

養
管

理
体

制
の

基
準

は
、

「
基
本
診

療
料
の

施
設
基

準
等

」
の
他
、

次
の
と

お
り
と

す
る

。
 

（ ）（ ） 725724

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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な
お

、
届

出
前

６
か

月
の

間
に

開
設

又
は

増
床

し
た

病
棟

を
有

す
る

保
険

医
療

機
関

に
係

る
入

院
患

者
の

数
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
便

宜
上

、
開

設
又

は
増

床
し

た
病

床
数

に
対

し
、

一
般

病
棟

に
あ

っ

て
は
一
般

病
棟
の

病
床
数

の
8
0
％
、
療
養
病

棟
に
あ

っ
て
は

療
養
病
棟

の
病
床

数
の

9
0
％
、
結
核
病

棟

に
あ

っ
て

は
結

核
病

棟
の

病
床

数
の

8
0
％

、
精

神
病

棟
に

あ
っ

て
は

精
神

病
棟

の
病

床
数

の
1
0
0
％

を
、

実
績
の
値

に
加
え

た
数
と

す
る

。
 

ま
た

、
一

般
病

棟
に

感
染

症
病

床
が

あ
る

場
合

は
、

届
出

時
の

直
近

１
年

間
の

入
院

患
者

数
が

０
で

あ
っ

て
も

、
感

染
症

病
床

数
の

５
％

を
も

っ
て

感
染

症
病

床
に

係
る

入
院

患
者

の
数

と
す

る
こ

と
が

で

き
る
。

 

ウ
 

届
出

前
１

年
の

間
に

減
床

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

減
床

後
の

実
績

が
３

か
月

以
上

あ
る

場
合

は
、

減
床

後
の

延
入

院
患

者
数

を
延

日
数

で
除

し
て

得
た

数
と

す
る

。
な

お
、

減
床

後
か

ら

３
か

月
未

満
の

期
間

に
お

い
て

は
、

減
床

後
の

入
院

患
者

数
の

見
込

み
を

も
っ

て
届

出
を

行
う

こ
と

が

で
き

る
も

の
と

す
る

が
、

当
該

入
院

患
者

数
が

、
減

床
後

３
か

月
の

時
点

で
の

減
床

後
の

延
入

院
患

者

数
を

延
日

数
で

除
し

て
得

た
数

を
満

た
し

て
い

な
い

こ
と

が
判

明
し

た
と

き
は

、
当

該
届

出
は

遡
っ

て

無
効
と
な

り
、
変

更
の
届

出
を

行
わ
せ
る

こ
と
。

 

エ
 

病
棟

単
位

で
算

定
す

る
特

定
入

院
料

（
区

分
番

号
「

Ａ
３

１
７

」
に

掲
げ

る
特

定
一

般
病

棟
入

院
料

を
除

く
。

）
、

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
の

別
表

第
三

に
規

定
す

る
治

療
室

、
病

室
及

び
短

期

滞
在
手
術

等
基
本

料
１
に

係
る

回
復
室
に

入
院
中

の
患
者

に
つ

い
て
は
、

入
院
患

者
の
数

か
ら

除
く
。

 

 
 
(
２
)
 
看
護

要
員
の

数
に

つ
い
て
は

、
次
の

点
に
留

意
す

る
。

 

ア
 
看
護

要
員
の

数
は
、

届
出

時
の
看
護

要
員
の

数
と
す

る
。

 

イ
 

当
該

届
出

病
棟

に
配

置
さ

れ
て

い
る

看
護

要
員

の
数

は
、

１
勤

務
帯

８
時

間
で

１
日

３
勤

務
帯

を
標

準
と

し
て

、
月

平
均

１
日

当
た

り
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
出

産
、

育
児

又
は

家
族

介

護
に
関
す

る
休
業

等
が
確

保
さ

れ
る
よ
う

配
慮
を

行
う
こ

と
。

 

ウ
 

看
護

要
員

の
数

は
、

病
棟

に
お

い
て

実
際

に
入

院
患

者
の

看
護

に
当

た
っ

て
い

る
看

護
要

員
の

数
で

あ
り

、
そ

の
算

定
に

当
た

っ
て

は
、

看
護

部
長

等
（

専
ら

、
病

院
全

体
の

看
護

管
理

に
従

事
す

る
者

を

い
う

。
）

、
当

該
保

険
医

療
機

関
附

属
の

看
護

師
養

成
所

等
の

専
任

教
員

、
外

来
勤

務
、

手
術

室
勤

務

又
は
中
央

材
料
室

勤
務
等

の
看

護
要
員
の

数
は
算

入
し
な

い
。

 

エ
 
病
棟

勤
務
と

外
来
勤

務
、

手
術
室
勤

務
、
中

央
材
料

室
勤

務
又
は
集

中
治
療

室
勤
務

等
を

兼
務
す
る

場

合
は
、
勤

務
実
績

表
に
よ

る
病

棟
勤
務
の

時
間
を

看
護
要

員
の

数
に
算
入

す
る
。

 

 
 
 
 

オ
 
臨

時
職
員

で
あ

っ
て
も
継

続
し
て

勤
務
に

服
す

る
者
は
、

給
与
の

支
払
方

式
が

日
給
制
で

あ
る
か

否
か

に
か
か
わ

ら
ず
、

看
護
要

員
の

数
に
算
入

す
る
こ

と
が
で

き
る

。
た
だ
し

、
継
続

勤
務
に

つ
い

て
は
、

特
に
被
保

険
者
証

等
に
よ

り
確

認
す
る
必

要
は
な

く
、
実

態
に

応
じ
て
判

断
す
る

こ
と
。

な
お

、
職
業

安
定
法
（

昭
和

2
2
年
法
律
第

1
4
1
号
）
の
規
定
に

基
づ
き

、
職

業
紹
介
事

業
を
行

う
者
か

ら
の

紹
介
又

は
労
働
者

供
給
事

業
を
行

う
者

か
ら
の
供

給
に
よ

り
看
護

要
員

を
雇
用
し

た
場
合

、
労
働

者
派

遣
事
業

の
適
切
な

運
営
の

確
保
及

び
派

遣
労
働
者

の
就
業

条
件
の

整
備

等
に
関
す

る
法
律

（
昭
和

6
0
年
法
律
第

8
8
号
）
に
基
づ
き

、
紹
介

予
定

派
遣
と
し

て
派
遣

さ
れ
た

場
合

及
び
産
前

産
後
休

業
、
育

児
休

業
、
育

児
休
業
に

準
ず
る

休
業
又

は
介

護
休
業
中

の
看
護

職
員
の

勤
務

を
派
遣
労

働
者
が

代
替
す

る
場

合
は
、

雇
用
期
間

に
か
か

わ
ら
ず

看
護

要
員
の
数

に
算
入

す
る
こ

と
が

で
き
る
。

ま
た
、

看
護
補

助
者

の
雇
用

形
態
は
問

わ
な
い

。
（
派

遣
職

員
を
含
む

が
、
指

揮
命
令

権
が

当
該
保
険

医
療
機

関
に
な

い
請

負
方
式

等
を
除
く

。
）

 

 
 
 
 

カ
 
病

棟
単

位
で
算

定
す
る
特

定
入
院

料
（

区
分
番

号
「
Ａ
３

１
７
」

に
掲
げ

る
特

定
一
般
病

棟
入
院

料
を

 
-
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- 

は
で
き
る

が
、
看

護
配
置

基
準

が
同
じ
入

院
基
本

料
を
算

定
す

る
場
合
に

限
る
。

た
だ
し

、
結

核
病
床
を

構
造
上

 

区
分
す
る

こ
と
等

医
療
法

で
規

定
す
る
構

造
設
備

の
基
準

は
遵

守
す
る
も

の
と
し

、
平
均

在
院

日
数
の
計

算
に
当

 

た
っ
て
は

、
一
般

病
棟

の
み
に

よ
り
計
算

す
る
も

の
と

し
、
一

般
病
棟
が

急
性
期

一
般

入
院
基

本
料
、
７

対
１
入

院
基
本
料

又
は

1
0

対
１
入
院

基
本
料
の

届
出
を

行
う

病
棟
で

あ
る
場
合

及
び
結

核
病

棟
が
７

対
１
入
院

基
本
料

又
は

1
0

対
１
入
院
基

本
料
の

届
出
を
行

う
病
棟

で
あ

る
場
合

に
は
、
原

則
と
し

て
一

般
病
棟

及
び
結
核

病
棟
で

別
々
に
重

症
度
、

医
療

・
看
護

必
要
度
Ⅰ

又
は
Ⅱ

の
評

価
を
行

う
も
の
と

す
る
が

、
７

対
１
入

院
基
本
料

の
結
核

病
棟
の
み

で
重
症

度
、

医
療
・

看
護
必
要

度
Ⅰ
又

は
Ⅱ

の
基
準

を
満
た
せ

な
い
場

合
に

限
り
、

両
病
棟
全

体
で
重

症
度
、
医

療
・
看

護
必

要
度
Ⅰ

又
は
Ⅱ
の

評
価
を

行
い

、
重
症

度
、
医
療

・
看
護

必
要

度
Ⅰ
又

は
Ⅱ
の
基

準
を
満

た
す
こ
と

で
差
し

支
え
な

い
も

の
と
す
る

。
 

２
 
１
病

棟
当
た

り
の
病

床
数

に
係
る
取

扱
い
に

つ
い
て

は
、

次
の
と
お

り
と
す

る
。

 

(
１
)
 
１
病
棟
当

た
り
の

病
床

数
に
つ
い

て
は
、

①
効
率

的
な

看
護
管
理

、
②
夜

間
に
お

け
る

適
正
な
看

護
の
確

保
、

③
当

該
病

棟
に

係
る

建
物

等
の

構
造

の
観

点
か

ら
、

総
合

的
に

判
断

し
た

上
で

決
定

さ
れ

る
も

の
で

あ
り
、
原

則
と
し
て

6
0
床
以

下
を
標
準

と
す
る

。
た
だ

し
、

精
神
病
棟

に
つ
い

て
は
、
7
0
床
ま
で
は

や
む

を
得
な
い

も
の
と

す
る
。

 

(
２
)
 
(
１
)
の
病
床
数
の

標
準

を
上
回
っ

て
い
る

場
合
に

つ
い

て
は
、
①

２
以
上

の
病
棟

に
分

割
し
た
場

合
に
は

、

片
方

に
つ

い
て

１
病

棟
と

し
て

成
り

立
た

な
い

、
②

建
物

構
造

上
の

事
情

で
標

準
を

満
た

す
こ

と
が

困
難

で
あ

る
、

③
近

く
建

物
の

改
築

が
な

さ
れ

る
こ

と
が

確
実

で
あ

る
等

、
や

む
を

得
な

い
理

由
が

あ
る

場
合

に
限
り
、

認
め
ら

れ
る
も

の
で

あ
る
こ
と

。
 

(
３
)
 
複
数
階
で

１
病
棟

を
構

成
す
る
場

合
又
は

別
棟
に

あ
る

感
染
症
病

床
を
含

め
て
１

病
棟

を
構
成
す

る
場
合

に
つ

い
て

も
上

記
(
１

)
及

び
(
２

)
と

同
様

で
あ

る
が

、
い

わ
ゆ

る
サ

ブ
ナ

ー
ス

・
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

設
置

や
看
護
要

員
の
配

置
を
工

夫
す

る
こ
と
。

 

 
３
 
平

均
在
院

日
数
に

つ
い

て
は
次
の

点
に
留

意
す
る

こ
と

。
 

(
１
)
 
平
均
在
院

日
数
を

算
出

す
る
に
当

た
り
対

象
と
な

る
入

院
患
者
は

、
保
険

診
療
に

係
る

入
院
患
者

（
「
基

本
診
療
料

の
施
設

基
準
等

」
の

別
表
第
二

に
規
定

す
る
入

院
患

者
を
除
く

。
）
で

あ
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
平
均
在
院

日
数
に

つ
い

て
は
、
直

近
３
か

月
間
の

数
値

を
用
い
て

別
添
６

の
別
紙

４
に

よ
り
計
算

す
る
こ

と
。

な
お

、
平

均
在

院
日

数
は

小
数

点
以

下
は

切
り

上
げ

る
こ

と
。

ま
た

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
３

を
算

定
し

た
患

者
で

あ
っ

て
６

日
以

降
も

入
院

す
る

場
合

は
、

入
院

日
か

ら
起

算
し

た
日

数
を

含
め

て
平

均
在
院
日

数
を
計

算
す
る

こ
と

。
 

 
４
 
入

院
患
者

の
数
及

び
看

護
要
員
の

数
等
に

つ
い
て

は
下

記
の
と
お

り
と
す

る
。

 

 
 
(
１
)
 
入
院

患
者
の

数
に

つ
い
て
は

、
次
の

点
に
留

意
す

る
。

 

ア
 
入
院

患
者
の

数
は
、

当
該

日
の

2
4
時

現
在
当

該
病
棟

に
入
院
中
の

患
者
を

い
い
、

当
該

病
棟
に
入

院

し
て

そ
の

日
の

う
ち

に
退

院
又

は
死

亡
し

た
者

を
含

む
も

の
で

あ
る

。
ま

た
、

保
険

診
療

に
係

る
入

院

患
者

の
ほ

か
、

正
常

の
妊

産
婦

、
生

母
の

入
院

に
伴

っ
て

入
院

し
た

健
康

な
新

生
児

又
は

乳
児

、
人

間

ド
ッ

ク
な

ど
の

保
険

外
診

療
の

患
者

で
あ

っ
て

、
看

護
要

員
を

保
険

診
療

を
担

当
す

る
者

と
保

険
外

診

療
を

担
当

す
る

者
と

に
明

確
に

区
分

で
き

な
い

場
合

の
患

者
を

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
救

急

患
者

と
し

て
受

け
入

れ
、

処
置

室
、

手
術

室
等

に
お

い
て

死
亡

し
た

患
者

に
つ

い
て

入
院

料
を

算
定

す

る
場
合
で

あ
っ
て

も
、
当

該
患

者
に
つ
い

て
は
、

入
院
患

者
の

数
に
計
上

し
な
い

。
 

イ
 

入
院

患
者

の
数

に
つ

い
て

は
、

届
出

時
の

直
近

１
年

間
（

届
出

前
１

年
か

ら
６

か
月

の
間

に
開

設
又

は
増

床
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
直

近
６

か
月

間
と

す
る

。
）

の
延

入
院

患
者

数
を

延

日
数
で
除

し
て
得

た
数
と

し
、

小
数
点
以

下
は
切

り
上
げ

る
。

 

（ ）（ ） 725724

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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従
事

者
が

変
動

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

 

ウ
 

特
定

入
院

料
（

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
を

除
く

。
ま

た
、

小
児

入
院

医
療

管
理

料
４

、
特

殊
 

疾
患

入
院

医
療

管
理

料
又

は
児

童
・

思
春

期
精

神
科

入
院

医
療

管
理

料
に

つ
い

て
は

、
病

棟
単

位
で

算
定

 

す
る

場
合

に
限

る
。

）
を

算
定

し
て

い
る

病
棟

に
係

る
看

護
要

員
は

、
夜

勤
時

間
数

の
計

算
対

象
と

し
な

 

い
こ

と
。

 

エ
 

夜
勤

に
従

事
す

る
看

護
要

員
の

月
当

た
り

延
夜

勤
時

間
数

は
、

１
か

月
又

は
４

週
間

の
当

該
夜

勤
時

間
帯

に
従

事
し

た
時

間
数

を
い

う
。

 

オ
 

月
平

均
夜

勤
時

間
数

は
、

同
一

の
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
病

棟
全

体
（

同
一

の
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
複

数
の

病
棟

（
看

護
単

位
）

を
持

つ
病

院
に

あ
っ

て
は

、
当

該
複

数
の

病
棟

を
合

わ
せ

た
全

体
）

で
届

出
前

１
か

月
又

は
４

週
間

の
夜

勤
時

間
帯

に
従

事
す

る
看

護
職

員
の

延
夜

勤
時

間
数

を
夜

勤

時
間

帯
に

従
事

し
た

実
人

員
数

で
除

し
て

得
た

数
と

し
、

当
該

月
当

た
り

の
平

均
夜

勤
時

間
数

の
直

近

１
か

月
又

は
直

近
４

週
間

の
実

績
の

平
均

値
に

よ
り

、
7
2

時
間

以
下

で
あ

る
こ

と
。

す
な

わ
ち

、
月

平

均
夜

勤
時

間
数

は
、

同
一

の
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
病

棟
全

体
で

計
算

す
る

も
の

で
あ

り
、

病
棟

（
看

護
単

位
）

ご
と

に
計

算
す

る
も

の
で

は
な

い
た

め
、

病
棟

（
看

護
単

位
）

ご
と

に
月

平
均

夜
勤

時

間
数

が
7
2
時

間
以

下
で

あ
る

必
要

は
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ま
た

、
新

規
届

出
直

後
に

お
い

て
は

、
当

該
病

棟
の

直
近

３
か

月
間

又
は

1
2

週
間

の
実

績
の

平
均

値

が
要

件
を

満
た

し
て

い
れ

ば
差

し
支

え
な

い
。

 

な
お

、
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
病

棟
の

看
護

職
員

に
つ

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

こ
と

。
 

カ
 

月
平

均
夜

勤
時

間
数

の
計

算
に

含
ま

れ
る

実
人

員
数

及
び

延
べ

夜
勤

時
間

数
に

つ
い

て
は

、
次

の
点

に
留

意
す

る
。

 

(
イ

)
 

専
ら

夜
勤

時
間

帯
に

従
事

す
る

者
（

以
下

「
夜

勤
専

従
者

」
と

い
う

。
）

は
、

実
人

員
数

及
び

延

べ
夜

勤
時

間
数

に
含

ま
な

い
こ

と
。

 

(
ロ

)
 

夜
勤

時
間

帯
に

看
護

職
員

が
病

棟
勤

務
と

外
来

勤
務

等
を

兼
務

す
る

場
合

は
、

当
該

看
護

職
員

が

夜
勤

時
間

帯
に

当
該

病
棟

で
勤

務
し

た
月

当
た

り
の

延
べ

時
間

を
、

当
該

看
護

職
員

の
月

当
た

り
の

延
べ

夜
勤

時
間

（
病

棟
と

病
棟

以
外

の
勤

務
の

時
間

を
含

む
。

）
で

除
し

て
得

た
数

を
、

夜
勤

時
間

帯
に

従
事

し
た

実
人

員
数

と
し

て
算

入
す

る
こ

と
。

 

(
ハ

)
 

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

、
７

対
１

入
院

基
本

料
及

び
1
0

対
１

入
院

基
本

料
の

病
棟

の
実

人
員

数
及

び
延

べ
夜

勤
時

間
数

に
は

、
月

当
た

り
の

夜
勤

時
間

数
が

1
6

時
間

未
満

の
者

は
含

ま
な

い
こ

と
。

た
だ

し
、

短
時

間
正

職
員

制
度

を
導

入
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
の

短
時

間
正

職
員

に
つ

い
て

は
、

月
当

た
り

の
夜

勤
時

間
数

が
1
2
時

間
以

上
の

も
の

を
含

む
。

 

(
ニ

)
 

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

、
７

対
１

入
院

基
本

料
及

び
1
0

対
１

入
院

基
本

料
以

外
の

病
棟

の
実

人
員

数
及

び
延

べ
夜

勤
時

間
数

に
は

、
月

当
た

り
の

夜
勤

時
間

数
が

８
時

間
未

満
の

者
は

含
ま

な
い

こ
と

。
 

(
ホ

)
 

夜
勤

時
間

帯
の

中
で

申
し

送
り

に
要

し
た

時
間

は
、

申
し

送
っ

た
看

護
職

員
の

夜
勤

時
間

か
ら

除
 

い
て

差
し

支
え

な
い

。
た

だ
し

、
当

該
申

し
送

り
に

要
し

た
時

間
の

除
外

の
有

無
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
同

一
の

入
院

基
本

料
を

算
定

す
る

病
棟

単
位

に
お

い
て

、
月

単
位

で
選

択
す

る
こ

と
。

 

キ
 

週
当

た
り

の
所

定
労

働
時

間
は

、
4
0
時

間
以

内
で

あ
る

こ
と

。
 

ク
 

夜
勤

専
従

者
の

夜
勤

時
間

に
つ

い
て

は
、

夜
勤

に
よ

る
勤

務
負

担
が

過
重

と
な

ら
な

い
よ

う
十

分
配

慮
す

る
こ

と
。
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- 

除
く

。
）

に
係

る
病

棟
並

び
に

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
の

別
表

第
三

に
規

定
す

る
治

療
室

、

病
室

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
１

に
係

る
回

復
室

及
び

外
来

化
学

療
法

に
係

る
専

用
施

設
に

勤
務

す

る
看
護
要

員
の
数

は
、
兼

務
者

を
除
き
算

入
で
き

な
い
。

 

 
 
 
 

キ
 
看

護
補
助

者
の

数
に
つ
い

て
は
、

次
の
点

に
留

意
す
る
。

 

(
イ

)
 

看
護

補
助

者
の

数
を

算
出

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
看

護
職

員
を

看
護

補
助

者
と

み
な

し
て

差
し

支
え

な
い

。
な

お
、

入
院

基
本

料
等

の
施

設
基

準
に

定
め

る
必

要
な

数
を

超
え

て
配

置
し

て
い

る

看
護

職
員

を
看

護
補

助
者

と
み

な
す

（
以

下
「

み
な

し
看

護
補

助
者

」
と

い
う

。
）

場
合

に
は

、

看
護

職
員

の
勤

務
実

績
に

基
づ

い
て

、
実

際
に

勤
務

し
た

看
護

職
員

の
総

勤
務

時
間

数
か

ら
、

当

該
届

出
区

分
に

お
い

て
勤

務
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
看

護
職

員
数

の
総

勤
務

時
間

数
を

差
し

引

い
た
数
を

、
看
護

補
助
者

の
勤

務
時
間
数

と
し
て

算
入
す

る
。

 

(
ロ

)
 

小
児

病
棟

又
は

特
殊

疾
患

入
院

施
設

管
理

加
算

を
算

定
し

て
い

る
病

棟
等

に
お

い
て

小
児

患
者

の
保

育
に

当
た

っ
て

い
る

保
育

士
は

、
看

護
補

助
者

の
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

小
児

入
院

医
療

管
理

料
の

加
算

の
届

出
に

係
る

保
育

士
に

つ
い

て
は

、
看

護
補

助
者

と
し

て
算

入

す
る
こ
と

は
で
き

な
い
。

 

(
ハ

)
 

主
と

し
て

事
務

的
業

務
を

行
う

看
護

補
助

者
を

配
置

す
る

場
合

は
、

常
時

、
当

該
病

棟
の

入
院

患
者
の
数

が
2
0
0
又
は
そ
の
端

数
を
増
す

ご
と
に

１
以
下

で
あ

る
こ
と
。

 

主
と

し
て

事
務

的
業

務
を

行
う

看
護

補
助

者
の

数
の

算
出

に
当

た
っ

て
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

院
内

規
程

に
お

い
て

、
看

護
補

助
者

が
行

う
事

務
的

業
務

の
内

容
を

定
め

た
上

で
、

１
人

の

看
護

補
助

者
の

延
べ

勤
務

時
間

数
の

う
ち

事
務

的
業

務
が

５
割

以
上

を
占

め
る

看
護

補
助

者
を

、

「
主

と
し

て
事

務
的

業
務

を
行

う
看

護
補

助
者

」
と

し
て

算
入

す
る

こ
と

。
ま

た
、

主
と

し
て

事

務
的

業
務

を
行

う
看

護
補

助
者

に
つ

い
て

は
、

当
該

病
棟

に
お

い
て

事
務

的
業

務
以

外
の

業
務

を

行
っ
た
時

間
数
も

含
め
て

、
当

該
看
護
補

助
者
の

勤
務
時

間
数

を
算
入
す

る
こ
と

。
 

 
 
 
 

ク
 
１

か
月

以
上
長

期
欠
勤
の

看
護
要

員
、

身
体
障

害
者
（
児

）
に
対

す
る
機

能
訓

練
指
導
員

及
び
主

と
し

て
洗
濯
、

掃
除
等

の
業
務

を
行

う
者
は
看

護
要
員

に
算
入

し
な

い
。

 

(
３
)
 
夜
間
に
お

け
る
勤

務
（

以
下
「
夜

勤
」
と

い
う
。

）
に

つ
い
て
は

、
次
の

点
に
つ

い
て

留
意
す
る

。
 

ア
 
「
夜

勤
」
と

は
、
各

保
険

医
療
機
関

が
定
め

る
午

後
1
0

時
か
ら
翌

日
の
午

前
５
時

ま
で

の
時
間
を

含

め
た
連
続

す
る

1
6

時
間
（

以
下
「
夜
勤

時
間
帯

」
と
い

う
。

）
の
間
に

お
い
て

、
現
に

勤
務

す
る
こ
と

を
い

い
、

当
該

夜
勤

時
間

帯
に

現
に

勤
務

し
た

時
間

数
を

「
夜

勤
時

間
数

」
と

い
う

。
な

お
、

各
保

険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
夜

勤
時

間
帯

を
定

め
る

場
合

に
は

、
夜

勤
時

間
帯

以
外

の
時

間
帯

（
以

下

「
日

勤
帯

」
と

い
う

。
）

が
、

夜
勤

時
間

帯
と

重
な

る
時

間
が

、
当

該
日

勤
帯

の
２

分
の

１
以

下
と

す

る
こ
と
。

 

イ
 

看
護

要
員

の
名

簿
及

び
勤

務
実

績
表

に
よ

り
、

各
病

棟
（

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
の

特
別

入
院

基
本

料
等

以
外

の
特

別
入

院
基

本
料

等
を

算
定

す
る

病
棟

を
除

く
。

）
ご

と
に

次
の

要
件

が
満

た
さ

れ
て

い

る
こ
と
。

 

(
イ
)
 
看
護
要
員

は
、
常

時
２

人
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

(
ロ

)
 

一
般

病
棟

、
結

核
病

棟
及

び
精

神
病

棟
に

お
い

て
は

、
看

護
職

員
を

２
人

以
上

配
置

し
て

い
る

こ
と
。
（

精
神
病

棟
入
院

基
本

料
の
特
別

入
院
基

本
料
等

を
除

く
。
）

 

(
ハ

)
 

療
養

病
棟

に
お

い
て

は
、

看
護

職
員

１
人

と
看

護
補

助
者

１
人

の
計

２
人

以
上

の
配

置
で

あ
っ

て
も
差
し

支
え
な

い
。

 

(
ニ

)
 

(
イ

)
か

ら
(
ハ

)
ま

で
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
曜

日
や

時
間

帯
に

よ
っ

て
、

夜
勤

の

（ ）（ ） 727726

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

「
２

 
役

割
分

担
の

具
体

例
 

(
１

)
医

師
、

看
護

師
等

の
医

療
関

係
職

と
事

務
職

員
等

と
の

役
割

分

担
」
に
基

づ
く
院

内
規
程

を
定

め
て
お
り

、
個
別

の
業
務

内
容

を
文
書
で

整
備
し

て
い
る

こ
と

。
 

ウ
 

個
々

の
患

者
の

病
状

に
あ

っ
た

適
切

な
看

護
が

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
効

果
的

な
医

療
が

提
供

で
き

る
よ

う
患

者
ご

と
に

看
護

計
画

が
立

て
ら

れ
、

そ
の

計
画

に
沿

っ
て

看
護

が
実

施
さ

れ
る

よ

う
配
慮
す

る
こ
と

。
 

エ
 

看
護

に
関

す
る

記
録

と
し

て
は

、
看

護
体

制
の

１
単

位
ご

と
に

別
添

６
の

別
紙

６
に

掲
げ

る
記

録
が

な
さ

れ
て

い
る

必
要

が
あ

る
。

な
お

、
こ

れ
ら

の
記

録
の

様
式

・
名

称
等

は
各

病
院

が
適

当
と

す
る

方

法
で
差
し

支
え
な

い
が
、

記
録

の
作
成
に

際
し
て

は
、
重

複
を

避
け
簡
潔

明
瞭
を

旨
と
す

る
こ

と
。

 

オ
 

当
該

届
出

に
係

る
各

病
棟

の
看

護
単

位
ご

と
に

看
護

の
責

任
者

が
配

置
さ

れ
、

看
護

チ
ー

ム
に

よ
る

交
代

制
勤

務
等

の
看

護
が

実
施

さ
れ

、
ナ

ー
ス

・
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
設

備
を

有
し

、
看

護
に

必
要

な

器
具
器
械

が
備
え

付
け
ら

れ
て

い
る
こ
と

。
 

４
の

２
 

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

、
７

対
１

入
院

基
本

料
、

1
0

対
１

入
院

基
本

料
及

び
地

域
一

般
入

院
基

本
料

（
地
域
一

般
入
院

料
１
に

限
る

。
）
に
係

る
重
症

度
、
医

療
・

看
護
必
要

度
に
つ

い
て
は

、
次

の
点
に
留

意
す
る

。
 

(
１
)
 
急
性
期
一

般
入

院
基
本

料
、
７
対

１
入
院

基
本

料
（
結

核
病
棟
入

院
基
本

料
、
特

定
機

能
病
院
入

院
基
本

料
（

精
神

病
棟

を
除

く
。

）
及

び
専

門
病

院
入

院
基

本
料

）
、

1
0

対
１

入
院

基
本

料
（

特
定

機
能

病
院

入

院
基
本
料

（
一
般

病
棟

に
限
る

。
）
、
専

門
病
院

入
院

基
本
料

）
及
び
地

域
一
般

入
院

料
１
を

算
定
す
る

病

棟
は
、
当

該
入
院

基
本

料
を
算

定
す
る
も

の
と
し

て
届

け
出
た

病
床
に
入

院
し
て

い
る

全
て
の

患
者
の
状

態

を
別
添
６

の
別
紙

７
の

重
症
度

、
医
療
・

看
護
必

要
度

Ⅰ
又
は

Ⅱ
に
係
る

評
価
票

を
用

い
て
測

定
を
行
い

、

そ
の
結
果

に
基
づ

い
て
評

価
を

行
っ
て
い

る
こ
と

。
な
お

、
許

可
病
床
数

4
0
0
床
以
上

の
保
険

医
療
機
関

で

あ
っ
て
急

性
期
一

般
入

院
基
本

料
（
急
性

期
一
般

入
院

料
７
を

除
く
。
）

を
算
定

す
る

病
棟
及

び
７
対
１

入

院
基
本
料

（
特
定

機
能

病
院
入

院
基
本
料

（
一
般

病
棟

に
限
る

。
）
）
を

算
定
す

る
病

棟
に
つ

い
て
は
、

一

般
病
棟
用

の
重
症

度
、
医

療
・

看
護
必
要

度
Ⅱ
を

用
い
て

評
価

を
行
う
こ

と
。

 

 (
２
)
 
急
性
期
一

般
入

院
基
本

料
（
急
性

期
一
般

入
院

料
７
を

除
く
。
）

及
び
７

対
１
入

院
基

本
料
（
結

核
病
棟

入
院
基
本

料
、
特

定
機

能
病
院

入
院
基
本

料
（
一

般
病

棟
に
限

る
。
）
及

び
専
門

病
院

入
院
基

本
料
）
に

つ

い
て
は
、

測
定
の

結
果

、
当
該

入
院
基
本

料
を
算

定
す

る
も
の

と
し
て
届

け
出
た

病
床

に
、
直

近
３
月
に

お

い
て
入
院

し
て
い

る
患

者
全
体

（
延
べ
患

者
数
）

に
占

め
る
重

症
度
、
医

療
・
看

護
必

要
度
Ⅰ

又
は
Ⅱ
の

基

準
を
満
た

す
患
者

（
別

添
６
の

別
紙
７
に

よ
る
評

価
の

結
果
、

別
表
１
の

い
ず
れ

か
に

該
当
す

る
患
者
（

以

下
「
基
準

を
満
た

す
患

者
」
と

い
う
。
）

を
い
う

。
）

の
割
合

が
、
別
表

２
の
基

準
以

上
で
あ

る
こ
と
。

ま

た
、
急
性

期
一
般

入
院

料
７
、

７
対
１
入

院
基
本

料
（

特
定
機

能
病
院
入

院
基
本

料
（

結
核
病

棟
入
院
基

本

料
に

限
る

。
）

）
、

1
0

対
１

入
院

基
本

料
（

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）
、

専

門
病
院
入

院
基
本

料
）

及
び
地

域
一
般
入

院
料
１

に
つ

い
て
は

、
別
添
６

の
別
紙

７
に

よ
り
、

直
近
３
月

に

お
い
て
入

院
し
て

い
る

全
て
の

患
者
の
状

態
を
継

続
的

に
測
定

し
、
そ
の

結
果
に

基
づ

い
て
評

価
を
行
っ

て

い
る
こ
と

。
た
だ

し
、
許

可
病

床
数

2
0
0
床
未
満

の
保
険

医
療

機
関
で
あ

っ
て
、

令
和
２

年
３

月
3
1
日
時

点
で
旧
算

定
方
法

別
表

第
一
区

分
番
号
Ａ

１
０
０

に
掲

げ
る
急

性
期
一
般

入
院
料

１
又

は
２
の

届
出
を
行

っ

て
い
る
病

棟
に
あ

っ
て

は
、
急

性
期
一
般

入
院
料

２
及

び
３
の

基
準
を
満

た
す
患

者
の

割
合
、

当
該
時
点

で

旧
算
定
方

法
別
表

第
一

区
分
番

号
Ａ
１
０

０
に
掲

げ
る

急
性
期

一
般
入
院

料
３
の

届
出

を
行
っ

て
い
る
病

棟

に
あ
っ
て

は
、
急

性
期

一
般
入

院
料
３
の

基
準
を

満
た

す
患
者

の
割
合
、

当
該
時

点
で

旧
算
定

方
法
別
表

第

一
区
分
番

号
Ａ
１

０
０

に
掲
げ

る
急
性
期

一
般
入

院
料

４
の
届

出
を
行
っ

て
い
る

病
棟

に
あ
っ

て
は
、
急

性

期
一
般
入

院
料
４

の
基

準
を
満

た
す
患
者

の
割
合

が
、

本
文
の

規
定
に
か

か
わ
ら

ず
、

そ
れ
ぞ

れ
別
表
３

の

 
-
 
29

 
- 

ケ
 

上
記

(
２

)
の

ア
か

ら
ク

ま
で

及
び

(
３

)
の

ア
か

ら
ク

ま
で

に
係

る
看

護
要

員
の

配
置

数
、

人
員

構
成

及
び

夜
間

勤
務

に
係

る
具

体
的

な
算

出
方

法
等

に
つ

い
て

は
、

別
添

６
の

別
紙

５
の

例
を

参
考

と
す

る

こ
と
。

 

 
 
(
４
)
 
看
護

の
勤
務

体
制

は
、
次
の

点
に
留

意
す
る

。
 

ア
 

看
護

要
員

の
勤

務
形

態
は

、
保

険
医

療
機

関
の

実
情

に
応

じ
て

病
棟

ご
と

に
交

代
制

の
勤

務
形

態
を

と
る
こ
と

。
 

イ
 

同
一

の
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
病

棟
全

体
で

１
日

当
た

り
勤

務
す

る
看

護
要

員
の

数
が

所
定

の
要

件
を

満
た

す
場

合
は

、
2
4

時
間

一
定

の
範

囲
で

傾
斜

配
置

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
す

な
わ

ち
、

１
日

当

た
り

勤
務

す
る

看
護

要
員

の
数

の
要

件
は

、
同

一
の

入
院

基
本

料
を

算
定

す
る

病
棟

全
体

で
要

件
を

満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
病

棟
（

看
護

単
位

）
ご

と
に

要
件

を
満

た
す

必
要

は
な

い
た

め
、

病
棟

（
看

護

単
位
）
ご

と
に
異

な
る
看

護
要

員
の
配
置

を
行
う

こ
と
が

で
き

る
と
と
も

に
、
１

つ
の
病

棟
の

中
で
も

2

4
時
間
の
範

囲
で
各

勤
務
帯

に
お
い
て
異

な
る
看

護
要
員

の
配

置
を
行
う

こ
と
が

で
き
る

も
の

で
あ
る
こ

と
。

な
お

、
各

勤
務

帯
に

配
置

す
る

看
護

職
員

の
数

に
つ

い
て

は
、

各
病

棟
に

お
け

る
入

院
患

者
の

状

態
（

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

等
）

に
つ

い
て

評
価

を
行

い
、

実
情

に
合

わ
せ

た
適

正
な

配
置

数

が
確
保
さ

れ
る
よ

う
管
理

す
る

こ
と
。

 

ウ
 
 
特

別
入

院
基

本
料

を
算

定
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
各

病
棟

の
看

護
要

員
数

の
２

割

を
看
護
師

と
す
る

こ
と
が

望
ま

し
い
。

 

(
５
)
 
看
護
要
員

の
配
置

に
係

る
情
報
提

供
は
、

次
の
点

に
留

意
す
る
。

 

ア
 

各
勤

務
帯

の
そ

れ
ぞ

れ
で

、
１

人
の

看
護

要
員

が
、

実
際

に
受

け
持

っ
て

い
る

入
院

患
者

の
数

を
各

病
棟

内
に

掲
示

す
る

こ
と

。
ま

た
、

複
数

の
病

棟
間

で
傾

斜
配

置
を

し
て

い
る

場
合

に
は

、
各

病
棟

の

看
護
要
員

の
配
置

状
況
を

掲
示

す
る
こ
と

。
 

イ
 
ア
の

掲
示
に

つ
い
て

は
、

第
３
「
届

出
受
理

後
の
措

置
等

」
の
７
の

掲
示
例

に
よ
る

こ
と

。
 

 
 
(
６
)
 
看
護

の
実
施

は
、

次
の
点
に

留
意
す

る
。

 

ア
 

看
護

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
看

護
要

員
の

み
に

よ
っ

て
行

わ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
患

者
の

負
担

に
よ

る
付

添
看

護
が

行
わ

れ
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

患
者

の
病

状

に
よ

り
、

又
は

治
療

に
対

す
る

理
解

が
困

難
な

小
児

患
者

又
は

知
的

障
害

を
有

す
る

患
者

等
の

場
合

は
、

医
師

の
許

可
を

得
て

家
族

等
患

者
の

負
担

に
よ

ら
な

い
者

が
付

き
添

う
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
な

お
、

患
者

の
負

担
に

よ
ら

な
い

家
族

等
に

よ
る

付
添

い
で

あ
っ

て
も

、
そ

れ
ら

が
当

該
保

険
医

療
機

関
の

看

護
要

員
に

よ
る

看
護

を
代

替
し

、
又

は
当

該
保

険
医

療
機

関
の

看
護

要
員

の
看

護
力

を
補

充
す

る
よ

う

な
こ
と
が

あ
っ
て

は
な
ら

な
い

。
 

イ
 

①
病

状
の

観
察

、
②

病
状

の
報

告
、

③
身

体
の

清
拭

、
食

事
、

排
泄

等
の

世
話

等
療

養
上

の
世

話
、

④
診

察
の

介
補

、
⑤

与
薬

・
注

射
・

包
帯

交
換

等
の

治
療

の
介

助
及

び
処

置
、

⑥
検

温
、

血
圧

測
定

、

検
査

検
体

の
採

取
・

測
定

、
検

査
の

介
助

、
⑦

患
者

、
家

族
に

対
す

る
療

養
上

の
指

導
等

患
者

の
病

状

に
直

接
影

響
の

あ
る

看
護

は
、

看
護

師
又

は
看

護
師

の
指

示
を

受
け

た
准

看
護

師
が

行
う

も
の

で
あ

る
。

 

看
護

補
助

者
は

、
看

護
師

長
及

び
看

護
職

員
の

指
導

の
下

に
、

原
則

と
し

て
療

養
生

活
上

の
世

話

（
食

事
、

清
潔

、
排

泄
、

入
浴

、
移

動
等

）
、

病
室

内
の

環
境

整
備

や
ベ

ッ
ド

メ
ー

キ
ン

グ
の

ほ
か

、

病
棟

内
に

お
い

て
、

看
護

用
品

及
び

消
耗

品
の

整
理

整
頓

、
看

護
職

員
が

行
う

書
類

・
伝

票
の

整
理

及

び
作
成
の

代
行
、

診
療
録

の
準

備
等
の
業

務
を
行

う
こ
と

と
す

る
。

 

な
お

、
看

護
補

助
者

の
業

務
範

囲
に

つ
い

て
、

「
医

師
及

び
医

療
関

係
職

と
事

務
職

員
等

と
の

間
等

で
の
役
割

分
担
の

推
進
に

つ
い

て
」
（
平

成
1
9
年

1
2
月

2
8
日
医
政
発

第
1
2
2
8
0
0
1
号
）
に
あ
る
、

（ ）（ ） 727726

基
本
診
療
料
の
施
設
基
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基
準
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

 別
表
１

 

Ａ
得
点
が

２
点
以

上
か
つ

Ｂ
得

点
が
３
点

以
上
の

患
者

 

Ａ
得
点
が

３
点
以

上
の
患

者
 

Ｃ
得
点
が

１
点
以

上
の
患

者
 

 

別
表
２

 

 
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療

・
看
護
必

要
度
Ⅰ

の
割
合

 

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看
護
必

要
度
Ⅱ

の
割
合

 

急
性
期
一

般
入
院

料
１

 
３
割
１
分

 
２
割
９
分

 

急
性
期
一

般
入
院

料
２

 
２
割
８
分

 
２
割
６
分

 

急
性
期
一

般
入
院

料
３

 
２
割
５
分

 
２
割
３
分

 

急
性
期
一

般
入
院

料
４

 
２
割
２
分

 
２
割

 

急
性
期
一

般
入
院

料
５

 
２
割

 
１
割
８
分

 

急
性
期
一

般
入
院

料
６

 
１
割
８
分

 
１
割
５
分

 

７
対

１
入

院
基

本
料

（
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
に

限

る
。
）
）

 

 
２
割
８
分

 

７
対

１
入

院
基

本
料

（
専

門
病

院
入

院
基
本
料

）
 

３
割

 
２
割
８
分

 

７
対

１
入

院
基

本
料

（
結

核
病

棟
入

院
基
本
料

）
 

１
割
１
分

 
0
.
9
割
 

 別
表
３

 

 
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療

・
看
護
必

要
度
Ⅰ

の
割
合

 

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看
護
必

要
度
Ⅱ

の
割
合

 

急
性
期
一

般
入
院

料
２

 
２
割
６
分

 
２
割
４
分

 

急
性
期
一

般
入
院

料
３

 
２
割
３
分

 
２
割
１
分

 

急
性
期
一

般
入
院

料
４

 
２
割

 
１
割
８
分

 

 

(
３
)
 
第
２
の
１

に
あ
る

小
規

模
な
結
核

病
棟
を

有
し
、

一
般

病
棟
と
併

せ
て
１

看
護
単

位
と

し
て
い
る

病
棟
に

お
い
て
、

急
性
期

一
般
入

院
基

本
料
、
７

対
１
入

院
基
本

料
又

は
1
0
対
１

入
院
基

本
料
を

算
定
し
て
い

る

場
合

、
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

又
は

Ⅱ
の

評
価

は
一

般
病

棟
と

結
核

病
棟

と
で

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅰ
又

は
Ⅱ

の
い

ず
れ

か
同

一
の

評
価

票
を

用
い

て
別

々
に

行
い

、
そ

れ
ぞ

れ
の

病
棟

に
お

い
て

（
２

）
の

割
合

を
満

た
す

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

７
対

１
入

院
基

本
料

の
結

核
病

棟
の

み
で

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅰ
又

は
Ⅱ

の
基

準
を

満
た

せ
な

い
場

合
に

限
り

、
両

病
棟

全
体

で
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

又
は

Ⅱ
の

評
価

を
行

い
、

一
般

病
棟

に
お

け
る

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅰ
又

は
Ⅱ
の
基

準
を
満

た
す
こ

と
で

差
し
支
え

な
い
も

の
と
す

る
。

 

（ ）（ ） 729728

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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数
 

イ
 

直
近

６
か

月
間

に
退

院
し

た
患

者
数

（
第

２
部

「
通

則
５

」
に

規
定

す
る

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
患

者
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

当
該

入
院

料
に

か
か

る
病

棟
以

外
の

病
棟

へ
の

転
棟

患
者

及

び
死
亡
退

院
し
た

患
者
を

除
く

。
）

 

４
の

５
 

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

、
７

対
１

入
院

基
本

料
及

び
1
0

対
１
入

院
基

本
料

（
特

定
機

能
病

院
入

院

基
本
料

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

及
び

専
門

病
院

入
院

基
本

料
）

並
び

に
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

を
届

け
出
て

い
る
病

棟
に

お
い

て
は

、
デ

ー
タ

提
出

加
算

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

令
和

２
年

３
月

3

1
日
に

お
い

て
、

現
に

「
診

療
報

酬
の

算
定

方
法

の
一

部
を

改
正

す
る

件
」

に
よ

る
改

正
前

（
令

和
２

年
度

度

改
定
前

）
の

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

令
和

４
年

３

月
3
1
日
ま
で
の

間
令
和

２
年

３
月

3
1
日
に
お

い
て
急

性
期

一
般
入
院

基
本
料

、
特
定

機
能

病
院
入
院

基
本
料

（
一

般
病

棟
の

場
合

に
限

る
。

）
、

専
門

病
院

入
院

基
本

料
（

1
3

対
１

入
院

基
本

料
を

除
く

。
）

、
回

復
期

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

か
ら

４
若

し
く

は
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
若
し

く
は
病

室
を

い
ず

れ
も

有
し

な
い

保
険

医
療

機
関

で
あ

っ
て

、
療

養
病

棟
入

院
料

１
若

し
く

は
２

を
算

定
す
る

病
棟
、

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
の
注

1
1

に
係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

病
棟

若
し

く
は

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ
ン

病
棟

入
院

料
５

若
し

く
は

６
を

算
定

す
る

病
棟

の
い

ず
れ

か
を

有
す

る
も

の
の

う
ち

、
こ

れ
ら

の
病
棟

の
病
床
数

の
合
計

が
当
該

保
険

医
療
機
関

に
お
い

て
2
0
0
床
未

満
で
あ
り

、
デ
ー

タ
提
出

加
算

の
届
出
を

行
う

こ
と
が

困
難

で
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
正

当
な

理
由

が
あ

る
も

の
は

、
当

分
の

間
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
当

該
基

準
に

つ
い

て
は

、
別

添
７

の
様

式
4
0

の
７
を

用
い

て
届

出
を

行
っ

た
時

点
で

、

当
該
入
院

料
の
届

出
を
行

う
こ

と
が
で
き

る
。

 

 
４
の
５

の
２
 

「
基

本
診
療

料
の
施
設

基
準
等

」
第
五

の
二

の
(
１
)
の
イ
の
③

の
３
及

び
第

五
の
二
の
(
１
)
の

イ
の

④
の
３
に

つ
い
て

 

 
 
 
急

性
期
一

般
入

院
料
２

又
は
３
を

算
定
す

る
保

険
医
療

機
関
に
つ

い
て
は

、
厚
生

労
働

省
が
入
院

医
療
を

担
う

保
険
医
療

機
関
の

機
能

や
役
割

に
つ
い
て

分
析
・

評
価

す
る
た

め
に
行
う

調
査
に

適
切

に
参
加

す
る
こ
と

。
た
だ

し
、
や
む

を
得
な

い
事
情

が
存

在
す
る
場

合
に
は

、
こ
の

限
り

で
な
い
。

。
 

４
の
５
の

３
 
許

可
病
床

数
4
0
0
床
以
上
の
保

険
医
療

機
関
で

あ
っ
て
急

性
期
一

般
入
院

基
本

料
（
急
性

期
一
般

入

院
料
２
及

び
３
を

除
く

。
）
を

算
定
す
る

も
の
又

は
７

対
１
入

院
基
本
料

（
特
定

機
能

病
院
入

院
基
本
料

（
一
般

病
棟
に
限

る
。
）

）
を

算
定
す

る
保
険
医

療
機
関

に
つ

い
て
は

、
厚
生
労

働
省
が

入
院

医
療
を

担
う
保
険

医
療
機

関
の
機
能

や
役
割

に
つ
い

て
分

析
・
評
価

す
る
た

め
に
行

う
調

査
に
適
切

に
参
加

す
る
こ

と
が

望
ま
し
い

。
 

４
の
５
の

４
 
基

本
診
療

料
の

施
設
基
準

等
第
五

の
二
の

（
１

）
の
イ
の

①
の
４

に
つ
い

て
 

急
性
期
一

般
入
院

料
７

を
届
け

出
る
場
合

そ
の
他

や
む

を
得
な

い
事
情
と

は
、
新

た
に

保
険
医

療
機
関
の

指
定

を
受
け
、

入
院
基

本
料

の
施
設

基
準
に
係

る
届
出

を
行

う
場
合

、
又
は
急

性
期
一

般
入

院
基
本

料
１
か
ら

７
の
い

ず
れ
か
を

既
に
届

け
出

て
い
る

保
険
医
療

機
関
で

あ
っ

て
第

2
6

の
４
の
４
（
３

）
の

規
定
に

よ
り
デ
ー

タ
提
出

加
算
を
算

定
で
き

な
く

な
っ
た

場
合
は
、

新
た
に

保
険

医
療
機

関
を
指
定

す
る
日

又
は

デ
ー
タ

提
出
加
算

に
係
る

施
設
基
準

を
満
た

さ
な

く
な
っ

た
日
の
属

す
る
月

の
翌

月
か
ら

起
算
し
て

１
年
に

限
り

、
急
性

期
一
般
入

院
料
７

に
つ
い
て

、
デ
ー

タ
提
出

加
算

に
係
る
届

出
を
行

っ
て
い

る
も

の
と
み
な

す
こ
と

が
で
き

る
。

 

４
の
６
 

月
平
均

夜
勤
時

間
超

過
減
算
に

よ
る
入

院
基
本

料
及

び
夜
勤
時

間
特
別

入
院
基

本
料

を
算
定
す

る
病
棟

に

つ
い
て
は

、
次
の

点
に
留

意
す

る
。

 

(
１
)
 
月
平
均
夜

勤
時
間

超
過

減
算
に
よ

る
入
院

基
本
料

 

ア
 
一
般

病
棟
入

院
基

本
料
、

結
核
病
棟

入
院
基

本
料

、
精
神

病
棟
入
院

基
本
料

及
び

障
害
者

施
設
等
入

院

基
本
料
を

算
定
す

る
病

棟
に
お

い
て
、
別

に
厚
生

労
働

大
臣
が

定
め
る
基

準
（
夜

勤
を

行
う
看

護
職
員
の
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- 

院
基
本
料

を
除
く

。
）
に

係
る

入
院
患
者

数
及
び

医
師
の

数
に

つ
い
て
は

、
次
の

点
に
留

意
す

る
こ
と
。

 

(
１
）
 
急
性
期
一

般
入
院

料
１

及
び
７
対

１
入
院

基
本
料

に
係

る
患
者
数

 

４
の
(
１
)
に
よ
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
常
勤
の
医

師
の
数

 

ア
 
医
師

数
は
、

常
勤
（

週
４

日
以
上
常

態
と
し

て
勤
務

し
て

お
り
、
か

つ
、
所

定
労
働

時
間

が
週

3
2
時

間
以

上
で

あ
る

こ
と

を
い

う
。

た
だ

し
、

正
職

員
と

し
て

勤
務

す
る

者
に

つ
い

て
、

育
児

・
介

護
休

業

法
第

2
3

条
第
１
項
、
同

条
第

３
項
又
は

同
法
第

2
4

条
の
規

定
に
よ
る

措
置
が

講
じ
ら

れ
、

当
該
労
働

者
の
所
定

労
働
時

間
が
短

縮
さ

れ
た
場
合

に
あ
っ

て
は
、

所
定

労
働
時
間

が
週

3
0

時
間
以

上
で
あ
る
こ

と
）
の
医

師
の
他

、
非
常

勤
医

師
の
実
労

働
時
間

数
を
常

勤
換

算
し
算
入

す
る
こ

と
が
で

き
る

。
 

イ
 
ウ
の

医
師
数

の
計
算

方
法

に
お
け
る

医
師
数

は
、
届

出
時

の
医
師
数

と
す
る

。
 

ウ
 
急
性

期
一
般

入
院
料

１
及

び
７
対
１

入
院
基

本
料
に

係
る

医
師
数
の

計
算
方

法
 

(
イ
)
 
急
性
期
一

般
入
院

料
１

及
び
専
門

病
院
入

院
基
本

料
の

７
対
１
入

院
基
本

料
に
係

る
医

師
数

 

医
療

法
上

の
一

般
病

床
（

感
染

症
病

床
を

含
む

。
）

に
入

院
す

る
患

者
数

か
ら

急
性

期
一

般
入

院
料
１
及

び
７
対

１
入
院

基
本

料
を
算
定

す
る
病

棟
に
入

院
す

る
患
者
数

を
減
じ

た
数
を

1
6

で
除

し
た
数
、

結
核
病

床
に
入

院
す

る
患
者
数

を
1
6
で
除
し
た

数
、
療
養
病

床
に
入

院
す
る

患
者

数
を

4
8
で
除
し
た
数

及
び
精

神
病

床
に
入
院

す
る
患

者
数

を
4
8
で
除
し
た

数
を
合

計
し
た

数
を

病
院
全

体
の
医
師

数
か
ら

減
じ
た

数
 

(
ロ
)
 
結
核
病
棟

入
院
基

本
料

の
７
対
１

入
院
基

本
料
に

係
る

医
師
数

 

医
療
法
上

の
一
般

病
床
（

感
染

症
病
床
を

含
む
。

）
に
入

院
す

る
患
者
数

を
1
6
で
除
し
た
数

、

療
養
病
床

に
入
院

す
る
患

者
数

を
4
8
で
除
し

た
数
及

び
精
神

病
床
に
入

院
す
る

患
者
数

を
4
8
で

除
し
た
数

を
合
計

し
た
数

を
病

院
全
体
の

医
師
数

か
ら
減

じ
た

数
 

(
３
)
 
「
基
本
診

療
料
の

施
設

基
準
等
」

第
五
の

二
の
(
１
)
の

イ
の
②
の

３
及
び

六
の
(
２
)
の

イ
の
⑤
に

つ
い
て

は
以
下
の

と
お
り

と
す
る

。
 

(
２
)
の
ウ
の
(
イ
)
に
よ
る

医
師

数
が
、
(
１
)
に
よ

る
患
者

数
に

1
0
0
分
の

1
0
を
乗
じ
た

数
以
上
。
た
だ

し
、
当
該

病
棟
に

係
る
入

院
患

者
数
が

3
0
人
未
満
の

場
合
は

、
３
人
以

上
。

 

(
４
)
 
「
基
本
診

療
料
の

施
設

基
準
等
」

第
五
の

四
の
(
１
)
の

イ
の
④
に

つ
い
て

は
以
下

の
通

り
と
す
る

。
 

(
２
)
の
ウ
の
(
ロ
)
に
よ
る

医
師

数
が
、
(
１
)
に
よ

る
患
者

数
に

1
0
0
分
の

1
0
を
乗
じ
た

数
以
上
。
た
だ

し
、
当
該

病
棟
に

係
る
入

院
患

者
数
が

3
0
人
未
満
の

場
合
は

、
３
人
以

上
。

 

４
の
４
 

急
性
期

一
般
入

院
料

１
、
７
対

１
入
院

基
本
料

（
特

定
機
能
病

院
入
院

基
本
料

（
一

般
病
棟
に

限
る
。

）

及
び
専
門

病
院
入

院
基
本

料
）

に
係
る
自

宅
等
に

退
院
す

る
も

の
の
割
合

に
つ
い

て
 

(
１
)
 
急
性
期
一

般
入

院
料
１

、
７
対
１

入
院
基

本
料

（
特
定

機
能
病
院

入
院
基

本
料
（

一
般

病
棟
に
限

る
。
）

及
び
専
門

病
院
入

院
基

本
料
）

に
係
る
自

宅
等
に

退
院

す
る
も

の
と
は
、

他
の
保

険
医

療
機
関

（
地
域
包

括

ケ
ア
病
棟

入
院
料

（
入

院
医
療

管
理
料
を

含
む
。

）
、

回
復
期

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

病
棟
入

院
料
、
療

養

病
棟
入
院

基
本
料

、
有

床
診
療

所
入
院
基

本
料
及

び
有

床
診
療

所
療
養
病

床
入
院

基
本

料
を
算

定
す
る
病

棟

及
び
病
室

を
除
く

。
）
に

転
院

し
た
患
者

以
外
の

患
者
を

い
う

。
 

(
２
)
 
当
該
病
棟

か
ら
退

院
し

た
患
者
数

に
占
め

る
自
宅

等
に

退
院
す
る

も
の
の

割
合
は

、
次

の
ア
に
掲

げ
る
数

を
イ
に
掲

げ
る
数

で
除
し

て
算

出
す
る
。

 

ア
 

直
近

６
か

月
間

に
お

い
て

、
当

該
病

棟
か

ら
退

院
し

た
患

者
数

（
第

２
部

「
通

則
５

」
に

規
定

す
る

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
患

者
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

当
該

入
院

料
に

か
か

る
病

棟
以

外

の
病

棟
へ

の
転

棟
患

者
及

び
死

亡
退

院
し

た
患

者
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

自
宅

等
に

退
院

す
る

も
の

の

（ ）（ ） 729728

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

看
護

必
要

度
加

算
１

 
２

割
２

分
 

２
割

 

看
護

必
要

度
加

算
２

 
２

割
 

１
割

８
分

 

看
護

必
要

度
加

算
３

 
１

割
８

分
 

１
割

５
分

 

 

(
２

)
 

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
産

科
患

者
、

1
5

歳
未

満
の

小
児

患
者

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定

す
る

患
者

及
び

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
の

別
表

第
二

の
二

十
三

に
該

当
す

る
患

者
に

対
し

て
短

期
滞

在
手

術

等
基

本
料

２
又

は
３

の
対

象
と

な
る

手
術

、
検

査
又

は
放

射
線

治
療

を
行

っ
た

場
合

（
基

本
診

療
料

の
施

設

基
準

等
第

十
の

三
（

３
）

及
び

四
に

係
る

要
件

以
外

の
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
に

係
る

要
件

を

満
た

す
場

合
に

限
る

。
）

 
は

対
象

か
ら

除
外

す
る

こ
と

。
ま

た
、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅱ
の

評

価
に

当
た

っ
て

は
、

歯
科

の
入

院
患

者
（

同
一

入
院

中
に

医
科

の
診

療
も

行
う

期
間

に
つ

い
て

は
除

く
。

）

は
、

対
象

か
ら

除
外

す
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅰ
又

は
Ⅱ

に
係

る
評

価
票

の
記

入
は

、
院

内
研

修
を

受
け

た
も

の
が

行
う

も
の

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

●
●

に
掲

げ
る

「
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ａ

・
Ｃ

項
目

に
係

る
レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
シ

ス
テ

ム
用

コ
ー

ド
一

覧
」

を
用

い
て

評
価

を
行

う
項

目
に

つ
い

て
は

、

当
該

評
価

者
に

よ
り

各
選

択
肢

の
判

断
を

行
う

必
要

は
な

い
。

実
際

に
、

患
者

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
が

正
確

に
測

定
さ

れ
て

い
る

か
定

期
的

に
院

内
で

確
認

を
行

う
こ

と
。

 

(
４

)
 

 
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

又
は

Ⅱ
の

い
ず

れ
を

用
い

て
評

価
を

行
う

か
は

、
入

院
基

本
料

の
届

出
時

に
併

せ
て

届
け

出
る

こ
と

。
な

お
、

評
価

方
法

の
み

の
変

更
を

行
う

場
合

に
つ

い
て

は
、

別
添

７
の

別
紙

1
0

を
用

い
て

届
け

出
る

必
要

が
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

評
価

方
法

の
み

の
変

更
に

よ
る

新

た
な

評
価

方
法

へ
の

切
り

替
え

は
切

替
月

の
み

と
し

、
切

替
月

の
1
0
日

ま
で

に
届

け
出

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

毎
年

７
月

に
お

い
て

、
直

近
３

月
の

評
価

の
結

果
を

別
添

７
の

様
式

1
0

に
よ

り
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
報

告
す

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

 
看

護
必

要
度

加
算

の
経

過
措

置
に

つ
い

て
、

令
和

２
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
看

護
必

要
度

加
算

１
、

２
又

は
３

を
算

定
す

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
令

和
２

年
９

月
3
0

日
ま

で
は

そ
れ

ぞ
れ

令
和

２
年

度
改

定
後

の
看

護
必

要
度

加
算

１
、

２
若

し
く

は
３

の
基

準
を

満
た

す
も

の
と

み
な

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

４
の

８
 

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加
算

の
施

設
基

準
 

 
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
、

７
対

１
入

院
基

本
料

（
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

及

び
専

門
病

院
入

院
基

本
料

）
又

は
1
0

対
１

入
院

基
本

料
（

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）
及

び
専

門
病

院
入

院
基

本
料

）
を

算
定

す
る

病
棟

に
お

い
て

、
以

下
の

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

(
１

)
 

当
該

病
棟

に
、

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

、
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
（

以
下

「
理

学

療
法

士
等

」
と

い
う

。
）

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

又
は

専
従

の
理

学
療

法
士

等
が

１
名

、
か

つ
、

専
任

の
理

学
療

法
士

等
１

名
以

上
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
複

数
の

病
棟

に
お

い
て

当
該

加
算

の
届

出
を

行
う

場
合

に
は

、
病

棟
ご

と
に

そ
れ

ぞ
れ

専
従

の
理

学
療

法
士

等
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
理

学
療

法
士

等
（

専
従

の
も

の
に

限
る

。
）

は
、

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

０
」

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
区

分
番

号
「

Ｈ
０

０
１

」
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

１
－

２
」

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

２
」

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

３
」

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

４
」

摂
食

機
能

療
法

、
区

分
番

号
「

Ｈ
０

０
５

」
視

能
訓

練
、

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

６
」

難
病

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
区

分
番

号
「

Ｈ
０

０
７

」
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

７
－

２
」

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
区

分
番

号
「

Ｈ
０

０
７

－
３

」
認
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- 

１
人
当
た

り
の
月

平
均

夜
勤
時

間
数
が

7
2

時
間
以
下

で
あ
る

こ
と
）
の

み
を
満

た
せ

な
く
な

っ
た
場
合

、

当
該
基
準

を
満
た

せ
な

く
な
っ

て
か
ら
直

近
３
月

に
限

り
、
算

定
で
き
る

も
の
で

あ
る

こ
と
。

た
だ
し
、

病
棟
の
種

別
に
か

か
わ

ら
ず
、

月
平
均
夜

勤
時
間

超
過

減
算
に

よ
る
入
院

基
本
料

又
は

夜
勤
時

間
特
別
入

院
基
本
料

を
最
後

に
算

定
し
た

月
か
ら
起

算
し
て

１
年

以
内
は

、
当
該
減

算
に
よ

る
入

院
基
本

料
の
算
定

は
で
き
な

い
も
の

で
あ
る

こ
と

。
 

イ
 
本
通

知
の
第

３
の

１
の
(
１
)
に
規
定
す

る
一
時

的
な

変
動
に
該
当

す
る
場

合
に

は
、
当

該
一
時
的

な
変

動
に
該
当

し
な
く

な
っ
て

か
ら

直
近
３
月

に
限
り

、
算
定

で
き

る
も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

ウ
 
月
平

均
夜
勤

時
間

超
過
減

算
に
よ
り

入
院
基

本
料

を
算
定

す
る
場
合

は
、
看

護
職

員
の
採

用
活
動
状

況

等
に
関
す

る
書
類

を
毎
月

1
0
日
ま
で
に

地
方
厚

生
（
支

）
局

長
に
提
出

す
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
夜
勤
時
間

特
別
入

院
基

本
料

 

ア
 
一
般

病
棟
入

院
基

本
料
、

結
核
病
棟

入
院
基

本
料

及
び
精

神
病
棟
入

院
基
本

料
を

算
定
す

る
病
棟
に

お

い
て
、
別

に
厚
生

労
働

大
臣
が

定
め
る
基

準
（
夜

勤
を

行
う
看

護
職
員
の

１
人
当

た
り

の
月
平

均
夜
勤
時

間
数
が

7
2

時
間
以
下

で
あ
る

こ
と
。
）

の
み
を

満
た

せ
な
く

な
っ
た
場

合
、
当

分
の

間
、
算

定
で
き
る

も
の
で
あ

る
こ
と

。
 

イ
 
夜
勤

時
間
特

別
入

院
基
本

料
を
算
定

す
る
場

合
は

、
医
療

勤
務
環
境

改
善
支

援
セ

ン
タ
ー

に
相
談
し

、

そ
の
相
談

状
況
に

関
す

る
書
類

及
び
看
護

職
員
の

採
用

活
動
状

況
等
に
関

す
る
書

類
を

毎
月

1
0

日
ま
で

に
地
方
厚

生
（
支

）
局
長

に
提

出
す
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
月
平
均
夜

勤
時
間

超
過

減
算
に
よ

る
入
院

基
本
料

又
は

夜
勤
時
間

特
別
入

院
基
本

料
を

算
定
す
る

保
険
医

療
機
関
に

お
い
て

は
、
保

険
医

療
機
関
及

び
保
険

医
療
養

担
当

規
則
第

1
1

条
の
２

に
規
定

さ
れ
て
い
る

よ

う
に

、
保

険
医

療
機

関
は

、
看

護
を

実
施

す
る

に
当

た
っ

て
必

要
な

看
護

職
員

の
確

保
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

お
り

、
看

護
職

員
定

着
の

た
め

の
処

遇
改

善
等

に
つ

い
て

な
お

一
層

の
努

力
を

す
る

こ
と

。
ま

た
、

月
平

均
夜

勤
時

間
超

過
減

算
に

よ
る

入
院

基
本

料
又

は
夜

勤
時

間
特

別
入

院
基

本
料

の
算

定
期

間
中

は
、

看
護

職
員

の
夜

勤
時

間
に

つ
い

て
規

定
が

な
い

た
め

、
特

定
の

看
護

職
員

に
夜

勤
時

間
が
偏
重

す
る
こ

と
が
な

い
よ

う
に
配
慮

す
る
こ

と
。

 

(
４
)
 
月
平
均
夜

勤
時
間

超
過

減
算
に
よ

る
入
院

基
本
料

又
は

夜
勤
時
間

特
別
入

院
基
本

料
の

届
出
を
行

う
場
合

は
、
別
添

７
の
様

式
６
及

び
様

式
９
を
用

い
る
こ

と
。

 

４
の
７
 

看
護
必

要
度
加

算
及

び
一
般
病

棟
看
護

必
要
度

評
価

加
算
を
算

定
す
る

病
棟
に

つ
い

て
は
、
次

の
点
に

留

意
す
る
。

 

(
１

)
 

1
0

対
１

入
院

基
本

料
（

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）
及

び
専

門
病

院
入

院
基

本
料
）
及

び
1
3
対

１
入
院

基
本
料
（
専

門
病
院

入
院
基

本
料

に
限
る
。

）
を
算

定
す
る

病
棟

は
、
当
該

入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
も

の
と

し
て

届
け

出
た

病
床

に
、

直
近

３
月

に
お

い
て

入
院

し
て

い
る

全
て

の
患

者
の

状
態

を
、

別
添

６
の

別
紙

７
の

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅰ
又

は
Ⅱ

に
係

る
評

価
票

を
用

い
て

継
続

的
に

測
定

し
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
評

価
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

1
0

対
１

入
院

基

本
料

（
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

及
び

専
門

病
院

入
院

基
本

料
）

を
算

定
す

る
病

棟
に

つ
い

て
は

、
評

価
の

結
果

、
４

の
２

（
２

）
別

表
１

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

患
者

の
割

合
が

別
表
４
の

と
お
り

で
あ
る

こ
と

。
 

  
別
表
４

 

 
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療

・
看
護
必

要
度
Ⅰ

 

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看
護
必

要
度
Ⅱ

 

（ ）（ ） 731730

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

未
満

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
入

院
日

か
ら

起
算

し
て

４
日

以
内

に
外

科
手

術
を

行
い

、
当

該
外

科
手

術

の
日
か
ら

起
算
し

て
３
日

目
の

Ａ
Ｄ
Ｌ
が

入
院
時

よ
り

3
0
以

上
低
下
し

た
場
合

は
、
退

院
又

は
転
棟
時

に
お

け
る

Ａ
Ｄ

Ｌ
は

、
入

院
時

の
Ａ

Ｄ
Ｌ

と
で

は
な

く
当

該
外

科
手

術
の

日
か

ら
起

算
し

て
３

日
目

の

Ａ
Ｄ
Ｌ
と

比
較
す

る
も
の

と
す

る
。

 

 
 

な
お

、
新

規
に

届
出

を
す

る
場

合
は

、
直

近
３

月
間

の
実

績
が

施
設

基
準

を
満

た
す

場
合

、
届

出
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

な
お

、
施

設
基

準
を

満
た

さ
な

く
な

っ
た

た
め

所
定

点
数

を
加

算
で

き
な

く
な

っ

た
後
、
再

度
届
出

を
行
う

場
合

に
つ
い
て

は
新
規

に
届
出

を
す

る
場
合
に

は
該
当

し
な
い

。
 

イ
 

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
の

う
ち

、
院

内
で

発
生

し
た

褥
瘡

（
D
E
S
I
G
N
-
R

分
類

d
２

以
上

と
す

る
。

）

を
保
有
し

て
い
る

入
院
患

者
の

割
合
が

2
.
5
％
未
満

で
あ
る

こ
と
。
な
お

、
そ
の

割
合
は

、
次

の
(
イ
)
に

掲
げ

る
数

を
(
ロ

)
に

掲
げ

る
数

で
除

し
て

算
出

す
る

。
た

だ
し

、
届

出
時

の
直

近
月

の
初

日
（

以
下

こ

の
項
に
お

い
て
「

調
査
日

」
と

い
う
。
）

に
お
け

る
当
該

病
棟

の
入
院
患

者
数

が
8
0
人
以

下
の
場
合
は

、

本
文

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
の

う
ち

、
院

内
で

発
生

し
た

褥
瘡

を
保

有
し

て

い
る
入
院

患
者
が

２
人
以

下
で

あ
る
こ
と

。
 

(
イ

)
 

調
査

日
に

褥
瘡

を
保

有
す

る
患

者
数

の
う

ち
、

入
院

時
既

に
褥

瘡
保

有
が

記
録

さ
れ

た
患

者
を

除
い
た
患

者
数

 

(
ロ

)
 

調
査

日
の

入
院

患
者

数
（

調
査

日
の

入
院

又
は

予
定

入
院

患
者

は
含

め
ず

、
退

院
又

は
退

院
予

定
患
者
は

含
め
る

。
）

 

な
お
、
届

出
以
降

は
、
別

添
７

の
様
式
５

の
４
に

基
づ
き

、
院

内
で
発
生

し
た

D
E
S
I
G
N
-
R
分
類

d
２

以
上
の
褥

瘡
を
保

有
し
て

い
る

入
院
患
者

の
割
合

を
調
査

す
る

こ
と
。

 

(
６
)
 
疾
患
別
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ
ン
料

又
は
が

ん
患

者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

料
の
届

出
を

行
っ
て
い

る
こ
と

。
 

４
の
９
 

障
害
者

施
設
等

入
院

基
本
料
に

係
る
７

対
１
入

院
基

本
料
を
算

定
す
る

病
棟
に

つ
い

て
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
第

五
の

七
の

(
２

)
の

イ
の

③
に

つ
い

て
は

、
直

近
１

か
月

に
お

け
る

当
該

病
棟
に
入

院
す
る

超
重
症

児
（

者
）
及
び

準
超
重

症
児
（

者
）

の
数
の
和

の
１
日

平
均
を

、
直

近
１
か
月

に
お
け

る
当
該
病

棟
に
入

院
す
る

患
者

数
の
１
日

平
均
で

除
し
て

算
出

す
る
。

 

４
の

1
0
 

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
及

び
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

を
算

定
す

る
病

棟

に
つ
い
て

 

(
１
)
 
７
対
１
入

院
基
本

料
（

特
定
機
能

病
院
の

精
神
病

棟
に

限
る
。
）

又
は

1
0
対

１
入
院

基
本
料
を

算
定
す

る

病
棟
に
つ

い
て
は

、
以
下

の
基

準
を
満
た

す
こ
と

。
 

 
当
該
病

棟
の
直

近
３
か

月
間

の
新
規
入

院
患
者

の
５
割

以
上

が
入
院
時

に
お
い

て
Ｇ
Ａ

Ｆ
尺

度
3
0
以
下

で
あ
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
1
3
対
１
入
院
基
本

料
を

算
定
す
る

病
棟
に

つ
い
て

は
、

以
下
の
基

準
を
満

た
す
こ

と
。

 

ア
 

当
該

病
棟

の
直

近
３

か
月

間
の

新
規

入
院

患
者

の
４

割
以

上
が

、
入

院
時

に
お

い
て

Ｇ
Ａ

Ｆ
尺

度
3
0

以
下

又
は

区
分

番
号

Ａ
２

３
０

－
３

に
掲

げ
る

精
神

科
身

体
合

併
症

管
理

加
算

の
対

象
と

な
る

患
者

で

あ
る
こ
と

。
 

イ
 

身
体

合
併

症
を

有
す

る
患

者
の

治
療

が
行

え
る

よ
う

、
必

要
に

応
じ

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
精

神
科
以
外

の
医
師

が
治
療

を
行

う
体
制
が

確
保
さ

れ
て
い

る
こ

と
。

 

 
４

の
1
1
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
の

第
五

の
三

の
(
１

)
の

イ
の

⑥
に

規
定

す
る

「
適

切
な

意
思

決
定

支

援
に
関
す

る
指
針

」
に
つ

い
て

 

「
適
切
な

意
思
決

定
支

援
に
関

す
る
指
針

を
定
め

て
い

る
こ
と

」
と
は
、

当
該
保

険
医

療
機
関

に
お
い
て

、
厚

生
労
働
省

「
人
生

の
最

終
段
階

に
お
け
る

医
療
・

ケ
ア

の
決
定

プ
ロ
セ
ス

に
関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
」
等

の
内
容
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知
症

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

及
び

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

８
」

集
団

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
療

法
料

（
以

下
(
１

)
に

お
い

て
「

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
」

と
い

う
。

）
を

担
当

す
る

専
従

者
と

の
兼

務
は

で
き

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

当
該

理
学

療
法

士
等

（
専

従
の

も
の

に
限

る
。

）
が

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加
算

の
算

定
を

終
了

し
た

当
該

病
棟

の
患

者
に

対
し

、
引

き
続

き
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
等
を
算

定
す
べ

き
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ
ョ

ン
を
提

供
す
る

場
合

は
、
１
日

６
単
位

ま
で
算

定
で

き
る
。

 

た
だ

し
、

当
該

病
棟

内
に

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

８
－

３
」

に
規

定
す

る
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理

料
１

、
２

、
３

又
は

４
を

算
定

す
る

病
室

が
あ

る
場

合
に

は
、

当
該

病
室

に
お

け
る

理
学

療
法

士
等

の
業

務
に
つ
い

て
兼
務

し
て
も

差
し

支
え
な
い

。
 

(
２
)
 

当
該
保

険
医
療

機
関
に

お
い

て
、
以

下
の
い

ず
れ
も

満
た

す
常

勤
医

師
が
１

名
以
上

勤
務
し

て
い
る

こ

と
。

 

ア
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
医

療
に
関
す

る
３
年

以
上
の

経
験

を
有
し
て

い
る
こ

と
。

 

イ
 
適
切

な
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
に
係

る
研
修

を
修
了

し
て

い
る
こ
と

。
 

(
３
)
 
(
２
)
の
要

件
の
う

ち
イ

に
お

け
る
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
に

係
る
研

修
と
は

、
医

療
関

係
団

体
等
が

開

催
す

る
急

性
期

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

に
関

す
る

理
論

、
評

価
法

等
に

関
す

る
総

合
的

な
内

容

を
含
む
研

修
で
あ

り
、
２

日
以

上
か
つ

1
0

時
間
以

上
の
研

修
期
間
で
、

修
了
証

が
交
付

さ
れ

る
も
の
で

あ
る
。
な

お
、
当

該
研
修

に
は

、
次
の
内

容
を
含

む
も
の

で
あ

る
。

 

ア
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
概

論
に
つ
い

て
（
急

性
期

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の

目
的

、
障
害

の
考
え
方

、

チ
ー
ム
ア

プ
ロ
ー

チ
を
含

む
。

）
 

イ
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
評

価
法
に
つ

い
て
（

評
価

の
意
義

、
急
性
期

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ
ョ

ン
に
必
要

な
評
価
を

含
む
。

）
 

ウ
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
治

療
法
に
つ

い
て
（

運
動

療
法
、

作
業
療
法

、
言
語

聴
覚

療
法
、

義
肢
装
具

療
法
及
び

薬
物
療

法
を
含

む
。

）
 

エ
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
処

方
に
つ
い

て
（
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ
ン
処

方
の
実

際
、

患
者
の

リ
ス
ク
評

価
、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
カ

ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を

含
む
。

）
 

オ
 
高
齢

者
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
に
つ

い
て
（

廃
用
症

候
群

と
そ
の
予

防
を
含

む
。
）

 

カ
 
脳
・

神
経
系

疾
患
（

急
性

期
）
に
対

す
る
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
に

つ
い
て

 

キ
 
心
臓

疾
患
（
C
C
U

で
の
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
を

含
む
。

）
に
対
す

る
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ

い
て

 

ク
 
呼
吸

器
疾
患

に
対
す

る
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
に
つ

い
て

 

ケ
 
運
動

器
系
疾

患
の
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に

つ
い
て

 

コ
 

周
術

期
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

（
I
C
U

で
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

含

む
。
）

 

(
４

)
 

当
該

病
棟

の
直

近
１

年
間

の
新

規
入

院
患

者
の

う
ち

、
6
5

歳
以

上
の

患
者

が
８

割
以

上
、

又
は

、
循

環

器
系

、
新

生
物

、
消

化
器

系
、

運
動

器
系

若
し

く
は

呼
吸

器
系

の
疾

患
の

患
者

が
６

割
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

(
５
)
 
ア
ウ
ト
カ

ム
評
価

と
し

て
、
以
下

の
基
準

を
全
て

満
た

す
こ
と
。

患
者
の

Ａ
Ｄ
Ｌ

は
、

基
本
的
日

常
生
活

活
動
度
（
B
a
r
t
h
e
l
 I
n
de
x
）
（
以
下
「

Ｂ
Ｉ
」

と
い
う

。
）

を
用
い
て

評
価
す

る
こ
と

と
す

る
。

 

ア
 

直
近

１
年

間
に

、
当

該
病

棟
を

退
院

又
は

転
棟

し
た

患
者

（
死

亡
退

院
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

退
院

又
は

転
棟

時
に

お
け

る
Ａ

Ｄ
Ｌ

（
「

診
療

報
酬

の
算

定
方

法
の

一
部

改
正

に
伴

う
実

施
上

の
留

意
事

項

に
つ

い
て

」
（

令
和

２
年

３
月

●
日

保
医

発
●

第
●

号
）

の
別

添
１

の
２

の
別

紙
様

式
７

の
２

の
合

計

得
点

を
い

う
。

以
下

(
５

)
に

お
い

て
同

じ
。

）
が

入
院

時
と

比
較

し
て

低
下

し
た

患
者

の
割

合
が

３
％

（ ）（ ） 731730

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
２

)
 

次
の

い
ず

れ
に

も
適

合
す

る
こ

と
。

 

ア
 

当
該

病
棟

か
ら

退
院

し
た

患
者

（
当

該
保

険
医

療
機

関
の

他
病

棟
（

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
を

算
定

し
て

い
な

い
病

棟
に

限
る

。
）

か
ら

当
該

病
棟

に
転

棟
し

た
患

者
に

つ
い

て
は

、
当

該
病

棟
に

入
院

し

た
期

間
が

１
月

以
上

の
も

の
に

限
る

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
占

め
る

在
宅

に
退

院
し

た

患
者

の
割

合
が

５
割

以
上

で
あ

り
、

そ
の

割
合

は
、

次
の

(
イ

)
に

掲
げ

る
数

を
(
ロ

)
に

掲
げ

る
数

で
除

し
て

算
出

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

な
お

在
宅

に
退

院
し

た
患

者
と

は
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

当

該
加

算
に

係
る

病
棟

以
外

の
病

棟
へ

転
棟

し
た

患
者

、
他

の
保

険
医

療
機

関
へ

転
院

し
た

患
者

及
び

介

護
老

人
保

健
施

設
に

入
所

す
る

患
者

を
除

く
患

者
を

い
い

、
退

院
し

た
患

者
の

在
宅

で
の

生
活

が
１

月

以
上

（
医

療
区

分
３

の
患

者
に

つ
い

て
は

1
4

日
以

上
）

継
続

す
る

見
込

み
で

あ
る

こ
と

を
確

認
で

き
た

患
者

を
い

う
。

 

(
イ

)
 

直
近

６
月

間
に

退
院

し
た

患
者

（
第

２
部

「
通

則
５

」
に

規
定

す
る

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
患

者
及

び
死

亡
退

院
し

た
患

者
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

在
宅

に
退

院
し

た
患

者
数

 

(
ロ

)
 

直
近

６
か

月
間

に
退

院
し

た
患

者
数

（
第

２
部

「
通

則
５

」
に

規
定

す
る

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
患

者
及

び
死

亡
退

院
し

た
患

者
を

除
き

、
他

の
保

険
医

療
機

関
へ

転
院

し
た

者
等

を

含
む

。
た

だ
し

、
病

状
の

急
性

増
悪

等
に

よ
り

、
他

の
保

険
医

療
機

関
（

当
該

保
険

医
療

機
関

と

特
別

の
関

係
に

あ
る

も
の

を
除

く
。

）
で

の
治

療
が

必
要

に
な

り
転

院
し

た
患

者
を

除
く

。
な

お
、

当
該

患
者

の
数

及
び

各
患

者
の

症
状

詳
記

の
一

覧
を

、
届

出
の

際
に

添
付

の
上

提
出

す
る

。
）

 

イ
 

在
宅

に
退

院
し

た
患

者
の

退
院

後
１

月
以

内
（

医
療

区
分

３
の

患
者

に
つ

い
て

は
1
4

日
以

内
）

に
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
職

員
が

当
該

患
者

の
居

宅
を

訪
問

す
る

こ
と

に
よ

り
、

又
は

当
該

保
険

医
療

機

関
が

在
宅

療
養

を
担

当
す

る
保

険
医

療
機

関
か

ら
情

報
提

供
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
患

者
の

在

宅
に

お
け

る
生

活
が

１
月

以
上

（
退

院
時

に
医

療
区

分
３

で
あ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

1
4

日
以

上
）

継
続

す
る

見
込

み
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

、
記

録
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

別
の

保
険

医
療

機
関

の
病

棟
若

し
く

は
病

室
（

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
、

特
定

 

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）
、

専
門

病
院

入
院

基
本

料
、

救
命

救
急

入
院

料
、

特
定

集
 

中
治

療
室

管
理

料
、

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

料
、

脳
卒

中
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

又
 

は
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
も

の
に

限
る

。
）

か
ら

当
該

病
棟

に
入

院
し

、
在

宅
に

退
院

し
 

た
１

年
間

の
患

者
数

（
当

該
保

険
医

療
機

関
の

他
病

棟
か

ら
当

該
病

棟
に

転
棟

し
て

１
か

月
以

内
に

退
院

し
 

た
患

者
は

除
く

。
）

を
、

当
該

病
棟

の
１

年
間

の
１

日
平

均
入

院
患

者
数

で
除

し
た

数
が

1
0
0
分

の
1
5
 

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

1
0
 

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
の

注
1
1

の
規

定
に

よ
り

入
院

料
を

算
定

す
る

病
棟

に
つ

い
て

は
、

次
の

点
に

留
意

す

る
。

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
の

注
１

に
規

定
す

る
病

棟
以

外
の

病
棟

で
あ

っ
て

、
療

養
病

棟
入

院
料

２
の

施
設

基

準
の

う
ち

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
も

の
（

当
該

病
棟

に
お

い
て

１
日

に
看

護
を

行
う

看
護

職
員

の
数

が
、

常
時

、
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
数

が
2
0

若
し

く
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

１
以

上
で

あ
る

こ
と

と
若

し
く

は
当

該
病

棟
に

お
い

て
１

日
に

看
護

補
助

を
行

う
看

護
補

助
者

の
数

が
、

常
時

、
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
数

が

2
0

若
し

く
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

１
以

上
で

あ
る

こ
と

又
は

当
該

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
の

う
ち

、

医
療

区
分

３
の

患
者

と
医

療
区

分
２

の
患

者
と

の
合

計
が

５
割

以
上

で
あ

る
こ

と
）

の
み

を
満

た
せ

な
く

な
っ

た

場
合

（
い

ず
れ

も
満

た
せ

な
く

な
っ

た
場

合
を

含
む

。
）

に
、

令
和

２
年

３
月

3
1

日
時

点
で

旧
算

定
方

法
別

表

第
１

に
掲

げ
る

療
養

病
棟

入
院

基
本

料
の

注
1
1
又

は
注

1
2
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
た

病
棟

に
限

り
、

算
定

で

き
る

。
た

だ
し

、
別

に
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
も

の
の

う
ち

、
「

当
該

病
棟

に
お

い
て

１
日

に
看

護
を

行
う

看

護
職

員
の

数
が

、
常

時
、

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
の

数
が

2
0

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

１
以

上
で

あ
る

こ
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- 

を
踏
ま
え

、
意
思

決
定
支

援
に

関
す
る
指

針
を
定

め
て
い

る
こ

と
を
い
う

。
 

４
の

1
2
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
の

第
五

の
三

の
(
１

)
の

イ
の

⑦
に

規
定

す
る

「
中

心
静

脈
注

射
用

カ

テ
ー
テ
ル

に
係
る

感
染
を

防
止

す
る
に
つ

き
十
分

な
体
制

」
に

つ
い
て

 

中
心
静
脈

注
射
用

カ
テ

ー
テ
ル

に
係
る
感

染
を
防

止
す

る
に
つ

き
十
分
な

体
制
と

し
て

、
次
の

体
制
を
整

備
し

て
い
る
こ

と
。

 

ア
 
中
心

静
脈
注

射
用
カ

テ
ー

テ
ル
に
係

る
院
内

感
染
対

策
の

た
め
の
指

針
を
策

定
し
て

い
る

こ
と
。

 

イ
 
当
該

療
養
病

棟
に

入
院
す

る
個
々
の

患
者
に

つ
い

て
、
中

心
静
脈
注

射
用
カ

テ
ー

テ
ル
に

係
る
感
染

症
の

発
生
状
況

を
継
続

的
に

把
握
し

、
そ
の
結

果
を
「

診
療

報
酬
の

算
定
方
法

の
一
部

改
正

に
伴
う

実
施
上
の

留

意
事

項
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
●

年
●

月
●

日
保

医
発

●
第

●
号

）
の

別
添

１
の

２
の

別
紙

様
式

２
の

「
医
療
区

分
・
Ａ

Ｄ
Ｌ
区

分
等

に
係
る
評

価
票
」

の
所
定

の
欄

に
記
載
す

る
こ
と

。
 

５
 
療
養

病
棟
入

院
料
１

及
び

２
を
算
定

す
る
病

棟
の
入

院
患

者
に
係
る

「
基
本

診
療
料

の
施

設
基
準
等

」
の
別

表

第
五

の
二

に
掲

げ
る

疾
患

及
び

状
態

に
あ

る
患

者
（

以
下

別
添

２
に

お
い

て
「

医
療

区
分

３
の

患
者

」
と

い

う
。
）
及

び
別
表

第
五
の

三
の

一
及
び
二

に
掲
げ

る
疾
患

及
び

状
態
に
あ

る
患
者

及
び
同

表
の

三
に
掲
げ

る
患
者

（
以
下
別

添
２
に

お
い
て

「
医

療
区
分
２

の
患
者

」
と
い

う
。

）
の
割
合

の
算
出

方
法
等

 

医
療

区
分

３
及

び
医

療
区

分
２

の
患

者
の

割
合

に
つ

い
て

は
、

次
の

ア
に

掲
げ

る
数

を
イ

に
掲

げ
る

数
で

除

し
て
算
出

す
る
。

 

ア
 

直
近

３
か

月
に

お
け

る
各

病
棟

の
入

院
患

者
ご

と
の

医
療

区
分

３
の

患
者

及
び

医
療

区
分

２
の

患
者

に
該
当
す

る
日
数

の
和

 

イ
 
直
近

３
か
月

に
お
け

る
各

病
棟
の
入

院
患
者

ご
と
の

入
院

日
数
の
和

 

６
 
「
基

本
診
療

料
の
施

設
基

準
等
」
の

第
五
の

三
の
(
２
)
に

規
定
す
る

区
分

 

当
該

療
養

病
棟

に
入

院
す

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
別

添
６

の
別

紙
８

の
「

医
療

区
分

・
Ａ

Ｄ
Ｌ

区
分

等
に

係

る
評
価
票

 
評
価

の
手
引

き
」

を
用
い
て

毎
日
評

価
を
行

い
、

「
診
療
報

酬
の
算

定
方
法

の
一

部
改
正
に

伴
う
実

施
上
の
留

意
事
項

に
つ
い

て
」

（
平

3
0
年
３
月
５
日

保
医
発

0
3
0
5
第
１
号
）
の
別
添

１
の
２

の
別
紙
様

式
２
の

「
医
療
区

分
・
Ａ

Ｄ
Ｌ
区

分
等

に
係
る
評

価
票
」

の
所
定

の
欄

に
記
載
す

る
こ
と

。
そ
の

際
、

該
当
す
る

全
て
の

項
目
に
記

載
す
る

こ
と
。

 

７
 
医
療

区
分
２

に
定
め

る
「

褥
瘡
に
対

す
る
治

療
を
実

施
し

て
い
る
状

態
」
に

つ
い
て

は
、

入
院
又
は

転
院
時

既

に
褥
瘡
を

有
し
て

い
た
患

者
に

限
り
、
治

癒
又
は

軽
快
後
も

3
0

日
に
限
り
、
引

き
続
き

医
療

区
分
２
と

し
て
取

り
扱
う
こ

と
が
で

き
る
。

た
だ

し
、
当
該

取
扱
い

を
行
う

場
合

に
お
い
て

は
、
入

院
し
て

い
る

患
者
に
係

る
褥
瘡

の
発
生
割

合
に
つ

い
て
、

当
該

患
者
又
は

家
族
の

求
め
に

応
じ

て
説
明
を

行
う
こ

と
。
な

お
、

褥
瘡
の
発

生
割
合

と
は
、
当

該
病
棟

の
全
入

院
患

者
数
に
占

め
る
当

該
病
棟

内
で

発
生
し
た

褥
瘡
患

者
数
（

入
院

又
は
転
院

時
既
に

発
生
し
て

い
た
褥

瘡
患
者

を
除

く
。
）
の

割
合
で

あ
る
。

 

８
 
「
基

本
診
療

料
の
施

設
基

準
等
」
の

第
五
の

三
の
(
１
)
の

イ
の
④
に

規
定
す

る
褥
瘡

の
発

生
割
合
等

の
継
続

的

な
測
定
及

び
評
価

 

当
該

療
養

病
棟

に
入

院
す

る
個

々
の

患
者

に
つ

い
て

、
褥

瘡
又

は
尿

路
感

染
症

の
発

生
状

況
や

身
体

抑
制

の

実
施
状
況

を
継
続

的
に
把

握
し

、
そ
の
結

果
を
「

診
療
報

酬
の

算
定
方
法

の
一
部

改
正
に

伴
う

実
施
上
の

留
意
事

項
に
つ
い

て
」
（

令
和
２

年
３

月
●
日
保

医
発
●

第
●
号

）
の

別
添
１
の

２
の
別

紙
様
式

２
の

「
医
療
区

分
・
Ａ

Ｄ
Ｌ
区
分

等
に
係

る
評
価

票
」

の
所
定
の

欄
に
記

載
す
る

こ
と

。
 

９
 
療
養

病
棟
入

院
基
本

料
の

注
1
0
に
規
定
す
る
在

宅
復
帰

機
能
強
化

加
算
に

つ
い
て

 

次
の
施
設

基
準
を

全
て
満

た
し

て
い
る
こ

と
。

 

(
１
)
 
療
養
病
棟

入
院
料

１
を

届
け
出
て

い
る
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 733732

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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オ
 
守
秘

義
務
、

個
人
情

報
の

保
護

 

カ
 
看
護

補
助
業

務
に
お

け
る

医
療
安
全

と
感
染

防
止
 

等
 

 
(
５

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
看

護
職

員
と

看
護

補
助

者
と

の
業

務
内

容
及

び
業

務
範

囲
に

つ
い

て
、

年
１

回

以
上
見
直

し
を

行
う
こ

と
。
ま

た
、
次
に

掲
げ

る
所
定

の
研
修

を
修
了
し

た
（

修
了
証

が
交
付

さ
れ
て
い

る

も
の
）
看

護
師
長

等
が
配

置
さ

れ
て
い
る

こ
と
が

望
ま
し

い
こ

と
。

 

ア
 
国
、

都
道
府

県
又
は

医
療

関
係
団
体

等
が
主

催
す
る

研
修

で
あ
る
こ

と
（
５

時
間
程

度
）

 

イ
 
講
義

及
び
演

習
に
よ

り
、

次
の
項
目

を
行
う

研
修
で

あ
る

こ
と

 

(
イ
)
 
看
護
補
助

者
の
活

用
に

関
す
る
制

度
等
の

概
要

 

(
ロ
)
 
看
護
職
員

と
の
連

携
と

業
務
整
理

 

(
ハ
)
 
看
護
補
助

者
の
育

成
・

研
修
・
能

力
評
価

 

(
ニ
)
 
看
護
補
助

者
の
雇

用
形

態
と
処
遇

等
 

1
3
 
精
神
病
棟
入

院
基

本
料
の

注
４
及
び

特
定
機

能
病

院
入
院

基
本
料
の

注
４
に

規
定
す

る
重

度
認
知
症

加
算
の

施
設

基
準

 精
神

病
棟

入
院

基
本

料
及

び
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
精

神
病

棟
に

限
る

。
）

を
算

定
す

る
患

者
に

つ

い
て
加
算

で
き
る

施
設
基

準
等

は
以
下
の

と
お
り

で
あ
る

。
 

(
１
)
 
精
神
病
棟

入
院
基

本
料

の
注
４
の

施
設
基

準
等

 

ア
 
「
基

本
診
療

料
の
施

設
基

準
等
」
の

第
五
の

四
の
二

の
(
５
)
の
イ
の
基

準
を
満

た
し
て

い
る
こ
と

。
 

イ
 

算
定

対
象

と
な

る
重

度
認

知
症

の
状

態
と

は
、

「
「

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

判
定

基

準
」
の
活

用
に
つ

い
て
」

（
平

成
1
8
年
４
月
３
日
老
発
第

0
4
0
3
0
03

号
。
別
添
６
の
別
紙

1
2
及
び
別

紙
1
3
参
照

）
に
お

け
る
ラ

ン
ク
Ｍ
に
該

当
す
る

こ
と
。

た
だ

し
、
重
度

の
意
識

障
害
の

あ
る

者
（
Ｊ
Ｃ

Ｓ
（

J
a
p
a
n
 
C
o
m
a
 
S
c
a
l
e
）

で
Ⅱ

－
３

（
又

は
3
0
）

以
上

又
は

Ｇ
Ｃ

Ｓ
（

G
l
a
s
g
o
w
 
C
o
m
a
 
S
c
a
l
e
）

で

８
点
以
下

の
状
態

に
あ
る

者
）

を
除
く
。

 

(
２
)
 
特
定
機
能

病
院
入

院
基

本
料
の
注

４
の
基

準
 

 
 
(
１
)
の
イ
の
基
準
を
満

た
し

て
い
る
こ

と
。

 

1
4
 
 
精
神
病
棟
入
院

基
本
料

の
注
７
に

規
定
す

る
精
神

保
健

福
祉
士
配

置
加
算

の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
当
該
病
棟

に
、
専

従
の

常
勤
精
神

保
健
福

祉
士
が

１
名

以
上
配
置

さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
退
院
支

援
部
署

を
設
置

し
、

当
該
部
署

に
専
従

の
常
勤

精
神

保
健
福
祉

士
が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

病
棟

に
専

従
す

る
精

神
保

健
福

祉
士

と
退

院
支

援
部

署
に

専
従

す
る

精
神

保
健

福
祉

士
は

兼
任

で
き

な
い

が
、

退
院

支
援

部
署

は
、

退
院

調
整

加
算

又
は

精
神

科
地

域
移
行
実

施
加
算

の
退
院

支
援

部
署
又
は

地
域
移

行
推
進

室
と

同
一
で
も

よ
い
。

 

(
３
)
 
措
置
入
院

患
者
、

心
神

喪
失
等
の

状
態
で

重
大
な

他
害

行
為
を
行

っ
た
者

の
医
療

及
び

観
察
等
に

関
す
る

法
律
（
平
成

1
5
年
法

律
第

1
1
0
号
。
以
下
「
医

療
観
察

法
」

と
い
う
。

）
第

3
4
条
第
１
項

若
し
く
は
第

6

0
条
第
１
項
に

規
定
す

る
鑑
定

入
院
の
命

令
を
受

け
た
者

又
は

第
3
7
条
第
５
項
若

し
く
は
第

6
2
条
第
２
項

に
規
定
す

る
鑑
定

入
院
の

決
定

を
受
け
た

者
（
以

下
「
鑑

定
入

院
患
者
」

と
い
う

。
）
及

び
第

4
2
条
第

１

項
第

１
号

若
し

く
は

第
6
1

条
第

１
項

第
１

号
に

規
定

す
る

同
法

に
よ

る
入

院
（

以
下

「
医

療
観

察
法

入

院
」

と
い

う
。

）
の

決
定

を
受

け
た

者
と

し
て

当
該

保
険

医
療

機
関

に
入

院
と

な
っ

た
患

者
を

除
い

た
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
う

ち
９

割
以

上
が

入
院

日
か

ら
起

算
し

て
１

年
以

内
に

退
院

し
、

自
宅

等
へ

移
行

す
る

こ
と

。
「

自
宅

等
へ

移
行

す
る

」
と

は
、

患
家

、
介

護
老

人
保

健
施

設
、

介
護

医
療

院
又

は
障

害
者

の
日
常
生

活
及
び

社
会
生

活
を

総
合
的
に

支
援
す

る
た
め

の
法

律
（
平

成
1
7
年
法
律

第
1
2
3
号
）
に
規

定

す
る

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
施

設
又

は
福

祉
ホ

ー
ム

（
以

下
「

精
神

障
害

者
施

設
」

と
い

う
。

）
へ
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- 

と
」
又
は

「
当
該

病
棟
に

お
い

て
１
日
に

看
護
補

助
を
行

う
看

護
補
助
者

の
数
が

、
常
時

、
当

該
病
棟
の

入
院
患

者
の
数
が

2
0

若
し
く
は

そ
の

端
数
を
増

す
ご
と

に
１
以

上
で

あ
る
こ
と

。
」
を

満
た
せ

な
く

な
っ
た
場

合
に
つ

い
て
は
、

令
和
２

年
３
月

3
1
日
時
点
で

旧
算
定

方
法
別

表
第

１
に
掲
げ

る
療
養

病
棟
入

院
基

本
料
の
注

1
1
又
は

注
1
2

に
係
る
届
出
を
行

っ
て

い
た
病
棟

で
あ
る

こ
と
に

加
え

、
当
該
病

棟
に
お

い
て
１

日
に

看
護
を
行

う
看
護

職
員
の
数

が
、
常

時
、
当

該
病

棟
の
入
院

患
者
の

数
が

2
5

又
は
そ
の
端

数
を
増

す
ご
と

に
１

以
上
及
び

当
該
病

棟
に
お
い

て
１
日

に
看
護

補
助

を
行
う
看

護
補
助

者
の
数

が
、

常
時
、
当

該
病
棟

の
入
院

患
者

の
数
が

2
5

又
は

そ
の
端
数

を
増
す

ご
と
に

１
以

上
で
あ
る

必
要
が

あ
る
こ

と
。

 

1
1
 
療
養
病
棟
入

院
基
本

料
の

注
1
2
に
規
定
す
る
夜

間
看
護

加
算
の
施

設
基
準

 

(
１
)
 
当
該
病

棟
に
お

い
て
、

夜
勤
を
行

う
看

護
要
員

の
数
は

、
常
時
、

当
該

病
棟
の

入
院
患

者
の
数
が

1
6

又

は
そ
の
端

数
を

増
す
ご

と
に
１

に
相
当
す

る
数

以
上
で

あ
る
こ

と
。
た
だ

し
、

看
護
要

員
の
配

置
に
つ
い

て

は
、
療
養

病
棟

入
院
基

本
料
を

届
け
出
て

い
る

病
棟
間

に
お
い

て
の
み
傾

斜
配

置
で
き

る
も
の

で
あ
る
こ

と
。

 

な
お
、
当

該
病
棟

に
お
い

て
、

夜
勤
を
行

う
看
護

要
員
の

数
が

前
段
に
規

定
す
る

数
に
相

当
す

る
数
以
上

で
 

あ
る
場
合

に
は
、

各
病
棟

に
お

け
る
夜
勤

を
行
う

看
護
要

員
の

数
は
、
前

段
の
規

定
に
か

か
わ

ら
ず
、
看

護
 

職
員
１
を

含
む
看

護
要

員
３
以

上
で
あ
る

こ
と
と

す
る

。
た
だ

し
、
看
護

要
員
の

配
置

に
つ
い

て
は
、
同

一

の
入
院
基

本
料
を

届
け
出

て
い

る
病
棟
間

に
お
い

て
の
み

傾
斜

配
置
で
き

る
も
の

で
あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 
夜
間
看

護
加
算

を
算
定

す
る
も
の

と
し

て
届
け

出
た
病

床
に
入
院

し
て

い
る
患

者
全
体

（
延
べ
患

者
数

）

に
占
め
る

Ａ
Ｄ
Ｌ

区
分
３

の
患

者
の
割
合

が
５
割

以
上
で

あ
る

こ
と
。

 

 
(
３
)
 
看
護
職
員
の

負
担

の
軽
減
及
び

処
遇
の

改
善

に
資
す

る
体
制
と

し
て
、

次
の
体

制
を

整
備
し
て

い
る
こ

と
。

 

 ア
 
当
該

保
険

医
療
機

関
内
に

、
看
護
職

員
の

負
担
の

軽
減
及

び
処
遇
の

改
善

に
関
し

、
当
該

保
険
医
療

機

関
に
勤
務

す
る

看
護
職

員
の
勤

務
状
況
を

把
握

し
、
そ

の
改
善

の
必
要
性

等
に

つ
い
て

提
言
す

る
た
め
の

責
任
者
を

配
置
す

る
こ
と

。
 

イ
 
当
該

保
険

医
療
機

関
内
に

、
多
職
種

か
ら

な
る
役

割
分
担

推
進
の
た

め
の

委
員
会

又
は
会

議
（
以
下

こ

の
項
に
お

い
て

「
委
員

会
等
」

と
い
う
。

）
を

設
置
し

、
「
看

護
職
員
の

負
担

の
軽
減

及
び
処

遇
の
改
善

に
資
す
る

計
画

」
を
作

成
す
る

こ
と
。
当

該
委

員
会
等

は
、
当

該
計
画
の

達
成

状
況
の

評
価
を

行
う
際
、

そ
の
他
適

宜
必

要
に
応

じ
て
開

催
し
て
い

る
こ

と
。
な

お
、
当

該
委
員
会

等
は

、
当
該

保
険
医

療
機
関
に

お
け
る
労

働
安
全

衛
生
法

（
昭

和
4
7
年
法
律
第

5
7
号
）
第

1
9
条
に
規
定
す

る
安
全

衛
生
委

員
会
等
、

既
存
の
委

員
会
を

活
用
す

る
こ

と
で
差
し

支
え
な

い
。

 

ウ
 
 
イ
の
計
画

は
、
現

状
の
勤

務
状
況
等

を
把

握
し
、

問
題
点

を
抽
出
し

た
上

で
、
具

体
的
な

取
組
み
内

容

と
目
標
達

成
年

次
等
を

含
め
た

看
護
職
員

の
負

担
の
軽

減
及
び

処
遇
の
改

善
に

資
す
る

計
画
と

す
る
こ
と

。

ま
た
、
当

該
計
画

を
職
員

に
対

し
て
周
知

徹
底
し

て
い
る

こ
と

。
 

エ
 
看
護

職
員

の
負
担

の
軽
減

及
び
処
遇

の
改

善
に
関

す
る
取

組
事
項
を

当
該

保
険
医

療
機
関

内
に
掲
示

す

る
等
の
方

法
で
公

開
す
る

こ
と

。
 

 
(
４

)
 

夜
間

看
護

加
算

に
係

る
看

護
補

助
業

務
に

従
事

す
る

看
護

補
助

者
は

、
以

下
の

基
礎

知
識

を
習

得
で

き

る
内
容
を

含
む

院
内
研

修
を
年

１
回
以
上

受
講

し
た
者

で
あ
る

こ
と
。
な

お
、

ア
に
つ

い
て
は

、
内
容
に

変

更
が
な
い

場
合
は

、
２
回

目
以

降
の
受
講

は
省
略

し
て
差

し
支

え
な
い
。

 

ア
 
医
療

制
度
の

概
要
及

び
病

院
の
機
能

と
組
織

の
理
解

 

イ
 
 
医
療
チ
ー
ム

及
び
看

護
チ

ー
ム
の
一

員
と
し

て
の
看

護
補

助
業
務
の

理
解

 

ウ
 
看
護

補
助
業

務
を
遂

行
す

る
た
め
の

基
礎
的

な
知
識

・
技

術
 

エ
 
日
常

生
活
に

か
か
わ

る
業

務
 

（ ）（ ） 733732

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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イ
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
１

日
に

看
護

を
行

う
看

護
職

員
及

び
看

護
補

助
を

行
う

看
護

補
助

者
の

数
は

、

常
時

、
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
数

が
1
0

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

１
以

上
で

あ
る

こ
と

。
た

だ

し
、

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
１

日
に

看
護

を
行

う
看

護
職

員
及

び
看

護
補

助
を

行
う

看
護

補
助

者
の

数

が
前

段
に

規
定

す
る

数
に

相
当

す
る

数
以

上
で

あ
る

場
合

に
は

、
各

病
棟

に
お

け
る

夜
勤

を
行

う
看

護

職
員

及
び

看
護

補
助

者
の

数
は

、
前

段
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
看

護
職

員
１

を
含

む
２

以
上

で
あ

る

こ
と

と
す

る
。

 

1
7
 

障
害

者
施

設
等

入
院

基
本

料
の

注
９

に
規

定
す

る
看

護
補

助
加

算
に

つ
い

て
 

(
１

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
１

日
に

看
護

補
助

を
行

う
看

護
補

助
者

の
数

は
、

常
時

、
当

該
病

棟
の

入
院

患

者
の

数
が

3
0
又

は
そ

の
端

数
を

増
す

ご
と

に
１

に
相

当
す

る
数

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

行
う

看
護

補
助

者
の

数
は

、
常

時
、

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
の

数
が

7

5
又

は
そ

の
端

数
を

増
す

ご
と

に
１

に
相

当
す

る
数

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

看
護

補
助

者
の

配
置

に
つ

い
て

は
、

各
病

棟
の

入
院

患
者

の
状

態
等

保
険

医
療

機
関

の
実

情
に

応
じ

、

同
一

の
入

院
基

本
料

を
届

け
出

て
い

る
病

棟
間

を
含

め
、

曜
日

や
時

間
帯

に
よ

っ
て

一
定

の
範

囲
で

傾
斜

配

置
で

き
る

。
 

(
４

)
 

看
護

職
員

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
当

該
体

制
に

つ

い
て

は
、

1
1
の

(
３

)
の

例
に

よ
る

。
 

(
５

)
 

看
護

補
助

加
算

に
係

る
看

護
補

助
業

務
に

従
事

す
る

看
護

補
助

者
は

、
基

礎
知

識
を

習
得

で
き

る
内

容

を
含

む
院

内
研

修
を

年
１

回
以

上
受

講
し

た
者

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
研

修
内

容
に

つ
い

て
は

、
1
1

の

(
４

)
の

例
に

よ
る

。
 

(
６

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
看

護
職

員
と

看
護

補
助

者
と

の
業

務
内

容
及

び
業

務
範

囲
に

つ
い

て
、

年
１

回

以
上

見
直

し
を

行
う

こ
と

。
ま

た
、

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

（
修

了
証

が
交

付
さ

れ
て

い
る

も
の

）
看

護
師

長
等

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
こ

と
。

な
お

、
所

定
の

研
修

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
1
1

の
（

５
）

の
例

に
よ

る
。

 

1
8
 

障
害

者
施

設
等

入
院

基
本

料
の

注
1
0
に

規
定

す
る

夜
間

看
護

体
制

加
算

に
つ

い
て

 

 
次

に
掲

げ
る

夜
間

に
お

け
る

看
護

業
務

の
負

担
軽

減
に

資
す

る
業

務
管

理
等

に
関

す
る

項
目

の
う

ち
、

４
項

目
以

上
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

病
棟

が
２

交
代

制
勤

務
又

は
変

則
２

交
代

制
勤

務
を

行
う

病
棟

の
み

で
構

成
さ

れ
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
場

合
は

、
(
１

)
及

び
(
３

)
か

ら
(
1
0
)
ま

で
の

う
ち

、
４

項
目

以
上

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
各

項
目

の
留

意
点

に
つ

い
て

は
、

別
添

３
の

第
４

の
３

の
９

の
（

３
）

と
同
様

で
あ

る
こ

と
。

 

(
１

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

含
む

交
代

制
勤

務
に

従
事

す
る

看
護

要
員

の
勤

務
終

了
時

刻
と

直
後

の

勤
務

の
開

始
時

刻
の

間
が

1
1
時

間
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

３
交

代
制

勤
務

又
は

変
則

３
交

代
制

勤
務

の
病

棟
に

お
い

て
、

夜
勤

を
含

む
交

代
制

勤
務

に
従

事
す

る

看
護

要
員

の
勤

務
開

始
時

刻
が

、
直

近
の

勤
務

の
開

始
時

刻
の

概
ね

2
4

時
間

後
以

降
と

な
る

勤
務

編
成

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

含
む

交
代

制
勤

務
に

従
事

す
る

看
護

要
員

の
連

続
し

て
行

う
夜

勤
の

数

が
２

回
以

下
で

あ
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

含
む

交
代

制
勤

務
に

従
事

す
る

看
護

要
員

の
夜

勤
後

の
暦

日
の

休
日

が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

当
該

病
棟

の
看

護
要

員
に

つ
い

て
、

夜
勤

時
間

帯
の

患
者

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
早

出
や

遅

出
等

の
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
工

夫
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
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移
行

す
る

こ
と

で
あ

る
。

な
お

、
こ

こ
で

い
う

「
患

家
」

と
は

、
退

院
先

の
う

ち
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

当
該

入
院

料
に

係
る

病
棟

以
外

の
病

棟
へ

転
棟

し
た

場
合

、
他

の
保

険
医

療
機

関
へ

転
院

し
た

場
合

及
び

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

又
は

精
神

障
害

者
施

設
に

入
所

し
た

場
合

を
除

い
た

も
の

を
い

う
。

ま
た

、
退

院
後

に
、

医
科

点
数

表
第

１
章

第
２

部
通

則
５

の
規

定
に

よ
り

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入
院
を

し
た
場

合
は
、

移
行

し
た
者
と

し
て
計

上
し
な

い
。

 

 
1
5
 
「
基
本
診

療
料

の
施
設

基
準
等
」

の
第
五

の
六
専

門
病

院
入
院
基

本
料
の

施
設
基

準
の

(
１
)
の
通
則
の
主

と
し

て
悪
性
腫

瘍
患
者

又
は
循

環
器

疾
患
患
者

を
当
該

病
院
の

一
般

病
棟
に
７

割
以
上

入
院
さ

せ
、

高
度
か
つ

専
門
的

な
医
療
を

行
っ
て

い
る
病

院
と

は
、
具
体

的
に
は

、
次
の

各
号

に
掲
げ
る

基
準
を

満
た
す

も
の

を
い
う
。

 

 
 
(
１
)
 
悪
性

腫
瘍
に

係
る

専
門
病
院

に
つ
い

て
 

ア
 
2
0
0
床
以
上
の
一

般
病
床

を
有
し
て

い
る
こ

と
。

 

イ
 

一
般

病
棟

（
障

害
者

施
設

等
入

院
基

本
料

及
び

特
定

入
院

料
（

救
命

救
急

入
院

料
、

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

及
び

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
を

除
く

。
）

を
算

定
す

る
病

棟
を

除
く

。
以

下
こ

の
項

に
お

い

て
同

じ
。

）
に

勤
務

す
る

常
勤

の
医

師
の

員
数

が
許

可
病

床
（

当
該

一
般

病
棟

に
係

る
も

の
に

限

る
。
）
数

に
1
0
0
分
の
６
を
乗

じ
て
得
た

数
以
上

で
あ
る

こ
と

。
 

ウ
 
リ
ニ

ア
ッ
ク

等
の
機

器
が

設
置
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

エ
 
一
般

病
棟
の

入
院
患

者
の

７
割
以
上

が
悪
性

腫
瘍
患

者
で

あ
る
こ
と

。
 

オ
 
外
来

患
者
の

３
割
以

上
が

紹
介
患
者

で
あ
る

こ
と
。

 

 
 
(
２
)
 
循
環

器
疾
患

に
係

る
専
門
病

院
に
つ

い
て

 

ア
 
特
定

集
中
治

療
室
管

理
の

施
設
基
準

に
係
る

届
出
を

行
い

受
理
さ
れ

た
病
院

で
あ
る

こ
と

。
 

イ
 
一
般

病
棟
の

入
院
患

者
の

７
割
以
上

が
循
環

器
疾
患

患
者

で
あ
る
こ

と
。

 

ウ
 
(
１
)
の
ア
、

イ
及
び

オ
を

満
た
し
て

い
る
こ

と
。

 

1
6
 
「
基
本
診
療

料
の
施

設
基

準
等
」
の

第
五
の

七
障
害

者
施

設
等
入
院

基
本
料

の
対
象

と
な

る
病
棟
は

、
次
の

い

ず
れ
か
の

基
準
を

満
た
す

も
の

を
い
う
。

た
だ
し

、
７
対

１
入

院
基
本
料

の
対
象

と
な
る

病
棟

は
、
次
の
(
１
)
の

い
ず
れ
か

の
基
準

を
満
た

す
も

の
に
限
る

。
な
お

、
(
２
)
の
要

件
を
満
た

す
も
の

と
し
て

届
出

を
行
う
場

合
に
は

、

別
添
７
の

様
式

1
9
を
用
い
る

こ
と
。

 

(
１
)
 
次
の
い
ず

れ
か
に

該
当

す
る
一
般

病
棟

 

ア
 
児
童

福
祉
法

（
昭
和

2
2
年
法
律
第

1
6
4
号
）
第

4
2
条
第
２
号
に

規
定
す

る
医
療

型
障

害
児
入
所

施

設
（

主
と

し
て

肢
体

不
自

由
の

あ
る

児
童

又
は

重
症

心
身

障
害

児
（

同
法

第
７

条
第

２
項

に
規

定
す

る

重
症
心
身

障
害
児

を
い
う

。
以

下
同
じ
。

）
を
入

所
さ
せ

る
も

の
に
限
る

。
）

 

イ
 
児
童

福
祉
法

第
６
条

の
２

の
２
第
３

項
に
規

定
す
る

指
定

発
達
支
援

医
療
機

関
 

(
２
)
 
次
の
い
ず

れ
に
も

該
当

す
る
一
般

病
棟

 

ア
 

重
度

の
肢

体
不

自
由

児
（

者
）

（
脳

卒
中

の
後

遺
症

の
患

者
及

び
認

知
症

の
患

者
を

除
く

。
以

下
単

に
「

重
度

の
肢

体
不

自
由

児
（

者
）

」
と

い
う

。
）

、
脊

髄
損

傷
等

の
重

度
障

害
者

（
脳

卒
中

の
後

遺

症
の

患
者

及
び

認
知

症
の

患
者

を
除

く
。

以
下

単
に

「
脊

髄
損

傷
等

の
重

度
障

害
者

」
と

い
う

。
）

、

重
度

の
意

識
障

害
者

、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
患

者
、

難
病

患
者

等
を

概
ね

７
割

以
上

入
院

さ
せ

て
い

る

病
棟

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
重

度
の

意
識

障
害

者
と

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
を

い
う

も
の

で
あ

り
、

病

因
が
脳
卒

中
の
後

遺
症
で

あ
っ

て
も
、
次

の
状
態

で
あ
る

場
合

に
は
、
重

度
の
意

識
障
害

者
と

な
る
。

 

(
イ

)
 

意
識

障
害

レ
ベ

ル
が

Ｊ
Ｃ

Ｓ
(
J
a
p
a
n
 
C
o
m
a
 
S
c
a
l
e
)
で

Ⅱ
－

３
（

又
は

3
0
）

以
上

又
は

Ｇ
Ｃ

Ｓ

（
G
l
a
s
go
w
 C
o
ma
 
Sc
a
le
）
で
８
点
以
下

の
状
態

が
２
週

以
上

持
続
し
て

い
る
患

者
 

(
ロ
)
 
無
動
症
の

患
者
（

閉
じ

込
め
症
候

群
、
無

動
性
無

言
、

失
外
套
症

候
群
等

）
 

（ ）（ ） 735734

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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ア
 
当
該

診
療
所

（
療
養

病
床

を
除
く
。

）
に
お

け
る
看

護
職

員
の
数
が

、
７
以

上
で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 
次
の

施
設
基

準
の

う
ち
、

（
イ
）
に

該
当
す

る
こ

と
又
は

（
ロ
）
か

ら
（
ル

）
ま

で
の
う

ち
２
つ
以

上

に
該
当
す

る
こ
と

。
 

(
イ
)
 
過
去
１
年

間
に

、
介
護

保
険
に
よ

る
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
（
介

護
保
険

法
第

８
条
第

８
項
に
規

定

す
る
通
所

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ
ョ

ン
又
は
同

法
第
８

条
の

２
第
８

項
に
規
定

す
る
介

護
予

防
通
所

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
）

、
同

法
第
８

条
第
６
項

に
規
定

す
る

居
宅
療

養
管
理
指

導
、
同

条
第

1
0

項
に
規
定

す
る
短
期

入
所
療

養
介

護
、
同

条
第

2
3

項
に
規
定
す

る
複
合

型
サ
ー
ビ

ス
、
同

法
第

８
条
の

２
第
６

項
に
規
定

す
る
介

護
予

防
居
宅

療
養
管
理

指
導
若

し
く

は
同
条

第
1
0

項
に
規
定
す
る

介
護
予

防
短
期

入
所
療
養

介
護
を

提
供

し
た
実

績
が
あ
る

こ
と
、

同
法

第
８
条

第
2
9

項
に
規
定
す
る

介
護
医

療
院
を

併
設
し
て

い
る
こ

と
、

又
は
同

法
第

4
6

条
第
１
項
に

規
定
す

る
指
定
居

宅
介
護

支
援

事
業
者

若
し
く

は
同
法
第

5
3
条
第
１

項
に
規

定
す
る
指

定
介
護

予
防
サ

ー
ビ

ス
事
業
者

で
あ
る

こ
と
。

 

(
ロ
)
 
在
宅
療
養

支
援
診

療
所

で
あ
っ
て

、
過
去

１
年
間

に
訪

問
診
療
を

実
施
し

た
実
績

が
あ

る
こ
と
。

 

(
ハ
)
 
過
去
１
年

間
の

急
変
時

の
入
院
件

数
が
６

件
以

上
で
あ

る
こ
と
。

な
お
、

「
急

変
時
の

入
院
」
と

は
、

患
者
の
病

状
の
急

変
等
に

よ
る

入
院
を
指

し
、
予

定
さ
れ

た
入

院
は
除
く

。
 

(
ニ
)
 
注
６
に
規

定
す
る

夜
間

看
護
配
置

加
算
１

又
は
２

の
届

出
を
行
っ

て
い
る

こ
と
。

 

(
ホ
)
 
区
分
番
号

「
Ａ

０
０
１

」
に
掲
げ

る
再
診

料
の
注

1
0

に
規
定
す

る
時
間

外
対

応
加
算

１
の
届
出

を

行
っ
て
い

る
こ
と

。
 

(
ヘ
)
 
過
去
１
年

間
の

新
規
入

院
患
者
の

う
ち
、

他
の

急
性
期

医
療
を
担

う
病
院

の
一

般
病
棟

か
ら
の
受

入

が
１
割
以

上
で
あ

る
こ

と
。
な

お
、
急
性

期
医
療

を
担

う
病
院

の
一
般
病

棟
と
は

、
一

般
病
棟

入
院
基

本
料
、
７

対
１
入

院
基

本
料
（

特
定
機
能

病
院
入

院
基

本
料
（

一
般
病
棟

に
限
る

。
）

又
は
専

門
病
院

入
院

基
本

料
に

限
る

。
）

、
1
0

対
１

入
院

基
本

料
（

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）
又

は
専

門
病

院
入

院
基

本
料

に
限

る
。

）
、

1
3

対
１

入
院

基
本

料
（

専
門

病
院

入
院

基
本

料

に
限
る
。

）
又
は

1
5

対
１
入

院
基
本
料

（
専
門

病
院

入
院
基

本
料
に
限

る
。
）

を
算

定
す
る

病
棟
で

あ
る
こ
と

。
た
だ

し
、
地

域
一

般
入
院
基

本
料
、
1
3
対
１

入
院
基
本
料

又
は

1
5
対
１
入

院
基
本
料
を

算
定
す
る

保
険
医

療
機

関
に
あ

っ
て
は
区

分
番
号

「
Ａ

２
０
５

」
に
掲
げ

る
救
急

医
療

管
理
加

算
の
算

定
を
行
っ

て
い
る

場
合
に

限
る

も
の
と
す

る
。

 

(
ト
)
 
過
去
１
年

間
の
当

該
保

険
医
療
機

関
内
に

お
け
る

看
取

り
の
実
績

が
２
件

以
上
で

あ
る

こ
と
。

 

(
チ
)
 
過
去
１
年

間
の

全
身
麻

酔
、
脊
椎

麻
酔
又

は
硬

膜
外
麻

酔
（
手
術

を
実
施

し
た

場
合
に

限
る
。
）

の

患
者
数
（

分
娩
を

除
く
。

）
が

3
0
件
以
上
で
あ
る

こ
と
。

 

(
リ
)
 
区
分
番
号

「
Ａ
３

１
７

」
に
掲
げ

る
特
定

一
般
病

棟
入

院
料
の
注

１
に
規

定
す
る

厚
生

労
働
大
臣

が
 

定
め
る
地

域
に
所

在
す
る

有
床

診
療
所
で

あ
る
こ

と
。

 

(
ヌ
)
 
過
去
１
年

間
の
分

娩
を

行
っ
た
総

数
（
帝

王
切
開

を
含

む
。
）
が

3
0
件
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

(
ル
)
 
過
去
１
年

間
に

、
区
分

番
号
「
Ａ

２
０
８

」
に

掲
げ
る

乳
幼
児
加

算
・
幼

児
加

算
、
区

分
番
号
「

Ａ

 
 
 
 

 
 
２

１
２

」
に
掲

げ
る
超
重

症
児
（

者
）

入
院
診

療
加
算
・

準
超
重

症
児
（

者
）

入
院
診
療

加
算
又

は
区

 
 
 
 

 
 
分

番
号
「

Ａ
２

２
１
－
２

」
に
掲

げ
る
小

児
療

養
環
境
特

別
加
算

を
算
定

し
た

実
績
が
あ

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
有
床
診
療

所
入
院

基
本

料
２
の
施

設
基
準

 

ア
 

当
該

診
療

所
（

療
養

病
床

を
除

く
。

）
に

お
け

る
看

護
職

員
の

数
が

、
４

以
上

７
未

満
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 
(
１
)
の
イ
を

満
た
し

て
い

る
こ
と
。

 

(
３
)
 
有
床
診
療

所
入
院

基
本

料
３
の
施

設
基
準

 

ア
 

当
該

診
療

所
（

療
養

病
床

を
除

く
。

）
に

お
け

る
看

護
職

員
の

数
が

、
１

以
上

４
未

満
で

あ
る

こ
と

。
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(
６
)
 
当
該
保

険
医
療

機
関
に

お
い
て
、

所
属

部
署
以

外
の
部

署
を
一
時

的
に

支
援
す

る
た
め

に
、
夜
勤

時
間

帯
を
含
め

た
各

部
署
の

業
務
量

を
把
握
・

調
整

す
る
シ

ス
テ
ム

が
構
築
さ

れ
て

お
り
、

か
つ
、

部
署
間
で

の
業
務
標

準
化

に
取
り

組
み
、

過
去
一
年

間
に

当
該
シ

ス
テ
ム

を
夜
勤
時

間
帯

に
運
用

し
た
実

績
が
あ
る

こ
と
。

 

(
７
)
 
当
該
加

算
に
係

る
看
護

補
助
業
務

に
従

事
す
る

看
護
補

助
者
の
業

務
の

う
ち
５

割
以
上

が
療
養
生

活
上

の
世
話
で

あ
る
こ

と
。

 

(
８
)
 
当
該
病

棟
に
お

い
て
、

み
な
し
看

護
補

助
者
を

除
い
た

看
護
補
助

者
の

比
率
が

５
割
以

上
で
あ
る

こ
と

。
 

(
９
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
に

お
い
て
、

夜
勤
時

間
帯

を
含
め

て
開
所
し

て
い
る

院
内

保
育
所

を
設
置
し

て
お

り
、
夜
勤

を
含
む

交
代
制

勤
務

に
従
事
す

る
医
療

従
事
者

の
利

用
実
績
が

あ
る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 
当
該
病
棟
に
お

い
て

、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

、
Ａ
Ｉ

、
Ｉ
ｏ

Ｔ
等

の
活
用
に

よ
っ
て

、
看
護

要
員

の
業
務
負

担
軽
減
を

行
っ
て

い
る
こ

と
。
1
9
 
一

般
病
棟
入

院
基
本

料
、

結
核
病

棟
入
院
基

本
料
、

精
神
病

棟
入

院
基
本
料

、
専
門

病
院
入
院

基
本
料

、
障
害

者
施

設
等
入
院

基
本
料

に
お
け

る
夜

間
看
護
体

制
特
定

日
減
算

に
つ

い
て

 

当
該
減
算

は
、
許

可
病
床

数
が

1
0
0
床
未
満
の
病
院
に

お
い
て

、
夜
間
、

病
棟
の

看
護
職

員
が

一
時
的
に

救

急
外
来
で

勤
務
す

る
間

、
病
棟

の
看
護
職

員
体
制

は
、

看
護
職

員
１
名
を

含
め
看

護
職

員
と
看

護
補
助
者

を
合

わ
せ
て
２

名
以
上

で
あ

る
こ
と

。
た
だ
し

、
当
該

時
間

帯
の
入

院
患
者
数
が

3
0

人
以

下
の
場

合
は
、
看

護
職

員
１
名
で

差
し
支

え
な

い
。
加

え
て
、
当

該
時
間

帯
に

当
該
病

棟
の
看
護

職
員
が

一
時

的
に
救

急
外
来
で

勤
務

す
る
間
、

当
該
病

棟
の

看
護
に

支
障
が
な

い
と
当

該
病

棟
を
担

当
す
る
医

師
及
び

看
護

の
管
理

者
が
判
断

し
た

場
合
に
限

る
こ
と

。
 

 第
３
 
診

療
所
の

入
院
基

本
料

等
に
関
す

る
施
設

基
準

 

診
療
所
で

あ
る
保

険
医
療

機
関

の
入
院
基

本
料
等

に
関
す

る
基

準
は
、
「

基
本
診

療
料
の

施
設

基
準
等
」

並
び
に

第
２
の
４

の
(
１
)
の
ア
及

び
イ

、
(
２
)
の
ア
及
び

オ
、
キ

の
(
イ
)
及
び
(
ロ
)
、
ク
並

び
に
(
６

)
の
ア
及
び
イ

の
他
、

下
記
の
と

お
り
と

す
る
。

 

１
 
看
護

関
連
記

録
が
整

備
さ

れ
、
勤
務

の
実
態

が
明
確

で
あ

る
こ
と
。

な
お
、

看
護
関

連
記

録
の
様
式

、
名
称

等

は
、
各
診

療
所
が

適
当
と

す
る

方
法
で
差

し
支
え

な
い
。

 

２
 
看
護

職
員
の

数
は
、

入
院

患
者
の
看

護
と
外

来
、
手

術
等

の
看
護
が

一
体
と

し
て
実

施
さ

れ
て
い
る

実
態
を

踏

ま
え
、
当

該
診
療

所
に
勤

務
し

そ
の
業
務

に
従
事

す
る
看

護
師

又
は
准
看

護
師
の

数
と
す

る
。

 

３
 
個
々

の
患
者

の
病
状

に
あ

っ
た
適
切

な
看
護

が
実
施

さ
れ

て
い
る
こ

と
。
ま

た
、
効

果
的

な
医
療
が

提
供
で

き

る
よ
う
、

看
護
計

画
が
策

定
さ

れ
て
い
る

こ
と
。

 

４
 
当
該

保
険
医

療
機
関

に
お

い
て
パ
ー

ト
タ
イ

ム
労
働

者
と

し
て
継
続

し
て
勤

務
す
る

看
護

要
員
の
人

員
換
算

の

方
法
は
、

 

パ
ー
ト
タ

イ
ム
労

働
者
の

１
か

月
間
の
実

労
働
時

間
 

常
勤
職
員

の
所
定

労
働
時

間
 

 

に
よ

る
。

た
だ

し
、

計
算

に
当

た
っ

て
１

人
の

パ
ー

ト
タ

イ
ム

労
働

者
の

実
労

働
時

間
が

常
勤

職
員

の
所

定

労
働
時
間

を
超
え

た
場
合

は
、

所
定
労
働

時
間
以

上
の
勤

務
時

間
は
算
入

せ
ず
、

「
１
人

」
と

し
て
算
出

す
る
。

な
お
、
常

勤
職
員

の
週
当

た
り

の
所
定
労

働
時
間
が

3
2
時
間

未
満
の
場

合
は
、
3
2
時
間

を
所
定
労
働

時
間
と

し

て
計
算
す

る
。

 

５
 
有
床

診
療
所

入
院
基

本
料

の
施
設
基

準
 

(
１
)
 
有
床
診
療

所
入
院

基
本

料
１
の
施

設
基
準

 

（ ）（ ） 735734

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
３

)
 

夜
間

看
護

配
置

加
算

１
に

つ
い

て
は

、
夜

間
の

看
護

要
員

の
数

が
、

看
護

職
員

１
名

を
含

む
２

名
以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

２
名

の
う

ち
１

名
は

当
直

で
良

い
が

、
看

護
職

員
が

１
名

の
み

で
あ

る
場

合
に

は
、

当
該

看
護

職
員

に
つ

い
て

は
当

直
に

よ
る

こ
と

は
で

き
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

夜
間

看
護

配
置

加
算

２
に

つ
い

て
は

、
夜

間
の

看
護

職
員

の
数

が
１

名
以

上
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
夜

間
看

護
配

置
加

算
１

に
該

当
す

る
場

合
を

除
く

。
な

お
、

当
該

看
護

職
員

に
つ

い
て

は
、

当
直

で
も

良
い

。
 

(
５

)
 

看
護

配
置

加
算

１
と

看
護

配
置

加
算

２
は

併
算

定
で

き
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

夜
間

看
護

配
置

加
算

１
と

夜
間

看
護

配
置

加
算

２
も

同
様

に
併

算
定

で
き

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

1
1
 

看
護

補
助

配
置

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

看
護

補
助

配
置

加
算

１
に

つ
い

て
は

、
当

該
診

療
所

（
療

養
病

床
を

除
く

。
）

に
お

け
る

看
護

補
助

者
の

数
が

２
名

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

看
護

補
助

配
置

加
算

２
に

つ
い

て
は

、
当

該
診

療
所

（
療

養
病

床
を

除
く

。
）

に
お

け
る

看
護

補
助

者
の

数
が

１
名

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

看
護

補
助

配
置

加
算

１
と

看
護

補
助

配
置

加
算

２
は

併
算

定
で

き
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

1
2
 
 
看

取
り

加
算

の
施

設
基

準
 

当
該

診
療

所
に

お
け

る
夜

間
の

看
護

職
員

の
数

が
１

以
上

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

有
床

診
療

所
入

院
基

本
料

 

と
有

床
診

療
所

療
養

病
床

入
院

基
本

料
の

い
ず

れ
も

届
け

出
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

届
出

を
行

っ
 

て
い

る
い

ず
れ

か
の

病
床

で
夜

間
の

看
護

職
員

の
数

が
１

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

1
3
 

栄
養

管
理

実
施

加
算

の
基

準
 

栄
養

管
理

を
担

当
す

る
常

勤
の

管
理

栄
養

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

1
4
 

療
養

病
床

を
有

す
る

場
合

は
、

長
期

に
わ

た
り

療
養

を
必

要
と

す
る

患
者

に
ふ

さ
わ

し
い

看
護

を
行

う
の

に
必

要
な

器
具

器
械

が
備

え
付

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

1
5
 

有
床

診
療

所
療

養
病

床
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
病

床
の

入
院

患
者

に
対

す
る

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準

等
」

の
医

療
区

分
３

の
患

者
及

び
医

療
区

分
２

の
患

者
の

割
合

の
算

出
方

法
等

 

(
１

)
 

医
療

区
分

３
及

び
医

療
区

分
２

の
患

者
の

割
合

に
つ

い
て

は
、

次
の

ア
に

掲
げ

る
数

を
イ

に
掲

げ
る

数
で

除
し

て
算

出
す

る
。

 

ア
 

直
近

３
か

月
に

お
け

る
当

該
有

床
診

療
所

の
療

養
病

床
の

入
院

患
者

ご
と

の
医

療
区

分
３

の
患

者
及

び
医

療
区

分
２

の
患

者
に

該
当

す
る

日
数

の
和

 

イ
 

直
近

３
か

月
に

お
け

る
当

該
有

床
診

療
所

の
療

養
病

床
の

入
院

患
者

ご
と

の
入

院
日

数
の

和
 

(
２

)
 

当
該

病
床

の
入

院
患

者
の

う
ち

、
医

療
区

分
３

と
医

療
区

分
２

の
患

者
の

合
計

が
８

割
以

上
に

該
当

す
る

こ
と

と
な

っ
た

場
合

は
、

有
床

診
療

所
療

養
病

床
入

院
基

本
料

に
あ

っ
て

は
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
」

の
第

六
の

三
の

(
２

)
の

ロ
の

「
４

対
１

配
置

保
険

医
療

機
関

」
へ

の
変

更
の

届
出

を
翌

月
速

や
か

に

行
う

こ
と

。
こ

の
場

合
、

同
月

１
日

に
遡

っ
て

受
理

し
た

も
の

と
し

て
処

理
す

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
変

更
の

届
出

前
に

お
い

て
、

４
対

１
配

置
保

険
医

療
機

関
の

実
績

を
要

す
る

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

病
床

の
入

院
患

者
の

う
ち

、
医

療
区

分
３

と
医

療
区

分
２

の
患

者
の

合
計

が
８

割
以

上
の

場
合

で
あ

っ
て

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
な

い
場

合
に

あ
っ

て
は

、
入

院
基

本
料

Ｅ
を

算
定

す
る

病
床

の
届

出
を

翌
月

速
や

か
に

行
う

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

、
同

月
１

日
に

遡
っ

て
受

理
し

た
も

の
と

し
て

処
理

す
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

有
床

診
療

所
に

雇
用

さ
れ

、
そ

の
療

養
病

床
に

勤
務

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

看
護

職
員

の
数

は
、

当
該

療
養

病
床

の
入

院
患

者
の

数
が

４
又

は
そ

の
端

数
を

増
す

ご
と

に
１

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

有
床

診
療

所
に

雇
用

さ
れ

、
そ

の
療

養
病

床
に

勤
務

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

看
護

補
助

者
の
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(
１
)
の
イ
を

満
た
し

て
い

る
こ
と
。

 

(
４
)
 
有
床
診
療

所
入
院

基
本

料
４
の
施

設
基
準

 

(
１
)
の
ア
を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 
有
床
診
療

所
入
院

基
本

料
５
の
施

設
基
準

 

(
２
)
の
ア
を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 
有
床
診
療

所
入
院

基
本

料
６
の
施

設
基
準

 

(
３
)
の
ア
を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。

 

６
 
有
床

診
療
所

入
院
基

本
料

１
、
２
、

４
又
は

５
の
届

出
を

し
て
い
る

診
療
所

に
あ
っ

て
は

、
看
護
師

を
１
人

以

上
配
置
す

る
こ
と

が
望
ま

し
い

こ
と
。

 

７
 
夜
間

（
当
該

診
療
所

が
診

療
応
需
の

態
勢
を

解
除
し

て
い

る
時
間
帯

で
概
ね

午
後
６

時
か

ら
午
前
８

時
ま
で

を

い
う
。
）

に
お
け

る
緊
急

時
の

体
制
を
整

備
す
る

こ
と
と

し
、

看
護
要
員

を
１
人

以
上
配

置
し

て
い
る
こ

と
。
 

 

８
 
有
床

診
療
所

一
般
病

床
初

期
加
算
の

施
設
基

準
 

次
の
い
ず

れ
か
に

該
当
す

る
こ

と
。

 

(
１
)
 
在
宅
療
養

支
援
診

療
所

で
あ
っ
て

、
過
去

１
年
間

に
訪

問
診
療
を

実
施
し

た
実
績

が
あ

る
こ
と
。

 

(
２

)
 

全
身

麻
酔

、
脊

椎
麻

酔
又

は
硬

膜
外

麻
酔

（
手

術
を

実
施

し
た

場
合

に
限

る
。

）
の

患
者

数
が

年
間

3
0

件
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
救
急
病
院

等
を
定

め
る

省
令
に
基

づ
き
認

定
さ
れ

た
救

急
診
療
所

で
あ
る

こ
と
。

 

(
４
)
 
「
救
急
医

療
対
策

の
整

備
事
業
に

つ
い
て

」
に
規

定
さ

れ
た
在
宅

当
番
医

制
又
は

病
院

群
輪
番
制

に
参
加

し
て
い
る

有
床
診

療
所
で

あ
る

こ
と
。

 

(
５
)
 
区
分
番
号

Ｂ
０
０

１
の

「
２
２
」

に
掲
げ

る
が
ん

性
疼

痛
緩
和
指

導
管
理

料
を
算

定
し

て
い
る
こ

と
。
 
 

(
６
)
 
注
６
に
規

定
す
る

夜
間

看
護
配
置

加
算
１

又
は
２

を
算

定
し
て
お

り
、
夜

間
の
診

療
応

需
態
勢
を

確
保
し

 

て
い
る
こ

と
。

 

９
 
医
師

配
置
加

算
の
施

設
基

準
 

(
１
)
 
医
師
配
置

加
算
１

に
つ

い
て
は
、

次
の
い

ず
れ
か

に
該

当
す
る
診

療
所
で

あ
る
こ

と
。

 

ア
 
在
宅

療
養
支

援
診
療

所
で

あ
っ
て
、

過
去
１

年
間
に

訪
問

診
療
を
実

施
し
た

実
績
が

あ
る

こ
と
。

 

イ
 
全
身

麻
酔
、

脊
椎
麻

酔
又

は
硬
膜
外

麻
酔
（

手
術
を

実
施

し
た
場
合

に
限
る

。
）
の

患
者

数
が
年
間

3
 

0
件
以
上
で
あ

る
こ
と

。
 

ウ
 
救
急

病
院
等

を
定
め

る
省

令
に
基
づ

き
認
定

さ
れ
た

救
急

診
療
所
で

あ
る
こ

と
。

 

エ
 

「
救

急
医

療
対

策
の

整
備

事
業

に
つ

い
て

」
に

規
定

さ
れ

た
在

宅
当

番
医

制
又

は
病

院
群

輪
番

制
に

参
加
し
て

い
る
有

床
診
療

所
で

あ
る
こ
と

。
 

オ
 

区
分

番
号

Ｂ
０

０
１

の
「

２
２

」
に

掲
げ

る
が

ん
性

疼
痛

緩
和

指
導

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

こ
と

。
 

カ
 
注
６

に
規
定

す
る
夜

間
看

護
配
置
加

算
１
又

は
２
を

算
定

し
て
お
り

、
夜
間

の
診
療

応
需

態
勢
を
確

保
 

し
て
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
施
設
基
準

に
係
る

当
該

有
床
診
療

所
に
お

け
る
医

師
数

は
、
常
勤

の
医
師

（
週
４

日
以

上
常
態
と

し
て
勤

務
し
て
お

り
、
か

つ
、
所

定
労

働
時
間
が

週
3
2
時

間
以
上

で
あ
る
者
を

い
う
。

）
の
他

、
非

常
勤
医
師

の

実
労
働
時

間
数
を

常
勤
換

算
し

算
入
す
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

1
0
 
看
護
配
置
に

係
る
加

算
の

施
設
基
準

 

(
１
)
 
看
護
配
置

加
算
１

に
つ

い
て
は
、

看
護
職

員
の
数

が
、

看
護
師
３

名
を
含

む
1
0
名
以
上
で
あ
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
看
護
配
置

加
算
２

に
つ

い
て
は
、

看
護
職

員
の
数
が

1
0

名
以
上
で
あ
る

こ
と
。

た
だ

し
、
看
護

配
置
加

算
１
に
該

当
す
る

場
合
を

除
く

。
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数
は
、
当

該
療
養

病
床
の

入
院

患
者
の
数

が
４
又

は
そ
の

端
数

を
増
す
ご

と
に
１

以
上
で

あ
る

こ
と
。

 

1
6
 
「
基
本
診
療

料
の
施

設
基

準
等
」
の

第
六
の

三
の
(
２
)
の

ロ
に
規
定

す
る
区

分
 

別
添
２
の

第
２
の

６
と
同

様
に

取
り
扱
う

も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

1
7
 
医
療
区
分
２

に
定
め

る
「

褥
瘡
に
対

す
る
治

療
を
実

施
し

て
い
る
状

態
」
に

つ
い
て

は
、

入
院
又
は

転
院
時

既

に
褥
瘡
を

有
し
て

い
た
患

者
に

限
り
、
治

癒
又
は

軽
快
後
も

3
0

日
間
に
限
り
、

引
き
続

き
医

療
区
分
２

と
し
て

取
り
扱
う

こ
と
が

で
き
る

。
た

だ
し
、
当

該
取
扱

い
を
行

う
場

合
に
お
い

て
は
、

入
院
し

て
い

る
患
者
に

係
る
褥

瘡
の
発
生

割
合
に

つ
い
て

、
当

該
患
者
又

は
家
族

の
求
め

に
応

じ
て
説
明

を
行
う

こ
と
。

な
お

、
褥
瘡
の

発
生
割

合
と
は
、

有
床
診

療
所
療

養
病

床
入
院
基

本
料
を

算
定
す

る
全

入
院
患
者

数
に
占

め
る
褥

瘡
患

者
数
（
入

院
又
は

転
院
時
既

に
発
生

し
て
い

た
褥

瘡
患
者
を

除
く
。

）
の
割

合
で

あ
る
。

 

1
8
 
救
急
・
在
宅

等
支
援

療
養

病
床
初
期

加
算
の

施
設
基

準
 

在
宅
療
養

支
援
診

療
所
で

あ
っ

て
、
過
去

１
年
間

に
訪
問

診
療

を
実
施
し

た
実
績

が
あ
る

こ
と

。
 

1
9
 
 
「
基
本
診
療
料
の
施

設
基

準
等
」
の

第
六
の

三
の
(
２
)
の

イ
の
③
に

規
定
す

る
褥
瘡

の
発

生
割
合
等

の
継
続

的

な
測
定
及

び
評
価

 

当
該

施
設

（
療

養
病

床
に

限
る

。
）

に
入

院
す

る
個

々
の

患
者

に
つ

い
て

、
褥

瘡
又

は
尿

路
感

染
症

の
発

生

状
況
や
身

体
抑
制

の
実
施

状
況

を
継
続
的

に
把
握

し
て
い

る
こ

と
。
な
お

、
そ
の

結
果
を

「
診

療
報
酬
の

算
定
方

法
の
一
部

改
正
に

伴
う
実

施
上

の
留
意
事

項
に
つ

い
て
」

（
令

和
２
年
３

月
●
日

保
医
発

●
第

●
号
）
の

別
添
１

の
２
の
別

紙
様
式

２
の
「

医
療

区
分
・
Ａ

Ｄ
Ｌ
区

分
等
に

係
る

評
価
票
」

の
所
定

の
欄
に

記
載

す
る
こ
と

が
望
ま

し
い
。

 

2
0
 
有
床
診
療
所

入
院
基

本
料

の
注

1
1
に
規
定
す
る

在
宅
復

帰
機
能
強

化
加
算

の
施
設

基
準

 

次
の
施
設

基
準
を

全
て
満

た
し

て
い
る
こ

と
。

 

(
１
)
 
有
床
診
療

所
入
院

基
本

料
１
、
有

床
診
療

所
入
院

基
本

料
２
又
は

有
床
診

療
所
入

院
基

本
料
３
を

届
け
出

て
い
る
保

険
医
療

機
関
で

あ
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
次
の
い
ず

れ
に
も

適
合

す
る
こ
と

。
 

ア
 
当
該

病
床
か

ら
退
院

し
た

患
者
に
占

め
る
在

宅
に
退

院
し

た
患
者
の

割
合
が

７
割
以

上
で

あ
り
、
そ

の
割

合
は

、
次

の
(
イ

)
に

掲
げ

る
数

を
(
ロ

)
に

掲
げ

る
数

で
除

し
て

算
出

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
在

宅
に

退
院

し
た

患
者

と
は

、
他

の
保

険
医

療
機

関
へ

転
院

し
た

患
者

及
び

介
護

老
人

保
健

施
設

に
入

所
す

る
患

者
を

除
く

患
者

を
い

い
、

退
院

し
た

患
者

の
在

宅
で

の
生

活
が

１
月

以
上

継
続

す
る

見
込

み
で

あ
る

こ
と
を
確

認
で
き

る
患
者

を
い

う
。

 

(
イ

)
 

直
近

６
月

間
に

退
院

し
た

患
者

（
第

２
部

「
通

則
５

」
に

規
定

す
る

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
患
者
及

び
死
亡

退
院
し

た
患

者
を
除
く

。
）
の

う
ち
、

在
宅

に
退
院
し

た
患
者

数
 

(
ロ
)
 
直
近
６
か

月
間
に

退
院

し
た
患
者

数
（
第

２
部
「

通
則

５
」
に
規

定
す
る

入
院
期

間
が

通
算
さ
れ

る
 

再
入
院
患

者
及
び

死
亡
退

院
し

た
患
者
を

除
き
、

他
の
保

険
医

療
機
関
へ

転
院
し

た
者
等

を
含

む
。
た

 

だ
し
、
病

状
の
急

性
増
悪

等
に

よ
り
、
他

の
保
険

医
療
機

関
（

当
該
保
険

医
療
機

関
と
特

別
の

関
係
に

 

あ
る
も
の

を
除
く

。
）
で

の
治

療
が
必
要

に
な
り

転
院
し

た
患

者
を
除
く

。
な
お

、
当
該

患
者

の
数
及

 

び
各
患
者

の
症
状

詳
記
の

一
覧

を
、
届
出

の
際
に

添
付
の

上
提

出
す
る
。

）
 

イ
 
在
宅

に
退
院

し
た
患

者
の

退
院
後
１

月
以
内

に
、
当

該
患

者
の
在
宅

に
お
け

る
生
活

が
１

月
以
上
継

続
す

 

る
見
込
み

で
あ
る

こ
と
を

確
認

し
、
記
録

し
て
い

る
こ
と

。
な

お
、
当
該

確
認
は

、
当
該

保
険

医
療
機
関

の
 

職
員
が
当

該
患
者

の
居
宅

を
訪

問
す
る
こ

と
、
当

該
保
険

医
療

機
関
が
在

宅
療
養

を
担
当

す
る

保
険
医
療

機
 

関
か
ら
情

報
提
供

を
受
け

る
こ

と
、
又
は

当
該
患

者
が
当

該
保

険
医
療
機

関
を
受

診
し
た

際
に

情
報
提
供

を
 

受
け
る
こ

と
に
よ

っ
て
行

う
こ

と
を
原
則

と
す
る

が
、
当

該
患

者
の
居
宅

が
遠
方

に
あ
る

場
合

等
、
こ
れ

ら
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- 

置
が

異
な

る
病

棟
ご

と
に

届
出

を
行

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

７
 

病
棟

内
に

特
定

入
院

料
の

各
区

分
に

該
当

す
る

入
院

医
療

を
行

う
病

床
を

有
す

る
場

合
（

特
殊

疾
患

入
院

医

療
管

理
料

、
小

児
入

院
医

療
管

理
料

４
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

１
、

２
、

３
又

は
４

を
算

定
し

て
い

る
病

床
を

除
く

。
）

は
、

こ
れ

ら
の

病
床

以
外

の
病

棟
全

体
（

複
数

の
病

棟
種

別
が

あ
る

場
合

は
、

当
該

病
床

種
別

の
病

棟
全

体
）

を
単

位
と

し
て

行
う

。
 

８
 
 
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
の

届
出

は
、

当
該

診
療

所
の

全
病

床
（

療
養

病
床

に
係

る
病

床
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

包
括

的
に

行
い

、
有

床
診

療
所

療
養

病
床

入
院

基
本

料
の

届
出

は
、

療
養

病
床

に
係

る
病

床
に

つ
い

て
包

括
的

に
行

う
。

 

９
 

入
院

基
本

料
等

の
施

設
基

準
の

届
出

に
当

た
っ

て
は

、
届

出
を

行
お

う
と

す
る

基
準

に
つ

い
て

、
特

に
規

定

が
あ

る
場

合
を

除
き

、
届

出
前

１
か

月
の

実
績

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

届
出

前
１

か
月

の
実

績
は

、
例

え
ば

一
般

病
床

で
あ

る
特

殊
疾

患
病

棟
入

院
料

を
算

定
し

て
い

た
病

棟
を

、
療

養
病

床
に

転
換

し
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

の
施

設
基

準
の

届
出

を
行

う
場

合
に

、
特

殊
疾

患
病

棟
入

院
料

を
算

定
し

て
い

た
期

間
の

人
員

配
置

基
準

を
実

績
と

し
て

用
い

る
な

ど
、

入
院

料
の

種
別

の
異

な
る

期
間

の
実

績
で

あ
っ

て
も

差
し

支
え

な
い

こ
と

。

な
お

、
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
の

夜
間

看
護

配
置

加
算

１
又

は
２

の
届

出
を

行
う

場
合

の
届

出
前

１
か

月
の

実
績

に
は

、
入

院
患

者
が

い
な

い
日

を
除

く
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

1
0
 

平
均

在
院

日
数

の
要

件
は

満
た

し
て

い
な

い
も

の
の

、
看

護
職

員
の

数
及

び
そ

の
他

の
要

件
を

全
て

満
た

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

の
開

設
者

か
ら

、
届

出
直

後
の

３
か

月
間

に
お

け
る

平
均

在
院

日
数

を
所

定
の

日
数

以
内

と

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
病

棟
運

営
計

画
書

を
添

付
し

た
場

合
に

は
、

届
出

の
受

理
を

行
う

こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

、
届

出
直

後
の

３
か

月
間

に
お

け
る

平
均

在
院

日
数

が
、

所
定

の
日

数
以

内
と

な
ら

な

か
っ

た
こ

と
が

判
明

し
た

と
き

に
は

、
当

該
届

出
は

無
効

と
な

る
。

 

1
1
 

新
た

に
開

設
さ

れ
た

保
険

医
療

機
関

が
入

院
基

本
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

を
行

う
場

合
は

、
届

出
時

点
で

、

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
の

特
別

入
院

基
本

料
の

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

、
実

績
が

な
く

て
も

入
院

基
本

料
の

特

別
入

院
基

本
料

の
届

出
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

有
床

診
療

所
入

院
基

本
料

に
あ

っ
て

は
、

有
床

診
療

所

入
院

基
本

料
６

の
基

準
を

満
た

し
て

い
れ

ば
、

実
績

が
な

く
て

も
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
６

の
届

出
を

行
う

こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

こ
の

場
合

は
、

１
か

月
後

に
適

時
調

査
を

行
い

、
所

定
の

基
準

を
満

た
し

て
い

な
い

こ

と
が

判
明

し
た

と
き

は
、

当
該

届
出

は
無

効
と

な
る

。
 

1
2
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
届

け
出

て
い

る
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
病

棟
に

お
い

て
、

増
床

又
は

減
床

が
行

わ
れ

、

届
出

の
内

容
と

異
な

る
事

情
等

が
生

じ
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
変

更
の

届
出

を
行

う
こ

と
。

な
お

、
増

床
に

伴

い
、

既
に

届
け

出
て

い
る

入
院

基
本

料
以

外
の

入
院

基
本

料
の

届
け

出
の

必
要

が
生

じ
た

場
合

に
は

、
実

績
が

な

く
て

も
基

準
を

満
た

す
入

院
基

本
料

の
届

け
出

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

こ
の

場
合

は
、

１
か

月
後

に

適
時

調
査

を
行

い
、

所
定

の
基

準
を

満
た

し
て

い
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

と
き

は
、

当
該

届
出

は
無

効
と

な
る

。
 

1
3
 

第
２

の
２

の
(
１

)
の

１
病

棟
の

病
床

数
の

標
準

を
上

回
る

場
合

の
届

出
に

係
る

取
扱

い
は

次
の

と
お

り
で

あ
る

こ
と

。
 

(
１

)
 

第
２

の
２

の
(
２

)
に

該
当

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
は

、
届

出
を

受
理

す
る

。
な

お
、

当
該

事
情

が
解

消
さ

れ
次

第
、

標
準

規
模

の
病

棟
に

な
る

よ
う

指
導

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

既
に

標
準

を
超

え
た

規
模

で
届

出
が

受
理

さ
れ

て
い

る
病

棟
に

つ
い

て
は

、
新

た
な

届
出

を
行

う
際

に
改

善
を

さ
せ

た
上

で
届

出
を

受
理

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

第
２

の
２

の
(
２

)
の

①
か

ら
③

ま
で

に
掲

げ
た

や
む

を
得

な
い

理
由

が
存

在
す

る
場

合
に

は
、

届
出

を
受

理
し

て
も

差
し

支
え

な
い

も
の

と
す

る
。

な
お

、
当

該
事

情
が

解
消

さ
れ

次
第

、
標

準
規

模
の

も
の

と
な

る
よ

う
指

導
す

る
も

の
と

す
る

。
 

1
4
 

医
療

法
及

び
感

染
症

の
予

防
及

び
感

染
症

の
患

者
に

対
す

る
医

療
に

関
す

る
法

律
（

平
成

1
0

年
法

律
第

1
1
4

（ ）（ ） 739738
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療
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別
添
３

 

 

入
院
基
本
料
等
加
算
の
施
設
基
準
等

 

  
 
入
院
基
本
料
等

加
算
に

関
す

る
基
準
は

、
「
基

本
診

療
料
の

施
設
基
準

等
」
の

他
、
下

記
の

と
お
り
と

す
る
。

な
お
、

病
棟
単
位

で
届
出

を
行

う
入
院

基
本
料
等

加
算
を

算
定

す
る
病

棟
が
複
数

あ
る
場

合
で
あ

っ
て

も
、
そ
れ

ぞ
れ
の

病
棟

に
お
い
て

当
該
入

院
基
本

料
等

加
算
の
施

設
基
準

の
要
件

を
満

た
す
こ
と

が
必
要

で
あ
る

こ
と

。
 

 第
１
 
総

合
入
院

体
制
加

算
 

 
１
 
総

合
入
院

体
制
加

算
１

に
関
す
る

施
設
基

準
等

 

(
１
)
 
一
般
病
棟

入
院
基

本
料

を
算
定
す

る
病
棟

を
有
す

る
保

険
医
療
機

関
で
あ

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
内
科
、
精

神
科
、

小
児

科
、
外
科

、
整
形

外
科
、

脳
神

経
外
科
及

び
産
科

又
は
産

婦
人

科
を
標
榜

し
、
当

該
診
療
科

に
係
る

入
院
医

療
を

提
供
し
て

い
る
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
こ

と
。

 

た
だ
し

、
地

域
に
お

い
て

質
の

高
い
医

療
の

提
供
体

制
を

確
保

す
る
観

点
か

ら
、
医

療
機

関
間

で
医
療

機

能
の
再
編

又
は
統

合
を
行

う
こ

と
に
つ
い

て
地
域

医
療
構

想
調

整
会
議
（

医
療
法

第
2
0
条
の

1
4
第
１
項
に

規
定
す
る

協
議
の

場
を
い

う
。

）
で
合
意

を
得
た

場
合
に

限
り

、
小
児
科

、
産
科

又
は
産

婦
人

科
の
標
榜

及

び
当
該
診

療
科
に

係
る
入

院
医

療
の
提
供

を
行
っ

て
い
な

い
場

合
で
あ
っ

て
も
、

施
設
基

準
を

満
た
し
て

い

る
も
の
と

す
る
。

 

な
お

、
精

神
科

に
つ

い
て

は
、

2
4

時
間

対
応

で
き

る
体

制
を

確
保

し
、

医
療

法
第

７
条

第
２

項
第

１
号

に
規
定
す

る
精
神

病
床
を

有
し

て
い
る
こ

と
。
ま

た
、
区

分
番

号
「
Ａ
１

０
３
」

精
神
病

棟
入

院
基
本
料

、

区
分
番
号

「
Ａ
３

１
１
」

精
神

科
救
急
入

院
料
、

区
分
番

号
「

Ａ
３
１
１

－
２
」

精
神
科

急
性

期
治
療
病

棟

入
院
料
、

区
分
番

号
「
Ａ

３
１

１
－
３
」

精
神
科

救
急
・

合
併

症
入
院
料

、
区
分

番
号
「

Ａ
３

１
１
－
４

」

児
童
・
思

春
期
精

神
科
入

院
医

療
管
理
料

又
は
区

分
番
号

「
Ａ

３
１
８
」

地
域
移

行
機
能

強
化

病
棟
入
院

料

の
い
ず
れ

か
の
届

出
を
行

っ
て

お
り
、
現

に
精
神

疾
患
患

者
の

入
院
を
受

け
入
れ

て
い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 
全
身
麻
酔

に
よ
る

手
術

件
数
が
年

8
0
0
件
以
上
で

あ
る

こ
と
。
ま

た
、
以

下
の
ア

か
ら

カ
ま
で
を

全
て
満

 

た
し
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
人
工

心
肺
を

用
い
た

手
術

 
4
0
件
／
年
以
上

 

イ
 
悪
性

腫
瘍
手

術
 
4
0
0
件
／
年
以
上

 

ウ
 
腹
腔

鏡
下
手

術
 
1
0
0
件
／
年
以
上

 

エ
 
放
射

線
治
療

（
体
外

照
射

法
）
4
0
0
0
件
／
年
以
上

 

オ
 
化
学

療
法
 
1
0
0
0
件
／
年

以
上

 

カ
 
分
娩

件
数
 
1
0
0
件
／
年

以
上

 

(
４
)
 
手
術
等
の

定
義
に

つ
い

て
は
、
以

下
の
と

お
り
で

あ
る

こ
と
。

 

ア
 
全
身

麻
酔

 

全
身
麻
酔

と
は
、

医
科
点

数
表

第
２
章
第

1
1
部
に
掲

げ
る
麻

酔
の
う
ち

区
分
番

号
「
Ｌ

０
０

７
」
開

 

放
点
滴
式

全
身
麻

酔
又
は

区
分

番
号
「
Ｌ

０
０
８

」
マ
ス

ク
又

は
気
管
内

挿
管
に

よ
る
閉

鎖
循

環
式
全
身

 

麻
酔
を
い

う
。
ま

た
、
手

術
と

は
、
医
科

点
数
表

第
２
章

第
1
0
部
に
掲
げ
る

手
術
（

輸
血
管

理
料
を
除

 

く
。
）
を

い
う
。

 

イ
 
人
工

心
肺
を

用
い
た

手
術

 

人
工
心
肺

を
用
い

た
手
術

と
は

、
医
科
点

数
表
第

２
章
第

1
0

部
に
掲
げ

る
手
術

の
う
ち

、
区

分
番
号

 
-
 
53

 
- 

号
）
（
以

下
「
感

染
症
法

」
と

い
う
。
）

の
規
定

に
基
づ

き
、

感
染
症
指

定
医
療

機
関
の

指
定

を
受
け
よ

う
と
す

る
保
険
医

療
機
関

は
、
そ

の
旨

を
届
け
出

る
こ
と

。
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化
学

療
法

と
は

、
悪

性
腫

瘍
に

対
す

る
抗

腫
瘍

用
薬

、
ホ

ル
モ

ン
療

法
、

免
疫

療
法

等
の

抗
腫

瘍
効

果

を
有

す
る

薬
剤

（
手

術
中

の
使

用
又

は
退

院
時

に
処

方
さ

れ
た

も
の

は
含

ま
な

い
。

）
を

使
用

す
る

も
の

と
し

、
抗

生
剤

の
み

の
使

用
、

Ｇ
-
Ｃ

Ｓ
Ｆ

製
剤

、
鎮

吐
剤

等
の

副
作

用
に

係
る

薬
剤

の
み

の
使

用
及

び

内
服

薬
の

み
の

使
用

等
は

含
ま

な
い

。
 

キ
 

分
娩

件
数

 

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

分
娩

を
行

っ
た

総
数

（
帝

王
切

開
術

を
含

む
。

）
と

す
る

。
 

(
５

)
 

2
4
時

間
の

救
急

医
療

提
供

と
し

て
、

「
救

急
医

療
対

策
事

業
実

施
要

綱
」

（
昭

和
5
2
年

７
月

６
日

医
発

第
6
9
2
号

）
に

定
め

る
第

３
「

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

」
又

は
第

４
「

高
度

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

」
を

設
置

し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

外
来

を
縮

小
す

る
に

当
た

り
、

次
の

体
制

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

病
院

の
初

診
に

係
る

選
定

療
養

の
届

出
を

行
っ

て
お

り
、

実
費

を
徴

収
し

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

地
域

の
他

の
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
の

も
と

に
、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

９
」

診
療

情
報

提
供

料
(
Ⅰ

)

の
「

注
８

」
の

加
算

を
算

定
す

る
退

院
患

者
数

及
び

転
帰

が
治

癒
で

あ
り

通
院

の
必

要
の

な
い

患
者

数
が

直
近

１
か

月
間

の
総

退
院

患
者

数
（

た
だ

し
、

外
来

化
学

療
法

又
は

外
来

放
射

線
療

法
に

係
る

専
門

外
来

並
び

に
Ｈ

Ｉ
Ｖ

等
に

係
る

専
門

外
来

の
患

者
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

４
割

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

病
院

の
医

療
従

事
者

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
体

制
と

し
て

、
次

の
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

や
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

等
を

届
け

出
て

い
る

保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

勤
務

医
又

は
看

護
職

員
の

負
担

の
軽

減
及

び
処

遇
の

改
善

に
資

す
る

体
制

を
整

備

す
る

場
合

は
、

当
該

加
算

に
係

る
体

制
と

合
わ

せ
て

整
備

し
て

差
し

支
え

な
い

。
 

ア
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
医

療
従

事
者

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

関
し

、
当

該
病

院
に

勤

務
す

る
医

療
従

事
者

の
勤

務
状

況
を

把
握

し
、

そ
の

改
善

の
必

要
性

等
に

つ
い

て
提

言
す

る
た

め
の

責
任

者
を

配
置

す
る

こ
と

。
 

イ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
多

職
種

か
ら

な
る

役
割

分
担

推
進

の
た

め
の

委
員

会
又

は
会

議
（

以
下

こ

の
項

に
お

い
て

「
委

員
会

等
」

と
い

う
。

）
を

設
置

し
、

「
医

療
従

事
者

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
計

画
」

を
作

成
す

る
こ

と
。

当
該

委
員

会
等

は
、

当
該

計
画

の
達

成
状

況
の

評
価

を
行

う
際

、

そ
の

他
適

宜
必

要
に

応
じ

て
開

催
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
委

員
会

等
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
管

理
者

が
年

１
回

以
上

出
席

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

委
員

会
等

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

労
働

安
全

衛
生

法
（

昭
和

4
7
年

法
律

第
5
7
号

）
第

1
9
条

に
規

定
す

る
安

全
衛

生
委

員
会

等
、

既

存
の

委
員

会
を

活
用

す
る

こ
と

で
差

し
支

え
な

い
。

 

ウ
 
 
イ

の
計

画
は

、
医

療
従

事
者

の
現

状
の

勤
務

状
況

等
を

把
握

し
、

問
題

点
を

抽
出

し
た

上
で

、
具

体
的

な
取

組
み

内
容

と
目

標
達

成
年

次
等

を
含

め
た

医
療

従
事

者
の

負
担

の
軽

減
及

び
処

遇
の

改
善

に
資

す
る

計
画

と
す

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
計

画
を

職
員

に
対

し
て

周
知

徹
底

し
て

い
る

こ
と

。
 

エ
 

イ
の

計
画

に
は

次
に

掲
げ

る
項

目
の

う
ち

少
な

く
と

も
３

項
目

以
上

を
含

ん
で

い
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

外
来

診
療

時
間

の
短

縮
、

地
域

の
他

の
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
な

ど
の

外
来

縮
小

の
取

組
（

許

可
病

床
数

が
4
0
0
床

以
上

の
病

院
で

は
、

必
ず

本
項

目
を

計
画

に
含

む
こ

と
。

）
 

(
ロ

)
 

院
内

保
育

所
の

設
置

（
夜

間
帯

の
保

育
や

病
児

保
育

の
実

施
が

含
ま

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
）

 

(
ハ

)
 

医
師

事
務

作
業

補
助

者
の

配
置

に
よ

る
医

師
の

事
務

作
業

の
負

担
軽

減
 

(
ニ

)
 

医
師

の
時

間
外

・
休

日
・

深
夜

の
対

応
に

つ
い

て
の

負
担

軽
減

及
び

処
遇

改
善

 

(
ホ

)
 

保
健

師
助

産
師

看
護

師
法

（
昭

和
2
3
年

法
律

第
2
0
3
号

）
第

3
7
条

の
２

第
２

項
第

５
号

の
規

定

に
よ

る
指

定
研

修
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
研

修
を

修
了

し
た

看
護

師
の

複
数

名
の

配
置

及
び

活
用
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- 

「
Ｋ

５
４

１
」

か
ら

「
Ｋ

５
４

４
」

ま
で

、
「

Ｋ
５

５
１

」
、

「
Ｋ

５
５

３
」

、
「

Ｋ
５

５
４

」
か

ら

「
Ｋ

５
５

６
」

ま
で

、
「

Ｋ
５

５
７

」
か

ら
「

Ｋ
５

５
７

－
３

」
ま

で
、

「
Ｋ

５
５

８
」

、
「

Ｋ
５

６

０
」
、
「

Ｋ
５
６

０
－
２

」
、

「
Ｋ
５
６

８
」
、

「
Ｋ
５

７
０

」
、
「
Ｋ

５
７
１

」
か
ら

「
Ｋ

５
７
４
」

ま
で
、
「

Ｋ
５
７

６
」
、

「
Ｋ

５
７
７
」

、
「
Ｋ

５
７
９

」
か

ら
「
Ｋ
５

８
０
」

ま
で
、

「
Ｋ

５
８
２
」

か
ら
「
Ｋ

５
８
９

」
ま
で

及
び

「
Ｋ
５
９

２
」
か

ら
「
Ｋ

５
９

４
」
ま
で

に
掲
げ

る
人
工

心
肺

を
用
い
た

手
術
を
い

う
。

 

ウ
 
悪
性

腫
瘍
手

術
 

悪
性
腫
瘍

手
術
と

は
、
医

科
点

数
表
第
２

章
第

1
0

部
に
掲
げ

る
悪
性
腫

瘍
手
術

を
い
う

。
（

病
理
診

断
に
よ
り

悪
性
腫

瘍
で
あ

る
こ

と
が
確
認

さ
れ
た

場
合
に

限
る

。
）

 

エ
 
腹
腔

鏡
下
手

術
 

腹
腔
鏡
下

手
術
と

は
、
医

科
点

数
表
第
２

章
第

1
0

部
に
掲
げ

る
手
術
の

う
ち
、

区
分
番

号
「

Ｋ
５
２

４
－
３
」

、
「
Ｋ

５
２
６

」
の

「
３
」
、

「
Ｋ
５

３
０
－

２
」

、
「
Ｋ
５

３
２
－

３
」
、

「
Ｋ

５
３
４
－

３
」

、
「

Ｋ
５

３
７

－
２

」
、

「
Ｋ

６
２

７
－

２
」

、
「

Ｋ
６

２
７

－
３

」
、

「
Ｋ

６
２

７
－

４
」

、

「
Ｋ
６
３

３
－
２

」
、
「

Ｋ
６

３
４
」
、

「
Ｋ
６

３
６
－

３
」

、
「
Ｋ
６

３
６
－

４
」
、

「
Ｋ

６
３
９
－

３
」

、
「

Ｋ
６

４
２

－
２

」
、

「
Ｋ

６
４

２
－

３
」

、
「

Ｋ
６

４
３

－
２

」
、

「
Ｋ

６
４

７
－

２
」

、

「
Ｋ
６
４

９
－
２

」
、
「

Ｋ
６

５
４
－
３

」
、
「

Ｋ
６
５

５
－

２
」
、
「

Ｋ
６
５

５
－
５

」
、

「
Ｋ
６
５

６
－
２
」

、
「
Ｋ

６
５
７

－
２

」
、
「
Ｋ

６
５
９

－
２
」

、
「

Ｋ
６
６
０

－
２
」

、
「
Ｋ

６
６

２
－
２
」

、

「
Ｋ
６
６

４
」
、

「
Ｋ
６

６
５

」
の
「
１

」
（
腹

腔
鏡
に

よ
る

も
の
に
限

る
。
）

、
「
Ｋ

６
６

６
－
２
」

、

「
Ｋ
６
６

７
－
２

」
、
「

Ｋ
６

７
１
－
２

」
、
「

Ｋ
６
７

２
－

２
」
、
「

Ｋ
６
７

４
－
２

」
、

「
Ｋ
６
８

４
－
２
」

、
「
Ｋ

６
９
２

－
２

」
、
「
Ｋ

６
９
５

－
２
」

、
「

Ｋ
６
９
７

－
２
」

の
「
１

」
、

「
Ｋ
６
９

７
－
３
」

の
「
１

」
の
イ

、
「

Ｋ
６
９
７

－
３
」

の
「
２

」
の

イ
、
「
Ｋ

７
０
０

－
３
」

、
「

Ｋ
７
０
２

－
２
」
、

「
Ｋ
７

０
３
－

２
」

、
「
Ｋ
７

１
１
－

２
」
、

「
Ｋ

７
１
４
－

２
」
、

「
Ｋ
７

１
５

－
２
」
、

「
Ｋ
７
１

６
－
２

」
、
「

Ｋ
７

１
８
－
２

」
、
「

Ｋ
７
１

９
－

２
」
、
「

Ｋ
７
１

９
－
３

」
、

「
Ｋ
７
２

５
－
２
」

、
「
Ｋ

７
２
６

－
２

」
、
「
Ｋ

７
２
９

－
３
」

、
「

Ｋ
７
３
４

－
２
」

、
「
Ｋ

７
３

５
－
３
」

、

「
Ｋ
７
４

０
－
２

」
、
「

Ｋ
７

４
２
－
２

」
、
「

Ｋ
７
５

１
－

３
」
、
「

Ｋ
７
５

４
－
２

」
、

「
Ｋ
７
５

４
－
３
」

、
「
Ｋ

７
５
５

－
２

」
、
「
Ｋ

７
５
６

－
２
」

、
「

Ｋ
７
６
９

－
２
」

、
「
Ｋ

７
６

９
－
３
」

、

「
Ｋ
７
７

０
－
２

」
、
「

Ｋ
７

７
０
－
３

」
、
「

Ｋ
７
７

２
－

２
」
、
「

Ｋ
７
７

２
－
３

」
、

「
Ｋ
７
７

３
－
２
」

、
「
Ｋ

７
７
３

－
３

」
、
「
Ｋ

７
７
３

－
５
」

、
「

Ｋ
７
７
８

－
２
」

、
「
Ｋ

７
７

９
－
３
」

、

「
Ｋ

７
８

５
－

２
」

、
「

Ｋ
８

０
２

－
４

」
か

ら
「

Ｋ
８

０
２

－
６

」
ま

で
、

「
Ｋ

８
０

３
－

２
」

、

「
Ｋ
８
０

３
－
３

」
、
「

Ｋ
８

０
４
－
２

」
、
「

Ｋ
８
０

９
－

３
」
、
「

Ｋ
８
２

３
－
４

」
、

「
Ｋ
８
３

４
－
２
」

、
「
Ｋ

８
３
６

－
２

」
、
「
Ｋ

８
４
３

－
２
」

、
「

Ｋ
８
４
３

－
３
」

、
「
Ｋ

８
４

３
－
４
」

、

「
Ｋ
８
５

９
－
２

」
、
「

Ｋ
８

６
３
」
、

「
Ｋ
８

６
５
－

２
」

、
「
Ｋ
８

７
２
－

２
」
、

「
Ｋ

８
７
６
－

２
」
、
「

Ｋ
８
７

７
－
２

」
、

「
Ｋ
８
７

８
－
２

」
、
「

Ｋ
８

７
９
－
２

」
、
「

Ｋ
８
８

６
」

の
「
２
」

、

「
Ｋ
８
８

７
」
の

「
２
」

、
「

Ｋ
８
８
７

－
２
」

の
「
２

」
、

「
Ｋ
８
８

７
－
３

」
の
「

２
」

、
「
Ｋ
８

８
７

－
４

」
、

「
Ｋ

８
８

８
」

の
「

２
」

、
「

Ｋ
８

８
８

－
２

」
の

「
２

」
、

「
Ｋ

８
９

０
－

３
」

、

「
Ｋ
９
１

２
」
の

「
２
」

又
は

「
Ｋ
９
１

３
－
２

」
の
「

２
」

を
い
う
。

 

オ
 
放
射

線
治
療

（
体
外

照
射

法
）

 

放
射
線
療

法
と
は

、
医
科

点
数

表
第
２
章
第

1
2

部
に
掲

げ
る

放
射
線
治

療
（
血

液
照
射

を
除

く
。
）

を
い
う
。

 

カ
 
化
学

療
法

 

（ ）（ ） 741740

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

児
患

者
、

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者
及

び
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

の
別

表
第

二
の

二
十

三
に

該
当

す
る

患
者

に
対

し
て

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

の
対

象
と

な
る

手
術

、
検

査
又

は
放

射
線

治
療

を
行

っ
た

場
合

（
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

（
令

和
２

年
厚

生
労

働
省

告
示

○
号

）
第

十
の

三
（

３
）

及
び

四
に

係
る

要
件

以
外

の
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
に

係
る

要
件

を
満

た
す

場
合

に
限

る
。

）
は

測
定

対
象

か
ら

除
外

す
る

。
ま

た
、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅱ
の

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
歯

科
の

入
院

患
者

（
同

一
入

院
中

に
医

科
の

診
療

も
行

う
期

間
に

つ
い

て
は

除
く

。
）

は
、

対
象

か
ら

除
外

す
る

。
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
Ⅰ

又
は

Ⅱ
の

い
ず

れ
か

を
選

択
し

届
け

出
た

上
で

評
価

す
る

こ
と

。
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

又
は

Ⅱ
の

い
ず

れ
を

用
い

た
評

価
を

行
う

か
は

、
入

院
料

等
の

届
出

時
に

併
せ

て
届

け
出

る
他

、
評

価
方
法
の

変
更
の

み
を
届

け
出

る
場
合
、

変
更
の

届
出
は

、
新

た
な
評
価

方
法
を

適
用
す

る
月

の
1
0
日
ま

で
に

届
け

出
る

こ
と

。
な

お
、

評
価

方
法

の
変

更
の

み
を

行
う

場
合

に
つ

い
て

、
新

た
な

評
価

方
法

の
適

用
を
開
始

す
る
の

は
毎
年

４
月

及
び

1
0
月
と
す
る
。

 

 

別
表
１

 

 Ａ
得
点
が

２
点
以

上
の
患

者
 

Ｃ
得
点
が

１
点
以

上
の
患

者
 

 

 

 
 
別
表

２
 

 
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療

・
看
護
必

要
度
Ⅰ

の
割
合

 

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看
護
必

要
度
Ⅱ

の
割
合

 

総
合
入
院

体
制
加

算
１
、

２
 

３
割
５
分

 
３
割
３
分

 

総
合
入
院

体
制
加

算
３

 
３
割
２
分

 
３
割

 

 (
1
4
)
 
一
般
病
棟
用
の
重

症
度

、
医
療
・

看
護
必

要
度
に

係
る

評
価
票
の

記
入
は

、
院
内

研
修

を
受
け
た

も
の
が

行
う
も
の

で
あ
る

こ
と
。

た
だ

し
、
●
●

に
掲
げ

る
「
一

般
病

棟
用
の
重

症
度
、

医
療
・

看
護

必
要
度
Ａ

・

Ｃ
項
目
に

係
る
レ

セ
プ
ト

電
算

処
理
シ
ス

テ
ム
用

コ
ー
ド

一
覧

」
を
用
い

て
評
価

を
行
う

項
目

に
つ
い
て

は
、

当
該
評
価

者
に
よ

り
各
選

択
肢

の
判
断
を

行
う
必

要
は
な

い
。

実
際
に
、

患
者
の

重
症
度

、
医

療
・
看
護

必

要
度
が
正

確
に
測

定
さ
れ

て
い

る
か
定
期

的
に
院

内
で
検

証
を

行
う
こ
と

。
 

(
1
5
)
 
公
益
財
団
法
人

日
本
医

療
機
能
評

価
機
構

等
が

行
う
医

療
機
能
評

価
を
受

け
て
い

る
病

院
又
は
こ

れ
に

準
ず
る
病

院
と
は

、
二

次
医
療

圏
等
の
比

較
的
広

い
地

域
に
お

い
て
急
性

期
医
療

を
中

心
に
地

域
医
療
を

支
え
る
基

幹
的
病

院
で

あ
る
と

し
て
日
本

医
療
機

能
評

価
機
構

が
定
め
る

機
能
評

価
を

受
け
て

い
る
病
院

又
は
当
該

評
価
の

基
準
と

同
等

の
基
準
に

つ
い
て

、
第
三

者
の

評
価
を
受

け
て
い

る
病
院

を
い

う
。

 

 

２
 
総
合

入
院
体

制
加
算

２
に

関
す
る
施

設
基
準

等
 

(
１
)
 
総
合
入
院

体
制
加

算
１

の
施
設
基

準
（
(
１
)
、
(
６
)
か

ら
(
1
0
)
ま
で
、
(
1
2
)
か
ら
(
1
5)
ま
で
に
限

る
。
）

を
満
た
し

て
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
全
身
麻
酔

に
よ
る

手
術

件
数
が
年

8
0
0
件
以
上

で
あ
る

こ
と
。
な

お
、
併

せ
て
以

下
の

ア
か
ら
カ

ま
で
の

 
 
 
全

て
を
満

た
す

こ
と
が

望
ま
し
い

も
の
で

あ
り

、
少
な

く
と
も
４

つ
以
上

を
満
た

し
て

い
る
こ
と

。
手
術

等

 
 
 
の

定
義
に

つ
い
て

は
、

１
の
(
４
)
と
同
様

で
あ
る

。
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- 

に
よ
る
医

師
の
負

担
軽
減

 

(
ヘ
)
 
院
内
助
産

又
は
助

産
師

外
来
の
開

設
に
よ

る
医
師

の
負

担
軽
減

 

(
ト
)
 
看
護
補
助

者
の
配

置
に

よ
る
看
護

職
員
の

負
担
軽

減
 

 
 
 
 

オ
 
医

療
従

事
者
の

負
担
の
軽

減
及
び

処
遇

の
改
善

に
関
す
る

取
組
事

項
を
当

該
保

険
医
療
機

関
内
に

掲
示

す
る
等
の

方
法
で

公
開
す

る
こ

と
。

 

(
８
)
 
地
域
の
他

の
保
険

医
療

機
関
と
の

連
携
体

制
の
下

、
円

滑
に
退
院

患
者
の

受
入
れ

が
行

わ
れ
る
た

め
の
地

域
連
携
室

を
設
置

し
て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 
画
像
診
断

及
び
検

査
を

2
4
時
間
実
施
で
き

る
体
制

を
確

保
し
て
い

る
こ
と

。
 

(
1
0
)
 
薬
剤
師
が
、
夜
間

当
直

を
行
う
こ

と
に
よ

り
、
調

剤
を

2
4
時
間
実
施
で
き

る
体
制

を
確

保
し
て
い

る
こ

 

と
。

 

(
1
1
)
 
当
該
保
険
医
療
機

関
の

敷
地
内
に

お
け
る

禁
煙
の

取
扱

い
に
つ
い

て
、
次

の
基
準

を
満

た
し
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
当
該

保
険
医

療
機
関

の
敷

地
内
が
禁

煙
で
あ

る
こ
と

。
 

イ
 
敷
地

内
禁
煙

を
行
っ

て
い

る
旨
を
保

険
医
療

機
関
内

の
見

や
す
い
場

所
に
掲

示
し
て

い
る

こ
と
。

 

ウ
 
保
険

医
療
機

関
が
建

造
物

の
一
部
分

を
用
い

て
開
設

さ
れ

て
い
る
場

合
は
、

当
該
保

険
医

療
機
関
の

保

有
又
は
借

用
し
て

い
る
部

分
が

禁
煙
で
あ

る
こ
と

。
 

エ
 

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
、

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
、

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

精
神

病
棟

に
限

る
。
）
、

精
神
科

救
急
入

院
料

、
精
神
科

急
性
期

治
療
病

棟
入

院
料
、
精

神
科
救

急
・
合

併
症

入
院
料
、

精
神
療
養

病
棟
入

院
料
又

は
地

域
移
行
機

能
強
化

病
棟
入

院
料

を
算
定
し

て
い
る

病
棟
を

有
す

る
場
合
は

、

敷
地
内
に

喫
煙
所

を
設
け

て
も

差
し
支
え

な
い
。

 

オ
 
敷
地

内
に
喫

煙
所
を

設
け

る
場
合
は

、
喫
煙

場
所
か

ら
非

喫
煙
場
所

に
た
ば

こ
の
煙

が
流

れ
な
い
こ

と

を
必
須
と

し
、
さ

ら
に
、

適
切

な
受
動
喫

煙
防
止

措
置
を

講
ず

る
よ
う
努

め
る
こ

と
。
喫

煙
可

能
区
域
を

設
定
し
た

場
合
に

お
い
て

は
、

禁
煙
区
域

と
喫
煙

可
能
区

域
を

明
確
に
表

示
し
、

周
知
を

図
り

、
理
解
と

協
力
を
求

め
る
と

と
も
に

、
喫

煙
可
能
区

域
に
未

成
年
者

や
妊

婦
が
立
ち

入
る
こ

と
が
な

い
よ

う
に
、
措

置
を
講
ず

る
。
例

え
ば
、

喫
煙

可
能
区
域

に
お
い

て
、
た

ば
こ

の
煙
へ
の

曝
露
が

あ
り
得

る
こ

と
を
注
意

喚
起
す
る

ポ
ス
タ

ー
等
を

掲
示

す
る
等
の

措
置
を

行
う
こ

と
。

 

(
1
2
)
 
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当

す
る
こ
と

。
 

ア
 
区
分

番
号
「

Ａ
１

０
１
」

療
養
病
棟

入
院
基

本
料

又
は
区

分
番
号
「

Ａ
３
０

８
－

３
」
地

域
包
括
ケ

ア

病
棟
入
院

料
（
地

域
包

括
ケ
ア

入
院
医
療

管
理
料

を
含

む
。
）

の
届
出
を

行
っ
て

い
な

い
保
険

医
療
機
関

で
あ
る
こ

と
。

 

 
 
 
 

イ
 
当

該
保

険
医
療

機
関
と
同

一
建
物

内
に

特
別
養

護
老
人
ホ

ー
ム
、

介
護
老

人
保

健
施
設
、

介
護
医

療
院

又
は
介
護

療
養
型

医
療
施

設
を

設
置
し
て

い
な
い

こ
と
。

た
だ

し
、
平
成

3
0
年
３

月
3
1
日
時
点
で
総
合

入
院
体
制

加
算
に

係
る

届
出
を

行
っ
て
い

る
保
険

医
療

機
関
で

あ
っ
て
、

当
該
施

設
（

介
護
医

療
院
を
除

く
。
）
を

設
置
し

て
い

る
保
険

医
療
機
関

に
つ
い

て
は

、
当
該

時
点
で
設

置
し
て

い
る

当
該
施

設
（
介
護

医
療
院
を

除
く
。

）
を
維

持
す

る
こ
と
が

で
き
る

。
 

(
1
3
)
 
総
合
入
院
体
制
加

算
を

算
定
す
る

も
の
と

し
て
届

け
出

た
病
床
に

、
直
近

３
月
に

お
い

て
入
院
し

て
い
る

全
て

の
患

者
の

状
態

を
、

別
添

６
の

別
紙

７
の

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅰ
又

は
Ⅱ

に
係

る
評

価
票

を
用

い
て

継
続

的
に

測
定

し
、

そ
の

結
果

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

も
の

と
し

て
届

け
出

た
病

床
に

入
院

し
て

い
る

患
者

全
体

（
延

べ
患

者
数

）
に

占
め

る
基

準
を

満
た

す
患

者
（

別
添

６
の

別
紙

７
に

よ
る

評
価

の
結

果
、

下
記

別
表

１
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
患

者
を

い
う

。
以

下
「

基
準

を
満

た
す

患
者

」
と

い
う

。
）

の
割

合
が

別
表

２
の

と
お

り
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
産

科
患

者
、

1
5

歳
未

満
の

小
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ア
 
人
工

心
肺
を

用
い
た

手
術

 
4
0
件
／
年
以
上

 

イ
 
悪
性

腫
瘍
手

術
 
4
0
0
件
／
年
以
上

 

ウ
 
腹
腔

鏡
下
手

術
 
1
0
0
件
／
年
以
上

 

エ
 
放
射

線
治
療

（
体
外

照
射

法
）
4
0
0
0
件
／
年
以
上

 

オ
 
化
学

療
法
 
1
0
0
0
件
／
年

以
上

 

カ
 
分
娩

件
数
 
1
0
0
件
／
年

以
上

 

(
３
)
 
救
急
用
の

自
動
車

（
消

防
法
（
昭

和
2
3
年
法
律
第

1
8
6
号
）
及
び
消

防
法
施

行
令
（

昭
和

3
6
年
政
令
第

3
7

号
）

に
規

定
す

る
市

町
村

又
は

都
道

府
県

の
救

急
業

務
を

行
う

た
め

の
救

急
隊

の
救

急
自

動
車

並
び
に

道
路
交
通

法
（
昭

和
3
5
年
法
律
第

1
0
5
号
）
及
び
道
路

交
通

法
施
行
令

（
昭
和

3
5
年
政
令

第
2
7
0
号
）
に

規
定
す
る

緊
急
自

動
車
（

傷
病

者
の
緊
急

搬
送
に

用
い
る

も
の

に
限
る
。

）
を
い

う
。
）

又
は

救
急
医
療

用

ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を

用
い
た

救
急

医
療
の
確

保
に
関

す
る
特

別
措

置
法
（
平

成
1
9
年
法

律
第

1
0
3
号
）
第
２

条
に
規
定

す
る
救

急
医
療

用
ヘ

リ
コ
プ
タ

ー
に
よ

る
搬
送

件
数

が
、
年
間

で
2
0
0
0
件
以
上
で
あ
る
こ
と

。
 

 
(
４
)
 
2
4
時
間
の
救
急
医
療

提
供
と
し

て
、
以

下
の
い

ず
れ

か
を
満
た

し
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
「
救

急
医
療

対
策
事

業
実

施
要
綱
」

に
定
め

る
第
２

「
入

院
を
要
す

る
（
第

二
次
）

救
急

医
療
体
制

」
、

第
３
「
救

命
救
急

セ
ン
タ

ー
」

、
第
４
「

高
度
救

命
救
急

セ
ン

タ
ー
」
又

は
「
疾

病
・
事

業
及

び
在
宅
医

療
に
係
る

医
療
提

供
体
制

に
つ

い
て
」
（

平
成

2
9

年
３
月

3
1

日
医
政
地
発

0
3
3
1

第
３
号
）
の
別
紙

「
疾
病
・

事
業
及

び
在
宅

医
療

に
係
る
医

療
体
制

の
構
築

に
係

る
指
針
」

に
規
定

す
る
「

周
産

期
医
療
の

体
制
構
築

に
係
る

指
針
」

（
以

下
「
周
産

期
医
療

の
体
制

構
築

に
係
る
指

針
」
と

い
う
。

）
に

よ
る
総
合

周
産
期
母

子
医
療

セ
ン
タ

ー
を

設
置
し
て

い
る
保

険
医
療

機
関

 

イ
 
ア
と

同
様
に

2
4
時
間
の

救
急
患
者

を
受
け

入
れ
て

い
る

保
険
医
療

機
関

 

(
５
)
 
内
科
、
精

神
科
、

小
児

科
、
外
科

、
整
形

外
科
、

脳
神

経
外
科
及

び
産
科

又
は
産

婦
人

科
を
標
榜

し
、
当

該
診
療
科

に
係
る

入
院
医

療
を

提
供
し
て

い
る
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
こ

と
。
た

だ
し
、

精
神

科
に
つ
い

て

は
、

2
4

時
間

対
応

で
き

る
体

制
（

自
院

又
は

他
院

の
精

神
科

医
が

、
速

や
か

に
診

療
に

対
応

で
き

る
体
制

を
含
む
。

）
が
あ

れ
ば
、

必
ず

し
も
標
榜

し
、
入

院
医
療

を
行

う
体
制
を

必
要
と

し
な
い

も
の

で
あ
る
が

、

こ
の
場
合

で
あ
っ

て
も
、

以
下

の
い
ず
れ

も
満
た

す
も
の

で
あ

る
こ
と
。

 

ア
 
区
分

番
号
「

Ａ
２
３

０
－

４
」
精
神

科
リ
エ

ゾ
ン
チ

ー
ム

加
算
又
は

区
分
番

号
「
Ａ

２
４

７
」
認
知

症

ケ
ア
加
算

１
の
届

出
を
行

っ
て

い
る
こ
と

。
 

イ
 
区
分

番
号
「

Ａ
２
４

８
」

精
神
疾
患

診
療
体

制
加
算

２
の

算
定
件
数

又
は
救

急
患
者

の
入

院
３
日
以

内
 

に
お
け
る

区
分
番

号
「
Ｉ

０
０

１
」
入
院

精
神
療

法
若
し

く
は

区
分
番
号

「
Ａ
３

０
０
」

救
命

救
急
入
院

 

料
の
注
２

に
規
定

す
る
加

算
の

算
定
件
数

が
合
計

で
年
間

2
0
件
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

３
 
総
合

入
院
体

制
加
算

３
に

関
す
る
施

設
基
準

等
 

(
１
)
 
総
合
入
院

体
制
加

算
１

の
施
設
基

準
（
(
１
)
、
(
６
)
か

ら
(
1
0
)
ま
で
、
（
1
2
）
の
イ
、

（
1
3
）
及
び
(
1
4
)

に
限
る
。

）
を
満

た
し
て

い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
総
合
入
院

体
制
加

算
２

の
施
設
基

準
（
(
４
)
に
限

る
。

）
を
満
た

し
て
い

る
こ
と

。
 

(
３
)
 
内
科
、
精

神
科
、

小
児

科
、
外
科

、
整
形

外
科
、

脳
神

経
外
科
及

び
産
科

又
は
産

婦
人

科
を
標
榜

し
、
当

該
診
療
科

に
係
る

入
院
医

療
を

提
供
し
て

い
る
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
こ

と
。
た

だ
し
、

精
神

科
に
つ
い

て

は
、

2
4

時
間

対
応

で
き

る
体

制
（

自
院

又
は

他
院

の
精

神
科

医
が

、
速

や
か

に
診

療
に

対
応

で
き

る
体
制

も
含
む
。

）
が
あ

れ
ば
、

必
ず

し
も
標
榜

し
、
入

院
医
療

を
行

う
体
制
を

必
要
と

し
な
い

も
の

で
あ
る
が

、

以
下
の
い

ず
れ
か

を
満
た

す
も

の
で
あ
る

こ
と
。

 

ア
 
区
分

番
号
「

Ａ
２
３

０
－

４
」
精
神

科
リ
エ

ゾ
ン
チ

ー
ム

加
算
又
は

区
分
番

号
「
Ａ

２
４

７
」
認
知

症
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- 

く
。
）
の

う
ち
、

単
独
で

若
し

く
は
歯
科

医
師
法
第

1
6

条
の

２
第
１
項

に
規
定

す
る
臨

床
研

修
に
関
す

る
省
令
第

３
条
第

１
号
に

規
定

す
る
研
修

協
力
施

設
と
共

同
し

て
臨
床
研

修
を
行

う
病
院

を
い

う
。
以
下

同
じ
。
）

若
し
く

は
管
理

型
相

当
大
学
病

院
（
歯

科
医
師

法
第

1
6

条
の
２
第
１
項
に

規
定

す
る
歯
学

若

し
く

は
医

学
を

履
修

す
る

課
程

を
置

く
大

学
に

附
属

す
る

病
院

（
歯

科
医

業
を

行
わ

な
い

も
の

を
除

く
。
）
の

う
ち
、

他
の
施

設
と

共
同
し
て

臨
床
研

修
を
行

う
病

院
（
単
独

型
相
当

大
学
病

院
を

除
く
。
）

で
あ
っ
て

、
当
該

臨
床
研

修
の

管
理
を
行

う
も
の

を
い
う

。
以

下
同
じ
。

）
で
あ

る
こ
と

。
 

オ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

の
職

員
を
対
象

と
し
た

保
険
診

療
に

関
す
る
講

習
（
当

該
保
険

医
療

機
関
が
自

ら

行
う
も
の

を
指
し

、
当
該

保
険

医
療
機
関

以
外
の

も
の
に

よ
り

実
施
さ
れ

る
場
合

を
除
く

。
）

が
年
２
回

以
上
実
施

さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
協
力
型
の

施
設
基

準
 

ア
 
協
力

型
臨
床

研
修
施

設
（

歯
科
医
師

法
第

1
6

条
の
２
第

１
項
に
規

定
す
る

臨
床
研

修
に

関
す
る
省

令

第
３
条
第

３
号
に

規
定
す

る
協

力
型
臨
床

研
修
施

設
を
い

う
。

）
又
は
協

力
型
相

当
大
学

病
院

（
歯
科
医

師
法
第

1
6

条
の
２
第
１

項
に

規
定
す
る

歯
学
若

し
く
は

医
学

を
履
修
す

る
課
程

を
置
く

大
学

に
附
属
す

る
病
院
（

歯
科
医

業
を
行

わ
な

い
も
の
を

除
く
。

）
の
う

ち
、

他
の
施
設

と
共
同

し
て
臨

床
研

修
を
行
う

病
院
（
単

独
型
相

当
大
学

病
院

及
び
管
理

型
相
当

大
学
病

院
を

除
く
。
）

で
あ
っ

て
、
２

の
(
１
)
の
ア
か

ら
ウ
ま
で

を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。

 

イ
 
研
修

歯
科
医

が
単
独

型
臨

床
研
修
施

設
若
し

く
は
管

理
型

臨
床
研
修

施
設
又

は
単
独

型
相

当
大
学
病

院

若
し
く
は

管
理
型

相
当
大

学
病

院
に
お
い

て
実
施

さ
れ
る

保
険

診
療
に
関

す
る
講

習
を
受

け
て

い
る
こ
と

。
 

３
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

臨
床
研
修

病
院
入

院
診

療
加
算

の
施
設
基

準
に
係

る
取

扱
い
に

つ
い
て
は

、
当
該

基
準

を
満
た

し
て
い
れ

ば
よ

く
、
特
に

地
方
厚

生
（
支

）
局

長
に
対
し

て
、
届

出
を
行

う
必

要
は
な
い

こ
と
。

 

 

第
２
の
２

 
救
急

医
療
管

理
加

算
 

１
 
救
急

医
療
管

理
加
算

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
休
日
又
は

夜
間
に

お
け

る
救
急
医

療
の
確

保
の
た

め
に

診
療
を
行

っ
て
い

る
と
認

め
ら

れ
る
次
に

掲
げ
る

保
険
医
療

機
関
で

あ
っ
て

、
医

療
法
第

3
0

条
の
４
の
規

定
に

基
づ
き
都

道
府
県

が
作
成

す
る

医
療
計
画

に

記
載
さ
れ

て
い
る

救
急
医

療
機

関
で
あ
る

こ
と
若

し
く
は

都
道

府
県
知
事

又
は
指

定
都
市

市
長

の
指
定
す

る

精
神
科
救

急
医
療

施
設
で

あ
る

こ
と
。

 

ア
 
地
域

医
療
支

援
病
院

（
医

療
法
第
４

条
第
１

項
に
規

定
す

る
地
域
医

療
支
援

病
院
）

 

イ
 
救
急

病
院
等

を
定
め

る
省

令
に
基
づ

き
認
定

さ
れ
た

救
急

病
院
又
は

救
急
診

療
所

 

ウ
 
「
救

急
医
療

対
策
の

整
備

事
業
に
つ

い
て
」

に
規
定

さ
れ

た
病
院
群

輪
番
制

病
院
、

病
院

群
輪
番
制

に

参
加
し
て

い
る
有

床
診
療

所
又

は
共
同
利

用
型
病

院
 

 
な
お
、

精
神
科

救
急
医

療
施

設
の
運
営

に
つ
い

て
は
、

「
精

神
科
救
急

医
療
体

制
整
備

事
業

の
実
施
に

つ

い
て
」
（

平
成

2
0
年
５
月

2
6
日
障
発
第

0
5
2
6
0
0
1
号
）
に
従
い
実
施
さ

れ
た
い

。
 

(
２
)
 
第
二
次
救

急
医
療

施
設

と
し
て
必

要
な
診

療
機
能

及
び

専
用
病
床

を
確
保

す
る
と

と
も

に
、
診
療

体
制
と

し
て
通
常

の
当
直

体
制
の

ほ
か

に
重
症
救

急
患
者

の
受
入

れ
に

対
応
で
き

る
医
師

等
を
始

め
と

す
る
医
療

従

事
者
を
確

保
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
夜
間
又
は

休
日
に

お
い

て
入
院
治

療
を
必

要
と
す

る
重

症
患
者
に

対
し
て

救
急
医

療
を

提
供
す
る

日
を
地

域
の
行
政

部
門
、

医
師
会

等
の

医
療
関
係

者
及
び

救
急
搬

送
機

関
等
に
あ

ら
か
じ

め
周
知

し
て

い
る
こ
と

。
 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項
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を
書
面
に

ま
と
め

た
も
の

を
提

出
す
る
こ

と
。
な

お
、
当

該
書

面
は
届
出

を
行
う

保
険
医

療
機

関
が
作
成

し

た
も
の
で

も
差
し

支
え
な

い
。

 

 

第
２
 
臨

床
研
修

病
院
入

院
診

療
加
算

 

１
 
臨
床

研
修
病

院
入
院

診
療

加
算
に
関

す
る
施

設
基
準

（
歯

科
診
療
以

外
の
診

療
に
係

る
も

の
に
限
る

。
）

 

(
１
)
 
基
幹
型
の

施
設
基

準
 

ア
 
指
導

医
は
臨

床
経
験

を
７

年
以
上
有

す
る
医

師
で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 
研
修

医
2
.
5
人
に
つ
き
、

指
導
医
１

人
以
上

で
あ
る

こ
と

。
 

ウ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

の
医

師
の
数
は

、
医
療

法
に
定

め
る

標
準
を
満

た
し
て

い
る
こ

と
。

 

エ
 
加
算

の
対
象

と
な
る

保
険

医
療
機
関

は
、
臨

床
研
修

病
院

で
あ
っ
て

研
修
管

理
委
員

会
が

設
置
さ
れ

て

い
る

基
幹

型
臨

床
研

修
病

院
（

医
師

法
第

1
6

条
の

２
第

１
項

に
規

定
す

る
臨

床
研

修
に

関
す

る
省

令

（
平

成
1
4

年
厚

生
労

働
省

令
第

1
5
8

号
）

第
３

条
第

１
号

に
規

定
す

る
基

幹
型

臨
床

研
修

病
院

を
い

う
。
）
又

は
基
幹

型
相
当

大
学

病
院
（
医

師
法
第

1
6

条
の
２

第
１
項
に

規
定
す

る
医
学

を
履

修
す
る
課

程
を
置
く

大
学
に

付
属
す

る
病

院
の
う
ち

、
他
の

病
院
又

は
診

療
所
と
共

同
し
て

臨
床
研

修
を

行
う
病
院

で
あ
っ
て

、
当
該

臨
床
研

修
の

管
理
を
行

う
も
の

を
い
う

。
以

下
同
じ
。

）
で
あ

る
こ
と

。
 

オ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

の
全

職
種
の
職

員
を
対

象
と
し

た
保

険
診
療
に

関
す
る

講
習
（

当
該

保
険
医
療

機

関
が
自
ら

行
う
も

の
を
指

し
、

当
該
保
険

医
療
機

関
以
外

の
も

の
に
よ
り

実
施
さ

れ
る
場

合
を

除
く
。
）

が
年
２
回

以
上
実

施
さ
れ

て
い

る
こ
と
。

 

カ
 
研
修

医
数
は

、
病
床

数
を

1
0
で
除
し

た
数
又

は
年
間

の
入
院
患

者
数

を
1
0
0
で
除
し

て
得
た
数

を
超

え
な
い
も

の
で
あ

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
協
力
型
の

施
設
基

準
 

ア
 
協
力

型
臨
床

研
修
病

院
（

医
師
法
第

1
6

条
の
２
第

１
項

に
規
定
す

る
臨
床

研
修
に

関
す

る
省
令
第

３

条
第
２
号

に
規
定

す
る
協

力
型

臨
床
研
修

病
院
を

い
う
。

）
又

は
協
力
型

相
当
大

学
病
院

（
医

師
法
第

1

6
条
の
２
第
１
項

に
規
定

す
る

医
学
を
履

修
す
る

課
程
を

置
く

大
学
に
付

属
す
る

病
院
の

う
ち

、
他
の
病

院
と
共
同

し
て
臨

床
研
修

を
行

う
病
院
（

基
幹
型

相
当
大

学
病

院
を
除
く

。
）
を

い
う
。

）
で

あ
っ
て
、

１
の
(
１
)
の
ア
か

ら
ウ
ま

で
及

び
カ
を
満

た
し
て

い
る
こ

と
。

 

イ
 
研
修

医
が
基

幹
型
臨

床
研

修
病
院
又

は
基
幹

型
相
当

大
学

病
院
に
お

い
て
実

施
さ
れ

る
保

険
診
療
に

関

す
る
講
習

を
受
け

て
い
る

こ
と

。
 

２
 
臨
床

研
修
病

院
入
院

診
療

加
算
に
関

す
る
施

設
基
準

（
歯

科
診
療
に

係
る
も

の
に
限

る
。

）
 

(
１
)
 
単
独
型
又

は
管
理

型
の

施
設
基
準

 

ア
 
指
導

歯
科
医

は
歯
科

医
師

法
第

1
6

条
の
２
第
１
項

に
規

定
す
る
臨

床
研
修

に
関
す

る
省

令
に
基
づ

く

指
導
歯
科

医
の
資

格
要
件

を
満

た
す
歯
科

医
師
で

あ
る
こ

と
。

 

イ
 
研
修

歯
科
医

２
人
に

つ
き

、
指
導
歯

科
医
１

人
以
上

で
あ

る
こ
と
。

 

ウ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

の
歯

科
医
師
の

数
は
、

医
療
法

に
定

め
る
標
準

を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。

 

エ
 
加
算

の
対
象

と
な
る

病
院

で
あ
る
保

険
医
療

機
関
は

、
臨

床
研
修
施

設
で
あ

っ
て
研

修
管

理
委
員
会

が

設
置
さ
れ

て
い
る

単
独
型

臨
床

研
修
施
設

（
歯
科

医
師
法
第

1
6

条
の
２
第
１
項

に
規
定

す
る

臨
床
研
修

に
関
す
る

省
令
（

平
成

1
7
年

厚
生
労
働

省
令

第
1
0
3
号
）
第

３
条
第
１

号
に
規

定
す
る

単
独

型
臨
床
研

修
施
設
を

い
う
。

）
若
し

く
は

管
理
型
臨

床
研
修

施
設
（

同
条

第
２
号
に

規
定
す

る
管
理

型
臨

床
研
修
施

設
を
い
う

。
）
又

は
単
独

型
相

当
大
学
病

院
（
歯

科
医
師

法
第

1
6

条
の
２
第
１
項
に

規
定

す
る
歯
学

若

し
く

は
医

学
を

履
修

す
る

課
程

を
置

く
大

学
に

附
属

す
る

病
院

（
歯

科
医

業
を

行
わ

な
い

も
の

を
除

（ ）（ ） 743742

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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ン
」

（
平

成
2
9

年
５

月
厚

生
労

働
省

）
（

以
下

、
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

と
い

う
。

）
に

準
拠

し
た

体
制

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

診
療

録
管

理
部

門
又

は
診

療
記

録
管

理
委

員
会

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

診
療

記
録

の
保

管
・

管
理

の
た

め
の

規
定

が
明

文
化

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

年
間

の
退

院
患

者
数

2
,
0
0
0
名

ご
と

に
１

名
以

上
の

専
任

の
常

勤
診

療
記

録
管

理
者

が
配

置
さ

れ
て

お
り

、

う
ち

１
名

以
上

が
専

従
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

診
療

記
録

管
理

者
は

、
診

療
情

報
の

管
理

、
入

院
患

者
に

つ

い
て

の
疾

病
統

計
（

Ｉ
Ｃ

Ｄ
1
0

に
よ

る
疾

病
分

類
等

）
を

行
う

も
の

で
あ

り
、

診
療

報
酬

の
請

求
事

務

（
Ｄ

Ｐ
Ｃ

の
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
に

係
る

業
務

を
除

く
。

）
、

窓
口

の
受

付
業

務
、

医
療

機
関

の
経

営
・

運
営

の

た
め

の
デ

ー
タ

収
集

業
務

、
看

護
業

務
の

補
助

及
び

物
品

運
搬

業
務

等
に

つ
い

て
は

診
療

記
録

管
理

者
の

業

務
と

し
な

い
。

な
お

、
当

該
専

従
の

診
療

記
録

管
理

者
は

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

に
係

る
医

師
事

務

作
業

補
助

者
を

兼
ね

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

(
６

)
 

入
院

患
者

に
つ

い
て

の
疾

病
統

計
に

は
、

Ｉ
Ｃ

Ｄ
（

国
際

疾
病

分
類

）
上

の
規

定
に

基
づ

き
、

４
桁

又
は

５
桁

の
細

分
類

項
目

に
沿

っ
て

疾
病

分
類

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

以
下

に
掲

げ
る

項
目

を
全

て
含

む
電

子
的

な
一

覧
表

を
有

し
、

保
管

・
管

理
さ

れ
た

診
療

記
録

が
、

任
意

の
条

件
及

び
コ

ー
ド

に
基

づ
い

て
速

や
か

に
検

索
・

抽
出

で
き

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

つ

い
て

は
、

各
退

院
患

者
の

退
院

時
要

約
が

作
成

さ
れ

た
後

、
速

や
か

に
更

新
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

当

該
一

覧
表

及
び

診
療

記
録

に
係

る
患

者
の

個
人

情
報

の
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

「
医

療
・

介
護

関
係

事
業

者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
扱

い
の

た
め

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

」
（

平
成

2
9
年

４
月

1
4
日

（
個

人
情

報
保

護
委

員
会

、
厚

生
労

働
省

）
）

「
以

下
「

医
療

・
介

護
関

係
事

業
者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
扱

い

の
た

め
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
」

と
い

う
。

」
に

基
づ

く
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

退
院

患
者

の
氏

名
、

生
年

月
日

、
年

齢
、

性
別

、
住

所
（

郵
便

番
号

を
含

む
。

）
 

イ
 

入
院

日
、

退
院

日
 

ウ
 

担
当

医
、

担
当

診
療

科
 

エ
 

Ｉ
Ｃ

Ｄ
（

国
際

疾
病

分
類

）
コ

ー
ド

に
よ

っ
て

分
類

さ
れ

た
疾

患
名

 

オ
 

手
術

コ
ー

ド
（

医
科

点
数

表
の

区
分

番
号

）
に

よ
っ

て
分

類
さ

れ
た

当
該

入
院

中
に

実
施

さ
れ

た
手

術
 

(
８

)
 

全
診

療
科

に
お

い
て

退
院

時
要

約
が

全
患

者
に

つ
い

て
作

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

前
月

に
退

院
し

た
患

者
の

う
ち

、
退

院
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
1
4

日
以

内
に

退
院

時
要

約
が

作
成

さ
れ

て
中

央
病

歴
管

理
室

に
提

出
さ

れ
た

者
の

割
合

が
毎

月
９

割
以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

退
院

時
要

約
に

つ
い

て
は

、
全

患

者
に

つ
い

て
退

院
後

3
0
日

以
内

に
作

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

(
９

)
 

患
者

に
対

し
診

療
情

報
の

提
供

が
現

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
こ

の
場

合
、

「
診

療
情

報
の

提
供

等
に

関
す

る
指

針
の

策
定

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
5
年

９
月

1
2
日

医
政

発
第

0
9
1
2
0
01

号
）

を
参

考
に

す
る

こ
と

。
 

２
 

診
療

録
管

理
体

制
加

算
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

１
の

(
１

)
か

ら
(
４

)
ま

で
及

び
(
９

)
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

１
名

以
上

の
専

任
の

診
療

記
録

管
理

者
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

入
院

患
者

に
つ

い
て

の
疾

病
統

計
に

は
、

Ｉ
Ｃ

Ｄ
大

分
類

程
度

以
上

の
疾

病
分

類
が

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

保
管

・
管

理
さ

れ
た

診
療

記
録

が
疾

病
別

に
検

索
・

抽
出

で
き

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

全
診

療
科

に
お

い
て

退
院

時
要

約
が

全
患

者
に

つ
い

て
作

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
３

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
診

療
録

管
理

体
制

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

1
7
を

用
い

る
こ

と
。
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救
急
医
療

管
理
加

算
の
施

設
基

準
に
係
る

届
出
は

、
別
添

７
－

２
を
用
い

る
こ
と

。
 

 

第
３
 
超

急
性
期

脳
卒
中

加
算

 

 
１
 
超

急
性
期

脳
卒
中

加
算

に
関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

専
ら
脳

卒
中
の

診
断

及
び
治
療

を
担
当

す
る
常

勤
の

医
師
（
専

ら
脳
卒

中
の
診
断

及
び
治

療
を
担

当
し

た
経
験
を

1
0

年
以
上
有

す
る

も
の
に
限

る
。
）

が
１
名

以
上

配
置
さ
れ

て

お
り
、
日

本
脳
卒

中
学
会

等
の

関
係
学
会

が
行
う

脳
梗
塞

ｔ
－

Ｐ
Ａ
適
正

使
用
に

係
る
講

習
会

を
受
講
し

て

い
る
こ
と

。
 

(
２
)
 
脳
外
科
的

処
置
が

迅
速

に
行
え
る

体
制
が

整
備
さ

れ
て

い
る
こ
と

。
 

(
３
)
 
脳
卒
中
治

療
を

行
う
に

ふ
さ
わ
し

い
専
用

の
治

療
室
を

有
し
て
い

る
こ
と

。
た
だ

し
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
や

Ｓ
Ｃ
Ｕ

と
兼
用
で

あ
っ
て

も
構
わ

な
い

も
の
と
す

る
。

 

(
４
)
 
当
該
管
理

を
行
う

た
め

に
必
要
な

次
に
掲

げ
る
装

置
及

び
器
具
を

当
該
治

療
室
内

に
常

時
備
え
て

い
る
こ

と
。
た
だ

し
、
こ

れ
ら
の

装
置

及
び
器
具

を
他
の

治
療
室

と
共

有
し
て
い

て
も
緊

急
の
事

態
に

十
分
対
応

で

き
る
場
合

に
お
い

て
は
、

こ
の

限
り
で
は

な
い
。

 

ア
 
救
急

蘇
生
装

置
（
気

管
内

挿
管
セ
ッ

ト
、
人

工
呼
吸

装
置

等
）

 

イ
 
除
細

動
器

 

ウ
 
心
電

計
 

エ
 
呼
吸

循
環
監

視
装
置

 

(
５
)
 
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

断
層

撮
影
、
磁

気
共
鳴

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
断
層

撮
影
等

の
必
要

な
脳

画
像
撮
影

及
び
診

断
、
一
般

血
液
検

査
及
び

凝
固

学
的
検
査

並
び
に

心
電
図

検
査

が
常
時
行

え
る
体

制
で
あ

る
こ

と
。

 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

 
 
超
急
性
期

脳
卒
中

加
算
の

施
設
基
準

に
係
る

届
出
は

、
別

添
７
の
様

式
1
5
を
用
い
る
こ

と
。

 

 第
３
の
２

 
妊
産

婦
緊
急

搬
送

入
院
加
算

 

１
 
妊
産

婦
緊
急

搬
送
入

院
加

算
の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
産
科
又
は

産
婦
人

科
を

標
榜
し
て

い
る
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
妊
産
婦
で

あ
る
患

者
の

受
診
時
に

、
緊
急

の
分
娩

に
つ

い
て
十
分

な
経
験

を
有
す

る
専

ら
産
科
又

は
産
婦

人
科
に
従

事
す
る

医
師
が

配
置

さ
れ
て
お

り
、
そ

の
他
緊

急
の

分
娩
に
対

応
で
き

る
十
分

な
体

制
が
と
ら

れ

て
い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
妊
産
婦
で

あ
る
患

者
の

受
診
時
に

、
緊
急

に
使
用

可
能

な
分
娩
設

備
等
を

有
し
て

お
り

、
緊
急
の

分
娩
に

も
対
応
で

き
る
十

分
な
設

備
を

有
し
て
い

る
こ
と

。
 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

妊
産
婦
緊

急
搬
送

入
院

加
算
の

施
設
基
準

に
係
る

取
扱

い
に
つ

い
て
は
、

当
該
基

準
を

満
た
し

て
い
れ
ば

よ
く
、

特
に
地
方

厚
生
（

支
）
局

長
に

対
し
て
、

届
出
を

行
う
必

要
は

な
い
こ
と

。
 

 第
４
 
診

療
録
管

理
体
制

加
算

 

 
１
 
診

療
録
管

理
体
制

加
算

１
に
関
す

る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
診
療
記
録

（
過
去

５
年

間
の
診
療

録
及
び

過
去
３

年
間

の
手
術
記

録
、
看

護
記
録

等
）

の
全
て
が

保
管
・

管
理
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

(
２

)
 

中
央

病
歴

管
理

室
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ

（ ）（ ） 745744

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
２
)
 
(
１
)
の
ウ
の
計
画

に
基

づ
き
、
診

療
科
間

の
業
務

の
繁

閑
の
実
情

を
踏
ま

え
、
医

師
の

事
務
作
業

を
補
助

す
る

専
従

者
（

以
下

「
医

師
事

務
作

業
補

助
者

」
と

い
う

。
）

を
、

1
5

対
１

補
助

体
制

加
算

の
場

合
は
当

該
加
算
の

届
出
を

行
っ
た

病
床

数
（
以
下

こ
の
項

に
お
い

て
同

じ
。
）
1
5

床
ご
と
に

１
名
以

上
、
2
0

対
１

補
助
体
制

加
算
の

場
合

は
2
0
床
ご
と
に

１
名
以

上
、
2
5
対

１
補
助
体

制
加
算

の
場
合

は
2
5
床
ご
と
に

１

名
以
上
、
3
0
対
１

補
助
体

制
加

算
の
場
合

は
3
0
床
ご
と
に
１

名
以
上
、
4
0
対
１

補
助
体

制
加

算
の
場
合

は

4
0
床
ご
と
に
１

名
以
上

、
5
0
対
１
補
助

体
制
加

算
の
場

合
は

5
0
床
ご
と

に
１
名

以
上
、

7
5
対
１
補
助
体

制
加
算
の

場
合

は
7
5
床
ご
と

に
１
名
以

上
、
1
0
0
対
１
補

助
体
制
加
算

の
場
合

は
1
0
0
床

ご
と
に
１

名
以

上
配
置
し

て
い
る

こ
と
。

ま
た

、
当
該
医

師
事
務

作
業
補

助
者

は
、
雇
用

形
態
を

問
わ
な

い
（

派
遣
職
員

を

含
む
が
、

指
揮
命

令
権
が

当
該

保
険
医
療

機
関
に

な
い
請

負
方

式
な
ど
を

除
く
。

）
が
、

当
該

保
険
医
療

機

関
の
常
勤

職
員
（

週
４
日

以
上

常
態
と
し

て
勤
務

し
、
か

つ
所

定
労
働
時

間
が
週

3
2

時
間
以

上
で
あ
る

者

を
い
う
。

た
だ
し

、
正
職

員
と

し
て
勤
務

す
る
者

に
つ
い

て
、

育
児
・
介

護
休
業

法
第

2
3

条
第
１
項
、

同

条
第
３
項

又
は
同

法
第

2
4

条
の
規
定
に

よ
る
措

置
が
講

じ
ら

れ
、
当
該

労
働
者

の
所
定

労
働

時
間
が
短

縮

さ
れ
た
場

合
に
あ

っ
て
は

、
所

定
労
働
時

間
が
週

3
0

時
間
以

上
で
あ
る

こ
と
。

）
と
同

じ
勤

務
時
間
数

以

上
の
勤
務

を
行
う

職
員
で

あ
る

こ
と
。
な

お
、
当

該
職
員

は
、

医
師
事
務

作
業
補

助
に
専

従
す

る
職
員
の

常

勤
換
算
に

よ
る
場

合
で
あ

っ
て

も
差
し
支

え
な
い

。
た
だ

し
、

当
該
医
療

機
関
に

お
い
て

医
療

従
事
者
と

し

て
勤
務
し

て
い
る

看
護
職

員
を

医
師
事
務

作
業
補

助
者
と

し
て

配
置
す
る

こ
と
は

で
き
な

い
。

 

(
３
)
 
保
険
医
療

機
関
で

策
定

し
た
勤
務

医
負
担

軽
減
策

を
踏

ま
え
、
医

師
事
務

作
業
補

助
者

を
適
切
に

配
置
し

、

医
師
事
務

作
業
補

助
者
の

業
務

を
管
理
・

改
善
す

る
た
め

の
責

任
者
（
医

師
事
務

作
業
補

助
者

以
外
の
職

員

で
あ
っ
て

、
常
勤

の
者
に

限
る

。
）
を
置

く
こ
と

。
当
該

責
任

者
は
適
宜

勤
務
医

師
の
意

見
を

取
り
入
れ

、

医
師
事
務

作
業
補

助
者
の

配
置

状
況
や
業

務
内
容

等
に
つ

い
て

見
直
し
を

行
い
、

実
際
に

勤
務

医
の
事
務

作

業
の
軽
減

に
資
す

る
体
制

を
確

保
す
る
こ

と
に
努

め
る
こ

と
。

な
お
、
医

師
事
務

作
業
補

助
者

が
実
際
に

勤

務
す
る
場

所
に
つ

い
て
は

、
業

務
と
し
て

医
師
の

指
示
に

基
づ

く
医
師
の

事
務
作

業
補
助

を
行

う
限
り
問

わ

な
い
こ
と

か
ら
、

外
来
に

お
け

る
事
務
補

助
や
、

診
断
書

作
成

の
た
め
の

部
屋
等

に
お
け

る
勤

務
も
可
能

で

あ
る
こ
と

。
た
だ

し
、
医

師
事

務
作
業
補

助
体
制

加
算
１

を
算

定
す
る
場

合
は
、

医
師
事

務
作

業
補
助
者

の

延
べ
勤
務

時
間
数

の
８
割

以
上

の
時
間
に

お
い
て

、
医
師

事
務

作
業
補
助

の
業
務

が
病
棟

又
は

外
来
に
お

い

て
行
わ
れ

て
お
り

、
当
該

業
務

の
内
容
・

場
所
・

時
間
等

が
適

切
に
記
録

さ
れ
て

い
る
こ

と
。

な
お
、
医

師

の
指

示
に

基
づ

く
診

断
書

作
成

補
助

、
診

療
録

の
代

行
入

力
及

び
医

療
の

質
の

向
上

に
資

す
る

事
務

作
業

（
診
療
に

関
す
る

デ
ー
タ

整
理

、
院
内
が

ん
登
録

等
の
統

計
・

調
査
、
医

師
等
の

教
育
や

研
修

・
カ
ン
フ

ァ

レ
ン
ス
の

た
め
の

準
備
作

業
等

）
に
限
っ

て
は
、

当
該
保

険
医

療
機
関
内

に
お
け

る
実
施

の
場

所
を
問
わ

ず
、

病
棟
又
は

外
来
に

お
け
る

医
師

事
務
作
業

補
助
の

業
務
時

間
に

含
め
る
こ

と
が
で

き
る
。

 

(
４
)
 
当
該
責
任

者
は
、

医
師

事
務
作
業

補
助
者

を
新
た

に
配

置
し
て
か

ら
６
か

月
間
は

研
修

期
間
と
し

て
、
業

務
内

容
に

つ
い

て
必

要
な

研
修

を
行

う
こ

と
。

な
お

、
６

か
月

の
研

修
期

間
内

に
3
2

時
間

以
上

の
研

修

（
医
師
事

務
作
業

補
助
者

と
し

て
の
業
務

を
行
い

な
が
ら

の
職

場
内
研
修

を
含
む

。
）
を

実
施

す
る
も
の

と

し
、
当
該

医
師
事

務
作
業

補
助

者
に
は
実

際
に
医

師
の
負

担
軽

減
及
び
処

遇
の
改

善
に
資

す
る

業
務
を
行

わ

せ
る
も
の

で
あ
る

こ
と
。

研
修

の
内
容
に

つ
い
て

は
、
次

の
項

目
に
係
る

基
礎
知

識
を
習

得
す

る
こ
と
。

ま

た
、
職
場

内
研
修

を
行
う

場
合

に
は
、
そ

の
実
地

作
業
に

お
け

る
業
務
状

況
の
確

認
及
び

問
題

点
に
対
す

る

改
善
の
取

組
み
を

行
う
こ

と
。

 

ア
 
医
師

法
、
医

療
法
、

医
薬

品
、
医
療

機
器
等

の
品
質

、
有

効
性
及
び

安
全
性

の
確
保

等
に

関
す
る
法

律

（
昭
和

3
3
年

法
律
第

1
4
5
号

）
（
以
下

「
医
薬

品
医
療

機
器

等
法
」
と

い
う
。

）
、
健

康
保

険
法
等

の
関
連
法

規
の
概

要
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 第
４
の
２

 
医
師

事
務
作

業
補

助
体
制
加

算
 

１
 
通
則

 

(
１
)
 
医
師
の
負

担
の
軽

減
及

び
処
遇
の

改
善
に

資
す
る

体
制

と
し
て
、

次
の
体

制
を
整

備
し

て
い
る
こ

と
。
な

お
、
総
合

入
院
体

制
加
算

や
急

性
期
看
護

補
助
体

制
加
算

等
を

届
け
出
て

い
る
保

険
医
療

機
関

に
お
い
て

、

医
療
従
事

者
の
負

担
の
軽

減
及

び
処
遇
の

改
善
に

資
す
る

体
制

又
は
看
護

職
員
の

負
担
の

軽
減

及
び
処
遇

の

改
善
に
資

す
る
体

制
を
整

備
す

る
場
合
は

、
当
該

加
算
に

係
る

体
制
と
合

わ
せ
て

整
備
し

て
差

し
支
え
な

い
。

 

ア
 
当
該

保
険
医

療
機
関

内
に

、
医
師
の

負
担
の

軽
減
及

び
処

遇
の
改
善

に
関
し

、
当
該

保
険

医
療
機
関

に

勤
務
す
る

医
師
の

勤
務
状

況
を

把
握
し
、

そ
の
改

善
の
必

要
性

等
に
つ
い

て
提
言

す
る
た

め
の

責
任
者
を

配
置
す
る

こ
と
。

 

イ
 
特
別

の
関
係

に
あ
る

保
険

医
療
機
関

で
の
勤

務
時
間

も
含

め
て
、
医

師
の
勤

務
時
間

及
び

当
直
を
含

め

た
夜
間
の

勤
務
状

況
を
把

握
し

て
い
る
こ

と
。
そ

の
上
で

、
業

務
の
量
や

内
容
を

勘
案
し

、
特

定
の
個
人

に
業
務
負

担
が
集

中
し
な

い
よ

う
配
慮
し

た
勤
務

体
系
を

策
定

し
、
職
員

に
周
知

徹
底
し

て
い

る
こ
と
。

 

ウ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

内
に

、
多
職
種

か
ら
な

る
役
割

分
担

推
進
の
た

め
の
委

員
会
又

は
会

議
（
以
下

こ

の
項
に
お

い
て
「

委
員
会

等
」

と
い
う
。

）
を
設

置
し
、

「
医

師
の
負
担

の
軽
減

及
び
処

遇
の

改
善
に
資

す
る
計
画

」
を
作

成
す
る

こ
と

。
当
該
委

員
会
等

は
、
当

該
計

画
の
達
成

状
況
の

評
価
を

行
う

際
、
そ
の

他
適
宜
必

要
に
応

じ
て
開

催
し

て
い
る
こ

と
。
ま

た
、
当

該
委

員
会
等
に

お
い
て

、
当
該

保
険

医
療
機
関

の
管
理
者

が
年
１

回
以
上

出
席

す
る
こ
と

。
な
お

、
当
該

委
員

会
等
は
、

当
該
保

険
医
療

機
関

に
お
け
る

労
働
安
全

衛
生
法

（
昭
和

4
7
年
法
律
第

5
7
号
）
第

1
9
条

に
規
定
す

る
安
全

衛
生
委

員
会

等
、
既
存

の

委
員
会
を

活
用
す

る
こ
と

で
差

し
支
え
な

い
。

 

エ
 
ウ
の

計
画
は

、
現
状

の
勤

務
状
況
等

を
把
握

し
、
問

題
点

を
抽
出
し

た
上
で

、
具
体

的
な

取
組
み
内

容

と
目
標
達

成
年
次

等
を
含

め
た

医
師
の
負

担
の
軽

減
及
び

処
遇

の
改
善
に

資
す
る

計
画
と

す
る

こ
と
。
ま

た
、
当
該

計
画
を

職
員
に

対
し

て
周
知
徹

底
し
て

い
る
こ

と
。

 

オ
 
当
該

計
画
に

は
以
下

の
項

目
を
含
む

こ
と
。

 

医
師
と
医

療
関
係

職
種

、
医
療

関
係
職
種

と
事
務

職
員

等
に
お

け
る
役
割

分
担
の

具
体

的
内
容

（
例
え

ば
、
初
診

時
の
予

診
の

実
施
、

静
脈
採
血

等
の
実

施
、

入
院
の

説
明
の
実

施
、
検

査
手

順
の
説

明
の
実
施

、

服
薬
指
導

な
ど
）

に
つ

い
て
計

画
に
記
載

し
、
医

療
機

関
内
の

職
員
に
向

け
て
周

知
徹

底
す
る

と
と
も
に

、

ウ
に
規
定

す
る
委

員
会
等

で
取

組
状
況
を

定
期
的

に
評
価

し
、

見
直
し
を

行
う
こ

と
。

 

カ
 
当
該

計
画
に

は
、
医

師
の

勤
務
体
制

等
に
係

る
取
組

に
つ

い
て
、
次

に
掲
げ

る
項
目

の
う

ち
少
な
く

と

も
２
項
目

以
上
を

含
ん
で

い
る

こ
と
。

 

①
 
勤
務

計
画
上

、
連
続

当
直

を
行
わ
な

い
勤
務

体
制
の

実
施

 

②
 
前
日

の
終
業

時
刻

と
翌
日

の
始
業
時

刻
の
間

の
一

定
時
間

の
休
息
時

間
の
確

保
（

勤
務
間

イ
ン
タ
ー

バ
ル
）

 

③
 
予
定

手
術
前

日
の
当

直
や

夜
勤
に
対

す
る
配

慮
 

④
 
当
直

翌
日
の

業
務
内

容
に

対
す
る
配

慮
 

⑤
 
交
替

勤
務
制

・
複
数

主
治

医
制
の
実

施
 

⑥
 
育
児

・
介
護

休
業
法

第
2
3
条
第
１
項
、

同
条
第

３
項
又

は
同
法
第

2
4
条
の

規
定
に

よ
る
措
置
を

活

用
し
た
短

時
間
正

規
雇
用

医
師

の
活
用

 

 
 
 
 

キ
 
医

師
の

負
担
の

軽
減
及
び

処
遇
の

改
善

に
関
す

る
取
組
事

項
を
当

該
保
険

医
療

機
関
内
に

掲
示
す

る
等

の
方
法
で

公
開
す

る
こ
と

。
 

（ ）（ ） 745744

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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ア
 

「
救

急
医

療
対

策
事

業
実

施
要

綱
」

に
規

定
す

る
第

三
次

救
急

医
療

機
関

、
小

児
救

急
医

療
拠

点
病

院

又
は

「
周

産
期

医
療

の
体

制
構

築
に

係
る

指
針

」
に

規
定

す
る

総
合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

年
間

の
緊

急
入

院
患

者
数

が
8
0
0
名

以
上

の
実

績
を

有
す

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

2
0
対

１
、

2
5
対

１
、

3
0
対

１
及

び
4
0
対

１
補

助
体

制
加

算
の

施
設

基
準

 

 
 

 
次

の
い

ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

「
(
１

)
 

1
5
対

１
補

助
体

制
加

算
の

施
設

基
準

」
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

「
災

害
時

に
お

け
る

医
療

体
制

の
充

実
強

化
に

つ
い

て
」

（
平

成
2
4
年

３
月

2
1
日

医
政

発
0
3
2
1
第

２
号

）
に

規
定

す
る

災
害

拠
点

病
院

、
「

へ
き

地
保

健
医

療
対

策
事

業
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
3

年
５

月

1
6
日

 
医

政
発

第
5
2
9
号

）
に

規
定

す
る

へ
き

地
医

療
拠

点
病

院
又

は
地

域
医

療
支

援
病

院
の

指
定

を
受

け
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
別

表
第

六
の

二
に

掲
げ

る
地

域
に

所
在

す
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る

こ
と

。
エ

 
年

間
の

緊
急

入
院

患
者

数
が

2
0
0
名

以
上

又
は

全
身

麻
酔

に
よ

る
手

術
件

数
が

年
間

8
0
0
件

以
上

の
実

績
を

有
す

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

5
0
対

１
、

7
5
対

１
及

び
1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
の

施
設

基
準

 

次
の

い
ず

れ
か

の
要

件
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

「
(
１

)
 

1
5
対

１
補

助
体

制
加

算
の

施
設

基
準

」
又

は
「

(
２

)
 

2
0
対

１
、

2
5
対

１
、

3
0
対

１
及

び

4
0
対

１
補

助
体

制
加

算
の

施
設

基
準

」
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

年
間

の
緊

急
入

院
患

者
数

が
1
0
0
名

以
上

（
7
5
対

１
及

び
1
0
0
対

１
補

助
体

制
加

算
に

つ
い

て
は

5
0

名
以

上
）

の
実

績
を

有
す

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

緊
急

入
院

患
者

数
と

は
、

救
急

搬
送

（
特

別
の

関
係

に
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

よ
り

緊
急

入
院

し
た

患
者

数
及

び
当

該
保

険
医

療
機

関
を

受
診

し
た

次
に

掲
げ

る
状

態
の

患
者

で

あ
っ

て
、

医
師

が
診

察
等

の
結

果
、

緊
急

に
入

院
が

必
要

と
認

め
た

重
症

患
者

の
う

ち
、

緊
急

入
院

し
た

患

者
数

の
合

計
を

い
う

。
な

お
、

「
周

産
期

医
療

対
策

整
備

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
」

（
平

成
８

年
５

月
1
0

日
児

発
第

4
8
8
号

）
に

規
定

さ
れ

る
周

産
期

医
療

を
担

う
医

療
機

関
に

お
い

て
救

急
搬

送
と

な
っ

た
保

険
診

療
の

対
象

と
な

る
妊

産
婦

に
つ

い
て

は
、

母
体

数
と

胎
児

数
を

別
に

数
え

る
。

 

ア
 

吐
血

、
喀

血
又

は
重

篤
な

脱
水

で
全

身
状

態
不

良
の

状
態

 

イ
 

意
識

障
害

又
は

昏
睡

 

ウ
 

呼
吸

不
全

又
は

心
不

全
で

重
篤

な
状

態
 

エ
 

急
性

薬
物

中
毒

 

オ
 

シ
ョ

ッ
ク

 

カ
 

重
篤

な
代

謝
異

常
（

肝
不

全
、

腎
不

全
、

重
症

糖
尿

病
等

）
 

キ
 

広
範

囲
熱

傷
 

ク
 

外
傷

、
破

傷
風

等
で

重
篤

な
状

態
 

ケ
 

緊
急

手
術

を
必

要
と

す
る

状
態

 

コ
 

「
ア

」
か

ら
「

ケ
」

ま
で

に
準

ず
る

状
態

又
は

そ
の

他
の

重
症

な
状

態
で

あ
っ

て
、

医
師

が
診

察
等

の

結
果

、
緊

急
に

入
院

が
必

要
で

あ
る

と
認

め
た

重
症

患
者

 

３
 

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

２
の

施
設

基
準

 

そ
れ

ぞ
れ

の
配

置
区

分
ご

と
に

、
２

の
(
１

)
か

ら
(
４

)
ま

で
の

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。
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イ
 
個
人

情
報
の

保
護
に

関
す

る
事
項

 

ウ
 
当
該

医
療
機

関
で
提

供
さ

れ
る
一
般

的
な
医

療
内
容

及
び

各
配
置
部

門
に
お

け
る
医

療
内

容
や
用
語

等
 

エ
 
診
療

録
等
の

記
載
・

管
理

及
び
代
筆

、
代
行

入
力

 

オ
 
電
子

カ
ル
テ

シ
ス
テ

ム
（

オ
ー
ダ
リ

ン
グ
シ

ス
テ
ム

を
含

む
。
）

 

(
５
)
 
医
療
機
関

内
に
次

の
診

療
体
制
が

と
ら
れ

、
規
程

を
整

備
し
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
医
師

事
務
作

業
補
助

者
の

業
務
範
囲

に
つ
い

て
、
「

医
師

及
び
医
療

関
係
職

と
事
務

職
員

等
と
の
間

等

で
の
役
割

分
担
の

推
進
に

つ
い

て
」
（
平

成
1
9
年

1
2
月

28
日
医
政
発

第
1
2
2
8
0
01

号
）
に
あ
る
、

「
２
 
役

割
分
担

の
具
体

例
 

(
１
)
医
師
、
看
護

師
等
の

医
療

関
係
職
と

事
務
職

員
等
と

の
役

割
分
担
 

１
)
書
類
作
成

等
」
に

基
づ
く

院
内
規
程

を
定
め

て
お
り

、
個

別
の
業
務

内
容
を

文
書
で

整
備

し
て
い
る

こ
と
。

 

イ
 
診
療

記
録
（

診
療
録

並
び

に
手
術
記

録
、
看

護
記
録

等
）

の
記
載
に

つ
い
て

、
「
診

療
録

等
の
記
載

に

つ
い
て
」

（
昭
和

6
3
年
５
月

６
日
総
第

1
7
号
）
等

に
沿
っ

た
体
制
で

あ
り
、

当
該
体

制
に

つ
い
て
、

規

程
を
文
書

で
整
備

し
て
い

る
こ

と
。

 

ウ
 
個
人

情
報
保

護
に
つ

い
て

、
「
医
療

・
介
護

関
係
事

業
者

に
お
け
る

個
人
情

報
の
適

切
な

取
扱
い
の

た

め
の
ガ
イ

ダ
ン
ス

」
に
準

拠
し

た
体
制
で

あ
り
、

当
該
体

制
に

つ
い
て
、

規
程
を

文
書
で

整
備

し
て
い
る

こ
と
。

 

エ
 
電
子

カ
ル
テ

シ
ス
テ

ム
（

オ
ー
ダ
リ

ン
グ
シ

ス
テ
ム

を
含

む
。
）
に

つ
い
て

、
「
医

療
情

報
シ
ス
テ

ム

の
安
全
管

理
に
関

す
る
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン
」

等
に
準

拠
し
た

体
制

で
あ
り
、

当
該
体

制
に
つ

い
て

、
規
程
を

文
書
で
整

備
し
て

い
る
こ

と
。

特
に
、
「

成
り
す

ま
し
」

が
な

い
よ
う
、

電
子
カ

ル
テ
シ

ス
テ

ム
の
真
正

性
に
つ
い

て
十
分

留
意
し

て
い

る
こ
と
。

医
師
事

務
作
業

補
助

者
が
電
子

カ
ル
テ

シ
ス
テ

ム
に

入
力
す
る

場
合
は
代

行
入
力

機
能
を

使
用

し
、
代
行

入
力
機

能
を
有

し
な

い
シ
ス
テ

ム
の
場

合
は
、

業
務

範
囲
を
限

定
し
、
医

師
事
務

作
業
補

助
者

が
当
該
シ

ス
テ
ム

の
入
力

業
務

に
携
わ
ら

な
い
こ

と
。

 

２
 
医
師

事
務
作

業
補
助

体
制

加
算
１
の

施
設
基

準
 

医
師
事
務

作
業
補

助
者

の
延
べ

勤
務
時
間

数
の
８

割
以

上
の
時

間
に
お
い

て
、
医

師
事

務
作
業

補
助
の
業

務
が

病
棟
又
は

外
来
に

お
い

て
行
わ

れ
て
お
り

、
か
つ

、
そ

れ
ぞ
れ

の
配
置
区

分
ご
と

に
、
以

下
の

(
１
)
か
ら
(
４
)
ま

で
の
基
準

を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。

 

病
棟
及
び

外
来
の

定
義
に

つ
い

て
は
、
以

下
の
と

お
り
で

あ
る

こ
と
。

 

ア
 
病
棟

と
は
、

入
院
医

療
を

行
っ
て
い

る
区
域

を
い
い

、
ス

タ
ッ
フ
ル

ー
ム
や

会
議
室

等
を

含
む
。
た

だ
し
、

医
師

が
診

療
や

事
務

作
業

等
を

目
的

と
し

て
立

ち
入

る
こ

と
が

な
い

診
断

書
作

成
の

た
め

の
部

屋
及

び
医

事
課
等
の

事
務
室

や
医
局

に
勤

務
し
て
い

る
場
合

は
、
当

該
時

間
に
組
み

込
む
こ

と
は
で

き
な

い
。

 

イ
 
外
来

と
は
、

外
来
医

療
を

行
っ
て
い

る
区
域

を
い
い

、
ス

タ
ッ
フ
ル

ー
ム
や

会
議
室

等
を

含
む
。
た

だ
し
、

医
師

が
診

療
や

事
務

作
業

等
を

目
的

と
し

て
立

ち
入

る
こ

と
が

な
い

診
断

書
作

成
の

た
め

の
部

屋
及

び
医

事
課
等
の

事
務
室

や
医
局

に
勤

務
し
て
い

る
場
合

は
、
当

該
時

間
に
組
み

込
む
こ

と
は
で

き
な

い
。

 

た
だ
し
、

前
段
の

規
定

に
か
か

わ
ら
ず
、

医
師
の

指
示

に
基
づ

く
診
断
書

作
成
補

助
、

診
療
録

の
代
行
入

力

及
び
医
療

の
質
の

向
上
に

資
す

る
事
務
作

業
（
診

療
に
関

す
る

デ
ー
タ
整

理
、
院

内
が
ん

登
録

等
の
統
計

・
調

査
、
医
師

等
の
教

育
や
研

修
・

カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス

の
た
め

の
準

備
作
業
等

）
に
限

っ
て
は

、
当

該
保
険
医

療
機

関
内
に
お

け
る
実

施
の
場

所
を

問
わ
ず
、

病
棟
又

は
外
来

で
の

医
師
事
務

作
業
補

助
の
業

務
時

間
に
含
め

る
こ

と
が
で
き

る
。

 

(
１
)
 
1
5
対
１
補
助
体
制

加
算

の
施
設
基

準
 

 
 
 
次

の
い
ず

れ
か
の

要
件

を
満
た
し

て
い
る

こ
と
。

 

（ ）（ ） 747746

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
70

 
- 

Ａ
得
点
が

２
点
以

上
か
つ

Ｂ
得

点
が
３
点

以
上
の

患
者

 

 Ａ
得
点
が

３
点
以

上
の
患

者
 

Ｃ
得
点
が

１
点
以

上
の
患

者
 

 

 

(
５

)
 

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

の
記

入
に

つ
い

て
は

、
第

１
の

１
の

（
1

4
）
と
同
様
で

あ
る
こ

と
。

 

(
６
)
 
急
性
期
看

護
補
助

体
制

加
算
に
係

る
看
護

補
助
業

務
に

従
事
す
る

看
護
補

助
者
は

、
基

礎
知
識
を

習
得
で

き
る
内
容

を
含
む

院
内
研

修
を

年
１
回
以

上
受
講

し
た
者

で
あ

る
こ
と
。

な
お
、

院
内
研

修
の

内
容
に
つ

い

て
は
、
別

添
２
の

第
２
の

1
1
の
（
４
）

の
例
に

よ
る
。

 

(
７
)
 
 
当
該
病
棟
に
お

い
て
、

看
護
職
員

と
看
護

補
助

者
と
の

業
務
内
容

及
び
業

務
範
囲

に
つ

い
て
、
年

１
回
以

上
見
直
し

を
行
う

こ
と

。
ま
た

、
所
定
の

研
修
を

修
了

し
た
（

修
了
証
が

交
付
さ

れ
て

い
る
も

の
）
看
護

師

長
等
が
配

置
さ
れ

て
い

る
こ
と

が
望
ま
し

い
こ
と

。
な

お
、
所

定
の
研
修

の
内
容

に
つ

い
て
は

、
別
添
２

の

第
２
の

1
1
の
（
５
）

の
例
に

よ
る
。

 

(
８
)
 
看
護
補
助

者
の

配
置
に

つ
い
て
は

、
各
病

棟
の

入
院
患

者
の
状
態

等
保
険

医
療
機

関
の

実
情
に
応

じ
、
同

一
の
入
院

基
本
料

を
届

け
出
て

い
る
病
棟

間
を
含

め
、

曜
日
や

時
間
帯
に

よ
っ
て

一
定

の
範
囲

で
傾
斜
配

置

で
き
る
。

 

(
９
)
 
看
護
職
員

の
負
担

の
軽

減
及
び
処

遇
の
改

善
に
資

す
る

体
制
を
整

備
し
て

い
る
こ

と
。

当
該
体
制

に
つ
い

て
は
、
別

添
２
の

第
２
の

1
1
の
（
３
）

の
例
に

よ
る
。

 

２
 
2
5
対
１
急
性

期
看
護

補
助

体
制
加
算

（
看
護

補
助
者

５
割

以
上
）
の

施
設
基

準
 

(
１
)
 
当
該
病
棟

に
お
い

て
、

１
日
に
看

護
補
助

業
務
を

行
う

看
護
補
助

者
の
数

は
、
常

時
、

当
該
病
棟

の
入
院

患
者
の
数

が
2
5
又
は
そ
の
端

数
を
増
す

ご
と
に

１
に
相

当
す

る
数
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
加
算

の
届
出

に
必

要
な
看
護

補
助
者

の
最
小

必
要

数
の
５
割

以
上
が

看
護
補

助
者

（
み
な
し

看
護
補

助
者
を
除

く
。
）

で
あ
る

こ
と

。
 

３
 
2
5
対
１
急
性

期
看
護

補
助

体
制
加
算

（
看
護

補
助
者

５
割

未
満
）
の

施
設
基

準
 

(
１
)
 
当
該
病
棟

に
お
い

て
、

１
日
に
看

護
補
助

業
務
を

行
う

看
護
補
助

者
の
数

は
、
常

時
、

当
該
病
棟

の
入
院

患
者
の
数

が
2
5
又
は
そ
の
端

数
を
増
す

ご
と
に

１
に
相

当
す

る
数
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

(
２

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
届

出
の

対
象

と
な

る
看

護
補

助
者

の
最

小
必

要
数

の
５

割
未

満
が

看
護

補
助

者

（
み
な
し

看
護
補

助
者
を

除
く

。
）
で
あ

る
こ
と

。
 

４
 
5
0
対
１
急
性

期
看
護

補
助

体
制
加
算

の
施
設

基
準

 

当
該
病
棟

に
お
い

て
、

１
日
に

看
護
補
助

業
務
を

行
う

看
護
補

助
者
の
数

は
、
常

時
、

当
該
病

棟
の
入
院

患
者

の
数
が

5
0
又
は
そ
の

端
数
を

増
す
ご
と

に
１
に

相
当
す

る
数

以
上
で
あ

る
こ
と

。
 

５
 
7
5
対
１
急
性

期
看
護

補
助

体
制
加
算

の
施
設

基
準

 

当
該
病
棟

に
お
い

て
、

１
日
に

看
護
補
助

業
務
を

行
う

看
護
補

助
者
の
数

は
、
常

時
、

当
該
病

棟
の
入
院

患
者

の
数
が

7
5
又
は
そ
の

端
数
を

増
す
ご
と

に
１
に

相
当
す

る
数

以
上
で
あ

る
こ
と

。
 

６
 
夜
間

3
0
対
１
急

性
期
看

護
補
助
体

制
加
算

の
施
設

基
準

 

当
該
病
棟

に
お
い

て
、

夜
間
の

看
護
補
助

者
の
数

は
、

常
時
、

当
該
病
棟

の
入
院

患
者

の
数

が
3
0

又
は
そ
の

端
数
を
増

す
ご
と

に
１
に

相
当

す
る
数
以

上
で
あ

る
こ
と

。
 

７
 
 
夜
間

5
0
対
１
急
性
期
看

護
補
助
体

制
加
算

の
施
設

基
準

 

当
該
病
棟

に
お
い

て
、

夜
間
の

看
護
補
助

者
の
数

は
、

常
時
、

当
該
病
棟

の
入
院

患
者

の
数

が
5
0

又
は
そ
の

 
-
 
69

 
- 

４
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
医
師
事
務

作
業
補

助
体

制
加
算
の

施
設
基

準
に
係

る
届

出
は
、
別

添
７
の

様
式

1
3
の

４
、
様
式

1
8
及
び

様
式

1
8
の
２
を
用
い

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
毎
年
７
月

に
お

い
て
、

前
年
度
に

お
け
る

医
師

の
負
担

の
軽
減
及

び
処
遇

の
改
善

に
資

す
る
計
画

の
取
組

状
況
を
評

価
す
る

た
め
、

別
添

７
の
様
式

1
3
の
４
に

よ
り
届

け
出
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
当
該
加
算

の
変

更
の
届

出
に
当
た

り
、
医

師
の

負
担
の

軽
減
及
び

処
遇
の

改
善
に

資
す

る
体
制
に

つ
い
て

、

直
近
７
月

に
届
け

出
た

内
容
と

変
更
が
な

い
場
合

は
、

様
式

1
3

の
４
の
届
出
を

略
す

こ
と
が

で
き
る
こ

と
。

 

 第
４
の
３

 
急
性

期
看
護

補
助

体
制
加
算

 

１
 
通
則

 

(
１
）
 
年
間
の
緊

急
入
院

患
者

数
が

2
0
0
名
以
上
の
実
績

を
有

す
る
病
院

又
は
「

周
産
期

医
療

の
体
制
構

築
に
係

る
指
針
」

に
規
定

す
る
総

合
周

産
期
母
子

医
療
セ

ン
タ
ー

を
設

置
し
て
い

る
保
険

医
療
機

関
で

あ
る
こ
と

。

緊
急
入
院

患
者
数

に
つ
い

て
は

、
第
４
の

２
の
２
(
４
)
と

同
様

に
取
り
扱

う
も
の

で
あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 
年
間
の
救

急
自
動

車
及

び
救
急
医

療
用
ヘ

リ
コ
プ

タ
ー

に
よ
る
搬

送
人
数

を
把
握

し
て

い
る
こ
と

。
 

(
３
)
 
次
の
い
ず

れ
か
を

算
定

す
る
病
棟

で
あ
る

こ
と
。

 

ア
 
急
性

期
一
般

入
院
基

本
料

 

イ
 
特
定

機
能
病

院
入
院

基
本

料
（
一
般

病
棟
）

の
７
対

１
入

院
基
本
料

又
は

1
0
対
１
入
院

基
本
料

 

ウ
 
専
門

病
院
入

院
基
本

料
の

７
対
１
入

院
基
本

料
又
は

1
0
対
１
入
院

基
本
料

 

(
４
)
 
急
性
期
看

護
補
助

体
制

加
算
を
算

定
す
る

も
の
と

し
て

届
け
出
た

病
床
に

、
直
近

３
月

に
お
い
て

入
院
し

て
い
る
全

て
の
患

者
の
状

態
を

、
別
添
６

の
別
紙

７
の
一

般
病

棟
用
の
重

症
度
、

医
療
・

看
護

必
要
度
Ⅰ

又

は
Ⅱ
に
係

る
評
価

票
を
用

い
て

継
続
的
に

測
定
し

、
そ
の

結
果

、
当
該
加

算
を
算

定
す
る

も
の

と
し
て
届

け

出
た
病
床

に
入
院

し
て
い

る
患

者
全
体
（

延
べ
患

者
数
）

に
占

め
る
基
準

を
満
た

す
患
者

（
別

添
６
の
別

紙

７
に

よ
る

評
価

の
結

果
、

下
記

別
表

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

患
者

を
い

う
。

以
下

「
基

準
を

満
た

す
患

者
」
と
い

う
。
）

の
割
合

が
急

性
期
一
般

入
院
料

７
又
は

1
0

対
１
入
院

基
本
料

を
算
定

す
る

病
棟
に
お

い

て
は
一
般

病
棟
用

の
重
症

度
、

医
療
・
看

護
必
要

度
Ⅰ
で

0
.
7
割
以
上
、

一
般
病

棟
用
の

重
症

度
、
医
療

・

看
護
必
要

度
Ⅱ
で

0
.
6

割
以
上
で
あ
る

こ
と
。

た
だ
し

、
産

科
患
者
、
1
5

歳
未
満

の
小
児

患
者
、
短

期
滞

在
手
術
等

基
本
料

を
算
定

す
る

患
者
及
び

基
本
診

療
料
の

施
設

基
準
等
の

別
表
第

二
の
二

十
三

に
該
当
す

る

患
者
に
対

し
て
短

期
滞
在

手
術

等
基
本
料

２
又
は

３
の
対

象
と

な
る
手
術

、
検
査

又
は
放

射
線

治
療
を
行

っ

た
場
合
（

基
本
診

療
料
の

施
設

基
準
等
（

令
和
２

年
厚
生

労
働

省
告
示
○

号
）
第

十
の
三

（
３

）
及
び
四

に

係
る
要
件

以
外
の

短
期
滞

在
手

術
等
基
本

料
２
又

は
３
に

係
る

要
件
を
満

た
す
場

合
に
限

る
。

）
は
対
象

か

ら
除
外
す

る
。
ま

た
、
重

症
度

、
医
療
・

看
護
必

要
度
Ⅱ

の
評

価
に
当
た

っ
て
は

、
歯
科

の
入

院
患
者
（

同

一
入
院
中

に
医
科

の
診
療

も
行

う
期
間
に

つ
い
て

は
除
く

。
）

は
、
対
象

か
ら
除

外
す
る

。
評

価
に
あ
た

っ

て
は
、
一

般
病
棟

用
の
重

症
度

、
医
療
・

看
護
必

要
度
の

Ⅰ
又

は
Ⅱ
の
い

ず
れ
か

を
選
択

し
届

け
出
た
上

で

評
価
す
る

こ
と
。

一
般
病

棟
用

の
重
症
度

、
医
療

・
看
護

必
要

度
Ⅰ
又
は

Ⅱ
の
い

ず
れ
を

用
い

た
評
価
を

行

う
か
は
、

入
院
料

等
の
届

出
時

に
併
せ
て

届
け
出

る
他
、

評
価

方
法
の
変

更
の
み

を
届
け

出
る

場
合
、
変

更

の
届
出
は

、
新
た

な
評
価

方
法

を
適
用
す

る
月
の

1
0

日
ま
で

に
届
け
出

る
こ
と

。
な
お

、
評

価
方
法
の

変

更
の
み
を

行
う
場

合
に
つ

い
て

、
新
た
な

評
価
方

法
の
適

用
を

開
始
す
る

の
は
毎

年
４
月

及
び

1
0

月
と
す

る
。

 

 別
表
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1
0
 

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
に

つ
い

て
、

令
和

２
年
３

月
3
1

日
に

お
い

て
、

現
に

当
該

加
算

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
令

和
２

年
９

月
3
0

日
ま

で
の

間
は

、
令

和
２

年
度

改
定

後
の

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
基

準
を

満
た

す
も

の
と

み
な

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 
 1
1
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
、

夜
間

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
及

び
夜

間
看

護
体

制
加

算
に

関
す

る

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

７
の

様
式

８
、

様
式

９
、

様
式

1
0
、

様
式

1
3
の

３
及

び
様

式
1
8
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
９

の
(
２

)
に

掲
げ

る
項

目
の

う
ち

３
項

目
以

上
満

た
し

て
い

る
間

は
、

満
た

す
項

目
の

組
合

せ
が

変
更

に
な

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
夜

間
看

護
体

制
加

算
に

関
す

る
変

更
の

届
出

は
不

要
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

入
院

基
本

料
等

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

と
当

該
施

設
基

準
を

併
せ

て
届

け
出

る
場

合
で

あ
っ

て
、

別
添

７
の

様
式

８
及

び
９

を
用

い
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
様

式
に

ま
と

め
て

必
要

事
項

を
記

載
す

れ
ば

、
当

該
各

様
式

に
つ

い
て

１
部

の
み

の
届

出
で

差
し

支
え

な
い

。
 

(
２

)
 

毎
年

７
月

に
お

い
て

、
前

年
度

に
お

け
る

看
護

職
員

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
計

画
の

取
組

状
況

を
評

価
す

る
た

め
、

別
添

７
の

様
式

1
3
の

３
を

届
け

出
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

当
該

加
算

の
変

更
の

届
出

に
あ

た
り

、
看

護
職

員
の

負
担

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
体

制
に

つ
い

て
、

直
近

７
月

に
届

け
出

た
内

容
と

変
更

が
な

い
場

合
は

、
様

式
1
3

の
３

の
届

出
を

略
す

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
 

 第
４

の
４

 
看

護
職

員
夜

間
配

置
加

算
 

１
 

看
護

職
員

夜
間

1
2
対

１
配

置
加

算
１

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

年
間

の
緊

急
入

院
患

者
数

が
2
0
0
名

以
上

の
実

績
を

有
す

る
病

院
又

は
「

周
産

期
医

療
の

体
制

構
築

に
係

る
指

針
」

に
規

定
す

る
総

合
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。

緊
急

入
院

患
者

数
に

つ
い

て
は

、
第

４
の

２
の

２
(
４

)
と

同
様

に
取

り
扱

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

年
間

の
救

急
自

動
車

及
び

救
急

医
療

用
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
に

よ
る

搬
送

人
数

を
把

握
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

次
の

い
ず

れ
か

を
算

定
す

る
病

棟
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

 

イ
 

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

一
般

病
棟

）
の

７
対

１
入

院
基

本
料

又
は

1
0
対

１
入

院
基

本
料

 

ウ
 

専
門

病
院

入
院

基
本

料
の

７
対

１
入

院
基

本
料

又
は

1
0
対

１
入

院
基

本
料

 

(
４

)
 

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

を
算

定
す

る
も

の
と

し
て

届
け

出
た

病
床

に
、

直
近

３
月

に
お

い
て

、
入

院
し

て
い

る
全

て
の

患
者

の
状

態
を

、
別

添
６

の
別

紙
７

の
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

又

は
Ⅱ

に
係

る
評

価
票

を
用

い
て

継
続

的
に

測
定

し
、

そ
の

結
果

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

も
の

と
し

て
届

け

出
た

病
床

に
入

院
し

て
い

る
患

者
全

体
（

延
べ

患
者

数
）

に
占

め
る

基
準

を
満

た
す

患
者

（
別

添
６

の
別

紙

７
に

よ
る

評
価

の
結

果
、

下
記

別
表

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

患
者

を
い

う
。

以
下

「
基

準
を

満
た

す
患

者
」

と
い

う
。

）
の

割
合

が
急

性
期

一
般

入
院

料
７

又
は

1
0

対
１

入
院

基
本

料
を

算
定

す
る

病
棟

に
お

い

て
は

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅰ
で

0
.
7
割

以
上

、
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅱ

で
0
.
6
割

以
上

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

産
科

患
者

、
1
5

歳
未

満
の

小
児

患
者

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定

す
る

患
者

及
び

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
の

別
表

第
二

の
二

十
三

に
該

当
す

る
患

者
に

対
し

て
短

期
滞

在
手

術

等
基

本
料

２
又

は
３

の
対

象
と

な
る

手
術

、
検

査
又

は
放

射
線

治
療

を
行

っ
た

場
合

（
基

本
診

療
料

の
施

設

基
準

等
（

令
和

２
年

厚
生

労
働

省
告

示
○

号
）

第
十

の
三

（
３

）
及

び
四

に
係

る
要

件
以

外
の

短
期

滞
在

手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
に

係
る

要
件

を
満

た
す

場
合

に
限

る
。

）
は

対
象

か
ら

除
外

す
る

。
ま

た
、

重
症

度
、
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端
数
を
増

す
ご
と

に
１
に

相
当

す
る
数
以

上
で
あ

る
こ
と

。
 

８
 
 
夜
間

1
0
0
対
１
急
性
期
看

護
補
助
体

制
加
算

の
施
設

基
準

 

当
該
病
棟

に
お
い

て
、
夜

間
の

看
護
補
助

者
の
数

は
、
常

時
、

当
該
病
棟

の
入
院

患
者
の

数
が

1
0
0
又
は
そ
の
 

端
数
を
増

す
ご
と

に
１
に

相
当

す
る
数
以

上
で
あ

る
こ
と

。
 

９
 
夜
間

看
護
体

制
加
算

の
施

設
基
準

 

(
１
)
 
夜
間

3
0
対
１
急
性
期

看
護
補
助

体
制
加

算
、
夜

間
5
0
対
１
急
性
期

看
護
補

助
体
制

加
算
又
は

夜
間

1
0
0
 

対
１
急
性

期
看
護

補
助
体

制
加

算
の
い
ず

れ
か
を

算
定
し

て
い

る
病
棟
で

あ
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
次
に
掲
げ

る
夜
間

に
お

け
る
看
護

業
務
の

負
担
軽

減
に

資
す
る
業

務
管
理

等
に
関

す
る

項
目
の
う

ち
、
３

項
目
以
上

を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。
た
だ

し
、
当

該
加
算

を
算

定
す
る
病

棟
が
２

交
代
制

勤
務

又
は
変
則

２

交
代
制
勤

務
を
行

う
病
棟

の
み

で
構
成
さ

れ
る
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
場

合
は
、

ア
及
び

ウ
か

ら
ケ
ま
で

の

う
ち
、
３

項
目
以

上
を
満

た
し

て
い
る
こ

と
。

 

ア
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
を
含
む

交
代
制

勤
務
に

従
事

す
る
看
護

要
員
の

勤
務
終

了
時

刻
と
直
後

の

勤
務
の
開

始
時
刻

の
間
が

1
1
時
間
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

イ
 
３
交

代
制
勤

務
又
は

変
則

３
交
代
制

勤
務
の

病
棟
に

お
い

て
、
夜
勤

を
含
む

交
代
制

勤
務

に
従
事
す

る

看
護
要
員

の
勤
務

開
始
時

刻
が

、
直
近
の

勤
務
の

開
始
時

刻
の

概
ね

2
4

時
間
後
以
降
と

な
る

勤
務
編
成

で
あ
る
こ

と
。

 

ウ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
を
含
む

交
代
制

勤
務
に

従
事

す
る
看
護

要
員
の

連
続
し

て
行

う
夜
勤
の

数

が
２
回
以

下
で
あ

る
こ
と

。
 

エ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
を
含
む

交
代
制

勤
務
に

従
事

す
る
看
護

要
員
の

夜
勤
後

の
暦

日
の
休
日

が

確
保
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

オ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
時
間
帯

の
患
者

の
ニ
ー

ズ
に

対
応
で
き

る
よ
う

、
早
出

や
遅

出
等
の
柔

軟

な
勤
務
体

制
の
工

夫
が
な

さ
れ

て
い
る
こ

と
。

 

カ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

に
お

い
て
、
所

属
部
署

以
外
の

部
署

を
一
時
的

に
支
援

す
る
た

め
に

、
夜
勤
時

間

帯
を
含
め

た
各
部

署
の
業

務
量

を
把
握
・

調
整
す

る
シ
ス

テ
ム

が
構
築
さ

れ
て
お

り
、
か

つ
、

部
署
間
で

の
業
務
標

準
化
に

取
り
組

み
、

過
去
一
年

間
に
当

該
シ
ス

テ
ム

を
夜
勤
時

間
帯
に

運
用
し

た
実

績
が
あ
る

こ
と
。

 

キ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
み

な
し
看
護

補
助
者

を
除
い

た
看

護
補
助
者

の
比
率

が
５
割

以
上

で
あ
る
こ

と
。

 

ク
 
当
該

保
険
医

療
機
関

に
お

い
て
、
夜

勤
時
間

帯
を
含

め
て

開
所
し
て

い
る
院

内
保
育

所
を

設
置
し
て

お

り
、
夜
勤

を
含
む

交
代
制

勤
務

に
従
事
す

る
医
療

従
事
者

の
利

用
実
績
が

あ
る
こ

と
。

 

ケ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
Ａ

Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
等

の
活

用
に
よ
っ

て
、
看

護
要
員

の
業

務
負
担
軽

減

を
行
っ
て

い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
(
２
)
の
ア
か
ら
エ

ま
で

に
つ
い
て

は
、
届

出
前
１

か
月

に
当
該
病

棟
に
お

い
て
、

夜
勤

を
含
む
交

代
制
勤

務
に
従
事

す
る
看

護
要
員

の
各

勤
務
の
う

ち
、
や

む
を
得

な
い

理
由
に
よ

り
各
項

目
を
満

た
さ

な
い
勤
務

が

0
.
5

割
以
内
の
場
合
は
、

各
項

目
の
要
件

を
満
た

し
て
い

る
と

み
な
す
。
(
２
)
の

キ
に
つ

い
て

は
、
暦
月

で

１
か
月
を

超
え
な

い
期
間

の
１

割
以
内
の

一
時
的

な
変
動

は
要

件
を
満
た

し
て
い

る
と
み

な
す

。
(
２
)
の
ク

に
つ
い
て

は
、
院

内
保
育

所
の

保
育
時
間

に
当
該

保
険
医

療
機

関
が
定
め

る
夜
勤

時
間
帯

の
う

ち
４
時
間

以

上
が
含
ま

れ
る
こ

と
。
た

だ
し

、
当
該
院

内
保
育

所
の
利

用
者

が
い
な
い

日
に
つ

い
て
は

こ
の

限
り
で
は

な

い
。
(
２
)
の
ケ
に

つ
い
て

は
、

使
用
機
器

等
が
看

護
要
員

の
業

務
負
担
軽

減
に
資

す
る
か

ど
う

か
に
つ
い

て
、

１
年
に
１

回
以
上

、
当
該

病
棟

に
勤
務
す

る
看
護

要
員
に

よ
る

評
価
を
実

施
し
、

評
価
結

果
を

も
と
に
必

要

に
応
じ
て

活
用
方

法
の
見

直
し

を
行
う
こ

と
。
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医
療
・
看

護
必
要

度
Ⅱ
の

評
価

に
当
た
っ

て
は
、

歯
科
の

入
院

患
者
（
同

一
入
院

中
に
医

科
の

診
療
も
行

う

期
間
に
つ

い
て
は

除
く
。

）
は

、
対
象
か

ら
除
外

す
る
。

評
価

に
あ
た
っ

て
は
、

一
般
病

棟
用

の
重
症
度

、

医
療
・
看

護
必
要

度
の
Ⅰ

又
は

Ⅱ
の
い
ず

れ
か
を

選
択
し

届
け

出
た
上
で

評
価
す

る
こ
と

。
一

般
病
棟
用

の

重
症
度
、

医
療
・

看
護
必

要
度

Ⅰ
又
は
Ⅱ

の
い
ず

れ
を
用

い
た

評
価
を
行

う
か
は

、
入
院

料
等

の
届
出
時

に

併
せ
て
届

け
出
る

他
、
評

価
方

法
の
変
更

の
み
を

届
け
出

る
場

合
、
変
更

の
届
出

は
、
新

た
な

評
価
方
法

を

適
用
す
る

月
の

1
0

日
ま
で
に

届
け
出
る

こ
と
。

な
お
、

評
価

方
法
の
変

更
の
み

を
行
う

場
合

に
つ
い
て

、

新
た
な
評

価
方
法

の
適
用

を
開

始
す
る
の

は
毎
年

４
月
及

び
1
0
月
と
す
る
。

 

 

別
表

 

Ａ
得
点
が

２
点
以

上
か
つ

Ｂ
得

点
が
３
点

以
上
の

患
者

 

 Ａ
得
点
が

３
点
以

上
の
患

者
 

Ｃ
得
点
が

１
点
以

上
の
患

者
 

 

 (
５

)
 

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

の
記

入
に

つ
い

て
は

、
第

１
の

１
の

（
1

4
）
と
同
様
で

あ
る
こ

と
。

 

(
６
)
 
当
該
病
棟

に
お
い

て
、

夜
間
に
看

護
を
行

う
看
護

職
員

の
数
は
、

常
時
、

当
該
病

棟
の

入
院
患
者

の
数
が

1
2

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

１
に

相
当

す
る

数
以

上
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
同

一
の

入
院

基
本
料

を
届
け
出

て
い
る

病
棟
間

に
お

い
て
の
み

傾
斜
配

置
で
き

る
も

の
で
あ
る

こ
と
。

な
お
、

当
該

病
棟
に
お

い

て
、
夜
間

に
看
護

を
行
う

看
護

職
員
の
数

が
前
段

に
規
定

す
る

数
に
相
当

す
る
数

以
上
で

あ
る

場
合
に
は

、

各
病
棟
に

お
け
る

夜
勤
を

行
う

看
護
職
員

の
数
は

、
前
段

の
規

定
に
か
か

わ
ら
ず

、
３
以

上
で

あ
る
こ
と

と

す
る
。

 

(
７
)
 
看
護
職
員

の
負
担

の
軽

減
及
び
処

遇
の
改

善
に
資

す
る

体
制
を
整

備
し
て

い
る
こ

と
。

当
該
体
制

に
つ
い

て
は
、
別

添
２
の

第
２
の

1
1
の
(
３
)
の
例
に
よ

る
。

 

(
８
)
 
 
次
に
掲
げ
る
夜
間

に
お

け
る
看
護

業
務
の

負
担
軽

減
に

資
す
る
業

務
管
理

等
に
関

す
る

項
目
の
う

ち
、
４

項
目
以
上

を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。
た
だ

し
、
当

該
加
算

を
算

定
す
る
病

棟
が
２

交
代
制

勤
務

又
は
変
則

２

交
代
制
勤

務
を
行

う
病
棟

の
み

で
構
成
さ

れ
る
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
場

合
は
、

ア
及
び

ウ
か

ら
コ
ま
で

の

う
ち
、
４

項
目
以

上
を
満

た
し

て
い
る
こ

と
。
な

お
、
各

項
目

の
留
意
点

に
つ
い

て
は
、

別
添

３
の
第
４

の

３
の
９
の

（
３
）

と
同
様

で
あ

る
こ
と
。

 

ア
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
を
含
む

交
代
制

勤
務
に

従
事

す
る
看
護

職
員
の

勤
務
終

了
時

刻
と
直
後

の

勤
務
の
開

始
時
刻

の
間
が

1
1
時
間
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

イ
 
３
交

代
制
勤

務
又
は

変
則

３
交
代
制

勤
務
の

病
棟
に

お
い

て
、
夜
勤

を
含
む

交
代
制

勤
務

に
従
事
す

る

看
護
職
員

の
勤
務

開
始
時

刻
が

、
直
近
の

勤
務
の

開
始
時

刻
の

概
ね

2
4

時
間
後
以
降
と

な
る

勤
務
編
成

で
あ
る
こ

と
。

 

ウ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
を
含
む

交
代
制

勤
務
に

従
事

す
る
看
護

職
員
の

連
続
し

て
行

う
夜
勤
の

数

が
２
回
以

下
で
あ

る
こ
と

。
 

エ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
を
含
む

交
代
制

勤
務
に

従
事

す
る
看
護

要
員
の

夜
勤
後

の
暦

日
の
休
日

が

確
保
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

オ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
時
間
帯

の
患
者

の
ニ
ー

ズ
に

対
応
で
き

る
よ
う

、
早
出

や
遅

出
等
の
柔

軟

な
勤
務
体

制
の
工

夫
が
な

さ
れ

て
い
る
こ

と
。
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（
１

）
 
地

域
一

般
入

院
料

３
、

障
害

者
施

設
等

入
院

基
本

料
1
5
対

１
入

院
基

本
料

又
は

結
核

病
棟

入
院

基
本

料

若
し

く
は

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
の

1
5
対

１
入

院
基

本
料

、
1
8
対

１
入

院
基

本
料

若
し

く
は

2
0
対

１
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
病

棟
で

あ
る

こ
と

。
 

 
 

（
２

）
 
当

該
病

棟
に

お
い

て
、

看
護

職
員

の
最

小
必

要
数

の
７

割
以

上
が

看
護

師
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

看
護

配
置

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

８
及

び
様

式
９

を
用

い
る

こ
と

。
な

お
、

入
院

基
本

料
等

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

と
当

該
施

設
基

準
を

併
せ

て
届

け
出

る
場

合
で

あ
っ

て
、

別
添

７
の

様
式

８

及
び

９
を

用
い

る
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

様
式

に
ま

と
め

て
必

要
事

項
を

記
載

す
れ

ば
、

当
該

各
様

式
に

つ
い

て

１
部

の
み

の
届

出
で

差
し

支
え

な
い

。
 

 

第
７

 
看

護
補

助
加

算
 

１
 

看
護

補
助

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 
 
 
 

(
１

)
 

看
護

補
助

加
算

１
を

算
定

す
る

も
の

と
し

て
届

け
出

た
病

床
（

地
域

一
般

入
院

料
１

若
し

く
は

地
域

一
般

入
院

料
２

を
算

定
す

る
病

棟
又

は
1
3

対
１

入
院

基
本

料
を

算
定

す
る

病
棟

に
限

る
。

）
に

、
直

近
３

月
に

お
い

て
入

院
し

て
い

る
全

て
の

患
者

の
状

態
を

、
別

添
６

の
別

紙
７

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

又

は
Ⅱ

に
係

る
評

価
票

を
用

い
て

継
続

的
に

測
定

し
、

そ
の

結
果

、
当

該
入

院
基

本
料

を
算

定
す

る
も

の
と

し

て
届

け
出

た
病

床
に

入
院

し
て

い
る

患
者

全
体

（
延

べ
患

者
数

）
に

占
め

る
基

準
を

満
た

す
患

者
（

別
添

６

の
別

紙
７

に
よ

る
評

価
の

結
果

、
下

記
別

表
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
患

者
を

い
う

。
以

下
「

基
準

を
満

た

す
患

者
」

と
い

う
。

）
の

割
合

が
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

で
0
.
6
割

以
上

、
重

症
度

、
医

療
・

看

護
必

要
度

Ⅱ
で

0
.
5

割
以

上
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
産

科
患

者
、

1
5

歳
未

満
の

小
児

患
者

、
短

期
滞

在

手
術

等
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者
、

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者
及

び
基

本
診

療
料

の
施

設

基
準

等
の

別
表

第
二

の
二

十
三

に
該

当
す

る
患

者
に

対
し

て
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
の

対
象

と

な
る

手
術

、
検

査
又

は
放

射
線

治
療

を
行

っ
た

場
合

（
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

（
令

和
２

年
厚

生
労

働

省
告

示
○

号
）

第
十

の
三

（
３

）
及

び
四

に
係

る
要

件
以

外
の

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

に
係

る

要
件

を
満

た
す

場
合

に
限

る
。

）
は

対
象

か
ら

除
外

す
る

。
ま

た
、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅱ
の

評

価
に

当
た

っ
て

は
、

歯
科

の
入

院
患

者
（

同
一

入
院

中
に

医
科

の
診

療
も

行
う

期
間

に
つ

い
て

は
除

く
。

）

は
、

対
象

か
ら

除
外

す
る

。
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
Ⅰ

又

は
Ⅱ

の
い

ず
れ

か
を

選
択

し
届

け
出

た
上

で
評

価
す

る
こ

と
。

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要

度
Ⅰ

又
は

Ⅱ
の

い
ず

れ
を

用
い

た
評

価
を

行
う

か
は

、
入

院
料

等
の

届
出

時
に

併
せ

て
届

け
出

る
他

、
評

価

方
法

の
変

更
の

み
を

届
け

出
る

場
合

、
変

更
の

届
出

は
、

新
た

な
評

価
方

法
を

適
用

す
る

月
の

1
0

日
ま

で

に
届

け
出

る
こ

と
。

な
お

、
評

価
方

法
の

変
更

の
み

を
行

う
場

合
に

つ
い

て
、

新
た

な
評

価
方

法
の

適
用

を

開
始

す
る

の
は

毎
年

４
月

及
び

1
0
月

と
す

る
。

 

 

別
表

 

Ａ
得

点
が

２
点

以
上

か
つ

Ｂ
得

点
が

３
点

以
上

の
患

者
 

 Ａ
得

点
が

３
点

以
上

の
患

者
 

Ｃ
得

点
が

１
点

以
上

の
患

者
 

 

 

(
２

)
 

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

の
記

入
に

つ
い

て
は

、
第

１
の

１
の

（
1

 
-
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- 

第
４
の
５

 
削
除

 

 

第
５
 
特

殊
疾
患

入
院
施

設
管

理
加
算

 

 
１
 
特

殊
疾
患

入
院
施

設
管

理
加
算
に

関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
病
院
で
あ

る
保
険

医
療

機
関
の
一

般
病
棟

（
障
害

者
施

設
等
一
般

病
棟
に

限
る
。

）
、

精
神
病
棟

又
は
有

床
診
療
所

（
一
般

病
床
に

限
る

。
）
を
単

位
と
す

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
当
該
病
棟

又
は
当

該
有

床
診
療
所

（
一
般

病
床
に

限
る

。
）
に
お

け
る
直

近
１
か

月
間

の
入
院
患

者
数
の

概
ね
７
割

以
上
が

、
重
度

の
肢

体
不
自
由

児
（
者

）
、
脊

髄
損

傷
等
の
重

度
障
害

者
、
重

度
の

意
識
障
害

者
、

筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ

ー
患
者

又
は

神
経
難
病

患
者
で

あ
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
重
度
の
意

識
障
害

者
と

は
、
次
に

掲
げ
る

者
を
い

う
。

 

ア
 
意
識

障
害
レ

ベ
ル
が

Ｊ
Ｃ

Ｓ
(
J
a
p
an
 
Co
m
a 
S
ca

l
e)
で
Ⅱ
－
３
（
又
は

3
0
）
以

上
又
は

Ｇ
Ｃ
Ｓ
（
G
l
a

s
g
o
w 
C
om
a
 S
c
al
e
）
で
８
点
以
下
の
状

態
が
２

週
以
上

持
続

し
て
い
る

患
者

 

イ
 
無
動

症
の
患

者
（
閉

じ
込

め
症
候
群

、
無
動

性
無
言

、
失

外
套
症
候

群
等
）

 

(
４
)
 
神
経
難
病

患
者
と

は
、

多
発
性
硬

化
症
、

重
症
筋

無
力

症
、
ス
モ

ン
、
筋

萎
縮
性

側
索

硬
化
症
、

脊
髄
小

脳
変
性
症

、
ハ
ン

チ
ン
ト

ン
病

、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン

病
関
連

疾
患

（
進
行
性

核
上
性

麻
痺
、

大
脳

皮
質
基
底

核

変
性
症
、

パ
ー
キ

ン
ソ
ン

病
（

ホ
ー
エ
ン

・
ヤ
ー

ル
の
重

症
度

分
類
が
ス

テ
ー
ジ

３
以
上

で
あ

っ
て
生
活

機

能
障
害
度

が
Ⅱ
度

又
は
Ⅲ

度
の

も
の
に
限

る
。
）

）
、
多

系
統

萎
縮
症
（

線
条
体

黒
質
変

性
症

、
オ
リ
ー

ブ

橋
小
脳
萎

縮
症
、

シ
ャ
イ

・
ド

レ
ー
ガ
ー

症
候
群

）
、
プ

リ
オ

ン
病
、
亜

急
性
硬

化
性
全

脳
炎

、
ラ
イ
ソ

ゾ

ー
ム
病
、

副
腎
白

質
ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ
ー
、

脊
髄
性

筋
萎
縮

症
、

球
脊
髄
性

筋
萎
縮

症
、
慢

性
炎

症
性
脱
髄

性

多
発
神
経

炎
又
は

も
や
も

や
病

（
ウ
イ
リ

ス
動
脈

輪
閉
塞

症
）

に
罹
患
し

て
い
る

患
者
を

い
う

。
 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

特
殊
疾
患

入
院
施

設
管
理

加
算

の
施
設
基

準
に
係

る
届
出

は
、

別
添
７
の

様
式
９

、
様
式

1
9
及
び
様
式

2
0
を

用
い
る
こ

と
。
ま

た
、

当
該
管

理
の
行
わ

れ
る
病

棟
又

は
有
床

診
療
所
（

一
般
病

床
に

限
る
。

）
の
配
置

図
及
び

平
面
図
を

添
付
す

る
こ
と

。
 

 第
６
 
超

重
症
児

（
者
）

入
院

診
療
加
算

・
準
超

重
症
児

（
者

）
入
院
診

療
加
算

 

 
超
重
症

児
（
者

）
入
院

診
療

加
算
・
準

超
重
症

児
（
者

）
入

院
診
療
加

算
に
規

定
す
る

状
態

 

１
 
超
重

症
児
（

者
）

と
は
判

定
基
準
に

よ
る
判

定
ス

コ
ア

が
2
5

点
以
上
で
あ
っ

て
、
介

助
に
よ
ら

な
け
れ

ば

座
位
が
保

持
で
き

ず
、

か
つ
、

人
工
呼
吸

器
を
使

用
す

る
等
、

特
別
の
医

学
的
管

理
が

必
要
な

状
態
が
６

月
以

上
継
続
し

て
い
る

状
態

で
あ
る

こ
と
。
た

だ
し
、

新
生

児
集
中

治
療
室
又

は
新
生

児
特

定
集
中

治
療
室
を

退
室

し
た
患
児

で
あ
っ

て
当

該
治
療

室
で
の
状

態
が
引

き
続

き
継
続

す
る
患
児

に
つ
い

て
は

、
当
該

状
態
が
１

月
以

上
継
続
す

る
場
合

と
す

る
。
な

お
、
新
生

児
集
中

治
療

室
又
は

新
生
児
特

定
集
中

治
療

室
を
退

室
し
た
後

の
症

状
増
悪
又

は
新
た

な
疾
患

の
発

生
に
つ
い

て
は
、

そ
の
後

の
状

態
が
６
月

以
上
継

続
す
る

場
合

と
す
る
。

 

２
 
準
超

重
症
児

（
者

）
と
は

判
定
基
準

に
よ
る

判
定

ス
コ
ア

が
1
0

点
以
上
で
あ
っ

て
、
超

重
症
児
（

者
）
に

準
ず
る
状

態
で
あ

る
こ
と

。
 

３
 
「
基

本
診
療

料
の

施
設
基

準
等
」
に

お
け
る

超
重

症
児
（

者
）
・
準

超
重
症

児
（

者
）
の

判
定
基
準

に
よ
る

判
定
ス
コ

ア
に
つ

い
て
は

、
別

添
６
の
別

紙
1
4
を
参
照
の
こ

と
。

 

 第
６
の
２

 
看
護

配
置
加

算
 

 
１
 
看

護
配
置

加
算
に

関
す

る
施
設
基

準
 

（ ）（ ） 751750

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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カ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

に
お

い
て
、
所

属
部
署

以
外
の

部
署

を
一
時
的

に
支
援

す
る
た

め
に

、
夜
勤
時

間

帯
を
含
め

た
各
部

署
の
業

務
量

を
把
握
・

調
整
す

る
シ
ス

テ
ム

が
構
築
さ

れ
て
お

り
、
か

つ
、

部
署
間
で

の
業
務
標

準
化
に

取
り
組

み
、

過
去
一
年

間
に
当

該
シ
ス

テ
ム

を
夜
勤
時

間
帯
に

運
用
し

た
実

績
が
あ
る

こ
と
。

 

キ
 
当
該

加
算
に

係
る
看

護
補

助
業
務
に

従
事
す

る
看
護

補
助

者
の
業
務

の
う
ち

５
割
以

上
が

療
養
生
活

上

の
世
話
で

あ
る
こ

と
。

 

ク
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
み

な
し
看
護

補
助
者

を
除
い

た
看

護
補
助
者

の
比
率

が
５
割

以
上

で
あ
る
こ

と
。

 

ケ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

に
お

い
て
、
夜

勤
時
間

帯
を
含

め
て

開
所
し
て

い
る
院

内
保
育

所
を

設
置
し
て

お

り
、
夜
勤

を
含
む

交
代
制

勤
務

に
従
事
す

る
医
療

従
事
者

の
利

用
実
績
が

あ
る
こ

と
。

 

コ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
Ａ

Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
等

の
活

用
に
よ
っ

て
、
看

護
要
員

の
業

務
負
担
軽

減

を
行
っ
て

い
る
こ

と
。

 

４
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

（
１
）
 

看
護
補

助
加

算
の
施

設
基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添

７
の
様
式

８
、
様

式
９
、

様
式

1
3

の
３
及
び
様
式

1
8
の
３
を
用
い
る

が
、
地

域
一
般
入
院

料
１
若

し
く
は

地
域

一
般
入
院

料
２
又

は
1
3
対
１

入
院
基
本

料
を

算
定
す
る

病
棟
に

お
い

て
看
護

補
助
加
算

１
を
届

け
出

る
場
合

さ
ら
に
別

添
７
の

様
式

1
0

も
用
い
る
こ

と
。

な
お
、
３

の
(
２
)
に
掲

げ
る
項

目
の
う
ち

４
項
目

以
上

満
た
し

て
い
る
間

は
、
満

た
す

項
目
の

組
合
せ
が

変

更
に
な
っ

た
場
合

で
あ

っ
て
も

変
更
の
届

出
は
不

要
で

あ
る
こ

と
。
ま
た

、
入
院

基
本

料
等
の

施
設
基
準

に

係
る
届
出

と
当
該

施
設

基
準
を

併
せ
て
届

け
出
る

場
合

で
あ
っ

て
、
別
添

７
の
様

式
８

及
び
９

を
用
い
る

場

合
は
、
そ

れ
ぞ
れ

の
様

式
に
ま

と
め
て
必

要
事
項

を
記

載
す
れ

ば
、
当
該

各
様
式

に
つ

い
て
１

部
の
み
の

届

出
で
差
し

支
え
な

い
。

 

（
２
）
 

毎
年
７

月
に

お
い
て

、
前
年
度

に
お
け

る
看

護
職
員

の
負
担
の

軽
減
及

び
処
遇

の
改

善
に
資
す

る
取
組

状

況
を
評
価

す
る
た

め
、
別

添
７

の
様
式

1
3
の
３
を
届

け
出
る

こ
と
。

 

（
３
）
 

当
該
加

算
の

変
更
の

届
出
に
あ

た
り
、

看
護

職
員
の

負
担
の
軽

減
及
び

処
遇
の

改
善

の
取
組
状

況
に
つ

い

て
、
直
近

７
月
に

届
け

出
た
内

容
と
変
更

が
な
い

場
合

は
、
様

式
1
3

の
３
の
届
出
を

略
す
こ

と
が
で
き

る

こ
と
。

 

 

第
８
 
地

域
加
算

 

一
般
職
の

職
員
の

給
与
に

関
す

る
法
律
（

昭
和

2
5
年
法
律
第

9
5
号
）
第

1
1
条
の
３
第
１
項

に
規
定
す

る
人

事
院
規
則

で
定
め

る
地
域

及
び

当
該
地
域

に
準
じ

る
地
域

は
、

別
紙
１
の

と
お
り

で
あ
る

こ
と

。
 

 第
９
 
療

養
環
境

加
算

 

 
１
 
療

養
環
境

加
算
に

関
す

る
施
設
基

準
 

(
１
)
 
病
棟
を
単

位
と
す

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
病
室
に
係

る
病
床

の
面

積
が
、
内

法
に
よ

る
測
定

で
、

１
病
床
当

た
り
８

平
方
メ

ー
ト

ル
以
上
で

あ
る
こ

と
。
た
だ

し
、
当

該
病
棟

内
に

１
病
床
当

た
り

6
.
4
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満

の
病
室

を
有
す

る
場

合
に
は
算

定

で
き
な
い

。
 

(
３
)
 
要
件
と
な

る
１
病

床
当

た
り
面
積

は
、
医

療
法
上

の
許

可
等
を
受

け
た
病

床
に
係

る
病

室
（
特
別

の
療
養

環
境
の
提

供
に
係

る
病
室

を
除

く
。
）
の

総
床
面

積
を
当

該
病

床
数
（
特

別
の
療

養
環
境

の
提

供
に
係
る

病

室
に
係
る

病
床
を

除
く
。

）
で

除
し
て
得

た
面
積

と
す
る

こ
と

。
 

(
４
)
 
病
棟
内
で

あ
っ
て

も
、

診
察
室
、

廊
下
、

手
術
室

等
病

室
以
外
の

部
分
の

面
積
は

算
入

し
な
い
こ

と
。
な
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4
）
と
同
様
で

あ
る
こ

と
。

 

(
３

)
 

看
護

補
助

者
の

配
置

に
つ

い
て

は
、

各
病

棟
の

入
院

患
者

の
状

態
等

保
険

医
療

機
関

の
実

情
に

応
じ

、
同

一
の

入
院

基
本

料
を

届
け

出
て

い
る

病
棟

間
を

含
め

、
曜

日
や

時
間

帯
に

よ
っ

て
一

定
の

範
囲

で
傾

斜
配
置

で
き
る
こ

と
。
 
 

(
４
)
 
看
護
職
員

の
負
担

の
軽

減
及
び
処

遇
の
改

善
に
資

す
る

体
制
を
整

備
し
て

い
る
こ

と
。

当
該
体
制

に
つ
い

て
は
、
別

添
２
の

第
２
の

1
1
の
（
３
）

の
例
に

よ
る
。

 

（
５
）
 
看
護

補
助
加

算
に

係
る
看
護
補

助
業
務

に
従

事
す
る

看
護
補
助

者
は
、

基
礎
知

識
を

習
得
で
き

る
内
容

を

含
む
院
内

研
修
を

年
１

回
以
上

受
講
し
た

者
で
あ

る
こ

と
。
な

お
、
院
内

研
修
の

内
容

に
つ
い

て
は
、
別

添

２
の
第
２

の
1
1
の
（
４
）
の

例
に
よ
る

。
 

(
６
)
 
当
該
病
棟

に
お
い

て
、

看
護
職
員

と
看
護

補
助
者

と
の

業
務
内
容

及
び
業

務
範
囲

に
つ

い
て
、
年

１
回
以

上
見
直
し

を
行
う

こ
と
。

ま
た

、
所
定
の

研
修
を

修
了
し

た
（

修
了
証
が

交
付
さ

れ
て
い

る
も

の
）
看
護

師

長
等
が
配

置
さ
れ

て
い
る

こ
と

が
望
ま
し

い
こ
と

。
な
お

、
所

定
の
研
修

の
内
容

に
つ
い

て
は

、
別
添
２

の

第
２
の

1
1
の
（
５
）

の
例
に

よ
る
。

 

(
７
)
 
 
看
護

補
助

加
算

１
に

つ
い
て

、
令

和
２

年
３

月
3
1

日
に
お

い
て

現
に

当
該

加
算

に
係

る
届

出
を

行
っ

て

い
る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
令

和
２

年
９

月
3
0

日
ま

で
の
間

は
、

令
和

２
年

度
改

定
後

の
看

護
補

助
加
算
１

の
重
症

度
、
医

療
・

看
護
必
要

度
の
基

準
を
満

た
す

も
の
と
み

な
す
も

の
で
あ

る
こ

と
。

 

２
 
夜
間

7
5
対
１
看

護
補
助

加
算
の
施

設
基
準

 

次
の
い
ず

れ
か
を

算
定
す

る
病

棟
で
あ
る

こ
と
。

 

（
１
）
 
地
域

一
般
入

院
料
１

又
は
地
域

一
般
入

院
料
２

 

（
２

）
 
専

門
病

院
入

院
基

本
料

、
障

害
者

施
設

等
入

院
基

本
料

、
結

核
病

棟
入

院
基

本
料

、
精

神
病

棟
入

院

基
本
料
又

は
特
定

機
能
病

院
入

院
基
本
料

（
結
核

病
棟
及

び
精

神
病
棟
に

限
る
。

）
の

1
3
対
１
入
院
基

本
料

 

３
 
夜
間

看
護
体

制
加
算

の
施

設
基
準

 

(
１
)
 
看
護
補
助

者
を
夜

勤
時

間
帯
に
配

置
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
次
に
掲
げ

る
夜
間

に
お

け
る
看
護

業
務
の

負
担
軽

減
に

資
す
る
業

務
管
理

等
に
関

す
る

項
目
の
う

ち
、
４

項
目
以
上

を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。
た
だ

し
、
当

該
加
算

を
算

定
す
る
病

棟
が
２

交
代
制

勤
務

又
は
変
則

２

交
代
制
勤

務
を
行

う
病
棟

の
み

で
構
成
さ

れ
る
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
場

合
は
、

ア
及
び

ウ
か

ら
コ
ま
で

の

う
ち
、
４

項
目
以

上
を
満

た
し

て
い
る
こ

と
。
な

お
、
各

項
目

の
留
意
点

に
つ
い

て
は
、

別
添

３
の
第
４

の

３
の
９
の

（
３
）

と
同
様

で
あ

る
こ
と
。

 

ア
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
を
含
む

交
代
制

勤
務
に

従
事

す
る
看
護

要
員
の

勤
務
終

了
時

刻
と
直
後

の

勤
務
の
開

始
時
刻

の
間
が

1
1
時
間
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

イ
 
３
交

代
制
勤

務
又
は

変
則

３
交
代
制

勤
務
の

病
棟
に

お
い

て
、
夜
勤

を
含
む

交
代
制

勤
務

に
従
事
す

る

看
護
要
員

の
勤
務

開
始
時

刻
が

、
直
近
の

勤
務
の

開
始
時

刻
の

概
ね

2
4

時
間
後
以
降
と

な
る

勤
務
編
成

で
あ
る
こ

と
。

 

ウ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
を
含
む

交
代
制

勤
務
に

従
事

す
る
看
護

要
員
の

連
続
し

て
行

う
夜
勤
の

数

が
２
回
以

下
で
あ

る
こ
と

。
 

エ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
を
含
む

交
代
制

勤
務
に

従
事

す
る
看
護

要
員
の

夜
勤
後

の
暦

日
の
休
日

が

確
保
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

オ
 
当
該

病
棟
に

お
い
て

、
夜

勤
時
間
帯

の
患
者

の
ニ
ー

ズ
に

対
応
で
き

る
よ
う

、
早
出

や
遅

出
等
の
柔

軟

な
勤
務
体

制
の
工

夫
が
な

さ
れ

て
い
る
こ

と
。
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イ
 

当
該

療
養

病
棟

に
係

る
病

室
の

床
面

積
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

患
者

１
人

に
つ

き
、

6
.
4

平
方

メ

ー
ト

ル
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

当
該

療
養

病
棟

に
係

る
病

室
に

隣
接

す
る

廊
下

の
幅

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

、
1
.
8

メ
ー

ト
ル

以
上

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

両
側

に
居

室
（

両
側

に
あ

る
居

室
の

出
入

口
が

当
該

廊
下

に
面

し
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
が

あ
る

廊
下

の
幅

は
、

2
.
7

メ
ー

ト
ル

以
上

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
廊

下
の

幅
は

、
柱

等
の

構
造

物
（

手
す

り
を

除
く

。
）

も
含

め
た

最
も

狭
い

部
分

に
お

い
て

、
基

準
を

満
た

す
こ

と
。

 

エ
 

当
該

病
院

に
機

能
訓

練
室

を
有

し
て

お
り

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
床

面
積

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

、

4
0

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
機

能
訓

練
室

に
は

、
長

期
に

わ
た

る
療

養
を

行
う

に
つ

き
必

要
な

器
械

・
器

具
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

必
要

な
器

械
・

器
具

と
は

、
例

え
ば

訓
練

マ
ッ

ト
と

そ
の

付
属

品
、

姿
勢

矯
正

用
鏡

、
車

椅
子

、
各

種
杖

、
各

種
測

定
用

具
（

角
度

計
、

握
力

計
等

）
で

あ
る

。
 

オ
 

療
養

病
棟

に
係

る
病

床
に

入
院

し
て

い
る

患
者

１
人

に
つ

き
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

１
平

方
メ

ー
ト

ル

以
上

の
広

さ
を

有
す

る
食

堂
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

カ
 

療
養

病
棟

の
入

院
患

者
同

士
や

入
院

患
者

と
そ

の
家

族
が

談
話

を
楽

し
め

る
広

さ
を

有
す

る
談

話
室

が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

オ
に

規
定

す
る

食
堂

と
兼

用
で

あ
っ

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

キ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
身

体
の

不
自

由
な

患
者

の
利

用
に

適
し

た
浴

室
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ク
 

当
該

病
棟

に
係

る
病

棟
床

面
積

は
、

患
者

１
人

に
つ

き
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

1
6

平
方

メ
ー

ト
ル

以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

病
棟

床
面

積
の

算
定

に
当

た
っ

て
は

、
当

該
病

棟
内

に
あ

る
治

療
室

、
機

能
訓

練
室

、
浴

室
、

廊
下

、
デ

イ
ル

ー
ム

、
食

堂
、

面
会

室
、

ナ
ー

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

便
所

等
を

面
積

に
算

入
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

 
 

(
２

)
 

療
養

病
棟

療
養

環
境

加
算

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

 
 

(
１

)
の

ア
か

ら
キ

ま
で

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 

療
養

病
棟

療
養

環
境

加
算

１
及

び
２

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

2
4
及

び
様

式
2
4
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
病

棟
の

配
置

図
及

び
平

面
図

（
当

該
加

算
を

算
定

す
る

病
棟

の
面

積
等

が

分
か

る
も

の
。

）
を

添
付

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

加
算

の
届

出
に

つ
い

て
は

実
績

を
要

し
な

い
。

 

(
２

)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
加

算
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

当
該

病
棟

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

当
該

規
定

を
満

た
し

て
い

る
も

の
と

す
る

。
 

 第
1
1
の

２
 

療
養

病
棟

療
養

環
境

改
善

加
算

 

１
 

療
養

病
棟

療
養

環
境

改
善

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

療
養

病
棟

療
養

環
境

改
善

加
算

１
に

関
す

る
施

設
基

準
 

ア
 

当
該

療
養

病
棟

に
係

る
病

室
の

病
床

数
は

、
１

病
室

に
つ

き
４

床
以

下
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

当
該

療
養

病
棟

に
係

る
病

室
の

床
面

積
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

患
者

１
人

に
つ

き
、

6
.
4

平
方

メ

ー
ト

ル
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

当
該

病
院

に
機

能
訓

練
室

を
有

し
て

お
り

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
床

面
積

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

、

4
0

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
機

能
訓

練
室

に
は

、
長

期
に

わ
た

る
療

養
を

行
う

に
つ

き
必

要
な

器
械

・
器

具
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

必
要

な
器

械
・

器
具

と
は

、
例

え
ば

訓
練

マ
ッ

ト
と

そ
の

付
属

品
、

姿
勢

矯
正

用
鏡

、
車

椅
子

、
各

種
杖

、
各

種
測

定
用

具
（

角
度

計
、

握
力

計
等

）
で

あ
る

。
 

エ
 

療
養

病
棟

に
係

る
病

床
に

入
院

し
て

い
る

患
者

１
人

に
つ

き
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

１
平

方
メ

ー
ト

ル

以
上

の
広

さ
を

有
す

る
食

堂
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。
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お
、
病
室

内
に
付

属
し
て

い
る

浴
室
・
便

所
等
の

面
積
は

算
入

の
対
象
と

な
る
も

の
で
あ

る
こ

と
。

 

(
５
)
 
特
別
の
療

養
環
境

の
提

供
に
係
る

病
床
又

は
特
定

入
院

料
を
算
定

し
て
い

る
病
床

若
し

く
は
病
室

に
つ
い

て
は
、
当

該
加
算

の
対
象

か
ら

除
外
す
る

こ
と
。

 

(
６
)
 
当
該
病
院

の
医
師

及
び

看
護
要
員

の
数
は

、
医
療

法
に

定
め
る
標

準
を
満

た
し
て

い
る

こ
と
。

 

(
７
)
 
平
成

2
6
年
３
月

3
1
日
に
お
い
て

、
現
に

当
該
加

算
の

届
出
を
行

っ
て
い

る
保
険

医
療

機
関
に
つ

い
て
は

、

当
該
病
棟

の
増
築

又
は
全

面
的

な
改
築
を

行
う
ま

で
の
間

は
、

(
２
)
の
内
法
の
規

定
を
満

た
し

て
い
る
も

の

と
す
る
。

 

 
 
２
 
届
出
に
関

す
る
事

項
 

 
 
 
 
療
養
環
境

加
算

の
施
設

基
準
に
係

る
届
出

は
、

別
添
７

の
様
式

2
2

を
用
い
る
こ

と
。

ま
た
、
当

該
保
険

医
療

機
関
の
配

置
図
及

び
平

面
図
（

当
該
加
算

を
算
定

す
る

病
棟
の

面
積
等
が

分
か
る

も
の

。
）
を

添
付
す
る

こ
と
。

な
お
、
当

該
加
算

の
届
出

に
つ

い
て
は
実

績
を
要

し
な
い

。
 

 第
1
0
 
重
症
者
等

療
養
環

境
特

別
加
算

 

 
１
 
重

症
者
等

療
養
環

境
特

別
加
算
に

関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
病
院
で
あ

る
保
険

医
療

機
関
の
一

般
病
棟

（
特
殊

疾
患

入
院
施
設

管
理
加

算
に
係

る
病

棟
を
除
く

。
）
に

お
け
る
特

定
の
病

床
を
単

位
と

し
て
行
う

こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
基
準

の
届
出

の
対

象
と
な
る

病
床
は

次
の
い

ず
れ

に
も
該
当

す
る
こ

と
。

 

ア
 
個
室

又
は
２

人
部
屋

で
あ

る
。

 

イ
 
重
症

者
等
の

容
態
が

常
時

監
視
で
き

る
よ
う

な
設
備

又
は

構
造
上
の

配
慮
が

な
さ
れ

て
い

る
。
（
心

拍

監
視
装
置

等
の
患

者
監
視

装
置

を
備
え
て

い
る
場

合
又
は

映
像

に
よ
る
患

者
観
察

シ
ス
テ

ム
を

有
す
る
場

合
を
含
む

。
）

 

ウ
 
酸
素

吸
入
、

吸
引
の

た
め

の
設
備
が

整
備
さ

れ
て
い

る
。

 

エ
 
特
別

の
療
養

環
境
の

提
供

に
係
る
病

室
で
な

い
こ
と

。
 

(
３
)
 
当
該
基
準

の
届
出

の
対

象
と
な
る

病
床
数

は
、
当

該
保

険
医
療
機

関
の
一

般
病
棟

に
入

院
し
て
い

る
重
症

者
等
（
重

症
者
等

療
養
環

境
特

別
加
算
を

算
定
で

き
る
入

院
料

に
係
る
届

出
を
行

っ
て
い

る
病

床
に
入
院

し

て
い
る
患

者
に
限

る
。
）

の
届

出
前
１
月

間
の
平

均
数
を

上
限

と
す
る
。

た
だ
し

、
当
該

保
険

医
療
機
関

の

当
該
加
算

を
算
定

で
き
る

入
院

料
に
係
る

届
出
を

行
っ
て

い
る

病
床
の
平

均
入
院

患
者
数

の
８

％
未
満
と

し
、

当
該
保
険

医
療
機

関
が
特

別
の

診
療
機
能

等
を
有

し
て
い

る
場

合
で
あ
っ

て
も
、

当
該
加

算
を

算
定
で
き

る

入
院
料
に

係
る
届

出
を
行

っ
て

い
る
病
床

の
平
均

入
院
患

者
数

の
1
0
％
を
超
え
な

い
こ
と

。
 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

 
 
 
重

症
者
等

療
養
環

境
特

別
加
算
の

施
設
基

準
に
係

る
届

出
は
、
別

添
７
の

様
式

2
3
及

び
様
式

2
3
の
２
を

用
い

る
こ
と
。

ま
た
、

当
該

届
出
に

係
る
病
棟

の
配
置

図
及

び
平
面

図
（
当
該

施
設
基

準
に

係
る
病

床
及
び
ナ

ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
が
明

示
さ

れ
て
い

る
も
の
。

）
を
添

付
す

る
こ
と

。
な
お
、

当
該
加

算
の

届
出
に

つ
い
て
は

実
績
を

要
し
な
い

。
 

  第
1
1
 
療
養
病
棟

療
養
環

境
加

算
 

 
１
 
療

養
病
棟

療
養
環

境
加

算
に
関
す

る
施
設

基
準

 

 
 
(
１
)
 
療
養

病
棟
療

養
環

境
加
算
１

に
関
す

る
施
設

基
準

 

ア
 
当
該

療
養
病

棟
に
係

る
病

室
の
病
床

数
は
、

１
病
室

に
つ

き
４
床
以

下
で
あ

る
こ
と

。
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(
７
)
 
当
該
診
療

所
内
に

、
療

養
病
床
の

入
院
患

者
同
士

や
入

院
患
者
と

そ
の
家

族
が
談

話
を

楽
し
め
る

広
さ
を

有
す
る
談

話
室
が

設
け
ら

れ
て

い
る
こ
と

。
た
だ

し
、
(
６
)
に

定
め
る
食

堂
と
兼

用
で
あ

っ
て

も
差
し
支

え

な
い
。

 

(
８
)
 
当
該
診
療

所
内
に

、
身

体
の
不
自

由
な
患

者
の
利

用
に

適
し
た
浴

室
が
設

け
ら
れ

て
い

る
こ
と
。

 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

(
１
)
 
診
療
所
療

養
病
床

療
養

環
境
加
算

の
施
設

基
準
に

係
る

届
出
は
、

別
添
７

の
様
式

2
5

を
用
い
る

こ
と
。

ま
た
、
当

該
診
療

所
の
配

置
図

及
び
平
面

図
（
当

該
加
算

を
算

定
す
る
病

床
の
面

積
等
が

分
か

る
も
の
。

）

を
添
付
す

る
こ
と

。
な
お

、
当

該
加
算
の

届
出
に

つ
い
て

は
実

績
を
要
し

な
い
。

 

(
２
)
 
平
成

2
6
年
３
月

3
1
日
に
お
い
て

、
現
に

当
該
加

算
の

届
出
を
行

っ
て
い

る
保
険

医
療

機
関
に
つ

い
て
は

、

当
該
病
床

の
増
築

又
は
全

面
的

な
改
築
を

行
う
ま

で
の
間

は
、

当
該
規
定

を
満
た

し
て
い

る
も

の
と
す
る

。
 

 第
1
2
の
２
 
診
療
所

療
養
病

床
療
養
環

境
改
善

加
算

 

１
 
診
療

所
療
養

病
床
療

養
環

境
改
善
加

算
に
関

す
る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
診
療
所
で

あ
る
保

険
医

療
機
関
に

お
い
て

、
当
該

療
養

病
床
を
単

位
と
し

て
行
う

。
 

(
２
)
 
当
該
療
養

病
床
に

係
る

病
室
の
床

面
積
は

、
内
法

に
よ

る
測
定
で

、
患
者

１
人
に

つ
き

、
6
.
0

平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

(
３
)
 
当
該
診
療

所
に
機

能
訓

練
室
を
有

し
て
い

る
こ
と

。
 

(
４
)
 
当
該
加
算

を
算
定

で
き

る
病
床
に

つ
い
て

は
、
平

成
2
4
年
３
月

3
1
日
時
点
で
診

療
所

療
養
病
床

療
養
環

境
加
算
２

を
算
定

し
て
い

る
病

床
の
み
と

す
る
。

 

(
５
)
 
当
該
加
算

を
算
定

で
き

る
期
間
に

つ
い
て

は
、
当

該
病

床
の
増
築

又
は
全

面
的
な

改
築

を
行
う
ま

で
の
間

と
す
る
。

 

(
６
)
 
平
成

2
6
年
３
月

3
1
日
に
お
い
て

、
現
に

当
該
加

算
の

届
出
を
行

っ
て
い

る
保
険

医
療

機
関
に
つ

い
て
は

、

当
該
病
床

の
増
築

又
は
全

面
的

な
改
築
を

行
う
ま

で
の
間

は
、

(
２
)
の
内
法
の
規

定
を
満

た
し

て
い
る
も

の

と
す
る
。
 
 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

診
療
所
療

養
病
床

療
養

環
境
改

善
加
算
の

施
設
基

準
に

係
る
届

出
は
、
別

添
７
の

様
式

2
5

を
用
い
る
こ

と
。

ま
た
、
当

該
診
療

所
の

配
置
図

及
び
平
面

図
（
当

該
加

算
を
算

定
す
る
病

床
の
面

積
等

が
分
か

る
も
の
。

）
を
添

付
す
る
こ

と
。
な

お
、
当

該
加

算
の
届
出

に
つ
い

て
は
実

績
を

要
し
な
い

。
 

ま
た
、
当

該
病
床

の
療

養
環
境

の
改
善
に

資
す
る

計
画

を
、
別

添
７
の
様
式

2
5

の
２

に
準
じ

て
策
定
し

、
届

け
出
る
と

と
も
に

、
毎
年

７
月

に
そ
の
改

善
状
況

に
つ
い

て
地

方
厚
生
（

支
）
局

長
に
報

告
す

る
こ
と
。

 

 

第
1
2
の
３
 
無
菌
治

療
室
管

理
加
算

 

１
 
無
菌

治
療
室

管
理
加

算
に

関
す
る
施

設
基
準

 

(
１
)
 
無
菌
治
療

室
管
理

加
算

１
に
関
す

る
施
設

基
準

 

ア
 
当
該

保
険
医

療
機
関

に
お

い
て
自
家

発
電
装

置
を
有

し
て

い
る
こ
と

。
 

イ
 
滅
菌

水
の
供

給
が
常

時
可

能
で
あ
る

こ
と
。

 

ウ
 
個
室

で
あ
る

こ
と
。

 

エ
 
室
内

の
空
気

清
浄
度

が
、

患
者
に
対

し
無
菌

治
療
室

管
理

を
行
っ
て

い
る
際

に
、
常

時
Ｉ

Ｓ
Ｏ
ク
ラ

ス

６
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

オ
 
当
該

治
療
室

の
空
調

設
備

が
垂
直
層

流
方
式

、
水
平

層
流

方
式
又
は

そ
の
双

方
を
併

用
し

た
方
式
で

あ
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- 

オ
 
療
養

病
棟
の

入
院
患

者
同

士
や
入
院

患
者
と

そ
の
家

族
が

談
話
を
楽

し
め
る

広
さ
を

有
す

る
談
話
室

が

設
け
ら
れ

て
い
る

こ
と
。

た
だ

し
、
エ
に

規
定
す

る
食
堂

と
兼

用
で
あ
っ

て
も
差

し
支
え

な
い

。
 

カ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

内
に

、
身
体
の

不
自
由

な
患
者

の
利

用
に
適
し

た
浴
室

が
設
け

ら
れ

て
い
る
こ

と
。

 

キ
 
当
該

加
算
を

算
定
で

き
る

期
間
に
つ

い
て
は

、
当
該

病
棟

の
増
築
又

は
全
面

的
な
改

築
を

行
う
ま
で

の

間
と
す
る

。
 

(
２
)
 
療
養
病
棟

療
養
環

境
改

善
加
算
２

に
関
す

る
施
設

基
準

 

ア
 
(
１
)
の
エ
か

ら
カ
ま

で
を

満
た
し
て

い
る
こ

と
。

 

イ
 
当
該

病
棟
に

係
る
病

室
の

床
面
積
は

、
内
法

に
よ
る

測
定

で
、
患
者

１
人
に

つ
き
、
6
.
0

平
方
メ
ー

ト

ル
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

ウ
 
当
該

病
院
に

機
能
訓

練
室

を
有
し
て

い
る
こ

と
。

 

エ
 
当
該

加
算
の

対
象
病

棟
に

つ
い
て
は

、
平
成

2
4
年
３
月

3
1
日
に
お
い
て

、
現
に

療
養
病

棟
療
養
環

境

加
算
４
に

係
る
届

出
を
行

っ
て

い
る
病
棟

の
み
と

す
る
。

 

オ
 
当
該

加
算
を

算
定
で

き
る

期
間
に
つ

い
て
は

、
当
該

病
棟

の
増
築
又

は
全
面

的
な
改

築
を

行
う
ま
で

の

間
と
す
る

。
 

(
３
)
 
平
成

2
6
年
３
月

3
1
日
に
お
い
て

、
現
に

当
該
加

算
の

届
出
を
行

っ
て
い

る
保
険

医
療

機
関
に
つ

い
て
は

、

当
該
病
棟

の
増
築

又
は
全

面
的

な
改
築
を

行
う
ま

で
の
間

は
、

(
２
)
の
内
法
の
規

定
を
満

た
し

て
い
る
も

の

と
す
る
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

療
養
病
棟

療
養
環

境
改
善

加
算

１
及
び
２

の
施
設

基
準
に

係
る

届
出
は
、

別
添
７

の
様
式

2
4
及
び
様
式

2
4
の

２
を
用
い

る
こ
と

。
ま

た
、
当

該
病
棟
の

配
置
図

及
び

平
面
図

（
当
該
加

算
を
算

定
す

る
病
棟

の
面
積
等

が
分
か

る
も
の
。

）
を
添

付
す
る

こ
と

。
な
お
、

当
該
加

算
の
届

出
に

つ
い
て
は

実
績
を

要
し
な

い
。

 

ま
た
、
当

該
病
棟

の
療

養
環
境

の
改
善
に

資
す
る

計
画

を
、
別

添
７
の
様
式

2
4

の
３

に
準
じ

て
策
定
し

、
届

け
出
る
と

と
も
に

、
毎
年

７
月

に
そ
の
改

善
状
況

に
つ
い

て
地

方
厚
生
（

支
）
局

長
に
報

告
す

る
こ
と
。

 

 

第
1
2
 
診
療
所
療

養
病
床

療
養

環
境
加
算

 

 
１
 
診

療
所
療

養
病
床

療
養

環
境
加
算

に
関
す

る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
診
療
所
で

あ
る
保

険
医

療
機
関
に

お
い
て

、
当
該

療
養

病
床
を
単

位
と
し

て
行
う

。
 

(
２
)
 
当
該
療
養

病
床
に

係
る

病
室
の
病

床
数
は

、
１
病

室
に

つ
き
４
床

以
下
で

あ
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
当
該
療
養

病
床
に

係
る

病
室
の
床

面
積
は

、
内
法

に
よ

る
測
定
で

、
患
者

１
人
に

つ
き

、
6
.
4

平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

(
４
)
 
当
該
療
養

病
床

に
係
る

病
室
に
隣

接
す
る

廊
下

の
幅
は

、
内
法
に

よ
る
測

定
で
、
1
.
8

メ
ー
ト
ル

以
上
で

あ
る
こ
と

。
た
だ

し
、

両
側
に

居
室
（
両

側
に
あ

る
居

室
の
出

入
口
が
当

該
廊
下

に
面

し
て
い

る
場
合
に

限

る
。
）
が

あ
る
廊

下
の

幅
は
、

2
.
7

メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
る
こ

と
。
な
お

、
廊
下

の
幅

は
、
柱

等
の
構
造

物

（
手
す
り

を
除
く

。
）
も

含
め

た
最
も
狭

い
部
分

に
お
い

て
、

基
準
を
満

た
す
こ

と
。

 

(
５
)
 
当
該
診
療

所
に
機

能
訓

練
室
を
有

し
て
い

る
こ
と

。
な

お
、
当
該

機
能
訓

練
室
に

は
、

長
期
に
わ

た
る
療

養
を
行
う

に
つ
き

必
要
な

器
械

・
器
具
を

備
え
て

い
る
こ

と
。

必
要
な
器

械
・
器

具
と
は

、
例

え
ば
訓
練

マ

ッ
ト
と
そ

の
付
属

品
、
姿

勢
矯

正
用
鏡
、

車
椅
子

、
各
種

杖
、

各
種
測
定

用
具
（

角
度
計

、
握

力
計
等
）

で

あ
る
こ
と

。
 

(
６
)
 
療
養
病
床

に
係
る

病
床

に
入
院
し

て
い
る

患
者
１

人
に

つ
き
、
内

法
に
よ

る
測
定

で
１

平
方
メ
ー

ト
ル
以

上
の
広
さ

を
有
す

る
食
堂

が
設

け
ら
れ
て

い
る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 753752

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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あ
っ

て
差

し
支

え
な

い
。

 

ま
た

、
緩

和
ケ

ア
の

特
性

に
鑑

み
て

、
専

従
の

医
師

に
あ

っ
て

も
、

緩
和

ケ
ア

診
療

加
算

を
算

定
す

べ
き

診
療

及
び

外
来

緩
和

ケ
ア

管
理

料
を

算
定

す
べ

き
診

療
に

影
響

の
な

い
範

囲
に

お
い

て
、

専
門

的
な

緩
和

ケ

ア
に

関
す

る
外

来
診

療
を

行
っ

て
差

し
支

え
な

い
。

（
た

だ
し

、
専

門
的

な
緩

和
ケ

ア
に

関
す

る
外

来
診

療

に
携

わ
る

時
間

は
、

所
定

労
働

時
間

の
２

分
の

１
以

下
で

あ
る

こ
と

。
）

 

(
３

)
 
 
(
１

)
の

ア
又

は
オ

に
掲

げ
る

医
師

は
、

悪
性

腫
瘍

の
患

者
又

は
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
の

患
者

を
対

象

と
し

た
症

状
緩

和
治

療
を

主
た

る
業

務
と

し
た

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
者

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
末

期

心
不

全
の

患
者

を
対

象
と

す
る

場
合

に
は

、
末

期
心

不
全

の
患

者
を

対
象

と
し

た
症

状
緩

和
治

療
を

主
た

る

業
務

と
し

た
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

者
で

あ
っ

て
も

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

任
の

非
常

勤
医

師
（

悪
性

腫
瘍

患
者

又
は

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

の
患

者
を

対
象

と
し

た
症

状
緩

和
治

療
を

主
た

る
業

務

と
し

た
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

医
師

に
限

る
。

（
末

期
心

不
全

の
患

者
を

対
象

と
す

る
場

合
に

は
、

末

期
心

不
全

の
患

者
を

対
象

と
し

た
症

状
緩

和
治

療
を

主
た

る
業

務
と

し
た

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
者

で

あ
っ

て
も

差
し

支
え

な
い

。
）

）
を

２
名

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

２
名

の
非

常
勤

医
師

が
緩

和
ケ

ア

チ
ー

ム
の

業
務

に
従

事
す

る
場

合
に

限
り

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
４

)
 

(
１

)
の

イ
又

は
カ

に
掲

げ
る

医
師

は
、

３
年

以
上

が
ん

専
門

病
院

又
は

一
般

病
院

で
の

精
神

医
療

に
従

事
し

た
経

験
を

有
す

る
者

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
イ

に
掲

げ
る

常
勤

医
師

に
つ

い
て

は
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

任
の

非

常
勤

医
師

（
３

年
以

上
が

ん
専

門
病

院
又

は
一

般
病

院
で

の
精

神
医

療
に

従
事

し
た

経
験

を
有

す
る

医
師

に
限

る
。

）
を

２
名

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
２

名
の

非
常

勤
医

師
が

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

業
務

に
従

事
す

る
場

合
に

限
り

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
５

)
 

(
１

)
の

ア
及

び
イ

に
掲

げ
る

医
師

の
う

ち
、

悪
性

腫
瘍

の
患

者
に

対
し

て
緩

和
ケ

ア
に

係
る

診
療

を
行

う

場
合

に
は

、
以

下
の

ア
又

は
イ

の
い

ず
れ

か
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
者

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
末

期
心

不

全
症

候
群

の
患

者
に

対
し

て
緩

和
ケ

ア
に

係
る

診
療

を
行

う
場

合
に

は
、

ア
、

イ
又

は
ウ

の
い

ず
れ

か
の

 
 

研
修

を
修

了
し

て
い

る
者

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
の

患
者

に
対

し
て

緩
和

ケ
ア

に

係
る

診
療

を
行

う
場

合
に

は
下

記
研

修
を

修
了

し
て

い
な

く
て

も
よ

い
。

 

ア
 

が
ん

等
の

診
療

に
携

わ
る

医
師

等
に

対
す

る
緩

和
ケ

ア
研

修
会

の
開

催
指

針
に

準
拠

し
た

緩
和

ケ
ア

研

修
会

 

イ
 

緩
和

ケ
ア

の
基

本
教

育
の

た
め

の
都

道
府

県
指

導
者

研
修

会
（

国
立

研
究

開
発

法
人

国
立

が
ん

研
究

セ

ン
タ

ー
主

催
）

等
 

ウ
 

日
本

心
不

全
学

会
に

よ
り

開
催

さ
れ

る
基

本
的

心
不

全
緩

和
ケ

ア
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

 

(
６

)
 

(
１

)
の

ウ
又

は
キ

に
掲

げ
る

看
護

師
は

、
５

年
以

上
悪

性
腫

瘍
患

者
の

看
護

に
従

事
し

た
経

験
を

有
し

、

緩
和

ケ
ア

病
棟

等
に

お
け

る
研

修
を

修
了

し
て

い
る

者
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

こ
こ

で
い

う
緩

和
ケ

ア
病

棟

等
に

お
け

る
研

修
と

は
、

次
の

事
項

に
該

当
す

る
研

修
の

こ
と

を
い

う
。

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
（

6
0
0

時
間

以
上

の
研

修
期

間
で

、
修

了

証
が

交
付

さ
れ

る
も

の
）

 

イ
 

緩
和

ケ
ア

の
た

め
の

専
門

的
な

知
識

・
技

術
を

有
す

る
看

護
師

の
養

成
を

目
的

と
し

た
研

修
で

あ
る

こ

と
。

 

 
-
 
83
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る
こ
と
。

 

(
２
)
 
無
菌
治
療

室
管
理

加
算

２
に
関
す

る
施
設

基
準

 

ア
 
室
内

の
空
気

清
浄
度

が
、

患
者
に
対

し
無
菌

治
療
室

管
理

を
行
っ
て

い
る
際

に
、
常

時
Ｉ

Ｓ
Ｏ
ク
ラ

ス

７
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

イ
 
(
１
)
の
ア
及

び
イ
を

満
た

し
て
い
る

こ
と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
無
菌
治
療

室
管
理

加
算

１
及
び
無

菌
治
療

室
管
理

加
算

２
の
施
設

基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添
７

の
様
式

2
6
の
２
を
用
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
の

配
置
図
及

び
平
面

図
（
当

該
届

出
に
係
る

自
家
発

電
装
置

が
分

か
る
も
の

）
を
添

付
す
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
当
該
届
出

に
係
る

病
棟

の
配
置
図

及
び
平

面
図
（

当
該

届
出
に
係

る
病
室

が
明
示

さ
れ

て
お
り
、

滅
菌
水

の
供
給
場

所
及
び

空
調
設

備
の

概
要
が
分

か
る
も

の
）
を

添
付

す
る
こ
と

。
 

 

第
1
3
 
重
症
皮
膚

潰
瘍
管

理
加

算
 

 
１
 
重

症
皮
膚

潰
瘍
管

理
加

算
に
関
す

る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
個
々
の
患

者
に
対

す
る

看
護
計
画

の
策
定

、
患
者

の
状

態
の
継
続

的
評
価

、
適
切

な
医

療
機
器
の

使
用
、

 

褥
瘡
等
の

皮
膚
潰

瘍
の
早

期
発

見
及
び
重

症
化
の

防
止
に

ふ
さ

わ
し
い
体

制
に
あ

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
そ
の
他
褥

瘡
等
の

皮
膚

潰
瘍
の
予

防
及
び

治
療
に

関
し

て
必
要
な

処
置
を

行
う
に

ふ
さ

わ
し
い
体

制
に
あ

る
こ
と
。

 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

 
 
 
重

症
皮
膚

潰
瘍

管
理
加

算
の
施
設

基
準
に

係
る

取
扱
い

に
つ
い
て

は
、
当

該
基
準

を
満

た
し
て
い

れ
ば
よ

く
、

特
に
地
方

厚
生
（

支
）
局

長
に

対
し
て
、

届
出
を

行
う
必

要
は

な
い
こ
と

。
 

 第
1
4
 
緩
和
ケ
ア

診
療
加

算
 

 
１
 
緩

和
ケ
ア

診
療
加

算
に

関
す
る
施

設
基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
以
下

の
４
名

か
ら
構

成
さ

れ
る
緩
和

ケ
ア
に

係
る
チ

ー
ム

（
以
下
「

緩
和
ケ

ア
チ
ー
ム

」
と
い

う
。
）

が
設

置
さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

ア
 
身
体

症
状
の

緩
和
を

担
当

す
る
専
任

の
常
勤

医
師

 

イ
 
精
神

症
状
の

緩
和
を

担
当

す
る
専
任

の
常
勤

医
師

 

ウ
 
緩
和

ケ
ア
の

経
験
を

有
す

る
専
任
の

常
勤
看

護
師

 

エ
 
緩
和

ケ
ア
の

経
験
を

有
す

る
専
任
の

薬
剤
師

 

な
お
、
ア

か
ら
エ

ま
で

の
う
ち

い
ず
れ
か

１
人
は

専
従

で
あ
る

こ
と
。
た

だ
し
、

当
該

緩
和
ケ

ア
チ
ー
ム

が
診
察
す

る
患
者

数
が
１

日
に

1
5
人
以
内
で
あ
る

場
合
は

、
い

ず
れ
も
専

任
で
差

し
支
え

な
い

。
 

ま
た
、
緩

和
ケ
ア

診
療
加

算
の

注
２
に
規

定
す
る

点
数
を

算
定

す
る
場
合

に
は
、

以
下
の

４
名

か
ら
構
成

さ
れ
る
緩

和
ケ
ア

チ
ー
ム

に
よ

り
、
緩
和

ケ
ア
に

係
る
専

門
的

な
診
療
が

行
わ
れ

て
い
る

こ
と

。
 

オ
 
身
体

症
状
の

緩
和
を

担
当

す
る
常
勤

医
師

 

カ
 
精
神

症
状
の

緩
和
を

担
当

す
る
医
師

 

キ
 
緩
和

ケ
ア
の

経
験
を

有
す

る
看
護
師

 

ク
 
緩
和

ケ
ア
の

経
験
を

有
す

る
薬
剤
師

 

(
２
)
 
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム

の
構

成
員
は
、

外
来
緩

和
ケ
ア

管
理

料
に
係
る

緩
和
ケ

ア
チ
ー

ム
の

構
成
員
と

兼
任
で

（ ）（ ） 755754

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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 第
1
4
の
２
 
有
床
診

療
所
緩

和
ケ
ア
診

療
加
算

 

１
 
有
床

診
療
所

緩
和
ケ

ア
診

療
加
算
に

関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
身
体

症
状
、

精
神
症

状
の

緩
和
を
担

当
す
る

常
勤
医

師
及

び
緩
和
ケ

ア
の
経

験
を
有
す

る
常
勤

看
護
師

が
配

置
さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
(
１
)
に
掲
げ
る
医

師
は

、
悪
性
腫

瘍
の
患

者
又
は

後
天

性
免
疫
不

全
症
候

群
の
患

者
を

対
象
と
し

た
症
状

緩
和
治
療

を
主
た

る
業
務

と
し

た
１
年
以

上
の
経

験
を
有

す
る

者
で
あ
る

こ
と
。

な
お
、

末
期

心
不
全
の

患

者
を
対
象

と
す
る

場
合
に

は
、

末
期
心
不

全
の
患

者
を
対

象
と

し
た
症
状

緩
和
治

療
を
主

た
る

業
務
と
し

た

１
年
以
上

の
経
験

を
有
す

る
者

で
あ
っ
て

も
差
し

支
え
な

い
。

 

(
３
)
 
(
１
)
に
掲
げ
る
看

護
師

は
、
３
年

以
上
悪

性
腫
瘍

の
患

者
の
看
護

に
従
事

し
た
経

験
を

有
す
る
者

で
あ
る

こ
と
。

 

(
４
)
 
(
１
)
に
掲
げ
る
医

師
又

は
看
護
師

の
い
ず

れ
か
が

所
定

の
研
修
を

修
了
し

て
い
る

者
で

あ
る
こ
と

。
た
だ

し
、
後
天

性
免
疫

不
全
症

候
群

の
患
者
に

対
し
て

緩
和
ケ

ア
に

係
る
診
療

又
は
看

護
を
行

う
場

合
は
、
こ

の

限
り
で
は

な
い
。

 

(
５
)
 
(
４
)
に
掲
げ
る
「

所
定

の
研
修
を

修
了
し

て
い
る

」
と

は
次
の
と

お
り
で

あ
る
こ

と
。

 

①
 
(
１
)
に
掲
げ

る
医

師
に
つ

い
て
は
、

悪
性
腫

瘍
の

患
者
に

対
し
て
緩

和
ケ
ア

に
係

る
診
療

を
行
う
場

合
に

は
、
以
下

の
ア
又

は
イ

の
い
ず

れ
か
の
研

修
を
、

末
期

心
不
全

症
候
群
の

患
者
に

対
し

て
緩
和

ケ
ア
に
係

る

診
療
を
行

う
場
合

に
は
、

ア
、

イ
又
は
ウ

の
い
ず

れ
か
の

研
修

を
修
了
し

て
い
る

こ
と
。

。
 

ア
 
が
ん

等
の
診

療
に
携

わ
る

医
師
等
に

対
す
る

緩
和
ケ

ア
研

修
会
の
開

催
指
針

に
準
拠

し
た

緩
和
ケ
ア

研

修
会

 

イ
 
緩
和

ケ
ア
の

基
本

教
育
の

た
め
の
都

道
府
県

指
導

者
研
修

会
（
国
立

研
究
開

発
法

人
国
立

が
ん
研
究

セ

ン
タ
ー
主

催
）
等

 

ウ
 
日
本

心
不
全

学
会
に

よ
り

開
催
さ
れ

る
基
本

的
心
不

全
緩

和
ケ
ア
ト

レ
ー
ニ

ン
グ
コ

ー
ス

 

②
 
(
１
)
に
掲
げ

る
看
護

師
に

つ
い
て
は

、
次
の

事
項
に

該
当

す
る
研
修

を
修
了

し
て
い

る
こ

と
。

 

ア
 
国
又

は
医
療

関
係
団

体
等

が
主
催
す

る
研
修

で
あ
る

こ
と

。
（
２
日

以
上
か
つ

1
0

時
間

の
研
修
期

間

で
、
修
了

証
が
交

付
さ
れ

る
も

の
）

 

イ
 
緩
和

ケ
ア
の

た
め
の

専
門

的
な
知
識

・
技
術

を
有
す

る
看

護
師
の
養

成
を
目

的
と
し

た
研

修
で
あ
る

こ

と
。

 

ウ
 
講
義

及
び
演

習
に
よ

り
、

次
の
内
容

を
含
む

も
の
で

あ
る

こ
と
。

 

(
イ
)
 
緩
和
ケ
ア

総
論
及

び
制

度
等
の
概

要
 

(
ロ
)
 
緩
和
ケ
ア

の
た
め

の
ア

セ
ス
メ
ン

ト
並
び

に
症
状

緩
和

の
た
め
の

支
援
方

法
 

(
ハ
)
 
セ
ル
フ
ケ

ア
へ
の

支
援

及
び
家
族

支
援
の

方
法

 

(
６
)
 
 
当
該
診
療
所
に
お

け
る

夜
間
の
看

護
職
員

の
数
が

１
以

上
で
あ
る

こ
と
。

 

(
７
)
 
院
内
の
見

や
す
い

場
所

に
緩
和
ケ

ア
が
受

け
ら
れ

る
旨

の
掲
示
を

す
る
な

ど
、
患

者
に

対
し
て
必

要
な
情

報
提
供
が

な
さ
れ

て
い
る

こ
と

。
 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
有
床
診
療

所
緩
和

ケ
ア

診
療
加
算

の
施
設

基
準
に

係
る

届
出
は
、

別
添
７

の
様
式

2
7
の
２
を
用

い
る
こ

 

と
。

 

 第
1
5
 
精
神
科
応

急
入
院

施
設

管
理
加
算

 

（ ）（ ） 755754

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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し
て

い
る

病
棟

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

病
院

に
専

門
の

部
門

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
地

域
移

行
推

進
室

」
と

い
う

。
）

が
設

置
さ

れ
、

地
域

移
行

推
進

の
た

め
の

体
制

が
院

内
に

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

地
域

移
行

推
進

室
に

常
勤

の
精

神
保

健
福

祉
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

精
神

保
健

福
祉

士
は

、
入

院
患

者
の

地
域

移
行

支
援

に
係

る
業

務
（

当
該

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
し

て
、

退

院
後

地
域

で
生

活
す

る
に

当
た

っ
て

の
留

意
点

等
に

つ
い

て
面

接
等

を
行

う
な

ど
の

業
務

）
に

専
従

し
て

い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

業
務

を
行

う
場

所
が

地
域

移
行

推
進

室
で

あ
る

必
要

は
な

い
こ

と
。

ま
た

、
当

該

精
神

保
健

福
祉

士
は

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

１
２

」
に

掲
げ

る
精

神
療

養
病

棟
入

院
料

の
「

注
５

」
等

に
規

定

す
る

退
院

支
援

部
署

と
兼

務
す

る
こ

と
が

で
き

、
地

域
移

行
推

進
室

と
退

院
支

援
部

署
は

同
一

で
も

差
し

支

え
な

い
。

 

(
５

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

入
院

期
間

が
５

年
を

超
え

る
入

院
患

者
数

の
う

ち
、

退
院

し
た

患
者

（
退

院
後

３
月

以
内

に
再

入
院

し
た

患
者

を
除

く
。

）
の

数
が

１
年

間
で

５
％

以
上

の
実

績
（

以
下

こ
の

項
に

お

い
て

「
退

院
に

係
る

実
績

」
と

い
う

。
）

が
あ

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

退
院

に
係

る
実

績
は

、
１

月
か

ら
1
2

月
ま

で
の

１
年

間
に

お
け

る
実

績
と

し
、

当
該

要
件

及
び

他
の

要

件
を

満
た

し
て

い
る

場
合

は
、

翌
年

の
４

月
１

日
か

ら
翌

々
年

の
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る

も
の

と
す

る
。

従
っ

て
、

１
月

か
ら

1
2

月
ま

で
の

１
年

間
の

実
績

に
お

い
て

、
要

件
を

満
た

さ
な

い
場

合

に
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
の

３
月

末
日

ま
で

は
所

定
点

数
を

算
定

で
き

な
い

。
な

お
、

退
院

に

係
る

実
績

に
つ

い
て

は
、

次
の

ア
に

掲
げ

る
数

を
イ

に
掲

げ
る

数
で

除
し

て
算

出
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

１
月

１
日

に
お

い
て

入
院

期
間

が
５

年
以

上
で

あ
る

患
者

の
う

ち
、

１
月

か
ら

1
2

月
ま

で
の

間
に

退

院
し

た
患

者
（

退
院

後
３

月
以

内
に

再
入

院
し

た
患

者
を

除
く

。
）

数
 

イ
 

１
月

１
日

に
お

い
て

入
院

期
間

が
５

年
以

上
で

あ
る

患
者

数
 

(
７

)
 

(
６

)
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

施
設

基
準

の
届

出
を

初
め

て
行

う
場

合
は

、
届

出
を

行
う

月
の

前
月

か
ら

遡

っ
て

１
年

間
に

お
け

る
退

院
に

係
る

実
績

が
５

％
以

上
で

あ
れ

ば
足

り
る

も
の

と
し

、
届

出
の

あ
っ

た
月

の

末
日

ま
で

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

は
、

翌
月

の
１

日
か

ら
翌

年
の

３
月

末
日

ま
で

所

定
点

数
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
月

の
初

日
に

要
件

審
査

を
終

え
、

届
出

を
受

理

し
た

場
合

に
は

当
該

初
日

か
ら

翌
年

の
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
施

設
基

準
に

適
合

し
な

く
な

っ
た

た
め

所
定

点
数

を
算

定
で

き
な

く
な

っ
た

後
に

、
再

度
届

出
を

行

う
場

合
は

、
(
６

)
に

よ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
８

)
 

死
亡

又
は

他
の

医
療

機
関

へ
の

転
院

に
よ

る
退

院
に

つ
い

て
は

、
退

院
に

係
る

実
績

に
算

入
し

な
い

。
 

(
９

)
 

(
６

)
の

ア
の

期
間

内
に

入
院

期
間

が
５

年
以

上
と

な
り

、
か

つ
退

院
し

た
患

者
に

つ
い

て
は

次
年

度
の

実

績
と

し
て

算
入

す
る

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

精
神

科
地

域
移

行
実

施
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
７

の
様

式
3
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
6
の

３
 

精
神

科
身

体
合

併
症

管
理

加
算

 

１
 

精
神

科
身

体
合

併
症

管
理

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

精
神

科
を

標
榜

す
る

病
院

で
あ

っ
て

、
当

該
病

棟
に

専
任

の
内

科
又

は
外

科
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ａ

１
０

３
」

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
（

1
0

対
１

入
院

基
本

料
、

1
3

対
１

入
院

基
本

料
及

び

1
5

対
１

入
院

基
本

料
に

限
る

。
）

、
区

分
番

号
「

Ａ
１

０
４

」
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
精

神
病

棟
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１
 
精

神
科
応

急
入
院

施
設

管
理
加
算

に
関
す

る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
精
神
保
健

及
び
精

神
障

害
者
福
祉

に
関
す

る
法
律

（
昭

和
2
5
年
法
律

第
1
2
3
号
。
以

下
「
精
神

保
健
福

祉
法
」
と

い
う
。

）
第

1
8

条
第
１
項
の

規
定
に

よ
り
指

定
さ

れ
た
精
神

保
健
指

定
医
（

以
下

「
精
神
保

健

指
定
医
」

と
い
う

。
）
１

名
以

上
及
び
看

護
師
、

そ
の
他

の
者

３
名
以
上

が
、
あ

ら
か
じ

め
定

め
ら
れ
た

日

に
、
適
時

、
同
法

第
3
3
条
の
４
第
１
項

及
び
同

法
第

3
4
条
第
１
項
か

ら
第
３

項
ま
で

の
規

定
に
よ
り

移
送

さ
れ
る
患

者
（
以

下
「
応

急
入

院
患
者
等

」
と
い

う
。
）

に
対

し
て
診
療

応
需
の

態
勢
を

整
え

て
い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
病
院

の
病

床
に
つ

い
て
、
１

日
に
看

護
を

行
う
看

護
職
員
及

び
看
護

補
助
を

行
う

看
護
補
助

者
の
数

は
、
常
時

、
当
該

病
床

を
含
む

当
該
病
棟

の
入
院

患
者

の
数

が
2
0

又
は
そ
の
端
数

を
増
す

ご
と
に
１

以
上

で
あ
る
こ

と
。
た

だ
し

、
当
該

病
床
を
含

む
当
該

病
棟

に
お
い

て
、
１
日

に
看
護

を
行

う
看
護

職
員
及
び

看

護
補
助
を

行
う
看

護
補

助
者
の

数
が
前
段

に
規
定

す
る

数
に
相

当
す
る
数

以
上
で

あ
る

場
合
に

は
、
当
該

病

床
を
含
む

当
該
病

棟
に

お
け
る

夜
勤
を
行

う
看
護

職
員

及
び
看

護
補
助
者

の
数
は

、
前

段
の
規

定
に
か
か

わ

ら
ず

、
看

護
職

員
１

を
含

む
２

以
上

で
あ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
ま

た
、

看
護

職
員

の
数

が
最

小
必

要
数

の

８
割
以
上

で
あ
り

、
か

つ
、
看

護
職
員
の

２
割
以

上
が

看
護
師

で
あ
る
こ

と
。
た

だ
し

、
地
域

に
お
け
る

応

急
入
院
患

者
等
に

係
る

医
療
及

び
保
護
を

提
供
す

る
体

制
の
確

保
を
図
る

上
で
や

む
を

得
な
い

事
情
が
あ

る

場
合
は
、

こ
の
限

り
で
な

い
。

 

(
３
)
 
応
急
入
院

患
者
等

の
た

め
の
病
床

と
し
て

、
あ
ら

か
じ

め
定
め
ら

れ
た
日

に
１
床

以
上

確
保
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
４
)
 
応
急
入
院

患
者
等

の
医

療
及
び
保

護
を
行

う
に
つ

き
必

要
な
検
査

が
速
や

か
に
行

わ
れ

る
態
勢
に

あ
る
こ

と
。

 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

 
 

 
精

神
科

応
急

入
院

施
設

管
理

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

９
、

様
式

2
0
（

精
神

保
健

指
定
医
に

つ
い
て

は
、

備
考
欄

に
指
定
番

号
を
記

載
す

る
こ
と

。
）
及
び

様
式

2
8

を
用
い
る

こ
と
。
ま

た
、
当

該
届
出
に

係
る
病

棟
の

配
置
図

及
び
平
面

図
（
当

該
管

理
に
係

る
専
用
病

床
が
明

示
さ

れ
て
い

る
こ
と
。

）
並
び

に
精
神
保

健
福
祉

法
第

3
3

条
の
７
第
１

項
に
基

づ
く

都
道
府

県
知
事
に

よ
る
応

急
入

院
指
定

病
院
の
指

定
通
知

書
の
写
し

を
添
付

す
る
こ

と
。

な
お
、
当

該
加
算

の
届
出

に
つ

い
て
は
実

績
を
要

し
な
い

。
 

 
 

第
1
6
 
精
神
病
棟

入
院
時

医
学

管
理
加
算

 

 
１
 
精

神
病
棟

入
院
時

医
学

管
理
加
算

の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
病
院
で
あ

る
保
険

医
療

機
関
の
精

神
病
棟

を
単
位

と
す

る
こ
と
。

 

(
２
)
 
精
神
科
救

急
医
療

施
設

の
運
営
に

つ
い
て

は
、
「

精
神

科
救
急
医

療
体
制

整
備
事

業
の

実
施
に
つ

い
て
」

（
平
成

2
0
年
５
月

2
6
障
発
第

0
5
2
60
0
1
号
に
従
い
実
施
さ
れ

た
い
。

 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

精
神
病
棟

入
院
時

医
学
管

理
加

算
の
施
設

基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添
７

の
様
式

2
9
を
用
い

る
こ
と
。

 

 第
1
6
の
２
 
精
神
科

地
域
移

行
実
施
加

算
 

１
 
精
神

科
地
域

移
行
実

施
加

算
の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
精
神
科
を

標
榜
す

る
病

院
で
あ
る

保
険
医

療
機
関

に
お

い
て
病
棟

を
単
位

と
し
て

行
う

も
の
と
す

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
区
分
番
号

「
Ａ
１

０
３

」
精
神
病

棟
入
院

基
本
料

（
1
5

対
１
入
院
基
本

料
、
1
8

対
１
入
院
基

本
料
及

び

2
0

対
１
入
院
基
本
料

に
限
る

。
）
、
区

分
番
号

「
Ａ
１

０
４

」
特
定
機

能
病
院

入
院
基

本
料

（
1
5

対
１
精

神
病
棟
入

院
基
本

料
に
限

る
。

）
、
区
分

番
号
「

Ａ
３
１

２
」

精
神
療
養

病
棟
入

院
料
の

い
ず

れ
か
を
算

定

（ ）（ ） 757756

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
３
)
 
精
神
科
リ

エ
ゾ
ン

チ
ー

ム
が
設
置

さ
れ
て

い
る
保

険
医

療
機
関
の

入
院
患

者
の
精

神
状

態
や
算
定

対
象
と

な
る
患
者

へ
の
診

療
方
針

な
ど

に
係
る
カ

ン
フ
ァ

レ
ン
ス

が
週

１
回
程
度

開
催
さ

れ
て
お

り
、

精
神
科
リ

エ

ゾ
ン
チ
ー

ム
の
構

成
員
及

び
必

要
に
応
じ

て
当
該

患
者
の

診
療

を
担
当
す

る
医
師

、
看
護

師
な

ど
が
参
加

し

て
い
る
こ

と
。

 

(
４
)
 
精
神
科
リ

エ
ゾ

ン
チ
ー

ム
に
よ
る

診
療
実

施
計

画
書
や

治
療
評
価

書
に
は

、
精
神

症
状

等
の
重
症

度
評
価

、

治
療
目
標

、
治
療

計
画
等

の
内

容
を
含
ん

で
い
る

こ
と
。

 

(
５
)
 
精
神
科
リ

エ
ゾ
ン

チ
ー

ム
に
よ
る

当
該
診

療
を
行

っ
た

患
者
数
や

診
療
の

回
数
等

に
つ

い
て
記
録

し
て
い

る
こ
と
。

 

(
６
)
 
平
成

3
1

年
４
月
１
日

か
ら
当
分

の
間
、

以
下

の
い
ず

れ
か
の
要

件
に
該

当
す
る

者
を

公
認
心
理

師
と
み

な
す
。

 

ア
 
平
成

3
1
年
３
月

3
1
日
時

点
で
、
臨

床
心
理

技
術
者

と
し

て
保
険
医

療
機
関

に
従
事

し
て

い
た
者

 

イ
 
公
認

心
理
師

に
係
る

国
家

試
験
の
受

験
資
格

を
有
す

る
者

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

 
精
神
科

リ
エ
ゾ

ン
チ
ー

ム
加

算
の
施
設

基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添
７

の
様
式

3
2
を
用
い

る
こ
と
。

 

 第
1
7
の
２
 
強
度
行

動
障
害

入
院
医
療

管
理
加

算
 

１
 
強
度

行
動
障

害
入
院

医
療

管
理
加
算

の
施
設

基
準

 

次
の
各
号

の
い
ず

れ
か
に

該
当

す
る
病
棟

で
あ
る

こ
と
。

 

(
１
)
 
児
童
福
祉

法
第

4
2

条
第
２
号
に

規
定
す

る
医
療

型
障

害
児
入
所

施
設
（

主
と
し

て
重

症
心
身
障

害
児
を

入
所
さ
せ

る
も
の

に
限
る

。
）

又
は
同
法

第
６
条

の
２
の

２
第

３
項
に
規

定
す
る

独
立
行

政
法

人
国
立
病

院

機
構
の
設

置
す
る

医
療
機

関
で

あ
っ
て
厚

生
労
働

大
臣
の

指
定

す
る
も
の

に
係
る

障
害
者

施
設

等
入
院
基

本

料
を
算
定

す
る
病

棟
で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
児
童
・
思

春
期
精

神
科

入
院
医
療

管
理
料

を
算
定

す
る

病
棟
で
あ

る
こ
と

。
 

２
 
強
度

行
動
障

害
入
院

医
療

管
理
加
算

の
対
象

患
者

 

「
基
本
診

療
料
の

施
設

基
準
等

」
に
お
け

る
強
度

行
動

障
害
ス

コ
ア
、
医

療
度
判

定
ス

コ
ア
に

つ
い
て
は

、
別

添
６
の
別

紙
1
4
の
２
を
参
照

の
こ
と
。

 

３
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

強
度
行
動

障
害
入

院
医
療

管
理

加
算
の
施

設
基
準

に
係
る

取
扱

い
に
つ
い

て
は
、

当
該
基

準
を

満
た
し
て

い
れ

 

ば
よ
く
、

特
に
地

方
厚
生

（
支

）
局
長
に

対
し
て

、
届
出

を
行

う
必
要
は

な
い
こ

と
。

 

 第
1
7
の
３
 
重
度
ア

ル
コ
ー

ル
依
存
症

入
院
医

療
管
理

加
算

 

１
 
重
度

ア
ル
コ

ー
ル
依

存
症

入
院
医
療

管
理
加

算
の
施

設
基

準
 

(
１
)
 
精
神
科
を

標
榜
す

る
保

険
医
療
機

関
で
あ

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
に

常
勤
の
精

神
保
健

指
定

医
が
２

名
以
上
配

置
さ
れ

て
い
る

こ
と

。
な
お
、

週
３
日

以
上
常
態

と
し
て

勤
務

し
て
お

り
、
か
つ

、
所
定

労
働

時
間
が

週
2
2

時
間
以
上
の
勤

務
を
行

っ
て
い
る

精

神
保
健
指

定
医
で

あ
る

非
常
勤

医
師
を
２

名
以
上

組
み

合
わ
せ

る
こ
と
に

よ
り
、

当
該

常
勤
医

師
の
勤
務

時

帯
と
同
じ

時
間
帯

に
こ

れ
ら
の

非
常
勤
医

師
が
配

置
さ

れ
て
い

る
場
合
に

は
、
当

該
医

師
の
実

労
働
時
間

を

常
勤
換
算

し
常
勤

医
師
数

に
算

入
す
る
こ

と
が
で

き
る
。

 

(
３
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
に
係

る
適

切
な
研
修

を
修
了

し
た
医

師
１

名
以
上
及

び
看
護

師
、
作
業

療
法
士

、
精
神

保
健

福
祉
士
又

は
公
認

心
理
師

が
そ

れ
ぞ
れ
１

名
以
上

配
置
さ

れ
て

い
る
こ
と

。
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- 

で
あ
る
７

対
１
入

院
基
本

料
、

1
0
対
１
入
院
基
本

料
、
1
3
対
１
入
院
基

本
料
及

び
1
5
対
１
入
院
基
本

料
に

限
る
。
）

、
区
分

番
号
「

Ａ
３

１
１
」
精

神
科
救

急
入
院

料
、

区
分
番
号

「
Ａ
３

１
１
－

２
」

精
神
科
急

性

期
治
療
病

棟
入
院

料
及
び

区
分

番
号
「
Ａ

３
１
４

」
認
知

症
治

療
病
棟
入

院
料
の

い
ず
れ

か
を

算
定
し
て

い

る
病
棟
で

あ
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
必
要
に
応

じ
て
患

者
の

受
入
れ
が

可
能
な

精
神
科

以
外

の
診
療
科

を
有
す

る
医
療

体
制

と
の
連
携

（
他
の

保
険
医
療

機
関
を

含
む
。

）
が

確
保
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

精
神
科
身

体
合
併

症
管
理

加
算

の
施
設
基

準
に
係

る
届
出

は
、

別
添
７
の

様
式

3
1
を
用
い
る

こ
と
。

 

 

第
1
7
 
精
神
科
リ

エ
ゾ
ン

チ
ー

ム
加
算

 

１
 
精
神

科
リ
エ

ゾ
ン
チ

ー
ム

加
算
の
施

設
基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
以
下

の
３
名

以
上
か

ら
構

成
さ
れ
る

精
神
医

療
に
係

る
専

門
的
知
識

を
有
し

た
多
職
種

か
ら
な

る
チ
ー

ム
（

以
下
「
精

神
科
リ

エ
ゾ
ン

チ
ー

ム
」
と
い

う
。
）

が
設
置

さ
れ

て
い
る
こ

と
。

 

ア
 
５
年

以
上
の

勤
務
経

験
を

有
す
る
専

任
の
精

神
科
の

医
師

（
他
の
保

険
医
療

機
関
を

主
た

る
勤
務
先

と

す
る
精
神

科
の
医

師
が
対

診
等

に
よ
り
精

神
科
リ

エ
ゾ
ン

チ
ー

ム
に
参
画

し
て
も

よ
い
。

）
 

イ
 
精
神

科
等
の

経
験
を

３
年

以
上
有
す

る
、
所

定
の
研

修
を

修
了
し
た

専
任
の

常
勤
の

看
護

師
（
精
神

科

等
の
経
験

は
入
院

患
者
の

看
護

の
経
験
１

年
以
上

を
含
む

こ
と

。
）

 

ウ
 
精
神

科
病
院

又
は
一

般
病

院
で
の
精

神
医
療

に
３
年

以
上

の
経
験
を

有
す
る

専
従
の

常
勤

薬
剤
師
、

常

勤
作
業
療

法
士
、

常
勤
精

神
保

健
福
祉
士

又
は
常

勤
公
認

心
理

師
の
う
ち

、
い
ず

れ
か
１

人
。

た
だ
し
、

当
該
精
神

科
リ
エ

ゾ
ン
チ

ー
ム

が
診
察
す

る
患
者

数
が
週
に

1
5

人
以
内
で
あ
る

場
合
は

、
精

神
科
病
院

又
は
一
般

病
院
で

の
精
神

医
療

に
３
年
以

上
の
経

験
を
有

す
る

専
任
の
常

勤
薬
剤

師
、
常

勤
作

業
療
法
士

、

常
勤
精
神

保
健
福

祉
士
又

は
常

勤
公
認
心

理
師
の

う
ち
、

い
ず

れ
か
１
人

で
差
し

支
え
な

い
。

こ
の
場
合

で
あ
っ
て

も
、
週

1
6
時
間
以

上
精
神
科

リ
エ
ゾ

ン
チ
ー

ム
の

診
療
に
従

事
す
る

必
要
が

あ
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
(
１
)
の
イ
に
掲

げ
る
看

護
師
は
、

精
神
看

護
関

連
領
域

に
係
る
適

切
な
研

修
を
修

了
し

た
者
で
あ

る
こ
と

。
 

な
お
、
こ

こ
で
い

う
研
修

と
は

、
次
の
事

項
に
該

当
す
る

研
修

の
こ
と
を

い
う
。

 

ア
 
国
又

は
医
療

関
係
団

体
等

が
主
催
す

る
研
修

で
あ
る

こ
と

（
6
0
0

時
間
以
上
の
研
修

期
間

で
あ
っ
て

、

修
了
証
が

交
付
さ

れ
る
も

の
）

。
 

イ
 
精
神

看
護
関

連
領
域

に
係

る
専
門
的

な
知
識

・
技
術

を
有

す
る
看
護

師
の
養

成
を
目

的
と

し
た
研
修

で

あ
る
こ
と

。
 

ウ
 
講
義

及
び
演

習
は
、

次
の

内
容
を
含

む
も
の

で
あ
る

。
 

(
イ
)
 
精
神
看
護

関
連
領

域
に

必
要
な
理

論
及
び

保
健
医

療
福

祉
制
度
等

の
概
要

 

(
ロ
)
 
精
神
症
状

の
病
因

・
病

態
、
治
療

 

(
ハ
)
 
精
神
看
護

関
連
領

域
に

お
け
る
倫

理
的
課

題
と
対

応
方

法
 

(
ニ
)
 
精
神
看
護

関
連
領

域
に

関
す
る
ア

セ
ス
メ

ン
ト
と

援
助

技
術

 

(
ホ
)
 
患
者
・
家

族
の
支

援
、

関
係
調
整

 

(
ヘ
)
 
ケ
ア
の
連

携
体
制

の
構

築
（
他
職

種
・
他

機
関
と

の
連

携
、
社
会

資
源
の

活
用
）

 

(
ト
)
 
ス
ト
レ
ス

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
 

(
チ
)
 
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ

ョ
ン

方
法

 

エ
 
実
習

に
よ
り

、
事
例

に
基

づ
く
ア
セ

ス
メ
ン

ト
と
精

神
看

護
関
連
領

域
に
必

要
な
看

護
実

践
を
含
む

も

の
で
あ
る

こ
と
。

 

（ ）（ ） 757756

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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１
 

摂
食

障
害

入
院

医
療

管
理

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

摂
食

障
害

の
年

間
新

規
入

院
患

者
数

（
入

院
期

間
が

通
算

さ
れ

る
再

入
院

の
場

合
を

除
く

。
）

が
1
0

人

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

摂
食

障
害

の
専

門
的

治
療

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

、
管

理
栄

養
士

及
び

公
認

心
理

師
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

当
該

保
険

医
療

機
関

に
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

摂
食

障
害

の
専

門
的

治
療

の
経

験
を

有

す
る

常
勤

の
医

師
の

配
置

に
つ

い
て

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間

が
週

2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
非

常
勤

医
師

（
摂

食
障

害
の

専
門

的
治

療
の

経
験

を
有

す
る

医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が

で
き

る
。

 

(
３

)
 

精
神

療
法

を
行

う
た

め
に

必
要

な
面

接
室

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

平
成

3
1

年
４

月
１

日
か

ら
当

分
の

間
、

以
下

の
い

ず
れ

か
の

要
件

に
該

当
す

る
者

を
公

認
心

理
師

と
み

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

摂
食

障
害

入
院

医
療

管
理

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

3
2
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
8
 

が
ん

拠
点

病
院

加
算

 

 
１

 
が

ん
拠

点
病

院
加

算
の

１
の

イ
に

関
す

る
施

設
基

準
 

 
「

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
の

整
備

に
つ

い
て

」
に

基
づ

き
、

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

（
地

域
が

ん
診

療

連
携

拠
点

病
院

（
特

例
型

）
を

除
く

。
）

の
指

定
を

受
け

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
は

、
看

護
師

、
薬

剤
師

等
の

医
療

関
係

職
種

が
参

加
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

２
 

が
ん

拠
点

病
院

加
算

の
１

の
ロ

に
関

す
る

施
設

基
準

 

 
「

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
の

整
備

に
つ

い
て

」
に

基
づ

き
、

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

（
特

例
型

）

又
は

地
域

が
ん

診
療

病
院

の
指

定
を

受
け

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

が
ん

拠
点

病
院

加
算

の
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

 
「

小
児

が
ん

拠
点

病
院

の
整

備
に

つ
い

て
」

（
平

成
3
0
年

７
月

3
1
日

健
発

0
7
3
1
第

２
号

厚
生

労
働

省
健

康

局
長

通
知

）
に

基
づ

き
、

小
児

が
ん

拠
点

病
院

の
指

定
を

受
け

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
は

、
看

護
師

、
薬

剤
師

等
の

医
療

関
係

職
種

が
参

加
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

４
 

が
ん

ゲ
ノ

ム
拠

点
病

院
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

中
核

拠
点

病
院

等
の

整
備

に
つ

い
て

」
（

令
和

元
年

７
月

1
9
日

健
発

0
7
1
9
第

３
号

厚
生

労
働

省
健

康
局

長
通

知
）

に
基

づ
き

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

中
核

拠
点

病
院

又
は

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
拠

点
病

院
の

指
定

を
受

け
て

い
る

こ
と

。
 

５
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

 
が

ん
拠

点
病

院
加

算
又

は
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

の
施

設
基

準
に

係
る

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
1
9
 

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
加

算
 

１
 

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
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た
だ
し
、

看
護
師

、
作
業

療
法

士
、
精
神

保
健
福

祉
士
又

は
公

認
心
理
師

に
つ
い

て
は
少

な
く

と
も
い
ず

れ

か
1
名
が
研
修
を

修
了
し

て
い

る
こ
と
。

 

研
修
に
つ

い
て
は

、
以
下

の
要

件
を
満
た

す
も
の

で
あ
る

こ
と

。
 

ア
 
医
師

の
研
修

に
つ
い

て
は

、
ア
ル
コ

ー
ル
依

存
症
に

関
す

る
専
門
的

な
知
識

及
び
技

術
を

有
す
る
医

師

の
養
成
を

目
的
と

し
た

2
0
時
間
以
上
を

要
す
る

研
修
で

、
次

の
内
容
を

含
む
も

の
で
あ

る
こ

と
。

 

(
イ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
精
神

医
学

 

(
ロ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
の
公

衆
衛

生
学

 

(
ハ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
と

家
族

 

(
ニ
)
 
再
飲
酒
防

止
プ
ロ

グ
ラ

ム
 

(
ホ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
関
連

問
題

の
予
防

 

(
ヘ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
内
科

学
及

び
生
化
学

 

(
ト
)
 
病
棟
実
習

 

イ
 
看
護

師
の
研

修
に
つ

い
て

は
、
ア
ル

コ
ー
ル

依
存
症

に
関

す
る
専
門

的
な
知

識
及
び

技
術

を
有
す
る

看

護
師
の
養

成
を
目

的
と
し

た
2
5
時
間
以
上
を

要
す
る

研
修
で

、
次
の
内

容
を
含

む
も
の

で
あ

る
こ
と
。

 

(
イ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
の

概
念
と
治

療
 

(
ロ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
者

の
心
理

 

(
ハ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
の

看
護
・
事

例
検
討

 

(
ニ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
と

家
族

 

(
ホ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
の
内

科
学

 

(
ヘ
)
 
病
棟
実
習

 

ウ
 
精
神

保
健
福

祉
士
・

公
認

心
理
師
等

の
研
修

に
つ
い

て
は

、
ア
ル
コ

ー
ル
依

存
症
に

関
す

る
専
門
的

な

知
識
及
び

技
術
を

有
す
る

精
神

保
健
福
祉

士
・
公

認
心
理

師
等

の
養
成
を

目
的
と

し
た

2
5

時
間
以
上
を

要
す
る
研

修
で
、

次
の
内

容
を

含
む
も
の

で
あ
る

こ
と
。

 

(
イ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
の

概
念
と
治

療
 

(
ロ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
の

イ
ン
テ
ー

ク
面
接

 

(
ハ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
と

家
族

 

(
ニ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
の
内

科
学

 

(
ホ
)
 
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
の

ケ
ー
ス
ワ

ー
ク
・

事
例
検

討
 

(
ヘ
)
 
病
棟
実
習

 

(
４
)
 
必
要
に
応

じ
て
、

当
該

保
険
医
療

機
関
の

精
神
科

以
外

の
医
師
が

治
療
を

行
う
体

制
が

確
保
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

(
５
)
 
平
成

3
1

年
４
月
１
日

か
ら
当
分

の
間
、

以
下

の
い
ず

れ
か
の
要

件
に
該

当
す
る

者
を

公
認
心
理

師
と
み

な
す
。

 

ア
 
平
成

3
1
年
３
月

3
1
日
時

点
で
、
臨

床
心
理

技
術
者

と
し

て
保
険
医

療
機
関

に
従
事

し
て

い
た
者

 

イ
 
公
認

心
理
師

に
係
る

国
家

試
験
の
受

験
資
格

を
有
す

る
者

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

重
度
ア
ル

コ
ー
ル

依
存
症

入
院

医
療
管
理

加
算
の

施
設
基

準
に

係
る
届
出

は
、
別

添
７
の

様
式

3
2
の
３
を
用

 

い
る
こ
と

。
 

 第
1
7
の
４
 
摂
食
障

害
入
院

医
療
管
理

加
算

 

（ ）（ ） 759758

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
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(
ハ
)
 
経
静
脈
栄

養
剤
の

側
管

投
与
法
・

薬
剤
配

合
変
化

の
指

摘
 

(
ニ
)
 
経
静
脈
輸

液
適
正

調
剤

法
の
取
得

 

(
ホ
)
 
経
静
脈
栄

養
の
プ

ラ
ン

ニ
ン
グ
と

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

 

(
ヘ
)
 
経
腸
栄
養

剤
の
衛

生
管

理
・
適
正

調
剤
法

の
指
導

 

(
ト
)
 
経
腸
栄
養

・
経
口

栄
養

の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ

と
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 

(
チ
)
 
簡
易
懸
濁

法
の
実

施
と

有
用
性
の

理
解

 

(
リ
)
 
栄
養
療
法

に
関
す

る
合

併
症
の
予

防
・
発

症
時
の

対
応

 

(
ヌ
)
 
栄
養
療
法

に
関
す

る
問

題
点
・
リ

ス
ク
の

抽
出

 

(
ル
)
 
栄
養
管
理

に
つ
い

て
の

患
者
・
家

族
へ
の

説
明
・

指
導

 

(
ヲ
)
 
在
宅
栄
養

・
院
外

施
設

で
の
栄
養

管
理
法

の
指
導

 

(
４
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
に

お
い
て
、

栄
養
サ

ポ
ー

ト
チ
ー

ム
が
組
織

上
明
確

に
位
置

づ
け

ら
れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
５
)
 
算
定
対
象

と
な
る

病
棟

の
見
や
す

い
場
所

に
栄
養

サ
ポ

ー
ト
チ
ー

ム
に
よ

る
診
療

が
行

わ
れ
て
い

る
旨
の

掲
示
を
す

る
な
ど

、
患
者

に
対

し
て
必
要

な
情
報

提
供
が

な
さ

れ
て
い
る

こ
と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

 
栄
養
サ

ポ
ー
ト

チ
ー

ム
加
算

の
施
設
基

準
に
係

る
届

出
は
、

別
添
７
の

様
式

3
4

を
用
い
る

こ
と
。
な

お
、
当

該
加
算
の

届
出
に

つ
い
て

は
実

績
を
要
し

な
い
。

 

 

第
2
0
 
医
療
安
全

対
策
加

算
 

１
 
医
療

安
全
対

策
加
算

１
に

関
す
る
施

設
基
準

 

(
１
)
 
医
療
安
全

管
理
体

制
に

関
す
る
基

準
 

ア
 
当
該

保
険
医

療
機
関

内
に

、
医
療
安

全
対
策

に
係
る

適
切

な
研
修
を

修
了
し

た
専
従

の
看

護
師
、
薬

剤

師
そ
の
他

の
医
療

有
資
格

者
が

医
療
安
全

管
理
者

と
し
て

配
置

さ
れ
て
い

る
こ
と

。
な
お

、
こ

こ
で
い
う

適
切
な
研

修
と
は

、
次
に

掲
げ

る
全
て
の

事
項
に

該
当
す

る
も

の
を
い
う

。
ま
た

、
既
に

受
講

し
て
い
る

研
修
が
こ

れ
ら
の

事
項
を

満
た

し
て
い
な

い
場
合

に
は
、

不
足

す
る
事
項

を
補
足

す
る
研

修
を

追
加
受
講

す
る
こ
と

で
差
し

支
え
な

い
。

 

(
イ
)
 
国
又
は
医

療
関
係

団
体

等
が
主
催

す
る
も

の
で
あ

る
こ

と
。

 

(
ロ
)
 
医
療
安
全

管
理
者

と
し

て
の
業
務

を
実
施

す
る
上

で
必

要
な
内
容

を
含
む

通
算
し
て

4
0

時
間
以

上
の
も
の

で
あ
る

こ
と
。

 

(
ハ
)
 
講
義
又
は

具
体
例

に
基

づ
く
演
習

等
に
よ

り
、
医

療
安

全
の
基
礎

的
知
識

、
安
全

管
理

体
制
の
構

築
、
医
療

安
全
に

つ
い
て

の
職

員
に
対
す

る
研
修

の
企
画

・
運

営
、
医
療

安
全
に

資
す
る

情
報

収
集

と
分
析
、

対
策
立

案
、
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ
ク

、
評
価

、
事
故

発
生

時
の
対
応

、
安
全

文
化
の

醸
成

等
に

つ
い
て
研

修
す
る

も
の
で

あ
る

こ
と
。

 

イ
 
医
療

に
係
る

安
全
管

理
を

行
う
部
門

（
以
下

「
医
療

安
全

管
理
部
門

」
と
い

う
。
）

を
設

置
し
て
い

る

こ
と
。

 

ウ
 
医
療

安
全
管

理
部
門

の
業

務
指
針
及

び
医
療

安
全
管

理
者

の
具
体
的

な
業
務

内
容
が

整
備

さ
れ
て
い

る

こ
と
。

 

エ
 
医
療

安
全
管

理
部
門

に
診

療
部
門
、

薬
剤
部

門
、
看

護
部

門
、
事
務

部
門
等

の
全
て

の
部

門
の
専
任

の

職
員
が
配

置
さ
れ

て
い
る

こ
と

。
 

オ
 

医
療

安
全

管
理

者
が

、
安

全
管

理
の

た
め

の
委

員
会

（
以

下
「

医
療

安
全

管
理

対
策

委
員

会
」

と
い

う
。
）
と

連
携
し

、
よ
り

実
効

性
の
あ
る

医
療
安

全
対
策

を
実

施
で
き
る

体
制
が

整
備
さ

れ
て

い
る
こ
と

。
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(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
以
下

か
ら
構

成
さ
れ

る
栄

養
管
理
に

係
る
チ

ー
ム
（

以
下

「
栄
養
サ

ポ
ー
ト

チ
ー
ム
」

と
い
う

。
）
が

設
置

さ
れ
て
い

る
こ
と

。
ま
た

、
以

下
の
う
ち

の
い
ず

れ
か
１

人
は

専
従
で
あ

る

こ
と
。
た

だ
し
、

当
該
栄

養
サ

ポ
ー
ト
チ

ー
ム
が

診
察
す

る
患

者
数
が
１

日
に

1
5

人
以
内
で

あ
る
場
合

は
、

い
ず
れ
も

専
任
で

差
し
支

え
な

い
。

 

ア
 
栄
養

管
理
に

係
る
所

定
の

研
修
を
修

了
し
た

専
任
の

常
勤

医
師

 

イ
 
栄
養

管
理
に

係
る
所

定
の

研
修
を
修

了
し
た

専
任
の

常
勤

看
護
師

 

ウ
 
栄
養

管
理
に

係
る
所

定
の

研
修
を
修

了
し
た

専
任
の

常
勤

薬
剤
師

 

エ
 
栄
養

管
理
に

係
る
所

定
の

研
修
を
修

了
し
た

専
任
の

常
勤

管
理
栄
養

士
 

 
な
お
、

ア
か
ら

エ
ま
で

の
ほ

か
、
歯
科

医
師
、

歯
科
衛

生
士

、
臨
床
検

査
技
師

、
理
学

療
法

士
、
作
業

療

法
士
、
社

会
福
祉

士
、
言

語
聴

覚
士
が
配

置
さ
れ

て
い
る

こ
と

が
望
ま
し

い
。

 

注
２
に
規

定
す
る

点
数
を

算
定

す
る
場
合

は
、
以

下
か
ら

構
成

さ
れ
る
栄

養
サ
ポ

ー
ト
チ

ー
ム

に
よ
り
、

栄
養
管
理

に
係
る

専
門
的

な
診

療
が
行
わ

れ
て
い

る
こ
と

。
 

オ
 
栄
養

管
理
に

係
る
所

定
の

研
修
を
修

了
し
た

常
勤
医

師
 

カ
 
栄
養

管
理
に

係
る
所

定
の

研
修
を
修

了
し
た

看
護
師

 

キ
 
栄
養

管
理
に

係
る
所

定
の

研
修
を
修

了
し
た

薬
剤
師

 

ク
 
栄
養

管
理
に

係
る
所

定
の

研
修
を
修

了
し
た

管
理
栄

養
士

 

(
２
)
 
(
１
)
の
ア
及
び

オ
に
お

け
る
栄
養

管
理
に

係
る

所
定
の

研
修
と
は

、
医
療

関
係
団

体
等

が
実
施
す

る
栄
養

管
理
の
た

め
の
専

門
的

な
知
識

・
技
術
を

有
す
る

医
師

の
養
成

を
目
的
と

し
た

1
0

時
間
以
上

を
要
す
る

研

修
で
あ
る

こ
と
。

な
お
、

当
該

研
修
に
は

、
次
の

内
容
を

含
む

も
の
で
あ

る
こ
と

。
 

ア
 
栄
養

不
良
が

も
た
ら

す
影

響
 

イ
 
栄
養

評
価
法

と
栄
養

ス
ク

リ
ー
ニ
ン

グ
 

ウ
 
栄
養

補
給
ル

ー
ト
の

選
択

と
栄
養
管

理
プ
ラ

ン
ニ
ン

グ
 

エ
 
中
心

静
脈
栄

養
法
の

実
施

と
合
併
症

及
び
そ

の
対
策

 

オ
 
末
梢

静
脈
栄

養
法
の

実
施

と
合
併
症

及
び
そ

の
対
策

 

カ
 
経
腸

栄
養
法

の
実
施

と
合

併
症
及
び

そ
の
対

策
 

キ
 
栄
養

サ
ポ
ー

ト
チ
ー

ム
の

運
営
方
法

と
活
動

の
実
際

 

ま
た
、
（

１
）
の

ア
又
は

オ
に

掲
げ
る
常

勤
医
師

に
つ
い

て
は

、
週
３
日

以
上
常

態
と
し

て
勤

務
し
て
お

り
、
か
つ

、
所
定

労
働
時

間
が

週
2
2

時
間
以
上
の
勤
務

を
行

っ
て
い
る

専
任
の

非
常
勤

医
師

（
栄
養
管

理

に
係
る
所

定
の
研

修
を
修

了
し

た
医
師
に

限
る
。

）
を
２

名
組

み
合
わ
せ

る
こ
と

に
よ
り

、
常

勤
医
師
の

勤

務
時
間
帯

と
同
じ

時
間
帯

に
こ

れ
ら
の
非

常
勤
医

師
が
配

置
さ

れ
て
い
る

場
合
に

は
、
当

該
２

名
の
非
常

勤

医
師
が
栄

養
サ
ポ

ー
ト
チ

ー
ム

の
業
務
に

従
事
す

る
場
合

に
限

り
、
当
該

基
準
を

満
た
し

て
い

る
こ
と
と

み

な
す
こ
と

が
で
き

る
。

 

(
３
)
 
(
１
)
の
イ
、
ウ
、

エ
、

カ
、
キ
及

び
ク
に

お
け
る

栄
養

管
理
に
係

る
所
定

の
研
修

と
は

、
次
の
事

項
に
該

当
す
る
研

修
で
あ

る
こ
と

。
 

ア
 

医
療

関
係

団
体

等
が

認
定

す
る

教
育

施
設

に
お

い
て

実
施

さ
れ

、
4
0

時
間

以
上

を
要

し
、

当
該

団
体

よ
り
修
了

証
が
交

付
さ
れ

る
研

修
で
あ
る

こ
と
。

 

イ
 
栄
養

管
理
の

た
め
の

専
門

的
な
知
識

・
技
術

を
有
す

る
看

護
師
、
薬

剤
師
及

び
管
理

栄
養

士
等
の
養

成

を
目
的
と

し
た
研

修
で
あ

る
こ

と
。
な
お

、
当
該

研
修
に

は
、

次
の
内
容

を
含
む

も
の
で

あ
る

こ
と
。

 

(
イ
)
 
栄
養
障
害

例
の
抽

出
・

早
期
対
応

（
ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ

法
）

 

(
ロ
)
 
栄
養
薬
剤

・
栄
養

剤
・

食
品
の
選

択
・
適

正
使
用

法
の

指
導

 

（ ）（ ） 759758

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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関
よ

り
評

価
を

受
け

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
感

染
防

止
対

策
地

域
連

携
加

算
を

算
定

し
て

い
る

保
険

医
療

機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
加

算
に

係
る

評
価

と
医

療
安

全
対

策
地

域
連

携
加

算
１

に
係

る
評

価
と

を
併

せ
て

実

施
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

(
４

)
 

(
３

)
に

係
る

評
価

に
つ

い
て

は
、

次
の

内
容

に
対

す
る

評
価

を
含

む
も

の
で

あ
る

。
 

 
 

 
ア

 
医

療
安

全
管

理
者

、
医

療
安

全
管

理
部

門
及

び
医

療
安

全
管

理
対

策
委

員
会

の
活

動
状

況
 

 
 

 
 

(
イ

)
 

医
療

安
全

対
策

の
実

施
状

況
の

把
握

・
分

析
、

医
療

安
全

確
保

の
た

め
の

業
務

改
善

等
の

具
体

的

な
対

策
の

推
進

 

 
 

 
 

(
ロ

)
 

当
該

対
策

や
医

療
安

全
に

資
す

る
情

報
の

職
員

へ
の

周
知

（
医

療
安

全
対

策
に

係
る

体
制

を
確

保

す
る

た
め

の
職

員
研

修
の

実
施

を
含

む
）

 

 
 

 
 

(
ハ

)
 

当
該

対
策

の
遵

守
状

況
の

把
握

 

 
 

 
イ

 
当

該
保

険
医

療
機

関
内

の
各

部
門

に
お

け
る

医
療

安
全

対
策

の
実

施
状

況
 

 
 

 
 

 
具

体
的

な
評

価
方

法
及

び
評

価
項

目
に

つ
い

て
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

課
題

や
実

情
に

合
わ

せ
て

連
携

す
る

保
険

医
療

機
関

と
協

議
し

定
め

る
こ

と
。

そ
の

際
、

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

作
成

の

「
医

療
安

全
相

互
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

」
を

参
考

に
さ

れ
た

い
。

 

４
 

医
療

安
全

対
策

地
域

連
携

加
算

２
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

医
療

安
全

対
策

加
算

２
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

医
療

安
全

対
策

加
算

１
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

と
連

携
し

、
少

な
く

と
も

年
１

回
程

度
、

医
療

安
全

対
策

地
域

連
携

加
算

２
に

関
し

て
連

携
し

て
い

る
い

ず
れ

か
の

保
険

医
療

機
関

よ
り

医
療

安

全
対

策
に

関
す

る
評

価
を

受
け

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
感

染
防

止
対

策
地

域
連

携
加

算
を

算
定

し
て

い
る

保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
加

算
に

係
る

評
価

と
医

療
安

全
対

策
地

域
連

携
加

算
２

に
係

る
評

価
と

を

併
せ

て
実

施
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

(
３

)
 

(
２

)
に

係
る

評
価

に
つ

い
て

は
、

３
の

（
４

）
に

掲
げ

る
内

容
に

対
す

る
評

価
を

含
む

も
の

で
あ

る
。

 

５
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

医
療

安
全

対
策

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

3
5
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

医
療

安
全

対
策

地
域

連
携

加
算

１
及

び
医

療
安

全
対

策
地

域
連

携
加

算
２

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

3
5
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
加

算
の

届
出

に
つ

い
て

は
実

績
を

要
し

な
い

。
 

 

第
2
1
 

感
染

防
止

対
策

加
算

 

１
 

感
染

防
止

対
策

加
算

１
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

感
染

防
止

に
係

る
部

門
（

以
下

「
感

染
防

止
対

策
部

門
」

と
い

う
。

）
を

設
置

し
て

い
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

第
2
0

の
１

の
(
１

)
の

イ
に

規
定

す
る

医
療

安
全

対
策

加
算

に
係

る
医

療
安

全
管

理
部

門
を

も
っ

て
感

染
防

止
対

策
部

門
と

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
２

)
 

(
１

)
に

掲
げ

る
部

門
内

に
以

下
の

構
成

員
か

ら
な

る
感

染
制

御
チ

ー
ム

を
組

織
し

、
感

染
防

止
に

係
る

日

常
業

務
を

行
う

こ
と

。
 

ア
 

感
染

症
対

策
に

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

（
歯

科
医

療
を

担
当

す
る

保
険

医
療

機

関
に

あ
っ

て
は

、
当

該
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

歯
科

医
師

）
 

イ
 

５
年

以
上

感
染

管
理

に
従

事
し

た
経

験
を

有
し

、
感

染
管

理
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の

看
護

師
 

ウ
 

３
年

以
上

の
病

院
勤

務
経

験
を

持
つ

感
染

防
止

対
策

に
か

か
わ

る
専

任
の

薬
剤

師
 

エ
 

３
年

以
上

の
病

院
勤

務
経

験
を

持
つ

専
任

の
臨

床
検

査
技

師
 

 
-
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- 

カ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

の
見

や
す
い
場

所
に
医

療
安
全

管
理

者
等
に
よ

る
相
談

及
び
支

援
が

受
け
ら
れ

る

旨
の
掲
示

を
す
る

な
ど
、

患
者

に
対
し
て

必
要
な

情
報
提

供
が

行
わ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
医
療
安
全

管
理
者

の
行

う
業
務
に

関
す
る

事
項

 

ア
 
安
全

管
理
部

門
の
業

務
に

関
す
る
企

画
立
案

及
び
評

価
を

行
う
こ
と

。
 

イ
 
定
期

的
に
院

内
を
巡

回
し

各
部
門
に

お
け
る

医
療
安

全
対

策
の
実
施

状
況
を

把
握
・

分
析

し
、
医
療

安

全
確
保
の

た
め
に

必
要
な

業
務

改
善
等
の

具
体
的

な
対
策

を
推

進
す
る
こ

と
。

 

ウ
 
各
部

門
に
お

け
る
医

療
事

故
防
止
担

当
者
へ

の
支
援

を
行

う
こ
と
。

 

エ
 
医
療

安
全
対

策
の
体

制
確

保
の
た
め

の
各
部

門
と
の

調
整

を
行
う
こ

と
。

 

オ
 
医
療

安
全
対

策
に
係

る
体

制
を
確
保

す
る
た

め
の
職

員
研

修
を
企
画

・
実
施

す
る
こ

と
。

 

カ
 
相
談

窓
口
等

の
担
当

者
と

密
接
な
連

携
を
図

り
、
医

療
安

全
対
策
に

係
る
患

者
・
家

族
の

相
談
に
適

切
 

に
応
じ
る

体
制
を

支
援
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 
医
療
安
全

管
理
部

門
が

行
う
業
務

に
関
す

る
基
準

 

ア
 
各
部

門
に
お

け
る

医
療
安

全
対
策
の

実
施
状

況
の

評
価
に

基
づ
き
、

医
療
安

全
確

保
の
た

め
の
業
務

改

善
計
画
書

を
作
成

し
、

そ
れ
に

基
づ
く
医

療
安
全

対
策

の
実
施

状
況
及
び

評
価
結

果
を

記
録
し

て
い
る
こ

と
。

 

イ
 
医
療

安
全
管

理
対
策

委
員

会
と
の
連

携
状
況

、
院
内

研
修

の
実
績
、

患
者
等

の
相
談

件
数

及
び
相
談

内

容
、
相
談

後
の
取

扱
い
、

そ
の

他
の
医
療

安
全
管

理
者
の

活
動

実
績
を
記

録
し
て

い
る
こ

と
。

 
  

ウ
 
医
療

安
全
対

策
に
係

る
取

組
の
評
価

等
を
行

う
カ
ン

フ
ァ

レ
ン
ス
が

週
１
回

程
度
開

催
さ

れ
て
お
り

、

医
療
安
全

管
理
対

策
委
員

会
の

構
成
員
及

び
必
要

に
応
じ

て
各

部
門
の
医

療
安
全

管
理
の

担
当

者
等
が
参

加
し
て
い

る
こ
と

。
 

２
 
医
療

安
全
対

策
加
算

２
に

関
す
る
施

設
基
準

 

(
１
)
 
医
療
安
全

管
理
体

制
に

関
す
る
基

準
 

ア
 
当
該

保
険
医

療
機
関

内
に

、
医
療
安

全
対
策

に
係
る

適
切

な
研
修
を

修
了
し

た
専
任

の
看

護
師
、
薬

剤

師
そ
の
他

の
医
療

有
資
格

者
が

医
療
安
全

管
理
者

と
し
て

配
置

さ
れ
て
い

る
こ
と

。
な
お

、
こ

こ
で
い
う

適
切
な
研

修
と
は

、
１
の
(
１
)
の
ア
に
掲

げ
る
研

修
で
あ

る
。

 

イ
 
１
の
(
１
)
の

イ
か
ら

カ
ま

で
の
基
準

を
満
た

す
こ
と

。
 

(
２
)
 
１
の
(
２
)
及
び
(
３
)
の

基
準
を
満

た
す
こ

と
。

 

 
３
 
医

療
安
全

対
策
地

域
連

携
加
算
１

の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
医
療
安
全

対
策
加

算
１

に
係
る
届

出
を
行

っ
て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
内

に
、
医
療

安
全
対

策
に

３
年
以

上
の
経
験

を
有
す

る
専
任

の
医

師
又
は
医

療
安
全

対
策
に
係

る
適
切

な
研

修
を
修

了
し
た
専

任
の
医

師
が

医
療
安

全
管
理
部

門
に
配

置
さ

れ
て
い

る
こ
と
。

な

お
、
こ
こ

で
い
う

適
切
な

研
修

と
は
、
１

の
(
１
)
の
ア
に

掲
げ

る
研
修
で

あ
る
。

 

こ
の
場
合

、
１
の
(
１
)
の
ア
の

規
定
に
関

わ
ら
ず

、
当

該
専
任

医
師
が
医

療
安
全

管
理

者
と
し

て
配
置
さ

れ
、
１
の
(
１
)
の

ア
に

規
定
さ

れ
た
専
従

の
看
護

師
、

薬
剤
師

そ
の
他
の

医
療
有

資
格

者
が
医

療
安
全
管

理

部
門
に
配

置
さ
れ

て
い
る

こ
と

と
し
て
も

差
し
支

え
な
い

。
 

(
３
)
 
他
の
医
療

安
全

対
策
加

算
１
に
係

る
届
出

を
行

っ
て
い

る
保
険
医

療
機
関

及
び
医

療
安

全
対
策
加

算
２
に

係
る
届
出

を
行
っ

て
い

る
保
険

医
療
機
関

と
連
携

し
、

そ
れ
ぞ

れ
少
な
く

と
も
年

１
回

程
度
、

医
療
安
全

対

策
地
域
連

携
加
算

１
に

関
し
て

連
携
し
て

い
る
い

ず
れ

か
の
保

険
医
療
機

関
に
赴

い
て

医
療
安

全
対
策
に

関

す
る
評
価

を
行
い

、
当

該
保
険

医
療
機
関

に
そ
の

内
容

を
報
告

す
る
こ
と

。
ま
た

、
少

な
く
と

も
年
１
回

程

度
、
当
該

加
算
に

関
し

て
連
携

し
て
い
る

医
療
安

全
対

策
加
算

１
に
係
る

届
出
を

行
っ

て
い
る

保
険
医
療

機

（ ）（ ） 761760

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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が
可
能
な

機
器
を

用
い
て

参
加

す
る
こ
と

が
で
き

る
。

 

 
 
 
ア
 
ビ

デ
オ
通

話
に

よ
り
カ
ン
フ

ァ
レ
ン

ス
を

行
う
場

合
は
、
主

と
し
て

当
該
カ

ン
フ

ァ
レ
ン
ス

に
お
い

て

取
り
上
げ

る
内
容

に
関
わ

る
感

染
制
御
チ

ー
ム
の

構
成
員

は
、

対
面
で
参

加
し
て

い
る
こ

と
。

 

 
 

 
イ

 
（

２
）

に
掲

げ
る

チ
ー

ム
と

２
の

（
３

）
に

掲
げ

る
感

染
制

御
チ

ー
ム

は
、

４
回

中
１

回
以

上
一

堂
に

会
し
直
接

対
面
す

る
カ

ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を

行
っ
て

い
る

こ
と
。

な
お
、
感

染
制
御

チ
ー

ム
を
構

成
す
る
各

職
種
は
、

そ
れ
ぞ

れ
１
名

以
上

当
該
カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス
に

参
加

し
て
い
れ

ば
よ
い

こ
と
。

 

 
 
 
ウ
 
 
感
染
制
御

チ
ー

ム
を
構
成
す

る
各
職

種
が

４
回
中

２
回
以
上

直
接
対

面
す
る

カ
ン

フ
ァ
レ
ン

ス
に
参

加

し
て
い
る

こ
と
。

 

（
９

）
 

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

感
染

防
止

対
策

加
算

２
に

係
る

届
出

を
行

っ
た

医
療

機
関

が
「

別
添

３
」

の

「
別

紙
２

」
に

掲
げ

る
医

療
を

提
供

し
て

い
る

が
医

療
資

源
の

少
な

い
地

域
に

属
す

る
保

険
医

療
機

関

（
特
定

機
能

病
院

、
許

可
病
床

数
が

4
0
0

床
以
上
の

病
院

、
D
P
C

対
象
病
院
及

び
一

般
病

棟
入
院
基

本
料

に
係

る
届

出
に

お
い

て
急

性
期

一
般

入
院

料
１

の
み

を
届

け
出

て
い

る
病

院
を

除
く

。
）

の
場

合
は

、
以

下
の

ア
及

び
イ

を
満

た
す

と
き

に
限

り
、

ビ
デ

オ
通

話
が

可
能

な
機

器
を

用
い

て
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 
 

 
ア

 
ビ

デ
オ

通
話

に
よ

り
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

う
場

合
は

、
主

と
し

て
当

該
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
お

い

て
取
り
上

げ
る
内

容
に
関

わ
る

感
染
制
御

チ
ー
ム

の
構
成

員
は

、
対
面
で

参
加
し

て
い
る

こ
と

。
 

 
 

 
イ

 
感

染
制

御
チ

ー
ム

を
構

成
す

る
各

職
種

が
４

回
中

１
回

以
上

直
接

対
面

す
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参

加
し
て
い

る
こ
と

。
 

（
1
0
）

 
 
ビ

デ
オ

通
話

を
用

い
る

場
合

に
お

い
て

、
患

者
の

個
人

情
報

を
当

該
ビ

デ
オ

通
話

の
画

面
上

で
共

有
す

る
際

は
、

患
者

の
同

意
を

得
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

保
険

医
療

機
関

の
電

子
カ

ル
テ

な
ど

を
含

む
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
と

共
通

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

の
端

末
に

お
い

て
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
す

る
場

合
に

は
、

「
医
療
情

報
シ
ス

テ
ム
の

安
全

管
理
に
関

す
る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」
に
対
応

し
て
い

る
こ
と

。
 

(
1
1
)
 
(
２
)
に
掲
げ
る
チ
ー
ム

に
よ
り
、

感
染
防

止
対
策

加
算

２
を
算
定

す
る
医

療
機
関

か
ら

、
必
要
時

に
院
内

感
染
対
策

に
関
す

る
相
談

等
を

受
け
て
い

る
こ
と

。
 

(
1
2
)
 
院
内
の
抗
菌
薬
の

適
正

使
用
を
監

視
す
る

た
め
の

体
制

を
有
す
る

こ
と
。

特
に
、

特
定

抗
菌
薬
（

広
域
ス

ペ
ク
ト
ラ

ム
を
有

す
る
抗

菌
薬

、
抗
Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ
薬

等
）
に

つ
い

て
は
、
届

出
制
又

は
許
可

制
の

体
制
を
と

る

こ
と
。

 

(
1
3
)
 
(
２
)
に
掲
げ
る
チ
ー
ム

に
よ
り
、

１
週
間

に
１
回

程
度

、
定
期
的

に
院
内

を
巡
回

し
、

院
内
感
染

事
例
の

把
握
を
行

う
と
と

も
に
、

院
内

感
染
防
止

対
策
の

実
施
状

況
の

把
握
・
指

導
を
行

う
こ
と

。
 

(
1
4
)
 
当
該
保
険
医
療
機

関
の

見
や
す
い

場
所
に

、
院
内

感
染

防
止
対
策

に
関
す

る
取
組

事
項

を
掲
示
し

て
い
る

こ
と
。

 

(
1
5
)
 
公
益
財
団
法
人
日

本
医

療
機
能
評

価
機
構

等
、
第

三
者

機
関
に
よ

る
評
価

を
受
け

て
い

る
こ
と
が

望
ま
し

い
。

 

(
1
6
)
 
院
内
感
染
対
策
サ

ー
ベ

イ
ラ
ン
ス

（
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｓ

）
等

、
地
域
や

全
国
の

サ
ー
ベ

イ
ラ

ン
ス
に
参

加
し
て

い
る
こ
と

。
 

２
 
感
染

防
止
対

策
加
算

２
の

施
設
基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
の

一
般
病
床

の
数
が

3
0
0
床
以
下

を
標
準
と

す
る
。

 

(
２
)
 
感
染
防
止

対
策
部

門
を

設
置
し
て

い
る
こ

と
。
た

だ
し

、
第

2
0

の
１
の
(
１
)
イ
に
規

定
す
る
医

療
安
全

対
策
加
算

に
係
る

医
療
安

全
管

理
部
門
を

も
っ
て

感
染
防

止
対

策
部
門
と

し
て
も

差
し
支

え
な

い
。

 

(
３
)
 
(
２
)
に
掲
げ
る
部

門
内

に
以
下
の

構
成
員

か
ら
な

る
感

染
制
御
チ

ー
ム
を

組
織
し

、
感

染
防
止
に

係
る
日

 
-
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- 

ア
に
定
め

る
医
師

又
は

イ
に
定

め
る
看
護

師
の
う

ち
１

名
は
専

従
で
あ
る

こ
と
。

な
お

、
感
染

制
御
チ
ー

ム
の
専
従

の
職
員

に
つ

い
て
は

、
抗
菌
薬

適
正
使

用
支

援
チ
ー

ム
の
業
務

を
行
う

場
合

に
は
、

感
染
制
御

チ

ー
ム
の
業

務
に
つ

い
て
専

従
と

み
な
す
こ

と
が
で

き
る
。

 

当
該
保
険

医
療
機

関
内
に

上
記

の
ア
か
ら

エ
ま
で

に
定
め

る
者

の
う
ち
１

名
が
院

内
感
染

管
理

者
と
し
て

配
置
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

な
お

、
当
該
職

員
は
区

分
番
号

「
Ａ

２
３
４
」

に
掲
げ

る
医
療

安
全

対
策
加
算

に

規
定
す
る

医
療
安

全
管
理

者
と

は
兼
任
で

き
な
い

が
、
第

２
部

通
則
７
に

規
定
す

る
院
内

感
染

防
止
対
策

に

掲
げ
る
業

務
は
行

う
こ
と

が
で

き
る
。

 

ま
た
、
ア

に
掲
げ

る
常
勤

医
師

に
つ
い
て

は
、
週

３
日
以

上
常

態
と
し
て

勤
務
し

て
お
り

、
か

つ
、
所
定

労
働
時
間

が
週

2
2

時
間
以
上

の
勤
務
を

行
っ
て

い
る
専

任
の

非
常
勤
医

師
（
感

染
症
対

策
に

３
年
以
上

の

経
験
を
有

す
る
医

師
に
限

る
。

）
を
２
名

組
み
合

わ
せ
る

こ
と

に
よ
り
、

常
勤
医

師
の
勤

務
時

間
帯
と
同

じ

時
間
帯
に

こ
れ
ら

の
非
常

勤
医

師
が
配
置

さ
れ
て

い
る
場

合
に

は
、
当
該

２
名
の

非
常
勤

医
師

が
感
染
制

御

チ
ー
ム
の

業
務
に

従
事
す

る
場

合
に
限
り

、
当
該

基
準
を

満
た

し
て
い
る

こ
と
と

み
な
す

こ
と

が
で
き
る

。
 

(
３
)
 
(
２
)
の
イ
に
お
け

る
感

染
管
理
に

係
る
適

切
な
研

修
と

は
、
次
の

事
項
に

該
当
す

る
研

修
の
こ
と

を
い
う

。
 

ア
 
国
又

は
医
療

関
係
団

体
等

が
主
催
す

る
研
修

で
あ
る

こ
と

。
（
6
0
0

時
間
以
上
の
研

修
期

間
で
、
修

了

証
が
交
付

さ
れ
る

も
の
）

 

イ
 
感
染

管
理
の

た
め
の

専
門

的
な
知
識

・
技
術

を
有
す

る
看

護
師
の
養

成
を
目

的
と
し

た
研

修
で
あ
る

こ

と
。

 

ウ
 
講
義

及
び
演

習
に
よ

り
、

次
の
内
容

を
含
む

も
の
で

あ
る

こ
と
。

 

(
イ
)
 
感
染
予
防

・
管
理

シ
ス

テ
ム

 

(
ロ
)
 
医
療
関
連

感
染
サ

ー
ベ

イ
ラ
ン
ス

 

(
ハ
)
 
感
染
防
止

技
術

 

(
ニ
)
 
職
業
感
染

管
理

 

(
ホ
)
 
感
染
管
理

指
導

 

(
ヘ
)
 
感
染
管
理

相
談

 

(
ト
)
 
洗
浄
・
消

毒
・
滅

菌
と

フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

等
に
つ
い

て
 

(
４
)
 
感
染
防
止

対
策
の

業
務

指
針
及
び

院
内
感

染
管
理

者
又

は
感
染
制

御
チ
ー

ム
の
具

体
的

な
業
務
内

容
が
整

備
さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
５
)
 
(
２
)
に
掲
げ
る
チ

ー
ム

に
よ
り
、

最
新
の

エ
ビ
デ

ン
ス

に
基
づ
き

、
自
施

設
の
実

情
に

合
わ
せ
た

標
準
予

防
策
、
感

染
経
路

別
予
防

策
、

職
業
感
染

予
防
策

、
疾
患

別
感

染
対
策
、

洗
浄
・

消
毒
・

滅
菌

、
抗
菌
薬

適

正
使
用
等

の
内
容

を
盛
り

込
ん

だ
手
順
書

（
マ
ニ

ュ
ア
ル

）
を

作
成
し
、

各
部
署

に
配
布

し
て

い
る
こ
と

。

な
お
、
手

順
書
は

定
期
的

に
新

し
い
知
見

を
取
り

入
れ
改

訂
す

る
こ
と
。

 

(
６
)
 
(
２
)
に
掲
げ
る
チ

ー
ム

に
よ
り
、

職
員
を

対
象
と

し
て

、
少
な
く

と
も
年

２
回
程

度
、

定
期
的
に

院
内
感

染
対
策
に

関
す
る

研
修
を

行
っ

て
い
る
こ

と
。
な

お
当
該

研
修

は
別
添
２

の
第
１

の
３
の
(
５
)
に
規
定
す

る

安
全
管
理

の
体
制

確
保
の

た
め

の
職
員
研

修
と
は

別
に
行

う
こ

と
。

 

(
７
)
 
(
２
)
に
掲
げ
る
チ

ー
ム

に
よ
り
、

感
染
防

止
対
策

加
算

２
に
係
る

届
出
を

行
っ
た

医
療

機
関
と
合

同
で
、

少
な
く
と

も
年
４

回
程
度

、
定

期
的
に
院

内
感
染

対
策
に

関
す

る
カ
ン
フ

ァ
レ
ン

ス
を
行

い
、

そ
の
内
容

を

記
録
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
８
)
 
(
７
)
に
規
定
す

る
カ
ン

フ
ァ
レ
ン

ス
は
、

（
２

）
の
ア

か
ら
エ
及

び
２
の

（
３
）

の
ア

か
ら
エ
の

構
成
員

そ
れ
ぞ
れ

１
名
以

上
が

直
接
対

面
し
、
実

施
す
る

こ
と

が
原
則

で
あ
る
が

、
以
下

の
ア

か
ら
ウ

を
満
た
す

場

合
は
、
リ

ア
ル
タ

イ
ム

で
の
画

像
を
介
し

た
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
（
以

下
「
ビ

デ
オ

通
話
」

と
い
う
。

）

（ ）（ ） 761760

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
10

0
 -
 

ア
 
ビ

デ
オ

通
話

に
よ

り
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

う
場

合
は

、
主

と
し

て
当

該
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
お

い
て

取
り

上
げ

る
内

容
に

関
わ

る
感

染
制

御
チ

ー
ム

の
構

成
員

は
、

対
面

で
参

加
し

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

感
染

制
御

チ
ー

ム
を

構
成

す
る

各
職

種
が

４
回

中
１

回
以

上
直

接
対

面
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
参

加

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
0
)
 

院
内

の
抗

菌
薬

の
適

正
使

用
を

監
視

す
る

た
め

の
体

制
を

有
す

る
こ

と
。

特
に

、
特

定
抗

菌
薬

（
広

域
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
を

有
す

る
抗

菌
薬

、
抗

Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ

薬
等

）
に

つ
い

て
は

、
届

出
制

又
は

許
可

制
の

体
制

を
と

る

こ
と

。
 

(
1
1
)
 

(
３

)
に

掲
げ

る
チ

ー
ム

に
よ

り
、

１
週

間
に

１
回

程
度

、
定

期
的

に
院

内
を

巡
回

し
、

院
内

感
染

事
例

の

把
握

を
行

う
と

と
も

に
、

院
内

感
染

防
止

対
策

の
実

施
状

況
の

把
握

・
指

導
を

行
う

こ
と

。
 

(
1
2
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
見

や
す

い
場

所
に

、
院

内
感

染
防

止
対

策
に

関
す

る
取

組
事

項
を

掲
示

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
3
)
 

公
益

財
団

法
人

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

等
、

第
三

者
機

関
に

よ
る

評
価

を
受

け
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

(
1
4
)
 

地
域

や
全

国
の

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
に

参
加

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

３
 

感
染

防
止

対
策

地
域

連
携

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

感
染

防
止

対
策

加
算

１
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

他
の

感
染

防
止

対
策

加
算

１
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

と
連

携
し

、
少

な
く

と
も

年
１

回
程

度
、

当
該

加
算

に
関

し
て

連
携

し
て

い
る

い
ず

れ
か

の
保

険
医

療
機

関
に

相
互

に
赴

い
て

別
添

６
の

別

紙
2
4

又
は

こ
れ

に
準

じ
た

様
式

に
基

づ
く

感
染

防
止

対
策

に
関

す
る

評
価

を
行

い
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
そ

の
内

容
を

報
告

す
る

こ
と

。
ま

た
、

少
な

く
と

も
年

１
回

程
度

、
当

該
加

算
に

関
し

て
連

携
し

て
い

る

い
ず

れ
か

の
保

険
医

療
機

関
よ

り
評

価
を

受
け

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
医

療
安

全
対

策
地

域
連

携
加

算
１

又

は
２

を
算

定
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
加

算
に

係
る

評
価

と
感

染
防

止
対

策
地

域
連

携

加
算

に
係

る
評

価
と

を
併

せ
て

実
施

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

４
 

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
加

算
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

感
染

防
止

対
策

加
算

１
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

以
下

の
構

成
員

か
ら

な
る

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
チ

ー
ム

を
組

織
し

、
抗

菌
薬

の
適

正
使

用
の

支
援

に
係

る
業

務
を

行
う

こ
と

。
 

ア
 

感
染

症
の

診
療

に
つ

い
て

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

（
歯

科
医

療
を

担
当

す
る

保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
当

該
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

歯
科

医
師

）
 

イ
 

５
年

以
上

感
染

管
理

に
従

事
し

た
経

験
を

有
し

、
感

染
管

理
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の

看
護

師
 

ウ
 

３
年

以
上

の
病

院
勤

務
経

験
を

持
つ

感
染

症
診

療
に

か
か

わ
る

専
任

の
薬

剤
師

 

エ
 

３
年

以
上

の
病

院
勤

務
経

験
を

持
つ

微
生

物
検

査
に

か
か

わ
る

専
任

の
臨

床
検

査
技

師
 

ア
か

ら
エ

の
う

ち
い

ず
れ

か
１

人
は

専
従

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
抗

菌
薬

適
正

使
用

支
援

チ
ー

ム
の

専
従

の
職

員
に

つ
い

て
は

、
感

染
制

御
チ

ー
ム

の
専

従
者

と
異

な
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ま
た

、
抗

菌
薬

適
正

使
用

支
援

チ
ー

ム
の

専
従

の
職

員
に

つ
い

て
は

、
感

染
制

御
チ

ー
ム

の
業

務
を

行
う

場
合

に
は

、
抗

菌
薬

適
正

使
用

支
援

チ
ー

ム
の

業
務

に
つ

い
て

専
従

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

ま
た

、
ア

に
掲

げ
る

常
勤

医
師

に
つ

い
て

は
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

任
の

非
常

勤
医

師
（

感
染

症
の

診
療

に
つ

い
て

３

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
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常
業
務
を

行
う
こ

と
。

 

ア
 
感
染

症
対
策

に
３
年

以
上

の
経
験
を

有
す
る

専
任
の

常
勤

医
師
（
歯

科
医
療

を
担
当

す
る

保
険
医
療

機

関
に
あ
っ

て
は
、

当
該
経

験
を

有
す
る
専

任
の
常

勤
歯
科

医
師

）
 

イ
 
５
年

以
上
感

染
管
理

に
従

事
し
た
経

験
を
有

す
る
専

任
の

看
護
師

 

ウ
 
３
年

以
上
の

病
院
勤

務
経

験
を
持
つ

感
染
防

止
対
策

に
か

か
わ
る
専

任
の
薬

剤
師

 

エ
 
３
年

以
上
の

病
院
勤

務
経

験
を
持
つ

専
任
の

臨
床
検

査
技

師
 

当
該
保
険

医
療
機

関
内
に

上
記

の
ア
か
ら

エ
ま
で

に
定
め

る
者

の
う
ち
１

名
が
院

内
感
染

管
理

者
と
し
て

配
置
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

な
お

、
当
該
職

員
は
第

2
0

の
１
の

(
１
)
ア
に
規
定
す

る
医
療

安
全

対
策
加
算

に

係
る
医
療

安
全
管

理
者
と

は
兼

任
で
き
な

い
が
、

第
２
部

通
則

７
に
規
定

す
る
院

内
感
染

防
止

対
策
に
掲

げ

る
業
務
は

行
う
こ

と
が
で

き
る

。
 

(
４
)
 
感
染
防
止

対
策
の

業
務

指
針
及
び

院
内
感

染
管
理

者
若

し
く
は
感

染
制
御

チ
ー
ム

の
具

体
的
な
業

務
内
容

が
整
備
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
５
)
 
(
３
)
に
掲
げ
る
チ

ー
ム

に
よ
り
、

最
新
の

エ
ビ
デ

ン
ス

に
基
づ
き

、
自
施

設
の
実

情
に

合
わ
せ
た

標
準
予

防
策
、
感

染
経
路

別
予
防

策
、

職
業
感
染

予
防
策

、
疾
患

別
感

染
対
策
、

洗
浄
・

消
毒
・

滅
菌

、
抗
菌
薬

適

正
使
用
等

の
内
容

を
盛
り

込
ん

だ
手
順
書

（
マ
ニ

ュ
ア
ル

）
を

作
成
し
、

各
部
署

に
配
布

し
て

い
る
こ
と

。

な
お
、
手

順
書
は

定
期
的

に
新

し
い
知
見

を
取
り

入
れ
改

訂
す

る
こ
と
。

 

(
６
)
 
(
３
)
に
掲
げ
る
チ

ー
ム

に
よ
り
、

職
員
を

対
象
と

し
て

、
少
な
く

と
も
年

２
回
程

度
、

定
期
的
に

院
内
感

染
対
策
に

関
す
る

研
修
を

行
っ

て
い
る
こ

と
。
な

お
当
該

研
修

は
別
添
２

の
第
１

の
３
の
(
５
)
に
規
定
す

る

安
全
管
理

の
体
制

確
保
の

た
め

の
職
員
研

修
と
は

別
に
行

う
こ

と
。

 

(
７
)
 
(
３
)
に
掲
げ
る
チ

ー
ム

は
、
少
な

く
と
も

年
４
回

程
度

、
感
染
防

止
対
策

加
算
１

に
係

る
届
出
を

行
っ
た

医
療
機
関

が
定
期

的
に
主

催
す

る
院
内
感

染
対
策

に
関
す

る
カ

ン
フ
ァ
レ

ン
ス
に

参
加
し

て
い

る
こ
と
。

な

お
、
感
染

防
止
対

策
加
算

１
に

係
る
届
出

を
行
っ

た
複
数

の
医

療
機
関
と

連
携
す

る
場
合

は
、

全
て
の
連

携

し
て
い
る

医
療
機

関
が
開

催
す

る
カ
ン
フ

ァ
レ
ン

ス
に
、

そ
れ

ぞ
れ
少
な

く
と
も

年
１
回

程
度

参
加
し
、

合

わ
せ
て
年

４
回
以

上
参
加

し
て

い
る
こ
と

。
 

 
 
（
８
）
 
（
７

）
に

規
定
す

る
カ
ン
フ

ァ
レ
ン

ス
は

、
（
３

）
の
ア
か

ら
エ
及

び
１
の

（
２

）
の
ア
か

ら
エ
の

構
成

員
そ
れ
ぞ

れ
１
名

以
上

が
直
接

対
面
し
、

実
施
す

る
こ

と
が
原

則
で
あ
る

が
、
以

下
の

ア
か
ら

ウ
を
満
た

す

場
合
は
、

ビ
デ
オ

通
話

を
用
い

て
参
加
す

る
こ
と

が
で

き
る
。

な
お
、
患

者
の
個

人
情

報
の
取

扱
い
に
つ

い

て
は
、
１

の
（
1
0
）
の
例

に
よ

る
。

 

 
 
 
 
 
ア
 
ビ

デ
オ

通
話
に

よ
り
カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス

を
行
う

場
合
は
、

主
と
し

て
当
該

カ
ン

フ
ァ
レ
ン

ス
に
お

い
て

取
り
上
げ

る
内
容

に
関
わ

る
感

染
制
御
チ

ー
ム
の

構
成
員

は
、

対
面
で
参

加
し
て

い
る
こ

と
。

 

 
 

 
 

イ
 
（

３
）

に
掲

げ
る

チ
ー

ム
と

１
の

（
２

）
に

掲
げ

る
感

染
制

御
チ

ー
ム

は
、

４
回

中
１

回
以

上
一

堂
に

会
し
直
接

対
面
す

る
カ

ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を

行
っ
て

い
る

こ
と
。

な
お
、
感

染
制
御

チ
ー

ム
を
構

成
す
る
各

職
種
は
、

そ
れ
ぞ

れ
１
名

以
上

当
該
カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス
に

参
加

し
て
い
れ

ば
よ
い

こ
と
。

 

ウ
 
感
染

制
御
チ

ー
ム

を
構
成

す
る
各
職

種
が
４

回
中

２
回
以

上
直
接
対

面
す
る

カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス
に
参

加

し
て
い
る

こ
と
。

 

（
９
）
 
当
該

保
険
医

療
機

関
又
は
感
染

防
止
加

算
１

に
係
る

届
出
を
行

っ
た
医

療
機
関

が
、

「
別
添
３

」
の
「

別

紙
２
」
に

掲
げ
る

医
療

を
提
供

し
て
い
る

が
医
療

資
源

の
少
な

い
地
域
に

属
す
る

保
険

医
療
機

関
（
特
定

機

能
病
院
、

許
可
病

床
数
が

4
0
0
床
以
上
の

病
院
、
D
P
C
対
象
病

院
及
び
一

般
病
棟

入
院
基

本
料

に
係
る
届

出

に
お
い
て

急
性
期

一
般

入
院
料

１
の
み
を

届
け
出

て
い

る
病
院

を
除
く
。

）
の
場

合
は

、
以
下

の
ア
及
び

イ

を
満
た
す

と
き
に

限
り
、

ビ
デ

オ
通
話
が

可
能
な

機
器
を

用
い

て
参
加
す

る
こ
と

が
で
き

る
。

 

（ ）（ ） 763762

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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ま
た
、
抗

菌
薬
適

正
使
用

支
援

に
係
る
実

績
等
に

つ
い
て

、
別

添
７
の
様
式

3
5

の
６
に

よ
り

毎
年
７
月

に

地
方
厚
生

（
支
）

局
長
に

報
告

す
る
こ
と

。
 

（
４
）
（

１
）
か

ら
（
３

）
ま

で
に
係
る

当
該
加

算
の
届

出
に

つ
い
て
は

い
ず
れ

も
実
績

を
要

し
な
い
。

 

 

第
2
1
の
２
 
患
者
サ

ポ
ー
ト

体
制
充
実

加
算

 

１
 
患
者

サ
ポ
ー

ト
体
制

充
実

加
算
に
関

す
る
施

設
基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
患
者
又

は
そ
の

家
族
（

以
下

「
患
者
等

」
と
い

う
。
）

か
ら

の
疾
病
に

関
す
る

医
学
的
な

質
問
並

び
に
生

活
上

及
び
入
院

上
の
不

安
等
、

様
々

な
相
談
に

対
応
す

る
窓
口

を
設

置
し
て
い

る

こ
と
。

 

(
２
)
 
(
１
)
に
お
け
る
当

該
窓

口
は
専
任

の
医
師

、
看
護

師
、

薬
剤
師
、

社
会
福

祉
士
又

は
そ

の
他
医
療

有
資
格

者
等
が
当

該
保
険

医
療
機

関
の

標
榜
時
間

内
に
お

い
て
常

時
１

名
以
上
配

置
さ
れ

て
お
り

、
患

者
等
か
ら

の

相
談
に
対

し
て
相

談
内
容

に
応

じ
た
適
切

な
職
種

が
対
応

で
き

る
体
制
を

と
っ
て

い
る
必

要
が

あ
る
。
な

お
、

当
該
窓
口

は
区
分

番
号
「

Ａ
２

３
４
」
に

掲
げ
る

医
療
安

全
対

策
加
算
に

規
定
す

る
窓
口

と
兼

用
で
あ
っ

て

も
差
し
支

え
な
い

。
 

(
３
)
 
(
１
)
に
お
け
る
相

談
窓

口
に
配
置

さ
れ
て

い
る
職

員
は

医
療
関
係

団
体
等

が
実
施

す
る

医
療
対
話

仲
介
者

の
養
成
を

目
的
と

し
た
研

修
を

修
了
し
て

い
る
こ

と
が
望

ま
し

い
。

 

(
４
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
患
者
等

に
対
す

る
支
援

体
制

が
整
備
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
な

お
、
患
者

等
に
対

す
る
支
援

体
制
と

は
以
下

の
こ

と
を
い
う

。
 

ア
 
患
者

支
援
体

制
確
保

の
た

め
、
(
１
)
に
お
け

る
相
談

窓
口

と
各
部
門

と
が
十

分
に
連

携
し

て
い
る
こ

と
。

 

イ
 
各
部

門
に
お

い
て
、

患
者

支
援
体
制

に
係
る

担
当
者

を
配

置
し
て
い

る
こ
と

。
 

ウ
 
患
者

支
援
に

係
る
取

組
の

評
価
等
を

行
う
カ

ン
フ
ァ

レ
ン

ス
が
週
１

回
程
度

開
催
さ

れ
て

お
り
、
必

要

に
応
じ
て

各
部
門

の
患
者

支
援

体
制
に
係

る
担
当

者
等
が

参
加

し
て
い
る

こ
と
。

 

エ
 
各
部

門
に
お

い
て
、

患
者

等
か
ら
相

談
を
受

け
た
場

合
の

対
応
体
制

及
び
報

告
体
制

を
マ

ニ
ュ
ア
ル

と

し
て
整
備

し
、
職

員
に
遵

守
さ

せ
て
い
る

こ
と
。

 

オ
 
(
１
)
に
お
け

る
相
談

窓
口

及
び
各
部

門
で
対

応
し
た

患
者

等
の
相
談

件
数
及

び
相
談

内
容

、
相
談
後

の

取
扱

い
、

そ
の

他
の

患
者

支
援

に
関

す
る

実
績

を
記

録
し

て
い

る
こ

と
。

 
ま

た
、

区
分

番
号

「
Ａ

２
３

４
」
に
掲

げ
る
医

療
安
全

対
策

加
算
を
算

定
し
て

い
る
場

合
は

、
医
療
安

全
管
理

対
策
委

員
会

と
十
分
に

連
携
し
、

そ
の
状

況
を
記

録
し

て
い
る
こ

と
。

 

カ
 
定
期

的
に
患

者
支
援

体
制

に
関
す
る

取
組
み

の
見
直

し
を

行
っ
て
い

る
こ
と

。
 
 

(
５
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

の
見
や
す

い
場
所

に
、
(
１
)
に

お
け
る
相

談
窓
口

が
設
置

さ
れ

て
い
る
こ

と
及
び

患
者
等
に

対
す
る

支
援
の

た
め

実
施
し
て

い
る
取

組
を
掲

示
し

て
い
る
こ

と
。
ま

た
、
当

該
保

険
医
療
機

関

の
入
院
患

者
に
つ

い
て
、

入
院

時
に
文
書

等
を
用

い
て
(
１
)
に

お
け
る
相

談
窓
口

に
つ
い

て
説

明
を
行
っ

て

い
る
こ
と

。
 

(
６
)
 
公
益
財
団

法
人
日

本
医

療
機
能
評

価
機
構

等
、
第

三
者

の
評
価
を

受
け
て

い
る
こ

と
が

望
ま
し
い

。
 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

患
者
サ
ポ

ー
ト
体

制
充
実

加
算

の
施
設
基

準
に
係

る
届
出

は
、

別
添
７
の

様
式

3
6
を
用
い
る

こ
と
。

 

 第
2
2
 
褥
瘡
ハ
イ

リ
ス
ク

患
者

ケ
ア
加
算

 

１
 
褥
瘡

ハ
イ
リ

ス
ク
患

者
ケ

ア
加
算
に

関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
褥
瘡

ハ
イ
リ

ス
ク
患

者
の

ケ
ア
に
従

事
し
た

経
験
を

５
年

以
上
有
す

る
看
護
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間
帯
と
同

じ
時
間

帯
に

こ
れ
ら

の
非
常
勤

医
師
が

配
置

さ
れ
て

い
る
場
合

に
は
、

当
該

２
名
の

非
常
勤
医

師

が
感
染
制

御
チ
ー

ム
の

業
務
に

従
事
す
る

場
合
に

限
り

、
当
該

基
準
を
満

た
し
て

い
る

こ
と
と

み
な
す
こ

と

が
で
き
る

。
 

 

（
３
）
 
(
２
)
の
イ
に

お
け
る

感
染
管
理

に
係
る

適
切
な

研
修

と
は
、
１

の
（
３

）
に
掲

げ
る

研
修
で
あ

る
。

 

(
４
)
 
抗
菌
薬
適

正
使
用

支
援

チ
ー
ム
は

以
下
の

業
務
を

行
う

こ
と
。

 

ア
 
抗
Ｍ

Ｒ
Ｓ
Ａ

薬
及

び
抗
緑

膿
菌
作
用

の
あ
る

抗
菌

薬
を
含

め
た
広
域

抗
菌
薬

等
の

特
定
の

抗
菌
薬
を

使

用
す
る
患

者
、
菌

血
症

等
の
特

定
の
感
染

症
兆
候

の
あ

る
患
者

、
免
疫
不

全
状
態

等
の

特
定
の

患
者
集
団

な
ど
感
染

症
早
期

か
ら
の

モ
ニ

タ
リ
ン
グ

を
実
施

す
る
患

者
を

施
設
の
状

況
に
応

じ
て
設

定
す

る
。

 

イ
 
感
染

症
治
療

の
早

期
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

に
お
い

て
、

ア
で
設

定
し
た
対

象
患
者

を
把

握
後
、

適
切
な
微

生

物
検
査
・

血
液
検

査
・

画
像
検

査
等
の
実

施
状
況

、
初

期
選
択

抗
菌
薬
の

選
択
・

用
法

・
用
量

の
適
切
性

、

必
要
に
応

じ
た
治

療
薬

物
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

の
実
施

、
微

生
物
検

査
等
の
治

療
方
針

へ
の

活
用
状

況
な
ど
を

経
時
的
に

評
価
し

、
必

要
に
応

じ
て
主
治

医
に
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
を
行
い

、
そ
の

旨
を

診
療
録

等
に
記
載

す
る
。

 

ウ
 
適
切

な
検
体

採
取

と
培
養

検
査
の
提

出
（
血

液
培

養
の
複

数
セ
ッ
ト

採
取
な

ど
）

や
、
施

設
内
の
ア

ン

チ
バ
イ
オ

グ
ラ
ム

の
作
成

な
ど

、
微
生
物

検
査
・

臨
床
検

査
が

適
正
に
利

用
可
能

な
体
制

を
整

備
す
る
。

 

エ
 
抗
菌

薬
使
用

状
況

や
血
液

培
養
複
数

セ
ッ
ト

提
出

率
な
ど

の
プ
ロ
セ

ス
指
標

及
び

耐
性
菌

発
生
率
や

抗

菌
薬
使
用

量
な
ど

の
ア
ウ

ト
カ

ム
指
標
を

定
期
的

に
評
価

す
る

。
 

オ
 
当
該

保
険
医

療
機

関
の
外

来
に
お
け

る
過
去

１
年

間
の
急

性
気
道
感

染
症
及

び
急

性
下
痢

症
の
患
者

数

並
び
に
当

該
患
者

に
対
す

る
経

口
抗
菌
薬

の
処
方

状
況
を

把
握

す
る
。

 

カ
 
抗
菌

薬
の
適

正
な

使
用
を

目
的
と
し

た
院
内

研
修

を
少
な

く
と
も
年

２
回
実

施
す

る
。
な

お
、
当
該

院

内
研
修
に

つ
い
て

は
、

感
染
防

止
対
策
加

算
に
係

る
院

内
感
染

対
策
に
関

す
る
研

修
と

併
せ
て

実
施
し
て

も
差
し
支

え
な
い

。
ま

た
、
院

内
の
抗
菌

薬
使
用

に
関

す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル

を
作
成

す
る

。
当
該

院
内
研
修

及
び

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

は
、

「
抗

微
生

物
薬

適
正

使
用

の
手

引
き

」
（

厚
生

労
働

省
健

康
局

結
核

感
染

症

課
）
を
参

考
に
、

外
来

に
お
け

る
抗
菌
薬

適
正
使

用
に

係
る
内

容
も
含
め

る
こ
と

。
な

お
、
令

和
２
年
３

月
3
1

日
時
点
で
抗
菌

薬
適
正

使
用
支
援

加
算
の

届
出

を
行
っ

て
い
る
保

険
医
療

機
関

に
あ
っ

て
は
、
令

和
２
年
９

月
3
0
日
ま
で
の
間

に
限
り
、

当
該
基

準
を
満

た
し

て
い
る
も

の
と
み

な
す
。

 

キ
 
当
該

保
険
医

療
機

関
内
で

使
用
可
能

な
抗
菌

薬
の

種
類
、

用
量
等
に

つ
い
て

定
期

的
に
見

直
し
、
必

要

性
の
低
い

抗
菌
薬

に
つ
い

て
医

療
機
関
内

で
の
使

用
中
止

を
提

案
す
る
。

 

ク
 
１
の

（
1
2
）
に
規

定
す
る

院
内
の
抗

菌
薬
の

適
正

使
用
を

監
視
す
る

た
め
の

体
制

に
係
る

業
務
に
つ

い

て
は
、
施

設
の
実

態
に

応
じ
て

、
感
染
制

御
チ
ー

ム
で

は
な
く

、
抗
菌
薬

適
正
使

用
支

援
チ
ー

ム
が
実
施

し
て
も
差

し
支
え

な
い
。

 

(
５
)
 
抗
菌
薬
適

正
使
用

支
援

チ
ー
ム
が

、
抗
菌

薬
適
正

使
用

支
援
加
算

を
算
定

し
て
い

な
い

医
療
機
関

か
ら
、

抗
菌
薬
適

正
使
用

の
推
進

に
関

す
る
相
談

等
を
受

け
る
体

制
を

整
備
し
て

い
る
こ

と
。
ま

た
、

抗
菌
薬
適

正

使
用
の
推

進
に
関

す
る
相

談
等

を
受
け
る

体
制
が

あ
る
こ

と
に

つ
い
て
、

１
の
（

７
）
に

規
定

す
る
定
期

的

な
カ
ン
フ

ァ
レ
ン

ス
の
場

を
通

じ
て
、
他

の
医
療

機
関
に

周
知

す
る
こ
と

。
 

５
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
感
染
防
止

対
策
加

算
１

及
び
２
の

施
設
基

準
に
係

る
届

出
は
、
別

添
７
の

様
式

3
5

の
２
を
用
い

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
感
染
防
止

対
策
地

域
連

携
加
算
の

施
設
基

準
に
係

る
届

出
は
、
別

添
７
の

様
式

3
5
の
３
を
用
い

る
こ
と

 

(
３
)
 
抗
菌
薬
適

正
使
用

支
援

加
算
の
施

設
基
準

に
係
る

届
出

は
、
別
添

７
の
様
式

3
5

の
５

を
用
い
る

こ
と
。
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師
等
で
あ

っ
て
、

褥
瘡
等

の
創

傷
ケ
ア
に

係
る
適

切
な
研

修
を

修
了
し
た

者
を
褥

瘡
管
理

者
と

し
て
専
従

で

配
置
し
て

い
る
こ

と
。
な

お
、

こ
こ
で
い

う
褥
瘡

等
の
創

傷
ケ

ア
に
係
る

適
切
な

研
修
と

は
、

次
の
内
容

を

含
む
も
の

を
い
う

こ
と
。

 

ア
 
国
又

は
医
療

関
係
団

体
等

が
主
催
す

る
研
修

で
あ
っ

て
、

褥
瘡
管
理

者
と
し

て
業
務

を
実

施
す
る
上

で

必
要
な
褥

瘡
等
の

創
傷
ケ

ア
知

識
・
技
術

が
習
得

で
き
る

6
0
0
時
間
以
上

の
研
修

 

イ
 
講
義

及
び
演

習
等
に

よ
り

、
褥
瘡
予

防
管
理

の
た
め

の
リ

ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン

ト
並
び

に
ケ

ア
に
関
す

る

知
識
・
技

術
の
習

得
、
コ

ン
サ

ル
テ
ー
シ

ョ
ン
方

法
、
質

保
証

の
方
法
等

を
具
体

例
に
基

づ
い

て
実
施
す

る
研
修

 

注
２
に
規

定
す
る

点
数
を

算
定

す
る
場
合

は
、
褥

瘡
ハ
イ

リ
ス

ク
患
者
の

ケ
ア
に

従
事
し

た
経

験
を
５

年
以
上
有

す
る
看

護
師
等

で
あ

っ
て
、
褥

瘡
等
の

創
傷
ケ

ア
に

係
る
適
切

な
研
修

（
ア
及

び
イ

に
よ
る
も

の
。
）
を

修
了
し

た
者
を

褥
瘡

管
理
者
と

し
て
配

置
し
て

い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
褥
瘡
管
理

者
は
、

そ
の

特
性
に
鑑

み
て
、

褥
瘡
ハ

イ
リ

ス
ク
患
者

ケ
ア
加

算
を
算

定
す

べ
き
患
者

の
管
理

等
に
影
響

の
な
い

範
囲
に

お
い

て
、
オ
ス

ト
ミ
ー

・
失
禁

の
ケ

ア
を
行
う

場
合
に

は
、
専

従
の

褥
瘡
管
理

者

と
み
な
す

こ
と
が

で
き
る

。
 

(
３
)
 
別
添
６
の

別
紙

1
6

の
褥
瘡
リ
ス

ク
ア
セ

ス
メ
ン

ト
票

・
褥
瘡
予

防
治
療

計
画
書

を
作

成
し
、
そ

れ
に
基

づ
く
重
点

的
な
褥

瘡
ケ
ア

の
実

施
状
況
及

び
評
価

結
果
を

記
録

し
て
い
る

こ
と
。

 

(
４
)
 
褥
瘡
対
策

チ
ー
ム

と
の

連
携
状
況

、
院
内

研
修
の

実
績

、
褥
瘡
リ

ス
ク
ア

セ
ス
メ

ン
ト

実
施
件
数

、
褥
瘡

ハ
イ
リ
ス

ク
患
者

特
定
数

、
褥

瘡
予
防
治

療
計
画

件
数
及

び
褥

瘡
ハ
イ
リ

ス
ク
患

者
ケ
ア

実
施

件
数
を
記

録

し
て
い
る

こ
と
。

 

(
５
)
 
褥
瘡
対
策

に
係
る

カ
ン

フ
ァ
レ
ン

ス
が
週

１
回
程

度
開

催
さ
れ
て

お
り
、

褥
瘡
対

策
チ

ー
ム
の
構

成
員
及

び
必
要
に

応
じ
て

、
当
該

患
者

の
診
療
を

担
う
医

師
、
看

護
師

等
が
参
加

し
て
い

る
こ
と

。
 

(
６
)
 
総
合
的
な

褥
瘡
管

理
対

策
に
係
る

体
制
確

保
の
た

め
の

職
員
研
修

を
計
画

的
に
実

施
し

て
い
る
こ

と
。

 

(
７
)
 
重
点
的
な

褥
瘡
ケ

ア
が

必
要
な
入

院
患
者

（
褥
瘡

の
予

防
・
管
理

が
難
し

い
患
者

又
は

褥
瘡
に
関

す
る
危

険
因
子
の

あ
る
患

者
及
び

既
に

褥
瘡
を
有

す
る
入

院
患
者

を
い

い
、
褥
瘡

リ
ス
ク

ア
セ
ス

メ
ン

ト
票
を
用

い

て
判
定
す

る
。
）

に
対
し

て
、

適
切
な
褥

瘡
発
生

予
防
・

治
療

の
た
め
の

予
防
治

療
計
画

の
作

成
、
継
続

的

な
褥
瘡
ケ

ア
の
実

施
及
び

評
価

、
褥
瘡
等

の
早
期

発
見
及

び
重

症
化
防
止

の
た
め

の
総
合

的
な

褥
瘡
管
理

対

策
を
行
う

に
ふ
さ

わ
し
い

体
制

が
整
備
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
８
)
 
毎
年
７
月

に
お
い

て
、

褥
瘡
患
者

数
等
に

つ
い
て

、
別

添
７
の
様

式
3
7
の
２
に
よ
り

届
け
出
る

こ
と
。

 

２
 
褥
瘡

管
理
者

の
行
う

業
務

に
関
す
る

事
項

 

(
１
)
 
褥
瘡
管
理

者
は
、

院
内

の
褥
瘡
対

策
チ
ー

ム
と
連

携
し

て
、
所
定

の
方
法

に
よ
り

褥
瘡

リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ

ン
ト
を
行

う
こ
と

。
 

(
２
)
 
(
１
)
の
結
果
、
特

に
重

点
的
な
褥

瘡
ケ
ア

が
必
要

と
認

め
ら
れ
る

患
者
に

つ
い
て

、
当

該
患
者
の

診
療
を

担
う
医
師

、
看
護

師
、
そ

の
他

必
要
に
応

じ
て
関

係
職
種

が
共

同
し
て
褥

瘡
の
発

生
予
防

等
に

関
す
る
予

防

治
療
計
画

を
個
別

に
立
案

す
る

こ
と
。

 

(
３
)
 
当
該
計
画

に
基
づ

く
重

点
的
な
褥

瘡
ケ
ア

を
継
続

し
て

実
施
し
、

そ
の
評

価
を
行

う
こ

と
。

 

(
４
)
 
(
１
)
か
ら
(
３
)
ま
で
の

他
、
院
内

の
褥
瘡

対
策
チ

ー
ム

及
び
当
該

患
者
の

診
療
を

担
う

医
師
と
連

携
し
て

、

院
内
の
褥

瘡
発
生

状
況
の

把
握

・
報
告
を

含
む
総

合
的
な

褥
瘡

管
理
対
策

を
行
う

こ
と
。

 

３
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

 
褥
瘡
ハ

イ
リ
ス

ク
患

者
ケ
ア

加
算
の
施

設
基
準

に
係

る
届
出

は
、
別
添

７
の
様
式

3
7

を
用

い
る
こ
と

。
な
お

、

当
該
加
算

の
届
出

に
つ
い

て
は

実
績
を
要

し
な
い

。
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(
ホ
)
 
呼
吸
ケ
ア

に
関
す

る
看

護
技
術
（

気
道
管

理
、
酸

素
療

法
、
人
工

呼
吸
管

理
、
呼

吸
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

等
）

 

(
へ
)
 
安
全
管
理

（
医
療

機
器

の
知
識
と

安
全
対

策
、
感

染
防

止
と
対
策

等
）

 

(
ト
)
 
呼
吸
ケ
ア

の
た
め

の
組

織
的
取
組

と
チ
ー

ム
ア
プ

ロ
ー

チ
 

(
チ
)
 
呼
吸
ケ
ア

に
お
け

る
リ

ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と

ス
ト
レ

ス
マ

ネ
ジ
メ
ン

ト
 

(
リ
)
 
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ

ョ
ン

方
法

 

エ
 
 
実
習
に
よ
り

、
事
例

に
基

づ
く
ア
セ

ス
メ
ン

ト
と
呼

吸
機

能
障
害
を

有
す
る

患
者
へ

の
看

護
実
践

 

(
３
)
 
当
該
患
者

の
状
態

に
応

じ
て
、
歯

科
医
師

又
は
歯

科
衛

生
士
が
呼

吸
ケ
ア

チ
ー
ム

に
参

加
す
る
こ

と
が
望

ま
し
い
。

 

(
４
)
 
呼
吸
ケ
ア

チ
ー
ム

に
よ

る
診
療
計

画
書
に

は
、
人

工
呼

吸
器
装
着

患
者
の

安
全
管

理
、

合
併
症
予

防
、
人

工
呼
吸
器

離
脱
計

画
、
呼

吸
器

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
等

の
内

容
を
含
ん

で
い
る

こ
と
。

 

(
５
)
 
呼
吸
ケ
ア

チ
ー
ム

は
当

該
診
療
を

行
っ
た

患
者
数

や
診

療
の
回
数

、
当
該

患
者
の

う
ち

人
工
呼
吸

器
離
脱

に
至
っ
た

患
者
数

、
患
者

の
１

人
当
た
り

の
平
均

人
工
呼

吸
器

装
着
日
数

等
に
つ

い
て
記

録
し

て
い
る
こ

と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

呼
吸
ケ
ア

チ
ー
ム

加
算
の

施
設

基
準
に
係

る
届
出

は
、
別

添
７

の
様
式

4
0
の
２
を
用

い
る
こ

と
。

 

 第
2
6
の
２
 
後
発
医

薬
品
使

用
体
制
加

算
 

１
 
後
発

医
薬
品

使
用
体

制
加

算
の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
病
院
で
は

、
薬
剤

部
門

に
お
い
て

後
発
医

薬
品
の

品
質

、
安
全
性

、
安
定

供
給
体

制
等

の
情
報
を

収
集
・

評
価
し
、

そ
の
結

果
を
踏

ま
え

薬
事
委
員

会
等
で

後
発
医

薬
品

の
採
用
を

決
定
す

る
体
制

が
整

備
さ
れ
て

い

る
こ
と
。

 

有
床
診
療

所
で
は

、
薬
剤

部
門

又
は
薬
剤

師
が
後

発
医
薬

品
の

品
質
、
安

全
性
、

安
定
供

給
体

制
等
の
情

報
を
収
集

・
評
価

し
、
そ

の
結

果
を
踏
ま

え
後
発

医
薬
品

の
採

用
を
決
定

す
る
体

制
が
整

備
さ

れ
て
い
る

こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
に

お
い
て
調

剤
し
た

後
発

医
薬
品

の
あ
る
先

発
医
薬

品
及
び

後
発

医
薬
品
に

つ
い
て

、
 

当
該
薬
剤

を
合
算

し
た
使

用
薬

剤
の
薬
価

（
薬
価

基
準
）

別
表

に
規
定
す

る
規
格

単
位
ご

と
に

数
え
た
数

量
 

（
以
下
「

規
格
単

位
数
量

」
と

い
う
。
）

に
占
め

る
後
発

医
薬

品
の
規
格

単
位
数

量
の
割

合
が

、
後
発
医

薬
 

品
使
用
体

制
加
算

１
に
あ

っ
て

は
8
5
％
以
上
、

後
発
医

薬
品

使
用
体
制

加
算
２

に
あ
っ

て
は

8
0
％
以
上

8
5

％
未
満
、

後
発
医

薬
品
使

用
体

制
加
算
３

に
あ
っ

て
は

7
0
％
以

上
8
0
％
未
満
で
あ

る
こ
と

。
 

(
３
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
調

剤
し
た

薬
剤
（
(
４
)
に
掲
げ
る

医
薬
品

を
除
く

。
）

の
規
格
単

位
数
量

に
占

め
る

後
発

医
薬

品
の

あ
る

先
発

医
薬

品
及

び
後

発
医

薬
品

を
合

算
し

た
規

格
単

位
数

量
の

割
合

が
5
0

％
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

(
４
)
 
後
発
医
薬

品
の
規

格
単

位
数
量
の

割
合
を

算
出
す

る
際

に
除
外
す

る
医
薬

品
 

ア
 
経
腸

成
分
栄

養
剤

 

エ
レ
ン
タ

ー
ル
配

合
内
用

剤
、

エ
レ
ン
タ

ー
ル

P
乳
幼
児

用
配

合
内
用
剤

、
エ
ン

シ
ュ
ア

・
リ

キ
ッ
ド
、

エ
ン
シ
ュ

ア
・
H
、
ツ

イ
ン
ラ

イ
ン

N
F
配
合

経
腸
用

液
、
ラ

コ
ー
ル

N
F
配

合
経
腸

用
液
、

エ
ネ
ー
ボ

配

合
経
腸
用

液
、
ラ

コ
ー
ル

N
F
配
合
経
腸

用
半
固

形
剤
及

び
イ

ノ
ラ
ス
配

合
経
腸

用
液

 

イ
 
特
殊

ミ
ル
ク

製
剤

 

フ
ェ
ニ
ル

ア
ラ
ニ

ン
除
去

ミ
ル

ク
配
合
散

「
雪
印

」
及
び

ロ
イ

シ
ン
・
イ

ソ
ロ
イ

シ
ン
・

バ
リ

ン
除
去

ミ
ル
ク
配

合
散
「

雪
印
」

 

 
-
 
10

5
 -
 

(
３
)
 
精
神
科
救

急
搬
送

患
者

地
域
連
携

受
入
加

算
の
届

出
を

行
っ
て
い

な
い
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
こ

と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

精
神
科
救

急
搬
送

患
者

地
域
連

携
紹
介
加

算
の
施

設
基

準
に
係

る
届
出
は

、
別
添

７
の

様
式

3
9

の
３
を
用
い

る
こ
と
。

 

 第
2
4
の
６
 
 
精
神
科
救
急
搬

送
患
者
地

域
連
携

受
入
加

算
 

１
 
精
神

科
救
急

搬
送
患

者
地

域
連
携
受

入
加
算

に
関
す

る
施

設
基
準

 

(
１
)
 
精
神
科
救

急
搬
送

患
者

地
域
連
携

紹
介
加

算
を
算

定
す

る
紹
介
元

の
保
険

医
療
機

関
と

精
神
科
救

急
搬
送

患
者
地
域

連
携
受

入
加
算

を
算

定
す
る
受

入
先
の

保
険
医

療
機

関
と
が
、

精
神
科

救
急
患

者
の

転
院
体
制

に

つ
い
て
あ

ら
か
じ

め
協
議

を
行

っ
て
連
携

し
て
い

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
区
分
番
号

「
Ａ
１

０
３

」
精
神
病

棟
入
院

基
本
料

、
区

分
番
号
「

Ａ
３
１

１
－
４

」
児

童
・
思
春

期
精
神

科
入
院
医

療
管
理

料
、
区

分
番

号
「
Ａ
３

１
２
」

精
神
療

養
病

棟
入
院
料

又
は
区

分
番
号

「
Ａ

３
１
４
」

認

知
症
治
療

病
棟
入

院
料
に

係
る

届
出
を
行

っ
て
い

る
保
険

医
療

機
関
で
あ

る
こ
と

。
 

(
３
)
 
精
神
科
救

急
搬
送

患
者

地
域
連
携

紹
介
加

算
の
届

出
を

行
っ
て
い

な
い
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
こ

と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

精
神
科
救

急
搬
送

患
者

地
域
連

携
受
入
加

算
の
施

設
基

準
に
係

る
届
出
は

、
別
添

７
の

様
式

3
9

の
３
を
用
い

る
こ
と
。

 

 第
2
5
 
削
除

 

第
2
6
 
呼
吸
ケ
ア

チ
ー
ム

加
算

 

１
 
呼
吸

ケ
ア
チ

ー
ム
加

算
の

施
設
基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
以
下

の
４
名

か
ら
構

成
さ

れ
る
人
工

呼
吸
器

離
脱
の

た
め

の
呼
吸
ケ

ア
に
係

る
チ
ー
ム

（
以
下

「
呼
吸

ケ
ア

チ
ー
ム
」

と
い
う

。
）
が

設
置

さ
れ
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
人
工

呼
吸
器

管
理
等

に
つ

い
て
十
分

な
経
験

の
あ
る

専
任

の
医
師

 

イ
 
人
工

呼
吸
器

管
理
や

呼
吸

ケ
ア
の
経

験
を
有

す
る
専

任
の

看
護
師

 

ウ
 
人
工

呼
吸
器

等
の
保

守
点

検
の
経
験

を
３
年

以
上
有

す
る

専
任
の
臨

床
工
学

技
士

 

エ
 
呼
吸

器
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
等
の

経
験
を

５
年
以

上
有

す
る
専
任

の
理
学

療
法
士

 

(
２
)
 
(
１
)
の
イ
に
掲
げ

る
看

護
師
は
、

５
年
以

上
呼
吸

ケ
ア

を
必
要
と

す
る
患

者
の
看

護
に

従
事
し
、

呼
吸
ケ

ア
に
係
る

適
切
な

研
修
を

修
了

し
た
者
で

あ
る
こ

と
。
な

お
、

こ
こ
で
い

う
研
修

と
は
、

次
の

事
項
に
該

当

す
る
研
修

の
こ
と

を
い
う

。
 

ア
 
国
又

は
医
療

関
係
団

体
等

が
主
催
す

る
研
修

で
あ
る

こ
と

。
（
6
0
0

時
間
以
上
の
研

修
期

間
で
、
修

了

証
が
交
付

さ
れ
る

も
の
）

 

イ
 
呼
吸

ケ
ア
に

必
要
な

専
門

的
な
知
識

・
技
術

を
有
す

る
看

護
師
の
養

成
を
目

的
と
し

た
研

修
で
あ
る

こ

と
。

 

ウ
 
講
義

及
び
演

習
は
、

次
の

内
容
を
含

む
も
の

で
あ
る

こ
と

。
 

(
イ
)
 
呼
吸
ケ
ア

に
必
要

な
看

護
理
論
及

び
医
療

制
度
等

の
概

要
 

(
ロ
)
 
呼
吸
機
能

障
害
の

病
態

生
理
及
び

そ
の
治

療
 

(
ハ
)
 
呼
吸
ケ
ア

に
関
す

る
ア

セ
ス
メ
ン

ト
（
呼

吸
機
能

、
循

環
機
能
、

脳
・
神

経
機
能

、
栄

養
・
代
謝

機
能
、
免

疫
機
能

、
感
覚

・
運

動
機
能
、

痛
み
、

検
査
等

）
 

(
ニ
)
 
患
者
及
び

家
族
の

心
理

・
社
会
的

ア
セ
ス

メ
ン
ト

と
ケ

ア
 

（ ）（ ） 765764

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
10

8
 -
 

有
効

に
活

用
さ

れ
る

よ
う

分
か

り
や

す
く

工
夫

し
た

上
で

、
関

係
す

る
医

療
従

事
者

に
速

や
か

に
周

知
し

て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

医
薬

品
の

投
薬

及
び

注
射

の
状

況
（

使
用

患
者

数
、

使
用

量
、

投
与

日

数
等

を
含

む
。

）
 

イ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

発
生

し
た

医
薬

品
に

係
る

副
作

用
（

医
薬

品
医

療
機

器
等

法
第

6
8

条

の
1
0

第
２

項
に

規
定

さ
れ

て
い

る
厚

生
労

働
大

臣
に

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
副

作
用

を
い

う
。

な

お
、

同
法

第
6
8
条

の
1
0
第

１
項

に
規

定
さ

れ
て

い
る

副
作

用
に

つ
い

て
も

、
同

様
の

体
制

を
講

じ
て

い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
）

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

等
の

情
報

 

ウ
 

公
的

機
関

、
医

薬
品

製
造

販
売

業
者

、
卸

売
販

売
業

者
、

学
術

誌
、

医
療

機
関

外
の

医
療

従
事

者
等

外

部
か

ら
入

手
し

た
医

薬
品

の
有

効
性

、
安

全
性

、
品

質
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
等

の
情

報

（
後

発
医

薬
品

に
関

す
る

こ
れ

ら
の

情
報

も
含

む
。

）
 

(
７

)
 

医
薬

品
安

全
性

情
報

等
（

(
６

)
ア

か
ら

ウ
ま

で
に

掲
げ

る
も

の
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
の

う
ち

、
迅

速

な
対

応
が

必
要

と
な

る
も

の
を

把
握

し
た

際
に

、
電

子
媒

体
に

保
存

さ
れ

た
診

療
録

、
薬

剤
管

理
指

導
記

録

等
の

活
用

に
よ

り
、

当
該

医
薬

品
を

処
方

し
た

医
師

及
び

投
与

さ
れ

た
患

者
（

入
院

中
の

患
者

以
外

の
患

者

を
含

む
。

）
を

速
や

か
に

特
定

で
き

、
必

要
な

措
置

を
迅

速
に

講
じ

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

有
し

て
い

る

こ
と

。
 

(
８

)
 

病
棟

専
任

の
薬

剤
師

と
医

薬
品

情
報

管
理

室
の

薬
剤

師
が

必
要

に
応

じ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
を

行
い

、
各

病
棟

で
の

問
題

点
等

の
情

報
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
各

薬
剤

師
が

病
棟

薬
剤

業
務

を
実

施
す

る
に

つ
き

必

要
な

情
報

が
提

供
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
９

)
 

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
な

ど
に

よ
り

医
療

従
事

者
が

、
必

要
な

時
に

医
薬

品
情

報
管

理
室

で
管

理
し

て
い

る
医

薬
品

安
全

性
情

報
等

を
容

易
に

入
手

で
き

る
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

上
記

(
６

)
か

ら
(
９

)
ま

で
に

規
定

す
る

内
容

の
具

体
的

実
施

手
順

及
び

新
た

に
入

手
し

た
情

報
の

重
要

度

に
応

じ
て

、
安

全
管

理
委

員
会

、
薬

事
委

員
会

等
の

迅
速

な
開

催
、

関
連

す
る

医
療

従
事

者
に

対
す

る
周

知

方
法

等
に

関
す

る
手

順
が

、
あ

ら
か

じ
め

「
医

薬
品

の
安

全
使

用
の

た
め

の
業

務
に

関
す

る
手

順
書

（
医

薬

品
業

務
手

順
書

）
」

に
定

め
ら

れ
て

お
り

、
そ

れ
に

従
っ

て
必

要
な

措
置

が
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
1
)
 

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

８
」

薬
剤

管
理

指
導

料
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
2
)
 

病
棟

専
任

の
薬

剤
師

の
氏

名
が

病
棟

内
に

掲
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

２
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

１
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

病
棟

薬
剤

業
務

を
行

う
専

任
の

薬
剤

師
が

当
該

加
算

を
算

定
す

る
治

療
室

に
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
治

療
室

専
任

の
薬

剤
師

に
よ

る
病

棟
薬

剤
業

務
の

直
近

１
か

月
の

実
施

時
間

が
合

算
し

て
１

週
間

に
つ

き
2
0
時

間
相

当
に

満
た

な
い

治
療

室
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

こ
と

。
 

(
４

)
 

病
棟

薬
剤

業
務

の
実

施
時

間
に

は
、

薬
剤

管
理

指
導

料
及

び
退

院
時

薬
剤

情
報

管
理

指
導

料
算

定
の

た
め

の
業

務
に

要
す

る
時

間
は

含
ま

れ
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

医
薬

品
情

報
管

理
室

が
、

治
療

室
専

任
の

薬
剤

師
を

通
じ

て
、

１
の

(
６

)
の

ア
か

ら
ウ

ま
で

に
掲

げ
る

情

報
を

積
極

的
に

収
集

し
、

評
価

す
る

と
と

も
に

、
一

元
的

に
管

理
し

、
当

該
情

報
及

び
そ

の
評

価
し

た
結

果

に
つ

い
て

、
有

効
に

活
用

さ
れ

る
よ

う
分

か
り

や
す

く
工

夫
し

た
上

で
、

関
係

す
る

医
療

従
事

者
に

速
や

か

に
周

知
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

治
療

室
専

任
の

薬
剤

師
と

医
薬

品
情

報
管

理
室

の
薬

剤
師

が
必

要
に

応
じ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

を
行

い
、

各
治

療
室

で
の

問
題

点
等

の
情

報
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
各

薬
剤

師
が

病
棟

薬
剤

業
務

を
実

施
す

る
に

つ

 
-
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ウ
 
生
薬

（
薬
効

分
類
番

号
5
1
0
）
 

エ
 
漢
方

製
剤
（

薬
効
分

類
番

号
5
2
0
）
 

オ
 
そ
の

他
の
生

薬
及
び

漢
方

処
方
に
基

づ
く
医

薬
品
（

薬
効

分
類
番
号

5
9
0
）

 

(
５
)
 
入
院
及
び

外
来
に

お
い

て
後
発
医

薬
品
（

ジ
ェ
ネ

リ
ッ

ク
医
薬
品

）
の
使

用
に
積

極
的

に
取
り
組

ん
で
い

る
旨
を
当

該
保
険

医
療
機

関
の

入
院
受
付

、
外
来

受
付
及

び
支

払
窓
口
の

見
や
す

い
場
所

に
掲

示
し
て
い

る

こ
と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

 
後
発
医

薬
品
使

用
体

制
加
算

の
施
設
基

準
に
係

る
届

出
は
、

別
添
７
の

様
式

4
0

の
３
を
用

い
る
こ
と

。
な
お

、

当
該
加
算

の
届
出

に
つ
い

て
は

実
績
を
要

し
な
い

。
 

 

第
2
6
の
３
 
病
棟
薬

剤
業
務

実
施
加
算

 

１
 
病
棟

薬
剤
業

務
実
施

加
算

１
の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

常
勤
の
薬

剤
師
が

、
２
名

以
上

配
置
さ
れ

て
い
る

と
と
も

に
、

病
棟
薬
剤

業
務
の

実
施
に
必

要
な
体

制
が
と

ら
れ

て
い
る
こ

と
。
な

お
、
週

３
日

以
上
常
態

と
し
て

勤
務
し

て
お

り
、
か
つ

、

所
定
労
働

時
間
が
週

2
2

時
間

以
上
の
勤

務
を
行

っ
て
い

る
非

常
勤
薬
剤

師
を
２

名
組
み

合
わ

せ
る
こ
と

に

よ
り
、
当

該
常
勤

薬
剤
師

の
勤

務
時
間
帯

と
同
じ

時
間
帯

に
こ

れ
ら
の
非

常
勤
薬

剤
師
が

配
置

さ
れ
て
い

る

場
合
に
は

、
こ
れ

ら
の
非

常
勤

薬
剤
師
の

実
労
働

時
間
を

常
勤

換
算
し
常

勤
薬
剤

師
数
に

算
入

す
る
こ
と

が

で
き
る
。

た
だ
し

、
常
勤

換
算

し
常
勤
薬

剤
師
に

算
入
す

る
こ

と
が
で
き

る
の
は

、
常
勤

薬
剤

師
の
う
ち

１

名
ま
で
に

限
る
。

 

(
２

)
 

病
棟

薬
剤

業
務

を
行

う
専

任
の

薬
剤

師
が

当
該

保
険

医
療

機
関

の
全

て
の

病
棟

（
区

分
番

号
「

Ａ
１

０

６
」
障
害

者
施
設

等
入
院

基
本

料
又
は
特

殊
疾
患

病
棟
入

院
料

等
の
特
定

入
院
料

（
病
棟

単
位

で
行
う
も

の

に
限
る
。

）
を
算

定
す
る

病
棟

を
除
く
。

）
に
配

置
さ
れ

て
い

る
こ
と
。

た
だ
し

、
こ
の

場
合

に
お
い
て

、

複
数
の
薬

剤
師
が

一
の
病

棟
に

お
い
て
病

棟
薬
剤

業
務
を

実
施

す
る
こ
と

を
妨
げ

な
い
。

 

病
棟
の
概

念
及
び

１
病
棟

当
た

り
の
病
床

数
に
係

る
取
扱

い
に

つ
い
て
は

、
別
添

２
の
第

２
の

１
及
び
２

に
よ
る
も

の
で
あ

る
こ
と

。
 

な
お
、
病

棟
薬
剤

業
務
実

施
加

算
を
算
定

で
き
な

い
手
術

室
、

治
療
室
及

び
特
殊

疾
患
病

棟
入

院
料
等
の

特
定
入
院

料
（
病

棟
単
位

で
行

う
も
の
に

限
る
。

）
を
算

定
す

る
病
棟
に

お
い
て

も
、
病

棟
薬

剤
業
務
の

実

施
に
努
め

る
こ
と

。
 

(
３
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

病
棟
専

任
の
薬

剤
師

に
よ
る
病

棟
薬
剤

業
務
の

直
近

１
か
月
の

実
施
時

間
が
合
算

し
て
１

週
間
に

つ
き

2
0

時
間
相
当
に
満
た

な
い

病
棟
（
区

分
番
号

「
Ａ
１

０
６

」
障
害
者

施
設

等
入
院
基

本
料
又

は
特
殊

疾
患

病
棟
入
院

料
等
の

特
定
入

院
料

（
病
棟
単

位
で
行

う
も
の

に
限

る
。
）
を

算

定
す
る
病

棟
を
除

く
。
）

が
あ

っ
て
は
な

ら
な
い

こ
と
。

 

(
４
)
 
病
棟
薬
剤

業
務
の

実
施

時
間
に
は

、
薬
剤

管
理
指

導
料

及
び
退
院

時
薬
剤

情
報
管

理
指

導
料
算
定

の
た
め

の
業
務
に

要
す
る

時
間
は

含
ま

れ
な
い
も

の
で
あ

る
こ
と

。
 

(
５
)
 
医
薬
品
情

報
の
収

集
及

び
伝
達
を

行
う
た

め
の
専

用
施

設
（
以
下

「
医
薬

品
情
報

管
理

室
」
と
い

う
。
）

を
有
し
、

院
内
か

ら
の
相

談
に

対
応
で
き

る
体
制

が
整
備

さ
れ

て
い
る
こ

と
。
な

お
、
院

内
か

ら
の
相
談

に

対
応
で
き

る
体
制

と
は
、

当
該

保
険
医
療

機
関
の

医
師
等

か
ら

の
相
談
に

応
じ
る

体
制
が

あ
る

こ
と
を
当

該

医
師
等
に

周
知
し

て
い
れ

ば
よ

く
、
医
薬

品
情
報

管
理
室

に
薬

剤
師
が
常

時
配
置

さ
れ
て

い
る

必
要
は
な

い
。

 

(
６
)
 
医
薬
品
情

報
管
理

室
が

、
病
棟
専

任
の
薬

剤
師
を

通
じ

て
、
次
の

ア
か
ら

ウ
ま
で

に
掲

げ
る
情
報

を
積
極

的
に
収
集

し
、
評

価
す
る

と
と

も
に
、
一

元
的
に

管
理
し

、
当

該
情
報
及

び
そ
の

評
価
し

た
結

果
に
つ
い

て
、

（ ）（ ） 767766

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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厚
生
（
支

）
局
医

療
課
長

を
経

由
し
て
、

厚
生
労

働
省
保

険
局

医
療
課
長

へ
届
出

す
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
(
１
)
の
届
出
を
行

っ
た

保
険
医
療

機
関
は

、
当
該

届
出

の
期
限
と

な
っ
て

い
る
月

の
翌

月
か
ら
起

算
し
て

２
月
分
の

デ
ー
タ

（
例
と

し
て

、
令
和
２

年
７
月

に
届
出

を
行

っ
た
場
合

は
、
令

和
２
年

８
月

2
0

日
の
期

限
に

合
わ

せ
た

届
出

と
な

る
た

め
、

試
行

デ
ー

タ
は

令
和

２
年

９
月

及
び

1
0

月
の

２
月

分
と

な
る

。
）

（
以
下
「

試
行
デ

ー
タ
」

と
い

う
。
）
を

厚
生
労

働
省
が

提
供

す
る
チ
ェ

ッ
ク
プ

ロ
グ
ラ

ム
に

よ
り
作
成

し
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
導

入
の
影

響
評
価

に
係

る
調
査
実

施
説
明

資
料
（

以
下

「
調
査
実

施
説
明

資
料
」

と
い

う
。
）
に

定

め
ら
れ
た

方
法
に

従
っ
て

厚
生

労
働
省
保

険
局
医

療
課
が

別
途

通
知
す
る

期
日
ま

で
に
厚

生
労

働
省
が
Ｄ

Ｐ

Ｃ
調
査
の

一
部
事

務
を
委

託
す

る
Ｄ
Ｐ
Ｃ

調
査
事

務
局
（

以
下

「
Ｄ
Ｐ
Ｃ

調
査
事

務
局
」

と
い

う
。
）
へ

提

出
す
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
試
行
デ
ー

タ
が
適

切
に

提
出
さ
れ

て
い
た

場
合
は

、
デ

ー
タ
提
出

の
実
績

が
認
め

ら
れ

た
保
険
医

療
機
関

と
し
て
、

厚
生
労

働
省
保

険
局

医
療
課
よ

り
事
務

連
絡
（

以
下

「
デ
ー
タ

提
出
事

務
連
絡

」
と

い
う
。
）

を

１
の
（
２

）
の
担

当
者
宛

て
に

電
子
メ
ー

ル
に
て

発
出
す

る
。

 

 
 
 
な

お
、
当

該
連
絡

の
あ

っ
た
保
険

医
療
機

関
に
お

い
て

は
、
こ
の

連
絡
以

後
、
デ

ー
タ

提
出
加
算

の
届
出

を
行
う
こ

と
が
可

能
と
な

る
。

 

３
 
提
出

デ
ー
タ

評
価
加

算
に

関
す
る
事

項
 

(
１
)
 
デ
ー
タ
提

出
加
算

２
の

ロ
又
は
４

の
ロ
の

届
出
を

行
っ

て
い
る
こ

と
。

 

（
２
）
 
診
療

内
容
に

関
す

る
質
の
高
い

デ
ー
タ

が
継

続
的
か

つ
適
切
に

提
出
さ

れ
て
い

る
も

の
と
し
て

、
次
の

い

ず
れ
に
も

該
当
す

る
こ
と

。
 

 
 
 
ア
 
当

該
加
算

を
算
定

す
る
月
の

前
６
か

月
間
に

１
度

も
デ
ー
タ

提
出
の

遅
延
等

が
な

い
こ
と
。

 

 
 
 
イ
 
当

該
加
算

を
算

定
す
る
月
の

前
月
以

前
に

提
出
し

た
直
近
３

か
月
分

の
デ
ー

タ
及

び
提
出
デ

ー
タ
と

同

じ
期
間
に

お
け
る

未
コ
ー

ド
化

傷
病
名
の

割
合
の

基
準
を

満
た

す
こ
と
。

 

（
３

）
（

２
）

の
デ

ー
タ

提
出

の
遅

延
等

と
は

、
調

査
実

施
説

明
資

料
に

定
め

ら
れ

た
期

日
ま

で
に

、
当

該
医

療

機
関
の
デ

ー
タ
に

つ
い

て
、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
調
査

事
務
局

宛
て

に
提
出

さ
れ
て
い

な
い
場

合
（

提
出
時

刻
が
確
認

で

き
な
い
手

段
等
、

調
査

実
施
説

明
資
料
に

て
定
め

ら
れ

た
方
法

以
外
で
提

出
さ
れ

た
場

合
を
含

む
。
）
、

提

出
さ
れ
た

デ
ー
タ

が
調

査
実
施

説
明
資
料

に
定
め

ら
れ

た
提
出

す
べ
き
デ

ー
タ
と

異
な

る
内
容

で
あ
っ
た

場

合
（
デ
ー

タ
が
格

納
さ

れ
て
い

な
い
空
の

媒
体
が

提
出

さ
れ
た

場
合
を
含

む
。
）

を
い

う
。
（

以
下
、
第

2

6
の
４
に
お
い

て
、
同

じ
。
）

 

（
４
）
 
（
２

）
の
イ

に
規

定
す
る
未
コ

ー
ド
化

傷
病

名
の
割

合
の
基
準

を
満
た

す
場
合

と
は

、
次
の
い

ず
れ
に

も

該
当
す
る

場
合
を

い
う
。

 

 
 
 
ア
 
調

査
実
施

説
明

資
料
に
定
め

ら
れ
た

様
式

１
へ
入

力
さ
れ
た

レ
セ
プ

ト
電
算

処
理

用
の
傷
病

名
コ
ー

ド

の
総
数
に

対
す
る

未
コ

ー
ド
化

傷
病
名
の

コ
ー
ド

（
レ

セ
プ
ト

電
算
処
理

用
の
傷

病
名

コ
ー
ド

：
0
0
0
0
99

9
）
の
割
合
が

２
％
未

満
 

 
 
 
イ
 
調

査
実
施

説
明

資
料
に
お
い

て
定
め

ら
れ

た
外
来

Ｅ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
へ

入
力
さ

れ
た

傷
病
名
コ

ー
ド
の

総

数
に

対
す

る
未

コ
ー

ド
化

傷
病

名
の

コ
ー

ド
（

レ
セ

プ
ト

電
算

処
理

用
の

傷
病

名
コ

ー
ド

：
0
0
0
0
9
9
9
）

の
割
合
が

２
％
未

満
 

 
 
 
ウ
 
医

科
の
全

て
の

診
療
報
酬
明

細
書
（

Ｄ
Ｐ

Ｃ
対
象

病
院
に
お

い
て
は

、
入
院

、
入

院
外
及
び

Ｄ
Ｐ
Ｃ

を
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
対

象
病
院

以
外

の
病
院

に
お
い
て

は
、
入

院
及

び
入
院

外
）
に
記

載
さ
れ

た
傷

病
名
コ

ー
ド
の
総

数
に

対
す

る
未

コ
ー

ド
化

傷
病

名
の

コ
ー

ド
（

レ
セ

プ
ト

電
算

処
理

用
の

傷
病

名
コ

ー
ド

：
0
0
0
0
9
9
9
）

の
割
合
が

1
0
％
未

満
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き
必
要
な

情
報
が

提
供
さ

れ
て

い
る
こ
と

。
 

３
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
病
棟
薬
剤

業
務
実

施
加

算
の
施
設

基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添
７

の
様
式

4
0
の
４
を

用
い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
調
剤
、
医

薬
品
情

報
管

理
、
薬
剤

管
理
指

導
、
在

宅
患

者
訪
問
薬

剤
管
理

指
導
又

は
病

棟
薬
剤
業

務
の
い

ず
れ
に
従

事
し
て

い
る
か

を
（

兼
務
の
場

合
は
そ

の
旨
を

）
備

考
欄
に
記

載
す
る

。
 

 

 第
2
6
の
４
 
デ
ー
タ

提
出
加

算
 

１
 
デ
ー

タ
提
出

加
算
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 
区
分
番
号

「
Ａ
２

０
７

」
診
療
録

管
理
体

制
加
算

に
係

る
届
出
を

行
っ
て

い
る
保

険
医

療
機
関
で

あ
る
こ

と
。

 

た
だ
し
、

次
の
ア

か
ら

ウ
の
保

険
医
療
機

関
に
あ

っ
て

は
、
区

分
番
号
「

Ａ
２
０

７
」

の
診
療

録
管
理
体

制
加
算
１

又
は
２

の
施
設

基
準

を
満
た
し

て
い
れ

ば
足
り

る
こ

と
。

 

ア
 
回
復

期
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
病
棟

入
院
料

の
み
の

届
出

を
行
う
保

険
医
療

機
関

 

イ
 
地
域

包
括
ケ

ア
病
棟

入
院

料
の
み
の

届
出
を

行
う
保

険
医

療
機
関

 

ウ
 
回
復

期
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
病
棟

入
院
料

及
び
地

域
包

括
ケ
ア
病

棟
入
院

料
の
み

の
届

出
を
行
う

 

保
険
医
療

機
関

 

(
２

)
 

厚
生

労
働

省
が

毎
年

実
施

す
る

「
Ｄ

Ｐ
Ｃ

導
入

の
影

響
評

価
に

係
る

調
査

（
特

別
調

査
を

含
む

。
）

」

（
以
下
「

Ｄ
Ｐ
Ｃ

調
査
」

と
い

う
。
）
に

適
切
に

参
加
で

き
る

体
制
を
有

す
る
こ

と
。
ま

た
、

厚
生
労
働

省

保
険
局
医

療
課
及

び
Ｄ
Ｐ

Ｃ
調

査
事
務
局

と
常
時

電
子
メ

ー
ル

及
び
電
話

で
の
連

絡
可
能

な
担

当
者
を
必

ず

２
名
指
定

す
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
Ｄ
Ｐ
Ｃ
調

査
に
適

切
に

参
加
し
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ

調
査
に

準
拠

し
た
デ
ー

タ
を
提

出
す
る

こ
と

。
な
お
、

デ
ー
タ

提
出
加
算

１
及
び

３
に
あ

っ
て

は
、
入
院

患
者
に

係
る
デ

ー
タ

を
、
デ
ー

タ
提
出

加
算
２

及
び

４
に
あ
っ

て

は
、
入
院

患
者
に

係
る
デ

ー
タ

に
加
え
、

外
来
患

者
に
係

る
デ

ー
タ
を
提

出
す
る

こ
と
。

 

(
４
)
 
「
適
切
な

コ
ー
デ

ィ
ン

グ
に
関
す

る
委
員

会
」
（

以
下

「
コ
ー
デ

ィ
ン
グ

委
員
会

」
と

い
う
。
）

を
設

 

置
し
、
年

２
回
以

上
当
該

委
員

会
を
開
催

す
る
こ

と
。

 

コ
ー
デ
ィ

ン
グ
委

員
会
と

は
、

標
準
的
な

診
断
及

び
治
療

方
法

に
つ
い
て

院
内
で

周
知
を

徹
底

し
、
適
切

な
コ
ー
デ

ィ
ン
グ

（
適
切

な
国

際
疾
病
分

類
に
基

づ
く
適

切
な

疾
病
分
類

等
の
決

定
を
い

う
。

）
を
行
う

体

制
を
確
保

す
る
こ

と
を
目

的
と

し
て
設
置

す
る
も

の
と
し

、
コ

ー
デ
ィ
ン

グ
に
関

す
る
責

任
者

の
他
に
少

な

く
と
も
診

療
部
門

に
所
属

す
る

医
師
、
薬

剤
部
門

に
所
属

す
る

薬
剤
師
及

び
診
療

録
情
報

を
管

理
す
る
部

門

又
は
診
療

報
酬
の

請
求
事

務
を

統
括
す
る

部
門
に

所
属
す

る
診

療
記
録
管

理
者
を

構
成
員

と
す

る
委
員
会

の

こ
と
を
い

う
。

 

な
お
、
病

院
内
の

他
の

委
員
会

に
お
い
て

、
目
的

及
び

構
成
員

等
が
コ
ー

デ
ィ
ン

グ
委

員
会
の

要
件
を
満

た
し
て
い

る
場
合

に
は

、
当
該

委
員
会
を

コ
ー
デ

ィ
ン

グ
委
員

会
と
見
な

す
こ
と

が
で

き
る
。

た
だ
し
、

当

該
委
員
会

の
設
置

規
定

等
に
適

切
な
コ
ー

デ
ィ
ン

グ
に

関
す
る

事
項
を
明

記
し
、

適
切

な
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

に

関
す
る
テ

ー
マ
に

つ
い
て

、
年

２
回
以
上

、
委
員

会
を
開

催
し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 

２
 
デ
ー

タ
提
出

に
関
す

る
事

項
 

(
１
)
 
デ
ー
タ
の

提
出
を

希
望

す
る
保
険

医
療
機

関
（
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象
病
院

又
は
Ｄ

Ｐ
Ｃ
準

備
病

院
で
あ
る

病
院
を

除
く
）
は

、
令
和

２
年
５
月

2
0
日
、
８
月

2
0
日
、
1
1
月

20
日
、
令
和

３
年
２
月

2
2
日
、

５
月

2
0
日
、

８
月

2
0
日
、
1
1
月

2
2
日
又
は
令
和
４

年
２
月

2
1
日
ま
で

に
別
添
７

の
様
式

4
0
の
５
に

つ
い
て
、

地
方

（ ）（ ） 767766

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
３

)
 

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

専
従

す
る

看
護

師
又

は
社

会
福

祉
士

が
、

当
該

加
算

の
算

定
対

象
と

な
っ

て
い

る
各

病
棟

に
専

任
で

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

当
該

専
任

の
看

護
師

又
は

社
会

福
祉

士
が

配
置

さ

れ
る

病
棟

は
１

人
に

つ
き

２
病

棟
、

計
1
2
0

床
ま

で
に

限
る

。
な

お
、

2
0

床
未

満
の

病
棟

及
び

治
療

室
に

つ
い

て
は

、
病

棟
数

の
算

出
か

ら
除

い
て

よ
い

が
、

病
床

数
の

算
出

に
は

含
め

る
こ

と
。

ま
た

、
病

棟
に

専

任
の

看
護

師
又

は
社

会
福

祉
士

が
、

入
退

院
支

援
部

門
の

専
従

の
職

員
を

兼
ね

る
こ

と
は

で
き

な
い

が
、

専

任
の

職
員

を
兼

ね
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

 

(
４

)
 

転
院

又
は

退
院

体
制

等
に

つ
い

て
あ

ら
か

じ
め

協
議

を
行

い
、

連
携

す
る

保
険

医
療

機
関

、
介

護
保

険
法

に
定

め
る

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
、

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

、
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

若
し

く
は

施

設
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

又
は

障
害

者
の

日
常

生
活

及
び

社
会

生
活

を
総

合
的

に
支

援
す

る
た

め
の

法
律

に
基

づ

く
指

定
特

定
相

談
支

援
事

業
者

若
し

く
は

児
童

福
祉

法
に

基
づ

く
指

定
障

害
児

相
談

支
援

事
業

者
等

（
以

下

「
連

携
機

関
」

と
い

う
。

）
の

数
が

2
0

以
上

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
(
２

)
又

は
(
３

)
の

職
員

と
、

そ
れ

ぞ

れ
の

連
携

機
関

の
職

員
が

年
３

回
以

上
の

頻
度

で
面

会
し

、
情

報
の

共
有

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、

面
会

に
は

、
個

別
の

退
院

調
整

に
係

る
面

会
等

を
含

め
て

差
し

支
え

な
い

が
、

年
３

回
以

上
の

面
会

の
日

付
、

担
当

者
名

、
目

的
及

び
連

携
機

関
の

名
称

等
を

一
覧

で
き

る
よ

う
記

録
す

る
こ

と
。

 

 
 
（

５
）

 
（

４
）

に
規

定
す

る
連

携
機

関
の

職
員

と
の

年
３

回
の

面
会

は
、

対
面

で
行

う
こ

と
が

原
則

で
あ

る
が

、

当
該

３
回

中
１

回
（

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

連
携

機
関

が
、

「
別

添
３

」
の

「
別

紙
２

」
に

掲
げ

る
医

療

を
提

供
し

て
い

る
が

医
療

資
源

の
少

な
い

地
域

に
属

す
る

保
険

医
療

機
関

（
特

定
機

能
病

院
、

許
可

病
床

数

が
4
0
0
床

以
上

の
病

院
、

D
P
C
対

象
病

院
及

び
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

に
係

る
届

出
に

お
い

て
急

性
期

一
般

入
院

料
１

の
み

を
届

け
出

て
い

る
病

院
を

除
く

。
）

又
は

連
携

機
関

の
場

合
、

当
該

３
回

中
３

回
）

に
限

り
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

画
像

を
介

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

ビ
デ

オ
通

話
）

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

面

会
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

な
お

、
患

者
の

個
人

情
報

の
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

第
2
1

の
１

の
（

1
0
）

の
例

に
よ

る
。

 

(
６

)
 

過
去

1
年

間
の

介
護

支
援

等
連

携
指

導
料

の
算

定
回

数
と

過
去

１
年

間
の

相
談

支
援

専
門

員
と

の
連

携
回

数
（

区
分

番
号

「
Ａ

3
0
7
」

小
児

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

患
者

に
対

す
る

支
援

に
限

る
。

）
の

合
計

回
数

が
、

以
下

の
ア

及
び

イ
を

合
計

し
た

数
を

上
回

る
こ

と
。

 

ア
 

「
イ

 
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

等
の

場
合

」
の

算
定

対
象

病
床

数
（

介
護

支
援

等
連

携
指

導
料

を
算

定

で
き

る
も

の
に

限
る

。
）

に
0
.
1
5

を
乗

じ
た

数
と

「
ロ

 
療

養
病

棟
入

院
基

本
料

等
の

場
合

」
の

算
定

対
象

病
床

数
（

介
護

支
援

等
連

携
指

導
料

を
算

定
で

き
る

も
の

に
限

る
。

）
に

0
.
1
を

乗
じ

た
数

の
合

計
 

イ
 

「
イ

 
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

等
の

場
合

」
の

算
定

対
象

病
床

数
（

区
分

番
号

「
Ａ

3
0
7
」

小
児

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

病
床

に
限

る
。

）
に

0
.
0
5
を

乗
じ

た
数

 

な
お

、
相

談
支

援
専

門
員

と
の

連
携

は
、

相
談

支
援

専
門

員
と

共
同

し
て

、
患

者
に

対
し

、
患

者
の

心
身

の
状

況
等

を
踏

ま
え

導
入

が
望

ま
し

い
と

考
え

ら
れ

る
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
、

地
域

相
談

支
援

又

は
障

害
児

通
所

支
援

や
、

当
該

地
域

に
お

い
て

提
供

可
能

な
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
、

地
域

相
談

支
援

又

は
障

害
児

通
所

支
援

等
の

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
。

 

 
(
７

)
 

病
棟

の
廊

下
等

の
見

や
す

い
場

所
に

、
患

者
及

び
家

族
か

ら
分

か
り

や
す

い
よ

う
に

、
入

退
院

支
援

及

び
地

域
連

携
業

務
に

係
る

病
棟

に
専

任
の

職
員

及
び

そ
の

担
当

業
務

を
掲

示
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

入
退

院
支

援
加

算
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

１
の

(
１

)
及

び
(
２

)
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

有
床

診
療

所
の

場
合

は
、

当
該

入
退

院
支

援
部

門
に

、
入

退
院

支
援

に
関

す
る

経
験

を
有

す
る

専
任

の
看

 
-
 
11

1
 -
 

４
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
デ
ー
タ
提

出
加
算

の
施

設
基
準
に

係
る
届

出
は
別

添
７

の
様
式

4
0
の
７
を
用

い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
入
院
患
者

に
係
る

デ
ー

タ
を
提
出

す
る
場

合
は
デ

ー
タ

提
出
加
算

１
及
び

３
、
入

院
患

者
に
係
る

デ
ー
タ

に
加
え
、

外
来
患

者
に
係

る
デ

ー
タ
を
提

出
す
る

場
合
は

デ
ー

タ
提
出
加

算
２
及

び
４
を

届
け

出
る
こ
と

。

な
お
、
デ

ー
タ
提

出
加
算

１
及

び
３
の
届

出
を
行

っ
て
い

る
保

険
医
療
機

関
が
、

新
た
に

外
来

患
者
に
係

る

デ
ー
タ
を

提
出
す

る
も
の

と
し

て
デ
ー
タ

提
出
加

算
２
及

び
４

の
届
出
を

行
う
こ

と
は
可

能
で

あ
る
。
た

だ

し
、
デ
ー

タ
提
出

加
算
２

及
び

４
の
届
出

を
行
っ

て
い
る

保
険

医
療
機
関

が
外
来

患
者
に

係
る

デ
ー
タ
を

提

出
し
な
い

も
の
と

し
て
、

デ
ー

タ
提
出
加

算
１
及

び
３
へ

届
出

を
変
更
す

る
こ
と

は
で
き

な
い

。
 

(
３
)
 
各
調
査
年

度
に
お

い
て

、
累
積
し

て
３
回

の
デ
ー

タ
提

出
の
遅
延

等
が
認

め
ら
れ

た
場

合
は
、
適

切
な
デ

ー
タ
提
出

が
継
続

的
に
行

わ
れ

て
い
な
い

こ
と
か

ら
、
３

回
目

の
遅
延
等

が
認
め

ら
れ
た

日
の

属
す
る
月

に

速
や
か
に

変
更
の

届
出
を

行
う

こ
と
と
し

、
当
該

変
更
の

届
出

を
行
っ
た

日
の
属

す
る
月

の
翌

月
か
ら
は

算

定
で
き
な

い
こ
と

。
 

(
４
)
 
デ
ー
タ
提

出
を

取
り
や

め
る
場
合

、
１
の

基
準

を
満
た

さ
な
く
な

っ
た
場

合
及
び
(
３
)
に
該
当
し

た
場
合

に
つ
い
て

は
、
別

添
７
の

様
式

4
0
の
８
を
提
出
す

る
こ
と

。
な

お
、
様
式

4
0
の
８

を
提
出

し
デ
ー
タ
提

出

加
算
に
係

る
届
出

を
辞
退

し
た

場
合
、
当

該
加
算

の
届
出

が
施

設
基
準
の

1
つ

と
な
っ

て
い
る

入
院
基
本

料

等
も
算
定

で
き
な

く
な
る

こ
と

。
 

(
５
)
 
(
４
)
の
届
出
を
行

い
、

そ
の
後
に

再
度
デ

ー
タ
提

出
を

行
う
場
合

に
あ
っ

て
は
、

２
の

手
続
き
よ

り
開
始

す
る
こ
と

。
 

(
６
)
 
基
本
診
療

料
の

施
設
基

準
等
（
令

和
２
年

厚
生

労
働
省

告
示
●
号

）
第
十

一
の
九

に
掲

げ
る
、
デ

ー
タ
提

出
加
算
の

届
出
を

行
う

こ
と
が

困
難
で
あ

る
こ
と

に
つ

い
て
正

当
な
理
由

が
あ
る

場
合

と
は
、

電
子
カ
ル

テ

シ
ス
テ
ム

を
導
入

し
て

い
な
い

場
合
や
「

医
療
情

報
シ

ス
テ
ム

の
安
全
管

理
に
関

す
る

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」

に

規
定
す
る

物
理
的

安
全
対

策
や

技
術
的
安

全
対
策

を
講
ず

る
こ

と
が
困
難

で
あ
る

場
合
等

が
該

当
す
る
。

 

 

第
2
6
の
５
 
入
退
院

支
援
加

算
 

１
 
入
退

院
支
援

加
算
１

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
入
退

院
支
援

及
び
地

域
連

携
業
務
を

担
う
部

門
（
以

下
第

2
6

の
５
に
お
い

て
「
入
退

院
支
援

部
門
」

と
い

う
。
）
が

設
置
さ

れ
て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
入
退

院
支
援

部
門

に
、
入
退

院
支
援

及
び
地

域
連

携
業
務
に

関
す
る

十
分
な

経
験

を
有
す
る

専
従
の

看
護
師
又

は
専
従

の
社
会

福
祉

士
が
１
名

以
上
配

置
さ
れ

て
い

る
こ
と
。

更
に
、

専
従
の

看
護

師
が
配
置

さ

れ
て
い
る

場
合
に

は
入
退

院
支

援
及
び
地

域
連
携

業
務
に

関
す

る
経
験
を

有
す
る

専
任
の

社
会

福
祉
士
が

、

専
従
の
社

会
福
祉

士
が
配

置
さ

れ
て
い
る

場
合
に

は
入
退

院
支

援
及
び
地

域
連
携

業
務
に

関
す

る
経
験
を

有

す
る

専
任

の
看

護
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
（

た
だ

し
、

区
分

番
号

「
Ａ

3
0
7
」

小
児

入
院

医
療

管
理

料
（

精
神

病
棟

に
限

る
。

）
又

は
区

分
番

号
「

Ａ
3
0
9
」

特
殊

疾
患

病
棟

入
院

料
（

精
神

病
棟

に
限

る
。

）

を
算
定
す

る
病
棟

の
患
者

に
対

し
て
当
該

加
算
を

算
定
す

る
入

退
院
支
援

を
行
う

場
合
に

は
、

社
会
福
祉

士

に
代

え
て

精
神

保
健

福
祉

士
の

配
置

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

以
下

、
第

2
6

の
５

に
お

い
て

同

じ
。

）
な

お
、

当
該

専
従

の
看

護
師

又
は

社
会

福
祉

士
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

看
護

師
等

」
と

い

う
。
）
に

つ
い
て

は
、
週

３
日

以
上
常
態

と
し
て

勤
務
し

て
お

り
、
か
つ

、
所
定

労
働
時

間
が

2
2

時
間
以

上
の
勤
務

を
行
っ

て
い
る

専
従

の
非
常
勤

看
護
師

等
（
入

退
院

支
援
及
び

地
域
連

携
業
務

に
関

す
る
十
分

な

経
験
を
有

す
る
看

護
師
等

に
限

る
。
）
を

２
名
以

上
組
み

合
わ

せ
る
こ
と

に
よ
り

、
常
勤

看
護

師
等
と
同

じ

時
間
帯
に

こ
れ
ら

の
非
常

勤
看

護
師
等
が

配
置
さ

れ
て
い

る
場

合
に
は
、

当
該
基

準
を
満

た
し

て
い
る
と

み

（ ）（ ） 769768

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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2
時
間
以
上
の
勤

務
を

行
っ
て

い
る
専
従

の
非
常

勤
看

護
師
（

入
退
院
支

援
及
び

地
域

連
携
業

務
に
関
す

る

十
分
な
経

験
を
有

す
る

看
護
師

に
限
る
。

）
を
２

名
以

上
組
み

合
わ
せ
る

こ
と
に

よ
り

、
常
勤

看
護
師
と

同

じ
時
間
帯

に
こ
れ

ら
の

非
常
勤

看
護
師
が

配
置
さ

れ
て

い
る
場

合
に
は
、

当
該
基

準
を

満
た
し

て
い
る
と

み

な
す
こ
と

が
で
き

る
。
た

だ
し

、
許
可
病

床
数
が

2
0
0
床
未
満

の
保
険
医

療
機
関

に
あ
っ

て
は

、
入
退
院

支

援
に
関
す

る
十
分

な
経

験
を
有

す
る
専
任

の
看
護

師
が

１
名
以

上
配
置
さ

れ
て
い

る
こ

と
。
当

該
専
任
の

看

護
師
が
、

入
退
院

支
援

加
算
１

又
は
２
を

届
け
出

て
い

る
場
合

に
あ
っ
て

は
１
の

（
２

）
で
、

入
退
院
支

援

加
算
３
を

届
け
出

て
い

る
場
合

に
あ
っ
て

は
３
の
(
２
)
で
求
め

る
専
任
の

看
護
師

を
兼

ね
る
こ

と
は
差
し

支

え
な
い
。

 

(
２

)
 

 
転

院
又

は
退

院
体

制
等

に
つ

い
て

、
連

携
機

関
と

あ
ら

か
じ

め
協

議
し

、
地

域
連

携
に

係
る

十
分

な
体

制
が
整
備

さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

７
 
総
合

機
能
評

価
加
算

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
内
に

総
合

的
な

機
能

評
価

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
常

勤
の

医
師

若
し

く
は

歯
科

医
師

又
は

総
合

的
な

機
能

評
価

の
経

験
を

１
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

若
し

く
は

歯
科

医
師

が
１

名

以
上
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
総
合
的
な

機
能
評

価
に

係
る
適
切

な
研
修

と
は
、

次
の

も
の
を
い

う
。

 

ア
 
医
療

関
係
団

体
等
が

実
施

す
る
も
の

で
あ
る

こ
と
。

 

ウ
 

研
修

内
容

に
総

合
的

な
機

能
評

価
、

薬
物

療
法

等
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
が

含
ま

れ
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

エ
 
研
修

期
間
は

通
算
し

て
1
6
時
間
程
度
の

も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
で

高
齢

者
の

総
合

的
な

機
能

評
価

の
た

め
の

職
員

研
修

を
計

画
的

に
実

施
す

る
こ

と
が
望
ま

し
い
。

 

８
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
入
退
院
支

援
加
算

、
地

域
連
携
診

療
計
画

加
算
、

入
院

時
支
援
加

算
及
び

総
合
機

能
評

価
加
算
の

施
設
基

準
に
係
る

届
出
は

、
別
添

７
の

様
式

4
0
の
９
を
用
い

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
地
域
連
携

診
療
計

画
加

算
に
係
る

届
出
は

、
「
特

掲
診

療
料
の
施

設
基
準

等
及
び

そ
の

届
出
に
関

す
る
手

続
き
の
取

扱
い
に

つ
い
て

」
の

別
添
２
の

様
式

1
2

を
用
い
る

こ
と
。
こ

れ
に
添

付
す
る

地
域

連
携
診
療

計

画
は
、
「

特
掲
診

療
料
の

施
設

基
準
等
及

び
そ
の

届
出
に

関
す

る
手
続
き

の
取
扱

い
に
つ

い
て

」
の
別
添

２

の
様
式

1
2
の
２
に
準

じ
た
様

式
を
用
い

る
こ
と

。
 

 
(
３
)
 
３
の
(
２
)
に

掲
げ
る

「
小
児
患

者
の
在

宅
移

行
に
係

る
適
切
な

研
修
」

の
規
定

に
つ

い
て
は
、

令
和
２

年

３
月

3
1

日
に
お
い
て

、
現
に

入
退
院
支

援
加
算

３
に

係
る
届

出
を
行
っ

て
い
る

保
険

医
療
機

関
で
あ
っ

て
、

当
該
保
険

医
療
機

関
に

基
本
診

療
料
の
施

設
基
準

等
の

一
部
を

改
正
す
る

件
に
よ

る
改

正
前
（

令
和
２
年

度

改
定
前
）

の
基
本

診
療

料
の
施

設
基
準
等

に
お
け

る
当

該
加
算

の
施
設
基

準
の
規

定
に

よ
り
、

同
時
点
で

配

置
さ
れ
て

い
る
「

入
退

院
支
援

及
び
５
年

以
上
の

新
生

児
集
中

治
療
に
係

る
業
務

の
経

験
を
有

す
る
専
従

の

看
護
師
」

に
つ
い

て
は

、
令
和

３
年
３
月

3
1

日
ま
で

の
間
に

限
り
、
当

該
研
修

を
修

了
し
て

い
る
も
の

と

み
な
す
。

 

第
2
6
の
６
 
認
知
症

ケ
ア
加

算
 

１
 
認
知

症
ケ
ア

加
算
１

の
施

設
基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
以
下

か
ら
構

成
さ
れ

る
認

知
症
ケ
ア

に
係
る

チ
ー
ム

（
以

下
「
認
知

症
ケ
ア

チ
ー
ム
」

と
い
う

。
）
が

設
置

さ
れ
て
い

る
こ
と

。
こ
の

う
ち

、
イ
に
掲

げ
る
看

護
師
に

つ
い

て
は
、
原

則

週
1
6
時
間
以
上
、
認

知
症
ケ

ア
チ
ー
ム

の
業
務

に
従
事

す
る

こ
と
。

 

ア
 
認
知

症
患
者

の
診
療

に
つ

い
て
十
分

な
経
験

を
有
す

る
専

任
の
常
勤

医
師
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護
師
、
准

看
護
師

又
は
社

会
福

祉
士
が
１

名
以
上

配
置
さ

れ
て

い
る
こ
と

。
 

３
 
入
退

院
支
援

加
算
３

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
１
の
(
１
)
の
施
設

基
準

を
満
た
し

て
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
入
退

院
支
援

部
門

に
入
退
院

支
援
及

び
５
年

以
上

の
新
生
児

集
中
治

療
に
係

る
業

務
の
経
験

を
有
し

、

小
児
患
者

の
在
宅

移
行
に

係
る

適
切
な
研

修
を
修

了
し
た

専
任

の
看
護
師

又
は
入

退
院
支

援
及

び
５
年
以

上

の
新
生
児

集
中
治

療
に
係

る
業

務
の
経
験

を
有
す

る
専
任

の
看

護
師
及
び

専
従
の

社
会
福

祉
士

が
配
置
さ

れ

て
い
る
こ

と
。
な

お
、
当

該
専

従
の
社
会

福
祉
士

は
、
週

3
0

時
間
以
上

入
退
院

支
援
に

係
る

業
務
に
従

事

し
て
い
る

こ
と
。

ま
た
、

当
該

専
従
の
社

会
福
祉

士
に
つ

い
て

は
、
週
３

日
以
上

常
態
と

し
て

勤
務
し
て

お

り
、
か
つ

、
所
定

労
働
時

間
が

2
2

時
間
以
上
の
勤
務

を
行

っ
て
い
る

専
従
の

非
常
勤

社
会

福
祉
士
を

２
名

以
上
組
み

合
わ
せ

る
こ
と

に
よ

り
、
常
勤

社
会
福

祉
士
と

同
じ

時
間
帯
に

こ
れ
ら

の
非
常

勤
社

会
福
祉
士

が

配
置
さ
れ

て
い
る

場
合
に

は
、

当
該
基
準

を
満
た

し
て
い

る
と

み
な
す
こ

と
が
で

き
る
。

 

(
３
)
 
(
２
)
に
掲
げ
る
適

切
な

研
修
と
は

、
次
の

事
項
に

該
当

す
る
研
修

の
こ
と

を
い
う

。
 

ア
 

国
、

都
道

府
県

又
は

医
療

関
係

団
体

等
が

主
催

す
る

研
修

で
あ

る
こ

と
。

（
修

了
証

が
交

付
さ

れ
る

も

の
）

 

イ
 
小
児

の
在
宅

移
行

支
援
に

必
要
な
専

門
的
知

識
・

技
術
を

有
す
る
看

護
師
の

養
成

を
目
的

と
し
た
研

修
で

あ
る
こ
と

。
 

ウ
 
講
義

及
び
演

習
は
、

次
の

内
容
に
つ

い
て
９

時
間
以

上
含

む
も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

(
イ
)
 
小
児
の
在

宅
療
養

に
係

る
社
会
資

源
に
関

す
る
知

識
 

(
ロ
)
 
医
療
的
ケ

ア
児
と

そ
の

家
族
へ
の

援
助
技

術
 

(
ハ
)
 
家
族
や
多

職
種
と

の
調

整
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
方

法
 

(
ニ
)
 
在
宅
移
行

支
援
に

伴
う

倫
理
的
問

題
へ
の

対
応
方

法
 

(
ホ
)
 
医
療
的
ケ

ア
児
の

在
宅

等
の
療
養

環
境
に

関
す
る

知
識

 

４
 
地
域

連
携
診

療
計
画

加
算

に
関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
あ
ら
か
じ

め
疾
患

や
患

者
の
状
態

等
に
応

じ
た
地

域
連

携
診
療
計

画
が
作

成
さ
れ

、
連

携
機
関
と

共
有
さ

れ
て
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
連
携
機
関

の
職
員

と
当

該
保
険
医

療
機
関

の
職
員

が
、

地
域
連
携

診
療
計

画
に
係

る
情

報
交
換
の

た
め
に

、

年
３
回
以

上
の
頻

度
で
面

会
し

、
情
報
の

共
有
、

地
域
連

携
診

療
計
画
の

評
価
と

見
直
し

が
適

切
に
行
わ

れ

て
い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
入
退
院
支

援
加
算

に
係

る
施
設
基

準
の
届

出
を
行

っ
て

い
る
保
険

医
療
機

関
で
あ

る
こ

と
。

 

５
 
入
退

院
支
援

加
算
の

「
注

５
」
に
規

定
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
１
の
(
１
)
の
施
設

基
準

を
満
た
し

て
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
入
退

院
支
援

部
門

に
、
入
退

院
支
援

に
関
す

る
十

分
な
経
験

を
有
す

る
専
任

の
看

護
師
及
び

専
任
の

社
会
福
祉

士
が
配

置
さ
れ

て
い

る
こ
と
。

 

 
６
 
入

院
時
支

援
加
算

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１

)
 

 
入

退
院

支
援

加
算

１
又

は
２

を
届

け
出

て
い

る
場

合
に

あ
っ

て
は

１
の

（
２

）
で

、
入

退
院

支
援

加
算

３
を
届
け

出
て
い

る
場

合
に
あ

っ
て
は
３

の
(
２
)
で
求

め
る
人

員
に
加
え

、
入
院

前
支

援
を
行

う
者
と
し

て
、

当
該
入
退

院
支
援

部
門

に
、
入

退
院
支
援

及
び
地

域
連

携
業
務

に
関
す
る

十
分
な

経
験

を
有
す

る
専
従
の

看

護
師
が
１

名
以
上

又
は

入
退
院

支
援
及
び

地
域
連

携
業

務
に
関

す
る
十
分

な
経
験

を
有

す
る
専

任
の
看
護

師

及
び
専
任

の
社
会

福
祉

士
が
そ

れ
ぞ
れ
１

名
以
上

配
置

さ
れ
て

い
る
こ
と

。
な
お

、
当

該
入
院

前
支
援
を

行

う
専
従
の

看
護
師

に
つ

い
て
は

、
週
３
日

以
上
常

態
と

し
て
勤

務
し
て
お

り
、
か

つ
、

所
定
労

働
時
間
が

2

（ ）（ ） 769768

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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参
加

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

チ
ー

ム
は

、
週

１
回

以
上

、
各

病
棟

を
巡

回
し

、
病

棟
に

お
け

る
認

知
症

患
者

に
対

す
る

ケ
ア

の
実

施

状
況

の
把

握
や

病
棟

職
員

へ
の

助
言

等
を

行
う

こ
と

。
 

ウ
 

チ
ー

ム
に

よ
り

、
身

体
的

拘
束

の
実

施
基

準
や

鎮
静

を
目

的
と

し
た

薬
物

の
適

正
使

用
等

の
内

容
を

盛

り
込

ん
だ

認
知

症
ケ

ア
に

関
す

る
手

順
書

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

）
を

作
成

し
、

保
険

医
療

機
関

内
に

周
知

し
活

用
す

る
こ

と
。

な
お

、
認

知
症

ケ
ア

の
実

施
状

況
等

を
踏

ま
え

、
定

期
的

に
当

該
手

順
書

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
。

 

エ
 

チ
ー

ム
に

よ
り

、
認

知
症

患
者

に
関

わ
る

職
員

を
対

象
と

し
て

、
認

知
症

患
者

の
ケ

ア
に

関
す

る
研

修

を
定

期
的

に
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

認
知

症
患

者
に

関
わ

る
全

て
の

病
棟

の
看

護
師

等
は

、
原

則
と

し
て

年
に

１
回

、
認

知
症

患
者

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

看
護

方
法

等
に

つ
い

て
、

当
該

チ
ー

ム
に

よ
る

研
修

又
は

院
外

の
研

修
を

受
講

す
る

こ
と

（
た

だ

し
、

既
に

前
年

度
又

は
前

々
年

度
に

研
修

を
受

け
た

看
護

師
等

に
あ

っ
て

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
）

。
ま

た
、

原
則

と
し

て
、

全
て

の
病

棟
（

小
児

科
な

ど
身

体
疾

患
を

有
す

る
認

知
症

患
者

が
入

院
し

な
い

病
棟

及
び

精

神
病

床
は

除
く

。
）

に
、

２
の

(
４

)
に

掲
げ

る
認

知
症

患
者

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

看
護

方
法

等
に

係
る

適
切

な
研

修
又

は
院

内
研

修
を

受
け

た
看

護
師

を
１

名
以

上
配

置
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

(
７

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
チ

ー
ム

が
組

織
上

明
確

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

認
知

症
ケ

ア
加

算
２

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
、

認
知

症
患

者
の

診
療

に
つ

い
て

十
分

な
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

又
は

認
知

症
患

者
の

看
護

に
従

事
し

た
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
看

護
師

で
あ

っ
て

、
認

知
症

看
護

に
係

る
適

切

な
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の
常

勤
看

護
師

を
配

置
す

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

(
１

)
に

掲
げ

る
医

師
に

つ
い

て
は

、
１

の
(
２

)
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

(
１

)
に

掲
げ

る

認
知

症
看

護
に

係
る

適
切

な
研

修
に

つ
い

て
は

、
１

の
(
３

)
の

例
に

よ
る

。
 

(
３

)
 

原
則

と
し

て
、

全
て

の
病

棟
（

小
児

科
な

ど
身

体
疾

患
を

有
す

る
認

知
症

患
者

が
入

院
し

な
い

病
棟

及
び

精
神

病
床

は
除

く
。

）
に

、
認

知
症

患
者

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

看
護

方
法

等
に

係
る

適
切

な
研

修
を

受
け

た

看
護

師
を

３
名

以
上

配
置

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

(
３

)
に

掲
げ

る
認

知
症

患
者

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

看
護

方
法

等
に

係
る

適
切

な
研

修
と

は
、

次
の

事
項

に

該
当

す
る

研
修

の
こ

と
を

い
う

。
た

だ
し

、
(
３

)
に

掲
げ

る
３

名
以

上
の

看
護

師
の

う
ち

１
名

に
つ

い
て

は
、

次
の

事
項

に
該

当
す

る
研

修
を

受
け

た
看

護
師

が
行

う
認

知
症

患
者

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

看
護

方
法

等
に

係

る
院

内
研

修
の

受
講

を
も

っ
て

満
た

す
も

の
と

し
て

差
し

支
え

な
い

。
 

ア
 

国
、

都
道

府
県

又
は

医
療

関
係

団
体

等
が

主
催

す
る

研
修

で
あ

る
こ

と
。

（
修

了
証

が
交

付
さ

れ
る

も

の
）

 

イ
 

認
知

症
看

護
に

必
要

な
専

門
的

知
識

・
技

術
を

有
す

る
看

護
師

の
養

成
を

目
的

と
し

た
研

修
で

あ
る

こ

と
。

 

ウ
 

講
義

及
び

演
習

は
、

次
の

内
容

に
つ

い
て

９
時

間
以

上
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

認
知

症
の

原
因

疾
患

と
病

態
・

治
療

 

(
ロ

)
 

入
院

中
の

認
知

症
患

者
に

対
す

る
看

護
に

必
要

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

援
助

技
術

 

(
ハ

)
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
方

法
及

び
療

養
環

境
の

調
整

方
法

 

(
ニ

)
 

行
動

・
心

理
症

状
（

B
P
S
D
）

、
せ

ん
妄

の
予

防
と

対
応

法
 

(
ホ

)
 

認
知

症
に

特
有

な
倫

理
的

課
題

と
意

思
決

定
支

援
 

(
５

)
 

(
１

)
の

医
師

又
は

看
護

師
は

、
病

棟
に

お
け

る
認

知
症

患
者

に
対

す
る

ケ
ア

の
実

施
状

況
を

把
握

し
、
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イ
 
認
知

症
患
者

の
看
護

に
従

事
し
た
経

験
を
５

年
以
上

有
す

る
看
護
師

で
あ
っ

て
、
認

知
症

看
護
に
係

る

適
切
な
研

修
を
修

了
し
た

専
任

の
常
勤
看

護
師

 

ウ
 
認
知

症
患
者

等
の
退

院
調

整
に
つ
い

て
経
験

の
あ
る

専
任

の
常
勤
社

会
福
祉

士
又
は

常
勤

精
神
保
健

福

祉
士

 

な
お
、
ア

か
ら
ウ

ま
で
の

ほ
か

、
患
者
の

状
態
に

応
じ
て

、
理

学
療
法
士

、
作
業

療
法
士

、
薬

剤
師
、

管
理
栄
養

士
が
参

加
す
る

こ
と

が
望
ま
し

い
。

 

(
２
)
 
(
１
)
の
ア
に
掲
げ

る
医

師
は
、
精

神
科
の

経
験
を

３
年

以
上
有
す

る
医
師

、
神
経

内
科

の
経
験
を

３
年
以

上
有
す
る

医
師
又

は
認
知

症
治

療
に
係
る

適
切
な

研
修
を

修
了

し
た
医
師

で
あ
る

こ
と
。

な
お

、
こ
こ
で

い

う
適
切
な

研
修
と

は
、
国

、
都

道
府
県
又

は
医
療

関
係
団

体
等

が
主
催
す

る
研
修

で
あ
り

、
認

知
症
診
断

に

つ
い
て
適

切
な
知

識
・
技

術
等

を
修
得
す

る
こ
と

を
目
的

と
し

た
研
修
で

、
２
日

間
、
７

時
間

以
上
の
研

修

期
間
で
、

修
了
証

が
交
付

さ
れ

る
も
の
で

あ
る
こ

と
。
ま

た
、

週
３
日
以

上
常
態

と
し
て

勤
務

し
て
お
り

、

か
つ
、
所

定
労
働

時
間
が
週

2
2

時
間
以
上
の
勤

務
を
行

っ
て

い
る
専
任

の
非
常

勤
医
師

（
精

神
科
の
経

験

を
３
年
以

上
有
す

る
医
師

、
神

経
内
科
の

経
験
を

３
年
以

上
有

す
る
医
師

又
は
認

知
症
治

療
に

係
る
適
切

な

研
修
を
修

了
し
た

医
師
に

限
る

。
）
を
２

名
以
上

組
み
合

わ
せ

る
こ
と
に

よ
り
、

常
勤
医

師
の

勤
務
時
間

帯

と
同
じ
時

間
帯
に

こ
れ
ら

の
非

常
勤
医
師

が
配
置

さ
れ
て

い
る

場
合
に
は

、
当
該

２
名
以

上
の

非
常
勤
医

師

が
認
知
症

ケ
ア
チ

ー
ム
の

業
務

に
従
事
す

る
場
合

に
限
り

、
当

該
基
準
を

満
た
し

て
い
る

こ
と

と
み
な
す

こ

と
が
で
き

る
。

 

(
３
)
 
(
１
)
の
イ
に
掲
げ

る
認

知
症
看
護

に
係
る

適
切
な

研
修

と
は
、
次

の
事
項

に
該
当

す
る

研
修
の
こ

と
を
い

う
。

 

ア
 
国
又

は
医
療

関
係
団

体
等

が
主
催
す

る
研
修

で
あ
る

こ
と

。
（
6
0
0

時
間
以
上
の
研

修
期

間
で
、
修

了

証
が
交
付

さ
れ
る

も
の
）

 

イ
 
認
知

症
看
護

に
必
要

な
専

門
的
知
識

・
技
術

を
有
す

る
看

護
師
の
養

成
を
目

的
と
し

た
研

修
で
あ
る

こ

と
。

 

ウ
 
講
義

及
び
演

習
は
、

次
の

内
容
を
含

む
も
の

で
あ
る

こ
と

。
 

(
イ
)
 
認
知
症
の

原
因
疾

患
・

病
態
及
び

治
療
・

ケ
ア
・

予
防

 

(
ロ
)
 
認
知
症
に

関
わ
る

保
健

医
療
福
祉

制
度
の

変
遷
と

概
要

 

(
ハ
)
 
認
知
症
患

者
に
特

有
な

倫
理
的
課

題
と
対

応
方
法

 

(
ニ
)
 
認
知
症
看

護
に
必

要
な

ア
セ
ス
メ

ン
ト
と

援
助
技

術
 

(
ホ
)
 
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

ス
キ
ル

 

(
ヘ
)
 
認
知
症
の

特
性
を

踏
ま

え
た
生
活

・
療
養

環
境
の

調
整

方
法
、
行

動
・
心

理
症
状

（
B
P
S
D
）
へ
 

の
対
応

 

(
ト
)
 
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
（

各
専
門
職

・
他
機

関
と
の

連
携

、
社
会
資

源
の
活

用
方
法

）
 

(
チ
)
 
家
族
へ
の

支
援
・

関
係

調
整

 

エ
 
実
習

に
よ
り

、
事
例

に
基

づ
く
ア
セ

ス
メ
ン

ト
と
認

知
症

看
護
関
連

領
域
に

必
要
な

看
護

実
践
を
含

む

も
の
で
あ

る
こ
と

。
 

(
４
)
 
(
１
)
の
ウ
に
掲
げ

る
社

会
福
祉
士

又
は
精

神
保
健

福
祉

士
は
、
認

知
症
患

者
又
は

要
介

護
者
の
退

院
調
整

の
経
験
の

あ
る
者

又
は
介

護
支

援
専
門
員

の
資
格

を
有
す

る
者

で
あ
る
こ

と
。

 

(
５
)
 
認
知
症
ケ

ア
チ
ー

ム
は

、
以
下
の

業
務
を

行
う
こ

と
。

 

ア
 
認
知

症
患
者

の
ケ
ア

に
係

る
カ
ン
フ

ァ
レ
ン

ス
が
週

１
回

程
度
開
催

さ
れ
て

お
り
、

チ
ー

ム
の
構
成

員

及
び
当
該

患
者
の

入
院
す

る
病

棟
の
看
護

師
等
、

必
要
に

応
じ

て
当
該
患

者
の
診

療
を
担

う
医

師
な
ど
が

（ ）（ ） 771770

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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に
係
る
指

針
」
に

規
定
す

る
総

合
周
産
期

母
子
医

療
セ
ン

タ
ー

を
設
置
し

て
い
る

保
険
医

療
機

関
 

イ
 
ア
と

同
様
に

2
4
時
間
の

救
急
患
者

を
受
け

入
れ
て

い
る

保
険
医
療

機
関

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

精
神
疾
患

診
療
体

制
加
算

に
係

る
届
出
は

別
添
７

の
様
式

4
0
の

1
2
を
用
い
る
こ
と

。
 

 

第
2
6
の
８
 
精
神
科

急
性
期

医
師
配
置

加
算

 

１
 
通
則

 

当
該
病
棟

に
お
け

る
常
勤

の
医

師
は
、
当

該
病
棟

の
入
院

患
者

の
数
が

1
6

又
は
そ
の
端

数
を

増
す
ご
と

に
１
以

上
配
置
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
な

お
、
当
該

病
棟
に

お
け
る

常
勤

の
医
師
は

、
他
の

病
棟
に

配
置

さ
れ
る
医

師

と
兼
任
は

で
き
な

い
。

 

２
 
精
神

科
急
性

期
医
師

配
置

加
算
１
に

関
す
る

基
準

 

（
１
）
 

措
置
入

院
患

者
、
鑑

定
入
院
患

者
、
医

療
観

察
法
入

院
の
決
定

を
受
け

た
者

（
以
下

「
医
療
観

察
法
入

院
患

者
」

と
い

う
。

）
及

び
ク

ロ
ザ

ピ
ン

の
新

規
導

入
を

目
的

と
し

た
入

院
患

者
を

除
い

た
新

規
入

院
患

者
の

う
ち

６
割

以
上

が
入

院
日

か
ら

起
算

し
て

３
月

以
内

に
退

院
し

、
自

宅
等

へ
移

行
す

る
こ

と
。

「
自

宅
等

へ
移

行
す

る
」

と
は

、
患

家
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

又
は

精
神

障
害

者
施

設
へ

移
行

す
る

こ
と

で
あ

る
。

な
お

、
こ

こ
で

い
う

「
患

家
」

と
は

、
退

院
先

の
う

ち
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

当
該

入
院

料
に

係
る

病
棟

以
外

の
病

棟
へ

転
棟

し
た

場
合

、
他

の
保

険
医

療
機

関
へ

転
院

し
た

場
合

及
び

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

又
は

精
神

障
害

者
施

設
に

入
所

し
た

場
合

を
除

い
た

も
の

を
い

う
。

ま
た

、
退

院
後

に
、

医
科

点
数

表
第

１
章

第
２

部
通

則
５

の
規

定
に

よ
り

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
を
し
た

場
合
は

、
移
行

し
た

者
と
し
て

計
上
し

な
い
。

 

（
２
）
 

当
該
病

棟
に
お

い
て

ク
ロ
ザ
ピ

ン
を
新

規
に
導

入
し

た
実
績
が

年
間
６

件
以
上

で
あ

る
こ
と
。

 

（
３
）
 

精
神
疾

患
に

係
る
時

間
外
、
休

日
又
は

深
夜

に
お
け

る
外
来
診

療
（
電

話
等

再
診
を

除
く
。
）

件
数
が

年
間

2
0
 
件
以
上
で
あ

り
、
か

つ
、
入
院

件
数
が

年
間
８

件
以

上
で
あ
る

こ
と
。

 

３
 
精
神

科
急
性

期
医
師

配
置

加
算
２
の

イ
に
関

す
る
施

設
基

準
 

区
分

番
号

「
Ａ

１
０

３
」

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
（

1
0

対
1

入
院

基
本

料
及

び
1
3

対
１

入
院

基
本

料
に

限

る
。
）
及

び
区
分

番
号
「

Ａ
１

０
４
」
特

定
機
能

病
院
入

院
基

本
料
（
精

神
病
棟

の
７
対

１
入

院
基
本
料

、

1
0
対
１
入
院
基
本
料

及
び

1
3
対
１
入
院

基
本
料

に
限
る

。
）

を
算
定
す

る
病
棟

に
つ
い

て
は

、
以
下
の

要

件
を
満
た

し
て
い

る
こ
と

。
 

（
１
）
 

精
神
病

床
を
除

く
当

該
保
険
医

療
機
関

全
体
の

許
可

病
床
数
が

1
0
0
床
（
「
基

本
診

療
料
の
施

設

基
準
等
」

別
表
第

六
の
二

に
掲

げ
る
地
域

に
所
在

す
る
保

険
医

療
機
関
に

あ
っ
て
は

8
0

床
）

以
上
で
あ

っ
て
、
内

科
、
外

科
、
耳

鼻
科

、
眼
科
、

整
形
外

科
及
び

精
神

科
を
標
榜

す
る
保

険
医
療

機
関

で
あ
る
こ

と
。

 

（
２
）
 

当
該
保

険
医
療

機
関

の
精
神
病

床
に
係

る
許
可

病
床

数
が
当
該

保
険
医

療
機
関

全
体

の
許
可
病

床

数
の

5
0
％
未
満
か

つ
届
出

を
行

っ
て
い
る

精
神
病

棟
が
２

病
棟

以
下
で
あ

る
こ
と

。
 

（
３

）
 

2
4

時
間

の
救

急
医

療
提

供
と

し
て

、
以

下
の

い
ず

れ
か

を
満

た
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で
あ

る
こ
と
。

 

 
ア

 
「

救
急

医
療

対
策

事
業

実
施

要
綱

」
に

定
め

る
第

２
「

入
院

を
要

す
る

（
第

二
次

）
救

急
医

療
体

制
」
、
第

３
「
救

命
救
急

セ
ン

タ
ー
」
、

第
４
「

高
度
救

命
救

急
セ
ン
タ

ー
」
又

は
「
周

産
期

医
療

の
体
制
構

築
に
係

る
指
針

」
に

規
定
す
る

総
合
周

産
期
母

子
医

療
セ
ン
タ

ー
を
設

置
し
て

い
る

保
険

医
療
機
関
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病
棟
職
員

に
対
し

て
必
要

な
助

言
等
を
行

う
こ
と

。
 

 
 
 
 (

６
)
 

 
(
１

)
の

医
師

又
は

看
護

師
を

中
心

と
し

て
、

身
体

的
拘

束
の

実
施

基
準

や
鎮

静
を

目
的

と
し

た
薬

物
の

適
正
使
用

等
の
内

容
を

盛
り
込

ん
だ
認
知

症
ケ
ア

に
関

す
る
手

順
書
（
マ

ニ
ュ
ア

ル
）

を
作
成

し
、
保
険

医

療
機
関
内

に
周
知

し
活
用

す
る

こ
と
。

 

(
７
)
 
(
１
)
の
医
師
又
は

看
護

師
を
中
心

と
し
て

、
認
知

症
患

者
に
関
わ

る
職
員

に
対
し

、
少

な
く
と
も

年
に
１

回
は
研
修

や
事
例

検
討
会

等
を

実
施
す
る

こ
と
。

 

３
 
認
知

症
ケ
ア

加
算
３

の
施

設
基
準

 

(
１
)
 
２
の
(
３
)
及
び
(
４
)
の

施
設
基
準

を
満
た

し
て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
身
体
的
拘

束
の

実
施
基

準
や
鎮
静

を
目
的

と
し

た
薬
物

の
適
正
使

用
等
の

内
容
を

盛
り

込
ん
だ
認

知
症
ケ

ア
に
関
す

る
手
順

書
（
マ

ニ
ュ

ア
ル
）
を

作
成
し

、
保
険

医
療

機
関
内
に

周
知
し

活
用
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 
２
の
(
３
)
に
掲

げ
る
認

知
症
患
者

の
ア
セ

ス
メ

ン
ト
や

看
護
方
法

等
に
係

る
適
切

な
研

修
を
受
け

た
看
護

師
を
中
心

と
し
て

、
病

棟
の
看

護
師
等
に

対
し
、

少
な

く
と
も

年
に
１
回

は
研
修

や
事

例
検
討

会
等
を
実

施

す
る
こ
と

。
 

４
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

 
 
 
 (
１
)
 
認
知
症
ケ
ア

加
算

１
の
施
設

基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添
７

の
様
式

4
0
の

1
0
を
用
い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
認
知
症
ケ

ア
加
算

２
又

は
３
の
届

出
は
、

保
険
医

療
機

関
単
位
で

届
け
出

る
が
、

そ
の

際
、
小
児

科
な
ど

身
体
疾
患

を
有
す

る
認
知

症
患

者
が
入
院

し
な
い

病
棟
及

び
精

神
病
床
を

除
い
て

届
け
出

る
こ

と
が
で
き

る

こ
と
。
ま

た
、
施

設
基
準

に
係

る
届
出
は

、
別
添

７
の
様

式
4
0
の

1
1
を
用
い
る
こ
と
。

 

 

第
2
6
の
６
の
２
 
せ

ん
妄
ハ

イ
リ
ス
ク

患
者
ケ

ア
加
算

 

１
 
せ
ん

妄
ハ
イ

リ
ス
ク

患
者

ケ
ア
加
算

の
施
設

基
準

 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ａ

１
０

０
」

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
（

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

に
限

る
。

）
、

区
分

番
号

「
Ａ

１
０
４

」
特

定
機

能
病
院

入
院

基
本
料

（
一

般
病

棟
に
限

る
。

）
、

区
分

番
号
「

Ａ
３
０

０
」

救
命

救
急

入
院

料
、
区

分
番

号
「

Ａ
３
０

１
」

特
定

集
中

治
療
室

管
理

料
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
－
２

」
ハ

イ
ケ
ア

ユ

ニ
ッ

ト
入
院

医
療

管
理

料
又
は

区
分

番
号
「

Ａ
３

０
１

－
３

」
脳
卒

中
ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院
医

療
管

理
料
の

い

ず
れ
か
を

算
定
す

る
病
棟

で
あ

る
こ
と
。

 

(
２

)
 

せ
ん

妄
の

リ
ス

ク
因

子
の

確
認

の
た

め
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
及

び
せ

ん
妄

の
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

に
対

す
る

せ
ん
妄
対

策
の
た

め
の
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス
ト

を
作
成

し
て
い

る
こ

と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

せ
ん
妄
ハ

イ
リ
ス

ク
患
者

ケ
ア

加
算
に
係

る
届
出

は
別
添

７
の

２
を
用
い

る
こ
と

。
 

 第
2
6
の
７
 
 
精
神
疾
患
診
療

体
制
加
算

 

１
 
精
神

疾
患
診

療
体
制

加
算

に
関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
内
科
及
び

外
科
を

標
榜

し
、
当
該

診
療
科

に
係
る

入
院

医
療
を
提

供
し
て

い
る
保

険
医

療
機
関
で

あ
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
の

精
神
病
床

に
係
る

許
可
病

床
数

が
当
該
保

険
医
療

機
関
全

体
の

許
可
病
床

数
の

5

0
％
未
満
で
あ

る
こ
と

。
 

(
３
)
 
2
4
時
間
の
救
急
医

療
提

供
と
し
て

、
以
下

の
い
ず

れ
か

を
満
た
し

て
い
る

こ
と
。

 

ア
 
「
救

急
医
療

対
策
事

業
実

施
要
綱
」

に
定
め

る
第
２

「
入

院
を
要
す

る
（
第

二
次
）

救
急

医
療
体
制

」
、

第
３
「
救

命
救
急

セ
ン
タ

ー
」

、
第
４
「

高
度
救

命
救
急

セ
ン

タ
ー
」
又

は
「
周

産
期
医

療
の

体
制
構
築

（ ）（ ） 771770

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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イ
 

下
部

尿
路

機
能

障
害

の
病

態
、

診
断

、
治

療
、

予
防

及
び

ケ
ア

の
内

容
が

含
ま

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

通
算

し
て

６
時

間
以

上
の

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

(
１

)
の

イ
に

掲
げ

る
所

定
の

研
修

と
は

、
次

の
事

項
に

該
当

す
る

研
修

の
こ

と
を

い
う

。
 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

下
部

尿
路

機
能

障
害

の
病

態
生

理
、

そ
の

治
療

と
予

防
、

評
価

方
法

、
排

尿
ケ

ア
及

び
事

例
分

析
の

内
容

が
含

ま
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

排
尿

日
誌

に
よ

る
評

価
、

エ
コ

ー
を

用
い

た
残

尿
測

定
、

排
泄

用
具

の
使

用
、

骨
盤

底
筋

訓
練

及
び

自
己

導
尿

に
関

す
る

指
導

を
含

む
内

容
で

あ
り

、
下

部
尿

路
機

能
障

害
患

者
の

排
尿

自
立

支
援

に
つ

い
て

十
分

な

知
識

及
び

経
験

の
あ

る
医

師
及

び
看

護
師

が
行

う
演

習
が

含
ま

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

エ
 

通
算

し
て

1
6
時

間
以

上
の

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

排
尿

ケ
ア

チ
ー

ム
の

構
成

員
は

、
区

分
番

号
「

Ｂ
０

０
５

－
９

」
外

来
排

尿
自

立
指

導
料

に
規

定
す

る
排

尿
ケ

ア
チ

ー
ム

の
構

成
員

と
兼

任
で

あ
っ

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

(
５

)
 

排
尿

ケ
ア

チ
ー

ム
は

、
対

象
と

な
る

患
者

抽
出

の
た

め
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
及

び
下

部
尿

路
機

能
評

価
の

た
め

の
情

報
収

集
（

排
尿

日
誌

、
残

尿
測

定
）

等
の

排
尿

ケ
ア

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

当
該

保

険
医

療
機

関
内

に
配

布
す

る
と

と
も

に
、

院
内

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

包
括

的
排

尿
ケ

ア
の

計
画

及
び

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
下

部
尿

路
機

能
の

評
価

、
治

療
及

び
排

尿
ケ

ア
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

を
遵

守
す

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

当
該

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

4
0
の

1
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
6
の

1
0
 

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

 

１
 

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ａ

１
０

０
」

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
（

地
域

一
般

入
院

基
本

料
を

除
く

。
）

、
区

分
番

号

「
Ａ

１
０

２
」

結
核

病
棟

入
院

基
本

料
（

７
対

１
入

院
基

本
料

及
び

1
0

対
１

入
院

基
本

料
に

限
る

。
）

、

区
分

番
号

「
Ａ

１
０

３
」

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
（

1
0

対
１

入
院

基
本

料
に

限
る

。
）

、
区

分
番

号
「

Ａ

１
０

４
」

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

７
対

１
入

院
基

本
料

及
び

1
0

対
１

入
院

基
本

料
に

限
る

。
）

、

区
分

番
号

「
Ａ

１
０

５
」

専
門

病
院

入
院

基
本

料
（

７
対

１
入

院
基

本
料

及
び

1
0

対
１

入
院

基
本

料
に

限

る
。

）
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

０
」

救
命

救
急

入
院

料
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
」

特
定

集
中

治
療

室
管

理

料
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
－

２
」

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

料
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
－

３
」

脳
卒

中
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
１

－
４

」
小

児
特

定
集

中
治

療
室

管

理
料

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
２

」
新

生
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
３

」
総

合
周

産

期
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

３
－

２
」

新
生

児
治

療
回

復
室

入
院

医
療

管
理

料
、

区

分
番

号
「

Ａ
３

０
５

」
一

類
感

染
症

患
者

入
院

医
療

管
理

料
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

７
」

小
児

入
院

医
療

管

理
料

（
小

児
入

院
医

療
管

理
料

５
を

除
く

。
）

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

１
１

」
精

神
科

救
急

入
院

料
又

は
区

分

番
号

「
Ａ

３
１

１
－

３
」

精
神

科
救

急
・

合
併

症
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

救
急

医
療

に
係

る
実

績
と

し
て

、
救

急
用

の
自

動
車

又
は

救
急

医
療

用
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
に

よ
る

搬
送

件
数

が
、

年
間

で
2
,
0
0
0
件

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

病
院

勤
務

医
の

負
担

の
軽

減
及

び
処

遇
の

改
善

に
資

す
る

体
制

と
し

て
、

次
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
総

合
入

院
体

制
加

算
、

医
師

事
務

作
業

補
助

体
制

加
算

又
は

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
等

を

届
け

出
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
医

療
従

事
者

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
体

制
、
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イ
 
ア
と

同
様
に

2
4
時
間
の

救
急
患
者

を
受
け

入
れ
て

い
る

保
険
医
療

機
関

 

（
４
）
 

区
分
番

号
「
Ａ

２
３

０
－
４
」

精
神
科

リ
エ
ゾ

ン
チ

ー
ム
加
算

に
係
る

届
出
を

行
っ

て
い
る
こ

と
。

 

（
５
）
 

当
該
病

棟
の
直

近
３

か
月
間
の

新
規
入

院
患
者

の
５

％
以
上
が

入
院
時

に
区
分

番
号

「
Ａ
２
３

０

－
３
」
精

神
科
身

体
合
併

症
管

理
加
算
の

対
象
と

な
る
患

者
で

あ
る
こ
と

。
 

（
６
）
 

当
該
保

険
医

療
機
関

の
精
神
科

医
が
、

救
急

用
の
自

動
車
（
消

防
法
及

び
消

防
法
施

行
令
に
規

定

す
る
市
町

村
又
は

都
道

府
県
の

救
急
業
務

を
行
う

た
め

の
救
急

隊
の
救
急

自
動
車

並
び

に
道
路

交
通
法
及

び
道
路
交

通
法
施

行
令

に
規
定

す
る
緊
急

自
動
車

（
傷

病
者
の

緊
急
搬
送

に
用
い

る
も

の
に
限

る
。
）
を

い
う
。
）

又
は
救

急
医

療
用
ヘ

リ
コ
プ
タ

ー
を
用

い
た

救
急
医

療
の
確
保

に
関
す

る
特

別
措
置

法
第
２
条

に
規
定
す

る
救
急

医
療

用
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

に
よ
り

搬
送

さ
れ
た

患
者
で
あ

っ
て
、

身
体

疾
患
又

は
負
傷
と

と
も
に
精

神
疾
患

又
は

せ
ん
妄

・
抑
う
つ

を
有
す

る
者

を
速
や

か
に
診
療

で
き
る

体
制

を
有
し

、
当
該
保

険
医
療
機

関
到
着
後

1
2

時
間

以
内
に
毎

月
５
人

以
上

（
直
近

３
か
月
間

の
平
均

）
診

察
し
て

い
る
こ
と

。

 
 

４
 
精
神

科
急
性

期
医
師

配
置

加
算
２
の

ロ
に
関

す
る
施

設
基

準
 

２
の
（
１

）
及
び

（
３
）

を
満

た
す
も
の

で
あ
る

こ
と
。

 

５
 
精
神

科
急
性

期
医
師

配
置

加
算
３
に

関
す
る

施
設
基

準
 

（
１
）
 

措
置
入

院
患

者
、
鑑

定
入
院
患

者
、
医

療
観

察
法
入

院
患
者
及

び
ク
ロ

ザ
ピ

ン
の
新

規
導
入
を

目
的
と

し
た

入
院

患
者

を
除

い
た

新
規

入
院

患
者

の
う

ち
４

割
以

上
が

入
院

日
か

ら
起

算
し

て
３

月
以

内
に

退
院

し
、

自
宅

等
へ

移
行

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

要
件

に
か

か
る

留
意

点
に

つ
い

て
は

２
の

（
１

）
と

同
様

で
あ
る
こ

と
。

 

（
２
）
 

当
該
病

棟
に
お

い
て

ク
ロ
ザ
ピ

ン
を
新

規
に
導

入
し

た
実
績
が

年
間
３

件
以
上

で
あ

る
こ
と
。

 

（
３
）
 

２
の
（

３
）
を

満
た

す
も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

６
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

精
神
科
急

性
期
医

師
配
置

加
算

に
係
る
届

出
は
別

添
７
の

様
式

4
0
の

1
3
及
び
様
式

5
3
を
用
い
る
こ
と
。

 

 

第
2
6
の
９
 
排
尿
自

立
支
援

加
算

 

１
 
排
尿

自
立
支

援
加
算

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
保
険
医
療

機
関

内
に
、

以
下
か
ら

構
成
さ

れ
る

排
尿
ケ

ア
に
係
る

チ
ー
ム

（
以
下

「
排

尿
ケ
ア
チ

ー
ム
」

と
い
う
。

）
が
設

置
さ
れ

て
い

る
こ
と
。

 

ア
 
下
部

尿
路
機

能
障

害
を
有

す
る
患
者

の
診
療

に
つ

い
て
経

験
を
有
す

る
医
師

（
他

の
保
険

医
療
機
関

を
主

た
る
勤
務

先
と
す

る
医
師

が
対

診
等
に
よ

り
当
該

チ
ー
ム

に
参

画
し
て
も

よ
い
。

）
 

イ
 
下
部

尿
路
機

能
障

害
を
有

す
る
患
者

の
看
護

に
従

事
し
た

経
験
を
３

年
以
上

有
し

、
所
定

の
研
修
を

修
了

し
た
専
任

の
常
勤

看
護
師

 

ウ
 
下
部

尿
路
機

能
障

害
を
有

す
る
患
者

の
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
等
の

経
験
を

有
す

る
専
任

の
常
勤
理

学
療

法
士
又
は

専
任
の

常
勤
作

業
療

法
士

 

(
２
)
 
(
１
)
の
ア
に
掲

げ
る
医

師
は
、
３

年
以
上

の
勤

務
経
験

を
有
す
る

泌
尿
器

科
の
医

師
又

は
排
尿
ケ

ア
に
係

る
適
切
な

研
修
を

修
了

し
た
者

で
あ
る
こ

と
。
な

お
、

他
の
保

険
医
療
機

関
を
主

た
る

勤
務
先

と
す
る
医

師

（
３
年
以

上
の
勤

務
経

験
を
有

す
る
泌
尿

器
科
の

医
師

又
は
排

尿
ケ
ア
に

係
る
適

切
な

研
修
を

修
了
し
た

医

師
に
限
る

。
）
が

対
診

等
に
よ

り
当
該
チ

ー
ム
に

参
画

し
て
も

差
し
支
え

な
い
。

ま
た

、
こ
こ

で
い
う
適

切

な
研
修
と

は
、
次

の
事
項

に
該

当
す
る
研

修
の
こ

と
を
い

う
。

 

ア
 
国
又

は
医
療

関
係
団

体
等

が
主
催
す

る
研
修

で
あ
る

こ
と

。
 

（ ）（ ） 773772

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
１
)
 
歯
科
診
療

報
酬
点

数
表

の
初
診
料

の
注
２

に
規
定

す
る

地
域
歯
科

診
療
支

援
病
院

歯
科

初
診
料
に

係
る
施

設
基
準
の

届
出
を

行
っ
た

病
院

で
あ
る
保

険
医
療

機
関
で

あ
っ

て
、
次
の

要
件
を

満
た
し

て
い

る
こ
と
。

 

ア
 
連
携

す
る
別

の
保
険

医
療

機
関
に
お

い
て
歯

科
診
療

報
酬

点
数
表
の

初
診
料

の
注
６

又
は

再
診
料
の

注

４
に
規
定

す
る
加

算
を
算

定
し

て
い
る
患

者
若
し

く
は
歯

科
訪

問
診
療
料

を
算
定

し
て
い

る
患

者
に
対
し

て
、
入
院

し
て
歯

科
診
療

を
行

う
体
制
を

確
保
し

て
い
る

こ
と

。
 

イ
 
連
携

す
る
別

の
保
険

医
療

機
関
と
の

調
整
担

当
者
を

１
名

以
上
配
置

し
て
い

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
地
域
に
お

い
て
歯

科
訪

問
診
療
を

実
施
し

て
い
る

別
の

保
険
医
療

機
関
と

の
連
携

体
制

が
確
保
さ

れ
て
い

る
こ
と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

地
域
歯
科

診
療
支

援
病
院

入
院

加
算
の
施

設
基
準

に
係
る

届
出

は
、
別
添

７
の
様

式
4
1
を
用
い
る
こ
と

。
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病
院
勤
務

医
の
負

担
の

軽
減
及

び
処
遇
の

改
善
に

資
す

る
体
制

又
は
看
護

職
員
の

負
担

の
軽
減

及
び
処
遇

の

改
善
に
資

す
る
体

制
を

整
備
す

る
場
合
は

、
当
該

加
算

に
係
る

体
制
と
合

わ
せ
て

整
備

し
て
差

し
支
え
な

い
。

 

①
 
病
院

勤
務
医

の
負

担
の
軽

減
及
び
処

遇
の
改

善
の

た
め
、

病
院
勤
務

医
の
勤

務
状

況
の
把

握
と
そ
の

改

善
の
必
要

性
等
に

つ
い
て

提
言

す
る
た
め

の
責
任

者
を
配

置
す

る
こ
と
。

 

②
 
病
院

勤
務
医

の
勤
務

時
間

及
び
当
直

を
含
め

た
夜
間

の
勤

務
状
況
を

把
握
し

て
い
る

こ
と

。
 

③
 
当
該

保
険
医

療
機

関
内
に

、
多
職
種

か
ら
な

る
役

割
分
担

推
進
の
た

め
の
委

員
会

又
は
会

議
を
設
置

し
、

「
病
院
勤

務
医
の

負
担

の
軽
減

及
び
処
遇

の
改
善

に
資

す
る
計

画
」
を
作

成
す
る

こ
と

。
ま
た

、
当
該
委

員
会
等
は

、
当
該

計
画

の
達
成

状
況
の
評

価
を
行

う
際

、
そ
の

他
適
宜
必

要
に
応

じ
て

開
催
し

て
い
る
こ

と
。

 

④
 
③
の

計
画
は

、
現

状
の
病

院
勤
務
医

の
勤
務

状
況

等
を
把

握
し
、
問

題
点
を

抽
出

し
た
上

で
、
具
体

的

な
取
組
み

内
容
と

目
標

達
成
年

次
等
を
含

め
た
病

院
勤

務
医
の

負
担
の
軽

減
及
び

処
遇

の
改
善

に
資
す
る

計
画
と
す

る
と
と

も
に
、

定
期

的
に
評
価

し
、
見

直
し
を

行
う

こ
と
。

 

⑤
 
③
の

計
画
の

作
成

に
当
た

っ
て
は
、

次
に
掲

げ
る

ア
～
キ

の
項
目
を

踏
ま
え

検
討

し
た
上

で
、
必
要

な

事
項
を
記

載
す
る

こ
と
。

 

ア
 
医
師

と
医
療

関
係
職

種
、

医
療
関
係

職
種
と

事
務
職

員
等

に
お
け
る

役
割
分

担
の
具

体
的

内
容
（
例

え
ば
、
初

診
時
の

予
診
の

実
施

、
静
脈
採

血
等
の

実
施
、

入
院

の
説
明
の

実
施
、

検
査
手

順
の

説
明
の

実
施
、
服

薬
指
導

な
ど
）

 

イ
 
勤
務

計
画
上

、
連
続

当
直

を
行
わ
な

い
勤
務

体
制
の

実
施

 

ウ
 
前
日

の
終
業

時
刻
と

翌
日

の
始
業
時

刻
の
間

の
一
定

時
間

の
休
息
時

間
の
確

保
（
勤

務
間

イ
ン
タ
ー

バ
ル
）

 

エ
 
予
定

手
術
前

日
の
当

直
や

夜
勤
に
対

す
る
配

慮
 

オ
 
当
直

翌
日
の

業
務
内

容
に

対
す
る
配

慮
 

カ
 
交
替

勤
務
制

・
複
数

主
治

医
制
の
実

施
 

キ
 
育
児

・
介
護

休
業
法

第
2
3
条
第
１
項
、

同
条
第

３
項
又

は
同
法
第

2
4
条
の
規

定
に
よ

る
措
置
を

活

用
し
た
短

時
間
正

規
雇
用

医
師

の
活
用

 

⑥
 
病
院

勤
務
医

の
負

担
の
軽

減
及
び
処

遇
の
改

善
に

関
す
る

取
組
事
項

を
当
該

保
険

医
療
機

関
内
に
掲

示

す
る
等
の

方
法
で

公
開
す

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
(
２
)
の
救
急
医

療
に
係

る
実
績
は

、
１
月

か
ら

1
2

月
ま
で
の
１

年
間
に

お
け
る

実
績

と
し
、
当

該
要
件

及
び
他
の

要
件
を

満
た

し
て
い

る
場
合
は

、
翌
年

の
４

月
１
日

か
ら
翌
々

年
の
３

月
末

日
ま
で

所
定
点
数

を

算
定
で
き

る
も
の

と
す
る

。
 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
地
域
医
療

体
制
確

保
加

算
の
施
設

基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添
７

の
様
式

4
0
の

1
5
及
び
様
式

4
0
の

1
6

を
用
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
毎
年
７
月

に
お

い
て
、

前
年
度
に

お
け
る

病
院

勤
務
医

の
負
担
の

軽
減
及

び
処
遇

の
改

善
に
資
す

る
計
画

の
取
組
状

況
を
評

価
す
る

た
め

、
別
添
７

の
様
式

4
0
の

1
6
に
よ
り
届
け

出
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
当
該
加
算

の
変

更
の
届

出
に
当
た

り
、
病

院
勤

務
医
の

負
担
の
軽

減
及
び

処
遇
の

改
善

に
資
す
る

体
制
に

つ
い
て
、

直
近
７

月
に
届

け
出

た
内
容
と

変
更
が

な
い
場

合
は

、
様
式

4
0
の

1
6
の
届
出
を
略

す
こ
と
が

で

き
る
こ
と

。
 

第
2
7
 
地
域
歯
科

診
療
支

援
病

院
入
院
加

算
 

１
 
地
域

歯
科
診

療
支
援

病
院

入
院
加
算

に
関
す

る
施
設

基
準
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愛
知

県
 

西
尾

市
、

知
多

市
、

み
よ

し
市

 

三
重

県
 

四
日

市
市

 

滋
賀

県
 

大
津

市
、

草
津

市
、

栗
東

市
 

京
都

府
 

京
都

市
 

大
阪

府
 

堺
市

、
枚

方
市

、
茨

木
市

、
八

尾
市

、
柏

原
市

、
東

大
阪

市
、

交
野

市
 

兵
庫

県
 

尼
崎

市
、

伊
丹

市
、

三
田

市
 

奈
良

県
 

奈
良

市
、

大
和

郡
山

市
 

広
島

県
 

広
島

市
 

福
岡

県
 

福
岡

市
、

春
日

市
、

福
津

市
 

６
級

地
 

                        

宮
城

県
 

仙
台

市
 

茨
城

県
 

古
河

市
、

ひ
た

ち
な

か
市

、
神

栖
市

 

栃
木

県
 

宇
都

宮
市

、
大

田
原

市
、

下
野

市
 

群
馬

県
 

高
崎

市
 

埼
玉

県
 

  

川
越

市
、

川
口

市
、

行
田

市
、

所
沢

市
、

飯
能

市
、

加
須

市
、

春
日

部
市

、
羽

生
市

、
鴻

巣
市

、
深

谷
市

、
上

尾
市

、
草

加
市

、
越

谷
市

、
戸

田
市

、
入

間

市
、

久
喜

市
、

三
郷

市
、

比
企

郡
滑

川
町

、
比

企
郡

鳩
山

町
、

北
葛

飾
郡

杉
戸

町
 

千
葉

県
 

野
田

市
、

茂
原

市
、

東
金

市
、

柏
市

、
流

山
市

、
印

旛
郡

酒
々

井
町

、
印

旛
郡

栄
町

 

神
奈

川
県

 
三

浦
市

、
三

浦
郡

葉
山

町
、

中
郡

二
宮

町
 

山
梨

県
 

甲
府

市
 

長
野

県
 

塩
尻

市
 

岐
阜

県
 

岐
阜

市
 

静
岡

県
 

静
岡

市
、

沼
津

市
、

磐
田

市
、

御
殿

場
市

 

愛
知

県
 

 

岡
崎

市
、

瀬
戸

市
、

春
日

井
市

、
豊

川
市

、
津

島
市

、
碧

南
市

、
安

城
市

、
犬

山
市

、
江

南
市

、
田

原
市

、
弥

富
市

、
西

春
日

井
郡

豊
山

町
 

三
重

県
 

津
市

、
桑

名
市

、
亀

山
市

 

滋
賀

県
 

彦
根

市
、

守
山

市
、

甲
賀

市
 

京
都

府
 

宇
治

市
、

亀
岡

市
、

向
日

市
、

木
津

川
市

 

大
阪

府
 

 

岸
和

田
市

、
泉

大
津

市
、

泉
佐

野
市

、
富

田
林

市
、

河
内

長
野

市
、

和
泉

市
、

藤
井

寺
市

、
泉

南
市

、
阪

南
市

、
泉

南
郡

熊
取

町
、

泉
南

郡
田

尻
町

、
泉

南
郡

岬
町

、
南

河
内

郡
太

子
町

 

兵
庫

県
 

明
石

市
、

赤
穂

市
 

奈
良

県
 

大
和

高
田

市
、

橿
原

市
、

香
芝

市
、

北
葛

城
郡

王
寺

町
 

和
歌

山
県

 
和

歌
山

市
、

橋
本

市
 

香
川

県
 

高
松

市
 

福
岡

県
 

太
宰

府
市

、
糸

島
市

、
糟

屋
郡

新
宮

町
、

糟
屋

郡
粕

屋
町

 

７
級

地
 

 

北
海

道
 

札
幌

市
 

宮
城

県
 

名
取

市
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別

紙
１

 

人
事
院
規

則
で
定

め
る
地

域
及

び
当
該
地

域
に
準

じ
る
地

域
 

  
 
 
 
人
事
院
規

則
九
－

四
九
第
２
条

に
規
定

す
る
地

域
 

級
地
区
分

 
都

道
府

県
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
地

 
 
 
 

 
 
 

 
 
域

 

１
級
地

 
東
京
都

 
特
別
区

 

２
級
地

 

       

茨
城
県

 
取
手
市
、

つ
く
ば

市
 

埼
玉
県

 
和
光
市

 

千
葉
県

 
袖
ケ
浦
市

、
印
西

市
 

東
京
都

 

 

武
蔵

野
市

、
調

布
市

、
町

田
市

、
小

平
市

、
日

野
市

、
国

分
寺

市
、

狛
江

市
、

清
瀬
市
、

多
摩
市

 

神
奈
川
県

 
横
浜
市
、

川
崎
市

、
厚
木

市
 

愛
知
県

 

大
阪
府

 

刈
谷
市
、

豊
田
市

 

大
阪
市
、

守
口
市

 

３
級
地

 

       

茨
城
県

 
守
谷
市

 

埼
玉
県

 
さ
い
た
ま

市
、
志

木
市

 

千
葉
県

 
千
葉
市
、

成
田
市

 

東
京
都

 
八

王
子

市
、

青
梅

市
、

府
中

市
、

東
村

山
市

、
国

立
市

、
福

生
市

、
稲

城
市

、

西
東
京
市

 

神
奈
川
県

 
鎌
倉
市

 

愛
知
県

 
名
古
屋
市

、
豊
明

市
 

大
阪
府

 
池
田
市
、

高
槻
市

、
大
東

市
、

門
真
市

 

兵
庫
県

 
西
宮
市
、

芦
屋
市

、
宝
塚

市
 

４
級
地

 

         

茨
城
県

 
牛
久
市

 

埼
玉
県

 
東
松
山
市

、
朝
霞

市
 

千
葉
県

 
船
橋
市
、

浦
安
市

 

東
京
都

 
立
川
市

 

神
奈
川
県

 
相
模
原
市

、
藤
沢

市
 

三
重
県

 
鈴
鹿
市

 

京
都
府

 
京
田
辺
市

 

大
阪
府

 
豊
中
市
、

吹
田
市

、
寝
屋

川
市

、
箕
面
市

、
羽
曳

野
市

 

兵
庫
県

 
神
戸
市

 

奈
良
県

 
天
理
市

 

５
級
地

 

 

    

宮
城
県

 
多
賀
城
市

 

茨
城
県

 
水
戸
市
、

日
立
市

、
土
浦

市
、

龍
ケ
崎
市

 

埼
玉
県

 
坂
戸
市

 

千
葉
県

 
市
川
市
、

松
戸
市

、
佐
倉

市
、

市
原
市
、

富
津
市

 

東
京
都

 
三
鷹
市
、

あ
き
る

野
市

 

神
奈
川
県

 
横
須
賀
市

、
平
塚

市
、
小

田
原

市
、
茅
ヶ

崎
市
、

大
和
市

 

（ ）（ ） 775774

基
本
診
療
料
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基
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５
級
地

 

         

茨
城
県

 
阿
見
町
、

稲
敷
市

、
つ
く

ば
み

ら
い
市

 

千
葉
県

 
八
千
代
市

、
四
街

道
市

 

東
京
都

 
小
金
井
市

、
羽
村

市
、
日

の
出

町
、
檜
原

村
 

神
奈
川
県

 
座
間
市
、

綾
瀬
市

、
寒
川

町
、

伊
勢
原
市

、
秦
野

市
、
海

老
名

市
 

愛
知
県

 
東
海
市
、

日
進
市

、
東
郷

町
 

京
都
府

 
八
幡
市

 

大
阪
府

 
島
本
町
、

摂
津
市

、
四
條

畷
市

 

兵
庫
県

 
川
西
市
、

猪
名
川

町
 

奈
良
県

 
川
西
町
、

生
駒
市

、
平
群

町
 

広
島
県

 
安
芸
郡
府

中
町

 

 
６
級
地
 

                    

宮
城
県

 
利
府
町
、

七
ヶ
浜

町
 

茨
城
県

 
東

海
村

、
那

珂
市

、
大

洗
町

、
坂

東
市

、
境

町
、

五
霞

町
、

常
総

市
、

利
根

町
、

河
内
町

 

栃
木
県

 
さ
く
ら
市

 

群
馬
県

 
明
和
町

 

埼
玉
県

 

  

八
潮

市
、

吉
川

市
、

松
伏

町
、

幸
手

市
、

宮
代

町
、

白
岡

市
、

蓮
田

市
、

桶
川

市
、

川
島

町
、

蕨
市

、
新

座
市

、
富

士
見

市
、

三
芳

町
、

狭
山

市
、

鶴
ヶ

島
市

、

日
高
市
、

毛
呂
山

町
、
越

生
町

、
と
き
が

わ
町

 

千
葉
県

 
我
孫
子
市

、
白
井

市
、
鎌

ケ
谷

市
、
大
網

白
里
市

、
長
柄

町
、

長
南
町
、

香
取
市

 

東
京
都

 
奥
多
摩
町

 

神
奈
川
県

 
逗
子
市
、

大
磯
町

、
中
井

町
 

愛
知
県

 

 

蒲
郡

市
、

幸
田

町
、

知
立

市
、

尾
張

旭
市

、
長

久
手

市
、

扶
桑

町
、

あ
ま

市
、

蟹

江
町
、
愛

西
市

 

三
重
県

 
東
員
町
、

朝
日
町

、
川
越

町
、

木
曽
岬
町

 

滋
賀
県

 
湖
南
市
、

野
洲
市

 

京
都
府

 

 

精
華

町
、

井
手

町
、

城
陽

市
、

久
御

山
町

、
長

岡
京

市
、

南
丹

市
、

宇
治

田
原

町
、
和
束

町
、
笠

置
町

 

大
阪
府

 
松

原
市

、
大

阪
狭

山
市

、
高

石
市

、
忠

岡
町

、
貝

塚
市

、
河

南
町

、
千

早
赤

阪

村
、
豊
能

町
 

奈
良
県

 
御
所
市
、

葛
城
市

、
斑
鳩

町
、

上
牧
町
、

広
陵
町

、
五
條

市
、

三
郷
町

 

和
歌
山
県

 
か
つ
ら
ぎ

町
、
紀

の
川
市

、
岩

出
市

 

福
岡
県

 
古
賀
市
、

久
山
町

 

 
佐
賀
県
 

佐
賀
市

 

 
７
級
地
 

     

宮
城
県

 
村
田
町

 

茨
城
県

 
城

里
町

、
茨

城
町

、
桜

川
市

、
石

岡
市

、
下

妻
市

、
結

城
市

、
八

千
代

町
、

潮
来

市
 

栃
木
県

 
日
光
市
、

芳
賀
町

、
上
三

川
町

、
壬
生
町

、
佐
野

市
、
野

木
町

 

群
馬
県

 

 

伊
勢

崎
市

、
沼

田
市

、
東

吾
妻

町
、

玉
村

町
、

吉
岡

町
、

榛
東

村
、

桐
生

市
、

大

泉
町
、
千

代
田
町

、
み
ど

り
市

、
板
倉
町
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茨
城
県

 
笠
間
市
、

鹿
嶋
市

、
筑
西

市
 

栃
木
県

 
栃
木
市
、

鹿
沼
市

、
小
山

市
、

真
岡
市

 

群
馬
県

 
前
橋
市
、

太
田
市

、
渋
川

市
 

埼
玉
県

 
熊
谷
市

 

千
葉
県

 
木
更
津
市

、
君
津

市
、
八

街
市

 

東
京
都

 
武
蔵
村
山

市
 

新
潟
県

 
新
潟
市

 

富
山
県

 
富
山
市

 

石
川
県

 
金
沢
市
、

河
北
郡

内
灘
町

 

福
井
県

 
福
井
市

 

山
梨
県

 
南
ア
ル
プ

ス
市

 

長
野
県

 
長
野
市
、

松
本
市

、
諏
訪

市
、

伊
那
市

 

岐
阜
県

 
大
垣
市
、

多
治
見

市
、
美

濃
加

茂
市
、
各

務
原
市

、
可
児

市
 

静
岡
県

 
浜

松
市

、
三

島
市

、
富

士
宮

市
、

富
士

市
、

焼
津

市
、

掛
川

市
、

藤
枝

市
、

袋

井
市

 

愛
知
県

 
豊
橋
市
、

一
宮
市

、
半
田

市
、

常
滑
市
、

小
牧
市

、
海
部

郡
飛

島
村

 

三
重
県

 
名
張
市
、

伊
賀
市

 

滋
賀
県

 
長
浜
市
、

東
近
江

市
 

兵
庫
県

 
姫
路
市
、

加
古
川

市
、
三

木
市

 

奈
良
県

 
桜
井
市
、

宇
陀
市

 

岡
山
県

 
岡
山
市

 

広
島
県

 
三
原
市
、

東
広
島

市
、
廿

日
市

市
、
安
芸

郡
海
田

町
、
安

芸
郡

坂
町

 

山
口
県

 
周
南
市

 

徳
島
県

 
徳
島
市
、

鳴
門
市

、
阿
南

市
 

香
川
県

 
坂
出
市

 

福
岡
県

 
北
九
州
市

、
筑
紫

野
市
、

糟
屋

郡
宇
美
町

 

長
崎
県

 
長
崎
市

 

備
考

 
こ

の
表

の
「

地
域

」
欄

に
掲

げ
る

名
称

は
、

平
成

2
7

年
４

月
１

日
に

お
い

て
そ

れ
ら

の
名

称
を

有
 

す
る

市
、

町
又

は
特

別
区

の
同

日
に

お
け

る
区

域
に

よ
っ

て
示

さ
れ

た
地

域
を

示
し

、

そ
の

後
に

お
け

 
る

そ
れ

ら
の

名
称

の
変

更
又

は
そ

れ
ら

の
名

称
を

有
す

る
も

の
の

区
域

の
変

更

に
よ
っ
て

影
響
さ

れ
る
 

も
の

で
は
な
い

。
 

  
 
 
 
人
事
院
規

則
で
定

め
る
地
域
に

準
じ
る

地
域

 

級
地
区
分

 
都
道
府
県

 
地
 
 
 

 
 
 

 
 
 

域
 

３
級
地

 

 

東
京
都

 
東
久
留
米

市
 

愛
知
県

 
大
府
市

 

４
級
地

 

  

千
葉
県

 
習
志
野
市

 

東
京
都

 
昭
島
市

 

神
奈
川
県

 
愛
川
町
、

清
川
村
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別
紙

２
 

 医
療

を
提

供
し

て
い

る
が

、
医

療
資

源
の

少
な

い
地

域
 

 

都
道

府
県

 
二

次
医

療
圏

 
市

 
町

 
村

 

北
海

道
 

南
檜

山
 

江
差

町
、

上
ノ

国
町

、
厚

沢
部

町
、

乙
部

町
、

奥
尻

町
 

日
高

 
日

高
町

、
平

取
町

、
新

冠
町

、
浦

河
町

、
様

似
町

、
え

り
も

町
、

新

ひ
だ

か
町

 

宗
谷

 
稚

内
市

、
猿

払
村

、
浜

頓
別

町
、

中
頓

別
町

、
枝

幸
町

、
豊

富
町

、

礼
文

町
、

利
尻

町
、

利
尻

富
士

町
、

幌
延

町
 

十
勝

 

帯
広

市
、

音
更

町
、

士
幌

町
、

上
士

幌
町

、
鹿

追
町

、
新

得
町

、
清

水
町

、
芽

室
町

、
中

札
内

村
、

更
別

村
、

大
樹

町
、

広
尾

町
、

幕
別

町
、

池
田

町
、

豊
頃

町
、

本
別

町
、

足
寄

町
、

陸
別

町
、

浦
幌

町
 

根
室

 
根

室
市

、
別

海
町

、
中

標
津

町
、

標
津

町
、

羅
臼

町
 

青
森

県
 

西
北

五
地

域
 

五
所

川
原

市
、

つ
が

る
市

、
鯵

ヶ
沢

町
、

深
浦

町
、

鶴
田

町
、

中
泊

町
 

下
北

地
域

 
む

つ
市

、
大

間
町

、
東

通
村

、
風

間
浦

村
、

佐
井

村
 

岩
手

県
 

岩
手

中
部

 
花

巻
市

、
北

上
市

、
遠

野
市

、
西

和
賀

町
 

気
仙

 
大

船
渡

市
、

陸
前

高
田

市
、

住
田

町
 

宮
古

 
宮

古
市

、
山

田
町

、
岩

泉
町

、
田

野
畑

村
 

久
慈

 
久

慈
市

、
普

代
村

、
野

田
村

、
洋

野
町

 

秋
田

県
 

北
秋

田
 

北
秋

田
市

、
上

小
阿

仁
村

 

大
仙

・
仙

北
 

大
仙

市
、

仙
北

市
、

美
郷

町
 

湯
沢

・
雄

勝
 

湯
沢

市
、

羽
後

町
、

東
成

瀬
村

 

山
形

県
 

最
上

 
新

庄
市

、
金

山
町

、
最

上
町

、
舟

形
町

、
真

室
川

町
、

大
蔵

村
、

鮭

川
村

、
戸

沢
村

 

東
京

都
 

島
し

ょ
 

大
島

町
、

利
島

村
、

新
島

村
、

神
津

島
村

、
三

宅
村

、
御

蔵
島

村
、

八
丈

町
、

青
ヶ

島
村

、
小

笠
原

村
 

新
潟

県
 

魚
沼

 
十

日
町

市
、

魚
沼

市
、

南
魚

沼
市

、
湯

沢
町

、
津

南
町

 

佐
渡

 
佐

渡
市

 

福
井

県
 

奥
越

 
大

野
市

、
勝

山
市

 

山
梨

県
 

峡
南

 
市

川
三

郷
町

、
早

川
町

、
身

延
町

、
南

部
町

、
富

士
川

町
 

長
野

県
 

木
曽

 
木

曽
郡

（
上

松
町

、
南

木
曽

町
、

木
祖

村
、

王
滝

村
、

大
桑

村
、

木

曽
町

）
 

大
北

 
大

町
市

、
北

安
曇

野
郡

（
池

田
町

、
松

川
村

、
白

馬
村

、
小

谷
村

）
 

岐
阜

県
 

飛
騨

 
高

山
市

、
飛

騨
市

、
下

呂
市

、
白

川
町

 

愛
知

県
 

東
三

河
北

部
 

新
城

市
、

設
楽

町
、

東
栄

町
、

豊
根

村
 

滋
賀

県
 

湖
北

 
長

浜
市

、
米

原
市

 

湖
西

 
高

島
市
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埼
玉
県

 
吉
見
町
、

嵐
山
町

 

千
葉
県

 
富
里
市
、

山
武
市

、
大
多

喜
町

、
鴨
川
市

 

東
京
都

 
東
大
和
市

、
瑞
穂

町
 

神
奈
川
県

 
箱
根
町
、

山
北
町

、
大
井

町
 

富
山
県

 
南
砺
市

 

石
川
県

 
津
幡
町

 

山
梨
県

 

 

甲
斐

市
、

昭
和

町
、

中
央

市
、

市
川

三
郷

町
、

北
杜

市
、

早
川

町
、

南
部

町
、

身

延
町
、
富

士
河
口

湖
町

 

長
野
県

 

 

上
田

市
、

筑
北

村
、

大
町

市
、

長
和

町
、

茅
野

市
、

下
諏

訪
町

、
岡

谷
市

、
箕

輪

町
、
辰
野

町
、
南

箕
輪
村

、
朝

日
村
、
木

祖
村
、

木
曽
町

、
大

鹿
村
、
飯

田
市

 

岐
阜
県

 

 

土
岐

市
、

八
百

津
町

、
坂

祝
町

、
関

市
、

岐
南

町
、

笠
松

町
、

羽
島

市
、

瑞
穂

市
、
高
山

市
、
御

嵩
町
、

海
津

町
 

静
岡
県

 
小

山
町

、
裾

野
市

、
長

泉
町

、
清

水
町

、
函

南
町

、
川

根
本

町
、

島
田

市
、

森

町
、
湖
西

市
 

愛
知
県

 

 

新
城

市
、

東
浦

町
、

阿
久

比
町

、
武

豊
町

、
大

口
町

、
岩

倉
市

、
北

名
古

屋
市

、

清
須
市
、

高
浜
市

、
稲
沢

市
 

三
重
県

 
菰
野
町
、

い
な
べ

市
 

滋
賀
県

 
米
原
市
、

多
賀
町

、
愛
荘

町
、

日
野
町
、

竜
王
町

、
高
島

市
 

京
都
府

 
南
山
城
村

 

兵
庫
県

 
加
東
市
、

小
野
市

、
稲
美

町
、

播
磨
町
、

高
砂
市

、
加
西

市
 

奈
良
県

 
山
添
村
、

吉
野
町

、
明
日

香
村

、
田
原
本

町
、
曽

爾
村
、

安
堵

町
、
河
合

町
 

岡
山
県

 
備
前
市

 

広
島
県

 
世
羅
町
、

安
芸
高

田
市
、

安
芸

太
田
町
、

竹
原
市

、
熊
野

町
、

呉
市

 

山
口
県

 
岩
国
市

 

徳
島
県

 
小
松
島
市

、
勝
浦

町
、
松

茂
町

、
北
島
町

、
藍
住

町
 

香
川
県

 
綾
川
町

 

福
岡
県

 
須
惠
町
、

志
免
町

、
飯
塚

市
、

大
野
城
市

、
那
珂

川
町
、

篠
栗

町
 

 
 

備
考
 

こ
の
表

の
「
地

域
」
欄

に
掲
げ

る
名
称

は
、
平

成
2
7

年
４

月
１
日

に
お
い

て
そ

れ
ら

の
名

称
を

有
す

る
市

、
町

又
は

村
の

同
日

に
お

け
る

区
域

に
よ

っ
て

示
さ

れ
た

地
域

を
示

し
、

そ
の

後
に

お
け

る
そ

れ
ら

の
名

称
の

変
更

又
は

そ
れ

ら
の

名
称

を
有

す
る

も
の

の
区

域
の

変
更

に
よ

っ
て
影
響

さ
れ
る

も
の
で

は
な

い
。
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別
添
４

 

 

特
定
入
院
料
の
施
設
基
準
等

 

 

特
定
入
院

料
に
関

す
る
施

設
基

準
は
、
「

基
本
診

療
料
の

施
設

基
準
等
」

の
他
、

下
記
の

と
お

り
と
す
る

。
 

１
 
特
定

入
院
料

の
施
設

基
準

に
係
る
届

出
は
、

各
入
院

料
に

つ
き
個
別

に
規
定

す
る
も

の
の

ほ
か
、
別

添
７
の

様
式

 

５
、
様
式

６
及
び

様
式
７

を
用

い
る
こ
と

。
 

２
 
特
定

入
院
料

の
施
設

基
準

は
、
治
療

室
、
病

床
又
は

病
棟

ご
と
に
要

件
を
満

た
す
こ

と
が

必
要
で
あ

る
こ
と

。
 

３
 
特
定

入
院
料

を
算

定
す
る

病
棟
及
び

治
療
室

等
の

み
の
保

険
医
療
機

関
又
は

特
定
入

院
料

を
算
定
す

る
病
棟

及
び

治
療
室
等

以
外
に

算
定

す
る
入

院
基
本
料

等
が
特

別
入

院
基
本

料
等
の
み

の
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

届
出
及

び

算
定
可
能

な
特
定

入
院

料
は
、

回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

病
棟
入
院

料
１
、

２
、
３

、
４

、
５
及
び

６
、
地

域

包
括
ケ
ア

病
棟
入

院
料

１
、
２

、
３
及
び

４
（
地

域
包

括
ケ
ア

入
院
医
療

管
理
料

を
含
む

。
）

、
精
神
科

救
急
入

院

料
１
及
び

２
、
精

神
科

急
性
期

治
療
病
棟

入
院
料

１
及

び
２
、

精
神
療
養

病
棟
入

院
料
、

認
知

症
治
療
病

棟
入
院

料

１
及
び
２

、
地
域

移
行

機
能
強

化
病
棟
入

院
料
、

特
定

一
般
病

棟
入
院
料

１
及
び

２
、
小

児
入

院
医
療
管

理
料
５

、

特
殊
疾
患

病
棟
入

院
料

１
及
び

２
、
緩
和

ケ
ア
病

棟
入

院
料
１

及
び
２
、

精
神
科

救
急
・

合
併

症
入
院
料

、
児
童

・

思
春
期
精

神
科
入

院
医

療
管
理

料
に
限
る

。
こ
の

う
ち

精
神
科

急
性
期
治

療
病
棟

入
院
料

１
及

び
２
は
、

他
の
特

定

入
院
料
を

届
け
出

て
い

る
場
合

に
限
る
。

な
お
、

小
児

入
院
医

療
管
理
料

５
、
特

殊
疾
患

病
棟

入
院
料
１

及
び
２

、

緩
和
ケ
ア

病
棟
入

院
料

１
及
び

２
、
精
神

科
救
急

・
合

併
症
入

院
料
、
児

童
・
思

春
期
精

神
科

入
院
医
療

管
理
料

に

つ
い
て
は

、
当
該

保
険

医
療
機

関
に
お
い

て
、
こ

の
う

ち
２
種

類
の
特
定

入
院
料

ま
で
、

か
つ

、
こ
れ
ら

の
届
出

病

床
数
の
合

計
が

2
0
0
床
ま
で
に

限
る
も
の

で
あ
る

こ
と
。

 

 

第
１
 
救

命
救
急

入
院
料

 

 
１
 
救

命
救
急

入
院
料

１
に

関
す
る
施

設
基
準

 

(
１
)
 
専
任
の
医

師
が
、

午
前

０
時
よ
り

午
後

1
2

時
ま
で
の

間
常
に
（

以
下
「

常
時
」

と
い

う
。
）
救

命
救
急

治
療

室
内

に
勤

務
し

て
い

る
と

と
も

に
、

手
術

に
必

要
な

麻
酔

科
医

等
が

緊
急

時
に

速
や

か
に

対
応

で
き

る
体

制
が

と
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
患

者
の

当
該

治
療

室
へ

の
入

退
室

な
ど

に
際

し
て

、
看

護
師

と
連

携
を

と
っ

て
当

該
治

療
室

内
の

患
者

の
治

療
に

支
障

が
な

い
体

制
を

確
保

し
て

い
る

場
合

は
、

一
時

的
に
当
該

治
療
室

か
ら
離

れ
て

も
差
し
支

え
な
い

。
 

(
２
)
 
重
篤
な
救

急
患
者

に
対

す
る
手
術

等
の
診

療
体
制

に
必

要
な
看
護

師
が
常

時
治
療

室
内

に
勤
務
し

て
い
る

こ
と
。

 

(
３
)
 
重
篤
な
救

急
患
者

に
対

す
る
医
療

を
行
う

の
に
必

要
な

次
に
掲
げ

る
装
置

及
び
器

具
を

治
療
室
内

に
常
時

備
え

付
け

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

ウ
か

ら
カ

ま
で

に
つ

い
て

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

備
え

、
必

要
な

際
に

迅
速

に
使

用
で

き
、

緊
急

の
事

態
に

十
分

対
応

で
き

る
場

合
に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

ア
 
救
急

蘇
生
装

置
（
気

管
内

挿
管
セ
ッ

ト
、
人

工
呼
吸

装
置

等
）

 

イ
 
除
細

動
器

 

ウ
 
ペ
ー

ス
メ
ー

カ
ー

 

エ
 
心
電

計
 

 

オ
 
ポ
ー

タ
ブ
ル

エ
ッ
ク

ス
線

撮
影
装
置

 

カ
 
呼
吸

循
環
監

視
装
置
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奈
良
県

 
南
和

 
五

條
市

、
吉

野
町

、
大

淀
町

、
下

市
町

、
黒

滝
村

、
天

川
村

、
野

迫

川
村
、
十

津
川
村

、
下
北

山
村

、
上
北
山

村
、
川

上
村
、

東
吉

野
村

 

兵
庫
県

 
但
馬

 
豊
岡
市
、

養
父
市

、
朝
来

市
、

香
美
町
、

新
温
泉

町
 

島
根
県

 

雲
南

 
雲
南
市
、

奥
出
雲

町
、
飯

南
町

 

大
田

 
大
田
市
、

邑
智
郡

（
川
本

町
、

美
郷
町
、

邑
南
町

）
 

隠
岐

 
海
士
町
、

西
ノ
島

町
、
知

夫
村

、
隠
岐
の

島
町

 

香
川
県

 
小
豆

 
小
豆
郡
（

土
庄
町

、
小
豆

島
町

）
 

長
崎
県

 

五
島

 
五
島
市

 

上
五
島

 
小
値
賀
町

、
新
上

五
島
町

 

壱
岐

 
壱
岐
市

 

対
馬

 
対
馬
市

 

鹿
児
島
県

 

熊
毛

 
西
之
表
市

、
熊
毛

郡
（
中

種
子

町
、
南
種

子
町
、

屋
久
島

町
）

 

奄
美

 

奄
美

市
、

大
島

郡
（

大
和

村
、

宇
検

村
、

瀬
戸

内
町

、
龍

郷
町

、
喜

界
町

、
徳

之
島

町
、

天
城

町
、

伊
仙

町
、

和
泊

町
、

知
名

町
、

与
論

町
）

 

沖
縄
県

 
宮
古

 
宮
古
島
市

、
多
良

間
村

 

八
重
山

 
石
垣
市
、

竹
富
町

、
与
那

国
町

 

上
記
の
ほ

か
、
離

島
振
興

法
（

昭
和

2
8
年
法
律
第

7
2
号
）
第

２
条
第
１

項
の
規

定
に
よ

り
離

島
振
興
対

策
実

施
地
域
と

し
て
指

定
さ
れ

た
離

島
の
地
域

、
奄
美

群
島
振

興
開

発
特
別
措

置
法
（

昭
和

2
9
年

法
律
第

1
8
9
号
）

第
１
条
に

規
定
す

る
奄
美

群
島

の
地
域
、

小
笠
原

諸
島
振

興
開

発
特
別
措

置
法
（

昭
和

4
4
年

法
律
第

7
9
号
）
第

４
条
第
１

項
に
規

定
す
る

小
笠

原
諸
島
の

地
域
及

び
沖
縄

振
興

特
別
措
置

法
（
平

成
1
4
年
法

律
第

1
4
号
）
第
３

条
第
三
号

に
規
定

す
る
離

島
の

地
域
に
該

当
す
る

地
域

 

（ ）（ ） 777776

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
３

)
 

救
急

体
制

充
実

加
算

３
の

施
設

基
準

 

 
 

 
新

評
価

基
準

の
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

評
価

基
準

に
基

づ
く

評
価

が
充

実
段

階
Ｂ

で
あ

る
も

の
で

あ
る

こ

と
。

 

６
 

救
命

救
急

入
院

料
の

「
注

４
」

に
掲

げ
る

加
算

の
施

設
基

準
 

「
救

急
医

療
対

策
事

業
実

施
要

綱
」

（
昭

和
5
2
年

７
月

６
日

医
発

第
6
9
2
号

）
第

４
に

規
定

す
る

高
度

救
命

 

救
急

セ
ン

タ
ー

で
あ

る
こ

と
。

 

７
 

救
命

救
急

入
院

料
の

「
注

６
」

に
掲

げ
る

小
児

加
算

の
施

設
基

準
 

専
任

の
小

児
科

の
医

師
が

常
時

配
置

さ
れ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

 
８

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

（
１

）
救

命
救

急
入

院
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

4
2
及

び
様

式
4
3
を

用
い

る
こ

と
。

ま

た
、

当
該

治
療

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

（
面

積
等

の
分

か
る

も
の

。
）

を
添

付
す

る
こ

と
。

な
お

、
当

該

治
療

室
に

勤
務

す
る

従
事

者
並

び
に

当
該

病
院

に
勤

務
す

る
臨

床
検

査
技

師
、

衛
生

検
査

技
師

、
診

療
放

射

線
技

師
及

び
診

療
エ

ッ
ク

ス
線

技
師

に
つ

い
て

は
、

別
添

７
の

様
式

2
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

令
和

２
年

３
月

3
1

日
時

点
で

救
命

救
急

入
院

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

病
棟

に
あ

っ
て

は
、

令
和

２
年

９
月

3
0
日

ま
で

の
間

に
限

り
、

旧
医

科
点

数
表

の
別

添
６

の
別

紙
1
7
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に

係
る

評
価

票
を

用
い

て
評

価
を

し
て

も
差

し
支

え
な

い
こ

と
。

 

 

第
２

 
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
 

 
１

 
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
１

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

専
任

の
医

師
が

常
時

、
特

定
集

中
治

療
室

内
に

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
当

該
専

任
の

医
師

に
、

特
定

集
中

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
医

師
を

２
名

以
上

含
む

こ
と

。
た

だ
し

、
患

者
の

当
該

治
療

室
へ

の
入

退

室
な

ど
に

際
し

て
、

看
護

師
と

連
携

を
と

っ
て

当
該
治

療
室

内
の

患
者

の
治

療
に

支
障

が
な

い
体

制
を

確
保

し
て

い
る

場
合

は
、

一
時

的
に

当
該

治
療

室
か

ら
離

れ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
２

)
 

集
中

治
療

を
必

要
と

す
る

患
者

の
看

護
に

従
事

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

し
、

集
中

治
療

を
必

要
と

す
る

患
者

の
看

護
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の
常

勤
看

護
師

を
当

該
治

療
室

内
に

週
2
0

時
間

以
上

配
置

す
る

こ
と

。
な

お
、

専
任

の
常

勤
看

護
師

を
２

名
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
治

療
室

内
に

週

2
0

時
間

以
上

配
置

し
て

も
差

し
支

え
な

い
が

、
当

該
２

名
の

勤
務

が
重

複
す

る
時

間
帯

に
つ

い
て

は
１

名

に
つ

い
て

の
み

計
上

す
る

こ
と

。
ま

た
、

こ
こ

で
い

う
「

適
切

な
研

修
」

と
は

、
国

又
は

医
療

関
係

団
体

等

が
主

催
す

る
6
0
0
時

間
以

上
の

研
修

（
修

了
証

が
交

付
さ

れ
る

も
の

）
で

あ
り

、
講

義
及

び
演

習
に

よ
り

集

中
治

療
を

必
要

と
す

る
患

者
の

看
護

に
必

要
な

専
門

的
な

知
識

及
び

技
術

を
有

す
る

看
護

師
の

養
成

を
目

的

と
し

た
研

修
又

は
保

健
師

助
産

師
看

護
師

法
第

3
7

条
の

２
第

２
項

第
５

号
の

規
定

に
よ

る
指

定
研

修
機

関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

集
中

治
療

を
必

要
と

す
る

患
者

の
看

護
に

係
る

研
修

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

専
任

の
臨

床
工

学
技

士
が

、
常

時
、

院
内

に
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

特
定

集
中

治
療

室
管

理
を

行
う

に
ふ

さ
わ

し
い

専
用

の
特

定
集

中
治

療
室

を
有

し
て

お
り

、
当

該
特

定
集

中
治

療
室

の
広

さ
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

１
床

当
た

り
2
0

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

新
生

児
用

の
特

定
集

中
治

療
室

に
あ

っ
て

は
、

１
床

当
た

り
９

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

当
該

管
理

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

装
置

及
び

器
具

を
特

定
集

中
治

療
室

内
に

常
時

備
え

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

ウ
か

ら
カ

に
つ

い
て

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

備
え

、
必

要
な

際
に

迅
速

に
使

用
で

き
、

緊
急

の
事

態
に

十
分

対
応

で
き

る
場

合
に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

ア
 

救
急

蘇
生

装
置

（
気

管
内

挿
管

セ
ッ

ト
、

人
工

呼
吸

装
置

等
）
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(
４
)
 
自
家
発
電

装
置
を

有
し

て
い
る
病

院
で
あ

っ
て
、

当
該

病
院
に
お

い
て
電

解
質
定

量
検

査
及
び
血

液
ガ
ス

分
析

を
含

む
必

要
な

検
査

が
常

時
実

施
で

き
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

治
療

室
以

外
の

病
床

を
有

し
な

い
病

院
は
、
一

般
病
棟

入
院
基

本
料

の
届
出
も

同
時
に

行
う
こ

と
。

 

(
５
)
 
当
該
治
療

室
勤

務
の
医

師
は
、
当

該
治
療

室
に

勤
務
し

て
い
る
時

間
帯
は

、
当
該

治
療

室
以
外
で

の
当
直

勤
務
を
併

せ
て
行

わ
な

い
も
の

と
し
、
当

該
治
療

室
勤

務
の
看

護
師
は
、

当
該
治

療
室

に
勤
務

し
て
い
る

時

間
帯
は
、

当
該
治

療
室
以

外
で

の
夜
勤
を

併
せ
て

行
わ
な

い
も

の
と
す
る

こ
と
。

 

（
６
）
 
当
該

入
院
料

を
算

定
す
る
も
の

と
し
て

届
け

出
て
い

る
治
療
室

に
入
院

し
て
い

る
全

て
の
患
者

の
状
態

を
、

別
添
６
の

別
紙

1
7

の
「
特
定

集
中
治
療

室
用
の

重
症

度
、
医

療
・
看
護

必
要
度

に
係

る
評
価

票
」
を
用

い

て
測
定
し

評
価
す

る
こ

と
。
た

だ
し
、
短

期
滞
在

手
術

等
基
本

料
を
算
定

す
る
患

者
及

び
基
本

診
療
料
の

施

設
基
準
等

の
別
表

第
二

の
二
十

三
に
該
当

す
る
患

者
に

対
し
て

短
期
滞
在

手
術
等

基
本

料
２
又

は
３
の
対

象

と
な
る
手

術
、
検

査
又

は
放
射

線
治
療
を

行
っ
た

場
合

（
基
本

診
療
料
の

施
設
基

準
等

第
十
の

三
（
３
）

及

び
四
に
係

る
要
件

の
短

期
滞
在

手
術
等
基

本
料
２

又
は

３
に
係

る
要
件
満

た
す
場

合
に

限
る
。

）
は
対
象

か

ら
除
外
す

る
。

 

（
７
）
 
特
定

集
中
治

療
室

用
の
重
症
度

、
医
療

・
看

護
必
要

度
に
係
る

評
価
票

の
記
入

は
、

院
内
研
修

を
受
け

た

も
の
が
行

う
も
の

で
あ
る

こ
と

。
 

２
 
救
命

救
急
入

院
料
２

に
関

す
る
施
設

基
準

 

救
命

救
急

入
院

料
１

の
（

１
）

か
ら

（
５

）
ま

で
の

施
設

基
準

を
満

た
す

ほ
か

、
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料

１
又
は
３

の
施
設

基
準
を

満
た

す
も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

３
 
救
命

救
急
入

院
料
３

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
救
命
救
急

入
院
料

１
の

施
設
基
準

を
満
た

す
ほ
か

、
広

範
囲
熱
傷

特
定
集

中
治
療

管
理

を
行
う
に

ふ
さ
わ

し
い
治
療

室
を
有

し
て
お

り
、

当
該
治
療

室
の
広

さ
は
、

内
法

に
よ
る
測

定
で
、

１
床
当

た
り

1
5
平
方

メ

ー
ト
ル
以

上
で
あ

る
こ
と

。
ま

た
、
平
成

2
6

年
３
月

3
1

日
に
お
い
て

、
現
に

当
該
入

院
料

の
届
出
を

行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

当
該

治
療

室
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、

当
該
規
定

を
満
た

し
て
い

る
も

の
と
す
る

。
 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

広
範
囲
熱

傷
特
定

集
中
治

療
を

担
当
す
る

常
勤
の

医
師
が

勤
務

し
て
い
る

こ
と
。

 

４
 
救
命

救
急
入

院
料
４

に
関

す
る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
救
命
救
急

入
院
料

２
の

施
設
基
準

を
満
た

す
ほ
か

、
広

範
囲
熱
傷

特
定
集

中
治
療

管
理

を
行
う
に

ふ
さ
わ

し
い
治
療

室
を
有

し
て
お

り
、

当
該
治
療

室
の
広

さ
は
、

内
法

に
よ
る
測

定
で
、

１
床
当

た
り

1
5
平
方

メ

ー
ト
ル
以

上
で
あ

る
こ
と

。
ま

た
、
平
成

2
6

年
３
月

3
1

日
に
お
い
て

、
現
に

当
該
入

院
料

の
届
出
を

行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

当
該

治
療

室
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、

当
該
規
定

を
満
た

し
て
い

る
も

の
と
す
る

。
 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

広
範
囲
熱

傷
特
定

集
中
治

療
を

担
当
す
る

常
勤
の

医
師
が

勤
務

し
て
い
る

こ
と
。

 

５
 
救
命

救
急
入

院
料
の

「
注

３
」
に
掲

げ
る
加

算
の
施

設
基

準
 

(
１
)
 
救
急
体
制

充
実
加

算
１

の
施
設
基

準
 

「
救
命
救

急
セ
ン

タ
ー
の

新
し

い
充
実
段

階
評
価

に
つ
い

て
」

（
平
成

3
0
年
２

月
1
6
日
医
政

地
発

0
2
1

6
第
１
号
。
以
下

「
新

評
価
基

準
」
と
い

う
。
）

の
救

命
救
急

セ
ン
タ
ー

の
評
価

基
準

に
基
づ

く
評
価
が

充
実
段
階

Ｓ
で
あ

る
も
の

で
あ

る
こ
と
。

 

(
２
)
 
 
救
急
体
制
充

実
加
算

２
の
施
設

基
準

 

 
 
 
新

評
価
基

準
の
救

命
救

急
セ
ン
タ

ー
の
評

価
基
準

に
基

づ
く
評
価

が
充
実

段
階
Ａ

で
あ

る
も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 779778

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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て
測

定
及

び
評

価
し

、
そ

の
結

果
、

基
準

を
満

た
す

患
者

が
７

割
以

上
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者
及

び
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

の
別

表
第

二
の

二
十

三
に

該
当

す
る

患
者

に
対

し
て

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

の
対

象
と

な
る

手
術

、
検

査
又

は
放

射
線

治
療

を
行

っ
た

場
合

第
十

の
三

（
３

）
及

び
四

に
係

る
要

件
以

外
の

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

に
係

る
要

件
を
満
た

す
場
合

に
限
る

。
）

は
対
象
か

ら
除
外

す
る
。

 

４
 
特
定

集
中
治

療
室
管

理
料

４
（
広
範

囲
熱
傷

特
定
集

中
治

療
管
理
料

）
に
関

す
る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
特
定
集
中

治
療
室

管
理

料
３
の
施

設
基
準

を
満
た

す
ほ

か
、
広
範

囲
熱
傷

特
定
集

中
治

療
管
理
を

行
う
に

ふ
さ

わ
し

い
治

療
室

を
有

し
て

お
り

、
当

該
治

療
室

の
広

さ
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

１
床

当
た

り
1
5

平
方
メ
ー

ト
ル
以

上
で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

広
範
囲
熱

傷
特
定

集
中
治

療
を

担
当
す
る

常
勤
の

医
師
が

勤
務

し
て
い
る

こ
と
。

 

５
 
特
定

集
中
治

療
室
管

理
料

の
「
注
２

」
に
掲

げ
る
小

児
加

算
の
施
設

基
準

 

専
任
の
小

児
科
の

医
師
が

常
時

配
置
さ
れ

て
い
る

保
険
医

療
機

関
で
あ
る

こ
と
。

 

６
 
特
定

集
中
治

療
室
管

理
料

の
「
注
４

」
に
掲

げ
る
早

期
離

床
・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
加

算
の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
当
該
治

療
室
内

に
、
以

下
か
ら
構

成
さ

れ
る
早

期
離
床

・
リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ
ョ

ン
に
係

る
チ
ー
ム

が
設

置

さ
れ
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
集
中

治
療
に

関
す
る

５
年

以
上
の
経

験
を
有

す
る
専

任
の

医
師

 

イ
 
集
中

治
療

を
必
要

と
す
る

患
者
の
看

護
に

従
事
し

た
経
験

を
５
年
以

上
有

し
、
集

中
治
療

を
必
要
と

す
る

患
者
の
看

護
に
係

る
適
切

な
研

修
を
修
了

し
た
専

任
の
常

勤
看

護
師

 

ウ
 
急
性

期
医

療
を
提

供
す
る

保
険
医
療

機
関

に
お
い

て
５
年

以
上
従
事

し
た

経
験
を

有
す
る

専
任
の
常

勤
理

学
療
法
士

又
は
専

任
の
常

勤
作

業
療
法
士

 

(
２
)
 
当
該
保

険
医
療

機
関
内

に
複
数
の

特
定

集
中
治

療
室
が

設
置
さ
れ

て
い

る
場
合

、
(
１
)
に
規
定
す

る
チ

ー

ム
が
複
数

の
特

定
集
中

治
療
室

の
早
期
離

床
・

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に

係
る

チ
ー
ム

を
兼
ね

る
こ
と
は

差
し

支
え
な
い

。
 

(
３
)
 
(
１
)
の
ア
に
掲

げ
る
専

任
の
医
師

は
、

特
定
集

中
治
療

室
に
配
置

さ
れ

る
医
師

が
兼
ね

る
こ
と
は

差
し

支

え
な
い
。

ま
た

、
特
定

集
中
治

療
室
を
複

数
設

置
し
て

い
る
保

険
医
療
機

関
に

あ
っ
て

は
、
当

該
医
師
が

配
置

さ
れ
る
特

定
集

中
治
療

室
の
患

者
の
治
療

に
支

障
が
な

い
体
制

を
確
保
し

て
い

る
場
合

は
、
別

の
特
定
集

中
治

療
室
の
患

者
に

対
す
る

早
期
離

床
・
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
に

係
る
チ
ー

ム
の

業
務
を

実
施
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

 

(
４
)
 
(
１
)
の
イ
に
掲

げ
る
集

中
治
療
を

必
要

と
す
る

患
者
の

看
護
に
係

る
適

切
な
研

修
と
は

、
国
又
は

医
療

関

係
団
体
等

が
主
催

す
る

6
0
0
時
間
以
上
の

研
修
（

修
了
証

が
交

付
さ
れ
る

も
の
）

で
あ
り

、
講

義
及
び
演

習
に

よ
り
集
中

治
療

を
必
要

と
す
る

患
者
の
看

護
に

必
要
な

専
門
的

な
知
識
及

び
技

術
を
有

す
る
看

護
師
の
養

成
を

目
的
と
し

た
研

修
又
は

保
健
師

助
産
師
看

護
師

法
第

3
7

条
の
２
第
２
項

第
５

号
の
規

定
に
よ

る
指
定
研

修
機

関
に
お
い

て
行
わ

れ
る
集

中
治

療
を
必
要

と
す
る

患
者
の

看
護

に
係
る
研

修
で
あ

る
こ
と

。
 

(
５
)
 
(
１
)
の
イ
に
掲

げ
る
専

任
の
常
勤

看
護

師
は
、

特
定
集

中
治
療
室

管
理

料
１
及

び
２
を

届
け
出
る

治
療

室

に
配
置
さ

れ
る

１
の
(
２
)
の
看

護
師
が
兼

ね
る

こ
と
は

差
し
支

え
な
い
。

ま
た

、
特
定

集
中
治

療
室
を
複

数
設

置
し
て
い

る
保

険
医
療

機
関
に

あ
っ
て
は

、
当

該
看
護

師
が
配

置
さ
れ
る

特
定

集
中
治

療
室
の

患
者
の
看

護
に

支
障
が
な

い
体

制
を
確

保
し
て

い
る
場
合

は
、

別
の
特

定
集
中

治
療
室
の

患
者

に
対
す

る
早
期

離
床
・
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に

係
る
チ

ー
ム

の
業
務
を

実
施
す

る
こ
と

が
で

き
る
。

 

(
６
)
 
(
１
)
の
ウ
に
掲

げ
る
専

任
の
常
勤

理
学
療

法
士

又
は
専

任
の
常
勤

作
業
療

法
士
は

、
救

命
救
急
入

院
料
、

特
定
集
中

治
療
室

管
理

料
、
ハ

イ
ケ
ア
ユ

ニ
ッ
ト

入
院

医
療
管

理
料
又
は

脳
卒
中

ケ
ア

ユ
ニ
ッ

ト
入
院
医

療
管
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イ
 
除
細

動
器

 

ウ
 
ペ
ー

ス
メ
ー

カ
ー

 

エ
 
心
電

計
 

オ
 
ポ
ー

タ
ブ
ル

エ
ッ
ク

ス
線

撮
影
装
置

 

カ
 
呼
吸

循
環
監

視
装
置

 

(
６
)
 
新
生
児
用

の
特
定

集
中

治
療
室
に

あ
っ
て

は
、
(
５
)
に

掲
げ
る
装

置
及
び

器
具
の

ほ
か

、
次
に
掲

げ
る
装

置
及
び
器

具
を
特

定
集
中

治
療

室
内
に
常

時
備
え

て
い
る

こ
と

。
 

ア
 
経
皮

的
酸
素

分
圧
監

視
装

置
又
は
経

皮
的
動

脈
血
酸

素
飽

和
度
測
定

装
置

 

イ
 
酸
素

濃
度
測

定
装
置

 

ウ
 
光
線

治
療
器

 

(
７
)
 
自
家
発
電

装
置
を

有
し

て
い
る
病

院
で
あ

っ
て
、

当
該

病
院
に
お

い
て
電

解
質
定

量
検

査
及
び
血

液
ガ
ス

分
析
を
含

む
必
要

な
検
査

が
常

時
実
施
で

き
る
こ

と
。

 

(
８
)
 
原
則
と
し

て
、
当

該
治

療
室
内
は

バ
イ
オ

ク
リ
ー

ン
ル

ー
ム
で
あ

る
こ
と

。
 

(
９
)
 
当
該
治
療

室
勤
務

の
医

師
は
、
当

該
治
療

室
に
勤

務
し

て
い
る
時

間
帯
は

、
当
該

治
療

室
以
外
で

の
当
直

勤
務

を
併

せ
て

行
わ

な
い

も
の

と
し

、
当

該
治

療
室

勤
務

の
看

護
師

は
、

当
該

治
療

室
に

勤
務

し
て

い
る

時
間
帯
は

、
当
該

治
療
室

以
外

で
の
夜
勤

を
併
せ

て
行
わ

な
い

も
の
と
す

る
こ
と

。
 

(
1
0
)
 
当
該
入
院
料
を
算

定
す

る
も
の
と

し
て
届

け
出
て

い
る

治
療
室
に

入
院
し

て
い
る

全
て

の
患
者
の

状
態
を

、

別
添
６
の

別
紙

1
7

の
「
特

定
集
中
治
療

室
用
の

重
症
度

、
医

療
・
看
護

必
要
度

に
係
る

評
価

票
」
を
用

い

て
測

定
及

び
評

価
し

、
そ

の
結

果
、

基
準

を
満

た
す

患
者

が
８

割
以

上
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者
及

び
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

の
別

表
第

二
の

二
十

三
に

該
当

す
る

患
者

に
対

し
て

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

の
対

象
と

な
る

手
術

、
検

査
又

は
放

射
線

治
療

を
行

っ
た

場
合

（
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

第
十

の
三

（
３

）
及

び
四

に
係

る
要

件
以

外
の

短
期

滞
在

手
術

等
基
本
料

２
又
は

３
に
係

る
要

件
を
満
た

す
場
合

に
限
る

。
）

は
対
象
か

ら
除
外

す
る
。

 

(
1
1
)
 
「
特
定
集
中
治
療

室
用

の
重
症
度

、
医
療

・
看
護

必
要

度
に
係
る

評
価
票

」
の
記

入
は

、
院
内
研

修
を
受

け
た
も
の

が
行
う

も
の
で

あ
る

こ
と
。

 

２
 
特
定

集
中
治

療
室
管

理
料

２
（
広
範

囲
熱
傷

特
定
集

中
治

療
管
理
料

）
に
関

す
る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
特
定
集
中

治
療
室

管
理

料
１
の
施

設
基
準

を
満
た

す
ほ

か
、
広
範

囲
熱
傷

特
定
集

中
治

療
管
理
を

行
う
に

ふ
さ

わ
し

い
治

療
室

を
有

し
て

お
り

、
当

該
治

療
室

の
広

さ
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

１
床

当
た

り
2
0

平
方
メ
ー

ト
ル
以

上
で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

広
範
囲
熱

傷
特
定

集
中
治

療
を

担
当
す
る

常
勤
の

医
師
が

勤
務

し
て
い
る

こ
と
。

 

３
 
特
定

集
中
治

療
室
管

理
料

３
に
関
す

る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
専
任
の
医

師
が

常
時
、

特
定
集
中

治
療
室

内
に

勤
務
し

て
い
る
こ

と
。
た

だ
し
、

患
者

の
当
該
治

療
室
へ

の
入
退
室

な
ど
に

際
し

て
、
看

護
師
と
連

携
を
と

っ
て

当
該
治

療
室
内
の

患
者
の

治
療

に
支
障

が
な
い
体

制

を
確
保
し

て
い
る

場
合
は

、
一

時
的
に
当

該
治
療

室
か
ら

離
れ

て
も
差
し

支
え
な

い
。

 

(
２
)
 
特
定
集
中

治
療
室

管
理

を
行
う
に

ふ
さ
わ

し
い
専

用
の

特
定
集
中

治
療
室

を
有
し

て
お

り
、
当
該

特
定
集

中
治
療
室

の
広
さ

は
、
内

法
に

よ
る
測
定

で
、
１

床
当
た

り
1
5
平
方
メ
ー

ト
ル

以
上
で

あ
る

こ
と
。
た

だ

し
、
新
生

児
用
の

特
定
集

中
治

療
室
に
あ

っ
て
は

、
１
床

当
た

り
９
平
方

メ
ー
ト

ル
以
上

で
あ

る
こ
と
。

 

(
３
)
 
特
定
集
中

治
療
室

管
理

料
１
の
(
５
)
か
ら
(
９
)
ま

で
及

び
(
1
1
)
を
満
た
す
こ
と
。

 

(
４
)
 
当
該
入
院

料
を
算

定
す

る
も
の
と

し
て
届

け
出
て

い
る

治
療
室
に

入
院
し

て
い
る

全
て

の
患
者
の

状
態
を

、

別
添
６
の

別
紙

1
7

の
「
特

定
集
中
治
療

室
用
の

重
症
度

、
医

療
・
看
護

必
要
度

に
係
る

評
価

票
」
を
用

い

（ ）（ ） 779778

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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い
る

こ
と

。
 

（
３

)
 

早
期

栄
養

介
入

管
理

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

4
2
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

（
４

)
 

令
和

２
年

３
月

3
1

日
時

点
で

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
病

棟
に

あ
っ

て
は

、

令
和

２
年

９
月

3
0
日

ま
で

の
間

に
限

り
、

旧
医

科
点

数
表

の
別

添
６

の
別

紙
1
7
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

を
用

い
て

評
価

を
し

て
も

差
し

支
え

な
い

こ
と

。
 

 第
３

 
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

 

 
１

 
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

１
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
専

任
の

常
勤

医
師

が
常

時
１

名
以

上
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
一

般
病

床
に

、
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
を

行
う

に
ふ

さ
わ

し
い

専
用

の
治

療
室

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

当
該

管
理

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

装
置

及
び

器
具

を
当

該
治

療
室

内
に

常
時

備
え

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

当
該

治
療

室
が

特
定

集
中

治
療

室
と

隣
接

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
装

置
及

び
器

具
を

特
定

集
中

治
療

室
と

共
有

し
て

も
緊

急
の

事
態

に
十

分
対

応
で

き
る

場
合

に
お

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

ア
 

救
急

蘇
生

装
置

（
気

管
内

挿
管

セ
ッ

ト
、

人
工

呼
吸

装
置

等
）

 

イ
 

除
細

動
器

 

ウ
 

心
電

計
 

エ
 

呼
吸

循
環

監
視

装
置

 

(
４

)
 

当
該

治
療

室
勤

務
の

看
護

師
は

、
当

該
治

療
室

に
勤

務
し

て
い

る
時

間
帯

は
、

当
該

治
療

室
以

外
で

の
夜

勤
を

併
せ

て
行

わ
な

い
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

当
該

入
院

料
を

算
定

す
る

も
の

と
し

て
届

け
出

て
い

る
治

療
室

に
入

院
し

て
い

る
全

て
の

患
者

の
状

態
を

、

別
添

６
の

別
紙

1
8

の
「

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

」
を

用

い
て

毎
日

測
定

及
び

評
価

し
、

そ
の

結
果

、
基

準
を

満
た

す
患

者
が

８
割

以
上

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定

す
る

患
者

及
び

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
の

別
表

第
二

の
二

十
三

に
該

当
す

る
患

者
に

対
し

て
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
の

対
象

と
な

る
手

術
、

検
査

又
は

放
射

線
治

療
を

行
っ

た
場

合
（

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
第

十
の

三
（

３
）

及
び

四
に

係
る

要
件

以
外

の
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
に

係
る

要
件

を
満

た
す

場
合

に
限

る
。

）
は

対
象

か
ら

除
外

す
る

。
 

(
６

)
 

「
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
に

係
る

評
価

票
」

の
記

入
は

、
院

内
研

修
を

受
け

た
も

の
が

行
う

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

料
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

入
院

料
を

算
定

す
る

も
の

と
し

て
届

け
出

て
い

る
治

療
室

に
入

院
し

て
い

る
全

て
の

患
者

の
状

態
を

、

別
添

６
の

別
紙

1
8

の
「

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

」
を

用

い
て

毎
日

測
定

及
び

評
価

し
、

そ
の

結
果

、
基

準
を

満
た

す
患

者
が

６
割

以
上

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定

す
る

患
者

及
び

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
の

別
表

第
二

の
二

十
三

に
該

当
す

る
患

者
に

対
し

て
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
の

対
象

と
な

る
手

術
、

検
査

又
は

放
射

線
治

療
を

行
っ

た
場

合
（

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
第

十
の

三
（

３
）

及
び

四
に

係
る

要
件

以
外

の
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
に

係
る

要
件

を
満

た
す

場
合

に
限

る
。

）
は

対
象

か
ら

除
外

す
る

。
 

(
２

)
 

１
の

(
１

)
か

ら
(
４

)
ま

で
及

び
(
６

)
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
７

の
様

式
4
4

を
用

い
る

こ
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理
料
を
届

け
出
た

病
棟

（
以
下

「
特
定
集

中
治
療

室
等

」
と
い

う
。
）
を

有
す
る

保
険

医
療
機

関
で
５
年

以
上

の
経
験
を

有
す
る

こ
と

。
た
だ

し
、
特
定

集
中
治

療
室

等
を
有

す
る
保
険

医
療
機

関
で

の
経
験

が
５
年
に

満
た

な
い
場
合

は
、
回

復
期

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病

棟
に

専
従
で

勤
務
し
た

経
験
と

あ
わ

せ
て
５

年
以
上
で

あ
っ

て
も
差
し

支
え
な

い
。

 

(
７
)
 
特
定
集
中

治
療

室
に
お

け
る
早
期

離
床
・

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

に
関
す

る
プ
ロ

ト
コ

ル
を
整
備

し
て
い

る
こ
と
。

な
お
、

早
期

離
床
・

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

の
実
施

状
況
等
を

踏
ま
え

、
定

期
的
に

当
該
プ
ロ

ト
コ

ル
の
見
直

し
を
行

う
こ
と

。
 

(
８
)
 
区
分
番
号

「
Ｈ
０

０
０

」
心
大
血

管
疾
患

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ
ョ
ン

料
、
区

分
番
号

「
Ｈ

０
０
１
」

脳
血
管

 

疾
患
等
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

料
又
は
区

分
番
号

「
Ｈ
０

０
３

」
呼
吸
器

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
料
に
係

る
届

 

出
を
行
っ

て
い
る

保
険
医

療
機

関
で
あ
る

こ
と
。

 

 
７
 
特

定
集
中

治
療
室

管
理

料
の
「
注

５
」
に

掲
げ
る

早
期

栄
養
介
入

管
理
加

算
の
施

設
基

準
 

(
１
)
特
定
集
中
治

療
室
に

次
の

要
件
を
満

た
す
管

理
栄
養

士
が

専
任
で
配

置
さ
れ

て
い
る

こ
と

。
 

ア
 
別
添

２
の
第

1
9

の
１
の

（
３
）
に

規
定
す

る
研

修
を
修

了
し
、
栄

養
サ
ポ

ー
ト

チ
ー
ム

に
お
い
て

栄
養

管
理
に
係

る
３
年

以
上
の

経
験

を
有
す
る

こ
と

 

イ
 
特
定

集
中
治

療
室
に

お
け

る
栄
養
管

理
に
係

る
３
年

以
上

の
経
験
を

有
す
る

こ
と

 

(
２
)
 
（
１
）
の

イ
に
掲

げ
る

管
理
栄
養

士
は
、

以
下
の

知
識

及
び
技
能

を
有
し

て
い
る

こ
と

が
望
ま
し

い
。

 

 
 
 
ア

 
特
定

集
中

治
療
室

へ
の
入
室

翌
日
ま

で
に

入
室
患

者
全
員
の

栄
養
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
を
実
施

し
、
重

点
的

な
栄
養
管

理
を
必

要
と
す

る
患

者
を
特
定

す
る
こ

と
が
で

き
る

こ
と

 

 
 
 
イ

 
腸
管

機
能
と

し
て

腸
蠕
動
音

、
鼓
音

及
び
腹

部
膨

満
等
を
確

認
す
る

と
と
も

に
、

R
e
f
ee
d
in
g
 S

y
nd
r
o
me
、

O
v
e
r 
f
ee
d
in
g
に
つ
い
て
の
ア

セ
ス
メ
ン

ト
及
び

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
を
す
る

こ
と
が

で
き
る

こ
と

 

 
 
 
ウ

 
栄
養

管
理

に
係
る

計
画
及
び

治
療
目

的
を

多
職
種

と
共
有
し

、
ア
セ

ス
メ
ン

ト
に

よ
っ
て
把

握
さ
れ

た
徴

候
及

び
症

状
を

勘
案

し
、

可
能

な
限

り
入

院
前

の
日

常
生

活
機

能
等

に
近

づ
け

る
よ

う
栄

養
補

給
に

つ
い

て

立
案
す
る

こ
と
が

で
き
る

こ
と

 

 
 
 
エ

 
経
腸

栄
養

投
与
継

続
が
困
難

と
評
価

し
た

場
合
は

、
担
当
医

に
報
告

し
、
栄

養
管

理
に
係
る

計
画
を

再
考

す
る
こ
と

が
で
き

る
こ
と

 

 
 
 
オ

 
経
口

摂
取

移
行
時

に
お
い
て

は
、
摂

食
嚥

下
機
能

に
つ
い
て

確
認
し

、
必
要

に
応

じ
て
言
語

聴
覚
士

等
と

の
連
携
を

図
る
こ

と
が
で

き
る

こ
と

 

（
３

）
 

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

を
算

定
す

る
一

般
病

床
の

治
療

室
に

お
け

る
管

理
栄

養
士

の
数

は
、

当
該

治

療
室
の
入

院
患
者

の
数
が

1
0
又
は
そ
の

端
数
を

増
す
ご

と
に

１
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

（
４
）
 

早
期
栄

養
介
入

管
理

加
算
を
算

定
し
た

患
者
の

数
等

に
つ
い
て

、
別
添

７
の
様

式
4
2
の
５
を
用

い
て
、

地
方
厚
生

（
支
）

局
長
に

報
告

す
る
こ
と

。
 

８
 
１
か

ら
４
ま

で
に
掲

げ
る

内
法
の
規

定
の
適

用
に
つ

い
て

、
平
成

2
6
年
３
月

3
1
日
に
お

い
て
、
現

に
当
該

管

理
料
の
届

出
を
行

っ
て
い

る
保

険
医
療
機

関
に
つ

い
て
は

、
当

該
治
療
室

の
増
築

又
は
全

面
的

な
改
築
を

行
う
ま

で
の
間
は

、
当
該

規
定
を

満
た

し
て
い
る

も
の
と

す
る
。

 

 
９
 
届
出
に

関
す
る

事
項

 

 
 
（
１

）
特
定

集
中
治

療
室

管
理
料
の

施
設
基

準
に
係

る
届

出
は
、
別

添
７
の

様
式

4
2
及

び
4
3
を
用
い
る
こ

と
。

ま
た
、
当

該
治
療

室
の

配
置
図

及
び
平
面

図
（
面

積
等

の
分
か

る
も
の
。

）
を
添

付
す

る
こ
と

。
な
お
、

当
該
治
療

室
に
勤

務
す

る
従
事

者
並
び
に

当
該
病

院
に

勤
務
す

る
臨
床
検

査
技
師

、
衛

生
検
査

技
師
、
診

療
放
射
線

技
師
及

び
診
療

エ
ッ

ク
ス
線
技

師
に
つ

い
て
は

、
別

添
７
の
様

式
2
0
を
用
い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
早
期
離
床

・
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ
ョ

ン
加
算

の
施
設

基
準

に
係
る
届

出
は
、

別
添
７

の
様

式
4
2
の
３
を
用

 

（ ）（ ） 781780

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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る
患
者
に

対
し
て

短
期

滞
在
手

術
等
基
本

料
２
又

は
３

の
対
象

と
な
る
手

術
、
検

査
又

は
放
射

線
治
療
を

行

っ
た
場
合

（
基
本

診
療

料
の
施

設
基
準
等

第
十
の

三
（

３
）
及

び
四
に
係

る
要
件

以
外

の
短
期

滞
在
手
術

等

基
本
料
２

又
は
３

に
係

る
要
件

を
満
た
す

場
合
に

限
る

。
）
は

対
象
か
ら

除
外
す

る
。

ま
た
、

重
症
度
、

医

療
・
看
護

必
要
度

Ⅱ
の

評
価
に

当
た
っ
て

は
、
歯

科
の

入
院
患

者
（
同
一

入
院
中

に
医

科
の
診

療
も
行
う

期

間
に
つ
い

て
は
除

く
。
）

は
、

対
象
か
ら

除
外
す

る
。

 

(
1
0
)
 
重
症
度
、
医
療

・
看
護

必
要
度
Ⅰ

又
は
Ⅱ

に
係

る
評
価

票
の
記
入

は
、
院

内
研
修

を
受

け
た
も
の

が
行
う

も
の
で
あ

る
こ
と

。
た

だ
し
、

●
●
に
掲

げ
る
「

一
般

病
棟
用

の
重
症
度

、
医
療

・
看

護
必
要

度
Ａ
・
Ｃ

項

目
に
係
る

レ
セ
プ

ト
電

算
処
理

シ
ス
テ
ム

用
コ
ー

ド
一

覧
」
を

用
い
て
評

価
を
行

う
項

目
に
つ

い
て
は
、

当

該
評
価
者

に
よ
り

各
選
択

肢
の

判
断
を
行

う
必
要

は
な
い

。
 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
脳
卒
中
ケ

ア
ユ
ニ

ッ
ト

入
院
医
療

管
理
料

の
施
設

基
準

に
係
る
届

出
は
、

別
添
７

の
様

式
1
0

及
び
様
式

4
5
を
用
い
る
こ
と

。
 

(
２
)
 
１
の
(
１
)
及
び
(
５
)
に

掲
げ
る
医

師
及
び

理
学
療

法
士

又
は
作
業

療
法
士

の
経
験

が
確

認
で
き
る

文
書
を

添
付
す
る

こ
と
。

 

(
３
)
 
１
の
(
１
)
、
(
４
)
及
び

(
５
)
に
掲
げ
る
医

師
、
看

護
師

及
び
理
学

療
法
士

又
は
作

業
療

法
士
の
勤

務
の
態

様
（
常
勤

・
非
常

勤
、
専

従
・

専
任
の
別

）
及
び

勤
務
時

間
を

、
別
添
７

の
様

式
2
0
を
用

い
て
提
出
す

る

こ
と
。

 

(
４
)
 
令
和
２
年

３
月

3
1

日
時
点
で
脳

卒
中
ケ

ア
ユ
ニ

ッ
ト

入
院
医
療

管
理
料

の
届
出

を
行

っ
て
い
る

病
棟
に

あ
っ
て
は

、
令
和

２
年
９

月
3
0
日
ま
で
の

間
に

限
り
、

旧
医

科
点
数
表

の
別
添

６
の
別

紙
７

の
重
症
度

、

医
療
・
看

護
必
要

度
に
係

る
評

価
票
を
用

い
て
評

価
を
し

て
も

差
し
支
え

な
い
こ

と
。

 

 

第
４
の
２
 
 
小
児

特
定
集

中
治

療
室
管
理

料
 

１
 
 
小
児
特
定
集

中
治
療

室
管

理
料
に
関

す
る
施

設
基
準

 

(
１
)
 
小
児
入
院

医
療
管

理
料

１
の
届
出

を
行
っ

て
い
る

医
療

機
関
で
あ

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
専
任
の
医

師
が
常

時
、

小
児
特
定

集
中
治

療
室
内

に
勤

務
し
て
い

る
こ
と

。
当
該

専
任

の
医
師
に

、
小
児

の
特

定
集

中
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

医
師

を
２

名
以

上
含

む
こ

と
。

た
だ

し
、

患
者

の
当

該
治

療
室

へ
の

入
退

室
な

ど
に

際
し

て
、

看
護

師
と

連
携

を
と

っ
て

当
該

治
療

室
内

の
患

者
の

治
療

に
支

障
が

な
い
体
制

を
確
保

し
て
い

る
場

合
は
、
一

時
的
に

当
該
治

療
室

か
ら
離
れ

て
も
差

し
支
え

な
い

。
 

(
３
)
 
小
児
特
定

集
中
治

療
室

管
理
を
行

う
に
ふ

さ
わ
し

い
専

用
の
小
児

特
定
集

中
治
療

室
を

有
し
て
お

り
、
当

該
治

療
室

の
病

床
数

は
、

８
床

以
上

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
小

児
特

定
集

中
治

療
室

の
広

さ
は

、
内

法
に
よ
る

測
定
で

、
１
床

当
た

り
1
5
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
で

あ
る
こ
と

。
 

(
４
)
 
当
該
管
理

を
行
う

た
め

に
必
要
な

次
に
掲

げ
る
装

置
及

び
器
具
を

特
定
集

中
治
療

室
内

に
常
時
備

え
て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

ウ
か

ら
カ

に
つ

い
て

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

備
え

、
必

要
な

際
に

迅
速

に
使

用
で
き
、

緊
急
の

事
態
に

十
分

対
応
で
き

る
場
合

に
お
い

て
は

、
こ
の
限

り
で
は

な
い
。

 

ア
 
救
急

蘇
生
装

置
（
気

管
内

挿
管
セ
ッ

ト
、
人

工
呼
吸

装
置

等
）

 

イ
 
除
細

動
器

 

ウ
 
ペ
ー

ス
メ
ー

カ
ー

 

エ
 
心
電

計
 

オ
 
ポ
ー

タ
ブ
ル

エ
ッ
ク

ス
線

撮
影
装
置

 

カ
 
呼
吸

循
環
監

視
装
置
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と
。
ま
た

、
当
該

治
療
室

に
勤

務
す
る
従

事
者
に

つ
い
て

は
、

別
添
７
の

様
式

2
0
を
用
い
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
令
和
２
年

３
月

3
1
日

時
点
で
ハ

イ
ケ
ア

ユ
ニ
ッ

ト
入

院
医
療
管

理
料
の

届
出
を

行
っ

て
い
る
病

棟
に
あ

っ
て
は
、

令
和
２

年
９

月
3
0
日
ま
で
の

間
に
限

り
、
旧

医
科

点
数
表
の

別
添
６

の
別

紙
1
8
の
重
症
度

、

医
療
・
看

護
必
要

度
に
係

る
評

価
票
を
用

い
て
評

価
を
し

て
も

差
し
支
え

な
い
こ

と
。

 

 第
４
 
脳

卒
中
ケ

ア
ユ
ニ

ッ
ト

入
院
医
療

管
理
料

 

１
 
脳
卒

中
ケ
ア

ユ
ニ
ッ

ト
入

院
医
療
管

理
料
に

関
す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
神
経

内
科
又

は
脳
神

経
外

科
の
経
験

を
５
年

以
上
有

す
る

専
任
の
医

師
が
常

時
１

名
以

上
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

夜
間

又
は

休
日

に
お

い
て

、
神

経
内

科
又

は
脳

神
経

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
医

師
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

外
に

い
る

場
合

で
あ

っ
て

、
当

該
医

師
に

対
し

て
常

時
連

絡
す

る
こ

と
や

、
頭

部
の

精
細

な
画

像
や

検
査

結
果

を
含

め
診

療
上

必
要

な
情

報
を

直
ち

に
送

受
信

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

、
か

つ
、

当
該

医
師

が
迅

速
に

判
断

を
行

い
、

必
要

な
場

合
に

は
当

該
保

険
医

療
機

関
に

赴
く

こ
と

が
可

能
で

あ
る

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

時
間

に
限

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、

神
経

内
科

又
は

脳
神

経
外

科
の

経
験

を
３

年
以

上
有

す
る

専
任

の
医

師
が

常
時

１
名

以
上

い
れ

ば
よ

い
こ

と
と

す
る

。
な

お
、

患
者

の
個

人
情

報
を

含
む

医
療

情
報

の
送

受
信

に
当

た
っ

て
は

、
端

末
の

管
理

や
情

報
機

器
の

設
定

等
を

含
め

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
」
を
遵

守
し
、

安
全
な

通
信

環
境
を
確

保
す
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
脳
卒
中
ケ

ア
ユ
ニ

ッ
ト

入
院
医
療

管
理
を

行
う
に

ふ
さ

わ
し
い
専

用
の
治

療
室
を

有
し

て
い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
当
該
管
理

を
行
う

た
め

に
必
要
な

次
に
掲

げ
る
装

置
及

び
器
具
を

当
該
治

療
室
内

に
常

時
備
え
て

い
る
こ

と
。

た
だ

し
、

当
該

治
療

室
が

特
定

集
中

治
療

室
と

隣
接

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
装

置
及

び
器

具
を

特
定

集
中

治
療

室
と

共
有

し
て

も
緊

急
の

事
態

に
十

分
対

応
で

き
る

場
合

に
お

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

ア
 
救
急

蘇
生
装

置
（
気

管
内

挿
管
セ
ッ

ト
、
人

工
呼
吸

装
置

等
）

 

イ
 
除
細

動
器

 

ウ
 
心
電

計
 

エ
 
呼
吸

循
環
監

視
装
置

 

(
４
)
 
当
該
治
療

室
勤
務

の
看

護
師
は
、

当
該
治

療
室
に

勤
務

し
て
い
る

時
間
帯

は
、
当

該
治

療
室
以
外

で
の
夜

勤
を
併
せ

て
行
わ

な
い
も

の
と

す
る
こ
と

。
 

(
５
)
 
脳
血
管
疾

患
等
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の

経
験
を

有
す

る
専
任
の

常
勤
理

学
療
法

士
又

は
専
任
の

常
勤
作

業
療

法
士

が
１

名
以

上
、

当
該

治
療

室
に

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

理
学

療
法

士
又

は
当

該
作

業
療

法
士

は
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
担

当
す

る
専

従
者

と
の

兼
務

は
で

き
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と
。

 

(
６
)
 
当
該
治
療

室
の
入

院
患

者
数
の
概

ね
８
割

以
上
が

、
脳

梗
塞
、
脳

出
血
又

は
く
も

膜
下

出
血
の
患

者
で
あ

る
こ
と
。

 

(
７
)
 
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

断
層

撮
影
、
磁

気
共
鳴

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
断
層

撮
影
、

脳
血
管

造
影

等
の
必
要

な
脳
画

像
撮
影
及

び
診
断

が
常
時

行
え

る
体
制
で

あ
る
こ

と
。

 

(
８
)
 
脳
血
管
疾

患
等
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又
は
(
Ⅲ
)
の
届
出

を
行
っ

て
い

る
こ
と
。

 

（
９
）
 
当
該

入
院
料

を
算

定
す
る
も
の

と
し
て

届
け

出
て
い

る
治
療
室

に
、
直

近
３
月

に
お

い
て
入
院

し
て
い

る

全
て
の
患

者
の
状

態
を

、
別
添

６
の
別
紙

７
の
一

般
病

棟
用
の

重
症
度
、

医
療
・

看
護

必
要
度

に
係
る
評

価

票
Ⅰ

又
は

Ⅱ
を

用
い

て
測

定
し

評
価

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
産

科
患

者
、

1
5

歳
未

満
の

小
児

患
者

、
短

期

滞
在
手
術

等
基
本

料
を

算
定
す

る
患
者
及

び
基
本

診
療

料
の
施

設
基
準
等

の
別
表

第
二

の
二
十

三
に
該
当

す

（ ）（ ） 781780

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
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ア
 

救
急

蘇
生

装
置

（
気

管
内

挿
管

セ
ッ

ト
）

 

イ
 

新
生

児
用

呼
吸

循
環

監
視

装
置

 

ウ
 

新
生

児
用

人
工

換
気

装
置

 

エ
 

微
量

輸
液

装
置

 

オ
 

経
皮

的
酸

素
分

圧
監

視
装

置
又

は
経

皮
的

動
脈

血
酸

素
飽

和
度

測
定

装
置

 

カ
 

酸
素

濃
度

測
定

装
置

 

キ
 

光
線

治
療

器
 

 
 

(
４

)
 

自
家

発
電

装
置

を
有

し
て

い
る

病
院

で
あ

っ
て

、
当

該
病

院
に

お
い

て
電

解
質

定
量

検
査

及
び

血
液

ガ
ス

分
析

を
含

む
必

要
な

検
査

が
常

時
実

施
で

き
る

こ
と

。
 

 
 

(
５

)
 

原
則

と
し

て
、

当
該

治
療

室
は

バ
イ

オ
ク

リ
ー

ン
ル

ー
ム

で
あ

る
こ

と
。

 

 
 

(
６

)
 

当
該

治
療

室
勤

務
の

医
師

は
、

当
該

治
療

室
に

勤
務

し
て

い
る

時
間

帯
は

、
治

療
室

又
は

治
療

室
、

中
間

室
及

び
回

復
室

か
ら

な
る

病
棟

（
正

常
新

生
児

室
及

び
一

般
小

児
病

棟
は

含
ま

れ
な

い
。

）
以

外
で

の
当

直
勤

務
を

併
せ

て
行

わ
な

い
も

の
と

し
、

当
該

治
療

室
勤

務
の

看
護

師
は

、
当

該
治

療
室

に
勤

務
し

て
い

る
時

間
帯

は
、

当
該

治
療

室
以

外
で

の
夜

勤
を

併
せ

て
行

わ
な

い
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

(
７

)
 

次
の

い
ず

れ
か

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

直
近

１
年

間
の

出
生

体
重

1
,
0
0
0

グ
ラ

ム
未

満
の

新
生

児
の

新
規

入
院

患
者

数
が

４
件

以
上

で
あ

る

こ
と

。
 

イ
 

直
近

１
年

間
の

当
該

治
療

室
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

行
っ

た
開

胸
手

術
、

開
頭

手
術

又
は

開
腹

手
術

の
年

間
実

施
件

数
が

６
件

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

専
任

の
医

師
が

常
時

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
医

師
の

み
で

対
応

で
き

な
い

緊
急

時
に

は
別

の
医

師
が

速
や

か
に

診
療

に
参

加
で

き
る

体
制

を
整

え
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

１
の

(
２

)
か

ら
(
５

)
ま

で
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

治
療

室
勤

務
の

看
護

師
は

、
当

該
治

療
室

に
勤

務
し

て
い

る
時

間
帯

は
、

当
該

治
療

室
以

外
で

の
夜

勤
を

併
せ

て
行

わ
な

い
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

 
(
４

)
 

直
近

１
年

間
の

出
生

体
重

2
,
5
0
0
グ

ラ
ム

未
満

の
新

生
児

の
新

規
入

院
患

者
数

が
3
0
件

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

３
 

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

病
床

数
を

一
時

的
に

超
え

て
入

院
患

者
を

受
け

入
れ

た
場

合
（

超
過

す
る

病
床

数
は

２
床

を
上

限
と

す
る

。
）

で
あ

っ
て

も
、

他
の

医
療

機
関

に
お

い
て

受
入

困
難

な

状
況

で
の

緊
急

入
院

な
ど

の
や

む
を

得
な

い
事

情
が

あ
る

場
合

に
は

、
次

に
掲

げ
る

要
件

を
満

た
す

場
合

に
限

り
、

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

常
態

と
し

て
届

け
出

た
病

床
数

を
超

え

て
患

者
を

受
け

入
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
を

算
定

す
る

病
床

数
の

変
更

の
届

出

を
行

う
こ

と
。

 

(
１

)
 

常
時

４
対

１
以

上
の

看
護

配
置

（
当

該
治

療
室

内
に

お
け

る
助

産
師

又
は

看
護

師
の

数
が

、
常

時
、

当
該

治
療

室
の

入
院

患
者

の
数

が
４

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

１
以

上
で

あ
る

こ
と

）
よ

り
も

手
厚

い
看

護
配

置
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

(
１

)
の

看
護

配
置

に
つ

い
て

、
常

時
３

対
１

以
上

の
看

護
配

置
（

当
該

治
療

室
内

に
お

け
る

助
産

師
又

は

看
護

師
の

数
が

、
常

時
、

当
該

治
療

室
の

入
院

患
者

の
数

が
３

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

１
以

上
で

あ
る

こ
と

）
の

基
準

を
満

た
せ

な
く

な
っ

て
か

ら
2
4

時
間

以
内

に
常

時
３

対
１

以
上

の
看

護
配

置
に

戻
す

こ
と

。
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キ
 
 
体
外
補
助
循

環
装
置

 

ク
 
 
急
性
血
液
浄

化
療
法

に
必

要
な
装
置

 

(
５
)
 
自
家
発
電

装
置
を

有
し

て
い
る
病

院
で
あ

っ
て
、

当
該

病
院
に
お

い
て
電

解
質
定

量
検

査
及
び
血

液
ガ
ス

分
析
を
含

む
必
要

な
検
査

が
常

時
実
施
で

き
る
こ

と
。

 

(
６
)
 
原
則
と
し

て
、
当

該
治

療
室
内
は

バ
イ
オ

ク
リ
ー

ン
ル

ー
ム
で
あ

る
こ
と

。
 

(
７
)
 
当
該
治
療

室
勤
務

の
医

師
は
、
当

該
治
療

室
に
勤

務
し

て
い
る
時

間
帯
は

、
当
該

治
療

室
以
外
で

の
当
直

勤
務

を
併

せ
て

行
わ

な
い

も
の

と
し

、
当

該
治

療
室

勤
務

の
看

護
師

は
、

当
該

治
療

室
に

勤
務

し
て

い
る

時
間
帯
は

、
当
該

治
療
室

以
外

で
の
夜
勤

を
併
せ

て
行
わ

な
い

も
の
と
す

る
こ
と

。
 

(
８
)
 
次
の
い
ず

れ
か
の

基
準

を
満
た
し

て
い
る

こ
と
。

 

ア
 

当
該

治
療

室
に

お
い

て
、

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

転
院

し
て

き
た

急
性

期
治

療
中

の
患

者
（

転
院

時
に

他
の

保
険

医
療

機
関

で
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
０

」
救

命
救

急
入

院
料

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
１

」

特
定
集
中

治
療
室

管
理
料

を
算

定
す
る
も

の
に
限

る
。
）

が
直

近
１
年
間

に
2
0
名
以
上
で
あ

る
こ
と
。

 

イ
 

当
該

治
療

室
に

お
い

て
、

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

転
院

し
て

き
た

患
者

（
転

院
時

に
他

の
保

険
医

療
機

関
又

は
当

該
保

険
医

療
機

関
で

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

４
」

救
急

搬
送

診
療

料
を

算
定

し
た

も
の

に

限
る
。
）

が
直
近

１
年
間
に

5
0

名
以
上
（
そ
の

う
ち
、

当
該

治
療
室
に

入
室
後

2
4

時
間
以

内
に
人
工

呼
吸

（
５

時
間

以
上

（
手

術
時

の
麻

酔
や

検
査

の
た

め
に

実
施

し
た

時
間

を
除

く
。

）
の

も
の

に
限

る
。

）
を

実
施

し
た

患
者

（
当

該
治

療
室

に
入

室
後

又
は

当
該

他
の

保
険

医
療

機
関

で
開

始
さ

れ
た

も

の
に
限
ら

れ
、
日

常
的
に

人
工

呼
吸
を
実

施
し
て

い
る
患

者
は

含
ま
な
い

。
）

が
3
0
名
以

上
）
で
あ
る

こ
と
。

 

２
 
１
の
(
３
)
に

掲
げ
る

内
法

の
規
定
の

適
用
に

つ
い
て

、
平

成
2
6
年
３
月

3
1
日
に
お
い
て

、
現
に
当

該
管
理

料

の
届
出
を

行
っ
て

い
る
保

険
医

療
機
関
に

つ
い
て

は
、
当

該
治

療
室
の
増

築
又
は

全
面
的

な
改

築
を
行
う

ま
で
の

間
は
、
当

該
規
定

を
満
た

し
て

い
る
も
の

と
す
る

。
 

３
 
 
届
出
に
関
す

る
事
項

 

 
小
児
特

定
集
中

治
療
室

管
理

料
の
施
設

基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添
７

の
様
式

4
3
、
4
3
の
２
及
び

4
8
を
用
い

 

る
こ
と
。

ま
た
、

当
該
治

療
室

の
配
置
図

及
び
平

面
図
（

面
積

等
の
分
か

る
も
の

。
）
を

添
付

す
る
こ
と

。
な
お

、
 

当
該
治
療

室
に
勤

務
す
る

従
事

者
並
び
に

当
該
病

院
に
勤

務
す

る
臨
床
検

査
技
師

、
衛
生

検
査

技
師
、
診

療
放
射

 

線
技
師
及

び
診
療

エ
ッ
ク

ス
線

技
師
に
つ

い
て
は

、
別
添

７
の

様
式

2
0
を
用
い
る
こ

と
。

 

 

第
５
 
新

生
児
特

定
集
中

治
療

室
管
理
料

 

 
１
 
新

生
児
特

定
集
中

治
療

室
管
理
料

１
に
関

す
る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
専
任
の
医

師
が
常

時
、

新
生
児
特

定
集
中

治
療
室

内
に

勤
務
し
て

い
る
こ

と
。
た

だ
し

、
患
者
の

当
該
治

療
室

へ
の

入
退

室
な

ど
に

際
し

て
、

看
護

師
と

連
携

を
と

っ
て

当
該

治
療

室
内

の
患

者
の

治
療

に
支

障
が

な
い
体
制

を
確
保

し
て
い

る
場

合
は
、
一

時
的
に

当
該
治

療
室

か
ら
離
れ

て
も
差

し
支
え

な
い

。
 

(
２
)
 
新
生
児
特

定
集
中

治
療

室
管
理
を

行
う
の

に
ふ
さ

わ
し

い
専
用
の

新
生
児

特
定
集

中
治

療
室
を
有

し
て
お

り
、

当
該

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

の
広

さ
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

１
床

当
た

り
７

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上
で
あ

る
こ
と

。
ま
た

、
平

成
2
6

年
３
月

31
日
に
お
い

て
、
現
に

当
該
管

理
料
の

届
出

を
行
っ
て

い

る
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
治

療
室

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

当
該

規
定
を
満

た
し
て

い
る
も

の
と

す
る
。

 

(
３
)
 
当
該
管
理

を
行
う

た
め

に
必
要
な

次
に
掲

げ
る
装

置
及

び
器
具
を

新
生
児

特
定
集

中
治

療
室
内
に

常
時
備

え
て
い
る

こ
と
。

 

（ ）（ ） 783782

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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２
 
新
生

児
集
中

治
療
室

管
理

料
に
つ
い

て
、
届

出
を
行

っ
た

病
床
数
を

一
時
的

に
超
え

て
入

院
患
者
を

受
け
入

れ
 

た
場
合
（

超
過
す

る
病
床

数
は

２
床
を
上

限
と
す

る
。
）

は
、

第
５
の
３

の
規
定

と
同
様

に
取

り
扱
う
も

の
で
あ

 

る
こ
と
。

 

３
 
１
の
(
１
)
の

ウ
に
掲

げ
る

内
法
の
規

定
の
適

用
に
つ

い
て

、
平
成

2
6
年
３
月

3
1
日
に
お

い
て
、
現

に
当
該

管

理
料
の
届

出
を
行

っ
て
い

る
保

険
医
療
機

関
に
つ

い
て
は

、
当

該
治
療
室

の
増
築

又
は
全

面
的

な
改
築
を

行
う
ま

で
の
間
は

、
当
該

規
定
を

満
た

し
て
い
る

も
の
と

す
る
。

 

 
 
４
 
届
出
に
関

す
る
事

項
 

 
総
合
周

産
期
特

定
集
中

治
療

室
管
理
料

の
施
設

基
準
に

係
る

届
出
は
、

別
添
７

の
様
式

4
2
の
２
及
び

様
式

2
0
 

を
用
い
る

こ
と
。

 

 第
７
 
新

生
児
治

療
回
復

室
入

院
医
療
管

理
料

 

１
 
新
生

児
治
療

回
復
室

入
院

医
療
管
理

料
に
関

す
る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
病
院
で
あ

る
保
険

医
療

機
関
の
一

般
病
棟

に
お
け

る
特

定
の
治
療

室
を
単

位
と
す

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
内

に
、
専
任

の
小
児

科
の

常
勤
医

師
又
は
週

３
日
以

上
常
態

と
し

て
勤
務
し

て
お
り

、

か
つ
、
所

定
労
働

時
間

が
週

2
2

時
間
上
の
勤
務

を
行

っ
て
い

る
専
任
の

小
児
科

の
非

常
勤
医

師
が
常
時

１

名
以
上
配

置
さ
れ

て
い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 
当
該
管
理

を
行
う

た
め

に
必
要
な

次
に
掲

げ
る
装

置
及

び
器
具
を

当
該
治

療
室
内

に
常

時
備
え
て

い
る
こ

と
。

た
だ

し
、

当
該

治
療

室
が

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

又
は

新
生

児
集

中
治

療
室

と
隣

接
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

装
置

及
び

器
具

を
新

生
児

特
定

集
中

治
療

室
又

は
新

生
児

集
中

治
療

室
と

共
有

し
て

も
緊

急
の

事
態
に
十

分
対
応

で
き
る

場
合

に
お
い
て

は
、
こ

の
限
り

で
な

い
。

 

ア
 
救
急

蘇
生
装

置
（
気

管
内

挿
管
セ
ッ

ト
）

 

イ
 
新
生

児
用
呼

吸
循
環

監
視

装
置

 

ウ
 
新
生

児
用
人

工
換
気

装
置

 

エ
 
微
量

輸
液
装

置
 

オ
 
経
皮

的
酸
素

分
圧
監

視
装

置
又
は
経

皮
的
動

脈
血
酸

素
飽

和
度
測
定

装
置

 

カ
 
酸
素

濃
度
測

定
装
置

 

キ
 
光
線

治
療
器

 

(
４
)
 
自
家
発
電

装
置
を

有
し

て
い
る
病

院
で
あ

っ
て
、

当
該

病
院
に
お

い
て
電

解
質
定

量
検

査
及
び
血

液
ガ
ス

分
析
を
含

む
必
要

な
検
査

が
常

時
実
施
で

き
る
こ

と
。

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

新
生
児
治

療
回
復

室
入
院

医
療

管
理
料
に

関
す
る

施
設
基

準
に

係
る
届
出

は
、
別

添
７
の

様
式

4
5
の
２

、
様

式
2
0
及
び
様
式

4
2
の
２
を
用

い
る
こ
と

。
 

 第
８
 
一

類
感
染

症
患
者

入
院

医
療
管
理

料
 

 
１
 
一

類
感
染

症
患
者

入
院

医
療
管
理

料
に
関

す
る
施

設
基

準
 

当
該
治
療

室
を
有

す
る
医

療
機

関
は
感
染

症
法
第

６
条

第
1
3

項
に
規
定

す
る
特

定
感
染

症
指

定
医
療
機

関
又

は
同
法
第

６
条
第

1
4
項
に
規

定
す
る
第

一
種
感

染
症
指

定
医

療
機
関
で

あ
る
こ

と
。

 

 
 
２
 
届
出
に
関

す
る
事

項
 

一
類
感
染

症
患
者

入
院
医

療
管

理
料
の
施

設
基
準

に
係
る

届
出

は
、
別
添

７
の
様

式
８
、

様
式

９
及
び
様

式
4

6
を
用
い
る
こ

と
。
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(
３
)
 
定
員
超
過

し
た
病

床
数

、
時
刻
及

び
そ
の

際
の
看

護
配

置
状
況
等

に
つ
い

て
記
録

を
備

え
て
お
く

こ
と
。

 

４
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

 
 
 
新

生
児
特

定
集
中

治
療

室
管
理
料

の
施
設

基
準
に

係
る

届
出
は
、

別
添
７

の
様
式

4
2
の
２
及
び

様
式

2
0
を
用

い
る
こ
と

。
 

 第
６
 
総

合
周
産

期
特
定

集
中

治
療
室
管

理
料

 

 
 
１
 
総
合
周
産

期
特
定

集
中

治
療
室
管

理
料
に

関
す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
母
体
・
胎

児
集
中

治
療

室
管
理
料

に
関
す

る
施
設

基
準

 

ア
 
 
「
疾
病
・
事

業
及
び

在
宅

医
療
に
係

る
医
療

提
供
体

制
に

つ
い
て
」

（
平
成

2
9
年
３

月
3
1
日
医
政
地

発
0
3
31

第
３
号
）
に

規
定
す

る
総
合
周

産
期
母

子
医

療
セ
ン

タ
ー
又
は

地
域
周

産
期

母
子
医

療
セ
ン
タ

ー
の
い
ず

れ
か
で

あ
る
こ

と
。

 

イ
 
専
任

の
医
師

が
常

時
、
母

体
・
胎
児

集
中
治

療
室

内
に
勤

務
し
て
い

る
こ
と

。
た

だ
し
、

患
者
の
当

該

治
療
室
へ

の
入
退

室
な

ど
に
際

し
て
、
看

護
師
と

連
携

を
と
っ

て
当
該
治

療
室
内

の
患

者
の
治

療
に
支
障

が
な
い
体

制
を
確

保
し
て

い
る

場
合
は
、

一
時
的

に
当
該

治
療

室
か
ら
離

れ
て
も

差
し
支

え
な

い
。

 

ウ
 

母
体

・
胎

児
集

中
治

療
室

管
理

を
行

う
に

ふ
さ

わ
し

い
専

用
の

母
体

・
胎

児
集

中
治

療
室

を
有

し
て

お
り
、
当

該
集
中

治
療
室

の
広

さ
は
、
内

法
に
よ

る
測
定

で
、

１
床
当
た

り
1
5
平

方
メ
ー

ト
ル
以
上
で

あ
る
こ
と

。
ま
た

、
当
該

治
療

室
に
３
床

以
上
設

置
さ
れ

て
い

る
こ
と
。

 

エ
 

帝
王

切
開

術
が

必
要

な
場

合
、

3
0

分
以

内
に

児
の

娩
出

が
可

能
と

な
る

よ
う

保
険

医
療

機
関

内
に

、

医
師
そ
の

他
の
各

職
員
が

配
置

さ
れ
て
い

る
こ
と

。
 

オ
 

当
該

管
理

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

装
置

及
び

器
具

を
母

体
・

胎
児

集
中

治
療

室
内

に
常

時
備

え
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
(
ロ

)
及

び
(
ハ

)
に

つ
い

て
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
備

え
、

必

要
な

際
に

迅
速

に
使

用
で

き
、

緊
急

の
事

態
に

十
分

対
応

で
き

る
場

合
に

お
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

は

な
い
。

 

(
イ
)
 
救
急
蘇
生

装
置
（

気
管

内
挿
管
セ

ッ
ト
、

人
工
呼

吸
装

置
等
）

 

(
ロ
)
 
心
電
計

 

(
ハ
)
 
呼
吸
循
環

監
視
装

置
 

(
ニ
)
 
分
娩
監
視

装
置

 

(
ホ
)
 
超
音
波
診

断
装
置

（
カ

ラ
ー
ド
ッ

プ
ラ
ー

法
に
よ

る
血

流
測
定
が

可
能
な

も
の
に

限
る

。
）

 

カ
 

自
家

発
電

装
置

を
有

し
て

い
る

病
院

で
あ

っ
て

、
当

該
病

院
に

お
い

て
電

解
質

定
量

検
査

及
び

血
液

ガ
ス
分
析

を
含
む

必
要
な

検
査

が
常
時
実

施
で
き

る
こ
と

。
 

キ
 
原
則

と
し
て

、
当
該

治
療

室
は
バ
イ

オ
ク
リ

ー
ン
ル

ー
ム

で
あ
る
こ

と
。

 

ク
 

当
該

治
療

室
勤

務
の

医
師

は
、

当
該

治
療

室
に

勤
務

し
て

い
る

時
間

帯
は

、
当

該
治

療
室

以
外

で
の

当
直

勤
務

を
併

せ
て

行
わ

な
い

も
の

と
し

、
当

該
治

療
室

勤
務

の
看

護
師

は
、

当
該

治
療

室
に

勤
務

し

て
い
る
時

間
帯
は

、
当
該

治
療

室
以
外
で

の
夜
勤

を
併
せ

て
行

わ
な
い
も

の
と
す

る
こ
と

。
 

 
(
２
)
 
新
生
児
集
中

治
療
室

管
理
料
に

関
す
る

施
設
基

準
 

ア
 
 
「
疾
病
・
事

業
及
び

在
宅

医
療
に
係

る
医
療

提
供
体

制
に

つ
い
て
」

（
平
成

2
9

年
３

月
3
1

日
医
政

地
発

0
3
3
1
第
３
号

）
に
規

定
す
る
総
合

周
産
期

母
子
医

療
セ

ン
タ
ー
又

は
地
域

周
産
期

母
子

医
療
セ
ン

タ
ー
の
い

ず
れ
か

で
あ
る

こ
と

。
 

イ
 
第
５

の
１
の
(
１
)
か

ら
(
７
)
ま
で
を
全

て
満
た

し
て
い

る
こ
と
。

 

ウ
 
当
該

治
療
室

に
病
床

が
６

床
以
上
設

置
さ
れ

て
い
る

こ
と

。
 

（ ）（ ） 783782

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

新
生

児
及

び
６

歳
未

満
の

乳
幼

児
の

入
院

を
伴

う
手

術
件

数
が

年
間

2
0
0
件

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
」

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
１

－
４

」
小

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

２
」

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
又

は
区

分
番

号
「

Ａ

３
０

３
の

２
」

新
生

児
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

年
間

の
小

児
緊

急
入

院
患

者
数

が
8
0
0

件
以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

小
児

緊
急

入
院

患
者

数
と

は
、

次
に

掲
げ

る
患

者
数

の
合

計
を

い
う

。
 

(
イ

)
 

救
急

搬
送

（
特

別
の

関
係

に
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

す
る

患
者

又
は

通
院

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

よ
り

緊
急

入
院

し
た

1
5
歳

未
満

の
患

者
数

 

(
ロ

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

を
受

診
し

た
患

者
で

あ
っ

て
、

医
師

が
診

察
等

の
結

果
、

緊
急

に
入

院
が

必
要

と
認

め
た

1
5
歳

未
満

の
患

者
数

 

(
ハ

)
 

出
生

直
後

に
集

中
治

療
の

た
め

に
入

院
し

た
新

生
児

の
患

者
数

 

 
(
５

)
 

小
児

入
院

医
療

管
理

料
２

を
算

定
し

よ
う

と
す

る
保

険
医

療
機

関
で

は
、

入
院

を
要

す
る

小
児

救
急

医

療
の

提
供

を
2
4
時

間
3
6
5
日
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

 
３

 
小

児
入

院
医

療
管

理
料

の
注

２
に

規
定

す
る

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

当
該

病
棟

に
小

児
入

院
患

者
を

専
ら

対
象

と
す

る
保

育
士

が
１

名
以

上
常

勤
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

内
法

に
よ

る
測

定
で

3
0

平
方

メ
ー

ト
ル

の
プ

レ
イ

ル
ー

ム
が

あ
る

こ
と

。
プ

レ
イ

ル
ー

ム
に

つ
い

て
は

、

当
該

病
棟

内
（

小
児

入
院

医
療

管
理

料
５

に
お

い
て

は
、

主
と

し
て

小
児

が
入

院
す

る
病

棟
）

に
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

(
３

)
 

プ
レ

イ
ル

ー
ム

内
に

は
、

入
院

中
の

小
児

の
成

長
発

達
に

合
わ

せ
た

遊
具

、
玩

具
、

書
籍

等
が

あ
る

こ
と

。
 

４
 

小
児

入
院

医
療

管
理

料
の

注
４

に
規

定
す

る
加

算
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

小
児

入
院

医
療

管
理

料
３

、
４

又
は

５
を

届
け

出
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

病
棟

に
小

児
入

院
患

者
を

専
ら

対
象

と
す

る
保

育
士

が
１

名
以

上
常

勤
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

内
法

に
よ

る
測

定
で

3
0

平
方

メ
ー

ト
ル

の
プ

レ
イ

ル
ー

ム
が

あ
る

こ
と

。
プ

レ
イ

ル
ー

ム
に

つ
い

て
は

、

当
該

病
棟

内
（

小
児

入
院

医
療

管
理

料
５

に
お

い
て

は
、

主
と

し
て

小
児

が
入

院
す

る
病

棟
）

に
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

(
４

)
 

プ
レ

イ
ル

ー
ム

内
に

は
、

入
院

中
の

小
児

の
成

長
発

達
に

合
わ

せ
た

遊
具

、
玩

具
、

書
籍

等
が

あ
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
他

の
保

険
医

療
機

関
か

ら
転

院
し

て
き

た
患

者
（

転
院

前
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
又

は
総

合
周

産
期

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
「

２
」

新
生

児
集

中
治

療
室

管
理

料
を

算
定

し
た

患
者

に
限

る
。

）
が

直
近

１
年

間
に

５
名

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
1
5

歳
未

満
の

超
重

症
児

又
は

準
超

重
症

児
（

医
療

型
短

期
入

所
サ

ー
ビ

ス
費

又

は
医

療
型

特
定

短
期

入
所

サ
ー

ビ
ス

費
を

算
定

す
る

短
期

入
所

の
者

を
含

む
。

）
が

直
近

１
年

間
に

1
0

名

以
上

入
院

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

入
院

に
つ

い
て

は
、

合
わ

せ
て

１
名

と
し

て
計

上
す

る
こ

と
。

 

５
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

 
 

 
小

児
入

院
医

療
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

９
、

様
式

4
8
か

ら
様

式
4
8
の

３
ま

で

を
用

い
る

こ
と

。
 

 
 

第
1
1
 

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
 

１
 

通
則
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 第
９
 
特

殊
疾
患

入
院
医

療
管

理
料

 

 
１
 
特

殊
疾
患

入
院
医

療
管

理
料
に
関

す
る
施

設
基
準

 

(
１
)
 
当
該
病
室

の
入
院

患
者

数
の
概
ね

８
割
以

上
が
、

脊
髄

損
傷
等
の

重
度
障

害
者
、

重
度

の
意
識
障

害
者
、

 

筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ

ー
患
者

又
は

神
経
難
病

患
者
で

あ
る
こ

と
。

な
お
、
重

度
の
意

識
障
害

者
と

は
、
次
に

掲
 

げ
る
も
の

を
い
う

も
の
で

あ
り

、
病
因
が

脳
卒
中

の
後
遺

症
で

あ
っ
て
も

、
次
の

状
態
で

あ
る

場
合
に
は

、
 

重
度
の
意

識
障
害

者
と
な

る
。

 

ア
 
意
識

障
害
レ

ベ
ル
が

Ｊ
Ｃ

Ｓ
(
J
a
p
an
 
Co
m
a 
S
ca

l
e)
で
Ⅱ
－
３
（
又

は
3
0
）
以
上

又
は

Ｇ
Ｃ
Ｓ
（
G
l
a

s
g
o
w 
C
om
a
 S
c
al
e
）
で
８
点
以
下
の
状

態
が
２

週
以
上

持
続

し
て
い
る

患
者

 

イ
 
無
動

症
の
患

者
（
閉

じ
込

め
症
候
群

、
無
動

性
無
言

、
失

外
套
症
候

群
等
）

 

(
２
)
 
当
該
病
室

を
有
す

る
当

該
病
棟
に

お
い
て

、
日
勤

時
間

帯
以
外
の

時
間
帯

に
あ
っ

て
は

看
護
要
員

が
常
時

２
人
以
上

配
置
さ

れ
て
お

り
、

そ
の
う
ち

１
名
以

上
は
看

護
職

員
で
あ
る

こ
と
。

 

(
３
)
 
当
該
病
室

に
係
る

病
室

床
面
積
は

、
患
者

１
人
に

つ
き

内
法
に
よ

る
測
定

で
、
6
.
4

平
方
メ
ー
ト

ル
以
上

で
あ
る
こ

と
。

 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

 
 
特
殊

疾
患
入

院
医
療

管
理

料
の
施
設

基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添
７

の
様
式

９
、
様

式
2
0
及
び
様
式

4
7
を

用
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
病

棟
の

配
置

図
及

び
平

面
図

（
面

積
等

が
分

か
る

も
の

。
）

を
添

付
す

る
こ

と
。

 
 

第
1
0
 
小
児
入
院

医
療
管

理
料

 

 
１
 
小

児
入
院

医
療
管

理
料

に
関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
小
児
入
院

医
療
管

理
料

１
、
２
、

３
又
は

４
と
小

児
入

院
医
療
管

理
料
５

の
双
方

を
算

定
す
る
こ

と
は
で

 

き
な
い
も

の
で
あ

る
こ
と

。
 

(
２
)
 
小
児
入
院

医
療
管

理
料

に
お
い
て

、
小
児

科
の
常

勤
の

医
師
と
は

、
小
児

科
又
は

小
児

外
科
を
専

任
す
る

常
勤
の
医

師
の
こ

と
を
い

う
。

 

(
３
)
 
小
児
入
院

医
療
管

理
料

に
お
い
て

、
週
３

日
以
上

常
態

と
し
て
勤

務
し
て

お
り
、

か
つ

、
所
定
労

働
時
間

が
週

2
2
時

間
以
上

の
勤
務

を
行
っ
て
い

る
小
児

科
又
は

小
児

外
科
の
非

常
勤
医

師
を
２

人
以

上
組
み
合

わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

の
実

労
働

時
間

を
常

勤
換

算
し

常
勤

医
師

数
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
小

児
入

院
医

療
管

理
料

１
を

算
定

す
る

病
棟

に
お

い
て
、
常

勤
換
算

し
常
勤

医
師

数
に
算
入

す
る
こ

と
が
で

き
る

の
は
、
常

勤
の
医

師
の
う

ち
1
0
名
ま
で
に

限
る
。

 

 
２
 
小

児
入
院

医
療
管

理
料

１
、
２
、

３
及
び

４
の
施

設
基

準
 

(
１
)
 
一
般
病
棟

入
院
基

本
料

又
は
専
門

病
院
入

院
基
本

料
に

係
る
届
出

を
行
っ

て
い
る

保
険

医
療
機
関

で
あ
る

こ
と

。
な

お
、

小
児

入
院

医
療

管
理

料
１

、
２

及
び

３
を

算
定

し
よ

う
と

す
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

っ
て

、

他
に

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
を

算
定

す
べ

き
病

棟
が

な
い

場
合

に
は

、
小

児
入

院
医

療
管

理
料

を
算

定
し

よ
う
と
す

る
病
棟

に
関
し

、
一

般
病
棟
入

院
基
本

料
に
係

る
届

出
を
行
う

こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
病
棟

に
お
い

て
は

、
看
護
職

員
に
よ

る
複
数

夜
勤

体
制
が
と

ら
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
同
一
保
険

医
療
機

関
内

に
小
児
入

院
医
療

管
理
料

１
、

２
及
び
３

を
算
定

す
べ
き

病
棟

と
、
小
児

入
院
医

 

療
管
理
料

４
を
算

定
す
べ

き
病

室
を
持
つ

病
棟
と

は
混
在

す
る

こ
と
が
で

き
る
も

の
で
あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
小
児
入
院

医
療
管

理
料

１
を
算
定

し
よ
う

と
す
る

保
険

医
療
機
関

で
は
、

次
に
掲

げ
る

要
件
を
全

て
満
た

（ ）（ ） 785784

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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ョ
ン
を
要

す
る
状

態
の
患

者
の

延
入
院
日

数
 

(
９
)
 
他
の
保
険

医
療
機

関
へ

転
院
し
た

者
等
と

は
、
同

一
の

保
険
医
療

機
関
の

当
該
入

院
料

に
係
る
病

棟
以
外

の
病

棟
へ

転
棟

し
た

患
者

、
他

の
保

険
医

療
機

関
（

有
床

診
療

所
入

院
基

本
料

（
別

添
２

の
第

３
の

５
の

(
１

)
の

イ
の

(
イ

)
に

該
当

す
る

も
の

に
限

る
。

）
を

算
定

す
る

病
床

を
除

く
。

）
へ

転
院

し
た

患
者

及
び

介
護

老
人

保
健

施
設

に
入

所
す

る
患

者
の

こ
と

を
い

う
。

な
お

、
退

院
患

者
の

う
ち

の
他

の
保

険
医

療
機

関
へ

転
院

し
た

者
等

を
除

く
者

の
割

合
は

、
次

の
ア

に
掲

げ
る

数
を

イ
に

掲
げ

る
数

で
除

し
て

算
出

す
る

も
の
で
あ

る
こ
と

。
 

ア
 

直
近

６
か

月
間

に
退

院
し

た
患

者
数

（
第

２
部

通
則

５
に

規
定

す
る

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
患

者
及

び
死

亡
退

院
し

た
患

者
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

他
の

保
険

医
療

機
関

へ
転

院
し

た
者

等
を

除

く
患
者
数

 

イ
 

直
近

６
か

月
間

に
退

院
し

た
患

者
数

（
第

２
部

通
則

５
に

規
定

す
る

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
患

者
及

び
死

亡
退

院
し

た
患

者
を

除
き

、
他

の
保

険
医

療
機

関
へ

転
院

し
た

者
等

を
含

む
。

た
だ

し
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

当
該

入
院

料
に

係
る

病
棟

以
外

の
病

棟
（

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
、

特
定

機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

又
は

専
門

病
院

入
院

基
本

料
を

算
定

す
る

病
棟

に
限

る
。

）
へ

転
棟

し
た

患
者

及
び

他
の

保
険

医
療

機
関

に
転

院
し

た
患

者
（

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
、

特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

又
は

専
門

病
院

入
院

基
本

料
を

算
定

す
る

病
棟

に

限
る

。
）

を
除

く
。

な
お

、
当

該
患

者
の

数
及

び
各

患
者

の
症

状
詳

記
の

一
覧

を
、

届
出

の
際

に
添

付

の
上
提
出

す
る
こ

と
。
）

 

(
1
0
)
 
次
に
掲
げ
る
も
の

を
少

な
く
と
も

３
か
月

ご
と
に

当
該

保
険
医
療

機
関
内

に
掲
示

す
る

等
の
方
法

で
公
開

す
る
こ
と

。
 

ア
 

前
月

ま
で

の
３

か
月

間
に

当
該

保
険

医
療

機
関

の
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
か

ら
退

棟
し

た
患

者
の

数
及

び
当

該
退

棟
患

者
数

の
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

別
表

第
九

の
二

に
掲

げ
る

回
復

期

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
を

要
す

る
状
態
の

区
分
別

内
訳

 

イ
 

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

に
お

け
る

直
近

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
績

指
数

（
「

診
療

報
酬

の
算

定
方

法
の

一
部

改
正

に
伴

う
実

施
上

の
留

意
事

項
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医

発
●

第
●

号
）

別
添

１
第

１
章

第
２

部
第

３
節

Ａ
３

０
８

（
1
1
）

イ
に

示
す

方
法

に
よ

っ
て

算
出

し
た

も
の
を
い

う
。
以

下
第

1
1
に
お
い
て
同

じ
。
）

 

(
1
1
)
 
特
定
機
能
病
院
（

医
療

法
第
４
条

の
２
第

１
項
に

規
定

す
る
特
定

機
能
病

院
を
い

う
。

以
下
同
じ

。
）
以

外
の
保
険

医
療
機

関
で
あ

る
こ

と
。

 

２
 
回
復

期
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
病
棟

入
院
料

１
及
び

２
の

施
設
基
準

 

(
１
)
 
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

科
を
標
榜

し
て
お

り
、
当

該
病

棟
に
専
任

の
医
師

１
名
以

上
、

専
従
の
理

学
療
法

士
３

名
以

上
、

作
業

療
法

士
２

名
以

上
、

言
語

聴
覚

士
１

名
以

上
、

専
任

の
管

理
栄

養
士

１
名

以
上

（
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
を

算
定

す
る

も
の

に
限

る
。

）
及

び
在

宅
復

帰
支

援
を

担
当

す
る

専
任

の
社

会
福

祉
士

等
１

名
以

上
の

常
勤

配
置

を
行

う
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し
て
お

り
、
か

つ
、
所

定
労

働
時
間
が

週
2
2
時

間
以
上

の
勤
務
を
行

っ
て
い

る
専
従

の
非

常
勤
理
学

療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

士
、

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

が
そ

れ
ぞ

れ
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
こ

れ
ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
実

労
働

時
間

を
常

勤
換

算
し

常
勤

理
学

療
法

士
、

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
常
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(
１
)
 
心
大
血
管

疾
患
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
、

脳
血

管
疾
患
等

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)

若
し

く
は

(
Ⅲ

)
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
若

し
く

は
(
Ⅱ

)
又

は
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
の
届

出
を
行

っ
て

い
る
こ
と

。
 

(
２
)
 
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
病

棟
に
係

る
病
室

の
床

面
積
は
、

内
法
に

よ
る
測

定
で

、
患
者
１

人
に
つ

き
、
6
.
4
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上

で
あ
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
患
者
の
利

用
に
適

し
た

浴
室
及
び

便
所
が

設
け
ら

れ
て

い
る
こ
と

。
 

(
４
)
 
病
室
に
隣

接
す
る

廊
下

の
幅
は
内

法
に
よ

る
測
定

で
、

1
.
8

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ

る
こ

と
が
望
ま

し
い
。

た
だ
し
、

両
側
に

居
室
が

あ
る

廊
下
の
幅

は
、
2
.
7
メ
ー
ト
ル

以
上
で
あ

る
こ
と

が
望
ま

し
い

。
 

(
５
)
 
別
添
６
の

別
紙

1
9
又
は
別
紙

2
0
に
基
づ
き

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の

実
施
計

画
の

作
成
の
体

制
及
び

適

切
な

当
該

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

効
果

、
実

施
方

法
等

を
定

期
的

に
評

価
す

る
体

制
が

と
ら

れ
て

い
る

こ
と
。

 

(
６
)
 
当
該
病
棟

へ
の
入

院
時

等
に
測
定

す
る
日

常
生
活

機
能

評
価
に
つ

い
て
は

、
別
添

６
の

別
紙

2
1

を
用
い

て
測

定
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

産
科

患
者

、
1
5

歳
未

満
の

小
児

患
者

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定

す
る

患
者

及
び

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
の

別
表

第
二

の
二

十
三

に
該

当
す

る
患

者
に

対
し

て
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
の

対
象

と
な

る
手

術
、

検
査

又
は

放
射

線
治

療
を

行
っ

た
場

合
（

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
（

令
和

２
年

厚
生

労
働

省
告

示
○

号
）

第
十

の
三

（
３

）
及

び
四

に
係

る
要

件
以

外
の

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

に
係

る
要

件
を

満
た

す
場

合
に

限
る

。
）

は
対

象
か

ら
除

外
す

る
。

当
該

日
常

生
活

機
能

評
価

票
の

記
入

は
、

院
内

研
修

を
受

け
た

も
の

が
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

院
内

研
修

は
、

次
に

掲
げ

る
所

定
の

研
修

を
修

了
し

た
も

の
（

修
了

証
が

交
付

さ
れ

て
い

る
も

の
）

又
は

評
価
に
習

熟
し
た

も
の
が

行
う

研
修
で
あ

る
こ
と

が
望
ま

し
い

。
 

ア
 
国
又

は
医
療

関
係
団

体
等

が
主
催
す

る
研
修

で
あ
る

こ
と

（
１
日
程

度
）

 

イ
 
講
義

及
び
演

習
に
よ

り
、

次
の
項
目

を
行
う

研
修
で

あ
る

こ
と

 

（
イ
）
 

日
常
生

活
機
能

評
価

の
考
え
方

、
日
常

生
活
機

能
評

価
票
の
構

成
と
評

価
方
法

 

（
ロ
）
 

日
常
生

活
機
能

評
価

に
係
る
院

内
研
修

の
企
画

・
実

施
・
評
価

方
法

 

 
(
７

)
 

毎
年

７
月

に
お

い
て

、
１

年
間

（
前

年
７

月
か

ら
６

月
ま

で
の

間
。

）
に

当
該

入
院

料
を

算
定

す
る

病

棟
に
入
院

し
て
い

た
患
者

の
日

常
生
活
機

能
評
価

に
つ
い

て
、

別
添
７
の

様
式

4
9

の
４
に

よ
り
地
方
厚

生

（
支

）
局

長
に

報
告

を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
毎

年
７

月
に

お
い

て
、

各
年

度
４

月
、

７
月

、
1
0

月
及

び
１

月
に

お
い

て
「

診
療

報
酬

の
算

定
方

法
の

一
部

改
正

に
伴

う
実

施
上

の
留

意
事

項
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

●
第

●
号

）
別

添
１

の
Ａ

３
０

８
の

（
1
1
）

の
ア

及
び

イ
で

算
出

し
た

内
容

等
に

つ

い
て
、
別

紙
様
式

4
5
を
用
い

て
地
方
厚

生
（
支

）
局
長

に
報

告
を
行
う

こ
と
。

 

(
８
)
 
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
を

要
す
る

状
態
の

患
者

に
対
す
る

１
日
当

た
り
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
提

供
単

位
数

は
平

均
２

単
位

以
上

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
次

の
ア

に
掲

げ
る

数
を

イ
に

掲
げ

る
数

で
除

し
て

算
出
す
る

も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

ア
 

直
近

１
か

月
間

に
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
に

入
院

す
る

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
要

す
る

状
態

の
患

者
(
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
」

別
表

第
九

の
二

に
掲

げ
る

状
態

の
患

者
。

以

下
同

じ
。

)
に

対
し

て
提

供
さ

れ
た

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
呼

吸
器

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
総

単
位

数
（

そ
の

費
用

が
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

に
含

ま

れ
る
も
の

及
び
選

定
療
養

と
し

て
行
わ
れ

た
も
の

を
除
く

。
）

 

イ
 

直
近

１
か

月
間

に
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
に

入
院

し
て

い
た

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

（ ）（ ） 785784

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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点
以

上
改

善
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
休

日
を

含
め

全
て

の
日

に
お

い
て

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
で

き
る

体
制

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

提
供

体
制

に
つ

い
て

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
そ

の
他

の
病

床
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
状

況
を

踏
ま

え
、

適
切

な
体

制
を

と
る

こ
と

と
す

る
が

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

提
供

さ
れ

る
患

者
に

対
し

、
休

日
の

１
日

当
た

り
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

提
供

単
位

数
も

平
均

２
単

位
以

上
で

あ
る

な
ど

、
曜

日
に

よ
り

著
し

い
提

供
単

位
数

の
差

が
な

い
よ

う
な

体
制

と
す

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

当
該

病
棟

に
配

置
さ

れ
て

い
る

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

若
し

く
は

（
１

）
に

規
定

す
る

常
勤

換
算

の
対

象
と

な
る

専
従

の
非

常
勤

の
理

学
療

法
士

又
は

専
従

の
常

勤
作

業
療

法
士

若
し

く
は

（
１

）
に

規
定

す
る

常
勤

換
算

の
対

象
と

な
る

専
従

の
非

常
勤

作
業

療
法

士
の

う
ち

１
名

以
上

が
い

ず
れ

の
日

に
お

い
て

も
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

看
護

又
は

看
護

補
助

を
行

う
看

護
要

員
の

配
置

が
当

該
保

険
医

療
機

関
の

休
日

に
お

い
て

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
支

障
と

な
ら

な
い

よ
う

配
慮

す
る

こ
と

。
 

(
９

)
 

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

を
算

定
し

よ
う

と
す

る
場

合
は

、
届

出
を

行
う

月
及

び
各

年
度

４
月

、
７

月
、
1
0
月

及
び

１
月

に
算

出
し

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
績

指
数

が
4
0
以

上
で

あ
る

こ

と
。

 

(
1
0
)
 

デ
ー

タ
提

出
加

算
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
基

準
に

つ
い

て
は

別
添

７
の

様
式

4
0

の
７

を
用

い
て

届
出

を
行

っ
た

時
点

で
、

当
該

入
院

料
の

届
出

を
行

う
こ

と
が

で

き
る

。
 

３
 

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
３

、
４

、
５

及
び

６
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

を
標

榜
し

て
お

り
、

当
該

病
棟

に
専

任
の

医
師

１
名

以
上

、
専

従
の

理
学

療
法

士
２

名
以

上
及

び
作

業
療

法
士

１
名

以
上

の
常

勤
配

置
を

行
う

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

従
の

非
常

勤
理

学

療
法

士
又

は
非

常
勤

作
業

療
法

士
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
常

勤
作

業
療

法
士

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
非

常
勤

作
業

療
法

士
が

そ
れ

ぞ
れ

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

非
常

勤
作

業
療

法
士

の
実

労
働

時
間

を
常

勤
換

算
し

常
勤

従
事

者
数

に
そ

れ
ぞ

れ
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
は

、

常
勤

配
置

の
う

ち
理

学
療

法
士

は
１

名
ま

で
に

限
る

。
 

な
お

、
複

数
の

病
棟

に
お

い
て

当
該

入
院

料
の

届
出

を
行

う
場

合
に

は
、

病
棟

ご
と

に
そ

れ
ぞ

れ
の

従
事

 

者
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 
ま

た
、

当
該

病
棟

に
専

任
の

管
理

栄
養

士
１

名
以

上
の

常
勤

配
置

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

。
 

(
２

)
 
 

(
１

)
に

規
定

す
る

理
学

療
法

士
及

び
作

業
療

法
士

に
つ

い
て

は
、

次
の

い
ず

れ
も

満
た

す
場

合
に

限
り

、

当
該

病
棟

に
お

い
て

現
に

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

を
算

定
し

て
い

る
患

者
及

び
当

該
病

棟
か

ら
同

一
の

保
険

医
療

機
関

の
当

該
入

院
料

に
係

る
病

棟
以

外
の

病
棟

へ
転

棟
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
の

患
者

（
在

棟
中

に
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

を
算

定
し

た
患

者
で

あ
っ

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
入

院
中

の
患

者
に

限
る

。
）

に
対

す
る

退
院

前
の

訪
問

指
導

並
び

に
当

該
病

棟
を

退
棟

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
３

か
月

以
内

の
患

者
（

在
棟

中
に

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
を

算
定

し
た

患
者

に
限

る
。

た
だ

し
、

保
険

医
療

機
関

に
入

院
中

の
患

者
又

は
介

護
老

人
保

健
施

設
に

入
所

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

対
す

る
外

来
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
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勤
言

語
聴

覚
士

数
に

そ
れ

ぞ
れ

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
常

勤
換

算
し

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
常

勤
作

業
療

法
士

数
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
は

、
常

勤
配

置
の

う
ち

理
学

療
法

士
は

２
名

、
作

業
療
法
士

は
１
名

ま
で
に

限
る

。
 

ま
た
、
回

復
期
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病

棟
入
院

料
２

を
算
定

し
よ
う
と

す
る
病

棟
で

は
、
当

該
病
棟
に

専
任
の
管

理
栄
養

士
１
名

以
上

の
常
勤
配

置
を
行

う
こ
と

が
望

ま
し
い
こ

と
。

 

な
お
、
複

数
の
病

棟
に
お

い
て

当
該
入
院

料
の
届

出
を
行

う
場

合
に
は
、

病
棟
ご

と
に
そ

れ
ぞ

れ
の
従
事

 

者
が
配
置

さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
(
１
)
に
規
定
す
る

理
学

療
法
士
、

作
業
療

法
士
及

び
言

語
聴
覚
士

に
つ
い

て
は
、

次
の

い
ず
れ
も

満
た
す

場
合

に
限

り
、

当
該

病
棟

に
お

い
て

現
に

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

及
び

当
該

病
棟

か
ら

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

当
該

入
院

料
に

係
る

病
棟

以
外

の
病

棟
へ

転
棟

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
３

か
月

以
内

の
患

者
（

在
棟

中
に

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
を

算
定

し
た

患
者

で
あ

っ
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

入
院

中
の

患
者

に
限

る
。

）
に

対
す

る
退

院
前

の
訪

問
指

導
並

び
に

当
該

病
棟

を
退

棟
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
以

内
の

患
者

（
在

棟
中

に
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

を
算

定
し

た
患

者
に

限
る

。
た

だ
し

、
保

険
医

療
機

関
に

入
院

中
の

患
者

又
は

介
護

老
人

保
健

施
設

に
入

所
す

る
患

者
を

除
く

。
）

に
対

す
る

外
来

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
訪
問
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

指
導
を
実

施
し
て

も
差
し

支
え

な
い
も
の

と
す
る

。
 

ア
 

届
出

を
行

う
月

及
び

各
年

度
４

月
、

７
月

、
1
0

月
及

び
１

月
に

算
出

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

績
指
数
が

4
0
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

イ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

に
お

い
て
、
前

月
に
、

外
来
患

者
に

対
す
る
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

又
は
訪
問

リ
 

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
指
導

を
実

施
し
て
い

る
こ
と

。
 

(
３
)
 
(
２
)
の
ア
又
は

イ
の
い

ず
れ
か
を

満
た
さ

な
い

場
合
に

は
、
(
１
)
に
規
定

す
る
理

学
療

法
士
、
作

業
療
法

士
及
び
言

語
聴
覚

士
は

、
当
該

月
以
降
、
(
２
)
の

業
務

を
実
施

で
き
な
い

こ
と
と

す
る

。
な
お

、
そ
の
後

、

別
の

月
（

４
月

、
７

月
、

1
0

月
又

は
１

月
以

外
の

月
を

含
む

。
）

に
お

い
て

、
ア

及
び

イ
の

い
ず

れ
も

満

た
す
場
合

に
は
、

当
該
月

以
降

、
(
２
)
の
業
務
を

実
施
し

て
も

差
し
支
え

な
い
も

の
と
す

る
。

 

な
お
、
(
２
)
の
ア

及
び

イ
に
つ

い
て
は
、

毎
年
７

月
に

別
紙
様

式
4
5

を
用
い
て
地
方

厚
生
（

支
）
局
長

に
報
告
す

る
こ
と

と
す

る
が
、

ア
及
び
イ

の
い
ず

れ
も

満
た
す

場
合
か
ら

ア
又
は

イ
の

い
ず
れ

か
を
満
た

さ

な
く

な
っ

た
場

合
及

び
、

そ
の

後
、

別
の

月
（

４
月

、
７

月
、

1
0

月
又

は
１

月
以

外
の

月
を

含
む

。
）

に

ア
及
び
イ

の
い
ず

れ
も
満

た
す

よ
う
に
な

っ
た
場

合
に
は

、
そ

の
都
度
同

様
に
報

告
す
る

。
 

(
４

)
 

当
該

病
棟

が
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
又

は
２

を
算

定
す

る
場

合
、

重
症

の
患

者

（
別
添
６

の
別

紙
2
1
に
定
め

る
日
常
生

活
機
能

評
価

で
1
0
点
以
上
又

は
機
能

的
自
立

度
評

価
法
（
F
u
n
c
t

i
o
n
al
 
In
d
ep
e
nd
e
nc
e
 M
e
as
ur
e
、
以
下
「
Ｆ
Ｉ

Ｍ
」
と

い
う

。
）
得
点

で
5
5
点

以
下
の

患
者
を
い
う

。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
同

じ
。

）
が

新
規

入
院

患
者

の
う

ち
３

割
以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

そ
の

割
合

は
、
次
の

ア
に
掲

げ
る
数

を
イ

に
掲
げ
る

数
で
除

し
て
算

出
す

る
も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

ア
 

直
近

６
か

月
間

に
当

該
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
に

新
た

に
入

院
し

た
患

者
（

第
２

部
通

則
５
に
規

定
す
る

入
院
期

間
が

通
算
さ
れ

る
再
入

院
の
患

者
を

除
く
。
）

の
う
ち

の
重
症

の
患

者
数

 

イ
 

直
近

６
か

月
間

に
当

該
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
に

新
た

に
入

院
し

た
患

者
数

（
第

２
部

通
則
５
に

規
定
す

る
入
院

期
間

が
通
算
さ

れ
る
再

入
院
の

患
者

数
を
除
く

。
）

 

 
 
 
(
５
)
 
直
近
６
か

月
間
に

当
該
病
棟

を
退
院

し
た

患
者
で

あ
っ
て
、

入
院
時

の
判
定

で
重

症
で
あ
っ

た
も
の

（
第

２
部
通
則

５
に
規

定
す

る
入
院

期
間
が
通

算
さ
れ

る
再

入
院
の

患
者
を
除

く
。
）

の
う

ち
、
３

割
以
上
の

患

者
が

退
院

時
に

お
い

て
入

院
時

と
比

較
し

て
日

常
生

活
機

能
評

価
で

４
点

以
上

又
は

Ｆ
Ｉ

Ｍ
総

得
点

で
1
6

（ ）（ ） 787786

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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る
こ
と
。

 

４
 
休
日

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
提
供
体

制
加
算

の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
病

棟
入
院

料
３
、

４
、

５
又
は
６

の
届
出

を
行
っ

て
い

る
こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

お
い
て
、

休
日
を

含
め
全

て
の

日
に
お
い

て
、
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
を

提
供
で

き
る

体
制

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

提
供

体
制

に
つ

い
て

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
そ

の
他

の
病

床
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
状

況
を

踏
ま

え
、

適
切

な
体

制
を

と
る

こ
と

と
す

る
が

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

提
供

さ
れ

る
患

者
に

対
し

、
休

日
の

１
日

当
た

り
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

提
供

単
位

数
も

平
均

２
単

位
以

上
で

あ
る

な
ど

、
曜

日
に

よ
り

著
し

い
提

供
単

位
数
の
差

が
な
い

よ
う
な

体
制

と
す
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
当
該
病
棟

に
配
置

さ
れ

て
い
る
専

従
の
常

勤
理
学

療
法

士
若
し
く

は
３
の

（
１
）

に
規

定
す
る
常

勤
換
算

対
象

と
な

る
専

従
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

専
従

の
常

勤
作

業
療

法
士

若
し

く
は

３
の

（
１

）
に

規
定

す
る

常
勤

換
算

の
対

象
と

な
る

専
従

の
非

常
勤

作
業

療
法

士
の

う
ち

１
名

以
上

が
い

ず
れ

の
日

に
お

い
て

も
配
置
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
４
)
 
当
該
病
棟

に
お
い

て
看

護
又
は
看

護
補
助

を
行
う

看
護

要
員
の
配

置
が
当

該
保
険

医
療

機
関
の
休

日
に
お

い
て
も
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

を
提
供
す

る
支
障

と
な
ら

な
い

よ
う
配
慮

す
る
こ

と
。

 

５
 
体
制

強
化
加

算
１
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
病

棟
入
院

料
１
又

は
２

の
届
出
を

行
っ
て

い
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
当
該
病
棟

に
専
従

の
常

勤
医
師
１

名
以
上

及
び
専

従
の

常
勤
社
会

福
祉
士

１
名
以

上
が

配
置
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

 

(
３
)
 
(
２
)
に
掲
げ
る
医

師
に

つ
い
て
は

、
次
の

い
ず
れ

も
満

た
す
こ
と

。
 

ア
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
医

療
に
関
す

る
３
年

以
上
の

経
験

を
有
し
て

い
る
こ

と
。

 

イ
 
適
切

な
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
に
係

る
研
修

を
修
了

し
て

い
る
こ
と

。
 

(
４
)
 
(
３
)
の
イ
に
掲
げ

る
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
に
係

る
研

修
と
は
、

医
療
関

係
団
体

等
が

開
催
す
る

回
復
期

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

に
関

す
る

理
論

、
評

価
法

等
に

関
す

る
総

合
的

な
内

容
を

含
む

数
日

程
度

の
研
修
（

修
了
証

が
交
付

さ
れ

る
も
の
）

で
あ
り

、
研
修

期
間

は
通
算
し

て
1
4
時

間
程
度

の
も
の
を
い

う
。

な
お
、
当

該
研
修

に
は
、

次
の

内
容
を
含

む
も
の

で
あ
る

こ
と

。
 

ア
 
回
復

期
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
の
総

論
 

イ
 
脳
血

管
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 

ウ
 
運
動

器
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 

エ
 
回
復

期
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
に
必

要
な
評

価
 

オ
 
高
次

脳
機
能

障
害

 

カ
 
摂
食

嚥
下
、

口
腔
ケ

ア
 

キ
 
地
域

包
括
ケ

ア
 

(
５
)
 
(
２
)
に
掲
げ
る
社

会
福

祉
士
に
つ

い
て
は

、
退
院

調
整

に
関
す
る

３
年
以

上
の
経

験
を

有
す
る
者

で
あ
る

こ
と
。

 

６
 
体
制

強
化
加

算
２
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 
体
制
強
化

加
算
１

の
(
１
)
、
(
３
)
か
ら
(
５
)
ま
で
及

び
(
２
)
に
お
い
て

「
専
従

の
常

勤
医
師
１

名
以
上

」

を
「
専
従

の
常
勤

医
師
２

名
以

上
」
と
読

み
替
え

た
も
の

を
満

た
す
こ
と

。
 

(
２
)
 
当
該
病
棟

に
専
従

す
る

常
勤
医
師

の
う
ち

２
名
は

、
以

下
の
ア
か

ら
エ
ま

で
の
全

て
を

満
た
し
て

い
れ
ば

、

当
該

病
棟

の
業

務
に

従
事

す
る

と
さ

れ
て

い
な

い
日

や
時

間
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

（ ）（ ） 787786

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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病
棟

の
入

院
患

者
の

数
が

1
3

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

１
以

上
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
当

該
病

棟

又
は

病
室

を
含

む
病

棟
に

お
い

て
、

１
日

に
看

護
を

行
う

看
護

職
員

が
本

文
に

規
定

す
る

数
に

相
当

す
る

数
以

上
で

あ
る

場
合

に
は

、
当

該
病

棟
に

お
け

る
夜

勤
を

行
う

看
護

職
員

の
数

は
、

本
文

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

２
以

上
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

看
護

職
員

の
最

小
必

要
数

の
７

割
以

上
が

看
護

師
で

あ
る

こ
と

。

な
お

、
注

２
の

届
出

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、
当

該
病

棟
又

は
病

室
を

含
む

病
棟

に
お

い
て

、
１

日
に

看
護

を
行

う
看

護
職

員
の

数
は

、
常

時
、

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
の

数
が

1
5

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と

に
１

以
上

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

当
該

病
棟

又
は

病
室

を
含

む
病

棟
に

お
い

て
、

１
日

に
看

護
を

行
う

看
護

職
員

が
本

文
に

規
定

す
る

数
に

相
当

す
る

数
以

上
で

あ
る

場
合

に
は

、
当

該
病

棟
に

お
け

る
夜

勤
を

行
う

看
護

職
員

の
数

は
、

本
文

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

２
以

上
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

看
護

職
員

の
最

小
必

要
数

の
４

割
以

上
が

看
護

師
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

入
院

料
を

算
定

す
る

も
の

と
し

て
届

け
出

て
い

る
病

床
又

は
病

室
に

、
直

近
３

月
に

お
い

て
入

院
し

て
い

る
全

て
の

患
者

の
状

態
に

つ
い

て
、

別
添

６
の

別
紙

７
の

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅰ
又

は
Ⅱ

に
係

る
評

価
票

に
お

け
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

処
置

等
の

項
目

（
Ａ

項
目

）
及

び
手

術
等

の
医

学
的

状
況

の
項

目
（

Ｃ
項

目
）

を
用

い
て

測
定

し
、

そ
の

結
果

、
当

該
病

床
又

は
当

該
病

室
へ

入
院

す
る

患
者

全
体

に
占

め
る

基
準

を
満

た
す

患
者

（
別

添
６

の
別

紙
７

に
よ

る
評

価
の

結
果

、
看

護
必

要
度

評
価

票
Ａ

項
目

の
得

点
が

１
点

以
上

の
患

者
又

は
Ｃ

項
目

の
得

点
が

１
点

以
上

の
患

者
を

い
う

。
）

の
割

合
が

、
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

で
１

割
４

分
以

上
、

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅱ
で

１
割

１
分

以
上

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

産
科

患
者

、
1
5

歳
未

満
の

小
児

患
者

、

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者
及

び
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

の
別

表
第

二
の

二
十

三
に

該
当

す
る

患
者

に
対

し
て

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

の
対

象
と

な
る

手
術

、
検

査
又

は
放

射
線

治
療

を
行

っ
た

場
合

（
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

第
十

の
三

（
３

）
及

び
四

に
係

る
要

件
以

外
の

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

に
係

る
要

件
を

満
た

す
場

合
に

限
る

。
）

は
対

象
か

ら
除

外
す

る
。

ま
た

、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅱ
の

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
歯

科
の

入
院

患
者

（
同

一
入

院
中

に
医

科
の

診
療

も
行

う
期

間
に

つ
い

て
は

除
く

。
）

は
、

対
象

か
ら

除
外

す
る

。
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

又
は

Ⅱ
に

係
る

評
価

票
の

記
入

（
●

●
に

掲
げ

る
「

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ａ
・

Ｃ
項

目
に

係
る

レ
セ

プ
ト

電
算

処
理

シ
ス

テ
ム

用
コ

ー
ド

一
覧

」
を

用
い

て
評

価
を

行
う

項
目

は
除

く
。

）
は

、
院

内
研

修
を

受
け

た
も

の
が

行
う

も
の

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

又
は

Ⅱ
の

い
ず

れ
を

用
い

て
評

価
を

行
う

か
は

、
入

院
料

等
の

届
出

時
に

併
せ

て
届

け
出

る
こ

と
。

な
お

、
評

価
方

法
の

み
の

変
更

を
行

う
場

合
に

つ
い

て
は

、
別

添
７

の
様

式
1
0

を
用

い
て

届
け

出
る

必
要

が
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

評
価

方
法

の
み

の
変

更
に

よ
る

新
た

な
評

価
方

法
へ

の
切

り
替

え
は

切
替

月
の

み
と

し
、

切
替

月
の

1
0
日

ま
で

に
届

け
出

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

 
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

業
務

を
担

う
部

門
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

当
該

部
門

に
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

に
係

る
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

専
従

の
看

護
師

又
は

専
従

の
社

会
福

祉
士

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
当

該
部

門
に

専
従

の
看

護
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
あ

っ
て

は
専

任
の

社
会

福
祉

士
が

、
専

従
の

社
会

福
祉

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

あ
っ

て
は

専
任

の
看

護
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

専
従

の
看

護
師

又
は

社
会

福
祉

士
に

つ
い

て
は

、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

従
の

非
常

勤
の

看
護

師
又

は
社

会
福

祉
士

（
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

業
務

に
関

す
る

十
分

な
経

験
を

有
す

る
看

護
師

又
は

社
会

福
祉

士
に

限
る

。
）

を
２

名
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
看

護
師

等
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
看

護
師

等
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し
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他
の

業
務

に
従

事
で

き
る

。
な

お
、

当
該

医
師

に
つ

い
て

、
い

ず
れ

も
他

の
施

設
基

準
に

お
い

て
専

従
医

師
と
し
て

届
け
出

る
こ
と

は
で

き
な
い
。

 

ア
 
当
該

保
険
医

療
機

関
に
お

い
て
、
前

月
に
、

外
来

患
者
に

対
す
る
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

又
は
訪
問

リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
指
導

を
実

施
し
て
い

る
こ
と

。
 

イ
 
当
該

２
名
の

医
師

そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い

て
、
当

該
病

棟
の
業

務
に
従
事

す
る
曜

日
、

時
間
等

を
あ
ら
か

じ

め
決
め
て

い
る
こ

と
。

 

ウ
 
週
の

う
ち

3
2

時
間
以
上

に
お
い
て

、
当
該

２
名

の
医
師

の
う
ち
少

な
く
と

も
い

ず
れ
か

１
名
が
当

該

病
棟
業
務

に
従
事

し
て
い

る
こ

と
。

 

エ
 
当
該

２
名
の

医
師
は

、
い

ず
れ
も
当

該
病
棟

業
務
に

週
に

８
時
間
以

上
従
事

し
て
い

る
こ

と
。

 

７
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

（
１

）
 

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
７

の
様

式
８

、
様

式

９
、
様
式

2
0
、
様
式

4
9
か
ら

様
式

4
9
の
７
（
様
式

4
9
の
４

を
除
く
。

）
ま
で

を
用
い

る
こ

と
。

 

 
 
(
２
)
 
異
な
る
区

分
の
回

復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
病

棟
入
院
料

を
組
み

合
わ
せ

て
届

出
を
行
う

場
合
に

あ
っ

て
は
、
別

表
１
の

い
ず
れ

か
に

該
当
す
る

組
み
合

わ
せ
で

あ
る

こ
と
。
 

 

（
３
）
 

新
た
に

回
復
期

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

病
棟
入

院
料

の
届
出
を

行
う
場

合
は
、

回
復

期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

 
 
 
 

シ
ョ
ン

病
棟
入

院
料

５
又
は
６

を
届
け

出
る
こ

と
と

し
、
そ
の

届
出
か

ら
６
月

間
に

限
り
、
（

２
）
の

規
定

 
 
 
 

に
か
か

わ
ら

ず
、
別

表
２
の
い

ず
れ
か

に
該

当
す
る

組
み
合
わ

せ
に
よ

る
届
出

を
行

う
こ
と
が

で
き
る

こ
と
。

 
 
 
 

な
お
、

回
復
期

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

病
棟
入

院
料

５
又
は
６

の
算
定

か
ら
６

月
が

経
過
し
、

当
該
病

棟
が

 
 
 
 

回
復
期

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ
ョ
ン

病
棟
入

院
料
１

、
２

、
３
又
は

４
の
施

設
基
準

を
満

た
さ
な
い

こ
と
が

明
ら

 
 
 
 

か
な
場

合
に
、

別
表

２
の
い
ず

れ
か
に

該
当
す

る
組

み
合
わ
せ

に
よ
る

届
出
を

行
う

こ
と
は
で

き
な
い

。
 

 

別
表
１
 

※
○
：

組
み
合

わ
せ

て
の
届
出

可
、
－

：
組
み

合
わ

せ
て
の
届

出
不
可

 

 
 
入
院
料
１

 
 
入
院
料
２

 
 
 
入
院
料
３

 
 
入
院
料
４

 
 
入
院
料
５

 
 
入
院
料
６

 

 
入
院
料
１

 
 

 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
○
 

 
 
 
 
－
 

 
 
 
  
－
  

 
 
 
  
－
 

 
入
院
料
２

 
 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
 
○
 

 
 
 
 
○
 

 
 
 
  
－
 

 
 
 
  
－
 

 
入
院
料
３

 
 
 
 
 
○
 

 
 
 
 
○
 

 
 
 
 
 
－
 

 
 
 
  
－
 

 
 
 
  
－
 

 
入
院
料
４

 
 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
○
 

 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
  
－
 

 
 
 
  
－
 

 
入
院
料
５

 
 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
  
－
 

 
入
院
料
６

 
 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
－
 

 
 
 
 
－
 

 
 
 
  
－
 

 

 別
表
２

 

 
 
 
 
 
 
入
院
料
１
及
び

入
院

料
５

 
 
 
 
  
 
  
 
入
院
料
２
及
び
入

院
料
５

 

 
 
 
 
 
 
入
院
料
２
及
び

入
院

料
６

 
 
 
 
  
 
  
 
入
院
料
３
及
び
入

院
料
５

 

 
 
 
 
 
 
入
院
料
４
及
び

入
院

料
６

 
 
 
 
  
 
  
 
入
院
料
１
、
入
院

料
３
及
び

入
院
料

５
 

 
 
 
 
 
 
入
院
料
２
、
入

院
料

３
及
び
入

院
料
５

 
 
 
 
  
 
  
 
入
院
料
２
、
入
院

料
４
及
び

入
院
料

６
 

 第
1
2
 
地
域
包
括

ケ
ア
病

棟
入

院
料

 

１
 
地
域

包
括
ケ

ア
病
棟

入
院

料
の
施
設

基
準

 

 
(
１

)
 

当
該

病
棟

又
は

病
室

を
含

む
病

棟
に

お
い

て
、

１
日

に
看

護
を

行
う

看
護

職
員

の
数

は
、

常
時

、
当

該

（ ）（ ） 789788

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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て
い
る
と

み
な
す

こ
と
が

で
き

る
。

 

ま
た
、
当

該
病
棟

又
は

病
室
を

含
む
病
棟

に
、
専

従
の

常
勤
理

学
療
法
士

、
専
従

の
常

勤
作
業

療
法
士
又

は
専
従
の

常
勤
言

語
聴

覚
士
（

以
下
「
理

学
療
法

士
等

」
と
い

う
。
）
が

１
名
以

上
配

置
さ
れ

て
い
る
こ

と
。

な
お
、
当

該
理
学

療
法

士
等
は

、
疾
患
別

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ
ョ

ン
等
を
担

当
す
る

専
従

者
と
の

兼
務
は
で

き

な
い
も
の

で
あ
り

、
当

該
理
学

療
法
士
等

が
提
供

し
た

疾
患
別

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

等
に
つ

い
て
は
疾

患

別
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
料
等

を
算
定
す

る
こ
と

は
で

き
な
い

。
た
だ
し

、
地
域

包
括

ケ
ア
入

院
医
療
管

理

料
を
算
定

す
る
場

合
に

限
り
、

当
該
理
学

療
法
士

等
は

、
当
該

病
室
を
有

す
る
病

棟
に

お
け
る

Ａ
Ｄ
Ｌ
維

持

向
上
等
体

制
加
算

に
係

る
専
従

者
と
兼
務

す
る
こ

と
は

で
き
る

。
な
お
、

注
２
の

届
出

を
行
う

場
合
に
あ

っ

て
は
、
専

任
の
常

勤
理

学
療
法

士
、
専
任

の
常
勤

作
業

療
法
士

又
は
専
任

の
常
勤

言
語

聴
覚
士

が
１
名
以

上

配
置
さ
れ

て
い
る

こ
と

。
な
お

、
週
３
日

以
上
常

態
と

し
て
勤

務
し
て
お

り
、
か

つ
、

所
定
労

働
時
間
が

週

2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

従
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
専

従
の

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

専

従
の
非
常

勤
言
語

聴
覚

士
を
そ

れ
ぞ
れ
２

名
以
上

組
み

合
わ
せ

る
こ
と
に

よ
り
、

当
該

保
険
医

療
機
関
に

お

け
る
常
勤

理
学
療

法
士

、
常
勤

作
業
療
法

士
又
は

常
勤

言
語
聴

覚
士
の
勤

務
時
間

帯
と

同
じ
時

間
帯
に
こ

れ

ら
の
非
常

勤
理
学

療
法

士
、
非

常
勤
作
業

療
法
士

又
は

非
常
勤

言
語
聴
覚

士
が
そ

れ
ぞ

れ
配
置

さ
れ
て
い

る

場
合
に
は

、
そ
れ

ぞ
れ
の

基
準

を
満
た
す

こ
と
と

み
な
す

こ
と

が
で
き
る

。
 

(
４
)
 
デ
ー
タ
提

出
加
算

に
係

る
届
出
を

行
っ
て

い
る
こ

と
。

ま
た
、
当

該
基
準

に
つ
い

て
は

別
添
７
の

様
式

4

0
の
７
を
用
い

て
届
出

を
行
っ

た
時
点
で

、
当
該

入
院
料

の
届

出
を
行
う

こ
と
が

で
き
る

。
 

(
５
)
 
特
定
機
能

病
院
以

外
の

保
険
医
療

機
関
で

あ
る
こ

と
。

 

(
６
)
 
心
大
血
管

疾
患
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
、

脳
血

管
疾
患
等

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)

若
し

く
は

(
Ⅲ

)
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
若

し
く

は
(
Ⅱ

)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
又
は
が

ん
患
者

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

料
の
届

出
を

行
っ
て
い

る
こ
と

。
 

(
７
)
 
(
６
)
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
を

提
供
す

る
患
者

に
つ

い
て
は
、

１
日
平

均
２
単

位
以

上
提
供
し

て
い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
１

患
者

が
１

日
に

算
入

で
き

る
単

位
数

は
９

単
位

ま
で

と
す

る
。

な
お

、
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

に
包

括
さ

れ
て

お
り

、
費

用
を

別
に

算
定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
た

め
、

当
該

病
棟

又
は

病
室

を
含

む
病

棟
に

専
従

の
理

学
療

法
士

等
が

提
供

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
当

該
入

院
料

を
算

定
す

る
患

者
に

提
供

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

規
定

す
る

従
事

者
１

人
あ

た
り

の
実

施
単

位
数

に
含

む
も

の
と

す
る

。
な

お
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

提
供

に
当

た
っ

て
は

、
当

該
患

者
の

入
棟

又
は

入
室

時
に

測
定

し
た

Ａ
Ｄ

Ｌ
等

を
参

考
に

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

必
要

性
を

判
断

し
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

診
療

録
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
患

者
又
は
そ

の
家
族

等
に
説

明
す

る
こ
と
。

 

 
(
８

)
 

病
室

に
隣

接
す

る
廊

下
の

幅
は

内
法

に
よ

る
測

定
で

、
1
.
8

メ
ー

ト
ル

以
上

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

た
だ
し
、

両
側
に

居
室
が

あ
る

廊
下
の
幅

は
、
2
.
7
メ
ー
ト

ル
以
上
で
あ

る
こ
と

が
望
ま

し
い

。
な
お
、

廊

下
の
幅
が

1
.
8

メ
ー
ト
ル
（

両
側
居
室

の
場
合
は

2
.
7

メ
ー
ト
ル
）

に
満
た

な
い
医

療
機

関
に
つ
い

て
は
、

全
面
的
な

改
築
等

を
行
う

ま
で

の
間
は

1
.
8

メ
ー
ト
ル
（
両

側
居
室
の

場
合
は

2
.
7

メ
ー
ト
ル
）
未

満
で

あ
っ
て
も

差
し
支

え
な
い

が
、

全
面
的
な

改
築
等

の
予
定

に
つ

い
て
年
１

回
報
告

を
行
う

こ
と

。
 

(
９

)
 

当
該

病
棟

若
し

く
は

病
室

を
含

む
病

棟
に

、
又

は
当

該
医

療
機

関
内

に
お

け
る

当
該

病
棟

若
し

く
は

病

室
を
含
む

病
棟
の

近
傍
に

患
者

の
利
用
に

適
し
た

浴
室
及

び
便

所
が
設
け

ら
れ
て

い
る
こ

と
。

 

 
(
1
0)
 

次
の
い
ず
れ

か
の
基

準
を
満
た

し
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

の
別

添
１

の
第

1
4
の
２
に
規
定

す
る
在

宅
療
養
支

援
病
院

の
届
出

を
行

っ
て
い
る

こ
と
。

 

（ ）（ ） 789788

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
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イ
 

直
近

６
か

月
間

に
退

院
又

は
転

棟
し

た
患

者
数

（
第

２
部

「
通

則
５

」
に

規
定

す
る

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
患

者
及

び
死

亡
退

院
し

た
患

者
を

除
く

。
）

 

(
２

)
 

当
該

病
室

に
入

室
し

た
患

者
の

う
ち

、
自

宅
等

か
ら

入
室

し
た

患
者

の
占

め
る

割
合

が
１

割
５

分
以

上
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
当

該
病

室
が

1
0

床
未

満
の

場
合

に
つ

い
て

は
自

宅
等

か
ら

入
室

し
た

患
者

を
前

３

月
に

お
い

て
６

人
以

上
受

け
入

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

自
宅

等
か

ら
入

室
し

た
患

者
と

は
、

自
宅

又
は

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

か
ら

入
室

し
た

患
者

の
こ

と
を

い
う

。
た

だ
し

、
当

該
入

院
料

を
算

定
す

る
病

室
を

有
す

る
病

院
に

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

が
併

設
さ

れ
て

い
る

場
合

は
当

該
有

料
老

人
ホ

ー
ム

等
か

ら
入

棟
し

た
患

者
は

含
ま

れ
な

い
。

 

(
３

)
 

自
宅

等
か

ら
入

室
し

た
患

者
の

占
め

る
割

合
は

、
直

近
３

か
月

間
に

自
宅

等
か

ら
入

室
し

た
患

者
を

直
近

３
か

月
に

当
該

病
室
に

入
室

し
た

患
者

の
数

で
除

し
て

算
出

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

当
該

病
室

に
お

い
て

自
宅

等
か

ら
の

緊
急

入
院

患
者

の
受

入
れ

が
直

近
３

か
月

間
で

６
人

以
上

で
あ

る
こ

と
。

自
宅

等
か

ら
の

緊
急

入
院

患
者

と
は

、
自

宅
又

は
有

料
老

人
ホ

ー
ム

等
か

ら
入

棟
し

た
患

者
で

、
か

つ
、

予
定

さ
れ

た
入

院
以

外
の

患
者

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
５

)
 

病
院

の
一

般
病

棟
又

は
療

養
病

棟
の

病
室

単
位

で
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

２
の

(
３

)
、

(
４

)
及

び
 
(
８

)
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

４
 

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
２

の
施

設
基

準
 

 
(
１

)
 

病
院

の
一

般
病

棟
又

は
療

養
病

棟
の

病
棟

単
位

で
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

２
の

(
１

)
 
か

ら
(
３

)
ま

で
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

許
可

病
床

数
4
0
0
床

未
満

の
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

５
 

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
２

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

病
院

の
一

般
病

棟
又

は
療

養
病

棟
の

病
室

単
位

で
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

２
の

(
３

)
及

び
(
４

)
並

び
に

３
の

(
１

)
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

６
 

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
３

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

病
院

の
一

般
病

棟
又

は
療

養
病

棟
の

病
棟

単
位

で
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

２
の

(
４

)
か

ら
(
８

)
ま

で
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 
７

 
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

３
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

病
院

の
一

般
病

棟
又

は
療

養
病

棟
の

病
室

単
位

で
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

２
の

(
４

)
及

び
(
８

)
並

び
に

３
の

(
２

)
か

ら
(
４

)
ま

で
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 
８

 
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

４
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

病
院

の
一

般
病

棟
又

は
療

養
病

棟
の

病
棟

単
位

で
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

４
の

（
３

）
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 
９

 
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

４
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

病
院

の
一

般
病

棟
又

は
療

養
病

棟
の

病
室

単
位

で
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

２
の

(
４

)
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

1
0
 

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
の

「
注

３
」

に
掲

げ
る

看
護

職
員

配
置

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

当
該

病
棟

（
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

を
算

定
す

る
場

合
は

、
当

該
病

室
を

有
す

る
病

棟
）

に
お

い
て

、
１

日
に

看
護

を
行

う
看

護
職

員
の

数
が

、
当

該
入

院
料

の
施

設
基

準
の

最
小

必
要

人
数

に
加

え
、

常
時

、
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の
数

が
5
0

又
は

そ
の

端
数

を
増

す
ご

と
に

１
以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

看
護

職
員

の
配

置
に

つ
い

て
は

、
各

病
棟

の
入

院
患

者
の

状
態

等
保

険
医

療
機

関
の

実
情

に
応

じ
、

曜
日

や
時

間
帯

に
よ

っ
て

一
定

の
範

囲
で

傾
斜

配
置

で
き

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

看
護

職
員

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
当

該
体

制
に

つ
い

（ ）（ ） 791790

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
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こ
と
。

 

1
4
 
届
出
に
関
す

る
事
項

 

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７

の
様
式
９

、
1
0
、
2
0
、
5
0
か
ら

5
0
の
３
ま
で
を
用

い
る
こ

と
。
ま
た

、
１
の
(
８
)
の

な
お

書
き
に
該

当
す
る

場

合
は

、
年

１
回

、
全

面
的

な
改

築
等

の
予

定
に

つ
い

て
別

添
７

の
様

式
5
0

又
は

5
0

の
２

に
よ

り
地

方
厚

生

（
支
）
局

長
に
報

告
す
る

こ
と

。
 

「
注

３
」

、
「

注
４

」
、

「
注

７
」

及
び

「
注

９
」

に
規

定
す

る
看

護
職

員
配

置
加

算
、

看
護

補
助

者
配

置

加
算
、
看

護
職
員

夜
間
配

置
加

算
及
び
地

域
包
括

ケ
ア
病

棟
特

別
入
院
基

本
料
の

施
設
基

準
に

係
る
届
出

は
、
別

添
７
の
様

式
８
、

様
式
９

、
様

式
1
3
の
３
、
様
式

1
8
の
３
、

様
式

5
0
及
び
様
式

5
0
の
２
を

用
い
る
こ

と
。
な

お
、
看
護

職
員
配

置
加
算

、
看

護
補
助
者

配
置
加

算
及
び

看
護

職
員
夜
間

配
置
加

算
に
係

る
前

年
度
に
お

け
る
看

護
職
員
の

負
担
の

軽
減
及

び
処

遇
の
改
善

に
資
す

る
計
画

の
取

組
状
況
を

評
価
す

る
た
め

、
毎

年
７
月
に

お
い
て

別
添
７
の

様
式

1
3

の
３
を
届

け
出
る
こ

と
。
ま

た
、
当

該
加

算
の
変
更

の
届
出

に
あ
た

り
、

直
近
７
月

に
届
け

出
た
内
容

と
変
更

が
な
い

場
合

は
、
当
該

様
式
の

届
出
を

略
す

こ
と
が
で

き
、
入

院
基
本

料
等

の
施
設
基

準
に
係

る
届
出
と

当
該
施

設
基
準

を
併

せ
て
届
け

出
る
場

合
で
あ

っ
て

、
別
添
７

の
様
式

８
及
び

９
を

用
い
る
場

合
は
、

そ
れ
ぞ
れ

の
様
式

に
ま
と

め
て

必
要
事
項

を
記
載

す
れ
ば

、
当

該
各
様
式

に
つ
い

て
１
部

の
み

の
届
出
で

差
し
支

え
な
い
。

 

ま
た

、
急

性
期

一
般

入
院

料
１

又
は

７
対

１
入

院
基

本
料

（
専

門
病

院
入

院
基

本
料

に
限

る
。

）
に

係
る

届

出
を
行
っ

て
い
る

病
棟
が

当
該

届
出
を
行

う
場
合

に
限
り

、
２

の
(
１
)
及
び
(
２
)
又
は
３

の
(
１
)
に
つ
い
て

実
績

を
要
し
な

い
。

 

な
お
、
平
成

2
6
年
３
月

3
1
日
時
点
で

1
0
対
１
入
院

基
本

料
（
一
般

病
棟
入

院
基
本

料
若

し
く
は
専

門
病
院

入
院

基
本

料
に

限
る

。
）

、
1
3

対
１

入
院

基
本

料
（

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
若

し
く

は
専

門
病

院
入

院
基

本
料

に
限
る
。

）
又
は

1
5

対
１
入

院
基
本
料

（
一
般

病
棟
入

院
基

本
料
に
限

る
。
）

を
算
定

す
る

病
院
に
お

い
て
、

地
域
包
括

ケ
ア
病

棟
入
院

料
の

届
出
を
行

っ
た
場

合
に
は

、
当

該
入
院
料

の
届
出

を
行
っ

て
い

る
期
間
に

お
い
て

、

急
性
期
一

般
入
院

料
１
又

は
７

対
１
入
院

基
本
料

の
届
出

を
行

う
こ
と
は

で
き
な

い
。

 

許
可

病
床

数
が

4
0
0

床
以

上
の

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
の

届
出

を
行

う

こ
と
は
で

き
な
い

。
た
だ

し
、

令
和
２
年

３
月

3
1

日
時
点
で

地
域
包
括

ケ
ア
病

棟
入
院

料
を

届
け
出
て

い
る
保

険
医
療
機

関
で
あ

っ
て
、

現
に

許
可
病
床

数
が

4
0
0
床
以
上
の

も
の
に
つ

い
て
は

、
当
該

時
点

で
現
に
届

け
出
て

い
る
病
棟

を
維
持

す
る
こ

と
が

で
き
る
。

 

ま
た

、
以

下
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、

届
出

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
病

棟
は

１
病

棟
に

限
る

。
た

だ
し

、
(
３

)

に
つ
い
て

、
平
成

2
8

年
１
月

１
日
時
点

で
地
域

包
括
ケ

ア
病

棟
入
院
料

１
若
し

く
は
２

を
２

病
棟
以
上

届
け
出

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

 
(
３

)
に

掲
げ

る
施

設
基

準
を

届
け

出
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

当
該
時
点

で
現
に

届
け
出

て
い

る
複
数
の

病
棟
を

維
持
す

る
こ

と
が
で
き

る
。

 

(
１
)
 
療
養
病
床

に
よ
り

届
出

を
行
う
場

合
 

(
２
)
 
許
可
病
床

数
が

2
0
0
床
（
「
基
本

診
療
料

の
施
設

基
準

等
」
別
表

第
六
の

二
に
掲

げ
る

地
域
に
所

在
す
る

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

は
2
8
0

床
）

未
満

の
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管

理
料
１
、

２
、
３

又
は
４

の
届

出
を
行
う

場
合

 

(
３
)
 
区
分
番
号

「
Ａ
３

０
０

」
救
命
救

急
入
院

料
、
区

分
番

号
「
Ａ
３

０
１
」

特
定
集

中
治

療
室
管
理

料
、
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
１

－
２

」
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
１

－
３

」
脳

卒
中

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

料
又

は
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
１

－
４

」
小

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

施
設

基
準

を
届

け
出

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
１

、
２

、
３
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て
は
、
別

添
２
の

第
２
の

1
1
の
（
３
）

の
例
に

よ
る
。

 

1
1
 
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟

入
院

料
の
「
注

４
」
に

掲
げ
る

看
護

補
助
者
配

置
加
算

の
施
設

基
準

 

(
１
)
 
当
該
病
棟

（
地
域

包
括

ケ
ア
入
院

医
療
管

理
料
を

算
定

す
る
場
合

は
、
当

該
病
室

を
有

す
る
病
棟

）
に
お

い
て

、
１

日
に

看
護

補
助

を
行

う
看

護
補

助
者

の
数

が
、

当
該

入
院

料
の

施
設

基
準

の
最

小
必

要
人

数
に

加
え
、
常

時
、
当

該
病
棟

の
入

院
患
者
の

数
が

2
5

又
は
そ

の
端
数
を
増

す
ご
と

に
１
以

上
で

あ
る
こ
と

。

な
お

、
当

該
加

算
は

、
み

な
し

看
護

補
助

者
を

除
い

た
看

護
補

助
者

の
配

置
を

行
っ

て
い

る
場

合
の

み
算

定
で
き
る

。
 

ま
た
、
看

護
補
助

者
の
配

置
に

つ
い
て
は

、
各
病

棟
の
入

院
患

者
の
状
態

等
保
険

医
療
機

関
の

実
情
に
応

 

じ
、
曜
日

や
時
間

帯
に
よ

っ
て

一
定
の
範

囲
で
傾

斜
配
置

で
き

る
こ
と
。

 

(
２
)
 
看
護
職
員

の
負
担

の
軽

減
及
び
処

遇
の
改

善
に
資

す
る

体
制
を
整

備
し
て

い
る
こ

と
。

当
該
体
制

に
つ
い

て
は
、
別

添
２
の

第
２
の

1
1
の
（
３
）

の
例
に

よ
る
。

 

(
３
)
 
看
護
補
助

者
配

置
加
算

に
係
る
看

護
補
助

業
務

に
従
事

す
る
看
護

補
助
者

は
、
基

礎
知

識
を
習
得

で
き
る

内
容
を
含

む
院
内

研
修

を
年
１

回
以
上
受

講
し
た

者
で

あ
る
こ

と
。
な
お

、
院
内

研
修

の
内
容

に
つ
い
て

は
、

別
添
２
の

第
２
の

1
1
の
(
４
)
の
例
に
よ

る
。

 

(
４
)
 
当
該
病

棟
に
お

い
て
、

看
護
職
員

と
看

護
補
助

者
と
の

業
務
内
容

及
び

業
務
範

囲
に
つ

い
て
、
年

１
回

以

上
見
直
し

を
行

う
こ
と

。
ま
た

、
所
定
の

研
修

を
修
了

し
た
（

修
了
証
が

交
付

さ
れ
て

い
る
も

の
）
看
護

師

長
等
が
配

置
さ

れ
て
い

る
こ
と

が
望
ま
し

い
こ

と
。
な

お
、
所

定
の
研
修

の
内

容
に
つ

い
て
は

、
別
添
２

の

第
２
の

1
1
の
(
５
)
の
例
に
よ

る
。

 

1
2
 
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟

入
院

料
の
「
注

７
」
に

掲
げ
る

看
護

職
員
夜
間

配
置
加

算
の
施

設
基

準
 

(
１
)
 
当
該
病

棟
（
地

域
包
括

ケ
ア
入
院

医
療

管
理
料

を
算
定

す
る
場
合

は
、

当
該
病

室
を
有

す
る
病
棟

）
に

お

い
て
、
夜

勤
を

行
う
看

護
職
員

の
数
は
、

常
時

、
当
該

病
棟
の

入
院
患
者

の
数
が

1
6

又
は
そ

の
端
数
を

増

す
ご
と
に

１
に
相

当
す
る

数
以

上
で
あ
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
認
知
症

等
の
患

者
の
割

合
は
、
当

該
入

院
料
を

算
定
す

る
も
の
と

し
て

届
け
出

て
い
る

病
床
又
は

病
室

に

入
院
し
て

い
る

全
て
の

患
者
に

対
し
別
添

６
の

別
紙
７

の
一
般

病
棟
用
の

重
症

度
、
医

療
・
看

護
必
要
度

Ⅰ

に
係
る
評

価
票

の
患
者

の
状
況

等
の
項
目

（
Ｂ

項
目
）

の
う
ち

、
認
知
症

及
び

せ
ん
妄

状
態
に

関
す
る
項

目

（
「
1
4
．
診
療

・
療
養

上
の
指

示
が
通
じ

る
」

又
は
「
1
5
．
危

険
行
動
」

）
に

該
当
す

る
患
者

の
割
合
が

、

３
割

以
上

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

産
科

患
者

、
1
5

歳
未

満
の

小
児

患
者

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定
す
る

患
者

及
び
基

本
診
療

料
の
施
設

基
準

等
（
令

和
２
年

厚
生
労
働

省
告

示
●
号

）
の
別

表
第
二
の

二

十
三
に
該

当
す

る
患
者

に
対
し

て
短
期
滞

在
手

術
等
基

本
料
２

又
は
３
の

対
象

と
な
る

手
術
、

検
査
又
は

放

射
線
治
療

を
行

っ
た
場

合
（
基

本
診
療
料

の
施

設
基
準

等
（
令

和
２
年
厚

生
労

働
省
告

示
○
号

）
第
十
の

三

（
３
）
及

び
四

に
係
る

要
件
以

外
の
短
期

滞
在

手
術
等

基
本
料

２
又
は
３

に
係

る
要
件

を
満
た

す
場
合
に

限

る
。
）
は

対
象
か

ら
除
外

す
る

。
 

(
３
)
 
看
護
職

員
の
負

担
の
軽

減
及
び
処

遇
の

改
善
に

資
す
る

体
制
を
整

備
し

て
い
る

こ
と
。

当
該
体
制

に
つ

い

て
は
、
別

添
２
の

第
２
の

1
1
の
(
３
)
の
例
に
よ

る
。

 

1
3
 
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟

入
院

料
の
「
注

８
」
に

掲
げ
る

夜
間

看
護
体
制

特
定
日

減
算
に

つ
い

て
 

 
 
当
該

減
算
は

、
許
可

病
床

数
が

1
0
0
床
未
満
の
病
院

に
お

い
て
、
夜

間
、
病

棟
の
看

護
職

員
が
一
時

的
に
救

急
 

外
来
で
勤

務
す
る

間
、

病
棟
の

看
護
職
員

体
制
は

、
看

護
職
員

１
名
を
含

め
看
護

職
員

と
看
護

補
助
者
を

合
わ
せ

て
２
名
以

上
で
あ

る
こ

と
。
た

だ
し
、
当

該
時
間

帯
の

入
院
患

者
数
が

3
0

人
以
下
の

場
合
は

、
看
護
職

員
１
名

で
差
し
支

え
な
い

。
加

え
て
、

当
該
時
間

帯
に
当

該
病

棟
の
看

護
職
員
が

一
時
的

に
救

急
外
来

で
勤
務
す

る
間
、

当
該
病
棟

の
看
護

に
支

障
が
な

い
と
当
該

病
棟
を

担
当

す
る
医

師
及
び
看

護
の
管

理
者

が
判
断

し
た
場
合

に
限
る

（ ）（ ） 791790

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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ア
を

行
う

病
棟

を
単

位
と

し
て

行
う

こ
と

。
 

(
２

)
 

夜
間

に
お

い
て

、
看

護
師

が
複

数
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

当
該

病
院

の
医

師
の

員
数

は
、

医
療

法
に

定
め

る
標

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

当
該

病
棟

内
に

緩
和

ケ
ア

を
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

複
数

の
病

棟
に

お
い

て
当

該
入

院
料

の
届

出
を

行
う

場
合

に
は

、
病

棟
ご

と
に

１
名

以
上

の
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

(
４

)
に

掲
げ

る
医

師
は

次
の

い
ず

れ
か

の
研

修
を

修
了

し
て

い
る

者
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

「
が

ん
等

の
診

療
に

携
わ

る
医

師
等

に
対

す
る

緩
和

ケ
ア

研
修

会
の

開
催

指
針

」
（

平
成

2
9

年
1
2

月
１

日
付

け
健

発
1
2
0
1

第
２

号
厚

生
労

働
省

健
康

局
長

通
知

）
に

準
拠

し
た

緩
和

ケ
ア

研
修

会
（

平
成

2
9

年
度

ま
で

に
開

催
し

た
も

の
で

あ
っ

て
、

「
が

ん
診

療
に

携
わ

る
医

師
に

対
す

る
緩

和
ケ

ア
研

修
会

の
開

催
指

針
」

に
準

拠
し

た
も

の
を

含
む

。
）

 

イ
 

緩
和

ケ
ア

の
基

本
教

育
の

た
め

の
都

道
府

県
指

導
者

研
修

会
（

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

主
催

）
等

 

(
６

)
 

当
該

病
棟

に
係

る
病

棟
床

面
積

は
、

患
者

１
人

に
つ

き
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

3
0

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

で
あ

り
、

病
室

床
面

積
は

、
患

者
１

人
に

つ
き

内
法

に
よ

る
測

定
で

、
８

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

当
該

病
棟

内
に

、
患

者
家

族
の

控
え

室
、

患
者

専
用

の
台

所
、

面
談

室
、

一
定

の
広

さ
を

有
す

る
談

話
室

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

当
該

病
棟

は
全

室
個

室
で

あ
っ

て
差

し
支

え
な

い
が

、
特

別
の

療
養

環
境

の
提

供
に

係
る

病
床

の
数

が
５

割
以

下
で

あ
る

こ
と

。
 

(
９

)
 

入
退

棟
に

関
す

る
基

準
が

作
成

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

緩
和

ケ
ア

の
内

容
に

関
す

る
患

者
向

け
の

案
内

が
作

成
さ

れ
、

患
者

・
家

族
に

対
す

る
説

明
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
1
)
 

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
を

算
定

す
る

保
険

医
療

機
関

は
、

地
域

の
在

宅
医

療
を

担
う

保
険

医
療

機
関

と
連

携
し

、
緊

急
時

に
在

宅
で

の
療

養
を

行
う

患
者

が
入

院
で

き
る

体
制

を
保

険
医

療
機

関
と

し
て

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
2
)
 

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
を

算
定

す
る

保
険

医
療

機
関

は
、

連
携

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

の
患

者
に

関
し

、

緊
急

の
相

談
等

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
2
4

時
間

連
絡

を
受

け
る

体
制

を
保

険
医

療
機

関
と

し
て

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
3
)
 

緩
和

ケ
ア

病
棟

に
お

い
て

は
、

連
携

す
る

保
険

医
療

機
関

の
医

師
、

看
護

師
又

は
薬

剤
師

に
対

し
て

、
実

習
を

伴
う

専
門

的
な

緩
和

ケ
ア

の
研

修
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
4
)
 

が
ん

診
療

の
拠

点
と

な
る

病
院

は
、

別
添

３
の

第
1
4
の

１
の

(
1
3
)
と

同
様

で
あ

る
こ

と
。

 

ま
た

、
が

ん
診

療
の

拠
点

と
な

る
病

院
又

は
公

益
財

団
法

人
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
等

が
行

う
医

療
機

 

能
評

価
を

受
け

て
い

る
病

院
に

準
じ

る
病

院
と

は
、

都
道

府
県

が
当

該
地

域
に

お
い

て
が

ん
診

療
の

中
核

 

的
な

役
割

を
担

う
と

認
め

た
病

院
又

は
公

益
財

団
法

人
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
が

定
め

る
機

能
評

価
 

（
緩

和
ケ

ア
病

院
）

と
同

等
の

基
準

に
つ

い
て

、
第

三
者

の
評

価
を

受
け

て
い

る
病

院
を

い
う

。
 
 

(
1
5
)
 

当
該

病
棟

へ
の

入
院

を
希

望
す

る
患

者
の

紹
介

を
受

け
た

場
合

に
、

(
４

)
の

医
師

が
入

院
の

適
応

を
判

断
し

、
当

該
医

師
又

は
当

該
医

師
の

指
示

を
受

け
た

看
護

職
員

が
入

院
ま

で
の

待
機

期
間

や
待

機
中

の
緊

急
時

の
対

応
方

針
等

に
つ

い
て

、
患

者
に

説
明

を
行

う
体

制
を

設
け

る
こ

と
。

 

(
1
6
)
 

以
下

の
ア

又
は

イ
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

病
棟

直
近

１
年

間
の

入
院

患
者

に
つ

い
て

、
以

下
の

（
イ

）
か

ら
（

ロ
）

ま
で

の
期

間
の

平
均

が
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又
は
４
の

届
出
を

行
う
場

合
 

 第
1
3
 
特
殊
疾
患

病
棟
入

院
料

 

 
１
 
特

殊
疾
患

病
棟
入

院
料

に
関
す
る

施
設
基

準
 

(
１
)
 
特
殊
疾
患

病
棟
入

院
料

１
又
は
２

の
施
設

基
準

 

ア
 
当
該

病
棟
に

専
任
の

医
師

が
常
勤
し

て
い
る

こ
と
。

 

イ
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
日

勤
時

間
帯

以
外

の
時

間
帯

に
あ

っ
て

は
看

護
要

員
が

常
時

２
人

以
上

配
置

さ
れ
て
お

り
、
そ

の
う
ち

１
名

以
上
は
看

護
職
員

で
あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

当
該

病
棟

に
係

る
病

棟
床

面
積

は
、

患
者

１
人

に
つ

き
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

1
6

平
方

メ
ー

ト
ル

以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

病
棟

床
面

積
の

算
定

に
当

た
っ

て
は

当
該

病
棟

内
に

あ
る

治
療

室
、

機
能

訓

練
室

、
浴

室
、

廊
下

、
デ

イ
ル

ー
ム

、
食

堂
、

面
会

室
、

ナ
ー

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

便
所

等
の

面
積

を

算
入
し
て

も
差
し

支
え
な

い
。

 

(
２
)
 
特
殊
疾
患

病
棟
入

院
料

１
の
施
設

基
準

 

当
該
病
棟

の
入
院

患
者
数

の
概

ね
８
割
以

上
が
、

脊
髄
損

傷
等

の
重
度
障

害
者
（

平
成

2
0

年
1
0

月
１

日
以

降
は

、
脳

卒
中

の
後

遺
症

の
患

者
及

び
認

知
症

の
患

者
を

除
く

。
）

、
重

度
の

意
識

障
害

者
、

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

患
者

又
は

神
経

難
病

患
者

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
重

度
の

意
識

障
害

者
と

は
、

次
に

掲
げ

る
も

の
を

い
う

も
の

で
あ

り
、

病
因

が
脳

卒
中

の
後

遺
症

で
あ

っ
て

も
、

次
の

状
態

で
あ

る
場

合
に

は
、

重
度
の
意

識
障
害

者
と
な

る
。

 

ア
 
意
識

障
害
レ

ベ
ル
が

Ｊ
Ｃ

Ｓ
(
J
a
p
an
 
Co
m
a 
S
ca
l
e)
で
Ⅱ
－
３
（
又

は
3
0
）
以
上

又
は

Ｇ
Ｃ
Ｓ
（
G
l
a

s
g
o
w 
C
om
a
 S
c
al
e
）
で
８
点
以
下
の
状

態
が
２

週
以
上

持
続

し
て
い
る

患
者

 

イ
 
無
動

症
の
患

者
（
閉

じ
込

め
症
候
群

、
無
動

性
無
言

、
失

外
套
症
候

群
等
）

 

(
３
)
 
特
殊
疾
患

病
棟
入

院
料

２
の
施
設

基
準

 

次
の
い
ず

れ
か
の

基
準
を

満
た

し
て
い
る

こ
と
。

 

ア
 
次
の

い
ず
れ

か
に
該

当
す

る
一
般
病

棟
又
は

精
神
病

棟
 

(
イ
)
 
児
童
福
祉

法
第

4
2
条

第
２
号
に

規
定
す

る
医
療

型
障

害
児
入
所

施
設
（

主
と
し

て
肢

体
不
自
由

の
あ

る
児

童
又

は
重

症
心

身
障

害
児

（
同

法
第

７
条

第
２

項
に

規
定

す
る

重
症

心
身

障
害

児
を

い

う
。
以
下

同
じ
。

）
を
入

所
さ

せ
る
も
の

に
限
る

。
）

 

(
ロ
)
 
児
童
福
祉

法
第
６

条
の

２
の
２
第

３
項
に

規
定
す

る
指

定
発
達
支

援
医
療

機
関

 

イ
 

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
数

の
概

ね
８

割
以

上
が

、
重

度
の

肢
体

不
自

由
児

（
者

）
（

日
常

生
活

自
立

度
の

ラ
ン

ク
Ｂ

以
上

に
限

る
。

）
等

の
重

度
の

障
害

者
（

た
だ

し
、

(
２

)
に

掲
げ

る
脊

髄
損

傷
等

の
重

度
障

害
者

、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
患

者
、

神
経

難
病

患
者

、
脳

卒
中

の
後

遺
症

の
患

者
及

び
認

知
症

の

患
者
（
平

成
2
0
年

1
0
月
１
日
以
降
に
限

る
。
）

を
除
く

。
）

で
あ
る
こ

と
。

 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

 
 
 
 
 
特
殊
疾
患
病
棟
入

院
料

の
施
設
基

準
に
係

る
届
出

は
、

別
添
７
の

様
式
９

、
様
式

2
0
、
様
式

2
4
の
２
及

び
様

式
5
1

を
用
い
る
こ
と
。

ま
た

、
当
該
病

棟
の
配

置
図
及

び
平

面
図
（
面

積
等
の

分
か
る

も
の

。
）
を
添

付
す
る

こ
と
。

 

 

第
1
4
 
緩
和
ケ
ア

病
棟
入

院
料

 

１
 
緩
和

ケ
ア
病

棟
入
院

料
１

に
関
す
る

施
設
基

準
等

 

(
１
)
 
主
と
し
て

悪
性
腫

瘍
患

者
又
は
後

天
性
免

疫
不
全

症
候

群
に
罹
患

し
て
い

る
患
者

を
入

院
さ
せ
、

緩
和
ケ

（ ）（ ） 793792

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
９
)
 
必
要
な
検

査
及
び

Ｃ
Ｔ

撮
影
が
必

要
に
応

じ
て
速

や
か

に
実
施
で

き
る
体

制
に
あ

る
こ

と
。
た
だ

し
、
Ｃ

Ｔ
撮

影
に

つ
い

て
は

、
他

の
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

速
や

か
に

実
施

で
き

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い
れ
ば

足
り
る

も
の
と

す
る

。
 

(
1
0
) 
 
１
月
間
の
当
該
入

院
料

を
算
定
し

て
い
る

病
棟
の

患
者

の
延
べ
入

院
日
数

の
う
ち

、
４

割
以
上
が

新
規
患

者
の
延
べ

入
院
日

数
で
あ

る
こ

と
。

 

(
1
1
) 
 
当
該
病
棟
の
年
間

の
新

規
患
者
の

う
ち
６

割
以
上

が
措

置
入
院
、

緊
急
措

置
入
院

、
医

療
保
護
入

院
、
応

急
入
院
、

鑑
定
入

院
及
び

医
療

観
察
法
入

院
の
い

ず
れ
か

に
係

る
も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

(
1
2
) 
 
以
下
の
地
域
に
お

け
る

直
近
１
年

間
に
お

け
る
措

置
入

院
、
緊
急

措
置
入

院
及
び

応
急

入
院
に
係

る
新
規

入
院
患
者

の
う
ち

、
原
則

と
し

て
４
分
の

１
以
上

、
又

は
2
0

件
以
上
の

患
者
を

当
該
病

棟
に

お
い
て
受

け

入
れ
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
当
該

保
険
医

療
機
関

の
所

在
地
の
都

道
府
県

（
政
令

市
の

区
域
を
含

む
も
の

と
す
る

。
）

 

イ
 
１
精

神
科
救

急
医
療

圏
と

１
基
幹
病

院
が
対

と
な
っ

て
明

確
に
区
分

さ
れ
た

圏
域
が

あ
る

場
合
（
例

 

え
ば
政
令

市
は
市

立
病
院

が
、

政
令
市
以

外
の
地

区
は
県

立
病

院
が
救
急

基
幹
病

院
と
な

る
。

）
は
、

 

当
該
圏
域

 

(
1
3
) 
 
当
該
病
棟
の
病
床

数
は

、
当
該
保

険
医
療

機
関
の

精
神

病
床
数

が
3
0
0
床
以
下
の

場
合

に
は

6
0
床
以

下

で
あ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
精

神
病

床
数

が
3
0
0

床
を

超
え

る
場

合
に

は
そ

の
２

割
以

下
で

あ
る

こ

と
。
た
だ

し
、
平
成

3
0

年
３

月
3
1

日
時
点
で
、
現
に

当
該

基
準
を
超

え
て
病

床
を
有

す
る

保
険
医
療

機

関
に
あ
っ

て
は
、

令
和
４

年
３

月
3
1
日
ま

で
の
間

、
当
該

時
点
で
現
に

届
け
出

て
い
る

病
床

数
を
維
持

す

る
こ
と
が

で
き
る

。
 

２
 
精
神

科
救
急

入
院
料

１
に

関
す
る
施

設
基
準

等
 

 
(
１

)
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
が

、
精

神
科

救
急

医
療

体
制

整
備

事
業

に
お

い
て

基
幹

的
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
こ
と
。

具
体
的

に
は
、

次
の

い
ず
れ
も

満
た
し

て
い
る

こ
と

。
 

ア
 
常
時

精
神
科

救
急

外
来
診

療
が
可
能

で
あ
り

、
精

神
疾
患

に
係
る
時

間
外
、

休
日

又
は
深

夜
に
お
け

る

診
療
（
電

話
等
再

診
を
除

く
。

）
件
数
の

実
績
が

年
間

1
5
0
件
以
上
、
又

は
１
の
(
1
2
)
の
ア
又

は
イ
の
地

域
に
お
け

る
人
口

１
万

人
当
た

り
1
.
87

件
以
上
で
あ

る
こ
と

。
そ
の
う

ち
初
診

患
者

（
精
神

疾
患
に
つ

い
て
過
去

３
か
月

間
に

当
該
保

険
医
療
機

関
に
受

診
し

て
い
な

い
患
者
）

の
件
数
が

3
0

件
以

上
又
は
２

割
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

イ
 
精
神

疾
患
に

係
る

時
間
外

、
休
日
又

は
深
夜

に
お

け
る
入

院
件
数
の

実
績
が

年
間

4
0

件
以
上
又
は

ア

の
地
域
に

お
け
る

人
口
１

万
人

当
た
り

0
.
5
件
以
上
で

あ
る
こ

と
。
そ
の

う
ち
８

件
以
上

又
は

２
割
以
上

は
、
精
神

科
救
急

情
報

セ
ン
タ

ー
・
精
神

医
療
相

談
窓

口
（
精

神
科
救
急

医
療
体

制
整

備
事
業

）
、
救
急

医
療
情
報

セ
ン
タ

ー
、

他
の
医

療
機
関
、

都
道
府

県
（

政
令
市

の
地
域
を

含
む
も

の
と

す
る
。

以
下
こ
の

項
に
お
い

て
同
じ

。
）
、

市
町

村
、
保
健

所
、
警

察
、
消

防
（

救
急
車
）

か
ら
の

依
頼
で

あ
る

こ
と
。

 

ウ
 
複
数

の
病
棟

に
お

い
て
当

該
入
院
料

の
届
出

を
行

う
場
合

に
つ
い
て

は
、
ア

及
び

イ
の
「

件
以
上
」

を

「
に
届
出

病
棟
数

を
乗
じ

た
数

以
上
」
と

読
み
替

え
る
こ

と
。

 

エ
 
全
て

の
入
院

形
式
の

患
者

受
入
れ
が

可
能
で

あ
る
こ

と
。

 

（
２
）
 

当
該
病

棟
に

お
い
て

、
措
置
入

院
患
者

、
鑑

定
入
院

患
者
、
医

療
観
察

法
入

院
患
者

及
び
ク
ロ

ザ
ピ
ン

の
新
規
導

入
を
目

的
と

し
た
入

院
患
者
を

除
い
た

新
規

入
院
患

者
の
う
ち

６
割
以

上
が

入
院
日

か
ら
起
算

し

て
３
月
以

内
に
退

院
し

、
自
宅

等
へ
移
行

す
る
こ

と
。

「
自
宅

等
へ
移
行

す
る
」

と
は

、
患
家

、
介
護
老

人

保
健
施
設

、
介
護

医
療

院
又
は

障
害
者
の

日
常
生

活
及

び
社
会

生
活
を
総

合
的
に

支
援

す
る
た

め
の
法
律

に

規
定
す
る

障
害
福

祉
サ

ー
ビ
ス

を
行
う
施

設
又
は

福
祉

ホ
ー
ム

（
以
下
「

精
神
障

害
者

施
設
」

と
い
う
。

）
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1
4
日
未
満
で
あ
る
こ

と
。

 

(
イ

)
 

 
(
４

)
の

医
師

又
は

当
該

医
師

の
指

示
を

受
け

た
看

護
職

員
か

ら
説

明
を

受
け

た
上

で
、

患
者

等

が
文
書
又

は
口
頭

で
入
院

の
意

思
表
示
を

行
っ
た

日
 

(
ロ
)
 
患
者
が
当

該
病
棟

に
入

院
し
た
日

 

イ
 

直
近

１
年

間
に

お
い

て
、

退
院

患
者

の
う

ち
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
患

者
以

外
の

患
者

が
1
5

％
以
上
で

あ
る
こ

と
。

 

(
イ
)
 
他
の
保
険

医
療

機
関
（

療
養
病
棟

入
院
基

本
料

、
有
床

診
療
所
入

院
基
本

料
及

び
有
床

診
療
所
療

養
病
床
入

院
基
本

料
を
算

定
す

る
病
棟
及

び
病
室

を
除
く

。
）

に
転
院
し

た
患
者

 

(
ロ
)
 
同
一
の
保

険
医

療
機
関

の
当
該
入

院
料
に

か
か

る
病
棟

以
外
の
病

棟
（
療

養
病

棟
入
院

基
本
料
を

算
定
す
る

病
棟
を

除
く
。

）
へ

の
転
棟
患

者
 

(
ハ
)
 
死
亡
退
院

の
患
者

 

(
1
7
)
 
次
の
い
ず
れ
か
に

係
る

届
出
を
行

っ
て
い

る
こ
と

。
 

ア
 
区
分

番
号
「

Ａ
２
２

６
－

２
」
に
掲

げ
る
緩

和
ケ
ア

診
療

加
算

 

イ
 
区
分

番
号
「

Ｂ
０
０

１
」

「
２
４
」

に
掲
げ

る
外
来

緩
和

ケ
ア
管
理

料
 

ウ
 
区
分

番
号
「

Ｃ
０
０

３
」

に
掲
げ
る

在
宅
が

ん
医
療

総
合

診
療
料

 

(
1
8
)
 
毎
年
７
月
に
お

い
て
、

前
年
度
に

当
該
入

院
料
を

算
定

す
る
病
棟

に
入
院

し
て
い

た
患

者
の
(
1
6
)
の
ア
に

掲
げ

る
期

間
の

平
均

及
び

イ
に

掲
げ

る
割

合
に

つ
い

て
、

別
添

７
の

様
式

5
2

の
２

に
よ

り
地

方
厚

生

（
支
）
局

長
に
報

告
を
行

う
こ

と
。

 

 

２
 
緩
和

ケ
ア
病

棟
入
院

料
２

に
関
す
る

施
設
基

準
等

 
１
の
(
１
)
か
ら
(
1
4
)
ま
で
を
満

た
し
て
い

る
こ
と

。
 

３
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

 
 
 
 
 
緩
和
ケ
ア
病
棟
入

院
料

の
施
設
基

準
に
係

る
届
出

は
、

別
添
７
の

様
式
９

、
様
式

2
0
及
び
様
式

5
2
を
用

い
る

こ
と
。
ま

た
、
当

該
病
棟

の
配

置
図
及
び

平
面
図

（
面
積

等
が

分
か
る
も

の
。
）

を
添
付

す
る

こ
と
。
 

 

 第
1
5
 
精
神
科
救

急
入
院

料
 

 
１
 
精

神
科
救

急
入
院

料
に

関
す
る
施

設
基
準

等
 

(
１
)
 
医
療
法
の

規
定
に

基
づ

き
許
可
を

受
け
、

若
し
く

は
届

出
を
し
、

又
は
承

認
を
受

け
た

病
床
の
数

以
上
の

 

入
院
患
者

を
入
院

さ
せ
て

い
な

い
こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
精
神

保
健
指

定
医
が

５
名

以
上
常
勤

し
て
い

る
こ
と

。
 

(
３
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
他
の
精

神
病
棟

が
存
在

す
る

場
合
は
、

当
該
他

の
精
神

病
棟

は
、
精
神

病
棟
入

院
基
本
料

の
1
0
対
１

入
院
基

本
料
、
1
3
対
１

入
院
基

本
料

、
1
5
対
１
入
院

基
本
料

、
1
8
対
１
入
院

基
本

料
若
し
く

は
2
0
対

１
入
院

基
本
料
又
は

特
定
入

院
料
を

算
定

し
て
い
る

病
棟
で

な
け
れ

ば
な

ら
な
い
こ

と
。

 

(
４
)
 
当
該
各
病

棟
に
お

け
る

常
勤
の
医

師
の
数

は
、
当

該
病

棟
の
入
院

患
者
の

数
が

1
6

又
は
そ
の
端

数
を
増

す
ご
と
に

１
以
上

で
あ
る

こ
と

。
 

(
５
)
 
当
該
各
病

棟
に
２

名
以

上
の
常
勤

の
精
神

保
健
福

祉
士

が
配
置
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
６
)
 
当
該
各
病

棟
に
お

い
て

、
日
勤
帯

以
外
の

時
間
帯

に
あ

っ
て
は
、

看
護
師

が
常
時

２
名

以
上
配
置

さ
れ
て

 

い
る
こ
と

。
 

(
７
)
 
当
該
病
棟

の
病
床

数
は

、
１
看
護

単
位
当

た
り

6
0
床
以
下
で
あ

る
こ
と

。
 

(
８
)
 
当
該
病
棟

の
病
床

の
う

ち
、
隔
離

室
を
含

む
個
室

が
半

数
以
上
を

占
め
て

い
る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 793792

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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ア
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

含
む

交
代

制
勤

務
に

従
事

す
る

看
護

職
員

の
勤

務
終

了
時

刻
と

直
後

の

勤
務

の
開

始
時

刻
の

間
が

1
1
時

間
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

３
交

代
制

勤
務

又
は

変
則

３
交

代
制

勤
務

の
病

棟
に

お
い

て
、

夜
勤

を
含

む
交

代
制

勤
務

に
従

事
す

る

看
護

職
員

の
勤

務
開

始
時

刻
が

、
直

近
の

勤
務

の
開

始
時

刻
の

概
ね

2
4

時
間

後
以

降
と

な
る

勤
務

編
成

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

含
む

交
代

制
勤

務
に

従
事

す
る

看
護

職
員

の
連

続
し

て
行

う
夜

勤
の

数

が
２

回
以

下
で

あ
る

こ
と

。
 

エ
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

含
む

交
代

制
勤

務
に

従
事

す
る

看
護

要
員

の
夜

勤
後

の
暦

日
の

休
日

が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

オ
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
時

間
帯

の
患

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

早
出

や
遅

出
等

の
柔

軟

な
勤

務
体

制
の

工
夫

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

カ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
所

属
部

署
以

外
の

部
署

を
一

時
的

に
支

援
す

る
た

め
に

、
夜

勤
時

間

帯
を

含
め

た
各

部
署

の
業

務
量

を
把

握
・

調
整

す
る

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
て

お
り

、
か

つ
、

部
署

間
で

の
業

務
標

準
化

に
取

り
組

み
、

過
去

一
年

間
に

当
該

シ
ス

テ
ム

を
夜

勤
時

間
帯

に
運

用
し

た
実

績
が

あ
る

こ
と

。
 

キ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
夜

勤
時

間
帯

を
含

め
て

開
所

し
て

い
る

院
内

保
育

所
を

設
置

し
て

お

り
、

夜
勤

を
含

む
交

代
制

勤
務

に
従

事
す

る
医

療
従

事
者

の
利

用
実

績
が

あ
る

こ
と

。
 

ク
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

、
Ａ

Ｉ
、

Ｉ
ｏ

Ｔ
等

の
活

用
に

よ
っ

て
、

看
護

要
員

の
業

務
負

担
軽

減

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

看
護

職
員

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
当

該
体

制
に

つ
い

て
は

、
別

添
２

の
第

２
の

1
1
の

(
３

)
の

例
に

よ
る

。
 

 
５

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

（
１

）
 

精
神

科
救

急
入

院
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

８
、

様
式

９
、

様
式

2
0
（

精
神

保
健

指
定

医
に

つ
い

て
は

、
備

考
欄

に
指

定
番

号
を

記
載

す
る

こ
と

。
）

、
様

式
5
3
及

び
様

式
5
4
を

用
い

る
こ

と
と

し
、

当
該

病
棟

の
配

置
図

（
隔

離
室

の
位

置
が

分
か

る
も

の
。

）
を

添
付

す
る

こ
と

。
な

お
、

当

該
入

院
料

に
係

る
精

神
科

救
急

医
療

体
制

の
整

備
等

に
係

る
実

績
を

評
価

す
る

た
め

、
毎

年
７

月
に

お
い

て

様
式

5
3
及

び
様

式
5
4
を

届
け

出
る

こ
と

。
 

（
２

）
「

注
５

」
に

規
定

す
る

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

８
、

様
式

９
、

様
式

1
3

の
３

及
び

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

の
別

添
２

の
様

式
4
8
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
加

算
の

様
式

4
8
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

医
療

保
護

入
院

等
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
別

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

た
だ

し
、

当
該

加
算

に
係

る
前

年
度

に
お

け
る

看
護

職
員

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
計

画
の

取
組

状
況

を
評

価
す

る
た

め
、

毎
年

７
月

に
お

い
て

様
式

1
3
 
の

３
を

届
け

出
る

こ
と

。
ま

た
、

当
該

加
算

の
変

更
の

届
出

に
あ

た
り

、
直

近
７

月
に

届
け

出
た

内

容
と

変
更

が
な

い
場

合
は

、
当

該
様

式
の

届
出

を
略

す
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

 

 
 

 

 第
1
6
 

精
神

科
急

性
期

治
療

病
棟

入
院

料
 

 
１

 
精

神
科

急
性

期
治

療
病

棟
入

院
料

に
関

す
る

施
設

基
準

等
 

(
１

)
 

同
一

保
険

医
療

機
関

内
に

精
神

科
急

性
期

治
療

病
棟

入
院

料
１

を
算

定
す

べ
き

病
棟

と
精

神
科

急
性

期
治
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へ
移
行
す

る
こ
と

で
あ

る
。
な

お
、
こ
こ

で
い
う

「
患

家
」
と

は
、
退
院

先
の
う

ち
、

同
一
の

保
険
医
療

機

関
の
当
該

入
院
料

に
係

る
病
棟

以
外
の
病

棟
へ
転

棟
し

た
場
合

、
他
の
保

険
医
療

機
関

へ
転
院

し
た
場
合

及

び
介
護
老

人
保
健

施
設

、
介
護

医
療
院
又

は
精
神

障
害

者
施
設

に
入
所
し

た
場
合

を
除

い
た
も

の
を
い
う

。

（
以
下
こ

の
項
に

お
い
て

同
じ

。
）

 

３
 
精
神

科
救
急

入
院
料

２
に

関
す
る
施

設
基
準

等
 

(
１
)
 
 
当
該
保
険
医
療
機

関
が

、
精
神
科

救
急
医

療
体
制

整
備

事
業
に
お

い
て
基

幹
的
な

役
割

を
果
た
し

て
い
る

こ
と
。
具

体
的
に

は
、
次

の
い

ず
れ
も
満

た
し
て

い
る
こ

と
。

 

ア
 
常
時

精
神
科

救
急

外
来
診

療
が
可
能

で
あ
り

、
精

神
疾
患

に
係
る
時

間
外
、

休
日

又
は
深

夜
に
お
け

る

診
療
（
電

話
等
再

診
を
除

く
。

）
件
数
の

実
績
が

年
間

1
2
0
件
以
上
、
又

は
１
の
(
1
2
)
の
ア
又

は
イ
の
地

域
に
お
け

る
人
口

１
万
人

当
た

り
1
.
5
件
以
上
で
あ
る

こ
と
。

そ
の
う
ち

初
診
患

者
（
精

神
疾

患
に
つ
い

て
過
去
３

か
月
間

に
当

該
保
険

医
療
機
関

に
受
診

し
て

い
な
い

患
者
）
の

件
数
が

2
5

件
以
上

又
は
２
割

以
上
で
あ

る
こ
と

。
 

イ
 
精
神

疾
患
に

係
る

時
間
外

、
休
日
又

は
深
夜

に
お

け
る
入

院
件
数
の

実
績
が

年
間

3
0

件
以
上
又
は

ア

の
地
域
に

お
け
る

人
口

１
万
人

当
た
り

0
.
3
7

件
以
上
で
あ
る

こ
と
。
そ

の
う
ち

６
件

以
上
又

は
２
割
以

上
は
、
精

神
科
救

急
情

報
セ
ン

タ
ー
・
精

神
医
療

相
談

窓
口
（

精
神
科
救

急
医
療

体
制

整
備
事

業
）
、
救

急
医
療
情

報
セ
ン

タ
ー

、
他
の

医
療
機
関

、
都
道

府
県

、
市
町

村
、
保
健

所
、
警

察
、

消
防
（

救
急
車
）

か
ら
の
依

頼
で
あ

る
こ
と

。
 

ウ
 
複
数

の
病
棟

に
お

い
て
当

該
入
院
料

の
届
出

を
行

う
場
合

に
つ
い
て

は
、
ア

及
び

イ
の
「

件
以
上
」

を

「
に
届
出

病
棟
数

を
乗
じ

た
数

以
上
」
と

読
み
替

え
る
こ

と
。

 

エ
 
全
て

の
入
院

形
式
の

患
者

受
入
れ
が

可
能
で

あ
る
こ

と
。

 

(
２

)
 

 
当

該
病

棟
に

お
い

て
、

措
置

入
院

患
者

、
鑑

定
入

院
患

者
、

医
療

観
察

法
入

院
患

者
及

び
ク

ロ
ザ

ピ
ン

の
新
規
導

入
を
目

的
と

し
た
入

院
患
者
を

除
い
た

新
規

入
院
患

者
の
う
ち

４
割
以

上
が

入
院
日

か
ら
起
算

し

て
３
月
以

内
に
退

院
し

、
自
宅

等
へ
移
行

す
る
こ

と
。

「
自
宅

等
へ
移
行

す
る
」

と
は

、
患
家

、
介
護
老

人

保
健
施
設

、
介
護

医
療
院

又
は

精
神
障
害

者
施
設

へ
移
行

す
る

こ
と
で
あ

る
。

 

４
 
看
護

職
員
夜

間
配
置

加
算

の
施
設
基

準
 

(
１
)
 
当
該
病

棟
に
お

い
て
、

夜
間
に
看

護
を

行
う
看

護
職
員

の
数
は
、

常
時

、
当
該

病
棟
の

入
院
患
者

の
数

が

1
6
又
は
そ
の
端
数

を
増
す

ご
と

に
１
に
相

当
す
る

数
以
上

で
あ

る
こ
と
。

 

(
２
)
 
行
動
制
限

最
小
化

に
係

る
委
員
会

に
お
い

て
次
の

活
動

を
行
っ
て

い
る
こ

と
。

 

ア
 
行
動

制
限
に

つ
い

て
の
基

本
的
考
え

方
や
、

や
む

を
得
ず

行
動
制
限

す
る
場

合
の

手
順
等

を
盛
り
込

ん

だ
基
本
指

針
の
整

備
 

イ
 
患
者

の
病
状

、
院

内
に
お

け
る
行
動

制
限
患

者
の

状
況
に

係
る
レ
ポ

ー
ト
を

も
と

に
、
月

１
回
程
度

の

病
状
改
善

、
行
動

制
限
の

状
況

の
適
切
性

及
び
行

動
制
限

最
小

化
の
た
め

の
検
討

会
議
の

開
催

 

ウ
 
当
該

保
険
医

療
機

関
に
お

け
る
精
神

科
診
療

に
携

わ
る
職

員
全
て
を

対
象
と

し
た

、
精
神

保
健
及
び

精

神
障
害
者

福
祉
に

関
す

る
法
律

、
隔
離
拘

束
の
早

期
解

除
及
び

危
機
予
防

の
た
め

の
介

入
技
術

等
に
関
す

る
研
修
会

の
年
２

回
程
度

の
実

施
 

(
３
)
 
次
に
掲
げ

る
夜

間
に
お

け
る
看
護

業
務
の

負
担

軽
減
に

資
す
る
業

務
管
理

等
に
関

す
る

項
目
の
う

ち
、
２

項
目
以
上

を
満
た

し
て

い
る
こ

と
。
た
だ

し
、
当

該
加

算
を
算

定
す
る
病

棟
が
２

交
代

制
勤
務

又
は
変
則

２

交
代
制
勤

務
を
行

う
病

棟
の
み

で
構
成
さ

れ
る
保

険
医

療
機
関

で
あ
る
場

合
は
、

ア
及

び
ウ
か

ら
ク
ま
で

の

う
ち
、
２

項
目
以

上
を

満
た
し

て
い
る
こ

と
。
な

お
、

各
項
目

の
留
意
点

に
つ
い

て
は

、
別
添

３
の
第
４

の

３
の
９
の

（
３
）

と
同
様

で
あ

る
こ
と
。

 

（ ）（ ） 795794

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
１
)
 
医
療
法
の

規
定
に

基
づ

き
許
可
を

受
け
、

若
し
く

は
届

出
を
し
、

又
は
承

認
を
受

け
た

病
床
の
数

以
上
の

入
院
患
者

を
入
院

さ
せ
て

い
な

い
こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
、
精
神

科
医
師

が
５
名

以
上

常
勤
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
当
該
入

院
料
を

算
定
す

る
病

棟
以
外
の

他
の
精

神
病
棟

が
存

在
す
る
場

合
は
、

当
該

他
の

精
神

病
棟

は
、

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
の

1
0

対
１

入
院

基
本

料
、

1
3

対
１

入
院

基
本

料
、

1
5

対
１
入
院

基
本
料

、
1
8
対
１
入
院
基
本

料
若
し

く
は

2
0
対
１
入
院
基

本
料
又

は
特
定

入
院

料
を
算
定

し
て

い
る
病
棟

で
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

 

(
４
)
 
当
該
各
病

棟
に
お

け
る

常
勤
の
医

師
の
数

は
、
当

該
病

棟
の
入
院

患
者
の

数
が

1
6

又
は
そ
の
端

数
を
増

す
ご
と
に

１
以
上

で
あ
る

こ
と

。
 

(
５
)
 
当
該
各
病

棟
に
２

名
以

上
の
常
勤

の
精
神

保
健
福

祉
士

が
配
置
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
６
)
 
当
該
各
病

棟
に
お

い
て

、
日
勤
帯

以
外
の

時
間
帯

に
あ

っ
て
は
、

看
護
師

が
常
時

２
人

以
上
配
置

さ
れ
て

い
る
こ
と

。
 

(
７
)
 
当
該
病
棟

の
病
床

数
は

、
１
看
護

単
位
当

た
り

6
0
床
以
下
で
あ

る
こ
と

。
 

(
８
)
 
当
該
病
棟

に
以
下

に
定

め
る
合
併

症
ユ
ニ

ッ
ト
を

有
し

て
お
り
、

当
該
病

棟
の
病

床
の

う
ち
、
隔

離
室
を

含
む

個
室

が
半

数
以

上
を

占
め

る
こ

と
。

な
お

、
合

併
症

ユ
ニ

ッ
ト

の
病

床
は

個
室

と
し

て
算

入
す

る
こ

と
が
で
き

る
。

 

ア
 
当
該

病
棟
の

治
療
室

単
位

で
あ
り
、

当
該
病

棟
の
病

床
数

の
２
割
以

上
で
あ

る
こ
と

。
 

イ
 

当
該

治
療

室
に

入
院

す
る

患
者

は
、

常
時

８
割

以
上

が
下

記
の

身
体

疾
患

を
持

つ
精

神
障

害
者

で
あ

る
こ
と
。

 

(
イ

)
 

呼
吸

器
系

疾
患

（
肺

炎
、

喘
息

発
作

、
肺

気
腫

、
間

質
性

肺
炎

の
急

性
増

悪
、

肺
塞

栓
又

は
気

胸
）

 

(
ロ

)
 

心
疾

患
（

N
e
w
 
Y
o
r
k
 
H
e
a
r
t
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

の
心

機
能

分
類

の
Ⅲ

度
、

Ⅳ
度

相
当

の
心

不
全

、

虚
血
性
心

疾
患
又

は
モ
ニ

タ
ー

監
視
を
必

要
と
す

る
不
整

脈
）

 

(
ハ
)
 
手
術
又
は

直
達
・

介
達

牽
引
を
要

す
る
骨

折
 

(
ニ
)
 
脊
髄
損
傷

 

(
ホ

)
 

重
篤

な
内

分
泌

・
代

謝
性

疾
患

（
イ

ン
ス

リ
ン

投
与

を
要

す
る

糖
尿

病
、

専
門

医
の

診
療

を
要

す
る
内
分

泌
疾
患

又
は
肝

硬
変

に
伴
う
高

ア
ン
モ

ニ
ア
血

症
）

 

(
ヘ
)
 
重
篤
な
栄

養
障
害

（
B
o
d
y
 
Ma
s
s 
I
nd
e
x 

1
3
未
満
の
摂
食
障
害
）

 

(
ト

)
 

意
識

障
害

（
急

性
薬

物
中

毒
、

ア
ル

コ
ー

ル
精

神
障

害
、

電
解

質
異

常
、

代
謝

性
疾

患
に

よ
る

せ
ん
妄
等

）
 

(
チ
)
 
全
身
感
染

症
（
結

核
、

後
天
性
免

疫
不
全

症
候
群

、
梅

毒
１
期
、

２
期
又

は
敗
血

症
）

 

(
リ
)
 
中
枢
神
経

系
の
感

染
症

（
髄
膜
炎

、
脳
炎

等
）

 

(
ヌ
)
 
急
性
腹
症

（
消
化

管
出

血
、
イ
レ

ウ
ス
等

）
 

(
ル
)
 
劇
症
肝
炎

又
は
重

症
急

性
膵
炎

 

(
ヲ
)
 
悪
性
症
候

群
又
は

横
紋

筋
融
解
症

 

(
ワ
)
 
広
範
囲
（

半
肢
以

上
）

熱
傷

 

(
カ
)
 
手
術
、
化

学
療
法

若
し

く
は
放
射

線
療
法

を
要
す

る
状

態
又
は
末

期
の
悪

性
腫
瘍

 

(
ヨ

)
 

重
篤

な
血

液
疾

患
（

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

7
g
/
d
l

以
下

の
貧

血
又

は
頻

回
に

輸
血

を
要

す
る

状
態

）

の
患
者

 

(
タ
)
 
急
性
か
つ

重
篤
な

腎
疾

患
（
急
性

腎
不
全

、
ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症
候
群

又
は
糸

球
体
腎

炎
）

の
患
者
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療
病
棟
入

院
料
２

を
算
定

す
べ

き
病
棟
が

混
在
す

る
こ
と

は
で

き
な
い
。

 

(
２
)
 
精
神
科
急

性
期
治

療
病

棟
入
院
料

１
又
は

２
の
施

設
基

準
 

 
 
以
下

の
ア
か

ら
コ
ま

で
の

い
ず
れ
も

満
た
す

こ
と
。

 

ア
 

医
療

法
の

規
定

に
基

づ
き

許
可

を
受

け
、

若
し

く
は

届
出

を
し

、
又

は
承

認
を

受
け

た
病

床
の

数
以

上
の
入
院

患
者
を

入
院
さ

せ
て

い
な
い
こ

と
。

 

イ
 
 
当
該
各
病
棟

に
お
い

て
、

日
勤
帯
以

外
の
時

間
帯
に

あ
っ

て
は
看
護

要
員
が

常
時
２

人
以

上
配
置
さ

れ
 

て
お
り
、

そ
の
う

ち
１
人

以
上

は
看
護
師

で
あ
る

こ
と
。

 

ウ
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
に

他
の

精
神

病
棟

が
存

在
す

る
場

合
は

、
当

該
他

の
精

神
病

棟
は

、
精

神
病

棟

入
院
基
本

料
の

1
0
対

１
入
院

基
本
料
、
1
3
対

１
入
院

基
本

料
、
1
5
対
１
入

院
基
本

料
、
1
8
対
１
入
院

基
本
料
若

し
く

は
2
0
対
１

入
院
基
本
料

又
は
特

定
入
院

料
を

算
定
し
て

い
る
病

棟
で
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
こ
と
。

 

エ
 
 
当

該
各

病
棟

に
精

神
保

健
指

定
医

及
び

精
神

保
健

福
祉

士
又

は
公

認
心

理
師

が
常

勤
し

て
い

る
こ

と
。

 

オ
 
当
該

保
険
医

療
機
関

が
精

神
科
救
急

医
療
シ

ス
テ
ム

に
参

加
し
て
い

る
こ
と

。
 

カ
 
当
該

病
棟
の

病
床
数

は
、

当
該
保
険

医
療
機

関
の
精

神
病

床
数
が

3
0
0
床
以
下

の
場
合

に
は

6
0
床
以

下
で

あ
り

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

精
神

病
床

数
が

3
0
0

床
を

超
え

る
場

合
に

は
そ

の
２

割
以

下
で

あ

る
こ
と
。

 

キ
 
当
該

病
棟
の

病
床
数

は
、

１
看
護
単

位
当
た

り
6
0
床
以
下
で
あ
る

こ
と
。

 

ク
 
当
該

病
棟
に

隔
離
室

が
あ

る
こ
と
。
 
 
 
 
 

ケ
 
１
月

間
の
当

該
入

院
料
を

算
定
し
て

い
る
病

棟
の

患
者
の

延
べ
入
院

日
数
の

う
ち

、
４
割

以
上
が
新

規

患
者
の
延

べ
入
院

日
数
で

あ
る

こ
と
。

 

コ
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
措

置
入

院
患

者
、

鑑
定

入
院

患
者

、
医

療
観

察
法

入
院

患
者

及
び

ク
ロ

ザ
ピ

ン
の

新
規

導
入

を
目

的
と

し
た

入
院

患
者

を
除

い
た

新
規

入
院

患
者

の
う

ち
４

割
以

上
が

入
院

日
か

ら

起
算

し
て

３
月

以
内

に
退

院
し

、
自

宅
等

へ
移

行
す

る
こ

と
。

「
自

宅
等

へ
移

行
す

る
」

と
は

、
患

家
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

又
は

精
神

障
害

者
施

設
へ

移
行

す
る

こ
と

で
あ

る
。

な
お

、
こ

こ

で
い

う
「

患
家

」
と

は
、

退
院

先
の

う
ち

、
同

一
の

保
険

医
療

機
関

の
当

該
入

院
料

に
係

る
病

棟
以

外

の
病

棟
へ

転
棟

し
た

場
合

、
他

の
保

険
医

療
機

関
へ

転
院

し
た

場
合

及
び

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護

医
療

院
又

は
精

神
障

害
者

施
設

に
入

所
し

た
場

合
を

除
い

た
も

の
を

い
う

。
ま

た
、

退
院

後
に

、
医

科

点
数

表
第

１
章

第
２

部
通

則
５

の
規

定
に

よ
り

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ
る

再
入

院
を

し
た

場
合

は
、

移

行
し
た
者

と
し
て

計
上
し

な
い

。
 

(
３
)
 
平
成

3
1

年
４
月
１
日

か
ら
当
分

の
間
、

次
の

い
ず
れ

か
の
要
件

に
該
当

す
る
者

は
、

公
認
心
理

師
と
み

な
す
。

 

 
ア
 
平

成
3
1
年
３
月

3
1
日
時
点
で
、

臨
床
心

理
技
術

者
と

し
て
保
険

医
療
機

関
に
従

事
し

て
い
た
者

 

 
イ
 
公

認
心
理

師
に
係

る
国

家
試
験
の

受
験
資

格
を
有

す
る

者
 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

精
神

科
急

性
期

治
療

病
棟

入
院

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
７

の
様

式
９

、
様

式
2
0
（

精
神

保
健

指
定
医
に

つ
い
て

は
、
備

考
欄

に
指
定
番

号
を
記

載
す
る

こ
と

。
）
及
び

様
式

5
3

を
用
い
る

こ
と
。
ま

た
、
当

該
病
棟
の

配
置
図

（
隔
離

室
の

位
置
が
分

か
る
も

の
。
）

を
添

付
す
る
こ

と
。

 

 第
1
6
の
２
 
精
神
科

救
急
・

合
併
症
入

院
料

 

１
 
精
神

科
救
急

・
合
併

症
入

院
料
に
関

す
る
施

設
基
準

等
 

（ ）（ ） 795794

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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え
ば

政
令

市
は

市
立

病
院

が
、

政
令

市
以

外
の

地
区

は
県

立
病

院
が

救
急

基
幹

病
院

と
な

る
。

）
は

、

当
該

圏
域

 

２
 

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

間
に

看
護

を
行

う
看

護
職

員
の

数
は

、
常

時
、

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
の

数
が

1
6
又

は
そ

の
端

数
を

増
す

ご
と

に
１

に
相

当
す

る
数

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

行
動

制
限

最
小

化
に

係
る

委
員

会
に

お
い

て
次

の
活

動
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

行
動

制
限

に
つ

い
て

の
基

本
的

考
え

方
や

、
や

む
を

得
ず

行
動

制
限

す
る

場
合

の
手

順
等

を
盛

り
込

ん

だ
基

本
指

針
の

整
備

 

イ
 

患
者

の
病

状
、

院
内

に
お

け
る

行
動

制
限

患
者

の
状

況
に

係
る

レ
ポ

ー
ト

を
も

と
に

、
月

１
回

程
度

の

病
状

改
善

、
行

動
制

限
の

状
況

の
適

切
性

及
び

行
動

制
限

最
小

化
の

た
め

の
検

討
会

議
の

開
催

 

ウ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

精
神

科
診

療
に

携
わ

る
職

員
全

て
を

対
象

と
し

た
、

精
神

保
健

及
び

精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法
律

、
隔

離
拘

束
の

早
期

解
除

及
び

危
機

予
防

の
た

め
の

介
入

技
術

等
に

関
す

る
研

修
会

の
年

２
回

程
度

の
実

施
 

(
３

)
 

次
に

掲
げ

る
夜

間
に

お
け

る
看

護
業

務
の

負
担

軽
減

に
資

す
る

業
務

管
理

等
に

関
す

る
項

目
の

う
ち

、
２

項
目

以
上

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

当
該

加
算

を
算

定
す

る
病

棟
が

２
交

代
制

勤
務

又
は

変
則

２

交
代

制
勤

務
を

行
う

病
棟

の
み

で
構

成
さ

れ
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
場

合
は

、
ア

及
び
ウ

か
ら

ク
ま

で
の

う
ち

、
２

項
目

以
上

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
各

項
目

の
留

意
点

に
つ

い
て

は
、

別
添

３
の

第
４

の

３
の

９
の

（
３

）
と

同
様

で
あ

る
こ

と
。

 

ア
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

含
む

交
代

制
勤

務
に

従
事

す
る

看
護

職
員

の
勤

務
終

了
時

刻
と

直
後

の

勤
務

の
開

始
時

刻
の

間
が

1
1
時

間
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

３
交

代
制

勤
務

又
は

変
則

３
交

代
制

勤
務

の
病

棟
に

お
い

て
、

夜
勤

を
含

む
交

代
制

勤
務

に
従

事
す

る

看
護

職
員

の
勤

務
開

始
時

刻
が

、
直

近
の

勤
務

の
開

始
時

刻
の

概
ね

2
4

時
間

後
以

降
と

な
る

勤
務

編
成

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

含
む

交
代

制
勤

務
に

従
事

す
る

看
護

職
員

の
連

続
し

て
行

う
夜

勤
の

数

が
２

回
以

下
で

あ
る

こ
と

。
 

エ
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
を

含
む

交
代

制
勤

務
に

従
事

す
る

看
護

要
員

の
夜

勤
後

の
暦

日
の

休
日

が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

オ
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
夜

勤
時

間
帯

の
患

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

早
出

や
遅

出
等

の
柔

軟

な
勤

務
体

制
の

工
夫

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

カ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
所

属
部

署
以

外
の

部
署

を
一

時
的

に
支

援
す

る
た

め
に

、
夜

勤
時

間

帯
を

含
め

た
各

部
署

の
業

務
量

を
把

握
・

調
整

す
る

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
て

お
り

、
か

つ
、

部
署

間
で

の
業

務
標

準
化

に
取

り
組

み
、

過
去

一
年

間
に

当
該

シ
ス

テ
ム

を
夜

勤
時

間
帯

に
運

用
し

た
実

績
が

あ
る

こ
と

。
 

キ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
夜

勤
時

間
帯

を
含

め
て

開
所

し
て

い
る

院
内

保
育

所
を

設
置

し
て

お

り
、

夜
勤

を
含

む
交

代
制

勤
務

に
従

事
す

る
医

療
従

事
者

の
利

用
実

績
が

あ
る

こ
と

。
 

ク
 

当
該

病
棟

に
お

い
て

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

、
Ａ

Ｉ
、

Ｉ
ｏ

Ｔ
等

の
活

用
に

よ
っ

て
、

看
護

要
員

の
業

務
負

担
軽

減

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

看
護

職
員

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
当

該
体

制
に

つ
い

 

て
は

、
別

添
２

の
第

２
の

1
1
の

(
３

)
の

例
に

よ
る

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項
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(
レ
)
 
人
工
透
析

中
又
は

腎
不

全
で
透
析

導
入
を

要
す
る

状
態

 

(
ソ
)
 
手
術
室
で

の
手
術

を
必

要
と
す
る

状
態

 

(
ツ
)
 
合
併
症
妊

娠
・
出

産
 

(
ネ
)
 
膠
原
病
（

専
門
医

に
よ

る
管
理
を

必
要
と

す
る
状

態
）

 

ウ
 

身
体

合
併

症
管

理
を

行
う

た
め

に
必

要
な

次
に

掲
げ

る
装

置
及

び
器

具
を

当
該

病
棟

内
に

常
時

備
え

て
い
る
こ

と
。

 

(
イ
)
 
救
急
蘇
生

装
置

 

(
ロ
)
 
除
細
動
器

 

(
ハ
)
 
心
電
計

 

(
ニ
)
 
呼
吸
循
環

監
視
装

置
 

(
９
)
 
必
要
な
検

査
及
び

Ｃ
Ｔ

撮
影
が
必

要
に
応

じ
て
速

や
か

に
実
施
で

き
る
体

制
に
あ

る
こ

と
。

 

(
1
0
) 
 
１
月
間
の
当
該
入

院
料

を
算
定
し

て
い
る

病
棟
の

患
者

の
延
べ
入

院
日
数

の
う
ち

、
４

割
以
上
が

新
規
患

者
の
延
べ

入
院
日

数
で
あ

る
こ

と
。

 

(
1
1
)
 
措
置
入
院
患
者
、

鑑
定

入
院
患
者

、
医
療

観
察
法

入
院

患
者
及
び

ク
ロ
ザ

ピ
ン
の

新
規

導
入
を
目

的
と
し

た
入

院
患

者
を

除
い

た
新

規
入

院
患

者
の

う
ち

４
割

以
上

が
入

院
日

か
ら

起
算

し
て

３
月

以
内

に
退

院
し

、

自
宅

等
へ

移
行

す
る

こ
と

。
「

自
宅

等
へ

移
行

す
る

」
と

は
、

患
家

、
介

護
老

人
保

健
施

設
、

介
護

医
療

院
又

は
精

神
障

害
者

施
設

へ
移

行
す

る
こ

と
で

あ
る

。
な

お
、

こ
こ

で
い

う
「

患
家

」
と

は
、

退
院

先
の

う
ち

、
同

一
の

保
険

医
療

機
関

の
当

該
入

院
料

に
係

る
病

棟
以

外
の

病
棟

へ
転

棟
し

た
場

合
、

他
の

保
険

医
療

機
関

へ
転

院
し

た
場

合
及

び
介

護
老

人
保

健
施

設
、

介
護

医
療

院
又

は
精

神
障

害
者

施
設

に
入

所
し

た
場

合
を

除
い

た
も

の
を

い
う

。
ま

た
、

退
院

後
に

、
医

科
点

数
表

第
１

章
第

２
部

通
則

５
の

規
定

に
よ

り
入
院
期

間
が
通

算
さ
れ

る
再

入
院
を
し

た
場
合

は
、
移

行
し

た
者
と
し

て
計
上

し
な
い

。
 

(
1
2
) 
 
精
神
科
救
急
医
療

体
制

整
備
事
業

に
お
い

て
基
幹

的
な

役
割
を
果

た
し
て

い
る
こ

と
。

具
体
的
に

は
、
以

下
の
ア
か

ら
ウ
ま

で
の
い

ず
れ

も
満
た
し

て
い
る

こ
と
。

 

ア
 

常
時

精
神

科
救

急
外

来
診

療
が

可
能

で
あ

り
、

精
神

疾
患

に
係

る
時

間
外

、
休

日
又

は
深

夜
に

お
け

る
診

療
（

電
話

等
再

診
を

除
く

。
）

件
数

が
年

間
2
0
0

件
以

上
又

は
次

の
地

域
に

お
け

る
人

口
１

万
人

当
た
り

2
.
5
件
以
上
で
あ

る
こ

と
。

 

(
イ
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
の

所
在
地
の

都
道
府

県
（
政

令
市

の
区
域
を

含
む
も

の
と
す

る
。

）
 

(
ロ
)
 
１
精
神
科

救
急
医

療
圏

と
１
基
幹

病
院
が

対
と
な

っ
て

明
確
に
区

分
さ
れ

た
圏
域

が
あ

る
場
合

 

（
例

え
ば

政
令

市
は

市
立

病
院

が
、

政
令

市
以

外
の

地
区

は
県

立
病

院
が

救
急

基
幹

病
院

と
な

る
。
）
は

、
当
該

圏
域

 

イ
 
精
神

疾
患
に

係
る
時

間
外

、
休
日
又

は
深
夜

に
お
け

る
入

院
件
数
が

年
間

2
0
件
以
上
で

あ
る
こ
と

。
 

ウ
 
全
て

の
入
院

形
式
の

患
者

受
入
れ
が

可
能
で

あ
る
こ

と
。

 

(
1
3
)
 
当
該
病
棟
の
年
間

の
新

規
患
者
の

う
ち
６

割
以
上

が
措

置
入
院
、

緊
急
措

置
入
院

、
医

療
保
護
入

院
、
応

急
入

院
、

鑑
定

入
院

、
医

療
観

察
法

入
院

及
び

合
併

症
ユ

ニ
ッ

ト
へ

入
院

す
る

身
体

疾
患

を
有

す
る

精
神

障
害
者
の

い
ず
れ

か
に
係

る
も

の
で
あ
る

こ
と
。

 

(
1
4
)
 
以
下
の
地
域
に
お

け
る

直
近
１
年

間
に
お

け
る
措

置
入

院
、
緊
急

措
置
入

院
及
び

応
急

入
院
に
係

る
新
規

入
院
患
者

の
う
ち

、
原
則

と
し

て
４
分
の

１
以
上

又
は

2
0
件

以
上
の
患

者
を
当

該
病
棟

に
お

い
て
受
け

入

れ
て
い
る

こ
と
。

 

ア
 
当
該

保
険
医

療
機
関

の
所

在
地
の
都

道
府
県

（
政
令

市
の

区
域
を
含

む
も
の

と
す
る

。
）

 

イ
 

１
精

神
科

救
急

医
療

圏
と

１
基

幹
病

院
が

対
と

な
っ

て
明

確
に

区
分

さ
れ

た
圏

域
が

あ
る

場
合

（
例

（ ）（ ） 797796

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
17

0
 -
 

有
す
る
常

勤
の
看

護
職
員

が
配

置
さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

な
お

、
作

業
療

法
の

経
験

を
有

す
る

看
護

職
員

と
は

、
専

門
機

関
等

が
主

催
す

る
作

業
療

法
又

は
生

活

技
能
訓
練

に
関
す

る
所
定

の
研

修
を
修
了

し
た
も

の
で
あ

る
こ

と
。

 

(
３
)
 
当
該
病
棟

に
お
け

る
専

任
の
精
神

科
医
師

は
他
の

病
棟

に
配
置
さ

れ
る
医

師
と
兼

任
は

で
き
な
い

。
ま
た

、

当
該
医
師

の
外
来

業
務
及

び
他

病
棟
の
入

院
患
者

の
診
療

業
務

へ
の
従
事

は
週
２

日
以
内

と
す

る
こ
と
。

 

(
４
)
 
 
当
該
病
棟
に

医
療
法

施
行
規
則

第
1
9
条
第
１
項
第

１
号
に
定

め
る
医

師
の
員

数
以

上
の
員
数

が
配
置

さ

れ
て

い
る

こ
と

（
当

該
病

棟
に

お
い

て
、

１
日

に
看

護
を

行
う

看
護

職
員

の
数

が
、

常
時

、
当

該
病

棟
の

入
院
患
者

の
数
が

2
5
又
は
そ

の
端
数
を

増
す
ご

と
に
１

以
上

で
あ
る
場

合
は
除

く
。
）

。
 

(
５
)
 
当
該
各
病

棟
に
お

い
て

、
日
勤
時

間
帯
以

外
の
時

間
帯

に
あ
っ
て

は
看
護

要
員
が

常
時

２
人
以
上

配
置
さ

れ
て
お
り

、
そ
の

う
ち
１

名
以

上
は
看
護

職
員
で

あ
る
こ

と
。

 

(
６
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

、
精
神
保

健
福
祉

士
又
は

公
認

心
理
師
が

常
勤
し

て
い
る

こ
と

。
 

(
７
)
 
当
該
病
棟

の
入
院

患
者

の
退
院
に

向
け
た

相
談
支

援
業

務
等
を
行

う
者
（

以
下
「

退
院

支
援
相
談

員
」
と

い
う
）
を

、
平

成
2
6
年
４

月
１
日
以
降

に
当
該

病
棟
に

入
院

し
た
患
者

１
人
に

つ
き
１

人
以

上
、
入
院

し

た
日

か
ら

起
算

し
て

７
日

以
内

に
指

定
し

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
配

置
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
退

院
支
援
相

談
員
は

、
次
の

い
ず

れ
か
の
者

で
あ
る

こ
と
。

 

ア
 
精
神

保
健
福

祉
士

 

イ
 

保
健

師
、

看
護

師
、

准
看

護
師

、
作

業
療

法
士

又
は

社
会

福
祉

士
と

し
て

、
精

神
障

害
者

に
関

す
る

業
務
に
従

事
し
た

経
験
を

３
年

以
上
有
す

る
者

 

(
８
)
 
１
人
の
退

院
支
援

相
談

員
が
同
時

に
担
当

す
る
患

者
の

数
は

6
0

以
下
で
あ
る
こ

と
。

ま
た
、
退

院
支
援

相
談
員
が

担
当
す

る
患
者

の
一

覧
を
作
成

し
て
い

る
こ
と

。
 

(
９
)
 
退
院
支
援

相
談
員

の
担

当
す
る
当

該
病
棟

の
入
院

患
者

に
つ
い
て

退
院
に

向
け
た

支
援

を
推
進
す

る
た
め

の
委
員
会

（
「
退

院
支
援

委
員

会
」
と
い

う
）
を

設
置
し

て
い

る
こ
と
。

 

(
1
0
)
 
当
該
病
棟
の
病
床

数
は

、
１
看
護

単
位
当

た
り

6
0
床
以
下
で
あ

る
こ
と

。
 

(
1
1
)
 
当
該
病
棟
に
係
る

病
室

の
病
床
数

は
、
１

病
室
に

つ
き

６
床
以
下

で
あ
る

こ
と
。

 

(
1
2
)
 
当
該
病
棟
に
係
る

病
棟

床
面
積
は

、
患
者

１
人
に

つ
き

内
法
に
よ

る
測
定
で

1
8

平
方

メ
ー
ト
ル

以
上
で

あ
り
、
病

室
床
面

積
は
、

患
者

１
人
に
つ

き
内
法

に
よ
る

測
定

で
、
5
.
8
平
方
メ
ー

ト
ル
以

上
で
あ
る
こ

と
。

な
お

、
病

棟
床

面
積

の
算

定
に

当
た

っ
て

は
当

該
病

棟
内

に
あ

る
治

療
室

、
食

堂
、

談
話

室
、

面
会

室
、

浴
室
、
廊

下
、
ナ

ー
ス
ス

テ
ー

シ
ョ
ン
及

び
便
所

等
の
面

積
を

算
入
し
て

も
差
し

支
え
な

い
。

 

(
1
3
)
 
当
該
病
棟
に
、
当

該
病

棟
の
入
院

患
者
同

士
が
使

用
で

き
る
談
話

室
、
食

堂
、
面

会
室

、
浴
室
（

又
は
シ

ャ
ワ

ー
室

）
及

び
公

衆
電

話
が

設
け

ら
れ

て
い

る
。

た
だ

し
、

談
話

室
、

食
堂

、
面

会
室

に
つ

い
て

は
兼

用
で
あ
っ

て
も
差

し
支
え

な
い

。
 

(
1
4
)
 
当
該
病
棟
に
鉄
格

子
が

な
い
こ
と

。
た
だ

し
、
既

存
の

病
棟
に
つ

い
て
は

、
届
出

後
１

年
間
の
経

過
措
置

を
認
め
る

。
 

(
1
5
) 
 
当
該
保
険
医
療
機

関
内

に
、
専
用

の
作
業

療
法
室

又
は

生
活
機
能

回
復
訓

練
室
を

有
し

て
い
る
こ

と
。

 

(
1
6
) 
 
病
棟
に
お
け
る
患

者
の

金
銭
管
理

が
適
切

に
行
わ

れ
て

い
る
こ
と

。
 

(
1
7
)
 
平
成

31
年
４
月
１
日

か
ら
当
分

の
間
、

次
の

い
ず
れ

か
の
要
件

に
該
当

す
る
者

は
、

公
認
心
理

師
と
み

な
す
。

 

ア
 
平
成

3
1
年
３
月

3
1
日
時

点
で
、
臨

床
心
理

技
術
者

と
し

て
保
険
医

療
機
関

に
従
事

し
て

い
た
者

 

イ
 
公
認

心
理
師

に
係
る

国
家

試
験
の
受

験
資
格

を
有
す

る
者

 

２
 
重
症

者
加
算

１
の
施

設
基

準
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（
１

）
精

神
科

救
急

・
合

併
症

入
院

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
７

の
様

式
９

、
様

式
2
0
（

精
神

保

健
指
定
医

に
つ
い

て
は
、

備
考

欄
に
指
定

番
号
を

記
載
す

る
こ

と
。
）
、

様
式

5
3
及
び

様
式

5
5
を
用
い
る

こ
と
と

し
、

当
該

病
棟

の
配

置
図

（
合

併
症

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

隔
離

室
の

位
置

が
分

か
る

も
の

。
）

を
添

付
す

る
こ
と

。
な

お
、

精
神

科
救

急
医

療
体

制
の

整
備

等
に

係
る

実
績

を
評

価
す

る
た

め
、

毎
年

７
月

に
お

い
て

様
式

5
3
及
び
様
式

5
5
を
届
け

出
る
こ
と

。
 

（
２

）
「

注
５

」
に

規
定

す
る

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

８
、

様

式
９
、

様
式

1
3

の
３

及
び

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い
て
」

の
別
添

２
の
様

式
4
8
を
用
い
る
こ

と
。
な

お
、

当
該
加
算
の

様
式

4
8
に
係

る
届

出
に
つ
い

て
は
、

医
療
保

護
入

院
等

診
療

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

別
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

た
だ

し
、

当
該

加
算

に
係

る
前

年
度

に
お

け
る

看
護

職
員

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇
の

改
善

に
資

す
る

計
画

の
取

組
状

況
を

評
価

す
る

た
め

、
毎

年
７

月
に

お
い

て
様
式

1
3
 
の

３
を

届
け

出
る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
加

算
の

変
更

の
届

出
に

あ
た

り
、

直
近

７
月

に
届

け
出

た
内

容
と

変
更

が
な

い
場

合
は
、
当

該
様
式

の
届
出

を
略

す
こ
と
が

で
き
る

こ
と
。

 

 第
1
6
の
３
 
児
童
・

思
春
期

精
神
科
入

院
医
療

管
理
料

 

１
 
児
童

・
思
春

期
精
神

科
入

院
医
療
管

理
料
に

関
す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
精
神
科
を

標
榜
す

る
病

院
に
お
い

て
精
神

病
棟
又

は
治

療
室
を
単

位
と
す

る
こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

病
棟

又
は

治
療

室
に

お
け

る
直

近
１

か
月

間
の

入
院

患
者

数
の

概
ね

８
割

以
上

が
、

2
0

歳
未

満
の

精
神

疾
患

を
有

す
る

患
者

（
精

神
作

用
物

質
使

用
に

よ
る

精
神

及
び

行
動

の
障

害
の

患
者

並
び

に
知

的
障

害
の
患
者

を
除
く

。
）
で

あ
る

こ
と
。

 

(
３
)
 
当
該
病
棟

又
は
治

療
室

に
小
児
医

療
及
び

児
童
・

思
春

期
の
精
神

医
療
の

経
験
を

有
す

る
常
勤
の

医
師
が

２
名
以
上

配
置
さ

れ
て
お

り
、

う
ち
１
名

は
精
神

保
健
指

定
医

で
あ
る
こ

と
。

 

(
４
)
 
当
該
病
棟

又
は
治

療
室

に
専
従
の

常
勤
の

精
神
保

健
福

祉
士
及
び

常
勤
の

公
認
心

理
師

が
そ
れ
ぞ

れ
１
名

以
上
配
置

さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

(
５
)
 
 
当
該
保
険
医

療
機
関

内
に
学
習

室
が
設

け
ら
れ

て
い

る
こ
と
。

 

(
６
)
 
当
該
治
療

室
の
病

床
は

3
0

床
以
下
で
あ
り
、

浴
室

、
廊
下
、

デ
イ
ル

ー
ム
、

食
堂

、
面
会
室

、
便
所

、

学
習
室
が

、
当
該

病
棟
の

他
の

治
療
室
と

は
別
に

設
置
さ

れ
て

い
る
こ
と

。
 

 

(
７
)
 
平
成

3
1

年
４
月
１
日

か
ら
当
分

の
間
、

次
の

い
ず
れ

か
の
要
件

に
該
当

す
る
者

は
、

公
認
心
理

師
と
み

な
す
。

 

ア
 
平
成

3
1
年
３
月

3
1
日
時

点
で
、
臨

床
心
理

技
術
者

と
し

て
保
険
医

療
機
関

に
従
事

し
て

い
た
者

 

イ
 
公
認

心
理
師

に
係
る

国
家

試
験
の
受

験
資
格

を
有
す

る
者

 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

児
童
・
思

春
期
精

神
科
入

院
医

療
管
理
料

の
施
設

基
準
に

係
る

届
出
は
、

別
添
７

の
様
式

９
及

び
様
式

5
7

を

用
い
る
こ

と
。
ま

た
、
学

習
室

が
設
け
ら

れ
て
い

る
こ
と

が
確

認
で
き
る

当
該
施

設
の
平

面
図

を
添
付
す

る
こ
と

。
 

 第
1
7
 
精
神
療
養

病
棟
入

院
料

 

 
１
 
精

神
療
養

病
棟
入

院
料

の
施
設
基

準
等

 

(
１
)
 
医
療
法
の

規
定
に

基
づ

き
許
可
を

受
け
、

若
し
く

は
届

出
を
し
、

又
は
承

認
を
受

け
た

病
床
の
数

以
上
の

入
院
患
者

を
入
院

さ
せ
て

い
な

い
こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
病
棟

に
精
神

科
医

師
で
あ
る

常
勤
の

専
任
医

師
及

び
常
勤
の

作
業
療

法
士
又

は
作

業
療
法
の

経
験
を

（ ）（ ） 797796

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 

４
 

精
神

保
健

福
祉

士
配

置
加

算
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

病
棟

に
、

専
従

の
常

勤
精

神
保

健
福

祉
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

退
院

支
援

部
署

を
設

置
し

、
専

従
の

精
神

保
健

福
祉

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

 

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
病

棟
に

専
従

す
る

精
神

保
健

福
祉

士
と

退
院

支
援

部
署

に
専

従
す

る
精

神
保

健
 

福
祉

士
は

兼
任

で
き

な
い

が
、

退
院

支
援

部
署

は
、

退
院

調
整

加
算

又
は

精
神

科
地

域
移

行
実

施
加

算
の

退
 

院
支

援
部

署
又

は
地

域
移

行
推

進
室

と
同

一
で

も
よ

い
。

 

(
３

)
 

措
置

入
院

患
者

、
鑑

定
入

院
患

者
及

び
医

療
観

察
法

入
院

患
者

と
し

て
当

該
保

険
医

療
機

関
に

入
院

と
な

っ
た

患
者

を
除

い
た

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
の

う
ち

７
割

５
分

以
上

が
入

院
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内

に
退

院
し

、
自

宅
等

へ
移

行
す

る
こ

と
。

「
自

宅
等

へ
移

行
す

る
」

と
は

、
患

家
、

介
護

老
人

保
健

施
設

介
護

医
療

院
又

は
精

神
障

害
者

施
設

へ
移

行
す

る
こ

と
で

あ
る

。
な

お
、

こ
こ

で
い

う
「

患
家

」
と

は
、

退
院

先
の

う
ち

、
同

一
の

保
険

医
療

機
関

の
当

該
入

院
料

に
係

る
病

棟
以

外
の

病
棟

へ
転

棟
し

た
場

合
、

他
の

保
険

医
療

機
関

へ
転

院
し

た
場

合
及

び
介

護
老

人
保

健
施

設
、

介
護

医
療

院
又

は
精

神
障

害
者

施
設

に
入

所
し

た
場

合
を

除
い

た
も

の
を

い
う

。
ま

た
、

退
院

後
に

、
医

科
点

数
表

第
１

章
第

２
部

通
則

５
の

規
定

に
よ

り
入

院
期

間
が

通
算

さ
れ

る
再

入
院

を
し

た
場

合
は

、
移

行
し

た
者

と
し

て
計

上
し

な
い

。
 

５
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

精
神

療
養

病
棟

入
院

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
７

の
様

式
９

、
様

式
2
0
（

作
業

療
法

等
の

経
験

を
有

す
る

看
護

職
員

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
を

備
考

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。
）

、
様

式
2
4
の

２
、

様
式

5
5
の

２

及
び

様
式

5
5

の
３

を
用

い
る

こ
と

。
ま

た
、

当
該

病
棟

の
配

置
図

及
び

平
面

図
（

面
積

並
び

に
談

話
室

、
食

堂
、

面
会

室
、

浴
室

及
び

公
衆

電
話

の
位

置
等

が
分

か
る

も
の

。
）

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
1
8
 

削
除

 

 第
1
9
 

認
知

症
治

療
病

棟
入

院
料

 

 
１

 
認

知
症

治
療

病
棟

入
院

料
の

施
設

基
準

等
 

(
１

)
 

精
神

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

同
一

保
険

医
療

機
関

内
に

認
知

症
治

療
病

棟
入

院
料

１
を

算
定

す
べ

き
病

棟
と

認
知

症
治

療
病

棟
入

院
料

２
を

算
定

す
べ

き
病

棟
が

混
在

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

認
知

症
治

療
病

棟
入

院
料

１
の

施
設

基
準

 

ア
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
、

精
神

科
医

師
及

び
認

知
症

治
療

病
棟

に
専

従
す

る
作

業
療

法
士

が
そ

れ

ぞ
れ

１
人

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 
 
当

該
病

棟
に

勤
務

す
る

看
護

職
員

の
最

小
必

要
数

の
半

数
以

上
は

、
精

神
病

棟
に

勤
務

し
た

経
験

を

有
す

る
看

護
職

員
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 
 
当

該
病

棟
に

勤
務

す
る

看
護

補
助

者
の

最
小

必
要

数
の

半
数

以
上

は
、

精
神

病
棟

に
勤

務
し

た
経

験

を
有

す
る

看
護

補
助

者
で

あ
る

こ
と

。
 

エ
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
、

専
従

す
る

精
神

保
健

福
祉

士
又

は
専

従
す

る
公

認
心

理
師

が
い

ず
れ

か

１
人

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

オ
 
 
当

該
病

棟
に

お
け

る
１

看
護

単
位

は
、

概
ね

4
0
か

ら
6
0
床

ま
で

を
上

限
と

す
る

こ
と

。
 

カ
 
 
当

該
病

棟
の

患
者

１
人

当
た

り
の

面
積

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

、
1
8

平
方

メ
ー

ト
ル

（
管

理
部

分

を
除

く
。

）
を

標
準

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

平
成

2
0
年

３
月

3
1
日

時
点

で
特

殊
疾

患
療

養
病

棟
入

院
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当
該
病
棟

を
有
す

る
保
険

医
療

機
関
が
次

の
い
ず

れ
か
の

要
件

を
満
た
す

こ
と
。

 

(
１
)
 
精
神
科
救

急
医
療

体
制

整
備
事
業

の
常
時

対
応
型

精
神

科
救
急
医

療
施
設

、
身
体

合
併

症
対
応
施

設
、
地

 

域
搬
送
受

入
対
応

施
設
又

は
身

体
合
併
症

後
方
搬

送
対
応

施
設

で
あ
る
こ

と
。

 

(
２
)
 
精
神
科
救

急
医
療

体
制

整
備
事
業

の
輪
番

対
応
型

精
神

科
救
急
医

療
施
設

又
は
協

力
施

設
で
あ
っ

て
、
ア

又
は
イ
の

い
ず
れ

か
に
該

当
す

る
こ
と
。

 

ア
 

時
間

外
、

休
日

又
は

深
夜

に
お

け
る

入
院

件
数

が
年

４
件

以
上

で
あ

る
こ

と
。

そ
の

う
ち

１
件

以
上

は
、

精
神

科
救

急
情

報
セ

ン
タ

ー
・

精
神

医
療

相
談

口
（

精
神

科
救

急
医

療
体

制
整

備
事

業
）

、
救

急

医
療

情
報

セ
ン

タ
ー

、
他

の
医

療
機

関
、

都
道

府
県

（
政

令
市

の
地

域
を

含
む

も
の

と
す

る
。

以
下

重

症
者

加
算

１
に

お
い

て
同

じ
。

）
、

市
町

村
、

保
健

所
、

警
察

、
消

防
（

救
急

車
）

か
ら

の
依

頼
で

あ

る
こ
と
。

 

イ
 
時
間

外
、
休

日
又
は

深
夜

に
お
け
る

外
来
対

応
件
数

が
年

1
0
件
以

上
で
あ

る
こ
と

。
な
お
、
精

神
科

救
急

情
報

セ
ン

タ
ー

・
精

神
医

療
相

談
窓

口
（

精
神

科
救

急
医

療
体

制
整

備
事

業
）

、
救

急
医

療
情

報

セ
ン

タ
ー

、
他

の
医

療
機

関
、

都
道

府
県

、
市

町
村

、
保

健
所

、
警

察
、

消
防

（
救

急
車

）
か

ら
の

依

頼
の
場
合

は
、
日

中
の
対

応
で

あ
っ
て
も

件
数
に

含
む
。

 

(
３
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
の

精
神
保
健

指
定
医

が
、
精

神
科

救
急
医
療

体
制
の

確
保
へ

の
協

力
を
行
っ

て
い
る

こ
と
。
具

体
的
に

は
ア
又

は
イ

の
い
ず
れ

か
に
該

当
す
る

こ
と

。
 

ア
 

時
間

外
、

休
日

又
は

深
夜

に
お

け
る

外
来

対
応

施
設

（
自

治
体

等
の

夜
間

・
休

日
急

患
セ

ン
タ

ー
等

や
精

神
科

救
急

医
療

体
制

整
備

事
業

の
常

時
対

応
型

又
は

輪
番

型
の

外
来

対
応

施
設

等
）

で
の

外
来

診

療
又

は
救

急
医

療
機

関
へ

の
診

療
協

力
（

外
来

、
当

直
又

は
対

診
）

を
年

６
回

以
上

行
う

こ
と

。
（

い

ず
れ
も
精

神
科
医

療
を
必

要
と

す
る
患
者

の
診
療

を
行
う

こ
と

。
）

 

イ
 

精
神

保
健

福
祉

法
上

の
精

神
保

健
指

定
医

の
公

務
員

と
し

て
の

業
務

（
措

置
診

察
等

）
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

に
積

極
的

に
協

力
し

、
診

察
業

務
等

を
年

１
回

以
上

行
う

こ
と

。
具

体
的

に
は

、
都

道
府

県

に
連

絡
先

等
を

登
録

し
、

都
道

府
県

の
依

頼
に

よ
る

公
務

員
と

し
て

の
業

務
等

に
参

画
し

、
(
イ

)
か

ら

(
ホ
)
ま
で
の
い
ず

れ
か
の

診
察

あ
る
い
は

業
務
を

年
１
回

以
上

行
う
こ
と

。
 

(
イ
)
 
措
置
入
院

及
び
緊

急
措

置
入
院
時

の
診
察

 

(
ロ
)
 
医
療
保
護

入
院
及

び
応

急
入
院
の

た
め
の

移
送
時

の
診

察
 

(
ハ
)
 
精
神
医
療

審
査
会

に
お

け
る
業
務

 

(
ニ
)
 
精
神
科
病

院
へ
の

立
入

検
査
で
の

診
察

 

(
ホ
)
 
そ
の
他
都

道
府
県

の
依

頼
に
よ
る

公
務
員

と
し
て

の
業

務
 

３
 
退
院

調
整
加

算
の
施

設
基

準
 

(
１
)
 
当
該
保
険

医
療

機
関
内

に
退
院
支

援
部
署

を
設

置
し
、

専
従
の
精

神
保
健

福
祉
士

及
び

専
従
す
る

１
人
の

従
事
者
（

看
護
師

、
作

業
療
法

士
、
精
神

保
健
福

祉
士

、
社
会

福
祉
士
又

は
公
認

心
理

師
の
う

ち
い
ず
れ

か

１
名
）
が

勤
務
し

、
退

院
支
援

計
画
の
作

成
等
の

退
院

調
整
を

行
っ
て
い

る
こ
と

。
ま

た
、
当

該
精
神
保

健

福
祉
士
は

、
精
神

科
地

域
移
行

実
施
加
算

の
地
域

移
行

推
進
室

と
兼
務
す

る
こ
と

が
で

き
、
区

分
番
号
「

Ａ

３
１
８
」

に
掲
げ

る
地

域
移
行

機
能
強
化

病
棟
入

院
料

等
の
施

設
基
準
に

お
い
て

、
退

院
支
援

部
署
に
配

置

す
る
こ
と

と
さ
れ

て
い

る
専
従

の
従
事
者

と
み
な

す
こ

と
が
で

き
る
。
な

お
、
退

院
支

援
部
署

と
地
域
移

行

推
進
室
は

同
一
で

も
よ
い

。
 

(
２
)
 
平
成

3
1

年
４
月
１
日

か
ら
当
分

の
間
、

次
の

い
ず
れ

か
の
要
件

に
該
当

す
る
者

は
、

公
認
心
理

師
と
み

な
す
。

 

ア
 
平
成

3
1
年
３
月

3
1
日
時

点
で
、
臨

床
心
理

技
術
者

と
し

て
保
険
医

療
機
関

に
従
事

し
て

い
た
者

 

（ ）（ ） 799798

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
イ

)
 

医
師

の
指

導
監

督
の

下
で

、
作

業
療

法
士

、
看

護
師

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
の

従
事

者
に

よ
り

、

精
神

症
状

等
の

軽
快

及
び

生
活

機
能

の
回

復
を

目
的

に
看

護
並

び
に

生
活

機
能

回
復

の
た

め
の

訓

練
及
び
指

導
を
集

中
的
に

行
う

。
 

(
ロ

)
 

医
師

の
診

療
に

基
づ

き
心

理
検

査
の

結
果

等
を

踏
ま

え
て

作
成

し
た

患
者

ご
と

の
治

療
計

画
に

基
づ

き
、

看
護

並
び

に
生

活
機

能
回

復
の

た
め

の
訓

練
及

び
指

導
を

集
中

的
に

行
う

と
と

も
に

、

定
期
的
に

そ
の
評

価
を
行

う
等

計
画
的
な

治
療
を

行
う
。

 

(
ハ

)
 

生
活

機
能

回
復

の
た

め
の

訓
練

及
び

指
導

を
、

生
活

機
能

回
復

訓
練

室
等

に
お

い
て

患
者

１
人

当
た

り
１

日
４

時
間

、
週

５
回

行
う

。
た

だ
し

、
当

該
訓

練
及

び
指

導
は

患
者

の
状

態
に

応
じ

て

行
う

も
の

と
し

、
認

知
症

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

又
は

精
神

科
作

業
療

法
を

算
定

し
た

場

合
は
、
そ

の
時
間

を
含
め

て
差

し
支
え
な

い
。

 

(
５
)
 
退
院
調
整

加
算
の

施
設

基
準

 

当
該
保
険

医
療
機

関
内

に
退
院

支
援
部
署

を
設
置

し
、

専
従
の

精
神
保
健

福
祉
士

及
び

専
従
す

る
１
人
の

従
事
者
（

看
護
師

、
作

業
療
法

士
、
精
神

保
健
福

祉
士

、
社
会

福
祉
士
又

は
公
認

心
理

師
の
う

ち
い
ず
れ

か

１
名
）
が

勤
務
し

て
お

り
、
退

院
支
援
計

画
の
作

成
等

の
退
院

調
整
を
行

っ
て
い

る
こ

と
。
ま

た
、
当
該

専

従
精
神
保

健
福
祉

士
は

、
精
神

科
地
域
移

行
実
施

加
算

の
地
域

移
行
推
進

室
と
兼

務
す

る
こ
と

が
で
き
、

区

分
番
号
「

Ａ
３
１

２
」

に
掲
げ

る
精
神
療

養
病
棟

入
院

料
の
「

注
５
」
等

の
施
設

基
準

に
お
い

て
、
退
院

支

援
部
署
に

配
置
す

る
こ

と
と
さ

れ
て
い
る

専
従
の

従
事

者
と
み

な
す
こ
と

が
で
き

る
。

な
お
、

退
院
支
援

部

署
と
地
域

移
行
推

進
室
は

同
一

で
も
良
い

。
 

(
６
)
 
認
知
症
夜

間
対
応

加
算

の
施
設
基

準
 

ア
 
認
知

症
治
療

病
棟

入
院
料

１
、
認
知

症
治
療

病
棟

入
院
料

２
の
い
ず

れ
の
場

合
も

、
夜
勤

を
行
う
看

護

要
員
が
３

名
以
上

の
場
合

に
算

定
で
き
る

。
 

イ
 
行
動

制
限
最

小
化
に

係
る

委
員
会
に

お
い
て

次
の
活

動
を

行
っ
て
い

る
こ
と

。
 

(
イ
)
 
行
動
制
限

に
つ

い
て
の

基
本
的
考

え
方
や

、
や

む
を
得

ず
行
動
制

限
す
る

場
合

の
手
順

等
を
盛
り

込
ん
だ
基

本
指
針

の
整
備

 

(
ロ
)
 
患
者
の
病

状
、

院
内
に

お
け
る
行

動
制
限

患
者

の
状
況

に
係
る
レ

ポ
ー
ト

を
も

と
に
、

月
１
回
程

度
の
病
状

改
善
、

行
動
制

限
の

状
況
の
適

切
性
及

び
行
動

制
限

最
小
化
の

た
め
の

検
討
会

議
の

開
催

 

(
ハ

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

精
神

科
診

療
に

携
わ

る
職

員
全

て
を

対
象

と
し

た
、

精
神

保
健

及
び

精
神

障
害

者
福

祉
に

関
す

る
法

律
、

隔
離

拘
束

の
早

期
解

除
及

び
危

機
予

防
の

た
め

の
介

入

技
術
等
に

関
す
る

研
修
会

の
年

２
回
程
度

の
実
施

 

(
７
)
 
(
３
)
及
び
(
４
)
の
内
法

の
規
定
の

適
用
に

つ
い
て

は
、

平
成

2
6
年
３
月

3
1
日
に
お
い

て
、
現
に

当
該
入

院
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
病

棟
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま
で
の

間
は
、
(
３
)
及

び
(
４
)
の
内
法
の

規
定
を

満
た
し

て
い
る
も

の
と
す

る
。

 

(
８
)
 
平
成

3
1

年
４
月
１
日

か
ら
当
分

の
間
、

次
の

い
ず
れ

か
の
要
件

に
該
当

す
る
者

は
、

公
認
心
理

師
と
み

な
す
。

 

 
 
ア
 

平
成

3
1
年
３
月

3
1
日
時
点
で

、
臨
床

心
理
技

術
者

と
し
て
保

険
医
療

機
関
に

従
事

し
て
い
た

者
 

 
 
イ
 

公
認
心

理
師
に

係
る

国
家
試
験

の
受
験

資
格
を

有
す

る
者

 

 
２
 
届

出
に
関

す
る
事

項
 

認
知
症
治

療
病
棟

入
院
料

に
係

る
施
設
基

準
の
届

出
は
、

別
添

７
の
様
式

９
、
様

式
2
0
及
び

様
式

5
6
を
用

い
る
こ
と

と
し
、

当
該

病
棟
の

配
置
図
及

び
平
面

図
を

添
付
す

る
こ
と
。

ま
た
、

「
注

３
」
に

規
定
す
る

認
知

症
夜
間
対

応
加
算

の
施

設
基
準

に
係
る
届

出
は
、

別
添

７
の
様

式
８
、
様

式
９
及

び
「

特
掲
診

療
料
の
施

設
基

 
-
 
17

3
 -
 

料
２
を
算

定
し
て

い
る

病
棟
か

ら
当
該
病

棟
へ
移

行
し

た
場
合

は
、
当
分

の
間
、

内
法

に
よ
る

測
定
で
、

1
6

平
方

メ
ー

ト
ル

（
治

療
室

、
機

能
訓

練
室

、
浴

室
、

廊
下

、
デ

イ
ル

ー
ム

、
食

堂
、

面
会

室
、

ナ
ー

ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

、
便
所

等
の

面
積
を
含

む
。
）

で
あ
っ

て
も

、
認
め
る

こ
と
と

す
る
。

 

キ
 
 
認

知
症

治
療

病
棟

入
院

医
療

を
行

う
に

ふ
さ

わ
し

い
デ

イ
ル

ー
ム

等
の

共
有

空
間

が
あ

る
等

高
齢

者

の
行
動
し

や
す
い

廊
下
を

有
し

て
い
る
こ

と
。

 

ク
 
 
認
知
症
治
療

病
棟
入

院
医

療
を
行
う

に
ふ
さ

わ
し
い

、
広

さ
6
0
平
方

メ
ー
ト

ル
以
上

（
内
法
に
よ

る

測
定
に
基

づ
く
。

）
の
専

用
の

生
活
機
能

回
復
訓

練
室
（

平
成

2
0

年
３
月

31
日
時
点
で

特
殊
疾
患
療

養
病

棟
入

院
料

２
を

算
定

し
て

い
る

病
棟

か
ら

当
該

病
棟

へ
移

行
し

た
場

合
は

、
当

分
の

間
、

代
用

的

に
生

活
機

能
回

復
訓

練
等

が
行

え
る

場
所

（
デ

イ
ル

ー
ム

等
）

）
を

有
し

、
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い

る
全
て
の

患
者
に

対
し
て

、
次

に
掲
げ
る

生
活
機

能
回
復

訓
練

等
を
行
う

こ
と
。

 

(
イ

)
 

医
師

の
指

導
監

督
の

下
で

、
作

業
療

法
士

、
看

護
師

、
精

神
保

健
福

祉
士

の
従

事
者

に
よ

り
、

精
神

症
状

等
の

軽
快

及
び

生
活

機
能

の
回

復
を

目
的

に
看

護
並

び
に

生
活

機
能

回
復

の
た

め
の

訓

練
及
び
指

導
を
集

中
的
に

行
う

。
 

(
ロ

)
 

医
師

の
診

療
に

基
づ

き
心

理
検

査
の

結
果

等
を

踏
ま

え
て

作
成

し
た

患
者

ご
と

の
治

療
計

画
に

基
づ

き
、

看
護

並
び

に
生

活
機

能
回

復
の

た
め

の
訓

練
及

び
指

導
を

集
中

的
に

行
う

と
と

も
に

、

定
期
的
に

そ
の
評

価
を
行

う
等

計
画
的
な

治
療
を

行
う
。

 

(
ハ

)
 

生
活

機
能

回
復

の
た

め
の

訓
練

及
び

指
導

を
、

生
活

機
能

回
復

訓
練

室
等

に
お

い
て

患
者

１
人

当
た

り
１

日
４

時
間

、
週

５
回

行
う

。
た

だ
し

、
当

該
訓

練
及

び
指

導
は

患
者

の
状

態
に

応
じ

て

行
う

も
の

と
し

、
認

知
症

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

又
は

精
神

科
作

業
療

法
を

算
定

し
た

場

合
は
、
そ

の
時
間

を
含
め

て
差

し
支
え
な

い
。

 

(
４
)
 
認
知
症
治

療
病
棟

入
院

料
２
の
施

設
基
準

 

ア
 
(
３
)
の
イ
か

ら
エ
ま

で
を

満
た
し
て

い
る
。

 

イ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
精

神
科

医
師

及
び

認
知

症
治

療
病

棟
に

専
従

す
る

作
業

療
法

士
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

。
た

だ
し

、
認

知
症

患
者

の
作

業
療

法
の

経
験

を
有

す
る

看
護

師
が

１

人
以

上
勤

務
す

る
認

知
症

治
療

病
棟

に
あ

っ
て

は
、

作
業

療
法

士
が

週
１

回
以

上
当

該
病

棟
に

お
い

て

患
者

の
作

業
療

法
に

つ
い

て
の

評
価

を
行

う
場

合
に

は
、

当
分

の
間

、
作

業
療

法
士

が
１

人
以

上
勤

務

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

。
な

お
、

作
業

療
法

の
経

験
を

有
す

る
看

護
師

と
は

、
専

門
機

関
等

が
主

催

す
る

認
知

症
指

導
に

関
す

る
所

定
の

研
修

を
修

了
し

た
者

で
あ

る
。

こ
の

場
合

、
当

該
看

護
師

は
当

該

入
院
料
を

算
定
す

る
際
の

看
護

師
の
員
数

に
は
算

入
し
な

い
。

 

ウ
 
当
該

病
棟
に

お
け
る

１
看

護
単
位
は

、
概
ね

6
0
床
を
上

限
と
す
る

。
 

エ
 

当
該

病
棟

の
患

者
１

人
当

た
り

の
面

積
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

1
8

平
方

メ
ー

ト
ル

（
管

理
部

分

を
除
く
。

）
以
上

と
す
る

。
た

だ
し
、
平
成

2
0

年
３
月

3
1

日
時
点
で

特
殊
疾

患
療
養

病
棟

入
院
料
２

を
算

定
し

て
い

る
病

棟
か

ら
当

該
病

棟
へ

移
行

し
た

場
合

は
、

当
分

の
間

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

1
6

平
方

メ
ー

ト
ル

（
治

療
室

、
機

能
訓

練
室

、
浴

室
、

廊
下

、
デ

イ
ル

ー
ム

、
食

堂
、

面
会

室
、

ナ
ー

ス

ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、

便
所
等

の
面

積
を
含
む

。
）
で

あ
っ
て

も
、

認
め
る
こ

と
と
す

る
。

 

オ
 
認
知

症
治
療

病
棟
入

院
医

療
を
行
う

に
ふ
さ

わ
し
い

、
広

さ
6
0
平
方

メ
ー
ト

ル
以
上

（
内
法
に
よ

る

測
定
に
基

づ
く
。

）
の
専

用
の

生
活
機
能

回
復
訓

練
室
（

平
成

2
0

年
３
月

31
日
時
点
で

特
殊
疾
患
療

養
病

棟
入

院
料

２
を

算
定

し
て

い
る

病
棟

か
ら

当
該

病
棟

へ
移

行
し

た
場

合
は

、
当

分
の

間
、

代
用

的

に
生

活
機

能
回

復
訓

練
等

が
行

え
る

場
所

（
デ

イ
ル

ー
ム

等
）

）
を

有
し

、
当

該
病

棟
に

入
院

し
て

い

る
全
て
の

患
者
に

対
し
て

、
次

に
掲
げ
る

生
活
機

能
回
復

機
能

訓
練
等
を

行
う
こ

と
。

 

（ ）（ ） 799798

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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常
勤

作
業

療
法

士
又

は
専

任
の

言
語

聴
覚

士
（

以
下

「
理

学
療

法
士

等
」

と
い

う
。

）
が

１
名

以
上

配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が

週
2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

任
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
専

任
の

非
常

勤
作

業
療

法
士

又

は
専

任
の

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

を
そ

れ
ぞ

れ
２

人
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
保

険
医

療

機
関

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

士
、

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

そ
れ

ぞ

れ
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

基
準

を
満

た
す

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

ウ
 

当
該

 
 
保

険
医

療
機

関
内

に
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

業
務

を
担

う
部

門
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

当
該

部
門

に
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

に
係

る
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

専
従

の

看
護

師
又

は
専

従
の

社
会

福
祉

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

当
該

部
門

に
専

従
の

看
護

師
が

配
置

さ

れ
て

い
る

場
合

に
あ

っ
て

は
専

任
の

社
会

福
祉

士
が

、
専

従
の

社
会

福
祉

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合

に
あ

っ
て

は
専

任
の

看
護

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
専

従
の

看
護

師
又

は
社

会
福

祉

士
に

つ
い

て
は

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

従
の

非
常

勤
の

看
護

師
又

は
社

会
福

祉
士

（
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

看
護

師
又

は
社

会
福

祉
士

に
限

る
。

）
を

２
名

組
み

合
わ

せ
る

こ

と
に

よ
り

、
常

勤
看

護
師

等
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
看

護
師

等
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

エ
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ

)
、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ

)
、

(
Ⅱ

)
若

し
く

は
(
Ⅲ

)
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
若

し
く

は
(
Ⅱ

)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

オ
 

 
エ

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
１

日
平

均
２

単
位

以
上

提
供

し
て

い

る
こ

と
。

な
お

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
提

供
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

患
者

の
入

棟
又

は
入

室
時

に

測
定

し
た

Ａ
Ｄ

Ｌ
等

を
参

考
に

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

必
要

性
を

判
断

し
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

診

療
録

等
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

に
説

明
す

る
こ

と
。

 

カ
 

当
該

病
室

の
床

面
積

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

、
患

者
１

人
に

つ
き

、
6
.
4
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
で

あ

る
こ

と
。

な
お

、
平

成
2
7

年
３

月
3
1

日
ま

で
の

間
に

、
床

面
積

に
つ

い
て

、
壁

芯
に

よ
る

測
定

で
届

出
が

行
わ

れ
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
7
年

４
月

１
日

以
降

も
有

効
な

も
の

と
し

て
取

り
扱

う
。

 

キ
 

病
室

に
隣

接
す

る
廊

下
の

幅
は

内
法

に
よ

る
測

定
で

、
1
.
8
メ

ー
ト

ル
以

上
で

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

た
だ

し
、

両
側

に
居

室
が

あ
る

廊
下

の
幅

は
、

2
.
7
メ

ー
ト

ル
以

上
で

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

な
お

、

廊
下

の
幅

が
1
.
8

メ
ー

ト
ル

（
両

側
居

室
の

場
合

は
2
.
7

メ
ー

ト
ル

）
に

満
た

な
い

医
療

機
関

に
つ

い

て
は

、
全

面
的

な
改

築
等

を
行

う
ま

で
の

間
は

1
.
8

メ
ー

ト
ル

（
両

側
居

室
の

場
合

は
2
.
7

メ
ー

ト

ル
）

未
満

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
が

、
全

面
的

な
改

築
等

の
予

定
に

つ
い

て
年

１
回

報
告

を
行

う

こ
と

。
 

ク
 

当
該

病
室

を
含

む
病

棟
に

、
又

は
当

該
医

療
機

関
内

に
お

け
る

当
該

病
室

を
含

む
病

棟
の

近
傍

に
患

者
の

利
用

に
適

し
た

浴
室

及
び

便
所

が
設

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ケ
 

当
該

入
院

料
を

算
定

す
る

も
の

と
し

て
届

け
出

て
い

る
病

室
に

、
直

近
３

月
に

お
い

て
入

院
し

て
い

る

全
て

の
患

者
の

状
態

に
つ

い
て

、
別

添
６

の
別

紙
７

の
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

又
は

Ⅱ
に

係
る

評
価

票
に

お
け

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
処

置
等

の
項

目
（

Ａ
項

目
）

及
び

手
術

等
の

医
学

的
状

況
の

項
目

（
Ｃ

項
目

）
を

用
い

て
測

定
し

、
そ

の
結

果
、

当
該

病
棟

又
は

当
該

病
室

へ
入

院
す

る
患

者
全

体
に

占
め

る
基

準
を

満
た

す
患

者
（

別
添

６
の

別
紙

７
に

よ
る

評
価

の
結

果
、

看
護

必
要

度
評

価
票
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準
等
及
び

そ
の
届

出
に

関
す
る

手
続
き
の

取
扱
い

に
つ

い
て
」

の
別
添
２

の
様
式

4
8

を
用
い

る
こ
と
。

な
お
、

認
知
症
夜

間
対
応

加
算

の
様

式
4
8

に
係
る
届
出
に

つ
い
て

は
、
医
療

保
護
入

院
等

診
療
料

の
届
出
を

行
っ
て

い
る
場
合

は
、
別

に
地
方

厚
生

（
支
）
局

長
に
対

し
て
、

届
出

を
行
う
必

要
は
な

い
こ
と

。
 

 第
2
0
 
特
定
一
般

病
棟
入

院
料

 

１
 
特
定

一
般
病

棟
入
院

料
の

施
設
基
準

等
 
 

(
１
)
 
医
療
提
供

体
制
の

確
保

の
状
況
に

鑑
み
、

「
基
本

診
療

料
の
施
設

基
準
等

」
別
表

第
六

の
二
に
掲

げ
る
地

域
に

所
在

す
る

保
険

医
療

機
関

の
う

ち
、

一
般

病
棟

が
１

病
棟

で
構

成
さ

れ
る

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
で
あ
る

こ
と
。

 

(
２
)
 
特
定
一
般

病
棟
入

院
料

１
の
施
設

基
準

 

当
該
病
室

を
有
す

る
病
棟

に
お

い
て
、
常

時
1
3
対

１
以
上

の
看
護
配
置

（
当
該

病
棟
に

お
け

る
看
護
職

員
の
数
が

、
常
時

、
当
該

病
棟

の
入
院
患

者
の
数

が
1
3
又

は
そ
の
端
数

を
増
す

ご
と
に

１
以

上
で
あ
る

こ

と
。

）
よ

り
も

手
厚

い
看

護
配

置
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
夜

勤
を

行
う

看
護

職
員

の
数

は
、

２
以

上
で

あ
る
こ
と

。
 

(
３
)
 
特
定
一
般

病
棟
入

院
料

２
の
施
設

基
準

 

当
該
病
室

を
有
す

る
病
棟

に
お

い
て
、
常

時
1
5
対

１
以
上

の
看
護
配
置

（
当
該

病
棟
に

お
け

る
看
護
職

員
の
数
が

、
常
時

、
当
該

病
棟

の
入
院
患

者
の
数

が
1
5
又

は
そ
の
端
数

を
増
す

ご
と
に

１
以

上
で
あ
る

こ

と
。

）
よ

り
も

手
厚

い
看

護
配

置
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
夜

勤
を

行
う

看
護

職
員

の
数

は
、

２
以

上
で

あ
る
こ
と

。
 

(
４
)
 
一
般
病
棟

看
護
必

要
度

評
価
加
算

の
施
設

基
準

 

 
 
 
注

５
に
掲

げ
る

一
般
病

棟
看
護
必

要
度
評

価
加

算
を
算

定
す
る
病

棟
は
、

当
該

加
算
を

算
定
す
る

も
の
と

し
て
届
け

出
た
病

棟
に

、
直
近

３
月
に
つ

い
て
入

院
し

て
い
る

全
て
の
患

者
の
状

態
を

、
別
添

６
の
別
紙

７

の
一
般
病

棟
用
の

重
症

度
、
医

療
・
看
護

必
要
度

に
係

る
評
価

票
の
Ⅰ
又

は
Ⅱ
を

用
い

て
継
続

的
に
測
定

し
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
評

価
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

産
科

患
者

、
1
5

歳
未

満
の

小
児

患
者

、
短

期
滞
在
手

術
等
基

本
料

を
算
定

す
る
患
者

及
び
基

本
診

療
料
の

施
設
基
準

等
（
令

和
２

年
厚
生

労
働
省
告

示

第
●
号
）

の
別
表

第
二

の
二
十

三
に
該
当

す
る
患

者
に

対
し
て

短
期
滞
在

手
術
等

基
本

料
２
又

は
３
の
対

象

と
な
る
手

術
、
検

査
又

は
放
射

線
治
療
を

行
っ
た

場
合

（
基
本

診
療
料
の

施
設
基

準
等

（
令
和

２
年
厚
生

労

働
省
告
示

○
号
）

第
十

の
三
（

３
）
及
び

四
に
係

る
要

件
以
外

の
短
期
滞

在
手
術

等
基

本
料
に

係
る
要
件

を

満
た
す
場

合
に
限

る
。

）
は
対

象
か
ら
除

外
す
る

。
ま

た
、
重

症
度
、
医

療
・
看

護
必

要
度
Ⅱ

の
評
価
に

当

た
っ
て
は

、
歯
科

の
入

院
患
者

（
同
一
入

院
中
に

医
科

の
診
療

も
行
う
期

間
に
つ

い
て

は
除
く

。
）
は
、

対

象
か
ら
除

外
す
る

。
な

お
、
重

症
度
、
医

療
・
看

護
必

要
度
Ⅰ

又
は
Ⅱ
に

係
る
評

価
票

の
記
入

は
、
院
内

研

修
を
受
け

た
も
の

が
行

う
も
の

で
あ
る
こ

と
。
た

だ
し

、
●
●

に
掲
げ
る

「
一
般

病
棟

用
の
重

症
度
、
医

療

・
看
護
必

要
度
Ａ

・
Ｃ

項
目
に

係
る
レ
セ

プ
ト
電

算
処

理
シ
ス

テ
ム
用
コ

ー
ド
一

覧
」

を
用
い

て
評
価
を

行

う
項
目
に

つ
い
て

は
、
当

該
評

価
者
に
よ

り
各
選

択
肢
の

判
断

を
行
う
必

要
は
な

い
。

 

(
５
)
 
特
定
一
般

病
棟
入

院
料

（
地
域
包

括
ケ
ア

１
）
の

施
設

基
準
等

 

ア
 

注
７

に
規

定
す

る
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
を

行
う

病
室

を
有

す
る

病
棟

に
お

い
て

、
常

時
1
5

対
１

以
上

の
看

護
配

置
（

当
該

病
棟

に
お

け
る

看
護

職
員

の
数

が
、

常
時

、
当

該
病

棟
の

入
院

患
者

の

数
が

1
5
又

は
そ
の

端
数
を

増
す
ご
と
に

１
以
上

で
あ
る

こ
と

。
）
よ
り

も
手
厚

い
看
護

配
置

で
あ
る
こ

と
。
た
だ

し
、
夜

勤
を
行

う
看

護
職
員
の

数
は
、

２
以
上

で
あ

る
こ
と
。

 

イ
 

当
該

病
室

を
有

す
る

病
棟

に
お

い
て

、
病

室
を

含
む

病
棟

に
、

専
任

の
常

勤
理

学
療

法
士

、
専

任
の

（ ）（ ） 801800

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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る
入

院
期

間
が

通
算

さ
れ

る
再

入
院

患
者

及
び

死
亡

退
院

し
た

患
者

を
除

く
。

）
の

う
ち

、
自

宅
等

に
退
院
す

る
も
の

の
数

 

②
 

直
近

６
か

月
間

に
退

院
し

た
患

者
数

（
第

２
部

「
通

則
５

」
に

規
定

す
る

入
院

期
間

が
通

算
さ

れ

る
再
入
院

患
者
及

び
死
亡

退
院

し
た
患
者

を
除
く

。
）

 

ス
 

デ
ー

タ
提

出
加

算
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

当
該

基
準

に
つ

い
て

は
別

添
７

の
様

式
4
0

の
７
を
用

い
て
届

出
を
行

っ
た

時
点
で
、

当
該
入

院
料
の

届
出

を
行
う
こ

と
が
で

き
る
。

 

セ
 

当
該

病
室

に
入

室
し

た
患

者
の

う
ち

、
自

宅
等

か
ら

入
室

し
た

患
者

の
占

め
る

割
合

が
１

割
５

分
以

上
で
あ
る

こ
と
。

た
だ
し

、
当

該
病
室

が
1
0
床
未

満
の
場

合
に
つ
い
て

は
自
宅

等
か
ら

入
室

し
た
患
者

を
前

３
月

に
お

い
て

６
人

以
上

受
け

入
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
自

宅
等

か
ら

入
室

し
た

患
者

と
は

、

自
宅

又
は

有
料

老
人

ホ
ー

ム
等

か
ら

入
室

し
た

患
者

の
こ

と
を

い
う

。
た

だ
し

、
当

該
入

院
料

を
算

定

す
る

病
棟

又
は

病
室

を
有

す
る

病
院

に
有

料
老

人
ホ

ー
ム

等
が

併
設

さ
れ

て
い

る
場

合
は

当
該

有
料

老

人
ホ
ー
ム

等
か
ら

入
棟
し

た
患

者
は
含
ま

れ
な
い

。
 

ソ
 

自
宅

等
か

ら
入

室
し

た
患

者
の

占
め

る
割

合
は

、
直

近
３

か
月

間
に

自
宅

等
か

ら
入

室
し

た
患

者
を

直
近
３
か

月
に
当

該
病
棟

に
入

室
し
た
患

者
の
数

で
除
し

て
算

出
す
る
も

の
で
あ

る
こ
と

。
 

タ
 

当
該

病
室

に
お

い
て

自
宅

等
か

ら
の

緊
急

入
院

患
者

の
受

入
れ

が
直

近
３

か
月

間
で

６
人

以
上

で
あ

る
こ

と
。

自
宅

等
か

ら
の

緊
急

入
院

患
者

と
は

、
自

宅
又

は
有

料
老

人
ホ

ー
ム

等
か

ら
入

棟
し

た
患

者

で
、
か
つ

、
予
定

さ
れ
た

入
院

以
外
の
患

者
の
こ

と
を
い

う
。

 

チ
 
次
に

掲
げ
る

項
目
の

う
ち

少
な
く
と

も
２
つ

を
満
た

し
て

い
る
こ
と

。
 

①
 
当

該
保
険

医
療

機
関

に
お

い
て
在

宅
患
者

訪
問

診
療

料
（

Ⅰ
）
及

び
（
Ⅱ

）
の

算
定

回
数

が
直
近

３

か
月
間
で

3
0
回
以
上

で
あ
る

こ
と
。

 

②
 
当

該
保

険
医
療

機
関

に
お

い
て
在

宅
患

者
訪
問

看
護

・
指

導
料
、

同
一

建
物
居

住
者

訪
問

看
護
・

指

導
料
又
は

精
神
科

訪
問
看

護
・

指
導
料
Ⅰ

の
算
定

回
数
が

直
近

３
か
月
間

で
6
0
回
以
上
で

あ
る
こ
と
。

 

③
 
当

該
保

険
医
療

機
関

と
同

一
敷
地

内
又

は
隣
接

す
る

敷
地

内
に
位

置
す

る
訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ
ョ

ン

に
お

い
て

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
又

は
精

神
科

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
の

算
定

回
数

が
直

近
３

か
月

間
で

3
0
0
回
以
上
で
あ
る

こ
と

。
 

④
 
当

該
保

険
医
療

機
関

に
お

い
て
区

分
番

号
「
Ｃ

０
０

６
」

在
宅
患

者
訪

問
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

指

導
管
理
料

の
算
定

回
数
が

直
近

３
か
月
間

で
3
0
回
以
上
で
あ

る
こ
と
。

 

⑤
 
当

該
保

険
医
療

機
関

と
同

一
敷
地

内
又

は
隣
接

す
る

敷
地

内
に
位

置
す

る
事
業

所
が

、
介

護
保
険

法

第
８

条
第

２
項

に
規

定
す

る
訪

問
介

護
、

同
条

４
項

に
規

定
す

る
訪

問
看

護
、

同
条

第
５

項
に

規
定

す
る

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

同
法

第
８

条
の

２
第

３
項

に
規

定
す

る
介

護
予

防
訪

問
看

護
又

は
同

条
第

４
項

に
規

定
す

る
介

護
予

防
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
提

供
実

績
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

⑥
 
当

該
保

険
医
療

機
関

に
お

い
て
区

分
番

号
「
Ｂ

０
０

５
」

退
院
時

共
同

指
導
料

２
の

算
定

回
数
が

直

近
３
か
月

間
で
６

回
以
上

で
あ

る
こ
と
。

 

ツ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
厚

生
労

働
省

「
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

・
ケ

ア
の

決
定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

等
の

内
容

を
踏

ま
え

、
適

切
な

意
思

決
定

支
援

に
関

す
る

指
針

を
定

め
て
い
る

こ
と
。

 

テ
 
許
可

病
床

2
8
0
床
未
満
の

保
険
医
療

機
関
で

あ
る
こ

と
。

 

(
６
)
 
特
定
一
般

病
棟
入

院
料

（
地
域
包

括
ケ
ア

２
）
の

施
設

基
準
等

 

(
５
)
の
ア
か
ら
ス

の
基
準

を
満

た
し
て
い

る
こ
と

。
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Ａ
項
目
の

得
点
が

１
点

以
上
の

患
者
又
は

Ｃ
項
目

の
得

点
が
１

点
以
上
の

患
者
を

い
う

。
）
の

割
合
が
重

症
度
、
医

療
・
看

護
必

要
度
Ⅰ

で
１
割
４

分
以
上

又
は

重
症
度

、
医
療
・

看
護
必

要
度

Ⅱ
で
１

割
１
分
以

上
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
産

科
患

者
、

1
5

歳
未

満
の

小
児

患
者

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定

す
る
患
者

及
び
基

本
診

療
料
の

施
設
基
準

等
の
別

表
第

二
の
二

十
三
に
該

当
す
る

患
者

に
対
し

て
短
期
滞

在
手
術
等

基
本
料

２
又

は
３
の

対
象
と
な

る
手
術

、
検

査
又
は

放
射
線
治

療
を
行

っ
た

場
合
（

基
本
診
療

料
の
施
設

基
準
等

第
十

の
三
（

３
）
及
び

四
に
係

る
要

件
以
外

の
短
期
滞

在
手
術

等
基

本
料
２

又
は
３
に

係
る
要
件

を
満
た

す
場

合
に
限

る
。
）
は

対
象
か

ら
除

外
す
る

。
ま
た
、

重
症
度

、
医

療
・
看

護
必
要
度

Ⅱ
の
評
価

に
当
た

っ
て

は
、
歯

科
の
入
院

患
者
（

同
一

入
院
中

に
医
科
の

診
療
も

行
う

期
間
に

つ
い
て
は

除
く
。
）

は
、
対

象
か

ら
除
外

す
る
。
一

般
病
棟

用
の

重
症
度

、
医
療
・

看
護
必

要
度

Ⅰ
又
は

Ⅱ
に
係
る

評
価
票
の

記
入
（

●
●

に
掲
げ

る
「
一
般

病
棟
用

の
重

症
度
、

医
療
・
看

護
必
要

度
Ａ

・
Ｃ
項

目
に
係
る

レ
セ
プ
ト

電
算
処

理
シ

ス
テ
ム

用
コ
ー
ド

一
覧
」

を
用

い
て
評

価
を
行
う

項
目
は

除
く

。
）
は

、
院
内
研

修
を
受
け

た
も
の

が
行

う
も
の

で
あ
る
こ

と
。
ま

た
、

一
般
病

棟
用
の
重

症
度
、

医
療

・
看
護

必
要
度
Ⅰ

又
は
Ⅱ
の

い
ず
れ

を
用

い
て
評

価
を
行
う

か
は
、

入
院

料
等
の

届
出
時
に

併
せ
て

届
け

出
る
こ

と
。
な
お

、

評
価
方
法

の
み
の

変
更

を
行
う

場
合
に
つ

い
て
は

、
別

添
７
の

様
式

1
0

を
用
い
て
届

け
出
る

必
要
が
あ

る
こ
と
。

た
だ
し

、
評

価
方
法

の
み
の
変

更
に
よ

る
新

た
な
評

価
方
法
へ

の
切
り

替
え

は
切
替

月
の
み
と

し
、
切
替

月
の

1
0
日
ま
で

に
届
け
出
る

こ
と
。

令
和
２

年
３

月
3
1
日
に
お
い
て

、
現
に

当
該
入
院
料
の

届
出
を
行

っ
て
い

る
保

険
医
療

機
関
に
あ

っ
て
は

、
令

和
２
年

９
月

3
0

日
ま
で
の
間

、
令
和

２
年
度
改

定
後
の
当

該
入
院

料
の

重
症
度

、
医
療
・

看
護
必

要
度

の
基
準

を
満
た
す

も
の
と

み
な

す
も
の

で
あ
る
こ

と
。

 

コ
 
次
の

い
ず
れ

か
の
基

準
を

満
た
し
て

い
る
こ

と
。

 

①
 

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

の
別

添

１
の
第

1
4
の
２
に
規

定
す
る

在
宅
療
養

支
援
病

院
の
届

出
を

行
っ
て
い

る
こ
と

。
 

②
 

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

の
別

添

１
の
第

1
6
の

３
に
規

定
す
る

在
宅
療
養

後
方
支

援
病
院

の
届

出
を
行
っ

て
お
り

、
在
宅

患
者

の
直
近

１
年

間
の

受
入

実
績

が
３

件
以

上
（

区
分

番
号

「
Ａ

２
０

６
」

在
宅

患
者

緊
急

入
院

診
療

加
算

の
１

を
算
定
し

た
も
の

に
限
る

。
）

で
あ
る
こ

と
。

 

③
 
医
療

法
第

3
0
条
の
４

の
規
定
に
基

づ
き
都

道
府
県

が
作

成
す
る
医

療
計
画

に
記
載

さ
れ

て
い
る
第

二
次
救
急

医
療
機

関
で
あ

る
こ

と
。

 

④
 
救
急

病
院
等

を
定
め

る
省

令
に
基
づ

き
認
定

さ
れ
た

救
急

病
院
で
あ

る
こ
と

。
 

⑤
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
当

該
保

険
医

療
機

関
と

同
一

の
敷

地
内

又
は

隣
接

す
る

敷
地

内
に

設

置
さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

サ
 

当
該

病
室

を
退

院
し

た
患

者
に

占
め

る
在

宅
等

に
退

院
す

る
も

の
の

割
合

が
７

割
以

上
で

あ
る

こ
と

。

こ
の

場
合

に
お

け
る

在
宅

等
に

退
院

す
る

も
の

と
は

、
次

の
①

及
び

②
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

な
い

患

者
を
い
う

。
 

①
 

他
の

保
険

医
療

機
関

（
有

床
診

療
所

入
院

基
本

料
（

別
添

２
の

第
３

の
５

の
（

１
）

の
イ

の

（
イ
）
に

該
当
す

る
も
の

に
限

る
。
）
を

算
定
す

る
病
床

を
除

く
。
）
に

転
院
し

た
患
者

 

②
 
介
護

老
人
保

健
施
設

に
入

所
し
た
患

者
 

シ
 

当
該

病
室

か
ら

退
院

し
た

患
者

数
に

占
め

る
在

宅
等

に
退

院
す

る
も

の
の

割
合

は
、

次
の

①
に

掲
げ

る
数
を
②

に
掲
げ

る
数
で

除
し

て
算
出
す

る
。

 

①
 

直
近

６
か

月
間

に
お

い
て

、
当

該
病

室
か

ら
退

院
し

た
患

者
数

（
第

２
部

「
通

則
５

」
に

規
定

す

（ ）（ ） 801800

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
９

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

退
院

支
援

部
署

を
設

置
し

、
専

従
す

る
１

人
の

従
事

者
（

看
護

師
、

作
業

療
法

士
、

精
神

保
健

福
祉

士
、

社
会

福
祉

士
又

は
公

認
心

理
師

の
う

ち
い

ず
れ

か
１

名
）

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

退
院

支
援

部
署

と
精

神
科

地
域

移
行

実
施

加
算

の
地

域
移

行
推

進
室

は
同

一
で

も
よ

い
。

当
該

専
従

の

従
事

者
は

、
区

分
番

号
「

Ａ
３

１
２

」
に

掲
げ

る
精

神
療

養
病

棟
入

院
料

の
「

注
５

」
等

の
施

設
基

準
に

お

い
て

、
退

院
支

援
部

署
に

配
置

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

専
従

の
従

事
者

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

退
院

支
援

部
署

に
専

従
す

る
従

事
者

が
精

神
保

健
福

祉
士

の
場

合
に

は
、

当
該

精
神

保
健

福
祉

士
は

、
精

神

科
地

域
移

行
実

施
加

算
の

地
域

移
行

推
進

室
と

兼
務

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
1
0
)
 

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
の

退
院

に
向

け
た

相
談

支
援

業
務

等
を

行
う

者
（

以
下

「
退

院
支

援
相

談
員

」
と

い
う

）
を

、
当

該
病

棟
に

入
院

し
た

患
者

１
人

に
つ

き
１

人
以

上
指

定
し

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
配

置
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
退

院
支

援
相

談
員

は
、

次
の

い
ず

れ
か

の
者

で
あ

る
こ

と
。

 
 

ア
 

精
神

保
健

福
祉

士
（

当
該

病
棟

専
従

の
者

で
も

可
）

 

イ
 

保
健

師
、

看
護

師
、

准
看

護
師

、
作

業
療

法
士

又
は

社
会

福
祉

士
と

し
て

、
精

神
障

害
者

に
関

す
る

業
務

に
従

事
し

た
経

験
を

３
年

以
上

有
す

る
者

 
 

(
1
1
)
 

１
人

の
退

院
支

援
相

談
員

が
同

時
に

担
当

す
る

患
者

の
数

は
2
0

以
下

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
退

院
支

援

相
談

員
が

担
当

す
る

患
者

の
一

覧
を

作
成

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
2
)
 

退
院

支
援

相
談

員
の

担
当

す
る

当
該

病
棟

の
入

院
患

者
に

つ
い

て
退

院
に

向
け

た
支

援
を

推
進

す
る

た
め

の
委

員
会

（
「

退
院

支
援

委
員

会
」

と
い

う
）

を
設

置
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
3
)
 

当
該

病
棟

の
病

床
数

は
、

１
看

護
単

位
当

た
り

6
0
床

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 

(
1
4
)
 

届
出

時
点

で
、

次
の

い
ず

れ
の

要
件

も
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

届
出

前
月

に
、

以
下

の
（

イ
）

又
は

（
ロ

）
い

ず
れ

か
小

さ
い

値
を

（
ハ

）
で

除
し

て
算

出
さ

れ
る

数
値

が
0
.
8
5

以
上

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
届

出
に

先
立

ち
精

神
病

床
の

許
可

病
床

数
を

減
少

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

0
.
8
5
以

上
と

し
て

も
差

し
支

え
な

い
こ

と
。

 

（
イ

）
 

届
出

前
月

の
当

該
保

険
医

療
機

関
全

体
の

精
神

病
棟

に
お

け
る

平
均

入
院

患
者

数
 

（
ロ

）
 

届
出

前
１

年
間

の
当

該
保

険
医

療
機

関
全

体
の

精
神

病
棟

に
お

け
る

平
均

入
院

患
者

数
 

（
ハ

）
 

届
出

前
月

末
日

時
点

で
の

精
神

病
床

に
係

る
許

可
病

床
数

 

イ
 

以
下

の
式

で
算

出
さ

れ
る

数
値

が
2
.
4
%
以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

自
宅

等
へ

の
退

院
と

は
、

患
家

、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

又
は

精
神

障
害

者
施

設
へ

移
行

す
る

こ
と

を
い

う
。

こ
こ

で
い

う

「
患

家
」

と
は

、
退

院
先

の
う

ち
、

同
一

の
保

険
医

療
機

関
の

当
該

入
院

料
に

係
る

病
棟

以
外

の
病

棟
へ

転
棟

し
た

場
合

、
他

の
保

険
医

療
機

関
へ

転
院

し
た

場
合

及
び

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

又
は

精
神

障
害

者
施

設
に

入
所

し
た

場
合

を
除

い
た

も
の

を
い

う
。

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
１

年
以

上
入

院
し

て
い

た
患

者
の

う
ち

、
当

該
病

棟
か

ら
自

宅
等

に
退

院
し

た
患

者
の

数
の

１
か

月
当

た
り

の
平

均
（

届
出

の
前

月
ま

で
の

３
か

月
間

に
お

け
る

平
均

）
÷

当
該

病

棟
の

届
出

病
床

数
×

1
0
0
（

％
）

 

(
1
5
)
 

算
定

開
始

以
降

、
各

月
末

時
点

で
、

以
下

の
式

で
算

出
さ

れ
る

数
値

が
2
.
4
%
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
1

年
以

上
入

院
し

て
い

た
患

者
の

う
ち

、
算

定
開

始
以

降
に

当
該

病
棟

か
ら

自

宅
等

に
退

院
し

た
患

者
数

の
１

か
月

当
た

り
の

平
均

（
地

域
移

行
機

能
強

化
病

棟
入

院
料

を
算

定
し

た
全

期
間

に
お

け
る

平
均

）
÷

当
該

病
棟

の
届

出
病

床
数

 
×

1
0
0
（

％
）

 

(
1
6
)
 

算
定

開
始

以
降

、
１

年
ご

と
に

１
回

以
上

、
当

該
保

険
医

療
機

関
全

体
の

精
神

病
床

に
つ

い
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

所
在

す
る

都
道

府
県

に
許

可
病

床
数

変
更

の
許

可
申

請
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

算
定

開
始

月
の

翌
年

以
降

の
同

じ
月

に
お

け
る

許
可

病
床

数
は

、
以

下
の

式
で

算
出

さ
れ

る
数

値
以

下
で

あ
る

こ
と

。
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(
７
)
 
特
定
一
般

病
棟
入

院
料

（
地
域
包

括
ケ
ア

３
）
の

施
設

基
準
等

 

 
(
５
)
の
カ
、
サ

及
び
シ

を
除

く
全
て
の

基
準
を

満
た
し

て
い

る
こ
と
。

 

(
８
)
 
特
定
一
般

病
棟
入

院
料

（
地
域
包

括
ケ
ア

４
）
の

施
設

基
準
等

 

 
(
５
)
の
ア
か
ら

オ
、
キ

か
ら

コ
及
び
ス

の
基
準

を
満
た

し
て

い
る
こ
と

。
 

２
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

(
１
)
 
特
定
一
般

病
棟
入

院
料

の
施
設
基

準
に
係

る
届
出

は
、

別
添
７
の

様
式
８

、
様
式

９
及

び
様
式

5
7

の
２

を
用
い
る

こ
と
。

 

(
２

)
 

注
５

に
規

定
す

る
一

般
病

棟
看

護
必

要
度

評
価

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

７
の

様
式

1
0

を
用
い
る

こ
と
。

 

(
３
)
 
注
７
又
は

注
９
に

規
定

す
る
地
域

包
括
ケ

ア
に
係

る
病

室
の
施
設

基
準
に

係
る
届

出
は

、
別
添
７

の
様
式

９
、
様
式

1
0
、
様
式

2
0
、
様

式
5
0
か
ら
様
式

5
0
の
３
ま
で

を
用
い
る

こ
と
。

 

(
４
)
 
当
該
病
棟
に

9
0

日
を

超
え
て
入

院
す
る

患
者
に

つ
い

て
、
療
養

病
棟
入

院
料
１

の
例

に
よ
り
算

定
を
行

う
病
棟
に

つ
い
て

は
、
別

添
７

の
様
式

5
7
の
３
に
よ

り
地
方

厚
生
（
支

）
局
長

に
届
け

出
る

こ
と
。

 

 第
2
1
 
地
域
移
行

機
能
強

化
病

棟
入
院
料

 

１
 
地
域

移
行
機

能
強
化

病
棟

入
院
料
の

施
設
基

準
等

 

(
１
)
 
医
療
法
の

規
定
に

基
づ

き
許
可
を

受
け
、

若
し
く

は
届

出
を
し
、

又
は
承

認
を
受

け
た

病
床
の
数

以
上
の

入
院
患
者

を
入
院

さ
せ
て

い
な

い
こ
と
。

 

(
２
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

医
療
法
施

行
規
則
第

1
9

条
第

１
項
第
１

号
に
定

め
る
医

師
の

員
数
以
上

の
員
数

が
配
置
さ

れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
３
)
 
当
該
病
棟

に
精
神

科
医

師
で
あ
る

常
勤
の

専
任
医

師
及

び
常
勤
の

専
任
作

業
療
法

士
又

は
作
業
療

法
の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

看
護

職
員

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 
な

お
、

作
業

療
法

の
経

験
を

有
す

る
看

護
職

員
と

は
、

専
門

機
関

等
が

主
催

す
る

作
業

療
法

又
は

生
活

技
能

訓
練

に
関

す
る

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

も
の
で
あ

る
こ
と

。
 

(
４
)
 
当
該
病
棟

に
お
け

る
専

任
の
精
神

科
医
師

は
他
の

病
棟

に
配
置
さ

れ
る
医

師
と
兼

任
は

で
き
な
い

。
ま
た

、

当
該
医
師

の
外
来

業
務
及

び
他

病
棟
の
入

院
患
者

の
診
療

業
務

へ
の
従
事

は
週
２

日
以
内

と
す

る
こ
と
。

 

(
５
)
 
当
該
各
病

棟
に
お

い
て

、
日
勤
時

間
帯
以

外
の
時

間
帯

に
あ
っ
て

は
看
護

要
員
、

作
業

療
法
士
及

び
精
神

保
健
福
祉

士
が
常

時
２
人

以
上

配
置
さ
れ

て
お
り

、
そ
の

う
ち

１
名
以
上

は
看
護

職
員
で

あ
る

こ
と
。

 

(
６
)
 
当
該
病
棟

に
お
い

て
、

看
護
要
員

の
病
棟

勤
務
時

間
を

算
出
す
る

際
に
は

、
当
該

保
険

医
療
機
関

内
及
び

当
該

保
険

医
療

機
関

外
で

、
退

院
支

援
業

務
に

従
事

し
て

い
る

時
間

を
含

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
従

事
し

て
い

る
時

間
に

含
め

る
こ

と
が

で
き

る
当

該
保

険
医

療
機

関
外

で
の

退
院

支
援

業
務

は
、

患
者

家
族

等
へ

の
訪

問
指

導
、

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

又
は

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
所

及
び

市
役

所
、

区
役

所
又

は
町

村
役

場
等

で
患

者
が

行
う

諸
手

続
へ

の
同

行
及

び
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

担
当

者
等

、
退

院
後

の
患
者
の

日
常
生

活
の
支

援
を

行
う
者
と

の
調
整

に
限
ら

れ
る

こ
と
。

 

(
７
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
に

常
勤
の
公

認
心
理

師
が
配

置
さ

れ
て
い
る

こ
と
。

 

(
８
)
 
当
該
病
棟

に
１
名

以
上

の
専
従
の

常
勤
精

神
保
健

福
祉

士
及
び
１

名
以
上

の
専
任

の
常

勤
精
神
保

健
福
祉

士
（
入
院

患
者
の

数
が

4
0
を

超
え
る
場

合
は
２

名
以
上

）
が

配
置
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

た
だ

し
、
当
該

病

棟
の
入
院

患
者
の

数
が

4
0
を

超
え
る
場

合
で
あ

っ
て
、

身
体

合
併
症
等

を
有
す

る
患
者

の
退

院
支
援
業

務

の
た

め
に

必
要

な
場

合
に

は
、

１
名

以
上

の
専

従
の

常
勤

精
神

保
健

福
祉

士
及

び
１

名
以

上
の

専
任

の
常

勤
精
神
保

健
福
祉

士
と
、

１
名

以
上
の
専

任
の
常

勤
社
会

福
祉

士
が
配
置

さ
れ
て

い
れ
ば

よ
い

こ
と
。

 

（ ）（ ） 803802

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



（ ）（ ） 803802

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
18

3
 -
 

別
添
５

 

 

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
施
設
基
準
等

 

 
 

 

 
短
期
滞

在
手
術

等
基

本
料
に

関
す
る
施

設
基
準

は
、

「
基
本

診
療
料
の

施
設
基

準
等
」

の
他

、
下
記
の

と
お
り

と
す

る
。

 

 １
 
短
期

滞
在
手

術
等
基

本
料

１
に
関
す

る
施
設

基
準

 

(
１
)
 
術
後
の
患

者
の
回

復
の

た
め
に
適

切
な
専

用
の
病

床
を

有
す
る
回

復
室
が

確
保
さ

れ
て

い
る
こ
と

。
た
だ

し
、

当
該
病
床

は
必
ず

し
も
許

可
病

床
で
あ
る

必
要
は

な
い
。

 

(
２
)
 
看
護
師
が

常
時
患

者
４

人
に
１
人

の
割
合

で
回
復

室
に

勤
務
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
当
該
保
険

医
療
機

関
が

、
退
院
後

概
ね
３

日
間
の

患
者

に
対
し
て

2
4

時
間
緊
急

対
応

の
可
能
な

状
態
に

あ

る
こ
と
。

又
は
当

該
保
険

医
療

機
関
と
密

接
に
提

携
し
て

お
り

、
当
該
手

術
を
受

け
た
患

者
に

つ
い
て

2
4

時

間
緊
急
対

応
が
可

能
な
状

態
に

あ
る
保
険

医
療
機

関
が
あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
短
期
滞
在

手
術
等

基
本

料
に
係
る

手
術
が

行
わ
れ

る
日

に
お
い
て

、
麻
酔

科
医
が

勤
務

し
て
い
る

こ
と
。

 

(
５
)
 
術
前
に
患

者
に

十
分
に

説
明
し
、

「
診
療

報
酬

の
算
定

方
法
の
一

部
改
正

に
伴
う

実
施

上
の
留
意

事
項
に

つ

い
て
」
に

お
け
る

別
紙
様

式
８

を
参
考
と

し
て
同

意
を
得

る
こ

と
。

 

 

２
 
短
期

滞
在
手

術
等
基

本
料

２
に
関
す

る
施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
病

院
に

あ
っ

て
は

、
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

若
し

く
は

７
対

１
入

院
基

本
料

、
1
0

対
１
入
院

基
本
料

、
1
3
対
１

入
院
基
本

料
、
1
5
対
１

入
院

基
本
料
、
1
8
対

１
入
院

基
本

料
又
は

2
0
対

１
入

院
基

本
料

の
い

ず
れ

か
の

基
準

を
、

有
床

診
療

所
に

あ
っ

て
は

有
床

診
療

所
入

院
基

本
料

１
又

は
４

の
基

準

を
満
た
し

て
い
る

こ
と
。

た
だ

し
、
平
成

2
2

年
３
月

3
1

日
に
お
い
て

現
に
届

出
を
行

っ
て

い
る
有
床

診
療

所
に

つ
い

て
は

、
(
２

)
及

び
(
３

)
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
間

に
限

り
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る

も
の
と
み

な
す
。

 

(
２
)
 
１
の
(
３
)
及
び
(
４
)
を

満
た
し
て

い
る
こ

と
。

 

(
３
)
 
術
前
に
患

者
に
十

分
に

説
明
し
、

短
期
滞

在
手
術

等
基

本
料
１
の

例
に
よ

り
同
意

を
得

る
こ
と
。

 

 ３
 
届
出

に
関
す

る
事
項

 

 
 
短
期

滞
在
手

術
等
基

本
料

の
施
設
基

準
に
係

る
届
出

は
、

別
添
７
の

様
式

5
8
を
用
い
る

こ
と
。
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施
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一
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
に
規
定
す
る
疾
患

平
成
二
十
七
年
総
務
省
告
示
第
三
十
五
号
（
統
計
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
疾
病
、
傷
害
及

び
死
因
に
関
す
る
分
類
を
定
め
る
件
）
の
「
(
1
)
基
本
分
類
表
」
（
以
下
「
分
類
表
」
と
い
う
。
）
に
規

定
す
る
疾
病
の
う
ち
別
表
第
一
に
掲
げ
る
疾
病

一
の
二

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
注
５
に
規
定
す
る
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

二
特
定
疾
患
治
療
管
理
料
に
規
定
す
る
施
設
基
準
等

(
1
)
ウ
イ
ル
ス
疾
患
指
導
料
の
注
２
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
医
師
が
配
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
看
護
師
が
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
専
任
の
薬
剤
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

ニ
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
特
定
薬
剤
治
療
管
理
料
１
の
対
象
患
者

別
表
第
二
の
一
に
掲
げ
る
患
者

(
2
)
の
２

小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
料
の
対
象
患
者

別
表
第
二
の
二
に
掲
げ
る
患
者

(
2
)
の
３

小
児
科
療
養
指
導
料
の
注
６
に
規
定
す
る
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
の
４

て
ん
か
ん
指
導
料
の
注
６
に
規
定
す
る
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
難
病
外
来
指
導
管
理
料
の
対
象
疾
患

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
指
定
難
病
（
同
法
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
患
者

（
同
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
診
断

を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
疾
患

(
3
)
の
２

難
病
外
来
指
導
管
理
料
の
注
６
に
規
定
す
る
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
皮
膚
科
特
定
疾
患
指
導
管
理
料
(
Ⅰ
)
の
対
象
疾
患

分
類
表
に
規
定
す
る
疾
病
の
う
ち
別
表
第
二
の
四
に
掲
げ
る
疾
病

(
5
)
皮
膚
科
特
定
疾
患
指
導
管
理
料
(
Ⅱ
)
の
対
象
疾
患

分
類
表
に
規
定
す
る
疾
病
の
う
ち
別
表
第
二
の
五
に
掲
げ
る
疾
病

(
6
)
外
来
栄
養
食
事
指
導
料
の
注
２
に
規
定
す
る
基
準

イ
第
二
章
第
六
部
注
射
通
則
第
７
号
に
規
定
す
る
連
携
充
実
加
算
の
施
設
基
準
に
該
当
す
る
保
険
医

療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第

号

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
掲
診
療
料

の
施
設
基
準
等
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
二
年

月
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

本
則
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等

第
一

届
出
の
通
則

一
保
険
医
療
機
関
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定

す
る
保
険
医
療
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
保
険
薬
局
（
同
号
に
規
定
す
る
保
険
薬
局
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
は
、
第
二
か
ら
第
十
五
ま
で
に
規
定
す
る
施

設
基
準
に
従
い
、
適
正
に
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二
保
険
医
療
機
関
等
は
、
届
出
を
行
っ
た
後
に
、
当
該
届
出
に
係
る
内
容
と
異
な
る
事
情
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
届
出
の
内
容
の
変
更
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

三
届
出
の
内
容
又
は
届
出
の
変
更
の
内
容
が
第
二
か
ら
第
十
五
ま
で
に
規
定
す
る
施
設
基
準
に
適
合
し
な

い
場
合
は
、
当
該
届
出
又
は
届
出
の
変
更
は
無
効
で
あ
る
こ
と
。

四
届
出
に
つ
い
て
は
、
届
出
を
行
う
保
険
医
療
機
関
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方

厚
生
支
局
長
（
以
下
「
地
方
厚
生
局
長
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
所
在
地

を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
又
は
地
方
厚
生
支
局
の
分
室
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
分
室
を
経
由
し
て
行
う

こ
と
。

第
二

施
設
基
準
の
通
則

一
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
て
当
該
届
出
を
行
う
前
六
月
間
に
お
い
て
当
該
届
出
に
係
る
事
項
に
関
し
、

不
正
又
は
不
当
な
届
出
（
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
）
を
行
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

二
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
て
当
該
届
出
を
行
う
前
六
月
間
に
お
い
て
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に

療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項
等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七

号
）
第
三
に
規
定
す
る
基
準
に
違
反
し
た
こ
と
が
な
く
、
か
つ
現
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
。

三
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
て
当
該
届
出
を
行
う
前
六
月
間
に
お
い
て
、
健
康
保
険
法
第
七
十
八
条
第
一

項
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療

確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
検
査
等
の
結
果
、
診
療
内
容
又
は
診
療
報

酬
の
請
求
に
関
し
、
不
正
又
は
不
当
な
行
為
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

四
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
て
当
該
届
出
を
行
う
時
点
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
入
院
患
者

数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
入
院
基
本
料
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
百
四
号
）
に
規
定
す
る
入
院
患
者
数
の
基
準
に
該
当
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
医
師
等
の
員
数
の
基

準
に
該
当
す
る
保
険
医
療
機
関
で
な
い
こ
と
。

第
三

医
学
管
理
等
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あ
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
）
（
緩
和
ケ
ア
に
係
る
研
修
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
が
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
2
)
が
ん
患
者
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準
等

イ
が
ん
患
者
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

が
ん
患
者
に
対
し
て
指
導
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
が
ん
患
者
指
導
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
患
者

乳
癌
、
卵
巣
癌
又
は
卵
管
癌
と
診
断
さ
れ
た
患
者
の
う
ち
、
遺
伝
性
乳
癌
卵
巣
癌
症
候
群
が
疑
わ

が
ん

が
ん

が
ん

が
ん

が
ん

れ
る
患
者

(
1
3
)
外
来
緩
和
ケ
ア
管
理
料
の
施
設
基
準
等

イ
外
来
緩
和
ケ
ア
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
施
設
基
準

①
緩
和
ケ
ア
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
当
該
体
制
に
お
い
て
、
身
体
症
状
の
緩
和
を
担
当
す
る
医
師
、
精
神
症
状
の
緩
和
を
担
当
す
る

医
師
、
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
相
当
の
経
験
を
有
す
る
看
護
師
及
び
薬
剤
師
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ロ
外
来
緩
和
ケ
ア
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
二
号
）
の
別
表
第
六
の
二

に
掲
げ
る
地
域

ハ
外
来
緩
和
ケ
ア
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
施
設
基
準

①
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
（
急
性
期
一
般
入
院
料
１
を
除
く
。
）
を
算
定
す
る
病
棟
を
有
す
る
病

院
（
特
定
機
能
病
院
及
び
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
病
院
並
び
に
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第

一
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
を
有
す
る
病
院
を
除

く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

②
緩
和
ケ
ア
診
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
4
)
移
植
後
患
者
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

イ
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
常
勤
医
師
が

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
常
勤
看
護
師

（
臓
器
移
植
又
は
造
血
幹
細
胞
移
植
に
係
る
研
修
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

ニ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
常
勤
の
薬
剤
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
5
)
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準
等

イ
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
施
設
基
準

①
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
糖
尿
病
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
医

師
及
び
看
護
師
又
は
保
健
師
並
び
に
管
理
栄
養
士
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

透
析
を
要
す
る
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
重
点
的
な
指
導
管
理
を
要
す
る
患
者

ロ
外
来
化
学
療
法
を
実
施
し
て
い
る
悪
性
腫
瘍
の
患
者
に
対
す
る
栄
養
食
事
指
導
を
行
う
に
つ
き
、

十
分
な
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
6
)
の
２

外
来
栄
養
食
事
指
導
料
及
び
入
院
栄
養
食
事
指
導
料
の
対
象
患
者

疾
病
治
療
の
直
接
手
段
と
し
て
、
医
師
の
発
行
す
る
食
事
箋
に
基
づ
き
提
供
さ
れ
た
適
切
な
栄
養
量

及
び
内
容
を
有
す
る
別
表
第
三
に
掲
げ
る
特
別
食
を
必
要
と
す
る
患
者
、
が
ん
患
者
、
摂
食
機
能
若
し

く
は
嚥
下
機
能
が
低
下
し
た
患
者
又
は
低
栄
養
状
態
に
あ
る
患
者

え
ん

(
6
)
の
３

集
団
栄
養
食
事
指
導
料
に
規
定
す
る
特
別
食

疾
病
治
療
の
直
接
手
段
と
し
て
、
医
師
の
発
行
す
る
食
事
箋
に
基
づ
き
提
供
さ
れ
た
適
切
な
栄
養
量

及
び
内
容
を
有
す
る
別
表
第
三
に
掲
げ
る
特
別
食

(
6
)
の
４

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
指
導
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
施
設
基
準

当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
6
)
の
５

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
指
導
管
理
料
の
注
５
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
心
臓
植
込
型
電
気
デ
バ
イ
ス
の
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
循
環
器
疾
患
の
診
療
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
7
)
高
度
難
聴
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ
人
工
内
耳
植
込
術
の
施
設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
常
勤
の
医
師
が
耳
鼻
咽
喉
科
に
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

(
7
)
の
２

慢
性
維
持
透
析
患
者
外
来
医
学
管
理
料
の
注
３
に
規
定
す
る
腎
代
替
療
法
実
績
加
算
の
施
設
基

準 イ
腎
代
替
療
法
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

ロ
腎
代
替
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
8
)
喘
息
治
療
管
理
料
の
注
２
に
規
定
す
る
施
設
基
準

ぜ
ん

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
専
任
の
看
護
師
又
は
准
看
護
師
（
以
下
「
看
護
職
員
」
と
い
う
。
）
が

常
時
一
人
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
喘
息
治
療
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ぜ
ん

ハ
緊
急
時
の
入
院
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
9
)
糖
尿
病
合
併
症
管
理
料
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
糖
尿
病
足
病
変
の
指
導
を
担
当
す
る
専
任
の
常
勤
医
師
（
当
該
指
導
に

つ
い
て
相
当
な
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
糖
尿
病
足
病
変
の
指
導
を
担
当
す
る
専
任
の
看
護
師
（
当
該
指
導
に
つ

い
て
相
当
な
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
指
導
に
係
る
研
修
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
が
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
0
)
耳
鼻
咽
喉
科
特
定
疾
患
指
導
管
理
料
の
対
象
患
者

十
五
歳
未
満
の
滲
出
性
中
耳
炎
（
疾
患
の
反
復
や
遷
延
が
み
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

し
ん

(
1
1
)
が
ん
性
疼
痛
緩
和
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

と
う

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
緩
和
ケ
ア
を
担
当
す
る
医
師
（
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
保
険
医
療
機
関
に

（ ）（ ） 807806

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



三
の
二

小
児
科
外
来
診
療
料
の
注
４
に
規
定
す
る
小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
抗
菌
薬
の
適
正
な
使
用
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
が
病
院
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
デ
ー
タ
提
出
加
算
２
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い

る
こ
と
。

四
地
域
連
携
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
地
域
連
携
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
料
の
施
設
基
準

イ
地
域
連
携
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
料
１
の
施
設
基
準

①
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
別
の
保
険
医
療
機
関
を
主
た
る
勤
務
先
と
す
る
専
ら
小
児
科

を
担
当
す
る
保
険
医
及
び
当
該
保
険
医
療
機
関
を
主
た
る
勤
務
先
と
す
る
専
ら
小
児
科
を
担
当
す

る
保
険
医
に
よ
り
、
六
歳
未
満
の
小
児
を
夜
間
（
(
2
)
に
規
定
す
る
時
間
を
い
う
。
）
、
休
日
又
は

深
夜
に
診
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
地
域
医
療
と
の
連
携
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
緊
急
時
の
入
院
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
地
域
連
携
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
料
２
の
施
設
基
準

①
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
専
ら
小
児
科
を
担
当
す
る
保
険
医
が
常
時
一
人
以
上
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

②
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
別
の
保
険
医
療
機
関
を
主
た
る
勤
務
先
と
す
る
専
ら
小
児
科

を
担
当
す
る
保
険
医
及
び
当
該
保
険
医
療
機
関
を
主
た
る
勤
務
先
と
す
る
専
ら
小
児
科
を
担
当
す

る
保
険
医
に
よ
り
、
六
歳
未
満
の
小
児
を
二
十
四
時
間
診
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

③
地
域
医
療
と
の
連
携
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
緊
急
時
の
入
院
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
地
域
連
携
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
料
に
規
定
す
る
時
間

当
該
地
域
に
お
い
て
一
般
の
保
険
医
療
機
関
が
お
お
む
ね
診
療
応
需
の
態
勢
を
解
除
し
た
後
、
翌
日

に
診
療
応
需
の
態
勢
を
再
開
す
る
ま
で
の
時
間
（
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
時
間
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
休
日
を
除
く
。
）

四
の
二

削
除

四
の
三

地
域
連
携
夜
間
・
休
日
診
療
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
地
域
連
携
夜
間
・
休
日
診
療
料
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
別
の
保
険
医
療
機
関
を
主
た
る
勤
務
先
と
す
る
保
険
医
及
び
当

該
保
険
医
療
機
関
を
主
た
る
勤
務
先
と
す
る
保
険
医
に
よ
り
、
夜
間
（
(
2
)
に
規
定
す
る
時
間
を
い

う
。
）
、
休
日
又
は
深
夜
に
診
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
地
域
医
療
と
の
連
携
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
夜
間
・
休
日
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
夜
間
・
休
日
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
構
造
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域

ニ
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
施
設
基
準

①
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
（
急
性
期
一
般
入
院
料
１
を
除
く
。
）
を
算
定
す
る
病
棟
を
有
す
る
病

院
（
特
定
機
能
病
院
及
び
許
可
病
床
数
が
四
百
床
以
上
の
病
院
並
び
に
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
第

一
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
を
有
す
る
病
院
を
除

く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

②
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
料
の
注
５
に
規
定
す
る
施
設
基
準

当
該
療
養
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

へ
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
料
の
注
６
に
規
定
す
る
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
1
6
)
小
児
運
動
器
疾
患
指
導
管
理
料
の
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
整
形
外
科
を
担
当
す

る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
7
)
乳
腺
炎
重
症
化
予
防
ケ
ア
・
指
導
料
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
乳
腺
炎
に
係
る
包
括
的
な
ケ
ア
及
び
指
導
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験

を
有
す
る
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
乳
腺
炎
に
係
る
包
括
的
な
ケ
ア
及
び
指
導
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験

を
有
す
る
専
任
の
助
産
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
8
)
婦
人
科
特
定
疾
患
治
療
管
理
料
の
施
設
基
準

イ
婦
人
科
又
は
産
婦
人
科
を
標
榜
す
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
婦
人
科
疾
患
の
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
医
師
が
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
9
)
腎
代
替
療
法
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準
等

イ
腎
代
替
療
法
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

①
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
当
該
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
腎
臓
内
科
を
担
当

す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
腎
臓
病
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
十
分
な
経
験
を
有
す
る
看
護
師
が

適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
腎
代
替
療
法
指
導
管
理
料
の
対
象
患
者

①
腎
代
替
療
法
の
指
導
管
理
を
要
す
る
慢
性
腎
臓
病
の
患
者

②
急
速
に
腎
機
能
が
低
下
し
て
お
り
、
腎
代
替
療
法
の
指
導
管
理
を
要
す
る
患
者

三
小
児
科
外
来
診
療
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
薬
剤

パ
リ
ビ
ズ
マ
ブ
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(
1
)
の
イ
及
び
ハ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
地
域
包
括
診
療
料
の
注
４
に
規
定
す
る
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

四
の
八
の
二

認
知
症
地
域
包
括
診
療
料
の
施
設
基
準

(
1
)
認
知
症
地
域
包
括
診
療
料
１
の
施
設
基
準

地
域
包
括
診
療
料
１
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
認
知
症
地
域
包
括
診
療
料
２
の
施
設
基
準

地
域
包
括
診
療
料
２
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
認
知
症
地
域
包
括
診
療
料
の
注
４
に
規
定
す
る
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

四
の
八
の
三

小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
小
児
の
患
者
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
療
養
上
必
要
な
指
導
等
を

行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
の
注
４
に
規
定
す
る
小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
加
算
の
施
設
基
準

抗
菌
薬
の
適
正
な
使
用
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
の
九

生
活
習
慣
病
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

五
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
の
施
設
基
準

イ
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
を
適
切
に
実
施
で
き
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ロ
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
を
算
定
し
た
患
者
の
う
ち
喫
煙
を
止
め
た
も
の
の
割
合
等
を
地
方
厚
生

局
長
等
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
過
去
一
年
間
の
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
の
平
均
継
続
回
数
が
二
回

以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
過
去
一
年
間
に
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
の
算
定
の
実
績
を
有
し
な
い

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五
の
一
の
二

療
養
・
就
労
両
立
支
援
指
導
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
療
養
・
就
労
両
立
支
援
指
導
料
の
注
１
に
規
定
す
る
疾
患

別
表
第
三
の
一
の
二
に
掲
げ
る
疾
患

(
2
)
療
養
・
就
労
両
立
支
援
指
導
料
の
注
３
に
規
定
す
る
相
談
支
援
加
算
の
施
設
基
準

患
者
の
就
労
と
療
養
に
係
る
支
援
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
の
二

開
放
型
病
院
共
同
指
導
料
(
Ⅰ
)
の
施
設
基
準

(
1
)
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
病
院
が
当
該
病
院
の
存
す
る
地
域
の
全
て
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
利
用
の
た
め
に
開
放
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

(
3
)
(
2
)
の
目
的
の
た
め
の
専
用
の
病
床
が
適
切
に
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

六
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
施
設
基
準

ホ
緊
急
時
の
入
院
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
地
域
連
携
夜
間
・
休
日
診
療
料
に
規
定
す
る
時
間

当
該
地
域
に
お
い
て
一
般
の
保
険
医
療
機
関
が
お
お
む
ね
診
療
応
需
の
態
勢
を
解
除
し
た
後
、
翌
日

に
診
療
応
需
の
態
勢
を
再
開
す
る
ま
で
の
時
間
（
深
夜
及
び
休
日
を
除
く
。
）

四
の
四

院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料
の
施
設
基
準

イ
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
基
準
を
定
め
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い

る
こ
と
。

(
2
)
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料
に
規
定
す
る
時
間

当
該
地
域
に
お
い
て
一
般
の
保
険
医
療
機
関
が
お
お
む
ね
診
療
応
需
の
態
勢
を
解
除
し
た
後
、
翌
日

に
診
療
応
需
の
態
勢
を
再
開
す
る
ま
で
の
時
間
（
深
夜
及
び
休
日
を
除
く
。
）

四
の
五

夜
間
休
日
救
急
搬
送
医
学
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
夜
間
休
日
救
急
搬
送
医
学
管
理
料
の
施
設
基
準

休
日
及
び
夜
間
に
お
け
る
救
急
医
療
の
確
保
の
た
め
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
夜
間
休
日
救
急
搬
送
医
学
管
理
料
の
注
３
に
規
定
す
る
救
急
搬
送
看
護
体
制
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
救
急
搬
送
に
つ
い
て
、
十
分
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
救
急
患
者
の
受
入
れ
を
担
当
す
る
専
任
の
看
護
師
が
複
数
名
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
夜
間
休
日
救
急
搬
送
医
学
管
理
料
の
注
３
に
規
定
す
る
救
急
搬
送
看
護
体
制
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
救
急
搬
送
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
救
急
患
者
の
受
入
れ
を
担
当
す
る
専
任
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
の
六

外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
診
療
料
の
施
設
基
準

(
1
)
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
等
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
十
分
な
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
の
七

外
来
放
射
線
照
射
診
療
料
の
施
設
基
準

(
1
)
放
射
線
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
、
看
護
師
及
び
診
療
放
射
線
技
師
等
が
適
切
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

(
2
)
緊
急
時
に
お
け
る
放
射
線
治
療
を
担
当
す
る
医
師
と
の
連
絡
体
制
等
放
射
線
治
療
を
適
切
に
実
施
す

る
た
め
の
十
分
な
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
の
八

地
域
包
括
診
療
料
の
施
設
基
準

(
1
)
地
域
包
括
診
療
料
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
又
は
認
知
症
の
う
ち
二
以

上
の
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
対
し
て
、
療
養
上
必
要
な
指
導
等
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
往
診
又
は
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
患
者
の
う
ち
、
継
続
的
に
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
た
患
者
が

一
定
数
い
る
こ
と
。

ハ
地
域
包
括
診
療
加
算
の
届
出
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
。

(
2
)
地
域
包
括
診
療
料
２
の
施
設
基
準
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こ
と
。

ハ
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、

二
十
四
時
間
往
診
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、
往
診
担
当
医
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ
り
患

家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
診
療
所
に
お
い
て
、
又
は
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、
当
該
診
療
所
の
保
険
医
の
指
示

に
基
づ
き
、
二
十
四
時
間
訪
問
看
護
の
提
供
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、
訪
問
看
護
の
担
当
者
の
氏

名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ
り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
診
療
所
又
は
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
緊
急
時
に
在
宅

で
の
療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
が
入
院
で
き
る
病
床
を
常
に
確
保
し
、
受
入
医
療
機
関
の
名
称
等
を

あ
ら
か
じ
め
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
診
療
所
及
び
当
該
連
携
体

制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
の
い
ず
れ
も
病
床
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
別
の
保
険
医
療
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
、
必
要
な
緊
急
時
の
病
床
の
確
保
及
び
地
方
厚
生
局
長
等
へ
の
届
出
を
行
っ
て

い
る
こ
と
。

ヘ
連
携
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
緊
急
時
に
円
滑
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
患
家
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
療
養
等
に
必
要
な
情
報
を
文
書
で
当
該
保
険

医
療
機
関
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
提
供
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
。

ト
患
者
に
関
す
る
診
療
記
録
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

チ
当
該
地
域
に
お
い
て
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
調
整
を
担
当
す

る
者
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
。

リ
定
期
的
に
、
在
宅
看
取
り
数
等
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
。

ヌ
緊
急
の
往
診
及
び
在
宅
に
お
け
る
看
取
り
等
に
つ
い
て
、
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険

医
療
機
関
と
合
わ
せ
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ル
主
と
し
て
往
診
又
は
訪
問
診
療
を
実
施
す
る
診
療
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
他
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
文
書
に
よ
る
紹
介
を
受
け
た
患
者
の
訪
問
診
療
に
つ
い
て
、
相
当
の

実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
看
取
り
等
に
つ
い
て
、
十
分
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
施
設
入
居
者
等
以
外
の
患
者
の
診
療
及
び
重
症
の
患
者
の
診
療
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
診
療
所
に
お
い
て
、
二
十
四
時
間
連
絡
を
受
け
る
保
険
医
又
は
看
護
職
員
を
あ
ら
か
じ
め
指

定
し
、
そ
の
連
絡
先
を
文
書
で
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
診
療
所
に
お
い
て
、
又
は
別
の
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
と
の
連
携
に
よ
り
、
患
家
の
求
め

に
応
じ
て
、
二
十
四
時
間
往
診
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、
往
診
担
当
医
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文

書
に
よ
り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
診
療
所
に
お
い
て
、
又
は
別
の
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
次
の
い
ず
れ
の
基
準
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
在
宅
医
療
を
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
三
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
診
療
所
に
お
い
て
、
二
十
四
時
間
連
絡
を
受
け
る
保
険
医
又
は
看
護
職
員
を
あ
ら
か
じ
め
指

定
し
、
そ
の
連
絡
先
を
文
書
で
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
診
療
所
に
お
い
て
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、
二
十
四
時
間
往
診
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、

往
診
担
当
医
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ
り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
診
療
所
に
お
い
て
、
又
は
別
の
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連

携
に
よ
り
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、
当
該
診
療
所
の
保
険
医
の
指
示
に
基
づ
き
、
二
十
四
時
間
訪

問
看
護
の
提
供
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、
訪
問
看
護
の
担
当
者
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ

り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ヘ
有
床
診
療
所
に
あ
っ
て
は
当
該
診
療
所
に
お
い
て
、
無
床
診
療
所
に
あ
っ
て
は
別
の
保
険
医
療
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
、
緊
急
時
に
在
宅
で
の
療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
が
入
院
で
き
る
病
床
を
常
に

確
保
し
、
受
入
医
療
機
関
の
名
称
等
を
あ
ら
か
じ
め
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
て
い
る
こ
と
。

ト
連
携
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
緊
急
時
に
円
滑
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
患
家
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
療
養
等
に
必
要
な
情
報
を
文
書
で
当
該
保
険

医
療
機
関
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
提
供
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
。

チ
患
者
に
関
す
る
診
療
記
録
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

リ
当
該
地
域
に
お
い
て
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
調
整
を
担
当
す

る
者
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
。

ヌ
定
期
的
に
、
在
宅
看
取
り
数
等
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
。

ル
緊
急
の
往
診
及
び
在
宅
に
お
け
る
看
取
り
等
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ヲ
主
と
し
て
往
診
又
は
訪
問
診
療
を
実
施
す
る
診
療
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
他
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
文
書
に
よ
る
紹
介
を
受
け
た
患
者
の
訪
問
診
療
に
つ
い
て
、
相
当
の

実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
看
取
り
等
に
つ
い
て
、
十
分
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
施
設
入
居
者
等
以
外
の
患
者
の
診
療
及
び
重
症
の
患
者
の
診
療
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
他
の
保
険
医
療
機
関
（
診
療
所
又
は
許
可
病
床
数
が
二
百
床
（
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
別
表

第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
二
百
八
十
床
）
未
満
の
病
院
に
限

る
。
）
と
地
域
に
お
け
る
在
宅
療
養
の
支
援
に
係
る
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ

る
診
療
所
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
の
基
準
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
当
該
診
療
所
及
び
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
在
宅
医
療
を
担

当
す
る
常
勤
の
医
師
が
合
わ
せ
て
三
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
二
十
四
時
間
連
絡
を
受
け

る
保
険
医
又
は
看
護
職
員
を
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
、
そ
の
連
絡
先
を
文
書
で
患
家
に
提
供
し
て
い
る
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の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
、
十
分
な
経
験
を
有
す
る
常
勤
の
歯
科
医
師
に
よ
り
、
治
療
前
、
治
療
中

及
び
治
療
後
に
お
け
る
当
該
患
者
の
全
身
状
態
を
管
理
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
歯
科
医
師
が
複
数
名
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
歯
科
医
師
が
一
名
以
上
か
つ
歯
科
衛
生
士
若
し
く

は
看
護
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
患
者
の
全
身
状
態
の
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
装
置
・
器
具
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
緊
急
時
に
円
滑
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
別
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
（
病
院
で
あ
る
医
科

歯
科
併
設
の
保
険
医
療
機
関
（
歯
科
診
療
及
び
歯
科
診
療
以
外
の
診
療
を
併
せ
て
行
う
保
険
医
療
機
関

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
医
科
診
療
科
と
の
連
携
体
制
）
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
三

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準

(
1
)
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
１
の
施
設
基
準

イ
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
歯
科
診
療
所
で
あ
っ
て
、
歯
科
訪
問
診
療
１
又
は
歯
科
訪
問
診
療
２
を
算

定
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
高
齢
者
の
口
腔
機
能
管
理
に
係
る
研
修
を
受
け
た
常
勤
の
歯
科
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い

く
う

る
こ
と
。

ハ
歯
科
衛
生
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
保
険
医
療
機
関
が
歯
科
訪
問
診
療
を
行
う
患
者
に
対
し
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、
迅
速
な

歯
科
訪
問
診
療
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、
歯
科
訪
問
診
療
を
担
う
担
当
歯
科
医
の
氏
名
、
診
療
可

能
日
等
を
、
文
書
に
よ
り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
在
宅
歯
科
診
療
に
係
る
後
方
支
援
の
機
能
を
有
す
る
別
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ
定
期
的
に
、
在
宅
患
者
等
の
口
腔
機
能
管
理
を
行
っ
て
い
る
患
者
数
等
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報

く
う

告
し
て
い
る
こ
と
。

ト
当
該
地
域
に
お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施
設
等
と
の
十
分
な
連
携
の
実
績
が
あ
る

こ
と
。

チ
主
と
し
て
歯
科
訪
問
診
療
を
実
施
す
る
診
療
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

①
当
該
診
療
所
で
行
わ
れ
る
歯
科
訪
問
診
療
の
患
者
の
う
ち
、
六
割
以
上
が
歯
科
訪
問
診
療
１
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
。

②
在
宅
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
常
勤
の
歯
科
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
直
近
一
年
間
に
五
つ
以
上
の
病
院
又
は
診
療
所
か
ら
、
文
書
に
よ
る
紹
介
を
受
け
て
歯
科
訪
問

診
療
を
開
始
し
た
実
績
が
あ
る
こ
と
。

④
在
宅
歯
科
医
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
歯
科
訪
問
診
療
に
お
け
る
処
置
等
の
実
施
に
つ
い
て
相
当
の
実
績
を
有
す
る
こ
と
。

(
2
)
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
２
の
施
設
基
準

イ
(
1
)
の
イ
か
ら
へ
ま
で
及
び
チ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
地
域
に
お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施
設
等
と
の
必
要
な
連
携
の
実
績
が
あ
る

携
に
よ
り
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、
当
該
診
療
所
の
保
険
医
の
指
示
に
基
づ
き
、
二
十
四
時
間
訪

問
看
護
の
提
供
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、
訪
問
看
護
の
担
当
者
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ

り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
診
療
所
に
お
い
て
、
又
は
別
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
緊
急
時
に
在
宅
で
の
療

養
を
行
っ
て
い
る
患
者
が
入
院
で
き
る
病
床
を
常
に
確
保
し
、
受
入
医
療
機
関
の
名
称
等
を
あ
ら
か

じ
め
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
て
い
る
こ
と
。

ヘ
連
携
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
緊
急
時
に
円
滑
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
患
家
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
療
養
等
に
必
要
な
情
報
を
文
書
で
当
該
保
険

医
療
機
関
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
提
供
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
。

ト
患
者
に
関
す
る
診
療
記
録
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

チ
当
該
地
域
に
お
い
て
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
調
整
を
担
当
す

る
者
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
。

リ
定
期
的
に
、
在
宅
看
取
り
数
等
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
。

ヌ
主
と
し
て
往
診
又
は
訪
問
診
療
を
実
施
す
る
診
療
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
他
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
文
書
に
よ
る
紹
介
を
受
け
た
患
者
の
訪
問
診
療
に
つ
い
て
、
相
当
の

実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
看
取
り
等
に
つ
い
て
、
十
分
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
施
設
入
居
者
等
以
外
の
患
者
の
診
療
及
び
重
症
の
患
者
の
診
療
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

六
の
二

退
院
時
共
同
指
導
料
１
及
び
退
院
時
共
同
指
導
料
２
を
二
回
算
定
で
き
る
疾
病
等
の
患
者

別
表
第
三
の
一
の
三
に
掲
げ
る
患
者

六
の
二
の
二

退
院
時
共
同
指
導
料
１
の
注
２
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特
別
な
管
理
を

要
す
る
状
態
等
に
あ
る
患
者

別
表
第
八
に
掲
げ
る
者

六
の
二
の
三

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準

(
1
)
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
歯
科
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
歯
科
医
師
が
複
数
名
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
歯
科
医
師
及
び
歯
科
衛
生
士
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
以

上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
関
す
る
継
続
的
な
管
理
の
実
績
が
あ
る
こ
と
。

(
4
)
歯
科
訪
問
診
療
料
の
算
定
又
は
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
１
若
し
く
は
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療

所
２
と
の
連
携
の
実
績
が
あ
る
こ
と
。

(
5
)
歯
科
疾
患
の
継
続
管
理
等
に
係
る
適
切
な
研
修
を
受
け
た
常
勤
の
歯
科
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

(
6
)
緊
急
時
の
対
応
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
7
)
当
該
地
域
に
お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施
設
等
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
。

(
8
)
医
療
安
全
対
策
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
二
の
四

歯
科
疾
患
管
理
料
の
注
1
1
に
規
定
す
る
総
合
医
療
管
理
加
算
及
び
歯
科
治
療
時
医
療
管
理
料
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ー
テ
ル
抜
去
後
に
下
部
尿
路
機
能
障
害
の
症
状
を
有
す
る
患
者
又
は
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
留
置
中
の
患
者

で
あ
っ
て
、
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
抜
去
後
に
下
部
尿
路
機
能
障
害
を
生
ず
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
。

九
の
七
の
二

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
連
携
指
導
料
１
及
び
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
連
携
指
導
料
２
の
施
設
基
準

精
神
疾
患
を
有
す
る
妊
産
婦
の
診
療
に
つ
い
て
、
十
分
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

九
の
七
の
三

遠
隔
連
携
診
療
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
遠
隔
連
携
診
療
料
の
施
設
基
準

情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
遠
隔
連
携
診
療
料
の
対
象
患
者

イ
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
難
病
の
疑
い
が

あ
る
患
者

ロ
て
ん
か
ん
（
外
傷
性
の
て
ん
か
ん
を
含
む
。
）
の
疑
い
が
あ
る
患
者

九
の
八

退
院
後
訪
問
指
導
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
の
患
者

(
1
)
別
表
第
八
に
掲
げ
る
状
態
の
患
者

(
2
)
認
知
症
又
は
認
知
症
の
症
状
を
有
し
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
介
助
が
必
要
な
状
態
の
患
者

十
薬
剤
管
理
指
導
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
薬
剤
管
理
指
導
料
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
薬
剤
管
理
指
導
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
薬
剤
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

ロ
薬
剤
管
理
指
導
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
薬
品
情
報
の
収
集
及
び
伝
達
を
行
う
た
め
の
専
用
施
設

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
入
院
中
の
患
者
に
対
し
、
患
者
ご
と
に
適
切
な
薬
学
的
管
理
（
副
作
用
に
関
す
る
状
況
の
把
握
を

含
む
。
）
を
行
い
、
薬
剤
師
に
よ
る
服
薬
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
薬
剤
管
理
指
導
料
の
対
象
患
者

別
表
第
三
の
三
に
掲
げ
る
医
薬
品
が
投
薬
又
は
注
射
さ
れ
て
い
る
患
者

十
の
一
の
二

診
療
情
報
提
供
料
(
Ⅰ
)
の
地
域
連
携
診
療
計
画
加
算
の
施
設
基
準

連
携
す
る
保
険
医
療
機
関
等
と
あ
ら
か
じ
め
地
域
連
携
診
療
計
画
を
共
有
し
て
お
り
、
診
療
情
報
を
含

め
て
評
価
等
を
行
う
た
め
の
機
会
を
定
期
的
に
設
け
て
い
る
こ
と
。

十
の
一
の
三

診
療
情
報
提
供
料
(
Ⅰ
)
の
検
査
・
画
像
情
報
提
供
加
算
及
び
電
子
的
診
療
情
報
評
価
料
の
施

設
基
準

(
1
)
他
の
保
険
医
療
機
関
等
と
連
携
し
、
患
者
の
医
療
情
報
に
関
す
る
電
子
的
な
送
受
が
可
能
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
他
の
保
険
医
療
機
関
と
標
準
的
な
方
法
に
よ
り
安
全
に
情
報
の
共
有
を
行
う
体
制
が
具
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

十
の
一
の
四

診
療
情
報
提
供
料
(
Ⅲ
)
の
施
設
基
準
等

(
1
)
診
療
情
報
提
供
料
(
Ⅲ
)
の
注
１
に
規
定
す
る
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
の
敷
地
内
に
お
い
て
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
診
療
情
報
提
供
料
(
Ⅲ
)
の
注
１
に
規
定
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
の
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

こ
と
。

七
か
ら
八
の
二
ま
で

削
除

九
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
共
同
管
理
料
(
Ⅰ
)
及
び
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
共
同
管
理
料
(
Ⅱ
)
の
施
設
基
準
等

(
1
)
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
共
同
管
理
料
(
Ⅰ
)
及
び
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
共
同
管
理
料
(
Ⅱ
)
の
施
設
基
準

イ
産
科
又
は
産
婦
人
科
を
標
榜
す
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

ロ
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
を
共
同
で
行
う
保
険
医
療
機
関
の
名
称
等
を
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や

べ
ん

す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
共
同
管
理
料
(
Ⅰ
)
に
規
定
す
る
状
態
等
に
あ
る
患
者

保
険
診
療
の
対
象
と
な
る
合
併
症
を
有
し
て
い
る
妊
婦
又
は
妊
産
婦
で
あ
っ
て
、
別
表
第
三
の
二
に

掲
げ
る
も
の

九
の
二

が
ん
治
療
連
携
計
画
策
定
料
の
施
設
基
準

(
1
)
が
ん
診
療
の
拠
点
と
な
る
病
院
又
は
そ
れ
に
準
じ
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
地
域
に
お
い
て
当
該
病
院
か
ら
の
退
院
後
の
治
療
を
担
う
複
数
の
保
険
医
療
機
関
を
記
載
し
た

地
域
連
携
診
療
計
画
を
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
、
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
て
い
る
こ
と
。

九
の
三

が
ん
治
療
連
携
指
導
料
の
施
設
基
準

(
1
)
地
域
連
携
診
療
計
画
に
お
い
て
連
携
す
る
保
険
医
療
機
関
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
医
療
機
関

で
あ
っ
て
、
当
該
地
域
連
携
診
療
計
画
を
が
ん
治
療
連
携
計
画
策
定
料
を
算
定
す
る
病
院
と
共
有
す
る

と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
が
ん
治
療
連
携
計
画
策
定
料
を
算
定
す
る
病
院
の
紹
介
を
受
け
て
、
当
該
地
域
連
携
診
療
計
画
の
対

象
と
な
る
患
者
に
対
し
て
、
当
該
地
域
連
携
診
療
計
画
に
基
づ
い
た
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

九
の
四

が
ん
治
療
連
携
管
理
料
の
施
設
基
準

が
ん
診
療
の
拠
点
と
な
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

九
の
四
の
二

外
来
が
ん
患
者
在
宅
連
携
指
導
料
の
施
設
基
準

外
来
緩
和
ケ
ア
管
理
料
又
は
外
来
化
学
療
法
加
算
２
の
施
設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

九
の
五

認
知
症
専
門
診
断
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
認
知
症
に
関
す
る
専
門
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
認
知
症
に
係
る
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
医
師

が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

九
の
六

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
計
画
料
の
施
設
基
準

(
1
)
肝
疾
患
に
関
す
る
専
門
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専

任
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

九
の
七

外
来
排
尿
自
立
指
導
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
外
来
排
尿
自
立
指
導
料
の
施
設
基
準

排
尿
に
関
す
る
ケ
ア
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
外
来
排
尿
自
立
指
導
料
の
対
象
患
者

当
該
保
険
医
療
機
関
の
入
院
中
に
排
尿
自
立
支
援
加
算
を
算
定
し
て
い
た
患
者
の
う
ち
、
尿
道
カ
テ
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十
一

歯
科
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
に
規
定
す
る
疾
患

分
類
表
に
規
定
す
る
疾
病
の
う
ち
別
表
第
四
に
掲
げ
る
疾
病

第
四

在
宅
医
療

一
在
宅
療
養
支
援
病
院
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
次
の
い
ず
れ
の
基
準
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
病
院
で
あ
っ
て
、
許
可
病
床
数
が
二
百
床
（
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等

の
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
二
百
八
十
床
）
未
満
の

も
の
又
は
当
該
病
院
を
中
心
と
し
た
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
診
療
所
が
存
在
し
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ロ
在
宅
医
療
を
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
三
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
院
に
お
い
て
、
二
十
四
時
間
連
絡
を
受
け
る
担
当
者
を
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
、
そ
の
連
絡

先
を
文
書
で
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
病
院
に
お
い
て
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、
二
十
四
時
間
往
診
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、

往
診
担
当
医
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ
り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
往
診
担
当
医
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
当
直
体
制
を
担
う
医
師
と
は
別
の
者
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
院
に
お
い
て
、
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
、
患
家
の
求
め
に
応
じ

て
、
当
該
病
院
の
保
険
医
の
指
示
に
基
づ
き
、
二
十
四
時
間
訪
問
看
護
の
提
供
が
可
能
な
体
制
を
確

保
し
、
訪
問
看
護
の
担
当
者
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ
り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ト
当
該
病
院
に
お
い
て
、
緊
急
時
に
在
宅
で
の
療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
が
入
院
で
き
る
病
床
を
常

に
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

チ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
緊

急
時
に
円
滑
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
患
家
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
療
養
等
に
必
要
な
情

報
を
文
書
で
当
該
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
提
供
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
。

リ
患
者
に
関
す
る
診
療
記
録
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヌ
当
該
地
域
に
お
い
て
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
調
整
を
担
当
す

る
者
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
。

ル
定
期
的
に
、
在
宅
看
取
り
数
等
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
。

ヲ
緊
急
の
往
診
及
び
在
宅
に
お
け
る
看
取
り
等
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
他
の
保
険
医
療
機
関
（
診
療
所
又
は
許
可
病
床
数
が
二
百
床
（
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
別
表

第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
二
百
八
十
床
）
未
満
の
病
院
に
限

る
。
）
と
地
域
に
お
け
る
在
宅
療
養
の
支
援
に
係
る
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い
る
病
院
で
あ
っ
て
、
次

の
い
ず
れ
の
基
準
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
病
院
で
あ
っ
て
、
許
可
病
床
数
が
二
百
床
（
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等

の
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
二
百
八
十
床
）
未
満
の

も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
院
及
び
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
在
宅
医
療
を
担
当

す
る
常
勤
の
医
師
が
合
わ
せ
て
三
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
区
分
番
号
Ａ
０
０
１
の
注
1
2
に
規
定
す
る
地
域
包
括
診
療
加
算

ロ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
２
－
９
に
掲
げ
る
地
域
包
括
診
療
料

ハ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
２
－
1
1
に
掲
げ
る
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料

ニ
区
分
番
号
Ｃ
０
０
２
に
掲
げ
る
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
（
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
（
医
科
点
数

表
の
区
分
番
号
Ｂ
０
０
４
に
掲
げ
る
退
院
時
共
同
指
導
料
１
に
規
定
す
る
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
（
区
分
番
号
Ｃ
０
０
０
に
掲
げ
る
往
診
料
の
注
１

に
規
定
す
る
在
宅
療
養
支
援
病
院
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
限
る
。
）

ホ
区
分
番
号
Ｃ
０
０
２
－
２
に
掲
げ
る
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
（
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

又
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
に
限
る
。
）

(
3
)
診
療
情
報
提
供
料
(
Ⅲ
)
の
注
１
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

妊
娠
中
の
者
で
あ
っ
て
、
他
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者

(
4
)
診
療
情
報
提
供
料
(
Ⅲ
)
の
注
２
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
の
敷
地
内
に
お
い
て
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
か
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

①
区
分
番
号
Ａ
０
０
１
の
注
1
2
に
規
定
す
る
地
域
包
括
診
療
加
算

②
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
２
－
９
に
掲
げ
る
地
域
包
括
診
療
料

③
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
２
－
1
1
に
掲
げ
る
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料

④
区
分
番
号
Ｃ
０
０
２
に
掲
げ
る
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
（
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
又
は
在
宅

療
養
支
援
病
院
に
限
る
。
）

⑤
区
分
番
号
Ｃ
０
０
２
－
２
に
掲
げ
る
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
（
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
又
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
に
限
る
。
）

(
5
)
診
療
情
報
提
供
料
(
Ⅲ
)
の
注
３
に
規
定
す
る
施
設
基
準
（
歯
科
点
数
表
に
お
い
て
は
注
２
）

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
妊
娠
中
の
患
者
の
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

十
の
二

医
療
機
器
安
全
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
臨
床
工
学
技
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
生
命
維
持
管
理
装
置
を
用
い
て
治

療
を
行
う
場
合
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
生
命
維
持
管
理
装
置
等
の
医
療
機
器
の
管
理
及
び
保
守
点
検
を
行
う
常

勤
の
臨
床
工
学
技
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
生
命
維
持
管
理
装
置
等
の
医
療
機
器
の
安
全
管
理
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
放
射
線
治
療
機
器
の
保
守
管
理
、
精
度
管
理
等
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い

て
、
放
射
線
治
療
計
画
を
策
定
す
る
場
合
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
（
放
射
線

治
療
に
つ
い
て
、
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

十
の
三

精
神
科
退
院
時
共
同
指
導
料
の
施
設
基
準

精
神
科
退
院
時
共
同
指
導
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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情
報
を
文
書
で
当
該
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
提
供
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
。

チ
患
者
に
関
す
る
診
療
記
録
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

リ
当
該
地
域
に
お
い
て
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
調
整
を
担
当
す

る
者
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
。

ヌ
定
期
的
に
、
在
宅
看
取
り
数
等
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
。

一
の
二

往
診
料
、
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅰ
)
及
び
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅱ
)
の
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
加
算
、
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
、
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
並
び
に
在
宅
が
ん
医
療
総
合
診

療
料
に
規
定
す
る
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
又
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
で
あ
っ
て
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
も
の

第
三
の
六
(
1
)
及
び
(
2
)
に
該
当
す
る
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
及
び
第
四
の
一
(
1
)
及
び
(
2
)
に
該
当
す
る

在
宅
療
養
支
援
病
院

一
の
三

往
診
料
に
規
定
す
る
時
間

保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
専
ら
診
療
に
従
事
し
て
い
る
一
部
の
時
間

一
の
四

往
診
料
、
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅰ
)
及
び
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅱ
)
の
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
加
算
、
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の
注
７
及
び
注
1
2
、
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の
注
３
並
び

に
在
宅
が
ん
医
療
総
合
診
療
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
等

(
1
)
在
宅
緩
和
ケ
ア
充
実
診
療
所
・
病
院
加
算
の
施
設
基
準

在
宅
緩
和
ケ
ア
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
在
宅
療
養
実
績
加
算
１
の
施
設
基
準

緊
急
の
往
診
及
び
在
宅
に
お
け
る
看
取
り
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
在
宅
療
養
実
績
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
緊
急
の
往
診
及
び
在
宅
に
お
け
る
看
取
り
に
つ
い
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
在
宅
医
療
を
担
当
す
る
医
師
で
あ
っ
て
、
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
適
切
な

研
修
を
受
け
た
も
の
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一
の
五

在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅰ
)
及
び
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅱ
)
に
規
定
す
る
疾
病
等

別
表
第
七
に
掲
げ
る
疾
病
等

一
の
六

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
及
び
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
及
び
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
在
宅
医
療
の
調
整
担
当
者
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
患
者
に
対
し
て
医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
が
継
続
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
及
び
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
状
態
の
患
者

別
表
第
八
の
二
に
掲
げ
る
患
者

(
3
)
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
及
び
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
に
規
定
す
る
診
療
に
係
る
費
用

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
（
以
下
「
医
科
点
数
表
」
と
い
う
。
）
第

二
章
第
一
部
医
学
管
理
等
、
第
二
部
在
宅
医
療
及
び
第
九
部
処
置
に
掲
げ
る
診
療
に
係
る
費
用
の
う
ち

次
に
掲
げ
る
も
の

イ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
０
に
掲
げ
る
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

ハ
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
二
十
四
時
間
連
絡
を
受
け

る
担
当
者
を
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
、
そ
の
連
絡
先
を
文
書
で
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、

二
十
四
時
間
往
診
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、
往
診
担
当
医
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ
り
患

家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
往
診
担
当
医
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
当
直
体
制
を
担
う
医
師
と
は
別
の
者
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
当
該
病
院
に
お
い
て
、
又
は
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、
当
該
病
院
の
保
険
医
の
指
示
に
基

づ
き
、
二
十
四
時
間
訪
問
看
護
の
提
供
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、
訪
問
看
護
の
担
当
者
の
氏
名
、

担
当
日
等
を
文
書
に
よ
り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ト
当
該
病
院
に
お
い
て
、
緊
急
時
に
在
宅
で
の
療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
が
入
院
で
き
る
病
床
を
常

に
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

チ
連
携
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
緊
急
時
に
円
滑
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
患
家
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
療
養
等
に
必
要
な
情
報
を
文
書
で
当
該
保
険

医
療
機
関
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
提
供
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
。

リ
患
者
に
関
す
る
診
療
記
録
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヌ
当
該
地
域
に
お
い
て
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
調
整
を
担
当
す

る
者
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
。

ル
定
期
的
に
、
在
宅
看
取
り
数
等
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
。

ヲ
緊
急
の
往
診
及
び
在
宅
に
お
け
る
看
取
り
等
に
つ
い
て
、
当
該
連
携
体
制
を
構
成
す
る
他
の
保
険

医
療
機
関
と
合
わ
せ
て
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
次
の
い
ず
れ
の
基
準
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
病
院
で
あ
っ
て
、
許
可
病
床
数
が
二
百
床
（
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等

の
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
二
百
八
十
床
）
未
満
の

も
の
又
は
当
該
病
院
を
中
心
と
し
た
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
診
療
所
が
存
在
し
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
病
院
に
お
い
て
、
二
十
四
時
間
連
絡
を
受
け
る
担
当
者
を
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
、
そ
の
連
絡

先
を
文
書
で
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
病
院
に
お
い
て
、
患
家
の
求
め
に
応
じ
て
、
二
十
四
時
間
往
診
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
、

往
診
担
当
医
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ
り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
往
診
担
当
医
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
当
直
体
制
を
担
う
医
師
と
は
別
の
者
で
あ
る
こ
と
。

ホ
当
該
病
院
に
お
い
て
、
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
、
患
家
の
求
め
に
応
じ

て
、
当
該
病
院
の
保
険
医
の
指
示
に
基
づ
き
、
二
十
四
時
間
訪
問
看
護
の
提
供
が
可
能
な
体
制
を
確

保
し
、
訪
問
看
護
の
担
当
者
の
氏
名
、
担
当
日
等
を
文
書
に
よ
り
患
家
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

へ
当
該
病
院
に
お
い
て
、
緊
急
時
に
在
宅
で
の
療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
が
入
院
で
き
る
病
床
を
常

に
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

ト
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
緊

急
時
に
円
滑
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
患
家
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
療
養
等
に
必
要
な
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別
表
第
八
の
三
に
掲
げ
る
患
者

(
7
)
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の
注
1
1
及
び
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
別
に

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
の
患
者

別
表
第
八
の
四
に
掲
げ
る
患
者

一
の
六
の
二

オ
ン
ラ
イ
ン
在
宅
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
オ
ン
ラ
イ
ン
在
宅
管
理
料
の
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
を
算
定
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
当
該
管
理
料
の
所
定
点
数
を
算
定
す

べ
き
医
学
管
理
を
最
初
に
行
っ
た
月
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
い
る
も
の
。

一
の
七

歯
科
訪
問
診
療
料
の
注
７
に
規
定
す
る
時
間

保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
専
ら
診
療
に
従
事
し
て
い
る
一
部
の
時
間

一
の
八

歯
科
訪
問
診
療
料
の
注
1
3
に
規
定
す
る
基
準

歯
科
医
療
を
担
当
す
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
歯
科
訪
問
診
療
を
実
施
す
る
診
療
所
以

外
の
診
療
所
で
あ
る
も
の
と
し
て
、
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
在
宅
が
ん
医
療
総
合
診
療
料
の
施
設
基
準

(
1
)
在
宅
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
緊
急
時
の
入
院
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
削
除

四
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
及
び
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
１
及
び
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
１
に
規
定

す
る
疾
病
等

イ
別
表
第
七
に
掲
げ
る
疾
病
等

ロ
別
表
第
八
に
掲
げ
る
状
態
等

(
2
)
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
２
及
び
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
２
に
規
定

す
る
施
設
基
準

緩
和
ケ
ア
、
褥
瘡
ケ
ア
又
は
人
工
肛
門
ケ
ア
及
び
人
工
膀
胱
ケ
ア
に
係
る
専
門
の
研
修
を
受
け
た
看

じ
よ
く
そ
う

こ
う

ぼ
う
こ
う

護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
５
（
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
６
の
規
定
に

よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
長
時
間
の
訪
問
を
要
す
る
者
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
者

イ
長
時
間
の
訪
問
を
要
す
る
者

①
十
五
歳
未
満
の
小
児
で
あ
っ
て
、
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超
重
症
児
（
者
）
入

院
診
療
加
算
の
注
１
に
規
定
す
る
超
重
症
の
状
態
又
は
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超

重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
準
超
重
症
の
状
態
に
あ
る
も
の

②
別
表
第
八
に
掲
げ
る
者

③
医
師
が
、
診
療
に
基
づ
き
、
患
者
の
急
性
増
悪
等
に
よ
り
一
時
的
に
頻
回
の
訪
問
看
護
・
指
導

を
行
う
必
要
を
認
め
た
者

ロ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
４
に
掲
げ
る
小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
料

ハ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
５
に
掲
げ
る
小
児
科
療
養
指
導
料

ニ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
６
に
掲
げ
る
て
ん
か
ん
指
導
料

ホ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
７
に
掲
げ
る
難
病
外
来
指
導
管
理
料

ヘ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
８
に
掲
げ
る
皮
膚
科
特
定
疾
患
指
導
管
理
料

ト
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
1
8
に
掲
げ
る
小
児
悪
性
腫
瘍
患
者
指
導
管
理
料

チ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
の
2
7
に
掲
げ
る
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
料

リ
区
分
番
号
Ｂ
０
０
１
－
３
に
掲
げ
る
生
活
習
慣
病
管
理
料

ヌ
区
分
番
号
Ｃ
０
０
７
の
注
３
に
掲
げ
る
衛
生
材
料
等
提
供
加
算

ル
区
分
番
号
Ｃ
１
０
９
に
掲
げ
る
在
宅
寝
た
き
り
患
者
処
置
指
導
管
理
料

ヲ
区
分
番
号
Ｉ
０
１
２
－
２
の
注
３
に
掲
げ
る
衛
生
材
料
等
提
供
加
算

ワ
区
分
番
号
Ｊ
０
０
０
に
掲
げ
る
創
傷
処
置

カ
区
分
番
号
Ｊ
０
０
１
－
７
に
掲
げ
る
爪
甲
除
去

そ
う

ヨ
区
分
番
号
Ｊ
０
０
１
－
８
に
掲
げ
る
穿
刺
排
膿
後
薬
液
注
入

せ
ん

の
う

タ
区
分
番
号
Ｊ
０
１
８
に
掲
げ
る
喀
痰
吸
引

か
く
た
ん

レ
区
分
番
号
Ｊ
０
１
８
－
３
に
掲
げ
る
干
渉
低
周
波
去
痰
器
に
よ
る
喀
痰
排
出

た
ん

か
く
た
ん

ソ
区
分
番
号
Ｊ
０
４
３
－
３
に
掲
げ
る
ス
ト
ー
マ
処
置

ツ
区
分
番
号
Ｊ
０
５
３
に
掲
げ
る
皮
膚
科
軟
膏
処
置

こ
う

ネ
区
分
番
号
Ｊ
０
６
０
に
掲
げ
る
膀
胱
洗
浄

ぼ
う
こ
う

ナ
区
分
番
号
Ｊ
０
６
０
－
２
に
掲
げ
る
後
部
尿
道
洗
浄
（
ウ
ル
ツ
マ
ン
）

ラ
区
分
番
号
Ｊ
０
６
３
に
掲
げ
る
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
設
置

ム
区
分
番
号
Ｊ
０
６
４
に
掲
げ
る
導
尿
（
尿
道
拡
張
を
要
す
る
も
の
）

ウ
区
分
番
号
Ｊ
１
１
８
に
掲
げ
る
介
達
牽
引

け
ん

ヰ
区
分
番
号
Ｊ
１
１
８
－
２
に
掲
げ
る
矯
正
固
定

ノ
区
分
番
号
Ｊ
１
１
８
－
３
に
掲
げ
る
変
形
機
械
矯
正
術

オ
区
分
番
号
Ｊ
１
１
９
に
掲
げ
る
消
炎
鎮
痛
等
処
置

ク
区
分
番
号
Ｊ
１
１
９
－
２
に
掲
げ
る
腰
部
又
は
胸
部
固
定
帯
固
定

ヤ
区
分
番
号
Ｊ
１
１
９
－
３
に
掲
げ
る
低
出
力
レ
ー
ザ
ー
照
射

マ
区
分
番
号
Ｊ
１
１
９
－
４
に
掲
げ
る
肛
門
処
置

こ
う

ケ
区
分
番
号
Ｊ
１
２
０
に
掲
げ
る
鼻
腔
栄
養

く
う

(
4
)
頻
回
訪
問
加
算
に
規
定
す
る
状
態
等
に
あ
る
患
者

別
表
第
三
の
一
の
三
に
掲
げ
る
者

(
5
)
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の
注
８
（
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の
注
５
の
規
定
に
よ
り
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
基
準

保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
往
診
又
は
訪
問
診
療
を
実
施
す
る
診
療
所
以
外
の
診
療
所
で

あ
る
も
の
と
し
て
、
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の
注
1
0
（
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の
注
５
の
規
定
に
よ
り
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
の
患
者
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四
の
三
の
三

在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
1
4
（
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
６
の

規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

(
1
)
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
離
島
振
興
対
策

実
施
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
離
島
の
地
域

(
2
)
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄

美
群
島
の
地
域

(
3
)
山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
振
興
山
村
と
し
て

指
定
さ
れ
た
山
村
の
地
域

(
4
)
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
小
笠
原
諸
島
の
地
域

(
5
)
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
過

疎
地
域

(
6
)
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
離
島

四
の
三
の
四

在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
1
5
（
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
６
の

規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
・
指
導
体
制
充
実
加
算
の
施
設
基
準

訪
問
看
護
・
指
導
に
つ
い
て
、
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
、
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

四
の
四

介
護
職
員
等
喀
痰
吸
引
等
指
示
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

か
く
た
ん

(
1
)
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定

に
よ
る
特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
係
る
同
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
訪
問
介
護
、
同

条
第
三
項
に
規
定
す
る
訪
問
入
浴
介
護
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
通
所
介
護
、
同
条
第
九
項
に
規
定

す
る
短
期
入
所
生
活
介
護
（
医
師
が
置
か
れ
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
又
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定

す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
者

(
2
)
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
に
係
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
を
除

く
。
）
を
行
う
者

(
3
)
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
同
法
第
八
条
の

二
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
又
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
（
以
下
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
指
定
を
受
け
て
い
る

者
に
限
る
。
）

(
4
)
介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
に
係
る
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
等
又
は
同
法
第
八
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
短

期
入
所
生
活
介
護
（
医
師
が
置
か
れ
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
を
行
う
者

(
5
)
介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

(
6
)
介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者

(
7
)
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
若
し
く
は
同

号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
を
行
う
者

(
8
)
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉

ロ
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

①
十
五
歳
未
満
の
小
児
で
あ
っ
て
、
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超
重
症
児
（
者
）
入

院
診
療
加
算
の
注
１
に
規
定
す
る
超
重
症
の
状
態
又
は
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超

重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
準
超
重
症
の
状
態
に
あ
る
も
の

②
十
五
歳
未
満
の
小
児
で
あ
っ
て
、
別
表
第
八
に
掲
げ
る
者

(
4
)
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
1
1
（
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
６
の
規
定
に

よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
状
態
等
に
あ
る
患
者

別
表
第
八
に
掲
げ
る
者

(
5
)
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
1
1
（
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
６
の
規
定
に

よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
状
態
等
に
あ
る
患
者
の
う
ち
重
症
度
等
の
高
い
も
の

別
表
第
八
第
一
号
に
掲
げ
る
者

四
の
二

在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
７
及
び
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
４
に
規

定
す
る
複
数
名
訪
問
看
護
・
指
導
加
算
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
場
合

(
1
)
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

一
人
の
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
（
以
下
「
看
護
師
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
訪

問
看
護
・
指
導
が
困
難
な
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ
別
表
第
七
に
掲
げ
る
疾
病
等
の
患
者

ロ
別
表
第
八
に
掲
げ
る
者

ハ
医
師
が
、
診
療
に
基
づ
き
、
患
者
の
急
性
増
悪
等
に
よ
り
一
時
的
に
頻
回
の
訪
問
看
護
・
指
導
を

行
う
必
要
を
認
め
た
患
者

ニ
暴
力
行
為
、
著
し
い
迷
惑
行
為
、
器
物
破
損
行
為
等
が
認
め
ら
れ
る
患
者

ホ
患
者
の
身
体
的
理
由
に
よ
り
一
人
の
看
護
師
等
に
よ
る
訪
問
看
護
・
指
導
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

者
（
看
護
師
等
が
看
護
補
助
者
と
同
時
に
訪
問
看
護
・
指
導
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

ヘ
そ
の
他
患
者
の
状
況
等
か
ら
判
断
し
て
、
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る

者
（
看
護
師
等
が
看
護
補
助
者
と
同
時
に
訪
問
看
護
・
指
導
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

(
2
)
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合

イ
別
表
第
七
に
掲
げ
る
疾
病
等
の
患
者
に
対
し
て
訪
問
看
護
・
指
導
を
行
う
場
合

ロ
別
表
第
八
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
訪
問
看
護
・
指
導
を
行
う
場
合

ハ
医
師
が
、
診
療
に
基
づ
き
、
患
者
の
急
性
増
悪
等
に
よ
り
一
時
的
に
頻
回
の
訪
問
看
護
・
指
導
を

行
う
必
要
を
認
め
た
患
者
に
対
し
て
訪
問
看
護
・
指
導
を
行
う
場
合

四
の
三

在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
１
、
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
１
及
び
訪

問
看
護
指
示
料
の
注
２
に
規
定
す
る
者

気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
を
使
用
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
者
又
は
真
皮
を
越
え
る
褥
瘡
の
状
態
に
あ
る
者

じ
よ
く
そ
う

四
の
三
の
二

在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
1
3
（
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
６
の

規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

口
腔
内
の
喀
痰
吸
引
、
鼻
腔
内
の
喀
痰
吸
引
、
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
内
部
の
喀
痰
吸
引
、
胃
瘻
若
し
く
は

く
う

か
く
た
ん

く
う

か
く
た
ん

か
く
た
ん

ろ
う

腸
瘻
に
よ
る
経
管
栄
養
又
は
経
鼻
経
管
栄
養
を
必
要
と
す
る
者

ろ
う
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百
二
十
三
号
。
以
下
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
移
動
支

援
事
業
を
行
う
者
、
同
条
第
二
十
七
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
を
行

う
者
、
同
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム
を
経
営
す
る
事
業
を
行
う
者
並
び
に
同
法
第
七
十

七
条
及
び
第
七
十
八
条
に
規
定
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
（
同
法
第
五
条
第
二
十
四
項
に
規

定
す
る
移
動
支
援
事
業
を
行
う
者
、
同
条
第
二
十
七
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営

す
る
事
業
を
行
う
者
及
び
同
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム
を
経
営
す
る
事
業
を
行
う
者
を

除
く
。
）

(
1
1
)
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
（
社
会
福
祉
士
及

び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則
第
二
十
条
に
規
定
す
る
登
録
特
定
行
為
事

業
者
に
限
る
。
）

五
在
宅
患
者
訪
問
栄
養
食
事
指
導
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

疾
病
治
療
の
直
接
手
段
と
し
て
、
医
師
の
発
行
す
る
食
事
箋
に
基
づ
き
提
供
さ
れ
た
適
切
な
栄
養
量
及

び
内
容
を
有
す
る
別
表
第
三
に
掲
げ
る
特
別
食
を
必
要
と
す
る
患
者
、
が
ん
患
者
、
摂
食
機
能
若
し
く
は

嚥
下
機
能
が
低
下
し
た
患
者
又
は
低
栄
養
状
態
に
あ
る
患
者

え
ん

五
の
二

在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
の
施
設
基
準
等

(
1
)
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
の
施
設
基
準

イ
許
可
病
床
数
が
二
百
床
（
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
別
表
第
六
の
二
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在

す
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
百
六
十
床
）
以
上
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ロ
在
宅
療
養
後
方
支
援
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
在
宅
患
者
共
同
診
療
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
別
表
第
十
三
に
掲
げ
る
疾
病
等

五
の
三

在
宅
患
者
訪
問
褥
瘡
管
理
指
導
料
の
施
設
基
準

じ
よ
く
そ
う

(
1
)
医
師
、
看
護
師
及
び
管
理
栄
養
士
か
ら
な
る
在
宅
褥
瘡
対
策
チ
ー
ム
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
。

じ
よ
く
そ
う

(
2
)
在
宅
褥
瘡
対
策
チ
ー
ム
に
、
在
宅
褥
瘡
管
理
者
を
配
置
す
る
こ
と
。

じ
よ
く
そ
う

じ
よ
く
そ
う

(
3
)
在
宅
に
お
け
る
重
症
化
予
防
等
の
た
め
の
褥
瘡
管
理
対
策
を
行
う
に
つ
き
ふ
さ
わ
し
い
体
制
が
整

じ
よ
く
そ
う

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
の
四

在
宅
療
養
指
導
管
理
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
患
者

十
五
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態
の
も
の
又
は
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ

っ
て
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態
が
十
五
歳
未
満
か
ら
継
続
し
て
い
る
も
の
（
体
重
が
二
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
未
満
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

六
在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
、
間
歇
注
入
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
加
算
、
持
続
血
糖
測
定
器
加
算
及
び
注
入

け
つ

器
用
注
射
針
加
算
に
規
定
す
る
注
射
薬

別
表
第
九
に
掲
げ
る
注
射
薬

六
の
二

在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
の
注
５
に
規
定
す
る
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

六
の
二
の
三

在
宅
妊
娠
糖
尿
病
患
者
指
導
管
理
料
１
及
び
血
糖
自
己
測
定
器
加
算
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
者

妊
娠
中
の
糖
尿
病
患
者
又
は
妊
娠
糖
尿
病
の
患
者
で
あ
っ
て
周
産
期
に
お
け
る
合
併
症
の
危
険
性
が
高

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七

十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
の
事
業
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
重
度
訪
問

介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
同
行
援
護
に
係
る
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
を
行
う
者
、
同
令
第
四
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
共
生
型
居
宅
介
護
の
事
業
を
行
う
者
、
同
令

第
四
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
共
生
型
重
度
訪
問
介
護
の
事
業
を
行
う
者
、
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
基
準
該
当
居
宅
介
護
事
業
者
、
同
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護

及
び
行
動
援
護
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
、
同
令
第
七
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
指
定
生
活
介
護
事
業
者
、
同
令
第
九
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
共
生
型
生
活
介
護
の
事
業

を
行
う
者
、
同
令
第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
該
当
生
活
介
護
事
業
者
、
同
令
第
百
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
事
業
者
（
医
療
機
関
が
行
う
場
合
及
び
医
師
を
置
く
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
、
同
令
第
百
二
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
共
生
型
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う

者
、
同
令
第
百
二
十
五
条
の
五
に
規
定
す
る
基
準
該
当
短
期
入
所
事
業
者
（
医
療
機
関
が
行
う
場
合
及

び
医
師
を
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
、
同
令
第
百
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
者
、
同
令
第
百
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
自
立
訓
練
（
機

能
訓
練
）
事
業
者
、
同
令
第
百
六
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業

を
行
う
者
、
同
令
第
百
六
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
、
同
令
第

百
六
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
、
同
令
第
百
七
十
一
条
の
二

に
規
定
す
る
共
生
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
者
、
同
令
第
百
七
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
、
同
令
第
百
七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

就
労
移
行
支
援
事
業
者
、
同
令
第
百
八
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
、

同
令
第
二
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
者
、
同
令
第
二
百
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
者
、
同
令
第
二
百
八
条
に
規
定
す
る
指
定
共
同
生
活

援
助
事
業
者
、
同
令
第
二
百
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事

業
者
及
び
同
令
第
二
百
十
三
条
の
十
四
に
規
定
す
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業

者

(
9
)
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行

う
者
（
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
が
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四
十
三

条
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
（
同
法
第
七
条
第
二
項
に

規
定
す
る
重
症
心
身
障
害
児
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
通
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
、

同
令
第
五
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
共
生
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
者
、
同
令
第
五
十
四
条
の

六
に
規
定
す
る
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
事
業
者
、
同
令
第
六
十
五
条
に
規
定
す
る
指
定
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
（
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
が
主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
を
通
わ
せ

る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
、
同
令
第
七
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
共
生
型
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
及
び
同
令
第
七
十
一
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
者

(
1
0
)
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
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イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
測
定
器
の
使
用
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
測
定
器
の
使
用
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
九

経
腸
投
薬
用
ポ
ン
プ
加
算
に
規
定
す
る
内
服
薬

別
表
第
九
の
一
の
四
に
掲
げ
る
内
服
薬

六
の
十

注
入
ポ
ン
プ
加
算
に
規
定
す
る
注
射
薬

別
表
第
九
の
一
の
五
に
掲
げ
る
注
射
薬

六
の
十
一

横
隔
神
経
電
気
刺
激
装
置
加
算
の
施
設
基
準

横
隔
神
経
電
気
刺
激
装
置
の
使
用
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七
地
域
医
療
連
携
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
夜
間
、
休
日
等
に
お
け
る
緊
急
時
の
体
制
を
継
続
的
に
確
保
す
る
た
め
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
別

表
第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
（
以
下
「
歯
科
点
数
表
」
と
い
う
。
）
区
分
番
号
Ａ
０
０
０
に
掲
げ
る

初
診
料
の
注
２
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
及
び
そ
の
他
の
歯
科
の
保
険
医
療

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
医
療
支
援
体
制
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

七
の
二

在
宅
歯
科
医
療
推
進
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
歯
科
医
療
を
担
当
す
る
診
療
所
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
診
療
所
で
行
わ
れ
る
歯
科
訪
問
診
療
の
延
べ
患
者
数
が
月
平
均
五
人
以
上
で
あ
っ
て
、
そ
の
う

ち
六
割
以
上
の
患
者
が
歯
科
訪
問
診
療
１
を
算
定
し
て
い
る
こ
と
。

八
歯
科
疾
患
在
宅
療
養
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す
る
在
宅
総
合
医
療
管
理
加
算
及
び
在
宅
患
者
歯
科
治
療

時
医
療
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
、
十
分
な
経
験
を
有
す
る
常
勤
の
歯
科
医
師
に
よ
り
、
治
療
前
、
治
療
中

及
び
治
療
後
に
お
け
る
当
該
患
者
の
全
身
状
態
を
管
理
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
歯
科
医
師
が
複
数
名
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
歯
科
医
師
が
一
名
以
上
か
つ
歯
科
衛
生
士
若
し
く

は
看
護
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
患
者
の
全
身
状
態
の
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
装
置
・
器
具
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
緊
急
時
に
円
滑
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
別
の
保
険
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
（
病
院
で
あ
る
医
科

歯
科
併
設
の
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
医
科
診
療
科
と
の
連
携
体
制
）
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
五

検
査

一
検
体
検
査
実
施
料
に
規
定
す
る
検
体
検
査

別
表
第
九
の
二
に
掲
げ
る
検
査

二
削
除

三
造
血
器
腫
瘍
遺
伝
子
検
査
の
施
設
基
準

検
体
検
査
管
理
加
算
(
Ⅱ
)
の
施
設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

三
の
一
の
二

遺
伝
学
的
検
査
の
施
設
基
準
等

(
1
)
遺
伝
学
的
検
査
の
施
設
基
準

当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
遺
伝
学
的
検
査
の
注
に
規
定
す
る
疾
患

い
者
（
血
糖
の
自
己
測
定
を
必
要
と
し
た
も
の
に
限
る
。
）

六
の
三

在
宅
血
液
透
析
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

在
宅
血
液
透
析
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
三
の
二

在
宅
酸
素
療
法
指
導
管
理
料
の
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
呼
吸
器
疾
患
の
診
療
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
常
勤
の
医
師
及
び
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

六
の
四

在
宅
小
児
経
管
栄
養
法
指
導
管
理
料
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

(
1
)
経
口
摂
取
が
著
し
く
困
難
な
十
五
歳
未
満
の
者

(
2
)
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
経
口
摂
取
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
状
態
が
十
五
歳
未
満
か
ら
継
続
し
て

い
る
も
の
（
体
重
が
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

六
の
四
の
二

在
宅
半
固
形
栄
養
経
管
栄
養
法
指
導
管
理
料
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

経
口
摂
取
が
著
し
く
困
難
な
た
め
胃
瘻
を
造
設
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
医
師
が
、
経
口
摂
取
の
回
復

ろ
う

に
向
け
て
在
宅
半
固
形
栄
養
経
管
栄
養
法
を
行
う
必
要
を
認
め
、
胃
瘻
造
設
術
後
一
年
以
内
に
当
該
栄
養

ろ
う

法
を
開
始
す
る
も
の
。

六
の
四
の
三

在
宅
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
指
導
管
理
料
の
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
加
算
の
施
設
基
準

電
話
以
外
に
よ
る
指
導
を
行
う
場
合
は
、
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
五

在
宅
悪
性
腫
瘍
患
者
共
同
指
導
管
理
料
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
医
療
機
関
の

保
険
医

緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
医
師

六
の
六

在
宅
難
治
性
皮
膚
疾
患
処
置
指
導
管
理
料
に
規
定
す
る
疾
患

別
表
第
九
の
一
の
二
に
掲
げ
る
疾
患

六
の
七

在
宅
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
（
非
拍
動
流
型
）
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

在
宅
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
（
非
拍
動
流
型
）
指
導
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

六
の
七
の
二

在
宅
腫
瘍
治
療
電
場
療
法
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

在
宅
腫
瘍
治
療
電
場
療
法
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
七
の
三

在
宅
経
肛
門
的
自
己
洗
腸
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

こ
う

経
肛
門
的
自
己
洗
腸
の
指
導
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

こ
う

六
の
七
の
四

注
入
器
加
算
に
規
定
す
る
注
射
薬

別
表
第
九
の
一
の
三
に
掲
げ
る
注
射
薬

六
の
八

持
続
血
糖
測
定
器
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
間
歇
注
入
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
と
連
動
す
る
持
続
血
糖
測
定
器
を
用
い
る
場
合

け
つ

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
測
定
器
の
使
用
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
測
定
器
の
使
用
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
間
歇
注
入
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
と
連
動
し
な
い
持
続
血
糖
測
定
器
を
用
い
る
場
合

け
つ
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基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
第
八
の
二
十
九
の
二
の
(
1
)
の
感
染
防
止
対
策
加
算
１
又
は
(
2
)
の
感
染

防
止
対
策
加
算
２
の
施
設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

三
の
二
の
四

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
オ
イ
デ
ス
・
デ
ィ
フ
ィ
シ
ル
の
ト
キ
シ
ン
Ｂ
遺
伝
子
検
出
の
施
設
基
準

(
1
)
検
体
検
査
管
理
加
算
(
Ⅱ
)
の
施
設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
第
八
の
二
十
九
の
二
の
(
1
)
の
感
染
防
止
対
策
加
算
１
の
施
設
基
準

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

四
検
体
検
査
管
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
検
体
検
査
管
理
加
算
(
Ⅰ
)
の
施
設
基
準

イ
院
内
検
査
を
行
っ
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
検
体
検
査
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
検
体
検
査
管
理
加
算
(
Ⅱ
)
の
施
設
基
準

イ
院
内
検
査
を
行
っ
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
臨
床
検
査
を
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
検
体
検
査
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
検
体
検
査
管
理
加
算
(
Ⅲ
)
の
施
設
基
準

イ
院
内
検
査
を
行
っ
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
臨
床
検
査
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
常
勤
の
臨
床
検
査
技
師
が
四
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
検
体
検
査
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
検
体
検
査
管
理
加
算
(
Ⅳ
)
の
施
設
基
準

イ
院
内
検
査
を
行
っ
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
臨
床
検
査
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
常
勤
の
臨
床
検
査
技
師
が
十
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
検
体
検
査
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
の
二

国
際
標
準
検
査
管
理
加
算
の
施
設
基
準

国
際
標
準
化
機
構
が
定
め
た
臨
床
検
査
に
関
す
る
国
際
規
格
に
基
づ
く
技
術
能
力
の
認
定
を
受
け
て
い

る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

五
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
要
す
る
治
療
に
係
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
常

勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
全
て
の
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
が
受

け
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
内
容
が
文
書
に
よ
り
交
付
さ
れ
、
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
の
二

遺
伝
性
腫
瘍
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
加
算
の
施
設
基
準

当
該
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
法
に
よ
る
諸
検
査
の
血
管
内
視
鏡
検
査
加
算
及
び
長
期
継
続
頭
蓋
内
脳
波
検
査
の
施

設
基
準 (
1
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
及
び
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
難
病
の
う
ち
、
当

該
疾
患
に
対
す
る
遺
伝
学
的
検
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
十
分
な
体
制
が
必
要
な
も
の

三
の
一
の
三

骨
髄
微
小
残
存
病
変
量
測
定
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
一
の
三
の
二

Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
／
２
遺
伝
子
検
査
の
施
設
基
準

当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
一
の
三
の
三

が
ん
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
検
査
の
施
設
基
準

当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
一
の
三
の
四

角
膜
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
遺
伝
子
検
査
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
一
の
三
の
五

先
天
性
代
謝
異
常
症
検
査
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
一
の
四

デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
定
性
及
び
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
・
抗
体
同
時
測
定
定
性
の
施
設
基

準

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
第
九
の
二
の
(
1
)
の
イ
の
救
命
救
急
入
院
料
１
、
ロ
の
救
命
救
急
入
院
料

２
、
ハ
の
救
命
救
急
入
院
料
３
若
し
く
は
ニ
の
救
命
救
急
入
院
料
４
、
三
の
(
1
)
の
イ
の
特
定
集
中
治
療
室

管
理
料
１
、
ロ
の
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
２
、
ハ
の
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
３
若
し
く
は
ニ
の
特
定

集
中
治
療
室
管
理
料
４
、
四
の
(
1
)
の
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
１
若
し
く
は
(
2
)
の
ハ
イ
ケ

ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
２
又
は
五
の
二
の
小
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
施
設
基
準
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
。

三
の
一
の
五

抗
Ｈ
Ｌ
Ａ
抗
体
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
）
及
び
抗
Ｈ
Ｌ
Ａ
抗
体
（
抗
体
特
異
性
同
定
検

査
）
の
施
設
基
準

当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
二

Ｈ
Ｐ
Ｖ
核
酸
検
出
及
び
Ｈ
Ｐ
Ｖ
核
酸
検
出
（
簡
易
ジ
ェ
ノ
タ
イ
プ
判
定
）
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
二
の
二

ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
核
酸
多
項
目
同
時
検
出
の
施
設
基
準
等

(
1
)
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
核
酸
多
項
目
同
時
検
出
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
検
査
の
対
象
患
者
の
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
核
酸
多
項
目
同
時
検
出
の
対
象
患
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
患
者

イ
重
症
の
呼
吸
器
感
染
症
と
診
断
さ
れ
た
、
又
は
疑
わ
れ
る
患
者

ロ
集
中
治
療
を
要
す
る
患
者

三
の
二
の
三

細
菌
核
酸
・
薬
剤
耐
性
遺
伝
子
同
時
検
出
の
施
設
基
準
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八
脳
磁
図
の
施
設
基
準

(
1
)
自
発
活
動
を
測
定
す
る
も
の
の
施
設
基
準

イ
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
て
ん
か
ん
に
係
る
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
そ
の
他
の
も
の
の
施
設
基
準

イ
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

八
の
二

終
夜
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
安
全
精
度
管
理
下
で
行
う
も
の
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

八
の
三

脳
波
検
査
判
断
料
１
の
施
設
基
準

て
ん
か
ん
に
係
る
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

八
の
四

脳
波
検
査
判
断
料
の
注
３
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

(
1
)
送
信
側

脳
波
検
査
の
実
施
及
び
送
受
信
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
受
信
側

て
ん
か
ん
に
係
る
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

九
中
枢
神
経
磁
気
刺
激
に
よ
る
誘
発
筋
電
図
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
(
1
)
に
掲
げ
る
検
査
機
器
で
の
検
査
を
目
的
と
し
た
別
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
検
査

を
行
っ
た
症
例
数
が
、
当
該
検
査
機
器
の
使
用
症
例
数
の
一
定
割
合
以
上
で
あ
る
こ
と
。

九
の
二

単
線
維
筋
電
図
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
神
経
学
的
検
査
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
の
二

補
聴
器
適
合
検
査
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
装
置
・
器
具
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

十
の
三

黄
斑
局
所
網
膜
電
図
及
び
全
視
野
精
密
網
膜
電
図
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
一

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
の
施
設
基
準

(
1
)
通
則

イ
当
該
検
査
を
含
む
診
療
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示

し
て
い
る
こ
と
。

こ
と
。

(
3
)
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
当
該
療
養
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

六
の
二

植
込
型
心
電
図
検
査
の
施
設
基
準

当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
三

時
間
内
歩
行
試
験
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
三
の
二

シ
ャ
ト
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
四

胎
児
心
エ
コ
ー
法
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
五

ヘ
ッ
ド
ア
ッ
プ
テ
ィ
ル
ト
試
験
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
六

皮
下
連
続
式
グ
ル
コ
ー
ス
測
定
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
七

人
工
膵
臓
検
査
の
施
設
基
準

す
い

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
及
び
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

(
2
)
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
当
該
療
養
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

六
の
八

長
期
脳
波
ビ
デ
オ
同
時
記
録
検
査
１
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
て
ん
か
ん
に
係
る
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
施
設
基
準

(
1
)
抑
う
つ
症
状
の
鑑
別
診
断
の
補
助
に
使
用
す
る
場
合
の
診
療
料
を
算
定
す
る
た
め
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
適
合
し
て
い
な
い
場
合
に
は
所
定
点
数
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
点
数
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
と

な
る
施
設
基
準

イ
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
イ
に
掲
げ
る
検
査
機
器
で
の
検
査
を
目
的
と
し
た
別
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
検
査

を
行
っ
た
症
例
数
が
、
当
該
検
査
機
器
の
使
用
症
例
数
の
一
定
割
合
以
上
で
あ
る
こ
と
。
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十
六

有
床
義
歯
咀
嚼
機
能
検
査
の
施
設
基
準

そ
し
や
く

(
1
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

十
七

咀
嚼
能
力
検
査
の
施
設
基
準

そ
し
や
く

(
1
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

十
八

咬
合
圧
検
査
の
施
設
基
準

こ
う

(
1
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

十
九

精
密
触
覚
機
能
検
査
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
検
査
に
係
る
研
修
を
受
け
た
歯
科
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

二
十

睡
眠
時
歯
科
筋
電
図
検
査
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

第
六

画
像
診
断

一
画
像
診
断
管
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
画
像
診
断
管
理
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
放
射
線
科
を
標
榜
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
画
像
診
断
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
画
像
診
断
管
理
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
放
射
線
科
を
標
榜
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
全
て
の
核
医
学
診
断
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮

影
診
断
に
つ
い
て
、
ロ
に
規
定
す
る
医
師
の
指
示
の
下
に
画
像
情
報
等
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
核
医
学
診
断
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
診
断
の
う
ち
、
少

な
く
と
も
八
割
以
上
の
も
の
の
読
影
結
果
が
、
ロ
に
規
定
す
る
医
師
に
よ
り
遅
く
と
も
撮
影
日
の
翌

診
療
日
ま
で
に
主
治
医
に
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
画
像
診
断
管
理
加
算
３
の
施
設
基
準

イ
放
射
線
科
を
標
榜
し
て
い
る
特
定
機
能
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
全
て
の
核
医
学
診
断
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮

影
診
断
に
つ
い
て
、
ロ
に
規
定
す
る
医
師
の
指
示
の
下
に
画
像
情
報
等
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

ニ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
核
医
学
診
断
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
診
断
の
う
ち
、
少

な
く
と
も
八
割
以
上
の
も
の
の
読
影
結
果
が
、
ロ
に
規
定
す
る
医
師
に
よ
り
遅
く
と
も
撮
影
日
の
翌

診
療
日
ま
で
に
主
治
医
に
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
夜
間
及
び
休
日
に
読
影
を
行
う
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
検
査
を
受
け
て
い
る
全
て
の
患
者
に
対
し
て
、
当
該
検
査
を
含
む
診
療
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
１
の
施
設
基
準

イ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
当
該
保
険
医
療
機
関
を
受
診
し
た
患
者
の
う
ち
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
係
る
検
査
を
実
施
し

た
患
者
の
割
合
が
三
割
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
当
該
保
険
医
療
機
関
を
受
診
し
た
患
者
の
う
ち
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
係
る
検
査
を
実
施
し

た
患
者
の
割
合
が
四
割
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
眼
科
診
療
を
専
ら
担
当

す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
入
院
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

②
当
該
保
険
医
療
機
関
を
受
診
し
た
患
者
の
う
ち
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
を
算
定
し
た
患

者
数
が
年
間
一
万
人
未
満
で
あ
る
こ
と
。

③
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
係
る
検
査
を
実
施
し
た
患
者
の
う
ち
、
自
施
設
に
お
い
て
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
を
交
付
し
た
割
合
が
九
割
五
分
未
満
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
２
の
施
設
基
準

イ
(
2
)
の
イ
に
該
当
す
る
こ
と
。

ロ
(
2
)
の
ロ
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

(
4
)
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
３
の
施
設
基
準

イ
(
2
)
の
イ
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

ロ
(
2
)
の
ロ
に
該
当
す
る
こ
と
。

十
一
の
二

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
検
査
判
断
料
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
二

小
児
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
負
荷
検
査
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
三

内
服
・
点
滴
誘
発
試
験
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
四

セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
（
片
側
）
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
五

Ｃ
Ｔ
透
視
下
気
管
支
鏡
検
査
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

十
五
の
二

経
気
管
支
凍
結
生
検
法
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
検
査
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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五
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
撮
影
加
算
、
血
流
予
備
量
比
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
、
心
臓
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
加
算
、
乳

房
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
加
算
、
小
児
鎮
静
下
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
加
算
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
加
算
及
び
全
身
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影

加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
撮
影
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
撮
影
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
の
二

外
傷
全
身
Ｃ
Ｔ
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
都
道
府
県
が
定
め
る
救
急
医
療
に
関
す
る
計
画
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
有

し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
撮
影
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
当
該
撮
影
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
の
三

大
腸
Ｃ
Ｔ
撮
影
加
算
の
施
設
基
準

当
該
撮
影
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

六
歯
科
画
像
診
断
管
理
加
算
１
の
施
設
基
準

(
1
)
歯
科
点
数
表
区
分
番
号
Ａ
０
０
０
に
掲
げ
る
初
診
料
の
注
２
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
院
で
あ
る
保

険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
歯
科
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
画
像
診
断
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
二

歯
科
画
像
診
断
管
理
加
算
２
の
施
設
基
準

(
1
)
歯
科
点
数
表
区
分
番
号
Ａ
０
０
０
に
掲
げ
る
初
診
料
の
注
２
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
院
で
あ
る
保

険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
歯
科
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
歯
科
用
３
次
元
エ
ッ
ク
ス
線
断
層
撮
影
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層

診
断
（
歯
科
診
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
(
2
)
に
規
定
す
る
歯
科
医
師
の
指
示
の
下
に
画

像
情
報
等
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
歯
科
用
３
次
元
エ
ッ
ク
ス
線
断
層
撮
影
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層

診
断
（
歯
科
診
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
八
割
以
上
の
も
の
の
読
影
結
果
が
、

(
2
)
に
規
定
す
る
歯
科
医
師
に
よ
り
遅
く
と
も
撮
影
日
の
翌
診
療
日
ま
で
に
主
治
の
歯
科
医
師
に
報
告
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
画
像
診
断
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七
遠
隔
画
像
診
断
に
よ
る
写
真
診
断
（
歯
科
診
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
基
本
的
エ
ッ
ク
ス
線
診
断

料
（
歯
科
診
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
診
断
（
歯
科
診
療
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
の
施
設
基
準

(
1
)
送
信
側

離
島
等
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
そ
の
他
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
画
像
の
撮
影
及
び
送
受

信
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
受
信
側

二
遠
隔
画
像
診
断
に
よ
る
写
真
診
断
（
歯
科
診
療
以
外
の
診
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
基
本
的
エ
ッ

ク
ス
線
診
断
料
（
歯
科
診
療
以
外
の
診
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
核
医
学
診
断
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
断
層
診
断
の
施
設
基
準

(
1
)
送
信
側

離
島
等
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
そ
の
他
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
画
像
の
撮
影
及
び
送
受

信
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
受
信
側

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
高
度

の
医
療
を
提
供
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ロ
遠
隔
画
像
診
断
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
撮
影
、
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
複
合
撮
影
、
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層

・
磁
気
共
鳴
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
複
合
撮
影
及
び
乳
房
用
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
撮
影
の
施
設
基
準

(
1
)
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
撮
影
、
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
複
合
撮
影
、
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断

層
・
磁
気
共
鳴
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
複
合
撮
影
又
は
乳
房
用
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
撮
影
に
係
る
診
療
料

を
算
定
す
る
た
め
の
施
設
基
準

イ
画
像
診
断
を
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
（
核
医
学
診
断
に
つ
い
て
、
相
当
の
経
験
を
有
し
、
か
つ
、

核
医
学
診
断
に
係
る
研
修
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
断
層
撮
影
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
断
層
撮
影
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
適
合
し
て
い
な
い
場
合
に
は
所
定
点
数
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
点
数
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
と

な
る
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ
(
1
)
の
ロ
に
掲
げ
る
診
断
撮
影
機
器
で
の
撮
影
を
目
的
と
し
た
別
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
撮
影
を
行
っ
た
症
例
数
が
、
当
該
診
断
撮
影
機
器
の
使
用
症
例
数
の
一
定
割
合
以
上
で
あ
る
こ

と
。

ロ
特
定
機
能
病
院
、
が
ん
診
療
の
拠
点
と
な
る
病
院
又
は
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う

国
立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
三
条
の
二
に
規
定
す
る

国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
す
る
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

四
Ｃ
Ｔ
撮
影
及
び
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
の
施
設
基
準

(
1
)
通
則

当
該
撮
影
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
6
4
列
以
上
の
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
型
の
機
器
に
よ
る
Ｃ
Ｔ
撮
影
及
び
３
テ
ス
ラ
以
上
の
機
器
に
よ
る
Ｍ

Ｒ
Ｉ
撮
影
に
関
す
る
施
設
基
準

イ
画
像
診
断
管
理
加
算
２
の
施
設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
専
従
の
診
療
放
射
線
技
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
Ｃ
Ｔ
撮
影
の
注
８
及
び
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
の
注
６
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

(
1
)
に
掲
げ
る
診
断
撮
影
機
器
で
の
撮
影
を
目
的
と
し
た
別
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
撮

影
を
行
っ
た
症
例
数
が
、
当
該
診
断
撮
影
機
器
の
使
用
症
例
数
の
一
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。
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合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
七
割
五
分
以
上
で
あ

る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
薬
剤
の
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
あ
る

先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
後
発
医
薬
品
の
使
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
を
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場
所

に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
外
来
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
３
の
施
設
基
準

イ
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を

合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
七
割
以
上
で
あ
る
こ

と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
薬
剤
の
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
あ
る

先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
後
発
医
薬
品
の
使
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
を
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場
所

に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

第
八

注
射

一
外
来
化
学
療
法
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
外
来
化
学
療
法
を
行
う
体
制
が
そ
れ
ぞ
れ
の
加
算
に
応
じ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
外
来
化
学
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
機
器
及
び
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

一
の
二

連
携
充
実
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
外
来
化
学
療
法
加
算
１
に
係
る
施
設
基
準
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
化
学
療
法
を
実
施
し
て
い
る
患
者
の
栄
養
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

(
3
)
他
の
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
と
の
連
携
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
の
注
３
に
規
定
す
る
対
象
患
者

別
表
第
九
の
二
の
二
に
掲
げ
る
者

三
無
菌
製
剤
処
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
無
菌
製
剤
処
理
料
の
施
設
基
準

イ
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ロ
無
菌
製
剤
処
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
無
菌
製
剤
処
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
無
菌
製
剤
処
理
料
の
対
象
患
者

イ
無
菌
製
剤
処
理
料
１
の
対
象
患
者

悪
性
腫
瘍
に
対
し
て
用
い
る
薬
剤
で
あ
っ
て
細
胞
毒
性
を
有
す
る
も
の
に
関
し
、
皮
内
注
射
、
皮

下
注
射
、
筋
肉
内
注
射
、
動
脈
注
射
、
抗
悪
性
腫
瘍
剤
局
所
持
続
注
入
、
肝
動
脈
塞
栓
を
伴
う
抗
悪

性
腫
瘍
剤
肝
動
脈
内
注
入
又
は
点
滴
注
射
が
行
わ
れ
る
患
者

ロ
無
菌
製
剤
処
理
料
２
の
対
象
患
者

動
脈
注
射
若
し
く
は
点
滴
注
射
が
行
わ
れ
る
入
院
中
の
患
者
で
あ
っ
て
次
の
①
か
ら
③
ま
で
に
掲

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
画
像
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
歯
科
医
師
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

高
度
の
医
療
を
提
供
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ロ
遠
隔
画
像
診
断
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
七

投
薬

一
処
方
料
及
び
処
方
箋
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
薬
剤

抗
不
安
剤
、
催
眠
鎮
静
剤
、
精
神
神
経
用
剤
又
は
そ
の
他
の
中
枢
神
経
系
用
薬
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
医
薬
品
の
う
ち
、
不
安
又
は
不
眠
症
の
効
能
又
は
効
果
を
有
し
、
医
師
に
よ
る
特
別
な
医
学
管
理
を
必

要
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
の
二

処
方
料
及
び
処
方
箋
料
の
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算
１
及
び
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算
２
に
規
定

す
る
疾
患

(
1
)
医
科
点
数
表
の
処
方
料
並
び
に
処
方
箋
料
の
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算
１
及
び
特
定
疾
患
処
方
管
理

加
算
２
に
規
定
す
る
疾
患

分
類
表
に
規
定
す
る
疾
病
の
う
ち
別
表
第
一
に
掲
げ
る
疾
病

(
2
)
歯
科
点
数
表
の
処
方
料
及
び
処
方
箋
料
の
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算
１
及
び
特
定
疾
患
処
方
管
理
加

算
２
に
規
定
す
る
疾
患

分
類
表
に
規
定
す
る
疾
病
の
う
ち
別
表
第
四
に
掲
げ
る
疾
病

二
処
方
料
及
び
処
方
箋
料
に
規
定
す
る
抗
悪
性
腫
瘍
剤
処
方
管
理
加
算
の
施
設
基
準

抗
悪
性
腫
瘍
剤
処
方
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
処
方
料
の
注
８
、
薬
剤
の
注
４
及
び
処
方
箋
料
の
注
２
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
薬

剤

投
与
期
間
が
三
十
日
以
上
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
外
来
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
外
来
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
。
以
下
「
薬

担
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
後
発
医
薬
品
（
以
下
単
に
「
後
発
医
薬
品
」
と
い

う
。
）
の
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
後
発
医
薬
品
の
あ
る
薬
担
規
則
第
七
条
の
二
に
規
定
す

る
新
医
薬
品
（
以
下
「
先
発
医
薬
品
」
と
い
う
。
）
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し
た
薬
剤
の
使
用
薬

剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
号
）
別
表
に
規
定
す
る
規
格
単

位
ご
と
に
数
え
た
数
量
（
以
下
「
規
格
単
位
数
量
」
と
い
う
。
）
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単

位
数
量
の
割
合
が
八
割
五
分
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
薬
剤
の
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
あ
る

先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
後
発
医
薬
品
の
使
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
を
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場
所

に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
外
来
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
診
療
所
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
調
剤
し
た
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
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別
表
第
九
の
八
に
掲
げ
る
患
者

(
8
)
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症
候

群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
及
び
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合

別
表
第
九
の
九
に
掲
げ
る
場
合

(
9
)
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症
候

群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
及
び
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

料
に
規
定
す
る
初
期
加
算
の
施
設
基
準

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
常
勤
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
1
0
)
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
計
画
評
価
料
の
注
５
に
規
定
す
る
患
者

脳
卒
中
又
は
脊
髄
障
害
の
急
性
発
症
に
伴
う
上
肢
又
は
下
肢
の
運
動
機
能
障
害
を
有
す
る
患
者
で
あ

っ
て
、
発
症
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
の
も
の

一
の
二

摂
食
機
能
療
法
の
注
３
に
規
定
す
る
施
設
基
準

(
1
)
摂
食
機
能
又
は
嚥
下
機
能
の
回
復
の
た
め
に
必
要
な
指
導
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備

え
ん

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
摂
食
機
能
に
係
る
療
養
に
つ
い
て
の
実
績
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
。

二
難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
専
任
の
常
勤
医
師
が
一

名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
専
従
の
看
護
師
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
患
者
数
は
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
を
含
む
従
事
者
の
数
に
対

し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ホ
難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
規
定
す
る
疾
患
及
び
状
態

イ
難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
規
定
す
る
疾
患

別
表
第
十
に
掲
げ
る
疾
患

ロ
難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
規
定
す
る
状
態

別
表
第
十
に
掲
げ
る
疾
患
を
原
因
と
し
て
日
常
生
活
動
作
に
著
し
い
支
障
を
来
し
て
い
る
状
態
（

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

三
障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
施
設
基
準

イ
児
童
福
祉
法
第
四
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
（
主
と
し
て
肢
体
不
自

由
の
あ
る
児
童
又
は
重
症
心
身
障
害
児
を
入
所
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
同
法
第
六
条
の

二
の
二
に
規
定
す
る
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
又
は
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
当
該
保
険
医
療
機
関

げ
る
も
の
又
は
中
心
静
脈
注
射
若
し
く
は
植
込
型
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
中
心
静
脈
注
射
が
行
わ
れ
る

患
者

①
無
菌
治
療
室
管
理
加
算
を
算
定
す
る
患
者

②
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
療
養
環
境
特
別
加
算
を
算
定
す
る
患
者

③
①
又
は
②
に
準
ず
る
患
者

第
九

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

一
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症
候
群

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
及
び
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の

施
設
基
準
等

(
1
)
医
科
点
数
表
第
二
章
第
七
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
通
則
第
４
号
に
規
定
す
る
患
者

別
表
第
九
の
三
に
掲
げ
る
患
者

(
2
)
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症
候

群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
及
び
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

料
の
施
設
基
準

イ
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症

候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
又
は
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
料
を
担
当
す
る
専
任
の
常
勤
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症

候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
又
は
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
料
を
担
当
す
る
常
勤
の
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
が
そ
れ
ぞ
れ

適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症

候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
又
は
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
料
を
行
う
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
十
分
な
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症

候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
又
は
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
料
を
行
う
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

別
表
第
九
の
四
に
掲
げ
る
患
者

(
4
)
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

別
表
第
九
の
五
に
掲
げ
る
患
者

(
5
)
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

別
表
第
九
の
六
に
掲
げ
る
患
者

(
6
)
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

別
表
第
九
の
七
に
掲
げ
る
患
者

(
7
)
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症
候

群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
及
び
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

料
に
規
定
す
る
算
定
日
数
の
上
限
の
除
外
対
象
患
者
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(
5
)
重
度
認
知
症
患
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い

る
こ
と
。

(
6
)
重
度
認
知
症
患
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
三
の
二

リ
ン
パ
浮
腫
複
合
的
治
療
料
の
施
設
基
準

リ
ン
パ
浮
腫
の
患
者
に
対
す
る
複
合
的
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
集
団
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
療
法
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
集
団
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
療
法
料
の
施
設
基
準

イ
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
(
Ⅱ
)

若
し
く
は
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
(
Ⅲ
)
又
は
障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
集
団
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
療
法
で
あ
る
言
語
聴
覚
療
法
を
担
当
す
る

専
任
の
常
勤
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
集
団
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
療
法
で
あ
る
言
語
聴
覚
療
法
を
担
当
す
る

専
従
の
言
語
聴
覚
士
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
患
者
数
は
、
言
語
聴
覚
士
の
数
に
対
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
集
団
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
療
法
で
あ
る
言
語
聴
覚
療
法
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

ヘ
集
団
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
療
法
で
あ
る
言
語
聴
覚
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が

具
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
集
団
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
療
法
の
対
象
患
者

別
表
第
十
の
二
の
三
に
掲
げ
る
患
者

五
歯
科
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
２
の
施
設
基
準

く
う

(
1
)
歯
科
又
は
歯
科
口
腔
外
科
を
担
当
す
る
歯
科
医
師
と
し
て
相
当
の
経
験
を
有
す
る
歯
科
医
師
が
一
名

く
う

以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
又
は
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
病
院

と
の
連
携
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
十

精
神
科
専
門
療
法

一
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
療
法
の
施
設
基
準

経
頭
蓋
磁
気
刺
激
療
法
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一
の
一
の
二

通
院
・
在
宅
精
神
療
法
の
児
童
思
春
期
精
神
科
専
門
管
理
加
算
の
施
設
基
準

二
十
歳
未
満
の
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
の
診
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
及
び
相
当
の
実
績
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

一
の
一
の
三

通
院
・
在
宅
精
神
療
法
の
注
６
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件

別
表
第
十
の
二
の
四
に
掲
げ
る
要
件

一
の
一
の
四

通
院
・
在
宅
精
神
療
法
の
注
８
に
規
定
す
る
施
設
基
準

療
養
生
活
環
境
整
備
の
た
め
の
指
導
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一
の
二

精
神
科
継
続
外
来
支
援
・
指
導
料
の
注
５
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件

に
お
い
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
患
者
の
う
ち
、
お
お
む
ね
八
割
以
上
が
別
表
第

十
の
二
に
該
当
す
る
患
者
（
た
だ
し
加
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る
心
身
の
変
化
に
起
因
す
る
疾
病
の
者
を

除
く
。
）
で
あ
る
も
の
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
専
任
の
常
勤
医
師

が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
専
従
の
常
勤
看
護

師
、
常
勤
理
学
療
法
士
又
は
常
勤
作
業
療
法
士
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
言
語
聴
覚
療
法
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ハ
に
加
え
、
常
勤
の
言
語
聴
覚
士
が
適
切
に
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ヘ
障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

(
2
)
障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

別
表
第
十
の
二
に
掲
げ
る
患
者

三
の
二

が
ん
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
が
ん
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
が
ん
患
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経

験
を
有
す
る
専
任
の
常
勤
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
が
ん
患
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経

験
を
有
す
る
専
従
の
常
勤
理
学
療
法
士
、
常
勤
作
業
療
法
士
又
は
常
勤
言
語
聴
覚
士
が
二
名
以
上
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
患
者
に
つ
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
計
画
評
価
料
に
規
定
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
計
画
を
月
一
回
以
上
作
成
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
が
ん
患
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ

と
。

ホ
が
ん
患
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が
具
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

(
2
)
が
ん
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

別
表
第
十
の
二
の
二
に
掲
げ
る
患
者

三
の
三

認
知
症
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
施
設
基
準

(
1
)
認
知
症
治
療
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
こ

と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
重
度
認
知
症
患
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
つ
き
、
十

分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
常
勤
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
重
度
認
知
症
患
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
専
従
の

常
勤
理
学
療
法
士
、
常
勤
作
業
療
法
士
又
は
常
勤
言
語
聴
覚
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
当
該
患
者
に
つ
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
計
画
評
価
料
に
規
定
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
計
画
を
月
一
回
以
上
作
成
し
て
い
る
こ
と
。
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行
う
必
要
を
認
め
た
者

(
2
)
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

イ
十
五
歳
未
満
の
小
児
で
あ
っ
て
、
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超
重
症
児
（
者
）
入
院

診
療
加
算
の
注
１
に
規
定
す
る
超
重
症
の
状
態
又
は
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超
重
症

児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
準
超
重
症
の
状
態
に
あ
る
も
の

ロ
十
五
歳
未
満
の
小
児
で
あ
っ
て
、
別
表
第
八
に
掲
げ
る
者

一
の
八

精
神
科
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
1
1
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

口
腔
内
の
喀
痰
吸
引
、
鼻
腔
内
の
喀
痰
吸
引
、
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
内
部
の
喀
痰
吸
引
、
胃
瘻
若
し
く
は

く
う

か
く
た
ん

く
う

か
く
た
ん

か
く
た
ん

ろ
う

腸
瘻
に
よ
る
経
管
栄
養
又
は
経
鼻
経
管
栄
養
を
必
要
と
す
る
者

ろ
う

一
の
九

精
神
科
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
1
2
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

(
1
)
離
島
振
興
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
離
島
の

地
域 (
2
)
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美
群
島
の
地
域

(
3
)
山
村
振
興
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
振
興
山
村
と
し
て
指
定
さ
れ
た
山
村
の
地
域

(
4
)
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
小
笠
原
諸
島
の
地
域

(
5
)
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
過
疎
地
域

(
6
)
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
離
島

一
の
十

治
療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
治
療
指
導
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
に
統
合
失
調
症
の
診
断
及
び
治
療
に
関
す
る
十
分
な
経
験
を
有
す
る
常
勤
医
師

及
び
常
勤
の
薬
剤
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
薬
剤
に
よ
る
副
作
用
が
発
現
し
た
場
合
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
医
療
保
護
入
院
等
診
療
料
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
精
神
保
健
指
定
医
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
医
療
保
護
入
院
等
に
係
る
患
者
に
対
す
る
行
動
制
限
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る
た
め
、
医
師
、

看
護
師
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
等
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

三
重
度
認
知
症
患
者
デ
イ
・
ケ
ア
料
の
夜
間
ケ
ア
加
算
の
施
設
基
準

夜
間
に
お
い
て
、
必
要
な
従
事
者
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料
１
の
イ
及
び
ロ
、
２
並
び
に
３
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
精
神
科
の
常
勤
医
師
、
常
勤
の
精
神
保
健
福
祉
士
及
び
作
業
療
法
士
が

適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
訪
問
看
護
の

提
供
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
患
者
に
対
し
て
計
画
的
か
つ
継
続
的
な
医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料
１
の
ハ
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
在
宅
医
療
を
担
当
す
る
精
神
科
の
常
勤
医
師
及
び
常
勤
の
精
神
保
健
福

祉
士
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
訪
問
看
護
の

別
表
第
十
の
二
の
四
に
掲
げ
る
要
件

一
の
三

救
急
患
者
精
神
科
継
続
支
援
料
の
施
設
基
準

自
殺
企
図
後
の
精
神
疾
患
の
患
者
に
対
す
る
指
導
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

一
の
四

認
知
療
法
・
認
知
行
動
療
法
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
認
知
療
法
・
認
知
行
動
療
法
に
関
す
る
講
習
を
受
け
た
医
師
の
有
無

を
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
認
知
療
法
・
認
知
行
動
療
法
２
に
あ
っ
て
は
、
(
1
)
の
基
準
に
加
え
、
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
認

知
療
法
・
認
知
行
動
療
法
に
つ
い
て
経
験
等
を
有
す
る
専
任
の
常
勤
看
護
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

一
の
五

依
存
症
集
団
療
法
の
施
設
基
準

(
1
)
薬
物
依
存
症
の
場
合
の
施
設
基
準

当
該
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
常
勤
医
師
及
び
常
勤
看
護
師
又
は
常
勤
作
業
療
法
士
が
適
切
に
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
場
合
の
施
設
基
準

イ
(
1
)
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
関
す
る
専
門
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

一
の
六

精
神
科
作
業
療
法
、
精
神
科
シ
ョ
ー
ト
・
ケ
ア
、
精
神
科
デ
イ
・
ケ
ア
、
精
神
科
ナ
イ
ト
・
ケ
ア

若
し
く
は
精
神
科
デ
イ
・
ナ
イ
ト
・
ケ
ア
又
は
重
度
認
知
症
患
者
デ
イ
・
ケ
ア
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
精
神
科
作
業
療
法
に
つ
い
て
は
作
業
療
法
士
が
、
精
神
科
シ
ョ
ー
ト
・
ケ

ア
、
精
神
科
デ
イ
・
ケ
ア
、
精
神
科
ナ
イ
ト
・
ケ
ア
若
し
く
は
精
神
科
デ
イ
・
ナ
イ
ト
・
ケ
ア
又
は
重

度
認
知
症
患
者
デ
イ
・
ケ
ア
に
つ
い
て
は
必
要
な
従
事
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

(
2
)
患
者
数
は
、
精
神
科
作
業
療
法
に
つ
い
て
は
作
業
療
法
士
の
数
に
対
し
て
、
精
神
科
シ
ョ
ー
ト
・
ケ

ア
、
精
神
科
デ
イ
・
ケ
ア
、
精
神
科
ナ
イ
ト
・
ケ
ア
若
し
く
は
精
神
科
デ
イ
・
ナ
イ
ト
・
ケ
ア
又
は
重

度
認
知
症
患
者
デ
イ
・
ケ
ア
に
つ
い
て
は
必
要
な
従
事
者
の
数
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
精
神
科
作
業
療
法
、
精
神
科
シ
ョ
ー
ト
・
ケ
ア
、
精
神
科
デ
イ
・
ケ
ア
、
精
神
科
ナ
イ
ト
・
ケ

ア
若
し
く
は
精
神
科
デ
イ
・
ナ
イ
ト
・
ケ
ア
又
は
重
度
認
知
症
患
者
デ
イ
・
ケ
ア
を
行
う
に
つ
き
十
分

な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

一
の
七

精
神
科
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
注
５
に
規
定
す
る
長
時
間
の
訪
問
を
要
す
る
者
及
び
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
者

(
1
)
長
時
間
の
訪
問
を
要
す
る
者

イ
十
五
歳
未
満
の
小
児
で
あ
っ
て
、
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超
重
症
児
（
者
）
入
院

診
療
加
算
の
注
１
に
規
定
す
る
超
重
症
の
状
態
又
は
超
重
症
児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
・
準
超
重
症

児
（
者
）
入
院
診
療
加
算
の
注
２
に
規
定
す
る
準
超
重
症
の
状
態
に
あ
る
も
の

ロ
別
表
第
八
に
掲
げ
る
者

ハ
医
師
が
、
診
療
に
基
づ
き
、
患
者
の
急
性
増
悪
等
に
よ
り
一
時
的
に
頻
回
の
訪
問
看
護
・
指
導
を
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(
4
)
人
工
腎
臓
の
注
８
に
規
定
す
る
算
定
回
数
上
限
の
除
外
患
者

妊
娠
中
の
患
者

(
5
)
透
析
液
水
質
確
保
加
算
の
施
設
基
準

透
析
治
療
に
用
い
る
透
析
液
の
水
質
を
管
理
す
る
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
6
)
下
肢
末
梢
動
脈
疾
患
指
導
管
理
加
算
の
施
設
基
準

し
よ
う

人
工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る
患
者
に
係
る
下
肢
末
梢
動
脈
疾
患
の
重
症
度
等
を
評
価
し
、
療
養
上
必

し
よ
う

要
な
指
導
管
理
を
行
う
た
め
の
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
7
)
人
工
腎
臓
の
施
設
基
準

イ
慢
性
維
持
透
析
を
行
っ
た
場
合
１
の
施
設
基
準

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

１
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
透
析
用
監
視
装
置
が
一
定
数
未
満
で
あ
る
こ
と
。

２
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
透
析
用
監
視
装
置
の
台
数
に
対
す
る
人
工
腎
臓
を
行
う
患
者

の
数
の
割
合
が
一
定
割
合
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
透
析
液
の
水
質
を
管
理
す
る
専
任
の
医
師
又
は
専
任
の
臨
床
工
学
技
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

ロ
慢
性
維
持
透
析
を
行
っ
た
場
合
２
の
施
設
基
準

①
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
透
析
用
監
視
装
置
が
一
定
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
透
析
用
監
視
装
置
の
台
数
に
対
す
る
人
工
腎
臓
を
行
う
患
者
の

数
の
割
合
が
一
定
割
合
で
あ
る
こ
と
。

③
透
析
液
の
水
質
を
管
理
す
る
専
任
の
医
師
又
は
専
任
の
臨
床
工
学
技
士
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

(
8
)
慢
性
維
持
透
析
濾
過
加
算
の
施
設
基
準

ろ

複
雑
な
慢
性
維
持
透
析
濾
過
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ろ

二
の
二
の
二

人
工
膵
臓
療
法
の
施
設
基
準

す
い

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
人
工
膵
臓
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
及
び
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て

す
い

い
る
こ
と
。

(
2
)
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
当
該
療
養
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
の
三

磁
気
に
よ
る
膀
胱
等
刺
激
法
の
施
設
基
準

ぼ
う
こ
う

磁
気
に
よ
る
膀
胱
等
刺
激
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ぼ
う
こ
う

二
の
四

手
術
用
顕
微
鏡
加
算
の
施
設
基
準

当
該
処
置
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

二
の
五

口
腔
粘
膜
処
置
の
施
設
基
準

く
う

(
1
)
当
該
処
置
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
処
置
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

三
歯
科
点
数
表
第
二
章
第
八
部
処
置
に
規
定
す
る
特
定
薬
剤

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
別
表
第
四
部
歯
科
用
薬
剤
外
用
薬
(
1
)
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
別
表
第
十

一
に
掲
げ
る
薬
剤

提
供
が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

重
度
の
精
神
障
害
を
有
す
る
者

五
精
神
科
オ
ン
ラ
イ
ン
在
宅
管
理
料
の
施
設
基
準
等

(
1
)
精
神
科
オ
ン
ラ
イ
ン
在
宅
管
理
料
の
施
設
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料
を
算
定
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
当
該
管
理
料
を
算
定
す
べ
き
医

学
管
理
を
最
初
に
行
っ
た
月
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
い
る
も
の

第
十
一

処
置

一
処
置
の
休
日
加
算
１
、
時
間
外
加
算
１
及
び
深
夜
加
算
１
の
施
設
基
準

(
1
)
休
日
、
保
険
医
療
機
関
の
表
示
す
る
診
療
時
間
以
外
の
時
間
及
び
深
夜
の
処
置
に
対
応
す
る
た
め
の

十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
急
性
期
医
療
に
係
る
実
績
を
相
当
程
度
有
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
病
院
勤
務
医
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
の
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一
の
二

静
脈
圧
迫
処
置
（
慢
性
静
脈
不
全
に
対
す
る
も
の
）
の
施
設
基
準

慢
性
静
脈
不
全
の
患
者
に
対
す
る
静
脈
圧
迫
処
置
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

一
の
三

多
血
小
板
血
漿
処
置
の
施
設
基
準

し
よ
う

当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一
の
四

硬
膜
外
自
家
血
注
入
の
施
設
基
準

当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
エ
タ
ノ
ー
ル
の
局
所
注
入
の
施
設
基
準

(
1
)
甲
状
腺
又
は
副
甲
状
腺
に
対
す
る
エ
タ
ノ
ー
ル
の
局
所
注
入
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
器
械
・
器
具
が

具
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
甲
状
腺
又
は
副
甲
状
腺
に
対
す
る
エ
タ
ノ
ー
ル
の
局
所
注
入
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

二
の
二

人
工
腎
臓
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
等

(
1
)
人
工
腎
臓
に
規
定
す
る
患
者

Ｈ
Ｉ
Ｆ
－
Ｐ
Ｈ
阻
害
剤
を
院
外
処
方
し
て
い
る
患
者
以
外
の
患
者

(
2
)
導
入
期
加
算
の
施
設
基
準

イ
導
入
期
加
算
１
の
施
設
基
準

当
該
療
法
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

ロ
導
入
期
加
算
２
の
施
設
基
準

①
導
入
期
加
算
１
の
施
設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

②
当
該
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
人
工
腎
臓
に
規
定
す
る
薬
剤

別
表
第
十
の
三
に
掲
げ
る
薬
剤

（ ）（ ） 827826

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



鏡
視
下
喉
頭
悪
性
腫
瘍
手
術
、
喉
頭
形
成
手
術
（
甲
状
軟
骨
固
定
用
器
具
を
用
い
た
も
の
）
、
上
顎
骨

形
成
術
（
骨
移
動
を
伴
う
場
合
に
限
る
。
）
、
下
顎
骨
形
成
術
（
骨
移
動
を
伴
う
場
合
に
限
る
。
）
、

顎
関
節
人
工
関
節
全
置
換
術
、
内
視
鏡
下
甲
状
腺
部
分
切
除
、
腺
腫
摘
出
術
、
内
視
鏡
下
バ
セ
ド
ウ
甲

状
腺
全
摘
（
亜
全
摘
）
術
（
両
葉
）
、
内
視
鏡
下
甲
状
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
、
内
視
鏡
下
副
甲
状
腺
（
上

皮
小
体
）
腺
腫
過
形
成
手
術
、
乳
腺
腫
瘍
画
像
ガ
イ
ド
下
吸
引
術
（
一
連
に
つ
き
）
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る

も
の
）
、
乳
房
切
除
術
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）
、
乳
腺
悪
性
腫

瘍
手
術
（
単
純
乳
房
切
除
術
（
乳
腺
全
摘
術
）
、
乳
房
部
分
切
除
術
（
腋
窩
部
郭
清
を
伴
わ
な
い
も

え
き
か

の
）
、
乳
房
切
除
術
（
腋
窩
部
郭
清
を
伴
わ
な
い
も
の
）
、
乳
房
部
分
切
除
術
（
腋
窩
部
郭
清
を
伴
う

え
き
か

え
き
か

も
の
（
内
視
鏡
下
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
）
、
乳
房
切
除
術
（
腋
窩
鎖
骨
下
部
郭
清
を
伴
う
も
の
）

え
き
か

・
胸
筋
切
除
を
併
施
し
な
い
も
の
、
乳
房
切
除
術
（
腋
窩
鎖
骨
下
部
郭
清
を
伴
う
も
の
）
・
胸
筋
切
除

え
き
か

を
併
施
す
る
も
の
及
び
拡
大
乳
房
切
除
術
（
胸
骨
旁
、
鎖
骨
上
、
下
窩
な
ど
郭
清
を
併
施
す
る
も
の
）

ぼ
う

か

に
つ
い
て
は
、
乳
が
ん
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
加
算
１
又
は
乳
が
ん
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
加
算
２
を

算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
ゲ
ル
充
填
人
工
乳
房
を
用
い
た
乳
房
再
建
術
（
乳
房
切
除
後
）
、
肺
悪

性
腫
瘍
手
術
（
壁
側
・
臓
側
胸
膜
全
切
除
（
横
隔
膜
、
心
膜
合
併
切
除
を
伴
う
も
の
）
に
限
る
。
）
、

同
種
死
体
肺
移
植
術
、
生
体
部
分
肺
移
植
術
、
食
道
縫
合
術
（
穿
孔
、
損
傷
）
（
内
視
鏡
に
よ
る
も

せ
ん

の
）
、
内
視
鏡
下
筋
層
切
開
術
、
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
、
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
（
特
殊
カ
テ
ー
テ

ル
に
よ
る
も
の
）
、
経
皮
的
冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
、
胸
腔
鏡
下
弁
形
成
術
、
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動

く
う

脈
弁
置
換
術
、
胸
腔
鏡
下
弁
置
換
術
、
経
皮
的
僧
帽
弁
ク
リ
ッ
プ
術
、
胸
腔
鏡
下
動
脈
管
開
存
閉
鎖
術
、

く
う

く
う

不
整
脈
手
術
（
左
心
耳
閉
鎖
術
（
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
手
術
に
よ
る
も
の
）
に
限
る
。
）
、
経
皮
的
カ
テ

ー
テ
ル
心
筋
焼
灼
術
（
磁
気
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
加
算
を
算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
経
皮
的
中
隔
心

し
や
く

筋
焼
灼
術
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
移
植
術
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
交
換
術
、
植
込
型
心
電
図
記
録
計
移
植
術
、

し
や
く

植
込
型
心
電
図
記
録
計
摘
出
術
、
両
心
室
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
移
植
術
、
両
心
室
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
交
換

術
、
植
込
型
除
細
動
器
移
植
術
、
植
込
型
除
細
動
器
交
換
術
、
両
室
ペ
ー
シ
ン
グ
機
能
付
き
植
込
型
除

細
動
器
移
植
術
、
両
室
ペ
ー
シ
ン
グ
機
能
付
き
植
込
型
除
細
動
器
交
換
術
、
経
静
脈
電
極
抜
去
術
、
大

動
脈
バ
ル
ー
ン
パ
ン
ピ
ン
グ
法
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｐ
法
）
、
経
皮
的
循
環
補
助
法
（
ポ
ン
プ
カ
テ
ー
テ
ル
を
用

い
た
も
の
）
、
補
助
人
工
心
臓
、
小
児
補
助
人
工
心
臓
、
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
（
非
拍
動
流
型
）
、

同
種
心
移
植
術
、
同
種
心
肺
移
植
術
、
骨
格
筋
由
来
細
胞
シ
ー
ト
心
表
面
移
植
術
、
経
皮
的
大
動
脈
遮

断
術
、
経
皮
的
下
肢
動
脈
形
成
術
、
内
視
鏡
下
下
肢
静
脈
瘤
不
全
穿
通
枝
切
離
術
、
腹
腔
鏡
下
リ
ン
パ

り
ゆ
う

せ
ん

く
う

節
群
郭
清
術
（
後
腹
膜
及
び
傍
大
動
脈
に
限
る
。
）
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
骨
盤
内
リ
ン
パ
節
群
郭
清
術
、

く
う

腹
腔
鏡
下
小
切
開
後
腹
膜
リ
ン
パ
節
群
郭
清
術
、
ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
術
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開

く
う

く
う

後
腹
膜
腫
瘍
摘
出
術
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
後
腹
膜
悪
性
腫
瘍
手
術
、
内
視
鏡
下
胃
、
十
二
指
腸
穿
孔
瘻

く
う

せ
ん

ろ
う

孔
閉
鎖
術
、
腹
腔
鏡
下
十
二
指
腸
局
所
切
除
術
（
内
視
鏡
処
置
を
併
施
す
る
も
の
）
、
腹
腔
鏡
下
胃
縮

く
う

く
う

小
術
（
ス
リ
ー
ブ
状
切
除
に
よ
る
も
の
）
、
胃
瘻
閉
鎖
術
（
内
視
鏡
に
よ
る
も
の
）
、
バ
ル
ー
ン
閉
塞

ろ
う

下
逆
行
性
経
静
脈
的
塞
栓
術
、
胆
管
悪
性
腫
瘍
手
術
（
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
及
び
肝
切
除
（
葉
以
上
）

す
い

を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
、
体
外
衝
撃
波
胆
石
破
砕
術
、
腹
腔
鏡
下
胆
道
閉
鎖
症
手
術
、
腹
腔
鏡
下
肝

く
う

く
う

切
除
術
、
生
体
部
分
肝
移
植
術
、
同
種
死
体
肝
移
植
術
、
体
外
衝
撃
波
膵
石
破
砕
術
、
腹
腔
鏡
下
膵
腫

す
い

く
う

す
い

瘍
摘
出
術
、
腹
腔
鏡
下
膵
体
尾
部
腫
瘍
切
除
術
、
腹
腔
鏡
下
膵
頭
部
腫
瘍
切
除
術
、
同
種
死
体
膵
移
植

く
う

す
い

く
う

す
い

す
い

術
、
同
種
死
体
膵
腎
移
植
術
、
同
種
死
体
膵
島
移
植
術
、
生
体
部
分
小
腸
移
植
術
、
同
種
死
体
小
腸
移

す
い

す
い

四
一
酸
化
窒
素
吸
入
療
法
（
新
生
児
の
低
酸
素
性
呼
吸
不
全
に
対
し
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
施

設
基
準

当
該
療
法
を
行
う
に
当
た
り
、
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
の
二

心
不
全
に
対
す
る
遠
赤
外
線
温
熱
療
法
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
等

(
1
)
心
不
全
に
対
す
る
遠
赤
外
線
温
熱
療
法
に
規
定
す
る
施
設
基
準

イ
当
該
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
１
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
当
該
療
法
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
心
不
全
に
対
す
る
遠
赤
外
線
温
熱
療
法
に
規
定
す
る
患
者

慢
性
心
不
全
に
よ
り
、
一
定
程
度
以
上
の
呼
吸
循
環
機
能
の
低
下
及
び
日
常
生
活
能
力
の
低
下
を
来

し
て
い
る
患
者

五
歩
行
運
動
処
置
（
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
に
よ
る
も
の
）
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
療
法
を
行
う
に
当
た
り
、
必
要
な
医
師
そ
の
他
の
従
事
者
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
療
法
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
療
法
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
十
二

手
術

一
医
科
点
数
表
第
二
章
第
十
部
手
術
通
則
第
４
号
に
掲
げ
る
手
術
の
施
設
基
準
等

(
1
)
通
則

緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

(
2
)
皮
膚
悪
性
腫
瘍
切
除
術
（
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
加
算
を
算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
皮
膚
移
植

術
（
死
体
）
、
組
織
拡
張
器
に
よ
る
再
建
手
術
（
乳
房
（
再
建
手
術
）
の
場
合
に
限
る
。
）
、
四
肢
・

躯
幹
軟
部
悪
性
腫
瘍
手
術
（
処
理
骨
再
建
加
算
を
算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
骨
悪
性
腫
瘍
手
術
（

処
理
骨
再
建
加
算
を
算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
骨
移
植
術
（
軟
骨
移
植
術
を
含
む
。
）
（
同
種
骨

移
植
（
非
生
体
）
（
同
種
骨
移
植
（
特
殊
な
も
の
）
に
限
る
。
）
及
び
自
家
培
養
軟
骨
移
植
術
に
限

る
。
）
、
後
縦
靱
帯
骨
化
症
手
術
（
前
方
進
入
に
よ
る
も
の
）
、
椎
間
板
内
酵
素
注
入
療
法
、
腫
瘍
脊

じ
ん

椎
骨
全
摘
術
、
頭
蓋
内
腫
瘍
摘
出
術
（
脳
腫
瘍
覚
醒
下
マ
ッ
ピ
ン
グ
加
算
又
は
原
発
性
悪
性
脳
腫
瘍
光

線
力
学
療
法
加
算
を
算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
頭
蓋
骨
形
成
手
術
（
骨
移
動
を
伴
う
も
の
に
限

る
。
）
、
脳
刺
激
装
置
植
込
術
、
脳
刺
激
装
置
交
換
術
、
頭
蓋
内
電
極
植
込
術
（
脳
深
部
電
極
に
よ
る

も
の
（
７
本
以
上
の
電
極
に
よ
る
場
合
）
に
限
る
。
）
、
脊
髄
刺
激
装
置
植
込
術
、
脊
髄
刺
激
装
置
交

換
術
、
仙
骨
神
経
刺
激
装
置
植
込
術
、
仙
骨
神
経
刺
激
装
置
交
換
術
、
治
療
的
角
膜
切
除
術
（
エ
キ
シ

マ
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
角
膜
移
植
術
（
内
皮
移
植
加
算
を
算
定
す
る
場
合
に
限

る
。
）
、
羊
膜
移
植
術
、
緑
内
障
手
術
（
緑
内
障
治
療
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
挿
入
術
（
プ
レ
ー
ト
の
あ
る

も
の
）
及
び
水
晶
体
再
建
術
併
用
眼
内
ド
レ
ー
ン
挿
入
術
の
場
合
に
限
る
。
）
、
網
膜
付
着
組
織
を
含

む
硝
子
体
切
除
術
（
眼
内
内
視
鏡
を
用
い
る
も
の
）
、
網
膜
再
建
術
、
人
工
中
耳
植
込
術
、
人
工
内
耳

植
込
術
、
植
込
型
骨
導
補
聴
器
移
植
術
、
植
込
型
骨
導
補
聴
器
交
換
術
、
内
視
鏡
下
鼻
・
副
鼻
腔
手
術

く
う

Ⅴ
型
（
拡
大
副
鼻
腔
手
術
）
、
鏡
視
下
咽
頭
悪
性
腫
瘍
手
術
（
軟
口
蓋
悪
性
腫
瘍
手
術
を
含
む
。
）
、

く
う
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圧
拡
張
術
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
移
植
術
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
交
換
術
、
大
動
脈
バ
ル
ー
ン
パ
ン
ピ
ン

グ
法
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｐ
法
）
及
び
腹
腔
鏡
下
仙
骨
膣
固
定
術
に
つ
い
て
は
、
診
療
所
（
脊
髄
刺
激
装
置
植

く
う

ち
つ

込
術
、
脊
髄
刺
激
装
置
交
換
術
、
乳
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
、
膀
胱
水
圧
拡
張
術
及
び
腹
腔
鏡
下
仙
骨
膣

ぼ
う
こ
う

く
う

ち
つ

固
定
術
に
つ
い
て
は
有
床
診
療
所
に
限
り
、
植
込
型
心
電
図
記
録
計
移
植
術
及
び
植
込
型
心
電
図
記

録
計
摘
出
術
に
つ
い
て
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
移
植
術
及
び
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
交
換
術
に
係
る
届
出
を

行
っ
て
い
る
診
療
所
に
限
る
。
）
で
も
よ
い
こ
と
と
す
る
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
及
び
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

(
3
)
医
科
点
数
表
第
二
章
第
十
部
手
術
通
則
第
４
号
に
規
定
す
る
患
者

性
同
一
性
障
害
の
患
者

二
医
科
点
数
表
第
二
章
第
十
部
手
術
通
則
第
５
号
及
び
第
６
号
並
び
に
歯
科
点
数
表
第
二
章
第
九
部
手
術

通
則
第
４
号
に
掲
げ
る
手
術
の
施
設
基
準

(
1
)
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
手
術
の
一
年
間
の
実
施
件
数
を
当
該
保
険
医
療
機
関
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
手
術
を
受
け
る
全
て
の
患
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
が
受
け
る
手
術
の
内
容
が
文
書
に
よ
り

交
付
さ
れ
、
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
の
二

手
術
の
休
日
加
算
１
、
時
間
外
加
算
１
及
び
深
夜
加
算
１
の
施
設
基
準

(
1
)
休
日
、
保
険
医
療
機
関
の
表
示
す
る
診
療
時
間
以
外
の
時
間
及
び
深
夜
の
手
術
に
対
応
す
る
た
め
の

十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
急
性
期
医
療
に
係
る
実
績
を
相
当
程
度
有
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
病
院
勤
務
医
の
負
担
の
軽
減
及
び
処
遇
の
改
善
に
資
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
の
三

医
科
点
数
表
第
二
章
第
十
部
手
術
通
則
第
1
6
号
に
掲
げ
る
手
術
に
お
け
る
適
合
し
て
い
な
い
場
合

に
は
所
定
点
数
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
点
数
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
施
設
基
準

(
1
)
摂
食
機
能
に
係
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
摂
食
機
能
に
係
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
の
四

医
科
点
数
表
第
二
章
第
十
部
手
術
通
則
第
1
7
号
に
掲
げ
る
手
術

医
科
点
数
表
の
人
工
関
節
置
換
術
若
し
く
は
人
工
関
節
再
置
換
術
（
股
関
節
に
対
し
て
実
施
し
た
も
の

に
限
る
。
）
、
第
６
款
（
顔
面
・
口
腔
・
頸
部
）
、
第
７
款
（
胸
部
）
及
び
第
９
款
（
腹
部
）
に
掲
げ
る

く
う

け
い

悪
性
腫
瘍
手
術
若
し
く
は
第
８
款
（
心
・
脈
管
（
動
脈
及
び
静
脈
は
除
く
。
）
）
に
掲
げ
る
手
術
を
そ
れ

ぞ
れ
全
身
麻
酔
下
で
実
施
し
た
場
合
又
は
造
血
幹
細
胞
移
植
を
実
施
し
た
場
合

二
の
五

医
科
点
数
表
第
二
章
第
十
部
手
術
通
則
第
1
8
号
に
掲
げ
る
手
術
の
施
設
基
準
等

(
1
)
通
則

緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

(
2
)
胸
腔
鏡
下
拡
大
胸
腺
摘
出
術
、
胸
腔
鏡
下
縦
隔
悪
性
腫
瘍
手
術
、
胸
腔
鏡
下
良
性
縦
隔
腫
瘍
手
術
、

く
う

く
う

く
う

胸
腔
鏡
下
肺
悪
性
腫
瘍
手
術
（
区
域
切
除
及
び
肺
葉
切
除
又
は
１
肺
葉
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）
、

く
う

植
術
、
早
期
悪
性
腫
瘍
大
腸
粘
膜
下
層
剥
離
術
、
小
腸
瘻
閉
鎖
術
（
内
視
鏡
に
よ
る
も
の
）
、
結
腸
瘻

は
く

ろ
う

ろ
う

閉
鎖
術
（
内
視
鏡
に
よ
る
も
の
）
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
副
腎
摘
出
術
、
体
外
衝
撃
波
腎
・
尿
管
結
石
破

く
う

砕
術
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
腎
部
分
切
除
術
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
腎
摘
出
術
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
腎
（
尿

く
う

く
う

く
う

管
）
悪
性
腫
瘍
手
術
、
腎
腫
瘍
凝
固
・
焼
灼
術
（
冷
凍
凝
固
に
よ
る
も
の
）
、
腹
腔
鏡
下
腎
悪
性
腫
瘍

し
や
く

く
う

手
術
（
内
視
鏡
手
術
用
支
援
機
器
を
用
い
る
も
の
）
、
腎
（
腎
盂
）
腸
瘻
閉
鎖
術
（
内
視
鏡
に
よ
る
も

う
ろ
う

の
）
、
同
種
死
体
腎
移
植
術
、
生
体
腎
移
植
術
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
尿
管
腫
瘍
摘
出
術
、
尿
管
腸
瘻
閉

く
う

ろ
う

鎖
術
（
内
視
鏡
に
よ
る
も
の
）
、
膀
胱
水
圧
拡
張
術
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
膀
胱
腫
瘍
摘
出
術
、
腹
腔
鏡

ぼ
う
こ
う

く
う

ぼ
う
こ
う

く
う

下
膀
胱
悪
性
腫
瘍
手
術
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
膀
胱
悪
性
腫
瘍
手
術
、
膀
胱
腸
瘻
閉
鎖
術
（
内
視
鏡
に
よ

ぼ
う
こ
う

く
う

ぼ
う
こ
う

ぼ
う
こ
う

ろ
う

る
も
の
）
、
尿
道
形
成
手
術
（
前
部
尿
道
）
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限

る
。
）
、
尿
道
下
裂
形
成
手
術
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）
、
陰
茎

形
成
術
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）
、
人
工
尿
道
括
約
筋
植
込
・
置

換
術
、
陰
茎
全
摘
術
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）
、
精
巣
摘
出
術
（

一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）
、
焦
点
式
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
超
音
波
療
法
、

腹
腔
鏡
下
前
立
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
、
腹
腔
鏡
下
小
切
開
前
立
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
、
腹
腔
鏡
下
前
立
腺
悪

く
う

く
う

く
う

性
腫
瘍
手
術
（
内
視
鏡
手
術
用
支
援
機
器
を
用
い
る
も
の
）
、
会
陰
形
成
手
術
（
筋
層
に
及
ば
な
い
も

の
）
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）
、
腟
腸
瘻
閉
鎖
術
（
内
視
鏡
に
よ

ち
つ

ろ
う

る
も
の
）
、
造
腟
術
、
腟
閉
鎖
症
術
（
遊
離
植
皮
に
よ
る
も
の
、
腸
管
形
成
に
よ
る
も
の
又
は
筋
皮
弁

ち
つ

ち
つ

移
植
に
よ
る
も
の
）
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）
、
腹
腔
鏡
下
仙
骨

く
う

膣
固
定
術
、
子
宮
全
摘
術
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）
、
腹
腔
鏡
下

ち
つ

く
う

腟
式
子
宮
全
摘
術
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）
、
腹
腔
鏡
下
子
宮
悪

ち
つ

く
う

性
腫
瘍
手
術
、
子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）
（
一
の
(
3
)
に
規
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合

に
限
る
。
）
、
内
視
鏡
的
胎
盤
吻
合
血
管
レ
ー
ザ
ー
焼
灼
術
、
胎
児
胸
腔
・
羊
水
腔
シ
ャ
ン
ト
術
、
無

ふ
ん

し
や
く

く
う

く
う

心
体
双
胎
焼
灼
術
及
び
胎
児
輸
血
術
の
施
設
基
準

し
や
く

イ
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
脊
髄

刺
激
装
置
植
込
術
、
脊
髄
刺
激
装
置
交
換
術
、
治
療
的
角
膜
切
除
術
（
エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る

も
の
に
限
る
。
）
、
組
織
拡
張
器
に
よ
る
再
建
手
術
（
乳
房
（
再
建
手
術
）
の
場
合
に
限
る
。
）
、

角
膜
移
植
術
（
内
皮
移
植
加
算
を
算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
緑
内
障
手
術
（
緑
内
障
治
療
用
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
挿
入
術
（
プ
レ
ー
ト
の
あ
る
も
の
）
、
水
晶
体
再
建
術
併
用
眼
内
ド
レ
ー
ン
挿
入
術
）
、

網
膜
付
着
組
織
を
含
む
硝
子
体
切
除
術
（
眼
内
内
視
鏡
を
用
い
る
も
の
）
、
乳
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
（

単
純
乳
房
切
除
術
（
乳
腺
全
摘
術
）
、
乳
房
部
分
切
除
術
（
腋
窩
部
郭
清
を
伴
わ
な
い
も
の
）
、
乳

え
き
か

房
切
除
術
（
腋
窩
部
郭
清
を
伴
わ
な
い
も
の
）
、
乳
房
部
分
切
除
術
（
腋
窩
部
郭
清
を
伴
う
も
の
（

え
き
か

え
き
か

内
視
鏡
下
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
）
、
乳
房
切
除
術
（
腋
窩
鎖
骨
下
部
郭
清
を
伴
う
も
の
）
・
胸

え
き
か

筋
切
除
を
併
施
し
な
い
も
の
、
乳
房
切
除
術
（
腋
窩
鎖
骨
下
部
郭
清
を
伴
う
も
の
）
・
胸
筋
切
除
を

え
き
か

併
施
す
る
も
の
及
び
拡
大
乳
房
切
除
術
（
胸
骨
旁
、
鎖
骨
上
、
下
窩
な
ど
郭
清
を
併
施
す
る
も
の
）

ぼ
う

か

に
つ
い
て
は
、
乳
が
ん
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
加
算
１
又
は
乳
が
ん
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
加
算
２

を
算
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
ゲ
ル
充
填
人
工
乳
房
を
用
い
た
乳
房
再
建
術
（
乳
房
切
除
後
）
、

経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
、
経
皮
的
冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
、
植
込
型
心
電
図
記
録
計
移
植
術
、
植

込
型
心
電
図
記
録
計
摘
出
術
、
腹
腔
鏡
下
胃
縮
小
術
（
ス
リ
ー
ブ
状
切
除
に
よ
る
も
の
）
、
膀
胱
水

く
う

ぼ
う
こ
う
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(
2
)
摂
食
機
能
に
係
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
二
の
六

凍
結
保
存
同
種
組
織
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
二
の
七

歯
根
端
切
除
手
術
の
注
３
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準

当
該
手
術
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

三
の
二
の
八

口
腔
粘
膜
血
管
腫
凝
固
術
の
施
設
基
準

く
う

(
1
)
当
該
手
術
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
手
術
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

三
の
三

歯
周
組
織
再
生
誘
導
手
術
の
施
設
基
準

歯
科
又
は
歯
科
口
腔
外
科
を
担
当
す
る
歯
科
医
師
と
し
て
相
当
の
経
験
を
有
す
る
歯
科
医
師
が
一
名
以

く
う

上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
四

手
術
時
歯
根
面
レ
ー
ザ
ー
応
用
加
算
の
施
設
基
準

当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

三
の
五

歯
科
点
数
表
第
二
章
第
九
部
手
術
に
掲
げ
る
上
顎
骨
形
成
術
（
骨
移
動
を
伴
う
場
合
に
限
る
。
）

及
び
下
顎
骨
形
成
術
（
骨
移
動
を
伴
う
場
合
に
限
る
。
）
の
施
設
基
準

(
1
)
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
歯
科
医
師
及
び
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

三
の
六

広
範
囲
顎
骨
支
持
型
装
置
埋
入
手
術
の
施
設
基
準

(
1
)
歯
科
又
は
歯
科
口
腔
外
科
を
担
当
す
る
歯
科
医
師
と
し
て
相
当
の
経
験
を
有
す
る
常
勤
の
歯
科
医
師

く
う

が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

三
の
七

レ
ー
ザ
ー
機
器
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

三
の
八

歯
科
点
数
表
第
二
章
第
九
部
手
術
に
掲
げ
る
顎
関
節
人
工
関
節
全
置
換
術
の
施
設
基
準

(
1
)
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
歯
科
医
師
及
び
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

四
歯
科
点
数
表
の
第
二
章
第
九
部
手
術
に
規
定
す
る
特
定
薬
剤

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
別
表
第
四
部
歯
科
用
薬
剤
外
用
薬
(
1
)
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
別
表
第
十

一
に
掲
げ
る
薬
剤

胸
腔
鏡
下
食
道
悪
性
腫
瘍
手
術
、
縦
隔
鏡
下
食
道
悪
性
腫
瘍
手
術
、
胸
腔
鏡
下
弁
形
成
術
、
腹
腔
鏡
下

く
う

く
う

く
う

胃
切
除
術
、
腹
腔
鏡
下
噴
門
側
胃
切
除
術
、
腹
腔
鏡
下
胃
全
摘
術
、
腹
腔
鏡
下
膵
体
尾
部
腫
瘍
切
除
術
、

く
う

く
う

く
う

す
い

腹
腔
鏡
下
膵
頭
部
腫
瘍
切
除
術
、
腹
腔
鏡
下
直
腸
切
除
・
切
断
術
、
腹
腔
鏡
下
腎
盂
形
成
手
術
、
腹
腔

く
う

す
い

く
う

く
う

う
く
う

鏡
下
膀
胱
悪
性
腫
瘍
手
術
、
腹
腔
鏡
下
仙
骨
膣
固
定
術
、
腹
腔
鏡
下
膣
式
子
宮
全
摘
術
、
腹
腔
鏡
下
子

ぼ
う
こ
う

く
う

ち
つ

く
う

ち
つ

く
う

宮
悪
性
腫
瘍
手
術
（
子
宮
体
が
ん
に
限
る
。
）
の
施
設
基
準

イ
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
及
び
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

二
の
六

医
科
点
数
表
第
二
章
第
十
部
手
術
通
則
第
1
9
号
に
掲
げ
る
手
術
の
施
設
基
準

当
該
手
術
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
手
術
の
所
定
点
数
に
含
ま
れ
る
薬
剤

外
皮
用
消
毒
剤
に
係
る
薬
剤

三
の
二

不
整
脈
手
術
の
注
１
に
規
定
す
る
対
象
患
者

開
胸
式
心
大
血
管
手
術
を
受
け
る
患
者
の
う
ち
、
手
術
前
に
心
房
細
動
又
は
心
房
粗
動
と
診
断
さ
れ
、

特
に
左
心
耳
閉
鎖
術
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

三
の
二
の
二

輸
血
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
輸
血
管
理
料
Ⅰ
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
臨
床
検
査
技
師
が
常
時
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
輸
血
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
輸
血
管
理
料
Ⅱ
の
施
設
基
準

輸
血
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
輸
血
適
正
使
用
加
算
の
施
設
基
準

輸
血
製
剤
が
適
正
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
4
)
貯
血
式
自
己
血
輸
血
管
理
体
制
加
算
の
施
設
基
準

貯
血
式
自
己
血
輸
血
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
二
の
二
の
二

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
体
制
充
実
加
算
の
施
設
基
準

造
血
幹
細
胞
移
植
に
お
け
る
同
種
移
植
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三
の
二
の
三

自
己
生
体
組
織
接
着
剤
作
成
術
、
自
己
ク
リ
オ
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
ト
作
製
術
（
用
手
法
）
及
び

同
種
ク
リ
オ
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
ト
作
製
術
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
病
院
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
の
二
の
四

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
造
設
術
前
処
置
加
算
の
施
設
基
準

こ
う

ぼ
う
こ
う

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
医
師
及
び
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

三
の
二
の
五

胃
瘻
造
設
時
嚥
下
機
能
評
価
加
算
に
お
け
る
適
合
し
て
い
な
い
場
合
に
は
所
定
点
数
の
百
分

ろ
う

え
ん

の
八
十
に
相
当
す
る
点
数
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
施
設
基
準

(
1
)
摂
食
機
能
に
係
る
療
養
を
行
う
に
つ
き
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
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イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
が
二
名
以

上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
名
以
上
は
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

ロ
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
の
対
象
患
者

別
表
第
十
一
の
三
に
掲
げ
る
患
者

(
3
)
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
の
一
回
線
量
増
加
加
算
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
（
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
、

相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
前
立
腺
照
射
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
の
四

画
像
誘
導
放
射
線
治
療
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
（
放
射
線
治

療
に
つ
い
て
、
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

二
の
五

体
外
照
射
呼
吸
性
移
動
対
策
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
医
師
（
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
、
相
当
の

経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

三
定
位
放
射
線
治
療
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
（
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
、

相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

三
の
二

定
位
放
射
線
治
療
呼
吸
性
移
動
対
策
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
医
師
（
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
、
相
当
の

経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

四
粒
子
線
治
療
の
施
設
基
準
等

(
1
)
粒
子
線
治
療
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て

お
り
、
う
ち
一
名
以
上
は
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

第
十
二
の
二

麻
酔

一
マ
ス
ク
又
は
気
管
内
挿
管
に
よ
る
閉
鎖
循
環
式
全
身
麻
酔
に
規
定
す
る
麻
酔
が
困
難
な
患
者

別
表
第
十
一
の
二
に
掲
げ
る
患
者
で
あ
っ
て
、
麻
酔
が
困
難
な
も
の

一
の
二

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
併
施
加
算
の
イ
の
対
象
患
者

手
術
後
の
疼
痛
管
理
を
目
的
と
し
た
硬
膜
外
麻
酔
が
適
応
と
な
る
手
術
を
受
け
る
患
者
で
あ
っ
て
、
当

該
麻
酔
の
代
替
と
し
て
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
が
必
要
と
医
学
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の

二
麻
酔
管
理
料
(
Ⅰ
)
の
施
設
基
準

(
1
)
麻
酔
科
を
標
榜
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

(
2
)
常
勤
の
麻
酔
に
従
事
す
る
医
師
（
麻
酔
科
に
つ
き
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第

六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
者
に
限
る
。
以
下
「
麻
酔
科
標
榜
医

ぼ
う

」
と
い
う
。
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
麻
酔
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
麻
酔
管
理
料
(
Ⅱ
)
の
施
設
基
準

(
1
)
麻
酔
科
を
標
榜
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

(
2
)
常
勤
の
麻
酔
科
標
榜
医
が
五
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ぼ
う

(
3
)
麻
酔
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
歯
科
麻
酔
管
理
料
の
施
設
基
準

(
1
)
常
勤
の
麻
酔
に
従
事
す
る
歯
科
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
麻
酔
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
十
三

放
射
線
治
療

一
放
射
線
治
療
専
任
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
（
放
射
線
治

療
に
つ
い
て
、
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

一
の
二

遠
隔
放
射
線
治
療
計
画
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
放
射
線
科
を
標
榜
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ぼ
う

(
2
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

二
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
治
療
の
施
設
基
準

当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
の
二

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
治
療
の
一
回
線
量
増
加
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
（
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
、

相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
治
療
に
よ
る
全
乳
房
照
射
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
の
三

強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
の
施
設
基
準
等

(
1
)
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
の
施
設
基
準
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(
4
)
当
該
療
養
に
つ
き
顎
切
除
等
の
手
術
を
担
当
す
る
別
の
保
険
医
療
機
関
と
の
間
の
連
絡
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
顎
口
腔
機
能
診
断
料
（
顎
変
形
症
（
顎
離
断
等
の
手
術
を
必
要
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
手
術
前
後

く
う

に
お
け
る
歯
科
矯
正
に
係
る
も
の
）
の
施
設
基
準

(
1
)
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年

厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
）
第
三
十
六
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
に
つ
い
て
、
障
害
者

総
合
支
援
法
第
五
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
医
療
機
関
（
歯
科
矯

正
に
関
す
る
医
療
を
担
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
療
養
に
つ
き
顎
離
断
等
の
手
術
を
担
当
す
る
別
の
保
険
医
療
機
関
と
の
間
の
連
携
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
十
四
の
二

病
理
診
断

一
保
険
医
療
機
関
間
の
連
携
に
よ
る
病
理
診
断
の
施
設
基
準

(
1
)
標
本
の
送
付
側

離
島
等
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
そ
の
他
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
病
理
標
本
の
作
製
に
つ

き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
標
本
の
受
取
側

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
病
理
診
断
管
理
加
算
又
は
口
腔
病
理
診
断
管
理
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
こ

く
う

と
。

ロ
病
理
診
断
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
た
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

ハ
衛
生
検
査
所
（
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十

条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
衛
生
検
査
所
を
い
う
。
）
で
作
製
さ
れ
、
送
付
さ
れ
た
病
理
標
本
の
う

ち
、
同
一
の
者
が
開
設
す
る
衛
生
検
査
所
で
作
製
さ
れ
た
病
理
標
本
が
一
定
割
合
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二
保
険
医
療
機
関
間
の
連
携
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
病
理
画
像
に
よ
る
術
中
迅
速
病
理
組
織
標
本
作
製
及
び

迅
速
細
胞
診
の
施
設
基
準

(
1
)
送
信
側

離
島
等
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
そ
の
他
の
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
病
理
標
本
の
作
製
を
行

う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
受
信
側

当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
病
理
診
断
を
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

病
理
診
断
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
た
病
院
で
あ
る
こ
と
。

二
の
二

病
理
標
本
の
デ
ジ
タ
ル
病
理
画
像
に
よ
る
病
理
診
断
の
施
設
基
準

(
1
)
病
理
診
断
管
理
加
算
又
は
口
腔
病
理
診
断
管
理
加
算
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。

く
う

(
2
)
デ
ジ
タ
ル
病
理
画
像
の
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

三
病
理
診
断
管
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
病
理
診
断
管
理
加
算
１
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
病
理
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い

(
2
)
粒
子
線
治
療
の
注
１
に
規
定
す
る
患
者

別
表
第
十
一
の
四
に
掲
げ
る
患
者

五
粒
子
線
治
療
適
応
判
定
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
専
従
の
常
勤
医
師
（
放
射
線
治
療
に
つ
い

て
、
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
治
療
の
適
応
判
定
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
粒
子
線
治
療
医
学
管
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
担
当
す
る
専
従
の
常
勤
医
師
（
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
、

相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
医
学
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
医
学
管
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
機
器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

七
画
像
誘
導
密
封
小
線
源
治
療
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
放
射
線
治
療
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
（
放
射
線
治

療
に
つ
い
て
、
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
治
療
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

第
十
三
の
二

歯
冠
修
復
及
び
欠
損
補
綴て
つ

一
う
蝕
歯
無
痛
的
窩
洞
形
成
加
算
の
施
設
基
準

し
よ
く

か

当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

一
の
二

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

(
1
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
機
器
及
び
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
又
は
十
分
な
機
器
及
び
設
備

を
有
し
て
い
る
歯
科
技
工
所
と
の
連
携
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
有
床
義
歯
修
理
及
び
有
床
義
歯
内
面
適
合
法
の
歯
科
技
工
加
算
１
及
び
２
の
施
設
基
準

(
1
)
歯
科
技
工
士
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
歯
科
技
工
室
及
び
歯
科
技
工
に
必
要
な
機
器
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
患
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
迅
速
に
有
床
義
歯
を
修
理
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
旨
を
院
内
掲
示

し
て
い
る
こ
と
。

三
広
範
囲
顎
骨
支
持
型
補
綴
及
び
広
範
囲
顎
骨
支
持
型
補
綴
物
修
理
に
規
定
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料

て
つ

て
つ

特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
材
料
価
格
（
材
料
価
格
基
準
）
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六

十
一
号
）
の
別
表
の
Ⅵ
に
掲
げ
る
特
定
保
険
医
療
材
料
の
う
ち
別
表
第
十
三
に
掲
げ
る
特
定
保
険
医
療
材

料

第
十
四

歯
科
矯
正

一
歯
科
矯
正
診
断
料
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
を
有
す
る
専
任
の
歯
科
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

(
2
)
常
勤
の
歯
科
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
当
該
療
養
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
機
器
及
び
十
分
な
専
用
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

（ ）（ ） 831830

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
、
緊
密
な
関
係
に
あ
る
範
囲
の
保
険
薬
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

う
ち
、
こ
れ
に
属
す
る
他
の
保
険
薬
局
に
お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
に
よ
る
調
剤
の

割
合
が
最
も
高
い
保
険
医
療
機
関
が
同
一
の
場
合
は
、
当
該
他
の
保
険
薬
局
の
処
方
箋
の
受
付
回
数

を
含
む
。
）
が
、
一
月
に
四
千
回
を
超
え
る
こ
と
。
（
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
。
）

(
3
)
調
剤
基
本
料
３
の
イ
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

イ
同
一
グ
ル
ー
プ
の
保
険
薬
局
に
お
け
る
処
方
箋
の
受
付
回
数
の
合
計
が
一
月
に
三
万
五
千
回
を
超

え
、
四
万
回
以
下
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
保
険
薬
局
（
二
の
二
の
(
1
)
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

の
う
ち
、
特
定
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
に
よ
る
調
剤
の
割
合
が
九
割
五
分
を
超
え
る
又
は

特
定
の
保
険
医
療
機
関
と
の
間
で
不
動
産
の
賃
貸
借
取
引
が
あ
る
こ
と
。

ロ
同
一
グ
ル
ー
プ
の
保
険
薬
局
に
お
け
る
処
方
箋
の
受
付
回
数
の
合
計
が
一
月
に
四
万
回
を
超
え
、

四
十
万
回
以
下
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
保
険
薬
局
（
二
の
二
の
(
1
)
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の

う
ち
、
特
定
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
に
よ
る
調
剤
の
割
合
が
八
割
五
分
を
超
え
る
又
は
特

定
の
保
険
医
療
機
関
と
の
間
で
不
動
産
の
賃
貸
借
取
引
が
あ
る
こ
と
。

(
4
)
調
剤
基
本
料
３
の
ロ
の
施
設
基
準

同
一
グ
ル
ー
プ
の
保
険
薬
局
に
お
け
る
処
方
箋
の
受
付
回
数
の
合
計
が
一
月
に
四
十
万
回
を
超
え
る

グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
保
険
薬
局
（
二
の
二
の
(
1
)
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

イ
特
定
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
に
よ
る
調
剤
の
割
合
が
八
割
五
分
を
超
え
る
こ
と
。

ロ
特
定
の
保
険
医
療
機
関
と
の
間
で
不
動
産
の
賃
貸
借
取
引
が
あ
る
こ
と
。

二
調
剤
基
本
料
の
注
１
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
施
設
基
準

(
1
)
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
別
表
第
六
の
二
に
規
定
す
る
地
域
に
所
在
す
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
薬
局
が
所
在
す
る
特
定
の
区
域
内
に
お
け
る
保
険
医
療
機
関
（
歯
科
医
療
の
み
を
担
当
す

る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
許
可
病
床
数
が
二
百
床
未
満
で
あ
り
、
そ
の
数
が
十
以
下
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
当
該
保
険
薬
局
に
お
い
て
、
特
定
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
に
よ
る
調
剤
の
割

合
が
七
割
を
超
え
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
は
、
当
該
特
定
の
区
域
内
に
所
在
す
る

も
の
と
み
な
す
。

(
3
)
処
方
箋
受
付
回
数
が
一
月
に
二
千
五
百
回
を
超
え
な
い
こ
と
。

二
の
二

調
剤
基
本
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
薬
局

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
保
険
医
療
機
関
と
不
動
産
取
引
等
そ
の
他
の
特
別
な
関
係
を
有
し
て
い
る
保
険
薬
局
（
当
該
保
険
薬

局
の
所
在
す
る
建
物
内
に
保
険
医
療
機
関
（
診
療
所
に
限
る
。
）
が
所
在
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

で
あ
っ
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
に
よ
る
調
剤
の
割
合
が
七
割
を
超
え
る
こ
と
。

(
2
)
一
の
(
1
)
か
ら
(
4
)
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た

保
険
薬
局
以
外
の
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

三
調
剤
基
本
料
の
注
４
に
規
定
す
る
保
険
薬
局

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

る
こ
と
。

ロ
病
理
診
断
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
病
理
診
断
管
理
加
算
２
の
施
設
基
準

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
病
理
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

ロ
病
理
診
断
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
た
病
院
で
あ
る
こ
と
。

三
の
二

悪
性
腫
瘍
病
理
組
織
標
本
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
病
理
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
医
師
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
病
理
診
断
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

四
口
腔
病
理
診
断
管
理
加
算
の
施
設
基
準

く
う

(
1
)
口
腔
病
理
診
断
管
理
加
算
１
の
施
設
基
準

く
う

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
口
腔
病
理
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
歯
科
医
師
又
は
医
師
が
一
名

く
う

以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
口
腔
病
理
診
断
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
。

く
う

(
2
)
口
腔
病
理
診
断
管
理
加
算
２
の
施
設
基
準

く
う

イ
当
該
保
険
医
療
機
関
内
に
口
腔
病
理
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
常
勤
の
歯
科
医
師
又
は
医
師
が
二
名

く
う

以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
口
腔
病
理
診
断
管
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
た
病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
で

く
う

あ
る
こ
と
。

第
十
五

調
剤

一
調
剤
基
本
料
の
施
設
基
準

(
1
)
調
剤
基
本
料
１
の
施
設
基
準

(
2
)
か
ら
(
4
)
ま
で
又
は
二
の
二
の
(
1
)
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
調
剤
基
本
料
２
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
（
(
3
)
、
(
4
)
及
び
二
の
二
の
(
1
)
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

イ
処
方
箋
の
受
付
回
数
が
一
月
に
四
千
回
を
超
え
る
こ
と
。
（
特
定
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方

箋
に
よ
る
調
剤
の
割
合
が
七
割
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）

ロ
処
方
箋
の
受
付
回
数
が
一
月
に
二
千
回
を
超
え
る
こ
と
。
（
イ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
特
定

の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
に
よ
る
調
剤
の
割
合
が
八
割
五
分
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）

ハ
処
方
箋
の
受
付
回
数
が
一
月
に
千
八
百
回
を
超
え
る
こ
と
。
（
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
場
合
を
除

き
、
特
定
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
に
よ
る
調
剤
の
割
合
が
九
割
五
分
を
超
え
る
場
合
に
限

る
。
）

ニ
特
定
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
の
受
付
回
数
（
当
該
保
険
薬
局
の
所
在
す
る
建
物
内
に
複

数
の
保
険
医
療
機
関
が
所
在
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
複
数
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処

方
箋
の
受
付
回
数
を
全
て
合
算
し
た
回
数
と
す
る
。
）
が
一
月
に
四
千
回
を
超
え
る
こ
と
。
（
イ
か

ら
ハ
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

ホ
特
定
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
箋
の
受
付
回
数
（
同
一
グ
ル
ー
プ
の
保
険
薬
局
（
財
務
上
又

（ ）（ ） 833832

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
告
示
）



次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
当
該
保
険
薬
局
に
お
い
て
調
剤
し
た
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し

た
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
四
割
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
当
該
保
険
薬
局
に
お
け
る
処
方
箋
受
付
状
況
を
踏
ま
え
、
や
む
を
得
な
い
も
の
は
除
く
。

(
2
)
(
1
)
に
係
る
報
告
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
な
い
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

六
調
剤
料
の
注
２
に
規
定
す
る
無
菌
製
剤
処
理
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
無
菌
製
剤
処
理
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
施
設
又
は
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
医
薬
品
、

医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚

生
省
令
第
一
号
）
第
十
五
条
の
九
第
一
項
の
た
だ
し
書
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(
3
)
無
菌
製
剤
処
理
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
の
二

調
剤
料
の
注
４
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
時
間

当
該
地
域
に
お
い
て
一
般
の
保
険
薬
局
が
お
お
む
ね
調
剤
応
需
の
態
勢
を
解
除
し
た
後
、
翌
日
に
調
剤

応
需
の
態
勢
を
再
開
す
る
ま
で
の
時
間
（
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
）
を

除
く
。
）

七
調
剤
料
の
注
６
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
薬
剤

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
別
表
に
収
載
さ
れ
て
い
る
薬
剤
と
同
一
規
格
を
有
す
る
薬
剤

八
調
剤
料
の
注
８
に
規
定
す
る
施
設
基
準

(
1
)
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料
の
注
１
に
規
定
す
る
あ
ら
か
じ
め
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導

を
行
う
旨
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
在
宅
患
者
に
対
す
る
薬
学
的
管
理
及
び
指
導
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
3
)
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
麻
薬
小
売

業
者
の
免
許
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

九
調
剤
料
の
注
８
に
規
定
す
る
患
者

(
1
)
在
宅
患
者
緊
急
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料
を
算
定
し
て
い
る
患
者

(
2
)
在
宅
患
者
緊
急
時
等
共
同
指
導
料
を
算
定
し
て
い
る
患
者

(
3
)
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十

九
号
）
に
規
定
す
る
居
宅
療
養
管
理
指
導
費
（
薬
局
の
薬
剤
師
が
行
う
場
合
に
限
る
。
）
を
算
定
し
て

い
る
患
者

(
4
)
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
百
二
十
七
号
）
に
規
定
す
る
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
費
（
薬
局
の
薬
剤
師
が
行
う
場
合

に
限
る
。
）
を
算
定
し
て
い
る
患
者

九
の
二

薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
の
注
３
に
規
定
す
る
保
険
薬
局
の
施
設
基
準

(
1
)
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
服
薬
指
導
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
当
該
保
険
薬
局
に
お
い
て
、
一
月
当
た
り
の
次
に
掲
げ
る
も
の
の
算
定
回
数
の
合
計
に
占
め
る
情
報

通
信
機
器
を
用
い
た
服
薬
指
導
の
算
定
回
数
の
割
合
が
一
割
以
下
で
あ
る
こ
と
。

①
区
分
番
号
１
０
に
掲
げ
る
薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料

②
区
分
番
号
１
５
に
掲
げ
る
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料

(
1
)
当
該
保
険
薬
局
に
お
け
る
医
療
用
医
薬
品
の
取
引
価
格
の
妥
結
率
（
医
科
点
数
表
の
初
診
料
の
注
４

に
規
定
す
る
医
療
用
医
薬
品
の
取
引
価
格
の
妥
結
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
五
割
以
下
で
あ
る
こ

と
。

(
2
)
当
該
保
険
薬
局
に
お
け
る
医
療
用
医
薬
品
の
取
引
価
格
の
妥
結
率
、
単
品
単
価
契
約
率
（
卸
売
販
売

業
者
（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
卸
売
販
売
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
と
当
該
保
険
薬
局
と
の
間
で
取
引
さ
れ
た
医
療
用
医
薬
品
に
係
る
契
約
に
占
め
る
、
品
目
ご
と

に
医
療
用
医
薬
品
の
価
値
を
踏
ま
え
て
価
格
を
決
定
し
た
契
約
の
割
合
を
い
う
。
）
及
び
一
律
値
引
き

契
約
（
卸
売
販
売
業
者
と
当
該
保
険
薬
局
と
の
間
で
取
引
価
格
が
定
め
ら
れ
た
医
療
用
医
薬
品
の
う
ち
、

一
定
割
合
以
上
の
医
療
用
医
薬
品
に
つ
い
て
総
価
額
で
交
渉
し
、
総
価
額
に
見
合
う
よ
う
当
該
医
療
用

医
薬
品
の
単
価
を
同
一
の
割
合
で
値
引
き
す
る
こ
と
を
合
意
し
た
契
約
を
い
う
。
）
に
係
る
状
況
に
つ

い
て
、
地
方
厚
生
局
長
等
に
報
告
し
て
い
な
い
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
薬
剤
師
の
か
か
り
つ
け
機
能
に
係
る
基
本
的
な
業
務
を
一
年
間
実
施
し
て
い
な
い
保
険
薬
局
（
処
方

箋
の
受
付
回
数
が
一
月
に
六
百
回
以
下
の
保
険
薬
局
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

四
地
域
支
援
体
制
加
算
の
施
設
基
準

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

イ
調
剤
基
本
料
１
を
算
定
し
て
い
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

ロ
地
域
医
療
へ
の
貢
献
に
係
る
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
地
域
医
療
へ
の
貢
献
に
係
る
十
分
な
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

イ
調
剤
基
本
料
１
以
外
を
算
定
し
て
い
る
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

ロ
地
域
医
療
へ
の
貢
献
に
係
る
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
地
域
医
療
へ
の
貢
献
に
係
る
相
当
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

五
後
発
医
薬
品
調
剤
体
制
加
算
の
施
設
基
準

(
1
)
通
則

当
該
保
険
薬
局
に
お
い
て
調
剤
し
た
薬
剤
の
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医

薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し
た
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
五
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
後
発
医
薬
品
調
剤
体
制
加
算
１
の
施
設
基
準

当
該
保
険
薬
局
に
お
い
て
調
剤
し
た
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し

た
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
七
割
五
分
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
後
発
医
薬
品
調
剤
体
制
加
算
２
の
施
設
基
準

当
該
保
険
薬
局
に
お
い
て
調
剤
し
た
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し

た
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
八
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
後
発
医
薬
品
調
剤
体
制
加
算
３
の
施
設
基
準

当
該
保
険
薬
局
に
お
い
て
調
剤
し
た
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
及
び
後
発
医
薬
品
を
合
算
し

た
規
格
単
位
数
量
に
占
め
る
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
の
割
合
が
八
割
五
分
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五
の
二

調
剤
基
本
料
の
注
７
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
薬
局
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抗
悪
性
腫
瘍
剤
（
悪
性
新
生
物
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
の
費

り

用

疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
医
療
用
麻
薬
の
費
用

と
う

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
及
び
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
又
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
費
用

三
介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
算
定
で
き
る
注
射
及
び
注
射
薬
の
費
用

医
科
点
数
表
第
二
章
第
六
部
注
射
通
則
第
６
号
に
規
定
す
る
外
来
化
学
療
法
加
算

医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｇ
０
０
１
に
掲
げ
る
静
脈
内
注
射
（
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
が
平
成
十
八
年

七
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並

び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
号
）
附
則
第
十
三
条
に
規
定
す
る
転
換
を
行

っ
て
開
設
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下
「
療
養
病
床
か
ら
転
換
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
」
と
い

う
。
）
に
赴
い
て
行
う
も
の
又
は
医
科
点
数
表
第
二
章
第
六
部
注
射
通
則
第
６
号
に
規
定
す
る
外
来
化
学

療
法
加
算
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｇ
０
０
２
に
掲
げ
る
動
脈
注
射
（
医
科
点
数
表
第
二
章
第
六
部
注
射
通
則
第
６

号
に
規
定
す
る
外
来
化
学
療
法
加
算
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｇ
０
０
３
に
掲
げ
る
抗
悪
性
腫
瘍
剤
局
所
持
続
注
入
（
医
科
点
数
表
第
二
章
第

六
部
注
射
通
則
第
６
号
に
規
定
す
る
外
来
化
学
療
法
加
算
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｇ
０
０
３
－
３
に
掲
げ
る
肝
動
脈
塞
栓
を
伴
う
抗
悪
性
腫
瘍
剤
肝
動
脈
内
注
入

（
医
科
点
数
表
第
二
章
第
六
部
注
射
通
則
第
６
号
に
規
定
す
る
外
来
化
学
療
法
加
算
を
算
定
す
る
も
の
に

限
る
。
）

医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｇ
０
０
４
に
掲
げ
る
点
滴
注
射
（
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
が
療
養
病
床
か
ら

転
換
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
に
赴
い
て
行
う
も
の
又
は
医
科
点
数
表
第
二
章
第
六
部
注
射
通
則
第
６
号

に
規
定
す
る
外
来
化
学
療
法
加
算
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｇ
０
０
５
に
掲
げ
る
中
心
静
脈
注
射
（
医
科
点
数
表
第
二
章
第
六
部
注
射
通
則

第
６
号
に
規
定
す
る
外
来
化
学
療
法
加
算
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｇ
０
０
６
に
掲
げ
る
植
込
型
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
中
心
静
脈
注
射
（
医
科
点
数

表
第
二
章
第
六
部
注
射
通
則
第
６
号
に
規
定
す
る
外
来
化
学
療
法
加
算
を
算
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
（
人
工
腎
臓
又
は
腹
膜
灌
流
を
受
け
て
い
る
患
者
の
う
ち
腎
性
貧
血
状
態
に
あ
る

か
ん

も
の
に
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
の
費
用

ダ
ル
ベ
ポ
エ
チ
ン
（
人
工
腎
臓
又
は
腹
膜
灌
流
を
受
け
て
い
る
患
者
の
う
ち
腎
性
貧
血
状
態
に
あ
る
も

か
ん

の
に
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
の
費
用

抗
悪
性
腫
瘍
剤
（
悪
性
新
生
物
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
の
費

用

疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
医
療
用
麻
薬
の
費
用

と
う

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
又
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

の
費
用

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
（
Ｂ
型
肝
炎
又
は
Ｃ
型
肝
炎
の
効
能
又
は
効
果
を
有
す
る
も
の
及
び
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
又
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
効
能
又
は
効
果
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
費
用

九
の
三

薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
の
注
３
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

原
則
三
月
以
内
に
区
分
番
号
１
０
に
掲
げ
る
薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
１
又
は
２
を
算
定
し
た
も
の

十
薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
の
注
６
又
は
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料
の
注
４
に
規
定
す
る
医
薬
品

別
表
第
三
の
三
に
掲
げ
る
医
薬
品

十
の
二

特
定
薬
剤
管
理
指
導
加
算
２
の
施
設
基
準

当
該
管
理
及
び
指
導
等
を
行
う
に
つ
き
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
の
三

薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
の
注
７
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
患
者
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
医
科
点
数
表
の
第
二
章
第
六
部
注
射
通
則
第
７
号
に
規
定
す
る
連
携
充
実
加
算
を
届
け
出
て
い
る
保

険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
化
学
療
法
（
抗
悪
性
腫
瘍
剤
が
注
射
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
必

要
な
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
悪
性
腫
瘍
の
患
者

(
2
)
当
該
保
険
薬
局
に
お
い
て
、
悪
性
腫
瘍
の
治
療
に
係
る
薬
剤
の
調
剤
を
受
け
る
患
者

十
の
四

薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
の
注
1
0
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
1
)
新
た
に
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
又
は
ス
ル
フ
ォ
ニ
ル
尿
素
系
製
剤
が
処
方
さ
れ
た
も
の

(
2
)
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
又
は
ス
ル
フ
ォ
ニ
ル
尿
素
系
製
剤
に
係
る
投
薬
内
容
の
変
更
が
行
わ
れ
た
も
の

十
の
五

薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
の
注
1
3
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
保
険
薬
局

適
切
な
手
帳
の
活
用
実
績
が
相
当
程
度
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
保
険
薬
局
で
あ
る
こ
と
。

十
一

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料
又
は
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
包
括
管
理
料
の
施
設
基
準

当
該
指
導
等
を
行
う
に
つ
き
十
分
な
経
験
等
を
有
す
る
薬
剤
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
一
の
二

在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料
の
注
２
に
規
定
す
る
施
設
基
準

区
分
番
号
１
０
に
掲
げ
る
薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
の
４
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
薬
局
で
あ

る
こ
と
。

十
一
の
三

在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料
の
注
２
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

区
分
番
号
１
５
の
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料
を
月
一
回
算
定
し
て
い
る
も
の

十
二

退
院
時
共
同
指
導
料
の
注
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
疾
病
等
の
患
者

別
表
第
三
の
一
の
二
に
掲
げ
る
患
者

十
三

在
宅
患
者
重
複
投
薬
・
相
互
作
用
等
防
止
管
理
料
の
注
１
に
規
定
す
る
患
者

(
1
)
在
宅
患
者
緊
急
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料
を
算
定
し
て
い
る
患
者

(
2
)
在
宅
患
者
緊
急
時
等
共
同
指
導
料
を
算
定
し
て
い
る
患
者

(
3
)
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
に
規
定
す
る
居
宅
療
養
管
理
指
導

費
（
薬
局
の
薬
剤
師
が
行
う
場
合
に
限
る
。
）
を
算
定
し
て
い
る
患
者

(
4
)
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
に
規
定
す
る
介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導
費
（
薬
局
の
薬
剤
師
が
行
う
場
合
に
限
る
。
）
を
算
定
し
て
い
る
患
者

第
十
六

介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
算
定
で
き
な
い
検
査
等

一
介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
算
定
で
き
な
い
検
査

別
表
第
十
二
第
一
号
に
掲
げ
る
検
査

二
介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
算
定
で
き
る
内
服
薬
及
び
外
用
薬
の
費
用
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脳
血
管
疾
患

一
過
性
脳
虚
血
発
作
及
び
関
連
症
候
群

単
純
性
慢
性
気
管
支
炎
及
び
粘
液
膿
性
慢
性
気
管
支
炎

の
う

詳
細
不
明
の
慢
性
気
管
支
炎

そ
の
他
の
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

肺
気
腫

喘
息

ぜ
ん

喘
息
発
作
重
積
状
態

ぜ
ん

気
管
支
拡
張
症

胃
潰
瘍

十
二
指
腸
潰
瘍

胃
炎
及
び
十
二
指
腸
炎

肝
疾
患
（
経
過
が
慢
性
な
も
の
に
限
る
。
）

慢
性
ウ
イ
ル
ス
肝
炎

ア
ル
コ
ー
ル
性
慢
性
膵
炎

す
い

そ
の
他
の
慢
性
膵
炎

す
い

思
春
期
早
発
症

性
染
色
体
異
常

別
表
第
二

特
定
疾
患
治
療
管
理
料
に
規
定
す
る
疾
患
等

一
特
定
薬
剤
治
療
管
理
料
１
の
対
象
患
者

(
1
)
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
製
剤
を
投
与
し
て
い
る
患
者

(
2
)
不
整
脈
用
剤
を
投
与
し
て
い
る
患
者

(
3
)
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
製
剤
又
は
ブ
ロ
ム
ペ
リ
ド
ー
ル
製
剤
を
投
与
し
て
い
る
患
者

(
4
)
リ
チ
ウ
ム
製
剤
を
投
与
し
て
い
る
患
者

(
5
)
免
疫
抑
制
剤
を
投
与
し
て
い
る
患
者

(
6
)
サ
リ
チ
ル
酸
系
製
剤
を
投
与
し
て
い
る
若
年
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
リ
ウ
マ
チ
熱
又
は
関
節
リ
ウ
マ
チ

の
患
者

(
7
)
メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト
を
投
与
し
て
い
る
悪
性
腫
瘍
の
患
者

(
8
)
ア
ミ
ノ
配
糖
体
抗
生
物
質
、
グ
リ
コ
ペ
プ
チ
ド
系
抗
生
物
質
又
は
ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
系
抗
真
菌
剤
を
投

与
し
て
い
る
入
院
中
の
患
者

(
9
)
イ
マ
チ
ニ
ブ
を
投
与
し
て
い
る
患
者

(
1
0
)
シ
ロ
リ
ム
ス
製
剤
を
投
与
し
て
い
る
患
者

(
1
1
)
ス
ニ
チ
ニ
ブ
を
投
与
し
て
い
る
患
者

(
1
2
)
(
1
)
か
ら
(
1
1
)
ま
で
に
掲
げ
る
患
者
に
準
ず
る
も
の

二
小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
料
の
対
象
患
者

十
八
歳
未
満
の
気
分
障
害
、
神
経
症
性
障
害
、
ス
ト
レ
ス
関
連
障
害
及
び
身
体
的
要
因
に
関
連
し
た
行

動
症
候
群
、
心
理
的
発
達
の
障
害
又
は
小
児
期
及
び
青
年
期
に
通
常
発
症
す
る
行
動
及
び
情
緒
の
障
害
の

患
者

血
友
病
の
治
療
に
係
る
血
液
凝
固
因
子
製
剤
及
び
血
液
凝
固
因
子
抗
体
迂
回
活
性
複
合
体
の
費
用

う

四
介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
算
定
で
き
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

別
表
第
十
二
第
二
号
に
掲
げ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

五
介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
算
定
で
き
な
い
処
置

別
表
第
十
二
第
三
号
に
掲
げ
る
処
置

六
介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
算
定
で
き
な
い
手
術

別
表
第
十
二
第
四
号
に
掲
げ
る
手
術

七
介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
算
定
で
き
な
い
麻
酔

別
表
第
十
二
第
五
号
に
掲
げ
る
麻
酔

第
十
七

経
過
措
置

一
第
十
五
の
五
の
二
の
(
1
)
に
係
る
規
定
は
、
令
和
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

二
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
●
号
）
に
よ
る

改
正
前
の
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
別
表
第
六
の
二
に
規
定
す
る
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医
療
機
関
で

あ
っ
て
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
外
来
緩
和
ケ
ア
管
理
料
の
注
４
、
糖
尿
病
透
析
予
防

指
導
管
理
料
の
注
４
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
（
特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（

令
和
二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
●
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
第
三
の
六
の
(
2
)
を

満
た
す
も
の
と
し
て
届
け
出
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
、
在
宅
療
養
支
援
病
院
、
在
宅
療
養
後
方
支
援
病

院
又
は
調
剤
基
本
料
の
注
１
た
だ
し
書
に
係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
限
り
、
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
別
表
第
六
の
二
に
規
定
す
る
地
域
に
所
在
す
る
も
の
と

み
な
す
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
十
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
並
び
に
処
方
料
並
び
に
処
方
箋
料
の
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算
１
及
び
特

定
疾
患
処
方
管
理
加
算
２
に
規
定
す
る
疾
患

結
核

悪
性
新
生
物

甲
状
腺
障
害

処
置
後
甲
状
腺
機
能
低
下
症

糖
尿
病

ス
フ
ィ
ン
ゴ
リ
ピ
ド
代
謝
障
害
及
び
そ
の
他
の
脂
質
蓄
積
障
害

ム
コ
脂
質
症

リ
ポ
蛋
白
代
謝
障
害
及
び
そ
の
他
の
脂
（
質
）
血
症

た
ん

リ
ポ
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

ロ
ー
ノ
ア
・
ベ
ン
ソ
ー
ド
腺
脂
肪
腫
症

高
血
圧
性
疾
患

虚
血
性
心
疾
患

不
整
脈

心
不
全
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ガ
ラ
ク
ト
ー
ス
血
症
食

治
療
乳

無
菌
食

小
児
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
食
（
外
来
栄
養
食
事
指
導
料
及
び
入
院
栄
養
食
事
指
導
料
に
限
る
。
）

特
別
な
場
合
の
検
査
食
（
単
な
る
流
動
食
及
び
軟
食
を
除
く
。
）

別
表
第
三
の
一
の
二

療
養
・
就
労
両
立
支
援
指
導
料
の
注
１
に
規
定
す
る
疾
患

悪
性
新
生
物

脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
そ
の
他
の
急
性
発
症
し
た
脳
血
管
疾
患

肝
疾
患
（
経
過
が
慢
性
な
も
の
に
限
る
。
）

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
難
病
（
同
法
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
患
者
（
同
条
第

一
項
各
号
に
規
定
す
る
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
診
断
を
受
け
た
も
の

を
含
む
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
疾
患

別
表
第
三
の
一
の
三

退
院
時
共
同
指
導
料
１
及
び
退
院
時
共
同
指
導
料
２
を
二
回
算
定
で
き
る
疾
病
等
の
患

者
並
び
に
頻
回
訪
問
加
算
に
規
定
す
る
状
態
等
に
あ
る
患
者

一
末
期
の
悪
性
腫
瘍
の
患
者
（
在
宅
が
ん
医
療
総
合
診
療
料
を
算
定
し
て
い
る
患
者
を
除
く
。
）

二
(
1
)
で
あ
っ
て
、
(
2
)
又
は
(
3
)
の
状
態
で
あ
る
患
者

(
1
)
在
宅
自
己
腹
膜
灌
流
指
導
管
理
、
在
宅
血
液
透
析
指
導
管
理
、
在
宅
酸
素
療
法
指
導
管
理
、
在
宅
中

か
ん

心
静
脈
栄
養
法
指
導
管
理
、
在
宅
成
分
栄
養
経
管
栄
養
法
指
導
管
理
、
在
宅
人
工
呼
吸
指
導
管
理
、
在

宅
悪
性
腫
瘍
等
患
者
指
導
管
理
、
在
宅
自
己
疼
痛
管
理
指
導
管
理
、
在
宅
肺
高
血
圧
症
患
者
指
導
管
理

と
う

又
は
在
宅
気
管
切
開
患
者
指
導
管
理
を
受
け
て
い
る
状
態
に
あ
る
者

(
2
)
ド
レ
ー
ン
チ
ュ
ー
ブ
又
は
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て
い
る
状
態

(
3
)
人
工
肛
門
又
は
人
工
膀
胱
を
設
置
し
て
い
る
状
態

こ
う

ぼ
う
こ
う

三
在
宅
で
の
療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
高
度
な
指
導
管
理
を
必
要
と
す
る
も
の

別
表
第
三
の
二

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
共
同
管
理
料
(
Ⅰ
)
に
規
定
す
る
状
態
等
で
あ
る
患
者

一
妊
婦
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
状
態
に
あ
る
も
の

妊
娠
二
十
二
週
か
ら
三
十
二
週
未
満
の
早
産
の
患
者

妊
娠
高
血
圧
症
候
群
重
症
の
患
者

前
置
胎
盤
（
妊
娠
二
十
八
週
以
降
で
出
血
等
の
病
状
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

妊
娠
三
十
週
未
満
の
切
迫
早
産
（
子
宮
収
縮
、
子
宮
出
血
、
頚
管
の
開
大
、
短
縮
又
は
軟
化
の
い
ず
れ

け
い

か
の
兆
候
を
示
す
も
の
等
に
限
る
。
）
の
患
者

多
胎
妊
娠
の
患
者

子
宮
内
胎
児
発
育
遅
延
の
患
者

心
疾
患
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

糖
尿
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

甲
状
腺
疾
患
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

腎
疾
患
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

膠
原
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

こ
う

三
削
除

四
皮
膚
科
特
定
疾
患
指
導
管
理
料
(
Ⅰ
)
の
対
象
疾
患

天
疱
瘡

ぽ
う
そ
う

類
天
疱
瘡

ぽ
う
そ
う

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
（
紅
斑
性
狼
瘡
）

ろ
う
そ
う

紅
皮
症

尋
常
性
乾
癬せ
ん

掌
蹠
膿
疱
症

せ
き
の
う
ほ
う

先
天
性
魚
鱗
癬

り
ん
せ
ん

類
乾
癬せ
ん

偏
平
苔
癬

た
い
せ
ん

結
節
性
痒
疹
そ
の
他
の
痒
疹
（
慢
性
型
で
経
過
が
一
年
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

よ
う
し
ん

よ
う
し
ん

五
皮
膚
科
特
定
疾
患
指
導
管
理
料
(
Ⅱ
)
の
対
象
疾
患

帯
状
疱
疹

ほ
う
し
ん

じ
ん
ま
疹し
ん

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
（
十
六
歳
以
上
の
患
者
が
罹
患
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

り

尋
常
性
白
斑

円
形
脱
毛
症

脂
漏
性
皮
膚
炎

別
表
第
三

外
来
栄
養
食
事
指
導
料
、
入
院
栄
養
食
事
指
導
料
、
集
団
栄
養
食
事
指
導
料
及
び
在
宅
患
者
訪
問

栄
養
食
事
指
導
料
に
規
定
す
る
特
別
食

腎
臓
食

肝
臓
食

糖
尿
食

胃
潰
瘍
食

貧
血
食

膵
臓
食

す
い

脂
質
異
常
症
食

痛
風
食

て
ん
か
ん
食

フ
ェ
ニ
ー
ル
ケ
ト
ン
尿
症
食

楓
糖
尿
症
食

か
え
で

ホ
モ
シ
ス
チ
ン
尿
症
食

尿
素
サ
イ
ク
ル
異
常
症
食

メ
チ
ル
マ
ロ
ン
酸
血
症
食

プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
血
症
食

極
長
鎖
ア
シ
ル
－
Ｃ
ｏ
Ａ
脱
水
素
酵
素
欠
損
症
食

糖
原
病
食
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糖
尿
病
用
剤

膵
臓
ホ
ル
モ
ン
剤

す
い

抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬

別
表
第
四

歯
科
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
並
び
に
処
方
料
及
び
処
方
箋
料
に
規
定
す
る
疾
患

口
腔
領
域
の
悪
性
新
生
物
（
エ
ナ
メ
ル
上
皮
腫
を
含
む
。
）

く
う

顎
・
口
腔
の
先
天
異
常

く
う

舌
痛
症
（
心
因
性
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）

口
腔
軟
組
織
の
疾
患
（
難
治
性
の
も
の
に
限
る
。
）

く
う

口
腔
領
域
の
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群

く
う

尋
常
性
天
疱
瘡
又
は
類
天
疱
瘡

ぽ
う
そ
う

ぽ
う
そ
う

口
腔
乾
燥
症
（
放
射
線
治
療
又
は
化
学
療
法
を
原
因
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）

く
う

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
口
腔
内
装
置
治
療
を
要
す
る
も
の
に
限
る
。
）

く
う

骨
吸
収
抑
制
薬
関
連
顎
骨
壊
死
（
骨
露
出
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
又
は
放
射
線
性
顎
骨
壊
死

三
叉
神
経
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー

別
表
第
五
及
び
第
六

削
除

別
表
第
七

在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅰ
)
及
び
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
(
Ⅱ
)
並
び
に
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指

導
料
及
び
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
に
規
定
す
る
疾
病
等

末
期
の
悪
性
腫
瘍

多
発
性
硬
化
症

重
症
筋
無
力
症

ス
モ
ン

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

脊
髄
小
脳
変
性
症

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病

進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
及
び
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

ひ

（
ホ
ー
エ
ン
・
ヤ
ー
ル
の
重
症
度
分
類
が
ス
テ
ー
ジ
三
以
上
で
あ
っ
て
生
活
機
能
障
害
度
が
Ⅱ
度
又
は
Ⅲ
度

の
も
の
に
限
る
。
）
）

多
系
統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒
質
変
性
症
、
オ
リ
ー
ブ
橋
小
脳
萎
縮
症
及
び
シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候

群
）

プ
リ
オ
ン
病

亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎

ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病

副
腎
白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

脊
髄
性
筋
萎
縮
症

球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

白
血
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

血
友
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

出
血
傾
向
の
あ
る
状
態
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
患
者

Ｒ
ｈ
不
適
合
の
患
者

当
該
妊
娠
中
に
帝
王
切
開
術
以
外
の
開
腹
手
術
を
行
っ
た
患
者
又
は
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
患
者

精
神
疾
患
の
患
者
（
精
神
療
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

二
妊
産
婦
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
状
態
に
あ
る
も
の

妊
娠
二
十
二
週
か
ら
三
十
二
週
未
満
の
早
産
の
患
者

四
十
歳
以
上
の
初
産
婦
の
患
者

分
娩
前
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
三
十
五
以
上
の
初
産
婦
の
患
者

べ
ん

妊
娠
高
血
圧
症
候
群
重
症
の
患
者

常
位
胎
盤
早
期
剥
離
の
患
者

は
く

前
置
胎
盤
（
妊
娠
二
十
八
週
以
降
で
出
血
等
の
病
状
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

双
胎
間
輸
血
症
候
群
の
患
者

多
胎
妊
娠
の
患
者

子
宮
内
胎
児
発
育
遅
延
の
患
者

心
疾
患
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

糖
尿
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

白
血
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

血
友
病
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

出
血
傾
向
の
あ
る
状
態
（
治
療
中
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
患
者

当
該
妊
娠
中
に
帝
王
切
開
術
以
外
の
開
腹
手
術
を
行
っ
た
患
者
又
は
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
患
者

精
神
疾
患
の
患
者
（
精
神
療
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
三
の
三

薬
剤
管
理
指
導
料
の
対
象
患
者
及
び
薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
及
び
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指

導
料
に
規
定
す
る
医
薬
品

抗
悪
性
腫
瘍
剤

免
疫
抑
制
剤

不
整
脈
用
剤

抗
て
ん
か
ん
剤

血
液
凝
固
阻
止
剤
（
内
服
薬
に
限
る
。
）

ジ
ギ
タ
リ
ス
製
剤

テ
オ
フ
ィ
リ
ン
製
剤

カ
リ
ウ
ム
製
剤
（
注
射
薬
に
限
る
。
）

精
神
神
経
用
剤
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り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
の
患
者

要
介
護
二
以
上
の
状
態
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態

日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
の
た
め
に
、
介
護
を
必
要
と
す

る
認
知
症
の
状
態

頻
回
の
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
状
態

訪
問
診
療
又
は
訪
問
看
護
に
お
い
て
処
置
を
受
け
て
い
る
状
態

介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
等
看
護
職
員
が
配
置
さ
れ
た
施
設
に
入
居
し
、
医

師
の
指
示
を
受
け
た
看
護
職
員
に
よ
る
処
置
を
受
け
て
い
る
状
態

そ
の
他
関
係
機
関
と
の
調
整
等
の
た
め
に
訪
問
診
療
を
行
う
医
師
に
よ
る
特
別
な
医
学
管
理
を
必
要
と
す

る
状
態

別
表
第
八
の
四

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の
注
1
1
及
び
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の
注
４
に
規
定
す

る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
の
患
者

別
表
第
八
の
二
に
掲
げ
る
状
態

要
介
護
二
以
上
の
状
態
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態

訪
問
診
療
又
は
訪
問
看
護
に
お
い
て
処
置
を
受
け
て
い
る
状
態

介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
等
看
護
職
員
が
配
置
さ
れ
た
施
設
に
入
居
し
、
医

師
の
指
示
を
受
け
た
看
護
職
員
に
よ
る
処
置
を
受
け
て
い
る
状
態

が
ん
の
治
療
を
受
け
て
い
る
状
態

精
神
疾
患
以
外
の
疾
患
の
治
療
の
た
め
に
訪
問
診
療
を
行
う
医
師
に
よ
る
特
別
な
医
学
管
理
を
必
要
と
す

る
状
態

別
表
第
九

在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
、
間
歇
注
入
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
加
算
、
持
続
血
糖
測
定
器
加
算
及
び

け
つ

注
入
器
用
注
射
針
加
算
に
規
定
す
る
注
射
薬

イ
ン
ス
リ
ン
製
剤

性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
製
剤

ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン
剤

遺
伝
子
組
換
え
活
性
型
血
液
凝
固
第
Ⅶ
因
子
製
剤

遺
伝
子
組
換
え
型
血
液
凝
固
第
Ⅷ
因
子
製
剤

遺
伝
子
組
換
え
型
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤

乾
燥
濃
縮
人
血
液
凝
固
第
Ⅹ
因
子
加
活
性
化
第
Ⅶ
因
子
製
剤

乾
燥
人
血
液
凝
固
第
Ⅷ
因
子
製
剤

乾
燥
人
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤

顆
粒
球
コ
ロ
ニ
ー
形
成
刺
激
因
子
製
剤

か 性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
放
出
ホ
ル
モ
ン
剤

ソ
マ
ト
ス
タ
チ
ン
ア
ナ
ロ
グ

ゴ
ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
放
出
ホ
ル
モ
ン
誘
導
体

グ
ル
カ
ゴ
ン
製
剤

グ
ル
カ
ゴ
ン
様
ペ
プ
チ
ド
－
１
受
容
体
ア
ゴ
ニ
ス
ト

ヒ
ト
ソ
マ
ト
メ
ジ
ン
Ｃ
製
剤

頚
髄
損
傷

け
い

人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態

別
表
第
八

退
院
時
共
同
指
導
料
１
の
注
２
に
規
定
す
る
特
別
な
管
理
を
要
す
る
状
態
等
に
あ
る
患
者
並
び
に

退
院
後
訪
問
指
導
料
、
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
及
び
同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
に
規
定

す
る
状
態
等
に
あ
る
患
者

一
在
宅
悪
性
腫
瘍
等
患
者
指
導
管
理
若
し
く
は
在
宅
気
管
切
開
患
者
指
導
管
理
を
受
け
て
い
る
状
態
に
あ

る
者
又
は
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
若
し
く
は
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
者

二
在
宅
自
己
腹
膜
灌
流
指
導
管
理
、
在
宅
血
液
透
析
指
導
管
理
、
在
宅
酸
素
療
法
指
導
管
理
、
在
宅
中
心

か
ん

静
脈
栄
養
法
指
導
管
理
、
在
宅
成
分
栄
養
経
管
栄
養
法
指
導
管
理
、
在
宅
自
己
導
尿
指
導
管
理
、
在
宅
人

工
呼
吸
指
導
管
理
、
在
宅
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
指
導
管
理
、
在
宅
自
己
疼
痛
管
理
指
導
管
理
又
は
在
宅
肺

と
う

高
血
圧
症
患
者
指
導
管
理
を
受
け
て
い
る
状
態
に
あ
る
者

三
人
工
肛
門
又
は
人
工
膀
胱
を
設
置
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
者

こ
う

ぼ
う
こ
う

四
真
皮
を
越
え
る
褥
瘡
の
状
態
に
あ
る
者

じ
よ
く
そ
う

五
在
宅
患
者
訪
問
点
滴
注
射
管
理
指
導
料
を
算
定
し
て
い
る
者

別
表
第
八
の
二

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
及
び
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
状
態
の
患
者

一
次
に
掲
げ
る
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
患
者

り

末
期
の
悪
性
腫
瘍

ス
モ
ン

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
難
病

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

脊
髄
損
傷

真
皮
を
越
え
る
褥
瘡

じ
よ
く
そ
う

二
次
に
掲
げ
る
状
態
の
患
者

在
宅
自
己
連
続
携
行
式
腹
膜
灌
流
を
行
っ
て
い
る
状
態

か
ん

在
宅
血
液
透
析
を
行
っ
て
い
る
状
態

在
宅
酸
素
療
法
を
行
っ
て
い
る
状
態

在
宅
中
心
静
脈
栄
養
法
を
行
っ
て
い
る
状
態

在
宅
成
分
栄
養
経
管
栄
養
法
を
行
っ
て
い
る
状
態

在
宅
自
己
導
尿
を
行
っ
て
い
る
状
態

在
宅
人
工
呼
吸
を
行
っ
て
い
る
状
態

植
込
型
脳
・
脊
髄
刺
激
装
置
に
よ
る
疼
痛
管
理
を
行
っ
て
い
る
状
態

と
う

肺
高
血
圧
症
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
I
製
剤
を
投
与
さ
れ
て
い
る
状
態

２

気
管
切
開
を
行
っ
て
い
る
状
態

気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
を
使
用
し
て
い
る
状
態

ド
レ
ー
ン
チ
ュ
ー
ブ
又
は
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て
い
る
状
態

人
工
肛
門
又
は
人
工
膀
胱
を
設
置
し
て
い
る
状
態

こ
う

ぼ
う
こ
う

別
表
第
八
の
三

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の
注
1
0
（
施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
の
注
５
の
規
定
に
よ
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レ
ボ
ド
パ
・
カ
ル
ビ
ド
パ
水
和
物
製
剤

別
表
第
九
の
一
の
五

注
入
ポ
ン
プ
加
算
に
規
定
す
る
注
射
薬

ｐ
Ｈ
４
処
理
酸
性
人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
皮
下
注
射
）
製
剤

別
表
第
九
の
二

検
体
検
査
実
施
料
に
規
定
す
る
検
体
検
査

一
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
０
０
に
掲
げ
る
尿
中
一
般
物
質
定
性
半
定
量
検
査

二
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
０
２
に
掲
げ
る
尿
沈
渣
（
鏡
検
法
）

さ

三
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
０
３
に
掲
げ
る
糞
便
検
査
の
う
ち
次
の
も
の

ふ
ん

糞
便
中
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

ふ
ん

四
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
０
５
に
掲
げ
る
血
液
形
態
・
機
能
検
査
の
う
ち
次
の
も
の

赤
血
球
沈
降
速
度
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
）

末
梢
血
液
一
般
検
査

し
よ
う

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
）

Ｃ
Ｃ

五
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
０
６
に
掲
げ
る
出
血
・
凝
固
検
査
の
う
ち
次
の
も
の

プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時
間
（
Ｐ
Ｔ
）

フ
ィ
ブ
リ
ン
・
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
分
解
産
物
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
定
性

フ
ィ
ブ
リ
ン
・
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
分
解
産
物
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
半
定
量

フ
ィ
ブ
リ
ン
・
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
分
解
産
物
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
定
量

Ｄ
ダ
イ
マ
ー

六
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
０
７
に
掲
げ
る
血
液
化
学
検
査
の
う
ち
次
の
も
の

総
ビ
リ
ル
ビ
ン

総
蛋
白

た
ん

ア
ル
ブ
ミ
ン
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
改
良
法
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
法
）

尿
素
窒
素

ク
レ
ア
チ
ニ
ン

尿
酸

ア
ル
カ
リ
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
）

コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
（
Ｃ
ｈ
Ｅ
）

γ
－
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
（
γ
－
Ｇ
Ｔ
）

中
性
脂
肪

ナ
ト
リ
ウ
ム
及
び
ク
ロ
ー
ル

カ
リ
ウ
ム

カ
ル
シ
ウ
ム

グ
ル
コ
ー
ス

乳
酸
デ
ヒ
ド
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
（
Ｌ
Ｄ
）

ク
レ
ア
チ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
（
Ｃ
Ｋ
）

Ｈ
Ｄ
Ｌ
－
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
ア
ミ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
）

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
ア
ル
フ
ァ
製
剤

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
ベ
ー
タ
製
剤

エ
タ
ネ
ル
セ
プ
ト
製
剤

ペ
グ
ビ
ソ
マ
ン
ト
製
剤

ス
マ
ト
リ
プ
タ
ン
製
剤

グ
リ
チ
ル
リ
チ
ン
酸
モ
ノ
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
・
グ
リ
シ
ン
・
Ｌ
－
シ
ス
テ
イ
ン
塩
酸
塩
配
合
剤

ア
ダ
リ
ム
マ
ブ
製
剤

テ
リ
パ
ラ
チ
ド
製
剤

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
製
剤

ヘ
パ
リ
ン
カ
ル
シ
ウ
ム
製
剤

ア
ポ
モ
ル
ヒ
ネ
塩
酸
塩
製
剤

セ
ル
ト
リ
ズ
マ
ブ
ペ
ゴ
ル
製
剤

ト
シ
リ
ズ
マ
ブ
製
剤

メ
ト
レ
レ
プ
チ
ン
製
剤

ア
バ
タ
セ
プ
ト
製
剤

ｐ
Ｈ
４
処
理
酸
性
人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
皮
下
注
射
）
製
剤

ア
ス
ホ
タ
ー
ゼ

ア
ル
フ
ァ
製
剤

グ
ラ
チ
ラ
マ
ー
酢
酸
塩
製
剤

セ
ク
キ
ヌ
マ
ブ
製
剤

エ
ボ
ロ
ク
マ
ブ
製
剤

ブ
ロ
ダ
ル
マ
ブ
製
剤

ア
リ
ロ
ク
マ
ブ
製
剤

ベ
リ
ム
マ
ブ
製
剤

イ
キ
セ
キ
ズ
マ
ブ
製
剤

ゴ
リ
ム
マ
ブ
製
剤

エ
ミ
シ
ズ
マ
ブ
製
剤

イ
カ
チ
バ
ン
ト
製
剤

サ
リ
ル
マ
ブ
製
剤

デ
ュ
ピ
ル
マ
ブ
製
剤

イ
ン
ス
リ
ン
・
グ
ル
カ
ゴ
ン
様
ペ
プ
チ
ド
－
１
受
容
体
ア
ゴ
ニ
ス
ト
配
合
剤

ヒ
ド
ロ
コ
ル
チ
ゾ
ン
コ
ハ
ク
酸
エ
ス
テ
ル
ナ
ト
リ
ウ
ム
製
剤

別
表
第
九
の
一
の
二

在
宅
難
治
性
皮
膚
疾
患
処
置
指
導
管
理
料
に
規
定
す
る
疾
患

表
皮
水
疱
症

ほ
う

水
疱
型
先
天
性
魚
鱗
癬
様
紅
皮
症

ほ
う

り
ん
せ
ん

別
表
第
九
の
一
の
三

注
入
器
加
算
に
規
定
す
る
注
射
薬

別
表
第
九
に
規
定
す
る
注
射
薬
の
う
ち
、
ｐ
Ｈ
４
処
理
酸
性
人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
皮
下
注
射
）
製
剤
以

外
の
も
の

別
表
第
九
の
一
の
四

経
腸
投
薬
用
ポ
ン
プ
加
算
に
規
定
す
る
内
服
薬
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三
多
発
性
神
経
炎
、
多
発
性
硬
化
症
、
末
梢
神
経
障
害
そ
の
他
の
神
経
疾
患
の
患
者

し
よ
う

四
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
そ
の
他
の
慢
性
の
神
経
筋
疾
患
の
患
者

五
失
語
症
、
失
認
及
び
失
行
症
並
び
に
高
次
脳
機
能
障
害
の
患
者

六
難
聴
や
人
工
内
耳
植
込
手
術
等
に
伴
う
聴
覚
・
言
語
機
能
の
障
害
を
有
す
る
患
者

七
顎
・
口
腔
の
先
天
異
常
に
伴
う
構
音
障
害
を
有
す
る
患
者

く
う

八
舌
悪
性
腫
瘍
等
の
手
術
に
よ
る
構
音
障
害
を
有
す
る
患
者

九
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
す
る
状
態
の
患
者
で
あ
っ
て
、
一
定
程
度
以
上
の
基
本
動
作
能
力
、
応
用

動
作
能
力
、
言
語
聴
覚
能
力
及
び
日
常
生
活
能
力
の
低
下
を
来
し
て
い
る
も
の
（
た
だ
し
、
心
大
血
管
疾

患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃
用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

料
、
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
又
は
が
ん
患
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

別
表
第
九
の
六

運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

一
上
・
下
肢
の
複
合
損
傷
、
脊
椎
損
傷
に
よ
る
四
肢
麻
痺
そ
の
他
の
急
性
発
症
し
た
運
動
器
疾
患
又
は
そ

ひ

の
手
術
後
の
患
者

二
関
節
の
変
性
疾
患
、
関
節
の
炎
症
性
疾
患
そ
の
他
の
慢
性
の
運
動
器
疾
患
に
よ
り
、
一
定
程
度
以
上
の

運
動
機
能
及
び
日
常
生
活
能
力
の
低
下
を
来
し
て
い
る
患
者

別
表
第
九
の
七

呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

一
肺
炎
、
無
気
肺
、
そ
の
他
の
急
性
発
症
し
た
呼
吸
器
疾
患
の
患
者

二
肺
腫
瘍
、
胸
部
外
傷
そ
の
他
の
呼
吸
器
疾
患
又
は
そ
の
手
術
後
の
患
者

三
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
、
気
管
支
喘
息
そ
の
他
の
慢
性
の
呼
吸
器
疾
患
に
よ
り
、
一
定
程

ぜ
ん

度
以
上
の
重
症
の
呼
吸
困
難
や
日
常
生
活
能
力
の
低
下
を
来
し
て
い
る
患
者

四
食
道
癌
、
胃
癌
、
肝
臓
癌
、
咽
・
喉
頭
癌
等
の
手
術
前
後
の
呼
吸
機
能
訓
練
を
要
す
る
患
者

が
ん

が
ん

が
ん

が
ん

別
表
第
九
の
八

心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃

用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
及
び
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
に
規
定
す
る
算
定
日
数
の
上
限
の
除
外
対
象
患
者

一
失
語
症
、
失
認
及
び
失
行
症
の
患
者

高
次
脳
機
能
障
害
の
患
者

重
度
の
頚
髄
損
傷
の
患
者

け
い

頭
部
外
傷
及
び
多
部
位
外
傷
の
患
者

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
の
患
者

心
筋
梗
塞
の
患
者

狭
心
症
の
患
者

軸
索
断
裂
の
状
態
に
あ
る
末
梢
神
経
損
傷
（
発
症
後
一
年
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

し
よ
う

外
傷
性
の
肩
関
節
腱
板
損
傷
（
受
傷
後
百
八
十
日
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
お
い
て
在
棟
中
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料

を
算
定
し
た
患
者
で
あ
っ
て
、
当
該
病
棟
を
退
棟
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
の
患
者
（
保
険
医
療

機
関
に
入
院
中
の
患
者
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
に
入
所
す
る
患
者
を
除
く
。
）

ア
ラ
ニ
ン
ア
ミ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

Ｌ
Ｄ
Ｌ
－
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

グ
リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン

七
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
０
８
に
掲
げ
る
内
分
泌
学
的
検
査
の
う
ち
次
の
も
の

甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
Ｔ
Ｓ
Ｈ
）

遊
離
サ
イ
ロ
キ
シ
ン
（
Ｆ
Ｔ
）
４

遊
離
ト
リ
ヨ
ー
ド
サ
イ
ロ
ニ
ン
（
Ｆ
Ｔ
）
３

八
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
０
９
に
掲
げ
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
う
ち
次
の
も
の

癌
胎
児
性
抗
原
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
）

が
ん

α
－
フ
ェ
ト
プ
ロ
テ
イ
ン
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
）

前
立
腺
特
異
抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）

Ｃ
Ａ
1
9
－
９

九
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
１
５
に
掲
げ
る
血
漿
蛋
白
免
疫
学
的
検
査
の
う
ち
次
の
も
の

し
よ
う
た
ん

Ｃ
反
応
性
蛋
白
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）

た
ん

十
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
１
７
に
掲
げ
る
排
泄
物
、
滲
出
物
又
は
分
泌
物
の
細
菌
顕
微
鏡
検
査
の
う

せ
つ

し
ん

ち
次
の
も
の

そ
の
他
の
も
の

別
表
第
九
の
二
の
二

中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
の
注
３
に
規
定
す
る
患
者

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
あ
っ
て
次
の
疾
患
で
あ
る
者

先
天
性
小
腸
閉
鎖
症

鎖
肛こ
う

ヒ
ル
シ
ュ
ス
プ
ル
ン
グ
病

短
腸
症
候
群

別
表
第
九
の
三

医
科
点
数
表
第
二
章
第
七
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
通
則
第
４
号
に
規
定
す
る
患
者

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
を
算
定
す
る
患
者

脳
血
管
疾
患
等
の
患
者
の
う
ち
で
発
症
後
六
十
日
以
内
の
も
の

入
院
中
の
患
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
入
院
す
る
病
棟
等
に
お
い
て
早
期
歩
行
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
自
立
等
を
目
的
と

し
て
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
、
廃

用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
又
は
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
料
(
Ⅰ
)
を
算
定
す
る
も
の

別
表
第
九
の
四

心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

一
急
性
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
発
作
そ
の
他
の
急
性
発
症
し
た
心
大
血
管
疾
患
又
は
そ
の
手
術
後
の
患
者

二
慢
性
心
不
全
、
末
梢
動
脈
閉
塞
性
疾
患
そ
の
他
の
慢
性
の
心
大
血
管
疾
患
に
よ
り
、
一
定
程
度
以
上
の

し
よ
う

呼
吸
循
環
機
能
の
低
下
及
び
日
常
生
活
能
力
の
低
下
を
来
し
て
い
る
患
者

別
表
第
九
の
五

脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

一
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
そ
の
他
の
急
性
発
症
し
た
脳
血
管
疾
患
又
は
そ
の
手
術
後
の
患
者

二
脳
腫
瘍
、
脳
膿
瘍
、
脊
髄
損
傷
、
脊
髄
腫
瘍
そ
の
他
の
急
性
発
症
し
た
中
枢
神
経
疾
患
又
は
そ
の
手
術

の
う

後
の
患
者
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特
発
性
大
腿
骨
頭
壊
死
症

た
い

混
合
性
結
合
組
織
病

プ
リ
オ
ン
病

ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー
症
候
群

黄
色
靭
帯
骨
化
症

じ
ん

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群

成
人
発
症
ス
チ
ル
病

関
節
リ
ウ
マ
チ

亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎

ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病

副
腎
白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

脊
髄
性
筋
萎
縮
症

球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎

別
表
第
十
の
二

障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

脳
性
麻
痺
の
患
者

ひ

胎
生
期
若
し
く
は
乳
幼
児
期
に
生
じ
た
脳
又
は
脊
髄
の
奇
形
及
び
障
害
の
患
者

顎
・
口
腔
の
先
天
異
常
の
患
者

く
う

先
天
性
の
体
幹
四
肢
の
奇
形
又
は
変
形
の
患
者

先
天
性
神
経
代
謝
異
常
症
、
大
脳
白
質
変
性
症
の
患
者

先
天
性
又
は
進
行
性
の
神
経
筋
疾
患
の
患
者

神
経
障
害
に
よ
る
麻
痺
及
び
後
遺
症
の
患
者

ひ

言
語
障
害
、
聴
覚
障
害
又
は
認
知
障
害
を
伴
う
自
閉
症
等
の
発
達
障
害
の
患
者

別
表
第
十
の
二
の
二

が
ん
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の
対
象
患
者

一
食
道
が
ん
、
肺
が
ん
、
縦
隔
腫
瘍
、
胃
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
胆
嚢
が
ん
、
大
腸
が
ん
又
は
膵
臓
が
ん
と

の
う

す
い

診
断
さ
れ
た
患
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
が
ん
の
治
療
の
た
め
に
入
院
し
て
い
る
間
に
閉
鎖
循
環
式
全
身

麻
酔
に
よ
る
手
術
が
行
わ
れ
る
予
定
の
も
の
又
は
行
わ
れ
た
も
の

二
舌
が
ん
、
口
腔
が
ん
、
咽
頭
が
ん
、
喉
頭
が
ん
そ
の
他
頚
部
リ
ン
パ
節
郭
清
を
必
要
と
す
る
が
ん
と
診

く
う

け
い

断
さ
れ
た
患
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
が
ん
の
治
療
の
た
め
に
入
院
し
て
い
る
間
に
放
射
線
治
療
若
し
く

は
閉
鎖
循
環
式
全
身
麻
酔
に
よ
る
手
術
が
行
わ
れ
る
予
定
の
も
の
又
は
行
わ
れ
た
も
の

三
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
で
あ
っ
て
、
乳
が
ん
の
治
療
の
た
め
に
入
院
し
て
い
る
間
に
リ
ン
パ
節
郭

清
を
伴
う
乳
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
が
行
わ
れ
る
予
定
の
も
の
又
は
行
わ
れ
た
も
の

四
骨
軟
部
腫
瘍
又
は
が
ん
の
骨
転
移
と
診
断
さ
れ
た
患
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
が
ん
の
治
療
の
た
め
に

入
院
し
て
い
る
間
に
こ
れ
ら
の
部
位
に
対
す
る
手
術
、
化
学
療
法
若
し
く
は
放
射
線
治
療
が
行
わ
れ
る
予

定
の
も
の
又
は
行
わ
れ
た
も
の

五
原
発
性
脳
腫
瘍
又
は
転
移
性
脳
腫
瘍
と
診
断
さ
れ
た
患
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
が
ん
の
治
療
の
た
め

に
入
院
し
て
い
る
間
に
手
術
若
し
く
は
放
射
線
治
療
が
行
わ
れ
る
予
定
の
も
の
又
は
行
わ
れ
た
も
の

六
血
液
腫
瘍
と
診
断
さ
れ
た
患
者
で
あ
っ
て
、
血
液
腫
瘍
の
治
療
の
た
め
に
入
院
し
て
い
る
間
に
化
学
療

難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
規
定
す
る
患
者
（
先
天
性
又
は
進
行
性
の
神
経
・
筋
疾
患
の
者

を
除
く
。
）

障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
規
定
す
る
患
者
（
加
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る
心
身
の
変
化
に

起
因
す
る
疾
病
の
者
に
限
る
。
）

そ
の
他
別
表
第
九
の
四
か
ら
別
表
第
九
の
七
ま
で
に
規
定
す
る
患
者
又
は
廃
用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
料
に
規
定
す
る
患
者
で
あ
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
医
学
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の

二
先
天
性
又
は
進
行
性
の
神
経
・
筋
疾
患
の
患
者

障
害
児
（
者
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
規
定
す
る
患
者
（
加
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る
心
身
の
変
化
に

起
因
す
る
疾
病
の
者
を
除
く
。
）

別
表
第
九
の
九

心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
廃

用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
及
び
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合

一
別
表
第
九
の
八
第
一
号
に
規
定
す
る
患
者
に
つ
い
て
は
、
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
状
態
の
改
善

が
期
待
で
き
る
と
医
学
的
に
判
断
さ
れ
る
場
合

二
別
表
第
九
の
八
第
二
号
に
規
定
す
る
患
者
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
疾
患
、
状
態
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

治
療
上
有
効
で
あ
る
と
医
学
的
に
判
断
さ
れ
る
場
合

別
表
第
十

難
病
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に
規
定
す
る
疾
患

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

多
発
性
硬
化
症

重
症
筋
無
力
症

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

ス
モ
ン

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

強
皮
症
、
皮
膚
筋
炎
及
び
多
発
性
筋
炎

結
節
性
動
脈
周
囲
炎

ビ
ュ
ル
ガ
ー
病

脊
髄
小
脳
変
性
症

悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
及
び
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

ひ

病
）

ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

後
縦
靭
帯
骨
化
症

じ
ん

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病

モ
ヤ
モ
ヤ
病
（
ウ
ィ
リ
ス
動
脈
輪
閉
塞
症
）

ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽
腫
症

多
系
統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒
質
変
性
症
、
オ
リ
ー
ブ
橋
小
脳
萎
縮
症
、
シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
）

広
範
脊
柱
管
狭
窄
症

さ
く
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不
整
脈
の
患
者

先
天
性
心
疾
患
の
患
者

肺
動
脈
性
肺
高
血
圧
症
の
患
者

呼
吸
不
全
の
患
者

呼
吸
器
疾
患
の
患
者

糖
尿
病
の
患
者

腎
不
全
の
患
者

肝
不
全
の
患
者

血
球
減
少
の
患
者

血
液
凝
固
異
常
の
患
者

出
血
傾
向
の
あ
る
患
者

敗
血
症
の
患
者

神
経
障
害
の
患
者

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
三
十
五
以
上
の
患
者

別
表
第
十
一
の
三

強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
の
対
象
患
者

限
局
性
の
固
形
悪
性
腫
瘍
の
患
者

別
表
第
十
一
の
四

粒
子
線
治
療
の
注
１
に
規
定
す
る
対
象
患
者

小
児
腫
瘍
（
限
局
性
の
固
形
悪
性
腫
瘍
に
限
る
。
）
の
患
者

手
術
に
よ
る
根
治
的
な
治
療
が
困
難
な
骨
軟
部
腫
瘍
の
患
者

頭
頸
部
悪
性
腫
瘍
（
口
腔
・
咽
喉
頭
の
扁
平
上
皮
癌
を
除
く
。
）
の
患
者

け
い

く
う

へ
ん

が
ん

限
局
性
及
び
局
所
進
行
性
前
立
腺
癌
（
転
移
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
患
者

が
ん

別
表
第
十
二

介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
算
定
で
き
な
い
検
査
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
処
置
、

手
術
及
び
麻
酔

一
算
定
で
き
な
い
検
査

(
1
)
検
体
検
査
（
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
０
７
の
3
6
に
掲
げ
る
血
液
ガ
ス
分
析
及
び
当
該
検
査
に
係

る
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
０
２
６
の
４
に
掲
げ
る
生
化
学
的
検
査
(
Ⅰ
)
判
断
料
並
び
に
医
科
点
数
表

区
分
番
号
Ｄ
４
１
９
の
３
に
掲
げ
る
動
脈
血
採
取
で
あ
っ
て
、
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
が
療
養
病
床

か
ら
転
換
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
に
赴
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

(
2
)
呼
吸
循
環
機
能
検
査
等
の
う
ち
医
科
点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
２
０
８
に
掲
げ
る
心
電
図
検
査
及
び
医
科

点
数
表
区
分
番
号
Ｄ
２
０
９
に
掲
げ
る
負
荷
心
電
図
検
査
（
心
電
図
検
査
の
注
に
規
定
す
る
加
算
で
あ

っ
て
、
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
が
療
養
病
床
か
ら
転
換
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
に
赴
い
て
行
う
診

療
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

(
3
)
負
荷
試
験
等
の
う
ち
肝
及
び
腎
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
テ
ス
ト
、
内
分
泌
負
荷
試
験
及
び
糖
負
荷
試
験

(
4
)
(
1
)
か
ら
(
3
)
ま
で
に
掲
げ
る
検
査
に
最
も
近
似
す
る
も
の
と
し
て
医
科
点
数
表
に
よ
り
点
数
の
算
定

さ
れ
る
特
殊
な
検
査

二
算
定
で
き
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

(
1
)
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

(
2
)
廃
用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

法
若
し
く
は
造
血
幹
細
胞
移
植
が
行
わ
れ
る
予
定
の
も
の
又
は
行
わ
れ
た
も
の

七
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
で
あ
っ
て
、
が
ん
の
治
療
の
た
め
に
入
院
し
て
い
る
間
に
化
学
療
法
（
骨
髄

抑
制
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
行
わ
れ
る
予
定
の
も
の
又
は
行
わ
れ
た
も
の

八
緩
和
ケ
ア
を
目
的
と
し
た
治
療
を
行
っ
て
い
る
進
行
が
ん
又
は
末
期
が
ん
の
患
者
で
あ
っ
て
、
症
状
の

増
悪
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
間
に
在
宅
復
帰
を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
も
の

別
表
第
十
の
二
の
三

集
団
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
療
法
料
の
対
象
患
者

別
表
第
九
の
五
若
し
く
は
別
表
第
十
の
二
に
掲
げ
る
患
者
又
は
廃
用
症
候
群
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
に

規
定
す
る
患
者
で
あ
っ
て
、
言
語
・
聴
覚
機
能
の
障
害
を
有
す
る
も
の

別
表
第
十
の
二
の
四

通
院
・
在
宅
精
神
療
法
の
注
６
及
び
精
神
科
継
続
外
来
支
援
・
指
導
料
の
注
５
に
規
定

す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件

次
に
掲
げ
る
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
こ
と
。

一
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
三
種
類
以
上
の
抗
う
つ
薬
及
び
三
種
類
以
上
の
抗
精
神
病
薬
の
投
与
の

頻
度
が
低
い
こ
と
。

二
当
該
患
者
に
対
し
、
適
切
な
説
明
及
び
医
学
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
当
該
処
方
が
臨
時
の
投
薬
等
の
も
の
又
は
患
者
の
病
状
等
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
十
の
三

人
工
腎
臓
に
規
定
す
る
薬
剤

エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン

ダ
ル
ベ
ポ
エ
チ
ン

エ
ポ
エ
チ
ン
ベ
ー
タ
ペ
ゴ
ル

Ｈ
Ｉ
Ｆ
－
Ｐ
Ｈ
阻
害
剤
（
院
内
処
方
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
十
一

一
歯
科
点
数
表
第
二
章
第
八
部
処
置
に
規
定
す
る
特
定
薬
剤

オ
ル
テ
ク
サ
ー
口
腔
用

く
う

歯
科
用
（
口
腔
用
）
ア
フ
タ
ゾ
ロ
ン

く
う

テ
ラ
・
コ
ー
ト
リ
ル
軟
膏こ
う

デ
キ
サ
メ
タ
ゾ
ン
口
腔
用

く
う

二
歯
科
点
数
表
第
二
章
第
九
部
手
術
に
規
定
す
る
特
定
薬
剤

オ
ル
テ
ク
サ
ー
口
腔
用

く
う

ア
ク
リ
ノ
ー
ル

歯
科
用
（
口
腔
用
）
ア
フ
タ
ゾ
ロ
ン

く
う

テ
ラ
・
コ
ー
ト
リ
ル
軟
膏こ
う

デ
キ
サ
メ
タ
ゾ
ン
口
腔
用

く
う

生
理
食
塩
水

別
表
第
十
一
の
二

マ
ス
ク
又
は
気
管
内
挿
管
に
よ
る
閉
鎖
循
環
式
全
身
麻
酔
に
規
定
す
る
麻
酔
が
困
難
な
患

者

心
不
全
の
患
者

冠
動
脈
疾
患
の
患
者

弁
膜
症
の
患
者
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イ
鼻
腔
栄
養

く
う

ロ
滋
養
浣
腸

か
ん

(
6
)
(
1
)
か
ら
(
5
)
ま
で
に
掲
げ
る
処
置
に
最
も
近
似
す
る
も
の
と
し
て
医
科
点
数
表
に
よ
り
点
数
の
算
定

さ
れ
る
特
殊
な
処
置

四
算
定
で
き
な
い
手
術

(
1
)
創
傷
処
理
（
長
径
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
筋
肉
、
臓
器
に
達
す
る
も
の
及
び
保
険
医
療
機
関
の

保
険
医
が
療
養
病
床
か
ら
転
換
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
に
赴
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

(
2
)
皮
膚
切
開
術
（
長
径
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）

(
3
)
デ
ブ
リ
ー
ド
マ
ン
（
百
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）

(
4
)
爪
甲
除
去
術

そ
う

(
5
)
ひ
ょ
う
疽
手
術

そ

(
6
)
外
耳
道
異
物
除
去
術
（
複
雑
な
も
の
を
除
く
。
）

(
7
)
咽
頭
異
物
摘
出
術
（
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
が
療
養
病
床
か
ら
転
換
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
に

赴
い
て
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
複
雑
な
も
の
を
除
く
。
）

(
8
)
顎
関
節
脱
臼
非
観
血
的
整
復
術
（
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
が
療
養
病
床
か
ら
転
換
し
た
介
護
老
人

保
健
施
設
に
赴
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

(
9
)
血
管
露
出
術

(
1
0
)
(
1
)
か
ら
(
9
)
ま
で
に
掲
げ
る
手
術
に
最
も
近
似
す
る
も
の
と
し
て
医
科
点
数
表
に
よ
り
点
数
の
算

定
さ
れ
る
特
殊
な
手
術

五
算
定
で
き
な
い
麻
酔

(
1
)
静
脈
麻
酔

(
2
)
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
麻
酔
剤
の
持
続
的
注
入

(
3
)
(
1
)
及
び
(
2
)
に
掲
げ
る
麻
酔
に
最
も
近
似
す
る
も
の
と
し
て
医
科
点
数
表
に
よ
り
点
数
の
算
定
さ
れ

る
特
殊
な
麻
酔

別
表
第
十
三

広
範
囲
顎
骨
支
持
型
補
綴
及
び
広
範
囲
顎
骨
支
持
型
補
綴
物
修
理
に
規
定
す
る
特
定
保
険
医
療

て
つ

て
つ

材
料

ス
ク
リ
ュ
ー

ア
バ
ッ
ト
メ
ン
ト

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

シ
リ
ン
ダ
ー

(
3
)
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

(
4
)
摂
食
機
能
療
法

(
5
)
視
能
訓
練

(
6
)
(
1
)
か
ら
(
5
)
ま
で
に
掲
げ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
最
も
近
似
す
る
も
の
と
し
て
医
科
点
数
表
に

よ
り
点
数
の
算
定
さ
れ
る
特
殊
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

三
算
定
で
き
な
い
処
置

(
1
)
一
般
処
置
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
創
傷
処
置
（
六
千
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
（
褥
瘡
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
除

じ
よ
く
そ
う

く
。
）

ロ
手
術
後
の
創
傷
処
置

ハ
ド
レ
ー
ン
法
（
ド
レ
ナ
ー
ジ
）

ニ
腰
椎
穿
刺

せ
ん

ホ
胸
腔
穿
刺
（
洗
浄
、
注
入
及
び
排
液
を
含
む
。
）
（
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
が
療
養
病
床
か
ら

く
う
せ
ん

転
換
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
に
赴
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

ヘ
腹
腔
穿
刺
（
洗
浄
、
注
入
及
び
排
液
を
含
む
。
）
（
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
が
療
養
病
床
か
ら

く
う
せ
ん

転
換
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
に
赴
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

ト
喀
痰
吸
引

か
く
た
ん

チ
高
位
浣
腸
、
高
圧
浣
腸
、
洗
腸

か
ん

か
ん

リ
摘
便

ヌ
酸
素
吸
入

ル
酸
素
テ
ン
ト

ヲ
間
歇
的
陽
圧
吸
入
法

け
つ

ワ
肛
門
拡
張
法
（
徒
手
又
は
ブ
ジ
ー
に
よ
る
も
の
）

こ
う

カ
非
還
納
性
ヘ
ル
ニ
ア
徒
手
整
復
法
（
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
が
療
養
病
床
か
ら
転
換
し
た
介
護

老
人
保
健
施
設
に
赴
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

ヨ
痔
核
嵌
頓
整
復
法
（
脱
肛
を
含
む
。
）

じ
か
ん

こ
う

(
2
)
救
急
処
置
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
救
命
の
た
め
の
気
管
内
挿
管

ロ
人
工
呼
吸

ハ
非
開
胸
的
心
マ
ッ
サ
ー
ジ

ニ
気
管
内
洗
浄

ホ
胃
洗
浄

(
3
)
泌
尿
器
科
処
置
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
膀
胱
洗
浄
（
薬
液
注
入
を
含
む
。
）

ぼ
う
こ
う

ロ
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
設
置

ハ
嵌
頓
包
茎
整
復
法
（
陰
茎
絞
扼
等
）

か
ん

や
く

(
4
)
整
形
外
科
的
処
置
（
鋼
線
等
に
よ
る
直
達
牽
引
を
除
く
。
）

け
ん

(
5
)
栄
養
処
置
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
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特
掲

診
療

料
の

施
設

基
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等
及

び
本

通
知

に
お

い
て

規
定

す
る

診
療

科
に

つ
い

て
は

、
医

療
法

施
行

令
（

昭
和

2
3
年

政
令

第
3
2
6
号

）
及

び
医

療
法

施
行

規
則

（
昭

和
2
3
年

厚
生

省
令

第
5
0
号

）
の

規
定

に
基

づ
き

、
当

該

診
療

科
名

に
他

の
事

項
を

組
み

合
わ

せ
て

標
榜

す
る

場
合

も
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

４
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
に

お
け

る
常

勤
配

置
と

は
、

従
事

者
が

労
働

基
準

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
4
9

号
）

第
6
5
条

に
規

定
す

る
休

業
、

育
児

休
業

、
介

護
休

業
等

育
児

又
は

家
族

介
護

を
行

う
労

働
者

の
福

祉
に

関

す
る

法
律

（
平

成
３

年
法

律
第

7
6
号

。
以

下
「

育
児

・
介

護
休

業
法

」
と

い
う

。
）

第
２

条
第

１
号

に
規

定
す

る
育

児
休

業
、

同
条

第
２

号
に

規
定

す
る

介
護

休
業

、
同

法
第

2
3
条

第
２

項
の

育
児

休
業

に
関

す
る

制
度

に
準

ず
る

措
置

又
は

同
法

第
2
4
条

第
１

項
（

第
２

号
に

係
る

部
分

に
限

る
。

）
の

規
定

に
よ

り
同

項
第

２
号

に
規

定

す
る

育
児

休
業

に
関

す
る

制
度

に
準

じ
て

講
ず

る
措

置
に

よ
る

休
業

を
取

得
中

の
期

間
に

お
い

て
、

当
該

施
設

基

準
等

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
資

質
を

有
す

る
複

数
の

非
常

勤
従

事
者

の
常

勤
換

算
後

の
人

員
数

を
原

則
と

し
て

含

め
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

ま
た

、
正

職
員

と
し

て
勤

務
す

る
者

に
つ

い
て

、
育

児
・

介
護

休
業

法
第

2
3
条

第
１

項
、

同
条

第
３

項
又

は

同
法

第
2
4
条

の
規

定
に

よ
る

措
置

が
講

じ
ら

れ
、

当
該

労
働

者
の

所
定

労
働

時
間

が
短

縮
さ

れ
た

場
合

に
あ

っ

て
は

、
週

3
0
時

間
以

上
の

勤
務

で
常

勤
扱

い
と

す
る

こ
と

。
 

 第
２

 
届

出
に

関
す

る
手

続
き

 

１
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
に

係
る

届
出

に
際

し
て

は
、

特
に

規
定

の
あ

る
場

合
を

除
き

、
当

該
保

険
医

療

機
関

単
位

又
は

当
該

保
険

薬
局

単
位

で
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
の

各
号

に
掲

げ
る

施
設

基
準

に
係

る
届

出
を

行
お

う
と

す
る

保
険

医
療

機
関

又
は

保
険

薬
局

の
開

設
者

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

保
険

薬
局

の
所

在
地

の
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し

て
、

別
添

２
の

当
該

施
設

基
準

に
係

る
届

出
書

（
届

出
書

添
付

書
類

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）

を
１

通
提

出
す

る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
国

立
高

度
専

門
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
等

で
内

部
で

権
限

の
委

任
が

行
わ

れ
て

い
る

と

き
は

、
病

院
の

管
理

者
が

届
出

書
を

提
出

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
当

該
保

険
医

療
機

関
は

、
提

出
し

た

届
出

書
の

写
し

を
適

切
に

保
管

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

書
の

提
出

が
あ

っ
た

場
合

は
、

届
出

書
を

基
に

、
「

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
」

及
び

本
通

知
に

規
定

す
る

基
準

に
適

合
す

る
か

否
か

に
つ

い
て

要
件

の
審

査
を

行
い

、
記

載
事

項
等

を
確

認
し

た
上

で
受

理
又

は
不

受

理
を

決
定

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
補

正
が

必
要

な
場

合
は

適
宜

補
正

を
求

め
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、

こ
の

要
件

審
査

に
要

す
る

期
間

は
原

則
と

し
て

２
週

間
以

内
を

標
準

と
し

、
遅

く
と

も
概

ね
１

か
月

以
内

（
提

出

者
の

補
正

に
要

す
る

期
間

は
除

く
。

）
と

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

４
 

届
出

に
当

た
っ

て
は

、
当

該
届

出
に

係
る

基
準

に
つ

い
て

、
特

に
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

実
績

期
間

を

要
し

な
い

。
 

 
た

だ
し

、
以

下
に

定
め

る
施

設
基

準
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
以

下
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

(
１
)
 

開
放

型
病

院
の

施
設

基
準

 

届
出

前
3
0
日

間
の

実
績

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

中
枢

神
経

磁
気

刺
激

に
よ

る
誘

発
筋

電
図

、
光

ト
ポ

グ
ラ

フ
ィ

ー
、

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影
、

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
、

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

磁
気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合

撮
影

、
乳

房
用

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
、

磁
気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層

撮
影

に
係

る
施

設
共

同
利

用
率

、
輸

血
管

理
料

に
係

る
新

鮮
凍

結
血

漿
・

赤
血

球
濃

厚
液

割
合

等
及

び
保

険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
よ

る
病

理
診

断
に

係
る

病
理

標
本

割
合

 

ア
 

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
１

年
間

の
実

績
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
該

要
件

及
び

 
-
 
1 

- 

保
医

発
 

 
第

 
号
 

令
和

 
年

 
月

 
日
 

 地
方

厚
生

（
支

）
局

医
療

課
長
 

都
道

府
県

民
生

主
管

部
（

局
）

 

 
国

民
健

康
保

険
主

管
課

（
部

）
長

 
 
 

 
 

 
殿

 

都
道

府
県

後
期

高
齢

者
医

療
主

管
部

（
局

）
 

 
後

期
高

齢
者

医
療

主
管

課
（

部
）

長
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
厚

生
労

働
省

保
険

局
医

療
課

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

公
 

印
 

省
 

略
）

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

厚
生

労
働

省
保

険
局

歯
科

医
療

管
理

官
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

公
 

印
 

省
 

略
）

 

   

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
及

び
そ

の
届

出
に

関
す

る
手

続
き

の
取

扱
い

に
つ

い
て

 

   
標

記
に

つ
い

て
は

、
本

日
、

「
診

療
報

酬
の

算
定

方
法

の
一

部
を

改
正

す
る

件
」

（
令

和
２

年
厚

生
労

働
省

告
示

第

●
号

）
の

公
布

に
伴

い
、

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

の
一

部
を

改
正

す
る

件
」

（
令

和
２

年
厚

生
労

働
省

告
示

第

●
号

）
が

公
布

さ
れ

、
令

和
２

年
４

月
１

日
よ

り
適

用
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

保
険

医
療

機
関

及

び
保

険
薬

局
か

ら
の

届
出

を
受

理
す

る
際

に
は

、
下

記
の

事
項

に
留

意
の

上
、

貴
管

下
の

保
険

医
療

機
関

及
び

保
険

薬

局
並

び
に

審
査

支
払

機
関

に
周

知
徹

底
を

図
り

、
そ

の
取

扱
い

に
遺

漏
の

な
い

よ
う

特
段

の
御

配
慮

を
願

い
た

い
。

 

 
な

お
、

従
前

の
「

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
に

関
す

る
手

続
き

の
取

扱
い

に
つ

い
て

」
（

平
成

3
0
年

３
月

５
日

保
医

発
0
3
0
5
第

３
号

）
は

、
令

和
２

年
３

月
3
1
日

限
り

廃
止

す
る

。
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記

 

  第
１

 
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

 

１
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
は

、
「

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
の

一
部

を
改

正
す

る
件

」
に

よ
る

改
正

後
の

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
（

平
成

2
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

6
3
号

）
に

定
め

る
も

の
の

他
、

別
添

１
の

と
お

り
と

す
る

。
 

２
 

別
添

１
に

定
め

る
施

設
基

準
を

歯
科

診
療

に
つ

い
て

適
用

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

必
要

に
応

じ
、

当
該

基
準

中
「

医
師

」
と

あ
る

の
は

、
「

歯
科

医
師

」
と

読
み

替
え

て
適

用
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（ ）（ ） 845844

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
4 

- 

 
①

２
月

１
日

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
②

1
2
月

末
日

 
 

 
 

 
 
③

４
月

１
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

1
2
月

末
日

 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

 

(
３

)
 

在
宅

腫
瘍

治
療

電
場

療
法

指
導

管
理

料
、

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
１

、
光

ト
ポ

グ
ラ

フ
ィ

ー
、

終
夜

睡
眠

ポ
リ

グ
ラ

フ
ィ

ー
（

１
及

び
２

以
外

の
場

合
）

（
安

全
精

度
管

理
下

で
行

う
も

の
）

、
筋

電
図

検
査

（
単

線
維

筋
電

図
（

一
連

に
つ

き
）

）
、

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
（

自
家

培
養

軟
骨

移
植

術
）

、
後

縦
靱

帯
骨

化
症

手
術

（
前

方
進

入
に

よ
る

も
の

）
、

脳
腫

瘍
覚

醒
下

マ
ッ

ピ
ン

グ
加

算
、

網
膜

付
着

組
織

を
含

む
硝

子
体

切
除

術
（

眼
内

内
視

鏡
を

用
い

る
も

の
）

、
人

工
中

耳
植

込
術

、
人

工
内

耳
植

込
術

、
植

込
型

骨
導

補
聴

器
移

植
術

、
植

込
型

骨
導

補
聴

器
交

換
術

、
鏡

視
下

咽
頭

悪
性

腫
瘍

手
術

（
軟

口
蓋

悪
性

腫
瘍

手
術

を
含

む
。

）
、

鏡
視

下
喉

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
、

胸
腔

鏡
下

拡
大

胸
腺

摘
出

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
、

胸
腔

鏡
下

縦
隔

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

、
胸

腔
鏡

下
良

性
縦

隔
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場

合
）

、
胸

腔
鏡

下
肺

悪
性

腫
瘍

手
術

（
区

域
切

除
又

は
肺

葉
切

除
又

は
１

肺
葉

を
超

え
る

も
の

で
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

、
生

体
部

分
肺

移
植

術
、

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

、
縦

隔
鏡

下
食

道
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
、

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
（

特
殊

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

も
の

）
、

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

、
胸

腔
鏡

下
弁

形
成

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
、

胸
腔

鏡
下

弁
置

換
術

、
経

カ
テ

ー
テ

ル
大

動
脈

弁
置

換
術

、
経

皮
的

僧
帽

弁
ク

リ
ッ

プ
術

、
胸

腔
鏡

下
動

脈
管

開
存

閉
鎖

術
、

不
整

脈
手

術

（
左

心
耳

閉
鎖

術
）

（
経

カ
テ

ー
テ

ル
的

手
術

に
よ

る
も

の
）

、
磁

気
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

加
算

、
経

皮
的

中
隔

心
筋

焼
灼

術
、

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

（
リ

ー
ド

レ
ス

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
の

場
合

）
、

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

及
び

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

、
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

（
経

静
脈

電
極

の
場

合
）

及
び

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
（

経
静

脈
電

極
の

場
合

）
、

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

（
心

筋
リ

ー
ド

を
用

い
る

も
の

）
及

び
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

心
筋

リ
ー

ド
を

用
い

る
も

の
）

、
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
（

経
静

脈
リ

ー
ド

を
用

い
る

も
の

又
は

皮
下

植
込

型
リ

ー
ド

を
用

い
る

も
の

）
及

び
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

そ
の

他
の

も

の
）

、
経

静
脈

電
極

抜
去

術
、

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

及
び

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

、
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

（
経

静
脈

電
極

の
場

合
）

及
び

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

経
静

脈
電

極
の

場
合

）
、

経
皮

的
循

環
補

助
法

（
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
も

の
）

、
補

助
人

工
心

臓
、

小
児

補
助

人
工

心
臓

、
植

込
型

補
助

人
工

心
臓

（
非

拍
動

流
型

）
、

内
視

鏡
下

下
肢

静
脈

瘤
不

全
穿

通
枝

切
離

術
、

腹
腔

鏡
下

十
二

指
腸

局
所

切
除

術
（

内
視

鏡
処

置
を

併
施

す
る

も
の

）
、

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

、
腹

腔
鏡

下
噴

門
側

胃
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

、
腹

腔
鏡

下
胃

全
摘

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
、

腹
腔

鏡
下

胃
縮

小
術

（
ス

リ
ー

ブ
状

切
除

に
よ

る
も

の
）

、
腹

腔
鏡

下
胆

道
閉

鎖
症

手
術

、
腹

腔
鏡

下
肝

切
除

術
、

生
体

部
分

肝
移

植
術

、
腹

腔
鏡

下
膵

腫
瘍

摘
出

術
、

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
、

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

、
腹

腔
鏡

下
膵

頭
部

腫
瘍

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場

合
）

、
同

種
死

体
膵

島
移

植
術

、
生

体
部

分
小

腸
移

植
術

、
早

期
悪

性
腫

瘍
大

腸
粘

膜
下

層
剥

離
術

、
腹

腔
鏡

下
直

腸
切

除
・

切
断

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
、

腹
腔

鏡
下

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
、

腹
腔

鏡
下

腎
盂

形
成

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

、
生

体
腎

移
植

術
、

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

、
腹

腔
鏡

下
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手
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他
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
の

３
月

末
日

ま
で

所
定

点
数

を
算

定
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

イ
 

ア
に

か
か

わ
ら

ず
、

新
規

届
出

の
場

合
は

、
届

出
前

６
月

の
実

績
を

有
し

て
い

れ
ば

足
り

る
も

の
と

し
、

届
出

の
あ

っ
た

月
の

末
日

ま
で

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

は
、

翌
月

の
１

日
か

ら
翌

年
の

３
月

末
日

ま
で

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

月
の

最
初

の
開

庁
日

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

に
は

当
該

月
の

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
施

設
基

準
に

適
合

し
な

く
な

っ
た

た
め

所
定

点
数

を
算

定
で

き
な

く
な

っ
た

後
に

、
再

度
届

出
を

行
う

場
合

は
、

新
規

届
出

に
該

当
し

な
い

も
の

で
あ

る
。

 

ウ
 

既
に

施
設

基
準

の
要

件
を

満
た

し
所

定
点

数
を

算
定

し
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

、
当

該
基

準
に

係
る

機

器
を

増
設

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

実
績

期
間

を
要

し
な

い
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

届
出

の
あ

っ
た

月
の

末
日

ま
で

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

は
、

翌
月

の
１

日
か

ら
翌

年
の

３
月

末
日

ま
で

は
、

当
該

機
器

に
つ

い
て

も
所

定
点

数
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

ま

た
、

月
の

最
初

の
開

庁
日

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

に
は

当
該

月
の

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
末

日
ま

で
当

該
機

器
に

つ
い

て
も

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

エ
 

イ
又

は
ウ

に
該

当
す

る
場

合
は

、
所

定
点

数
を

算
定

し
始

め
た

月
の

初
日

か
ら

同
年

1
2
月

の
末

日
ま

で
の

実
績

を
も

っ
て

施
設

基
準

の
適

合
性

を
判

断
し

、
当

該
要

件
及

び
他

の
要

件
を

満
た

し
て

い
る

場
合

は
、

翌
年

の
４

月
１

日
か

ら
翌

々
年

の
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

新
規

届
出

の
場

合
 

 

例
１

：
８

月
１

日
か

ら
算

定
を

開
始

し
た

場
合

 

 
 

 
・

翌
年

３
月

末
（

③
の

前
日

）
ま

で
は

算
定

可
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

①
～

②
ま

で
の

実
績

に
よ

り
施

設
共

同
利

用
率

に
係

る
基

準
の

適
合

性
を

判
断

 

 
 

 
 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合
は

、
③

～
⑤

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

 
 

 
 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

は
、

③
～

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

不
可

 

 
 

 
・

⑤
の

翌
日

以
後

の
期

間
の

算
定

の
可

否
は

、
②

の
翌

日
か

ら
④

ま
で

の
期

間
に

お
け

る
実

績
で

判
断

す
る

。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
①

８
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
1
2
月

末
日
 
 
 

 
 
③

４
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④
1
2
月

末
日
 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

  
 

 
例

２
：

２
月

１
日

か
ら

算
定

を
開

始
し

た
場

合
 

 
 

 
・

翌
年

の
３

月
末

（
③

の
前

日
）

ま
で

は
算

定
可

 

 
 

 
・

①
～

②
ま

で
の

実
績

に
よ

り
施

設
共

同
利

用
率

に
係

る
基

準
の

適
合

性
を

判
断

 

 
 

 
 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合
は

、
③

～
⑤

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

 
 

 
 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

は
、

③
～

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

不
可

 

 
 

 
・

⑤
の

翌
日

以
後

の
期

間
の

算
定

の
可

否
は

、
②

の
翌

日
か

ら
④

ま
で

の
期

間
に

お
け

る
実

績
で

判
断

す
る

。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ ）（ ） 845844

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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①

８
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
1
2
月

末
日
 
 
 

 
 
③

４
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④
1
2
月

末
日
 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

  
 

 
例

２
：

２
月

１
日

か
ら

算
定

を
開

始
し

た
場

合
 

 
 

 
・

翌
年

３
月

末
（

③
の

前
日

）
ま

で
は

算
定

可
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

①
～

②
ま

で
の

実
績

に
よ

り
実

施
件

数
に

係
る

基
準

の
適

合
性

を
判

断
（

実
施

件
数

が
、

各
施

設
基

準
に

規

定
す

る
年

間
実

施
件

数
を

1
2
で

除
し

て
得

た
数

に
所

定
点

数
を

算
定

し
た

月
数

を
乗

じ
て

得
た

数
以

上
で

あ
れ

ば
、

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

判
断

す
る

。
）

 

 
 

 
 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合
は

、
③

～
⑤

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

 
 

 
 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

は
、

③
～

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

不
可

 

 
 

 
・

⑤
の

翌
日

以
後

の
期

間
の

算
定

の
可

否
は

、
②

の
翌

日
か

ら
④

ま
で

の
期

間
に

お
け

る
実

績
で

判
断

す
る

。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
①

２
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
1
2
月

末
日
 
 
 
 

 
 
③

４
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④
1
2
月

末
日
 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

 

(
４
)
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
１

か
ら

３
ま

で
に

係
る

検
査

割
合

及
び

院
内

交
付

割
合

 

ア
 

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
１

年
間

の
実

績
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
該

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

イ
 

ア
に

か
か

わ
ら

ず
、

新
規

に
届

出
を

す
る

場
合

は
、

届
出

前
６

月
の

実
績

（
当

該
保

険
医

療
機

関
の

新

規
開

設
又

は
眼

科
学

的
検

査
を

実
施

す
る

診
療

科
を

新
規

開
設

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
当

該
新

規
開

設
後

６
月

以
内

に
届

け
出

る
場

合
は

、
届

出
前

３
月

の
実

績
）

を
も

っ
て

施
設

基
準

の
適

合
性

を
判

断
し

、
届

出
の

あ
っ

た
月

の
末

日
ま

で
に

要
件

審
査

を
終

え
、

届
出

を
受

理
し

た
場

合
は

、
翌

月
の

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
月

の
最

初
の

開
庁

日
に

要
件

審
査

を
終

え
、

届
出

を
受

理
し

た
場

合
に

は
当

該
月

の
１

日
か

ら
翌

年
の

３
月

末
日

ま
で

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
な

お
、

施
設

基
準

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
た

め
所

定
点

数
を

算
定

で
き

な
く

な
っ

た
後

に
、

再
度

届
出

を
行

う
場

合
は

、
新

規
に

届
出

を
す

る
場

合
に

は
該

当
し

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

イ
に

該
当

す
る

場
合

は
、

所
定

点
数

を
算

定
し

始
め

た
月

の
初

日
か

ら
同

年
1
2
月

末
日

ま
で

の
実

績

を
も

っ
て

施
設

基
準

の
適

合
性

を
判

断
（

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
を

算
定

し
た

患
者

数
に

つ
い

て

は
、

施
設

基
準

に
規

定
す

る
年

間
患

者
数

を
1
2
で

除
し

て
得

た
数

に
所

定
点

数
を

算
定

し
た

月
数

を
乗

じ
て

得
た

数
を

も
っ

て
判

断
す

る
。

な
お

、
エ

に
該

当
す

る
場

合
に

お
い

て
も

同
様

の
取

扱
い

と
す

る
。

）
し

、
当

該
要

件
を

満
た

し
て

い
る

場
合

は
、

翌
年

の
４

月
１

日
か

ら
翌

々
年

３
月

末
日

ま
で

所
定

点
数

を
算

定
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

エ
 

ア
に

か
か

わ
ら

ず
、

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

に
係

る
検

査
（

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

装
用

の
た

め
の

眼
科

学

的
検

査
及

び
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
の

既
装

用
者

に
対

す
る

眼
科

学
的

検
査

）
を

実
施

し
た

患
者

の
診

療
報

酬
明

細
書

の
件

数
が

、
届

出
時

の
実

績
が

１
月

当
た

り
平

均
5
0
0
件

を
超

え
る

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

 
-
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- 

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
、

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
、

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も

の
）

、
腹

腔
鏡

下
仙

骨
腟

固
定

術
、

腹
腔

鏡
下

仙
骨

腟
固

定
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

た
場

合
）

、
腹

腔
鏡

下
膣

式
子

宮
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

、
腹

腔
鏡

下
子

宮
悪

性
腫

瘍
手

術
（

子
宮

体
が

ん
に

限
る

。
）

、
腹

腔
鏡

下
子

宮
悪

性
腫

瘍
手

術
（

子
宮

頸
が

ん
に

限

る
。

）
、

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
対

し
て

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
、

１
回

線
量

増
加

加
算

並
び

に
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

に
係

る
年

間
実

施
件

数
 

ア
 

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
１

年
間

の
実

績
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
該

要
件

及
び

 
 

他
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

 
 

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
 

イ
 

ア
に

か
か

わ
ら

ず
、

新
規

届
出

の
場

合
は

、
届

出
前

６
月

以
内

の
実

施
件

数
が

、
要

件
と

さ
れ

る
年

間

実
施

件
数

の
半

数
以

上
で

あ
れ

ば
足

り
る

も
の

と
し

、
届

出
の

あ
っ

た
月

の
末

日
ま

で
に

要
件

審
査

を
終

え
、

届
出

を
受

理
し

た
場

合
は

、
翌

月
の

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
月

の
最

初
の

開
庁

日
に

要
件

審
査

を
終

え
、

届
出

を
受

理
し

た
場

合
に

は
当

該
月

の
１

日
か

ら
翌

年
の

３
月

末
日

ま
で

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
な

お
、

施
設

基
準

に
適

合
し

な
く

な
っ

た
た

め
所

定
点

数
を

算
定

で
き

な
く

な
っ

た
後

に
、

再
度

届
出

を
行

う
場

合
は

、
新

規
届

出
に

該
当

し
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
建

物
の

工
事

等
に

伴
い

や
む

を
得

ず
当

該
治

療
を

実
施

で
き

な
く

な
り

、
施

設
基

準
に

適
合

し
な

く
な

っ
た

後
、

再
度

届
出

を
行

う
場

合
に

は
、

新
規

届
出

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
 

ウ
 

イ
に

該
当

す
る

場
合

は
、

所
定

点
数

を
算

定
し

始
め

た
月

の
初

日
か

ら
同

年
1
2
月

末
日

ま
で

の
実

施

件
数

を
も

っ
て

施
設

基
準

の
適

合
性

を
判

断
し

（
実

施
件

数
が

、
各

施
設

基
準

に
規

定
す

る
年

間
実

施
件

数
を

1
2
で

除
し

て
得

た
数

に
所

定
点

数
を

算
定

し
た

月
数

を
乗

じ
て

得
た

数
以

上
で

あ
れ

ば
、

施
設

基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
判

断
す

る
。

）
、

当
該

要
件

及
び

他
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

エ
 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

第
１

節
手

術
料

に
掲

げ
る

手
術

の
う

ち
、

通
則

1
8
に

掲
げ

る
内

視
鏡

手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
て

行
っ

た
場

合
に

も
算

定
で

き
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

も
の

に
お

け
る

実
施

件
数

は
、

別
に

規
定

す
る

場
合

を
除

き
、

内
視

鏡
又

は
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
に

よ
る

実
施

件
数

を
合

算
し

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

新
規

届
出

の
場

合
 

 

 
 

 
例

１
：

８
月

１
日

か
ら

算
定

を
開

始
し

た
場

合
 

 
 

 
・

翌
年

３
月

末
（

③
の

前
日

）
ま

で
は

算
定

可
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

①
～

②
ま

で
の

実
績

に
よ

り
実

施
件

数
に

係
る

基
準

の
適

合
性

を
判

断
（

実
施

件
数

が
、

各
施

設
基

準
に

規

定
す

る
年

間
実

施
件

数
を

1
2
で

除
し

て
得

た
数

に
所

定
点

数
を

算
定

し
た

月
数

を
乗

じ
て

得
た

数
以

上
で

あ
れ

ば
、

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

判
断

す
る

。
）

 

 
 

 
 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合
は

、
③

～
⑤

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

 
 

 
 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

は
、

③
～

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

不
可

 

 
 

 
・

⑤
の

翌
日

以
後

の
期

間
の

算
定

の
可

否
は

、
②

の
翌

日
か

ら
④

ま
で

の
期

間
に

お
け

る
実

績
で

判
断

す
る

。
 

 

（ ）（ ） 847846

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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指
導

管
理

料
を

算
定

し
た

患
者

で
、

別
添

１
第

４
の

６
(
９

)
の

ア
の

他
の

要
件

に
該

当
す

る
も

の
の

う

ち
、

イ
に

該
当

す
る

も
の

の
割

合
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
該

要
件

を
満

た
す

場

合
に

は
、

当
該

月
の

翌
月

か
ら

２
か

月
間

に
限

り
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
。

ま
た

、
月

の
最

初
の

開

庁
日

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

に
は

当
該

月
の

１
日

か
ら

起
算

し
て

３
か

月
間

に

限
り

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

イ
 

継
続

し
て

所
定

点
数

を
算

定
し

よ
う

と
す

る
場

合
は

、
そ

の
月

の
４

月
前

ま
で

の
３

か
月

間
に

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
管

理
料

を
算

定
し

た
患

者
で

、
別

添
１

第
４

の
６

(
９

)
の

ア
の

他
の

要
件

に
該

当
す

る
も

の
の

う
ち

、
イ

に
該

当
す

る
も

の
の

割
合

を
も

っ
て

施
設

基
準

の
適

合
性

を
判

断
し

、
当

該
要

件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
当

該
月

の
１

日
か

ら
起

算
し

て
３

か
月

間
に

限
り

所
定

点
数

を
算

定
す

る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
７

)
 

処
置

の
休

日
加

算
１

、
時

間
外

加
算

１
及

び
深

夜
加

算
１

に
係

る
年

間
実

施
日

数
 

ア
 

緊
急

入
院

患
者

及
び

全
身

麻
酔

に
よ

る
手

術
の

患
者

の
実

績
数

 

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
１

年
間

の
実

績
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
該

要
件

及
び

イ
を

含
む

他
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

イ
 

全
て

の
診

療
科

に
お

け
る

予
定

手
術

に
係

る
術

者
及

び
第

一
助

手
に

つ
い

て
、

そ
の

手
術

の
前

日
に

当

直
等

を
行

っ
て

い
る

者
が

あ
る

日
数

 

(
イ

)
 

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
１

年
間

の
実

績
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
該

要
件

及
び

他
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

(
ロ

)
 

（
イ

）
に

か
か

わ
ら

ず
、

新
規

届
出

の
場

合
は

実
績

期
間

を
要

し
な

い
。

な
お

、
届

出
の

あ
っ

た

月
の

末
日

ま
で

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

は
、

翌
月

の
１

日
か

ら
翌

年
の

３
月

末
日

ま
で

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

月
の

最
初

の
開

庁
日

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

に
は

当
該

月
の

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

な
お

、
施

設
基

準
に

適
合

し
な

く
な

っ
た

た
め

所
定

点
数

を
算

定
で

き
な

く
な

っ
た

後
に

、
再

度
届

出
を

行
う

場
合

は
、

新
規

届
出

に
該

当
し

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ハ

)
 

（
ロ

）
に

該
当

す
る

場
合

は
、

所
定

点
数

の
算

定
を

開
始

し
た

月
の

初
日

か
ら

同
年

1
2
月

末
日

ま
で

の
実

績
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
（

実
施

日
数

が
、

施
設

基
準

に
規

定
す

る
年

間
実

施
日

数
を

1
2
で

除
し

て
得

た
数

に
所

定
点

数
を

算
定

し
た

月
数

を
乗

じ
て

得
た

数
以

下
で

あ

れ
ば

、
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
判

断
す

る
。

）
、

当
該

要
件

及
び

他
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

 

例
：

イ
の

（
ハ

）
に

よ
る

届
出

の
場

合
 

８
月

１
日

か
ら

新
規

に
算

定
を

開
始

し
た

場
合

 

・
翌

年
３

月
末

（
③

の
前

日
）

ま
で

は
算

定
可

 

 
 

 
・

①
～

②
ま

で
の

実
績

に
よ

り
実

施
日

数
に

係
る

基
準

の
適

合
性

を
判

断
（

実
施

日
数

が
、

各
施

設
基

準
に

規

定
す

る
年

間
実

施
日

数
を

1
2
で

除
し

て
得

た
数

に
所

定
点

数
を

算
定

し
た

月
数

を
乗

じ
て

得
た

数
以

下
で

あ
れ

ば
、

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

判
断

す
る

。
）
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は
、

１
月

か
ら

６
月

ま
で

の
６

か
月

間
の

実
績

（
イ

に
該

当
し

、
か

つ
、

６
月

ま
で

に
所

定
点

数
の

算
定

を
開

始
し

た
場

合
は

、
ウ

に
か

か
わ

ら
ず

、
所

定
点

数
の

算
定

を
開

始
し

た
月

の
初

日
か

ら
同

年
６

月
末

日
ま

で
の

実
績

）
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
該

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
同

年
の

1
0
月

１
日

か
ら

翌
年

３
月

末
日

ま
で

所
定

点
数

を
算

定
で

き
る

も
の

と
し

、
７

月
か

ら
1
2
月

ま
で

の
６

か
月

間
の

実
績

（
イ

に
該

当
し

、
か

つ
、

1
2
月

ま
で

に
所

定
点

数
の

算
定

を
開

始
し

た
場

合
は

、

ウ
に

か
か

わ
ら

ず
、

所
定

点
数

の
算

定
を

開
始

し
た

月
の

初
日

か
ら

同
年

1
2
月

末
日

ま
で

の
実

績
）

を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
該

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

９
月

末
日

ま
で

所
定

点
数

を
算

定
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

オ
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

に
係

る
検

査
（

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

装
用

の
た

め
の

眼
科

学
的

検
査

及
び

コ
ン

タ

ク
ト

レ
ン

ズ
の

既
装

用
者

に
対

す
る

眼
科

学
的

検
査

）
に

係
る

患
者

数
の

割
合

が
、

暦
月

１
月

間
で

3
3

％
（

又
は

4
4
％

）
を

超
え

た
場

合
又

は
3
0
％

（
又

は
4
0
％

）
以

上
3
3
％

（
又

は
4
4
％

）
未

満
の

場
合

が
暦

月
で

３
か

月
を

超
え

た
場

合
は

、
遅

滞
な

く
変

更
の

届
出

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

新
規

届
出

の
場

合
 

 

例
１

：
８

月
１

日
か

ら
算

定
を

開
始

し
た

場
合

 

・
翌

年
３

月
末

（
③

の
前

日
）

ま
で

は
算

定
可

 

・
①

～
②

ま
で

の
実

績
に

よ
り

適
合

性
を

判
断

 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合
は

、
③

～
⑤

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

は
、

③
～

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

不
可

 

・
⑤

の
翌

日
以

後
の

期
間

の
算

定
の

可
否

は
、

②
の

翌
日

か
ら

④
ま

で
の

期
間

に
お

け
る

実
績

で
判

断
す

る
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
①

８
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
1
2
月

末
日
 
 
 

 
 
③

４
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④
1
2
月

末
日
 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

 

例
２

：
２

月
１

日
か

ら
算

定
を

開
始

し
た

場
合

 

・
翌

年
３

月
末

（
③

の
前

日
）

ま
で

は
算

定
可

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
①

～
②

ま
で

の
実

績
に

よ
り

適
合

性
を

判
断

 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合
は

、
③

～
⑤

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

は
、

③
～

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

不
可

 

・
⑤

の
翌

日
以

後
の

期
間

の
算

定
の

可
否

は
、

②
の

翌
日

か
ら

④
ま

で
の

期
間

に
お

け
る

実
績

で
判

断
す

る
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
①

２
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
1
2
月

末
日
 
 
 
 

 
 
③

４
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④
1
2
月

末
日
 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

 (
５
)
 

後
発

医
薬

品
調

剤
体

制
加

算
及

び
外

来
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

の
施

設
基

準
 

届
出

前
３

月
間

の
実

績
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

高
度

腎
機

能
障

害
患

者
指

導
加

算
に

係
る

施
設

基
準

 

ア
 

新
規

に
届

出
を

す
る

場
合

は
、

届
出

の
あ

っ
た

月
の

４
月

前
ま

で
の

３
か

月
間

に
糖

尿
病

透
析

予
防

（ ）（ ） 847846

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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設
基

準
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

は
、

変
更

の
届

出
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 新
規

届
出

の
場

合
 

 

例
１

：
７

月
1
0
日

か
ら

算
定

を
開

始
し

た
場

合
 

・
①

か
ら

②
ま

で
の

実
績

に
よ

り
適

合
性

を
判

断
 

・
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

場
合

は
、

①
か

ら
④

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

・
④

の
翌

日
以

降
の

期
間

の
施

設
基

準
の

適
合

性
は

、
①

か
ら

③
ま

で
の

期
間

に
お

け
る

実
績

に
よ

り
適

合
性

を
判

断
 

・
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

場
合

は
、

④
の

翌
日

か
ら

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

可
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
８

月
１

日
 
 
②
1
0
月

末
日

 
 

 
 

③
1
2
月

末
日
 
 
 

 
 
④

３
月

末
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

 

例
２

：
１

月
1
0
日

か
ら

算
定

を
開

始
し

た
場

合
 

・
①

か
ら

②
ま

で
の

実
績

に
よ

り
適

合
性

を
判

断
 

・
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

場
合

は
、

①
か

ら
④

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

・
④

の
翌

日
以

降
の

期
間

の
施

設
基

準
の

適
合

性
は

、
①

か
ら

③
ま

で
の

期
間

に
お

け
る

実
績

に
よ

り
適

合
性

を
判

断
 

・
施

設
基

準
に

適
合

し
て

い
る

場
合

は
、

④
の

翌
日

か
ら

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

可
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
２

月
１

日
 
 
②

４
月

末
日

 
 

 
 

③
1
2
月

末
日
 
 
 

 
 
④

３
月

末
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

 

(
1
0
)
 

胃
瘻

造
設

術
（

経
皮

的
内

視
鏡

下
胃

瘻
造

設
術

、
腹

腔
鏡

下
胃

瘻
造

設
術

）
及

び
胃

瘻
造

設
時

嚥
下

機
能

評
価

加
算

に
係

る
年

間
実

施
件

数
 

ア
 

胃
瘻

造
設

術
（

経
皮

的
内

視
鏡

下
胃

瘻
造

設
術

及
び

腹
腔

鏡
下

胃
瘻

造
設

術
を

含
む

。
）

を
実

施
し

た

症
例

数
 

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
１

年
間

の
患

者
数

を
も

っ
て

施
設

基
準

の
適

合
性

を
判

断
し

、
当

該
要

件
及

び
そ

の
他

の
要

件
を

満
た

し
て

い
る

場
合

は
、

翌
年

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

イ
 

経
口

摂
取

回
復

率
 

経
口

摂
取

回
復

率
に

つ
い

て
は

、
（

６
）

経
口

摂
取

回
復

促
進

加
算

１
に

係
る

施
設

基
準

の
イ

の
例

に

よ
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
イ

の
（

イ
）

中
「

別
添

１
の

第
4
5
の

２
の

１
の

（
３

）
の

ア
又

は

イ
」

と
あ

る
の

は
、

「
別

添
１

の
第

7
9
の

３
の

１
の

（
２

）
の

イ
の

①
の

（
ア

）
又

は
（

イ
）

」
と

読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

(
1
1
)
 

調
剤

基
本

料
の

施
設

基
準

 

ア
 

処
方

箋
受

付
回

数
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・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合
は

、
③

～
⑤

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

は
、

③
～

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

不
可

 

・
⑤

の
翌

日
以

後
の

期
間

の
算

定
の

可
否

は
、

②
の

翌
日

か
ら

④
ま

で
の

期
間

に
お

け
る

実
績

で
判

断
す

る
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
①

８
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
1
2
月

末
日
 
 
 

 
 
③

４
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④
1
2
月

末
日
 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

 

例
２

：
２

月
１

日
か

ら
新

規
に

算
定

を
開

始
し

た
場

合
 

・
翌

年
３

月
末

（
③

の
前

日
）

ま
で

は
算

定
可

 

・
①

～
②

ま
で

の
実

績
に

よ
り

適
合

性
を

判
断

 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合
は

、
③

～
⑤

ま
で

の
期

間
算

定
可

 

・
 

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

は
、

③
～

⑤
ま

で
の

期
間

算
定

不
可

 

・
⑤

の
翌

日
以

後
の

期
間

の
算

定
の

可
否

は
、

②
の

翌
日

か
ら

④
ま

で
の

期
間

に
お

け
る

実
績

で
判

断
す

る
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
①

２
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
1
2
月

末
日
 
 
 
 

 
 
③

４
月

１
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④
1
2
月

末
日
 
 
 
 
⑤

３
月

末
日

 

 

(
８
)
 

手
術

の
休

日
加

算
１

、
時

間
外

加
算

１
及

び
深

夜
加

算
１

に
係

る
年

間
実

施
日

数
 

手
術

の
休

日
加

算
１

、
時

間
外

加
算

１
及

び
深

夜
加

算
１

に
つ

い
て

は
、

(
９
)
 

処
置

の
休

日
加

算
１

、

時
間

外
加

算
１

及
び

深
夜

加
算

１
の

例
に

よ
る

。
 

(
９
)
 

人
工

腎
臓

（
慢

性
維

持
透

析
を

行
っ

た
場

合
１

及
び

２
に

限
る

。
）

に
係

る
透

析
用

監
視

装
置

一
台

あ
た

り
の

Ｊ
０

３
８

人
工

腎
臓

を
算

定
し

た
患

者
数

の
割

合
 

ア
 

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
１

年
間

の
実

績
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
該

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
の

３
月

末
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

イ
 

ア
に

か
か

わ
ら

ず
、

新
規

に
届

出
を

す
る

場
合

は
、

届
出

前
1
2
月

の
実

績
（

届
出

前
1
2
月

の
実

績
が

な
い

場
合

は
届

出
前

３
月

の
実

績
）

を
も

っ
て

施
設

基
準

の
適

合
性

を
判

断
し

、
届

出
の

あ
っ

た
月

の
末

日
ま

で
に

要
件

審
査

を
終

え
、

届
出

を
受

理
し

た
場

合
は

、
翌

月
の

１
日

か
ら

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

月
の

最
初

の
開

庁
日

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

に
は

当
該

月
の

１
日

か
ら

所
定

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

ウ
 

イ
に

該
当

す
る

場
合

は
、

所
定

点
数

を
算

定
し

始
め

た
月

の
翌

月
初

日
か

ら
同

年
1
2
月

末
ま

で
の

実

績
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

（
透

析
用

監
視

装
置

一
台

あ
た

り
の

J
０

３
８

人
工

腎
臓

を
算

定
し

た
患

者
数

に
つ

い
て

は
、

施
設

基
準

に
規

定
す

る
透

析
用

監
視

装
置

の
台

数
及

び
J
０

３
８

人
工

腎

臓
を

算
定

し
た

患
者

数
の

各
月

の
合

計
を

月
数

で
除

し
て

得
た

値
を

用
い

て
求

め
る

。
）

し
、

当
該

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

、
翌

年
の

４
月

１
日

か
ら

翌
々

年
の

３
月

末
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

エ
 

ア
に

か
か

わ
ら

ず
、

届
出

前
1
2
月

の
実

績
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

適
合

す
る

施

（ ）（ ） 849848

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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末
日

ま
で

所
定

点
数

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
年

４
月

１
日

か
ら

翌
年

３
月

末
日

ま
で

の
間

に
、

新
た

に

施
設

基
準

に
適

合
し

た
場

合
は

、
届

出
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

届
出

の
あ

っ
た

月
の

末
日

ま
で

に
要

件
審

査

を
終

え
、

届
出

を
受

理
し

た
場

合
は

、
翌

月
の

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

す
る

こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
3
)
 

妥
結

率
の

実
績

 

イ
 

妥
結

率
の

実
績

の
算

定
期

間
は

、
報

告
年

度
の

当
年

４
月

１
日

か
ら

９
月

3
0
日

ま
で

と
し

、
翌

年
４

月
 

１
日

か
ら

翌
々

年
３

月
3
1
日

ま
で

適
用

す
る

。
 

ロ
 

イ
に

か
か

わ
ら

ず
、

妥
結

率
の

報
告

年
度

の
当

年
４

月
２

日
以

降
に

新
規

に
保

険
薬

局
に

指
定

さ
れ

た
 

薬
局

に
お

い
て

は
、

翌
々

年
３

月
3
1
日

ま
で

は
妥

結
率

が
５

割
を

超
え

て
い

る
も

の
と

み
な

す
.
 

ハ
 

開
設

者
の

変
更

（
親

か
ら

子
へ

、
個

人
形

態
か

ら
法

人
形

態
へ

、
有

限
会

社
か

ら
株

式
会

社
へ

等
）

又
 

は
薬

局
の

改
築

等
の

理
由

に
よ

り
医

薬
品

医
療

機
器

等
法

上
の

薬
局

の
開

設
許

可
を

取
得

し
直

し
、

保
険

 

薬
局

の
指

定
に

つ
い

て
薬

局
の

当
該

許
可

の
日

ま
で

の
遡

及
指

定
が

認
め

ら
れ

る
場

合
は

、
ロ

に
か

か
わ

 

ら
ず

、
当

該
遡

及
指

定
前

の
実

績
に

基
づ

い
て

取
り

扱
う

。
 

 

新
規

届
出

の
場

合
 

例
：

3
0
年

５
月

１
日

に
新

規
指

定
さ

れ
た

薬
局

の
場

合
 

・
①

か
ら

④
ま

で
は

妥
結

率
が

５
割

を
超

え
て

い
る

と
見

な
す

 

・
②

か
ら

③
ま

で
の

妥
結

率
の

実
績

を
令

和
２

年
４

月
１

日
（

④
の

翌
日

）
か

ら
⑤

ま
で

適
用

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
3
0
年

５
月

１
日

 
 
 
②

3
1
年

４
月

１
日

 
 
 
 
 
③

９
月

末
日

 
 

④
令

和
２

年
３

月
末

日
 

⑤
令

和
３

年
３

月
末

日
  （

1
4
）

調
剤

基
本

料
の

注
６

に
規

定
す

る
保

険
薬

局
 

届
出

前
３

月
間

の
実

績
に

て
判

定
す

る
こ

と
。

 

 

５
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
に

係
る

届
出

を
行

う
保

険
医

療
機

関
又

は
保

険
薬

局
が

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該
届

出
の

受
理

は
行

わ
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
１

)
 

当
該

届
出

を
行

う
前

６
か

月
間

に
お

い
て

当
該

届
出

に
係

る
事

項
に

関
し

、
不

正
又

は
不

当
な

届
出

（
法

令
の

規
定

に
基

づ
く

も
の

に
限

る
。

）
を

行
っ

た
こ

と
が

あ
る

保
険

医
療

機
関

又
は

保
険

薬
局

で
あ

る
場

合
。

 

(
２

)
 

当
該

届
出

を
行

う
前

６
か

月
間

に
お

い
て

療
担

規
則

及
び

薬
担

規
則

並
び

に
療

担
基

準
に

基
づ

き
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
掲

示
事

項
等

（
平

成
1
8
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

1
0
7
号

）
に

違
反

し
た

こ
と

が
あ

る
保

険
医

療
機

関
又

は
保

険
薬

局
で

あ
る

場
合

。
 

(
３

)
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
当

該
届

出
を

行
う

時
点

に
お

い
て

、
厚

生
労

働
大

臣
の

定
め

る
入

院
患

者
数

の
基

準
及

び
医

師
等

の
員

数
の

基
準

並
び

に
入

院
基

本
料

の
算

定
方

法
（

平
成

1
8
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

1
0
4
号

）
に

規
定

す
る

基
準

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
場

合
。

 

(
４

)
 

当
該

届
出

を
行

う
前

６
か

月
間

に
お

い
て

、
健

康
保

険
法

（
大

正
1
1
年

法
律

第
7
0
号

）
第

7
8
条

第
１

項
（

同
項

を
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

及
び

高
齢

者
の

医
療

の
確

保
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

5
7
年

法
律
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（
イ

）
 

前
年

３
月

１
日

か
ら

当
年

２
月

末
日

ま
で

の
１

年
間

の
処

方
箋

受
付

回
数

の
実

績
を

も
っ

て
施

設

基
準

の
適

合
性

を
判

断
し

、
当

年
４

月
１

日
か

ら
翌

年
３

月
末

日
ま

で
所

定
点

数
を

算
定

す
る

。
 

（
ロ

）
 

（
イ

）
に

か
か

わ
ら

ず
、

前
年

３
月

１
日

以
降

に
新

規
に

保
険

薬
局

に
指

定
さ

れ
た

薬
局

に
つ

い

て
は

、
次

の
と

お
り

と
し

、
処

方
箋

受
付

回
数

の
実

績
が

判
断

さ
れ

る
ま

で
は

、
調

剤
基

本
料

１
に

該
当

し
て

い
る

も
の

と
し

て
取

り
扱

う
（

た
だ

し
、

保
険

医
療

機
関

と
不

動
産

取
引

等
そ

の
他

の
特

別
な

関
係

を
有

し
て

い
る

も
の

と
し

て
別

添
１

の
第

9
0
の

１
（

１
）

か
ら

（
４

）
ま

で
に

該
当

す

る
場

合
は

、
特

別
調

剤
基

本
料

と
す

る
。

特
別

調
剤

基
本

料
の

施
設

基
準

に
該

当
す

る
場

合
を

除

き
、

特
定

の
保

険
医

療
機

関
と

の
間

で
不

動
産

の
賃

貸
借

取
引

が
あ

る
等

の
施

設
基

準
に

該
当

す
る

場
合

は
調

剤
基

本
料

３
と

す
る

。
）

。
 

a
 

前
年

３
月

１
日

か
ら

前
年

1
1
月

3
0
日

ま
で

の
間

に
新

規
に

指
定

さ
れ

た
保

険
薬

局
に

つ
い

て
 

指
定

の
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

１
日

か
ら

当
年

２
月

末
日

ま
で

の
処

方
箋

受
付

回
数

で
判

定
し

、
当

年
４

月
１

日
か

ら
翌

年
３

月
3
1
日

ま
で

適
用

す
る

。
 

b
 

前
年

1
2
月

１
日

以
降

に
新

規
に

保
険

薬
局

に
指

定
さ

れ
た

薬
局

に
つ

い
て

 

指
定

の
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

1
日

か
ら

３
か

月
間

の
処

方
箋

受
付

回
数

で
判

定
し

、
当

該
３

か
月

の
最

終
月

の
翌

々
月

1
日

か
ら

翌
年

３
月

3
1
日

ま
で

適
用

す
る

。
 

(
ハ
)
 

開
設

者
の

変
更

（
親

か
ら

子
へ

、
個

人
形

態
か

ら
法

人
形

態
へ

、
有

限
会

社
か

ら
株

式
会

社
へ

等
）

又
は

薬
局

の
改

築
等

の
理

由
に

よ
り

医
薬

品
、

医
療

機
器

等
の

品
質

、
有

効
性

及
び

安
全

性
の

確
保

等
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

3
5
年

法
律

第
1
4
5
号

）
（

以
下

「
医

薬
品

医
療

機
器

等
法

」
と

い

う
。

）
上

の
薬

局
の

開
設

許
可

を
取

得
し

直
し

、
保

険
薬

局
の

指
定

に
つ

い
て

薬
局

の
当

該
許

可
の

日
ま

で
の

遡
及

指
定

が
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

(
ロ
)
ｂ

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
遡

及
指

定
前

の
実

績

に
基

づ
い

て
取

り
扱

う
。

 

 

新
規

届
出

の
場

合
 

例
：
3
0
年

８
月

１
日

に
新

規
指

定
さ

れ
た

薬
局

（
（

ロ
）

の
場

合
）

 

・
①

か
ら

④
ま

で
は

調
剤

基
本

料
１

に
該

当
す

る
も

の
と

し
て

取
り

扱
う

（
た

だ
し

、
保

険
医

療
機

関
と

不

動
産

取
引

等
そ

の
他

の
特

別
な

関
係

を
有

し
て

い
る

も
の

と
し

て
第

9
0
の

１
（

１
）

か
ら

（
４

）
ま

で
に

該
当

す
る

場
合

は
、

特
別

調
剤

基
本

料
と

す
る

。
特

別
調

剤
基

本
料

の
施

設
基

準
に

該
当

す
る

場
合

を
除

き
、

特
定

の
保

険
医

療
機

関
と

の
間

で
不

動
産

の
賃

貸
借

取
引

が
あ

る
等

の
施

設
基

準
に

該
当

す
る

場
合

は

調
剤

基
本

料
３

と
す

る
。

）
。

 

・
②

か
ら

③
ま

で
に

お
け

る
実

績
で

判
断

し
、

そ
の

翌
々

月
（

④
の

翌
日

）
か

ら
⑥

ま
で

適
用

す
る

。
 

・
3
1
年

４
月

１
日

（
⑥

の
翌

日
）

か
ら

令
和

２
年

３
月

末
日

（
⑦

）
ま

で
の

調
剤

基
本

料
の

施
設

基
準

の

適
合

は
②

か
ら

⑤
ま

で
の

期
間

に
お

け
る

実
績

で
判

断
す

る
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
3
0
年

８
月

１
日
 
②

９
月

１
日
 
③
1
1
月

末
日
 
④
1
2
月

末
日
 
⑤
3
1
年

２
月

末
日
 
⑥

３
月

末
日
 
⑦

令
和

２
年

３
月

末
日

 

 

（
1
2
）

調
剤

基
本

料
の

注
１

た
だ

し
書

に
規

定
す

る
施

設
基

準
 

当
年

２
月

末
日

時
点

の
状

況
を

も
っ

て
施

設
基

準
の

適
合

性
を

判
断

し
、

当
年

４
月

１
日

か
ら

翌
年

３
月

（ ）（ ） 849848

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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開
放

型
病

院
共

同
指

導
料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

開
）

第
 

 
号

 

別
添

１
の

「
第

９
」

の
１

の
(
１
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
支

援
診

１
）

第
 

 
号

 

別
添

１
の

「
第

９
」

の
１

の
(
２
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
支

援
診

２
）

第
 

 
号

 

別
添

１
の

「
第

９
」

の
１

の
(
３
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
支

援
診

３
）

第
 

 
号

 

別
添

１
の

「
第

９
」

の
２

の
(
３
)
に

規
定

す
る

在
宅

緩
和

ケ
ア

充
実

診
療

所
・

病
院

加
算

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
在

緩
診

実
）

第
 

 
号

 

別
添

１
の

「
第

９
」

の
２

の
(
４
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

実
績

加
算

１
 

 
 

 
 
 
（

在
診

実
１

）
第

 
 

号
 

別
添

１
の

「
第

９
」

の
２

の
(
５
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

実
績

加
算

２
 

 
 

 
 

（
在

診
実

２
）

第
 

 
号

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

共
同

管
理

料
(
Ⅰ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

ハ
イ

Ⅰ
）

第
 

 
号

 

が
ん

治
療

連
携

計
画

策
定

料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（

が
ん

計
）

第
 

 
号

 

が
ん

治
療

連
携

指
導

料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

が
ん

指
）

第
 

 
号

 

 外
来

排
尿

自
立

指
導

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

外
排

自
）

第
 

 
号

 

肝
炎

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ロ
ン

治
療

計
画

料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
（

肝
炎

）
第

 
 

号
 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

連
携

指
導

料
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

ハ
イ

妊
連

１
）

第
 

 
号

 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

連
携

指
導

料
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

ハ
イ

妊
連

２
）

第
 

 
号

 

薬
剤

管
理

指
導

料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

薬
）

第
 

 
号

 

地
域

連
携

診
療

計
画

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

地
連

計
）

第
 

 
号

 

検
査

・
画

像
情

報
提

供
加

算
及

び
電

子
的

診
療

情
報

評
価

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
電

情
）

第
 

 
号

 

医
療

機
器

安
全

管
理

料
１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

機
安

１
）

第
 

 
号

 

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

機
安

２
）

第
 

 
号

 

医
療

機
器

安
全

管
理

料
（

歯
科

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

機
安

歯
）

第
 

 
号

 

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
１

及
び

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

精
退

共
）

第
 

 
号

 

在
宅

療
養

支
援

歯
科

診
療

所
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歯

援
診

１
）

第
 

 
号

 

在
宅

療
養

支
援

歯
科

診
療

所
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歯

援
診

２
）

第
 

 
号

 

か
か

り
つ

け
歯

科
医

機
能

強
化

型
歯

科
診

療
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

か
強

診
）

第
 

 
号

 

別
添

１
の

「
第

1
4
の

２
」

の
１

の
(
１
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

病
院

 
 
 
 
 
 
 
（

支
援

病
１

）
第

 
 

号
 

別
添

１
の

「
第

1
4
の

２
」

の
１

の
(
２
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

病
院

 
 
 
 
 
 
 
（

支
援

病
２

）
第

 
 

号
 

別
添

１
の

「
第

1
4
の

２
」

の
１

の
(
３
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

病
院

 
 
 
 
 
 
 
（

支
援

病
３

）
第

 
 

号
 

別
添

１
の

「
第

1
4
の

２
」

の
２

の
(
２
)
に

規
定

す
る

在
宅

緩
和

ケ
ア

充
実

診
療

所
・

病
院

加
算

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
在

緩
診

病
）

第
 

 
号

 

別
添

１
の

「
第

1
4
の

２
」

の
２

の
(
３
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

実
績

加
算

１
 

 
（

在
病

実
１

）
第

 
 

号
 

別
添

１
の

「
第

1
4
の

２
」

の
２

の
(
４
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

実
績

加
算

２
 

 
（

在
病

実
２

）
第

 
 

号
 

歯
科

疾
患

在
宅

療
養

管
理

料
の

注
４

に
掲

げ
る

在
宅

総
合

医
療

管
理

加
算

及
び

在
宅

患
者

歯
科

治
療

時
医

療
管

理
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
在

歯
管

）
第

 
 

号
 

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

及
び

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(
在

医
総

管
）

第
 

 
号

 

在
宅

が
ん

医
療

総
合

診
療

料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（

在
総

）
第

 
 

号
 

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

及
び

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
の

注
２

 
 

（
在

看
）

第
 

 
号

 

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

の
注

1
5
（

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
の

注
６

の
規

定
に

よ
り

準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

に
掲

げ
る

訪
問

看
護

・
指

導
体

制
充

実
加

算
 

 
 

 
 

 
（

訪
看

充
）

第
 

 
号

 

在
宅

療
養

後
方

支
援

病
院

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

在
後

病
）

第
 

 
号

 

 
-
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第
8
0
号

）
（

以
下

「
高

齢
者

医
療

確
保

法
」

と
い

う
。

）
第

7
2
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

検
査

等
の

結

果
、

診
療

内
容

若
し

く
は

調
剤

内
容

又
は

診
療

報
酬

若
し

く
は

調
剤

報
酬

の
請

求
に

関
し

、
不

正
又

は
不

当

な
行

為
が

認
め

ら
れ

た
保

険
医

療
機

関
又

は
保

険
薬

局
で

あ
る

場
合

。
な

お
、

「
診

療
内

容
又

は
診

療
報

酬

の
請

求
に

関
し

、
不

正
又

は
不

当
な

行
為

が
認

め
ら

れ
た

場
合

」
と

は
、

「
保

険
医

療
機

関
及

び
保

険
医

等

の
指

導
及

び
監

査
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
2
年

５
月

3
1
日

保
発

第
1
0
5
号

厚
生

省
保

険
局

長
通

知
）

に
規

定

す
る

監
査

要
綱

に
基

づ
き

、
戒

告
若

し
く

は
注

意
又

は
そ

の
他

の
処

分
を

受
け

た
場

合
を

い
う

も
の

と
す

る
。

 

６
 

届
出

の
要

件
を

満
た

し
て

い
る

場
合

は
届

出
を

受
理

し
、

次
の

受
理

番
号

を
決

定
し

、
提

出
者

に
対

し
て

受
理

番
号

を
付

し
て

通
知

す
る

と
と

も
に

、
審

査
支

払
機

関
に

対
し

て
受

理
番

号
を

付
し

て
通

知
す

る
も

の
で

あ
る

こ

と
。

 

歯
科

疾
患

管
理

料
の

注
1
1
に

掲
げ

る
総

合
医

療
管

理
加

算
及

び
歯

科
治

療
時

医
療

管
理

料
 （
医

管
）

第
 

 
号

 

ウ
イ

ル
ス

疾
患

指
導

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ウ

指
）

第
 

 
号

 

喘
息

治
療

管
理

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
喘

管
）

第
 

 
号

 

心
臓

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
指

導
管

理
料

の
注

５
に

掲
げ

る
遠

隔
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
加

算
 

 
（

遠
隔

ペ
）

第
 

 
号

 

糖
尿

病
合

併
症

管
理

料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

糖
管

）
第

 
 

号
 

が
ん

性
疼

痛
緩

和
指

導
管

理
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

が
ん

疼
）

第
 

 
号

 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
イ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
（

が
ん

指
イ

）
第

 
 

号
 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
ロ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
が

ん
指

ロ
）

第
 

 
号

 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
ハ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
が

ん
指

ハ
）

第
 

 
号

 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
ニ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
が

ん
指

ニ
）

第
 

 
号

 

外
来

緩
和

ケ
ア

管
理

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
外

緩
）

第
 

 
号

 

移
植

後
患

者
指

導
管

理
料

（
臓

器
移

植
後

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
移

植
管

臓
）

第
 

 
号

 

移
植

後
患

者
指

導
管

理
料

（
造

血
幹

細
胞

移
植

後
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
移

植
管

造
）

第
 

 
号

 

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
管

理
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

糖
防

管
）

第
 

 
号

 

小
児

運
動

器
疾

患
指

導
管

理
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
小

運
指

管
）

第
 

 
号

 

乳
腺

炎
重

症
化

予
防

・
ケ

ア
指

導
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
乳

腺
ケ

ア
）

第
 

 
号

 

婦
人

科
特

定
疾

患
治

療
管

理
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

婦
特

管
）

第
 

 
号

 

腎
代

替
療

法
指

導
管

理
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腎

代
替

管
）

第
 

 
号

 

小
児

科
外

来
診

療
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

小
外

診
）

第
 

 
号

 

地
域

連
携

小
児

夜
間

・
休

日
診

療
料

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

小
夜

１
）

第
 

 
号

 

地
域

連
携

小
児

夜
間

・
休

日
診

療
料

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

小
夜

２
）

第
 

 
号

 

地
域

連
携

夜
間

・
休

日
診

療
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

夜
）

第
 

 
号

 

院
内

ト
リ

ア
ー

ジ
実

施
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ト

リ
）

第
 

 
号

 

夜
間

休
日

救
急

搬
送

医
学

管
理

料
の

注
３

に
掲

げ
る

救
急

搬
送

看
護

体
制

加
算

 
 

（
救

搬
看

体
）

第
 

 
号

 

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

放
射

診
）

第
 

 
号

 

地
域

包
括

診
療

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

地
包

診
）

第
 

 
号

 

小
児

か
か

り
つ

け
診

療
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

小
か

診
）

第
 

 
号

 

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ニ

コ
）

第
 

 
号

 

療
養

・
就

労
両

立
支

援
指

導
料

の
注

３
に

掲
げ

る
相

談
支

援
加

算
 

 
 

 
 

 
 

（
両

立
支

援
）

第
 

 
号

 

（ ）（ ） 851850

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

胎
児

心
エ

コ
ー

法
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
胎

心
エ

コ
）

第
 

 
号

 

時
間

内
歩

行
試

験
及

び
シ

ャ
ト

ル
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

歩
行

）
第

 
 

号
 

ヘ
ッ

ド
ア

ッ
プ

テ
ィ

ル
ト

試
験

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

ヘ
ッ

ド
）

第
 

 
号

 

人
工

膵
臓

検
査

、
人

工
膵

臓
療

法
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

人
膵

）
第

 
 

号
 

長
期

継
続

頭
蓋

内
脳

波
検

査
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

長
）

第
 

 
号

 

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
脳

ビ
）

第
 

 
号

 

脳
波

検
査

判
断

料
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
脳

判
）

第
 

 
号

 

遠
隔

脳
波

診
断

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
遠

脳
）

第
 

 
号

 

中
枢

神
経

磁
気

刺
激

に
よ

る
誘

発
筋

電
図

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

中
磁

誘
）

第
 

 
号

 

単
線

維
筋

電
図

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

単
筋

電
）

第
 

 
号

 

光
ト

ポ
グ

ラ
フ

ィ
ー

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
光

ト
）

第
 

 
号

 

脳
磁

図
（

自
発

活
動

を
測

定
す

る
も

の
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
脳

磁
診

１
）

第
 

 
号

 

脳
磁

図
（

そ
の

他
の

も
の

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
脳

磁
診

２
）

第
 

 
号

 

終
夜

睡
眠

ポ
リ

グ
ラ

フ
ィ

ー
（

安
全

精
度

管
理

下
で

行
う

も
の

）
 

 
 

 
 

 
 

（
終

夜
睡

安
）

第
 

 
号

 

神
経

学
的

検
査

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

神
経

）
第

 
 

号
 

補
聴

器
適

合
検

査
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
補

聴
）

第
 

 
号

 

黄
斑

局
所

網
膜

電
図

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

黄
網

電
）

第
 

 
号

 

全
視

野
精

密
網

膜
電

図
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

全
網

電
）

第
 

 
号

 

ロ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

検
査

判
断

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

ロ
ー

検
）

第
 

 
号

 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

（
コ

ン
１

）
第

 
 

号
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

コ
ン

２
）

第
 

 
号

 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
３

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

コ
ン

３
）

第
 

 
号

 

小
児

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
負

荷
検

査
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

小
検

）
第

 
 

号
 

内
服

・
点

滴
誘

発
試

験
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
（

誘
発

）
第

 
 

号
 

Ｃ
Ｔ

透
視

下
気

管
支

鏡
検

査
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

Ｃ
気

鏡
）

第
 

 
号

 

経
気

管
支

凍
結

生
検

法
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

経
気

凍
）

第
 

 
号

 

画
像

診
断

管
理

加
算

１
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
（

画
１

）
第

 
 

号
 

画
像

診
断

管
理

加
算

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
画

２
）

第
 

 
号

 

画
像

診
断

管
理

加
算

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
画

３
）

第
 

 
号

 

歯
科

画
像

診
断

管
理

加
算

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

歯
画

１
）

第
 

 
号

 

歯
科

画
像

診
断

管
理

加
算

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

歯
画

２
）

第
 

 
号

 

遠
隔

画
像

診
断

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
遠

画
）

第
 

 
号

 

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ポ

断
）

第
 

 
号

 

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ポ

断
コ

複
）

第
 

 
号

 

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

磁
気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
 

 
 

 
 

 
 

（
ポ

断
磁

複
）

第
 

 
号

 

乳
房

用
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

撮
影

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

乳
ポ

断
）

第
 

 
号

 

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

Ｃ
・

Ｍ
）

第
 

 
号

 

冠
動

脈
Ｃ

Ｔ
撮

影
加

算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

冠
動

Ｃ
）

第
 

 
号

 

血
流

予
備

量
比

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
血

予
備

断
）

第
 

 
号

 

外
傷

全
身

Ｃ
Ｔ

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

外
傷

Ｃ
）

第
 

 
号

 

心
臓

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

心
臓

Ｍ
）

第
 

 
号
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在
宅

患
者

訪
問

褥
瘡

管
理

指
導

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

在
訪

褥
）

第
 

 
号

 

在
宅

血
液

透
析

指
導

管
理

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

在
血

液
）

第
 

 
号

 

在
宅

酸
素

療
法

指
導

管
理

料
の

注
２

に
掲

げ
る

遠
隔

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

加
算

 
 

 
 

（
遠

隔
酸

素
）

第
 

 
号

 

在
宅

持
続

陽
圧

呼
吸

療
法

指
導

管
理

料
の

注
２

に
掲

げ
る

遠
隔

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

加
算

 （
遠

隔
持

陽
）

第
 

 
号

 

在
宅

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
（

非
拍

動
流

型
）

指
導

管
理

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
在

植
補

心
）

第
 

 
号

 

在
宅

腫
瘍

治
療

電
場

療
法

指
導

管
理

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

在
電

場
）

第
 

 
号

在
宅

経
肛

門
的

自
己

洗
腸

指
導

管
理

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

在
洗

腸
）

第
 

 
号

 

持
続

血
糖

測
定

器
加

算
及

び
皮

下
連

続
式

グ
ル

コ
ー

ス
測

定
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

持
血

測
）

第
 

 
号

 

持
続

血
糖

測
定

器
加

算
（

間
歇

注
入

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
と

連
動

す
る

持
続

血
糖

測
定

器
を

用
い

る
場

合
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
持

血
測

１
）

第
 

 
号

 

持
続

血
糖

測
定

器
加

算
（

間
歇

注
入

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
と

連
動

し
な

い
持

続
血

糖
測

定
器

を
用

い
る

場
合

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
持

血
測

２
）

第
 

 
号

 

地
域

医
療

連
携

体
制

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

歯
地

連
）

第
 

 
号

 

遺
伝

学
的

検
査

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

遺
伝

検
）

第
 

 
号

 

歯
科

訪
問

診
療

料
の

注
1
3
に

規
定

す
る

基
準

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歯

訪
診

）
第

 
 

号
 

在
宅

歯
科

医
療

推
進

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

在
推

進
）

第
 

 
号

 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

１
の

イ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

咀
嚼

機
能

１
）

第
 

 
号

 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

１
の

ロ
及

び
咀

嚼
能

力
検

査
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
咀

嚼
能

力
）

第
 

 
号

 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

２
の

イ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

咀
嚼

機
能

２
）

第
 

 
号

 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

２
の

ロ
及

び
咬

合
圧

検
査

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

咬
合

圧
）

第
 

 
号

 

精
密

触
覚

機
能

検
査

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
精

密
触

覚
）

第
 

 
号

 

睡
眠

時
歯

科
筋

電
図

検
査

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歯

筋
電

図
）

第
 

 
号

 

骨
髄

微
小

残
存

病
変

量
測

定
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

骨
残

測
）

第
 

 
号

 

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
Ｂ

Ｒ
Ｃ

Ａ
）

第
 

 
号

 

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
が

ん
プ

ロ
）

第
 

 
号

 

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
遺

伝
子

検
査

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

角
ジ

遺
）

第
 

 
号

 

先
天

性
代

謝
異

常
症

検
査

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

先
代

異
）

第
 

 
号

 

抗
Ｈ

Ｌ
Ａ

抗
体

（
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

）
及

び
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
（

抗
体

特
異

性
同

定
検

査
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
）

第
 

 
号

 

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
及

び
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

（
簡

易
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
判

定
）

 
 

 
 

 
（

Ｈ
Ｐ

Ｖ
）

第
 

 
号

 

ウ
イ

ル
ス

・
細

菌
核

酸
多

項
目

同
時

検
出

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ウ

細
多

同
）

第
 

 
号

 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅰ
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

検
Ⅰ

）
第

 
 

号
 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅱ
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

検
Ⅱ

）
第

 
 

号
 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅲ
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

検
Ⅲ

）
第

 
 

号
 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅳ
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

検
Ⅳ

）
第

 
 

号
 

国
際

標
準

検
査

管
理

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
国

標
）

第
 

 
号

 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

遺
伝

カ
）

第
 

 
号

 

遺
伝

性
腫

瘍
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
遺

伝
腫

カ
）

第
 

 
号

 

心
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
よ

る
諸

検
査

の
血

管
内

視
鏡

検
査

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
血

内
）

第
 

 
号

 

（ ）（ ） 851850

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
18

 
- 

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
（

ナ
）

第
 

 
号

 

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
デ

ナ
）

第
 

 
号

 

抗
精

神
病

特
定

薬
剤

治
療

指
導

管
理

料
（

治
療

抵
抗

性
統

合
失

調
症

治
療

指
導

管
理

料
に

限
る

。
）

 

（
抗

治
療

）
第

 
 

号
 

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

料
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（

認
デ

）
第

 
 

号
 

医
療

保
護

入
院

等
診

療
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
医

療
保

護
）

第
 

 
号

 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
精

在
宅

援
）

第
 

 
号

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
９

部
処

置
の

通
則

の
５

に
掲

げ
る

処
置

の
休

日
加

算
１

 
 

 
（

医
処

休
）

第
 

 
号

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
９

部
処

置
の

通
則

の
５

に
掲

げ
る

処
置

の
時

間
外

加
算

１
 

 
（

医
処

外
）

第
 

 
号

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
９

部
処

置
の

通
則

の
５

に
掲

げ
る

処
置

の
深

夜
加

算
１

 
 

 
（

医
処

深
）

第
 

 
号

 

歯
科

点
数

表
第

２
章

第
８

部
処

置
の

通
則

第
６

号
に

掲
げ

る
処

置
の

休
日

加
算

１
 

 
（

歯
処

休
）

第
 

 
号

 

歯
科

点
数

表
第

２
章

第
８

部
処

置
の

通
則

第
６

号
に

掲
げ

る
処

置
の

時
間

外
加

算
１

 
（

歯
処

外
）

第
 

 
号

 

歯
科

点
数

表
第

２
章

第
８

部
処

置
の

通
則

第
６

号
に

掲
げ

る
処

置
の

深
夜

加
算

１
 
 
 
 
（

歯
処

深
）

第
 

 
号

 

口
腔

粘
膜

処
置

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
口

腔
粘

膜
）

第
 

 
号

 

口
腔

粘
膜

血
管

腫
凝

固
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

口
血

凝
）

第
 

 
号

 

レ
ー

ザ
ー

機
器

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

手
光

機
）

第
 

 
号

 

静
脈

圧
迫

処
置

（
慢

性
静

脈
不

全
に

対
す

る
も

の
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
静

圧
）

第
 

 
号

 

多
血

小
板

血
漿

処
置

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
多

血
）

第
 

 
号

 

硬
膜

外
自

家
血

注
入

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
血

入
）

第
 

 
号

 

エ
タ

ノ
ー

ル
の

局
所

注
入

（
甲

状
腺

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

エ
タ

甲
）

第
 

 
号

 

エ
タ

ノ
ー

ル
の

局
所

注
入

（
副

甲
状

腺
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
エ

タ
副

甲
）

第
 

 
号

 

人
工

腎
臓

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
人

工
腎

臓
）

第
 

 
号

 

導
入

期
加

算
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

導
入

１
）

第
 

 
号

 

導
入

期
加

算
２

及
び

腎
代

替
療

法
実

績
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

導
入

２
）

第
 

 
号

 

透
析

液
水

質
確

保
加

算
及

び
慢

性
維

持
透

析
濾

過
加

算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（

透
析

水
）

第
 

 
号

 

下
肢

末
梢

動
脈

疾
患

指
導

管
理

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
肢

梢
）

第
 

 
号

 

磁
気

に
よ

る
膀

胱
等

刺
激

法
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

磁
膀

刺
）

第
 

 
号

 

手
術

用
顕

微
鏡

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
手

顕
微

加
）

第
 

 
号

 

う
蝕

歯
無

痛
的

窩
洞

形
成

加
算

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

う
蝕

無
痛

）
第

 
 

号
 

心
不

全
に

対
す

る
遠

赤
外

線
温

熱
療

法
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

心
遠

温
）

第
 

 
号

 

歩
行

運
動

処
置

（
ロ

ボ
ッ

ト
ス

ー
ツ

に
よ

る
も

の
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歩

行
ロ

ボ
）

第
 

 
号

 

Ｃ
Ａ

Ｄ
／

Ｃ
Ａ

Ｍ
冠

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歯

Ｃ
Ａ

Ｄ
）

第
 

 
号

 

手
術

時
歯

根
面

レ
ー

ザ
ー

応
用

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
手

術
歯

根
)
第

 
 
 
号

 

歯
科

技
工

加
算

１
及

び
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

歯
技

工
）

第
 

 
号

 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
（

セ
節

）
第

 
 

号
 

皮
膚

移
植

術
（

死
体

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

皮
膚

植
）

第
 

 
号

 

四
肢

・
躯

幹
軟

部
悪

性
腫

瘍
手

術
及

び
骨

悪
性

腫
瘍

手
術

の
注

に
掲

げ
る

処
理

骨
再

建
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
処

骨
）

第
 

 
号

 

組
織

拡
張

器
に

よ
る

再
建

手
術

（
乳

房
（

再
建

手
術

）
の

場
合

に
限

る
。

）
 
 
 
 
 
 
 
 
（

組
再

乳
）

第
 

 
号

 

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
（

同
種

骨
移

植
（

非
生

体
）

（
同

種
骨

移
植

（
特

殊
な

も
の

に
限

 
-
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- 

乳
房

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

乳
房

Ｍ
）

第
 

 
号

 

小
児

鎮
静

下
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

小
児

Ｍ
）

第
 

 
号

 

頭
部

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

頭
部

Ｍ
）

第
 

 
号

 

全
身

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

全
身

Ｍ
）

第
 

 
号

 

抗
悪

性
腫

瘍
剤

処
方

管
理

加
算

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

抗
悪

処
方

）
第

 
 

号
 

外
来

後
発

医
薬

品
使

用
体

制
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
外

後
発

使
）

第
 

 
号

 

外
来

化
学

療
法

加
算

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

外
化

１
）

第
 

 
号

 

外
来

化
学

療
法

加
算

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

外
化

２
）

第
 

 
号

 

連
携

充
実

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

外
化

連
）

第
 

 
号

 

無
菌

製
剤

処
理

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

菌
）

第
 

 
号

 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

心
Ⅰ

）
第

 
 

号
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

心
Ⅱ

）
第

 
 

号
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

脳
Ⅰ

）
第

 
 

号
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

脳
Ⅱ

）
第

 
 

号
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅲ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

脳
Ⅲ

）
第

 
 

号
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
運

Ⅰ
）

第
 

 
号

 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
運

Ⅱ
）

第
 

 
号

 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅲ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
運

Ⅲ
）

第
 

 
号

 

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
呼

Ⅰ
）

第
 

 
号

 

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
呼

Ⅱ
）

第
 

 
号

 

摂
食

機
能

療
法

の
注

３
に

掲
げ

る
摂

食
嚥

下
支

援
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

摂
嚥

支
）

第
 

 
号

 

難
病

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
難

）
第

 
 

号
 

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

障
）

第
 

 
号

 

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
が

ん
リ

ハ
）

第
 

 
号

 

認
知

症
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

認
リ

ハ
）

第
 

 
号

 

リ
ン

パ
浮

腫
複

合
的

治
療

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

リ
ン

複
）

第
 

 
号

 

集
団

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
療

法
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
集

コ
）

第
 

 
号

 

歯
科

口
腔

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歯

リ
ハ

２
）

第
 

 
号

 

経
頭

蓋
磁

気
刺

激
療

法
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

頭
磁

刺
）

第
 

 
号

 

児
童

思
春

期
精

神
科

専
門

管
理

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

児
春

専
）

第
 

 
号

 

療
養

生
活

環
境

整
備

指
導

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

療
活

環
）

第
 

 
号

 

救
急

患
者

精
神

科
継

続
支

援
料

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

急
精

支
）

第
 

 
号

 

精
神

科
作

業
療

法
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

精
）

第
 

 
号

 

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
認

１
）

第
 

 
号

 

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
認

２
）

第
 

 
号

 

依
存

症
集

団
療

法
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

依
集

１
）

第
 

 
号

 

依
存

症
集

団
療

法
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

依
集

２
）

第
 

 
号

 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

「
大

規
模

な
も

の
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

シ
ョ

大
）

第
 

 
号

 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

「
小

規
模

な
も

の
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

シ
ョ

小
）

第
 

 
号

 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

「
大

規
模

な
も

の
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

デ
大

）
第

 
 

号
 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

「
小

規
模

な
も

の
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

デ
小

）
第

 
 

号
 

（ ）（ ） 853852

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
20
 
- 

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

（
乳

輪
温

存
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
郭

清
を

伴
わ

な
い

も
の

）
及

び
乳

輪
温

存
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
郭

清
を

伴
う

も
の

）
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
乳

腫
）

第
 

 
号

 

ゲ
ル

充
填

人
工

乳
房

を
用

い
た

乳
房

再
建

術
（

乳
房

切
除

後
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

ゲ
ル

乳
再

）
第

 
 

号
 

胸
腔

鏡
下

拡
大

胸
腺

摘
出

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

 
（

胸
腔

拡
胸

支
）

第
 

 
号

 

胸
腔

鏡
下

縦
隔

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
（

胸
腔

縦
悪

支
）

第
 

 
号

 

胸
腔

鏡
下

良
性

縦
隔

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
 

（
胸

腔
縦

支
）

第
 

 
号

 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

区
域

切
除

で
内

視
鏡

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

胸
腔

肺
悪

区
）

第
 

 
号

 

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

壁
側

・
臓

側
胸

膜
全

切
除

（
横

隔
膜

、
心

膜
合

併
切

除
を

伴
う

も
の

）
に

限
る

。
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
肺

腫
）

第
 

 
号

 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

肺
葉

切
除

又
は

１
肺

葉
を

超
え

る
も

の
で

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
胸

腔
肺

悪
）

第
 

 
号

 

同
種

死
体

肺
移

植
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
肺

植
）

第
 

 
号

 

生
体

部
分

肺
移

植
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
生

肺
）

第
 

 
号

 

食
道

縫
合

術
（

穿
孔

、
損

傷
）

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
内

視
鏡

下
胃

、
十

二
指

腸
穿

孔
瘻

孔
閉

鎖
術

、
胃

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
小

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

結
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
腎

（
腎

盂
）

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

尿
管

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

膀
胱

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

腟
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

穿
瘻

閉
）

第
 

 
号

 

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
（

胸
腔

食
悪

支
）

第
 

 
号

 

縦
隔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
（

縦
隔

食
悪

支
）

第
 

 
号

 

内
視

鏡
下

筋
層

切
開

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
内

筋
）

第
 

 
号

 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
（

特
殊

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

も
の

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
経

特
）

第
 

 
号

 

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
胸

腔
弁

形
）

第
 

 
号

 

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
 

 
 

 
（

胸
弁

形
内

支
）

第
 

 
号

 

経
カ

テ
ー

テ
ル

大
動

脈
弁

置
換

術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

カ
大

弁
置

）
第

 
 

号
 

胸
腔

鏡
下

弁
置

換
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
胸

腔
下

置
）

第
 

 
号

 

経
皮

的
僧

帽
弁

ク
リ

ッ
プ

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

経
僧

帽
）

第
 

 
号

 

胸
腔

鏡
下

動
脈

管
開

存
閉

鎖
術

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

脈
動

開
）

第
 

 
号

 

不
整

脈
手

術
 

左
心

耳
閉

鎖
術

（
経

カ
テ

ー
テ

ル
的

手
術

に
よ

る
も

の
）

 
 

 
 

（
不

整
経

カ
）

第
 

 
号

 

磁
気

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
加

算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

磁
場

心
）

第
 

 
号

 

経
皮

的
中

隔
心

筋
焼

灼
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
経

中
）

第
 

 
号

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

ペ
）

第
 

 
号

 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

（
リ

ー
ド

レ
ス

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
）

 

（
ペ

リ
）

第
 

 
号

 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

及
び

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

両
ペ

心
）

第
 

 
号

 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
（

経
静

脈
電

極
の

場
合

）
及

び
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

（
経

静
脈

電
極

の
場

合
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

両
ペ

静
）

第
 

 
号

 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

（
心

筋
リ

ー
ド

を
用

い
る

も
の

）
及

び
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

心
筋

リ
ー

ド
を

 
-
 
19

 
- 

る
。

）
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

同
種

）
第

 
 

号
 

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
（

自
家

培
養

軟
骨

移
植

術
に

限
る

。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
（

自
家

）
第

 
 

号
 

後
縦

靱
帯

骨
化

症
手

術
（

前
方

進
入

に
よ

る
も

の
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

後
縦

骨
）

第
 

 
号

 

椎
間

板
内

酵
素

注
入

療
法

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

椎
酵

注
）

第
 

 
号

 

腫
瘍

脊
椎

骨
全

摘
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

脊
椎

摘
）

第
 

 
号

 

脳
腫

瘍
覚

醒
下

マ
ッ

ピ
ン

グ
加

算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

脳
覚

）
第

 
 

号
 

原
発

性
悪

性
脳

腫
瘍

光
線

力
学

療
法

加
算

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

脳
光

）
第

 
 

号
 

頭
蓋

骨
形

成
手

術
（

骨
移

動
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
頭

移
）

第
 

 
号

 

脳
刺

激
装

置
植

込
術

（
頭

蓋
内

電
極

植
込

術
を

含
む

。
）

及
び

脳
刺

激
装

置
交

換
術

 
 

（
脳

刺
）

第
 

 
号

 

頭
蓋

内
電

極
植

込
術

（
脳

深
部

電
極

に
よ

る
も

の
（

７
本

以
上

の
電

極
に

よ
る

場
合

）
に

限
る

。
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

頭
深

電
）

第
 

 
号

 

脊
髄

刺
激

装
置

植
込

術
及

び
脊

髄
刺

激
装

置
交

換
術

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

脊
刺

）
第

 
 

号
 

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

植
込

術
及

び
仙

骨
神

経
刺

激
装

置
交

換
術

（
便

失
禁

）
 
 
 

 
（

仙
神

交
便

）
第

 
 

号
 

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

植
込

術
及

び
仙

骨
神

経
刺

激
装

置
交

換
術

（
便

過
活

動
膀

胱
）

（
仙

神
交

膀
）

第
 

 
号

 

治
療

的
角

膜
切

除
術

（
エ

キ
シ

マ
レ

ー
ザ

ー
に

よ
る

も
の

（
角

膜
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

又
は

帯
状

角
膜

変
性

に
係

る
も

の
に

限
る

。
）

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

角
膜

切
）

第
 

 
号

 

角
膜

移
植

術
（

内
皮

移
植

加
算

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
内

移
）

第
 

 
号

 

羊
膜

移
植

術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

羊
膜

移
）

第
 

 
号

 

緑
内

障
手

術
（

緑
内

障
治

療
用

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

挿
入

術
（

プ
レ

ー
ト

の
あ

る
も

の
）

）
（

緑
内

イ
）

第
 

 
号

 

緑
内

障
手

術
（

水
晶

体
再

建
術

併
用

眼
内

ド
レ

ー
ン

挿
入

術
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

緑
内

ド
）

第
 

 
号

 

網
膜

付
着

組
織

を
含

む
硝

子
体

切
除

術
（

眼
内

内
視

鏡
を

用
い

る
も

の
）

 
 

 
 

 
 

（
硝

切
）

第
 

 
号

 

網
膜

再
建

術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

網
膜

再
）

第
 

 
号

 

人
工

中
耳

植
込

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
人

工
中

耳
）

第
 

 
号

 

人
工

内
耳

植
込

術
、

植
込

型
骨

導
補

聴
器

移
植

術
及

び
植

込
型

骨
導

補
聴

器
交

換
術

 
（

植
補

聴
）

第
 

 
号

 

内
視

鏡
下

鼻
・

副
鼻

腔
手

術
Ⅴ

型
（

拡
大

副
鼻

腔
手

術
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

内
鼻

Ⅴ
）

第
 

 
号

 

鏡
視

下
咽

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
（

軟
口

蓋
悪

性
腫

瘍
手

術
を

含
む

。
）

 
 

 
 

 
 

 
（

鏡
咽

悪
）

第
 

 
号

 

鏡
視

下
喉

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

鏡
喉

悪
）

第
 

 
号

 

喉
頭

形
成

手
術

（
甲

状
軟

骨
固

定
用

器
具

を
用

い
た

も
の

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
喉

頭
形

成
）

第
 

 
号

 

上
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

、
下

顎
骨

形
成

術
（

骨
移

動
を

伴
う

場
合

に
限

る
。

）
 

（
顎

移
）

第
 

 
号

上
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

（
歯

科
）

、
下

顎
骨

形
成

術
（

骨
移

動
を

伴
う

場
合

に
限

る
。

）
（

歯
科

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

歯
顎

移
）

第
 

 
号

 

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

顎
人

工
）

第
 

 
号

 

内
視

鏡
下

甲
状

腺
部

分
切

除
、

腺
腫

摘
出

術
、

内
視

鏡
下

バ
セ

ド
ウ

甲
状

腺
全

摘
（

亜
全

摘
）

術
（

両
葉

）
、

内
視

鏡
下

副
甲

状
腺

（
上

皮
小

体
）

腺
腫

過
形

成
手

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
内

下
）

第
 

 
号

 

内
視

鏡
下

甲
状

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

内
甲

悪
）

第
 

 
号

 

乳
腺

腫
瘍

画
像

ガ
イ

ド
下

吸
引

術
（

一
連

に
つ

き
）

（
Ｍ

Ｒ
Ｉ

に
よ

る
も

の
）

 
 

 
（

乳
腺

ガ
）

第
 

 
号

 

乳
房

切
除

術
（

性
同

一
性

障
害

の
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

 
 

 
 

（
乳

切
性

障
）

第
 

 
号

 

乳
が

ん
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

加
算

１
及

び
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

生
検

（
併

用
）

 
（

乳
セ

１
）

第
 

 
号

 

乳
が

ん
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

加
算

２
及

び
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

生
検

（
単

独
）

 
（

乳
セ

２
）

第
 

 
号

 

（ ）（ ） 853852

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

（
腹

膵
切

支
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腹

膵
頭

）
第

 
 

号
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
 

（
腹

膵
頭

支
）

第
 

 
号

 

同
種

死
体

膵
移

植
術

、
同

種
死

体
膵

腎
移

植
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
膵

植
）

第
 

 
号

 

同
種

死
体

膵
島

移
植

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

膵
島

植
）

第
 

 
号

 

生
体

部
分

小
腸

移
植

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
生

小
腸

植
）

第
 

 
号

 

同
種

死
体

小
腸

移
植

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
小

腸
移

植
）

第
 

 
号

 

早
期

悪
性

腫
瘍

大
腸

粘
膜

下
層

剥
離

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

早
大

腸
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

直
腸

切
除

・
切

断
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

（
腹

直
腸

切
支

）
第

 
 

号
 

腹
腔

鏡
下

腎
盂

形
成

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
 

 
 

（
腹

腎
形

支
）

第
 

 
号

 

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
術

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

腎
）

第
 

 
号

 

腎
腫

瘍
凝

固
・

焼
灼

術
（

冷
凍

凝
固

に
よ

る
も

の
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

腎
凝

固
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
 

 
 

（
腹

腎
支

器
）

第
 

 
号

 

同
種

死
体

腎
移

植
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腎

植
）

第
 

 
号

 

生
体

腎
移

植
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
生

腎
）

第
 

 
号

 

膀
胱

水
圧

拡
張

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
膀

胱
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
（

腹
膀

胱
悪

支
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腹

膀
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

腹
小

膀
悪

）
第

 
 

号
 

尿
道

形
成

手
術

（
前

部
尿

道
）

（
性

同
一

性
障

害
の

患
者

に
対

し
て

行
う

場
合

に
限

る
。

）
 

（
尿

形
性

障
）

第
 

 
号

 

尿
道

下
裂

形
成

手
術

（
性

同
一

性
障

害
の

患
者

に
対

し
て

行
う

場
合

に
限

る
。

）
 

（
尿

裂
性

障
）

第
 

 
号

 

陰
茎

形
成

術
（

性
同

一
性

障
害

の
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

 
 

 
 

（
陰

形
性

障
）

第
 

 
号

 

人
工

尿
道

括
約

筋
植

込
・

置
換

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

人
工

尿
）

第
 

 
号

 

陰
茎

全
摘

術
（

性
同

一
性

障
害

の
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

 
 

 
 

（
陰

全
性

障
）

第
 

 
号

 

精
巣

摘
出

術
（

性
同

一
性

障
害

の
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

 
 

 
 

（
精

摘
性

障
）

第
 

 
号

 

焦
点

式
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
超

音
波

療
法

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
焦

超
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

腹
前

）
第

 
 

号
 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
 

（
腹

前
支

器
）

第
 

 
号

 

会
陰

形
成

手
術

（
筋

層
に

及
ば

な
い

も
の

）
（

性
同

一
性

障
害

の
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

 

（
会

形
性

障
）

第
 

 
号

 

造
腟

術
、

腟
閉

鎖
症

術
（

遊
離

植
皮

に
よ

る
も

の
、

腸
管

形
成

に
よ

る
も

の
、

筋
皮

弁
移

植
に

よ
る

も
の

）

（
性

同
一

性
障

害
の

患
者

に
対

し
て

行
う

場
合

に
限

る
。

）
 

 
 

 
 

 
 

 
（

造
腟

閉
性

障
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

仙
骨

膣
固

定
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腹

仙
骨

固
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

仙
骨

膣
固

定
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

た
場

合
）

 
 

 
（

腹
仙

骨
固

支
）

第
 

 
号

 

子
宮

全
摘

術
（

性
同

一
性

障
害

の
患

者
に

対
し

て
行

う
場

合
に

限
る

。
）

 
 

 
（

子
宮

全
性

障
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

腟
式

子
宮

全
摘

術
（

性
同

一
性

障
害

患
者

に
対

し
て

行
う

場
合

に
限

る
。

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

腹
膣

子
性

障
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

腟
式

子
宮

全
摘

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

 
（

腹
膣

子
内

支
）

第
 

 
号
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用
い

る
も

の
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
除

心
）

第
 

 
号

 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

（
経

静
脈

リ
ー

ド
を

用
い

る
も

の
又

は
皮

下
植

込
型

リ
ー

ド
を

用
い

る
も

の
）

、
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

そ
の

他
の

も
の

）
及

び
経

静
脈

電
極

抜
去

術
 

 
 

 
 

 
 

（
除

静
）

第
 

 
号

 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

及
び

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

両
除

心
）

第
 

 
号

 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
（

経
静

脈
電

極
の

場
合

）
及

び
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

（
経

静
脈

電
極

の
場

合
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

両
除

静
）

第
 

 
号

 

大
動

脈
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

法
（

Ｉ
Ａ

Ｂ
Ｐ

法
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

大
）

第
 

 
号

 

経
皮

的
循

環
補

助
法

（
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
も

の
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

経
循

補
）

第
 

 
号

 

補
助

人
工

心
臓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

補
心

）
第

 
 

号
 

小
児

補
助

人
工

心
臓

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

小
補

心
）

第
 

 
号

 

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
（

非
拍

動
流

型
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
植

補
心

非
）

第
 

 
号

 

同
種

心
移

植
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
心

植
）

第
 

 
号

 

同
種

心
肺

移
植

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

心
肺

植
）

第
 

 
号

 

骨
格

筋
由

来
細

胞
シ

ー
ト

心
表

面
移

植
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
筋

シ
心

移
）

第
 

 
号

 

経
皮

的
下

肢
動

脈
形

成
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
経

下
肢

動
）

第
 

 
号

 

内
視

鏡
下

下
肢

静
脈

瘤
不

全
穿

通
枝

切
離

術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

内
下

不
切

）
第

 
 

号
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
後

腹
膜

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腹

リ
後

腹
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
傍

大
動

脈
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腹

リ
傍

大
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

、
腹

腔
鏡

下
小

切
開

後
腹

膜
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

腫
瘍

摘
出

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

悪
性

腫
瘍

手
術

、
腹

腔
鏡

下
小

切
開

副
腎

摘
出

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

部
分

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

摘
出

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
尿

管
腫

瘍
摘

出
術

、
腹

腔
鏡

下
小

切
開

腎
(
尿

管
)
悪

性
腫

瘍
手

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
腫

瘍
摘

出
術

及
び

腹
腔

鏡
下

小
切

開
前

立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

腹
小

切
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
 

 
 

 
 

（
腹

胃
切

支
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

 
（

腹
側

胃
切

支
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

十
二

指
腸

局
所

切
除

術
（

内
視

鏡
処

置
を

併
施

す
る

も
の

）
 

 
 

 
 

（
腹

十
二

局
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

胃
縮

小
術

（
ス

リ
ー

ブ
状

切
除

に
よ

る
も

の
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

腹
胃

縮
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
 

 
 

 
 

 
（

腹
胃

全
）

第
 

 
号

 

バ
ル

ー
ン

閉
塞

下
逆

行
性

経
静

脈
的

塞
栓

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
バ

経
静

脈
）

第
 

 
号

 

胆
管

悪
性

腫
瘍

手
術

（
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
及

び
肝

切
除

（
葉

以
上

）
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
胆

腫
）

第
 

 
号

 

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

胆
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

胆
道

閉
鎖

症
手

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腹

胆
閉

鎖
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腹

肝
）

第
 

 
号

 

生
体

部
分

肝
移

植
術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

生
）

第
 

 
号

 

同
種

死
体

肝
移

植
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
肝

植
）

第
 

 
号

 

体
外

衝
撃

波
膵

石
破

砕
術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

膵
石

破
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

膵
腫

瘍
摘

出
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
腹

膵
腫

瘍
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

腹
膵

切
）

第
 

 
号
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外
来

放
射

線
治

療
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
外

放
）

第
 

 
号

 

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

遠
隔

放
）

第
 

 
号

 

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
高

放
）

第
 

 
号

 

１
回

線
量

増
加

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
増

線
）

第
 

 
号

 

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
強

度
）

第
 

 
号

 

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｇ

Ｒ
Ｔ

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
画

誘
）

第
 

 
号

 

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

体
対

策
）

第
 

 
号

 

定
位

放
射

線
治

療
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
（

直
放

）
第

 
 

号
 

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

定
対

策
）

第
 

 
号

 

粒
子

線
治

療
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

粒
）

第
 

 
号

 

粒
子

線
治

療
適

応
判

定
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
粒

適
）

第
 

 
号

 

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
粒

医
）

第
 

 
号

 

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
誘

密
）

第
 

 
号

 

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
よ

る
病

理
診

断
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

連
携

診
）

第
 

 
号

 

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
術

中
迅

速
病

理
組

織
標

本
作

製
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
連

組
織

）
第

 
 

号
 

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
迅

速
細

胞
診

 
 

 
（

連
細

胞
）

第
 

 
号

 

病
理

診
断

管
理

加
算

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
病

理
診

１
）

第
 

 
号

 

病
理

診
断

管
理

加
算

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
病

理
診

２
）

第
 

 
号

 

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
病

理
診

断
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

デ
病

診
）

第
 

 
号

 

悪
性

腫
瘍

病
理

組
織

標
本

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

悪
病

組
）

第
 

 
号

 

口
腔

病
理

診
断

管
理

加
算

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
口

病
診

１
）

第
 

 
号

 

口
腔

病
理

診
断

管
理

加
算

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
口

病
診

２
）

第
 

 
号

 

ク
ラ

ウ
ン

・
ブ

リ
ッ

ジ
維

持
管

理
料

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
(
補

管
)
 
第

 
 

号
 

歯
科

矯
正

診
断

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
矯

診
）

第
 

 
号

 

顎
口

腔
機

能
診

断
料

（
顎

変
形

症
（

顎
離

断
等

の
手

術
を

必
要

と
す

る
も

の
に

限
る

。
）

の
手

術
前

後
に

お
け

る
歯

科
矯

正
に

係
る

も
の

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

（
顎

診
）

第
 

 
号

 

調
剤

基
本

料
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

調
基

１
）

第
 

 
号

 

調
剤

基
本

料
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

調
基

２
）

第
 

 
号

 

調
剤

基
本

料
３

イ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
調

基
３

イ
）

第
 

 
号

 

調
剤

基
本

料
３

ロ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
調

基
３

ロ
）

第
 

 
号

 

調
剤

基
本

料
１

（
注

１
の

た
だ

し
書

に
該

当
す

る
場

合
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
調

基
特

１
）

第
 

 
号

 

地
域

支
援

体
制

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

地
支

体
）

第
 

 
号

 

後
発

医
薬

品
調

剤
体

制
加

算
１

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
後

発
調

１
）

第
 

 
号

 

後
発

医
薬

品
調

剤
体

制
加

算
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
後

発
調

２
）

第
 

 
号

 

後
発

医
薬

品
調

剤
体

制
加

算
３

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
後

発
調

３
）

第
 

 
号

 

無
菌

製
剤

処
理

加
算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
（

薬
菌

）
第

 
 

号
 

在
宅

患
者

調
剤

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
在

調
）

第
 

 
号

 

薬
剤

服
用

歴
管

理
指

導
料

の
４

に
掲

げ
る

情
報

通
信

機
器

を
用

い
た

服
薬

指
導

 
 

（
オ

ン
外

薬
）

第
 

 
号

 

薬
剤

服
用

歴
管

理
指

導
料

の
注

７
に

掲
げ

る
特

定
薬

剤
管

理
指

導
加

算
２

 
 

 
 

（
特

薬
管

２
）

第
 

 
号

 

 
-
 
23

 
- 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
対

し
て

内
視

鏡
下

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

腹
子

悪
内

支
）

第
 

 
号

 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
限

る
。

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
（

腹
子

）
第

 
 

号
 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
頸

が
ん

に
限

る
。

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

腹
子

頸
）

第
 

 
号

 

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

（
両

側
）

（
性

同
一

性
障

害
の

患
者

に
対

し
て

行
う

場
合

に
限

る
。

）
 

（
子

宮
附

性
障

）
第

 
 

号
 

内
視

鏡
的

胎
盤

吻
合

血
管

レ
ー

ザ
ー

焼
灼

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
内

胎
）

第
 

 
号

 

胎
児

胸
腔

・
羊

水
腔

シ
ャ

ン
ト

術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

胎
羊

）
第

 
 

号
 

無
心

体
双

胎
焼

灼
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
無

心
）

第
 

 
号

 

胎
児

輸
血

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
胎

輸
）

第
 

 
号

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
2
に

掲
げ

る
手

術
の

休
日

加
算

１
 

 
（

医
手

休
）

第
 

 
号

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
2
に

掲
げ

る
手

術
の

時
間

外
加

算
１

 
（

医
手

外
）

第
 

 
号

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
2
に

掲
げ

る
手

術
の

深
夜

加
算

１
 

 
（

医
手

深
）

第
 

 
号

 

歯
科

点
数

表
第

２
章

第
９

部
手

術
の

通
則

第
９

号
に

掲
げ

る
手

術
の

休
日

加
算

１
 

 
（

歯
手

休
）

第
 

 
号

 

歯
科

点
数

表
第

２
章

第
９

部
手

術
の

通
則

第
９

号
に

掲
げ

る
手

術
の

時
間

外
加

算
１

 
（

歯
手

外
）

第
 

 
号

 

歯
科

点
数

表
第

２
章

第
９

部
手

術
の

通
則

第
９

号
に

掲
げ

る
手

術
の

深
夜

加
算

１
 
 
 
 
（

歯
手

深
）

第
 

 
号

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
6
に

掲
げ

る
手

術
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

胃
瘻

造
）

第
 

 
号

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
9
に

掲
げ

る
手

術
（

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
患

者
に

対
す

る
乳

房
切

除
術

に
限

る
。

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

乳
切

遺
伝

）
第

 
 

号
 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
9
に

掲
げ

る
手

術
（

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
患

者
に

対
す

る
子

宮
附

属
器

腫
瘍

摘
出

術
に

対
す

る
乳

房
切

除
術

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（

子
宮

附
遺

伝
）

第
 

 
号

 

輸
血

管
理

料
Ⅰ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

輸
血

Ｉ
）

第
 

 
号

 

輸
血

管
理

料
Ⅱ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

輸
血

Ⅱ
）

第
 

 
号

 

輸
血

適
正

使
用

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
輸

適
）

第
 

 
号

 

貯
血

式
自

己
血

輸
血

管
理

体
制

加
算

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

貯
輸

）
第

 
 

号
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

コ
体

充
）

第
 

 
号

 

自
己

生
体

組
織

接
着

剤
作

成
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

自
生

接
）

第
 

 
号

 

自
己

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
（

用
手

法
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

自
己

ク
）

第
 

 
号

 

同
種

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

同
種

ク
）

第
 

 
号

 

人
工

肛
門

・
人

工
膀

胱
造

設
術

前
処

置
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

造
設

前
）

第
 

 
号

 

胃
瘻

造
設

時
嚥

下
機

能
評

価
加

算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

胃
瘻

造
嚥

）
第

 
 

号
 

凍
結

保
存

同
種

組
織

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

凍
保

組
）

第
 

 
号

 

歯
周

組
織

再
生

誘
導

手
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

Ｇ
Ｔ

Ｒ
）

第
 

 
号

 

広
範

囲
顎

骨
支

持
型

装
置

埋
入

手
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
人

工
歯

根
）

第
 

 
号

 

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
（

歯
科

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歯

顎
人

工
）

第
 

 
号

 

歯
根

端
切

除
手

術
の

注
３

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
根

切
顕

微
）

第
 

 
号

 

麻
酔

管
理

料
（

Ⅰ
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

麻
管

Ⅰ
）

第
 

 
号

 

麻
酔

管
理

料
（

Ⅱ
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

麻
管

Ⅱ
）

第
 

 
号

 

歯
科

麻
酔

管
理

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

歯
麻

管
）

第
 

 
号

 

放
射

線
治

療
専

任
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
放

専
）

第
 

 
号
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そ
の

都
度

届
出

を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
Ｃ

Ｔ
撮

影
及

び
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

に
つ

い
て

届
け

出
て

い
る

撮
影

に
使

用
す

る
機

器
に

変
更

が
あ

っ
た

場
合

に
は

そ
の

都
度

届
出

を
行

う
こ

と
。

そ
の

場
合

に
お

い
て

は
、

変
更

の
届

出
を

行
っ

た
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

（
変

更
の

届
出

に
つ

い
て

、
月

の
最

初
の

開
庁

日
に

要
件

審
査

を
終

え
、

届
出

を
受

理
さ

れ
た

場
合

に
は

当
該

月
の

１
日

）
か

ら
変

更
後

の
特

掲
診

療
料

を
算

定
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

面
積

要
件

や
常

勤
職

員
の

配
置

要
件

の
み

の
変

更
の

場
合

な
ど

月
単

位
で

算
出

す
る

数
値

を
用

い
た

要
件

を
含

ま
な

い
施

設
基

準
の

場
合

に
は

、
当

該
施

設
基

準
を

満
た

さ
な

く
な

っ
た

日
の

属
す

る
月

に
速

や
か

に
変

更
の

届
出

を
行

い
、

当
該

変
更

の
届

出
を

行
っ

た
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

か
ら

変
更

後
の

特
掲

診
療

料
を

算
定

す
る

こ

と
。

 

２
 

届
出

を
受

理
し

た
保

険
医

療
機

関
又

は
保

険
薬

局
に

つ
い

て
は

、
適

時
調

査
を

行
い

（
原

則
と

し
て

年
１

回
、

受
理

後
６

か
月

以
内

を
目

途
）

、
届

出
の

内
容

と
異

な
る

事
情

等
が

あ
る

場
合

に
は

、
届

出
の

受
理

の
変

更
を

行

う
な

ど
運

用
の

適
正

を
期

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

３
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
に

適
合

し
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

場
合

は
、

所
要

の
指

導
の

上
、

変
更

の
届

出
を

行
わ

せ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

そ
の

上
で

、
な

お
改

善
が

み
ら

れ
な

い
場

合
は

、
当

該
届

出
は

無
効

と
な

る
も

の

で
あ

る
が

、
そ

の
際

に
は

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

当
該

保
険

薬
局

の
開

設
者

に
弁

明
を

行
う

機
会

を
与

え
る

も

の
と

す
る

こ
と

。
 

４
 

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

又
は

保
険

薬
局

は
、

毎
年

７
月

１
日

現
在

で
届

出
の

基
準

の
適

合
性

を
確

認

し
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

報
告

を
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

５
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

に
お

い
て

は
、

届
出

を
受

理
し

た
後

、
当

該
届

出
事

項
に

関
す

る
情

報
を

都
道

府
県

に
提

供
し

、
相

互
に

協
力

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

６
 

届
出

事
項

に
つ

い
て

は
、

被
保

険
者

等
の

便
宜

に
供

す
る

た
め

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
に

お
い

て
閲

覧
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

等
を

含
む

。
）

に
供

す
る

と
と

も
に

、
当

該
届

出
事

項
を

適
宜

と
り

ま
と

め
て

、
保

険
者

等

に
提

供
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
保

険
医

療
機

関
及

び
保

険
薬

局
に

お
い

て
も

、
保

険
医

療
機

関

及
び

保
険

医
療

養
担

当
規

則
（

昭
和

3
2
年

厚
生

省
令

第
1
5
号

）
、

高
齢

者
の

医
療

の
確

保
に

関
す

る
法

律
の

規

定
に

よ
る

療
養

の
給

付
等

の
取

扱
い

及
び

担
当

に
関

す
る

基
準

（
昭

和
5
8
年

厚
生

省
告

示
第

1
4
号

）
及

び
保

険

薬
局

及
び

保
険

薬
剤

師
療

養
担

当
規

則
（

昭
和

3
2
年

厚
生

省
令

第
1
6
号

）
の

規
定

に
基

づ
き

、
院

内
の

見
や

す

い
場

所
に

届
出

内
容

の
掲

示
を

行
う

よ
う

指
導

を
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 第
４

 
経

過
措

置
等

 

第
２

及
び

第
３

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

令
和

２
年

３
月

3
1
日

現
在

に
お

い
て

特
掲

診
療

料
の

届
出

が
受

理
さ

れ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

及
び

保
険

薬
局

に
つ

い
て

は
、

次
の

取
扱

い
と

す
る

。
 

令
和

２
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

現
に

表
１

及
び

表
２

に
掲

げ
る

特
掲

診
療

料
以

外
の

特
掲

診
療

料
を

算
定

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

又
は

保
険

薬
局

で
あ

っ
て

、
引

き
続

き
当

該
特

掲
診

療
料

を
算

定
す

る
場

合
に

は
、

新
た

な
届

出
を

要
し

な
い

が
、

令
和

２
年

４
月

以
降

の
実

績
を

も
っ

て
、

該
当

す
る

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
の

内
容

と
異

な
る

事
情

等
が

生
じ

た
場

合
は

、
変

更
の

届
出

を
行

う
こ

と
。

 

 

表
１

 
新

た
に

施
設

基
準

が
創

設
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

令
和

２
年

４
月

以
降

に
お

い
て

当
該

点
数

を
算

定
す

る

に
当

た
り

届
出

の
必

要
な

も
の

 

 

外
来

栄
養

食
事

指
導

料
（

注
２

に
掲

げ
る

外
来

化
学

療
法

の
実

施
患

者
の

栄
養

食
事

指
導

を
行

う
場

合
）

 

 
-
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- 

か
か

り
つ

け
薬

剤
師

指
導

料
及

び
か

か
り

つ
け

薬
剤

師
包

括
管

理
料

 
 

 
 

 
 

 
 

（
か

薬
）

第
 

 
号

 

 

７
 

次
の
(
１
)
か

ら
(
1
0
)
ま

で
に

掲
げ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ら

の
点

数
の

う
ち

い
ず

れ
か

１
つ

に
つ

い
て

届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

、
当

該
届

出
を

行
っ

た
点

数
と

同
一

の
区

分
に

属
す

る
点

数
も

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
り

、

点
数

ご
と

に
別

々
の

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
１
)
 

持
続

血
糖

測
定

器
加

算
（

間
歇

注
入

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
と

連
動

す
る

持
続

血
糖

測
定

器
を

用
い

る
場

合
）

、
皮

下
連

続
式

グ
ル

コ
ー

ス
測

定
 

(
２
)
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

、
腹

腔
鏡

下
小

切
開

後
腹

膜
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

腫
瘍

摘
出

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

悪
性

腫
瘍

手
術

、
腹

腔
鏡

下
小

切
開

副
腎

摘

出
術

、
腹

腔
鏡

下
小

切
開

腎
部

分
切

除
術

、
腹

腔
鏡

下
小

切
開

腎
摘

出
術

、
腹

腔
鏡

下
小

切
開

尿
管

腫
瘍

摘

出
術

、
腹

腔
鏡

下
小

切
開

腎
（

尿
管

）
悪

性
腫

瘍
手

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
腫

瘍
摘

出
術

、
腹

腔
鏡

下

小
切

開
前

立
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

 

(
３
)
 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
（

併
用

）
、

乳
が

ん
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

加
算

１
 

(
４
)
 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
（

単
独

）
、

乳
が

ん
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

加
算

２
 

(
５
)
 

人
工

膵
臓

検
査

、
人

工
膵

臓
療

法
 

(
６
)
 

時
間

内
歩

行
試

験
、

シ
ャ

ト
ル

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

テ
ス

ト
 

(
７
)
 

検
査

・
画

像
情

報
提

供
加

算
、

電
子

的
診

療
情

報
評

価
料

 

(
８
)
 

導
入

期
加

算
２

、
腎

代
替

療
法

実
績

加
算

 

(
９
)
 

透
析

液
水

質
確

保
加

算
、

慢
性

維
持

透
析

濾
過

加
算

 

(
1
0
)
 

食
道

縫
合

術
（

穿
孔

、
損

傷
）

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
内

視
鏡

下
胃

、
十

二
指

腸
穿

孔
瘻

孔
閉

鎖

術
、

胃
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

小
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
結

腸
瘻

閉
鎖

術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
腎

（
腎

盂
）

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

尿
管

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
膀

胱
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
腟

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も

の
）

 

８
 

４
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
各

月
の

末
日

ま
で

に
要

件
審

査
を

終
え

、
届

出
を

受
理

し
た

場
合

は
、

翌
月

の
１

日
か

ら
当

該
届

出
に

係
る

診
療

報
酬

を
算

定
す

る
。

ま
た

、
月

の
最

初
の

開
庁

日
に

要
件

審
査

を
終

え
、

届
出

を

受
理

し
た

場
合

に
は

当
該

月
の

１
日

か
ら

算
定

す
る

。
な

お
、

平
成

3
0
年

４
月

1
6
日

ま
で

に
届

出
書

の
提

出
が

あ
り

、
同

月
末

日
ま

で
に

要
件

審
査

を
終

え
届

出
の

受
理

が
行

わ
れ

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
同

月
１

日
に

遡
っ

て

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

９
 

届
出

の
不

受
理

の
決

定
を

行
っ

た
場

合
は

、
速

や
か

に
そ

の
旨

を
提

出
者

に
対

し
て

通
知

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

 第
３

 
届

出
受

理
後

の
措

置
等

 
 

１
 

届
出

を
受

理
し

た
後

に
お

い
て

、
届

出
の

内
容

と
異

な
っ

た
事

情
が

生
じ

、
当

該
施

設
基

準
を

満
た

さ
な

く

な
っ

た
場

合
又

は
当

該
施

設
基

準
の

届
出

区
分

が
変

更
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

保
険

医
療

機
関

又
は

保
険

薬
局

の
開

設
者

は
届

出
の

内
容

と
異

な
っ

た
事

情
が

生
じ

た
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

に
変

更
の

届
出

を
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
神

経
学

的
検

査
、

精
密

触
覚

機
能

検
査

、
画

像
診

断
管

理
加

算
１

、
２

及
び

３
、

歯
科

画
像

診
断

管
理

加
算

１
及

び
２

、
麻

酔
管

理
料

（
Ⅰ

）
、

歯
科

麻
酔

管
理

料
、

歯
科

矯
正

診
断

料
並

び
に

顎
口

腔
機

能
診

断
料

に
つ

い
て

届
け

出
て

い
る

医
師

に
変

更
が

あ
っ

た
場

合
に

は
そ

の
都

度
届

出
を

行
い

、
届

出
に

あ
た

り
使

用
す

る
機

器
を

届
け

出
て

い
る

施
設

基
準

に
つ

い
て

は
、

当
該

機
器

に
変

更
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

（ ）（ ） 857856

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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頭
蓋

内
電

極
植

込
術

（
脳

深
部

電
極

に
よ

る
も

の
（

７
本

以
上

の
電

極
に

よ
る

場
合

）
に

限
る

。
）

 

角
膜

移
植

術
（

内
皮

移
植

加
算

）
 

鏡
視

下
咽

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
（

軟
口

蓋
悪

性
腫

瘍
手

術
を

含
む

。
）

 

鏡
視

下
喉

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
 

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
 

胸
腔

鏡
下

拡
大

胸
腺

摘
出

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

区
域

切
除

で
内

視
鏡

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

縦
隔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

不
整

脈
手

術
 

左
心

耳
閉

鎖
術

（
経

カ
テ

ー
テ

ル
的

手
術

に
よ

る
も

の
）

 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

及
び

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

（
心

筋
リ

ー
ド

を
用

い
る

も
の

）
及

び
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

心
筋

リ
ー

ド
を

用
い

る
も

の
）

 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

及
び

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

 

経
皮

的
下

肢
動

脈
形

成
術

 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
後

腹
膜

）
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
傍

大
動

脈
）

 

腹
腔

鏡
下

十
二

指
腸

局
所

切
除

術
（

内
視

鏡
処

置
を

併
施

す
る

も
の

）
 

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

同
種

死
体

膵
島

移
植

術
 

腹
腔

鏡
下

腎
盂

形
成

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

腹
腔

鏡
下

仙
骨

膣
固

定
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

た
場

合
）

 

無
心

体
双

胎
焼

灼
術

 

胎
児

輸
血

術
 

同
種

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
 

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
（

歯
科

）
 

歯
科

麻
酔

管
理

料
 

薬
剤

服
用

歴
管

理
指

導
料

の
４

に
掲

げ
る

情
報

通
信

機
器

を
用

い
た

服
薬

指
導

 

薬
剤

服
用

歴
管

理
指

導
料

の
注

７
に

掲
げ

る
特

定
薬

剤
管

理
指

導
加

算
２

 

 表
２

 
施

設
基

準
の

改
正

に
よ

り
、

令
和

２
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

現
に

当
該

点
数

を
算

定
し

て
い

た
保

険
医

療
機

関
及

び
保

険
薬

局
で

あ
っ

て
も

、
令

和
２

年
４

月
以

降
に

お
い

て
当

該
点

数
を

算
定

す
る

に
当

た
り

届

出
の

必
要

な
も

の
 

 

小
児

運
動

器
疾

患
指

導
管

理
料

 

小
児

科
外

来
診

療
料

 

摂
食

機
能

療
法

の
注

３
に

掲
げ

る
摂

食
嚥

下
支

援
加

算
 

導
入

期
加

算
２

 

 
-
 
27

 
- 

心
臓

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
指

導
管

理
料

の
注

５
に

掲
げ

る
遠

隔
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
加

算
 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
の

ニ
 

婦
人

科
特

定
疾

患
治

療
管

理
料

 

腎
代

替
療

法
指

導
管

理
料

 

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

（
情

報
通

信
機

器
を

用
い

る
診

察
に

係
る

規
定

を
満

た
す

こ
と

に
よ

り
算

定
す

 
 

る
場

合
に

限
る

。
）

 

療
養

・
就

労
両

立
支

援
指

導
料

の
注

３
に

掲
げ

る
相

談
支

援
加

算
 

外
来

排
尿

自
立

指
導

料
 

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
１

 

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
２

 

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

の
注

1
5
（

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
の

注
６

の
規

定
に

よ

り
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

に
掲

げ
る

訪
問

看
護

・
指

導
体

制
充

実
加

算
 

持
続

血
糖

測
定

器
加

算
（

間
歇

注
入

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
と

連
動

し
な

い
持

続
血

糖
測

定
器

を
用

い
る

場

合
）

 

睡
眠

時
歯

科
筋

電
図

検
査

 

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

 

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
 

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
遺

伝
子

検
査

 

先
天

性
代

謝
異

常
症

検
査

 

ウ
イ

ル
ス

・
細

菌
核

酸
多

項
目

同
時

検
出

 

検
体

検
査

判
断

料
の

注
７

に
掲

げ
る

遺
伝

性
腫

瘍
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

加
算

 

単
線

維
筋

電
図

 

脳
磁

図
（

自
発

活
動

を
測

定
す

る
も

の
）

 

終
夜

睡
眠

ポ
リ

グ
ラ

フ
ィ

ー
（

安
全

精
度

管
理

下
で

行
う

も
の

）
 

黄
斑

局
所

網
膜

電
図

 

全
視

野
精

密
網

膜
電

図
 

経
気

管
支

凍
結

生
検

法
 

血
流

予
備

量
比

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
 

全
身

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
 

連
携

充
実

加
算

 

経
頭

蓋
磁

気
刺

激
療

法
 

療
養

生
活

環
境

整
備

指
導

加
算

 

依
存

症
集

団
療

法
２

 

静
脈

圧
迫

処
置

（
慢

性
静

脈
不

全
に

対
す

る
も

の
）

 

多
血

小
板

血
漿

処
置

 

心
不

全
に

対
す

る
遠

赤
外

線
温

熱
療

法
 

乳
房

切
除

術
（

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
患

者
に

対
す

る
乳

房
切

除
術

に
限

る
。

）
 

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

（
遺

伝
性

乳
癌

卵
巣

癌
症

候
群

患
者

に
対

す
る

乳
房

切
除

術
に

限
る

。
）

 

四
肢

・
躯

幹
軟

部
悪

性
腫

瘍
手

術
及

び
骨

悪
性

腫
瘍

手
術

の
注

に
掲

げ
る

処
理

骨
再

建
加

算
 

椎
間

板
内

酵
素

注
入

療
法

 

（ ）（ ） 857856

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
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- 

   
 

 
-
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- 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

肺
葉

切
除

又
は

１
肺

葉
を

超
え

る
も

の
で

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
（

特
殊

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

も
の

）
 

麻
酔

管
理

料
（

Ⅱ
）

（
麻

酔
中

の
患

者
の

看
護

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
常

勤
看

護
師

が
実

施
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

調
剤

基
本

料
の

注
５

に
掲

げ
る

地
域

支
援

体
制

加
算

（
調

剤
基

本
料

１
を

算
定

し
て

い
る

保
険

薬
局

で
、

令
和

３
年

４
月

１
日

以
降

に
引

き
続

き
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

 

表
３

 
施

設
基

準
等

の
名

称
が

変
更

さ
れ

た
が

、
令

和
２

年
３

月
3
1
日

に
お

い
て

現
に

当
該

点
数

を
算

定
し

て

い
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

れ
ば

新
た

に
届

出
が

必
要

で
な

い
も

の
 

 

持
続

血
糖

測
定

器
加

算
 

→
 
持

続
血

糖
測

定
器

加
算

（
間

歇
注

入
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

と
連

動
す

る
持

続
血

糖
測

定
器

を
用

い
る

場

合
）

 

脳
磁

図
 

→
 
脳

磁
図

（
そ

の
他

の
も

の
）

 

依
存

症
集

団
療

法
 

→
 
依

存
症

集
団

療
法

１
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

十
二

指
腸

切
除

術
 

→
 
腹

腔
鏡

下
膵

頭
部

腫
瘍

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

を
除

く
。

）
 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
及

び
両

心
室

ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
 

→
 
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

（
経

静
脈

電
極

の
場

合
）

及
び

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術

（
経

静
脈

電
極

の
場

合
）

 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

、
植

込
型

除
細

動
器

交

換
術

及
び

経
静

脈
電

極
抜

去
術

 

→
 
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
（

経
静

脈
リ

ー
ド

を
用

い
る

も
の

又
は

皮
下

植
込

型
リ

ー
ド

を
用

い
る

も

の
）

、
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

そ
の

他
の

も

の
）

及
び

経
静

脈
電

極
抜

去
術

に
関

す
る

施
設

基

準
 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移

植
術

及
び

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除

細
動

器
交

換
術

 

→
 
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

（
経

静
脈

電
極

の
場

合
）

及
び

両
室

ペ
ー

シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

（
経

静

脈
電

極
の

場
合

）
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

（ ）（ ） 859858

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

日
保

医
発

第
●

第
●

号
）

別
添

●
の

第
●

の
●

に
掲

げ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

て
ん

か
ん

指
導

料
の

注
６

に
関

す
る

施
設

基
準

に
つ

い
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
て

ん
か

ん
指

導
料

の
注

６
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

(
支

)
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ

と
。

 

 第
１

の
５

 
難

病
外

来
指

導
管

理
料

 

１
 

難
病

外
来

指
導

管
理

料
の

対
象

患
者

 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
第

３
の

２
の

（
３

）
難

病
外

来
指

導
管

理
料

の
対

象
疾

患
に

定
め

る
「

そ
の

他
こ

れ
に

準
ず

る
疾

患
」

と
は

、
「

特
定

疾
患

治
療

研
究

事
業

に
つ

い
て

」
（

昭
和

4
8
年

４
月

1
7
日

衛
発

第
2
4
2

号
）

に
掲

げ
る

疾
患

（
当

該
疾

患
に

罹
患

し
て

い
る

患
者

と
し

て
都

道
府

県
知

事
か

ら
受

給
者

証
の

交
付

を
受

け

て
い

る
も

の
に

係
る

も
の

に
限

る
。

た
だ

し
、

ス
モ

ン
に

つ
い

て
は

過
去

に
公

的
な

認
定

を
受

け
た

こ
と

が
確

認

で
き

る
場

合
等

を
含

む
。

）
又

は
「

先
天

性
血

液
凝

固
因

子
障

害
等

治
療

研
究

事
業

実
施

要
綱

に
つ

い
て

」
（

平

成
元

年
７

月
2
4
日

健
医

発
第

8
9
6
号

）
に

掲
げ

る
疾

患
（

当
該

疾
患

に
罹

患
し

て
い

る
患

者
と

し
て

都
道

府
県

知
事

か
ら

受
給

者
証

の
交

付
を

受
け

て
い

る
も

の
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
を

い
う

。
 

２
 

難
病

外
来

指
導

管
理

料
の

注
６

に
関

す
る

施
設

基
準

 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

第
●

第
●

号
）

別
添

●
の

第
●

の
●

に
掲

げ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

難
病

外
来

指
導

管
理

料
の

注
６

に
関

す
る

施
設

基
準

に
つ

い
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
難

病
外

来
指

導
管

理
料

の
注

６
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

(
支

)
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
１

の
６

 
外

来
栄

養
食

事
指

導
料

 

１
 

外
来

栄
養

食
事

指
導

料
の

注
２

に
規

定
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

外
来

化
学

療
法

を
実

施
す

る
た

め
の

専
用

の
ベ

ッ
ド

（
点

滴
注

射
に

よ
る

化
学

療
法

を
実

施
す

る
に

適
し

た
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

シ
ー

ト
等

を
含

む
。

）
を

有
す

る
治

療
室

を
保

有
し

、
専

任
の

常
勤

管
理

栄
養

士
が

1

人
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

(
１

)
に

掲
げ

る
管

理
栄

養
士

は
、

医
療

関
係

団
体

等
が

実
施

す
る

悪
性

腫
瘍

に
関

す
る

栄
養

管
理

方
法

等

の
習

得
を

目
的

と
し

た
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

外
来

栄
養

食
事

指
導

料
の

注
２

に
規

定
す

る
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

１
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
１

の
７

 
心

臓
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

指
導

管
理

料
 

１
 

植
込

型
除

細
動

器
移

行
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

下
記

の
い

ず
れ

か
の

施
設

基
準

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

９
」

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

９
９

－
２

」
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
及

び
区

分
番

号
「

Ｋ
５

９
９

－
５

」
経

静
脈

電
極

抜
去

術
（

レ
ー

ザ
ー

シ
ー

ス
を

用
い

る
も

の
）

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

９
－

３
」

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
及

び
区

分
番

号
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別
添

１
 

 

特
掲

診
療
料

の
施
設

基
準

等
 

 第
１

 
特

定
疾

患
療

養
管

理
料

 

１
 

特
定

疾
患

療
養

管
理

料
の

注
５

に
関

す
る

施
設

基
準

 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

第
●

第
●

号
）

別
添

●
の

第
●

の
●

に
掲

げ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

特
定

疾
患

療
養

管
理

料
の

注
５

に
関

す
る

施
設

基
準

に
つ

い
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

定
疾

患
療

養
管

理
料

の
注

５
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

(
支
)
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
１

の
２

 
ウ

イ
ル

ス
疾

患
指

導
料

 

１
 

ウ
イ

ル
ス

疾
患

指
導

料
の

注
２

に
規

定
す

る
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

の
診

療
に

従
事

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

専
任

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

の
看

護
に

従
事

し
た

経
験

を
２

年
以

上
有

す
る

専
任

の
看

護
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
者

の
服

薬
指

導
を

行
う

専
任

の
薬

剤
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

社
会

福
祉

士
又

は
精

神
保

健
福

祉
士

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
保

護
に

配
慮

し
た

診
察

室
及

び
相

談
室

が
備

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

ウ
イ

ル
ス

疾
患

指
導

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
１

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

１
の
(
１
)
及

び
(
２
)
に

掲
げ

る
医

師
及

び
看

護
師

の
経

験
が

確
認

で
き

る
文

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

１
の
(
１
)
か

ら
(
３
)
ま

で
に

掲
げ

る
医

師
、

看
護

師
、

薬
剤

師
及

び
１

の
(
４
)
に

掲
げ

る
社

会
福

祉
士

又

は
精

神
保

健
福

祉
士

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の
別

）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
 

 

第
１

の
３

 
小

児
科

療
養

指
導

料
 

１
 

小
児

科
療

養
指

導
料

の
注

６
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

第
●

第
●

号
）

別
添

●
の

第
●

の
●

に
掲

げ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

小
児

科
療

養
指

導
料

の
注

６
に

関
す

る
施

設
基

準
に

つ
い

て
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

小
児

科
療

養
指

導
料

と
し

て
特

に
地

方
厚

生
(
支
)
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
１

の
４

 
て

ん
か

ん
指

導
料

 

１
 

て
ん

か
ん

指
導

料
の

注
６

に
関

す
る

施
設

基
準

 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

（ ）（ ） 859858

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
34

 
- 

(
１
)
 

専
任

の
看

護
師

又
は

准
看

護
師

が
常

時
１

人
以

上
配

置
さ

れ
、

患
者

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

等
に

2
4
時

間

対
応

で
き

る
体

制
を

整
え

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

ピ
ー

ク
フ

ロ
ー

値
及

び
一

秒
量

等
を

計
測

す
る

機
器

を
備

え
る

と
と

も
に

、
患

者
か

ら
定

期
的

に
報

告
さ

れ
る

検
査

値
等

の
情

報
を

適
切

に
蓄

積
、

解
析

し
、

管
理

で
き

る
体

制
を

整
え

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
又

は
別

の
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

、
緊

急
入

院
を

受
け

入
れ

る
体

制
を

常
に

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

喘
息

治
療

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
３

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

１
の
(
１
)
か

ら
(
３
)
ま

で
に

掲
げ

る
事

項
に

つ
い

て
そ

の
概

要
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

 

第
４

 
糖

尿
病

合
併

症
管

理
料

 

１
 

糖
尿

病
合

併
症

管
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

糖
尿

病
治

療
及

び
糖

尿
病

足
病

変
の

診
療

に
従

事
し

た
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
 

 
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

（
糖

尿
病

治
療

及
び

糖
尿

病
足

病
変

の
診

療
に

従
事

し
た

経
験

を
５

年

以
上

有
す

る
医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

糖
尿

病
足

病
変

患
者

の
看

護
に

従
事

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

専
任

の
看

護
師

で
あ

っ
て

、
糖

尿
病

足
病

変
の

指
導

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
者

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い

る
こ

と
。

 

な
お

、
こ

こ
で

い
う

適
切

な
研

修
と

は
、

次
の

も
の

を
い

う
こ

と
。

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

（
糖

尿
病

重
症

化
予

防
（

フ
ッ

ト
ケ

ア
）

研
修

を
行

っ
て

い
る

日
本

糖
尿

病

教
育

・
看

護
学

会
等

）
が

主
催

す
る

研
修

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

糖
尿

病
患

者
へ

の
フ

ッ
ト

ケ
ア

の
意

義
・

基
礎

知
識

、
糖

尿
病

足
病

変
に

対
す

る
評

価
方

法
、

フ
ッ

ト

ケ
ア

技
術

、
セ

ル
フ

ケ
ア

支
援

及
び

事
例

分
析

・
評

価
等

の
内

容
が

含
ま

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

糖
尿

病
足

病
変

に
関

す
る

患
者

指
導

に
つ

い
て

十
分

な
知

識
及

び
経

験
の

あ
る

看
護

師
等

が
行

う
演

 

習
が

含
ま

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

エ
 

通
算

し
て

1
6
時

間
以

上
の

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

糖
尿

病
合

併
症

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
５

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

１
の
(
１
)
に

掲
げ

る
医

師
及

び
(
２
)
に

掲
げ

る
看

護
師

の
経

験
が

確
認

で
き

る
文

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 

第
４

の
２

 
が

ん
性

疼
痛

緩
和

指
導

管
理

料
 

１
 

が
ん

性
疼

痛
緩

和
指

導
管

理
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
緩

和
ケ

ア
の

経
験

を
有

す
る

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

緩
和

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
医

師
と

は
、

次
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
の

研
修

を
修

了
し

た
者

で
あ

る
こ

と
。

 

(
１
)
 

「
が

ん
等

の
診

療
に

携
わ

る
医

師
等

に
対

す
る

緩
和

ケ
ア

研
修

会
の

開
催

指
針

」
（

平
成

2
9
年

1
2
月

１

日
付

け
健

発
1
2
0
1
第

２
号

厚
生

労
働

省
健

康
局

長
通

知
）

に
準

拠
し

た
緩

和
ケ

ア
研

修
会

（
平

成
2
9
年

度
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「
Ｋ

５
９

９
－

４
」

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
 

 ２
 

遠
隔

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 
(
１
)
 

循
環

器
内

科
、

小
児

循
環

器
内

科
又

は
心

臓
血

管
外

科
に

つ
い

て
の

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
不

整
脈

及
び

心
臓

植
込

み
型

電
気

デ
バ

イ
ス

に

つ
い

て
の

専
門

的
な

臨
床

経
験

を
３

年
以

上
有

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

(
２
)
 

届
出

保
険

医
療

機
関

又
は

連
携

す
る

別
の

保
険

医
療

機
関

（
循

環
器

内
科

、
小

児
循

環
器

内
科

又
は

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
す

る
も

の
に

限
る

。
）

に
お

い
て

、
区

分
番

号
「

Ｋ
５

９
７

」
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
、

「
Ｋ

５
９

７
－

２
」

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

、
「

Ｋ
５

９
８

」
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

か

ら
「

Ｋ
５

９
９

－
４

」
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

ま
で

の
い

ず
れ

か
の

施
設

基

準
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

植
込

型
除

細
動

器
移

行
期

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
、

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

及
び

経
静

脈
電

極
抜

去
術

（
レ

ー
ザ

ー
シ

ー
ス

を
用

い
る

も
の

）
又

は
両

室
ペ

ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
及

び
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

の

い
ず

れ
か

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
植

込
型

除
細

動
器

移
行

期
加

算
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

(
２
)
 

遠
隔

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

１
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
２

 
高

度
難

聴
指

導
管

理
料

 

１
 

高
度

難
聴

指
導

管
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

次
の
(
１
)
又

は
(
２
)
に

該
当

す
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
１
)
 

人
工

内
耳

植
込

術
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

５
年

以
上

の
耳

鼻
咽

喉
科

の
診

療
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

耳
鼻

咽
喉

科
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

耳
鼻

咽
喉

科
の

非
常

勤
医

師
（

５
年

以
上

の
耳

鼻
咽

喉
科

の
診

療
経

験
を

有
す

る

医
師

に
限

る
。

）
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と

が
で

き
る

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

高
度

難
聴

指
導

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
２

の
２

 
慢

性
維

持
透

析
患

者
外

来
医

学
管

理
料

の
腎

代
替

療
法

実
績

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

慢
性

維
持

透
析

患
者

外
来

医
学

管
理

料
の

腎
代

替
療

法
実

績
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
及

び
届

出
に

関
す

る
事

項
は

、
第

5
7
の

２
に

お
け

る
２

の
（

２
）

導
入

期
加

算
２

の
例

に
よ

る
。

 

 第
３

 
喘

息
治

療
管

理
料

 

１
 

喘
息

治
療

管
理

料
の

注
２

に
規

定
す

る
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

（ ）（ ） 861860

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
３

)
 

(
１

)
に

掲
げ

る
看

護
師

は
、

１
の

(
３

)
を

満
た

す
こ

と
。

 

(
４

)
 

患
者

の
希

望
に

応
じ

て
、

患
者

の
心

理
状

況
及

び
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

十
分

配
慮

し
た

構
造

の
個

室
を

使
用

で
き

る
よ

う
に

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
ハ

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

化
学

療
法

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
医

師
及

び
専

任
の

薬
剤

師
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

(
１

)
に

掲
げ

る
薬

剤
師

は
、

５
年

以
上

薬
剤

師
と

し
て

の
業

務
に

従
事

し
た

経
験

及
び

３
年

以
上

化
学

療

法
に

係
る

業
務

に
従

事
し

た
経

験
を

有
し

、
4
0
時

間
以

上
の

が
ん

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

、
が

ん

患
者

に
対

す
る

薬
剤

管
理

指
導

の
実

績
を

5
0
症

例
（

複
数

の
が

ん
種

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
）

以
上

有
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

患
者

の
希

望
に

応
じ

て
、

患
者

の
心

理
状

況
及

び
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

十
分

配
慮

し
た

構
造

の
個

室
を

使
用

で
き

る
よ

う
に

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

４
 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
ニ

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

の
血

液
を

検
体

と
す

る
も

の
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

十
分

配
慮

し
た

構
造

の
個

室
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

５
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
５

の
３

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

１
の

(
２

)
に

掲
げ

る
医

師
及

び
(
３

)
に

掲
げ

る
看

護
師

、
２

の
(
２

)
に

掲
げ

る
医

師
及

び
(
３

)
に

掲
げ

る

看
護

師
３

の
(
２

)
に

掲
げ

る
薬

剤
師

の
経

験
が

確
認

で
き

る
文

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 

第
４

の
４

 
外

来
緩

和
ケ

ア
管

理
料

 

１
 

外
来

緩
和

ケ
ア

管
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
以

下
の

４
名

か
ら

構
成

さ
れ

る
緩

和
ケ

ア
に

係
る

チ
ー

ム
（

以
下

「
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

」
と

い
う

。
）

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

身
体

症
状

の
緩

和
を

担
当

す
る

専
任

の
常

勤
医

師
 

イ
 

精
神

症
状

の
緩

和
を

担
当

す
る

専
任

の
常

勤
医

師
 

ウ
 

緩
和

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

看
護

師
 

エ
 

緩
和

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
専

任
の

薬
剤

師
 

な
お

、
ア

か
ら

エ
ま

で
の

う
ち

い
ず

れ
か

１
人

は
専

従
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
当

該
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

が
診

療
す

る
患

者
数

が
１

日
に

1
5
人

以
内

で
あ

る
場

合
は

、
い

ず
れ

も
専

任
で

差
し

支
え

な
い

。
 

ま
た

、
注

４
に

規
定

す
る

点
数

を
算

定
す

る
場

合
は

、
以

下
か

ら
構

成
さ

れ
る

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
に

よ

り
、

緩
和

ケ
ア

に
係

る
専

門
的

な
診

療
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

オ
 

身
体

症
状

の
緩

和
を

担
当

す
る

常
勤

医
師

 

カ
 

精
神

症
状

の
緩

和
を

担
当

す
る

医
師

 

キ
 

緩
和

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
看

護
師

 

ク
 

緩
和

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
薬

剤
師

 

(
２

)
 

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

構
成

員
は

、
緩

和
ケ

ア
診

療
加

算
に

係
る

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

構
成

員
と

兼
任

で
あ

っ
て

差
し

支
え

な
い

。
 

 
ま

た
、

悪
性

腫
瘍

患
者

に
係

る
緩

和
ケ

ア
の

特
性

に
鑑

み
て

、
専

従
の

医
師

に
あ

っ
て

も
、

緩
和

ケ
ア

診
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ま
で

に
開

催
し

た
も

の
で

あ
っ

て
、

「
が

ん
診

療
に

携
わ

る
医

師
に

対
す

る
緩

和
ケ

ア
研

修
会

の
開

催
指

針
」

に
準

拠
し

た
も

の
を

含
む

。
）

 

(
２
)
 

緩
和

ケ
ア

の
基

本
教

育
の

た
め

の
都

道
府

県
指

導
者

研
修

会
（

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

主
催

）
等

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

が
ん

性
疼

痛
緩

和
指

導
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

５
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

１
に

掲
げ

る
医

師
の

経
験

が
確

認
で

き
る

文
書

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
４

の
３

 
が

ん
患

者
指

導
管

理
料

 

１
 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
イ

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

緩
和

ケ
ア

の
研

修
を

修
了

し
た

医
師

及
び

専
任

の
看

護
師

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

な
お

、
診

断
結

果
及

び
治

療
方

針
の

説
明

等
を

行
う

際
に

は
両

者
が

同
席

し
て

行
う

こ
と

。
 

(
２
)
 
(
１
)
に

掲
げ

る
医

師
は

、
次

に
掲

げ
る

い
ず

れ
か

の
研

修
を

修
了

し
た

者
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

「
が

ん
等

の
診

療
に

携
わ

る
医

師
等

に
対

す
る

緩
和

ケ
ア

研
修

会
の

開
催

指
針

」
に

準
拠

し
た

緩
和

ケ

ア
研

修
会

（
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

開
催

し
た

も
の

で
あ

っ
て

、
「

が
ん

診
療

に
携

わ
る

医
師

に
対

す
る

緩
和

ケ
ア

研
修

会
の

開
催

指
針

」
に

準
拠

し
た

も
の

を
含

む
。

）
 

イ
 

緩
和

ケ
ア

の
基

本
教

育
の

た
め

の
都

道
府

県
指

導
者

研
修

会
（

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

主
催

）
等

 

(
３
)
 
(
１
)
に

掲
げ

る
看

護
師

は
、

５
年

以
上

が
ん

患
者

の
看

護
に

従
事

し
た

経
験

を
有

し
、

が
ん

患
者

へ
の

カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

等
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

者
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

こ
こ

で
い

う
が

ん
患

者
へ

の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
等

に
係

る
適

切
な

研
修

と
は

、
次

の
事

項
に

該
当

す
る

研
修

の
こ

と
を

い
う

。
 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
(
6
0
0
時

間
以

上
の

研
修

期
間

で
、

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
も

の
)
 

イ
 

が
ん

看
護

又
は

が
ん

看
護

関
連

領
域

に
お

け
る

専
門

的
な

知
識

・
技

術
を

有
す

る
看

護
師

の
養

成
を

目

的
と

し
た

研
修

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

講
義

及
び

演
習

に
よ

り
、

次
の

内
容

を
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
イ
)
 

が
ん

看
護

又
は

が
ん

看
護

関
連

領
域

に
必

要
な

看
護

理
論

及
び

医
療

制
度

等
の

概
要

 

(
ロ
)
 

臨
床

倫
理

（
告

知
、

意
思

決
定

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

に
お

け
る

看
護

師
の

役
割

）
 

(
ハ
)
 

が
ん

看
護

又
は

が
ん

看
護

関
連

領
域

に
関

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
看

護
実

践
 

(
ニ
)
 

が
ん

看
護

又
は

が
ん

看
護

関
連

領
域

の
患

者
及

び
家

族
の

心
理

過
程

 

(
ホ
)
 

セ
ル

フ
ケ

ア
へ

の
支

援
及

び
家

族
支

援
の

方
法

 

(
ヘ
)
 

が
ん

患
者

の
た

め
の

医
療

機
関

に
お

け
る

組
織

的
取

組
と

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

 

(
ト
)
 

が
ん

看
護

又
は

が
ん

看
護

関
連

領
域

に
お

け
る

ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

(
チ
)
 

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
方

法
 

エ
 

実
習

に
よ

り
、

事
例

に
基

づ
く

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
が

ん
看

護
又

は
が

ん
看

護
関

連
領

域
に

必
要

な
看

護

実
践

 

(
４
)
 

患
者

に
対

し
て

診
断

結
果

及
び

治
療

方
針

の
説

明
等

を
行

う
場

合
に

、
患

者
の

希
望

に
応

じ
て

、
患

者
の

心
理

状
況

及
び

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
十

分
配

慮
し

た
構

造
の

個
室

を
使

用
で

き
る

よ
う

に
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

が
ん

患
者

指
導

管
理

料
ロ

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

緩
和

ケ
ア

の
研

修
を

修
了

し
た

医
師

及
び

専
任

の
看

護
師

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

 

(
２
)
 
(
１
)
に

掲
げ

る
医

師
は

、
１

の
(
２
)
を

満
た

す
こ

と
。

 

（ ）（ ） 861860

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
ニ
)
 

緩
和

ケ
ア

の
た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

並
び

に
症

状
緩

和
の

た
め

の
支

援
方

法
 

(
ホ
)
 

セ
ル

フ
ケ

ア
へ

の
支

援
及

び
家

族
支

援
の

方
法

 

(
ヘ
)
 

ホ
ス

ピ
ス

及
び

疼
痛

緩
和

の
た

め
の

組
織

的
取

組
と

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

 

(
ト
)
 

ホ
ス

ピ
ス

ケ
ア

・
緩

和
ケ

ア
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

(
チ
)
 

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
方

法
 

(
リ
)
 

ケ
ア

の
質

を
保

つ
た

め
の

デ
ー

タ
収

集
・

分
析

等
に

つ
い

て
 

エ
 

実
習

に
よ

り
、

事
例

に
基

づ
く

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
ホ

ス
ピ

ス
ケ

ア
・

緩
和

ケ
ア

の
実

践
 

(
７
)
 
(
１
)
の

エ
又

は
ク

に
掲

げ
る

薬
剤

師
は

、
麻

薬
の

投
薬

が
行

わ
れ

て
い

る
悪

性
腫

瘍
の

患
者

に
対

す
る

薬

学
的

管
理

及
び

指
導

な
ど

の
緩

和
ケ

ア
の

経
験

を
有

す
る

者
で

あ
る

こ
と

。
 

(
８
)
 
(
１
)
の

ア
、

イ
、

オ
及

び
カ

に
掲

げ
る

医
師

に
つ

い
て

は
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
の

届
出

に
係

る
担

当

医
師

と
兼

任
で

は
な

い
こ

と
。

た
だ

し
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
の

届
出

に
係

る
担

当
医

師
が

複
数

名
で

あ

る
場

合
は

、
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

に
係

る
業

務
に

関
し

専
任

で
あ

る
医

師
に

つ
い

て
は

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
入

院

料
の

届
出

に
係

る
担

当
医

師
と

兼
任

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
も

の
と

す
る

。
 
 

(
９
)
 

症
状

緩
和

に
係

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
週

１
回

程
度

開
催

さ
れ

て
お

り
、

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

構
成

員
及

び
必

要
に

応
じ

て
、

当
該

患
者

の
診

療
を

担
う

保
険

医
、

看
護

師
、

薬
剤

師
な

ど
が

参
加

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
0
)
 

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
が

組
織

上
明

確
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
1
)
 

院
内

の
見

や
す

い
場

所
に

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
に

よ
る

診
療

が
受

け
ら

れ
る

旨
の

掲
示

を
す

る
な

ど
、

患
者

に
対

し
て

必
要

な
情

報
提

供
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

外
来

緩
和

ケ
ア

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
５

の
４

を
用

い
る

こ
と

。
 

  

第
４

の
５

 
移

植
後

患
者

指
導

管
理

料
 

１
 

臓
器

移
植

後
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
以

下
の

職
種

が
連

携
し

て
、

診
療

を
行

う
体

制
が

あ
る

こ
と

。
 

(
ア
)
 

臓
器

移
植

に
従

事
し

た
経

験
を

２
年

以
上

有
し

、
下

記
の

い
ず

れ
か

の
経

験
症

例
を

持
つ

専
任

の
常

勤
医

師
。

 

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

（
臓

器
移

植
に

従
事

し
た

経
験

を
２

年
以

上
有

し
、

下
記

の
い

ず
れ

か
の

経
験

症
例

を
持

つ
医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

①
 
 
腎

臓
移

植
領

域
1
0
例

以
上

 

②
 
 
肝

臓
移

植
領

域
1
0
例

以
上

 

③
 
 
①

、
②

以
外

の
臓

器
移

植
領

域
３

例
以

上
 

(
イ
)
 

臓
器

移
植

に
従

事
し

た
経

験
を

２
年

以
上

有
し

、
移

植
医

療
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の
常

勤
看

護
師

 

(
ウ
)
 

免
疫

抑
制

状
態

の
患

者
の

薬
剤

管
理

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
薬

剤
師

 

(
２
)
 
(
１
)
の
(
イ
)
に

お
け

る
移

植
医

療
に

係
る

適
切

な
研

修
と

は
、

次
に

掲
げ

る
全

て
の

事
項

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
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療
加

算
を

算
定

す
べ

き
診

療
及

び
外

来
緩

和
ケ

ア
管

理
料

を
算

定
す

べ
き

診
療

に
影

響
の

な
い

範
囲

に
お

い

て
は

、
専

門
的

な
緩

和
ケ

ア
に

関
す

る
外

来
診

療
を

行
っ

て
差

し
支

え
な

い
。

（
た

だ
し

、
専

門
的

な
緩

和

ケ
ア

に
関

す
る

外
来

診
療

に
携

わ
る

時
間

は
、

所
定

労
働

時
間

の
２

分
の

１
以

下
で

あ
る

こ
と

。
）

 

(
３
)
 
(
１
)
の

ア
又

は
オ

に
掲

げ
る

医
師

は
、

悪
性

腫
瘍

の
患

者
又

は
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
の

患
者

を
対

象

と
し

た
症

状
緩

和
治

療
を

主
た

る
業

務
と

し
た

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
者

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
末

期

心
不

全
の

患
者

を
対

象
と

す
る

場
合

に
は

、
末

期
心

不
全

の
患

者
を

対
象

と
し

た
症

状
緩

和
治

療
を

主
た

る

業
務

と
し

た
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

者
で

あ
っ

て
も

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医

師
（

悪
性

腫
瘍

患
者

を
対

象
と

し
た

症
状

緩
和

治
療

を
主

た
る

業
務

と
し

た
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
２

名
の

非
常

勤
医

師
が

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

業
務

に

従
事

す
る

場
合

に
限

り
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
４
)
 
(
１
)
の

イ
又

は
カ

に
掲

げ
る

医
師

は
、

３
年

以
上

が
ん

専
門

病
院

又
は

一
般

病
院

で
の

精
神

医
療

に
従

事

し
た

経
験

を
有

す
る

者
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

イ
に

掲
げ

る
医

師
に

つ
い

て
は

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

（
３

年
以

上
が

ん
専

門
病

院
又

は
一

般
病

院
で

の
精

神
医

療
に

従
事

し
た

経
験

を
有

す
る

医
師

に
限

る
。

）

を
２

名
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
２

名
の

非
常

勤
医

師
が

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

業
務

に
従

事
す

る
場

合

に
限

り
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
５
)
 
(
１
)
の

ア
、

イ
、

オ
及

び
カ

に
掲

げ
る

医
師

の
う

ち
、

悪
性

腫
瘍

の
患

者
に

対
し

て
緩

和
ケ

ア
に

係
る

診

療
を

行
う

場
合

に
は

、
以

下
の

ア
又

は
イ

の
い

ず
れ

か
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
者

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、

末
期

心
不

全
症

候
群

の
患

者
に

対
し

て
緩

和
ケ

ア
に

係
る

診
療

を
行

う
場

合
に

は
、

ア
、

イ
又

は
ウ

の
い

ず

れ
か

の
研

修
を

修
了

し
て

い
る

者
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

の
患

者
に

対
し

て
緩

和

ケ
ア

に
係

る
診

療
を

行
う

場
合

に
は

下
記

研
修

を
修

了
し

て
い

な
く

て
も

よ
い

。
 

ア
 

が
ん

等
の

診
療

に
携

わ
る

医
師

等
に

対
す

る
緩

和
ケ

ア
研

修
会

の
開

催
指

針
に

準
拠

し
た

緩
和

ケ
ア

研

修
会

 

イ
 

緩
和

ケ
ア

の
基

本
教

育
の

た
め

の
都

道
府

県
指

導
者

研
修

会
（

国
立

研
究

開
発

法
人

国
立

が
ん

研
究

セ

ン
タ

ー
主

催
）

等
 

ウ
 

日
本

心
不

全
学

会
に

よ
り

開
催

さ
れ

る
基

本
的

心
不

全
緩

和
ケ

ア
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

 

(
６
)
 
(
１
)
の

ウ
又

は
キ

に
掲

げ
る

看
護

師
は

、
５

年
以

上
悪

性
腫

瘍
の

患
者

の
看

護
に

従
事

し
た

経
験

を
有

し
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

等
に

お
け

る
研

修
を

修
了

し
て

い
る

者
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

こ
こ

で
い

う
緩

和
ケ

ア

病
棟

等
に

お
け

る
研

修
と

は
、

次
の

事
項

に
該

当
す

る
研

修
の

こ
と

を
い

う
。

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
（

6
0
0
時

間
以

上
の

研
修

期
間

で
、

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
も

の
）

 

イ
 

緩
和

ケ
ア

の
た

め
の

専
門

的
な

知
識

・
技

術
を

有
す

る
看

護
師

の
養

成
を

目
的

と
し

た
研

修
で

あ
る

こ

と
。

 

ウ
 

講
義

及
び

演
習

に
よ

り
、

次
の

内
容

を
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
イ
)
 

ホ
ス

ピ
ス

ケ
ア

・
疼

痛
緩

和
ケ

ア
総

論
及

び
制

度
等

の
概

要
 

(
ロ
)
 

悪
性

腫
瘍

又
は

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

の
プ

ロ
セ

ス
と

そ
の

治
療

 

(
ハ
)
 

悪
性

腫
瘍

又
は

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

患
者

の
心

理
過

程
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(
２

)
 

(
１

)
の

ア
に

掲
げ

る
医

師
は

、
糖

尿
病

及
び

糖
尿

病
性

腎
症

の
予

防
指

導
に

従
事

し
た

経
験

を
５

年
以

上

有
す

る
者

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

(
１

)
の

イ
に

掲
げ

る
看

護
師

は
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

で
あ

る
こ

と
。

 

ア
 

糖
尿

病
及

び
糖

尿
病

性
腎

症
の

予
防

指
導

に
従

事
し

た
経

験
を

２
年

以
上

有
し

、
か

つ
、

こ
の

間
に

通

算
1
,
0
0
0
時

間
以

上
糖

尿
病

患
者

の
療

養
指

導
を

行
っ

た
者

で
あ

っ
て

、
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
者

 

な
お

、
こ

こ
で

い
う

適
切

な
研

修
と

は
、

次
の

要
件

を
満

た
す

も
の

を
い

う
こ

と
。

 

①
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

②
 

糖
尿

病
患

者
へ

の
生

活
習

慣
改

善
の

意
義

・
基

礎
知

識
、

評
価

方
法

、
セ

ル
フ

ケ
ア

支
援

及
び

事
例

分
析

・
評

価
等

の
内

容
が

含
ま

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

③
 

糖
尿

病
患

者
の

療
養

指
導

に
つ

い
て

十
分

な
知

識
及

び
経

験
の

あ
る

医
師

、
看

護
師

等
が

行
う

演
習

が
含

ま
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

④
 

通
算

し
て

1
0
時

間
以

上
の

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

糖
尿

病
及

び
糖

尿
病

性
腎

症
の

予
防

指
導

に
従

事
し

た
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
者

 

(
４

)
 

(
１

)
の

イ
に

掲
げ

る
保

健
師

は
、

糖
尿

病
及

び
糖

尿
病

性
腎

症
の

予
防

指
導

に
従

事
し

た
経

験
を

２
年

以

上
有

す
る

者
で

あ
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

(
１

)
の

ウ
に

掲
げ

る
管

理
栄

養
士

は
、

糖
尿

病
及

び
糖

尿
病

性
腎

症
の

栄
養

指
導

に
従

事
し

た
経

験
を

５

年
以

上
有

す
る

者
で

あ
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

(
２

)
か

ら
(
４

)
ま

で
に

規
定

す
る

医
師

、
看

護
師

又
は

保
健

師
の

う
ち

、
少

な
く

と
も

１
名

以
上

は
常

勤

で
あ

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

(
２

)
か

ら
(
５

)
ま

で
に

規
定

す
る

医
師

、
看

護
師

又
は

保
健

師
及

び
管

理
栄

養
士

の
ほ

か
、

薬
剤

師
、

理

学
療

法
士

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
こ

と
。

 

(
８

)
 

注
４

に
規

定
す

る
点

数
を

算
定

す
る

場
合

は
、

以
下

か
ら

構
成

さ
れ

る
透

析
予

防
診

療
チ

ー
ム

に
よ

り
、

透
析

予
防

に
係

る
専

門
的

な
診

療
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

糖
尿

病
指

導
の

経
験

を
有

す
る

医
師

（
(
２

)
を

満
た

す
こ

と
。

）
 

イ
 

糖
尿

病
指

導
の

経
験

を
有

す
る

看
護

師
又

は
保

健
師

（
看

護
師

に
あ

っ
て

は
、

(
３

)
の

ア
を

満
た

す
こ

と
。

保
健

師
に

あ
っ

て
は

、
(
４

)
を

満
た

す
こ

と
。

）
 

ウ
 

糖
尿

病
指

導
の

経
験

を
有

す
る

管
理

栄
養

士
（

(
５

)
を

満
た

す
こ

と
。

）
 

(
９

)
 

注
５

に
規

定
す

る
高

度
腎

機
能

障
害

患
者

指
導

加
算

を
算

定
す

る
場

合
は

、
次

に
掲

げ
る

イ
の

ア
に

対
す

る
割

合
が

５
割

を
超

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

４
月

前
ま

で
の

３
か

月
間

に
糖

尿
病

透
析

予
防

指
導

管
理

料
を

算
定

し
た

患
者

で
、

同
期

間
内

に
算

出

し
た

e
G
F
R
C
r
又

は
e
G
F
R
C
y
s
（

m
l
/
分

/
1
.
7
3
㎡

）
が

3
0
未

満
で

あ
っ

た
も

の
（

死
亡

し
た

も
の

、
透

析
を

導
入

し
た

も
の

及
び

腎
臓

移
植

を
受

け
た

も
の

を
除

き
６

人
以

上
が

該
当

す
る

場
合

に
限

る
。

）
 

イ
 

ア
の

算
定

時
点

（
複

数
あ

る
場

合
は

最
も

早
い

も
の

。
以

下
同

じ
。

）
か

ら
３

月
以

上
経

過
し

た
時

点

で
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

て
い

る
患

者
 

(
イ

)
 

血
清

ク
レ

ア
チ

ニ
ン

又
は

シ
ス

タ
チ

ン
C
が

ア
の

算
定

時
点

か
ら

不
変

又
は

低
下

し
て

い
る

こ
と

 

(
ロ

)
 

尿
た

ん
ぱ

く
排

泄
量

が
ア

の
算

定
時

点
か

ら
2
0
％

以
上

低
下

し
て

い
る

こ
と

 

(
ハ

)
 

ア
で

e
G
F
R
C
r
又

は
e
G
F
R
C
y
s
を

算
出

し
た

時
点

か
ら

前
後

３
月

時
点

の
e
G
F
R
C
r
又

は
e
G
F
R
C
y
s
を

比

較
し

、
そ

の
１

月
当

た
り

の
低

下
が

3
0
％

以
上

軽
減

し
て

い
る

こ
と

 

(
1
0
)
 

糖
尿

病
教

室
を

定
期

的
に

実
施

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
糖

尿
病

に
つ

い
て

患
者

及
び

そ
の

家
族

に
対

し
て

説
明

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。
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- 

(
ア
)
 

医
療

関
係

団
体

が
主

催
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
イ
)
 

移
植

医
療

に
関

す
る

業
務

を
実

施
す

る
上

で
必

要
な

内
容

を
含

み
、

通
算

し
て

３
日

間
以

上
の

、
講

義
、

演
習

又
は

実
習

等
か

ら
な

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
実

習
を

除
く

、
講

義
又

は
演

習
等

は

1
0
時

間
以

上
の

も
の

と
す

る
。

 

(
ウ
)
 

講
義

又
は

演
習

等
に

よ
り

、
臓

器
移

植
の

特
性

に
応

じ
た

、
移

植
の

適
応

、
免

疫
反

応
、

感
染

症
等

の
合

併
症

、
移

植
プ

ロ
セ

ス
に

応
じ

た
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

等
に

つ
い

て
研

修
す

る
も

の
で

あ
る

こ

と
。

 

(
３
)
 

移
植

医
療

に
特

化
し

た
専

門
外

来
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

造
血

幹
細

胞
移

植
後

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
以

下
の

職
種

が
連

携
し

て
、

診
療

を
行

う
体

制
が

あ
る

こ
と

。
 

(
ア
)
 

造
血

幹
細

胞
移

植
に

従
事

し
た

経
験

を
２

年
以

上
有

し
、

造
血

幹
細

胞
移

植
を

1
0
例

以
上

（
小

児

科
の

場
合

は
７

例
以

上
）

の
経

験
症

例
を

持
つ

専
任

の
常

勤
医

師
。

 

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

（
造

血
幹

細
胞

移
植

に
従

事
し

た
経

験
を

２
年

以
上

有

し
、

造
血

幹
細

胞
移

植
を

1
0
例

以
上

（
小

児
科

の
場

合
は

７
例

以
上

）
の

経
験

症
例

を
持

つ
医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
イ
)
 

造
血

幹
細

胞
移

植
に

従
事

し
た

経
験

を
２

年
以

上
有

し
、

移
植

医
療

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
専

任
の

常
勤

看
護

師
 

(
ウ
)
 

免
疫

抑
制

状
態

の
患

者
の

薬
剤

管
理

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
薬

剤
師

 

(
２
)
 

（
１

）
の

（
イ

）
に

お
け

る
移

植
医

療
に

係
る

適
切

な
研

修
と

は
、

次
に

掲
げ

る
全

て
の

事
項

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

(
ア
)
 

医
療

関
係

団
体

が
主

催
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
イ
)
 

移
植

医
療

に
関

す
る

業
務

を
実

施
す

る
上

で
必

要
な

内
容

を
含

み
、

通
算

し
て

３
日

間
以

上
の

、
講

義
、

演
習

又
は

実
習

等
か

ら
な

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
実

習
を

除
く

、
講

義
又

は
演

習
等

は

1
0
時

間
以

上
の

も
の

と
す

る
。

 

(
ウ
)
 

講
義

又
は

演
習

等
に

よ
り

、
造

血
幹

細
胞

移
植

の
特

性
に

応
じ

た
、

移
植

の
適

応
、

免
疫

反
応

、
感

染
症

等
の

合
併

症
、

移
植

プ
ロ

セ
ス

に
応

じ
た

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
等

に
つ

い
て

研
修

す
る

も
の

で

あ
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

移
植

医
療

に
特

化
し

た
専

門
外

来
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 
 
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

移
植

後
患

者
指

導
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

５
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
４

の
６

 
糖

尿
病

透
析

予
防

指
導

管
理

料
 

１
 

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
管

理
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
以

下
か

ら
構

成
さ

れ
る

透
析

予
防

診
療

チ
ー

ム
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

糖
尿

病
指

導
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
医

師
 

イ
 

糖
尿

病
指

導
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
看

護
師

又
は

保
健

師
 

ウ
 

糖
尿

病
指

導
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
管

理
栄

養
士

 

（ ）（ ） 863862

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

１
 

婦
人

科
特

定
疾

患
治

療
管

理
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

婦
人

科
疾

患
の

診
療

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 
(
１
)
に

掲
げ

る
医

師
は

、
器

質
性

月
経

困
難

症
の

治
療

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

て
い

る
こ

と
。

た

だ
し

、
研

修
を

受
講

し
て

い
な

い
場

合
に

あ
っ

て
は

、
令

和
２

年
９

月
3
0
日

ま
で

に
受

講
予

定
で

あ
れ

ば
、

差
し

支
え

な
い

も
の

と
す

る
。

な
お

、
こ

こ
で

い
う

適
切

な
研

修
と

は
次

の
も

の
を

い
う

こ
と

。
 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

器
質

性
月

経
困

難
症

の
病

態
、

診
断

、
治

療
及

び
予

防
の

内
容

が
含

ま
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

通
算

し
て

６
時

間
以

上
の

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

婦
人

科
特

定
疾

患
治

療
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

様
式

５
の

1
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
４

の
1
0
 

腎
代

替
療

法
指

導
管

理
料

 

１
 

腎
代

替
療

法
指

導
管

理
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

以
下

の
要

件
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

説
明

に
当

た
っ

て
は

、
関

連
学

会
の

作
成

し
た

腎
代

替
療

法
選

択
に

係
る

資
料

又
は

そ
れ

ら
を

参
考

に

作
成

し
た

資
料

に
基

づ
き

説
明

を
行

う
こ

と
。

 

イ
 

区
分

番
号

「
Ｃ

１
０

２
」

在
宅

自
己

腹
膜

灌
流

指
導

管
理

料
を

過
去

１
年

間
で

1
2
回

以
上

算
定

し
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

腎
移

植
に

つ
い

て
、

患
者

の
希

望
に

応
じ

て
適

切
に

相
談

に
応

じ
て

お
り

、
か

つ
、

腎
移

植
に

向
け

た

手
続

き
を

行
っ

た
患

者
が

前
年

度
に

３
人

以
上

い
る

こ
と

。
な

お
、

腎
移

植
に

向
け

た
手

続
き

等
を

行
っ

た
患

者
と

は
、

臓
器

移
植

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
腎

臓
移

植
希

望
者

と
し

て
新

規
に

登
録

さ
れ

た
患

者
、

先
行

的
腎

移
植

が
実

施
さ

れ
た

患
者

又
は

腎
移

植
が

実
施

さ
れ

透
析

を
離

脱
し

た
患

者
を

い
う

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
以

下
の

職
種

が
連

携
し

て
診

療
を

行
う

体
制

が
あ

る
こ

と
。

 

ア
 

腎
臓

内
科

の
診

療
に

３
年

以
上

従
事

し
た

経
験

を
有

す
る

専
任

の
常

勤
医

師
 

イ
 

５
年

以
上

看
護

師
と

し
て

医
療

に
従

事
し

、
腎

臓
病

患
者

の
看

護
に

つ
い

て
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す

る
専

任
の

常
勤

看
護

師
 

(
３
)
 

腎
臓

病
に

つ
い

て
患

者
及

び
そ

の
家

族
等

に
対

す
る

説
明

を
目

的
と

し
た

腎
臓

病
教

室
を

定
期

的
に

実
施

す
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

腎
代

替
療

法
指

導
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

２
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

１
の
(
２
)
の

ア
に

掲
げ

る
医

師
及

び
イ

に
掲

げ
る

看
護

師
の

経
験

が
確

認
で

き
る

文
書

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
５

 
小

児
科

外
来

診
療

料
の

届
出

に
関

す
る

事
項

及
び

小
児

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
加

算
の

施
設

基
準

 

１
 

小
児

科
外

来
診

療
料

の
届

出
に

関
す

る
事

項
 

小
児

科
外

来
診

療
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

２
 

小
児

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
加

算
の

施
設

基
準

 

薬
剤

耐
性

（
Ａ

Ｍ
Ｒ

）
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（

平
成

2
8
年

４
月

５
日
 
国

際
的

に
脅

威
と

な
る

感
染

症
対

策
関

係
閣

僚
会

議
）

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

「
地

域
感

染
症

対
策

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
仮

称
）

」
に

係
る

活
動

に
参

加
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(
1
1
)
 

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
管

理
料

を
算

定
し

た
患

者
の

状
態

の
変

化
等

に
つ

い
て

、
別

添
２

の
様

式
５

の
７

を
用

い
て

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
報

告
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
管

理
料

の
注

６
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

第
●

第
●

号
）

別
添

●
の

第
●

の
●

に
掲

げ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

５
の

６
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
高

度
腎

機
能

障
害

患
者

指
導

加
算

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
５

の
８

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

１
の
(
２
)
に

掲
げ

る
医

師
、
(
３
)
又

は
(
４
)
に

掲
げ

る
看

護
師

又
は

保
健

師
及

び
(
５
)
に

掲
げ

る
管

理
栄

養
士

の
経

験
が

確
認

で
き

る
文

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
管

理
料

の
注

６
に

関
す

る
施

設
基

準
に

つ
い

て
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
管

理
料

の
注

６
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

(
支
)
局

長
に

対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
４

の
７

 
小

児
運

動
器

疾
患

指
導

管
理

料
 

１
 

小
児

運
動

器
疾

患
指

導
管

理
料

に
関

す
る

基
準

 

(
１
)
 

以
下

の
要

件
を

全
て

満
た

す
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

整
形

外
科

の
診

療
に

従
事

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

小
児

の
運

動
器

疾
患

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
小

児
の

運
動

器
疾

患
の

診
断

・
治

療
に

必
要

な
単

純
撮

影
を

行
う

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

必
要

に
応

じ
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

病
床

又
は

連
携

す
る

保
険

医
療

機
関

の
病

床
に

お
い

て
、

入
院

可
能

な
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

小
児

運
動

器
疾

患
指

導
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

５
の

８
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
４

の
８

 
乳

腺
炎

重
症

化
予

防
ケ

ア
・

指
導

料
 

１
 

乳
腺

炎
重

症
化

予
防

ケ
ア

・
指

導
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
乳

腺
炎

の
重

症
化

及
び

再
発

予
防

の
指

導
並

び
に

乳
房

に
係

る
疾

患
の

診

療
の

経
験

を
有

す
る

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
乳

腺
炎

の
重

症
化

及
び

再
発

予
防

並
び

に
母

乳
育

児
に

係
る

ケ
ア

及
び

指

導
に

従
事

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

し
、

助
産

に
関

す
る

専
門

の
知

識
や

技
術

を
有

す
る

こ
と

に
つ

い
て

医
療

関
係

団
体

等
か

ら
認

証
さ

れ
た

専
任

の
助

産
師

が
、

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

乳
腺

炎
重

症
化

予
防

ケ
ア

・
指

導
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

５
の

９
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

１
の
(
２
)
に

掲
げ

る
助

産
師

に
つ

い
て

の
医

療
関

係
団

体
等

か
ら

の
認

証
が

確
認

で
き

る
文

書
を

添
付

す

る
こ

と
。
 
 

 第
４

の
９

 
婦

人
科

特
定

疾
患

治
療

管
理

料
 

（ ）（ ） 865864

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

地
域

に
、

夜
間

、
休

日
又

は
深

夜
で

あ
っ

て
救

急
医

療
の

確
保

の
た

め
に

当
該

保
険

医
療

機
関

が
あ

ら
か

じ
め

定
め

た
時

間
が

周
知

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

緊
急

時
に

患
者

が
入

院
で

き
る

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

又
は

他
の

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
緊

急
時

に
入

院
で

き
る

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
末

梢
血

液
一

般
検

査
、

エ
ッ

ク
ス

線
撮

影
を

含
む

必
要

な
診

療
が

常
時

実
施

で
き

る
こ

と
。

な
お

、
末

梢
血

液
一

般
検

査
及

び
エ

ッ
ク

ス
線

撮
影

を
含

む
必

要
な

診
療

が
常

時
実

施

で
き

る
体

制
を

と
っ

て
い

れ
ば

、
当

該
保

険
医

療
機

関
と

同
一

の
敷

地
内

に
あ

る
別

の
保

険
医

療
機

関
の

設

備
を

用
い

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

地
域

連
携

夜
間

・
休

日
診

療
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

７
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

開
放

利
用

に
関

わ
る

地
域

の
医

師
会

等
と

の
契

約
及

び
当

該
医

療
機

関
の

運
営

規
程

等
を

記
載

す
る

こ

と
。

 

 第
６

の
４

 
院

内
ト

リ
ア

ー
ジ

実
施

料
 

１
 

院
内

ト
リ

ア
ー

ジ
実

施
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

以
下

の
項

目
を

含
む

院
内

ト
リ

ア
ー

ジ
の

実
施

基
準

を
定

め
、

定
期

的
に

見
直

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

ト
リ

ア
ー

ジ
目

標
開

始
時

間
及

び
再

評
価

時
間

 

イ
 

ト
リ

ア
ー

ジ
分

類
 

ウ
 

ト
リ

ア
ー

ジ
の

流
れ

 

な
お

、
ト

リ
ア

ー
ジ

の
流

れ
の

中
で

初
回

の
評

価
か

ら
一

定
時

間
後

に
再

評
価

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

患
者

に
対

し
て

、
院

内
ト

リ
ア

ー
ジ

の
実

施
に

つ
い

て
説

明
を

行
い

、
院

内
の

見
や

す
い

場
所

へ
の

掲
示

等
に

よ
り

周
知

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

専
任

の
医

師
又

は
救

急
医

療
に

関
す

る
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
看

護
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

院
内

ト
リ

ア
ー

ジ
実

施
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

７
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
６

の
５

 
夜

間
休

日
救

急
搬

送
医

学
管

理
料

 

１
 

夜
間

休
日

救
急

搬
送

医
学

管
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

休
日

又
は

夜
間

に
お

け
る

救
急

医
療

の
確

保
の

た
め

に
診

療
を

行
っ

て
い

る
と

認
め

ら
れ

る
次

に
掲

げ
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

っ
て

、
医

療
法

第
3
0
条

の
４

の
規

定
に

基
づ

き
都

道
府

県
が

作
成

す
る

医
療

計
画

に

記
載

さ
れ

て
い

る
第

二
次

救
急

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
又

は
都

道
府

県
知

事
の

指
定

す
る

精
神

科
救

急
医

療

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

ア
 

地
域

医
療

支
援

病
院

（
医

療
法

第
４

条
第

１
項

に
規

定
す

る
地

域
医

療
支

援
病

院
）

 

イ
 

救
急

病
院

等
を

定
め

る
省

令
（

昭
和

3
9
年

厚
生

省
令

第
８

号
）

に
基

づ
き

認
定

さ
れ

た
救

急
病

院
又

は
救

急
診

療
所

 

ウ
 

「
救

急
医

療
対

策
の

整
備

事
業

に
つ

い
て

」
に

規
定

さ
れ

た
病

院
群

輪
番

制
病

院
、

病
院

群
輪

番
制

に

参
加

し
て

い
る

有
床

診
療

所
又

は
共

同
利

用
型

病
院

 

な
お

、
精

神
科

救
急

医
療

施
設

の
運

営
に

つ
い

て
は

、
平

成
７

年
1
0
月

2
7
日

健
医

発
第

1
3
2
1
号

厚
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し
、

又
は

感
染

症
に

か
か

る
研

修
会

等
に

定
期

的
に

参
加

し
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

小
児

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
加

算
の

施
設

基
準

の
届

出
に

関
す

る
事

項
 

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
６

 
地

域
連

携
小

児
夜

間
・

休
日

診
療

料
 

１
 

地
域

連
携

小
児

夜
間

・
休

日
診

療
料

１
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

小
児

を
夜

間
、

休
日

又
は

深
夜

に
お

い
て

診
療

す
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

夜
間

、
休

日
又

は
深

夜
に

小
児

科
を

担
当

す
る

医
師

（
近

隣
の

保
険

医
療

機
関

を
主

た
る

勤
務

先
と

す
る

も
の

に
限

る
。

）
と

し
て

３
名

以
上

を
届

け
出

て
お

り
、

う
ち

２
名

以
上

は
専

ら
小

児
科

を
担

当
す

る
医

師

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

地
域

に
、

夜
間

、
休

日
又

は
深

夜
で

あ
っ

て
小

児
の

救
急

医
療

の
確

保
の

た
め

に
当

該
保

険
医

療
機

関
が

あ
ら

か
じ

め
定

め
た

時
間

が
周

知
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

緊
急

時
に

小
児

が
入

院
で

き
る

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

又
は

他
の

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
緊

急
時

に
小

児
が

入
院

で
き

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

地
域

連
携

小
児

夜
間

・
休

日
診

療
料

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

小
児

を
2
4
時

間
診

療
す

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

専
ら

小
児

科
を

担
当

す
る

医
師

（
近

隣
の

診
療

所
等

の
保

険
医

療
機

関
を

主
た

る
勤

務
先

と
す

る
も

の
に

限
る

。
）

と
し

て
３

名
以

上
を

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

地
域

に
、

小
児

の
救

急
医

療
の

確
保

の
た

め
に

当
該

保
険

医
療

機
関

が
６

歳
未

満
の

小
児

を
2
4
時

間
診

療
す

る
こ

と
が

周
知

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

緊
急

時
に

小
児

が
入

院
で

き
る

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

又
は

他
の

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
緊

急
時

に
小

児
が

入
院

で
き

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

地
域

連
携

小
児

夜
間

・
休

日
診

療
料

１
及

び
２

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

７
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

開
放

利
用

に
関

わ
る

地
域

の
医

師
会

等
と

の
契

約
及

び
当

該
医

療
機

関
の

運
営

規
程

等
を

記
載

す
る

こ

と
。

 

(
３
)
 

２
の
(
１
)
に

掲
げ

る
事

項
に

つ
い

て
は

、
そ

の
体

制
の

概
要

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
６

の
２

 
削

除
 

 第
６

の
３

 
地

域
連

携
夜

間
・

休
日

診
療

料
 

１
 

地
域

連
携

夜
間

・
休

日
診

療
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

救
急

患
者

を
夜

間
、

休
日

又
は

深
夜

に
お

い
て

診
療

す
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

夜
間

、
休

日
又

は
深

夜
に

診
療

を
担

当
す

る
医

師
（

近
隣

の
保

険
医

療
機

関
を

主
た

る
勤

務
先

と
す

る
も

の
に

限
る

。
）

と
し

て
３

名
以

上
届

け
出

る
こ

と
。

ま
た

診
療

を
行

う
時

間
に

お
い

て
は

、
当

該
保

険
医

療

機
関

内
に

常
時

医
師

が
２

名
以

上
が

配
置

さ
れ

て
お

り
、

患
者

の
来

院
状

況
に

応
じ

て
速

や
か

に
対

応
で

き

る
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

届
出

医
師

、
診

療
に

当
た

る
医

師
に

つ
い

て
は

地
域

連
携

小
児

夜
間

・
休

日

診
療

料
に

お
け

る
届

出
医

師
、

診
療

に
当

た
る

医
師

と
兼

務
可

能
で

あ
る

が
、

成
人

を
診

療
で

き
る

体
制

で

（ ）（ ） 865864

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

１
 

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

放
射

線
照

射
の

実
施

時
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
放

射
線

治
療

医
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

専
従

の
看

護
師

及
び

専
従

の
診

療
放

射
線

技
師

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
専

従
の

診
療

放
射

線
技

師
は

、
放

射
線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

診
療

放
射

線

技
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

な
お

、
専

従
の

看
護

師
は

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

に
係

る
常

勤

の
看

護
師

を
兼

任
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

(
３
)
 

放
射

線
治

療
に

係
る

医
療

機
器

の
安

全
管

理
、

保
守

点
検

及
び

安
全

使
用

の
た

め
の

精
度

管
理

を
専

ら
担

当
す

る
技

術
者

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る

こ
と

。
な

お
、

当
該

技
術

者
は

、
放

射
線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

診
療

放
射

線

技
師

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
が

、
医

療
機

器
安

全
管

理
料

２
に

係
る

技
術

者
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ま
た

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、

粒
子

線
治

療
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
担

当
者

と
の

兼
任

も
で

き
な

い
。

 

(
４
)
 

合
併

症
の

発
生

に
よ

り
速

や
か

に
対

応
が

必
要

で
あ

る
場

合
等

、
緊

急
時

に
放

射
線

治
療

医
が

対
応

で
き

る
連

絡
体

制
を

と
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

７
の

６
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
６

の
８

 
地

域
包

括
診

療
料

 

１
 

地
域

包
括

診
療

料
１

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
か

ら
(
８
)
ま

で
の

基
準

を
全

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
１
)
 

診
療

所
又

は
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

未
満

の
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

医
療

機
関

に
、

慢
性

疾
患

の
指

導
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

医
師

（
以

下
こ

の
区

分
に

お
い

て
「

担
当

医
」

と
い

う
。

）
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

健
康

相
談

を
実

施
し

て
い

る
旨

を
院

内
掲

示
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

診
療

所
に

お
い

て
、

当
該

患
者

に
対

し
院

外
処

方
を

行
う

場
合

は
、

2
4
時

間
対

応
を

し
て

い
る

薬
局

と

連
携

を
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
敷

地
内

に
お

け
る

禁
煙

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
次

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
。

 

ア
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
敷

地
内

が
禁

煙
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

保
険

医
療

機
関

が
建

造
物

の
一

部
分

を
用

い
て

開
設

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

保

有
又

は
借

用
し

て
い

る
部

分
が

禁
煙

で
あ

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

介
護

保
険

制
度

の
利

用
等

に
関

す
る

相
談

を
実

施
し

て
い

る
旨

を
院

内
掲

示
し

、
か

つ
、

要
介

護
認

定
に
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- 

生
省

保
健

医
療

局
長

通
知

に
従

い
実

施
さ

れ
た

い
。

 

(
２
)
 

第
二

次
救

急
医

療
施

設
と

し
て

必
要

な
診

療
機

能
及

び
専

用
病

床
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
診

療
体

制
と

し
て

通
常

の
当

直
体

制
の

ほ
か

に
重

症
救

急
患

者
の

受
入

れ
に

対
応

で
き

る
医

師
等

を
始

め
と

す
る

医
療

従

事
者

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

夜
間

又
は

休
日

に
お

い
て

入
院

治
療

を
必

要
と

す
る

重
症

患
者

に
対

し
て

救
急

医
療

を
提

供
す

る
日

を
地

域
の

行
政

部
門

、
医

師
会

等
の

医
療

関
係

者
及

び
救

急
搬

送
機

関
等

に
あ

ら
か

じ
め

周
知

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

救
急

搬
送

看
護

体
制

加
算

１
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

救
急

用
の

自
動

車
（

消
防

法
（

昭
和

2
3
年

法
律

第
1
8
6
号

）
及

び
消

防
法

施
行

令
（

昭
和

3
6
年

政
令

第

3
7
号

）
に

規
定

す
る

市
町

村
又

は
都

道
府

県
の

救
急

業
務

を
行

う
た

め
の

救
急

隊
の

救
急

自
動

車
並

び
に

道
路

交
通

法
（

昭
和

3
5
年

法
律

第
1
0
5
号

）
及

び
道

路
交

通
法

施
行

令
（

昭
和

3
5
年

政
令

第
2
7
0
号

）
に

規
定

す
る

緊
急

自
動

車
（

傷
病

者
の

緊
急

搬
送

に
用

い
る

も
の

に
限

る
。

）
を

い
う

。
）

又
は

救
急

医
療

用

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

を
用

い
た

救
急

医
療

の
確

保
に

関
す

る
特

別
措

置
法

（
平

成
1
9
年

法
律

第
1
0
3
号

）
第

２

条
に

規
定

す
る

救
急

医
療

用
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
に

よ
る

搬
送

件
数

（
以

下
こ

の
区

分
に

お
い

て
「

救
急

搬
送

件

数
」

と
い

う
。

）
が

、
年

間
で

1
,
0
0
0
件

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

救
急

患
者

の
受

入
へ

の
対

応
に

係
る

専
任

の
看

護
師

が
複

数
名

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

当
該

専
任

の
看

護
師

は
、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
－

２
－

５
」

院
内

ト
リ

ア
ー

ジ
実

施
料

に
係

る
専

任
の

看
護

師
を

兼
ね

る

こ
と

が
で

き
る

。
 

３
 

救
急

搬
送

看
護

体
制

加
算

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

救
急

搬
送

件
数

が
年

間
で

2
0
0
件

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

救
急

患
者

の
受

入
へ

の
対

応
に

係
る

専
任

の
看

護
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
当

該
専

任
の

看
護

師

は
、

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
－

２
－

５
」

院
内

ト
リ

ア
ー

ジ
実

施
料

に
係

る
専

任
の

看
護

師
を

兼
ね

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

４
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

夜
間

休
日

救
急

搬
送

医
学

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

た
だ

し
、

救
急

搬
送

看
護

体

制
加

算
１

又
は

２
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
７

の
３

に
よ

り
届

け
出

る
こ

と
。

 

 第
６

の
６

 
外

来
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

診
療

料
 

１
 

外
来

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
診

療
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
又

は
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

診
療

料
を

算
定

す
る

患
者

が
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て
い

る
間

、
患

者
の

急
変

時
等

に
連

絡
を

受
け

る
と

と
も

に
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

担
当

す
る

医
師

が
直

ち
に

診
察

を
行

え
る

体
制

に
あ

る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
又

は
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
外

来
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
診

療
料

と
し

て
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
６

の
７

 
外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
 

（ ）（ ） 867866

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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３

 
地

域
包

括
診

療
料

の
注

４
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

第
●

第
●

号
）

別
添

●
の

第
●

の
●

に
掲

げ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

４
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

地
域

包
括

診
療

料
１

又
は

２
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
７

の
７

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

地
域

包
括

診
療

料
の

注
４

に
関

す
る

施
設

基
準

に
つ

い
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
地

域
包

括
診

療
料

の
注

４
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

(
支

)
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
６

の
８

の
２

 
認

知
症

地
域

包
括

診
療

料
 

１
 

認
知

症
地

域
包

括
診

療
料

１
に

関
す

る
基

準
 

第
６

の
８

に
掲

げ
る

地
域

包
括

診
療

料
１

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

認
知

症
地

域
包

括
診

療
料

２
に

関
す

る
基

準
 

第
６

の
８

に
掲

げ
る

地
域

包
括

診
療

料
２

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

認
知

症
地

域
包

括
診

療
料

の
注

４
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

第
●

第
●

号
）

別
添

●
の

第
●

の
●

に
掲

げ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

４
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

地
域

包
括

診
療

料
１

又
は

２
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

認
知

症
地

域
包

括
診

療
料

１
又

は
２

と
し

て
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

(
２

)
 

認
知

症
地

域
包

括
診

療
料

の
注

４
に

関
す

る
施

設
基

準
に

つ
い

て
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

認
知

症
地

域
包

括
診

療
料

の
注

４
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

(
支

)
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
６

の
８

の
３

 
小

児
か

か
り

つ
け

診
療

料
 

１
 

小
児

か
か

り
つ

け
診

療
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

専
ら

小
児

科
又

は
小

児
外

科
を

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
－

２
」

小
児

科
外

来
診

療
料

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

１
」

の
注

1
0
に

規
定

す
る

時
間

外
対

応
加

算
１

又
は

時
間

外
対

応
加

算
２

に
係

る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

(
１

)
に

掲
げ

る
医

師
が

、
以

下
の

項
目

の
う

ち
、

３
つ

以
上

に
該

当
す

る
こ

と
。

 

ア
 

在
宅

当
番

医
制

等
に

よ
り

、
初

期
小

児
救

急
医

療
に

参
加

し
、

休
日

又
は

夜
間

の
診

療
を

月
１

回
以

上

の
頻

度
で

行
っ

て
い

る
こ

と
 

イ
 

母
子

保
健

法
（

昭
和

4
0
年

法
律

第
1
4
1
号

）
第

1
2
条

又
は

1
3
条

の
規

定
に

よ
る

乳
幼

児
の

健
康

診

査
（

市
町

村
を

実
施

主
体

と
す

る
１

歳
６

か
月

、
３

歳
児

等
の

乳
幼

児
の

健
康

診
査

）
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

 

ウ
 

予
防

接
種

法
（

昭
和

2
3
年

法
律

第
6
8
号

）
第

５
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
予

防
接

種
（

定
期

予
防

接

種
）

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
 

エ
 

過
去

1
年

間
に

1
5
歳

未
満

の
超

重
症

児
又

は
準

超
重

症
児

に
対

し
て

在
宅

医
療

を
提

供
し

た
実

績
を

有
し

て
い

る
こ

と
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係
る

主
治

医
意

見
書

を
作

成
し

て
い

る
と

と
も

に
、

以
下

の
い

ず
れ

か
一

つ
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

介
護

保
険

法
（

平
成

９
年

法
律

第
1
2
3
号

）
第

4
6
条

第
１

項
に

規
定

す
る

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
の

指
定

を
受

け
て

お
り

、
か

つ
、

常
勤

の
介

護
支

援
専

門
員

（
同

法
第

７
条

第
５

項
に

規
定

す
る

も
の

を
い

う
。

）
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

介
護

保
険

法
第

８
条

第
６

項
に

規
定

す
る

居
宅

療
養

管
理

指
導

又
は

同
条

第
1
0
項

に
規

定
す

る
短

期

入
所

療
養

介
護

等
を

提
供

し
た

実
績

が
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

一
敷

地
内

に
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

（
介

護
保

険
法

に
規

定
す

る
事

業

を
実

施
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
併

設
し

て
い

る
こ

と
。

 

エ
 

担
当

医
が

「
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

運
営

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
8
年

1
0
月

1
8
日

付
老

計

発
1
0
1
8
0
0
1
号

・
老

振
発

1
0
1
8
0
0
1
号

・
老

老
発

1
0
1
8
0
0
1
号

厚
生

労
働

省
老

健
局

計
画

課
長

・
振

興
課

長
・

老
人

保
健

課
長

通
知

）
に

規
定

す
る

地
域

ケ
ア

会
議

に
年

１
回

以
上

出
席

し
て

い
る

こ
と

。
 

オ
 

介
護

保
険

に
よ

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
介

護
保

険
法

第
８

条
第

５
項

に
規

定
す

る
訪

問
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

同
条

第
８

項
に

規
定

す
る

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

第
８

条
の

２
第

４
項

に
規

定
す

る
介

護
予

防
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
同

条
第

６
項

に
規

定
す

る
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
限

る
。

）
を

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
（

な
お

、
要

介
護

被
保

険
者

等
に

対
し

て
、

維
持

期
の

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

又
は

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
を

原
則

と
し

て
算

定
で

き
な

い
こ

と
に

留
意

す
る

こ
と

。
）

 

カ
 

担
当

医
が

、
介

護
保

険
法

第
1
4
条

に
規

定
す

る
介

護
認

定
審

査
会

の
委

員
の

経
験

を
有

す
る

こ
と

。
 

キ
 

担
当

医
が

、
都

道
府

県
等

が
実

施
す

る
主

治
医

意
見

書
に

関
す

る
研

修
会

を
受

講
し

て
い

る
こ

と
。

 

ク
 

担
当

医
が

、
介

護
支

援
専

門
員

の
資

格
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 
 

ケ
 

病
院

の
場

合
は

、
区

分
番

号
「

Ａ
２

４
６

」
入

退
院

支
援

加
算

の
注

８
に

規
定

す
る

総
合

機
能

評
価

加

算
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

又
は

介
護

支
援

等
連

携
指

導
料

を
算

定
し

て
い

る
こ

と
 

(
７
)
 

以
下

の
全

て
を

満
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

診
療

所
の

場
合

 

(
イ
)
 

時
間

外
対

応
加

算
１

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
ロ
)
 

常
勤

換
算

２
名

以
上

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
お

り
、

う
ち

１
名

以
上

が
常

勤
の

医
師

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ハ
)
 

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

病
院

の
場

合
 

(
イ
)
 

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
ロ
)
 

在
宅

療
養

支
援

病
院

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

外
来

診
療

か
ら

訪
問

診
療

へ
の

移
行

に
係

る
実

績
に

つ
い

て
、

以
下

の
全

て
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

直
近

１
年

間
に

、
当

該
保

険
医

療
機

関
で

の
継

続
的

な
外

来
診

療
を

経
て

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
１

」

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
(
Ⅰ
)
の

「
１

」
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

１
－

２
」

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
(
Ⅱ
)

（
注

１
の

イ
の

場
合

に
限

る
。

）
又

は
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
０

」
往

診
料

を
算

定
し

た
患

者
の

数
の

合
計

が
、
1
0
人

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

直
近

１
か

月
に

初
診

、
再

診
、

往
診

又
は

訪
問

診
療

を
実

施
し

た
患

者
の

う
ち

、
往

診
又

は
訪

問
診

療

を
実

施
し

た
患

者
の

割
合

が
7
0
％

未
満

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

地
域

包
括

診
療

料
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

１
の
(
１
)
か

ら
(
７
)
ま

で
の

基
準

を
全

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 867866

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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数
 

ウ
 

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

１
の

イ
に

掲
げ

る
初

回
の

治
療

の
算

定
回

数
及

び
ニ

コ
チ

ン
依

存
症

管
理

料
２

の
算

定
回

数
を

合
計

し
た

数
 

(
２
)
 

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

を
算

定
し

た
患

者
の

指
導

に
関

す
る

過
去

１
年

間
の

平
均

継
続

回
数

の
計

算
期

間
は

、
前

年
４

月
１

日
か

ら
当

年
３

月
3
1
日

ま
で

と
し

、
当

該
平

均
継

続
回

数
の

実
績

に
基

づ
く

所
定

点

数
の

算
定

は
、

当
年

７
月

１
日

よ
り

行
う

。
 

(
３
)
 

注
１

に
規

定
す

る
基

準
を

満
た

さ
な

い
場

合
に

は
、

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

の
所

定
点

数
の

1
0
0
分

の

7
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
と

な
る

が
、

過
去

１
年

間
に

当
該

管
理

料
の

算
定

の
実

績
が

無
い

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

８
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

管
理

に
従

事
す

る
医

師
及

び
看

護
師

又
は

准
看

護
師

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ

と
。

 

 第
７

の
２

 
療

養
・

就
労

両
立

支
援

指
導

料
 

１
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

三
の

一
の

二
に

掲
げ

る
療

養
・

就
労

両
立

支
援

指
導

料
の

注
１

に
規

定
す

る
疾

患
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

三
の

一
の

二
に

掲
げ

る
「

そ
の

他
こ

れ
に

準
ず

る
疾

患
」

と
は

、
「

特
定

疾
患

治
療

研
究

事
業

に
つ

い
て

」
（

昭
和

4
8
年

４
月

1
7
日

衛
発

第
2
4
2
号

）
に

掲
げ

る
疾

患
（

当
該

疾
患

に
罹

患
し

て
い

る
患

者
と

し
て

都
道

府
県

知
事

か
ら

受
給

者
証

の
交

付
を

受
け

て
い

る
も

の
に

係
る

も
の

に
限

る
。

た

だ
し

、
ス

モ
ン

に
つ

い
て

は
過

去
に

公
的

な
認

定
を

受
け

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
場

合
等

を
含

む
。

）
又

は
「

先

天
性

血
液

凝
固

因
子

障
害

等
治

療
研

究
事

業
実

施
要

綱
に

つ
い

て
」

（
平

成
元

年
７

月
2
4
日

健
医

発
第

8
9
6

号
）

に
掲

げ
る

疾
患

（
当

該
疾

患
に

罹
患

し
て

い
る

患
者

と
し

て
都

道
府

県
知

事
か

ら
受

給
者

証
の

交
付

を
受

け

て
い

る
も

の
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
を

い
う

。
 

２
 

相
談

支
援

加
算

に
関

す
る

基
準

 

専
任

の
看

護
師

又
は

社
会

福
祉

士
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

職
員

は
区

分
番

号
「

Ａ
２

３
４

－

３
」

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

に
規

定
す

る
職

員
と

兼
任

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
専

任
の

看

護
師

又
は

社
会

福
祉

士
に

つ
い

て
は

、
国

又
は

医
療

関
係

団
体

等
が

実
施

す
る

研
修

で
あ

っ
て

、
厚

生
労

働
省

の

定
め

る
両

立
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
の

た
め

の
研

修
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

即
し

た
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

相
談

支
援

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

８
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
８

 
開

放
型

病
院

共
同

指
導

料
 

１
 

開
放

型
病

院
共

同
指

導
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

病
院

の
施

設
・

設
備

の
開

放
に

つ
い

て
、

開
放

利
用

に
関

わ
る

地
域

の
医

師
会

等
と

の
合

意
（

契
約

等
）

が
あ

り
、

か
つ

、
病

院
の

運
営

規
程

等
に

こ
れ

が
明

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

次
の

ア
又

は
イ

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

２
次

医
療

圏
の

当
該

病
院

の
開

設
者

と
直

接
関

係
の

な
い

（
雇

用
関

係
に

な
い

）
2
0
以

上
の

診
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- 

オ
 

幼
稚

園
の

園
医

又
は

保
育

所
の

嘱
託

医
に

就
任

し
て

い
る

こ
と

 

２
 

小
児

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

薬
剤

耐
性

（
Ａ

Ｍ
Ｒ

）
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（

平
成

 
2
8
 
年

４
月

５
日

国
際

的
に

脅
威

と
な

る
感

染
症

対

策
関

係
閣

僚
会

議
）

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

「
地

域
感

染
症

対
策

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
仮

称
）

」
に

係
る

活
動

に
参

加

し
、

又
は

感
染

症
に

か
か

る
研

修
会

等
に

定
期

的
に

参
加

し
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

小
児

か
か

り
つ

け
診

療
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

７
の

８
を

用
い

る
こ

と
。

小
児

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
加

算
の

施
設

基
準

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

に
地

方
厚

生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 

第
６

の
９

 
生

活
習

慣
病

管
理

料
 

１
 

生
活

習
慣

病
管

理
料

の
注

４
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
●

月
●

日
保

医
発

第
●

第
●

号
）

別
添

●
の

第
●

の
●

に
掲

げ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

生
活

習
慣

病
管

理
料

の
注

４
に

関
す

る
施

設
基

準
に

つ
い

て
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

生
活

習
慣

病
管

理
料

の
注

４
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な

い
こ

と
。

 

 第
７

 
ニ

コ
チ

ン
依

存
症

管
理

料
 

１
 

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

禁
煙

治
療

を
行

っ
て

い
る

旨
を

保
険

医
療

機
関

内
の

見
や

す
い

場
所

に
掲

示
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

禁
煙

治
療

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

医
師

の
診

療
科

は
問

わ
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

禁
煙

治
療

に
係

る
専

任
の

看
護

師
又

は
准

看
護

師
を

１
名

以
上

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

禁
煙

治
療

を
行

う
た

め
の

呼
気

一
酸

化
炭

素
濃

度
測

定
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

保
険

医
療

機
関

の
敷

地
内

が
禁

煙
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

保
険

医
療

機
関

が
建

造
物

の
一

部
分

を
用

い
て

開
設

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

保
有

又
は

借
用

し
て

い
る

部
分

が
禁

煙
で

あ
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

情
報

通
信

機
器

を
用

い
て

診
察

を
行

う
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
厚

生
労

働
省

の
定

め
る

情
報

通
信

機
器

を
用

い
た

診
療

に
係

る
指

針
に

沿
っ

て
診

療
を

行
う

体
制

を
有

す
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

を
算

定
し

た
患

者
の

指
導

の
平

均
継

続
回

数
及

び
喫

煙
を

止
め

た
も

の
の

割
合

等
を

、
別

添
２

の
様

式
８

の
２

を
用

い
て

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
報

告
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

の
注

１
に

規
定

す
る

基
準

 

(
１
)
 

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

を
算

定
し

た
患

者
の

指
導

に
関

す
る

過
去

１
年

間
の

平
均

継
続

回
数

は
、

次
の

ア
に

掲
げ

る
数

及
び

イ
に

掲
げ

る
数

を
合

計
し

た
数

を
ウ

に
掲

げ
る

数
で

除
し

て
算

出
す

る
。

た
だ

し
、

過

去
1
年

間
に

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

当
該

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

患
者

が
５

人
以

下
で

あ
る

場
合

は
、

当
年

３
月

に
初

回
の

治
療

を
行

っ
た

患
者

を
、

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
数

か
ら

除
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

ア
 

１
年

間
の

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

し
た

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

１
の

延
べ

算
定

回
数

（
初

回
か

ら
５

回
目

ま
で

の
治

療
を

含
む

。
）

 

イ
 

１
年

間
の

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料

２
を

算
定

し
た

患
者

の
延

べ
指

導
回

（ ）（ ） 869868

特
掲
診
療
料
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(
１

)
 

診
療

所
で

あ
っ

て
、

当
該

診
療

所
単

独
で

以
下

の
要

件
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

、
緊

急
時

の
連

絡
体

制
及

び
2
4
時

間
往

診
で

き
る

体
制

等
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

在
宅

医
療

を
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
３

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

な
お

、
在

宅
医

療
を

担
当

す
る

医
師

と
は

、
入

院
診

療
又

は
外

来
診

療
の

み
に

限
ら

ず
、

現
に

在
宅

医

療
に

関
わ

る
医

師
を

い
う

。
 

イ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

2
4
時

間
連

絡
を

受
け

る
保

険
医

又
は

看
護

職
員

を
あ

ら
か

じ
め

指
定

す
る

と
と

も
に

、
当

該
担

当
者

及
び

当
該

担
当

者
と

直
接

連
絡

が
と

れ
る

連
絡

先
電

話
番

号
等

、
緊

急
時

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

、
事

前
に

患
者

又
は

そ
の

看
護

を
行

う
家

族
に

対
し

て
説

明
の

上
、

文
書

に
よ

り
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
曜

日
、

時
間

帯
ご

と
に

担
当

者
が

異
な

る
場

合
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

曜
日

、
時

間
帯

ご
と

の
担

当
者

及
び

当
該

担
当

者
と

直
接

連
絡

が
と

れ
る

連
絡

先
電

話
番

号
等

を
文

書
上

に
明

示
す

る
こ

と
。

 

ウ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

患
家

の
求

め
に

応
じ

て
、

2
4
時

間
往

診
が

可
能

な
体

制
を

確
保

し
、

往
診

担
当

医
の

氏
名

、
担

当
日

等
を

文
書

に
よ

り
患

家
に

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
 

エ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

又
は

別
の

保
険

医
療

機
関

若
し

く
は

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

等

と
の

連
携

に
よ

り
、

患
家

の
求

め
に

応
じ

て
、

当
該

診
療

所
の

保
険

医
の

指
示

に
基

づ
き

、
2
4
時

間
訪

問
看

護
の

提
供

が
可

能
な

体
制

を
確

保
し

、
訪

問
看

護
の

担
当

者
の

氏
名

、
担

当
日

等
を

文
書

に
よ

り
患

家
に

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
 

オ
 

有
床

診
療

所
に

あ
っ

て
は

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

無
床

診
療

所
に

あ
っ

て
は

別
の

保
険

医
療

機
関

（
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

以
上

の
病

院
を

含
む

。
）

と
の

連
携

に
よ

り
、

緊
急

時
に

居
宅

に
お

い
て

療
養

を
行

っ
て

い
る

患
者

が
入

院
で

き
る

病
床

を
常

に
確

保
し

、
受

入
医

療
機

関
の

名
称

等
を

あ
ら

か
じ

め
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
届

け
出

て
い

る
こ

と
。

 

カ
 

別
の

保
険

医
療

機
関

又
は

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
連

携
す

る
場

合
に

は
、

緊
急

時
に

円
滑

な
対

応

が
で

き
る

よ
う

、
あ

ら
か

じ
め

患
家

の
同

意
を

得
て

、
当

該
患

者
の

病
状

、
治

療
計

画
、

直
近

の
診

療
内

容
等

緊
急

の
対

応
に

必
要

な
診

療
情

報
を

文
書

（
電

子
媒

体
を

含
む

。
）

に
よ

り
随

時
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

 

キ
 

患
者

に
関

す
る

診
療

記
録

管
理

を
行

う
に

つ
き

必
要

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ク
 

当
該

地
域

に
お

い
て

、
他

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
調

整
を

担
当

す
る

者

と
連

携
し

て
い

る
こ

と
。

 

ケ
 

年
に

１
回

、
在

宅
看

取
り

数
等

を
別

添
２

の
様

式
1
1
の

３
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報

告
し

て
い

る
こ

と
。

 

コ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

過
去

１
年

間
の

緊
急

の
往

診
の

実
績

を
1
0
件

以
上

有
す

る
こ

と
。

 

な
お

、
緊

急
の

往
診

と
は

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
０

」
の

注
１

に
規

定
す

る
緊

急
又

は
夜

間
、

深
夜

若

し
く

は
休

日
に

行
う

往
診

の
こ

と
を

い
う

。
 

サ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

過
去

１
年

間
の

在
宅

に
お

け
る

看
取

り
の

実
績

を
４

件
以

上
又

は
過

去
１

年

間
の

1
5
歳

未
満

の
超

重
症

児
及

び
準

超
重

症
児

に
対

す
る

在
宅

医
療

の
実

績
（

３
回

以
上

定
期

的
な

訪

問
診

療
を

実
施

し
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

２
」

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

又
は

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

２
－

２
」

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
を

４
件

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
。

 
な

お
、

あ
ら

か
じ

め
聴

取
し

た
患

者
・

家
族

の
意

向
に

基
づ

き
、

オ
に

お
け

る
受

入
医

療
機

関
で

７
日

以
内

の
入

院
を

経
て

死
亡

し
た

患
者

に
対

し
、

当
該

診
療

所
が

、
当

該
入

院
日

を
含

む
直

近
６

月
間

に
お

い
て

訪
問

診
療

を
実

施
し

て
い

た
場

合
（

当
該

保
険

医
療

機
関

が
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

１
」

在
宅

 
-
 
51

 
- 

療
所

の
医

師
若

し
く

は
歯

科
医

師
が

登
録

し
て

い
る

こ
と

又
は

当
該

地
域

の
医

師
若

し
く

は
歯

科
医

師
の

５
割

以
上

が
登

録
し

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

２
次

医
療

圏
の

一
つ

の
診

療
科

を
主

と
し

て
標

榜
す

る
、

当
該

病
院

の
開

設
者

と
関

係
の

な
い

（
雇

用
関

係
の

な
い

）
1
0
以

上
の

診
療

所
の

医
師

若
し

く
は

歯
科

医
師

が
登

録
し

て
い

る
こ

と
又

は
当

該
地

域
の

当
該

診
療

科
の

医
師

若
し

く
は

歯
科

医
師

の
５

割
以

上
が

登
録

し
て

い
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

は
、

当
該

診
療

科
の

医
師

が
常

時
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

（
な

お
、

医
師

が
2
4
時

間
、
3
6
5
日

勤
務

す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

医
師

の
宅

直
は

認
め

な
い

。
）

 

(
３
)
 

開
放

病
床

は
概

ね
３

床
以

上
あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

次
の

項
目

に
関

す
る

届
出

前
3
0
日

間
の

実
績

を
有

す
る

こ
と

。
 

ア
 

実
績

期
間

中
に

当
該

病
院

の
開

設
者

と
直

接
関

係
の

な
い

複
数

の
診

療
所

の
医

師
又

は
歯

科
医

師
が

、

開
放

病
床

を
利

用
し

た
実

績
が

あ
る

。
 

イ
 

こ
れ

ら
の

医
師

又
は

歯
科

医
師

が
当

該
病

院
の

医
師

と
共

同
指

導
を

行
っ

た
実

績
が

あ
る

。
 

ウ
 

次
の

計
算

式
に

よ
り

計
算

し
た

実
績

期
間

中
の

開
放

病
床

の
利

用
率

が
２

割
以

上
で

あ
る

。
た

だ
し

、

地
域

医
療

支
援

病
院

に
お

い
て

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

 
 

 
 

 
 
 
開

放
病

床
利

用
率

 
＝

 
（
3
0
日

間
の

開
放

型
病

院
に

入
院

し
た

患
者

の
診

療
を

担
当

し
て

い
る

診

療
所

の
保

険
医

の
紹

介
に

よ
る

延
べ

入
院

患
者

数
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
÷

 
（

開
放

病
床

 
×

 
3
0
日

間
）

 

(
５
)
 

地
域

医
療

支
援

病
院

に
あ

っ
て

は
、

上
記

(
１
)
か

ら
(
４
)
ま

で
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
し

て
取

り
扱

う
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

開
放

型
病

院
共

同
指

導
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

９
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

届
出

前
3
0
日

間
に

お
け

る
医

師
又

は
歯

科
医

師
の

開
放

病
床

使
用

及
び

共
同

指
導

の
実

績
並

び
に

当
該

基
準

の
１

の
(
４
)
の

ウ
に

よ
り

計
算

し
た

開
放

病
床

利
用

率
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

開
放

利
用

に
係

る
地

域
医

師
会

等
と

の
契

約
、

当
該

病
院

の
運

営
規

程
等

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

登
録

医
師

又
は

歯
科

医
師

の
名

簿
（

登
録

医
師

等
の

所
属

す
る

保
険

医
療

機
関

名
を

含
む

。
）

を
別

添
２

の
様

式
1
0
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

届
出

に
係

る
病

棟
の

配
置

図
及

び
平

面
図

（
開

放
病

床
が

明
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

）
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

地
域

医
療

支
援

病
院

に
あ

っ
て

は
、

上
記
(
２
)
か

ら
(
５
)
ま

で
の

記
載

を
要

せ
ず

、
地

域
医

療
支

援
病

院

で
あ

る
旨

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

 

第
９

 
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

 

１
 

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
の

施
設

基
準

 

次
の
(
１
)
か

ら
(
３
)
ま

で
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
と

い
う

。
 

な
お

、
(
１
)
又

は
(
２
)
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
が

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
０

」
往

診
料

の
注

１
に

規
定

す
る

加
算

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
１

」
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

(
Ⅰ
)
の

注
６

に
規

定
す

る
在

宅
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

加
算

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
１

－
２

」
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

(
Ⅱ
)
の

注
５

に
規

定
す

る
在

宅
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

加
算

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
２

」
在

宅
時

医
学

総
合

管
理

料
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

２
－

２
」

施
設

入
居

時
等

医

学
総

合
管

理
料

及
び

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

３
」

在
宅

が
ん

医
療

総
合

診
療

料
（

以
下

「
往

診
料

の
加

算
等

」
と

い

う
。

）
に

規
定

す
る

「
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

で
あ

っ
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

」
で

あ
る

。
 

（ ）（ ） 869868

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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対
し

て
説

明
の

上
、

文
書

に
よ

り
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
曜

日
、

時
間

帯
ご

と
に

担
当

者
が

異
な

る
場

合
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

曜
日

、
時

間
帯

ご
と

の
担

当
者

を
文

書
上

に
明

示
す

る
こ

と
。

 

ウ
 

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
他

の
保

険
医

療
機

関
と

協
力

し
て

、
患

家
の

求
め

に
応

じ
て

、

2
4
時

間
往

診
が

可
能

な
体

制
を

確
保

し
、

往
診

担
当

医
の

氏
名

、
担

当
日

等
を

文
書

に
よ

り
患

家
に

提

供
し

て
い

る
こ

と
。

 

エ
 

当
該

診
療

所
又

は
当

該
在

宅
支

援
連

携
体

制
を

構
築

す
る

他
の

保
険

医
療

機
関

若
し

く
は

訪
問

看
護

ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

患
家

の
求

め
に

応
じ

て
、

2
4
時

間
訪

問
看

護
の

提
供

が

可
能

な
体

制
を

確
保

し
、

訪
問

看
護

の
担

当
者

の
氏

名
、

担
当

日
等

を
文

書
に

よ
り

患
家

に
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

 

オ
 

当
該

診
療

所
又

は
当

該
在

宅
支

援
連

携
体

制
を

構
築

す
る

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
緊

急
時

に

居
宅

に
お

い
て

療
養

を
行

っ
て

い
る

患
者

が
入

院
で

き
る

病
床

を
常

に
確

保
し

、
受

入
医

療
機

関
の

名
称

等
を

あ
ら

か
じ

め
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
届

け
出

て
い

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、

当
該

診
療

所
又

は
当

該
在

宅
支

援
連

携
体

制
を

構
築

す
る

他
の

保
険

医
療

機
関

の
い

ず
れ

も

病
床

を
有

し
な

い
場

合
に

は
、

別
の

保
険

医
療

機
関

（
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

以
上

の
病

院
を

含
む

。
）

と
の

連
携

に
よ

り
、

緊
急

時
に

居
宅

に
お

い
て

療
養

を
行

っ
て

い
る

患
者

が
入

院
で

き
る

病
床

を
常

に
確

保
し

、
受

入
医

療
機

関
の

名
称

等
を

あ
ら

か
じ

め
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
届

け
出

て
い

る
こ

と
。

 

カ
 

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
他

の
保

険
医

療
機

関
又

は
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

連
携

す

る
場

合
に

は
、

緊
急

時
に

円
滑

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

あ
ら

か
じ

め
患

家
の

同
意

を
得

て
、

当
該

患
者

の
病

状
、

治
療

計
画

、
直

近
の

診
療

内
容

等
緊

急
の

対
応

に
必

要
な

診
療

情
報

を
文

書
（

電
子

媒
体

を
含

む
。

）
に

よ
り

随
時

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
 

な
お

、
当

該
在

宅
支

援
連

携
体

制
を

構
築

す
る

保
険

医
療

機
関

間
に

お
い

て
、

診
療

を
行

う
患

者
の

診

療
情

報
の

共
有

を
図

る
た

め
、

月
１

回
以

上
の

定
期

的
な

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

す
る

こ
と

。
 

キ
 

患
者

に
関

す
る

診
療

記
録

管
理

を
行

う
に

つ
き

必
要

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ク
 

当
該

地
域

に
お

い
て

、
他

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
調

整
を

担
当

す
る

者

と
連

携
し

て
い

る
こ

と
。

 

ケ
 

年
に

１
回

、
在

宅
看

取
り

数
等

を
別

添
２

の
様

式
1
1
の

３
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報

告
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
在

宅
支

援
連

携
体

制
を

構
築

す
る

他
の

保
険

医
療

機
関

の
実

績
を

含
め

た
在

宅
看

取
り

数
等

を
、

別
途

、
別

添
２

の
様

式
1
1
の

４
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報
告

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

報
告

に
当

た
っ

て
は

、
当

該
連

携
体

制
を

構
築

す
る

複
数

の
保

険
医

療
機

関
の

う
ち

、
１

つ
の

保
険

医
療

機
関

が
取

り
ま

と
め

て
報

告
す

る
こ

と
で

差
し

支
え

な
い

。
 

コ
 

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
他

の
保

険
医

療
機

関
と

併
せ

て
、

過
去

１
年

間
の

緊
急

の
往

診

の
実

績
を

1
0
件

以
上

有
し

、
か

つ
、

当
該

診
療

所
に

お
い

て
４

件
以

上
有

す
る

こ
と

。
 

な
お

、
緊

急
の

往
診

と
は

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
０

」
の

注
１

に
規

定
す

る
緊

急
又

は
夜

間
、

深
夜

若

し
く

は
休

日
に

行
う

往
診

の
こ

と
を

い
う

。
 

サ
 

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
他

の
保

険
医

療
機

関
と

併
せ

て
、

過
去

１
年

間
の

在
宅

に
お

け

る
看

取
り

の
実

績
を

４
件

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
診

療
所

に
お

い
て

過
去

１
年

間
の

在
宅

に
お

け
る

看
取

り
の

実
績

を
２

件
以

上
又

は
過

去
１

年
間

の
1
5
歳

未
満

の
超

重
症

児
及

び
準

超
重

症
児

に
対

す
る

在
宅

医
療

の
実

績
（

３
回

以
上

定
期

的
な

訪
問

診
療

を
実

施
し

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
２

」
在

宅
時

医
学

総
合

管
理

料
又

は
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
２

－
２

」
施

設
入

居
時

等
医

学
総

合
管

理
料

を
算

定
し

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

を
２

件
以

上
有

す
る

こ
と

。
な

お
、

あ
ら

か
じ

め
聴

取
し

た
患

者
・

家
族

の
意
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患
者

訪
問

診
療

料
(
Ⅰ
)
の

「
１

」
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

１
－

２
」

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
(
Ⅱ
)
の

「
イ

」
又

は
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
３

」
在

宅
が

ん
医

療
総

合
診

療
料

を
算

定
し

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

も
、

在
宅

に
お

け
る

看
取

り
の

実
績

に
含

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

シ
 

直
近

１
か

月
に

初
診

、
再

診
、

往
診

又
は

訪
問

診
療

を
実

施
し

た
患

者
の

う
ち

、
往

診
又

は
訪

問
診

療

を
実

施
し

た
患

者
の

割
合

が
９

割
５

分
以

上
の

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

は
、

上
記

ア
か

ら
サ

ま
で

の
基

準
に

加
え

、
次

の
要

件
の

い
ず

れ
も

満
た

す
こ

と
。

 

(
イ
)
 

直
近

１
年

間
に

５
つ

以
上

の
病

院
又

は
診

療
所

か
ら

、
文

書
に

よ
る

紹
介

を
受

け
て

訪
問

診
療

を

開
始

し
た

実
績

が
あ

る
こ

と
。

 

(
ロ
)
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

過
去

１
年

間
の

在
宅

に
お

け
る

看
取

り
の

実
績

を
2
0
件

以
上

有
し

て

い
る

こ
と

又
は

重
症

児
の

十
分

な
診

療
実

績
等

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

こ
こ

で
い

う
重

症
児

の
十

分
な

診
療

実
績

と
は

、
過

去
１

年
間

の
1
5
歳

未
満

の
超

重
症

児
及

び
準

超
重

症
児

に
対

す
る

在
宅

医
療

の
実

績
（

３
回

以
上

の
定

期
的

な
訪

問
診

療
を

実
施

し
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

２
」

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

又
は

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

２
－

２
」

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
を

1
0
件

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
を

い
う

。
 

(
ハ
)
 

直
近

１
か

月
に

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

又
は

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
を

算
定

し
た

患

者
の

う
ち

、
施

設
入

居
時

等
医

学
総

合
管

理
料

を
算

定
し

た
患

者
の

割
合

が
7
割

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ニ
)
 

直
近

１
か

月
に

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

又
は

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
を

算
定

し
た

患

者
の

う
ち

、
要

介
護

３
以

上
又

は
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

別
表

第
八

の
二

に
掲

げ
る

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

状
態

の
患

者
の

割
合

が
５

割
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

他
の

保
険

医
療

機
関

と
地

域
に

お
け

る
在

宅
療

養
の

支
援

に
係

る
連

携
体

制
（

診
療

所
又

は
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

（
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
」

別
表

第
６

の
２

に
掲

げ
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関

に
あ

っ
て

は
2
8
0
床

）
未

満
の

病
院

に
よ

り
構

成
さ

れ
た

も
の

に
限

る
。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

在
宅

支

援
連

携
体

制
」

と
い

う
。

）
を

構
築

し
て

い
る

診
療

所
で

あ
っ

て
、

以
下

の
要

件
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

、

緊
急

時
の

連
絡

体
制

及
び

2
4
時

間
往

診
で

き
る

体
制

等
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

た
だ

し
、

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
複

数
の

保
険

医
療

機
関

の
数

は
、

当
該

診
療

所
を

含
め

て
1

0
未

満
と

す
る

。
 

な
お

、
当

該
在

宅
支

援
連

携
体

制
は

、
こ

れ
を

構
成

す
る

診
療

所
及

び
病

院
（

許
可

病
床

数
が

2
0
0
床

（
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
」

別
表

第
６

の
２

に
掲

げ
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て

は
2
8
0
床

）
未

満
の

も
の

に
限

る
。

）
が

、
診

療
所

に
あ

っ
て

は
以

下
の

要
件

、
病

院
に

あ
っ

て
は

第
1
4

の
２

の
１
(
２
)
の

要
件

を
全

て
満

た
し

、
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

又
は

在
宅

療
養

支
援

病
院

と
な

る
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

 

ア
 

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
他

の
保

険
医

療
機

関
と

併
せ

て
、

在
宅

医
療

を
担

当
す

る
常

勤

の
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

な
お

、
在

宅
医

療
を

担
当

す
る

医
師

と
は

、
入

院
診

療
又

は
外

来
診

療
の

み
に

限
ら

ず
、

現
に

在
宅

医

療
に

関
わ

る
医

師
を

い
う

。
 

イ
 

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
他

の
保

険
医

療
機

関
と

協
力

し
て

、
2
4
時

間
連

絡
を

受
け

る

保
険

医
又

は
看

護
職

員
を

あ
ら

か
じ

め
指

定
す

る
と

と
も

に
、

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
保

険
医

療
機

関
間

で
2
4
時

間
直

接
連

絡
が

と
れ

る
連

絡
先

電
話

番
号

等
を

一
元

化
し

た
上

で
、

当
該

担
当

者
及

び
当

該
連

絡
先

、
緊

急
時

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

、
事

前
に

患
者

又
は

そ
の

看
護

を
行

う
家

族
に

（ ）（ ） 871870

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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っ
て

、
Ｇ

Ａ
Ｆ

尺
度

に
よ

る
判

定
が

4
0
以

下
の

統
合

失
調

症
の

患
者

を
1
0
人

以
上

診
療

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

は
、

(
１

)
の

シ
の

 
(
イ

)
か

ら
(
ニ

)
ま

で
の

要
件

を
満

た
し

て
い

な
く

て
も

差
し

支

え
な

い
も

の
と

す
る

。
 

２
 

往
診

料
の

加
算

等
の

適
用

 

(
１

)
 

往
診

料
の

加
算

等
に

規
定

す
る

「
病

床
を

有
す

る
場

合
」

と
は

、
１

の
(
１

)
の

オ
に

規
定

す
る

有
床

診
療

所
、

１
の

(
２

)
の

オ
に

規
定

す
る

当
該

診
療

所
又

は
在

宅
支

援
連

携
体

制
を

構
築

す
る

他
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

緊
急

時
に

居
宅

に
お

い
て

療
養

を
行

っ
て

い
る

患
者

が
入

院
で

き
る

病
床

を
常

に
確

保
し

て
い

る

場
合

を
い

う
。

 

な
お

、
１

の
(
２

)
の

オ
に

規
定

す
る

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
複

数
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

１
つ

で
も

病
床

を
有

す
る

保
険

医
療

機
関

が
存

在
す

る
場

合
、

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
全

て

の
保

険
医

療
機

関
が

、
往

診
料

の
加

算
等

に
規

定
す

る
「

病
床

を
有

す
る

場
合

」
に

該
当

す
る

も
の

と
す

る
。

 

(
２

)
 

往
診

料
の

加
算

等
に

規
定

す
る

「
病

床
を

有
し

な
い

場
合

」
と

は
、

１
の

(
１

)
の

オ
に

規
定

す
る

無
床

診

療
所

、
１

の
(
２

)
の

オ
に

規
定

す
る

当
該

診
療

所
又

は
在

宅
支

援
連

携
体

制
を

構
築

す
る

他
の

保
険

医
療

機

関
の

い
ず

れ
も

病
床

を
有

し
な

い
場

合
を

い
う

。
 

(
３

)
 

往
診

料
の

加
算

等
に

規
定

す
る

在
宅

緩
和

ケ
ア

充
実

診
療

所
・

病
院

加
算

の
施

設
基

準
 

ア
 

１
の

(
１

)
又

は
(
２

)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
で

あ
っ

て
、

過
去

１
年

間
の

緊
急

の
往

診
の

実
績

を
1
5
件

以
上

有
し

、
か

つ
、

過
去

１
年

間
の

在
宅

に
お

け
る

看
取

り
の

実
績

を
2
0
件

以
上

有
し

て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

末
期

の
悪

性
腫

瘍
等

の
患

者
で

あ
っ

て
、

鎮
痛

剤
の

経
口

投
与

で
は

疼
痛

が
改

善
し

な
い

も
の

に
対

し
、

患
者

が
自

ら
注

射
に

よ
り

オ
ピ

オ
イ

ド
系

鎮
痛

薬
の

注
入

を
行

う
鎮

痛
療

法
を

実
施

し
た

実
績

を
、

過
去

１
年

間
に

２
件

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
、

又
は

過
去

に
５

件
以

上
実

施
し

た
経

験
の

あ
る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
お

り
、

適
切

な
方

法
に

よ
っ

て
オ

ピ
オ

イ
ド

系
鎮

痛
薬

を
投

与
（

投
与

経
路

は
問

わ
な

い
が

、
定

期
的

な
投

与
と

頓
用

に
よ

り
患

者
が

自
ら

疼
痛

を
管

理
で

き
る

も
の

に
限

る
。

）
し

た
実

績
を

過
去

１
年

間
に

1
0
件

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

ウ
 

第
４

の
２

が
ん

性
疼

痛
緩

和
指

導
管

理
料

の
施

設
基

準
に

定
め

る
「

が
ん

等
の

診
療

に
携

わ
る

医
師

等

に
対

す
る

緩
和

ケ
ア

研
修

会
の

開
催

指
針

に
準

拠
し

た
緩

和
ケ

ア
研

修
会

」
又

は
「

緩
和

ケ
ア

の
基

本
教

育
の

た
め

の
都

道
府

県
指

導
者

研
修

会
等

」
を

修
了

し
て

い
る

常
勤

の
医

師
が

い
る

こ
と

。
 

エ
 

緩
和

ケ
ア

病
棟

又
は

在
宅

で
の

１
年

間
の

看
取

り
実

績
が

 
1
0
件

以
上

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

３
か

月
以

上
の

勤
務

歴
が

あ
る

常
勤

の
医

師
（

在
宅

医
療

を
担

当
す

る
医

師
に

限
る

。
）

が
い

る
こ

と
。

 

オ
 

院
内

の
見

や
す

い
場

所
等

に
、

過
去

１
年

間
の

看
取

り
実

績
及

び
十

分
な

緩
和

ケ
ア

が
受

け
ら

れ
る

旨

の
掲

示
を

す
る

な
ど

、
患

者
に

対
し

て
必

要
な

情
報

提
供

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

往
診

料
の

加
算

等
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

実
績

加
算

１
の

施
設

基
準

 

１
の

(
３

)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
で

あ
っ

て
、

過
去

１
年

間
の

緊
急

の
往

診
の

実
績

を
1
0

件
以

上
有

し
、

か
つ

、
過

去
１

年
間

の
在

宅
に

お
け

る
看

取
り

の
実

績
を

４
件

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

往
診

料
の

加
算

等
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

実
績

加
算

２
の

施
設

基
準

 

ア
 

１
の

(
３

)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
で

あ
っ

て
、

過
去

１
年

間
の

緊
急

の
往

診
の

実
績

を
４

件
以

上
有

し
、

か
つ

、
過

去
１

年
間

の
在

宅
に

お
け

る
看

取
り

の
実

績
を

２
件

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

第
４

の
２

が
ん

性
疼

痛
緩

和
指

導
管

理
料

の
施

設
基

準
に

定
め

る
「

が
ん

等
の

診
療

に
携

わ
る

医
師

等

に
対

す
る

緩
和

ケ
ア

研
修

会
の

開
催

指
針

に
準

拠
し

た
緩

和
ケ

ア
研

修
会

」
又

は
「

緩
和

ケ
ア

の
基

本
教
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- 

向
に

基
づ

き
、

当
該

診
療

所
又

は
オ

に
お

け
る

受
入

医
療

機
関

で
７

日
以

内
の

入
院

を
経

て
死

亡
し

た
患

者
に

対
し

、
当

該
診

療
所

が
、

当
該

入
院

日
を

含
む

直
近

６
月

間
に

お
い

て
訪

問
診

療
を

実
施

し
て

い
た

場
合

（
当

該
保

険
医

療
機

関
が

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
１

」
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

(
Ⅰ
)
の

「
１

」
、

区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
１

－
２

」
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

(
Ⅱ
)
の

「
イ

」
又

は
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
３

」
在

宅

が
ん

医
療

総
合

診
療

料
を

算
定

し
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
も

、
当

該
診

療
所

に
お

け
る

在
宅

に
お

け
る

看
取

り
の

実
績

に
含

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

シ
 

直
近

１
か

月
に

初
診

、
再

診
、

往
診

又
は

訪
問

診
療

を
実

施
し

た
患

者
の

う
ち

、
往

診
又

は
訪

問
診

療

を
実

施
し

た
患

者
の

割
合

が
９

割
５

分
以

上
の

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

は
、

上
記

ア
か

ら
サ

ま
で

の
基

準
に

加
え

、
(
１
)
の

シ
の

（
イ

）
か

ら
（

ニ
）

ま
で

の
要

件
の

い
ず

れ
も

満
た

す
こ

と
。

 

(
３
)
 

以
下

の
要

件
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

、
緊

急
時

の
連

絡
体

制
及

び
2
4
時

間
往

診
で

き
る

体
制

等
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

2
4
時

間
連

絡
を

受
け

る
保

険
医

又
は

看
護

職
員

を
あ

ら
か

じ
め

指
定

す
る

と
と

も
に

、
当

該
担

当
者

及
び

当
該

担
当

者
と

直
接

連
絡

が
と

れ
る

連
絡

先
電

話
番

号
等

、
緊

急
時

の
注

意
事

項
等

に
つ

い
て

、
事

前
に

患
者

又
は

そ
の

看
護

を
行

う
家

族
に

対
し

て
説

明
の

上
、

文
書

に
よ

り
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
曜

日
、

時
間

帯
ご

と
に

担
当

者
が

異
な

る
場

合
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

曜
日

、
時

間
帯

ご
と

の
担

当
者

及
び

当
該

担
当

者
と

直
接

連
絡

が
と

れ
る

連
絡

先
電

話
番

号
等

を
文

書
上

に
明

示
す

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

又
は

別
の

保
険

医
療

機
関

の
保

険
医

と
の

連
携

に
よ

り
、

患
家

の
求

め
に

応

じ
て

、
2
4
時

間
往

診
が

可
能

な
体

制
を

確
保

し
、

往
診

担
当

医
の

氏
名

、
担

当
日

等
を

文
書

に
よ

り
患

家
に

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

又
は

別
の

保
険

医
療

機
関

若
し

く
は

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

等

と
の

連
携

に
よ

り
、

患
家

の
求

め
に

応
じ

て
、

当
該

診
療

所
の

保
険

医
の

指
示

に
基

づ
き

、
2
4
時

間
訪

問
看

護
の

提
供

が
可

能
な

体
制

を
確

保
し

、
訪

問
看

護
の

担
当

者
の

氏
名

、
担

当
日

等
を

文
書

に
よ

り
患

家
に

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
 
 
 
 

エ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

又
は

別
の

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

緊
急

時
に

居
宅

に
お

い
て

療

養
を

行
っ

て
い

る
患

者
が

入
院

で
き

る
病

床
を

常
に

確
保

し
、

受
入

医
療

機
関

の
名

称
等

を
あ

ら
か

じ
め

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

オ
 

他
の

保
険

医
療

機
関

又
は

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
連

携
す

る
場

合
に

は
、

連
携

す
る

保
険

医
療

機

関
又

は
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
緊

急
時

に
円

滑
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

、
あ

ら
か

じ
め

患
家

の
同

意
を

得
て

、
当

該
患

者
の

病
状

、
治

療
計

画
、

直
近

の
診

療
内

容
等

緊
急

の
対

応
に

必
要

な
診

療
情

報
を

連
携

保
険

医
療

機
関

等
に

文
書

（
電

子
媒

体
を

含
む

。
）

に
よ

り
随

時
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

 

カ
 

患
者

に
関

す
る

診
療

記
録

管
理

を
行

う
に

つ
き

必
要

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

キ
 

当
該

地
域

に
お

い
て

、
他

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
調

整
を

担
当

す
る

者

と
連

携
し

て
い

る
こ

と
。

 

ク
 

年
に

１
回

、
在

宅
看

取
り

数
等

を
別

添
２

の
様

式
1
1
の

３
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報

告
し

て
い

る
こ

と
。

 

ケ
 

直
近

１
か

月
に

初
診

、
再

診
、

往
診

又
は

訪
問

診
療

を
実

施
し

た
患

者
の

う
ち

、
往

診
又

は
訪

問
診

療

を
実

施
し

た
患

者
の

割
合

が
９

割
５

分
以

上
の

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

は
、

上
記

ア
か

ら
ク

ま
で

の
基

準
に

加
え

、
(
１
)
の

シ
の

（
イ

）
か

ら
（

ニ
）

ま
で

の
要

件
の

い
ず

れ
も

満
た

す
こ

と
。

 

な
お

、
区

分
番

号
「
I
０

１
６

」
精

神
科

在
宅

患
者

支
援

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

診
療

所
で

あ

（ ）（ ） 871870

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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- 

ス
コ

ア
 

０
 

１
 

２
 

３
 

４
 

 子
宮

収
縮

 

  
 
 
無
 
 
 
 

  
不

規
則
 
 

  
規

則
的
 
 

  
 
 
－
 
 
 
 

  
 
 
－
 
 
 
 

 破
水

 

  
 
 
無
 
 
 
 

  
 
 
－
 
 
 
 

 高
位

破
水

 

  
 
 
－
 
 
 
 

 低
位

破
水

 
出

血
 

 
 

無
 
 
 
 

有
 
 
 
 

－
 
 
 
 

－
 
 
 
 

－
 
 
 
 

 子
宮

口
の

開
大

度
 

 

  
 
 
無
 
 
 
 

 

  
 
１

㎝
 
 
 

 

  
 
２

㎝
 
 
 

 

  
 
３

㎝
 
 
 

 

 ４
㎝

以
上

 

 

ウ
 

精
神

療
法

が
実

施
さ

れ
て

い
る

も
の

と
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
で

精
神

療
法

が
実

施
さ

れ
て

い
る

も
の

又

は
他

の
保

険
医

療
機

関
で

精
神

療
法

が
実

施
さ

れ
て

お
り

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

対
し

て
当

該
患

者
の

診
療

情
報

が
文

書
に

よ
り

提
供

さ
れ

て
い

る
も

の
を

指
す

。
 

エ
 

妊
産

婦
と

は
産

褥
婦

を
含

み
、

妊
婦

と
は

産
褥

婦
を

含
ま

な
い

。
 

 第
1
1
の

２
 

が
ん

治
療

連
携

計
画

策
定

料
、

が
ん

治
療

連
携

指
導

料
 

１
 

が
ん

治
療

連
携

計
画

策
定

料
、

が
ん

治
療

連
携

指
導

料
の

施
設

基
準

 

あ
ら

か
じ

め
計

画
策

定
病

院
に

お
い

て
疾

患
や

患
者

の
状

態
等

に
応

じ
た

地
域

連
携

診
療

計
画

が
作

成
さ

れ
、

連
携

医
療

機
関

と
共

有
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

が
ん

治
療

連
携

計
画

策
定

料
の

施
設

基
準

 

が
ん

診
療

の
拠

点
と

な
る

病
院

と
は

、
「

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
の

整
備

に
つ

い
て

」
（

平
成

3
0
年

７

月
3
1
健

発
0
7
3
1
第

１
号

厚
生

労
働

省
健

康
局

長
通

知
）

に
基

づ
き

、
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

（
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
（

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

及
び

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

）
、

特
定

領
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

及
び

地
域

が
ん

診
療

病
院

）
の

指
定

を
受

け
た

病
院

又
は

「
小

児
が

ん
拠

点
病

院
の

整
備

に
つ

い
て

」
（

平
成

3
0
年

７
月

3
1
日

健
発

第
0
7
3
1
第

２
号

厚
生

労
働

省
健

康
局

長
通

知
）

に
基

づ
き

小

児
が

ん
拠

点
病

院
の

指
定

を
受

け
た

病
院

を
い

う
。

特
定

領
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

に
つ

い
て

は
、

当
該

特
定

領
域

の
悪

性
腫

瘍
の

患
者

に
つ

い
て

の
み

、
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
に

準
じ

た
も

の
と

し
て

取
り

扱

う
。

（
以

下
同

じ
。

）
ま

た
、

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

に
準

じ
る

病
院

と
は

、
都

道
府

県
が

当
該

地
域

に
お

い
て

が
ん

診
療

の
中

核
的

な
役

割
を

担
う

と
認

め
た

病
院

を
い

う
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

が
ん

治
療

連
携

計
画

策
定

料
、

が
ん

治
療

連
携

指
導

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式

1
3
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
届

出
に

当
た

っ
て

は
、

計
画

策
定

病
院

に
お

い
て

、
が

ん
治

療
連

携
指

導
料

の
算

定
を

行
う

連
携

医
療

機
関

に
係

る
届

出
を

併
せ

て
行

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
２
)
 

計
画

策
定

病
院

が
当

該
届

出
を

行
う

際
に

は
、

が
ん

の
種

類
や

治
療

法
ご

と
に

作
成

さ
れ

、
連

携
医

療

機
関

と
あ

ら
か

じ
め

共
有

さ
れ

て
い

る
地

域
連

携
診

療
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
な

お
、

そ
の

様
式

は
別

添
２

の
様

式
1
3
の

３
を

参
考

に
す

る
こ

と
。

 

 

第
1
1
の

３
 

が
ん

治
療

連
携

管
理

料
 

１
 

が
ん

治
療

連
携

管
理

料
の

１
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

の
整

備
に

つ
い

て
」

に
基

づ
き

、
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

指
定

を
受

け

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
は

、
看

護
師

、
薬

剤
師

等
の

医
療

関
係

職
種

が
参

加
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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育
の

た
め

の
都

道
府

県
指

導
者

研
修

会
等

」
を

修
了

し
て

い
る

常
勤

の
医

師
が

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

１
の
(
１
)
の

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
1
及

び
様

式
1
1
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

１
の
(
２
)
の

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
1
、

様
式

1

1
の

３
及

び
様

式
1
1
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

１
の
(
３
)
の

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出

は
、

別
添

２
の

様
式

1
1
を

用
い

る
こ

と
。

２
の
(
３
)
の

在
宅

緩
和

ケ
ア

充
実

診
療

所
・

病
院

加
算

の
施

設
基

準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
1
及

び
様

式
1
1
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

２
の
(
４
)
の

在
宅

療
養

実
績

加
算

１

及
び

２
の
(
５
)
の

在
宅

療
養

実
績

加
算

２
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
1
及

び
様

式
1
1
の

５

を
用

い
る

こ
と

。
 

 第
1
0
 

削
除

 

 第
1
1
 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

共
同

管
理

料
 

１
 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

共
同

管
理

料
(
Ⅰ
)
及

び
(
Ⅱ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

共
同

管
理

を
共

同
で

行
う

保
険

医
療

機
関

の
名

称
、

住
所

及
び

電
話

番
号

を
当

該
保

険
医

療
機

関
の

見
や

す
い

場
所

に
掲

示
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

共
同

管
理

料
(
Ⅰ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
3
を

用
い

る
こ

と
。

 

３
 

都
道

府
県

に
よ

り
周

産
期

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

れ
を

介
し

て
患

者
を

紹
介

し
共

同
管

理
を

行
う

場
合

に
つ

い
て

は
、

そ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
運

営
会

議
等

に
お

い
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
若

し
く

は

当
該

保
険

医
療

機
関

の
所

属
す

る
団

体
（

各
地

域
の

産
婦

人
科

医
会

等
）

の
代

表
と

他
の

保
険

医
療

機
関

と
の

間

で
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
産

婦
の

医
療

に
関

す
る

情
報

交
換

を
行

っ
て

い
れ

ば
、

届
出

時
に

、
周

産
期

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の

概
要

、
運

営
会

議
へ

の
参

加
医

療
機

関
及

び
運

営
会

議
へ

の
参

加
団

体
に

所
属

す
る

保
険

医
療

機
関

の
分

か
る

書

類
を

添
付

す
れ

ば
、

様
式

に
個

別
の

医
療

機
関

を
記

載
す

る
こ

と
を

要
し

な
い

。
 

そ
の

場
合

に
は

、
１

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
所

在
す

る
地

域
の

周
産

期
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
名

を
院

内
に

掲
示

す
る

こ
と

。
 

４
 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

共
同

管
理

料
の

算
定

対
象

と
な

る
患

者
に

つ
い

て
 

ア
 

治
療

中
の

も
の

と
は

、
対

象
疾

患
に

つ
い

て
専

門
的

治
療

が
行

わ
れ

て
い

る
も

の
を

指
し

、
単

な
る

経
過

観

察
の

た
め

に
年

に
数

回
程

度
通

院
し

て
い

る
の

み
の

患
者

は
算

定
で

き
な

い
。

 

イ
 

妊
娠

3
0
週

未
満

の
切

迫
早

産
の

患
者

と
は

、
子

宮
収

縮
、

子
宮

出
血

、
頸

管
の

開
大

、
短

縮
又

は
軟

化
の

い
ず

れ
か

の
切

迫
早

産
の

兆
候

を
示

し
か

つ
以

下
の

い
ず

れ
か

を
満

た
す

も
の

に
限

る
。

 

(
イ
)
 

前
期

破
水

を
合

併
し

た
も

の
 

(
ロ
)
 

羊
水

過
多

症
又

は
羊

水
過

少
症

を
合

併
し

た
も

の
 

(
ハ
)
 

経
腟

超
音

波
検

査
で

子
宮

頸
管

長
が

2
0
m
m
未

満
の

も
の

 

(
ニ
)
 

切
迫

早
産

の
診

断
で

他
の

医
療

機
関

よ
り

搬
送

さ
れ

た
も

の
 

(
ホ
)
 

早
産

指
数
(
t
o
c
o
l
y
s
i
s
 
i
n
d
e
x
)
が

３
点

以
上

の
も

の
 

 [
早

産
指

数
（
t
o
c
o
l
y
s
i
s
 
i
n
d
e
x
）
]
 

 
 

 
 

 
 

（ ）（ ） 873872

特
掲
診
療
料
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通
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内
容

が
含

ま
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

排
尿

日
誌

に
よ

る
評

価
、

エ
コ

ー
を

用
い

た
残

尿
測

定
、

排
泄

用
具

の
使

用
、

骨
盤

底
筋

訓
練

及
び

自
己

導
尿

に
関

す
る

指
導

を
含

む
内

容
で

あ
り

、
下

部
尿

路
機

能
障

害
患

者
の

排
尿

自
立

支
援

に
つ

い

て
十

分
な

知
識

及
び

経
験

の
あ

る
医

師
及

び
看

護
師

が
行

う
演

習
が

含
ま

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

エ
 

通
算

し
て

1
6
時

間
以

上
の

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

排
尿

ケ
ア

チ
ー

ム
の

構
成

員
は

、
区

分
番

号
「

Ａ
２

５
１

」
排

尿
自

立
支

援
加

算
に

規
定

す
る

排
尿

ケ

ア
チ

ー
ム

の
構

成
員

と
兼

任
で

あ
っ

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

(
５

)
 

包
括

的
排

尿
ケ

ア
の

計
画

及
び

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
下

部
尿

路
機

能
の

評
価

、
治

療
及

び
排

尿
ケ

ア

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

当
該

指
導

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
3
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
1
の

３
の

４
 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

連
携

指
導

料
 

１
 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

連
携

指
導

料
１

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

患
者

の
同

意
を

得
た

上
で

、
支

援
を

要
す

る
妊

産
婦

の
情

報
（

産
婦

健
康

診
査

の
結

果
を

含
む

）
が

速

や
か

に
市

町
村

に
報

告
さ

れ
る

よ
う

、
市

町
村

等
と

の
連

携
体

制
の

整
備

を
図

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

原
則

と
し

て
当

該
保

険
医

療
機

関
を

受
診

す
る

全
て

の
妊

産
婦

を
対

象
に

、
エ

ジ
ン

バ
ラ

産
後

う
つ

病

質
問

票
（

Ｅ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

）
等

を
参

考
に

し
て

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

適
切

に
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

連
携

指
導

料
２

の
施

設
基

準
 

 
患

者
の

同
意

を
得

た
上

で
、

支
援

を
要

す
る

妊
産

婦
の

情
報

が
速

や
か

に
市

町
村

等
に

報
告

さ
れ

る
よ

う
、

市
町

村
等

と
の

連
携

体
制

の
整

備
を

図
る

よ
う

努
め

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

連
携

指
導

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
２

を
用

い
る

こ
と

。
 

 第
1
1
の

３
の

５
 

遠
隔

連
携

診
療

料
 

１
 

遠
隔

連
携

診
療

料
の

施
設

基
準

 

厚
生

労
働

省
の

定
め

る
情

報
通

信
機

器
を

用
い

た
診

療
に

係
る

指
針

に
沿

っ
て

診
療

を
行

う
体

制
を

有
す

る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

遠
隔

連
携

診
療

料
の

施
設

基
準

に
係

る
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
1
1
の

４
 

認
知

症
専

門
診

断
管

理
料

 

１
 

認
知

症
専

門
診

断
管

理
料

１
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

実
施

要
綱

に
つ

い
て

」
（

平
成

2
6
年

７
月

９
日

老
発

0
7
0
9
第

３

号
)
の

別
添

２
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

実
施

要
綱

に
お

け
る

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

認
知

症
専

門
診

断
管

理
料

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

１
の

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
の

う
ち

、
基

幹
型

又
は

地
域

型
で

あ
る

こ
と

。
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２
 

が
ん

治
療

連
携

管
理

料
の

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

の
整

備
に

つ
い

て
」

に
基

づ
き

、
地

域
が

ん
診

療
病

院
の

指
定

を
受

け
て

い

る
こ

と
。

 

３
 

が
ん

治
療

連
携

管
理

料
の

３
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
小

児
が

ん
拠

点
病

院
の

整
備

に
つ

い
て

」
に

基
づ

き
、

小
児

が
ん

拠
点

病
院

の
指

定
を

受
け

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
は

、
看

護
師

、
薬

剤
師

等
の

医
療

関
係

職
種

が
参

加
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

４
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

が
ん

治
療

連
携

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
 

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 

第
1
1
の

３
の

２
 

外
来

が
ん

患
者

在
宅

連
携

指
導

料
 

１
 

外
来

が
ん

患
者

在
宅

連
携

指
導

料
に

関
す

る
保

険
医

療
機

関
の

基
準

 

外
来

緩
和

ケ
ア

管
理

料
又

は
外

来
化

学
療

法
加

算
１

若
し

く
は

２
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

外
来

緩
和

ケ
ア

管
理

料
又

は
外

来
化

学
療

法
加

算
１

若
し

く
は

２
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

外
来

が

ん
患

者
在

宅
連

携
指

導
料

と
し

て
、

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ

と
。

 

 第
1
1
の

３
の

３
 

外
来

排
尿

自
立

指
導

料
 
 

１
 

外
来

排
尿

自
立

指
導

料
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

保
険

医
療

機
関

内
に

、
以

下
か

ら
構

成
さ

れ
る

排
尿

ケ
ア

に
係

る
チ

ー
ム

（
以

下
「

排
尿

ケ
ア

チ
ー

ム
」

と
い

う
。

）
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

下
部

尿
路

機
能

障
害

を
有

す
る

患
者

の
診

療
に

つ
い

て
経

験
を

有
す

る
医

師
 

イ
 

下
部

尿
路

機
能

障
害

を
有

す
る

患
者

の
看

護
に

従
事

し
た

経
験

を
３

年
以

上
有

し
、

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の
常

勤
看

護
師

 

ウ
 

下
部

尿
路

機
能

障
害

を
有

す
る

患
者

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

等
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

専
任

の
常

勤
作

業
療

法
士

 

(
２
)
 
(
１
)
の

ア
に

掲
げ

る
医

師
は

、
３

年
以

上
の

勤
務

経
験

を
有

す
る

泌
尿

器
科

の
医

師
又

は
排

尿
ケ

ア
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

者
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

他
の

保
険

医
療

機
関

を
主

た
る

勤
務

先
と

す
る

医
師

（
３

年
以

上
の

勤
務

経
験

を
有

す
る

泌
尿

器
科

の
医

師
又

は
排

尿
ケ

ア
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

医
師

に
限

る
。

）
が

対
診

等
に

よ
り

当
該

チ
ー

ム
に

参
画

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
こ

こ
で

い
う

適
切

な
研

修
と

は
、

次
の

事
項

に
該

当
す

る
研

修
の

こ
と

を
い

う
。

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

下
部

尿
路

機
能

障
害

の
病

態
、

診
断

、
治

療
、

予
防

及
び

ケ
ア

の
内

容
が

含
ま

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

通
算

し
て

６
時

間
以

上
の

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３
)
 
(
１
)
の

イ
に

掲
げ

る
所

定
の

研
修

と
は

、
次

の
事

項
に

該
当

す
る

研
修

の
こ

と
を

い
う

。
 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

下
部

尿
路

機
能

障
害

の
病

態
生

理
、

そ
の

治
療

と
予

防
、

評
価

方
法

、
排

尿
ケ

ア
及

び
事

例
分

析
の

（ ）（ ） 873872

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
６
)
 

当
該

基
準

に
つ

い
て

は
、

や
む

を
得

な
い

場
合

に
限

り
、

特
定

の
診

療
科

に
つ

き
区

分
し

て
届

出
を

受
理

し
て

差
し

支
え

な
い

。
 

２
 

薬
剤

管
理

指
導

料
の

対
象

患
者

 

薬
剤

管
理

指
導

料
の

「
１

」
に

掲
げ

る
「

特
に

安
全

管
理

が
必

要
な

医
薬

品
が

投
薬

又
は

注
射

さ
れ

て
い

る

患
者

」
と

は
、

抗
悪

性
腫

瘍
剤

、
免

疫
抑

制
剤

、
不

整
脈

用
剤

、
抗

て
ん

か
ん

剤
、

血
液

凝
固

阻
止

剤
、

ジ
ギ

タ
リ

ス
製

剤
、

テ
オ

フ
ィ

リ
ン

製
剤

、
カ

リ
ウ

ム
製

剤
（

注
射

薬
に

限
る

。
）

、
精

神
神

経
用

剤
、

糖
尿

病
用

剤
、

膵
臓

ホ
ル

モ
ン

剤
又

は
抗

Ｈ
Ｉ

Ｖ
薬

が
投

薬
又

は
注

射
さ

れ
て

い
る

患
者

を
い

う
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

薬
剤

管
理

指
導

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
勤

務
す

る
薬

剤
師

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の
別

）
及

び
勤

務
時

間
を

別
添

２
の

様
式

４
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

調
剤

、
医

薬
品

情
報

管
理

、
病

棟
薬

剤
業

務
、

薬
剤

管
理

指
導

、
又

は
在

宅
患

者
訪

問
薬

剤
管

理
指

導
の

い
ず

れ
に

従
事

し
て

い
る

か
を

（
兼

務
の

場
合

は
そ

の
旨

を
）

備
考

欄
に

記
載

す
る

。
 

(
４
)
 

調
剤

所
及

び
医

薬
品

情
報

管
理

室
の

平
面

図
を

提
出

す
る

こ
と

。
 

 

第
1
2
の

１
の

２
 

診
療

情
報

提
供

料
(
Ⅰ
)
及

び
電

子
的

診
療

情
報

評
価

料
 

１
 

診
療

情
報

提
供

料
（

Ⅰ
）

の
地

域
連

携
診

療
計

画
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

あ
ら

か
じ

め
疾

患
や

患
者

の
状

態
等

に
応

じ
た

地
域

連
携

診
療

計
画

が
作

成
さ

れ
、

連
携

保
険

医
療

機

関
等

と
共

有
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

連
携

保
険

医
療

機
関

等
の

職
員

と
当

該
保

険
医

療
機

関
の

職
員

が
、

地
域

連
携

診
療

計
画

に
係

る
情

報

交
換

の
た

め
に

、
年

３
回

以
上

の
頻

度
で

面
会

し
、

情
報

の
共

有
、

地
域

連
携

診
療

計
画

の
評

価
と

見
直

し
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

診
療

情
報

提
供

料
(
Ⅰ
)
の

検
査

・
画

像
情

報
提

供
加

算
及

び
電

子
的

診
療

情
報

評
価

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

他
の

医
療

機
関

等
と

連
携

し
、

患
者

の
医

療
情

報
に

関
す

る
電

子
的

な
送

受
信

又
は

閲
覧

が
可

能
な

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

電
子

的
な

送
受

信
又

は
閲

覧
が

可
能

な
情

報
に

は
、

原
則

と
し

て
、

検
査

結
果

、
画

像
情

報
、

投
薬

内
容

、
注

射
内

容
及

び
退

院
時

要
約

が
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
。

（
。

診
療

所
に

あ
っ

て
は

、
画

像
情

報
・

退
院

時
要

約
に

つ
い

て
は

閲
覧

で
き

る
の

み
で

も
よ

い
。

）
ま

た
、

画
像

診
断

の
所

見
に

つ
い

て
も

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

(
２
)
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

他
の

保
険

医
療

機
関

に
提

供
す

る

場
合

は
、

厚
生

労
働

省
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
す

る
こ

と
。

ま
た

、
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

個
人

単
位

の
情

報
の

閲
覧

権
限

の
管

理
な

ど
個

人
情

報
の

保
護

が
確

実
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

常
時

デ
ー

タ
を

閲
覧

で
き

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

用
い

る
際

に
、

ス
ト

レ
ー

ジ
を

活
用

す
る

場
合

に
は

、

原
則

と
し

て
厚

生
労

働
省

標
準

規
格

に
基

づ
く

標
準

化
さ

れ
た

ス
ト

レ
ー

ジ
機

能
を

有
す

る
情

報
蓄

積
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

（
た

だ
し

、
当

該
規

格
を

導
入

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
改

修
が

必
要

な
場

合
は

、
そ

れ
を

行
う

ま
で

の
間

は
こ

の
限

り
で

な
い

。
）

、
ま

た
、

診
療

情
報

提
供

書
を

送
付

す
る

際
に

は
、

原
則

と
し

て
、

厚
生

労
働

省
標

準
規

格
に

基
づ

く
診

療
情

報
提

供
書

様
式

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

情
報

の
提

供
側

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
は

、
提

供
し

た
診

療
情

報
又

は
閲

覧
可

能
と

し
た

情
報

の

範
囲

及
び

日
時

が
記

録
さ

れ
て

お
り

、
必

要
に

応
じ

随
時

確
認

で
き

る
こ

と
。

ま
た

、
情

報
を

提
供

さ
れ

た
側

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
は

、
提

供
を

受
け

た
情

報
を

保
管

し
て

い
る

、
又

は
閲

覧
し

た
情

報
及
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３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

認
知

症
専

門
診

断
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
れ

ば
よ

く
、

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 

第
1
1
の

５
 

肝
炎

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ロ
ン

治
療

計
画

料
 

１
 

肝
炎

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ロ
ン

治
療

計
画

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

肝
疾

患
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
を

持
つ

医
師

に
よ

る
診

断
（

活
動

度
及

び
病

期
を

含
む

。
）

と
治

療

方
針

の
決

定
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ロ
ン

等
の

抗
ウ

イ
ル

ス
療

法
を

適
切

に
実

施
で

き
る

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

肝
が

ん
の

高
危

険
群

の
同

定
と

早
期

診
断

を
適

切
に

実
施

で
き

る
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

肝
炎

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ロ
ン

治
療

計
画

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
3
の

６
を

用
い

る

こ
と

。
 

 

第
1
1
の

６
 

退
院

後
訪

問
指

導
料

 

退
院

後
訪

問
指

導
料

の
対

象
の

患
者

は
、

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
別

表
第

８
に

掲
げ

る
状

態
の

患

者
又

は
「

「
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
判

定
基

準
」

の
活

用
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
8
年

４
月

３
日

老

発
第

0
4
0
3
0
0
3
号

）
に

お
け

る
ラ

ン
ク

Ⅲ
以

上
の

患
者

で
あ

る
こ

と
。

 

 第
1
2
 

薬
剤

管
理

指
導

料
 

１
 

薬
剤

管
理

指
導

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
常

勤
の

薬
剤

師
が

、
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

と
と

も
に

、
薬

剤
管

理
指

導
に

必
要

な
体

制
が

と
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

非
常

勤
薬

剤
師

を
２

人
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、

当
該

常
勤

薬
剤

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
薬

剤
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に

は
、

こ
れ

ら
の

非
常

勤
薬

剤
師

の
実

労
働

時
間

を
常

勤
換

算
し

常
勤

薬
剤

師
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
薬

剤
師

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

薬
剤

師
の

う
ち

１
名

ま

で
に

限
る

。
 

(
２
)
 

医
薬

品
情

報
の

収
集

及
び

伝
達

を
行

う
た

め
の

専
用

施
設

（
以

下
「

医
薬

品
情

報
管

理
室

」
と

い
う

。
）

を
有

し
、

院
内

か
ら

の
相

談
に

対
応

で
き

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
院

内
か

ら
の

相
談

に

対
応

で
き

る
体

制
と

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
医

師
等

か
ら

の
相

談
に

応
じ

る
体

制
が

あ
る

こ
と

を
当

該

医
師

等
に

周
知

し
て

い
れ

ば
よ

く
、

医
薬

品
情

報
管

理
室

に
薬

剤
師

が
常

時
配

置
さ

れ
て

い
る

必
要

は
な

い
。

 

(
３
)
 

医
薬

品
情

報
管

理
室

の
薬

剤
師

が
、

有
効

性
、

安
全

性
等

薬
学

的
情

報
の

管
理

及
び

医
師

等
に

対
す

る
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
薬

剤
師

は
、

入
院

中
の

患
者

ご
と

に
薬

剤
管

理
指

導
記

録
を

作
成

し
、

投
薬

又
は

注
射

に
際

し
て

必
要

な
薬

学
的

管
理

指
導

（
副

作
用

に
関

す
る

状
況

把
握

を
含

む
。

）
を

行
い

、
必

要
事

項

を
記

入
す

る
と

と
も

に
、

当
該

記
録

に
基

づ
く

適
切

な
患

者
指

導
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

投
薬

・
注

射
の

管
理

は
、

原
則

と
し

て
、

注
射

薬
に

つ
い

て
も

そ
の

都
度

処
方

箋
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
が

、
緊

急
や

む
を

得
な

い
場

合
に

お
い

て
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

（ ）（ ） 875874

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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④
 

妊
娠

し
て

い
る

者
に

対
す

る
画

像
検

査
（

エ
ッ

ク
ス

線
撮

影
や

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
）

の

可
否

の
判

断
 

⑤
 

胎
児

へ
の

影
響

に
配

慮
し

た
薬

剤
の

選
択

 

４
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

診
療

情
報

提
供

料
（

Ⅲ
）

の
施

設
基

準
に

係
る

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
れ

ば
よ

く
、

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 

第
1
2
の

２
 

医
療

機
器

安
全

管
理

料
 

１
 

医
療

機
器

安
全

管
理

料
１

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

医
療

機
器

安
全

管
理

に
係

る
常

勤
の

臨
床

工
学

技
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

医
療

に
係

る
安

全
管

理
を

行
う

部
門

（
以

下
「

医
療

安
全

管
理

部
門

」
と

い
う

。
）

を
設

置
し

て
い

る

こ
と

。
 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
医

療
機

器
の

安
全

使
用

の
た

め
の

責
任

者
（

以
下

「
医

療
機

器
安

全

管
理

責
任

者
」

と
い

う
。

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
従

業
者

に
対

す
る

医
療

機
器

の
安

全
使

用
の

た
め

の
研

修
が

行
わ

れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

医
療

機
器

の
保

守
点

検
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

１
名

以
上

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
医

師
は

、
放

射
線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
１

回
線

量
増

加
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
適

応
判

定
加

算
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

医
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２

)
 

放
射

線
治

療
に

係
る

医
療

機
器

の
安

全
管

理
、

保
守

点
検

及
び

安
全

使
用

の
た

め
の

精
度

管
理

を
専

ら

担
当

す
る

技
術

者
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

１
名

以
上

い
る

こ

と
。

な
お

、
当

該
技

術
者

は
、

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

、
放

射
線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
１

回
線

量
増

加
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
が

、
外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
に

係
る

技
術

者
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

担
当

者
と

の
兼

任
も

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

施
設

に
お

い
て

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
装

置
又

は
ガ

ン
マ

ナ
イ

フ
装

置
を

備
え

て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

医
療

機
器

安
全

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
5
を

用
い

る
こ

と
。

 

な
お

、
歯

科
診

療
に

係
る

医
療

機
器

安
全

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
医

療
機

器
安

全
管

理
料

２
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- 

び
閲

覧
者

名
を

含
む

ア
ク

セ
ス

ロ
グ

を
一

年
間

記
録

し
て

い
る

こ
と

。
こ

れ
ら

の
記

録
に

つ
い

て
、

(
１
)

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

運
営

す
る

事
務

局
が

保
険

医
療

機
関

に
代

わ
っ

て
記

録
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
当

該
加

算
・

評
価

料
を

算
定

す
る

保
険

医
療

機
関

は
、

当
該

事
務

局
か

ら
必

要
に

応
じ

て
随

時
記

録
を

取
り

寄
せ

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

地
域

連
携

診
療

計
画

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
1
2
に

よ
り

届
け

出
る

こ
と

。
こ

れ
に

添
付

す
る

地
域

連
携

診
療

計
画

は
別

添
２

の
様

式
1
2
の

２
に

準
じ

た
様

式
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

検
査

・
画

像
情

報
提

供
加

算
及

び
電

子
的

診
療

情
報

評
価

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の

様
式

1
4
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
1
2
の

１
の

３
 

診
療

情
報

提
供

料
(
Ⅲ
)
 

１
 

診
療

情
報

提
供

料
（

Ⅲ
）

の
注

１
に

関
す

る
施

設
基

準
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
敷

地
内

に
お

け
る

禁
煙

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
次

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
敷

地
内

が
禁

煙
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

敷
地

内
禁

煙
を

行
っ

て
い

る
旨

を
保

険
医

療
機

関
内

の
見

や
す

い
場

所
に

掲
示

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

保
険

医
療

機
関

が
建

造
物

の
一

部
分

を
用

い
て

開
設

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

保

有
又

は
借

用
し

て
い

る
部

分
が

禁
煙

で
あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

料
、

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
、

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

精
神

病
棟

に
限

る
。

）
、

精
神

科
救

急
入

院
料

、
精

神
科

急
性

期
治

療
病

棟
入

院
料

、
精

神
科

救
急

・
合

併
症

入
院

料
、

精
神

療
養

病
棟

入
院

料
又

は
地

域
移

行
機

能
強

化
病

棟
入

院
料

を
算

定
し

て
い

る
病

棟
を

有
す

る
場

合

は
、

敷
地

内
に

喫
煙

所
を

設
け

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

(
５
)
 

敷
地

内
に

喫
煙

所
を

設
け

る
場

合
は

、
喫

煙
場

所
か

ら
非

喫
煙

場
所

に
た

ば
こ

の
煙

が
流

れ
な

い
こ

と

を
必

須
と

し
、

さ
ら

に
、

適
切

な
受

動
喫

煙
防

止
措

置
を

講
ず

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。
喫

煙
可

能
区

域
を

設
定

し
た

場
合

に
お

い
て

は
、

禁
煙

区
域

と
喫

煙
可

能
区

域
を

明
確

に
表

示
し

、
周

知
を

図
り

、
理

解
と

協
力

を
求

め
る

と
と

も
に

、
喫

煙
可

能
区

域
に

未
成

年
者

や
妊

婦
が

立
ち

入
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

、
措

置
を

講
ず

る
。

例
え

ば
、

喫
煙

可
能

区
域

に
お

い
て

、
た

ば
こ

の
煙

へ
の

曝
露

が
あ

り
得

る
こ

と
を

注
意

喚
起

す
る

ポ
ス

タ
ー

等
を

掲
示

す
る

等
の

措
置

を
行

う
こ

と
。

 

２
 

診
療

情
報

提
供

料
（

Ⅲ
）

の
注

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
敷

地
内

に
お

け
る

禁
煙

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
１

を
満

た
す

こ
と

。
 

３
 

診
療

情
報

提
供

料
（

Ⅲ
）

の
注

３
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
敷

地
内

に
お

け
る

禁
煙

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
１

の
(
１
)
か

ら
(
５
)
ま

で
を

満

た
す

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
産

科
若

し
く

は
産

婦
人

科
を

担
当

し
て

い
る

医
師

又
は

妊
娠

し
て

い
る

者

の
診

療
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

医
師

を
配

置
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

。
 

(
３
)
 
(
２
)
の

適
切

な
研

修
と

は
、

次
の

要
件

を
満

た
す

も
の

を
い

う
こ

と
。

 

ア
 

都
道

府
県

又
は

医
療

関
係

団
体

等
が

主
催

す
る

研
修

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

研
修

内
容

に
以

下
の

内
容

を
含

む
こ

と
。

 

①
 

妊
娠

前
後

及
び

産
後

の
生

理
的

変
化

と
検

査
値

異
常

 

②
 

妊
娠

し
て

い
る

者
の

診
察

時
の

留
意

点
 

③
 

妊
娠

し
て

い
る

者
に

頻
度

の
高

い
合

併
症

や
診

断
が

困
難

な
疾

患
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ア
 

過
去

１
年

間
に

歯
周

病
安

定
期

治
療

（
Ⅰ

）
又

は
歯

周
病

安
定

期
治

療
(
Ⅱ
)
を

あ
わ

せ
て

3
0
回

以
上

算
定

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

過
去

１
年

間
に

フ
ッ

化
物

歯
面

塗
布

処
置

又
は

歯
科

疾
患

管
理

料
の

エ
ナ

メ
ル

質
初

期
う

蝕
管

理
加

算
を

あ
わ

せ
て

1
0
回

以
上

算
定

し
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

ク
ラ

ウ
ン

・
ブ

リ
ッ

ジ
維

持
管

理
料

を
算

定
す

る
旨

を
届

け
出

て
い

る
こ

と
。

 

エ
 

歯
科

点
数

表
の

初
診

料
の

注
１

に
規

定
す

る
施

設
基

準
を

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

過
去

１
年

間
に

歯
科

訪
問

診
療

１
若

し
く

は
歯

科
訪

問
診

療
２

の
算

定
回

数
又

は
連

携
す

る
在

宅
療

養

支
援

歯
科

診
療

所
１

若
し

く
は

在
宅

療
養

支
援

歯
科

診
療

所
２

に
依

頼
し

た
歯

科
訪

問
診

療
の

回
数

が
あ

わ
せ

て
５

回
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

過
去

1
年

間
に

診
療

情
報

提
供

料
又

は
診

療
情

報
連

携
共

有
料

を
あ

わ
せ

て
５

回
以

上
算

定
し

て
い

る

実
績

が
あ

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

医
療

機
関

に
、

歯
科

疾
患

の
重

症
化

予
防

に
資

す
る

継
続

管
理

に
関

す
る

研
修

（
口

腔
機

能
の

管

理
を

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

）
、

高
齢

者
の

心
身

の
特

性
及

び
緊

急
時

対
応

等
の

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

歯
科

医
師

が
１

名
以

上
在

籍
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
既

に
受

講
し

た
研

修
が

要
件

の
一

部
を

満
た

し
て

い
る

場
合

に
は

、
不

足
す

る
要

件
を

補
足

す
る

研
修

を
受

講
す

る
こ

と
で

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
６
)
 

診
療

に
お

け
る

偶
発

症
等

緊
急

時
に

円
滑

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

別
の

保
険

医
療

機
関

と
の

事
前

の

連
携

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
医

科
歯

科
併

設
の

診
療

所
に

あ
っ

て
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

医
科

診
療

科
と

の
連

携
体

制
が

確
保

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(
７
)
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
歯

科
訪

問
診

療
を

行
う

患
者

に
対

し
、

迅
速

に
歯

科
訪

問
診

療
が

可
能

な
歯

科

医
師

を
あ

ら
か

じ
め

指
定

す
る

と
と

も
に

、
当

該
担

当
医

名
、

診
療

可
能

日
、

緊
急

時
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
、

事
前

に
患

者
又

は
家

族
に

対
し

て
説

明
の

上
、

文
書

に
よ

り
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 
(
５
)
に

掲
げ

る
歯

科
医

師
が

、
以

下
の

項
目

の
う

ち
、

３
つ

以
上

に
該

当
す

る
こ

と
。

 

ア
 

過
去

１
年

間
に

、
居

宅
療

養
管

理
指

導
を

提
供

し
た

実
績

が
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

地
域

ケ
ア

会
議

に
年

１
回

以
上

出
席

し
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

介
護

認
定

審
査

会
の

委
員

の
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 

エ
 

在
宅

医
療

に
関

す
る

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
や

病
院

・
介

護
保

険
施

設
等

で
実

施
さ

れ
る

多
職

種
連

携
に

係
る

会
議

等
に

年
１

回
以

上
出

席
し

て
い

る
こ

と
。

 

オ
 

過
去

１
年

間
に

、
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

等
連

携
加

算
１

又
は

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
連

携
加

算
２

を
算

定
し

た
実

績
が

あ
る

こ
と

。
 

カ
 

在
宅

医
療

又
は

介
護

に
関

す
る

研
修

を
受

講
し

て
い

る
こ

と
。

 

キ
 

過
去

１
年

間
に

、
退

院
時

共
同

指
導

料
１

、
退

院
前

在
宅

療
養

指
導

管
理

料
、

在
宅

患
者

連
携

指
導

料
又

は
在

宅
患

者
緊

急
時

等
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

料
を

算
定

し
た

実
績

が
あ

る
こ

と
。

 

ク
 

認
知

症
対

応
力

向
上

研
修

等
、

認
知

症
に

関
す

る
研

修
を

受
講

し
て

い
る

こ
と

。
 

ケ
 

自
治

体
が

実
施

す
る

事
業

に
協

力
し

て
い

る
こ

と
。

 

コ
 

学
校

歯
科

医
等

に
就

任
し

て
い

る
こ

と
。

 

サ
 

過
去

１
年

間
に

、
歯

科
診

療
特

別
対

応
加

算
又

は
初

診
時

歯
科

診
療

導
入

加
算

を
算

定
し

た
実

績
が

あ
る

こ
と

。
 

(
９
)
 

歯
科

用
吸

引
装

置
等

に
よ

り
、

歯
科

ユ
ニ

ッ
ト

毎
に

歯
の

切
削

や
義

歯
の

調
整

、
歯

冠
補

綴
物

の
調

整

時
等

に
飛

散
す

る
細

か
な

物
質

を
吸

引
で

き
る

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

患
者

に
と

っ
て

安
心

で
安

全
な

歯
科

医
療

環
境

の
提

供
を

行
う

に
つ

き
次

の
十

分
な

装
置

・
器

具
等

を
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に
準

じ
て

行
う

こ
と

。
 

 第
1
2
の

３
 

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
 

１
 

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
の

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
専

任
の

精
神

保
健

福
祉

士
が

一
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
1
に

関
す

る
保

険
医

療
機

関
の

施
設

基
準

 

精
神

科
又

は
心

療
内

科
を

標
榜

す
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

３
 

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
２

に
関

す
る

保
険

医
療

機
関

の
施

設
基

準
 

精
神

科
を

標
榜

す
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

４
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

精
神

科
退

院
時

共
同

指
導

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

様
式

1
6
を

用
い

る
こ

と
。

 
 

第
1
3
 

歯
科

疾
患

管
理

料
の

注
1
1
に

規
定

す
る

総
合

医
療

管
理

加
算

及
び

歯
科

治
療

時
医

療
管

理
料

 

１
 

歯
科

疾
患

管
理

料
の

注
1
1
に

規
定

す
る

総
合

医
療

管
理

加
算

及
び

歯
科

治
療

時
医

療
管

理
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

療
養

を
行

う
に

つ
き

、
十

分
な

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
歯

科
医

師
、

歯
科

衛
生

士
等

に
よ

り
、

治
療

前
、

治
療

中
及

び
治

療
後

に
お

け
る

当
該

患
者

の
全

身
状

態
を

管
理

で
き

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

常
勤

の
歯

科
医

師
が

複
数

名
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

又
は

常
勤

の
歯

科
医

師
及

び
常

勤
の

歯
科

衛
生

士
又

は
看

護
師

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

非
常

勤
の

歯
科

衛
生

士
又

は
看

護
師

を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
規

定
す

る
常

勤
歯

科
衛

生
士

又
は

常
勤

看

護
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
歯

科
衛

生
士

又
は

看
護

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
３
)
 

当
該

患
者

の
全

身
状

態
の

管
理

を
行

う
に

つ
き

以
下

の
十

分
な

装
置

・
器

具
等

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

経
皮

的
酸

素
飽

和
度

測
定

器
（

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

）
 

イ
 

酸
素

供
給

装
置

 

ウ
 

救
急

蘇
生

セ
ッ

ト
 

(
４
)
 

緊
急

時
に

円
滑

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
病

院
で

あ
る

別
の

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
病

院
で

あ
る

医
科

歯
科

併
設

の
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関

の
医

科
診

療
科

と
の

連
携

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

歯
科

疾
患

管
理

料
の

注
1
1
に

規
定

す
る

総
合

医
療

管
理

加
算

及
び

歯
科

治
療

時
医

療
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
1
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
1
3
の

２
 

か
か

り
つ

け
歯

科
医

機
能

強
化

型
歯

科
診

療
所

 

１
 

か
か

り
つ

け
歯

科
医

機
能

強
化

型
歯

科
診

療
所

の
施

設
基

準
 

次
の

要
件

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

も
の

を
か

か
り

つ
け

歯
科

医
機

能
強

化
型

歯
科

診
療

所
と

い
う

。
 

(
１
)
 

歯
科

医
師

が
複

数
名

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
又

は
歯

科
医

師
及

び
歯

科
衛

生
士

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。
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(
ハ

)
 

歯
科

訪
問

診
療

に
関

す
る

他
の

歯
科

医
療

機
関

と
の

連
携

実
績

が
年

１
回

以
上

あ
る

こ
と

。
 

ク
 

過
去

１
年

間
に

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
算

定
が

１
つ

以
上

あ
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
等

連
携

加
算

１
又

は
２

の
算

定
が

あ
る

こ
と

。
 

(
ロ

)
 

在
宅

患
者

訪
問

口
腔

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
指

導
管

理
料

、
小

児
在

宅
患

者
訪

問
口

腔
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

管
理

料
の

算
定

が
あ

る
こ

と
。

 

(
ハ

)
 

退
院

時
共

同
指

導
料

１
、

退
院

前
在

宅
療

養
指

導
管

理
料

、
在

宅
患

者
連

携
指

導
料

又
は

在
宅

患
者

緊
急

時
等

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
料

の
算

定
が

あ
る

こ
と

。
 

ケ
 

直
近

１
か

月
に

歯
科

訪
問

診
療

及
び

外
来

で
歯

科
診

療
を

行
っ

た
患

者
の

う
ち

、
歯

科
訪

問
診

療
を

行
っ

た
患

者
数

の
割

合
が

９
割

５
分

以
上

の
診

療
所

に
あ

っ
て

は
、

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
も

の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
イ

)
 

過
去

１
年

間
に

、
５

か
所

以
上

の
保

険
医

療
機

関
か

ら
初

診
患

者
の

診
療

情
報

提
供

を
受

け
て

い
る

こ
と

。
 

(
ロ

)
 

直
近

３
か

月
に

当
該

診
療

所
で

行
わ

れ
た

歯
科

訪
問

診
療

の
う

ち
、

６
割

以
上

が
歯

科
訪

問
診

療
１

を
算

定
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
ハ

)
 

在
宅

歯
科

医
療

に
係

る
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

歯
科

医
師

が
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
ニ

)
 

歯
科

用
ポ

ー
タ

ブ
ル

ユ
ニ

ッ
ト

、
歯

科
用

ポ
ー

タ
ブ

ル
バ

キ
ュ

ー
ム

及
び

歯
科

用
ポ

ー
タ

ブ
ル

レ
ン

ト
ゲ

ン
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
ホ

)
 

歯
科

訪
問

診
療

に
お

い
て

、
過

去
１

年
間

の
診

療
実

績
（

歯
科

点
数

表
に

掲
げ

る
区

分
番

号
の

う
ち

、
次

に
掲

げ
る

も
の

の
算

定
実

績
を

い
う

。
）

が
次

の
要

件
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

て
い

る

こ
と

。
 

①
 

区
分

番
号

「
Ｉ

０
０

５
」

に
掲

げ
る

抜
髄

及
び

区
分

番
号

「
Ｉ

０
０

６
」

に
掲

げ
る

感
染

根

管
処

置
の

算
定

実
績

が
合

わ
せ

て
2
0
回

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

②
 

区
分

番
号

「
Ｊ

０
０

０
」

に
掲

げ
る

抜
歯

手
術

の
算

定
実

績
が

2
0
回

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

③
 

区
分

番
号

「
Ｍ

０
１

８
」

に
掲

げ
る

有
床

義
歯

を
新

製
し

た
回

数
、

区
分

番
号

「
Ｍ

０
２

９
」

に
掲

げ
る

有
床

義
歯

修
理

及
び

区
分

番
号

「
Ｍ

０
３

０
」

に
掲

げ
る

有
床

義
歯

内
面

適
合

法
の

算
定

実
績

が
合

わ
せ

て
4
0
回

以
上

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
算

定
実

績
は

５
回

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

コ
 
 
年

に
１

回
、

歯
科

訪
問

診
療

の
患

者
数

等
を

別
添

２
の

様
式

1
8
の

２
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報
告

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

在
宅

療
養

支
援

歯
科

診
療

所
２

の
施

設
基

準
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

、
在

宅
等

の
療

養
に

関
し

て
歯

科
医

療
面

か
ら

支
援

で
き

る
体

制
等

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

過
去

１
年

間
に

歯
科

訪
問

診
療

１
及

び
歯

科
訪

問
診

療
２

を
合

計
1
0
回

以
上

算
定

し
て

い
る

こ

と
。

 

イ
 

(
１

)
の

イ
か

ら
カ

ま
で

及
び

ケ
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

ウ
 

年
に

１
回

、
歯

科
訪

問
診

療
の

患
者

数
等

を
別

添
２

の
様

式
1
8
の

２
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報
告

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

 
 
在

宅
療

養
支

援
歯

科
診

療
所

１
及

び
在

宅
療

養
支

援
歯

科
診

療
所

２
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
8
を

用
い

る
こ

と
。
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有
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

自
動

体
外

式
除

細
動

器
（

Ａ
Ｅ

Ｄ
）

 

イ
 

経
皮

的
酸

素
飽

和
度

測
定

器
（

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

）
 

ウ
 

酸
素

供
給

装
置

 

エ
 

血
圧

計
 

オ
 

救
急

蘇
生

セ
ッ

ト
 

カ
 

歯
科

用
吸

引
装

置
 

な
お

、
自

動
体

外
式

除
細

動
器

（
Ａ

Ｅ
Ｄ

）
に

つ
い

て
は

保
有

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

院
内

掲
示

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

か
か

り
つ

け
歯

科
医

機
能

強
化

型
歯

科
診

療
所

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

1
7
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

ま
た

、
研

修
に

つ
い

て
は

、
該

当
す

る
研

修
を

全
て

修
了

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

文
書

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
1
4
 

在
宅

療
養

支
援

歯
科

診
療

所
１

及
び

在
宅

療
養

支
援

歯
科

診
療

所
２

 

１
 

在
宅

療
養

支
援

歯
科

診
療

所
１

及
び

在
宅

療
養

支
援

歯
科

診
療

所
２

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

在
宅

療
養

支
援

歯
科

診
療

所
１

の
施

設
基

準
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

、
在

宅
等

の
療

養
に

関
し

て
歯

科
医

療
面

か
ら

支
援

で
き

る
体

制
等

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

過
去

１
年

間
に

歯
科

訪
問

診
療

料
１

及
び

歯
科

訪
問

診
療

２
を

合
計

1
5
回

以
上

を
算

定
し

て
い

る

こ
と

。
 

イ
 

高
齢

者
の

心
身

の
特

性
（

認
知

症
に

関
す

る
内

容
を

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

）
、

口
腔

機
能

の
管

理
、

緊
急

時
対

応
等

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
常

勤
の

歯
科

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い

る
こ

と
。

な
お

、
既

に
受

講
し

た
研

修
が

要
件

の
一

部
を

満
た

し
て

い
る

場
合

に
は

、
不

足
す

る
要

件

を
補

足
す

る
研

修
を

受
講

す
る

こ
と

で
も

差
し

支
え

な
い

。
 

ウ
 

歯
科

衛
生

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

エ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

歯
科

訪
問

診
療

を
行

う
患

者
に

対
し

、
迅

速
に

歯
科

訪
問

診
療

が
可

能
な

保
険

医
を

あ
ら

か
じ

め
指

定
す

る
と

と
も

に
、

当
該

担
当

医
名

、
診

療
可

能
日

、
緊

急
時

の
注

意
事

項

等
に

つ
い

て
、

事
前

に
患

者
又

は
家

族
に

対
し

て
説

明
の

上
、

文
書

に
よ

り
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

 

オ
 

歯
科

訪
問

診
療

に
係

る
後

方
支

援
の

機
能

を
有

す
る

別
の

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

カ
 

当
該

診
療

所
に

お
い

て
、

過
去

１
年

間
の

在
宅

医
療

を
担

う
他

の
保

険
医

療
機

関
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
又

は
介

護
保

険
施

設
等

か
ら

の
依

頼

に
よ

る
歯

科
訪

問
診

療
料

の
算

定
回

数
の

実
績

が
５

回
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

キ
 

以
下

の
い

ず
れ

か
１

つ
に

該
当

す
る

こ
と

。
 

(
イ
)
 

当
該

地
域

に
お

い
て

、
地

域
ケ

ア
会

議
、

在
宅

医
療

・
介

護
に

関
す

る
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

又
は

病
院

・
介

護
保

険
施

設
等

で
実

施
さ

れ
る

多
職

種
連

携
に

係
る

会
議

に
年

１
回

以
上

出
席

し

て
い

る
こ

と
。

 

(
ロ
)
 

過
去

１
年

間
に

、
病

院
・

介
護

保
険

施
設

等
の

職
員

へ
の

口
腔

管
理

に
関

す
る

技
術

的
助

言
や

研
修

等
の

実
施

又
は

口
腔

管
理

へ
の

協
力

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

（ ）（ ） 877876

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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に
応

じ
て

、
当

該
病

院
の

保
険

医
の

指
示

に
基

づ
き

、
2
4
時

間
訪

問
看

護
の

提
供

が
可

能
な

体
制

を
確

保
し

、
訪

問
看

護
の

担
当

者
の

氏
名

、
担

当
日

等
を

文
書

に
よ

り
患

家
に

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
訪

問
看

護
の

担
当

者
が

複
数

名
に

わ
た

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
そ

れ
ら

の
者

及
び

「
エ

」
に

規
定

す
る

往
診

担
当

医
と

の
間

で
当

該
患

者
の

診
療

情
報

が
共

有
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

キ
 

当
該

病
院

に
お

い
て

、
緊

急
時

に
在

宅
で

の
療

養
を

行
っ

て
い

る
患

者
が

入
院

で
き

る
病

床
を

常
に

確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

ク
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
連

携
す

る
場

合
に

は
、

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

緊
急

時

に
円

滑
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

、
あ

ら
か

じ
め

患
家

の
同

意
を

得
て

、
当

該
患

者
の

病
状

、
治

療
計

画
、

直
近

の
診

療
内

容
等

緊
急

の
対

応
に

必
要

な
診

療
情

報
を

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
文

書
（

電
子

媒
体

を
含

む
。

）
に

よ
り

随
時

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
 

ケ
 

患
者

に
関

す
る

診
療

記
録

管
理

を
行

う
に

つ
き

必
要

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

コ
 

当
該

地
域

に
お

い
て

、
他

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
調

整
を

担
当

す
る

者

と
連

携
し

て
い

る
こ

と
。

 

サ
 
 
 
年

に
１

回
、

在
宅

看
取

り
数

等
を

別
添

２
の

様
式

1
1
の

３
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報

告
し

て
い

る
こ

と
。

 

シ
 

当
該

病
院

に
お

い
て

、
過

去
１

年
間

の
緊

急
の

往
診

の
実

績
を

1
0
件

以
上

有
す

る
こ

と
。

 

な
お

、
緊

急
の

往
診

と
は

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
０

」
の

注
１

に
規

定
す

る
緊

急
又

は
夜

間
、

深
夜

若

し
く

は
休

日
に

行
う

往
診

の
こ

と
を

い
う

。
 

ス
 

当
該

病
院

に
お

い
て

、
過

去
１

年
間

の
在

宅
に

お
け

る
看

取
り

の
実

績
を

４
件

以
上

又
は

過
去

１
年

間

の
1
5
歳

未
満

の
超

重
症

児
及

び
準

超
重

症
児

に
対

す
る

在
宅

医
療

の
実

績
（

３
回

以
上

定
期

的
な

訪
問

診
療

を
実

施
し

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
２

」
在

宅
時

医
学

総
合

管
理

料
又

は
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
２

－

２
」

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
を

４
件

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
あ

ら
か

じ
め

聴
取

し
た

患
者

・
家

族
の

意
向

に
基

づ
き

、
当

該
病

院
に

お
け

る
７

日
以

内
の

入
院

を
経

て
死

亡
し

た
患

者
に

対
し

、
当

該
病

院
が

、
当

該
入

院
日

を
含

む
直

近
６

月
間

に
お

い
て

訪
問

診
療

を
実

施
し

て
い

た
場

合
（

当
該

保
険

医
療

機
関

が
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

１
」

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
（

Ⅰ
）

の
「

１
」

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
１

－
２

」
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

（
Ⅱ

）
の

「
イ

」
又

は
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
３

」
在

宅
が

ん
医

療
総

合
診

療
料

を
算

定
し

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

も
、

在
宅

に
お

け
る

看
取

り
の

実
績

に
含

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

他
の

保
険

医
療

機
関

と
地

域
に

お
け

る
在

宅
療

養
の

支
援

に
係

る
連

携
体

制
（

診
療

所
又

は
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

（
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
」

別
表

第
６

の
２

に
掲

げ
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関

に
あ

っ
て

は
2
8
0
床

）
未

満
の

病
院

に
よ

り
構

成
さ

れ
た

も
の

に
限

る
。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

在
宅

支

援
連

携
体

制
」

と
い

う
。

）
を

構
築

し
て

い
る

病
院

で
あ

っ
て

、
以

下
の

要
件

の
い

ず
れ

に
も

該
当

し
、

緊

急
時

の
連

絡
体

制
及

び
2
4
時

間
往

診
で

き
る

体
制

等
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

た
だ

し
、

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
複

数
の

保
険

医
療

機
関

の
数

は
、

当
該

病
院

を
含

め
て

1
0

未
満

と
す

る
。

 

な
お

、
当

該
在

宅
支

援
連

携
体

制
は

、
こ

れ
を

構
成

す
る

診
療

所
及

び
病

院
（

許
可

病
床

数
が

2
0
0
床

（
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
」

別
表

第
６

の
２

に
掲

げ
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て

は
2
8
0
床

）
未

満
の

も
の

に
限

る
。

）
が

、
診

療
所

に
あ

っ
て

は
第

９
の

１
(
２
)
の

要
件

、
病

院
に

あ
っ

て

は
以

下
の

要
件

を
全

て
満

た
し

、
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

又
は

在
宅

療
養

支
援

病
院

と
な

る
こ

と
を

想
定

し

て
い

る
も

の
で

あ
る

。
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ま
た

、
当

該
在

宅
療

養
支

援
体

制
を

構
築

す
る

他
の

保
険

医
療

機
関

の
実

績
を

含
め

た
在

宅
看

取
り

数
等

を
別

途
、

別
添

２
の

様
式

1
1
の

４
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報
告

し
て

い
る

こ
と

。

な
お

、
報

告
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

連
携

体
制

を
構

築
す

る
複

数
の

保
険

医
療

機
関

の
う

ち
、

１
つ

の
保

険
医

療
機

関
が

取
り

ま
と

め
て

報
告

す
る

こ
と

で
差

し
支

え
な

い
。

 

シ
 

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
他

の
保

険
医

療
機

関
と

併
せ

て
、

過
去

１
年

間
の

緊
急

の
往

診

の
実

績
を

1
0
件

以
上

有
し

、
か

つ
、

当
該

病
院

に
お

い
て

４
件

以
上

有
す

る
こ

と
。

 

な
お

、
緊

急
の

往
診

と
は

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
０

」
の

注
１

に
規

定
す

る
緊

急
又

は
夜

間
、

深
夜

若

し
く

は
休

日
に

行
う

往
診

の
こ

と
を

い
う

。
 

ス
 

当
該

在
宅

支
援

連
携

体
制

を
構

築
す

る
他

の
保

険
医

療
機

関
と

併
せ

て
、

過
去

１
年

間
の

在
宅

に
お

け

る
看

取
り

の
実

績
を

４
件

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
病

院
に

お
い

て
過

去
１

年
間

の
在

宅
に

お
け

る
看

取
り

の
実

績
を

２
件

以
上

又
は

過
去

１
年

間
の

1
5
歳

未
満

の
超

重
症

児
及

び
準

超
重

症
児

に

対
す

る
在

宅
医

療
の

実
績

（
３

回
以

上
定

期
的

な
訪

問
診

療
を

実
施

し
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

２
」

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

又
は

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

２
－

２
」

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
を

算
定

し
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
を

２
件

以
上

有
す

る
こ

と
。

な
お

、
あ

ら
か

じ
め

聴
取

し
た

患
者

・
家

族
の

意
向

に
基

づ
き

、
当

該
病

院
に

お
け

る
７

日
以

内
の

入
院

を
経

て
死

亡
し

た
患

者
に

対
し

、
当

該
病

院
が

、
当

該
入

院
日

を
含

む
直

近
６

月
間

に
お

い
て

訪
問

診
療

を
実

施
し

て
い

た
場

合
（

当
該

保
険

医
療

機
関

が
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

１
」

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
（

Ⅰ
）

の
「

１
」

、
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
１

－
２

」
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

（
Ⅱ

）
の

「
イ

」
又

は
区

分
番

号
「

Ｃ
０

０
３

」
在

宅
が

ん
医

療
総

合
診

療
料

を
算

定
し

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

も
、

当
該

病
院

に
よ

る
在

宅
に

お
け

る
看

取
り

の
実

績
に

含
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
３

)
 

以
下

の
要

件
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

、
緊

急
時

の
連

絡
体

制
及

び
2
4
時

間
往

診
で

き
る

体
制

等
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 
 
許

可
病

床
数

が
2
0
0
床

（
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
」

別
表

第
６

の
２

に
掲

げ
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

2
8
0
床

）
未

満
の

病
院

で
あ

る
こ

と
又

は
当

該
病

院
を

中
心

と
し

た
半

径

４
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
以

内
に

診
療

所
が

存
在

し
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

半
径

４
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
以

内
に

当
該

病
院

以
外

の
病

院
が

存
在

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

ま
た

、
当

該
病

院
が

届
出

を
行

っ
た

後
に

半
径

４
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
以

内
に

診
療

所
が

開
設

さ
れ

た
場

合

に
あ

っ
て

も
、

当
分

の
間

、
当

該
病

院
を

在
宅

療
養

支
援

病
院

と
し

て
取

り
扱

う
こ

と
と

し
て

差
し

支
え

な
い

。
 

イ
 

当
該

病
院

に
お

い
て

、
2
4
時

間
連

絡
を

受
け

る
担

当
者

を
あ

ら
か

じ
め

指
定

す
る

と
と

も
に

、
当

該

担
当

者
及

び
当

該
担

当
者

と
直

接
連

絡
が

と
れ

る
連

絡
先

電
話

番
号

等
、

緊
急

時
の

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
、

事
前

に
患

者
又

は
そ

の
看

護
を

行
う

家
族

に
対

し
て

説
明

の
上

、
文

書
に

よ
り

提
供

し
て

い
る

こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

連
絡

を
受

け
る

担
当

者
と

は
当

該
病

院
の

2
4
時

間
連

絡
を

受
け

る
こ

と
が

で

き
る

部
門

を
指

定
す

る
こ

と
で

差
し

支
え

な
い

。
な

お
、

担
当

者
と

し
て

個
人

を
指

定
し

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
、

曜
日

、
時

間
帯

ご
と

に
担

当
者

が
異

な
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
曜

日
、

時
間

帯
ご

と
の

担
当

者
及

び
当

該
担

当
者

と
直

接
連

絡
が

と
れ

る
連

絡
先

電
話

番
号

等
を

文
書

上
に

明
示

す
る

こ
と

。
 

ウ
 

当
該

病
院

に
お

い
て

、
患

家
の

求
め

に
応

じ
て

、
2
4
時

間
往

診
が

可
能

な
体

制
を

確
保

し
、

往
診

担

当
医

の
氏

名
、

担
当

日
等

を
文

書
に

よ
り

患
家

に
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

往
診

担
当

医
が

複
数

名
に

わ
た

る
場

合
に

あ
っ

て
も

、
そ

れ
ら

の
者

及
び

「
オ

」
に

規
定

す
る

訪
問

看
護

の
担

当
者

と
の

間
で

患
者

に
関

す
る

診
療

情
報

が
共

有
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
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 第
1
4
の

３
 

歯
科

疾
患

在
宅

療
養

管
理

料
の

注
４

に
規

定
す

る
在

宅
総

合
医

療
管

理
加

算
及

び
在

宅
患

者
歯

科
治

療

時
医

療
管

理
料

 

１
 

歯
科

疾
患

在
宅

療
養

管
理

料
の

注
４

に
規

定
す

る
在

宅
総

合
医

療
管

理
加

算
及

び
加

算
及

び
在

宅
患

者
歯

科
治

療
時

医
療

管
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

療
養

を
行

う
に

つ
き

、
十

分
な

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
歯

科
医

師
、

歯
科

衛
生

士
等

に
よ

り
、

治

療
前

、
治

療
中

及
び

治
療

後
に

お
け

る
当

該
患

者
の

全
身

状
態

を
管

理
で

き
る

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

常
勤

の
歯

科
医

師
が

複
数

名
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

又
は

常
勤

の
歯

科
医

師
及

び
常

勤
の

歯
科

衛
生

士

又
は

看
護

師
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
非

常
勤

の
歯

科
衛

生
士

又
は

看
護

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
規

定
す

る
常

勤
歯

科
衛

生
士

又
は

常
勤

看
護

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

歯
科

衛
生

士
又

は
看

護
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
３
)
 

当
該

患
者

の
全

身
状

態
の

管
理

を
行

う
に

つ
き

以
下

の
十

分
な

装
置

・
器

具
等

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

経
皮

的
酸

素
飽

和
度

測
定

器
（

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

）
 

イ
 

酸
素

供
給

装
置

 

ウ
 

救
急

蘇
生

セ
ッ

ト
 

(
４
)
 

緊
急

時
に

円
滑

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
病

院
で

あ
る

別
の

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

が
整

備
さ

れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

病
院

で
あ

る
医

科
歯

科
併

設
の

保
険

医
療

機
関

に
あ

っ
て

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
医

科
診

療
科

と
の

連
携

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

歯
科

疾
患

在
宅

療
養

管
理

料
の

注
４

に
規

定
す

る
在

宅
総

合
医

療
管

理
加

算
及

び
在

宅
患

者
歯

科
治

療
時

医

療
管

理
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
1
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
5
 

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

及
び

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
 

１
 

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

及
び

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

次
の

要
件

の
い

ず
れ

を
も

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 
 
介

護
支

援
専

門
員

（
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

）
、

社
会

福
祉

士
等

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
調

整
を

担
当

す
る

者
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 
 
在

宅
医

療
を

担
当

す
る

常
勤

医
師

が
勤

務
し

、
継

続
的

に
訪

問
診

療
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

他
の

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

及
び

福
祉

サ
ー

ビ
ス

と
の

連
携

調
整

に
努

め
る

と
と

も
に

、
当

該
保

険
医

療
機

関
は

、
市

町
村

、
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
等

に
対

す
る

情
報

提
供

に
も

併
せ

て
努

め
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

地
域

医
師

会
等

の
協

力
・

調
整

等
の

下
、

緊
急

時
等

の
協

力
体

制
を

整
え

る
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

。
 

２
 

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

及
び

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
の

注
８

に
規

定
す

る
基

準
 

直
近

１
か

月
に

初
診

、
再

診
、

往
診

又
は

訪
問

診
療

を
実

施
し

た
患

者
の

う
ち

、
往

診
又

は
訪

問
診

療
を

実
施

し
た

患
者

の
割

合
が

９
割

５
分

未
満

の
保

険
医

療
機

関
（

診
療

所
に

限
る

。
）

で
あ

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
料

及
び

施
設

入
居

時
等

医
学

総
合

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

1
9
を

用
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

「
２

」
に

つ
い

て
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
れ

ば
よ

く
、

当
該

基
準

を
満
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- 

エ
 
 
往

診
を

担
当

す
る

医
師

は
当

該
保

険
医

療
機

関
の

当
直

体
制

を
担

う
医

師
と

は
別

の
も

の
で

あ
る

こ

と
。

な
お

、
往

診
を

担
当

す
る

医
師

に
つ

い
て

は
、

緊
急

時
の

連
絡

体
制

及
び

2
4
時

間
往

診
で

き
る

体

制
を

確
保

し
て

い
れ

ば
、

必
ず

し
も

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

待
機

し
て

い
な

く
て

も
良

い
も

の
と

す

る
。

 

オ
 

当
該

病
院

に
お

い
て

又
は

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

等
と

の
連

携
に

よ
り

、
患

家
の

求
め

に

応
じ

て
、

当
該

病
院

の
保

険
医

の
指

示
に

基
づ

き
、

2
4
時

間
訪

問
看

護
の

提
供

が
可

能
な

体
制

を
確

保

し
、

訪
問

看
護

の
担

当
者

の
氏

名
、

担
当

日
等

を
文

書
に

よ
り

患
家

に
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

訪
問

看
護

の
担

当
者

が
複

数
名

に
わ

た
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

そ
れ

ら
の

者
及

び
「

ウ
」

に
規

定
す

る
往

診
担

当
医

と
の

間
で

当
該

患
者

の
診

療
情

報
が

共
有

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 
 
 
 

カ
 

当
該

病
院

に
お

い
て

、
緊

急
時

に
在

宅
で

の
療

養
を

行
っ

て
い

る
患

者
が

入
院

で
き

る
病

床
を

常
に

確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

キ
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
連

携
す

る
場

合
に

は
、

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

緊
急

時

に
円

滑
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

、
あ

ら
か

じ
め

患
家

の
同

意
を

得
て

、
当

該
患

者
の

病
状

、
治

療
計

画
、

直
近

の
診

療
内

容
等

緊
急

の
対

応
に

必
要

な
診

療
情

報
を

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
文

書
（

電
子

媒
体

を
含

む
。

）
に

よ
り

随
時

提
供

し
て

い
る

こ
と

。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ク
 

患
者

に
関

す
る

診
療

記
録

管
理

を
行

う
に

つ
き

必
要

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ケ
 

当
該

地
域

に
お

い
て

、
他

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
調

整
を

担
当

す
る

者

と
連

携
し

て
い

る
こ

と
。

 

コ
 

年
に

１
回

、
在

宅
看

取
り

数
等

を
別

添
２

の
様

式
1
1
の

３
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報

告
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

往
診

料
の

加
算

等
の

適
用

 

(
１
)
 

１
の
(
１
)
及

び
(
２
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

病
院

は
、

往
診

料
の

加
算

等
に

規
定

す
る

「
病

床
を

有

す
る

場
合

」
に

該
当

す
る

も
の

と
す

る
。

 

(
２
)
 

往
診

料
の

加
算

等
に

規
定

す
る

在
宅

緩
和

ケ
ア

充
実

診
療

所
・

病
院

加
算

の
施

設
基

準
 

１
の
(
１
)
又

は
(
２
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

病
院

で
あ

っ
て

、
第

９
の

２
の

(
３
)
に

規
定

す
る

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

往
診

料
の

加
算

等
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

実
績

加
算

１
の

施
設

基
準

 

１
の
(
３
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

病
院

で
あ

っ
て

、
過

去
１

年
間

の
緊

急
の

往
診

の
実

績
を

1
0
件

以
上

有
し

、
か

つ
、

過
去

１
年

間
の

在
宅

に
お

け
る

看
取

り
の

実
績

を
４

件
以

上
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

往
診

料
の

加
算

等
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

実
績

加
算

２
の

施
設

基
準

 

１
の
(
３
)
に

規
定

す
る

在
宅

療
養

支
援

病
院

で
あ

っ
て

、
第

９
の

２
の

(
５
)
に

規
定

す
る

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

１
の
(
１
)
の

在
宅

療
養

支
援

病
院

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

1
1
の

２
及

び
様

式
1
1
の

３

を
用

い
る

こ
と

。
１

の
(
２
)
の

在
宅

療
養

支
援

病
院

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

1
1
の

２
、

様
式

1
1
の

３
及

び
様

式
1
1
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

１
の
(
３
)
の

在
宅

療
養

支
援

病
院

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

1
1
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

２
の
(
２
)
の

在
宅

緩
和

ケ
ア

充
実

診
療

所
・

病
院

加
算

の
施

設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
1
の

２
及

び
様

式
1
1
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

２
の
(
３
)
の

在
宅

療
養

実

績
加

算
１

及
び

２
の
(
４
)
の

在
宅

療
養

実
績

加
算

２
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
1
1
の

２
及

び
様

式
1
1
の

５
を

用
い

る
こ

と
。
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イ
 

緩
和

ケ
ア

の
た

め
の

専
門

的
な

知
識

・
技

術
を

有
す

る
看

護
師

の
養

成
を

目
的

と
し

た
研

修
で

あ
る

こ

と
。

 

ウ
 

講
義

及
び

演
習

に
よ

り
、

次
の

内
容

を
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

ホ
ス

ピ
ス

ケ
ア

・
疼

痛
緩

和
ケ

ア
総

論
及

び
制

度
等

の
概

要
 

(
ロ

)
 

悪
性

腫
瘍

又
は

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

の
プ

ロ
セ

ス
と

そ
の

治
療

 

(
ハ

)
 

悪
性

腫
瘍

又
は

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

患
者

の
心

理
過

程
 

(
ニ

)
 

緩
和

ケ
ア

の
た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

並
び

に
症

状
緩

和
の

た
め

の
支

援
方

法
 

(
ホ

)
 

セ
ル

フ
ケ

ア
へ

の
支

援
及

び
家

族
支

援
の

方
法

 

(
ヘ

)
 

ホ
ス

ピ
ス

及
び

疼
痛

緩
和

の
た

め
の

組
織

的
取

組
と

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

 

(
ト

)
 

ホ
ス

ピ
ス

ケ
ア

・
緩

和
ケ

ア
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

(
チ

)
 

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
方

法
 

(
リ

)
 

ケ
ア

の
質

を
保

つ
た

め
の

デ
ー

タ
収

集
・

分
析

等
に

つ
い

て
 

(
ヌ

)
 

実
習

に
よ

り
、

事
例

に
基

づ
く

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
ホ

ス
ピ

ス
ケ

ア
・

緩
和

ケ
ア

の
実

践
 

(
２

)
 

褥
瘡

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
っ

て
、

褥
瘡

管
理

者
と

し
て

業
務

を
実

施
す

る
上

で

必
要

な
褥

瘡
等

の
創

傷
ケ

ア
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
6
0
0
時

間
以

上
の

研
修

 

イ
 

講
義

及
び

演
習

等
に

よ
り

、
褥

瘡
予

防
管

理
の

た
め

の
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

並
び

に
ケ

ア
に

関
す

る

知
識

・
技

術
の

習
得

、
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

方
法

、
質

保
証

の
方

法
等

を
具

体
例

に
基

づ
い

て
実

施
す

る
研

修
 

(
３

)
 

人
工

肛
門

ケ
ア

及
び

人
工

膀
胱

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
っ

て
、

必
要

な
人

工
肛

門
及

び
人

工
膀

胱
の

ケ
ア

に

関
す

る
知

識
・

技
術

が
習

得
で

き
る

6
0
0
時

間
以

上
の

研
修

 

イ
 

講
義

及
び

演
習

等
に

よ
り

、
人

工
肛

門
及

び
人

工
膀

胱
管

理
の

た
め

の
皮

膚
障

害
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ

ン
ト

並
び

に
ケ

ア
に

関
す

る
知

識
・

技
術

の
習

得
、

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
方

法
、

質
保

証
の

方
法

等
を

具
体

例
に

基
づ

い
て

実
施

す
る

研
修

 

２
 

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

の
注

1
5
（

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
の

注
６

の
規

定
に

よ
り

準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

に
規

定
す

る
訪

問
看

護
・

指
導

体
制

充
実

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
又

は
別

の
保

険
医

療
機

関
若

し
く

は
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

患
家

の
求

め
に

応
じ

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
保

険
医

の
指

示
に

基
づ

き
、

2
4

時
間

訪
問

看
護

の
提

供
が

可
能

な
体

制
を

確
保

し
、

訪
問

看
護

を
担

当
す

る
保

険
医

療
機

関
又

は
訪

問
看

護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
名

称
、

担
当

日
等

を
文

書
に

よ
り

患
家

に
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

次
に

掲
げ

る
項

目
の

う
ち

少
な

く
と

も
２

つ
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
許

可
病

床
数

が
4
0
0
床

以
上

の
病

院
に

あ
っ

て
は

、
ア

を
含

め
た

２
項

目
以

上
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

３
又

は
同

一
建

物
居

住
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

３
の

前
年

度
の

算
定

回

数
が

計
５

回
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

の
注

７
（

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
の

注
６

の
規

定
に

よ

り
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

に
掲

げ
る

乳
幼

児
加

算
の

前
年

度
の

算
定

回
数

が
計

2
5
回

以
上

で
あ

る

こ
と

。
 

ウ
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

七
に

掲
げ

る
疾

病
等

の
患

者
に

つ
い

て
、

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・

指
導

料
又

は
同

一
建

物
居

住
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

の
前

年
度

の
算

定
回

数
が

計
2
5
回

以
上

で
あ

る
こ
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- 

た
し

て
い

る
場

合
に

は
、

改
め

て
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
1
5
の

２
 

オ
ン

ラ
イ

ン
在

宅
管

理
料

 

１
 

オ
ン

ラ
イ

ン
在

宅
管

理
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

別
添

１
の

第
２

の
６

に
掲

げ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
オ

ン
ラ

イ
ン

在
宅

管
理

料
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

(
支
)

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 

第
1
6
 

在
宅

が
ん

医
療

総
合

診
療

料
 

１
 

在
宅

が
ん

医
療

総
合

診
療

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
又

は
在

宅
療

養
支

援
病

院
に

係
る

施
設

基
準

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

居
宅

に
お

い
て

療
養

を
行

っ
て

い
る

末
期

の
悪

性
腫

瘍
患

者
で

あ
っ

て
通

院
が

困
難

な
も

の
に

対
し

て
、

計
画

的
な

医
学

管
理

の
下

に
総

合
的

な
医

療
を

提
供

で
き

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

患
者

に
対

し
、

定
期

的
に

訪
問

診
療

及
び

訪
問

看
護

を
実

施
で

き
る

体
制

が
あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

患
者

の
症

状
急

変
等

に
よ

り
、

患
者

等
か

ら
求

め
が

あ
っ

た
場

合
に

、
常

時
対

応
が

で
き

る
体

制
が

あ
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

上
記
(
３
)
に

お
け

る
訪

問
看

護
及

び
(
４
)
に

つ
い

て
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
と

連
携

を
有

す
る

保
険

医

療
機

関
又

は
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

共
同

し
て

、
こ

れ
に

当
た

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
も

の
と

す
る

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

在
宅

が
ん

医
療

総
合

診
療

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

主
と

し
て

在
宅

が
ん

医
療

総
合

診
療

に
当

た
る

医
師

、
看

護
師

の
氏

名
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

緊
急

時
の

連
絡

・
対

応
方

法
に

つ
い

て
患

者
等

へ
の

説
明

文
書

の
例

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

悪
性

腫
瘍

患
者

の
過

去
１

か
月

間
の

診
療

状
況

に
つ

い
て

下
記

の
事

項
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

ア
 

入
院

患
者

数
（

延
べ

患
者

数
）

 
 
 
 

イ
 

外
来

患
者

数
（

延
べ

患
者

数
）

 
 

ウ
 

往
診

、
訪

問
診

療
、

訪
問

看
護

を
行

っ
た

患
者

の
数

（
延

べ
患

者
数

）
 

 

第
1
6
の

２
 

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

及
び

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
 

１
 

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

の
注

２
及

び
同

一
建

物
居

住
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

の
注

２
に

関
す

る
施

設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
緩

和
ケ

ア
、

褥
瘡

ケ
ア

又
は

人
工

肛
門

ケ
ア

及
び

人
工

膀
胱

ケ
ア

を
行

う
に

つ
き

、
専

門
の

研
修

を
受

け
た

看
護

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

な
お

、
こ

こ
で

い
う

緩
和

ケ
ア

、
褥

瘡
ケ

ア
又

は
人

工
肛

門
ケ

ア
及

び
人

工
膀

胱
ケ

ア
に

係
る

専
門

の
研

修
と

は
、

そ
れ

ぞ
れ

、
次

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

こ
と

。
 

(
１
)
 

緩
和

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
（

6
0
0
時

間
以

上
の

研
修

期
間

で
、

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
も

の
）
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(
６
)
 
(
５
)
に

規
定

す
る

診
療

情
報

等
に

基
づ

き
、

当
該

病
院

の
入

院
希

望
患

者
の

最
新

の
一

覧
表

を
作

成
し

て

い
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

年
に

１
回

、
在

宅
療

養
患

者
の

受
入

状
況

等
を

別
添

２
の

様
式

2
0
の

５
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）

局
長

に
報

告
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

在
宅

療
養

後
方

支
援

病
院

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
0
の

４
及

び
様

式
2
0
の

５
を

用

い
る

こ
と

。
 

 第
1
6
の

４
 

在
宅

患
者

訪
問

褥
瘡

管
理

指
導

料
 

１
 

在
宅

患
者

訪
問

褥
瘡

管
理

指
導

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
以

下
の

３
名

か
ら

構
成

さ
れ

る
在

宅
褥

瘡
対

策
チ

ー
ム

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

 

ア
 

常
勤

の
医

師
 

イ
 

保
健

師
、

助
産

師
、

看
護

師
又

は
准

看
護

師
 

ウ
 

管
理

栄
養

士
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
医

師
と

管
理

栄
養

士
又

は
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
（

公
益

社
団

法
人

日
本

栄
養

士
会

若
し

く
は

都
道

府
県

栄
養

士
会

が
設

置
し

、
運

営
す

る
「

栄
養

ケ
ア

・
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」

又
は

他
の

保

険
医

療
機

関
に

限
る

。
）

の
管

理
栄

養
士

が
、

当
該

患
者

に
対

し
て

継
続

的
に

訪
問

看
護

を
行

う
訪

問
看

護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

と
連

携
し

て
在

宅
褥

瘡
対

策
を

行
う

場
合

及
び

他
の

保
険

医
療

機
関

等
の

看
護

師

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

を
(
２
)
に

掲
げ

る
褥

瘡
管

理
者

と
す

る
場

合
に

限
り

、
当

該
看

護
師

を
在

宅
褥

瘡

対
策

チ
ー

ム
の

構
成

員
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
な

お
、

必
要

に
応

じ
て

、
理

学
療

法
士

、
薬

剤
師

等
が

配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

(
２
)
 

在
宅

褥
瘡

対
策

チ
ー

ム
の

ア
又

は
イ

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

の
い

ず
れ

か
１

名
以

上
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

い
ず

れ
の

要
件

も
満

た
す

在
宅

褥
瘡

管
理

者
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

５
年

以
上

医
師

又
は

看
護

師
と

し
て

医
療

に
従

事
し

、
褥

瘡
対

策
に

つ
い

て
１

年
以

上
の

経
験

を
有

す

る
者

 

イ
 

在
宅

褥
瘡

ケ
ア

に
係

る
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
者

 

た
だ

し
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
在

宅
褥

瘡
管

理
者

の
要

件
を

満
た

す
者

が
い

な
い

場
合

に
あ

っ
て

は
、

区
分

番
号

「
Ｃ

０
０

５
」

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

及
び

「
訪

問
看

護
療

養
費

に
係

る
指

定
訪

問
看

護

の
費

用
の

額
の

算
定

方
法

（
平

成
2
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

6
7
号

）
」

の
区

分
番

号
「

０
１

」
訪

問
看

護

基
本

療
養

費
の

注
２

に
規

定
さ

れ
る

他
の

保
険

医
療

機
関

等
の

褥
瘡

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

を
修

了
し

た

看
護

師
を

在
宅

褥
瘡

管
理

者
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
３
)
 
(
２
)
の

イ
に

お
け

る
在

宅
褥

瘡
ケ

ア
に

係
る

所
定

の
研

修
と

は
、

学
会

等
が

実
施

す
る

在
宅

褥
瘡

管
理

の

た
め

の
専

門
的

な
知

識
、

技
術

を
有

す
る

医
師

、
看

護
師

等
の

養
成

を
目

的
と

し
た

６
時

間
以

上
を

要
す

る

講
義

及
び

褥
瘡

予
防

・
管

理
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

準
拠

し
た

予
防

、
治

療
、

ケ
ア

の
実

施
に

関
す

る
症

例
報

告

５
事

例
以

上
の

演
習

を
含

む
研

修
で

あ
り

、
当

該
学

会
等

よ
り

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

 
 
 
 
 
な

お
、

当
該

学
会

等
に

お
い

て
は

、
症

例
報

告
に

つ
い

て
適

切
な

予
防

対
策

・
治

療
で

あ
っ

た
こ

と
を

審

査
す

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
研

修
の

講
義

に
係

る
内

容
に

つ
い

て
は

、
次

の
内

容

を
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

管
理

の
基

本
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- 

１
 

歯
科

訪
問

診
療

料
に

係
る

地
域

医
療

連
携

体
制

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

歯
科

を
標

榜
す

る
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
次

の
ア

に
該

当
す

る
保

険
医

療
機

関
及

び
イ

に
該

当
す

る
保

険
医

療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

緊
急

時
の

歯
科

診
療

が
で

き
る

連
携

体
制

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

歯
科

点
数

表
区

分
番

号
Ａ

０
０

０
に

掲
げ

る
初

診
料

の
注

２
の

届
出

を
行

っ
た

地
域

歯
科

診
療

支
援

病
院

歯
科

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
で

次
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

①
 

緊
急

時
に

当
該

患
者

に
対

す
る

歯
科

診
療

を
行

う
体

制
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

②
 

在
宅

歯
科

医
療

の
調

整
担

当
者

を
１

名
以

上
配

置
し

て
い

る
こ

と
。

 

③
 

患
者

に
関

す
る

診
療

記
録

管
理

を
行

う
に

つ
き

必
要

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

患
者

に
対

す
る

歯
科

訪
問

診
療

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

連
携

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

緊
急

時
に

円
滑

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

あ
ら

か
じ

め
患

者
又

は

そ
の

家
族

の
同

意
を

得
て

、
そ

の
治

療
等

に
必

要
な

情
報

を
連

携
保

険
医

療
機

関
に

対
し

て
あ

ら
か

じ
め

別
添

２
の

様
式

2
1
の

２
又

は
こ

れ
に

準
じ

た
様

式
の

文
書

を
も

っ
て

提
供

し
、

そ
の

写
し

を
診

療
録

に
添

付
し

て
お

く
こ

と
。

 

(
４
)
 

地
域

医
療

連
携

体
制

加
算

を
算

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

に
連

携

保
険

医
療

機
関

の
名

称
、

住
所

、
在

宅
歯

科
医

療
の

調
整

担
当

者
又

は
担

当
の

歯
科

医
師

の
氏

名
及

び
連

絡
方

法
等

を
記

載
し

た
別

添
２

の
様

式
2
1
の

２
及

び
様

式
2
1
の

３
又

は
こ

れ
に

準
じ

た
様

式
の

文
書

を

必
ず

交
付

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

医
療

連
携

体
制

の
円

滑
な

運
営

を
図

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

地
域

医
療

連
携

体
制

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
2
1
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
1
7
の

1
の

２
 

歯
科

訪
問

診
療

料
の

注
1
3
に

規
定

す
る

基
準

 

１
 

歯
科

訪
問

診
療

料
の

注
1
3
に

規
定

す
る

基
準

に
関

す
る

施
設

基
準

 

直
近

１
か

月
に

歯
科

訪
問

診
療

及
び

外
来

で
歯

科
診

療
を

提
供

し
た

患
者

の
う

ち
、

歯
科

訪
問

診
療

を
提

供

し
た

患
者

数
の

割
合

が
９

割
５

分
未

満
の

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

歯
科

訪
問

診
療

料
の

注
1
3
に

規
定

す
る

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

2
1
の

３
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
7
の

２
 

在
宅

歯
科

医
療

推
進

加
算

 

１
 

在
宅

歯
科

医
療

推
進

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

歯
科

を
標

榜
す

る
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

歯
科

訪
問

診
療

の
月

平
均

延
べ

患
者

数
が

５
人

以
上

で
あ

り
、

そ
の

う

ち
６

割
以

上
が

歯
科

訪
問

診
療

１
を

算
定

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

届
出

前
３

月
間

の
月

平
均

延
べ

患
者

数
を

用
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

在
宅

歯
科

医
療

推
進

加
算

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
1
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
1
8
 

造
血

器
腫

瘍
遺

伝
子

検
査
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- 

(
１
)
 

脊
髄

障
害

を
原

因
と

す
る

排
便

障
害

を
含

め
た

大
腸

肛
門

疾
患

の
診

療
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

脊
髄

障
害

を
原

因
と

す
る

排
便

障
害

を
有

す
る

患
者

の
看

護
に

つ
い

て
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

専

任
の

看
護

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

当
該

指
導

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
0
の

1
1
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
6
の

1
1
 

持
続

血
糖

測
定

器
加

算
 

１
 

持
続

血
糖

測
定

器
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
 
間

歇
注

入
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

と
連

動
す

る
持

続
血

糖
測

定
器

を
用

い
る

場
合

 

ア
 

糖
尿

病
の

治
療

に
関

し
、

専
門

の
知

識
及

び
少

な
く

と
も

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

持
続

皮
下

イ
ン

ス
リ

ン
注

入
療

法
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 
 
間

歇
注

入
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

と
連

動
し

な
い

持
続

血
糖

測
定

器
を

用
い

る
場

合
 

ア
 

糖
尿

病
の

治
療

に
関

し
、

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

イ
 

持
続

皮
下

イ
ン

ス
リ

ン
注

入
療

法
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

糖
尿

病
の

治
療

に
関

し
、

持
続

皮
下

イ
ン

ス
リ

ン
注

入
療

法
に

従
事

し
た

経
験

を
２

年
以

上
有

し
、

持
続

血
糖

測
定

器
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

常
勤

の
看

護
師

又
は

薬
剤

師
が

１
名

以
上

配
置

さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

こ
こ

で
い

う
適

切
な

研
修

と
は

、
次

の
事

項
に

該
当

す
る

研
修

の
こ

と
を

い

う
。

 

(
イ
)
 

医
療

関
係

団
体

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

(
ロ
)
 

糖
尿

病
患

者
へ

の
生

活
習

慣
改

善
の

意
義

・
基

礎
知

識
、

評
価

方
法

、
セ

ル
フ

ケ
ア

支
援

、
持

続

血
糖

測
定

器
に

関
す

る
理

解
・

活
用

及
び

事
例

分
析

・
評

価
等

の
内

容
が

含
ま

れ
て

い
る

も
の

で
あ

る

こ
と

。
 

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

持
続

血
糖

測
定

器
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
4
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
6
の

1
2
 

横
隔

神
経

電
気

刺
激

装
置

加
算

 

１
 

横
隔

神
経

電
気

刺
激

装
置

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

３
」

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

「
１

」
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅰ

）
又

は
「

２
」

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

Ⅱ
）

の
施

設
基

準
に

準
ず

る
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

３
」

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

「
１

」
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅰ

）
又

は
「

２
」

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

Ⅱ
）

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
横

隔
神

経

電
気

刺
激

装
置

加
算

と
し

て
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

  第
1
7
 

歯
科

訪
問

診
療

料
に

係
る

地
域

医
療

連
携

体
制

加
算

 

（ ）（ ） 885884

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
84
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１
 

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

の
腫

瘍
細

胞
を

検
体

と
す

る
も

の
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

化
学

療
法

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
医

師
又

は
産

婦
人

科
及

び
婦

人
科

腫
瘍

の
専

門
的

な
研

修
の

経
験

を
合

わ
せ

て
６

年
以

上
有

す
る

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
と

連
携

体
制

を
と

っ
て

お
り

、
当

該

患
者

に
対

し
て

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

２
 

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

の
血

液
を

検
体

と
す

る
も

の
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

卵
巣

癌
患

者
に

対
し

て
、

抗
悪

性
腫

瘍
剤

に
よ

る
治

療
法

の
選

択
を

目
的

と
し

て
検

査
を

実
施

す
る

場
合

に
は

、
化

学
療

法
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

医
師

又
は

産
婦

人
科

及
び

婦
人

科
腫

瘍
の

専
門

的
な

研

修
の

経
験

を
合

わ
せ

て
６

年
以

上
有

す
る

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

乳
癌

患
者

に
対

し
て

、
抗

悪
性

腫
瘍

剤
に

よ
る

治
療

法
の

選
択

を
目

的
と

し
て

検
査

を
実

施
す

る
場

合
に

は
、

化
学

療
法

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
医

師
又

は
乳

腺
外

科
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

５
年

以

上
有

す
る

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

乳
癌

又
は

卵
巣

癌
患

者
に

対
し

て
、

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
の

診
断

を
目

的
と

し
て

検
査

を
実

施
す

る
場

合
に

は
、

(
１

)
又

は
(
２

)
の

い
ず

れ
か

を
満

た
す

こ
と

。
 

(
４

)
 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
と

連
携

体
制

を
と

っ
て

お
り

、
当

該

患
者

に
対

し
て

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
3
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
8
の

１
の

５
 

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
 

１
 

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
中

核
拠

点
病

院
、

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
拠

点
病

院
又

は
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

を
用

い
た

検
査

に
係

る
適

切
な

第
三

者
認

定
を

受
け

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

当
該

検
査

を
同

様
の

第
三

者
認

定
を

受
け

た
衛

生
検

査
所

に
委

託
す

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

(
３

)
 

患
者

か
ら

の
求

め
に

応
じ

て
、

当
該

患
者

の
シ

ー
ク

エ
ン

ス
デ

ー
タ

（
Ｆ

Ａ
Ｓ

Ｔ
Ｑ

又
は

Ｂ
Ａ

Ｍ
）

、
解

析
デ

ー
タ

（
Ｖ

Ｃ
Ｆ

又
は

Ｘ
Ｍ

Ｌ
）

等
を

患
者

に
提

供
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

管
理

簿
等

を
作

成
し

、
当

該
検

査
を

実
施

し
た

全
て

の
患

者
に

つ
い

て
管

理
簿

等
に

よ
り

管
理

す
る

こ
と

。
 

ア
 

検
査

を
実

施
し

た
者

の
氏

名
及

び
Ｉ

Ｄ
 

イ
 

検
体

を
衛

生
検

査
所

等
に

発
送

し
た

年
月

日
 

ウ
 

衛
生

検
査

所
等

か
ら

の
解

析
結

果
の

受
取

の
有

無
及

び
受

け
取

っ
た

年
月

日
 

エ
 

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
中

核
拠

点
病

院
又

は
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

で
エ

キ
ス

パ
ー

ト
パ

ネ
ル

が
開

催

さ
れ

た
年

月
日

 

オ
 

エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
か

ら
検

査
結

果
を

受
け

取
っ

た
年

月
日

 

カ
 

検
査

結
果

を
患

者
に

説
明

し
た

年
月

日
 

キ
 

検
査

結
果

を
説

明
し

た
後

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

情
報

管
理

セ
ン

タ
ー

（
Ｃ

－
Ｃ

Ａ
Ｔ

）
等

か
ら

の
情

報
に

基

づ
い

た
、

臨
床

試
験

又
は

治
験

等
の

新
た

な
治

療
方

針
の

説
明

の
有

無
及

び
説

明
し

た
年

月
日
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- 

１
 

造
血

器
腫

瘍
遺

伝
子

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅱ
)
、
(
Ⅲ
)
又

は
(
Ⅳ
)
の

施
設

基
準

に
準

ず
る

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

検
体

検
査

管
理

加
算

（
Ⅱ

）
、

（
Ⅲ

）
又

は
（

Ⅳ
）

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
造

血
器

腫
瘍

遺
伝

子
検

査
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
1
8
の

１
の

２
 

遺
伝

学
的

検
査

 

１
 

遺
伝

学
的

検
査

の
施

設
基

準
の

対
象

疾
患

 

「
診

療
報

酬
の

算
定

方
法

の
一

部
改

正
に

伴
う

実
施

上
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

」
（

平
成

3
0
年

３
月

５
日

保

医
発

0
3
0
5
第

１
号

）
の

別
添

１
「

医
科

診
療

報
酬

点
数

表
に

関
す

る
事

項
」

第
２

章
第

３
部

第
１

節
第

１
款

Ｄ

０
０

６
－

４
 
遺

伝
学

的
検

査
(
１
)
の

エ
に

掲
げ

る
疾

患
 

２
 

遺
伝

学
的

検
査

の
施

設
基

準
 

関
係

学
会

の
作

成
す

る
遺

伝
学

的
検

査
の

実
施

に
関

す
る

指
針

を
遵

守
し

検
査

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

当
該

検
査

の
一

部
を

他
の

保
険

医
療

機
関

又
は

衛
生

検
査

所
に

委
託

す
る

場
合

は
、

当
該

施
設

基
準

の
届

出

を
行

っ
て

い
る

他
の

保
険

医
療

機
関

又
は

関
係

学
会

の
作

成
す

る
遺

伝
学

的
検

査
の

実
施

に
関

す
る

指
針

を
遵

守

し
検

査
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
公

表
さ

れ
て

い
る

衛
生

検
査

所
に

の
み

委
託

す
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

遺
伝

学
的

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
3
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
8
の

１
の

３
 

骨
髄

微
小

残
存

病
変

量
測

定
 

１
 

骨
髄

微
小

残
存

病
変

量
測

定
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

検
査

を
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
実

施
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
次

に
掲

げ
る

基
準

を
全

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

内
科

又
は

小
児

科
を

標
榜

す
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

内
科

又
は

小
児

科
の

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

血
液

内
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

エ
 

関
係

学
会

に
よ

り
認

定
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

オ
 

関
係

学
会

の
定

め
る

遺
伝

子
関

連
検

査
検

体
品

質
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
遵

守
し

検
査

を
実

施
し

て
い

る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

検
査

を
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
の

施
設

に
委

託
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
次

に
掲

げ
る

基
準

を
全

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

内
科

又
は

小
児

科
を

標
榜

す
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

内
科

又
は

小
児

科
の

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

血
液

内
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

エ
 
(
１
)
を

全
て

満
た

す
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
出

を
行

っ
て

い
る

他
の

保
険

医
療

機
関

又
は

関
係

学
会

に
よ

る
認

定
を

受
け

て
い

る
衛

生
検

査
所

に
の

み
委

託
す

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

骨
髄

微
小

残
存

病
変

量
測

定
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
3
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
8
の

１
の

４
 

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査
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- 

１
 

デ
ン

グ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
及

び
デ

ン
グ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
に

関
す

る
施

設
基

準
 

下
記

の
い

ず
れ

か
の

施
設

基
準

の
届

出
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
算

定
で

き
る

。
 

(
１
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

０
」

救
命

救
急

入
院

料
の

「
１

」
か

ら
「

４
」

ま
で

の
い

ず
れ

か
 

(
２
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
」

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
「

１
」

か
ら

「
４

」
ま

で
の

い
ず

れ
か

 

(
３
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

２
－

２
」

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医
療

管
理

料
の

「
１

」
又

は
「

２
」

の
い

ず
れ

か
 

(
４
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
－

４
」

小
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

１
の

い
ず

れ
か

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
デ

ン
グ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

定
性

及
び

デ
ン

グ
ウ

イ
ル

ス
抗

原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
1
8
の

１
の

９
 

抗
Ｈ

Ｌ
Ａ

抗
体

（
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

）
及

び
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
（

抗
体

特
異

性
同

定
検

査
）

 

１
 

抗
Ｈ

Ｌ
Ａ

抗
体

（
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

）
及

び
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
（

抗
体

特
異

性
同

定
検

査
）

に
関

す
る

施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

検
査

を
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
実

施
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
次

に
掲

げ
る

基
準

を
全

て
満

た
し

 

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

の
「

2
5
」

移
植

後
患

者
指

導
管

理
料

（
臓

器
移

植
後

の
場

合
に

限
る

。
）

に

関
す

る
施

設
基

準
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

関
係

学
会

の
作

成
す

る
指

針
を

遵
守

し
検

査
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

検
査

を
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
の

施
設

に
委

託
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
次

に
掲

げ
る

基
準

を
全

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

区
分

番
号

「
Ｂ

０
０

１
」

の
「

2
5
」

移
植

後
患

者
指

導
管

理
料

（
臓

器
移

植
後

の
場

合
に

限
る

。
）

に

関
す

る
施

設
基

準
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 
(
１
)
を

全
て

満
た

す
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
出

を
行

っ
て

い
る

他
の

保
険

医
療

機
関

又
は

関
係

学
会

の
作

成
す

る
指

針
を

遵
守

し
当

該
検

査
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
公

表
さ

れ
て

い
る

衛
生

検
査

所
に

の
み

委
託

す
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

抗
Ｈ

Ｌ
Ａ

抗
体

（
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

）
及

び
抗

Ｈ
Ｌ

Ａ
抗

体
（

抗
体

特
異

性
同

定
検

査
）

の
施

設
基

準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
５

の
５

を
用

い
る

こ
と

。
 

 

第
1
8
の

２
 

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
及

び
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

（
簡

易
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
判

定
）

 

１
 

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
及

び
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

（
簡

易
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
判

定
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

産
婦

人
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
産

婦
人

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
当

該
診

療
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

Ｈ
Ｐ

Ｖ
核

酸
検

出
及

び
Ｈ

Ｐ
Ｖ

核
酸

検
出

（
簡

易
ジ

ェ
ノ

タ
イ

プ
判

定
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
2
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
8
の

２
の

２
 

細
菌

核
酸

・
薬

剤
耐

性
遺

伝
子

同
時

検
出
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- 

ク
 

Ｃ
－

Ｃ
Ａ

Ｔ
へ

の
デ

ー
タ

提
出

及
び

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

に
係

る
患

者
の

同
意

の
有

無
 

ケ
 

Ｃ
－

Ｃ
Ａ

Ｔ
に

対
し

て
シ

ー
ク

エ
ン

ス
デ

ー
タ

、
解

析
デ

ー
タ

及
び

臨
床

情
報

等
を

提
出

し
た

年
月

日
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

が
ん

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
検

査
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
3
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
8
の

１
の

６
 

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
遺

伝
子

検
査

 

１
 

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
遺

伝
子

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

検
査

を
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
実

施
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
次

に
掲

げ
る

基
準

を
全

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

眼
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

眼
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

常
勤

の
臨

床
検

査
技

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

エ
 

当
該

検
査

に
用

い
る

医
療

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

オ
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

６
」

検
体

検
査

判
断

料
の

「
注

６
」

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
の

施
設

基
準

に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

、
又

は
当

該
基

準
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

他
の

保
険

医
療

機
関

と
の

間
の

連
携

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

検
査

を
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
の

施
設

に
委

託
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
次

に
掲

げ
る

基
準

を
全

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

眼
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

眼
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

６
」

検
体

検
査

判
断

料
の

「
注

６
」

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
の

施
設

基
準

に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

、
又

は
当

該
基

準
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

他
の

保
険

医
療

機
関

と
の

間
の

連
携

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

エ
 
(
１
)
を

全
て

満
た

す
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
出

を
行

っ
て

い
る

他
の

保
険

医
療

機
関

又
は

関
係

学
会

の
作

成
す

る
遺

伝
学

的
検

査
の

実
施

に
関

す
る

指
針

を
遵

守
し

検
査

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

公
表

さ
れ

て
い

る
衛

生
検

査
所

に
の

み
委

託
す

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

角
膜

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
遺

伝
子

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
3
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
1
8
の

１
の

７
 

先
天

性
代

謝
異

常
症

検
査

 

１
 

先
天

性
代

謝
異

常
症

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

小
児

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

児
童

福
祉

法
第

1
9
条

の
３

第
１

項
に

規
定

す
る

指
定

医
で

あ
る

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

先
天

性
代

謝
異

常
症

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
3
の

６
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
1
8
の

１
の

８
 

デ
ン

グ
ウ

イ
ル

ス
抗

原
定

性
及

び
デ

ン
グ

ウ
イ

ル
ス

抗
原

・
抗

体
同

時
測

定
定

性
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- 

ず
る

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

６
」

検
体

検
査

判
断

料
の

「
注

４
」

の
「

ロ
」

検
体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅱ

)
、

「
ハ

」
検

体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅲ

)
又

は
「

ニ
」

検
体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅳ

)
及

び
区

分
番

号
「

Ａ
２

３
４

－
２

」
感

染
防

止
対

策

加
算

の
「

１
」

感
染

防
止

対
策

加
算

１
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ

シ
ル

の
ト

キ
シ

ン
Ｂ

遺
伝

子
検

出
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ

と
。

 

 第
1
9
 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅰ

)
 

 
１

 
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅰ

)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

 
 

 
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅳ

)
の

施
設

基
準

の
う

ち
(
３

)
か

ら
(
６

)
ま

で
の

全
て

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅰ

)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
2
を

用
い

る
こ

と
。

（
「

１
 

臨
床

検
査

を
（

専
ら

）
担

当
す

る
常

勤
医

師
の

氏
名

」
を

除
く

。
）

 

(
２

)
 

「
３

 
検

体
検

査
を

常
時

実
施

で
き

る
検

査
に

係
る

器
具

・
装

置
等

の
名

称
・

台
数

等
」

に
つ

い
て

は
、

受
託

業
者

か
ら

提
供

さ
れ

て
い

る
も

の
を

除
く

。
 

 第
1
9
の

２
 

検
体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅱ

)
 

１
 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅱ

)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

臨
床

検
査

を
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

臨
床

検
査

を
担

当

す
る

医
師

と
は

、
検

体
検

査
結

果
の

判
断

の
補

助
を

行
う

と
と

も
に

、
検

体
検

査
全

般
の

管
理

及
び

運
営

並
び

に
院

内
検

査
に

用
い

る
検

査
機

器
及

び
試

薬
の

管
理

に
つ

い
て

も
携

わ
る

者
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

検
体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅳ

)
の

施
設

基
準

の
う

ち
(
３

)
か

ら
(
６

)
ま

で
の

全
て

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

検
体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅱ

)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

「
３

 
検

体
検

査
を

常
時

実
施

で
き

る
検

査
に

係
る

器
具

・
装

置
等

の
名

称
・

台
数

等
」

に
つ

い
て

は
、

受
託

業
者

か
ら

提
供

さ
れ

て
い

る
も

の
を

除
く

。
 

 第
2
0
 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅲ

)
 

 
 
１

 
 
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅲ

)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

臨
床

検
査

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
、

常
勤

の
臨

床
検

査
技

師
が

４
名

以
上

配
置

さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

臨
床

検
査

を
専

ら
担

当
す

る
医

師
と

は
、

勤
務

時
間

の
大

部
分

に
お

い
て

検
体

検
査

結
果

の
判

断
の

補
助

を
行

う
と

と
も

に
、

検
体

検
査

全
般

の
管

理
及

び
運

営
並

び
に

院
内

検
査

に
用

い
る

検
査

機
器

及
び

試
薬

の
管

理
に

つ
い

て
も

携
わ

る
者

を
い

う
。

 

(
２

)
 
 
検

体
検

査
管

理
加

算
(
Ⅳ

)
の

施
設

基
準

の
う

ち
(
２

)
か

ら
(
６

)
ま

で
の

全
て

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

検
体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅲ

)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

「
３

 
検

体
検

査
を

常
時

実
施

で
き

る
検

査
に

係
る

器
具

・
装

置
等

の
名

称
・

台
数

等
」

に
つ

い
て

は
、

受
託

業
者

か
ら

提
供

さ
れ

て
い

る
も

の
を

除
く

。
 

 

 
-
 
87

 
- 

１
 

細
菌

核
酸

・
薬

剤
耐

性
遺

伝
子

同
時

検
出

に
関

す
る

基
準

 

区
分

番
号

「
Ａ

２
３

４
－

２
」

感
染

防
止

対
策

加
算

の
「

１
」

又
は

「
２

」
の

施
設

基
準

に
準

ず
る

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

区
分

番
号

「
Ａ

２
３

４
－

２
」

感
染

防
止

対
策

加
算

の
「

１
」

又
は

「
２

」
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

細
菌

核
酸

・
薬

剤
耐

性
遺

伝
子

同
時

検
出

と
し

て
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
1
8
の

２
の

３
 

ウ
イ

ル
ス

・
細

菌
核

酸
多

項
目

同
時

検
出

 

１
 

ウ
イ

ル
ス

・
細

菌
核

酸
多

項
目

同
時

検
出

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

感
染

症
に

係
る

診
療

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
感

染
症

に
係

る
診

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

１
名

以
上

又
は

臨
床

検
査

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
臨

床
検

査
を

担

当
し

た
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

臨
床

検

査
を

専
ら

担
当

す
る

医
師

と
は

、
勤

務
時

間
の

大
部

分
に

お
い

て
検

体
検

査
結

果
の

判
断

の
補

助
を

行
う

と

と
も

に
、

検
体

検
査

全
般

の
管

理
・

運
営

並
び

に
院

内
検

査
に

用
い

る
検

査
機

器
及

び
試

薬
の

管
理

に
つ

い

て
も

携
わ

る
者

を
い

う
。

 

(
２
)
 

次
の

い
ず

れ
か

の
施

設
基

準
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

ア
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

０
」

救
命

救
急

入
院

料
の

「
１

」
か

ら
「

４
」

ま
で

の
い

ず
れ

か
 

イ
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
」

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
「

１
」

か
ら

「
４

」
ま

で
の

い
ず

れ
か

 

ウ
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
－

４
」

小
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
「

１
」

又
は

「
２

」
の

い
ず

れ
か

 

エ
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

２
」

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

「
１

」
又

は
「

２
」

の
い

ず
れ

か
 

オ
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

３
」

総
合

周
産

期
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

「
２

」
新

生
児

集
中

治
療

室
管

理

料
 

２
 

ウ
イ

ル
ス

・
細

菌
核

酸
多

項
目

同
時

検
出

の
対

象
患

者
 

「
重

症
の

呼
吸

器
感

染
症

と
診

断
さ

れ
た

、
又

は
疑

わ
れ

る
患

者
」

と
は

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

ア
 

小
児

に
お

い
て

は
、

日
本

小
児

呼
吸

器
学

会
及

び
日

本
小

児
感

染
症

学
会

の
「

小
児

呼
吸

器
感

染
症

診
療

ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
お

け
る

上
気

道
炎

の
重

症
度

分
類

で
あ

る
Ｗ

ｅ
ｓ

ｔ
ｌ

ｅ
ｙ

の
ク

ル
ー

プ
ス

コ
ア

若
し

く
は

気
道

狭
窄

の
程

度
の

評
価

で
重

症
以

上
又

は
小

児
市

中
肺

炎
の

重
症

度
分

類
で

重
症

と
判

定
さ

れ
る

患
者

 

イ
 

成
人

に
お

い
て

は
、

日
本

呼
吸

器
学

会
の

「
成

人
肺

炎
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
お

け
る

市
中

肺
炎

若
し

く

は
医

療
・

介
護

関
連

肺
炎

の
重

症
度

分
類

で
重

症
以

上
又

は
院

内
肺

炎
の

重
症

度
分

類
で

中
等

症
以

上
と

判
定

さ
れ

る
患

者
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

ウ
イ

ル
ス

・
細

菌
核

酸
多

項
目

同
時

検
出

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
2
の

３
を

用
い

る

こ
と

。
 

 第
1
8
の

２
の

４
 

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
の

ト
キ

シ
ン

Ｂ
遺

伝
子

検
出

 

１
 

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

オ
イ

デ
ス

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
の

ト
キ

シ
ン

Ｂ
遺

伝
子

検
出

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

０
２

６
」

検
体

検
査

判
断

料
の

「
注

４
」

の
「

ロ
」

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅱ
)
、

「
ハ

」

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅲ
)
又

は
「

ニ
」

検
体

検
査

管
理

加
算

(
Ⅳ
)
の

施
設

基
準

に
準

ず
る

。
 

(
２
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

２
３

４
－

２
」

感
染

防
止

対
策

加
算

の
「

１
」

感
染

防
止

対
策

加
算

１
の

施
設

基
準

に
準

（ ）（ ） 887886

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
90

 
- 

年
以

上
有

す
る

医
師

に
限

る
。

）
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

年
間

合
計

2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

2
3
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
1
の

２
 

遺
伝

性
腫

瘍
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

加
算

 

１
 

遺
伝

性
腫

瘍
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
中

核
拠

点
病

院
、

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
拠

点
病

院
又

は
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

遺
伝

性
腫

瘍
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
2
3
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
2
 

心
臓

カ
テ

ー
テ

ル
法

に
よ

る
諸

検
査

の
血

管
内

視
鏡

検
査

加
算

 

 
１

 
心

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
に

よ
る

諸
検

査
の

血
管

内
視

鏡
検

査
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

医
療

機
関

が
心

臓
血

管
外

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
し

て
お

り
、

か
つ

、
心

臓
血

管
外

科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

他
の

保
険

医
療

機
関

と
必

要
か

つ

密
接

な
連

携
体

制
を

と
っ

て
お

り
、

緊
急

時
に

対
応

が
可

能
で

あ
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
心

臓
カ

テ
ー

テ
ル

法
に

よ
る

諸
検

査
の

血
管

内
視

鏡
検

査
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式

2
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
2
の

２
 

植
込

型
心

電
図

検
査

 

１
 

植
込

型
心

電
図

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

次
の

い
ず

れ
か

の
施

設
基

準
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
１
)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

７
」

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

７
－

２
」

ペ
ー

ス
メ

ー

カ
ー

交
換

術
 

(
２
)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

８
」

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
及

び
区

分
番

号
「

Ｋ
５

９
８

－
２

」
両

心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
 

(
３
)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

９
」

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

９
－

２
」

植
込

型
除

細

動
器

交
換

術
 

(
４
)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

９
－

３
」

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
及

び
区

分
番

号

「
Ｋ

５
９

９
－

４
」

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

、
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

両
心

室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

、
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
及

び
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
又

は
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

及
び

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
の

い
ず

れ
か
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第
2
0
の

２
 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅳ
)
 

１
 

検
体

検
査

管
理

加
算

（
Ⅳ

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

臨
床

検
査

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
、

常
勤

の
臨

床
検

査
技

師
が

1
0
名

以
上

配
置

さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

臨
床

検
査

を
専

ら
担

当
す

る
医

師
と

は
、

勤
務

時
間

の
大

部
分

に
お

い
て

検
体

検
査

結
果

の
判

断
の

補
助

を
行

う
と

と
も

に
、

検
体

検
査

全
般

の
管

理
及

び
運

営
並

び
に

院
内

検
査

に
用

い
る

検
査

機
器

及
び

試
薬

の
管

理
に

つ
い

て
も

携
わ

る
者

を
い

う
。

 

(
２
)
 

院
内

検
査

に
用

い
る

検
査

機
器

及
び

試
薬

の
全

て
が

受
託

業
者

か
ら

提
供

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

。
 

(
３
)
 

次
に

掲
げ

る
緊

急
検

査
が

当
該

保
険

医
療

機
関

内
で

常
時

実
施

で
き

る
体

制
に

あ
る

こ
と

。
 

ア
 
 
血

液
学

的
検

査
の

う
ち

末
梢

血
液

一
般

検
査

 

イ
 
 
生

化
学

的
検

査
の

う
ち

次
に

掲
げ

る
も

の
 

総
ビ

リ
ル

ビ
ン

、
総

蛋
白

、
尿

素
窒

素
、

ク
レ

ア
チ

ニ
ン

、
グ

ル
コ

ー
ス

、
ア

ミ
ラ

ー
ゼ

、
ク

レ
ア

チ
ン

キ
ナ

ー
ゼ

（
Ｃ

Ｋ
）

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

及
び

ク
ロ

ー
ル

、
カ

リ
ウ

ム
、

カ
ル

シ
ウ

ム
、

ア
ス

パ
ラ

ギ

ン
酸

ア
ミ

ノ
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
ラ

ー
ゼ

（
Ａ

Ｓ
Ｔ

）
、

ア
ラ

ニ
ン

ア
ミ

ノ
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
ラ

ー
ゼ

（
Ａ

Ｌ

Ｔ
）

、
血

液
ガ

ス
分

析
 

ウ
 
 
免

疫
学

的
検

査
の

う
ち

以
下

に
掲

げ
る

も
の

 

Ａ
Ｂ

Ｏ
血

液
型

、
Ｒ

ｈ
（

Ｄ
）

血
液

型
、

Ｃ
ｏ

ｏ
ｍ

ｂ
ｓ

試
験

（
直

接
、

間
接

）
 

エ
 

微
生

物
学

的
検

査
の

う
ち

以
下

に
掲

げ
る

も
の

 

排
泄

物
、

滲
出

物
又

は
分

泌
物

の
細

菌
顕

微
鏡

検
査

（
そ

の
他

の
も

の
に

限
る

。
）

 

(
４
)
 

定
期

的
に

臨
床

検
査

の
精

度
管

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

外
部

の
精

度
管

理
事

業
に

参
加

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

臨
床

検
査

の
適

正
化

に
関

す
る

委
員

会
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 
 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

検
体

検
査

管
理

加
算
(
Ⅳ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

「
３
 
検

体
検

査
を

常
時

実
施

で
き

る
検

査
に

係
る

器
具

・
装

置
等

の
名

称
・

台
数

等
」

に
つ

い
て

は
、

受
託

業
者

か
ら

提
供

さ
れ

て
い

る
も

の
を

除
く

。
 

 第
2
0
の

３
 

国
際

標
準

検
査

管
理

加
算

 

１
 

国
際

標
準

検
査

管
理

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

国
際

標
準

化
機

構
が

定
め

た
臨

床
検

査
に

関
す

る
国

際
規

格
に

基
づ

く
技

術
能

力
の

認
定

を
受

け
て

い
る

こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

国
際

標
準

検
査

管
理

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

国
際

標
準

化
機

構
が

定
め

た
臨

床
検

査
に

関
す

る
国

際
規

格
に

基
づ

く
技

術
能

力
の

認
定

を
受

け
て

い

る
こ

と
を

証
す

る
文

書
の

写
し

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
2
1
 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
 

１
 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

要
す

る
診

療
に

係
る

経
験

を
３

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2

時
間

以
上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
非

常
勤

医
師

（
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
要

す
る

診
療

に
係

る
経

験
を

３

（ ）（ ） 889888

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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第
2
3
 

人
工

膵
臓

検
査

 

１
 

人
工

膵
臓

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

患
者

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

緊
急

検
査

が
可

能
な

検
査

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

担
当

す
る

医
師

が
常

時
待

機
し

て
お

り
、

糖
尿

病
の

治
療

に
関

し
、

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

人
工

膵
臓

検
査

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

が
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き

る
よ

う
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

赤
血

球
数

、
白

血
球

数
、

血
小

板
数

、
ヘ

マ
ト

ク
リ

ッ
ト

値
 

イ
 

生
化

学
的

検
査

 

グ
ル

コ
ー

ス
、

尿
素

窒
素

、
イ

ン
ス

リ
ン

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

、
ク

ロ
ー

ル
、

カ
リ

ウ
ム

 

(
４

)
 

1
0
0
人

以
上

の
糖

尿
病

患
者

を
入

院
又

は
外

来
で

現
に

管
理

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５

)
 
 
入

院
基

本
料

（
特

別
入

院
基

本
料

を
除

く
。

）
を

算
定

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

前
記

各
項

で
い

う
「

常
時

」
と

は
、

勤
務

態
様

の
如

何
に

か
か

わ
ら

ず
、

午
前

０
時

よ
り

午
後

1
2
時

ま

で
の

間
の

こ
と

で
あ

る
。

 

(
７

)
 

医
療

法
第

3
0
条

の
４

第
１

項
に

規
定

す
る

医
療

計
画

と
の

連
携

も
図

り
つ

つ
、

地
域

に
お

け
る

当
該

検

査
に

使
用

す
る

機
器

の
配

置
の

適
正

に
も

留
意

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

人
工

膵
臓

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
4
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非

専
任

の
別

）
及

び
勤

務
時

間
を

別
添

２
の

様
式

４
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

地
域

に
お

け
る

必
要

性
を

記
載

す
る

こ
と

。
（

理
由

書
）

 

 第
2
3
の

２
 

皮
下

連
続

式
グ

ル
コ

ー
ス

測
定

 

１
 

皮
下

連
続

式
グ

ル
コ

ー
ス

測
定

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

糖
尿

病
の

治
療

に
関

し
、

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

持
続

皮
下

イ
ン

ス
リ

ン
注

入
療

法
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

皮
下

連
続

式
グ

ル
コ

ー
ス

測
定

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
4
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
4
 

長
期

継
続

頭
蓋

内
脳

波
検

査
 

 
１

 
長

期
継

続
頭

蓋
内

脳
波

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

脳
神

経
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

脳
神

経
外

科
の

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

脳
神

経
外

科
の

非
常

勤
医

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

長
期

継
続

頭
蓋

内
脳

波
検

査
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
5
を

用
い

る
こ

と
。
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の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
植

込
型

心
電

図
検

査
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
2
2
の

３
 

時
間

内
歩

行
試

験
及

び
シ

ャ
ト

ル
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト

 

１
 

時
間

内
歩

行
試

験
及

び
シ

ャ
ト

ル
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

検
査

の
経

験
を

有
し

、
循

環
器

内
科

又
は

呼
吸

器
内

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師

が
1
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

急
変

時
等

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
そ

の
他

当
該

検
査

を
行

う
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

次
に

掲
げ

る
緊

急
の

検
査

及
び

画
像

診
断

が
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
実

施
で

き
る

体
制

に
あ

る
こ

と
。

 

ア
 

生
化

学
的

検
査

の
う

ち
、

血
液

ガ
ス

分
析

 

イ
 

画
像

診
断

の
う

ち
、

単
純

撮
影

（
胸

部
）

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

時
間

内
歩

行
試

験
及

び
シ

ャ
ト

ル
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２

の
様

式
2
4
の

６
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
2
の

４
 

胎
児

心
エ

コ
ー

法
 

１
 

胎
児

心
エ

コ
ー

法
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
、

小
児

科
又

は
産

婦
人

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
、

胎
児

心
エ

コ
ー

法
を

2
0
症

例
以

上

経
験

し
て

い
る

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
産

婦
人

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
当

該
診

療
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

２
名

以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
胎

児
心

エ
コ

ー
法

を
実

施
す

る
医

師
が

専
ら

循
環

器
内

科
又

は
小

児
科

に
従

事
し

て
い

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
当

該
診

療
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

倫
理

委
員

会
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

必
要

な
と

き
は

事
前

に
開

催
す

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

胎
児

心
エ

コ
ー

法
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
に

つ
い

て
は

、
別

添
２

の
様

式
2
4
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
2
の

５
 

ヘ
ッ

ド
ア

ッ
プ

テ
ィ

ル
ト

試
験

 

１
 

ヘ
ッ

ド
ア

ッ
プ

テ
ィ

ル
ト

試
験

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

試
験

の
経

験
を

有
し

、
脳

神
経

内
科

、
循

環
器

内
科

又
は

小
児

科
（

専
ら

神
経

疾
患

又
は

循
環

器

疾
患

に
係

る
診

療
を

行
う

小
児

科
）

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

 

(
２
)
 

急
変

時
等

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
そ

の
他

当
該

試
験

を
行

う
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

ヘ
ッ

ド
ア

ッ
プ

テ
ィ

ル
ト

試
験

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

2
4
の

７
及

び
様

式

5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

（ ）（ ） 889888

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
２
)
 

脳
神

経
内

科
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

又
は

小
児

科
を

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
（

専
ら

神
経

系
疾

患
の

診
療

を
担

当
し

た
経

験
を

1
0
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

筋
電

図
・

神
経

伝
導

検
査

を
1
0
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
医

師
は

(
２
)
に

掲
げ

る
医

師
と

同
一

の
者

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
４
)
 

筋
電

図
・

神
経

伝
導

検
査

を
年

間
5
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

日
本

神
経

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

重
症

筋
無

力
症

に
係

る
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

き
、

当
該

検
査

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

単
線

維
筋

電
図

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
7
の

４
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
5
の

３
 

光
ト

ポ
グ

ラ
フ

ィ
ー

 

１
 

抑
う

つ
症

状
の

鑑
別

診
断

の
補

助
に

使
用

す
る

場
合

の
診

療
料

を
算

定
す

る
た

め
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

精
神

科
又

は
心

療
内

科
及

び
脳

神
経

内
科

又
は

脳
神

経
外

科
を

標
榜

す
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

療
法

に
習

熟
し

た
医

師
の

指
導

の
下

に
、

当
該

療
法

を
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

精
神

保
健

指
定

医
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

脳
神

経
内

科
又

は
脳

神
経

外
科

に
お

い
て

、
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

常
勤

の
臨

床
検

査
技

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

医
療

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

国
立

精
神

・
神

経
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
が

実
施

し
て

い
る

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
法

の
実

施
状

況
を

別
添

２
の

様
式

2
6
の

３
に

よ
り

毎
年

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報
告

し
て

い

る
こ

と
。

 

２
 

適
合

し
て

い
な

い
場

合
に

は
所

定
点

数
の

1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

に
よ

り
算

定
す

る
こ

と
と

な
る

施

設
基

準
 

施
設

共
同

利
用

率
に

つ
い

て
別

添
２

の
様

式
2
6
の

２
に

定
め

る
計

算
式

に
よ

り
算

出
し

た
数

値
が

1
0
0
分

の

2
0
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

光
ト

ポ
グ

ラ
フ

ィ
ー

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
6
の

２
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
6
 

脳
磁

図
 

 
１

 
自

発
活

動
を

測
定

す
る

も
の

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

脳
磁

図
に

係
る

診
療

の
経

験
を

３
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

 
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

非
常

勤
医

師
（

脳
磁

図
に

係
る

診
療

の
経

験
を

３
年

以
上

有
す

る
医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２
)
 

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

の
依

頼
に

よ
る

診
断

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

区
分

番
号

「
Ｄ

２
３

５
－

３
」

の
「

１
」

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
１

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

そ
の

他
の

も
の

に
関

す
る

施
設

基
準
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 第
2
4
の

２
 

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
１

 

１
 

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
１

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

小
児

科
、

脳
神

経
内

科
、

脳
神

経
外

科
、

精
神

科
、

神
経

科
又

は
心

療
内

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
を

年
間

5
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

て
ん

か
ん

の
治

療
を

目
的

と
す

る
手

術
を

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
て

ん
か

ん

の
治

療
を

目
的

と
す

る
手

術
を

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

(
４
)
 

３
テ

ス
ラ

以
上

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

、
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

撮
影

装
置

及
び

シ
ン

グ
ル

ホ
ト

ン
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
装

置
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

こ
れ

ら
の

装
置

を
有

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

(
５
)
 

て
ん

か
ん

に
係

る
診

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
の

経
験

を
１

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
看

護
師

及
び

常
勤

の
臨

床
検

査

技
師

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

て
ん

か
ん

発
作

の
常

時
監

視
及

び
て

ん
か

ん
発

作
に

対
す

る
迅

速
な

対
応

が
可

能
な

体
制

が
と

ら
れ

て

い
る

こ
と

。
 

(
８
)
 

複
数

診
療

科
に

よ
る

て
ん

か
ん

診
療

に
関

す
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
、

内
科

的
治

療
と

外
科

的
治

療
と

の

連
携

等
、

専
門

的
で

高
度

な
て

ん
か

ん
医

療
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

関
係

学
会

に
よ

り
教

育
研

修
施

設
と

し
て

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

(
1
0
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
施

設
に

脳
波

診
断

を
委

託
し

て
い

な
い

こ
と

。
 

(
1
1
)
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
厚

生
労

働

省
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

長
期

脳
波

ビ
デ

オ
同

時
記

録
検

査
１

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
5
の

２
及

び
様

式
5
2

を
用

い
る

こ
と

。
 

 第
2
5
 

中
枢

神
経

磁
気

刺
激

に
よ

る
誘

発
筋

電
図

 

１
 

中
枢

神
経

磁
気

刺
激

に
よ

る
誘

発
筋

電
図

に
関

す
る

施
設

基
準

 

施
設

共
同

利
用

率
に

つ
い

て
別

添
２

の
様

式
2
6
に

定
め

る
計

算
式

に
よ

り
算

出
し

た
数

値
が

1
0
0
分

の
2
0

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

 
 

 
 
中

枢
神

経
磁

気
刺

激
に

よ
る

誘
発

筋
電

図
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
5
の

２
 

単
線

維
筋

電
図

 

１
 

単
線

維
筋

電
図

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

脳
神

経
内

科
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

又
は

小
児

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。
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 第
2
6
の

１
の

４
 

遠
隔

脳
波

診
断

 

１
 

遠
隔

脳
波

診
断

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

送
信

側
（

脳
波

検
査

が
実

施
さ

れ
る

保
険

医
療

機
関

）
に

お
い

て
は

、
以

下
の

基
準

を
全

て
満

た
す

こ

と
。

 

ア
 

脳
波

検
査

の
実

施
及

び
送

受
信

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
装

置
・

機
器

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
、

安
全

な
通

信
環

境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

受
信

側
（

脳
波

検
査

の
結

果
に

つ
い

て
診

断
が

行
わ

れ
る

病
院

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
）

に
お

い
て

は
、

以
下

の
基

準
を

全
て

満
た

す
こ

と
。

 

ア
 

脳
波

検
査

判
断

料
１

に
関

す
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
、

安
全

な
通

信
環

境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

遠
隔

脳
波

診
断

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
7
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
届

出
に

つ

い
て

は
、

送
信

側
、

受
信

側
の

双
方

の
医

療
機

関
が

そ
れ

ぞ
れ

届
出

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

ま
た

、
送

信
側

の
医

療
機

関
の

届
出

書
に

つ
い

て
は

、
受

信
側

に
係

る
事

項
に

つ
い

て
も

記
載

す
る

こ
と

。
 

 第
2
6
の

２
 

神
経

学
的

検
査

 

１
 

神
経

学
的

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

脳
神

経
内

科
、

脳
神

経
外

科
又

は
小

児
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

神
経

学
的

検
査

に
関

す
る

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

脳
神

経
内

科
、

脳
神

経
外

科
又

は
小

児
科

を
担

当

す
る

常
勤

の
医

師
（

専
ら

神
経

系
疾

患
の

診
療

を
担

当
し

た
経

験
を

1
0
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

脳
神

経
内

科
、

脳
神

経
外

科
又

は
小

児
科

を
担

当
す

る
非

常
勤

医
師

（
神

経
学

的
検

査
に

関
す

る
所

定
の

研
修

を
修

了
し

、
専

ら
神

経
系

疾
患

の
診

療
を

担
当

し
た

経
験

を
1
0
 
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

神
経

学
的

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
7
 

補
聴

器
適

合
検

査
 

１
 

補
聴

器
適

合
検

査
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

耳
鼻

咽
喉

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

り
、

厚
生

労
働

省
主

催
補

聴
器

適
合

判
定

医
師

研

修
会

を
修

了
し

た
耳

鼻
咽

喉
科

を
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

耳
鼻

咽
喉

科
を

担
当

す
る

非
常

勤
医

師
（

厚
生

労
働

省
主

催
補

聴
器

適
合

判
定

医
師

研
修

会
を

修
了
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(
１
)
 

脳
磁

図
に

係
る

診
療

の
経

験
を

３
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

 
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

非
常

勤
医

師
（

脳
磁

図
に

係
る

診
療

の
経

験
を

３
年

以
上

有
す

る
医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２
)
 

他
の

保
険

医
療

機
関

か
ら

の
依

頼
に

よ
る

診
断

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 
３

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
脳

磁
図

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
6
の

１
の

２
 

終
夜

睡
眠

ポ
リ

グ
ラ

フ
ィ

ー
 

１
 

安
全

精
度

管
理

下
で

行
う

も
の

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

睡
眠

障
害

又
は

睡
眠

呼
吸

障
害

に
係

る
診

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
、

日
本

睡
眠

学
会

等
が

主
催

す
る

研
修

会
を

受
講

し
た

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
検

査
部

門
に

お
い

て
、

常
勤

の
臨

床
検

査
技

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

終
夜

睡
眠

ポ
リ

グ
ラ

フ
ィ

ー
の

「
３

」
１

及
び

２
以

外
の

場
合

を
年

間
5
0
症

例
以

上
及

び
反

復
睡

眠
潜

時
試

験
（

Ｍ
Ｓ

Ｌ
Ｔ

）
検

査
を

年
間

５
件

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
で

、
睡

眠
検

査
に

関
す

る
安

全
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定
し

、
こ

れ
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

日
本

睡
眠

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

等
に

基
づ

き
、

当
該

検
査

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

終
夜

睡
眠

ポ
リ

グ
ラ

フ
ィ

ー
の

安
全

精
度

管
理

下
で

行
う

も
の

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
7
の

２
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
6
の

１
の

３
 

脳
波

検
査

判
断

料
１

 

１
 

脳
波

検
査

判
断

料
１

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

小
児

科
、

脳
神

経
内

科
、

脳
神

経
外

科
、

精
神

科
、

神
経

科
又

は
心

療
内

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

Ｍ
Ｒ

Ｉ
装

置
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
装

置
を

有
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

(
３
)
 

脳
波

診
断

に
係

る
診

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

脳
波

検
査

の
経

験
を

１
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

臨
床

検
査

技
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

関
係

学
会

に
よ

り
教

育
研

修
施

設
と

し
て

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
施

設
に

脳
波

診
断

を
委

託
し

て
い

な
い

こ
と

。
 

(
７
)
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
厚

生
労

働

省
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

脳
波

検
査

判
断

料
１

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
7
の

２
を

用
い

る
こ

と
。
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保
険

医
療

機
関

の
外

来
受

付
（

複
数

診
療

科
を

有
す

る
場

合
は

、
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
に

係
る

診
療

を
行

う
診

療
科

の
外

来
受

付
）

及
び

支
払

窓
口

の
分

か
り

や
す

い
場

所
に

掲
示

し
て

い
る

こ
と

。
 

①
 

初
診

料
及

び
再

診
料

（
許

可
病

床
の

う
ち

一
般

病
床

に
係

る
も

の
の

数
が

2
0
0
以

上
の

保
険

医
療

機

関
に

あ
っ

て
は

外
来

診
療

料
）

の
点

数
 

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

当
該

保
険

医
療

機
関

と
特

別
の

関
係

に
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
過

去
に

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
が

算
定

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

再
診

料
を

算
定

す
る

旨
 

②
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

算
定

す
る

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
の

区
分

の
点

数
 

当
該

診
療

日
に

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

診
療

を
行

っ
て

い
る

医
師

の
氏

名
及

び
眼

科
診

療
経

験
 

③
 

以
上

の
項

目
に

つ
い

て
、

患
者

の
求

め
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

説
明

を
行

う
旨

 

イ
 

ア
に

つ
い

て
、

患
者

の
求

め
が

あ
っ

た
場

合
に

は
説

明
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
１

に
関

す
る

施
設

基
準

 

 
ア

 
次

の
う

ち
い

ず
れ

か
の

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

①
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

に
係

る
診

療
を

行
う

診
療

科
（

複
数

の
診

療
科

を
有

す
る

場
合

は
、

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

に
係

る
診

療
を

行
う

診
療

科
）

に
お

い
て

、
初

診
料

、
再

診
料

又
は

外
来

診
療

料
を

算
定

し

た
患

者
（

複
数

の
診

療
科

を
有

す
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

一
日

に
他

の
診

療
科

を
併

せ
て

受

診
し

て
い

る
こ

と
に

よ
り

初
診

料
、

再
診

料
又

は
外

来
診

療
料

を
算

定
し

な
い

患
者

を
含

む
。

）
の

う

ち
、

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

に
係

る
検

査
（

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

の
装

用
を

目
的

に
受

診
し

た
患

者
（

既

装
用

の
場

合
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
に

対
す

る
眼

科
学

的
検

査
）

を
実

施
し

た
患

者
の

割
合

が
３

割

未
満

で
あ

る
こ

と
。

 

②
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

に
係

る
診

療
を

行
う

診
療

科
（

複
数

の
診

療
科

を
有

す
る

場
合

は
、

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

に
係

る
診

療
を

行
う

診
療

科
）

に
お

い
て

、
初

診
料

、
再

診
料

又
は

外
来

診
療

料
を

算
定

し

た
患

者
（

複
数

の
診

療
科

を
有

す
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

一
日

に
他

の
診

療
科

を
併

せ
て

受

診
し

て
い

る
こ

と
に

よ
り

初
診

料
、

再
診

料
又

は
外

来
診

療
料

を
算

定
し

な
い

患
者

を
含

む
。

）
の

う

ち
、

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

に
係

る
検

査
（

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

の
装

用
を

目
的

に
受

診
し

た
患

者
に

対

す
る

眼
科

学
的

検
査

）
を

実
施

し
た

患
者

の
割

合
が

４
割

未
満

で
あ

り
、

か
つ

当
該

保
険

医
療

機
関

に

眼
科

診
療

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
眼

科
診

療
の

経
験

を
1
0
年

以
上

有
す

る
者

に
限

る
。

）

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

 

イ
 

次
の

う
ち

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
こ

と
。

 

①
 

眼
科

の
病

床
を

有
す

る
こ

と
。

 

②
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
を

算
定

し
た

患
者

が
年

間
1
0
,
0
0
0
人

未
満

で
あ

る
こ

と
。

 

③
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

の
自

施
設

交
付

割
合

が
９

割
５

分
未

満
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

ア
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
１

の
施

設
基

準
の

う
ち

「
ア

」
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
１

の
施

設
基

準
の

う
ち

「
イ

」
に

該
当

し
な

い
こ

と
。

 

(
４
)
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
３

に
関

す
る

施
設

基
準

 

ア
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
１

の
施

設
基

準
の

う
ち

「
ア

」
を

満
た

し
て

い
な

い
こ

と
。

 

イ
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
１

の
施

設
基

準
の

う
ち

「
イ

」
に

該
当

す
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
１

か
ら

３
ま

で
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
0
を

用
い

る
こ

と
。
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- 

し
た

医
師

に
限

る
。

）
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

当
該

検
査

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

装
置

・
器

具
を

常
時

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

音
場

で
の

補
聴

器
装

着
実

耳
検

査
に

必
要

な
機

器
並

び
に

装
置

（
ス

ピ
ー

カ
ー

法
に

よ
る

聴
覚

検
査

が
可

能
な

オ
ー

ジ
オ

メ
ー

タ
等

）
 

イ
 

騒
音

・
環

境
音

・
雑

音
な

ど
の

検
査

用
音

源
又

は
発

生
装

置
 

ウ
 

補
聴

器
周

波
数

特
性

測
定

装
置

 

 
 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
 
補

聴
器

適
合

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
9
又

は
そ

れ
に

準
ず

る
様

式
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
7
の

２
 

黄
斑

局
所

網
膜

電
図

及
び

全
視

野
精

密
網

膜
電

図
 

１
 

黄
斑

局
所

網
膜

電
図

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

眼
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

眼
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

黄
斑

局
所

網
膜

電
図

を
記

録
す

る
装

置
を

有
す

る
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

全
視

野
精

密
網

膜
電

図
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

眼
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

眼
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

国
際

臨
床

視
覚

電
気

生
理

学
会

の
推

奨
す

る
刺

激
条

件
で

、
全

視
野

刺
激

に
よ

り
網

膜
の

杆
体

系
と

錐
体

系
の

網
膜

電
図

を
そ

れ
ぞ

れ
分

離
し

て
記

録
す

る
装

置
を

有
す

る
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

黄
斑

局
所

網
膜

電
図

及
び

全
視

野
精

密
網

膜
電

図
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
9
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
7
の

３
 

ロ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

検
査

判
断

料
 

１
 

ロ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

検
査

判
断

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

眼
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
り

、
厚

生
労

働
省

主
催

視
覚

障
害

者
用

補
装

具
適

合
判

定
医

師

研
修

会
（

眼
鏡

等
適

合
判

定
医

師
研

修
会

）
を

修
了

し
た

眼
科

を
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

ロ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

検
査

判
断

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
9
の

２
に

準
ず

る
様

式
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
8
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
 

１
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

検
査

料
１

か
ら

４
ま

で
に

関
す

る
施

設
基

準
 

 
次

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

次
に

掲
げ

る
事

項
を

内
容

と
す

る
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
検

査
料

を
含

む
診

療
に

係
る

費
用

に
つ

い
て

、

（ ）（ ） 893892

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
10

0
 -
 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
（

片
側

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
1
の

３
及

び
様

式
5

2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
9
の

４
 

Ｃ
Ｔ

透
視

下
気

管
支

鏡
検

査
加

算
 

１
 

Ｃ
Ｔ

透
視

下
気

管
支

鏡
検

査
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ｅ

２
０

０
」

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
の

「
１

」
Ｃ

Ｔ
撮

影
の

「
イ

」
6
4
列

以
上

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

機
器

に
よ

る
場

合
又

は
「

ロ
」

1
6
列

以
上

6
4
列

未
満

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

機

器
に

よ
る

場
合

に
係

る
施

設
基

準
の

い
ず

れ
か

を
現

に
届

け
出

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

専
ら

呼
吸

器
内

科
又

は
呼

吸
器

外
科

に
従

事
し

、
呼

吸
器

系
疾

患
の

診
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

診
療

放
射

線
技

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

Ｃ
Ｔ

透
視

下
気

管
支

鏡
検

査
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
2
9
の

４
の

２
 

経
気

管
支

凍
結

生
検

法
 

１
 

経
気

管
支

凍
結

生
検

法
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

専
ら

呼
吸

器
内

科
又

は
呼

吸
器

外
科

に
従

事
し

、
呼

吸
器

系
疾

患
の

診
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

そ
の

う
ち

少
な

く
と

も
１

名
は

1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

診
療

放
射

線
技

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

急
変

時
等

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
そ

の
他

当
該

検
査

を
行

う
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

経
気

管
支

凍
結

生
検

法
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
8
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
9
の

５
 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

、
咀

嚼
能

力
検

査
及

び
咬

合
圧

検
査

 

１
 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

、
咀

嚼
能

力
検

査
及

び
咬

合
圧

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

１
の

イ
の

施
設

基
準

 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

ア
 

歯
科

補
綴

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

歯
科

用
下

顎
運

動
測

定
器

（
非

接
触

型
）

及
び

咀
嚼

能
率

測
定

用
の

グ
ル

コ
ー

ス
分

析
装

置
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

１
の

ロ
及

び
咀

嚼
能

力
検

査
の

施
設

基
準

 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

ア
 

歯
科

補
綴

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

咀
嚼

能
率

測
定

用
の

グ
ル

コ
ー

ス
分

析
装

置
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

２
の

イ
の

施
設

基
準

 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。
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 第
2
9
 

小
児

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
負

荷
検

査
 

１
 

小
児

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
負

荷
検

査
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

小
児

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

小
児

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
の

診
断

及
び

治
療

の
経

験
を

1
0
年

以
上

有
す

る
小

児
科

を
担

当
す

る
常

勤
の

医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

小
児

科
を

担
当

す
る

非
常

勤
医

師
（

小
児

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
の

診
断

及
び

治
療

の
経

験
を

1
0
 
年

以
上

有
す

る
医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
３
)
 

急
変

時
等

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
そ

の
他

当
該

検
査

を
行

う
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

小
児

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
負

荷
検

査
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
1
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

小
児

科
を

担
当

す
る

医
師

の
小

児
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
診

断
及

び
治

療
経

験
が

分
か

る
も

の
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
2
9
の

２
 

内
服

・
点

滴
誘

発
試

験
 

１
 

内
服

・
点

滴
誘

発
試

験
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

皮
膚

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

薬
疹

の
診

断
及

び
治

療
の

経
験

を
1
0
年

以
上

有
す

る
皮

膚
科

を
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

急
変

時
等

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
そ

の
他

当
該

検
査

を
行

う
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

内
服

・
点

滴
誘

発
試

験
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
1
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

皮
膚

科
を

担
当

す
る

医
師

の
薬

疹
の

診
断

及
び

治
療

の
経

験
が

分
か

る
も

の
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
2
9
の

３
 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
（

片
側

）
 

１
 

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
生

検
（

片
側

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

乳
腺

外
科

又
は

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

乳
が

ん
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

生
検

を
、

当

該
手

術
に

習
熟

し
た

医
師

の
指

導
の

下
に

、
術

者
と

し
て

５
症

例
以

上
経

験
し

て
い

る
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
乳

腺
外

科
又

は
外

科
及

び
放

射
線

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
当

該
診

療
科

に
お

い

て
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
「

２
 

単
独

法
」

の
う

ち
、

色
素

の
み

に
よ

る
も

の
の

み
を

実
施

す
る

施
設

に
あ

っ
て

は
、

放
射

線
科

を
標

榜
し

て
い

な
く

て
も

差
し

支
え

な

い
。

 

(
３
)
 

麻
酔

科
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

（ ）（ ） 893892

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
４
)
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
以

外
の

施
設

に
読

影
又

は
診

断
を

委
託

し
て

い
な

い
こ

と
。

 

(
５
)
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
端

末
の

管
理

や
情

報
機

器
の

設
定

等
を

含
め

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

画
像

診
断

管
理

加
算

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

放
射

線
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
画

像
診

断
を

担
当

し
た

経
験

を
1
0
年

以
上

有
す

る
も

の
又

は
当

該
療

養
に

つ
い

て
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
２

年
以

上
の

所
定

の
研

修
（

専
ら

放
射

線
診

断

に
関

す
る

も
の

と
し

、
画

像
診

断
、

I
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
a
l
 
R
a
d
i
o
l
o
g
y
(
I
V
R
)
及

び
核

医
学

に
関

す
る

事
項

を

全
て

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

）
を

修
了

し
、

そ
の

旨
が

登
録

さ
れ

て
い

る
医

師
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
画

像
診

断
を

専
ら

担
当

す
る

医
師

と
は

、
勤

務
時

間
の

大
部

分
に

お
い

て

画
像

情
報

の
撮

影
又

は
読

影
に

携
わ

っ
て

い
る

者
を

い
う

。
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
全

て
の

核
医

学
診

断
、

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
に

つ
い

て
、
(
２
)
に

規
定

す
る

医
師

の
下

に
画

像
情

報
の

管
理

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

核
医

学
診

断
及

び
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

診
断

の
う

ち
、

少
な

く
と

も
８

割
以

上
の

読
影

結
果

が
、
(
２
)
に

規
定

す
る

医
師

に
よ

り
遅

く
と

も
撮

影
日

の
翌

診
療

日
ま

で
に

当
該

患
者

の
診

療
を

担
当

す
る

医
師

に
報

告
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

画
像

診
断

管
理

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
施

設
に

読
影

又
は

診
断

を
委

託
し

て
い

な
い

こ
と

。
 

(
７
)
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
端

末
の

管
理

や
情

報
機

器
の

設
定

等
を

含
め

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 
 
関

係
学

会
の

定
め

る
指

針
を

遵
守

し
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
装

置
の

適
切

な
安

全
管

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

画
像

診
断

管
理

加
算

３
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

放
射

線
科

を
標

榜
し

て
い

る
特

定
機

能
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
画

像
診

断
を

担
当

し
た

経
験

を
1
0
年

以
上

有
す

る
も

の
又

は
当

該
療

養
に

つ
い

て
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
２

年
以

上
の

所
定

の
研

修
（

専
ら

放
射

線
診

断

に
関

す
る

も
の

と
し

、
画

像
診

断
、

I
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
a
l
 
R
a
d
i
o
l
o
g
y
(
I
V
R
)
及

び
核

医
学

に
関

す
る

事
項

を

全
て

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

）
を

修
了

し
、

そ
の

旨
が

登
録

さ
れ

て
い

る
医

師
に

限
る

。
）

が
６

名
以

上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
画

像
診

断
を

専
ら

担
当

す
る

医
師

と
は

、
勤

務
時

間
の

大
部

分
に

お
い

て

画
像

情
報

の
撮

影
又

は
読

影
に

携
わ

っ
て

い
る

者
を

い
う

。
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
全

て
の

核
医

学
診

断
、

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
に

つ
い

て
、
(
２
)
の

医
師

の
下

に
画

像
情

報
の

管
理

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

核
医

学
診

断
及

び
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

診
断

の
う

ち
、

少
な

く
と

も
８

割
以

上
の

読
影

結
果

が
、
(
２
)
 
の

医
師

に
よ

り
遅

く
と

も
撮

影
日

の
翌

診
療

日
ま

で
に

当
該

患
者

の
診

療

を
担

当
す

る
医

師
に

報
告

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
夜

間
及

び
休

日
に

読
影

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

画
像

診
断

管
理

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
全

て
の

核
医

学
診

断
、

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
に

つ
い

て
、

夜
間

及
び

休
日

を
除

い
て

、
検

査

前
の

画
像

診
断

管
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
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ア
 

歯
科

補
綴

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

歯
科

用
下

顎
運

動
測

定
器

（
非

接
触

型
）

及
び

歯
科

用
咬

合
力

計
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

２
の

ロ
及

び
咬

合
圧

検
査

の
施

設
基

準
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

ア
 

歯
科

補
綴

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

歯
科

用
咬

合
力

計
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

有
床

義
歯

咀
嚼

機
能

検
査

、
咀

嚼
能

力
検

査
及

び
咬

合
圧

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様

式
3
8
の

１
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
9
の

６
 

精
密

触
覚

機
能

検
査

 

１
 

精
密

触
覚

機
能

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

歯
科

医
療

を
担

当
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

口
腔

顔
面

領
域

の
感

覚
検

査
及

び
三

叉
神

経
損

傷
の

診
断

と
治

療
法

に
関

す
る

研
修

を
修

了
し

た
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
既

に
受

講
し

た
研

修
が

要
件

の
一

部
を

満
た

し
て

い
る

場

合
に

は
、

不
足

す
る

要
件

を
補

足
す

る
研

修
を

受
講

す
る

こ
と

で
も

差
し

支
え

な
い

。
 

(
３
)
 

当
該

医
療

機
関

内
に

S
e
m
m
e
s
-
W
e
i
n
s
t
e
i
n
 
m
o
n
o
f
i
l
a
m
e
n
t
 
s
e
t
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

精
密

触
覚

機
能

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

3
8
の

１
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
2
9
の

７
 

睡
眠

時
歯

科
筋

電
図

検
査

 

１
 

睡
眠

時
歯

科
筋

電
図

検
査

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

療
養

を
行

う
に

つ
き

、
十

分
な

経
験

を
有

す
る

歯
科

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

歯
科

用
筋

電
計

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

睡
眠

時
歯

科
筋

電
図

検
査

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

3
8
の

１
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
0
 

画
像

診
断

管
理

加
算

 

 
 
１
 
 
画

像
診

断
管

理
加

算
１

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

放
射

線
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
画

像
診

断
を

担
当

し
た

経
験

を
1
0
年

以
上

有
す

る
も

の
又

は
当

該
療

養
に

つ
い

て
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
２

年
以

上
の

所
定

の
研

修
（

専
ら

放
射

線
診

断

に
関

す
る

も
の

と
し

、
画

像
診

断
、

I
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
a
l
 
R
a
d
i
o
l
o
g
y
(
I
V
R
)
及

び
核

医
学

に
関

す
る

事
項

を

全
て

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

）
を

修
了

し
、

そ
の

旨
が

登
録

さ
れ

て
い

る
医

師
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
画

像
診

断
を

専
ら

担
当

す
る

医
師

と
は

、
勤

務
時

間
の

大
部

分
に

お
い

て

画
像

情
報

の
撮

影
又

は
読

影
に

携
わ

っ
て

い
る

者
を

い
う

。
 

(
３
)
 

画
像

診
断

管
理

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 895894

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
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(
７

)
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
端

末
の

管
理

や
情

報
機

器
の

設
定

等
を

含
め

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

 
３

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
歯

科
画

像
診

断
管

理
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
3
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
2
 

遠
隔

画
像

診
断

 

 
１

 
遠

隔
画

像
診

断
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 
 
送

信
側

（
画

像
の

撮
影

が
行

わ
れ

る
保

険
医

療
機

関
）

に
お

い
て

は
以

下
の

基
準

を
全

て
満

た
す

こ
と

。
 

ア
 

画
像

の
撮

影
及

び
送

受
信

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
装

置
・

機
器

を
有

し
て

お
り

、
受

信
側

の
保

険
医

療

機
関

以
外

の
施

設
へ

読
影

又
は

診
断

を
委

託
し

て
い

な
い

こ
と

。
 

イ
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
端

末
の

管

理
や

情
報

機
器

の
設

定
等

を
含

め
、

厚
生

労
働

省
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

受
信

側
（

画
像

診
断

が
行

わ
れ

る
病

院
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

）
に

お
い

て
は

以
下

の
基

準
を

全
て

満
た

す
こ

と
。

た
だ

し
、

歯
科

診
療

に
係

る
画

像
診

断
に

つ
い

て
は

、
歯

科
画

像
診

断
管

理
加

算
の

要
件

を
満

た

し
て

い
れ

ば
足

り
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

ア
 

画
像

診
断

管
理

加
算

１
、

２
又

は
３

に
関

す
る

施
設

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

イ
 

特
定

機
能

病
院

、
臨

床
研

修
指

定
病

院
、

へ
き

地
医

療
拠

点
病

院
又

は
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

別

表
第

六
の

二
に

規
定

す
る

地
域

に
所

在
す

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
端

末
の

管

理
や

情
報

機
器

の
設

定
等

を
含

め
、

厚
生

労
働

省
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
遠

隔
画

像
診

断
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
4
又

は
様

式
3
5
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
届

出
に

つ
い

て
は

、
送

信
側

、
受

信
側

の
双

方
の

医
療

機
関

が
そ

れ
ぞ

れ
届

出
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
ま

た
、

送
信

側
の

医
療

機
関

の
届

出
書

に
つ

い
て

は
、

受
信

側
に

係
る

事
項

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
こ

と
。

 

 第
3
3
 
 
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

撮
影

、
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

複
合

撮
影

、
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

・
磁

気
共

鳴
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

複
合

撮
影

又
は

乳
房

用
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

撮
影

 

１
 

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影
、

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
、

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

磁
気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
又

は
乳

房
用

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影
に

係
る

費
用

を
算

定
す

る
た

め
の

施

設
基

準
 

(
１

)
 

核
医

学
診

断
の

経
験

を
３

年
以

上
有

し
、

か
つ

、
所

定
の

研
修

を
修

了
し

た
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

診
断

撮
影

機
器

ご
と

に
、

Ｐ
Ｅ

Ｔ
製

剤
の

取
扱

い
に

関
し

、
専

門
の

知
識

及
び

経
験

を
有

す
る

専
任

の
診

療
放

射
線

技
師

が
１

名
以

上
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
該

当
し

な
い

場
合

は
所

定
点

数
の

1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
と

な
る

施
設

基
準

 

 
 

 
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

撮
影

、
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

複
合

撮
影

、
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

・
磁

気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
又

は
乳

房
用

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影
に

使
用

す
る

画
像

診
断

機
器

の
施

設

 
-
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(
７
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
施

設
に

読
影

又
は

診
断

を
委

託
し

て
い

な
い

こ
と

。
 

(
８
)
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
端

末
の

管
理

や
情

報
機

器
の

設
定

等
を

含
め

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 
 
関

係
学

会
の

定
め

る
指

針
を

遵
守

し
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
装

置
の

適
切

な
安

全
管

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

関
係

学
会

の
定

め
る

指
針

に
基

づ
い

て
、

適
切

な
被

ば
く

線
量

管
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
そ

の
際

、
施

設
内

の
全

て
の

Ｃ
Ｔ

検
査

の
線

量
情

報
を

電
子

的
に

記
録

し
、

患
者

単
位

及
び

検
査

プ
ロ

ト
コ

ル
単

位
で

集

計
・

管
理

の
上

、
被

ば
く

線
量

の
最

適
化

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

４
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

 
 

画
像

診
断

管
理

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

3
2
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
画

像
診

断
管

理

加
算

１
の

施
設

基
準

の
届

出
に

つ
い

て
は

、
画

像
診

断
管

理
加

算
２

又
は

３
の

届
出

を
も

っ
て

こ
れ

に
代

え
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

 

第
3
1
 

歯
科

画
像

診
断

管
理

加
算

 

 
１

 
歯

科
画

像
診

断
管

理
加

算
１

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

歯
科

診
療

報
酬

点
数

表
の

初
診

料
の

注
２

の
届

出
（

地
域

歯
科

診
療

支
援

病
院

歯
科

初
診

料
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

歯
科

医
師

が
１

名
以

上
い

る
こ

と
。

な
お

、
画

像
診

断
を

専
ら

担
当

す
る

歯
科

医
師

と
は

、
勤

務
時

間
の

大
部

分
に

お
い

て
画

像
情

報
の

撮
影

又
は

読
影

に
携

わ
っ

て
い

る
者

を

い
う

。
 

(
３
)
 

画
像

診
断

管
理

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
施

設
に

読
影

又
は

診
断

を
委

託
し

て
い

な
い

こ
と

。
 

(
５
)
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
患

者
の

診
療

に
関

す
る

情
報

等
を

送
受

信
す

る
場

合
は

、
端

末
の

管
理

や
情

報
機

器
の

設
置

等
を

含
め

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
」

を
遵

守
し

、
安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

歯
科

画
像

診
断

管
理

加
算

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

歯
科

診
療

報
酬

点
数

表
の

初
診

料
の

注
２

の
届

出
（

地
域

歯
科

診
療

支
援

病
院

歯
科

初
診

料
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

歯
科

医
師

が
１

名
以

上
い

る
こ

と
。

な
お

、
画

像
診

断
を

専
ら

担
当

す
る

歯
科

医
師

と
は

、
勤

務
時

間
の

大
部

分
に

お
い

て
画

像
情

報
の

撮
影

又
は

読
影

に
携

わ
っ

て
い

る
者

を

い
う

。
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
全

て
の

歯
科

用
３

次
元

エ
ッ

ク
ス

線
断

層
撮

影
及

び
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

診
断

（
歯

科
診

療
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
、

(
２
)
に

規
定

す
る

歯
科

医
師

の
下

に
画

像
情

報
の

管
理

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

歯
科

用
３

次
元

エ
ッ

ク
ス

線
断

層
撮

影
診

断
及

び
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

断
層

診
断

（
歯

科
診

療
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
の

う
ち

、
少

な
く

と
も

８
割

以
上

の
読

影
結

果
が

、
(
２
)
に

規

定
す

る
歯

科
医

師
に

よ
り

遅
く

と
も

撮
影

日
の

翌
診

療
日

ま
で

に
当

該
患

者
の

診
療

を
担

当
す

る
歯

科
医

師

に
報

告
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

画
像

診
断

管
理

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
施

設
に

読
影

又
は

診
断

を
委

託
し

て
い

な
い

こ
と

。
 

（ ）（ ） 895894

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
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(
２
)
 

画
像

診
断

管
理

加
算

２
又

は
３

に
関

す
る

施
設

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

(
３
)
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

ア
 

許
可

病
床

数
が

2
0
0
床

以
上

の
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

循
環

器
内

科
、

心
臓

血
管

外
科

及
び

放
射

線
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

５
年

以
上

の
循

環
器

内
科

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
５

年
以

上

の
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

エ
 

５
年

以
上

の
心

血
管

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

ウ
に

掲
げ

る
医

師
と

同
一

の
者

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

オ
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
を

年
間

1
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

カ
 

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
画

像
診

断
を

担
当

し
た

経
験

を
1
0
年

以
上

有
す

る

も
の

又
は

当
該

療
養

に
つ

い
て

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

２
年

以
上

の
所

定
の

研
修

（
専

ら
放

射
線

診
断

に
関

す
る

も
の

と
し

、
画

像
診

断
、

I
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
a
l
 
R
a
d
i
o
l
o
g
y
(
I
V
R
)
及

び
核

医
学

に
関

す
る

事
項

を
全

て
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
）

を
修

了
し

、
そ

の
旨

が
登

録
さ

れ
て

い
る

も
の

に
限

る
。

）
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
画

像
診

断
を

専
ら

担
当

す
る

医
師

と
は

、
勤

務
時

間
の

大
部

分
に

お
い

て
画

像
情

報
の

撮
影

又
は

読
影

に
携

わ
っ

て
い

る
者

を
い

う
。

 

キ
 

放
射

線
治

療
に

専
従

の
常

勤
の

医
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ク
 

日
本

循
環

器
学

会
の

研
修

施
設

、
日

本
心

血
管

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
学

会
の

研
修

施
設

及
び

日

本
医

学
放

射
線

学
会

の
総

合
修

練
機

関
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

血
流

予
備

量
比

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
7
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
5
の

３
 

外
傷

全
身

Ｃ
Ｔ

加
算

 

１
 

外
傷

全
身

Ｃ
Ｔ

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

救
命

救
急

入
院

料
の

施
設

基
準

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
6
4
列

以
上

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

Ｃ
Ｔ

装
置

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

画
像

診
断

管
理

加
算

２
又

は
３

に
関

す
る

施
設

基
準

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

外
傷

全
身

Ｃ
Ｔ

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

3
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
3
5
の

４
 

大
腸

Ｃ
Ｔ

撮
影

加
算

 

１
 

大
腸

Ｃ
Ｔ

撮
影

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

区
分

番
号

「
Ｅ

２
０

０
」

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
の

１
「

Ｃ
Ｔ

撮
影

」
の

「
イ

」
６

４
列

以
上

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

機
器

に
よ

る
場

合
又

は
「

ロ
」

１
６

列
以

上
６

４
列

未
満

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

機
器

に
よ

る

場
合

に
係

る
施

設
基

準
を

現
に

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
の

１
「

Ｃ
Ｔ

撮
影

」
の

「
イ

」
６

４
列

以
上

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

機
器

に
よ

る
場

合
又

は
「

ロ
」

１
６

列
以

上
６

４
列

未
満

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

機
器

に
よ

る
場

合
の

届
出

を
行

っ
て

い

れ
ば

よ
く

、
大

腸
Ｃ

Ｔ
撮

影
加

算
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
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共
同

利
用

率
に

つ
い

て
、

別
添

２
の

様
式

3
6
に

定
め

る
計

算
式

に
よ

り
算

出
し

た
数

値
が

1
0
0
分

の
3
0
以

上
で

あ
る

こ
と

（
た

だ
し

、
特

定
機

能
病

院
、

が
ん

診
療

の
拠

点
と

な
る

病
院

又
は

高
度

専
門

医
療

に
関

す
る

研
究

等

を
行

う
独

立
行

政
法

人
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
0
年

法
律

第
9
3
号

）
第

４
条

第
１

項
に

規
定

す
る

国
立

高
度

専

門
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
の

設
置

す
る

保
険

医
療

機
関

を
除

く
。

）
。

が
ん

診
療

の
拠

点
と

な
る

病
院

と
は

、
第

1

1
の

２
が

ん
治

療
連

携
計

画
策

定
料

、
が

ん
治

療
連

携
指

導
料

の
２

と
同

様
で

あ
る

こ
と

。
 

 
３

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 
 
 

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影
、

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
、

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
・

磁
気

共
鳴

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
複

合
撮

影
又

は
乳

房
用

ポ
ジ

ト
ロ

ン
断

層
撮

影
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添

２
の

様
式

3
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
4
 

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
 

 
１

 
Ｃ

Ｔ
撮

影
及

び
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
6
4
列

以
上

、
1
6
列

以
上

6
4
列

未
満

若
し

く
は

４
列

以
上

1
6
列

未
満

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

Ｃ
Ｔ

装
置

又

は
３

テ
ス

ラ
以

上
若

し
く

は
1
.
5
テ

ス
ラ

以
上

３
テ

ス
ラ

未
満

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

の
い

ず
れ

か
を

有
し

て
い

る

こ
と

。
 

(
２
)
 
6
4
列

以
上

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

Ｃ
Ｔ

装
置

又
は

３
テ

ス
ラ

以
上

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

に
お

い
て

は
、

画
像

診

断
管

理
加

算
２

又
は

３
に

関
す

る
施

設
基

準
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 
6
4
列

以
上

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

Ｃ
Ｔ

装
置

又
は

３
テ

ス
ラ

以
上

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

に
お

い
て

は
、

Ｃ
Ｔ

撮

影
に

係
る

部
門

又
は

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
に

係
る

部
門

に
そ

れ
ぞ

れ
専

従
の

診
療

放
射

線
技

師
が

１
名

以
上

勤
務

し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

Ｃ
Ｔ

撮
影

の
注

８
及

び
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

の
注

６
に

規
定

す
る

施
設

基
準

 

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
に

使
用

す
る

画
像

診
断

機
器

の
施

設
共

同
利

用
率

に
つ

い
て

、
別

添
２

の
様

式
3

7
に

定
め

る
計

算
式

に
よ

り
算

出
し

た
数

値
が

1
0
0
分

の
1
0
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

 
３

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

撮
影

を
行

う
画

像
診

断
機

器
の

機
種

名
、

型
番

、
メ

ー
カ

ー
名

、
テ

ス
ラ

数
（

Ｍ
Ｒ

Ｉ
の

場
合

）
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
に

係
る

安
全

管
理

責
任

者
の

氏
名

を
記

載
し

、
Ｃ

Ｔ
撮

影
装

置
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
装

置
及

び
造

影
剤

注
入

装
置

の
保

守
管

理
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
3
5
 

冠
動

脈
Ｃ

Ｔ
撮

影
加

算
 

１
 

冠
動

脈
Ｃ

Ｔ
撮

影
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
6
4
列

以
上

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

Ｃ
Ｔ

装
置

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

画
像

診
断

管
理

加
算

２
又

は
３

に
関

す
る

施
設

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

冠
動

脈
Ｃ

Ｔ
撮

影
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
5
の

２
 

血
流

予
備

量
比

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
 

１
 

血
流

予
備

量
比

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
断

層
撮

影
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
6
4
列

以
上

の
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

型
の

Ｃ
Ｔ

装
置

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

（ ）（ ） 897896

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
４

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
夜

間
及

び
休

日
に

読
影

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
全

て
の

核
医

学
診

断
、

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
に

つ
い

て
、

夜
間

及
び

休
日

を
除

い
て

、
検

査
前

の
画

像
診

断
管

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

 
 
（

６
）

 
関

係
学

会
の

定
め

る
指

針
に

基
づ

い
て

、
適

切
な

被
ば

く
線

量
管

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

そ
の

際
、

施

設
内

の
全

て
の

Ｃ
Ｔ

検
査

の
線

量
情

報
を

電
子

的
に

記
録

し
、

患
者

単
位

及
び

検
査

プ
ロ

ト
コ

ル
単

位
で

集

計
・

管
理

の
上

、
被

ば
く

線
量

の
最

適
化

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

頭
部

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
6
の

１
の

５
 

全
身

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
 

１
 

全
身

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

1
.
5
テ

ス
ラ

以
上

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

画
像

診
断

管
理

加
算

２
又

は
３

に
関

す
る

施
設

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

(
３

)
 

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
画

像
診

断
を

担
当

し
た

経
験

を
1
0
年

以
上

有
す

る
も

の
又

は
当

該
療

養
に

つ
い

て
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

２
年

以
上

の
所

定
の

研
修

（
専

ら
放

射
線

診
断

に

関
す

る
も

の
と

し
、

画
像

診
断

、
I
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
a
l
 
R
a
d
i
o
l
o
g
y
(
I
V
R
)
及

び
核

医
学

に
関

す
る

事
項

を
全

て
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
）

を
修

了
し

、
そ

の
旨

が
登

録
さ

れ
て

い
る

も
の

に
限

る
。

）
が

３
名

以
上

配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
医

師
と

は
、

勤
務

時
間

の
大

部
分

に
お

い
て

画

像
情

報
の

撮
影

又
は

読
影

に
携

わ
っ

て
い

る
者

を
い

う
。

 

(
４

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
全

て
の

核
医

学
診

断
、

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
に

つ
い

て
、

夜
間

及
び

休
日

を
除

い
て

、
検

査
前

の
画

像
診

断
管

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

関
係

学
会

の
定

め
る

指
針

に
基

づ
い

て
、

適
切

な
被

ば
く

線
量

管
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
そ

の
際

、
施

設
内

の
骨

シ
ン

チ
グ

ラ
フ

ィ
の

線
量

情
報

を
電

子
的

に
記

録
し

、
患

者
単

位
で

集
計

・
管

理
の

上
、

被
ば

く

線
量

の
最

適
化

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

全
身

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
6
の

２
 

抗
悪

性
腫

瘍
剤

処
方

管
理

加
算

 

１
 

抗
悪

性
腫

瘍
剤

処
方

管
理

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

許
可

病
床

数
が

2
0
0
床

以
上

の
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

化
学

療
法

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

抗
悪

性
腫

瘍
剤

処
方

管
理

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

3
8
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

１
の

(
２

)
に

掲
げ

る
医

師
の

経
験

が
確

認
で

き
る

文
書

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
3
6
の

３
 

外
来

後
発

医
薬

品
使

用
体

制
加

算
 

１
 

外
来

後
発

医
薬

品
使

用
体

制
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

診
療

所
で

あ
っ

て
、

薬
剤

部
門

又
は

薬
剤

師
が

後
発

医
薬

品
の

品
質

、
安

全
性

、
安

定
供

給
体

制
等

の
情

報
を

収
集

・
評

価
し

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
後

発
医

薬
品

の
採

用
を

決
定

す
る

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ

 
-
 
10

7
 -
 

と
。

 

 

第
3
6
 

心
臓

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
 

１
 

心
臓

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
1
.
5
テ

ス
ラ

以
上

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

画
像

診
断

管
理

加
算

２
又

は
３

に
関

す
る

施
設

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

心
臓

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
6
の

１
の

２
 

乳
房

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
 

１
 
 
乳

房
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
 
1
.
5
テ

ス
ラ

以
上

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 
 
画

像
診

断
管

理
加

算
２

又
は

３
に

関
す

る
施

設
基

準
を

満
た

す
こ

と
。

 

(
３
)
 
 
関

係
学

会
よ

り
乳

癌
の

専
門

的
な

診
療

が
可

能
と

し
て

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

乳
房

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
3
6
の

１
の

３
 

小
児

鎮
静

下
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

加
算

 

１
 

小
児

鎮
静

下
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
1
.
5
テ

ス
ラ

以
上

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

画
像

診
断

管
理

加
算

２
又

は
３

に
関

す
る

施
設

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

(
３
)
 

小
児

救
急

医
療

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

小
児

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

及
び

画
像

診
断

に
関

し
て

十
分

な
知

識
と

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
及

び
小

児
の

麻
酔

・
鎮

静
に

十
分

な
知

識
と

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

、
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

 

(
５
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
時

の
鎮

静
に

関
す

る
指

針
に

基
づ

き
、

鎮
静

下
の

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
を

適
切

に
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

小
児

鎮
静

下
Ｍ

Ｒ
Ｉ

撮
影

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

3
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
6
の

１
の

４
 

頭
部

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
 

１
 

頭
部

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

３
テ

ス
ラ

以
上

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

画
像

診
断

管
理

加
算

２
又

は
３

に
関

す
る

施
設

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

(
３
)
 

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
画

像
診

断
を

担
当

し
た

経
験

を
1
0
年

以
上

有
す

る
も

の
又

は
当

該
療

養
に

つ
い

て
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

２
年

以
上

の
所

定
の

研
修

（
専

ら
放

射
線

診
断

に

関
す

る
も

の
と

し
、

画
像

診
断

、
I
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
a
l
 
R
a
d
i
o
l
o
g
y
(
I
V
R
)
及

び
核

医
学

に
関

す
る

事
項

を
全

て
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
）

を
修

了
し

、
そ

の
旨

が
登

録
さ

れ
て

い
る

も
の

に
限

る
。

）
が

３
名

以
上

配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

画
像

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
医

師
と

は
、

勤
務

時
間

の
大

部
分

に
お

い
て

画

像
情

報
の

撮
影

又
は

読
影

に
携

わ
っ

て
い

る
者

を
い

う
。

 

（ ）（ ） 897896

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
11

0
 -
 

当
該

委
員

会
は

、
化

学
療

法
に

携
わ

る
各

診
療

科
の

医
師

の
代

表
者

（
代

表
者

数
は

、
複

数
診

療
科

の
場

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

診
療

科
で

１
名

以
上

（
１

診
療

科
の

場
合

は
、

２
名

以
上

）
の

代
表

者
で

あ
る

こ

と
。

）
、

業
務

に
携

わ
る

看
護

師
、

薬
剤

師
及

び
必

要
に

応
じ

て
そ

の
他

の
職

種
か

ら
構

成
さ

れ
る

も
の

で
、

少
な

く
と

も
年

１
回

開
催

さ
れ

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

外
来

化
学

療
法

加
算

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

外
来

化
学

療
法

を
実

施
す

る
た

め
の

専
用

の
ベ

ッ
ド

（
点

滴
注

射
に

よ
る

化
学

療
法

を
実

施
す

る
に

適
し

た
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

シ
ー

ト
等

を
含

む
。

）
を

有
す

る
治

療
室

を
保

有
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
外

来
化

学

療
法

を
実

施
し

て
い

る
間

は
、

当
該

治
療

室
を

外
来

化
学

療
法

そ
の

他
の

点
滴

注
射

（
輸

血
を

含
む

。
）

以

外
の

目
的

で
使

用
す

る
こ

と
は

認
め

ら
れ

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

化
学

療
法

の
経

験
を

有
す

る
専

任
の

看
護

師
が

化
学

療
法

を
実

施
し

て
い

る
時

間
帯

に
お

い
て

常
時

当
該

治
療

室
に

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

化
学

療
法

に
つ

き
専

任
の

常
勤

薬
剤

師
が

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

急
変

時
等

の
緊

急
時

に
当

該
患

者
が

入
院

で
き

る
体

制
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
又

は
他

の
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

緊
急

時
に

当
該

患
者

が
入

院
で

き
る

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

外
来

化
学

療
法

加
算

の
届

出
に

当
た

っ
て

は
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

患
者

及
び

ク
ロ

ー
ン

病
患

者
に

対
す

る
イ

ン
フ

リ
キ

シ
マ

ブ
製

剤
の

投
与

に
つ

い
て

も
、

悪
性

腫
瘍

の
患

者
に

対
す

る
抗

悪
性

腫
瘍

剤
の

投
与

と
同

等

の
体

制
を

確
保

す
る

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

常
勤

薬
剤

師
の

確
保

が
直

ち
に

困
難

な
場

合
で

あ
っ

て
、

既

に
関

節
リ

ウ
マ

チ
患

者
及

び
ク

ロ
ー

ン
病

患
者

の
診

療
を

行
っ

て
い

る
診

療
所

で
あ

っ
て

、
改

正
前

の
外

来

化
学

療
法

加
算

の
算

定
を

行
っ

て
い

る
診

療
所

に
つ

い
て

は
、

外
来

化
学

療
法

加
算

２
の

届
出

を
行

う
こ

と

が
で

き
る

。
 

３
 

連
携

充
実

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

外
来

化
学

療
法

加
算

１
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

１
の

（
６

）
に

規
定

す
る

レ
ジ

メ
ン

に
係

る
委

員
会

に
管

理
栄

養
士

が
参

加
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

地
域

の
保

険
医

療
機

関
及

び
保

険
薬

局
と

の
連

携
体

制
と

し
て

、
次

に
掲

げ
る

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

保
険

医
療

機
関

で
実

施
さ

れ
る

化
学

療
法

の
レ

ジ
メ

ン
を

当
該

保
険

医
療

機
関

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
し

て
お

く
こ

と
。

 

イ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

外
来

化
学

療
法

に
関

わ
る

職
員

及
び

地
域

の
保

険
薬

局
に

勤
務

す
る

薬
剤

師
等

を
対

象
と

し
た

研
修

会
等

を
年

１
回

以
上

実
施

す
る

こ
と

。
 

ウ
 

他
の

保
険

医
療

機
関

及
び

保
険

薬
局

か
ら

の
レ

ジ
メ

ン
に

関
す

る
照

会
や

患
者

の
状

況
に

関
す

る
相

談
及

び
情

報
提

供
等

に
応

じ
る

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
体

制
に

つ
い

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
や

研
修

会
等

で
周

知
す

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

外
来

化
学

療
法

を
実

施
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

５
年

以
上

勤
務

し
、

栄
養

管
理

（
悪

性
腫

瘍
患

者
に

対
す

る
も

の
を

含
む

。
）

に
係

る
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
常

勤
管

理
栄

養
士

が
勤

務
し

て
い

る

こ
と

。
 

(
５
)
 

令
和

２
年

３
月

3
1
日

時
点

で
外

来
化

学
療

法
加

算
１

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て

は
、

令
和

２
年

９
月

3
0
日

ま
で

の
間

に
限

り
、

上
記

（
３

）
の

イ
の

基
準

を
満

た
し

て
い

る
も

の
と

す

る
。

 

４
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

外
来

化
学

療
法

加
算

１
及

び
２

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

3
9
を

用
い

る
こ

と
。

 

 
-
 
10

9
 -
 

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

調
剤

し
た

後
発

医
薬

品
の

あ
る

先
発

医
薬

品
及

び
後

発
医

薬
品

に
つ

い

て
、

当
該

薬
剤

を
合

算
し

た
使

用
薬

剤
の

薬
価

（
薬

価
基

準
）

別
表

に
規

定
す

る
規

格
単

位
ご

と
に

数
え

た

数
量

（
以

下
「

規
格

単
位

数
量

」
と

い
う

。
）

に
占

め
る

後
発

医
薬

品
の

規
格

単
位

数
量

の
割

合
が

、
外

来

後
発

医
薬

品
使

用
体

制
加

算
１

に
あ

っ
て

は
8
5
％

以
上

、
外

来
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

２
に

あ
っ

て

は
7
5
％

以
上

8
5
％

未
満

、
外

来
後

発
医

薬
品

使
用

体
制

加
算

３
に

あ
っ

て
は

7
0
％

以
上

7
5
％

未
満

で
あ

る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

調
剤

し
た

薬
剤

（
（

4
）

に
掲

げ
る

医
薬

品
を

除
く

。
）

の
規

格
単

位
数

量
に

占
め

る
後

発
医

薬
品

の
あ

る
先

発
医

薬
品

及
び

後
発

医
薬

品
を

合
算

し
た

規
格

単
位

数
量

の
割

合
が

5

0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

後
発

医
薬

品
の

規
格

単
位

数
量

の
割

合
を

算
出

す
る

際
に

除
外

す
る

医
薬

品
 

①
 

経
腸

成
分

栄
養

剤
 

エ
レ

ン
タ

ー
ル

配
合

内
用

剤
、

エ
レ

ン
タ

ー
ル

P
乳

幼
児

用
配

合
内

用
剤

、
エ

ン
シ

ュ
ア

・
リ

キ
ッ

ド
、

エ
ン

シ
ュ

ア
・
H
、

ツ
イ

ン
ラ

イ
ン

N
F
配

合
経

腸
用

液
、

ラ
コ

ー
ル

N
F
配

合
経

腸
用

液
、

エ
ネ

ー
ボ

配
合

経
腸

用
液

、
ラ

コ
ー

ル
N
F
配

合
経

腸
用

半
固

形
剤

及
び

イ
ノ

ラ
ス

配
合

経
腸

用
液

 

②
 

特
殊

ミ
ル

ク
製

剤
 

フ
ェ

ニ
ル

ア
ラ

ニ
ン

除
去

ミ
ル

ク
配

合
散

「
雪

印
」

及
び

ロ
イ

シ
ン

・
イ

ソ
ロ

イ
シ

ン
・

バ
リ

ン
除

去
ミ

ル
ク

配
合

散
「

雪
印

」
 

③
 

生
薬

（
薬

効
分

類
番

号
5
1
0
）

 

④
 

漢
方

製
剤

（
薬

効
分

類
番

号
5
2
0
）

 

⑤
 

そ
の

他
の

生
薬

及
び

漢
方

処
方

に
基

づ
く

医
薬

品
（

薬
効

分
類

番
号

5
9
0
）

 

(
５
)
 

後
発

医
薬

品
（

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
）

の
使

用
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
旨

を
当

該
保

険
医

療
機

関
の

受
付

及
び

支
払

窓
口

の
見

や
す

い
場

所
に

掲
示

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

外
来

後
発

医
薬

品
使

用
体

制
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3
8
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
3
7
 

外
来

化
学

療
法

加
算

 

１
 

外
来

化
学

療
法

加
算

１
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

外
来

化
学

療
法

を
実

施
す

る
た

め
の

専
用

の
ベ

ッ
ド

（
点

滴
注

射
に

よ
る

化
学

療
法

を
実

施
す

る
に

適
し

た
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

シ
ー

ト
等

を
含

む
。

）
を

有
す

る
治

療
室

を
保

有
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
外

来
化

学

療
法

を
実

施
し

て
い

る
間

は
、

当
該

治
療

室
を

外
来

化
学

療
法

そ
の

他
の

点
滴

注
射

（
輸

血
を

含
む

。
）

以

外
の

目
的

で
使

用
す

る
こ

と
は

認
め

ら
れ

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

化
学

療
法

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

が
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

化
学

療
法

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
専

任
の

看
護

師
が

化
学

療
法

を
実

施
し

て
い

る
時

間
帯

に
お

い
て

常
時

当
該

治
療

室
に

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

化
学

療
法

に
係

る
調

剤
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

専
任

の
常

勤
薬

剤
師

が
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

急
変

時
等

の
緊

急
時

に
当

該
患

者
が

入
院

で
き

る
体

制
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
又

は
他

の
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

緊
急

時
に

当
該

患
者

が
入

院
で

き
る

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

実
施

さ
れ

る
化

学
療

法
の

レ
ジ

メ
ン

（
治

療
内

容
）

の
妥

当
性

を
評

価
し

、
承

認
す

る
委

員
会

を
開

催
し

て
い

る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 899898

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

時
間

帯
に

お
い

て
常

時
勤

務
し

て
お

り
、

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

受
け

る
患

者
の

急
変

時
等

に
連

絡
を

受
け

る
と

と
も

に
、

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

連
携

す
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

適
切

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
な

体
制

を
有

す
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

任
の

非
常

勤
医

師
（

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
有

す
る

医
師

に
限

る
。

）
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２

)
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
有

す
る

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

及
び

専
従

の
常

勤

看
護

師
が

合
わ

せ
て

２
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

又
は

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

若
し

く
は

専
従

の
常

勤
看

護
師

の
い

ず
れ

か
一

方
が

２
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

、
心

機
能

に
応

じ
た

日
常

生
活

活
動

に
関

す
る

訓
練

等
の

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

係
る

経
験

を
有

す
る

作
業

療
法

士
が

勤
務

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

た
だ

し
、

い
ず

れ
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、

２
名

の
う

ち
１

名
は

専
任

の
従

事
者

で
も

差
し

支
え

な
い

こ
と

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

者
に

つ
い

て
は

、
Ａ

Ｄ
Ｌ

維
持

向
上

等
体

制
加

算
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

病
室

を
有

す
る

病
棟

の
配

置
従

事
者

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
が

、
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

な
い

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
そ

の
他

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
日

・
時

間
が

異
な

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
別

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
専

従
者

と
し

て
届

け
出

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
専

従
の

非
常

勤
看

護
師

（
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
経

験
を

有
す

る
理

学
療

法
士

又
は

看
護

師
に

限
る

。
）

を
そ

れ
ぞ

れ
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

看
護

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

非
常

勤
看

護
師

が
そ

れ
ぞ

れ
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
こ

れ
ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
非

常
勤

看
護

師
の

実
労

働
時

間
を

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
又

は
常

勤
看

護
師

数
に

そ
れ

ぞ
れ

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
又

は
常

勤
看

護
師

数
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
は

、
常

勤
配

置
の

う
ち

１
名

ま
で

に
限

る
。

 

(
３

)
 

専
用

の
機

能
訓

練
室

（
少

な
く

と
も

、
病

院
に

つ
い

て
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
3
0
平

方
メ

ー
ト

ル

以
上

、
診

療
所

に
つ

い
て

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

2
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
）

を
有

し
て

い
る

こ
と

。

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

当
該

療
法

を
実

施
す

る
時

間
帯

以
外

の
時

間
帯

に
お

い
て

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
当

該
療

法
を

実
施

す
る

時
間

帯
に

、
他

の
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

機
能

訓
練

室
で

行
う

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

差
し

支
え

な
い

。
そ

れ
ぞ

れ
の

施
設

基
準

を
満

た
す

場
合

と
は

、
例

え
ば

、
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

時
間

帯
に

実
施

す
る

場
合

に
は

、
機

能
訓

練
室

の
面

積
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

施
設

基
準

で
定

め
る

面
積

を
合

計
し

た
も

の
以

上
で

あ
る

必
要

が
あ

り
、

必
要

な
器

械
・

器
具

に
つ

い
て

も
、

兼
用

で
は

な
く

、
そ

れ
ぞ

れ
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
専

用
の

も
の

と
し
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(
２
)
 

連
携

充
実

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

3
9
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

室
の

平
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
3
7
の

２
 

無
菌

製
剤

処
理

料
 

１
 

無
菌

製
剤

処
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

２
名

以
上

の
常

勤
の

薬
剤

師
が

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

無
菌

製
剤

処
理

を
行

う
た

め
の

専
用

の
部

屋
（

内
法

に
よ

る
測

定
で

５
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
）

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
処

理
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
専

用
の

部
屋

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

内
法

の
規

定

を
満

た
し

て
い

る
も

の
と

す
る

。
 

(
３
)
 

無
菌

製
剤

処
理

を
行

う
た

め
の

無
菌

室
、

ク
リ

ー
ン

ベ
ン

チ
又

は
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

無
菌

製
剤

処
理

料
の

対
象

患
者

 

(
１
)
 

無
菌

製
剤

処
理

料
１

の
対

象
患

者
は

、
悪

性
腫

瘍
に

対
し

て
用

い
る

薬
剤

で
あ

っ
て

細
胞

毒
性

を
有

す
る

も
の

に
関

し
、

皮
内

注
射

、
皮

下
注

射
、

筋
肉

内
注

射
、

動
脈

注
射

、
抗

悪
性

腫
瘍

剤
局

所
持

続
注

入
、

肝

動
脈

塞
栓

を
伴

う
抗

悪
性

腫
瘍

剤
肝

動
脈

内
注

入
又

は
点

滴
注

射
が

行
わ

れ
る

患
者

で
あ

り
、

こ
の

場
合

に

お
い

て
、

「
悪

性
腫

瘍
に

対
し

て
用

い
る

薬
剤

で
あ

っ
て

細
胞

毒
性

を
有

す
る

も
の

」
と

は
、

独
立

行
政

法

人
医

薬
品

医
療

機
器

総
合

機
構

法
（

平
成

1
4
年

法
律

第
1
9
2
号

）
第

４
条

第
５

項
第

１
号

の
規

定
に

基
づ

き
厚

生
労

働
大

臣
が

指
定

し
た

医
薬

品
（

平
成

1
6
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

1
8
5
号

）
の

う
ち

、
悪

性
腫

瘍

に
対

し
て

用
い

る
注

射
剤

を
い

う
。

 

(
２
)
 

無
菌

製
剤

処
理

料
２

の
対

象
患

者
は

、
以

下
の

ア
又

は
イ

に
該

当
す

る
患

者
で

あ
る

。
 

ア
 

動
脈

注
射

又
は

点
滴

注
射

が
行

わ
れ

る
入

院
中

の
患

者
の

う
ち

、
白

血
病

、
再

生
不

良
性

貧
血

、
骨

髄

異
形

成
症

候
群

、
重

症
複

合
型

免
疫

不
全

症
等

の
患

者
及

び
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
の

病
原

体
に

感
染

し
抗

体
の

陽
性

反
応

が
あ

る
患

者
で

あ
っ

て
、

無
菌

治
療

室
管

理
加

算
若

し
く

は
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
療

養
環

境
特

別
加

算
を

算
定

す
る

患
者

又
は

こ
れ

ら
の

患
者

と
同

等
の

状
態

に
あ

る
患

者
 

イ
 

中
心

静
脈

注
射

又
は

植
込

型
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
中

心
静

脈
注

射
が

行
わ

れ
る

患
者

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

無
菌

製
剤

処
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
勤

務
す

る
薬

剤
師

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の
別

）
及

び
勤

務
時

間
を

別
添

２
の

様
式

４
を

用
い

提
出

す
る

こ
と

。
な

お
、

調
剤

、
医

薬

品
情

報
管

理
、

病
棟

薬
剤

業
務

、
薬

剤
管

理
指

導
又

は
在

宅
患

者
訪

問
薬

剤
管

理
指

導
の

い
ず

れ
に

従
事

し

て
い

る
か

（
兼

務
の

場
合

は
そ

の
旨

）
並

び
に

無
菌

製
剤

処
理

業
務

に
従

事
し

て
い

る
場

合
は

そ
の

旨
を

備

考
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

調
剤

所
及

び
当

該
届

出
に

係
る

専
用

の
施

設
の

平
面

図
（

ク
リ

ー
ン

ベ
ン

チ
等

が
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

は
そ

の
位

置
を

明
示

す
る

こ
と

。
）

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
3
8
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
 

１
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

届
出

保
険

医
療

機
関

（
循

環
器

内
科

又
は

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
す

る
も

の
に

限
る

。
以

下
こ

の
項

に

お
い

て
同

じ
。

）
に

お
い

て
、

循
環

器
内

科
又

は
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
、

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

（ ）（ ） 899898

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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内
科

又
は

心
臓

血
管

外
科

を
担

当
す

る
医

師
（

非
常

勤
を

含
む

。
）

及
び

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン

の
経

験
を

有
す

る
医

師
（

非
常

勤
を

含
む

。
）

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
有

す
る

専
従

の
理

学
療

法
士

又
は

看
護

師
の

い
ず

れ
か

１
名

以
上

が
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
、

心
機

能
に

応
じ

た
日

常
生

活
活

動
に

関
す

る

訓
練

等
の

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

係
る

経
験

を
有

す
る

作
業

療
法

士
が

勤
務

し
て

い
る

こ

と
が

望
ま

し
い

。
た

だ
し

、
専

従
者

に
つ

い
て

は
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加
算

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医

療
管

理
料

を
算

定
す

る
病

室
を

有
す

る
病

棟
の

配
置

従
事

者
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

が
、

心
大

血
管

疾
患

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

な
い

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
そ

の
他

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
日

・
時

間

が
異

な
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

別
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

専
従

者
と

し
て

届
け

出
る

こ
と

は
可

能
で

あ

る
。

 

(
３
)
 

専
用

の
機

能
訓

練
室

（
少

な
く

と
も

、
病

院
に

つ
い

て
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
、

3
0
平

方
メ

ー
ト

ル

以
上

、
診

療
所

に
つ

い
て

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

、
2
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
）

を
有

し
て

い
る

こ
と

。

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

当
該

療
法

を
実

施
す

る
時

間
帯

以
外

の
時

間
帯

に
お

い
て

、
他

の
用

途
に

使
用

す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

当
該

療
法

を
実

施
す

る
時

間
帯

に
、

他
の

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

機
能

訓
練

室

で
行

う
場

合
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準
を

満
た

し
て

い
れ

ば
差

し
支

え
な

い
。

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準

を
満

た
す

場
合

と
は

、
例

え
ば

、
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー

シ
ョ

ン
を

同
一

の
時

間
帯

に
実

施
す

る
場

合
に

は
、

機
能

訓
練

室
の

面
積

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー

シ
ョ

ン
の

施
設

基
準

で
定

め
る

面
積

を
合

計
し

た
も

の
以

上
で

あ
る

必
要

が
あ

り
、

必
要

な
器

械
・

器
具

に

つ
い

て
も

、
兼

用
で

は
な

く
、

そ
れ

ぞ
れ

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
用

の
も

の
と

し
て

備
え

る
必

要
が

あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
３
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
５
)
 

専
用

の
機

能
訓

練
室

に
は

、
当

該
療

法
を

行
う

た
め

に
必

要
な

以
下

の
器

械
・

器
具

を
備

え
て

い
る

こ

と
。

 

ア
 

酸
素

供
給

装
置

 

イ
 

除
細

動
器

 

ウ
 

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
装

置
 

エ
 

ト
レ

ッ
ド

ミ
ル

又
は

エ
ル

ゴ
メ

ー
タ

 

オ
 

血
圧

計
 

カ
 

救
急

カ
ー

ト
 

 
ま

た
、

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

以
下

の
器

械
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

 
運

動
負

荷
試

験
装

置
 

(
６
)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

運
動

処
方

、
実

施
時

間
、

訓
練

内
容

、
担

当
者

等
）

は
患

者
ご

と
に

一
元

的
に

保
管

さ
れ

、
常

に
医

療
従

事
者

に
よ

り
閲

覧
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
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て
備

え
る

必
要

が
あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

当
該

機
能

訓
練

室
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
３
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
５
)
 

専
用

の
機

能
訓

練
室

に
は

、
当

該
療

法
を

行
う

た
め

に
必

要
な

以
下

の
器

械
・

器
具

を
備

え
て

い
る

こ

と
。

 

ア
 

酸
素

供
給

装
置

 

イ
 

除
細

動
器

 

ウ
 

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
装

置
 

エ
 

ト
レ

ッ
ド

ミ
ル

又
は

エ
ル

ゴ
メ

ー
タ

 

オ
 

血
圧

計
 

カ
 

救
急

カ
ー

ト
 

 
 

ま
た

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

に
以

下
の

器
械

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

運
動

負
荷

試
験

装
置

 

(
６
)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

運
動

処
方

、
実

施
時

間
、

訓
練

内
容

、
担

当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８
)
 

届
出

保
険

医
療

機
関

又
は

連
携

す
る

別
の

保
険

医
療

機
関

（
循

環
器

内
科

又
は

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜

す
る

も
の

に
限

る
。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
同

じ
。

）
に

お
い

て
、

緊
急

手
術

や
、

緊
急

の
血

管
造

影
検

査
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
９
)
 

届
出

保
険

医
療

機
関

又
は

連
携

す
る

別
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
救

命
救

急
入

院
料

又
は

特
定

集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

が
さ

れ
て

お
り

、
当

該
治

療
室

が
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
上

生
じ

た
患

者
の

緊
急

事
態

に
使

用
で

き
る

こ
と

。
 
 
 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ

て
い

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

非
常

勤
医

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
1
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
及

び
看

護
師

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
に

つ
い

て
別

添
２

の
様

式
4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
3
9
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
 

１
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

届
出

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
時

間
帯

に
循

環
器

（ ）（ ） 901900

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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士
と

の
兼

任
は

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

専
従

の
常

勤
作

業
療

法
士

が
３

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加

算
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

病
室

を
有

す
る

病
棟

に
お

け
る

常
勤

作
業

療
法

士
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

が
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
、

(
Ⅱ

)
又

は
(
Ⅲ

)
、

運
動

器
リ

ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ

)
、

(
Ⅱ

)
又

は
(
Ⅲ

)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅱ

)
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

に
お

け
る

常
勤

作
業

療
法

士
と

の
兼

任
は

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

言
語

聴
覚

療
法

を
行

う
場

合
は

、
専

従
の

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

第
７

部
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

第
１

節
の

各
項

目
の

う
ち

専
従

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

を
求

め
る

別
の

項
目

に
つ

い
て

、
別

に
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

エ
 

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
専

従
の

従
事

者
が

合
わ

せ
て

1
0
名

以
上

勤
務

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
（

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

除

く
。

）
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
行

わ
れ

る
時

間
が

当
該

保
険

医
療

機
関

の
定

め
る

所
定

労
働

時
間

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

時
間

以
外

に
他

の
業

務
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

を
そ

れ
ぞ

れ
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
理

学
療

法
士

、
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

そ
れ

ぞ
れ

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

実
労

働
時

間
を

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
、

常
勤

作
業

療
法

士
数

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
数

に
そ

れ
ぞ

れ
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
、

常
勤

作
業

療
法

士
数

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

配
置

の
う

ち
理

学
療

法
士

は
４

名
、

作
業

療
法

士
は

２
名

、
言

語
聴

覚
士

は
１

名
ま

で
に

限
る

。
 

オ
 

次
の

(
イ

)
又

は
(
ロ

)
の

要
件

を
満

た
す

場
合

で
あ

っ
て

、
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

専
従

の
従

事
者

が
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

す
べ

き
患

者
が

い
な

い
時

間
帯

に
は

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
時

間
中

で
あ

っ
て

も
、

当
該

専
従

の
従

事
者

が
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
行

う
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

(
イ

)
 

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

施
設

基
準

に
お

け
る

専
従

の
従

事
者

以
外

の
全

て
の

理
学

療

法
士

、
作

業
療

法
士

及
び

言
語

聴
覚

士
が

、
介

護
保

険
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

以
外

の
業

務
に

従
事

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
ロ

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
配

置
さ

れ
た

全
て

の
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

及
び

言
語

聴
覚

士
が

、

い
ず

れ
か

の
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
施

設
基

準
に

お
け

る
専

従
の

従
事

者
で

あ
る

こ

と
。

 

(
３

)
 

治
療

・
訓

練
を

十
分

実
施

し
得

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
（

少
な

く
と

も
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

1
6
0
平

方

メ
ー

ト
ル

以
上

）
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

当
該

療
法

を
実

施
す

る
時

間
帯

以
外

の

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

用
途

に
使

用
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

時
間

帯
に

お
い

て
「

専
用

」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
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(
８
)
 

届
出

保
険

医
療

機
関

又
は

連
携

す
る

別
の

保
険

医
療

機
関

（
循

環
器

内
科

又
は

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
す

る
も

の
に

限
る

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
お

い
て

、
緊

急
手

術
や

、
緊

急
の

血
管

造
影

検
査

を

行
う

こ
と

が
で

き
る

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
９
)
 

届
出

保
険

医
療

機
関

又
は

連
携

す
る

別
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
救

命
救

急
入

院
料

又
は

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
届

出
が

さ
れ

て
お

り
、

当
該

治
療

室
が

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

上

生
じ

た
患

者
の

緊
急

事
態

に
使

用
で

き
る

こ
と

。
 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
1
を

用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
及

び
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

又
は

看
護

師
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
に

つ
い

て
別

添
２

の
様

式
4
4
の

２
を

用
い

て

提
出

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
4
0
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
 

１
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
専

任
の

常
勤

医
師

が
２

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

そ
の

う
ち

１
名

は
、

脳
血

管
疾

患
等

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

に
関

す
る

３
年

以
上

の
臨

床
経

験
又

は
脳

血

管
疾

患
等

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

に
関

す
る

研
修

会
、

講
習

会
の

受
講

歴
（

又
は

講
師

歴
）

を
有

す

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上

の
勤

務
を

行
っ

て
い

る
専

任
の

非
常

勤
医

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

医
師

の
実

労
働

時

間
を

常
勤

換
算

し
常

勤
医

師
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

脳
血

管
疾

患
等

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー

シ
ョ

ン
医

療
に

関
す

る
３

年
以

上
の

臨
床

経
験

又
は

脳
血

管
疾

患
等

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

に
関

す

る
研

修
会

、
講

習
会

の
受

講
歴

（
又

は
講

師
歴

）
を

有
す

る
常

勤
医

師
に

つ
い

て
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

に

よ
る

常
勤

換
算

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、
当

該
経

験
又

は
受

講
歴

（
又

は
講

師
歴

）
を

有
す

る
非

常
勤

医

師
に

限
る

。
 

(
２
)
 

次
の

ア
か

ら
エ

ま
で

を
全

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

が
５

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加

算
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

病
室

を
有

す
る

病
棟

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

士
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

が
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

運
動

器
リ

ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
又

は
(
Ⅱ
)
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

（ ）（ ） 901900

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
2
を

用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
4
0
の

２
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
 

１
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
専

任
の

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専

任
の

非
常

勤
医

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

次
の

ア
か

ら
エ

ま
で

を
全

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加

算
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

病
室

を
有

す
る

病
棟

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

士
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

が
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

運
動

器
リ

ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
又

は
(
Ⅱ
)
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

士
と

の
兼

任
は

可
能

で
あ

る
。

 

イ
 

専
従

の
常

勤
作

業
療

法
士

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加

算
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

病
室

を
有

す
る

病
棟

に
お

け
る

常
勤

作
業

療
法

士
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

が
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

運
動

器
リ

ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
又

は
(
Ⅱ
)
、

障
害

児
(
者
)
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
に

お
け

る
常

勤
作

業
療

法
士

と
の

兼
任

は
可

能
で

あ
る

。
 

ウ
 

言
語

聴
覚

療
法

を
行

う
場

合
は

、
専

従
の

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

第
７

部
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

第
１

節
の

各
項

目
の

う
ち

専
従

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

を
求

め
る

別
の

項
目

に
つ

い
て

、
別

に
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

 
-
 
11

7
 -
 

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

機
能

訓
練

室
に

お

い
て

同
時

に
行

う
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
た

だ
し

、
同

一
の

時
間

帯
に

お
い

て
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

言
語

聴

覚
療

法
を

行
う

場
合

は
、

遮
蔽

等
に

配
慮

し
た

専
用

の
個

別
療

法
室

（
内

法
に

よ
る

測
定

で
８

平
方

メ
ー

ト

ル
以

上
）

１
室

以
上

を
別

に
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

当
該

療
法

を
行

う
た

め
に

必
要

な
施

設
及

び
器

械
・

器
具

と
し

て
、

以
下

の
も

の
を

具
備

し
て

い
る

こ

と
。

こ
れ

ら
の

器
械

等
に

つ
い

て
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
が

、
指

定
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
提

供
に

支
障

が
生

じ
な

い
場

合
に

、
指

定
通

所
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
事

業
所

の
利

用
者

が
使

用
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

歩
行

補
助

具
、

訓
練

マ
ッ

ト
、

治
療

台
、

砂
嚢

な
ど

の
重

錘
、

各
種

測
定

用
器

具
（

角
度

計
、

握
力

計

等
）

、
血

圧
計

、
平

行
棒

、
傾

斜
台

、
姿

勢
矯

正
用

鏡
、

各
種

車
椅

子
、

各
種

歩
行

補
助

具
、

各
種

装
具

（
長

・
短

下
肢

装
具

等
）

、
家

事
用

設
備

、
各

種
日

常
生

活
動

作
用

設
備

 
等

。
た

だ
し

、
言

語
聴

覚
療

法

を
行

う
場

合
は

、
聴

力
検

査
機

器
、

音
声

録
音

再
生

装
置

、
ビ

デ
オ

録
画

シ
ス

テ
ム

等
を

有
す

る
こ

と
。

必

要
に

応
じ

、
麻

痺
側

の
関

節
の

屈
曲

・
伸

展
を

補
助

し
運

動
量

を
増

加
さ

せ
る

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
用

医
療

機
器

を
備

え
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

言
語

聴
覚

療
法

の
み

を
実

施
す

る
場

合
に

お
い

て
、

以
下

の
ア

か
ら

エ
ま

で
の

基
準

を
全

て
満

た
す

場
合

は
、

上
記

基
準

に
か

か
わ

ら
ず

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
の

基
準

を
満

た
す

も
の

と

す
る

。
 

ア
 

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

イ
 

専
従

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

が
３

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

言
語

聴

覚
士

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
こ

れ
ら

の
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

実
労

働
時

間
を

常
勤

換
算

し
常

勤
言

語
聴

覚
士

数
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
常

勤
換

算
し

常
勤

言
語

聴
覚

士
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

配
置

の
う

ち
２

名
ま

で
に

限
る

。
 

ウ
 

遮
蔽

等
に

配
慮

し
た

専
用

の
個

別
療

法
室

（
内

法
に

よ
る

測
定

で
８

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

）
を

有
し

て

い
る

こ
と

。
 

エ
 

言
語

聴
覚

療
法

に
必

要
な

、
聴

力
検

査
機

器
、

音
声

録
音

再
生

装
置

、
ビ

デ
オ

録
画

シ
ス

テ
ム

等
の

器

械
・

器
具

を
具

備
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

等
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
３
)
及

び

(
５
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
７
)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
８
)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
９
)
 
(
２
)
の

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
専

従
の

従
事

者
以

外
の

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
及

び
言

語
聴

覚
士

に
つ

い

て
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

従
事

し
て

い
る

時
間

帯
を

除
き

、
当

該
保

険
医

療
機

関
が

行
う

通

（ ）（ ） 903902

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

イ
 

専
従

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

が
２

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

言
語

聴

覚
士

を
２

名
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
こ

れ
ら

の
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

実
労

働
時

間
を

常
勤

換
算

し
常

勤
言

語
聴

覚
士

数
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
常

勤
換

算
し

常
勤

言
語

聴
覚

士
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

配
置

の
う

ち
１

名
ま

で
に

限
る

。
 

ウ
 

遮
蔽

等
に

配
慮

し
た

専
用

の
個

別
療

法
室

（
内

法
に

よ
る

測
定

で
８

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

）
を

有
し

て

い
る

こ
と

。
 

エ
 

言
語

聴
覚

療
法

に
必

要
な

、
聴

力
検

査
機

器
、

音
声

録
音

再
生

装
置

、
ビ

デ
オ

録
画

シ
ス

テ
ム

等
の

器

械
・

器
具

を
具

備
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
９

)
 

(
２

)
の

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
専

従
の

従
事

者
以

外
の

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
及

び
言

語
聴

覚
士

に
つ

い

て
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

従
事

し
て

い
る

時
間

帯
を

除
き

、
当

該
保

険
医

療
機

関
が

行
う

通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ

)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
2
を

用

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
4
1
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅲ

)
 

１
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅲ

)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２

)
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

、
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

い
ず

れ
か

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
Ａ

Ｄ
Ｌ

維
持

向
上

等
体

制
加

算
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
及

び
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エ
 

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
専

従
の

従
事

者
が

合
わ

せ
て

４
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医

療
機

関
に

お
い

て
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
除

く
。

）
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
行

わ
れ

る
時

間
が

当
該

保
険

医
療

機
関

の
定

め
る

所
定

労
働

時
間

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

時
間

以
外

に
他

の
業

務
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

を
そ

れ
ぞ

れ
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
理

学
療

法
士

、
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

そ
れ

ぞ
れ

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

実
労

働
時

間
を

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
、

常
勤

作
業

療
法

士
数

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
数

に
そ

れ
ぞ

れ
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
、

常
勤

作
業

療
法

士
数

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

配
置

の
う

ち
そ

れ
ぞ

れ
１

名
ま

で
に

限
る

。
 

オ
 

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
専

従
の

従
事

者
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
が

行
う

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

従

事
す

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
第

4
0
の

１
の
(
２
)
の

オ
の

例
に

よ
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

治
療

・
訓

練
を

十
分

実
施

し
得

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
（

少
な

く
と

も
、

病
院

に
つ

い
て

は
内

法
に

よ
る

測
定

で
1
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
、

診
療

所
に

つ
い

て
は

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
5
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
）

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
専

用
の

機
能

訓
練

室
は

、
当

該
療

法
を

実
施

す
る

時
間

帯
以

外
の

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

用
途

に
使

用
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て

い
る

時
間

帯
に

お
い

て
「

専
用

」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
障

害
児

（
者

）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

機
能

訓
練

室
に

お
い

て
同

時
に

行

う
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
た

だ
し

、
同

一
の

時
間

帯
に

お
い

て
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

言
語

聴
覚

療
法

を
行

う

場
合

は
、

遮
蔽

等
に

配
慮

し
た

専
用

の
個

別
療

法
室

（
内

法
に

よ
る

測
定

で
８

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

）
１

室

以
上

を
別

に
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
３
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
５
)
 

当
該

療
法

を
行

う
た

め
に

必
要

な
施

設
及

び
器

械
・

器
具

と
し

て
、

以
下

の
も

の
を

具
備

し
て

い
る

こ

と
。

 
歩

行
補

助
具

、
訓

練
マ

ッ
ト

、
治

療
台

、
砂

嚢
な

ど
の

重
錘

、
各

種
測

定
用

器
具

（
角

度
計

、
握

力

計
等

）
、

血
圧

計
、

平
行

棒
、

傾
斜

台
、

姿
勢

矯
正

用
鏡

、
各

種
車

椅
子

、
各

種
歩

行
補

助
具

、
各

種
装

具

（
長

・
短

下
肢

装
具

等
）

、
家

事
用

設
備

、
各

種
日

常
生

活
動

作
用

設
備

 
等

。
た

だ
し

、
言

語
聴

覚
療

法

を
行

う
場

合
は

、
聴

力
検

査
機

器
、

音
声

録
音

再
生

装
置

、
ビ

デ
オ

録
画

シ
ス

テ
ム

等
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

言
語

聴
覚

療
法

の
み

を
実

施
す

る
場

合
に

お
い

て
、

以
下

の
ア

か
ら

エ
ま

で
の

基
準

を
全

て
満

た
す

場
合

は
、

上
記

基
準

に
か

か
わ

ら
ず

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
の

基
準

を
満

た
す

も
の

と

す
る

。
 

ア
 

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

（ ）（ ） 903902

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
８
)
 
(
２
)
の

専
従

の
従

事
者

以
外

の
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

及
び

言
語

聴
覚

士
に

つ
い

て
は

、
疾

患
別

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事
し

て
い

る
時

間
帯

を
除

き
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
行

う
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー

シ
ョ

ン
に

従
事

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅲ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
2
を

用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
そ

の
他

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の
別

）
等

を
別

添
２

の
様

式
4
4
の

２

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
4
1
の

２
 

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
 

１
 

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅰ

）
を

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

言
語

聴
覚

療
法

の

み
を

実
施

す
る

保
険

医
療

機
関

で
、

第
4
0
の

１
の
(
１
)
か

ら
(
４
)
ま

で
の

い
ず

れ
か

を
満

た
さ

ず
、

(
５
)

の
ア

か
ら

エ
ま

で
を

全
て

満
た

す
こ

と
で

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
の

基
準

を
満

た

し
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

言
語

聴
覚

療
法

の
み

に
つ

い
て

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
を

算
定

で
き

る
。

 

(
２
)
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅰ

）
の

施
設

基
準

に
お

け
る

専
任

の
医

師
、

専
従

の
理

学

療
法

士
、

専
従

の
作

業
療

法
士

及
び

専
従

の
言

語
聴

覚
士

は
、

そ
れ

ぞ
れ

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

Ⅰ
）

の
専

任
者

又
は

専
従

者
を

兼
ね

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
帯

時
間

に
当

該
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す

こ
と

が
で

き
る

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅰ

）
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

Ⅰ
）

と
し

て
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 

第
4
1
の

３
 

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
 

１
 

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅱ

）
を

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
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地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
を

算
定

す
る

病
棟

並
び

に
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

を
算

定
す

る
病

室

を
有

す
る

病
棟

に
お

け
る

常
勤

の
従

事
者

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
が

、
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
又

は
(
Ⅱ
)
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

に
お

け
る

常
勤

の
従

事
者

と
の

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

言
語

聴
覚

士
の

場
合

に
あ

っ

て
は

、
第

７
部

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
第

１
節

の
各

項
目

の
う

ち
専

従
の

常
勤

言
語

聴
覚

士
を

求
め

る
別

の

項
目

に
つ

い
て

、
別

に
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機

関
に

お
い

て
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
除

く
。

）
、

障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
る

時
間

が
当

該
保

険

医
療

機
関

の
定

め
る

所
定

労
働

時
間

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

時
間

以

外
に

他
の

業
務

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

理
学

療

法
士

、
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

が
そ

れ
ぞ

れ
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ

ぞ
れ

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
専

従
の

従
事

者
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関

が
行

う
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事
す

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
第

4
0
の

１
の
(
２
)
の

オ
の

例
に

よ

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

治
療

・
訓

練
を

十
分

実
施

し
得

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
（

少
な

く
と

も
、

病
院

に
つ

い
て

は
内

法
に

よ
る

測
定

で
1
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
、

診
療

所
に

つ
い

て
は

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
5
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

。
）

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
専

用
の

機
能

訓
練

室
は

、
当

該
療

法
を

実
施

す
る

時
間

帯
以

外
の

時
間

帯

に
お

い
て

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
専

用
の

機
能

訓
練

室
は

、
疾

患
別

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実

施
し

て
い

る
時

間
帯

に
お

い
て

「
専

用
」

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

同
一

の
機

能
訓

練
室

に
お

い
て

同

時
に

行
う

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

た
だ

し
、

同
一

の
時

間
帯

に
お

い
て

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
言

語
聴

覚
療

法

を
行

う
場

合
は

、
遮

蔽
等

に
配

慮
し

た
専

用
の

個
別

療
法

室
（

内
法

に
よ

る
測

定
で

８
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
）

１
室

以
上

を
別

に
有

し
て

い
る

こ
と

と
し

、
言

語
聴

覚
療

法
の

み
を

行
う

場
合

は
、

当
該

個
別

療
法

室

が
あ

れ
ば

前
段

に
規

定
す

る
専

用
の

施
設

は
要

し
な

い
。

 

(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

等
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
３
)
の

内

法
の

規
定

を
満

た
し

て
い

る
も

の
と

す
る

。
 

(
５
)
 

当
該

療
法

を
行

う
た

め
に

必
要

な
施

設
及

び
器

械
・

器
具

と
し

て
以

下
の

も
の

を
具

備
し

て
い

る
こ

と
。

 

歩
行

補
助

具
、

訓
練

マ
ッ

ト
、

治
療

台
、

砂
嚢

な
ど

の
重

錘
、

各
種

測
定

用
器

具
等

。
た

だ
し

、
言

語
聴

覚
療

法
を

行
う

場
合

は
、

聴
力

検
査

機
器

、
音

声
録

音
再

生
装

置
、

ビ
デ

オ
録

画
シ

ス
テ

ム
等

を
有

す
る

こ

と
。

 

(
６
)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

（ ）（ ） 905904

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
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な
お

、
当

該
専

従
の

従
事

者
は

、
Ａ

Ｄ
Ｌ

維
持

向
上

等
体

制
加

算
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入

院
料

及
び

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
を

算
定

す
る

病
棟

並
び

に
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

を
算

定

す
る

病
室

を
有

す
る

病
棟

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
常

勤
作

業
療

法
士

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
が

、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ

)
、

(
Ⅱ

)
又

は
(
Ⅲ

)
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料

(
Ⅰ

)
、

(
Ⅱ

)
又

は
(
Ⅲ

)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅱ

)
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ

ー
シ

ョ
ン

料
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
に

お
け

る
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

作
業

療
法

士

と
の

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

（
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
除

く
。

）
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
が

ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
る

時
間

が
当

該
保

険
医

療
機

関
の

定
め

る
所

定
労

働
時

間
に

満
た

な

い
場

合
に

は
、

当
該

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

時
間

以
外

に
他

の
業

務
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え

な
い

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
非

常
勤

作
業

療
法

士
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

作
業

療
法

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
非

常
勤

作
業

療
法

士
が

そ
れ

ぞ
れ

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

こ
れ

ら
の

非

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
非

常
勤

作
業

療
法

士
の

実
労

働
時

間
を

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
又

は
常

勤

作
業

療
法

士
数

に
そ

れ
ぞ

れ
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
又

は

常
勤

作
業

療
法

士
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

配
置

の
う

ち
そ

れ
ぞ

れ
１

名
ま

で
に

限
る

。

専
従

の
従

事
者

が
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
行

う
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事
す

る
場

合
に

つ
い

て

は
、

第
4
0
の

１
の

(
２

)
の

オ
の

例
に

よ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

治
療

・
訓

練
を

十
分

実
施

し
得

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
（

少
な

く
と

も
、

病
院

に
つ

い
て

は
内

法
に

よ
る

測
定

で
1
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
、

診
療

所
に

つ
い

て
は

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
5
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
）

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
専

用
の

機
能

訓
練

室
は

、
当

該
療

法
を

実
施

す
る

時
間

帯
以

外
の

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

用
途

に
使

用
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て

い
る

時
間

帯
に

お
い

て
「

専
用

」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
障

害
児

（
者

）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

機
能

訓
練

室
に

お
い

て
同

時
に

行

う
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
た

だ
し

、
同

一
の

時
間

帯
に

お
い

て
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

等
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
３

)
の

内

法
の

規
定

を
満

た
し

て
い

る
も

の
と

す
る

。
 

(
５

)
 

治
療

・
訓

練
を

行
う

た
め

の
以

下
の

器
具

等
を

具
備

し
て

い
る

こ
と

。
 

各
種

測
定

用
器

具
（

角
度

計
、

握
力

計
等

）
、

血
圧

計
、

平
行

棒
、

姿
勢

矯
正

用
鏡

、
各

種
車

椅
子

、
各

種

歩
行

補
助

具
等

 

(
６

)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
７

)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

(
２

)
の

専
従

の
従

事
者

以
外

の
理

学
療

法
士

及
び

作
業

療
法

士
に

つ
い

て
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン

に
従

事
し

て
い

る
時

間
帯

を
除

き
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
行

う
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事

可
能

で
あ

る
こ

と
。
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(
２
)
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅱ

）
の

施
設

基
準

に
お

け
る

専
任

の
医

師
、

専
従

の
理

学

療
法

士
、

専
従

の
作

業
療

法
士

及
び

専
従

の
言

語
聴

覚
士

は
、

そ
れ

ぞ
れ

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

Ⅱ
）

の
専

任
者

又
は

専
従

者
を

兼
ね

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅱ

）
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅱ

）
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 

第
4
1
の

４
 

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅲ
)
 

１
 

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅲ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅲ

）
を

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅲ

）
の

施
設

基
準

に
お

け
る

専
任

の
医

師
、

専
従

の
理

学

療
法

士
、

専
従

の
作

業
療

法
士

及
び

専
従

の
言

語
聴

覚
士

は
、

そ
れ

ぞ
れ

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

Ⅲ
）

の
専

任
者

又
は

専
従

者
を

兼
ね

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅲ

）
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（

Ⅲ
）

と
し

て
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 

第
4
2
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
 

１
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
経

験
を

有
す

る
医

師
と

は
、

運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
３

年
以

上
有

す
る

医
師

又
は

適
切

な
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

に
係

る
研

修
を

修
了

し
た

医
師

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２
)
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

専
従

の
常

勤
作

業
療

法
士

が
合

わ
せ

て
４

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

（ ）（ ） 905904

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

作
業

療
法

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
非

常
勤

作
業

療
法

士
が

そ
れ

ぞ
れ

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

こ
れ

ら
の

非
常

勤

理
学

療
法

士
又

は
非

常
勤

作
業

療
法

士
の

実
労

働
時

間
を

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
又

は
常

勤
作

業

療
法

士
数

に
そ

れ
ぞ

れ
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
又

は
常

勤

作
業

療
法

士
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

配
置

の
う

ち
そ

れ
ぞ

れ
１

名
ま

で
に

限
る

。
ま

た
、

当
分

の
間

、
適

切
な

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
係

る
研

修
を

修
了

し
た

看
護

師
、

准
看

護
師

、

あ
ん

摩
マ

ッ
サ

ー
ジ

指
圧

師
又

は
柔

道
整

復
師

が
、

専
従

の
常

勤
職

員
と

し
て

勤
務

し
て

い
る

場
合

で
あ

っ

て
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
経

験
を

有
す

る
医

師
の

監
督

下
に

当
該

療
法

を
実

施
す

る
体

制
が

確

保
さ

れ
て

い
る

場
合

に
限

り
、

理
学

療
法

士
が

勤
務

し
て

い
る

も
の

と
し

て
届

け
出

る
こ

と
が

で
き

る
。

た

だ
し

、
当

該
あ

ん
摩

マ
ッ

サ
ー

ジ
指

圧
師

等
は

、
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
等

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
こ

と
。

専
従

の
従

事
者

が
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
行

う
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事
す

る

場
合

に
つ

い
て

は
、

第
4
0
の

１
の
(
２
)
の

オ
の

例
に

よ
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

治
療

・
訓

練
を

十
分

実
施

し
得

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
（

少
な

く
と

も
、

病
院

に
つ

い
て

は
内

法
に

よ
る

測
定

で
1
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
、

診
療

所
に

つ
い

て
は

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
5
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
）

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
専

用
の

機
能

訓
練

室
は

、
当

該
療

法
を

実
施

す
る

時
間

帯
以

外
の

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

用
途

に
使

用
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て

い
る

時
間

帯
に

お
い

て
「

専
用

」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
障

害
児

（
者

）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

機
能

訓
練

室
に

お
い

て
同

時
に

行

う
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
た

だ
し

、
同

一
の

時
間

帯
に

お
い

て
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
３
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
５
)
 

治
療

・
訓

練
を

行
う

た
め

の
以

下
の

器
具

等
を

具
備

し
て

い
る

こ
と

。
 

各
種

測
定

用
器

具
（

角
度

計
、

握
力

計
等

）
、

血
圧

計
、

平
行

棒
、

姿
勢

矯
正

用
鏡

、
各

種
車

椅
子

、
各

種
歩

行
補

助
具

等
 

(
６
)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８
)
 
(
２
)
の

専
従

の
従

事
者

以
外

の
理

学
療

法
士

及
び

作
業

療
法

士
に

つ
い

て
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン

に
従

事
し

て
い

る
時

間
帯

を
除

き
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
行

う
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項
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２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
及

び
「

注
５

」
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4

2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
そ

の
他

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
 

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
4
2
の

２
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
 

 
１

 
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
経

験
を

有
す

る
医

師
と

は
、

運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
３

年
以

上
有

す
る

医
師

又
は

適
切

な
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

に
係

る
研

修
を

修
了

し
た

医
師

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２
)
 

次
の

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
い

ず
れ

か
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

い
ず

れ
の

場
合

に
も

、
Ａ

Ｄ
Ｌ

維
持

向
上

等
体

制
加

算
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
及

び
地

域
包

括
ケ

ア

病
棟

入
院

料
を

算
定

す
る

病
棟

並
び

に
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

を
算

定
す

る
病

室
を

有
す

る
病

棟

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
常

勤
作

業
療

法
士

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
が

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
又

は
(
Ⅱ
)
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

及
び

が
ん

患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
に

お
け

る
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

作
業

療
法

士
と

の
兼

任
は

可
能

で
あ

る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
（

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
除

く
。

）
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
が

行
わ

れ
る

時
間

が
当

該
保

険
医

療
機

関
の

定
め

る
所

定
労

働
時

間
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
当

該
リ

ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

時
間

以
外

に
他

の
業

務
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

 

ア
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

が
２

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

専
従

の
常

勤
作

業
療

法
士

が
２

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

ウ
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

及
び

専
従

の
常

勤
作

業
療

法
士

が
合

せ
て

２
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
非

常
勤

作
業

療
法

士
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ

（ ）（ ） 907906

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
３

)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
５

)
 

治
療

・
訓

練
を

行
う

た
め

の
以

下
の

器
具

等
を

具
備

し
て

い
る

こ
と

。
 

歩
行

補
助

具
、

訓
練

マ
ッ

ト
、

治
療

台
、

砂
嚢

な
ど

の
重

錘
、

各
種

測
定

用
器

具
等

 

(
６

)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
７

)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

(
２

)
の

専
従

の
従

事
者

以
外

の
理

学
療

法
士

及
び

作
業

療
法

士
に

つ
い

て
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン

に
従

事
し

て
い

る
時

間
帯

を
除

き
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
行

う
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅲ

)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
そ

の
他

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
 

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
4
4
 

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
 

１
 

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
有

す
る

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
経

験
を

有
す

る
専

任
の

非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き

る
。

 

(
２

)
 

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
経

験
を

有
す

る
専

従
の

常
勤

理
学

療
法

士
１

名
を

含
む

常
勤

理
学

療
法

士
、

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

が
合

わ
せ

て
２

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

専

従
の

常
勤

理
学

療
法

士
１

名
に

つ
い

て
は

、
Ａ

Ｄ
Ｌ

維
持

向
上

等
体

制
加

算
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
病

棟
入

院
料

及
び

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
を

算
定

す
る

病
棟

並
び

に
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理

料
を

算
定

す
る

病
室

を
有

す
る

病
棟

に
お

け
る

常
勤

理
学

療
法

士
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

が
、

脳
血

管
疾

患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
、

(
Ⅱ

)
又

は
(
Ⅲ

)
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
、

(
Ⅱ

)

又
は

(
Ⅲ

)
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ

)
、

(
Ⅱ

)
又

は
(
Ⅲ

)
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン

料
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
に

お
け

る
常

勤
理

学
療

法
士

と
の

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
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(
１
)
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
そ

の
他

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
4
3
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅲ
)
 

１
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅲ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
専

任
の

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専

任
の

非
常

勤
医

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

作
業

療
法

士
が

い
ず

れ
か

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ

し
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加
算

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

及
び

地
域

包
括

ケ
ア

病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

病
室

を
有

す
る

病
棟

に

お
け

る
常

勤
の

従
事

者
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

が
、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)

又
は
(
Ⅲ
)
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
又

は
(
Ⅱ
)
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

に
お

け
る

常
勤

の
従

事
者

と
の

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
疾

患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
除

く
。

）
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
る

時
間

が
当

該
保

険
医

療
機

関
の

定
め

る

所
定

労
働

時
間

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

時
間

以
外

に
他

の
業

務
に

従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非

常
勤

言
語

聴
覚

士
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

理
学

療
法

士
、

常
勤

作
業

療

法
士

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
非

常
勤

作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

が
そ

れ
ぞ

れ
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

基
準

を
満

た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
専

従
の

従
事

者
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
が

行
う

通
所

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
従

事
す

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
第

4
0
の

１
の
(
２
)
の

オ
の

例
に

よ
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

治
療

・
訓

練
を

十
分

実
施

し
得

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
（

少
な

く
と

も
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
5
平

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
す

る
。

）
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

当
該

療
法

を
実

施
す

る
時

間

帯
以

外
の

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

用
途

に
使

用
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

専
用

の
機

能
訓

練

室
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

時
間

帯
に

お
い

て
「

専
用

」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

機
能

訓

練
室

に
お

い
て

同
時

に
行

う
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
た

だ
し

、
同

一
の

時
間

帯
に

お
い

て
心

大
血

管
疾

患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

（ ）（ ） 907906

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
4
5
 

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
 

１
 

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
専

任
の

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専

任
の

非
常

勤
医

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

、
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

い
ず

れ
か

１
名

以
上

が
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加
算

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

及

び
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

病

室
を

有
す

る
病

棟
に

お
け

る
常

勤
理

学
療

法
士

、
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
と

の
兼

任
は

で

き
な

い
が

、
脳

血
管

疾
患

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
、

(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

障
害

児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
に

お
け

る
常

勤
理

学
療

法
士

、

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

と
の

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に

お
い

て
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
除

く
。

）
、

障
害

児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
る

時
間

が
当

該
保

険
医

療

機
関

の
定

め
る

所
定

労
働

時
間

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

時
間

以
外

に

他
の

業
務

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

を
そ

れ
ぞ

れ
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
理

学
療

法

士
、

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

理
学

療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

そ
れ

ぞ
れ

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

こ
れ

ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
実

労
働

時
間

を
常

勤
換

算
し

常

勤
理

学
療

法
士

数
、

常
勤

作
業

療
法

士
数

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
数

に
そ

れ
ぞ

れ
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
３
)
 

治
療

・
訓

練
を

十
分

実
施

し
得

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
（

少
な

く
と

も
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
5
平

方

メ
ー

ト
ル

以
上

と
す

る
。

）
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

当
該

療
法

を
実

施
す

る
時

間

帯
以

外
の

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

用
途

に
使

用
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

専
用

の
機

能
訓

練

室
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

時
間

帯
に

お
い

て
「

専
用

」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

機
能

訓

練
室

に
お

い
て

同
時

に
行

う
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
た

だ
し

、
同

一
の

時
間

帯
に

お
い

て
心

大
血

管
疾

患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
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と
。

な
お

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

除
く

。
）

、
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

が
行

わ
れ

る
時

間
が

当
該

保
険

医
療

機
関

の
定

め
る

所
定

労
働

時
間

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
時

間
以

外
に

他
の

業
務

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
な

お
、

週
３

日
以

上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
理

学
療

法
士

、
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

が
そ

れ
ぞ

れ
配

置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

言
語

聴
覚

士

の
実

労
働

時
間

を
常

勤
換

算
し

常
勤

理
学

療
法

士
数

、
常

勤
作

業
療

法
士

数
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

数
に

そ

れ
ぞ

れ
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
、

常
勤

作
業

療
法

士
数

又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

数
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
は

、
常

勤
配

置
の

う
ち

そ
れ

ぞ
れ

１
名

ま
で

に
限

る
。

ま
た

、
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
有

す
る

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

に
つ

い
て

当
該

非

常
勤

理
学

療
法

士
に

よ
る

常
勤

換
算

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、
当

該
経

験
を

有
す

る
専

従
の

非
常

勤
理

学

療
法

士
に

限
る

。
 

(
３
)
 

治
療

・
訓

練
を

十
分

実
施

し
得

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
（

少
な

く
と

も
、

病
院

に
つ

い
て

は
内

法
に

よ

る
測

定
で

1
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
、

診
療

所
に

つ
い

て
は

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
5
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上

と
す

る
。

）
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

専
用

の
機

能
訓

練
室

は
、

当
該

療
法

を
実

施
す

る
時

間
帯

以
外

の
時

間
帯

に
お

い
て

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
専

用
の

機
能

訓
練

室
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て
い

る
時

間
帯

に
お

い
て

「
専

用
」

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

一
の

機
能

訓
練

室
に

お
い

て
同

時
に

行
う

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

た
だ

し
、

同
一

の
時

間
帯

に
お

い
て

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
３
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
５
)
 

治
療

・
訓

練
を

行
う

た
め

の
以

下
の

各
種

計
測

用
器

具
等

を
具

備
し

て
い

る
こ

と
。

 

呼
吸

機
能

検
査

機
器

、
血

液
ガ

ス
検

査
機

器
等

 

(
６
)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 
 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
2
を

用
い

る
こ

（ ）（ ） 909908

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
13

2
 -
 

イ
 

摂
食

嚥
下

障
害

看
護

に
必

要
な

専
門

的
な

知
識

・
技

術
を

有
す

る
看

護
師

の
養

成
を

目
的

と
し

た
研

修

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

講
義

及
び

演
習

は
、

次
の

内
容

を
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

摂
食

嚥
下

障
害

の
原

因
疾

患
・

病
態

及
び

治
療

 

(
ロ

)
 

摂
食

嚥
下

機
能

の
評

価
と

そ
の

方
法

、
必

要
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト

 

(
ハ

)
 

摂
食

嚥
下

障
害

に
対

す
る

援
助

と
訓

練
 

(
ニ

)
 

摂
食

嚥
下

障
害

に
お

け
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

(
ホ

)
 

摂
食

嚥
下

障
害

の
あ

る
患

者
の

権
利

擁
護

と
患

者
家

族
の

意
思

決
定

支
援

 

(
ヘ

)
 

摂
食

嚥
下

障
害

者
に

関
連

す
る

社
会

資
源

と
関

連
法

規
 

(
ト

)
 

摂
食

嚥
下

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
看

護
の

役
割

と
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
 

エ
 

実
習

に
よ

り
、

事
例

に
基

づ
く

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
摂

食
嚥

下
障

害
看

護
関

連
領

域
に

必
要

な
看

護
実

践

を
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

内
視

鏡
下

嚥
下

機
能

検
査

又
は

嚥
下

造
影

の
検

査
結

果
を

踏
ま

え
て

実
施

す
る

週
１

回
以

上
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

つ
い

て
は

、
摂

食
嚥

下
支

援
チ

ー
ム

の
う

ち
、

常
勤

の
医

師
又

は
歯

科
医

師
、

常
勤

の
看

護
師

、

常
勤

の
言

語
聴

覚
士

、
常

勤
の

薬
剤

師
及

び
常

勤
の

管
理

栄
養

士
が

参
加

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

歯
科

衛

生
士

及
び

理
学

療
法

士
又

は
作

業
療

法
士

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

参
加

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

(
４

)
 

年
に

１
回

、
摂

食
嚥

下
支

援
加

算
を

算
定

し
た

患
者

に
つ

い
て

、
入

院
時

及
び

退
院

時
の

嚥
下

機
能

の
評

価
等

を
、

別
添

２
の

様
式

4
3
の

６
を

用
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報
告

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

(
１

)
の

イ
に

掲
げ

る
「

摂
食

嚥
下

機
能

障
害

を
有

す
る

患
者

の
看

護
に

従
事

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

す

る
看

護
師

で
あ

っ
て

、
摂

食
嚥

下
障

害
看

護
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の
常

勤
看

護
師

」
の

規

定
に

つ
い

て
は

、
令

和
２

年
３

月
3
1
日

に
お

い
て

、
「

診
療

報
酬

の
算

定
方

法
の

一
部

を
改

正
す

る
件

」

に
よ

る
改

正
前

（
令

和
２

年
度

改
定

前
）

の
区

分
番

号
「

Ｈ
０

０
４

」
摂

食
機

能
療

法
の

「
注

３
」

に
掲

げ

る
経

口
摂

取
回

復
促

進
加

算
１

又
は

２
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

当
該

加

算
の

施
設

基
準

に
規

定
す

る
「

専
従

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

」
と

し
て

令
和

２
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

届
出

を
行

っ
て

い
た

者
が

、
(
１

)
の

ウ
に

掲
げ

る
「

専
任

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

」
と

し
て

引
き

続
き

届
出

を
行

う

場
合

に
限

り
、

令
和

４
年

３
月

3
1
日

ま
で

の
間

、
当

該
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

摂
食

嚥
下

支
援

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

4
3
の

６
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

摂
食

嚥
下

支
援

チ
ー

ム
の

医
師

そ
の

他
の

従
事

者
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

 第
4
6
 

難
病

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

 

１
 

難
病

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
専

任
の

常
勤

医
師

が
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常

勤
医

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２

)
 

専
従

す
る

２
名

以
上

の
従

事
者

（
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

又
は

言
語

聴
覚

士
が

１
名

以
上

で
あ

り
、
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(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
３
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
５
)
 

治
療

・
訓

練
を

行
う

た
め

の
以

下
の

器
具

等
を

具
備

し
て

い
る

こ
と

。
 

呼
吸

機
能

検
査

機
器

、
血

液
ガ

ス
検

査
機

器
等

 

(
６
)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

初
期

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
の

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

呼
吸

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅱ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
4
5
の

２
 

摂
食

嚥
下

支
援

加
算

 

１
 

摂
食

嚥
下

支
援

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

保
険

医
療

機
関

内
に

、
以

下
か

ら
構

成
さ

れ
る

摂
食

機
能

及
び

嚥
下

機
能

の
回

復
の

支
援

に
係

る
専

門

知
識

を
有

し
た

多
職

種
に

よ
り

構
成

さ
れ

た
チ

ー
ム

（
以

下
「

摂
食

嚥
下

支
援

チ
ー

ム
」

と
い

う
。

）
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

カ
に

つ
い

て
は

、
歯

科
医

師
が

摂
食

嚥
下

支
援

チ
ー

ム
に

参
加

し
て

い
る

場
合

に
限

り
必

要
に

応
じ

て
参

加
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

専
任

の
常

勤
医

師
又

は
常

勤
歯

科
医

師
 

イ
 

摂
食

嚥
下

機
能

障
害

を
有

す
る

患
者

の
看

護
に

従
事

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

看
護

師
で

あ
っ

て
、

摂
食

嚥
下

障
害

看
護

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
専

任
の

常
勤

看
護

師
 

ウ
 

専
任

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

 

エ
 

専
任

の
常

勤
薬

剤
師

 

オ
 

専
任

の
常

勤
管

理
栄

養
士

 

カ
 

専
任

の
歯

科
衛

生
士

 

キ
 

専
任

の
理

学
療

法
士

又
は

作
業

療
法

士
 

(
２
)
 
(
１
)
の

イ
に

掲
げ

る
摂

食
嚥

下
障

害
看

護
に

係
る

適
切

な
研

修
と

は
、

次
の

事
項

に
該

当
す

る
研

修
の

こ

と
を

い
う

。
 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
（

6
0
0
時

間
以

上
の

研
修

期
間

で
、

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
も

の
）
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ウ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

外
来

患
者

の
う

ち
、

概
ね

８

割
以

上
が

別
表

第
十

の
二

に
該

当
す

る
患

者
（

た
だ

し
加

齢
に

伴
っ

て
生

ず
る

心
身

の
変

化
に

起
因

す
る

疾
病

の
者

を
除

く
。

）
で

あ
る

医
療

機
関

（
概

ね
８

割
で

あ
る

こ
と

の
要

件
に

つ
い

て
は

、
暦

月
で

３
か

月
を

超
え

な
い

期
間

の
１

割
以

内
の

変
動

で
あ

る
場

合
に

は
、

要
件

を
満

た
す

も
の

で
あ

る
こ

と
。

）
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
専

任
の

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専

任
の

非
常

勤
医

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と

が
で

き
る

。
 

(
３
)
 

ア
又

は
イ

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

作
業

療
法

士
が

合
わ

せ
て

２
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

専
従

の
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

作
業

療
法

士
の

い
ず

れ
か

１
名

以
上

及
び

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
経

験
を

有
す

る
専

従
の

常
勤

看
護

師
１

名
以

上
が

合
わ

せ
て

２
名

以
上

が
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加
算

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

及
び

地
域

包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

料
を

算
定

す
る

病
室

を
有

す
る

病
棟

に
お

け
る

常
勤

従
事

者
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

が
、

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
又

は
(
Ⅱ
)
、

脳
血

管
疾

患
等

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

廃
用

症
候

群
リ

ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料
(
Ⅰ
)
、
(
Ⅱ
)
又

は
(
Ⅲ
)
、

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
又

は
(
Ⅱ
)
及

び
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅰ
)
又

は
(
Ⅱ
)
に

お
け

る
常

勤
従

事
者

と
の

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
と

。

な
お

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
除

く
。

）
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
行

わ
れ

る
時

間
が

当
該

保
険

医
療

機
関

の
定

め
る

所
定

労
働

時
間

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

時
間

以
外

に
他

の
業

務
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
看

護
師

（
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
経

験
を

有
す

る
看

護
師

に
限

る
。

）
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

理
学

療
法

士
、

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
常

勤
看

護
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
看

護
師

が
そ

れ
ぞ

れ
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に

は
、

こ
れ

ら
の

非
常

勤
理

学
療

法
士

、
非

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
非

常
勤

看
護

師
の

実
労

働
時

間
を

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
、

常
勤

作
業

療
法

士
数

又
は

常
勤

看
護

師
数

に
そ

れ
ぞ

れ
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
理

学
療

法
士

数
、

常
勤

作
業

療
法

士
数

又
は

常
勤

看
護

師
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

配
置

の
う

ち
そ

れ
ぞ

れ
１

名
ま

で
に

限
る

。
 

(
４
)
 

言
語

聴
覚

療
法

を
行

う
場

合
は

、
専

従
の

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

第
７

部
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

第
１

節
の

各
項

目
の

う
ち

専
従

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

を
求

め
る

別
の

項
目

に

つ
い

て
、

別
に

定
め

が
あ

る
場

合
を

除
き

、
兼

任
は

可
能

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

言
語

聴
覚

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ

れ
ら

の
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す

こ
と

が
で

き
る

。
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か
つ

、
看

護
師

が
１

名
以

上
）

が
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
維

持
向

上
等

体
制

加
算

、
回

復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
病

棟
並

び
に

地
域

包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

を
算

定
す

る
病

室
を

有
す

る
病

棟
に

お
け

る
常

勤
理

学
療

法
士

、
常

勤
作

業
療

法

士
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

と
の

兼
任

で
は

な
い

こ
と

。
な

お
、

あ
ら

か
じ

め
難

病
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
を

行
う

日
を

決
め

て
い

る
場

合
、

第
７

部
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

第
１

節
の

各
項

目
の

う
ち

、
施

設
基

準

に
お

い
て

、
専

従
の

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
又

は
看

護
師

の
勤

務
を

要
す

る
も

の
で

あ

っ
て

、
あ

ら
か

じ
め

当
該

難
病

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

日
に

は
実

施
し

な
い

こ
と

と
し

て
い

る

も
の

に
つ

い
て

は
兼

任
で

き
る

。
ま

た
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

難
病

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

が
行

わ
れ

る
時

間
が

当
該

保
険

医
療

機
関

の
定

め
る

所
定

労
働

時
間

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
時

間
以

外
に

他
の

業
務

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
 

(
３
)
 

取
り

扱
う

患
者

数
は

、
従

事
者

１
人

に
つ

き
１

日
2
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

難
病

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

に
ふ

さ
わ

し
い

専
用

の
機

能
訓

練
室

を
有

し
て

お
り

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
広

さ
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
6
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
患

者
１

人
当

た
り

の

面
積

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
.
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

標
準

と
す

る
こ

と
。

な
お

、
専

用
の

機
能

訓
練

室
に

は
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
機

能
訓

練
室

を
充

て

て
差

し
支

え
な

い
。

 

(
５
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
４
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
６
)
 

当
該

訓
練

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

用
の

器
械

・
器

具
と

し
て

、
以

下
の

も
の

を
具

備
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

訓
練

マ
ッ

ト
と

そ
の

付
属

品
 

イ
 

姿
勢

矯
正

用
鏡

 

ウ
 

車
椅

子
 

エ
 

各
種

杖
 

オ
 

各
種

測
定

用
器

具
（

角
度

計
、

握
力

計
等

）
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

難
病

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

4
3
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
そ

の
他

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の
別

）
等

を
別

添
２

の
様

式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
4
7
 

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

 

１
 

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

保
険

医
療

機
関

は
、

次
の

い
ず

れ
か

で
あ

る
こ

と
。

 

ア
 

児
童

福
祉

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
1
6
4
号

）
第

4
2
条

第
２

号
に

規
定

す
る

医
療

型
障

害
児

入
所

施
設

（
主

と
し

て
肢

体
不

自
由

の
あ

る
児

童
又

は
重

症
心

身
障

害
児

（
同

法
第

７
条

第
２

項
に

規
定

す
る

重
症

心
身

障
害

児
を

い
う

。
）

を
入

所
さ

せ
る

も
の

に
限

る
。

）
 

イ
 

児
童

福
祉

法
第

６
条

の
２

の
２

に
規

定
す

る
指

定
発

達
支

援
医

療
機

関
 

（ ）（ ） 911910

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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ア
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
し

て
十

分
な

経
験

を
有

す
る

こ
と

。
 

イ
 

が
ん

患
者

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

し
、

適
切

な
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

適
切

な
研

修
と

は
以

下
の

要
件

を
満

た
す

も
の

を
い

う
。

 

(
イ

)
 

医
療

関
係

団
体

等
が

主
催

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ロ

)
 

研
修

期
間

は
通

算
し

て
1
4
時

間
程

度
の

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ハ

)
 

研
修

内
容

に
以

下
の

内
容

を
含

む
こ

と
。

 

(
ａ

)
 

が
ん

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
概

要
 

(
ｂ

)
 

周
術

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

(
ｃ

)
 

化
学

療
法

及
び

放
射

線
療

法
中

あ
る

い
は

療
法

後
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

(
ｄ

)
 

が
ん

患
者

の
摂

食
・

嚥
下

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
障

害
に

対
す

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
に

つ
い

て
 

(
ｅ

)
 

が
ん

や
が

ん
治

療
に

伴
う

合
併

症
と

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

(
ｆ

)
 

進
行

癌
患

者
に

対
す

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

(
ニ

)
 

研
修

に
は

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

、
実

際
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

係
る

手
技

に
つ

い
て

の
実

技
等

を
含

む
こ

と
。

 

(
ホ

)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
チ

ー
ム

医
療

の
観

点
か

ら
、

同
一

の
医

療
機

関
か

ら
、

医

師
、

病
棟

に
お

い
て

が
ん

患
者

の
ケ

ア
に

当
た

る
看

護
師

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
担

当
す

る

理
学

療
法

士
等

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
参

加
し

て
行

わ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

に
つ

き
十

分
な

経
験

を
有

す
る

専

従
の

常
勤

理
学

療
法

士
、

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

な
お

、
十

分
な

経
験

を
有

す
る

と
は

、
(
１

)
の

イ
に

規
定

す
る

研
修

を
修

了
し

た
者

の
こ

と
を

い

う
。

ま
た

、
専

従
す

る
言

語
聴

覚
士

が
い

る
場

合
、

第
７

部
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

第
１

節
の

各
項

目
の

う
ち

専
従

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

を
求

め
る

別
の

項
目

に
つ

い
て

、
別

に
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

兼
任

は
可

能
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
（

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

除
く

。
）

、
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
る

時
間

が
当

該
保

険
医

療
機

関
の

定
め

る
所

定
労

働
時

間
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
時

間
以

外
に

他
の

業
務

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

（
そ

れ
ぞ

れ
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
経

験
を

有
す

る
者

に
限

る
。

）
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

理
学

療
法

士
、

常
勤

作
業

療
法

士
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

が
そ

れ
ぞ

れ
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
こ

れ
ら

の
非

常
勤

理
学

療
法

士
、

非
常

勤
作

業
療

法
士

又
は

非
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
実

労
働

時
間

を
常

勤
換

算
し

常
勤

理
学

療
法

士
数

、
常

勤
作

業
療

法
士

数
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

数
に

そ
れ

ぞ
れ

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
常

勤
換

算
し

常
勤

理
学

療
法

士
数

、
常

勤
作

業
療

法
士

数
又

は
常

勤
言

語
聴

覚
士

数
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
は

、
常

勤
配

置
の

う
ち

そ
れ

ぞ
れ

１
名

ま
で

に
限

る
。

 

(
３

)
 

治
療

・
訓

練
を

十
分

実
施

し
得

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
（

少
な

く
と

も
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

1
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
）

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
専

用
の

機
能

訓
練

室
は

、
当

該
療

法
を

実
施

す
る

時
間

帯
以

外
の

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

用
途

に
使

用
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

専
用

の
機

能
訓

練
室
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(
５
)
 

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

に
ふ

さ
わ

し
い

専
用

の
機

能
訓

練
室

（
少

な
く

と
も

、
病

院
に

つ
い

て
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
6
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
、

診
療

所
に

つ
い

て
は

、
内

法
に

よ
る

測

定
で

4
5
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

す
る

。
）

を
有

す
る

こ
と

。
専

用
の

機
能

訓
練

室
は

、
当

該
療

法
を

実
施

す
る

時
間

帯
以

外
の

時
間

帯
に

お
い

て
、

他
の

用
途

に
使

用
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

専
用

の

機
能

訓
練

室
は

、
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
が

ん
患

者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

時
間

帯
に

お
い

て
「

専
用

」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

疾
患

別
リ

ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
が

ん
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
同

時

に
行

う
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
た

だ
し

、
同

一
の

時
間

帯
に

お
い

て
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

言
語

聴
覚

療
法

を

行
う

場
合

は
、

遮
蔽

等
に

配
慮

し
た

専
用

の
個

別
療

法
室

（
内

法
に

よ
る

測
定

で
８

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

）

１
室

以
上

を
別

に
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

能
訓

練
室

等
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
５
)
の

内

法
の

規
定

を
満

た
し

て
い

る
も

の
と

す
る

。
 

(
７
)
 

当
該

訓
練

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

用
の

器
械

・
器

具
と

し
て

、
以

下
の

も
の

を
具

備
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

訓
練

マ
ッ

ト
と

そ
の

付
属

品
 

イ
 

姿
勢

矯
正

用
鏡

 

ウ
 

車
椅

子
 

エ
 

各
種

杖
 

オ
 

各
種

測
定

用
器

具
（

角
度

計
、

握
力

計
等

）
 

(
８
)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患
者

ご
と

に
一

元
的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

定
期

的
に

担
当

の
多

職
種

が
参

加
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

障
害

児
（

者
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

4
3
を

用
い

る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
そ

の
他

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の
別

）
等

を
別

添
２

の
様

式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 
 

第
4
7
の

２
 

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

 

１
 

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
が

ん
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

に
つ

き
、

十
分

な
経

験

を
有

す
る

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

（
が

ん
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

に
つ

き
、

十
分

な
経

験
を

有
す

る
医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

十
分

な
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

と
は

、
以

下
の

い
ず

れ
も

満
た

す
者

の
こ

と
を

い
う

。
 

（ ）（ ） 911910

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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は
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

時
間

帯
に

お
い

て
「

専
用

」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
障

害
児

（
者

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

同
一

の
機

能
訓

練
室

に
お

い
て

同
時

に
行

う
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
た

だ
し

、
同

一
の

時
間

帯
に

お
い

て
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
当

該
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

当
該

機
能

訓
練

室
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
３
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
５
)
 

当
該

療
法

を
行

う
た

め
に

必
要

な
施

設
及

び
器

械
・

器
具

と
し

て
、

以
下

の
も

の
を

具
備

し
て

い
る

こ

と
。

 

 
歩

行
補

助
具

、
訓

練
マ

ッ
ト

、
治

療
台

、
砂

嚢
な

ど
の

重
錘

、
各

種
測

定
用

器
具

等
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

4
3
の

２
を

用
い

る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
そ

の
他

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
及

び
勤

務
時

間
等

を
別

添
２

の
様

式
4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

な
お

、
当

該

従
事

者
が

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

経
験

を
有

す
る

者
で

あ
る

場
合

は
、

そ
の

旨
を

経
験

欄
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
証

明
す

る
修

了
証

等
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

機
能

訓
練

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
4
7
の

３
 

認
知

症
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
 

１
 

認
知

症
患

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

認
知

症
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

に
つ

き
、

十
分

な
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

（
認

知
症

患
者

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
に

つ
き

、
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

に
限

る
。

）
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

十
分

な
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

と
は

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
者

を
い

う
。

 

ア
 

認
知

症
患

者
の

診
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
者

 

イ
 

認
知

症
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
し

、
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
者

 

な
お

、
適

切
な

研
修

と
は

、
次

の
事

項
に

該
当

す
る

研
修

で
あ

る
。

 

(
イ
)
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

（
６

時
間

以
上

の
研

修
期

間
で

あ
る

も

の
）

。
 

(
ロ
)
 

認
知

症
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
専

門
的

な
知

識
・

技
能

を
有

す
る

医
師

の
養

成

を
目

的
と

し
た

研
修

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ハ
)
 

講
義

及
び

演
習

に
よ

り
次

の
内

容
を

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ａ
)
 

認
知

症
医

療
の

方
向

性
 

(
ｂ
)
 

認
知

症
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

概
要

 

（ ）（ ） 913912

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２

)
 

専
従

す
る

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

１
名

以
上

勤
務

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

言
語

聴
覚

士
は

、
第

７
部

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

第
１

節
の

各
項

目
の

う
ち

専
従

の
常

勤
言

語
聴

覚
士

を
求

め
る

別
の

項
目

に
つ

い

て
、

別
に

定
め

が
あ

る
場

合
を

除
き

、
兼

任
は

可
能

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
従

の
非

常
勤

言
語

聴

覚
士

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
言

語
聴

覚
士

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

言
語

聴
覚

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
３

)
 

次
に

掲
げ

る
当

該
療

法
を

行
う

た
め

の
専

用
の

療
法

室
及

び
必

要
な

器
械

・
器

具
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

専
用

の
療

法
室

 

集
団

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
療

法
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
集

団
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

療
法

室

（
内

法
に

よ
る

測
定

で
８

平
方

メ
ー

ト
ル

以
上

）
を

１
室

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
（

言
語

聴
覚

療
法

以

外
の

目
的

で
使

用
す

る
も

の
は

集
団

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
療

法
室

に
該

当
し

な
い

も
の

と
す

る
。

な

お
言

語
聴

覚
療

法
に

お
け

る
個

別
療

法
室

と
集

団
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

療
法

室
の

共
用

は
可

能
な

も

の
と

す
る

）
。

 

イ
 

必
要

な
器

械
・

器
具

（
主

な
も

の
）

 

簡
易

聴
力

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
機

器
、

音
声

録
音

再
生

装
置

、
ビ

デ
オ

録
画

シ
ス

テ
ム

、
各

種
言

語
・

心
理

・
認

知
機

能
検

査
機

器
・

用
具

、
発

声
発

語
検

査
機

器
・

用
具

、
各

種
診

断
・

治
療

材
料

（
絵

カ
ー

ド
他

）
 

(
４

)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
集

団
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

療
法

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

当
該

療
法

室
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
３

)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
５

)
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
等

）
は

患

者
ご

と
に

一
元

的
に

保
管

さ
れ

、
常

に
医

療
従

事
者

に
よ

り
閲

覧
が

可
能

で
あ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 

集
団

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
療

法
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

4
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
及

び
言

語
聴

覚
士

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
4
の

２
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

療
法

室
の

配
置

図
及

び
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
4
7
の

５
 

歯
科

口
腔

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

２
 

１
 

歯
科

口
腔

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

歯
科

又
は

歯
科

口
腔

外
科

を
標

榜
し

、
当

該
診

療
科

に
係

る
５

年
以

上
の

経
験

及
び

当
該

療
養

に
係

る
３

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

歯
科

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

顎
関

節
症

の
診

断
に

用
い

る
磁

気
共

鳴
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
断

層
撮

影
（

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
）

機
器

を
設

置
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
医

療
機

器
を

設
置

し
て

い
な

い
保

険
医

療
機

関
は

、
当

該
医

療
機

器
を

設
置

し
て

い

る
病

院
と

連
携

が
図

ら
れ

て
い

る
こ

と
。
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護
師

、
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

作
業

療
法

士
１

名
以

上
が

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

、
非

常
勤

看
護

師
、

非
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

非
常

勤
作

業
療

法
士

（
そ

れ
ぞ

れ
次

の
要

件
を

全
て

満
た

す
者

に
限

る
。

）
を

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

、
常

勤
看

護
師

、
常

勤
理

学
療

法
士

又
は

常
勤

作
業

療
法

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
、

非
常

勤
看

護
師

、
非

常
勤

理
学

療
法

士
又

は
非

常
勤

作
業

療
法

士
が

そ
れ

ぞ
れ

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

ア
 

そ
れ

ぞ
れ

の
資

格
を

取
得

後
２

年
以

上
経

過
し

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

直
近

２
年

以
内

に
リ

ン
パ

浮
腫

を
５

例
以

上
経

験
し

て
い

る
こ

と
。

 

ウ
 

リ
ン

パ
浮

腫
の

複
合

的
治

療
に

つ
い

て
下

記
(
イ
)
か

ら
(
ハ
)
ま

で
の

要
件

を
全

て
満

た
す

研
修

を
修

了
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
座

学
の

研
修

を
実

施
し

た
主

体
と

実
技

を
伴

う
研

修
を

実
施

し
た

主
体

が

異
な

っ
て

も
、

そ
れ

ぞ
れ

が
下

記
(
イ
)
か

ら
(
ハ
)
ま

で
の

要
件

を
全

て
満

た
し

て
い

れ
ば

差
し

支
え

な

い
。

 

(
イ
)
 

国
、

関
係

学
会

、
医

療
関

係
団

体
等

で
、

過
去

概
ね

３
年

以
上

に
わ

た
り

医
師

、
看

護
師

、
理

学

療
法

士
又

は
作

業
療

法
士

を
対

象
と

し
た

教
育

・
研

修
の

実
績

が
あ

る
も

の
が

主
催

し
、

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
ロ
)
 

内
容

、
実

施
時

間
等

に
つ

い
て

「
専

門
的

な
リ

ン
パ

浮
腫

研
修

に
関

す
る

教
育

要
綱

」
（

厚
生

労

働
省

委
託

事
業

「
が

ん
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
研

修
」

リ
ン

パ
浮

腫
研

修
委

員
会

）
に

沿
っ

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
医

師
（

専
ら

リ
ン

パ
浮

腫
複

合
的

治
療

に
携

わ
る

他
の

従
事

者
の

監
督

を
行

い
、

自
身

で
は

直
接

治
療

を
行

わ
な

い
も

の
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

は
、

座
学

の
研

修
の

み
を

修
了

す
れ

ば
よ

い
。

 

(
ハ
)
 

研
修

の
修

了
に

当
た

っ
て

は
原

則
と

し
て

試
験

を
実

施
し

、
理

解
が

不
十

分
な

者
に

つ
い

て
は

再

度
の

受
講

等
を

求
め

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
、

直
近

１
年

間
に

リ
ン

パ
浮

腫
指

導
管

理
料

を
5
0
回

以
上

算
定

し
て

い
る

こ

と
。

又
は

、
リ

ン
パ

浮
腫

の
診

断
等

に
係

る
連

携
先

と
し

て
届

け
出

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

直
近

１
年

間
に

リ
ン

パ
浮

腫
指

導
管

理
料

を
5
0
回

以
上

算
定

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

又
は

合
併

症
治

療
に

係
る

連
携

先
と

し
て

届
け

出
た

別
の

保
険

医
療

機
関

に
お

い

て
、

入
院

施
設

を
有

し
、

内
科

、
外

科
又

は
皮

膚
科

を
標

榜
し

、
蜂

窩
織

炎
等

の
リ

ン
パ

浮
腫

に
係

る
合

併
症

に
対

す
る

診
療

を
適

切
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

治
療

を
行

う
た

め
に

必
要

な
施

設
及

び
器

械
・

器
具

と
し

て
以

下
の

も
の

を
具

備
し

て
い

る
こ

と
。

 

歩
行

補
助

具
、

治
療

台
、

各
種

測
定

用
器

具
（

巻
尺

等
）

 

(
５
)
 

治
療

に
関

す
る

記
録

（
医

師
の

指
示

、
実

施
時

間
、

実
施

内
容

、
担

当
者

等
）

は
患

者
ご

と
に

一
元

的

に
保

管
さ

れ
、

常
に

医
療

従
事

者
に

よ
り

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

リ
ン

パ
浮

腫
複

合
的

治
療

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
様

式
4
3
の

７
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
4
7
の

４
 

集
団

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
療

法
料

 

 
１

 
集

団
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

療
法

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上

（ ）（ ） 913912
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掲
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た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
３
)
 
2
0
歳

未
満

の
患

者
に

対
す

る
当

該
療

法
に

専
任

の
精

神
保

健
福

祉
士

又
は

公
認

心
理

師
が

１
名

以
上

配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
過

去
６

か
月

間
に

当
該

療
法

を
実

施
し

た
1
6
歳

未
満

の
患

者
の

数
が

、
月

平
均

4
0
人

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

診
療

所
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

の
場

合
は

、
(
１
)
か

ら
(
４
)
ま

で
に

加
え

、
当

該
保

険
医

療
機

関
が

過
去

６
か

月
間

に
当

該
療

法
を

実
施

し
た

患
者

の
う

ち
、

5
0
%
以

上
が

1
6
歳

未
満

の
者

で
あ

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

当
分

の
間

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
に

該
当

す
る

者
を

公
認

心
理

師
と

み

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 

２
 

通
院

・
在

宅
精

神
療

法
の

療
養

生
活

環
境

整
備

指
導

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
当

該
指

導
に

専
任

の
精

神
保

健
福

祉
士

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

保
健

師
、

看
護

師
又

は
精

神
保

健
福

祉
士

が
同

時
に

担
当

す
る

療
養

生
活

環
境

整
備

指
導

の
対

象
患

者
の

数
は

１
人

に
つ

き
3
0
人

以
下

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
の

保
健

師
、

看
護

師
又

は
精

神
保

健
福

祉

士
が

担
当

す
る

患
者

の
一

覧
を

作
成

し
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

通
院

・
在

宅
精

神
療

法
の

児
童

思
春

期
精

神
科

専
門

管
理

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
４

及
び

様
式

4
4
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

通
院

・
在

宅
精

神
療

法
の

療
養

生
活

環
境

整
備

指
導

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
4
の

５
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
4
7
の

８
 

救
急

患
者

精
神

科
継

続
支

援
料

 

１
 

救
急

患
者

精
神

科
継

続
支

援
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 
 
 

(
１
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

２
３

０
－

４
」

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

自
殺

企
図

等
に

よ
り

入
院

と
な

っ
た

患
者

に
対

す
る

生
活

上
の

課
題

等
に

つ
い

て
指

導
等

を
行

う
た

め
の

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

（
自

殺
企

図
等

に
よ

り
入

院
と

な
っ

た
患

者
に

対
す

る
生

活
上

の
課

題
等

に
つ

い
て

指
導

等
を

行

う
た

め
の

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

医
師

に
限

る
。

）
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
３
)
 

自
殺

企
図

等
に

よ
り

入
院

と
な

っ
た

患
者

に
対

す
る

生
活

上
の

課
題

等
に

つ
い

て
指

導
等

を
行

う
た

め
の

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の
常

勤
看

護
師

、
専

任
の

常
勤

作
業

療
法

士
、

専
任

の
常

勤
精

神
保

健
福

祉

士
、

専
任

の
常

勤
公

認
心

理
師

又
は

専
任

の
常

勤
社

会
福

祉
士

が
、

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
(
２
)
及

び
(
３
)
に

お
け

る
適

切
な

研
修

と
は

、
次

の
も

の
を

い
う

こ
と

。
 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

（
1
6
時

間
以

上
の

研
修

期
間

で
あ

る
も

の
）

。
 

イ
 

講
義

及
び

演
習

に
よ

り
次

の
内

容
を

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
イ
)
 

自
殺

死
亡

者
及

び
自

殺
企

図
後

の
患

者
に

つ
い

て
の

基
本

的
事

項
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２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

歯
科

口
腔

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

２
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
4
の

４
を

用
い

る
こ

 

と
。

 

 第
4
7
の

６
 

経
頭

蓋
磁

気
刺

激
療

法
 

１
 

経
頭

蓋
磁

気
刺

激
療

法
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

精
神

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
 

(
２
)
 

う
つ

病
の

治
療

に
関

し
、

専
門

の
知

識
及

び
少

な
く

と
も

５
年

以
上

の
経

験
を

有
し

、
本

治
療

に
関

す
る

所
定

の
研

修
を

修
了

し
て

い
る

常
勤

の
精

神
科

の
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
に

関
す

る
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の
認

知
療

法
・

認
知

行
動

療
法

に
習

熟
し

た
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

次
の

い
ず

れ
か

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
イ
)
 

「
Ａ

２
３

０
－

４
」

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

加
算

 

(
ロ
)
 

「
Ａ

２
３

８
－

６
」

精
神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
紹

介
加

算
 

(
ハ
)
 

「
Ａ

２
３

８
－

７
」

精
神

科
救

急
搬

送
患

者
地

域
連

携
受

入
加

算
 

(
ニ
)
 

「
Ａ

２
４

９
」

精
神

科
急

性
期

医
師

配
置

加
算

 

(
ホ
)
 

「
Ａ

３
１

１
」

精
神

科
救

急
入

院
料

 

(
ヘ
)
 

「
Ａ

３
１

１
－

２
」

精
神

科
急

性
期

治
療

病
棟

入
院

料
 

(
ト
)
 

「
Ａ

３
１

１
－

３
」

精
神

科
救

急
・

合
併

症
入

院
料

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

経
過

頭
蓋

磁
気

刺
激

療
法

に
関

す
る

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
4
の

８
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
4
7
の

７
 

通
院

・
在

宅
精

神
療

法
 

１
 

通
院

・
在

宅
精

神
療

法
の

児
童

思
春

期
精

神
科

専
門

管
理

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

2
0
歳

未
満

の
精

神
疾

患
を

有
す

る
患

者
の

診
療

を
行

う
に

つ
き

相
当

の
実

績
を

有
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
「

相
当

の
実

績
を

有
す

る
」

と
は

以
下

の
こ

と
を

い
う

。
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
、

精
神

保
健

指
定

医
に

指
定

さ
れ

て
か

ら
５

年
以

上
に

わ
た

っ
て

主
と

し
て

2
0

歳
未

満
の

患
者

に
対

す
る

精
神

医
療

に
従

事
し

た
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

精
神

保
健

指
定

医
が

１
名

以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

（
精

神
保

健
指

定
医

に
指

定
さ

れ
て

か
ら

５
年

以
上

に
わ

た
っ

て
主

と
し

て
2
0
歳

未
満

の
患

者
に

対
す

る
精

神
医

療
に

従
事

し
た

経
験

を
有

す
る

精
神

保

健
指

定
医

に
限

る
。

）
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 
(
１
)
の

他
、

主
と

し
て

2
0
歳

未
満

の
患

者
に

対
す

る
精

神
医

療
に

従
事

し
た

経
験

１
年

以
上

を
含

む
精

神
科

の
経

験
３

年
以

上
の

専
任

の
常

勤
精

神
科

医
が

、
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

精
神

科
医

（
主

と
し

て
2
0
歳

未
満

の
患

者
に

対
す

る
精

神
医

療
に

従
事

し
た

経
験

１
年

以
上

を

含
む

精
神

科
の

経
験

３
年

以
上

の
医

師
に

限
る

。
）

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
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認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
4
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
4
8
の

１
の

２
 

依
存

症
集

団
療

法
 

１
 

依
存

症
集

団
療

法
（

薬
物

依
存

の
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
、

専
任

の
精

神
科

医
及

び
専

任
の

看
護

師
又

は
専

任
の

作
業

療
法

士
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

（
い

ず
れ

も
薬

物
依

存
症

に
対

す
る

集
団

療
法

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了

し
た

者
に

限
る

。
）

。
 

(
２

)
 

(
１

)
に

お
け

る
適

切
な

研
修

と
は

以
下

の
も

の
を

い
う

こ
と

。
 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

（
1
4
時

間
以

上
の

研
修

期
間

で
あ

る
も

の
）

。
 

イ
 

研
修

内
容

に
以

下
の

内
容

を
含

む
こ

と
。

 

(
イ

)
 

依
存

症
の

疫
学

、
依

存
性

薬
物

の
薬

理
学

的
特

徴
と

乱
用

の
動

向
 

(
ロ

)
 

依
存

症
患

者
の

精
神

医
学

的
特

性
 

(
ハ

)
 

薬
物

の
使

用
に

対
す

る
司

法
上

の
対

応
 

(
ニ

)
 

依
存

症
に

関
連

す
る

社
会

資
源

 

(
ホ

)
 

依
存

症
に

対
す

る
集

団
療

法
の

概
要

と
適

応
 

(
ヘ

)
 

集
団

療
法

参
加

患
者

に
対

す
る

外
来

対
応

上
の

留
意

点
 

ウ
 

研
修

に
は

デ
モ

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

見
学

や
、

実
際

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

法
に

関
す

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等

を
含

む
こ

と
。

 
 

２
 

依
存

症
集

団
療

法
（

ギ
ャ

ン
ブ

ル
依

存
症

の
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

「
依

存
症

専
門

医
療

機
関

及
び

依
存

症
治

療
拠

点
機

関
の

整
備

に
つ

い
て

」
（

平
成

2
9
年

６
月

1
3
日

障
発

0
6
1
3
第

４
号

）
に

お
け

る
依

存
症

専
門

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
、

専
任

の
精

神
科

医
及

び
専

任
の

看
護

師
又

は
専

任
の

作
業

療
法

士
が

そ
れ

ぞ

れ
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
（

ギ
ャ

ン
ブ

ル
依

存
症

に
対

す
る

集
団

療
法

に
係

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
者

に
限

る
。

）
。

 

(
３

)
 

(
２

)
に

お
け

る
適

切
な

研
修

と
は

以
下

の
も

の
を

い
う

こ
と

。
 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

（
８

時
間

以
上

の
研

修
時

間
で

あ
る

も

の
。

）
。

 

イ
 

研
修

内
容

に
以

下
の

内
容

を
含

む
こ

と
。

 

（
イ

）
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
の

疫
学

、
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
の

特
徴

 

（
ロ

）
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
患

者
の

精
神

医
学

的
特

性
 

（
ハ

）
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
に

関
連

す
る

社
会

資
源

 

（
ニ

）
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
に

対
す

る
集

団
療

法
の

概
要

と
適

応
 

（
ホ

）
集

団
療

法
参

加
患

者
に

対
す

る
外

来
対

応
上

の
留

意
点

 

ウ
 

研
修

に
は

デ
モ

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

見
学

や
、

実
際

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

法
に

関
す

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等

を
含

む
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

依
存

症
集

団
療

法
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
4
の

７
を

用
い

る
こ

と
。

専
任

の
精

神
科

医
及

び
専

任
の

看
護

師
等

に
つ

い
て

は
、

研
修

修
了

を
証

明
す

る
書

類
を

添
付

す
る

こ
と

。
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(
ロ
)
 

救
急

搬
送

さ
れ

た
自

殺
企

図
後

の
患

者
の

ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

概
要

 

(
ハ
)
 

自
殺

企
図

の
リ

ス
ク

因
子

と
防

御
因

子
に

つ
い

て
 

(
ニ
)
 

自
殺

企
図

後
の

患
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

法
に

つ
い

て
 

(
ホ
)
 

初
回

ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
面

接
に

つ
い

て
 

(
ヘ
)
 

定
期

ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
 

(
ト
)
 

ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

終
了

に
つ

い
て

 

(
チ
)
 

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
応

に
つ

い
て

 

(
リ
)
 

ポ
ス

ト
ベ

ン
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

(
ヌ
)
 

チ
ー

ム
医

療
と

セ
ル

フ
ケ

ア
に

つ
い

て
 

ウ
 

研
修

に
は

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
や

、
救

急
搬

送
さ

れ
た

自
殺

企
図

後
の

患
者

の
ケ

ー
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を

豊
富

に
経

験
し

て
い

る
者

に
よ

る
実

技
指

導
や

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

等
を

含
む

こ
と

。
 

(
５
)
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

当
分

の
間

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
に

該
当

す
る

者
を

公
認

心
理

師
と

み

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

救
急

患
者

精
神

科
継

続
支

援
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

4
4
の

６
を

用
い

る
こ

と
。

専

任
の

常
勤

医
師

及
び

専
任

の
常

勤
看

護
師

等
に

つ
い

て
は

、
研

修
修

了
を

証
明

す
る

書
類

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
4
8
 

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
 

１
 

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
１

に
関

す
る

施
設

基
準

 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
専

任
の

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
に

習
熟

し
た

医
師

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

１
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
以

下
の

全
て

を
満

た
す

専
任

の
看

護
師

が
１

名
以

上
勤

務
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
１

の
届

出
医

療
機

関
に

お
け

る
外

来
に

２
年

以
上

勤
務

し
、

治
療

に
係

る

面
接

に
1
2
0
回

以
上

同
席

し
た

経
験

が
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

う
つ

病
等

の
気

分
障

害
の

患
者

に
対

し
て

、
当

該
看

護
師

が
認

知
療

法
・

認
知

行
動

療
法

の
手

法
を

取

り
入

れ
た

面
接

を
過

去
に

1
0
症

例
1
2
0
回

以
上

実
施

し
、

そ
の

内
容

の
う

ち
５

症
例

6
0
回

以
上

の
も

の

に
つ

い
て

、
患

者
の

同
意

を
得

て
、

面
接

を
録

画
、

録
音

等
の

方
法

に
よ

り
記

録
し

て
、

１
の

専
任

の
医

師
又

は
ウ

の
研

修
の

講
師

が
確

認
し

、
必

要
な

指
導

を
受

け
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

認
知

療
法

・
認

知
行

動
療

法
に

つ
い

て
下

記
の

要
件

を
全

て
満

た
す

研
修

を
修

了
し

て
い

る
こ

と
。

(
イ
)
 

国
、

関
係

学
会

、
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
し

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
ロ
)
 

厚
生

労
働

科
学

研
究

班
作

成
の

「
う

つ
病

の
認

知
療

法
・

認
知

行
動

療
法

治
療

者
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

（
平

成
2
1
年

度
厚

生
労

働
省

こ
こ

ろ
の

健
康

科
学

研
究

事
業

「
精

神
療

法
の

実
施

方
法

と
有

効
性

に
関

す
る

研
究

」
）

に
準

拠
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
２

日
以

上
の

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
ハ
)
 

講
師

に
、

厚
生

労
働

省
に

よ
る

「
認

知
行

動
療

法
研

修
事

業
」

に
お

い
て

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

を

経
験

し
た

者
が

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

（ ）（ ） 915914

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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ア
と

精
神

科
作

業
療

法
等

の
実

施
日

・
時

間
が

異
な

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
精

神
科

作
業

療
法

等
の

専
従

者

と
し

て
届

け
出

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

 

ア
 

精
神

科
の

医
師

及
び

専
従

す
る

３
人

の
従

事
者

（
作

業
療

法
士

又
は

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

若
し

く

は
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
の

経
験

を
有

す
る

看
護

師
の

い
ず

れ
か

１
人

、
看

護
師

１
人

、
公

認
心

理
師

、
精

神
保

健
福

祉
士

の
い

ず
れ

か
１

人
を

含
む

。
）

の
４

人
で

構
成

さ
れ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
数

は
、

当
該

従
事

者
４

人
に

対
し

て
１

回
5
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
 

イ
 

ア
に

規
定

す
る

４
人

で
構

成
さ

れ
る

従
事

者
に

、
更

に
、

精
神

科
医

師
１

人
及

び
ア

に
規

定
す

る
精

神

科
医

師
以

外
の

従
事

者
１

人
を

加
え

て
、

６
人

で
従

事
者

を
構

成
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
数

は
、

当
該

従
事

者
６

人
に

対
し

て
１

回
7
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

を
行

う
に

ふ
さ

わ
し

い
専

用
の

施
設

（
内

法
に

よ
る

測
定

で
広

さ
6
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
患

者
１

人
当

た
り

の
面

積
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
4
.
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

標

準
と

す
る

。
）

又
は

同
等

の
面

積
を

有
す

る
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
、

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
若

し
く

は
精

神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

と
兼

用
の

施
設

を
有

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
専

用
の

施
設

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
２
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
４
)
 
(
１
)
で

規
定

す
る

従
事

者
が

共
同

し
て

、
別

添
２

の
様

式
4
6
の

２
又

は
こ

れ
に

準
じ

る
様

式
に

よ
り

疾

患
等

に
応

じ
た

診
療

計
画

が
作

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

当
分

の
間

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
に

該
当

す
る

者
を

公
認

心
理

師
と

み

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

「
大

規
模

な
も

の
」

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

4
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

ケ
ア

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
な

お
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
看

護

師
に

つ
い

て
は

、
そ

の
旨

を
備

考
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
配

置
図

及
び

平
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
5
0
 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

「
小

規
模

な
も

の
」

 

１
 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

「
小

規
模

な
も

の
」

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

精
神

科
医

師
及

び
専

従
す

る
１

人
の

従
事

者
（

看
護

師
、

作
業

療
法

士
、

精
神

保
健

福
祉

士
又

公
認

心
理

師
の

い
ず

れ
か

１
人

）
の

２
人

で
構

成
さ

れ
る

場
合

に
は

、
患

者
数

は
、

当
該

従
事

者
２

人
に

対
し

て
は

１

回
2
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
な

お
、

看
護

師
は

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

の

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

た
だ

し
、

専
従

者
に

つ
い

て
は

、
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
を

実

施
し

な
い

時
間

帯
に

お
い

て
、

精
神

科
作

業
療

法
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

、
精

神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

及
び

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
精

神
科

作
業

療

法
等

」
と

い
う

）
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
と

精
神

科
作

業
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第
4
8
の

２
 

精
神

科
作

業
療

法
 

１
 

精
神

科
作

業
療

法
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

作
業

療
法

士
は

、
専

従
者

と
し

て
最

低
１

人
が

必
要

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

精
神

科
作

業
療

法
を

実
施

し
な

い
時

間
帯

に
お

い
て

、
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

、

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

及
び

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
精

神
科

シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

等
」

と
い

う
）

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

精
神

科
作

業
療

法
と

精
神

科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
等

の
実

施
日

・
時

間
が

異
な

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
等

の
専

従

者
と

し
て

届
け

出
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
 

(
２
)
 

患
者

数
は

、
作

業
療

法
士

１
人

に
対

し
て

は
、

１
日

5
0
人

を
標

準
と

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

作
業

療
法

を
行

う
た

め
に

ふ
さ

わ
し

い
専

用
の

施
設

を
有

し
て

お
り

、
当

該
専

用
の

施
設

の
広

さ
は

、
作

業
療

法
士

１
人

に
対

し
て

5
0
平

方
メ

ー
ト

ル
（

内
法

に
よ

る
測

定
に

よ
る

。
）

を
基

準
と

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

専
用

の
施

設
は

、
精

神
科

作
業

療
法

を
実

施
し

て
い

る
時

間
帯

に
お

い
て

「
専

用
」

と
い

う
こ

と

で
あ

り
、

当
該

療
法

を
実

施
す

る
時

間
帯

以
外

の
時

間
帯

に
お

い
て

、
他

の
用

途
に

使
用

す
る

こ
と

は
差

し

支
え

な
い

。
 

(
４
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
精

神
科

作
業

療
法

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

つ

い
て

は
、

当
該

専
用

の
施

設
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
３
)
の

内
法

の
規

定
を

満

た
し

て
い

る
も

の
と

す
る

。
 

(
５
)
 

当
該

療
法

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

用
の

器
械

・
器

具
を

対
象

患
者

の
状

態
と

当
該

療
法

の
目

的
に

応
じ

て
具

備
す

る
こ

と
。

 

代
表

的
な

諸
活

動
：

創
作

活
動

（
手

工
芸

、
絵

画
、

音
楽

等
）

、
日

常
生

活
活

動
（

調
理

等
）

、
通

信
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

表
現

活
動

（
パ

ー
ソ

ナ
ル

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

等
に

よ
る

も
の

な
ど

）
、

各
種

余
暇

・

身
体

活
動

（
ゲ

ー
ム

、
ス

ポ
ー

ツ
、

園
芸

、
小

児
を

対
象

と
す

る
場

合
は

各
種

玩
具

等
）

、
職

業
関

連
活

動

等
 

(
６
)
 

精
神

科
病

院
又

は
精

神
病

棟
を

有
す

る
一

般
病

院
に

あ
っ

て
、

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
を

除

く
。

）
、

精
神

科
急

性
期

治
療

病
棟

入
院

料
又

は
精

神
療

養
病

棟
入

院
料

を
算

定
す

る
入

院
医

療
を

行
っ

て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
当

分
の

間
、

精
神

病
棟

入
院

基
本

料
の

特
別

入
院

基
本

料
を

算
定

し
て

い
る

場
合

も

算
定

で
き

る
こ

と
と

す
る

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

精
神

科
作

業
療

法
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
5
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
作

業
療

法
士

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の
別

）
及

び
勤

務
時

間
を

別
添

２
の

様
式

４
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
配

置
図

及
び

平
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
4
9
 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

「
大

規
模

な
も

の
」

 

１
 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

「
大

規
模

な
も

の
」

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

で
あ

っ
て

大
規

模
な

も
の

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

そ
の

従
事

者
及

び
１

日
当

た
り

患
者

数
の

限
度

が
次

の
い

ず
れ

か
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
専

従
者

に
つ

い
て

は
、

精
神

科
シ

ョ

ー
ト

・
ケ

ア
を

実
施

し
な

い
時

間
帯

に
お

い
て

、
精

神
科

作
業

療
法

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
、

精
神

科
ナ

イ

ト
・

ケ
ア

、
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
及

び
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て

「
精

神
科

作
業

療
法

等
」

と
い

う
）

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ

（ ）（ ） 917916

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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広
さ

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

6
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
患

者
１

人
当

た
り

の
面

積
は

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
.
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

標
準

と
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に

つ
い

て
は

、
当

該
専

用
の

施
設

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
２

)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
４

)
 

(
１

)
で

規
定

す
る

従
事

者
が

共
同

し
て

、
別

添
２

の
様

式
4
6
の

２
又

は
こ

れ
に

準
じ

る
様

式
に

よ
り

疾

患
等

に
応

じ
た

診
療

計
画

が
作

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

な
お

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
と

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
を

同
一

施
設

で
実

施
す

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
両

者
を

同
一

時
間

帯
に

混
在

し
て

実
施

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

(
６

)
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

当
分

の
間

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
に

該
当

す
る

者
を

公
認

心
理

師
と

み

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

「
大

規
模

な
も

の
」

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

4
6

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

ケ
ア

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
な

お
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
看

護

師
に

つ
い

て
は

、
そ

の
旨

を
備

考
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
配

置
図

及
び

平
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
5
2
 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

「
小

規
模

な
も

の
」

 

 
１

 
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
「

小
規

模
な

も
の

」
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

精
神

科
医

師
及

び
専

従
す

る
２

人
の

従
事

者
（

作
業

療
法

士
、

精
神

保
健

福
祉

士
又

は
公

認
心

理
師

等
の

い
ず

れ
か

１
人

、
看

護
師

１
人

）
の

３
人

で
構

成
さ

れ
る

場
合

に
は

、
患

者
数

は
、

当
該

従
事

者
３

人
に

対

し
て

は
１

日
3
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
な

お
、

看
護

師
は

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ

・
ケ

ア
の

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

た
だ

し
、

専
従

者
に

つ
い

て
は

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア

を
実

施
し

な
い

時
間

帯
に

お
い

て
、

精
神

科
作

業
療

法
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

及
び

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
精

神

科
作

業
療

法
等

」
と

い
う

）
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
と

精
神

科

作
業

療
法

等
の

実
施

日
・

時
間

が
異

な
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

精
神

科
作

業
療

法
等

の
専

従
者

と
し

て
届

け

出
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
 

(
２

)
 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

を
行

う
に

ふ
さ

わ
し

い
専

用
の

施
設

又
は

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

若
し

く
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

と
兼

用
の

施
設

を
有

し
て

お
り

、
当

該
専

用
の

施
設

の

広
さ

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
患

者
１

人
当

た
り

の
面

積
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
3
.
3
平

方
メ

ー
ト

ル
を

標
準

と
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に

つ
い

て
は

、
当

該
専

用
の

施
設

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
２

)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。
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療
法

等
の

実
施

日
・

時
間

が
異

な
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

精
神

科
作

業
療

法
等

の
専

従
者

と
し

て
届

け
出

る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
 

(
２
)
 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

を
行

う
に

ふ
さ

わ
し

い
専

用
の

施
設

（
内

法
に

よ
る

測
定

で
広

さ
3
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

患
者

１
人

当
た

り
の

面
積

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

3
.
3
平

方
メ

ー
ト

ル
を

標
準

と
す

る
。

）
又

は
同

等
の

面
積

を
有

す
る

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

若
し

く
は

精
神

科
デ

イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
と

兼
用

の
施

設
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機

関
に

つ
い

て
は

、
当

該
専

用
の

施
設

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
２
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
４
)
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

当
分

の
間

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
に

該
当

す
る

者
を

公
認

心
理

師
と

み

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

「
小

規
模

な
も

の
」

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

4
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

ケ
ア

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
な

お
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
看

護

師
に

つ
い

て
は

、
そ

の
旨

を
備

考
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
配

置
図

及
び

平
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
5
1
 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

「
大

規
模

な
も

の
」

 

 
１

 
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
「

大
規

模
な

も
の

」
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

で
あ

っ
て

大
規

模
な

も
の

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

そ
の

従
事

者
及

び
１

日
当

た
り

患
者

数
の

限
度

が
次

の
い

ず
れ

か
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
専

従
者

に
つ

い
て

は
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ

ア
を

実
施

し
な

い
時

間
帯

に
お

い
て

、
精

神
科

作
業

療
法

、
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
ナ

イ
ト

・

ケ
ア

、
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
及

び
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

精

神
科

作
業

療
法

等
」

と
い

う
）

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

と
精

神

科
作

業
療

法
等

の
実

施
日

・
時

間
が

異
な

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
精

神
科

作
業

療
法

等
の

専
従

者
と

し
て

届

け
出

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

 

ア
 

精
神

科
医

師
及

び
専

従
す

る
３

人
の

従
事

者
（

作
業

療
法

士
又

は
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科

デ
イ

・
ケ

ア
の

経
験

を
有

す
る

看
護

師
の

い
ず

れ
か

１
人

、
看

護
師

１
人

、
公

認
心

理
師

、
精

神
保

健
福

祉
士

の
１

人
）

の
４

人
で

構
成

さ
れ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
数

は
、

当
該

従
事

者
４

人
に

対
し

て
１

日
5
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
 

イ
 

ア
に

規
定

す
る

４
人

で
構

成
さ

れ
る

従
事

者
に

、
更

に
、

精
神

科
医

師
１

人
及

び
ア

に
規

定
す

る
精

神

科
医

師
以

外
の

従
事

者
１

人
を

加
え

て
、

６
人

で
従

事
者

を
構

成
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
数

は
、

当
該

従
事

者
６

人
に

対
し

て
１

日
7
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

を
行

う
に

ふ
さ

わ
し

い
専

用
の

施
設

又
は

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

若
し

く
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

と
兼

用
の

施
設

を
有

し
て

お
り

、
当

該
専

用
の

施
設

の

（ ）（ ） 917916

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
１
)
 

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
に

つ
い

て
は

、
別

添
２

の
様

式
4
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

ケ
ア

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
な

お
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
看

護

師
に

つ
い

て
は

、
そ

の
旨

を
備

考
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
配

置
図

及
び

平
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
5
4
 

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

 

 
１

 
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

そ
の

従
事

者
及

び
１

日
当

た
り

患
者

数
の

限
度

が
次

の
い

ず
れ

か
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
専

従
者

に
つ

い
て

は
、

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

を

実
施

し
な

い
時

間
帯

に
お

い
て

、
精

神
科

作
業

療
法

、
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
及

び
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

精
神

科
作

業
療

法

等
」

と
い

う
）

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

と
精

神
科

作

業
療

法
等

の
実

施
日

・
時

間
が

異
な

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
精

神
科

作
業

療
法

等
の

専
従

者
と

し
て

届
け

出

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

 

ア
 

精
神

科
医

師
及

び
専

従
す

る
２

人
の

従
事

者
（

作
業

療
法

士
又

は
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科

デ
イ

・
ケ

ア
、

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
若

し
く

は
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
の

経
験

を
有

す
る

看
護

師
の

い
ず

れ
か

１
人

及
び

看
護

師
、

精
神

保
健

福
祉

士
、

公
認

心
理

師
又

は
栄

養
士

の
い

ず
れ

か
１

人
）

の
３

人
で

構
成

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

患
者

数
が

当
該

従
事

者
３

人
に

対
し

て
１

日
3
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
 

イ
 

精
神

科
医

師
及

び
専

従
す

る
３

人
の

従
事

者
（

作
業

療
法

士
又

は
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科

デ
イ

・
ケ

ア
、

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
若

し
く

は
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
の

経
験

を
有

す
る

看
護

師
の

い
ず

れ
か

１
人

、
看

護
師

又
は

准
看

護
師

の
い

ず
れ

か
１

人
及

び
精

神
保

健
福

祉
士

、
公

認
心

理
師

又
は

栄
養

士
の

い
ず

れ
か

１
人

）
の

４
人

で
構

成
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
数

が
当

該
従

事
者

４
人

に
対

し
て

１
日

5
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
 

ウ
 

イ
に

規
定

す
る

４
人

に
、

イ
に

規
定

す
る

精
神

科
医

師
以

外
の

従
事

者
２

人
を

加
え

て
、

６
人

で
従

事

者
を

構
成

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

患
者

数
が

当
該

従
事

者
６

人
に

対
し

て
１

日
7
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
イ

に
お

い
て

い
ず

れ
か

１
人

と
規

定
さ

れ
て

い
る

従
事

者
の

区
分

ご
と

に
同

一
区

分
の

従
事

者
が

２
人

を
超

え
な

い
こ

と
。

な
お

、
看

護
師

又
は

准
看

護
師

の
代

わ
り

に
、

１
名

に
限

り
、

看
護

補
助

者
を

も
っ

て
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

を
行

う
に

ふ
さ

わ
し

い
専

用
の

施
設

又
は

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
若

し
く

は
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
と

兼
用

の
施

設
を

有
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、

当
該

施
設

の
広

さ
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
4
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
患

者
１

人
当

た
り

の

面
積

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

3
.
3
平

方
メ

ー
ト

ル
を

標
準

と
す

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
施

設
に

は
調

理
設

備
を

有
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

(
３
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に

つ
い

て
は

、
当

該
専

用
の

施
設

の
増

築
又

は
全

面
的

な
改

築
を

行
う

ま
で

の
間

は
、

(
２
)
の

内
法

の
規

定
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

(
４
)
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

当
分

の
間

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
に

該
当

す
る

者
を

公
認

心
理

師
と

み
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(
４
)
 

な
お

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
と

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
を

同
一

施
設

で
実

施
す

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
両

者
を

同
一

時
間

帯
に

混
在

し
て

実
施

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

(
５
)
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

当
分

の
間

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
に

該
当

す
る

者
を

公
認

心
理

師
と

み

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 
 

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

「
小

規
模

な
も

の
」

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

4
6

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

ケ
ア

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
な

お
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
看

護

師
に

つ
い

て
は

、
そ

の
旨

を
備

考
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
配

置
図

及
び

平
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
5
3
 

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
 

 
１

 
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

精
神

科
医

師
及

び
専

従
す

る
２

人
の

従
事

者
（

作
業

療
法

士
又

は
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

若
し

く
は

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
の

経
験

を
有

す
る

看
護

師
の

い
ず

れ
か

１
人

、
看

護
師

又
は

精

神
保

健
福

祉
士

若
し

く
は

公
認

心
理

師
等

の
い

ず
れ

か
１

人
）

の
３

人
で

構
成

さ
れ

る
場

合
に

は
、

患
者

数

は
、

当
該

従
事

者
３

人
に

対
し

て
は

、
１

日
2
0
人

を
限

度
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
専

従
者

に
つ

い
て

は
、

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
を

実
施

し
な

い
時

間
帯

に
お

い
て

、
精

神
科

作
業

療
法

、
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・

ケ
ア

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

及
び

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

（
以

下

こ
の

項
に

お
い

て
「

精
神

科
作

業
療

法
等

」
と

い
う

）
に

従
事

す
る

こ
と

は
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
精

神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
と

精
神

科
作

業
療

法
等

の
実

施
日

・
時

間
が

異
な

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
精

神
科

作
業

療

法
等

の
専

従
者

と
し

て
届

け
出

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

 

(
２
)
 

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
を

行
う

に
ふ

さ
わ

し
い

専
用

の
施

設
又

は
精

神
科

シ
ョ

ー
ト

・
ケ

ア
、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

若
し

く
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

と
兼

用
の

施
設

を
有

し
て

お
り

、
当

該
専

用
の

施
設

の

広
さ

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
患

者
１

人
当

た
り

の
面

積
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
3
.
3
平

方
メ

ー
ト

ル
を

標
準

と
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険
医

療
機

関

に
つ

い
て

は
、

当
該

専
用

の
施

設
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
２
)
の

内
法

の
規

定

を
満

た
し

て
い

る
も

の
と

す
る

。
 

(
４
)
 

な
お

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
と

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
を

同
一

施
設

で
実

施
す

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
両

者
を

同
一

時
間

帯
に

混
在

し
て

実
施

し
て

は
な

ら
な

い
。

 
 

 

(
５
)
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

当
分

の
間

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
に

該
当

す
る

者
を

公
認

心
理

師
と

み

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 
 

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

（ ）（ ） 919918

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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当
該

従
事

者
８

人
に

対
し

１
日

5
0
人

を
限

度
と

す
る

。
 

ウ
 

夜
間

ケ
ア

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

ア
に

規
定

す
る

４
人

に
、

ア
に

規
定

す
る

精
神

科
医

師
以

外

の
専

従
の

従
事

者
１

人
を

加
え

て
、

５
人

で
従

事
者

を
構

成
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
数

が
当

該
従

事
者

５
人

に
対

し
１

日
2
5
人

を
限

度
と

す
る

。
 

エ
 

夜
間

ケ
ア

を
実

施
す

る
当

た
っ

て
は

、
イ

に
規

定
す

る
８

人
に

、
イ

に
規

定
す

る
精

神
科

医
師

以
外

の

専
従

の
従

事
者

２
人

を
加

え
て

、
1
0
人

で
従

事
者

を
構

成
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
患

者
数

が
当

該
従

事
者

1
0
人

に
対

し
１

日
5
0
人

を
限

度
と

す
る

。
 

(
２

)
 

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

を
行

う
に

ふ
さ

わ
し

い
専

用
の

施
設

を
有

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

当
該

専
用

施
設

の
広

さ
は

、
内

法
に

よ
る

測
定

で
6
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
と

し
、

か
つ

、
患

者
１

人
当

た
り

の

面
積

は
、

内
法

に
よ

る
測

定
で

4
.
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

基
準

と
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

平
成

2
6
年

３
月

3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
保

険

医
療

機
関

に
つ

い
て

は
、

当
該

専
用

の
施

設
の

増
築

又
は

全
面

的
な

改
築

を
行

う
ま

で
の

間
は

、
(
２

)
の

内

法
の

規
定

を
満

た
し

て
い

る
も

の
と

す
る

。
 

(
４

)
 

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

を
行

う
た

め
に

必
要

な
専

用
の

器
械

・
器

具
を

具
備

し
て

い
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

平
成

3
1
年

４
月

１
日

か
ら

当
分

の
間

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
要

件
に

該
当

す
る

者
を

公
認

心
理

師
と

み

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
の

受
理

は
、

医
療

法
第

7
0
条

に
規

定
す

る

精
神

科
を

診
療

科
名

と
し

て
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
を

単
位

と
し

て
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
配

置
図

及
び

平
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 

第
5
5
の

２
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

 

１
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

精
神

科
在

宅
患

者

支
援

管
理

料
１

の
ハ

の
み

を
算

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
は

、
ア

及
び

イ
の

み
を

満
た

し
て

い
れ

ば
よ

い
こ

と
。

 

ア
 

在
宅

医
療

を
担

当
す

る
精

神
科

の
常

勤
医

師
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

週
３

日
以

上
常

態
と

し
て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

精
神

科
の

非

常
勤

医
師

（
在

宅
医

療
を

担
当

す
る

医
師

に
限

る
。

）
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

イ
 

常
勤

精
神

保
健

福
祉

士
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

作
業

療
法

士
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
担

当
す

る
常

勤
の

保
健

師
若

し
く

は
看

護

師
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

又
は

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

を
算

定
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

し
て

届
出

を
行

っ
て

い
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
連

携
し

て
い

る
こ

と
。
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1
 -
 

な
す

。
 

ア
 

平
成

3
1
年

３
月

3
1
日

時
点

で
、

臨
床

心
理

技
術

者
と

し
て

保
険

医
療

機
関

に
従

事
し

て
い

た
者

 

イ
 

公
認

心
理

師
に

係
る

国
家

試
験

の
受

験
資

格
を

有
す

る
者

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

4
6
を

用
い

る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

ケ
ア

の
従

事
者

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
な

お
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

、
精

神
科

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

又
は

精
神

科
デ

イ
・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

の
経

験
を

有
す

る
看

護

師
に

つ
い

て
は

、
そ

の
旨

を
備

考
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
配

置
図

及
び

平
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
5
4
の

２
 

抗
精

神
病

特
定

薬
剤

治
療

指
導

管
理

料
 

１
 

治
療

抵
抗

性
統

合
失

調
症

治
療

指
導

管
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
統

合
失

調
症

の
治

療
、

診
断

を
行

う
に

つ
き

十
分

な
経

験
を

有
す

る
常

勤
医

師
と

常
勤

薬
剤

師
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て

勤
務

し
て

お
り

、
か

つ
、

所
定

労
働

時
間

が
週

2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

非
常

勤
医

師
（

統
合

失
調

症
の

治
療

、
診

断
を

行
う

に
つ

き
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

に
限

る
。

）
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ
れ

ら
の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

副
作

用
に

対
応

で
き

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

治
療

抵
抗

性
統

合
失

調
症

治
療

指
導

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

4
6
の

３
を

用
い

る

こ
と

。
 

 第
5
5
 

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

料
 

 
１

 
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

そ
の

従
事

者
及

び
１

日
当

た
り

の
患

者
数

の
限

度
が

次
の

い
ず

れ
か

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

専
従

者
に

つ
い

て
は

、
重

度
認

知
症

患
者

デ
イ

・
ケ

ア

を
実

施
し

な
い

時
間

帯
に

お
い

て
、

精
神

科
作

業
療

法
、

精
神

科
シ

ョ
ー

ト
・

ケ
ア

、
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
、

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
及

び
精

神
科

デ
イ

・
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

精
神

科
作

業

療
法

等
」

と
い

う
）

に
従

事
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

重
度

認
知

症
患

者
デ

イ
・

ケ
ア

料
と

精

神
科

作
業

療
法

等
の

実
施

日
・

時
間

が
異

な
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

精
神

科
作

業
療

法
等

の
専

従
者

と
し

て

届
け

出
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
 

ア
 

精
神

科
医

師
及

び
専

従
す

る
３

人
の

従
事

者
（

作
業

療
法

士
１

人
、

看
護

師
１

人
及

び
精

神
科

病
棟

に

勤
務

し
た

経
験

を
有

す
る

看
護

師
、

精
神

保
健

福
祉

士
又

は
公

認
心

理
師

の
い

ず
れ

か
１

人
）

の
４

人
で

構
成

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

患
者

数
が

当
該

従
事

者
４

人
に

対
し

て
１

日
2
5
人

を
限

度
と

す
る

。
 

イ
 

ア
に

規
定

す
る

４
人

で
構

成
さ

れ
る

従
事

者
に

加
え

て
、

精
神

科
医

師
１

人
及

び
専

従
す

る
３

人
の

従

事
者

（
作

業
療

法
士

１
人

、
看

護
師

１
人

及
び

精
神

科
病

棟
に

勤
務

し
た

経
験

を
有

す
る

看
護

師
、

精
神

保
健

福
祉

士
又

は
公

認
心

理
師

の
い

ず
れ

か
１

人
）

の
８

人
で

構
成

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

患
者

数
が

（ ）（ ） 919918

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
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６
に

掲
げ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ
く

、
精

神
科

オ
ン

ラ
イ

ン
在

宅
管

理
料

と
し

て
特

に
地

方

厚
生
(
支
)
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
5
6
 

医
療

保
護

入
院

等
診

療
料

 

１
 

医
療

保
護

入
院

等
診

療
料

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

常
勤

の
精

神
保

健
指

定
医

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

精
神

保
健

指
定

医
で

あ

る
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

と
み

な
す

こ
と

が

で
き

る
。

 

(
２
)
 

行
動

制
限

最
小

化
に

係
る

委
員

会
に

お
い

て
次

の
活

動
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

行
動

制
限

に
つ

い
て

の
基

本
的

考
え

方
や

、
や

む
を

得
ず

行
動

制
限

す
る

場
合

の
手

順
等

を
盛

り
込

ん

だ
基

本
指

針
の

整
備

。
 

イ
 

措
置

入
院

、
緊

急
措

置
入

院
、

医
療

保
護

入
院

及
び

応
急

入
院

に
係

る
患

者
の

病
状

、
院

内
に

お
け

る

行
動

制
限

患
者

の
状

況
に

係
る

レ
ポ

ー
ト

を
も

と
に

、
月

１
回

程
度

の
病

状
改

善
、

行
動

制
限

の
状

況
の

適
切

性
及

び
行

動
制

限
最

小
化

の
た

め
の

検
討

会
議

。
 

ウ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

精
神

科
診

療
に

携
わ

る
職

員
全

て
を

対
象

と
し

た
、

精
神

保
健

及
び

精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法
律

、
隔

離
拘

束
の

早
期

解
除

及
び

危
機

予
防

の
た

め
の

介
入

技
術

等
に

関
す

る
研

修
会

の
年

２
回

程
度

の
実

施
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

医
療

保
護

入
院

等
診

療
料

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
4
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
5
6
の

２
 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
９

部
処

置
の

通
則

の
５

並
び

に
歯

科
点

数
表

第
２

章
第

８
部

処
置

の
通

則
の

６

に
掲

げ
る

処
置

の
休

日
加

算
１

、
時

間
外

加
算

１
及

び
深

夜
加

算
１

の
施

設
基

準
 

１
 

処
置

の
休

日
加

算
１

、
時

間
外

加
算

１
及

び
深

夜
加

算
１

を
算

定
す

る
診

療
科

を
届

け
出

て
い

る
こ

と
。

 
２

 
次

の
い

ず
れ

か
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
１
)
 

「
救

急
医

療
対

策
事

業
実

施
要

綱
」

（
昭

和
5
2
年

７
月

６
日

医
発

第
6
9
2
号

）
に

規
定

す
る

第
三

次
救

急
医

療
機

関
、

小
児

救
急

医
療

拠
点

病
院

又
は

「
疾

病
・

事
業

及
び

在
宅

医
療

に
係

る
医

療
提

供
体

制
に

つ

い
て

」
（

平
成

2
9
年

３
月

3
1
日

医
政

地
発

0
3
3
1
第

３
号

）
の

別
紙

「
疾

病
・

事
業

及
び

在
宅

医
療

に
係

る
医

療
体

制
の

構
築

に
係

る
指

針
」

に
規

定
す

る
「

周
産

期
医

療
の

体
制

構
築

に
係

る
指

針
」

に
よ

る
総

合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。
 

(
２
)
 

「
災

害
時

に
お

け
る

医
療

体
制

の
充

実
強

化
に

つ
い

て
」

（
平

成
2
4
年

３
月

3
1
日

医
政

地
発

0
3
3
1
第

３
号

）
に

規
定

す
る

災
害

拠
点

病
院

、
「

へ
き

地
保

健
医

療
対

策
事

業
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
3
年

５
月

1
6

日
医

政
発

第
5
2
9
号

）
に

規
定

す
る

へ
き

地
医

療
拠

点
病

院
又

は
地

域
医

療
支

援
病

院
の

指
定

を
受

け
て

い

る
こ

と
。

 
(
３
)
 

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

六
の

二
に

規
定

す
る

地
域

に
所

在
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ

と
。
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(
３
)
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

（
１

の
ハ

を
除

く
。

）
を

算
定

す
る

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、

以
下

の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

、
緊

急
の

連
絡

体
制

を
確

保
す

る
と

共
に

、
2
4
時

間
の

往
診

又
は

2
4
時

間
の

精
神

科

訪
問

看
護

若
し

く
は

2
4
時

間
の

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

2
4
時

間
連

絡
を

受
け

る
担

当
者

を
あ

ら
か

じ
め

指
定

す
る

と
と

も

に
、

当
該

担
当

者
及

び
当

該
担

当
者

と
直

接
連

絡
が

取
れ

る
連

絡
先

電
話

番
号

等
、

緊
急

時
の

注
意

事

項
等

に
つ

い
て

、
事

前
に

患
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
し

て
説

明
の

上
、

文
書

に
よ

り
提

供
し

て
い

る

こ
と

。
な

お
、

曜
日

、
時

間
帯

ご
と

に
担

当
者

が
異

な
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
曜

日
、

時
間

帯
ご

と

の
担

当
者

及
び

当
該

担
当

者
と

直
接

連
絡

が
取

れ
る

連
絡

先
電

話
番

号
等

を
明

示
す

る
こ

と
。

 

イ
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
患

者
又

は
そ

の
家

族
等

か
ら

電
話

等
に

よ
り

意
見

を
求

め
ら

れ
た

場
合

に
常

時
対

応
で

き
、

か
つ

、
必

要
に

応
じ

て
往

診
又

は
精

神
科

訪
問

看
護

若
し

く
は

精
神

科
訪

問

看
護

・
指

導
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

体
制

を
有

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
2
4
時

間
往

診
の

体
制

を
有

さ
な

い
場

合
に

は
、

連
携

す
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

2
4
時

間
の

精
神

科

訪
問

看
護

又
は

当
該

保
険

医
療

機
関

に
よ

る
2
4
時

間
の

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

確
保

す
る

こ
と

。
 

ウ
 

往
診

又
は

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

う
者

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
当

直
体

制
を

担
う

者
と

は
別

の
者

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
往

診
を

担
当

す
る

医
師

に
つ

い
て

は
、

緊
急

時
の

連
絡

体
制

及
び

2
4

時
間

往
診

で
き

る
体

制
を

確
保

し
て

い
れ

ば
、

必
ず

し
も

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

待
機

し
て

い
な

く

て
も

良
い

も
の

と
す

る
。

 

エ
 

標
榜

時
間

外
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

を
継

続
的

に
受

診
し

て
い

る
患

者
に

関
す

る
電

話
等

の
問

合
せ

に
応

じ
る

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

あ
ら

か
じ

め
連

携
し

て
い

る
保

険

医
療

機
関

に
紹

介
で

き
る

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
具

体
的

に
は

、
(
イ
)
又

は
(
ロ
)
の

い
ず

れ
か

の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
イ
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

０
０

１
」

再
診

料
の

注
1
0
に

規
定

す
る

時
間

外
対

応
加

算
１

の
届

出
を

行
っ

て

い
る

こ
と

。
 

(
ロ
)
 

精
神

科
救

急
情

報
セ

ン
タ

ー
、

都
道

府
県

、
市

町
村

、
保

健
所

、
警

察
、

消
防

（
救

急
車

）
、

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

、
一

般
医

療
機

関
等

か
ら

の
患

者
に

関
す

る
問

合
せ

等
に

対
し

、
原

則
と

し

て
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

常
時

対
応

で
き

る
体

制
が

と
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

や

む
を

得
な

い
事

由
に

よ
り

電
話

等
に

よ
る

問
い

合
わ

せ
に

応
じ

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

場
合

で

あ
っ

て
も

、
速

や
か

に
コ

ー
ル

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
が

と
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

「
３

」
に

関
す

る
施

設
基

準
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

「
１

」
又

は
「

２
」

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

「
１

」
及

び
「

２
」

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
4
7
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

「
３

」
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

２
－

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
5
5
の

３
 

精
神

科
オ

ン
ラ

イ
ン

在
宅

管
理

料
 

１
 

精
神

科
オ

ン
ラ

イ
ン

在
宅

管
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

別
添

１
の

第
２

の

（ ）（ ） 921920

特
掲
診
療
料
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(
５

)
 

当
該

計
画

に
は

以
下

の
項

目
を

含
む

こ
と

。
 

ア
 

医
師

と
医

療
関

係
職

種
、

医
療

関
係

職
種

と
事

務
職

員
等

に
お

け
る

役
割

分
担

の
具

体
的

内
容

（
例

え

ば
、

初
診

時
の

予
診

の
実

施
、

静
脈

採
血

等
の

実
施

、
入

院
の

説
明

の
実

施
、

検
査

手
順

の
説

明
の

実

施
、

服
薬

指
導

な
ど

）
に

つ
い

て
計

画
に

記
載

し
、

院
内

の
職

員
に

向
け

て
周

知
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

(３
)に

規
定

す
る

委
員

会
等

で
取

組
状

況
を

定
期

的
に

評
価

し
、

見
直

し
を

行
う

こ
と

 

イ
 

予
定

手
術

前
日

の
当

直
や

夜
勤

に
対

す
る

配
慮

等
 

(
６

)
 

当
該

計
画

に
は

、
医

師
（

当
該

加
算

を
算

定
し

て
い

る
診

療
科

以
外

の
医

師
も

含
む

）
の

勤
務

体
制

等
に

係
る

取
組

に
つ

い
て

、
次

に
掲

げ
る

項
目

の
う

ち
少

な
く

と
も

２
項

目
以

上
を

含
ん

で
い

る
こ

と
。

 

①
 

勤
務

計
画

上
、

連
続

当
直

を
行

わ
な

い
勤

務
体

制
の

実
施

 
②

 
前

日
の

終
業

時
刻

と
翌

日
の

始
業

時
刻

の
間

の
一

定
時

間
の

休
息

時
間

の
確

保
（

勤
務

間
イ

ン
タ

ー

バ
ル

）
 

③
 

当
直

翌
日

の
業

務
内

容
に

対
す

る
配

慮
 

④
 

交
替

勤
務

制
・

複
数

主
治

医
制

の
実

施
 

⑤
 

育
児

休
業

、
介

護
休

業
等

育
児

又
は

家
族

介
護

を
行

う
労

働
者

の
福

祉
に

関
す

る
法

律
第

2
3
条

第

１
項

、
同

条
第

３
項

又
は

同
法

第
2
4
条

の
規

定
に

よ
る

措
置

を
活

用
し

た
短

時
間

正
規

雇
用

医
師

の

活
用

 

(
７

)
 

医
師

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

関
す

る
取

組
事

項
を

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

掲
示

す
る

等
の

方
法

で
公

開
す

る
こ

と
。

 

５
 

静
脈

採
血

、
静

脈
注

射
及

び
留

置
針

に
よ

る
ル

ー
ト

確
保

に
つ

い
て

、
次

の
い

ず
れ

も
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 
(
１

)
 

静
脈

採
血

、
静

脈
注

射
及

び
留

置
針

に
よ

る
ル

ー
ト

確
保

に
つ

い
て

、
原

則
と

し
て

医
師

以
外

の
医

療
従

事
者

が
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

以
下

の
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
場

合
の

み
医

師
が

対
応

す
る

こ
と

と

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

教
育

的
観

点
か

ら
、

臨
床

研
修

の
責

任
者

が
必

要
と

あ
ら

か
じ

め
認

め
る

場
合

で
あ

っ
て

、
臨

床
研

修

１
年

目
の

医
師

が
実

施
す

る
場

合
。

（
た

だ
し

、
当

該
臨

床
研

修
医

が
所

属
す

る
診

療
科

に
お

い
て

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

っ
て

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
支

障
の

な
い

範
囲

に
留

ま
る

場
合

に
限

る
。

）
 

イ
 

医
師

以
外

の
医

療
従

事
者

が
、

実
際

に
患

者
に

静
脈

採
血

、
静

脈
注

射
及

び
留

置
針

に
よ

る
ル

ー
ト

確

保
を

試
み

た
が

、
実

施
が

困
難

で
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

。
（

患
者

を
実

際
に

観
察

し
、

穿
刺

を
行

う
前

に
判

断
す

る
場

合
を

含
む

。
）

 
ウ

 
新

生
児

に
対

し
て

実
施

す
る

場
合

。
 

(
２

)
 

静
脈

採
血

、
静

脈
注

射
又

は
留

置
針

に
よ

る
ル

ー
ト

確
保

が
実

施
可

能
な

医
師

以
外

の
者

が
各

部
門

又
は

病
棟

ご
と

に
常

時
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
当

該
医

師
以

外
の

者
の

氏
名

に
つ

い
て

、
院

内
掲

示
等

に

よ
り

、
職

員
に

周
知

徹
底

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 
６

 
当

該
加

算
を

算
定

し
て

い
る

全
て

の
診

療
科

に
お

い
て

、
予

定
手

術
前

日
に

お
け

る
医

師
の

当
直

や
夜

勤
に

対

す
る

配
慮

と
し

て
、

次
の

い
ず

れ
も

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
１

)
 

年
間

の
当

直
表

（
当

該
保

険
医

療
機

関
全

体
の

当
直

の
実

績
が

分
か

る
も

の
）

及
び

当
該

加
算

を
算

定
し

て
い

る
全

て
の

診
療

科
に

お
け

る
予

定
手

術
に

係
る

術
者

、
第

一
助

手
の

実
績

一
覧

及
び

緊
急

呼
出

し
当

番

表
（

勤
務

実
績

が
分

か
る

も
の

）
を

少
な

く
と

も
５

年
間

保
管

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

加
算

を
算

定
し

て
い

る
全

て
の

診
療

科
に

お
い

て
予

定
手

術
に

係
る

術
者

及
び

第
一

助
手

に
つ

い

て
、

そ
の

手
術

の
前

日
の

夜
勤

時
間

帯
（

午
後

1
0
時

か
ら

翌
日

の
午

前
５

時
ま

で
を

い
う

。
以

下
、

同
様
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(
４
)
 

年
間

の
緊

急
入

院
患

者
数

が
2
0
0
名

以
上

の
実

績
を

有
す

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

全
身

麻
酔

に
よ

る
手

術
の

件
数

が
年

間
8
0
0
件

以
上

の
実

績
を

有
す

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

３
 

緊
急

入
院

患
者

数
と

は
、

救
急

搬
送

（
特

別
の

関
係

に
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

入
院

す
る

患
者

を
除

く
。

）
に

よ
り

緊
急

入
院

し
た

患
者

数
及

び
当

該
保

険
医

療
機

関
を

受
診

し
た

次
に

掲
げ

る
状

態
の

患
者

で
あ

っ
て

、
医

師

が
診

察
等

の
結

果
、

緊
急

に
入

院
が

必
要

と
認

め
た

重
症

患
者

の
う

ち
、

緊
急

入
院

し
た

患
者

数
の

合
計

を
い

う
。

な
お

、
「

周
産

期
医

療
対

策
整

備
事

業
の

実
施

に
つ

い
て

」
（

平
成

８
年

５
月

1
0
日

児
発

第
4
8
8
号

）
に

規
定

さ
れ

る
周

産
期

医
療

を
担

う
医

療
機

関
に

お
い

て
救

急
搬

送
と

な
っ

た
保

険
診

療
の

対
象

と
な

る
妊

産
婦

に

つ
い

て
は

、
母

体
数

と
胎

児
数

を
別

に
数

え
る

。
 

(
１
)
 

吐
血

、
喀

血
又

は
重

篤
な

脱
水

で
全

身
状

態
不

良
の

状
態

 
(
２
)
 

意
識

障
害

又
は

昏
睡

 
(
３
)
 

呼
吸

不
全

又
は

心
不

全
で

重
篤

な
状

態
 

(
４
)
 

急
性

薬
物

中
毒

 
(
５
)
 

シ
ョ

ッ
ク

 
(
６
)
 

重
篤

な
代

謝
異

常
（

肝
不

全
、

腎
不

全
、

重
症

糖
尿

病
等

）
 

(
７
)
 

広
範

囲
熱

傷
 

(
８
)
 

外
傷

、
破

傷
風

等
で

重
篤

な
状

態
 

(
９
)
 

緊
急

手
術

を
必

要
と

す
る

状
態

 
(
10

)
 
(
１
)
か

ら
(
９
)
ま

で
に

準
ず

る
よ

う
な

状
態

又
は

そ
の

他
の

重
症

な
状

態
で

あ
っ

て
、

医
師

が
診

察
等

の
結

果
、

緊
急

に
入

院
が

必
要

で
あ

る
と

認
め

た
重

症
患

者
 

４
 

医
師

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
体

制
と

し
て

、
次

の
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

総
合

入
院

体
制

加
算

や
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

等
を

届
け

出
て

い
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
医

療
従

事

者
の

負
担

の
軽

減
及

び
処

遇
の

改
善

に
資

す
る

体
制

又
は

看
護

職
員

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る

体
制

を
整

備
す

る
場

合
は

、
当

該
加
算

等
に
係
る

体
制

と
合

わ
せ

て
整

備
し

て
差

し
支

え
な

い
。

 
(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
医

師
の

負
担

の
軽

減
及

び
処

遇
の

改
善

に
関

し
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
勤

務
す

る
医

師
の

勤
務

状
況

を
把

握
し

、
そ

の
改

善
の

必
要

性
等

に
つ

い
て

提
言

す
る

た
め

の
責

任
者

を
配

置

す
る

こ
と

 
(
２
)
 

特
別

の
関

係
に

あ
る

保
険

医
療

機
関

で
の

勤
務

時
間

も
含

め
て

、
医

師
の

勤
務

時
間

及
び

当
直

を
含

め
た

夜
間

の
勤

務
状

況
を

把
握

し
て

い
る

こ
と

。
そ

の
上

で
、

業
務

の
量

や
内

容
を

勘
案

し
、

特
定

の
個

人
に

業

務
負

担
が

集
中

し
な

い
よ

う
配

慮
し

た
勤

務
体

系
を

策
定

し
、

職
員

に
周

知
徹

底
し

て
い

る
こ

と
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

内
に

、
多

職
種

か
ら

な
る

役
割

分
担

推
進

の
た

め
の

委
員

会
又

は
会

議
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

委
員

会
等

」
と

い
う

。
）

を
設

置
し

、
「

医
師

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る

計
画

」
を

作
成

す
る

こ
と

。
当

該
委

員
会

等
は

、
当

該
計

画
の

達
成

状
況

の
評

価
を

行
う

際
、

そ
の

他
適

宜

必
要

に
応

じ
て

開
催

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

当
該

委
員

会
等

に
お

い
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

管
理

者

が
年

１
回

以
上

出
席

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

委
員

会
等

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

労
働

安
全

衛

生
法

（
昭

和
47

年
法

律
第

57
号

）
第

19
条

に
規

定
す

る
安

全
衛

生
委

員
会

等
、

既
存

の
委

員
会

を
活

用

す
る

こ
と

で
差

し
支

え
な

い
 

(
４
)
 
(
３
)
の

計
画

は
、

現
状

の
勤

務
状

況
等

を
把

握
し

、
問

題
点

を
抽

出
し

た
上

で
、

具
体

的
な

取
組

み
内

容

と
目

標
達

成
年

次
等

を
含

め
た

医
師

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
計

画
と

す
る

こ
と

。
ま

た
、

当
該

計
画

を
職

員
に

対
し

て
周

知
徹

底
し

て
い

る
こ

と
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エ
 

夜
勤

時
間

帯
に

お
い

て
、

緊
急

手
術

を
行

っ
た

医
師

（
術

者
及

び
全

て
の

助
手

を
い

う
。

）
に

つ
い

て
、

翌
日

の
予

定
手

術
を

行
う

場
合

は
、

６
（

２
）

に
お

け
る

当
直

等
を

行
っ

て
い

る
者

と
し

て
数

え

る
。

 
オ

 
６
(
１
)
に

加
え

、
チ

ー
ム

制
を

導
入

し
て

い
る

全
て

の
診

療
科

に
つ

い
て

、
予

定
手

術
以

外
の

手
術

の

一
覧

（
術

者
及

び
全

て
の

助
手

の
医

師
の

氏
名

並
び

に
開

始
時

間
及

び
終

了
時

間
が

分
か

る
も

の
）

及
び

緊
急

呼
出

し
を

実
施

し
た

実
績

一
覧

（
実

際
に

保
険

医
療

機
関

内
で

診
療

を
行

っ
た

も
の

全
て

を
含

む
こ

と
。

ま
た

、
保

険
医

療
機

関
内

で
診

療
を

行
っ

た
医

師
の

氏
名

及
び

保
険

医
療

機
関

内
の

診
療

を
開

始
し

た
時

間
と

終
了

し
た

時
間

が
分

か
る

も
の

で
あ

る
こ

と
）

を
作

成
し

、
少

な
く

と
も

５
年

間
保

管
し

て
い

る
こ

と
。

 
カ

 
緊

急
呼

出
し

当
番

の
方

法
等

に
関

す
る

概
要

を
診

療
科

ご
と

に
と

り
ま

と
め

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
報

告
し

て
い

る
こ

と
。

 
(
３
)
 

医
師

が
時

間
外

、
休

日
又

は
深

夜
の

手
術

等
を

行
っ

た
場

合
の

手
当

等
を

支
給

し
て

お
り

、
以

下
の

ア
又

は
イ

の
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

と
と

も
に

実
施

内
容

に
つ

い
て

就
業

規
則

に
記

載
を

行
い

、
そ

の
写

し
を

地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
届

け
出

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
休

日
等

に
お

い
て

、
当

該
診

療
科

に
１

名
以

上
の

緊

急
呼

出
し

当
番

を
担

う
医

師
を

置
い

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

休
日

等
に

お
い

て
、

当
該

診
療

科
に

お
け

る

緊
急

呼
出

し
当

番
以

外
の

医
師

の
診

療
も

必
要

な
場

合
は

、
緊

急
呼

出
し

当
番

以
外

の
医

師
も

診
療

を
行

っ

て
も

よ
い

。
こ

の
場

合
、

緊
急

呼
出

し
当

番
以

外
の

医
師

が
夜

勤
時

間
帯

に
お

い
て

手
術

を
行

っ
て

い
て

も
、

６
(
２
)
に

お
け

る
当

直
等

を
行

っ
て

い
る

者
と

し
て

は
数

え
な

い
が

、
特

定
の

医
師

に
夜

勤
時

間
帯

の

手
術

が
集

中
し

な
い

よ
う

な
配

慮
を

行
い

、
４

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資
す

る
体

制
に

反
映

す

る
こ

と
。

 
ア

 
当

該
診

療
科

に
お

い
て

、
医

師
が

、
休

日
等

の
手

術
又

は
処

置
（

所
定

点
数

が
1
,
0
0
0
点

以
上

の
処

置

に
限

る
。

）
を

行
っ

た
場

合
、

そ
の

都
度

、
休

日
手

当
、

時
間

外
手

当
、

深
夜

手
当

、
当

直
手

当
等

と
は

別
の

手
当

を
支

給
し

て
お

り
、

そ
の

内
容

を
当

該
保

険
医

療
機

関
内

の
全

て
の

医
師

に
周

知
し

て
い

る
こ

と
。

 
イ

 
当

該
診

療
科

に
お

い
て

、
医

師
が

、
休

日
等

の
手

術
又

は
処

置
（

所
定

点
数

が
1
,
0
0
0
点

以
上

の
処

置

に
限

る
。

）
を

年
間

に
行

っ
た

数
に

応
じ

た
手

当
を

支
給

し
て

お
り

、
そ

の
内

容
を

当
該

保
険

医
療

機
関

内
の

全
て

の
医

師
に

周
知

し
て

い
る

こ
と

。
 

８
 

「
夜

勤
」

と
は

、
各

保
険

医
療

機
関

が
定

め
る

午
後

1
0
時

か
ら

翌
日

の
午

前
５

時
ま

で
の

時
間

を
含

め
た

連

続
す

る
1
6
時

間
の

間
に

お
い

て
、

現
に

勤
務

す
る

こ
と

を
い

う
。

 
９

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

施
設

基
準

の
届

出
は

別
添

２
の

様
式

4
8
の

２
、
4
8
の

２
の

２
、
4
8
の

３
及

び
4
8
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

ま
た

、
毎

年
７

月
に

お
い

て
、

前
年

度
に

お
け

る
病

院
勤

務
医

の
負

担
の

軽
減

及
び

処
遇

の
改

善
に

資

す
る

計
画

の
取

組
状

況
を

評
価

す
る

た
め

、
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き

の
取

扱
い

に
つ

い
て

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

●
第

●
号

）
の

別
添

７
の

様
式

1
3
の

４
に

よ
り

届
け

出
る

こ
と

。
 

(
２
)
 
 
静

脈
採

血
、

静
脈

注
射

又
は

留
置

針
に

よ
る

ル
ー

ト
確

保
が

実
施

可
能

な
医

師
以

外
の

者
の

氏
名

を
、

別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

加
算

の
変

更
の

届
出

に
当

た
り

、
医

師
の

負
担

の
軽

減
及

び
処

遇
の

改
善

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
、

直
近

７
月

に
届

け
出

た
内

容
と

変
更

が
な

い
場

合
は

、
様

式
1
3
の

4
の

届
出

を
略

す
こ

と
が

で
き

る
こ

 
-
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と
す

る
。

）
に

当
直

、
夜

勤
及

び
緊

急
呼

出
し

当
番

（
以

下
「

当
直

等
」

と
い

う
。

）
を

行
っ

て
い

る
者

が

あ
る

か
確

認
し

、
当

直
等

を
行

っ
た

者
が

あ
る

場
合

は
、

該
当

す
る

手
術

と
当

直
等

を
行

っ
た

日
の

一
覧

を

作
成

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

当
該

記
録

に
つ

い
て

、
毎

年
１

月
か

ら
1
2
月

ま
で

の
も

の
を

作
成

し
、

少

な
く

と
も

５
年

間
保

管
し

て
い

る
こ

と
。

 
(
３
)
 

（
２

）
の

当
直

等
を

行
っ

た
日

が
届

出
を

行
っ

て
い

る
診

療
科

全
体

で
年

間
1
2
日

以
内

（
た

だ
し

、
当

直
医

師
を

毎
日

６
人

以
上

（
集

中
治

療
室

等
に

勤
務

す
る

医
師

を
除

く
。

）
配

置
す

る
保

険
医

療
機

関
が

、

全
て

の
診

療
科

に
つ

い
て

届
出

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

年
間

2
4
日

以
内

）
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
緊

急
呼

出
し

当
番

を
行

う
者

に
つ

い
て

、
当

番
日

の
夜

勤
時

間
帯

に
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
診

療
を

行
わ

な

か
っ

た
場

合
は

、
翌

日
の

予
定

手
術

に
係

る
術

者
及

び
第

一
助

手
と

な
っ

て
い

て
も

、
当

該
日

数
に

は
数

え

な
い

。
 

７
 

当
該

加
算

を
算

定
す

る
全

て
の

診
療

科
に

お
い

て
、

次
の

い
ず

れ
か

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 
(
１
)
 

交
代

勤
務

制
を

導
入

し
て

お
り

、
以

下
の

ア
か

ら
キ

ま
で

の
い

ず
れ

も
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 
ア

 
当

該
診

療
科

に
常

勤
の

医
師

が
３

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

夜
勤

時
間

帯
に

お
い

て
、

１
名

以
上

の
医

師
が

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

夜
勤

を
行

っ
た

医
師

に
つ

い
て

は
、

翌
日

の
日

勤
帯

は
、

休
日

と
し

て
い

る
こ

と
。

 
エ

 
日

勤
か

ら
連

続
し

て
夜

勤
を

行
う

場
合

は
、

当
該

夜
勤

時
間

帯
に

２
名

以
上

の
医

師
が

勤
務

し
て

い
る

こ
と

と
し

、
夜

勤
時

間
帯

に
、

日
勤

か
ら

連
続

し
て

勤
務

し
て

い
る

者
１

名
に

つ
き

、
４

時
間

以
上

の
休

憩
を

確
保

す
る

こ
と

。
 

オ
 

原
則

と
し

て
、

当
該

診
療

科
に

お
い

て
夜

勤
時

間
帯

に
行

わ
れ

る
診

療
に

つ
い

て
は

、
夜

勤
を

行
う

医

師
の

み
に

よ
っ

て
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

緊
急

呼
出

し
当

番
を

担
う

医
師

を
置

か
な

く
て

も
差

し
支

え
な

い
。

た
だ

し
、

同
時

に
２

列
以

上
の

手
術

を
行

う
場

合
は

、
夜

勤
を

行
う

医
師

以
外

の
医

師
が

行
っ

て
も

よ
い

。
ま

た
、

同
時

に
２

列
以

上
の

手
術

を
行

う
場

合
、

手
術

を
行

う
医

師
（

夜
勤

を
行

っ
て

い
る

医
師

を
除

く
。

）
は

、
６

(
２
)
に

お
け

る
当

直
等

を
行

っ
て

い
る

者
に

は
数

え
な

い
。

 
カ

 
交

代
勤

務
の

勤
務

実
績

を
少

な
く

と
も

５
年

間
保

管
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
６

(
１
)
に

加
え

、
交

代

勤
務

制
を

導
入

し
て

い
る

全
て

の
診

療
科

に
つ

い
て

、
予

定
手

術
以

外
の

手
術

の
一

覧
（

術
者

及
び

全
て

の
助

手
の

医
師

の
氏

名
並

び
に

開
始

時
間

及
び

終
了

時
間

が
分

か
る

も
の

）
を

作
成

し
、

少
な

く
と

も
５

年
間

保
管

し
て

い
る

こ
と

。
 

キ
 

交
代

勤
務

制
の

概
要

を
、

診
療

科
ご

と
に

と
り

ま
と

め
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

報
告

し
て

い
る

こ

と
。

 
(
２
)
 

チ
ー

ム
制

を
導

入
し

て
お

り
以

下
の

ア
か

ら
カ

ま
で

の
い

ず
れ

も
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 
ア

 
休

日
、

時
間

外
又

は
深

夜
（

以
下

「
休

日
等

」
と

い
う

。
）

に
お

い
て

、
当

該
診

療
科

に
配

置
さ

れ
て

い
る

医
師

の
数

が
５

名
又

は
そ

の
端

数
を

増
す

ご
と

に
１

名
の

緊
急

呼
出

し
当

番
を

担
う

医
師

を
置

い
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

休
日

等
に

お
い

て
、

当
該

診
療

科
に

お
け

る
診

療
が

必
要

な
場

合
は

、
原

則
と

し
て

緊
急

呼
出

し
当

番

又
は

当
直

医
（

当
該

診
療

科
以

外
の

医
師

を
含

む
。

）
が

行
う

こ
と

。
（

た
だ

し
、

当
該

診
療

科
に

お
い

て
、

緊
急

手
術

を
行

う
場

合
は

、
緊

急
呼

出
し

当
番

以
外

の
者

が
手

術
に

参
加

し
て

も
良

い
。

）
 

ウ
 

夜
勤

時
間

帯
に

緊
急

呼
出

し
当

番
を

行
っ

た
者

に
つ

い
て

、
翌

日
を

休
日

と
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

夜
勤

時
間

帯
に

当
該

保
険

医
療

機
関

内
で

診
療

を
行

わ
な

か
っ

た
場

合
は

、
翌

日
を

休
日

と
し

な
く

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

（ ）（ ） 923922

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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外
科

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
あ

っ
て

は
、

脳
神

経
外

科
又

は
整

形
外

科
の

専
門

的
知

識
及

び

技
術

を
有

す
る

医
師

が
配

置
さ

れ
た

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

硬
膜

外
自

家
血

注
入

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
8
の

６
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
5
7
 

エ
タ

ノ
ー

ル
の

局
所

注
入

 

 
 
１

 
甲

状
腺

に
対

す
る

局
所

注
入

の
診

療
料

を
算

定
す

る
た

め
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

甲
状

腺
治

療
に

関
し

、
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

１
名

以
上

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

カ
ラ

ー
ド

プ
ラ

エ
コ

ー
（

解
像

度
 

7
.
5
M
H
ｚ

以
上

）
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

 
 
２

 
副

甲
状

腺
に

対
す

る
局

所
注

入
の

診
療

料
を

算
定

す
る

た
め

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

副
甲

状
腺

治
療

に
関

し
、

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

医
師

が
１

名
以

上
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

カ
ラ

ー
ド

プ
ラ

エ
コ

ー
（

解
像

度
 

7
.
5
M
H
ｚ

以
上

）
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

 
３

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
エ

タ
ノ

ー
ル

の
局

所
注

入
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

4
9
又

は
様

式
4
9
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
5
7
の

２
 

人
工

腎
臓

 

１
 

人
工

腎
臓

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

慢
性

維
持

透
析

を
行

っ
た

場
合

１
の

施
設

基
準

 

ア
 

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

①
 

透
析

用
監

視
装

置
の

台
数

が
2
6
台

未
満

で
あ

る
こ

と
。

 

②
 

透
析

用
監

視
装

置
一

台
当

た
り

の
区

分
番

号
「

Ｊ
０

３
８

」
人

工
腎

臓
の

「
１

」
か

ら
「

３
」

を
算

定
し

た
患

者
数

（
外

来
患

者
に

限
る

。
）

の
割

合
が

3
.
5
未

満
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

基
準

に
基

づ
き

、
水

質
管

理
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

透
析

機
器

安
全

管
理

委
員

会
を

設
置

し
、

そ
の

責
任

者
と

し
て

専
任

の
医

師
又

は
専

任
の

臨
床

工
学

技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

慢
性

維
持

透
析

を
行

っ
た

場
合

２
の

施
設

基
準

 

ア
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

①
 

透
析

用
監

視
装

置
の

台
数

が
2
6
台

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

②
 

透
析

用
監

視
装

置
一

台
当

た
り

の
区

分
番

号
「

Ｊ
０

３
８

」
人

工
腎

臓
の

「
１

」
か

ら
「

３
」

を

算
定

し
た

患
者

数
（

外
来

患
者

に
限

る
。

）
の

割
合

が
3
.
5
以

上
4
.
0
未

満
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

基
準

に
基

づ
き

、
水

質
管

理
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

透
析

機
器

安
全

管
理

委
員

会
を

設
置

し
、

そ
の

責
任

者
と

し
て

専
任

の
医

師
又

は
専

任
の

臨
床

工
学

技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

透
析

用
監

視
装

置
の

台
数

 

透
析

用
監

視
装

置
の

台
数

の
計

算
に

当
た

り
、

以
下

の
い

ず
れ

も
満

た
す

透
析

用
監

視
装

置
を

台
数

に
数

え
る

こ
と

と
す

る
。

 

ア
 

透
析

室
に

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

患
者

に
対

し
て

使
用

で
き

る
状

態
で

あ
る

こ
と

。
 

な
お

、
直

近
1
2
か

月
の

各
月

は
じ

め
の

人
工

腎
臓

を
行

う
日

の
透

析
用

監
視

装
置

の
台

数
の

合
計

を
1
2
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と
。

 

 

第
5
6
の

２
の

２
 

静
脈

圧
迫

処
置

（
慢

性
静

脈
不

全
に

対
す

る
も

の
）

 

１
 

静
脈

圧
迫

処
置

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

血
管

外
科

、
心

臓
血

管
外

科
、

皮
膚

科
、

形
成

外
科

又
は

循
環

器
内

科
を

専
ら

担
当

す
る

専
任

の
常

勤
医

師
１

名
以

上
及

び
専

任
の

常
勤

看
護

師
１

名
以

上
が

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

静
脈

疾
患

に
係

る
３

年
以

上
の

経
験

を
有

し
て

お
り

、
所

定
の

研
修

を
修

了
し

た
専

任
の

常
勤

医
師

が
１

名
以

上
配

置
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

静
脈

疾
患

の
診

断
に

必
要

な
検

査
機

器
を

備
え

て
い

る
又

は
当

該
検

査
機

器
を

備
え

て
い

る
他

の
医

療
機

関
と

連
携

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

静
脈

圧
迫

処
置

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

4
8
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
5
6
の

２
の

３
 

多
血

小
板

血
漿

処
置

 

 
１

 
多

血
小

板
血

漿
処

置
の

施
設

基
準

 

 
 
(
１
)
 

形
成

外
科

、
血

管
外

科
又

は
皮

膚
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

 
 
(
２
)
 

形
成

外
科

、
血

管
外

科
又

は
皮

膚
科

の
常

勤
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
こ

の
う

ち
１

名
以

上
は

当
該

診
療

科
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
(
３
)
 

常
勤

の
薬

剤
師

又
は

臨
床

工
学

技
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

臨
床

検
査

技
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

 
 
(
４
)
 

当
該

処
置

の
実

施
に

当
た

り
、

再
生

医
療

等
の

安
全

性
の

確
保

等
に

関
す

る
法

律
第

３
条

に
規

定
す

る
再

生
医

療
等

提
供

基
準

を
遵

守
し

て
い

る
こ

と
。

 

 
 
(
５
)
 

関
係

学
会

等
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
指

針
に

基
づ

き
、

当
該

処
置

を
適

切
に

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 
(
１
)
 

多
血

小
板

血
漿

処
置

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
8
の

７
を

用
い

る
こ

と
。

 

 
 
(
２
)
 

再
生

医
療

等
の

安
全

性
の

確
保

等
に

関
す

る
法

律
第

３
条

に
規

定
す

る
再

生
医

療
等

提
供

基
準

を
遵

守
し

て
い

る
こ

と
を

証
す

る
文

書
と

し
て

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
で

受
理

さ
れ

た
再

生
医

療
等

提
供

計
画

の
写

し

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
5
6
の

３
 

硬
膜

外
自

家
血

注
入

 

１
 

硬
膜

外
自

家
血

注
入

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

脳
神

経
外

科
、

整
形

外
科

、
神

経
内

科
又

は
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

脳
神

経
外

科
、

整
形

外
科

、
神

経
内

科
又

は
麻

酔
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

及
び

当
該

療
養

に
つ

い
て

１
年

以
上

の
経

験
を

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

当
該

医
師

は
、

当

該
療

養
を

術
者

と
し

て
実

施
す

る
医

師
と

し
て

３
例

以
上

の
症

例
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

病
床

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

当
直

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

緊
急

手
術

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

当
該

処
置

後
の

硬
膜

下
血

腫
等

の
合

併
症

等
に

対
応

す
る

た
め

、
(
２
)
に

つ
い

て
脳

神
経

外
科

又
は

整
形

（ ）（ ） 923922

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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て
い

る
場

合
は

、
当

該
医

療
機

関
内

の
専

門
科

と
連

携
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

専
門

的
な

治
療

体
制

を
有

し
て

い
る

医
療

機
関

を
あ

ら
か

じ
め

定
め

た
上

で
、

当
該

医
療

機
関

に
つ

い
て

事
前

に
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
医

療
機

関
に

つ
い

て
、

院
内

掲
示

を
す

る
こ

と
。

な
お

、

専
門

的
な

治
療

体
制

を
有

し
て

い
る

医
療

機
関

と
は

、
次

に
掲

げ
る

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
全

て
の

診
療

科
を

標

榜
し

て
い

る
病

院
の

こ
と

を
い

う
。

 

ア
 

循
環

器
内

科
 

イ
 

胸
部

外
科

又
は

血
管

外
科

 

ウ
 

整
形

外
科

、
皮

膚
科

又
は

形
成

外
科

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

 
 

 
下

肢
末

梢
動

脈
疾

患
指

導
管

理
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

4
9
の

３
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
5
7
の

２
の

３
 

人
工

膵
臓

療
法

 

１
 

人
工

膵
臓

療
法

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

患
者

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

緊
急

検
査

が
可

能
な

検
査

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

担
当

す
る

医
師

が
常

時
待

機
し

て
お

り
、

糖
尿

病
の

治
療

に
関

し
、

専
門

の
知

識
及

び
少

な
く

と
も

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

人
工

膵
臓

療
法

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

が
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

必
要

な
機

器
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

赤
血

球
数

、
白

血
球

数
、

血
小

板
数

、
ヘ

マ
ト

ク
リ

ッ
ト

値
 

イ
 

生
化

学
的

検
査

 

グ
ル

コ
ー

ス
、

尿
素

窒
素

、
イ

ン
ス

リ
ン

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

、
ク

ロ
ー

ル
、

カ
リ

ウ
ム

 

(
４
)
 
1
0
0
人

以
上

の
糖

尿
病

患
者

を
入

院
又

は
外

来
で

現
に

管
理

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

入
院

基
本

料
（

特
別

入
院

基
本

料
を

除
く

。
）

を
算

定
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

前
記

各
項

で
い

う
「

常
時

」
と

は
、

勤
務

態
様

の
如

何
に

か
か

わ
ら

ず
、

午
前

０
時

よ
り

午
後

1
2
時

ま

で
の

間
の

こ
と

で
あ

る
。

 

(
７
)
 

医
療

法
第

3
0
条

の
４

第
１

項
に

規
定

す
る

医
療

計
画

と
の

連
携

も
図

り
つ

つ
、

地
域

に
お

け
る

当
該

療

法
に

使
用

す
る

機
器

の
配

置
の

適
正

に
も

留
意

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

人
工

膵
臓

療
法

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
4
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

地
域

に
お

け
る

必
要

性
を

記
載

す
る

こ
と

。
（

理
由

書
）

 

 第
5
7
の

３
 

磁
気

に
よ

る
膀

胱
等

刺
激

法
 

１
 

磁
気

に
よ

る
膀

胱
等

刺
激

法
に

関
す

る
施

設
基

準
 

５
年

以
上

の
泌

尿
器

科
の

経
験

又
は

５
年

以
上

の
産

婦
人

科
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

併
せ

て
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項
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で
除

し
た

値
を

も
っ

て
透

析
用

監
視

装
置

の
台

数
と

す
る

。
 

(
４
)
 

（
１

）
の

ア
の

②
及

び
（

２
）

の
ア

の
②

に
お

け
る

人
工

腎
臓

を
算

定
し

た
患

者
数

 

直
近

1
2
か

月
の

各
月

の
患

者
数

（
外

来
患

者
に

限
る

。
）

の
合

計
を

1
2
で

除
し

た
値

を
も

っ
て

患
者

数

と
す

る
。

な
お

、
人

工
腎

臓
を

算
定

し
た

患
者

数
の

計
算

に
当

た
り

、
外

来
で

人
工

腎
臓

を
実

施
し

た
回

数

が
当

該
月

に
お

い
て

５
回

以
下

の
患

者
は

、
当

該
月

の
患

者
数

の
合

計
に

数
え

な
い

こ
と

と
す

る
。

 

２
 

導
入

期
加

算
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

導
入

期
加

算
１

の
施

設
基

準
 

関
連

学
会

の
作

成
し

た
資

料
又

は
そ

れ
ら

を
参

考
に

作
成

し
た

資
料

に
基

づ
き

、
患

者
ご

と
の

適
応

に
応

じ
て

、
腎

代
替

療
法

に
つ

い
て

、
患

者
に

対
し

十
分

な
説

明
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

導
入

期
加

算
２

の
施

設
基

準
 

次
の

す
べ

て
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

導
入

期
加

算
1
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

区
分

番
号

「
Ｃ

１
０

２
」

在
宅

自
己

腹
膜

灌
流

指
導

管
理

料
を

過
去

１
年

間
で

1
2
回

以
上

算
定

し

て
い

る
こ

と
。

 

ウ
 

腎
移

植
に

つ
い

て
、

患
者

の
希

望
に

応
じ

て
適

切
に

相
談

に
応

じ
て

お
り

、
か

つ
、

腎
移

植
に

向
け

た
手

続
き

を
行

っ
た

患
者

が
前

年
度

に
３

人
以

上
い

る
こ

と
。

な
お

、
腎

移
植

に
向

け
た

手
続

き
を

行

っ
た

患
者

と
は

、
臓

器
移

植
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

腎
臓

移
植

希
望

者
と

し
て

新
規

に
登

録
さ

れ
た

患
者

、

先
行

的
腎

移
植

が
実

施
さ

れ
た

患
者

又
は

腎
移

植
が

実
施

さ
れ

透
析

を
離

脱
し

た
患

者
を

い
う

。
 

３
 

透
析

液
水

質
確

保
加

算
の

施
設

基
準

 

月
１

回
以

上
水

質
検

査
を

実
施

し
、

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

基
準

を
満

た
し

た
血

液
透

析
濾

過
用

の
置

換
液

を
作

製
し

、
使

用
し

て
い

る
こ

と
。

 

 
４

 
慢

性
維

持
透

析
濾

過
加

算
の

施
設

基
準

 

 
 

 
慢

性
維

持
透

析
濾

過
加

算
の

施
設

基
準

及
び

届
出

に
関

す
る

事
項

は
、

第
5
7
の

２
の

「
３

」
透

析
液

水
質

確

保
加

算
の

例
に

よ
る

。
 

５
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

（
１

）
 
人

工
腎

臓
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

8
7
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
透

析
機

器
安

全
管

理
委

員
会

に
お

い
て

作
成

し
た

透
析

機
器

及
び

水
処

理
装

置
の

管
理

計
画

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

（
２

）
 
導

入
期

加
算

１
及

び
２

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
２

の
２

を
用

い
る

こ
と

。
 

（
３

）
 
透

析
液

水
質

確
保

加
算

及
び

慢
性

維
持

透
析

濾
過

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
4
9

の
３

を
用

い
る

こ
と

。
 

 第
5
7
の

２
の

２
 

下
肢

末
梢

動
脈

疾
患

指
導

管
理

加
算

 

１
 

下
肢

末
梢

動
脈

疾
患

指
導

管
理

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

慢
性

維
持

透
析

を
実

施
し

て
い

る
全

て
の

患
者

に
対

し
、

下
肢

末
梢

動
脈

疾
患

に
関

す
る

リ
ス

ク
評

価
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
内

容
を

元
に

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

慢
性

維

持
透

析
を

実
施

し
て

い
る

全
て

の
患

者
に

指
導

管
理

等
を

行
い

、
臨

床
所

見
、

検
査

実
施

日
、

検
査

結
果

及

び
指

導
内

容
等

を
診

療
録

に
記

載
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

検
査

の
結

果
、

Ａ
Ｂ

Ｉ
検

査
0
.
7
以

下
又

は
Ｓ

Ｐ
Ｐ

検
査

4
0
m
m
H
g
以

下
の

患
者

に
つ

い
て

は
、

患
者

や

家
族

に
説

明
を

行
い

、
同

意
を

得
た

上
で

、
専

門
的

な
治

療
体

制
を

有
し

て
い

る
医

療
機

関
へ

紹
介

を
行

っ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
医

療
機

関
が

専
門

的
な

治
療

体
制

を
有

し
て

い
る

医
療

機
関

の
要

件
を

満
た

し

（ ）（ ） 925924

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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任
の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
 

(
３

)
 
 
当

該
処

置
に

従
事

す
る

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

看
護

師
等

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

等
を

別
添

２
の

様
式

4
9
の

７
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
４

)
 
 
当

該
処

置
が

行
わ

れ
る

機
能

訓
練

室
及

び
歩

行
路

の
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
5
7
の

４
の

４
 

手
術

用
顕

微
鏡

加
算

 

１
 

手
術

用
顕

微
鏡

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

手
術

用
顕

微
鏡

を
用

い
た

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

保
険

医
療

機
関

内
に

手
術

用
顕

微
鏡

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

手
術

用
顕

微
鏡

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

4
9
の

８
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
5
7
の

４
の

５
 

口
腔

粘
膜

処
置

 

１
 

口
腔

粘
膜

処
置

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

レ
ー

ザ
ー

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

口
腔

内
の

軟
組

織
の

切
開

、
止

血
、

凝
固

及
び

蒸
散

を
行

う
こ

と
が

可
能

な
レ

ー
ザ

ー
機

器
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

口
腔

粘
膜

処
置

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

4
9
の

９
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
5
7
の

５
 

う
蝕

歯
無

痛
的

窩
洞

形
成

加
算

 

１
 

う
蝕

歯
無

痛
的

窩
洞

形
成

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

レ
ー

ザ
ー

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

無
痛

的
に

充
填

の
た

め
の

う
蝕

の
除

去
及

び
窩

洞
形

成
が

可
能

な
レ

ー
ザ

ー
機

器
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

う
蝕

歯
無

痛
的

窩
洞

形
成

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
5
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
5
7
の

６
 

Ｃ
Ａ

Ｄ
／

Ｃ
Ａ

Ｍ
冠

 

１
 

Ｃ
Ａ

Ｄ
／

Ｃ
Ａ

Ｍ
冠

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

歯
科

補
綴

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

保
険

医
療

機
関

内
に

歯
科

用
Ｃ

Ａ
Ｄ

/
Ｃ

Ａ
Ｍ

装
置

が
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

歯
科

技
工

士
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

保
険

医
療

機
関

内
に

歯
科

用
Ｃ

Ａ
Ｄ

／
Ｃ

Ａ
Ｍ

装
置

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
場

合
は

、
当

該
装

置
を

設
置

し
て

い
る

歯
科

技
工

所
と

の
連

携
が

図
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

Ｃ
Ａ

Ｄ
／

Ｃ
Ａ

Ｍ
冠

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
0
の

２
を

用
い

る
こ

と
。
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磁
気

に
よ

る
膀

胱
等

刺
激

法
に

関
す

る
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
4
9
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
5
7
の

４
 

一
酸

化
窒

素
吸

入
療

法
（

新
生

児
の

低
酸

素
呼

吸
不

全
に

対
し

て
実

施
す

る
も

の
に

限
る

。
）

 

１
 

一
酸

化
窒

素
吸

入
療

法
（

新
生

児
の

低
酸

素
呼

吸
不

全
に

対
し

て
実

施
す

る
も

の
に

限
る

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

 
新

生
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

又
は

総
合

周
産

期
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

保
険

医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

新
生

児
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
又

は
総

合
周

産
期

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

れ
ば

よ

く
、

一
酸

化
窒

素
吸

入
療

法
（

新
生

児
の

低
酸

素
呼

吸
不

全
に

対
し

て
実

施
す

る
も

の
に

限
る

。
）

と
し

て
特

に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
5
7
の

４
の

２
 

心
不
全
に
対
す
る
遠
赤
外
線
温
熱
療
法
 

１
 

心
不

全
に

対
す

る
遠

赤
外

線
温

熱
療

法
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

区
分

番
号

「
Ｈ

０
０

０
」

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

（
Ⅰ

）
又

は
（

Ⅱ
）

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

療
法

の
経

験
を

有
し

、
循

環
器

内
科

又
は

心
臓

血
管

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

関
係

学
会

が
主

催
又

は
後

援
す

る
所

定
の

研
修

を
修

了
し

た
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

療
法

に
用

い
る

医
療

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
療

法
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

心
不

全
に

対
す

る
遠

赤
外

線
温

熱
療

法
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
9
の

４
の

２
を

及
び

様
式

5
2
用

い
る

こ
と

。
 

 

第
5
7
の

４
の

３
 

歩
行

運
動

処
置

（
ロ

ボ
ッ

ト
ス

ー
ツ

に
よ

る
も

の
）

 

１
 

歩
行

運
動

処
置

（
ロ

ボ
ッ

ト
ス

ー
ツ

に
よ

る
も

の
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

神
経

・
筋

疾
患

の
診

療
及

び
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
３

年
以

上
の

経

験
を

有
し

て
お

り
、

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

専
任

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 
 
従

事
者

の
職

種
、

人
数

及
び

勤
務

形
態

並
び

に
訓

練
室

の
具

備
す

べ
き

条
件

（
装

置
、

広
さ

等
）

に
つ

い

て
、

関
連

学
会

が
監

修
す

る
適

正
使

用
ガ

イ
ド

に
規

定
さ

れ
た

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

(
３
)
 
 
定

期
的

に
、

担
当

の
複

数
職

種
が

参
加

し
、

当
該

処
置

に
よ

る
歩

行
運

動
機

能
改

善
効

果
を

検
討

す
る

カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 
 
当

該
処

置
に

関
す

る
記

録
（

医
師

の
指

示
、

実
施

時
間

、
訓

練
内

容
、

担
当

者
、

歩
行

運
動

機
能

改
善

効

果
に

係
る

検
討

結
果

等
）

は
患

者
ご

と
に

一
元

的
に

保
管

さ
れ

、
常

に
医

療
従

事
者

に
よ

り
閲

覧
が

可
能

で

あ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 
 
歩

行
運

動
処

置
（

ロ
ボ

ッ
ト

ス
ー

ツ
に

よ
る

も
の

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
4
9

の
６

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

処
置

に
従

事
す

る
医

師
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

（ ）（ ） 925924

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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の
(
３
)
に

係
る

契
約

に
関

す
る

文
書

の
写

し
も

併
せ

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

 第
5
7
の

９
 

組
織

拡
張

器
に

よ
る

再
建

手
術

（
一

連
に

つ
き

）
（

乳
房

（
再

建
手

術
）

の
場

合
に

限
る

。
）

 

１
 

組
織

拡
張

器
に

よ
る

再
建

手
術

（
一

連
に

つ
き

）
（

乳
房

（
再

建
手

術
）

の
場

合
に

限
る

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

形
成

外
科

又
は

乳
腺

外
科

の
専

門
的

な
研

修
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
て

い
る

医
師

若
し

く
は

そ
の

指
導

下
で

研
修

を
行

う
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
い

た
所

定
の

研
修

を
修

了
し

、
そ

の
旨

が
登

録
さ

れ
て

い
る

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

一
次

再
建

の
場

合
は

、
乳

腺
外

科
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
及

び
形

成
外

科
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
又

は
非

常
勤

の
医

師
が

配

置
さ

れ
て

お
り

、
連

携
し

て
手

術
を

行
う

こ
と

。
 

(
４
)
 

二
次

再
建

の
場

合
は

、
形

成
外

科
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

又
は

乳
腺

外
科

の
専

門
的

な
研

修
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
て

い
る

常
勤

の

医
師

が
１

名
以

上
及

び
形

成
外

科
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
又

は
非

常
勤

の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
連

携
し

て
手

術
を

行
う

こ
と

。
 

(
５
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
乳

房
再

建
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

組
織

拡
張

器
に

よ
る

再
建

手
術

（
一

連
に

つ
き

）
（

乳
房

（
再

建
手

術
）

の
場

合
に

限
る

。
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
0
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
5
7
の

９
の

２
 

処
理

骨
再

建
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

１
 

処
理

骨
再

建
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

整
形

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

整
形

外
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

骨
・

軟
部

腫
瘍

手
術

を
術

者
と

し
て

5
0
例

（
こ

の
う

ち
1
0
例

は
骨

・
軟

部
悪

性
腫

瘍
手

術
で

あ
る

こ

と
）

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
整

形
外

科
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

処
理

骨
を

作
製

す
る

に
つ

き
、

必
要

な
設

備
や

機
器

等
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

等
に

基
づ

き
、

当
該

手
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

処
理

骨
再

建
加

算
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
0
の

５
の

３
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
5
7
の

９
の

３
 

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
（

同
種

骨
移

植
（

非
生

体
）

（
同

種
骨

移
植

（
特

殊
な

も

の
に

限
る

。
）

）
 

１
 

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
（

同
種

骨
移

植
（

非
生

体
）

（
同

種
骨

移
植

（
特

殊
な

も
の

に
限

る
。

）
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

整
形

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

整
形

外
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
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第
5
7
の

７
 

有
床

義
歯

修
理

及
び

有
床

義
歯

内
面

適
合

法
の

歯
科

技
工

加
算

１
及

び
２

 

１
 

有
床

義
歯

修
理

及
び

有
床

義
歯

内
面

適
合

法
の

歯
科

技
工

加
算

１
及

び
２

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

常
勤

の
歯

科
技

工
士

を
配

置
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
非

常
勤

の
歯

科
技

工
士

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
保

険
医

療
機

関
が

規
定

す
る

常
勤

歯
科

技
工

士
の

勤
務

時
間

帯
と

同
じ

時
間

帯
に

こ

れ
ら

の
非

常
勤

歯
科

技
工

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
と

み
な

す

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

歯
科

医
療

機
関

内
に

歯
科

技
工

室
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

歯
科

技
工

に
必

要
な

機
器

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

患
者

の
求

め
に

応
じ

て
、

迅
速

に
有

床
義

歯
の

修
理

及
び

床
裏

装
を

行
う

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

旨
を

院
内

掲
示

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

有
床

義
歯

修
理

及
び

有
床

義
歯

内
面

適
合

法
の

歯
科

技
工

加
算

１
及

び
２

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
0
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
5
7
の

８
 

皮
膚

悪
性

腫
瘍

切
除

術
（

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
 

１
 

皮
膚

悪
性

腫
瘍

切
除

術
（

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

皮
膚

科
、

形
成

外
科

、
耳

鼻
咽

喉
科

又
は

歯
科

口
腔

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

皮
膚

悪
性

腫
瘍

切
除

術
に

お
け

る
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

生
検

を
、

当
該

手
術

に
習

熟
し

た
医

師
の

指
導

の
下

に
、

術

者
と

し
て

５
症

例
以

上
経

験
し

て
い

る
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
皮

膚
科

、
形

成
外

科
、

耳
鼻

咽
喉

科
又

は
歯

科
口

腔
外

科
及

び
放

射
線

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
当

該
診

療
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

麻
酔

科
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

皮
膚

悪
性

腫
瘍

切
除

術
（

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
0
の

４
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

に
従

事
す

る
医

師
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
別

添
２

の
様

式
４

を
用

い
て

提
出

す
る

こ
と

。
 

 

第
5
7
の

８
の

２
 

皮
膚

移
植

術
（

死
体

）
 

１
 

皮
膚

移
植

術
（

死
体

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

広
範

囲
熱

傷
及

び
重

症
熱

傷
の

治
療

の
実

績
を

有
す

る
施

設
で

あ
る

こ
と

 
。

 

(
２
)
 

関
連

学
会

の
主

催
す

る
講

習
会

を
受

講
し

、
同

種
皮

膚
移

植
の

十
分

な
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

日
本

組
織

移
植

学
会

の
認

定
す

る
、

採
取

し
て

保
存

し
た

組
織

を
他

施
設

へ
供

給
で

き
る

組
織

バ
ン

ク

と
、

当
該

保
存

同
種

組
織

の
適

切
な

使
用

及
び

保
存

方
法

等
に

つ
い

て
契

約
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

皮
膚

移
植

術
（

死
体

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

8
7
の

６
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
１

（ ）（ ） 927926

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
４

)
 

顕
微

鏡
下

に
手

術
が

実
施

で
き

る
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

後
縦

靭
帯

骨
化

症
手

術
（

前
方

進
入

に
よ

る
も

の
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
8
7
の

７

を
用

い
る

こ
と

。
 

 第
5
7
の

1
2
 

椎
間

板
内

酵
素

注
入

療
法

 

１
 

椎
間

板
内

酵
素

注
入

療
法

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

整
形

外
科

又
は

脳
神

経
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

整
形

外
科

又
は

脳
神

経
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
緊

急
手

術
が

可
能

な
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
（

当
該

連
携

に
つ

い
て

、
文

書
に

よ
る

契
約

が
締

結
さ

れ
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
に

よ
り

、
緊

急
事

態

に
対

応
す

る
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

(
４

)
 

椎
間

板
内

酵
素

注
入

療
法

を
行

う
に

当
た

り
関

係
学

会
よ

り
認

定
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

椎
間

板
内

酵
素

注
入

療
法

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
0
の

７
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
5
8
 

腫
瘍

脊
椎

骨
全

摘
術

 

１
 

腫
瘍

脊
椎

骨
全

摘
術

 

(
１

)
 

整
形

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
常

勤
の

整
形

外
科

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

１
１

８
」

、
「

Ｋ
１

３
１

－
２

」
か

ら
「

Ｋ
１

３
６

」
ま

で
、

「
Ｋ

１
３

８
」

、
「

Ｋ
１

３
９

」
、

「
Ｋ

１
４

２
」

及
び

「
Ｋ

１
４

２
－

２
」

に
掲

げ
る

脊
椎

手
術

を
、

術
者

と
し

て
3
0
0
例

以
上

実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

整
形

外
科

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 
 
当

該
手

術
に

熟
練

し
た

医
師

の
指

導
の

下
に

、
術

者
と

し
て

、
当

該
手

術
を

３
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を

有
す

る
常

勤
の

整
形

外
科

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

手
術

の
際

の
緊

急
事

態
に

対
応

可
能

な
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

腫
瘍

脊
椎

骨
全

摘
術

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
1
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
5
8
の

２
 

頭
蓋

内
腫

瘍
摘

出
術

（
脳

腫
瘍

覚
醒

下
マ

ッ
ピ

ン
グ

加
算

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

１
 

頭
蓋

内
腫

瘍
摘

出
術

（
脳

腫
瘍

覚
醒

下
マ

ッ
ピ

ン
グ

加
算

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 
 
脳

神
経

外
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 
 
当

該
療

養
を

行
う

に
当

た
り

関
係

学
会

か
ら

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 
 
５

年
以

上
の

脳
神

経
外

科
の

経
験

を
有

し
て

お
り

、
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
２

名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
当

該
手

術
を

主
と

し
て

実
施

す
る

医
師

又
は

補
助

を
行

う

医
師

と
し

て
合

わ
せ

て
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
４

)
 
 
５

年
以

上
の

麻
酔

科
の

経
験

を
有

し
て

お
り

、
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
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(
３
)
 

日
本

組
織

移
植

学
会

の
認

定
す

る
採

取
し

て
保

存
し

た
組

織
を

他
施

設
へ

供
給

で
き

る
組

織
バ

ン
ク

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
当

該
バ

ン
ク

を
有

し
て

い
な

い
場

合
は

、
当

該
バ

ン
ク

を
有

す
る

保
険

医
療

機
関

と
あ

ら

か
じ

め
当

該
保

存
同

種
組

織
の

適
切

な
使

用
及

び
保

存
方

法
等

に
つ

い
て

契
約

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
（

同
種

骨
移

植
（

非
生

体
）

（
同

種
骨

移
植

（
特

殊
な

も
の

に
限

る
。

）
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
0
の

５
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
１

の
(
３
)
に

係
る

契
約

に

関
す

る
文

書
の

写
し

も
併

せ
て

提
出

す
る

こ
と

。
 

 第
5
7
の

1
0
 

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
（

自
家

培
養

軟
骨

移
植

術
に

限
る

。
）

 

１
 

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
（

自
家

培
養

軟
骨

移
植

術
に

限
る

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
１
)
 

Ｃ
Ｔ

撮
影

及
び

Ｍ
Ｒ

Ｉ
撮

影
の

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

運
動

器
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
(
Ⅰ
)
又

は
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

(
Ⅱ
)
の

施
設

基
準

に
適

合

し
て

い
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
届

け
出

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

関
節

軟
骨

修
復

術
を

含
む

骨
切

り
術

、
関

節
鏡

下
靱

帯
再

建
術

、
半

月
板

手
術

、
人

工
膝

関
節

置
換

術
等

の
膝

関
節

手
術

を
年

間
1
0
0
症

例
以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
又

は
大

学
病

院
本

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

整
形

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

関
節

軟
骨

修
復

術
1
0
症

例
以

上
を

含
む

膝
関

節
手

術
を

術
者

と
し

て
1
0
0
症

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

で
あ

っ
て

、
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て

い
る

常
勤

の
整

形
外

科
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

研
修

は
次

の
内

容
を

含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

自
家

培
養

軟
骨

の
適

応
に

関
す

る
事

項
 

イ
 

変
形

性
膝

関
節

症
と

の
鑑

別
点

に
関

す
る

事
項

 

ウ
 

軟
骨

採
取

法
に

関
す

る
事

項
 

エ
 

周
術

期
管

理
に

関
す

る
事

項
 

オ
 

合
併

症
へ

の
対

策
に

関
す

る
事

項
 

カ
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
事

項
 

キ
 

全
例

調
査

方
法

に
関

す
る

事
項

 

ク
 

手
術

方
法

に
関

す
る

事
項

（
自

家
培

養
軟

骨
に

類
似

し
た

人
工

物
を

用
い

た
手

技
を

含
む

。
）

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

骨
移

植
術

（
軟

骨
移

植
術

を
含

む
。

）
（

自
家

培
養

軟
骨

移
植

術
に

限
る

。
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
0
の

６
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
5
7
の

1
1
 

後
縦

靭
帯

骨
化

症
手

術
（

前
方

進
入

に
よ

る
も

の
）

 

１
 

後
縦

靭
帯

骨
化

症
手

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

整
形

外
科

又
は

脳
神

経
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

脊
椎

又
は

脊
髄

に
係

る
手

術
に

つ
い

て
1
0
0
例

以
上

の
経

験
を

有
し

、
か

つ
、

後
縦

靱
帯

骨
化

症
に

係
る

手
術

に
つ

い
て

2
0
例

以
上

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

整
形

外
科

又
は

脳
神

経
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
1
名

以
上

配
置

さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

（ ）（ ） 927926

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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第
6
0
 

脳
刺

激
装

置
植

込
術

及
び

脳
刺

激
装

置
交

換
術

、
脊

髄
刺

激
装

置
植

込
術

及
び

脊
髄

刺
激

装
置

交
換

術
 

１
 

脳
刺

激
装

置
植

込
術

及
び

脳
刺

激
装

置
交

換
術

、
脊

髄
刺

激
装

置
植

込
術

及
び

脊
髄

刺
激

装
置

交
換

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

脳
刺

激
装

置
植

込
術

及
び

脳
刺

激
装

置
交

換
術

 

第
2
4
の

長
期

継
続

頭
蓋

内
脳

波
検

査
の

施
設

基
準

に
準

ず
る

。
 

(
２
)
 

脊
髄

刺
激

装
置

植
込

術
及

び
脊

髄
刺

激
装

置
交

換
術

 

脳
神

経
外

科
、

整
形

外
科

又
は

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
当

該
診

療
科

の
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
も

届
け

出
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
脳

刺
激

装
置

植
込

術
、

脳
刺

激
装

置
交

換
術

、
脊

髄
刺

激
装

置
植

込
術

又
は

脊
髄

刺
激

装
置

交
換

術
の

施
設

基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
5
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
0
の

２
 

頭
蓋

内
電

極
植

込
術

（
脳

深
部

電
極

に
よ

る
も

の
（

７
本

以
上

の
電

極
に

よ
る

場
合

）
に

限
る

。
）

 

１
 

頭
蓋

内
電

極
植

込
術

（
脳

深
部

電
極

に
よ

る
も

の
（

７
本

以
上

の
電

極
に

よ
る

場
合

）
に

限
る

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

脳
神

経
外

科
及

び
脳

神
経

内
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

５
年

以
上

の
脳

神
経

外
科

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

及
び

て
ん

か
ん

に
係

る
診

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

１
名

以
上

は
関

係
学

会
か

ら

示
さ

れ
て

い
る

頭
蓋

内
電

極
植

込
術

に
関

す
る

所
定

の
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

頭
蓋

内
電

極
植

込
術

に
伴

う
合

併
症

へ
の

対
応

が
で

き
る

体
制

が
整

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

関
連

学
会

の
定

め
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

頭
蓋

内
電

極
植

込
術

（
脳

深
部

電
極

に
よ

る
も

の
（

７
本

以
上

の
電

極
に

よ
る

場
合

）
に

限
る

。
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
5
の

３
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

 第
6
0
の

２
の

２
 

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

植
込

術
及

び
仙

骨
神

経
刺

激
装

置
交

換
術

 

１
 

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

植
込

術
、

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

交
換

術
（

便
失

禁
に

対
し

て
実

施
す

る
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

大
腸

肛
門

疾
患

の
診

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

大
腸

肛
門

疾
患

の
診

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
で

、
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
者

が
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

緊
急

事
態

に
対

応
す

る
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

植
込

術
、

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

交
換

術
（

過
活

動
膀

胱
に

対
し

て
実

施
す

る
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

下
部

尿
路

機
能

障
害

の
診

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
こ

と
。
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配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 
 
頭

蓋
内

腫
瘍

摘
出

術
を

年
間

５
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

頭
蓋

内
腫

瘍
摘

出
術

（
脳

腫
瘍

覚
醒

下
マ

ッ
ピ

ン
グ

加
算

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

に
係

る
届

出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
1
の

２
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
5
8
の

３
 

頭
蓋

内
腫

瘍
摘

出
術

（
原

発
性

悪
性

脳
腫

瘍
光

線
力

学
療

法
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
 

１
 

頭
蓋

内
腫

瘍
摘

出
術

（
原

発
性

悪
性

脳
腫

瘍
光

線
力

学
療

法
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

次
の

要
件

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

実
施

さ
れ

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
１
)
 
 
脳

神
経

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 
 
５

年
以

上
の

脳
神

経
外

科
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

１

名
以

上
は

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

悪
性

脳
腫

瘍
患

者
に

対
す

る
光

線
力

学
療

法
に

関
す

る
所

定
の

研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 
 
脳

腫
瘍

摘
出

術
中

の
病

理
検

査
が

可
能

な
体

制
が

整
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
 
脳

腫
瘍

摘
出

術
に

伴
う

合
併

症
へ

の
対

応
が

で
き

る
体

制
が

整
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 
 
当

該
療

養
に

用
い

る
機

器
に

つ
い

て
、

適
切

に
使

用
管

理
区

域
の

設
定

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

悪
性

脳
腫

瘍
患

者
に

対
す

る
光

線
力

学
療

法
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

受
講

し
た

機
器

管
理

責
任

者
（

医
師

又
は

臨
床

工
学

技
士

）
が

選
定

さ
れ

て
お

り
、

当
該

療
養

に
用

い
る

装
置

が
適

切
に

保
守

管
理

さ
れ

て
い

る

こ
と

。
 

(
７
)
 
 
実

際
の

手
技

に
当

た
っ

て
、

５
年

以
上

の
脳

神
経

外
科

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

で
あ

っ
て

関
係

学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
医

師
が

１
名

以
上

参
加

す
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

頭
蓋

内
腫

瘍
摘

出
術

（
原

発
性

悪
性

脳
腫

瘍
光

線
力

学
療

法
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
1
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
5
9
 

頭
蓋

骨
形

成
手

術
（

骨
移

動
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
 

１
 

頭
蓋

骨
形

成
手

術
（

骨
移

動
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

形
成

外
科

及
び

脳
神

経
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

頭
蓋

骨
形

成
手

術
を

、
当

該
手

術
に

習
熟

し
た

医
師

の
指

導
の

下
に

、
術

者
と

し
て

５
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
形

成
外

科
及

び
脳

神
経

外
科

の
医

師
（

当
該

診
療

科
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

頭
蓋

骨
形

成
手

術
（

骨
移

動
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
が

５
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

当
該

手
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

頭
蓋

骨
形

成
手

術
（

骨
移

動
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

（ ）（ ） 929928

特
掲
診
療
料
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(
１

)
 

眼
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

眼
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
濾

過
手

術
又

は
緑

内
障

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

手
術

が
合

わ
せ

て
5
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

緑
内

障
手

術
（

緑
内

障
治

療
用

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

挿
入

術
（

プ
レ

ー
ト

の
あ

る
も

の
）

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
4
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
0
の

６
 

緑
内

障
手

術
（

水
晶

体
再

建
術

併
用

眼
内

ド
レ

ー
ン

挿
入

術
）

 

１
 

緑
内

障
手

術
（

水
晶

体
再

建
術

併
用

眼
内

ド
レ

ー
ン

挿
入

術
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

眼
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

眼
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

、
水

晶
体

再
建

術
の

手
術

を
1
0
0
例

以
上

及
び

観
血

的
緑

内
障

手
術

を
1

 
 

0
例

以
上

経
験

し
て

い
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

緑
内

障
手

術
（

水
晶

体
再

建
術

併
用

眼
内

ド
レ

ー
ン

挿
入

術
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
4
の

８
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
0
の

７
 

網
膜

付
着

組
織

を
含

む
硝

子
体

切
除

術
（

眼
内

内
視

鏡
を

用
い

る
も

の
）

 

１
 

網
膜

付
着

組
織

を
含

む
硝

子
体

切
除

術
（

眼
内

内
視

鏡
を

用
い

る
も

の
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

眼
科

に
係

る
診

療
の

経
験

を
1
0
年

以
上

有
し

、
区

分
番

号
「

Ｋ
２

７
７

－
２

」
、

「
Ｋ

２
８

０
」

の

「
１

」
、

「
Ｋ

２
８

０
」

の
「

２
」

又
は

「
Ｋ

２
８

１
」

の
手

術
を

、
１

年
間

に
、

主
た

る
術

者
と

し
て

併

せ
て

3
0
例

以
上

行
っ

た
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

眼
科

を
標

榜
し

て
い

る
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

当
該

手
術

に
必

要
な

モ
ニ

タ
ー

、
眼

内
内

視
鏡

等
の

設
備

を
有

し
て

お
り

、
保

守
管

理
に

係
る

計
画

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
設

備
は

、
リ

ー
ス

等
で

あ
っ

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

網
膜

付
着

組
織

を
含

む
硝

子
体

切
除

術
（

眼
内

内
視

鏡
を

用
い

る
も

の
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
4
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

手
術

に
用

い
る

機
器

の
保

守
管

理
の

計
画

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
6
0
の

８
 

網
膜

再
建

術
 

１
 

網
膜

再
建

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

眼
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

常
勤

の
眼

科
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
１

名
以

上
は

当
該

手
術

に
習

熟
し

た
医

師
の

指
導

の
下

に
３

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
医

師
（

当
該

診
療

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験

を
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

常
勤

の
麻

酔
科

標
榜

医
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

増
殖

性
硝

子
体

網
膜

症
手

術
が

1
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
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(
２
)
 

下
部

尿
路

機
能

障
害

の
診

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
で

、
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

 
る

者
が

実
施

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

緊
急

事
態

に
対

応
す

る
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

仙
骨

神
経

刺
激

装
置

植
込

術
及

び
仙

骨
神

経
刺

激
装

置
交

換
術

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
3
を

用
い

て
適

応
ご

と
に

そ
れ

ぞ
れ

提
出

す
る

こ
と

。
 

 

第
6
0
の

３
 

治
療

的
角

膜
切

除
術

（
エ

キ
シ

マ
レ

ー
ザ

ー
に

よ
る

も
の

に
限

る
。

）
 

１
 

治
療

的
角

膜
切

除
術

に
関

す
る

施
設

基
準

（
エ

キ
シ

マ
レ

ー
ザ

ー
に

よ
る

も
の

に
限

る
。

）
 

(
１
)
 

眼
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

エ
キ

シ
マ

レ
ー

ザ
ー

に
よ

る
治

療
的

角
膜

切
除

術
を

、
当

該
手

術
に

習
熟

し
た

医
師

の
指

導
の

下
に

、
術

者
と

し
て

1
0
症

例
以

上
経

験
し

て
い

る
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
眼

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
当

該
診

療
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

治
療

的
角

膜
切

除
術

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
4
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
0
の

３
の

２
 

角
膜

移
植

術
 

１
 

内
皮

移
植

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

眼
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

眼
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

に
お

い
て

、
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
角

膜
移

植
術

を
年

間
５

例
以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

内
皮

移
植

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
4
の

２
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
0
の

４
 

羊
膜

移
植

術
 

１
 

羊
膜

移
植

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

眼
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

、
か

つ
、

当
該

療
養

に
つ

い
て

主
と

し
て

実
施

す
る

医
師

又
は

補
助

を
行

う
医

師
と

し
て

６
例

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

に
お

い
て

、
常

勤
の

医
師

が
３

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

日
本

組
織

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

ヒ
ト

組
織

を
利

用
す

る
医

療
行

為
の

安
全

性
確

保
・

保
存

・
使

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

等
関

連
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
基

準
等

を
遵

守
し

て
い

る
旨

を
届

け
出

て
い

る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

羊
膜

移
植

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
4
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
0
の

５
 

緑
内

障
手

術
（

緑
内

障
治

療
用

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

挿
入

術
（

プ
レ

ー
ト

の
あ

る
も

の
）

）
 

１
 

緑
内

障
手

術
（

緑
内

障
治

療
用

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

挿
入

術
（

プ
レ

ー
ト

の
あ

る
も

の
）

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

（ ）（ ） 929928

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
17

4
 -
 

（
軟

口
蓋

悪
性

腫
瘍

手
術

を
含

む
。

）
又

は
「

Ｋ
３

９
４

－
２

」
鏡

視
下

喉
頭

悪
性

腫
瘍

手
術

を
術

者
と

し

て
３

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

緊
急

手
術

の
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

鏡
視

下
咽

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
（

軟
口

蓋
悪

性
腫

瘍
手

術
を

含
む

。
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
別

添
5

6
の

７
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

２
の

３
 

鏡
視

下
喉

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
 

１
 

鏡
視

下
喉

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

耳
鼻

咽
喉

科
又

は
頭

頸
部

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

耳
鼻

咽
喉

科
又

は
頭

頸
部

外
科

に
つ

い
て

1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
し

、
区

分
番

号
「

Ｋ
３

７
４

」
咽

頭

悪
性

腫
瘍

手
術

（
軟

口
蓋

悪
性

腫
瘍

手
術

を
含

む
。

）
又

は
「

Ｋ
３

９
４

」
喉

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
の

術
者

と

し
て

合
わ

せ
て

５
例

以
上

実
施

し
た

経
験

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

３
７

４
－

２
」

鏡
視

下
咽

頭
悪

性
腫

瘍
手

術

（
軟

口
蓋

悪
性

腫
瘍

手
術

を
含

む
。

）
又

は
「

Ｋ
３

９
４

－
２

」
鏡

視
下

喉
頭

悪
性

腫
瘍

手
術

を
術

者
と

し

て
３

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

緊
急

手
術

の
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

鏡
視

下
喉

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

別
添

5
6
の

７
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

２
の

４
 

喉
頭

形
成

手
術

（
甲

状
軟

骨
固

定
用

器
具

を
用

い
た

も
の

）
 

１
 

喉
頭

形
成

手
術

（
甲

状
軟

骨
固

定
用

器
具

を
用

い
た

も
の

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

耳
鼻

咽
喉

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

が
耳

鼻
咽

喉
科

に
つ

い
て

1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
(
１
)
の

医
師

の
う

ち
１

名
以

上
は

、
2
0
例

以
上

の
喉

頭
形

成
手

術
の

手
術

経
験

を
有

し
、

関
係

学
会

に

よ
る

手
術

講
習

会
を

受
講

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

音
声

障
害

に
対

す
る

言
語

聴
覚

士
に

よ
る

指
導

・
訓

練
を

実
施

で
き

る
十

分
な

体
制

を
整

え
て

い
る

こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

喉
頭

形
成

手
術

（
甲

状
軟

骨
固

定
用

器
具

を
用

い
た

も
の

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5

2
及

び
様

式
8
7
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

３
 

上
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

（
歯

科
診

療
以

外
の

診
療

に
係

る
も

の
に

限

る
。

）
及

び
下

顎
骨

形
成

術
（

骨
移

動
を

伴
う

場
合

に
限

る
。

）
（

歯
科

診
療

以
外

の
診

療
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
 

１
 

上
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

及
び

下
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

形
成

外
科

又
は

耳
鼻

咽
喉

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

上
顎

骨
形

成
術

又
は

下
顎

骨
形

成
術

を
、

当
該

手
術

に
習

熟
し

た
医

師
の

指
導

の
下

に
、

術
者

と
し

て
合

わ
せ

て
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

形
成

外
科

又
は

耳
鼻

咽
喉

科
の

医
師

（
当

該
診

療
科

に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
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(
５
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

網
膜

再
建

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
4
の

６
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
1
 

人
工

中
耳

植
込

術
、

人
工

内
耳

植
込

術
、

植
込

型
骨

導
補

聴
器

移
植

術
及

び
植

込
型

骨
導

補
聴

器
交

換
術

 

１
 

人
工

中
耳

植
込

術
、

人
工

内
耳

植
込

術
、

植
込

型
骨

導
補

聴
器

移
植

術
及

び
植

込
型

骨
導

補
聴

器
交

換
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

耳
鼻

咽
喉

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

内
耳

又
は

中
耳

の
手

術
が

年
間

3
0
例

以
上

あ
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

常
勤

の
耳

鼻
咽

喉
科

の
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

２
名

以
上

は
耳

鼻
咽

喉
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

１
名

は
少

な
く

と
も

１
例

以
上

の
人

工
内

耳
植

込
術

の
経

験
を

有
し

て
い

る

こ
と

。
 

(
４
)
 

言
語

聴
覚

療
法

に
専

従
す

る
職

員
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
届

出
を

行
う

保
険

医
療

機
関

と
密

接
な

連
携

を
有

す
る

保
険

医
療

機
関

で
人

工
中

耳
植

込
術

、
人

工
内

耳
植

込
術

、
植

込
型

骨
導

補

聴
器

移
植

術
及

び
植

込
型

骨
導

補
聴

器
交

換
術

を
実

施
し

た
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

場
合

は
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

施
設

に
常

勤
の

耳
鼻

咽
喉

科
医

師
が

１
名

以
上

及
び

言
語

聴
覚

療

法
に

専
従

す
る

職
員

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
れ

ば
差

し
支

え
な

い
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

人
工

中
耳

植
込

術
、

人
工

内
耳

植
込

術
、

植
込

型
骨

導
補

聴
器

移
植

術
及

び
植

込
型

骨
導

補
聴

器
交

換
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
5
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
1
の

２
 

内
視

鏡
下

鼻
・

副
鼻

腔
手

術
Ⅴ

型
（

拡
大

副
鼻

腔
手

術
）

 

１
 

内
視

鏡
下

鼻
・

副
鼻

腔
手

術
Ⅴ

型
(
拡

大
副

鼻
腔

手
術
)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

耳
鼻

咽
喉

科
、

脳
神

経
外

科
及

び
眼

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

耳
鼻

咽
喉

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

１
名

以
上

は
少

な
く

と
も

５
例

以
上

の
内

視
鏡

下
鼻

・
副

鼻
腔

手
術

Ⅴ
型

(
拡

大
副

鼻
腔

手
術
)
の

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

脳
神

経
外

科
又

は
眼

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

内
視

鏡
下

鼻
・

副
鼻

腔
手

術
Ⅴ

型
（

拡
大

副
鼻

腔
手

術
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
4

の
７

を
用

い
る

こ
と

。
 

 

第
6
1
の

２
の

２
 

鏡
視

下
咽

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
（

軟
口

蓋
悪

性
腫

瘍
手

術
を

含
む

。
）

 

１
 

鏡
視

下
咽

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
（

軟
口

蓋
悪

性
腫

瘍
手

術
を

含
む

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

耳
鼻

咽
喉

科
又

は
頭

頸
部

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

耳
鼻

咽
喉

科
又

は
頭

頸
部

外
科

に
つ

い
て

1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
し

、
区

分
番

号
「

Ｋ
３

７
４

」
咽

頭

悪
性

腫
瘍

手
術

（
軟

口
蓋

悪
性

腫
瘍

手
術

を
含

む
。

）
又

は
「

Ｋ
３

９
４

」
喉

頭
悪

性
腫

瘍
手

術
の

術
者

と

し
て

合
わ

せ
て

５
例

以
上

実
施

し
た

経
験

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

３
７

４
－

２
」

鏡
視

下
咽

頭
悪

性
腫

瘍
手

術

（ ）（ ） 931930

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
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１
 

内
視

鏡
下

甲
状

腺
部

分
切

除
、

腺
腫

摘
出

術
、

内
視

鏡
下

バ
セ

ド
ウ

甲
状

腺
全

摘
（

亜
全

摘
）

術
（

両
葉

）
、

内
視

鏡
下

副
甲

状
腺

（
上

皮
小

体
）

腺
腫

過
形

成
手

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

外
科

、
頭

頸
部

外
科

、
耳

鼻
咽

喉
科

又
は

内
分

泌
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

外
科

、
頭

頸
部

外
科

、
耳

鼻
咽

喉
科

又
は

内
分

泌
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

４
６

１
－

２
」

、
「

Ｋ
４

６
２

－
２

」
及

び
「

Ｋ
４

６
４

－
２

」
の

手
術

を
術

者
と

し
て

合
わ

せ
て

５
例

以
上

実

施
し

た
経

験
を

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

緊
急

手
術

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

内
視

鏡
下

甲
状

腺
部

分
切

除
、

腺
腫

摘
出

術
、

内
視

鏡
下

バ
セ

ド
ウ

甲
状

腺
全

摘
（

亜
全

摘
）

術
（

両
葉

）
、

内
視

鏡
下

副
甲

状
腺

（
上

皮
小

体
）

腺
腫

過
形

成
手

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
6
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
1
の

４
の

５
 

内
視

鏡
下

甲
状

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
 

１
 

内
視

鏡
下

甲
状

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

外
科

、
頭

頸
部

外
科

、
耳

鼻
咽

喉
科

又
は

内
分

泌
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

外
科

、
頭

頸
部

外
科

、
耳

鼻
咽

喉
科

又
は

内
分

泌
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
し

、
区

分
番

号
「

Ｋ
４

６
１

－
２

」
、

「
Ｋ

４
６

２
－

２
」

及
び

「
Ｋ

４
６

４
－

２
」

の
手

術
を

術
者

と
し

て
合

わ
せ

て

５
例

以
上

実
施

し
た

経
験

及
び

内
視

鏡
下

甲
状

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
を

術
者

と
し

て
３

例
以

上
実

施
し

た
経

験

を
有

し
て

い
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

緊
急

手
術

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

内
視

鏡
下

甲
状

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
6
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

４
の

６
 

乳
腺

腫
瘍

画
像

ガ
イ

ド
下

吸
引

術
（

Ｍ
Ｒ

Ｉ
に

よ
る

も
の

）
 

１
 

乳
腺

腫
瘍

画
像

ガ
イ

ド
下

吸
引

術
（

Ｍ
Ｒ

Ｉ
に

よ
る

も
の

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

1
.
5
テ

ス
ラ

以
上

の
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

画
像

診
断

管
理

加
算

１
、

２
又

は
３

に
関

す
る

施
設

基
準

を
満

た
す

こ
と

。
 

(
３

)
 

関
係

学
会

よ
り

乳
が

ん
の

専
門

的
な

診
療

が
可

能
と

し
て

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

乳
腺

腫
瘍

画
像

ガ
イ

ド
下

吸
引

術
（

Ｍ
Ｒ

Ｉ
に

よ
る

も
の

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
3

8
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

５
 

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

（
単

純
乳

房
切

除
術

（
乳

腺
全

摘
術

）
、

乳
房

部
分

切
除

術
（

腋
窩

部
郭

清
を

伴

わ
な

い
も

の
）

、
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
部

郭
清

を
伴

わ
な

い
も

の
）

、
乳

房
部

分
切

除
術

（
腋

窩
部

郭
清

を
伴

う

も
の

（
内

視
鏡

下
に

よ
る

も
の

を
含

む
。

）
）

、
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
鎖

骨
下

部
郭

清
を

伴
う

も
の

）
・

胸
筋

切

除
を

併
施

し
な

い
も

の
、

乳
房

切
除

術
（

腋
窩

鎖
骨

下
部

郭
清

を
伴

う
も

の
）

・
胸

筋
切

除
を

併
施

す
る

も
の

及

び
拡

大
乳

房
切

除
術

（
胸

骨
旁

、
鎖

骨
上

、
下

窩
な

ど
郭

清
を

併
施

す
る

も
の

）
に

つ
い

て
は

、
乳

が
ん

セ
ン

チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

加
算

１
又

は
乳

が
ん

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
２

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

１
 

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

（
乳

が
ん

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
１

又
は

乳
が

ん
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

加
算

２
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
に

関
す

る
施

設
基

準
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(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

当
該

手
術

が
５

例
以

上
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

上
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

及
び

下
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

４
 

上
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

（
歯

科
診

療
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
及

び
下

顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

（
歯

科
診

療
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
 

１
 

上
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

及
び

下
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

歯
科

口
腔

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

上
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

又
は

下
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限

る
。

）
を

、
当

該
手

術
に

習
熟

し
た

歯
科

医
師

の
指

導
の

下
に

、
術

者
と

し
て

合
わ

せ
て

５
例

以
上

実
施

し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

歯
科

口
腔

外
科

の
歯

科
医

師
（

当
該

診
療

科
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

上
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限
る

。
）

及
び

下
顎

骨
形

成
術

（
骨

移
動

を
伴

う
場

合
に

限

る
。

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
6
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

歯
科

口
腔

外
科

を
担

当
す

る
歯

科
医

師
の

氏
名

、
勤

務
の

態
様

（
常

勤
・

非
常

勤
、

専
従

・
非

専
従

、
専

任
・

非
専

任
の

別
）

及
び

勤
務

時
間

を
、

別
添

２
の

様
式

４
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

４
の

２
 

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
（

歯
科

診
療

以
外

の
診

療
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
 

 
１

 
顎

関
節

人
工

関
節

全
置

換
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

 
 
(
１
)
 

形
成

外
科

又
は

耳
鼻

咽
喉

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

 
 
(
２
)
 

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
い

た
所

定
の

研
修

を
修

了
し

、
形

成
外

科
又

は
耳

鼻
咽

喉
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

2
の

様
式

5
6
の

８
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

４
の

３
 

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
の

施
設

基
準

（
歯

科
診

療
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
 

１
 

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

歯
科

口
腔

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
い

た
所

定
の

研
修

を
修

了
し

、
当

該
診

療
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

歯
科

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

顎
関

節
人

工
関

節
全

置
換

術
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
5
6
の

８
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

４
の

４
 

内
視

鏡
下

甲
状

腺
部

分
切

除
、

腺
腫

摘
出

術
、

内
視

鏡
下

バ
セ

ド
ウ

甲
状

腺
全

摘
（

亜
全

摘
）

術

（
両

葉
）

、
内

視
鏡

下
副

甲
状

腺
（

上
皮

小
体

）
腺

腫
過

形
成

手
術
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常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

及
び

形
成

外
科

の
専

門
的

な
研

修
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
て

い
る

常
勤

又
は

非

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

両
者

が
術

者
と

な
り

共
同

し
て

手
術

を
行

う
こ

と
。

 

(
５
)
 

二
次

再
建

の
場

合
は

、
形

成
外

科
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
乳

房
再

建
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

ゲ
ル

充
填

人
工

乳
房

を
用

い
た

乳
房

再
建

術
（

乳
房

切
除

後
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
0
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

６
の

２
 

胸
腔

鏡
下

拡
大

胸
腺

摘
出

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

１
 

胸
腔

鏡
下

拡
大

胸
腺

摘
出

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

呼
吸

器
外

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

以
下

の
ア

か
ら

エ
ま

で
の

手
術

を
術

者
と

し
て

、
合

わ
せ

て
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

胸
腔

鏡
下

拡
大

胸
腺

摘
出

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

イ
 

胸
腔

鏡
下

縦
隔

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

ウ
 

胸
腔

鏡
下

良
性

縦
隔

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

エ
 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

区
域

切
除

及
び

肺
葉

切
除

又
は

１
肺

葉
を

超
え

る
も

の
に

限
る

。
）

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
胸

腺
関

連
疾

患
に

係
る

手
術

を
年

間
５

例
以

上
施

行
し

て
お

り
、

こ
の

う
ち

当
該

手
術

又
は

胸
腔

鏡
下

手
術

を
３

例
以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

５
年

以
上

の
呼

吸
器

外
科

の
経

験
及

び
専

門
的

知
識

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

1
名

以
上

は
1
0
年

以
上

の
呼

吸
器

外
科

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

関
連

学
会

の
定

め
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

胸
腔

鏡
下

拡
大

胸
腺

摘
出

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

2
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

手
術

に
用

い
る

機
器

の
保

守
管

理
の

計
画

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

７
 

胸
腔

鏡
下

縦
隔

悪
性

腫
瘍

手
術

及
び

胸
腔

鏡
下

良
性

縦
隔

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用

い
る

場
合

）
 

１
 

胸
腔

鏡
下

縦
隔

悪
性

腫
瘍

手
術

及
び

胸
腔

鏡
下

良
性

縦
隔

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

呼
吸

器
外

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

以
下

の
ア

か
ら

エ
ま

で
の

手
術

を
術

者
と

し
て

、
合

わ
せ

て
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤
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(
１
)
 

乳
腺

外
科

又
は

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

乳
房

悪
性

腫
瘍

手
術

に
お

け
る

乳
が

ん
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

生
検

を
、

当
該

手
術

に
習

熟
し

た
医

師
の

指
導

の
下

に
、

術
者

と
し

て
５

症
例

以
上

経
験

し

て
い

る
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
乳

腺
外

科
又

は
外

科
及

び
放

射
線

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
当

該
診

療
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

「
注

２
」

の
乳

が
ん

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節

加
算

２
の

う
ち

、
色

素
の

み
に

よ
る

も
の

の
み

を
算

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

あ
っ

て
は

、
放

射
線

科
を

標

榜
し

て
い

な
く

て
も

差
し

支
え

な
い

。
 

(
３
)
 

麻
酔

科
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

（
乳

輪
温

存
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
郭

清
を

伴
わ

な
い

も
の

）
及

び
乳

輪
温

存
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
郭

清
を

伴
う

も
の

）
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

が
年

間
2
0
例

以
上

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

乳
腺

外
科

又
は

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

乳
輪

温
存

乳
房

切
除

術
を

、
当

該
手

術
に

習
熟

し
た

医
師

の
指

導
の

下
に

、
術

者
と

し
て

1
0
症

例
以

上
経

験
し

て
い

る
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
乳

腺
外

科
又

は
外

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
当

該
診

療
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

麻
酔

科
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

か
つ

迅
速

病
理

検
査

の
体

制
が

整
っ

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

（
単

純
乳

房
切

除
術

（
乳

腺
全

摘
術

）
、

乳
房

部
分

切
除

術
（

腋
窩

部
郭

清
を

伴
わ

な
い

も
の

）
、

乳
房

切
除

術
（

腋
窩

部
郭

清
を

伴
わ

な
い

も
の

）
、

乳
房

部
分

切
除

術
（

腋
窩

部
郭

清
を

伴
う

も
の

（
内

視
鏡

下
に

よ
る

も
の

を
含

む
。

）
）

、
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
鎖

骨
下

部
郭

清
を

伴
う

も
の

）
・

胸
筋

切
除

を
併

施
し

な
い

も
の

、
乳

房
切

除
術

（
腋

窩
鎖

骨
下

部
郭

清
を

伴
う

も
の

）
・

胸
筋

切
除

を
併

施
す

る
も

の
及

び
拡

大
乳

房
切

除
術

（
胸

骨
旁

、
鎖

骨
上

、
下

窩
な

ど
郭

清
を

併
施

す
る

も
の

）
に

つ
い

て
は

、
乳

が
ん

セ
ン

チ
ネ

ル
リ

ン
パ

節
加

算
１

又
は

乳
が

ん
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

加
算

２
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
6
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

（
乳

輪

温
存

乳
房

切
除

術
（

腋
窩

郭
清

を
伴

わ
な

い
も

の
）

及
び

乳
輪

温
存

乳
房

切
除

術
（

腋
窩

郭
清

を
伴

う
も

の
）

）
に

関
す

る
施

設
基

準
に

つ
い

て
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
6
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

６
 

ゲ
ル

充
填

人
工

乳
房

を
用

い
た

乳
房

再
建

術
（

乳
房

切
除

後
）

 

１
 

ゲ
ル

充
填

人
工

乳
房

を
用

い
た

乳
房

再
建

術
（

乳
房

切
除

後
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

形
成

外
科

又
は

乳
腺

外
科

の
専

門
的

な
研

修
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
て

い
る

医
師

若
し

く
は

そ
の

指
導

下
で

研
修

を
行

う
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
い

た
所

定
の

研
修

を
修

了
し

、
そ

の
旨

が
登

録
さ

れ
て

い
る

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

一
次

一
期

的
再

建
の

場
合

は
、

乳
腺

外
科

の
専

門
的

な
研

修
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
て

い
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

及
び

形
成

外
科

の
専

門
的

な
研

修
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
て

い
る

常
勤

又
は

非
常

勤
の

医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

両
者

が
術

者
と

な
り

共
同

し
て

手
術

を
行

う
こ

と
。

 

(
４
)
 
 
一

次
二

期
的

再
建

の
場

合
は

、
形

成
外

科
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
の

医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
又

は
乳

腺
外

科
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る

（ ）（ ） 933932

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
手

術
を

術
者

と
し

て
、

合
わ

せ
て

1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
肺

悪
性

腫
瘍

に
係

る
手

術
を

年
間

5
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
お

り
、

こ

の
う

ち
胸

腔
鏡

下
手

術
を

年
間

2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

５
年

以
上

の
呼

吸
器

外
科

の
経

験
及

び
専

門
的

知
識

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
1
0
年

以
上

の
呼

吸
器

外
科

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８

)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９

)
 

関
連

学
会

の
定

め
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

区
域

切
除

及
び

肺
葉

切
除

又
は

１
肺

葉
を

超
え

る
も

の
に

限
る

。
）

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

手
術

に
用

い
る

機
器

の
保

守
管

理
の

計
画

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
6
2
 

同
種

死
体

肺
移

植
術

 

 
１

 
同

種
死

体
肺

移
植

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

 
 

 
移

植
関

係
学

会
合

同
委

員
会

に
お

い
て

、
肺

の
移

植
実

施
施

設
と

し
て

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 

同
種

死
体

肺
移

植
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

移
植

関
係

学
会

合
同

委
員

会
に

よ
り

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
6
2
の

２
 

生
体

部
分

肺
移

植
術

 

１
 

生
体

部
分

肺
移

植
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

肺
切

除
術

が
年

間
2
0
例

以
上

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

の
常

勤
医

師
が

５
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

少
な

く
と

も
１

名
は

臓
器

移
植

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

生
体

部
分

肺
移

植
術

の
実

施
に

当
た

り
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
の

運
用

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

、
世

界
保

健
機

関
「

ヒ
ト

臓
器

移
植

に
関

す
る

指
針

」
、

国
際

移
植

学
会

倫
理

指
針

並
び

に
日

本

移
植

学
会

倫
理

指
針

及
び

日
本

移
植

学
会

「
生

体
部

分
肺

移
植

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

生
体

部
分

肺
移

植
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
の

運
用

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

、
世

界
保

健
機

関
「

ヒ
ト

臓
器

移
植

に
関

す
る

指
針

」
、

国
際

移
植

学
会

倫
理

指
針

並
び

に
日

本
移

植
学

会
倫

理
指

針
及

び
日

本
移

植
学

会

「
生

体
部

分
肺

移
植

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

す
る

旨
の

文
書

（
様

式
任

意
）

を
添

付
す

る
こ

と
。
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の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

胸
腔

鏡
下

縦
隔

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

イ
 

胸
腔

鏡
下

良
性

縦
隔

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

ウ
 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

区
域

切
除

及
び

肺
葉

切
除

又
は

１
肺

葉
を

超
え

る
も

の
に

限
る

。
）

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

エ
 

胸
腔

鏡
下

拡
大

胸
腺

摘
出

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
縦

隔
腫

瘍
に

係
る

手
術

を
年

間
1
0
例

以
上

施
行

し
て

お
り

、
こ

の
う

ち
当

該
手

術
又

は
胸

腔
鏡

下
手

術
を

年
間

５
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

５
年

以
上

の
呼

吸
器

外
科

の
経

験
及

び
専

門
的

知
識

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
1
0
年

以
上

の
呼

吸
器

外
科

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

関
連

学
会

の
定

め
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

胸
腔

鏡
下

縦
隔

悪
性

腫
瘍

手
術

及
び

胸
腔

鏡
下

良
性

縦
隔

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

８
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

手
術

に
用

い
る

機
器

の
保

守
管

理
の

計
画

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

７
の

２
 

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

壁
側

・
臓

側
胸

膜
全

切
除

（
横

隔
膜

、
心

膜
合

併
切

除
を

伴
う

も
の

）
に

限

る
。

）
 

１
 

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

壁
側

・
臓

側
胸

膜
全

切
除

（
横

隔
膜

、
心

膜
合

併
切

除
を

伴
う

も
の

）
に

限
る

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

呼
吸

器
外

科
の

経
験

を
1
5
年

以
上

有
し

て
お

り
、

悪
性

胸
膜

中
皮

腫
に

係
る

手
術

を
、

当
該

手
術

に
習

熟
し

た
医

師
の

指
導

下
に

、
術

者
と

し
て

５
例

以
上

経
験

し
て

い
る

常
勤

の
医

師
が

配
属

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
呼

吸
器

内
科

及
び

放
射

線
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

壁
側

・
臓

側
胸

膜
全

切
除

（
横

隔
膜

、
心

膜
合

併
切

除
を

伴
う

も
の

）
に

限
る

。
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
6
の

６
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
1
の

７
の

３
 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

区
域

切
除

及
び

肺
葉

切
除

又
は

１
肺

葉
を

超
え

る
も

の
に

限

る
。

）
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

１
 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

区
域

切
除

及
び

肺
葉

切
除

又
は

１
肺

葉
を

超
え

る
も

の
に

限
る

。
）

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

呼
吸

器
外

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

胸
腔

鏡
下

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

区
域

切
除

及
び

肺
葉

切
除

又
は

１
肺

葉
を

超
え

る
も

の
に

限
る

。
）

（
内

（ ）（ ） 933932

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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す
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

縦
隔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
0
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

手
術

に
用

い
る

機
器

の
保

守
管

理
の

計
画

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
6
2
の

２
の

４
 

内
視

鏡
下

筋
層

切
開

術
 
 

１
 
 
内

視
鏡

下
筋

層
切

開
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

消
化

器
内

科
又

は
消

化
器

外
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
手

術
が

1
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

消
化

器
外

科
又

は
消

化
器

内
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有
し

、
内

視
鏡

的
食

道
粘

膜
切

開
術

（
早

期
悪

性
腫

瘍
粘

膜
下

層
剥

離
術

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
2
0
例

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
当

該
医

師
は

、
当

該
手

術
に

つ
い

て
術

者
と

し
て

又
は

補
助

を
行

う

医
師

と
し

て
1
5
例

（
こ

の
う

ち
５

例
は

術
者

と
し

て
実

施
し

て
い

る
も

の
に

限
る

）
以

上
の

経
験

を
有

し

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

実
施

診
療

科
に

お
い

て
、

常
勤

の
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

消
化

器
外

科
に

お
い

て
、

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５

）
 
常

勤
の

麻
酔

科
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

緊
急

手
術

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

内
視

鏡
下

筋
層

切
開

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
8
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
2
の

２
の

５
 

食
道

縫
合

術
(
穿

孔
、

損
傷
)
(
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
)
、

内
視

鏡
下

胃
、

十
二

指
腸

穿
孔

瘻
孔

閉
鎖

術
、

胃
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

小
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
結

腸
瘻

閉
鎖

術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
腎

（
腎

盂
）

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

尿
管

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

膀
胱

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
及

び
腟

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も

の
）

 

１
 

食
道

縫
合

術
(
穿

孔
、

損
傷
)
(
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
)
、

内
視

鏡
下

胃
、

十
二

指
腸

穿
孔

瘻
孔

閉
鎖

術
、

胃
瘻

閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
小

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

結
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る

も
の

）
、

腎
（

腎
盂

）
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
尿

管
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、

膀
胱

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
及

び
腟

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

消
化

器
内

科
又

は
消

化
器

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

 

(
２
)
 

消
化

器
外

科
に

お
い

て
、

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

 

(
３
)
 

関
係

学
会

に
よ

り
認

定
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
こ

と
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第
6
2
の

２
の

２
 

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

１
 

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

を
術

者
と

し
て

５
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
か

ら
エ

ま
で

の
手

術
を

合
わ

せ
て

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し

て
お

り
、

こ
の

う
ち

ウ
又

は
エ

の
手

術
を

合
わ

せ
て

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
単

に
切

除
の

み
の

も
の

）
 

イ
 

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
消

化
管

再
建

手
術

を
併

施
す

る
も

の
）

 

ウ
 

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

 

エ
 

縦
隔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

 

(
４
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有

す
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

（
９

）
 
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
指

針
に

基
づ

き
、

当
該

手
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 
 
胸

腔
鏡

下
食

道
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
6
2
の

２
の

３
 

縦
隔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

１
 

縦
隔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

以
下

の
ア

又
は

イ
の

手
術

を
術

者
と

し
て

、
合

わ
せ

て
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

縦
隔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

イ
 

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
か

ら
エ

ま
で

の
手

術
を

合
わ

せ
て

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し

て
お

り
、

こ
の

う
ち

ウ
又

は
エ

の
手

術
を

合
わ

せ
て

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
単

に
切

除
の

み
の

も
の

）
 

イ
 

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
消

化
管

再
建

手
術

を
併

施
す

る
も

の
）

 

ウ
 

胸
腔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

 

エ
 

縦
隔

鏡
下

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

 

(
４
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有

（ ）（ ） 935934

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

経
皮

的
冠

動
脈

ス
テ

ン
ト

留
置

術
の

施
設

基
準

に
係

る
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
6
3
の

２
の

２
 

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

及
び

胸
腔

鏡
下

弁
置

換
術

 

１
 

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

及
び

胸
腔

鏡
下

弁
置

換
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

心
臓

血
管

外
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

体
外

循
環

を
使

用
す

る
手

術
を

年
間

5
0
例

以
上

（
心

臓
弁

膜
症

手
術

3
0
例

以
上

を
含

む
。

）
実

施
し

て
い

る
こ

と
又

は
心

臓
弁

膜
症

手
術

を
術

者
と

し
て

2
0
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

５
年

以
上

の
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

及
び

専
門

的
知

識
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
1
0
年

以
上

の
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

経
食

道
心

エ
コ

ー
を

年
間

1
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
手

術
に

お
け

る
体

外

循
環

の
操

作
を

3
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定

及
び

術
後

の
管

理
等

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

心
臓

血
管

外
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

体
外

循
環

を
使

用
す

る
手

術
を

年
間

1
0
0
例

以
上

（
心

臓
弁

膜
症

手
術

6
0
例

以
上

を
含

む
）

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

を
2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

を
術

者
と

し
て

、
５

例
以

上
実

施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

５
年

以
上

の
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

及
び

専
門

的
知

識
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
1
0
年

以
上

の
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

経
食

道
心

エ
コ

ー
を

年
間

1
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
７

)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
手

術
に

お
け

る
体

外

循
環

の
操

作
を

3
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
９

)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

関
連

学
会

の
定

め
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
1
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定

及
び

術
後

の
管

理
等

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

及
び

胸
腔

鏡
弁

置
換

術
及

び
胸

腔
鏡

下
弁

形
成

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を

用
い

る
場

合
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
1
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

胸
腔

鏡
下

弁
形

成
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

に
係

る
届

出
を

行
う

場
合

は
、

当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
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(
４
)
 

緊
急

手
術

の
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

食
道

縫
合

術
(
穿

孔
、

損
傷
)
(
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
)
、

内
視

鏡
下

胃
、

十
二

指
腸

穿
孔

瘻
孔

閉
鎖

術
、

胃

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
小

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

結
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

腎
（

腎
盂

）
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
尿

管
腸

瘻
閉

鎖
術

（
内

視
鏡

に

よ
る

も
の

）
、

膀
胱

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）
及

び
腟

腸
瘻

閉
鎖

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
8
7
の

９
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
6
2
の

３
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
 

１
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

当
該

手
術

に
つ

い
て

、
前

年
（

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

）
の

以
下

の
手

術
件

数
を

院
内

掲
示

す
る

こ
と

。
 

(
１
)
 

急
性

心
筋

梗
塞

に
対

す
る

も
の

 

(
２
)
 

不
安

定
狭

心
症

に
対

す
る

も
の

 

(
３
)
 

そ
の

他
の

も
の

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
の

施
設

基
準

に
係

る
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 第
6
3
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
（

特
殊

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

も
の

）
 

１
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
（

特
殊

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

も
の

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

開
心

術
又

は
冠

動
脈

、
大

動
脈

バ
イ

パ
ス

移
植

術
に

係
る

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
緊

急
手

術
が

可
能

な
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
（

当
該

連
携

に
つ

い
て

、
文

書
に

よ
る

契

約
が

締
結

さ
れ

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

に
よ

り
、

緊
急

事
態

に
対

応
す

る
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

(
３
)
 

５
年

以
上

の
循

環
器

内
科

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
に

つ
い

て
術

者
と

し
て

実
施

す
る

医
師

と
し

て
3
0
0
例

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

日
本

心
血

管
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

治
療

学
会

の
定

め
る

指
針

を
遵

守
し

て
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
（

特
殊

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

も
の

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5

2
及

び
様

式
5
9
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

 

第
6
3
の

２
 

経
皮

的
冠

動
脈

ス
テ

ン
ト

留
置

術
 

１
 

経
皮

的
冠

動
脈

ス
テ

ン
ト

留
置

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

当
該

手
術

に
つ

い
て

、
前

年
（

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

）
の

以
下

の
手

術
件

数
を

院
内

掲
示

す
る

こ
と

。
 

(
１
)
 

急
性

心
筋

梗
塞

に
対

す
る

も
の

 

(
２
)
 

不
安

定
狭

心
症

に
対

す
る

も
の

 

(
３
)
 

そ
の

他
の

も
の

 

（ ）（ ） 935934

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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て
い

る
こ

と
。

な
お

、
(
３
)
に

掲
げ

る
医

師
と

同
一

の
者

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
５
)
 

経
皮

的
僧

帽
弁

ク
リ

ッ
プ

術
を

行
う

に
当

た
り

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
経

皮
的

僧
帽

弁
ク

リ
ッ

プ
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

経
皮

的
僧

帽
弁

ク
リ

ッ
プ

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
6
3
の

５
 

胸
腔

鏡
下

動
脈

管
開

存
閉

鎖
術

 

１
 

胸
腔

鏡
下

動
脈

管
開

存
閉

鎖
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

心
臓

血
管

外
科

、
麻

酔
科

及
び

小
児

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

に
お

い
て

、
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

常
勤

の
麻

酔
科

標
榜

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

直
視

下
又

は
胸

腔
鏡

下
の

動
脈

管
開

存
閉

鎖
術

を
３

年
間

に
1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
５

２
」

か
ら

「
Ｋ

６
０

５
―

４
」

ま
で

に
掲

げ
る

手
術

（
経

皮
的

手
術

、
区

分
番

号

「
Ｋ

５
９

１
」

、
「

Ｋ
５

９
６

」
か

ら
「

Ｋ
６

０
２

」
ま

で
に

掲
げ

る
も

の
及

び
２

日
目

以
降

の
補

助
人

工

心
臓

（
植

込
型

を
含

む
）

に
係

る
も

の
を

除
く

。
）

を
年

間
5
0
例

以
上

（
1
6
歳

未
満

に
実

施
し

た
も

の
に

限
る

。
）

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 
 
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
、

当
該

療
法

を
術

者
と

し
て

又
は

補
助

を
行

う
医

師
と

し
て

1

0
例

（
こ

の
う

ち
５

例
は

術
者

と
し

て
実

施
し

て
い

る
も

の
に

限
る

。
）

以
上

実
施

し
た

経
験

及
び

直
視

下

動
脈

管
開

存
閉

鎖
術

を
術

者
と

し
て

2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
心

臓
血

管
外

科
医

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

胸
腔

鏡
下

動
脈

管
開

存
閉

鎖
術

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
9
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
3
の

５
の

２
 

不
整

脈
手

術
（

左
心

耳
閉

鎖
術

（
経

カ
テ

ー
テ

ル
的

手
術

に
よ

る
も

の
）

に
限

る
。

）
 

１
 

不
整

脈
手

術
（

左
心

耳
閉

鎖
術

（
経

カ
テ

ー
テ

ル
的

手
術

に
よ

る
も

の
）

に
限

る
。

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
及

び
心

臓
血

管
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

経
カ

テ
ー

テ
ル

大
動

脈
弁

置
換

術
、

経
皮

的
大

動
脈

弁
拡

張
術

、
経

皮
的

僧
帽

弁
拡

張
術

、
経

皮
的

僧
帽

弁
ク

リ
ッ

プ
術

、
経

皮
的

動
脈

管
開

存
閉

鎖
術

、
経

皮
的

大
動

脈
形

成
術

、
経

皮
的

肺
動

脈
弁

拡
張

術
、

経
皮

的
肺

動
脈

形
成

術
、

経
皮

的
肺

動
脈

穿
通

・
拡

大
術

、
心

房
中

隔
欠

損
作

成
術

（
経

皮
的

心
房

中
隔

欠
損

作
成

術
（

ラ
シ

ュ
キ

ン
ド

法
）

に
限

る
。

）
、

経
皮

的
心

房
中

隔
欠

損
閉

鎖
術

、
経

皮
的

卵
円

孔
開

存
閉

鎖
術

、
不

整
脈

手
術

（
左

心
耳

閉
鎖

術
（

経
カ

テ
ー

テ
ル

的
手

術
に

よ
る

も
の

）
に

限
る

。
）

、
経

皮
的

カ
テ

ー
テ

ル
心

筋
焼

灼
術

又
は

経
皮

的
中

隔
心

筋
焼

灼
術

を
合

わ
せ

て
年

間
5
0
例

以
上

実
施

し
て

い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

５
年

以
上

の
循

環
器

内
科

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

(
４
)
 

心
臓

血
管

外
科

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

う
ち

１
名

以
上

は
５

年
以

上
の

心
臓

血
管

外
科

の
経

験
を

有
す

る
医

師
で

あ
る

こ
と

。
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第
6
3
の

３
 

経
カ

テ
ー

テ
ル

大
動

脈
弁

置
換

術
 

１
 

経
カ

テ
ー

テ
ル

大
動

脈
弁

置
換

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
及

び
心

臓
血

管
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

ア
 

緊
急

開
心

・
胸

部
大

動
脈

手
術

の
経

験
が

あ
る

こ
と

。
 

イ
 
 
大

動
脈

弁
置

換
術

（
大

動
脈

基
部

置
換

術
を

含
む

）
を

年
間

2
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
か

つ
、

大

動
脈

に
対

す
る

ス
テ

ン
ト

グ
ラ

フ
ト

内
挿

術
を

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

冠
動

脈
に

関
す

る
血

管
内

治
療

（
Ｐ

Ｃ
Ｉ

）
を

年
間

1
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

エ
 

経
食

道
心

エ
コ

ー
検

査
を

年
間

2
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

５
年

以
上

の
循

環
器

内
科

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
３

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
か

つ
、

５
年

以
上

の
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
 
５

年
以

上
の

心
血

管
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

治
療

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
(
３
)
に

掲
げ

る
医

師
と

同
一

の
者

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
５
)
 

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

以
下

の
い

ず
れ

も
満

た
す

手
術

室
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

設
置

型
透

視
装

置
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

高
性

能
フ

ィ
ル

タ
を

使
用

し
て

空
気

浄
化

を
行

い
、

周
辺

諸
室

に
対

し
て

適
切

な
空

気
圧

と
気

流
の

方

向
を

維
持

し
て

い
る

こ
と

。
 

ウ
 

必
要

な
設

備
及

び
装

置
を

清
潔

下
で

使
用

で
き

る
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る
こ

と
。

 

エ
 

速
や

か
に

開
胸

手
術

に
移

行
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

術
中

経
食

道
心

エ
コ

ー
検

査
、

経
皮

的
心

肺
補

助
装

置
及

び
緊

急
開

心
・

胸
部

大
動

脈
手

術
が

実
施

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

実
際

の
手

技
に

当
た

っ
て

、
５

年
以

上
の

循
環

器
内

科
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
と

５
年

以
上

の
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

参
加

す
る

こ
と

。
 

(
９
)
 

関
係

学
会

の
策

定
す

る
実

施
施

設
基

準
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

経
カ

テ
ー

テ
ル

大
動

脈
弁

置
換

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
9
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 

第
6
3
の

４
 

経
皮

的
僧

帽
弁

ク
リ

ッ
プ

術
 

１
 

経
皮

的
僧

帽
弁

ク
リ

ッ
プ

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
及

び
心

臓
血

管
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

ア
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
を

年
間

1
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

経
食

道
心

エ
コ

ー
検

査
を

年
間

1
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

５
年

以
上

の
循

環
器

内
科

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

か
つ

心
臓

血
管

外
科

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

う
ち

２
名

以
上

は
５

年
以

上
の

心
臓

血
管

外
科

の

経
験

を
有

す
る

医
師

で
あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

５
年

以
上

の
心

血
管

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

（ ）（ ） 937936

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
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(
５

)
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
、

経
皮

的
冠

動
脈

粥
腫

切
除

術
又

は
経

皮
的

冠
動

脈
ス

テ
ン

ト
留

置
術

を
年

間
合

計
1
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 

経
皮

的
中

隔
心

筋
焼

灼
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

及
び

届
出

前
１

年
間

の
経

皮
的

冠
動

脈
形

成
術

、
経

皮
的

冠
動

脈
粥

腫
切

除
術

及
び

経
皮

的
冠

動
脈

ス
テ

ン
ト

留
置

術
の

実
施

件
数

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
0
を

用
い

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

経
皮

的
中

隔
心

筋
焼

灼
術

に
係

る
届

出
を

行
う

場
合

で
あ

っ
て

、
他

の
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

１
の

(
３

)
に

掲
げ

る
要

件
を

充
足

す
る

も
の

と
す

る
場

合
は

、
当

該
他

の
保

険
医

療
機

関
と

の
連

携
に

係
る

契
約

に
関

す
る

文
書

の
写

し
を

提
出

す
る

こ
と

。
 

な
お

、
当

該
契

約
に

お
い

て
は

、
緊

急
事

態
が

発
生

し
た

と
き

は
、

当
該

他
の

保
険

医
療

機
関

が
即

時
に

適
切

な
対

応
を

図
る

こ
と

が
明

記
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

 第
6
5
 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

 

１
 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

循
環

器
内

科
又

は
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

な
お

、
診

療
所

で
あ

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
も

届
出

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

リ
ー

ド
レ

ス
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

の
場

合
に

は
、

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

７
」

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

又
は

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

７
－

２
」

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

を
合

わ
せ

て
年

間
1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ

と
。

 

(
３

)
 

リ
ー

ド
レ

ス
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

の
場

合
に

は
、

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ

し
、

緊
急

手
術

が
可

能
な

保
険

医
療

機
関

と
の

連
携

（
当

該
連

携
に

つ
い

て
、

文
書

に
よ

る
契

約
が

締
結

さ

れ
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
に

よ
り

、
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

、
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
2
4
及

び
様

式
5
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
5
の

２
 

植
込

型
心

電
図

記
録

計
移

植
術

及
び

植
込

型
心

電
図

記
録

計
摘

出
術

 

１
 

植
込

型
心

電
図

記
録

計
移

植
術

及
び

植
込

型
心

電
図

記
録

計
摘

出
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

下
記

の
い

ず
れ

か
の

施
設

基
準

の
届

出
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
算

定
で

き
る

。
 

(
１

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

７
」

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

７
－

２
」

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

 

(
２

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

８
」

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
及

び
区

分
番

号
「

Ｋ
５

９
８

－
２

」
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

 

(
３

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

９
」

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

９
－

２
」

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

 

(
４

)
 

区
分

番
号

「
Ｋ

５
９

９
－

３
」

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
及

び
区

分
番

号

「
Ｋ

５
９

９
－

４
」

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

、
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

両
心

室
ペ
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(
５
)
 

５
年

以
上

の
心

血
管

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
及

び
５

年
以

上
の

不
整

脈
に

つ
い

て
の

治
療

の
経

験
を

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

な
お

、
(
３
)
に

掲
げ

る
医

師
と

同
一

の
者

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
６
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

不
整

脈
手

術
（

左
心

耳
閉

鎖
術

（
経

カ
テ

ー
テ

ル
的

手
術

に
よ

る
も

の
）

に
限

る
。

）
を

行
う

に
当

た
り

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

(
９
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
不

整
脈

手
術

（
左

心
耳

閉
鎖

術
（

経
カ

テ
ー

テ
ル

的
 

手
術

に
よ

る
も

の
）

に
限

る
。

）
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

不
整

脈
手

術
（

左
心

耳
閉

鎖
術

（
経

カ
テ

ー
テ

ル
的

手
術

に
よ

る
も

の
）

に
限

る
。

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
9
の

３
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

関
連

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
6
3
の

６
 

経
皮

的
カ

テ
ー

テ
ル

心
筋

焼
灼

術
（

磁
気

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
 

１
 

経
皮

的
カ

テ
ー

テ
ル

心
筋

焼
灼

術
（

磁
気

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

経
皮

的
カ

テ
ー

テ
ル

心
筋

焼
灼

術
を

年
間

5
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

循
環

器
内

科
に

つ
い

て
の

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

１
名

以
上

は
５

名
以

上
の

不
整

脈
に

つ
い

て
の

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 
 
麻

酔
科

の
標

榜
医

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 
 
当

該
療

養
に

用
い

る
機

器
に

つ
い

て
、

適
切

に
保

守
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

経
皮

的
カ

テ
ー

テ
ル

心
筋

焼
灼

術
（

磁
気

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
5
9
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
4
 

経
皮

的
中

隔
心

筋
焼

灼
術

 

 
１

 
経

皮
的

中
隔

心
筋

焼
灼

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
、

経
皮

的
冠

動
脈

粥
腫

切
除

術
又

は
経

皮
的

冠
動

脈
ス

テ
ン

ト
留

置
術

に
関

し
、

1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

５
年

以
上

の
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

５
年

以
上

の
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
保

険
医

療
機

関
と

の

連
携

（
当

該
連

携
に

つ
い

て
、

文
書

に
よ

る
契

約
が

締
結

さ
れ

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

に
よ

り
、

緊
急

事

態
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

(
４
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
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イ
 

生
化

学
的

検
査

 

ウ
 

画
像

診
断

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
及

び
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
1
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
6
7
 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

、
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
及

び
経

静
脈

電
極

抜
去

術
 

１
 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

（
心

筋
リ

ー
ド

を
用

い
る

も
の

）
及

び
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

心
筋

リ
ー

ド
を

用
い

る
も

の
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
又

は
小

児
循

環
器

内
科

及
び

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

心
臓

電
気

生
理

学
的

検
査

又
は

体
外

式
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

を
用

い
た

循
環

器
集

中
管

理
を

年
間

5
0
例

以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
こ

の
う

ち
５

例
以

上
は

致
死

性
不

整
脈

（
心

室
性

頻
拍

性
不

整
脈

症
例

又

は
開

心
術

術
後

不
整

脈
）

に
対

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

開
心

術
、

冠
動

脈
又

は
大

動
脈

バ
イ

パ
ス

移
植

術
を

合
わ

せ
て

年
間

3
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
か

つ
、

経
静

脈
電

極
に

よ
る

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

を
年

間
1
0
例

以
上

又
は

心
筋

電
極

に
よ

る
ペ

ー
ス

メ

ー
カ

ー
移

植
術

を
３

年
間

に
３

例
以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

常
勤

の
循

環
器

内
科

又
は

小
児

循
環

器
内

科
及

び
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
そ

れ
ぞ

れ
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
２

名
以

上
は

、
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

イ
 

生
化

学
的

検
査

 

ウ
 

画
像

診
断

 

(
６
)
 

定
期

的
に

循
環

器
内

科
又

は
小

児
循

環
器

内
科

の
医

師
と

心
臓

血
管

外
科

の
医

師
が

参
加

す
る

、
重

症
心

不
全

患
者

又
は

不
整

脈
患

者
の

治
療

方
針

を
決

定
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

（
経

静
脈

リ
ー

ド
を

用
い

る
も

の
又

は
皮

下
植

込
型

リ
ー

ド
を

用
い

る
も

の
）

、
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

そ
の

他
の

も
の

）
及

び
経

静
脈

電
極

抜
去

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
及

び
心

臓
血

管
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

心
臓

電
気

生
理

学
的

検
査

を
年

間
5
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

こ
の

う
ち

５
例

以
上

は
心

室
性

頻
拍

性
不

整
脈

症
例

に
対

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

(
３
)
 

開
心

術
又

は
冠

動
脈

、
大

動
脈

バ
イ

パ
ス

移
植

術
を

合
わ

せ
て

年
間

3
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
か

つ
、

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

を
年

間
1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

常
勤

の
循

環
器

内
科

及
び

心
臓

血
管

外
科

の
医

師
が

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

２
名

以
上

は
、

所
定

の
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

イ
 

生
化

学
的

検
査

 

ウ
 

画
像

診
断

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

 
-
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9
 -
 

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
、

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

及
び

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

又
は

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

及
び

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
の

い
ず

れ
か

の
届

出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

植
込

型
心

電
図

記
録

計
移

植
術

及
び

植
込

型
心

電
図

記
録

計
摘

出
術

と
し

て
特

に
地

方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
6
6
 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
及

び
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

 

１
 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

及
び

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

交
換

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
又

は
小

児
循

環
器

内
科

及
び

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

心
臓

電
気

生
理

学
的

検
査

又
は

体
外

式
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

を
用

い
た

循
環

器
集

中
管

理
を

年
間

5
0
例

以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

開
心

術
、

冠
動

脈
バ

イ
パ

ス
術

、
大

血
管

（
た

だ
し

、
動

脈
管

開
存

に
対

す
る

根
治

術
を

除
く

。
）

、
弁

疾
患

又
は

短
絡

手
術

を
合

わ
せ

て
年

間
3
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
か

つ
、

経
静

脈
電

極
に

よ
る

ペ
ー

ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
を

年
間

1
0
例

以
上

又
は

心
筋

電
極

に
よ

る
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
を

３
年

間
に

３
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

体
外

式
を

含
む

補
助

人
工

心
臓

等
の

経
験

又
は

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
」

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

若
し

く
は

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

１
－

４
」

小
児

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
十

分
な

体
制

や

設
備

を
備

え
た

、
重

症
心

不
全

治
療

に
対

し
て

適
切

に
対

応
で

き
る

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

所
定

の
研

修
を

修
了

し
た

常
勤

の
循

環
器

内
科

又
は

小
児

循
環

器
内

科
及

び
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
そ

れ
ぞ

れ
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

イ
 

生
化

学
的

検
査

 

ウ
 

画
像

診
断

 

(
７
)
 

定
期

的
に

循
環

器
内

科
又

は
小

児
循

環
器

内
科

の
医

師
と

心
臓

血
管

外
科

の
医

師
が

参
加

す
る

、
重

症
心

不
全

患
者

又
は

不
整

脈
患

者
の

治
療

方
針

を
決

定
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

両
心

室
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

移
植

術
（

経
静

脈
電

極
の

場
合

）
及

び
両

心
室

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

（
経

静
脈

電
極

の
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
及

び
心

臓
血

管
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

心
臓

電
気

生
理

学
的

検
査

を
年

間
5
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

開
心

術
又

は
冠

動
脈

、
大

動
脈

バ
イ

パ
ス

移
植

術
を

合
わ

せ
て

年
間

3
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
か

つ
、

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

を
年

間
1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

体
外

式
を

含
む

補
助

人
工

心
臓

等
を

用
い

た
重

症
心

不
全

治
療

の
十

分
な

経
験

の
あ

る
施

設
で

あ
る

こ

と
。

 

(
５
)
 

常
勤

の
循

環
器

内
科

及
び

心
臓

血
管

外
科

の
医

師
が

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

２
名

以
上

は
、

所
定

の
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

（ ）（ ） 939938

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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 第
6
8
 

大
動

脈
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

法
（

Ｉ
Ａ

Ｂ
Ｐ

法
）

 

１
 

大
動

脈
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

法
（

Ｉ
Ａ

Ｂ
Ｐ

法
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

循
環

器
内

科
、

心
臓

血
管

外
科

又
は

麻
酔

科
の

う
ち

、
い

ず
れ

か
一

つ
の

診
療

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

大
動

脈
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

法
（

Ｉ
Ａ

Ｂ
Ｐ

法
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

2
4
を

用

い
る

こ
と

。
 

 

第
6
8
の

２
 

経
皮

的
循

環
補

助
法

（
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
も

の
）

 

１
 

経
皮

的
循

環
補

助
法

（
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
も

の
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

循
環

器
内

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

医
師

及
び

心
臓

血
管

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
医

師
（

小
児

を
対

象
と

す
る

場
合

は
小

児
循

環
器

内
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

）
が

そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

ア
 

心
臓

血
管

手
術

の
症

例
が

年
間

1
0
0
例

以
上

で
あ

り
、

小
児

を
対

象
と

す
る

場
合

は
、

そ
の

う
ち

1
8

歳
未

満
の

症
例

に
対

す
る

心
臓

手
術

が
年

間
5
0
例

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
を

３
年

間
に

3
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
小

児
を

対
象

と
す

る
場

合
を

除
く

。
 

ウ
 

区
分

番
号

「
Ｋ

６
０

０
」

大
動

脈
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

法
を

３
年

間
に

3
0
例

以
上

及
び

区
分

番
号

「
Ｋ

６
０

２
」

経
皮

的
心

肺
補

助
法

を
３

年
間

に
2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
小

児
を

対
象

と
す

る
場

合
を

除
く

。
 

エ
 

小
児

を
対

象
と

す
る

場
合

は
1
1
歳

未
満

の
症

例
に

対
す

る
機

械
的

循
環

補
助

を
過

去
５

年
間

で
３

例

以
上

経
験

し
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

機
械

的
循

環
補

助
と

は
、

補
助

人
工

心
臓

、
左

心
バ

イ
パ

ス
又

は
左

心
系

脱
血

を
伴

う
膜

型
人

工
肺

の
装

着
を

指
す

。
 

(
３

)
 

経
皮

的
循

環
補

助
法

（
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
も

の
）

を
行

う
に

当
た

り
関

係
学

会
よ

り
認

定
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
経

皮
的

循
環

補
助

法
（

ポ
ン

プ
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
た

も
の

）
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

経
皮

的
循

環
補

助
法

（
ポ

ン
プ

カ
テ

ー
テ

ル
を

用
い

た
も

の
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
3
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 
(
３

)
 

経
皮

的
循

環
補

助
法

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

書
添

付
書

類
及

び
経

皮
的

循
環

補
助

法
（

小
児

を
対

象
と

す
る

場
合

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
書

添
付

書
類

と
も

に
届

出
を

行
う

場
合

は
別

に
そ

れ
ぞ

れ
届

け
出

る

こ
と

。
 

 第
6
9
 

補
助

人
工

心
臓

 

１
 

補
助

人
工

心
臓

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
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植
込

型
除

細
動

器
移

植
術

、
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
及

び
経

静
脈

電
極

抜
去

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
2
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
7
の

２
 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
及

び
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細

動
器

交
換

術
 

１
 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

及
び

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

交
換

術
（

心
筋

電
極

の
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
又

は
小

児
循

環
器

内
科

及
び

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

心
臓

電
気

生
理

学
的

検
査

又
は

体
外

式
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

を
用

い
た

循
環

器
集

中
管

理
を

年
間

5
0
例

以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
こ

の
う

ち
５

例
以

上
は

致
死

性
不

整
脈

（
心

室
性

頻
拍

性
不

整
脈

症
例

又

は
開

心
術

術
後

不
整

脈
）

に
対

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

開
心

術
、

冠
動

脈
又

は
大

動
脈

バ
イ

パ
ス

移
植

術
を

合
わ

せ
て

年
間

3
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
か

つ
、

経
静

脈
電

極
に

よ
る

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

を
年

間
1
0
例

以
上

又
は

心
筋

電
極

に
よ

る
ペ

ー
ス

メ

ー
カ

ー
移

植
術

を
３

年
間

に
３

例
以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 
 

(
４
)
 

常
勤

の
循

環
器

内
科

又
は

小
児

循
環

器
内

科
及

び
及

び
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
そ

れ
ぞ

れ
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
２

名
以

上
は

、
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

イ
 

生
化

学
的

検
査

 

ウ
 

画
像

診
断

 

(
６
)
 

定
期

的
に

循
環

器
内

科
又

は
小

児
循

環
器

内
科

の
医

師
と

心
臓

血
管

外
科

の
医

師
が

参
加

す
る

、
重

症
心

不
全

患
者

又
は

不
整

脈
患

者
の

治
療

方
針

を
決

定
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
（

経
静

脈
電

極
の

場
合

）
及

び
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

（
経

静
脈

電
極

の
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

循
環

器
内

科
及

び
心

臓
血

管
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

心
臓

電
気

生
理

学
的

検
査

を
年

間
5
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
こ

の
う

ち
５

例
以

上
は

心
室

性
頻

拍
性

不
整

脈
症

例
に

対
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

開
心

術
又

は
冠

動
脈

、
大

動
脈

バ
イ

パ
ス

移
植

術
を

合
わ

せ
て

年
間

3
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
か

つ
、

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

を
年

間
1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

常
勤

の
循

環
器

内
科

及
び

心
臓

血
管

外
科

の
医

師
が

そ
れ

ぞ
れ

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

２
名

以
上

は
所

定
の

研
修

を
修

了
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

イ
 

生
化

学
的

検
査

 

ウ
 

画
像

診
断

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

両
室

ペ
ー

シ
ン

グ
機

能
付

き
植

込
型

除
細

動
器

移
植

術
及

び
両

室
ペ

ー
シ

ン
グ

機
能

付
き

植
込

型
除

細
動

器
交

換
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
3
を

用
い

る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 939938

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
７
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

イ
 

生
化

学
的

検
査

 

ウ
 

画
像

診
断

 

(
８
)
 

補
助

人
工

心
臓

装
着

の
適

応
を

検
討

す
る

循
環

器
内

科
医

を
含

め
た

委
員

会
が

組
織

さ
れ

、
装

着
患

者
を

統
合

的
に

治
療

・
看

護
す

る
体

制
が

組
め

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

体
外

設
置

型
補

助
人

工
心

臓
駆

動
装

置
に

つ
い

て
、

緊
急

時
の

装
着

が
い

つ
で

も
施

行
可

能
な

体
制

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
（

非
拍

動
流

型
）

の
施

設
基

準
に

関
す

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
6
5
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

関
係

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
1
 

同
種

心
移

植
術

 

 
１

 
同

種
心

移
植

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

 
 

 
移

植
関

係
学

会
合

同
委

員
会

に
お

い
て

、
心

臓
移

植
実

施
施

設
と

し
て

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

同
種

心
移

植
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

移
植

関
係

学
会

合
同

委
員

会
に

よ
り

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
2
 

同
種

心
肺

移
植

術
 

 
１

 
同

種
心

肺
移

植
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

 
 

 
移

植
関

係
学

会
合

同
委

員
会

に
お

い
て

、
心

肺
同

時
移

植
実

施
施

設
と

し
て

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

同
種

心
肺

移
植

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

移
植

関
係

学
会

合
同

委
員

会
に

よ
り

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
2
の

１
の

２
 

骨
格

筋
由

来
細

胞
シ

ー
ト

心
表

面
移

植
術

 

１
 

骨
格

筋
由

来
細

胞
シ

ー
ト

心
表

面
移

植
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
（

非
拍

動
流

型
）

の
実

施
施

設
と

し
て

届
出

の
あ

る
施

設
又

は
植

込
型

補
助

人
工

 
 

心
臓

（
非

拍
動

流
型

）
の

実
施

施
設

と
し

て
届

出
の

あ
る

施
設

と
連

携
可

能
な

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

医
薬

品
医

療
機

器
等

法
に

基
づ

く
薬

局
等

構
造

設
備

規
則

又
は

再
生

医
療

等
の

安
全

性
の

確
保

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
5
年

法
律

第
8
5
号

）
に

基
づ

く
細

胞
培

養
加

工
施

設
の

構
造

設
備

に
関

す
る

基
準

に
則

っ

た
設

備
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

循
環

器
内

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

常
勤

医
師

及
び

心
臓

血
管

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
医

師
が

そ
れ

ぞ
れ

１
名

以
上

配
置

さ
れ

、
こ

れ
ら

の
医

師
は

所
定

の
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

定
期

的
に

循
環

器
内

科
の

医
師

と
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
参

加
す

る
、

心
臓

移
植

を
含

む
重

症
心

不
全
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(
２
)
 

開
心

術
（

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

を
含

む
。

）
の

症
例

が
年

間
5
0
例

以
上

あ
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

常
勤

の
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
５

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
２

名
以

上
は

心
臓

血
管

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

１
名

は
少

な
く

と
も

１
例

以
上

の
補

助
人

工
心

臓
の

経
験

を
有

し
て

い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

血
液

学
的

検
査

 

イ
 

生
化

学
的

検
査

 

ウ
 

画
像

診
断

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

補
助

人
工

心
臓

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
6
9
の

２
 

小
児

補
助

人
工

心
臓

 

１
 

小
児

補
助

人
工

心
臓

に
関

す
る

施
設

基
準

 

（
１

）
 
心

臓
血

管
手

術
の

症
例

が
年

間
1
0
0
例

以
上

で
あ

り
、

そ
の

う
ち

1
8
歳

未
満

の
症

例
に

対
す

る
心

臓
手

術
が

年
間

5
0
例

以
上

で
あ

る
こ

と
。
 
 

（
２

）
 
1
1
歳

未
満

の
症

例
に

対
す

る
機

械
的

循
環

補
助

を
過

去
５

年
間

で
３

例
以

上
経

験
し

て
い

る
こ

と
。

な

お
、

機
械

的
循

環
補

助
と

は
、

補
助

人
工

心
臓

、
左

心
バ

イ
パ

ス
又

は
左

心
系

脱
血

を
伴

う
膜

型
人

工
肺

の

装
着

を
指

す
。

 

（
３

）
 
常

勤
の

心
臓

血
管

外
科

の
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

２
名

以
上

は
心

臓
血

管
外

科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

１
名

は
少

な
く

と
も

１
例

以
上

の
補

助
人

工
心

臓
の

経
験

を
有

し
て

い

る
こ

と
。

 

（
４

）
 
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

小
児

循
環

器
内

科
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

（
５

）
 
当

該
療

養
を

行
う

に
当

た
り

関
係

学
会

か
ら

認
定

さ
れ

、
そ

の
旨

が
当

該
学

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

広

く
周

知
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

小
児

補
助

人
工

心
臓

の
施

設
基

準
に

関
す

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
6
4
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
7
0
の

２
 

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
（

非
拍

動
流

型
）

 

１
 

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
（

非
拍

動
流

型
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

開
心

術
の

症
例

が
年

間
1
0
0
例

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

常
勤

の
心

臓
血

管
外

科
の

医
師

が
５

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
２

名
以

上
は

心
臓

血
管

外
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

１
名

は
少

な
く

と
も

１
例

以
上

の
補

助
人

工
心

臓
の

経
験

を
有

し
て

い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

補
助

人
工

心
臓

の
装

着
経

験
が

５
例

以
上

あ
り

、
う

ち
３

例
は

過
去

３
年

間
に

経
験

し
て

い
る

こ
と

。
そ

の
う

ち
１

例
は

9
0
日

以
上

連
続

し
て

補
助

人
工

心
臓

を
行

っ
た

経
験

が
あ

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

療
養

を
行

う
に

当
た

り
関

係
学

会
か

ら
認

定
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

所
定

の
研

修
を

修
了

し
て

い
る

常
勤

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
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上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

内
視

鏡
下

下
肢

静
脈

瘤
不

全
穿

通
枝

切
離

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
5
の

４
を

用

い
る

こ
と

。
 

 第
7
2
の

４
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

 

１
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
後

腹
膜

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

泌
尿

器
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

以
下

の
ア

か
ら

キ
ま

で
の

手
術

を
術

者
と

し
て

、
合

わ
せ

て
2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
泌

尿
器

科
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
骨

盤
）

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
後

腹
膜

）
 

ウ
 

腹
腔

鏡
下

後
腹

膜
腫

瘍
摘

出
術

 

エ
 

腹
腔

鏡
下

腎
摘

出
術

 

オ
 

腹
腔

鏡
下

副
腎

摘
出

術
 

カ
 

腹
腔

鏡
下

腎
（

尿
管

）
悪

性
腫

瘍
手

術
 

キ
 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
 

(
３

)
 

当
該

手
術

に
習

熟
し

た
医

師
の

指
導

の
下

に
、

当
該

手
術

、
腹

腔
鏡

下
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
（

骨
盤

）
又

は
腹

腔
鏡

下
後

腹
膜

腫
瘍

摘
出

術
を

術
者

と
し

て
合

わ
せ

て
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の

泌
尿

器
科

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

当
該

手
術

、
腹

腔
鏡

下
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
（

骨
盤

）
又

は
腹

腔
鏡

下
小

切
開

後
腹

膜
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
が

合
わ

せ
て

1
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
傍

大
動

脈
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
限

る
。

）
及

び
病

理
診

断
管

理
加

算
２

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
後

腹
膜

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
5
の

４
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

（
傍

大
動

脈
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
２

を
用

い
る

こ
と

。
 

 第
7
2
の

４
の

２
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

 

１
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

泌
尿

器
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

以
下

の
ア

か
ら

タ
ま

で
の

手
術

を
術

者
と

し
て

、
合

わ
せ

て
2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
泌

尿
器

科
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

腹
腔

鏡
下

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

 

ウ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

 

エ
 

腹
腔

鏡
下

後
腹

膜
腫

瘍
摘

出
術
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患
者

の
治

療
方

針
を

決
定

す
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
が

開
催

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

関
連

学
会

の
定

め
る

「
ヒ

ト
（

自
己

）
骨

格
筋

由
来

細
胞

シ
ー

ト
の

使
用

要
件

等
の

基
準

に
つ

い
て

」
に

お
い

て
定

め
ら

れ
た

実
施

施
設

基
準

に
準

じ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 
 
骨

格
筋

由
来

細
胞

シ
ー

ト
心

表
面

移
植

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

6
5
の

３
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
過

去
１

年
間

に
実

施
し

た
、

心
臓

移
植

を
含

む
重

症
心

不
全

患
者

の
治

療
方

針
を

決
定

す
る

カ
ン

フ
ァ

レ

ン
ス

の
議

事
録

を
、

個
人

情
報

を
マ

ス
ク

し
た

上
で

、
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
7
2
の

２
 

経
皮

的
大

動
脈

遮
断

術
 

１
 

経
皮

的
大

動
脈

遮
断

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

０
」

救
命

救
急

入
院

料
又

は
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
１

」
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

救
命

救
急

入
院

料
又

は
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

経
皮

的
大

動
脈

遮
断

術
と

し
て

特
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

て
、

届
出

を
行

う
必

要
は

な
い

こ
と

。
 

 第
7
2
の

２
の

２
 

経
皮

的
下

肢
動

脈
形

成
術

 

１
 

経
皮

的
下

肢
動

脈
形

成
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

外
科

又
は

心
臓

血
管

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
日

本
Ｉ

Ｖ
Ｒ

学
会

、
日

本
心

血
管

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
治

療
学

会
又

は
日

本
血

管
外

科
学

会
が

認
定

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

日
本

Ｉ
Ｖ

Ｒ
学

会
、

日
本

心
血

管
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

治
療

学
会

又
は

日
本

血
管

外
科

学
会

に
よ

り
認

定
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

日
本

Ｉ
Ｖ

Ｒ
学

会
、

日
本

心
血

管
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

治
療

学
会

及
び

日
本

血
管

外
科

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

経
皮

的
下

肢
動

脈
形

成
術

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
6
5
の

３
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

日
本

Ｉ
Ｖ

Ｒ
学

会
、

日
本

心
血

管
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

治
療

学
会

又
は

日
本

血
管

外
科

学
会

に
よ

り
選

定
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
こ

と
を

証
す

る
文

書
の

写
し

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
7
2
の

３
 

内
視

鏡
下

下
肢

静
脈

瘤
不

全
穿

通
枝

切
離

術
 

１
 

内
視

鏡
下

下
肢

静
脈

瘤
不

全
穿

通
枝

切
離

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

外
科

、
血

管
外

科
又

は
心

臓
血

管
外

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
血

管
外

科
又

は
心

臓
血

管
外

科
の

経
験

を
合

わ
せ

て
５

年
以

上
有

し
、

か
つ

、
当

該
療

法
を

術
者

と
し

て
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る

こ
と

。
 

(
３
)
 

下
肢

静
脈

瘤
手

術
（

抜
去

切
除

術
、

硬
化

療
法

及
び

高
位

結
紮

術
を

い
う

。
）

、
大

伏
在

静
脈

抜
去

術
、

下
肢

静
脈

瘤
血

管
内

焼
灼

術
及

び
内

視
鏡

下
下

肢
静

脈
瘤

不
全

穿
通

枝
切

離
術

を
合

わ
せ

て
年

間
5
0
例

以
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む
。

）
）

を
年

間
4
0
例

以
上

施
行

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
腹

腔
鏡

手
術

を
年

間
5
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
術

（
区

分
番

号
「

Ｋ
７

０
３

」
及

び
「

Ｋ
７

０
３

－
２

」
）

を
年

間
1
0
例

以
上

施
行

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
粘

膜
下

層
剥

離
術

（
区

分
番

号
「

Ｋ
５

２
６

－
２

」
の

「
２

」
又

は

「
Ｋ

６
５

３
」

の
「

２
」

）
を

年
間

2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
(
５
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

 
 
(
６
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
(
７
)
 

消
化

管
内

視
鏡

手
術

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
(
８
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
(
９
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

腹
腔

鏡
下

十
二

指
腸

局
所

切
除

術
（

内
視

鏡
処

置
を

併
施

す
る

も
の

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2

及
び

様
式

6
5
の

８
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
7
2
の

７
の

３
 

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

１
 

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

以
下

の
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

手
術

を
術

者
と

し
て

、
合

わ
せ

て
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

ウ
 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
か

ら
カ

ま
で

の
手

術
を

年
間

5
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、

こ
の

う
ち

イ
、

エ
及

び
カ

の
手

術
を

合
わ

せ
て

年
間

2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

胃
切

除
術

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

 

ウ
 

噴
門

側
胃

切
除

術
 

エ
 

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
 

オ
 

胃
全

摘
術

 

カ
 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

 

(
４
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
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オ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

腫
瘍

摘
出

術
 

カ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

悪
性

腫
瘍

手
術

 

キ
 

腹
腔

鏡
下

腎
摘

出
術

 

ク
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

摘
出

術
 

ケ
 

腹
腔

鏡
下

副
腎

摘
出

術
 

コ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
副

腎
摘

出
術

 

サ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
尿

管
腫

瘍
摘

出
術

 

シ
 

腹
腔

鏡
下

腎
（

尿
管

）
悪

性
腫

瘍
手

術
 

ス
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

（
尿

管
）

悪
性

腫
瘍

手
術

 

セ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
腫

瘍
摘

出
術

 

ソ
 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
 

タ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
前

立
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

 

(
３
)
 

当
該

手
術

に
習

熟
し

た
医

師
の

指
導

の
下

に
、

当
該

手
術

を
術

者
と

し
て

1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を

有
す

る
常

勤
の

泌
尿

器
科

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
当

該
手

術
が

1
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式

6
5
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
7
2
の

５
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

の
施

設
基

準
及

び
届

出
に

関
す

る
事

項
は

、
第

7
2
の

４

の
２

腹
腔

鏡
下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

の
例

に
よ

る
。

 

 第
7
2
の

６
 

ダ
メ

ー
ジ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

手
術

 

１
 

ダ
メ

ー
ジ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

手
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

０
」

救
命

救
急

入
院

料
又

は
区

分
番

号
「

Ａ
３

０
１

」
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

救
命

救
急

入
院

料
又

は
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
て

い
れ

ば
よ

く
、

ダ
メ

ー
ジ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

手
術

と
し

て
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

 

第
7
2
の

７
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
後

腹
膜

腫
瘍

摘
出

術
及

び
腹

腔
鏡

下
小

切
開

後
腹

膜
悪

性
腫

瘍
手

術
の

施
設

基
準

及

び
届

出
に

関
す

る
事

項
は

、
第

7
2
の

４
の

２
腹

腔
鏡

下
小

切
開

骨
盤

内
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
の

例
に

よ
る

。
 

 第
7
2
の

７
の

２
 

腹
腔

鏡
下

十
二

指
腸

局
所

切
除

術
（

内
視

鏡
処

置
を

併
施

す
る

も
の

）
 

 
１

 
腹

腔
鏡

下
十

二
指

腸
局

所
切

除
術

（
内

視
鏡

処
置

を
併

施
す

る
も

の
）

の
施

設
基

準
 

 
 
(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
胃

悪
性

腫
瘍

に
係

る
手

術
（

区
分

番
号

「
Ｋ

６
５

４
－

２
」

、
「

Ｋ
６

５
４

－
３

」
、

「
Ｋ

６
５

５
」

、
「

Ｋ
６

５
５

－
２

」
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

を
含

む
。

）
、

「
Ｋ

６
５

５
－

４
」

、
「

Ｋ
６

５
５

－
５

」
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

を
含

む
。

）
、

「
Ｋ

６
５

７
」

及
び

「
Ｋ

６
５

７
－

２
」

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
を

含

（ ）（ ） 943942

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
２

)
 

以
下

の
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

手
術

に
つ

い
て

、
ウ

の
手

術
を

１
例

以
上

含
む

、
合

わ
せ

て
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

ウ
 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
か

ら
カ

ま
で

の
手

術
を

年
間

5
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、

こ
の

う
ち

イ
、

エ
及

び
カ

の
手

術
を

合
わ

せ
て

年
間

2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

胃
切

除
術

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

 

ウ
 

噴
門

側
胃

切
除

術
 

エ
 

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
 

オ
 

胃
全

摘
術

 

カ
 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

 

(
４

)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８

)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９

)
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
指

針
に

基
づ

き
、

当
該

手
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 
 
腹

腔
鏡

下
胃

全
摘

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 
 
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
2
の

８
 

腹
腔

鏡
下

胃
縮

小
術

（
ス

リ
ー

ブ
状

切
除

に
よ

る
も

の
）

 

１
 

腹
腔

鏡
下

胃
縮

小
術

（
ス

リ
ー

ブ
状

切
除

に
よ

る
も

の
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

麻
酔

科
及

び
内

科
、

循
環

器
内

科
、

内
分

泌
内

科
、

代
謝

内
科

又
は

糖
尿

病
内

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 
 
腹

腔
鏡

を
使

用
し

た
胃

の
手

術
（

区
分

番
号

「
Ｋ

６
４

７
－

２
」

、
「

Ｋ
６

４
９

－
２

」
、

「
Ｋ

６
５

４

－
３

」
、

「
Ｋ

６
５

５
－

２
」

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
を

含
む

。
）

、
「

Ｋ
６

５
５

－

５
」

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
を

含
む

。
）

、
「

Ｋ
６

５
６

－
２

」
、

「
Ｋ

６
５

７
－

２
」

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
を

含
む

。
）

、
「

Ｋ
６

６
２

－
２

」
、

「
Ｋ

６
６

６
－

２
」

、
「

Ｋ
６

６
７

－
２

」
又

は
「

Ｋ
６

６
７

－
３

」
）

が
１

年
間

に
合

わ
せ

て
2
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 
 
外

科
又

は
消

化
器

外
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有
し

、
当

該
手

術
に

習
熟

し
た

医
師

の
指

導
の

下

に
、

当
該

手
術

を
術

者
と

し
て

５
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て

い
る

こ
と

。
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(
８
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 
 
腹

腔
鏡

下
胃

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
2
の

７
の

４
 

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

１
 

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

以
下

の
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

手
術

に
つ

い
て

、
イ

又
は

ウ
の

手
術

を
１

例
以

上
含

み
、

合
わ

せ
て

1
0
例

以

上
を

術
者

と
し

て
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

ウ
 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
か

ら
カ

ま
で

の
手

術
を

年
間

5
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、

こ
の

う
ち

イ
、

エ
及

び
カ

の
手

術
を

合
わ

せ
て

年
間

2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

胃
切

除
術

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
術

 

ウ
 

噴
門

側
胃

切
除

術
 

エ
 

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
 

オ
 

胃
全

摘
術

 

カ
 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

 

(
４
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 
 
腹

腔
鏡

下
噴

門
側

胃
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

第
7
2
の

７
の

５
 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

１
 

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 943942

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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１

 
体

外
衝

撃
波

胆
石

破
砕

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
術

を
行

う
専

用
の

室
を

備
え

て
い

る
と

と
も

に
、

患
者

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

た
め

緊
急

手
術

が
可

能
な

手
術

室
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
術

、
体

外
衝

撃

波
膵

石
破

砕
術

及
び

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
術

を
行

う
専

用
の

室
は

同
一

の
も

の
で

あ
っ

て
差

し

支
え

な
い

。
 

(
２
)
 

担
当

す
る

医
師

が
常

時
待

機
し

て
お

り
、

胆
石

症
の

治
療

に
関

し
専

門
の

知
識

及
び

少
な

く
と

も
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

生
化

学
的

検
査

 

イ
 

血
液

学
的

検
査

 

ウ
 

微
生

物
学

的
検

査
 

エ
 

画
像

診
断

 

(
４
)
 

医
療

法
第

3
0
条

の
４

第
１

項
に

規
定

す
る

医
療

計
画

と
の

連
携

も
図

り
つ

つ
、

地
域

に
お

け
る

当
該

手

術
に

使
用

す
る

機
器

の
配

置
の

適
正

に
も

留
意

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

6
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

地
域

に
お

け
る

必
要

性
を

記
載

し
た

理
由

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 

第
7
3
の

２
 

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

 

１
 

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

（
部

分
切

除
及

び
外

側
区

域
切

除
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

肝
切

除
術

又
は

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

を
、

１
年

間
に

1
0
例

以
上

実
施

し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

腹
腔

鏡
を

用
い

る
手

術
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

踏
ま

え
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

に
つ

い
て

の
検

討
を

適
切

に
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

腹
腔

鏡
を

用
い

る
手

術
に

つ
い

て
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
消

化
器

外
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
消

化
器

外
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

が
消

化
器

外
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

（
亜

区
域

切
除

、
１

区
域

切
除

（
外

側
区

域
切

除
を

除
く

。
）

、
２

区
域

切
除

及
び

３
区

域
切

除
以

上
の

も
の

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

肝
切

除
術

又
は

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

を
、

１
年

間
に

2
0
例

以
上

実
施

し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

腹
腔

鏡
手

術
を

年
間

1
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

腹
腔

鏡
を

用
い

る
手

術
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

踏
ま

え
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

に
つ

い
て

の
検

討
を

適
切

に
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
を

術
者

と
し

て
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い
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(
４
)
 
 
当

該
手

術
を

担
当

す
る

診
療

科
に

お
い

て
、

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 
 
常

勤
の

麻
酔

科
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 
 
高

血
圧

症
、

脂
質

異
常

症
、

糖
尿

病
又

は
肥

満
症

に
関

す
る

診
療

に
つ

い
て

合
わ

せ
て

５
年

以
上

の
経

験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
１

名
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 
 
常

勤
の

管
理

栄
養

士
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 
 
緊

急
手

術
が

実
施

可
能

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 
 
前

年
度

の
実

績
等

を
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

等
に

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

(
1
0
)
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
当

該
手

術
を

実
施

し
た

患
者

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
（

年
に

１
回

、

体
重

、
生

活
習

慣
病

の
重

症
度

等
を

把
握

す
る

こ
と

を
い

う
。

）
を

行
っ

て
お

り
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

内

容
が

一
元

的
に

記
録

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
術

後
５

年
目

の
捕

捉
率

が
７

割
５

分
以

上
で

あ
る

こ
と

が

望
ま

し
い

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

腹
腔

鏡
下

胃
縮

小
術

（
ス

リ
ー

ブ
状

切
除

に
よ

る
も

の
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
6
5

の
６

を
用

い
る

こ
と

。
 

 第
7
2
の

８
の

２
 

バ
ル

ー
ン

閉
塞

下
逆

行
性

経
静

脈
的

塞
栓

術
 

１
 

バ
ル

ー
ン

閉
塞

下
逆

行
性

経
静

脈
的

塞
栓

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

手
術

を
術

者
と

し
て

５
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

消
化

器
内

科
の

経
験

を
５

年
以

上
有

し
て

い
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

が
消

化
管

内
視

鏡
検

査
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

放
射

線
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
い

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

内
科

又
は

消
化

器
内

科
及

び
放

射
線

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

バ
ル

ー
ン

閉
塞

下
逆

行
性

経
静

脈
的

塞
栓

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
5
を

用

い
る

こ
と

。
 

 第
7
2
の

９
 

胆
管

悪
性

腫
瘍

手
術

（
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
及

び
肝

切
除

（
葉

以
上

）
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
 

１
 

胆
管

悪
性

腫
瘍

手
術

（
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
及

び
肝

切
除

（
葉

以
上

）
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

、
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
術

又
は

肝
切

除
術

を
年

間
2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

胆
管

悪
性

腫
瘍

手
術

（
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
及

び
肝

切
除

（
葉

以
上

）
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
に

つ
い

て
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
6
5
の

７
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
7
3
 

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
術

 

（ ）（ ） 945944

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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書
（

様
式

任
意

）
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
5
 

同
種

死
体

肝
移

植
術

 

 
１

 
同

種
死

体
肝

移
植

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

 
 

 
移

植
関

係
学

会
合

同
委

員
会

に
お

い
て

、
肝

臓
移

植
実

施
施

設
と

し
て

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 

同
種

死
体

肝
移

植
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

移
植

関
係

学
会

合
同

委
員

会
に

よ
り

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
5
の

２
 

体
外

衝
撃

波
膵

石
破

砕
術

（
一

連
に

つ
き

）
 

１
 

体
外

衝
撃

波
膵

石
破

砕
術

（
一

連
に

つ
き

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

体
外

衝
撃

波
膵

石
破

砕
術

を
行

う
専

用
の

室
を

備
え

て
い

る
と

と
も

に
、

患
者

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

た
め

緊
急

手
術

が
可

能
な

手
術

室
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
術

、
体

外
衝

撃

波
膵

石
破

砕
術

及
び

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
術

を
行

う
専

用
の

室
は

同
一

の
も

の
で

あ
っ

て
差

し

支
え

な
い

。
 

(
２

)
 

担
当

す
る

医
師

が
常

時
待

機
（

院
外

で
の

対
応

も
含

む
。

）
し

て
お

り
、

膵
石

の
治

療
に

関
し

、
専

門
の

知
識

及
び

少
な

く
と

も
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

生
化

学
的

検
査

 

イ
 

血
液

学
的

検
査

 

ウ
 

微
生

物
学

的
検

査
 

エ
 

画
像

診
断

 

(
４

)
 
 
膵

石
に

対
す

る
内

視
鏡

的
治

療
が

可
能

な
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

な
お

、
医

療
法

第
3
0
条

の
４

第
１

項
に

規
定

す
る

医
療

計
画

と
の

連
携

も
図

り
つ

つ
、

地
域

に
お

け
る

当
該

手
術

に
使

用
す

る
機

器
の

配
置

の
適

正
に

も
留

意
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

体
外

衝
撃

波
膵

石
破

砕
術

（
一

連
に

つ
き

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

6
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
7
5
の

３
 

腹
腔

鏡
下

膵
腫

瘍
摘

出
術

及
び

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
 

１
 

腹
腔

鏡
下

膵
腫

瘍
摘

出
術

及
び

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
膵

臓
手

術
（

内
視

鏡
に

よ
る

も
の

を
除

く
。

）
を

１
年

間
に

５
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

腹
腔

鏡
を

用
い

る
手

術
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

踏
ま

え
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

に
つ

い
て

の
検

討
を

適
切

に
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

腹
腔

鏡
を

用
い

る
手

術
に

つ
い

て
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
消

化
器

外
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
消

化
器

外
科

に
お

い

て
、

医
師

が
３

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。
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る
こ

と
。

 

(
５
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
消

化
器

外
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
消

化
器

外
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

３
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

が
消

化
器

外
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
８
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
6
6
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
7
3
の

３
 

腹
腔

鏡
下

胆
道

閉
鎖

症
手

術
 

１
 

腹
腔

鏡
下

胆
道

閉
鎖

症
手

術
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

療
養

を
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
胆

道
閉

鎖
症

に
係

る
手

術
（

区
分

番
号

「
Ｋ

６
８

４
」

先
天

性
胆

道
閉

鎖
症

手
術

又
は

「
Ｋ

６
８

４
－

２
」

腹
腔

鏡
下

胆
道

閉
鎖

症
手

術
）

が
１

年
間

に
合

わ
せ

て
２

例
以

上
実

施

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
腹

腔
鏡

を
用

い
る

手
術

(
1
6
歳

未
満

に
実

施
し

た
も

の
に

限
る

。
区

分

番
号

「
Ｋ

６
３

４
」

腹
腔

鏡
下

鼠
径

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

（
両

側
）

を
除

く
。

）
が

１
年

間
に

5
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

腹
腔

鏡
下

胆
道

閉
鎖

症
手

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
7
4
 

生
体

部
分

肝
移

植
術

 

 
１

 
生

体
部

分
肝

移
植

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

肝
切

除
術

が
年

間
2
0
例

以
上

あ
る

こ
と

、
又

は
小

児
科

及
び

小
児

外
科

の
病

床
数

が
合

わ
せ

て
1
0
0
床

以
上

の
保

険
医

療
機

関
に

つ
い

て
は

肝
切

除
術

及
び

先
天

性
胆

道
閉

鎖
症

手
術

が
合

わ
せ

て
年

間
1
0
例

以

上
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

の
常

勤
医

師
数

が
５

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
少

な
く

と
も

１
名

は
臓

器
移

植
の

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

生
体

部
分

肝
移

植
術

の
実

施
に

当
た

り
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
の

運
用

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

、
世

界
保

健
機

関
「

ヒ
ト

臓
器

移
植

に
関

す
る

指
針

」
、

国
際

移
植

学
会

倫
理

指
針

、
日

本
移

植

学
会

倫
理

指
針

、
日

本
移

植
学

会
「

肝
移

植
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

及
び

日
本

肝
移

植
研

究
会

「
生

体
肝

提
供

手

術
に

関
す

る
指

針
」

を
遵

守
し

て
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

生
体

部
分

肝
移

植
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
の

運
用

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

、
世

界
保

健
機

関
「

ヒ
ト

臓
器

移
植

に
関

す
る

指
針

」
、

国
際

移
植

学
会

倫
理

指
針

、
日

本
移

植
学

会
倫

理
指

針
、

日
本

移
植

学
会

「
肝

移

植
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

及
び

日
本

肝
移

植
研

究
会

「
生

体
肝

提
供

手
術

に
関

す
る

指
針

」
を

遵
守

す
る

旨
の

文

（ ）（ ） 945944

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
１
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

以
下

の
ア

又
は

イ
の

手
術

を
術

者
と

し
て

、
合

わ
せ

て
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

イ
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 
 

(
３
)
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

又
は

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

切
除

術
を

術
者

と
し

て
2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

膵
臓

に
係

る
手

術
を

年
間

5
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
そ

の
う

ち
膵

頭

十
二

指
腸

切
除

術
を

年
間

2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

腹
腔

鏡
手

術
を

年
間

1
0
0
例

以
上

、
か

つ
、

胆
嚢

摘
出

術
を

除
く

腹
腔

鏡

下
上

腹
部

手
術

を
年

間
2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
属

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
1
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式

6
7
の

２
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
7
の

２
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
を

担
当

す
る

医
師

の
氏

名
、

勤
務

の
態

様
（

常
勤

・
非

常
勤

、
専

従
・

非
専

従
、

専
任

・
非

専
任

の
別

）
及

び
勤

務
時

間
を

、
別

添
２

の
様

式
４

に
よ

り
提

出
す

る
こ

と
。

 

 

第
7
6
 

同
種

死
体

膵
移

植
術

、
同

種
死

体
膵

腎
移

植
術

 

 
１

 
同

種
死

体
膵

移
植

術
、

同
種

死
体

膵
腎

移
植

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

 
 

 
移

植
関

係
学

会
合

同
委

員
会

に
お

い
て

、
膵

臓
移

植
実

施
施

設
と

し
て

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

同
種

死
体

膵
移

植
術

、
同

種
死

体
膵

腎
移

植
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
7
を

用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

移
植

関
係

学
会

合
同

委
員

会
に

よ
り

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 

第
7
6
の

２
 

同
種

死
体

膵
島

移
植

術
 

 
１

 
同

種
死

体
膵

島
移

植
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
同

種
死

体
膵

移
植

術
、

同
種

死
体

膵
腎

移
植

術
又

は
同

種
死

体
膵

島
移

植
術

を
合

わ
せ

て
３

年
間

に
５

例
以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

令
和

４
年

３
月

3
1
日

ま
で

の
間

は
、

過
去

５
年

間
に

２
例

以
上

の
実

績
が

あ
る

場
合

、
当

該
基

準
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
み

な
す

。
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(
５
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

以
下

の
ア

又
は

イ
の

手
術

を
術

者
と

し
て

、
合

わ
せ

て
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

イ
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
膵

臓
に

係
る

手
術

を
年

間
2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
3
名

以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

腹
腔

鏡
下

膵
腫

瘍
摘

出
術

及
び

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
6
7
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
6
7
の

２
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

手
術

に
用

い
る

機
器

の
保

守
管

理
の

計
画

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
7
5
の

４
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

 

１
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

で
膵

臓
に

係
る

手
術

を
年

間
5
0
例

以
上

施
行

し
て

お
り

、
そ

の
う

ち
膵

頭
十

二
指

腸
切

除
術

を
年

間
2
0
例

以
上

施
行

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

腹
腔

鏡
手

術
を

年
間

1
0
0
例

以
上

、
か

つ
、

胆
嚢

摘
出

術
を

除
く

腹
腔

鏡

下
上

腹
部

手
術

を
年

間
2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

又
は

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

切
除

術
を

術
者

と
し

て
2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
属

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

お
い

て
常

勤
の

医
師

が
５

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
1
5
年

以
上

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
 

（ ）（ ） 947946

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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こ
と

。
 

 

第
7
6
の

４
 

早
期

悪
性

腫
瘍

大
腸

粘
膜

下
層

剥
離

術
 

１
 

早
期

悪
性

腫
瘍

大
腸

粘
膜

下
層

剥
離

術
の

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
粘

膜
下

層
剥

離
術

（
区

分
番

号
「

Ｋ
５

２
６

－
２

」
の

「
２

」
、

「
Ｋ

６
５

３
」

の
「

２
」

若
し

く
は

「
３

」
及

び
「

Ｋ
７

２
１

－
４

」
）

を
年

間
2
0
件

以
上

実
施

し
て

い
る

こ

と
。

 

(
２

)
 

消
化

器
内

科
、

消
化

器
外

科
、

内
視

鏡
内

科
又

は
内

視
鏡

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
消

化
管

内
視

鏡
手

術
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

早
期

悪
性

腫
瘍

大
腸

粘
膜

下
層

剥
離

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
6
7
の

３

を
用

い
る

こ
と

。
 

 

第
7
6
の

５
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
副

腎
摘

出
術

の
施

設
基

準
及

び
届

出
に

関
す

る
事

項
は

、
第

7
2
の

４
の

２
腹

腔
鏡

下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

の
例

に
よ

る
。

 

 第
7
6
の

６
 

腹
腔

鏡
下

直
腸

切
除

・
切

断
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

１
 

腹
腔

鏡
下

直
腸

切
除

・
切

断
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
 

(
１

)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
、

消
化

器
内

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

腹
腔

鏡
下

直
腸

切
除

・
切

断
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

を
術

者
と

し
て

、
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
及

び
イ

の
手

術
を

年
間

3
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
こ

の

う
ち

イ
の

手
術

を
年

間
1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

直
腸

切
除

・
切

断
術

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

直
腸

切
除

・
切

断
術

 

(
４

)
 

外
科

又
は

消
化

器
外

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

、
外

科
又

は
消

化
器

外
科

に
つ

い
て

1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８

)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９

)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 
 
腹

腔
鏡

下
直

腸
切

除
・

切
断

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
8
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 
 
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
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(
２
)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

の
常

勤
医

師
数

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
１

名
以

上
は

３
例

以
上

の
同

種
死

体
膵

島
移

植
術

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

糖
尿

病
の

治
療

に
関

し
、

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

１
名

以
上

は
膵

臓
移

植
又

は
膵

島
移

植
患

者
の

診
療

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

日
本

組
織

移
植

学
会

が
作

成
し

た
「

ヒ
ト

組
織

を
利

用
す

る
医

療
行

為
の

安
全

性
確

保
・

保
存

・
使

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

等
関

連
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
基

準
等

を
遵

守
し

て
い

る
旨

を
届

け
出

て
い

る

こ
と

。
 

(
５
)
 

同
種

死
体

膵
島

移
植

術
の

実
施

に
当

た
り

、
再

生
医

療
等

の
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

第
３

条
に

規
定

す
る

再
生

医
療

等
提

供
基

準
を

遵
守

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

同
種

死
体

膵
島

移
植

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
5
7
の

２
を

用
い

る

こ
と

。
 

(
２
)
 

関
連

学
会

よ
り

認
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

再
生

医
療

等
の

安
全

性
の

確
保

等
に

関
す

る
法

律
第

３
条

に
規

定
す

る
再

生
医

療
等

提
供

基
準

を
遵

守
し

て
い

る
こ

と
を

証
す

る
文

書
と

し
て

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
で

受
理

さ
れ

た
再

生
医

療
等

提
供

計
画

の
写

し

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
7
6
の

２
の

２
 

生
体

部
分

小
腸

移
植

術
 

１
 

生
体

部
分

小
腸

移
植

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
生

体
部

分
肝

移
植

術
又

は
生

体
部

分
小

腸
移

植
術

を
合

わ
せ

て
１

年
間

に
５

例
以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

の
常

勤
医

師
数

が
５

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
少

な
く

と
も

１
名

は
生

体
部

分
小

腸
移

植
術

又
は

同
種

死
体

小
腸

移
植

術
の

経
験

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

生
体

部
分

小
腸

移
植

術
の

実
施

に
当

た
り

、
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

の
運

用
に

関
す

る
指

針
（

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
、

世
界

保
健

機
関

「
ヒ

ト
臓

器
移

植
に

関
す

る
指

針
」

、
国

際
移

植
学

会
倫

理
指

針
、

日
本

移

植
学

会
倫

理
指

針
及

び
日

本
移

植
学

会
「

生
体

小
腸

移
植

実
施

指
針

」
を

遵
守

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

生
体

部
分

小
腸

移
植

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
7
の

２
を

 
用

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
の

運
用

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

、
世

界
保

健
機

関
「

ヒ
ト

臓
器

移
植

に
関

す
る

指
針

」
、

国
際

移
植

学
会

倫
理

指
針

、
日

本
移

植
学

会
倫

理
指

針
及

び
日

本
移

植
学

会
「

生

体
小

腸
移

植
実

施
指

針
」

を
遵

守
す

る
旨

の
文

書
（

様
式

任
意

）
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
6
の

３
 

同
種

死
体

小
腸

移
植

術
 

１
 

同
種

死
体

小
腸

移
植

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

移
植

関
係

学
会

合
同

委
員

会
に

お
い

て
、

小
腸

移
植

実
施

施
設

と
し

て
選

定
さ

れ
た

施
設

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

同
種

死
体

小
腸

移
植

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

移
植

関
係

学
会

合
同

委
員

会
に

よ
り

選
定

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

（ ）（ ） 947946

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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第
7
7
の

３
の

２
 

腹
腔

鏡
下

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
 

１
 
 
腹

腔
鏡

下
腎

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
も

の
）

 

(
１
)
 
 
泌

尿
器

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 
 
泌

尿
器

科
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

し
て

お
り

、
ま

た
、

当
該

療
養

に
つ

い
て

1
0
例

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 
 
泌

尿
器

科
に

お
い

て
常

勤
の

医
師

２
名

を
有

し
、

い
ず

れ
も

泌
尿

器
科

に
つ

い
て

専
門

の
知

識
及

び
５

年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
 
麻

酔
科

の
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
に

係
る

手
術

（
区

分
番

号
「

Ｋ
７

７
３

」
、

「
Ｋ

７

７
３

－
２

」
、

「
Ｋ

７
７

３
－

３
」

、
「

Ｋ
７

７
３

－
４

」
又

は
「

Ｋ
７

７
３

－
５

」
）

が
１

年
間

に
合

わ

せ
て

1
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 
 
緊

急
手

術
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 
 
常

勤
の

臨
床

工
学

技
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８
)
 
 
当

該
療

養
に

用
い

る
機

器
に

つ
い

て
、

適
切

に
保

守
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 
 
腹

腔
鏡

下
腎

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
も

の
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
8
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
7
の

３
の

３
 

腹
腔

鏡
下

腎
盂

形
成

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

１
 

腹
腔

鏡
下

腎
盂

形
成

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

泌
尿

器
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

以
下

の
ア

又
は

イ
の

手
術

を
術

者
と

し
て

、
合

わ
せ

て
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

腹
腔

鏡
下

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
 

イ
 

腹
腔

鏡
下

腎
盂

形
成

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
か

ら
キ

ま
で

の
手

術
を

合
わ

せ
て

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し

て
お

り
、

こ
の

う
ち

カ
又

は
キ

の
手

術
を

年
間

１
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

腎
（

尿
管

）
悪

性
腫

瘍
手

術
 

イ
 

腹
腔

鏡
下

腎
（

尿
管

）
悪

性
腫

瘍
手

術
 

ウ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

（
尿

管
）

悪
性

腫
瘍

手
術

 

エ
 

腎
腫

瘍
凝

固
・

焼
灼

術
（

冷
凍

凝
固

に
よ

る
も

の
）

 

オ
 

腹
腔

鏡
下

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
 

カ
 

腎
盂

形
成

手
術

 

キ
 

腹
腔

鏡
下

腎
盂

形
成

手
術

 

(
４
)
 

泌
尿

器
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
２

名
を

有
し

、
い

ず
れ

も
泌

尿
器

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

緊
急

手
術

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
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 第
7
7
 

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
術

 

１
 

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
術

を
行

う
専

用
の

室
を

備
え

て
い

る
と

と
も

に
、

患
者

の
緊

急
事

態
に

対
応

す
る

た
め

緊
急

手
術

が
可

能
な

手
術

室
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

体
外

衝
撃

波
胆

石
破

砕
術

、

体
外

衝
撃

波
膵

石
破

砕
術

及
び

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
術

を
行

う
専

用
の

室
は

同
一

の
も

の
で

あ

っ
て

差
し

支
え

な
い

。
 

(
２
)
 

担
当

す
る

医
師

が
常

時
待

機
（

院
外

で
の

対
応

も
含

む
。

）
し

て
お

り
、

腎
・

尿
管

結
石

の
治

療
に

関

し
、

専
門

の
知

識
及

び
少

な
く

と
も

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

手
術

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

検
査

等
が

、
当

該
保

険
医

療
機

関
内

で
常

時
実

施
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

生
化

学
的

検
査

 

イ
 

血
液

学
的

検
査

 

ウ
 

微
生

物
学

的
検

査
 

エ
 

画
像

診
断

 

(
４
)
 

な
お

、
医

療
法

第
3
0
条

の
４

第
１

項
に

規
定

す
る

医
療

計
画

と
の

連
携

も
図

り
つ

つ
、

地
域

に
お

け
る

当
該

手
術

に
使

用
す

る
機

器
の

配
置

の
適

正
に

も
留

意
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

体
外

衝
撃

波
腎

・
尿

管
結

石
破

砕
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

6
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

治
療

が
行

わ
れ

る
専

用
の

施
設

の
平

面
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

地
域

に
お

け
る

必
要

性
を

記
載

し
た

理
由

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
7
の

２
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

部
分

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

摘
出

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

（
尿

管
）

悪

性
腫

瘍
手

術
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

部
分

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

摘
出

術
、

腹
腔

鏡
下

小
切

開
腎

（
尿

管
）

悪
性

腫
瘍

手
術

の
施

設
基

準
及

び
届

出
に

関
す

る
事

項
は

、
第

7
2
の

４
腹

腔
鏡

下
小

切
開

骨
盤

内
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
の

例
に

よ
る

。
 

 第
7
7
の

３
 

腎
腫

瘍
凝

固
・

焼
灼

術
（

冷
凍

凝
固

に
よ

る
も

の
）

 

１
 

腎
腫

瘍
凝

固
・

焼
灼

術
（

冷
凍

凝
固

に
よ

る
も

の
）

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

泌
尿

器
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

療
養

を
担

当
す

る
医

師
が

常
時

待
機

（
院

外
で

の
対

応
を

含
む

。
）

し
て

お
り

、
腎

腫
瘍

の
治

療
に

関
し

、
専

門
の

知
識

及
び

少
な

く
と

も
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
泌

尿
器

科
の

医
師

が
２

名
以

上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

腎
腫

瘍
凝

固
・

焼
灼

術
（

冷
凍

凝
固

に
よ

る
も

の
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
6
8
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

（ ）（ ） 949948

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

膀
胱

水
圧

拡
張

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
6
9
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
7
7
の

８
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
腫

瘍
摘

出
術

の
施

設
基

準
及

び
届

出
に

関
す

る
事

項
は

、
第

7
2
の

４
腹

腔
鏡

下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

の
例

に
よ

る
。

 

 第
7
7
の

９
 

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

 

１
 

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
（

区
分

番
号

「
Ｋ

８
０

３
」

、
「

Ｋ
８

０
３

－

２
」

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
を

含
む

。
）

及
び

「
Ｋ

８
０

３
－

３
」

）
を

１
年

間
に

1

0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

腹
腔

鏡
を

用
い

る
手

術
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

踏
ま

え
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

に
つ

い
て

の
検

討
を

適
切

に
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

腹
腔

鏡
を

用
い

る
手

術
に

つ
い

て
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
泌

尿
器

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
医

療
機

関
で

あ
り

、
泌

尿
器

科
に

お
い

て
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
少

な
く

と
も

１
名

は
、

５
年

以
上

の
経

験
を

有

す
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
２

 
腹

腔
鏡

下
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
に

係
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 

泌
尿

器
科

、
放

射
線

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 
 
腹

腔
鏡

下
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
を

術
者

と
し

て
、

５
例

以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
手

術
を

合
わ

せ
て

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

（
全

摘
（

腸
管

等
を

利
用

し
て

尿
路

変
更

を
行

わ
な

い
も

の
、

尿
管

Ｓ
状

結
腸

吻

合
を

利
用

し
て

尿
路

変
更

を
行

う
も

の
、

回
腸

若
し

く
は

結
腸

導
管

を
利

用
し

て
尿

路
変

更
を

行
う

も
の

又
は

代
用

膀
胱

を
利

用
し

て
尿

路
変

更
を

行
う

も
の

）
に

限
る

。
）

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

 

ウ
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
 

(
４

)
 
 
泌

尿
器

科
に

お
い

て
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
、

い
ず

れ
も

泌
尿

器
科

に
つ

い
て

専
門

の
知

識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
５

)
 
 
緊

急
手

術
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６

)
 
 
常

勤
の

臨
床

工
学

技
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
７

)
 
 
当

該
療

養
に

用
い

る
機

器
に

つ
い

て
、

適
切

に
保

守
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９

)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出
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２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 
 
腹

腔
鏡

下
腎

盂
形

成
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様

式
5
2
及

び
様

式
6
8
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
7
の

４
 

同
種

死
体

腎
移

植
術

 

１
 

同
種

死
体

腎
移

植
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

腎
臓

移
植

実
施

施
設

と
し

て
、

（
社

）
日

本
臓

器
移

植
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

登
録

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

同
種

死
体

腎
移

植
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

（
社

）
日

本
臓

器
移

植
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

登
録

さ
れ

た
施

設
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
7
の

５
 

生
体

腎
移

植
術

 

１
 

生
体

腎
移

植
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

腎
尿

路
系

手
術

（
区

分
番

号
「

Ｌ
０

０
８

」
マ

ス
ク

又
は

気
管

内
挿

管
に

よ
る

閉
鎖

循
環

式
全

身
麻

酔
を

伴
う

も
の

に
限

る
。

）
が

年
間

1
0
例

以
上

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

の
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
少

な
く

と
も

１
名

は
、

１
例

以
上

の
死

体
腎

移
植

又
は

５
例

以
上

の
生

体
腎

移
植

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

生
体

腎
移

植
術

の
実

施
に

当
た

り
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
の

運
用

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

、
世

界
保

健
機

関
「

ヒ
ト

臓
器

移
植

に
関

す
る

指
針

」
、

国
際

移
植

学
会

倫
理

指
針

並
び

に
日

本
移

植

学
会

倫
理

指
針

及
び

日
本

移
植

学
会

「
生

体
腎

移
植

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

原
則

と
し

て
遵

守
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

生
体

腎
移

植
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
9
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
の

運
用

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

、
世

界
保

健
機

関
「

ヒ
ト

臓
器

移
植

に
関

す
る

指
針

」
、

国
際

移
植

学
会

倫
理

指
針

並
び

に
日

本
移

植
学

会
倫

理
指

針
及

び
日

本
移

植
学

会

「
生

体
腎

移
植

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

す
る

旨
の

文
書

（
様

式
任

意
）

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
7
7
の

６
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
尿

管
腫

瘍
摘

出
術

の
施

設
基

準
及

び
届

出
に

関
す

る
事

項
は

、
第

7
2
の

４
腹

腔
鏡

下

小
切

開
骨

盤
内

リ
ン

パ
節

群
郭

清
術

の
例

に
よ

る
。

 

 第
7
7
の

７
 

膀
胱

水
圧

拡
張

術
 

 
１

 
膀

胱
水

圧
拡

張
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

泌
尿

器
科

の
経

験
を

５
年

以
上

有
し

て
お

り
、

膀
胱

水
圧

拡
張

術
を

、
当

該
手

術
に

習
熟

し
た

医
師

の
指

導
の

下
に

、
術

者
と

し
て

、
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
泌

尿
器

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
当

該
診

療
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

麻
酔

科
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
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器
科

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

少
な

く
と

も
１

名
以

上
は

手
術

に
参

加
す

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
7
1
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
7
8
の

２
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
前

立
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
前

立
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

の
施

設
基

準
及

び
届

出
に

関
す

る
事

項
は

第
7
2
の

４
腹

腔
鏡

下
小

切
開

骨
盤

内
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
の

例
に

よ
る

。
 

 第
7
8
の

２
の

２
 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
 

１
 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

泌
尿

器
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

泌
尿

器
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
２

名
を

有
し

、
い

ず
れ

も
泌

尿
器

科
に

つ
い

て
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

麻
酔

科
の

標
榜

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
に

係
る

手
術

（
区

分
番

号
「

Ｋ
８

４
３

」
、

「
Ｋ

８
４

３
－

２
」

、
「

Ｋ
８

４
３

－
３

」
又

は
「

Ｋ
８

４
３

－
４

」
）

が
１

年
間

に
合

わ
せ

て
2
0
例

以
上

実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

緊
急

手
術

が
可

能
な

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

も
の

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
7
1
の

１
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

手
術

に
用

い
る

機
器

の
保

守
管

理
の

計
画

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
7
8
の

２
の

３
 

腹
腔

鏡
下

仙
骨

膣
固

定
術

 

１
 
 
腹

腔
鏡

下
仙

骨
膣

固
定

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 
 
産

婦
人

科
又

は
泌

尿
器

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
当

該
手

術
が

５
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 
 
産

婦
人

科
又

は
泌

尿
器

科
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

し
、

当
該

療
養

を
術

者
と

し
て

５
例

以
上

の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
 
実

施
診

療
科

に
お

い
て

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 
 
麻

酔
科

標
榜

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 
 
緊

急
手

術
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

病
床

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

腹
腔

鏡
下

仙
骨

膣
固

定
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

た
場

合
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
、

泌
尿

器
科

、
放

射
線

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
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腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
9
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

に
係

る
届

出
 

ア
 
 
腹

腔
鏡

下
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
6
9
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

イ
 
 
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
7
の

1
0
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
 

腹
腔

鏡
下

小
切

開
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
の

施
設

基
準

及
び

届
出

に
関

す
る

事
項

は
、

第
7
7
の

９
の

１
腹

腔
鏡

下
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
の

例
に

よ
る

。
 

 第
7
7
の

1
1
 

人
工

尿
道

括
約

筋
植

込
・

置
換

術
 

１
 

人
工

尿
道

括
約

筋
植

込
・

置
換

術
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

泌
尿

器
科

を
標

榜
し

て
い

る
医

療
機

関
で

あ
り

、
泌

尿
器

科
に

お
い

て
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
少

な
く

と
も

１
名

は
、

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

緊
急

手
術

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

人
工

尿
道

括
約

筋
植

込
・

置
換

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
6
9
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
7
7
の

1
2
 

焦
点

式
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
超

音
波

療
法

 

１
 

焦
点

式
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
超

音
波

療
法

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

泌
尿

器
科

を
標

榜
し

て
い

る
病

院
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

手
術

を
主

と
し

て
実

施
す

る
医

師
及

び
補

助
を

行
う

医
師

と
し

て
そ

れ
ぞ

れ
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

泌
尿

器
科

の
医

師
（

当
該

診
療

科
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

当
該

手
術

が
５

例
以

上
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

焦
点

式
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
超

音
波

療
法

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
7
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
7
8
 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
 

１
 

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
前

立
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

又
は

腹
腔

鏡
下

前
立

腺
悪

性
腫

瘍
手

術
を

、
１

年
間

に
合

わ
せ

て
1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

が
、

泌
尿

器
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

医
療

機
関

で
あ

り
、

泌
尿

器
科

に
お

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
１

名
は

少
な

く

と
も

1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

腹
腔

鏡
を

用
い

る
手

術
に

つ
い

て
十

分
な

経
験

を
有

す
る

医
師

が
配

置
さ

れ
て

お
り

、
当

該
手

術
に

習
熟

し
た

医
師

の
指

導
の

下
に

、
当

該
手

術
を

術
者

と
し

て
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
泌

尿
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(
５

)
 
 
緊

急
手

術
が

実
施

可
能

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６

)
 
 
常

勤
の

臨
床

工
学

技
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
７

)
 
 
当

該
療

養
に

用
い

る
機

器
に

つ
い

て
、

適
切

に
保

守
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９

)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１

)
 
 
腹

腔
鏡

下
膣

式
子

宮
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の

様
式

5
2
及

び
様

式
8
7
の

1
9
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 
 
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
8
の

３
の

２
 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

 

１
 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
限

る
。

）
の

施
設

基
準

 
 
 

(
１

)
 

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
に

つ
い

て
合

わ
せ

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

し
、

開
腹

の
子

宮
悪

性
腫

瘍
手

術
に

つ
い

て
2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

、
腹

腔
鏡

下
腟

式
子

宮
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る

場
合

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

及
び

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が

ん
に

限
る

。
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

術
者

と
し

て
５

例
以

上
実

施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

に
お

い
て

、
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

常
勤

の
麻

酔
科

標
榜

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

常
勤

の
病

理
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

又
は

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
対

し
て

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

を
含

む
。

）
が

１
年

間
に

合
わ

せ
て

2
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７

)
 
 
緊

急
手

術
が

可
能

な
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
８

)
 
 
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
指

針
に

基
づ

き
、

当
該

手
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
頸

が
ん

に
限

る
。

）
の

施
設

基
準

 
 
 

(
１

)
 
 
産

婦
人

科
又

は
婦

人
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
に

つ
い

て
合

わ
せ

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

し
、

開
腹

の
子

宮
悪

性
腫

瘍
手

術
に

つ
い

て
2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

、
腹

腔
鏡

下
腟

式
子

宮
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る

場
合

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

及
び

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
頸

が

ん
に

限
る

。
）

に
つ

い
て

術
者

と
し

て
３

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

に
お

い
て

、
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

常
勤

の
麻

酔
科

標
榜

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

常
勤

の
病

理
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

又
は

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
対

し
て

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

を
含

む
。

）
が

１
年

間
に

合
わ

せ
て

2
0
例

以
上

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７

)
 
 
緊

急
手

術
が

可
能

な
体

制
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
８

)
 
 
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
指

針
に

基
づ

き
、

当
該

手
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
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(
２
)
 

以
下

の
ア

か
ら

ウ
ま

で
の

手
術

に
つ

い
て

、
イ

の
手

術
を

３
例

以
上

含
む

、
合

わ
せ

て
1
0
例

以
上

を
術

者
と

し
て

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

腹
腔

鏡
下

膀
胱

悪
性

腫
瘍

手
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

仙
骨

膣
固

定
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

た
場

合
）

 

ウ
 

腹
腔

鏡
下

膣
式

子
宮

全
摘

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
膀

胱
瘤

、
膀

胱
悪

性
腫

瘍
、

子
宮

脱
又

は
子

宮
腫

瘍
に

係
る

手
術

を
合

わ
せ

て
年

間
3
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
こ

の
う

ち
腹

腔
鏡

下
仙

骨
膣

固
定

術
を

年
５

例
以

上
実

施
し

て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

産
婦

人
科

、
婦

人
科

又
は

泌
尿

器
科

に
つ

い
て

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

１
名

以
上

が
産

婦
人

科
、

婦
人

科
又

は
泌

尿
器

科
に

つ
い

て

1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５
)
 
 
麻

酔
科

標
榜

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

緊
急

手
術

が
実

施
可

能
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
７
)
 

常
勤

の
臨

床
工

学
技

士
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
８
)
 

当
該

療
養

に
用

い
る

機
器

に
つ

い
て

、
適

切
に

保
守

管
理

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
当

該
手

術
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

３
届

出
に

関
す

る
事

項
 

(
１
)
 

腹
腔

鏡
下

仙
骨

膣
固

定
手

術
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
7
1
の

１
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

腹
腔

鏡
下

仙
骨

膣
固

定
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
7
1
の

１
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

腹
腔

鏡
下

仙
骨

膣
固

定
手

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
を

行
う

場
合

は
、

当
該

手
術

に
用

い
る

機
器

の
保

守
管

理
の

計
画

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
7
8
の

３
 

腹
腔

鏡
下

膣
式

子
宮

全
摘

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
 

１
 
 
腹

腔
鏡

下
膣

式
子

宮
全

摘
術

（
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

腹
腔

鏡
下

膣
式

子
宮

全
摘

術
（

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
を

術
者

と
し

て
５

例
以

上
実

施
し

た
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
か

ら
エ

ま
で

の
手

術
を

年
間

3
0
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、

こ
の

う
ち

イ
手

術
を

年
間

1
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

子
宮

全
摘

術
 

イ
 

腹
腔

鏡
下

膣
式

子
宮

全
摘

術
 

ウ
 

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

 

エ
 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

 

(
４
)
 
 
産

婦
人

科
又

は
婦

人
科

に
つ

い
て

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有

し
て

い
る

こ
と

。
 

（ ）（ ） 951950

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
３
)
 

倫
理

委
員

会
の

開
催

要
綱

（
運

営
規

定
等

）
の

写
し

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
7
8
の

５
 

胎
児

胸
腔

・
羊

水
腔

シ
ャ

ン
ト

術
（

一
連

に
つ

き
）

 

１
 

胎
児

胸
腔

・
羊

水
腔

シ
ャ

ン
ト

術
（

一
連

に
つ

き
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

産
科

又
は

産
婦

人
科

、
小

児
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
診

療
科

に
お

い
て

２
名

以
上

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

医
師

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

５
例

以
上

の
胎

児
胸

水
症

例
を

経
験

し
た

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

３
」

総
合

周
産

期
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
又

は
緊

急
帝

王
切

開
に

対
応

で
き

る
体

制
を

有
し

て
お

り
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

２
」

新
生

児
特

定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
届

出
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

胎
児

胸
腔

・
羊

水
腔

シ
ャ

ン
ト

術
（

一
連

に
つ

き
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
7
1
の

４

を
用

い
る

こ
と

。
 

 

第
7
8
の

５
の

２
 

無
心

体
双

胎
焼

灼
術

（
一

連
に

つ
き

）
 

１
 

無
心

体
双

胎
焼

灼
術

の
施

設
基

準
 
 
 

(
１
)
 

産
科

又
は

産
婦

人
科

、
小

児
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
無

心
体

双
胎

に
関

す
る

十
分

な
経

験
を

有
し

た
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

３
」

総
合

周
産

期
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
又

は
緊

急
帝

王
切

開
に

対
応

で
き

る
体

制
を

有
し

て
お

り
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

２
」

新
生

児
特

定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
届

出
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

倫
理

委
員

会
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

必
要

な
と

き
は

事
前

に
開

催
す

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

無
心

体
双

胎
焼

灼
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

7
1
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

医
師

が
経

験
し

た
当

該
手

術
の

症
例

数
が

分
か

る
書

類
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

倫
理

委
員

会
の

開
催

要
綱

（
運

営
規

定
等

）
の

写
し

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
7
8
の

５
の

３
 

胎
児

輸
血

術
（

一
連

に
つ

き
）

 

１
 

胎
児

輸
血

術
（

一
連

に
つ

き
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

産
科

又
は

産
婦

人
科

、
小

児
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
診

療
科

に
お

い
て

２
名

以
上

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

以
上

は
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

医
師

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

超
音

波
ガ

イ
ド

下
の

胎
児

治
療

に
十

分
な

治
療

経
験

を
有

し
、

２
例

以
上

の
臍

帯
穿

刺
又

は
胎

児
輸

血
を

経
験

し
た

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

３
」

総
合

周
産

期
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
又

は
緊

急
帝

王
切

開
に

対
応

で
き

る
体

制
を

有
し

て
お

り
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

２
」

新
生

児
特

定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
届

出
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

胎
児

輸
血

術
（

一
連

に
つ

き
）

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
7
1
の

４
を

用
い

る
こ

と
。
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３
 
 
腹

腔
鏡

下
子

宮
悪

性
腫

瘍
手

術
（

子
宮

体
が

ん
に

対
し

て
内

視
鏡

手
術

用
支

援
機

器
を

用
い

る
場

合
）

の
施

設

基
準

 

(
１
)
 

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
、

放
射

線
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
対

し
て

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
を

術
者

と
し

て
、
1
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
以

下
の

ア
又

は
イ

の
手

術
を

年
間

2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

お
り

、

こ
の

う
ち

イ
の

手
術

を
年

間
５

例
以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

 

イ
 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

 

(
４
)
 
 
産

婦
人

科
又

は
婦

人
科

に
つ

い
て

専
門

の
知

識
及

び
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
以

上
が

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有

す
る

こ
と

。
 

(
５
)
 
 
緊

急
手

術
が

実
施

可
能

な
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 
 
常

勤
の

臨
床

工
学

技
士

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
７
)
 
 
当

該
療

養
に

用
い

る
機

器
に

つ
い

て
、

適
切

に
保

守
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

(
９
)
 
関

係
学

会
か

ら
示

さ
れ

て
い

る
指

針
に

基
づ

き
、

当
該

手
術

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

４
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
限

る
。

）
及

び
腹

腔
鏡

下
子

宮
悪

性
腫

瘍
手

術
（

子
宮

頸
が

ん
に

限
る

。
）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
7
1
の

２
を

、
腹

腔
鏡

下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
対

し
て

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）
の

施
設

基
準

に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
7
1
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
子

宮
体

が
ん

に
対

し
て

内
視

鏡
手

術
用

支
援

機
器

を
用

い
る

場
合

）

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

を
行

う
場

合
は

、
当

該
手

術
に

用
い

る
機

器
の

保
守

管
理

の
計

画
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 第
7
8
の

４
 

内
視

鏡
的

胎
盤

吻
合

血
管

レ
ー

ザ
ー

焼
灼

術
 

１
 

内
視

鏡
的

胎
盤

吻
合

血
管

レ
ー

ザ
ー

焼
灼

術
の

施
設

基
準

 
 
 

(
１
)
 

産
科

又
は

産
婦

人
科

、
小

児
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
双

胎
間

輸
血

症
候

群
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

し
た

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

３
」

総
合

周
産

期
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
又

は
緊

急
帝

王
切

開
に

対
応

で
き

る
体

制
を

有
し

て
お

り
、

区
分

番
号

「
Ａ

３
０

２
」

新
生

児
特

定

集
中

治
療

室
管

理
料

の
届

出
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

倫
理

委
員

会
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

必
要

な
と

き
は

事
前

に
開

催
す

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

内
視

鏡
的

胎
盤

吻
合

血
管

レ
ー

ザ
ー

焼
灼

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
7
1
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

医
師

が
経

験
し

た
当

該
手

術
の

症
例

数
が

分
か

る
書

類
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

（ ）（ ） 953952

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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除
去

術
（

表
在

性
）

、
眼

窩
内

異
物

除
去

術
（

深
在

性
）

、
眼

筋
移

動
術

、
毛

様
体

腫
瘍

切
除

術
及

び
脈

絡
膜

腫
瘍

切
除

術
を

い
う

。
）

 

ウ
 

鼓
室

形
成

手
術

等
（

鼓
室

形
成

手
術

、
内

耳
窓

閉
鎖

術
、

経
耳

的
聴

神
経

腫
瘍

摘
出

術
及

び
経

迷
路

的

内
耳

道
開

放
術

を
い

う
。

）
 

エ
 

肺
悪

性
腫

瘍
手

術
等

（
肺

悪
性

腫
瘍

手
術

、
胸

腔
鏡

下
肺

悪
性

腫
瘍

手
術

、
肺

切
除

術
、

胸
壁

悪
性

腫

瘍
摘

出
術

、
醸

膿
胸

膜
、

胸
膜

胼
胝

切
除

術
（

通
常

の
も

の
と

胸
腔

鏡
下

の
も

の
）

、
胸

膜
外

肺
剥

皮

術
、

胸
腔

鏡
下

膿
胸

腔
掻

爬
術

、
膿

胸
腔

有
茎

筋
肉

弁
充

填
術

、
膿

胸
腔

有
茎

大
網

充
填

術
、

胸
郭

形
成

手
術

（
膿

胸
手

術
の

場
合

）
及

び
気

管
支

形
成

手
術

を
い

う
。

）
 

オ
 

経
皮

的
カ

テ
ー

テ
ル

心
筋

焼
灼

術
、

肺
静

脈
隔

離
術

 

(
２

)
 

区
分

２
に

分
類

さ
れ

る
手

術
 

ア
 

靱
帯

断
裂

形
成

手
術

等
（

靱
帯

断
裂

形
成

手
術

、
関

節
鏡

下
靱

帯
断

裂
形

成
手

術
、

観
血

的
関

節
授

動

術
、

関
節

鏡
下

関
節

授
動

術
、

骨
悪

性
腫

瘍
手

術
及

び
脊

椎
、

骨
盤

悪
性

腫
瘍

手
術

を
い

う
。

）
 

イ
 

水
頭

症
手

術
等

（
水

頭
症

手
術

、
髄

液
シ

ャ
ン

ト
抜

去
術

、
脳

血
管

内
手

術
及

び
経

皮
的

脳
血

管
形

成

術
を

い
う

。
）

 

ウ
 

鼻
副

鼻
腔

悪
性

腫
瘍

手
術

等
（

涙
囊

鼻
腔

吻
合

術
、

鼻
副

鼻
腔

悪
性

腫
瘍

手
術

及
び

上
咽

頭
悪

性
腫

瘍

手
術

を
い

う
。

）
 

エ
 

尿
道

形
成

手
術

等
（

尿
道

下
裂

形
成

手
術

、
陰

茎
形

成
術

、
前

立
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

、
尿

道
上

裂
形

成

手
術

、
尿

道
形

成
手

術
、

経
皮

的
尿

路
結

石
除

去
術

、
経

皮
的

腎
盂

腫
瘍

切
除

術
、

膀
胱

単
純

摘
除

術
及

び
膀

胱
悪

性
腫

瘍
手

術
（

経
尿

道
的

手
術

を
除

く
。

）
を

い
う

。
）

 

オ
 

角
膜

移
植

術
 

カ
 

肝
切

除
術

等
（

肝
切

除
術

、
腹

腔
鏡

下
肝

切
除

術
、

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

膵
頭

部
腫

瘍

切
除

術
、

膵
頭

部
腫

瘍
切

除
術

、
骨

盤
内

臓
全

摘
術

、
胆

管
悪

性
腫

瘍
手

術
、

肝
門

部
胆

管
悪

性
腫

瘍
手

術
及

び
副

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
を

い
う

。
）

 

キ
 

子
宮

附
属

器
悪

性
腫

瘍
手

術
等

（
子

宮
附

属
器

悪
性

腫
瘍

手
術

（
両

側
）

、
卵

管
鏡

下
卵

管
形

成
術

、

腟
壁

悪
性

腫
瘍

手
術

、
造

腟
術

、
腟

閉
鎖

症
術

（
拡

張
器

利
用

に
よ

る
も

の
を

除
く

。
）

、
女

子
外

性
器

悪
性

腫
瘍

手
術

及
び

子
宮

鏡
下

子
宮

内
膜

焼
灼

術
を

い
う

。
）

 

(
３

)
 

区
分

３
に

分
類

さ
れ

る
手

術
 

ア
 

上
顎

骨
形

成
術

等
（

顔
面

神
経

麻
痺

形
成

手
術

、
上

顎
骨

形
成

術
、

頬
骨

変
形

治
癒

骨
折

矯
正

術
及

び

顔
面

多
発

骨
折

観
血

的
手

術
を

い
う

。
）

 

イ
 

上
顎

骨
悪

性
腫

瘍
手

術
等

（
耳

下
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

、
上

顎
骨

悪
性

腫
瘍

手
術

、
喉

頭
、

下
咽

頭
悪

性

腫
瘍

手
術

、
舌

悪
性

腫
瘍

手
術

及
び

口
腔

、
顎

、
顔

面
悪

性
腫

瘍
切

除
術

を
い

う
。

）
 

ウ
 

バ
セ

ド
ウ

甲
状

腺
全

摘
（

亜
全

摘
）

術
（

両
葉

）
 

エ
 

母
指

化
手

術
等

（
自

家
遊

離
複

合
組

織
移

植
術

（
顕

微
鏡

下
血

管
柄

付
き

の
も

の
）

、
神

経
血

管
柄

付

植
皮

術
（

手
・

足
）

、
母

指
化

手
術

及
び

指
移

植
手

術
を

い
う

。
）

 

オ
 

内
反

足
手

術
等

（
内

反
足

手
術

及
び

先
天

性
気

管
狭

窄
症

手
術

を
い

う
。

）
 

カ
 

食
道

切
除

再
建

術
等

（
食

道
切

除
再

建
術

、
食

道
腫

瘍
摘

出
術

（
開

胸
又

は
開

腹
手

術
に

よ
る

も
の

、

腹
腔

鏡
下

、
縦

隔
鏡

下
又

は
胸

腔
鏡

下
に

よ
る

も
の

）
、

食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

（
単

に
切

除
の

み
の

も

の
）

、
食

道
悪

性
腫

瘍
手

術
（

消
化

管
再

建
手

術
を

併
施

す
る

も
の

）
、

食
道

切
除

後
２

次
的

再
建

術
、

食
道

裂
孔

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

及
び

腹
腔

鏡
下

食
道

裂
孔

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

を
い

う
。

）
 

キ
 

同
種

死
体

腎
移

植
術

等
（

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
、

腹
腔

鏡
下

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
、

同
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第
7
8
の

６
 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
４

（
性

同
一

性
障

害
の

患
者

に
対

し
て

行
う

も
の

に
限

る
。

）
に

掲
げ

る
手

術
 

１
 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
４

（
性

同
一

性
障

害
の

患
者

に
対

し
て

行
う

も
の

に
限

る
。

）
に

掲
げ

る
手

術
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

形
成

外
科

、
泌

尿
器

科
又

は
産

婦
人

科
を

標
榜

す
る

一
般

病
床

を
有

す
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
関

連
学

会
が

認
定

す
る

常
勤

又
は

非
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
 

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
医

科
点

数
表

第
２

章
第

1
0
部

手
術

の
通

則
４

（
性

同
一

性
障

害
の

患

者
に

対
し

て
行

う
も

の
に

限
る

。
）

に
掲

げ
る

手
術

を
合

わ
せ

て
2
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
た

だ

し
、

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
形

成
外

科
、

泌
尿

器
科

又
は

産
婦

人
科

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験

を
有

し
当

該
手

術
を

合
わ

せ
て

2
0
例

以
上

実
施

し
た

経
験

を
有

す
る

関
連

学
会

が
認

定
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

(
４
)
 

関
連

学
会

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

遵
守

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

当
該

手
術

を
実

施
す

る
患

者
に

つ
い

て
、

関
連

学
会

と
連

携
の

上
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

の
決

定
及

び
術

後
の

管
理

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
４

（
性

同
一

性
障

害
の

患
者

に
対

し
て

行
う

も
の

に
限

る
。

）
に

掲
げ

る
手

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
8
7
の

2
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
7
9
 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

５
及

び
６

（
歯

科
点

数
表

第
２

章
第

９
部

手
術

の
通

則
４

を
含

む
。

）
に

掲
げ

る
手

術
 

 
１

 
手

術
を

受
け

る
全

て
の

患
者

に
対

し
て

、
当

該
手

術
の

内
容

、
合

併
症

及
び

予
後

等
を

文
書

を
用

い
て

詳
し

く

説
明

を
行

い
、

併
せ

て
、

患
者

か
ら

要
望

の
あ

っ
た

場
合

、
そ

の
都

度
手

術
に

関
し

て
十

分
な

情
報

を
提

供
す

る

こ
と

。
 

 
２

 
患

者
へ

の
説

明
を

要
す

る
全

て
の

手
術

と
は

、
手

術
の

施
設

基
準

を
設

定
さ

れ
て

い
る

手
術

だ
け

で
は

な
く

、

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

行
わ

れ
る

全
て

の
手

術
を

対
象

と
す

る
。

 

 
 

 
な

お
、

患
者

へ
の

説
明

は
、

図
、

画
像

、
映

像
、

模
型

等
を

用
い

て
行

う
こ

と
も

可
能

で
あ

る
が

、
説

明
し

た

内
容

に
つ

い
て

は
文

書
（

書
式

様
式

は
自

由
）

で
交

付
、

診
療

録
に

添
付

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
患

者

へ
の

説
明

が
困

難
な

状
況

に
あ

っ
て

は
、

事
後

の
説

明
又

は
家

族
等

関
係

者
に

説
明

を
行

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

た
だ

し
、

そ
の

旨
を

診
療

録
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

 
３

 
当

該
手

術
に

つ
い

て
、

以
下

の
区

分
ご

と
に

前
年

（
１

月
か

ら
1
2
月

ま
で

）
の

手
術

件
数

を
院

内
掲

示
す

る

こ
と

。
 

(
１
)
 

区
分

１
に

分
類

さ
れ

る
手

術
 

ア
 

頭
蓋

内
腫

瘤
摘

出
術

等
（

頭
蓋

内
腫

瘤
摘

出
術

、
頭

蓋
内

腫
瘍

摘
出

術
、

経
鼻

的
下

垂
体

腫
瘍

摘
出

術
、

脳
動

脈
瘤

被
包

術
、

脳
動

脈
瘤

流
入

血
管

ク
リ

ッ
ピ

ン
グ

、
脳

動
脈

瘤
頸

部
ク

リ
ッ

ピ
ン

グ
、

広
範

囲
頭

蓋
底

腫
瘍

切
除

・
再

建
術

、
機

能
的

定
位

脳
手

術
、

顕
微

鏡
使

用
に

よ
る

て
ん

か
ん

手
術

、
脳

刺
激

装
置

植
込

術
、

脊
髄

刺
激

装
置

植
込

術
、

脊
髄

刺
激

装
置

交
換

術
及

び
脳

神
経

手
術

（
開

頭
し

て
行

う
も

の
）

を
い

う
。

）
 

イ
 

黄
斑

下
手

術
等

（
黄

斑
下

手
術

、
硝

子
体

茎
顕

微
鏡

下
離

断
術

、
増

殖
性

硝
子

体
網

膜
症

手
術

、
眼

窩

内
腫

瘍
摘

出
術

（
表

在
性

）
、

眼
窩

内
腫

瘍
摘

出
術

（
深

在
性

）
、

眼
窩

悪
性

腫
瘍

手
術

、
眼

窩
内

異
物

（ ）（ ） 953952

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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（
心

室
中

隔
造

成
術

）
、

大
血

管
転

位
症

手
術

、
左

心
低

形
成

症
候

群
手

術
（

ノ
ル

ウ
ッ

ド
手

術
）

、
先

天
性

胆
道

閉
鎖

症
手

術
、

肝
切

除
術

、
鎖

肛
手

術
（

仙
骨

会
陰

式
及

び
腹

会
陰

式
並

び
に

腹
仙

骨
式

）
、

仙
尾

部
奇

形
腫

手
術

、
副

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
及

び
腎

（
尿

管
）

悪
性

腫
瘍

手
術

（
以

下
「

乳
児

外
科

施
設

基
準

対
象

手
術

」
と

い
う

。
）

に
関

す
る

施
設

基
準

 

ウ
 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
移

植
術

及
び

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
交

換
術

 

エ
 

冠
動

脈
、

大
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
術

（
人

工
心

肺
を

使
用

し
な

い
も

の
を

含
む

。
）

及
び

体
外

循
環

を

要
す

る
手

術
 

オ
 

経
皮

的
冠

動
脈

形
成

術
、

経
皮

的
冠

動
脈

粥
腫

切
除

術
及

び
経

皮
的

冠
動

脈
ス

テ
ン

ト
留

置
術

 

４
 

同
種

死
体

腎
移

植
術

等
（

移
植

用
腎

採
取

術
(
生

体
)
、

腹
腔

鏡
下

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
、

同
種

死
体

腎

移
植

術
及

び
生

体
腎

移
植

術
を

い
う

。
）

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

臓
器

の
移

植
に

関
す

る
法

律
の

運
用

に
関

す

る
指

針
（

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
、

世
界

保
健

機
関

「
ヒ

ト
臓

器
移

植
に

関
す

る
指

針
」

、
国

際
移

植
学

会
倫

理
指

針
、

日
本

移
植

学
会

倫
理

指
針

、
日

本
移

植
学

会
「

生
体

腎
移

植
実

施
ま

で
の

手
順

」
を

遵
守

し
て

い
る

こ
と

。
 

５
 

３
の
(
１
)
区

分
１

か
ら
(
３
)
区

分
３

ま
で

に
分

類
さ

れ
る

手
術

で
あ

っ
て

胸
腔

鏡
又

は
腹

腔
鏡

を
用

い
る

手
術

及
び

３
の
(
４
)
区

分
４

に
分

類
さ

れ
る

手
術

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
こ

と
。

 

(
１
)
 

速
や

か
に

開
胸

手
術

や
開

腹
手

術
に

移
行

で
き

る
体

制
を

整
え

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

踏
ま

え
、

手
術

適
応

等
の

治
療

方
針

に
つ

い
て

の
検

討
を

適
切

に
実

施
す

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

胸
腔

鏡
又

は
腹

腔
鏡

を
用

い
る

手
術

に
つ

い
て

十
分

な
経

験
を

有
す

る
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

６
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

当
該

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
く

、
特

に
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
届

出
を

行
う

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

(
２
)
 

同
種

死
体

腎
移

植
術

等
（

移
植

用
腎

採
取

術
(
生

体
)
 
、

腹
腔

鏡
下

移
植

用
腎

採
取

術
（

生
体

）
、

同
種

死
体

腎
移

植
術

及
び

生
体

腎
移

植
術

を
い

う
。

）
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
臓

器
の

移
植

に
関

す
る

法
律

の

運
用

に
関

す
る

指
針

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

、
世

界
保

健
機

関
「

ヒ
ト

臓
器

移
植

に
関

す
る

指
針

」
、

国
際

移

植
学

会
倫

理
指

針
、

日
本

移
植

学
会

倫
理

指
針

、
日

本
移

植
学

会
「

生
体

腎
移

植
実

施
ま

で
の

手
順

」
を

遵

守
す

る
旨

の
文

書
（

様
式

任
意

）
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 

第
7
9
の

２
 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
2
並

び
に

歯
科

点
数

表
第

２
章

第
９

部
手

術
の

通
則

の

９
に

掲
げ

る
手

術
の

休
日

加
算

１
、

時
間

外
加

算
１

及
び

深
夜

加
算

１
の

施
設

基
準

 

手
術

の
休

日
加

算
１

、
時

間
外

加
算

１
及

び
深

夜
加

算
１

の
施

設
基

準
及

び
届

出
に

関
す

る
事

項
は

、
第

5

6
の

２
処

置
の

休
日

加
算

１
、

時
間

外
加

算
１

及
び

深
夜

加
算

１
の

例
に

よ
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

同
１

中
「

処
置

」
と

あ
る

の
は

、
「

手
術

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
第

7
9
の

３
 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
6
に

掲
げ

る
手

術
 

１
 

該
当

し
な

い
場

合
は

所
定

点
数

の
1
0
0
分

の
8
0
に

相
当

す
る

点
数

を
算

定
す

る
こ

と
と

な
る

施
設

基
準

 

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
こ

と
。

 

(
１
)
 

胃
瘻

造
設

術
（

内
視

鏡
下

胃
瘻

造
設

術
、

腹
腔

鏡
下

胃
瘻

造
設

術
を

含
む

。
）

（
以

下
「

胃
瘻

造
設

術
」

と
い

う
。

）
を

実
施

し
た

症
例

数
（

区
分

番
号

「
Ｋ

６
６

４
－

３
」

薬
剤

投
与

用
胃

瘻
造

設
術

の
症

例
数

及

び
頭

頸
部

悪
性

腫
瘍

患
者

に
対

し
て

行
っ

た
胃

瘻
造

設
術

の
症

例
数

を
除

く
。

た
だ

し
、

薬
剤

投
与

用
の

胃

瘻
か

ら
栄

養
剤

投
与

を
行

っ
た

場
合

は
、

そ
の

時
点

で
当

該
症

例
数

に
計

上
す

る
。

）
が

１
年

間
に

5
0
未
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種
死

体
腎

移
植

術
及

び
生

体
腎

移
植

術
を

い
う

。
）

 

(
４
)
 

区
分

４
に

分
類

さ
れ

る
手

術
 

胸
腔

鏡
下

交
感

神
経

節
切

除
術

（
両

側
）

、
漏

斗
胸

手
術

（
胸

腔
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
胸

腔
鏡

下
試

験
開

胸
術

、
胸

腔
鏡

下
試

験
切

除
術

、
胸

腔
鏡

下
胸

管
結

紮
術

（
乳

糜
胸

手
術

）
、

胸
腔

鏡
下

縦
隔

切
開

術
、

胸

腔
鏡

下
拡

大
胸

腺
摘

出
術

、
胸

腔
鏡

下
縦

隔
悪

性
腫

瘍
手

術
、

胸
腔

鏡
下

肺
切

除
術

、
胸

腔
鏡

下
良

性
縦

隔

腫
瘍

手
術

、
胸

腔
鏡

下
良

性
胸

壁
腫

瘍
手

術
、

胸
腔

鏡
下

肺
縫

縮
術

、
胸

腔
鏡

下
食

道
憩

室
切

除
術

、
腹

腔

鏡
下

食
道

憩
室

切
除

術
、

胸
腔

鏡
下

先
天

性
食

道
閉

鎖
症

根
治

手
術

、
胸

腔
鏡

下
食

道
悪

性
腫

瘍
手

術
、

縦

隔
鏡

下
食

道
悪

性
腫

瘍
手

術
、

腹
腔

鏡
下

食
道

ア
カ

ラ
シ

ア
形

成
手

術
、

腹
腔

鏡
下

食
道

静
脈

瘤
手

術
（

胃

上
部

血
行

遮
断

術
）

、
胸

腔
鏡

下
（

腹
腔

鏡
下

を
含

む
。

）
横

隔
膜

縫
合

術
、

胸
腔

鏡
下

心
膜

開
窓

術
、

腹

腔
鏡

下
リ

ン
パ

節
群

郭
清

術
（

骨
盤

に
限

る
。

）
、

腹
腔

鏡
下

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

、
腹

腔
鏡

下
鼠

径
ヘ

ル
ニ

ア

手
術

（
両

側
）

、
腹

腔
鏡

下
試

験
開

腹
術

、
腹

腔
鏡

下
試

験
切

除
術

、
腹

腔
鏡

下
汎

発
性

腹
膜

炎
手

術
、

腹

腔
鏡

下
大

網
、

腸
間

膜
、

後
腹

膜
腫

瘍
摘

出
術

、
腹

腔
鏡

下
胃

、
十

二
指

腸
潰

瘍
穿

孔
縫

合
術

、
腹

腔
鏡

下

胃
吊

上
げ

固
定

術
（

胃
下

垂
症

手
術

）
、

胃
捻

転
症

手
術

、
腹

腔
鏡

下
胃

局
所

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

胃
切

除

術
、

腹
腔

鏡
下

噴
門

側
胃

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

胃
全

摘
術

、
腹

腔
鏡

下
食

道
下

部
迷

走
神

経
切

断
術

（
幹

迷

切
）

、
腹

腔
鏡

下
食

道
下

部
迷

走
神

経
選

択
的

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

胃
腸

吻
合

術
、

腹
腔

鏡
下

幽
門

形
成

術
、

腹
腔

鏡
下

噴
門

形
成

術
、

腹
腔

鏡
下

食
道

噴
門

部
縫

縮
術

、
腹

腔
鏡

下
胆

管
切

開
結

石
摘

出
術

、
腹

腔

鏡
下

胆
嚢

摘
出

術
、

腹
腔

鏡
下

総
胆

管
拡

張
症

手
術

、
腹

腔
鏡

下
肝

嚢
胞

切
開

術
、

腹
腔

鏡
下

脾
固

定
術

、

腹
腔

鏡
下

脾
摘

出
術

、
腹

腔
鏡

下
腸

管
癒

着
剥

離
術

、
腹

腔
鏡

下
腸

重
積

症
整

復
術

、
腹

腔
鏡

下
小

腸
切

除

術
、

腹
腔

鏡
下

虫
垂

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

結
腸

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

結
腸

悪
性

腫
瘍

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

全

結
腸

・
直

腸
切

除
嚢

肛
門

吻
合

術
、

腹
腔

鏡
下

人
工

肛
門

造
設

術
、

腹
腔

鏡
下

腸
瘻

、
虫

垂
瘻

造
設

術
、

腹

腔
鏡

下
腸

閉
鎖

症
手

術
、

腹
腔

鏡
下

人
工

肛
門

閉
鎖

術
（

悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

直
腸

切
除

術
後

の
も

の
に

限

る
。

）
、

腹
腔

鏡
下

腸
回

転
異

常
症

手
術

、
腹

腔
鏡

下
先

天
性

巨
大

結
腸

症
手

術
、

腹
腔

鏡
下

直
腸

切
除

・

切
断

術
、

腹
腔

鏡
下

直
腸

脱
手

術
、

腹
腔

鏡
下

鎖
肛

手
術

（
腹

会
陰

、
腹

仙
骨

式
）

、
腹

腔
鏡

下
副

腎
摘

出

術
、

腹
腔

鏡
下

副
腎

髄
質

腫
瘍

摘
出

術
（

褐
色

細
胞

腫
）

、
腹

腔
鏡

下
副

腎
悪

性
腫

瘍
手

術
、

腹
腔

鏡
下

腎

部
分

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

腎
嚢

胞
切

除
縮

小
術

、
腹

腔
鏡

下
腎

嚢
胞

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

腎
摘

出
術

、
腹

腔

鏡
下

腎
（

尿
管

）
悪

性
腫

瘍
手

術
、

腹
腔

鏡
下

腎
盂

形
成

手
術

、
腹

腔
鏡

下
移

植
用

腎
採

取
術

（
生

体
）

、

腹
腔

鏡
下

膀
胱

部
分

切
除

術
、

腹
腔

鏡
下

膀
胱

脱
手

術
、

腹
腔

鏡
下

尿
膜

管
摘

出
術

、
腹

腔
鏡

下
膀

胱
内

手

術
、

腹
腔

鏡
下

尿
失

禁
手

術
、

腹
腔

鏡
下

内
精

巣
静

脈
結

紮
術

、
腹

腔
鏡

下
腹

腔
内

停
留

精
巣

陰
嚢

内
固

定

術
、

腹
腔

鏡
下

造
腟

術
、

腹
腔

鏡
下

子
宮

内
膜

症
病

巣
除

去
術

、
腹

腔
鏡

下
子

宮
筋

腫
摘

出
（

核
出

）
術

、

腹
腔

鏡
下

子
宮

腟
上

部
切

断
術

、
腹

腔
鏡

下
腟

式
子

宮
全

摘
術

、
腹

腔
鏡

下
広

靱
帯

内
腫

瘍
摘

出
術

、
子

宮

附
属

器
癒

着
剥

離
術

（
両

側
）

（
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
卵

巣
部

分
切

除
術

（
腟

式
を

含
む

。
）

（
腹

腔

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

卵
管

結
紮

術
（

腟
式

を
含

む
。

）
（

両
側

）
（

腹
腔

鏡
に

よ
る

も
の

に
限

る
。

）
、

卵

管
口

切
開

術
（

腹
腔

鏡
に

よ
る

も
の

）
、

腹
腔

鏡
下

多
嚢

胞
性

卵
巣

焼
灼

術
、

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

（
両

側
）

（
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
卵

管
全

摘
除

術
、

卵
管

腫
瘤

全
摘

除
術

、
子

宮
卵

管
留

血
腫

手
術

（
両

側
）

（
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
腹

腔
鏡

下
卵

管
形

成
術

、
子

宮
外

妊
娠

手
術

（
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
）

、
性

腺
摘

出
術

（
腹

腔
鏡

に
よ

る
も

の
）

 

(
５
)
 

そ
の

他
の

区
分

 

ア
 

人
工

関
節

置
換

術
 

イ
 

１
歳

未
満

の
乳

児
に

対
す

る
先

天
性

食
道

閉
鎖

症
根

治
手

術
、

胸
腔

鏡
下

先
天

性
食

道
閉

鎖
症

根
治

手

術
、

胸
腹

裂
孔

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

、
経

皮
的

肺
動

脈
穿

通
・

拡
大

術
、

単
心

室
症

又
は

三
尖

弁
閉

鎖
症

手
術

（ ）（ ） 955954

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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で
胃

瘻
造

設
術

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

ウ
 

以
下

の
①

か
ら

⑥
ま

で
の

患
者

は
イ

の
①

の
合

計
数

に
は

含
ま

な
い

も
の

と
す

る
。

 

①
 

鼻
腔

栄
養

を
導

入
し

た
日

又
は

胃
瘻

を
造

設
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内

に
死

亡
し

た
患

者

（
栄

養
方

法
が

経
口

摂
取

の
み

の
状

態
に

回
復

し
た

患
者

を
除

く
。

）
 

②
 

鼻
腔

栄
養

を
導

入
し

た
日

又
は

胃
瘻

を
造

設
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
か

月
以

内
に

栄
養

方
法

が
経

口
摂

取
の

み
で

あ
る

状
態

へ
回

復
し

た
患

者
 

③
 

（
２

）
イ

①
の

（
ア

）
に

該
当

す
る

患
者

で
あ

っ
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

紹
介

さ
れ

た
時

点

で
、

鼻
腔

栄
養

を
導

入
し

た
日

又
は

胃
瘻

を
造

設
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
上

が
経

過
し

て
い

る

患
者

 

④
 

消
化

器
疾

患
等

の
患

者
で

あ
っ

て
、

減
圧

ド
レ

ナ
ー

ジ
目

的
で

胃
瘻

造
設

を
行

う
患

者
 

⑤
 

炎
症

性
腸

疾
患

の
患

者
で

あ
っ

て
、

成
分

栄
養

剤
の

経
路

と
し

て
胃

瘻
造

設
が

必
要

な
患

者
 

⑥
 

食
道

、
胃

噴
門

部
の

狭
窄

、
食

道
穿

孔
等

の
食

道
や

胃
噴

門
部

の
疾

患
に

よ
っ

て
胃

瘻
造

設
が

必
要

な
患

者
 

(
３

)
 

(
２

)
イ

の
①

で
い

う
「

栄
養

方
法

が
経

口
摂

取
の

み
で

あ
る

状
態

」
と

は
、

以
下

の
ア

又
は

イ
の

状
態

を

い
う

。
 

ア
 
 
鼻

腔
栄

養
の

患
者

に
あ

っ
て

は
、

経
鼻

経
管

を
抜

去
し

た
上

で
、

１
か

月
以

上
に

わ
た

っ
て

栄
養

方
法

が
経

口
摂

取
の

み
で

あ
る

状
態

。
 

イ
 

胃
瘻

を
造

設
し

て
い

る
患

者
に

あ
っ

て
は

、
胃

瘻
抜

去
術

又
は

胃
瘻

閉
鎖

術
を

実
施

し
て

お
り

、
か

つ
、

１
か

月
以

上
に

わ
た

っ
て

栄
養

方
法

が
経

口
摂

取
の

み
で

あ
る

状
態

。
 

(
４

)
 

栄
養

方
法

が
経

口
摂

取
で

あ
る

状
態

に
回

復
し

た
日

と
は

、
鼻

腔
栄

養
の

患
者

に
あ

っ
て

は
、

経
鼻

経
管

を
抜

去
し

た
日

、
胃

瘻
の

患
者

に
あ

っ
て

は
、

胃
瘻

抜
去

術
又

は
胃

瘻
閉

鎖
術

を
実

施
し

た
日

と
す

る
。

た

だ
し

、
（

３
）

の
条

件
を

満
た

す
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

胃
瘻

造
設

術
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
4
3
の

４
及

び
様

式
4
3
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
7
9
の

４
 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
9
に

掲
げ

る
手

術
 

 
１

 
乳

房
切

除
術

（
遺

伝
性

乳
癌

卵
巣

癌
症

候
群

の
患

者
に

対
し

て
行

う
も

の
に

限
る

。
）

 

（
１

）
 

乳
腺

外
科

又
は

外
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

お
り

、
乳

腺
外

科
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
医

師
は

医
療

関
係

団
体

が
主

催
す

る

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
に

関
す

る
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
 

（
２

）
 

臨
床

遺
伝

学
の

診
療

に
係

る
経

験
を

３
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

な
お

、
当

該
医

師
は

医
療

関
係

団
体

が
主

催
す

る
遺

伝
性

乳
癌

卵
巣

癌
症

候
群

に
関

す
る

研
修

を
修

了

し
て

い
る

こ
と

。
 

（
３

）
 

乳
房

切
除

術
を

行
う

施
設

に
お

い
て

は
乳

房
Ｍ

Ｒ
Ｉ

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ

と
。

 

（
４

）
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

（
５

）
 

麻
酔

科
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

（
６

）
 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

子
宮

附
属

器
腫

瘍
摘

出
術

（
遺

伝
性

乳
癌

卵
巣

癌
症

候
群

の
患

者
に

対
し

て
行

う
も

の
に

限
る

。
）

手
術

の
施

設
基

準
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満
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

胃
瘻

造
設

術
を

実
施

し
た

症
例

数
（

区
分

番
号

「
Ｋ

６
６

４
－

３
」

薬
剤

投
与

用
胃

瘻
造

設
術

の
症

例
数

及
び

頭
頸

部
悪

性
腫

瘍
患

者
に

対
し

て
行

っ
た

胃
瘻

造
設

術
の

症
例

数
を

除
く

。
た

だ
し

、
薬

剤
投

与
用

の

胃
瘻

か
ら

栄
養

剤
投

与
を

行
っ

た
場

合
は

、
そ

の
時

点
で

当
該

症
例

数
に

計
上

す
る

。
）

が
１

年
間

に
5
0

以
上

で
あ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

以
下

の
ア

又
は

イ
の

い
ず

れ
も

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

胃
瘻

造
設

術
を

行
う

全
て

の
患

者
（

以
下

の
①

か
ら

⑥
ま

で
に

該
当

す

る
患

者
を

除
く

。
）

に
対

し
て

、
事

前
に

嚥
下

造
影

又
は

内
視

鏡
下

嚥
下

機
能

検
査

を
行

っ
て

い
る

こ

と
。

 

①
 

消
化

器
疾

患
等

の
患

者
で

あ
っ

て
、

減
圧

ド
レ

ナ
ー

ジ
目

的
で

胃
瘻

造
設

を
行

う
患

者
 

②
 

炎
症

性
腸

疾
患

の
患

者
で

あ
っ

て
、

成
分

栄
養

剤
の

経
路

と
し

て
胃

瘻
造

設
が

必
要

な
患

者
 

③
 

食
道

、
胃

噴
門

部
の

狭
窄

、
食

道
穿

孔
等

の
食

道
や

胃
噴

門
部

の
疾

患
に

よ
っ

て
胃

瘻
造

設
が

必
要

な
患

者
 

④
 

意
識

障
害

等
が

あ
る

場
合

、
認

知
症

等
で

検
査

上
の

指
示

が
理

解
で

き
な

い
場

合
、

誤
嚥

性
肺

炎
を

繰
り

返
す

場
合

等
嚥

下
造

影
又

は
内

視
鏡

下
嚥

下
機

能
検

査
の

実
施

が
危

険
で

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

患

者
（

た
だ

し
、

意
識

障
害

が
回

復
し

、
安

全
に

嚥
下

造
影

又
は

内
視

鏡
下

嚥
下

機
能

検
査

の
実

施
が

可

能
と

判
断

さ
れ

た
場

合
は

、
速

や
か

に
実

施
す

る
こ

と
。

）
 

⑤
 

顔
面

外
傷

に
よ

り
嚥

下
が

困
難

な
患

者
 

⑥
 

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
、

多
系

統
萎

縮
症

、
脊

髄
小

脳
変

性
症

又
は

６
歳

未
満

の
乳

幼
児

で
あ

っ

て
、

明
ら

か
に

嚥
下

が
困

難
と

判
断

さ
れ

る
患

者
 

イ
 

以
下

の
①

又
は

②
の

い
ず

れ
か

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

①
 

経
口

摂
取

以
外

の
栄

養
方

法
を

使
用

し
て

い
る

患
者

で
あ

っ
て

、
以

下
の

(
ア
)
又

は
(
イ
)
の

い
ず

れ

か
に

該
当

す
る

患
者

（
転

院
又

は
退

院
し

た
患

者
を

含
む

。
）

の
合

計
数

（
ウ

に
該

当
す

る
患

者
を

除

く
。

）
の

３
割

５
分

以
上

に
つ

い
て

、
鼻

腔
栄

養
を

導
入

し
た

日
又

は
胃

瘻
を

造
設

し
た

日
か

ら
起

算

し
て

１
年

以
内

に
栄

養
方

法
が

経
口

摂
取

の
み

で
あ

る
状

態
へ

回
復

さ
せ

て
い

る
こ

と
。

 

(
ア
)
 
他
の
保
険
医

療
機
関

等
か
ら
紹
介
さ
れ
た

患
者
で

、
鼻
腔
栄
養
又
は
胃

瘻
を
使

用
し
て
い

る
者
で
あ
っ
て
、
当

該
保
険

医
療
機
関
に
お
い
て

、
摂
食

機
能
療
法
を
実
施
し

た
患
者

 
(
イ
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

で
新

た
に

鼻
腔

栄
養

を
導

入
又

は
胃

瘻
を

造
設

し
た

患
者

 

②
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

胃
瘻

造
設

術
を

行
う

全
て

の
患

者
に

対
し

て
、

以
下

(
ア
)
及

び
(
イ
)

の
い

ず
れ

も
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
ア
)
 

胃
瘻

造
設

術
を

行
う

患
者

に
対

し
多

職
種

に
よ

る
術

前
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

っ
て

い
る

こ

と
。

な
お

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
出

席
者

に
つ

い
て

は
、

当
該

患
者

を
担

当
す

る
医

師
１

名
、

当

該
手

術
を

実
施

す
る

診
療

科
に

属
す

る
医

師
１

名
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
に

関
す

る
経

験

を
３

年
以

上
有

す
る

医
師

、
耳

鼻
咽

喉
科

に
関

す
る

経
験

を
３

年
以

上
有

す
る

医
師

又
は

神
経

内

科
に

関
す

る
経

験
を

３
年

以
上

有
す

る
医

師
の

う
ち

１
名

の
合

計
３

名
以

上
の

出
席

を
必

須
と

し
、

そ
の

他
歯

科
医

師
、

看
護

師
、

言
語

聴
覚

士
、

管
理

栄
養

士
な

ど
が

参
加

す
る

こ
と

が
望

ま

し
い

。
ま

た
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

し
た

際
に

は
、

当
該

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

概
要

及
び

出

席
者

を
診

療
録

に
記

載
し

て
い

る
こ

と
。

更
に

、
当

該
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
出

席
し

た
医

師
に

つ

い
て

は
、

そ
の

診
療

科
名

及
び

経
験

年
数

も
記

録
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
イ
)
 

胃
瘻

造
設

術
を

行
う

患
者

に
対

し
、

当
該

患
者

の
臨

床
症

状
、

検
査

所
見

及
び

経
口

摂
取

回
復

の
見

込
み

等
を

記
し

た
計

画
書

を
作

成
し

、
本

人
又

は
そ

の
家

族
等

に
十

分
に

説
明

を
行

っ
た

上

（ ）（ ） 955954

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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３
 

輸
血

適
正

使
用

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

「
１

」
の

輸
血

管
理

料
Ⅰ

を
算

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

新
鮮

凍
結

血
漿

（
Ｆ

Ｆ
Ｐ

）
の

使
用

量
を

赤
血

球
濃

厚
液

（
Ｍ

Ａ
Ｐ

）
の

使
用

量
で

除
し

た
値

が
0
.
5
4
未

満
で

あ
り

、
か

つ
、

ア
ル

ブ
ミ

ン
製

剤
の

使
用

量
を

赤
血

球
濃

厚
液

（
Ｍ

Ａ
Ｐ

）
の

使
用

量
で

除
し

た
値

が
２

未
満

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
新

鮮

凍
結

血
漿

（
Ｆ

Ｆ
Ｐ

）
及

び
ア

ル
ブ

ミ
ン

製
剤

の
使

用
量

を
赤

血
球

濃
厚

液
（

Ｍ
Ａ

Ｐ
）

の
使

用
量

で
除

し

た
値

は
次

に
よ

り
算

出
す

る
こ

と
。

 

①
 

赤
血

球
濃

厚
液

（
Ｍ

Ａ
Ｐ

）
の

使
用

量
 

②
 

新
鮮

凍
結

血
漿

（
Ｆ

Ｆ
Ｐ

）
の

全
使

用
量

 

③
 

血
漿

交
換

療
法

に
お

け
る

新
鮮

凍
結

血
漿

（
Ｆ

Ｆ
Ｐ

）
の

使
用

量
 

④
 

ア
ル

ブ
ミ

ン
製

剤
の

使
用

量
 

⑤
 
血

漿
交

換
療

法
に

お
け

る
ア

ル
ブ

ミ
ン

製
剤

の
使

用
量

 

（
②

－
③

／
２

）
／

①
＝

０
．

５
４

未
満

 

（
④

－
⑤

）
／

①
＝

２
未

満
 

(
２
)
 

「
２

」
の

輸
血

管
理

料
Ⅱ

を
算

定
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

新
鮮

凍
結

血
漿

（
Ｆ

Ｆ
Ｐ

）
の

使
用

量
を

赤
血

球
濃

厚
液

（
Ｍ

Ａ
Ｐ

）
の

使
用

量
で

除
し

た
値

が
0
.
2
7
未

満
で

あ
り

、
か

つ
、

ア
ル

ブ
ミ

ン
製

剤
の

使
用

量
を

赤
血

球
濃

厚
液

（
Ｍ

Ａ
Ｐ

）
の

使
用

量
で

除
し

た
値

が
２

未
満

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
新

鮮

凍
結

血
漿

（
Ｆ

Ｆ
Ｐ

）
及

び
ア

ル
ブ

ミ
ン

製
剤

の
使

用
量

を
赤

血
球

濃
厚

液
（

Ｍ
Ａ

Ｐ
）

の
使

用
量

で
除

し

た
値

は
次

に
よ

り
算

出
す

る
こ

と
。

 

①
 

赤
血

球
濃

厚
液

（
Ｍ

Ａ
Ｐ

）
の

使
用

量
 

②
 

新
鮮

凍
結

血
漿

（
Ｆ

Ｆ
Ｐ

）
の

全
使

用
量

 

③
 

血
漿

交
換

療
法

に
お

け
る

新
鮮

凍
結

血
漿

（
Ｆ

Ｆ
Ｐ

）
の

使
用

量
 

④
 

ア
ル

ブ
ミ

ン
製

剤
の

使
用

量
 

⑤
 

血
漿

交
換

療
法

に
お

け
る

ア
ル

ブ
ミ

ン
製

剤
の

使
用

量
 

（
②

－
③

／
２

）
／

①
＝

０
．

２
７

未
満

 

（
④

－
⑤

）
／

①
＝

２
未

満
 

４
 

貯
血

式
自

己
血

輸
血

管
理

体
制

加
算

の
施

設
基

準
 

(
１
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

指
針

に
基

づ
き

、
貯

血
式

自
己

血
輸

血
が

十
分

な
体

制
の

も
と

に
適

正

に
管

理
及

び
保

存
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

関
係

学
会

か
ら

示
さ

れ
た

指
針

の
要

件
を

満
た

し
、

そ
の

旨
が

登
録

さ
れ

て
い

る
常

勤
の

医
師

及
び

看

護
師

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

５
 

輸
血

管
理

料
の

届
出

に
関

す
る

事
項

 

輸
血

管
理

料
Ⅰ

、
Ⅱ

、
輸

血
適

正
使

用
加

算
及

び
貯

血
式

自
己

血
輸

血
管

理
体

制
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

7
3
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
8
0
の

２
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
 

１
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

療
養

に
つ

い
て

専
門

の
知

識
及

び
1
0
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

同
種

移
植

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

体
制

が
十

分
に

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

が
関

係
学

会
に

よ
る

認
定

を
受

け
て

い
る

こ
と

。
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（
１

）
 

産
婦

人
科

又
は

婦
人

科
及

び
麻

酔
科

を
標

榜
し

て
お

り
、

産
婦

人
科

及
び

婦
人

科
腫

瘍
の

専
門

的
な

研
修

の
経

験
を

合
わ

せ
て

６
年

以
上

有
す

る
常

勤
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
医

師

は
医

療
関

係
団

体
が

主
催

す
る

遺
伝

性
乳

癌
卵

巣
癌

症
候

群
に

関
す

る
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
 

（
２

）
 

臨
床

遺
伝

学
の

診
療

に
係

る
経

験
を

３
年

以
上

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

な
お

、
当

該
医

師
は

医
療

関
係

団
体

が
主

催
す

る
遺

伝
性

乳
癌

卵
巣

癌
症

候
群

に
関

す
る

研
修

を
修

了

し
て

い
る

こ
と

。
 

（
３

）
 

病
理

部
門

が
設

置
さ

れ
、

病
理

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

（
４

）
 

麻
酔

科
標

榜
医

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

（
５

）
 

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

医
科

点
数

表
第

２
章

第
1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
9
に

掲
げ

る
手

術
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
8
7
の

2
3
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
0
 

輸
血

管
理

料
 

１
 

輸
血

管
理

料
Ⅰ

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
業

務
全

般
に

関
す

る
責

任
者

と
し

て
専

任
の

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
、

臨
床

検
査

技
師

が
常

時
配

置
さ

れ
て

お
り

、
専

従
の

常
勤

臨
床

検
査

技
師

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
、

輸
血

用
血

液
製

剤
及

び
ア

ル
ブ

ミ
ン

製
剤

（
加

熱
人

血
漿

た
ん

白
を

含
む

。
）

の
一

元
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

次
に

掲
げ

る
輸

血
用

血
液

検
査

が
常

時
実

施
で

き
る

体
制

が
構

築
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

Ａ
Ｂ

Ｏ
血

液
型

、
Ｒ

ｈ
（

Ｄ
）

血
液

型
、

血
液

交
叉

試
験

又
は

間
接

Ｃ
ｏ

ｏ
ｍ

ｂ
ｓ

検
査

、
不

規
則

抗
体

検
査

 

(
５
)
 

輸
血

療
法

委
員

会
が

設
置

さ
れ

、
年

６
回

以
上

開
催

さ
れ

る
と

と
も

に
、

血
液

製
剤

の
使

用
実

態
の

報
告

が
な

さ
れ

る
等

、
輸

血
実

施
に

当
た

っ
て

の
適

正
化

の
取

組
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

輸
血

前
後

の
感

染
症

検
査

の
実

施
又

は
輸

血
前

の
検

体
の

保
存

が
行

わ
れ

、
輸

血
に

係
る

副
作

用
監

視
体

制
が

構
築

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
７
)
 
(
５
)
、
(
６
)
及

び
血

液
製

剤
の

使
用

に
当

た
っ

て
は

、
「

「
輸

血
療

法
の

実
施

に
関

す
る

指
針

」
及

び
 

「
血

液
製

剤
の

使
用

指
針

」
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

」
（

平
成

2
6
年

1
1
月

1
2
日

付
薬

食
発

1
1
1
2
第

1
2

号
厚

生
労

働
省

医
薬

食
品

局
長

通
知

）
を

遵
守

し
適

正
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

特
に

、
血

液
製

剤
の

使

用
に

当
た

っ
て

は
、

投
与

直
前

の
検

査
値

の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

検
査

値
及

び
患

者
の

病

態
を

踏
ま

え
、

そ
の

適
切

な
実

施
に

配
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

輸
血

管
理

料
Ⅱ

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
業

務
全

般
に

責
任

を
有

す
る

常
勤

医
師

を
配

置
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
、

専
任

の
常

勤
臨

床
検

査
技

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
輸

血
用

血
液

製
剤

の
一

元
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４
)
 

輸
血

管
理

料
Ⅰ

の
施

設
基

準
の

う
ち

、
(
４
)
か

ら
(
７
)
ま

で
の

全
て

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

（ ）（ ） 957956

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



 
-
 
22

8
 -
 

第
8
0
の

４
 

人
工

肛
門

・
人

工
膀

胱
造

設
術

前
処

置
加

算
 

１
 

人
工

肛
門

・
人

工
膀

胱
造

設
術

前
処

置
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

人
工

肛
門

又
は

人
工

膀
胱

造
設

に
関

す
る

十
分

な
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

 

(
２

)
 

５
年

以
上

の
急

性
期

患
者

の
看

護
に

従
事

し
た

経
験

を
有

し
、

急
性

期
看

護
又

は
排

泄
ケ

ア
関

連
領

域
に

お
け

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
常

勤
の

看
護

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
こ

こ
で

い
う

急
性

期

看
護

又
は

排
泄

ケ
ア

等
に

係
る

適
切

な
研

修
と

は
、

次
の

事
項

に
該

当
す

る
研

修
の

こ
と

を
い

う
。

 

ア
 

医
療

関
係

団
体

等
が

認
定

す
る

教
育

施
設

に
お

い
て

実
施

さ
れ

、
2
0
時

間
以

上
を

要
し

、
当

該
団

体

よ
り

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

急
性

期
看

護
又

は
排

泄
ケ

ア
関

連
領

域
に

お
け

る
専

門
的

な
知

識
・

技
術

を
有

す
る

看
護

師
の

養
成

を

目
的

と
し

た
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１

)
 

人
工

肛
門

・
人

工
膀

胱
造

設
術

前
処

置
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
3
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２

)
 
 
人

工
肛

門
又

は
人

工
膀

胱
造

設
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

常
勤

の
医

師
の

勤
務

状
況

に
つ

い
て

具

体
的

に
分

か
る

も
の

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 
 
常

勤
看

護
師

に
つ

い
て

、
急

性
期

看
護

又
は

排
泄

ケ
ア

等
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

が

確
認

で
き

る
文

書
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

 

第
8
0
の

５
 

胃
瘻

造
設

時
嚥

下
機

能
評

価
加

算
 

胃
瘻

造
設

時
嚥

下
機

能
評

価
加

算
の

施
設

基
準

及
び

届
出

に
関

す
る

事
項

は
、

第
7
9
の

３
医

科
点

数
表

第
２

章
第

1
0
部

手
術

の
通

則
の

1
6
に

掲
げ

る
手

術
の

例
に

よ
る

。
 

 

第
8
0
の

５
の

２
 

凍
結

保
存

同
種

組
織

加
算

 

１
 
 
凍

結
保

存
同

種
組

織
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 
 
外

科
、

心
臓

血
管

外
科

又
は

小
児

外
科

及
び

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 
 
当

該
医

療
機

関
に

お
い

て
、

当
該

療
養

が
３

例
以

上
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

外
科

、
心

臓
血

管
外

科
又

は
小

児
外

科
に

つ
い

て
1
0
年

以
上

及
び

当
該

療
養

に
つ

い
て

５
年

以
上

の
経

験
を

有
し

、
ま

た
、

当
該

療
養

に
つ

い
て

術
者

と
し

て
実

施
す

る
医

師
又

は
補

助
を

行
う

医
師

と
し

て
８

例

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
そ

の
う

ち
、

術
者

と
し

て
５

例
以

上
の

経

験
を

有
す

る
常

勤
の

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

実
施

診
療

科
に

お
い

て
常

勤
の

医
師

が
３

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５

)
 

常
勤

の
麻

酔
科

標
榜

医
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

臨
床

検
査

技
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
７

)
 

緊
急

手
術

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
８

)
 

日
本

組
織

移
植

学
会

の
認

定
す

る
採

取
し

て
保

存
し

た
組

織
を

他
施

設
へ

供
給

で
き

る
組

織
バ

ン
ク

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
当

該
バ

ン
ク

を
有

し
て

い
な

い
場

合
は

、
当

該
バ

ン
ク

を
有

す
る

保
険

医
療

機
関

と
あ

ら

か
じ

め
当

該
同

種
保

存
組

織
の

適
切

な
使

用
及

び
保

存
方

法
等

に
つ

い
て

契
約

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

凍
結

保
存

同
種

組
織

加
算

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
7
3
の

５
を

用
い

る
こ

と
。

な
お

、
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２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
体

制
充

実
加

算
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

8
7
の

2
1
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

手
術

を
担

当
す

る
診

療
科

が
関

係
学

会
に

よ
り

認
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

証
す

る
文

書
の

写
し

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 第
8
0
の

３
 

自
己

生
体

組
織

接
着

剤
作

成
術

 

１
 

自
己

生
体

組
織

接
着

剤
作

成
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
業

務
全

般
に

関
す

る
責

任
を

有
す

る
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
、

専
任

の
常

勤
臨

床
検

査
技

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

血
液

製
剤

の
使

用
に

当
た

っ
て

「
「

輸
血

療
法

の
実

施
に

関
す

る
指

針
」

及
び

「
血

液
製

剤
の

使
用

指

針
」

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
」

を
遵

守
し

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
特

に
血

液
製

剤
の

使
用

に
当

た

っ
て

は
、

投
与

直
前

の
検

査
値

の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

検
査

値
及

び
患

者
の

病
態

を
踏

ま

え
、

そ
の

適
切

な
実

施
に

配
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

技
術

の
適

応
の

判
断

及
び

実
施

に
あ

た
っ

て
、

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
遵

守
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

自
己

生
体

組
織

接
着

剤
作

成
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

7
3
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

臨
床

検
査

技
師

の
勤

務
状

況
に

つ
い

て
具

体
的

に
分

か
る

も
の

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 

第
8
0
の

３
の

２
 

自
己

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
（

用
手

法
）

及
び

同
種

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
 

１
 

自
己

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
（

用
手

法
）

及
び

同
種

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
業

務
全

般
に

関
す

る
責

任
を

有
す

る
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

の
輸

血
部

門
に

お
い

て
、

専
任

の
常

勤
臨

床
検

査
技

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

血
液

製
剤

の
使

用
に

当
た

っ
て

「
「

輸
血

療
法

の
実

施
に

関
す

る
指

針
」

及
び

「
血

液
製

剤
の

使
用

指

針
」

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
」

を
遵

守
し

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
特

に
血

液
製

剤
の

使
用

に
当

た

っ
て

は
、

投
与

直
前

の
検

査
値

の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

検
査

値
及

び
患

者
の

病
態

を
踏

ま

え
、

そ
の

適
切

な
実

施
に

配
慮

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
該

技
術

の
適

応
の

判
断

及
び

実
施

に
あ

た
っ

て
、

関
連

学
会

か
ら

示
さ

れ
て

い
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
遵

守
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

(
１
)
 

自
己

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
（

用
手

法
）

及
び

同
種

ク
リ

オ
プ

レ
シ

ピ
テ

ー
ト

作
製

術
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
3
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

臨
床

検
査

技
師

の
勤

務
状

況
に

つ
い

て
具

体
的

に
分

か
る

も
の

を
添

付
す

る
こ

と
。
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と
。

 

 

第
8
0
の

1
0
 

口
腔

粘
膜

血
管

腫
凝

固
術
 
 

１
 

口
腔

粘
膜

血
管

腫
凝

固
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

レ
ー

ザ
ー

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

口
腔

粘
膜

に
生

じ
た

血
管

腫
等

の
血

管
病

変
に

対
す

る
凝

固
を

行
う

こ
と

が
可

能
な

レ
ー

ザ
ー

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

口
腔

粘
膜

血
管

腫
凝

固
術

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

7
4
の

４
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
8
0
の

1
1
 

レ
ー

ザ
ー

機
器

加
算

の
施

設
基

準
 

１
 

レ
ー

ザ
ー

機
器

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

レ
ー

ザ
ー

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
医

師
又

は
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

口
腔

内
の

軟
組

織
の

切
開

、
止

血
、

凝
固

及
び

蒸
散

を
行

う
こ

と
が

可
能

な
レ

ー
ザ

ー
機

器
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

レ
ー

ザ
ー

機
器

加
算

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

4
9
の

９
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
1
 

麻
酔

管
理

料
(
Ⅰ

)
 

１
 

麻
酔

管
理

料
(
Ⅰ
)
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

常
勤

の
麻

酔
に

従
事

す
る

医
師

（
医

療
法

第
６

条
の

６
第

１
項

に
規

定
す

る
厚

生
労

働
大

臣
の

許
可

を
受

け
た

者
に

限
る

。
以

下
「

麻
酔

科
標

榜
医

」
と

い
う

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

常
勤

の
麻

酔
科

標
榜

医
に

よ
り

、
麻

酔
の

安
全

管
理

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

麻
酔

管
理

料
(
Ⅰ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
5
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
1
の

２
 

麻
酔

管
理

料
(
Ⅱ

)
 

１
 

麻
酔

管
理

料
(
Ⅱ
)
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

麻
酔

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

常
勤

の
麻

酔
科

標
榜

医
が

５
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

麻
酔

科
標

榜
医

で
あ

る
非

常

勤
医

師
を

２
名

以
上

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

常
勤

医
師

の
勤

務
時

間
帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の

非
常

勤
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

医
師

の
実

労
働

時
間

を
常

勤
換

算
し

常
勤

医
師

数
に

算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

常
勤

換
算

し
常

勤
医

師
数

に
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

配

置
の

う
ち

４
名

ま
で

に
限

る
。

 

(
３
)
 

常
勤

の
麻

酔
科

標
榜

医
に

よ
り

麻
酔

の
安

全
管

理
体

制
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４
)
 
2
4
時

間
緊

急
手

術
の

麻
酔

に
対

応
で

き
る

体
制

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

 
-
 
22

9
 -
 

１
の

凍
結

保
存

同
種

組
織

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

の
(
８
)
に

係
る

契
約

に
関

す
る

文
書

の
写

し
も

併
せ

て
提

出
す

る
こ

と
。

 

 第
8
0
の

６
 

歯
周

組
織

再
生

誘
導

手
術

 

１
 

歯
周

組
織

再
生

誘
導

手
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

歯
科

又
は

歯
科

口
腔

外
科

を
標

榜
し

、
歯

周
病

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

５
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

1
名

以
上

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

歯
周

組
織

再
生

誘
導

手
術

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
別

添
２

の
様

式
7
4
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
0
の

７
 

手
術

時
歯

根
面

レ
ー

ザ
ー

応
用

加
算

 

１
 

手
術

時
歯

根
面

レ
ー

ザ
ー

応
用

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

当
該

レ
ー

ザ
ー

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

歯
周

組
織

再
生

誘
導

手
術

に
つ

い
て

当
該

療
養

を
行

う
場

合
は

、
歯

周
組

織
再

生
誘

導
手

術
の

届
出

を
行

っ
た

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３
)
 

歯
肉

剥
離

掻
爬

手
術

又
は

歯
周

組
織

再
生

誘
導

手
術

に
お

い
て

、
レ

ー
ザ

ー
照

射
に

よ
り

当
該

手
術

の
対

象
歯

の
歯

根
面

の
歯

石
除

去
を

行
う

こ
と

が
可

能
な

レ
ー

ザ
ー

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

手
術

時
歯

根
面

レ
ー

ザ
ー

応
用

加
算

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

5
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
8
0
の

８
 

広
範

囲
顎

骨
支

持
型

装
置

埋
入

手
術

 

１
 

広
範

囲
顎

骨
支

持
型

装
置

埋
入

手
術

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

歯
科

又
は

歯
科

口
腔

外
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

当
該

診
療

科
に

係
る

５
年

以
上

の
経

験
及

び
当

該
療

養
に

係
る

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
常

勤
の

歯
科

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
３
)
 

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
４
)
 

当
直

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
５
)
 

医
療

機
器

保
守

管
理

及
び

医
薬

品
に

係
る

安
全

確
保

の
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６
)
 

当
該

療
養

に
必

要
な

検
査

機
器

を
設

置
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

広
範

囲
顎

骨
支

持
型

装
置

埋
入

手
術

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

7
4
の

3
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
0
の

９
 

歯
根

端
切

除
手

術
の

注
３

 

１
 

歯
根

端
切

除
手

術
の

注
３

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

手
術

用
顕

微
鏡

を
用

い
た

治
療

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

３
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

保
険

医
療

機
関

内
に

手
術

用
顕

微
鏡

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

歯
根

端
切

除
手

術
の

注
３

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
添

２
の

様
式

4
9
の

８
を

用
い

る
こ

（ ）（ ） 959958
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(
３

)
 

当
該

管
理

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

機
器

、
施

設
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
装

置
 

イ
 

Ｘ
線

あ
る

い
は

Ｃ
Ｔ

を
用

い
た

位
置

決
め

装
置

 

ウ
 

放
射

線
治

療
計

画
シ

ス
テ

ム
 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
放

射
線

治
療

専
任

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

7
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
2
の

２
 

外
来

放
射

線
治

療
加

算
 

１
 

外
来

放
射

線
治

療
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、
放

射
線

治

療
専

任
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

適
応

判
定

加
算

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

医
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２

)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

は
、

外
来

放
射

線
照

射

診
療

料
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線

治
療

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
及

び
医

療
機

器
安

全
管

理
料

２
に

お
け

る
技

術
者

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

当
該

治
療

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

機
器

、
施

設
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
装

置
 

イ
 

Ｘ
線

又
は

Ｃ
Ｔ

を
用

い
た

位
置

決
め

装
置

 

ウ
 

放
射

線
治

療
計

画
シ

ス
テ

ム
 

エ
 

患
者

が
休

憩
で

き
る

ベ
ッ

ド
等

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

外
来

放
射

線
治

療
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
6
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
2
の

３
 

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
 

１
 

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

放
射

線
治

療
を

行
う

施
設

は
、

次
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

放
射

線
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

ロ
 

専
ら

放
射

線
治

療
を

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

配
置

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

。
 

ハ
 

放
射

線
治

療
を

担
当

す
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
う

ち
１

名
は

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

し
、

か
つ

、
５

年
以

上
の

経
験

を
有

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
診

療
放

射

線
技

師
は

、
外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

１
回

線
量

増

加
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
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(
５
)
 

麻
酔

科
標

榜
医

と
麻

酔
科

標
榜

医
以

外
の

医
師

が
共

同
し

て
麻

酔
を

実
施

す
る

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

こ
こ

で
い

う
「

麻
酔

科
標

榜
医

以
外

の
医

師
」

と
は

、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
常

態

と
し

て
週

３
日

以
上

か
つ

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

医
師

で
あ

っ
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関

の
常

勤
の

麻
酔

科
標

榜
医

の
指

導
の

下
に

麻
酔

を
担

当
す

る
も

の
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
、

単
に

「
担

当

医
師

」
と

い
う

。
）

を
い

う
。

 

(
６
)
 

担
当

医
師

が
実

施
す

る
一

部
の

行
為

を
、

麻
酔

中
の

患
者

の
看

護
に

係
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
た

常
勤

看
護

師
が

実
施

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

研
修

を
修

了
し

た
専

任
の

常
勤

看
護

師
が

１
名

以
上

配
置

さ

れ
て

い
る

こ
と

。
こ

こ
で

い
う

「
適

切
な

研
修

」
と

は
、

保
健

師
助

産
師

看
護

師
法

（
昭

和
2
3
年

法
律

第

2
0
3
号

）
第

3
7
条

の
２

第
２

項
第

５
号

に
規

定
す

る
指

定
研

修
機

関
に

お
い

て
行

わ
れ

る
麻

酔
中

の
患

者

の
看

護
に

係
る

研
修

で
あ

る
こ

と
。

 

(
７
)
 

担
当

医
師

が
実

施
す

る
一

部
の

行
為

を
、

(
６
)
に

規
定

す
る

看
護

師
が

実
施

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

麻

酔
科

標
榜

医
又

は
担

当
医

師
と

連
携

す
る

こ
と

が
可

能
な

体
制

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

麻
酔

管
理

料
(
Ⅱ
)
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
5
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
1
の

３
 

歯
科

麻
酔

管
理

料
 

１
 

歯
科

麻
酔

管
理

料
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

歯
科

麻
酔

に
係

る
専

門
の

知
識

及
び

２
年

以
上

の
経

験
を

有
し

、
当

該
療

養
に

習
熟

し
た

医
師

又
は

歯
科

医
師

の
指

導
の

下
に

、
主

要
な

麻
酔

手
技

を
自

ら
実

施
す

る
者

と
し

て
全

身
麻

酔
を

2
0
0
症

例
以

上
及

び
静

脈
内

鎮
静

法
を

5
0
症

例
以

上
経

験
し

て
い

る
常

勤
の

麻
酔

に
従

事
す

る
歯

科
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

常
勤

の
麻

酔
に

従
事

す
る

歯
科

医
師

に
よ

り
、

麻
酔

の
安

全
管

理
体

制
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

歯
科

麻
酔

管
理

料
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
5
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
2
 

放
射

線
治

療
専

任
加

算
 

 
１

 
放

射
線

治
療

専
任

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、
外

来
放

射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

(
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
)
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

適
応

判
定

加
算

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

医
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

は
、

外
来

放
射

線
照

射

診
療

料
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線

治
療

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
及

び
医

療
機

器
安

全
管

理
料

２
に

お
け

る
技

術
者

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
。

 

（ ）（ ） 959958

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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第
8
3
の

２
 

１
回

線
量

増
加

加
算

 

１
 

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
の

１
回

線
量

増
加

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 

照
射

方
法

を
問

わ
ず

、
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
放

射
線

治
療

を
年

間
1
0
0
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、
放

射
線

治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

適
応

判
定

加
算

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

医
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
３
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

は
、

外
来

放
射

線
照

射

診
療

料
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

強
度

変
調

放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

及
び

画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

診
療

放
射

線
技

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

及
び

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

に
お

け
る

技
術

者
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

。
 

 
２

 
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

の
１

回
線

量
増

加
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 
 

(
１
)
 
 
照

射
方

法
を

問
わ

ず
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
を

年
間

 
1
0
0
 
例

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 
 

(
２
)
 
 
放

射
線

治
療

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限

る
。

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、
放

射
線

治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

適
応

判
定

加
算

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

医
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

(
３
)
 
 
放

射
線

治
療

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

診
療

放
射

線
技

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も

の
に

限
る

。
）

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

は
、

外
来

放
射

線
照

射

診
療

料
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

強
度

変
調

放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

及
び

画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

診
療

放
射

線
技

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

及
び

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

に
お

け
る

技
術

者
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

。
 

(
４
)
 
 
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

を
行

う
た

め
に

必
要

な
機

器
及

び
施

設
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 
 

(
５
)
 
 
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

を
年

間
 
1
0
 
例

以
上

実
施

し
て

お
り

、
か

つ
区

分
番

号
「

Ｍ
０

０

１
」

の
「

注
４

」
の

「
ハ

」
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

（
腫

瘍
の

位
置

情
報

に
よ

る
も

の
）

を
年

間
 
1
0
 
例

以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

１
回

線
量

増
加

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

7
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
3
の

３
 

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
 

１
 

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

)
に

関
す

る
施

設
基

準
 

 
-
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 -
 

医
学

管
理

加
算

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

を
兼

任
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

ニ
 

当
該

治
療

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

機
器

及
び

施
設

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

①
 

直
線

加
速

器
 

②
 

治
療

計
画

用
Ｃ

Ｔ
装

置
及

び
三

次
元

放
射

線
治

療
計

画
シ

ス
テ

ム
 

③
 

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
講

じ
た

遠
隔

放
射

線
治

療
シ

ス
テ

ム
 

④
 

第
三

者
機

関
に

よ
る

直
線

加
速

器
の

出
力

線
量

の
評

価
 

ホ
 

遠
隔

放
射

線
治

療
の

支
援

施
設

の
放

射
線

治
療

を
専

ら
担

当
す

る
医

師
と

、
常

時
連

絡
が

と
れ

る
体

制
に

あ
る

こ
と

。
 

へ
 

遠
隔

放
射

線
治

療
及

び
医

療
情

報
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

に
関

す
る

指
針

が
策

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

ト
 

関
係

学
会

の
定

め
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
き

、
当

該
治

療
を

適
切

に
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

放
射

線
治

療
を

支
援

す
る

施
設

は
、

次
の

施
設

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

イ
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

１
名

は
５

年
以

上
の

放
射

線
治

療
の

経
験

を
有

す
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
医

師
は

、
医

療
機

器
安

全
管

理
料

２
、

放

射
線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、
１

回
線

量
増

加
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
医

師
を

兼
任

す
る

こ

と
が

で
き

る
が

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

適
応

判
定

加
算

及
び

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
に

係
る

常

勤
の

医
師

を
兼

任
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

ロ
 

照
射

計
画

補
助

作
業

等
を

専
ら

担
当

す
る

者
（

診
療

放
射

線
技

師
そ

の
他

の
技

術
者

等
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

担
当

者
は

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

担
当

者

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

及
び

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

に
お

け

る
技

術
者

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
。

 

ハ
 

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
講

じ
た

遠
隔

放
射

線
治

療
シ

ス
テ

ム
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

ニ
 

遠
隔

放
射

線
治

療
及

び
医

療
情

報
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

に
関

す
る

指
針

が
策

定
さ

れ
て

お
り

、
実

際
の

遠
隔

放
射

線
治

療
の

支
援

が
当

該
指

針
に

沿
っ

て
行

わ
れ

て
い

る
と

と
も

に
、

公
開

可
能

な
遠

隔
放

射
線

治

療
の

実
施

に
係

る
記

録
が

保
存

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ホ
 

関
係

学
会

の
定

め
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
き

、
当

該
支

援
を

適
切

に
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
6
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
3
 

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
 

 
１

 
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
放

射
線

治
療

に
関

す
る

施
設

基
準

 

 
 

 
照

射
方

法
を

問
わ

ず
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

放
射

線
治

療
を

年
間

合
計

1
0
0
例

以
上

実
施

又
は

小
児

入
院

医
療

管
理

料
１

を
届

け
出

て
い

る
こ

と
。

 

 
２

 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
 

 
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
放

射
線

治
療

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

7
7
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

（ ）（ ） 961960

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
5
2
及

び
様

式
7
8
を

用

い
る

こ
と

。
 

 第
8
3
の

４
 

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
 

１
 

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

放
射

線
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
又

は
歯

科
医

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
適

応
判

定
加

算
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理

加
算

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
医

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
３

)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

は
、

外
来

放

射
線

照
射

診
療

料
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１

回
線

量
増

加
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放

射
線

治
療

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
４

)
 

放
射

線
治

療
に

お
け

る
機

器
の

精
度

管
理

、
照

射
計

画
の

検
証

、
照

射
計

画
補

助
作

業
等

を
専

ら
担

当
す

る
者

（
診

療
放

射
線

技
師

そ
の

他
の

技
術

者
等

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
担

当

者
は

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
担

当
者

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

及
び

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

に
お

け
る

技
術

者
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

。
 

(
５

)
 

当
該

治
療

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

い
ず

れ
か

の
機

器
が

当
該

治
療

を
行

う
室

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

２
方

向
以

上
の

透
視

が
可

能
な

装
置

 

イ
 

画
像

照
合

可
能

な
Ｃ

Ｔ
装

置
 

ウ
 

画
像

照
合

可
能

な
超

音
波

診
断

装
置

 

(
６

)
 

当
該

治
療

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

い
ず

れ
か

の
機

器
が

当
該

治
療

を
行

う
室

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

体
表

面
の

位
置

情
報

に
よ

り
位

置
照

合
可

能
な

装
置

 

イ
 

骨
構

造
の

位
置

情
報

に
よ

り
位

置
照

合
可

能
な

装
置

 

ウ
 

腫
瘍

の
位

置
情

報
に

よ
り

位
置

照
合

可
能

な
装

置
 

(
７

)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｇ
Ｒ

Ｔ
）

に
関

す
る

手
法

と
機

器
の

精
度

管
理

に
関

す
る

指
針

が
策

定
さ

れ
て

お
り

、
実

際
の

画
像

誘
導

の
精

度
管

理
が

当
該

指
針

に
沿

っ
て

行
わ

れ

て
い

る
と

と
も

に
、

公
開

可
能

な
実

施
記

録
と

精
度

管
理

に
係

る
記

録
が

保
存

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
8
の

２
を

用
い

る
こ

と
。
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(
１
)
 

放
射

線
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

１
名

は
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
者

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料

２
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加

算
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
適

応
判

定
加

算
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
医

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

ま
た

、
週

３
日

以
上

常
態

と
し

て
勤

務
し

て
お

り
、

か
つ

、
所

定
労

働
時

間
が

週
2
2
時

間
以

上
の

勤
務

を
行

っ
て

い
る

専
任

の
非

常
勤

医
師

を
２

名
以

上
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
常

勤
医

師
の

勤
務

時
間

帯

と
同

じ
時

間
帯

に
こ

れ
ら

の
非

常
勤

医
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
当

該
医

師
の

実
労

働
時

間
を

常

勤
換

算
し

常
勤

医
師

数
に

算
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
常

勤
換

算
し

常
勤

医
師

数
に

算
入

す
る

こ

と
が

で
き

る
の

は
、

常
勤

配
置

の
う

ち
１

名
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

者
１

名
を

除

く
。

）
に

限
る

。
ま

た
、

こ
の

場
合

に
は

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
は

年
間

5
0
例

を
限

度
と

し
て

実
施

で
き

る
。

 

(
３
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

は
、

外
来

放

射
線

照
射

診
療

料
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１

回
線

量
増

加
加

算
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

及
び

画
像

誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

診
療

放
射

線
技

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
４
)
 

放
射

線
治

療
に

お
け

る
機

器
の

精
度

管
理

、
照

射
計

画
の

検
証

、
照

射
計

画
補

助
作

業
等

を
専

ら
担

当
す

る
者

（
診

療
放

射
線

技
師

そ
の

他
の

技
術

者
等

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
担

当

者
は

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

担
当

者
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
外

来
放

射

線
照

射
診

療
料

及
び

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

に
お

け
る

技
術

者
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

。
 

(
５
)
 

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
を

年
間

１
０

例
以

上
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
６
)
 

当
該

治
療

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

機
器

、
施

設
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

直
線

加
速

器
 

イ
 

治
療

計
画

用
Ｃ

Ｔ
装

置
 

ウ
 

イ
ン

バ
ー

ス
プ

ラ
ン

（
逆

方
向

治
療

計
画

）
の

可
能

な
三

次
元

放
射

線
治

療
計

画
シ

ス
テ

ム
 

エ
 

照
射

中
心

に
対

す
る

患
者

の
動

き
や

臓
器

の
体

内
移

動
を

制
限

す
る

装
置

 

オ
 

平
面

上
の

照
射

強
度

を
変

化
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

装
置

 

カ
 

微
小

容
量

電
離

箱
線

量
計

又
は

半
導

体
線

量
計

（
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
線

量
計

を
含

む
。

）
及

び
併

用
す

る

水
フ

ァ
ン

ト
ム

又
は

水
等

価
個

体
フ

ァ
ン

ト
ム

 

キ
 

二
次

元
以

上
で

相
対

的
な

線
量

分
布

を
測

定
・

比
較

で
き

る
機

器
 

(
７
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

に
関

す
る

機
器

の
精

度
管

理
に

関
す

る
指

針
が

策
定

さ
れ

て
お

り
、

実
際

の
線

量
測

定
等

の
精

度
管

理
が

当
該

指
針

に
沿

っ
て

行
わ

れ
て

い

る
と

と
も

に
、

公
開

可
能

な
精

度
管

理
に

係
る

記
録

が
保

存
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

（ ）（ ） 961960

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
３
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

は
、

外
来

放

射
線

照
射

診
療

料
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１

回
線

量
増

加
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理

加
算

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
４
)
 

放
射

線
治

療
に

お
け

る
機

器
の

精
度

管
理

、
照

射
計

画
の

検
証

、
照

射
計

画
補

助
作

業
等

を
専

ら
担

当
す

る
者

（
診

療
放

射
線

技
師

そ
の

他
の

技
術

者
等

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
担

当

者
は

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
担

当
者

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

及
び

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

に
お

け
る

技
術

者
と

の
兼

任
は

で

き
な

い
。

 

(
５
)
 

当
該

治
療

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

機
器

、
施

設
を

備
え

て
い

る
こ

と
。

 

ア
 

直
線

加
速

器
 

イ
 

治
療

計
画

用
Ｃ

Ｔ
装

置
 

ウ
 

三
次

元
放

射
線

治
療

計
画

シ
ス

テ
ム

 

エ
 

照
射

中
心

に
対

す
る

患
者

の
動

き
や

臓
器

の
体

内
移

動
を

制
限

す
る

装
置

 

オ
 

微
小

容
量

電
離

箱
線

量
計

又
は

半
導

体
線

量
計

（
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
線

量
計

を
含

む
。

）
及

び
併

用
す

る

水
フ

ァ
ン

ト
ム

又
は

水
等

価
個

体
フ

ァ
ン

ト
ム

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

定
位

放
射

線
治

療
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
9
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
8
4
の

２
 

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

 

１
 

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

（
動

体
追

尾
法

）
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

２
名

以
上

配
置

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

１
名

は
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
者

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料

２
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

適
応

判
定

加
算

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
医

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

(
２
)
 

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
の

(
２
)
か

ら
(
５
)
ま

で
を

満
た

す
こ

と
。

た
だ

し
、

「
定

位
放

射
線

治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

」
は

「
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

（
そ

の
他

の
も

の
）

の
施

設
基

準
 

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
の

(
１
)
か

ら
(
５
)
ま

で
を

満
た

す
こ

と
。

た
だ

し
、

「
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
」

は
「

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

7
8
の

３
を

用
い

る

こ
と

。
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第
8
3
の

５
 

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
 

１
 

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
の

施
設

基
準

 

(
１
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、
放

射
線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、
遠

隔
放

射
線

治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

適
応

判

定
加

算
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
医

師
を

兼
任

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

(
２
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

診
療

放
射

線
技

師
は

、
外

来
放

射
線

照

射
診

療
料

、
放

射
線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
１

回
線

量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

及
び

画
像

誘
導

密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
診

療
放

射
線

技
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
３
)
 

放
射

線
治

療
に

お
け

る
機

器
の

精
度

管
理

、
照

射
計

画
の

検
証

、
照

射
計

画
補

助
作

業
等

を
専

ら
担

当
す

る
者

（
診

療
放

射
線

技
師

そ
の

他
の

技
術

者
等

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
担

当

者
は

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

、
粒

子
線

治
療

医
学

管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
担

当
者

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
及

び
医

療
機

器
安

全
管

理
料

２
に

お
け

る
技

術
者

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
。

 

(
４
)
 

当
該

治
療

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

機
器

が
当

該
治

療
を

行
う

室
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

 

ア
 

呼
吸

性
移

動
が

1
0
m
m
以

上
の

腫
瘍

（
左

乳
癌

に
対

し
て

行
う

場
合

は
、

標
的

）
に

対
し

て
、

呼
吸

性

移
動

を
補

償
す

る
た

め
に

必
要

な
照

射
範

囲
の

拡
大

が
5
m
m
以

下
と

す
る

た
め

に
必

要
な

装
置

 

イ
 

実
際

の
照

射
野

内
に

腫
瘍

（
左

乳
癌

に
対

し
て

行
う

場
合

は
、

標
的

）
が

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

を
毎

回

の
照

射
直

前
又

は
照

射
中

に
確

認
・

記
録

す
る

た
め

に
必

要
な

装
置

 

(
５
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
当

該
治

療
に

係
る

公
開

可
能

な
実

施
記

録
と

精
度

管
理

に
係

る
記

録
が

保
存

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

別
添

２
の

様
式

7
8
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
4
 

定
位

放
射

線
治

療
 

１
 

定
位

放
射

線
治

療
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

放
射

線
科

を
標

榜
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
医

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、
放

射
線

治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
適

応
判

定
加

算
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理

加
算

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
に

係
る

常
勤

の
医

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（ ）（ ） 963962

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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 第
8
4
の

２
の

３
 

粒
子

線
治

療
適

応
判

定
加

算
 

１
 
 
粒

子
線

治
療

適
応

判
定

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 
 
放

射
線

治
療

に
専

従
の

常
勤

の
医

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
）

が
２

名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、
放

射
線

治
療

専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に

係
る

常
勤

の
医

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る
が

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

に
係

る
常

勤
の

医
師

を

兼
任

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

(
２

)
 
 
粒

子
線

治
療

に
係

る
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
、

以
下

の
い

ず
れ

か
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

「
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

の
整

備
に

つ
い

て
」

に
準

拠
し

た
キ

ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

（
手

術
、

放
射

線
診

断
、

放
射

線
治

療
、

化
学

療
法

、
病

理
診

断
及

び
緩

和
ケ

ア
に

携
わ

る
専

門
的

な
知

識
及

び
技

能
を

有
す

る
医

師
そ

の
他

の
専

門
を

異
に

す
る

医
師

等
に

よ
る

が
ん

患
者

の
症

状
、

状
態

及
び

治
療

方
針

等
を

意
見

交
換

、
共

有
、

検
討

、
確

認
等

を
行

う
た

め
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
が

開
催

さ
れ

、
当

該
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
に

よ
っ

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

で
当

該
治

療
を

受
け

る
患

者
に

対
し

て
、

粒
子

線
治

療
の

適
応

判
定

等
が

実
施

さ
れ

る
体

制
を

有
す

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
は

、
月

に
１

回
以

上
開

催
さ

れ
て

お
り

、
手

術
、

放
射

線
診

断
、

放
射

線
治

療
、

化
学

療
法

、
病

理
診

断
及

び
緩

和
ケ

ア
の

分
野

に
携

わ
る

専
門

的
な

知
識

及
び

技
能

を
有

す
る

医
師

の
う

ち
３

分
野

以
上

の
医

師
が

毎
回

出
席

し
て

い
る

こ
と

。
 

イ
 

連
携

体
制

の
あ

る
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

に
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
医

師

が
参

加
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

で
当

該
治

療
を

受
け

る
患

者
に

対
し

て
、

粒
子

線
治

療
の

適
応

判
定

等
が

実
施

さ
れ

る
体

制
を

有
す

る
こ

と
。

 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
粒

子
線

治
療

適
応

判
定

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

7
9
の

１
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
4
の

２
の

４
 

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
 

１
 
 
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１

)
 
 
放

射
線

治
療

に
専

従
の

常
勤

の
医

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
）

が
２

名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、
放

射
線

治
療

専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線
治

療
適

応
判

定
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に

係
る

常
勤

の
医

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

が
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
に

係
る

常
勤

の
医

師
を

兼

任
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

 
(
２

)
 
 
放

射
線

治
療

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

診
療

放
射

線
技

師
（

放
射

線
治

療
の

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

粒
子

線
治

療
室

１
つ

に
つ

き
２

名
以

上
、

か
つ

当
該

保
険

医
療

機
関

に
合

計
３

名
以

上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

診
療

放
射

線
技

師
は

、
外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
、

放
射

線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
１

回
線

量
増

加
加

算
、

強
度

変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
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第
8
4
の

２
の

２
 

粒
子

線
治

療
 

１
 
 
粒

子
線

治
療

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
 
放

射
線

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
放

射
線

治
療

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

が
２

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
こ

の
う

ち
１

名
は

、

放
射

線
治

療
の

経
験

を
1
0
年

以
上

有
す

る
と

と
も

に
、

陽
子

線
治

療
に

つ
い

て
は

陽
子

線
治

療
の

経
験

を
、

重
粒

子
線

治
療

に
つ

い
て

は
重

粒
子

線
治

療
の

経
験

を
２

年
以

上
（

放
射

線
治

療
（

四
門

以
上

の
照

射
、

運
動

照
射

、
原

体
照

射
又

は
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

に
よ

る
体

外
照

射
に

限
る

。
）

に

よ
る

療
養

に
つ

い
て

１
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
者

に
つ

い
て

は
、

１
年

以
上

）
有

す
る

こ
と

。
な

お
、

当

該
常

勤
の

医
師

は
、

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

、
放

射
線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、
１

回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

適
応

判

定
加

算
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

医
師

を
兼

任

す
る

こ
と

が
で

き
る

が
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
に

係
る

常
勤

の
医

師
を

兼
任

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

(
３
)
 
 
放

射
線

治
療

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

診
療

放
射

線
技

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤

の
診

療
放

射
線

技
師

は
、

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

、
放

射
線

治
療

専
任

加
算

、
外

来
放

射
線

治
療

加
算

、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線
量

増
加

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
常

勤
の

診
療

放

射
線

技
師

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
４
)
 
 
放

射
線

治
療

に
お

け
る

機
器

の
精

度
管

理
、

照
射

計
画

の
検

証
、

照
射

計
画

補
助

作
業

等
を

専
ら

担
当

す

る
者

（
診

療
放

射
線

技
師

そ
の

他
の

技
術

者
等

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
担

当

者
は

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
担

当
者

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で

き
る

。
た

だ
し

、
外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
及

び
医

療
機

器
安

全
管

理
料

２
に

お
け

る
技

術
者

と
の

兼
任

は

で
き

な
い

。
 

(
５
)
 
 
当

該
治

療
を

行
う

た
め

に
必

要
な

次
に

掲
げ

る
機

器
、

施
設

を
備

え
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 
 
粒

子
線

治
療

装
置

 

イ
 
 
治

療
計

画
用

Ｃ
Ｔ

装
置

 

ウ
 
 
粒

子
線

治
療

計
画

シ
ス

テ
ム

 

エ
 
 
照

射
中

心
に

対
す

る
患

者
の

動
き

や
臓

器
の

体
内

移
動

を
制

限
す

る
装

置
 

オ
 
 
微

小
容

量
電

離
箱

線
量

計
又

は
半

導
体

線
量

計
（

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

線
量

計
を

含
む

。
）

及
び

併
用

す
る

水
フ

ァ
ン

ト
ム

又
は

水
等

価
固

体
フ

ァ
ン

ト
ム

 

(
６
)
 
 
当

該
治

療
に

用
い

る
医

療
機

器
に

つ
い

て
、

適
切

に
保

守
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
７
)
 
 
重

粒
子

線
治

療
に

つ
い

て
は

重
粒

子
線

治
療

の
実

績
を

、
陽

子
線

治
療

に
つ

い
て

は
陽

子
線

治
療

の
実

績

を
1
0
例

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
粒

子
線

治
療

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

5
2
及

び
様

式
7
9
の

１
の

２
を

用
い

る
こ

と
 

（ ）（ ） 963962

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、

粒
子

線
治

療
及

び
粒

子
線

治
療

医
学

管
理

加
算

に
係

る
担

当
者

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
及

び
医

療
機

器
安

全
管

理
料

２
に

お
け

る
技

術
者

と
の

兼
任

は
で

き
な

い
。

 

(
５
)
 

当
該

治
療

を
行

う
た

め
に

必
要

な
次

に
掲

げ
る

機
器

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

画
像

照
合

可
能

な
Ｃ

Ｔ
又

は
Ｍ

Ｒ
Ｉ

装
置

 

イ
 

遠
隔

操
作

式
密

封
小

線
源

治
療

装
置

 

ウ
 

小
線

源
治

療
用

三
次

元
的

治
療

計
画

装
置

 

(
６
)
 

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

に
関

す
る

手
法

と
機

器
の

精
度

管
理

に
関

す
る

指
針

が
策

定
さ

れ
て

お
り

、
実

際
の

画
像

誘
導

の
精

度
管

理
が

当
該

指
針

に
沿

っ
て

行
わ

れ
て

い
る

と

と
も

に
、

公
開

可
能

な
実

施
記

録
と

精
度

管
理

に
係

る
記

録
が

保
存

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
8
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
8
4
の

３
 

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
よ

る
病

理
診

断
 

１
 

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
よ

る
病

理
診

断
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

標
本

、
検

体
又

は
デ

ジ
タ

ル
病

理
画

像
（

以
下

「
標

本
等

」
と

い
う

。
）

の
送

付
又

は
送

信
側

（
検

体
採

取
が

行
わ

れ
る

保
険

医
療

機
関

）
に

お
い

て
は

、
病

理
診

断
業

務
に

つ
い

て
５

年
以

上
の

経
験

を
有

し
、

病

理
標

本
作

製
を

行
う

こ
と

が
可

能
な

常
勤

の
検

査
技

師
（

臨
床

検
査

技
師

又
は

衛
生

検
査

技
師

）
が

１
名

以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

(
２
)
 

標
本

等
の

受
取

又
は

受
信

側
（

病
理

標
本

等
の

観
察

及
び

評
価

が
行

わ
れ

る
保

険
医

療
機

関
）

に
お

い
て

は
、

次
に

掲
げ

る
基

準
を

全
て

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
 

ア
 

病
理

診
断

管
理

加
算

又
は

口
腔

病
理

診
断

管
理

加
算

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

特
定

機
能

病
院

、
臨

床
研

修
指

定
病

院
、

へ
き

地
医

療
拠

点
病

院
、

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表

第
六

の
二

に
規

定
す

る
地

域
に

所
在

す
る

保
険

医
療

機
関

又
は

病
理

診
断

科
を

標
榜

す
る

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

ウ
 

イ
に

掲
げ

る
医

療
機

関
の

う
ち

、
特

定
機

能
病

院
、

臨
床

研
修

指
定

病
院

、
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院

及

び
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

別
表

第
六

の
二

に
規

定
す

る
地

域
に

所
在

す
る

保
険

医
療

機
関

以
外

の
医

療
機

関
で

あ
っ

て
、

病
理

診
断

科
を

標
榜

す
る

医
療

機
関

に
お

け
る

病
理

診
断

に
当

た
っ

て
は

、
同

一
の

病
理

組
織

標
本

等
に

つ
い

て
、

病
理

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
複

数
の

常
勤

の
医

師
又

は
常

勤
の

歯
科

医
師

が
観

察
を

行
い

、
診

断
を

行
う

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

診
断

に
当

た
る

医
師

又
は

歯
科

医
師

の
う

ち
少

な
く

と
も

１
名

以
上

は
、

病
理

診
断

の
経

験
を

７
年

以
上

有
し

て
い

る
こ

と
。

 

エ
 

病
理

標
本

が
送

付
さ

れ
る

場
合

に
お

い
て

は
、

受
取

側
の

保
険

医
療

機
関

に
送

付
さ

れ
る

病
理

標
本

に

つ
い

て
、

別
添

２
の

様
式

7
9
の

２
に

定
め

る
計

算
式

に
よ

り
算

出
し

た
数

値
が

1
0
0
分

の
8
0
以

下
で

あ

る
こ

と
。

 

オ
 

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

の
観

察
及

び
評

価
を

行
う

場
合

は
、

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
病

理
診

断
の

施

設
基

準
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
よ

る
病

理
診

断
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
7
9
の

２
を

用
い

る
こ

と
。
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放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
粒

子
線

治
療

及
び

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療

加
算

に
係

る
常

勤
の

診
療

放
射

線
技

師
を

兼
任

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
外

来
放

射
線

照
射

診
療

料

及
び

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

に
お

け
る

技
術

者
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

。
 

(
３
)
 
 
放

射
線

治
療

に
お

け
る

機
器

の
精

度
管

理
、

照
射

計
画

の
検

証
、

照
射

計
画

補
助

作
業

等
を

専
ら

担
当

す

る
者

（
診

療
放

射
線

技
師

そ
の

他
の

技
術

者
等

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
担

当

者
は

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、

粒
子

線
治

療
及

び
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
係

る
担

当
者

を
兼

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

及
び

医
療

機
器

安
全

管
理

料
２

に
お

け
る

技
術

者
と

の
兼

任
は

で
き

な
い

。
 

(
４
)
 

放
射

線
治

療
に

専
従

の
常

勤
の

看
護

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

看
護

師
は

、
外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
に

係
る

常
勤

の
看

護
師

を
兼

任
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

(
５
)
 
 
次

に
掲

げ
る

機
器

を
備

え
て

い
る

こ
と

（
な

お
、

ア
と

イ
に

つ
い

て
は

、
患

者
ご

と
の

ス
キ

ャ
ニ

ン
グ

法

に
よ

る
照

射
を

行
う

場
合

に
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

）
。

 

ア
 

患
者

毎
の

コ
リ

メ
ー

タ
ー

を
用

い
る

照
射

野
形

成
装

置
 

イ
 

患
者

毎
の

ボ
ー

ラ
ス

を
用

い
る

深
部

線
量

分
布

形
成

装
置

 

ウ
 

２
方

向
以

上
の

透
視

が
可

能
な

装
置

、
画

像
照

合
可

能
な

C
T
装

置
、

又
は

画
像

照
合

可
能

な
超

音
波

装
置

（
い

ず
れ

も
治

療
室

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
も

の
に

限
る

。
）

 

２
 
 
届

出
に

関
す

る
事

項
 

 
粒

子
線

治
療

適
応

判
定

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

7
9
の

１
の

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
4
の

２
の

５
 

画
像

誘
導

密
封

小
線

源
治

療
加

算
 

１
 
 
画

像
誘

導
密

封
小

線
源

治
療

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

(
１
)
 
 
放

射
線

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 
 
放

射
線

治
療

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

又
は

歯
科

医
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る

も
の

に
限

る
。

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
常

勤
の

医
師

又
は

歯
科

医
師

は
、

医
療

機
器

安

全
管

理
料

２
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放
射

線
治

療
計

画
加

算
、

１
回

線

量
増

加
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線
治

療
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

粒
子

線
治

療
、

粒
子

線

治
療

適
応

判
定

加
算

及
び

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
に

係
る

常
勤

の
医

師
又

は
歯

科
医

師
を

兼
任

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

 
(
３
)
 

放
射

線
治

療
を

専
ら

担
当

す
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

（
放

射
線

治
療

の
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る

も
の

に
限

る
。

）
及

び
看

護
師

が
そ

れ
ぞ

れ
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

当
該

常
勤

の
診

療

放
射

線
技

師
は

、
外

来
放

射
線

照
射

診
療

料
、

放
射

線
治

療
専

任
加

算
、

外
来

放
射

線
治

療
加

算
、

遠
隔

放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
１

回
線

量
増

加
加

算
、

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ

）
、

画
像

誘
導

放
射

線

治
療

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

性
移

動
対

策

加
算

、
粒

子
線

治
療

及
び

粒
子

線
治

療
医

学
管

理
加

算
に

係
る

常
勤

の
診

療
放

射
線

技
師

を
兼

任
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

(
４
)
 

放
射

線
治

療
に

お
け

る
機

器
の

精
度

管
理

、
照

射
計

画
の

検
証

、
照

射
計

画
補

助
作

業
等

を
専

ら
担

当
す

る
者

（
診

療
放

射
線

技
師

そ
の

他
の

技
術

者
等

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
担

当

者
は

、
遠

隔
放

射
線

治
療

計
画

加
算

、
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
）

、
画

像
誘

導
放

射
線

治
療

加

（ ）（ ） 965964

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）
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(
４

)
 

年
間

の
剖

検
数

・
生

検
数

が
十

分
に

あ
る

こ
と

、
剖

検
室

等
の

設
備

や
必

要
な

機
器

等
を

備
え

て
い

る
こ

と
等

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

２
 

病
理

診
断

管
理

加
算

２
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１

)
 

病
理

診
断

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

病
理

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
病

理
診

断
を

担
当

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

１
名

以
上

及
び

病
理

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
病

理
診

断
を

担
当

し
た

経

験
を

７
年

以
上

有
す

る
も

の
に

限
る

。
）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

病
理

診
断

を
専

ら

担
当

す
る

医
師

と
は

、
勤

務
時

間
の

大
部

分
に

お
い

て
病

理
標

本
の

作
製

又
は

病
理

診
断

に
携

わ
っ

て
い

る

者
を

い
う

。
 

(
３

)
 

病
理

標
本

作
製

及
び

病
理

診
断

の
精

度
管

理
を

行
う

に
つ

き
十

分
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

病
院

で
あ

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

年
間

の
剖

検
数

・
生

検
数

が
十

分
に

あ
る

こ
と

、
剖

検
室

等
の

設
備

や
必

要
な

機
器

等
を

備
え

て
い

る
こ

と
等

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

臨
床

医
及

び
病

理
医

が
参

加
し

、
個

別
の

剖
検

例
に

つ
い

て
病

理
学

的
見

地
か

ら
検

討
を

行
う

た
め

の
会

合
（

Ｃ
Ｐ

Ｃ
：

C
l
i
n
i
c
o
p
a
t
h
o
l
o
g
i
c
a
l
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
）

を
少

な
く

と
も

年
２

回
以

上
行

っ
て

い
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

同
一

の
病

理
組

織
標

本
に

つ
い

て
、

病
理

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
複

数
の

常
勤

の
医

師
が

鏡
検

し
、

診
断

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
診

断
に

当
た

る
医

師
の

う
ち

少
な

く
と

も
１

名
以

上
は

専

ら
病

理
診

断
を

担
当

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

こ
と

。
 

３
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

病
理

診
断

管
理

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

8
0
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 

第
8
4
の

８
 

悪
性

腫
瘍

病
理

組
織

標
本

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

１
 

悪
性

腫
瘍

病
理

組
織

標
本

加
算

に
関

す
る

施
設

基
準

 

病
理

診
断

管
理

加
算

又
は

口
腔

病
理

診
断

管
理

加
算

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
施

設
で

あ
る

か
、

以
下

の
全

て
を

満
た

す
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

病
理

診
断

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

専
ら

病
理

診
断

を
担

当
し

た
経

験
を

７
年

以
上

有
す

る
医

師
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ウ
 

病
理

標
本

作
製

及
び

病
理

診
断

の
精

度
管

理
を

行
う

に
つ

き
十

分
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

エ
 

年
間

の
剖

検
数

・
生

検
数

が
十

分
に

あ
る

こ
と

、
剖

検
室

等
の

設
備

や
必

要
な

機
器

等
を

備
え

て
い

る
こ

と

等
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

悪
性

腫
瘍

病
理

組
織

標
本

加
算

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

8
0
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
4
の

９
 

口
腔

病
理

診
断

管
理

加
算

【
略

】
 

第
8
5
 

ク
ラ

ウ
ン

・
ブ

リ
ッ

ジ
維

持
管

理
料

の
届

出
に

関
す

る
事

項
【

略
】

 

第
8
6
 

歯
科

矯
正

診
断

料
【

略
】

 

第
8
7
 

顎
口

腔
機

能
診

断
料

【
略

】
 

 

 
-
 
24

3
 -
 

第
8
4
の

４
 

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
術

中
迅

速
病

理
組

織
標

本
作

製
 

 
１

 
保

険
医

療
機

関
間

の
連

携
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
病

理
画

像
に

よ
る

術
中

迅
速

病
理

組
織

標
本

作
製

に
関

す
る

施

設
基

準
 

(
１
)
 

送
信

側
（

検
体

採
取

が
行

わ
れ

る
保

険
医

療
機

関
）

に
お

い
て

は
、

病
理

診
断

業
務

の
経

験
５

年
以

上
を

有
し

、
凍

結
切

片
を

作
製

す
る

こ
と

が
可

能
な

常
勤

の
検

査
技

師
（

臨
床

検
査

技
師

又
は

衛
生

検
査

技
師

）

が
１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

受
信

側
（

病
理

診
断

が
行

わ
れ

る
保

険
医

療
機

関
）

に
お

い
て

は
、

病
理

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

又
は

歯
科

医
師

が
勤

務
す

る
特

定
機

能
病

院
、

臨
床

研
修

指
定

病
院

又
は

へ
き

地
医

療
拠

点
病

院
で

あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

 
 

 
保

険
医

療
機

関
間

の
連

携
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
病

理
画

像
に

よ
る

術
中

迅
速

病
理

組
織

標
本

作
製

の
施

設
基

準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
8
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
4
の

５
 

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
迅

速
細

胞
診

 

 
１

 
保

険
医

療
機

関
間

の
連

携
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
病

理
画

像
に

よ
る

迅
速

細
胞

診
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

送
信

側
（

検
体

採
取

が
行

わ
れ

る
保

険
医

療
機

関
）

に
お

い
て

は
、

病
理

診
断

業
務

の
経

験
５

年
以

上
を

有
し

、
細

胞
診

の
経

験
を

十
分

に
有

す
る

常
勤

の
検

査
技

師
（

臨
床

検
査

技
師

又
は

衛
生

検
査

技
師

）
が

１

名
以

上
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

受
信

側
（

病
理

診
断

が
行

わ
れ

る
保

険
医

療
機

関
）

に
お

い
て

は
、

病
理

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

又
は

歯
科

医
師

が
勤

務
す

る
特

定
機

能
病

院
、

臨
床

研
修

指
定

病
院

、
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院

又
は

基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

別
表

第
六

の
二

に
規

定
す

る
地

域
に

所
在

す
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
迅

速
細

胞
診

の
施

設
基

準
に

係
る

届
出

は
、

別
添

２
の

様
式

8
0
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
4
の

６
 

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
病

理
診

断
に

関
す

る
施

設
基

準
 

１
 

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
病

理
診

断
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

病
理

診
断

管
理

加
算

又
は

口
腔

病
理

診
断

管
理

加
算

に
係

る
届

出
を

行
っ

て
い

る
施

設
で

あ
る

こ
と

。
 

(
２
)
 

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

の
作

成
及

び
管

理
を

行
う

に
つ

き
、

十
分

な
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

届
出

に
関

す
る

事
項

 

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

に
よ

る
病

理
診

断
の

施
設

基
準

に
係

る
届

出
は

、
別

添
２

の
様

式
8
0
の

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

 第
8
4
の

７
 

病
理

診
断

管
理

加
算

 

１
 

病
理

診
断

管
理

加
算

１
に

関
す

る
施

設
基

準
 

(
１
)
 

病
理

診
断

科
を

標
榜

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２
)
 

病
理

診
断

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
の

医
師

（
専

ら
病

理
診

断
を

担
当

し
た

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

も
の

に
限

る
。

）
が

１
名

以
上

配
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

な
お

、
病

理
診

断
を

専
ら

担
当

す
る

医
師

と
は

、
勤

務

時
間

の
大

部
分

に
お

い
て

病
理

標
本

の
作

製
又

は
病

理
診

断
に

携
わ

っ
て

い
る

者
を

い
う

。
 

(
３
)
 

病
理

標
本

作
製

及
び

病
理

診
断

の
精

度
管

理
を

行
う

に
つ

き
十

分
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
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特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
（
通
知
）



関係省令・告示・通知 

 

１．療養担当規則等 新旧対照表 

①保険医療機関及び保険医療養担当規則（省令） ······················ ９６８ 

②診療録・処方箋（新様式） ······································· ９７６ 

③高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び 

担当に関する基準（告示） ······································· ９８０ 

２．療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事 

項等（告示） ····················································· ９８７ 

３．「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事 

項等」及び「保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める医薬品等」の実施 

上の留意事項について（抄）（通知）································· ９９３ 

４．医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書 

の交付について（抄）（通知） ···································· １０２９ 

５．複数手術に係る費用の特例（告示） ······························· １０３８ 

６．特定保険医療材料及びその材料価格(材料価格基準）(告示） ·········· １０４５ 

７．入院時食事療養費に係る食事療養及び入院時生活療養費に係る生活療養の実施 

上の留意事項について（通知） ··································· １０６０ 

８．指定訪問看護の事業の人員及び運営に関する基準（省令） ············ １０６６ 

９．訪問看護療養費に係る指定訪問看護の費用の額の算定方法（告示） ···· １０６７ 

10．訪問看護療養費に係る指定訪問看護の費用の額の算定方法の一部改正に伴う実 

施上の留意事項について（通知） ································· １０７３ 

11．訪問看護療養費に係る訪問看護ステーションの基準等（告示） ········ １０８５ 

12．指定訪問看護の事業を行う事業所に係る健康保険法第 88条第１項の規定に 

基づく指定等の取扱いについて（通知）···························· １０８６ 

13．訪問看護ステーションの基準に係る届出に関する手続きの取扱いについて（通 

知） ··························································· １０８９ 

14．指定訪問看護の事業の人員及び運営に関する基準について（通知） ···· １０９３ 

15．健康保険法施行規則（省令） ····································· １１００ 

 

〔参考〕様式集 

①点数表等の別紙様式 ········································· １１０１ 

②別添６  基本診療料の施設基準等に係る別紙 ···················· １１６６ 

③別添７  基本診療料の施設基準等に係る届出書（抄） ············ １２１５ 

④別添２  特掲診療料の施設基準等に係る届出書（抄） ············ １２２０ 

※　③④については、様式の掲載を省略しています。各種様式は、日医ホームページ 

（メンバーズルーム）に掲載しておりますので、ダウンロードの上ご活用ください。
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◎保険医療機関及び保険医療養担当規則等の一部を改正する省令

（保険医療機関及び保険医療養担当規則の一部改正）

第一条 保険医療機関及び保険医療養担当規則（昭和三十二年厚生省令第十五号）の一部を次

のように改正する。

次の表のように改正する。

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

（特定の保険薬局への誘導の禁止） （特定の保険薬局への誘導の禁止）

第二条の五 保険医療機関は、当該保険医療 第二条の五 保険医療機関は、当該保険医療

機関において健康保険の診療に従事してい 機関において健康保険の診療に従事してい

る保険医（以下「保険医」という。）の行 る保険医（以下「保険医」という。）の行

う処方箋の交付に関し、患者に対して特定 う処方せんの交付に関し、患者に対して特

の保険薬局において調剤を受けるべき旨の 定の保険薬局において調剤を受けるべき旨

指示等を行つてはならない。 の指示等を行つてはならない。

２ 保険医療機関は、保険医の行う処方箋の ２ 保険医療機関は、保険医の行う処方せん

交付に関し、患者に対して特定の保険薬局 の交付に関し、患者に対して特定の保険薬

において調剤を受けるべき旨の指示等を行 局において調剤を受けるべき旨の指示等を

うことの対償として、保険薬局から金品そ 行うことの対償として、保険薬局から金品

の他の財産上の利益を収受してはならな その他の財産上の利益を収受してはならな

い。 い。

（一部負担金等の受領） （一部負担金等の受領）

第五条 （略） 第五条 （略）

２ （略） ２ （略）

３ 保険医療機関のうち、医療法（昭和二十 ３ 保険医療機関のうち、医療法（昭和二十

三年法律第二百五号）第七条第二項第五号 三年法律第二百五号）第四条第一項に規定

に規定する一般病床（以下「一般病床」と する地域医療支援病院（同法の規定に基づ

いう。）を有する同法第四条第一項に規定 き許可を受け、若しくは届出をし、又は承

する地域医療支援病院（一般病床の数が二 認を受けた病床（第十一条第二項において

百未満であるものを除く。）及び同法第四 「許可病床」という。）の数が四百以上で

条の二第一項に規定する特定機能病院であ あるものに限る。）及び同法第四条の二第

るものは、法第七十条第三項に規定する保 一項に規定する特定機能病院であるもの

険医療機関相互間の機能の分担及び業務の は、法第七十条第三項に規定する保険医療

連携のための措置として、次に掲げる措置 機関相互間の機能の分担及び業務の連携の

を講ずるものとする。 ための措置として、次に掲げる措置を講ず

るものとする。

一・二 （略） 一・二 （略）

（入院） （入院）

第十一条 （略） 第十一条 （略）

２ 保険医療機関は、病院にあつては、医療 ２ 保険医療機関は、病院にあつては、許可

法の規定に基づき許可を受け、若しくは届 病床数の範囲内で、診療所にあつては、医

出をし、又は承認を受けた病床の数の範囲 療法の規定に基づき許可を受け、若しくは

内で、診療所にあつては、同法の規定に基 届出をし、又は通知をした病床数の範囲内

づき許可を受け、若しくは届出をし、又は で、それぞれ患者を入院させなければなら

通知をした病床数の範囲内で、それぞれ患 ない。ただし、災害その他のやむを得ない

者を入院させなければならない。ただし、 事情がある場合は、この限りでない。

災害その他のやむを得ない事情がある場合

は、この限りでない。

（特定の保険薬局への誘導の禁止） （特定の保険薬局への誘導の禁止）

第十九条の三 保険医は、処方箋の交付に関 第十九条の三 保険医は、処方せんの交付に

し、患者に対して特定の保険薬局において 関し、患者に対して特定の保険薬局におい

調剤を受けるべき旨の指示等を行つてはな て調剤を受けるべき旨の指示等を行つては

らない。 ならない。

２ 保険医は、処方箋の交付に関し、患者に ２ 保険医は、処方せんの交付に関し、患者

対して特定の保険薬局において調剤を受け に対して特定の保険薬局において調剤を受

るべき旨の指示等を行うことの対償とし けるべき旨の指示等を行うことの対償とし

て、保険薬局から金品その他の財産上の利 て、保険薬局から金品その他の財産上の利

益を収受してはならない。 益を収受してはならない。

（診療の具体的方針） （診療の具体的方針）

第二十条 医師である保険医の診療の具体的 第二十条 医師である保険医の診療の具体的

方針は、前十二条の規定によるほか、次に 方針は、前十二条の規定によるほか、次に

掲げるところによるものとする。 掲げるところによるものとする。

一・二 （略） 一・二 （略）

三 処方箋の交付 三 処方せんの交付

イ 処方箋の使用期間は、交付の日を含 イ 処方せんの使用期間は、交付の日を

めて四日以内とする。ただし、長期の 含めて四日以内とする。ただし、長期

旅行等特殊の事情があると認められる の旅行等特殊の事情があると認められ

場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ロ 前イによるほか、処方箋の交付に関 ロ 前イによるほか、処方せんの交付に

しては、前号に定める投薬の例によ 関しては、前号に定める投薬の例によ

る。 る。

四～七 （略） 四～七 （略）

（ ）（ ） 969968



◎保険医療機関及び保険医療養担当規則等の一部を改正する省令

（保険医療機関及び保険医療養担当規則の一部改正）

第一条 保険医療機関及び保険医療養担当規則（昭和三十二年厚生省令第十五号）の一部を次

のように改正する。

次の表のように改正する。

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

（特定の保険薬局への誘導の禁止） （特定の保険薬局への誘導の禁止）

第二条の五 保険医療機関は、当該保険医療 第二条の五 保険医療機関は、当該保険医療

機関において健康保険の診療に従事してい 機関において健康保険の診療に従事してい

る保険医（以下「保険医」という。）の行 る保険医（以下「保険医」という。）の行

う処方箋の交付に関し、患者に対して特定 う処方せんの交付に関し、患者に対して特

の保険薬局において調剤を受けるべき旨の 定の保険薬局において調剤を受けるべき旨

指示等を行つてはならない。 の指示等を行つてはならない。

２ 保険医療機関は、保険医の行う処方箋の ２ 保険医療機関は、保険医の行う処方せん

交付に関し、患者に対して特定の保険薬局 の交付に関し、患者に対して特定の保険薬

において調剤を受けるべき旨の指示等を行 局において調剤を受けるべき旨の指示等を

うことの対償として、保険薬局から金品そ 行うことの対償として、保険薬局から金品

の他の財産上の利益を収受してはならな その他の財産上の利益を収受してはならな

い。 い。

（一部負担金等の受領） （一部負担金等の受領）

第五条 （略） 第五条 （略）

２ （略） ２ （略）

３ 保険医療機関のうち、医療法（昭和二十 ３ 保険医療機関のうち、医療法（昭和二十

三年法律第二百五号）第七条第二項第五号 三年法律第二百五号）第四条第一項に規定

に規定する一般病床（以下「一般病床」と する地域医療支援病院（同法の規定に基づ

いう。）を有する同法第四条第一項に規定 き許可を受け、若しくは届出をし、又は承

する地域医療支援病院（一般病床の数が二 認を受けた病床（第十一条第二項において

百未満であるものを除く。）及び同法第四 「許可病床」という。）の数が四百以上で

条の二第一項に規定する特定機能病院であ あるものに限る。）及び同法第四条の二第

るものは、法第七十条第三項に規定する保 一項に規定する特定機能病院であるもの

険医療機関相互間の機能の分担及び業務の は、法第七十条第三項に規定する保険医療

連携のための措置として、次に掲げる措置 機関相互間の機能の分担及び業務の連携の

を講ずるものとする。 ための措置として、次に掲げる措置を講ず

るものとする。

一・二 （略） 一・二 （略）

（入院） （入院）

第十一条 （略） 第十一条 （略）

２ 保険医療機関は、病院にあつては、医療 ２ 保険医療機関は、病院にあつては、許可

法の規定に基づき許可を受け、若しくは届 病床数の範囲内で、診療所にあつては、医

出をし、又は承認を受けた病床の数の範囲 療法の規定に基づき許可を受け、若しくは

内で、診療所にあつては、同法の規定に基 届出をし、又は通知をした病床数の範囲内

づき許可を受け、若しくは届出をし、又は で、それぞれ患者を入院させなければなら

通知をした病床数の範囲内で、それぞれ患 ない。ただし、災害その他のやむを得ない

者を入院させなければならない。ただし、 事情がある場合は、この限りでない。

災害その他のやむを得ない事情がある場合

は、この限りでない。

（特定の保険薬局への誘導の禁止） （特定の保険薬局への誘導の禁止）

第十九条の三 保険医は、処方箋の交付に関 第十九条の三 保険医は、処方せんの交付に

し、患者に対して特定の保険薬局において 関し、患者に対して特定の保険薬局におい

調剤を受けるべき旨の指示等を行つてはな て調剤を受けるべき旨の指示等を行つては

らない。 ならない。

２ 保険医は、処方箋の交付に関し、患者に ２ 保険医は、処方せんの交付に関し、患者

対して特定の保険薬局において調剤を受け に対して特定の保険薬局において調剤を受

るべき旨の指示等を行うことの対償とし けるべき旨の指示等を行うことの対償とし

て、保険薬局から金品その他の財産上の利 て、保険薬局から金品その他の財産上の利

益を収受してはならない。 益を収受してはならない。

（診療の具体的方針） （診療の具体的方針）

第二十条 医師である保険医の診療の具体的 第二十条 医師である保険医の診療の具体的

方針は、前十二条の規定によるほか、次に 方針は、前十二条の規定によるほか、次に

掲げるところによるものとする。 掲げるところによるものとする。

一・二 （略） 一・二 （略）

三 処方箋の交付 三 処方せんの交付

イ 処方箋の使用期間は、交付の日を含 イ 処方せんの使用期間は、交付の日を

めて四日以内とする。ただし、長期の 含めて四日以内とする。ただし、長期

旅行等特殊の事情があると認められる の旅行等特殊の事情があると認められ

場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ロ 前イによるほか、処方箋の交付に関 ロ 前イによるほか、処方せんの交付に

しては、前号に定める投薬の例によ 関しては、前号に定める投薬の例によ

る。 る。

四～七 （略） 四～七 （略）
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（歯科診療の具体的方針） （歯科診療の具体的方針）

第二十一条 歯科医師である保険医の診療の 第二十一条 歯科医師である保険医の診療の

具体的方針は、第十二条から第十九条の三 具体的方針は、第十二条から第十九条の三

までの規定によるほか、次に掲げるところ までの規定によるほか、次に掲げるところ

によるものとする。 によるものとする。

一・二 （略） 一・二 （略）

三 処方箋の交付 三 処方せんの交付

イ 処方箋の使用期間は、交付の日を含 イ 処方せんの使用期間は、交付の日を

めて四日以内とする。ただし、長期の 含めて四日以内とする。ただし、長期

旅行等特殊の事情があると認められる の旅行等特殊の事情があると認められ

場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ロ 前イによるほか、処方箋の交付に関 ロ 前イによるほか、処方せんの交付に

しては、前号に定める投薬の例によ 関しては、前号に定める投薬の例によ

る。 る。

四・五 （略） 四・五 （略）

六 歯冠修復及び欠損補綴 六 歯冠修復及び欠損補綴
てつ てつ

歯冠修復及び欠損補綴は、次に掲げる 歯冠修復及び欠損補綴は、次に掲げる
てつ てつ

基準によつて行う。 基準によつて行う。

イ （略） イ （略）

ロ 欠損補綴 ロ 欠損補綴
てつ てつ

（１） （略） （１） （略）

（２） ブリッジ （２） ブリッジ

（一） （略） （一） （略）

（二） ブリッジは、金位十四カラ （二） ブリッジは、金位十四カラ

ット合金又は代用合金を使用す ット合金又は代用合金を使用す

る。ただし、金位十四カラット合 る。ただし、金位十四カラット合

雑窩洞又はポン 雑窩洞又はポン金は、前歯部の複 金は、前歯部の複
か かどう

ティックに限つて使用する。 ティックに限つて使用する。

（３） （略） （３） （略）

七～九 （略） 七～九 （略）

様式第一号㈠の１、様式第一号㈡の１（略）、様式第二号及び様式第二号の二を次のよう

に改める。

第二条 保険医療機関及び保険医療養担当規則の一部を次の表のように改正する。

改 正 後 改 正 前

（受給資格の確認） （受給資格の確認）

第三条 保険医療機関は、患者から療養の給 第三条 保険医療機関は、患者から療養の給

付を受けることを求められた場合には、次 付を受けることを求められた場合には、そ

に掲げるいずれかの方法によつて療養の給 の者の提出する被保険者証によつて療養の

付を受ける資格があることを確認しなけれ 給付を受ける資格があることを確めなけれ

ばならない。ただし、緊急やむを得ない事 ばならない。ただし、緊急やむを得ない事

由によつて当該確認を行うことができない 由によつて被保険者証を提出することがで

患者であつて、療養の給付を受ける資格が きない患者であつて、療養の給付を受ける

明らかなものについては、この限りでな 資格が明らかなものについては、この限り

い。 でない。

一 健康保険法（大正十一年法律第七十 （新設）

号。以下「法」という。）第三条第十三

項に規定する電子資格確認 （新設）

二 患者の提出する被保険者証

（被保険者証の返還） （被保険者証の返還）

第四条 保険医療機関は、第三条第二号に掲 第四条 保険医療機関は、当該患者に対する

げる方法により、療養の給付を受ける資格 療養の給付を担当しなくなつたとき、その

があることを確認した患者に対する療養の 他正当な理由により当該患者から被保険者

給付を担当しなくなつたとき、その他正当 証の返還を求められたときは、これを遅滞

な理由により当該患者から被保険者証の返 なく当該患者に返還しなければならない。

還を求められたときは、これを遅滞なく当 ただし、当該患者が死亡した場合は、健康

該患者に返還しなければならない。ただ 保険法（大正十一年法律第七十号。以下「

し、当該患者が死亡した場合は、法第百 法」という。）第百条、第百五条又は第百

条、第百五条又は第百十三条の規定により 十三条の規定により埋葬料、埋葬費又は家

埋葬料、埋葬費又は家族埋葬料を受けるべ 族埋葬料を受けるべき者に返還しなければ

き者に返還しなければならない。 ならない。

（読替規定） （読替規定）

第二十四条 日雇特例被保険者の保険及び船 第二十四条 日雇特例被保険者の保険及び船

員保険に関してこの省令を適用するについ 員保険に関してこの省令を適用するについ

ては、次の表の第一欄に掲げるこの省令の ては、次の表の第一欄に掲げるこの省令の

規定中の字句で、同表の第二欄に掲げるも 規定中の字句で、同表の第二欄に掲げるも
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（歯科診療の具体的方針） （歯科診療の具体的方針）

第二十一条 歯科医師である保険医の診療の 第二十一条 歯科医師である保険医の診療の

具体的方針は、第十二条から第十九条の三 具体的方針は、第十二条から第十九条の三

までの規定によるほか、次に掲げるところ までの規定によるほか、次に掲げるところ

によるものとする。 によるものとする。

一・二 （略） 一・二 （略）

三 処方箋の交付 三 処方せんの交付

イ 処方箋の使用期間は、交付の日を含 イ 処方せんの使用期間は、交付の日を

めて四日以内とする。ただし、長期の 含めて四日以内とする。ただし、長期

旅行等特殊の事情があると認められる の旅行等特殊の事情があると認められ

場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ロ 前イによるほか、処方箋の交付に関 ロ 前イによるほか、処方せんの交付に

しては、前号に定める投薬の例によ 関しては、前号に定める投薬の例によ

る。 る。

四・五 （略） 四・五 （略）

六 歯冠修復及び欠損補綴 六 歯冠修復及び欠損補綴
てつ てつ

歯冠修復及び欠損補綴は、次に掲げる 歯冠修復及び欠損補綴は、次に掲げる
てつ てつ

基準によつて行う。 基準によつて行う。

イ （略） イ （略）

ロ 欠損補綴 ロ 欠損補綴
てつ てつ

（１） （略） （１） （略）

（２） ブリッジ （２） ブリッジ

（一） （略） （一） （略）

（二） ブリッジは、金位十四カラ （二） ブリッジは、金位十四カラ

ット合金又は代用合金を使用す ット合金又は代用合金を使用す

る。ただし、金位十四カラット合 る。ただし、金位十四カラット合

雑窩洞又はポン 雑窩洞又はポン金は、前歯部の複 金は、前歯部の複
か かどう

ティックに限つて使用する。 ティックに限つて使用する。

（３） （略） （３） （略）

七～九 （略） 七～九 （略）

様式第一号㈠の１、様式第一号㈡の１（略）、様式第二号及び様式第二号の二を次のよう

に改める。

第二条 保険医療機関及び保険医療養担当規則の一部を次の表のように改正する。

改 正 後 改 正 前

（受給資格の確認） （受給資格の確認）

第三条 保険医療機関は、患者から療養の給 第三条 保険医療機関は、患者から療養の給

付を受けることを求められた場合には、次 付を受けることを求められた場合には、そ

に掲げるいずれかの方法によつて療養の給 の者の提出する被保険者証によつて療養の

付を受ける資格があることを確認しなけれ 給付を受ける資格があることを確めなけれ

ばならない。ただし、緊急やむを得ない事 ばならない。ただし、緊急やむを得ない事

由によつて当該確認を行うことができない 由によつて被保険者証を提出することがで

患者であつて、療養の給付を受ける資格が きない患者であつて、療養の給付を受ける

明らかなものについては、この限りでな 資格が明らかなものについては、この限り

い。 でない。

一 健康保険法（大正十一年法律第七十 （新設）

号。以下「法」という。）第三条第十三

項に規定する電子資格確認 （新設）

二 患者の提出する被保険者証

（被保険者証の返還） （被保険者証の返還）

第四条 保険医療機関は、第三条第二号に掲 第四条 保険医療機関は、当該患者に対する

げる方法により、療養の給付を受ける資格 療養の給付を担当しなくなつたとき、その

があることを確認した患者に対する療養の 他正当な理由により当該患者から被保険者

給付を担当しなくなつたとき、その他正当 証の返還を求められたときは、これを遅滞

な理由により当該患者から被保険者証の返 なく当該患者に返還しなければならない。

還を求められたときは、これを遅滞なく当 ただし、当該患者が死亡した場合は、健康

該患者に返還しなければならない。ただ 保険法（大正十一年法律第七十号。以下「

し、当該患者が死亡した場合は、法第百 法」という。）第百条、第百五条又は第百

条、第百五条又は第百十三条の規定により 十三条の規定により埋葬料、埋葬費又は家

埋葬料、埋葬費又は家族埋葬料を受けるべ 族埋葬料を受けるべき者に返還しなければ

き者に返還しなければならない。 ならない。

（読替規定） （読替規定）

第二十四条 日雇特例被保険者の保険及び船 第二十四条 日雇特例被保険者の保険及び船

員保険に関してこの省令を適用するについ 員保険に関してこの省令を適用するについ

ては、次の表の第一欄に掲げるこの省令の ては、次の表の第一欄に掲げるこの省令の

規定中の字句で、同表の第二欄に掲げるも 規定中の字句で、同表の第二欄に掲げるも
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のは、日雇特例被保険者の保険にあつては のは、日雇特例被保険者の保険にあつては

同表の第三欄に掲げる字句と、船員保険に 同表の第三欄に掲げる字句と、船員保険に

あつては同表の第四欄に掲げる字句とそれ あつては同表の第四欄に掲げる字句とそれ

ぞれ読み替えるものとする。 ぞれ読み替えるものとする。

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

第三条第 健康保険 健康保険 船員保険 （新設） （新設） （新設） （新設）

一号 法（大正 法（大正 法（昭和

十一年法 十一年法 十四年法

律第七十 律第七十 律第七十

号。以下 号。以下 三号。以

「法」と 「法」と 下「法」

いう。） いう。） と い

第三条第 第三条第 う。）第

十三項に 十三項に 二条第十

規定する 規定する 二項に規

電子資格 電子資格 定する電

確認 確認 子資格確

認

第三条第 被保険者 受給資格 被保険者 第三条 被保険者 受給資格 被保険者

二号 証 者票（特 証 証 者票（特 証

別療養費 別療養費

受給票を 受給票を

含む。） 含む。）

第四条 法 第 百 法第百三 法第七十 第四条 健康保険 健康保険 船員保険

条、第百 十六条又 二条又は 法（大正 法（大正 法（昭和

五条又は は第百四 第八十条 十一年法 十一年法 十四年法

第百十三 十三条の の規定に 律第七十 律第七十 律第七十

条の規定 規定によ より葬祭 号。以下 号。以下 三号。以

により埋 り 埋 葬 料又は家 「法」と 「法」と 下「法」

葬料、埋 料、埋葬 族葬祭料 いう。） いう。） と い

葬費又は 費又は家 第百条、 第百三十 う。）第

家族埋葬 族埋葬料 第百五条 六条又は 七十二条

料 又は第百 第百四十 又は第八

十三条の 三条の規 十条の規

規定によ 定により 定により

り 埋 葬 埋葬料、 葬祭料又

料、埋葬 埋葬費又 は家族葬

費又は家 は家族埋 祭料

族埋葬料 葬料

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

（保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則の一部改正）

第三条 保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則（昭和三十二年厚生省令第十六号）の一部を次

の表のように改正する。

改 正 後 改 正 前

（処方箋の確認） （処方せんの確認）

第三条 保険薬局は、被保険者及び被保険者 第三条 保険薬局は、被保険者及び被保険者

であつた者並びにこれらの者の被扶養者で であつた者並びにこれらの者の被扶養者で

ある患者（以下単に「患者」という。）か ある患者（以下単に「患者」という。）か

ら療養の給付を受けることを求められた場 ら療養の給付を受けることを求められた場

合には、その者の提出する処方箋が健康保 合には、その者の提出する処方せんが健康

険法（大正十一年法律第七十号。以下「法 保険法（大正十一年法律第七十号。以下「

」という。）第六十三条第三項各号に掲げ 法」という。）第六十三条第三項各号に掲

る病院又は診療所において健康保険の診療 げる病院又は診療所において健康保険の診

に従事している医師又は歯科医師（以下「 療に従事している医師又は歯科医師（以下

保険医等」という。）が交付した処方箋で 「保険医等」という。）が交付した処方せ

あること及びその処方箋又は被保険者証に んであること及びその処方せん又は被保険

よつて療養の給付を受ける資格があること 者証によつて療養の給付を受ける資格があ

を確めなければならない。 ることを確めなければならない。

（処方箋等の保存） （処方せん等の保存）

第六条 保険薬局は、患者に対する療養の給 第六条 保険薬局は、患者に対する療養の給

付に関する処方箋及び調剤録をその完結の 付に関する処方せん及び調剤録をその完結

日から三年間保存しなければならない。 の日から三年間保存しなければならない。

（調剤の一般的方針） （調剤の一般的方針）

第八条 保険薬局において健康保険の調剤に 第八条 保険薬局において健康保険の調剤に

従事する保険薬剤師（以下「保険薬剤師」 従事する保険薬剤師（以下「保険薬剤師」

という。）は、保険医等の交付した処方箋 という。）は、保険医等の交付した処方せ

に基いて、患者の療養上妥当適切に調剤並 んに基いて、患者の療養上妥当適切に調剤

（ ）（ ） 973972



のは、日雇特例被保険者の保険にあつては のは、日雇特例被保険者の保険にあつては

同表の第三欄に掲げる字句と、船員保険に 同表の第三欄に掲げる字句と、船員保険に

あつては同表の第四欄に掲げる字句とそれ あつては同表の第四欄に掲げる字句とそれ

ぞれ読み替えるものとする。 ぞれ読み替えるものとする。

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

第三条第 健康保険 健康保険 船員保険 （新設） （新設） （新設） （新設）

一号 法（大正 法（大正 法（昭和

十一年法 十一年法 十四年法

律第七十 律第七十 律第七十

号。以下 号。以下 三号。以

「法」と 「法」と 下「法」

いう。） いう。） と い

第三条第 第三条第 う。）第

十三項に 十三項に 二条第十

規定する 規定する 二項に規

電子資格 電子資格 定する電

確認 確認 子資格確

認

第三条第 被保険者 受給資格 被保険者 第三条 被保険者 受給資格 被保険者

二号 証 者票（特 証 証 者票（特 証

別療養費 別療養費

受給票を 受給票を

含む。） 含む。）

第四条 法 第 百 法第百三 法第七十 第四条 健康保険 健康保険 船員保険

条、第百 十六条又 二条又は 法（大正 法（大正 法（昭和

五条又は は第百四 第八十条 十一年法 十一年法 十四年法

第百十三 十三条の の規定に 律第七十 律第七十 律第七十

条の規定 規定によ より葬祭 号。以下 号。以下 三号。以

により埋 り 埋 葬 料又は家 「法」と 「法」と 下「法」

葬料、埋 料、埋葬 族葬祭料 いう。） いう。） と い

葬費又は 費又は家 第百条、 第百三十 う。）第

家族埋葬 族埋葬料 第百五条 六条又は 七十二条

料 又は第百 第百四十 又は第八

十三条の 三条の規 十条の規

規定によ 定により 定により

り 埋 葬 埋葬料、 葬祭料又

料、埋葬 埋葬費又 は家族葬

費又は家 は家族埋 祭料

族埋葬料 葬料

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

（保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則の一部改正）

第三条 保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則（昭和三十二年厚生省令第十六号）の一部を次

の表のように改正する。

改 正 後 改 正 前

（処方箋の確認） （処方せんの確認）

第三条 保険薬局は、被保険者及び被保険者 第三条 保険薬局は、被保険者及び被保険者

であつた者並びにこれらの者の被扶養者で であつた者並びにこれらの者の被扶養者で

ある患者（以下単に「患者」という。）か ある患者（以下単に「患者」という。）か

ら療養の給付を受けることを求められた場 ら療養の給付を受けることを求められた場

合には、その者の提出する処方箋が健康保 合には、その者の提出する処方せんが健康

険法（大正十一年法律第七十号。以下「法 保険法（大正十一年法律第七十号。以下「

」という。）第六十三条第三項各号に掲げ 法」という。）第六十三条第三項各号に掲

る病院又は診療所において健康保険の診療 げる病院又は診療所において健康保険の診

に従事している医師又は歯科医師（以下「 療に従事している医師又は歯科医師（以下

保険医等」という。）が交付した処方箋で 「保険医等」という。）が交付した処方せ

あること及びその処方箋又は被保険者証に んであること及びその処方せん又は被保険

よつて療養の給付を受ける資格があること 者証によつて療養の給付を受ける資格があ

を確めなければならない。 ることを確めなければならない。

（処方箋等の保存） （処方せん等の保存）

第六条 保険薬局は、患者に対する療養の給 第六条 保険薬局は、患者に対する療養の給

付に関する処方箋及び調剤録をその完結の 付に関する処方せん及び調剤録をその完結

日から三年間保存しなければならない。 の日から三年間保存しなければならない。

（調剤の一般的方針） （調剤の一般的方針）

第八条 保険薬局において健康保険の調剤に 第八条 保険薬局において健康保険の調剤に

従事する保険薬剤師（以下「保険薬剤師」 従事する保険薬剤師（以下「保険薬剤師」

という。）は、保険医等の交付した処方箋 という。）は、保険医等の交付した処方せ

に基いて、患者の療養上妥当適切に調剤並 んに基いて、患者の療養上妥当適切に調剤

（ ）（ ） 973972



びに薬学的管理及び指導を行わなければな 並びに薬学的管理及び指導を行わなければ

らない。 ならない。

２ （略） ２ （略）

３ 保険薬剤師は、処方箋に記載された医薬 ３ 保険薬剤師は、処方せんに記載された医

品に係る後発医薬品が次条に規定する厚生 薬品に係る後発医薬品が次条に規定する厚

労働大臣の定める医薬品である場合であつ 生労働大臣の定める医薬品である場合であ

て、当該処方箋を発行した保険医等が後発 つて、当該処方せんを発行した保険医等が

医薬品への変更を認めているときは、患者 後発医薬品への変更を認めているときは、

に対して、後発医薬品に関する説明を適切 患者に対して、後発医薬品に関する説明を

に行わなければならない。この場合におい 適切に行わなければならない。この場合に

て、保険薬剤師は、後発医薬品を調剤する おいて、保険薬剤師は、後発医薬品を調剤

よう努めなければならない。 するよう努めなければならない。

第四条 保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則の一部を次の表のように改正する。

改 正 後 改 正 前

（処方箋の確認） （処方箋の確認）

第三条 保険薬局は、被保険者及び被保険者 第三条 保険薬局は、被保険者及び被保険者

であつた者並びにこれらの者の被扶養者で であつた者並びにこれらの者の被扶養者で

ある患者（以下単に「患者」という。）か ある患者（以下単に「患者」という。）か

ら療養の給付を受けることを求められた場 ら療養の給付を受けることを求められた場

合には、その者の提出する処方箋が健康保 合には、その者の提出する処方箋が健康保

険法（大正十一年法律第七十号。以下「法 険法（大正十一年法律第七十号。以下「法

」という。）第六十三条第三項各号に掲げ 」という。）第六十三条第三項各号に掲げ

る病院又は診療所において健康保険の診療 る病院又は診療所において健康保険の診療

に従事している医師又は歯科医師（以下「 に従事している医師又は歯科医師（以下「

保険医等」という。）が交付した処方箋で 保険医等」という。）が交付した処方箋で

あること及びその処方箋、法第三条第十三 あること及びその処方箋又は被保険者証に

項に規定する電子資格確認又は患者の提出 よつて療養の給付を受ける資格があること

する被保険者証によつて療養の給付を受け を確めなければならない。

る資格があることを確認しなければならな

い。

（保険医療機関及び保険医療養担当規則及び保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則の一部を

改正する省令の一部改正）

第五条 保険医療機関及び保険医療養担当規則及び保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則の一

部を改正する省令（平成二十八年厚生労働省令第二十七号）の一部を次の表のように改正す

る。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

第三条 新療担規則第五条の二の二第一項に 第三条 新療担規則第五条の二の二第一項に

規定する保険医療機関又は第二条の規定に 規定する保険医療機関又は第二条の規定に

よる改正後の保険薬局及び保険薬剤師療養 よる改正後の保険薬局及び保険薬剤師療養

担当規則（以下「新薬担規則」という。） 担当規則（以下「新薬担規則」という。）

第四条の二の二第一項に規定する保険薬局 第四条の二の二第一項に規定する保険薬局

において、新療担規則第五条の二の二第一 において、新療担規則第五条の二の二第一

項又は新薬担規則第四条の二の二第一項の 項又は新薬担規則第四条の二の二第一項の

明細書を常に交付することが困難であるこ 明細書を常に交付することが困難であるこ

とについて正当な理由がある場合は、新療 とについて正当な理由がある場合は、新療

担規則第五条の二の二第一項又は新薬担規 担規則第五条の二の二第一項又は新薬担規

則第四条の二の二第一項の規定にかかわら 則第四条の二の二第一項の規定にかかわら

ず、平成三十年三月三十一日までの間（診 ず、平成三十年三月三十一日までの間（診

療所にあっては、当面の間）、新療担規則 療所にあっては、当面の間）、新療担規則

第五条の二の二第一項又は新薬担規則第四 第五条の二の二第一項又は新薬担規則第四

条の二の二第一項の明細書を患者から求め 条の二の二第一項の明細書を交付すること

られたときに交付することで足りるものと を要しない。

する。

２ （略） ２ （略）

附 則

（施行期日）

１ この省令は、令和二年四月一日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該

各号に定める日から施行する。

一 第二条及び第四条の規定 医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保

険法等の一部を改正する法律（令和元年法律第九号）附則第一条第四号の政令で定める

日

二 第五条の規定 令和四年四月一日

（経過措置）

２ 第一条の規定による改正後の保険医療機関及び保険医療養担当規則第五条第三項の規定

により、同項各号に掲げる措置を講ずることを要する保険医療機関（この省令の施行の日

前において、同項各号に掲げる措置を講ずることを要しなかったものに限る。）において、

同項第二号に掲げる措置を講ずることが困難であることについて正当な理由がある場合は、

同号の規定にかかわらず、令和二年九月三十日までの間、同号に掲げる措置を講ずること

を要しない。

（ ）（ ） 975974



びに薬学的管理及び指導を行わなければな 並びに薬学的管理及び指導を行わなければ

らない。 ならない。

２ （略） ２ （略）

３ 保険薬剤師は、処方箋に記載された医薬 ３ 保険薬剤師は、処方せんに記載された医

品に係る後発医薬品が次条に規定する厚生 薬品に係る後発医薬品が次条に規定する厚

労働大臣の定める医薬品である場合であつ 生労働大臣の定める医薬品である場合であ

て、当該処方箋を発行した保険医等が後発 つて、当該処方せんを発行した保険医等が

医薬品への変更を認めているときは、患者 後発医薬品への変更を認めているときは、

に対して、後発医薬品に関する説明を適切 患者に対して、後発医薬品に関する説明を

に行わなければならない。この場合におい 適切に行わなければならない。この場合に

て、保険薬剤師は、後発医薬品を調剤する おいて、保険薬剤師は、後発医薬品を調剤

よう努めなければならない。 するよう努めなければならない。

第四条 保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則の一部を次の表のように改正する。

改 正 後 改 正 前

（処方箋の確認） （処方箋の確認）

第三条 保険薬局は、被保険者及び被保険者 第三条 保険薬局は、被保険者及び被保険者

であつた者並びにこれらの者の被扶養者で であつた者並びにこれらの者の被扶養者で

ある患者（以下単に「患者」という。）か ある患者（以下単に「患者」という。）か

ら療養の給付を受けることを求められた場 ら療養の給付を受けることを求められた場

合には、その者の提出する処方箋が健康保 合には、その者の提出する処方箋が健康保

険法（大正十一年法律第七十号。以下「法 険法（大正十一年法律第七十号。以下「法

」という。）第六十三条第三項各号に掲げ 」という。）第六十三条第三項各号に掲げ

る病院又は診療所において健康保険の診療 る病院又は診療所において健康保険の診療

に従事している医師又は歯科医師（以下「 に従事している医師又は歯科医師（以下「

保険医等」という。）が交付した処方箋で 保険医等」という。）が交付した処方箋で

あること及びその処方箋、法第三条第十三 あること及びその処方箋又は被保険者証に

項に規定する電子資格確認又は患者の提出 よつて療養の給付を受ける資格があること

する被保険者証によつて療養の給付を受け を確めなければならない。

る資格があることを確認しなければならな

い。

（保険医療機関及び保険医療養担当規則及び保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則の一部を

改正する省令の一部改正）

第五条 保険医療機関及び保険医療養担当規則及び保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則の一

部を改正する省令（平成二十八年厚生労働省令第二十七号）の一部を次の表のように改正す

る。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

第三条 新療担規則第五条の二の二第一項に 第三条 新療担規則第五条の二の二第一項に

規定する保険医療機関又は第二条の規定に 規定する保険医療機関又は第二条の規定に

よる改正後の保険薬局及び保険薬剤師療養 よる改正後の保険薬局及び保険薬剤師療養

担当規則（以下「新薬担規則」という。） 担当規則（以下「新薬担規則」という。）

第四条の二の二第一項に規定する保険薬局 第四条の二の二第一項に規定する保険薬局

において、新療担規則第五条の二の二第一 において、新療担規則第五条の二の二第一

項又は新薬担規則第四条の二の二第一項の 項又は新薬担規則第四条の二の二第一項の

明細書を常に交付することが困難であるこ 明細書を常に交付することが困難であるこ

とについて正当な理由がある場合は、新療 とについて正当な理由がある場合は、新療

担規則第五条の二の二第一項又は新薬担規 担規則第五条の二の二第一項又は新薬担規

則第四条の二の二第一項の規定にかかわら 則第四条の二の二第一項の規定にかかわら

ず、平成三十年三月三十一日までの間（診 ず、平成三十年三月三十一日までの間（診

療所にあっては、当面の間）、新療担規則 療所にあっては、当面の間）、新療担規則

第五条の二の二第一項又は新薬担規則第四 第五条の二の二第一項又は新薬担規則第四

条の二の二第一項の明細書を患者から求め 条の二の二第一項の明細書を交付すること

られたときに交付することで足りるものと を要しない。

する。

２ （略） ２ （略）

附 則

（施行期日）

１ この省令は、令和二年四月一日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該

各号に定める日から施行する。

一 第二条及び第四条の規定 医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保

険法等の一部を改正する法律（令和元年法律第九号）附則第一条第四号の政令で定める

日

二 第五条の規定 令和四年四月一日

（経過措置）

２ 第一条の規定による改正後の保険医療機関及び保険医療養担当規則第五条第三項の規定

により、同項各号に掲げる措置を講ずることを要する保険医療機関（この省令の施行の日

前において、同項各号に掲げる措置を講ずることを要しなかったものに限る。）において、

同項第二号に掲げる措置を講ずることが困難であることについて正当な理由がある場合は、

同号の規定にかかわらず、令和二年九月三十日までの間、同号に掲げる措置を講ずること

を要しない。

（ ）（ ） 975974



職務

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

公 費 負 担 者 番 号 保 険 者 番 号

(

船
舶
所
有
者)

事

業

所

所　在　地
　電話　　　　　局　　　 　  番

被
保
険
者
手
帳

被

保

険

者

証

　電話　　　　　　　 局　　　　　　番

令和　　　年　　　月　　　日

公 費 負 担 医 療
の 受 給 者 番 号

保
険
者

　電話　　　　　局　　　 　  番
職　　　業

被保険者
との続柄

所　在　地

住　　　所

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

終　  　了 転　　  　　帰傷　　　　病　　　　名 開   　　始

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

名　　　称

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　　　　 年
　　 月　      日

期間満了予定日

受
　
　
　
診
　
　
　
者

有 効 期 限
氏　　　名

  日間

  日間

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

様
式
第
一
号
（

一
）

の
１
　
（

第
二
十
二
条
関
係
）

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

診　　　　　　療　　　　　　録

記号・番号

明
大
昭
平
令

名　　　称

被 保 険 者 氏 名

資　格　取　得
昭和
平成
令和

   年      月　 　 日

入　 院　 期　 間
意見書に記入した労務不能期間 意　見　書　交　付

傷   病   名

生 年 月 日 男・女

治ゆ・死亡・中止

  日間
 自　　月　　 日
 至　　月　 　日

  日間
自　　月　　 日
至　　月　 　日

          ・            (枝番)

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止
　　　　　 年
　　 月　      日

自　　月　　 日
至　　月　 　日

 自　　月　　 日
 至　　月　 　日

 自　　月　　 日
 至　　月　 　日

  日間

  日間

年 月 日

備
　
考

公 費 負 担 者 番 号

公 費 負 担 医 療
の 受 給 者 番 号

業務災害又は通勤災害の疑いがある場合は、その旨

　　  年　    月　　  日生

労　務　不　能　に　関　す　る　意　見

年 月 日

年 月 日

自　　月　　 日
至　　月　 　日

氏　名

都道府県番号
点数表
番号

医療機関
コード

変更不可

備考

２．この用紙は、Ａ列５番を標準とすること。

３．療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令（昭和51年厚生省令第36号）第１条の公費負担医療については、「保険医療機

  関」とあるのは「公費負担医療の担当医療機関」と、「保険医氏名」とあるのは「公費負担医療の担当医氏名」と読み替えるものとすること。

調剤済年月日

電 話 番 号
男・女

　個々の処方薬について、後発医薬品（ジェネリック医薬品）への変更に差し支えがあると判断した場合に
は、「変更不可」欄に「レ」又は「×」を記載し、「保険医署名」欄に署名又は記名・押印すること。

交付年月日

（

第
二
十
三
条
関
係
）

処 方 箋 の
使　用　期　間

公費負担者番号

　

備
　
　
考

　令和　　 年 　　月 　　日

処　　　方　　　箋

（この処方箋は、どの保険薬局でも有効です。）

公費負担者番号

様
式
第
二
号

患
　
　
者

特に記載のある場合
を除き、交付の日を含
めて４日以内に保険薬
局に提出すること。

保険医療機関の
所在地及び名称

生年月日

明
大
昭
平
令

保 険 医 氏 名

保 険 者 番 号

被保険者証・被保険
者手帳の記号・番号

処
　
　
　
　
　
　
　
方

被扶養者

保険薬局の所在
地 及 び 名 称
保険薬剤師氏名

区　分

公費負担医療
の受給者番号

保険薬局が調剤時に残薬を確認した場合の対応 (特に指示がある場合は「レ」又は「×」を記載すること。)
□保険医療機関へ疑義照会した上で調剤      　　 □保険医療機関へ情報提供

１．「処方」欄には、薬名、分量、用法及び用量を記載すること。

　　　　　　　・　　　　　　　（枝番）

　

被保険者

　年  月  日

　　　公費負担医療の
　　　受 給 者 番 号

令和　年　月　日

令和　　年　　月　　日

「変更不可」欄に「レ」又は「×」を記載した

場合は、署名又は記名・押印すること。
保険医署名

印

印

（ ）（ ） 977976



職務

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

上
・
外

公 費 負 担 者 番 号 保 険 者 番 号

(

船
舶
所
有
者)

事

業

所

所　在　地
　電話　　　　　局　　　 　  番

被
保
険
者
手
帳

被

保

険

者

証

　電話　　　　　　　 局　　　　　　番

令和　　　年　　　月　　　日

公 費 負 担 医 療
の 受 給 者 番 号

保
険
者

　電話　　　　　局　　　 　  番
職　　　業

被保険者
との続柄

所　在　地

住　　　所

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

終　  　了 転　　  　　帰傷　　　　病　　　　名 開   　　始

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

名　　　称

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　　　　 年
　　 月　      日

期間満了予定日

受
　
　
　
診
　
　
　
者

有 効 期 限
氏　　　名

  日間

  日間

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

様
式
第
一
号
（

一
）

の
１
　
（

第
二
十
二
条
関
係
）

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

　　　　　 年
　　 月　      日

診　　　　　　療　　　　　　録

記号・番号

明
大
昭
平
令

名　　　称

被 保 険 者 氏 名

資　格　取　得
昭和
平成
令和

   年      月　 　 日

入　 院　 期　 間
意見書に記入した労務不能期間 意　見　書　交　付

傷   病   名

生 年 月 日 男・女

治ゆ・死亡・中止

  日間
 自　　月　　 日
 至　　月　 　日

  日間
自　　月　　 日
至　　月　 　日

          ・            (枝番)

　　　　　　 年
　　　 月　　日

　　 　　　年
　  　月　 日

治ゆ・死亡・中止
　　　　　 年
　　 月　      日

自　　月　　 日
至　　月　 　日

 自　　月　　 日
 至　　月　 　日

 自　　月　　 日
 至　　月　 　日

  日間

  日間

年 月 日

備
　
考

公 費 負 担 者 番 号

公 費 負 担 医 療
の 受 給 者 番 号

業務災害又は通勤災害の疑いがある場合は、その旨

　　  年　    月　　  日生

労　務　不　能　に　関　す　る　意　見

年 月 日

年 月 日

自　　月　　 日
至　　月　 　日

氏　名

都道府県番号
点数表
番号

医療機関
コード

変更不可

備考

２．この用紙は、Ａ列５番を標準とすること。

３．療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令（昭和51年厚生省令第36号）第１条の公費負担医療については、「保険医療機

  関」とあるのは「公費負担医療の担当医療機関」と、「保険医氏名」とあるのは「公費負担医療の担当医氏名」と読み替えるものとすること。

調剤済年月日

電 話 番 号
男・女

　個々の処方薬について、後発医薬品（ジェネリック医薬品）への変更に差し支えがあると判断した場合に
は、「変更不可」欄に「レ」又は「×」を記載し、「保険医署名」欄に署名又は記名・押印すること。

交付年月日

（

第
二
十
三
条
関
係
）

処 方 箋 の
使　用　期　間

公費負担者番号

　

備
　
　
考

　令和　　 年 　　月 　　日

処　　　方　　　箋

（この処方箋は、どの保険薬局でも有効です。）

公費負担者番号

様
式
第
二
号

患
　
　
者

特に記載のある場合
を除き、交付の日を含
めて４日以内に保険薬
局に提出すること。

保険医療機関の
所在地及び名称

生年月日

明
大
昭
平
令

保 険 医 氏 名

保 険 者 番 号

被保険者証・被保険
者手帳の記号・番号

処
　
　
　
　
　
　
　
方

被扶養者

保険薬局の所在
地 及 び 名 称
保険薬剤師氏名

区　分

公費負担医療
の受給者番号

保険薬局が調剤時に残薬を確認した場合の対応 (特に指示がある場合は「レ」又は「×」を記載すること。)
□保険医療機関へ疑義照会した上で調剤      　　 □保険医療機関へ情報提供

１．「処方」欄には、薬名、分量、用法及び用量を記載すること。

　　　　　　　・　　　　　　　（枝番）

　

被保険者

　年  月  日

　　　公費負担医療の
　　　受 給 者 番 号

令和　年　月　日

令和　　年　　月　　日

「変更不可」欄に「レ」又は「×」を記載した

場合は、署名又は記名・押印すること。
保険医署名

印

印

（ ）（ ） 977976



氏　名

都道府県番号
点数表
番号

医療機関
コード

変更不可

備考

２．この用紙は、Ａ列５番を標準とすること。

３．療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令（昭和51年厚生省令第36号）第１条の公費負担医療については、「保険医療機

　 関」とあるのは「公費負担医療の担当医療機関」と、「保険医氏名」とあるのは「公費負担医療の担当医氏名」と読み替えるものとすること。

分割指示に係る処方箋　　　＿分割の＿回目

（この処方箋は、どの保険薬局でも有効です。）

保険薬局の所在
地 及 び 名 称
保険薬剤師氏名

　　　公費負担医療の
　　　受 給 者 番 号

保険薬局が調剤時に残薬を確認した場合の対応(特に指示がある場合は「レ」又は「×」を記載すること。)
□保険医療機関へ疑義照会した上で調剤　       　□保険医療機関へ情報提供

調剤済年月日

令和　年　月　日

特に記載のある場合
を除き、交付の日を含
めて４日以内に保険薬
局に提出すること。

処
　
　
　
　
　
　
　
方

　個々の処方薬について、後発医薬品（ジェネリック医薬品）への変更に差し支えがあると判断した場合に
は、「変更不可」欄に「レ」又は「×」を記載し、「保険医署名」欄に署名又は記名・押印すること。

１．「処方」欄には、薬名、分量、用法及び用量を記載すること。

被扶養者

　

公費負担者番号令和　　年　　月　　日

様
式
第
二
号
の
二

保険医療機関の
所在地及び名称

（

第
二
十
三
条
関
係
）

公費負担医療
の受給者番号

生年月日

明
大
昭
平
令

備
　
　
考

区　分 被保険者

電 話 番 号

保 険 医 氏 名

被保険者証・被保険
者手帳の記号・番号

交付年月日 　　令和　　 年 　　月 　　日
処 方 箋 の

使　用　期　間

　　　　　　　・             　 （枝番）

患
　
　
者

　年  月  日 男・女

　

処　　　方　　　箋

公費負担者番号 保 険 者 番 号

「変更不可」欄に「レ」又は「×」を記載した

場合は、署名又は記名・押印すること。
保険医署名

印

印

　(発行保険医療機関情報）

　処方箋発行医療機関の保険薬局からの連絡先

　電話番号 ＦＡＸ番号

　その他の連絡先

(受付保険薬局情報）

１回目を受け付けた保険薬局

名称

所在地

保険薬剤師氏名

調剤年月日

２回目を受け付けた保険薬局

名称

所在地

保険薬剤師氏名

調剤年月日

３回目を受け付けた保険薬局

名称

所在地

保険薬剤師氏名

調剤年月日

　

分 割 指 示 に 係 る 処 方 箋 （ 別 紙 ）
様
式
第
二
号
の
二

印

印

印

（ ）（ ） 979978



氏　名

都道府県番号
点数表
番号

医療機関
コード

変更不可

備考

２．この用紙は、Ａ列５番を標準とすること。

３．療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令（昭和51年厚生省令第36号）第１条の公費負担医療については、「保険医療機

　 関」とあるのは「公費負担医療の担当医療機関」と、「保険医氏名」とあるのは「公費負担医療の担当医氏名」と読み替えるものとすること。

分割指示に係る処方箋　　　＿分割の＿回目

（この処方箋は、どの保険薬局でも有効です。）

保険薬局の所在
地 及 び 名 称
保険薬剤師氏名

　　　公費負担医療の
　　　受 給 者 番 号

保険薬局が調剤時に残薬を確認した場合の対応(特に指示がある場合は「レ」又は「×」を記載すること。)
□保険医療機関へ疑義照会した上で調剤　       　□保険医療機関へ情報提供

調剤済年月日

令和　年　月　日

特に記載のある場合
を除き、交付の日を含
めて４日以内に保険薬
局に提出すること。

処
　
　
　
　
　
　
　
方

　個々の処方薬について、後発医薬品（ジェネリック医薬品）への変更に差し支えがあると判断した場合に
は、「変更不可」欄に「レ」又は「×」を記載し、「保険医署名」欄に署名又は記名・押印すること。

１．「処方」欄には、薬名、分量、用法及び用量を記載すること。

被扶養者

　

公費負担者番号令和　　年　　月　　日

様
式
第
二
号
の
二

保険医療機関の
所在地及び名称

（

第
二
十
三
条
関
係
）

公費負担医療
の受給者番号

生年月日

明
大
昭
平
令

備
　
　
考

区　分 被保険者

電 話 番 号

保 険 医 氏 名

被保険者証・被保険
者手帳の記号・番号

交付年月日 　　令和　　 年 　　月 　　日
処 方 箋 の

使　用　期　間

　　　　　　　・             　 （枝番）

患
　
　
者

　年  月  日 男・女

　

処　　　方　　　箋

公費負担者番号 保 険 者 番 号

「変更不可」欄に「レ」又は「×」を記載した

場合は、署名又は記名・押印すること。
保険医署名

印

印

　(発行保険医療機関情報）

　処方箋発行医療機関の保険薬局からの連絡先

　電話番号 ＦＡＸ番号

　その他の連絡先

(受付保険薬局情報）

１回目を受け付けた保険薬局

名称

所在地

保険薬剤師氏名

調剤年月日

２回目を受け付けた保険薬局

名称

所在地

保険薬剤師氏名

調剤年月日

３回目を受け付けた保険薬局

名称

所在地

保険薬剤師氏名

調剤年月日

　

分 割 指 示 に 係 る 処 方 箋 （ 別 紙 ）
様
式
第
二
号
の
二

印

印

印

（ ）（ ） 979978



◎高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準及

び高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準

の一部を改正する件の一部を改正する告示

（高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準

の一部改正）

第一条 高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する

基準（昭和五十八年厚生省告示第十四号）の一部を次の表のように改正する。

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

（特定の保険薬局への誘導の禁止） （特定の保険薬局への誘導の禁止）

第二条の五 保険医療機関は、当該保険医療 第二条の五 保険医療機関は、当該保険医療

機関において療養の給付及び保険外併用療 機関において療養の給付及び保険外併用療

養費に係る療養を担当する医師又は歯科医 養費に係る療養を担当する医師又は歯科医

師（以下「保険医」という。）の行う処方 師（以下「保険医」という。）の行う処方

箋の交付に関し、患者に対して特定の保険 せんの交付に関し、患者に対して特定の保

薬局において調剤を受けるべき旨の指示等 険薬局において調剤を受けるべき旨の指示

を行つてはならない。 等を行つてはならない。

２ 保険医療機関は、保険医の行う処方箋の ２ 保険医療機関は、保険医の行う処方せん

交付に関し、患者に対して特定の保険薬局 の交付に関し、患者に対して特定の保険薬

において調剤を受けるべき旨の指示等を行 局において調剤を受けるべき旨の指示等を

うことの対償として、保険薬局から金品そ 行うことの対償として、保険薬局から金品

の他の財産上の利益を収受してはならな その他の財産上の利益を収受してはならな

い。 い。

（一部負担金の受領等） （一部負担金の受領等）

第五条 （略） 第五条 （略）

２ （略） ２ （略）

３ 保険医療機関のうち、医療法（昭和二十 ３ 保険医療機関のうち、医療法（昭和二十

三年法律第二百五号）第七条第二項第五号 三年法律第二百五号）第四条第一項に規定

に規定する一般病床（以下「一般病床」と する地域医療支援病院（同法の規定に基づ

いう。）を有する同法第四条第一項に規定 き許可を受け、若しくは届出をし、又は承

する地域医療支援病院（一般病床の数が二 認を受けた病床（第十一条第二項において

百未満であるものを除く。）及び同法第四 「許可病床」という。）の数が四百以上で

条の二第一項に規定する特定機能病院であ あるものに限る。）及び同法第四条の二第

るものは、健康保険法第七十条第三項に規 一項に規定する特定機能病院であるもの

定する保険医療機関相互間の機能の分担及 は、健康保険法第七十条第三項に規定する

び業務の連携のための措置として、次に掲 保険医療機関相互間の機能の分担及び業務

げる措置を講ずるものとする。 の連携のための措置として、次に掲げる措

一・二 （略） 置を講ずるものとする。

４ （略） 一・二 （略）

４ （略）

（入院） （入院）

第十一条 （略） 第十一条 （略）

２ 保険医療機関は、病院にあつては、医療 ２ 保険医療機関は、病院にあつては、許可

法の規定に基づき許可を受け、若しくは届 病床数の範囲内で、診療所にあつては、医

出をし、又は承認を受けた病床の数の範囲 療法の規定に基づき許可を受け、若しくは

内で、診療所にあつては、医療法の規定に 届出をし、又は通知をした病床数の範囲内

基づき許可を受け、若しくは届出をし、又 で、それぞれ患者を入院させなければなら

は通知をした病床数の範囲内で、それぞれ ない。ただし、災害その他のやむを得ない

患者を入院させなければならない。ただ 事情がある場合は、この限りでない。

し、災害その他のやむを得ない事情がある

場合は、この限りでない。

３ （略） ３ （略）

（特定の保険薬局への誘導の禁止） （特定の保険薬局への誘導の禁止）

第十九条の三 保険医は、処方箋の交付に関 第十九条の三 保険医は、処方せんの交付に

し、患者に対して特定の保険薬局において 関し、患者に対して特定の保険薬局におい

調剤を受けるべき旨の指示等を行つてはな て調剤を受けるべき旨の指示等を行つては

らない。 ならない。

２ 保険医は、処方箋の交付に関し、患者に ２ 保険医は、処方せんの交付に関し、患者

対して特定の保険薬局において調剤を受け に対して特定の保険薬局において調剤を受

るべき旨の指示等を行うことの対償とし けるべき旨の指示等を行うことの対償とし

て、保険薬局から金品その他の財産上の利 て、保険薬局から金品その他の財産上の利

益を収受してはならない。 益を収受してはならない。

（診療の具体的方針） （診療の具体的方針）

第二十条 医師である保険医の診療の具体的 第二十条 医師である保険医の診療の具体的

方針は、第十二条から前条までの規定によ 方針は、第十二条から前条までの規定によ

るほか、次に掲げるところによるものとす るほか、次に掲げるところによるものとす

る。 る。

一～三 （略） 一～三 （略）

四 処方箋の交付 四 処方せんの交付

イ 処方箋の使用期間は、交付の日を含 イ 処方せんの使用期間は、交付の日を

めて四日以内とする。ただし、長期の 含めて四日以内とする。ただし、長期
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◎高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準及

び高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準

の一部を改正する件の一部を改正する告示

（高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準

の一部改正）

第一条 高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する

基準（昭和五十八年厚生省告示第十四号）の一部を次の表のように改正する。

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

（特定の保険薬局への誘導の禁止） （特定の保険薬局への誘導の禁止）

第二条の五 保険医療機関は、当該保険医療 第二条の五 保険医療機関は、当該保険医療

機関において療養の給付及び保険外併用療 機関において療養の給付及び保険外併用療

養費に係る療養を担当する医師又は歯科医 養費に係る療養を担当する医師又は歯科医

師（以下「保険医」という。）の行う処方 師（以下「保険医」という。）の行う処方

箋の交付に関し、患者に対して特定の保険 せんの交付に関し、患者に対して特定の保

薬局において調剤を受けるべき旨の指示等 険薬局において調剤を受けるべき旨の指示

を行つてはならない。 等を行つてはならない。

２ 保険医療機関は、保険医の行う処方箋の ２ 保険医療機関は、保険医の行う処方せん

交付に関し、患者に対して特定の保険薬局 の交付に関し、患者に対して特定の保険薬

において調剤を受けるべき旨の指示等を行 局において調剤を受けるべき旨の指示等を

うことの対償として、保険薬局から金品そ 行うことの対償として、保険薬局から金品

の他の財産上の利益を収受してはならな その他の財産上の利益を収受してはならな

い。 い。

（一部負担金の受領等） （一部負担金の受領等）

第五条 （略） 第五条 （略）

２ （略） ２ （略）

３ 保険医療機関のうち、医療法（昭和二十 ３ 保険医療機関のうち、医療法（昭和二十

三年法律第二百五号）第七条第二項第五号 三年法律第二百五号）第四条第一項に規定

に規定する一般病床（以下「一般病床」と する地域医療支援病院（同法の規定に基づ

いう。）を有する同法第四条第一項に規定 き許可を受け、若しくは届出をし、又は承

する地域医療支援病院（一般病床の数が二 認を受けた病床（第十一条第二項において

百未満であるものを除く。）及び同法第四 「許可病床」という。）の数が四百以上で

条の二第一項に規定する特定機能病院であ あるものに限る。）及び同法第四条の二第

るものは、健康保険法第七十条第三項に規 一項に規定する特定機能病院であるもの

定する保険医療機関相互間の機能の分担及 は、健康保険法第七十条第三項に規定する

び業務の連携のための措置として、次に掲 保険医療機関相互間の機能の分担及び業務

げる措置を講ずるものとする。 の連携のための措置として、次に掲げる措

一・二 （略） 置を講ずるものとする。

４ （略） 一・二 （略）

４ （略）

（入院） （入院）

第十一条 （略） 第十一条 （略）

２ 保険医療機関は、病院にあつては、医療 ２ 保険医療機関は、病院にあつては、許可

法の規定に基づき許可を受け、若しくは届 病床数の範囲内で、診療所にあつては、医

出をし、又は承認を受けた病床の数の範囲 療法の規定に基づき許可を受け、若しくは

内で、診療所にあつては、医療法の規定に 届出をし、又は通知をした病床数の範囲内

基づき許可を受け、若しくは届出をし、又 で、それぞれ患者を入院させなければなら

は通知をした病床数の範囲内で、それぞれ ない。ただし、災害その他のやむを得ない

患者を入院させなければならない。ただ 事情がある場合は、この限りでない。

し、災害その他のやむを得ない事情がある

場合は、この限りでない。

３ （略） ３ （略）

（特定の保険薬局への誘導の禁止） （特定の保険薬局への誘導の禁止）

第十九条の三 保険医は、処方箋の交付に関 第十九条の三 保険医は、処方せんの交付に

し、患者に対して特定の保険薬局において 関し、患者に対して特定の保険薬局におい

調剤を受けるべき旨の指示等を行つてはな て調剤を受けるべき旨の指示等を行つては

らない。 ならない。

２ 保険医は、処方箋の交付に関し、患者に ２ 保険医は、処方せんの交付に関し、患者

対して特定の保険薬局において調剤を受け に対して特定の保険薬局において調剤を受

るべき旨の指示等を行うことの対償とし けるべき旨の指示等を行うことの対償とし

て、保険薬局から金品その他の財産上の利 て、保険薬局から金品その他の財産上の利

益を収受してはならない。 益を収受してはならない。

（診療の具体的方針） （診療の具体的方針）

第二十条 医師である保険医の診療の具体的 第二十条 医師である保険医の診療の具体的

方針は、第十二条から前条までの規定によ 方針は、第十二条から前条までの規定によ

るほか、次に掲げるところによるものとす るほか、次に掲げるところによるものとす

る。 る。

一～三 （略） 一～三 （略）

四 処方箋の交付 四 処方せんの交付

イ 処方箋の使用期間は、交付の日を含 イ 処方せんの使用期間は、交付の日を

めて四日以内とする。ただし、長期の 含めて四日以内とする。ただし、長期
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旅行等特殊の事情があると認められる の旅行等特殊の事情があると認められ

場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ロ 施設入所者に対しては、別に厚生労 ロ 施設入所者に対しては、別に厚生労

働大臣が定める場合を除き、健康保険 働大臣が定める場合を除き、健康保険

法第六十三条第三項第一号に規定する 法第六十三条第三項第一号に規定する

保険薬局（以下「保険薬局」とい 保険薬局（以下「保険薬局」とい

う。）における薬剤又は治療材料の支 う。）における薬剤又は治療材料の支

給を目的とする処方箋を交付してはな 給を目的とする処方せんを交付しては

らない。 ならない。

ハ イ及びロによるほか、処方箋の交付 ハ イ及びロによるほか、処方せんの交

に関しては、前号に定める投薬の例に 付に関しては、前号に定める投薬の例

よる。 による。

五～八 （略） 五～八 （略）

（歯科診療の具体的方針） （歯科診療の具体的方針）

第二十一条 歯科医師である保険医の診療の 第二十一条 歯科医師である保険医の診療の

具体的方針は、第十二条から第十九条の三 具体的方針は、第十二条から第十九条の三

までの規定によるほか、次に掲げるところ までの規定によるほか、次に掲げるところ

によるものとする。 によるものとする。

一～三 （略） 一～三 （略）

四 処方箋の交付 四 処方せんの交付

イ 処方箋の使用期間は、交付の日を含 イ 処方せんの使用期間は、交付の日を

めて四日以内とする。ただし、長期の 含めて四日以内とする。ただし、長期

旅行等特殊の事情があると認められる の旅行等特殊の事情があると認められ

場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ロ イによるほか、処方箋の交付に関し ロ イによるほか、処方せんの交付に関

ては、前号に定める投薬の例による。 しては、前号に定める投薬の例によ

る。

五・六 （略） 五・六 （略）

七 歯冠修復及び欠損補綴 七 歯冠修復及び欠損補綴
てつ てつ

歯冠修復及び欠損補綴は、次に掲げる 歯冠修復及び欠損補綴は、次に掲げる
てつ てつ

基準によつて行う。 基準によつて行う。

イ （略） イ （略）

ロ 欠損補綴 ロ 欠損補綴
てつ てつ

（１） （略） （１） （略）

（２） ブリッジ （２） ブリッジ

（一） （略） （一） （略）

（二） ブリッジは、金位十四カラ （二） ブリッジは、金位十四カラ

ット合金又は代用合金を使用す ット合金又は代用合金を使用す

る。ただし、金位十四カラット合 る。ただし、金位十四カラット合

雑窩洞又はポン 雑窩洞又はポン金は、前歯部の複 金は、前歯部の複
か かどう

ティックに限つて使用する。 ティックに限つて使用する。

（３） （略） （３） （略）

八～九 （略） 八～九 （略）

（処方箋の交付） （処方せんの交付）

第二十三条 保険医は、処方箋を交付する場 第二十三条 保険医は、処方せんを交付する

合には、健康保険の例により、処方箋に必 場合には、健康保険の例により、処方せん

要な事項を記載しなければならない。 に必要な事項を記載しなければならない。

２ 保険医は、その交付した処方箋に関し、 ２ 保険医は、その交付した処方せんに関

保険薬剤師から疑義の照会があつた場合に し、保険薬剤師から疑義の照会があつた場

は、これに適切に対応しなければならな 合には、これに適切に対応しなければなら

い。 ない。

（処方箋の確認） （処方せんの確認）

第二十六条 保険薬局は、患者から療養の給 第二十六条 保険薬局は、患者から療養の給

付及び保険外併用療養費に係る療養を受け 付及び保険外併用療養費に係る療養を受け

ることを求められた場合には、その者の提 ることを求められた場合には、その者の提

出する処方箋が保険医が交付した処方箋で 出する処方せんが保険医が交付した処方せ

あること及びその処方箋又は被保険者証に んであること及びその処方せん又は被保険

よつて療養の給付を受ける資格があること 者証によつて療養の給付を受ける資格があ

を確かめなければならない。 ることを確かめなければならない。

（処方箋等の保存） （処方せん等の保存）

第二十八条 保険薬局は、患者に対する療養 第二十八条 保険薬局は、患者に対する療養

の給付及び保険外併用療養費に係る療養に の給付及び保険外併用療養費に係る療養に

関する処方箋及び調剤録をその完結の日か 関する処方せん及び調剤録をその完結の日

ら三年間保存しなければならない。 から三年間保存しなければならない。

（調剤の一般的方針） （調剤の一般的方針）

第三十条 保険医療機関又は保険薬局におい 第三十条 保険医療機関又は保険薬局におい

て療養の給付及び保険外併用療養費に係る て療養の給付及び保険外併用療養費に係る

療養を担当する薬剤師（以下「保険薬剤師 療養を担当する薬剤師（以下「保険薬剤師

」という。）は、後期高齢者の心身の特性 」という。）は、後期高齢者の心身の特性

を踏まえて、保険医が交付した処方箋に基 を踏まえて、保険医が交付した処方せんに

づき、患者の療養上妥当適切に調剤並びに 基づき、患者の療養上妥当適切に調剤並び

薬学的管理及び指導を行わなければならな に薬学的管理及び指導を行わなければなら

（ ）（ ） 983982



旅行等特殊の事情があると認められる の旅行等特殊の事情があると認められ

場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ロ 施設入所者に対しては、別に厚生労 ロ 施設入所者に対しては、別に厚生労

働大臣が定める場合を除き、健康保険 働大臣が定める場合を除き、健康保険

法第六十三条第三項第一号に規定する 法第六十三条第三項第一号に規定する

保険薬局（以下「保険薬局」とい 保険薬局（以下「保険薬局」とい

う。）における薬剤又は治療材料の支 う。）における薬剤又は治療材料の支

給を目的とする処方箋を交付してはな 給を目的とする処方せんを交付しては

らない。 ならない。

ハ イ及びロによるほか、処方箋の交付 ハ イ及びロによるほか、処方せんの交

に関しては、前号に定める投薬の例に 付に関しては、前号に定める投薬の例

よる。 による。

五～八 （略） 五～八 （略）

（歯科診療の具体的方針） （歯科診療の具体的方針）

第二十一条 歯科医師である保険医の診療の 第二十一条 歯科医師である保険医の診療の

具体的方針は、第十二条から第十九条の三 具体的方針は、第十二条から第十九条の三

までの規定によるほか、次に掲げるところ までの規定によるほか、次に掲げるところ

によるものとする。 によるものとする。

一～三 （略） 一～三 （略）

四 処方箋の交付 四 処方せんの交付

イ 処方箋の使用期間は、交付の日を含 イ 処方せんの使用期間は、交付の日を

めて四日以内とする。ただし、長期の 含めて四日以内とする。ただし、長期

旅行等特殊の事情があると認められる の旅行等特殊の事情があると認められ

場合は、この限りでない。 る場合は、この限りでない。

ロ イによるほか、処方箋の交付に関し ロ イによるほか、処方せんの交付に関

ては、前号に定める投薬の例による。 しては、前号に定める投薬の例によ

る。

五・六 （略） 五・六 （略）

七 歯冠修復及び欠損補綴 七 歯冠修復及び欠損補綴
てつ てつ

歯冠修復及び欠損補綴は、次に掲げる 歯冠修復及び欠損補綴は、次に掲げる
てつ てつ

基準によつて行う。 基準によつて行う。

イ （略） イ （略）

ロ 欠損補綴 ロ 欠損補綴
てつ てつ

（１） （略） （１） （略）

（２） ブリッジ （２） ブリッジ

（一） （略） （一） （略）

（二） ブリッジは、金位十四カラ （二） ブリッジは、金位十四カラ

ット合金又は代用合金を使用す ット合金又は代用合金を使用す

る。ただし、金位十四カラット合 る。ただし、金位十四カラット合

雑窩洞又はポン 雑窩洞又はポン金は、前歯部の複 金は、前歯部の複
か かどう

ティックに限つて使用する。 ティックに限つて使用する。

（３） （略） （３） （略）

八～九 （略） 八～九 （略）

（処方箋の交付） （処方せんの交付）

第二十三条 保険医は、処方箋を交付する場 第二十三条 保険医は、処方せんを交付する

合には、健康保険の例により、処方箋に必 場合には、健康保険の例により、処方せん

要な事項を記載しなければならない。 に必要な事項を記載しなければならない。

２ 保険医は、その交付した処方箋に関し、 ２ 保険医は、その交付した処方せんに関

保険薬剤師から疑義の照会があつた場合に し、保険薬剤師から疑義の照会があつた場

は、これに適切に対応しなければならな 合には、これに適切に対応しなければなら

い。 ない。

（処方箋の確認） （処方せんの確認）

第二十六条 保険薬局は、患者から療養の給 第二十六条 保険薬局は、患者から療養の給

付及び保険外併用療養費に係る療養を受け 付及び保険外併用療養費に係る療養を受け

ることを求められた場合には、その者の提 ることを求められた場合には、その者の提

出する処方箋が保険医が交付した処方箋で 出する処方せんが保険医が交付した処方せ

あること及びその処方箋又は被保険者証に んであること及びその処方せん又は被保険

よつて療養の給付を受ける資格があること 者証によつて療養の給付を受ける資格があ

を確かめなければならない。 ることを確かめなければならない。

（処方箋等の保存） （処方せん等の保存）

第二十八条 保険薬局は、患者に対する療養 第二十八条 保険薬局は、患者に対する療養

の給付及び保険外併用療養費に係る療養に の給付及び保険外併用療養費に係る療養に

関する処方箋及び調剤録をその完結の日か 関する処方せん及び調剤録をその完結の日

ら三年間保存しなければならない。 から三年間保存しなければならない。

（調剤の一般的方針） （調剤の一般的方針）

第三十条 保険医療機関又は保険薬局におい 第三十条 保険医療機関又は保険薬局におい

て療養の給付及び保険外併用療養費に係る て療養の給付及び保険外併用療養費に係る

療養を担当する薬剤師（以下「保険薬剤師 療養を担当する薬剤師（以下「保険薬剤師

」という。）は、後期高齢者の心身の特性 」という。）は、後期高齢者の心身の特性

を踏まえて、保険医が交付した処方箋に基 を踏まえて、保険医が交付した処方せんに

づき、患者の療養上妥当適切に調剤並びに 基づき、患者の療養上妥当適切に調剤並び

薬学的管理及び指導を行わなければならな に薬学的管理及び指導を行わなければなら

（ ）（ ） 983982



い。 ない。

２ （略） ２ （略）

３ 保険薬剤師は、処方箋に記載された医薬 ３ 保険薬剤師は、処方せんに記載された医

品に係る後発医薬品が次条に規定する厚生 薬品に係る後発医薬品が次条に規定する厚

労働大臣の定める医薬品である場合であつ 生労働大臣の定める医薬品である場合であ

て、当該処方箋を発行した保険医等が後発 つて、当該処方せんを発行した保険医等が

医薬品への変更を認めているときは、患者 後発医薬品への変更を認めているときは、

に対して、後発医薬品に関する説明を適切 患者に対して、後発医薬品に関する説明を

に行わなければならない。この場合におい 適切に行わなければならない。この場合に

て、保険薬剤師は、後発医薬品を調剤する おいて、保険薬剤師は、後発医薬品を調剤

よう努めなければならない。 するよう努めなければならない。

第二条 高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する

基準の一部を次の表のように改正する。

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

（受給資格の確認） （受給資格の確認）

第三条 保険医療機関は、患者から療養の給 第三条 保険医療機関は、患者から療養の給

付又は保険外併用療養費に係る療養を受け 付又は保険外併用療養費に係る療養を受け

ることを求められた場合には、次に掲げる ることを求められた場合には、その者の提

いずれかの方法によつて療養の給付を受け 示する被保険者証によつて療養の給付を受

る資格があることを確認しなければならな ける資格があることを確かめなければなら

い。ただし、緊急やむを得ない事由によつ ない。ただし、緊急やむを得ない事由によ

て当該確認を行うことができない患者であ つて被保険者証を提示することができない

つて療養の給付を受ける資格があることが 患者であつて療養の給付を受ける資格があ

明らかであるものについては、この限りで ることが明らかであるものについては、こ

ない。 の限りでない。

一 健康保険法第三条第十三項に規定する （新設）

電子資格確認

二 患者の提出する被保険者証 （新設）

２ （略） ２ （略）

（被保険者証の返還） （被保険者証の返還）

第四条 保険医療機関は、第三条第一項第二 第四条 保険医療機関は、患者に対して行つ

号に掲げる方法により、療養の給付を受け た療養の給付及び保険外併用療養費に係る

る資格があることを確認した患者に対して 療養を取り扱わなくなつたとき、その他正

行つた療養の給付及び保険外併用療養費に 当な理由により当該患者から被保険者証の

係る療養を取り扱わなくなつたとき、その 返還を求められたときは、これを遅滞なく

他正当な理由により当該患者から被保険者 当該患者に返還しなければならない。

証の返還を求められたときは、これを遅滞

なく当該患者に返還しなければならない。

（処方箋の確認） （処方箋の確認）

第二十六条 保険薬局は、患者から療養の給 第二十六条 保険薬局は、患者から療養の給

付及び保険外併用療養費に係る療養を受け 付及び保険外併用療養費に係る療養を受け

ることを求められた場合には、その者の提 ることを求められた場合には、その者の提

出する処方箋が保険医が交付した処方箋で 出する処方箋が保険医が交付した処方箋で

あること及びその処方箋、健康保険法第三 あること及びその処方箋又は被保険者証に

条第十三項に規定する電子資格確認又は患 よつて療養の給付を受ける資格があること

者の提出する被保険者証によつて療養の給 を確かめなければならない。

付を受ける資格があることを確認しなけれ

ばならない。

（高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準

の一部を改正する件の一部改正）

第三条 高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する

基準の一部を改正する件（平成二十八年厚生労働省告示第五十号）の一部を次の表のように改

正する。

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

第二条 新療担基準第五条の二の二第一項に 第二条 新療担基準第五条の二の二第一項に

規定する保険医療機関又は新療担基準第二 規定する保険医療機関又は新療担基準第二

十六条の五の二第一項に規定する保険薬局 十六条の五の二第一項に規定する保険薬局

において、新療担基準第五条の二の二第一 において、新療担基準第五条の二の二第一

項又は第二十六条の五の二第一項の明細書 項又は第二十六条の五の二第一項の明細書

を常に交付することが困難であることにつ を常に交付することが困難であることにつ

いて正当な理由がある場合は、新療担基準 いて正当な理由がある場合は、新療担基準

第五条の二の二第一項又は第二十六条の五 第五条の二の二第一項又は第二十六条の五

の二第一項の規定にかかわらず、平成三十 の二第一項の規定にかかわらず、平成三十

年三月三十一日までの間（診療所にあって 年三月三十一日までの間（診療所にあって

（ ）（ ） 985984



い。 ない。

２ （略） ２ （略）

３ 保険薬剤師は、処方箋に記載された医薬 ３ 保険薬剤師は、処方せんに記載された医

品に係る後発医薬品が次条に規定する厚生 薬品に係る後発医薬品が次条に規定する厚

労働大臣の定める医薬品である場合であつ 生労働大臣の定める医薬品である場合であ

て、当該処方箋を発行した保険医等が後発 つて、当該処方せんを発行した保険医等が

医薬品への変更を認めているときは、患者 後発医薬品への変更を認めているときは、

に対して、後発医薬品に関する説明を適切 患者に対して、後発医薬品に関する説明を

に行わなければならない。この場合におい 適切に行わなければならない。この場合に

て、保険薬剤師は、後発医薬品を調剤する おいて、保険薬剤師は、後発医薬品を調剤

よう努めなければならない。 するよう努めなければならない。

第二条 高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する

基準の一部を次の表のように改正する。

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

（受給資格の確認） （受給資格の確認）

第三条 保険医療機関は、患者から療養の給 第三条 保険医療機関は、患者から療養の給

付又は保険外併用療養費に係る療養を受け 付又は保険外併用療養費に係る療養を受け

ることを求められた場合には、次に掲げる ることを求められた場合には、その者の提

いずれかの方法によつて療養の給付を受け 示する被保険者証によつて療養の給付を受

る資格があることを確認しなければならな ける資格があることを確かめなければなら

い。ただし、緊急やむを得ない事由によつ ない。ただし、緊急やむを得ない事由によ

て当該確認を行うことができない患者であ つて被保険者証を提示することができない

つて療養の給付を受ける資格があることが 患者であつて療養の給付を受ける資格があ

明らかであるものについては、この限りで ることが明らかであるものについては、こ

ない。 の限りでない。

一 健康保険法第三条第十三項に規定する （新設）

電子資格確認

二 患者の提出する被保険者証 （新設）

２ （略） ２ （略）

（被保険者証の返還） （被保険者証の返還）

第四条 保険医療機関は、第三条第一項第二 第四条 保険医療機関は、患者に対して行つ

号に掲げる方法により、療養の給付を受け た療養の給付及び保険外併用療養費に係る

る資格があることを確認した患者に対して 療養を取り扱わなくなつたとき、その他正

行つた療養の給付及び保険外併用療養費に 当な理由により当該患者から被保険者証の

係る療養を取り扱わなくなつたとき、その 返還を求められたときは、これを遅滞なく

他正当な理由により当該患者から被保険者 当該患者に返還しなければならない。

証の返還を求められたときは、これを遅滞

なく当該患者に返還しなければならない。

（処方箋の確認） （処方箋の確認）

第二十六条 保険薬局は、患者から療養の給 第二十六条 保険薬局は、患者から療養の給

付及び保険外併用療養費に係る療養を受け 付及び保険外併用療養費に係る療養を受け

ることを求められた場合には、その者の提 ることを求められた場合には、その者の提

出する処方箋が保険医が交付した処方箋で 出する処方箋が保険医が交付した処方箋で

あること及びその処方箋、健康保険法第三 あること及びその処方箋又は被保険者証に

条第十三項に規定する電子資格確認又は患 よつて療養の給付を受ける資格があること

者の提出する被保険者証によつて療養の給 を確かめなければならない。

付を受ける資格があることを確認しなけれ

ばならない。

（高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準

の一部を改正する件の一部改正）

第三条 高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する

基準の一部を改正する件（平成二十八年厚生労働省告示第五十号）の一部を次の表のように改

正する。

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

第二条 新療担基準第五条の二の二第一項に 第二条 新療担基準第五条の二の二第一項に

規定する保険医療機関又は新療担基準第二 規定する保険医療機関又は新療担基準第二

十六条の五の二第一項に規定する保険薬局 十六条の五の二第一項に規定する保険薬局

において、新療担基準第五条の二の二第一 において、新療担基準第五条の二の二第一

項又は第二十六条の五の二第一項の明細書 項又は第二十六条の五の二第一項の明細書

を常に交付することが困難であることにつ を常に交付することが困難であることにつ

いて正当な理由がある場合は、新療担基準 いて正当な理由がある場合は、新療担基準

第五条の二の二第一項又は第二十六条の五 第五条の二の二第一項又は第二十六条の五

の二第一項の規定にかかわらず、平成三十 の二第一項の規定にかかわらず、平成三十

年三月三十一日までの間（診療所にあって 年三月三十一日までの間（診療所にあって
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は、当面の間）、新療担基準第五条の二の は、当面の間）、新療担基準第五条の二の

二第一項又は第二十六条の五の二第一項の 二第一項又は第二十六条の五の二第一項の

明細書を患者から求められたときに交付す 明細書を交付することを要しない。

ることで足りるものとする。

２ （略） ２ （略）

附 則

１ この告示は、令和二年四月一日から適用する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号

に定める日から適用する。

一 第二条の規定 医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部を

改正する法律（令和元年法律第九号）附則第一条第四号の政令で定める日

二 第三条の規定 令和四年四月一日

２ この告示の適用の日以後、第一条の規定による改正後の高齢者の医療の確保に関する法律の

規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準第五条第三項の規定により、同項各号

に掲げる措置を講ずることを要する保険医療機関（この告示の適用の日前において、同項各号

に掲げる措置を講ずることを要しなかったものに限る。）において、同項第二号に掲げる措置

を講ずることが困難であることについて正当な理由がある場合は、同号の規定にかかわらず、

令和二年九月三十日までの間、同号に掲げる措置を講ずることを要しない。
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◎療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等の一部を改正

する件

本則を次の表のように改正する。

（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

第一～第五 （略） 第一～第五 （略）

第六 療担規則第十九条第一項本文及び療担 第六 療担規則第十九条第一項本文及び療担

基準第十九条第一項本文の厚生労働大臣の 基準第十九条第一項本文の厚生労働大臣の

定める保険医の使用医薬品 定める保険医の使用医薬品

使用薬剤の薬価（薬価基準）（平成二十 使用薬剤の薬価（薬価基準）（平成二十

年厚生労働省告示第六十号）の別表に収載 年厚生労働省告示第六十号）の別表に収載

されている医薬品（令和二年十月一日以降 されている医薬品（平成三十年十月一日以

においては別表第１に収載されている医薬 降においては別表第１に収載されている医

品を、令和三年四月一日以降においては別 薬品を、平成三十一年四月一日以降におい

表第２に収載されている医薬品を除く。） ては別表第２に収載されている医薬品を、

並びに投薬又は注射の適否に関する反応試 同年十月一日以降においては別表第４に収

験に用いる医薬品、焼セッコウ及び別表第 載されている医薬品を、平成三十二年四月

３に収載されている医薬品 一日以降においては別表第５に収載されて

いる医薬品を除く。）並びに投薬又は注射

の適否に関する反応試験に用いる医薬品、

焼セッコウ及び別表第３に収載されている

医薬品（平成三十二年四月一日以降におい

ては別表第６に収載されている医薬品を除

く。）

第七～第九 （略） 第七～第九 （略）

第十 厚生労働大臣が定める注射薬等 第十 厚生労働大臣が定める注射薬等

一 療担規則第二十条第二号ト及び療担基 一 療担規則第二十条第二号ト及び療担基

準第二十条第三号トの厚生労働大臣が定 準第二十条第三号トの厚生労働大臣が定

める保険医が投与することができる注射 める保険医が投与することができる注射

薬 薬

インスリン製剤、ヒト成長ホルモン インスリン製剤、ヒト成長ホルモン

剤、遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因 剤、遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因

子製剤、乾燥濃縮人血液凝固第Ⅹ因子加 子製剤、乾燥濃縮人血液凝固第Ⅹ因子加

活性化第Ⅶ因子製剤、乾燥人血液凝固第 活性化第Ⅶ因子製剤、乾燥人血液凝固第

Ⅷ因子製剤、遺伝子組換え型血液凝固第 Ⅷ因子製剤、遺伝子組換え型血液凝固第

Ⅷ因子製剤、乾燥人血液凝固第Ⅸ因子製 Ⅷ因子製剤、乾燥人血液凝固第Ⅸ因子製
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ン臭化物製剤、グリチルリチン酸モノア ン臭化物製剤、グリチルリチン酸モノア

ンモニウム・グリシン・Ｌ－システイン ンモニウム・グリシン・Ｌ－システイン

塩酸塩配合剤、アダリムマブ製剤、エリ 塩酸塩配合剤、アダリムマブ製剤、エリ

スロポエチン（在宅血液透析又は在宅腹 スロポエチン（在宅血液透析又は在宅腹

膜灌流を行っている患者のうち腎性貧血 膜灌流を行っている患者のうち腎性貧血
かん かん

状態にあるものに対して使用する場合に 状態にあるものに対して使用する場合に

限る。）、ダルベポエチン（在宅血液透 限る。）、ダルベポエチン（在宅血液透

析又は在宅腹膜灌流を行っている患者の 析又は在宅腹膜灌流を行っている患者の
かん かん

うち腎性貧血状態にあるものに対して使 うち腎性貧血状態にあるものに対して使

用する場合に限る。）、テリパラチド製 用する場合に限る。）、テリパラチド製

剤、アドレナリン製剤、ヘパリンカルシ 剤、アドレナリン製剤、ヘパリンカルシ

ウム製剤、オキシコドン塩酸塩製剤、ア ウム製剤、オキシコドン塩酸塩製剤、ア

ポモルヒネ塩酸塩製剤、セルトリズマブ ポモルヒネ塩酸塩製剤、セルトリズマブ

ペゴル製剤、トシリズマブ製剤、メトレ ペゴル製剤、トシリズマブ製剤、メトレ

レプチン製剤、アバタセプト製剤、ｐＨ レプチン製剤、アバタセプト製剤、ｐＨ

４処理酸性人免疫グロブリン（皮下注 ４処理酸性人免疫グロブリン（皮下注

射）製剤、電解質製剤、注射用抗菌薬、 射）製剤、電解質製剤、注射用抗菌薬、

エダラボン製剤（筋萎縮性側索硬化症患 エダラボン製剤（筋萎縮性側索硬化症患

者に対して使用する場合に限る。）、ア 者に対して使用する場合に限る。）、ア

スホターゼ アルファ製剤、グラチラマ スホターゼ アルファ製剤、グラチラマ

ー酢酸塩製剤、脂肪乳剤、セクキヌマブ ー酢酸塩製剤、脂肪乳剤、セクキヌマブ

製剤、エボロクマブ製剤、ブロダルマブ 製剤、エボロクマブ製剤、ブロダルマブ

製剤、アリロクマブ製剤、ベリムマブ製 製剤、アリロクマブ製剤、ベリムマブ製

剤、イキセキズマブ製剤、ゴリムマブ製 剤、イキセキズマブ製剤、ゴリムマブ製

剤、エミシズマブ製剤、イカチバント製 剤、エミシズマブ製剤、イカチバント製

剤、サリルマブ製剤、デュピルマブ製 剤、サリルマブ製剤、デュピルマブ製

剤、ヒドロモルフォン塩酸塩製剤、イン 剤、ヒドロモルフォン塩酸塩製剤及びイ

スリン・グルカゴン様ペプチド－１受容 ンスリン・グルカゴン様ペプチド－１受

体アゴニスト配合剤及びヒドロコルチゾ 容体アゴニスト配合剤

ンコハク酸エステルナトリウム製剤

二 投薬期間に上限が設けられている医薬 二 投薬期間に上限が設けられている医薬

品 品

（一） 療担規則第二十条第二号ヘ及び （一） 療担規則第二十条第二号ヘ及び

ト並びに第二十一条第二号ヘ並びに療 ト並びに第二十一条第二号ヘ並びに療

担基準第二十条第三号ヘ及びト並びに 担基準第二十条第三号ヘ及びト並びに

第二十一条第三号ヘの厚生労働大臣が 第二十一条第三号ヘの厚生労働大臣が

定める投薬量又は投与量が十四日分を 定める投薬量又は投与量が十四日分を

限度とされる内服薬及び外用薬並びに 限度とされる内服薬及び外用薬並びに

剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅸ因子製 剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅸ因子製

剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥 剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥

人血液凝固因子抗体迂回活性複合体、性 人血液凝固因子抗体迂回活性複合体、性
う う

腺刺激ホルモン放出ホルモン剤、性腺刺 腺刺激ホルモン放出ホルモン剤、性腺刺

激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホ 激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホ

ルモン誘導体、ソマトスタチンアナロ ルモン誘導体、ソマトスタチンアナロ

グ、顆粒球コロニー形成刺激因子製剤、 グ、顆粒球コロニー形成刺激因子製剤、
か か

自己連続携行式腹膜灌流用灌流液、在宅 自己連続携行式腹膜灌流用灌流液、在宅
かん かん かん かん

中心静脈栄養法用輸液、インターフェロ 中心静脈栄養法用輸液、インターフェロ

ンアルファ製剤、インターフェロンベー ンアルファ製剤、インターフェロンベー

タ製剤、ブプレノルフィン製剤、抗悪性 タ製剤、ブプレノルフィン製剤、抗悪性

腫瘍剤、グルカゴン製剤、グルカゴン様 腫瘍剤、グルカゴン製剤、グルカゴン様

ペプチド－１受容体アゴニスト、ヒトソ ペプチド－１受容体アゴニスト、ヒトソ

マトメジンＣ製剤、人工腎臓用透析液（ マトメジンＣ製剤、人工腎臓用透析液（

在宅血液透析を行っている患者（以下「 在宅血液透析を行っている患者（以下「

在宅血液透析患者」という。）に対して 在宅血液透析患者」という。）に対して

使用する場合に限る。）、血液凝固阻止 使用する場合に限る。）、血液凝固阻止

剤（在宅血液透析患者に対して使用する 剤（在宅血液透析患者に対して使用する

場合に限る。）、生理食塩水（在宅血液 場合に限る。）、生理食塩水（在宅血液

透析患者に対して使用する場合及び本号 透析患者に対して使用する場合及び本号

に掲げる注射薬を投与するに当たりその に掲げる注射薬を投与するに当たりその

溶解又は希釈に用いる場合に限る。）、 溶解又は希釈に用いる場合に限る。）、

プロスタグランジンＩ 製剤、モルヒネ プロスタグランジンＩ 製剤、モルヒネ２ ２

塩酸塩製剤、エタネルセプト製剤、注射 塩酸塩製剤、エタネルセプト製剤、注射

用水（本号に掲げる注射薬を投与するに 用水（本号に掲げる注射薬を投与するに

当たりその溶解又は希釈に用いる場合に 当たりその溶解又は希釈に用いる場合に

限る。）、ペグビソマント製剤、スマト 限る。）、ペグビソマント製剤、スマト

リプタン製剤、フェンタニルクエン酸塩 リプタン製剤、フェンタニルクエン酸塩

製剤、複方オキシコドン製剤、ベタメタ 製剤、複方オキシコドン製剤、ベタメタ

ゾンリン酸エステルナトリウム製剤、デ ゾンリン酸エステルナトリウム製剤、デ

キサメタゾンリン酸エステルナトリウム キサメタゾンリン酸エステルナトリウム

製剤、デキサメタゾンメタスルホ安息香 製剤、デキサメタゾンメタスルホ安息香

酸エステルナトリウム製剤、プロトンポ 酸エステルナトリウム製剤、プロトンポ

ンプ阻害剤、Ｈ 遮断剤、カルバゾクロ ンプ阻害剤、Ｈ 遮断剤、カルバゾクロ２ ２

ムスルホン酸ナトリウム製剤、トラネキ ムスルホン酸ナトリウム製剤、トラネキ

サム酸製剤、フルルビプロフェンアキセ サム酸製剤、フルルビプロフェンアキセ

チル製剤、メトクロプラミド製剤、プロ チル製剤、メトクロプラミド製剤、プロ

クロルペラジン製剤、ブチルスコポラミ クロルペラジン製剤、ブチルスコポラミ

（ ）（ ） 989988



ン臭化物製剤、グリチルリチン酸モノア ン臭化物製剤、グリチルリチン酸モノア

ンモニウム・グリシン・Ｌ－システイン ンモニウム・グリシン・Ｌ－システイン

塩酸塩配合剤、アダリムマブ製剤、エリ 塩酸塩配合剤、アダリムマブ製剤、エリ

スロポエチン（在宅血液透析又は在宅腹 スロポエチン（在宅血液透析又は在宅腹

膜灌流を行っている患者のうち腎性貧血 膜灌流を行っている患者のうち腎性貧血
かん かん

状態にあるものに対して使用する場合に 状態にあるものに対して使用する場合に

限る。）、ダルベポエチン（在宅血液透 限る。）、ダルベポエチン（在宅血液透

析又は在宅腹膜灌流を行っている患者の 析又は在宅腹膜灌流を行っている患者の
かん かん

うち腎性貧血状態にあるものに対して使 うち腎性貧血状態にあるものに対して使

用する場合に限る。）、テリパラチド製 用する場合に限る。）、テリパラチド製

剤、アドレナリン製剤、ヘパリンカルシ 剤、アドレナリン製剤、ヘパリンカルシ

ウム製剤、オキシコドン塩酸塩製剤、ア ウム製剤、オキシコドン塩酸塩製剤、ア

ポモルヒネ塩酸塩製剤、セルトリズマブ ポモルヒネ塩酸塩製剤、セルトリズマブ

ペゴル製剤、トシリズマブ製剤、メトレ ペゴル製剤、トシリズマブ製剤、メトレ

レプチン製剤、アバタセプト製剤、ｐＨ レプチン製剤、アバタセプト製剤、ｐＨ

４処理酸性人免疫グロブリン（皮下注 ４処理酸性人免疫グロブリン（皮下注

射）製剤、電解質製剤、注射用抗菌薬、 射）製剤、電解質製剤、注射用抗菌薬、

エダラボン製剤（筋萎縮性側索硬化症患 エダラボン製剤（筋萎縮性側索硬化症患

者に対して使用する場合に限る。）、ア 者に対して使用する場合に限る。）、ア

スホターゼ アルファ製剤、グラチラマ スホターゼ アルファ製剤、グラチラマ

ー酢酸塩製剤、脂肪乳剤、セクキヌマブ ー酢酸塩製剤、脂肪乳剤、セクキヌマブ

製剤、エボロクマブ製剤、ブロダルマブ 製剤、エボロクマブ製剤、ブロダルマブ

製剤、アリロクマブ製剤、ベリムマブ製 製剤、アリロクマブ製剤、ベリムマブ製

剤、イキセキズマブ製剤、ゴリムマブ製 剤、イキセキズマブ製剤、ゴリムマブ製

剤、エミシズマブ製剤、イカチバント製 剤、エミシズマブ製剤、イカチバント製

剤、サリルマブ製剤、デュピルマブ製 剤、サリルマブ製剤、デュピルマブ製

剤、ヒドロモルフォン塩酸塩製剤、イン 剤、ヒドロモルフォン塩酸塩製剤及びイ

スリン・グルカゴン様ペプチド－１受容 ンスリン・グルカゴン様ペプチド－１受

体アゴニスト配合剤及びヒドロコルチゾ 容体アゴニスト配合剤

ンコハク酸エステルナトリウム製剤

二 投薬期間に上限が設けられている医薬 二 投薬期間に上限が設けられている医薬

品 品

（一） 療担規則第二十条第二号ヘ及び （一） 療担規則第二十条第二号ヘ及び

ト並びに第二十一条第二号ヘ並びに療 ト並びに第二十一条第二号ヘ並びに療

担基準第二十条第三号ヘ及びト並びに 担基準第二十条第三号ヘ及びト並びに

第二十一条第三号ヘの厚生労働大臣が 第二十一条第三号ヘの厚生労働大臣が

定める投薬量又は投与量が十四日分を 定める投薬量又は投与量が十四日分を

限度とされる内服薬及び外用薬並びに 限度とされる内服薬及び外用薬並びに

剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅸ因子製 剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅸ因子製

剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥 剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥

人血液凝固因子抗体迂回活性複合体、性 人血液凝固因子抗体迂回活性複合体、性
う う

腺刺激ホルモン放出ホルモン剤、性腺刺 腺刺激ホルモン放出ホルモン剤、性腺刺

激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホ 激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホ

ルモン誘導体、ソマトスタチンアナロ ルモン誘導体、ソマトスタチンアナロ

グ、顆粒球コロニー形成刺激因子製剤、 グ、顆粒球コロニー形成刺激因子製剤、
か か

自己連続携行式腹膜灌流用灌流液、在宅 自己連続携行式腹膜灌流用灌流液、在宅
かん かん かん かん

中心静脈栄養法用輸液、インターフェロ 中心静脈栄養法用輸液、インターフェロ

ンアルファ製剤、インターフェロンベー ンアルファ製剤、インターフェロンベー

タ製剤、ブプレノルフィン製剤、抗悪性 タ製剤、ブプレノルフィン製剤、抗悪性

腫瘍剤、グルカゴン製剤、グルカゴン様 腫瘍剤、グルカゴン製剤、グルカゴン様

ペプチド－１受容体アゴニスト、ヒトソ ペプチド－１受容体アゴニスト、ヒトソ

マトメジンＣ製剤、人工腎臓用透析液（ マトメジンＣ製剤、人工腎臓用透析液（

在宅血液透析を行っている患者（以下「 在宅血液透析を行っている患者（以下「

在宅血液透析患者」という。）に対して 在宅血液透析患者」という。）に対して

使用する場合に限る。）、血液凝固阻止 使用する場合に限る。）、血液凝固阻止

剤（在宅血液透析患者に対して使用する 剤（在宅血液透析患者に対して使用する

場合に限る。）、生理食塩水（在宅血液 場合に限る。）、生理食塩水（在宅血液

透析患者に対して使用する場合及び本号 透析患者に対して使用する場合及び本号

に掲げる注射薬を投与するに当たりその に掲げる注射薬を投与するに当たりその

溶解又は希釈に用いる場合に限る。）、 溶解又は希釈に用いる場合に限る。）、

プロスタグランジンＩ 製剤、モルヒネ プロスタグランジンＩ 製剤、モルヒネ２ ２

塩酸塩製剤、エタネルセプト製剤、注射 塩酸塩製剤、エタネルセプト製剤、注射

用水（本号に掲げる注射薬を投与するに 用水（本号に掲げる注射薬を投与するに

当たりその溶解又は希釈に用いる場合に 当たりその溶解又は希釈に用いる場合に

限る。）、ペグビソマント製剤、スマト 限る。）、ペグビソマント製剤、スマト

リプタン製剤、フェンタニルクエン酸塩 リプタン製剤、フェンタニルクエン酸塩

製剤、複方オキシコドン製剤、ベタメタ 製剤、複方オキシコドン製剤、ベタメタ

ゾンリン酸エステルナトリウム製剤、デ ゾンリン酸エステルナトリウム製剤、デ

キサメタゾンリン酸エステルナトリウム キサメタゾンリン酸エステルナトリウム

製剤、デキサメタゾンメタスルホ安息香 製剤、デキサメタゾンメタスルホ安息香

酸エステルナトリウム製剤、プロトンポ 酸エステルナトリウム製剤、プロトンポ

ンプ阻害剤、Ｈ 遮断剤、カルバゾクロ ンプ阻害剤、Ｈ 遮断剤、カルバゾクロ２ ２

ムスルホン酸ナトリウム製剤、トラネキ ムスルホン酸ナトリウム製剤、トラネキ

サム酸製剤、フルルビプロフェンアキセ サム酸製剤、フルルビプロフェンアキセ

チル製剤、メトクロプラミド製剤、プロ チル製剤、メトクロプラミド製剤、プロ

クロルペラジン製剤、ブチルスコポラミ クロルペラジン製剤、ブチルスコポラミ

（ ）（ ） 989988



注射薬 注射薬

イ・ロ （略） イ・ロ （略）

ハ 新医薬品（医薬品、医療機器等の ハ 新医薬品（医薬品、医療機器等の

品質、有効性及び安全性の確保等に 品質、有効性及び安全性の確保等に

関する法律（昭和三十五年法律第百 関する法律（昭和三十五年法律第百

四十五号）第十四条の四第一項第一 四十五号）第十四条の四第一項第一

号に規定する新医薬品をいう。）で 号に規定する新医薬品をいう。）で

あって、使用薬剤の薬価（薬価基 あって、使用薬剤の薬価（薬価基

準）への収載の日の属する月の翌月 準）への収載の日の属する月の翌月

の初日から起算して一年（厚生労働 の初日から起算して一年（厚生労働

大臣が指定するものにあっては、厚 大臣が指定するものにあっては、厚

生労働大臣が指定する期間）を経過 生労働大臣が指定する期間）を経過

していないもの（次に掲げるものを していないもの（次に掲げるものを

除く。） 除く。）

ビクタルビ配合錠、ロスーゼット コムクロシャンプー〇・〇五％、

配合錠ＨＤ、ロスーゼット配合錠Ｌ カナリア配合錠、アトーゼット配合

Ｄ、テリルジー一〇〇エリプタ一四 錠ＨＤ、アトーゼット配合錠ＬＤ、

吸入用、テリルジー一〇〇エリプタ アイセントレス錠六〇〇mg、スージ

三〇吸入用、シムツーザ配合錠、ア ャヌ配合錠、オデフシィ配合錠、ジ

イベータ配合点眼液、ドウベイト配 ェミーナ配合錠（一回の投薬量が三

合錠及びピフェルトロ錠一〇〇mg 十日分以内である場合に限る。）、

トラディアンス配合錠ＡＰ、トラデ

ィアンス配合錠ＢＰ、メトアナ配合

錠ＨＤ、メトアナ配合錠ＬＤ、ジャ

ルカ配合錠、ビクタルビ配合錠、ロ

スーゼット配合錠ＨＤ、ロスーゼッ

ト配合錠ＬＤ、テリルジー一〇〇エ

リプタ一四吸入用、テリルジー一〇

〇エリプタ三〇吸入用、シムツーザ

配合錠、アイベータ配合点眼液、ド

ウベイト配合錠及びピフェルトロ錠

一〇〇mg

（二）・（三） （略） （二）・（三） （略）

第十一 療担規則第二十一条第九号ただし書 第十一 療担規則第二十一条第九号ただし書

の矯正に係る厚生労働大臣が定める場合 の矯正に係る厚生労働大臣が定める場合

一 （略） 一 （略）

二 歯科点数表の第２章第13部区分番号Ｎ 二 歯科点数表の第２章第13部区分番号Ｎ

０００に掲げる歯科矯正診断料の規定に ０００に掲げる歯科矯正診断料の規定に

より別に厚生労働大臣が定める施設基準 より別に厚生労働大臣が定める施設基準

に適合しているものとして地方厚生局長 に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において行う 等に届け出た保険医療機関において行う

ゴールデンハー症候群（鰓弓異常症を含 ゴールデンハー症候群（鰓弓異常症を含
さい さい

む。）、鎖骨頭蓋骨異形成、トリーチャ む。）、鎖骨頭蓋骨異形成、トリーチャ

・コリンズ症候群、ピエール・ロバン症 ・コリンズ症候群、ピエール・ロバン症

候群、ダウン症候群、ラッセル・シルバ 候群、ダウン症候群、ラッセル・シルバ

ー症候群、ターナー症候群、ベックウィ ー症候群、ターナー症候群、ベックウィ

ズ・ウイーデマン症候群、顔面半側萎縮 ズ・ウイーデマン症候群、顔面半側萎縮

症、先天性ミオパチー、筋ジストロフィ 症、先天性ミオパチー、筋ジストロフィ

ー、脊髄性筋萎縮症、顔面半側肥大症、 ー、脊髄性筋委縮症、顔面半側肥大症、

エリス・ヴァンクレベルド症候群、軟骨 エリス・ヴァンクレベルド症候群、軟骨

形成不全症、外胚葉異形成症、神経線維 形成不全症、外胚葉異形成症、神経線維
はい はい

症、基底細胞母斑症候群、ヌーナン症候 症、基底細胞母斑症候群、ヌーナン症候

群、マルファン症候群、プラダー・ウィ 群、マルファン症候群、プラダー・ウィ

リー症候群、顔面裂（横顔裂、斜顔裂及 リー症候群、顔面裂、大理石骨病、色素

び正中顔裂を含む。）、大理石骨病、色 失調症、口腔・顔面・指趾症候群、メビ
くう し

素失調症、口腔・顔面・指趾症候群、メ ウス症候群、歌舞伎症候群、クリッペル
くう し

ビウス症候群、歌舞伎症候群、クリッペ ・トレノネー・ウェーバー症候群、ウイ

ル・トレノネー・ウェーバー症候群、ウ リアムズ症候群、ビンダー症候群、ステ

イリアムズ症候群、ビンダー症候群、ス ィックラー症候群、小舌症、頭蓋骨癒合

ティックラー症候群、小舌症、頭蓋骨癒 症（クルーゾン症候群及び尖頭合指症を
せん

合症（クルーゾン症候群及び尖頭合指症 含む。）、骨形成不全症、フリーマン・
せん

を含む。）、骨形成不全症、フリーマン シェルドン症候群、ルビンスタイン・テ

・シェルドン症候群、ルビンスタイン・ ィビ症候群、染色体欠失症候群、ラーセ

ティビ症候群、染色体欠失症候群、ラー ン症候群、濃化異骨症、六歯以上の先天

セン症候群、濃化異骨症、六歯以上の先 性部分（性）無歯症、ＣＨＡＲＧＥ症候

天性部分無歯症、ＣＨＡＲＧＥ症候群、 群、マーシャル症候群、成長ホルモン分

マーシャル症候群、成長ホルモン分泌不 泌不全性低身長症、ポリエックス症候

全性低身長症、ポリエックス症候群（XX 群、リング18症候群、リンパ管腫、全前

X症候群、XXXX症候群及びXXXXX症候群を 脳胞症、クラインフェルター症候群、偽

含む。）、リング18症候群、リンパ管 性低アルドステロン症、ソトス症候群若

腫、全前脳胞症、クラインフェルター症 しくはグリコサミノグリカン代謝障害（

候群、偽性低アルドステロン症、ソトス ムコ多糖症）若しくはその他顎・口腔の
くう

症候群、線維性骨異形成症、スタージ・ 先天異常に起因した咬合異常又は三歯以
こう

ウェーバ症候群、ケルビズム、偽性副甲 上の永久歯萌出不全に起因した咬合異常
ほう こう

状腺機能低下症、Ekman－Westborg－Jul における療養であって歯科矯正の必要が

in症候群、常染色体重複症候群若しくは 認められる場合

（ ）（ ） 991990



注射薬 注射薬

イ・ロ （略） イ・ロ （略）

ハ 新医薬品（医薬品、医療機器等の ハ 新医薬品（医薬品、医療機器等の

品質、有効性及び安全性の確保等に 品質、有効性及び安全性の確保等に

関する法律（昭和三十五年法律第百 関する法律（昭和三十五年法律第百

四十五号）第十四条の四第一項第一 四十五号）第十四条の四第一項第一

号に規定する新医薬品をいう。）で 号に規定する新医薬品をいう。）で

あって、使用薬剤の薬価（薬価基 あって、使用薬剤の薬価（薬価基

準）への収載の日の属する月の翌月 準）への収載の日の属する月の翌月

の初日から起算して一年（厚生労働 の初日から起算して一年（厚生労働

大臣が指定するものにあっては、厚 大臣が指定するものにあっては、厚

生労働大臣が指定する期間）を経過 生労働大臣が指定する期間）を経過

していないもの（次に掲げるものを していないもの（次に掲げるものを

除く。） 除く。）

ビクタルビ配合錠、ロスーゼット コムクロシャンプー〇・〇五％、

配合錠ＨＤ、ロスーゼット配合錠Ｌ カナリア配合錠、アトーゼット配合

Ｄ、テリルジー一〇〇エリプタ一四 錠ＨＤ、アトーゼット配合錠ＬＤ、

吸入用、テリルジー一〇〇エリプタ アイセントレス錠六〇〇mg、スージ

三〇吸入用、シムツーザ配合錠、ア ャヌ配合錠、オデフシィ配合錠、ジ

イベータ配合点眼液、ドウベイト配 ェミーナ配合錠（一回の投薬量が三

合錠及びピフェルトロ錠一〇〇mg 十日分以内である場合に限る。）、

トラディアンス配合錠ＡＰ、トラデ

ィアンス配合錠ＢＰ、メトアナ配合

錠ＨＤ、メトアナ配合錠ＬＤ、ジャ

ルカ配合錠、ビクタルビ配合錠、ロ

スーゼット配合錠ＨＤ、ロスーゼッ

ト配合錠ＬＤ、テリルジー一〇〇エ

リプタ一四吸入用、テリルジー一〇

〇エリプタ三〇吸入用、シムツーザ

配合錠、アイベータ配合点眼液、ド

ウベイト配合錠及びピフェルトロ錠

一〇〇mg

（二）・（三） （略） （二）・（三） （略）

第十一 療担規則第二十一条第九号ただし書 第十一 療担規則第二十一条第九号ただし書

の矯正に係る厚生労働大臣が定める場合 の矯正に係る厚生労働大臣が定める場合

一 （略） 一 （略）

二 歯科点数表の第２章第13部区分番号Ｎ 二 歯科点数表の第２章第13部区分番号Ｎ

０００に掲げる歯科矯正診断料の規定に ０００に掲げる歯科矯正診断料の規定に

より別に厚生労働大臣が定める施設基準 より別に厚生労働大臣が定める施設基準

に適合しているものとして地方厚生局長 に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において行う 等に届け出た保険医療機関において行う

ゴールデンハー症候群（鰓弓異常症を含 ゴールデンハー症候群（鰓弓異常症を含
さい さい

む。）、鎖骨頭蓋骨異形成、トリーチャ む。）、鎖骨頭蓋骨異形成、トリーチャ

・コリンズ症候群、ピエール・ロバン症 ・コリンズ症候群、ピエール・ロバン症

候群、ダウン症候群、ラッセル・シルバ 候群、ダウン症候群、ラッセル・シルバ

ー症候群、ターナー症候群、ベックウィ ー症候群、ターナー症候群、ベックウィ

ズ・ウイーデマン症候群、顔面半側萎縮 ズ・ウイーデマン症候群、顔面半側萎縮

症、先天性ミオパチー、筋ジストロフィ 症、先天性ミオパチー、筋ジストロフィ

ー、脊髄性筋萎縮症、顔面半側肥大症、 ー、脊髄性筋委縮症、顔面半側肥大症、

エリス・ヴァンクレベルド症候群、軟骨 エリス・ヴァンクレベルド症候群、軟骨

形成不全症、外胚葉異形成症、神経線維 形成不全症、外胚葉異形成症、神経線維
はい はい

症、基底細胞母斑症候群、ヌーナン症候 症、基底細胞母斑症候群、ヌーナン症候

群、マルファン症候群、プラダー・ウィ 群、マルファン症候群、プラダー・ウィ

リー症候群、顔面裂（横顔裂、斜顔裂及 リー症候群、顔面裂、大理石骨病、色素

び正中顔裂を含む。）、大理石骨病、色 失調症、口腔・顔面・指趾症候群、メビ
くう し

素失調症、口腔・顔面・指趾症候群、メ ウス症候群、歌舞伎症候群、クリッペル
くう し

ビウス症候群、歌舞伎症候群、クリッペ ・トレノネー・ウェーバー症候群、ウイ

ル・トレノネー・ウェーバー症候群、ウ リアムズ症候群、ビンダー症候群、ステ

イリアムズ症候群、ビンダー症候群、ス ィックラー症候群、小舌症、頭蓋骨癒合

ティックラー症候群、小舌症、頭蓋骨癒 症（クルーゾン症候群及び尖頭合指症を
せん

合症（クルーゾン症候群及び尖頭合指症 含む。）、骨形成不全症、フリーマン・
せん

を含む。）、骨形成不全症、フリーマン シェルドン症候群、ルビンスタイン・テ

・シェルドン症候群、ルビンスタイン・ ィビ症候群、染色体欠失症候群、ラーセ

ティビ症候群、染色体欠失症候群、ラー ン症候群、濃化異骨症、六歯以上の先天

セン症候群、濃化異骨症、六歯以上の先 性部分（性）無歯症、ＣＨＡＲＧＥ症候

天性部分無歯症、ＣＨＡＲＧＥ症候群、 群、マーシャル症候群、成長ホルモン分

マーシャル症候群、成長ホルモン分泌不 泌不全性低身長症、ポリエックス症候

全性低身長症、ポリエックス症候群（XX 群、リング18症候群、リンパ管腫、全前

X症候群、XXXX症候群及びXXXXX症候群を 脳胞症、クラインフェルター症候群、偽

含む。）、リング18症候群、リンパ管 性低アルドステロン症、ソトス症候群若

腫、全前脳胞症、クラインフェルター症 しくはグリコサミノグリカン代謝障害（

候群、偽性低アルドステロン症、ソトス ムコ多糖症）若しくはその他顎・口腔の
くう

症候群、線維性骨異形成症、スタージ・ 先天異常に起因した咬合異常又は三歯以
こう

ウェーバ症候群、ケルビズム、偽性副甲 上の永久歯萌出不全に起因した咬合異常
ほう こう

状腺機能低下症、Ekman－Westborg－Jul における療養であって歯科矯正の必要が

in症候群、常染色体重複症候群若しくは 認められる場合

（ ）（ ） 991990



グリコサミノグリカン代謝障害（ムコ多

糖症）若しくはその他顎・口腔の先天異
くう

常に起因した咬合異常又は三歯以上の永
こう

久歯萌出不全に起因した咬合異常におけ
ほう こう

る療養であって歯科矯正の必要が認めら

れる場合

三 （略） 三 （略）

第十二 療担基準第二十条第四号ロの処方箋 第十二 療担基準第二十条第四号ロの処方箋

の交付に係る厚生労働大臣が定める場合 の交付に係る厚生労働大臣が定める場合

一～九 （略） 一～九 （略）

十 エポエチンベータペゴル（在宅血液透 （新設）

析又は在宅腹膜灌流を行っている患者の
かん

うち腎性貧血状態にあるものに対して使

用する場合に限る。）の支給を目的とす

る処方箋を交付する場合

十一～十三 （略） 十～十二 （略）

第十三～第十五 （略） 第十三～第十五 （略）

別表第１から別表第３までを次のように改め、別表第４から別表第６までを削る。（略）
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保 医 発 0 3 0 5 第  号 

令 和 ２ 年 ３ 月  日  

 

 

地方厚生（支）局医療課長  

都道府県民生主管部（局） 

 国民健康保険主管課（部）長      殿 

都道府県後期高齢者医療主管部（局） 

 後期高齢者医療主管課（部）長 

 

 

                       厚 生 労 働 省 保 険 局 医 療 課 長 

                          （公 印 省 略） 

 

 

                       厚生労働省保険局歯科医療管理官 

                          （公 印 省 略） 

 

 

「「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定め

る掲示事項等」及び「保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める医

薬品等」の実施上の留意事項について」の一部改正について 

 

 

 標記については、今般、「診療報酬の算定方法の一部を改正する件」（令和２厚生労働省告示第●

号）、「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等の一部を改

正する件」（令和●厚生労働省告示第 42号）等が公布され、それぞれ令和２年４月１日より適用され

ることとなったことに伴い、「「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定め

る掲示事項等」及び「保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める医薬品等」の実施上の留意事項

について」（平成 18 年３月 13 日保医発第 0313003 号）の一部を下記のように改めるので、その取扱

いに遺漏のないよう、関係者に対し周知徹底を図られたい。 

 

 

記 

 

 

  記以下を別添のとおり改める。 
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る法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準（昭和 58年厚生省告示第

14 号。以下「療担基準」という。）第５条の２第２項及び第５条の２の２第１項に規定す

る明細書の発行状況に関する事項について、院内掲示するものとすること。 

② 具体的には、「医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目の分かる明

細書の交付について」（令和２年３月５日保発 0305第●号）によるものであること。 

  (５) 保険外負担に関する事項 

    ① いわゆる保険外負担については、その適切な運用を期するため、院内掲示の対象とする

こととしたものであること。なお、保険外負担の在り方については、「療養の給付と直接関

係ないサービス等の取扱いについて」（平成 17年９月１日保医発第 0901002号）等を参考に

されたいこと。 

    ② 具体的には、次に掲げる事項を掲示するものとすること。 

     ア 法令の規定に基づかず、患者から費用の支払を受けている個々の「サービス」又は

「物」について、その項目とそれに要する実費 

     イ 「介護料」「衛生材料費」等の、治療(看護)行為及びそれに密接に関連した「サービ

ス」又は「物」については、患者から費用を徴収することは認められていないこと。 

       また、「施設管理費」「雑費」等曖昧な名目での費用徴収は認められていないこと。 

      (掲示例) 

       「当院では、以下の項目について、その使用量、利用回数に応じた実費の負担をお願い

しています。 

      紙おむつ代    1 枚につき  〇〇円 

      理髪代      1 回につき〇〇〇〇円 

      ―――      ――――  ―――円 

 なお、衛生材料等の治療（看護）行為及びそれに密接に関連した「サービス」や「物」

についての費用の徴収や、「施設管理費」等の曖昧な名目での費用の徴収は、一切認めら

れていません。」 

    ③ なお、保険外併用療養費に係る事項については、従前より、療担規則第５条の４第２項

及び療担基準第２条の６に基づき、その内容及び費用につき院内掲示を行う旨定められて

いるところであるが、今後とも当該事項を院内の見やすい場所に掲示することの徹底が図

られるべきものであること。 

 

第２ 明細書を交付しなければならない保険医療機関（掲示事項告示第１の５及び第１の６関係） 

 １ 領収証を交付するときは、正当な理由がない限り、個別の診療報酬点数の算定項目（投薬等に

係る薬剤又は特定保険医療材料の名称を含む。）が分かる明細書を無償で交付しなければならな

い保険医療機関として、電子情報処理組織の使用による請求又は光ディスク等を用いた請求によ

り療養の給付費等の請求を行うことが義務付けられた保険医療機関を定めたものであること。 

２ 明細書の発行に当たっては、「医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目の分

かる明細書の交付について」によるものであること。 

 

第３ 保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める基準等（掲示事項等告示第２、第２の２及び第

３並びに医薬品等告示関係） 

 - 2 - 

別添 

 

第１ 厚生労働大臣が定める掲示事項（掲示事項等告示第１関係） 

 １ 保険医療機関が提供する医療サービスの内容及び費用に関する事項について、患者に対する情

報の提供の促進を図る観点から、療養担当規則上院内掲示が義務付けられている保険外併用療養

費に係るものを除き、届出事項等を院内掲示の対象としたこと。 

 ２ 具体的には、従来から院内掲示とされていたものを含め、以下の５つの事項を院内掲示事項と

して定めたこと。 

  (１) 入院基本料に関する事項 

 保険医療機関は、入院基本料に係る届出内容の概要(看護要員の対患者割合、看護要員の

構成)を掲示するものとすること。 

    (掲示例) 

① 入院患者数 42人の一般病棟で、一般病棟入院基本料の急性期一般入院料７を算定してい

る病院の例 

「当病棟では、１日に 13人以上の看護職員（看護師及び准看護師）が勤務しています。

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。」 

・ 朝９時～夕方 17 時まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は６人以内です。 

・ 夕方 17 時～深夜１時まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は 14 人以内です。 

・ 深夜１時～朝９時まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は 14 人以内です。 

② 有床診療所入院基本料１を算定している診療所の例 

「当診療所には、看護職員が７名以上勤務しています。」 

  (２) 厚生労働大臣が指定する病院の病棟並びに厚生労働大臣が定める病院、基礎係数、機能評

価係数Ⅰ、機能評価係数Ⅱ及び激変緩和係数（平成 24年厚生労働省告示第 165号）別表第一か

ら第三までの病院の欄に掲げる病院であること 

  (３) 地方厚生（支）局長への届出事項に関する事項 

    ① 診療報酬の算定方法(平成 20 年厚生労働省告示第 59 号。以下「算定告示」という。)又

は入院時食事療養費に係る食事療養及び入院時生活療養費に係る生活療養の費用の額の算

定に関する基準(平成 18 年厚生労働省告示第 99 号)に基づき、保険医療機関が地方厚生

（支）局長へ届け出ることとされている事項を届け出た場合は、当該届け出た事項を掲示

するものとすること。 

    ② 具体的には、各種施設基準及び入院時食事療養(Ⅰ)又は入院時生活療養(Ⅰ)の基準に適

合するものとして届け出た内容のうち、当該届出を行ったことにより患者が受けられるサ

ービス等を分かりやすく掲示するものであること。 

 (掲示例) 

入院時食事療養(Ⅰ)に係る食事療養を実施している病院の例 

「入院時食事療養(Ⅰ)の届出を行っており、管理栄養士又は栄養士によって管理された食

事を適時(夕食については午後６時以降)、適温で提供しています。」 

(４) 明細書の発行状況に関する事項 

① 保険医療機関及び保険医療養担当規則（昭和 32 年厚生省令第 15 号。以下「療担規則」

という。）第５条の２第２項及び第５条の２の２第１項並びに高齢者の医療の確保に関す

（ ）（ ） 995994
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る法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準（昭和 58年厚生省告示第

14 号。以下「療担基準」という。）第５条の２第２項及び第５条の２の２第１項に規定す

る明細書の発行状況に関する事項について、院内掲示するものとすること。 

② 具体的には、「医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目の分かる明

細書の交付について」（令和２年３月５日保発 0305第●号）によるものであること。 

  (５) 保険外負担に関する事項 

    ① いわゆる保険外負担については、その適切な運用を期するため、院内掲示の対象とする

こととしたものであること。なお、保険外負担の在り方については、「療養の給付と直接関

係ないサービス等の取扱いについて」（平成 17年９月１日保医発第 0901002号）等を参考に

されたいこと。 

    ② 具体的には、次に掲げる事項を掲示するものとすること。 

     ア 法令の規定に基づかず、患者から費用の支払を受けている個々の「サービス」又は

「物」について、その項目とそれに要する実費 

     イ 「介護料」「衛生材料費」等の、治療(看護)行為及びそれに密接に関連した「サービ

ス」又は「物」については、患者から費用を徴収することは認められていないこと。 

       また、「施設管理費」「雑費」等曖昧な名目での費用徴収は認められていないこと。 

      (掲示例) 

       「当院では、以下の項目について、その使用量、利用回数に応じた実費の負担をお願い

しています。 

      紙おむつ代    1 枚につき  〇〇円 

      理髪代      1 回につき〇〇〇〇円 

      ―――      ――――  ―――円 

 なお、衛生材料等の治療（看護）行為及びそれに密接に関連した「サービス」や「物」

についての費用の徴収や、「施設管理費」等の曖昧な名目での費用の徴収は、一切認めら

れていません。」 

    ③ なお、保険外併用療養費に係る事項については、従前より、療担規則第５条の４第２項

及び療担基準第２条の６に基づき、その内容及び費用につき院内掲示を行う旨定められて

いるところであるが、今後とも当該事項を院内の見やすい場所に掲示することの徹底が図

られるべきものであること。 

 

第２ 明細書を交付しなければならない保険医療機関（掲示事項告示第１の５及び第１の６関係） 

 １ 領収証を交付するときは、正当な理由がない限り、個別の診療報酬点数の算定項目（投薬等に

係る薬剤又は特定保険医療材料の名称を含む。）が分かる明細書を無償で交付しなければならな

い保険医療機関として、電子情報処理組織の使用による請求又は光ディスク等を用いた請求によ

り療養の給付費等の請求を行うことが義務付けられた保険医療機関を定めたものであること。 

２ 明細書の発行に当たっては、「医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目の分

かる明細書の交付について」によるものであること。 

 

第３ 保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める基準等（掲示事項等告示第２、第２の２及び第

３並びに医薬品等告示関係） 

 - 2 - 

別添 

 

第１ 厚生労働大臣が定める掲示事項（掲示事項等告示第１関係） 

 １ 保険医療機関が提供する医療サービスの内容及び費用に関する事項について、患者に対する情

報の提供の促進を図る観点から、療養担当規則上院内掲示が義務付けられている保険外併用療養

費に係るものを除き、届出事項等を院内掲示の対象としたこと。 

 ２ 具体的には、従来から院内掲示とされていたものを含め、以下の５つの事項を院内掲示事項と

して定めたこと。 

  (１) 入院基本料に関する事項 

 保険医療機関は、入院基本料に係る届出内容の概要(看護要員の対患者割合、看護要員の

構成)を掲示するものとすること。 

    (掲示例) 

① 入院患者数 42人の一般病棟で、一般病棟入院基本料の急性期一般入院料７を算定してい

る病院の例 

「当病棟では、１日に 13人以上の看護職員（看護師及び准看護師）が勤務しています。

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。」 

・ 朝９時～夕方 17 時まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は６人以内です。 

・ 夕方 17 時～深夜１時まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は 14 人以内です。 

・ 深夜１時～朝９時まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は 14 人以内です。 

② 有床診療所入院基本料１を算定している診療所の例 

「当診療所には、看護職員が７名以上勤務しています。」 

  (２) 厚生労働大臣が指定する病院の病棟並びに厚生労働大臣が定める病院、基礎係数、機能評

価係数Ⅰ、機能評価係数Ⅱ及び激変緩和係数（平成 24年厚生労働省告示第 165号）別表第一か

ら第三までの病院の欄に掲げる病院であること 

  (３) 地方厚生（支）局長への届出事項に関する事項 

    ① 診療報酬の算定方法(平成 20 年厚生労働省告示第 59 号。以下「算定告示」という。)又

は入院時食事療養費に係る食事療養及び入院時生活療養費に係る生活療養の費用の額の算

定に関する基準(平成 18 年厚生労働省告示第 99 号)に基づき、保険医療機関が地方厚生

（支）局長へ届け出ることとされている事項を届け出た場合は、当該届け出た事項を掲示

するものとすること。 

    ② 具体的には、各種施設基準及び入院時食事療養(Ⅰ)又は入院時生活療養(Ⅰ)の基準に適

合するものとして届け出た内容のうち、当該届出を行ったことにより患者が受けられるサ

ービス等を分かりやすく掲示するものであること。 

 (掲示例) 

入院時食事療養(Ⅰ)に係る食事療養を実施している病院の例 

「入院時食事療養(Ⅰ)の届出を行っており、管理栄養士又は栄養士によって管理された食

事を適時(夕食については午後６時以降)、適温で提供しています。」 

(４) 明細書の発行状況に関する事項 

① 保険医療機関及び保険医療養担当規則（昭和 32 年厚生省令第 15 号。以下「療担規則」

という。）第５条の２第２項及び第５条の２の２第１項並びに高齢者の医療の確保に関す

（ ）（ ） 995994



 - 5 - 

ち、検査及び画像診断に係る費用については、保険外併用療養費の支給対象とはせず、また、

投薬及び注射に係る費用については、当該治験の被験薬の予定される効能又は効果と同様の

効能又は効果を有する医薬品（以下「同種同効薬」という。）並びに当該治験の被験薬及び

対照薬に係る診療については、保険外併用療養費の支給対象とはしないものとする。また、

自ら治験を実施する者による治験においては、治験に係る診療のうち、当該治験の被験薬及

び対照薬（ただし、同種同効薬を除く。）に係る投薬及び注射に係る費用については、保険

外併用療養費の支給対象とはしないものとする。なお、いずれの場合においても、これらの

項目が包括化された点数を算定している保険医療機関において治験が行われた場合の当該包

括点数の取扱いについては、当該包括点数から、当該診療において実施した保険外併用療養

費の支給対象とはならない項目のうち当該包括点数に包括されている項目の所定点数を合計

した点数を差し引いた点数に係るものについて、保険外併用療養費の支給対象とすること。 

(５) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、患者に対する情報提供を前提として、患者の

自由な選択と同意がなされたものに限られるものとし、したがって、治験の内容を患者等に

説明することが医療上好ましくないと認められる等の場合にあっては、保険外併用療養費の

支給対象としないものとすること。 

(６) 保険外併用療養費の支給対象となる治験において、患者から当該治験の被験薬の薬剤料等

を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴収を行った保険医療機関は、患者に

対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴

収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(７) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(８) 保険外併用療養費の支給対象となる治験を実施した保険医療機関については、毎年の定例

報告の際に、治験の実施状況について別紙様式６により地方厚生（支）局長に報告するもの

とすること。また、特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式６の

２により地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

３ 医療機器の治験に係る診療に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、医薬品医療機器等法第２条第 17項の規定によ

るもの（機械器具等に係るものに限る。）とすること。 

(２) したがって、治験の実施に当たっては、医薬品医療機器等法及び医薬品医療機器等法施行

規則の関係規定によるほか、医療機器の臨床試験の実施の基準に関する省令（平成 17年厚生

労働省令第 36 号）によるものとすること。 

(３) 保険外併用療養費の支給対象となる診療については、治験依頼者の依頼による治験におい

ては、医療保険制度と治験依頼者との適切な費用分担を図る観点から、治験に係る診療のう

ち、手術若しくは処置又は歯冠修復及び欠損補綴の前後１週間（２以上の手術若しくは処置

又は歯冠修復及び欠損補綴が行われた場合は、最初の手術若しくは処置又は歯冠修復及び欠

損補綴が行われた日から起算して８日目に当たる日から最後の手術若しくは処置又は歯冠修

復及び欠損補綴が行われた日から起算して８日を経過する日までの間とする。）に行われた

検査及び画像診断、当該治験の被験機器及び対照機器（以下「当該治験機器」という。）並

びに診療報酬上評価されていない手術、処置、歯冠修復及び欠損補綴に係る費用については、

保険外併用療養費の支給対象とはしないものとする。また、自ら治験を実施する者による治

 - 4 - 

１ 別に厚生労働大臣が定める先進医療（先進医療ごとに別に厚生労働大臣が定める施設基準に適

合する保険医療機関において行われるものに限る。）に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる先進医療は、先進医療ごとに別に厚生労働大臣が定め

る施設基準の設定を求める旨の厚生労働大臣への届出に基づき、施設基準が設定されたもの

とすること。 

(２) 保険外併用療養費の支給対象となる先進医療の実施に当たっては、先進医療ごとに、保険

医療機関が別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合していることを地方厚生（支）局長に

届け出るものとすること。 

(３) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置等並びに歯冠

修復及び欠損補綴等並びに薬価基準に収載されていない医薬品、保険適用されていない医療

機器及び保険適用されていない再生医療等製品の費用については含まれないものであること。 

(４) 保険医療機関は、保険外併用療養費の支給対象となる先進医療を行うに当たり、あらかじ

め患者に対し、その内容及び費用に関して説明を行い、患者の自由な選択に基づき、文書に

よりその同意を得るものとする。したがって、先進医療の内容を患者等に説明することが医

療上好ましくないと認められる等の場合にあっては、保険外併用療養費の支給対象としない

ものとすること。 

(５) 患者から先進医療に係る費用を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴収を

行った保険医療機関は、患者に対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料

金に相当する自費負担に係る徴収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収書を

交付するものとすること。 

(６) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(７) 保険外併用療養費の支給対象となる先進医療を実施する保険医療機関は、特別の料金等の

内容を定め又は変更しようとする場合の報告及び定期的な報告を、「厚生労働大臣の定める

先進医療及び施設基準の制定等に伴う実施上の留意事項及び先進医療に係る届出等の取扱い

について」（平成 28 年３月４日医政発 0304 第２号、薬生発 0304 第２号、保発 0304 第 16

号）により行うものとすること。 

２ 医薬品の治験に係る診療に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全

性の確保等に関する法律（昭和 35年法律第 145号。以下「医薬品医療機器等法」という。）

第２条第 17項の規定によるもの（人体に直接使用される薬物に係るものに限る。）とするこ

と。 

(２) したがって、治験の実施に当たっては、医薬品医療機器等法及び医薬品、医療機器等の品

質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行規則（昭和 36年厚生省令第１号。以下「医

薬品医療機器等法施行規則」という。）の関係規定によるほか、医薬品の臨床試験の実施の

基準に関する省令（平成９年厚生省令第 28 号）によるものとすること。 

(３) 保険外併用療養費の支給対象となる期間については、治験の対象となる患者ごとに当該治

験を実施した期間とすること。 

(４) 保険外併用療養費の支給対象となる診療については、治験依頼者の依頼による治験におい

ては、医療保険制度と治験依頼者との適切な費用分担を図る観点から、治験に係る診療のう
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ち、検査及び画像診断に係る費用については、保険外併用療養費の支給対象とはせず、また、

投薬及び注射に係る費用については、当該治験の被験薬の予定される効能又は効果と同様の

効能又は効果を有する医薬品（以下「同種同効薬」という。）並びに当該治験の被験薬及び

対照薬に係る診療については、保険外併用療養費の支給対象とはしないものとする。また、

自ら治験を実施する者による治験においては、治験に係る診療のうち、当該治験の被験薬及

び対照薬（ただし、同種同効薬を除く。）に係る投薬及び注射に係る費用については、保険

外併用療養費の支給対象とはしないものとする。なお、いずれの場合においても、これらの

項目が包括化された点数を算定している保険医療機関において治験が行われた場合の当該包

括点数の取扱いについては、当該包括点数から、当該診療において実施した保険外併用療養

費の支給対象とはならない項目のうち当該包括点数に包括されている項目の所定点数を合計

した点数を差し引いた点数に係るものについて、保険外併用療養費の支給対象とすること。 

(５) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、患者に対する情報提供を前提として、患者の

自由な選択と同意がなされたものに限られるものとし、したがって、治験の内容を患者等に

説明することが医療上好ましくないと認められる等の場合にあっては、保険外併用療養費の

支給対象としないものとすること。 

(６) 保険外併用療養費の支給対象となる治験において、患者から当該治験の被験薬の薬剤料等

を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴収を行った保険医療機関は、患者に

対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴

収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(７) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(８) 保険外併用療養費の支給対象となる治験を実施した保険医療機関については、毎年の定例

報告の際に、治験の実施状況について別紙様式６により地方厚生（支）局長に報告するもの

とすること。また、特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式６の

２により地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

３ 医療機器の治験に係る診療に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、医薬品医療機器等法第２条第 17項の規定によ

るもの（機械器具等に係るものに限る。）とすること。 

(２) したがって、治験の実施に当たっては、医薬品医療機器等法及び医薬品医療機器等法施行

規則の関係規定によるほか、医療機器の臨床試験の実施の基準に関する省令（平成 17年厚生

労働省令第 36 号）によるものとすること。 

(３) 保険外併用療養費の支給対象となる診療については、治験依頼者の依頼による治験におい

ては、医療保険制度と治験依頼者との適切な費用分担を図る観点から、治験に係る診療のう

ち、手術若しくは処置又は歯冠修復及び欠損補綴の前後１週間（２以上の手術若しくは処置

又は歯冠修復及び欠損補綴が行われた場合は、最初の手術若しくは処置又は歯冠修復及び欠

損補綴が行われた日から起算して８日目に当たる日から最後の手術若しくは処置又は歯冠修

復及び欠損補綴が行われた日から起算して８日を経過する日までの間とする。）に行われた

検査及び画像診断、当該治験の被験機器及び対照機器（以下「当該治験機器」という。）並

びに診療報酬上評価されていない手術、処置、歯冠修復及び欠損補綴に係る費用については、

保険外併用療養費の支給対象とはしないものとする。また、自ら治験を実施する者による治
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１ 別に厚生労働大臣が定める先進医療（先進医療ごとに別に厚生労働大臣が定める施設基準に適

合する保険医療機関において行われるものに限る。）に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる先進医療は、先進医療ごとに別に厚生労働大臣が定め

る施設基準の設定を求める旨の厚生労働大臣への届出に基づき、施設基準が設定されたもの

とすること。 

(２) 保険外併用療養費の支給対象となる先進医療の実施に当たっては、先進医療ごとに、保険

医療機関が別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合していることを地方厚生（支）局長に

届け出るものとすること。 

(３) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置等並びに歯冠

修復及び欠損補綴等並びに薬価基準に収載されていない医薬品、保険適用されていない医療

機器及び保険適用されていない再生医療等製品の費用については含まれないものであること。 

(４) 保険医療機関は、保険外併用療養費の支給対象となる先進医療を行うに当たり、あらかじ

め患者に対し、その内容及び費用に関して説明を行い、患者の自由な選択に基づき、文書に

よりその同意を得るものとする。したがって、先進医療の内容を患者等に説明することが医

療上好ましくないと認められる等の場合にあっては、保険外併用療養費の支給対象としない

ものとすること。 

(５) 患者から先進医療に係る費用を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴収を

行った保険医療機関は、患者に対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料

金に相当する自費負担に係る徴収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収書を

交付するものとすること。 

(６) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(７) 保険外併用療養費の支給対象となる先進医療を実施する保険医療機関は、特別の料金等の

内容を定め又は変更しようとする場合の報告及び定期的な報告を、「厚生労働大臣の定める

先進医療及び施設基準の制定等に伴う実施上の留意事項及び先進医療に係る届出等の取扱い

について」（平成 28 年３月４日医政発 0304 第２号、薬生発 0304 第２号、保発 0304 第 16

号）により行うものとすること。 

２ 医薬品の治験に係る診療に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全

性の確保等に関する法律（昭和 35年法律第 145号。以下「医薬品医療機器等法」という。）

第２条第 17項の規定によるもの（人体に直接使用される薬物に係るものに限る。）とするこ

と。 

(２) したがって、治験の実施に当たっては、医薬品医療機器等法及び医薬品、医療機器等の品

質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行規則（昭和 36年厚生省令第１号。以下「医

薬品医療機器等法施行規則」という。）の関係規定によるほか、医薬品の臨床試験の実施の

基準に関する省令（平成９年厚生省令第 28 号）によるものとすること。 

(３) 保険外併用療養費の支給対象となる期間については、治験の対象となる患者ごとに当該治

験を実施した期間とすること。 

(４) 保険外併用療養費の支給対象となる診療については、治験依頼者の依頼による治験におい

ては、医療保険制度と治験依頼者との適切な費用分担を図る観点から、治験に係る診療のう
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しないものとする。なお、いずれの場合においても、保険外併用療養費の支給対象とされな

い検査等が包括化された点数を算定している保険医療機関において治験が行われた場合の当

該包括点数の取扱いについては、当該包括点数から、次の点数を差し引いた点数に係るもの

について、保険外併用療養費の支給対象とすること。 

ア 当該診療において実施した当該検査等の所定点数 

イ 当該治験製品を使用するために通常要する費用に基づき算定した点数 

(４) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、患者に対する情報提供を前提として、患者の

自由な選択と同意がなされたものに限られるものとし、したがって、治験の内容を患者等に

説明することが医療上好ましくないと認められる等の場合にあっては、保険外併用療養費の

支給対象としないものとすること。 

(５) 保険外併用療養費の支給対象となる治験において、患者から当該治験の被験製品の費用等

を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴収を行った保険医療機関は、患者に

対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴

収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(６) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(７) 保険外併用療養費の支給対象となる治験を実施した保険医療機関については、毎年の定例

報告の際に、治験の実施状況について別紙様式 15により地方厚生（支）局長に報告するもの

とすること。また、特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 15の

２により地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

５ 医薬品医療機器等法に基づく承認を受けた医薬品の投与に関する事項 

(１) 医薬品医療機器等法上の承認（同法第 14 条第１項又は第 19 条の２第１項の規定による承

認）を受けた者が製造販売した当該承認に係る医薬品のうち、使用薬剤の薬価（薬価基準）

（平成 20 年厚生労働省告示第 60 号。以下「薬価基準」という。）に収載されていないもの

に対する患者のニーズに対応する観点から、医薬品医療機器等法上の承認を受けた医薬品の

投与について、当該投与に係る薬剤料に相当する療養部分についてその費用を患者から徴収

することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、薬剤料そのものの費用は含まれないものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、以下の要件を満たすものであること。 

ア 当該病院又は診療所に常勤の薬剤師が、２名以上配置されていること。 

イ 医薬品情報の収集及び伝達を行うための専用施設（以下「医薬品情報管理室」という。）

を有し、常勤の薬剤師が１人以上配置されていること。 

ウ 医薬品情報管理室の薬剤師が、有効性、安全性等薬学的情報の管理及び医師等に対する

情報提供を行っていること。 

(４) 薬局にあっては、算定告示別表第三調剤報酬点数表（以下「調剤報酬点数表」という。）

第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出を行った薬局であって、(３)の要件

を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師から交付された処方箋に基づき医薬品を投与す

るものであること。 

(５) 医薬品医療機器等法上の承認を受けた日から起算して 90日以内に行われた投薬について特

別の料金を徴収することができるものとする。なお、投薬時点が 90日以内であれば、服用時
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験においては、治験に係る診療のうち、当該治験機器並びに診療報酬上評価されていない手

術、処置、歯冠修復及び欠損補綴に係る費用については、保険外併用療養費の支給対象とは

しないものとする。なお、いずれの場合においても、保険外併用療養費の支給対象とされな

い検査等が包括化された点数を算定している保険医療機関において治験が行われた場合の当

該包括点数の取扱いについては、当該包括点数から、次の点数を差し引いた点数に係るもの

について、保険外併用療養費の支給対象とすること。 

ア 当該診療において実施した当該検査等の所定点数 

イ 当該治験機器を使用するために通常要する費用に基づき 算定した点数 

(４) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、患者に対する情報提供を前提として、患者の

自由な選択と同意がなされたものに限られるものとし、したがって、治験の内容を患者等に

説明することが医療上好ましくないと認められる等の場合にあっては、保険外併用療養費の

支給対象としないものとすること。 

(５) 保険外併用療養費の支給対象となる治験において、患者から当該治験の被験機器の費用等

を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴収を行った保険医療機関は、患者に

対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴

収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(６) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(７) 保険外併用療養費の支給対象となる治験を実施した保険医療機関については、毎年の定例

報告の際に、治験の実施状況について別紙様式８により地方厚生（支）局長に報告するもの

とすること。また、特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式８の

２により地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

４ 再生医療等製品の治験に係る診療に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、医薬品医療機器等法第２条第 17項の規定によ

るもの（加工細胞等（医薬品医療機器等法施行規則第 275 条の２の加工細胞等をいう。）に

係るものに限る。）とすること。 

(２) したがって、治験の実施に当たっては、医薬品医療機器等法及び医薬品医療機器等法施行

規則の関係規定によるほか、再生医療等製品の臨床試験の実施の基準に関する省令（平成 26

年厚生労働省令第 89 号）によるものとすること。 

(３) 保険外併用療養費の支給対象となる診療については、治験依頼者の依頼による治験におい

ては、医療保険制度と治験依頼者との適切な費用分担を図る観点から、治験に係る診療のう

ち、手術若しくは処置又は歯冠修復及び欠損補綴の前後１週間（２以上の手術若しくは処置

又は歯冠修復及び欠損補綴が行われた場合は、最初の手術若しくは処置又は歯冠修復及び欠

損補綴が行われた日から起算して８日目に当たる日から最後の手術若しくは処置又は歯冠修

復及び欠損補綴が行われた日から起算して８日を経過する日までの間とする。）に行われた

検査及び画像診断、当該治験の被験製品及び対照製品（以下「当該治験製品」という。）並

びに診療報酬上評価されていない手術、処置、歯冠修復及び欠損補綴に係る費用については、

保険外併用療養費の支給対象とはしないものとする。また、自ら治験を実施する者による治

験においては、治験に係る診療のうち、当該治験製品並びに診療報酬上評価されていない手

術、処置、歯冠修復及び欠損補綴に係る費用については、保険外併用療養費の支給対象とは

（ ）（ ） 999998
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しないものとする。なお、いずれの場合においても、保険外併用療養費の支給対象とされな

い検査等が包括化された点数を算定している保険医療機関において治験が行われた場合の当

該包括点数の取扱いについては、当該包括点数から、次の点数を差し引いた点数に係るもの

について、保険外併用療養費の支給対象とすること。 

ア 当該診療において実施した当該検査等の所定点数 

イ 当該治験製品を使用するために通常要する費用に基づき算定した点数 

(４) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、患者に対する情報提供を前提として、患者の

自由な選択と同意がなされたものに限られるものとし、したがって、治験の内容を患者等に

説明することが医療上好ましくないと認められる等の場合にあっては、保険外併用療養費の

支給対象としないものとすること。 

(５) 保険外併用療養費の支給対象となる治験において、患者から当該治験の被験製品の費用等

を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴収を行った保険医療機関は、患者に

対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴

収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(６) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(７) 保険外併用療養費の支給対象となる治験を実施した保険医療機関については、毎年の定例

報告の際に、治験の実施状況について別紙様式 15により地方厚生（支）局長に報告するもの

とすること。また、特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 15の

２により地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

５ 医薬品医療機器等法に基づく承認を受けた医薬品の投与に関する事項 

(１) 医薬品医療機器等法上の承認（同法第 14 条第１項又は第 19 条の２第１項の規定による承

認）を受けた者が製造販売した当該承認に係る医薬品のうち、使用薬剤の薬価（薬価基準）

（平成 20 年厚生労働省告示第 60 号。以下「薬価基準」という。）に収載されていないもの

に対する患者のニーズに対応する観点から、医薬品医療機器等法上の承認を受けた医薬品の

投与について、当該投与に係る薬剤料に相当する療養部分についてその費用を患者から徴収

することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、薬剤料そのものの費用は含まれないものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、以下の要件を満たすものであること。 

ア 当該病院又は診療所に常勤の薬剤師が、２名以上配置されていること。 

イ 医薬品情報の収集及び伝達を行うための専用施設（以下「医薬品情報管理室」という。）

を有し、常勤の薬剤師が１人以上配置されていること。 

ウ 医薬品情報管理室の薬剤師が、有効性、安全性等薬学的情報の管理及び医師等に対する

情報提供を行っていること。 

(４) 薬局にあっては、算定告示別表第三調剤報酬点数表（以下「調剤報酬点数表」という。）

第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出を行った薬局であって、(３)の要件

を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師から交付された処方箋に基づき医薬品を投与す

るものであること。 

(５) 医薬品医療機器等法上の承認を受けた日から起算して 90日以内に行われた投薬について特

別の料金を徴収することができるものとする。なお、投薬時点が 90日以内であれば、服用時
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験においては、治験に係る診療のうち、当該治験機器並びに診療報酬上評価されていない手

術、処置、歯冠修復及び欠損補綴に係る費用については、保険外併用療養費の支給対象とは

しないものとする。なお、いずれの場合においても、保険外併用療養費の支給対象とされな

い検査等が包括化された点数を算定している保険医療機関において治験が行われた場合の当

該包括点数の取扱いについては、当該包括点数から、次の点数を差し引いた点数に係るもの

について、保険外併用療養費の支給対象とすること。 

ア 当該診療において実施した当該検査等の所定点数 

イ 当該治験機器を使用するために通常要する費用に基づき 算定した点数 

(４) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、患者に対する情報提供を前提として、患者の

自由な選択と同意がなされたものに限られるものとし、したがって、治験の内容を患者等に

説明することが医療上好ましくないと認められる等の場合にあっては、保険外併用療養費の

支給対象としないものとすること。 

(５) 保険外併用療養費の支給対象となる治験において、患者から当該治験の被験機器の費用等

を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴収を行った保険医療機関は、患者に

対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴

収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(６) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(７) 保険外併用療養費の支給対象となる治験を実施した保険医療機関については、毎年の定例

報告の際に、治験の実施状況について別紙様式８により地方厚生（支）局長に報告するもの

とすること。また、特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式８の

２により地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

４ 再生医療等製品の治験に係る診療に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる治験は、医薬品医療機器等法第２条第 17項の規定によ

るもの（加工細胞等（医薬品医療機器等法施行規則第 275 条の２の加工細胞等をいう。）に

係るものに限る。）とすること。 

(２) したがって、治験の実施に当たっては、医薬品医療機器等法及び医薬品医療機器等法施行

規則の関係規定によるほか、再生医療等製品の臨床試験の実施の基準に関する省令（平成 26

年厚生労働省令第 89 号）によるものとすること。 

(３) 保険外併用療養費の支給対象となる診療については、治験依頼者の依頼による治験におい

ては、医療保険制度と治験依頼者との適切な費用分担を図る観点から、治験に係る診療のう

ち、手術若しくは処置又は歯冠修復及び欠損補綴の前後１週間（２以上の手術若しくは処置

又は歯冠修復及び欠損補綴が行われた場合は、最初の手術若しくは処置又は歯冠修復及び欠

損補綴が行われた日から起算して８日目に当たる日から最後の手術若しくは処置又は歯冠修

復及び欠損補綴が行われた日から起算して８日を経過する日までの間とする。）に行われた

検査及び画像診断、当該治験の被験製品及び対照製品（以下「当該治験製品」という。）並

びに診療報酬上評価されていない手術、処置、歯冠修復及び欠損補綴に係る費用については、

保険外併用療養費の支給対象とはしないものとする。また、自ら治験を実施する者による治

験においては、治験に係る診療のうち、当該治験製品並びに診療報酬上評価されていない手

術、処置、歯冠修復及び欠損補綴に係る費用については、保険外併用療養費の支給対象とは

（ ）（ ） 999998



 - 9 - 

を行った薬局であって、(３)のア及びイの要件を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師

から交付された処方箋に基づき医療機器又は体外診断用医薬品を支給するものであること。 

(５) 「医療機器の保険適用等に関する取扱いについて」（令和２年２月７日医政発 0207 第３

号、保発 0207第４号）又は「体外診断用医薬品の保険適用に関する取扱いについて」（令和

２年２月７日医政発 0207 第４号、保発 0207 第５号）に規定する保険適用希望書が受理され

た日から当該保険適用希望に係る保険適用上の取扱いが決定されるまでの期間（240 日を上

限とする。）の範囲内で行われた医療機器又は体外診断用医薬品の使用又は支給について特

別の料金を徴収することができるものとする。なお、支給時点が 240 日以内であれば、使用

時点がそれ以後になる場合であっても特別の料金を徴収することができるものとする。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該医療機器又は体外診断用医薬品の名称、使用目的又は効果、使用方法、不具合等に関する

主な情報を文書により提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選択

と同意がなされたものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、(６)の情報の提供は医療機関において行うものとする。

また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該医療機器又は体外診断用

医薬品の支給が可能であるか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別

の料金を徴収することは認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある

旨の説明を行うものとする。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 12により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

７ 医薬品医療機器等法に基づく承認を受けた再生医療等製品の使用又は支給に関する事項 

(１) 医薬品医療機器等法上の承認（同法第 23 条の 25 第１項又は第 23 条の 37 第１項の規定に

よる承認）を受けた者が製造販売した当該承認に係る再生医療等製品のうち、保険適用され

ていないものに対する患者のニーズに対応する観点から、医薬品医療機器等法上の承認を受

けた再生医療等製品の使用又は支給について、当該再生医療等製品に係る費用等に相当する

療養部分についてその費用を患者から徴収することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置並びに歯冠修

復及び欠損補綴並びに当該再生医療等製品の費用については含まれないものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、以下の要件を満たすことが望ましい。 

ア 再生医療等製品の安全性等に関する情報の収集及び伝達を行うための専用施設（以下

「再生医療等製品管理室」という。）を有し、再生医療等製品の安全性等に関して十分な

知識を持つ常勤の担当者が１名以上配置されていること。 

イ 再生医療等製品管理室の担当者が、再生医療等製品の品質、有効性、安全性等に関する

情報の管理及び医師等に対する情報提供を行っていること。  

(４) 薬局にあっては、調剤報酬点数表第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出

を行った薬局であって、(３)のア及びイの要件を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師

から交付された処方箋に基づき再生医療等製品を投与又は支給するものであること。 

(５) 保険適用希望書が受理された日から当該保険適用希望に係る保険適用上の取扱いが決定さ
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点が 91 日目以後になる場合であっても特別の料金を徴収することができるものとする。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該医薬品の名称、用法、用量、効能、効果、副作用及び相互作用に関する主な情報を文書に

より提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選択と同意がなされた

ものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、(６)の情報の提供は医療機関において行うものとする。

また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該医薬品の交付が可能であ

るか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別の料金を徴収することは

認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある旨の説明を行うものとす

る。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式９により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

６ 医薬品医療機器等法に基づく承認等を受けた医療機器又は体外診断用医薬品の使用等に関する

事項 

(１) 医薬品医療機器等法上の承認（同法第 23条の２の５第１項又は第 23条の２の 17第１項の

規定による承認）又は認証（同法第 23 条の２の 23 第１項の規定による認証）を受けた者が

製造販売した当該承認又は認証に係る医療機器又は体外診断用医薬品のうち、保険適用され

ていないものに対する患者のニーズに対応する観点から、医薬品医療機器等法上の承認又は

認証を受けた医療機器又は体外診断用医薬品の使用又は支給について、当該医療機器又は体

外診断用医薬品に係る費用等に相当する療養部分についてその費用を患者から徴収すること

ができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置並びに歯冠修

復及び欠損補綴並びに当該医療機器及び当該体外診断用医薬品の費用については含まれない

ものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、医療機器については以下のア及びイの要件を、体外診断用医

薬品についてはウ及びエの要件を、それぞれ満たすことが望ましい。 

ア 医療機器の保守管理等を行うための専用施設（以下「医療機器管理室」という。）を有

し、臨床工学技士等の医療機器の専門家（以下「臨床工学技士等」という。）が配置され

ていること。 

イ 医療機器管理室の臨床工学技士等が、医療機関内における医療機器の保守管理等を一括

して実施し、医療機器の操作方法、安全性情報等の医師等に対する情報提供を行っている

こと。 

ウ 体外診断用医薬品の管理等を行うための施設（以下「体外診断用医薬品管理室」とい

う。）を有し、臨床検査技師等の体外診断用医薬品の専門家（以下「臨床検査技師等」と

いう。）が配置されていること。 

エ 体外診断用医薬品管理室の臨床検査技師等が、体外診断用医薬品の有効性等に関する情

報の管理及び医師等に対する情報提供を行っていること。 

(４) 薬局にあっては、調剤報酬点数表第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出

（ ）（ ） 10011000
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を行った薬局であって、(３)のア及びイの要件を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師

から交付された処方箋に基づき医療機器又は体外診断用医薬品を支給するものであること。 

(５) 「医療機器の保険適用等に関する取扱いについて」（令和２年２月７日医政発 0207 第３

号、保発 0207第４号）又は「体外診断用医薬品の保険適用に関する取扱いについて」（令和

２年２月７日医政発 0207 第４号、保発 0207 第５号）に規定する保険適用希望書が受理され

た日から当該保険適用希望に係る保険適用上の取扱いが決定されるまでの期間（240 日を上

限とする。）の範囲内で行われた医療機器又は体外診断用医薬品の使用又は支給について特

別の料金を徴収することができるものとする。なお、支給時点が 240 日以内であれば、使用

時点がそれ以後になる場合であっても特別の料金を徴収することができるものとする。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該医療機器又は体外診断用医薬品の名称、使用目的又は効果、使用方法、不具合等に関する

主な情報を文書により提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選択

と同意がなされたものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、(６)の情報の提供は医療機関において行うものとする。

また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該医療機器又は体外診断用

医薬品の支給が可能であるか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別

の料金を徴収することは認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある

旨の説明を行うものとする。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 12により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

７ 医薬品医療機器等法に基づく承認を受けた再生医療等製品の使用又は支給に関する事項 

(１) 医薬品医療機器等法上の承認（同法第 23 条の 25 第１項又は第 23 条の 37 第１項の規定に

よる承認）を受けた者が製造販売した当該承認に係る再生医療等製品のうち、保険適用され

ていないものに対する患者のニーズに対応する観点から、医薬品医療機器等法上の承認を受

けた再生医療等製品の使用又は支給について、当該再生医療等製品に係る費用等に相当する

療養部分についてその費用を患者から徴収することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置並びに歯冠修

復及び欠損補綴並びに当該再生医療等製品の費用については含まれないものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、以下の要件を満たすことが望ましい。 

ア 再生医療等製品の安全性等に関する情報の収集及び伝達を行うための専用施設（以下

「再生医療等製品管理室」という。）を有し、再生医療等製品の安全性等に関して十分な

知識を持つ常勤の担当者が１名以上配置されていること。 

イ 再生医療等製品管理室の担当者が、再生医療等製品の品質、有効性、安全性等に関する

情報の管理及び医師等に対する情報提供を行っていること。  

(４) 薬局にあっては、調剤報酬点数表第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出

を行った薬局であって、(３)のア及びイの要件を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師

から交付された処方箋に基づき再生医療等製品を投与又は支給するものであること。 

(５) 保険適用希望書が受理された日から当該保険適用希望に係る保険適用上の取扱いが決定さ
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点が 91 日目以後になる場合であっても特別の料金を徴収することができるものとする。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該医薬品の名称、用法、用量、効能、効果、副作用及び相互作用に関する主な情報を文書に

より提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選択と同意がなされた

ものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、(６)の情報の提供は医療機関において行うものとする。

また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該医薬品の交付が可能であ

るか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別の料金を徴収することは

認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある旨の説明を行うものとす

る。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式９により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

６ 医薬品医療機器等法に基づく承認等を受けた医療機器又は体外診断用医薬品の使用等に関する

事項 

(１) 医薬品医療機器等法上の承認（同法第 23条の２の５第１項又は第 23条の２の 17第１項の

規定による承認）又は認証（同法第 23 条の２の 23 第１項の規定による認証）を受けた者が

製造販売した当該承認又は認証に係る医療機器又は体外診断用医薬品のうち、保険適用され

ていないものに対する患者のニーズに対応する観点から、医薬品医療機器等法上の承認又は

認証を受けた医療機器又は体外診断用医薬品の使用又は支給について、当該医療機器又は体

外診断用医薬品に係る費用等に相当する療養部分についてその費用を患者から徴収すること

ができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置並びに歯冠修

復及び欠損補綴並びに当該医療機器及び当該体外診断用医薬品の費用については含まれない

ものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、医療機器については以下のア及びイの要件を、体外診断用医

薬品についてはウ及びエの要件を、それぞれ満たすことが望ましい。 

ア 医療機器の保守管理等を行うための専用施設（以下「医療機器管理室」という。）を有

し、臨床工学技士等の医療機器の専門家（以下「臨床工学技士等」という。）が配置され

ていること。 

イ 医療機器管理室の臨床工学技士等が、医療機関内における医療機器の保守管理等を一括

して実施し、医療機器の操作方法、安全性情報等の医師等に対する情報提供を行っている

こと。 

ウ 体外診断用医薬品の管理等を行うための施設（以下「体外診断用医薬品管理室」とい

う。）を有し、臨床検査技師等の体外診断用医薬品の専門家（以下「臨床検査技師等」と

いう。）が配置されていること。 

エ 体外診断用医薬品管理室の臨床検査技師等が、体外診断用医薬品の有効性等に関する情

報の管理及び医師等に対する情報提供を行っていること。 

(４) 薬局にあっては、調剤報酬点数表第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出

（ ）（ ） 10011000



 - 11 - 

であれば、服用時点が上記期間を超える場合であっても特別の料金を徴収することができる

ものとする。 

(４) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該医薬品の名称、医薬品医療機器等法に基づく承認に係る用法、用量、効能又は効果と異な

る用法、用量、効能又は効果、副作用及び相互作用に関する主な情報を文書により提供しな

ければならないものとする。したがって、患者の自由な選択と同意がなされたものと認めら

れない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(５) 処方箋を交付する場合であっても、(４)の情報の提供は医療機関において行うものとする。 

(６) 特別の料金については、当該医薬品について薬価基準の別表に定める価格を標準とする。 

(７) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 11により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

９ 保険適用されている医療機器の医薬品医療機器等法に基づく承認に係る使用目的若しくは効果

又は操作方法若しくは使用方法と異なる使用目的若しくは効果又は操作方法若しくは使用方法に

係る使用に関する事項 

(１) 保険適用されている医療機器の医薬品医療機器等法第 23 条の２の５第１項若しくは第 23

条の２の 17第１項の規定による承認又は同法第 23条の２の 23第１項の規定による認証に係

る使用目的若しくは効果又は操作方法若しくは使用方法（以下「使用目的等」という。）と

異なる使用目的等に係る使用（支給を含む。以下９において同じ。）に対する患者のニーズ

に対応する観点から、当該医療機器に係る費用等に相当する療養部分についてその費用を患

者から徴収することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置並びに歯冠修

復及び欠損補綴並びに当該医療機器の費用については含まれないものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、以下の要件を満たすことが望ましい。 

ア 医療機器管理室を有し、臨床工学技士等が配置されていること。 

イ 医療機器管理室の臨床工学技士等が、医療機関内における医療機器の保守管理等を一括

して実施し、医師等に対する医療機器の操作方法、安全性情報等の情報提供を行っている

こと。 

(４) 薬局にあっては、調剤報酬点数表第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出

を行った薬局であって、(３)のア及びイの要件を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師

から交付された処方箋に基づき医療機器を支給するものであること。 

(５) 医薬品医療機器等法第 23 条の２の５第 11 項（同法第 23 条の２の 17 第５項において準用

する場合を含む。）の規定による承認事項（使用目的等に限る。）の一部変更の承認（以下

「医療機器一部変更承認」という。）の申請（申請書に添付しなければならない資料につい

て、当該申請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要

としない合理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績

に関する資料の添付を省略して行われるものに限る。）を行うことが適当と認められるもの

として厚生労働省設置法第 11条に規定する薬事・食品衛生審議会が事前の評価を開始した医

療機器の使用にあっては、当該評価が開始された日から６月（当該期間内に医療機器一部変

更承認の申請が受理されたときは、当該申請が受理された日までの期間）、医療機器一部変

更承認の申請（申請書に添付しなければならない資料について、当該申請に係る事項が医学
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れるまでの期間（240 日を上限とする。）の範囲内で行われた再生医療等製品の使用又は支

給について特別の料金を徴収することができるものとする。なお、支給時点が 240 日以内で

あれば、使用時点がそれ以後になる場合であっても特別の料金を徴収することができるもの

とする。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該再生医療等製品の名称、用法、用量、使用方法、効能、効果、性能、不具合等に関する主

な情報を文書により提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選択と

同意がなされたものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、（６）の情報の提供は医療機関において行うものとす

る。また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該再生医療等製品の投

与又は支給が可能であるか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別の

料金を徴収することは認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある旨

の説明を行うものとする。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 16により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

８ 薬価基準に収載されている医薬品の医薬品医療機器等法に基づく承認に係る用法、用量、効能

又は効果と異なる用法、用量、効能又は効果に係る投与に関する事項 

(１) 薬価基準に収載されている医薬品の医薬品医療機器等法第 14 条第１項又は第 19 条の２第

１項の規定による承認に係る用法、用量、効能又は効果と異なる用法、用量、効能又は効果

に係る投与に対する患者のニーズに対応する観点から、当該投与に係る薬剤料に相当する療

養部分についてその費用を患者から徴収することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、薬剤料そのものの費用は含まれないものであること。 

(３) 医薬品医療機器等法第 14 条第９項（同法第 19 条の２第５項において準用する場合を含

む。）の規定による承認事項（用法、用量、効能又は効果に限る。）の一部変更の承認（以

下「医薬品一部変更承認」という。）の申請（申請書に添付しなければならない資料につい

て、当該申請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要

としない合理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績

に関する資料の添付を省略して行われるものに限る。）を行うことが適当と認められるもの

として厚生労働省設置法（平成 11年法律第 97号）第 11条に規定する薬事・食品衛生審議会

が事前の評価を開始した医薬品（当該評価期間が終了したものを除く。）の投与にあっては、

当該評価が開始された日から６月、医薬品一部変更承認の申請（申請書に添付しなければな

らない資料について、当該申請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他

資料の添付を必要としない合理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨

床試験の試験成績に関する資料の添付を省略して行われるものに限る。）が受理された医薬

品（薬事・食品衛生審議会の事前評価が終了したものを除く。）の投与にあっては、当該申

請が受理された日から２年（当該期間内に当該申請に対する処分があったとき又は当該申請

の取下げがあったときは、当該処分又は取下げがあった日までの期間）の範囲内で行われた

ものについて特別の料金を徴収することができるものとする。なお、投薬時点が上記期間内

（ ）（ ） 10031002
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であれば、服用時点が上記期間を超える場合であっても特別の料金を徴収することができる

ものとする。 

(４) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該医薬品の名称、医薬品医療機器等法に基づく承認に係る用法、用量、効能又は効果と異な

る用法、用量、効能又は効果、副作用及び相互作用に関する主な情報を文書により提供しな

ければならないものとする。したがって、患者の自由な選択と同意がなされたものと認めら

れない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(５) 処方箋を交付する場合であっても、(４)の情報の提供は医療機関において行うものとする。 

(６) 特別の料金については、当該医薬品について薬価基準の別表に定める価格を標準とする。 

(７) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 11により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

９ 保険適用されている医療機器の医薬品医療機器等法に基づく承認に係る使用目的若しくは効果

又は操作方法若しくは使用方法と異なる使用目的若しくは効果又は操作方法若しくは使用方法に

係る使用に関する事項 

(１) 保険適用されている医療機器の医薬品医療機器等法第 23 条の２の５第１項若しくは第 23

条の２の 17第１項の規定による承認又は同法第 23条の２の 23第１項の規定による認証に係

る使用目的若しくは効果又は操作方法若しくは使用方法（以下「使用目的等」という。）と

異なる使用目的等に係る使用（支給を含む。以下９において同じ。）に対する患者のニーズ

に対応する観点から、当該医療機器に係る費用等に相当する療養部分についてその費用を患

者から徴収することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置並びに歯冠修

復及び欠損補綴並びに当該医療機器の費用については含まれないものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、以下の要件を満たすことが望ましい。 

ア 医療機器管理室を有し、臨床工学技士等が配置されていること。 

イ 医療機器管理室の臨床工学技士等が、医療機関内における医療機器の保守管理等を一括

して実施し、医師等に対する医療機器の操作方法、安全性情報等の情報提供を行っている

こと。 

(４) 薬局にあっては、調剤報酬点数表第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出

を行った薬局であって、(３)のア及びイの要件を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師

から交付された処方箋に基づき医療機器を支給するものであること。 

(５) 医薬品医療機器等法第 23 条の２の５第 11 項（同法第 23 条の２の 17 第５項において準用

する場合を含む。）の規定による承認事項（使用目的等に限る。）の一部変更の承認（以下

「医療機器一部変更承認」という。）の申請（申請書に添付しなければならない資料につい

て、当該申請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要

としない合理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績

に関する資料の添付を省略して行われるものに限る。）を行うことが適当と認められるもの

として厚生労働省設置法第 11条に規定する薬事・食品衛生審議会が事前の評価を開始した医

療機器の使用にあっては、当該評価が開始された日から６月（当該期間内に医療機器一部変

更承認の申請が受理されたときは、当該申請が受理された日までの期間）、医療機器一部変

更承認の申請（申請書に添付しなければならない資料について、当該申請に係る事項が医学
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れるまでの期間（240 日を上限とする。）の範囲内で行われた再生医療等製品の使用又は支

給について特別の料金を徴収することができるものとする。なお、支給時点が 240 日以内で

あれば、使用時点がそれ以後になる場合であっても特別の料金を徴収することができるもの

とする。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該再生医療等製品の名称、用法、用量、使用方法、効能、効果、性能、不具合等に関する主

な情報を文書により提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選択と

同意がなされたものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、（６）の情報の提供は医療機関において行うものとす

る。また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該再生医療等製品の投

与又は支給が可能であるか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別の

料金を徴収することは認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある旨

の説明を行うものとする。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 16により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

８ 薬価基準に収載されている医薬品の医薬品医療機器等法に基づく承認に係る用法、用量、効能

又は効果と異なる用法、用量、効能又は効果に係る投与に関する事項 

(１) 薬価基準に収載されている医薬品の医薬品医療機器等法第 14 条第１項又は第 19 条の２第

１項の規定による承認に係る用法、用量、効能又は効果と異なる用法、用量、効能又は効果

に係る投与に対する患者のニーズに対応する観点から、当該投与に係る薬剤料に相当する療

養部分についてその費用を患者から徴収することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、薬剤料そのものの費用は含まれないものであること。 

(３) 医薬品医療機器等法第 14 条第９項（同法第 19 条の２第５項において準用する場合を含

む。）の規定による承認事項（用法、用量、効能又は効果に限る。）の一部変更の承認（以

下「医薬品一部変更承認」という。）の申請（申請書に添付しなければならない資料につい

て、当該申請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要

としない合理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績

に関する資料の添付を省略して行われるものに限る。）を行うことが適当と認められるもの

として厚生労働省設置法（平成 11年法律第 97号）第 11条に規定する薬事・食品衛生審議会

が事前の評価を開始した医薬品（当該評価期間が終了したものを除く。）の投与にあっては、

当該評価が開始された日から６月、医薬品一部変更承認の申請（申請書に添付しなければな

らない資料について、当該申請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他

資料の添付を必要としない合理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨

床試験の試験成績に関する資料の添付を省略して行われるものに限る。）が受理された医薬

品（薬事・食品衛生審議会の事前評価が終了したものを除く。）の投与にあっては、当該申

請が受理された日から２年（当該期間内に当該申請に対する処分があったとき又は当該申請

の取下げがあったときは、当該処分又は取下げがあった日までの期間）の範囲内で行われた

ものについて特別の料金を徴収することができるものとする。なお、投薬時点が上記期間内

（ ）（ ） 10031002
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含む。）の規定による承認事項（用法等に限る。）の一部変更の承認（以下「再生医療等製

品一部変更承認」という。）の申請（申請書に添付しなければならない資料について、当該

申請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要としない

合理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績に関する

資料の添付を省略して行われるものに限る。）を行うことが適当と認められるものとして厚

生労働省設置法第 11条に規定する薬事・食品衛生審議会が事前の評価を開始した再生医療等

製品の使用又は支給にあっては、当該評価が開始された日から６月（当該期間内に再生医療

等製品一部変更承認の申請が受理されたときは、当該申請が受理された日までの期間）、再

生医療等製品一部変更承認の申請（申請書に添付しなければならない資料について、当該申

請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要としない合

理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績に関する資

料の添付を省略して行われるものに限る。）が受理された再生医療等製品の使用又は支給に

あっては、当該申請が受理された日から２年（当該期間内に当該申請に対する処分があった

とき又は当該申請の取下げがあったときは、当該処分又は取下げがあった日までの期間）の

範囲内で行われたものについて特別の料金を徴収することができるものとする。なお、支給

時点が上記期間内であれば、患者による使用時点が上記期間を超える場合であっても特別の

料金を徴収することができるものとする。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該再生医療等製品の名称、医薬品医療機器等法に基づく承認に係る用法等、不具合等に関す

る主な情報を文書により提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選

択と同意がなされたものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、(６)の情報の提供は医療機関において行うものとする。

また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該再生医療等製品の投与又

は支給が可能であるか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別の料金

を徴収することは認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある旨の説

明を行うものとする。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 17により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

11 別に厚生労働大臣が定める患者申出療養（当該療養を適切に実施できるものとして厚生労働大

臣に個別に認められた病院又は診療所において行われるものに限る。）に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる患者申出療養は、厚生労働大臣に個別に認められたも

のとすること。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置等並びに歯冠

修復及び欠損補綴等並びに薬価基準に収載されていない医薬品、保険適用されていない医療

機器及び保険適用されていない再生医療等製品の費用については含まれないものであること。 

(３) 保険医療機関は、保険外併用療養費の支給対象となる患者申出療養を行うに当たり、あら

かじめ患者に対し、その内容及び費用に関して説明を行い、患者の自由な選択に基づき、文

書によりその同意を得るものとする。 
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薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要としない合理的理由がある場合

において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績に関する資料の添付を省略して

行われるものに限る。）が受理された医療機器の使用にあっては、当該申請が受理された日

から２年（当該期間内に当該申請に対する処分があったとき又は当該申請の取下げがあった

ときは、当該処分又は取下げがあった日までの期間）の範囲内で行われたものについて特別

の料金を徴収することができるものとする。なお、支給時点が上記期間内であれば、患者に

よる使用時点が上記期間を超える場合であっても特別の料金を徴収することができるものと

する。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該医療機器の名称、医薬品医療機器等法に基づく承認に係る使用目的等、不具合等に関する

主な情報を文書により提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選択

と同意がなされたものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、(６)の情報の提供は医療機関において行うものとする。

また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該医療機器の支給が可能で

あるか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別の料金を徴収すること

は認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある旨の説明を行うものと

する。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 12の２により地方厚生

（支）局長にその都度報告するものとする。 

10 保険適用されている再生医療等製品の医薬品医療機器等法に基づく承認に係る用法、用量、使

用方法、効能、効果又は性能と異なる用法、用量、使用方法、効能、効果又は性能に係る使用又

は支給に関する事項 

(１) 保険適用されている再生医療等製品の医薬品医療機器等法第 23条の 25第１項又は第 23条

の 37第１項の規定による承認に係る用法、用量、使用方法、効能、効果又は性能（以下「用

法等」という。）と異なる用法等に係る使用又は支給に対する患者のニーズに対応する観点

から、当該再生医療等製品に係る費用等に相当する療養部分についてその費用を患者から徴

収することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置並びに歯冠修

復及び欠損補綴並びに当該再生医療等製品の費用については含まれないものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、以下の要件を満たすことが望ましい。 

ア 再生医療等製品管理室を有し、再生医療等製品の安全性等に関して十分な知識を持つ常

勤の担当者が１名以上配置されていること。 

イ 再生医療等製品管理室の担当者が、再生医療等製品の品質、有効性、安全性等に関する

情報の管理及び医師等に対する情報提供を行っていること。 

(４) 薬局にあっては、調剤報酬点数表第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出

を行った薬局であって、(３)のア及びイの要件を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師

から交付された処方箋に基づき再生医療等製品を投与又は支給するものであること。 

(５) 医薬品医療機器等法 23 条の 25 第９項（同法第 23 条の 37 第５項において準用する場合を

（ ）（ ） 10051004
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含む。）の規定による承認事項（用法等に限る。）の一部変更の承認（以下「再生医療等製

品一部変更承認」という。）の申請（申請書に添付しなければならない資料について、当該

申請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要としない

合理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績に関する

資料の添付を省略して行われるものに限る。）を行うことが適当と認められるものとして厚

生労働省設置法第 11条に規定する薬事・食品衛生審議会が事前の評価を開始した再生医療等

製品の使用又は支給にあっては、当該評価が開始された日から６月（当該期間内に再生医療

等製品一部変更承認の申請が受理されたときは、当該申請が受理された日までの期間）、再

生医療等製品一部変更承認の申請（申請書に添付しなければならない資料について、当該申

請に係る事項が医学薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要としない合

理的理由がある場合において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績に関する資

料の添付を省略して行われるものに限る。）が受理された再生医療等製品の使用又は支給に

あっては、当該申請が受理された日から２年（当該期間内に当該申請に対する処分があった

とき又は当該申請の取下げがあったときは、当該処分又は取下げがあった日までの期間）の

範囲内で行われたものについて特別の料金を徴収することができるものとする。なお、支給

時点が上記期間内であれば、患者による使用時点が上記期間を超える場合であっても特別の

料金を徴収することができるものとする。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該再生医療等製品の名称、医薬品医療機器等法に基づく承認に係る用法等、不具合等に関す

る主な情報を文書により提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選

択と同意がなされたものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、(６)の情報の提供は医療機関において行うものとする。

また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該再生医療等製品の投与又

は支給が可能であるか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別の料金

を徴収することは認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある旨の説

明を行うものとする。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 17により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。 

11 別に厚生労働大臣が定める患者申出療養（当該療養を適切に実施できるものとして厚生労働大

臣に個別に認められた病院又は診療所において行われるものに限る。）に関する事項 

(１) 保険外併用療養費の支給対象となる患者申出療養は、厚生労働大臣に個別に認められたも

のとすること。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置等並びに歯冠

修復及び欠損補綴等並びに薬価基準に収載されていない医薬品、保険適用されていない医療

機器及び保険適用されていない再生医療等製品の費用については含まれないものであること。 

(３) 保険医療機関は、保険外併用療養費の支給対象となる患者申出療養を行うに当たり、あら

かじめ患者に対し、その内容及び費用に関して説明を行い、患者の自由な選択に基づき、文

書によりその同意を得るものとする。 
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薬学上公知であると認められる場合その他資料の添付を必要としない合理的理由がある場合

において、申請者が依頼して実施された臨床試験の試験成績に関する資料の添付を省略して

行われるものに限る。）が受理された医療機器の使用にあっては、当該申請が受理された日

から２年（当該期間内に当該申請に対する処分があったとき又は当該申請の取下げがあった

ときは、当該処分又は取下げがあった日までの期間）の範囲内で行われたものについて特別

の料金を徴収することができるものとする。なお、支給時点が上記期間内であれば、患者に

よる使用時点が上記期間を超える場合であっても特別の料金を徴収することができるものと

する。 

(６) 特別の料金の徴収は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであり、患者に対し当

該医療機器の名称、医薬品医療機器等法に基づく承認に係る使用目的等、不具合等に関する

主な情報を文書により提供しなければならないものとする。したがって、患者の自由な選択

と同意がなされたものと認められない場合は、特別の料金の徴収は認められないこと。 

(７) 処方箋を交付する場合であっても、(６)の情報の提供は医療機関において行うものとする。

また、処方箋を交付する場合は、患者の希望する薬局において当該医療機器の支給が可能で

あるか事前に確認すること。この場合、処方箋を交付する場合も特別の料金を徴収すること

は認められるが、薬局においても特別の料金を徴収されることがある旨の説明を行うものと

する。 

(８) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とする。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 12の２により地方厚生

（支）局長にその都度報告するものとする。 

10 保険適用されている再生医療等製品の医薬品医療機器等法に基づく承認に係る用法、用量、使

用方法、効能、効果又は性能と異なる用法、用量、使用方法、効能、効果又は性能に係る使用又

は支給に関する事項 

(１) 保険適用されている再生医療等製品の医薬品医療機器等法第 23条の 25第１項又は第 23条

の 37第１項の規定による承認に係る用法、用量、使用方法、効能、効果又は性能（以下「用

法等」という。）と異なる用法等に係る使用又は支給に対する患者のニーズに対応する観点

から、当該再生医療等製品に係る費用等に相当する療養部分についてその費用を患者から徴

収することができることとしたものである。 

(２) 保険外併用療養費の支給額には、診療報酬上評価されていない手術及び処置並びに歯冠修

復及び欠損補綴並びに当該再生医療等製品の費用については含まれないものであること。 

(３) 病院又は診療所にあっては、以下の要件を満たすことが望ましい。 

ア 再生医療等製品管理室を有し、再生医療等製品の安全性等に関して十分な知識を持つ常

勤の担当者が１名以上配置されていること。 

イ 再生医療等製品管理室の担当者が、再生医療等製品の品質、有効性、安全性等に関する

情報の管理及び医師等に対する情報提供を行っていること。 

(４) 薬局にあっては、調剤報酬点数表第１節に規定する調剤基本料の注４の規定に基づく届出

を行った薬局であって、(３)のア及びイの要件を満たす病院又は診療所の医師又は歯科医師

から交付された処方箋に基づき再生医療等製品を投与又は支給するものであること。 

(５) 医薬品医療機器等法 23 条の 25 第９項（同法第 23 条の 37 第５項において準用する場合を

（ ）（ ） 10051004
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患者が療養の給付を受けることに支障を来すおそれがないかどうか判断するものとするこ

と。 

② 経験を有する常勤の相談員により、特別の療養環境の提供に係る病室への入退室及び特

別の料金等に関する相談体制が常時とられていること。 

③ 必要に応じ、患者を適切かつ迅速に他の保険医療機関に紹介することができる等の他の

保険医療機関との連携体制が整えられていること。 

④ 当該保険医療機関における特別の療養環境の提供に係る病室の全てについて、一の病室

の病床数が２床以下であり、かつ、病室の面積及び設備については(２)の②から④までの

要件を充足するものであること。 

⑤ 算定告示別表第一医科診療報酬点数表（以下「医科点数表」という。）第１章第２部第

１節又は別表第二歯科診療報酬点数表（以下「歯科点数表」という。）第１章第２部第１

節に規定する急性期一般入院基本料、７対１入院基本料及び 10対１入院基本料、療養病棟

入院基本料（特別入院基本料等を除く。）並びに有床診療所入院基本料１及び有床診療所

入院基本料４を算定する保険医療機関であること。 

⑥ 医療法施行規則（昭和 23年厚生省令第 50号）第 19条第１項第１号及び第２号に定める

医師及び歯科医師の員数を満たしていること。 

⑦ 厚生労働大臣から当該承認を受ける前６月間において掲示事項等告示第３の基準に違反

したことがなく、かつ現に違反していないこと。 

(４) (３)の承認に係る病床割合については、次の事項を基準として設定すること。 

① 医科点数表又は歯科点数表に掲げる療養環境加算、重症者等療養環境特別加算等を算定

する病室として当該保険医療機関が届出を行っている病室における病床は、承認に係る病

床から除外すること。 

② 特定集中治療室、小児特定集中治療室、新生児特定集中治療室、母体・胎児集中治療室、

一類感染症患者入院医療管理治療室等患者の治療上の必要があるために入院するものとし

て設けられている病室における病床は、承認に係る病床から除外すること。 

③ 地域医療支援病院（医療法第４条第１項に規定する地域医療支援病院をいう。以下同

じ。）、救急病院等を定める省令（昭和 39年厚生省令第８号）に基づき認定された救急病

院等、「救急医療対策の整備事業について」（昭和 52年医発第 692号）に規定された保険

医療機関等において救急患者のために設けられた専用病床等は、承認に係る病床から除外

すること。 

④ ①から③までのほか、当該保険医療機関におけるこれまでの特別療養環境室以外の病床

への入院状況、特別療養環境室への入院希望の状況、救急患者の割合等を総合的に勘案し、

特別療養環境室に係る病床以外の病床を一定割合確保すること。 

(５) (１)及び(３)にかかわらず、特定機能病院以外の保険医療機関であって、国又は地方公共

団体が開設するものにあっては、その公的性格等に鑑み、国が開設するものにあっては病床

数の２割以下、地方公共団体が開設するものにあっては病床数の３割以下としたこと。 

(６) 特別の療養環境の提供は、患者への十分な情報提供を行い、患者の自由な選択と同意に基

づいて行われる必要があり、患者の意に反して特別療養環境室に入院させられることのない

ようにしなければならないこと。 

(７) 特別療養環境室へ入院させた場合においては、次の事項を履行するものであること。 
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(４) 患者から患者申出療養に係る費用を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴

収を行った保険医療機関は、患者に対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別

の料金に相当する自費負担に係る徴収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収

書を交付するものとすること。 

(５) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(６) 患者申出療養について、患者の希望に基づき、保険医療機関において申出に係る相談を実

施した場合及び臨床研究中核病院において健康保険法第 63条第４項又は高齢者の医療の確保

に関する法律第 64条第４項に規定する意見書その他必要な書類を作成した場合には、当該相

談及び書類作成に係る費用について、患者から徴収しても差し支えないものとすること。た

だし、この場合、「療養の給付と直接関係のないサービス等の取扱いについて」（平成 17年

９月１日保医発第 0901002号）に定める費用徴収する場合の手続に従うこと。 

12 特別の療養環境の提供に係る基準に関する事項 

ⅰ） 入院医療に係る特別の療養環境の提供 

(１) 療養環境の向上に対するニーズが高まりつつあることに対応して、患者の選択の機会を広

げるために、(２)の要件を満たす病床について保険医療機関の病床（健康保険法（大正 11年

法律第 70 号）第 63 条第３項第１号の指定に係る病床（健康保険法等の一部を改正する法律

（平成 18 年法律第 83 号）附則第 130 条の２第１項の規定によりなおその効力を有するもの

とされた同法第 26 条の規定による改正前の介護保険法（平成９年法律第 123 号）第 48 条第

１項第３号に規定する指定介護療養施設サービスを行う同法第８条第 26項に規定する療養病

床等を除く。）に限る。以下第３において同じ。）の数の５割まで患者に妥当な範囲の負担

を求めることを認めることとしたものであること。 

(２) 療養環境については、患者が特別の負担をする上でふさわしい療養環境である必要があり、

次の①から④までの要件を充足するものでなければならないこと。 

① 特別の療養環境に係る一の病室の病床数は４床以下であること。 

② 病室の面積は１人当たり６．４平方メートル以上であること。 

③ 病床ごとのプライバシーの確保を図るための設備を備えていること。 

④ 特別の療養環境として適切な設備を有すること。 

(３) (１)にかかわらず、厚生労働大臣が次に掲げる要件を満たすものとして承認した保険医療

機関にあっては、当該承認に係る病床割合まで患者に妥当な範囲の負担を求めることを認め

ることとしたものであること。 

① 当該保険医療機関の所在地を含む区域（医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 30 条の４

第２項第 10号に規定する区域をいう。）における療養病床（同法第７条第２項第４号に規

定する療養病床をいう。）及び一般病床（同法第７条第２項第５号に規定する一般病床を

いう。以下同じ。）の数が、同法第 30条の４第１項に規定する医療計画において定める当

該区域の療養病床及び一般病床に係る基準病床数に既に達しており、かつ、特別の療養環

境に係る病床数の当該保険医療機関の病床数に対する割合を増加しても患者が療養の給付

を受けることに支障を来すおそれがないこと。 

 この場合においては、当該保険医療機関におけるこれまでの特別の病室の稼働の状況、

特別の病室の申し込みの状況等を勘案し、当該保険医療機関の特別の病室を増加しても、

（ ）（ ） 10071006
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患者が療養の給付を受けることに支障を来すおそれがないかどうか判断するものとするこ

と。 

② 経験を有する常勤の相談員により、特別の療養環境の提供に係る病室への入退室及び特

別の料金等に関する相談体制が常時とられていること。 

③ 必要に応じ、患者を適切かつ迅速に他の保険医療機関に紹介することができる等の他の

保険医療機関との連携体制が整えられていること。 

④ 当該保険医療機関における特別の療養環境の提供に係る病室の全てについて、一の病室

の病床数が２床以下であり、かつ、病室の面積及び設備については(２)の②から④までの

要件を充足するものであること。 

⑤ 算定告示別表第一医科診療報酬点数表（以下「医科点数表」という。）第１章第２部第

１節又は別表第二歯科診療報酬点数表（以下「歯科点数表」という。）第１章第２部第１

節に規定する急性期一般入院基本料、７対１入院基本料及び 10対１入院基本料、療養病棟

入院基本料（特別入院基本料等を除く。）並びに有床診療所入院基本料１及び有床診療所

入院基本料４を算定する保険医療機関であること。 

⑥ 医療法施行規則（昭和 23年厚生省令第 50号）第 19条第１項第１号及び第２号に定める

医師及び歯科医師の員数を満たしていること。 

⑦ 厚生労働大臣から当該承認を受ける前６月間において掲示事項等告示第３の基準に違反

したことがなく、かつ現に違反していないこと。 

(４) (３)の承認に係る病床割合については、次の事項を基準として設定すること。 

① 医科点数表又は歯科点数表に掲げる療養環境加算、重症者等療養環境特別加算等を算定

する病室として当該保険医療機関が届出を行っている病室における病床は、承認に係る病

床から除外すること。 

② 特定集中治療室、小児特定集中治療室、新生児特定集中治療室、母体・胎児集中治療室、

一類感染症患者入院医療管理治療室等患者の治療上の必要があるために入院するものとし

て設けられている病室における病床は、承認に係る病床から除外すること。 

③ 地域医療支援病院（医療法第４条第１項に規定する地域医療支援病院をいう。以下同

じ。）、救急病院等を定める省令（昭和 39年厚生省令第８号）に基づき認定された救急病

院等、「救急医療対策の整備事業について」（昭和 52年医発第 692号）に規定された保険

医療機関等において救急患者のために設けられた専用病床等は、承認に係る病床から除外

すること。 

④ ①から③までのほか、当該保険医療機関におけるこれまでの特別療養環境室以外の病床

への入院状況、特別療養環境室への入院希望の状況、救急患者の割合等を総合的に勘案し、

特別療養環境室に係る病床以外の病床を一定割合確保すること。 

(５) (１)及び(３)にかかわらず、特定機能病院以外の保険医療機関であって、国又は地方公共

団体が開設するものにあっては、その公的性格等に鑑み、国が開設するものにあっては病床

数の２割以下、地方公共団体が開設するものにあっては病床数の３割以下としたこと。 

(６) 特別の療養環境の提供は、患者への十分な情報提供を行い、患者の自由な選択と同意に基

づいて行われる必要があり、患者の意に反して特別療養環境室に入院させられることのない

ようにしなければならないこと。 

(７) 特別療養環境室へ入院させた場合においては、次の事項を履行するものであること。 
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(４) 患者から患者申出療養に係る費用を特別の料金として徴収する場合、当該特別の料金の徴

収を行った保険医療機関は、患者に対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別

の料金に相当する自費負担に係る徴収額を明確に区分した当該特別の料金の徴収に係る領収

書を交付するものとすること。 

(５) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(６) 患者申出療養について、患者の希望に基づき、保険医療機関において申出に係る相談を実

施した場合及び臨床研究中核病院において健康保険法第 63条第４項又は高齢者の医療の確保

に関する法律第 64条第４項に規定する意見書その他必要な書類を作成した場合には、当該相

談及び書類作成に係る費用について、患者から徴収しても差し支えないものとすること。た

だし、この場合、「療養の給付と直接関係のないサービス等の取扱いについて」（平成 17年

９月１日保医発第 0901002号）に定める費用徴収する場合の手続に従うこと。 

12 特別の療養環境の提供に係る基準に関する事項 

ⅰ） 入院医療に係る特別の療養環境の提供 

(１) 療養環境の向上に対するニーズが高まりつつあることに対応して、患者の選択の機会を広

げるために、(２)の要件を満たす病床について保険医療機関の病床（健康保険法（大正 11年

法律第 70 号）第 63 条第３項第１号の指定に係る病床（健康保険法等の一部を改正する法律

（平成 18 年法律第 83 号）附則第 130 条の２第１項の規定によりなおその効力を有するもの

とされた同法第 26 条の規定による改正前の介護保険法（平成９年法律第 123 号）第 48 条第

１項第３号に規定する指定介護療養施設サービスを行う同法第８条第 26項に規定する療養病

床等を除く。）に限る。以下第３において同じ。）の数の５割まで患者に妥当な範囲の負担

を求めることを認めることとしたものであること。 

(２) 療養環境については、患者が特別の負担をする上でふさわしい療養環境である必要があり、

次の①から④までの要件を充足するものでなければならないこと。 

① 特別の療養環境に係る一の病室の病床数は４床以下であること。 

② 病室の面積は１人当たり６．４平方メートル以上であること。 

③ 病床ごとのプライバシーの確保を図るための設備を備えていること。 

④ 特別の療養環境として適切な設備を有すること。 

(３) (１)にかかわらず、厚生労働大臣が次に掲げる要件を満たすものとして承認した保険医療

機関にあっては、当該承認に係る病床割合まで患者に妥当な範囲の負担を求めることを認め

ることとしたものであること。 

① 当該保険医療機関の所在地を含む区域（医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 30 条の４

第２項第 10号に規定する区域をいう。）における療養病床（同法第７条第２項第４号に規

定する療養病床をいう。）及び一般病床（同法第７条第２項第５号に規定する一般病床を

いう。以下同じ。）の数が、同法第 30条の４第１項に規定する医療計画において定める当

該区域の療養病床及び一般病床に係る基準病床数に既に達しており、かつ、特別の療養環

境に係る病床数の当該保険医療機関の病床数に対する割合を増加しても患者が療養の給付

を受けることに支障を来すおそれがないこと。 

 この場合においては、当該保険医療機関におけるこれまでの特別の病室の稼働の状況、

特別の病室の申し込みの状況等を勘案し、当該保険医療機関の特別の病室を増加しても、

（ ）（ ） 10071006
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②に掲げる要件を満たしていない場合は、当該病床を含む病棟の改築又は建替までは経過的

に当該要件を課さないこととするが、早急に改善されるべきものであること。 

(11) 保険医療機関は、特別の療養環境の提供に係る病床数、特別の料金等を定期的に地方厚生

（支）局長に報告するとともに、当該事項を定め又は変更しようとする場合には、別紙様式

１により地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

ⅱ） 外来医療に係る特別の療養環境の提供 

(１) 外来医療においても療養環境の向上に対するニーズが高まりつつあることに対応して、患

者の選択の機会を広げるために、一定の要件を満たす診察室等について、患者に妥当な範囲

の負担を求めることを認めることとしたものであること。 

(２) 特別の療養環境の適切な提供を確保するため、診療に要する時間が長時間にわたる場合に

限り特別の療養環境を提供することができるものであること。具体的には、一連の診療に要

する時間が概ね１時間を超える場合をいうものであること。 

(３) 療養環境については、患者が特別の負担をする上でふさわしい療養環境である必要があり、

次の①及び②の要件を充足するものでなければならないこと。 

① 特別療養環境室は完全な個室環境を生じさせることができるものに限られ、間仕切り等

により個人の区画を確保するようなものは認められないこと。 

② 患者が静穏な環境下で受診できる構造設備等が確保されていること。 

(４) 特別の療養環境の提供は、患者への十分な情報提供を行い、患者の自由な選択と同意に基

づいて行われる必要があり、患者の意に反して特別療養環境室における受診が強いられるこ

とのないようにしなければならないこと。このため、特別療養環境室は通常の診療室等にお

ける応需態勢を確保した上で提供される必要があり、通常の診察室が空いていない等の理由

により特別療養環境室での受診が求められることのないようにしなければならないこと。な

お、一定期間における複数回の受診について包括的に同意を得ることは差し支えないが、そ

の際には期間等を明示した上で同意を確認すること。 

(５) 特別の療養環境の提供を受ける患者は他の患者に比べ予約の順位が優先されるなど、療養

環境の提供以外の便宜を図ることは認められないこと。 

(６) ⅰ）（７）から（９）まで及び（11）に掲げる事項について、外来医療における特別の療

養環境の提供においても準用するものであること。（様式については別紙様式１の２による

こと。） 

13 予約に基づく診察に関する事項 

(１) 予約診察による特別の料金の徴収については、当該予約診察が保険医療機関において対面

で行われるものでなければ認められないものであること。 

(２) 予約診察による特別の料金の徴収に当たっては、それぞれの患者が予約した時刻に診療を

適切に受けられるような体制が確保されていることが必要であり、予約時間から一定時間(3

0 分程度)以上患者を待たせた場合は、予約料の徴収は認められないものであること。 

(３) 予約料を徴収しない時間を各診療科ごとに少なくとも延べ外来診療時間の２割程度確保す

るものとする。なお、この時間帯の確保に当たっては、各診療科における各医師又は歯科医

師の同一診療時間帯に、予約患者とそうでない患者を混在させる方法によっても差し支えな

いものとする。 

(４) 予約患者でない患者についても、概ね２時間以上待たせることのないよう、適宜診察を行
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① 保険医療機関内の見やすい場所、例えば、受付窓口、待合室等に特別療養環境室の各々

についてそのベッド数、特別療養環境室の場所及び料金を患者にとって分かりやすく掲示

しておくこと。 

② 特別療養環境室への入院を希望する患者に対しては、特別療養環境室の設備構造、料金

等について明確かつ懇切丁寧に説明し、患者側の同意を確認のうえ入院させること。 

③ この同意の確認は、料金等を明示した文書に患者側の署名を受けることにより行うもの

であること。なお、この文書は、当該保険医療機関が保存し、必要に応じ提示できるよう

にしておくこと。 

(８) 患者に特別療養環境室に係る特別の料金を求めてはならない場合としては、具体的には以

下の例が挙げられること。なお、③に掲げる「実質的に患者の選択によらない場合」に該当

するか否かは、患者又は保険医療機関から事情を聴取した上で、適宜判断すること。 

① 同意書による同意の確認を行っていない場合（当該同意書が、室料の記載がない、患者

側の署名がない等内容が不十分である場合を含む。） 

② 患者本人の「治療上の必要」により特別療養環境室へ入院させる場合 

（例） 

・ 救急患者、術後患者等であって、病状が重篤なため安静を必要とする者、又は常時監

視を要し、適時適切な看護及び介助を必要とする者 

・ 免疫力が低下し、感染症に罹患するおそれのある患者 

・ 集中治療の実施、著しい身体的・精神的苦痛を緩和する必要のある終末期の患者 

・ 後天性免疫不全症候群の病原体に感染している患者（患者が通常の個室よりも特別の

設備の整った個室への入室を特に希望した場合を除く。） 

・ クロイツフェルト・ヤコブ病の患者（患者が通常の個室よりも特別の設備の整った個

室への入室を特に希望した場合を除く。） 

③ 病棟管理の必要性等から特別療養環境室に入院させた場合であって、実質的に患者の選

択によらない場合 

（例） 

・ ＭＲＳＡ等に感染している患者であって、主治医等が他の入院患者の院内感染を防止

するため、実質的に患者の選択によらず入院させたと認められる者の場合 

・ 特別療養環境室以外の病室の病床が満床であるため、特別療養環境室に入院させた患

者の場合 

なお、「治療上の必要」に該当しなくなった場合等上記②又は③に該当しなくなった

ときは、(６)及び(７)に示した趣旨に従い、患者の意に反して特別療養環境室への入院

が続けられることがないよう改めて同意書により患者の意思を確認する等、その取扱い

に十分に配慮すること。 

(９) 患者が事実上特別の負担なしでは入院できないような運営を行う保険医療機関については、

患者の受診の機会が妨げられるおそれがあり、保険医療機関の性格から当を得ないものと認

められるので、保険医療機関の指定又は更新による再指定に当たっては、十分改善がなされ

た上で、これを行う等の措置も考慮すること。(３)に掲げる保険医療機関については、特に

留意すること。 

(10) 平成６年３月 31日現在、従来の特別の病室として特別の料金を徴収している病室が(２)の

（ ）（ ） 10091008
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②に掲げる要件を満たしていない場合は、当該病床を含む病棟の改築又は建替までは経過的

に当該要件を課さないこととするが、早急に改善されるべきものであること。 

(11) 保険医療機関は、特別の療養環境の提供に係る病床数、特別の料金等を定期的に地方厚生

（支）局長に報告するとともに、当該事項を定め又は変更しようとする場合には、別紙様式

１により地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

ⅱ） 外来医療に係る特別の療養環境の提供 

(１) 外来医療においても療養環境の向上に対するニーズが高まりつつあることに対応して、患

者の選択の機会を広げるために、一定の要件を満たす診察室等について、患者に妥当な範囲

の負担を求めることを認めることとしたものであること。 

(２) 特別の療養環境の適切な提供を確保するため、診療に要する時間が長時間にわたる場合に

限り特別の療養環境を提供することができるものであること。具体的には、一連の診療に要

する時間が概ね１時間を超える場合をいうものであること。 

(３) 療養環境については、患者が特別の負担をする上でふさわしい療養環境である必要があり、

次の①及び②の要件を充足するものでなければならないこと。 

① 特別療養環境室は完全な個室環境を生じさせることができるものに限られ、間仕切り等

により個人の区画を確保するようなものは認められないこと。 

② 患者が静穏な環境下で受診できる構造設備等が確保されていること。 

(４) 特別の療養環境の提供は、患者への十分な情報提供を行い、患者の自由な選択と同意に基

づいて行われる必要があり、患者の意に反して特別療養環境室における受診が強いられるこ

とのないようにしなければならないこと。このため、特別療養環境室は通常の診療室等にお

ける応需態勢を確保した上で提供される必要があり、通常の診察室が空いていない等の理由

により特別療養環境室での受診が求められることのないようにしなければならないこと。な

お、一定期間における複数回の受診について包括的に同意を得ることは差し支えないが、そ

の際には期間等を明示した上で同意を確認すること。 

(５) 特別の療養環境の提供を受ける患者は他の患者に比べ予約の順位が優先されるなど、療養

環境の提供以外の便宜を図ることは認められないこと。 

(６) ⅰ）（７）から（９）まで及び（11）に掲げる事項について、外来医療における特別の療

養環境の提供においても準用するものであること。（様式については別紙様式１の２による

こと。） 

13 予約に基づく診察に関する事項 

(１) 予約診察による特別の料金の徴収については、当該予約診察が保険医療機関において対面

で行われるものでなければ認められないものであること。 

(２) 予約診察による特別の料金の徴収に当たっては、それぞれの患者が予約した時刻に診療を

適切に受けられるような体制が確保されていることが必要であり、予約時間から一定時間(3

0 分程度)以上患者を待たせた場合は、予約料の徴収は認められないものであること。 

(３) 予約料を徴収しない時間を各診療科ごとに少なくとも延べ外来診療時間の２割程度確保す

るものとする。なお、この時間帯の確保に当たっては、各診療科における各医師又は歯科医

師の同一診療時間帯に、予約患者とそうでない患者を混在させる方法によっても差し支えな

いものとする。 

(４) 予約患者でない患者についても、概ね２時間以上待たせることのないよう、適宜診察を行
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① 保険医療機関内の見やすい場所、例えば、受付窓口、待合室等に特別療養環境室の各々

についてそのベッド数、特別療養環境室の場所及び料金を患者にとって分かりやすく掲示

しておくこと。 

② 特別療養環境室への入院を希望する患者に対しては、特別療養環境室の設備構造、料金

等について明確かつ懇切丁寧に説明し、患者側の同意を確認のうえ入院させること。 

③ この同意の確認は、料金等を明示した文書に患者側の署名を受けることにより行うもの

であること。なお、この文書は、当該保険医療機関が保存し、必要に応じ提示できるよう

にしておくこと。 

(８) 患者に特別療養環境室に係る特別の料金を求めてはならない場合としては、具体的には以

下の例が挙げられること。なお、③に掲げる「実質的に患者の選択によらない場合」に該当

するか否かは、患者又は保険医療機関から事情を聴取した上で、適宜判断すること。 

① 同意書による同意の確認を行っていない場合（当該同意書が、室料の記載がない、患者

側の署名がない等内容が不十分である場合を含む。） 

② 患者本人の「治療上の必要」により特別療養環境室へ入院させる場合 

（例） 

・ 救急患者、術後患者等であって、病状が重篤なため安静を必要とする者、又は常時監

視を要し、適時適切な看護及び介助を必要とする者 

・ 免疫力が低下し、感染症に罹患するおそれのある患者 

・ 集中治療の実施、著しい身体的・精神的苦痛を緩和する必要のある終末期の患者 

・ 後天性免疫不全症候群の病原体に感染している患者（患者が通常の個室よりも特別の

設備の整った個室への入室を特に希望した場合を除く。） 

・ クロイツフェルト・ヤコブ病の患者（患者が通常の個室よりも特別の設備の整った個

室への入室を特に希望した場合を除く。） 

③ 病棟管理の必要性等から特別療養環境室に入院させた場合であって、実質的に患者の選

択によらない場合 

（例） 

・ ＭＲＳＡ等に感染している患者であって、主治医等が他の入院患者の院内感染を防止

するため、実質的に患者の選択によらず入院させたと認められる者の場合 

・ 特別療養環境室以外の病室の病床が満床であるため、特別療養環境室に入院させた患

者の場合 

なお、「治療上の必要」に該当しなくなった場合等上記②又は③に該当しなくなった

ときは、(６)及び(７)に示した趣旨に従い、患者の意に反して特別療養環境室への入院

が続けられることがないよう改めて同意書により患者の意思を確認する等、その取扱い

に十分に配慮すること。 

(９) 患者が事実上特別の負担なしでは入院できないような運営を行う保険医療機関については、

患者の受診の機会が妨げられるおそれがあり、保険医療機関の性格から当を得ないものと認

められるので、保険医療機関の指定又は更新による再指定に当たっては、十分改善がなされ

た上で、これを行う等の措置も考慮すること。(３)に掲げる保険医療機関については、特に

留意すること。 

(10) 平成６年３月 31日現在、従来の特別の病室として特別の料金を徴収している病室が(２)の

（ ）（ ） 10091008
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(１) 病院と診療所の機能分担の推進を図る観点から、他の保険医療機関等からの紹介なしに一

般病床の数が 200 床以上の病院を受診した患者については、自己の選択に係るものとして、

初診料を算定する初診に相当する療養部分についてその費用を患者から徴収することができ

ることとしたところであるが、当該療養の取扱いについては、以下のとおりとすること。な

お、病床数の計算の仕方は、外来診療料に係る病床数の計算方法の例によるものであること。 

① 患者の疾病について医学的に初診といわれる診療行為が行われた場合に徴収できるもの

であり、自ら健康診断を行った患者に診療を開始した場合等には、徴収できない。 

② 同時に２以上の傷病について初診を行った場合においても、１回しか徴収できない。 

③ １傷病の診療継続中に他の傷病が発生して初診を行った場合においても、第１回の初診

時にしか徴収できない。 

④ 医科・歯科併設の病院においては、お互いに関連のある傷病の場合を除き、医科又は歯

科においてそれぞれ別に徴収できる。 

⑤ ①から④までによるほか、初診料の算定の取扱いに準ずるものとする。 

(２) 初診に係る特別の料金を徴収しようとする場合は、患者への十分な情報提供を前提として、

患者の自由な選択と同意があった場合に限られるものであり、当該情報提供に資する観点か

ら、「他の保険医療機関等からの紹介によらず、当該病院に直接来院した患者については初

診に係る費用として○○○○円を徴収する。ただし、緊急その他やむを得ない事情により、

他の保険医療機関からの紹介によらず来院した場合にあっては、この限りでない。」旨を病

院の見やすい場所に患者にとって分かりやすく明示するものとすること。 

(３) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(４) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式２により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとすること。また、特別の料金を徴収した患者数並びに特別の

料金を徴収しなかった場合における当該患者数及びその理由等特別の料金の徴収に係る状況

について、記録しておくこと。 

患者から特別の料金を徴収した保険医療機関については、毎年の定例報告の際に、上記を含む実

施状況について地方厚生（支）局長に報告すること。 

(５) 国の公費負担医療制度の受給対象者については、「やむを得ない事情がある場合」に該当

するものとして、初診に係る特別の料金の徴収を行うことは認められないものであること。 

(６) いわゆる地方単独の公費負担医療（以下「地方単独事業」という。）の受給対象者につい

ては、当該地方単独事業の趣旨が、特定の障害、特定の疾病等に着目しているものである場

合には、(５)と同様の取扱いとすること。 

(７) 社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第２条第３項第９号に規定するいわゆる無料低額診

療事業の実施医療機関において当該制度の対象者について初診に係る特別の料金の徴収を行

うこと、及びエイズ拠点病院において HIV 感染者について初診に係る特別の料金の徴収を行

うことは、「やむを得ない事情がある場合」に該当するものとして認められないものである

こと。 

16 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床に係るものの数が 200 床未満の病院を除く。）

の初診に関する事項 

(１) 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）は、健
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うものとすること。 

(５) 予約患者については、予約診察として特別の料金を徴収するのにふさわしい診療時間(10

分程度以上)の確保に努めるものとし、医師又は歯科医師１人につき１日に診察する予約患

者の数は概ね 40 人を限度とすること。 

(６) 上記の趣旨を患者に適切に情報提供する観点から、当該事項について院内に患者にとって

分かりやすく掲示するとともに、保険医療機関の受付窓口の区分、予約でない患者に対する

受付窓口での説明、予約患者でない患者への番号札の配布等、各保険医療機関に応じた方法

により、予約患者とそうでない患者のそれぞれについて、当該取扱いが理解されるよう配慮

するものとすること。 

(７) 予約料の徴収は、患者の自主的な選択に基づく予約診察についてのみ認められるものであ

り、病院側の一方的な都合による徴収は認められないものであること。 

(８) 予約料の額は、曜日・時間帯、標榜科等に応じて複数定めても差し支えないが、社会的に

見て妥当適切なものでなければならないこと。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式３により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとすること。 

(10) 専ら予約患者の診察に当たる医師又は歯科医師がいても差し支えないものとすること。 

(11) 予約診察を行う時刻は夜間、休日又は深夜であっても差し支えないものとすること。ただ

し、この場合には、当該予約患者については保険医療機関において診療応需の態勢をとって

いるといえることから、医科点数表又は歯科点数表に規定する時間外加算、休日加算及び深

夜加算は算定できないこと。 

14 保険医療機関が表示する診療時間以外の時間における診察（以下単に「時間外診察」という。）

に関する事項 

(１) 本制度は、国民の生活時間帯の多様化や時間外診察に係るニーズの動向を踏まえて創設さ

れたものであり、したがって、本制度の対象となるのは、緊急の受診の必要性はないが患者

が自由な選択に基づき、自己の都合により時間外診察を希望した場合に限られ、緊急やむを

得ない事情による時間外の受診については従前通り診療報酬点数表上の時間外加算の対象と

なり、患者からの費用徴収は認められないものであること。 

(２) 時間外診察に係る特別の料金の徴収については、当該時間外診察が保険医療機関において

対面で行われるものでなければ認められないものであること。 

(３) 本制度に基づき時間外診察に係る費用徴収を行おうとする保険医療機関は、時間外診察に

係る費用徴収についての掲示をあらかじめ院内の見やすい場所に患者にとって分かりやすく

示しておかなければならないこと。 

(４) 社会通念上時間外とされない時間帯（例えば平日の午後４時）であっても、当該保険医療

機関の標榜診療時間帯以外であれば、診療報酬上の時間外加算とは異なり、本制度に基づく

時間外診察に係る費用徴収は認められるものであること。 

(５) 患者からの徴収額については、診療報酬点数表における時間外加算の所定点数相当額を標

準とすること。 

(６) 患者からの徴収額及び標榜診療時間帯を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式４に

より地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

15 200 床（一般病床に係るものに限る。）以上の病院の初診に関する事項 

（ ）（ ） 10111010
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(１) 病院と診療所の機能分担の推進を図る観点から、他の保険医療機関等からの紹介なしに一

般病床の数が 200 床以上の病院を受診した患者については、自己の選択に係るものとして、

初診料を算定する初診に相当する療養部分についてその費用を患者から徴収することができ

ることとしたところであるが、当該療養の取扱いについては、以下のとおりとすること。な

お、病床数の計算の仕方は、外来診療料に係る病床数の計算方法の例によるものであること。 

① 患者の疾病について医学的に初診といわれる診療行為が行われた場合に徴収できるもの

であり、自ら健康診断を行った患者に診療を開始した場合等には、徴収できない。 

② 同時に２以上の傷病について初診を行った場合においても、１回しか徴収できない。 

③ １傷病の診療継続中に他の傷病が発生して初診を行った場合においても、第１回の初診

時にしか徴収できない。 

④ 医科・歯科併設の病院においては、お互いに関連のある傷病の場合を除き、医科又は歯

科においてそれぞれ別に徴収できる。 

⑤ ①から④までによるほか、初診料の算定の取扱いに準ずるものとする。 

(２) 初診に係る特別の料金を徴収しようとする場合は、患者への十分な情報提供を前提として、

患者の自由な選択と同意があった場合に限られるものであり、当該情報提供に資する観点か

ら、「他の保険医療機関等からの紹介によらず、当該病院に直接来院した患者については初

診に係る費用として○○○○円を徴収する。ただし、緊急その他やむを得ない事情により、

他の保険医療機関からの紹介によらず来院した場合にあっては、この限りでない。」旨を病

院の見やすい場所に患者にとって分かりやすく明示するものとすること。 

(３) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とすること。 

(４) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式２により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとすること。また、特別の料金を徴収した患者数並びに特別の

料金を徴収しなかった場合における当該患者数及びその理由等特別の料金の徴収に係る状況

について、記録しておくこと。 

患者から特別の料金を徴収した保険医療機関については、毎年の定例報告の際に、上記を含む実

施状況について地方厚生（支）局長に報告すること。 

(５) 国の公費負担医療制度の受給対象者については、「やむを得ない事情がある場合」に該当

するものとして、初診に係る特別の料金の徴収を行うことは認められないものであること。 

(６) いわゆる地方単独の公費負担医療（以下「地方単独事業」という。）の受給対象者につい

ては、当該地方単独事業の趣旨が、特定の障害、特定の疾病等に着目しているものである場

合には、(５)と同様の取扱いとすること。 

(７) 社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第２条第３項第９号に規定するいわゆる無料低額診

療事業の実施医療機関において当該制度の対象者について初診に係る特別の料金の徴収を行

うこと、及びエイズ拠点病院において HIV 感染者について初診に係る特別の料金の徴収を行

うことは、「やむを得ない事情がある場合」に該当するものとして認められないものである

こと。 

16 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床に係るものの数が 200 床未満の病院を除く。）

の初診に関する事項 

(１) 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）は、健
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うものとすること。 

(５) 予約患者については、予約診察として特別の料金を徴収するのにふさわしい診療時間(10

分程度以上)の確保に努めるものとし、医師又は歯科医師１人につき１日に診察する予約患

者の数は概ね 40 人を限度とすること。 

(６) 上記の趣旨を患者に適切に情報提供する観点から、当該事項について院内に患者にとって

分かりやすく掲示するとともに、保険医療機関の受付窓口の区分、予約でない患者に対する

受付窓口での説明、予約患者でない患者への番号札の配布等、各保険医療機関に応じた方法

により、予約患者とそうでない患者のそれぞれについて、当該取扱いが理解されるよう配慮

するものとすること。 

(７) 予約料の徴収は、患者の自主的な選択に基づく予約診察についてのみ認められるものであ

り、病院側の一方的な都合による徴収は認められないものであること。 

(８) 予約料の額は、曜日・時間帯、標榜科等に応じて複数定めても差し支えないが、社会的に

見て妥当適切なものでなければならないこと。 

(９) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式３により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとすること。 

(10) 専ら予約患者の診察に当たる医師又は歯科医師がいても差し支えないものとすること。 

(11) 予約診察を行う時刻は夜間、休日又は深夜であっても差し支えないものとすること。ただ

し、この場合には、当該予約患者については保険医療機関において診療応需の態勢をとって

いるといえることから、医科点数表又は歯科点数表に規定する時間外加算、休日加算及び深

夜加算は算定できないこと。 

14 保険医療機関が表示する診療時間以外の時間における診察（以下単に「時間外診察」という。）

に関する事項 

(１) 本制度は、国民の生活時間帯の多様化や時間外診察に係るニーズの動向を踏まえて創設さ

れたものであり、したがって、本制度の対象となるのは、緊急の受診の必要性はないが患者

が自由な選択に基づき、自己の都合により時間外診察を希望した場合に限られ、緊急やむを

得ない事情による時間外の受診については従前通り診療報酬点数表上の時間外加算の対象と

なり、患者からの費用徴収は認められないものであること。 

(２) 時間外診察に係る特別の料金の徴収については、当該時間外診察が保険医療機関において

対面で行われるものでなければ認められないものであること。 

(３) 本制度に基づき時間外診察に係る費用徴収を行おうとする保険医療機関は、時間外診察に

係る費用徴収についての掲示をあらかじめ院内の見やすい場所に患者にとって分かりやすく

示しておかなければならないこと。 

(４) 社会通念上時間外とされない時間帯（例えば平日の午後４時）であっても、当該保険医療

機関の標榜診療時間帯以外であれば、診療報酬上の時間外加算とは異なり、本制度に基づく

時間外診察に係る費用徴収は認められるものであること。 

(５) 患者からの徴収額については、診療報酬点数表における時間外加算の所定点数相当額を標

準とすること。 

(６) 患者からの徴収額及び標榜診療時間帯を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式４に

より地方厚生（支）局長にその都度報告するものとすること。 

15 200 床（一般病床に係るものに限る。）以上の病院の初診に関する事項 

（ ）（ ） 10111010
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から徴収することができることとしたものであるが、同時に２以上の傷病について再診を行

った場合においては、当該２以上の傷病の全てにつき、以下(２)から(４)までの要件を満た

さない限り、特別の料金の徴収は認められないものである。なお、病床数の計算の仕方は、

外来診療料に係る病床数の計算方法の例によるものであること。 

(２) 外来診療料又は地域歯科診療支援病院歯科再診料を算定する療養に相当する療養が行われ

た場合に特別の料金を徴収することができるものである。 

(３) 再診に係る特別の料金を徴収しようとする場合は、患者への十分な情報提供を前提とされ

るものであり、当該情報提供に資する観点から、必要な情報を病院の見やすい場所に患者に

とって分かりやすく明示するものとする。 

(４) 他の病院又は診療所に対する文書による紹介を行う旨の申出については、当該医療機関と

事前に調整した上で行うものとし、以下の事項を記載した文書を交付することにより行うも

のであること。また、当該文書による申出を行った日については、特別の料金の徴収は認め

られないものであること。 

ア 他の病院又は診療所に対し文書により紹介を行う用意があること。 

イ 紹介先の医療機関名 

ウ 次回以降特別の料金として○○円を徴収することとなること。 

(５) その他、200 床（一般病床に係るものに限る。）以上の病院の初診に関する事項の(３)か

ら(７)までの取扱いに準ずるものとする。 

18 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床に係るものの数が 200 床未満の病院を除く。）

の再診に関する事項 

(１) 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）は、健

康保険法第 70条第３項に規定する保険医療機関相互間の機能の分担及び業務の連携のための

措置として、患者の病状その他の患者の事情に応じた適切な他の保険医療機関を当該患者に

紹介することと併せて、他の病院又は診療所に対し文書による紹介を行う旨の申出を行った

にもかかわらず、当該病院を受診した患者については、選定療養として、再診時に 2,500 円

（歯科医師である保険医による再診の場合は 1,500 円）以上の金額の支払を受けることとし

たところであるが、その取扱い等については、（２）から（４）までに定めるとおりとする

こと。 

(２) 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）は、患

者の病状が安定している場合その他当該保険医療機関以外の病院又は診療所に紹介すること

が適当と認めたときは、他の病院又は診療所に対し文書による紹介を行う旨の申出を行うも

のとし、当該申出を行ったにもかかわらず患者が受診した場合には、（１）の金額の支払を

受けること。 

(３) （１）の措置は、厚生労働大臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養第２条第５

号に掲げる再診として行われるものであり、（１）の金額の支払を受ける場合には、その徴

収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当適切な範囲の額とすること。 

(４) その他、16 の（３）から（５）まで及び 17 の取扱いに準ずるものとする。 

19 医科点数表等に規定する回数を超えて受けた診療であって別に厚生労働大臣が定めるものに関

する事項 

(１) 本制度は、患者の要望に従い、患者の自己の選択に係るものとして、医科点数表等に規定
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康保険法第 70条第３項に規定する保険医療機関相互間の機能の分担及び業務の連携のための

措置として、患者の病状その他の患者の事情に応じた適切な他の保険医療機関を当該患者に

紹介することと併せて、他の保険医療機関等からの紹介なしに受診した患者については、選

定療養として、初診時に 5,000 円（歯科医師である保険医による初診の場合は 3,000 円）以

上の金額の支払を受けることとしたところであるが、その取扱いについては、（２）から

（６）までに定めるとおりとすること。なお、当該初診の取扱い及び病床数の計算の仕方に

ついては、15 の（１）と同様の取扱いとすること。 

(２) （１）の措置は、厚生労働大臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養（平成 18年

厚生労働省告示第 495 号）第２条第４号に掲げる初診として行われるものであり、（１）の

金額の支払を受ける場合には、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて

妥当適切な範囲の額とすること。 

(３) 救急の患者その他 15の（５）から（７）までに定める患者については、「緊急やむを得な

い場合」に該当するものとして、特別の料金の徴収を行うことは認められないものであるこ

と。 

(４) （３）に定める場合のほか、正当な理由がある場合は、他の保険医療機関等からの紹介な

しに受診した患者について、（１）の金額の支払を求めないことができること。なお、正当

な理由がある場合とは、次に掲げる患者に初診を行う場合であること。 

① 自施設の他の診療科を受診している患者 

② 医科と歯科との間で院内紹介された患者 

③ 特定健康診査、がん検診等の結果により精密検査受診の指示を受けた患者 

④ 救急医療事業、周産期事業等における休日夜間受診患者 

⑤ 外来受診から継続して入院した患者 

⑥ 地域に他に当該診療科を標榜する保険医療機関がなく、当該保険医療機関が外来診療を

実質的に担っているような診療科を受診する患者 

⑦ 治験協力者である患者 

⑧ 災害により被害を受けた患者 

⑨ 労働災害、公務災害、交通事故、自費診療の患者 

⑩ その他、保険医療機関が当該保険医療機関を直接受診する必要性を特に認めた患者 

(５) （１）の金額の支払を受けることについて、地方自治体による条例の制定等を要する公的

医療機関等については、保険医療機関及び保険医療養担当規則及び保険薬局及び保険薬剤師

療養担当規則の一部を改正する省令（令和２年厚生労働省令第●号）附則第２条及び高齢者

の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準の一部

を改正する件（令和２年厚生労働省告示第●号）附則第１条に規定する正当な理由を有する

ものとして、令和２年９月 30日までの間に限り、（１）の金額の支払を受けることを要しな

いこと。 

(６) その他、15 の（２）、（４）及び（５）に定める取扱いに準ずること。 

17 200 床（一般病床に係るものに限る。）以上の病院の再診に関する事項 

(１) 病院と診療所の機能分担の推進を図る観点から、他の病院（又は診療所に対し文書による

紹介を行う旨の申出を行ったにもかかわらず、当該病院を受診した患者については、自己の

選択に係るものとして、外来診療料又は再診料に相当する療養部分についてその費用を患者

（ ）（ ） 10131012
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から徴収することができることとしたものであるが、同時に２以上の傷病について再診を行

った場合においては、当該２以上の傷病の全てにつき、以下(２)から(４)までの要件を満た

さない限り、特別の料金の徴収は認められないものである。なお、病床数の計算の仕方は、

外来診療料に係る病床数の計算方法の例によるものであること。 

(２) 外来診療料又は地域歯科診療支援病院歯科再診料を算定する療養に相当する療養が行われ

た場合に特別の料金を徴収することができるものである。 

(３) 再診に係る特別の料金を徴収しようとする場合は、患者への十分な情報提供を前提とされ

るものであり、当該情報提供に資する観点から、必要な情報を病院の見やすい場所に患者に

とって分かりやすく明示するものとする。 

(４) 他の病院又は診療所に対する文書による紹介を行う旨の申出については、当該医療機関と

事前に調整した上で行うものとし、以下の事項を記載した文書を交付することにより行うも

のであること。また、当該文書による申出を行った日については、特別の料金の徴収は認め

られないものであること。 

ア 他の病院又は診療所に対し文書により紹介を行う用意があること。 

イ 紹介先の医療機関名 

ウ 次回以降特別の料金として○○円を徴収することとなること。 

(５) その他、200 床（一般病床に係るものに限る。）以上の病院の初診に関する事項の(３)か

ら(７)までの取扱いに準ずるものとする。 

18 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床に係るものの数が 200 床未満の病院を除く。）

の再診に関する事項 

(１) 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）は、健

康保険法第 70条第３項に規定する保険医療機関相互間の機能の分担及び業務の連携のための

措置として、患者の病状その他の患者の事情に応じた適切な他の保険医療機関を当該患者に

紹介することと併せて、他の病院又は診療所に対し文書による紹介を行う旨の申出を行った

にもかかわらず、当該病院を受診した患者については、選定療養として、再診時に 2,500 円

（歯科医師である保険医による再診の場合は 1,500 円）以上の金額の支払を受けることとし

たところであるが、その取扱い等については、（２）から（４）までに定めるとおりとする

こと。 

(２) 特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床の数が 200 床未満の病院を除く。）は、患

者の病状が安定している場合その他当該保険医療機関以外の病院又は診療所に紹介すること

が適当と認めたときは、他の病院又は診療所に対し文書による紹介を行う旨の申出を行うも

のとし、当該申出を行ったにもかかわらず患者が受診した場合には、（１）の金額の支払を

受けること。 

(３) （１）の措置は、厚生労働大臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養第２条第５

号に掲げる再診として行われるものであり、（１）の金額の支払を受ける場合には、その徴

収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当適切な範囲の額とすること。 

(４) その他、16 の（３）から（５）まで及び 17 の取扱いに準ずるものとする。 

19 医科点数表等に規定する回数を超えて受けた診療であって別に厚生労働大臣が定めるものに関

する事項 

(１) 本制度は、患者の要望に従い、患者の自己の選択に係るものとして、医科点数表等に規定
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康保険法第 70条第３項に規定する保険医療機関相互間の機能の分担及び業務の連携のための

措置として、患者の病状その他の患者の事情に応じた適切な他の保険医療機関を当該患者に

紹介することと併せて、他の保険医療機関等からの紹介なしに受診した患者については、選

定療養として、初診時に 5,000 円（歯科医師である保険医による初診の場合は 3,000 円）以

上の金額の支払を受けることとしたところであるが、その取扱いについては、（２）から

（６）までに定めるとおりとすること。なお、当該初診の取扱い及び病床数の計算の仕方に

ついては、15 の（１）と同様の取扱いとすること。 

(２) （１）の措置は、厚生労働大臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養（平成 18年

厚生労働省告示第 495 号）第２条第４号に掲げる初診として行われるものであり、（１）の

金額の支払を受ける場合には、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて

妥当適切な範囲の額とすること。 

(３) 救急の患者その他 15の（５）から（７）までに定める患者については、「緊急やむを得な

い場合」に該当するものとして、特別の料金の徴収を行うことは認められないものであるこ

と。 

(４) （３）に定める場合のほか、正当な理由がある場合は、他の保険医療機関等からの紹介な

しに受診した患者について、（１）の金額の支払を求めないことができること。なお、正当

な理由がある場合とは、次に掲げる患者に初診を行う場合であること。 

① 自施設の他の診療科を受診している患者 

② 医科と歯科との間で院内紹介された患者 

③ 特定健康診査、がん検診等の結果により精密検査受診の指示を受けた患者 

④ 救急医療事業、周産期事業等における休日夜間受診患者 

⑤ 外来受診から継続して入院した患者 

⑥ 地域に他に当該診療科を標榜する保険医療機関がなく、当該保険医療機関が外来診療を

実質的に担っているような診療科を受診する患者 

⑦ 治験協力者である患者 

⑧ 災害により被害を受けた患者 

⑨ 労働災害、公務災害、交通事故、自費診療の患者 

⑩ その他、保険医療機関が当該保険医療機関を直接受診する必要性を特に認めた患者 

(５) （１）の金額の支払を受けることについて、地方自治体による条例の制定等を要する公的

医療機関等については、保険医療機関及び保険医療養担当規則及び保険薬局及び保険薬剤師

療養担当規則の一部を改正する省令（令和２年厚生労働省令第●号）附則第２条及び高齢者

の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準の一部

を改正する件（令和２年厚生労働省告示第●号）附則第１条に規定する正当な理由を有する

ものとして、令和２年９月 30日までの間に限り、（１）の金額の支払を受けることを要しな

いこと。 

(６) その他、15 の（２）、（４）及び（５）に定める取扱いに準ずること。 

17 200 床（一般病床に係るものに限る。）以上の病院の再診に関する事項 

(１) 病院と診療所の機能分担の推進を図る観点から、他の病院（又は診療所に対し文書による

紹介を行う旨の申出を行ったにもかかわらず、当該病院を受診した患者については、自己の

選択に係るものとして、外来診療料又は再診料に相当する療養部分についてその費用を患者

（ ）（ ） 10131012
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算定する場合（歯科点数表第１章第２部第１節通則１の規定により医科点数表の例により算

定する場合を含む。）を除く。）をいう。以下同じ。）を算定する保険医療機関への 180 日

を超える入院（(６)に定める患者の入院を除く。）については、患者の自己の選択に係るも

のとして、その費用を患者から徴収することができることとしたものである。 

(２) 入院期間は、以下の方法により計算されるものであり、医科点数表及び歯科点数表（以下

「医科点数表等」という。）の例により計算されるものではないことに留意すること。 

① 保険医療機関を退院した後、同一の疾病又は負傷により、当該保険医療機関又は他の保

険医療機関に入院した場合（当該疾病又は負傷が一旦治癒し、又は治癒に近い状態（寛解

状態を含む。）になった後に入院した場合を除く。）にあっては、これらの保険医療機関

において通算対象入院料を算定していた期間を通算する。 

② ①の場合以外の場合にあっては、現に入院している保険医療機関において通算対象入院

料を算定していた期間を通算する。 

(３) 退院の日から起算して３月以上（悪性腫瘍、難病の患者に対する医療等に関する法律（平

成 26 年法律第 50 号）第５条に規定する指定難病（同法第７条第４項に規定する医療受給者

証を交付されている患者（同条第１項各号に規定する特定医療費の支給認定に係る基準を満

たすものとして診断を受けたものを含む。）に係るものに限る。）又は「特定疾患治療研究

事業について」（昭和 48 年４月 17 日衛発第 242 号）に掲げる疾患（当該疾患に罹患してい

るものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けているものに限る。ただし、スモンに

ついては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等を含む。）に罹患している患者

については１月以上。以下同じ。）の期間、同一傷病について、いずれの保険医療機関に入

院することなく経過した後に、当該保険医療機関又は他の保険医療機関に入院した場合は、

(２)の②に該当するものであり、入院期間の計算方法は、現に入院している保険医療機関に

おいて通算対象入院料を算定していた期間を通算するものであること。また、同一の保険医

療機関内の介護療養病床等に３月以上の期間入院した場合についても(２)の②に準じて取り

扱うものとし、当該介護療養病床等から通算対象入院料を算定する病棟に転棟した場合にお

ける入院期間は、当該転棟の日から起算して計算するものであること。 

(４) 入院期間の確認については、「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項に

ついて」（令和２年３月５日保医発 0305第１号）別添１第１章第２部通則３に従うものであ

ること。 

(５) 保険外併用療養費の支給額は、所定点数から通算対象入院料の基本点数の 100分の 15に相

当する点数を控除した点数をもとに計算されるものであるが、通算対象入院料の基本点数と

は、それぞれの区分の注１（特別入院基本料、月平均夜勤時間超過減算及び夜勤時間特別入

院基本料の場合は注２）に掲げられている点数であるものである。なお、控除する点数に１

点未満の端数があるときは、小数点以下第一位を四捨五入して計算するものとする。また、

外泊期間中は、保険外併用療養費は支給しないものとする。なお、外泊期間中であっても、

特別の料金を徴収することができることとし、その標準については、(９)に規定するところ

によるものとする。 

(６) 当該制度は、入院医療の必要性が低いが患者側の事情により入院しているものへの対応を

図るためのものであることから、以下の表の左欄に掲げる状態等にあって、中欄の診療報酬

点数に係る療養のいずれかについて、右欄に定める期間等において実施している患者の入院
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する回数を超えて行う診療であって、①検査（腫瘍マーカーのうち、「α－フェトプロテ 

イン（ＡＦＰ）」及び「癌胎児性抗原（ＣＥＡ）」、「前立腺特異抗原（ＰＳＡ）」及び

「ＣＡ19－9」、②リハビリテーション（「心大血管疾患リハビリテーション料」、「脳血

管疾患等リハビリテーション料」、「廃用症候群リハビリテーション料」、「運動器リハビ

リテーション料」及び「呼吸器リハビリテーション料」）、③精神科専門療法（「精神科シ

ョート・ケア」、「精神科デイ・ケア」、「精神科ナイト・ケア」及び「精神科デイ・ナイ

ト・ケア」）について、その費用を患者から徴収することができることとしたものである。 

ただし、①については、患者の不安を軽減する必要がある場合、②については、患者の治

療に対する意欲を高める必要がある場合、③については、患者家族の負担を軽減する必要が

ある場合に限り実施されるものであること。 

なお、当該診療の実施に当たっては、その旨を診療録に記載すること。 

(２) 本制度に基づき医科点数表等に規定する回数を超えて行う診療を実施する場合において、

「特掲診療料の施設基準等」（平成 20 年厚生労働省告示第 63 号）等により施設基準が定め

られている場合には、これに適合する旨を地方厚生（支）局長に届け出ていること。 

(３) 医科点数表等に規定する回数を超えて行う診療に係る特別の料金の徴収を行おうとする保

険医療機関は、本制度の趣旨を患者に適切に情報提供する観点から、当該事項について院内

の見やすい場所に分かりやすく掲示しておかなければならない。 

(４) 保険医療機関は、医科点数表等に規定する回数を超えて行う診療を実施するに当たり、あ

らかじめ患者に対し、その内容及び費用に関して明確かつ懇切に説明を行い、患者の自由な

選択に基づき、文書によりその同意を得るものとし、この同意の確認は、特別の料金等を明

示した文書に患者側の署名を受けることにより行うこと。 

(５) 患者から、医科点数表等に規定する回数を超えて行う診療に係る費用を特別の料金として

徴収する場合、当該特別の料金の徴収を行った保険医療機関は、患者に対し、保険外併用療

養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴収額を明確に区分し

た当該特別の料金の徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(６) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とし、医科点数表等に規定する基本点数をもとに計算される額を標準とする

こと。 

(７) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 13により地方厚生（支）

局長にその都度報告すること。また、患者から特別の料金を徴収した保険医療機関について

は、毎年の定例報告の際に、その実施状況について地方厚生（支）局長に報告すること。 

20 入院期間が 180 日を超える入院に関する事項 

(１) 入院医療の必要性が低いが患者側の事情により長期にわたり入院している者への対応を図

る観点から、通算対象入院料（一般病棟入院基本料（特別入院基本料、月平均夜勤時間超過

減算及び夜勤時間特別入院基本料を含み、医科点数表の注 11に規定する療養病棟入院料１の

例により算定する場合（歯科点数表第１章第２部第１節通則１の規定により医科点数表の例

により算定する場合を含む。）を除く。）、特定機能病院入院基本料（一般病棟の場合に限

り、医科点数表の注９に規定する療養病棟入院料１の例により算定する場合（歯科点数表第

１章第２部第１節通則１の規定により医科点数表の例により算定する場合を含む。）を除

く。）及び専門病院入院基本料（医科点数表の注８に規定する療養病棟入院料１の例により

（ ）（ ） 10151014
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算定する場合（歯科点数表第１章第２部第１節通則１の規定により医科点数表の例により算

定する場合を含む。）を除く。）をいう。以下同じ。）を算定する保険医療機関への 180 日

を超える入院（(６)に定める患者の入院を除く。）については、患者の自己の選択に係るも

のとして、その費用を患者から徴収することができることとしたものである。 

(２) 入院期間は、以下の方法により計算されるものであり、医科点数表及び歯科点数表（以下

「医科点数表等」という。）の例により計算されるものではないことに留意すること。 

① 保険医療機関を退院した後、同一の疾病又は負傷により、当該保険医療機関又は他の保

険医療機関に入院した場合（当該疾病又は負傷が一旦治癒し、又は治癒に近い状態（寛解

状態を含む。）になった後に入院した場合を除く。）にあっては、これらの保険医療機関

において通算対象入院料を算定していた期間を通算する。 

② ①の場合以外の場合にあっては、現に入院している保険医療機関において通算対象入院

料を算定していた期間を通算する。 

(３) 退院の日から起算して３月以上（悪性腫瘍、難病の患者に対する医療等に関する法律（平

成 26 年法律第 50 号）第５条に規定する指定難病（同法第７条第４項に規定する医療受給者

証を交付されている患者（同条第１項各号に規定する特定医療費の支給認定に係る基準を満

たすものとして診断を受けたものを含む。）に係るものに限る。）又は「特定疾患治療研究

事業について」（昭和 48 年４月 17 日衛発第 242 号）に掲げる疾患（当該疾患に罹患してい

るものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けているものに限る。ただし、スモンに

ついては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等を含む。）に罹患している患者

については１月以上。以下同じ。）の期間、同一傷病について、いずれの保険医療機関に入

院することなく経過した後に、当該保険医療機関又は他の保険医療機関に入院した場合は、

(２)の②に該当するものであり、入院期間の計算方法は、現に入院している保険医療機関に

おいて通算対象入院料を算定していた期間を通算するものであること。また、同一の保険医

療機関内の介護療養病床等に３月以上の期間入院した場合についても(２)の②に準じて取り

扱うものとし、当該介護療養病床等から通算対象入院料を算定する病棟に転棟した場合にお

ける入院期間は、当該転棟の日から起算して計算するものであること。 

(４) 入院期間の確認については、「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項に

ついて」（令和２年３月５日保医発 0305第１号）別添１第１章第２部通則３に従うものであ

ること。 

(５) 保険外併用療養費の支給額は、所定点数から通算対象入院料の基本点数の 100分の 15に相

当する点数を控除した点数をもとに計算されるものであるが、通算対象入院料の基本点数と

は、それぞれの区分の注１（特別入院基本料、月平均夜勤時間超過減算及び夜勤時間特別入

院基本料の場合は注２）に掲げられている点数であるものである。なお、控除する点数に１

点未満の端数があるときは、小数点以下第一位を四捨五入して計算するものとする。また、

外泊期間中は、保険外併用療養費は支給しないものとする。なお、外泊期間中であっても、

特別の料金を徴収することができることとし、その標準については、(９)に規定するところ

によるものとする。 

(６) 当該制度は、入院医療の必要性が低いが患者側の事情により入院しているものへの対応を

図るためのものであることから、以下の表の左欄に掲げる状態等にあって、中欄の診療報酬

点数に係る療養のいずれかについて、右欄に定める期間等において実施している患者の入院
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する回数を超えて行う診療であって、①検査（腫瘍マーカーのうち、「α－フェトプロテ 

イン（ＡＦＰ）」及び「癌胎児性抗原（ＣＥＡ）」、「前立腺特異抗原（ＰＳＡ）」及び

「ＣＡ19－9」、②リハビリテーション（「心大血管疾患リハビリテーション料」、「脳血

管疾患等リハビリテーション料」、「廃用症候群リハビリテーション料」、「運動器リハビ

リテーション料」及び「呼吸器リハビリテーション料」）、③精神科専門療法（「精神科シ

ョート・ケア」、「精神科デイ・ケア」、「精神科ナイト・ケア」及び「精神科デイ・ナイ

ト・ケア」）について、その費用を患者から徴収することができることとしたものである。 

ただし、①については、患者の不安を軽減する必要がある場合、②については、患者の治

療に対する意欲を高める必要がある場合、③については、患者家族の負担を軽減する必要が

ある場合に限り実施されるものであること。 

なお、当該診療の実施に当たっては、その旨を診療録に記載すること。 

(２) 本制度に基づき医科点数表等に規定する回数を超えて行う診療を実施する場合において、

「特掲診療料の施設基準等」（平成 20 年厚生労働省告示第 63 号）等により施設基準が定め

られている場合には、これに適合する旨を地方厚生（支）局長に届け出ていること。 

(３) 医科点数表等に規定する回数を超えて行う診療に係る特別の料金の徴収を行おうとする保

険医療機関は、本制度の趣旨を患者に適切に情報提供する観点から、当該事項について院内

の見やすい場所に分かりやすく掲示しておかなければならない。 

(４) 保険医療機関は、医科点数表等に規定する回数を超えて行う診療を実施するに当たり、あ

らかじめ患者に対し、その内容及び費用に関して明確かつ懇切に説明を行い、患者の自由な

選択に基づき、文書によりその同意を得るものとし、この同意の確認は、特別の料金等を明

示した文書に患者側の署名を受けることにより行うこと。 

(５) 患者から、医科点数表等に規定する回数を超えて行う診療に係る費用を特別の料金として

徴収する場合、当該特別の料金の徴収を行った保険医療機関は、患者に対し、保険外併用療

養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴収額を明確に区分し

た当該特別の料金の徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(６) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とし、医科点数表等に規定する基本点数をもとに計算される額を標準とする

こと。 

(７) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 13により地方厚生（支）

局長にその都度報告すること。また、患者から特別の料金を徴収した保険医療機関について

は、毎年の定例報告の際に、その実施状況について地方厚生（支）局長に報告すること。 

20 入院期間が 180 日を超える入院に関する事項 

(１) 入院医療の必要性が低いが患者側の事情により長期にわたり入院している者への対応を図

る観点から、通算対象入院料（一般病棟入院基本料（特別入院基本料、月平均夜勤時間超過

減算及び夜勤時間特別入院基本料を含み、医科点数表の注 11に規定する療養病棟入院料１の

例により算定する場合（歯科点数表第１章第２部第１節通則１の規定により医科点数表の例

により算定する場合を含む。）を除く。）、特定機能病院入院基本料（一般病棟の場合に限

り、医科点数表の注９に規定する療養病棟入院料１の例により算定する場合（歯科点数表第

１章第２部第１節通則１の規定により医科点数表の例により算定する場合を含む。）を除

く。）及び専門病院入院基本料（医科点数表の注８に規定する療養病棟入院料１の例により

（ ）（ ） 10151014
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法を実施している状態 

 

血漿交換療法 

 

当該月において２日以上実施

していること 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

 

９ 全身麻酔その他これに

準ずる麻酔を用いる手術

を実施し、当該疾病に係

る治療を継続している状

態（当該手術を実施した

日から起算して 30 日まで

の間に限る。） 

脊椎麻酔 

 

 

 

 

 

 

 

 

開放点滴式全身麻酔 

 

マスク又は気管内挿管によ

る閉鎖循環式全身麻酔 

 

10 末期の悪性新生物に対

する治療を実施している

状態 

薬剤料（麻薬に限る。）

（注５参照） 

左欄の状態にある期間 

 

 

 

 

 

 

神経ブロック（注６参照） 

11 呼吸管理を実施してい

る状態 

 

 

救命のための気管内挿管

（注７参照） 

気管切開術（注８参照） 

酸素吸入（注９参照） 

12 頻回に喀痰吸引・排出

を実施している状態（注

10 参照） 

 

喀痰吸引、干渉低周波去痰

器による喀痰排出 

当該月において１日あたり８

回（夜間を含め約 3 時間に１

回程度）以上実施している日

が 20 日を超えること 

気管支カテーテル薬液注入

法 

13 肺炎等に対する治療を

実施している状態 

薬剤料（抗生剤に限る。）

（注 11 参照） 

左欄の状態にある期間 

 

 

 

 

14 集中的な循環管理が実

されている先天性心疾患

等の患者（注 12 参照） 

薬 剤 料 （ 強 心 剤 等 に 限

る。） 

 

15 15 歳未満の患者 

 

 

 

左欄の年齢にある期間 

 

16 児童福祉法第６条の２

第２項に規定する小児慢

性特定疾病医療支援を受

けている患者 

 

 

 

 

当該支援を受けている期間 

 

 

 

17 児童福祉法第 20 条の育

成医療の給付を受けてい

る患者 

 

 

 

当該給付を受けている期間 

 

 

18 造血幹細胞移植又は臓

器移植後の拒絶反応に対

する治療を実施している

患者 

 

 

 

 

左欄の状態にある期間 

 

 

 

注１ ３の左欄に掲げる状態等にある患者は具体的には以下のような状態等にあるものを
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については、選定療養には該当せず、特別の料金を徴収することは認められないものである。

なお、左欄に掲げる状態等にある患者が、退院等により右欄に定める実施期間等を満たさな

い場合においては、当該月の前月において選定療養に該当していない場合に限り、当該月に

おいても同様に取り扱う。他の病院から転院してきた患者についても同様の取扱いとする。 

 

状態等 

 

診療報酬点数 

 

実施の期間等 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１ 難病患者等入院診療加

算を算定する患者 

難病患者等入院診療加算 

 

当該加算を算定している期間 

 

２ 重症者等療養環境特別

加算を算定する患者 

重傷者等療養環境特別加算 

 

当該加算を算定している期間 

 

３  重度の肢体不自由者

（脳卒中の後遺症の患者

及び認知症の患者を除

く。）、脊椎損傷等の重

度障害者（脳卒中の後遺

症の患者及び認知症の患

者を除く。）、重度の意

識障害者、筋ジストロフ

ィー患者及び難病患者等

（注１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左欄の状態にある患者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 悪性新生物に対する腫

瘍用薬（重篤な副作用を

有するものに限る。）を

投与している状態（注２

参照） 

 

動脈注射 左欄治療により、集中的な入

院加療を要する期間 

 

 

 

 

 

 

 

抗悪性腫瘍剤局所持続注入 

 

点滴注射 

中心静脈注射 

骨髄内注射 

５ 悪性新生物に対する放

射線治療を実施している

状態 

放射線治療（エックス線表

在治療又は血液照射を除

く。） 

６ ドレーン法又は胸腔若

しくは腹腔の洗浄を実施

している状態（注３参

照） 

ドレーン法（ドレナージ） 当該月において２週以上実施

していること 

 

 

胸腔穿刺 

腹腔穿刺 

 

７ 人工呼吸器を使用して

いる状態 

 

間歇的陽圧吸入法、体外式

陰圧人工呼吸器治療 

当該月において１週以上使用

していること 

 人工呼吸 

８ 人工腎臓、持続緩徐式

血液濾過又は血漿交換療

人工腎臓、持続緩徐式血液

濾過 

各週２日以上実施しているこ

と（注４参照） 

（ ）（ ） 10171016
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法を実施している状態 

 

血漿交換療法 

 

当該月において２日以上実施

していること 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

 

９ 全身麻酔その他これに

準ずる麻酔を用いる手術

を実施し、当該疾病に係

る治療を継続している状

態（当該手術を実施した

日から起算して 30 日まで

の間に限る。） 

脊椎麻酔 

 

 

 

 

 

 

 

 

開放点滴式全身麻酔 

 

マスク又は気管内挿管によ

る閉鎖循環式全身麻酔 

 

10 末期の悪性新生物に対

する治療を実施している

状態 

薬剤料（麻薬に限る。）

（注５参照） 

左欄の状態にある期間 

 

 

 

 

 

 

神経ブロック（注６参照） 

11 呼吸管理を実施してい

る状態 

 

 

救命のための気管内挿管

（注７参照） 

気管切開術（注８参照） 

酸素吸入（注９参照） 

12 頻回に喀痰吸引・排出

を実施している状態（注

10 参照） 

 

喀痰吸引、干渉低周波去痰

器による喀痰排出 

当該月において１日あたり８

回（夜間を含め約 3 時間に１

回程度）以上実施している日

が 20 日を超えること 

気管支カテーテル薬液注入

法 

13 肺炎等に対する治療を

実施している状態 

薬剤料（抗生剤に限る。）

（注 11 参照） 

左欄の状態にある期間 

 

 

 

 

14 集中的な循環管理が実

されている先天性心疾患

等の患者（注 12 参照） 

薬 剤 料 （ 強 心 剤 等 に 限

る。） 

 

15 15 歳未満の患者 

 

 

 

左欄の年齢にある期間 

 

16 児童福祉法第６条の２

第２項に規定する小児慢

性特定疾病医療支援を受

けている患者 

 

 

 

 

当該支援を受けている期間 

 

 

 

17 児童福祉法第 20 条の育

成医療の給付を受けてい

る患者 

 

 

 

当該給付を受けている期間 

 

 

18 造血幹細胞移植又は臓

器移植後の拒絶反応に対

する治療を実施している

患者 

 

 

 

 

左欄の状態にある期間 

 

 

 

注１ ３の左欄に掲げる状態等にある患者は具体的には以下のような状態等にあるものを
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については、選定療養には該当せず、特別の料金を徴収することは認められないものである。

なお、左欄に掲げる状態等にある患者が、退院等により右欄に定める実施期間等を満たさな

い場合においては、当該月の前月において選定療養に該当していない場合に限り、当該月に

おいても同様に取り扱う。他の病院から転院してきた患者についても同様の取扱いとする。 

 

状態等 

 

診療報酬点数 

 

実施の期間等 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１ 難病患者等入院診療加

算を算定する患者 

難病患者等入院診療加算 

 

当該加算を算定している期間 

 

２ 重症者等療養環境特別

加算を算定する患者 

重傷者等療養環境特別加算 

 

当該加算を算定している期間 

 

３  重度の肢体不自由者

（脳卒中の後遺症の患者

及び認知症の患者を除

く。）、脊椎損傷等の重

度障害者（脳卒中の後遺

症の患者及び認知症の患

者を除く。）、重度の意

識障害者、筋ジストロフ

ィー患者及び難病患者等

（注１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左欄の状態にある患者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 悪性新生物に対する腫

瘍用薬（重篤な副作用を

有するものに限る。）を

投与している状態（注２

参照） 

 

動脈注射 左欄治療により、集中的な入

院加療を要する期間 

 

 

 

 

 

 

 

抗悪性腫瘍剤局所持続注入 

 

点滴注射 

中心静脈注射 

骨髄内注射 

５ 悪性新生物に対する放

射線治療を実施している

状態 

放射線治療（エックス線表

在治療又は血液照射を除

く。） 

６ ドレーン法又は胸腔若

しくは腹腔の洗浄を実施

している状態（注３参

照） 

ドレーン法（ドレナージ） 当該月において２週以上実施

していること 

 

 

胸腔穿刺 

腹腔穿刺 

 

７ 人工呼吸器を使用して

いる状態 

 

間歇的陽圧吸入法、体外式

陰圧人工呼吸器治療 

当該月において１週以上使用

していること 

 人工呼吸 

８ 人工腎臓、持続緩徐式

血液濾過又は血漿交換療

人工腎臓、持続緩徐式血液

濾過 

各週２日以上実施しているこ

と（注４参照） 

（ ）（ ） 10171016



 - 27 - 

に該当するものが対象となるものであり、ランクＢ以上に該当する旨及び気管切開術

を実施している旨を診療報酬明細書に記載すること。 

９ 11 の中欄に規定する「酸素吸入」を実施している患者については、ランクＢ以上に

該当し、かつ、酸素吸入を実施しない場合には経皮的動脈血酸素飽和度が 90%以下とな

るものが対象となるものであり、ランクＢ以上に該当する旨及び酸素吸入を実施しな

い場合の経皮的動脈血酸素飽和度の値及び酸素吸入を実施している旨を診療報酬明細

書に記載すること。 

10 12 の左欄に規定する「頻回に喀痰吸引・排出を実施している状態」については、ラ

ンクＢ以上に該当するものが対象となるものであり、ランクＢ以上に該当する旨及び

喀痰吸引又は干渉低周波去痰器による喀痰排出の内容（喀痰吸引等の頻度、喀痰吸引

に伴う排痰処置等）について、診療報酬明細書に記載すること。また、頻回の喀痰吸

引を長期間必要とする理由（気管切開等の呼吸管理を行っておらず、かつ、長期間喀

痰吸引を実施している場合は、特にその理由を診療録に記載する。）及びその内容

（喀痰吸引等の頻度、喀痰吸引に伴う排痰処置等）を診療録に記載すること。 

11 13 の中欄に規定する抗生剤（病原生物に対する医薬品をいう。）は、主として全身

性の感染症に対する治療のために投与される注射薬に限るものとし、使用薬剤並びに

当該治療に係る細菌培養同定検査等及び薬剤感受性検査の結果を診療報酬明細書に記

載又は添付すること。 

12 14 の「集中的な循環管理が実施されている先天性心疾患等の患者」については、常

時モニタリング下に、塩酸ドパミン、塩酸ドブタミン、ミルリノン、アムリノン、塩

酸オルプリノン、不整脈用剤又はニトログリセリン（いずれも注射薬に限る。）を投

与されている先天性心疾患等の患者が対象となるものであり、循環管理の内容（モニ

タリングの内容、使用薬剤等）を診療報酬明細書に記載すること。 

(７) 急性増悪のため、通算対象入院料を算定する病棟又は介護療養病床等から、一般病棟に転

棟させた場合（一般病棟に入院中の患者が急性増悪した場合を含む。）は当該転棟の日（一

般病棟に入院中の患者については急性増悪の日）から 30日間は、特別の料金を徴収すること

は認められない取扱いとするものであること。ただし、30 日間を経過した後は、(６)に規定

する基準に従い、当該患者の入院が選定療養となるか否かを判断するものであること。なお、

この場合においては、一般病棟に転棟させた理由を診療報酬明細書に詳細に記載すること。 

(８) 特別の料金を徴収しようとする場合は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであ

り、特別の料金の額等に関する情報を文書により提供しなければならないものとする。 

(９) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とし、通算対象入院料の基本点数の 100分の 15に相当する点数をもとに計算

される額を標準とする。 

(10) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 10により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。また、患者から特別の料金を徴収した保険医療機関に

ついては、毎年の定例報告の際に、その実施状況について別紙様式 10により地方厚生（支）

局長に報告するものとすること。 

21 前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金の支給に関する事項 

(１) 前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金とは、金属歯冠修復であって、その
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いうものであること。 

ａ 重度の肢体不自由者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者を除く。）、脊髄

損傷等の重度障害者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者を除く。） 

なお、脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者については、当該傷病が主たる傷

病である患者のことをいう。 

ｂ 重度の意識障害者 

重度の意識障害者とは、次に掲げる者をいう。なお、病因が脳卒中の後遺症であ

っても、次の状態である場合には、重度の意識障害者となる。 

ア 意識障害レベルがＪＣＳ(Japan Coma Scale)でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣ

Ｓ（Glasgow Coma Scale）で８点以下の状態が２週以上持続している患者 

イ 無動症の患者（閉じ込め症候群、無動性無言、失外套症候群等） 

ｃ 以下の疾患に罹患している患者 

 筋ジストロフィー、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化症、

脊髄小脳変性症、ハンチントン病、パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、

大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度分類がステー

ジ３以上でかつ生活機能障害度Ⅱ度又はⅢ度のものに限る。））、多系統萎縮症

（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー症候群）、プリ

オン病、亜急性硬化性全脳炎、ライソゾーム病、副腎白質ジストロフィー、脊髄性

筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性多発神経炎及びもやもや病（ウイ

リス動脈輪閉塞症） 

ｄ 重度の肢体不自由者については、「「障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）

判定基準」の活用について」（平成３年 11 月 18 日老健第 102－２号）においてラン

クＢ（以下「ランクＢ」という。）以上に該当するものが対象となるものであり、

ランクＢ以上に該当する旨を診療報酬明細書に記載すること。 

２ ４の「重篤な副作用を有するもの」とは、肝障害、間質性肺炎、骨髄抑制、心筋障

害等の生命予後に影響を与えうる臓器障害を有する腫瘍用薬であること。 

３ ６に係る胸腔穿刺又は腹腔穿刺を算定した場合は、当該胸腔穿刺又は腹腔穿刺に関

し洗浄を行った旨を診療報酬明細書に記載すること。 

４ ８の「人工腎臓を実施している状態」にある患者については、ランクＢ以上に該当

するものが対象となるものであり、ランクＢ以上に該当する旨を診療報酬明細書に記

載すること。 

５ 10 の中欄に規定する「麻薬」については、使用薬剤を診療報酬明細書に記載するこ

と。 

６ 10 の中欄に規定する「神経ブロック」とは、医科点数表第２章第 11 部第２節区分番

号「Ｌ１００」神経ブロック（局所麻酔剤又はボツリヌス毒素使用）、区分番号「Ｌ

１０１」神経ブロック（神経破壊剤又は高周波凝固法使用）又は区分番号「Ｌ１０５」

硬膜外ブロックにおける麻酔剤の持続的注入であること。 

７ 11 の中欄に規定する「救命のための気管内挿管」を実施している患者については、

気管内挿管を実施している旨を診療報酬明細書に記載すること。 

８ 11 の中欄に規定する「気管切開術」を実施している患者については、ランクＢ以上

（ ）（ ） 10191018
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に該当するものが対象となるものであり、ランクＢ以上に該当する旨及び気管切開術

を実施している旨を診療報酬明細書に記載すること。 

９ 11 の中欄に規定する「酸素吸入」を実施している患者については、ランクＢ以上に

該当し、かつ、酸素吸入を実施しない場合には経皮的動脈血酸素飽和度が 90%以下とな

るものが対象となるものであり、ランクＢ以上に該当する旨及び酸素吸入を実施しな

い場合の経皮的動脈血酸素飽和度の値及び酸素吸入を実施している旨を診療報酬明細

書に記載すること。 

10 12 の左欄に規定する「頻回に喀痰吸引・排出を実施している状態」については、ラ

ンクＢ以上に該当するものが対象となるものであり、ランクＢ以上に該当する旨及び

喀痰吸引又は干渉低周波去痰器による喀痰排出の内容（喀痰吸引等の頻度、喀痰吸引

に伴う排痰処置等）について、診療報酬明細書に記載すること。また、頻回の喀痰吸

引を長期間必要とする理由（気管切開等の呼吸管理を行っておらず、かつ、長期間喀

痰吸引を実施している場合は、特にその理由を診療録に記載する。）及びその内容

（喀痰吸引等の頻度、喀痰吸引に伴う排痰処置等）を診療録に記載すること。 

11 13 の中欄に規定する抗生剤（病原生物に対する医薬品をいう。）は、主として全身

性の感染症に対する治療のために投与される注射薬に限るものとし、使用薬剤並びに

当該治療に係る細菌培養同定検査等及び薬剤感受性検査の結果を診療報酬明細書に記

載又は添付すること。 

12 14 の「集中的な循環管理が実施されている先天性心疾患等の患者」については、常

時モニタリング下に、塩酸ドパミン、塩酸ドブタミン、ミルリノン、アムリノン、塩

酸オルプリノン、不整脈用剤又はニトログリセリン（いずれも注射薬に限る。）を投

与されている先天性心疾患等の患者が対象となるものであり、循環管理の内容（モニ

タリングの内容、使用薬剤等）を診療報酬明細書に記載すること。 

(７) 急性増悪のため、通算対象入院料を算定する病棟又は介護療養病床等から、一般病棟に転

棟させた場合（一般病棟に入院中の患者が急性増悪した場合を含む。）は当該転棟の日（一

般病棟に入院中の患者については急性増悪の日）から 30日間は、特別の料金を徴収すること

は認められない取扱いとするものであること。ただし、30 日間を経過した後は、(６)に規定

する基準に従い、当該患者の入院が選定療養となるか否かを判断するものであること。なお、

この場合においては、一般病棟に転棟させた理由を診療報酬明細書に詳細に記載すること。 

(８) 特別の料金を徴収しようとする場合は、患者への十分な情報提供が前提とされるものであ

り、特別の料金の額等に関する情報を文書により提供しなければならないものとする。 

(９) 特別の料金については、その徴収の対象となる療養に要するものとして社会的にみて妥当

適切な範囲の額とし、通算対象入院料の基本点数の 100分の 15に相当する点数をもとに計算

される額を標準とする。 

(10) 特別の料金等の内容を定め又は変更しようとする場合は、別紙様式 10により地方厚生（支）

局長にその都度報告するものとする。また、患者から特別の料金を徴収した保険医療機関に

ついては、毎年の定例報告の際に、その実施状況について別紙様式 10により地方厚生（支）

局長に報告するものとすること。 

21 前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金の支給に関する事項 

(１) 前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金とは、金属歯冠修復であって、その
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いうものであること。 

ａ 重度の肢体不自由者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者を除く。）、脊髄

損傷等の重度障害者（脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者を除く。） 

なお、脳卒中の後遺症の患者及び認知症の患者については、当該傷病が主たる傷

病である患者のことをいう。 

ｂ 重度の意識障害者 

重度の意識障害者とは、次に掲げる者をいう。なお、病因が脳卒中の後遺症であ

っても、次の状態である場合には、重度の意識障害者となる。 

ア 意識障害レベルがＪＣＳ(Japan Coma Scale)でⅡ－３（又は 30）以上又はＧＣ

Ｓ（Glasgow Coma Scale）で８点以下の状態が２週以上持続している患者 

イ 無動症の患者（閉じ込め症候群、無動性無言、失外套症候群等） 

ｃ 以下の疾患に罹患している患者 

 筋ジストロフィー、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化症、

脊髄小脳変性症、ハンチントン病、パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、

大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度分類がステー

ジ３以上でかつ生活機能障害度Ⅱ度又はⅢ度のものに限る。））、多系統萎縮症

（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シャイ・ドレーガー症候群）、プリ

オン病、亜急性硬化性全脳炎、ライソゾーム病、副腎白質ジストロフィー、脊髄性

筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性多発神経炎及びもやもや病（ウイ

リス動脈輪閉塞症） 

ｄ 重度の肢体不自由者については、「「障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）

判定基準」の活用について」（平成３年 11 月 18 日老健第 102－２号）においてラン

クＢ（以下「ランクＢ」という。）以上に該当するものが対象となるものであり、

ランクＢ以上に該当する旨を診療報酬明細書に記載すること。 

２ ４の「重篤な副作用を有するもの」とは、肝障害、間質性肺炎、骨髄抑制、心筋障

害等の生命予後に影響を与えうる臓器障害を有する腫瘍用薬であること。 

３ ６に係る胸腔穿刺又は腹腔穿刺を算定した場合は、当該胸腔穿刺又は腹腔穿刺に関

し洗浄を行った旨を診療報酬明細書に記載すること。 

４ ８の「人工腎臓を実施している状態」にある患者については、ランクＢ以上に該当

するものが対象となるものであり、ランクＢ以上に該当する旨を診療報酬明細書に記

載すること。 

５ 10 の中欄に規定する「麻薬」については、使用薬剤を診療報酬明細書に記載するこ

と。 

６ 10 の中欄に規定する「神経ブロック」とは、医科点数表第２章第 11 部第２節区分番

号「Ｌ１００」神経ブロック（局所麻酔剤又はボツリヌス毒素使用）、区分番号「Ｌ

１０１」神経ブロック（神経破壊剤又は高周波凝固法使用）又は区分番号「Ｌ１０５」

硬膜外ブロックにおける麻酔剤の持続的注入であること。 

７ 11 の中欄に規定する「救命のための気管内挿管」を実施している患者については、

気管内挿管を実施している旨を診療報酬明細書に記載すること。 

８ 11 の中欄に規定する「気管切開術」を実施している患者については、ランクＢ以上

（ ）（ ） 10191018
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(８) 患者から金属床総義歯に係る費用徴収を行った保険医療機関は、患者に対し、保険外併用

療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴収額を明確に区分

した当該費用徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(９) 本制度に基づき、金属床総義歯の提供を行った保険医療機関は、毎年定期的に金属床総義

歯に係る費用を含めた金属床総義歯の実施状況について地方厚生（支）局長に報告するもの

とすること。 

23 う蝕に罹患している患者の指導管理に関する事項 

(１) 本制度は、小児う蝕の再発抑制に対するニーズが高まりつつあることを踏まえて創設され

たものであること。 

(２) 本制度の対象となる指導管理（以下「継続管理」という。）は、う蝕多発傾向を有しない

13 歳未満の患者であって継続的な管理を要するものに対するフッ化物局所応用又は小窩裂溝

填塞による指導管理に限られるものとし、保険外併用療養費の額は、再診料、歯科疾患管理

料及び歯科衛生実地指導料に係る所定点数を合計して算出すること。なお、13 歳以上の患者

については、本制度の対象としないこと。 

(３) フッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用については、社会的にみて妥当適切なもの

でなければならないこと。 

(４) 本制度に基づき、フッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用を徴収する保険医療機関

は、継続管理の概要並びにフッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用について、あらか

じめ院内の見やすい場所に患者にとって分かりやすく掲示しておかなければならないこと。 

(５) 本制度が適用されるのは、患者又は患者の保護者に対して継続管理に関する十分な情報提

供がなされ、医療機関との関係において患者の自由な選択と同意があった場合に限られるも

のとすること。 

(６) 保険医療機関が、フッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用を定め又は変更しようと

する場合は、別紙様式７により地方厚生（支）局長に報告するものとすること。 

(７) 患者又は患者の保護者からフッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用徴収を行った保

険医療機関は、患者に対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当

する自費負担に係る徴収額を明確に区分した当該費用徴収に係る領収書を交付するものとす

ること。 

(８) 本制度に基づき、継続管理の提供を行った保険医療機関は、毎年定期的にフッ化物局所応

用及び小窩裂溝填塞に係る費用を含めた継続管理の実施状況について地方厚生（支）局長に

報告するものとすること。 

 

第４ 療担規則第 11 条の３第１項及び療担基準第 11 条の３の厚生労働大臣が定める報告事項（厚生

労働大臣が定める掲示事項等第４関係） 

１ 健康保険法第 63 条第２項及び高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57 年法律第 80 号）第 64

条第２項に規定する評価療養、患者申出療養及び選定療養に関する事項 

２ 酸素及び窒素の購入価格に関する事項 

３ 歯科点数表の第２章第１部区分番号Ｂ００１－２に規定する歯科衛生実地指導料に関する事項 

４ 算定告示及び「入院時食事療養費に係る食事療養及び入院時生活療養費に係る生活療養の費用

の額の算定に関する基準」に基づき、地方厚生（支）局長に届け出た事項に関する事項 
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金属として金合金又は白金加金を用いたものであること。なお、硬質レジン前装冠に用いる

金合金又は白金加金は対象としないこと。 

(２) 保険外併用療養費の額は、再診、補綴時診断、印象採得、咬合採得、金属歯冠修復製作

（材料料を含む。）、装着に係る所定点数を合計して算出すること。 

(３) 前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金に係る費用については、社会的にみ

て妥当適切なものでなければならないこと。 

(４) 本制度に基づき、前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金に係る費用を徴収

する保険医療機関は、金合金又は白金加金に係る費用について、あらかじめ院内の見やすい

場所に患者にとって分かりやすく掲示しておかなければならないこと。 

(５) 本制度が適用されるのは、患者に対して前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金

加金に関する十分な情報提供がなされ、医療機関との関係において患者の自由な選択と同意

があった場合に限られるものであること。 

(６) 保険医療機関が、前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金に係る費用を定め

た場合又は変更しようとする場合は、別紙様式 14により地方厚生（支）局長にその都度報告

するものとすること。 

(７) 患者から前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金に係る費用徴収を行った保

険医療機関は、患者に対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当

する自費負担に係る徴収額を明確に区分した当該費用徴収に係る領収書を交付するものとす

ること。 

(８) 本制度に基づき、前歯部の金属歯冠修復の提供を行った保険医療機関は、毎年定期的に金

合金又は白金加金の支給の実施状況について地方厚生（支）局長に報告するものとすること。 

22 金属床による総義歯の提供に関する事項 

(１) 本制度は、有床義歯に係る患者のニーズの動向等を踏まえて創設されたものであること。 

(２) 金属床総義歯とは、義歯床粘膜面の大部分が金属で構成されていて顎粘膜面にその金属が

直接接触する形態で、なおかつ金属部分で咬合・咀嚼力の大部分を負担できる構造の総義歯

をいうものであること。 

(３) 金属床総義歯を提供する場合は熱可塑性樹脂を用いたものとみなして保険外併用療養費を

支給するが、その費用は患者に対し実際に行った再診、顎運動関連検査、補綴時診断、印象

採得、仮床試適、義歯製作（材料料を含む。）、装着及び新製有床義歯管理（１回のみ）に

係る所定点数を合計して算出すること。 

(４) 金属床総義歯に係る費用については、社会的にみて妥当適切なものでなければならないこ

と。 

(５) 本制度に基づき、金属床総義歯に係る費用を徴収する保険医療機関は、金属床総義歯の概

要及び金属床総義歯に係る費用について、あらかじめ院内の見やすい場所に患者にとって分

かりやすく掲示しておかなければならないこと。 

(６) 本制度が適用されるのは、患者に対して総義歯に関する十分な情報提供がなされ、医療機

関との関係において患者の自由な選択と同意があった場合に限られるものであること。 

(７) 保険医療機関が、保険外併用療養費及び特別の料金からなる金属床総義歯に係る費用等を

定めた場合又は変更しようとする場合は、別紙様式５により地方厚生（支）局長にその都度

報告するものとすること。 

（ ）（ ） 10211020
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(８) 患者から金属床総義歯に係る費用徴収を行った保険医療機関は、患者に対し、保険外併用

療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当する自費負担に係る徴収額を明確に区分

した当該費用徴収に係る領収書を交付するものとすること。 

(９) 本制度に基づき、金属床総義歯の提供を行った保険医療機関は、毎年定期的に金属床総義

歯に係る費用を含めた金属床総義歯の実施状況について地方厚生（支）局長に報告するもの

とすること。 

23 う蝕に罹患している患者の指導管理に関する事項 

(１) 本制度は、小児う蝕の再発抑制に対するニーズが高まりつつあることを踏まえて創設され

たものであること。 

(２) 本制度の対象となる指導管理（以下「継続管理」という。）は、う蝕多発傾向を有しない

13 歳未満の患者であって継続的な管理を要するものに対するフッ化物局所応用又は小窩裂溝

填塞による指導管理に限られるものとし、保険外併用療養費の額は、再診料、歯科疾患管理

料及び歯科衛生実地指導料に係る所定点数を合計して算出すること。なお、13 歳以上の患者

については、本制度の対象としないこと。 

(３) フッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用については、社会的にみて妥当適切なもの

でなければならないこと。 

(４) 本制度に基づき、フッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用を徴収する保険医療機関

は、継続管理の概要並びにフッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用について、あらか

じめ院内の見やすい場所に患者にとって分かりやすく掲示しておかなければならないこと。 

(５) 本制度が適用されるのは、患者又は患者の保護者に対して継続管理に関する十分な情報提

供がなされ、医療機関との関係において患者の自由な選択と同意があった場合に限られるも

のとすること。 

(６) 保険医療機関が、フッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用を定め又は変更しようと

する場合は、別紙様式７により地方厚生（支）局長に報告するものとすること。 

(７) 患者又は患者の保護者からフッ化物局所応用及び小窩裂溝填塞に係る費用徴収を行った保

険医療機関は、患者に対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当

する自費負担に係る徴収額を明確に区分した当該費用徴収に係る領収書を交付するものとす

ること。 

(８) 本制度に基づき、継続管理の提供を行った保険医療機関は、毎年定期的にフッ化物局所応

用及び小窩裂溝填塞に係る費用を含めた継続管理の実施状況について地方厚生（支）局長に

報告するものとすること。 

 

第４ 療担規則第 11 条の３第１項及び療担基準第 11 条の３の厚生労働大臣が定める報告事項（厚生

労働大臣が定める掲示事項等第４関係） 

１ 健康保険法第 63 条第２項及び高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57 年法律第 80 号）第 64

条第２項に規定する評価療養、患者申出療養及び選定療養に関する事項 

２ 酸素及び窒素の購入価格に関する事項 

３ 歯科点数表の第２章第１部区分番号Ｂ００１－２に規定する歯科衛生実地指導料に関する事項 

４ 算定告示及び「入院時食事療養費に係る食事療養及び入院時生活療養費に係る生活療養の費用

の額の算定に関する基準」に基づき、地方厚生（支）局長に届け出た事項に関する事項 
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金属として金合金又は白金加金を用いたものであること。なお、硬質レジン前装冠に用いる

金合金又は白金加金は対象としないこと。 

(２) 保険外併用療養費の額は、再診、補綴時診断、印象採得、咬合採得、金属歯冠修復製作

（材料料を含む。）、装着に係る所定点数を合計して算出すること。 

(３) 前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金に係る費用については、社会的にみ

て妥当適切なものでなければならないこと。 

(４) 本制度に基づき、前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金に係る費用を徴収

する保険医療機関は、金合金又は白金加金に係る費用について、あらかじめ院内の見やすい

場所に患者にとって分かりやすく掲示しておかなければならないこと。 

(５) 本制度が適用されるのは、患者に対して前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金

加金に関する十分な情報提供がなされ、医療機関との関係において患者の自由な選択と同意

があった場合に限られるものであること。 

(６) 保険医療機関が、前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金に係る費用を定め

た場合又は変更しようとする場合は、別紙様式 14により地方厚生（支）局長にその都度報告

するものとすること。 

(７) 患者から前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金に係る費用徴収を行った保

険医療機関は、患者に対し、保険外併用療養費の一部負担に係る徴収額と特別の料金に相当

する自費負担に係る徴収額を明確に区分した当該費用徴収に係る領収書を交付するものとす

ること。 

(８) 本制度に基づき、前歯部の金属歯冠修復の提供を行った保険医療機関は、毎年定期的に金

合金又は白金加金の支給の実施状況について地方厚生（支）局長に報告するものとすること。 

22 金属床による総義歯の提供に関する事項 

(１) 本制度は、有床義歯に係る患者のニーズの動向等を踏まえて創設されたものであること。 

(２) 金属床総義歯とは、義歯床粘膜面の大部分が金属で構成されていて顎粘膜面にその金属が

直接接触する形態で、なおかつ金属部分で咬合・咀嚼力の大部分を負担できる構造の総義歯

をいうものであること。 

(３) 金属床総義歯を提供する場合は熱可塑性樹脂を用いたものとみなして保険外併用療養費を

支給するが、その費用は患者に対し実際に行った再診、顎運動関連検査、補綴時診断、印象

採得、仮床試適、義歯製作（材料料を含む。）、装着及び新製有床義歯管理（１回のみ）に

係る所定点数を合計して算出すること。 

(４) 金属床総義歯に係る費用については、社会的にみて妥当適切なものでなければならないこ

と。 

(５) 本制度に基づき、金属床総義歯に係る費用を徴収する保険医療機関は、金属床総義歯の概

要及び金属床総義歯に係る費用について、あらかじめ院内の見やすい場所に患者にとって分

かりやすく掲示しておかなければならないこと。 

(６) 本制度が適用されるのは、患者に対して総義歯に関する十分な情報提供がなされ、医療機

関との関係において患者の自由な選択と同意があった場合に限られるものであること。 

(７) 保険医療機関が、保険外併用療養費及び特別の料金からなる金属床総義歯に係る費用等を

定めた場合又は変更しようとする場合は、別紙様式５により地方厚生（支）局長にその都度

報告するものとすること。 

（ ）（ ） 10211020
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と。ただし、患者から費用を徴収する場合には、「療養の給付と直接関係ないサービス等の

取扱いについて」に定める手続きを経る必要があるものであること。 

    ① 患者の希望に基づく内服薬の一包化（治療上の必要性がない場合に限る。） 

     ア 一包化とは、服用時点の異なる２種類以上の内服用固型剤又は１剤であっても３種類

以上の内服用固形剤が処方されているとき、その種類にかかわらず服用時点毎に一包と

して患者に投与することであること。なお、一包化に当たっては、錠剤等は直接の被包

から取り出した後行うものであること。 

     イ 治療上の必要性の有無について疑義がある場合には、処方箋を交付した医師に確認す

ること。 

ウ 患者の服薬及び服用する薬剤の識別を容易にすること等の観点から、錠剤と散剤を別々

に一包化した場合、臨時の投薬に係る内服用固形剤とそれ以外の内服用固形剤を別々に一

包化した場合等は、その理由を調剤録に記載すること。 

    ② 患者の希望に基づく甘味剤等の添加（治療上の必要性がなく、かつ、治療上問題がない

場合に限る。） 

治療上の必要性及び治療上の問題点の有無について疑義がある場合には、処方箋を交付

した医師に確認すること。 

③ 患者の希望に基づく服薬カレンダー（日付、曜日、服用時点等の別に薬剤を整理するこ

とができる資材をいう。）の提供 

 

第８ 保険医の使用歯科材料（掲示事項等告示第８関係） 

  特定保険医療材料及びその材料価格（材料価格基準）（平成 20 年厚生労働省告示第 61 号）に

掲げられている歯科材料について、歯冠修復及び欠損補綴において使用することができることと

したものである。 

 

第９ 厚生労働大臣が定める歯科材料の使用に係る場合(掲示事項等告示第９関係) 

  第８に規定する歯科材料以外の歯科材料の使用が認められる場合として、次の場合を定めたも

のであること。 

  ① 金合金又は白金加金を前歯部の金属歯冠修復に使用する場合 

  ② 掲示事項等告示第８に掲げる保険医療材料（金属であるものに限る。）以外の金属を総義歯

の床部に使用する場合 

  ③ 医薬品医療機器等法第 80 条の３第１項に規定する治験に係る機械器具等を使用する場合 

④ 厚生労働大臣の定める先進医療及び患者申出療養並びに施設基準第３項各号に掲げる先進医

療に係る機械器具等を使用する場合 

 

第 10 厚生労働大臣が定める注射薬等（掲示事項等告示第 10 関係） 

１ 保険医が投与することができる注射薬として電解質製剤等を定めたものである。 

２ 在宅血液透析を行っている患者とは以下に定めるものであること。 

① 在宅血液透析指導管理料を算定している患者 

② 介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健施設内で人工腎臓を行っている患者 

③ 「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取扱いについて」（平成 18 年３月 31 日保医
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５ 療担規則第５条の２第２項及び第５条の２の２第 1 項並びに療担基準第５条の２第２項及び第

５条の２の２第１項に規定する明細書の発行状況に関する事項 

６ 保険医療機関が、地方厚生（支）局長に届け出た事項については、毎年７月１日現在の届出事

項に係る状況等を地方厚生（支）局長に報告するものであること。この中には、算定告示に係る

届出に関する事項が含まれているものであること。 

 

第５ 特殊療法に係る厚生労働大臣が定める療法等（掲示事項等告示第５関係） 

  特殊療法等の禁止の例外である療担規則第 18 条及び療担基準第 18 条の厚生労働大臣が定める療

法等として、次の療法を定めたものであること。 

厚生労働大臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養第１条各号に掲げる評価療養及び１

条の２に規定する患者申出療養に係る療法 

 

第６ 保険医の使用医薬品（掲示事項等告示第６関係） 

  薬価基準に収載されている医薬品等について、保険医が施用し又は処方することができることと

したものであること。その他保険医の使用医薬品に係る留意事項については、別途通知するもので

あること。 

 

第７ 医薬品の使用に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事項等告示第７関係） 

 １ 保険医について、第６に規定する医薬品以外の医薬品の使用が認められる場合は、厚生労働大

臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養第１条第４号に掲げる療養に係る医薬品を使用

する場合又は厚生労働大臣の定める先進医療及び患者申出療養並びに施設基準第３項各号に掲げ

る先進医療に係る薬物を使用する場合であること。 

 ２ １のほか、他医薬品の使用等に関し留意すべき事項は以下のとおりであること。 

   (１) 我が国の健康保険制度においては、一連の診療の中で、①保険医が保険診療と特殊療法等

を併せて行うこと、②保険診療と自由診療とを併せて行い、保険医療機関が、自由診療部分

について患者から追加的な負担を求めることは、原則として禁止されており、これを行った

場合には、当該診療は健康保険制度の対象としない（全て自由診療とする。）こととしてい

るため、日本で承認を受けていない医薬品を医師が個人的に輸入し、患者に処方した場合、

当該診療は健康保険制度の対象とならないものであること。 

     ただし、患者自身が、自己の責任においてこのような医薬品を輸入し、これを使用するこ

と自体は禁止されておらず、また、このような患者に対する保険給付が一律に制限されるも

のではない。 

     なお、このような医薬品の輸入・使用は、患者個人の責任において行われるものであり、

当該医薬品の使用により生ずる副作用等については、公的な補償の対象とならないものであ

ること。 

  (２) 保険医が使用することが認められる医薬品は、掲示事項等告示第６に定められており、当

該告示に規定されている医薬品を、当該医薬品の医薬品医療機器等法上の承認に係る効能・

効果の範囲外で使用すること自体は禁止されているものではないこと。 

  (３) 保険薬局において、患者の希望に基づき次の①から③までに定めるサービスを提供した場

合には、当該サービスについて、患者からその費用を徴収しても差し支えないものとするこ

（ ）（ ） 10231022
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と。ただし、患者から費用を徴収する場合には、「療養の給付と直接関係ないサービス等の

取扱いについて」に定める手続きを経る必要があるものであること。 

    ① 患者の希望に基づく内服薬の一包化（治療上の必要性がない場合に限る。） 

     ア 一包化とは、服用時点の異なる２種類以上の内服用固型剤又は１剤であっても３種類

以上の内服用固形剤が処方されているとき、その種類にかかわらず服用時点毎に一包と

して患者に投与することであること。なお、一包化に当たっては、錠剤等は直接の被包

から取り出した後行うものであること。 

     イ 治療上の必要性の有無について疑義がある場合には、処方箋を交付した医師に確認す

ること。 

ウ 患者の服薬及び服用する薬剤の識別を容易にすること等の観点から、錠剤と散剤を別々

に一包化した場合、臨時の投薬に係る内服用固形剤とそれ以外の内服用固形剤を別々に一

包化した場合等は、その理由を調剤録に記載すること。 

    ② 患者の希望に基づく甘味剤等の添加（治療上の必要性がなく、かつ、治療上問題がない

場合に限る。） 

治療上の必要性及び治療上の問題点の有無について疑義がある場合には、処方箋を交付

した医師に確認すること。 

③ 患者の希望に基づく服薬カレンダー（日付、曜日、服用時点等の別に薬剤を整理するこ

とができる資材をいう。）の提供 

 

第８ 保険医の使用歯科材料（掲示事項等告示第８関係） 

  特定保険医療材料及びその材料価格（材料価格基準）（平成 20 年厚生労働省告示第 61 号）に

掲げられている歯科材料について、歯冠修復及び欠損補綴において使用することができることと

したものである。 

 

第９ 厚生労働大臣が定める歯科材料の使用に係る場合(掲示事項等告示第９関係) 

  第８に規定する歯科材料以外の歯科材料の使用が認められる場合として、次の場合を定めたも

のであること。 

  ① 金合金又は白金加金を前歯部の金属歯冠修復に使用する場合 

  ② 掲示事項等告示第８に掲げる保険医療材料（金属であるものに限る。）以外の金属を総義歯

の床部に使用する場合 

  ③ 医薬品医療機器等法第 80 条の３第１項に規定する治験に係る機械器具等を使用する場合 

④ 厚生労働大臣の定める先進医療及び患者申出療養並びに施設基準第３項各号に掲げる先進医

療に係る機械器具等を使用する場合 

 

第 10 厚生労働大臣が定める注射薬等（掲示事項等告示第 10 関係） 

１ 保険医が投与することができる注射薬として電解質製剤等を定めたものである。 

２ 在宅血液透析を行っている患者とは以下に定めるものであること。 

① 在宅血液透析指導管理料を算定している患者 

② 介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健施設内で人工腎臓を行っている患者 

③ 「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取扱いについて」（平成 18 年３月 31 日保医
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５ 療担規則第５条の２第２項及び第５条の２の２第 1 項並びに療担基準第５条の２第２項及び第

５条の２の２第１項に規定する明細書の発行状況に関する事項 

６ 保険医療機関が、地方厚生（支）局長に届け出た事項については、毎年７月１日現在の届出事

項に係る状況等を地方厚生（支）局長に報告するものであること。この中には、算定告示に係る

届出に関する事項が含まれているものであること。 

 

第５ 特殊療法に係る厚生労働大臣が定める療法等（掲示事項等告示第５関係） 

  特殊療法等の禁止の例外である療担規則第 18 条及び療担基準第 18 条の厚生労働大臣が定める療

法等として、次の療法を定めたものであること。 

厚生労働大臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養第１条各号に掲げる評価療養及び１

条の２に規定する患者申出療養に係る療法 

 

第６ 保険医の使用医薬品（掲示事項等告示第６関係） 

  薬価基準に収載されている医薬品等について、保険医が施用し又は処方することができることと

したものであること。その他保険医の使用医薬品に係る留意事項については、別途通知するもので

あること。 

 

第７ 医薬品の使用に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事項等告示第７関係） 

 １ 保険医について、第６に規定する医薬品以外の医薬品の使用が認められる場合は、厚生労働大

臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養第１条第４号に掲げる療養に係る医薬品を使用

する場合又は厚生労働大臣の定める先進医療及び患者申出療養並びに施設基準第３項各号に掲げ

る先進医療に係る薬物を使用する場合であること。 

 ２ １のほか、他医薬品の使用等に関し留意すべき事項は以下のとおりであること。 

   (１) 我が国の健康保険制度においては、一連の診療の中で、①保険医が保険診療と特殊療法等

を併せて行うこと、②保険診療と自由診療とを併せて行い、保険医療機関が、自由診療部分

について患者から追加的な負担を求めることは、原則として禁止されており、これを行った

場合には、当該診療は健康保険制度の対象としない（全て自由診療とする。）こととしてい

るため、日本で承認を受けていない医薬品を医師が個人的に輸入し、患者に処方した場合、

当該診療は健康保険制度の対象とならないものであること。 

     ただし、患者自身が、自己の責任においてこのような医薬品を輸入し、これを使用するこ

と自体は禁止されておらず、また、このような患者に対する保険給付が一律に制限されるも

のではない。 

     なお、このような医薬品の輸入・使用は、患者個人の責任において行われるものであり、

当該医薬品の使用により生ずる副作用等については、公的な補償の対象とならないものであ

ること。 

  (２) 保険医が使用することが認められる医薬品は、掲示事項等告示第６に定められており、当

該告示に規定されている医薬品を、当該医薬品の医薬品医療機器等法上の承認に係る効能・

効果の範囲外で使用すること自体は禁止されているものではないこと。 

  (３) 保険薬局において、患者の希望に基づき次の①から③までに定めるサービスを提供した場

合には、当該サービスについて、患者からその費用を徴収しても差し支えないものとするこ

（ ）（ ） 10231022
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発第 0331002 号）の１の(1)から(6)に規定される施設に入所している者又はサービスを利用し

ている者であって、当該施設内で人工腎臓を行っている患者 

３ 在宅腹膜灌流を行っている患者とは以下に定めるものであること。 

 ① 在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している患者 

 ② 介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健施設内で腹膜灌流を行っている患者 

 ③ 「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取扱いについて」の１の(1)から(6)に規定さ

れる施設に入所している者又はサービスを利用している者であって、当該施設内で腹膜灌流を

行っている患者 

 ４ 投薬期間に上限が設けられている医薬品 

① 投薬量又は投与量が 14日分を限度とされる内服薬及び外用薬並びに注射薬として、麻薬及び

向精神薬取締法（昭和 28 年法律第 14 号）第２条第１号に規定する麻薬等を定めたものである。 

② 投薬量又は投与量が 30日分を限度とされる内服薬及び外用薬並びに注射薬として、アルプラ

ゾラム等を定めたものである。 

③ 投薬量が 90 日分を限度とされる内服薬として、ジアゼパム等を定めたものである。 

④ 投与期間に上限が設けられている麻薬又は向精神薬の処方は、薬物依存症候群の有無等、患

者の病状や疾患の兆候に十分注意した上で、病状が安定し、その変化が予見できる患者に限っ

て行うものとする。 

そのほか、当該医薬品の処方に当たっては、当該患者に既に処方した医薬品の残量及び他の

医療機関における同一医薬品の重複処方の有無について患者に確認し、診療録に記載するもの

とする。 

 

第 11 処方箋の交付に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事項等告示第 12 関係） 

介護老人保健施設の入所者である患者に対する薬剤又は治療材料の支給を目的とした処方箋の

交付の禁止の例外として、次の場合を定めたものであること。 

① 悪性新生物に罹患している患者に対して抗悪性腫瘍剤（注射薬を除く。）の支給を目的とす

る処方箋を交付する場合 

② 疼痛コントロールのための医療用麻薬の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

③ 抗ウイルス剤（Ｂ型肝炎又はＣ型肝炎の効能若しくは効果を有するもの及び後天性免疫不全

症候群又はＨＩＶ感染症の効能若しくは効果を有するものに限る。）の支給を目的とする処方

箋を交付する場合 

④ インターフェロン製剤（Ｂ型肝炎又はＣ型肝炎の効能若しくは効果を有するものに限る。）

の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

⑤ 血友病の治療に係る血液凝固因子製剤及び血液凝固因子抗体
う

迂回活性複合体の支給を目的と

する処方箋を交付する場合 

⑥ 自己連続携行式腹膜灌流に用いる薬剤の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

⑦ 調剤報酬点数表第４節区分番号 30に掲げる特定保険医療材料の支給を目的とする処方箋を交

付する場合 

⑧ エリスロポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行っている患者のうち腎性貧血状態に

あるものに対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

⑨ ダルベポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行っている患者のうち腎性貧血状態にあ
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るものに対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

⑩ 人工腎臓用透析液（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする

処方箋を交付する場合 

⑪ 血液凝固阻止剤（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処

方箋を交付する場合 

⑫ 生理食塩水（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。)の支給を目的とする処方箋

を交付する場合 

 

第 12 保険薬局に係る厚生労働大臣が定める掲示事項（掲示事項等告示第 13 関係） 

保険薬局が掲示しなければならない事項として次の３つの事項を定めたものであること。 

① 調剤報酬点数表の第２節区分番号 10 に掲げる薬剤服用歴管理指導料に関する事項 

② 調剤報酬点数表に基づき地方厚生（支）局長に届け出た事項に関する事項 

③ 保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則（昭和 32 年厚生省令第 16 号）第４条の２第２項及び

第４条の２の２第１項並びに療担基準第 26 条の５第２項及び第 26 条の５の２第１項に規定す

る明細書の発行状況に関する事項 

 

第 12 の２ 明細書を発行しなければならない保険薬局（掲示事項等告示第 13 の２及び第 13 の３関

係） 

① 領収証を交付するときは、個別の調剤報酬点数の算定項目が分かる明細書を無償で交付しな

ければならない保険薬局として、電子情報処理組織の使用による請求又は光ディスク等を用い

た請求により療養の給付費等の請求を行うことが義務付けられた保険薬局を定めたものである

こと。 

② 明細書の発行に当たっては、「医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目

の分かる明細書の交付について」によるものであること。 

 

第 13 保険薬剤師の使用医薬品（掲示事項等告示第 14 関係） 

薬価基準に収載されている医薬品等について、保険薬剤師が使用することができることとした

ものであること。その他保険薬剤師の使用医薬品に係る留意事項については、別途通知するもの

であること。 

 

第 14 保険薬剤師の医薬品の使用に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事項等告示第 15 関係） 

保険薬剤師について、第 14に規定する医薬品以外の医薬品の使用が認められる場合は、厚生労働

大臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養第１条第４号に掲げる療養に係る医薬品を使用

する場合であること。 
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発第 0331002 号）の１の(1)から(6)に規定される施設に入所している者又はサービスを利用し

ている者であって、当該施設内で人工腎臓を行っている患者 

３ 在宅腹膜灌流を行っている患者とは以下に定めるものであること。 

 ① 在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している患者 

 ② 介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健施設内で腹膜灌流を行っている患者 

 ③ 「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取扱いについて」の１の(1)から(6)に規定さ

れる施設に入所している者又はサービスを利用している者であって、当該施設内で腹膜灌流を

行っている患者 

 ４ 投薬期間に上限が設けられている医薬品 

① 投薬量又は投与量が 14日分を限度とされる内服薬及び外用薬並びに注射薬として、麻薬及び

向精神薬取締法（昭和 28 年法律第 14 号）第２条第１号に規定する麻薬等を定めたものである。 

② 投薬量又は投与量が 30日分を限度とされる内服薬及び外用薬並びに注射薬として、アルプラ

ゾラム等を定めたものである。 

③ 投薬量が 90 日分を限度とされる内服薬として、ジアゼパム等を定めたものである。 

④ 投与期間に上限が設けられている麻薬又は向精神薬の処方は、薬物依存症候群の有無等、患

者の病状や疾患の兆候に十分注意した上で、病状が安定し、その変化が予見できる患者に限っ

て行うものとする。 

そのほか、当該医薬品の処方に当たっては、当該患者に既に処方した医薬品の残量及び他の

医療機関における同一医薬品の重複処方の有無について患者に確認し、診療録に記載するもの

とする。 

 

第 11 処方箋の交付に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事項等告示第 12 関係） 

介護老人保健施設の入所者である患者に対する薬剤又は治療材料の支給を目的とした処方箋の

交付の禁止の例外として、次の場合を定めたものであること。 

① 悪性新生物に罹患している患者に対して抗悪性腫瘍剤（注射薬を除く。）の支給を目的とす

る処方箋を交付する場合 

② 疼痛コントロールのための医療用麻薬の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

③ 抗ウイルス剤（Ｂ型肝炎又はＣ型肝炎の効能若しくは効果を有するもの及び後天性免疫不全

症候群又はＨＩＶ感染症の効能若しくは効果を有するものに限る。）の支給を目的とする処方

箋を交付する場合 

④ インターフェロン製剤（Ｂ型肝炎又はＣ型肝炎の効能若しくは効果を有するものに限る。）

の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

⑤ 血友病の治療に係る血液凝固因子製剤及び血液凝固因子抗体
う

迂回活性複合体の支給を目的と

する処方箋を交付する場合 

⑥ 自己連続携行式腹膜灌流に用いる薬剤の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

⑦ 調剤報酬点数表第４節区分番号 30に掲げる特定保険医療材料の支給を目的とする処方箋を交

付する場合 

⑧ エリスロポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行っている患者のうち腎性貧血状態に

あるものに対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

⑨ ダルベポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行っている患者のうち腎性貧血状態にあ
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るものに対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処方箋を交付する場合 

⑩ 人工腎臓用透析液（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする

処方箋を交付する場合 

⑪ 血液凝固阻止剤（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処

方箋を交付する場合 

⑫ 生理食塩水（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。)の支給を目的とする処方箋

を交付する場合 

 

第 12 保険薬局に係る厚生労働大臣が定める掲示事項（掲示事項等告示第 13 関係） 

保険薬局が掲示しなければならない事項として次の３つの事項を定めたものであること。 

① 調剤報酬点数表の第２節区分番号 10 に掲げる薬剤服用歴管理指導料に関する事項 

② 調剤報酬点数表に基づき地方厚生（支）局長に届け出た事項に関する事項 

③ 保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則（昭和 32 年厚生省令第 16 号）第４条の２第２項及び

第４条の２の２第１項並びに療担基準第 26 条の５第２項及び第 26 条の５の２第１項に規定す

る明細書の発行状況に関する事項 

 

第 12 の２ 明細書を発行しなければならない保険薬局（掲示事項等告示第 13 の２及び第 13 の３関

係） 

① 領収証を交付するときは、個別の調剤報酬点数の算定項目が分かる明細書を無償で交付しな

ければならない保険薬局として、電子情報処理組織の使用による請求又は光ディスク等を用い

た請求により療養の給付費等の請求を行うことが義務付けられた保険薬局を定めたものである

こと。 

② 明細書の発行に当たっては、「医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目

の分かる明細書の交付について」によるものであること。 

 

第 13 保険薬剤師の使用医薬品（掲示事項等告示第 14 関係） 

薬価基準に収載されている医薬品等について、保険薬剤師が使用することができることとした

ものであること。その他保険薬剤師の使用医薬品に係る留意事項については、別途通知するもの

であること。 

 

第 14 保険薬剤師の医薬品の使用に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事項等告示第 15 関係） 

保険薬剤師について、第 14に規定する医薬品以外の医薬品の使用が認められる場合は、厚生労働

大臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養第１条第４号に掲げる療養に係る医薬品を使用

する場合であること。 
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分

 

 

費
 
用
 
徴
 
収
 
を

 

行
わ

な
い

病
床

数
 

費
用

徴
収

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

病
床

 

計
 

内
 

 
 

訳
 

金
 

 
 

 
 

額
 

  

個
 

室
 

   

床
     

床
     

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

  

２
人

室
 

   

床
     

床
     

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

  

３
人

室
 

   

床
     

床
     

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

  

４
人

室
 

   

床
     

床
     

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

床
 

円
 

合
 

計
 

 
 
①

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
床

 
 

 

②
全

病
床

数
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
床

 

 
費

用
徴

収
病

床
割

合
(
①

÷
②

)
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

％
 

  
注

１
 

病
床

数
に

つ
い

て
は

、
「

費
用

徴
収

を
行

わ
な

い
病

床
数

」
、
「

費
用

徴
収

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

病
床

」
、

「
全

病
床

数
」
の

全
て

に
つ

い
て

、
健

康
保

険
法

第
6
3
条

第
３

項
第

１
号

の
指

定
に

係
る

病
床
（

健
康

保
険

法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
（

平
成

1
8
年

法
律

第
8
3
号

）
附

則
第

1
3
0
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
な

お

そ
の

効
力

を
有

す
る

も
の

と
さ

れ
た

同
法

第
2
6
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

介
護

保
険

法
第

4
8
条

第
１

項
第

３
号

に
規

定
す

る
指

定
介

護
療

養
施

設
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

同
法

第
８

条
第

2
6

項
に

規
定

す
る

療
養

病
床

等
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。
 

 
注

２
 

「
費

用
徴

収
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
病

床
」

欄
に

つ
い

て
は

、
徴

収
金

額
ラ

ン
ク

ご
と

に
記

載
す

る
こ

と

と
し

、
枠

が
足

り
な

い
場

合
は

、
適

宜
取

り
繕

う
こ

と
。

 

 
注

３
 

「
費

用
徴

収
病

床
割

合
」

欄
に

つ
い

て
は

、
小

数
点

以
下

第
２

位
を

四
捨

五
入

し
た

数
を

記
載

す
る

こ
と

。
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（
別

紙
様

式
３

）
 

 

予
約

に
基

づ
く

診
察

の
実

施
（

変
更

）
報

告
書

 

  上
記

に
つ

い
て

報
告

し
ま

す
。

 

平
成

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 

保
険

医
療

機
関

の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
在

地
及

び
名

称
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開
 

設
 

者
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 


 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

殿
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
（

実
施

日
・

変
更

日
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

 １
 

診
療

科
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

科
 

 ２
 

保
険

外
併

用
療

養
費

に
係

る
予

約
診

察
を

行
う

時
間

帯
 

  
 
曜

 
 

日
 

    

 標
榜

診
療

時
間

帯
 

    

 予
約

診
察

を
行

う
 

診
療

時
間

帯
 

   

 予
約

以
外

の

診
察

に
従

事

す
る

医
師

又

は
歯

科
医

師

の
数

 

 予
約

診
察

に
従

事
す

る
医

師
又

は
歯

科
医

師
の

数
 

 

 予
約

料
 

    

  
 
曜

日
 

午
前

 

 
 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

   

   

   
 
 
 
 
円
 

  
 
曜

日
 

午
前

 

 
 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

   

   

   
 
 
 
 
円
 

  
 
曜

日
 

午
前

 

 
 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

   

   

   
 
 
 
 
円
 

  
 
曜

日
 

午
前

 

 
 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

   

   

   
 
 
 
 
円
 

  
 
曜

日
 

午
前

 

 
 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

   

   

   
 
 
 
 
円
 

  
 
曜

日
 

午
前

 

 
 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

   

   

   
 
 
 
 
円
 

  
 
曜

日
 

午
前

 

 
 
 

 
 

午
後

 

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

 

 （
 

 
～

 
 

）
時

 

（
 

 
～

 
 

）
時

 

 

    

    

   
 
 
 
 
円
 

 

 
注

１
 

本
添

付
書

類
は

、
予

約
診

療
を

行
う

標
榜

科
ご

と
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

 
注

２
 

枠
が

足
り

な
い

場
合

は
、

適
宜

取
り

繕
う

こ
と

。
 

（
別

紙
様

式
２

）
 

 

病
床

数
が

2
0
0
床

以
上

の
病

院
等

に
つ

い
て

受
け

た
 

初
診

・
再

診
の

実
施

（
変

更
）

報
告

書
 

 
 

 
 

 

  上
記

に
つ

い
て

報
告

し
ま

す
。

 

平
成

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 

保
険

医
療

機
関

の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
在

地
及

び
名

称
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開
 

設
 

者
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 


 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

殿
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
（

実
施

日
・

変
更

日
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

 １
 

届
出

種
別

 

 
ア

 
2
0
0
床

以
上

の
病

院
（

イ
を

除
く

。
）

 

 
イ

 
特

定
機

能
病

院
及

び
許

可
病

床
4
0
0
床

以
上

の
地

域
医

療
支

援
病

院
 

  
注

 
該

当
す

る
方

に
○

を
つ

け
る

こ
と

。
 

 ２
 

特
別

の
料

金
等

の
内

容
 

 

区
 

 
 

 
分

 

 

徴
 

 
収

 
 

額
 

  
 
 

初
 

 
診

 

 

 
 

再
 

 
診

 

 

  

円
 

  

  
 
注

 
初

診
又

は
再

診
の

い
ず

れ
か

該
当

す
る

方
に

○
を

つ
け

る
こ

と
。
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（
別

紙
様

式
４

）
 

 

保
険

医
療

機
関

が
表

示
す

る
診

療
時

間
以

外
の

 

時
間

に
お

け
る

診
察

の
実

施
（

変
更

）
報

告
書

 

  上
記

に
つ

い
て

報
告

し
ま

す
。

 

平
成

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 

保
険

医
療

機
関

の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
在

地
及

び
名

称
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開
 

設
 

者
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 


 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

殿
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
（

実
施

日
・

変
更

日
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

 標
榜

診
療

時
間

 

 

曜
 

 
 

日
 

 

標
 

榜
 

診
 

療
 

時
 

間
 

帯
 

  
 
 

曜
日

 
 

 
 

午
前

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

  
 
 

曜
日

 
 

 
 
 
午

前
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
午

後
 

 （
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

  
 
 

曜
日

 
 

 
 

午
前

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

  
 
 

曜
日

 
 

 
 

午
前

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

  
 
 

曜
日

 
 

 
 

午
前

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

  
 
 

曜
日

 
 

 
 

午
前

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

午
後

 

 （
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

  
 
 

曜
日

 
 

 
 

午
前

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

午
後

 

 

 （
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
時

 

 

 徴
 

収
 

額
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

円
 

  

（
別

紙
様

式
1
3
）

 

 

医
科

点
数

表
等

に
規

定
す

る
回

数
を

超
え

て
受

け
た

診
療

で
あ

っ
て

 

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

の
実

施
（

変
更

）
報

告
書

 

   
上

記
に

つ
い

て
報

告
し

ま
す

。
 

 
平

成
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
保

険
医

療
機

関
の

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
所

在
地

及
び

名
称

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
開

設
者

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
殿

 

（
実

施
日

・
変

更
日

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

 
 

診
療

の
名

称
 

 

 
施

設
基

準
の

届
出

受
理

 
 

年
月

日
及

び
受

理
番

号
 

  
患

者
か

ら
の

徴
収

額
 

 

    

 
 
年

 
 

月
 

 
日

 
 （

 
 

 
）

第
 

 
 

号
 

 
 

円
  

    

 
 
年

 
 

月
 

 
日

 
 （

 
 

 
）

第
 

 
 

号
 

 
 

円
  

    

 
 
年

 
 

月
 

 
日

 
 （

 
 

 
）

第
 

 
 

号
 

 
 

円
  

    

 
 
年

 
 

月
 

 
日

 
 （

 
 

 
）

第
 

 
 

号
 

 
 

円
  

     

 
 
年

 
 

月
 

 
日

 
 （

 
 

 
）

第
 

 
 

号
 

 

 
 

円
  

 

  
注

１
 

「
診

療
の

名
称

」
欄

に
つ

い
て

は
、

「
保

険
外

併
用

療
養

費
に

係
る

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

医
薬

品
等

」
（

平
成

1
8
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

4
9
8
号

）
第

７
号

の
５

に
掲

げ
る

名
称

を
記

載
す

る
こ

と
。

 
 

注
２

 
「

施
設

基
準

の
届

出
受

理
年

月
日

及
び

受
理

番
号

」
欄

に
つ

い
て

は
、

「
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
平

成
3
0
年

３
月

５
日

保
医

発
0
3
0
5
第

３
号

）
の

規
定

に
基

づ
く

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
へ

の
施

設
基

準
の

届
出

受
理

内
容

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
 

た
だ

し
、

当
該

医
科

点
数

表
等

に
規

定
す

る
回

数
を

超
え

て
行

う
診

療
に

施
設

基
準

が
定

め
ら

れ
て

い
な

い

場
合

は
、

記
載

す
る

必
要

が
な

い
こ

と
。
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保 発 0 3 0 5第 ● 号

令和２年３月５日

地 方 厚 生 （ 支 ） 局 長

殿

都 道 府 県 知 事

厚 生 労 働 省 保 険 局 長

（公 印 省 略）

医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書の交付について

標記については、電子情報処理組織の使用による請求又は光ディスク等を用いた請求により療

養の給付費等の請求を行うこと（以下「レセプト電子請求」という ）が義務付けられた保険医療。

機関及び保険薬局において、義務付けられているところだが、保険医療機関及び保険医療養担当

規則等の一部を改正する省令（令和２年厚生労働省令第●号）及び高齢者の医療の確保に関する

法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準及び高齢者の医療の確保に関する

法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する基準の一部を改正する告示（令和２年

厚生労働省告示第●号）により、公費負担医療に係る給付により自己負担のない患者について、

明細書交付が困難であることについて正当な理由を有する診療所においても、患者からの求めが

ある場合には、明細書を交付する義務が設けられ、令和４年４月１日からの施行となる。

これに併せ、医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書の交

付については、令和４年４月１日より、下記のとおり取り扱うこととするので、御了知の上、管

内保険医療機関、保険薬局及び指定訪問看護事業者に対し、周知徹底を図られたい。なお 「医療、

費の内容の分かる領収証及び個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書の交付について （平成30」

年３月５日保発0305第２号）については、令和４年３月31日限り廃止する。

記

１ 保険医療機関及び保険薬局に交付が義務付けられる領収証は、医科診療報酬及び歯科診療報

酬にあっては点数表の各部単位で、調剤報酬にあっては点数表の各節単位で金額の内訳の分か

るものとし、医科診療報酬については別紙様式１を、歯科診療報酬については別紙様式２を、

調剤報酬については別紙様式３を標準とすること。

２ 指定訪問看護事業者については、健康保険法（大正11年法律第70号）第88条第９項及び健康

保険法施行規則（大正15年内務省令第36号）第72条の規定により、患者から指定訪問看護に要

した費用の支払を受ける際、個別の費用ごとに区分して記載した領収証を交付しなければなら

ないこととされているが、指定訪問看護事業者にあっても、保険医療機関及び保険薬局と同様

に、正当な理由がない限り無償で交付しなければならないものであるとともに、交付が義務付
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けられている領収証は、指定訪問看護の費用額算定表における訪問看護基本療養費、訪問看護

管理療養費、訪問看護情報提供療養費及び訪問看護ターミナルケア療養費の別に金額の内訳の

分かるものとし、別紙様式４を標準とするものであること。

３ レセプト電子請求が義務付けられた保険医療機関（正当な理由を有する診療所を除く ）及び。

保険薬局については、領収証を交付するに当たっては、明細書を無償で交付しなければならな

いこと。その際、病名告知や患者のプライバシーにも配慮するため、明細書を発行する旨を院

内掲示等により明示するとともに、会計窓口に「明細書には薬剤の名称や行った検査の名称が

記載されます。ご家族の方が代理で会計を行う場合のその代理の方への交付も含めて、明細書

の交付を希望しない場合は事前に申し出て下さい 」と掲示すること等を通じて、その意向を的。

確に確認できるようにすること。院内掲示は別紙様式７を参考とすること。

４ ３の「正当な理由」に該当する診療所については、患者から明細書の発行を求められた場合

には明細書を交付しなければならないものであり 「正当な理由」に該当する旨及び希望する患、

者には明細書を発行する旨（明細書発行の手続き、費用徴収の有無、費用徴収を行う場合の金

額、当該金額が1,000円を超える場合には料金設定の根拠及びレセプトコンピュータ若しくは自

動入金機の改修時期を含む ）を院内掲示等で明示するとともに、別紙届出様式により、地方厚。

生（支）局長に届出を行うこと。院内掲示等の例は別紙様式８を参考とすること。なお 「正当、

な理由」に該当する診療所とは、以下に該当する場合であること。

(１) 明細書発行機能が付与されていないレセプトコンピュータを使用している場合

(２) 自動入金機を使用しており、自動入金機で明細書発行を行おうとした場合には、自動入

金機の改修が必要な場合

５ レセプト電子請求が義務付けられた保険医療機関及び保険薬局は、公費負担医療の対象であ

る患者等、一部負担金等の支払いがない患者（当該患者の療養に要する費用の負担の全額が公

費により行われるものを除く ）についても、明細書を無償で発行しなければならないこと。た。

だし、明細書を常に交付することが困難であることについて正当な理由がある診療所について

。 、 、は患者から求められたときに交付することで足りるものとする なお 院内掲示等については

３と同様に取り扱うこと。

６ ５の「正当な理由」に該当する診療所については 「正当な理由」に該当する旨並びに明細書、

を発行する場合には費用徴収の有無、費用徴収を行う場合の金額、当該金額が1,000円を超える

場合には料金設定の根拠及びレセプトコンピュータ又は自動入金機の改修時期を院内掲示等で

明示するとともに、別紙届出様式により、地方厚生（支）局長に届出を行うこと。ただし、４

により届出を行っている診療所については、別途届出を行うことは要しないこと。院内掲示等

の例は別紙様式８を参考とすること。なお 「正当な理由」に該当する診療所とは、以下に該当、

する場合であること。

（１） 一部負担金等の支払いがない患者に対応した明細書発行機能が付与されていないレセ

プトコンピュータを使用している場合

（２） 自動入金機を使用しており、自動入金機で明細書発行を行おうとした場合には、自動

入金機の改修が必要な場合

７ 明細書については、療養の給付に係る一部負担金等の費用の算定の基礎となった項目（５の

場合にあっては、療養に要する費用の請求に係る計算の基礎となった項目）ごとに明細が記載

されているものとし、具体的には、個別の診療報酬点数又は調剤報酬点数の算定項目（投薬等
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に係る薬剤又は保険医療材料の名称を含む。以下同じ ）が分かるものであること。なお、明細。

書の様式は別紙様式５を標準とするものであるが、このほか、診療報酬明細書又は調剤報酬明

細書の様式を活用し、明細書としての発行年月日等の必要な情報を付した上で発行した場合に

も、明細書が発行されたものとして取り扱うものとすること。

さらに、明細書の発行が義務付けられた保険医療機関及び保険薬局において、無償で発行す

る領収証に個別の診療報酬点数の算定項目が分かる明細が記載されている場合には、明細書が

発行されたものとして取り扱うこととし、当該保険医療機関及び保険薬局において患者から明

細書発行の求めがあった場合にも、別に明細書を発行する必要はないこと。

８ レセプト電子請求が義務付けられていない保険医療機関及び保険薬局については、医療の透

明化や患者への情報提供を積極的に推進していく必要がある一方で、明細書を即時に発行する

基盤が整っていないと考えられることから、当該保険医療機関及び保険薬局の明細書発行に関

する状況（明細書発行の有無、明細書発行の手続き、費用徴収の有無、費用徴収を行う場合の

金額を含む ）を院内又は薬局内に掲示すること。院内掲示等の例は別紙様式９を参考とするこ。

と。

９ 患者から診断群分類点数に関し明細書の発行を求められた場合は、入院中に使用された医薬

品、行われた検査について、その名称を付記することを原則とし、その明細書の様式は別紙様

式６を参考とするものであること。

10 指定訪問看護事業者においても、患者から求められたときは、明細書の発行に努めること。

11 明細書の発行の際の費用について、仮に費用を徴収する場合にあっても、実費相当とするな

ど、社会的に妥当適切な範囲とすることが適当であり、実質的に明細書の入手の妨げとなるよ

うな高額の料金を設定してはならないものであること。特に、現在の状況等を踏まえれば、例

えば、1,000円を超えるような額は、実費相当としてふさわしくないものであること。

12 明細書の記載内容が毎回同一であるとの理由により、明細書の発行を希望しない患者に対し

ても、診療内容が変更された場合等、明細書の記載内容が変更される場合には、その旨を患者

に情報提供するよう努めること。

13 「正当な理由」に該当する診療所において着実に明細書の無償発行体制を整備するため、当

、 、 。該診療所は ４及び６の届出の記載事項について 毎年７月１日現在の状況の報告を行うこと
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（別紙届出様式）

　　　　　　年　　　月　　　日

保険医療機関の所在地
及び名称

　　　　　　　　　　　殿 開 設 者 名 　　　　　　　　　　　印

１．以下の「正当な理由」に該当（いずれかの番号に○）

1

2

3

4

２．レセプトコンピュータ又は自動入金機の改修時期について

　改修予定年月を（１）に記載し、（　）内のいずれかに○を記載すること。未定の場合は（２）に記載すること。

　（１）　　　　　年　　月　（レセプトコンピュータ・自動入金機）

３．明細書発行についての状況

1 希望する患者への明細書発行の手続き　（○を記載）

（１）　発行場所　　　　　 ①　会計窓口　②別の窓口　③その他（　　　　　　　　　　　　）

（２）　発行のタイミング　①　即時発行　②その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 費用徴収の有無 有　・　無

3 費用徴収を行っている場合その金額 円

4
当該金額が1,000円を超える場合料金設定の根
拠

４．「正当な理由」に該当しなくなったため、届出を取り下げます。

注１）　本届出書は、レセプト電子請求が義務付けられているが、上記１の「正当な理由」に該当するため、明細書を

　　全患者（自己負担のない患者を含む。）に無料で発行していない診療所が提出するものであること。

注２）　正当な理由の１には、明細書発行機能が付与されているが、明細書発行に対応したソフトの購入が必要な

　　レセプトコンピュータを使用している診療所であって、当該ソフトを購入していない場合を含むものである。

注３）　自己負担のない患者に明細書を無料で発行しないことについて届出を行う場合は、３の１の記載は要しない

　　ものであること。

注４）　本届出書を提出した後、領収証の交付等に当たって明細書を無料で交付することとした診療所は、取下げの

　  届出を行うこと。

（※実費相当であることが分かるよう、具体的な根
拠を明記すること。）

明細書発行機能が付与されていないレセプトコンピュータを使用しているため。（自己負担がある患者
に係る場合を含む。）。

明細書発行について「正当な理由」に該当する旨の届出書(新規・報告)

自動入金機を使用しており、自動入金機での明細書発行を行うには、自動入金機の改修が必要であ
るため（自己負担がある患者に係る場合を含む。）。

明細書発行機能が付与されていないレセプトコンピュータを使用しているため（自己負担のない患者
に係る場合に限る。）。

自動入金機を使用しており、自動入金機での明細書発行を行うには、自動入金機の改修が必要であ
るため（自己負担のない患者に係る場合に限る。）。

　（２）　　　　　年第　　四半期目途
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診
療
明
細
書

受
診
日

項
　
　
目
　
　
名

点
　
数

（別紙様式１） （医科診療報酬の例）

受診科 入・外 本・家

※厚生労働省が定める診療報酬や薬価等には、医療機関等が仕入れ時に負担する消費税が反映されています。

生活療養

円

円

負担額 円 円 円

合  計 円 円

領収額
合  計

円

領　　　収　　　証

手　　術

　　　年　月　日 ～ 　　　年　月　日

費　用　区　分

氏　　　　名

様

患者番号

領収書Ｎｏ． 発　行　日 負担割合 区　分

投　　薬

保　険
（食事・生活）

保険外負担保　険

点 点

点

初・再診料 入院料等 医学管理等 在宅医療 検　　査 画像診断

病理診断

点

　　　年　月　日

食事療養

円

診断群分類（ＤＰＣ）

点

保　険

請 求 期 間　（入院の場合）

放射線治療

点

点点 点 点 点

点 点

注　　射 麻　　酔リハビリテーション 精神科専門療法 処　　置

点点 点

（内訳）

評価療養・選定療養 その他

保険外
負　担 （内訳）

東京都○○区○○ ○－○－○
○○○病院 ○ ○ ○ ○

領収印

（別紙届出様式）

　　　　　　年　　　月　　　日

保険医療機関の所在地
及び名称

　　　　　　　　　　　殿 開 設 者 名 　　　　　　　　　　　印

１．以下の「正当な理由」に該当（いずれかの番号に○）

1

2

3

4

２．レセプトコンピュータ又は自動入金機の改修時期について

　改修予定年月を（１）に記載し、（　）内のいずれかに○を記載すること。未定の場合は（２）に記載すること。

　（１）　　　　　年　　月　（レセプトコンピュータ・自動入金機）

３．明細書発行についての状況

1 希望する患者への明細書発行の手続き　（○を記載）

（１）　発行場所　　　　　 ①　会計窓口　②別の窓口　③その他（　　　　　　　　　　　　）

（２）　発行のタイミング　①　即時発行　②その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 費用徴収の有無 有　・　無

3 費用徴収を行っている場合その金額 円

4
当該金額が1,000円を超える場合料金設定の根
拠

４．「正当な理由」に該当しなくなったため、届出を取り下げます。

注１）　本届出書は、レセプト電子請求が義務付けられているが、上記１の「正当な理由」に該当するため、明細書を

　　全患者（自己負担のない患者を含む。）に無料で発行していない診療所が提出するものであること。

注２）　正当な理由の１には、明細書発行機能が付与されているが、明細書発行に対応したソフトの購入が必要な

　　レセプトコンピュータを使用している診療所であって、当該ソフトを購入していない場合を含むものである。

注３）　自己負担のない患者に明細書を無料で発行しないことについて届出を行う場合は、３の１の記載は要しない

　　ものであること。

注４）　本届出書を提出した後、領収証の交付等に当たって明細書を無料で交付することとした診療所は、取下げの

　  届出を行うこと。

（※実費相当であることが分かるよう、具体的な根
拠を明記すること。）

明細書発行機能が付与されていないレセプトコンピュータを使用しているため。（自己負担がある患者
に係る場合を含む。）。

明細書発行について「正当な理由」に該当する旨の届出書(新規・報告)

自動入金機を使用しており、自動入金機での明細書発行を行うには、自動入金機の改修が必要であ
るため（自己負担がある患者に係る場合を含む。）。

明細書発行機能が付与されていないレセプトコンピュータを使用しているため（自己負担のない患者
に係る場合に限る。）。

自動入金機を使用しており、自動入金機での明細書発行を行うには、自動入金機の改修が必要であ
るため（自己負担のない患者に係る場合に限る。）。

　（２）　　　　　年第　　四半期目途
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（
４

日
以

上
７

日
以

内
）

＊
検

体
検

査
管

理
加

算
（
２

）
＊

Ｈ
Ｃ

Ｖ
核

酸
定

量

＊
心

大
血

管
疾

患
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
（
１

）
　

 早
期

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

加
算

＊
救

命
の

た
め

の
気

管
内

挿
管

＊
カ

ウ
ン

タ
ー

シ
ョ
ッ
ク

（
そ

の
他

）
＊

人
工

呼
吸

（
５

時
間

超
）
　

3
6
0
分

＊
微

生
物

学
的

検
査

判
断

料

＊
薬

剤
管

理
指

導
料

２
（
１

の
患

者
以

外
の

患
者

）

＊
点

滴
注

射

　
 生

理
食

塩
液

５
０

０
ｍ

Ｌ
  
1
瓶

＊
点

滴
注

射
料

＊
無

菌
製

剤
処

理
料

２診
療

明
細

書
（
記

載
例

）

○
○

　
○

○
受

診
日

Y
Y
Y
Y
/
M

M
/
D

D

項
　

　
目

　
　

名
点

　
数

東
京
都
○
○
区
○
○

○
－
○
－
○

○
○
○
病
院

○
○

○
○

（ ）（ ） 10351034



（
別

紙
様

式
６

）

入
院

保
険

患
者
番
号

氏
名

受
診
日

受
診
科

区
分

回
数

※
厚

生
労

働
省

が
定

め
る
診

療
報

酬
や
薬

価
等

に
は
、
医

療
機

関
等

が
仕

入
れ
時

に
負

担
す
る
消

費
税

が
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

診
療

明
細
書

項
目
名

点
数

東
京

都
○

○
区

○
○

○
－

○
－

○
○

○
○

病
院

○
○

○
○

入
院

保
険

患
者

番
号

氏
名

受
診

日
Y
Y
Y
Y
/
M

M
/
D

D
受

診
科

区
分

回
数

診
断

群
分

類
（
Ｄ

Ｐ
Ｃ

）
1

医
薬

品
＊

フ
ロ

モ
ッ
ク

ス
錠

１
０

０
ｍ

ｇ
　

 ラ
ッ
ク

ビ
ー

微
粒

N
＊

点
滴

注
射

　
 ラ

ク
テ

ッ
ク

Ｇ
注

５
０

０
ｍ

Ｌ
　

 フ
ル

マ
リ
ン

静
注

用
１

ｇ
　

 生
食

１
０

０
ｍ

Ｌ
　

　
　

　
　

＊
点

滴
注

射
　

 フ
ル

マ
リ
ン

静
注

用
１

ｇ
　

 生
食

１
０

０
ｍ

Ｌ
　

　
　

　

検
査

　
　

　
　

　

※
厚

生
労

働
省

が
定

め
る

診
療

報
酬

や
薬

価
等

に
は

、
医

療
機

関
等

が
仕

入
れ

時
に

負
担

す
る

消
費

税
が

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

。

診
療

明
細

書
(記

載
例

)

○
○

　
○

○
 様

項
目

名
点

数
＊

D
P

C
　

　
５

日
間

包
括

算
定

1
3
8
4
4

＊
末

梢
血

液
一

般
検

査
  
 

＊
Ｃ

Ｒ
Ｐ

＊
血

液
採

取
（
静

脈
）

＊
血

液
学

的
検

査
判

断
料

＊
免

疫
学

的
検

査
判

断
料

使
用

さ
れ

た
医

薬
品

、
行

わ
れ

た
検

査
の

名
称

を
記

載
す
る

東
京

都
○

○
区

○
○

○
－

○
－

○
○

○
○

病
院

○
○

○
○

（ ）（ ） 10351034



（
別
紙
様
式
８
）

院
内
掲
示
例
（
正
当
な
理
由
に
該
当
す
る
場
合
）

○
年
○
月

▲
▲

診
療
所

「
個
別
の
診
療
報
酬
の
算
定
項
目
の
分
か
る
明
細
書
」
の
発
行
に
つ
い
て

当
院
で
は
、
医
療
の
透
明
化
や
患
者
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

、
。

希
望
さ
れ
る
方
に
は
個
別
の
診
療
報
酬
の
算
定
項
目
の
分
か
る
明
細
書
を
発
行
し
て
お
り
ま
す

明
細
書
に
は
、
使
用
し
た
薬
剤
の
名
称
や
行
わ
れ
た
検
査
の
名
称
が
記
載
さ
れ
る
も
の
で
す
の

で
、
そ
の
点
、
御
理
解
頂
い
た
上
で
、
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
○
番
窓
口
ま
で
お
申
し
出
下
さ

い
。
発
行
手
数
料
は
１
枚
○
円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
全
て
の
患
者
さ
ん
へ
の
明
細
書
の
発
行
、
公
費
負
担
医
療
の
受
給
者
で
医
療
費
の
自
己

、
、

負
担
の
な
い
患
者
さ
ん
へ
の
明
細
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
自
動
入
金
機
の
改
修
が
必
要
な
た
め

現
時
点
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
旨
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
別
紙
様
式
７
）

院
内
掲
示
例

○
年
○
月

▲
▲
病
院

「
個
別
の
診
療
報
酬
の
算
定
項
目
の
分
か
る
明
細
書
」
の
発
行
に
つ
い
て

当
院
で
は
、
医
療
の
透
明
化
や
患
者
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

○
年
○
月
○
日
よ
り
、
領
収
証
の
発
行
の
際
に
、
個
別
の
診
療
報
酬
の
算
定
項
目
の
分
か
る
明
細

書
を
無
料
で
発
行
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
費
負
担
医
療
の
受
給
者
で
医
療
費
の
自
己
負
担
の
な
い
方
に
つ
い
て
も
、
●
年
●
月

●
日
よ
り
、
明
細
書
を
無
料
で
発
行
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

な
お
、
明
細
書
に
は
、
使
用
し
た
薬
剤
の
名
称
や
行
わ
れ
た
検
査
の
名
称
が
記
載
さ
れ
る
も
の

で
す
の
で
、
そ
の
点
、
御
理
解
い
た
だ
き
、
ご
家
族
の
方
が
代
理
で
会
計
を
行
う
場
合
の
そ
の
代

理
の
方
へ
の
発
行
も
含
め
て
、
明
細
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
会
計
窓
口
に
て
そ
の
旨

お
申
し
出
下
さ
い
。

（ ）（ ） 10371036



（
別
紙
様
式
９
－
１
）

院
内
掲
示
例
（
電
子
請
求
を
行
っ
て
い
な
い
が
明
細
書
を
発
行
し
て
い
る
場
合
）

○
年
○
月

▲
▲
病
院

「
個
別
の
診
療
報
酬
の
算
定
項
目
の
分
か
る
明
細
書
」
の
発
行
に
つ
い
て

当
院
で
は
、
医
療
の
透
明
化
や
患
者
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

、
。

希
望
さ
れ
る
方
に
は
個
別
の
診
療
報
酬
の
算
定
項
目
の
分
か
る
明
細
書
を
発
行
し
て
お
り
ま
す

明
細
書
に
は
、
使
用
し
た
薬
剤
の
名
称
や
行
わ
れ
た
検
査
の
名
称
が
記
載
さ
れ
る
も
の
で
す
の

で
、
そ
の
点
、
御
理
解
頂
い
た
上
で
、
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
○
番
窓
口
ま
で
お
申
し
出
下
さ

い
。
発
行
手
数
料
は
１
枚
○
円
に
な
り
ま
す
。

（
別
紙
様
式
９
－
２
）

院
内
掲
示
例
（
明
細
書
を
発
行
し
て
い
な
い
場
合
）

○
年
○
月

▲
▲

診
療
所

「
個
別
の
診
療
報
酬
の
算
定
項
目
の
分
か
る
明
細
書
」
の
発
行
に
つ
い
て

当
院
で
は
、
個
別
の
診
療
報
酬
の
算
定
項
目
の
分
か
る
明
細
書
を
発
行
す
る
シ
ス
テ
ム
を
備
え

て
い
な
い
た
め
、
明
細
書
の
発
行
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
点
御
理
解
い
た
だ
き
、
診
療
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
初
・
再
診
料
、
投
薬
、
注
射

な
ど
の
区
分
ご
と
に
費
用
を
記
載
し
た
領
収
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

（ ）（ ） 10371036



Ｋ
０
３
５

腱
剥
離
術
（
関
節
鏡
下
に
よ
る
も

Ｋ
０
４
６

骨
折
観
血
的
手
術
（
手
指
、
中
手
部

け
ん
は
く

の
を
含
む
。
）
（
手
指
、
中
手
部
又

又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術
（
手
指
、
中

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
０
３
５
－
２

腱
滑
膜
切
除
術

Ｋ
０
４
６

骨
折
観
血
的
手
術
（
手
指
、
中
手
部

け
ん

又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術
（
手
指
、
中

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
０
３
７

腱
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

Ｋ
０
４
６

骨
折
観
血
的
手
術
（
手
指
、
中
手
部

け
ん

手
関
節
に
限
る
。
）

又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術
（
手
指
、
中

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
０
３
８

腱
延
長
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

Ｋ
０
４
６

骨
折
観
血
的
手
術
（
手
指
、
中
手
部

け
ん

手
関
節
に
限
る
。
）

又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術
（
手
指
、
中

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
０
３
９

腱
移
植
術
（
人
工
腱
形
成
術
を
含

Ｋ
０
４
６

骨
折
観
血
的
手
術
（
手
指
、
中
手
部

け
ん

け
ん

む
。
）
（
手
指
、
中
手
部
又
は
手
関

又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

（
改

◎
複
数
手
術
に
係
る
費
用
の
特
例
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

正
案
）

別
表
第
一
及
び
別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一

Ｋ
０
１
５

皮
弁
作
成
術
、
移
動
術
、
切
断
術
、

そ
の
他
の
手
術

遷
延
皮
弁
術

Ｋ
０
２
１
－
２

粘
膜
弁
手
術

そ
の
他
の
手
術

Ｋ
０
２
２

組
織
拡
張
器
に
よ
る
再
建
手
術
（
一

そ
の
他
の
手
術

連
に
つ
き
）

２
そ
の
他
の
場
合

Ｋ
６
１
１

抗
悪
性
腫
瘍
剤
動
脈
、
静
脈
又
は
腹

そ
の
他
の
手
術

腔
内
持
続
注
入
用
植
込
型
カ
テ
ー

く
う

テ
ル
設
置

Ｋ
６
１
８

中
心
静
脈
注
射
用
植
込
型
カ
テ
ー
テ

そ
の
他
の
手
術

ル
設
置

Ｋ
０
０
６

皮
膚
、
皮
下
腫
瘍
摘
出
術
（
露
出
部

Ｋ
７
４
６

痔
瘻
根
治
手
術

じ
ろ
う

以
外
）

３
長
径
６
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
1
2
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満

Ｋ
０
０
６

皮
膚
、
皮
下
腫
瘍
摘
出
術
（
露
出
部

Ｋ
７
４
６

痔
瘻
根
治
手
術

じ
ろ
う

以
外
）

４
長
径
1
2
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上

Ｋ
０
２
２

組
織
拡
張
器
に
よ
る
再
建
手
術
（
一

Ｋ
４
７
５

乳
房
切
除
術
（
遺
伝
性
乳
癌
卵
巣

が
ん

連
に
つ
き
）

１
乳
房
（
再
建
手

癌
症
候
群
の
患
者
に
限
る
。
）

が
ん

術
）
の
場
合

Ｋ
４
７
６

乳
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
（
単
純
乳
房
切

除
術
（
乳
腺
全
摘
術
）
、
乳
房
切
除

術
（
腋
窩
部
郭
清
を
伴
わ
な
い
も

え
き
か

の
）
、
乳
房
切
除
術
（
腋
窩
鎖
骨
下

え
き
か

部
郭
清
を
伴
う
も
の
）
・
胸
筋
切
除

を
併
施
し
な
い
も
の
、
乳
輪
温
存
乳

房
切
除
術
（
腋
窩
郭
清
を
伴
わ
な
い

え
き
か

も
の
）
及
び
乳
輪
温
存
乳
房
切
除
術

（
腋
窩
郭
清
を
伴
う
も
の
）
に
限

え
き
か

る
。
）

Ｋ
０
３
４

腱
切
離
・
切
除
術
（
関
節
鏡
下
に

Ｋ
０
４
６

骨
折
観
血
的
手
術
（
手
指
、
中
手
部

け
ん

よ
る
も
の
を
含
む
。
）
（
手
指
、
中

又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術
（
手
指
、
中

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）
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Ｋ
１
３
４
－
２

内
視
鏡
下
椎
間
板
摘
出
（
切

Ｋ
１
３
１
－
２

内
視
鏡
下
椎
弓
切
除
術
（
内
視

除
）
術

鏡
下
椎
間
板
摘
出
（
切
除
）
術

を
実
施
し
た
椎
間
及
び
当
該
椎

間
に
隣
接
す
る
椎
弓
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）

Ｋ
１
４
４

体
外
式
脊
椎
固
定
術

Ｋ
１
１
６

脊
椎
、
骨
盤
骨
掻
爬
術

そ
う
は

Ｋ
１
１
８

脊
椎
、
骨
盤
脱
臼
観
血
的
手
術

Ｋ
１
３
５

脊
椎
、
骨
盤
腫
瘍
切
除
術

Ｋ
１
３
６

脊
椎
、
骨
盤
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
１
４
２

脊
椎
固
定
術
、
椎
弓
切
除
術
、
椎
弓

形
成
術
（
多
椎
間
又
は
多
椎
弓
の
場

合
を
含
む
。
）

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
関
節
に
限
る
。
）

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術

Ｋ
４
３
７

下
顎
骨
部
分
切
除
術

Ｋ
４
３
８

下
顎
骨
離
断
術

Ｋ
４
３
９

下
顎
骨
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
２
２
４

翼
状
片
手
術
（
弁
の
移
植
を
要
す
る

Ｋ
２
６
０
－
２

羊
膜
移
植
術

も
の
）

Ｋ
２
５
９

角
膜
移
植
術

Ｋ
２
７
９

硝
子
体
切
除
術

Ｋ
２
８
０

硝
子
体
茎
顕
微
鏡
下
離
断
術

Ｋ
２
８
１

増
殖
性
硝
子
体
網
膜
症
手
術

Ｋ
２
８
２

水
晶
体
再
建
術

Ｋ
２
６
８

緑
内
障
手
術

Ｋ
２
８
０

硝
子
体
茎
顕
微
鏡
下
離
断
術

Ｋ
２
８
１

増
殖
性
硝
子
体
網
膜
症
手
術

Ｋ
２
８
２

水
晶
体
再
建
術

Ｋ
２
８
４

硝
子
体
置
換
術

Ｋ
２
８
２

水
晶
体
再
建
術

Ｋ
２
２
４

翼
状
片
手
術
（
弁
の
移
植
を
要
す
る

も
の
）

Ｋ
２
７
７
－
２

黄
斑
下
手
術

Ｋ
２
７
９

硝
子
体
切
除
術

Ｋ
２
８
０

硝
子
体
茎
顕
微
鏡
下
離
断
術

Ｋ
２
８
１

増
殖
性
硝
子
体
網
膜
症
手
術

Ｋ
３
１
９

鼓
室
形
成
手
術

Ｋ
２
９
６

耳
介
形
成
手
術

１
耳
介
軟
骨
形

成
を
要
す
る
も
の

Ｋ
２
９
９

小
耳
症
手
術

節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術
（
手
指
、
中

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
０
４
０

腱
移
行
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

Ｋ
０
４
６

骨
折
観
血
的
手
術
（
手
指
、
中
手
部

け
ん

手
関
節
に
限
る
。
）

又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術
（
手
指
、
中

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
０
４
６

骨
折
観
血
的
手
術
（
手
指
、
中
手
部

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
、
中
手
部
又
は

又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術
（
手
指
、
中

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術
（
手
指
、
中

ふ
ん

手
部
又
は
手
関
節
に
限
る
。
）

Ｋ
０
５
３

骨
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
０
８
１

人
工
骨
頭
挿
入
術

Ｋ
０
８
２

人
工
関
節
置
換
術

Ｋ
０
５
４

骨
切
り
術

２
前
腕
、
下
腿
（
下

Ｋ
０
６
８
－
２

関
節
鏡
下
半
月
板
切
除
術

た
い

腿
に
限
る
。
）

Ｋ
０
６
９
－
３

関
節
鏡
下
半
月
板
縫
合
術

た
い

Ｋ
０
７
９
－
２

関
節
鏡
下
靱
帯
断
裂
形
成
手
術

Ｋ
０
６
８
－
２

関
節
鏡
下
半
月
板
切
除
術

じ
ん

１
十
字
靱
帯

Ｋ
０
６
９
－
３

関
節
鏡
下
半
月
板
縫
合
術

じ
ん

Ｋ
１
０
７

指
移
植
手
術
（
手
指
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２

神
経
縫
合
術
（
手
指
に
限
る
。
）

Ｋ
１
８
２
－
３

神
経
再
生
誘
導
術
（
手
指
に
限

る
。
）

Ｋ
１
３
４

椎
間
板
摘
出
術

Ｋ
１
４
２

脊
椎
固
定
術
、
椎
弓
切
除
術
、
椎
弓

形
成
術
（
多
椎
間
又
は
多
椎
弓
の
場

合
を
含
む
。
）
（
椎
間
板
摘
出
術
を

実
施
し
た
椎
間
及
び
当
該
椎
間
に
隣

接
す
る
椎
弓
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）

（ ）（ ） 10391038



Ｋ
５
７
２

肺
静
脈
形
成
術

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術

ふ
ん

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術

ふ
ん

Ｋ
５
２
７

食
道
悪
性
腫
瘍
手
術
（
単
に
切
除
の

Ｋ
３
９
５

喉
頭
、
下
咽
頭
悪
性
腫
瘍
手
術
（
頸け
い

み
の
も
の
）

部
、
胸
部
、
腹
部
等
の
操
作
に
よ
る

再
建
を
含
む
。
）

Ｋ
５
２
７
－
２

食
道
切
除
術
（
単
に
切
除
の
み

Ｋ
５
６
０
－
２

オ
ー
プ
ン
型
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

の
も
の
）

ト
内
挿
術

Ｋ
５
６
１

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術

Ｋ
５
２
９

食
道
悪
性
腫
瘍
手
術
（
消
化
管
再
建

Ｋ
３
９
５

喉
頭
、
下
咽
頭
悪
性
腫
瘍
手
術
（
頸け
い

手
術
を
併
施
す
る
も
の
）

部
、
胸
部
、
腹
部
等
の
操
作
に
よ
る

再
建
を
含
む
。
）

Ｋ
５
３
５

胸
腹
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
手
術

Ｋ
７
３
４

腸
回
転
異
常
症
手
術

Ｋ
５
５
２

冠
動
脈
、
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移
植
術

Ｋ
５
５
４

弁
形
成
術

Ｋ
５
５
５

弁
置
換
術

Ｋ
５
６
０

大
動
脈
瘤
切
除
術
（
吻
合
又
は
移

り
ゆ
う

ふ
ん

植
を
含
む
。
）

Ｋ
５
６
０
－
２

オ
ー
プ
ン
型
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
内
挿
術

Ｋ
５
６
１

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術

Ｋ
５
５
２
－
２

冠
動
脈
、
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移

Ｋ
５
５
４

弁
形
成
術

植
術
（
人
工
心
肺
を
使
用
し
な

Ｋ
５
５
５

弁
置
換
術

い
も
の
）

Ｋ
５
６
０

大
動
脈
瘤
切
除
術
（
吻
合
又
は
移

り
ゆ
う

ふ
ん

植
を
含
む
。
）

Ｋ
５
６
０
－
２

オ
ー
プ
ン
型
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
内
挿
術

Ｋ
５
６
１

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術

Ｋ
５
５
４

弁
形
成
術

Ｋ
５
４
４

心
腫
瘍
摘
出
術
、
心
腔
内
粘
液
腫
摘

く
う

出
術

Ｋ
５
５
３

心
室
瘤
切
除
術
（
梗
塞
切
除
を
含

り
ゆ
う

む
。
）

Ｋ
５
５
３
－
２

左
室
形
成
術
、
心
室
中
隔
穿
孔

せ
ん

閉
鎖
術
、
左
室
自
由
壁
破
裂
修

復
術

Ｋ
５
５
４

弁
形
成
術
（
１
弁
の
も
の
（
大
動
脈

Ｋ
５
６
０

大
動
脈
瘤
切
除
術
（
吻
合
又
は
移

り
ゆ
う

ふ
ん

弁
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

植
を
含
む
。
）

Ｋ
５
６
０
－
２

オ
ー
プ
ン
型
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
内
挿
術

Ｋ
５
５
５

弁
置
換
術

Ｋ
５
４
４

心
腫
瘍
摘
出
術
、
心
腔
内
粘
液
腫
摘

く
う

出
術

Ｋ
５
５
３

心
室
瘤
切
除
術
（
梗
塞
切
除
を
含

り
ゆ
う

む
。
）

Ｋ
３
０
５

乳
突
削
開
術

Ｋ
４
０
３

気
管
形
成
手
術
（
管
状
気
管
、
気
管

悪
性
腫
瘍
に
係
る
手
術

移
植
等
）

Ｋ
４
３
６

顎
骨
腫
瘍
摘
出
術

Ｋ
４
０
４

抜
歯
手
術
（
１
歯
に
つ
き
）

Ｋ
４
４
４

下
顎
骨
形
成
術

１
お
と
が
い
形

Ｋ
４
４
４

下
顎
骨
形
成
術

２
短
縮
又
は
伸

成
の
場
合

長
の
場
合

Ｋ
４
７
６
－
４

ゲ
ル
充
填
人
工
乳
房
を
用
い
た

Ｋ
４
７
５

乳
房
切
除
術
（
遺
伝
性
乳
癌
卵
巣

が
ん

乳
房
再
建
術
（
乳
房
切
除
後
）

癌
症
候
群
の
患
者
に
限
る
。
）

が
ん

Ｋ
４
７
６

乳
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
（
単
純
乳
房
切

除
術
（
乳
腺
全
摘
術
）
、
乳
房
切
除

術
（
腋
窩
部
郭
清
を
伴
わ
な
い
も

え
き
か

の
）
、
乳
房
切
除
術
（
腋
窩
鎖
骨
下

え
き
か

部
郭
清
を
伴
う
も
の
）
・
胸
筋
切
除

を
併
施
し
な
い
も
の
、
乳
輪
温
存
乳

房
切
除
術
（
腋
窩
郭
清
を
伴
わ
な
い

え
き
か

も
の
）
及
び
乳
輪
温
存
乳
房
切
除
術

（
腋
窩
郭
清
を
伴
う
も
の
）
に
限

え
き
か

る
。
）

Ｋ
５
０
４

縦
隔
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
５
１
１

肺
切
除
術

Ｋ
６
１
０

動
脈
形
成
術
、
吻
合
術

ふ
ん

Ｋ
６
２
３

静
脈
形
成
術
、
吻
合
術

ふ
ん

Ｋ
５
１
１

肺
切
除
術

Ｋ
５
２
７

食
道
悪
性
腫
瘍
手
術
（
単
に
切
除
の

み
の
も
の
）

Ｋ
５
２
９

食
道
悪
性
腫
瘍
手
術
（
消
化
管
再
建

手
術
を
併
施
す
る
も
の
）

Ｋ
５
５
２

冠
動
脈
、
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移
植
術

Ｋ
５
５
２
－
２

冠
動
脈
、
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移

植
術
（
人
工
心
肺
を
使
用
し
な
い
も

の
）

Ｋ
５
６
０

大
動
脈
瘤
切
除
術
（
吻
合
又
は
移

り
ゆ
う

ふ
ん

植
を
含
む
。
）

Ｋ
５
６
０
－
２

オ
ー
プ
ン
型
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
内
挿
術

Ｋ
５
１
４

肺
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
５
０
４

縦
隔
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
５
５
２

冠
動
脈
、
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移
植
術

Ｋ
５
５
２
－
２

冠
動
脈
、
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移

植
術
（
人
工
心
肺
を
使
用
し
な

い
も
の
）

Ｋ
５
７
０

肺
動
脈
狭
窄
症
、
純
型
肺
動
脈
弁
閉

さ
く

鎖
症
手
術

２
右
室
流
出
路
形
成

又
は
肺
動
脈
形
成
を
伴
う
も
の
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Ｋ
６
７
２

胆
嚢
摘
出
術

の
う

Ｋ
６
９
５

肝
切
除
術

Ｋ
７
０
２

膵
体
尾
部
腫
瘍
切
除
術

１
膵

す
い

す
い

尾
部
切
除
術
の
場
合

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
７
１
６

小
腸
切
除
術

Ｋ
７
１
９

結
腸
切
除
術

Ｋ
６
５
５
－
２

腹
腔
鏡
下
胃
切
除
術

Ｋ
６
７
１
－
２

腹
腔
鏡
下
胆
管
切
開
結
石
摘
出

く
う

く
う

術

Ｋ
６
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

く
う

の
う

Ｋ
７
１
１
－
２

腹
腔
鏡
下
脾
摘
出
術

く
う

ひ

Ｋ
７
１
６
－
２

腹
腔
鏡
下
小
腸
切
除
術

く
う

Ｋ
７
１
９
－
２

腹
腔
鏡
下
結
腸
切
除
術

く
う

Ｋ
７
１
９
－
３

腹
腔
鏡
下
結
腸
悪
性
腫
瘍
切
除

く
う

術

Ｋ
６
５
５
－
４

噴
門
側
胃
切
除
術

Ｋ
６
７
１

胆
管
切
開
結
石
摘
出
術
（
チ
ュ
ー
ブ

挿
入
を
含
む
。
）

Ｋ
６
７
２

胆
嚢
摘
出
術

の
う

Ｋ
６
９
５

肝
切
除
術

Ｋ
７
０
２

膵
体
尾
部
腫
瘍
切
除
術

１
膵

す
い

す
い

尾
部
切
除
術
の
場
合

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
７
１
６

小
腸
切
除
術

Ｋ
７
１
９

結
腸
切
除
術

Ｋ
６
５
７

胃
全
摘
術

Ｋ
６
７
２

胆
嚢
摘
出
術

の
う

Ｋ
６
９
５

肝
切
除
術

Ｋ
７
０
２

膵
体
尾
部
腫
瘍
切
除
術

１
膵

す
い

す
い

尾
部
切
除
術
の
場
合

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
７
１
６

小
腸
切
除
術

Ｋ
７
１
９

結
腸
切
除
術

Ｋ
６
５
７
－
２

腹
腔
鏡
下
胃
全
摘
術

Ｋ
６
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

く
う

く
う

の
う

Ｋ
７
１
１
－
２

腹
腔
鏡
下
脾
摘
出
術

く
う

ひ

Ｋ
７
１
６
－
２

腹
腔
鏡
下
小
腸
切
除
術

く
う

Ｋ
７
１
９
－
２

腹
腔
鏡
下
結
腸
切
除
術

く
う

Ｋ
７
１
９
－
３

腹
腔
鏡
下
結
腸
悪
性
腫
瘍
切
除

く
う

術

Ｋ
６
６
７

噴
門
形
成
術

Ｋ
６
６
４

胃
瘻
造
設
術
（
経
皮
的
内
視
鏡
下
胃

ろ
う

瘻
造
設
術
、
腹
腔
鏡
下
胃
瘻
造
設

ろ
う

く
う

ろ
う

術
を
含
む
。
）

Ｋ
６
６
７
－
２

腹
腔
鏡
下
噴
門
形
成
術

Ｋ
６
６
４

胃
瘻
造
設
術
（
経
皮
的
内
視
鏡
下
胃

く
う

ろ
う

瘻
造
設
術
、
腹
腔
鏡
下
胃
瘻
造
設

ろ
う

く
う

ろ
う

Ｋ
５
５
３
－
２

左
室
形
成
術
、
心
室
中
隔
穿
孔

せ
ん

閉
鎖
術
、
左
室
自
由
壁
破
裂
修

復
術

Ｋ
５
５
５

弁
置
換
術
（
１
弁
の
も
の
（
大
動
脈

Ｋ
５
６
０

大
動
脈
瘤
切
除
術
（
吻
合
又
は
移

り
ゆ
う

ふ
ん

弁
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

植
を
含
む
。
）

Ｋ
５
６
０
－
２

オ
ー
プ
ン
型
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
内
挿
術

Ｋ
５
６
１

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術

２
Ｋ
６
１
４

血
管
移
植
術
、
バ
イ
パ
ス
移
植
術

１
以
外
の
場
合

イ
胸
部
大
動
脈

４
頭
、
頸
部
動
脈

け
い

Ｋ
５
７
０
－
３

経
皮
的
肺
動
脈
形
成
術

Ｋ
６
１
５

血
管
塞
栓
術
（
頭
部
、
胸
腔
、
腹

く
う

腔
内
血
管
等
）

く
う

Ｋ
５
９
４

不
整
脈
手
術

３
メ
イ
ズ
手
術

体
外
循
環
を
用
い
る
心
臓
大
血
管
手
術

Ｋ
５
９
４

不
整
脈
手
術

４
左
心
耳
閉
鎖
術

Ｋ
５
５
２

冠
動
脈
、
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移
植
術

イ
開
胸
手
術
に
よ
る
も
の

Ｋ
５
５
２
－
２

冠
動
脈
、
大
動
脈
バ
イ
パ
ス
移

植
術
（
人
工
心
肺
を
使
用
し
な

い
も
の
）

Ｋ
５
５
４

弁
形
成
術

Ｋ
５
５
５

弁
置
換
術

Ｋ
５
５
７

大
動
脈
弁
上
狭
窄
手
術

さ
く

Ｋ
５
５
７
－
２

大
動
脈
弁
下
狭
窄
切
除
術
（
線

さ
く

維
性
、
筋
肥
厚
性
を
含
む
。
）

Ｋ
５
５
７
－
３

弁
輪
拡
大
術
を
伴
う
大
動
脈
弁

置
換
術

Ｋ
５
６
０

大
動
脈
瘤
切
除
術
（
吻
合
又
は
移
植

り
ゆ
う

ふ
ん

を
含
む
。
）

Ｋ
５
９
４

不
整
脈
手
術

３
メ
イ
ズ
手
術

Ｋ
５
９
４
－
２

肺
静
脈
隔
離
術

体
外
循
環
を
用
い
な
い
心
臓
大
血
管
手
術

Ｋ
６
１
７
－
５

内
視
鏡
下
下
肢
静
脈
瘤
不
全

Ｋ
６
１
７

下
肢
静
脈
瘤
手
術

り
ゆ
う

り
ゆ
う

穿
通
枝
切
離
術

Ｋ
６
１
７
－
２

大
伏
在
静
脈
抜
去
術

せ
ん

Ｋ
６
１
７
－
４

下
肢
静
脈
瘤
血
管
内
焼
灼

り
ゆ
う

し
や
く

術

Ｋ
６
３
３

ヘ
ル
ニ
ア
手
術

４
臍
帯
ヘ
ル

Ｋ
６
４
４

臍
腸
管
瘻
手
術

さ
い

さ
い

ろ
う

ニ
ア

Ｋ
７
１
７

小
腸
腫
瘍
、
小
腸
憩
室
摘
出
術
（
メ

ッ
ケ
ル
憩
室
炎
手
術
を
含
む
。
）

Ｋ
７
２
９

腸
閉
鎖
症
手
術

Ｋ
８
０
４

尿
膜
管
摘
出
術

Ｋ
６
３
６
－
２

ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
術

Ｋ
５
４
５

開
胸
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

Ｋ
６
４
３

後
腹
膜
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
６
９
５

肝
切
除
術

Ｋ
７
７
２

腎
摘
出
術

Ｋ
６
５
４
－
２

胃
局
所
切
除
術

Ｋ
６
７
２

胆
嚢
摘
出
術

の
う

Ｋ
６
５
５

胃
切
除
術

Ｋ
６
７
１

胆
管
切
開
結
石
摘
出
術
（
チ
ュ
ー
ブ

挿
入
を
含
む
。
）
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１
開
腹
に
よ
る
も
の

Ｋ
８
８
９

子
宮
附
属
器
悪
性
腫
瘍
手
術
（
両

側
）

Ｋ
７
１
９
－
２

腹
腔
鏡
下
結
腸
切
除
術

Ｋ
６
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

く
う

く
う

の
う

Ｋ
７
１
１
－
２

腹
腔
鏡
下
脾
摘
出
術

く
う

ひ

Ｋ
８
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
子
宮
筋
腫
摘
出
（
核

く
う

出
）
術

Ｋ
８
７
７
－
２

腹
腔
鏡
下
腟
式
子
宮
全
摘
術

く
う

ち
つ

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

２
腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

Ｋ
７
１
９
－
３

腹
腔
鏡
下
結
腸
悪
性
腫
瘍
切

Ｋ
６
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

く
う

く
う

の
う

除
術

Ｋ
６
９
５
－
２

腹
腔
鏡
下
肝
切
除
術
（
部
分
切

く
う

除
又
は
外
側
区
域
切
除
に
限

る
。
）

Ｋ
７
１
１
－
２

腹
腔
鏡
下
脾
摘
出
術

く
う

ひ

Ｋ
８
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
子
宮
筋
腫
摘
出
（
核

く
う

出
）
術

Ｋ
８
７
７
－
２

腹
腔
鏡
下
腟
式
子
宮
全
摘
術

く
う

ち
つ

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

２
腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

Ｋ
７
３
４

腸
回
転
異
常
症
手
術

Ｋ
７
１
７

小
腸
腫
瘍
、
小
腸
憩
室
摘
出
術
（
メ

ッ
ケ
ル
憩
室
炎
手
術
を
含
む
。
）
（

小
腸
憩
室
摘
出
術
（
メ
ッ
ケ
ル
憩
室

炎
手
術
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）

Ｋ
７
２
９

腸
閉
鎖
症
手
術

Ｋ
７
４
０

直
腸
切
除
・
切
断
術

Ｋ
６
７
２

胆
嚢
摘
出
術

の
う

Ｋ
６
９
５

肝
切
除
術

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
７
１
９

結
腸
切
除
術

Ｋ
７
９
９

膀
胱
壁
切
除
術

ぼ
う
こ
う

Ｋ
８
０
１

膀
胱
単
純
摘
除
術

１
腸
管
利

ぼ
う
こ
う

用
の
尿
路
変
更
を
行
う
も
の

Ｋ
８
４
３

前
立
腺
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
８
７
２

子
宮
筋
腫
摘
出
（
核
出
）
術

１

腹
式

Ｋ
８
７
７

子
宮
全
摘
術

Ｋ
８
７
９

子
宮
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

１
開
腹
に
よ
る
も
の

Ｋ
８
８
９

子
宮
附
属
器
悪
性
腫
瘍
手
術
（
両

側
）

Ｋ
７
４
０
－
２

腹
腔
鏡
下
直
腸
切
除
・
切
断

Ｋ
６
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

く
う

く
う

の
う

術
を
含
む
。
）

Ｋ
６
７
２

胆
嚢
摘
出
術

Ｋ
６
９
７
－
３

肝
悪
性
腫
瘍
ラ
ジ
オ
波
焼
灼

の
う

し
や
く

療
法
（
一
連
と
し
て
）

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
６
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

Ｋ
７
１
１
－
２

腹
腔
鏡
下
脾
摘
出
術

く
う

の
う

く
う

ひ

Ｋ
６
９
５

肝
切
除
術

１
部
分
切
除

Ｋ
６
９
７
－
５

生
体
部
分
肝
移
植
術

神
経
芽
細
胞
腫
に
係
る
摘
出
術

Ｋ
６
９
５

肝
切
除
術

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
６
９
７
－
５

生
体
部
分
肝
移
植
術

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
７
１
６

小
腸
切
除
術

Ｋ
６
３
３

ヘ
ル
ニ
ア
手
術

Ｋ
６
７
２

胆
嚢
摘
出
術

の
う

Ｋ
６
９
５

肝
切
除
術

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
７
１
４

腸
管
癒
着
症
手
術

Ｋ
８
０
１

膀
胱
単
純
摘
除
術

１
腸
管
利

ぼ
う
こ
う

用
の
尿
路
変
更
を
行
う
も
の

Ｋ
８
７
２

子
宮
筋
腫
摘
出
（
核
出
）
術

１

腹
式

Ｋ
８
７
７

子
宮
全
摘
術

Ｋ
８
７
９

子
宮
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

１
開
腹
に
よ
る
も
の

Ｋ
８
８
９

子
宮
附
属
器
悪
性
腫
瘍
手
術
（
両

側
）

Ｋ
７
１
６
－
２

腹
腔
鏡
下
小
腸
切
除
術

Ｋ
６
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

く
う

く
う

の
う

Ｋ
７
１
１
－
２

腹
腔
鏡
下
脾
摘
出
術

く
う

ひ

Ｋ
８
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
子
宮
筋
腫
摘
出
（
核

く
う

出
）
術

Ｋ
８
７
７
－
２

腹
腔
鏡
下
腟
式
子
宮
全
摘
術

く
う

ち
つ

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

２
腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

Ｋ
７
１
９

結
腸
切
除
術

Ｋ
６
７
２

胆
嚢
摘
出
術

の
う

Ｋ
６
９
５

肝
切
除
術

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
７
１
４

腸
管
癒
着
症
手
術

Ｋ
８
０
１

膀
胱
単
純
摘
除
術

１
腸
管
利

ぼ
う
こ
う

用
の
尿
路
変
更
を
行
う
も
の

Ｋ
８
７
２

子
宮
筋
腫
摘
出
（
核
出
）
術

１

腹
式

Ｋ
８
７
７

子
宮
全
摘
術

Ｋ
８
７
９

子
宮
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）
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Ｋ
８
７
２

子
宮
筋
腫
摘
出
（
核
出
）
術

１

腹
式

Ｋ
８
７
７

子
宮
全
摘
術

Ｋ
８
７
９

子
宮
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

１
開
腹
に
よ
る
も
の

Ｋ
８
８
９

子
宮
附
属
器
悪
性
腫
瘍
手
術
（
両

側
）

Ｋ
８
１
８

尿
道
形
成
手
術

１
前
部
尿
道
（

Ｋ
８
２
５

陰
茎
全
摘
術
（
性
同
一
性
障
害
の
患

性
同
一
性
障
害
の
患
者
に
対
し
て
行

者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
）

う
場
合
に
限
る
。
）

Ｋ
８
１
９

尿
道
下
裂
形
成
手
術

Ｋ
８
３
６

停
留
精
巣
固
定
術

Ｋ
８
２
６
－
３

陰
茎
様
陰
核
形
成
手
術

Ｋ
８
５
９

造
腟
術
、
腟
閉
鎖
症
術

３
腟
断

ち
つ

ち
つ

ち
つ

端
挙
上
に
よ
る
も
の

Ｋ
８
６
３

腹
腔
鏡
下
子
宮
内
膜
症
病
巣
除
去

Ｋ
８
８
６

子
宮
附
属
器
癒
着
剥
離
術
（
両
側
）

く
う

は
く

術
２

腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

Ｋ
８
７
２

子
宮
筋
腫
摘
出
（
核
出
）
術

１
Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

腹
式

１
開
腹
に
よ
る
も
の

Ｋ
８
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
子
宮
筋
腫
摘
出
（

Ｋ
８
８
６

子
宮
附
属
器
癒
着
剥
離
術
（
両
側
）

く
う

は
く

核
出
）
術

２
腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

２
腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

Ｋ
８
７
３

子
宮
鏡
下
子
宮
筋
腫
摘
出
術

Ｋ
８
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
子
宮
筋
腫
摘
出
（
核

く
う

出
）
術

Ｋ
８
７
７

子
宮
全
摘
術

Ｋ
８
７
８

広
靱
帯
内
腫
瘍
摘
出
術

じ
ん

Ｋ
８
８
６

子
宮
附
属
器
癒
着
剥
離
術
（
両
側
）

は
く

１
開
腹
に
よ
る
も
の

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

１
開
腹
に
よ
る
も
の

Ｋ
８
７
７
－
２

腹
腔
鏡
下
腟
式
子
宮
全
摘
術

Ｋ
８
７
８
－
２

腹
腔
鏡
下
広
靱
帯
内
腫
瘍
摘

く
う

ち
つ

く
う

じ
ん

出
術

Ｋ
８
８
６

子
宮
附
属
器
癒
着
剥
離
術
（
両
側
）

は
く

２
腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

２
腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

Ｋ
８
９
８

帝
王
切
開
術

Ｋ
８
７
２

子
宮
筋
腫
摘
出
（
核
出
）
術

１

腹
式

Ｋ
８
７
８

広
靱
帯
内
腫
瘍
摘
出
術

じ
ん

Ｋ
８
８
６

子
宮
附
属
器
癒
着
剥
離
術
（
両
側
）

は
く

１
開
腹
に
よ
る
も
の

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

１
開
腹
に
よ
る
も
の

術
Ｋ
７
１
１
－
２

腹
腔
鏡
下
脾
摘
出
術

く
う

ひ

Ｋ
７
１
９
－
２

腹
腔
鏡
下
結
腸
切
除
術

く
う

Ｋ
７
１
９
－
３

腹
腔
鏡
下
結
腸
悪
性
腫
瘍
切
除

く
う

術

Ｋ
８
７
２
－
２

腹
腔
鏡
下
子
宮
筋
腫
摘
出
（
核

く
う

出
）
術

Ｋ
８
７
７
－
２

腹
腔
鏡
下
腟
式
子
宮
全
摘
術

く
う

ち
つ

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

２
腹
腔
鏡
に
よ
る
も
の

く
う

Ｋ
７
４
３

痔
核
手
術
（
脱
肛
を
含
む
。
）

Ｋ
７
４
４

裂
肛
又
は
肛
門
潰
瘍
根
治
手
術

じ
こ
う

こ
う

こ
う

Ｋ
７
４
６

痔
瘻
根
治
手
術

じ
ろ
う

Ｋ
７
４
７

肛
門
良
性
腫
瘍
、
肛
門
ポ
リ
ー

こ
う

こ
う

プ
、
肛
門
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
ム
切

こ
う

せ
ん
け
い

除
術

Ｋ
７
４
９

肛
門
拡
張
術
（
観
血
的
な
も
の
）

こ
う

Ｋ
７
５
２

肛
門
形
成
手
術

こ
う

Ｋ
７
５
１

鎖
肛
手
術

Ｋ
１
３
８

脊
椎
披
裂
手
術

こ
う

Ｋ
１
９
１

脊
髄
腫
瘍
摘
出
術

１
髄
外
の
も

の

Ｋ
７
５
１
－
２

仙
尾
部
奇
形
腫
手
術

Ｋ
８
０
９
－
２

膀
胱
尿
管
逆
流
手
術

ぼ
う
こ
う

Ｋ
８
５
９

造
腟
術
、
腟
閉
鎖
症
術

ち
つ

ち
つ

Ｋ
７
６
４

経
皮
的
尿
路
結
石
除
去
術
（
経
皮
的

Ｋ
７
８
１

経
尿
道
的
尿
路
結
石
除
去
術

腎
瘻
造
設
術
を
含
む
。
）

ろ
う

Ｋ
７
７
３

腎
（
尿
管
）
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
６
１
９

静
脈
血
栓
摘
出
術

Ｋ
７
０
２

膵
体
尾
部
腫
瘍
切
除
術

１
膵

す
い

す
い

尾
部
切
除
術
の
場
合

Ｋ
７
１
１

脾
摘
出
術

ひ

Ｋ
７
１
６

小
腸
切
除
術

Ｋ
７
１
９

結
腸
切
除
術

Ｋ
７
４
０

直
腸
切
除
・
切
断
術

Ｋ
７
８
０

同
種
死
体
腎
移
植
術

Ｋ
７
７
２

腎
摘
出
術

Ｋ
７
９
８

膀
胱
結
石
、
異
物
摘
出
術

１
Ｋ
８
４
１

経
尿
道
的
前
立
腺
手
術

ぼ
う
こ
う

経
尿
道
的
手
術

Ｋ
８
４
１
－
２

経
尿
道
的
レ
ー
ザ
ー
前
立
腺
切

除
・
蒸
散
術

１
ホ
ル
ミ
ウ

ム
レ
ー
ザ
ー
又
は
倍
周
波
数
レ

ー
ザ
ー
を
用
い
る
も
の

Ｋ
８
４
１
－
５

経
尿
道
的
前
立
腺
核
出
術

Ｋ
８
０
３

膀
胱
悪
性
腫
瘍
手
術

Ｋ
７
１
６

小
腸
切
除
術

ぼ
う
こ
う

Ｋ
７
１
９

結
腸
切
除
術

Ｋ
７
４
０

直
腸
切
除
・
切
断
術

Ｋ
８
４
９

女
子
外
性
器
腫
瘍
摘
出
術
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Ｋ
９
１
２

異
所
性
妊
娠
手
術

Ｋ
８
８
６

子
宮
附
属
器
癒
着
剥
離
術
（
両
側
）

は
く

Ｋ
８
８
８

子
宮
附
属
器
腫
瘍
摘
出
術
（
両
側
）

別
表
第
三

Ｊ
０
９
１

皮
弁
作
成
術
、
移
動
術
、
切
断
術
、

そ
の
他
の
手
術

遷
延
皮
弁
術

Ｊ
０
９
９
－
２

抗
悪
性
腫
瘍
剤
動
脈
、
静
脈
又

そ
の
他
の
手
術

は
腹
腔
内
持
続
注
入
用
植
込

く
う

型
カ
テ
ー
テ
ル
設
置

Ｊ
１
０
０
－
２

中
心
静
脈
注
射
用
植
込
型
カ
テ

そ
の
他
の
手
術

ー
テ
ル
設
置

Ｊ
０
０
３

歯
根
嚢
胞
摘
出
手
術

Ｊ
０
０
４

歯
根
端
切
除
手
術
（
１
歯
に
つ
き
）

の
う

Ｊ
０
４
３

顎
骨
腫
瘍
摘
出
術
（
歯
根
嚢
胞
を

Ｊ
０
０
０

抜
歯
手
術
（
１
歯
に
つ
き
）

の
う

除
く
。
）

Ｊ
０
４
３

顎
骨
腫
瘍
摘
出
術
（
歯
根
嚢
胞
を

Ｊ
０
０
４

歯
根
端
切
除
手
術
（
１
歯
に
つ
き
）

の
う

除
く
く
。
）
（
顎
骨
嚢
胞
を
摘
出

の
う

し
た
場
合
に
限
る
。
）

Ｊ
０
６
６

歯
槽
骨
骨
折
観
血
的
整
復
術

Ｊ
０
０
４
－
２

歯
の
再
植
術

Ｊ
０
６
８

上
顎
骨
折
観
血
的
手
術

Ｊ
０
０
４
－
２

歯
の
再
植
術

Ｊ
０
７
２

下
顎
骨
折
観
血
的
手
術

Ｊ
０
０
４
－
２

歯
の
再
植
術

Ｊ
０
７
５

下
顎
骨
形
成
術

１
お
と
が
い
形

Ｊ
０
７
５

下
顎
骨
形
成
術

２
短
縮
又
は
伸

成
の
場
合

長
の
場
合

Ｊ
１
０
１
－
２

神
経
再
生
誘
導
術

Ｊ
０
４
０

下
顎
骨
部
分
切
除
術

Ｊ
０
４
１

下
顎
骨
離
断
術

Ｊ
０
４
２

下
顎
骨
悪
性
腫
瘍
手
術
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②
Ⅰ
b
型

1
,
5
0
0
円

③
Ⅱ
a
型

1
,
4
9
0
円

④
Ⅱ
b
型

1
,
5
7
0
円

⑤
Ｓ
型

1
,
6
2
0
円

⑥
特
定
積
層
型

5
,
7
0
0
円

吸
着
型
血
液
浄
化
器
（
β
－
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
除
去
用
）

2
1
,
7
0
0
円

(２
)

２

0
0
7
携
帯
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
注
入
ポ
ン
プ

化
学
療
法
用

3
,
2
4
0
円

(１
)

標
準
型

3
,
1
5
0
円

(２
)

Ｐ
Ｃ
Ａ
型

4
,
3
3
0
円

(３
)

0
0
8
皮
膚
欠
損
用
創
傷
被
覆
材

真
皮
に
至
る
創
傷
用

１
㎠
当
た
り
6
円

(１
)

皮
下
組
織
に
至
る
創
傷
用

(２
) ①

標
準
型

１
㎠
当
た
り
1
0
円

②
異
形
型

１
ｇ
当
た
り
3
5
円

筋
・
骨
に
至
る
創
傷
用

１
㎠
当
た
り
2
5
円

(３
)

0
0
9
非
固
着
性
シ
リ
コ
ン
ガ
ー
ゼ

広
範
囲
熱
傷
用

1
,
0
8
0
円

(１
)

平
坦
部
位
用

1
4
2
円

(２
)

た
ん

凹
凸
部
位
用

3
0
9
円

(３
)

0
1
0
水
循
環
回
路
セ
ッ
ト

1
,
1
0
0
,
0
0
0
円

0
1
1
膀
胱
瘻
用
カ
テ
ー
テ
ル

3
,
7
9
0
円

ぼ
う
こ
う

ろ
う

0
1
2
交
換
用
胃
瘻
カ
テ
ー
テ
ル

ろ
う

胃
留
置
型

(１
) ①

バ
ン
パ
ー
型

ア
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー
あ
り

2
1
,
7
0
0
円

イ
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー
な
し

1
6
,
5
0
0
円

②
バ
ル
ー
ン
型

7
,
4
8
0
円

小
腸
留
置
型

(２
) ①

バ
ン
パ
ー
型

2
6
,
5
0
0
円

②
一
般
型

1
5
,
8
0
0
円

0
1
3
局
所
陰
圧
閉
鎖
処
置
用
材
料

１
㎠
当
た
り
2
0
円

0
1
4
陰
圧
創
傷
治
療
用
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

1
9
,
8
0
0
円

Ⅱ
医
科
点
数
表
の
第
２
章
第
３
部
、
第
４
部
、
第
５
部
、
第
６
部
、
第
９
部
、
第
1
0
部
、
第
1
1
部
及
び
第
1
2
部
に
規

定
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料
（
フ
ィ
ル
ム
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
材
料
価
格

0
0
1
血
管
造
影
用
シ
ー
ス
イ
ン
ト
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
セ
ッ
ト

一
般
用

2
,
2
1
0
円

(１
)

蛇
行
血
管
用

2
,
8
5
0
円

(２
)

選
択
的
導
入
用
（
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
カ
テ
ー
テ
ル
を
兼
ね
る
も
の
）

1
4
,
4
0
0
円

(３
)

大
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
用

2
9
,
9
0
0
円

(４
)

遠
位
端
可
動
型

1
2
1
,
0
0
0
円

(５
)

0
0
2
ダ
イ
レ
ー
タ
ー

2
,
4
9
0
円

0
0
3
動
脈
圧
測
定
用
カ
テ
ー
テ
ル

肺
動
脈
圧
及
び
肺
動
脈
楔
入
圧
測
定
用
カ
テ
ー
テ
ル

1
4
,
1
0
0
円

(１
)

せ
つ

末
梢
動
脈
圧
測
定
用
カ
テ
ー
テ
ル

2
,
1
3
0
円

(２
)

し
よ
う

0
0
4
冠
状
静
脈
洞
内
血
液
採
取
用
カ
テ
ー
テ
ル

3
,
5
2
0
円

0
0
5
サ
ー
モ
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
用
カ
テ
ー
テ
ル

一
般
型

(１
) ①

標
準
型

◎
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
材
料
価
格
（
材
料
価
格
基
準
）

別
表

Ⅰ
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
2
0
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
5
9
号
）
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
（
以
下
「
医

科
点
数
表
」
と
い
う
。
）
の
第
２
章
第
２
部
に
規
定
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
材
料
価
格

0
0
1
腹
膜
透
析
液
交
換
セ
ッ
ト

交
換
キ
ッ
ト

5
5
4
円

(１
)

回
路

(２
) ①

Ｙ
セ
ッ
ト

8
8
4
円

②
Ａ
Ｐ
Ｄ
セ
ッ
ト

5
,
4
7
0
円

③
Ｉ
Ｐ
Ｄ
セ
ッ
ト

1
,
0
4
0
円

0
0
2
在
宅
中
心
静
脈
栄
養
用
輸
液
セ
ッ
ト

本
体

1
,
5
2
0
円

(１
)

付
属
品

(２
) ①

フ
ー
バ
ー
針

4
1
9
円

②
輸
液
バ
ッ
グ

4
1
4
円

0
0
3
在
宅
寝
た
き
り
患
者
処
置
用
気
管
切
開
後
留
置
用
チ
ュ
ー
ブ

一
般
型

(１
) ①

カ
フ
付
き
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

ア
カ
フ
上
部
吸
引
機
能
あ
り

ⅰ
一
重
管

4
,
1
9
0
円

ⅱ
二
重
管

5
,
7
9
0
円

イ
カ
フ
上
部
吸
引
機
能
な
し

ⅰ
一
重
管

3
,
8
0
0
円

ⅱ
二
重
管

6
,
1
4
0
円

②
カ
フ
な
し
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

4
,
0
8
0
円

輪
状
甲
状
膜
切
開
チ
ュ
ー
ブ

3
,
5
1
0
円

(２
)

保
持
用
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

6
,
1
8
0
円

(３
)

0
0
4
在
宅
寝
た
き
り
患
者
処
置
用
膀
胱
留
置
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
カ
テ
ー
テ
ル

ぼ
う
こ
う

２
管
一
般

2
3
3
円

(１
)

(Ⅰ
)

(２
)

(Ⅱ
)

２
管
一
般

①
標
準
型

5
6
1
円

②
閉
鎖
式
導
尿
シ
ス
テ
ム

6
4
5
円

(３
)

(Ⅲ
)

２
管
一
般

①
標
準
型

1
,
6
5
0
円

②
閉
鎖
式
導
尿
シ
ス
テ
ム

1
,
7
2
0
円

特
定

7
4
1
円

(４
)

(Ⅰ
)

特
定

2
,
0
9
0
円

(５
)

(Ⅱ
)

0
0
5
在
宅
寝
た
き
り
患
者
処
置
用
栄
養
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
カ
テ
ー
テ
ル

経
鼻
用

(１
) ①

一
般
用

1
8
3
円

②
乳
幼
児
用

ア
一
般
型

9
4
円

イ
非
Ｄ
Ｅ
Ｈ
Ｐ
型

1
4
7
円

③
経
腸
栄
養
用

1
,
6
3
0
円

④
特
殊
型

2
,
1
1
0
円

腸
瘻
用

3
,
8
8
0
円

(２
)

ろ
う

0
0
6
在
宅
血
液
透
析
用
特
定
保
険
医
療
材
料
（
回
路
を
含
む
。
）

ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー

(１
) ①

Ⅰ
a
型

1
,
5
0
0
円
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化
学
療
法
用

3
,
2
4
0
円

(１
)

標
準
型

3
,
1
5
0
円

(２
)

Ｐ
Ｃ
Ａ
型

4
,
3
3
0
円

(３
)

0
2
0
削
除

0
2
1
中
心
静
脈
用
カ
テ
ー
テ
ル

中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル

(１
) ①

標
準
型

ア
シ
ン
グ
ル
ル
ー
メ
ン

1
,
7
9
0
円

イ
マ
ル
チ
ル
ー
メ
ン

7
,
2
1
0
円

②
抗
血
栓
性
型

2
,
2
9
0
円

③
極
細
型

7
,
4
9
0
円

④
カ
フ
付
き

2
0
,
0
0
0
円

⑤
酸
素
飽
和
度
測
定
機
能
付
き

3
5
,
2
0
0
円

⑥
抗
菌
型

9
,
7
3
0
円

末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル

(２
)

し
よ
う

①
標
準
型

ア
シ
ン
グ
ル
ル
ー
メ
ン

1
,
7
0
0
円

イ
マ
ル
チ
ル
ー
メ
ン

7
,
3
2
0
円

②
特
殊
型

ア
シ
ン
グ
ル
ル
ー
メ
ン

1
3
,
4
0
0
円

イ
マ
ル
チ
ル
ー
メ
ン

2
0
,
9
0
0
円

0
2
2
削
除

0
2
3
涙
液
・
涙
道
シ
リ
コ
ン
チ
ュ
ー
ブ

1
8
,
8
0
0
円

0
2
4
脳
・
脊
髄
腔
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

く
う

排
液
用

(１
) ①

皮
下
・
硬
膜
外
用

2
,
8
1
0
円

②
頭
蓋
内
用

6
,
1
5
0
円

③
脊
髄
ク
モ
膜
下
腔
用

1
2
,
1
0
0
円

く
う

脳
圧
測
定
用

7
4
,
9
0
0
円

(２
)

0
2
5
套
管
針
カ
テ
ー
テ
ル

と
う

シ
ン
グ
ル
ル
ー
メ
ン

(１
) ①

標
準
型

1
,
9
9
0
円

②
細
径
穿
刺
針
型

5
,
1
5
0
円

せ
ん

ダ
ブ
ル
ル
ー
メ
ン

2
,
5
4
0
円

(２
)

特
殊
型

4
8
,
0
0
0
円

(３
)

0
2
6
栄
養
カ
テ
ー
テ
ル

経
鼻
用

(１
) ①

一
般
用

1
8
3
円

②
乳
幼
児
用

ア
一
般
型

9
4
円

イ
非
Ｄ
Ｅ
Ｈ
Ｐ
型

1
4
7
円

③
経
腸
栄
養
用

1
,
6
3
0
円

④
特
殊
型

2
,
1
1
0
円

腸
瘻
用

3
,
8
8
0
円

(２
)

ろ
う

0
2
7
気
管
内
チ
ュ
ー
ブ

カ
フ
あ
り

(１
) ①

カ
フ
上
部
吸
引
機
能
あ
り

2
,
6
1
0
円

②
カ
フ
上
部
吸
引
機
能
な
し

5
6
9
円

カ
フ
な
し

6
1
6
円

(２
)

ア
標
準
型

1
0
,
0
0
0
円

イ
輸
液
又
は
ペ
ー
シ
ン
グ
リ
ー
ド
用
ル
ー
メ
ン
あ
り

1
6
,
7
0
0
円

②
混
合
静
脈
血
酸
素
飽
和
度
モ
ニ
タ
ー
機
能
あ
り

5
2
,
4
0
0
円

③
ペ
ー
シ
ン
グ
機
能
あ
り

3
8
,
2
0
0
円

連
続
心
拍
出
量
測
定
機
能
あ
り

(２
) ①

混
合
静
脈
血
酸
素
飽
和
度
モ
ニ
タ
ー
機
能
あ
り

5
1
,
1
0
0
円

②
混
合
静
脈
血
酸
素
飽
和
度
モ
ニ
タ
ー
機
能
な
し

4
6
,
7
0
0
円

一
側
肺
動
脈
閉
塞
試
験
機
能
あ
り

7
4
,
6
0
0
円

(３
)

0
0
6
体
外
式
連
続
心
拍
出
量
測
定
用
セ
ン
サ
ー

3
7
,
2
0
0
円

0
0
7
血
管
内
超
音
波
プ
ロ
ー
ブ

標
準

(１
) ①

太
径

6
3
,
6
0
0
円

②
細
径

8
0
,
3
0
0
円

バ
ル
ー
ン
付

(２
) ①

太
径

1
7
3
,
0
0
0
円

②
細
径

1
8
3
,
0
0
0
円

0
0
8
血
管
内
視
鏡
カ
テ
ー
テ
ル

1
6
4
,
0
0
0
円

0
0
9
血
管
造
影
用
カ
テ
ー
テ
ル

一
般
用

1
,
8
7
0
円

(１
)

バ
ル
ー
ン
型

1
3
,
4
0
0
円

(２
)

(Ⅰ
)

バ
ル
ー
ン
型

3
0
,
9
0
0
円

(３
)

(Ⅱ
)

心
臓
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
型

3
,
4
0
0
円

(４
)

サ
イ
ジ
ン
グ
機
能
付
加
型

3
,
2
3
0
円

(５
)

0
1
0
血
管
造
影
用
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル

オ
ー
バ
ー
ザ
ワ
イ
ヤ
ー

(１
) ①

選
択
的
ア
プ
ロ
ー
チ
型

ア
ブ
レ
ー
ド
あ
り

3
7
,
9
0
0
円

イ
ブ
レ
ー
ド
な
し

3
5
,
8
0
0
円

②
造
影
能
強
化
型

3
0
,
4
0
0
円

③
デ
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
コ
イ
ル
用

5
2
,
2
0
0
円

フ
ロ
ー
ダ
イ
レ
ク
ト

6
4
,
3
0
0
円

(２
)

遠
位
端
可
動
型
治
療
用

7
4
,
5
0
0
円

(３
)

0
1
1
心
臓
造
影
用
セ
ン
サ
ー
付
カ
テ
ー
テ
ル

1
1
3
,
0
0
0
円

0
1
2
血
管
造
影
用
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

交
換
用

2
,
3
7
0
円

(１
)

微
細
血
管
用

1
3
,
7
0
0
円

(２
)

0
1
3
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
用
カ
テ
ー
テ
ル
用
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

一
般
用

1
1
,
9
0
0
円

(１
)

複
合
・
高
度
狭
窄
部
位
用

1
6
,
6
0
0
円

(２
)

さ
く

0
1
4
冠
動
脈
造
影
用
セ
ン
サ
ー
付
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

フ
ロ
ー
セ
ン
サ
ー
型

1
5
8
,
0
0
0
円

(１
)

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
型

2
1
1
,
0
0
0
円

(２
)

0
1
5
弁
拡
張
用
カ
テ
ー
テ
ル
用
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

2
4
,
4
0
0
円

(１
)

僧
帽
弁
誘
導
用
ス
タ
イ
レ
ッ
ト

2
4
,
5
0
0
円

(２
)

0
1
6
テ
ク
ネ
シ
ウ
ム

ガ
ス
吸
入
装
置
用
患
者
吸
入
セ
ッ
ト

5
,
9
7
0
円

９
９
ｍ

0
1
7
３
管
分
離
逆
止
弁
付
バ
ル
ー
ン
直
腸
カ
テ
ー
テ
ル

1
,
1
2
0
円

0
1
8
削
除

0
1
9
携
帯
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
注
入
ポ
ン
プ
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ダ
イ
レ
ー
タ
ー

(２
) ①

シ
ー
ス
あ
り

2
,
6
7
0
円

②
シ
ー
ス
な
し

2
,
1
4
0
円

穿
刺
針

1
,
9
1
0
円

(３
)

せ
ん

経
鼻
法
用
ワ
イ
ヤ
ー

1
8
,
8
0
0
円

(４
)

経
鼻
法
用
カ
テ
ー
テ
ル

7
,
3
3
0
円

(５
)

0
3
4
胆
道
ス
テ
ン
ト
セ
ッ
ト

一
般
型

(１
) ①

永
久
留
置
型

ア
ス
テ
ン
ト

ⅰ
ロ
ン
グ

9
3
,
6
0
0
円

ⅱ
シ
ョ
ー
ト

7
8
,
9
0
0
円

イ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム

2
5
,
4
0
0
円

②
一
時
留
置
型

ア
ス
テ
ン
ト

3
,
8
6
0
円

イ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム

1
3
,
1
0
0
円

自
動
装
着
シ
ス
テ
ム
付

(２
) ①

永
久
留
置
型

ア
カ
バ
ー
あ
り

2
3
1
,
0
0
0
円

イ
カ
バ
ー
な
し

2
1
8
,
0
0
0
円

②
一
時
留
置
型

4
5
,
6
0
0
円

0
3
5
尿
管
ス
テ
ン
ト
セ
ッ
ト

一
般
型

(１
) ①

標
準
型

1
5
,
3
0
0
円

②
異
物
付
着
防
止
型

2
3
,
8
0
0
円

③
長
期
留
置
型

1
3
9
,
0
0
0
円

外
瘻
用

(２
)

ろ
う

①
腎
盂
留
置
型

う

ア
標
準
型

7
,
9
0
0
円

イ
異
物
付
着
防
止
型

2
9
,
6
0
0
円

②
尿
管
留
置
型

2
,
0
1
0
円

エ
ン
ド
パ
イ
ロ
ト
ミ
ー
用

2
1
,
6
0
0
円

(３
)

0
3
6
尿
道
ス
テ
ン
ト

一
時
留
置
（
交
換
）
型

(１
) ①

長
期
留
置
型

1
6
9
,
0
0
0
円

②
短
期
留
置
型

3
3
,
6
0
0
円

0
3
7
交
換
用
胃
瘻
カ
テ
ー
テ
ル

ろ
う

胃
留
置
型

(１
) ①

バ
ン
パ
ー
型

ア
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー
あ
り

2
1
,
7
0
0
円

イ
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー
な
し

1
6
,
5
0
0
円

②
バ
ル
ー
ン
型

7
,
4
8
0
円

小
腸
留
置
型

(２
) ①

バ
ン
パ
ー
型

2
6
,
5
0
0
円

②
一
般
型

1
5
,
8
0
0
円

0
3
8
気
管
切
開
後
留
置
用
チ
ュ
ー
ブ

一
般
型

(１
) ①

カ
フ
付
き
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

ア
カ
フ
上
部
吸
引
機
能
あ
り

0
2
8
胃
管
カ
テ
ー
テ
ル

シ
ン
グ
ル
ル
ー
メ
ン

8
8
円

(１
)

ダ
ブ
ル
ル
ー
メ
ン

(２
) ①

標
準
型

4
4
7
円

②
特
殊
型

1
,
5
1
0
円

マ
グ
ネ
ッ
ト
付
き

6
,
2
5
0
円

(３
)

0
2
9
吸
引
留
置
カ
テ
ー
テ
ル

能
動
吸
引
型

(１
) ①

胸
腔
用

く
う

ア
一
般
型

ⅰ
軟
質
型

1
,
7
0
0
円

ⅱ
硬
質
型

1
,
1
5
0
円

イ
抗
血
栓
性

2
,
9
5
0
円

②
心
嚢
・
縦
隔
穿
刺
用

1
5
,
5
0
0
円

の
う

せ
ん

③
肺
全
摘
術
後
用

3
5
,
4
0
0
円

④
創
部
用

ア
軟
質
型

4
,
6
3
0
円

イ
硬
質
型

4
,
0
6
0
円

⑤
サ
ン
プ
ド
レ
ー
ン

2
,
5
3
0
円

受
動
吸
引
型

(２
) ①

フ
ィ
ル
ム
・
チ
ュ
ー
ブ
ド
レ
ー
ン

ア
フ
ィ
ル
ム
型

2
6
4
円

イ
チ
ュ
ー
ブ
型

8
9
7
円

②
胆
膵
用

す
い

ア
胆
管
チ
ュ
ー
ブ

2
,
0
0
0
円

イ
胆
嚢
管
チ
ュ
ー
ブ

1
2
,
7
0
0
円

の
う

ウ
膵
管
チ
ュ
ー
ブ

5
,
8
0
0
円

す
い

0
3
0
イ
レ
ウ
ス
用
ロ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ

標
準
型

(１
) ①

経
鼻
挿
入
型

2
2
,
5
0
0
円

②
経
肛
門
挿
入
型

4
2
,
3
0
0
円

こ
う

ス
プ
リ
ン
ト
機
能
付
加
型

3
6
,
1
0
0
円

(２
)

0
3
1
腎
瘻
又
は
膀
胱
瘻
用
材
料

ろ
う

ぼ
う
こ
う

ろ
う

腎
瘻
用
カ
テ
ー
テ
ル

(１
)

ろ
う

①
ス
ト
レ
ー
ト
型

7
4
0
円

②
マ
レ
コ
型

6
,
0
9
0
円

③
カ
テ
ー
テ
ル
ス
テ
ン
ト
型

1
0
,
2
0
0
円

④
腎
盂
バ
ル
ー
ン
型

2
,
2
9
0
円

う

膀
胱
瘻
用
カ
テ
ー
テ
ル

3
,
7
9
0
円

(２
)

ぼ
う
こ
う
ろ
う

ダ
イ
レ
ー
タ
ー

(３
) ①

シ
ー
ス
あ
り

2
,
4
9
0
円

②
シ
ー
ス
な
し

2
,
1
4
0
円

穿
刺
針

1
,
9
1
0
円

(４
)

せ
ん

膀
胱
瘻
用
穿
孔
針

5
,
8
2
0
円

(５
)

ぼ
う
こ
う
ろ
う

せ
ん

0
3
2
経
鼓
膜
換
気
チ
ュ
ー
ブ

短
期
留
置
型

4
,
0
1
0
円

(１
)

長
期
留
置
型

2
,
3
2
0
円

(２
)

0
3
3
経
皮
的
又
は
経
内
視
鏡
的
胆
管
等
ド
レ
ナ
ー
ジ
用
材
料

カ
テ
ー
テ
ル

4
,
6
0
0
円

(１
)
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0
4
9
白
血
球
吸
着
用
材
料

一
般
用

1
2
5
,
0
0
0
円

(１
)

低
体
重
者
・
小
児
用

1
2
8
,
0
0
0
円

(２
)

0
5
0
削
除

0
5
1
腹
膜
透
析
用
接
続
チ
ュ
ー
ブ

1
2
,
9
0
0
円

0
5
2
腹
膜
透
析
用
カ
テ
ー
テ
ル

長
期
留
置
型

(１
) ①

補
強
部
あ
り

9
6
,
1
0
0
円

②
補
強
部
な
し

4
8
,
6
0
0
円

緊
急
留
置
型

8
2
5
円

(２
)

0
5
3
腹
膜
透
析
液
交
換
セ
ッ
ト

交
換
キ
ッ
ト

5
5
4
円

(１
)

回
路

(２
) ①

Ｙ
セ
ッ
ト

8
8
4
円

②
Ａ
Ｐ
Ｄ
セ
ッ
ト

5
,
4
7
0
円

③
Ｉ
Ｐ
Ｄ
セ
ッ
ト

1
,
0
4
0
円

0
5
4
腹
水
濾
過
器
、
濃
縮
再
静
注
用
濃
縮
器
（
回
路
を
含
む
。
）

6
3
,
7
0
0
円

ろ

0
5
5
副
鼻
腔
炎
治
療
用
カ
テ
ー
テ
ル

3
,
2
2
0
円

く
う

0
5
6
副
木

軟
化
成
形
使
用
型

(１
) ①

手
指
・
足
指
用

1
,
4
5
0
円

②
上
肢
用

1
,
7
7
0
円

③
下
肢
用

4
,
7
0
0
円

④
鼻
骨
用

1
,
0
3
0
円

形
状
賦
形
型

(２
) ①

手
指
・
足
指
用

1
1
8
円

②
上
肢
用

4
1
0
円

③
下
肢
用

6
4
8
円

④
鼻
骨
用

5
,
1
4
0
円

ハ
ロ
ー
ベ
ス
ト
（
ベ
ス
ト
部
分
）

2
5
4
,
0
0
0
円

(３
)

ヒ
ー
ル

3
7
0
円

(４
)

0
5
7
人
工
股
関
節
用
材
料

骨
盤
側
材
料

(１
) ①

臼
蓋
形
成
用
カ
ッ
プ
（
直
接
固
定
型
）

ア
標
準
型

1
3
1
,
0
0
0
円

イ
特
殊
型

1
8
5
,
0
0
0
円

ウ
デ
ュ
ア
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
用

1
4
6
,
0
0
0
円

②
臼
蓋
形
成
用
カ
ッ
プ
（
間
接
固
定
型
）

5
9
,
4
0
0
円

③
カ
ッ
プ
・
ラ
イ
ナ
ー
一
体
型
（
間
接
固
定
型
）

ア
カ
ッ
プ
・
ラ
イ
ナ
ー
一
体
型

7
7
,
0
0
0
円

(Ⅱ
)

イ
カ
ッ
プ
・
ラ
イ
ナ
ー
一
体
型

9
6
,
5
0
0
円

(Ⅲ
)

④
ラ
イ
ナ
ー

ア
標
準
型

4
8
,
0
0
0
円

イ
特
殊
型

7
3
,
0
0
0
円

ウ
デ
ュ
ア
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
型

7
7
,
2
0
0
円

⑤
デ
ュ
ア
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
化
ラ
イ
ナ
ー

5
7
,
8
0
0
円

大
腿
骨
側
材
料

(２
)

た
い

①
大
腿
骨
ス
テ
ム
（
直
接
固
定
型
）

た
い

ア
標
準
型

3
1
0
,
0
0
0
円

ⅰ
一
重
管

4
,
1
9
0
円

ⅱ
二
重
管

5
,
7
9
0
円

イ
カ
フ
上
部
吸
引
機
能
な
し

ⅰ
一
重
管

3
,
8
0
0
円

ⅱ
二
重
管

6
,
1
4
0
円

②
カ
フ
な
し
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

4
,
0
8
0
円

輪
状
甲
状
膜
切
開
チ
ュ
ー
ブ

3
,
5
1
0
円

(２
)

保
持
用
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

6
,
1
8
0
円

(３
)

0
3
9
膀
胱
留
置
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
カ
テ
ー
テ
ル

ぼ
う
こ
う

２
管
一
般

2
3
3
円

(１
)

(Ⅰ
)

(２
)

(Ⅱ
)

２
管
一
般

①
標
準
型

5
6
1
円

②
閉
鎖
式
導
尿
シ
ス
テ
ム

6
4
5
円

(３
)

(Ⅲ
)

２
管
一
般

①
標
準
型

1
,
6
5
0
円

②
閉
鎖
式
導
尿
シ
ス
テ
ム

1
,
7
2
0
円

特
定

7
4
1
円

(４
)

(Ⅰ
)

特
定

2
,
0
9
0
円

(５
)

(Ⅱ
)

圧
迫
止
血

4
,
6
1
0
円

(６
)

0
4
0
人
工
腎
臓
用
特
定
保
険
医
療
材
料
（
回
路
を
含
む
。
）

ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー

(１
) ①

Ⅰ
a
型

1
,
5
0
0
円

②
Ⅰ
b
型

1
,
5
0
0
円

③
Ⅱ
a
型

1
,
4
9
0
円

④
Ⅱ
b
型

1
,
5
7
0
円

⑤
Ｓ
型

1
,
6
2
0
円

⑥
特
定
積
層
型

5
,
7
0
0
円

ヘ
モ
フ
ィ
ル
タ
ー

4
,
5
9
0
円

(２
)

吸
着
型
血
液
浄
化
器
（
β
－
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
除
去
用
）

2
1
,
7
0
0
円

(３
)

２

持
続
緩
徐
式
血
液
濾
過
器

(４
)

ろ

①
標
準
型

2
7
,
0
0
0
円

②
特
殊
型

2
7
,
4
0
0
円

ヘ
モ
ダ
イ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー

2
,
7
2
0
円

(５
)

0
4
1
削
除

0
4
2
緊
急
時
ブ
ラ
ッ
ド
ア
ク
セ
ス
用
留
置
カ
テ
ー
テ
ル

シ
ン
グ
ル
ル
ー
メ
ン

(１
) ①

一
般
型

7
,
9
8
0
円

②
交
換
用

1
,
8
7
0
円

ダ
ブ
ル
ル
ー
メ
ン
以
上

(２
) ①

一
般
型

1
4
,
6
0
0
円

②
カ
フ
型

4
2
,
4
0
0
円

0
4
3
削
除

0
4
4
血
漿
交
換
用
血
漿
分
離
器

3
0
,
2
0
0
円

し
よ
う

し
よ
う

0
4
5
血
漿
交
換
用
血
漿
成
分
分
離
器

2
4
,
1
0
0
円

し
よ
う

し
よ
う

0
4
6
血
漿
交
換
療
法
用
特
定
保
険
医
療
材
料

し
よ
う

血
漿
交
換
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
選
択
的
血
漿
成
分
吸
着
器
（
劇
症
肝
炎
用
）

7
0
,
8
0
0
円

(１
)

し
よ
う

し
よ
う

血
漿
交
換
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
選
択
的
血
漿
成
分
吸
着
器
（
劇
症
肝
炎
用
以
外
）

8
3
,
6
0
0
円

(２
)

し
よ
う

し
よ
う

0
4
7
吸
着
式
血
液
浄
化
用
浄
化
器
（
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
除
去
用
）

3
6
2
,
0
0
0
円

0
4
8
吸
着
式
血
液
浄
化
用
浄
化
器
（
肝
性
昏
睡
用
又
は
薬
物
中
毒
用
）

1
3
3
,
0
0
0
円

こ
ん
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一
般
ス
ク
リ
ュ
ー
（
生
体
用
合
金
Ⅰ
）

(１
) ①

標
準
型

5
,
9
7
0
円

②
特
殊
型

7
,
0
2
0
円

一
般
ス
ク
リ
ュ
ー
（
生
体
用
合
金
Ⅱ
）

1
,
5
3
0
円

(２
)

中
空
ス
ク
リ
ュ
ー
・
Ｓ

1
7
,
5
0
0
円

(３
)

中
空
ス
ク
リ
ュ
ー
・
Ｌ

2
4
,
4
0
0
円

(４
)

そ
の
他
の
ス
ク
リ
ュ
ー

(５
) ①

標
準
型

ア
小
型
ス
ク
リ
ュ
ー
（
頭
蓋
骨
・
顔
面
・
上
下
顎
骨
用
）

2
,
9
3
0
円

②
特
殊
型

ア
軟
骨
及
び
軟
部
組
織
用

ⅰ
特
殊
固
定
用
ア
ン
カ
ー

2
9
,
6
0
0
円

ⅱ
座
金
型

2
1
,
5
0
0
円

イ
圧
迫
調
整
固
定
用
・
両
端
ね
じ
型

ⅰ
大
腿
骨
頸
部
用

7
8
,
7
0
0
円

た
い

け
い

ⅱ
一
般
用

3
0
,
9
0
0
円

0
6
1
固
定
用
内
副
子
（
プ
レ
ー
ト
）

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
ー
ト
（
生
体
用
合
金
Ⅰ
・
Ｓ
）

1
9
,
6
0
0
円

(１
)

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
ー
ト
（
生
体
用
合
金
Ⅰ
・
Ｌ
）

2
7
,
4
0
0
円

(２
)

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
ー
ト
（
生
体
用
合
金
Ⅱ
・
Ｓ
）

3
,
5
6
0
円

(３
)

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
ー
ト
（
生
体
用
合
金
Ⅱ
・
Ｌ
）

8
,
2
9
0
円

(４
)

有
角
プ
レ
ー
ト
（
生
体
用
合
金
Ⅰ
）

3
6
,
1
0
0
円

(５
)

有
角
プ
レ
ー
ト
（
生
体
用
合
金
Ⅱ
）

2
9
,
4
0
0
円

(６
)

骨
端
用
プ
レ
ー
ト
（
生
体
用
合
金
Ⅰ
）

(７
) ①

標
準
型

7
7
,
0
0
0
円

②
内
外
反
変
形
矯
正
用
（
小
児
）

8
7
,
6
0
0
円

③
患
者
適
合
型

8
1
,
9
0
0
円

骨
端
用
プ
レ
ー
ト
（
生
体
用
合
金
Ⅱ
）

3
0
,
1
0
0
円

(８
)

そ
の
他
の
プ
レ
ー
ト

(９
) ①

標
準

ア
指
骨
、
頭
蓋
骨
、
顔
面
骨
、
上
下
顎
骨
用

ⅰ
ス
ト
レ
ー
ト
型
・
異
形
型

1
1
,
7
0
0
円

ⅱ
メ
ッ
シ
ュ
型

6
0
,
8
0
0
円

イ
下
顎
骨
・
骨
盤
再
建
用

6
2
,
3
0
0
円

ウ
人
工
顎
関
節
用

1
1
5
,
0
0
0
円

エ
頭
蓋
骨
閉
鎖
用

ⅰ
バ
ー
ホ
ー
ル
型

1
3
,
6
0
0
円

ⅱ
ク
ラ
ン
プ
型

1
8
,
7
0
0
円

②
特
殊

ア
骨
延
長
用

1
1
6
,
0
0
0
円

イ
ス
ク
リ
ュ
ー
非
使
用
型

1
7
6
,
0
0
0
円

0
6
2
大
腿
骨
外
側
固
定
用
内
副
子

た
い

つ
ば
な
し
プ
レ
ー
ト

5
1
,
3
0
0
円

(１
)

つ
ば
つ
き
プ
レ
ー
ト

9
1
,
9
0
0
円

(２
)

ラ
グ
ス
ク
リ
ュ
ー

2
8
,
2
0
0
円

(３
)

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ラ
グ
ス
ク
リ
ュ
ー

2
9
,
9
0
0
円

(４
)

圧
迫
固
定
ス
ク
リ
ュ
ー

7
,
0
5
0
円

(５
)

0
6
3
固
定
用
内
副
子
用
ワ
ッ
シ
ャ
ー
、
ナ
ッ
ト
類

ワ
ッ
シ
ャ
ー

2
,
9
7
0
円

(１
)

イ
特
殊
型

4
9
9
,
0
0
0
円

②
大
腿
骨
ス
テ
ム
（
間
接
固
定
型
）

1
8
2
,
0
0
0
円

た
い

③
大
腿
骨
ス
テ
ム
ヘ
ッ
ド

た
い

ア
大
腿
骨
ス
テ
ム
ヘ
ッ
ド

8
3
,
3
0
0
円

(Ⅰ
)

た
い

イ
大
腿
骨
ス
テ
ム
ヘ
ッ
ド

1
1
3
,
0
0
0
円

(Ⅱ
)

た
い

④
人
工
骨
頭
用

ア
モ
ノ
ポ
ー
ラ
カ
ッ
プ

8
7
,
2
0
0
円

イ
バ
イ
ポ
ー
ラ
カ
ッ
プ

1
0
4
,
0
0
0
円

(Ⅰ
)

ウ
バ
イ
ポ
ー
ラ
カ
ッ
プ

1
3
9
,
0
0
0
円

(Ⅱ
)

⑤
大
腿
骨
ネ
ッ
ク

9
6
,
4
0
0
円

た
い

単
純
人
工
骨
頭

1
0
1
,
0
0
0
円

(３
)

0
5
8
人
工
膝
関
節
用
材
料

し
つ

大
腿
骨
側
材
料

(１
)

た
い

①
全
置
換
用
材
料
（
直
接
固
定
型
）

2
5
1
,
0
0
0
円

②
全
置
換
用
材
料
（
間
接
固
定
型
）

ア
標
準
型

2
4
2
,
0
0
0
円

イ
特
殊
型

3
5
8
,
0
0
0
円

③
片
側
置
換
用
材
料
（
直
接
固
定
型
）

1
7
7
,
0
0
0
円

④
片
側
置
換
用
材
料
（
間
接
固
定
型
）

ア
標
準
型

1
4
2
,
0
0
0
円

イ
特
殊
型

1
8
5
,
0
0
0
円

脛
骨
側
材
料

(２
)

け
い

①
全
置
換
用
材
料
（
直
接
固
定
型
）

ア
標
準
型

1
4
7
,
0
0
0
円

イ
特
殊
型

2
0
4
,
0
0
0
円

②
全
置
換
用
材
料
（
間
接
固
定
型
）

1
4
5
,
0
0
0
円

③
片
側
置
換
用
材
料
（
直
接
固
定
型
）

1
6
1
,
0
0
0
円

④
片
側
置
換
用
材
料
（
間
接
固
定
型
）

1
0
5
,
0
0
0
円

膝
蓋
骨
材
料

(３
)

し
つ

①
膝
蓋
骨
置
換
用
材
料

3
4
,
1
0
0
円

(Ⅰ
)

し
つ

②
膝
蓋
骨
置
換
用
材
料

4
7
,
6
0
0
円

(Ⅲ
)

し
つ

イ
ン
サ
ー
ト

5
2
,
6
0
0
円

(４
)

(Ⅰ
)

イ
ン
サ
ー
ト

7
1
,
5
0
0
円

(５
)

(Ⅱ
)

0
5
9
オ
プ
シ
ョ
ン
部
品

人
工
関
節
用
部
品

(１
) ①

一
般
オ
プ
シ
ョ
ン
部
品

1
9
,
4
0
0
円

②
カ
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト

2
6
,
7
0
0
円

人
工
膝
関
節
用
部
品

(２
)

し
つ

①
人
工
関
節
用
部
品

6
5
,
5
0
0
円

(Ⅰ
)

②
人
工
関
節
用
部
品

2
1
9
,
0
0
0
円

(Ⅱ
)

人
工
関
節
固
定
強
化
部
品

(３
) ①

人
工
関
節
固
定
強
化
部
品

1
1
,
9
0
0
円

(Ⅰ
)

②
人
工
関
節
固
定
強
化
部
品

1
5
,
7
0
0
円

(Ⅱ
)

再
建
用
強
化
部
品

5
8
8
,
0
0
0
円

(４
)

人
工
股
関
節
用
部
品

(５
) ①

骨
盤
用

2
0
4
,
0
0
0
円

(Ⅰ
)

②
骨
盤
用

2
0
9
,
0
0
0
円

(Ⅱ
)

そ
の
他
の
関
節
固
定
用
材
料
用
部
品

2
0
4
,
0
0
0
円

(６
)

0
6
0
固
定
用
内
副
子
（
ス
ク
リ
ュ
ー
）
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②
中
手
骨
側
材
料

上
に
同
じ
。

人
工
足
関
節
用
材
料

(２
) ①

脛
骨
側
材
料

3
6
2
,
0
0
0
円

け
い

②
距
骨
側
材
料

2
8
7
,
0
0
0
円

0
6
8
人
工
指
関
節
用
材
料

人
工
手
指
関
節
用
材
料

(１
) ①

人
工
手
根
中
手
関
節
用
材
料

ア
大
菱
形
骨
側
材
料

1
4
9
,
0
0
0
円

り
よ
う

イ
中
手
骨
側
材
料

1
7
6
,
0
0
0
円

②
そ
の
他
の
人
工
手
指
関
節
用
材
料

ア
近
位
側
材
料

1
0
8
,
0
0
0
円

イ
遠
位
側
材
料

9
2
,
9
0
0
円

ウ
一
体
型

9
5
,
9
0
0
円

人
工
足
指
関
節
用
材
料

(２
) ①

近
位
側
材
料

保
険
医
療
機
関
に
お
け

る
購
入
価
格
に
よ
る
。

②
遠
位
側
材
料

上
に
同
じ
。

③
一
体
型

9
6
,
3
0
0
円

0
6
9
上
肢
再
建
用
人
工
関
節
用
材
料

再
建
用
上
腕
骨
近
位
補
綴
用
材
料

4
0
9
,
0
0
0
円

(１
)

て
つ

再
建
用
上
腕
骨
遠
位
補
綴
用
材
料

6
0
0
,
0
0
0
円

(２
)

て
つ

再
建
用
尺
骨
側
材
料

4
6
5
,
0
0
0
円

(３
)

0
7
0
下
肢
再
建
用
人
工
関
節
用
材
料

再
建
用
臼
蓋
形
成
カ
ッ
プ

5
8
9
,
0
0
0
円

(１
)

再
建
用
大
腿
骨
近
位
補
綴
用
材
料

8
8
6
,
0
0
0
円

(２
)

た
い

て
つ

再
建
用
大
腿
骨
遠
位
補
綴
用
材
料

7
5
6
,
0
0
0
円

(３
)

た
い

て
つ

再
建
用
大
腿
骨
表
面
置
換
用
材
料

6
2
6
,
0
0
0
円

(４
)

た
い

再
建
用
脛
骨
近
位
補
綴
用
材
料

7
3
3
,
0
0
0
円

(５
)

け
い

て
つ

再
建
用
脛
骨
表
面
置
換
用
材
料

6
9
8
,
0
0
0
円

(６
)

け
い

0
7
1
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
人
工
関
節
及
び
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
人
工
骨

カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
人
工
関
節

保
険
医
療
機
関
に
お
け

(１
)

る
購
入
価
格
に
よ
る
。

カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
人
工
骨

(２
) ①

カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
人
工
骨
（
Ｓ
）

7
7
3
,
0
0
0
円

②
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
人
工
骨
（
Ｍ
）

8
4
7
,
0
0
0
円

カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
プ
レ
ー
ト

8
0
4
,
0
0
0
円

(３
)

0
7
2
人
工
骨
頭
帽

2
4
3
,
0
0
0
円

0
7
3
髄
内
釘て

い

髄
内
釘

(１
)

て
い

①
標
準
型

1
3
8
,
0
0
0
円

②
大
腿
骨
頸
部
型

1
5
1
,
0
0
0
円

た
い

け
い

③
集
束
型

6
,
7
1
0
円

④
可
変
延
長
型

3
0
1
,
0
0
0
円

横
止
め
ス
ク
リ
ュ
ー

(２
) ①

標
準
型

1
5
,
0
0
0
円

②
大
腿
骨
頸
部
型

3
4
,
0
0
0
円

た
い

け
い

③
特
殊
型

1
7
,
1
0
0
円

ナ
ッ
ト

1
9
,
8
0
0
円

(３
)

位
置
情
報
表
示
装
置
（
プ
ロ
ー
ブ
・
ド
リ
ル
）

2
3
,
4
0
0
円

(４
)

ナ
ッ
ト

4
6
6
円

(２
)

0
6
4
脊
椎
固
定
用
材
料

脊
椎
ロ
ッ
ド

3
6
,
6
0
0
円

(１
)

脊
椎
プ
レ
ー
ト

(２
) ①

標
準
型

3
7
,
5
0
0
円

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
型

4
2
,
7
0
0
円

椎
体
フ
ッ
ク

6
6
,
7
0
0
円

(３
)

脊
椎
ス
ク
リ
ュ
ー
（
固
定
型
）

6
4
,
3
0
0
円

(４
)

脊
椎
ス
ク
リ
ュ
ー
（
可
動
型
）

9
7
,
1
0
0
円

(５
)

脊
椎
ス
ク
リ
ュ
ー
（
ア
ン
カ
ー
型
）

3
4
,
5
0
0
円

(６
)

脊
椎
コ
ネ
ク
タ
ー

3
9
,
8
0
0
円

(７
)

ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ス
固
定
器

6
1
,
6
0
0
円

(８
)

椎
体
ス
テ
ー
プ
ル

3
6
,
5
0
0
円

(９
)

骨
充
填
用
ス
ペ
ー
サ
ー

3
,
4
6
0
円

(1
0)

0
6
5
人
工
肩
関
節
用
材
料

肩
甲
骨
側
材
料

(１
) ①

グ
レ
ノ
イ
ド
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

ア
標
準
型

1
2
9
,
0
0
0
円

イ
特
殊
型

1
4
4
,
0
0
0
円

②
関
節
窩
ヘ
ッ
ド

か

ア
標
準
型

1
5
8
,
0
0
0
円

イ
部
分
補
正
型

1
6
7
,
0
0
0
円

③
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト

ア
標
準
型

1
6
7
,
0
0
0
円

イ
特
殊
型

1
8
7
,
0
0
0
円

上
腕
骨
側
材
料

(２
) ①

上
腕
骨
ス
テ
ム

ア
標
準
型

2
8
4
,
0
0
0
円

イ
特
殊
型

3
1
6
,
0
0
0
円

②
ス
テ
ム
ヘ
ッ
ド
及
び
ト
レ
イ

ア
ス
テ
ム
ヘ
ッ
ド

2
1
4
,
0
0
0
円

イ
ト
レ
イ

5
0
,
9
0
0
円

③
ス
ペ
ー
サ
ー

1
0
0
,
0
0
0
円

④
イ
ン
サ
ー
ト

ア
標
準
型

3
3
,
1
0
0
円

イ
特
殊
型

5
4
,
3
0
0
円

切
換
用

4
0
,
3
0
0
円

(３
)

0
6
6
人
工
肘
関
節
用
材
料

ち
ゆ
う

上
腕
骨
ス
テ
ム

2
2
1
,
0
0
0
円

(１
)

尺
骨
ス
テ
ム

1
7
2
,
0
0
0
円

(２
)

橈
骨
側
材
料

1
5
6
,
0
0
0
円

(３
)

と
う

コ
ン
ダ
イ
ル

2
5
,
3
0
0
円

(４
)

ベ
ア
リ
ン
グ

(５
) ①

標
準
型

１
セ
ッ
ト
当
た
り
1
6
3
,
0
0
0
円

②
特
殊
型

１
セ
ッ
ト
当
た
り
1
9
4
,
0
0
0
円

0
6
7
人
工
手
関
節
・
足
関
節
用
材
料

人
工
手
関
節
用
材
料

(１
) ①

橈
骨
側
材
料

保
険
医
療
機
関
に
お
け

と
う

る
購
入
価
格
に
よ
る
。
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脊
椎
用

１
ｇ
当
た
り
5
3
5
円

(３
)

0
8
0
合
成
吸
収
性
骨
片
接
合
材
料

ス
ク
リ
ュ
ー

(１
) ①

一
般
用

6
0
,
3
0
0
円

②
頭
蓋
・
顎
・
顔
面
・
小
骨
用

3
3
,
0
0
0
円

中
空
ス
ク
リ
ュ
ー

7
0
,
5
0
0
円

(２
)

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
ー
ト

3
8
,
2
0
0
円

(３
)

そ
の
他
の
プ
レ
ー
ト

5
4
,
2
0
0
円

(４
)

骨
・
軟
部
組
織
固
定
用
ア
ン
カ
ー

4
4
,
3
0
0
円

(５
)

ワ
ッ
シ
ャ
ー

1
7
,
0
0
0
円

(６
)

ピ
ン

(７
) ①

一
般
用

3
9
,
5
0
0
円

②
胸
骨
・
肋
骨
用

3
2
,
3
0
0
円

ろ
つ

シ
ー
ト
・
メ
ッ
シ
ュ
型
（
1
5
㎠
以
上
2
5
㎠
未
満
）

6
7
,
4
0
0
円

(８
)

シ
ー
ト
・
メ
ッ
シ
ュ
型
（
2
5
㎠
以
上
）

1
0
8
,
0
0
0
円

(９
)

頭
蓋
骨
閉
鎖
用
ク
ラ
ン
プ

(1
0)

①
一
般
型

3
9
,
5
0
0
円

②
簡
易
型

1
9
,
5
0
0
円

0
8
1
脳
動
脈
瘤
手
術
ク
リ
ッ
プ

り
ゆ
う

標
準
型

1
7
,
5
0
0
円

(１
)

特
殊
型

2
0
,
2
0
0
円

(２
)

0
8
2
脳
血
流
遮
断
用
ク
リ
ッ
プ

7
,
4
5
0
円

0
8
3
脳
動
静
脈
奇
形
手
術
用
等
ク
リ
ッ
プ

6
,
2
8
0
円

0
8
4
人
工
硬
膜

非
吸
収
型

１
㎠
当
た
り
8
2
4
円

(１
)

吸
収
型

１
㎠
当
た
り
1
,
2
8
0
円

(２
)

0
8
5
脳
深
部
刺
激
装
置
用
リ
ー
ド
セ
ッ
ト
（
４
極
用
）

1
3
5
,
0
0
0
円

0
8
6
脳
・
脊
髄
刺
激
装
置
用
リ
ー
ド
及
び
仙
骨
神
経
刺
激
装
置
用
リ
ー
ド

リ
ー
ド
セ
ッ
ト

(１
) ①

４
極
又
は
８
極

1
5
5
,
0
0
0
円

②
1
6
極
以
上

3
6
3
,
0
0
0
円

ア
ダ
プ
タ
ー

3
5
,
4
0
0
円

(２
)

0
8
7
植
込
型
脳
・
脊
髄
電
気
刺
激
装
置

疼
痛
除
去
用

(１
)

と
う

①
４
極
用

1
,
3
5
0
,
0
0
0
円

②
８
極
用

1
,
5
0
0
,
0
0
0
円

③
1
6
極
以
上
用

1
,
7
4
0
,
0
0
0
円

④
1
6
極
用
・
充
電
式

1
,
9
0
0
,
0
0
0
円

⑤
1
6
極
以
上
用
・
充
電
式
・
体
位
変
換
対
応
型

2
,
1
6
0
,
0
0
0
円

⑥
3
2
極
用
・
充
電
式

1
,
8
8
0
,
0
0
0
円

振
戦
軽
減
用

(２
) ①

４
極
用

1
,
2
6
0
,
0
0
0
円

②
1
6
極
以
上
用

1
,
7
1
0
,
0
0
0
円

③
1
6
極
以
上
用
・
充
電
式

2
,
1
3
0
,
0
0
0
円

0
8
8
脳
波
測
定
用
頭
蓋
内
電
極

硬
膜
下
電
極
（
1
0
極
以
下
）

4
7
,
2
0
0
円

(１
)

硬
膜
下
電
極
（
1
1
極
以
上
）

8
9
,
2
0
0
円

(２
)

深
部
電
極

3
7
,
2
0
0
円

(３
)

0
8
9
涙
点
プ
ラ
グ

3
,
9
3
0
円

0
7
4
固
定
釘て

い

平
面
型

1
6
,
3
0
0
円

(１
)

立
体
特
殊
型

3
0
,
7
0
0
円

(２
)

0
7
5
固
定
用
金
属
線

金
属
線

(１
) ①

ワ
イ
ヤ
ー

１
㎝
当
た
り
1
6
円

②
ケ
ー
ブ
ル

4
0
,
7
0
0
円

③
バ
ン
ド

１
㎝
当
た
り
2
4
2
円

大
転
子
専
用
締
結
器

1
2
2
,
0
0
0
円

(２
)

0
7
6
固
定
用
金
属
ピ
ン

創
外
固
定
器
用

(１
) ①

標
準
型

2
2
,
2
0
0
円

②
抗
緊
張
ピ
ン

ア
一
般
型

1
3
,
8
0
0
円

イ
特
殊
型

2
5
,
6
0
0
円

一
般
用

(２
) ①

標
準
型

5
0
5
円

②
リ
ン
グ
型

2
1
,
1
0
0
円

0
7
7
人
工
靱
帯

じ
ん

固
定
器
具
な
し

5
7
,
6
0
0
円

(１
)

固
定
器
具
つ
き

6
3
,
8
0
0
円

(２
)

0
7
8
人
工
骨 汎
用
型

(１
) ①

非
吸
収
型

ア
顆
粒
・
フ
ィ
ラ
ー

１
ｇ
当
た
り
6
,
3
9
0
円

か

イ
多
孔
体

１
m
L
当
た
り
1
3
,
2
0
0
円

ウ
形
状
賦
形
型

１
m
L
当
た
り
1
5
,
0
0
0
円

②
吸
収
型

ア
顆
粒
・
フ
ィ
ラ
ー

１
ｇ
当
た
り
1
2
,
9
0
0
円

か

イ
多
孔
体

ⅰ
一
般
型

１
m
L
当
た
り
1
4
,
3
0
0
円

ⅱ
蛋
白
質
配
合
型

１
m
L
当
た
り
1
4
,
8
0
0
円

た
ん

専
用
型

(２
) ①

人
工
耳
小
骨

1
1
,
1
0
0
円

②
開
頭
穿
孔
術
用

8
,
9
3
0
円

せ
ん

③
頭
蓋
骨
・
喉
頭
気
管
用

4
0
,
1
0
0
円

④
椎
弓
・
棘
間
用

3
1
,
6
0
0
円

き
よ
く

⑤
椎
体
固
定
用

ア
１
椎
体
用

1
5
2
,
0
0
0
円

イ
そ
の
他

3
1
4
,
0
0
0
円

⑥
骨
盤
用

ア
腸
骨
稜
用

6
1
,
2
0
0
円

り
よ
う

イ
そ
の
他

1
6
2
,
0
0
0
円

⑦
肋
骨
・
胸
骨
・
四
肢
骨
用

3
0
,
3
0
0
円

ろ
つ

⑧
椎
体
骨
創
部
閉
鎖
用

１
m
L
当
た
り
1
4
,
6
0
0
円

⑨
ス
ク
リ
ュ
ー
併
用
用

１
m
L
当
た
り
1
4
,
2
0
0
円

0
7
9
骨
セ
メ
ン
ト

頭
蓋
骨
用

１
ｇ
当
た
り
6
2
1
円

(１
)

人
工
関
節
固
定
用

１
ｇ
当
た
り
3
0
2
円

(２
)
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自
動
縫
合
器
対
応
用

２
枚
１
組
1
7
,
6
0
0
円

(４
)

プ
レ
ジ
ェ
ッ
ト
・
チ
ュ
ー
ブ

1
7
9
円

(５
)

1
0
0
合
成
吸
収
性
癒
着
防
止
材

シ
ー
ト
型

１
㎠
当
た
り
1
6
9
円

(１
)

ス
プ
レ
ー
型

１
m
L
当
た
り
7
,
2
6
0
円

(２
)

1
0
1
皮
膚
欠
損
用
創
傷
被
覆
材

真
皮
に
至
る
創
傷
用

１
㎠
当
た
り
6
円

(１
)

皮
下
組
織
に
至
る
創
傷
用

(２
) ①

標
準
型

１
㎠
当
た
り
1
0
円

②
異
形
型

１
ｇ
当
た
り
3
5
円

筋
・
骨
に
至
る
創
傷
用

１
㎠
当
た
り
2
5
円

(３
)

1
0
2
真
皮
欠
損
用
グ
ラ
フ
ト

１
㎠
当
た
り
4
5
2
円

1
0
3
非
固
着
性
シ
リ
コ
ン
ガ
ー
ゼ

広
範
囲
熱
傷
用

1
,
0
8
0
円

(１
)

平
坦
部
位
用

1
4
2
円

(２
)

た
ん

凹
凸
部
位
用

3
0
9
円

(３
)

1
0
4
ゼ
ラ
チ
ン
ス
ポ
ン
ジ
止
血
材

1
,
2
4
0
円

1
0
5
デ
キ
ス
ト
ラ
ノ
マ
ー

１
ｇ
当
た
り
1
4
5
円

1
0
6
微
線
維
性
コ
ラ
ー
ゲ
ン

１
ｇ
当
た
り
1
3
,
0
0
0
円

1
0
7
経
皮
的
血
管
形
成
術
用
穿
刺
部
止
血
材
料

2
8
,
4
0
0
円

せ
ん

1
0
8
頭
・
静
脈
、
腹
腔
シ
ャ
ン
ト
バ
ル
ブ

く
う

標
準
型

(１
) ①

標
準
機
能

ア
近
位
カ
テ
ー
テ
ル

ⅰ
標
準
型

2
2
,
4
0
0
円

ⅱ
内
視
鏡
型

4
3
,
6
0
0
円

イ
リ
ザ
ー
バ
ー

2
0
,
8
0
0
円

ウ
バ
ル
ブ

ⅰ
圧
固
定
式

4
6
,
6
0
0
円

ⅱ
流
量
調
節
・
圧
可
変
式

1
7
8
,
0
0
0
円

エ
遠
位
カ
テ
ー
テ
ル

ⅰ
標
準
型

3
0
,
8
0
0
円

ⅱ
細
径
一
体
型

2
7
,
0
0
0
円

オ
コ
ネ
ク
タ

ⅰ
ス
ト
レ
ー
ト

7
,
6
3
0
円

ⅱ
ス
リ
ー
ウ
ェ
イ

1
2
,
4
0
0
円

②
特
殊
機
能

6
5
,
3
0
0
円

ワ
ン
ピ
ー
ス
型

5
8
,
3
0
0
円

(２
)

1
0
9
胸
水
・
腹
水
シ
ャ
ン
ト
バ
ル
ブ

シ
ャ
ン
ト
バ
ル
ブ

1
7
5
,
0
0
0
円

(１
)

交
換
用
部
品

(２
) ①

カ
テ
ー
テ
ル

ア
腹
腔
・
胸
腔
用

2
4
,
2
0
0
円

く
う

く
う

イ
静
脈
用

2
5
,
6
0
0
円

②
コ
ネ
ク
タ

4
,
8
3
0
円

1
1
0
植
込
型
輸
液
ポ
ン
プ

1
,
4
2
0
,
0
0
0
円

1
1
1
植
込
型
輸
液
ポ
ン
プ
用
髄
腔
カ
テ
ー
テ
ル

く
う

標
準
型

7
2
,
3
0
0
円

(１
)

強
化
型

8
9
,
0
0
0
円

(２
)

0
9
0
人
工
内
耳
用
材
料

人
工
内
耳
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（
電
極
及
び
受
信
－
刺
激
器
）

1
,
6
5
0
,
0
0
0
円

(１
)

人
工
内
耳
用
音
声
信
号
処
理
装
置

(２
) ①

標
準
型

9
4
0
,
0
0
0
円

②
残
存
聴
力
活
用
型

9
3
2
,
0
0
0
円

人
工
内
耳
用
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト

(３
) ①

マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

3
8
,
7
0
0
円

②
送
信
コ
イ
ル

1
0
,
7
0
0
円

③
送
信
ケ
ー
ブ
ル

2
,
7
4
0
円

④
マ
グ
ネ
ッ
ト

7
,
8
4
0
円

⑤
接
続
ケ
ー
ブ
ル

4
,
4
8
0
円

0
9
1
削
除

0
9
2
鼻
孔
プ
ロ
テ
ー
ゼ

3
,
8
5
0
円

0
9
3
人
工
喉
頭

音
声
回
復
用
人
工
補
装
具

(１
) ①

一
般
型

9
,
8
1
0
円

②
長
期
留
置
型

4
3
,
0
0
0
円

呼
気
弁

5
1
,
1
0
0
円

(２
)

0
9
4
気
管
・
気
管
支
・
大
静
脈
ス
テ
ン
ト

一
時
留
置
型

(１
) ①

ス
ト
レ
ー
ト
型

5
3
,
4
0
0
円

②
Ｙ
字
型

5
3
,
8
0
0
円

永
久
留
置
型

(２
) ①

標
準
型

1
4
6
,
0
0
0
円

②
特
殊
型

1
5
1
,
0
0
0
円

0
9
5
食
道
用
ス
テ
ン
ト

1
2
7
,
0
0
0
円

0
9
6
胃
・
食
道
静
脈
瘤
圧
迫
止
血
用
チ
ュ
ー
ブ

り
ゆ
う

食
道
止
血
用

2
9
,
3
0
0
円

(１
)

胃
止
血
用

2
9
,
2
0
0
円

(２
)

胃
・
食
道
止
血
用

5
6
,
6
0
0
円

(３
)

0
9
7
食
道
静
脈
瘤
硬
化
療
法
用
セ
ッ
ト

り
ゆ
う

食
道
静
脈
瘤
硬
化
療
法
用
穿
刺
針

3
,
9
1
0
円

(１
)

り
ゆ
う

せ
ん

食
道
静
脈
瘤
硬
化
療
法
用
内
視
鏡
固
定
用
バ
ル
ー
ン

7
,
2
0
0
円

(２
)

り
ゆ
う

食
道
静
脈
瘤
硬
化
療
法
用
止
血
バ
ル
ー
ン

4
,
3
7
0
円

(３
)

り
ゆ
う

食
道
静
脈
瘤
硬
化
療
法
用
ガ
イ
ド
チ
ュ
ー
ブ

3
4
,
2
0
0
円

(４
)

り
ゆ
う

0
9
8
内
視
鏡
的
食
道
静
脈
瘤
結
紮
セ
ッ
ト

り
ゆ
う

さ
つ

内
視
鏡
的
食
道
静
脈
瘤
結
紮
セ
ッ
ト
（
単
発
式
）

1
5
,
4
0
0
円

(１
)

り
ゆ
う

さ
つ

内
視
鏡
的
食
道
静
脈
瘤
結
紮
セ
ッ
ト
（
連
発
式
）

2
4
,
6
0
0
円

(２
)

り
ゆ
う

さ
つ

0
9
9
組
織
代
用
人
工
繊
維
布

心
血
管
系
用

(１
) ①

血
管
用
フ
ェ
ル
ト
・
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク

１
㎠
当
た
り
1
3
3
円

②
心
膜
シ
ー
ト

１
㎠
当
た
り
3
9
4
円

③
心
血
管
修
復
パ
ッ
チ
一
般
用

１
㎠
当
た
り
1
,
0
7
0
円

④
心
血
管
修
復
パ
ッ
チ
小
児
用

１
㎠
当
た
り
1
,
5
7
0
円

ヘ
ル
ニ
ア
修
復
・
胸
壁
補
強
用

(２
) ①

一
般

１
㎠
当
た
り
7
5
円

②
形
状
付
加
型

1
9
,
5
0
0
円

③
腹
膜
欠
損
用

１
㎠
当
た
り
4
1
3
円

臓
器
欠
損
補
強
用

１
㎠
当
た
り
1
6
7
円

(３
)

（ ）（ ） 10531052



1
1
8
植
込
型
除
細
動
器
用
カ
テ
ー
テ
ル
電
極

植
込
型
除
細
動
器
用
カ
テ
ー
テ
ル
電
極
（
シ
ン
グ
ル
）

6
3
3
,
0
0
0
円

(１
)

植
込
型
除
細
動
器
用
カ
テ
ー
テ
ル
電
極
（
マ
ル
チ
（
一
式
）
）

2
0
2
,
0
0
0
円

(２
)

ア
ダ
プ
タ
ー

2
6
8
,
0
0
0
円

(３
)

植
込
型
除
細
動
器
用
カ
テ
ー
テ
ル
電
極
（
皮
下
植
込
式
）

6
0
2
,
0
0
0
円

(４
)

1
1
9
機
械
弁

7
7
2
,
0
0
0
円

1
2
0
生
体
弁 異
種
大
動
脈
弁

7
8
0
,
0
0
0
円

(１
)

異
種
心
膜
弁

5
4
7
,
0
0
0
円

(２
)

(Ⅰ
)

(３
)

(Ⅱ
)

異
種
心
膜
弁

①
期
限
付
改
良
加
算
な
し

9
5
3
,
0
0
0
円

②
期
限
付
改
良
加
算
あ
り

9
9
5
,
0
0
0
円

異
種
心
膜
弁

シ
ス
テ
ム

1
,
0
5
0
,
0
0
0
円

(４
)

(Ⅱ
)

1
2
1
弁
付
き
グ
ラ
フ
ト
（
生
体
弁
）

8
2
5
,
0
0
0
円

1
2
2
人
工
弁
輪

僧
帽
弁
用

2
7
2
,
0
0
0
円

(１
)

三
尖
弁
用

2
1
0
,
0
0
0
円

(２
)

せ
ん

僧
帽
弁
・
三
尖
弁
兼
用

2
4
2
,
0
0
0
円

(３
)

せ
ん

1
2
3
経
皮
的
カ
テ
ー
テ
ル
心
筋
焼
灼
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

し
や
く

熱
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
用

(１
) ①

標
準
型

1
2
4
,
0
0
0
円

②
イ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
型

1
4
6
,
0
0
0
円

③
バ
ル
ー
ン
型

5
0
5
,
0
0
0
円

④
体
外
式
ペ
ー
シ
ン
グ
機
能
付
き

2
9
3
,
0
0
0
円

⑤
体
外
式
ペ
ー
シ
ン
グ
機
能
付
き
・
特
殊
型

3
9
5
,
0
0
0
円

冷
凍
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
用

(２
) ①

バ
ル
ー
ン
型

6
4
9
,
0
0
0
円

②
標
準
型

1
4
7
,
0
0
0
円

1
2
4
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
人
工
肺
（
膜
型
肺
）

体
外
循
環
型
（
リ
ザ
ー
バ
ー
機
能
あ
り
）

(１
) ①

一
般
用

1
0
3
,
0
0
0
円

②
低
体
重
者
・
小
児
用

1
2
5
,
0
0
0
円

体
外
循
環
型
（
リ
ザ
ー
バ
ー
機
能
な
し
）

(２
) ①

一
般
用

7
6
,
2
0
0
円

②
低
体
重
者
・
小
児
用

1
2
1
,
0
0
0
円

補
助
循
環
・
補
助
呼
吸
型

(３
) ①

一
般
用

1
4
1
,
0
0
0
円

②
低
体
重
者
・
小
児
用

1
5
3
,
0
0
0
円

1
2
5
遠
心
式
体
外
循
環
用
血
液
ポ
ン
プ

シ
ー
ル
型

(１
) ①

抗
血
栓
性
あ
り

6
3
,
8
0
0
円

②
抗
血
栓
性
な
し

4
6
,
5
0
0
円

シ
ー
ル
レ
ス
型

5
6
,
5
0
0
円

(２
)

1
2
6
体
外
循
環
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

成
人
用

(１
) ①

送
脱
血
カ
ニ
ュ
ー
レ

ア
シ
ン
グ
ル
標
準

4
,
6
2
0
円

イ
シ
ン
グ
ル
強
化

6
,
7
7
0
円

ウ
２
段
標
準

8
,
6
4
0
円

1
1
2
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

シ
ン
グ
ル
チ
ャ
ン
バ

(１
) ①

標
準
型

5
2
9
,
0
0
0
円

②
リ
ー
ド
一
体
型

1
,
0
6
0
,
0
0
0
円

デ
ュ
ア
ル
チ
ャ
ン
バ
（
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
）

5
5
3
,
0
0
0
円

(２
)

デ
ュ
ア
ル
チ
ャ
ン
バ
（
Ⅲ
型
）

4
0
3
,
0
0
0
円

(３
)

デ
ュ
ア
ル
チ
ャ
ン
バ
（
Ⅳ
型
）

7
2
0
,
0
0
0
円

(４
)

デ
ュ
ア
ル
チ
ャ
ン
バ
（
Ⅴ
型
）

7
9
2
,
0
0
0
円

(５
)

ト
リ
プ
ル
チ
ャ
ン
バ
（
Ⅰ
型
）

1
,
3
0
0
,
0
0
0
円

(６
)

ト
リ
プ
ル
チ
ャ
ン
バ
（
Ⅱ
型
）

(７
) ①

単
極
用
又
は
双
極
用

1
,
5
4
0
,
0
0
0
円

②
４
極
用

1
,
5
8
0
,
0
0
0
円

ト
リ
プ
ル
チ
ャ
ン
バ
（
Ⅲ
型
）

(８
) ①

自
動
調
整
機
能
付
き

1
,
6
6
0
,
0
0
0
円

②
４
極
用
・
自
動
調
整
機
能
付
き

1
,
7
1
0
,
0
0
0
円

1
1
3
植
込
式
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
用
リ
ー
ド

リ
ー
ド

(１
) ①

経
静
脈
リ
ー
ド

ア
標
準
型

8
8
,
6
0
0
円

イ
シ
ン
グ
ル
パ
ス
Ｖ
Ｄ
Ｄ
リ
ー
ド

1
1
4
,
0
0
0
円

ウ
誤
感
知
防
止
型

1
2
6
,
0
0
0
円

エ
４
極

1
3
5
,
0
0
0
円

②
心
筋
用
リ
ー
ド

ア
単
極

8
7
,
9
0
0
円

イ
双
極

1
1
3
,
0
0
0
円

ア
ダ
プ
タ
ー

2
6
,
4
0
0
円

(２
)

ア
ク
セ
サ
リ
ー

3
,
8
3
0
円

(３
)

1
1
4
体
外
式
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
用
カ
テ
ー
テ
ル
電
極

一
時
ペ
ー
シ
ン
グ
型

1
5
,
6
0
0
円

(１
)

心
臓
電
気
生
理
学
的
検
査
機
能
付
加
型

(２
) ①

標
準
型

5
1
,
0
0
0
円

②
冠
状
静
脈
洞
型

7
3
,
4
0
0
円

③
房
室
弁
輪
部
型

1
6
7
,
0
0
0
円

④
心
房
内
・
心
室
内
全
域
型

4
0
3
,
0
0
0
円

⑤
温
度
セ
ン
サ
ー
付
き

8
7
,
7
0
0
円

⑥
除
細
動
機
能
付
き

2
1
8
,
0
0
0
円

再
製
造

(３
) ①

房
室
弁
輪
部
型

1
1
7
,
0
0
0
円

1
1
5
体
表
面
ペ
ー
シ
ン
グ
用
電
極

4
,
4
8
0
円

1
1
6
体
外
式
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
用
心
臓
植
込
ワ
イ
ヤ
ー

単
極

(１
) ①

固
定
機
能
あ
り

4
,
3
0
0
円

②
固
定
機
能
な
し

2
,
5
1
0
円

双
極
以
上

6
,
5
0
0
円

(２
)

1
1
7
植
込
型
除
細
動
器

植
込
型
除
細
動
器
（
Ⅲ
型
）

(１
) ①

標
準
型

2
,
8
8
0
,
0
0
0
円

②
皮
下
植
込
式
電
極
併
用
型

3
,
1
2
0
,
0
0
0
円

植
込
型
除
細
動
器
（
Ⅴ
型
）

2
,
9
5
0
,
0
0
0
円

(２
)

（ ）（ ） 10531052



心
筋
保
護
回
路

1
4
,
6
0
0
円

(３
)

血
液
濃
縮
回
路

2
5
,
2
0
0
円

(４
)

分
離
体
外
循
環
回
路

4
1
,
1
0
0
円

(５
)

個
別
機
能
品

(６
) ①

貯
血
槽

9
,
0
5
0
円

②
カ
ー
デ
ィ
オ
ト
ミ
ー
リ
ザ
ー
バ
ー

2
7
,
8
0
0
円

③
ハ
ー
ド
シ
ェ
ル
静
脈
リ
ザ
ー
バ
ー

2
7
,
0
0
0
円

④
心
筋
保
護
用
貯
液
槽

8
,
9
5
0
円

⑤
ラ
イ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー

1
3
,
0
0
0
円

⑥
回
路
洗
浄
用
フ
ィ
ル
タ
ー

4
,
1
0
0
円

⑦
血
液
学
的
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
測
定
用
セ
ル

ア
標
準
型

7
,
1
1
0
円

イ
ガ
ス
分
圧
セ
ン
サ
ー
付
き

1
4
,
1
0
0
円

⑧
熱
交
換
器

1
1
,
9
0
0
円

⑨
安
全
弁

4
,
5
6
0
円

1
2
8
バ
ル
ー
ン
パ
ン
ピ
ン
グ
用
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル

一
般
用
標
準
型

1
6
0
,
0
0
0
円

(１
)

一
般
用
末
梢
循
環
温
存
型

1
3
1
,
0
0
0
円

(２
)

し
よ
う

一
般
用
セ
ン
サ
ー
内
蔵
型

1
8
2
,
0
0
0
円

(３
)

小
児
用

2
0
2
,
0
0
0
円

(４
)

1
2
9
補
助
人
工
心
臓
セ
ッ
ト

体
外
型

(１
) ①

成
人
用

3
,
2
7
0
,
0
0
0
円

②
小
児
用

ア
血
液
ポ
ン
プ

6
,
6
0
0
,
0
0
0
円

イ
心
尖
部
脱
血
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

1
,
0
7
0
,
0
0
0
円

せ
ん

ウ
心
房
脱
血
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

7
2
1
,
0
0
0
円

エ
動
脈
送
血
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

7
9
8
,
0
0
0
円

オ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
セ
ッ
ト

4
0
7
,
0
0
0
円

カ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ

1
3
2
,
0
0
0
円

キ
カ
ニ
ュ
ー
レ
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
セ
ッ
ト

2
0
2
,
0
0
0
円

ク
カ
ニ
ュ
ー
レ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ッ
ト

2
2
6
,
0
0
0
円

植
込
型
（
非
拍
動
流
型
）

(２
) ①

磁
気
浮
上
型

1
8
,
3
0
0
,
0
0
0
円

②
水
循
環
型

1
8
,
9
0
0
,
0
0
0
円

③
軸
流
型

1
8
,
9
0
0
,
0
0
0
円

水
循
環
回
路
セ
ッ
ト

1
,
1
0
0
,
0
0
0
円

(３
)

1
3
0
心
臓
手
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

(１
) ①

一
般
型

3
5
,
5
0
0
円

②
イ
ン
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
型

1
5
7
,
0
0
0
円

③
パ
ー
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
型

1
4
6
,
0
0
0
円

④
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
型

1
2
1
,
0
0
0
円

⑤
ス
リ
ッ
ピ
ン
グ
防
止
型

1
0
2
,
0
0
0
円

⑥
再
狭
窄
抑
制
型

1
7
3
,
0
0
0
円

さ
く

冠
動
脈
狭
窄
部
貫
通
用
カ
テ
ー
テ
ル

3
8
,
5
0
0
円

(２
)

さ
く

冠
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
セ
ッ
ト

(３
) ①

一
般
型

1
1
3
,
0
0
0
円

②
救
急
処
置
型

2
9
0
,
0
0
0
円

エ
２
段
強
化

8
,
1
9
0
円

②
心
筋
保
護
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

ア
ル
ー
ト

3
,
9
5
0
円

イ
コ
ロ
ナ
リ
ー

6
,
1
2
0
円

ウ
レ
ト
ロ

1
9
,
0
0
0
円

③
ベ
ン
ト
カ
テ
ー
テ
ル

ア
一
般
型

3
,
3
5
0
円

イ
ガ
ス
注
入
型

4
,
5
0
0
円

④
経
皮
的
挿
入
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

ア
一
般
型

3
8
,
2
0
0
円

イ
先
端
強
化
型

ⅰ
シ
ン
グ
ル
ル
ー
メ
ン

4
1
,
0
0
0
円

ⅱ
ダ
ブ
ル
ル
ー
メ
ン

1
8
6
,
0
0
0
円

小
児
用

(２
) ①

送
脱
血
カ
ニ
ュ
ー
レ

ア
シ
ン
グ
ル
標
準

4
,
7
7
0
円

イ
シ
ン
グ
ル
強
化

6
,
8
1
0
円

ウ
２
段
標
準

8
,
6
4
0
円

エ
２
段
強
化

8
,
3
4
0
円

②
心
筋
保
護
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

ア
ル
ー
ト

4
,
0
6
0
円

イ
コ
ロ
ナ
リ
ー

6
,
4
2
0
円

ウ
レ
ト
ロ

1
9
,
9
0
0
円

③
ベ
ン
ト
カ
テ
ー
テ
ル

ア
一
般
型

3
,
5
1
0
円

イ
ガ
ス
注
入
型

4
,
5
0
0
円

④
経
皮
的
挿
入
用
カ
ニ
ュ
ー
レ

ア
一
般
型

3
9
,
0
0
0
円

イ
先
端
強
化
型

ⅰ
シ
ン
グ
ル
ル
ー
メ
ン

4
2
,
4
0
0
円

ⅱ
ダ
ブ
ル
ル
ー
メ
ン

1
8
6
,
0
0
0
円

注
生
体
適
合
性
を
付
加
し
た
送
脱
血
カ
ニ
ュ
ー
レ
、
心
筋
保
護
用
カ
ニ
ュ
ー
レ
又
は
ベ
ン
ト
カ
テ
ー
テ
ル

に
あ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
材
料
価
格
に
1
,
6
0
0
円
を
加
算
し
、
生
体
適
合
性
を
付
加
し
た
経
皮
的
挿
入
用
カ
ニ

ュ
ー
レ
に
あ
っ
て
は
材
料
価
格
に
3
,
5
0
0
円
を
加
算
す
る
。

1
2
7
人
工
心
肺
回
路

メ
イ
ン
回
路

(１
) ①

抗
血
栓
性
あ
り

ア
成
人
用

1
1
7
,
0
0
0
円

イ
小
児
用

1
3
4
,
0
0
0
円

②
抗
血
栓
性
な
し

ア
成
人
用

1
1
0
,
0
0
0
円

イ
小
児
用

1
2
4
,
0
0
0
円

補
助
循
環
回
路

(２
) ①

抗
血
栓
性
あ
り

ア
成
人
用

6
9
,
6
0
0
円

イ
小
児
用

7
0
,
9
0
0
円

②
抗
血
栓
性
な
し

ア
成
人
用

4
0
,
4
0
0
円

イ
小
児
用

4
0
,
4
0
0
円
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③
リ
ー
ド
ロ
ッ
キ
ン
グ
デ
バ
イ
ス

9
1
,
0
0
0
円

④
リ
ー
ド
抜
去
ス
ネ
ア
セ
ッ
ト

1
4
3
,
0
0
0
円

⑤
大
血
管
用
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ス

2
6
8
,
0
0
0
円

血
栓
除
去
用
カ
テ
ー
テ
ル

(９
) ①

バ
ル
ー
ン
付
き

ア
一
般
型

1
1
,
6
0
0
円

イ
極
細
型

1
5
,
4
0
0
円

ウ
ダ
ブ
ル
ル
ー
メ
ン

1
7
,
9
0
0
円

②
残
存
血
栓
除
去
用

3
5
,
4
0
0
円

③
経
皮
的
血
栓
除
去
用

3
7
,
1
0
0
円

④
脳
血
栓
除
去
用

ア
ワ
イ
ヤ
ー
型

2
8
6
,
0
0
0
円

イ
破
砕
吸
引
型

4
5
0
,
0
0
0
円

ウ
自
己
拡
張
型

3
8
6
,
0
0
0
円

エ
直
接
吸
引
型

2
7
3
,
0
0
0
円

塞
栓
用
コ
イ
ル

(1
0)

①
コ
イ
ル

ア
標
準
型

1
0
,
8
0
0
円

イ
機
械
式
デ
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
型

5
6
,
4
0
0
円

ウ
電
気
式
デ
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
型

1
1
8
,
0
0
0
円

エ
水
圧
式
・
ワ
イ
ヤ
ー
式
デ
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
型

9
8
,
8
0
0
円

オ
特
殊
型

1
4
5
,
0
0
0
円

②
プ
ッ
シ
ャ
ー

1
6
,
3
0
0
円

③
コ
イ
ル
留
置
用
ス
テ
ン
ト

4
6
6
,
0
0
0
円

汎
用
型
圧
測
定
用
プ
ロ
ー
ブ

7
7
,
3
0
0
円

(1
1)

循
環
機
能
評
価
用
動
脈
カ
テ
ー
テ
ル

2
9
,
3
0
0
円

(1
2)

静
脈
弁
カ
ッ
タ
ー

(1
3)

①
切
開
径
固
定
型

2
4
,
8
0
0
円

②
切
開
径
変
動
型

8
6
,
7
0
0
円

③
オ
ー
バ
ー
ザ
ワ
イ
ヤ
ー
型

8
7
,
6
0
0
円

頸
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
セ
ッ
ト

1
7
2
,
0
0
0
円

(1
4)

け
い

狭
窄
部
貫
通
用
カ
テ
ー
テ
ル

4
4
,
3
0
0
円

(1
5)

さ
く

下
肢
動
脈
狭
窄
部
貫
通
用
カ
テ
ー
テ
ル

1
7
9
,
0
0
0
円

(1
6)

さ
く

血
管
塞
栓
用
プ
ラ
グ

1
3
1
,
0
0
0
円

(1
7)

交
換
用
カ
テ
ー
テ
ル

1
8
,
7
0
0
円

(1
8)

体
温
調
節
用
カ
テ
ー
テ
ル

(1
9)

①
発
熱
管
理
型

7
7
,
4
0
0
円

②
体
温
管
理
型

8
5
,
0
0
0
円

脳
血
管
用
ス
テ
ン
ト
セ
ッ
ト

5
0
1
,
0
0
0
円

(2
0)

脳
動
脈
瘤
治
療
用
フ
ロ
ー
ダ
イ
バ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

1
,
4
2
0
,
0
0
0
円

(2
1)

り
ゆ
う

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
血
管
形
成
用
カ
テ
ー
テ
ル

2
1
9
,
0
0
0
円

(2
2)

1
3
4
人
工
血
管

永
久
留
置
型

(１
) ①

大
血
管
用

ア
分
岐
な
し

ⅰ
標
準
型

1
1
9
,
0
0
0
円

ⅱ
特
殊
型

1
1
5
,
0
0
0
円

イ
１
分
岐

ⅰ
標
準
型

1
8
1
,
0
0
0
円

③
再
狭
窄
抑
制
型

1
6
1
,
0
0
0
円

さ
く

④
生
体
吸
収
・
再
狭
窄
抑
制
型

2
4
9
,
0
0
0
円

さ
く

特
殊
カ
テ
ー
テ
ル

2
0
9
,
0
0
0
円

(４
)

弁
拡
張
用
カ
テ
ー
テ
ル

1
5
1
,
0
0
0
円

(５
)

心
房
中
隔
欠
損
作
成
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

(６
) ①

バ
ル
ー
ン
型

2
5
,
5
0
0
円

②
ブ
レ
ー
ド
型

2
1
0
,
0
0
0
円

1
3
1
経
皮
的
心
房
中
隔
欠
損
閉
鎖
セ
ッ
ト

7
8
6
,
0
0
0
円

1
3
2
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
カ
テ
ー
テ
ル

冠
動
脈
用

1
0
,
7
0
0
円

(１
)

脳
血
管
用

(２
) ①

標
準
型

2
1
,
8
0
0
円

②
特
殊
型

2
5
,
0
0
0
円

③
高
度
屈
曲
対
応
型

9
0
,
3
0
0
円

そ
の
他
血
管
用

1
9
,
5
0
0
円

(３
)

1
3
3
血
管
内
手
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

経
皮
的
脳
血
管
形
成
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

(１
) ①

先
端
閉
鎖
型

9
7
,
2
0
0
円

②
先
端
開
放
型

1
9
4
,
0
0
0
円

末
梢
血
管
用
ス
テ
ン
ト
セ
ッ
ト

(２
)

し
よ
う

①
一
般
型

1
7
4
,
0
0
0
円

②
再
狭
窄
抑
制
型

2
3
3
,
0
0
0
円

さ
く

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル

(３
) ①

一
般
型

ア
標
準
型

3
7
,
8
0
0
円

イ
特
殊
型

5
5
,
2
0
0
円

②
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
型

1
3
4
,
0
0
0
円

③
脳
血
管
攣
縮
治
療
用

5
2
,
5
0
0
円

れ
ん

④
大
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
用

ア
血
流
遮
断
型
（
胸
部
及
び
腹
部
）

6
1
,
6
0
0
円

イ
血
流
非
遮
断
型
（
胸
部
及
び
腹
部
）

6
6
,
9
0
0
円

⑤
ス
リ
ッ
ピ
ン
グ
防
止
型

9
7
,
1
0
0
円

⑥
再
狭
窄
抑
制
型

1
7
3
,
0
0
0
円

さ
く

下
大
静
脈
留
置
フ
ィ
ル
タ
ー
セ
ッ
ト

(４
) ①

標
準
型

1
5
8
,
0
0
0
円

②
特
殊
型

1
7
1
,
0
0
0
円

冠
動
脈
灌
流
用
カ
テ
ー
テ
ル

2
4
,
5
0
0
円

(５
)

か
ん

オ
ク
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
カ
テ
ー
テ
ル

(６
) ①

標
準
型

1
9
,
4
0
0
円

②
特
殊
型

1
0
9
,
0
0
0
円

血
管
内
血
栓
異
物
除
去
用
留
置
カ
テ
ー
テ
ル

(７
) ①

一
般
型

1
1
6
,
0
0
0
円

②
頸
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
併
用
型

け
い

ア
フ
ィ
ル
タ
ー
型

1
8
6
,
0
0
0
円

イ
遠
位
バ
ル
ー
ン
型

1
9
0
,
0
0
0
円

ウ
近
位
バ
ル
ー
ン
型

1
6
0
,
0
0
0
円

血
管
内
異
物
除
去
用
カ
テ
ー
テ
ル

(８
) ①

細
血
管
用

8
8
,
8
0
0
円

②
大
血
管
用

4
2
,
9
0
0
円

（ ）（ ） 10551054



①
標
準
型

3
,
9
9
0
,
0
0
0
円

②
自
動
調
整
機
能
付
き

4
,
6
2
0
,
0
0
0
円

1
4
5
肝
動
脈
塞
栓
材

1
5
,
4
0
0
円

1
4
6
大
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

腹
部
大
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
（
メ
イ
ン
部
分
）

(１
) ①

標
準
型

1
,
3
2
0
,
0
0
0
円

②
Ａ
Ｕ
Ｉ
型

1
,
1
1
0
,
0
0
0
円

腹
部
大
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
（
補
助
部
分
）

2
9
9
,
0
0
0
円

(２
)

胸
部
大
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
（
メ
イ
ン
部
分
）

(３
) ①

標
準
型

1
,
4
3
0
,
0
0
0
円

②
血
管
分
岐
部
対
応
型

2
,
0
6
0
,
0
0
0
円

胸
部
大
動
脈
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
（
補
助
部
分
）

2
9
9
,
0
0
0
円

(４
)

大
動
脈
解
離
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
（
メ
イ
ン
部
分
）

1
,
5
5
0
,
0
0
0
円

(５
)

大
動
脈
解
離
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
（
補
助
部
分
）

3
4
4
,
0
0
0
円

(６
)

大
動
脈
解
離
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
（
ベ
ア
ス
テ
ン
ト
）

8
9
4
,
0
0
0
円

(７
)

1
4
7
内
視
鏡
用
粘
膜
下
注
入
材

7
,
2
3
0
円

1
4
8
カ
プ
セ
ル
型
内
視
鏡

小
腸
用

7
6
,
5
0
0
円

(１
)

大
腸
用

8
3
,
2
0
0
円

(２
)

1
4
9
血
管
内
光
断
層
撮
影
用
カ
テ
ー
テ
ル

1
3
9
,
0
0
0
円

1
5
0
ヒ
ト
自
家
移
植
組
織

自
家
培
養
表
皮

(１
) ①

採
取
・
培
養
キ
ッ
ト

4
,
4
6
0
,
0
0
0
円

②
調
製
・
移
植
キ
ッ
ト

１
枚
当
た
り
1
5
4
,
0
0
0
円

自
家
培
養
軟
骨

(２
) ①

採
取
・
培
養
キ
ッ
ト

8
9
5
,
0
0
0
円

②
調
製
・
移
植
キ
ッ
ト

1
,
2
7
0
,
0
0
0
円

1
5
1
デ
ン
プ
ン
由
来
吸
収
性
局
所
止
血
材

１
ｇ
当
た
り
1
2
,
7
0
0
円

1
5
2
胸
郭
変
形
矯
正
用
材
料

肋
骨
間
用

1
,
5
8
0
,
0
0
0
円

(１
)

ろ
つ

肋
骨
腰
椎
間
用

1
,
5
4
0
,
0
0
0
円

(２
)

ろ
つ

肋
骨
腸
骨
間
用

1
,
4
7
0
,
0
0
0
円

(３
)

ろ
つ

固
定
ク
リ
ッ
プ
（
伸
展
術
時
交
換
用
）

7
1
,
5
0
0
円

(４
)

部
品
連
結
用

(５
) ①

縦
型

1
8
8
,
0
0
0
円

②
横
型

3
4
8
,
0
0
0
円

1
5
3
経
皮
的
動
脈
管
閉
鎖
セ
ッ
ト

開
口
部
留
置
型

3
4
7
,
0
0
0
円

(１
)

動
脈
管
内
留
置
型

4
1
6
,
0
0
0
円

(２
)

1
5
4
脳
動
静
脈
奇
形
術
前
塞
栓
材

1
3
8
,
0
0
0
円

1
5
5
植
込
型
心
電
図
記
録
計

標
準
型

3
9
4
,
0
0
0
円

(１
)

特
殊
型

4
5
1
,
0
0
0
円

(２
)

1
5
6
合
成
吸
収
性
硬
膜
補
強
材

6
5
,
1
0
0
円

1
5
7
消
化
管
用
ス
テ
ン
ト
セ
ッ
ト

カ
バ
ー
な
し

2
1
6
,
0
0
0
円

(１
)

カ
バ
ー
あ
り

2
7
0
,
0
0
0
円

(２
)

1
5
8
皮
下
グ
ル
コ
ー
ス
測
定
用
電
極

6
,
3
9
0
円

1
5
9
局
所
陰
圧
閉
鎖
処
置
用
材
料

１
㎠
当
た
り
2
0
円

ⅱ
特
殊
型

2
2
7
,
0
0
0
円

ウ
２
分
岐
以
上

ⅰ
標
準
型

2
4
5
,
0
0
0
円

ⅱ
特
殊
型

2
8
9
,
0
0
0
円

エ
腹
大
動
脈
分
岐
用

ⅰ
標
準
型

1
3
7
,
0
0
0
円

ⅱ
特
殊
型

1
5
3
,
0
0
0
円

②
小
血
管
用

ア
標
準
型

ⅰ
外
部
サ
ポ
ー
ト
あ
り

１
㎝
当
た
り
2
,
5
6
0
円

ⅱ
外
部
サ
ポ
ー
ト
な
し

１
㎝
当
た
り
1
,
9
4
0
円

イ
セ
ル
フ
シ
ー
リ
ン
グ

ⅰ
ヘ
パ
リ
ン
非
使
用
型

１
c
m
当
た
り
4
,
0
5
0
円

ⅱ
ヘ
パ
リ
ン
使
用
型

１
c
m
当
た
り
4
,
2
0
0
円

ウ
ヘ
パ
リ
ン
使
用
型

ⅰ
外
部
サ
ポ
ー
ト
あ
り

１
㎝
当
た
り
3
,
7
0
0
円

ⅱ
外
部
サ
ポ
ー
ト
な
し

１
㎝
当
た
り
2
,
7
1
0
円

エ
特
殊
型

ⅰ
外
部
サ
ポ
ー
ト
あ
り

１
㎝
当
た
り
3
,
0
3
0
円

ⅱ
外
部
サ
ポ
ー
ト
な
し

１
㎝
当
た
り
2
,
2
4
0
円

一
時
留
置
型

5
4
,
5
0
0
円

(２
)

1
3
5
尿
路
拡
張
用
カ
テ
ー
テ
ル

尿
管
・
尿
道
用

4
0
,
1
0
0
円

(１
)

腎
瘻
用

4
1
,
4
0
0
円

(２
)

ろ
う

1
3
6
胆
道
結
石
除
去
用
カ
テ
ー
テ
ル
セ
ッ
ト

経
皮
的
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル

1
4
,
2
0
0
円

(１
)

経
内
視
鏡
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル

(２
) ①

ダ
ブ
ル
ル
ー
メ
ン

3
1
,
3
0
0
円

②
ト
リ
プ
ル
ル
ー
メ
ン

3
5
,
3
0
0
円

③
十
二
指
腸
乳
頭
拡
張
機
能
付
き

6
4
,
2
0
0
円

④
十
二
指
腸
乳
頭
切
開
機
能
付
き

6
2
,
2
0
0
円

採
石
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
カ
テ
ー
テ
ル

3
8
,
1
0
0
円

(３
)

砕
石
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
カ
テ
ー
テ
ル

(４
) ①

全
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
型

4
2
,
0
0
0
円

②
一
部
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
型

1
4
,
9
0
0
円

1
3
7
腎
・
尿
管
結
石
除
去
用
カ
テ
ー
テ
ル
セ
ッ
ト

3
2
,
5
0
0
円

1
3
8
削
除

1
3
9
組
織
拡
張
器

一
般
用

3
2
,
6
0
0
円

(１
)

乳
房
用

6
6
,
0
0
0
円

(２
)

1
4
0
輸
血
用
血
液
フ
ィ
ル
タ
ー
（
微
小
凝
集
塊
除
去
用
）

2
,
5
0
0
円

1
4
1
輸
血
用
血
液
フ
ィ
ル
タ
ー
（
赤
血
球
製
剤
用
白
血
球
除
去
用
）

2
,
8
5
0
円

1
4
2
輸
血
用
血
液
フ
ィ
ル
タ
ー
（
血
小
板
製
剤
用
白
血
球
除
去
用
）

3
,
3
4
0
円

1
4
3
網
膜
硝
子
体
手
術
用
材
料

2
8
,
3
0
0
円

1
4
4
両
室
ペ
ー
シ
ン
グ
機
能
付
き
植
込
型
除
細
動
器

単
極
又
は
双
極
用

(１
) ①

標
準
型

3
,
5
9
0
,
0
0
0
円

②
自
動
調
整
機
能
付
き

4
,
3
1
0
,
0
0
0
円

４
極
用

(２
)
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回
収
・
調
製
キ
ッ
ト

１
枚
当
た
り
1
,
7
1
0
,
0
0
0
円

(２
)

1
9
0
人
工
中
耳
用
材
料

人
工
中
耳
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

1
,
1
2
0
,
0
0
0
円

(１
)

人
工
中
耳
用
音
声
信
号
処
理
装
置

6
4
9
,
0
0
0
円

(２
)

人
工
中
耳
用
オ
プ
シ
ョ
ン
部
品

4
4
,
0
0
0
円

(３
)

1
9
1
末
梢
血
管
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

し
よ
う

標
準
型

3
2
2
,
0
0
0
円

(１
)

長
病
変
対
応
型

3
4
4
,
0
0
0
円

(２
)

1
9
2
経
皮
的
胆
道
拡
張
用
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル

6
5
,
4
0
0
円

1
9
3
補
助
循
環
用
ポ
ン
プ
カ
テ
ー
テ
ル

2
,
6
0
0
,
0
0
0
円

1
9
4
人
工
椎
間
板

3
0
1
,
0
0
0
円

1
9
5
体
表
面
用
電
場
電
極

3
5
,
9
0
0
円

1
9
6
経
皮
的
僧
帽
弁
ク
リ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

2
,
2
5
0
,
0
0
0
円

注
経
皮
的
僧
帽
弁
ク
リ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
ク
リ
ッ
プ
を
２
個
以
上
使
用
す
る
場
合
は
、
追
加
す
る
１
個
当

た
り
償
還
価
格
の
1
0
0
分
の
5
0
に
相
当
す
る
価
格
を
加
算
す
る
。

1
9
7
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

1
,
9
5
0
円

1
9
8
ド
レ
ナ
ー
ジ
カ
テ
ー
テ
ル

5
,
7
0
0
円

1
9
9
甲
状
軟
骨
固
定
用
器
具

1
9
4
,
0
0
0
円

2
0
0
放
射
線
治
療
用
合
成
吸
収
性
材
料

ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
型

1
9
6
,
0
0
0
円

(１
)

シ
ー
ト
型

5
1
6
,
0
0
0
円

(２
)

2
0
1
膵
臓
用
瘻
孔
形
成
補
綴
材
留
置
シ
ス
テ
ム

5
0
2
,
0
0
0
円

す
い

ろ
う

て
つ

2
0
2
腹
部
開
放
創
用
局
所
陰
圧
閉
鎖
キ
ッ
ト

1
0
1
,
0
0
0
円

2
0
3
横
隔
神
経
電
気
刺
激
装
置

電
極
植
込
キ
ッ
ト

1
,
2
6
0
,
0
0
0
円

(１
)

体
外
式
パ
ル
ス
発
生
器

6
1
7
,
0
0
0
円

(２
)

接
続
ケ
ー
ブ
ル

4
,
4
8
0
円

(３
)

2
0
4
経
皮
的
左
心
耳
閉
鎖
シ
ス
テ
ム

1
,
5
0
0
,
0
0
0
円

2
0
5
経
皮
的
卵
円
孔
開
存
閉
鎖
セ
ッ
ト

8
6
5
,
0
0
0
円

2
0
6
人
工
顎
関
節
用
材
料

1
,
1
1
0
,
0
0
0
円

Ⅲ
医
科
点
数
表
の
第
２
章
第
４
部
及
び
別
表
第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
（
以
下
「
歯
科
点
数
表
」
と
い
う
。
）
の

第
２
章
第
４
部
に
規
定
す
る
フ
ィ
ル
ム
及
び
そ
の
材
料
価
格

規
格

１
枚
当
た
り
材
料
価
格

0
0
1
半
切

1
2
0
円

0
0
2
大
角

1
1
5
円

0
0
3
大
四
ツ
切

7
6
円

0
0
4
四
ツ
切

6
2
円

0
0
5
六
ツ
切

4
8
円

0
0
6
八
ツ
切

4
6
円

0
0
7
カ
ビ
ネ

3
8
円

0
0
8
3
0
㎝
×
3
5
㎝

8
7
円

0
0
9
2
4
㎝
×
3
0
㎝

6
8
円

0
1
0
1
8
㎝
×
2
4
㎝

4
6
円

0
1
1
標
準
型
（
３
㎝
×
４
㎝
）

2
9
円

0
1
2
咬
合
型
（
5
.
7
㎝
×
7
.
6
㎝
、
5
.
5
㎝
×
7
.
5
㎝
又
は
5
.
4
㎝
×
７
㎝
）

2
7
円

こ
う

0
1
3
咬
翼
型
（
4
.
1
㎝
×
３
㎝
又
は
2
.
1
㎝
×
3
.
5
㎝
）

4
0
円

こ
う

0
1
4
オ
ル
ソ
パ
ン
ト
モ
型

2
0
.
3
㎝
×
3
0
.
5
㎝

1
0
3
円

1
5
㎝
×
3
0
㎝

1
2
0
円

1
6
0
植
込
型
迷
走
神
経
電
気
刺
激
装
置

1
,
7
1
0
,
0
0
0
円

1
6
1
迷
走
神
経
刺
激
装
置
用
リ
ー
ド
セ
ッ
ト

1
8
7
,
0
0
0
円

1
6
2
経
皮
的
心
腔
内
リ
ー
ド
除
去
用
レ
ー
ザ
ー
シ
ー
ス
セ
ッ
ト

3
1
1
,
0
0
0
円

く
う

1
6
3
膀
胱
尿
管
逆
流
症
治
療
用
注
入
材

7
3
,
4
0
0
円

ぼ
う
こ
う

1
6
4
椎
体
形
成
用
材
料
セ
ッ
ト

3
8
6
,
0
0
0
円

1
6
5
脊
椎
棘
間
留
置
材
料

2
2
9
,
0
0
0
円

き
よ
く

1
6
6
外
科
用
接
着
用
材
料

標
準
型

１
ｇ
当
た
り
1
2
,
1
0
0
円

(１
)

特
殊
型

１
ｇ
当
た
り
1
3
,
8
0
0
円

(２
)

1
6
7
交
換
用
経
皮
経
食
道
胃
管
カ
テ
ー
テ
ル

1
7
,
2
0
0
円

1
6
8
心
腔
内
超
音
波
プ
ロ
ー
ブ

く
う

標
準
型

2
9
9
,
0
0
0
円

(１
)

磁
気
セ
ン
サ
ー
付
き

3
2
7
,
0
0
0
円

(２
)

1
6
9
血
管
造
影
用
圧
セ
ン
サ
ー
付
材
料

血
管
造
影
用
圧
セ
ン
サ
ー
付
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

1
4
3
,
0
0
0
円

(１
)

血
管
造
影
用
圧
セ
ン
サ
ー
付
カ
テ
ー
テ
ル

1
3
6
,
0
0
0
円

(２
)

1
7
0
輸
血
用
血
液
フ
ィ
ル
タ
ー
（
カ
リ
ウ
ム
除
去
用
）

5
,
1
0
0
円

1
7
1
生
体
組
織
接
着
剤
調
製
用
キ
ッ
ト

7
0
,
7
0
0
円

1
7
2
尿
道
括
約
筋
用
補
綴
材

て
つ

カ
フ

1
7
0
,
0
0
0
円

(１
)

圧
力
調
整
バ
ル
ー
ン

1
5
6
,
0
0
0
円

(２
)

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ポ
ン
プ

4
2
7
,
0
0
0
円

(３
)

1
7
3
中
心
静
脈
血
酸
素
飽
和
度
測
定
用
プ
ロ
ー
ブ

2
4
,
5
0
0
円

1
7
4
植
込
型
骨
導
補
聴
器

音
振
動
変
換
器

4
1
5
,
0
0
0
円

(１
)

接
合
子
付
骨
導
端
子

1
2
7
,
0
0
0
円

(２
)

骨
導
端
子

6
6
,
2
0
0
円

(３
)

接
合
子

7
0
,
6
0
0
円

(４
)

1
7
5
脳
手
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

3
8
,
7
0
0
円

1
7
6
子
宮
用
止
血
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル

1
8
,
7
0
0
円

1
7
7
心
房
中
隔
穿
刺
針

5
4
,
1
0
0
円

せ
ん

1
7
8
神
経
再
生
誘
導
材

4
0
6
,
0
0
0
円

1
7
9
気
管
支
用
充
填
材

2
0
,
1
0
0
円

1
8
0
陰
圧
創
傷
治
療
用
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

1
9
,
8
0
0
円

1
8
1
人
工
乳
房

7
2
,
6
0
0
円

1
8
2
経
カ
テ
ー
テ
ル
人
工
生
体
弁
セ
ッ
ト

バ
ル
ー
ン
拡
張
型
人
工
生
体
弁
セ
ッ
ト

4
,
5
1
0
,
0
0
0
円

(１
)

自
己
拡
張
型
人
工
生
体
弁
シ
ス
テ
ム

3
,
7
4
0
,
0
0
0
円

(２
)

1
8
3
血
管
内
塞
栓
材

止
血
用

9
,
0
4
0
円

(１
)

動
脈
塞
栓
療
法
用

2
7
,
6
0
0
円

(２
)

動
脈
化
学
塞
栓
療
法
用

1
0
3
,
0
0
0
円

(３
)

1
8
4
仙
骨
神
経
刺
激
装
置

1
,
0
1
0
,
0
0
0
円

1
8
5
オ
ー
プ
ン
型
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

1
,
1
1
0
,
0
0
0
円

1
8
6
気
管
支
手
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

3
2
9
,
0
0
0
円

1
8
7
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
用
プ
ロ
ー
ブ

2
2
9
,
0
0
0
円

1
8
8
削
除

1
8
9
ヒ
ト
骨
格
筋
由
来
細
胞
シ
ー
ト

採
取
・
継
代
培
養
キ
ッ
ト

6
,
4
8
0
,
0
0
0
円

(１
)
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④
特
殊
型

2
,
1
1
0
円

腸
瘻
用

3
,
8
8
0
円

(２
)

ろ
う

0
0
7
万
年
筆
型
注
入
器
用
注
射
針

標
準
型

1
7
円

(１
)

超
微
細
型

1
8
円

(２
)

0
0
8
携
帯
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
注
入
ポ
ン
プ

化
学
療
法
用

3
,
2
4
0
円

(１
)

標
準
型

3
,
1
5
0
円

(２
)

Ｐ
Ｃ
Ａ
型

4
,
3
3
0
円

(３
)

0
0
9
在
宅
寝
た
き
り
患
者
処
置
用
気
管
切
開
後
留
置
用
チ
ュ
ー
ブ

一
般
型

(１
) ①

カ
フ
付
き
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

ア
カ
フ
上
部
吸
引
機
能
あ
り

ⅰ
一
重
管

4
,
1
9
0
円

ⅱ
二
重
管

5
,
7
9
0
円

イ
カ
フ
上
部
吸
引
機
能
な
し

ⅰ
一
重
管

3
,
8
0
0
円

ⅱ
二
重
管

6
,
1
4
0
円

②
カ
フ
な
し
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

4
,
0
8
0
円

輪
状
甲
状
膜
切
開
チ
ュ
ー
ブ

3
,
5
1
0
円

(２
)

保
持
用
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ

6
,
1
8
0
円

(３
)

0
1
0
在
宅
寝
た
き
り
患
者
処
置
用
膀
胱
留
置
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
カ
テ
ー
テ
ル

ぼ
う
こ
う

２
管
一
般

2
3
3
円

(１
)

(Ⅰ
)

(２
)

(Ⅱ
)

２
管
一
般

①
標
準
型

5
6
1
円

②
閉
鎖
式
導
尿
シ
ス
テ
ム

6
4
5
円

(３
)

(Ⅲ
)

２
管
一
般

①
標
準
型

1
,
6
5
0
円

②
閉
鎖
式
導
尿
シ
ス
テ
ム

1
,
7
2
0
円

特
定

7
4
1
円

(４
)

(Ⅰ
)

特
定

2
,
0
9
0
円

(５
)

(Ⅱ
)

0
1
1
在
宅
血
液
透
析
用
特
定
保
険
医
療
材
料
（
回
路
を
含
む
。
）

ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー

(１
) ①

Ⅰ
a
型

1
,
5
0
0
円

②
Ⅰ
b
型

1
,
5
0
0
円

③
Ⅱ
a
型

1
,
4
9
0
円

④
Ⅱ
b
型

1
,
5
7
0
円

⑤
Ｓ
型

1
,
6
2
0
円

⑥
特
定
積
層
型

5
,
7
0
0
円

吸
着
型
血
液
浄
化
器
（
β
－
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
除
去
用
）

2
1
,
7
0
0
円

(２
)

２

0
1
2
皮
膚
欠
損
用
創
傷
被
覆
材

真
皮
に
至
る
創
傷
用

１
㎠
当
た
り
6
円

(１
)

皮
下
組
織
に
至
る
創
傷
用

(２
) ①

標
準
型

１
㎠
当
た
り
1
0
円

②
異
形
型

１
ｇ
当
た
り
3
5
円

筋
・
骨
に
至
る
創
傷
用

１
㎠
当
た
り
2
5
円

(３
)

0
1
3
非
固
着
性
シ
リ
コ
ン
ガ
ー
ゼ

広
範
囲
熱
傷
用

1
,
0
8
0
円

(１
)

平
坦
部
位
用

1
4
2
円

(２
)

た
ん

0
1
5
小
児
型

2
.
2
㎝
×
3
.
5
㎝

3
1
円

2
.
4
㎝
×
３
㎝

2
3
円

0
1
6
間
接
撮
影
用
フ
ィ
ル
ム

1
0
㎝
×
1
0
㎝

2
9
円

７
㎝
×
７
㎝

2
2
円

６
㎝
×
６
㎝

1
5
円

0
1
7
オ
デ
ル
カ
用
フ
ィ
ル
ム

1
0
㎝
×
1
0
㎝

3
3
円

７
㎝
×
７
㎝

2
2
円

0
1
8
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
用
フ
ィ
ル
ム

2
4
㎝
×
3
0
㎝

1
3
5
円

2
0
.
3
㎝
×
2
5
.
4
㎝

1
3
5
円

1
8
㎝
×
2
4
㎝

1
2
5
円

0
1
9
画
像
記
録
用
フ
ィ
ル
ム

半
切

2
2
6
円

(１
)

大
角

1
8
8
円

(２
)

大
四
ツ
切

1
8
7
円

(３
)

Ｂ
４

1
5
0
円

(４
)

四
ツ
切

1
3
5
円

(５
)

六
ツ
切

1
1
9
円

(６
)

2
4
㎝
×
3
0
㎝

1
4
5
円

(７
)

Ⅳ
歯
科
点
数
表
の
第
２
章
第
６
部
に
規
定
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
材
料
価
格
（
略
）

Ⅴ
歯
科
点
数
表
の
第
２
章
第
５
部
、
第
８
部
、
第
９
部
、
第
1
0
部
及
び
第
1
1
部
に
規
定
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料
及

び
そ
の
材
料
価
格
（
略
）

Ⅵ
歯
科
点
数
表
の
第
２
章
第
1
2
部
に
規
定
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
材
料
価
格
（
略
）

Ⅶ
歯
科
点
数
表
の
第
２
章
第
1
3
部
に
規
定
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
材
料
価
格
（
略
）

Ⅷ
別
表
第
三
調
剤
報
酬
点
数
表
に
規
定
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
材
料
価
格

0
0
1
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
等
注
射
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
注
射
器

1
7
円

0
0
2
削
除

0
0
3
ホ
ル
モ
ン
製
剤
等
注
射
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
注
射
器

1
1
円

0
0
4
腹
膜
透
析
液
交
換
セ
ッ
ト

交
換
キ
ッ
ト

5
5
4
円

(１
)

回
路

(２
) ①

Ｙ
セ
ッ
ト

8
8
4
円

②
Ａ
Ｐ
Ｄ
セ
ッ
ト

5
,
4
7
0
円

③
Ｉ
Ｐ
Ｄ
セ
ッ
ト

1
,
0
4
0
円

0
0
5
在
宅
中
心
静
脈
栄
養
用
輸
液
セ
ッ
ト

本
体

1
,
5
2
0
円

(１
)

付
属
品

(２
) ①

フ
ー
バ
ー
針

4
1
9
円

②
輸
液
バ
ッ
グ

4
1
4
円

0
0
6
在
宅
寝
た
き
り
患
者
処
置
用
栄
養
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
カ
テ
ー
テ
ル

経
鼻
用

(１
) ①

一
般
用

1
8
3
円

②
乳
幼
児
用

ア
一
般
型

9
4
円

イ
非
Ｄ
Ｅ
Ｈ
Ｐ
型

1
4
7
円

③
経
腸
栄
養
用

1
,
6
3
0
円
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令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

6
2
,
5
0
0
円

令
和
４
年
３
月
3
1
日
ま
で

0
6
2
大
腿
骨
外
側
固
定
用
内
副
子

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

5
6
,
8
0
0
円

た
い

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ラ
グ
ス
ク
リ
ュ
ー

令
和
２
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

(４
)

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

5
0
,
8
0
0
円

令
和
３
年
３
月
3
1
日
ま
で

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

4
4
,
9
0
0
円

令
和
３
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

3
8
,
9
0
0
円

令
和
４
年
３
月
3
1
日
ま
で

0
8
0
合
成
吸
収
性
骨
片
接
合
材
料

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

5
0
,
8
0
0
円

骨
・
軟
部
組
織
固
定
用
ア
ン
カ
ー

令
和
２
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

(５
)

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

4
7
,
5
0
0
円

令
和
３
年
３
月
3
1
日
ま
で

1
1
8
植
込
型
除
細
動
器
用
カ
テ
ー
テ
ル
電
極

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

8
4
2
,
0
0
0
円

植
込
型
除
細
動
器
用
カ
テ
ー
テ
ル
電
極
（
皮
下
植
込
令
和
２
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

(４
) 式
）

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

7
5
3
,
0
0
0
円

令
和
３
年
３
月
3
1
日
ま
で

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

6
6
5
,
0
0
0
円

令
和
３
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

1
3
3
血
管
内
手
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

1
2
9
,
0
0
0
円

経
皮
的
脳
血
管
形
成
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

令
和
２
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

(１
) ①

先
端
閉
鎖
型

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

1
1
6
,
0
0
0
円

令
和
３
年
３
月
3
1
日
ま
で

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

1
0
2
,
0
0
0
円

令
和
３
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

凹
凸
部
位
用

3
0
9
円

(３
)

0
1
4
水
循
環
回
路
セ
ッ
ト

1
,
1
0
0
,
0
0
0
円

Ⅸ
経
過
措
置

Ⅱ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
2
5
年
法
律
第
8
4
号
）
第
１
条
の
規
定

(１
) に
よ
る
改
正
前
の
薬
事
法
（
昭
和
3
5
年
法
律
第
1
4
5
号
）
第
1
4
条
第
１
項
又
は
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有

効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
3
5
年
法
律
第
1
4
5
号
）
第
2
3
条
の
２
の
５
第
１
項
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
受
け
、
次
の
表
の
左
欄
の
承
認
番
号
を
付
与
さ
れ
た
同
欄
に
掲
げ
る
特
定
保
険
医
療
材
料
の
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
け
る
材
料
価
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
材
料
価
格
と
す
る
。

1
3
3
血
管
内
手
術
用
カ
テ
ー
テ
ル

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

2
8
6
,
0
0
0
円

血
栓
除
去
用
カ
テ
ー
テ
ル

令
和
３
年
８
月
3
1
日
ま
で

(９
) ④

脳
血
栓
除
去
用

エ
直
接
吸
引
型

（
承
認
番
号
）

2
3
0
0
0
B
Z
X
0
0
3
6
7
0
0
0

1
9
9
甲
状
軟
骨
固
定
用
器
具

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

2
0
4
,
0
0
0
円

（
承
認
番
号
）

令
和
２
年
５
月
3
1
日
ま
で

2
2
9
0
0
B
Z
X
0
0
4
0
9
0
0
0

Ⅱ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
材
料
価
格
（
材
料
価
格
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す

(２
) る
件
（
平
成
3
0
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
4
7
号
。
以
下
「
改
正
告
示
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
材
料
価
格
基

準
別
表
Ⅱ
に
掲
げ
る
特
定
保
険
医
療
材
料
の
う
ち
、
次
の
表
の
旧
材
料
価
格
基
準
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す

る
特
定
保
険
医
療
材
料
が
、
改
正
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
材
料
価
格
（
材
料
価
格

基
準
）
の
別
表
Ⅱ
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
特
定
保
険
医
療
材
料
で
あ
っ
て
次
の
表
の
新
材
料
価
格
基
準
の
欄

に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
表
の
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
け
る
材
料
価
格
は
、

同
表
の
材
料
価
格
の
欄
に
掲
げ
る
材
料
価
格
と
す
る
。

旧
材
料
価
格
基
準

新
材
料
価
格
基
準

期
間

材
料
価
格

0
7
5
固
定
用
金
属
線

0
7
6
固
定
用
金
属
ピ
ン

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

6
8
,
1
0
0
円

大
転
子
専
用
締
結

一
般
用

令
和
２
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

(２
)

(２
)

器
②
リ
ン
グ
型

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

5
7
,
6
0
0
円

令
和
３
年
３
月
3
1
日
ま
で

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

4
7
,
2
0
0
円

令
和
４
年
３
月
3
1
日
ま
で

Ⅱ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
特
定
保
険
医
療
材
料
の
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
期
間
に

(３
) お
け
る
材
料
価
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
材
料
価
格
と
す
る
。

0
1
4
冠
動
脈
造
影
用
セ
ン
サ
ー
付
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

2
5
2
,
0
0
0
円

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
型

令
和
２
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

(２
)

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

2
3
2
,
0
0
0
円

令
和
３
年
３
月
3
1
日
ま
で

0
3
5
尿
管
ス
テ
ン
ト
セ
ッ
ト

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

4
0
,
8
0
0
円

外
瘻
用

令
和
２
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

(２
)

ろ
う

①
腎
盂
留
置
型

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

3
6
,
5
0
0
円

う

イ
異
物
付
着
防
止
型

令
和
３
年
３
月
3
1
日
ま
で

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

3
2
,
2
0
0
円

令
和
３
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

0
5
2
腹
膜
透
析
用
カ
テ
ー
テ
ル

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

9
1
,
3
0
0
円

長
期
留
置
型

令
和
２
年
1
2
月
3
1
日
ま
で

(１
) ②

補
強
部
な
し

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

8
1
,
7
0
0
円

令
和
３
年
３
月
3
1
日
ま
で

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

7
2
,
1
0
0
円

令
和
３
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
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2 
 

イ
 
ア
に
示
し
た
食
事
摂
取
基
準
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
も
献
立
作
成
の
目
安
で
あ
る
が
、

食
事
の
提
供
に
際
し
て
は
、
病
状
、
身
体
活
動
レ
ベ
ル
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
個
々
の
患
者
の

特
性
に
つ
い
て
十
分
考
慮
す
る
こ
と
。
 

(
５
)
 
調
理
方
法
、
味
付
け
、
盛
り
付
け
、
配
膳
等
に
つ
い
て
患
者
の
嗜
好
を
配
慮
し
た
食
事
が

提
供
さ
れ
て
お
り
、
嗜
好
品
以
外
の
飲
食
物
の
摂
取
（
補
食
）
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
。
 

な
お
、
果
物
類
、
菓
子
類
等
病
状
に
影
響
し
な
い
程
度
の
嗜
好
品
を
適
当
量
摂
取
す
る
こ
と

は
差
し
支
え
な
い
こ
と
。
 

(
６
)
 
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
療
養
の
実
態
、
当
該
地
域
に
お
け
る
日
常
の
生
活
サ
イ
ク

ル
、
患
者
の
希
望
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
適
切
な
時
刻
に
食
事
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
。
 

(
７
)
 
適
切
な
温
度
の
食
事
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
８
)
 
食
事
療
養
に
伴
う
衛
生
は
、
医
療
法
及
び
医
療
法
施
行
規
則
の
基
準
並
び
に
食
品
衛
生
法

（
昭
和
2
2年

法
律
第
2
3
3
号
）
に
定
め
る
基
準
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

な
お
、
食
事
の
提
供
に
使
用
す
る
食
器
等
の
消
毒
も
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
９
)
 
食
事
療
養
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
医
師
を
含
む
会
議
に
お
い
て
検

討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
1
0
)
 
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
は
１
食
単
位
で
評
価

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
事
提
供
数
は
、
入
院
患
者
ご
と
に
実
際
に
提
供
さ
れ
た
食

数
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
。
 

(
1
1
)
 
患
者
か
ら
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
（
入
院
時
生
活
療
養
の
食

事
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
を
超
え
る
費
用
を
徴
収
す
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
食
事
の
内
容
及
び
特
別
の
料
金
が
患
者
に
説
明
さ
れ
、
患
者
の
同
意
を

得
て
行
っ
て
い
る
こ
と
。
 

(
1
2
)
 
実
際
に
患
者
に
食
事
を
提
供
し
た
場
合
に
１
食
単
位
で
、
１
日
に
つ
き
３
食
を
限
度
と
し

て
算
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

(
1
3
)
１
日
の
必
要
量
を
数
回
に
分
け
て
提
供
し
た
場
合
は
、
提
供
さ
れ
た
回
数
に
相
当
す
る
食
数

と
し
て
算
定
し
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
（
た
だ
し
、
食
事
時
間
外
に
提
供
さ
れ
た
お
や
つ
を

除
き
、
１
日
に
３
食
を
限
度
と
す
る
。
）
 

２
 
入
院
時
食
事
療
養
又
は
入
院
時
生
活
療
養
 

(
１
)
 
入
院
時
食
事
療
養
(Ⅰ

)
又
は
入
院
時
生
活
療
養
(Ⅰ

)
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機

関
に
お
い
て
は
、
下
記
の
点
に
留
意
す
る
。
 

①
医
師
、
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士
に
よ
る
検
食
が
毎
食
行
わ
れ
、
そ
の
所
見
が
検
食
簿
に
記

入
さ
れ
て
い
る
。
 

②
普
通
食
（
常
食
）
患
者
年
齢
構
成
表
及
び
給
与
栄
養
目
標
量
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
 

1 
 「

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
生
活
療
養
の
実
施
上
の

留
意
事
項
に
つ
い
て
」
（
平
成
1
8
年
３
月
６
日
保
医
発
第
0
3
0
6
0
0
9
号
）
 

１
 
一
般
的
事
項
 

(
１
)
 
食
事
は
医
療
の
一
環
と
し
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
患
者
の
病
状
に

応
じ
て
必
要
と
す
る
栄
養
量
が
与
え
ら
れ
、
食
事
の
質
の
向
上
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を

め
ざ
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 

ま
た
、
生
活
療
養
の
温
度
、
照
明
及
び
給
水
に
関
す
る
療
養
環
境
は
医
療
の
一
環
と
し
て
形

成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
の
病
状
に
応
じ
て
適
切
に
行
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
 

(
２
)
 
食
事
の
提
供
に
関
す
る
業
務
は
保
険
医
療
機
関
自
ら
が
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
保
険

医
療
機
関
の
管
理
者
が
業
務
遂
行
上
必
要
な
注
意
を
果
た
し
得
る
よ
う
な
体
制
と
契
約
内
容

に
よ
り
、
食
事
療
養
の
質
が
確
保
さ
れ
る
場
合
に
は
、
保
険
医
療
機
関
の
最
終
的
責
任
の
下

で
第
三
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
業
務
の
委
託
に
あ
た
っ
て
は
、
医
療
法

（
昭
和
2
3年

法
律
第
2
0
5
号
）
及
び
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
2
3
年
厚
生
省
令
第
5
0号

）
の
規

定
に
よ
る
こ
と
。
食
事
提
供
業
務
の
第
三
者
へ
の
一
部
委
託
に
つ
い
て
は
「
医
療
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
つ
い
て
」
（
平
成
５
年
２
月
1
5日

健
政
発
第
9
8号

厚
生

省
健
康
政
策
局
長
通
知
）
の
第
３
及
び
「
病
院
診
療
所
等
の
業
務
委
託
に
つ
い
て
」
（
平
成

５
年
２
月
15
日
指
第
1
4
号
厚
生
省
健
康
政
策
局
指
導
課
長
通
知
）
に
基
づ
き
行
う
こ
と
。
 

(
３
)
 
患
者
へ
の
食
事
提
供
に
つ
い
て
は
病
棟
関
連
部
門
と
食
事
療
養
部
門
と
の
連
絡
が
十
分
と

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

(
４
)
 
入
院
患
者
の
栄
養
補
給
量
は
、
本
来
、
性
、
年
齢
、
体
位
、
身
体
活
動
レ
ベ
ル
、
病
状
等

に
よ
っ
て
個
々
に
適
正
量
が
算
定
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
般
食
を

提
供
し
て
い
る
患
者
の
栄
養
補
給
量
に
つ
い
て
も
、
患
者
個
々
に
算
定
さ
れ
た
医
師
の
食
事

箋
に
よ
る
栄
養
補
給
量
又
は
栄
養
管
理
計
画
に
基
づ
く
栄
養
補
給
量
を
用
い
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
ら
な
い
場
合
に
は
、
次
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、

医
師
の
食
事
箋
と
は
、
医
師
の
署
名
又
は
記
名
・
押
印
が
さ
れ
た
も
の
を
原
則
と
す
る
が
、

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
り
、
医
師
本
人
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
も
認
め
る
も
の
と
す
る
。
 

ア
 
一
般
食
患
者
の
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
及
び
栄
養
素
（
脂
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ

ミ
ン
A
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1
、
ビ
タ
ミ
ン
B
2、

ビ
タ
ミ
ン
C
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
食
塩
）
及
び
食
物
繊
維
）
の
食
事
摂
取
基
準
に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進
法
（
平
成
14
年

法
律
第
1
0
3号

）
第
1
6
条
の
２
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
食
事
摂
取
基
準
の
数
値
を
適
切
に
用

い
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
患
者
の
体
位
、
病
状
、
身
体
活
動
レ
ベ
ル
等
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
は
治
療
方
針
に
そ
っ
て
身
体
活
動
レ
ベ
ル
や
体
重
の
増

減
等
を
考
慮
し
て
適
宜
増
減
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。
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流
動
食
を
除
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
治
療
乳
と
は
、
い
わ
ゆ
る
乳
児
栄
養
障
害
（
離
乳
を
終

ら
な
い
者
の
栄
養
障
害
）
に
対
す
る
直
接
調
製
す
る
治
療
乳
を
い
い
、
治
療
乳
既
製
品
（
プ

レ
ミ
ル
ク
等
）
を
用
い
る
場
合
及
び
添
加
含
水
炭
素
の
選
定
使
用
等
は
含
ま
な
い
。
 

こ
こ
で
は
努
め
て
一
般
的
な
名
称
を
用
い
た
が
、
各
医
療
機
関
で
の
呼
称
が
異
な
っ
て
い

て
も
そ
の
実
質
内
容
が
告
示
し
た
も
の
と
同
等
で
あ
る
場
合
は
加
算
の
対
象
と
な
る
。
た
だ

し
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
で
き
る
限
り
告
示
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

(
４
)
 
心
臓
疾
患
、
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
等
に
対
し
て
減
塩
食
療
法
を
行
う
場
合
は
、
腎
臓
食
に

準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
高
血
圧
症
に
対
し
て
減
塩
食
療
法

を
行
う
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 

(
５
)
 
腎
臓
食
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
心
臓
疾
患
等
の
減
塩
食
に
つ
い
て
は
、
食
塩

相
当
量
が
総
量
（
１
日
量
）
６
ｇ
未
満
の
減
塩
食
を
い
う
。
た
だ
し
、
妊
娠
高
血
圧
症
候
群

の
減
塩
食
の
場
合
は
、
日
本
高
血
圧
学
会
、
日
本
妊
娠
高
血
圧
学
会
等
の
基
準
に
準
じ
て
い

る
こ
と
。
 

(
６
)
 
肝
臓
食
と
は
、
肝
庇
護
食
、
肝
炎
食
、
肝
硬
変
食
、
閉
鎖
性
黄
疸
食
（
胆
石
症
及
び
胆
嚢

炎
に
よ
る
閉
鎖
性
黄
疸
の
場
合
も
含
む
。
）
等
を
い
う
。
 

(
７
)
 
十
二
指
腸
潰
瘍
の
場
合
も
胃
潰
瘍
食
と
し
て
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
手
術
前
後
に

与
え
る
高
カ
ロ
リ
ー
食
は
加
算
の
対
象
と
し
な
い
が
、
侵
襲
の
大
き
な
消
化
管
手
術
の
術
後

に
お
い
て
胃
潰
瘍
食
に
準
ず
る
食
事
を
提
供
す
る
場
合
は
、
特
別
食
の
加
算
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
ク
ロ
ー
ン
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
等
に
よ
り
腸
管
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
患
者

に
対
す
る
低
残
渣
食
に
つ
い
て
は
、
特
別
食
と
し
て
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
 

(
８
)
 
高
度
肥
満
症
（
肥
満
度
が
+
7
0
%以

上
又
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
3
5
以
上
）
に
対
し
て
食
事
療
法
を
行

う
場
合
は
、
脂
質
異
常
症
食
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
９
)
 
特
別
な
場
合
の
検
査
食
と
は
、
潜
血
食
を
い
う
。
 

(
1
0
)
 
大
腸
Ｘ
線
検
査
・
大
腸
内
視
鏡
検
査
の
た
め
に
特
に
残
渣
の
少
な
い
調
理
済
食
品
を
使
用

し
た
場
合
は
、
「
特
別
な
場
合
の
検
査
食
」
と
し
て
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
た
だ

し
、
外
来
患
者
に
提
供
し
た
場
合
は
、
保
険
給
付
の
対
象
外
で
あ
る
。
 

(
1
1
)
 
て
ん
か
ん
食
と
は
、
難
治
性
て
ん
か
ん
（
外
傷
性
の
も
の
を
含
む
。
）
の
患
者
に
対
し
、

グ
ル
コ
ー
ス
に
代
わ
り
ケ
ト
ン
体
を
熱
量
源
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
炭
水
化
物
量

の
制
限
及
び
脂
質
量
の
増
加
が
厳
格
に
行
わ
れ
た
治
療
食
を
い
う
。
た
だ
し
、
グ
ル
コ
ー
ス

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
１
欠
損
症
又
は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
脳
筋
症
の
患
者
に
対
し
、
治
療
食
と

し
て
当
該
食
事
を
提
供
し
た
場
合
は
、
「
て
ん
か
ん
食
」
と
し
て
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な

い
。
 

(
1
2
)
 
特
別
食
と
し
て
提
供
さ
れ
る
脂
質
異
常
症
食
の
対
象
と
な
る
患
者
は
、
空
腹
時
定
常
状
態

に
お
け
る
LD
L
-
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
14
0
㎎
/
dL
以
上
で
あ
る
者
又
は
H
D
L
-コ

レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
が
4
0㎎

/
d
L
未
満
で
あ
る
者
若
し
く
は
中
性
脂
肪
種
が

1
5
0
㎎
/
dL
以
上
で
あ
る
者
で
あ

る
。
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③
食
事
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
喫
食
調
査
等
を
踏
ま
え
て
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
食
事
箋
、

献
立
表
、
患
者
入
退
院
簿
及
び
食
料
品
消
費
日
計
表
等
の
食
事
療
養
関
係
帳
簿
を
使
用
し
て

食
事
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
 

④
患
者
の
病
状
等
に
よ
り
、
特
別
食
を
必
要
と
す
る
患
者
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
発
行
す
る
食

事
箋
に
基
づ
き
、
適
切
な
特
別
食
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

⑤
適
時
の
食
事
の
提
供
に
関
し
て
は
、
実
際
に
病
棟
で
患
者
に
夕
食
が
配
膳
さ
れ
る
時
間
が
、

原
則
と
し
て
午
後
６
時
以
降
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
施
設
構
造
上
、
厨
房
か
ら
病
棟
へ
の
配
膳
に
時
間
を
要

す
る
場
合
に
は
、
午
後
６
時
を
中
心
と
し
て
各
病
棟
で
若
干
の
ば
ら
つ
き
を
生
じ
る
こ
と
は

や
む
を
得
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
最
初
に
病
棟
に
お
い
て
患
者
に
夕
食
が
配
膳
さ

れ
る
時
間
は
午
後
５
時
3
0分

よ
り
後
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
 

⑥
保
温
食
器
等
を
用
い
た
適
温
の
食
事
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
中
央
配
膳
に
限
ら
ず
、
病
棟
に

お
い
て
盛
り
付
け
を
行
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。
 

⑦
医
師
の
指
示
の
下
、
医
療
の
一
環
と
し
て
、
患
者
に
十
分
な
栄
養
指
導
を
行
う
こ
と
。
 

(
２
)
 
「
流
動
食
の
み
を
経
管
栄
養
法
に
よ
り
提
供
し
た
と
き
」
と
は
、
当
該
食
事
療
養
又
は
当

該
食
事
の
提
供
た
る
療
養
と
し
て
食
事
の
大
半
を
経
管
栄
養
法
に
よ
る
流
動
食
（
市
販
さ
れ

て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
提
供
し
た
場
合
を
指
す
も

の
で
あ
り
、
栄
養
管
理
が
概
ね
経
管
栄
養
法
に
よ
る
流
動
食
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
患
者

に
対
し
、
流
動
食
と
は
別
に
又
は
流
動
食
と
混
合
し
て
、
少
量
の
食
品
又
は
飲
料
を
提
供
し

た
場
合
（
経
口
摂
取
か
経
管
栄
養
の
別
を
問
わ
な
い
。
）
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
 

３
 
特
別
食
加
算
 

(
１
)
 
特
別
食
加
算
は
、
入
院
時
食
事
療
養
(
Ⅰ
)
又
は
入
院
時
生
活
療
養
(
Ⅰ
)
の
届
出
を
行
っ
た

保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
患
者
の
病
状
等
に
対
応
し
て
医
師
の
発
行
す
る
食
事
箋
に
基
づ

き
、
「
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
の
基
準
等
」

（
平
成
６
年
厚
生
省
告
示
第
2
3
8
号
）
の
第
２
号
に
示
さ
れ
た
特
別
食
が
提
供
さ
れ
た
場
合

に
、
１
食
単
位
で
１
日
３
食
を
限
度
と
し
て
算
定
す
る
。
た
だ
し
、
流
動
食
（
市
販
さ
れ
て

い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
み
を
経
管
栄
養
法
に
よ
り
提
供
し
た
と
き
は
、
算
定
し
な
い
。
な

お
、
当
該
加
算
を
行
う
場
合
は
、
特
別
食
の
献
立
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
 

(
２
)
 
加
算
の
対
象
と
な
る
特
別
食
は
、
疾
病
治
療
の
直
接
手
段
と
し
て
、
医
師
の
発
行
す
る
食

事
箋
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
る
患
者
の
年
齢
、
病
状
等
に
対
応
し
た
栄
養
量
及
び
内
容
を
有

す
る
治
療
食
、
無
菌
食
及
び
特
別
な
場
合
の
検
査
食
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
治
療
乳
を
除
く

乳
児
の
人
工
栄
養
の
た
め
の
調
乳
、
離
乳
食
、
幼
児
食
等
並
び
に
治
療
食
の
う
ち
で
単
な
る

流
動
食
及
び
軟
食
は
除
か
れ
る
。
 

(
３
)
 
治
療
食
と
は
、
腎
臓
食
、
肝
臓
食
、
糖
尿
食
、
胃
潰
瘍
食
、
貧
血
食
、
膵
臓
食
、
脂
質
異

常
症
食
、
痛
風
食
、
て
ん
か
ん
食
、
フ
ェ
ニ
ー
ル
ケ
ト
ン
尿
症
食
、
楓
糖
尿
症
食
、
ホ
モ
シ

ス
チ
ン
尿
症
食
、
ガ
ラ
ク
ト
ー
ス
血
症
食
及
び
治
療
乳
を
い
う
が
、
胃
潰
瘍
食
に
つ
い
て
は
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投
与
及
び
提
供
し
た
場
合
は
、
ア
又
は
イ
の
い
ず
れ
か
の
み
に
よ
り
算
定
す
る
。
 

(
２
)
 
食
道
癌
を
手
術
し
た
後
、
胃
瘻
よ
り
流
動
食
を
点
滴
注
入
し
た
場
合
は
、
鼻
腔
栄
養
に
準

じ
て
取
り
扱
う
。
 

６
 
特
別
料
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
食
事
の
提
供
 

入
院
患
者
に
提
供
さ
れ
る
食
事
に
関
し
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
患
者
か

ら
特
別
の
料
金
の
支
払
を
受
け
る
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
（
以
下
「
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
」
と

い
う
。
）
を
別
に
用
意
し
、
提
供
し
た
場
合
は
、
下
記
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
妥
当
な
範
囲

内
の
患
者
の
負
担
は
差
し
支
え
な
い
。
 

(
１
)
 
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
の
提
供
に
際
し
て
は
、
患
者
へ
の
十
分
な
情
報
提
供
を
行
い
、
患

者
の
自
由
な
選
択
と
同
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
患
者
の
意
に
反
し
て
特
別
メ

ニ
ュ
ー
の
食
事
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
患

者
の
同
意
が
な
い
場
合
は
食
事
療
養
標
準
負
担
額
及
び
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
支
払
を
受
け

る
こ
と
に
よ
る
食
事
（
以
下
「
標
準
食
」
と
い
う
。
）
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
金
額
以
上
に
患
者
か
ら
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
同
意
書

に
よ
る
同
意
の
確
認
を
行
う
場
合
の
様
式
は
、
各
医
療
機
関
で
定
め
た
も
の
で
差
し
支
え
な

い
。
 

(
２
)
 
患
者
の
選
択
に
資
す
る
た
め
に
、
各
病
棟
内
等
の
見
や
す
い
場
所
に
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食

事
の
メ
ニ
ュ
ー
及
び
料
金
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
文
書
を
交
付
し
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
な
ど
、
患
者
が
自
己
の
選
択
に
基
づ
き
特
定
の
日
に
あ
ら
か
じ
め
特
別
の
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

(
３
)
 
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
は
、
通
常
の
入
院
時
食
事
療
養
又
は
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の

提
供
た
る
療
養
の
費
用
で
は
提
供
が
困
難
な
高
価
な
材
料
を
使
用
し
特
別
な
調
理
を
行
う
場
合

や
標
準
食
の
材
料
と
同
程
度
の
価
格
で
あ
る
が
、
異
な
る
材
料
を
用
い
る
た
め
別
途
費
用
が
掛

か
る
場
合
な
ど
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
が
入
院
時
食
事
療
養
又
は
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の

提
供
た
る
療
養
の
費
用
の
額
を
超
え
る
特
別
の
料
金
の
支
払
を
受
け
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
を
提
供
す
る
場
合
は
、
当
該
患
者
の

療
養
上
支
障
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
患
者
の
診
療
を
担
う
保
険
医
の
確
認
を
得
る
必
要

が
あ
る
。
な
お
、
複
数
メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
基
本
と
な

る
メ
ニ
ュ
ー
と
患
者
の
選
択
に
よ
り
代
替
可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち
、
患
者
が
後
者
を
選
択
し

た
場
合
に
限
り
、
基
本
メ
ニ
ュ
ー
以
外
の
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
す
る
た
め
に
か
か
る
追
加
的
な
費

用
と
し
て
、
１
食
あ
た
り
１
７
円
を
標
準
と
し
て
社
会
的
に
妥
当
な
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
入
院
時
食
事
療
養
又
は
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事

の
提
供
た
る
療
養
に
当
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
入
院
時
食
事
療
養
費
及
び
入
院
時
生
活
療
養

費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
。
 

(
４
)
 
当
該
保
険
医
療
機
関
は
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
外

の
食
事
の
内
容
及
び
質
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
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(
1
3
)
 
特
別
食
と
し
て
提
供
さ
れ
る
貧
血
食
の
対
象
と
な
る
患
者
は
、
血
中
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度

が
1
0
ｇ
/
d
L以

下
で
あ
り
、
そ
の
原
因
が
鉄
分
の
欠
乏
に
由
来
す
る
患
者
で
あ
る
。
 

(
1
4
)
 
特
別
食
と
し
て
提
供
さ
れ
る
無
菌
食
の
対
象
と
な
る
患
者
は
、
無
菌
治
療
室
管
理
加
算
を

算
定
し
て
い
る
患
者
で
あ
る
。
 

(
1
5
)
 
経
管
栄
養
で
あ
っ
て
も
、
特
別
食
加
算
の
対
象
と
な
る
食
事
と
し
て
提
供
さ
れ
る
場
合

は
、
当
該
特
別
食
に
準
じ
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
1
6
)
 
薬
物
療
法
や
食
事
療
法
等
に
よ
り

、
血
液
検
査
等
の
数
値
が
改
善
さ
れ
た
場
合
で
も
、
医

師
が
疾
病
治
療
の
直
接
手
段
と
し
て
特
別
食
に
係
る
食
事
箋
の
発
行
の
必
要
性
を
認
め
な
く

な
る
ま
で
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 
食
堂
加
算
 

(
１
)
 
食
堂
加
算
は
、
入
院
時
食
事
療
養
(
Ⅰ
)又

は
入
院
時
生
活
療
養
(
Ⅰ
)の

届
出
を
行
っ
て
い

る
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
(
２
)
の
要
件
を
満
た
す
食
堂
を
備
え
て
い
る
病
棟
又
は
診
療

所
に
入
院
し
て
い
る
患
者
（
療
養
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
食

事
の
提
供
が
行
わ
れ
た
時
に
１
日
に
つ
き
、
病
棟
又
は
診
療
所
単
位
で
算
定
す
る
。
 

(
２
)
 
他
の
病
棟
に
入
院
す
る
患
者
と
の
共
用
、
談
話
室
等
と
の
兼
用
は
差
し
支
え
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
加
算
の
算
定
に
該
当
す
る
食
堂
の
床
面
積
は
、
内
法
で
当
該
食
堂
を
利
用
す
る
病

棟
又
は
診
療
所
に
係
る
病
床
１
床
当
た
り
0
.
5
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。
 

(
３
)
 
診
療
所
療
養
病
床
療
養
環
境
加
算
１
、
精
神
療
養
病
棟
入
院
料
等
の
食
堂
の
設
置
が
要
件

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
点
数
を
算
定
し
て
い
る
場
合
は
、
食
堂
加
算
を
あ
わ
せ
て
算
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
 

(
４
)
 
食
堂
加
算
を
算
定
す
る
病
棟
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
は
、
当
該
病
棟
に
入
院
し
て
い
る

患
者
の
う
ち
、
食
堂
に
お
け
る
食
事
が
可
能
な
患
者
に
つ
い
て
は
、
食
堂
に
お
い
て
食
事
を
提

供
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
 

５
 
鼻
腔
栄
養
と
の
関
係
 

(
１
)
 
患
者
が
経
口
摂
取
不
能
の
た
め
に
鼻
腔
栄
養
を
行
っ
た
場
合
は
下
記
の
と
お
り
算
定
す

る
。
 

ア
 
薬
価
基
準
に
収
載
さ
れ
て
い
る
高
カ
ロ
リ
ー
薬
を
経
鼻
経
管
的
に
投
与
し
た
場
合
は
、
診

療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
2
0
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
59
号
）
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
区
分

「
Ｊ
１
２
０
」
鼻
腔
栄
養
の
手
技
料
及
び
薬
剤
料
を
算
定
し
、
食
事
療
養
に
係
る
費
用
又
は

生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
費
用
及
び
投
薬
料
は
別
に
算
定
し
な
い
。
 

イ
 
薬
価
基
準
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
流
動
食
を
提
供
し
た
場
合
は
、
区
分
「
Ｊ
１
２
０
」
鼻

腔
栄
養
の
手
技
料
及
び
食
事
療
養
に
係
る
費
用
又
は
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
に

係
る
費
用
を
算
定
す
る
。
 

イ
の
場
合
に
お
い
て
、
流
動
食
（
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
が
特
別
食
の
算
定

要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
き
は
特
別
食
の
加
算
を
算
定
し
て
差
し
支
え
な
い
。
薬
価
基
準
に

収
載
さ
れ
て
い
る
高
カ
ロ
リ
ー
薬
及
び
薬
価
基
準
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
流
動
食
を
併
せ
て

（ ）（ ） 10631062
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ア
 
一
般
病
床
か
ら
療
養
病
床
へ
転
床
し
た
日
は
、
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
等
を
算
定
す
る
こ

と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
入
院
時
生
活
療
養
に
係
る
生
活
療
養
（
温
度
、
照
明
及
び
給
水
に
関

す
る
適
切
な
療
養
環
境
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
も
の
）
が
支
給
さ
れ
、
温
度
、
照
明
及
び

給
水
に
関
す
る
適
切
な
療
養
環
境
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額
（
患
者

負
担
額
）
を
徴
収
す
る
。
 

イ
 
療
養
病
床
か
ら
一
般
病
床
へ
転
床
し
た
日
は
、
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
等
を
算
定
す
る
こ

と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
入
院
時
生
活
療
養
に
係
る
生
活
療
養
（
温
度
、
照
明
及
び
給
水
に
関

す
る
適
切
な
療
養
環
境
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
も
の
）
は
支
給
さ
れ
ず
、
温
度
、
照
明
及

び
給
水
に
関
す
る
適
切
な
療
養
環
境
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額
（
患

者
負
担
額
）
は
徴
収
し
な
い
。
 

ウ
 
医
療
療
養
病
床
か
ら
介
護
療
養
病
床
へ
転
床
し
た
日
又
は
介
護
療
養
病
床
か
ら
医
療
療
養

病
床
へ
転
床
し
た
日
は
、
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
等
を
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、

入
院
時
生
活
療
養
に
係
る
生
活
療
養
（
温
度
、
照
明
及
び
給
水
に
関
す
る
適
切
な
療
養
環
境

の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
も
の
）
が
支
給
さ
れ
、
温
度
、
照
明
及
び
給
水
に
関
す
る
適
切
な

療
養
環
境
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額
（
患
者
負
担
額
）
を
徴
収
す

る
。
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(
５
)
 
栄
養
補
給
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
患
者
ご
と
に
栄
養
記
録

を
作
成
し
、
医
師
と
の
連
携
の
下
に
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士
に
よ
り
個
別
的
な
医
学
的
・
栄

養
学
的
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
食
堂
の
設
置
、
食
器
へ
の
配
慮
等
食
事

の
提
供
を
行
う
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
 

(
６
)
 
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
は
、
毎
年
７
月
１
日
現
在

で
、
そ
の
内
容
及
び
料
金
な
ど
を
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
に
関
す
る
報
告
と

あ
わ
せ
て
地
方
厚
生
（
支
）
局
長
に
報
告
す
る
。
 

７
 
掲
示
 

特
別
の
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
を
提
供
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
は
、
各
々
次
に
掲
げ
る
事
項
を
病
棟

内
等
の
患
者
に
見
え
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
も
の
と
す
る
。
 

(
１
)
 
当
該
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
は
毎
日
、
又
は
予
め
定
め
ら
れ
た
日
に
、
予
め
患
者
に
提

示
し
た
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
患
者
の
自
己
負
担
に
よ
り
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
を
患
者
の
希
望
に

よ
り
選
択
で
き
る
こ
と
。
 

(
２
)
 
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
の
内
容
及
び
特
別
料
金
 

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
１
週
間
分
の
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
覧
表
（
複
数
メ
ニ
ュ
ー
を
含
む

特
別
の
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
に
つ
い
て
は
、
基
本
メ
ニ
ュ
ー
と
区
分
し
て
、
特
別
料
金
を
示
し
た

も
の
等
）
。
あ
わ
せ
て
、
文
書
等
を
交
付
し
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
。
 

８
 
そ
の
他
 

(
１
)
 
一
般
病
床
と
療
養
病
床
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
一
般
病
床
か
ら
療
養
病
床

に
転
床
し
た
日
は
、
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
等
を
算
定
し
、
生
活
療
養
を
受
け
る
こ
と
と
な
る

こ
と
か
ら
、
転
床
前
の
食
事
も
含
め
、
全
て
の
食
事
に
つ
い
て
入
院
時
生
活
療
養
費
（
食
事
の

提
供
た
る
療
養
に
係
る
も
の
）
が
支
給
さ
れ
、
食
事
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
生
活
療
養
標
準

負
担
額
（
患
者
負
担
額
）
を
徴
収
す
る
。
一
方
、
療
養
病
床
か
ら
一
般
病
床
に
転
床
し
た
日

は
、
転
床
前
の
食
事
も
含
め
、
全
て
の
食
事
に
つ
い
て
入
院
時
食
事
療
養
費
が
支
給
さ
れ
、
食

事
療
養
標
準
負
担
額
（
患
者
負
担
額
）
を
徴
収
す
る
。
 

(
２
)
 
医
療
療
養
病
床
と
介
護
療
養
病
床
を
有
す
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
介
護
療
養
病
床

か
ら
医
療
療
養
病
床
へ
転
床
し
生
活
療
養
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
転
床
し
た
日
の
転
床

後
の
食
事
は
、
医
療
保
険
に
お
け
る
入
院
時
生
活
療
養
費
（
食
事
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
も

の
）
が
支
給
さ
れ
、
食
事
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額
（
患
者
負
担
額
）

を
徴
収
す
る
。
一
方
、
医
療
療
養
病
床
か
ら
介
護
療
養
病
床
へ
転
床
し
た
場
合
に
は
、
転
床
し

た
日
の
転
床
前
の
食
事
は
、
医
療
保
険
に
お
け
る
入
院
時
生
活
療
養
費
（
食
事
の
提
供
た
る
療

養
に
係
る
も
の
）
が
支
給
さ
れ
、
食
事
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額
（
患

者
負
担
額
）
を
徴
収
す
る
。
 

(
３
)
 
転
床
し
た
場
合
の
入
院
時
生
活
療
養
に
係
る
生
活
療
養
（
温
度
、
照
明
及
び
給
水
に
関
す

る
適
切
な
療
養
環
境
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
も
の
）
の
支
給
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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ま
た
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
は
治
療
方
針
に
そ
っ
て
身
体
活
動
レ
ベ
ル
や
体
重
の
増
減

等
を
考
慮
し
て
適
宜
増
減
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。
 

(
４
)
 
患
者
の
病
状
に
よ
り
、
特
別
食
を
必
要
と
す
る
患
者
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
特
別
食
が
提
供

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
５
)
 
当
該
保
険
医
療
機
関
の
療
養
の
実
態
、
当
該
地
域
に
お
け
る
日
常
の
生
活
サ
イ
ク
ル
、
患
者

の
希
望
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
適
切
な
時
間
に
適
切
な
温
度
の
食
事
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
患
者
の
病
状
に
応
じ
て
必
要
と
す
る
栄
養
量
が
与
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
６
)
 
提
供
食
数
（
日
報
、
月
報
）
、
食
事
箋
、
献
立
表
、
患
者
入
退
院
簿
、
食
料
品
消
費
日
計
表

等
の
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
関
係
の
帳
簿
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
名
称
及
び
様
式
に
つ
い
て
は
当
該
保
険
医
療
機
関
の
実
情

に
適
し
た
も
の
を
採
用
し
て
差
し
支
え
な
い
。
な
お
、
関
係
事
務
業
務
の
省
力
化
を
図
る
た
め

に
、
食
品
納
入
・
消
費
・
在
庫
等
に
関
す
る
諸
帳
簿
は
、
各
保
険
医
療
機
関
の
実
情
を
勘
案
し

で
き
る
限
り
一
本
化
を
図
る
な
ど
し
て
、
簡
素
合
理
化
に
努
め
る
こ
と
。
 

（
７
）
栄
養
管
理
体
制
を
整
備
し
て
い
る
施
設
又
は
栄
養
管
理
実
施
加
算
を
算
定
し
て
い
る
施
設

（
有
床
診
療
所
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
下
記
の
場
合
に
お
い
て
、
各
帳
簿
を
必
ず
備
え
な

く
て
も
差
し
支
え
な
い
。
 

①
患
者
の
入
退
院
等
の
管
理
を
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
入
退
院
患
者
数
等
の
確
認
が
で
き

る
場
合
は
、
提
供
食
数
（
日
報
、
月
報
等
）
、
患
者
入
退
院
簿
 

②
栄
養
管
理
体
制
の
基
準
を
満
た
し
、
患
者
ご
と
に
栄
養
管
理
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
喫

食
調
査
 

③
特
別
治
療
食
等
に
よ
り
個
別
に
栄
養
管
理
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
患
者
年
齢
構
成
表
、

給
与
栄
養
目
標
量
 

④
病
院
と
し
て
食
材
料
等
の
購
入

管
理
を
実
施
し
、
求
め
に
応
じ
て
そ
の
内
容
確
認
が
で
き
る

場
合
は
、
食
料
品
消
費
日
計
表
、
食
品
納
入
、
消
費
、
在
庫
等
に
関
す
る
帳
簿
 

ま
た
、
（
２
）
の
通
り
、
保
険
医
療
機
関
の
最
終
的
責
任
の
下
で
第
三
者
に
委
託
し
た
場
合

は
、
保
険
医
療
機
関
が
確
認
す
る
帳
簿
を
定
め
、
①
か
ら
④

ま
で
に
よ
り
必
ず
備
え
な
く
て
も

差
し
支
え
な
い
と
し
た
帳
簿
で
あ
っ
て
も
整
備
す
る
こ
と
。
 

（
８
）
帳
簿
等
に
つ
い
て
は
、
電
子
カ
ル
テ
や
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
り
電
子
的
に
必

要
な
情
報
が
変
更
履
歴
等
を
含
め
作
成
し
、
保
存
さ
れ
て
い
れ
ば
、
紙
で
保
管
す
る
必
要
は
な

い
。
 

(
９
)
 
適
時
の
食
事
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
夕
食
に
関
し
て
は
病
棟
で
患
者
に
配

膳
さ
れ
る
時
間
が
午
後
６
時
以
降
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
施
設
構
造
上
、

厨
房
か
ら
病
棟
へ
の
配
膳
に
時
間
を
要
す
る
場
合
に
は
、
午
後
６
時
を
中
心
と
し
て
各
病
棟
で
若
干

の
ば
ら
つ
き
を
生
じ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
最
初
に
病
棟
に
お
い
て

患
者
に
夕
食
が
配
膳
さ
れ
る
時
間
は
午
後
５
時
30
分
よ
り
後
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
 

1 
 別

添
 
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
に
係
る
施
設
基
準
等
 

１
 
一
般
的
事
項
 

(
１
)
 
届
出
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
全
病
棟
に
つ
い
て
包
括
的
に
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
 

(
２
)
 
届
出
を
行
う
時
点
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
入
院
患
者
数
の
基
準
及
び
医
師
等

の
員
数
の
基
準
並
び
に
入
院
基
本
料
の
算
定
方
法
（
平
成
1
8
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
10
4
号
）
に

規
定
す
る
入
院
患
者
数
の
基
準
に
該
当
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
医
師
等
の
員
数
の
基
準
に
該

当
す
る
保
険
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
入
院
時
食
事
療
養
(
Ⅰ
)
又
は
入
院
時
生
活
療
養
(
Ⅰ
)
の

届
出
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

た
だ
し
、
離
島
等
所
在
保
険
医
療
機
関
の
う
ち
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
確
保
に
関
す
る
具

体
的
な
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

な
お
、
こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
医
政
局
地
域
医
療
計
画

課
と
調
整
済
で
あ
る
の
で
、
医

務
関
係
主
管
課
と
十
分
連
携
を
図
り
、
運
用
さ
れ
た
い
。
 

(
３
)
 
入
院
時
食
事
療
養
(Ⅰ

)
又
は
入
院
時
生
活
療
養
(Ⅰ

)
の
届
出
を
行
わ
な
い
保
険
医
療
機
関

は
、
入
院
時
食
事
療
養
(
Ⅱ
)又

は
入
院
時
生
活
療
養
(
Ⅱ
)を

算
定
す
る
。
 

２
 
入
院
時
食
事
療
養
(
Ⅰ
)又

は
入
院
時
生
活
療
養
(
Ⅰ
)等

の
届
出
 

入
院
時
食
事
療
養
(Ⅰ

)
又
は
入
院
時
生
活
療
養
(Ⅰ

)
の
届
出
に
当
た
っ
て
は
、
下
記
の
全
て
の
事

項
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
 

(
１
)
 
病
院
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事

の
提
供
た
る
療
養
を
担
当
す
る
部
門
が
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
常
勤
の
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養

士
が
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
部
門
の
責
任
者
と
な

っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
診
療
所
に
あ
っ
て
は
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士
が
入
院
時
食
事
療
養

及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
 

(
２
)
 
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
に
関
す
る
業
務
は
、
質

の
向
上
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
業
務
を

保
険
医
療
機
関
が
自
ら
行
う
ほ
か
、
保
険
医
療
機
関
の
管
理
者
が
業
務
上
必
要
な
注
意
を
果
た

し
う
る
よ
う
な
体
制
と
契
約
内
容
に
よ
り
、
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事

の
提
供
た
る
療
養
の
質
が
確
保
さ
れ
る
場
合
に
は
、
保
険
医
療
機
関
の
最
終
的
責
任
の
下
で
第

三
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
３
)
 
一
般
食
を
提
供
し
て
い
る
患
者
の
栄
養
補
給
量
に
つ
い
て
は
、
患
者
個
々
に
算
定
さ
れ
た
医

師
の
食
事
箋
又
は
栄
養
管
理
計
画
に
よ
る
栄
養
補
給
量
を
用
い
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
こ

れ
ら
に
よ
ら
な
い
場
合
に
は
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
及
び
栄
養
素
（
脂
質
、
た
ん
ぱ
く

質
、
ビ
タ
ミ
ン
A
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1
、
ビ
タ
ミ
ン
B2
、
ビ
タ
ミ
ン
C
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
（
食
塩
）
及
び
食
物
繊
維
）
に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
10
3
号
）
第

1
6
条
の
２
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
食
事
摂
取
基
準
の
数
値
を
適
切
に
用
い
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
 

な
お
、
患
者
の
体
位
、
病
状
、
身
体
活
動
レ
ベ
ル
等
を
考
慮
す
る
こ
と
。
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(
１
)
 
業
務
委
託
の
有
無
 

(
２
)
 
委
託
先
 

(
３
)
 
病
院
内
受
託
責
任
者
氏
名
 

(
４
)
 
委
託
契
約
書
（
添
付
す
る
こ
と
。
）
 

(
５
)
 
院
外
調
理
の
有
無
 

４
 
管
理
栄
養
士
等
の
数
 

(
１
)
 
管
理
栄
養
士
名
（
常
勤
、
非
常
勤
）
 

(
２
)
 
栄
養
士
名
 

(
３
)
 
調
理
師
名
 

(
４
)
 
給
食
業
務
従
事
者
名
 

５
 
適
時
適
温
の
食
事
の
状
況
 

(
１
)
 
適
時
の
食
事
の
提
供
に
関
す
る
事
項
 

夕
食
時
刻
午
後
時
分
 

(
２
)
 
適
温
の
食
事
の
提
供
に
関
す
る
事
項
 

ア
 
使
用
器
具
（
□
に
は
、
使
用
し
て
い
る
場
合

「
レ
」
を
記
入
す
る
こ
と
。
）
 

□
保
温
・
保
冷
配
膳
車
台
 

□
保
温
配
膳
車
 

□
保
温
ト
レ
イ
 

□
保
温
食
器
 

 

イ
 
食
堂
 

方
法
（
 
 
）
 

６
 
そ
の
他
 

(
１
)
 
特
別
食
の
食
数
 

(
２
)
献
立
表
（
添
付
す
る
こ
と
。
）
 

(
３
)
 
職
員
食
の
提
供
状
況
：
患
者
食
と
同
一
の
給
食
組
織
、
そ
の
他
 

 

［
記
載
上
の
注
意
］
 

１
 
１
日
平
均
入
院
患
者
数
に
つ
い
て
は
届
出
前
１
年
間
の
数
値
を
記
載
す
る
。
 

２
 
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士
に
つ
い
て
は
氏
名
及
び
勤
務
時
間
を
記
載
し
た
名
簿
を
提
出
す
る
。
 

３
 
夕
食
時
刻
は
各
病
棟
で
配
膳
を
開
始
す
る
平
均
的
な
時
刻
を
記
入
す
る
。
 

４
 
食
堂
を
使
用
し
て
適
温
の
食
事
療
養
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の
方
法
を
記
入
す
る
。
 

3 
 

(
1
0
)
 
保
温
食
器
等
を
用
い
た
適
温
の
食
事
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

即
ち
、
適
温
の
食
事
の
提
供
の
た
め
に
、
保
温
・
保
冷
配
膳
車
、
保
温
配
膳
車
、
保
温
ト
レ

イ
、
保
温
食
器
、
食
堂
の
い
ず
れ
か
を
用
い
て
お
り
、
入
院
患
者
全
員
に
適
温
の
食
事
を
提
供

す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
。
 

な
お
、
上
記
適
温
の
食
事
を
提
供
す
る
体
制
を
整
え
ず
、
電
子
レ
ン
ジ
等
で
一
度
冷
え
た
食

事
を
温
め
た
場
合
は
含
ま
な
い
。
 

ま
た
、
検
査
等
に
よ
り
配
膳
時
間
に
患
者
に
配
膳
で
き
な
か
っ
た
場
合
等
の
対
応
の
た
め
適

切
に
衛
生
管
理
が
さ
れ
て
い
た
食
事
を
電
子
レ
ン
ジ
等
で
温
め
る
こ
と
は
、
差
し
支
え
な
い
。

ま
た
、
食
堂
に
お
け
る
適
温
の
食
事
の
提
供
と
は
、
そ
の
場
で
調
理
を
行
っ
て
い
る
か
、
又
は

保
温
庫
等
を
使
用
し
て
い
る
場
合
を
い
う
。
保
温
食
器
は
名
称
・
材
質
の
如
何
を
問
わ
ず
、
保

温
機
能
を
有
す
る
食
器
で
あ
れ
ば
差
し
支
え
な
い
。
 

ま
た
、
ク
ッ
ク
チ
ル
、
ク
ッ
ク
フ
リ
ー
ズ
、
真
空
調
理
（
真
空
パ
ッ
ク
）
法
に
よ
り
料
理
を

行
う
過
程
に
お
い
て
急
速
冷
却
し
、
提
供
す
る
際
に
再
度
加
熱
す
る
場
合
は
、
電
子
レ
ン
ジ
等

で
一
度
冷
え
た
食
事
を
温
め
た
場
合
に
は
あ
た
ら
な
い
。
 

(
1
1
)
 
職
員
に
提
供
さ
れ
る
食
事
と
患
者
に
提
供
さ
れ
る
食
事
と
の
区
分
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ

と
。
 

な
お
、
患
者
に
提
供
さ
れ
る
食
事
と
そ
れ
以
外
の
食
事
の
提
供
を
同
一
の
組
織
で
行
っ
て
い

る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
帳
簿
類
、
出
納
及
び
献
立
盛
り
つ
け
な
ど
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
 

(
1
2
)
 
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
に
伴
う
衛
生
管
理
は
、

医
療
法
（
昭
和
2
3年

法
律
第
2
0
5
号
）
及
び
同
法
施
行
規
則
（
昭
和
23
年
厚
生
省
令
第
5
0
号
）
の

基
準
並
び
に
食
品
衛
生
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第
23
3
号
）
に
定
め
る
基
準
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
 

(
1
3
)
 
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
を
算
定
し
て
い
る
病
棟
又
は
特
殊
疾
患
入
院
施
設
管
理
加
算
若

し
く
は
特
殊
疾
患
病
棟
入
院
料
を
算
定
し
て
い
る
病
棟
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
患
者
の
病
状
に

応
じ
た
食
事
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
(
８
)の

要
件
を
満
た
す
必
要
は

な
い
も
の
と
す
る
。
 

 （
届
出
書
添
付
書
類
）
 

１
 
保
険
医
療
機
関
の
概
要
 

(
１
)
 
病
院
／
診
療
所
 

(
２
)
 
許
可
病
床
数
床
 

(
３
)
 
１
日
平
均
入
院
患
者
数
人
 

２
 
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
部
門
の
概
要
 

(
１
)
 
入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供
た
る
療
養
部
門
の
名
称
 

(
２
)
 
責
任
者
氏
名
（
職
種
）
 

３
 
業
務
委
託
（
業
務
委
託
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
記
載
す
る
。
）
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◎
指
定
訪
問
看
護
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

指
定
訪
問
看
護
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
令
第
八
十
号
）
の
一
部
を

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改
正

後
改

正
前

（
受
給
資
格
の
確
認
）

（
受
給
資
格
の
確
認
）

第
八
条

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
看
第
八
条

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
看

護
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る

護
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
者
の
提

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
っ
て
、
指
定
訪
問
看
護
を

示
す
る
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内

受
け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な

務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規

ら
な
い
。

定
す
る
被
保
険
者
証
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十

号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
。
）

第
五
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
証
に

よ
っ
て
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
る
資
格
が
あ
る

こ
と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十

（
新
設
）

号
）
第
三
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
電
子
資
格

確
認

二
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
提

（
新
設
）

示
す
る
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年

内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
四
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
被
保
険
者
証
又
は
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律

第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と

い
う
。
）
第
五
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被

保
険
者
証

附
則

こ
の
省
令
は
、
医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
九
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（ ）1066



ニ
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
場
合

同
一
日
に
２
人

5
,
5
5
0
円

(1
)

同
一
日
に
３
人
以
上

2
,
7
8
0
円

(２
)

３
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

8
,
5
0
0
円

(Ⅲ
)

注
１

１
（
ハ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
注
３
に
規
定
す
る

同
一
建
物
居
住
者
を
除
く
。
）
に
対
し
て
、
そ
の
主
治
医
（
健
康
保
険
法
第
6
3
条
第
３
項
第
１
号
に

規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
（
以
下
「
保
険
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
の
保
険
医
又
は
介
護
保
険
法
第

８
条
第
2
8
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
と
い
う
。
）
若
し

く
は
同
条
第
2
9
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
（
以
下
「
介
護
医
療
院
」
と
い
う
。
）
の
医
師
に
限
る

。
以
下
こ
の
区
分
番
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
交
付
を
受
け
た
訪
問
看
護
指
示
書
及
び
訪
問
看
護

計
画
書
に
基
づ
き
、
健
康
保
険
法
第
8
8
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
の
当
該
指
定

に
係
る
訪
問
看
護
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
の
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
（
以
下
「
看

護
師
等
」
と
い
う
。
）
が
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
、
当
該
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
た
者
（

以
下
「
利
用
者
」
と
い
う
。
）
１
人
に
つ
き
、
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

（
ハ
を
除
く
。
）
並
び
に

(Ⅱ
)

区
分
番
号
０
１
－
２
の
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

及
び

を
算
定
す
る
日
と
合
わ
せ
て
週
３

(Ⅰ
)

(Ⅲ
)

日
を
限
度
（
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
に
対
す
る
場
合
を
除
く
。
）
と
し
て

算
定
す
る
。

２
１
の
ハ
に
つ
い
て
は
、
悪
性
腫
瘍
の
鎮
痛
療
法
若
し
く
は
化
学
療
法
を
行
っ
て
い
る
利
用
者
、
真

皮
を
越
え
る
褥
瘡
の
状
態
に
あ
る
利
用
者
（
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
2
0
年
厚
生
労
働
省
告

じ
よ
く
そ
う

示
第
5
9
号
）
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
（
以
下
「
医
科
点
数
表
」
と
い
う
。
）
の
区
分
番
号

Ｃ
０
１
３
に
掲
げ
る
在
宅
患
者
訪
問
褥
瘡
管
理
指
導
料
を
算
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
真
皮
ま
で

じ
よ
く
そ
う

の
状
態
の
利
用
者
）
又
は
人
工
肛
門
若
し
く
は
人
工
膀
胱
を
造
設
し
て
い
る
者
で
管
理
が
困
難
な
利

こ
う

ぼ
う
こ
う

用
者
（
い
ず
れ
も
同
一
建
物
居
住
者
を
除
く
。
）
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
者
の
主
治
医
か
ら
交
付
を

受
け
た
訪
問
看
護
指
示
書
及
び
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
緩
和
ケ

ア
、
褥
瘡
ケ
ア
又
は
人
工
肛
門
ケ
ア
及
び
人
工
膀
胱
ケ
ア
に
係
る
専
門
の
研
修
を
受
け
た
看
護
師

じ
よ
く
そ
う

こ
う

ぼ
う
こ
う

が
、
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
又
は
当
該
利
用
者
の
在
宅
療
養

を
担
う
保
険
医
療
機
関
の
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
と
共
同
し
て
同
一
日
に
指
定
訪
問
看
護
を
行

っ
た
場
合
に
、
当
該
利
用
者
１
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
月
１
回
を
限
度
と
し
て
算
定
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
一
日
に
区
分
番
号
０
２
に
掲
げ
る
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
は
算
定
で
き
な
い
。

３
２
（
ハ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
一
建

物
居
住
者
（
当
該
者
と
同
一
の
建
物
に
居
住
す
る
他
の
者
に
対
し
て
当
該
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
同
一
日
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
場
合
の
当
該
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
も
の
に
対
し

て
、
そ
の
主
治
医
か
ら
交
付
を
受
け
た
訪
問
看
護
指
示
書
及
び
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
、
利
用
者
１
人
に
つ
き
、
訪

問
看
護
基
本
療
養
費

（
ハ
を
除
く
。
）
並
び
に
区
分
番
号
０
１
－
２
の
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療

(Ⅰ
)

養
費

及
び

を
算
定
す
る
日
と
合
わ
せ
て
週
３
日
を
限
度
（
注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大

(Ⅰ
)

(Ⅲ
)

臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
に
対
す
る
場
合
を
除
く
。
）
と
し
て
算
定
す
る
。

４
２
の
ハ
に
つ
い
て
は
、
悪
性
腫
瘍
の
鎮
痛
療
法
若
し
く
は
化
学
療
法
を
行
っ
て
い
る
利
用
者
、
真

皮
を
越
え
る
褥
瘡
の
状
態
に
あ
る
利
用
者
（
医
科
点
数
表
の
区
分
番
号
Ｃ
０
１
３
に
掲
げ
る
在
宅

じ
よ
く
そ
う

患
者
訪
問
褥
瘡
管
理
指
導
料
を
算
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
真
皮
ま
で
の
状
態
の
利
用
者
）
又
は

じ
よ
く
そ
う

人
工
肛
門
若
し
く
は
人
工
膀
胱
を
造
設
し
て
い
る
者
で
管
理
が
困
難
な
利
用
者
（
い
ず
れ
も
同
一
建

こ
う

ぼ
う
こ
う

物
居
住
者
に
限
る
。
）
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
者
の
主
治
医
か
ら
交
付
を
受
け
た
訪
問
看
護
指
示
書

及
び
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と

し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
緩
和
ケ
ア
、
褥
瘡
ケ
ア
又
は
人

じ
よ
く
そ
う

工
肛
門
ケ
ア
及
び
人
工
膀
胱
ケ
ア
に
係
る
専
門
の
研
修
を
受
け
た
看
護
師
が
、
他
の
訪
問
看
護
ス
テ

こ
う

ぼ
う
こ
う

ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
又
は
当
該
利
用
者
の
在
宅
療
養
を
担
う
保
険
医
療
機
関
の

看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
と
共
同
し
て
同
一
日
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
、
当
該
利
用

◎
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
の
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
七
号

） 別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表

訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
の
費
用
の
額
の
算
定
方
法

通
則 １

健
康
保
険
法
（
大
正
1
1
年
法
律
第
7
0
号
）
第
8
8
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
及
び
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
5
7
年
法
律
第
8
0
号
）
第
7
8
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
（
以
下
「
指

定
訪
問
看
護
」
と
総
称
す
る
。
）
の
費
用
の
額
は
、
区
分
番
号
０
２
の
注
７
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
区
分

番
号
０
１
又
は
区
分
番
号
０
１
－
２
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
に
区
分
番
号
０
２
か
ら
区
分
番
号
０
５
ま
で
に
よ

り
算
定
さ
れ
る
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

２
前
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
の
費
用
の
額
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
を
除

き
、
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律
第
1
2
3
号
）
第
6
2
条
に
規
定
す
る
要
介
護
被
保
険
者
等
に
つ
い
て
は
、
算

定
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３
区
分
番
号
０
１
の
注
２
及
び
注
４
、
区
分
番
号
０
１
－
２
の
注
１
か
ら
注
３
ま
で
及
び
注
1
0
並
び
に
区
分
番

号
０
２
の
注
１
か
ら
注
３
ま
で
及
び
注
1
0
に
お
け
る
届
出
に
つ
い
て
は
、
届
出
を
行
う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚
生
支
局
長
（
以
下
「
地
方
厚
生
局
長
等
」
と
い
う
。
）

に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
又
は
地
方
厚
生
支
局
の
分
室

が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
分
室
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

区
分

０
１

訪
問
看
護
基
本
療
養
費
（
１
日
に
つ
き
）

(Ⅰ
)

１
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

イ
保
健
師
、
助
産
師
又
は
看
護
師
に
よ
る
場
合
（
ハ
を
除
く
。
）

週
３
日
目
ま
で

5
,
5
5
0
円

(1
)

週
４
日
目
以
降

6
,
5
5
0
円

(２
)

ロ
准
看
護
師
に
よ
る
場
合

週
３
日
目
ま
で

5
,
0
5
0
円

(1
)

週
４
日
目
以
降

6
,
0
5
0
円

(２
)

ハ
悪
性
腫
瘍
の
利
用
者
に
対
す
る
緩
和
ケ
ア
、
褥
瘡
ケ
ア
又
は
人
工
肛
門
ケ
ア
及
び
人
工
膀
胱
ケ

じ
よ
く
そ
う

こ
う

ぼ
う
こ
う

ア
に
係
る
専
門
の
研
修
を
受
け
た
看
護
師
に
よ
る
場
合

1
2
,
8
5
0
円

ニ
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
場
合

5
,
55
0
円

(Ⅱ
)

２
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

イ
保
健
師
、
助
産
師
又
は
看
護
師
に
よ
る
場
合
（
ハ
を
除
く
。
）

同
一
日
に
２
人

(1
) ①

週
３
日
目
ま
で

5
,
5
5
0
円

②
週
４
日
目
以
降

6
,
5
5
0
円

同
一
日
に
３
人
以
上

(２
) ①

週
３
日
目
ま
で

2
,
7
8
0
円

②
週
４
日
目
以
降

3
,
2
8
0
円

ロ
准
看
護
師
に
よ
る
場
合

同
一
日
に
２
人

(1
) ①

週
３
日
目
ま
で

5
,
0
5
0
円

②
週
４
日
目
以
降

6
,
0
5
0
円

同
一
日
に
３
人
以
上

(２
) ①

週
３
日
目
ま
で

2
,
5
3
0
円

②
週
４
日
目
以
降

3
,
0
3
0
円

ハ
悪
性
腫
瘍
の
利
用
者
に
対
す
る
緩
和
ケ
ア
、
褥
瘡
ケ
ア
又
は
人
工
肛
門
ケ
ア
及
び
人
工
膀
胱
ケ

じ
よ
く
そ
う

こ
う

ぼ
う
こ
う

ア
に
係
る
専
門
の
研
修
を
受
け
た
看
護
師
に
よ
る
場
合

1
2
,
8
5
0
円
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に
つ
き
1
,
5
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

1
2
１
及
び
２
（
い
ず
れ
も
ハ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
複
数
の
看
護
師
等
に
よ
る
指
定
訪

問
看
護
が
必
要
な
者
と
し
て
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
対
し
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
（
以
下
「
看
護
職
員
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
他
の
看
護
師
等
又
は
看
護
補
助
者
と
同
時
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
等
の
同
意
を
得
て
、
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
複
数

名
訪
問
看
護
加
算
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
１
日
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
を
所
定
額
に
加

算
す
る
。
た
だ
し
、
イ
又
は
ロ
の
場
合
に
あ
っ
て
は
週
１
日
を
、
ハ
の
場
合
に
あ
っ
て
は
週
３
日
を

限
度
と
し
て
算
定
す
る
。

イ
所
定
額
を
算
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
看
護
職
員
が
他
の
看
護
師
等
（
准
看
護
師
を
除
く

。
）
と
同
時
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
場
合

同
一
建
物
内
１
人

4
,
5
0
0
円

(1
)

同
一
建
物
内
２
人

4
,
5
0
0
円

(２
)

同
一
建
物
内
３
人
以
上

4
,
0
0
0
円

(３
)

ロ
所
定
額
を
算
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
看
護
職
員
が
他
の
准
看
護
師
と
同
時
に
指
定
訪
問

看
護
を
行
う
場
合

同
一
建
物
内
１
人

3
,
8
0
0
円

(1
)

同
一
建
物
内
２
人

3
,
8
0
0
円

(２
)

同
一
建
物
内
３
人
以
上

3
,
4
0
0
円

(３
)

ハ
所
定
額
を
算
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
看
護
職
員
が
看
護
補
助
者
と
同
時
に
指
定
訪
問
看

護
を
行
う
場
合
（
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）

同
一
建
物
内
１
人

3
,
0
0
0
円

(1
)

同
一
建
物
内
２
人

3
,
0
0
0
円

(２
)

同
一
建
物
内
３
人
以
上

2
,
7
0
0
円

(３
)

ニ
所
定
額
を
算
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
看
護
職
員
が
看
護
補
助
者
と
同
時
に
指
定
訪
問
看

護
を
行
う
場
合
（
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）

１
日
に
１
回
の
場
合

(1
) ①

同
一
建
物
内
１
人

3
,
0
0
0
円

②
同
一
建
物
内
２
人

3
,
0
0
0
円

③
同
一
建
物
内
３
人
以
上

2
,
7
0
0
円

１
日
に
２
回
の
場
合

(２
) ①

同
一
建
物
内
１
人

6
,
0
0
0
円

②
同
一
建
物
内
２
人

6
,
0
0
0
円

③
同
一
建
物
内
３
人
以
上

5
,
4
0
0
円

１
日
に
３
回
以
上
の
場
合

(３
) ①

同
一
建
物
内
１
人

1
0
,
0
0
0
円

②
同
一
建
物
内
２
人

1
0
,
0
0
0
円

③
同
一
建
物
内
３
人
以
上

9
,
0
0
0
円

1
3
１
及
び
２
（
い
ず
れ
も
ハ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
夜
間
（
午
後
６
時
か
ら
午
後
1
0
時
ま
で
の

時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
早
朝
（
午
前
６
時
か
ら
午
前
８
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
は
、
夜
間
・
早
朝
訪
問
看
護
加
算
と
し
て
2
,
1
0
0
円
を

所
定
額
に
加
算
し
、
深
夜
（
午
後
1
0
時
か
ら
午
前
６
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
指

定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
は
、
深
夜
訪
問
看
護
加
算
と
し
て
4
,
2
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

1
4
利
用
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
所
定
額
は
算
定
し
な
い
。
た
だ
し
、
別
に
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
病
院
、
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
等
の
医
師
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看

護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
施
設
に
現
に
入
院
又
は
入
所
し
て
い
る
場
合

ロ
介
護
保
険
法
第
８
条
第
1
1
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
同
条
第
1
9
項
に
規

定
す
る
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
て
い
る
場
合

者
１
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
月
１
回
を
限
度
と
し
て
算
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
日

に
区
分
番
号
０
２
に
掲
げ
る
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
は
算
定
で
き
な
い
。

５
３
に
つ
い
て
は
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
入
院
中
の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ

て
、
在
宅
療
養
に
備
え
て
一
時
的
に
外
泊
を
し
て
い
る
者
（
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
限

る
。
）
に
対
し
、
そ
の
者
の
主
治
医
か
ら
交
付
を
受
け
た
訪
問
看
護
指
示
書
及
び
訪
問
看
護
計
画
書

に
基
づ
き
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
、
入
院
中

１
回
（
注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
入
院
中
２
回
）
に
限
り
算
定
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
日
に
区
分
番
号
０
２
に
掲

げ
る
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
は
算
定
で
き
な
い
。

６
１
及
び
２
（
い
ず
れ
も
ハ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の

主
治
医
（
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
の
医
師
を
除
く
。
）
か
ら
当
該
者
の
急
性
増
悪
等

に
よ
り
一
時
的
に
頻
回
の
訪
問
看
護
の
必
要
が
あ
る
旨
の
訪
問
看
護
指
示
書
（
以
下
「
特
別
訪
問
看

護
指
示
書
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
、
当
該
特
別
訪
問
看
護
指
示
書
及
び
訪
問
看
護
計
画
書
に

基
づ
き
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
注
１
及

び
注
３
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
１
月
に
１
回
（
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
つ
い
て
は
、

月
２
回
）
に
限
り
、
当
該
指
示
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
1
4
日
を
限
度
と
し
て
算
定
す
る
。

７
１
及
び
２
（
い
ず
れ
も
ハ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
又
は
注
６
に
規
定
す
る
特
別
訪
問
看
護
指
示
書
の
交
付
を
受
け
た
利
用
者

に
対
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
１
日
に
２
回
又
は
３
回
以
上
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
は
、
難
病

等
複
数
回
訪
問
加
算
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
１
日
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
を
所
定
額
に

加
算
す
る
。

イ
１
日
に
２
回
の
場
合

同
一
建
物
内
１
人

4
,
5
0
0
円

(1
)

同
一
建
物
内
２
人

4
,
5
0
0
円

(２
)

同
一
建
物
内
３
人
以
上

4
,
0
0
0
円

(３
)

ロ
１
日
に
３
回
以
上
の
場
合

同
一
建
物
内
１
人

8
,
0
0
0
円

(1
)

同
一
建
物
内
２
人

8
,
0
0
0
円

(２
)

同
一
建
物
内
３
人
以
上

7
,
2
0
0
円

(３
)

８
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
、
最
も
合
理
的
な
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
当
該
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所
在
地
か
ら
利
用
者
の
家
庭
ま
で
の
移
動
に
か
か
る
時
間
が
１
時
間
以
上
で
あ

る
者
に
対
し
て
指
定
訪
問
看
護
を
行
い
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
特
別
地
域
訪
問
看
護

加
算
と
し
て
、
所
定
額
の
1
0
0
分
の
5
0
に
相
当
す
る
額
を
加
算
す
る
。

イ
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域
に
所
在
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
指

定
訪
問
看
護
を
行
う
場
合

ロ
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域
外
に
所
在
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が

、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対
し
て
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
場

合

９
１
及
び
２
（
い
ず
れ
も
ハ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
等
の
求
め
に
応
じ

て
、
そ
の
主
治
医
（
診
療
所
又
は
医
科
点
数
表
の
区
分
番
号
Ｃ
０
０
０
の
注
１
に
規
定
す
る
在
宅
療

養
支
援
病
院
（
以
下
「
在
宅
療
養
支
援
病
院
」
と
い
う
。
）
の
保
険
医
に
限
る
。
）
の
指
示
に
基
づ

き
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
緊
急
に
指
定
訪
問
看
護
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
緊

急
訪
問
看
護
加
算
と
し
て
、
１
日
に
つ
き
2
,
6
5
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

1
0
１
及
び
２
（
い
ず
れ
も
ハ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
長
時
間
の

訪
問
を
要
す
る
者
に
対
し
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
、
長
時
間
に
わ
た
る
指
定
訪

問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
長
時
間
訪
問
看
護
加
算
と
し
て
、
週
１
日
（
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
週
３
日
）
を
限
度
と
し
て
、
5
,
2
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

1
1
１
及
び
２
（
い
ず
れ
も
ハ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対
し
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
乳
幼
児
加
算
と
し
て
、
１
日
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注
１

１
に
つ
い
て
は
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
精
神
障
害
を
有
す
る
者
又
は
そ
の
家
族
等

（
注
２
に
規
定
す
る
同
一
建
物
居
住
者
を
除
く
。
）
に
対
し
て
、
そ
の
主
治
医
（
保
険
医
療
機
関
の

保
険
医
で
あ
っ
て
精
神
科
を
担
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
区
分
番
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か

ら
交
付
を
受
け
た
精
神
科
訪
問
看
護
指
示
書
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
、
別
に
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
又
は
作
業
療
法
士
（
精
神
障
害
を
有
す
る
者
に
対

す
る
看
護
に
つ
い
て
相
当
の
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
区
分
番
号
に
お
い
て
「
保
健

師
等
」
と
い
う
。
）
が
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
、
利
用
者
１
人
に
つ
き
、
精
神
科
訪
問
看

(Ⅲ
)

(Ⅰ
)

(Ⅱ
)

護
基
本
療
養
費

並
び
に
区
分
番
号
０
１
の
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

（
ハ
を
除
く
。
）
及
び

（
ハ
を
除
く
。
）
を
算
定
す
る
日
と
合
わ
せ
て
週
３
日
（
当
該
利
用
者
の
退
院
後
３
月
以
内
の
期
間

に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合
は
週
５
日
）
を
限
度
と
し
て
算
定
す
る
。

２
３
に
つ
い
て
は
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
精
神
障
害
を
有
す
る
者
又
は
そ
の
家
族
等

で
あ
っ
て
、
同
一
建
物
居
住
者
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
そ
の
主
治
医
か
ら
交
付
を
受
け
た
精
神
科

訪
問
看
護
指
示
書
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師 (Ⅰ
)

等
が
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
、
利
用
者
１
人
に
つ
き
、
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

並
び
に
区
分
番
号
０
１
の
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

（
ハ
を
除
く
。
）
及
び

（
ハ
を
除
く
。
）
を

(Ⅰ
)

(Ⅱ
)

算
定
す
る
日
と
合
わ
せ
て
週
３
日
（
当
該
利
用
者
の
退
院
後
３
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る

場
合
は
週
５
日
）
を
限
度
と
し
て
算
定
す
る
。

３
４
に
つ
い
て
は
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
精
神
障
害
を
有
す
る
者
（
入
院
中
の
も
の

に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
在
宅
療
養
に
備
え
て
一
時
的
に
外
泊
を
し
て
い
る
者
（
別
に
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
者
に
限
る
。
）
に
対
し
、
そ
の
主
治
医
か
ら
交
付
を
受
け
た
精
神
科
訪
問
看
護
指
示
書

及
び
精
神
科
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る

も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師
等
が
指
定
訪
問
看

護
を
行
っ
た
場
合
に
、
入
院
中
１
回
（
区
分
番
号
０
１
の
注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
入
院
中
２
回
）
に
限
り
算
定
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
一
日
に
区
分
番
号
０
２
に
掲
げ
る
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
は
算
定
で
き
な
い
。

４
１
及
び
３
に
つ
い
て
は
、
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
精
神
障
害
を
有
す
る
者
の
主
治
医

か
ら
精
神
科
特
別
訪
問
看
護
指
示
書
の
交
付
を
受
け
、
当
該
精
神
科
特
別
訪
問
看
護
指
示
書
及
び
精

神
科
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師
等
が
指
定
訪
問
看
護
を
行

っ
た
場
合
に
は
、
注
１
及
び
注
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
１
月
に
１
回
に
限
り
、
当
該
指
示
が
あ

っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
1
4
日
を
限
度
と
し
て
算
定
す
る
。

５
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師
等
が
、
最
も
合
理
的
な
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
当
該
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所
在
地
か
ら
利
用
者
の
家
庭
ま
で
の
移
動
に
か
か
る
時
間
が
１
時
間
以
上
で
あ

る
者
に
対
し
て
指
定
訪
問
看
護
を
行
い
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
特
別
地
域
訪
問
看
護

加
算
と
し
て
、
所
定
額
の
1
0
0
分
の
5
0
に
相
当
す
る
額
を
加
算
す
る
。

イ
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域
に
所
在
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師
等
が
指

定
訪
問
看
護
を
行
う
場
合

ロ
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域
外
に
所
在
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師
等
が

、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対
し
て
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
場

合

６
１
及
び
３
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
等
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
の
主
治
医
（
診
療
所

又
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
の
保
険
医
に
限
る
。
）
の
指
示
に
基
づ
き
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

保
健
師
等
が
緊
急
に
指
定
訪
問
看
護
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
精
神
科
緊
急
訪
問
看
護
加
算
と
し
て

、
１
日
に
つ
き
2
,
6
5
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

７
１
及
び
３
に
つ
い
て
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
長
時
間
の
訪
問
を
要
す
る
者
に
対
し
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師
等
が
、
長
時
間
に
わ
た
る
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
は

、
長
時
間
精
神
科
訪
問
看
護
加
算
と
し
て
、
週
１
日
（
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
の
場
合
に

あ
っ
て
は
週
３
日
）
を
限
度
と
し
て
、
5
,
2
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

ハ
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
現
に
指
定
訪
問
看
護
（
注
２
及
び
注
４
の
場
合
を
除
く
。

）
を
受
け
て
い
る
場
合
（
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）

注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
が
現
に
他
の
１
つ
の
訪

(1
) 問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
場
合

特
別
訪
問
看
護
指
示
書
の
交
付
の
対
象
と
な
っ
た
利
用
者
で
あ
っ
て
週
４
日
以
上
の
指
定
訪

(２
) 問
看
護
が
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
が
現
に
他
の
１
つ
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
指
定
訪

問
看
護
を
受
け
て
い
る
場
合

注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
で
あ
っ
て
週
７
日
の
指

(３
) 定
訪
問
看
護
が
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
が
現
に
他
の
２
つ
以
下
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
場
合

注
２
又
は
注
４
に
規
定
す
る
緩
和
ケ
ア
、
褥
瘡
ケ
ア
又
は
人
工
肛
門
ケ
ア
及
び
人
工
膀
胱

(４
)

じ
よ
く
そ
う

こ
う

ぼ
う
こ
う

ケ
ア
に
係
る
専
門
の
研
修
を
受
け
た
看
護
師
の
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

０
１
－
２

精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
（
１
日
に
つ
き
）

(Ⅰ
)

１
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

イ
保
健
師
、
看
護
師
又
は
作
業
療
法
士
に
よ
る
場
合

週
３
日
目
ま
で

3
0
分
以
上
の
場
合

5
,
5
5
0
円

(1
)

週
３
日
目
ま
で

3
0
分
未
満
の
場
合

4
,
2
5
0
円

(２
)

週
４
日
目
以
降

3
0
分
以
上
の
場
合

6
,
5
5
0
円

(３
)

週
４
日
目
以
降

3
0
分
未
満
の
場
合

5
,
1
0
0
円

(４
)

ロ
准
看
護
師
に
よ
る
場
合

週
３
日
目
ま
で

3
0
分
以
上
の
場
合

5
,
0
5
0
円

(1
)

週
３
日
目
ま
で

3
0
分
未
満
の
場
合

3
,
8
7
0
円

(２
)

週
４
日
目
以
降

3
0
分
以
上
の
場
合

6
,
0
5
0
円

(３
)

週
４
日
目
以
降

3
0
分
未
満
の
場
合

4
,
7
2
0
円

(４
)

２
削
除

(Ⅲ
)

３
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

イ
保
健
師
、
看
護
師
又
は
作
業
療
法
士
に
よ
る
場
合

同
一
日
に
２
人

(1
) ①

週
３
日
目
ま
で

3
0
分
以
上
の
場
合

5
,
5
5
0
円

②
週
３
日
目
ま
で

3
0
分
未
満
の
場
合

4
,
2
5
0
円

③
週
４
日
目
以
降

3
0
分
以
上
の
場
合

6
,
5
5
0
円

④
週
４
日
目
以
降

3
0
分
未
満
の
場
合

5
,
1
0
0
円

同
一
日
に
３
人
以
上

(２
) ①

週
３
日
目
ま
で

3
0
分
以
上
の
場
合

2
,
7
8
0
円

②
週
３
日
目
ま
で

3
0
分
未
満
の
場
合

2
,
1
3
0
円

③
週
４
日
目
以
降

3
0
分
以
上
の
場
合

3
,
2
8
0
円

④
週
４
日
目
以
降

3
0
分
未
満
の
場
合

2
,
5
5
0
円

ロ
准
看
護
師
に
よ
る
場
合

同
一
日
に
２
人

(1
) ①

週
３
日
目
ま
で

3
0
分
以
上
の
場
合

5
,
0
5
0
円

②
週
３
日
目
ま
で

3
0
分
未
満
の
場
合

3
,
8
7
0
円

③
週
４
日
目
以
降

3
0
分
以
上
の
場
合

6
,
0
5
0
円

④
週
４
日
目
以
降

3
0
分
未
満
の
場
合

4
,
7
2
0
円

同
一
日
に
３
人
以
上

(２
) ①

週
３
日
目
ま
で

3
0
分
以
上
の
場
合

2
,
5
3
0
円

②
週
３
日
目
ま
で

3
0
分
未
満
の
場
合

1
,
9
4
0
円

③
週
４
日
目
以
降

3
0
分
以
上
の
場
合

3
,
0
3
0
円

④
週
４
日
目
以
降

3
0
分
未
満
の
場
合

2
,
3
6
0
円

４
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

8
,
5
0
0
円

(Ⅳ
)
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同
一
建
物
内
１
人

4
,
5
0
0
円

(1
)

同
一
建
物
内
２
人

4
,
5
0
0
円

(２
)

同
一
建
物
内
３
人
以
上

4
,
0
0
0
円

(３
)

ロ
１
日
に
３
回
以
上
の
場
合

同
一
建
物
内
１
人

8
,
0
0
0
円

(1
)

同
一
建
物
内
２
人

8
,
0
0
0
円

(２
)

同
一
建
物
内
３
人
以
上

7
,
2
0
0
円

(３
)

1
1
利
用
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
所
定
額
は
算
定
し
な
い
。
た
だ
し
、
別
に
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
病
院
、
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
等
の
医
師
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看

護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
施
設
に
現
に
入
院
又
は
入
所
し
て
い
る
場
合

ロ
介
護
保
険
法
第
８
条
第
1
1
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
同
条
第
1
9
項
に
規

定
す
る
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
て
い
る
場
合

ハ
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
現
に
指
定
訪
問
看
護
（
区
分
番
号
０
１
の
注
２
及
び
注
４

の
場
合
を
除
く
。
）
を
受
け
て
い
る
場
合
（
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）

区
分
番
号
０
１
の
注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
が
現

(1
) に
他
の
１
つ
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
場
合

精
神
科
特
別
訪
問
看
護
指
示
書
の
交
付
の
対
象
と
な
っ
た
利
用
者
で
あ
っ
て
週
４
日
以
上
の

(２
) 指
定
訪
問
看
護
が
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
が
現
に
他
の
１
つ
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

指
定
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
場
合

区
分
番
号
０
１
の
注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
で
あ

(３
) っ
て
週
７
日
の
指
定
訪
問
看
護
が
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
が
現
に
他
の
２
つ
以
下
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
場
合

０
２

訪
問
看
護
管
理
療
養
費

１
月
の
初
日
の
訪
問
の
場
合

イ
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
１

1
2
,
5
3
0
円

ロ
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
２

9
,
5
0
0
円

ハ
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
３

8
,
4
7
0
円

ニ
イ
か
ら
ハ
ま
で
以
外
の
場
合

7
,
4
4
0
円

２
月
の
２
日
目
以
降
の
訪
問
の
場
合
（
１
日
に
つ
き
）

3
,
0
0
0
円

注
１

指
定
訪
問
看
護
を
行
う
に
つ
き
安
全
な
提
供
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
イ
、
ロ
及
び
ハ
に
つ
い
て
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し

て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
利
用
者
に
対

し
て
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
訪
問
看
護
を

行
っ
て
い
る
も
の
が
、
当
該
利
用
者
に
係
る
訪
問
看
護
計
画
書
及
び
訪
問
看
護
報
告
書
並
び
に
精
神

科
訪
問
看
護
計
画
書
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
報
告
書
を
当
該
利
用
者
の
主
治
医
（
保
険
医
療
機
関
の

保
険
医
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
若
し
く
は
介
護
医
療
院
の
医
師
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し

て
提
出
す
る
と
と
も
に
、
当
該
利
用
者
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
の
実
施
に
関
す
る
計
画
的
な
管
理
を

継
続
し
て
行
っ
た
場
合
に
、
訪
問
の
都
度
算
定
す
る
。

２
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出

た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
当
該
基
準
に
規
定
す
る
2
4
時

間
の
対
応
体
制
に
あ
る
場
合
（
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
同
意
を
得
た
場
合
に
限
る

。
）
に
は
、
2
4
時
間
対
応
体
制
加
算
と
し
て
、
月
１
回
に
限
り
、
6
,
4
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る

。
た
だ
し
、
当
該
月
に
お
い
て
、
当
該
利
用
者
に
つ
い
て
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
2
4
時
間

対
応
体
制
加
算
を
算
定
し
て
い
る
場
合
は
、
算
定
し
な
い
。

３
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出

た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
指
定
訪
問
看
護
に
関
し
特
別
な
管
理
を
必
要
と
す
る
利
用
者
（
別

に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
等
に
あ
る
利
用
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
注
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

対
し
て
、
当
該
基
準
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
利
用
者
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
の
実
施
に
関

８
１
及
び
３
（
い
ず
れ
も
3
0
分
未
満
の
場
合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
保
健
師
又
は
看
護
師
が
、
当
該
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
他
の
保
健
師
等
、
看
護
補
助
者
又
は

精
神
保
健
福
祉
士
と
同
時
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
等
の

同
意
を
得
て
、
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
複
数
名
精
神
科
訪
問
看
護
加
算
と
し
て
、
次

に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
１
日
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。
た
だ
し
、
ハ
の
場
合

に
あ
っ
て
は
週
１
日
を
限
度
と
し
て
算
定
す
る
。

イ
所
定
額
を
算
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
保
健
師
又
は
看
護
師
が
他
の
保
健
師
、
看
護
師
又

は
作
業
療
法
士
と
同
時
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
場
合

１
日
に
１
回
の
場
合

(1
) ①

同
一
建
物
内
１
人

4
,
5
0
0
円

②
同
一
建
物
内
２
人

4
,
5
0
0
円

③
同
一
建
物
内
３
人
以
上

4
,
0
0
0
円

１
日
に
２
回
の
場
合

(２
) ①

同
一
建
物
内
１
人

9
,
0
0
0
円

②
同
一
建
物
内
２
人

9
,
0
0
0
円

③
同
一
建
物
内
３
人
以
上

8
,
1
0
0
円

１
日
に
３
回
以
上
の
場
合

(３
) ①

同
一
建
物
内
１
人

1
4
,
5
0
0
円

②
同
一
建
物
内
２
人

1
4
,
5
0
0
円

③
同
一
建
物
内
３
人
以
上

1
3
,
0
0
0
円

ロ
所
定
額
を
算
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
保
健
師
又
は
看
護
師
が
准
看
護
師
と
同
時
に
指
定

訪
問
看
護
を
行
う
場
合

１
日
に
１
回
の
場
合

(1
) ①

同
一
建
物
内
１
人

3
,
8
0
0
円

②
同
一
建
物
内
２
人

3
,
8
0
0
円

③
同
一
建
物
内
３
人
以
上

3
,
4
0
0
円

１
日
に
２
回
の
場
合

(２
) ①

同
一
建
物
内
１
人

7
,
6
0
0
円

②
同
一
建
物
内
２
人

7
,
6
0
0
円

③
同
一
建
物
内
３
人
以
上

6
,
8
0
0
円

１
日
に
３
回
以
上
の
場
合

(３
) ①

同
一
建
物
内
１
人

1
2
,
4
0
0
円

②
同
一
建
物
内
２
人

1
2
,
4
0
0
円

③
同
一
建
物
内
３
人
以
上

1
1
,
2
0
0
円

ハ
所
定
額
を
算
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
保
健
師
又
は
看
護
師
が
看
護
補
助
者
又
は
精
神
保

健
福
祉
士
と
同
時
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
場
合

同
一
建
物
内
１
人

3
,
0
0
0
円

(1
)

同
一
建
物
内
２
人

3
,
0
0
0
円

(２
)

同
一
建
物
内
３
人
以
上

2
,
7
0
0
円

(３
)

９
１
及
び
３
に
つ
い
て
は
、
夜
間
又
は
早
朝
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
は
、
夜
間
・
早
朝
訪

問
看
護
加
算
と
し
て
2
,
1
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
し
、
深
夜
に
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
は
、

深
夜
訪
問
看
護
加
算
と
し
て
4
,
2
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

1
0
１
及
び
３
に
つ
い
て
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
地

方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師
等
が
、
医
科
点
数
表
の
区
分
番
号

Ｉ
０
１
６
に
掲
げ
る
精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料
（
１
の
ハ
を
除
く
。
）
を
算
定
す
る
利
用
者
に

対
し
て
、
そ
の
主
治
医
の
指
示
に
基
づ
き
、
１
日
に
２
回
又
は
３
回
以
上
指
定
訪
問
看
護
を
行
っ
た

場
合
は
、
精
神
科
複
数
回
訪
問
加
算
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
１
日
に
つ
き
、
い
ず
れ

か
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

イ
１
日
に
２
回
の
場
合

（ ）（ ） 10711070



1
1
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
つ
い
て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
又
は
准
看
護

師
が
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
6
2
年
法
律
第
3
0
号
）
第
4
8
条
の
３
第
１
項
の
登
録

を
受
け
た
登
録
喀
痰
吸
引
等
事
業
者
又
は
同
法
附
則
第
2
0
条
第
１
項
の
登
録
を
受
け
た
登
録
特
定
行

か
く
た
ん

為
事
業
者
と
連
携
し
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
6
2
年
厚
生
省
令
第
4
9
号

）
第
１
条
各
号
に
掲
げ
る
医
師
の
指
示
の
下
に
行
わ
れ
る
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
喀
痰
吸

か
く
た
ん

引
等
」
と
い
う
。
）
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
喀
痰
吸
引
等
に
関
し
て
こ
れ
ら
の
事
業
者
の
介
護

か
く
た
ん

の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
看
護
・
介
護
職
員
連
携
強
化

加
算
と
し
て
、
月
１
回
に
限
り
2
,
5
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

０
３

訪
問
看
護
情
報
提
供
療
養
費

１
訪
問
看
護
情
報
提
供
療
養
費
１

1
,
5
0
0
円

２
訪
問
看
護
情
報
提
供
療
養
費
２

1
,
5
0
0
円

３
訪
問
看
護
情
報
提
供
療
養
費
３

1
,
5
0
0
円

注
１

１
に
つ
い
て
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
、
当
該
利
用
者
の
同
意
を
得
て
、
当
該
利
用
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
（
特
別

区
を
含
む
。
）
又
は
都
道
府
県
（
以
下
「
市
町
村
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
当
該
市
町
村
等
か

ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
指
定
訪
問
看
護
の
状
況
を
示
す
文
書
を
添
え
て
、
当
該
利
用
者
に
係
る
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
た
場
合
に
、
利
用
者
１
人
に
つ
き
月
１
回
に
限
り
算
定
す

る
。
た
だ
し
、
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
等
に
対
し
て
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
訪
問
看
護
情
報
提
供
療
養
費
１
を
算
定
し
て
い
る
場
合
は
、
算
定
し
な
い
。

２
２
に
つ
い
て
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
の
う
ち
、
児
童
福
祉
法
（
昭

和
2
2
年
法
律
第
1
6
4
号
）
第
3
9
条
第
１
項
に
規
定
す
る
保
育
所
等
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
2
2
年
法
律

第
2
6
号
）
第
１
条
に
規
定
す
る
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中
学
部
（
以
下
「
学
校
等
」
と
い
う
。
）
へ
通

園
又
は
通
学
す
る
利
用
者
に
つ
い
て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
当
該
利
用
者
の
同
意
を
得
て

、
当
該
学
校
等
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
指
定
訪
問
看
護
の
状
況
を
示
す
文
書
を
添
え
て
必
要
な
情

報
を
提
供
し
た
場
合
に
、
利
用
者
１
人
に
つ
き
各
年
度
１
回
に
限
り
算
定
す
る
。
ま
た
、
入
園
若
し

く
は
入
学
又
は
転
園
若
し
く
は
転
学
等
に
よ
り
当
該
学
校
等
に
初
め
て
在
籍
す
る
こ
と
と
な
る
月
に

つ
い
て
は
、
当
該
学
校
等
に
つ
き
月
１
回
に
限
り
、
別
に
算
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
当
該
学
校
等
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
訪
問
看
護
情
報

提
供
療
養
費
２
を
算
定
し
て
い
る
場
合
は
、
算
定
し
な
い
。

３
３
に
つ
い
て
は
、
保
険
医
療
機
関
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
（
以
下
こ
の
注
に
お

い
て
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
入
院
し
、
又
は
入
所
す
る
利
用
者
に
つ
い
て
、
当
該
利

用
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
が
入
院
し
、
又
は
入
所
す
る
保
険
医
療
機
関
等
に
対
し

て
診
療
状
況
を
示
す
文
書
を
添
え
て
紹
介
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
当

該
利
用
者
の
同
意
を
得
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
指
定
訪
問
看
護
に
係
る
情
報
を
提
供
し
た
場
合

に
、
利
用
者
１
人
に
つ
き
月
１
回
に
限
り
算
定
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
訪
問
看
護
情
報
提
供
療
養

費
３
を
算
定
し
て
い
る
場
合
は
、
算
定
し
な
い
。

０
４

削
除

０
５

訪
問
看
護
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
療
養
費

１
訪
問
看
護
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
療
養
費
１

2
5
,
0
0
0
円

２
訪
問
看
護
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
療
養
費
２

1
0
,
0
0
0
円

注
１

１
に
つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
を
算
定
す
べ
き
指

定
訪
問
看
護
を
行
っ
て
い
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
、
在
宅
で
死
亡
し
た
利
用
者

（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
行
っ
た
後
、
2
4
時
間
以
内
に
在
宅
以
外
で
死
亡
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
老

人
福
祉
法
（
昭
和
3
8
年
法
律
第
1
3
3
号
）
第
2
0
条
の
５
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
施
設
（
以
下
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
」
と
い
う
。
）
で
死
亡
し
た
利
用
者
（
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
行
っ
た
後
、
2
4
時
間
以
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
以
外
で
死
亡
し
た
者
を
含

み
、
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
1
2
年
厚
生
省
告
示

す
る
計
画
的
な
管
理
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
特
別
管
理
加
算
と
し
て
、
月
に
１
回
を
限
度
と
し
て

2
,
5
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
な
管
理
を
必
要
と
す
る
利
用
者
の
う
ち
重
症
度

等
の
高
い
も
の
と
し
て
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
等
に
あ
る
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

5
,
0
0
0
円
を
加
算
す
る
。

４
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
保
険
医
療
機
関
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
若

し
く
は
介
護
医
療
院
に
入
院
中
又
は
入
所
中
の
も
の
の
退
院
又
は
退
所
に
当
た
り
、
当
該
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
（
准
看
護
師
を
除
く
。
）
が
、
当
該
保
険
医
療
機
関
、
介
護
老
人
保
健

施
設
又
は
介
護
医
療
院
の
主
治
医
又
は
職
員
と
共
同
し
、
当
該
者
又
は
そ
の
看
護
に
当
た
っ
て
い
る

者
に
対
し
て
、
在
宅
で
の
療
養
上
必
要
な
指
導
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
文
書
に
よ
り
提
供
し
た
場
合

に
は
、
退
院
又
は
退
所
後
の
最
初
の
指
定
訪
問
看
護
が
行
わ
れ
た
際
に
、
退
院
時
共
同
指
導
加
算
と

し
て
、
当
該
退
院
又
は
退
所
に
つ
き
１
回
に
限
り
8
,
0
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。
た
だ
し
、
区

分
番
号
０
１
の
注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

当
該
退
院
又
は
退
所
に
つ
き
２
回
に
限
り
加
算
で
き
る
。

５
注
４
に
規
定
す
る
者
が
注
３
本
文
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態
等
に
あ
る
場

合
に
は
、
特
別
管
理
指
導
加
算
と
し
て
、
更
に
2
,
0
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

６
退
院
時
共
同
指
導
加
算
は
、
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
当
該
加
算
を
算
定
し
て
い

る
場
合
（
区
分
番
号
０
１
の
注
１
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用
者
に

あ
っ
て
は
、
当
該
加
算
を
２
回
算
定
し
て
い
る
場
合
）
は
、
算
定
し
な
い
。

７
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
退
院
支
援
指
導
を
要
す
る
者
と
し
て
別
に
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
、
保
険
医
療
機
関
か
ら
退
院
す
る
に
当
た
っ
て
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
（
准
看
護
師
を
除
く
。
）
が
、
退
院
日
に
当
該
保
険
医
療
機
関
以
外
に

お
い
て
療
養
上
必
要
な
指
導
を
行
っ
た
と
き
に
は
、
退
院
支
援
指
導
加
算
と
し
て
、
退
院
日
の
翌
日

以
降
初
日
の
指
定
訪
問
看
護
が
行
わ
れ
た
際
に
6
,
0
0
0
円
を
加
算
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
者
が
退
院

日
の
翌
日
以
降
初
日
の
指
定
訪
問
看
護
が
行
わ
れ
る
前
に
死
亡
又
は
再
入
院
し
た
場
合
に
お
い
て
は

、
死
亡
日
又
は
再
入
院
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
に
算
定
す
る
。

８
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
（
准
看
護
師
を
除
く
。
）
が
、
利
用
者
の
同
意
を
得
て
、

訪
問
診
療
を
実
施
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
を
含
め
、
歯
科
訪
問
診
療
を
実
施
し
て
い
る
保
険
医
療

機
関
又
は
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
を
実
施
し
て
い
る
保
険
薬
局
と
文
書
等
に
よ
り
情
報
共
有
を
行
う
と

と
も
に
、
共
有
さ
れ
た
情
報
を
踏
ま
え
て
療
養
上
必
要
な
指
導
を
行
っ
た
場
合
に
、
在
宅
患
者
連
携

指
導
加
算
と
し
て
、
月
１
回
に
限
り
、
3
,
0
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

９
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
（
准
看
護
師
を
除
く
。
）
が
、
在
宅
で
療
養
を
行
っ
て
い

る
利
用
者
で
あ
っ
て
通
院
が
困
難
な
も
の
の
状
態
の
急
変
等
に
伴
い
、
当
該
利
用
者
の
在
宅
療
養
を

担
う
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
の
求
め
に
よ
り
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
等
、
歯
科
訪
問
診

療
を
実
施
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
の
保
険
医
で
あ
る
歯
科
医
師
等
、
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
を
実
施

し
て
い
る
保
険
薬
局
の
保
険
薬
剤
師
又
は
医
科
点
数
表
の
区
分
番
号
Ｂ
０
０
５
の
注
３
に
規
定
す
る

介
護
支
援
専
門
員
若
し
く
は
相
談
支
援
専
門
員
と
共
同
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
、
そ
れ
ら
の

者
と
共
同
で
療
養
上
必
要
な
指
導
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
在
宅
患
者
緊
急
時
等
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
加

算
と
し
て
、
月
２
回
に
限
り
、
2
,
0
0
0
円
を
所
定
額
に
加
算
す
る
。

1
0
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出

た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
健
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
又
は
作
業
療
法
士
が
、
当
該
利
用
者

（
医
科
点
数
表
の
区
分
番
号
Ｉ
０
１
６
に
掲
げ
る
精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料
２
を
現
に
算
定
す

る
利
用
者
に
限
る
。
）
に
対
し
て
、
当
該
利
用
者
の
在
宅
療
養
を
担
う
保
険
医
療
機
関
と
連
携
し
て

、
支
援
計
画
等
に
基
づ
き
、
定
期
的
な
訪
問
看
護
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
精
神
科
重
症
患
者
支
援
管

理
連
携
加
算
と
し
て
、
月
１
回
に
限
り
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
い
ず
れ
か
を
所
定
額
に
加
算

す
る
。

イ
精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料
２
の
イ
を
算
定
す
る
利
用
者
に
定
期
的
な
訪
問
看
護
を
行
う
場

合
8
,
4
0
0
円

ロ
精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料
２
の
ロ
を
算
定
す
る
利
用
者
に
定
期
的
な
訪
問
看
護
を
行
う
場

合
5
,
8
0
0
円

（ ）（ ） 10711070



第
2
1
号
）
別
表
の
１
に
規
定
す
る
看
取
り
介
護
加
算
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
加
算
（
以
下
「
看
取

り
介
護
加
算
等
」
と
い
う
。
）
を
算
定
し
て
い
る
利
用
者
を
除
く
。
）
に
対
し
て
、
そ
の
主
治
医
の

指
示
に
よ
り
、
そ
の
死
亡
日
及
び
死
亡
日
前
1
4
日
以
内
に
、
２
回
以
上
指
定
訪
問
看
護
を
実
施
し
、

か
つ
、
訪
問
看
護
に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
係
る
支
援
体
制
に
つ
い
て
利
用
者
及
び
そ
の
家
族

等
に
対
し
て
説
明
し
た
上
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
行
っ
た
場
合
に
算
定
す
る
。

２
２
に
つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
及
び
精
神
科
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
を
算
定
す
べ
き
指

定
訪
問
看
護
を
行
っ
て
い
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
等
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

で
死
亡
し
た
利
用
者
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
行
っ
た
後
、
2
4
時
間
以
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

以
外
で
死
亡
し
た
者
を
含
み
、
看
取
り
介
護
加
算
等
を
算
定
し
て
い
る
利
用
者
に
限
る
。
）
に
対
し

て
、
そ
の
主
治
医
の
指
示
に
よ
り
、
そ
の
死
亡
日
及
び
死
亡
日
前
1
4
日
以
内
に
、
２
回
以
上
指
定
訪

問
看
護
を
実
施
し
、
か
つ
、
訪
問
看
護
に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
係
る
支
援
体
制
に
つ
い
て
利

用
者
及
び
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
説
明
し
た
上
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
行
っ
た
場
合
に
算
定
す
る
。

３
１
及
び
２
に
つ
い
て
は
、
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
訪
問
看
護
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

療
養
費
を
算
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
算
定
し
な
い
。

（ ）1072



 
-
 
2 

- 

を
除

き
、

介
護

保
険

法
（

平
成

９
年

法
律

第
1
2
3
号

）
第

6
2
条

に
規

定
す

る
要

介
護

被
保

険
者

等
に

つ
い

て
は

、
算

定
の

対
象

と
し

な
い

こ
と

。
 

 第
２

 
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

に
つ

い
て

 

１
(
１

)
 

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅰ

)
（

ハ
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

は
、

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
（

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅱ

)
を

算
定

す
る

者
を

除
く

。
）

に
対

し
て

、
そ

の
主

治
医

（
保

険
医

療

機
関

の
保

険
医

又
は

介
護

老
人

保
健

施
設

若
し

く
は

介
護

医
療

院
の

医
師

に
限

る
。

（
た

だ
し

、
介

護

老
人

保
健

施
設

又
は

介
護

医
療

院
の

医
師

に
つ

い
て

は
「

退
所

時
の

場
合

」
に

限
る

。
）

以
下

同

じ
。

）
か

ら
交

付
を

受
け

た
訪

問
看

護
指

示
書

及
び

訪
問

看
護

計
画

書
に

基
づ

き
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー

シ
ョ

ン
の

保
健

師
、

助
産

師
、

看
護

師
、

准
看

護
師

、
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

又
は

言
語

聴
覚

士

（
以

下
「

看
護

師
等

」
と

い
う

。
）

が
、

当
該

指
示

書
に

記
載

さ
れ

た
有

効
期

間
内

（
６

か
月

を
限

度

と
す

る
。

以
下

同
じ

。
）

に
行

っ
た

指
定

訪
問

看
護

に
つ

い
て

、
利

用
者

１
人

に
つ

き
週

３
日

を
限

度

と
し

て
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

基
準

告
示

第
２

の
１

に
規

定
す

る
疾

病
等

の
利

用
者

（
特

掲
診

療
料

の

施
設

基
準

等
（

平
成

2
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

6
3
号

）
別

表
第

７
に

掲
げ

る
疾

病
等

の
者

及
び

別
表

第
８

に
掲

げ
る

者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
に

つ
い

て
は

、
週

４
日

以
上

算
定

で
き

、
こ

の
場

合
に

お

い
て

、
週

４
日

以
降

の
日

に
つ

い
て

は
、

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅰ

)
の

イ
の

(
２

)
、

ロ
の

(
２

)
又

は

ニ
の

所
定

額
を

算
定

す
る

。
 

【
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
】

 

○
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

７
に

掲
げ

る
疾

病
等

の
者

 

末
期

の
悪

性
腫

瘍
、

多
発

性
硬

化
症

、
重

症
筋

無
力

症
、

ス
モ

ン
、

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
、

脊
髄

小
脳

変
性

症
、

ハ
ン

チ
ン

ト
ン

病
、

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
症

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

関

連
疾

患
（

進
行

性
核

上
性

麻
痺

、
大

脳
皮

質
基

底
核

変
性

症
及

び
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

（
ホ

ー
エ

ン

・
ヤ

ー
ル

の
重

症
度

分
類

が
ス

テ
ー

ジ
３

以
上

で
あ

っ
て

生
活

機
能

障
害

度
が

Ⅱ
度

又
は

Ⅲ
度

の

も
の

に
限

る
。

）
）

、
多

系
統

萎
縮

症
（

線
条

体
黒

質
変

性
症

、
オ

リ
ー

ブ
橋

小
脳

萎
縮

症
及

び

シ
ャ

イ
・

ド
レ

ー
ガ

ー
症

候
群

）
、

プ
リ

オ
ン

病
、

亜
急

性
硬

化
性

全
脳

炎
、

ラ
イ

ソ
ゾ

ー
ム

病
、

副
腎

白
質

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
、

脊
髄

性
筋

萎
縮

症
、

球
脊

髄
性

筋
萎

縮
症

、
慢

性
炎

症
性

脱

髄
性

多
発

神
経

炎
、

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

、
頸

髄
損

傷
又

は
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

る

状
態

の
者

 

○
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

８
に

掲
げ

る
者

 

在
宅

悪
性

腫
瘍

等
患

者
指

導
管

理
若

し
く

は
在

宅
気

管
切

開
患

者
指

導
管

理
を

受
け

て
い

る
状

態
に

あ
る

者
又

は
気

管
カ

ニ
ュ

ー
レ

若
し

く
は

留
置

カ
テ

ー
テ

ル
を

使
用

し
て

い
る

状
態

に
あ

る

者
、

在
宅

自
己

腹
膜

灌
流

指
導

管
理

、
在

宅
血

液
透

析
指

導
管

理
、

在
宅

酸
素

療
法

指
導

管
理

、

在
宅

中
心

静
脈

栄
養

法
指

導
管

理
、

在
宅

成
分

栄
養

経
管

栄
養

法
指

導
管

理
、

在
宅

自
己

導
尿

指

導
管

理
、

在
宅

人
工

呼
吸

指
導

管
理

、
在

宅
持

続
陽

圧
呼

吸
療

法
指

導
管

理
、

在
宅

自
己

疼
痛

管

理
指

導
管

理
又

は
在

宅
肺

高
血

圧
症

患
者

指
導

管
理

を
受

け
て

い
る

状
態

に
あ

る
者

、
人

工
肛

門

又
は

人
工

膀
胱

を
設

置
し

て
い

る
状

態
に

あ
る

者
、

真
皮

を
越

え
る

褥
瘡

の
状

態
に

あ
る

者
又

は

在
宅

患
者

訪
問

点
滴

注
射

管
理

指
導

料
を

算
定

し
て

い
る

者
 

(
２

)
 

(
１

)
の

場
合

に
お

い
て

、
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
を

除
き

、
訪

問
看

護

基
本

療
養

費
(
Ⅱ

)
（

ハ
を

除
く

。
）

及
び

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

（
Ⅰ

）
及

び
（

Ⅲ
）

を
算

定

す
る

日
と

合
わ

せ
て

、
利

用
者

１
人

に
つ

き
週

３
日

を
限

度
と

す
る

。
 

(
３

)
 

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅰ

)
の

ハ
に

つ
い

て
は

、
悪

性
腫

瘍
の

鎮
痛

療
法

若
し

く
は

化
学

療
法

を
行

っ
て

い
る

利
用

者
、

真
皮

を
越

え
る

褥
瘡

の
状

態
に

あ
る

利
用

者
（

診
療

報
酬

の
算

定
方

法
（

平
成

2

0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

5
9

号
）

別
表

第
一

（
以

下
「

医
科

点
数

表
」

と
い

う
。

）
の

区
分

番
号

Ｃ

０
１

３
に

掲
げ

る
在

宅
患

者
訪

問
褥

瘡
管

理
指

導
料

を
算

定
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

真
皮

ま
で

の
状

態

の
利

用
者

）
又

は
人

工
肛

門
若

し
く

は
人

工
膀

胱
周

囲
の

皮
膚

に
び

ら
ん

等
の

皮
膚

障
害

が
継

続
又

は

 
-
 
1 

- 

 

保
発

●
第

●
号

 

令
和

２
年

●
月

●
日

 

   
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

 
 

殿
 

 
都

道
府

県
知

事
 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

厚
 
生

 
労

 
働

 
省

 
保

 
険

 
局

 
長

 

 
 
 

 
 

（
公

 
印

 
省

 
略

）
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

訪
問

看
護

療
養

費
に

係
る

指
定

訪
問

看
護

の
費

用
の

額
の

算
定

方
法

の
一

部
改

正
に

伴
う

 

実
施

上
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

 

   
 
本

日
、

「
訪

問
看

護
療

養
費

に
係

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

基
準

等
の

一
部

を
改

正
す

る
件

」
（

令
和

２

年
厚

生
労

働
省

告
示

第
●

号
）

が
公

布
さ

れ
、

令
和

２
年

４
月

１
日

か
ら

適
用

さ
れ

る
こ

と
と

さ
れ

た
こ

と
に

伴

い
、

標
記

に
つ

い
て

、
令

和
２

年
４

月
１

日
か

ら
下

記
の

と
お

り
取

り
扱

う
こ

と
と

し
た

の
で

、
そ

の
実

施
に

遺

漏
の

な
い

よ
う

関
係

者
に

対
し

周
知

徹
底

を
図

ら
れ

た
い

。
な

お
、

「
訪

問
看

護
療

養
費

に
係

る
指

定
訪

問
看

護

の
費

用
の

額
の

算
定

方
法

の
一

部
改

正
に

伴
う

実
施

上
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

」
（

令
和

●
年

●
月

●
日

保
発

0

3
0
5
第

３
号

）
は

、
令

和
２

年
３

月
3
1
日

限
り

廃
止

す
る

。
 

 

記
 

  第
１

 
通

則
に

関
す

る
事

項
 

１
 

健
康

保
険

法
（

大
正

1
1
年

法
律

第
7
0
号

）
及

び
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
5
7
年

法
律

第
8
0

号
）

に
規

定
す

る
指

定
訪

問
看

護
（

以
下

「
指

定
訪

問
看

護
」

と
い

う
。

）
に

係
る

指
定

訪
問

看
護

の
費

用
の

額
は

、
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

又
は

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

の
額

に
、

訪
問

看
護

管

理
療

養
費

、
訪

問
看

護
情

報
提

供
療

養
費

及
び

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

の
額

を
加

え
た

額
と

す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
の

退
院

支
援

指
導

加
算

に
つ

い
て

は
、

利
用

者
が

退
院

日
の

翌

日
以

降
の

初
回

の
指

定
訪

問
看

護
が

行
わ

れ
る

前
に

死
亡

又
は

再
入

院
し

た
場

合
に

限
り

、
当

該
加

算
の

み

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

ま
た

、
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

の
緊

急
訪

問
看

護
加

算
又

は
精

神
科

訪

問
看

護
基

本
療

養
費

の
精

神
科

緊
急

訪
問

看
護

加
算

に
つ

い
て

は
、

複
数

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
か

ら

現
に

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
て

い
る

利
用

者
に

対
し

、
当

該
複

数
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
い

ず
れ

か

が
定

期
的

な
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
日

に
、

当
該

複
数

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

う
ち

そ
の

他
の

ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

緊
急

の
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

限
り

、
当

該
加

算
の

み
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き

る
こ

と
。

 

２
 

指
定

訪
問

看
護

の
費

用
の

額
は

、
「

訪
問

看
護

療
養

費
に

係
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

準
等

」
（

平
成

1
8
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

1
0
3
号

。
以

下
「

基
準

告
示

」
と

い
う

。
）

第
４

の
１

に
規

定
す

る
場

合

（ ）1073



 
-
 
4 

- 

係
る

介
護

予
防

の
た

め
の

効
果

的
な

支
援

の
方

法
に

関
す

る
基

準
（

平
成

1
8

年
厚

生
労

働
省

令
第

3
6
号

）
第

4
4
条

第
５

項
に

規
定

す
る

宿
泊

サ
ー

ビ
ス

に
限

る
。

）
、

同
条

第
1
5
項

に
規

定
す

る

介
護

予
防

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

て
い

る
複

数
の

利
用

者
 

(
３

)
 

(
１

)
の

場
合

に
お

い
て

、
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
を

除
き

、
訪

問
看

護

基
本

療
養

費
(
Ⅰ

)
（

ハ
を

除
く

。
）

及
び

精
神

科
訪

問
看

護
療

養
費

（
Ⅰ

）
及

び
（

Ⅲ
）

を
算

定
す

る

日
と

合
わ

せ
て

、
利

用
者

１
人

に
つ

き
週

３
日

を
限

度
と

す
る

。
 

(
４

)
 

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅱ

)
の

ハ
に

つ
い

て
は

、
第

２
の

１
の

(
３

)
及

び
(
４

)
の

場
合

と
同

様
で

あ

る
。

 

３
(
１

)
 

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅲ

)
は

、
入

院
中

に
退

院
後

に
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

（
基

準
告

示
第

２
の

２
に

規
定

す
る

者
（

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

７
に

掲
げ

る
疾

病
等

の
者

若

し
く

は
別

表
第

８
に

掲
げ

る
者

又
は

そ
の

他
在

宅
療

養
に

備
え

た
一

時
的

な
外

泊
に

当
た

り
、

訪
問

看

護
が

必
要

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

た
者

を
い

う
。

）
に

限
る

。
）

が
、

在
宅

療
養

に
備

え
て

一
時

的
に

外

泊
を

す
る

際
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

等
が

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

時
に

は
、

入
院

中

１
回

に
限

り
算

定
で

き
る

。
た

だ
し

、
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
で

、
外

泊

が
必

要
と

認
め

ら
れ

た
者

に
関

し
て

は
、

入
院

中
２

回
ま

で
算

定
可

能
と

す
る

。
こ

の
場

合
の

外
泊

と

は
、

１
泊

２
日

以
上

の
外

泊
の

こ
と

を
い

う
。

 

【
基

準
告

示
第

２
の

２
に

規
定

す
る

者
】

 

○
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

７
に

掲
げ

る
疾

病
等

の
者

 

○
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

８
に

掲
げ

る
者

 

○
 

そ
の

他
在

宅
療

養
に

備
え

た
一

時
的

な
外

泊
に

当
た

り
、

訪
問

看
護

が
必

要
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
た

者
 

(
２

)
 

当
該

所
定

額
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

同
一

日
に

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
は

算
定

で
き

な

い
。

 

４
(
１

)
 

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
（

基
準

告
示

第
２

の
１

に
規

定
す

る
疾

病
等

の
利

用
者

を
除

く
。

）
で

あ
っ

て
注

６
に

規
定

す
る

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
が

交
付

さ
れ

た
者

に
対

す
る

指
定

訪
問

看

護
に

つ
い

て
は

、
当

該
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

の
交

付
の

日
か

ら
起

算
し

て
1
4

日
以

内
に

行
っ

た
場

合
は

、
月

１
回

（
気

管
カ

ニ
ュ

ー
レ

を
使

用
し

て
い

る
状

態
に

あ
る

者
又

は
真

皮
を

越
え

る
褥

瘡
の

状

態
に

あ
る

者
に

つ
い

て
は

、
月

２
回

）
に

限
り

、
1
4
日

を
限

度
と

し
て

所
定

額
を

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
の

交
付

の
日

の
属

す
る

週
及

び
当

該
交

付
の

あ
っ

た
日

か
ら

起
算

し
て

1
4

日
目

の
日

の
属

す
る

週
に

お
い

て
は

、
当

該
週

の
う

ち
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

の
期

間
中

に
算

定
し

た

日
を

除
き

週
３

日
を

限
度

と
し

て
算

定
す

る
。

ま
た

、
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

が
交

付
さ

れ
た

利
用

者

に
対

す
る

指
定

訪
問

看
護

に
つ

い
て

は
、

当
該

利
用

者
の

病
状

等
を

十
分

把
握

し
、

一
時

的
に

頻
回

に

指
定

訪
問

看
護

が
必

要
な

理
由

を
記

録
書

に
記

載
し

、
訪

問
看

護
計

画
書

の
作

成
及

び
指

定
訪

問
看

護

の
実

施
等

に
お

い
て

、
主

治
医

と
連

携
を

密
に

す
る

こ
と

。
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

が
連

続
し

て
交

付

さ
れ

て
い

る
利

用
者

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
を

訪
問

看
護

療
養

費
明

細
書

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

５
(
１

)
 

注
７

に
規

定
す

る
難

病
等

複
数

回
訪

問
加

算
は

、
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
又

は
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

が
交

付
さ

れ
た

利
用

者
に

対
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

１
日

に
２

回
又

は

３
回

以
上

指
定

訪
問

看
護

を
実

施
し

た
場

合
に

所
定

額
に

加
算

す
る

。
 

(
２

)
 

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅱ

)
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

同
一

建
物

内
に

お
い

て
、

当
該

加
算

又
は

精
神

科
複

数
回

訪
問

加
算

（
１

日
当

た
り

の
回

数
の

区
分

が
同

じ
場

合
に

限
る

。
）

を
同

一
日

に

算
定

す
る

利
用

者
の

人
数

に
応

じ
て

、
以

下
の

ア
か

ら
ウ

ま
で

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

ア
 

同
一

建
物

内
に

１
人

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
１

)
又

は
ロ

の
(
１

)
に

よ
り

算
定

 

イ
 

同
一

建
物

内
に

２
人

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
２

)
又

は
ロ

の
(
２

)
に

よ
り

算
定

 

 
-
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- 

反
復

し
て

生
じ

て
い

る
状

態
に

あ
る

利
用

者
若

し
く

は
人

工
肛

門
若

し
く

は
人

工
膀

胱
の

そ
の

他
の

合

併
症

を
有

す
る

利
用

者
に

対
し

て
、

そ
れ

ら
の

者
の

主
治

医
か

ら
交

付
を

受
け

た
訪

問
看

護
指

示
書

及

び
訪

問
看

護
計

画
書

に
基

づ
き

、
緩

和
ケ

ア
、

褥
瘡

ケ
ア

又
は

人
工

肛
門

ケ
ア

及
び

人
工

膀
胱

ケ
ア

に

係
る

専
門

の
研

修
を

受
け

た
看

護
師

が
、

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

若
し

く
は

准
看

護

師
又

は
当

該
利

用
者

の
在

宅
療

養
を

担
う

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

若
し

く
は

准
看

護
師

と
共

同
し

て

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

に
月

に
１

回
を

限
度

と
し

て
、

緩
和

ケ
ア

、
褥

瘡
ケ

ア
又

は
人

工
肛

門

ケ
ア

及
び

人
工

膀
胱

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

を
受

け
た

看
護

師
が

所
属

す
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ

ン
が

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
る

。
な

お
、

当
該

所
定

額
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

同
一

日
に

訪

問
看

護
管

理
療

養
費

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
４

)
 

(
３

)
の

場
合

の
指

示
と

は
、

当
該

利
用

者
の

主
治

医
か

ら
、

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護

師
若

し
く

は
准

看
護

師
又

は
当

該
利

用
者

の
在

宅
療

養
を

担
う

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

若
し

く
は

准

看
護

師
に

対
す

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
指

示
に

基
づ

き
、

共
同

し
て

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

そ

の
際

に
は

、
共

同
し

て
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
看

護
師

若
し

く
は

准
看

護
師

と
共

に
、

訪
問

看
護

報

告
書

等
に

よ
り

当
該

利
用

者
の

主
治

医
へ

報
告

又
は

相
談

を
行

う
こ

と
。

 

２
(
１

)
 

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅱ

)
（

ハ
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

は
、

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
よ

う
と

す
る

同
一

建
物

居
住

者
に

対
し

て
、

そ
の

主
治

医
か

ら
交

付
を

受
け

た
訪

問
看

護
指

示
書

及
び

訪
問

看
護

計

画
書

に
基

づ
き

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

が
当

該
指

示
書

に
記

載
さ

れ
た

有
効

期
間

内

に
同

一
日

に
行

っ
た

指
定

訪
問

看
護

に
つ

い
て

、
以

下
の

ア
又

は
イ

に
よ

り
、

利
用

者
１

人
に

つ
き

週

３
日

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

。
な

お
、

同
一

建
物

居
住

者
に

係
る

人
数

に
つ

い
て

は
、

同
一

日
に

訪

問
看

護
基

本
療

養
費

を
算

定
す

る
利

用
者

数
と

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

を
算

定
す

る
利

用
者

数

と
を

合
算

し
た

人
数

と
す

る
こ

と
。

 

ア
 

同
一

建
物

居
住

者
が

２
人

の
場

合
は

、
当

該
利

用
者

全
員

に
対

し
て

、
イ

の
(
１

)
の

①
、

ロ
の

(
１

)
の

①
又

は
ニ

の
(
１

)
に

よ
り

算
定

 

イ
 

同
一

建
物

居
住

者
が

３
人

以
上

の
場

合
は

、
当

該
利

用
者

全
員

に
対

し
て

、
イ

の
(
２

)
の

①
、

ロ

の
(
２

)
の

①
又

は
ニ

の
(
２

)
に

よ
り

算
定

 

た
だ

し
、

基
準

告
示

第
２

の
１

に
規

定
す

る
疾

病
等

の
利

用
者

に
つ

い
て

は
、

週
４

日
以

上
算

定
で

き
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
週

４
日

以
降

の
日

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
ウ

又
は

エ
に

よ
り

、
訪

問
看

護

基
本

療
養

費
(
Ⅱ

)
の

所
定

額
を

算
定

す
る

こ
と

。
 

ウ
 

同
一

建
物

居
住

者
が

２
人

の
場

合
は

、
当

該
利

用
者

全
員

に
対

し
て

、
イ

の
(
１

)
の

②
、

ロ
の

(
１

)
の

②
又

は
ニ

の
(
１

)
に

よ
り

算
定

 

エ
 

同
一

建
物

居
住

者
が

３
人

以
上

の
場

合
は

、
当

該
利

用
者

全
員

に
対

し
て

、
イ

の
(
２

)
の

②
、

ロ

の
(
２

)
の

②
又

は
ニ

の
(
２

)
に

よ
り

算
定

 

(
２

)
 

同
一

建
物

居
住

者
と

は
、

基
本

的
に

は
、

建
築

基
準

法
（

昭
和

2
5
年

法
律

第
2
0
1
号

）
第

２
条

第

１
号

に
掲

げ
る

建
築

物
に

居
住

す
る

複
数

の
利

用
者

の
こ

と
を

い
う

が
、

具
体

的
に

は
、

例
え

ば
以

下

の
よ

う
な

利
用

者
の

こ
と

を
い

う
。

 

ア
 

老
人

福
祉

法
（

昭
和

3
8
年

法
律

第
1
3
3
号

）
第

2
0
条

の
４

に
規

定
す

る
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
同

法
第

2
0
条

の
５

に
規

定
す

る
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
同

法
第

2
0
条

の
６

に
規

定
す

る
軽

費
老

人

ホ
ー

ム
、

同
法

第
2
9

条
第

１
項

に
規

定
す

る
有

料
老

人
ホ

ー
ム

、
マ

ン
シ

ョ
ン

な
ど

の
集

合
住

宅

等
に

入
居

又
は

入
所

し
て

い
る

複
数

の
利

用
者

 

イ
 

介
護

保
険

法
第

８
条

第
９

項
に

規
定

す
る

短
期

入
所

生
活

介
護

、
同

条
第

1
9

項
に

規
定

す
る

小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

（
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人
員

、
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
第

6
3
条

第
５

項
に

規
定

す
る

宿
泊

サ
ー

ビ
ス

に
限

る
。

）
、

同
条

第
2
0
項

に
規

定
す

る
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
、

同
法

第
８

条
の

２
第

７
項

に
規

定
す

る
介

護
予

防
短

期
入

所
生

活
介

護
、

同
条

第
1
4

項
に

規
定

す
る

介
護

予
防

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
（

指
定

地
域

密
着

型
介

護

予
防

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人
員

、
設

備
及

び
運

営
並

び
に

指
定

地
域

密
着

型
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
に

（ ）（ ） 10751074
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き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
（

令
和

２
年

３
月

●
日

保
医

発
0
3
●

第
●

号
）

」
別

添
６

の
別

紙
1
4
の

超
重

症
児

（
者

）
・

準
超

重
症

児
（

者
）

判
定

基
準

に
よ

る
判

定
ス

コ
ア

が
1
0
以

上
の

も
の

を
い

う
。

 

(
２

)
 

長
時

間
訪

問
看

護
加

算
を

算
定

し
た

日
以

外
の

日
に

、
指

定
訪

問
看

護
に

要
す

る
平

均
的

な
時

間
を

超
え

る
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
は

、
「

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

指
定

訪
問

看
護

」
（

平
成

1
2

年

厚
生

省
告

示
第

1
6
9
号

）
第

１
に

規
定

す
る

指
定

訪
問

看
護

に
該

当
し

、
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

の
人

員
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
（

平
成

1
2
年

厚
生

省
告

示
第

1
6
9
号

）
第

1
3
条

第
１

項
に

規
定

す
る

利

用
料

を
受

け
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

９
 

注
1
1

に
規

定
す

る
乳

幼
児

加
算

は
、

６
歳

未
満

の
利

用
者

に
対

し
て

、
指

定
訪

問
看

護
を

実
施

し
た

場

合
に

１
日

に
つ

き
１

回
に

限
り

加
算

す
る

。
 

1
0
(
１

)
 

注
1
2

に
規

定
す

る
複

数
名

訪
問

看
護

加
算

は
、

基
準

告
示

第
２

の
４

の
（

１
）

に
規

定
す

る
複

数

名
訪

問
看

護
加

算
に

係
る

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

者
に

該
当

す
る

１
人

の
利

用
者

に
対

し
て

当
該

利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
の

同
意

を
得

て
、

保
健

師
、

助
産

師
、

看
護

師
又

は
准

看
護

師
（

以
下

「
看

護

職
員

」
と

い
う

。
）

と
他

の
看

護
師

等
又

は
看

護
職

員
と

看
護

補
助

者
の

複
数

名
が

同
時

に
指

定
訪

問

看
護

を
実

施
し

た
場

合
に

、
1

日
に

つ
き

注
1
2

の
イ

か
ら

ニ
ま

で
の

い
ず

れ
か

を
算

定
す

る
。

な

お
、

単
に

２
人

の
看

護
師

等
又

は
看

護
補

助
者

が
同

時
に

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

こ
と

の
み

を
も

っ

て
算

定
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

ア
 
 
看

護
職

員
が

他
の

看
護

師
等

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

と
同

時
に

指
定

訪
問

看
護

を
行

う
場

合

は
、

週
１

日
に

限
り

、
注

1
2
の

イ
を

算
定

す
る

。
 

イ
 
 
看

護
職

員
が

他
の

准
看

護
師

と
同

時
に

指
定

訪
問

看
護

を
行

う
場

合
は

、
週

1
日

に
限

り
、

注
1

2
の

ロ
を

算
定

す
る

。
 

ウ
 
 
看

護
職

員
が

看
護

補
助

者
と

同
時

に
、

基
準

告
示

第
２

の
４

の
（

１
）

に
規

定
す

る
複

数
名

訪
問

看
護

加
算

に
係

る
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
者

の
う

ち
、

同
（

２
）

に
規

定
す

る
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
場

合
に

該
当

し
な

い
利

用
者

に
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

場
合

は
、

週
３

日
に

限
り

、
注

1
2

の
ハ

を
算

定
す

る
。

 

エ
 

看
護

職
員

が
看

護
補

助
者

と
同

時
に

、
基

準
告

示
第

２
の

４
の

（
１

）
に

規
定

す
る

複
数

名
訪

問

看
護

加
算

に
係

る
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
者

の
う

ち
、

同
（

２
）

に
規

定
す

る
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
場

合
に

該
当

す
る

利
用

者
に

指
定

訪
問

看
護

を
行

う
場

合
は

注
1
2

の
ニ

を
、

１
日

当
た

り

の
回

数
に

応
じ

て
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

 
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅱ

)
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

同
一

建
物

内
に

お
い

て
、

当
該

加

算
又

は
複

数
名

精
神

科
訪

問
看

護
加

算
（

同
時

に
指

定
訪

問
看

護
を

実
施

す
る

職
種

及
び

１
日

当
た

り

の
回

数
の

区
分

が
同

じ
場

合
に

限
る

。
）

を
同

一
日

に
算

定
す

る
利

用
者

の
人

数
に

応
じ

て
、

以
下

の

ア
か

ら
ウ

ま
で

に
よ

り
算

定
す

る
。

 

ア
 

同
一

建
物

内
に

１
人

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
１

)
、

ロ
の

(
１

)
、

ハ
の

(
１

)
、

ニ
の

(
１

)
の

①
、

ニ
の

(
２

)
の

①
又

は
ニ

の
(
３

)
の

①
に

よ
り

算
定

 

イ
 

同
一

建
物

内
に

２
人

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
２

)
、

ロ
の

(
２

)
、

ハ
の

(
２

)
、

ニ
の

(
１

)
の

②
、

ニ
の

(
２

)
の

②
又

は
ニ

の
(
３

)
の

②
に

よ
り

算
定

 

ウ
 

同
一

建
物

内
に

３
人

以
上

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
３

)
、

ロ
の

(
３

)
、

ハ
の

(
３

)
、

ニ
の

(
１

)
の

③
、

ニ
の

(
２

)
の

③
又

は
ニ

の
(
３

)
の

③
に

よ
り

算

定
 

(
３

)
 

同
時

に
複

数
の

看
護

師
等

に
よ

る
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

場
合

は
、

１
人

以
上

は
看

護
職

員
で

あ
る

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
４

)
 

看
護

職
員

と
同

行
す

る
看

護
補

助
者

は
、

常
に

同
行

の
必

要
は

な
い

が
、

必
ず

利
用

者
の

居
宅

に
お

い
て

両
者

が
同

時
に

滞
在

す
る

一
定

の
時

間
が

確
保

さ
れ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

1
1
(
１

)
 

注
1
3
に

規
定

す
る

夜
間

・
早

朝
訪

問
看

護
加

算
は

、
夜

間
（

午
後

６
時

か
ら

午
後

1
0
時

ま
で

を
い

う
。

以
下

同
じ

）
又

は
早

朝
（

午
前

６
時

か
ら

午
前

８
時

ま
で

の
時

間
を

い
う

。
以

下
同

じ
）

に
指

定
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ウ
 

同
一

建
物

内
に

３
人

以
上

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
３

)
又

は
ロ

の
(
３

)
に

よ
り

算
定

 

６
(
１

)
 
 
注

８
に

規
定

す
る

特
別

地
域

訪
問

看
護

加
算

は
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
所

在
地

か
ら

利
用

者

の
家

庭
ま

で
の

訪
問

に
つ

き
、

最
も

合
理

的
な

通
常

の
経

路
及

び
方

法
で

片
道

１
時

間
以

上
要

す
る

利

用
者

に
対

し
て

、
基

準
告

示
第

３
に

規
定

す
る

地
域

（
以

下
「

特
別

地
域

」
と

い
う

。
）

に
所

在
す

る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

等
が

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

又
は

特
別

地
域

外
に

所
在

す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

が
、

特
別

地
域

に
居

住
す

る
利

用
者

に
対

し
て

指
定

訪
問

看

護
を

行
っ

た
場

合
に

、
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

の
所

定
額

（
注

に
規

定
す

る
加

算
は

含
ま

な
い

。
）

の

1
0
0
分

の
5
0
に

相
当

す
る

額
を

加
算

す
る

。
 

な
お

、
当

該
加

算
は

、
交

通
事

情
等

の
特

別
の

事
情

に
よ

り
訪

問
に

要
し

た
時

間
が

片
道

１
時

間
以

上
と

な
っ

た
場

合
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

特
別

地
域

訪
問

看
護

加
算

を
算

定
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
は

、
そ

の
所

在
地

又
は

利
用

者
の

家
庭

の
所

在
地

が
特

別
地

域
に

該
当

す
る

か
否

か
に

つ
い

て
は

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
に

確
認

す
る

こ

と
。

 

７
(
１

)
 

注
９

に
規

定
す

る
緊

急
訪

問
看

護
加

算
は

、
訪

問
看

護
計

画
に

基
づ

き
定

期
的

に
行

う
指

定
訪

問

看
護

以
外

で
あ

っ
て

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
の

緊
急

の
求

め
に

応
じ

て
、

主
治

医
（

診
療

所
又

は
在

宅
療

養
支

援
病

院
の

保
険

医
に

限
る

。
７

に
お

い
て

同
じ

。
）

の
指

示
に

よ
り

、
連

携
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

が
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

１
日

に
つ

き
１

回
に

限
り

所
定

額
に

加
算

す
る

。
な

お
、

主
治

医
の

属
す

る
診

療
所

が
、

他
の

保
険

医
療

機
関

と
連

携
し

て
2
4
時

間

の
往

診
体

制
及

び
連

絡
体

制
を

構
築

し
、

当
該

利
用

者
に

対
し

て
医

科
点

数
表

の
区

分
番

号
Ｃ

０
０

２
に

掲
げ

る
在

宅
時

医
学

総
合

管
理

料
の

注
９

に
規

定
す

る
継

続
診

療
加

算
（

以
下

「
継

続
診

療
加

算
」

と
い

う
。

）
を

算
定

し
て

い
る

場
合

、
主

治
医

が
対

応
し

て
い

な
い

夜
間

等
に

お
い

て
は

、
連

携
先

の
保

険
医

療
機

関
の

医
師

の
指

示
に

よ
り

緊
急

に
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

(
１

)
の

場
合

で
あ

っ
て

、
複

数
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

現
に

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
て

い

る
利

用
者

に
対

し
、

当
該

複
数

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

い
ず

れ
か

が
計

画
に

基
づ

く
指

定
訪

問

看
護

を
行

っ
た

日
に

、
当

該
複

数
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
う

ち
そ

の
他

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ

ョ
ン

が
緊

急
の

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

は
、

緊
急

の
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
訪

問
看

護
ス

テ

ー
シ

ョ
ン

は
緊

急
訪

問
看

護
加

算
の

み
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

緊
急

の
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

を
届

け
出

て
い

な
い

場
合

又
は

当
該

利
用

者
に

対
し

て
過

去
１

月
以

内
に

指
定

訪
問

看
護

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

当
該

加
算

は
、

診
療

所
又

は
在

宅
療

養
支

援
病

院
が

、
2
4

時
間

往
診

及
び

指
定

訪
問

看
護

に
よ

り

対
応

で
き

る
体

制
を

確
保

し
、

診
療

所
又

は
在

宅
療

養
支

援
病

院
に

お
い

て
、

2
4

時
間

連
絡

を
受

け

る
医

師
又

は
保

健
師

、
助

産
師

、
看

護
師

若
し

く
は

准
看

護
師

（
以

下
「

連
絡

担
当

者
」

と
い

う
。

）
の

氏
名

、
連

絡
先

電
話

番
号

等
、

担
当

日
、

緊
急

時
の

注
意

事
項

等
並

び
に

往
診

担
当

医
及

び
訪

問
看

護
担

当
者

の
氏

名
等

に
つ

い
て

、
文

書
に

よ
り

提
供

し
て

い
る

利
用

者
に

限
り

算
定

で
き

る
。

な
お

、
指

示
を

行
っ

た
主

治
医

は
、

指
示

内
容

を
診

療
録

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

緊
急

の
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
は

、
速

や
か

に
主

治
医

に
利

用
者

の
病

状
等

を
報

告
す

る
と

と
も

に
、

必
要

な
場

合
は

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
の

交
付

を
受

け
、

訪
問

看
護

計
画

に
つ

い
て

見
直

し

を
行

う
こ

と
。

 

８
(
１

)
 

注
1
0

に
規

定
す

る
長

時
間

訪
問

看
護

加
算

は
、

基
準

告
示

第
２

の
３

の
（

１
）

に
規

定
す

る
長

時

間
の

訪
問

を
要

す
る

者
に

対
し

て
、

１
回

の
指

定
訪

問
看

護
の

時
間

が
9
0

分
を

超
え

た
場

合
に

つ
い

て
算

定
す

る
も

の
で

あ
り

、
週

１
回

（
基

準
告

示
第

２
の

３
の

（
２

）
に

規
定

す
る

者
に

あ
っ

て
は

週

３
回

）
に

限
り

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
な

お
、

基
準

告
示

第
２

の
３

の
（

２
）

に
規

定
す

る
超

重

症
児

及
び

準
超

重
症

児
に

つ
い

て
は

、
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
及

び
そ

の
届

出
に

関
す

る
手

続

（ ）（ ） 10751074



 
-
 
8 

- 

１
年

以
上

有
す

る
者

 

(
２

)
 

精
神

疾
患

を
有

す
る

者
に

対
す

る
訪

問
看

護
の

経
験

を
１

年
以

上
有

す
る

者
 

(
３

)
 

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

又
は

保
健

所
等

に
お

け
る

精
神

保
健

に
関

す
る

業
務

の
経

験
を

１
年

以
上

有
す

る
者

 

(
４

)
 

国
、

都
道

府
県

又
は

医
療

関
係

団
体

等
が

主
催

す
る

精
神

科
訪

問
看

護
に

関
す

る
研

修
を

修
了

し
て

い
る

者
 

２
(
１

)
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
は

、
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る
精

神
疾

患
を

有
す

る

者
又

は
そ

の
家

族
等

（
精

神
科

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅲ

)
を

算
定

す
る

も
の

を
除

く
。

）
に

対
し

て
、

そ
れ

ら
の

者
の

主
治

医
（

精
神

科
を

標
榜

す
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

精
神

科
を

担
当

す
る

医

師
に

限
る

。
第

３
に

お
い

て
同

じ
。

）
か

ら
交

付
を

受
け

た
精

神
科

訪
問

看
護

指
示

書
及

び
精

神
科

訪

問
看

護
計

画
書

に
基

づ
き

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

保
健

師
等

が
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合

に
所

定
額

を
算

定
す

る
。

な
お

、
指

定
訪

問
看

護
は

訪
問

看
護

計
画

に
基

づ
き

行
わ

れ
る

た
め

、
精

神

科
訪

問
看

護
計

画
に

つ
い

て
も

、
相

当
の

経
験

を
有

す
る

保
健

師
等

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

が
作

成

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

(
２

)
 

(
１

)
の

場
合

に
お

い
て

、
利

用
者

１
人

に
つ

き
、

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅲ

)
及

び
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
（

ハ
を

除
く

。
）

及
び

(
Ⅱ

)
（

ハ
を

除
く

。
）

を
算

定
す

る
日

と
合

わ
せ

て
週

３

日
（

当
該

利
用

者
の

退
院

日
か

ら
起

算
し

て
３

月
以

内
（

た
だ

し
退

院
日

は
含

ま
な

い
。

）
の

期
間

に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
は

週
５

日
）

を
限

度
と

す
る

。
ま

た
、

当
該

利
用

者
が

退
院

後
３

月
と

な
る

週

に
お

い
て

は
、

当
該

週
の

う
ち

退
院

後
３

月
の

期
間

中
に

算
定

し
た

日
を

除
き

週
３

日
を

限
度

と
し

て

算
定

す
る

。
 

３
(
１

)
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅲ

)
は

、
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る
精

神
疾

患
を

有
す

る

者
又

は
そ

の
家

族
等

で
あ

っ
て

同
一

建
物

居
住

者
に

対
し

て
、

そ
れ

ら
の

も
の

の
主

治
医

か
ら

交
付

を

受
け

た
精

神
科

訪
問

看
護

指
示

書
及

び
精

神
科

訪
問

看
護

計
画

書
に

基
づ

き
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ

ン
の

保
健

師
等

が
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

、
以

下
の

ア
又

は
イ

に
よ

り
、

所
定

額
を

算
定

す

る
。

な
お

、
同

一
建

物
居

住
者

に
係

る
人

数
に

つ
い

て
は

、
同

一
日

に
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

を
算

定

す
る

利
用

者
数

と
精

神
科

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
を

算
定

す
る

利
用

者
数

と
を

合
算

し
た

人
数

と
す

る

こ
と

。
 

ア
 

同
一

建
物

居
住

者
が

２
人

の
場

合
は

、
訪

問
回

数
及

び
訪

問
時

間
の

別
に

応
じ

て
、

当
該

利
用

者

全
員

に
対

し
て

、
イ

の
(
１

)
の

①
か

ら
④

ま
で

、
又

は
ロ

の
(
１

)
の

①
か

ら
④

ま
で

に
よ

り
算

定
 

イ
 

同
一

建
物

居
住

者
が

３
人

以
上

の
場

合
は

、
訪

問
日

数
及

び
訪

問
時

間
の

別
に

応
じ

て
、

当
該

利

用
者

全
員

に
対

し
て

、
イ

の
(
２

)
の

①
か

ら
④

ま
で

、
又

は
ロ

の
(
２

)
の

①
か

ら
④

ま
で

に
よ

り
算

定
 

(
２

)
 

(
１

)
の

場
合

に
お

い
て

、
利

用
者

１
人

に
つ

き
、

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
及

び
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
（

ハ
を

除
く

。
）

及
び

(
Ⅱ

)
（

ハ
を

除
く

。
）

を
算

定
す

る
日

と
合

わ
せ

て
週

３

日
（

当
該

利
用

者
の

退
院

日
か

ら
起

算
し

て
３

月
以

内
（

た
だ

し
退

院
日

は
含

ま
な

い
。

）
の

期
間

に

お
い

て
行

わ
れ

る
場

合
は

週
５

日
）

を
限

度
と

す
る

。
ま

た
、

当
該

利
用

者
が

退
院

後
３

月
と

な
る

週

に
お

い
て

は
、

当
該

週
の

う
ち

退
院

後
３

月
の

期
間

中
に

算
定

し
た

日
を

除
き

週
３

日
を

限
度

と
し

て

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

同
一

建
物

居
住

者
と

は
、

第
２

の
２

の
(
２

)
に

規
定

す
る

も
の

と
同

様
で

あ
る

。
 

４
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
及

び
(
Ⅲ

)
に

つ
い

て
は

、
１

回
の

指
定

訪
問

看
護

の
実

施
時

間
に

基

づ
き

、
3
0

分
未

満
の

場
合

又
は

3
0

分
以

上
の

場
合

の
時

間
区

分
の

い
ず

れ
か

一
方

を
算

定
す

る
。

3
0
 
分

未
満

の
訪

問
に

つ
い

て
は

、
当

該
利

用
者

に
短

時
間

訪
問

の
必

要
性

が
あ

る
と

医
師

が
認

め
、

精
神

科
訪

問

看
護

指
示

書
に

明
記

さ
れ

て
い

る
場

合
に

の
み

算
定

す
る

。
 

５
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅲ

)
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

訪
問

看
護

記
録

書
、

訪

問
看

護
報

告
書

及
び

訪
問

看
護

療
養

費
明

細
書

に
、

月
の

初
日

の
指

定
訪

問
看

護
時

に
お

け
る

Ｇ
Ａ

Ｆ
尺

度

 
-
 
7 

- 

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

に
、

深
夜

訪
問

看
護

加
算

は
、

深
夜

（
午

後
1
0

時
か

ら
午

前
６

時
ま

で
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
に

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

所
定

額
に

加
算

す
る

。
 

(
２

)
 

(
１

)
の

場
合

に
つ

い
て

は
、

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
等

の
求

め
に

応
じ

て
、

当
該

時
間

に
指

定
訪

問

看
護

を
行

っ
た

場
合

に
の

み
算

定
で

き
る

も
の

で
あ

り
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
都

合
に

よ
り

、

当
該

時
間

に
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
３

)
 

当
該

加
算

は
緊

急
訪

問
看

護
加

算
と

併
算

定
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

1
2
(
１

)
 
 
利

用
者

が
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

は
、

所
定

額
は

算
定

し
な

い
。

た
だ

し
、

基
準

告
示

第

４
の

２
に

定
め

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

ア
 
 
病

院
、

診
療

所
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

等
の

医
師

又
は

看
護

師
若

し
く

は
准

看
護

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る
施

設
に

入
院

中
又

は
入

所
中

の
場

合
 

イ
 
 
介

護
保

険
法

第
８

条
第

1
1
項

に
規

定
す

る
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

又
は

同
条

第
2
0
項

に
規

定
す

る
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
の

提
供

を
受

け
て

い
る

場
合

 

ウ
 
 
す

で
に

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

の
指

定
訪

問
看

護
（

注
２

又
は

注
４

に
規

定
す

る
緩

和
ケ

ア
、

褥
瘡

ケ
ア

又
は

人
工

肛
門

ケ
ア

及
び

人
工

膀
胱

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

を
受

け
た

看
護

師
に

よ
る

指
定

訪
問

看
護

は
そ

の
数

か
ら

除
く

。
）

を
利

用
し

て
い

る
場

合
（

下
記

の
(
イ

)
か

ら

(
ニ

)
ま

で
の

場
合

を
除

く
。

）
 

(
イ

)
 
 
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
が

す
で

に
他

の
１

つ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
て

い
る

場
合

 

(
ロ

)
 
 
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

の
交

付
の

対
象

と
な

っ
た

利
用

者
で

あ
っ

て
週

４
日

以
上

の
指

定
訪

問
看

護
が

計
画

さ
れ

て
い

る
も

の
が

す
で

に
他

の
１

つ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
て

い
る

場
合

 

(
ハ

)
 
 
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
で

あ
っ

て
週

７
日

の
指

定
訪

問
看

護
が

計
画

さ
れ

て
い

る
も

の
が

す
で

に
他

の
２

つ
以

下
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
て

い
る

場
合

 

(
ニ

)
 
 
注

２
又

は
注

４
に

規
定

す
る

緩
和

ケ
ア

、
褥

瘡
ケ

ア
又

は
人

工
肛

門
ケ

ア
及

び
人

工
膀

胱
ケ

ア
に

係
る

専
門

の
研

修
を

受
け

た
看

護
師

の
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る
場

合
 

(
２

)
 

(
１

)
の

ウ
に

お
い

て
、

１
人

の
利

用
者

に
対

し
複

数
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
指

定
訪

問
看

護

を
実

施
し

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
同

一
日

に
そ

れ
ぞ

れ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
訪

問
看

護

療
養

費
は

算
定

で
き

な
い

こ
と

。
た

だ
し

、
緩

和
ケ

ア
、

褥
瘡

ケ
ア

又
は

人
工

肛
門

ケ
ア

及
び

人
工

膀

胱
ケ

ア
に

係
る

専
門

の
研

修
を

受
け

た
看

護
師

が
、

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

若
し

く

は
准

看
護

師
又

は
当

該
利

用
者

の
在

宅
療

養
を

担
う

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

若
し

く
は

准
看

護
師

と

共
同

し
て

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

に
は

訪
問

看
護

療
養

費
を

算
定

で
き

る
。

 

(
３

)
 

(
１

)
の

ウ
の

(
ロ

)
に

該
当

す
る

利
用

者
に

対
し

て
２

つ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

期
間

は
、

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
の

指
示

期
間

中
で

あ
っ

て
、

週
４

日
以

上

の
指

定
訪

問
看

護
が

計
画

さ
れ

て
い

る
週

に
限

る
こ

と
。

た
だ

し
、

特
別

訪
問

看
護

指
示

期
間

の
開

始

の
日

の
属

す
る

週
及

び
当

該
指

示
期

間
の

終
了

日
の

属
す

る
週

に
お

い
て

は
、

当
該

週
で

週
４

日
以

上

の
指

定
訪

問
看

護
が

計
画

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

(
１

)
の

ウ
の

(
ハ

)
に

該
当

す
る

利
用

者
に

対
し

て
３

つ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

期
間

は
、

週
７

日
の

指
定

訪
問

看
護

が
計

画
さ

れ
て

い
る

期
間

に
限

る
。

 

 

第
３

 
精

神
科

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
に

つ
い

て
 

１
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

を
算

定
す

る
場

合
に

は
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
精

神
疾

患
を

有
す

る
者

に
対

す
る

看
護

に
つ

い
て

相
当

の
経

験
を

有
す

る
保

健
師

、
看

護
師

、
准

看
護

師
又

は
作

業
療

法
士

（

以
下

「
保

健
師

等
」

と
い

う
。

）
が

指
定

訪
問

看
護

を
行

う
こ

と
。

 

(
１

)
 

精
神

科
を

標
榜

す
る

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

、
精

神
病

棟
又

は
精

神
科

外
来

に
勤

務
し

た
経

験
を

（ ）（ ） 10771076



 
-
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- 

護
を

行
っ

た
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

を
届

け
出

て
い

な
い

場
合

又
は

当

該
利

用
者

に
対

し
て

過
去

１
月

以
内

に
指

定
訪

問
看

護
を

実
施

し
て

い
な

い
場

合
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

当
該

加
算

は
、

診
療

所
又

は
在

宅
療

養
支

援
病

院
が

、
2
4

時
間

往
診

及
び

指
定

訪
問

看
護

に
よ

り

対
応

で
き

る
体

制
を

確
保

し
、

診
療

所
又

は
在

宅
療

養
支

援
病

院
に

お
い

て
、

2
4

時
間

連
絡

を
受

け

る
連

絡
担

当
者

の
氏

名
、

連
絡

先
電

話
番

号
等

、
担

当
日

、
緊

急
時

の
注

意
事

項
等

並
び

に
往

診
担

当

医
及

び
訪

問
看

護
担

当
者

の
氏

名
等

に
つ

い
て

、
文

書
に

よ
り

提
供

し
て

い
る

利
用

者
に

限
り

算
定

で

き
る

。
な

お
、

指
示

を
行

っ
た

診
療

所
又

は
在

宅
療

養
支

援
病

院
の

主
治

医
は

、
指

示
内

容
を

診
療

録

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

緊
急

の
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
は

、
速

や
か

に
主

治
医

に
利

用
者

の
病

状
等

を
報

告
す

る
と

と
も

に
、

必
要

な
場

合
は

精
神

科
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

の
交

付
を

受
け

、
訪

問
看

護
計

画
に

つ
い

て

見
直

し
を

行
う

こ
と

。
 

1
0
(
１

)
 

注
７

に
規

定
す

る
長

時
間

精
神

科
訪

問
看

護
加

算
は

、
基

準
告

示
第

２
の

３
の

（
１

）
に

規
定

す
る

長
時

間
の

訪
問

を
要

す
る

者
に

対
し

て
、

１
回

の
指

定
訪

問
看

護
の

時
間

が
9
0

分
を

超
え

た
場

合
に

つ
い

て
算

定
す

る
も

の
で

あ
り

、
週

１
回

（
基

準
告

示
第

２
の

３
の

（
２

）
に

規
定

す
る

者
に

あ
っ

て

は
週

３
回

）
に

限
り

算
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

(
２

)
 

長
時

間
精

神
科

訪
問

看
護

加
算

を
算

定
し

た
日

以
外

の
日

に
、

指
定

訪
問

看
護

に
要

す
る

平
均

的
な

時
間

を
超

え
る

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

は
、

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

指
定

訪
問

看
護

第
１

に
規

定

す
る

指
定

訪
問

看
護

に
該

当
し

、
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

の
人

員
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
第

1
3

条

第
１

項
に

規
定

す
る

利
用

料
を

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
 

1
1
(
１

)
 

注
８

に
規

定
す

る
複

数
名

精
神

科
訪

問
看

護
加

算
は

、
同

時
に

保
健

師
又

は
看

護
師

と
保

健
師

等
、

看
護

補
助

者
又

は
精

神
保

健
福

祉
士

と
の

同
行

に
よ

る
指

定
訪

問
看

護
を

実
施

し
た

場
合

（
3
0

分
未

満
の

場
合

を
除

く
。

）
、

１
日

に
つ

き
注

８
の

イ
、

ロ
又

は
ハ

の
い

ず
れ

か
を

所
定

額
に

加
算

す
る

。

指
定

訪
問

看
護

を
行

う
保

健
師

又
は

看
護

師
に

保
健

師
、

看
護

師
、

作
業

療
法

士
が

同
行

す
る

場
合

は

イ
を

、
准

看
護

師
が

同
行

す
る

場
合

は
ロ

を
、

１
日

当
た

り
の

回
数

に
応

じ
て

算
定

す
る

。
ま

た
、

看

護
補

助
者

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
が

同
行

す
る

場
合

は
ハ

を
算

定
す

る
。

た
だ

し
、

看
護

補
助

者
又

は

精
神

保
健

福
祉

士
が

同
行

す
る

場
合

に
は

、
週

１
日

に
限

り
所

定
額

に
加

算
す

る
。

 

(
２

)
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅲ

)
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

同
一

建
物

内
に

お
い

て
、

当

該
加

算
又

は
複

数
名

訪
問

看
護

加
算

（
同

時
に

指
定

訪
問

看
護

を
実

施
す

る
職

種
及

び
１

日
当

た
り

の

回
数

の
区

分
が

同
じ

場
合

に
限

る
。

）
を

同
一

日
に

算
定

す
る

利
用

者
の

人
数

に
応

じ
て

、
以

下
の

ア

か
ら

ウ
ま

で
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

ア
 

同
一

建
物

内
に

１
人

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
１

)
の

①
、

イ
の

(
２

)
の

①
、

イ
の

(
３

)
の

①
、

ロ
の

(
１

)
の

①
、

ロ
の

(
２

)
の

①
、

ロ
の

(
３

)
の

①
又

は

ハ
の

(
１

)
に

よ
り

算
定

 

イ
 

同
一

建
物

内
に

２
人

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
１

)
の

②
、

イ
の

(
２

)
の

②
、

イ
の

(
３

)
の

②
、

ロ
の

(
１

)
の

②
、

ロ
の

(
２

)
の

②
、

ロ
の

(
３

)
の

②
又

は

ハ
の

(
２

)
に

よ
り

算
定

 

ウ
 

同
一

建
物

内
に

３
人

以
上

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
１

)
の

③
、

イ
の

(
２

)
の

③
、

イ
の

(
３

)
の

③
、

ロ
の

(
１

)
の

③
、

ロ
の

(
２

)
の

③
、

ロ
の

(
３

)
の

③
又

は
ハ

の
(
３

)
に

よ
り

算
定

 

(
３

)
 

同
時

に
複

数
の

保
健

師
等

に
よ

る
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
の

同
意

を
得

る
。

 

(
４

)
 

当
該

加
算

は
、

医
師

が
複

数
名

訪
問

の
必

要
性

が
あ

る
と

認
め

、
精

神
科

訪
問

看
護

指
示

書
に

そ
の

旨
の

記
載

が
あ

る
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
５

)
 

単
に

２
人

の
保

健
師

等
、

看
護

補
助

者
又

は
精

神
保

健
福

祉
士

が
同

時
に

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

こ
と

の
み

を
も

っ
て

複
数

名
精

神
科

訪
問

看
護

加
算

を
算

定
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

 
-
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- 

に
よ

り
判

定
し

た
値

を
記

載
す

る
。

 

６
(
１

)
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅳ

)
は

、
入

院
中

に
退

院
後

の
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る

者
（

基
準

告
示

第
２

の
２

に
規

定
す

る
者

に
限

る
。

）
が

、
在

宅
療

養
に

備
え

て
一

時
的

に
外

泊
を

す

る
際

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

保
健

師
等

が
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

、
入

院
中

１
回

に

限
り

算
定

で
き

る
。

た
だ

し
、

基
準

告
示

第
２

の
１

に
規

定
す

る
疾

病
等

の
利

用
者

で
、

外
泊

が
必

要

と
認

め
ら

れ
た

者
に

関
し

て
は

、
入

院
中

２
回

ま
で

算
定

可
能

と
す

る
。

こ
の

場
合

の
外

泊
と

は
、

１

泊
２

日
以

上
の

外
泊

を
い

う
。

 

(
２

)
 

当
該

所
定

額
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

同
一

日
に

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
は

算
定

で
き

な

い
。

 

７
 

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
で

あ
っ

て
注

４
に

規
定

す
る

精
神

科
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

が
交

付
さ

れ
た

者
に

対
す

る
指

定
訪

問
看

護
に

つ
い

て
は

、
当

該
精

神
科

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
の

交
付

の
日

か

ら
起

算
し

て
1
4
日

以
内

に
行

っ
た

場
合

は
、

月
１

回
に

限
り

、
1
4
日

を
限

度
と

し
て

所
定

額
を

算
定

で
き

る
。

 

な
お

、
精

神
科

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
の

交
付

の
日

の
属

す
る

週
及

び
当

該
交

付
の

あ
っ

た
日

か
ら

起
算

し
て

1
4

日
目

の
日

の
属

す
る

週
に

お
い

て
は

、
当

該
週

の
う

ち
精

神
科

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
の

期
間

中

に
算

定
し

た
日

を
除

き
週

３
日

を
限

度
と

し
て

算
定

す
る

こ
と

。
ま

た
、

精
神

科
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

が

交
付

さ
れ

た
利

用
者

に
対

す
る

指
定

訪
問

看
護

に
つ

い
て

は
、

当
該

利
用

者
の

病
状

等
を

十
分

把
握

し
、

一

時
的

に
頻

回
に

指
定

訪
問

看
護

が
必

要
な

理
由

を
記

録
書

に
記

載
し

、
訪

問
看

護
計

画
書

の
作

成
及

び
指

定

訪
問

看
護

の
実

施
等

に
お

い
て

、
主

治
医

と
連

携
を

密
に

す
る

こ
と

。
頻

回
に

精
神

科
特

別
訪

問
看

護
指

示

書
が

交
付

さ
れ

て
い

る
利

用
者

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
を

訪
問

看
護

療
養

費
明

細
書

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

８
(
１

)
 

注
５

に
規

定
す

る
特

別
地

域
訪

問
看

護
加

算
は

、
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

所
在

地
か

ら
利

用
者

の
家

庭
ま

で
の

訪
問

に
つ

き
、

最
も

合
理

的
な

通
常

の
経

路
及

び
方

法
で

片
道

１
時

間
以

上
要

す

る
利

用
者

に
対

し
て

、
特

別
地

域
に

所
在

す
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
保

健
師

等
が

、
指

定
訪

問

看
護

を
行

っ
た

場
合

又
は

特
別

地
域

外
に

所
在

す
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
保

健
師

等
が

、
特

別

地
域

に
居

住
す

る
利

用
者

に
対

し
て

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

に
、

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養

費
の

所
定

額
（

注
に

規
定

す
る

加
算

は
含

ま
な

い
。

）
の

1
0
0

分
の

5
0

に
相

当
す

る
額

を
加

算
す

る
。

 

な
お

、
当

該
加

算
は

、
交

通
事

情
等

の
特

別
の

事
情

に
よ

り
訪

問
に

要
し

た
時

間
が

片
道

１
時

間
以

上
と

な
っ

た
場

合
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
２

)
 

特
別

地
域

訪
問

看
護

加
算

を
算

定
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
は

、
そ

の
所

在
地

又
は

利
用

者
の

家
庭

の
所

在
地

が
特

別
地

域
に

該
当

す
る

か
否

か
に

つ
い

て
は

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
に

確
認

す
る

こ

と
。

 

９
(
１

)
 

注
６

に
規

定
す

る
精

神
科

緊
急

訪
問

看
護

加
算

は
、

訪
問

看
護

計
画

に
基

づ
き

定
期

的
に

行
う

指
定

訪
問

看
護

以
外

で
あ

っ
て

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
の

緊
急

の
求

め
に

応
じ

て
、

主
治

医
（

診
療

所

又
は

在
宅

療
養

支
援

病
院

の
保

険
医

に
限

る
。

９
に

お
い

て
同

じ
。

）
の

指
示

に
よ

り
、

連
携

す
る

訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

保
健

師
等

が
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

１
日

に
つ

き
１

回
に

限
り

加
算

す

る
。

な
お

、
主

治
医

の
属

す
る

診
療

所
が

、
他

の
保

険
医

療
機

関
と

連
携

し
て

2
4

時
間

の
往

診
体

制

及
び

連
絡

体
制

を
構

築
し

、
当

該
利

用
者

に
対

し
て

継
続

診
療

加
算

を
算

定
し

て
い

る
場

合
、

主
治

医

が
対

応
し

て
い

な
い

夜
間

等
に

お
い

て
は

、
連

携
先

の
保

険
医

療
機

関
の

医
師

の
指

示
に

よ
り

緊
急

に

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

も
算

定
で

き
る

。
 

(
２

)
 

(
１

)
の

場
合

で
あ

っ
て

、
複

数
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

現
に

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
て

い

る
利

用
者

に
対

し
、

当
該

複
数

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

い
ず

れ
か

が
計

画
に

基
づ

く
指

定
訪

問

看
護

を
行

っ
た

日
に

、
当

該
複

数
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
う

ち
そ

の
他

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ

ョ
ン

が
緊

急
の

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

は
、

緊
急

の
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
訪

問
看

護
ス

テ

ー
シ

ョ
ン

は
精

神
科

緊
急

訪
問

看
護

加
算

の
み

算
定

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
当

該
緊

急
の

指
定

訪
問

看

（ ）（ ） 10771076
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訪
問

看
護

が
計

画
さ

れ
て

い
る

も
の

が
す

で
に

他
の

１
つ

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
か

ら
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

て
い

る
場

合
 

ウ
 
 
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
で

あ
っ

て
週

７
日

の
指

定
訪

問
看

護
が

計
画

さ
れ

て
い

る
も

の
が

す
で

に
他

の
２

つ
以

下
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
て

い
る

場
合

 

 第
４

 
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

及
び

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

の
共

通
事

項
に

つ
い

て
 

１
（

１
）

同
一

の
利

用
者

に
つ

い
て

、
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
医

科
点

数
表

の
区

分
番

号
Ｃ

０
０

５
に

掲
げ

る
在

宅
患

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
５

－
１

－
２

に
掲

げ
る

同
一

建
物

居
住

者
訪

問

看
護

・
指

導
料

又
は

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

料
（

以
下

第
４

の
１

に
お

い
て

は
「

在
宅

患
者

訪
問

看

護
・

指
導

料
等

」
と

い
う

。
）

の
い

ず
れ

か
を

算
定

し
た

月
に

お
い

て
は

、
訪

問
看

護
療

養
費

を
算

定

で
き

な
い

こ
と

。
た

だ
し

、
次

に
掲

げ
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
こ

と
。

な
お

、
カ

の
場

合
に

あ

っ
て

は
、

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

料
及

び
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

を
算

定
す

る
日

と
合

わ
せ

て
週

３

日
（

退
院

後
３

月
以

内
の

期
間

に
お

い
て

行
わ

れ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

週
５

日
）

を
限

度
と

す
る

。
 

ア
 

基
準

告
示

第
２

の
１

に
規

定
す

る
疾

病
等

の
利

用
者

に
つ

い
て

、
在

宅
患

者
訪

問
看

護
・

指
導

料

等
を

算
定

し
た

場
合

 

イ
 

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
又

は
精

神
科

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
の

交
付

を
受

け
た

利
用

者
で

あ
っ

て

週
４

日
以

上
の

指
定

訪
問

看
護

が
計

画
さ

れ
て

い
る

場
合

 

ウ
 

保
険

医
療

機
関

を
退

院
後

１
月

以
内

の
利

用
者

で
あ

っ
て

当
該

保
険

医
療

機
関

が
在

宅
患

者
訪

問

看
護

・
指

導
料

若
し

く
は

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
を

算
定

し
た

場
合

又
は

保
険

医
療

機
関

を
退

院
後

３
月

以
内

の
利

用
者

で
あ

っ
て

当
該

保
険

医
療

機
関

が
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
料

を
算

定
し

た
場

合
 

エ
 

緩
和

ケ
ア

、
褥

瘡
ケ

ア
又

は
人

工
肛

門
ケ

ア
及

び
人

工
膀

胱
ケ

ア
に

係
る

専
門

の
研

修
を

修
了

し

た
看

護
師

が
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

若
し

く
は

准
看

護
師

又
は

当
該

利
用

者
の

在
宅

療
養

を
担

う
保

険
医

療
機

関
の

看
護

師
若

し
く

は
准

看
護

師
と

共
同

し
て

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

 

オ
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

（
１

の
ハ

を
除

く
。

）
を

算
定

す
る

利
用

者
 

カ
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

（
１

の
ハ

を
除

く
。

）
の

施
設

基
準

に
適

合
し

て
い

る
も

の
と

し

て
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
届

け
出

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

精
神

保
健

福
祉

士
に

よ
る

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

っ
た

場
合

 

(
２

)
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
特

別
の

関
係

に
あ

り
、

か
つ

、
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

対
し

て
訪

問
看

護
指

示
書

を
交

付
し

た
医

師
が

所
属

す
る

保
険

医
療

機
関

等
に

お
い

て
、

往
診

料
、

在
宅

患

者
訪

問
診

療
料

（
Ⅰ

）
、

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
（

Ⅱ
）

、
在

宅
が

ん
医

療
総

合
診

療
料

、
在

宅
患

者

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
指

導
管

理
料

、
在

宅
患

者
訪

問
薬

剤
管

理
指

導
料

又
は

在
宅

患
者

訪
問

栄

養
食

事
指

導
料

（
以

下
第

４
の

１
に

お
い

て
「

往
診

料
等

」
と

い
う

。
）

の
い

ず
れ

か
を

算
定

し
た

日

に
つ

い
て

は
、

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

は
訪

問
看

護
療

養
費

を
算

定
で

き
な

い
。

 

た
だ

し
、

次
に

掲
げ

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

こ
と

。
 

ア
 

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
後

、
利

用
者

の
病

状
の

急
変

等
に

よ

り
、

保
険

医
療

機
関

等
が

往
診

を
行

っ
て

往
診

料
を

算
定

し
た

場
合

 

イ
 

利
用

者
が

保
険

医
療

機
関

等
を

退
院

後
１

月
を

経
過

す
る

ま
で

に
往

診
料

等
の

い
ず

れ
か

を
算

定

し
た

場
合

 

ウ
 

在
宅

患
者

訪
問

褥
瘡

管
理

指
導

料
の

算
定

に
必

要
な

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

す
る

場
合

で
あ

っ

て
、

当
該

利
用

者
に

対
し

て
、

継
続

的
な

訪
問

看
護

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

。
（

た
だ

し
、

医
科

点
数

表
の

区
分

番
号

Ｃ
０

０
１

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
（

Ⅰ
）

、
区

分
番

号
Ｃ

０
０

１
－

２
に

掲
げ

る
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

（
Ⅱ

）
、

区
分

番
号

Ｃ
０

０
９

に
掲

げ
る

在
宅

患
者

訪
問

 
-
 
11
 
- 

(
６

)
 

同
時

に
複

数
の

保
健

師
等

に
よ

る
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

場
合

は
、

１
人

以
上

は
保

健
師

又
は

看
護

師
で

あ
る

場
合

に
算

定
で

き
る

。
 

(
６

)
 

保
健

師
又

は
看

護
師

と
同

行
す

る
看

護
補

助
者

は
、

常
に

同
行

の
必

要
は

な
い

が
、

必
ず

利
用

者
の

居
宅

に
お

い
て

両
者

が
同

時
に

滞
在

す
る

一
定

の
時

間
が

確
保

さ
れ

た
場

合
に

算
定

で
き

る
。

 

1
2
(
１

)
 

注
９

に
規

定
す

る
夜

間
・

早
朝

訪
問

看
護

加
算

は
、

夜
間

又
は

早
朝

に
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

、
深

夜
訪

問
看

護
加

算
は

深
夜

に
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

、
そ

れ
ぞ

れ
所

定
額

に
加

算

す
る

。
 

(
２

)
 

(
１

)
の

場
合

に
つ

い
て

は
、

利
用

者
の

求
め

に
応

じ
て

、
当

該
時

間
に

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場

合
に

の
み

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

都
合

に
よ

り
、

当
該

時
間

に
指

定

訪
問

看
護

を
行

っ
た

場
合

に
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
３

)
 

当
該

加
算

は
精

神
科

緊
急

訪
問

看
護

加
算

と
併

算
定

が
可

能
で

あ
る

。
 

1
3
(
１

)
 

注
1
0

に
規

定
す

る
精

神
科

複
数

回
訪

問
加

算
は

、
医

科
点

数
表

の
区

分
番

号
Ｉ

０
１

６
に

掲
げ

る

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

（
以

下
同

じ
。

）
（

１
の

ハ
を

除
く

。
）

を
算

定
し

、
主

治
医

が
複

数

回
の

訪
問

看
護

が
必

要
で

あ
る

と
認

め
た

利
用

者
に

対
し

て
、

１
日

に
２

回
又

は
３

回
以

上
の

訪
問

看

護
を

行
っ

た
場

合
、

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

に
加

算
す

る
。

 

(
２

)
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅲ

)
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

同
一

建
物

内
に

お
い

て
、

当

該
加

算
又

は
難

病
等

複
数

回
訪

問
加

算
（

１
日

当
た

り
の

回
数

の
区

分
が

同
じ

場
合

に
限

る
。

）
を

同

一
日

に
算

定
す

る
利

用
者

の
人

数
に

応
じ

て
、

以
下

の
ア

か
ら

ウ
ま

で
に

よ
り

算
定

す
る

。
 

ア
 

同
一

建
物

内
に

１
人

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
１

)
又

は
ロ

の
(
１

)
に

よ
り

算
定

 

イ
 

同
一

建
物

内
に

２
人

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
２

)
又

は
ロ

の
(
２

)
に

よ
り

算
定

 

ウ
 

同
一

建
物

内
に

３
人

以
上

の
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
全

員
に

対
し

て
、

イ
の

(
３

)
又

は
ロ

の
(
３

)
に

よ
り

算
定

 

(
３

)
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

１
（

ハ
を

除
く

。
）

又
は

３
を

算
定

す
る

保
険

医
療

機
関

と
連

携
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

そ
れ

ぞ
れ

が
、

同
一

日
に

２
回

又
は

３
回

以
上

の
訪

問
看

護
を

行
っ

た

場
合

は
、

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

は
訪

問
看

護
療

養
費

に
係

る
精

神
科

複
数

回
訪

問
加

算
を

算

定
せ

ず
、

当
該

保
険

医
療

機
関

が
医

科
点

数
表

の
区

分
番

号
Ｉ

０
１

２
に

掲
げ

る
精

神
科

訪
問

看
護

・

指
導

料
の

「
注

1
0
」

に
規

定
す

る
精

神
科

複
数

回
訪

問
加

算
を

算
定

す
る

。
 

(
４

)
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

２
を

算
定

す
る

保
険

医
療

機
関

と
連

携
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

そ
れ

ぞ
れ

が
、

同
一

日
に

２
回

又
は

３
回

以
上

の
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
、

当
該

訪
問

看
護

ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

訪
問

看
護

療
養

費
に

係
る

精
神

科
複

数
回

訪
問

加
算

を
算

定
し

、
当

該
保

険
医

療
機

関

は
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
料

の
「

注
1
0
」

に
規

定
す

る
精

神
科

複
数

回
訪

問
加

算
を

算
定

で
き

な

い
。

 

1
4
 

利
用

者
が

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
所

定
額

は
算

定
し

な
い

。
た

だ
し

、
基

準
告

示
第

４
の

２
に

定
め

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

(
１

)
 
 
病

院
、

診
療

所
、

介
護

老
人

保
健

施
設

、
介

護
医

療
院

等
の

医
師

又
は

看
護

師
若

し
く

は
准

看
護

師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

施
設

に
入

院
中

又
は

入
所

中
の

場
合

 

(
２

)
 
 
介

護
保

険
法

第
８

条
第

1
1
項

に
規

定
す

る
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

又
は

同
条

第
2
0
項

に
規

定

す
る

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

の
提

供
を

受
け

て
い

る
場

合
 

(
３

)
 
 
す

で
に

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

の
指

定
訪

問
看

護
を

利
用

し
て

い
る

場
合

（
下

記
の

ア

か
ら

ウ
ま

で
の

場
合

を
除

く
。

）
 

ア
 
 
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
が

す
で

に
他

の
１

つ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
て

い
る

場
合

 

イ
 
 
精

神
科

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
の

交
付

の
対

象
と

な
っ

た
利

用
者

で
あ

っ
て

週
４

日
以

上
の

指
定

（ ）（ ） 10791078
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と
。

 

イ
 

訪
問

先
等

で
発

生
し

た
事

故
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

等
が

報
告

さ
れ

、
そ

の
分

析
を

通
し

た
改

善
策

が

実
施

さ
れ

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

ウ
 

日
常

生
活

の
自

立
度

が
低

い
利

用
者

に
つ

き
、

褥
瘡

に
関

す
る

危
険

因
子

の
評

価
を

行
い

、
褥

瘡

に
関

す
る

危
険

因
子

の
あ

る
利

用
者

及
び

既
に

褥
瘡

を
有

す
る

利
用

者
に

つ
い

て
は

、
適

切
な

褥
瘡

対
策

の
看

護
計

画
を

作
成

、
実

施
及

び
評

価
を

行
う

こ
と

。
な

お
、

褥
瘡

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
記

録
に

つ
い

て
は

、
参

考
様

式
（

褥
瘡

対
策

に
関

す
る

看
護

計
画

書
）

を
踏

ま
え

て
記

録
す

る
こ

と
。

 

エ
 

毎
年

７
月

に
お

い
て

、
褥

瘡
を

有
す

る
利

用
者

数
等

に
つ

い
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
へ

報
告

を

行
う

こ
と

。
 

(
３

)
 

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
利

用
者

の
訪

問
看

護
に

関
す

る
計

画
等

を
主

治
医

に
提

出
す

る
場

合
は

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
、

安

全
な

通
信

環
境

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

書
面

に
お

け
る

署
名

又
は

記
名

・
押

印
に

代
わ

り
、

厚
生

労

働
省

の
定

め
る

準
拠

性
監

査
基

準
を

満
た

す
保

健
医

療
福

祉
分

野
の

公
開

鍵
基

盤
（

H
P
K
I
：

H
e
a
l
t
h
c
a

r
e
 
P
u
b
l
i
c
 
K
e
y
 
I
n
f
r
a
s
t
r
u
c
t
u
r
e
）

に
よ

る
電

子
署

名
を

施
す

こ
と

。
 

(
４

)
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
営

業
時

間
内

に
お

け
る

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
等

と
の

電
話

連
絡

、
居

宅
に

お
け

る
療

養
に

関
す

る
相

談
等

、
指

定
訪

問
看

護
の

実
施

に
関

す
る

計
画

的
な

管
理

（
他

の
訪

問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
の

連
絡

調
整

を
含

む
。

）
に

要
す

る
費

用
は

、
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

に
含

ま

れ
る

。
 

(
５

)
 

利
用

者
の

主
治

医
に

対
し

て
訪

問
看

護
報

告
書

を
提

出
し

た
場

合
は

、
当

該
報

告
書

の
写

し
を

訪
問

看
護

記
録

書
に

添
付

し
て

お
く

こ
と

。
た

だ
し

、
訪

問
看

護
報

告
書

と
訪

問
看

護
記

録
書

の
内

容
が

同

一
の

場
合

は
、

訪
問

看
護

記
録

書
に

提
出

年
月

日
を

記
録

す
る

こ
と

で
こ

れ
に

代
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
６

)
 

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
及

び
言

語
聴

覚
士

（
以

下
「

理
学

療
法

士
等

」
と

い
う

。
）

が
訪

問
看

護
を

提
供

し
て

い
る

利
用

者
に

つ
い

て
、

訪
問

看
護

計
画

書
及

び
訪

問
看

護
報

告
書

は
、

理
学

療
法

士

等
が

提
供

す
る

内
容

に
つ

い
て

も
一

体
的

に
含

む
も

の
と

し
、

看
護

職
員

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

と

理
学

療
法

士
等

が
連

携
し

作
成

す
る

。
ま

た
、

訪
問

看
護

計
画

書
及

び
訪

問
看

護
報

告
書

の
作

成
に

当

た
っ

て
は

、
指

定
訪

問
看

護
の

利
用

開
始

時
及

び
利

用
者

の
状

態
の

変
化

等
に

合
わ

せ
看

護
職

員
に

よ

る
定

期
的

な
訪

問
に

よ
り

、
利

用
者

の
病

状
及

び
そ

の
変

化
に

応
じ

た
適

切
な

評
価

を
行

う
こ

と
。

訪

問
看

護
計

画
書

に
は

訪
問

看
護

を
提

供
す

る
予

定
の

職
種

に
つ

い
て

、
訪

問
看

護
報

告
書

に
は

訪
問

看

護
を

提
供

し
た

職
種

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
記

載
す

る
こ

と
。

 

(
７

)
 

１
人

の
利

用
者

に
対

し
、

複
数

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
や

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

訪
問

看
護

を
行

う
場

合
は

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
間

及
び

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
保

険
医

療
機

関
と

の

間
に

お
い

て
十

分
に

連
携

を
図

る
。

具
体

的
に

は
、

訪
問

看
護

の
実

施
に

よ
る

利
用

者
の

目
標

の
設

定
、

計
画

の
立

案
、

訪
問

看
護

の
実

施
状

況
及

び
評

価
を

共
有

す
る

。
 

(
８

)
 

介
護

保
険

法
第

８
条

第
2
0

項
に

規
定

す
る

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

を
行

う
施

設
、

高
齢

者

の
居

住
の

安
定

確
保

に
関

す
る

法
律

（
平

成
1
3
年

法
律

第
2
6
号

）
第

５
条

第
１

項
に

規
定

す
る

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
、

障
害

者
の

日
常

生
活

及
び

社
会

生
活

を
総

合
的

に
支

援
す

る
た

め
の

法

律
（

平
成

1
7
年

法
律

第
1
2
3
号

）
第

５
条

第
１

項
に

規
定

す
る

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
施

設
又

は
そ

の
他

の
高

齢
者

向
け

施
設

等
に

入
所

し
て

い
る

利
用

者
に

指
定

訪
問

看
護

を
行

う
場

合
に

お
い

て

は
、

介
護

保
険

等
に

よ
る

医
療

及
び

看
護

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

係
る

加
算

の
算

定
等

を
含

む
当

該
施

設

に
お

け
る

利
用

者
の

医
療

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
に

つ
い

て
確

認
し

、
当

該
施

設
で

行
わ

れ
て

い
る

サ
ー

ビ

ス
と

十
分

に
連

携
す

る
。

ま
た

、
当

該
施

設
に

お
い

て
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

日
常

的
な

健

康
管

理
等

（
医

療
保

険
制

度
の

給
付

に
よ

る
も

の
を

除
く

。
）

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

健
康

管
理

等

と
医

療
保

険
制

度
の

給
付

に
よ

る
指

定
訪

問
看

護
を

区
別

し
て

実
施

す
る

。
 

(
９

)
 

指
定

訪
問

看
護

の
実

施
に

関
す

る
計

画
的

な
管

理
に

当
た

っ
て

は
、

市
町

村
（

特
別

区
を

含
む

。
以
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栄
養

食
事

指
導

料
を

算
定

す
る

場
合

に
限

る
。

）
 

(
３

)
 

(
２

)
の

「
特

別
の

関
係

」
と

は
、

「
診

療
報

酬
の

算
定

方
法

の
一

部
改

正
に

伴
う

実
施

上
の

留
意

事

項
に

つ
い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

医
発

0
3
●

第
●

号
）

の
別

添
１

第
１

章
第

２
部

通
則

７
の

(
３

)
に

規
定

す
る

関
係

を
い

う
。

 

(
４

)
 

（
１

）
に

お
い

て
、

同
一

の
利

用
者

に
つ

い
て

、
在

宅
患

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
等

を
算

定
で

き
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

等
を

算
定

し
た

日
に

つ
い

て
は

、
訪

問
看

護
療

養

費
を

算
定

で
き

な
い

。
た

だ
し

、
（

１
）

の
ウ

及
び

エ
の

場
合

並
び

に
特

別
の

関
係

に
あ

る
保

険
医

療

機
関

が
精

神
科

在
宅

患
者

支
援

管
理

料
１

（
ハ

を
除

く
。

）
又

は
３

を
算

定
す

る
利

用
者

に
対

し
て

精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
料

（
作

業
療

法
士

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
に

よ
る

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

が

行
わ

れ
る

場
合

に
限

る
。

）
を

算
定

す
る

場
合

又
は

保
険

医
療

機
関

が
精

神
科

在
宅

患
者

支
援

管
理

料

２
を

算
定

す
る

利
用

者
に

対
し

て
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
料

を
算

定
し

た
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

は

な
い

。
 

２
 

指
定

訪
問

看
護

の
実

施
時

間
は

、
１

回
の

訪
問

に
つ

き
、

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅰ

)
及

び
(
Ⅱ

)
に

つ
い

て
は

3
0
分

か
ら

１
時

間
3
0
分

程
度

を
標

準
と

す
る

。
 

３
 

初
回

の
訪

問
時

に
お

い
て

は
、

訪
問

看
護

記
録

書
に

、
病

歴
、

家
族

の
構

成
、

家
庭

で
の

看
護

の
状

況
、

家
屋

の
状

況
、

日
常

生
活

活
動

の
状

況
、

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況
等

の
概

要
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

４
 

毎
回

の
訪

問
時

に
お

い
て

は
、

訪
問

看
護

記
録

書
に

、
訪

問
年

月
日

、
利

用
者

の
体

温
、

脈
拍

等
の

心
身

の
状

態
、

利
用

者
の

病
状

、
家

庭
等

で
の

看
護

の
状

況
、

実
施

し
た

指
定

訪
問

看
護

の
内

容
、

指
定

訪
問

看

護
に

要
し

た
時

間
等

の
概

要
（

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅲ

)
を

算
定

す
る

場
合

は
、

第
３

の
５

に
掲

げ
る

内
容

も
加

え
て

記
入

す
る

こ
と

。
）

及
び

訪
問

に
要

し
た

時
間

（
特

別
地

域
訪

問
看

護
加

算

を
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

を
記

入
す

る
こ

と
。

ま
た

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
日

々
の

訪

問
看

護
利

用
者

氏
名

、
訪

問
場

所
、

訪
問

時
間

（
開

始
時

刻
及

び
終

了
時

刻
）

及
び

訪
問

人
数

等
に

つ
い

て

記
録

し
、

保
管

し
て

お
く

こ
と

。
 

５
 

指
定

訪
問

看
護

は
、

当
該

利
用

者
の

診
療

を
担

う
保

険
医

療
機

関
の

主
治

医
か

ら
交

付
さ

れ
る

指
定

訪
問

看
護

に
係

る
指

示
書

（
以

下
「

指
示

書
」

と
い

う
。

）
に

基
づ

き
行

わ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
た

だ
し

、
同

一

の
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
同

一
の

診
療

科
に

所
属

す
る

複
数

の
医

師
が

、
主

治
医

と
し

て
利

用
者

の
診

療

を
共

同
で

担
っ

て
い

る
場

合
に

つ
い

て
は

当
該

複
数

の
医

師
の

い
ず

れ
か

に
よ

り
交

付
さ

れ
た

指
示

書
に

基

づ
き

、
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
な

お
、

複
数

の
傷

病
を

有
す

る
利

用
者

が
、

複
数

の

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

診
療

を
受

け
て

い
る

場
合

は
、

原
則

と
し

て
指

定
訪

問
看

護
が

必
要

と
な

る
主

傷

病
の

診
療

を
担

う
主

治
医

に
よ

っ
て

交
付

さ
れ

た
指

示
書

に
基

づ
き

行
わ

れ
た

指
定

訪
問

看
護

に
つ

い
て

は

訪
問

看
護

療
養

費
が

算
定

で
き

る
。

 

 第
５

 
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

に
つ

い
て

 

１
(
１

)
 

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
は

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

に
つ

き
安

全
な

提
供

体
制

が
整

備
さ

れ
て

お
り

、
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

又
は

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

を

算
定

す
べ

き
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

て
い

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

、
利

用
者

に
係

る
訪

問
看

護

計
画

書
及

び
訪

問
看

護
報

告
書

又
は

精
神

科
訪

問
看

護
計

画
書

及
び

精
神

科
訪

問
看

護
報

告
書

を
主

治

医
に

書
面

又
は

電
子

的
な

方
法

に
よ

り
提

出
す

る
と

と
も

に
、

主
治

医
と

の
連

携
確

保
や

訪
問

看
護

計

画
の

見
直

し
等

を
含

め
、

当
該

利
用

者
に

係
る

指
定

訪
問

看
護

の
実

施
に

関
す

る
休

日
・

祝
日

等
も

含

め
た

計
画

的
な

管
理

を
継

続
し

て
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

 
な

お
、

月
の

初
日

の
訪

問
の

場
合

で
あ

っ
て

、
常

勤
看

護
職

員
の

数
等

に
つ

い
て

基
準

告
示

の
第

一

の
六

(
１

)
、

(
２

)
又

は
(
３

)
に

掲
げ

る
基

準
を

満
た

す
場

合
に

は
、

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養

費
と

し
て

イ
、

ロ
又

は
ハ

を
そ

れ
ぞ

れ
算

定
し

、
そ

れ
以

外
の

場
合

は
ニ

を
算

定
す

る
。

 

(
２

)
 

(
１

)
の

安
全

な
提

供
体

制
の

整
備

と
は

、
以

下
の

要
件

を
満

た
す

も
の

で
あ

る
。

 

ア
 

安
全

管
理

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
、

事
故

発
生

時
の

対
応

方
法

等
が

文
書

化
さ

れ
て

い
る

こ

（ ）（ ） 10791078
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あ
る

旨
を

説
明

し
、

利
用

者
の

同
意

を
得

る
と

と
も

に
、

当
該

利
用

者
の

指
定

訪
問

看
護

に
関

す
る

情

報
を

当
該

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

と
共

有
す

る
こ

と
に

つ
い

て
も

利
用

者
の

同
意

を
得

る
こ

と
。

 

な
お

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

看
護

師
が

電
話

等
の

対
応

を
し

た
結

果
、

主
治

医
の

指
示

に
よ

り
緊

急
時

訪
問

看
護

を
行

う
必

要
が

あ
る

場
合

は
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

等
が

実
施

す
る

。

そ
の

た
め

、
営

業
時

間
外

の
電

話
対

応
等

を
併

設
す

る
保

険
医

療
機

関
の

看
護

師
が

行
う

場
合

は
、

当

該
保

険
医

療
機

関
の

看
護

師
が

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

等
に

常
に

連
絡

が
と

れ
る

体
制

を

確
保

し
て

い
る

と
と

も
に

、
日

頃
よ

り
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

当
該

保
険

医
療

機
関

の
連

携
に

努

め
る

こ
と

。
 

３
(
１

)
 

注
３

に
規

定
す

る
特

別
管

理
加

算
は

、
指

定
訪

問
看

護
に

関
し

特
別

な
管

理
を

必
要

と
す

る
利

用
者

に
対

し
て

指
定

訪
問

看
護

を
行

う
に

つ
き

、
当

該
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
か

ら
電

話
等

に
よ

り
看

護

に
関

す
る

意
見

を
求

め
ら

れ
た

場
合

に
常

時
対

応
で

き
る

体
制

そ
の

他
必

要
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
た

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
指

定
訪

問

看
護

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
に

対
し

て
、

当
該

利
用

者
に

係
る

指
定

訪
問

看
護

の
実

施
に

関
す

る
計

画

的
な

管
理

を
行

っ
た

場
合

に
、

月
１

回
に

限
り

所
定

額
に

加
算

す
る

。
 

(
２

)
 

(
１

)
の

「
指

定
訪

問
看

護
に

関
し

特
別

な
管

理
を

必
要

と
す

る
利

用
者

」
と

は
、

基
準

告
示

第
２

の

５
に

規
定

す
る

状
態

等
に

あ
る

利
用

者
を

い
い

、
特

別
な

管
理

を
必

要
と

す
る

利
用

者
の

う
ち

で
重

症

度
等

の
高

い
も

の
と

し
て

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

状
態

に
あ

る
利

用
者

と
は

、
基

準
告

示
第

２

の
６

に
規

定
す

る
も

の
を

い
う

。
 

(
３

)
 

基
準

告
示

第
２

の
５

に
規

定
す

る
特

掲
診

療
料

の
施

設
基

準
等

別
表

８
に

掲
げ

る
者

の
う

ち
、

「
真

皮
を

越
え

る
褥

瘡
の

状
態

に
あ

る
者

」
に

対
し

て
特

別
管

理
加

算
を

算
定

す
る

場
合

は
、

定
期

的
（

１

週
間

に
１

回
以

上
）

に
褥

瘡
の

状
態

の
観

察
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
評

価
（

褥
瘡

の
深

さ
、

滲
出

液
、

大

き
さ

、
炎

症
・

感
染

、
肉

芽
組

織
、

壊
死

組
織

、
ポ

ケ
ッ

ト
）

を
行

い
、

褥
瘡

の
発

生
部

位
及

び
実

施

し
た

ケ
ア

に
つ

い
て

訪
問

看
護

記
録

書
に

記
録

す
る

こ
と

。
な

お
、

実
施

し
た

ケ
ア

に
は

必
要

に
応

じ

て
利

用
者

の
家

族
等

へ
の

指
導

も
含

む
も

の
で

あ
る

。
 

(
４

)
 

(
２

)
の

オ
の

「
在

宅
患

者
訪

問
点

滴
注

射
管

理
指

導
料

を
算

定
し

て
い

る
利

用
者

」
に

対
し

て
特

別

管
理

加
算

を
算

定
す

る
場

合
は

、
当

該
管

理
指

導
に

係
る

指
示

書
に

よ
る

点
滴

注
射

が
終

了
し

た
日

及

び
そ

の
他

必
要

が
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

、
主

治
医

へ
の

連
絡

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
。

ま
た

、
訪

問

看
護

記
録

書
に

在
宅

患
者

訪
問

点
滴

注
射

指
示

書
を

添
付

の
上

、
点

滴
注

射
の

実
施

内
容

を
記

録
す

る

こ
と

。
 

(
５

)
 

訪
問

の
際

、
症

状
が

重
篤

で
あ

っ
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
医

師
に

よ
る

診
療

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

必
要

な
支

援
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

４
(
１

)
 

注
４

に
規

定
す

る
退

院
時

共
同

指
導

加
算

は
、

指
定

訪
問

看
護

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
が

主
治

医

の
所

属
す

る
保

険
医

療
機

関
又

は
介

護
老

人
保

健
施

設
若

し
く

は
介

護
医

療
院

に
入

院
中

又
は

入
所

中
で

あ
る

場
合

に
お

い
て

、
そ

の
退

院
又

は
退

所
に

当
た

っ
て

、
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

が
、

当
該

主
治

医
又

は
そ

の
所

属
す

る
保

険
医

療
機

関
、

介
護

老
人

保
健

施
設

又
は

介
護

医
療

院
の

職
員

と
と

も
に

、
当

該
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

又
は

そ
の

看
護

に
当

た
っ

て
い

る
者

に
対

し
て

、
在

宅
で

の
療

養
上

必
要

な
指

導
を

行
い

、
そ

の
内

容
を

文
書

に
よ

り
提

供
し

た
場

合
に

、
初

日
の

指
定

訪
問

看
護

の
実

施
時

に
１

回
に

限
り

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
の

１
の

所
定

額
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
に

つ
い

て
は

、
複

数
日

に
指

導
を

実
施

し
た

場
合

に
限

り
、

２
回

に
限

り
加

算
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

、
当

該
２

回
の

加
算

は
初

日
の

指
定

訪
問

看
護

の
実

施
日

に
加

算
す

る
。

 

な
お

、
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

を
算

定
す

る
月

の
前

月
に

退
院

時
共

同
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 

退
院

時
共

同
指

導
加

算
を

算
定

す
る

利
用

者
の

う
ち

、
基

準
告

示
第

２
の

５
（

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

８
に

掲
げ

る
者

を
い

う
。

）
に

該
当

す
る

利
用

者
に

つ
い

て
、

さ
ら

に
特

別
管

理
指

導
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下
同

じ
。

)
、

保
健

所
又

は
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
実

施
す

る
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の

連
携

に
十

分
配

慮
す

る
こ

と
。

 

(
1
0
)
 

衛
生

材
料

を
使

用
し

て
い

る
利

用
者

に
つ

い
て

、
療

養
に

必
要

な
衛

生
材

料
が

適
切

に
使

用
さ

れ
て

い
る

か
確

認
し

、
療

養
に

支
障

が
生

じ
て

い
る

場
合

、
必

要
な

量
、

種
類

及
び

大
き

さ
等

に
つ

い
て

訪

問
看

護
計

画
書

に
記

載
す

る
と

と
も

に
、

使
用

実
績

を
訪

問
看

護
報

告
書

に
記

載
し

、
主

治
医

に
報

告

し
療

養
生

活
を

整
え

る
こ

と
。

 

２
(
１

)
ア

 
注

２
に

規
定

す
る

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

は
、

必
要

時
の

緊
急

時
訪

問
看

護
に

加
え

て
、

営
業

時
間

外
に

お
け

る
利

用
者

や
家

族
等

と
の

電
話

連
絡

及
び

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
等

へ
の

指
導

等

に
よ

る
日

々
の

状
況

の
適

切
な

管
理

と
い

っ
た

対
応

や
そ

の
体

制
整

備
を

評
価

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

イ
 

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

は
、

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
等

か
ら

電
話

等
に

よ
り

看
護

に
関

す
る

意

見
を

求
め

ら
れ

た
場

合
に

常
時

対
応

で
き

る
体

制
に

あ
る

場
合

で
あ

っ
て

、
緊

急
時

訪
問

看
護

を

必
要

に
応

じ
て

行
う

体
制

に
あ

る
も

の
と

し
て

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
た

訪
問

看
護

ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

看
護

職
員

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

が
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と

す
る

者
に

対
し

て
当

該
体

制
に

あ
る

旨
を

説
明

し
、

そ
の

同
意

を
得

た
場

合
に

、
月

１
回

に
限

り

所
定

額
に

加
算

す
る

。
 

ウ
 

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

に
係

る
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

に
対

す
る

説
明

に
当

た

っ
て

は
、

当
該

者
に

対
し

て
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
名

称
、

所
在

地
、

電
話

番
号

並
び

に

時
間

外
及

び
緊

急
時

の
連

絡
方

法
を

記
載

し
た

文
書

を
交

付
す

る
こ

と
。

 

エ
 

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

は
、

１
人

の
利

用
者

に
対

し
、

１
つ

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お

い
て

の
み

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
こ

の
た

め
、

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

に
係

る
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

に
説

明
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

者
に

対
し

て
、

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

に
係

る
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

て
い

な
い

か
確

認
す

る
こ

と
。

 

オ
 

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

に
関

し
、

利
用

者
等

か
ら

電
話

等
に

よ
り

看
護

に
関

す
る

意
見

を
求

め

ら
れ

、
こ

れ
に

対
応

し
た

場
合

及
び

緊
急

に
指

定
訪

問
看

護
を

実
施

し
た

場
合

は
、

そ
の

日
時

、
内

容
及

び
対

応
状

況
を

訪
問

看
護

記
録

書
に

記
録

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

特
別

地
域

又
は

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
（

令
和

２
年

３
月

●
日

保
医

発
0
3
●

第
●

号
）

」
別

添
●

の
別

紙
●

に
掲

げ
る

医
療

を
提

供
し

て

い
る

が
医

療
資

源
の

少
な

い
地

域
に

所
在

す
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

は
、

２
つ

の
訪

問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
連

携
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
（

１
）

に
規

定
す

る
2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

に
係

る
体

制
に

あ
る

も
の

と
し

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
け

出
た

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護

職
員

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

が
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

に
対

し
て

、
（

１
）

に
規

定

す
る

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

に
係

る
体

制
に

あ
る

旨
を

説
明

し
、

そ
の

同
意

を
得

た
場

合
に

、
月

１

回
に

限
り

所
定

額
に

加
算

す
る

こ
と

も
可

能
と

す
る

。
1

つ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

連

携
し

て
届

け
出

る
こ

と
が

で
き

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
は

、
他

の
1
つ

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

み
で

あ
り

、
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
間

に
お

い
て

は
、

利
用

者
の

状
況

や
体

制
に

つ
い

て

十
分

に
連

携
を

図
る

こ
と

。
な

お
、

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

は
１

人
の

利
用

者
に

対
し

、
１

つ
の

訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
一

括
し

て
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

３
を

届
け

出
て

い
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
同

一
敷

地
内

に
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

同
一

開
設

者
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

が
併

設
さ

れ
て

い
る

場

合
は

、
営

業
時

間
外

の
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
か

ら
の

電
話

等
に

よ
る

看
護

に
関

す
る

相
談

へ
の

対

応
は

、
併

設
す

る
当

該
保

険
医

療
機

関
の

看
護

師
が

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
、

訪
問

看
護

ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

職
員

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

が
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

に
対

し

て
、

併
設

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

と
連

携
し

営
業

時
間

外
の

電
話

等
に

対
応

す
る

体
制

に

（ ）（ ） 10811080
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た
場

合
に

、
月

１
回

に
限

り
加

算
す

る
。

 

(
３

)
 
 
単

に
医

療
関

係
職

種
間

で
当

該
利

用
者

に
関

す
る

診
療

情
報

を
交

換
し

た
の

み
の

場
合

は
算

定
で

き

な
い

。
 
 
 
 
 
 
  
 

(
４

)
 
 
他

職
種

か
ら

情
報

提
供

を
受

け
た

場
合

、
で

き
る

限
り

速
や

か
に

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
等

へ
の

指

導
等

に
反

映
さ

せ
る

よ
う

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ま
た

、
当

該
利

用
者

の
療

養
上

の
指

導
に

関

す
る

留
意

点
が

あ
る

場
合

に
は

、
速

や
か

に
他

職
種

に
情

報
提

供
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
５

)
 
 
当

該
利

用
者

の
診

療
を

担
う

保
険

医
療

機
関

の
主

治
医

と
の

間
の

み
で

診
療

情
報

等
を

共
有

し
、

訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
は

、
所

定
額

を
算

定
で

き
な

い
。

 

(
６

)
 
 
他

の
医

療
関

係
職

種
か

ら
受

け
た

診
療

情
報

等
の

内
容

及
び

そ
の

情
報

提
供

日
、

並
び

に
そ

の
診

療

情
報

等
を

基
に

行
っ

た
指

導
等

の
内

容
の

要
点

及
び

指
導

日
を

訪
問

看
護

記
録

書
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

７
(
１

)
 
 
注

９
に

規
定

す
る

在
宅

患
者

緊
急

時
等

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
加

算
は

、
在

宅
で

の
療

養
を

行
っ

て
い

る

利
用

者
の

状
態

の
急

変
や

診
療

方
針

の
変

更
等

の
際

、
当

該
利

用
者

に
対

す
る

診
療

等
を

行
う

医
療

関

係
職

種
等

が
一

堂
に

会
し

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

適
切

な
診

療
方

針
を

立
て

る

こ
と

及
び

当
該

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

参
加

者
の

間
で

診
療

方
針

の
変

更
等

の
的

確
な

情
報

共
有

を
可

能

に
す

る
こ

と
は

、
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

等
が

安
心

し
て

療
養

生
活

を
行

う
上

で
重

要
で

あ
る

こ
と

か

ら
、

そ
の

よ
う

な
取

組
に

対
し

て
評

価
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

 

(
２

)
 

関
係

す
る

医
療

関
係

職
種

等
が

共
同

で
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

い
、

当
該

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

共
有

し
た

利
用

者
の

診
療

情
報

等
を

踏
ま

え
、

そ
れ

ぞ
れ

の
職

種
が

当
該

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
等

に
対

し

て
療

養
上

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

月
２

回
に

限
り

算
定

す
る

こ
と

。
な

お
、

複
数

の
訪

問
看

護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
み

が
参

加
し

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
っ

た
場

合
は

、
所

定
額

は
算

定
し

な
い

こ
と

。

ま
た

、
当

該
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

は
、

原
則

利
用

者
の

居
住

す
る

場
で

行
う

こ
と

と
す

る
が

、
利

用
者

又

は
家

族
が

利
用

者
の

居
住

す
る

場
以

外
の

場
所

で
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

希
望

す
る

場
合

は
こ

の
限

り

で
は

な
い

。
 

(
３

)
 

当
該

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
は

、
関

係
者

全
員

が
利

用
者

の
居

宅
に

赴
き

実
施

す
る

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

以
下

の
ア

及
び

イ
を

満
た

す
場

合
は

、
関

係
者

の
う

ち
い

ず
れ

か
が

、
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機

器
を

用
い

て
参

加
し

た
場

合
で

も
算

定
可

能
で

あ
る

。
 

ア
 

当
該

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

３
者

以
上

が
参

加
す

る
こ

と
 

イ
 

当
該

３
者

の
う

ち
２

者
以

上
は

、
利

用
者

の
居

宅
に

赴
き

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
っ

て
い

る
こ

と
 

な
お

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

ビ
デ

オ
通

話
が

可
能

な
機

器
を

用
い

て
当

該
カ

ン
フ

ァ
レ

ン

ス
に

参
加

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
４

)
 

ま
た

、
関

係
者

の
う

ち
い

ず
れ

か
が

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
（

令
和

２
年

３
月

●
日

保
医

発
0
3
●

第
●

号
）

」
の

「
別

添
３

」
の

「
別

紙

２
」

に
掲

げ
る

医
療

を
提

供
し

て
い

る
が

医
療

資
源

の
少

な
い

地
域

に
属

す
る

保
険

医
療

機
関

（
特

定

機
能

病
院

、
許

可
病

床
4
0
0
床

以
上

の
病

院
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
対

象
病

院
及

び
急

性
期

一
般

入
院

料
１

の
み

を

届
け

出
て

い
る

病
院

を
除

く
。

）
等

の
場

合
に

お
い

て
、

以
下

の
ア

か
ら

ウ
を

満
た

す
と

き
は

、
関

係

者
の

う
ち

い
ず

れ
か

が
ビ

デ
オ

通
話

を
用

い
て

参
加

し
た

場
合

で
も

算
定

可
能

で
あ

る
。

 

ア
 

当
該

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

当
該

月
に

２
回

実
施

す
る

場
合

の
２

回
目

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
あ

る

こ
と

 

イ
 

当
該

２
回

目
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

３
者

以
上

が
参

加
す

る
こ

と
 

ウ
 

イ
に

お
い

て
、

当
該

３
者

の
う

ち
１

者
以

上
は

、
利

用
者

の
居

宅
に

赴
き

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行

っ
て

い
る

こ
と

 

(
５

)
 

(
３

)
及

び
(
４

)
に

お
い

て
、

利
用

者
の

個
人

情
報

を
当

該
ビ

デ
オ

通
話

の
画

面
上

で
共

有
す

る
際

は
、

利
用

者
の

同
意

を
得

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
保

険
医

療
機

関
の

電
子

カ
ル

テ
な

ど
を

含
む

医
療

情

報
シ

ス
テ

ム
と

共
通

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

の
端

末
に

お
い

て
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
す

る
場

合
に
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加
算

を
算

定
で

き
る

。
 

(
３

)
 

退
院

時
共

同
指

導
加

算
は

、
１

人
の

利
用

者
に

対
し

、
１

つ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

の
み

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
基

準
告

示
第

２
の

１
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者

に
対

し
て

複
数

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
当

該
利

用
者

の
在

宅
療

養
を

担
う

保
険

医
療

機
関

の

看
護

師
等

が
退

院
時

指
導

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
合

わ
せ

て
２

回
ま

で
算

定
で

き
る

。
 

(
４

)
 
退

院
時

共
同

指
導

を
行

っ
た

日
数

に
つ

い
て

は
、

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
の

算
定

に
係

る
訪

問
日

数

に
算

入
し

な
い

。
 

(
５

)
 

退
院

時
共

同
指

導
を

行
っ

た
場

合
は

、
そ

の
内

容
を

訪
問

看
護

記
録

書
に

記
録

す
る

こ
と

。
 

(
６

)
 

 
退

院
時

共
同

指
導

は
対

面
で

行
う

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

以
下

「
ビ

デ
オ

通
話

」
と

い
う

。
）

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

共
同

指
導

し
た

場
合

で
も

算

定
可

能
で

あ
る

。
 

(
７

)
 

退
院

後
の

在
宅

で
の

療
養

上
必

要
な

説
明

及
び

指
導

を
、

当
該

利
用

者
が

入
院

し
て

い
る

保
険

医
療

機
関

の
保

険
医

又
は

看
護

職
員

が
、

在
宅

療
養

を
担

う
保

険
医

療
機

関
の

保
険

医
又

は
看

護
職

員
、

保

険
医

で
あ

る
歯

科
医

師
又

は
そ

の
指

示
を

受
け

た
歯

科
衛

生
士

、
保

険
薬

局
の

保
険

薬
剤

師
、

訪
問

看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

（
准

看
護

師
を

除
く

。
）

、
介

護
支

援
専

門
員

又
は

相
談

支
援

専
門

員

の
い

ず
れ

か
の

う
ち

３
者

以
上

と
共

同
し

て
行

っ
た

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

利
用

者
が

入
院

し
て

い

る
保

険
医

療
機

関
と

在
宅

療
養

を
担

う
保

険
医

療
機

関
等

の
関

係
者

全
員

が
、

利
用

者
が

入
院

し
て

い

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
共

同
指

導
す

る
こ

と
が

原
則

で
あ

る
が

、
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機
器

を

用
い

て
参

加
し

た
と

き
で

も
算

定
可

能
で

あ
る

。
た

だ
し

、
こ

の
場

合
で

あ
っ

て
も

、
在

宅
療

養
を

担

う
保

険
医

療
機

関
等

の
う

ち
２

者
以

上
は

、
利

用
者

が
入

院
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
に

赴
き

共
同

指

導
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
８

)
 

(
６

)
及

び
(
７

)
に

お
い

て
、

利
用

者
の

個
人

情
報

を
当

該
ビ

デ
オ

通
話

の
画

面
上

で
共

有
す

る
際

は
、

利
用

者
の

同
意

を
得

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
保

険
医

療
機

関
の

電
子

カ
ル

テ
な

ど
を

含
む

医
療

情

報
シ

ス
テ

ム
と

共
通

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

の
端

末
に

お
い

て
共

同
指

導
を

実
施

す
る

場
合

に
は

、
厚

生

労
働

省
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
対

応
し

て
い

る
こ

と
。

 

５
(
１

)
 
 
注

７
に

規
定

す
る

退
院

支
援

指
導

加
算

は
基

準
告

示
第

２
の

７
に

規
定

す
る

状
態

等
に

あ
る

利
用

者

に
対

し
て

、
保

険
医

療
機

関
か

ら
退

院
す

る
に

当
た

っ
て

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

(
准

看
護

師
を

除
く

。
)
が

、
退

院
日

に
在

宅
で

の
療

養
上

必
要

な
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

初
日

の
指

定

訪
問

看
護

の
実

施
日

に
１

回
に

限
り

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
に

加
算

す
る

。
た

だ
し

、
当

該
者

が
退

院

日
の

翌
日

以
降

初
日

の
指

定
訪

問
看

護
が

行
わ

れ
る

前
に

死
亡

あ
る

い
は

再
入

院
し

た
場

合
に

お
い

て

は
、

死
亡

若
し

く
は

再
入

院
日

に
算

定
す

る
。

な
お

、
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

を
算

定
す

る
月

の
前

月

に
退

院
支

援
指

導
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

算
定

で
き

る
。

 

(
２

)
 
 
退

院
支

援
指

導
加

算
は

、
利

用
者

の
退

院
時

に
訪

問
看

護
指

示
書

の
交

付
を

受
け

て
い

る
場

合
に

算

定
す

る
。

 

(
３

)
 
 
退

院
支

援
指

導
加

算
は

、
１

人
の

利
用

者
に

対
し

、
１

つ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

の

み
算

定
で

き
る

も
の

で
あ

る
。

た
だ

し
、

当
該

利
用

者
が

入
院

す
る

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

等
が

行

う
退

院
日

の
訪

問
指

導
と

は
、

併
算

定
可

と
す

る
。

 

(
４

)
 
 
退

院
支

援
指

導
を

行
っ

た
場

合
は

、
そ

の
内

容
を

訪
問

看
護

記
録

書
に

記
録

す
る

こ
と

。
 

６
(
１

)
 
 
注

８
に

規
定

す
る

在
宅

患
者

連
携

指
導

加
算

は
、

在
宅

で
の

療
養

を
行

っ
て

い
る

利
用

者
の

診
療

情

報
等

を
、

当
該

利
用

者
の

診
療

等
を

担
う

保
険

医
療

機
関

等
の

医
療

関
係

職
種

間
で

文
書

等
に

よ
り

共

有
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

職
種

が
当

該
診

療
情

報
等

を
踏

ま
え

診
療

等
を

行
う

取
組

を
評

価
す

る
も

の
で

あ

る
。

 

(
２

)
 
 
在

宅
で

療
養

を
行

っ
て

い
る

利
用

者
で

あ
っ

て
通

院
が

困
難

な
者

に
つ

い
て

、
利

用
者

又
は

そ
の

家

族
等

の
同

意
を

得
て

、
月

２
回

以
上

医
療

関
係

職
種

間
で

文
書

等
（

電
子

メ
ー

ル
、

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

で

も
可

）
に

よ
り

共
有

さ
れ

た
診

療
情

報
を

基
に

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
し

て
指

導
等

を
行

っ

（ ）（ ） 10811080
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カ
 

当
該

加
算

の
ロ

に
お

い
て

、
共

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

は
、

関
係

者
全

員
が

一
堂

に
会

し
実

施
す

る

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

ビ
デ

オ
通

話
可

能
な

機
器

を
用

い
て

実
施

し
た

場
合

で
も

算
定

可
能

で
あ

る
。

 

キ
 

エ
 
、

オ
及

び
 
カ

に
お

い
て

、
利

用
者

の
個

人
情

報
を

当
該

ビ
デ

オ
通

話
の

画
面

上
で

共
有

す
る

際
は

、
利

用
者

の
同

意
を

得
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

保
険

医
療

機
関

の
電

子
カ

ル
テ

な
ど

を
含

む
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
と

共
通

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

の
端

末
に

お
い

て
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
す

る
場

合
に

は
、

厚
生

労
働

省
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
対

応
し

て
い

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

特
別

の
関

係
に

あ
る

医
療

機
関

と
連

携
し

て
行

う
場

合
は

、
当

該
加

算
を

算
定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 

(
６

)
 

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
連

携
す

る
保

険
医

療
機

関
が

、
往

診
料

、
在

宅
患

者
訪

問
診

療
料

（
Ⅰ

）
、

在
宅

患
者

訪
問

診
療

料
（

Ⅱ
）

、
在

宅
患

者
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

管
理

料
、

在

宅
患

者
訪

問
薬

剤
管

理
指

導
料

、
在

宅
患

者
訪

問
栄

養
食

事
指

導
料

を
算

定
し

た
場

合
、

同
一

時
間

帯

に
行

う
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅱ

)
、

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅲ

)
は

算

定
で

き
な

い
。

 

(
７

)
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

１
（

ハ
を

除
く

。
）

又
は

３
を

算
定

す
る

保
険

医
療

機
関

と
連

携
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

そ
れ

ぞ
れ

が
、

同
一

時
間

帯
に

訪
問

看
護

を
実

施
し

た
場

合
は

、
当

該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

は
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅱ

)
、

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅲ

)
を

算
定

せ
ず

、
当

該
保

険
医

療
機

関
が

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

料
(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅲ

)
を

算
定

す
る

。
 

(
８

)
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

２
を

算
定

す
る

保
険

医
療

機
関

と
連

携
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

そ
れ

ぞ
れ

が
、

同
一

時
間

帯
に

訪
問

看
護

を
実

施
し

た
場

合
は

、
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

が
精

神
科

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅲ

)
を

算
定

し
、

当
該

保
険

医
療

機
関

は
在

宅
患

者
訪

問

看
護

・
指

導
料

又
は

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
、

在
宅

患
者

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

料

(
Ⅰ

)
又

は
(
Ⅲ

)
を

算
定

で
き

な
い

。
 

(
９

)
 

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

２
を

算
定

す
る

保
険

医
療

機
関

が
2
4

時
間

の
往

診
又

は
精

神
科

訪

問
看

護
・

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

確
保

し
て

い
な

い
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

訪
問

看
護

ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

を
届

け
出

て
い

な
い

と
き

は
、

当
該

加
算

を
算

定
す

る
こ

と

は
で

き
な

い
。

 

９
(
１

)
 

注
1
1

に
規

定
す

る
看

護
・

介
護

職
員

連
携

強
化

加
算

に
つ

い
て

は
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の

看
護

師
又

は
准

看
護

師
が

、
口

腔
内

の
喀

痰
吸

引
、

鼻
腔

内
の

喀
痰

吸
引

、
気

管
カ

ニ
ュ

ー
レ

内
部

の

喀
痰

吸
引

、
胃

瘻
若

し
く

は
腸

瘻
に

よ
る

経
管

栄
養

又
は

経
鼻

経
管

栄
養

を
必

要
と

す
る

利
用

者
に

対

し
て

、
社

会
福

祉
士

及
び

介
護

福
祉

士
法

（
昭

和
6
2
年

法
律

第
3
0
号

）
第

4
8
条

の
３

第
１

項
の

登

録
を

受
け

た
登

録
喀

痰
吸

引
等

事
業

者
又

は
同

法
附

則
第

2
0

条
第

１
項

の
登

録
を

受
け

た
登

録
特

定

行
為

事
業

者
（

以
下

「
登

録
喀

痰
吸

引
等

事
業

者
等

」
と

い
う

。
）

の
介

護
の

業
務

に
従

事
す

る
者

（

以
下

「
介

護
職

員
等

」
と

い
う

。
）

が
実

施
す

る
社

会
福

祉
士

及
び

介
護

福
祉

士
法

施
行

規
則

（
昭

和

6
2
年

厚
生

省
令

第
4
9
号

）
第

１
条

各
号

に
掲

げ
る

医
師

の
指

示
の

下
に

行
わ

れ
る

行
為

（
以

下
「

喀

痰
吸

引
等

」
と

い
う

。
）

の
業

務
が

円
滑

に
行

わ
れ

る
よ

う
支

援
を

行
う

取
組

を
評

価
す

る
も

の
で

あ

る
。

 

(
２

)
 

当
該

加
算

は
、

利
用

者
の

病
状

や
そ

の
変

化
に

合
わ

せ
て

、
主

治
医

の
指

示
に

よ
り

、
ア

及
び

イ
の

対
応

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
算

定
す

る
。

 

ア
 

喀
痰

吸
引

等
に

係
る

計
画

書
や

報
告

書
の

作
成

及
び

緊
急

時
等

の
対

応
に

つ
い

て
の

助
言

 

イ
 

介
護

職
員

等
に

同
行

し
、

利
用

者
の

居
宅

に
お

い
て

喀
痰

吸
引

等
の

業
務

の
実

施
状

況
に

つ
い

て

の
確

認
 

(
３

)
 

2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
を

届
け

出
て

い
る

場
合

に
算

定
可

能
で

あ
る

。
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は
、

厚
生

労
働

省
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
対

応
し

て
い

る

こ
と

。
 

(
６

)
 
 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
目

的
の

み
を

も
っ

て
利

用
者

の
居

宅
を

訪
問

し
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
結

果
を

受

け
た

指
導

以
外

特
段

の
指

導
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

、
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

又
は

精
神

科
訪

問
看

護

基
本

療
養

費
 
は

併
せ

て
算

定
で

き
な

い
。

（
こ

の
場

合
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

し
た

後
に

実
施

し
た

指
定

訪
問

看
護

の
実

施
時

に
加

算
す

る
こ

と
。

）
 

(
７

)
 
 
当

該
利

用
者

に
対

す
る

診
療

を
担

う
保

険
医

療
機

関
の

保
険

医
と

当
該

利
用

者
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

と
２

者
で

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

算
定

で
き

る
。

 

(
８

)
 
 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
参

加
し

た
医

療
関

係
職

種
等

の
氏

名
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

要
点

、
利

用
者

に

行
っ

た
指

導
の

要
点

及
び

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
っ

た
日

を
訪

問
看

護
記

録
書

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

８
(
１

)
 

注
1
0

に
規

定
す

る
精

神
科

重
症

患
者

支
援

管
理

連
携

加
算

は
、

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

２

を
算

定
す

る
利

用
者

の
主

治
医

が
属

す
る

保
険

医
療

機
関

と
連

携
し

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

職
員

と

共
同

で
会

議
を

行
い

、
支

援
計

画
を

策
定

し
、

精
神

科
訪

問
看

護
を

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

２

の
イ

を
算

定
す

る
利

用
者

に
お

い
て

は
週

２
回

以
上

、
２

の
ロ

を
算

定
す

る
利

用
者

に
お

い
て

は
月

２

回
以

上
の

訪
問

看
護

を
実

施
し

た
場

合
に

、
月

１
回

に
限

り
加

算
し

、
１

人
の

利
用

者
に

対
し

１
つ

の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

の
み

算
定

で
き

る
も

の
で

あ
る

。
な

お
、

区
分

0
1
-
2
及

び
3
に

規
定

す
る

指
定

訪
問

看
護

の
他

に
保

険
医

療
機

関
が

Ｉ
０

１
２

の
１

及
び

３
に

規
定

す
る

精
神

科
訪

問

看
護

・
指

導
（

作
業

療
法

士
又

は
精

神
保

健
福

祉
士

に
よ

る
場

合
に

限
る

。
）

を
実

施
し

て
い

る
場

合

は
、

そ
の

回
数

を
要

件
と

な
る

訪
問

回
数

に
含

め
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
２

)
 

保
険

医
療

機
関

と
連

携
し

て
設

置
す

る
多

職
種

チ
ー

ム
に

、
保

健
師

、
看

護
師

、
作

業
療

法
士

又
は

精
神

保
健

福
祉

士
の

い
ず

れ
か

1
名

以
上

が
参

加
し

て
い

る
こ

と
。

緊
急

時
に

円
滑

な
対

応
が

で
き

る

よ
う

、
連

携
す

る
医

療
機

関
と

の
定

期
的

な
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
他

、
あ

ら
か

じ
め

利
用

者
又

は
そ

の

家
族

等
の

同
意

を
得

て
、

当
該

利
用

者
の

病
状

、
治

療
計

画
、

直
近

の
診

療
内

容
等

緊
急

対
応

に
必

要

な
診

療
情

報
に

つ
い

て
随

時
提

供
を

受
け

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

当
該

加
算

イ
の

算
定

に
あ

た
っ

て
は

、
多

職
種

チ
ー

ム
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（

以
下

「
チ

ー
ム

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
」

と
い

う
。

）
を

週
１

回
以

上
開

催
し

、
う

ち
、

月
１

回
以

上
は

保
健

所
又

は
精

神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

等
と

共
同

し
て

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（

以
下

「
チ

ー
ム

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
」

と
い

う
。

）
を

開
催

す
る

。
ロ

に
つ

い
て

は
、

チ
ー

ム
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
月

１
回

以
上

開
催

し
、

必
要

に

応
じ

て
共

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

う
こ

と
 

(
４

)
 

 
チ

ー
ム

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
及

び
共

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
に

当
た

っ
て

は
、

以
下

の
点

に
留

意
す

る
。

 

ア
 

チ
ー

ム
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

及
び

共
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

お
い

て
、

利
用

者
に

つ
い

て
の

診
療

情

報
の

共
有

、
支

援
計

画
の

作
成

と
見

直
し

、
具

体
的

な
支

援
内

容
、

訪
問

日
程

の
計

画
及

び
支

援
の

終
了

時
期

等
に

つ
い

て
協

議
を

行
う

こ
と

。
 

イ
 

可
能

な
限

り
、

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
等

が
同

席
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

ウ
 

支
援

計
画

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
へ

文
書

に
よ

る
説

明
を

行
い

、
説

明

に
用

い
た

文
書

を
交

付
す

る
こ

と
。

ま
た

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
要

点
及

び
参

加
者

の
職

種
と

署
名

を
看

護
記

録
に

記
載

し
、

説
明

に
用

い
た

文
書

の
写

し
を

添
付

す
る

こ
と

。
 

エ
 

当
該

加
算

に
お

い
て

、
チ

ー
ム

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
は

、
関

係
者

全
員

が
一

堂
に

会
し

実
施

す
る

こ

と
が

原
則

で
あ

る
が

、
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

実
施

し
た

場
合

で
も

算
定

可
能

で
あ

る
。

 

 

オ
 

当
該

加
算

の
イ

に
お

い
て

、
共

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

は
、

初
回

は
関

係
者

全
員

が
一

堂
に

会
し

実

施
す

る
こ

と
。

２
回

目
以

降
に

つ
い

て
も

、
関

係
者

全
員

が
一

堂
に

会
し

実
施

す
る

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

ビ
デ

オ
通

話
が

可
能

な
機

器
を

用
い

て
実

施
し

た
場

合
で

も
算

定
可

能
で

あ
る

。
 

（ ）（ ） 10831082
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等
に

対
し

て
情

報
を

提
供

し
た

場
合

に
算

定
す

る
。

 

(
３

)
 

(
１

)
に

掲
げ

る
「

保
育

所
等

」
に

は
、

児
童

福
祉

法
第

3
9

条
第

１
項

に
規

定
す

る
保

育
所

、
就

学

前
の

子
ど

も
に

関
す

る
教

育
、

保
育

等
の

総
合

的
な

提
供

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

1
8

年
法

律

第
7
7

号
）

第
２

条
第

６
項

に
規

定
す

る
認

定
こ

ど
も

園
、

児
童

福
祉

法
第

６
条

第
９

項
に

規
定

す
る

家
庭

的
保

育
事

業
を

行
う

者
、

同
法

第
６

条
の

３
第

1
0

項
に

規
定

す
る

小
規

模
保

育
事

業
を

行
う

者

及
び

同
法

第
６

条
の

３
第

1
2
項

に
規

定
す

る
事

業
所

内
保

育
事

業
を

行
う

者
が

含
ま

れ
る

。
 

(
４

)
 

当
該

学
校

等
に

お
い

て
当

該
利

用
者

の
医

療
的

ケ
ア

の
実

施
等

に
当

た
る

看
護

職
員

と
連

携
す

る
た

め
の

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
。

 

(
５

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
２

は
、

文
書

を
提

供
す

る
前

６
月

の
期

間
に

お
い

て
、

定
期

的
に

当
該

利
用

者
に

指
定

訪
問

看
護

を
行

っ
て

い
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
算

定
で

き
る

。
 

(
６

)
 

当
該

学
校

等
の

情
報

提
供

の
依

頼
者

及
び

依
頼

日
に

つ
い

て
は

、
訪

問
看

護
記

録
書

に
記

載
す

る
と

と
も

に
、

当
該

学
校

等
に

対
し

て
提

供
し

た
文

書
に

つ
い

て
は

、
そ

の
写

し
を

訪
問

看
護

記
録

書
に

添

付
し

て
お

く
こ

と
。

 

(
７

)
 

当
該

情
報

を
提

供
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

開
設

主
体

が
、

利
用

者
が

在
籍

す
る

学
校

等
の

開
設

主
体

と
同

じ
で

あ
る

場
合

に
は

、
訪

問
看

護
情

報
提

供
療

養
費

２
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
８

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
２

は
、

１
人

の
利

用
者

に
対

し
、

１
つ

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
の

み
算

定
で

き
る

。
こ

の
た

め
、

学
校

等
に

対
し

て
情

報
の

提
供

を
行

う
場

合
に

は
、

利
用

者

に
対

し
、

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

学
校

等
に

対
し

て
情

報
の

提
供

が
行

わ
れ

て
い

る

か
確

認
す

る
こ

と
。

 

(
９

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
２

を
算

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

療
養

費
の

前
回

の
算

定
年

月

日
、

入
園

若
し

く
は

入
学

又
は

転
園

若
し

く
は

転
学

に
よ

る
算

定
の

場
合

は
そ

の
旨

を
、

訪
問

看
護

療

養
費

明
細

書
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

３
(
１

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
３

は
、

利
用

者
が

保
険

医
療

機
関

、
介

護
老

人
保

健
施

設
又

は
介

護
医

療
院

（
以

下
「

保
険

医
療

機
関

等
」

と
い

う
。

）
に

入
院

又
は

入
所

し
、

在
宅

か
ら

保
険

医
療

機
関

等

へ
療

養
の

場
所

を
変

更
す

る
場

合
に

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

保
険

医
療

機
関

等
の

実
施

す
る

看

護
の

有
機

的
な

連
携

を
強

化
し

、
利

用
者

が
安

心
し

て
療

養
生

活
が

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
切

れ

目
の

な
い

支
援

と
継

続
し

た
看

護
の

実
施

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

(
２

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
３

は
、

保
険

医
療

機
関

等
に

入
院

又
は

入
所

し
、

在
宅

か
ら

保
険

医
療

機
関

等
へ

療
養

の
場

所
を

変
更

す
る

利
用

者
に

つ
い

て
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
利

用
者

の
同

意

を
得

て
、

指
定

訪
問

看
護

に
係

る
情

報
を

別
紙

様
式

４
の

文
書

に
よ

り
主

治
医

に
提

供
し

た
場

合
に

、

利
用

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
ま

た
、

当
該

文
書

の
写

し
を

、
求

め
に

応
じ

て
、

入

院
又

は
入

所
先

の
保

険
医

療
機

関
等

と
共

有
す

る
。

 

(
３

)
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、

入
院

又
は

入
所

時
に

保
険

医
療

機
関

等
が

適
切

に
情

報
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
速

や
か

に
情

報
提

供
を

行
い

、
主

治
医

に
対

し
て

提
供

し
た

文
書

に
つ

い
て

は
、

そ
の

写
し

を
訪

問
看

護
記

録
書

に
添

付
し

て
お

く
こ

と
。

 

(
４

)
 

利
用

者
が

入
院

又
は

入
所

す
る

保
険

医
療

機
関

等
が

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

特
別

の
関

係
に

あ
る

場
合

及
び

主
治

医
の

所
属

す
る

保
険

医
療

機
関

と
同

一
の

場
合

は
算

定
で

き
な

い
。

 

(
５

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
３

は
、

１
人

の
利

用
者

に
対

し
、

１
つ

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
の

み
算

定
で

き
る

。
こ

の
た

め
、

主
治

医
に

対
し

て
情

報
の

提
供

を
行

う
場

合
に

は
、

利
用

者

に
対

し
、

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

主
治

医
に

対
し

て
情

報
の

提
供

が
行

わ
れ

て
い

る

か
確

認
す

る
こ

と
。

 

 第
７

 
 
訪

問
看

護
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

療
養

費
に

つ
い

て
 

１
 

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

は
、

主
治

医
と

の
連

携
の

下
に

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
等

が
在

宅
で

の
終

末
期

の
看

護
の

提
供

を
行

っ
た

場
合

を
評

価
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
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(
４

)
 

当
該

加
算

は
、

次
の

場
合

に
は

算
定

で
き

な
い

。
 

ア
 

介
護

職
員

等
の

喀
痰

吸
引

等
に

係
る

基
礎

的
な

技
術

取
得

や
研

修
目

的
で

の
同

行
訪

問
 

イ
 

同
一

の
利

用
者

に
、

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

看
護

・
介

護

職
員

連
携

強
化

加
算

を
算

定
し

て
い

る
場

合
 

(
５

)
 

当
該

加
算

は
、

介
護

職
員

等
と

同
行

訪
問

を
実

施
し

た
日

の
属

す
る

月
の

初
日

の
指

定
訪

問
看

護
の

実
施

日
に

算
定

す
る

。
ま

た
、

そ
の

内
容

を
訪

問
看

護
記

録
書

に
記

録
す

る
こ

と
。

 

(
６

)
 

登
録

喀
痰

吸
引

等
事

業
者

等
が

、
利

用
者

に
対

す
る

安
全

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
整

備
や

連
携

体
制

確
保

の
た

め
に

会
議

を
行

う
場

合
は

、
当

該
会

議
に

出
席

し
連

携
す

る
。

ま
た

、
そ

の
場

合
は

、
会

議

の
内

容
を

訪
問

看
護

記
録

書
に

記
録

す
る

こ
と

。
 

 第
６

 
訪

問
看

護
情

報
提

供
療

養
費

に
つ

い
て

 

１
(
１

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
１

は
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
市

町
村

及
び

都
道

府
県

（
以

下
「

市
町

村
等

」
と

い
う

。
）

の
実

施
す

る
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
有

機
的

な
連

携
を

強
化

し
、

利
用

者

に
対

す
る

総
合

的
な

在
宅

療
養

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

(
２

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
１

は
、

基
準

告
示

第
２

の
９

に
規

定
す

る
利

用
者

に
つ

い
て

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

利
用

者
の

同
意

を
得

て
、

利
用

者
の

居
住

地
を

管
轄

す
る

市
町

村
等

に
対

し
て

、

市
町

村
等

か
ら

の
求

め
に

応
じ

て
、

指
定

訪
問

看
護

の
状

況
を

示
す

文
書

を
添

え
て

、
当

該
市

町
村

等

が
利

用
者

に
対

し
て

、
健

康
教

育
、

健
康

相
談

、
機

能
訓

練
、

訪
問

指
導

等
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

又
は

ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス
（

入
浴

、
洗

濯
等

の
サ

ー
ビ

ス
も

含
む

。
）

等
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
有

効
に

提

供
す

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

提
供

し
た

場
合

に
、

利
用

者
１

人
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

す
る

。
 

な
お

、
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
日

か
ら

２
週

間
以

内
に

、
別

紙
様

式
１

又
は

２
の

文
書

に
よ

り
、

市
町

村
等

に
対

し
て

情
報

を
提

供
し

た
場

合
に

算
定

す
る

。
 

(
３

)
 

市
町

村
等

の
情

報
提

供
の

依
頼

者
及

び
依

頼
日

に
つ

い
て

は
、

訪
問

看
護

記
録

書
に

記
載

す
る

と
と

も
に

、
市

町
村

等
に

対
し

て
提

供
し

た
文

書
に

つ
い

て
は

、
そ

の
写

し
を

訪
問

看
護

記
録

書
に

添
付

し

て
お

く
。

 

(
４

)
 

市
町

村
等

が
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

で
あ

る
場

合
に

は
、

当
該

市
町

村
等

に
居

住
す

る
利

用
者

に
係

る
訪

問
看

護
情

報
提

供
療

養
費

１
は

算
定

で
き

な
い

。
 

(
５

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
１

は
、

１
人

の
利

用
者

に
対

し
、

１
つ

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
の

み
算

定
で

き
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

こ
の

た
め

、
市

町
村

等
に

対
し

て
情

報
の

提
供

を
行

う

場
合

に
は

、
利

用
者

に
対

し
、

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

市
町

村
等

に
対

し
て

情
報

の

提
供

が
行

わ
れ

て
い

る
か

確
認

す
る

こ
と

。
 

２
(
１

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
２

は
、

指
定

訪
問

看
護

を
利

用
し

て
い

る
利

用
者

が
、

児
童

福
祉

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
1
6
4
号

）
第

3
9
条

第
１

項
に

規
定

す
る

保
育

所
等

、
学

校
教

育
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
2
6

号
）

第
１

条
に

規
定

す
る

幼
稚

園
、

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
中

等
教

育
学

校
の

前
期

課
程

又
は

特
別

支
援

学
校

の
小

学
部

若
し

く
は

中
学

部
（

以
下

「
学

校
等

」
と

い
う

。
）

に

通
園

又
は

通
学

す
る

に
当

た
っ

て
、

当
該

学
校

等
に

お
け

る
生

活
を

安
心

し
て

安
全

に
送

る
こ

と
が

で

き
る

よ
う

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

学
校

等
の

連
携

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

あ

る
。

 

(
２

)
 

訪
問

看
護

情
報

提
供

療
養

費
２

は
、

基
準

告
示

第
２

の
1
0

に
規

定
す

る
利

用
者

に
つ

い
て

、
訪

問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

等
の

同
意

を
得

て
、

当
該

学
校

等
か

ら
の

求
め

に
応

じ

て
、

医
療

的
ケ

ア
の

実
施

方
法

等
の

指
定

訪
問

看
護

の
状

況
を

示
す

文
書

を
添

え
て

必
要

な
情

報
を

提

供
し

た
場

合
に

、
利

用
者

１
人

に
つ

き
各

年
度

１
回

に
限

り
算

定
す

る
。

ま
た

、
入

園
若

し
く

は
入

学

又
は

転
園

若
し

く
は

転
学

等
に

よ
り

当
該

学
校

等
に

初
め

て
在

籍
す

る
こ

と
と

な
る

月
に

つ
い

て
は

、

当
該

学
校

等
に

つ
き

月
１

回
に

限
り

、
別

に
算

定
で

き
る

。
 

な
お

、
指

定
訪

問
看

護
を

行
っ

た
日

か
ら

２
週

間
以

内
に

、
別

紙
様

式
３

の
文

書
に

よ
り

、
学

校

（ ）（ ） 10831082
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ア
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
「

人
生

の
最

終
段

階
に

お
け

る
医

療
・

ケ
ア

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
等

の
内

容
を

踏
ま

え
、

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
等

と
話

し
合

い
を

行
い

、
利

用
者

本

人
の

意
思

決
定

を
基

本
に

、
他

の
関

係
者

と
連

携
の

上
対

応
す

る
こ

と
。

 

２
 

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

は
、

在
宅

で
死

亡
し

た
利

用
者

に
つ

い
て

、
死

亡
日

及
び

死
亡

日
前

 
1
4

日
以

内
の

計
1
5

日
間

に
２

回
以

上
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

又
は

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

を
算

定
し

、
か

つ
、

訪
問

看
護

に
お

け
る

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
の

支
援

体
制

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

連
絡

担

当
者

の
氏

名
、

連
絡

先
電

話
番

号
、

緊
急

時
の

注
意

事
項

等
）

に
つ

い
て

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
等

に
対

し

て
説

明
し

た
上

で
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

を
行

っ
た

場
合

に
算

定
す

る
。

１
つ

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お

い
て

、
死

亡
日

及
び

死
亡

日
前

1
4

日
以

内
に

介
護

保
険

制
度

又
は

医
療

保
険

制
度

の
給

付
の

対
象

と
な

る

訪
問

看
護

を
そ

れ
ぞ

れ
１

日
以

上
実

施
し

た
場

合
は

、
最

後
に

実
施

し
た

指
定

訪
問

看
護

が
医

療
保

険
制

度

の
給

付
に

よ
る

場
合

に
、

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

を
算

定
す

る
。

 

３
 

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

１
は

、
在

宅
で

死
亡

し
た

利
用

者
（

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
を

行
っ

た

後
、

2
4

時
間

以
内

に
在

宅
以

外
で

死
亡

し
た

者
を

含
む

。
）

又
は

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

基
準

第
1
7
4

条
第

１
項

に
規

定
す

る
指

定
特

定
施

設
、

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
基

準
第

9
0

条
第

１
項

に
規

定
す

る
指

定

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

事
業

所
若

し
く

は
介

護
保

険
法

第
4
8

条
第

１
項

第
１

号
に

規
定

す
る

指
定

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
以

下
「

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
等

」
と

い
う

。
）

で
死

亡
し

た
利

用
者

（
指

定
施

設

サ
ー

ビ
ス

等
に

要
す

る
費

用
の

額
の

算
定

に
関

す
る

基
準

（
平

成
 
1
2

年
厚

生
省

告
示

第
2
1

号
）

別
表

の

１
に

規
定

す
る

看
取

り
介

護
加

算
そ

の
他

こ
れ

に
相

当
す

る
加

算
（

以
下

「
看

取
り

介
護

加
算

等
」

と
い

う
。

）
を

算
定

し
て

い
る

利
用

者
を

除
き

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

を
行

っ
た

後
、

2
4

時
間

以
内

に
特

別
養

護

老
人

ホ
ー

ム
等

以
外

で
死

亡
し

た
者

を
含

む
。

）
に

対
し

て
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
を

行
っ

た
場

合
に

算
定

す

る
。

 

４
 

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

２
に

つ
い

て
は

、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

等
で

死
亡

し
た

利
用

者
（

看
取

り
介

護
加

算
等

を
算

定
し

て
い

る
利

用
者

に
限

り
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
を

行
っ

た
後

、
2
4

時
間

以
内

に
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

等
以

外
で

死
亡

し
た

者
を

含
む

。
）

に
対

し
て

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

を
行

っ
た

場

合
に

算
定

す
る

。
 

５
 

同
一

の
利

用
者

に
、

他
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

を
算

定
し

て
い

る
場

合
又

は
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
在

宅
患

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
の

在
宅

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア

加
算

若
し

く
は

同
一

建
物

居
住

者
訪

問
看

護
・

指
導

料
の

同
一

建
物

居
住

者
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

加
算

を
算

定

し
て

い
る

場
合

に
お

い
て

は
算

定
で

き
な

い
こ

と
。

 

６
 

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

を
算

定
し

た
場

合
は

、
死

亡
し

た
場

所
及

び
死

亡
時

刻
等

を
訪

問
看

護
記

録
書

に
記

録
す

る
こ

と
。
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ホ
（
略
）

ニ
（
略
）

(
3
)
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
３
の

(
3
)
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
３
の

基
準

基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

こ
と
。

イ
（
略
）

イ
（
略
）

ロ
(
1
)
の
ロ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
新
設
）

ハ
～
ト

（
略
）

ロ
～
ヘ

（
略
）

(
4
)
～
(
6
)
（
略
）

(
4
)
～
(
6
)
（
略
）

第
二

指
定
訪
問
看
護
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定
第
二

指
定
訪
問
看
護
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定

め
る
疾
病
等
の
利
用
者
等

め
る
疾
病
等
の
利
用
者
等

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
の
注
1
0
及
び
精
神
科

三
訪
問
看
護
基
本
療
養
費
の
注
1
0
及
び
精
神
科

訪
問
看
護
基
本
療
養
費
の
注
７
に
規
定
す
る
長

訪
問
看
護
基
本
療
養
費
の
注
の
７
に
規
定
す
る

時
間
訪
問
看
護
加
算
及
び
長
時
間
精
神
科
訪
問

長
時
間
訪
問
看
護
加
算
及
び
長
時
間
精
神
科
訪

看
護
加
算
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
長

問
看
護
加
算
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

時
間
の
訪
問
を
要
す
る
者
及
び
厚
生
労
働
大
臣

長
時
間
の
訪
問
を
要
す
る
者
及
び
厚
生
労
働
大

が
定
め
る
者

臣
が
定
め
る
者

(
1
)
・
(
2
)
（
略
）

(
1
)
・
(
2
)
（
略
）

四
～
八

（
略
）

四
～
八

（
略
）

九
訪
問
看
護
情
報
提
供
療
養
費
の
注
１
に
規
定

九
訪
問
看
護
情
報
提
供
療
養
費
の
注
１
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
等
の
利
用

者
者

(
1
)
～
(
3
)
（
略
）

(
1
)
～
(
3
)
（
略
）

(
4
)
十
五
歳
未
満
の
小
児

（
新
設
）

十
（
略
）

十
（
略
）

第
三
・
第
四

（
略
）

第
三
・
第
四

（
略
）

第
五

経
過
措
置

（
新
設
）

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
機
能

強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
１
か
ら
３
ま
で
に

係
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
限
り
、
第
一
の
六
の
(
1
)
の
ロ
、
(
2
)
の
ロ

又
は
(
3
)
の
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

◎
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
の
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十

七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
準
等
（
平
成
十
八
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改
正

後
改

正
前

第
一

訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
第
一

訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
基
準

シ
ョ
ン
の
基
準

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
の
基
準

六
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
の
基
準

(
1
)
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
１
の

(
1
)
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
１
の

基
準

基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

こ
と
。

イ
（
略
）

イ
（
略
）

ロ
指
定
訪
問
看
護
の
事
業
の
人
員
及
び
運

（
新
設
）

営
に
関
す
る
基
準
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
看
護
師
等
の
う
ち
、
六
割
以
上
が
同

項
第
一
号
に
規
定
す
る
看
護
職
員
で
あ
る

こ
と
。

ハ
（
略
）

ロ
（
略
）

ニ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
並
び
に
重
症
児
及
び

ハ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
並
び
に
重
症
児
及
び

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
別
表
第
七
に

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
別
表
七
に
掲

掲
げ
る
疾
病
等
の
者
に
対
す
る
訪
問
看
護

げ
る
疾
病
等
の
者
に
対
す
る
訪
問
看
護
に

に
つ
い
て
十
分
な
実
績
を
有
す
る
こ
と
。

つ
い
て
十
分
な
実
績
を
有
す
る
こ
と
。

ホ
（
略
）

ニ
（
略
）

(
2
)
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
２
の

(
2
)
機
能
強
化
型
訪
問
看
護
管
理
療
養
費
２
の

基
準

基
準

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

こ
と
。

イ
（
略
）

イ
（
略
）

ロ
(
1
)
の
ロ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
新
設
）

ハ
（
略
）

ロ
（
略
）

ニ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
並
び
に
重
症
児
及
び

ハ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
並
び
に
重
症
児
及
び

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
別
表
第
七
に

特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
別
表
七
に
掲

掲
げ
る
疾
病
等
の
者
に
対
す
る
訪
問
看
護

げ
る
疾
病
等
の
者
に
対
す
る
訪
問
看
護
に

に
つ
い
て
相
当
な
実
績
を
有
す
る
こ
と
。

つ
い
て
相
当
な
実
績
を
有
す
る
こ
と
。
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-
 
2 

- 

手
続

き
に

よ
り

指
導

さ
れ

た
い

こ
と

。
 

②
 

施
行

規
則

第
7
4

条
第

１
項

第
２

号
に

い
う

名
称

に
つ

い
て

は
、

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
を

行
う

事

業
所

で
あ

る
こ

と
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
利

用
者

に
誤

解
を

与
え

る
お

そ
れ

の

あ
る

も
の

や
、

病
院

、
診

療
所

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
、

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

、
ナ

ー
ス

セ

ン
タ

ー
（

ナ
ー

ス
バ

ン
ク

）
又

は
看

護
師

家
政

婦
紹

介
（

派
出

）
所

と
紛

ら
わ

し
い

も
の

を
使

用
す

る

こ
と

は
適

当
で

は
な

い
こ

と
。

 

③
 

同
条

第
３

号
に

い
う

開
始

の
予

定
年

月
日

は
、

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
の

業
務

開
始

予
定

年
月

日
を

い
う

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

④
 

同
条

第
４

号
は

、
申

請
者

が
医

療
法

人
、

社
会

福
祉

法
人

等
で

あ
る

と
き

は
、

定
款

又
は

寄
附

行
為

等
の

写
し

を
、

ま
た

、
申

請
者

が
地

方
公

共
団

体
で

あ
る

と
き

は
、

条
例

の
写

し
を

提
出

さ
せ

る
も

の

で
あ

る
こ

と
。

 

⑤
 

同
条

第
５

号
及

び
第

６
号

は
、

申
請

者
が

他
に

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
病

院
、

診
療

所
、

介
護

老
人

保
健

施
設

又
は

介
護

医
療

院
の

開
設

者
で

あ
る

場
合

及
び

開
設

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

に
つ

い

て
、

そ
の

確
認

を
行

う
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

⑥
 

同
条

第
７

号
は

、
事

業
所

の
平

面
図

及
び

設
備

、
備

品
等

の
概

要
を

提
出

さ
せ

、
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

な
る

事
業

所
の

構
造

設
備

等
の

確
認

を
行

う
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

⑦
 

同
条

第
８

号
の

利
用

者
の

予
定

数
は

、
当

該
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

１
か

月
間

の
延

べ
予

定
利

用
者

を
い

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

⑧
 

同
条

第
９

号
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

点
に

留
意

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 

管
理

者
に

つ
い

て
は

、
「

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
に

係
る

人
員

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

に
つ

い

て
」

（
令

和
２

年
３

月
●

日
保

発
第

●
号

。
以

下
「

基
準

通
知

」
と

い
う

。
）

第
三

の
２

の
(
２

)
の

規
定

に
該

当
す

る
者

で
あ

る
こ

と
を

、
そ

の
経

歴
及

び
免

許
証

の
写

し
に

よ
り

確
認

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

ロ
 

看
護

師
等

に
つ

い
て

は
、

基
準

通
知

第
三

の
２

の
(
１

)
の

規
定

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

、
そ

の

経
歴

及
び

免
許

証
の

写
し

に
よ

り
確

認
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
特

に
、

定
数

の
算

出
に

当
た

っ
て

は
、

同
条

第
1
1

号
に

基
づ

き
提

出
さ

れ
る

勤
務

体
制

及
び

勤
務

形
態

と
照

合
し

、
確

認
す

る
こ

と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

。
 

ハ
 

事
務

職
員

そ
の

他
の

職
員

に
つ

い
て

は
、

そ
の

実
数

及
び

氏
名

を
確

認
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

⑨
 

同
条

第
1
0

号
は

、
運

営
規

程
に

よ
り

、
当

該
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

事
業

の
運

営
に

つ

い
て

確
認

す
る

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

⑩
 

同
条

第
1
1

号
に

い
う

職
員

の
勤

務
の

体
制

と
は

職
員

の
組

織
図

及
び

勤
務

時
間

割
表

を
、

勤
務

形

態
と

は
常

勤
、

非
常

勤
、

兼
務

の
別

を
示

し
た

も
の

を
い

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

⑪
 

同
条

第
1
2

号
に

い
う

事
業

計
画

と
は

、
当

該
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
１

か
月

間

の
訪

問
回

数
等

業
務

の
内

容
の

予
定

を
記

載
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

⑫
 

同
条

第
1
3

号
は

、
保

健
、

医
療

又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
主

体
と

の
連

携
の

内
容

に
つ

い
て

確

認
す

る
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

⑬
 

同
条

第
1
4

号
は

、
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ご

と
に

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
に

係
る

資
産

の

目
録

、
当

該
年

度
の

事
業

計
画

及
び

収
支

予
算

書
を

提
出

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
事

業
を

行
う

た

め
に

必
要

な
経

理
的

基
礎

を
有

し
て

い
る

こ
と

の
確

認
を

行
う

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
例

え

ば
、

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
に

係
る

損
害

賠
償

保
険

に
加

入
す

る
等

事
故

が
生

じ
た

場
合

に
十

分
な

賠

償
資

力
を

有
し

て
い

る
こ

と
を

要
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

健
保

法
第

8
9

条
第

４
項

の
規

定
に

よ
り

、
次

の
場

合
に

は
指

定
を

し
て

は
な

ら
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

①
 

当
該

申
請

者
が

、
地

方
公

共
団

体
、

医
療

法
人

、
社

会
福

祉
法

人
そ

の
他

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

者
（

告
示

第
3
2
号

）
で

な
い

と
き

。
 

 
-
 
1 

- 

 

保
発

0
3
●

第
●

号
 

令
和

２
年

３
月

●
日

 

   
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

 
 

殿
 

 
都

道
府

県
知

事
 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

厚
 
生

 
労

 
働

 
省

 
保

 
険

 
局

 
長

 

 
 
 

 
 

（
公

 
印

 
省

 
略

）
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
を

行
う

事
業

所
に

係
る

 

健
康

保
険

法
第

8
8
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

指
定

等
の

取
扱

い
に

つ
い

て
 

 

   
 
「

訪
問

看
護

療
養

費
に

係
る

指
定

訪
問

看
護

の
費

用
の

額
の

算
定

方
法

の
一

部
を

改
正

す
る

件
」

（
令

和
２

年

厚
生

労
働

省
告

示
第

●
号

）
等

が
公

布
さ

れ
、

令
和

２
年

４
月

１
日

よ
り

適
用

さ
れ

る
こ

と
等

に
伴

い
、

標
記

に

つ
い

て
令

和
２

年
４

月
１

日
か

ら
下

記
の

と
お

り
取

り
扱

う
こ

と
と

し
た

の
で

、
そ

の
実

施
に

遺
漏

の
な

い
よ

う

関
係

者
に

対
し

周
知

徹
底

を
図

ら
れ

た
い

。
な

お
、

「
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

を
行

う
事

業
所

に
係

る
健

康
保

険

法
第

8
8
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

指
定

等
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
2
年

３
月

3
1
日

保
発

第
7
2
号

・

老
発

第
4
0
0
号

）
は

、
令

和
２

年
３

月
3
1
日

限
り

廃
止

す
る

。
 

 

記
 

 第
一

 
健

康
保

険
法

（
大

正
1
1
年

法
律

第
7
0
号

。
以

下
「

健
保

法
」

と
い

う
。

）
第

8
9
条

第
１

項
の

規
定

に

基
づ

く
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（

（
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

（
健

保
法

第
8
8

条
第

１
項

に
規

定
す

る
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

が
当

該
指

定
に

係
る

訪
問

看
護

事
業

を
行

う
事

業
所

を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
に

係
る

指
定

の
申

請
等

に
つ

い
て

 

１
 

指
定

の
申

請
に

つ
い

て
 

(
１

)
 

健
保

法
第

8
9

条
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

く
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

指
定

の
申

請
に

際
し

て
は

、
健

康
保

険
法

施
行

規
則

（
大

正
1
5
年

内
務

省
令

第
3
6
号

。
以

下
「

施
行

規
則

」
と

い
う

。
）

第
7
4

条
の

規
定

に
従

い
、

必
要

事
項

を
記

載
し

た
様

式
第

１
の

申
請

書
及

び
関

係
書

類
を

当
該

申
請

に
係

る
事

業
所

の
所

在
地

を
管

轄
す

る
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

施
行

規
則

第
7
4

条
の

規
定

に
よ

り
指

定
申

請
書

及
び

関
係

書
類

に
記

載
す

べ
き

事
項

の
具

体
的

内

容
及

び
留

意
点

は
次

に
示

す
と

お
り

で
あ

る
の

で
、

記
入

に
際

し
て

十
分

指
導

さ
れ

、
適

切
な

取
扱

い

を
さ

れ
た

い
こ

と
。

 

①
 

健
保

法
第

8
9

条
第

４
項

第
１

号
の

規
定

に
基

づ
き

制
定

さ
れ

た
「

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
の

指
定

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

者
」

（
平

成
４

年
２

月
厚

生
省

告
示

第
3
2
号

。
以

下
「

告
示

第
3
2
号

」
と

い
う

。
）

に
よ

り
、

申
請

者
が

厚
生

労
働

大
臣

の
認

定
を

要
す

る
者

で
あ

る
と

き
は

、
別

途
通

知
す

る

（ ）（ ） 10871086
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(
１

)
 

施
行

規
則

第
7
7

条
の

規
定

に
よ

り
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
が

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
に

関
す

る

変
更

に
つ

い
て

1
0

日
以

内
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
出

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

事
項

は
次

の

と
お

り
で

あ
る

こ
と

。
 

①
 

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
の

名
称

及
び

主
た

る
事

業
所

の
所

在
地

並
び

に
そ

の
代

表
者

の
氏

名
及

び
住

 
所

 

②
 

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
の

定
款

、
寄

附
行

為
又

は
条

例
等

 

③
 

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
が

現
に

他
の

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
病

院
、

診
療

所
、

介
護

老
人

保
健

施
設

又
は

介
護

医
療

院
の

開
設

者
で

あ
る

場
合

に
お

け
る

当
該

施
設

等
の

概
要

 

④
 

当
該

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

理
者

の
氏

名
、

経
歴

（
免

許
証

の
写

し
を

添
付

す
る

こ

と
。

）
及

び
住

所
 

⑤
 

運
営

規
程

 

(
２

)
 

変
更

届
出

書
に

記
載

す
べ

き
事

項
に

つ
い

て
は

、
変

更
の

内
容

が
明

確
に

把
握

で
き

る
こ

と
と

な
る

よ
う

、
参

考
様

式
１

に
準

じ
て

、
記

入
に

際
し

て
十

分
指

導
さ

れ
た

い
こ

と
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て

変
更

内
容

の
関

係
書

類
を

提
出

さ
せ

る
等

確
認

に
慎

重
を

期
さ

れ
た

い
こ

と
。

ま
た

、
(
１

)
の

①
に

規

定
す

る
事

項
の

う
ち

、
単

な
る

名
称

の
変

更
で

な
く

、
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

が
変

更
さ

れ
る

場
合

は

新
た

な
指

定
が

必
要

と
な

る
の

で
留

意
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

な
お

、
変

更
の

内
容

が
基

準
省

令
を

満
た

す
こ

と
が

で
き

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

又
は

都
道

府
県

知
事

は
健

保
法

第
9
1

条
又

は
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
5
7
年

法
律

第
8
0
号

。
以

下
「

高
齢

者
医

療
確

保
法

」
と

い
う

。
）

第
8
0
条

の
規

定
に

よ
る

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
は

健
保

法
第

9
5

条
の

規
定

に
よ

り
指

定
を

取
り

消

す
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

４
 

休
廃

止
等

の
届

出
に

つ
い

て
 

(
１

)
 

施
行

規
則

第
7
8

条
の

規
定

に
よ

り
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
が

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
の

廃
止

、

休
止

又
は

再
開

に
つ

い
て

1
0

日
以

内
に

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

届
出

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

事

項
は

次
の

と
お

り
で

あ
る

こ
と

。
 

①
 

廃
止

、
休

止
又

は
再

開
し

た
年

月
日

 

②
 

廃
止

又
は

休
止

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

理
由

 

③
 

廃
止

又
は

休
止

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

現
に

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
を

受
け

て
い

た
者

に
対

す
る

措
置

 

④
 

休
止

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

休
止

の
予

定
期

間
 

(
２

)
 

休
廃

止
等

に
係

る
届

出
書

に
つ

い
て

は
、

参
考

様
式

２
に

準
じ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

届
出

の
内

容
が

基
準

省
令

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
な

い
と

認
め

ら
れ

る
場

合
に

は
、

地
方

厚
生

（

支
）

局
長

又
は

都
道

府
県

知
事

は
健

保
法

第
9
1
条

又
は

高
齢

者
医

療
確

保
法

第
8
0
条

の
規

定
に

よ
る

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
は

健
保

法
第

9
5

条
の

規
定

に
よ

り
指

定
を

取
り

消

す
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

５
 

事
前

審
査

の
取

扱
い

に
つ

い
て

 

(
１

)
 

指
定

手
続

き
を

支
障

な
く

進
め

る
た

め
に

、
予

め
指

定
申

請
者

か
ら

計
画

段
階

で
の

事
前

協
議

を
受

け
付

け
、

計
画

内
容

を
十

分
聴

取
し

、
基

準
省

令
、

基
準

通
知

等
に

適
合

す
る

よ
う

指
導

、
助

言
を

行

わ
れ

た
い

こ
と

。
 

(
２

)
 

事
前

審
査

の
段

階
に

お
い

て
は

、
指

定
申

請
者

の
適

格
性

、
事

業
計

画
等

に
つ

い
て

十
分

検
討

さ
れ

た
い

こ
と

。
な

お
、

指
定

の
申

請
者

が
告

示
第

3
2
号

の
第

1
3
号

に
該

当
す

る
者

で
あ

る
と

き
は

、
指

定
の

申
請

前
に

厚
生

労
働

大
臣

の
認

定
を

受
け

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
の

で
、

事
前

に
認

定
手

続

き
を

行
う

よ
う

指
導

さ
れ

た
い

こ
と

。
 

(
３

)
 

関
係

主
管

部
局

と
必

要
な

調
整

を
図

る
こ

と
。

 

(
４

)
 

設
置

所
在

地
の

市
町

村
と

の
連

携
が

確
保

さ
れ

る
よ

う
指

定
申

請
者

を
指

導
さ

れ
た

い
こ

と
。

 

 
-
 
3 

- 

②
 

「
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

の
人

員
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
」

（
平

成
1
2
年

厚
生

省
令

第
8
0
号

。

以
下

「
基

準
省

令
」

と
い

う
。

）
を

満
た

さ
な

い
と

認
め

ら
れ

る
と

き
。

 

③
 

基
準

省
令

に
従

っ
て

適
正

な
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

の
運

営
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

認
め

ら
れ

る
と

き
。

 

④
 

申
請

者
が

、
健

保
法

の
規

定
に

よ
り

、
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

に
係

る
同

法
第

8
8

条
第

１
項

の
指

定
を

取
り

消
さ

れ
、

そ
の

取
消

し
の

日
か

ら
５

年
を

経
過

し
な

い
者

で
あ

る
と

き
。

 

⑤
 

申
請

者
が

、
健

保
法

そ
の

他
国

民
の

保
健

医
療

に
関

す
る

法
律

で
健

康
保

険
法

施
行

令
第

3
3

条
の

３
第

１
項

で
定

め
る

も
の

の
規

定
に

よ
り

罰
金

の
刑

に
処

せ
ら

れ
、

そ
の

執
行

を
終

わ
り

、
又

は
執

行

を
受

け
る

こ
と

が
な

く
な

る
ま

で
の

者
で

あ
る

と
き

。
 

な
お

、
前

述
の

そ
の

他
国

民
の

保
健

医
療

に
関

す
る

法
律

は
、

下
記

の
と

お
り

で
あ

る
こ

と
。

 

・
船

員
保

険
法

 

・
医

師
法

 

・
歯

科
医

師
法

 

・
保

健
師

助
産

師
看

護
師

法
 

・
医

療
法

 

・
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
 

・
国

家
公

務
員

共
済

組
合

法
 

・
国

民
健

康
保

険
法

 

・
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

 

・
薬

剤
師

法
 

・
地

方
公

務
員

等
共

済
組

合
法

 

・
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律

 

・
再

生
医

療
等

の
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

 

・
臨

床
研

究
法

 

⑥
 

申
請

者
が

、
禁

錮
以

上
の

刑
に

処
せ

ら
れ

、
そ

の
執

行
を

終
わ

り
、

又
は

執
行

を
受

け
る

こ
と

が
な

く
な

る
ま

で
の

者
で

あ
る

と
き

。
 

⑦
 

前
６

号
の

ほ
か

、
申

請
者

が
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
と

し
て

著
し

く
不

適
当

と
認

め
ら

れ
る

者
で

あ
る

と
き

。
 

(
４

)
 

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
か

ら
第

三
者

へ
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

の
委

託
等

を
行

う
こ

と
は

認
め

ら
れ

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

２
 

指
定

の
通

知
、

公
示

等
に

つ
い

て
 

(
１

)
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
は

、
指

定
を

行
っ

た
と

き
は

、
速

や
か

に
指

定
通

知
書

に
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
ド

を
付

記
し

、
こ

れ
を

申
請

者
に

交
付

す
る

ほ
か

、
審

査
支

払
機

関
に

通
知

す
る

こ

と
。

 

(
２

)
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
は

、
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
し

、
指

定
台

帳
の

作
成

を
行

い
、

そ
の

管
理

等
を

行
う

こ
と

。
 

(
３

)
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
は

、
指

定
、

変
更

等
の

届
出

の
受

理
若

し
く

は
指

定
の

取
消

し
を

行
っ

た
場

合
は

、
施

行
規

則
第

7
9
条

の
規

定
に

よ
り

、
速

や
か

に
次

の
事

項
を

公
示

す
る

こ
と

。
 

①
 

指
定

、
変

更
等

の
届

出
の

受
理

若
し

く
は

指
定

の
取

消
し

に
係

る
年

月
日

 

②
 

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
の

名
称

及
び

主
た

る
事

業
所

の
所

在
地

 

③
 

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
名

称
及

び
所

在
地

 

(
４

)
 

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
は

、
施

行
規

則
第

7
5

条
の

規
定

に
よ

り
、

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
見

や
す

い
場

所
に

、
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

あ
る

旨
を

掲
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
。

 

３
 

変
更

の
届

出
に

つ
い

て
 

（ ）（ ） 10871086
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①
 

当
該

申
請

に
係

る
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
又

は
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

事
業

を
行

う
事

業
所

の
名

称
及

び
所

在
地

 

②
 

当
該

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

又
は

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
を

行
う

事
業

所
の

名
称

及
び

主
た

る
事

業
所

の
所

在
地

並
び

に
そ

の
代

表
者

の
氏

名
及

び
住

所
 

③
 

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
を

行
わ

な
い

旨
 

(
３

)
 

申
出

書
の

提
出

を
受

け
た

場
合

に
は

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

は
、

記
載

事
項

を
確

認
し

て
受

理
す

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
ま

た
、

申
出

の
要

件
を

満
た

し
て

い
る

も
の

と
し

て
申

出
書

を
受

理
し

た
場

合

に
あ

っ
て

は
、

受
理

番
号

を
決

定
し

、
提

出
者

に
対

し
て

通
知

す
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

な
お

、
当

該

事
務

を
実

施
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

及
び

都
道

府
県

介
護

保
険

主
管

部
（

局
）

又

は
市

町
村

介
護

保
険

主
管

部
（

局
）

の
間

で
十

分
な

連
携

を
と

り
つ

つ
行

わ
れ

た
い

こ
と

。
 

３
 

変
更

等
の

届
出

に
つ

い
て

 

(
１

)
 

健
保

法
及

び
介

護
保

険
法

の
各

法
に

基
づ

き
、

双
方

の
指

定
訪

問
看

護
の

指
定

を
受

け
て

い
る

事
業

者
が

、
健

保
法

第
9
3
条

又
は

介
護

保
険

法
第

7
5
条

の
規

定
に

よ
り

当
該

指
定

に
関

す
る

変
更

等
の

届

出
を

行
う

場
合

は
、

各
法

の
規

定
に

基
づ

き
、

健
保

法
上

の
指

定
訪

問
看

護
に

つ
い

て
は

地
方

厚
生

（

支
）

局
長

に
対

し
て

、
介

護
保

険
法

上
の

指
定

訪
問

看
護

に
つ

い
て

は
都

道
府

県
知

事
又

は
市

町
村

長

に
対

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
別

に
行

う
必

要
が

あ
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
又

は
都

道
府

県
知

事
若

し
く

は
市

町
村

長
に

対
し

て
事

業
者

か
ら

の
変

更
等

の
届

出
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

当
該

事
業

者
が

健
保

法
及

び
介

護
保

険
法

の
両

方
の

指
定

を
受

け
て

い

る
者

で
あ

る
か

否
か

を
確

認
し

、
両

方
の

指
定

を
受

け
て

い
る

者
で

あ
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

当
該

事

業
者

に
対

し
、

改
め

て
(
１

)
に

つ
い

て
説

明
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
又

は
都

道
府

県
知

事
若

し
く

は
市

町
村

長
が

、
変

更
等

に
係

る
届

出
を

受
理

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、
相

互
に

連
携

し
、

同
日

付
け

で
受

理
す

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。
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 第
二

 
健

保
法

第
8
9

条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

き
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

の
指

定
が

あ
っ

た
も

の
と

み
な

さ
れ

る
場

合
の

取
扱

い
に

つ
い

て
 

１
 

指
定

が
あ

っ
た

も
の

と
み

な
さ

れ
る

場
合

に
つ

い
て

 

(
１

)
 

 
健

保
法

第
8
9
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
、

介
護

保
険

法
（

平
成

９
年

法
律

第
1
2
3
号

）
第

4
1
条

第
１

項
本

文
の

規
定

に
よ

る
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

（
訪

問
看

護
事

業
を

行
う

者
の

う
ち

、
管

理

者
要

件
（

管
理

者
が

保
健

師
、

助
産

師
又

は
看

護
師

で
あ

る
こ

と
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
及

び
人

員

要
件

（
当

該
事

業
所

に
お

い
て

訪
問

看
護

に
従

事
す

る
保

健
師

、
助

産
師

、
看

護
師

又
は

准
看

護
師

（

以
下

「
看

護
職

員
」

と
い

う
。

）
の

員
数

に
つ

い
て

、
当

該
事

業
所

の
看

護
職

員
の

勤
務

延
時

間
数

を

当
該

事
業

所
に

お
い

て
常

勤
の

看
護

職
員

が
勤

務
す

べ
き

時
間

数
で

除
し

て
得

た
数

が
2
.
5
以

上
で

あ

る
こ

と
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
を

満
た

す
も

の
に

限
る

。
以

下
同

じ
。

）
の

指
定

を
受

け
よ

う
と

す

る
者

、
同

法
第

4
2

条
の

２
第

１
項

本
文

の
規

定
に

よ
る

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

（
訪

問

看
護

事
業

を
行

う
者

の
う

ち
、

管
理

者
要

件
及

び
人

員
要

件
を

満
た

す
も

の
に

限
る

。
以

下
同

じ
。

）

の
指

定
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

及
び

同
法

第
5
3

条
第

１
項

本
文

の
規

定
に

よ
る

指
定

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
（

訪
問

看
護

事
業

を
行

う
者

の
う

ち
、

管
理

者
要

件
及

び
人

員
要

件
を

満
た

す
も

の
に

限

る
。

以
下

同
じ

。
）

の
指

定
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

（
以

下
「

申
請

者
」

と
い

う
。

）
が

健
保

法
第

8

9
条

第
２

項
た

だ
し

書
き

に
規

定
す

る
別

段
の

申
出

（
以

下
「

別
段

の
申

出
」

と
い

う
。

）
を

行
わ

な

い
と

き
は

、
当

該
申

請
者

は
、

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
、

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

又

は
指

定
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
指

定
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

、
同

時
に

健
保

法
第

8
9

条
第

１

項
の

指
定

が
あ

っ
た

も
の

と
み

な
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

申
請

者
か

ら
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

又
は

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
指

定
申

請
を

受
け

た
と

き
及

び
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

又
は

指
定

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
指

定
を

行

っ
た

と
き

は
、

都
道

府
県

知
事

又
は

市
町

村
長

は
そ

の
旨

を
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

に
通

知
す

る
も

の

と
す

る
こ

と
。

な
お

、
市

町
村

長
は

、
す

で
に

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
指

定
を

受
け

て
い

る

事
業

所
が

、
当

該
事

業
所

と
一

体
的

に
運

営
す

る
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
（

訪
問

看
護

の

事
業

を
行

う
場

合
に

限
る

。
以

下
同

じ
。

）
の

指
定

を
新

た
に

受
け

る
場

合
に

つ
い

て
も

、
地

方
厚

生

（
支

）
局

長
に

通
知

す
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

都
道

府
県

知
事

が
指

定
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
指

定
を

行
っ

た
場

合
又

は
市

町
村

長
が

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
指

定
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

健
保

法
第

8
9

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

指

定
訪

問
看

護
事

業
者

の
指

定
が

あ
っ

た
も

の
と

み
な

さ
れ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
地

方
厚

生
（

支
）

局

長
は

、
(
２

)
の

都
道

府
県

知
事

又
は

市
町

村
長

か
ら

の
通

知
を

受
け

、
速

や
か

に
指

定
通

知
書

に
指

定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ド
を

付
記

し
、

こ
れ

を
申

請
者

に
交

付
す

る
ほ

か
、

審
査

支
払

機
関

に

通
知

す
る

こ
と

。
 

(
４

)
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
は

、
健

保
法

第
8
9

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
の

指

定
が

あ
っ

た
も

の
と

み
な

さ
れ

た
も

の
も

含
め

、
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
指

定
台

帳

を
作

成
し

、
そ

の
管

理
等

を
行

う
こ

と
と

す
る

こ
と

。
 

２
 

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
の

別
段

の
申

出
に

つ
い

て
 

(
１

)
 

健
保

法
第

8
9

条
第

２
項

た
だ

し
書

の
規

定
に

よ
り

、
申

請
者

が
別

段
の

申
出

を
行

っ
た

場
合

に

は
、

健
保

法
第

8
9

条
第

１
項

の
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

の
指

定
が

あ
っ

た
も

の
と

み
な

さ
れ

な
い

こ

と
と

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
そ

の
申

出
に

際
し

て
は

、
施

行
規

則
第

7
6

条
の

規
定

に
従

い
、

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
又

は
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

指
定

申
請

書
の

提
出

に

あ
わ

せ
て

、
必

要
事

項
を

記
載

し
た

様
式

第
２

の
申

出
書

を
当

該
申

出
に

係
る

訪
問

看
護

を
行

う
事

業

所
の

所
在

地
を

管
轄

す
る

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
に

提
出

す
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

施
行

規
則

第
7
6

条
の

規
定

に
よ

り
申

出
書

に
記

載
す

べ
き

事
項

の
具

体
的

内
容

は
次

の
と

お
り

で

あ
る

こ
と

。
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２
 

当
該

届
出

を
行

う
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

は
、

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
所

在
地

を
管

轄
す

る
地

方

厚
生

（
支

）
局

長
に

対
し

、
別

紙
様

式
１

か
ら

６
に

よ
る

届
出

書
の

１
通

を
提

出
す

る
こ

と
。

な
お

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
及

び
都

道
府

県
に

お
い

て
は

、
届

出
を

受
理

し
た

後
、

当
該

届
出

事
項

に
関

す
る

情
報

の
交

換
を

行
う

な
ど

、
相

互
に

協
力

す
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
 

３
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
は

届
出

書
の

提
出

を
受

け
た

場
合

は
、

届
出

書
を

基
に

、
別

添
「

届
出

基
準

」
に

基

づ
い

て
要

件
等

の
審

査
を

行
い

、
記

載
事

項
等

を
確

認
し

て
受

理
又

は
不

受
理

を
決

定
す

る
こ

と
。

ま
た

、
補

正
が

必
要

な
場

合
は

適
宜

補
正

を
求

め
る

こ
と

。
な

お
、

こ
の

審
査

に
要

す
る

期
間

は
届

出
を

受
け

付
け

た
日

か
ら

２
週

間
以

内
を

標
準

と
す

る
こ

と
。

 

４
 

当
該

基
準

に
係

る
届

出
を

行
う

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
に

あ
っ

て

は
当

該
届

出
の

受
理

は
行

わ
な

い
こ

と
。

 

(
１

)
 

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
、

当
該

届
出

を
行

う
前

６
月

間
に

お
い

て
当

該
届

出
に

係
る

事
項

に

関
し

、
不

正
又

は
不

当
な

届
出

（
法

令
の

規
定

に
基

づ
く

も
の

に
限

る
。

）
を

行
っ

て
い

る
場

合
 

(
２

)
 

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
、

当
該

届
出

を
行

う
前

６
月

間
に

お
い

て
「

保
険

医
療

機
関

等
及

び

保
険

医
等

の
指

導
及

び
監

査
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
2
年

５
月

3
1
日

保
険

発
第

1
0
5
号

）
に

規
定

す
る

監

査
要

項
に

基
づ

き
戒

告
又

は
注

意
又

は
そ

の
他

の
処

分
を

受
け

た
こ

と
が

あ
る

場
合

 

(
３

)
 

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
、

「
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

の
人

員
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
」

（

平
成

1
2
年

厚
生

省
令

第
8
0
号

）
第

２
条

第
１

項
に

規
定

す
る

員
数

を
満

た
し

て
い

な
い

場
合

 

５
 

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
は

、
届

出
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
場

合
は

届
出

を
受

理
し

、
次

の
受

理
番

号
を

決

定
し

、
届

出
者

に
対

し
て

受
理

番
号

を
付

し
て

通
知

す
る

と
と

も
に

、
併

せ
て

、
審

査
支

払
機

関
に

対
し

て
、

受
理

番
号

を
付

し
て

通
知

す
る

こ
と

。
 

 
 

○
精

神
科

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

訪
看

1
0
）
第

 
 

号
 

○
2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

訪
看

2
3
）
第

 
 

号
 

○
特

別
管

理
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

訪
看

2
5
）
第

 
 

号
 

 
 

○
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

の
注

２
及

び
注

４
に

規
定

す
る

専
門

の
研

修
を

受
け

た
看

護
師

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

訪
看

2
6
）
第

 
 

号
 

○
精

神
科

複
数

回
訪

問
加

算
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

訪
看

2
7
）
第

 
 

号
 

○
精

神
科

重
症

患
者

支
援

管
理

連
携

加
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

訪
看

2
8
）
第

 
 

号
 

○
機

能
強

化
型

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

訪
看

2
9
）
第

 
 

号
 

○
機

能
強

化
型

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
２

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

訪
看

3
0
）
第

 
 

号
 

○
機

能
強

化
型

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
３

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

訪
看

3
1
）
第

 
 

号
 

６
 

受
理

番
号

の
管

理
は

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

が
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

７
 

当
該

届
出

に
係

る
算

定
に

当
た

っ
て

は
、

各
月

の
月

末
ま

で
に

受
理

し
た

も
の

は
そ

の
翌

月
か

ら
、

月
の

最

初
の

開
庁

日
に

受
理

し
た

場
合

は
、

当
該

月
の

１
日

か
ら

当
該

療
養

費
を

算
定

す
る

こ
と

。
な

お
、

令
和

２
年

４
月

1
4
日

ま
で

に
届

出
書

の
提

出
が

あ
り

、
同

月
末

日
ま

で
に

要
件

審
査

を
終

え
、
届

出
の

受
理

が
行

わ
れ

た

も
の

に
つ

い
て

は
、

同
月

１
日

に
遡

っ
て

当
該

療
養

費
を

算
定

す
る

こ
と

。
 

８
 

不
受

理
の

決
定

を
行

っ
た

場
合

は
、

速
や

か
に

そ
の

旨
を

届
出

者
に

対
し

通
知

す
る

こ
と

。
 

 第
３

 
届

出
受

理
後

の
措

置
 

１
 

届
出

受
理

後
に

お
い

て
、

届
出

内
容

と
異

な
っ

た
事

情
が

生
じ

た
場

合
に

は
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
に

対

し
て

、
遅

滞
な

く
変

更
の

届
出

を
行

わ
せ

る
こ

と
。

 

保
医

発
0
3
0
5
第

 
号
 

令
和

２
年

３
月

 
日

 

  
地

方
厚

生
（

支
）

医
療

課
長

 
 

 
都

道
府

県
民

生
主

管
部

（
局

）
 

 
 

国
民

健
康

保
険

主
管

課
（

部
）

長
 

 
殿

 
 

 
都

道
府

県
老

人
医

療
主

管
部

（
局

）
 

 
 

後
期

高
齢
者

医
療

主
管
課

（
部
）

長
  
 

  

厚
生

労
働

省
保

険
局

医
療

課
長

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
公

 
印

 
省

 
略

）
 

  

 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

準
に

係
る

届
出

に
関

す
る

手
続

き
の

取
扱

い
に

つ
い

て
 

   
 

本
日

、
「

訪
問

看
護

療
養

費
に

係
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

準
等

の
一

部
を

改
正

す
る

件
」

（
令

和
●

年
厚

生
労

働
省

告
示

第
●

号
）

等
が

公
布

さ
れ

、
令

和
２

年
４

月
１

日
よ

り
適

用
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

と
こ

ろ

で
あ

る
が

、
当

該
基

準
に

規
定

す
る

届
出

の
受

理
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
下

記
の

事
項

に
留

意
の

上
、

貴
管

下

の
保

険
医

療
機

関
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

審
査

支
払

機
関

等
に

周
知

徹
底

を
図

り
、

そ
の

取
扱

い
に

遺

漏
な

い
よ

う
特

段
の

ご
配

慮
を

願
い

た
い

。
 

な
お

、
従

前
の

「
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

基
準

に
係

る
届

出
に

関
す

る
手

続
き

の
取

扱
い

に
つ

い
て

（
通

知
）

」
（

平
成

3
0
年

３
月

５
日

保
医

発
0
3
0
5
第

４
号

）
は

、
令

和
２

年
３

月
3
1
日

限
り

廃
止

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
記

 

 第
１

 
届

出
基

準
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

準
は

、
「

訪
問

看
護

療
養

費
に

係
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

準
等

」

（
平

成
1
8
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

1
0
3
号

）
の

他
別

添
の

と
お

り
と

す
る

こ
と

。
 

 第
２

 
届

出
に

関
す

る
手

続
き

 

１
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

準
に

規
定

す
る

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

、
精

神
科

複
数

回
訪

問
加

算
、

精
神

科
重

症
患

者
支

援
管

理
連

携
加

算
、
2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
、
特

別
管

理
加

算
、
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

の
注

２
及

び
注

４
に

規
定

す
る

専
門

の
研

修
を

受
け

た
看

護
師

又
は

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

に
係

る
届

出
は

、
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
単

位
で

行
う

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

し
た

が
っ

て
、
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

、
健

康
保

険
法
（

大
正

1
1
年

法

律
第

7
0
号

）
に

基
づ

く
指

定
訪

問
看

護
又

は
高

齢
者

の
医

療
の

確
保

に
関

す
る

法
律
（

昭
和

5
7
年

法
律

第
8
0

号
）

に
基

づ
く

指
定

訪
問

看
護

の
一

方
に

つ
い

て
の

み
の

届
出

は
認

め
ら

れ
な

い
こ

と
。
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別
添

 
届

出
基

準
 

１
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

 

当
該

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
を

算
定

す
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
保

健
師

、
看

護
師

、
准

看
護

師
又

は

作
業

療
法

士
は

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
で

あ
り

、
該

当
者

で
な

け
れ

ば
精

神
科

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
は

算
定

で
き

な
い

こ
と

。
届

出
に

つ
い

て
は

、
別

紙
様

式
１

を
用

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
令

和
２

年
３

月
3
1

日
に

お
い

て
、

現
に

当
該

療
養

費
に

係
る

届
出

を
行

っ
て

い
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

(
４

)

に
該

当
す

る
者

の
う

ち
、

当
該

届
出

に
係

る
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

者
と

し
て

す
で

に
届

出
内

容
に

含
ま

れ
て

い
る

者
に

つ
い

て
は

、
 
(
４

)
の

ク
に

掲
げ

る
内

容
を

受
講

し
て

い
な

く
て

も
差

し
支

え
な

い
。

 

(
１

)
 
 
精

神
科

を
標

榜
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
、

精
神

病
棟

又
は

精
神

科
外

来
に

勤
務

し
た

経
験

を
１

年
以

上
有

す
る

者
 

(
２

)
 

精
神

疾
患

を
有

す
る

者
に

対
す

る
訪

問
看

護
の

経
験

を
１

年
以

上
有

す
る

者
 

(
３

)
 

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

又
は

保
健

所
等

に
お

け
る

精
神

保
健

に
関

す
る

業
務

の
経

験
を

１
年

以
上

有

す
る

者
 

(
４

)
 

国
、

都
道

府
県

又
は

医
療

関
係

団
体

等
が

主
催

す
る

精
神

科
訪

問
看

護
に

関
す

る
知

識
・

技
術

の
習

得

を
目

的
と

し
た

2
0
時

間
以

上
を

要
し

、
修

了
証

が
交

付
さ

れ
る

研
修

を
修

了
し

て
い

る
者

。
な

お
、
研

修

は
次

の
内

容
を

含
む

も
の

で
あ

る
。

 

ア
 

精
神

疾
患

を
有

す
る

者
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

イ
 

病
状

悪
化

の
早

期
発

見
・

危
機

介
入

 

ウ
 

精
神

科
薬

物
療

法
に

関
す

る
援

助
 

エ
 

医
療

継
続

の
支

援
 

オ
 

利
用

者
と

の
信

頼
関

係
構

築
、

対
人

関
係

の
援

助
 

カ
 

日
常

生
活

の
援

助
 

キ
 

多
職

種
と

の
連

携
 

ク
 

Ｇ
Ａ

Ｆ
尺

度
に

よ
る

利
用

者
の

状
態

の
評

価
方

法
 

 

２
 

2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
 

次
の

い
ず

れ
の

要
件

も
満

た
す

も
の

で
あ

る
こ

と
。

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
紙

様
式

２
を

用
い

る
こ

と
。

た

だ
し

、
基

準
告

示
第

３
に

規
定

す
る

地
域

又
は

「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

及
び

そ
の

届
出

に
関

す
る

手
続

き

の
取

扱
い

に
つ

い
て

」
別

添
●

の
別

紙
●

に
掲

げ
る

医
療

を
提

供
し

て
い

る
が

医
療

資
源

の
少

な
い

地
域

に
所

在
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

２
つ

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

連
携

し
要

件
を

満
た

す
場

合
の

届
出

は
、

別
紙

様
式

３
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
１

)
 

2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
を

算
定

す
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
あ

っ
て

は
、
そ

の
定

め
る

営
業

日
以

外
の

日
及

び
営

業
時

間
以

外
の

時
間

に
お

い
て

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
か

ら
の

電
話

等
に

よ
る

連
絡

及
び

相
談

が
直

接
受

け
ら

れ
る

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

な
お

、
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
以

外
の

施
設

又
は

従
事

者
を

経
由

す
る

よ
う

な
連

絡
体

制
に

係

る
連

絡
相

談
体

制
及

び
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
以

外
の

者
が

所
有

す
る

電
話

を
連

絡
先

と
す

る
こ

と
は

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

。
 

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

３
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、

併
設

す
る

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

が
営

業
時

間
外

の
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
か

ら
の

電
話

等
に

対
応

す
る

場
合

を
除

き
、
2
4
時

間
対

応
体

制
に

係
る

連
絡

相
談

を
担

当
す

る
者

は
、
原

則
と

し
て

、
当

該
訪

問

２
 

届
出

の
受

理
を

行
っ

た
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
適

宜
調

査
を

行
い

、
届

出
と

内
容

が
異

な

る
状

況
に

あ
る

場
合

に
は

届
出

の
変

更
を

行
う

な
ど

運
用

の
適

正
を

期
す

こ
と

。
 

３
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

準
に

適
合

し
な

い
こ

と
が

判
明

し
、

所
要

の
指

導
の

上
、

な
お

改
善

が
見

ら

れ
な

い
場

合
は

、
当

該
届

出
は

無
効

と
な

る
も

の
で

あ
る

が
、

そ
の

際
に

は
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

係
る

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
に

弁
明

を
行

う
機

会
を

与
え

る
こ

と
。

 

４
 

前
記

３
に

よ
り

届
出

が
無

効
と

な
っ

た
場

合
は

、
審

査
支

払
機

関
に

対
し

、
速

や
か

に
そ

の
旨

を
通

知
す

る

こ
と

。
 

５
 

前
記

３
に

よ
る

届
出

の
無

効
後

の
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、
当

該
届

出
に

よ
る

算
定

は
不

当
利

得
に

な
る

た
め

、

返
還

措
置

を
講

ず
る

こ
と

と
し

、
不

正
又

は
不

当
な

届
出

を
し

た
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

対
し

て
は

、
そ

の
届

出
に

係
る

新
た

な
届

出
は

、
受

理
取

消
し

後
６

月
間

は
受

け
付

け
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

６
 

届
出

事
項

に
つ

い
て

は
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

に
お

い
て

閲
覧

に
供

す
る

と
と

も
に

、
保

険
者

等
に

提
供

す

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。
 

７
 

届
出

を
行

っ
た

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、

当
該

届
出

に
よ

る
算

定
を

行
う

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で

あ
る

旨
の

掲
示

を
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 
８

 
届

出
を

行
っ

た
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
は

、
毎

年
７

月
１

日
現

在
で

届
出

書
の

記
載

事
項

等
に

つ
い

て
、

地
方

厚
生

（
支

）
局

長
へ

報
告

を
行

う
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 

第
４

 
経

過
措

置
等

 

 
１

 
第

２
及

び
第

３
の

規
定

に
関

わ
ら

ず
、
令

和
２

年
３

月
3
1
日

現
在

に
お

い
て

、
届

出
が

受
理

さ
れ

て
い

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
次

の
取

扱
い

と
す

る
。

 

 
 

 
令

和
２

年
３

月
3
1

日
に

お
い

て
現

に
表

１
及

び
表

２
に

掲
げ

る
訪

問
看

護
療

養
費

以
外

の
訪

問
看

護
療

養
費

を

算
定

し
て

い
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

っ
て

、
引

き
続

き
当

該
訪

問
看

護
療

養
費

を
算

定
す

る
場

合
に

は
、

新
た

な
届

出
を

要
し

な
い

が
、

令
和

２
年

４
月

以
降

の
実

績
に

よ
り

、
届

出
を

行
っ

て
い

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

基
準

の
内

容
と

異
な

る
事

情
等

が
生

じ
た

場
合

は
、

変
更

の
届

出
を

行
う

こ
と

。
 

表
１

 
新

た
に

基
準

が
創

設
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

令
和

２
年

４
月

以
降

に
お

い
て

当
該

療
養

費
を

算
定

す
る

に
当

た
り

届
出

の
必

要
な

も
の

 

2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
（
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
及

び
そ

の
届

出
に

関
す

る
手

続
き

の
取

扱
い

に
つ

い

て
」
（

令
和

２
年

３
月

●
日

保
医

発
●

第
●

号
）

別
添

●
の

別
紙

●
に

掲
げ

る
医

療
を

提
供

し
て

い
る

が
医

療

資
源

の
少

な
い

地
域

に
所

在
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、
２

つ
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が

連
携

し
要

件
を

満
た

す
場

合
に

限
る

。
）

 

表
２

 
基

準
の

改
正

に
よ

り
、

令
和

２
年

３
月

3
1

日
に

お
い

て
現

に
当

該
療

養
費

を
算

定
し

て
い

た
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

あ
っ

て
も

、
令

和
２

年
４

月
以

降
に

お
い

て
当

該
療

養
費

を
算

定
す

る
に

当
た

り
届

出
の

必
要

な
も

の
 

 
 

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

１
（

令
和

３
年

４
月

１
日

以
降

に
引

き
続

き
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

 
 

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

２
（

令
和

３
年

４
月

１
日

以
降

に
引

き
続

き
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

 
 

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

３
（

令
和

３
年

４
月

１
日

以
降

に
引

き
続

き
算

定
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

 
２

 
別

添
「

届
出

基
準

」
の

６
の

(
１

)
の

イ
、

(
２

)
の

イ
及

び
(
３

)
の

イ
に

掲
げ

る
機

能
強

化
型

訪
問

看
護

管
理

療
養

費
に

お
け

る
「

看
護

職
員

の
割

合
」
の

規
定

に
つ

い
て

は
、
令

和
２

年
３

月
3
1
日

に
お

い
て

、
現

に
機

能
強

化
型

訪

問
看

護
管

理
療

養
費

１
、

２
又

は
３

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

あ
っ

て
は

、
令

和
３

年
３

月
3
1
日

ま
で

の
間

に
限

り
、

当
該

基
準

を
満

た
し

て
い

る
も

の
と

み
な

す
。
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る
知

識
・

技
術

の
習

得
、

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
方

法
、

質
保

証
の

方
法

等
を

具
体

例
に

基
づ

い
て

実

施
す

る
研

修
 

(
３

)
 

人
工

肛
門

ケ
ア

及
び

人
工

膀
胱

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
っ

て
、

必
要

な
人

工
肛

門
及

び
人

工
膀

胱
の

ケ
ア

に
関

す
る

知
識

・
技

術
が

習
得

で
き

る
6
0
0
時

間
以

上
の

研
修

期
間

で
、

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
も

の
 

イ
 

講
義

及
び

演
習

等
に

よ
り

、
人

工
肛

門
及

び
人

工
膀

胱
管

理
の

た
め

の
皮

膚
障

害
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
並

び
に

ケ
ア

に
関

す
る

知
識

・
技

術
の

習
得

、
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

方
法

、
質

保
証

の
方

法

等
を

具
体

例
に

基
づ

い
て

実
施

す
る

研
修

 

 

５
 

精
神

科
複

数
回

訪
問

加
算

及
び

精
神

科
重

症
患

者
支

援
管

理
連

携
加

算
 

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
紙

様
式

５
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
１

)
 

精
神

科
複

数
回

訪
問

加
算

 

 
次

の
い

ず
れ

の
要

件
も

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 

ア
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
の

届
出

を
行

っ
て

い
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

精
神

科
重

症
患

者
支

援
管

理
連

携
加

算
 

 
次

の
い

ず
れ

の
要

件
も

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

あ
る

こ
と

。
 

イ
 

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
2
4

時
間

対
応

体
制

加
算

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
又

は
診

療

報
酬

の
算

定
方

法
（

平
成

2
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

5
9
号

）
別

表
第

一
に

規
定

す
る

精
神

科
在

宅
患

者
支

援
管

理
料

２
を

算
定

す
る

利
用

者
の

主
治

医
が

属
す

る
保

険
医

療
機

関
が

2
4

時
間

の
往

診
若

し

く
は

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

。
 

 ６
 

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

 

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
紙

様
式

６
を

用
い

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、
 
(
１

)
の

イ
、
(
２

)
の

イ
及

び
(
３

)
の

イ
に

掲
げ

る
基

準
に

つ
い

て
は

、
暦

月
で

３
月

を
超

え
な

い

期
間

の
１

割
以

内
の

一
時

的
な

変
動

が
あ

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

変
更

の
届

出
を

行
わ

せ
る

必
要

は
な

い
こ

と
。

 

ま
た

、
(
１

)
の

エ
及

び
 
(
２

)
の

エ
に

掲
げ

る
超

重
症

児
及

び
準

超
重

症
児

の
利

用
者

数
を

合
計

し
た

数
に

つ

い
て

は
、

暦
月

で
３

月
を

超
え

な
い

期
間

の
１

人
以

内
の

一
時

的
な

変
動

が
あ

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

変
更

の
届

出
を

行
わ

せ
る

必
要

は
な

い
こ

と
。

な
お

、
超

重
症

児
及

び
準

超
重

症
児

と
は

、
「

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
及

び
そ

の
届

出
に

関
す

る
手

続
き

の
取

扱
い

に
つ

い
て

」
別

添
６

の
別

紙
1
4
の

超
重

症
児
（

者
）
・

準

超
重

症
児

（
者

）
の

判
定

基
準

に
よ

る
判

定
ス

コ
ア

が
1
0
以

上
の

も
の

を
い

う
。

 

(
１

)
 

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

１
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

常
勤

の
保

健
師

、
助

産
師

、
看

護
師

又
は

准
看

護
師

（
以

下
「

看
護

職
員

」
と

い
う

。
）

の
数

が
７

以
上

で
あ

る
こ

と
（

サ
テ

ラ
イ

ト
に

配
置

し
て

い
る

看
護

職
員

も
含

む
）

。
当

該
職

員
数

の
う

ち
６

に

つ
い

て
は

、
常

勤
職

員
の

み
の

数
と

し
、

１
に

つ
い

て
は

、
非

常
勤

看
護

職
員

の
実

労
働

時
間

を
常

勤

換
算

し
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

同
一

敷
地

内
に

、
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
保

健
師

又
は

看
護

師
と

し
、

勤
務

体
制

等
を

明
確

に
す

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

当
該

加
算

を
算

定
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

あ
っ

て
は

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

訪
問

看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

所
在

地
、

電
話

番
号

及
び

直
接

連
絡

の
と

れ
る

連
絡

先
電

話
番

号
等

を
記

載
し

た
文

書
を

必
ず

交
付

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
の

円
滑

な
運

営
を

図
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。
 

ま
た

、
2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
の

趣
旨

に
か

ん
が

み
、
直

接
連

絡
の

と
れ

る
連

絡
先

は
複

数
と

す
る

こ

と
。

 

 

３
 

特
別

管
理

加
算

 

次
の

い
ず

れ
の

要
件

も
満

た
す

も
の

で
あ

る
こ

と
。

届
出

に
つ

い
て

は
、

別
紙

様
式

２
を

用
い

る
こ

と
。

 

(
１

)
 

2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
を

算
定

で
き

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

当
該

加
算

に
該

当
す

る
重

傷
者

に
対

応
で

き
る

職
員

体
制

、
勤

務
体

制
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

特
別

管
理

加
算

を
算

定
す

る
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

あ
っ

て
は

、
医

療
器

具
等

の
管

理
、

病
状

の

変
化

に
適

切
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

、
医

療
機

関
等

と
の

密
接

な
連

携
体

制
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 

４
 

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
の

注
２

及
び

注
４

に
規

定
す

る
専

門
の

研
修

を
受

け
た

看
護

師
 

次
の

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
緩

和
ケ

ア
、

褥
瘡

ケ
ア

又
は

人
工

肛
門

ケ
ア

及
び

人
工

膀

胱
ケ

ア
を

行
う

に
つ

き
、

専
門

の
研

修
を

受
け

た
看

護
師

が
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

な
お

、
こ

こ
で

い
う

緩
和

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

と
は

(
１

)
の

、
褥

瘡
ケ

ア
に

係
る

専
門

の
研

修
と

は
(

２
)
の

、
人

工
肛

門
ケ

ア
及

び
人

工
膀

胱
ケ

ア
に

係
る

専
門

の
研

修
と

は
（

３
）
の

い
ず

れ
の

要
件

も
満

た
す

も

の
で

あ
る

こ
と

。
届

出
に

つ
い

て
は

、
別

紙
様

式
４

を
用

い
る

こ
と

。
 

(
１

)
 

緩
和

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
る

こ
と

。
（

6
0
0

時
間

以
上

の
研

修
期

間
で

、
修

了
証

が
交

付
さ

れ
る

も
の

）
 

イ
 

緩
和

ケ
ア

の
た

め
の

専
門

的
な

知
識

・
技

術
を

有
す

る
看

護
師

の
養

成
を

目
的

と
し

た
研

修
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

講
義

及
び

演
習

に
よ

り
、

次
の

内
容

を
含

む
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
イ

)
 

ホ
ス

ピ
ス

ケ
ア

・
疼

痛
緩

和
ケ

ア
総

論
及

び
制

度
等

の
概

要
 

(
ロ

)
 

悪
性

腫
瘍

又
は

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

の
プ

ロ
セ

ス
と

そ
の

治
療

 

(
ハ

)
 

悪
性

腫
瘍

又
は

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

患
者

の
心

理
過

程
 

(
ニ

)
 

緩
和

ケ
ア

の
た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

並
び

に
症

状
緩

和
の

た
め

の
支

援
方

法
 

(
ホ

)
 

セ
ル

フ
ケ

ア
へ

の
支

援
及

び
家

族
支

援
の

方
法

 

(
ヘ

)
 

ホ
ス

ピ
ス

及
び

疼
痛

緩
和

の
た

め
の

組
織

的
取

組
と

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

 

(
ト

)
 

ホ
ス

ピ
ス

ケ
ア

・
緩

和
ケ

ア
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

(
チ

)
 

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
方

法
 

(
リ

)
 

ケ
ア

の
質

を
保

つ
た

め
の

デ
ー

タ
収

集
・

分
析

等
に

つ
い

て
 

(
ヌ

)
 

実
習

に
よ

り
、

事
例

に
基

づ
く

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
ホ

ス
ピ

ス
ケ

ア
・

緩
和

ケ
ア

の
実

践
 

(
２

)
 

褥
瘡

ケ
ア

に
係

る
専

門
の

研
修

 

ア
 

国
又

は
医

療
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
研

修
で

あ
っ

て
、

必
要

な
褥

瘡
等

の
創

傷
ケ

ア
知

識
・

技
術

が
習

得
で

き
る

6
0
0
時

間
以

上
の

研
修

期
間

で
、

修
了

証
が

交
付

さ
れ

る
も

の
 

イ
 

講
義

及
び

演
習

等
に

よ
り

、
褥

瘡
予

防
管

理
の

た
め

の
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

並
び

に
ケ

ア
に

関
す

（ ）（ ） 10911090



ま
し

い
。

特
に

、
人

材
育

成
の

た
め

の
研

修
に

つ
い

て
は

、
看

護
学

生
の

実
習

、
病

院
及

び
地

域
に

お

い
て

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
医

療
従

事
者

の
知

識
及

び
技

術
の

習
得

等
、

在
宅

医
療

の
推

進
に

資
す

る

研
修

で
あ

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

２
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

常
勤

の
看

護
職

員
の

数
が

５
以

上
で

あ
る

こ
と
（

サ
テ

ラ
イ

ト
に

配
置

し
て

い
る

看
護

職
員

も
含

む
）
。

当
該

職
員

数
の

う
ち

４
に

つ
い

て
は

、
常

勤
職

員
の

み
の

数
と

し
、

１
に

つ
い

て
は

、
非

常
勤

看
護

職

員
の

実
労

働
時

間
を

常
勤

換
算

し
算

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

同
一

敷
地

内
に

、
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人

員
、
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
第

3
8
条

に
規

定
す

る
療

養
通

所
介

護
事

業
所

、
児

童
福

祉
法

第
６

条
の

２
の

２
第

２
項

に
規

定
す

る
児

童
発

達
支

援
を

行
う

事
業

所
又

は
同

条
第

４
項

に
規

定
す

る
放

課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
事

業
所

と
し

て
指

定
を

受
け

て
お

り
、

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と

開
設

者
が

同
じ

で
あ

る
事

業
所

が
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

当
該

事
業

所
の

常
勤

職
員

の
う

ち
１

人

ま
で

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
常

勤
職

員
の

数
に

含
め

て
よ

い
。

又
は

当
該

事
業

所
の

常
勤

換

算
し

た
非

常
勤

職
員

１
人

ま
で

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
非

常
勤

職
員

の
数

に
含

め
て

よ
い

。
 

イ
 

(
１

)
の

イ
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
を

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

エ
 

次
の

い
ず

れ
か

を
満

た
す

こ
と

。
 

 
（

イ
）

 
タ

ー
ミ

ナ
ル

件
数

を
合

計
し

た
数

が
前

年
度

に
1
5
以

上
。

 

 
（

ロ
）

 
タ

ー
ミ

ナ
ル

件
数

を
合

計
し

た
数

が
前

年
度

に
1
0
以

上
、

か
つ

、
1
5
歳

未
満

の
超

重
症

児

及
び

準
超

重
症

児
の

利
用

者
数

を
合

計
し

た
数

が
常

時
３

人
以

上
。

 

 
（

ハ
）

 
1
5
歳

未
満

の
超

重
症

児
及

び
準

超
重

症
児

の
利

用
者

数
を

合
計

し
た

数
が

常
時

５
人

以
上

。
 

オ
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

七
に

該
当

す
る

利
用

者
が

月
に

７
人

以
上

い
る

こ
と

。
 
 
 

カ
 

(
１

)
の

カ
か

ら
ク

ま
で

を
満

た
す

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

機
能

強
化

型
訪

問
看

護
管

理
療

養
費

３
 

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ア
 

常
勤

の
看

護
職

員
の

数
が

４
以

上
で

あ
る

こ
と
（

サ
テ

ラ
イ

ト
に

配
置

し
て

い
る

看
護

職
員

も
含

む
）
。

当
該

職
員

数
に

つ
い

て
は

、
常

勤
職

員
の

み
の

数
と

す
る

こ
と

。
 

イ
 

(
１

)
の

イ
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

ウ
 

2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
を

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

な
お

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

同
一

開
設

者
で

あ
る

保
険

医
療

機
関

が
同

一
敷

地
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

営
業

時
間

外
の

利
用

者
又

は
そ

の
家

族
等

か
ら

の
電

話
等

に
よ

る
看

護
に

関
す

る

相
談

へ
の

対
応

は
、

当
該

保
険

医
療

機
関

の
看

護
師

が
行

う
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

 

エ
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

七
に

規
定

す
る

疾
病

等
の

利
用

者
、

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
別

表
第

八
に

掲
げ

る
者

又
は

診
療

報
酬

の
算

定
方

法
別

表
第

一
に

規
定

す
る

精
神

科
在

宅
患

者
支

援

管
理

料
（

１
の

ハ
を

除
く

。
）
を

算
定

す
る

利
用

者
が

月
に

1
0
人

以
上

い
る

こ
と

又
は

複
数

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

共
同

し
て

訪
問

看
護

を
提

供
す

る
利

用
者

が
月

に
1
0
人

以
上

い
る

こ
と

。
 

オ
 

直
近

３
月

に
お

い
て

、
ク

に
お

け
る

地
域

の
保

険
医

療
機

関
以

外
の

保
険

医
療

機
関

と
共

同
し

て
実

施
し

た
退

院
時

の
共

同
指

導
に

よ
る

退
院

時
共

同
指

導
加

算
の

算
定

の
実

績
が

あ
る

こ
と

。
 

カ
 

同
一

敷
地

内
に

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
同

一
開

設
者

の
保

険
医

療
機

関
が

設
置

さ
れ

て
い

る
場

員
、
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
（

平
成

1
8
年

厚
生

労
働

省
令

第
3
4
号

）
第

3
8
条

に
規

定
す

る
療

養
通

所
介

護
事

業
所

、
児

童
福

祉
法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
1
6
4
号

）
第

６
条

の
２

の
２

第
２

項
に

規
定

す
る

児
童

発
達

支
援

を
行

う
事

業
所

又
は

同
条

第
４

項
に

規
定

す
る

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
行

う

事
業

所
と

し
て

指
定

を
受

け
て

お
り

、
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

開
設

者
が

同
じ

で
あ

る
事

業

所
が

設
置

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
当

該
事

業
所

の
常

勤
職

員
の

う
ち

１
人

ま
で

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー

シ
ョ

ン
の

常
勤

職
員

の
数

に
含

め
て

よ
い

。
又

は
当

該
事

業
所

の
常

勤
換

算
し

た
非

常
勤

職
員

１
人

ま

で
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

非
常

勤
職

員
の

数
に

含
め

て
よ

い
。

 

イ
 

「
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

の
人

員
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
」

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
看

護
師

等
の

う
ち

、
６

割
以

上
が

看
護

職
員

で
あ

る
こ

と
。
な

お
、
看

護
職

員
の

割
合

の
算

出
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

看
護

職
員

の
数

を
、

常
勤

換
算

し
た

看
護

師
等

の
数

で
除

し

て
得

た
数

と
す

る
こ

と
。

 

ウ
 

2
4
時

間
対

応
体

制
加

算
を

届
け

出
て

い
る

こ
と

。
 

エ
 

次
の

い
ず

れ
か

を
満

た
す

こ
と

。
 

（
イ

）
 

訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
療

養
費

の
算

定
件

数
、

介
護

保
険

制
度

に
よ

る
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ

ア
加

算
の

算
定

件
数

、
在

宅
で

死
亡

し
た

利
用

者
の

う
ち

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
共

同

で
訪

問
看

護
を

行
っ

た
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
在

宅
が

ん
医

療
総

合
診

療
料

を
算

定
し

て
い

た

利
用

者
数

及
び

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
６

月
以

上
の

指
定

訪
問

看
護

を
実

施
し

た
利

用

者
で

あ
っ

て
、

あ
ら

か
じ

め
聴

取
し

た
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

等
の

意
向

に
基

づ
き

、
７

日
以

内

の
入

院
を

経
て

連
携

す
る

保
険

医
療

機
関

で
死

亡
し

た
利

用
者

数
（

以
下

「
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

件

数
」

と
い

う
。

）
を

合
計

し
た

数
が

前
年

度
に

2
0
以

上
。

 

（
ロ

）
 

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
件

数
を

合
計

し
た

数
が

前
年

度
に

1
5
以

上
、

か
つ

、
1
5
歳

未
満

の
超

重

症
児

及
び

準
超

重
症

児
の

利
用

者
数

を
合

計
し

た
数

が
常

時
４

人
以

上
。

 

（
ハ

）
 

1
5
歳

未
満

の
超

重
症

児
及

び
準

超
重

症
児

の
利

用
者

数
を

合
計

し
た

数
が

常
時

６
人

以
上

。
 

オ
 

特
掲

診
療

料
の

施
設

基
準

等
（

平
成

2
0
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

6
3
号

）
別

表
第

七
に

該
当

す
る

利

用
者

が
月

に
1
0
人

以
上

い
る

こ
と

。
 

カ
 

次
の

い
ず

れ
か

を
満

た
す

こ
と

。
 

（
イ

）
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

が
同

一
敷

地
内

に
設

置
さ

れ
、

か
つ

、

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
計

画
又

は
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

作
成

が

必
要

な
利

用
者

（
介

護
保

険
制

度
の

給
付

に
よ

る
訪

問
看

護
の

利
用

者
を

含
む

。
）

の
う

ち
、

例

え
ば

、
特

に
医

療
的

な
管

理
が

必
要

な
利

用
者

１
割

程
度

に
つ

い
て

、
当

該
居

宅
介

護
支

援
事

業

所
に

よ
り

介
護

サ
ー

ビ
ス

計
画

又
は

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
作

成
し

て
い

る
こ

と
。

 

（
ロ

）
 

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
特

定
相

談
支

援
事

業
所

又
は

障
害

児
相

談
支

援
事

業
所

が
同

一

敷
地

内
に

設
置

さ
れ

、
か

つ
、

当
該

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

計
画

又
は

障

害
児

支
援

利
用

計
画

の
作

成
が

必
要

な
利

用
者

の
う

ち
１

割
程

度
に

つ
い

て
、

当
該

特
定

相
談

支

援
事

業
所

又
は

障
害

児
相

談
支

援
事

業
所

に
よ

り
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

計
画

又
は

障
害

児
支

援
利

用

計
画

を
作

成
し

て
い

る
こ

と
。

 

キ
 

休
日

、
祝

日
等

も
含

め
計

画
的

な
指

定
訪

問
看

護
を

行
う

こ
と

。
ま

た
、
営

業
日

以
外

で
あ

っ
て

も
、

2
4
時

間
3
6
5
日

訪
問

看
護

を
必

要
と

す
る

利
用

者
に

対
し

て
、
訪

問
看

護
を

提
供

で
き

る
体

制
を

確
保

し
、

対
応

す
る

こ
と

。
 

ク
 

地
域

住
民

等
に

対
す

る
情

報
提

供
や

相
談

、
人

材
育

成
の

た
め

の
研

修
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
望

（ ）（ ） 10931092
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老

発
第

●
号
 

令
和

２
年

●
月

●
日
 

 各
 

都
道

府
県

知
事

 
殿

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

厚
生

労
働

省
保

険
局

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

厚
生

労
働

省
老

健
局

長
 

    

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
の

人
員

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

に
つ

い
て

 

      
指

定
訪

問
看

護
及

び
指

定
老

人
訪

問
看

護
の

事
業

の
人

員
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
に

つ
い

て
は

、
「

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
の

人
員

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
2
年

３
月

3
1
日

老
発

第

3
9
7
号

・
保

発
第

7
0
号

）
に

よ
り

取
り

扱
わ

れ
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

本
日

「
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

の
人

員
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
に

つ
い

て
の

一
部

を
改

正
す

る
省

令
」

（
令

和
２

年
厚

生
省

令
第

●
号

）
が

公
布

さ
れ

、
医

療
保

険
制

度
の

適
正

か
つ

効
率

的
な

運
営

を
図

る
た

め
の

健
康

保
険

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

（
令

和
元

年
法

律
第

九
号

）
附

則
第

一
条

第
四

号
の

政
令

で
定

め
る

日
か

ら
施

行
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

こ
と

に
伴

い
、

そ
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
下

記
に

よ
る

こ
と

と
し

た
の

で
、

そ
の

実
施

に
遺

憾
の

な
い

よ
う

関
係

者
に

対
し

て
周

知
徹

底
を

図
ら

れ
た

い
。

 

 
な

お
、

こ
れ

に
伴

い
、

「
指

定
訪

問
看

護
の

事
業

の
人

員
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
2
年

３
月

3
1
日

老
発

第
3
9
7
号

・
保

発
第

7
0
号

）
は

、
医

療
保

険
制

度
の

適
正

か
つ

効
率

的
な

運

営
を

図
る

た
め

の
健

康
保

険
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
（

令
和

元
年

法
律

第
九

号
）

附
則

第
一

条
第

四
号

の
政

令
で

定
め

る
日

限
り

廃
止

す
る

。
 

  

合
は

、
直

近
１

月
に

お
い

て
、

当
該

保
険

医
療

機
関

以
外

の
医

師
を

主
治

医
と

す
る

利
用

者
の

割
合

が

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
利

用
者

の
１

割
以

上
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

利
用

者
の

割
合

の
算

出
に

当

た
っ

て
は

、
医

療
保

険
制

度
及

び
介

護
保

険
制

度
の

給
付

の
対

象
と

な
る

訪
問

看
護

を
実

施
す

る
利

用

者
を

含
め

る
こ

と
。

 

キ
 

直
近

１
年

間
に

、
当

該
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

地
域

の
保

険
医

療
機

関
の

看
護

職
員

に
よ

る
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

を
行

う
従

業
者

と
し

て
の

一
定

期
間

の
勤

務
に

つ
い

て
実

績
が

あ
る

こ

と
。

 

ク
 

直
近

１
年

間
に

、
地

域
の

保
険

医
療

機
関

や
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
を

対
象

と
し

た
研

修
を

２
回

以
上

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
 

ケ
 

直
近

１
年

間
に

、
地

域
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

住
民

等
に

対
し

て
、

訪
問

看
護

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
又

は
住

民
等

か
ら

の
相

談
に

応
じ

て

い
る

実
績

が
あ

る
こ

と
。

 

コ
 

(
１

)
の

キ
を

満
た

す
も

の
で

あ
る

こ
と

。
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-
 
3 

- 

た
だ
し

、
育
児

休
業

、
介

護
休
業

等
育
児

又
は

家
族

介
護
を

行
う
労

働
者

の
福

祉
に
関

す
る
法

律
（
平

成
３
年

法
律

第
7
6
号
）

第
2
3
条
第
１

項
、
同
条

第
３
項

又
は

同
条

第
2
4
条

に
規

定
す
る

所
定
労

働
時
間

の
短

縮
措

置
が
講

じ
ら
れ

て
い

る
者

に
つ
い

て
は
、

利
用

者
の

処
遇
に

支
障
が

な
い

体
制
が

事
業
所

と
し

て
整

っ
て
い

る
場
合

は
、

例
外

的
に
常

勤
の
従

業
者

が
勤

務
す
べ

き
時
間

数
を

3
0
時
間

と
し

て
取
り

扱
う
こ
と

を
可
能

と
す

る
。

 

３
 
「

専
ら
従

事
す

る
」

 

原
則
と

し
て
、

指
定

訪
問

看
護
の

提
供
の

時
間

帯
を

通
じ
て

指
定
訪

問
看

護
以

外
の
職

務
に
従

事
し
な

い
こ
と

を
い

う
も

の
で
あ

る
。
こ

の
場

合
の

指
定
訪

問
看
護

の
提

供
の

時
間
帯

と
は
、

当
該

従
業
者

の
当
該

指
定

訪
問

看
護
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る
勤

務
時
間

を
い

う
も

の
で
あ

り
、
当

該
従

業
者
の

常
勤
・

非
常

勤
の

別
を
問

わ
な
い

。
 

 第
三
 

指
定
訪

問
看

護
の

事
業
の

人
員
及

び
運

営
に

関
す
る

基
準

 

１
 
基

本
方
針

 

基
準
第

１
条
は

、
指

定
訪

問
看
護

の
事
業

の
基

本
方

針
を
示

し
た
も

の
で

あ
り

、
指
定

訪
問
看

護
の
事

業
の
各

般
に

わ
た

っ
て
こ

の
基
本

方
針

が
生

か
さ
れ

る
こ
と

が
望

ま
れ

る
こ
と

。
 

２
 
人

員
に
関

す
る

事
項

 

指
定
訪

問
看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン
の

職
員
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ
の

職
務
を

遂
行

す
る

熱
意
と

能
力
を

有
す
る

も
の
を

充
て

る
こ

と
が
、

利
用
者

の
療

養
生

活
の
質

の
向
上

を
図

る
観

点
か
ら

極
め
て

重
要

で
あ
る

こ
と
。

 

ま
た
、

基
準
第

２
条

及
び

第
３
条

の
運
用

に
当

た
っ

て
は
、

次
の
点

に
留

意
す

る
こ
と

。
 

(
1
)
 
看

護
師
等

の
員

数
 

①
 
 
基

準
第
２

条
第

１
項

第
１
号

に
規
定

す
る

保
健

師
、
助

産
師
、

看
護

師
又

は
准
看

護
師
（

以
下
「

看
護
職

員
」

と
い

う
。
）

の
員
数

に
つ

い
て

は
、
指

定
訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ
ョ

ン
の

看
護
職

員
の
勤

務
延

時
間

数
を
当

該
指
定

訪
問

看
護

ス
テ
ー

シ
ョ
ン

に
お

い
て

常
勤
の

看
護

職
員
が

勤
務
す

べ
き

時
間

数
で
除

し
て
得

た
数

が
2
.
5
以
上

と
定

め
ら
れ

た
が
、
こ

れ
に
つ

い
て
は

、
職
員

の
支

援
体

制
等
を

考
慮
し

た
最

小
限

の
員
数

と
し
て

定
め

ら
れ

た
も
の

で
あ

り
、
各

地
域
に

お
け

る
指

定
訪
問

看
護
の

利
用

の
状

況
や
利

用
者
数

及
び

指
定

訪
問
看

護
の

事
業
の

業
務
量

を
考

慮
し

、
適
切

な
員
数

の
人

員
を

確
保
す

る
も
の

と
す

る
。

 

②
 
勤

務
日
及

び
勤

務
時

間
が
不

定
期
な

看
護

職
員

（
以
下

「
登
録

看
護

職
員

」
と
い

う
。
）

に
つ
い

て
の
勤

務
延

時
間

数
の
算

定
に
つ

い
て

は
、

次
の
と

お
り
の

取
扱

い
と

す
る
。

 

イ
 
登

録
看
護

職
員

に
よ

る
サ
ー

ビ
ス
提

供
の

実
績

が
あ
る

指
定
訪

問
看

護
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

に
つ
い

て
は
、

登
録

看
護

職
員
１

人
当
た

り
の

勤
務

時
間
数

は
、
当

該
指

定
訪

問
看
護

ス

テ
ー
シ

ョ
ン
の

登
録

看
護

職
員
の

前
年
度

の
週

当
た

り
の
平

均
稼
働

時
間

（
指

定
訪
問

看

護
等
の

提
供
時

間
及

び
移

動
時
間

を
い
う

。
）

と
す

る
こ
と

。
 

ロ
 
登

録
看
護

職
員

に
よ

る
指
定

訪
問
看

護
の

実
績

が
な
い

指
定
訪

問
看

護
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

又
は
極

め
て
短

期
の

実
績

し
か
な

い
等
の

た
め

イ
の

方
法
に

よ
っ
て

勤
務

延
時

間
数
の

算

定
を
行

う
こ
と

が
適

当
で

な
い
と

認
め
ら

れ
る

指
定

訪
問
看

護
ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ
い

て

は
、
当

該
登
録

看
護

職
員

が
確
実

に
稼
働

で
き

る
も

の
と
し

て
勤
務

表
に

明
記

さ
れ
て

い

る
時
間

の
み
を

勤
務

延
時

間
数
に

参
入
す

る
こ

と
。

な
お
、

こ
の
場

合
に

お
い

て
も
、

勤
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記
 

 第
一

 
総

論
 

１
 
 
本

基
準

は
、

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
が

そ
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
最

低
限

度
の

基
準

を
定

め
た

も
の

で
あ

り
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
は

、
常

に
そ

の
事

業
の

運
営

の
向

上
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

。
 

２
 

基
準

を
満

た
さ

な
い

場
合

に
は

、
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

の
指

定
は

受
け

ら
れ

ず
、

ま
た

、
運

営

開
始

後
、

基
準

を
下

回
る

に
至

っ
た

場
合

、
地

方
厚

生
（

支
）

局
の

指
導

等
の

対
象

と
な

り
、

こ
の

指
導

等
に

従
わ

な
い

場
合

に
は

、
当

該
指

定
を

取
り

消
す

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

３
 

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
の

指
定

は
、

原
則

と
し

て
事

業
所

ご
と

に
行

う
も

の
と

す
る

が
、

例
外

的

に
、

待
機

や
道

具
の

保
管

、
着

替
え

等
を

行
う

出
張

所
等

（
以

下
「

従
た

る
事

業
所

」
と

い
う

。
）

で
あ

っ
て

、
次

の
要

件
を

満
た

す
も

の
に

つ
い

て
は

、
一

体
的

な
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

の
単

位
と

し
て

当
該

事
業

所
に

含
め

て
指

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
取

扱
い

と
す

る
こ

と
。

 

①
 
 
利

用
申

込
み

に
係

る
調

整
、

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
状

況
の

把
握

、
職

員
に

対
す

る
技

術
指

導

等
が

一
体

的
に

行
わ

れ
る

こ
と

。
 

②
 

職
員

の
勤

務
体

制
、

勤
務

内
容

等
が

一
元

的
に

管
理

さ
れ

る
こ

と
。

ま
た

、
必

要
な

場
合

に
随

時
、

主
た

る
事

業
所

と
の

間
で

相
互

支
援

が
行

え
る

体
制

（
例

え
ば

、
従

た
る

事
業

所
の

従
業

者
が

急
病

等
で

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
が

で
き

な
く

な
っ

た
場

合
に

、
主

た
る

事
業

所
か

ら
急

遽
代

替
要

員
を

派
遣

で
き

る
よ

う
な

体
制

）
に

あ
る

こ
と

。
 

③
 

苦
情

処
理

や
損

害
賠

償
等

に
際

し
て

、
一

体
的

な
対

応
が

で
き

る
体

制
に

あ
る

こ
と

。
 

④
 

事
業

の
目

的
や

運
営

方
針

、
営

業
日

及
び

営
業

時
間

、
利

用
料

等
を

定
め

る
同

一
の

運
営

規
程

が
定

め
ら

れ
る

こ
と

。
 

⑤
 

人
事

、
給

与
・

福
利

厚
生

等
の

勤
務

条
件

等
に

よ
る

職
員

管
理

が
一

元
的

に
行

わ
れ

る
こ

と
。

 

 第
二

 
用

語
の

定
義

 

基
準

中
に

用
い

ら
れ

て
い

る
用

語
で

あ
っ

て
、

定
義

規
定

が
置

か
れ

て
い

な
い

も
の

の
意

味
を

明
ら

か
に

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

１
 

「
勤

務
延

時
間

数
」

 

勤
務

表
上

、
当

該
事

業
に

係
る

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
に

従
事

す
る

時
間

又
は

当
該

事
業

に
係

る
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

の
た

め
の

準
備

等
を

行
う

時
間

（
待

機
の

時
間

を
含

む
。

）
と

し
て

明
確

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

時
間

の
合

計
数

と
す

る
。

な
お

、
従

業
者

１
人

に
つ

き
、

勤
務

延
時

間
数

に
参

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
時

間
数

は
、

当
該

事
業

所
に

お
い

て
常

勤
の

従
業

者
が

勤
務

す
べ

き
時

間
数

を
上

限
と

す
る

こ
と

。
 

２
 

「
常

勤
」

 

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
の

当
該

指
定

に
係

る
訪

問
看

護
事

業
を

行
う

事
業

所
（

以
下

「
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」

と
い

う
。

）
に

お
け

る
勤

務
時

間
が

、
当

該
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
定

め
ら

れ
て

い
る

常
勤

の
従

業
者

が
勤

務
す

べ
き

時
間

数
（

週
当

た
り

3
2
時

間
を

下

回
る

場
合

は
3
2
時

間
を

基
本

す
る

。
）

に
達

し
て

い
る

こ
と

を
い

う
も

の
で

あ
る

。
 

（ ）（ ） 10951094
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理
者

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

と
認

め
ら

れ
る

者
で

あ
る

も
の

と
し

て
地

方
厚

生
（

支
）

局
長

の

承
認

を
受

け
た

場
合

に
限

ら
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
こ

の
場

合
に

お
い

て
も

、

可
能

な
限

り
速

や
か

に
常

勤
の

保
健

師
、

助
産

師
又

は
看

護
師

の
管

理
者

が
確

保
さ

れ
る

よ

う
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

④
 
 
管

理
者

は
、

医
療

機
関

に
お

け
る

看
護

、
訪

問
看

護
又

は
健

康
増

進
法

（
平

成
1
4
年

法
律

第
1
0
3
号

）
第

1
7
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
保

健
指

導
（

健
康

保
険

法
等

の
一

部
を

改
正

す

る
法

律
（

平
成

1
8
年

法
律

第
8
3
号

）
第

７
条

に
よ

る
改

正
前

の
老

人
保

健
法

（
昭

和
5
7
年

法
律

第
8
0
号

）
第

1
9
条

に
規

定
す

る
訪

問
看

護
等

を
含

む
。

）
の

業
務

に
従

事
し

た
経

験

の
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
。

さ
ら

に
、

管
理

者
と

し
て

の
資

質
を

確
保

す
る

た
め

に
関

連
機

関

が
提

供
す

る
研

修
等

を
受

講
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

(
3
)
 
従

た
る

事
業

所
の

人
員

配
置

 

従
た

る
事

業
所

の
う

ち
、

４
の

(
1
1
)
に

掲
げ

る
訪

問
看

護
計

画
書

及
び

訪
問

看
護

報
告

書
の

作
成

等
の

業
務

も
含

め
て

行
う

な
ど

訪
問

看
護

の
提

供
の

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
果

た
し

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
当

該
従

た
る

事
業

所
に

お
い

て
、

利
用

者
数

に
応

じ
た

適
正

な
員

数
を

確
保

す
る

こ
と

と
し

、
配

置
す

る
看

護
師

等
（

基
準

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
看

護
師

等
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
の

う
ち

１
人

以
上

は
保

健
師

、
助

産
師

又
は

看
護

師
と

す
る

こ
と

。
 

ま
た

、
そ

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
利

用
者

に
対

す
る

看
護

や
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

質
に

つ
い

て

定
期

的
に

主
従

の
事

業
所

の
ス

タ
ッ

フ
に

よ
っ

て
一

体
的

に
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
行

わ
れ

、
そ

の
内

容
に

つ
い

て
記

録
が

な
さ

れ
、

全
ス

タ
ッ

フ
が

共
有

す
る

こ
と

。
 

３
 

設
備

に
関

す
る

事
項

 

①
 
 
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

は
、

事
業

の
運

営
に

必
要

な
面

積
を

有
す

る
専

用
の

事
務

室
を

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
た

だ
し

、
当

該
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

介
護

保
険

法
に

よ
る

指
定

を
受

け
て

い
る

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
場

合
に

は
、

両
者

で
共

有
す

る
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

当
該

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
、

他
の

事
業

の
事

業
所

を
兼

ね
る

場
合

に
は

、
必

要
な

広
さ

の
専

用
の

区
画

を
設

け
る

こ
と

で
差

し
支

え
な

い
も

の
と

す
る

。
な

お
、

こ
の

場
合

に
、

区
分

さ
れ

て
い

な
く

て
も

業
務

に
支

障
が

な
い

と
き

は
、

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
を

行
う

た
め

の
区

画
が

明
確

に
特

定
さ

れ
て

い
れ

ば
足

り
る

も
の

で
あ

る
。

 

②
 

事
務

室
に

つ
い

て
は

、
利

用
申

込
み

の
受

付
、

相
談

等
に

対
応

す
る

の
に

適
切

な
ス

ペ
ー

ス
を

確

保
す

る
も

の
と

す
る

。
 

③
 

指
定

訪
問

看
護

に
必

要
な

設
備

及
び

備
品

等
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

特
に

、
感

染
症

予
防

に

必
要

な
設

備
等

に
配

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。
た

だ
し

、
他

の
事

業
所

、
施

設
等

と
同

一
敷

地
内

に
あ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
又

は
当

該
他

の
事

業
所

、
施

設
等

の
運

営
に

支
障

が
な

い
場

合
は

、
当

該
他

の
事

業
所

、
施

設
等

に
備

え
付

け
ら

れ
た

設
備

及
び

備
品

等
を

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

４
 

運
営

に
関

す
る

事
項

 

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
運

営
に

つ
い

て
は

、
基

準
第

５
条

か
ら

第
3
1
条

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

次
の

点
に

留
意

す
る

こ
と

。
 

(
1
)
 
内

容
及

び
手

続
の

説
明

及
び

同
意

（
基

準
第

５
条

関
係

）
 

基
準

第
５

条
は

、
利

用
者

に
対

し
適

切
な

指
定

訪
問

看
護

を
提

供
す

る
た

め
、

そ
の

提
供

の
開
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務
表

上
の

勤
務

時
間

数
は

、
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

実
態

に
即

し
た

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
、

勤
務

表
上

の
勤

務
時

間
と

実
態

が
乖

離
し

て
い

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
は

、

勤
務

表
上

の
勤

務
時

間
の

適
正

化
の

指
導

の
対

象
と

な
る

こ
と

。
 

③
 

従
た

る
事

業
所

が
あ

る
と

き
は

、
看

護
職

員
の

勤
務

延
時

間
数

に
は

、
従

た
る

事
業

所
に

お
け

る
勤

務
延

時
間

数
も

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

④
 

同
条

第
２

項
は

、
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

職
員

の
う

ち
１

名
は

、
常

勤
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

を
規

定
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
2
)
 
管

理
者

 

①
 
 
基

準
第

３
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

置
く

べ
き

管
理

者

は
、

当
該

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
専

従
、

か
つ

、
常

勤
の

者
で

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
こ

と
と

し
、

例
え

ば
、

同
時

に
他

の
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

を
管

理
す

る
こ

と

は
認

め
ら

れ
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
以

下
の

場
合

で
あ

っ
て

、
指

定
訪

問
看

護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

理
上

支
障

が
な

い
場

合
は

、
他

の
職

務
を

兼
ね

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

イ
 
 
当

該
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

職
員

と
し

て
の

職
務

に
従

事
す

る
場

合
 

ロ
 
 
当

該
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
が

介
護

保
険

法
に

よ
る

指
定

を
受

け
て

い
る

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
場

合
に

、
当

該
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

管
理

者
又

は
看

護
職

員
と

し
て

の
職

務
に

従
事

す
る

場
合

 

ハ
 
 
同

一
敷

地
内

に
あ

る
又

は
道

路
を

隔
て

て
隣

接
す

る
等

、
特

に
当

該
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

管
理

業
務

に
支

障
が

な
い

と
認

め
ら

れ
る

範
囲

内
に

他
の

事
業

所
、

施
設

等
が

あ
る

場
合

に
、

当
該

他
の

事
業

所
等

の
管

理
者

又
は

従
業

者
と

し
て

の
職

務
に

従
事

す
る

場
合

（
こ

の
場

合
の

他
の

事
業

所
、

施
設

等
の

事
業

の
内

容
は

問
わ

な
い

が
、

例
え

ば
、

併
設

さ
れ

る
入

所
施

設
に

お
け

る
看

護
業

務
（

管
理

業
務

を
含

む
。

）
と

の
兼

務
は

管
理

者
の

業
務

に
支

障
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

施
設

に
お

け
る

勤
務

時
間

が
極

め
て

限
ら

れ
て

い
る

職
員

の
場

合
に

は
、

例
外

的
に

認
め

ら
れ

る
場

合
も

あ
り

得
る

。
）

 

②
 
 
管

理
者

は
管

理
者

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

と
認

め
ら

れ
る

保
健

師
、

助
産

師
又

は
看

護
師

で

あ
っ

て
、

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

な
い

者
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

イ
 
 
保

健
師

助
産

師
看

護
師

法
（

昭
和

2
3
年

法
律

第
2
0
3
号

）
第

1
4
条

第
１

項
の

規
定

に

よ
り

保
健

師
、

助
産

師
又

は
看

護
師

の
業

務
の

停
止

を
命

ぜ
ら

れ
、

業
務

停
止

の
期

間
終

了
後

５
年

を
経

過
し

な
い

者
 

ロ
 
 
健

康
保

険
法

第
9
1
条

又
は

9
4
条

の
規

定
に

よ
り

、
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

管
理

者
と

し
て

変
更

の
指

導
を

受
け

、
変

更
さ

れ
た

後
５

年
を

経
過

し
な

い
者

又
は

取
消

処
分

を
受

け
た

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
当

該
管

理
者

（
た

だ
し

、
取

消
処

分
が

当
該

管
理

者
の

責
務

に
関

わ
る

場
合

に
限

る
。

）
で

あ
っ

て
、

取
消

日
後

５
年

を
経

過
し

な
い

者
 

③
 
 
基

準
第

３
条

第
２

項
た

だ
し

書
の

規
定

に
よ

り
、

保
健

師
、

助
産

師
又

は
看

護
師

以
外

の

者
に

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
管

理
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

と
は

、
管

理
者

の

長
期

間
の

傷
病

又
は

出
張

等
の

や
む

を
得

な
い

理
由

が
あ

り
、

か
つ

、
指

定
訪

問
看

護
ス

テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

理
を

す
る

者
が

、
利

用
者

の
療

養
生

活
の

質
の

向
上

に
関

し
相

当
の

知
識

、

経
験

及
び

熱
意

を
有

し
、

過
去

の
経

歴
等

を
勘

案
し

て
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

管

（ ）（ ） 10951094
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①
 
 
基

準
第

1
0
条
第

１
項
は
、

指
定
訪

問
看

護
の

事
業
が

地
域
社

会
に

根
ざ

し
た
事

業
と
し

て
運

営
さ
れ

て
い
く

た
め

に
は

、
そ
の

運
営
に

関
し

て
市

町
村
（

特
別
区

を
含

む
。

以
下
同

じ
。
）

を
は
じ

め
他
の

保
健

、
医

療
又
は

介
護
を

含
む

福
祉

サ
ー
ビ

ス
を
提

供
す

る
者

と
密
接

な
連
携

が
と
れ

て
い
る

こ
と

が
必

要
で
あ

る
こ
と

か
ら

、
市

町
村
の

保
健
・

福
祉

部
門

、
保
健

所
及
び

民
間
の

在
宅
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
等
の

介
護
を

含
む

福
祉

サ
ー
ビ

ス
の
提

供
主

体
等

と
十
分

な
連
携

を
図
る

こ
と
を

定
め

た
も

の
で
あ

る
こ
と

。
な

お
、

連
携
に

当
た
っ

て
は

、
指

定
訪
問

看
護
以

外
の
サ

ー
ビ
ス

の
提

供
内

容
を
十

分
に
確

認
す

る
と

と
も
に

、
市
町

村
に

設
け

ら
れ
た

地
域
ケ

ア
会
議

、
在
宅

介
護

支
援

セ
ン
タ

ー
等
を

積
極

的
に

活
用
す

る
こ
と

。
 

②
 
 
同

条
第
２

項
は

、
指

定
訪
問

看
護
の

提
供

の
終

了
に
際

し
て
は

、
利

用
者

又
は
そ

の
家
族

等
に

対
す
る

適
切
な

指
導

を
行

う
と
と

も
に
、

指
定

訪
問

看
護
の

提
供
の

終
了

後
に

お
い
て

も
必
要

な
サ
ー

ビ
ス
が

継
続

し
て

提
供
さ

れ
る
よ

う
、

終
了

後
の
主

治
医
に

対
す

る
情

報
提
供

及
び
市

町
村
等

の
保
健

・
福

祉
サ

ー
ビ
ス

の
提
供

主
体

等
と

の
連
携

に
つ
い

て
規

定
し

た
も
の

で
あ
る

こ
と
。

な
お
、

こ
の

場
合

、
特
に

市
町
村

に
設

け
ら

れ
た
地

域
ケ
ア

会
議

及
び

在
宅
介

護
支
援

セ
ン
タ

ー
と
の

連
携

に
つ

い
て
十

分
配
慮

す
る

こ
と

。
 

(
7
)
 
身

分
を
証

す
る

書
類

の
携
行

（
基
準

第
1
1
条

関
係
）

 

基
準
第

1
1
条

は
、

利
用

者
が
安

心
し
て

指
定

訪
問

看
護
の

提
供
を

受
け

る
こ

と
が
で

き
る
よ

う
、

指
定
訪

問
看
護

事
業

者
は

、
当
該

指
定
訪

問
看

護
ス

テ
ー
シ

ョ
ン
の

看
護

師
等

に
身
分

を
明
ら

か
に

す
る
証

書
や
名

札
等

を
携

行
さ
せ

、
初
回

訪
問

時
及

び
利
用

者
又
は

そ
の

家
族

か
ら
求

め
ら
れ

た
と

き
は
、

こ
れ
を

提
示

す
べ

き
旨
を

指
導
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
こ
と

と
し

た
も

の
で
あ

る
こ
と

。
ま

た
、
こ

の
証
書

等
に

は
、

当
該
指

定
訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ
ョ

ン
の
名

称
、

当
該

看
護
師

等
の
氏

名
を

記
載
す

る
も
の

と
し

、
当

該
看
護

師
等
の

写
真

の
貼

付
や
職

能
の
記

載
を

行
う

こ
と
が

望
ま
し

い
こ

と
。

 

(
8
)
 
利

用
料
（

基
準

第
1
3
条
関

係
）

 

基
準
第

1
3
条

は
、
利

用
者
か
ら

支
払
わ

れ
る

利
用

料
の
範

囲
等
に

つ
い

て
規

定
し
た

も
の
で

あ

り
、

 

そ
の
運

用
に
当

た
っ

て
は

、
次
の

点
に
留

意
す

る
こ

と
。

 

①
 
 
基

本
利
用

料
に

つ
い

て
は
、

訪
問
看

護
療

養
費

に
係
る

指
定
訪

問
看

護
の

費
用
の

額
の
算

定
方

法
（
平

成
2
0
年
厚
生

労
働
省
告

示
第

6
7
号
）

に
よ
り
算

定
し
た

額
か

ら
訪

問
看
護

療
養
費

若

し
く
は

家
族
訪

問
看

護
療

養
費
と

し
て
支

給
さ

れ
た

額
に
相

当
す
る

額
を

控
除

し
た
額

に
よ
り

算
定
し

た
額
を

徴
収

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
も

の
で

あ
る
こ

と
。

 

そ
の
他

、
利
用

料
に

つ
い

て
は
、

次
の
点

に
留

意
す

る
こ
と

。
 

イ
 
 
「

厚
生
労

働
大

臣
の

定
め
る

指
定
訪

問
看

護
等

」
（
平

成
1
2
年
３
月

厚
生
省
告

示
第

1
6
9

号
）
に

定
め
る

指
定

訪
問

看
護
に

係
る
特

別
の

料
金

に
つ
い

て
は
、

利
用

者
の

選
定
に

基
づ

き
提
供

さ
れ
る

場
合

に
限

り
徴
収

で
き
る

も
の

で
あ

り
、
指

定
訪
問

看
護

事
業

者
の
都

合
に

よ
る
場

合
に
は

徴
収

で
き

な
い
も

の
で
あ

る
こ

と
。

 

ロ
 
 
イ

の
利
用

料
の

額
に

つ
い
て

は
、
指

定
訪

問
看

護
ス
テ

ー
シ
ョ

ン
ご

と
に

当
該
指

定
訪
問

看
護
の

提
供
に

要
す

る
費

用
の
範

囲
内
で

設
定

で
き

る
も
の

で
あ
る

こ
と

。
 

ハ
 
 
交

通
費
、

お
む

つ
代

及
び
家

事
援
助

に
要

す
る

費
用
等

で
あ
っ

て
、

指
定

訪
問
看

護
の
提

供
以
外

の
サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に
要

す
る
費

用
に

つ
い

て
は
、

当
該
サ

ー
ビ

ス
に

要
す
る

実
費
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始
に

際
し

、
あ

ら
か

じ
め

、
利

用
申

込
者

又
は

そ
の

家
族

等
に

対
し

、
運

営
規

程
の

概
要

、
看

護
師

等
の

勤
務

の
体

制
そ

の
他

の
利

用
申

込
者

が
指

定
訪

問
看

護
を

選
択

す
る

に
当

た
っ

て
の

重
要

事
項

を
記

載
し

た
文

書
を

交
付

し
説

明
し

、
提

供
の

開
始

に
つ

い
て

の
同

意
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

な
お

、
当

該
同

意
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

及
び

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
双

方
の

保
護

の
立

場
か

ら
書

面
に

よ
っ

て
確

認
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
2
)
 
提

供
拒

否
の

禁
止

（
基

準
第

６
条

関
係

）
 

基
準

第
６

条
は

、
原

則
と

し
て

、
利

用
申

込
に

対
し

て
は

応
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

を
規

定
し

た
も

の
で

あ
り

、
特

に
、

必
要

と
す

る
療

養
上

の
世

話
の

程
度

が
重

い
こ

と
を

も
っ

て
利

用
を

拒
否

す
る

こ
と

を
禁

止
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
3
)
 
提

供
困

難
時

の
対

応
（

基
準

第
７

条
関

係
）

 

基
準

第
７

条
は

、
利

用
申

込
者

の
病

状
が

重
篤

な
た

め
に

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
の

対
応

が
困

難
で

あ
る

場
合

、
利

用
申

込
者

の
居

住
地

と
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

所
在

地
と

の
間

が
遠

距
離

で
あ

る
場

合
、

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
看

護
師

等
の

現
員

か
ら

は
利

用
申

込
に

応
じ

き
れ

な
い

場
合

等
、

自
ら

適
切

に
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

を
す

る
こ

と
が

困
難

で
あ

る
と

認
め

た
場

合
に

つ
い

て
の

み
基

準
第

６
条

の
例

外
を

認
め

る
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
こ

の
場

合
に

あ
っ

て
も

、
速

や
か

に
主

治
医

へ
の

連
絡

を
行

い
、

適
当

な
他

の
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

を
紹

介
す

る
等

の
必

要
な

措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
4
)
 
受

給
資

格
の

確
認

（
基

準
第

８
条

関
係

）
 

①
 
 
基

準
第

８
条

は
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
は

、
指

定
訪

問
看

護
の

利
用

の
開

始
に

当
た

っ
て

、

利
用

申
込

者
が

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
を

受
け

る
資

格
が

あ
る

こ
と

を
そ

の
者

の
提

示
す

る
被

保
険

者
証

等
に

よ
り

確
か

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
旨

規
定

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

特
に

、
現

に
他

の
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

指
定

訪
問

看
護

が
提

供
さ

れ
て

い
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

重
ね

て
訪

問
看

護
療

養
費

又
は

家
族

訪
問

看
護

療
養

費
の

支
給

は
行

わ
れ

な
い

こ
と

に
留

意
し

、
利

用
申

込
者

等
に

対
し

問
い

合
わ

せ
る

、
訪

問
時

に
確

認
す

る
等

に
よ

り
、

現
に

他
の

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
指

定
訪

問
看

護
を

受
け

て
い

る
か

否
か

を
確

認
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

被
保

険
者

等
で

確
認

で
き

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

②
 
 
利

用
者

が
介

護
保

険
法

第
７

条
第

５
項

の
規

定
に

よ
る

居
宅

サ
ー

ビ
ス

（
同

条
第

８
項

に
規

定

す
る

訪
問

看
護

に
係

る
も

の
に

限
る

。
）

の
提

供
を

受
け

、
居

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
費

の
支

給
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
と

き
は

、
訪

問
看

護
療

養
費

又
は

家
族

訪
問

看
護

療
養

費
の

支
給

は
行

わ
れ

な
い

の
で

、
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

は
、

必
要

に
応

じ
、

当
該

利
用

者
が

同
法

第
6
2
条

に

規
定

す
る

要
介

護
被

保
険

者
等

で
あ

る
か

否
か

の
確

認
を

行
う

必
要

が
あ

る
こ

と
。

 

(
5
)
 
心

身
の

状
況

等
の

把
握

（
基

準
第

９
条

関
係

）
 

基
準

第
９

条
は

、
適

切
な

指
定

訪
問

看
護

が
提

供
さ

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

利
用

者
の

病
歴

、

病
状

、
介

護
の

状
況

、
家

屋
の

構
造

等
の

家
庭

環
境

、
他

の
保

健
、

医
療

又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況
等

の
把

握
に

努
め

る
べ

き
こ

と
を

規
定

し
た

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

ら
の

利
用

者
に

関
す

る
記

録
は

、
訪

問
看

護
記

録
書

に
記

入
し

、
基

準
第

3
0
条

の
規

定
に

基
づ

き
保

存
し

て
お

か
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
6
)
 
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
提

供
者

と
の

連
携

（
基

準
第

1
0
条

関
係

）
 

（ ）（ ） 10971096
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否
の

判
定

は
、

病
状

及
び

心
身

の
状

態
に

応
じ

て
適

宜
実

施
さ

れ
る

べ
き

も
の

で
あ

る
が

、
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

は
、

指
示

書
交

付
時

等
に

お
い

て
主

治
医

に
指

定
訪

問
看

護
の

継
続

の
要

否
の

相
談

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
記

録
書

に
記

入
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
な

お
、

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
交

付
時

に
お

い
て

も
症

状
及

び
心

身
の

状
態

の
変

化
等

を
踏

ま
え

、
頻

回
な

訪
問

看
護

の
必

要
性

に
つ

い
て

相
談

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
記

録
書

に
記

入
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

④
 
 
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

は
、

主
治

医
と

連
携

を
図

り
、

適
切

な
指

定
訪

問
看

護
を

提
供

す
る

た

め
、

定
期

的
に

訪
問

看
護

計
画

書
及

び
訪

問
看

護
報

告
書

を
書

面
又

は
電

子
的

な
方

法
に

よ
り

主

治
医

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

。
な

お
、

電
子

的
方

法
に

よ
っ

て
、

個
々

の
利

用
者

の

訪
問

看
護

に
関

す
る

計
画

等
を

主
治

医
に

提
出

す
る

場
合

は
、

厚
生

労
働

省
「

医
療

情
報

シ
ス

テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
、

安
全

な
通

信
環

境
を

確
保

す
る

と
と

も

に
、

書
面

に
お

け
る

署
名

又
は

記
名

・
押

印
に

代
わ

り
、

厚
生

労
働

省
の

定
め

る
準

拠
性

監
査

基

準
を

満
た

す
保

健
医

療
福

祉
分

野
の

公
開

鍵
基

盤
（

H
P
K
I
：

H
e
a
l
t
h
c
a
r
e
 
P
u
b
l
i
c
 
K
e
y
 
I
n
f
r
a
s

t
r
u
c
t
u
r
e
）

に
よ

る
電

子
署

名
を

施
す

こ
と

。
 

⑤
 
 
訪

問
看

護
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
特

に
保

険
医

療
機

関
内

の
場

合
と

異
な

り
、

看
護

師
が

単

独
で

行
う

こ
と

に
十

分
留

意
す

る
と

と
も

に
慎

重
な

状
況

判
断

等
が

要
求

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

主
治

医
と

の
密

接
か

つ
適

切
な

連
携

を
図

る
こ

と
。

 

(
1
1
)
 
 
訪

問
看

護
計

画
書

及
び

訪
問

看
護

報
告

書
の

作
成

（
基

準
第

1
7
条

関
係

）
 

①
 
 
基

準
第

1
7
条

第
１

項
は

、
看

護
師

等
（

准
看

護
師

を
除

く
。

以
下

(
1
1
)
に

お
い

て
同

じ
。

）

が
利

用
者

ご
と

に
、

訪
問

看
護

計
画

書
及

び
訪

問
看

護
報

告
書

を
作

成
す

る
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

②
 
 
看

護
師

等
は

、
訪

問
看

護
計

画
書

に
は

、
利

用
者

の
希

望
、

主
治

医
の

指
示

及
び

心
身

の
状

況

等
を

踏
ま

え
て

、
看

護
目

標
、

具
体

的
サ

ー
ビ

ス
内

容
等

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

③
 
 
看

護
師

等
は

、
作

成
し

た
訪

問
看

護
計

画
書

に
記

載
さ

れ
た

看
護

目
標

や
具

体
的

サ
ー

ビ
ス

内

容
等

に
つ

い
て

、
利

用
者

及
び

そ
の

家
族

に
理

解
し

や
す

い
方

法
で

説
明

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

実
施

状
況

や
評

価
に

つ
い

て
も

説
明

を
行

う
必

要
が

あ
る

こ
と

。
 

④
 
 
看

護
師

等
は

、
訪

問
看

護
報

告
書

に
は

、
訪

問
を

行
っ

た
日

、
提

供
し

た
看

護
内

容
及

び
サ

ー

ビ
ス

提
供

結
果

等
を

記
載

す
る

こ
と

。
な

お
、

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
に

基
づ

く
訪

問
看

護
を

行
っ

た
場

合
に

つ
い

て
は

、
病

状
及

び
心

身
の

状
態

等
の

変
化

等
頻

回
な

訪
問

看
護

を
行

う
必

要
性

と
そ

れ
に

対
し

て
提

供
し

た
看

護
内

容
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

結
果

等
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

⑤
 
 
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

及
び

言
語

聴
覚

士
（

以
下

「
理

学
療

法
士

等
」

と
い

う
。

）
が

訪

問
看

護
を

提
供

し
て

い
る

利
用

者
に

つ
い

て
は

、
訪

問
看

護
計

画
書

及
び

訪
問

看
護

報
告

書
は

理
学

療
法

士
等

が
提

供
す

る
内

容
に

つ
い

て
も

一
体

的
に

含
む

も
の

と
し

、
看

護
職

員
（

准
看

護
師

を
除

く
。

）
と

理
学

療
法

士
等

が
連

携
し

作
成

す
る

こ
と

。
 

⑥
 
 
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

管
理

者
に

あ
っ

て
は

、
訪

問
看

護
計

画
書

に
沿

っ
た

実
施

状

況
を

把
握

し
、

訪
問

看
護

計
画

書
及

び
訪

問
看

護
報

告
書

に
関

し
、

助
言

、
指

導
等

必
要

な
管

理
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

。
 

⑦
 
 
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

は
、

主
治

医
と

の
連

携
を

図
り

、
適

切
な

指
定

訪
問

看
護

を
提

供
す

る

た
め

、
訪

問
看

護
計

画
書

及
び

訪
問

看
護

報
告

書
を

定
期

的
に

主
治

医
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な
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相
当

額
を

利
用

料
と

し
て

徴
収

で
き

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

な
お

、
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

と
連

続
し

て
行

わ
れ

た
在

宅
で

の
死

後
の

処
置

に
つ

い
て

は
、

当
該

サ
ー

ビ
ス

に
要

す
る

実
費

相
当

額
を

徴
収

で
き

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

②
 
 
利

用
料

に
つ

い
て

は
、

指
定

訪
問

看
護

を
提

供
す

る
前

に
、

あ
ら

か
じ

め
、

利
用

者
や

そ
の

家

族
等

に
対

し
、

基
本

利
用

料
並

び
に

そ
の

他
の

利
用

料
の

内
容

及
び

額
に

関
し

て
説

明
を

行
い

、

同
意

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

。
ま

た
、

利
用

者
か

ら
利

用
料

の
支

払
を

受
け

る
場

合
に

は
、

費
用

の
細

目
を

記
載

し
た

領
収

書
を

交
付

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
。

 

(
9
)
 
指

定
訪

問
看

護
の

基
本

取
扱

方
針

及
び

具
体

的
取

扱
方

針
（

基
準

第
1
4
、

1
5
条

関
係

）
 

基
準

第
1
4
条

及
び

第
1
5
条

に
い

う
指

定
訪

問
看

護
の

取
扱

方
針

に
お

い
て

、
特

に
留

意
す

べ

き
こ

と
は

、
次

の
と

お
り

で
あ

る
こ

と
。

 

①
 
 
指

定
訪

問
看

護
は

、
利

用
者

の
心

身
の

特
性

を
踏

ま
え

て
、

利
用

者
の

療
養

上
妥

当
適

切
に

行

い
、

日
常

の
療

養
生

活
の

充
実

に
資

す
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

漫
然

か
つ

画
一

的
な

も
の

に
な

ら
な

い
よ

う
、

主
治

医
と

の
密

接
な

連
携

の
も

と
に

看
護

目
標

及
び

訪
問

看
護

計
画

に
沿

っ
て

行
う

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

②
 
 
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

に
つ

い
て

は
、

目
標

達
成

の
度

合
い

や
そ

の
効

果
等

に
つ

い
て

評
価

を

行
う

と
と

も
に

、
訪

問
看

護
計

画
の

修
正

を
行

い
、

改
善

を
図

る
等

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

③
 
 
利

用
者

の
病

状
、

心
身

の
状

況
及

び
経

過
、

そ
の

置
か

れ
て

い
る

環
境

、
看

護
目

標
、

具
体

的

な
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

そ
の

他
の

療
養

上
必

要
な

事
項

に
つ

い
て

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
に

理
解

し
や

す
い

よ
う

に
指

導
又

は
説

明
を

行
う

こ
と

。
 

④
 
 
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

に
当

た
っ

て
は

、
医

学
の

進
歩

に
対

応
し

た
適

切
な

看
護

の
技

術
を

も

っ
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
新

し
い

技
術

の
習

得
等

、
研

鑽
を

積
む

こ
と

を
定

め
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

⑤
 
 
医

学
の

立
場

を
堅

持
し

、
広

く
一

般
に

認
め

ら
れ

て
い

な
い

看
護

等
に

つ
い

て
は

行
っ

て
は

な

ら
な

い
こ

と
。

 

(
1
0
)
 
 
主

治
医

と
の

関
係

（
基

準
第

1
6
条

関
係

）
 

①
 

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

理
者

は
、

主
治

医
の

指
示

に
基

づ
き

指
定

訪
問

看
護

が
行

わ
れ

る
よ

う
、

主
治

医
と

の
連

絡
調

整
、

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
を

担
当

す
る

看
護

師
等

の
監

督

等
必

要
な

管
理

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
。

な
お

、
主

治
医

と
は

、
利

用
申

込
者

の
選

定

に
よ

り
加

療
し

て
い

る
保

険
医

療
機

関
の

保
険

医
を

い
い

、
主

治
医

以
外

の
複

数
の

医
師

か
ら

指

示
書

の
交

付
を

受
け

る
こ

と
は

で
き

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

②
 
 
基

準
第

1
6
条

第
２

項
は

、
指

定
訪

問
看

護
の

利
用

対
象

者
は

、
そ

の
主

治
医

が
指

定
訪

問
看

護
の

必
要

性
を

認
め

た
も

の
に

限
ら

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
は

、
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

の
開

始
に

際
し

、
利

用
者

の
主

治
医

が
発

行
す

る
訪

問
看

護
等

の
指

示
の

文
書

（
以

下
「

指
示

書
」

と
い

う
。

）
の

交
付

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

③
 
 
同

条
第

３
項

は
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
は

、
利

用
者

に
つ

い
て

、
そ

の
病

状
及

び
心

身
の

状

態
に

照
ら

し
、

定
期

に
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

を
継

続
す

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
相

談
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
具

体
的

に
は

、
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

の
要

（ ）（ ） 10971096
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理
者
は

、
看
護

師
等

が
感

染
源
と

な
る
こ

と
を

予
防

し
、
ま

た
看
護

師
等

を
感

染
の
危

険
か
ら

守
る

た
め
、

使
い
捨

て
の

手
袋

等
感
染

を
予
防

す
る

た
め

の
備
品

等
を
備

え
付

け
る

な
ど
対

策
を
講

じ
る

必
要
が

あ
る
こ

と
。

 

(
1
8
)
 
 
掲
示
（

基
準

第
2
4
条
関

係
）

 

基
準
第

2
4
条

は
、
利

用
者
に
対

し
適
切

な
指

定
訪

問
看
護

を
提
供

す
る

た
め

、
指
定

訪
問
看

護

ス
テ
ー

シ
ョ
ン

内
の

見
や

す
い
場

所
に
、

運
営

規
程

の
概
要

、
職
員

の
勤

務
体

制
そ
の

他
の
利

用
申

込
者
の

選
択
に

資
す

る
と

思
わ
れ

る
事
項

を
掲

示
し

、
周
知

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
こ

と
と
し

た
も

の
で
あ

る
こ
と

。
 

(
1
9
)
 
 
秘
密
保

持
（

基
準

第
2
5
条

関
係

）
 

①
 
 
基

準
第

2
5
条
第

１
項
は
、

指
定
訪

問
看

護
の

事
業
に

関
し
て

は
、

利
用

者
の
家

庭
に
お

い
て

行
わ
れ

る
事
業

で
あ

る
こ

と
に
鑑

み
、
正

当
な

理
由

が
な
く

、
そ
の

業
務

上
知

り
得
た

利
用
者

ま
た

は
そ

の
家

族
等

の
秘

密
を

漏
ら

し
て

は
な

ら
な

い
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、

訪
問
看

護
情
報

提
供

療
養

費
に
係

る
市
町

村
等

へ
の

情
報
提

供
の
際

に
つ

い
て

も
、
必

ず
本
人

又
は
そ

の
家
族

等
の

同
意

を
得
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

も
の
で

あ
る
こ

と
。

 

②
 
 
同

条
第
２

項
は

、
指

定
訪
問

看
護
事

業
者

に
対

し
て
、

過
去
に

当
該

指
定

訪
問
看

護
ス
テ

ー
シ

ョ
ン
の

従
業
者

で
あ

っ
た

者
が
、

そ
の
業

務
上

知
り

得
た
利

用
者
又

は
そ

の
家

族
の
秘

密
を
漏

ら
す

こ
と

が
な

い
よ

う
必

要
な

措
置

を
取

る
こ

と
を

義
務

づ
け

た
も

の
で

あ
り

、
具

体
的

に
は

、

指
定
訪

問
看
護

事
業

者
は

、
当
該

指
定
訪

問
看

護
ス

テ
ー
シ

ョ
ン
の

従
業

者
が

従
業
者

で
な
く

な
っ
た

後
に
お

い
て

も
こ

れ
ら
の

秘
密
を

保
持

す
べ

き
旨
を

、
従
業

者
と

の
雇

用
時
等

に
取
り

決
め
、

例
え
ば

違
約

金
に

つ
い
て

の
定
め

を
置

く
な

ど
の
措

置
を
講

ず
べ

き
こ

と
と
す

る
も
の

で
あ
る

こ
と
。

 

(
2
0
)
 
 
広
告
（

基
準

第
2
6
条
関

係
）

 

基
準
第

2
6
条

は
、
指

定
訪
問
看

護
の
事

業
が

地
域

に
開
か

れ
た
事

業
と

し
て

、
利
用

者
や
そ

の

家
族
に

対
す
る

支
援

機
能

を
果
た

す
た
め

、
必

要
な

事
項
に

つ
い
て

は
、

こ
れ

を
広
告

す
る
こ

と
が

で
き
る

こ
と
と

し
た

も
の

で
あ
る

こ
と
。

 

な
お
、

必
要
な

事
項

と
は

次
に
掲

げ
る
事

項
で

あ
り

、
そ
の

内
容
に

つ
い

て
虚

偽
に
わ

た
っ
て

は
な
ら

な
い
こ

と
。

 

①
 
 
指

定
訪
問

看
護

事
業

者
及
び

指
定
訪

問
看

護
ス

テ
ー
シ

ョ
ン
の

名
称

、
電

話
番
号

及
び
所

在
の

場
所
を

表
示
す

る
事

項
 

②
 
 
指

定
訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ
ョ

ン
に
勤

務
す

る
看

護
師
等

の
氏
名

、
経

歴
 

③
 
 
看

護
師
等

の
配

置
員

数
 

④
 
 
指

定
訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ
ョ

ン
の
営

業
日

及
び

営
業
時

間
 

⑤
 
 
提

供
さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
の
概

要
 

⑥
 
 
利

用
料
の

内
容

 

⑦
 
 
そ

の
他
地

方
厚

生
（

支
）
局

長
の
承

認
を

受
け

た
事
項

 

(
2
1
)
 
 
苦
情
処

理
（

基
準

第
2
7
条

関
係

）
 

基
準
第

2
7
条

に
い
う

「
必
要
な

措
置
」

と
は

、
具

体
的
に

は
、
相

談
窓

口
、

苦
情
処

理
の
体

制

及
び
手

段
等
当

該
指

定
訪

問
看
護

ス
テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け
る

利
用
者

等
か

ら
の

苦
情
を

処
理
す

る
た

め
に
講

ず
る
措

置
の

概
要

を
明
ら

か
に
し

、
利

用
申

込
者
に

指
定
訪

問
看

護
の

内
容
を

説
明
す

る
文
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ら
な

い
こ

と
。

 

⑧
 
 
訪

問
看

護
計

画
書

及
び

訪
問

看
護

報
告

書
の

具
体

的
な

記
載

要
領

等
に

つ
い

て
は

、
別

に
通

知

す
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
1
2
)
 

利
用

者
に

関
す

る
全

国
健

康
保

険
協

会
、

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
又

は
健

康
保

険
組

合
へ

の
通

知
（

基
準

第
1
8
条

関
係

）
 

基
準

第
1
8
条

は
、

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
、

利
用

者
に

対
す

る
訪

問
看

護
療

養
費

又

は
家

族
訪

問
看

護
療

養
費

の
支

給
が

不
適

当
で

あ
る

と
認

め
る

場
合

で
あ

っ
て

全
国

健
康

保
険

協
会

、

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
又

は
健

康
保

険
組

合
に

通
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
理

由
を

列
記

し
た

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

(
1
3
)
 

緊
急

時
の

対
応

（
基

準
第

1
9
条

関
係

）
 

基
準

第
1
9
条

は
、

看
護

師
等

が
現

に
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

を
行

っ
て

い
る

と
き

に
、

利
用

者

の
病

状
に

急
変

等
が

生
じ

た
場

合
に

は
、

運
営

規
程

に
定

め
ら

れ
た

緊
急

時
の

対
応

方
法

に
基

づ
き

、

速
や

か
に

主
治

医
に

連
絡

を
行

い
指

示
を

求
め

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

臨
時

応
急

の
手

当
を

行
う

等
の

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
1
4
)
 

管
理

者
の

責
務

（
基

準
第

2
0
条

関
係

）
 

基
準

第
2
0
条

は
、

管
理

者
の

責
務

に
つ

い
て

規
定

し
た

も
の

で
あ

り
、

管
理

者
は

指
定

訪
問

看

護
の

利
用

の
申

込
み

に
係

る
調

整
、

業
務

の
実

施
状

況
の

把
握

等
の

管
理

を
一

元
的

に
行

い
、

併
せ

て
、

適
切

な
指

定
訪

問
看

護
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

運
営

に
関

す
る

事
項

を
遵

守
さ

せ
る

た
め

必
要

な
指

揮
命

令
を

行
う

も
の

と
す

る
こ

と
。

 

(
1
5
)
 

運
営

規
程

（
基

準
第

2
1
条

関
係

）
 

基
準

第
2
1
条

は
、

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
の

適
正

な
運

営
及

び
利

用
者

等
に

対
す

る
適

切
な

指

定
訪

問
看

護
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
、

同
条

第
１

号
か

ら
第

７
号

ま
で

に
掲

げ
る

事
項

を
内

容
と

す
る

規
程

を
定

め
る

こ
と

を
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ご

と
に

義
務

づ
け

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
1
6
)
 

勤
務

体
制

の
確

保
等

（
基

準
第

2
2
条

関
係

）
 

基
準

第
2
2
条

は
、

利
用

者
等

に
対

す
る

適
切

な
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
、

職

員
の

勤
務

体
制

等
を

規
定

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
こ

の
ほ

か
次

の
点

に
留

意
す

る
こ

と
。

 

①
 
 
職

員
の

毎
月

の
勤

務
体

制
及

び
職

務
内

容
を

定
め

る
こ

と
。

ま
た

、
看

護
師

等
に

つ
い

て
は

、

日
々

の
勤

務
体

制
を

明
確

に
定

め
る

と
と

も
に

、
非

常
勤

又
は

兼
務

の
看

護
師

等
の

勤
務

に
つ

い
て

も
、

あ
ら

か
じ

め
計

画
さ

れ
た

勤
務

表
に

よ
り

行
う

こ
と

。
 

②
 
 
同

条
第

２
項

は
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
は

、
そ

の
雇

用
す

る
看

護
師

等
に

よ
っ

て
指

定
訪

問

看
護

を
提

供
す

る
べ

き
も

の
で

あ
る

こ
と

を
規

定
し

た
も

の
で

あ
り

、
例

え
ば

、
第

三
者

へ
の

委
託

等
を

行
う

こ
と

は
認

め
ら

れ
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

③
 
 
同

条
第

３
項

は
、

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
各

職
種

等
に

わ
た

っ
て

、
統

一
し

た
運

営

方
針

の
も

と
に

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
を

行
い

、
か

つ
、

そ
の

向
上

を
図

る
た

め
、

計
画

的
に

職
員

の
研

修
の

機
会

を
確

保
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

も
の

と
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
1
7
)
 
 
衛

生
管

理
等

（
基

準
第

2
3
条

関
係

）
 

基
準

第
2
3
条

は
、

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

理
者

は
、

看
護

師
等

の
清

潔
の

保
持

及

び
健

康
状

態
の

管
理

並
び

に
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

設
備

及
び

備
品

等
の

衛
生

的
な

管
理

に
努

め
る

べ
き

こ
と

を
規

定
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
特

に
、

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

（ ）（ ） 10991098
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⑤
 
 
設

備
及

び
備

品
等

に
関

す
る

記
録

 

(
2
5
)
 
 
事

業
報

告
（

基
準

第
3
1
条

関
係

）
 

基
準

第
3
1
条

は
、

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
管

理
者

は
、

そ
の

管
理

す
る

指
定

訪
問

看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
し

て
、

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
に

つ
い

て
、

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
旨

定
め

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

な
お

、
具

体
的

な
事

業
報

告
の

方
法

等
に

つ
い

て
は

、
別

に
通

知
す

る
と

こ
ろ

に
よ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 
-
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書
に

苦
情

に
対

す
る

措
置

の
概

要
に

つ
い

て
も

併
せ

て
記

載
す

る
と

と
も

に
、

指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
掲

示
す

る
こ

と
等

で
あ

る
こ

と
。

 

(
2
2
)
 
 
事

故
発

生
時

の
対

応
（

基
準

第
2
8
条

関
係

）
 

基
準

第
2
8

条
は

、
利

用
者

が
安

心
し

て
指

定
訪

問
看

護
の

提
供

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
は

、
利

用
者

に
対

す
る

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
に

よ
り

事
故

が
発

生
し

た
場

合
は

、
全

国
健

康
保

険
協

会
、

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
又

は
健

康
保

険
組

合
、

当
該

利
用

者
の

家
族

等
に

対
し

て
連

絡
を

行
う

等
の

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
べ

き
こ

と
と

す
る

と
と

も
に

、
当

該
利

用
者

に
対

す
る

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
に

よ
り

賠
償

す
べ

き
事

故
が

発
生

し
た

場
合

は
、

損
害

賠
償

を
速

や
か

に
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
。

 

こ
の

ほ
か

、
以

下
の

点
に

留
意

す
る

も
の

と
す

る
 

①
 
 
利

用
者

に
対

す
る

指
定

訪
問

看
護

の
提

供
に

よ
り

事
故

が
発

生
し

た
場

合
の

対
応

方
法

に
つ

い

て
は

、
あ

ら
か

じ
め

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
が

定
め

て
お

く
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

。
 

②
 
 
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

は
、

賠
償

す
べ

き
事

態
に

お
い

て
速

や
か

に
賠

償
を

行
う

た
め

、
損

害

賠
償

保
険

に
加

入
し

て
お

く
か

、
又

は
賠

償
資

力
を

有
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

。
 

③
 
 
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

は
、

事
故

が
生

じ
た

際
に

は
そ

の
原

因
を

解
明

し
、

再
発

生
を

防
ぐ

た

め
の

対
策

を
講

じ
る

こ
と

。
 

(
2
3
)
 
 
会

計
の

区
分

（
基

準
第

2
9
条

関
係

）
 

①
 
 
基

準
第

2
9
条

は
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
は

、
指

定
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
ご

と
に

経
理

を
区

分
す

る
と

と
も

に
、

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
の

会
計

と
そ

の
他

の
事

業
の

会
計

を
区

分
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

②
 
 
具

体
的

な
会

計
処

理
の

方
法

等
に

つ
い

て
は

、
「

指
定

老
人

訪
問

看
護

の
事

業
及

び
指

定
訪

問

看
護

の
事

業
の

会
計

・
経

理
準

則
の

制
定

に
つ

い
て

」
（

平
成

７
年

６
月

１
日

老
健

第
1
2
2
号

・
保

発
第

5
7
号

厚
生

省
老

人
保

健
福

祉
局

長
・

保
険

局
長

連
名

通
知

）
に

よ
る

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
2
4
)
 
 
記

録
の

整
備

（
基

準
第

3
0
条

関
係

）
 

基
準

第
3
0
条

は
、

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
の

日
々

の
運

営
及

び
利

用
者

に
対

す
る

指
定

訪
問

看

護
の

提
供

等
に

関
す

る
事

項
を

記
録

し
、

常
時

当
該

指
定

訪
問

看
護

の
事

業
の

状
況

を
適

正
に

把
握

す
る

た
め

、
少

な
く

と
も

次
に

掲
げ

る
記

録
を

そ
の

完
結

の
日

か
ら

２
年

間
備

え
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

①
 
 
管

理
に

関
す

る
記

録
 

イ
 
 
事

業
日

誌
 

ロ
 
 
職

員
の

勤
務

状
況

、
給

与
及

び
研

修
等

に
関

す
る

記
録

 

ハ
 
 
月

間
及

び
年

間
の

事
業

計
画

表
及

び
事

業
実

施
状

況
表

 

②
 
 
市

町
村

等
と

の
連

絡
調

整
に

関
す

る
記

録
 

③
 
 
指

定
訪

問
看

護
に

関
す

る
記

録
 

イ
 
 
記

録
書

 

ロ
 
 
指

示
書

、
訪

問
看

護
計

画
書

及
び

訪
問

看
護

報
告

書
 

ハ
 
 
市

町
村

等
に

対
す

る
情

報
提

供
書

 

④
 
 
会

計
経

理
に

関
す

る
記

録
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◎
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改
正

後
改

正
前

（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
）

め
る
基
準
）

第
六
十
七
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
第
六
十
七
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
病
状
が
安
定
し
、
又
は

省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
病
状
が
安
定
し
、
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
居
宅
に
お

こ
れ
に
準
ず
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
居
宅
に
お

い
て
看
護
師
等
（
看
護
師
そ
の
他
次
条
に
規
定
す

い
て
看
護
師
等
（
看
護
師
そ
の
他
次
条
に
規
定
す

る
者
を
い
う
。
第
七
十
四
条
第
一
項
第
九
号
及
び

る
者
を
い
う
。
第
七
十
四
条
第
一
項
第
九
号
に
お

第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
療
養
上

い
て
同
じ
。
）
が
行
う
療
養
上
の
世
話
及
び
必
要

の
世
話
及
び
必
要
な
診
療
の
補
助
を
要
す
る
こ
と

な
診
療
の
補
助
を
要
す
る
こ
と
と
す
る
。

と
す
る
。

（
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
係
る
指
定
の
申
請
）

（
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
係
る
指
定
の
申
請
）

第
七
十
四
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
指
定
を
受
第
七
十
四
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
指
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
及
び
書
類
を
当
該
申
請
に
係
る
訪
問

し
た
申
請
書
及
び
書
類
を
当
該
申
請
に
係
る
訪
問

看
護
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

看
護
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

地
方
厚
生
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

地
方
厚
生
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五
申
請
者
が
、
現
に
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

五
申
請
者
が
、
現
に
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
病
院
、
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設

ョ
ン
、
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施

又
は
介
護
医
療
院
の
開
設
者
で
あ
る
と
き
は
、

設
の
開
設
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
概
要

そ
の
概
要

六
申
請
者
が
、
同
時
に
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

六
申
請
者
が
、
同
時
に
他
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
病
院
、
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施

シ
ョ
ン
、
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健

設
又
は
介
護
医
療
院
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と

施
設
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
概

き
は
、
そ
の
概
要

要

七
～
十
五

（
略
）

七
～
十
五

（
略
）

２
（
略
）

２
（
略
）

（
変
更
の
届
出
）

（
変
更
の
届
出
）

第
七
十
七
条

法
第
九
十
三
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
第
七
十
七
条

法
第
九
十
三
条
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項
は
、
第
七
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、

定
め
る
事
項
は
、
第
七
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、

第
四
号
、
第
五
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ

第
四
号
、
第
五
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ

る
事
項
（
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

る
事
項
と
す
る
。

は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
事
業
所
の

管
理
者
の
氏
名
、
経
歴
（
看
護
師
等
に
つ
い
て

は
、
免
許
証
の
写
し
を
含
む
。
）
及
び
住
所
に
限

る
。
）
と
す
る
。

附
則

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様式集（点数表・施設基準等） 
※日医ホームページ上に掲載します 

 

 

①点数表等の別紙様式 
別紙様式１ 退院証明書 

別紙様式２ 医療区分・ＡＤＬ区分に係る評価票 

別紙様式３ 緩和ケア実施計画書 

別紙様式４ 児童・思春期精神医療入院診療計画書 

別紙様式４の２ 同・（医療保護入院者用） 

別紙様式５ 栄養治療実施計画 兼 栄養治療実施報告書 

別紙様式６ 退院支援計画書 

別紙様式６の２ 退院支援計画書（ＰＳＷ配置加算） 

別紙様式６の３ 退院支援計画書（地域移行病棟） 

別紙様式７ 地域包括ケア病棟入院診療計画書 

別紙様式７の２ ＡＤＬ維持向上等体制加算に係る評価書 

別紙様式７の３（新）せん妄ハイリスク患者ケア加算に係るチ

ェックリスト 

別紙様式８ 短期滞在手術同意書 

別紙様式９ 生活習慣病 療養計画書 初回用 

別紙様式９の２ 生活習慣病 療養計画書 継続用 

別紙様式 10 「小児かかりつけ診療料」説明書・同意書 

別紙様式 11 診療情報提供書（医療機関宛） 

別紙様式 11 の２（新）診療情報提供書（届出状況） 

別紙様式 12 診療情報提供書（市町村宛） 

別紙様式 12の２ 診療情報提供書（市町村宛／18歳未満・子） 

別紙様式 12の３ 診療情報提供書（市町村宛／18歳未満・親） 

別紙様式 12の４ 診療情報提供書（居宅介護支援事業所向け） 

別紙様式 13 診療情報提供書（介護老人保健施設宛） 

別紙様式 14（新）診療情報提供書（学校宛） 

別紙様式 16 訪問看護指示書 在宅患者訪問点滴注射指示書 

別紙様式 17 精神科訪問看護指示書 

別紙様式 17の２ 精神科特別訪問看護指示書 在宅患者訪問点

滴注射指示書 

別紙様式 18 特別訪問看護指示書 在宅患者訪問点滴注射指示

書 

別紙様式 19 神経学的検査チャート 

別紙様式 19 の２ 小児神経学的検査チャート 

別紙様式 20 血漿成分製剤輸注文書（同意書） 

別紙様式 21 リハビリテーション実施計画書 

別紙様式 21 の２ リハビリテーション実施計画書 

別紙様式 21 の３ リハビリテーション実施計画書 

別紙様式 21 の４ リハビリテーション実施計画書 

別紙様式 21 の５ リハビリテーション実施計画書 

別紙様式 21 の６ リハビリテーション実施計画書 

別紙様式 22 廃用症候群に係る評価表 

別紙様式 22 （参考資料）疾病コード 

別紙様式 23 リハビリテーション総合実施計画書 

別紙様式 23 の２ リハビリテーション総合実施計画書 

別紙様式 23 の３ リハビリテーション総合実施計画書 

別紙様式 23 の４リハビリテーション総合実施計画書 

別紙様式 23 の５ 目標設定等支援・管理シート 

別紙様式 24 （精神科）退院療養計画書 

別紙様式 25 酸素の購入価格に関する届出書 

別紙様式 26 輸血文書 

別紙様式 27 90日超一般病棟入院患者 退院支援状況報告書 

別紙様式 28 初診料及び外来診療料の注２、注３に規定する施

設基準に係る報告書 

別紙様式 29 精神科リエゾンチーム治療評価書 

別紙様式 29 の２ 精神科リエゾンチーム診療実施計画書 

別紙様式 30 病棟薬剤業務日誌 

別紙様式 31 精神科デイ・ケア等の実施状況に係る報告書 

別紙様式 32 認知症療養計画書 
別紙様式 32 の２ 認知症療養計画書 

 

 
別紙様式 33 DIEPSS（薬原性錐体外路症状評価尺度）全項目評

価用紙 

別紙様式 34 介護職員等喀痰吸引等指示書 

別紙 36 向精神薬種類一覧 

別紙 36 の２ 抗精神病薬のクロルプロマジン換算係数 

別紙様式 37 統合失調症用 院内標準診療計画書 

別紙様式 37 の２ 気分（感情）障害用 院内標準診療計画書 

別紙様式 38 退院支援委員会会議記録 

別紙様式 39 精神科の診療に係る経験を十分に有する医師に

係る届出書添付書類 

別紙様式 40 向精神薬多剤投与に係る報告書 

別紙様式 41 総合支援計画書 

別紙様式 42 入院時訪問指導に係る評価書 

別紙様式 43 褥瘡対策に関する診療計画書 

別紙様式 44 保険医療機関間の連携による病理診断に係る情

報提供様式 

別紙様式 45 回復期リハビリテーション病棟入院料における

実績指数等に係る報告書 

別紙様式 46 褥瘡対策に関する評価 
別紙様式 47 地域包括診療加算等説明書・同意書 

別紙様式 48 地域包括診療料等説明書・同意書 

別紙様式 49 職場復帰の可否等についての主治医意見書 

別紙様式 49 の２ 治療の状況や就職継続の可否等についての

主治医意見書 

別紙様式 50 退院時共同指導料２注４（看護・栄養管理等情報） 

別紙様式 51（新）包括的支援マネジメント 導入基準 

 

②別添６ 基本診療料の施設基準等に係る別紙 
別紙１ 診療情報提供書 

別紙２ 入院診療計画書 

別紙２の２ 入院診療計画書 

別紙２の３ 入院診療計画書 

別紙３ 褥瘡対策に関する診療計画書 

別紙４ 平均在院日数の算定方法 

別紙５ 看護要員（看護職員及び看護補助者をいう）の配置状

況（例） 

別紙６ 入院基本料に係る看護記録 

別紙７ 一般病棟用の重症度、医療・看護必要度に係る評価票 

別紙８ 医療区分・ＡＤＬ区分に係る評価票 評価の手引き 

別紙 12 認知症高齢者の日常生活自立度判定基準 

別紙 13 障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準 

別紙 14 超重症児（者）・準超重症児（者）の判定基準 

別紙 14 の２ 強度行動障害児（者）の医療度判定基準 

別紙 16 褥瘡リスクアセスメント票・褥瘡予防治療計画書 

別紙 17 特定集中治療室用の重症度、医療・看護必要度に係る

評価票 

別紙 18 ハイケアユニット用の重症度、医療・看護必要度に係

る評価票 

別紙 19 リハビリテーション総合実施計画書 

別紙 20 リハビリテーション総合実施計画書 

別紙 21 日常生活機能評価票 

別紙 23 栄養管理計画書 

別紙 24 感染防止対策地域連携加算チェック項目表 

 

③別添７ 基本診療料の施設基準等に係る届出書 
 

④別添２ 特掲診療料の施設基準等に係る届出書 
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（
別
紙
様
式
１
）
 

退
 

院
 

証
 

明
 

書
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
保

険
医

療
機
関

名
称
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
住

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
電

話
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
主

治
医

氏
名
 

  １
．
当

該
保
険

医
療

機
関

に
お

け
る

入
院
年

月
日

及
び

退
院

年
月

日
 

 


 

入
院

年
月

日
 

 
 

 
 

 
 
 

年
 

 
月

 
 

日
 


 

退
院

年
月

日
 

 
 

 
 

 
 
 
年
 

 
月

 
 

日
 

 

２
．

当
該

保
険

医
療

機
関

に
お

け
る
入

院
基

本
料

等
（

特
定

入
院
料

を
含

む
。
）
の

種
別

及
び

算
定

期
間

 

（
複

数
あ

る
場

合
は

そ
れ

ぞ
れ

記
載

の
こ

と
。
）

 

 

 
 


 

入
院

基
本

料
等

の
種

別
：

 

 
 


 

算
定

期
間

：
 

 
 

 
 

 
日

（
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

～
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

）
 

 ３
．

当
該

保
険

医
療

機
関

退
院

日
に
お

け
る

通
算

対
象

入
院

料
を
算

定
し

た
期

間
 

  
 


 

 
 

 
日

（
 

 
 

年
 
 

月
 

 
日

現
在

）
 

 ４
．

当
該

保
険

医
療

機
関

の
入

院
に
係

る
傷

病
名
 

  
 


 

傷
病

名
：
 
 

 ５
．

転
帰

（
該

当
す

る
も

の
に

○
を
つ

け
る

。）
 

 


 

治
癒

 
 


 

治
癒

に
近

い
状

態
（

寛
解

状
態
を

含
む
。）

 


 

そ
の

他
 

 ６
．

そ
の

他
の

特
記

事
項
 

         

 患
者

氏
名

 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 性

別
（

男
・
女

）
 

 
患

者
住

所
 

 
電

話
番

号
 

 
生

年
月

日
 

（
明

・
大

・
昭

・
平
・

令
）

 
 

年
 

 
月

 
 
日

（
 

 
歳

）
 
 

 

 
 

別
添
１
の
２

 

  ＜
通
則
＞

 

医
科
診
療
報
酬
点
数
表
に
記
載
す
る
診
療
等
に
要
す
る
書
面
等
は
別
紙
様
式
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

な
お
、
当
該
様
式
は
、
参
考
と
し
て
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
示
し
て
い
る
事
項
が
全
て
記
載
さ
れ
て
い
る

様
式
で
あ
れ
ば
、
当
該
別
紙
様
式
と
同
じ
で
な
く
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ま
た
、
当
該
別
紙
様
式
の
作
成
や
保
存
等
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
事
務
作
業
の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
各
保

険
医
療
機
関
に
お
い
て
工
夫
さ
れ
た
い
こ
と
。

 

自
筆
の
署
名
が
あ
る
場
合
に
は
印
は
不
要
で
あ
る
こ
と
。

 

署
名
又
は
記
名
・
押
印
を
要
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
電
子
的
な
署
名
を
含
む
。

 

様
式

1
1
、

1
2
、

1
2
の
２
、

1
2
の
３
、

1
2
の
４
、

1
3
、

1
6
、

1
7
、

1
7
の
２
、

1
8
に
つ
い
て
、
電
子
的
方
法
に
よ

っ
て
、
個
々
の
患
者
の
診
療
に
関
す
る
情
報
等
を
他
の
保
険
医
療
機
関
、
保
険
薬
局
等
に
提
供
す
る
場
合
は
、
厚

生
労
働
省
「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成

2
5
年

1
0
月
）
を
遵
守
し
、

安
全
な
通
信
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
書
面
に
お
け
る
署
名
又
は
記
名
・
押
印
に
代
わ
り
、
厚
生
労
働
省
の

定
め
る
準
拠
性
監
査
基
準
を
満
た
す
保
健
医
療
福
祉
分
野
の
公
開
鍵
基
盤
（

H
P
K
I
：

H
e
a
l
t
h
c
a
r
e
 
P
u
b
l
i
c
 
K
e
y
 
I

n
f
r
a
s
t
r
u
c
t
u
r
e
）
に
よ
る
電
子
署
名
を
施
す
こ
と
。

 

  ※
別
紙
様
式

1
5
は
欠
番
で
あ
る
。
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年

入院元（入院した月に限り記載） 退院先（退院した月に限り記載）
□ 一般病棟（自院以外の急性期病院からの転院） □ 一般病棟（急性期病棟への転院・転棟）

１明 ２大 ３昭 ４平 ５令 . . 生 □ 一般病棟（自院の急性期病棟からの転棟） □ 他の病棟（急性期医療を担う保険医療機関の一般病棟以外）
□ □ 介護医療院

□ 介護医療院 □ 介護老人保健施設

□ 介護老人保健施設 □ 特別養護老人ホーム

□ 特別養護老人ホーム □ 有料老人ホーム等

□ 有料老人ホーム等 □ 自宅

【留意事項】 □ 自宅 □ 死亡

Ⅰ　算定期間に限りがある区分　

期間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

1 7

期間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

2 14

3 30

4 7

5 7

6 3

7 7

8 7

9 3

Ⅱ　算定期間に限りがない区分

☆

10

11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

12

13

14

15

16

17

18

☆

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

☆ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

81

82

83

84

85

86

87

91

発熱がある状態

経鼻胃管や胃瘻等の経腸栄養が行われている状態

気管切開又は気管内挿管が行われている状態

医師及び看護職員により、常時、監視及び管理を実施している状態

身体抑制を実施している

頻回の嘔吐に対する治療をしている状態

中心静脈カテーテル関連血流感染症に対して治療を実施している
状態

うつ症状に対する治療を実施している状態

悪性腫瘍（医療用麻薬等の薬剤投与による疼痛コントロールが必要な場合に限る。）

医療区分２

筋ジストロフィー

人工腎臓、持続緩徐式血液濾過、腹膜灌流又は血漿交換療法を実施している状態

パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病（ホーエン・ヤールの重症度分類が
ステージ３以上であって生活機能障害度がⅡ度又はⅢ度の状態に限る。））

２４時間持続して点滴を実施している状態

医療区分２の該当有無

筋萎縮性側索硬化症

医療区分３・２いずれも０（医療区分１）

気管切開又は気管内挿管が行われている状態（発熱を伴う状態を除く。）

創傷（手術創や感染創を含む。）、皮膚潰瘍又は下腿若しくは足部の蜂巣炎、膿等
の感染症に対する治療を実施している状態

医療区分３の該当有無

肺炎に対する治療を実施している状態

その他の指定難病等　（１０及び１９～２２までを除く。）

脊髄損傷（頸椎損傷を原因とする麻痺が四肢すべてに認められる場合に限る。）

頻回の血糖検査を実施している状態

医療区分・ＡＤＬ区分等に係る評価票（別紙様式２）

1男 2女

医療区分３

傷病等によりリハビリテーションが必要な状態

医療区分２

せん妄に対する治療を実施している状態

他の病棟（急性期医療を担う保険医療機関の一般病棟以外）

酸素療法を実施している状態（密度の高い治療を要する状態に限る。）

脱水に対する治療を実施している状態

注２を参照

他者に対する暴行が毎日認められる場合

１日８回以上の喀痰吸引を実施している状態

多発性硬化症

慢性閉塞性肺疾患（ヒュー・ジョーンズの分類がⅤ度の状態に該当する場合に限
る。）

感染症の治療の必要性から隔離室での管理を実施している状態

基本診療料の施設基準等の別表第五の三の三の患者

褥瘡に対する治療を実施している状態（皮膚層の部分的喪失が認められる場合又
は褥瘡が２ヵ所以上に認められる場合に限る。）

85、かつ、83の状態

消化管等の体内からの出血が反復継続している状態

医療区分３

中心静脈栄養を実施している状態

注１を参照

86に該当、かつ、1～38（12を除く。）に１項目以上該当する状態

82、かつ、83の状態

スモン

人工呼吸器を使用している状態

84、かつ、82又は83の状態

86に該当、かつ、1～38（12を除く。）に該当しない状態

酸素療法を実施している状態（17を除く。）

末梢循環障害による下肢末端の開放創に対する治療を実施している状態

月分

81、かつ、83の状態

氏
名

療養病棟に入院する患者については、別添６の別紙８の「医療区分・ADL区分等に係る評価票　評価の手引き」を用いて毎日評価を行い、患者の状態像に応じて、該当する区分に「○」を記入
すること。その際、該当する全ての項目に記載すること。　また、頻度が定められていない項目については☆に「○」を記入すること。

尿路感染症に対する治療を実施している状態

ドレーン法又は胸腔若しくは腹腔の洗浄を実施している状態
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Ⅲ　ＡＤＬ区分評価　

【留意事項】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

a

b

c

d

【留意事項】

１．病院の場合

▼ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

医療区
分３

医療区
分３

医療区
分３

医療区
分２

医療区
分２

医療区
分２

医療区
分１

医療区
分１

医療区
分１

２．診療所の場合

▼ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

【留意事項】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

ＡＤＬ得点（合計得点０～２４）

移乗

　月初め（月の途中から入院又は転棟してきた場合には、入院又は転棟時）に、必ず各項目に評価点（０～６）を記入することとし、その後ＡＤＬが変化した場
合は該当日に評価点を記入すること。なお、該当日以降に各区分のＡＤＬの変化がなければ記入しなくても良い。

　月初め（月の途中から入院した場合には、入院時）に、必ずⅠ～Ⅲの評価結果に基づき、該当する区分に「○」を記入することとし、その後状態等が変化し、
該当しなくなった場合には「×」を記入すること。なお、該当日以降に状態等の変化がなければ記入しなくても良い。

患者の状態像評価

ベッド上の可動性

食事

トイレの使用

医療
区分
１ ＡＤＬ得点

０～２２

ＡＤＬ得点
１１～２４医療

区分
２ ＡＤＬ

区分
1

ＡＤＬ
区分
３～２

▼

医療区分評価３・
２いずれの該当項
目数も０Ｅ

ＡＤＬ
区分
２～１

ＡＤＬ得点
０～２４

Ａ

Ｄ
ＡＤＬ
区分
３

ＡＤＬ得点
２３～２４

医療区分の評価 ＡＤＬ区分の評価

医療区分３の該
当項目数が０で医
療区分２の該当
項目数が１以上Ｃ

ＡＤＬ得点
０～１０

医療
区分
３

医療区分３の該当
項目数が１以上

ＡＤＬ
区分
３～１

Ｂ

Ａ
医療区分３の該当
項目数が１以上

ＡＤＬ
区分
３

ＡＤＬ得点
２３～２４

医療区分の評価 ＡＤＬ区分の評価

▼

Ｂ
ＡＤＬ
区分
２

ＡＤＬ得点
１１～２２

Ｃ
ＡＤＬ
区分

1

ＡＤＬ得点
０～１０

医療区分３の該当
項目数が１以上

医療区分３の該当
項目数が１以上

Ｄ
ＡＤＬ
区分
３

ＡＤＬ得点
２３～２４

Ｅ
ＡＤＬ
区分
２

ＡＤＬ得点
１１～２２

医療区分３の該当項目
数が０で医療区分２の
該当項目数が１以上

医療区分３の該当項目
数が０で医療区分２の
該当項目数が１以上

医療区分評価３・２
いずれの該当項目
数も０

Ｇ
ＡＤＬ
区分
３

ＡＤＬ得点
２３～２４

医療区分評価３・２
いずれの該当項目
数も０

Ｆ
医療区分３の該当項目
数が０で医療区分２の
該当項目数が１以上

ＡＤＬ
区分

1

ADL得点
０～１０

褥瘡の状態の評価

　ADL区分３の状態の患者において、褥瘡対策加算を算定する日は、別紙様式46「褥瘡対策に関する評価」を用いて評価した当該日のDESIGN-Rの合計点
（深さの点数は加えない）を必ず記入すること。なお、ADL区分３以外の状態の日又は褥瘡対策加算を算定しない日は記入しなくても良い。

DESIGN－Rの合計点（深さの点数は加えない）

Ｈ
ＡＤＬ
区分
２

ＡＤＬ得点
１１～２２

Ｉ
医療区分評価３・２
いずれの該当項目
数も０

ＡＤＬ
区分

1

ＡＤＬ得点
０～１０

※ 当該患者に係る疾患又は状態等、ＡＤＬ区分評価については、該当する全てのものについて記入すること。ただし、該当する疾患又は状態等について全て記入
することが困難である場合にあっては、主となる疾患又は状態等の記入でも差し支えないこと。

注１

ア 平成20年３月31日において現に障害者施設等入院基本料を算定する病棟に入院している患者のうち、重度の肢体不自由児(者)、脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジストロフィー患者、難病

患者等であって別表第五の二若しくは別表第五の三の患者
イ 「基本診療料の施設基準等」の別表第十二に掲げる神経難病等の患者であって、平成18年６月30日において現に特殊疾患療養病棟入院料１を算定する療養病棟に入院している患者（仮性球麻痺の患者以

外の患者に限る。）
ウ 平成20年３月31日において現に特殊疾患入院医療管理料を算定する病室に入院している患者のうち、脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジストロフィー患者、難病患者等

エ 平成20年３月31日において現に特殊疾患療養病棟入院料１を算定する病棟に入院している患者のうち、脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジストロフィー患者、難病患者等

注２
ア 平成20年３月31日において現に障害者施設等入院基本料を算定する病棟に入院している患者のうち、重度の肢体不自由児(者)、脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジストロフィー患者、難病

患者等であって別表第五の二又は別表第五の三の患者以外の患者

イ 「基本診療料の施設基準等」の別表第十二に掲げる神経難病等の患者であって、平成18年６月30日において現に特殊疾患療養病棟入院料２を算定する療養病棟に入院している患者（仮性球麻痺の患者以

外の患者に限る。）（別表第五の二の患者は除く。）
ウ 平成20年３月31日において現に特殊疾患療養病棟入院料２を算定する病棟に入院している患者のうち、重度の肢体不自由児（者）等、重度の障害者（脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジス

トロフィー患者及び難病患者等を除く。）（別表第五の二の患者は除く。）

※ 当該患者に係る疾患又は状態等、ＡＤＬ区分評価については、該当する全てのものについて記入すること。
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Ⅲ　ＡＤＬ区分評価　

【留意事項】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

a

b

c

d

【留意事項】

１．病院の場合

▼ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

医療区
分３

医療区
分３

医療区
分３

医療区
分２

医療区
分２

医療区
分２

医療区
分１

医療区
分１

医療区
分１

２．診療所の場合

▼ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

【留意事項】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

ＡＤＬ得点（合計得点０～２４）

移乗

　月初め（月の途中から入院又は転棟してきた場合には、入院又は転棟時）に、必ず各項目に評価点（０～６）を記入することとし、その後ＡＤＬが変化した場
合は該当日に評価点を記入すること。なお、該当日以降に各区分のＡＤＬの変化がなければ記入しなくても良い。

　月初め（月の途中から入院した場合には、入院時）に、必ずⅠ～Ⅲの評価結果に基づき、該当する区分に「○」を記入することとし、その後状態等が変化し、
該当しなくなった場合には「×」を記入すること。なお、該当日以降に状態等の変化がなければ記入しなくても良い。

患者の状態像評価

ベッド上の可動性

食事

トイレの使用

医療
区分
１ ＡＤＬ得点

０～２２

ＡＤＬ得点
１１～２４医療

区分
２ ＡＤＬ

区分
1

ＡＤＬ
区分
３～２

▼

医療区分評価３・
２いずれの該当項
目数も０Ｅ

ＡＤＬ
区分
２～１

ＡＤＬ得点
０～２４

Ａ

Ｄ
ＡＤＬ
区分
３

ＡＤＬ得点
２３～２４

医療区分の評価 ＡＤＬ区分の評価

医療区分３の該
当項目数が０で医
療区分２の該当
項目数が１以上Ｃ

ＡＤＬ得点
０～１０

医療
区分
３

医療区分３の該当
項目数が１以上

ＡＤＬ
区分
３～１

Ｂ

Ａ
医療区分３の該当
項目数が１以上

ＡＤＬ
区分
３

ＡＤＬ得点
２３～２４

医療区分の評価 ＡＤＬ区分の評価

▼

Ｂ
ＡＤＬ
区分
２

ＡＤＬ得点
１１～２２

Ｃ
ＡＤＬ
区分

1

ＡＤＬ得点
０～１０

医療区分３の該当
項目数が１以上

医療区分３の該当
項目数が１以上

Ｄ
ＡＤＬ
区分
３

ＡＤＬ得点
２３～２４

Ｅ
ＡＤＬ
区分
２

ＡＤＬ得点
１１～２２

医療区分３の該当項目
数が０で医療区分２の
該当項目数が１以上

医療区分３の該当項目
数が０で医療区分２の
該当項目数が１以上

医療区分評価３・２
いずれの該当項目
数も０

Ｇ
ＡＤＬ
区分
３

ＡＤＬ得点
２３～２４

医療区分評価３・２
いずれの該当項目
数も０

Ｆ
医療区分３の該当項目
数が０で医療区分２の
該当項目数が１以上

ＡＤＬ
区分

1

ADL得点
０～１０

褥瘡の状態の評価

　ADL区分３の状態の患者において、褥瘡対策加算を算定する日は、別紙様式46「褥瘡対策に関する評価」を用いて評価した当該日のDESIGN-Rの合計点
（深さの点数は加えない）を必ず記入すること。なお、ADL区分３以外の状態の日又は褥瘡対策加算を算定しない日は記入しなくても良い。

DESIGN－Rの合計点（深さの点数は加えない）

Ｈ
ＡＤＬ
区分
２

ＡＤＬ得点
１１～２２

Ｉ
医療区分評価３・２
いずれの該当項目
数も０

ＡＤＬ
区分

1

ＡＤＬ得点
０～１０

※ 当該患者に係る疾患又は状態等、ＡＤＬ区分評価については、該当する全てのものについて記入すること。ただし、該当する疾患又は状態等について全て記入
することが困難である場合にあっては、主となる疾患又は状態等の記入でも差し支えないこと。

注１

ア 平成20年３月31日において現に障害者施設等入院基本料を算定する病棟に入院している患者のうち、重度の肢体不自由児(者)、脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジストロフィー患者、難病

患者等であって別表第五の二若しくは別表第五の三の患者
イ 「基本診療料の施設基準等」の別表第十二に掲げる神経難病等の患者であって、平成18年６月30日において現に特殊疾患療養病棟入院料１を算定する療養病棟に入院している患者（仮性球麻痺の患者以

外の患者に限る。）
ウ 平成20年３月31日において現に特殊疾患入院医療管理料を算定する病室に入院している患者のうち、脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジストロフィー患者、難病患者等

エ 平成20年３月31日において現に特殊疾患療養病棟入院料１を算定する病棟に入院している患者のうち、脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジストロフィー患者、難病患者等

注２
ア 平成20年３月31日において現に障害者施設等入院基本料を算定する病棟に入院している患者のうち、重度の肢体不自由児(者)、脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジストロフィー患者、難病

患者等であって別表第五の二又は別表第五の三の患者以外の患者

イ 「基本診療料の施設基準等」の別表第十二に掲げる神経難病等の患者であって、平成18年６月30日において現に特殊疾患療養病棟入院料２を算定する療養病棟に入院している患者（仮性球麻痺の患者以

外の患者に限る。）（別表第五の二の患者は除く。）
ウ 平成20年３月31日において現に特殊疾患療養病棟入院料２を算定する病棟に入院している患者のうち、重度の肢体不自由児（者）等、重度の障害者（脊髄損傷等の重度障害者、重度の意識障害者、筋ジス

トロフィー患者及び難病患者等を除く。）（別表第五の二の患者は除く。）

※ 当該患者に係る疾患又は状態等、ＡＤＬ区分評価については、該当する全てのものについて記入すること。
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）
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標
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事
項
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査
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（
注
）
内
容
は
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
状
態
の
変
化
等
に
応
じ
て
変
わ
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
 

（
児
童
・
思
春
期
精
神
医
療
入
院
診
療
計
画
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記
載
上
の
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意
）
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交
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状
に
よ
っ
て
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紙
２
の
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の
交
付
で
も
可
）
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患
 
者
 

氏
 
名

 
 
 
 
 
 

 
（
男
・
女

）
 

生
年
月
日

 
昭
・
平
・
令
 

 
年
 

月
 
日

生
 
（
 
 

歳
）
 

診
断
名
（

状
態
像

名
）

 
 

I
C
D
-1
0
(
コ
ー
ド
番
号
)
：
 

Ⅰ
．

発
育

・
社

会
的

環
境

 

発
達

・
生
育

歴
 

□
特
記
事
項
な

し
 

□
あ
り
 

家
族

構
成
：

 

（
同
居
家

族
を
含

む
）

 

社
会

的
環
境

：
 

a. 
就
学

状
況
 

c.
 職

歴
 

 

 
b.
 
教

育
歴

 

（
最

終
学
歴

：
 
 

 
 

）
 

d
. 
交
友

関
係
な

ど
 

Ⅱ
．

入
院

時
の

状
況

 
 

 

入
院

年
月
日

 
 
年
 
月

 
日
 

（
 
 

曜
日

）
 

入
 
院

 
 

形
 
態

 

□
任
意
入

院
 
 
 
 

□
医
療

保
護
入
院

 

□
措
置
入

院
 
 

 
 
□

そ
の

他
 

主   訴  

患
者
：

 

家
族
（
父

・
母
・

そ
の
他

 
 

 
）：

 

特
別

な
栄
養

管
理
の

必
要
性

：
 

 
有
 
・
 
無

 

症
状

 
お

よ
び

 
問

題
行
動

：
 

A
. 
行

 
 

 
動

：
a.

 動
 

 
き
：

□
多

動
 

□
寡

動
 

□
常

同
症

 
□

拒
絶

症
 

□
奇

妙
な

動
作

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

b.
 表

 
  

情
：

□
不

安
・

恐
怖

・
心

配
 
□

憂
う

つ
 

□
怒

り
・

敵
意

 
□

無
表

情
 

c.
 話

 し
 方

：
□

緘
黙

 
□

不
明
瞭

 
□

吃
音

 
□

反
響

言
語

 

d.
 そ

 の
 他

：
□

睡
眠

障
害

 
□
食

行
動

異
常

 
□

排
泄

障
害

 
□

習
癖

異
常

 

B
. 
情

 
 

 
緒

：
□

不
安

定
 

□
無

感
情

 
□

怒
り

・
敵

意
 

□
不

安
・

恐
怖

・
心

配
 

□
高

揚
 

□
抑

う
つ

気
分

 
□

感
情

の
不

調
和

 

C
. 
対

人
関

係
：

□
ひ

き
こ

も
り

 
□

自
己

中
心

的
 

□
他

罰
的

 
□

共
感

性
欠

如
 

D
. 
知

的
機

能
：

□
注

意
散

漫
 

□
興

味
限

局
 

□
記

憶
障

害
 

□
知

的
障

害
 

□
学

習
（

能
力

）
障

害
 

E.
 意

 
 

 
識

：
□

見
当

識
障

害
 

□
意

識
障

害
 

F.
 意

 
 

 
欲

：
□

消
極

性
 

□
意

欲
減

退
 

□
無

為
 

□
意

欲
亢

進
 

G
. 
行

 
 

 
為

：
□

自
傷

 
□

他
害

・
暴

行
 

□
盗

み
 

□
器

物
破

損
 

H
. 
知

 
 

 
覚

：
□

錯
覚

 
□

幻
覚

 

I. 
 思

 
 

 
考
：
□

心
気

症
 
□
強

迫
観

念
・
行

為
 
□

恐
怖

症
 

□
自

殺
念

慮
・
自

殺
企

図
 
□

離
人

体
験

 
□

病
的

な
空

想
 

□
作

為
体

験
 

 

□
罪

業
妄

想
 

□
被

害
・

関
係

妄
想

 
□

そ
の

他
の

妄
想

（
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
□

連
合

障
害

 
 

J. 
そ

 
の

 
他

：
□

病
識

欠
如

 
□

不
登

校
 

□
計

画
的

な
行

動
が

と
れ

な
い

 
□

衝
動

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
欠

如
 

□
主

体
性

の
未

確
立

 

具
体

的
な
事

柄
：

 

（
※
）
担
当
者
名
 

主
治

医
 

看
護

師
 

精
神

保
健
福

祉
士
 

公
認

心
理
師
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 

 

（
別

紙
様

式
４

）
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Ⅲ
．
治

療
計
画

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
患
者
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

推
定

さ
れ

る
入

院
期

間
（

 
 

 
 

週
間

/月
）

 

（
う

ち
医

療
保

護
入

院
に

よ
る

入
院

期
間

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

本
人

の
希

望
：

 

  家
族

の
希

望
 ：

 

  目
標

の
設

定
：

 

  同
意

事
項

：
 

□
検

査
 

 
 

 
 

 
  

 
□

診
断

の
確

定
 

□
薬

物
療

法
の

調
整

 
 

□
精

神
症

状
の

改
善

 

□
問

題
行

動
の

改
善

 
 

□
生

活
リ

ズ
ム

の
改

善
 

□
家

族
関

係
の

調
整

 
 

□
主

体
性

の
確

立
 

□
社

会
復

帰
 

□
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 ）
 

基
本

方
針

：
 

 治
療

と
検

査
：

 

A
. 
治

療
：

 

精
神

療
法

：
 

□
個

人
精

神
療

法
：

 
 

回
/週

 
□

集
団

精
神

療
法

：
 

 
回

/週
 

□
認

知
行

動
療

法
：

 
 

回
/週

 
□

生
活

療
法

：
 

 
 

 
回

/週
 

薬
物

療
法

：
 

 
 

□
抗

精
神

病
薬

 
□

抗
う

つ
薬

 
□

抗
躁

薬
 

□
抗

不
安

薬
 

□
抗

て
ん

か
ん

薬
 

□
睡

眠
導

入
剤

 

□
そ

の
他

（
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

B
. 
検

査
：

 

理
化

学
検

査
：

 

□
血

液
検

査
 
□

心
電

図
 

□
脳

波
 

□
X
線

 

□
C

T（
M

R
I）

検
査

 
□

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

心
理

検
査

：
 

□
知

能
検

査
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

□
性

格
検

査
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

行
動

制
限

：
□

な
し

 
□

あ
り

（
電

話
、

面
会

、
外

出
、

外
泊

、
そ

の
他

 
 

 
）
 

隔
離

室
・

個
室

使
用

：
□

な
し

 
□

あ
り

 

選
任

さ
れ

た
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
の

氏
名

 
 

退
院

後
の

目
標

：
 

□
家

庭
内

適
応

 
□

復
学

 
□

就
労

 
□

デ
イ

ケ
ア

 
□

地
域

作
業

所
 

□
施

設
入

所
 

□
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

Ⅳ
．
家

族
へ
の

ア
プ

ロ
ー
チ
 

面
接

：
 

□
家

族
面

接
：
 

 
回

/週
・
月
（

□
父

親
 

□
母

親
 

□
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
）
）

 
□

本
人

と
の

同
席

面
接

：
 

 
 

 
回

/週
・

月
 

そ
の

他
：

 

 
 □

家
族

療
法
：
 

 
 

 
回

/週
・
月

 
 

 
□

そ
の

他
：

 
 

 
 

回
/週

・
月

 

具
体

的
ア

プ
ロ

ー
チ

 

   

Ⅴ
．
学

校
・
教

育
へ

の
ア
プ

ロ
ー

チ
 

入
院

中
の

教
育

的
配

慮
：

 

□
院

内
学

級
・

院
内

分
校

へ
の

通
級

（
学

）
 

□
地

元
（

原
籍

）
校

へ
の

通
学

 
□

訪
問

学
級

 
□

通
信

教
育

 
□

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

学
校

へ
の

具
体

的
ア

プ
ロ

ー
チ

：
 

□
本

人
の

同
意

 
□

保
護

者
の

同
意

 

□
担

任
 

□
養

護
教

諭
 

□
生

徒
指

導
担

当
 
□

そ
の

他
（

 
 
 

 
 

）
 

  
□

現
状

で
の

問
題

点
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

  
□

今
後

の
方

向
性

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

上
記
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
本
人
サ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
保
護
者
サ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
注
）
内
容
は
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
状
態
の
変
化
等
に
応
じ
て
変
わ
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
 

（
児
童
・
思
春
期
精
神
医
療
入
院
診
療
計
画
書
記
載
上
の
注
意
）
 

１
．
 
入
院

の
早

い
時

期
に
、

医
師

、
看

護
師

、
精
神

保
健

福
祉

士
、

公
認

心
理
師

な
ど

の
関

係
者

が
協

力
し
、

治
療

計
画
を
決
め
る
こ
と
。
 

２
．
 す

み
や
か
に
、
患
者
、
保
護
者
へ
説
明
を
行
う
と
と
も
に
交
付
す
る
こ
と
。（

病
状
に
よ
っ
て
は
、
別
紙
２
の
み

の
交
付
で
も
可
）
 

 
 

児
童

・
思

春
期

精
神

医
療

入
院

診
療

計
画

書
（
医

療
保

護
入

院
者

用
）
 

患
 

者
 

氏
 

名
 

 
 

 
 

 
 
（

男
・
女

）
 

生
年

月
日

 
昭

和
・

平
成

・
令

和
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 
生

 
（

 
 

 
歳

）
 

診
断

名
（

状
態

像
名

）
 

 
I
C
D
-1

0
(
コ

ー
ド

番
号

)
：

 

Ⅰ
．
発

育
・
社

会
的

環
境

 

発
達

・
生

育
歴

 

□
特

記
事

項
な

し
 

□
あ

り
 

家
族

構
成

：
 

（
同

居
家

族
を

含
む

）
 

社
会

的
環

境
：

 

a. 
就
学
状
況
 

c.
 職

歴
 

 

 
b.
 
教
育
歴

 

（
最
終
学
歴
：
 
 

 
 
）
 

d
. 
交
友
関
係
な
ど
 

Ⅱ
．
入

院
時
の

状
況
 

 
 

入
院

年
月

日
 

 
年

 
月

 
日

 
（

 
 

曜
日

）
 

入
 
院

 
 

形
 
態

 

□
任

意
入

院
 
 

 
 

□
医

療
保

護
入

院
 

□
措

置
入

院
 

 
 

 
□

そ
の

他
 

主   訴  

患
者

：
 

家
族

（
父

・
母

・
そ

の
他

 
 

 
）：

 

特
別

な
栄

養
管

理
の

必
要

性
：

 
 

有
 

・
 

無
 

症
状

 
お

よ
び

 
問

題
行

動
：

 

A
. 
行
 
 
 
動
：

a.
 動

 
 
き
：
□
多
動
 
□
寡
動
 
□
常
同
症
 
□
拒
絶
症
 
□
奇
妙
な
動
作
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

b.
 表

 
  

情
：
□
不
安
・
恐
怖
・
心
配
 
□
憂
う
つ
 
□
怒
り
・
敵
意
 
□
無
表
情

 

c.
 話

 し
 方

：
□
緘
黙
 
□
不
明
瞭
 
□
吃
音
 
□
反
響
言
語
 

d.
 そ

 の
 他

：
□
睡
眠
障
害
 
□
食
行
動
異
常
 
□
排
泄
障
害
 
□
習
癖
異
常
 

B
. 
情
 
 
 
緒
：
□
不
安
定
 
□
無
感
情
 
□
怒
り
・
敵
意
 
□
不
安
・
恐
怖
・
心
配
 
□
高
揚
 
□
抑
う
つ
気
分
 
□
感
情
の
不
調
和
 

C
. 
対

人
関

係
：
□
ひ
き
こ
も
り
 
□
自
己
中
心
的
 
□
他
罰
的
 
□
共
感
性
欠
如
 

D
. 
知

的
機

能
：
□
注
意
散
漫
 
□
興
味
限
局
 
□
記
憶
障
害
 
□
知
的
障
害
 
□
学
習
（
能
力
）
障
害
 

E.
 意

 
 
 
識
：
□
見
当
識
障
害
 
□
意
識
障
害
 

F.
 意

 
 
 
欲
：
□
消
極
性
 
□
意
欲
減
退
 
□
無
為
 
□
意
欲
亢
進
 

G
. 
行
 
 
 
為
：
□
自
傷
 
□
他
害
・
暴
行
 
□
盗
み
 
□
器
物
破
損
 

H
. 
知
 
 
 
覚
：
□
錯
覚
 
□
幻
覚
 

I. 
 思

 
 
 
考
：
□
心
気
症
 
□
強
迫
観
念
・
行
為
 
□
恐
怖
症
 

□
自
殺
念
慮
・
自
殺
企
図
 
□
離

人
体
験
 
□
病
的
な
空
想
 
□
作
為
体
験
 

 

□
罪
業
妄
想
 
□
被
害
・
関
係
妄
想
 
□
そ
の
他
の
妄
想
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
□
連
合
障
害
 
 

J. 
そ
 
の
 
他
：
□
病
識
欠
如
 
□
不
登
校
 
□
計
画
的
な
行
動
が
と
れ
な
い
 
□
衝
動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
欠
如
 
□
主
体
性
の
未
確
立
 

具
体

的
な

事
柄

：
 

（
※
）
担
当
者
名
 

主
治
医
 

看
護
師
 

精
神
保
健
福
祉
士
 

公
認
心
理
師
 

そ
の
他

 

 
 

 
 

 

（
別
紙
様
式
４
の
２
）
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(別紙様式５）

患者氏名 患者ID 性　：　男・女 年齢 歳 入院日 　　　年　　月　　日

病棟 主治医 NST患者担当者 初回回診日 　　　年　　月　　日

NST回診
実施者名

医師 看護師 薬剤師 管理栄養士

NST回診
実施者名

歯科医師
歯科衛生士

臨床検査技師
PT・OT・ST
MSWほか

NST専従者
氏名

現疾患 褥瘡
なし
あり（　　　　）

嚥下障害
なし
あり（　　　　）

前回回診日 　　年　　月　　日

その他の

合併疾患
※１ 感染症

なし
あり（　　　　）

社会的問題点
なし
あり（    　　）

回診日 　　年　　月　　日

身長
cm

現体重
浮腫　有 □　無 □

kg
BMI：

標準体重
（BMI=22) kg

通常時体重
kg

主観的栄養評価
アルブミン

（g/dL）

リンパ球数

（　/mm
3
）

ヘモグロビン
（g/dL）

中性脂肪
（mg/dL）

トランスサイレチン

（TTR：プレアルブミン）

（mg/dL）

総合評価
（栄養障害の程度）

良・普通・悪

検査日　　月　日 検査日　　月　　日 検査日　　月　　日 検査日　　月　　日 検査日　　月　　日 検査日　　月　　日

良・軽度・中等度・高度

前回との比較 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪

経口栄養 経腸栄養
※２ 経静脈栄養

水分量
（ml/日）

エネルギー
（kcal/日）

たんぱく質・アミノ
酸（g/日）

前回栄養管理
プラン※３

□無 □無 □無 □無 □無 □無 □無 □無

実投与量
□無 □無 □無 □無 □無 □無 □無 □無

投与バランス
※４

□無 □無 □無 □無 □無 □無 □無 □無

新規栄養管理
プラン

□無 □無 □無 □無 □無 □無 □無 □無

栄養管理上の
注意点・特徴

※５

他チームとの
連携状況

緩和ケアチーム
（あり　　なし）

その他のチーム
（　　 　チーム）

治療法の

総合評価
※６

【　　】
①改善
②不変
③増悪

コメント
※８

　【入院中・転院・退院】：

※１：褥瘡・嚥下障害・感染症以外で、栄養管理に際して重要と思われる疾患を優先的に記載すること。

※２：投与速度と形状（半固形化の有無など）を含めて記載すること。

※３：初回時には記載を要しない。

※５：栄養管理の上で特に注意を要する点や特徴的な点を記載すること。

 【評価項目】
※７

１. 身体的栄養評価：　　改善度　５・４・３・２・１ （改善項目：　　　　　　）
２. 血液学的栄養評価： 改善度　５・４・３・２・１ （改善項目：　　　　　　）
３. 摂食・嚥下状態：　 　改善度　５・４・３・２・１
４. 褥瘡：　　　　　　　　　改善度　５・４・３・２・１
５. 感染・免疫力：　　　　改善度　５・４・３・２・１
６.
７.

※４：必要に応じ患者及び家族等に確認し、提供している食事・薬剤のみではなく、間食等の状況を把握した上で、体内へ入った栄養量を記載す
るよう努めること。

※６：栄養療法による効果判定を総合的に行うこと。　【　　】内には、①～③のいずれかを記載すること。

※７：評価項目中変化があった項目を選択し、程度を「５：極めて改善」「４：改善」「３：不変」「２：やや悪化」「１：悪化」の５段階で記載すること。ま
た、改善項目の詳細も記載すること。なお、必要に応じて項目を追加しても構わない。

※８：治療評価時の状況として「入院中」「転院」「退院」のうちいずれか一つを選択し、栄養治療の効果についての補足事項や詳細を記載するこ
と。特に、「転院」又は「退院」の場合にあっては、患者及び家族に対して今後の栄養管理の留意点等（在宅での献立を含む。）について丁寧な説
明を記載するとともに、転院先又は退院先で当該患者の栄養管理を担当する医師等に対し、治療継続の観点から情報提供すべき事項について
記載すること。

□　末梢静脈栄養　　　　　　　　□　該当無し
□　中心静脈栄養

（鎖骨下・ソケイ部・PICC・リザーバー)

摂食嚥下チーム
（あり　　なし）

褥瘡対策チーム
（あり　　なし）

感染対策チーム
（あり　　なし）

栄養治療実施計画　兼　栄養治療実施報告書

栄養評価

栄養管理法
□　普通食　　　　□　該当無し
□　咀嚼困難食
□　嚥下調整食
　　 学会分類コード：（　　　　　）
□　濃厚流動食・経腸栄養剤

□　該当無し
□　経鼻（　　　　　　　　）
□　胃瘻（　　　　　　　　）
□　腸瘻（　　　　　　　　）

□無
          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（     　　　　        ）　→  （        　　　　     ）

投与組成・投与量（該当無しの場合□にチェックを入れること）

活動状況・評価

栄養投与法の推移（前回との比較）
（例：経腸栄養 → 経口栄養、経口栄養 → 中心静脈栄養）
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(別紙様式５）

患者氏名 患者ID 性　：　男・女 年齢 歳 入院日 　　　年　　月　　日

病棟 主治医 NST患者担当者 初回回診日 　　　年　　月　　日

NST回診
実施者名

医師 看護師 薬剤師 管理栄養士

NST回診
実施者名

歯科医師
歯科衛生士

臨床検査技師
PT・OT・ST
MSWほか

NST専従者
氏名

現疾患 褥瘡
なし
あり（　　　　）

嚥下障害
なし
あり（　　　　）

前回回診日 　　年　　月　　日

その他の

合併疾患
※１ 感染症

なし
あり（　　　　）

社会的問題点
なし
あり（    　　）

回診日 　　年　　月　　日

身長
cm

現体重
浮腫　有 □　無 □

kg
BMI：

標準体重
（BMI=22) kg

通常時体重
kg

主観的栄養評価
アルブミン

（g/dL）

リンパ球数

（　/mm
3
）

ヘモグロビン
（g/dL）

中性脂肪
（mg/dL）

トランスサイレチン

（TTR：プレアルブミン）

（mg/dL）

総合評価
（栄養障害の程度）

良・普通・悪

検査日　　月　日 検査日　　月　　日 検査日　　月　　日 検査日　　月　　日 検査日　　月　　日 検査日　　月　　日

良・軽度・中等度・高度

前回との比較 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪 改善・不変・増悪

経口栄養 経腸栄養
※２ 経静脈栄養

水分量
（ml/日）

エネルギー
（kcal/日）

たんぱく質・アミノ
酸（g/日）

前回栄養管理
プラン※３

□無 □無 □無 □無 □無 □無 □無 □無

実投与量
□無 □無 □無 □無 □無 □無 □無 □無

投与バランス
※４

□無 □無 □無 □無 □無 □無 □無 □無

新規栄養管理
プラン

□無 □無 □無 □無 □無 □無 □無 □無

栄養管理上の
注意点・特徴

※５

他チームとの
連携状況

緩和ケアチーム
（あり　　なし）

その他のチーム
（　　 　チーム）

治療法の

総合評価
※６

【　　】
①改善
②不変
③増悪

コメント
※８

　【入院中・転院・退院】：

※１：褥瘡・嚥下障害・感染症以外で、栄養管理に際して重要と思われる疾患を優先的に記載すること。

※２：投与速度と形状（半固形化の有無など）を含めて記載すること。

※３：初回時には記載を要しない。

※５：栄養管理の上で特に注意を要する点や特徴的な点を記載すること。

 【評価項目】
※７

１. 身体的栄養評価：　　改善度　５・４・３・２・１ （改善項目：　　　　　　）
２. 血液学的栄養評価： 改善度　５・４・３・２・１ （改善項目：　　　　　　）
３. 摂食・嚥下状態：　 　改善度　５・４・３・２・１
４. 褥瘡：　　　　　　　　　改善度　５・４・３・２・１
５. 感染・免疫力：　　　　改善度　５・４・３・２・１
６.
７.

※４：必要に応じ患者及び家族等に確認し、提供している食事・薬剤のみではなく、間食等の状況を把握した上で、体内へ入った栄養量を記載す
るよう努めること。

※６：栄養療法による効果判定を総合的に行うこと。　【　　】内には、①～③のいずれかを記載すること。

※７：評価項目中変化があった項目を選択し、程度を「５：極めて改善」「４：改善」「３：不変」「２：やや悪化」「１：悪化」の５段階で記載すること。ま
た、改善項目の詳細も記載すること。なお、必要に応じて項目を追加しても構わない。

※８：治療評価時の状況として「入院中」「転院」「退院」のうちいずれか一つを選択し、栄養治療の効果についての補足事項や詳細を記載するこ
と。特に、「転院」又は「退院」の場合にあっては、患者及び家族に対して今後の栄養管理の留意点等（在宅での献立を含む。）について丁寧な説
明を記載するとともに、転院先又は退院先で当該患者の栄養管理を担当する医師等に対し、治療継続の観点から情報提供すべき事項について
記載すること。

□　末梢静脈栄養　　　　　　　　□　該当無し
□　中心静脈栄養

（鎖骨下・ソケイ部・PICC・リザーバー)

摂食嚥下チーム
（あり　　なし）

褥瘡対策チーム
（あり　　なし）

感染対策チーム
（あり　　なし）

栄養治療実施計画　兼　栄養治療実施報告書

栄養評価

栄養管理法
□　普通食　　　　□　該当無し
□　咀嚼困難食
□　嚥下調整食
　　 学会分類コード：（　　　　　）
□　濃厚流動食・経腸栄養剤

□　該当無し
□　経鼻（　　　　　　　　）
□　胃瘻（　　　　　　　　）
□　腸瘻（　　　　　　　　）

□無
          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（     　　　　        ）　→  （        　　　　     ）

投与組成・投与量（該当無しの場合□にチェックを入れること）

活動状況・評価

栄養投与法の推移（前回との比較）
（例：経腸栄養 → 経口栄養、経口栄養 → 中心静脈栄養）
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要
な

支
援

と
今

後
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

】

□
そ

の
他

　
（

） 【
目

標
】

□
外

来
通

院
先

の
確

保
 　

□
身

体
疾

患
治

療
の

た
め

の
通

院
先

の
確

保
　

　
□

訪
問

診
療

　
　

□
訪

問
看

護

退
院

支
援

内
容

　
(ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

は
時

期
と

担
当

者
を

併
記

す
る

こ
と

）

【
目

標
】

退
院

意
欲

の
喚

起
に

関
す

る
こ

と

【
必

要
な

医
療

サ
ー

ビ
ス

】

院
内

プ
ロ

グ
ラ

ム

院
外

プ
ロ

グ
ラ

ム

地
域

生
活

を
念

頭
に

置
い

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
訓

練
の

実
施

に
関

す
る

こ
と

別
紙

様
式

６
の

３

1
病

名

2
患

者
以

外
の

相
談

者

3 4 5 6 7

家
族

  
・
そ

の
他

関
係

者
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　

　
）

退
院

支
援

で
留

意
す

べ
き

主
な

問
題

点
、

課
題

等

退
院

後
の

生
活

の
目

標

退
院

に
つ

い
て

の
患

者
の

意
向

、
希

望
（
本

人
の

言
葉

で
記

述
）

【
本

人
の

受
け

入
れ

】
　

□
退

院
意

欲
　

　
　

　
　

  
  
  
□

退
院

そ
の

も
の

へ
の

不
安

【
生

活
基

盤
領

域
】

　
□

経
済

環
境

　
　

　
　

　
  
  
  
□

住
環

境
【
健

康
領

域
】

　
□

服
薬

管
理

　
　

　
　

　
  
  
  
□

食
事

管
理

　
　

　
  
  
  
  
  
□

病
気

の
理

解
（
病

識
）
　

　
□

身
体

疾
患

の
管

理
  
□

体
力

　
　

　
□

危
機

管
理

【
日

常
生

活
領

域
】

　
□

食
事

の
準

備
　

　
　

　
  
  
 □

金
銭

管
理

　
　

  
  
  
  
  
  
□

睡
眠

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
□

外
出

【
社

会
生

活
技

能
/
社

会
参

加
領

域
】

　
□

対
人

関
係

　
　

  
 　

　
　

　
 □

日
中

の
過

ご
し

方
　

　
  
 □

就
学

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
□

就
労

  
□

そ
の

他
社

会
的

活
動

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

【
家

族
支

援
領

域
】

　
□

家
族

へ
の

情
報

提
供

　
　

□
家

族
の

負
担

軽
減

　
　

　
□

家
族

関
係

調
整

【
そ

の
他

】
  
□

そ
の

他
　

（
）

そ
の

他
退

院
支

援
で

留
意

す
べ

き
問

題
点

、
課

題
等

退
院

予
定

時
期

退
院

支
援

計
画

書

地
域

移
行

機
能

強
化

病
棟

へ
の

転
棟

日
：

年
月

日

退
院

支
援

委
員

会
開

催
日

：
年

月
日

患
者

等
へ

の
説

明
日

：
年

月
日

計
画

の
変

更
日

：
年

月
日

問
題

点
・
課

題
等

の
詳

細

(患
者

氏
名

）
殿

(担
当

医
）

(担
当

退
院

支
援

相
談

員
）

５
以

外
の

問
題

点
、

課
題

等
に

つ
い

て
優

先
順

位
を

退
院

支
援

委
員

会
の

審
議

等
を

踏
ま

え
、

退
院

支
援

に
お

い
て

、
特

に
重

点
的

に
解

決
を

図
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
も

の
（
最

大
３

つ
）を

選
択

し
た

上
で

、

関
連

す
る

精
神

症
状

の
状

況
等

と
と

も
に

、
詳

細
を

記
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【
成
年
後
見
制
度
利
用
に
関
す
る
課
題
と
必
要
な
支
援
】

【
今
後
の
支
援
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

【
外
部
の
支
援
者
（
相
談
支
援
事
業
者
等
）
の
意
見
】

【
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
主
た
る
援
助
者
】

【
今
後
の
支
援
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

【
外
部
の
支
援
者
（
相
談
支
援
事
業
者
等
）
の
意
見
】

【
日
中
の
活
動
に
関
す
る
課
題
と
必
要
な
支
援
】

【
今
後
の
支
援
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

【
外
部
の
支
援
者
（
相
談
支
援
事
業
者
等
）
の
意
見
】

9

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

（
※
）

退
院
後
、
主
に
相
談
援
助
に
応
じ

る
者
に
関
す
る
こ
と
（
※
）

日
中
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
（
※
）

（
趣
味
や
生
き
が
い
を
考
慮
す
る

こ
と
）

そ
の
他
退
院
支
援
に
関
す
る

特
記
事
項

（
※
）
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
等
、
外
部
の
支
援
を
活
用
す
る
場
合
に
は
、
「
今
後
の
支
援
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
外
部
の
支
援
を
活
用
す
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
載
す
る
こ
と
。

【
評

価
】

【
適

切
な

居
住

先
の

種
類

と
必

要
な

支
援

】

自
宅

　
　

　
　

□
あ

り
　

□
な

し

同
居

家
族

　
□

あ
り

　
□

な
し

【
今

後
の

支
援

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
】

そ
の

他
、

居
住

先
に

関
す

る
課

題
：

【
外

部
の

支
援

者
（
相

談
支

援
事

業
者

等
）
の

意
見

】

【
評

価
】

【
収

入
と

金
銭

管
理

に
関

す
る

必
要

な
支

援
】

障
害

年
金

　
□

受
給

中

生
活

保
護

　
□

受
給

中
【
今

後
の

支
援

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
】

そ
の

他
、

退
院

後
の

収
入

と
金

銭
管

理
に

関
す

る
課

題
：

【
外

部
の

支
援

者
（
相

談
支

援
事

業
者

等
）
の

意
見

】

【
栄

養
摂

取
等

に
関

す
る

課
題

と
必

要
な

支
援

】
【
今

後
の

支
援

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
】

【
外

部
の

支
援

者
（
相

談
支

援
事

業
者

等
）
の

意
見

】

【
評

価
】

指
定

特
定

相
談

支
援

事
業

所
　

　
□

未
定

（
　

　
　

　
年

　
　

　
月

頃
ま

で
に

決
定

予
定

）
　

　
　

　
　

　
  
  
  
  
  
 □

不
要

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

  
　

□
決

定
（
事

業
所

名
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
担

当
者

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

障
害

者
手

帳
　

　
　

 　
　

  
  
  
  
  
□

取
得

済
[　

　
　

　
　

 級
]　

　
 □

申
請

予
定

（
　

　
　

年
　

　
　

頃
ま

で
）
　

　
□

不
要

障
害

支
援

区
分

　
　

　
　

  
  
  
  
  
□

認
定

済
[区

分
　

　
　

　
]　

  
 □

申
請

予
定

（
　

　
　

年
　

　
　

頃
ま

で
）
　

　
□

不
要

要
介

護
認

定
　

　
　

　
　

  
  
  
  
  
 □

認
定

済
[　

　
　

　
　

  
  
]　

  
  
□

申
請

予
定

（
　

　
  
年

　
　

  
 頃

ま
で

）
　

　
□

不
要

【
そ

の
他

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

に
関

す
る

課
題

】
【
今

後
の

支
援

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
】

【
外

部
の

支
援

者
（
相

談
支

援
事

業
者

等
）
の

意
見

】

収
入

と
金

銭
管

理
に

関
す

る
こ

と
（
※

）

栄
養

摂
取

・
調

理
・
火

の
管

理
に

関
す

る
こ

と
（
※

）

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
の

利
用

に
関

す
る

こ
と

（
※

）

居
住

先
に

関
す

る
こ

と
（
※

）
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別
紙

様
式

７
の

２
 

A
D
L
維
持
向
上
等
体
制
加
算

に
係
る
評
価
書
 

バ
ー

セ
ル

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

（
B
a
r
t
h
e
l
 
I
n
d
e
x
 
機

能
的

評
価

）
 

 
 

点
数

 
質
問
内
容

 
得
点

 

1
 

食
事

 

1
0
 

自
立
、
自
助
具
な
ど
の
装
着
可
、
標
準
的
時
間
内
に
食
べ
終
え
る

 
 

 

5
 

部
分
介
助
（た

と
え
ば
、
お
か
ず
を
切
っ
て
細
か
く
し
て
も
ら
う
）
 

 
 

0
 

全
介
助

 
 

 

2
 

車
椅
子
か
ら

ベ
ッ
ド
へ
の

 

移
動

 

1
5
 

自
立
、
ブ
レ
ー
キ
、
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
の
操
作
も
含
む
（非

行
自
立
も
含
む
） 

 
 

1
0
 

軽
度
の
部
分
介
助
ま
た
は
監
視
を
要
す
る

 
 

 

5
 

座
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
ほ
ぼ
全
介
助

 
 

 

0
 

全
介
助
ま
た
は
不
可
能

 
 

 

3
 

整
容

 
5
 

自
立
（
洗
面
、
整
髪
、
歯

 
磨
き
、
ひ
げ
剃
り
） 

 
 

0
 

部
分
介
助
ま
た
は
不
可
能

 
 

 

4
 

ト
イ
レ

 

動
作

 

1
0
 

自
立
（
衣
服
の
操
作
、
後
始
末
を
含
む
､ポ

ー
タ
ブ
ル
便
器
な
ど
を
使
用

 

し
て
い
る
場
合
は
そ
の
洗
浄
も
含
む
） 

 
 

5
 

部
分
介
助
、
体
を
支
え
る
、
衣
服
、
後
始
末
に
介
助
を
要
す
る

 
 

 

0
 

全
介
助
ま
た
は
不
可
能

 
 

 

5
 

入
浴

 
5
 

自
立

 
 

 

0
 

部
分
介
助
ま
た
は
不
可
能

 
 

 

6
 

歩
行

 

1
5
 

4
5
M

 
以
上
の
歩
行
、
補
装
具
（
車
椅
子
、
歩
行
器
は
除
く
）の

使
用
の
有

無
は
問
わ
ず

 
 

 

1
0
 

4
5
M

 
以
上
の
介
助
歩
行
、
歩
行
器
の
使
用
を
含
む

 
 

 

5
 

歩
行
不
能
の
場
合
、
車
椅
子
に
て

4
5
M

 
以
上
の
操
作
可
能

 
 

 

0
 

上
記
以
外

 
 

 

7
 

階
段

 

昇
降

 

1
0
 

自
立
、
手
す
り
な
ど
の
使
用
の
有
無
は
問
わ
な
い

 
 

 

5
 

介
助
ま
た
は
監
視
を
要
す
る

 
 

 

0
 

不
能

 
 

 

8
 

着
替
え

 

1
0
 

自
立
、
靴
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
、
装
具
の
着
脱
を
含
む

 
 

 

5
 

部
分
介
助
、
標
準
的
な
時
間
内
、
半
分
以
上
は
自
分
で
行
え
る

 
 

 

0
 

上
記
以
外

 
 

 

9
 

排
便

 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

 

1
0
 

失
禁
な
し
、
浣
腸
、
坐
薬
の
取
り
扱
い
も
可
能

 
 

 

5
 

と
き
に
失
禁
あ
り
、
浣
腸
、
坐
薬
の
取
り
扱
い
に
介
助
を
要
す
る
者
も
含
む

 
 

 

0
 

上
記
以
外

 
 

 

1
0
 

排
尿

 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

 

1
0
 

失
禁
な
し
、
収
尿
器
の
取
り
扱
い
も
可
能

 
 

 

5
 

と
き
に
失
禁
あ
り
、
収
尿
器
の
取
り
扱
い
に
介
助
を
要
す
る
者
も
含
む

 
 

 

0
 

上
記
以
外

 
 

 

合
計
得
点
（ 

 
／
１
０
０
点
） 

 

※
１

 
得

点
：

０
～

１
５

点
 

 
※
２

 
得

点
が

高
い

ほ
ど

、
機
能

的
評

価
が

高
い

。
 

（
別
紙
様
式
７
）

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
診
療
計
画
書

（
在
宅
復
帰
支
援
に
関
す
る
事
項
）

（
患
者
氏
名
）

殿

年
月
日

病
棟
（
病
室
）

在
宅
復
帰
支
援
担
当
者
名

病
名

（
他
に
考
え
得
る
病
名
）

推
定
さ
れ
る
入
院
期
間

在
宅
復
帰
支
援
計
画

注
１
）

病
名
等
は
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
状
態
の
変
化
等
に
応
じ
て
変
わ
り
う
る
も
の

で
あ
る
。

注
２
）

入
院
期
間
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
主
治
医
氏
名
）

印

（ ）（ ） 11131112



（
別
紙
様
式
８
）

短
期
滞
在
手
術
同
意
書

（
患
者
氏
名
）

殿

令
和

年
月

日

病
名

症
状

治
療

計
画

検
査
内
容
及
び
日
程

手
術
内
容
及
び
日
程

手
術
後
に
起
こ
り
う
る

症
状
と
そ
の
際
の
対
処

（
主
治
医
氏
名
）

印

私
は
、
現
在
の
疾
病
の
診
療
に
関
し
て
、
上
記
の
説
明
を
受
け
、
十
分
に
理
解
し
た
上
で
短
期
滞
在
手
術
を
受
け
る

こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

（
患
者
氏
名
）

印

別
紙

様
式

７
の

３
 

せ
ん
妄

ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ

ア
加
算
に
係
る
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
 

 （
患

者
氏

名
）

 
 

 
 

 
 

 
 

殿
 

入
院

日
 

 
 

 
 

：
令

和
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

リ
ス

ク
因

子
確

認
日

：
令

和
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

せ
ん

妄
対

策
実

施
日

：
令

和
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

 １
．

せ
ん

妄
の

リ
ス

ク
因

子
の

確
認

 

（
該

当
す

る
も

の
に

チ
ェ

ッ
ク

）
 

□
 

7
0
歳

以
上

 

□
 

脳
器

質
的

障
害

 

□
 

認
知

症
 

□
 

ア
ル

コ
ー

ル
多

飲
 

□
 

せ
ん

妄
の

既
往

 

□
 

リ
ス

ク
と

な
る

薬
剤

（
特

に
ベ

ン
ゾ

ジ
ア

ゼ
ピ

ン
系

薬
剤

）
の

使
用

 

□
 

全
身

麻
酔

を
要

す
る

手
術

後
又

は
そ

の
予

定
が

あ
る

こ
と

 

   ２
．

ハ
イ

リ
ス

ク
患

者
に

対
す

る
せ

ん
妄

対
策

 

（
リ

ス
ク

因
子

に
１

項
目

以
上

該
当

す
る

場
合

は
、

以
下

の
対

応
を

実
施

）
 

□
 

認
知

機
能

低
下

に
対

す
る

介
入

（
見

当
識

の
維

持
等

）
 

□
 

脱
水

の
治

療
・

予
防

（
適

切
な

補
液

と
水

分
摂

取
）

 

□
 

リ
ス

ク
と

な
る

薬
剤

（
特

に
ベ

ン
ゾ

ジ
ア

ゼ
ピ

ン
系

薬
剤

）
の

漸
減

・
中

止
 

□
 

早
期

離
床

の
取

組
 

□
 

疼
痛

管
理

の
強

化
（

痛
み

の
客

観
的

評
価

の
併

用
等

）
 

□
 

適
切

な
睡

眠
管

理
（

非
薬

物
的

な
入

眠
の

促
進

等
）

 

□
 

本
人

及
び

家
族

へ
の

せ
ん

妄
に

関
す

る
情

報
提

供
 

   ３
．

早
期

発
見

 

 
せ

ん
妄

の
ハ

イ
リ

ス
ク

患
者

に
つ

い
て

は
、

せ
ん

妄
対

策
を

実
施

し
た

上
で

、
定

期
的

に
せ

ん
妄

の
有

無
を

確
認

し
、

早
期

発
見

に
努

め
る

。
 

  ※
１

 
せ

ん
妄

の
リ

ス
ク

因
子

の
確

認
は

入
院

前
又

は
入

院
後

３
日

以
内

に
行

う
。

 

※
２

 
せ

ん
妄

対
策

は
リ

ス
ク

因
子

の
確

認
後

速
や

か
に

行
う

。
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(別
紙

様
式

９
の

２
)

生
活

習
慣

病
　

療
養

計
画

書
　

継
続

用
(記

入
日

：
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

日
）
（
　

　
　

）
回

目

主
病

：

□
糖

尿
病

　
□

高
血

圧
症

　
□

脂
質

異
常

症

【
検

査
項

目
】

【
血

液
検

査
項

目
】
　

（
採

血
日

　
　

　
月

　
　

　
　

日
）

□
体

 重
：
現

在
（

k
g）

→
目

標
（

k
g）

□
血

糖
（
□

空
腹

時
　

□
随

時
　

　
□

食
後

（
　

　
）
時

間
）

□
Ｂ

Ｍ
Ｉ　

　
　

　
（

）
（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

□
腹

 囲
：
現

在
（

cm
）

→
目

標
（

cm
）

□
Ｈ

ｂ
Ａ

1
ｃ
：
現

在
（
　

　
　

　
　

　
%
）
→

目
標

（
　

　
　

　
　%
）

□
栄

養
状

態
　

（
低

栄
養

状
態

の
恐

れ
良

好
　

　
　

肥
満

）
□

総
ｺ
ﾚ
ｽ
ﾃ

ﾛ
ｰ

ﾙ
（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

□
収

縮
期

／
拡

張
期

血
圧

：
現

在
（
  

  
　

 　
　

／
　

　
m

m
H

g）
□

中
性

脂
肪

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

  
  

  
  

　
　

  
  

 　
  

  
  

　
→

目
標

（
  

  
 　

　
　

／
  

　
　

m
m

H
g）

□
H

D
L
ｺ
ﾚ
ｽ
ﾃ

ﾛ
ｰ

ﾙ
（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

□
運

動
負

荷
心

電
図

□
Ｌ

D
L
ｺ
ﾚ
ｽ
ﾃ

ﾛ
ｰ

ﾙ
（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

□
そ

の
他

　
　

 （
）

□
そ

の
他

　
（

）

【
目

標
の

達
成

状
況

と
次

の
目

標
】
：
患

者
と

相
談

し
た

目
標

【
①

達
成

目
標

】
：
患

者
と

相
談

し
た

目
標

【
②

行
動

目
標

】
：
患

者
と

相
談

し
た

目
標

□
今

回
は

、
指

導
の

必
要

な
し

□
食

事
摂

取
量

を
適

正
に

す
る

□
食

塩
・
調

味
料

を
控

え
る

□
野

菜
・
き

の
こ

・
海

藻
な

ど
食

物
繊

維
の

摂
取

を
増

や
す

□
外

食
の

際
の

注
意

事
項

（
）

□
油

を
使

っ
た

料
理

（
揚

げ
物

や
炒

め
物

等
）
の

摂
取

を
減

ら
す

□
そ

の
他

（
）

□
節

酒
：
〔
減

ら
す

（
種

類
・
量

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

を
週

回
）
〕

□
間

食
：
〔
減

ら
す

（
種

類
・
量

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

を
週

回
）
〕

□
食

べ
方

：
（
ゆ

っ
く

り
食

べ
る

・
そ

の
他

（
）
）

□
食

事
時

間
：
朝

食
、

昼
食

、
夕

食
を

規
則

正
し

く
と

る

□
今

回
は

、
指

導
の

必
要

な
し

□
運

動
処

方
：
種

類
（
ｳ
ｫ
ｰ

ｷ
ﾝ

ｸ
ﾞ・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
　

時
間

（
3
0
分

以
上

・
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
、

頻
度

（
ほ

ぼ
毎

日
 ・

 週
　

　
　

　
　

　
　

　
　

日
）

　
　

強
度

（
息

が
は

ず
む

が
会

話
が

可
能

な
強

さ
 o

r　
脈

拍
　

　
　

　
　

　
拍

/
分

　
o
r　

　
　

　
　

　
）

□
日

常
生

活
の

活
動

量
増

加
（
例

：
1
日

１
万

歩
・

）

□
運

動
時

の
注

意
事

項
な

ど
（

）

□
禁

煙
・
節

煙
の

有
効

性
□

禁
煙

の
実

施
方

法
等

□
仕

事
□

余
暇

□
睡

眠
の

確
保

（
質

・
量

）
□

減
量

□
家

庭
で

の
計

測
（
歩

数
、

体
重

、
血

圧
、

腹
囲

等
）

□
そ

の
他

（
）

□
処

方
な

し
□

薬
の

説
明

□
有

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
□

無

□
有

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
□

無

□
有

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
□

無

※
実

施
項

目
は

、
□

に
チ

ェ
ッ

ク
、

（
　

　
　

）
内

に
は

具
体

的
に

記
入

　
　

※
担

当
者

が
同

一
の

場
合

、
す

べ
て

の
欄

に
署

名
す

る
必

要
は

な
い

。

【
保

険
者

か
ら

の
情

報
提

供
の

求
め

に
対

す
る

協
力

の
同

意
】

□
食

事

□
た

ば
こ

【
療

養
を

行
う

に
あ

た
っ

て
の

問
題

点
】

□
そ

の
他

【
他

の
施

設
の

利
用

状
況

に
つ

い
て

】

【
特

定
健

康
診

査
の

受
診

の
有

無
】

【
特

定
保

健
指

導
の

利
用

の
有

無
】

【 重 点 を 置 く 領 域 と 指 導 項 目 】

□
運

動

服
薬

指
導

生
年

月
日

：
明

・
大

・
昭

・
平

・
令

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

生
（
　

　
　

　
　

才
）

患
者

氏
名

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
男

 ・
 女

）

【 検 査 ・ 問 診 】

ね
ら

い
：
重

点
目

標
の

達
成

状
況

を
理

解
で

き
る

こ
と

・
目

標
再

設
定

と
指

導
さ

れ
た

生
活

習
慣

改
善

に
取

り
組

め
る

こ
と

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

患
者

署
名

医
師

氏
名

（
印

）

医
師

氏
名

（
印

）

(別
紙

様
式

９
)

生
活

習
慣

病
　

療
養

計
画

書
　

初
回

用
(記

入
日

：
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

日
）

主
病

：

□
糖

尿
病

　
□

高
血

圧
症

　
□

脂
質

異
常

症

【
検

査
項

目
】

【
血

液
検

査
項

目
】
　

（
採

血
日

　
　

　
月

　
　

　
　

日
）

□
身

  
長

　
　

　
（

cm
）

□
血

糖
（
□

空
腹

時
　

□
随

時
　

　
□

食
後

（
　

　
）
時

間
）

□
体

 重
：
現

在
（

k
g）

→
目

標
（

k
g）

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

□
Ｂ

Ｍ
Ｉ　

　
　

　
（

）
□

Ｈ
ｂ
Ａ

1
ｃ
：
現

在
（
　

　
　

　
　

　
%
）
→

目
標

（
　

　
　

　
　

%
）

□
腹

 囲
：
現

在
（

cm
）

→
目

標
（

cm
）

□
総

ｺ
ﾚ
ｽ

ﾃ
ﾛ
ｰ

ﾙ
（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

□
栄

養
状

態
　

 （
低

栄
養

状
態

の
恐

れ
　

良
好

　
　

　
肥

満
）

□
中

性
脂

肪
（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

□
収

縮
期

／
拡

張
期

血
圧

：
現

在
（
  

  
 　

　
　

／
　

　
　

m
m

H
g）

□
H

D
L
ｺ
ﾚ
ｽ

ﾃ
ﾛ
ｰ

ﾙ
（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

  
  

  
  

　
　

  
  

 　
  

  
  

　
→

目
標

（
  

  
 　

　
　

／
  

　
　

m
m

H
g）

□
Ｌ

D
L
ｺ
ﾚ
ｽ

ﾃ
ﾛ
ｰ

ﾙ
（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
m

g/
d
l）

□
運

動
負

荷
心

電
図

□
そ

の
他

　
（

）

□
そ

の
他

　
　

　
（

）

【
問

  
診

】
□

食
事

の
状

況
□

運
動

の
状

況
□

た
ば

こ
□

歯
科

の
受

診
状

況
□

そ
の

他
の

生
活

【
①

達
成

目
標

】
：
患

者
と

相
談

し
た

目
標

【
②

行
動

目
標

】
：
患

者
と

相
談

し
た

目
標

□
食

事
摂

取
量

を
適

正
に

す
る

□
食

塩
・
調

味
料

を
控

え
る

□
野

菜
・
き

の
こ

・
海

藻
な

ど
食

物
繊

維
の

摂
取

を
増

や
す

□
外

食
の

際
の

注
意

事
項

（
）

□
油

を
使

っ
た

料
理

（
揚

げ
物

や
炒

め
物

等
）
の

摂
取

を
減

ら
す

□
そ

の
他

（
）

□
節

酒
：
〔
減

ら
す

（
種

類
・
量

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
を

週
　

　
　回

）
〕

□
間

食
：
〔
減

ら
す

（
種

類
・
量

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
を

週
回

）
〕

□
食

べ
方

：
（
ゆ

っ
く

り
食

べ
る

・
そ

の
他

（
）
）

□
食

事
時

間
：
朝

食
、

昼
食

、
夕

食
を

規
則

正
し

く
と

る

□
運

動
処

方
：
種

類
（
ｳ
ｫ
ｰ

ｷ
ﾝ

ｸ
ﾞ・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
　

時
間

（
3
0
分

以
上

・
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
、

頻
度

（
ほ

ぼ
毎

日
 ・

 週
　

　
　

　
　

　
　

　
　

日
）

　
　

強
度

（
息

が
は

ず
む

が
会

話
が

可
能

な
強

さ
 o

r　
脈

拍
　

　
　

　
　

　
拍

/
分

　
o
r　

　
　

　
　

　
）

□
日

常
生

活
の

活
動

量
増

加
（
例

：
1
日

１
万

歩
・

）

□
運

動
時

の
注

意
事

項
な

ど
（

）

□
非

喫
煙

者
で

あ
る

□
禁

煙
・
節

煙
の

有
効

性
□

禁
煙

の
実

施
方

法
等

□
仕

事
□

余
暇

□
睡

眠
の

確
保

（
質

・
量

）
□

減
量

□
家

庭
で

の
計

測
（
歩

数
、

体
重

、
血

圧
、

腹
囲

等
）

□
そ

の
他

（
）

□
処

方
な

し
□

薬
の

説
明

□
有

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
□

無

□
有

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
□

無

□
有

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
□

無

※
実

施
項

目
は

、
□

に
チ

ェ
ッ

ク
、

（
　

　
　

）
内

に
は

具
体

的
に

記
入

　
　

※
担

当
者

が
同

一
の

場
合

、
す

べ
て

の
欄

に
署

名
す

る
必

要
は

な
い

。

生
年

月
日

：
明

・
大

・
昭

・
平

・
令

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

生
（
　

　
　

才
）

患
者

氏
名

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
男

 ・
 女

）

【 検 査 ・ 問 診 】

ね
ら

い
：
検

査
結

果
を

理
解

で
き

る
こ

と
･自

分
の

生
活

上
の

問
題

点
を

抽
出

し
、

目
標

を
設

定
で

き
る

こ
と

【
他

の
施

設
の

利
用

状
況

に
つ

い
て

】

【
保

険
者

か
ら

の
情

報
提

供
の

求
め

に
対

す
る

協
力

の
同

意
】

□
食

事

【
療

養
を

行
う

に
あ

た
っ

て
の

問
題

点
】

□
そ

の
他

□
た

ば
こ

【 重 点 を 置 く 領 域 と 指 導 項 目 】 【
服

薬
指

導
】

□
運

動

【
特

定
健

康
診

査
の

受
診

の
有

無
】

【
特

定
保

健
指

導
の

利
用

の
有

無
】

患
者

署
名

医
師

氏
名

（
印

）

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

担
当

者
の

氏
名

（
印

）

医
師

氏
名

（
印

）

「小児かかりつけ診療料」に関する説明書 

当院では、当院を継続して受診され、同意された患者さんに、 

小児科の「かかりつけ医」として、次のような診療を行います。 

○ 急な病気の際の診療や、慢性疾患の指導管理を行います。 

○ 発達段階に応じた助言・指導等を行い、健康相談に応じ

ます。 

○ 予防接種の接種状況を確認し、接種の時期についての指

導を行います。また、予防接種の有効性・安全性に関す

る情報提供を行います。 

○ 「小児かかりつけ診療料」に同意する患者さんからの電

話等による問い合わせに常時対応しています。 

当院がやむを得ず対応できない場合などには、下記の提携医療機関や、

小児救急電話相談にご相談ください。 

連絡先 ▲▲医院        ●●●－●●●－●●●● 

提携医療機関 ◆◆医院 ●●●－●●●－●●●● 

小児救急電話相談    ＃●●●●  

 

患者さん・ご家族へのお願い 

○ 緊急時など、都合により他の医療機関を受診した場合に

は、次に当院を受診した際にお知らせください。（他の医

療機関で受けた投薬なども、お知らせください。） 

○ 健康診断の結果や、予防接種の受診状況を定期的に確認

しますので、受診時にお持ちください。（母子健康手帳に

記載されています。） 

（別紙様式 10） 
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「小児かかりつけ診療料」に関する説明書 

当院では、当院を継続して受診され、同意された患者さんに、 

小児科の「かかりつけ医」として、次のような診療を行います。 

○ 急な病気の際の診療や、慢性疾患の指導管理を行います。 

○ 発達段階に応じた助言・指導等を行い、健康相談に応じ

ます。 

○ 予防接種の接種状況を確認し、接種の時期についての指

導を行います。また、予防接種の有効性・安全性に関す

る情報提供を行います。 

○ 「小児かかりつけ診療料」に同意する患者さんからの電

話等による問い合わせに常時対応しています。 

当院がやむを得ず対応できない場合などには、下記の提携医療機関や、

小児救急電話相談にご相談ください。 

連絡先 ▲▲医院        ●●●－●●●－●●●● 

提携医療機関 ◆◆医院 ●●●－●●●－●●●● 

小児救急電話相談    ＃●●●●  

 

患者さん・ご家族へのお願い 

○ 緊急時など、都合により他の医療機関を受診した場合に

は、次に当院を受診した際にお知らせください。（他の医

療機関で受けた投薬なども、お知らせください。） 

○ 健康診断の結果や、予防接種の受診状況を定期的に確認

しますので、受診時にお持ちください。（母子健康手帳に

記載されています。） 

（別紙様式 10） 
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「小児かかりつけ診療料」に関する同意書 

 

「小児かかりつけ診療料」について説明を受け、理解した

上で、▲▲医院 医師 ○○○○を主治医として、病気の際

の診療、継続的な医学管理、予防接種や健康に関する相談・

指導等を受けることに同意いたします。 

 

※ 「小児かかりつけ診療料」は１人の患者さんにつき１か所の医

療機関が対象となっています。他の医療機関で同じ説明を受けた

方は、署名する前にお申し出ください。 

 

（患者氏名）              

 

（保護者署名）              

（ ）（ ） 11171116



「小児かかりつけ診療料」に関する同意書 

 

「小児かかりつけ診療料」について説明を受け、理解した

上で、▲▲医院 医師 ○○○○を主治医として、病気の際

の診療、継続的な医学管理、予防接種や健康に関する相談・

指導等を受けることに同意いたします。 

 

※ 「小児かかりつけ診療料」は１人の患者さんにつき１か所の医

療機関が対象となっています。他の医療機関で同じ説明を受けた

方は、署名する前にお申し出ください。 

 

（患者氏名）              

 

（保護者署名）              

（
別
紙
様
式
１
１
の
２
）

紹
介
先
医
療
機
関
等
名

担
当
医

科
殿

年
月

日

紹
介
元
医
療
機
関
の
所
在
地
及
び
名
称

電
話
番
号

以
下
の
診
療
報
酬
項
目
の
届
出
状
況

□
地
域
包
括
診
療
加
算

□
地
域
包
括
診
療
料

□
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料

□
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料

（
□
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
又
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
）

□
施
設
入
居
時
等
時
医
学
総
合
管
理
料
（
□
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
又
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
）

医
師
氏
名

印

患
者
氏
名

患
者
住
所

性
別

男
・

女

電
話
番
号

生
年
月
日

明
・
大
・
昭
・
平
・
令

年
月

日
（

歳
）

職
業

傷
病
名

紹
介
目
的

既
往
歴
及
び
家
族
歴

症
状
経
過
及
び
検
査
結
果

治
療
経
過

現
在
の
処
方

備
考

備
考

１
．
必
要
が
あ
る
場
合
は
続
紙
に
記
載
し
て
添
付
す
る
こ
と
。

２
．
必
要
が
あ
る
場
合
は
画
像
診
断
の
フ
ィ
ル
ム
、
検
査
の
記
録
を
添
付
す
る
こ
と
。

３
．
紹
介
先
が
保
険
医
療
機
関
以
外
で
あ
る
場
合
は
、
紹
介
先
医
療
機
関
等
名
の
欄
に
紹
介
先
保
険

薬
局
、
市
町
村
、
保
健
所
名
等
を
記
入
す
る
こ
と
。
か
つ
、
患
者
住
所
及
び
電
話
番
号
を
必
ず
記

入
す
る
こ
と
。

（
別
紙
様
式
１
１
）

紹
介
先
医
療
機
関
等
名

担
当
医

科
殿

年
月

日

紹
介
元
医
療
機
関
の
所
在
地
及
び
名
称

電
話
番
号

医
師
氏
名

印

患
者
氏
名

患
者
住
所

性
別

男
・

女

電
話
番
号

生
年
月
日

明
・
大
・
昭
・
平
・
令

年
月

日
（

歳
）

職
業

傷
病
名

紹
介
目
的

既
往
歴
及
び
家
族
歴

症
状
経
過
及
び
検
査
結
果

治
療
経
過

現
在
の
処
方

備
考

備
考

１
．
必
要
が
あ
る
場
合
は
続
紙
に
記
載
し
て
添
付
す
る
こ
と
。

２
．
必
要
が
あ
る
場
合
は
画
像
診
断
の
フ
ィ
ル
ム
、
検
査
の
記
録
を
添
付
す
る
こ
と
。

３
．
紹
介
先
が
保
険
医
療
機
関
以
外
で
あ
る
場
合
は
、
紹
介
先
医
療
機
関
等
名
の
欄
に
紹
介
先
保
険

薬
局
、
市
町
村
、
保
健
所
名
等
を
記
入
す
る
こ
と
。
か
つ
、
患
者
住
所
及
び
電
話
番
号
を
必
ず
記

入
す
る
こ
と
。
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（別紙様式１２）
年 月 日

情報提供先市町村 市町村長 殿

紹介元医療機関の所在地及び名称

電話番号

医師氏名 印

患者氏名

性別 （ 男 ・ 女 ） 生年月日 明・大・昭 年 月 日生（ 歳） 職業

住所

電話番号

診 療 形 態 １．外来 ２．往診 ３．入院 （ 年 月 日） 情報提供回数 回

１．脳梗塞（ｱ.脳血栓 ｲ.脳塞栓 ｳ.不明） ２．脳出血 ３．クモ膜下出血

４．その他の脳血管障害
傷病名

発 症 年 月 日 年 月 日
（疑いを含む）

受 診 年 月 日 年 月 日

初 発 ／ 再 発 １．初発 ２．再発（ 年 月 日 初発）

その他の傷病名

寝たきり度（該当するものに○）

Ｊ 一部自立 何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する。

Ａ 準寝たきり 屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない。

Ｂ 寝たきり １ 屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッドの上の生活が主体であるが座位を保つ。

Ｃ 寝たきり ２ １日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する。

日常生活活動（ＡＤＬ）の状況（該当するものに○）

移動 自立・一部介助・全面介助 食事 自立・一部介助・全面介助

排泄 自立・一部介助・全面介助 入浴 自立・一部介助・全面介助

着替 自立・一部介助・全面介助 整容 自立・一部介助・全面介助

認知症である老人の日常生活自立度（該当するものに○）

Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ 日常生活に支障を来すような症状、行動や意思疎通の困難さが多少みられても、誰かが注意していれば自立可能。

Ⅲ 日常生活に支障を来すような症状、行動や意思疎通の困難さが時々みられ、介護を必要とする。

Ⅳ 日常生活に支障を来すような症状、行動や意思疎通の困難さが頻繁にみられ、常に介護を必要とする。

Ｍ 著しい精神症状や問題行動あるいは、重篤な身体疾患がみられ、専門医療を必要とする。

病状・既往歴・治療状況・退院の年月日等

訪問診療 有 ・ 無 訪問看護 有 ・ 無

必要と考える保健福祉サービスの内容等提供する情報の内容

注意 １．必要がある場合には、続紙に記載して添付すること。

２．わかりやすく記入すること。

３．必要がある場合には、家庭環境等についても記載すること。

（ ）（ ） 11191118



（別紙様式１２）
年 月 日

情報提供先市町村 市町村長 殿

紹介元医療機関の所在地及び名称

電話番号

医師氏名 印

患者氏名

性別 （ 男 ・ 女 ） 生年月日 明・大・昭 年 月 日生（ 歳） 職業

住所

電話番号

診 療 形 態 １．外来 ２．往診 ３．入院 （ 年 月 日） 情報提供回数 回

１．脳梗塞（ｱ.脳血栓 ｲ.脳塞栓 ｳ.不明） ２．脳出血 ３．クモ膜下出血

４．その他の脳血管障害
傷病名

発 症 年 月 日 年 月 日
（疑いを含む）

受 診 年 月 日 年 月 日

初 発 ／ 再 発 １．初発 ２．再発（ 年 月 日 初発）

その他の傷病名

寝たきり度（該当するものに○）

Ｊ 一部自立 何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する。

Ａ 準寝たきり 屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない。

Ｂ 寝たきり １ 屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッドの上の生活が主体であるが座位を保つ。

Ｃ 寝たきり ２ １日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する。

日常生活活動（ＡＤＬ）の状況（該当するものに○）

移動 自立・一部介助・全面介助 食事 自立・一部介助・全面介助

排泄 自立・一部介助・全面介助 入浴 自立・一部介助・全面介助

着替 自立・一部介助・全面介助 整容 自立・一部介助・全面介助

認知症である老人の日常生活自立度（該当するものに○）

Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ 日常生活に支障を来すような症状、行動や意思疎通の困難さが多少みられても、誰かが注意していれば自立可能。

Ⅲ 日常生活に支障を来すような症状、行動や意思疎通の困難さが時々みられ、介護を必要とする。

Ⅳ 日常生活に支障を来すような症状、行動や意思疎通の困難さが頻繁にみられ、常に介護を必要とする。

Ｍ 著しい精神症状や問題行動あるいは、重篤な身体疾患がみられ、専門医療を必要とする。

病状・既往歴・治療状況・退院の年月日等

訪問診療 有 ・ 無 訪問看護 有 ・ 無

必要と考える保健福祉サービスの内容等提供する情報の内容

注意 １．必要がある場合には、続紙に記載して添付すること。

２．わかりやすく記入すること。

３．必要がある場合には、家庭環境等についても記載すること。

（
別

紙
様

式
１

２
の

３
）

情
報

提
供

先
市

町
村

市
町

村
長

　
殿

紹
介

元
医

療
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関
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所
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地
及

び
名
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電
話

番
号

医
師

名
 印

　

男
・
女

　
　

　
　

（
　

　
　

　
　

　
　

）
歳

職
業

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

傷
病

名

（
疑

い
を

含
む

）
そ

の
他

の
傷

病
名

病
状

既
往

症

治
療

状
況
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男
・
女

　
　

電
話

番
号

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
自

宅
・
実

家
・
そ

の
他

）

　

様
方

　
　

電
話

番
号

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
自

宅
・
実

家
・
そ

の
他

）
入

退
院

日
入

院
日

　
：
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

退
院

（
予

定
）
日

　
：
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

出
産

場
所

　
：
　

当
院

・
他

院
家

族
構

成

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

体
重

　
：
　

（
　

　
　

　
　

　
　

g）
　

身
長

　
：
　

（
　

　
　

　
　

　
　

㎝
）

出
産

時
の

特
記

事
項

　
：
　

無
　

・
　

有
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

妊
娠

中
の

異
常

の
有

無
　

：
　

無
　

・
　

有
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

妊
婦

健
診

の
受

診
有

無
　

：
　

無
　

・
　

有
　

（
　

　
　

回
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

育
児

へ
の

支
援

者
：
無

・
有

（
　

　
）

　
　

※
以

下
の

項
目

は
、

該
当

す
る

も
の

に
○

、
そ

の
他

に
は

具
体

的
に

記
入

し
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く
だ

さ
い

発
育

・
発

達
・
発

育
不

良
 ・

発
達

の
お

く
れ

　
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

日
常

的
世

話
の

状
況

・
健

診
、

予
防

接
種

未
受

診
　

・
不

潔
　

・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

家
族

関
係

・
面

会
が

極
端

に
少

な
い

　
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

他
の

児
の

状
況

・
疾

患
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

・
障

害
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

こ
ど

も
と

の
分

離
歴

・
出

産
後

の
長

期
入

院
　

・
施

設
入

所
等

　
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

＊
備

考
１

．
必

要
が

あ
る

場
合

は
続

紙
に

記
載

し
て

添
付

す
る

こ
と

。
２

．
本

様
式

は
、

患
者

が
現

に
子

供
の

養
育

に
関

わ
っ

て
い

る
者

で
あ

る
場

合
に

つ
い

て
用

い
る

こ
と

。
３

．
出

産
時

の
状

況
及

び
児

の
状

況
に

つ
い

て
は

、
今

回
出

産
を

し
た

児
の

こ
と

に
つ

い
て

記
入

す
る

こ
と

。

児
の

状
況

養
育

環
境

患
者

の
氏

名

情
報

提
供

の
目

的
と

そ
の

理
由

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

　
　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

生
　

在
　

　
　

胎
　

：
（
　

　
　

　
　

　
　

）
週

　
　

単
胎

　
・
　

多
胎

　
　

（
　

　
）
子

中
（
　

　
）
子

今
回

の
出

産
時

の
状

況

児
の

氏
名

住
所

退
院

先
の

住
所

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

生
ま

れ

（
別

紙
様

式
１

２
の

２
）

情
報

提
供

先
市

町
村

市
町

村
長

　
殿

紹
介

元
医

療
機

関
の

所
在

地
及

び
名

称

電
話

番
号

医
師

名
 印

　

男
・
女

傷
病

名

（
疑

い
を

含
む

）
そ

の
他

の
傷

病
名

病
状

既
往

症

治
療

状
況

等

父
：

　
　

　
　

　
（
　

　
　

　
　

）
歳

母
：

　
　

　
　

　
　

　
（
　

　
　

　
　

）
歳

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

職
業

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
職

業
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
　

電
話

番
号

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
自

宅
・
実

家
・
そ

の
他

）

　

様
方

　
　

電
話

番
号

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
自

宅
・
実

家
・
そ

の
他

）
入

退
院

日
入

院
日

　
：
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

退
院

（
予

定
）
日

　
：
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

家
族

構
成

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

体
重

　
：
　

（
　

　
　

　
　

　
　

g）
　

身
長

　
：
　

（
　

　
　

　
　

　
　

㎝
）

出
生

時
の

特
記

事
項

　
：
　

無
　

・
　

有
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

妊
娠

中
の

異
常

の
有

無
　

：
　

無
　

・
　

有
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

妊
婦

健
診

の
受

診
有

無
　

：
　

無
　

・
　

有
　

（
　

　
　

回
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

育
児

へ
の

支
援

者
：
無

・
有

（
　

　
）

　
　

※
以

下
の

項
目

は
、

該
当

す
る

も
の

に
○

、
そ

の
他

に
は

具
体

的
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

発
育

・
発

達
・
発

育
不

良
 ・

発
達

の
お

く
れ

　
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

・
表

情
が

乏
し

い
　

・
極

端
に

お
び

え
る

　
・
大

人
の

顔
色

を
う

か
が

う
　

・
多

動
　

・
乱

暴

・
身

体
接

触
を

極
端

に
い

や
が

る
・
多

動
　

・
誰

と
で

も
べ

た
べ

た
す

る

・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

日
常

的
世

話
の

状
況

・
健

診
、

予
防

接
種

未
受

診
　

・
不

潔
　

・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

・
疾

患
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
　

・
障

害
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

・
出

産
後

の
状

況
（
マ

タ
ニ

テ
ィ

・
ブ

ル
ー

ズ
、

産
後

う
つ

等
）
　

・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

こ
ど

も
へ

の
思

い
・
態

度
・
拒

否
的

　
・
無

関
心

　
・
過

干
渉

　
・
権

威
的

　
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

家
族

関
係

・
面

会
が

極
端

に
少

な
い

　
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

同
胞

の
状

況
・
同

胞
に

疾
患

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
　

・
同

胞
に

障
害

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

養
育

者
と

の
分

離
歴

・
出

産
後

の
長

期
入

院
　

・
施

設
入

所
等

　
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

＊
備

考
１

．
必

要
が

あ
る

場
合

は
続

紙
に

記
載

し
て

添
付

す
る

こ
と

。
２

．
本

様
式

は
、

患
者

が
1
8
歳

以
下

で
あ

る
場

合
に

つ
い

て
用

い
る

こ
と

。

情
報

提
供

の
目

的
と

そ
の

理
由

児
の

状
況

患
児

の
氏

名
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

　

在
　

　
　

胎
　

：
（
　

　
　

　
　

　
　

）
週

　
　

単
胎

　
・
　

多
胎

　
　

（
　

　
）
子

中
（
　

　
）
子

出
生

時
の

状
況

父
母

の
氏

名

住
所

退
院

先
の

住
所

養
育

環
境

出
生

場
所

　
：
　

当
院

・
他

院

健
康

状
態

等

情
緒

養
育

者
の

状
況

　
　

年
　

　
月

　
　

日

（ ）（ ） 11191118



（
別
紙
様
式
１
３
）

年
月

日

介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
医
療
院

殿

医
療
機
関
名

住
所

電
話

(
Ｆ
Ａ
Ｘ
.
)

,
医
師
氏
名

患
氏

名
男
・
女

者
生
年
月
日

明
・
大
・
昭

年
月

日
生

（
歳
）

病
名

現
症

所
見
及
び
診
断

今
後
の
診
療
に
関
す
る
情
報

(別
紙

様
式

1
2
の

４
)

情
報

提
供

先
事

業
所

　
　
年

　
　
月

　
　
日

担
当

殿
紹

介
元

医
療

機
関

の
所

在
地

及
び
名

称

電
話

番
号

Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号

医
師

氏
名

印

職
業

明
治

・
大

正
・
昭

和
年

　
　
月

　
　
日

生
（
　
　
）
歳

生
活

機
能

低
下

の
原

因
に
な
っ
て
い
る
も
の

発
症

日
：
　
　
　
年

　
　
月

　
　
日

発
症

日
：
　
　
　
年

　
　
月

　
　
日

そ
の

他
の

傷
病

名

傷
病

の
経

過
及

び
治

療
状

況

入
院

日
：
　
　
年

　
　
月

　
　
日

退
院

日
：
　
　
年

　
　
月

　
　
日

必
要

と
考

え
る
介

護
・
福

祉
サ

ー
ビ
ス
又

は
サ

ー
ビ
ス
利

用
に
際

し
て
の

留
意

点
等

障
害

高
齢

者
の

生
活

自
立

度
□

自
立

　
□

Ｊ
１
　
□

Ｊ
２
　
□

Ａ
１
　
□

Ａ
２
　
□

Ｂ
１
　
□

Ｂ
２
　
□

Ｃ
１
　
□

Ｃ
２

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

□
自

立
　
□

Ⅰ
　
□

Ⅱ
　
□

Ⅱ
a　

□
Ⅱ

b
　
□

Ⅲ
　
□

Ⅲ
a　

□
Ⅲ

b
　
□

Ⅳ
　
□

Ｍ

都
道

府
県

が
指

定
す
る
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

等
向

け
　
診

療
情

報
提

供
書

入
院

患
者

の
場

合

患
者

氏
名

生
年

月
日

性
別

男
　
・
　
女

電
話

番
号

患
者

住
所

情
報

提
供

の
目

的

傷
病

名

診
療

形
態

外
来

　
・
　
訪

問
診

療
　
・
　
入

院

（ ）（ ） 11211120



（
別
紙
様
式

16
）

 
訪

問
看

護
指

示
書

 
在

宅
患

者
訪

問
点

滴
注

射
指

示
書

 
※
該
当
す
る
指
示
書
を
○
で
囲
む
こ
と
 

 

訪
問
看
護
指
示
期
間
 
（
 
 
 
 
年
 
月
 
日
 
～
 
  

 
年
 
月
 
日
）
 

点
滴
注
射
指
示
期
間
 
（
 
 
 
 
年
 
月
 
日
 
～
 
  

 
年
 
月
 
日
）
 

患
者

氏
名

 
 

生
年

月
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

（
 
 
 
 
 
歳
）

 
患

者
住

所
 

 
電
話
（
 
 

 ）
  

 
－
 
 
 
 

 
主

た
る

傷
病

名
 

（
１
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
２
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
３
）

 

現 在 の 状 況 （ 該 当 項 目 に ○ 等 ）  

病
状

・
治

療
 

状
態

 
 

投
与

中
の

薬
剤

 
の

用
量

・
用

法
 

１
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
．

 
３
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
．

 
５
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６
．

 
日

常
生

活
 

自
立

度
 

寝
た

き
り

度
 

Ｊ
１
 
Ｊ
２
 
Ａ
１
 
Ａ
２
 
Ｂ
１
 
Ｂ
２
 
Ｃ
１
 
Ｃ
２

 
認

知
症

の
状

況
 

Ⅰ
 

  
Ⅱ

a 
  

 Ⅱ
b 

  
 Ⅲ

a 
  

 Ⅲ
b 

  
 Ⅳ

  
  
Ｍ

 
要

介
護

認
定

の
状

況
 

要
支
援
（
 
１
 
２
 
）
 
要
介
護
（

 
１
 
２
 
３
 
４
 
５
 
） 

褥
瘡

の
深

さ
 

Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｉ

Ｇ
Ｎ

分
類

 
Ｄ

３
 

Ｄ
４
 

Ｄ
５

 
 

Ｎ
Ｐ

Ｕ
Ａ
Ｐ

分
類

 
Ⅲ
度

 
Ⅳ

度
 

装
着

・
使

用
 

医
療

機
器

等
 

１
．
自
動
腹
膜
灌
流
装
置
 
 
２
．
透
析
液
供
給
装
置
 
 
３
．
酸
素
療
法
（
 
 
ｌ
／

m
in
）

 
４
．
吸
引
器
 
 
 
 
 
 
 
５
．
中
心
静
脈
栄
養
 

  
 ６

．
輸
液
ポ
ン
プ

 
７
．
経
管
栄
養
 
 
 
（

 経
鼻

 ・
 胃

瘻
 ：

 サ
イ
ズ

  
  

  
  

  
 
、
 

  
 日

に
１
回
交
換
）

 
８
．
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
（

 部
位
：
 
 
 
 
 
サ
イ
ズ

  
 
 
 
 
 
、

  
 

 日
に
１
回
交
換
）

 
９
．
人
工
呼
吸
器

  
  

（
 陽

圧
式

 ・
 陰

圧
式

 ：
設
定
 
 
 

  
  

  
 
 
 
 

  
 
 

  
）

 
10

．
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
（
サ
イ
ズ
 
 

  
  

 ）
 

11
．
人
工
肛
門
 
 
 
 
 
 

12
．
人
工
膀
胱
 
 
 
 
 

13
．
そ
の
他
（

  
  

 
 
 
 
 

  
 ）

 
留

意
事

項
及

び
指

示
事

項
 

Ⅰ
 

療
養

生
活

指
導

上
の

留
意

事
項

 

Ⅱ
 

１
．

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 
 

２
．

褥
瘡

の
処

置
等

 

 
 

３
．

装
着

・
使

用
医

療
機

器
等

の
操

作
援

助
・

管
理

 

 
 

４
．

そ
の

他
 

在
宅

患
者

訪
問

点
滴

注
射

に
関

す
る

指
示

（
投

与
薬

剤
・

投
与

量
・

投
与

方
法

等
）

 
 緊

急
時

の
連

絡
先

 
不

在
時

の
対

応
 

特
記

す
べ

き
留

意
事

項
（
注
：
薬
の
相
互
作
用
・
副
作
用
に
つ
い
て
の
留
意
点
、
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
既
往
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
及
び
複
合
型

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
留
意
事
項
等
が
あ
れ
ば
記
載
し
て
下
さ
い
。）

 
 他

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
指

示
 

 
（

 
無

 
 

有
 ：

 指
定

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

た
ん

の
吸

引
等

実
施

の
た

め
の

訪
問

介
護

事
業

所
へ

の
指

示
 

 
（

 
無

 
 

有
 ：

 訪
問

介
護

事
業

所
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

上
記

の
と

お
り

、
指

示
い

た
し

ま
す

。
 

 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 
医
療
機
関
名

 
住
 
 
 
所

 
電
 
 
 
話

 
（

F 
A 

X．
）

 
医
師
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

 
 
 
印

 
事

業
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
 
 

殿
 

（
別

紙
様

式
1
4
）

情
報

提
供

先
学

校
名

学
校

医
等

殿
紹

介
元

医
療

機
関

の
所

在
地

及
び

名
称

電
話

番
号

医
師

名
 印

　

男
・
女

電
話

番
号

そ
の

他
の

傷
病

名

＊
備

考
　

１
．

必
要

が
あ

る
場

合
は

続
紙

に
記

載
し

て
添

付
す

る
こ

と
。

　
　

　
　

　
 ２

．
わ

か
り

や
す

く
記

入
す

る
こ

と
。

　
　

　
　

　
 ３

．
必

要
が

あ
る

場
合

に
は

、
家

庭
環

境
等

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
こ

と
。

令
和

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

患
児

の
住

所

学
校

生
活

上
の

留
意

事
項

そ
の

他

傷
病

名

患
児

の
氏

名
平

成
・
令

和
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

　

日
常

生
活

に
必

要
な

医
療

的
ケ

ア
の

状
況

（
使

用
し

て
い

る
医

療
機

器
等

の
状

況
を

含
む

）

病
状

、
既

往
歴

、
治

療
状

況
等

（ ）（ ） 11211120



（
別

紙
様
式

17
の

２
）

 
 

精
神

科
特

別
訪

問
看

護
指

示
書

 
在

宅
患

者
訪

問
点

滴
注

射
指

示
書

 
※
該
当
す
る
指
示
書
を
○
で
囲
む
こ
と
 

 

特
別
看
護
指
示
期
間
 
（
 
 
 
 
 
年
 
月
 
日
 
～
  
 
 
 
年
 
月
 
日
）
 

点
滴
注
射
指
示
期
間
 
（
 
 
 
 
 
年
 
月
 
日
 
～
  
 
 
 
年
 
月
 
日
）
 

患
者

氏
名

 
生

年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 
（

 
 
 

 
 
歳
）

 
病

状
・
主

訴
：

 
  一

時
的
に

訪
問

看
護

が
頻

回
に

必
要
な

理
由

：
 

  留
意

事
項

及
び

指
示

事
項

（
注
：
点
滴
注
射
薬
の
相
互
作
用
・
副
作
用
に
つ
い
て
の
留
意
点
が
あ
れ
ば
記
載
し
て
下
さ
い
。）

 

（
該

当
す
る

項
目
に

○
を
つ

け
て
く

だ
さ

い
）
 

複
数

名
訪
問

の
必
要

性
 
 
あ

り
 

・
 

な
し
 

理
由

：
１

．
暴

力
行

為
、

著
し

い
迷

惑
行

為
、

器
物

破
損

行
為

等
が

認
め

ら
れ

る
者

 

２
．

利
用

者
の

身
体

的
理

由
に

よ
り

一
人

の
看

護
師

等
に

よ
る

訪
問

看
護

が
困

難
と

認
め

ら
れ

る
者

 

３
．

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
そ

れ
ぞ

れ
へ

の
支

援
が

必
要

な
者

 

４
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

短
時

間
訪
問

の
必
要

性
 
 
あ

り
 

・
 

な
し
 

 
 

 
理
由

：
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

）
 

  特
に
観
察
を
要
す
る
項
目
（
該
当
す
る
項
目
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）
 

 
１

 
服

薬
確
認
 

 
２

 
水

分
及
び

食
物
摂

取
の
状

況
 

 
３

 
精

神
症
状

（
観
察

が
必
要

な
事
項

：
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

）
 

 
４

 
身

体
症
状

（
観
察

が
必
要

な
事
項

：
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

）
 

 
５

 
そ

の
他
（

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

）
 

点
滴
注
射
指
示
内
容
（
投
与
薬
剤
・
投
与
量
・
投
与
方
法
等
）
 

 緊
急
時
の
連
絡
先
等
 

 
上
記
の
と

お
り
、

指
示
い

た
し

ま
す
。

 
 

 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 
 

 医
療

機
関

名
 

電
 

 
 

話
 

（
F 

A 
X．

）
 

医
師

氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 

 
事
業
所
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
  

  
  

 
 
殿
 

（
別

紙
様
式

17
）

 

精
神
科
訪
問
看
護
指
示
書

 
 

指
示
期
間

 
（
 

 
 
 

年
 

 
月
 
 

日
～

  
 

 
年
 

 
月
 
 

日
）

 
患
者
氏
名

 
 

生
年
月
日

 
 
 

 
 
 

 
 

 
年
 
 

 
月
 

 
 
日

 
（

 
 

 
 

 
歳

）
 

患
者
住
所

 
 

電
話

（
 

 
 ）

  
 

－
 

 
施
設
名

 

主
た
る
傷

病
名

 
（

１
）

 
 

 
 

 
 

 
（

２
）

 
 

 
 

 
 

 
（

３
）

 

現 在 の 状 況 （ 該 当 項 目 に ○ 等 ）  

病
状

・
治

療
状

況
 

 
 

投
与

中
の

薬
剤

 
の

用
量

・
用

法
 

 

病
名

告
知

 
 

あ
り

 
 

・
 

 
な

し
 

治
療

の
受

け
入

れ
 

 
複

数
名

訪
問

の
必

要
性

 
あ

り
 

 
・

 
 

な
し

 
理

由
：

 
１

．
暴

力
行

為
、

著
し

い
迷

惑
行

為
、

器
物

破
損

行
為

等
が

認
め

ら
れ

る
者

 
２

．
利

用
者

の
身

体
的

理
由

に
よ

り
一

人
の

看
護

師
等

に
よ

る
訪

問
看

護
が

困
難

と
認

め
ら

れ
る

者
 

３
．

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
そ

れ
ぞ

れ
へ

の
支

援
が

必
要

な
者

 
４

．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

短
時

間
訪

問
の

必
要

性
 

あ
り

 
 

・
 

 
な

し
 

複
数

回
訪

問
の

必
要

性
 

あ
り

 
 

・
 

 
な

し
 

日
常

生
活

自
立

度
 

認
知
症
の

状
況
 

 
（

 Ⅰ
  

Ⅱ
a 

 
Ⅱ

b 
 

Ⅲ
a 

 Ⅲ
b 

 Ⅳ
 

 Ｍ
 ）

 
精
神
訪
問

看
護
に

関
す
る

留
意

事
項
及
び

指
示
事

項
 

１
 

生
活

リ
ズ

ム
の

確
立

 
２

 
家

事
能

力
、

社
会

技
能

等
の

獲
得

 
３

 
対

人
関

係
の

改
善

（
家

族
含

む
）

 
４

 
社

会
資

源
活

用
の

支
援

 
５

 
薬

物
療

法
継

続
へ

の
援

助
 

６
 

身
体

合
併

症
の

発
症

・
悪

化
の

防
止

 
７

 
そ

の
他

 
 緊

急
時

の
連

絡
先

 
不

在
時

の
対

応
法

 

主
治

医
と

の
情

報
交

換
の

手
段

 

特
記

す
べ

き
留

意
事

項
 

 

上
記
の
と

お
り
、

指
定
訪

問
看

護
の
実
施

を
指
示

い
た
し

ま
す

。
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 
 

医
療

機
関

名
 

住
 

 
 

所
 

電
 

 
 

話
 

（
F 

A 
X．

）
 

医
師

氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 

指
定
訪
問

看
護
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
殿
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(別
紙

様
式

１
９

）

２
）
 言

語

３
) 
利

き
手

４
）
 脳

神
経

（
－

）
　

　
（
＋

）

　
　

  
 　

年
　

　
 月

　
　

 日
　

　
 時

　
　

分
　

　

患
者

氏
名

眼
裂

正
、

  
低

下
正

、
  
低

下

患
者

ID

患
者

性
別

　
　

男
　

女
　

　
 年

齢
　

　
　

　
　

a)
　

意
識

　
：
　

清
明

、
 異

常
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
  
  
  
  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
　

  
  
  
  
  
 ）

　
　

＊
J
ap

an
 C

o
m

a 
S
c
al

e
　

（
 1

, 
 2

, 
 3

, 
 1

0
, 
 2

0
, 
 3

0
, 
 1

0
0
, 
 2

0
0
, 
 3

0
0
 ）

1
) 
意

識
・
精

神
状

態

e
) 
 記

憶
　

：
　

正
常

、
障

害
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
 　

　
　

 ）

　
　

＊
G

la
sg

o
w

 C
o
m

a 
S
c
al

e
 (
 E

 1
, 
2
, 
3
, 
4
, 
V

 1
, 
2
, 
3
, 
4
, 
5
, 
M

 1
, 
2
, 
3
, 
4
, 
5
, 
6
 t

o
ta

l　
　

  
 )

b
)　

検
査

へ
の

協
力

　
：
　

協
力

的
、

 非
協

力
的

c
)　

け
い

れ
ん

　
：
　

な
し

、
あ

り
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
 　

　
　

　
）

d
)　

見
当

識
　

：
　

正
常

、
 障

害
 （

 時
間

 、
 場

所
 、

 人
 ）

f)
　

数
字

の
逆

唱
　

：
　

2
8
6
、

 3
5
2
9

g)
　

計
算

　
：
　

1
0
0
 –

 7
 =

　
　

　
　

9
3
 –

 7
 =

　
　

　
　

8
6
 –

 7
 =

h
)　

失
行

　
（
　

　
　

　
　

 　
　

　
　

　
  
  
　

  
  
  
  
  
　

）
、

失
認

　
（
　

　
 　

　
　

  
　

　
　

　
　

  
  
  
  
 　

　
　

　
）

正
常

、
 失

語
 （

　
　

　
  
  
  
 　

　
　

）
、

構
音

障
害

 （
　

　
　

  
  
  
 　

　
）
、

 嗄
声

、
開

鼻
声

眼
底

眼
球

位
置

（
－

）
　

  
 （

＋
）

正
常

、
動

脈
硬

化
（
　

　
）
度

、
出

血
、

白
斑

、
う

っ
血

乳
頭

、
視

神
経

萎
縮

眼
瞼

下
垂

＞
　

  
　

＝
　

  
　

＜

右
、

　
左

　
　

視
力

視
野

左

　
　

　
　

　
　

 正
、

顔
面

感
覚

眼
球

運
動

眼
振

複
視

瞳
孔

　
大

き
さ

形

対
光

反
射

輻
湊

反
射

角
膜

反
射

（
－

）
　

　
（
＋

）
  
 ：

 　
偏

倚
  
 （

  
 右

　
　

　
左

  
 ）

舌
線

維
束

性
収

縮

咽
頭

反
射

舌
偏

倚

舌
萎

縮

胸
鎖

乳
突

筋

右

　
　

　
　

　
　

 正
、

 

（
－

）
　

  
 （

＋
）

正
、

 斜
視

 （
　

　
）
、

 偏
視

 （
　

　
）
、

 突
出

 （
　

　
）

（
－

）
　

  
 （

＋
）
　

：
 方

向
 （

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

上
直

筋
　

　
下

斜
筋

外
直

筋
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
内

直
筋

下
直

筋
　

　
上

斜
筋

下
斜

筋
　

　
上

直
筋

内
直

筋
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
外

直
筋

上
斜

筋
　

　
下

直
筋

上
部

僧
帽

筋

嚥
下

耳
鳴

り

軟
口

蓋

正
常

、
　

麻
痺

正
常

、
　

麻
痺

（
＋

）
　

　
（
－

）

め
ま

い

聴
力

上
部

顔
面

筋

下
部

顔
面

筋

正
常

、
　

障
害

正
常

、
　

麻
痺

正
常

、
　

麻
痺

（
－

）
　

　
（
＋

）

正
常

、
　

障
害

速
、

 鈍
、

 消
失

正
常

、
　

麻
痺

正
常

、
　

低
下

（
－

）
　

　
（
＋

）

  
  
  
 （

－
）
　

　
（
＋

）
　

：
　

回
転

性
 ・

 非
回

転
性

　
（
　

　
　

　
　

　
）

正
常

、
　

低
下

速
、

 鈍
、

 消
失

神
経

学
的

検
査

チ
ャ

ー
ト

正
常

、
　

麻
痺

（
－

）
　

　
（
＋

）

（
＋

）
　

　
（
－

）

正
常

、
　

麻
痺

正
常

、
　

麻
痺

正
常

、
　

麻
痺

正
円

、
　

不
正

　
（
正

、
 縮

、
 散

）
　

　
m

m
　

＞
　

　
＝

　
　

＜
　

 　
m

m
 （

正
、

 縮
、

 散
）

正
円

、
　

不
正

（
－

）
　

　
（
＋

）

正
常

、
　

麻
痺

正
常

、
　

障
害

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

正
常

、
　

障
害

正
常

、
　

障
害

正
常

、
　

障
害

（
別
紙
様
式

18
）

 
 

特
別

訪
問

看
護

指
示

書
 

在
宅

患
者

訪
問

点
滴

注
射

指
示

書
 

※
該
当
す
る
指
示
書
を
○
で
囲
む
こ
と
 

 

特
別
看
護
指
示
期
間
 
（
 
 
 
 
 
年
 
月
 
日
 
～
  
 
 
 
年
 
月
 
日
）
 

点
滴
注
射
指
示
期
間
 
（
 
 
 
 
 
年
 
月
 
日
 
～
  
 
 
 
年
 
月
 
日
）
 

患
者
氏
名

 
生
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日

 
（
 
 
 
 
 
歳
）

 
病
状
・
主
訴
：

 
  一
時
的
に
訪
問
看
護
が
頻
回
に
必
要
な
理
由
：

 
  留
意
事
項
及
び
指
示
事
項

（
注
：
点
滴
注
射
薬
の
相
互
作
用
・
副
作
用
に
つ
い
て
の
留
意
点
が
あ
れ
ば
記
載
し
て
下
さ
い
。）

 

 点
滴
注
射
指
示
内
容
（
投
与
薬
剤
・
投
与
量
・
投
与
方
法
等
）
 

 緊
急
時
の
連
絡
先
等
 

 
上

記
の

と
お

り
、

指
示

い
た

し
ま

す
。

 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 
 医
療
機
関
名

 
電
 
 
 
話

 
（

F 
A 

X．
）

 
医
師
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 
 

事
業

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
殿
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神
経

学
的

検
査

担
当

医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
経

学
的

所
見

の
ま
と
め

署
名

　
　
　

５
）
  
運

動
系

)

（
－

）
　

（
＋

）
　

：
 部

位
  
（
  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
  
  
  
  
　

　
)

（
－

）
　

（
＋

）
　

：
 部

位
  
（
  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
  
  
  
  
　

　
)

変
形

、
  
拘

縮
 

：
 部

位
  
（
  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
  
  
  
  
　

　
)

（
－

）
　

（
＋

）
　

：
 部

位
  
（
  
 　

　
  
  
）
、

 性
質

 （
  
  
  
 　

　
　

)

f)
　

無
動

・
運

動
緩

慢
（
－

）
　

（
＋

）
　

正
常

、
 麻

痺
：
 部

位
  
（
  
 　

　
  
  
）
、

 程
度

 （
  
  
  
 　

　
　

)

右
左

頸
部

屈
曲

C
1
～

６
上

肢
バ

レ
ー

(-
) 
　

(+
)

(-
) 
　

(+
)

　
　

　
伸

展
C

1
～

T
1

（
下

肢
バ

レ
ー

）
(-

) 
　

(+
)

(-
) 
　

(+
)

三
角

筋
C

5
,6

Ｍ
in

ga
ｚ
ｚ
ｉｎ

ｉ
(-

) 
　

(+
)

(-
) 
　

(+
)

上
腕

二
頭

筋
C

5
,6

 握
力

　
　

　
　

ｋ
ｇ

　
　

　
　

ｋ
ｇ

上
腕

三
頭

筋
C

6
～

8
手

関
節

背
屈

C
6
～

8
　

　
　

　
  
掌

屈
C

6
～

8
,T

1
母

指
対

立
筋

C
8
,T

1
腸

腰
筋

L
1
～

4
大

腿
四

頭
筋

L
2
～

4
大

腿
屈

筋
群

L
4
,5

,S
1
,2

前
脛

骨
筋

L
4
,5

下
腿

三
頭

筋
S
1
,2

６
）
  
感

覚
系

７
）
　

反
射

右
左

右
左

右
左

ホ
フ

マ
ン

(-
)　

 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

バ
ビ

ン
ス

キ
ー

(-
) 
　

(+
)

(-
)　

 (
+
)

(-
) 
　

(+
)

(-
)　

 (
+
)

ト
レ

ム
ナ

ー
(-

)　
 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

チ
ャ

ド
ッ

ク
(-

)　
 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

（
腹

壁
）
　

上
（
膝

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾇ
ｽ

）
(-

)　
 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

　
　

　
　

　
　

下
足

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾇ
ｽ

(-
)　

 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

(-
)　

 (
+
)

８
）
  

協
調

運
動

項
部

硬
直

　
（
－

）
　

（
＋

）
、

　
ケ

ル
ニ

ッ
ヒ

徴
候

　
（
－

）
　

（
＋

）

正
常

、
異

常
（
 　

　
　

　
　

　
）
　

、
ラ

ゼ
ー

グ
徴

候
 　

（
－

）
　

（
＋

）

１
１

) 
　

姿
勢

正
常

、
異

常
（
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

１
2
）
　

自
律

神
経

排
尿

機
能

  
 正

常
、

  
異

常
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

排
便

機
能

　
 正

常
、

 異
常

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
 　

　
）

１
3
）
  
起

立
、

歩
行

ロ
ン

ベ
ル

ク
試

験
　

正
常

、
異

常
、

　
マ

ン
試

験
 　

正
常

、
異

常

歩
行

　
　

正
常

 、
 異

常
 （

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
 

つ
ぎ

足
歩

行
 （

可
能

・
 不

可
能

）
、

　
し

ゃ
が

み
立

ち
 （

可
能

・
 不

可
能

）

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

正
常

、
 障

害
 ：

 部
位

（
  
  
  
　

  
  
 　

　
　

）

１
０

）
　

脊
柱

  
 ９

）
　

髄
膜

刺
激

徴
候

（
－

）
　

（
＋

）
 ：

 部
位

（
  
  
  
　

  
  
 　

　
　

）

反
復

拮
抗

運
動

正
常

  
、

 拙
劣

正
常

、
 障

害
 ：

 部
位

（
  
  
  
　

  
  
 　

　
　

）

起
立

性
低

血
圧

  
  
 （

－
）
　

（
＋

）５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０
５

　
４

　
３

　
２

　
１

　
０

正
常

  
、

 拙
劣

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

c
)　

温
度

覚

d
)　

振
動

覚

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

正
常

  
、

 拙
劣

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

右

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０
５

　
４

　
３

　
２

　
１

　
０

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０
５

　
４

　
３

　
２

　
１

　
０

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０
５

　
４

　
３

　
２

　
１

　
０

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０
５

　
４

　
３

　
２

　
１

　
０

左

正
常

  
、

 拙
劣

右
指

ー
鼻

ー
指

か
か

と
ー

膝
正

常
  
、

 拙
劣

正
常

  
、

 拙
劣

a)
  
筋

ト
ー

ヌ
ス

b
)　

筋
萎

縮

上
肢

 （
 右

 ・
 左

、
　

正
常

　
　

痙
縮

　
　

強
剛

　
　

低
下

 ）
　

そ
の

他
（
 　

  
  

下
肢

 （
 右

 ・
 左

、
　

正
常

　
　

痙
縮

　
　

強
剛

　
　

低
下

 ）
　

c
) 
 線

維
束

性
収

縮
 

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

d
)　

関
節

e
)　

不
随

意
運

動

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

g)
　

筋
力

b
)　

痛
覚

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

正
常

、
 障

害
 ：

 部
位

（
  
  
  
　

  
  
 　

　
　

）
a)

　
触

覚

左

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

正
常

、
 障

害
 ：

 部
位

（
  
  
  
　

  
  
 　

　
　

）
e
)　

位
置

覚

f)
　

異
常

感
覚

・
神

経
痛

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

正
常

、
 障

害
 ：

 部
位

（
  
  
  
　

  
  
 　

　
　

）

筋
萎

縮
・
感

覚
５

　
４

　
３

　
２

　
１

　
０

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０

５
　

４
　

３
　

２
　

１
　

０
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嗄

声
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
鼻

声
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 

 
 
X

I 
胸

鎖
乳

突
筋

（
右

：
 

 
左

：
 

 
 

）
 

 
僧

帽
筋

（
右

：
 

左
：

）
 

 
 
X

II 
 
舌

運
動

（
正

常
 

，
 

異
常

）
 
 舌

萎
縮

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 
線

維
束

性
攣

縮
 

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 

8
 

感
覚

 痛
覚

 
 

 
正

常
，

障
害

（
部

位
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

9
 

筋
力

 
 
年

長
児

は
M

M
T

(0
.～

5
)、

乳
幼

児
は

A
D

L
で

の
評

価
で

代
替

可
 

 
右

 
左

 

上
肢

バ
レ

ー
 

－
 
／

 
＋

 
－

 
／

 
＋

 

上
腕

二
頭

筋
 
 

0
 1

 2
 3

 4
 5

 
0

 1
 2

 3
 4

 5
 

上
腕

三
頭

筋
 

0
 1

 2
 3

 4
 5

 
0

 1
 2

 3
 4

 5
 

握
力

 
K

g
 

K
g
 

大
腿

四
頭

筋
 

0
 1

 2
 3

 4
 5

 
0

 1
 2

 3
 4

 5
 

大
腿

屈
筋

群
 

0
 1

 2
 3

 4
 5

 
0

 1
 2

 3
 4

 5
 

前
脛

骨
筋

 
0

 1
 2

 3
 4

 5
 

0
 1

 2
 3

 4
 5

 

腓
腹

筋
 

0
 1

 2
 3

 4
 5

 
0

 1
 2

 3
 4

 5
 

1
0

 
 
筋

肉
量

 

筋
萎

縮
 
 
 

 
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
（

部
位

：
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 
 
 
 
肥

大
／

仮
性

肥
大

 
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
（

部
位

: 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

）
 

1
1

 
 
筋

緊
張

 
 

 

硬
さ

  
正

常
 

亢
進

 
低

下
（

部
位

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

被
動

性
 

 
 

 
正

常
 

亢
進

 
低

下
（

部
位

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

伸
展

性
 

 
 

D
o
u

b
le

 f
o
ld

in
g
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 逆
U

姿
勢

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 

S
lip

 t
h

ro
u

g
h

 s
ig

n（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 
 
 
ス

カ
ー

フ
徴

候
（

 
－

 
／

 
＋

 
）
踵

耳
徴

候
（

 
－

 
／

 
＋

 
） 

関
節

可
動

域
 

右
 

左
 

股
関

節
外

転
 

正
常

、
亢

進
、

低
下

 
正

常
、

亢
進

、
低

下
 

膝
窩

角
度

 
正

常
、

亢
進

、
低

下
 

正
常

、
亢

進
、

低
下

 

足
関

節
背

屈
角

度
 

正
常

、
亢

進
、

低
下

 
正

常
、

亢
進

、
低

下
 

手
関

節
掌

屈
（

背
屈

）
角

度
 

正
常

、
亢

進
、

低
下

 
正

常
、

亢
進

、
低

下
 

 
 

関
節

拘
縮

 
－

／
＋

 
（

部
位

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 

関
節

変
形

 
－

／
＋

 
（

部
位

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
2

 
深

部
腱

反
射

 

 
右

 
左

 

下
顎

 
－

 
＋

 
2
＋

 

上
腕

二
頭

筋
 

－
 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 
－

 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 

上
腕

三
頭

筋
 

－
 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 
－

 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 

腕
と

う
骨

筋
 

－
 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 
－

 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 

膝
蓋

腱
 

－
 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 
－

 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 

（
別

紙
様

式
1
9
の
２
） 

小
児
神
経
学
的
検
査
チ
ャ
ー
ト

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
月

 
 

 
日

 
 

 
時

 
 

 
分

 

患
者
氏
名

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
男
、
女
） 

患
者

ID
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 
月

 
 
日

 
 

年
齢

 
 

 
 

 
 
歳

 
 
ヶ
月

（修
正

 
 
歳

 
 
ヶ
月
） 

 

1
 

身
体

発
育

：
身

長
 

 
ｃ

ｍ
（

 
 

S
D
）
、

体
重

 
 

k
g
（

 
 

S
D
）、

頭
囲

 
 

c
m

（
 

 
S

D
）

 

2
 

発
達

指
数

（
D

Q
 

）
遠

城
寺

式
乳

幼
児

分
析

的
発

達
検

査
表

ま
た

は
デ

ン
バ

ー
式

発
達

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
で

発
達

レ
ベ

ル
を

評
価

。
。
 

 

 
□

遠
城

寺
 

移
動

 
 

、
手

運
動

 
 

、
基

本
習

慣
 

 
、

対
人

関
係

 
 

、
発

語
 

 
、

言
語

理
解

 
 

 

 
□

デ
ン

バ
ー

 
粗

大
運

動
 

 
、

言
語

 
 

、
微

細
運

動
‐

適
応

 
 

、
個

人
-
社

会
 

 
 

 

3
 

精
神

状
態

 
 
 

a
) 

意
識

：
清

明
，

意
識

不
鮮

明
，

傾
眠

，
混

迷
，

半
昏

睡
，

昏
睡

，
せ

ん
妄

 

b
) 

J
a
p
a
n

 c
o
m

a
 s

c
a
le
（

1
，

2
，

3
，

1
0
，

2
0
，

3
0
，

1
0

0
，

2
0

0
，

3
0

0
）

 

4
 

行
動

 
 

多
動

、
無

関
心

、
マ

イ
ペ

ー
ス

、
視

線
を

合
わ

せ
な

い
、

こ
だ

わ
り

、
過

敏
、（

 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
） 

5
 

肢
位

・
姿

勢
・

不
随

意
運

動
（

寝
た

き
り

、
寝

返
り

可
、

座
位

可
、

つ
か

ま
り

立
ち

可
、

立
位

可
）

 

 
除

脳
硬

直
、

除
皮

質
硬

直
、

蛙
肢

位
、
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 
不

随
意

運
動

（
－

・
＋

 
種

類
 

 
 

 
 

 
部

位
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

6
 

移
動

、
起

立
、

歩
行

 

 
背

這
い

、
寝

返
り

、
座

位
移

動
、

ず
り

這
い

、
高

這
い

、
伝

い
歩

き
、

独
歩

 

片
足

立
ち

（
 

右
 

 
秒

／
左

 
 

秒
、

不
能

 
）

 
つ

ぎ
足

歩
行

（
 

可
能

 
不

能
 

）
 

か
か

と
歩

き
（

 
可

能
 

不
能

 
）

 
つ

ま
先

歩
き

（
 

可
能

 
不

能
 

）
 

ガ
ワ

ー
ズ

徴
候

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 

7
 

脳
神

経
 

Ⅱ
 

視
力

（
右

：
正

常
，

低
下

 
左

：
正

常
，

低
下

）
 

視
野

（
右

：
正

常
，

低
下

 
左

：
正

常
，

低
下

）
 

眼
底

：
乳

頭
（

正
常

，
浮

腫
，

充
血

，
萎

縮
）
、

網
膜

（
正

常
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

Ⅲ
，

Ⅳ
，

Ⅵ
 

（
固

視
、

追
視

、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

眼
瞼

下
垂

（
右

：
－

／
＋

 
左

：
－

／
＋

）
 眼

球
位

置
（

正
常

，
斜

視
，

共
同

偏
視

）
 

眼
球

運
動

（
正

常
 

，
 

異
常

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
））

 
眼

振
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 

瞳
孔

；
（

正
円

，
不

正
，

縮
瞳

，
散

瞳
，

瞳
孔

不
同

）
 

対
光

反
射

（
右

：
－

／
＋

 
左

：
－

／
＋

）
 

Ⅴ
 

咀
嚼

に
つ

い
て

問
診

（
正

常
・

異
常

（
 

 
 

 
 

 
 

））
 

下
顎

の
運

動
（

正
常

、
異

常
）

 
咬

筋
 

側
頭

筋
（

正
常

、
異

常
）

 

Ⅶ
 

口
角

（
対

称
，

非
対

称
）

 
閉

眼
（

正
常

 
，

 
異

常
）

 

Ⅷ
 

聴
力

（
正

常
、

異
常

）
  

視
運

動
性

眼
振

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

回
転

誘
発

眼
振

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 

Ⅸ
,Ⅹ

 
嚥

下
障

害
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
咽

頭
反

射
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
軟

口
蓋

 
（

対
称

、
非

対
称

）
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（
別
紙
様
式
２
０
）

年
月

日

主
治

医
氏

名

１
．
血
漿
成
分
製
剤
の
種
類
及

び
輸
注
量
等

２
.
血
漿
成
分
製
剤
輸
注
の
必

要
性
及
び
輸
注
を
行
わ
な
い

場
合
の
危
険
性
等

３
．
血
漿
成
分
製
剤
の
輸
注
に

よ
り
起
こ
り
う
る
副
作
用
等

４
.
血
漿
成
分
製
剤
の
輸
注
に

当
た
り
必
要
と
さ
れ
る
感
染

症
検
査
及
び
患
者
血
液
の
保

管

５
.
そ
の
他
留
意
点
（
副
作
用

・
感
染
症
救
済
制
度
等
）

私
は
、
現
在
の
疾
病
の
診
療
に
関
し
て
、
上
記
の
説
明
を
受
け
、
質
問
す
る
機
会
が
あ

り
、
十
分
に
理
解
し
た
上
で
血
漿
成
分
製
剤
輸
注
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
患
者
氏
名
）

印

（
家
族
等
氏
名
）

印

（
患
者
と
の
続
柄
：

）

※
患
者
の
署
名
が
あ
る
場
合
に
は
家
族
等
の
署
名
は
不
要

ア
キ

レ
ス

腱
 

－
 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 
－

 
±

 
＋

 
2
＋

 
3
＋

 

1
3

 
病

的
反

射
、

ク
ロ

ー
ヌ

ス
 

 
右

 
左

 

バ
ビ

ン
ス

キ
ー

 
－

 
 

＋
 

－
 

 
＋

 

チ
ャ

ド
ッ

ク
 

－
 

 
＋

 
－

 
 

＋
 

手
掌

頤
 

－
 

 
＋

 
－

 
 

＋
 

ワ
ル

テ
ン

ベ
ル

グ
 

－
 

 
＋

 
－

 
 

＋
 

足
ク

ロ
ー

ヌ
ス

 
－

 
 

＋
 

－
 

 
＋

 

１
4

 
原

始
反

射
 

 
 

乳
探

し
反

応
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

吸
啜

反
応

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 

モ
ロ

ー
反

射
 
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
手

掌
把

握
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
足

底
把

握
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 

逃
避

反
射

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 
交

差
伸

展
反

射
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 

足
踏

み
反

射
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
踏

み
直

り
反

射
 
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
ギ

ャ
ラ

ン
反

射
 
（

 
－

 
／

 
＋

 
）
 

１
5

 
姿

勢
反

射
 

非
対

称
性

緊
張

性
頸

反
射

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

引
き

起
こ

し
反

応
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 

陽
性

支
持

反
応

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 
パ

ラ
シ

ュ
ー

ト
反

応
 

前
方

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 
 

ラ
ン

ド
ー

反
応

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 
ホ

ッ
ピ

ン
グ

反
応

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 
 

１
6

 
髄

膜
刺

激
症

状
 

大
泉

門
（

 
 

x
 

 
 

c
m

、
陥

凹
、

平
坦

、
膨

隆
）

 

項
部

硬
直

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 

ケ
ル

ニ
ッ

ヒ
徴

候
（

 
－

 
／

 
＋

 
）

 
ブ

ル
ジ

ン
ス

キ
ー

徴
候

（
 
－

 
／

 
＋

 
）

 

１
7

 
神

経
学

的
所

見
の

ま
と

め
 

               

 

 神
経

学
的

検
査

担
当

医
師

 
 

 
 

 
署

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ ）（ ） 11271126



 
（別

紙
様
式

21
の

2）
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
書

  

患
者
氏
名
： 

 
    

    
    

   
 

 
 

 
 

 
男
・女

 
生
年
月
日

(西
暦

)   
    

    
    

    
 年

    
    

   月
    

    
   日

 
計
画
評
価
実
施
日

 
年

    
 月

    
 日

 
主
治
医

 
 

リ
ハ
担
当
医

 
 

Ｐ
T 

 
Ｏ
Ｔ

 
 

ST
 

 
 

 
診
断
名
、
障
害
名

（発
症
日
、
手
術
日
、
診
断
日
）：

 
合
併
症

（コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
態
）：

 
発
症
前
の
活
動
、
社
会
参
加
： 

日
常
生
活
自
立
度
： 

 
J1
、

J2
、

A
1、

A
2、

B
1、

B
2、

C
1、

C
2 

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
： 

Ⅰ
, 
Ⅱ

a,
 Ⅱ

b,
 Ⅲ

a,
 Ⅲ

b,
 Ⅳ

, 
Ｍ

 
※
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
を
算
定
す
る
場
合
は
、
管
理
栄
養
士
の
氏
名
を
上
表
に
記
入
の
上
、
下
表
の
「栄

養
」欄

も
必
ず
記
入
の
こ
と
。
 

評
価
項
目
・内

容
 
（コ

ロ
ン

(:)
の
後
ろ
に
具
体
的
内
容
を
記
入
） 

心
 

身
 

機
 

能
 

・ 構
 

造
  

□
意
識
障
害

 
（J

C
S、

G
C

S）
： 

□
運
動
障
害
： 

□
感
覚
障
害
： 

□
摂
食
障
害
： 

□
排
泄
障
害
： 

□
呼
吸
、
循
環
障
害
： 

□
 
音
声
・発

話
障
害

 

（□
構
音
障
害
，
□
失
語
症
：種

類
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
） 

□
 
関
節
可
動
域
制
限
： 

□
 
筋
力
低
下
： 

□
 
褥
瘡
： 

□
 
そ
の
他
： 

 
基
本

動
作

 

寝
返
り
 

起
き
上
が
り
 

座
位

 

立
ち
上
が
り
 

立
位

 （ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

活
 

 
 

 
 

 
 

 
動

 

活
動
度
 
（安

静
度
の
制
限
と
そ
の
理
由
、
活
動
時
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
） 

A
D

L
 
（B

．
I．
） 

自
立

 
一
部

 

介
助

 
全
介
助

 使
用
用
具

(杖
、
装
具

)、
 介

助
内
容

 
使
用
用
具
（杖

、
装
具
） 

介
助
内
容

 

食
事

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

整
容

 
５
 

０
 

０
 

 
 

 

ト
イ
レ
動
作

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

入
浴

 
５
 

０
 

０
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

階
段

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

更
衣

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

排
便
管
理

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

排
尿
管
理

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

合
計
（0
～
１
00

点
） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
点

 
 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
 

栄 養
 

身
長

#1
：（

 
 

 
 

 
 

 
）c

m
，

 
体
重
：（

 
 

 
 

 
 

 
）k

g，
 

B
M

I#1
：（

 
 
 

 
 

 
 
）k

g/
m

2 
 
 
#1

身
長
測
定
が
困
難
な
場
合
は
省
略
可

 

栄
養
補
給
方
法
（複

数
選
択
可
）：

 
□
経
口
（□

食
事

 
 
□
補
助
食
品
） 

 
□
経
管
栄
養

 
 
□
静
脈
栄
養
（□

末
梢

 
 
□
中
心
） 

嚥
下
調
整
食
の
必
要
性
： 

□
無
，

 
□
有
（学

会
分
類
コ
ー
ド
： 

 
 

 
 

 
 
） 

栄
養
状
態
： 

□
問
題
な
し

 
 
□
低
栄
養

 
 
□
低
栄
養
リ
ス
ク

 
 
□
過
栄
養

 
 
□
そ
の
他
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

 
【「
問
題
な
し
」以

外
に
該
当
し
た
場
合
、
以
下
も
記
入
】 

必
要
栄
養
量
： 

（ 
 

 
 

 
 

 
 
）k

ca
l，

 
た
ん
ぱ
く
質
（ 

 
 

 
 

 
 

 
）ｇ

 

総
摂
取
栄
養
量

#2
（経

口
・経

管
・静

脈
全
て
含
む
）：

 
（ 

 
 

 
 

 
 

 
）k

ca
l，

 
た
ん
ぱ
く
質
（ 

 
 

  
 

  
 
）g

 
  
 #

2 
入
院
直
後
等
で
不
明
な
場
合
は
総
提
供
栄
養
量
で
も
可

 
目
標

 
（１

ヶ
月
後
、
退
院
時
）：

 
本
人
・家

族
の
希
望
： 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
治
療
方
針
： 

目
標
到
達
予
想
時
期
： 

説
明
者
署
名
： 

本
人
・家

族
へ
の
説
明
： 

 
    

 年
 

 
   月

 
 

   日
 

説
明
を
受
け
た
人
：本

人
、
家
族
（ 

 
 

 
 

 
 
） 

署
名
： 

車
椅
子
操
作
が
可
能

 
 
 
 
→

 
５
 
 
 
 
０
 
 
 
車
椅
子
： 

座
れ
る
が
移
れ
な
い
→

 
 
 
 

 
５
 
 
 
 
０
 
 
 
 

 
 

１
５
 
 
 
１
０
 
←
監
視
下

 
移
乗

 

平
地
歩
行

 
１
５
 
 
１
０
←
歩
行
器
等

 
歩
行
：  

（
別

紙
様

式
2
1
）

計
画

評
価

実
施

日
　

（
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
）

発
症

日
・
手

術
日

　
（
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
）

リ
ハ

開
始

日
　

（
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
）

□
 理

学
療

法
□

 作
業

療
法

□
 言

語
療

法

□
 意

識
障

害
（
 J

C
S
 ・

 G
C

S
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 関

節
可

動
域

制
限

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 呼
吸

機
能

障
害

□
 拘

縮
・
変

形
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
－

□
 酸

素
療

法
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
L
/
m

in
□

 気
切

□
 人

工
呼

吸
器

□
 筋

力
低

下
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 循
環

障
害

□
 運

動
機

能
障

害
－

□
 E

F
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
%

□
 不

整
脈

（
 有

 ・
 無

 ）
（
□

 麻
痺

　
□

 不
随

意
運

動
　

□
 運

動
失

調
　

□
 ﾊ

ﾟｰ
ｷ

ﾝ
ｿ
ﾆ
ｽ

ﾞﾑ
）

□
 危

険
因

子
□

 筋
緊

張
異

常
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 高
血

圧
症

□
 脂

質
異

常
症

□
 糖

尿
病

□
 喫

煙
□

 感
覚

機
能

障
害

（
□

 聴
覚

　
□

 視
覚

　
□

 表
在

覚
　

□
 深

部
覚

）
□

 肥
満

□
 高

尿
酸

血
症

□
 慢

性
腎

臓
病

□
 家

族
歴

□
 音

声
・
発

話
障

害
□

 狭
心

症
□

 陳
旧

性
心

筋
梗

塞
□

 そ
の

他
（
□

 構
音

　
□

 失
語

　
□

 吃
音

　
□

 そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
）
）

□
 摂

食
嚥

下
障

害
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 高
次

脳
機

能
障

害
（
□

 記
憶

　
□

 注
意

　
□

 失
行

　
□

 失
認

　
□

 遂
行

）
□

 栄
養

障
害

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 精
神

行
動

障
害

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 排
泄

機
能

障
害

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 見
当

識
障

害
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 褥
瘡

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 記
憶

障
害

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 疼
痛

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 発
達

障
害

□
 そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
（
□

 自
閉

ｽ
ﾍ
ﾟｸ

ﾄﾗ
ﾑ

症
　

□
 学

習
障

害
　

□
 注

意
欠

陥
多

動
性

障
害

）

□
 寝

返
り

（
□

 自
立

　
□

 一
部

介
助

　
□

 介
助

　
□

 非
実

施
）

□
 座

位
保

持
（
□

 自
立

　
□

 一
部

介
助

　
□

 介
助

　
□

 非
実

施
）

□
 起

き
上

が
り

（
□

 自
立

　
□

 一
部

介
助

　
□

 介
助

　
□

 非
実

施
）

□
 立

位
保

持
（
□

 自
立

　
□

 一
部

介
助

　
□

 介
助

　
□

 非
実

施
）

□
 立

ち
上

が
り

（
□

 自
立

　
□

 一
部

介
助

　
□

 介
助

　
□

 非
実

施
）

□
 そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

食
事

→
→

整
容

→
→

清
拭

・
入

浴
→

→
更

衣
（
上

半
身

）
→

更
衣

（
下

半
身

）
→

ト
イ

レ
→

→
排

尿
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
→

→
排

便
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
→

→
→

ト
イ

レ
→

→
浴

槽
・
シ

ャ
ワ

ー
→

歩
行

（
杖

・
装

具
：

）
→

→
車

椅
子

階
段

→
→

→
→

理
解

→
表

出
→

社
会

的
交

流
→

問
題

解
決

→
記

憶
→ → →

□
 要

介
護

状
態

区
分

等
□

 身
体

障
害

者
手

帳
□

 精
神

障
害

者
□

 療
育

手
帳

・
愛

護
手

帳
□

 そ
の

他
（
難

病
等

）
□

 申
請

中
□

 要
支

援
状

態
区

分
（
□

 １
　

□
 ２

）
保

健
福

祉
手

帳
□

 要
介

護
状

態
区

分
（
□

 １
　

□
 ２

　
□

 ３
　

□
 ４

　
□

 ５
）

種
級

級
障

害
程

度
□

 予
定

入
院

期
間

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 退

院
先

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ）

□
 長

期
的

・
継

続
的

に
ケ

ア
が

必
要

リ
ハ

担
当

医
主

治
医

説
明

を
受

け
た

人
：
本

人
、

家
族

（
　

　
　

）
説

明
日

：
　

　
　

年
　

　
　

　
月

　
　

　
　

日
理

学
療

法
士

作
業

療
法

士
言

語
聴

覚
士

看
護

師
署

名
管

理
栄

養
士

社
会

福
祉

士

説
明

者
署

名

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
計

画
書

患
者

氏
名

性
別

　
（
　

男
　

・
　

女
　

）
年

齢
　

（
　

　
　

　
　

　
歳

）

併
存

疾
患

・
合

併
症

安
静

度
・
リ

ス
ク

禁
忌

・
特

記
事

項

排
泄

移
乗

ベ
ッ

ド
、

椅
子

、
車

椅
子

1
0
・
５

・
０

治
療

内
容

算
定

病
名

心
身

機
能

・
構

造
　

※
関

連
す

る
項

目
の

み
記

載

基
本

動
作

F
IM

B
I

得
点

　
　

開
始

時
→

現
在

項
目

1
0
・
５

・
０

　
小

計
 （

F
IM

 5
-
3
5
）

合
計

 （
F
IM

 1
8
-
1
2
6
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

認 知

移
動

社
会

認
識

1
0
・
５

・
０

　
小

計
 （

F
IM

 1
3
-
9
1
、

B
I 
0
-
1
0
0
）

運 動

1
5
・
1
0

・
５

・
０

1
0
・
５

・
０

1
5
・
1
0

・
５

・
０

使
用

用
具

及
び

介
助

内
容

等

日
常

生
活

活
動

（
動

作
）
 （

実
行

状
況

）
　

※
B

Iま
た

は
F
IM

の
い

ず
れ

か
を

必
ず

記
載

1
0
・
５

・
０

５
・
０

５
・
０

セ
ル

フ
ケ

ア

1
0
・
５

・
０

５
・
０

５
・
０

1
0
・
５

・
０

1
0
・
５

・
０

治
療

方
針

（
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

方
針

）
治

療
内

容
（
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

内
容

）

1
0
・
５

・
０

→

1
0
・
５

・
０

1
0
・
５

・
０

1
5
・
1
0

・
５

・
０

社
会

保
障

サ
ー

ビ
ス

の
申

請
状

況
　

※
該

当
あ

る
も

の
の

み

1
0
・
５

・
０

1
5
・
1
0

・
５

・
０

目
標

（
終

了
時

）
目

標
（
１

ヶ
月
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栄
養
※

※回復期リハビリテーション病棟入院料１を算定する場合は必ず記入のこと（リハビリテーション実施計画書（２）の担当者一覧に管理栄養士の氏名も記載）

身長#1：（　　　　　　　）cm，体重：（　　　　　　　）kg，BMI#1：（　　　　　　　）kg/m2　 #1 身長測定が困難な場合は省略可

栄養状態：　□問題なし，　□低栄養，　□低栄養リスク，　□過栄養，　□その他（　　　　　　　　　）
栄養補給方法（複数選択可）：　□経口　（□食事，　□補助食品），　□経管栄養，　□静脈栄養（□末梢，　□中心）
嚥下調整食の必要性：　□無，　□有（学会分類コード：　　　　　　　）
　【「問題なし」以外に該当した場合、以下も記入】

必要栄養量：　（　　　　　　　　）kcal，　たんぱく質（　　　　　　　　）g

総摂取栄養量#2（経口・経管・静脈全て含む）：　（　　　　　　　　）kcal，　たんぱく質（　　　  　 　　）g     #2  入院直後等で不明な場合は総提供栄養量でも可

（別紙様式21の３）

リハビリテーション実施計画書（１） 計画評価実施日　　　年　　月　　日

利用者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　性別：　男 ・ 女 　 生年月日　　　　　年　　　月　　　日(　　　歳）　要介護度：　　　　　　　　

健康状態(原因疾患，発症・受傷日等) 合併疾患・コントロール状態 心身機能
（高血圧，心疾患，呼吸器疾患，糖尿病等）

参加　　　　主目標　（コロン（：）の後に具体的内容を記入）

退院先　　　　　　　□自宅　□その他：　　　　　　　　　　□退院未定

家庭内役割（家事への参加、等）：

社会活動：

外出（内容・頻度等）：

余暇活動（内容・頻度等）：

退院後利用資源：　

　

　

自立・介護
状況

項目

　

　

　

自立・介護
状況

項目

「現在の評価及び目標」における項目に関する記入例： Ａ　目標 Ｂ　実行状況 Ｃ　能力

更衣

行

わ

ず

摂食・嚥下

立位

起きあがり

トイレへの
移動

階段昇降

現在の評価及び目標

到達
時期

□運動機能障害：
　

□感覚機能障害：

□高次脳機能障害：

□拘縮：（部位　　　  　　　　　　　　　　　　 　 　　　　）

□関節痛：（部位　　　　　　　　　  　　　　 　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　）

家事

食事

コミュニケー
ション

外出

排泄（昼）

排泄（夜）

整容

重
点
項
目

自

立

一
部
介
助

全

介

助

使用用具
杖・装具・歩
行器・車椅子

など

座位

立ち上がり

起
居
動
作

寝返り

日
常
生
活
・
社
会
活
動 入浴

実施上の留意点

具体的なアプローチ
自

立

見

守

り

一

部

介

助

全

介

助

行

わ

ず

屋外移動

屋内移動

PT、OT、STが
実施する

内容・頻度等

具体的なアプローチ

到達
時期

その他の従事者が
実施する

内容・頻度等

その他の従事者が
実施する

内容・頻度等

実施上の留意点

使用用具
杖・装具・歩
行器・車椅子

など

介助内容
つたい・もたれ等

重
点
項
目

　　認知症に関する評価

PT、OT、STが
実施する

内容・頻度等

現在の評価及び目標

介助内容
つたい・もたれ等

見

守

り
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※

※回復期リハビリテーション病棟入院料１を算定する場合は必ず記入のこと（リハビリテーション実施計画書（２）の担当者一覧に管理栄養士の氏名も記載）

身長#1：（　　　　　　　）cm，体重：（　　　　　　　）kg，BMI#1：（　　　　　　　）kg/m2　 #1 身長測定が困難な場合は省略可

栄養状態：　□問題なし，　□低栄養，　□低栄養リスク，　□過栄養，　□その他（　　　　　　　　　）
栄養補給方法（複数選択可）：　□経口　（□食事，　□補助食品），　□経管栄養，　□静脈栄養（□末梢，　□中心）
嚥下調整食の必要性：　□無，　□有（学会分類コード：　　　　　　　）
　【「問題なし」以外に該当した場合、以下も記入】

必要栄養量：　（　　　　　　　　）kcal，　たんぱく質（　　　　　　　　）g

総摂取栄養量#2（経口・経管・静脈全て含む）：　（　　　　　　　　）kcal，　たんぱく質（　　　  　 　　）g     #2  入院直後等で不明な場合は総提供栄養量でも可
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リハビリテーション実施計画書（１） 計画評価実施日　　　年　　月　　日

利用者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　性別：　男 ・ 女 　 生年月日　　　　　年　　　月　　　日(　　　歳）　要介護度：　　　　　　　　

健康状態(原因疾患，発症・受傷日等) 合併疾患・コントロール状態 心身機能
（高血圧，心疾患，呼吸器疾患，糖尿病等）

参加　　　　主目標　（コロン（：）の後に具体的内容を記入）

退院先　　　　　　　□自宅　□その他：　　　　　　　　　　□退院未定

家庭内役割（家事への参加、等）：

社会活動：

外出（内容・頻度等）：

余暇活動（内容・頻度等）：

退院後利用資源：　

　

　

自立・介護
状況

項目
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□

自
転

車
エ

ル
ゴ

メ
ー

タ
運

動
負

荷
試

験
 　

　
□

6
分

間
歩

行
試

験

治
療

法
　

(術
式

）

 □
そ

の
他

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

 □
陳

旧
性

心
筋

梗
塞

　
□

狭
心

症
　

□
家

族
歴

  
 □

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
□

立
位

・
ベ

ッ
ド

周
囲

歩
行

　
□

5
0
m

歩
行

　
□

1
0
0
m

歩
行

　
□

2
0
0
m

歩
行

　
□

5
0
0
m

歩
行

　
□

（
　

　
　

　
）
m

歩
行

日
　

常
　

生
　

活
　

（
病

　
棟

）
　

の
　

自
　

立
　

度
　

（
実

　
際

　
に

　
行

　
っ

　
て

　
い

　
る

　
活

　
動

）

排
 泄

（
排

尿
）

□
自

立
　

　
　

 　
　

　
　

　
　

　
　

　

再
発

予
防

・
健

康
維

持
の

た
め

の
目

標

冠
危

険
因

子
（
既

往
歴

）

 □
高

血
圧

　
□

脂
質

異
常

症
  
 □

糖
尿

病
  
 □

高
尿

酸
血

症
  
 □

慢
性

腎
臓

病
（
C

K
D

) 
  
□

肥
満

  
 □

喫
煙

※
備

考
: 
□

入
浴

　
□

シ
ャ

ワ
ー

　
□

洗
髪

  
 □

清
拭

運
動

内
容

・
処

方
　

□
呼

吸
訓

練
　

□
ス

ト
レ

ッ
チ

　
□

筋
力

増
強

　
□

日
常

生
活

動
作

　
□

歩
行

　
□

自
転

車
　

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
　

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日
予

 定
 期

 間

　
□

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
書
(２
）

ご
本
人
の
希
望
　
（
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
）

　

ご
家
族
の
希
望
　
（
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
）

　

そ
の
人
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

ご
本
人
の
状
態
や
生
活
環
境
の
改
善
・
生
き
が
い
、
楽
し
み
の
支
援
に
向
け
て
の
取
り
組
み

ご
本
人
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

ご
家
族
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

病
気
と
の
関
係
で
気
を
つ
け
る
こ
と

前
回
計
画
書
作
成
時
か
ら
の
改
善
・
変
化
等
（
　
　
月
　
　
　
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
考

　

担
当
医
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
P
T
・
O
T
・
S
T
：
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）

●
看

護
・
介

護
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）

　
（
　
　
）
内

は
職

種
を
記

入

ご
本
人
サ
イ
ン
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
家
族
サ
イ
ン
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
者
サ
イ
ン
：
　
　
　
　

注
：
　
本
計
画
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
適
切
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
の
み
使
用
い
た
し
ま
す
。

ご
本
人
・
ご
家
族
へ
の
説
明
と
同
意
：
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
日

担 当 チ ー ム生 活 目 標 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム

（ ）（ ） 11291128



（
別

紙
様

式
2
1
の

６
）

年
月

日

年
月

日
（

歳
）

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

担
当

医
担

当
（
□

P
T

　
□

O
T

　
□

S
T

　
□

看
護

職
員

　
□

そ
の

他
従

事
者

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

■
本

人
の

希
望

（
し

た
い

又
は

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

生
活

の
希

望
等

）
■

家
族

の
希

望
（
本

人
に

し
て

ほ
し

い
生

活
内

容
、

家
族

が
支

援
で

き
る

こ
と

等
）

■
健

康
状

態
、

経
過

■
心

身
機

能
・
構

造
■

活
動

（
基

本
動

作
、

移
動

能
力

、
認

知
機

能
等

）

■
活

動
（
A

D
L
）
（
※

「
し

て
い

る
」
状

況
に

つ
い

て
記

載
す

る
）

■
環

境
因

子
（
※

課
題

あ
り

の
場

合
☑

　
現

状
と

将
来

の
見

込
み

に
つ

い
て

記
載

す
る

）

■
社

会
参

加
の

状
況

（
過

去
実

施
し

て
い

た
も

の
と

現
状

に
つ

い
て

記
載

す
る

）

■
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
■

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

方
針

（
今

後
３

ヶ
月

間
）

■
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

上
の

留
意

点
■

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
終

了
の

目
安

・
時

期

利
用

者
・
ご

家
族

へ
の

説
明

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
　

　
日

本
人

の
サ

イ
ン

：
家

族
サ

イ
ン

：
説

明
者

サ
イ

ン
：

活
動

へ
の

支
障

※
「
将

来
の

見
込

み
」
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

場
合

の
見

込
み

を
記

載
す

る

原
因

疾
病

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
発

症
日

・
受

傷
日

：
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
 　

　
　

　
直

近
の

入
院

日
：
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
 　

　
　

　
直

近
の

退
院

日
：
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

現
在

の
状

況

治
療

経
過

（
手

術
が

あ
る

場
合

は
手

術
日

・
術

式
等

）
：

合
併

疾
患

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
状

態
（
高

血
圧

、
心

疾
患

、
呼

吸
器

疾
患

、
糖

尿
病

等
）
：

□
あ

り
　

□
な

し
□

あ
り

　
□

な
し

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
あ

り
　

□
な

し

こ
れ

ま
で

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
状

況
（
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
内

容
、

頻
度

、
量

等
）
：

現
在

の
状

況

感
覚

機
能

障
害

筋
力

低
下

項
目

目
標

設
定

等
支

援
・
管

理
シ

ー
ト

：
□

あ
り

　
□

な
し

　
　

　
　

　
　

　
　

日
常

生
活

自
立

度
：
J
1
、

J
2
、

A
1
、

A
2
、

B
1
、

B
2
、

C
1
、

C
2
　

　
　

　
　

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

判
定

基
準

：
Ⅰ

、
Ⅱ

a 
、

Ⅱ
b、

Ⅲ
a、

Ⅲ
b、

Ⅳ
、

M

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

将
来

の
見

込
み

（
※

）
将

来
の

見
込

み
（
※

）

□
あ

り
　

□
な

し

事
業

所
番

号
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

計
画

書
 　

□
入

院
　

□
外

来
 ／

 □
訪

問
　

□
通

所

□
要

支
援

　
□

要
介

護
生

年
月

日
：

計
画

作
成

日
：

氏
名

：
様

性
別

：
男

 ・
 女

　
□

自
立

　
□

一
部

介
助

　
□

全
介

助
　

　
□

自
立

　
□

一
部

介
助

　
□

全
介

助
　

麻
痺

□
あ

り
　

□
な

し
□

あ
り

　
□

な
し

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

寝
返

り

起
き

上
が

り

□
あ

り
　

□
な

し
□

あ
り

　
□

な
し

□
あ

り
　

□
な

し

□
あ

り
　

□
な

し

□
あ

り
　

□
な

し

□
あ

り
　

□
な

し

□
あ

り
　

□
な

し

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化
□

あ
り

　
□

な
し

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
あ

り
　

□
な

し

□
あ

り
　

□
な

し

□
あ

り
　

□
な

し

□
あ

り
　

□
な

し
□

あ
り

　
□

な
し

□
あ

り
　

□
な

し

（
開

始
前

・
訓

練
中

の
留

意
事

項
、

運
動

強
度

・
負

荷
量

等
）

（
長

期
）

（
短

期
（
今

後
３

ヶ
月

間
）
）

0

排
尿

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1
0

5
0

合
計

点

排
便

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

1
0

5

そ
の

他
□

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化
住

環
境

車
椅

子
操

作
が

可
能

→
5

　
□

有
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
  
　

）
　

□
無

課
題

状
況

□ □

将
来

の
見

込
み

（
※

）

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

5

0
座

れ
る

が
移

れ
な

い
→

 5

　
　

　
　

1
0
　

←
 監

視
下

1
5

イ
ス

と
ベ

ッ
ド

間
の

移
乗

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

1
0

食
事

全
介

助
一

部
介

助
自

立
項

目

□
あ

り
　

□
な

し

□
あ

り
　

□
な

し
　

□
自

立
　

□
一

部
介

助
　

□
全

介
助

　

　
□

自
立

　
□

一
部

介
助

　
□

全
介

助
　

褥
瘡

栄
養

障
害

そ
の

他
の

高
次

脳
機

能
障

害
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

見
当

識
障

害

□
あ

り
　

□
な

し

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

立
ち

上
が

り
い

す
か

ら

床
か

ら

　
□

自
立

　
□

一
部

介
助

　
□

全
介

助
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

状
況

服
薬

管
理

失
語

症
・
構

音
障

害

　
□

自
立

　
□

一
部

介
助

　
□

全
介

助
　 □

改
善

　
□

維
持

　
□

悪
化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

座
位

□
あ

り
　

□
な

し

摂
食

嚥
下

障
害

　
立

位
保

持

□
６

分
間

歩
行

試
験

□
T
im

e
d 

U
p 

&
 G

o
 T

e
st

記
憶

障
害

関
節

可
動

域
制

限
□

あ
り

　
□

な
し

交
通

機
関

の
利

用

社
会

参
加

　
□

独
居

　
□

同
居

（
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
  
  
  
  
  
  
 ）

調
整

□
済

□
未

調
整

平
地

歩
行

0
50

整
容

1
0

階
段

昇
降

00

　
　

　
  
1
0
　

←
 歩

行
器

等
1
5

家
族

福
祉

用
具

等

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□ □

□
あ

り
　

□
な

し

□

　
□

一
戸

建
　

□
集

合
住

宅
：
居

住
階

（
　

　
　

階
）

　
□

階
段

、
□

エ
レ

ベ
ー

タ
　

□
手

す
り

（
設

置
場

所
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
食

卓
（
□

座
卓

　
□

テ
ー

ブ
ル

・
い

す
）

　
ト

イ
レ

（
□

洋
式

　
□

和
式

　
□

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

）

 □
自

立
　

□
見

守
り

　
□

一
部

介
助

　
□

全
介

助

精
神

行
動

障
害

（
B

P
S
D

）

　
□

杖
　

□
装

具
　

□
歩

行
器

　
□

車
い

す
　

□
手

す
り

　
□

ベ
ッ

ド
　

□
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
0

□
M

M
S
E

□
H

D
S
ｰ

R

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

疼
痛

0
5

※
「
将

来
の

見
込

み
」
に

つ
い

て
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

場
合

の
見

込
み

を
記

載
す

る
自

宅
周

辺
□

特
記

事
項

：

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

0

ト
イ

レ
動

作
1
0

更
衣

1
0

5
0

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

□
改

善
　

□
維

持
　

□
悪

化

5
入

浴

0
5

調
整

□
済

□
改

修
中

□
未

調
整

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
終

了
後

に
行

い
た

い
社

会
参

加
等

の
取

組

社
会

地
域

活
動

（
内

容
お

よ
び

頻
度

）

余
暇

活
動

（
内

容
お

よ
び

頻
度

）

家
庭

内
の

役
割

の
内

容

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
□

(別
紙

様
式

2
1

の
５

)

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
計

画
書

ID
患

者
氏

名
男

 ・
 女

生
年

月
日

（
明

・
大

・
昭

・
平

・
令

・
西

暦
）

　
　

　
　

年
　

 　
　

月
　

　
　

日
　

　
  
　

診
断

名
：

再
発

防
止

に
対

す
る

理
解

と
支

援
・

指
導

の
必

要
性

発
症

日
：

(頃
)・

手
術

日
：

『
自

己
検

脈
』

　
　

　
　

　
□

で
き

る
　

　
　

　
□

要
指

導

治
療

内
容

(術
式

)：
『

家
庭

血
圧

・
体

重
測

定
』

□
実

施
し

て
い

る
　

□
要

支
援

合
併

症
：

『
自

分
に

合
っ

た
運

動
』

　
□

理
解

し
て

い
る

　
□

実
践

し
て

い
る

　
□

要
支

援

冠
危

険
因

子
(既

往
)：

□
高

血
圧

症
 □

脂
質

異
常

症
 □

糖
尿

病
 □

喫
煙

『
適

切
な

食
事

・
摂

取
量

』
□

理
解

し
て

い
る

　
□

実
践

し
て

い
る

　
□

要
支

援

□
肥

満
 □

高
尿

酸
血

症
 □

慢
性

腎
臓

病
（

C
K

D
）

□
家

族
歴

 □
狭

心
症

『
正

し
い

服
薬

』
  
  
  
  
  
  
 □

理
解

し
て

い
る

  
 □

服
薬

忘
れ

な
し

  
 □

要
支

援

□
陳

旧
性

心
筋

梗
塞

 □
他

（
　

　
 　

　
  
  
  
  
  
  
  
　

）
『

薬
の

管
理

』
　

　
　

　
　

□
自

分
  
□

家
族

（
 　

　
　

　
）

 □
他

人
（

  
  
  
　

　
  

）

　
　

　
『

自
身

の
病

気
』

　
　

　
　

□
不

安
が

な
い

　
　

□
不

安
が

あ
る

標
準

体
重

　
　

　
　

　
k
g
：

目
標

血
圧

  
  
  
  
／

  
  
  
  
  
  
 m

m
H

g
『

日
常

生
活

活
動

・
復

職
』

□
不

安
が

な
い

　
　

□
不

安
が

あ
る

現
在

の
体

重
k
g
：

B
M

I（
1

8
.5

～
2

4
.9

）
　

k
g
/
m

2
『

余
暇

・
社

会
活

動
』

　
　

□
理

解
し

て
い

る
　

□
実

践
し

て
い

る
　

□
要

支
援

現
在

の
血

圧
(又

は
家

庭
血

圧
) 

  
  
  
  
  

  
  
  
  
／

  
  
  
  
  
  
 m

m
H

g
『

睡
眠

』
　

　
　

　
　

　
　

□
良

好
 □

不
良

【
入

眠
障

害
・

中
途

覚
醒

・
他

）
】

『
タ

バ
コ

』
　

　
　

　
　

　
□

禁
煙

 □
受

動
喫

煙
 □

喫
煙

（
　

 本
）

□
要

支
援

血
液

検
査

結
果

『
症

状
出

現
時

の
対

処
法

』
□

理
解

し
て

い
る

　
□

要
指

導

　
□

H
b

A
1

c
（

6
.5

％
 未

満
）

  
  
  
  
%

『
　

　
　

　
　

　
　

　
　

』
□

（
  
  
 　

　
　

　
　

　
）

□
（

　
）

　
□

L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

（
1

0
0

m
g
/
d

l 
未

満
）

  
  
  
  
m

g
/
d

l
『

　
　

　
　

　
　

　
　

　
』

□
（

  
  
 　

　
　

　
　

　
）

□
（

　
）

　
□

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

（
4

0
m

g
/
d

l 
以

上
）

m
g
/
d

l

　
□

中
性

脂
肪

（
T

G
：

1
5

0
m

g
/
d

l 
以

下
）

m
g
/
d

l
多

職
種

に
よ

る
再

発
予

防
へ

の
取

り
組

み

　
□

B
N

P
p

g
/
m

l
（

支
援

・
指

導
が

必
要

な
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

を
つ

け
る

）

　
□

他
（

　
　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

　
　

　
　

）

□
『

運
動

・
日

常
生

活
動

作
に

つ
い

て
』

心
機

能
：

　
左

室
駆

出
率

（
E

F
）

【
正

常
・

低
下

】
%

担
当

者
/
職

種
:

他
所

見
（

　
　

　
　

　
　

　
  
　

　
　

　
　

）
　

□
呼

吸
訓

練
　

□
ス

ト
レ

ッ
チ

　
□

筋
力

増
強

　
□

A
D

L
訓

練
　

□
歩

行
 

  
 □

自
転

車
　

　
□

他
（

  
 

）

A
D

L
□

車
椅

子
【

自
立

・
他

人
操

作
】

 □
介

助
歩

行
　

□
杖

歩
行

　
　

□
屋

内
歩

行
　

  
□

屋
外

歩
行

  
  
 □

他
（

）
□

『
栄

養
・

食
事

に
つ

い
て

』

担
当

者
/
職

種
:

栄
養

※
□

経
口

（
□

食
事

　
□

補
助

食
品

）
ｺ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
経

管
栄

養
　

□
静

脈
栄

養
（

□
末

梢
　

□
中

心
）

□
無

　
□

有
（

学
会

分
類

コ
ー

ド
：

　
　

　
）

□
『

お
薬

に
つ

い
て

』

栄
養

状
態

：
□

問
題

な
し

　
□

低
栄

養
　

□
低

栄
養

リ
ス

ク
担

当
者

/
職

種
:

　
　

　
　

　
□

過
栄

養
　

　
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

ｺ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
「

問
題

な
し

」
以

外
に

該
当

し
た

場
合

、
以

下
も

記
入

】

必
要

栄
養

量
：

　
（

　
　

　
）

k
c
a
l，

た
ん

ぱ
く

質
（

　
　

　
）

g
□

『
　

　
　

』

（
　

　
　

）
k
c
a
l，

 た
ん

ぱ
く

質
（

 　
　

）
g

担
当

者
/
職

種
:

ｺ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

環
境

□
独

居
  
□

同
居

（
 　

　
　

　
　

 　
　

　
  
  
  
　

　
　

　
　

 　
）

家
族

の
協

力
体

制
【

あ
り

・
困

難
】

□
『

　
　

　
』

　
□

一
戸

建
【

平
屋

・
2

階
以

上
】

担
当

者
/
職

種
:

　
□

集
合

住
宅

:　
　

　
階

居
住

, 
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
【

有
・

無
】

ｺ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

今
後

の
運

動
療

法
継

続
に

つ
い

て

社
会

復
帰

  
□

無
職

 □
家

事
 □

休
職

中
 □

発
症

後
退

職
 □

退
職

予
定

□
当

院
に

て
　

□
自

宅
に

て
　

□
他

施
設

に
て

（
　

　
）

  
  

  
  

  
  

 □
転

職
 □

転
職

予
定

 □
発

症
後

配
置

転
換

  
□

現
職

復
帰

今
後

の
検

査
・

期
間

等
に

つ
い

て

　
・

職
腫

/
業

務
内

容
/
通

勤
方

法
等（

）

　
　

  
  
　

　
　

　
　

　

本
人

・
家

族
の

希
望

・
回

復
へ

の
目

標
本

人
・

家
族

氏
名

医
師

：
　

　
　

理
学

療
法

士
：

看
護

師
：

　
　

他
職

種
（

　
  
  
  
  
　

　
）

：

再
発

予
防

・
健

康
維

持
の

た
め

の
目

標

　
□

病
気

へ
の

理
解

　
  
 □

体
力

向
上

　
 □

食
事

管
理

　
 □

内
服

管
理

　
  

　
□

運
動

習
慣

の
獲

得
  
 □

禁
煙

 　
□

他
（

  
 

）

運
動

負
荷

試
験

結
果

（
運

動
処

方
）

運
動

耐
容

能
【

良
好

・
低

下
】

（
健

常
人

の
　

　
　

 %
：

　
　

　
M

E
T

ｓ
）

　
　

自
転

車
W

分
回

/
週

　
　

歩
行

k
m

/
h

分
回

/
週

そ
の

他
注

意
事

項
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

運
動

処
方

（
脈

拍
・

血
圧

）
：

　
　

  
 b

p
m

　
  
  
  
  
／

  
  
  
  
  
  
m

m
H

g

令
和

・
西

暦
　

　
　

　
　

　
年

　
 　

　
 　

月
　

　
　

  
　

日
（

　
　

　
回

目
・

　
　

ヶ
月

目
）

栄
養

補
給

方
法

：
（

複
数

選
択

可
）

嚥
下

調
整

食
の

必
要

性
：

総
摂

取
栄

養
量

#
：

（
経

口
・

経
管

・
静

脈
全

て
含

む
）

  
 #

  
入

院
直

後
等

で
不

明
な

場
合

は
総

提
供

栄
養

量
で

も
可

※
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
を

算
定

す
る

場
合

は
必

ず
記

入
の

こ
と

。
　

（
右

列
の

『
栄

養
・

食
事

に
つ

い
て

』
の

欄
に

も
、

担
当

管
理

栄
養

士
の

氏
名

と
コ

メ
ン

ト
を

記
入

）

（ ）（ ） 11311130



疾
病
コ
ー
ド

 
（
0
0
1
～

1
1
9
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
疾

病
分
類

（
IC

D
-
1
0
 
第

1
0
版

 
2
0
03

年
 に

準
拠

） 

疾
病

コ
ー

ド
と

疾
病

分
類

の
対

応
表

 

 感
染
症
及
び
寄
生
虫
症

    
 

0
4
1 

屈
折
及
び
調
節
の
障
害

 
0
8
4 

そ
の
他
の
消
化
器
系
の
疾
患

 

0
0
1 

腸
管
感
染
症

 
0
4
2 

そ
の
他
の
眼
及
び
付
属
器
の
疾
患

 
皮
膚
及
び
皮
下
組
織
の
疾
患

 

0
0
2 

結
核

 
耳
及
び
乳
様
突
起
の
疾
患

 
0
8
5 

皮
膚
及
び
皮
下
組
織
の
感
染
症

 

0
0
3 

主
と
し
て
性

的
伝

播
様

式
を
と
る
感

染
症

 
0
4
3 

外
耳
炎

 
0
8
6 

皮
膚
炎
及
び
湿
疹

 

0
0
4 

皮
膚
及
び
粘
膜
の
病
変
を
伴
う
ウ
イ
ル
ス
疾
患

 
0
4
4 

そ
の
他
の
外
耳
疾
患

 
0
8
7 

そ
の

他
の

皮
膚

及
び
皮
下

組
織

の
疾
患

 

0
0
5 

ウ
イ
ル
ス
肝
炎

 
0
4
5 

中
耳
炎

 
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患

 

0
0
6 

そ
の
他
の
ウ
イ
ル
ス
疾
患

 
0
4
6 

そ
の

他
の

中
耳

及
び
乳

様
突

起
の

疾
患

 
0
8
8 

炎
症
性
多
発
性
関
節
障
害

 

0
0
7 

真
菌
症

 
0
4
7 

メ
ニ
エ
ー
ル

病
 

0
8
9 

関
節
症

 

0
0
8 

感
染
症
及
び
寄
生
虫
症
の
続
発
・後

遺
症

 
0
4
8 

そ
の
他
の
内
耳
疾
患

 
0
9
0 

脊
椎
障
害
（
脊
椎
症
を
含
む
） 

0
0
9 

そ
の
他
の
感
染
症
及
び
寄
生
虫
症

 
0
4
9 

そ
の
他
の
耳
疾
患

 
0
9
1 

椎
間
板
障
害

 

新
生
物

 
循
環
器
系
の
疾
患

 
0
9
2 

頸
腕
症
候
群

 

0
1
0 

胃
の
悪
性
新
生
物

 
0
5
0 

高
血
圧
性
疾
患

 
0
9
3 

腰
痛
症
及
び
坐
骨
神
経
痛

 

0
1
1 

結
腸
の
悪
性
新
生
物

 
0
5
1 

虚
血
性
心
疾
患

 
0
9
4 

そ
の
他
の
脊
柱
障
害

 

0
1
2 

直
腸
Ｓ
状
結
腸
移
行
部
及
び
直
腸
の
悪
性
新
生
物

 
0
5
2 

そ
の
他
の
心
疾
患

 
0
9
5 

肩
の
傷
害
＜
損
傷
＞

 

0
1
3 

肝
及
び
肝
内
胆
管
の
悪
性
新
生
物

 
0
5
3 

く
も
膜
下
出
血

 
0
9
6 

骨
の
密
度
及
び
構
造
の
障
害

 

0
1
4 

気
管
，
気
管

支
及
び
肺
の

悪
性

新
生

物
 

0
5
4 

脳
内
出
血

 
0
9
7 

そ
の
他
の
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患

 

0
1
5 

乳
房
の
悪
性
新
生
物

 
0
5
5 

脳
梗
塞

 
腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患

 

0
1
6 

子
宮
の
悪
性
新
生
物

 
0
5
6 

脳
動
脈
硬
化
（
症
） 

0
9
8 

糸
球
体

疾
患

及
び
腎

尿
細
管

間
質

性
疾

患
 

0
1
7 

悪
性
リ
ン
パ
腫

 
0
5
7 

そ
の
他
の
脳
血
管
疾
患

 
0
9
9 

腎
不
全

 

0
1
8 

白
血
病

 
0
5
8 

動
脈
硬
化
（
症
） 

1
0
0 

尿
路
結
石
症

 

0
1
9 

そ
の
他
の
悪
性
新
生
物

 
0
5
9 

痔
核

 
1
0
1 

そ
の
他
の
腎
尿
路
系
の
疾
患

 

0
2
0 

良
性
新
生
物
及
び
そ
の
他
の
新
生
物

 
0
6
0 

低
血
圧
（
症
） 

1
0
2 

前
立
腺
肥
大
（
症
） 

血
液
及
び
造
血
器
の
疾
患
並
び
に
免
疫
機
構
の
障
害

 
0
6
1 

そ
の
他
の
循
環
器
系
の
疾
患

 
1
0
3 

そ
の
他
の
男
性
生
殖
器
の
疾
患

 

0
2
1 

貧
血

 
呼
吸
器
系
の
疾
患

 
1
0
4 

月
経
障
害
及
び
閉
経
周
辺
期
障
害

 

0
2
2 

そ
の
他
の
血
液
及
び
造

血
器
の
疾
患

並
び
に
免
疫
機
構

の
障
害

 
0
6
2 

急
性
鼻
咽
頭
炎
［
か
ぜ
］
＜
感
冒
＞

 
1
0
5 

乳
房
及

び
そ
の

他
の

女
性
生

殖
器

の
疾

患
 

内
分
泌
，
栄
養
及
び
代
謝
疾
患

 
0
6
3 

急
性
咽
頭
炎
及
び
急
性
扁
桃
炎

 
妊
娠
，
分
娩
及
び
産
じ
ょ
く

 

0
2
3 

甲
状
腺
障
害

 
0
6
4 

そ
の
他
の
急
性
上
気
道
感
染
症

 
1
0
6 

流
産

 

0
2
4 

糖
尿
病

 
0
6
5 

肺
炎

 
1
0
7 

妊
娠
高
血
圧
症
候
群

 

0
2
5 

そ
の
他

の
内

分
泌
，
栄

養
及

び
代
謝

疾
患

 
0
6
6 

急
性

気
管

支
炎

及
び
急

性
細

気
管

支
炎

 
1
0
8 

単
胎
自
然
分
娩

 

精
神
及
び
行
動
の
障
害

 
0
6
7 

ア
レ
ル
ギ
－
性
鼻
炎

 
1
0
9 

そ
の
他
の
妊
娠
，
分
娩
及
び
産
じ
ょ
く
 

0
2
6 

血
管
性
及
び
詳
細
不
明
の
認
知
症

 
0
6
8 

慢
性
副
鼻
腔
炎

 
周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

 

0
2
7 

精
神
作

用
物

質
使
用
に
よ
る
精

神
及

び
行

動
の

障
害

 
0
6
9 

急
性
又

は
慢

性
と
明

示
さ
れ
な
い
気
管

支
炎

 
1
1
0 

妊
娠
及
び
胎
児
発
育
に
関
連
す
る
障
害

 

0
2
8 

統
合
失

調
症
，統

合
失
調

症
型

障
害

及
び
妄
想

性
障

害
 

0
7
0 

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

 
1
1
1 

そ
の
他

の
周

産
期
に
発
生

し
た
病

態
 

0
2
9 

気
分
［感

情
］障

害
 (
躁
う
つ
病
を
含

む
） 

0
7
1 

喘
息

 
先
天
奇
形
，
変
形
及
び
染
色
体
異
常

 

0
3
0 

神
経

症
性

障
害

，ス
トレ

ス
関

連
障

害
及

び
身

体
表

現
性

障
害

 
0
7
2 

そ
の
他
の
呼
吸
器
系
の
疾
患

 
1
1
2 

心
臓
の
先
天
奇
形

 

0
3
1 

知
的
障
害
＜
精
神
遅
滞
＞

 
消
化
器
系
の
疾
患

 
1
1
3 

そ
の

他
の

先
天
奇

形
，
変

形
及

び
染

色
体

異
常

 

0
3
2 

そ
の
他
の
精
神
及
び
行
動
の
障
害

 
0
7
3 

う
蝕

 
症
状

，
徴

候
及

び
異

常
所

見
等

で
他

に
分

類
さ

れ
な
い

も
の

 

神
経
系
の
疾
患

 
0
7
4 

歯
肉
炎
及
び
歯
周
疾
患

 
1
1
4 

症
状

，徴
候

及
び
異

常
所

見
等

で
他

に
分

類
され

な
い
もの

 

0
3
3 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

 
0
7
5 

そ
の
他
の
歯
及
び
歯
の
支
持
組
織
の
障
害

 
損
傷
，
中
毒
及
び
そ
の
他
の
外
因
の
影
響
 

0
3
4 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

 
0
7
6 

胃
潰
瘍
及
び
十
二
指
腸
潰
瘍

 
1
1
5 

骨
折

 

0
3
5 

て
ん
か
ん

 
0
7
7 

胃
炎
及
び
十
二
指
腸
炎

 
1
1
6 

頭
蓋
内
損
傷
及
び
内
臓
の
損
傷

 

0
3
6 

脳
性
麻

痺
及
び
そ
の

他
の
麻

痺
性

症
候

群
 

0
7
8 

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
疾
患

 
1
1
7 

熱
傷
及
び
腐
食

 

0
3
7 

自
律
神
経
系
の
障
害

 
0
7
9 

慢
性
肝
炎
（ア

ル
コ
ー
ル
性
の
も
の
を
除
く）

 
1
1
8 

中
毒

 

0
3
8 

そ
の
他
の
神
経
系
の
疾
患

 
0
8
0 

肝
硬

変
（ア

ル
コ
ー
ル

性
の

も
の

を
除

く
） 

1
1
9 

そ
の

他
の

損
傷

及
び
そ
の

他
の
外

因
の

影
響

 

眼
及
び
付
属
器
の
疾
患

 
0
8
1 

そ
の
他
の
肝
疾
患

 
 

 

0
3
9 

結
膜
炎

 
0
8
2 

胆
石
症
及
び
胆
の
う
炎

 
 

 

0
4
0 

白
内
障

 
0
8
3 

膵
疾
患

 
 

 

 

（
別

紙
様

式
2
2
）

月 月 月 月 月 月

□
2
週

間
以

内
□

2
週

間
か

ら
1
ヶ
月

□
1
ヶ
月

か
ら
3
ヶ
月

□
3
ヶ
月

か
ら
6
ヶ
月

□
6
ヶ
月

以
上

〔
記

載
上

の
注

意
〕

１
　
「
１
」
の

要
因

に
つ
い
て
は

、
別

紙
疾

病
分

類
表

よ
り
疾

病
コ
ー
ド
を
記

載
す
る
と
と
も
に
、
発

症
時

期
や

治
療

の
有

無
、

治
療

内
容

等
に
つ
い
て
記

載
す
る
こ
と
。

２
　
「
２
」
の

廃
用

に
至

っ
た
経

緯
等

に
つ
い
て
は

、
「
１
」
の

疾
患

に
よ
っ
て
安

静
を
余

儀
な
く
さ
れ

た
理

由
、
安

静
の

程
度

、
安

静
期

間
の

長
さ
等

を
含

め
て
記

載
す
る
こ
と
。

３
　
「
４
」
の

月
毎

の
評

価
点

数
に
つ
い
て
は

、
直

近
月

か
ら
さ
か

の
ぼ

り
６
ヶ
月

間
記

載
す
る
こ
と
。

４
　
「
６
」
に
つ
い
て
は

、
筋

力
、
心

肺
機

能
、
関

節
拘

縮
防

止
、
作

業
療

法
等

の
具

体
的

な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容

に
つ
い
て
記

載
す
る
こ
と
。

入
院

日
入

院
　
　
　
・
　
　
外

来
　
　
年

　
　
月

　
　
日

患
者

氏
名

生
年

月
日

男
・
女

　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日

（
　
　
歳

）
主

傷
病

廃
用

症
候

群
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料

Ⅰ
　
　
・
　
　
Ⅱ

　
　
・
　
　
Ⅲ

算
定

し
て
い
る

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料

（
該

当
す
る
も
の

に
〇

）

要
介

護
度

　
要

介
護

　
・
　
要

支
援

　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
起
算
日

廃
用

症
候

群
の

診
断

日
　
　
年

　
　
月

　
　
日

　
　
年

　
　
月

　
　
日

廃
用
を
生
じ
る
契
機
と
な
っ
た
疾
患

等
1

廃
用
に
至
っ
た
経
緯
等

2 3
手 術

手
術
の
有
無

手
術
名

手
術
年
月
日

有
　
　
　
　
・
　
　
　
　
無 年

　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
日

B
I

点
F
IM

点
B

I
点

F
IM

点

B
I

点
F
IM

点
B

I
点

F
IM

点

B
I

点
F
IM

点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

B
I

点
F
IM

点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単

位

具
体

的
に
記

載
す
る
こ
と

B
I

点
F
IM

点

実
施

日
数

提
供

単
位
数

6
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容

月
毎
の
評
価
点
数

（
B
I又

は
F
IM

ど
ち
ら
か
を
記
入
）

4

治
療
開
始
時
の
A
D
L

B
I・
F
IM
で
（
　
　
　
）
点
程
度
の
改
善

廃
用

症
候

群
に
係

る
評

価
表

1
2

3

悪
化

維
持

改
善
大

8
前
回
の
評
価
か
ら
の

改
善
や
変
化

7
改
善
に
要
す
る
見
込
み
期
間

-
1

0

5
一
月
当
た
り
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（ ）（ ） 11311130



基
礎

情
報

□
 身

長
（
＊

１
）
：
　

（
　

　
　

　
　

　
）
c
m

□
 体

重
：
　

（
　

　
　

　
　

　
）
kg

□
 B

M
I（

＊
１

）
：
　

（
　

　
　

　
　

　
）
kg

/
㎡

栄
養

補
給

方
法

（
複

数
選

択
可

）
□

 経
口

：
　

（
□

 食
事

　
□

 補
助

食
品

）
□

 経
管

栄
養

□
 静

脈
栄

養
：
　

（
□

 末
梢

　
□

 中
心

）
□

 胃
ろ

う
嚥

下
調

整
食

の
必

要
性

：
　

（
□

 無
　

　
□

 有
：
（
学

会
分

類
コ

ー
ド

　
　

　
　

）
）

栄
養

状
態

の
評

価
：

□
 問

題
な

し
□

 低
栄

養
□

 低
栄

養
リ

ス
ク

□
 過

栄
養

□
 そ

の
他

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
【
上

記
で

「
問

題
な

し
」
以

外
に

該
当

し
た

場
合

に
記

載
】

必
要

栄
養

量
熱

量
：
　

（
　

　
　

　
　

　
）
kc

al
タ

ン
パ

ク
質

量
　

（
　

　
　

　
　

　
）
g

総
摂

取
栄

養
量

（
経

口
・
経

腸
・
経

静
脈

栄
養

の
合

計
（
＊

２
）
）

熱
量

：
　

（
　

　
　

　
　

　
）
kc

al
タ

ン
パ

ク
質

量
　

（
　

　
　

　
　

　
）
g

＊
１

：
身

長
測

定
が

困
難

な
場

合
は

省
略

可
＊

２
：
入

院
直

後
等

で
不

明
な

場
合

は
総

提
供

栄
養

量
で

も
可

□
 居

住
場

所
－

□
 自

宅
（
□

 戸
建

　
□

 マ
ン

シ
ョ

ン
）

□
 施

設
□

 そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 復
職

－
□

 現
職

復
帰

□
 配

置
転

換
□

 転
職

□
 不

可
□

 そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
－

□
 通

勤
方

法
の

変
更

□
 就

学
・
復

学
・
進

学
－

□
 可

能
□

 就
学

に
要

配
慮

□
 不

可
□

 そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
－

□
 療

育
・
通

学
先

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 通
学

方
法

の
変

更
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 家

庭
内

役
割

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

）
□

 社
会

活
動

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

）
□

 趣
味

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

）
□

 床
上

移
動

（
寝

返
り

、
ず

り
這

い
移

動
、

四
つ

這
い

移
動

な
ど

）
－

□
 自

立
□

 介
助

□
 非

実
施

－
□

 装
具

・
杖

等
□

 環
境

設
定

□
 屋

内
移

動
－

□
 自

立
□

 介
助

□
 非

実
施

－
□

 装
具

・
杖

・
車

椅
子

等
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 屋

外
移

動
－

□
 自

立
□

 介
助

□
 非

実
施

－
□

 装
具

・
杖

・
車

椅
子

等
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 自

動
車

運
転

－
□

 自
立

□
 介

助
□

 非
実

施
－

□
 改

造
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 公

共
交

通
機

関
利

用
－

□
 自

立
□

 介
助

□
 非

実
施

－
□

 種
類

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 排

泄
（
移

乗
以

外
）

－
□

 自
立

□
 介

助
（
□

 下
衣

操
作

　
□

 拭
き

動
作

　
□

 カ
テ

ー
テ

ル
）
　

－
□

 種
類

（
□

 洋
式

 　
□

 和
式

 　
□

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
）

□
 食

事
－

□
 自

立
□

 介
助

□
 非

実
施

－
□

 箸
　

　
□

 フ
ォ

ー
ク

等
□

 胃
ろ

う
ま

た
は

経
管

－
□

 食
形

態
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 整

容
□

 自
立

□
 介

助
□

 更
衣

□
 自

立
□

 介
助

□
 入

浴
□

 自
立

□
 介

助
－

□
 浴

槽
□

 シ
ャ

ワ
ー

－
□

 洗
体

介
助

□
 移

乗
介

助
□

 家
事

－
□

 全
て

実
施

□
 非

実
施

□
 一

部
実

施
：
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 書

字
－

□
 自

立
□

 利
き

手
交

換
後

自
立

□
 そ

の
他

：
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 P

C
・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

・
IC

T
－

□
 自

立
□

 介
助

□
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

－
□

 自
立

□
 介

助
－

□
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
器

□
 文

字
盤

□
 他

者
か

ら
の

協
力

□
 精

神
的

支
援

（
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□
 障

害
の

受
容

（
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□
 そ
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他

（
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□
 自

宅
の
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築
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 福
祉

機
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入
（
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□

 社
会

保
障

サ
ー

ビ
ス

－
□

 身
障

手
帳

□
 障

害
年

金
□

 難
病

・
小

慢
受

給
者

証
□

 そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

－
□

 通
所

リ
ハ

□
 訪

問
リ

ハ
□

 通
所

介
護

□
 訪

問
看

護
□

 訪
問

介
護

□
 老

健
□

 特
養

□
 介

護
医

療
院

□
 そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
－

□
 放

課
後

デ
イ

□
 児

童
発

達
支

援
（
医

療
・
福

祉
）

□
 生

活
介

護
□

 そ
の

他
□

 そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 退

院
後

の
主

介
護

者
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 家

族
構

成
の

変
化

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 家

庭
内

役
割

の
変

化
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 家

族
の

社
会

活
動

変
化

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

参
加

活
動

心
理

第
三

者
の

不
利

具
体

的
な

対
応

方
針

具
体

的
な

対
応

方
針

　
※

必
要

な
場

合
記

載
す

る
目

標
　

※
該

当
す

る
項

目
の

み
記

載
す

る

対
応

を
要

す
る

項
目

栄
養

（
※

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

を
算

定
す

る
場

合
は

必
ず

記
入

）

環
境

（
別

紙
様

式
2
3
）

計
画

評
価

実
施

日
　

（
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
）

発
症

日
・
手

術
日

　
（
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
）

リ
ハ

開
始

日
　

（
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
）

□
 理

学
療

法
□

 作
業

療
法

□
 言

語
療

法

□
 意

識
障

害
（
 J

C
S
 ・

 G
C

S
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 関

節
可

動
域

制
限

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 呼
吸

機
能

障
害

□
 拘

縮
・
変

形
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
－

□
 酸

素
療

法
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
L
/
m

in
□

 気
切

□
 人

工
呼

吸
器

□
 筋

力
低

下
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

 循
環

障
害

□
 運

動
機

能
障

害
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□
 E

F
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
%

□
 不

整
脈

（
 有

 ・
 無

 ）
（
□

 麻
痺

　
□

 不
随

意
運

動
　

□
 運

動
失

調
　

□
 ﾊ

ﾟｰ
ｷ

ﾝ
ｿ
ﾆ
ｽ

ﾞﾑ
）

□
 危

険
因
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□
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緊

張
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常
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□

 高
血

圧
症

□
 脂

質
異

常
症

□
 糖

尿
病

□
 喫

煙
□

 感
覚

機
能

障
害

（
□

 聴
覚

　
□

 視
覚

　
□

 表
在

覚
　

□
 深

部
覚

）
□

 肥
満

□
 高

尿
酸

血
症

□
 慢

性
腎

臓
病

□
 家

族
歴

□
 音

声
・
発

話
障

害
□

 狭
心

症
□

 陳
旧

性
心

筋
梗

塞
□

 そ
の

他
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□
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□

 失
語

　
□
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□
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他
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）
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機

能
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□

 記
憶

　
□

 注
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□

 失
行

　
□

 失
認

　
□

 遂
行

）
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（
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（
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（
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□

 褥
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（
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憶

障
害
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 疼
痛

（
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害

□
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（
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□

 自
閉

ｽ
ﾍ
ﾟｸ

ﾄﾗ
ﾑ

症
　

□
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習
障

害
　

□
 注

意
欠

陥
多

動
性

障
害

）

□
 寝

返
り

（
□

 自
立

　
□

 一
部

介
助

　
□

 介
助

　
□

 非
実

施
）

□
 座

位
保

持
（
□

 自
立

　
□

 一
部

介
助

　
□

 介
助

　
□

 非
実

施
）

□
 起
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が
り

（
□

 自
立

　
□
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介
助

　
□

 介
助

　
□

 非
実

施
）

□
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□

 自
立

　
□
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部

介
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□

 介
助

　
□
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実

施
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□
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が
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（
□

 自
立

　
□
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介
助

　
□

 介
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□
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実

施
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□
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食
事

→
→

整
容

→
→

清
拭

・
入

浴
→

→
更

衣
（
上

半
身

）
→

更
衣

（
下

半
身

）
→

ト
イ

レ
→

→
排

尿
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
→

→
排

便
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
→

→
→

ト
イ

レ
→

→
浴

槽
・
シ

ャ
ワ

ー
→

歩
行

（
杖

・
装

具
：

）
→

→
車

椅
子

階
段

→
→

→
→

理
解

→
表

出
→

社
会

的
交

流
→

問
題

解
決

→
記

憶
→ → →

□
 要

介
護

状
態

区
分

等
□

 身
体

障
害

者
手

帳
□

 精
神

障
害

者
□

 療
育

手
帳

・
愛

護
手

帳
□

 そ
の

他
（
難

病
等

）
□

 申
請

中
□

 要
支

援
状

態
区

分
（
□

 １
　

□
 ２

）
保

健
福

祉
手

帳
□

 要
介

護
状

態
区

分
（
□

 １
　

□
 ２

　
□

 ３
　

□
 ４

　
□

 ５
）

種
級

級
障

害
程

度
□

 予
定

入
院

期
間

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
 退

院
先

（
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□
 長

期
的

・
継

続
的

に
ケ

ア
が

必
要

リ
ハ

担
当

医
主

治
医

説
明

を
受

け
た

人
：
本

人
、

家
族

（
　

　
　

）
説

明
日

：
　

　
　

年
　

　
　

　
月

　
　

　
　

日
理

学
療

法
士

作
業

療
法

士
言

語
聴

覚
士

看
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師
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名
管

理
栄

養
士

社
会

福
祉

士

説
明

者
署

名

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
計
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書

患
者

氏
名

性
別

　
（
　

男
　

・
　

女
　

）
年

齢
　

（
　

　
　

　
　

　
歳

）

併
存

疾
患

・
合

併
症

安
静

度
・
リ

ス
ク

禁
忌

・
特

記
事

項

1
0
・
５

・
０

　
小

計
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F
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3
-
9
1
、

B
I 
0
-
1
0
0
）

運 動

項
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移
乗

移
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治
療

内
容

社
会

認
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ベ
ッ
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椅
子
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椅
子

算
定
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名

心
身

機
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・
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造
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F
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-
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5
）

合
計

 （
F
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1
2
6
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ミ
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ケ
ー

シ
ョ
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セ
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フ
ケ

ア

社
会

保
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サ
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F
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B
I
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０
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チ

 

参
加
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業
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□
無
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、
□
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欠
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□
休
職
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、

 
    

  
 

  □
発
症
後
退
職
、
□
退
職
予
定

    
    

  ）
 

職
種
・業

種
・仕

事
内
容
： 

 経
済
状
況
： 

 社
会
参
加
（内

容
、
頻
度
等
）：

 
 余
暇
活
動
（内

容
、
頻
度
等
）：

 
 

退
院
先
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自
宅
、
□
親
族
宅
、
□
医
療
機
関
、

 
    

    
    

    
□
そ
の
他

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    
） 

復
職

 （□
現
職
復
帰
、
□
転
職
、
□
配
置
転
換
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□
復
職
不
可
、
□
そ
の
他
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復
職
時
期
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仕
事
内
容
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通
勤
方
法
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家
庭
内
役
割
： 

社
会
活
動
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趣
味
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栄
養
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身
長

#1
：（

 
 

 
）c

m
、
体
重
：（

 
 

 
）k

g、
 

B
M

I#1
：（

 
 
 
）k

g/
m

2  
#1

身
長
測
定
が
困
難
な
場
合
は
省
略
可

 

栄
養
補
給
方
法
（複

数
選
択
可
）：

 
 

□
経
口
（□

食
事
、
□
補
助
食
品
） 

□
経
管
栄
養
、
□
静
脈
栄
養
（□

末
梢
、
□
中
心
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嚥
下
調
整
食
の
必
要
性
： 

□
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□
有
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ー
ド
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） 

栄
養
状
態
： 

□
問
題
な
し
、
□
低
栄
養
、
□
低
栄
養
リ
ス
ク

 
 

□
過
栄
養
、
□
そ
の
他
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【「
問
題
な
し
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外
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当
し
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入
】 

必
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栄
養
量
： 
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た
ん
ぱ
く
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摂
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養
量
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全
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む
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）k

ca
l、
た
ん
ぱ
く
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2 
 入

院
直
後
等
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不
明
な
場
合
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総
提
供
栄
養
量
で
も
可

 

摂
取
栄
養
量
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標
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重
増
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養
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数
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可
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口
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食
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補
助
食
品
） 

□
経
管
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養

 

□
静
脈
栄
養
（□

末
梢
、
□
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心
） 

 そ
の
他
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心
理
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う
つ
： 
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害
の
否
認
： 

 そ
の
他
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環
境

 同
居
家
族
： 

 親
族
関
係
： 

 家
屋
： 

 家
屋
周
囲
： 

 交
通
手
段
： 

 

自
宅
改
造

  
   □

不
要
、
□
要
： 

福
祉
機
器

  
   □

不
要
、
□
要
： 

社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス

 
   □

不
要
、
□
身
障
手
帳
、
□
障
害
年
金

 
   □

そ
の
他
： 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

 
   □

不
要
、
□
要
： 

 

第
三

者
の

不
利

 発
病
に
よ
る
家
族
の
変
化

 
   社

会
生
活
： 

 
   健

康
上
の
問
題
の
発
生
： 

    心
理
的
問
題
の
発
生
： 

 

退
院
後
の
主
介
護
者

 
   □

不
要
、
□
要
： 

家
族
構
成
の
変
化

 
   □

不
要
、
□
要
： 

家
族
内
役
割
の
変
化

 
   □

不
要
、
□
要
： 

家
族
の
社
会
活
動
変
化

 
   □

不
要
、
□
要
： 

 

１
ヵ
月
後
の
目
標
： 

本
人
の
希
望
： 

家
族
の
希
望
： 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
治
療
方
針
： 

外
泊
訓
練
計
画
： 

退
院
時
の
目
標
と
見
込
み
時
期

 
： 

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画

 
（種

類
・頻

度
・期

間
）：

 

 
（
別
紙
様
式

23
の
２
）
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
実
施
計
画
書
 

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

 計
画
評
価
実
施
日

 ： 
 

   年
    

 月
    

 日
 

患
者
氏
名
： 

 
    

    
    

   
 

 
 

 
 

 
男
・女

 
生
年
月
日

(西
暦

)   
    

    
    

    
 年

    
    

   月
    

    
   日

（  
    

 歳
） 

利
き
手

 
右

 ･ 
右
（矯

正
） ･

 左
 

主
治
医

 
 

リ
ハ
担
当
医

 
 

Ｐ
T 

 
Ｏ
Ｔ

 
 

ST
 

 
看
護

 
 

Ｓ
Ｗ
等

 
診
断
名
、
障
害
名

（発
症
日
、
手
術
日
、
診
断
日
）：

 
合
併
症

（コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
態
）：

 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
歴
： 

日
常
生
活
自
立
度
： 

 
J1
、

J2
、

A
1、

A
2、

B
1、

B
2、

C
1、

C
2 

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
：Ⅰ

, Ⅱ
a,

 Ⅱ
b,

 Ⅲ
a,

 Ⅲ
b,

 Ⅳ
, 
Ｍ

 
 

評
価
項
目
・内

容
 
（コ

ロ
ン

(:)
の
後
ろ
に
具
体
的
内
容
を
記
入
） 

短
期
目
標

 
（ 

 
 
ヶ
月
後
） 

具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

心
 

身
 

機
 

能
 

・ 構
 

造
  

□
意
識
障
害

 
（J

C
S、

G
C

S）
： 

□
見
当
識
障
害
： 

□
記
銘
力
障
害
： 

□
運
動
障
害
： 

□
感
覚
障
害
： 

□
摂
食
障
害
： 

□
排
泄
障
害
： 

□
呼
吸
、
循
環
障
害
： 

□
音
声
、
発
話
障
害
（構

音
、
失
語
）：

 

□
関
節
可
動
域
制
限
： 

□
筋
力
低
下
： 

□
褥
瘡
： 

□
疼
痛
： 

□
半
側
空
間
無
視
： 

□
注
意
力
障
害
： 

□
構
成
障
害
： 

□
そ
の
他
： 

 
  

基 本 動 作
 

寝
返
り
 

起
き
上
が
り
 

座
位

 

立
ち
上
が
り
 

立
位

 （ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

 
 

活
 

 
 

 
 

 
 

 
動

 

活
動
度
 
（安

静
度
の
制
限
と
そ
の
理
由
、
活
動
時
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
） 

 
 

AD
L（

B．
I．
）
 

自
立

 
一
部

 

介
助

 
全
介
助

 使
用
用
具

(杖
、
装
具

)、
 介

助
内
容

 
短
期
目
標

 
 

具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

食
事

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

整
容

 
５
 

０
 

０
 

 
 

 

ト
イ
レ
動
作

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

入
浴

 
５
 

０
 

０
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

階
段

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

更
衣

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

排
便
管
理

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

排
尿
管
理

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

合
計
（0
～
１
00

点
） 

点
 

 
 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
理
解

 
 

 
 

表
出

 
 

車
椅
子
操
作
が
可
能

 
 
 
 
→

 
５
 
 
 
 
０
 
 
 
車
椅
子
： 

座
れ
る
が
移
れ
な
い
→

 
 
 
 

 
５
 
 
 
 
０
 
 
 
 

 
 

１
５
 
 
 
１
０
 
←
監
視
下

 
移
乗

 

平
地
歩
行

 
１
５
 
 
１
０
←
歩
行
器
等

 
歩
行
： 
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（
別

紙
様

式
2
3
の

３
）

評
価

実
施

日
：

年
　
　
　
月

　
　
　
日

氏
名

：
男

・
女

生
年

月
日

年
　
　
月

　
　
日

（
　
　
　
歳

）
利

き
手

右
・
右

（
矯

正
）
・
左

主
治

医
リ
ハ

担
当

医
看

護
緩

和
ケ
ア

Ｐ
Ｔ

Ｏ
Ｔ

Ｓ
Ｔ

Ｓ
Ｗ
等

原
発

巣
（
発

症
・
診

断
確

定
日

）
：

併
存

疾
患

：

廃
用

症
候

群
：

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
歴

：
Ｐ
Ｓ
又
は

Ｋ
Ｐ
Ｓ
：

入
院

の
目

的
：

治
療

内
容

：
予

定
入

院
期

間
：

退
院

後
の

治
療

予
定

：

□
疼

痛
□

嘔
気

□
倦

怠
感

□
呼

吸
困

難
□

不
安

・
抑

鬱
□

そ
の

他
（
と
ら
れ

て
い
る
対

策
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

□
半

年
以

内
の

骨
シ
ン
チ

□
単

純
レ
ン
ト
ゲ
ン

□
Ｃ
Ｔ

□
Ｍ
Ｒ
Ｉ

□
骨

転
移

な
し

□
骨

転
移

あ
り
（
部

位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

□
単

純
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
溶

骨
性

変
化

□
骨

シ
ン
チ
で
異

常
集

積
□

局
所

の
疼

痛

□
意
識
障
害
（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
、
Ｇ
Ｃ
Ｓ
）
・
せ
ん
妄
：

□
運
動
障
害
：

□
感
覚
障
害
：

□
摂
食
・
嚥
下
障
害

□
呼
吸
、
循
環
障
害
：

□
音
声
、
発
話
障
害
：

□
関
節
可
動
域
制
限
：

□
筋
力
低
下
：

□
疼
痛
：

□
そ
の
他
：

座
位
（
□
自
立
　
　
□
一
部
介
助
　
　
□
全
介
助
）

立
ち
上
が
り
（
□
自
立
　
　
□
一
部
介
助
　
　
□
全
介
助
）

立
位
（
□
自
立
　
　
□
一
部
介
助
　
　
□
全
介
助
）

自
立

全
介

助

1
0

0
1
5

1
0

5
0

5
0

1
0

0
5

0
1
5

1
0

5
0

1
0

0
1
0

0
排
便
管
理

1
0

0
排
尿
管
理

1
0

0

評
価
項
目
・
内
容
（
具
体
的
内
容
を
記
載
）

具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総

合
実

施
計

画
書

病
期

分
類

（
ス
テ
ー

ジ
）
：

入 院 の 目 的 と 治 療 内 容
身

体
症

状
と
と
ら

れ
て
い
る
対

策

治
療

後
に
生

じ
る
可

能
性

の
あ
る
副

作
用

・
合

併
症

：
治

療
後

に
生

じ
る
可

能
性

の
あ
る
身

体
の

障
害

：

（
直

近
の

検
索

日
時

：
　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日

）
骨

転
移

検
索

の
有

無

病
的

骨
折

の
リ
ス
ク

骨 転 移
骨

転
移

の
診

断

心 身 機 能 ・ 構 造

基 本
動 作 安

静
度

の
制

限
と
そ
の

理
由

、
活

動
時

の
リ
ス
ク
（
手

術
後

の
合

併
症

、
放

射
線

・
化

学
療

法
中

・
後

の
副

作
用

、
が

ん
の

進
行

に
と
も
な
う
影

響
を
考

慮
）

一
部

介
助

5

使
用

用
具

（
杖

、
装

具
）
・
介

助
内

容

5

食
事

移
乗

ト
イ
レ
動
作

平
地
歩
行

5 55 5

Ａ
Ｄ
Ｌ
（
Ｂ
．
Ｉ．
に
準

じ
る
）

整
容

0

入
浴

0

合
計
(0
～
1
0
0
点
）

点

活 動

階
段

更
衣

退
院
後
の
社
会
参
加
の
見
込
み
： 

説
明
者
署
名
： 

 本
人
・家

族
へ
の
説
明
： 

   
   
年

  
   
月

  
   
日

 
説
明
を
受
け
た
人
：本

人
、
家
族
（ 

 
 

 
 

 
 
） 

署
名
： 

 （リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
書
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
実
施
計
画
書
記
入
上
の
注
意
） 

１
．

 
日
常
生
活
自
立
度
の
欄
に
つ
い
て
は
、
「「
障
害
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
（寝

た
き
り
度
）判

定
基
準
」の

活
用
に
つ
い
て
」（
平
成
３
年
１

１
月
１
８
日

 
老
健
第
１
０
２
－
２
号
）厚

生
省
大
臣
官
房
老
人
保
健
福
祉
部
長
通
知
に
よ
る
ラ
ン
ク
Ｊ１
，
Ｊ２
，
Ａ
１
，
Ａ
２
，
Ｂ
１
，
Ｂ
２
，
Ｃ
１
又
は
Ｃ
２

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

２
．

 
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
の
欄
に
つ
い
て
は
、
「「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
」の

活
用
に

つ
い
て
」（
平
成
５
年

10
月

26
日

 
老
健
第

13
5
号
）厚

生
省
老
人
保
健
福
祉
局
長
通
知
に
よ
る
ラ
ン
ク
Ⅰ

,Ⅱ
a,
Ⅱ

b,
Ⅲ

a,
Ⅲ

b,
Ⅳ
又
は

M

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

３
．

 
活
動
の
欄
に
お
け
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
評
価
に
関
し
て
は
、

B
ar

th
el

 
In

de
x
に
代
え
て
Ｆ
ＩＭ

を
用
い
て
も
よ
い
。
 

 ※
 回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
を
算
定
す
る
場
合
は
、
「栄

養
」欄

も
必
ず
記
入
の
こ
と
（本

計
画
書
上
段
に
管
理
栄
養
士
の
氏

名
も
記
入
） 

（ ）（ ） 11351134



退
院

後
の

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計

画
（
種

類
・
頻

度
・
期

間
）
：

退
院

後
の

社
会

参
加

の
見

込
み

：

本
人

・
家

族
へ

の
説

明
　
　
年

　
　
月

　
　
　
日

説
明

を
受

け
た
人

：
本

人
・
家

族
（
　
　
　
　
　
）

署
名

説
明

者
：

署
名

※
　
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
入

院
料

１
を
算

定
す
る
場

合
は

「
栄

養
」
欄

も
必

ず
記

入
の

こ
と
（
本

計
画

書
上

段
に
管

理
栄

養
士

の
氏

名
も
記

入
）

職
業

□
あ

り
（
仕

事
内

容
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

な
し

家
庭

内
役

割
：

余
暇

（
趣

味
な

ど
）
：

そ
の

他
：

□
抑

う
つ

気
分

□
興

味
・
喜

び
の

著
し

い
減

退
□

食
欲

の
障

害
□

睡
眠

の
障

害
□

焦
燥

又
は

抑
止

□
易

疲
労

感
又

は
気

力
の

減
退

□
無

価
値

感
又

は
自

責
感

□
集

中
力

低
下

又
は

決
断

困
難

□
希

死
念

慮
そ

の
他

：
同

居
家

族
：

自
宅

改
造

：
福

祉
機

器
□

要
□

不
要

家
屋

：
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
□

要
□

不
要

そ
の

他
：

そ
の

他
：

２
週

間
後

の
目

標
：

本
人

の
希

望
：

家
族

の
希

望
：

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

治
療

方
針

：

退
院

時
の

目
標

と
見

込
み

時
期

：

栄 養 ※ 心 理 環 境

身
長

#
1
：
（
　

　
　

　
　

）
c
m

，
体

重
：
（
　

　
　

　
　

）
kg

B
M

I#
1
：
（
　

　
　

　
　

）
kg

/
m

2
　

#
1
  

身
長

測
定

が
困

難
な

場
合

は
省

略
可

栄
養

補
給

方
法

（
複

数
選

択
可

）
：

　
　

□
経

口
（
□

食
事

　
□

補
助

食
品

）
　

　
□

経
管

栄
養

　
　

□
静

脈
栄

養
（
□

末
梢

　
□

中
心

）
嚥

下
調

整
食

の
必

要
性

：
　

　
□

無
　

　
□

有
（
学

会
分

類
コ

ー
ド

：
　

　
　

　
　

　
　

）
栄

養
状

態
：
　

□
問

題
な

し
　

　
□

低
栄

養
　

　
□

低
栄

養
リ

ス
ク

　
　

　
　

　
　

  
  
□

過
栄

養
  
　

　
□

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
「
問

題
な

し
」
以

外
に

該
当

し
た

場
合

、
以

下
も

記
入

】
必

要
栄

養
量

：
　

（
　

　
　

　
　

　
）
kc

al
，

た
ん

ぱ
く
質

（
　

　
　

　
　

　
）

g 総
摂

取
栄

養
量

#
2
（
経

口
・
経

管
・
静

脈
全

て
含

む
）
：

　
　

　
（
　

　
　

　
　

　
）
kc

al
，

た
ん

ぱ
く
質

（
　

  
　

 　
　

）
g

  
#
2
  

入
院

直
後

等
で

不
明

の
場

合
は

総
提

供
栄

養
量

で
も

可

評
価

項
目

・
内

容
（
具

体
的

内
容

を
記

載
）

具
体

的
ア

プ
ロ

ー
チ

参 加

（ ）（ ） 11351134



□
当

院
に

て
　

□
自

宅
に

て
　

□
他

施
設

に
て

（
　

　
）

今
後

の
検

査
・

期
間

等
に

つ
い

て

説
明

日
：

令
和

・
西

暦
　

　
　

年
　

 　
月

　
　

日
本

人
・

家
族

氏
名

医
師

：
　

　
　

理
学

療
法

士
：

看
護

師
：

　
　

他
職

種
（

　
  

  
  

  
　

　
）

：

参
加

　

　
・

職
種

/
業

務
内

容
/
通

勤
方

法
等

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

・
余

暇
・

社
会

活
動

等
 （

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
）

具
体

的
目

標
と

そ
の

ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｰ
ﾁ
：

活
動

・
A

D
L

  
□

車
椅

子
【

自
立

・
他

人
操

作
】

 □
介

助
歩

行
　

□
杖

歩
行

　
□

屋
内

歩
行

  
□

屋
外

歩
行

  
  

□
階

段
昇

降
　

□
他

（
）

・
入

浴
  

□
入

浴
 □

半
身

浴
 □

シ
ャ

ワ
ー

浴
 □

他
（

）
・

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
　　

□
問

題
な

し
　

□
問

題
あ

り
（

）
・

他
（

　
 

）
具

体
的

目
標

と
そ

の
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｰ
ﾁ
：

環
境

□
独

居
  

□
同

居
（

 　
  

  
 　

　
　

　
 　

　
　

  
  

  
　

　
　

　
　

）
、

家
族

の
協

力
体

制
【

あ
り

・
困

難
】

□
一

戸
建

【
平

屋
・

2
階

以
上

】
 □

集
合

住
宅

:　
  

　
階

居
住

、
 エ

レ
ベ

ー
タ

ー
【

あ
り

・
な

し
】

　
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

具
体

的
目

標
と

そ
の

ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｰ
ﾁ
：

自
宅

改
造

/
福

祉
機

器
【

要
・

不
要

】
　

介
護

保
険

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
【

要
・

不
要

】

心
理

　
・

自
身

の
病

気
に

対
す

る
不

安
  

□
な

し
 □

あ
り

（
具

体
的

に
：

）
・

日
常

社
会

活
動

に
対

す
る

不
安

  
□

な
し

 □
あ

り
（

具
体

的
に

：
　

）
・

睡
眠

　
□

良
好

 □
不

良
【

入
眠

障
害

・
中

途
覚

醒
・

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

・
食

欲
　

□
良

好
 □

減
退

具
体

的
目

標
と

そ
の

ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｰ
ﾁ
：

第
三

者
の

不
利

（
発

病
に

よ
る

家
族

の
社

会
生

活
変

化
や

健
康

/
心

理
問

題
の

発
生

）
□

な
し

　
□

あ
り

（
具

体
的

に
：

）
具

体
的

目
標

と
そ

の
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｰ
ﾁ
：

家
族

の
役

割
/
社

会
活

動
変

化
の

必
要

性
の

有
無

再
発

予
防

・
健

康
維

持
・

回
復

の
た

め
の

目
標

　
□

病
気

の
理

解
 □

体
力

向
上

 □
食

事
管

理
 □

内
服

管
理

 □
運

動
習

慣
の

獲
得

 □
禁

煙
 □

他
（

  
  

 
）

　 再
発

防
止

に
対

す
る

理
解

と
支

援
・

指
導

の
必

要
性

『
自

己
検

脈
』

　
　

　
　

　
　

　
　

□
で

き
る

　
　

　
　

□
要

指
導

『
家

庭
血

圧
・

体
重

測
定

』
　

　
　

□
実

施
し

て
い

る
　

□
要

支
援

『
自

分
に

合
っ

た
運

動
』

　
　

　
　

□
理

解
し

て
い

る
　

□
実

践
し

て
い

る
　

□
要

支
援

『
適

切
な

食
事

・
摂

取
量

』
　

　
　

□
理

解
し

て
い

る
　

□
実

践
し

て
い

る
　

□
要

支
援

『
正

し
い

服
薬

』
  

  
  

  
  

  
　

　
　

□
理

解
し

て
い

る
  

 □
服

薬
忘

れ
な

し
  

 □
要

支
援

『
薬

の
管

理
』

　
　

　
　

　
　

　
　

□
自

分
  

□
家

族
（

 　
　

　
　

　
  

　
）

 □
他

人
（

  
  

  
　

　
  

）

□
無

職
 □

家
事

 □
休

職
中

 □
発

症
後

退
職

 □
退

職
予

定
□

転
職

 □
転

職
予

定
 □

配
置

転
換

  
□

現
職

復
帰

(別
紙

様
式

2
3

の
４

)

ID
患

者
氏

名
男

 ・
 女

生
年

月
日

（
明

・
大

・
昭

・
平

・
令

・
西

暦
）

　
　

　
　

年
　

 　
　

月
　

　
　

日
　

　
  
　

歳

診
断

名
：

発
症

日
：

　
　

 　
　

(頃
)・

手
術

日
：

治
療

内
容

(術
式

)：

合
併

症
：

冠
危

険
因

子
(既

往
)：

□
高

血
圧

症
 □

脂
質

異
常

症
 □

糖
尿

病
 □

肥
満

 □
高

尿
酸

血
症

 □
家

族
歴

 □
喫

煙

□
慢

性
腎

臓
病

（
C

K
D

）
□

狭
心

症
 □

陳
旧

性
心

筋
梗

塞
 □

他
（

 　
）

　
 　

　
  

  
  

  
  

  
  

　
標

準
体

重
　

　
　

　
　

k
g
：

現
在

の
体

重
k
g
：

B
M

I(
1

8
.5

～
2

5
.9

)
　

k
g
/
m

2

目
標

血
圧

／
  

  
  

  
 m

m
H

g
  

現
在

の
血

圧
(又

は
家

庭
血

圧
) 

  
  

  
  

  
／

　
　

  
  

  
  

m
m

H
g

血
液

検
査

結
果

□
H

b
A

1
c
　

　
　

　
　

  
  

  
 

%
□

L
D

L
-
C

　
　

　
　

　
m

g
/
d

l

□
H

D
L
-
C

  
  

  
 

m
g
/
d

l
□

中
性

脂
肪

m
g
/
d

l

□
他

（
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

　
　

　
　

）

心
機

能
　

　
□

左
室

駆
出

率
（

E
F
）

【
正

常
・

低
下

】
%

　
　

□
他

（
  

　
　

　
　

　
　

　
  

　
　

　
　

　
）

身
体

機
能

：

　
□

関
節

可
動

域
制

限
（

部
位

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

疼
痛

（
部

位
：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
□

筋
力

低
下

（
部

位
：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

バ
ラ

ン
ス

障
害

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
 □

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

栄
養

※

□
経

口
（

□
食

事
　

□
補

助
食

品
）

嚥
下

調
整

食
の

必
要

性
：

　
□

無
　

□
有

（
学

会
分

類
コ

ー
ド

：
　

　
　

　
　

）

栄
養

状
態

：
□

問
題

な
し

　
□

低
栄

養
　

□
低

栄
養

リ
ス

ク
　

□
過

栄
養

　
□

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
）

【
「

問
題

な
し

」
以

外
に

該
当

し
た

場
合

、
以

下
も

記
入

】

必
要

栄
養

量
：

　
（

　
　

　
　

）
k
c
a
l，

た
ん

ぱ
く

質
（

　
　

　
　

）
g

（
　

　
　

　
）

k
c
a
l，

た
ん

ぱ
く

質
（

　
 　

　
）

g

運
動

負
荷

試
験

結
果

（
運

動
処

方
）

　
運

動
耐

容
能

【
良

好
・

低
下

】
（

健
常

人
の

　
　

　
　

　
　

 %
：

　
　

　
　

　
　

M
E

T
ｓ

）

　
運

動
処

方
（

脈
拍

・
血

圧
）

：
　

　
  

 　
　

　
　

b
p

m
  

 　
　

　
  

  
 ／

  
  

  
  

  
  

m
m

H
g

自
転

車
　

　
W

分
回

/
週

歩
行

　
　

　
　

　
　

　
k
m

/
h

分
回

/
週

他
注

意
事

項
：

今
後

の
運

動
療

法
継

続
に

つ
い

て

　
　

※
　

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

を
算

定
す

る
場

合
は

必
ず

記
入

の
こ

と
（

担
当

者
一

覧
に

管
理

栄
養

士
の

氏
名

も
記

入
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
総

合
実

施
計

画
書

評
価

日
：

令
和

・
西

暦
　

　
　

　
　

　
年

　
 　

　
 　

月
　

　
　

  
　

日
（

　
　

　
回

目
・

　
　

ヶ
月

目
）

栄
養

補
給

方
法

：
（

複
数

選
択

可
）

□
経

管
栄

養
　

□
静

脈
栄

養
（

□
末

梢
　

□
中

心
）

総
摂

取
栄

養
量

#
：

（
経

口
・

経
管

・
静

脈
全

て
含

む
）

 　
#

 入
院

直
後

等
で

不
明

の
場

合
は

総
提

供
栄

養
量

で
も

可

（ ）（ ） 11371136



別
紙
様
式

2
3
の
５
 

目
標
設
定
等
支
援
・
管
理
シ
ー
ト
 

作
成
日
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

説
明
・
交
付
日
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

患
者
氏
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生
年
月
日
：
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 １
．
発
症
か
ら
の
経
過
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
開
始
日
：
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
）
 

     ２
．
Ａ
Ｄ
Ｌ
評
価
（
B
a
r
t
h
e
l
 
I
n
d
e
x
ま
た
は

F
I
M
に
よ
る
評
価
）
（
リ
ハ
ビ
リ
開
始
時
及
び
現
時
点
）
 

(
B
a
r
t
h
e
l
 
I
n
d
e
x
の
場
合
)
 

 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
開
始
時
点
 

現
時
点
 

自
立
 

一
部
介
助
 

全
介
助
 

自
立
 

一
部
介
助
 

全
介
助
 

食
事
 

1
0
 

5
 

0
 

1
0
 

5
 

0
 

移
乗
 

1
5
 

1
0
 
5 

0
 

1
5
 

1
0
 
5 

0
 

整
容
 

5
 

0
 

0
 

5
 

0
 

0
 

ト
イ
レ
動
作
 

1
0
 

5
 

0
 

1
0
 

5
 

0
 

入
浴
 

5
 

0
 

0
 

5
 

0
 

0
 

平
地
歩
行
 

1
5
 

1
0
 
5 

0
 

1
5
 

1
0
 
5 

0
 

階
段
 

1
0
 

5
 

0
 

1
0
 

5
 

0
 

更
衣
 

1
0
 

5
 

0
 

1
0
 

5
 

0
 

排
便
管
理
 

1
0
 

5
 

0
 

1
0
 

5
 

0
 

排
尿
管
理
 

1
0
 

5
 

0
 

1
0
 

5
 

0
 

合
計
(
0-
1
00

点
) 

 
 
 
 
 
 
 
 
点
 

合
計
(
0-
1
00

点
) 

 
 
 
 
 
 
 
 
点
 

 
F
I
M
に
よ
る
評
価
の
場
合
 

大
項
目
 

中
項
目
 

小
項
目
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
 

開
始
時
点
 

現
時
点
 

得
点
 

得
点
 

運
動
 

セ
ル
フ
 

ケ
ア
 

食
事
 

 
 

整
容
 

 
 

清
拭
・
入
浴
 

 
 

更
衣
（
上
半
身
）
 

 
 

更
衣
（
下
半
身
）
 

 
 

ト
イ
レ
 

 
 

排
泄
 

排
尿
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 

 
 

排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 

 
 

移
乗
 

ベ
ッ
ド
、
椅
子
、
車
椅
子
 

 
 

ト
イ
レ
 

 
 

浴
槽
・
シ
ャ
ワ
ー
 

 
 

移
動
 

歩
行
・
車
椅
子
 

 
 

階
段
 

 
 

小
計
 

 
 

認
知
 

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
 

理
解
 

 
 

表
出
 

 
 

社
会
認
識
 

社
会
交
流
 

 
 

問
題
解
決
 

 
 

記
憶
 

 
 

小
計
 

 
 

合
計
 

 
 

『
タ

バ
コ

』
　

　
　

　
　

　
  

  
  

  
 □

禁
煙

  
□

受
動

喫
煙

  
□

喫
煙

（
　

  
  

  
  

  
  

本
）

□
要

支
援

『
症

状
出

現
時

の
対

処
法

』
  

  
  

  
 □

理
解

し
て

い
る

　
□

要
指

導
 他

『
　

　
　

　
　

　
　

  
』

  
  

  
  

 □
（

　
　

　
　

　
）

□
（

　
　

　
　

　
）

□
（

　
　

　
　

　
）

本
人

・
家

族
の

希
望

（ ）（ ） 11371136



[
記

載
上

の
注

意
]
 

１
．

本
シ

ー
ト

の
交

付
、

説
明

は
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
計

画
書

又
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
総

合
実

施
計

画
書

の
交

付
、

説
明

と
一

体
と

し
て

行
っ

て
差

し
支

え
な

い
。

 

 ２
．
「

今
後

の
見

通
し

」
に

つ
い

て
、

必
要

な
場

合
は

、
「

今
後

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
順

調
に

進
ん

だ
場

合
」

等
の

前
提

を
お

き
、

場
合

分
け

ご
と

に
記

載
し

て
も

よ
い

。
 

 ３
．「

現
在

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
」
は

、
医

師
及

び
そ

の
他

の
従

事
者

が
記

載
し

た
後

、
本

シ

ー
ト

の
説

明
を

通
じ

て
患

者
又

は
家

族
等

と
面

談
し

、
患

者
の

価
値

観
等

を
踏

ま
え

て
よ

り
よ

い
目

標

設
定

が
で

き
る

と
考

え
た

場
合

は
、

赤
字

で
追

加
、

修
正

す
る

等
し

て
よ

い
。

 

３
．

現
在

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

目
標

と
し

て
い

る
も

の
、

及
び

現
在

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
内

容
と

の
関

連
 

 
 

 
目
標
と
し
て
い
る
も
の
 

関
連
す
る
現
在
の
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
 

心
身

機
能

 

    

  

 
 

 

活
動

 

    

 

 
 

 

社
会

参
加

 

    

 

 ４
．

今
後

の
心

身
機

能
、

活
動

及
び

社
会

参
加

に
関

す
る

見
通

し
 

・
医

師
の

説
明

の
内

容
 

   ・
患

者
の

受
け

止
め

 

   

 ５
．

介
護

保
険

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
利

用
の

見
通

し
（

あ
り

・
な

し
）

 

 
 

介
護

保
険

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

等
の

紹
介

の
必

要
性

（
あ

り
・

な
し

）
 

 
 

紹
介

し
た

事
業

所
名

 

事
業

所
名

 
連

絡
方

法
 

備
考

（
事

業
所

の
特

徴
等

）
 

  

 
 

  

 
 

  

 
 

 説
明

医
師

署
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

患
者

又
は

家
族

等
署

名
：
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（
別

紙
様

式
2
5
）

１
　

前
年

の
１

月
か

ら
１

２
月

ま
で

の
酸

素
の

購
入

実
績

購
入

容
積

（
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
）

購
入

対
価

（
円

）
購

入
容

積
（

ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
）

購
入

対
価

（
円

）
購

入
容

積
（

ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
）

購
入

対
価

（
円

）
購

入
容

積
（

ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
）

購
入

対
価

（
円

）

年
１

月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月

１
１

月

１
２

月

計

単
価

２
　

前
年

１
年

間
に

お
い

て
酸

素
の

購
入

実
績

が
な

い
場

合
（

当
該

診
療

月
前

の
酸

素
の

購
入

実
績

）

購
入

容
積

（
ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
）

購
入

対
価

（
円

）
購

入
容

積
（

ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
）

購
入

対
価

（
円

）
購

入
容

積
（

ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
）

購
入

対
価

（
円

）
購

入
容

積
（

ﾘ
ｯ
ﾄ
ﾙ
）

購
入

対
価

（
円

）

年
　

月

単
価

３
　

そ
の

他

上
記

の
と

お
り

届
出

し
ま

す
。

　
　

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

所
在

地
名

　
称

開
設

者
印

［
記

載
上

の
注

意
事

項
］

　
１

　
届

出
は

、
当

該
前

年
の

１
月

１
日

か
ら

１
２

月
３

１
日

ま
で

の
間

に
購

入
し

た
す

べ
て

の
酸

素
に

つ
い

て
記

載
す

る
こ

と
。

　
２

　
対

価
は

、
実

際
に

購
入

し
た

価
格

（
消

費
税

を
含

む
。

）
を

記
載

す
る

こ
と

。
 
 
 
 
 
 
な

お
、

平
成

3
0
年

１
月

１
日

か
ら

令
和

元
年

９
月

3
0
日

ま
で

の
間

に
医

療
機

関
が

購
入

し
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

当
該

対
価

　
　

　
に

1
0
8
分

の
1
1
0
を

乗
じ

て
得

た
額

の
１

円
未

満
の

端
数

を
四

捨
五

入
し

た
額

と
す

る
。

酸
素

の
購

入
価

格
に

関
す

る
届

出
書

（
　

　
　

年
度

）

購
入

年
月

定
置

式
液

化
酸

素
貯

槽
（

Ｃ
Ｅ

）
可

搬
式

液
化

酸
素

容
器

（
L
G
C
）

大
型

ボ
ン

ベ
（

3
,
0
0
0
L
超

）
小

型
ボ

ン
ベ

（
3
,
0
0
0
L
以

下
）

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
殿

大
型

ボ
ン

ベ
（

3
,
0
0
0
L
超

）

購
入

業
者

名
種

類
（

液
化

酸
素

、
ボ

ン
ベ

）

保
険

医
療

機
関

　
　

　

購
入

年
月

医
療

機
関

コ
ー

ド

定
置

式
液

化
酸

素
貯

槽
（

Ｃ
Ｅ

）
可

搬
式

液
化

酸
素

容
器

（
L
G
C
）

小
型

ボ
ン

ベ
（

3
,
0
0
0
L
以

下
）

（
別
紙
様
式
2
4
）

（
精

神
科

）
退

院
療

養
計

画
書

（
患
者
氏
名
）

殿

年
月

日

病
棟
（
病
室
）

主
治
医
以
外
の
担
当
者
名

予
想
さ
れ
る
退
院
日

退
院
後
の
治
療
計
画

退
院
後
の
療
養

上
の

留
意

点

退
院
後
必
要
と
な
る

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

そ
の

他

注
）

退
院
日
等
は
、
現
時
点
で
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
主
治
医
氏
名
）

印

（ ）（ ） 11391138



診
療

年
月

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月

患
者

名
男

・
女

入
院

日
　

　
　

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

生
年

月
日

明
・
大

・
昭

・
平

・
令

　
　

年
　

　
月

　
　

日

　
　

（
　

　
　

）
　

歳

退
院

日
（
既

に
退

院
し

て
い

る
場

合
）

　
　

　
　

　
　

年
　

　
月

　
　

日

  
  
  
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

ア
　

脳
卒

中
の

後
遺

症
　

　
イ

　
認

知
症

  
  
  
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

ウ
　

そ
の

他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

入
院

前
の

状
況

(当
て

は
ま

る
も

の
全

て
に

○
を

つ
け

る
)

治
療

の
経

過
及

び
治

療
が

長
期

化
し

た
理

由

　
キ

　
酸

素
投

与

現
在

の
医

学
的

な
状

態

退
院

支
援

を
主

に
担

う
者

（
当

て
は

ま
る

も
の

全
て

に
○

を
つ

け
る

）

退
院

後
に

利
用

が
予

想
さ

れ
る

社
会

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等

予
想

さ
れ

る
退

院
先

（
医

療
機

関
名

）
　

（
退

院
支

援
計

画
担

当
者

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

印

一
人

暮
ら

し
　

・
　

同
居

家
族

あ
り

　
（
両

親
　

・
　

配
偶

者
　

・
　

子
　

・
　

そ
の

他
）
　

・
　

施
設

等
同

居
し

て
い

な
い

が
家

族
あ

り
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
イ

　
経

管
栄

養
　

→
　

手
法

：
　

胃
ろ

う
　

・
　

鼻
腔

栄
養

　
ウ

　
中

心
静

脈
栄

養

　
エ

　
気

管
切

開
又

は
気

管
内

挿
管

　
オ

　
褥

瘡
に

対
す

る
処

置
　

→
　

褥
瘡

が
で

き
て

か
ら

の
期

間
　

　
（
　

　
　

　
　

　
）
日

９
０

日
を

超
え

て
一

般
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

に
関

す
る

退
院

支
援

状
況

報
告

書

　
ア

　
自

宅
　

イ
　

有
料

老
人

ホ
ー

ム
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

の
施

設
　

ウ
　

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
、

介
護

老
人

保
健

施
設

等
の

介
護

施
設

又
は

障
害

者
施

設
　

エ
　

療
養

病
床

等
の

長
期

療
養

型
医

療
施

設
　

オ
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
安

定
　

・
　

変
動

は
あ

る
が

概
ね

安
定

　
・
　

変
動

が
大

き
い

　
・
全

く
安

定
し

て
い

な
い

具
体

的
内

容
：

ア
　

担
当

医
　

　
イ

　
退

院
支

援
専

任
の

医
師

　
　

ウ
　

病
棟

看
護

職
員

エ
　

退
院

支
援

に
専

任
の

看
護

職
員

　
　

オ
　

社
会

福
祉

士
　

　
カ

　
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

入
院

の
契

機
と

な
っ

た
傷

病
名

　
カ

　
そ

の
他

の
創

傷
処

置

　
ク

　
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

日
常

的
に

行
わ

れ
て

い
る

医
療

行
為

そ
の

他
特

記
す

べ
き

病
状

等

治
療

を
長

期
化

さ
せ

る
原

因
と

な
っ

た
傷

病
名

　
　

　
　

  
・
他

の
病

院
へ

の
転

院
が

適
切

と
考

え
ら

れ
る

が
受

け
入

れ
先

が
な

い

　
ア

　
喀

痰
吸

引
　

→
　

１
日

　
（
　

　
　

）
回

　
ア

　
患

者
の

医
学

的
状

態
が

安
定

し
な

い
　

イ
　

医
療

的
状

態
は

安
定

し
て

お
り

退
院

が
可

能

　
　

　
　

  
・
今

後
の

療
養

に
関

す
る

患
者

・
家

族
の

希
望

が
決

定
し

て
い

な
い

　
　

　
　

  
・
退

院
に

当
た

っ
て

導
入

す
る

介
護

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

調
整

が
で

き
て

い
な

い

　
　

　
　

  
・
自

宅
の

受
け

入
れ

状
況

の
調

整
中

の
た

め

　
　

　
　

  
・
介

護
施

設
等

に
受

け
入

れ
が

決
定

し
て

い
る

が
、

日
程

が
未

定
の

た
め

　
　

　
　

  
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

看
護

職
員

に
よ

る
看

護
提

供
の

状
況

　
ア

　
 定

時
の

観
察

の
み

で
対

応

　
イ

　
定

時
以

外
に

１
日

１
回

～
数

回
の

観
察

お
よ

び
処

遇
が

必
要

　
ウ

　
頻

回
の

観
察

お
よ

び
処

遇
が

必
要

　
エ

　
２

４
時

間
観

察
お

よ
び

処
遇

が
必

要
  
　

　
　

 理
由

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
　

　
　

  
・
今

後
の

療
養

に
関

す
る

本
人

の
希

望
と

家
族

の
希

望
が

一
致

し
な

い
た

め

　
　

　
　

  
・
介

護
施

設
、

福
祉

施
設

等
へ

の
入

所
が

適
切

と
考

え
ら

れ
る

が
受

け
入

れ
先

が
な

い

退
院

に
係

る
問

題
点

、
課

題
等

退
院

へ
向

け
た

支
援

の
概

要

　
　

　
 a

　
退

院
の

日
程

は
決

定
し

て
お

り
、

退
院

待
ち

の
状

態

　
　

　
 ｂ

　
退

院
先

は
決

定
し

て
い

る
が

、
退

院
の

日
程

が
決

定
し

て
い

な
い

　
　

　
 ｃ

　
退

院
先

も
退

院
日

程
も

決
定

し
て

い
な

い

　
　

　
　

  
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
　

　
　

  
・
適

切
な

退
院

先
が

わ
か

ら
な

い

厚
生

（
支

）
局

長
殿

（
別

紙
様

式
2
7
）

（
別

紙
様

式
２
６
）

年
月

日

主
治

医
氏

名

１
.
輸
血
の
種
類
（
自
己

血
輸
血
を
含
む
。
）
と

＊

使
用
量
等

２
.
輸
血
の
必
要
性
及
び
輸

血
を
行
わ
な
い
場
合
の
危

険
性
等

３
．
輸
血
の
副
作
用
等

４
.
輸
血
に
当
た
り
必
要
と

さ
れ
る
感
染
症
検
査
及
び

患
者
血
液
の
保
管

５
.
そ
の
他
留
意
点
（
副
作

用
・
感
染
症
救
済
制
度

等
）

＊
自
己
血
輸
血
を
実
施
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
。

私
は
、
現
在
の
疾
病
の
診
療
に
関
し
て
、
上
記
の
説
明
を
受
け
、
質
問

す
る
機
会
が
あ
り
、
十
分
に
理
解
し
た
上
で
輸
血
を
受
け
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
患
者
氏
名
）

印

（
家
族
等
氏
名
）

印

（
患
者
と
の
続
柄
：

）

※
患
者
の
署
名
が
あ
る
場
合
に
は
家
族
等
の
署
名
は
不
要

（ ）（ ） 11411140



（
別

紙
様

式
2
9
）

作
成

日
年

　
　

　
月

　
　

　
日

性
別

生
年

月
日

精
神

症
状

抑
う

つ
せ

ん
妄

幻
覚

・
妄

想
興

奮
自

殺
念

慮
睡

眠
障

害
不

眠
傾

眠
問

題
行

動
徘

徊
暴

力
行

為
安

静
保

持
困

難
意

識
障

害

【
重

症
度

評
価

】
軽

症
：
入

院
治

療
継

続
に

支
障

が
な

い
中

等
症

：
入

院
治

療
継

続
に

支
障

が
で

て
い

る

重
症

：
入

院
治

療
継

続
が

困
難

で
あ

る

精
神

機
能

の
全

体
的

評
価

（
Ｇ

Ａ
Ｆ

）
尺

度
身

体
活

動
状

態
全

般
□

問
題

な
し

□
軽

度
の

症
状

が
あ

る
も

、
日

常
生

活
動

作
は

自
立

□
時

に
介

助
が

必
要

、
１

日
の

半
分

以
上

は
起

き
て

い
る

□
し

ば
し

ば
介

助
が

必
要

、
１

日
の

半
分

以
上

臥
床

し
て

い
る

□
常

に
介

助
が

必
要

、
終

日
臥

床
し

て
い

る
歩

行
排

泄
食

事
入

浴

重
症

度

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症
　

　
　

□
な

し
　

　
　

□
軽

症
　

　
　

　
□

中
等

症
　

　
　

　
□

重
症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

（
ふ

 り
 が

 な
）

ＩＤ
：

氏
名

（
男

・
女

）
病

棟
：

１
）

２
）

１
）

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

２
）

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

＜
現

症
＞

【
重

症
度

】
不

安
・
焦

燥
　

　
　

□
な

し
　

　
　

□
軽

症
　

　
　

　
□

中
等

症
　

　
　

　
□

重
症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

具
体

的
な

状
況

チ
ー

ム
で

の
対

応
方

法

□
問

題
な

し
　

　
　

□
要

介
助

　
　

　
　

□
不

可
　

　
□

問
題

な
し

　
　

　
□

要
介

助
　

　
　

　
□

不
可

　
　

明
・
大

・
昭

・
平

・
令

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

（
　

　
　

歳
）

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

診
断

（
身

体
疾

患
）

診
断

（
精

神
疾

患
）

認
知

機
能

障
害

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

＜
そ

の
他

の
状

態
＞

□
問

題
な

し
　

　
　

□
要

介
助

　
　

　
　

□
不

可
　

　（
０

－
１

０
０

）

□
問

題
な

し
　

　
　

□
要

介
助

　
 　

　
 □

ポ
ー

タ
ブ

ル
　

実
施

要
件

□
　

せ
ん

妄
又

は
抑

う
つ

を
有

す
る

□
　

自
殺

企
図

で
入

院

□
　

精
神

疾
患

を
有

す
る

□
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

[　
　

　
　

　
　

　
　

　
]

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

□
最

重
症

　
　

精
神

症
状

を
伴

い
、

一
般

病
棟

で
は

治
療

継
続

で
き

な
い

・
精

神
科

病
棟

で
の

治
療

を
検

討

□
重

症
精

神
症

状
を

伴
い

、
入

院
治

療
の

継
続

が
困

難
で

あ
る

・
チ

ー
ム

回
診

で
の

フ
ォ

ロ
ー

　
＋

　
頻

回
の

診
療

・
精

神
科

専
門

医
療

の
提

供
(精

神
療

法
、

薬
物

療
法

等
）

□
中

等
症

精
神

症
状

を
伴

い
、

入
院

治
療

に
影

響
が

で
て

い
る

・
チ

ー
ム

回
診

で
の

フ
ォ

ロ
ー

　
＋

　
適

宜
診

療
・
精

神
科

専
門

医
療

の
提

供
(精

神
療

法
、

薬
物

療
法

等
）

そ
の

他
（
具

体
的

に
）

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
　

　
　

□
な

し
　

　
　

□
軽

症
　

　
　

　
□

中
等

症
　

　
　

　
□

重
症

□
軽

症
精

神
症

状
を

伴
っ

て
い

る
・
チ

ー
ム

回
診

で
の

フ
ォ

ロ
ー

　
　

　
　

＜
総

合
評

価
と

今
後

の
方

針
＞

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

治
療

評
価

書

　 ①
名

②
名

③
名

④
名

⑤
％

⑥
％

1 2

保
険
医
療
機
関
の
種
類

□
　
特
定
機
能
病
院

□
　
地
域
医
療
支
援
病
院

　
　
（
一
般
病
床
数
が
2
0
0
床
未
満
の
病
院
を
除
く
）

□
　
上
記
以
外
の
許
可
病
床
数
が
4
0
0
床
以
上
の
病
院

　
　
（
一
般
病
床
数
が
2
0
0
床
未
満
の
病
院
を
除
く
）

（
別

紙
様

式
２

８
）

　
　

　
　

初
診
料
及
び
外
来
診
療
料
の
注
２
、
注
３
に
規
定
す
る
施
設
基
準
に
係
る
報
告
書

報
告
年
月
日
：
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

区
分
の
種
類

　
 
 
　
□
　
注
２
　
　
　
　
　
　
　
 
　
□
　
注
３

［
記
載
上
の
注
意
］

・
　
「
①

」
か

ら
「
④

」
に
規

定
す
る
初

診
の

患
者

数
、
紹

介
患

者
数

、
逆

紹
介

患
者

数
、
救

急
患

者
数

は
、
特

定
機

能
病

院
に
つ
い
て
は

「
医

療
法

の
一

部
を
改

正
す
る
法

律
の

一
部

の
施

行
に
つ
い
て
(平

成
５
年

２
月

1
5
日

)(
健

政
発

第
9
8
号

)」
、
地

域
医

療
支

援
病

院
（
一

般
病

床
数

が
2
0
0
床

未
満

の
病

院
を
除

く
。
）
に
つ
い
て
は

「
医

療
法

の
一

部
を
改

正
す
る
法

律
の

施
行

に
つ
い
て
(平

成
1
0
年

５
月

1
9
日

)(
健

政
発

第
6
3
9
号

)」
で
定

め
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特

定
機

能
病

院
に
お
け
る
初

診
の

患
者

数
に
つ
い
て
は

、
「
患

者
の

傷
病

に
つ
い
て
医

学
的

に
初

診
と
い
わ

れ
る
診

療
行

為
が

あ
っ
た
患

者
の

数
（
夜

間
又

は
休

日
に
受

診
し
た
も
の

の
数

を
除

く
。
）
」
と
す
る
。
ま
た
、
地

域
医

療
支

援
病

院
に
お
け
る
初

診
の

患
者

数
に
つ
い
て
は

、
患

者
の

傷
病

に
つ
い
て
医

学
的

に
初

診
と
い
わ

れ
る
診

療
行

為
が

あ
っ

た
患

者
の

数
（
地

方
公

共
団

体
又

は
医

療
機

関
に
所

属
す
る
救

急
自

動
車

に
よ
り
搬

送
さ
れ

た
患

者
、
当

該
地

域
医

療
支

援
病

院
が

法
第

3
0
条

の
４
に
基

づ
い
て
作

成
さ
れ

た
医

療
計

画
に
お
い
て
位

置
づ
け
ら
れ

た
救

急
医

療
事

業
を
行

う
場

合
に
あ
っ
て
は

、
当

該
救

急
医

療
事

業
に
お
い
て
休

日
又

は
夜

間
に
受

診
し
た
救

急
患

者
の

数
を
除

く
。
）

と
す
る
。

・
保

険
医

療
機

関
の

種
類

が
「
上

記
以

外
の

許
可

病
床

数
が

4
0
0
床

以
上

の
病

院
（
一

般
病

床
数

が
2
0
0
床

未
満

の
病

院
を
除

く
）
」
の

場
合

は
、
「
地

域
医

療
支

援
病

院
（
一

般
病

床
数

が
2
0
0
床

未
満

の
病

院
を
除

く
。
）
の

場
合

」
に
準

じ
て
「
①

」
か

ら
「
⑥

」
ま
で
記

載
す
る
こ
と
。

　
「
①

」
～

「
④

」
の

「
期

間
」
に
つ
い
て
は

、
原

則
と
し
て
報

告
時

の
前

年
度

の
１
年

間
と
す
る
。

・
注

２
の

場
合

、
報

告
時

の
前

年
度

の
１
年

間
で
、
紹

介
率

の
実

績
が

5
0
％

未
満

か
つ
逆

紹
介

率
の

実
績

が
5
0
％

未
満

の
場

合
で
あ
っ
て
、
報

告
年

度
の

連
続

す
る
６
月

間
に
お
い
て
は

紹
介

率
の

実
績

が
5
0
％

未
満

か
つ
逆

紹
介

率
の

実
績

が
5
0
％

未
満

で
は

な
か

っ
た
場

合
に
は

、
報

告
年

度
の

連
続

す
る
６
月

間
に
つ
い
て
も
報

告
を
行

う
こ
と
。

・
注

３
の

場
合

の
紹

介
率

の
実

績
は

4
0
％

未
満

、
逆

紹
介

率
の

実
績

は
3
0
％

未
満

と
す
る
こ
と
。

　
初
診
の
患
者
数

（
期
間
：
　
　
　
年
　
　
月
　
～
　
　
　
年
　
　
月
）

　
紹
介
患
者
数

（
期
間
：
　
　
　
年
　
　
月
　
～
　
　
　
年
　
　
月
）

　
逆
紹
介
患
者
数

（
期
間
：
　
　
　
年
　
　
月
　
～
　
　
　
年
　
　
月
）

　
救
急
患
者
数

（
期
間
：
　
　
　
年
　
　
月
　
～
　
　
　
年
　
　
月
）

紹
介
率
　
＝
（
②
＋
④
）
／
①

逆
紹
介
率
＝
　
③
／
①

（ ）（ ） 11411140



（
別

紙
様

式
2
9
の

２
）

作
成

日
　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

性
別

生
年

月
日

精
神

症
状

抑
う

つ
せ

ん
妄

幻
覚

・
妄

想
興

奮
自

殺
念

慮
睡

眠
障

害
不

眠
傾

眠
問

題
行

動
徘

徊
暴

力
行

為
安

静
保

持
困

難
意

識
障

害

【
重

症
度

評
価

】
軽

症
：
入

院
治

療
継

続
に

支
障

が
な

い
中

等
症

：
入

院
治

療
継

続
に

支
障

が
で

て
い

る

重
症

：
入

院
治

療
継

続
が

困
難

で
あ

る

精
神

機
能

の
全

体
的

評
価

（
Ｇ

Ａ
Ｆ

）
尺

度

身
体

活
動

状
態

全
般

□
問

題
な

し

□
軽

度
の

症
状

が
あ

る
も

、
日

常
生

活
動

作
は

自
立

□
時

に
介

助
が

必
要

、
１

日
の

半
分

以
上

は
起

き
て

い
る

□
し

ば
し

ば
介

助
が

必
要

、
１

日
の

半
分

以
上

臥
床

し
て

い
る

□
常

に
介

助
が

必
要

、
終

日
臥

床
し

て
い

る
歩

行
排

泄
食

事
入

浴

重
症

度

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

（
０

－
１

０
０

）

□
中

等
症

精
神

症
状

を
伴

い
、

入
院

治
療

に
影

響
が

で
て

い
る

[　
　

　
　

　
　

　
　

　
]

＜
そ

の
他

の
状

態
＞

□
問

題
な

し
　

　
　

□
要

介
助

　
 　

　
 □

ポ
ー

タ
ブ

ル
　

　
□

問
題

な
し

　
　

　
□

要
介

助
　

　
　

　
□

不
可

　
　

□
問

題
な

し
　

　
　

□
要

介
助

　
　

　
　

□
不

可
　

　

・
チ

ー
ム

回
診

で
の

フ
ォ

ロ
ー

　
　

　
　

・
チ

ー
ム

回
診

で
の

フ
ォ

ロ
ー

　
＋

　
適

宜
診

療
・
精

神
科

専
門

医
療

の
提

供
(精

神
療

法
、

薬
物

療
法

等
）

□
重

症
精

神
症

状
を

伴
い

、
入

院
治

療
の

継
続

が
困

難
で

あ
る

□
最

重
症

　
　

精
神

症
状

を
伴

い
、

一
般

病
棟

で
は

治
療

継
続

で
き

な
い

＜
総

合
評

価
と

今
後

の
方

針
＞

□
軽

症
精

神
症

状
を

伴
っ

て
い

る

具
体

的
な

状
況

そ
の

他
（
具

体
的

に
）

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症
　

　
　

□
な

し
　

　
　

□
軽

症
　

　
　

　
□

中
等

症
　

　
　

　
□

重
症

□
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

実
施

要
件

認
知

機
能

障
害

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症
　

　
　

□
な

し
　

　
　

□
軽

症
　

　
　

　
□

中
等

症
　

　
　

　
□

重
症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

＜
現

症
＞

明
・
大

・
昭

・
平

・
令

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

（
　

　
　

歳
）

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

・
チ

ー
ム

回
診

で
の

フ
ォ

ロ
ー

　
＋

　
頻

回
の

診
療

・
精

神
科

専
門

医
療

の
提

供
(精

神
療

法
、

薬
物

療
法

等
）

・
精

神
科

病
棟

で
の

治
療

を
検

討

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

診
断

（
身

体
疾

患
）

診
断

（
精

神
疾

患
）

１
）

１
）

２
）

２
）

不
安

・
焦

燥

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症

□
　

せ
ん

妄
又

は
抑

う
つ

を
有

す
る

□
　

自
殺

企
図

で
入

院
□

　
精

神
疾

患
を

有
す

る

チ
ー

ム
で

の
対

応
方

法

□
問

題
な

し
　

　
　

□
要

介
助

　
　

　
　

□
不

可
　

　

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

診
療

実
施

計
画

書

（
男

・
女

）
ＩＤ

：

病
棟

：
氏

名

（
ふ

 り
 が

 な
）

【
重

症
度

】

　
　

　
□

な
し

　
　

　
□

軽
症

　
　

　
　

□
中

等
症

　
　

　
　

□
重

症
　

　
　

□
な

し
　

　
　

□
軽

症
　

　
　

　
□

中
等

症
　

　
　

　
□

重
症

そ
の

他
（
具

体
的

に
）

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

次
回

の
再

評
価

予
定

日
　

　
　

　
年

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
日

□
実

施
　

　
□

未
実

施

本
人

・
家

族
へ

の
説

明
日

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日

精
神

保
健

福
祉

士

薬
剤

師

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

看
護

師

□
な

し
 □

改
善

 □
不

変
 □

増
悪

治
療

評
価

（
Ⅱ

）

□
実

施
　

　
□

未
実

施

そ
の

他
□

実
施

　
　

□
未

実
施

治
療

評
価

（
Ⅰ

）

精
神

科
医

□
実

施
　

　
□

未
実

施

□
な

し
 □

改
善

 □
不

変
 □

増
悪

□
な

し
 □

改
善

 □
不

変
 □

増
悪

□
な

し
 □

改
善

 □
不

変
 □

増
悪

□
な

し
 □

改
善

 □
不

変
 □

増
悪

意
識

障
害

認
知

機
能

障
害

心
理

療
法

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

心
理

教
育

服
薬

指
導

治
療

評
価

（
Ⅲ

）

今
後

の
治

療
計

画

睡
眠

障
害

問
題

行
動

精
神

症
状

□
実

施
　

　
□

未
実

施

□
実

施
　

　
□

未
実

施

□
実

施
　

　
□

未
実

施

公
認

心
理

師

作
業

療
法

士

精
神

機
能

の
全

体
的

評
価

（
Ｇ

Ａ
Ｆ

）
尺

度

薬
物

療
法

作
業

療
法

□
実

施
　

　
□

未
実

施

身
体

活
動

状
態

□
な

し
 □

改
善

 □
不

変
 □

増
悪

□
な

し
 □

改
善

 □
不

変
 □

増
悪

□
な

し
 □

改
善

 □
不

変
 □

増
悪

退
院

後
も

精
神

科
医

療
（
外

来
な

ど
）

が
継

続
で

き
る

よ
う

な
調

整

主
治

医

（ ）（ ） 11431142



（
別
紙
様
式

3
0）

 

病
棟
薬
剤
業
務
日
誌
 

 

 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

病
棟
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

病
棟
専
任
の
薬
剤
師
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
 
こ
の
病
棟
に
お
け
る
こ
の
日
の
病
棟
薬
剤
業
務
の
実
施
時
間
 
 
 
 
 
 
 

   ２
 
業
務
時
間
・
業
務
内
容
・
実
施
薬
剤
師
名
 

業
務
時
間
 

業
務
内
容
 

実
施
 

薬
剤
師
名
 

業
務
時
間
 

業
務
内
容
 

実
施
 

薬
剤
師
名
 

時
間
帯
 

小
計
 

時
間
帯
 

小
計
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
 
実
施
し
た
業
務
の
内
容
を
次
の
業
務
の
番
号
か
ら
選
択
し
て
「
業
務
内
容
」
欄
へ
記
入
す
る
と
と
も
に
、
当
該
業

務
の
実
施
に
要
し
た
時
間
を
「
業
務
時
間
」
欄
へ
、
実
施
し
た
薬
剤
師
の
氏
名
を
「
実
施
薬
剤
師
名
」
欄
へ
記
入
す

る
こ
と
。
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
⑦
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
。
 

①
 
医
薬
品
の
投
薬
・
注
射
状
況
の
把
握
 

②
 
医
薬
品
の
医
薬
品
安
全
性
情
報
等
の
把
握
及
び
周
知
並
び
に
医
療
従
事
者
か
ら
の
相
談
応
需
 

③
 
入
院
時
の
持
参
薬
の

確
認
及
び
服
薬
計
画
の
提
案
 

④
 
２
種
以
上
の
薬
剤
を
同
時
に
投
与
す
る
場
合
に
お
け
る
投
与
前
の
相
互
作
用
の
確
認
 

⑤
 
患
者
等
に
対
す
る
ハ
イ
リ
ス
ク
薬
等
に
係
る
投
与
前
の
詳
細
な
説
明
 

⑥
 
薬
剤
の
投
与
に
あ
た
り
、
流
量
又
は
投
与
量
の
計
算
等
の
実
施
 

⑦
 
そ
の
他
（
業
務
内
容
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。）

 

※
 
当
該
病
棟
以
外
の
場
所
で
実
施
し
た
病
棟
薬
剤
業
務
に
つ
い
て
も
、
実
施
場
所
と
と
も
に
記
載
す
る
こ
と
。
 

 ３
 
そ
の
他
 

    

 

 
 
 
 
 
 
 

時
間
 
 

□
薬

物
療

法
□

抗
精

神
病

薬
□

抗
う

つ
薬

□
気

分
安

定
薬

□
抗

不
安

薬
□

睡
眠

薬
□

認
知

症
治

療
薬

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

心
理

療
法

□
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク

□
心

理
教

育
□

服
薬

指
導

□
作

業
療

法
□

そ
の

他
（

）

（
　

　
　

　
　

　
　

）

次
回

の
再

評
価

予
定

日
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
　

日

本
人

・
家

族
へ

の
説

明
日

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

　
日

そ
の

他
（
具

体
的

に
）

精
神

科
医

精
神

保
健

福
祉

士

薬
剤

師

睡
眠

障
害

問
題

行
動

（
　

　
　

　
  
　

　
　

　
　

　
　

）

（
　

　
　

　
 　

　
 　

　
　

　
　

）

具
体

的
ア

プ
ロ

ー
チ

短
期

目
標

不
安

・
焦

燥

抑
う

つ

現
　

　
症 興
奮

せ
ん

妄

幻
覚

・
妄

想

作
業

療
法

士

意
識

障
害

認
知

機
能

障
害

看
護

師

公
認

心
理

師

（
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
　

）

主
治

医

治
療

計
画

（
Ⅱ

）
自

殺
念

慮

精
神

症
状

□
　

せ
ん

妄
又

は
抑

う
つ

の
改

善

□
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

治
療

目
標

治
療

計
画

（
Ⅰ

）

□
　

自
殺

念
慮

の
消

失

□
　

精
神

疾
患

の
治

療
継

続
、

軽
快

（ ）（ ） 11431142



（
別

紙
様

式
3
2
）

認
知

症
療

養
計

画
書

性
別

年
齢

介
護

認
定

Ⅰ
．

症
状

Ⅱ
．

家
族

又
は

介
護

者
に

よ
る

介
護

の
状

況

Ⅲ
．

治
療

計
画

Ⅳ
．

必
要

と
考

え
ら

れ
る

医
療

連
携

や
介

護
サ

ー
ビ

ス

Ⅴ
．

緊
急

時
の

対
応

方
法

・
連

絡
先

Ⅵ
．

特
記

事
項

担
当

医
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

短
期

計
画

中
期

計
画

説
明

日
　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

認
知

障
害

（
M

M
S
E
、

H
D

S
-
R

等
）

病
名

患
者

氏
名

生
年

月
日

検
査

結
果

申
請

予
定

・
申

請
中

非
該

当
・
要

支
援

（
Ⅰ

・
Ⅱ

）
・
要

介
護

（
Ⅰ

・
Ⅱ

・
Ⅲ

・
Ⅳ

・
Ⅴ

）

認
知

障
害

生
活

障
害

行
動

・
心

理
症

状

長
期

計
画

介
護

上
特

に
問

題
と

な
る

症
状

生
活

障
害

(I
A

D
L
, 
A

D
L
)

行
動

・
心

理
症

状
(D

B
D

等
)

本
人

又
は

家
族

又
は

介
護

者
の

署
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

総
合

別
紙

様
式

3
1
 

 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

等
の

実
施

状
況

に
係

る
報

告
書

 

 

 

報
告

年
月

日
：

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

  １
 

月
14

回
以

上
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
等

を
実

施
す

る
患

者
の

割
合

 
 （

１
）

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

等
を

月
１

回
以

上
実

施
し

た
患

者
の

数
の

平
均

 
人

 

（
２

）
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
等

を
月

1
4
回

以
上

実
施

し
た

患
者

の
数

の
平

均
 

人
 

（
３

）
 

 
 

 
（

２
）

÷
（

１
）

 
 

  ２
 

精
神

科
デ

イ
・

ケ
ア

等
の

平
均

実
施

期
間

 
 精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
等

を
最

初
に

算
定

し
た

月
か

ら
 

報
告

年
の

９
月

末
ま

で
の

月
数

の
平

均
 

月
 

  ［
記

載
上

の
注

意
点

］
 

１
 

精
神

科
デ

イ
・
ケ

ア
等

と
は

、
精

神
科

シ
ョ

ー
ト
・
ケ

ア
、
精

神
科

デ
イ
・
ケ

ア
、
精

神
科

デ
イ

・

ナ
イ

ト
・

ケ
ア

及
び

精
神

科
ナ

イ
ト

・
ケ

ア
を

い
う

こ
と

。
 

２
 
「

１
」
の
（

１
）
に

つ
い

て
、
報

告
年

度
の

4
月

か
ら

9
月

の
各

月
に

つ
い

て
、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
精

神
科

デ
イ
・
ケ

ア
等

を
１

回
以

上
実

施
し

た
患

者
数

を
算

出
し

た
上

で
、
一

月
あ

た
り

の
平

均
患

者
数

を
記

入
す

る
こ

と
。

 
３

 
「

１
」
の
（

２
）
に

つ
い

て
、
報

告
年

度
の

4
月

か
ら

9
月

の
各

月
に

つ
い

て
、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
精

神
科

デ
イ

・
ケ

ア
等

を
14

回
以

上
実

施
し

た
患

者
の

数
を

求
め

た
上

で
、

一
月

あ
た

り
の

平
均

患
者

数
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

４
 
「

２
」
に

つ
い

て
、
「

１
」
（

３
）
が

0.
8
未

満
で

あ
る

場
合

に
は

、
記

載
す

る
必

要
は

な
い

こ
と

。

記
載

す
る

場
合

に
は

、
報

告
年

度
の

9
月

1
日

か
ら

9
月

30
日

に
1
回

以
上

精
神

科
デ

イ
・
ケ

ア
等

を
実

施
し

た
患

者
に

つ
い

て
、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

精
神

科
デ

イ
・
ケ

ア
等

を
最

初
に

算
定

し
た

月

か
ら

９
月

末
ま

で
の

月
数

を
算

出
し

た
上

で
、

平
均

の
月

数
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

（ ）（ ） 11451144



（
別
紙
様
式

3
3
）
 

D
I
E
P
S
S
（
薬
原
性

錐
体
外
路

症
状
評

価
尺
度
）

全
項
目

評
価
用
紙

 

  患
者
：
 

評
価
者
：
 

評
価
日
：
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
 

評
価
時
間
：
 
 
 
 
 
 
 
～
 
 

    

  

 
適

当
な

も
の
１

つ
に
丸

を
つ
け

る
。

１
 
歩
行
 
G
a
i
t
 
 

 
 

 
 

 
 

０
 
１
 
２
 
３
 
４
 

小
刻

み
な

遅
い

歩
き

方
。

速
度
の

低
下
，

歩
幅

の
減

少
，
上

肢
の

振
れ
の

減
少
，

前
屈

姿
勢

や
前
方

突
進

現
象
の

程
度

を
評

価
す
る

。
 

 

２
 
動
作
緩
慢
 
B
r
a
d
y
k
i
n
e
s
i
a
 
 

 
 

 
 

０
 
１
 
２
 
３
 
４
 

動
作

が
の

ろ
く

乏
し

い
こ

と
。
動

作
の
開

始
ま

た
は

終
了
の

遅
延

ま
た
は

困
難
。

顔
面

の
表

情
変
化

の
乏

し
さ
（

仮
面

様
顔

貌
）
や

単
調
で

緩
徐
な

話
し
方

の
程

度
も

評
価

す
る
。
 

 

３
 
流
涎
 
S
i
a
l
o
r
r
h
e
a
 
 

 
 

 
 

 
０
 
１
 
２
 
３
 
４
 

唾
液

分
泌
過

多
。
 

 ４
 
筋
強
剛
 
M
u
s
c
l
e
 
r
i
g
i
d
i
t
y
 
 

 
 

 
 

０
 
１
 
２
 
３
 
４
 

上
肢

の
屈
伸

に
対
す

る
抵
抗

。
歯
車

現
象

，
ろ

う
屈

現
象
，

鉛
管
様

強
剛
や

手
首

の
曲

が
り

具
合
の

程
度
も

評
価
す

る
。

 

 ５
 
振
戦
 
T
r
e
m
o
r
 
 

 
 

 
 

 
 

０
 
１
 
２
 
３
 
４
 

口
部

，
手
指

，
四
肢

，
躯
幹

に
認
め

ら
れ

る
反

復
的

，
規
則

的
 
( 
4
 ～

 8
 
Hz
 
) 

で
，

リ
ズ
ミ

カ
ル
な

運
動
。
 

 ６
 
ア
カ
シ
ジ
ア
 
A
k
a
t
h
i
s
i
a
 
 
 

 
 

 
 

０
 
１
 
２
 
３
 
４
 

静
座

不
能

に
対

す
る

自
覚

；
下
肢

の
ム
ズ

ム
ズ

感
，

ソ
ワ
ソ

ワ
感

，
絶
え

ず
動
い

て
い

た
い

と
い
う

衝
動

な
ど
の

内
的

不
穏

症
状

と
そ

れ
に

関
連

し
た

苦
痛

。
運

動
亢

進
症

状
 
(身

体
の

揺
り
動

か
し
，

下
肢

の
振

り
回
し

，
足

踏
み

，
足

の
組

み
換

え
，
ウ

ロ
ウ
ロ

歩
き
な

ど
)
 に

つ
い

て
も

評
価

す
る
。
 

 ７
 
ジ
ス
ト
ニ
ア
 
D
y
s
t
o
n
i
a
 
 
 

 
 

 
 

０
 
１
 
２
 
３
 
４
 

筋
緊

張
の

異
常

な
亢

進
に

よ
っ
て

引
き
起

こ
さ

れ
る

症
状
。

舌
，

頸
部
，

四
肢
，
躯

幹
な

ど
に

み
ら

れ
る

筋
肉
の

捻
転

や
つ

っ
ぱ

り
，

持
続

的
な

異
常
ポ

ジ
シ
ョ

ン
、

舌
の

突
出
捻

転
，

斜
頸
，

後
頸
，

牙
関

緊
急

，
眼
球

上
転

，
ピ
サ

症
候
群

な
ど

を
評
価

す
る
。
 

 ８
 
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
 
D
y
s
k
i
n
e
s
i
a
 
 

 
 

 
 

０
 
１
 
２
 
３
 
４
 

運
動

の
異

常
に

亢
進

し
た

状
態
。

顔
面
，

口
部

，
舌

，
顎
，

四
肢

，
躯
幹

に
み
ら

れ
る

他
覚

的
に
無

目
的

で
不
規

則
な

不
随

意
運
動

。
舞
踏

病
様
運

動
，
ア

テ
ト

ー
ゼ

様
運

動
は
含

む
が
，

振
戦
は

評
価

し
な

い
。
 

 

９
 
概
括
重
症
度
 
O
v
e
r
a
l
l
 
s
e
v
e
r
i
t
y
 
 
 

 
 

 
０
 
１
 
２
 
３
 
４
 

錐
体

外
路
症

状
全
体

の
重
症

度
。
 

コ
ー
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
 
＝
 
な
し
、
正
常
 

１
 
＝
 
ご
く
軽
度
、
不
確
実
 

２
 
＝
 
軽
度
 

３
 
＝
 
中
等
度
 

４
 
＝
 
重
度
 
 
 
 
 
 
 
 

（
別
紙
様
式

32
の
２
）

 

認
知

症
療
養

計
画
書
 

I
D
番

号
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
患
者
氏

名
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

生
年

月
日
 

 
 
 
 年

 
 
 

月
 

 
 

日
（
年

齢
 
 
 

 
歳

）
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

認
知

症
疾
患

医
療
セ
ン

タ
ー

 
 

説
明
医

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

説
明

年
月
日

 
 
 

 
 
年
 

 
 

 
月

 
 
 

 
 
日
 

か
か

り
つ

け
医

へ
伝

達
事

項
（

注
：

認
知

症
療

養
指

導
料

３
を

算
定

す
る

場
合

に
は

、
今

後
の

療
養

指
導

に
必

要
な

事
項

と
し
て

記
載
の

こ
と
）
 

●
症

状
（
認

知
機
能

障
害
／
行

動
・

心
理

症
状
）

経
過
等
,
 
生

活
状
況

等
 

   ●
身

体
合
併

症
・
身

体
機
能
障

害
，

血
液

検
査
，

神
経
画
像

検
査

，
診

断
等
 

   ●
要

介
護
認

定
の
状

況
 
（

※
該

当
に
○

を
つ
け

る
）
 

未
申
請
・
申
請
中
・
非
該

当
・
要
支
援
１
・
要
支
援
２
・
要
介
護
１
・
要
介
護
２
・
要
介
護
３
・
要
介
護
４
・
要
介
護
５
 

 ●
現

在
の
医

療
，
介

護
等
の
社

会
支

援
サ

ー
ビ
ス

，
そ
の
他

 

  ●
今

後
の
医

療
，
必

要
と
さ
れ

る
介

護
等

の
社
会

支
援
サ
ー

ビ
ス

，
そ

の
他
 

  本
人

・
家
族

へ
伝
達

事
項

 

●
診

察
結
果

（
病
状

,
身

体
合

併
症

等
）
 

   ●
今

後
の
生

活
上
の

留
意
点
,
そ

の
他
 

   説
明

を
受
け

た
方
（

本
人

ま
た

は
家

族
・
介
護

者
等
）
の
署

名
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
続

柄
（

 
 

 
 
 

 
）
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別
紙

3
6 

 抗
不

安
薬

 

オ
キ
サ
ゾ
ラ
ム

 

ク
ロ
キ
サ
ゾ
ラ
ム

 

ク
ロ
ラ
ゼ
プ
酸

二
カ
リ
ウ
ム

 

ジ
ア
ゼ
パ
ム

 

フ
ル
ジ
ア
ゼ
パ
ム

 

ブ
ロ
マ
ゼ
パ
ム

 

メ
ダ
ゼ
パ
ム

 

ロ
ラ
ゼ
パ
ム

 

ア
ル
プ
ラ
ゾ
ラ
ム

 

フ
ル
タ
ゾ
ラ
ム

 

メ
キ
サ
ゾ
ラ
ム

 

ト
フ
ィ
ソ
パ
ム

 

フ
ル
ト
プ
ラ
ゼ
パ
ム

 

ク
ロ
ル
ジ
ア
ゼ
ポ
キ
シ
ド

 

ロ
フ
ラ
ゼ
プ
酸
エ
チ
ル

 

タ
ン
ド
ス
ピ
ロ
ン
ク
エ
ン
酸
塩

 

ヒ
ド
ロ
キ
シ
ジ
ン
塩
酸

塩
 

ク
ロ
チ
ア
ゼ
パ
ム

 

ヒ
ド
ロ
キ
シ
ジ
ン
パ
モ
酸

塩
 

エ
チ
ゾ
ラ
ム

 

ガ
ン
マ
オ
リ
ザ
ノ
ー

ル
 

 睡
眠

薬
 

ブ
ロ
モ
バ
レ
リ
ル
尿
素

 

抱
水
ク
ロ
ラ
ー
ル

 

エ
ス
タ
ゾ
ラ
ム

 

フ
ル
ラ
ゼ
パ
ム
塩

酸
塩

 

ニ
ト
ラ
ゼ
パ
ム

 

ニ
メ
タ
ゼ
パ
ム

 

ハ
ロ
キ
サ
ゾ
ラ
ム

 

ト
リ
ア
ゾ
ラ
ム

 

フ
ル
ニ
ト
ラ
ゼ
パ
ム

 

ブ
ロ
チ
ゾ
ラ
ム

 

（
別
紙
様
式

34
）
 

介
護
職
員
等
喀
痰
吸
引
等
指
示
書
 

 標
記
の
件
に
つ
い
て
、
下
記
の
通
り
指
示
い
た
し
ま
す
。
 指
示
期
間
（
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
～
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）
 

事
業
者
 

事
業
者
種
別
 

 

事
業
者
名
称
 

 

対 象 者
 

氏
名
 

 
生
年
月
日
 
 
 
明
・
大
・
昭
・
平
・
令
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

（
 
 
 
歳
）
 

住
所
 

 

電
話
（
 
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 
 
 

要
介
護
認
定
区
分
 

要
支
援
（
 
１
 
２
 
）
 
要
介
護
（
 
１
 
２
 
３
 
４
 
５
 
）
 

障
害
程
度
区
分
 

区
分
１
 
 
区
分
２
 
 
区
分
３
 
 
区
分
４
 
 
区
分
５
 
 
区
分
６
 

主
た
る
疾
患
(障

害
)名

 
 

 
 

実
施
行
為
種
別
 

 
口
腔
内
の
喀
痰
吸
引
 
・
 
鼻
腔
内
の
喀
痰
吸
引
 
・
 
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
内
部
の
喀
痰
吸
引
 

胃
ろ
う
に
よ
る
経
管
栄
養
 
・
 
腸
ろ
う
に
よ
る
経
管
栄
養
 
・
 
経
鼻
経
管
栄
養
 
 

指 示 内 容
 

具
体
的
な
提
供
内
容
 

喀
痰
吸
引

（
吸
引
圧
、
吸
引
時
間
、
注
意
事
項
等
を
含
む
）
 

   経
管
栄
養

（
栄
養
剤
の
内
容
、
投
与
時
間
、
投
与
量
、
注
意
事
項
等
を
含
む
）
 

   そ
の
他
留
意
事
項
（
介
護
職
員
等
）
 

 

そ
の
他
留
意
事
項
（
看
護
職
員
）
 

 

（
参
考
）
使
用
医
療
機
器
等
 

1．
経
鼻
胃
管
 

サ
イ

ズ
：

 
 

 
 

F
r
、

種
類

：
 

2．
胃
ろ
う
・
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
 

種
類
：
ボ
タ
ン
型
・
チ
ュ
ー
ブ
型
、
サ
イ
ズ
：
 
 
 
 
 
Fr
、
 
 
 
 
cm
 

3．
吸
引
器
 

 

4．
人
工
呼
吸
器
 

機
種
：
 

5.
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
 

サ
イ

ズ
：

外
径

 
 

 
m
m
、

長
さ

 
 

 
m
m
 

6．
そ
の
他
 

 

緊
急
時
の
連
絡
先
 

不
在
時
の
対
応
法
 

※
１
．
｢事

業
者
種
別
｣欄

に
は
、
介
護
保
険
法
、
障
害
者
総
合
支
援
法
等
に
よ
る
事
業
の
種
別
を
記
載
す
る
こ
と
。
 

２
．
｢要

介
護
認
定
区
分
｣ま

た
は
｢障

害
程
度
区
分
｣欄

、
｢実

施
行
為
種
別
｣欄

、「
使
用
医
療
機
器
等
」
欄
に
つ
い
て
は
、
該
当
項
目
に
○
を
付
し
、

空
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 

上
記
の
と
お
り
、
指
示
い
た
し
ま
す
。
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

機
関
名
 

住
所
 

電
話
 

（
FA
X）

 

医
師
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○印
 

（
登
録
喀
痰
吸
引
等
（
特
定
行
為
）
事
業
者
の
長
）
 
 
殿
 

（ ）（ ） 11471146



ベ
ン
ラ
フ
ァ
キ
シ
ン
塩
酸
塩

 

ボ
ル
チ
オ
キ
セ
チ
ン
臭
化
水
素
酸
塩

 

 抗
精
神
病
薬
（
〇
印
は
非
定
型
抗
精
神
病
薬
、
△
は
持
続
性
抗
精
神
病
注
射
薬
剤
） 

＜
定
型
薬
＞

 

ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
塩
酸
塩

 

ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
リ
ン
酸
塩

 

ペ
ル
フ
ェ
ナ
ジ
ン
フ
ェ
ン
ジ
ゾ
酸
塩

 

ペ
ル
フ
ェ
ナ
ジ
ン

 

ペ
ル
フ
ェ
ナ
ジ
ン
マ
レ
イ
ン
酸
塩

 

プ
ロ
ペ
リ
シ
ア
ジ
ン

 

フ
ル
フ
ェ
ナ
ジ
ン
マ
レ
イ
ン
酸
塩

 

プ
ロ
ク
ロ
ル
ペ
ラ
ジ
ン
マ
レ
イ
ン
酸
塩

 

レ
ボ
メ
プ
ロ
マ
ジ
ン
マ
レ
イ
ン
酸
塩

 

ピ
パ
ン
ペ
ロ
ン
塩
酸
塩

 

オ
キ
シ
ペ
ル
チ
ン

 

ス
ピ
ペ
ロ
ン

 

ス
ル
ピ
リ
ド

 

ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー

ル
 

ピ
モ
ジ
ド

 

ゾ
テ
ピ
ン

 

チ
ミ
ペ
ロ
ン

 

ブ
ロ
ム
ペ
リ
ド
ー
ル

 

ク
ロ
カ
プ
ラ
ミ
ン
塩
酸
塩
水
和
物

 

ス
ル
ト
プ
リ
ド
塩
酸
塩

 

モ
サ
プ
ラ
ミ
ン
塩
酸
塩

 

ネ
モ
ナ
プ
リ
ド

 

レ
セ
ル
ピ
ン

 

△
 

ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
デ
カ
ン
酸
エ
ス
テ
ル

 

△
 

フ
ル
フ
ェ
ナ
ジ
ン
デ
カ
ン
酸
エ
ス
テ
ル

 

＜
非
定
型
薬
＞

 

〇
△

 リ
ス
ペ
リ
ド
ン

 

〇
 

ク
エ
チ
ア
ピ
ン
フ
マ
ル
酸
塩

 

〇
 

ペ
ロ
ス
ピ
ロ
ン
塩
酸
塩
水
和
物
（ペ

ロ
ス
ピ
ロ
ン
塩
酸
塩
） 

〇
 

オ
ラ
ン
ザ
ピ
ン

 

〇
△
ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
（
ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
水
和
物
） 

ロ
ル
メ
タ
ゼ
パ
ム

 

ク
ア
ゼ
パ
ム

 

ア
モ
バ
ル
ビ
タ
ー
ル

 

バ
ル
ビ
タ
ー
ル

 

フ
ェ
ノ
バ
ル
ビ
タ
ー
ル

 

フ
ェ
ノ
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
ナ
ト
リ
ウ
ム

 

ペ
ン
ト
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
カ
ル
シ
ウ
ム

 

ト
リ
ク
ロ
ホ
ス
ナ
ト
リ
ウ
ム

 

リ
ル
マ
ザ
ホ
ン
塩
酸
塩
水
和
物

 

ゾ
ピ
ク
ロ
ン

 

ゾ
ル
ピ
デ
ム
酒
石
酸
塩

 

エ
ス
ゾ
ピ
ク
ロ
ン

 

ラ
メ
ル
テ
オ
ン

 

ス
ボ
レ
キ
サ
ン
ト
 

 抗
う
つ
薬

 

ク
ロ
ミ
プ
ラ
ミ
ン
塩
酸
塩

 

ロ
フ
ェ
プ
ラ
ミ
ン
塩
酸
塩

 

ト
リ
ミ
プ
ラ
ミ
ン
マ
レ
イ
ン
酸
塩

 

イ
ミ
プ
ラ
ミ
ン
塩
酸
塩

 

ア
モ
キ
サ
ピ
ン

 

ア
ミ
ト
リ
プ
チ
リ
ン
塩
酸
塩

 

ノ
ル
ト
リ
プ
チ
リ
ン
塩
酸
塩

 

マ
プ
ロ
チ
リ
ン
塩
酸
塩

 

ペ
モ
リ
ン

 

ド
ス
レ
ピ
ン
塩
酸
塩

 

ミ
ア
ン
セ
リ
ン
塩
酸
塩

 

セ
チ
プ
チ
リ
ン
マ
レ
イ
ン
酸
塩

 

ト
ラ
ゾ
ド
ン
塩
酸
塩

 

フ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ン
マ
レ
イ
ン
酸
塩

 

ミ
ル
ナ
シ
プ
ラ
ン
塩
酸
塩

 

パ
ロ
キ
セ
チ
ン
塩
酸
塩
水
和
物

 

塩
酸
セ
ル
ト
ラ
リ
ン

 

ミ
ル
タ
ザ
ピ
ン

 

デ
ュ
ロ
キ
セ
チ
ン
塩
酸
塩

 

エ
ス
シ
タ
ロ
プ
ラ
ム
シ
ュ
ウ
酸
塩
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別
紙

36
の
２
 

抗
精

神
病

薬
一

般
名
 

ク
ロ

ル
プ

ロ
マ

ジ
ン

10
0
mg

相
当

量
 

ク
ロ

ル
プ

ロ
マ

ジ
ン

塩
酸

塩
 

1
0
0
 
m
g 

ク
ロ

ル
プ

ロ
マ

ジ
ン

フ
ェ

ノ
ー

ル
フ
タ

リ
ン

酸
塩
 

1
0
0
 
m
g 

ペ
ル

フ
ェ

ナ
ジ

ン
フ

ェ
ン

ジ
ゾ

酸
塩
 

1
0
 
m
g 

ペ
ル

フ
ェ

ナ
ジ

ン
 

1
0
 
m
g 

ペ
ル

フ
ェ

ナ
ジ

ン
マ

レ
イ

ン
酸

塩
 

1
0
 
m
g 

プ
ロ

ペ
リ

シ
ア

ジ
ン
 

2
0
 
m
g 

フ
ル

フ
ェ

ナ
ジ

ン
マ

レ
イ

ン
酸

塩
 

2
 
m
g 

プ
ロ

ク
ロ

ル
ペ

ラ
ジ

ン
マ

レ
イ

ン
酸
塩
 

1
5
 
m
g 

レ
ボ

メ
プ

ロ
マ

ジ
ン

マ
レ

イ
ン

酸
塩
 

1
0
0
 
m
g 

ピ
パ

ン
ペ

ロ
ン

塩
酸

塩
 

2
0
0
 
m
g 

オ
キ

シ
ペ

ル
チ

ン
 

8
0
 
m
g 

ス
ピ

ペ
ロ

ン
 

1
 
m
g 

ス
ル

ピ
リ

ド
 

2
0
0
 
m
g 

ハ
ロ

ペ
リ

ド
ー

ル
 

2
 
m
g 

ピ
モ

ジ
ド
 

4
 
m
g 

ゾ
テ

ピ
ン
 

6
6
 
m
g 

チ
ミ

ペ
ロ

ン
 

1
.
3
 
m
g 

ブ
ロ

ム
ペ

リ
ド

ー
ル
 

2
 
m
g 

ク
ロ

カ
プ

ラ
ミ

ン
塩

酸
塩

水
和

物
 

4
0
 
m
g 

ス
ル

ト
プ

リ
ド

塩
酸

塩
 

2
0
0
 
m
g 

モ
サ

プ
ラ

ミ
ン

塩
酸

塩
 

3
3
 
m
g 

ネ
モ

ナ
プ

リ
ド
 

4
.
5
 
m
g 

レ
セ

ル
ピ

ン
 

0
.
1
5
 
mg
 

リ
ス

ペ
リ

ド
ン
 

1
 
m
g 

ク
エ

チ
ア

ピ
ン

フ
マ

ル
酸

塩
 

6
6
 
m
g 

ペ
ロ

ス
ピ

ロ
ン

塩
酸

塩
水

和
物

（
ペ
ロ

ス
ピ

ロ
ン

塩
酸

塩
）

 
8
 
m
g 

オ
ラ

ン
ザ

ピ
ン
 

2
.
5
 
m
g 

ア
リ

ピ
プ

ラ
ゾ

ー
ル
 

4
 
m
g 

ブ
ロ

ナ
ン

セ
リ

ン
 

4
 
m
g 

ク
ロ

ザ
ピ

ン
 

5
0
 
m
g 

パ
リ

ペ
リ

ド
ン
 

1
.
5
 
m
g 

パ
リ

ペ
リ

ド
ン

パ
ル

ミ
チ

ン
酸

エ
ス
テ

ル
 

1
.
5
 
m
g 

 

〇
 

ブ
ロ
ナ
ン
セ
リ
ン

 

〇
 

ク
ロ
ザ
ピ
ン

 

〇
 

パ
リ
ペ

リ
ド
ン

 

〇
△

 パ
リ
ペ

リ
ド
ン
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
エ
ス
テ
ル

 

〇
 

ア
セ
ナ
ピ
ン
マ
レ
イ
ン
酸

塩
 

○
 

ブ
レ
ク
ス
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
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別
紙

様
式

3
7
の

２

身
体

疾
患

既
往

歴

主
治

医
看

護
師

精
神

保
健

福
祉

士
作

業
療

法
士

そ
の

他
の

担
当

者

入
院

形
態

入
院

1
週

目
入

院
2
週

目
入

院
3
週

目
入

院
4
週

目
入

院
5
週

目
入

院
6
週

目
入

院
7
週

目
入

院
8
週

目
入

院
9
週

目
入

院
1
0
週

目
入

院
1
1
週

目
入

院
1
2
週

目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

実
施

項
目

□
身

体
疾

患
の

確
認 (他

科
医

師
と

の
連

携
)

□
入

院
治

療
・
行

動
制

限
の

同
意

取
得 （
行

動
制

限
は

必
要

時
）

□
入

院
形

態
・
行

動
制

限
の

見
直

し
□

入
院

形
態

・
行

動
制

限
の

見
直

し
□

入
院

形
態

・
行

動
制

限
の

見
直

し
□

入
院

形
態

・
行

動
制

限
の

見
直

し

□
治

療
状

況
の

確
認

と
対

処

□
隔

離
し

て
い

る
場

合
、

精
神

症
状

の
評

価
※

３
□

睡
眠

（
自

己
・
看

護
師

評
価

）
□

生
活

自
立

度
自

己
チ

ェ
ッ

ク
※

４

□
隔

離
し

て
い

る
場

合
、

精
神

症
状

の
評

価
※

３

□
生

活
自

立
度

自
己

チ
ェ

ッ
ク

※
４

生
活

援
助

□
生

活
自

立
度

自
己

チ
ェ

ッ
ク

※
４

□
退

院
後

の
生

活
に

つ
い

て
（
2
か

月
で

退
院

す
る

場
合

）

生
活

援
助

□
生

活
自

立
度

自
己

チ
ェ

ッ
ク

※
４

□
退

院
後

の
生

活
に

つ
い

て
（
3
か

月
で

退
院

す
る

場
合

）

本
人

、
家

族
等

よ
り

下
記

事
項

を
確

認
し

、
そ

の
評

価
を

行
う

□
関

係
機

関
へ

の
連

絡
・
調

整
※

５
□

経
済

状
況

□
生

活
環

境
□

職
場

・
家

族
と

の
調

整

□
社

会
資

源
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

作
成

※
６

□
社

会
資

源
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

作
成

※
６

□
利

用
サ

ー
ビ

ス
の

確
認

（
本

人
・
家

族
）

□
関

係
機

関
と

の
連

携

□
関

係
機

関
と

の
連

携
□

関
係

機
関

と
の

連
携

（
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
□

退
院

支
援

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
※

７ □
退

院
後

の
習

慣
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
確

認
（
本

人
・
家

族
）

（
3
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
□

退
院

支
援

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
※

７ □
退

院
後

の
習

慣
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
確

認
（
本

人
・
家

族
）

□
入

院
時

患
者

・
家

族
等

か
ら

服
薬

状
況

を
聞

き
取

り

□
服

薬
指

導
（
薬

の
説

明
・
副

作
用

の
有

無
確

認
）

□
服

薬
指

導

□
服

薬
指

導
□

退
院

時
患

者
・

家
族

服
薬

指
導

（
2

か
月

で
退

院
す

る
場

合
）

□
服

薬
指

導
□

退
院

時
患

者
・

家
族

服
薬

指
導

（
3

か
月

で
退

院
す

る
場

合
）

□
持

参
薬

チ
ェ

ッ
ク □

薬
剤

の
副

作
用

等
の

評
価

※
８

□
薬

剤
の

副
作

用
等

の
評

価
※

８
□

処
方

内
容

／
量

の
確

認
□

抗
精

神
病

薬
を

処
方

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
ク

ロ
ル

プ
ロ

マ
ジ

ン
（
C

P
）

換
算

を
行

い
処

方
量

を
確

認

□
薬

剤
の

副
作

用
等

の
評

価
※

８

□
薬

剤
の

副
作

用
等

の
評

価
※

８
□

処
方

内
容

／
量

の
確

認
□

抗
精

神
病

薬
を

処
方

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
C

P
換

算
を

行
い

処
方

量
を

確
認

□
薬

剤
の

副
作

用
等

の
評

価
※

８
□

処
方

内
容

／
量

の
確

認
□

抗
精

神
病

薬
を

処
方

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
C

P
換

算
を

行
い

処
方

量
を

確
認

□
精

神
症

状
の

評
価 ※

９

□
精

神
症

状
の

評
価 ※

１
０

□
精

神
症

状
の

評
価 ※

１
１

□
精

神
症

状
の

評
価 ※

１
２

□
精

神
症

状
の

評
価 ※

１
２

□
W

A
IS

－
Ⅲ

（
必

要
時

）
□

W
A

IS
－

Ⅲ
（
必

要
時

）

集
団

作
業

療
法

導
入

へ
の

説
明

、
段

階
的

導
入

精
神

科
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
確

認

精
神

科
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
確

認

□
作

業
療

法
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
□

作
業

療
法

実
施

計
画

立
案

□
作

業
能

力
評

価
※

１
３

□
作

業
能

力
評

価
※

１
３

□
作

業
能

力
評

価
※

１
３

□
作

業
能

力
評

価
※

１
３

医
師

・
看

護
師

・
薬

剤
師

□
患

者
・
家

族
と

共
に

治
療

方
針

の
決

定
※

2
0

□
患

者
・
家

族
と

共
に

治
療

方
針

の
決

定
※

2
0

□
患

者
・
家

族
と

共
に

治
療

方
針

の
決

定
※

2
0

□
患

者
・
家

族
と

共
に

治
療

方
針

の
決

定
※

2
0

臨
床

心
理

士
・
P

S
W

・
看

護
師

・
薬

剤
師

家
族

へ
の

家
族

教
室

案
内

会
社

・
家

族
へ

の
心

理
教

育
家

族
へ

の
心

理
教

育
案

内
会

社
・
家

族
へ

の
心

理
教

育
会

社
・
家

族
へ

の
心

理
教

育
会

社
・
家

族
へ

の
心

理
教

育

全
職

種
□

退
院

前
訪

問
指

導 ※
１

４

□
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

※
１

５

□
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

※
１

５

□
退

院
前

訪
問

指
導 （
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
８

□
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
７

□
退

院
前

訪
問

指
導

（
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
９

□
退

院
前

訪
問

指
導 （
3
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
８

□
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
3
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
７

□
退

院
前

訪
問

指
導

（
3
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
９

※
１

薬
剤

師
等

、
病

識
や

副
作

用
が

評
価

出
来

る
者

※
２

作
業

療
法

士
等

、
作

業
遂

行
機

能
の

評
価

出
来

る
者

※
３

隔
離

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

看
護

師
も

H
A

M
-
D

、
Y
M

R
S
等

、
こ

れ
に

準
じ

た
評

価
が

で
き

る
も

の
を

用
い

て
評

価
を

行
う

※
４

生
活

自
立

度
自

己
チ

ェ
ッ

ク
と

は
、

食
事

、
排

泄
、

睡
眠

、
保

清
、

身
体

状
態

、
精

神
状

態
、

対
人

関
係

等
の

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
も

の
※

５
関

係
機

関
と

は
通

院
先

診
療

所
、

相
談

支
援

事
業

所
、

生
活

保
護

担
当

者
等

を
指

す
※

６
社

会
資

源
と

は
年

金
、

精
神

障
害

者
手

帳
、

自
立

支
援

、
養

育
手

帳
、

介
護

保
険

、
障

害
認

定
等

の
項

目
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

今
後

利
用

す
る

も
の

が
確

認
で

き
る

も
の

※
７

退
院

支
援

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
と

は
、

帰
宅

先
の

確
認

、
通

院
医

療
機

関
の

確
認

、
自

立
支

援
、

手
帳

等
の

利
用

確
認

、
今

後
の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

の
確

認
、

必
要

関
係

機
関

等
の

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
も

の
※

８
薬

剤
副

作
用

の
確

認
は

D
A

I-
1
0
、

S
A

I-
J
、

D
IE

P
S
S
等

、
こ

れ
に

準
じ

た
評

価
が

出
来

る
も

の
を

用
い

て
評

価
を

行
う

※
９

H
A

M
-
D

、
Y
M

R
S
、

M
A

D
R

S
、

コ
ロ

ン
ビ

ア
自

殺
重

大
度

評
価

尺
度

、
S
C

ID
-
Ⅱ

等
、

こ
れ

に
準

じ
た

評
価

が
で

き
る

も
の

を
用

い
て

評
価

を
行

う
※

１
０

H
A

M
-
D

、
Y
M

R
S
、

M
A

D
R

S
等

、
こ

れ
に

準
じ

た
評

価
が

出
来

る
も

の
を

用
い

て
評

価
を

行
う

※
１

１
H

A
M

-
D

、
Y
M

R
S
、

M
A

D
R

S
、

コ
ロ

ン
ビ

ア
自

殺
重

大
度

評
価

尺
度

等
、

こ
れ

に
準

じ
た

評
価

が
出

来
る

も
の

を
用

い
て

評
価

を
行

う
※

１
２

H
A

M
-
D

、
Y
M

R
S
、

M
A

D
R

S
、

S
C

ID
Ⅱ

等
、

こ
れ

に
準

じ
た

評
価

が
出

来
る

も
の

を
用

い
て

評
価

を
行

う
※

１
３

P
O

M
S
、

W
C

S
T
等

、
こ

れ
に

準
じ

た
評

価
が

出
来

る
も

の
を

用
い

て
評

価
を

行
う

※
１

４
入

院
前

の
生

活
環

境
把

握
を

行
う

※
１

５
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

と
は

、
そ

の
月

ま
で

に
行

っ
た

症
状

評
価

、
作

業
能

力
評

価
、

服
薬

指
導

、
社

会
資

源
の

調
整

結
果

等
を

報
告

し
、

退
院

に
向

け
て

地
域

資
源

の
情

報
の

共
有

・
退

院
後

の
地

域
支

援
計

画
立

案
を

行
う

※
１

６
疾

患
に

対
す

る
教

育
は

、
患

者
及

び
家

族
に

対
し

て
、

4
週

間
か

け
て

統
合

失
調

症
の

症
状

、
注

意
サ

イ
ン

、
薬

、
社

会
資

源
に

つ
い

て
の

教
育

等
を

行
う

も
の

※
１

７
※

１
５

に
加

え
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

や
体

験
D

C
、

訪
問

看
護

も
検

討
※

１
８

退
院

後
に

起
こ

り
う

る
問

題
の

対
処

法
の

確
認

※
１

９
退

院
後

の
具

体
的

環
境

調
整

を
行

う
※

２
０

自
己

決
定

へ
の

支
援

（
内

服
、

金
銭

等
）

患
者

氏
名

様
（
男

・
女

）
　

気
分

（
感

情
）
障

害
用

　
院

内
標

準
診

療
計

画
書

目
標

  
  
  
 　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

生
（
　

　
　

歳
）

担
当

者
サ

イ
ン

チ ー ム 共 通

医
師

(通
常

の
診

察
は

除
く
)

看
護

師

精
神

保
健

福
祉

士

公
認

心
理

師

作
業

療
法

士
等

※
２

薬
剤

師
等

※
１

別
紙

様
式

３
７

身
体

疾
患

既
往

歴

主
治

医
看

護
師

精
神

保
健

福
祉

士
作

業
療

法
士

そ
の

他
の

担
当

者

入
院

形
態

入
院

1
週

目
入

院
2
週

目
入

院
3
週

目
入

院
4
週

目
入

院
5
週

目
入

院
6
週

目
入

院
7
週

目
入

院
8
週

目
入

院
9
週

目
入

院
1
0
週

目
入

院
1
1
週

目
入

院
1
2
週

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目
実

施
項

目

□
身

体
疾

患
の

確
認 (他

科
医

師
と

の
連

携
)

□
入

院
治

療
・
行

動
制

限
の

同
意

取
得 （
行

動
制

限
は

必
要

時
）

□
入

院
形

態
・
行

動
制

限
の

見
直

し
□

入
院

形
態

・
行

動
制

限
の

見
直

し
□

入
院

形
態

・
行

動
制

限
の

見
直

し
□

入
院

形
態

・
行

動
制

限
の

見
直

し

□
治

療
状

況
の

確
認

と
対

処

□
身

体
症

状
の

評
価 □

精
神

症
状

の
評

価 ※
３

□
身

体
症

状
の

評
価 生

活
援

助
□

生
活

自
立

度
自

己
チ

ェ
ッ

ク
※

４

生
活

援
助

□
生

活
自

立
度

自
己

チ
ェ

ッ
ク

※
４

生
活

援
助

□
生

活
自

立
度

自
己

チ
ェ

ッ
ク

※
４

□
退

院
後

の
生

活
に

つ
い

て
（
2
か

月
で

退
院

す
る

場
合

）

生
活

援
助

□
生

活
自

立
度

自
己

チ
ェ

ッ
ク

※
４

□
退

院
後

の
生

活
に

つ
い

て
（
3
か

月
で

退
院

す
る

場
合

）

本
人

、
家

族
等

よ
り

下
記

事
項

を
確

認
し

、
そ

の
評

価
を

行
う

□
関

係
機

関
へ

の
連

絡
・
調

整
※

５
□

経
済

状
況

□
生

活
環

境

□
社

会
資

源
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

作
成

※
６

□
社

会
資

源
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

作
成

（
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

６

□
社

会
資

源
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

作
成

（
3
か

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

６

□
退

院
支

援
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

作
成

（
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

７

□
退

院
支

援
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

作
成

（
3
か

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

７

□
入

院
患

者
・
家

族
か

ら
服

薬
状

況
に

つ
い

て
聞

き
取

り

□
服

薬
指

導
□

服
薬

指
導

□
退

院
時

患
者

・
家

族
服

薬
指

導
（
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）

□
退

院
時

患
者

・
家

族
服

薬
指

導
（
3
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）

□
持

参
薬

チ
ェ

ッ
ク

□
薬

剤
の

副
作

用
等

の
評

価
※

８

□
ク

ロ
ル

プ
ロ

マ
ジ

ン
（
C

P
）
換

算
を

行
い

、
処

方
量

の
確

認
を

行
う

□
薬

剤
の

副
作

用
等

の
評

価
※

８

□
C

P
換

算
を

行
い

、
処

方
量

の
確

認 □
薬

剤
の

副
作

用
等

の
評

価
※

８

□
C

P
換

算
を

行
い

、
処

方
量

の
確

認 □
薬

剤
の

副
作

用
等

の
評

価
※

８

□
精

神
症

状
の

評
価

※
９

□
精

神
症

状
の

評
価

※
１

０
□

精
神

症
状

の
評

価
※

９

□
精

神
症

状
の

評
価 ※

９

□
精

神
症

状
の

評
価 ※

９

□
認

知
機

能
の

評
価

※
１

１

□
作

業
療

法
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
□

作
業

療
法

実
施

計
画

立
案

□
作

業
能

力
評

価
※

１
２

□
作

業
能

力
評

価
※

１
２

□
作

業
能

力
評

価
※

１
２

□
作

業
能

力
評

価
※

１
２

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

等

□
患

者
・
家

族
と

共
に

治
療

方
針

の
決

定
※

1
9

□
患

者
・
家

族
と

共
に

治
療

方
針

の
決

定
※

1
9

□
患

者
・
家

族
と

共
に

治
療

方
針

の
決

定
※

1
9

□
患

者
・
家

族
と

共
に

治
療

方
針

の
決

定
※

1
9

□
患

者
・
家

族
と

共
に

治
療

方
針

の
決

定
※

1
9

□
疾

患
に

対
す

る
教

育
(家

族
と

と
も

に
振

返
り

)

□
疾

患
に

対
す

る
教

育
(家

族
と

と
も

に
振

返
り

)

全
職

種
□

退
院

前
訪

問
指

導 ※
１

３

□
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

※
１

４

□
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

※
１

４

□
退

院
前

訪
問

指
導 （
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
７

□
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
６

□
退

院
前

訪
問

指
導

（
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
８

□
退

院
前

訪
問

指
導 （
3
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
７

□
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
3
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
６

□
退

院
前

訪
問

指
導

（
3
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

）
※

１
８

※
１

薬
剤

師
等

、
病

識
や

副
作

用
が

評
価

出
来

る
者

※
２

作
業

療
法

士
等

、
作

業
遂

行
機

能
の

評
価

出
来

る
者

※
３

隔
離

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

看
護

師
も

P
A

N
S
S
－

E
C

評
価

等
、

こ
れ

に
準

じ
た

評
価

が
で

き
る

も
の

を
用

い
て

評
価

を
行

う
※

４
生

活
自

立
度

自
己

チ
ェ

ッ
ク

と
は

、
食

事
、

排
泄

、
睡

眠
、

保
清

、
身

体
状

態
、

精
神

状
態

、
対

人
関

係
等

の
項

目
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

も
の

※
５

関
係

機
関

と
は

通
院

先
診

療
所

、
相

談
支

援
事

業
所

、
生

活
保

護
担

当
者

等
を

指
す

※
６

社
会

資
源

と
は

年
金

、
精

神
障

害
者

手
帳

、
自

立
支

援
、

養
育

手
帳

、
介

護
保

険
、

障
害

認
定

等
の

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
今

後
利

用
す

る
も

の
が

確
認

で
き

る
も

の
※

７
退

院
支

援
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

と
は

、
帰

宅
先

の
確

認
、

通
院

医
療

機
関

の
確

認
、

自
立

支
援

、
手

帳
等

の
利

用
確

認
、

今
後

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

確
認

、
必

要
関

係
機

関
等

の
項

目
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

も
の

※
８

薬
剤

副
作

用
の

確
認

は
D

A
I-

1
0
、

S
A

I-
J
、

D
IE

P
S
S
等

、
こ

れ
に

準
じ

た
評

価
が

出
来

る
も

の
を

用
い

て
評

価
を

行
う

※
９

P
A

N
S
S
又

は
M

S
評

価
等

、
こ

れ
に

準
じ

た
評

価
が

で
き

る
も

の
を

用
い

て
評

価
を

行
う

※
１

０
P

A
N

S
S
又

は
M

S
に

加
え

、
M

M
S
E
、

J
A

R
T
等

、
こ

れ
に

準
じ

た
評

価
が

出
来

る
も

の
を

用
い

て
評

価
を

行
う

※
１

１
B

A
C

S
-
J
/
W

C
S
T
慶

應
版

等
、

こ
れ

に
準

じ
た

評
価

が
出

来
る

も
の

を
用

い
て

評
価

を
行

う
※

１
２

　
O

S
A

Ⅱ
等

、
こ

れ
に

準
じ

た
評

価
が

出
来

る
も

の
を

用
い

て
評

価
を

行
う

※
１

３
入

院
前

の
生

活
環

境
把

握
を

行
う

※
１

４
地

域
移

行
支

援
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

と
は

、
そ

の
月

ま
で

に
行

っ
た

症
状

評
価

、
作

業
能

力
評

価
、

服
薬

指
導

、
社

会
資

源
の

調
整

結
果

等
を

報
告

し
、

退
院

に
向

け
て

地
域

資
源

の
情

報
の

共
有

・
退

院
後

の
地

域
支

援
計

画
立

案
を

行
う

※
１

５
疾

患
に

対
す

る
教

育
は

、
患

者
及

び
家

族
に

対
し

て
、

4
週

間
か

け
て

統
合

失
調

症
の

症
状

、
注

意
サ

イ
ン

、
薬

、
社

会
資

源
に

つ
い

て
の

教
育

等
を

行
う

も
の

※
１

６
※

１
４

に
加

え
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

や
体

験
D

C
、

訪
問

看
護

も
検

討
※

１
７

退
院

後
に

起
こ

り
う

る
問

題
の

対
処

法
の

確
認

※
１

８
退

院
後

の
具

体
的

環
境

調
整

を
行

う
※

１
９

自
己

決
定

へ
の

支
援

（
服

薬
、

金
銭

等
）

様
（
男

・
女

）
　

患
者

氏
名

担
当

者
サ

イ
ン

統
合

失
調

症
、

統
合

失
調

型
障

害
及

び
妄

想
性

障
害

用
　

院
内

標
準

診
療

計
画

書

□
疾

患
に

対
す

る
教

育
(統

合
失

調
症

の
症

状
、

注
意

サ
イ

ン
、

薬
、

社
会

資
源

に
つ

い
て

)
2
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

※
１

５

□
疾

患
に

対
す

る
教

育
(統

合
失

調
症

の
症

状
、

注
意

サ
イ

ン
、

薬
、

社
会

資
源

に
つ

い
て

)
3
ヶ

月
で

退
院

す
る

場
合

※
１

５

医
師

(通
常

の
診

察
は

除
く
)

看
護

師

精
神

保
健

福
祉

士

薬
剤

師
等

※
１

公
認

心
理

師

作
業

療
法

士
等

※
２

チ
ー

ム
共

通

医
師

、
看

護
師

、
公

認
心

理
師

等

目
標

  
  

  
  

  
  

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
生

（
　

　
　

歳
）

（ ）（ ） 11491148



別
紙

様
式

３
９

 

 精
神
科
の
診
療
に
係
る
経
験
を
十
分
に
有
す
る
医
師
に
係
る
届
出
書
添
付
書
類
 

（
区
分
番
号
「
F1
0
0」

処
方
料
、「

F2
0
0」

薬
剤
料
、「

F
40
0
」
処
方
せ
ん
料
、「

I
00
2
」

通
院
・
在
宅
精
神
療
法
、「

I
00
2
-2
」
精
神
科
継
続
外
来
支
援
・
指
導
料
の
向
精

神
薬
多
剤
投
与
に
係
る
部
分
）
 

 

区
 

分
 

氏
 

名
 

精
神

科
の

診
療

に
係

る

経
験

を
十

分
に

有
す

る

医
師

 

          

    ［
記

載
上

の
注

意
］

 

 
１

 
以

下
の

要
件

を
満

た
す

医
師

の
氏

名
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

①
 臨

床
経

験
を

５
年

以
上

有
す

る
医

師
で

あ
る

こ
と

。
 

②
 適

切
な

保
険

医
療

機
関

に
お

い
て

３
年

以
上

の
精

神
科

の
診

療
経

験
を

有
す

る
医

師
で

あ
る

こ
と

。
 

③
 精

神
疾

患
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
と

、
I
C
D
-
1
0（

平
成

2
1
年

総
務

省
告

示
第

1
7
6

号
（

統
計

法
第

2
8
条

及
び

附
則

第
３

条
の

規
定

に
基

づ
き

，
疾

病
，
傷

害
及

び
死

因
に

関
す

る
分

類
の

名
称

及
び

分
類

表
を

定
め

る
件

）
の
「

３
」
の
「
（

１
）
 

疾

病
，

傷
害

及
び

死
因

の
統

計
分

類
基

本
分

類
表

」
に

規
定

す
る

分
類

を
い

う
）

に

お
い

て
F
0
か

ら
F
9
の

全
て

に
つ

い
て

主
治

医
と

し
て

治
療

し
た

経
験

を
有

す
る

こ
と

。
 

④
 精

神
科

薬
物

療
法

に
関

す
る

適
切

な
研

修
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

。
 

２
 

「
１

」
に

つ
い

て
確

認
で

き
る

文
書

を
添

付
す

る
こ

と
。

 
 

別
紙

様
式

3
8

病
棟

（
病

室
）

病
名

入
院

年
月

日

担
当

退
院

支
援

相
談

員
の

氏
名

出
席

者

退
院

困
難

な
要

因
（
医

学
的

要
因

）

1
．

精
神

症
状

2
．

問
題

行
動

3
．

A
D

L
の

低
下

4
．

IA
D

L
の

低
下

5
．

身
体

合
併

症

退
院

困
難

な
要

因
（
社

会
・
環

境
的

要
因

）

退
院

に
係

る
問

題
点

、
課

題
等

退
院

へ
向

け
た

目
標

設
定

、
評

価
時

期
、

支
援

概
要

予
想

さ
れ

る
退

院
先

1
．

自
宅

2
．

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
入

所
施

設
（

3
．

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
入

所
施

設
（

4
．

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

退
院

後
に

利
用

が
予

想
さ

れ
る

社
会

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等

退
院

後
に

利
用

が
予

想
さ

れ
る

社
会

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
担

当
者

退
院

支
援

委
員

会
会

議
記

録

1
．

退
院

へ
向

け
た

目
標

2
．

評
価

時
期

3
．

支
援

概
要

（
記

録
者

署
名

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

印

（
担

当
医

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
印

1
．

家
庭

内
調

整
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
2
．

受
け

入
れ

先
の

確
保

が
困

難
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

3
．

生
活

費
の

確
保

が
困

難
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
4
．

自
己

負
担

の
費

用
が

増
加

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
　

　
　

　
　

）
5
．

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

主
治

医
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
、

主
治

医
以

外
の

医
師

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
看

護
職

員
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

担
当

退
院

支
援

相
談

員
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ）

本
人

　
（
　

出
席

　
・
　

欠
席

　
）
、

　
　

　
　

家
族

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
続

柄
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ）

(患
者

氏
名

）
殿

委
員

会
開

催
日

：
年

月
日

生
年

月
日

年
月

日

（ ）（ ） 11511150



 

 
[
記

載
上
の

注
意

] 

１
．

直
近
３

か
月
と

は
、
届
出

を
行

う
日

の
前
月

か
ら
起
算

し
て

３
か

月
を
い

う
。
 

２
．
患

者
数

は
、
条

件
に
該
当

す
る

も
の

を
、「

Ｆ
１

０
０

」
処

方
料
（

３
）（

イ
）
か

ら
（

ニ
）
へ

の
該

当
の
有
無

に
か

か
わ
ら

ず
全
て

、
そ
れ
ぞ

れ
実

人
数

で
計
上

す
る
こ
と

。
例

え
ば

、
期
間

中
に
抗
う

つ
薬

及
び

抗
精
神

病
薬

の
療

法
の
投

与
を
受

け
た
患
者

が
い

る
場

合
に
は

、
③
と
④

に
重

複
し

て
計
上

さ
れ
、
③

と
④

の
和

が
②
よ

り
大

き
く

な
る
。
同

様
に

、
期
間
中

に
抗

う
つ

薬
３
種

類
以
上
及

び
抗

精
神

病
薬
３

種
類
以
上

の
投

与
を

受
け
た

患
者

が
い

る
場
合

に
は
、

⑨
と
⑩
に

重
複

し
て

計
上
さ

れ
、
⑨
と

⑩
の

和
が

⑧
よ
り

大
き
く
な

る
。
 

３
．
「

１
」
と

「
２
」

の
①
に

は
そ

れ
ぞ

れ
同
じ

数
字
を
記

入
す

る
こ

と
。
 

４
．

平
成

3
0
年
７

月
以
降
の

報
告

に
お

い
て
、

⑤
の
患
者

数
に

、
４

種
類
の

抗
不
安
薬

及
び

睡
眠

薬
の
投

与
を
受

け
て

い
る
患

者
数
を

含
め
る
こ

と
。
 

 

別
紙
様
式

40
 

向
精

神
薬
多

剤
投
与
に

係
る

報
告

書
 

 直
近
３
月
に
受
診
し
た
外
来
患
者
に
対
し
て
、
向
精
神
薬
多
剤
投
与
を
行
っ
た
保
険
医
療
機
関
の
み
提
出
す
る
こ
と
。
 

保
険

医
療
機

関
名
 

 

郵
便

番
号
 

 

住
所
 

 

標
榜

科
 

 
 

 
精
神

科
 
 

・
 
 
心

療
内

科
 

 
・
 

 
ど
ち
ら

も
な

い
 

対
象

期
間
 

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日
か

ら
 

 
年

 
 
月

 
 
日
の

３
月

間
 

「
精

神
科
の

診
療
に

係
る
経
験

を
十

分
に

有
す
る

医
師
」
の

数
 

（
届

出
時
点

）
 

 
 

 
 
 

 
 
 

名
 

 

１
 

向
精
神

薬
の
投

与
を
受
け

て
い

る
患

者
数
、
そ

の
内
訳
（

対
象

と
な

る
患

者
は
直
近

３
か

月
間

に
受
診

し

た
外

来
患
者

）
 

 
※

こ
こ
で

い
う
向

精
神
薬
と

は
、

抗
不

安
薬
、

睡
眠
薬
、

抗
う

つ
薬

、
抗
精

神
病
薬
を

さ
す

。
 

 

向
精
神
薬

の
投
与

を
受
け

て
い

る
患
者
数

①
 

 
う

ち
、

抗
う

つ
薬
又

は
抗
精
神

病
薬

の
投

与
を
受

け
て
い
る

患
者

数
②
 

 
う

ち
、
抗

う
つ

薬
の
投

与
を
受

け
て

い
る

患
者
数

③
 

う
ち

、
抗

精
神

病
薬

の
投

与
を

受
け

て
い

る
患
者

数
④
 

 
 

名
 

 
 

 
名
 

名
 

名
 

 

２
 

向
精
神

薬
多
剤

投
与
を
受

け
て

い
る

患
者
数

と
そ
の
内

訳
（
対

象
と
な

る
患
者

は
直

近
３

か
月

間
に
受

診

し
た

外
来
患

者
）
 

 
※

こ
こ
で

い
う
向

精
神
薬
多

剤
投

与
と

は
、
抗

不
安

薬
３

種
類

以
上

、
睡

眠
薬
３

種
類

以
上
、
抗

う
つ

薬
３

種
類

以
上
、
抗

精
神

病
薬
３
種

類
以

上
又

は
抗
不

安
薬
及
び

睡
眠

薬
４

種
類
以

上
に
該
当

す
る

こ
と

を
さ
す

。 

 向
精
神
薬

の
投
与

を
受
け

て
い

る
患
者
数

①
 

 
向
精
神
薬

多
剤
投

与
を
受

け
て

い
る
患
者

数
⑤

 

 
う
ち
、
抗
不
安

薬
３

種
類

以

上
の

投
与

を

受
け

て
い

る

患
者
数
⑥

 

う
ち
、
睡

眠
薬

３
種

類
以

上

の
投

与
を

受

け
て

い
る

患

者
数
⑦

 

う
ち
、
抗
う
つ

薬
３
種

類
以
上

又
は
抗
精

神
病
薬

３
種
類
以

上
の
投

与
を
受

け
て

い
る
患
者

数
⑧

 

 
う
ち
、
抗
う
つ

薬
３

種
類

以

上
の

投
与

を

受
け

て
い

る

患
者
数
⑨

 

う
ち
、
抗

精
神

病
薬

３
種

類

以
上

の
投

与

を
受

け
て

い

る
患
者
数

⑩
 

 
 

名
 

 
 

 
名
 

名
 

名
 

 
 

 
名
 

名
 

名
 

 

⑧
／
②
 
＝

 
 
 
 
 
 
 
％

 

※
 

⑧
／
②

が
1
0
%
未
満

で
あ

る
か

、
又

は
⑧
が

20
名
未

満
で

あ
る

場
合

、「
Ｉ

０
０

２
」

通
院

・
在
宅

精
神
療
法

(
1
7
)
の

ア
に

掲
げ
る

要
件
を
満

た
す

。
 

（ ）（ ） 11511150



 
 
 

 
別
紙
様
式
４
１

 
 
 
 
 
 

1
ヶ

月
目
・

2
ヶ

月
目

・
3
ヶ

月
目
・

4
ヶ
月

目
・

5
ヶ
月

目
・

6
ヶ

月
目

（
該

当
す

る
項
目

を
○
で

囲
ん
で
く

だ
さ

い
。
）
 
総

合
支

援
計

画
書

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
（
８
）
今
後
必
要
と
さ
れ
る
収
入
源
 

□
 
不

要
 
□

就
労

 
□

家
族

か
ら

の
援

助
 
□

障
害
年
金
 

□
老
齢
基
礎
年
金
 

□
生
活
保
護
 

□
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
）

 
（
９
）
今
後
必
要
と
さ
れ
る
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
 

１
．
精
神
科
医
療
 

 
 

 
□

精
神

科
通

院
（

当
院

、
他

院
）

 
□

精
神

科
デ
イ
ケ
ア
 

□
精
神
科
デ
イ
ナ
イ
ト
ケ
ア
、
□
精
神
科
ナ
イ
ト
ケ
ア
 

２
．
障
害
者
総
合
支
援
法
等
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
 

□
重

度
訪

問
介

護
【

 
 

 
回

／
週

】
 
□

行
動
援
護
【
 
 
 
回
／
週
】
 

□
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
【
 
 
 
回
／
週
】
 

□
生

活
介

護
【

 
 

 
回

／
週

】
 
□

居
宅

介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
【
 
 
 
回
／
週
】
 

□
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
【
 
 
 
回
／
週
】
 

□
保

健
所

に
よ

る
訪

問
【

 
 

 
回

／
週

】
 
□
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）【

 
 
 
回
／
週
】
 

３
．
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

（
１
０
）
連
携
す
べ
き
関
係
機
関
 

□
保

健
所

 
□

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

 
□

市
町

村
 
□
相
談
支
援
事
業
所
 

□
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
 

 

□
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

（
１
１
）
こ
の

1
ヶ
月
間
で
の
本
人
・
家
族
の
希
望
、
回
復
へ
の
目
標
 

  （
１
２
）
訪
問
予
定
日
 

□
「
訪
問
診
療
」
 
[担

当
 
 
 
 
 
 
] 

訪
問
予
定
日
：
 
 
月
 
 
日
(
 
)、

 
 
月
 
 
日
( 

)
、
 
 
月
 
 
日
(
 
)
、
 
 
月
 
 
日
(
 
)、

 
 
月
 
 
日
(
 
)  

 □
「
精
神
科
訪
問
看
護
、
精
神
科
訪
問
看
護
・
指
導
」
 

訪
問
予
定
日
：
 
 
 
月
 
 
日
(
 
)[
担
当
 
 
 
]、

 
 
月
 
 
日
( 

)
[担

当
 
 
 
]
、
 
 
月
 
 
日
(
 
)[
担
当
 
 
 
]  

 

 
 
 
 
 
 
 
月
 
 
日
( 

)
[
担
当
 
 
 
]
、
 
 
月
 
 
日
(
 
)[
担
当
 
 
 
]、

 
 
月
 
 
日
( 

)
[担

当
 
 
 
] 

 
 
 
 
 
 
 
 
月
 
 
日
(
 
)[
担
当
 
 
 
]、

 
 
月
 
 
日
( 

)
[担

当
 
 
 
]
、
 
 
月
 
 
日
(
 
)[
担
当
 
 
 
] 

 
 
 
 
 
月
 
 
日
(
 
)[
担
当
 
 
 
]
、
 
 
月
 
 
日
(
 
)[
担
当
 
 
 
]、

 
 
月
 
 
日
( 

)
[担

当
 
 
 
] 

 
 
 
 
 
月
 
 
日
(
 
)[
担
当
 
 
 
]
、
 
 
月
 
 
日
(
 
)[
担
当
 
 
 
]
、
 
 
月
 
 
日
( 

)
[担

当
 
 
 
] 

（
１
３
）
（
７
）
～
（
１
１
）
を
達
成
す
る
た
め
の
、
具
体
的
な
支
援
計
画
 

 □
「
病
気
の
症
状
・
お
薬
に
つ
い
て
」
 
 
担
当
者
／
職
種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
援
計
画
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

 □
「
看
護
・
介
護
に
つ
い
て
」
 
 
 
 
 
担
当
者
／
職
種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
援
計
画
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

 □
「
社
会
生
活
機
能
の
回
復
に
つ
い
て
」
 
担
当
者
／
職
種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
援
計
画
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

 □
「
社
会
資
源
に
つ
い
て

」
 
 
 
 
 
 
担
当
者
／
職
種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
援
計
画
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

 □
「
そ
の
他
行
う
べ
き
支
援
」
 
 
 
 
 
担
当
者
／
職
種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
援
計
画
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

  本
人

・
家
族

氏
名
：

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

医
師

：
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
看
護

師
：

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

作
業

療
法
士

：
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
精
神

保
健

福
祉

士
：
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

そ
の

他
関
係

職
種
：

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

  医
療
機
関
所
在
地
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
診
療
担
当
科
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
 
 
 
 
 
称
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
医
師
氏
名
 
（
 
自
署
又
は
記
名
押
印
 
）
 

電
 
話
 
番
 
号
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㊞
 

 緊
急

時
電

話
番

号
：

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

フ
リ

ガ
ナ
 

氏
 
名
 

 
生
年

月
日

 

明
治
・
大
正
 

昭
和
・
平
成
・

令
和

 

年
 
 
月
 
 
日
（
 
 
歳
）
 
性
別
 

男
・
女
 

 

（
１
）
病
名
 

主
た
る
精
神
障
害
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
従
た
る

精
神

障
害

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

身
体
合
併
症
 
 
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
）
直
近
の
入
院
状
況
 

 
・

直
近
の
入
院
日
：
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

・
退
院
日
：
 
 
年
 
 

 
月

 
 

 
日

 
・

入
院

期
間

：
 

 
 

年
 

 
 

 
ヶ

月
 

・
入
院
形
態
：
□
任
意
 

□
医
療
保
護
 

□
措
置
（
緊
急
措
置
含
）
 

□
応

急
 
□

医
療

観
察

法
 
 
・

退
院

時
G
AF

（
 

 
 

 
 

 
）

 

・
通
院
困
難
な
理
由
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

（
３
）
現
在
の
病
状
、
状
態
像
等
（
本
人
の
訴
え
、
及
び
医
療
者
の
評
価
を
と
も
に
記
載
）
 

本 人
 

   
医 療 者

 

   

（
４
）
処
方
内
容

 
 

（
５
）
生
活
能
力
の
状
態
 

１
．
現
在

の
生
活

環
境
 

 
 

 
□
独
居
 

□
家
族
等
と
同
居
 
□
入
所
（
施
設
名
：
 
 
 
 
 
 
）
 

□
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

◎
家
族
の
協
力
体
制
 

【
あ
り
・
困
難
】
 

２
．
日
常
生
活
動
作
（
A
D
L）

 
・

ベ
ッ
ド
上
の
可
動
性
 
 
□
自
立
 

□
準
備
の
み
 

□
観
察
 

□
部
分
的

な
援

助
 
□

広
範

な
援

助
 
□

最
大

の
援

助
 
□

全
面

依
存

 

・
移
乗
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
立
 

□
準
備
の
み
 

□
観
察
 

□
部
分
的

な
援

助
 
□

広
範

な
援

助
 
□

最
大

の
援

助
 
□

全
面

依
存

 

・
食
事
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
立
 

□
準
備
の
み
 

□
観
察
 

□
部
分
的

な
援

助
 
□

広
範

な
援

助
 
□

最
大

の
援

助
 
□

全
面

依
存

 

・
ト
イ
レ
の
使
用
 
 
 
 
□
自
立
 

□
準
備
の
み
 

□
観
察
 

□
部
分
的

な
援

助
 
□

広
範

な
援

助
 
□

最
大

の
援

助
 
□

全
面

依
存

 

・
入
浴
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
立
 

□
準
備
の
み
 

□
観
察
 

□
部
分
的

な
援

助
 
□

広
範

な
援

助
 
□

最
大

の
援

助
 
□

全
面

依
存

 

・
衣
服
の
着
脱
 
 
 
 
 
□
自
立
 

□
準
備
の
み
 

□
観
察
 

□
部
分
的

な
援

助
 
□

広
範

な
援

助
 
□

最
大

の
援

助
 
□

全
面

依
存

 

◎
先
月
と
比
較
し
て
、【

改
善

・
不
変
・
悪

化
】

 
 

 ３
．
日
常

生
活
能

力
の
判

定
 

・
適
切
な
食
事
摂
取
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□
部

分
的

な
援

助
 

 
□

最
大

の
援

助
 

・
身
辺
の
清
潔
保
持
・
規
則
正
し
い
生
活
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□
部

分
的

な
援

助
 

 
□

最
大

の
援

助
 

・
金
銭
管
理
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□
部

分
的

な
援

助
 

 
□

最
大

の
援

助
 

・
買
物
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□
部

分
的

な
援

助
 

 
□

最
大

の
援

助
 

・
服
薬
管
理
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□
部

分
的

な
援

助
 

 
□

最
大

の
援

助
 

・
対
人
関
係
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□
部

分
的

な
援

助
 
 

□
最

大
の

援
助

 

・
身
辺
の
安
全
保
持
・
危
機
対
応
 
 
 
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□

部
分

的
な

援
助

 
 

□
最

大
の

援
助

 

・
社
会
的
手
続
き
や
公
共
施
設
の
利
用
 
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□

部
分

的
な

援
助

 
 

□
最

大
の

援
助

 

・
趣
味
・
娯
楽
へ
の
関
心
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□

部
分

的
な

援
助

 
 

□
最

大
の

援
助

 

・
交
通
手
段
の
利
用
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
自
発
的
に
で
き
る
 
 
□

部
分

的
な

援
助

 
 

□
最

大
の

援
助

 

◎
先
月
と
比
較
し
て
、【

改
善

・
不
変
・
悪

化
】

 

（
６
）
各
種
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
（
支
援
計
画
策
定
時
点
）
 

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
□
1
級
、
□
2
級
、
□
3
級
、
□
申
請
中
、

□
非

該
当

、
□

申
請

な
し

）
 

 
・

障
害
年
金
（
□
1
級
、
□
2
級
、
□
3
級
、
□
申
請
中
、
□
非
該
当
、
□
申

請
な

し
）

 

・
障
害
程
度
／
支
援
区
分
（
□
区
分

1
、
□
区
分

2
、
□
区
分

3
、
□
区
分

4
、

□
区

分
5
、

□
区
分

6
、
□

申
請

中
、

□
非

該
当

、
□
申

請
な

し
）
 

・
要
介
護
認
定
（
□
要
支
援

1
、
□
要
支
援

2
、
□
要
介
護

1
、
□
要
介

護
2
、

□
要

介
護

3
、

□
要

介
護

4
、

□
要

介
護

5
、
 

□
申
請
中
、
□
非
該
当
、
□
申
請
な
し
）
 

・
障
害
者
総
合
支
援
法
等
に
規
定
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
有
無
 

□
有

 
□

無
 

（
７
）
再
発
予
防
・
健
康
維
持
の
た
め
の
目
標
（
1
ヶ
月
後
）
 

 
□

病
気
へ
の
理
解
 

□
体
力
向
上
 

□
食
事
管
理
 

□
内
服
管
理
 

□
日
常
生

活
の

管
理

 
□

趣
味

・
娯

楽
へ

の
関

心
 
 

□
就
労
・
就
学
 
 
□
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
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                                 [
記
入
上
の
注
意
]
 

１
．
訪
問
先
種
別
は
自
宅
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

２
．

退
院

後
生
活

す
る

住
環

境
は

、
家

屋
構

造
、

室
内

の
段

差
、

手
す

り
の

場
所

、
近

隣
の

店
ま
で
の
 

距
離
等
を
含
め
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
実
施
計
画
立
案
に
必
要
な
情
報
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
参
考
）
作
図
の
場
合
 

別
紙
様
式

4
2
 

 

 
入
院
時
訪
問
指
導
に
係
る
評
価
書
 

作
成
日
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

１
．
基
本
情
報
 

患
者

氏
名

 
男

・
女

 
 生

年
月

日
 

 
 

 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

（
 

 
歳

） 

訪
問

日
 

 
 

 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 
入

院
日

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

訪
問

先
種
別

 
 

 訪
問

先
住
所

 
 

 

訪
問

者
職
種

 
 

 
訪

問
者

氏
名

 
 

 

同
行

者
職
種

 

・
氏

名
 

職
種

：
 

 
 

 
 

 
 
氏

名
： 

職
種

：
 

 
 

 
 

 
 
氏

名
： 

職
種

：
 

 
 

 
 

 
 
氏

名
： 

２
．
情
報
収
集
及
び
評
価
 

患
者
の
病
状
や

障
害
像

 

■
退
院
時

A
D

L
予
後
：
主

な
移

動
方
法
（
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
→
自

立
 
・
 
要
介

助
 
・
 
全

介
助

 
 

 

■
認
知
症

の
有
・
無

 
 

  

家
族
の
状
況

 
   

退
院
後
生
活
す
る

住
環
境
の
状
況

 
 

■
主
な
居

室
（
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
）
と

主
た
る

移
動

場
所
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 

）
 

■
室
内
の

段
差
：
無
・
有

り
（

場
所
 
 

 
 
 

）
■
手

す
り
：
無
・
あ

り
（
場

所
 
 

 
 

 
 

）
 

■
近
隣
の

店
ま
で

の
距
離

（
 

 
 
 
 
m
）

 
 

患
者
、
家
族
の

 

住
環
境
に
関
す
る

希
望
等

 

    

そ
の
他

（
食
事
、
整

容
、
入
浴
、
排
泄
、
介

護
状
況
、
移
動
手
段
等

の
特
記
事
項
）
 

   

コ
メ
ン
ト
・
評
価

 

（
解
決
す
べ
き
住
環
境

課
題
に
つ
い
て
記
入
）  

    

３
．
住
環
境
の
状
況
の
分
か
る
作
図
や
写
真
を
添
付
（
作
成
、
添
付
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）
 

■
作
図
の
場
合
、
全
体
間
取
り
と
段
差
・
手
す
り
を
記
入
し
た
上
で
、
解
決
課
題
箇
所
を
丸
で
囲
む
こ
と
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別
紙

様
式

4
3

氏
　

名
殿

　
　

男
　

　
女

計
画

作
成

日
.

.

（
　

　
　

　
歳

）

1
．

現
在

な
し

　
　

あ
り

（
仙

骨
部

、
坐

骨
部

、
尾

骨
部

、
腸

骨
部

、
大

転
子

部
、

踵
部

、
そ

の
他

（
　

　
　

）
）

褥
瘡

発
生

日
.

.

2
．

過
去

な
し

　
　

あ
り

（
仙

骨
部

、
坐

骨
部

、
尾

骨
部

、
腸

骨
部

、
大

転
子

部
、

踵
部

、
そ

の
他

（
　

　
　

）
）

日
常

生
活

自
立

度
Ｊ
（
1
，

2
）

Ａ
（
1
，

2
）

Ｂ
（
1
，

2
）

Ｃ
（
1
，

2
）

対
処

・
基

本
的

動
作

能
力

(ベ
ッ

ド
上

　
自

力
体

位
変

換
）

で
き

る
で

き
な

い

(イ
ス

上
　

坐
位

姿
勢

の
保

持
、

除
圧

)
で

き
る

で
き

な
い

・
病

的
骨

突
出

な
し

あ
り

・
関

節
拘

縮
な

し
あ

り

・
栄

養
状

態
低

下
な

し
あ

り

・
皮

膚
湿

潤
（
多

汗
、

尿
失

禁
、

便
失

禁
)

な
し

あ
り

・
皮

膚
の

脆
弱

性
（
浮

腫
）

な
し

あ
り

・
皮

膚
の

脆
弱

性
（
ス

キ
ン

－
テ

ア
の

保
有

、
既

往
）

な
し

あ
り

※
両

括
弧

内
は

点
数

深
さ

(0
)皮

膚
損

傷
・

　
発

赤
な

し
(1

)持
続

す
る

発
赤

(2
)真

皮
ま

で
  
 の

損
傷

(3
)皮

下
組

織
ま

　
 で

の
損

傷
(4

)皮
下

組
織

を
　

 こ
え

る
損

傷
(5

)関
節

腔
、

体
腔

に
至

る
損

傷
(U

)深
さ

判
定

が
不

能
の

場
合

滲
出

液

(0
)な

し

(0
)皮

膚
損

傷
　

 な
し

(3
)4

未
満

(6
)4

以
上

  
1
6
未

満
(8

)1
6
以

上
　

3
6
未

満
(9

)3
6
以

上
　

6
4
未

満
(1

2
)6

4
以

上
　

1
0
0
未

満
(1

5
)1

0
0
以

上

炎
症

・
感

染

(0
)局

所
の

炎
　

 症
徴

候
な

　
 し

(0
)創

閉
鎖

又
　

 は
創

が
浅

　
 い

為
評

価
　

 不
可

能

(1
)創

面
の

9
0
%

　
 以

上
を

占
め

る
(3

)創
面

の
5
0
%

  
 以

上
9
0
%
未

  
 満

を
占

め
る

(4
)創

面
の

1
0
%

  
 以

上
5
0
%
未

  
 満

を
占

め
る

(5
)創

面
の

1
0
%

　
 未

満
を

占
め

　
 る

(6
)全

く
形

成
さ

　
 れ

て
い

な
い

壊
死

組
織

(0
)な

し
(6

)硬
く
厚

い
密

着
し

た
壊

死
組

織
あ

り

(0
)な

し
(6

)４
未

満
(9

)4
以

上
1
6
未

満
(1

2
)1

6
以

上
3
6
未

満
(2

4
)3

6
以

上

※
該

当
す

る
状

態
に

つ
い

て
、

両
括

弧
内

の
点

数
を

合
計

し
、

「
合

計
点

」
に

記
載

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
深

さ
の

点
数

は
加

え
な

い
こ

と
。

(6
)多

量
：
1
日

2
回

以
上

の
交

換

合 計 点

(9
)全

身
的

影
響

あ
り

　
 （

発
熱

な
ど

）

(3
)柔

ら
か

い
壊

死
組

織
あ

り

褥 瘡 の 状 態 の 評 価 ( D E S I G N | R )危 険 因 子 の 評 価

褥
瘡

対
策

に
関

す
る

診
療

計
画

書

  
  
  
  
  
  
 　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
生

　
　

　

褥
瘡

の
有

無

「
あ

り
」
も

し
く
は

「
で

き
な

い
」
が

１
つ

以
上

の
場

合
、

看
護

計
画

を
立

案
し

実
施

す
る

ポ
ケ

ッ
ト

（
㎝

2
）

潰
瘍

面
も

含
め

た
ポ

ケ
ッ

ト
全

周
(ポ

ケ
ッ

ト
の

長
径

×
長

径
に

直
交

す
る

最
大

径
)－

潰
瘍

面
積

(1
)少

量
：
毎

日
の

交
換

を
要

し
な

い
(3

)中
等

量
：
1
日

1
回

の
交

換

大
き

さ
（
㎝

2
）

長
径

×
長

径
に

直
交

す
る

最
大

径
（
持

続
す

る
発

赤
の

範
囲

も
含

む
）

肉
芽

形
成

良
性

肉
芽

が
占

め
る

割
合

(1
)局

所
の

炎
症

徴
候

あ
り

  
（
創

周
辺

の
発

赤
、

腫
脹

、
熱

感
、

  
 疼

痛
）

(3
)局

所
の

明
ら

か
な

感
染

徴
候

  
 あ

り
（
炎

症
徴

候
、

膿
、

悪
  
 臭

）

                       （
自
宅
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
検
討
す
べ
き
事
項
）
 

①
 
幅
８
０
C
M
、
車
い
す

は
困
難
。
歩
行
移
動
が
必
要
 

②
 
階
段

10
段
。
手
す
り
右
に
し
か
な
い
。
 

③
 
１
段
差
２
０
C
M
。
改
修
は
困
難
な
見
込
。
上
が
る
能
力
が
必
要
。
 

④
 
こ
こ
だ
け
、
手
す
り
が
付
け
ら
れ
な
い
空
白
部
分
。
避
け
る
動
線
に
す
べ
き
。
 

⑤
 
ベ
ッ
ド
の
向
き
を
反

対
に
し
突
っ
張
り
棒
を
導
入
す
る
と
、
自
力
で
起
居
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
 

⑥
 
ア
プ
ロ
ー
チ
は
石
畳

。
車
い
す
移
動
は
困
難
。
デ
イ
ケ
ア
の
送
迎
車
に
乗
る
た
め
、
介
助
歩
行
の
獲
得
が
必
要
。
 

 

 

洗
面

所

仏
ベ ラ ン ダ

押
入

押 入

台
所

6畳
洋

室

押
入

6畳
和

室

車
庫

玄
関

8畳
和

室

ア プ ロ ー チ

縁 側縁 側 縁 側

8畳
洋
室

8畳
洋
室

7.
5畳

洋
室

押 入

押 入

押
入

青
線
は
、
従
来
の
生
活
動
線
。

 
赤

丸
は

、
従

来
の

生
活

動
線
を

今
後

も
利

用
す

る

場
合
、
支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ
る
場
面

 

１
 ①

 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

②
 

⑥
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別
紙

様
式

4
4

担
当

医
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

科
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
殿

依
頼

日
：
 　

　
年

　
　

月
　

　
日

電
話

番
号

：
　

　
　

　
  
  
  
 　

　
　

　
  
  
  
　

医
師

氏
名

：
　

  
  
  
  
 　

　
　

　
　

　
　

提
出

医
サ

イ
ン

：

送
付

又
は

送
信

す
る

材
料

　
　

　
　

　
□

病
理

組
織

標
本

　
□

病
理

検
体

　
□

病
理

組
織

標
本

の
デ

ジ
タ

ル
病

理
画

像

標
本

作
製

の
場

所
（
標

本
又

は
デ

ジ
タ

ル
病

理
画

像
を

送
付

す
る

場
合

）
：
院

内
・
院

外
（
施

設
名

称
：
　

　
　

　
　

　
標

本
番

号
：
　

　
　

　
）

患
者

氏
名

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
フ

リ
ガ

ナ
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

性
別

：
男

・
女

生
年

月
日

：
明

・
大

・
昭

・
平

・
令

　
 　

年
　

 　
月

　
 　

日
（
　

 　
歳

　
職

業
：
（
具

体
的

に
　

　
　

　
　

）
電

話
番

号
：

提
出

臓
器

と
そ

れ
ぞ

れ
の

標
本

又
は

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

の
枚

数
：
１

．
　

　
　

　
　

　
２

．
　

　
　

　
　

　
３

．
　

　
　

　
　

そ
の

他

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
よ

る
病

理
診

断
に

係
る

情
報

提
供

様
式

病
理

標
本

等
の

受
取

又
は

受
信

側
の

医
療

機
関

名
：

病
理

標
本

等
の

送
付

又
は

送
信

側
の

医
療

機
関

名
：

保
険

医
療

機
関

間
の

連
携

に
よ

る
病

理
診

断
に

つ
い

て
の

患
者

の
了

解
：
有

・
無

　
　

　
　

　
　

傷
病

名
：

所
在

地
：

患
者

住
所

標
本

等
の

受
取

又
は

受
信

側

標
本

等
の

送
付

又
は

送
信

側

現
在

の
処

方
：

病
理

診
断

に
際

し
て

の
要

望
：

臨
床

診
断

・
臨

床
経

過
：

採
取

日
又

は
手

術
日

：
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
月

　
　

　
日

備
考

：

病
理

材
料

の
マ

ク
ロ

写
真

と
切

り
出

し
図

（
鉗

子
生

検
等

は
除

く
）
：

家
族

歴
：

肉
眼

所
見

・
診

断
（
略

図
等

）
：

既
往

歴
：

感
染

症
の

有
無

：
有

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
・
無

治
療

情
報

・
治

療
経

過
：

継
続

的
な

管
理

が
必

要
な

理
由

計
画

実
施

し
た

内
容

（
初

回
及

び
評

価
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
記

録
及

び
月

１
回

以
上

の
構

成
員

の
訪

問
結

果
の

情
報

共
有

の
結

果
に

つ
い

て
記

載
）



参
加

し
た

構
成

員
の

署
名

評
価

説
明

日
　

　
　

  
  
 　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

　
本

人
又

は
家

族
（
続

柄
）
の

署
名

　
在

宅
褥

瘡
対

策
チ

ー
ム

構
成

員
の

署
名

医
師

看
護

師

管
理

栄
養

士

在
宅

褥
瘡

管
理

者

［
記

載
上

の
注

意
］

　
１

　
日

常
生

活
自

立
度

の
判

定
に

当
た

っ
て

は
「
「
障

害
老

人
の

日
常

生
活

自
立

度
(寝

た
き

り
度

）
判

定
基

準
」
の

活
用

に
つ

い
て

」
　

（
平

成
３

年
1
1
月

1
8
日

　
厚

生
省

大
臣

　
　

官
房

老
人

保
健

福
祉

部
長

通
知

 老
健

第
1
0
2
-
2
号

）
を

参
照

の
こ

と
。

　
２

　
日

常
生

活
自

立
度

が
Ｊ
１

～
Ａ

２
で

あ
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

当
該

評
価

票
の

作
成

を
要

し
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。

議
事

概
要

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
実

施
日

初
回

　
　

　
　

月
　

　
日

２
回

目
　

　
　

月
　

　
日

３
回

目
　

　
　

月
　

　
日

開
催

場
所

（ ）（ ） 11551154



別
紙
様
式

4
5
 

 回
復

期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入
院
料

に
お

け
る

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実
績
指

数

等
に

係
る
報

告
書
 

 保
険

医
療
機

関
名
 

 

郵
便

番
号
 

 

住
所
 

 

報
告

年
月
日
 

 

直
近

の
報
告

年
月
日
 

 

 

１
．
退
棟
患
者
数
 

①
 

 
（

 
 

）
月
 

（
 

 
）
月
 

（
 

 
）
月
 

（
 

 
）
月
 

②
 

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
に
回

復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
病

棟

か
ら
退
棟
し
た
患
者
数
 

名
 

名
 

名
 

名
 

 ２
．
１
日
当
た
り
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
単
位
数
 

①
 

 
（

 
 
）
月
 
（

 
 
）
月
 
（

 
 
）
月
 
（

 
 
）
月
 

③
 

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
に

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

に
入

院
し

て
い

た
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

要
す

る
状

態
の
患
者
の
延
べ
入
院
日
数
 

日
 

日
 

日
 

日
 

④
 

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
に

③
の

患
者

に
対

し
て

提
供

さ
れ

た
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
の
総
単
位
数
（
ⅰ
＋
ⅱ
＋
ⅲ
＋
ⅳ
＋

ⅴ
）
 

単
位
 

単
位
 

単
位
 

単
位
 

再 掲
 

ⅰ
 

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
に

③
の

患
者

に
対

し
て

提
供

さ
れ

た
心

大
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
総

単
位

数
 

単
位
 

単
位
 

単
位
 

単
位
 

ⅱ
 

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
に

③
の

患
者

に
対

し
て

提
供

さ
れ

た
脳

血
管

疾
患

単
位
 

単
位
 

単
位
 

単
位
 

※
1
内

視
鏡

生
検

等
で
は

、
内

視
鏡

伝
票

又
は

生
検

部
位

の
写

真
を
添

付
す
る
こ
と

※
2
手

術
材

料
等

で
は

病
変

部
の

写
真

等
を
含

む
画

像
診

断
報

告
書

資
料

を
添

付
す
る
こ
と

病
理

診
断

科
使

用
欄

：
病

理
診

断
科

ID
□
病
理
診
断
管
理
加
算
１
　
□
病
理
診
断
管
理
加
算
２
　
□
悪
性
腫
瘍
病
理
組
織
標
本
加
算
　
□
標
本
作
製
料
　
□
病
理
診
断
料
　
□
免
疫
染
色

等
（
　
　
　
　
）

（ ）（ ） 11571156



月
 

月
 

月
 

月
 

月
 

⑫
 
入
棟
患
者
数
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

⑬
 

高
次

脳
機

能
障

害
患

者
が

退
棟

患
者

数
の

４
０

％
以

上
で

あ
る

こ
と
に
よ
る
除
外
の
有
無
 

有
・

無
 

有
・

無
 

有
・

無
 

有
・

無
 

有
・

無
 

有
・

無
 

⑭
 

⑬
に

よ
る

除
外

が
あ

る
場

合
は

除
外

後
の

入
棟

患
者

数
（

⑬
が

有
の
場
合
の
み
）
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

⑮
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

績
指

数
の

計
算

対
象

か
ら

除
外

し
た

患
者
数
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

⑯
 
除
外
割
合
 

（
⑮
÷
（
⑫
又
は
⑭
）
）
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

 ５
．
高

次
脳

機
能

障
害

患
者

が
４

０
％

以
上

で
あ

る
こ

と
に

よ
る

除
外

に
つ

い
て
（

⑬
が

有
の

場
合

に
は

、

そ
れ

ぞ
れ

⑪
の

７
か

月
前

か
ら

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
の

状
況

に
つ

い
て

記
入

。
）

 

 ※
（
 
 
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
⑪
の
前
月
を

記
載
 

(
 
)
月

ま

で
の

 

６
か

月
 

(
 
 
)
月

ま
で

の
 

６
か

月
 

(
 
 
)
月

ま
で

の
 

６
か

月
 

(
 
 
)
月

ま
で

の
 

６
か

月
 

(
 
 
)
月

ま
で

の
 

６
か

月
 

(
 
 
)
月

ま
で

の
 

６
か

月
 

⑰
 
６
か
月
間
の
退
棟
患
者
数

 
名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

⑱
 
⑰
の
う
ち
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
患

者
数
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

名
 

⑲
 
高
次
脳
機
能
障
害
患
者
の
割
合
 

（
⑱
÷
⑰
）
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

％
 

 ６
．

前
月

の
外

来
患

者
に

対
す

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
指

導
の

実
施

 

（
あ

り
 

・
 

な
し

）
 

等
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
総

単
位

数
 

ⅲ
 

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
に

③
の

患
者

に
対

し
て

提
供

さ
れ

た
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

総
単

位
数

 

単
位
 

単
位

 
単

位
 

単
位

 

ⅳ
 

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
に

③
の

患
者

に
対

し
て

提
供

さ
れ

た
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

総
単

位
数

 

単
位
 

単
位

 
単

位
 

単
位

 

ⅴ
 

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
に

③
の

患
者

に
対

し
て

提
供

さ
れ

た
呼

吸
器

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

総
単

位
数

 

単
位
 

単
位

 
単

位
 

単
位

 

⑤
 

１
日

当
た

り
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
提

供
単

位
数

（
④

／
③

）
 

単
位
 

単
位

 
単

位
 

単
位

  

３
．

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

績
指

数
 

①
 

 
（
 
 
）
月
 
（
 
 
）
月
 
（
 
 
）
月
 
（
 
 
）
月
 

⑥
 

前
月

ま
で

の
６

か
月

間
に

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
を

退
棟

し
た

回
復

期
リ

ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

要
す

る
状

態
の

患
者

数
 

名
 

名
 

名
 

名
 

⑦
 

⑥
の

う
ち

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
績

指

数
の

計
算

対
象

と
し

た
患

者
数

 
名
 

名
 

名
 

名
 

⑧
 

⑦
の

患
者

の
退

棟
時

の
Ｆ

Ｉ
Ｍ

得
点

（
運

動

項
目

）
か

ら
入

棟
時

の
Ｆ

Ｉ
Ｍ

得
点

（
運

動

項
目

）
を

控
除

し
た

も
の

の
総

和
 

名
点
 

点
 

点
 

点
 

⑨
 

⑦
の

各
患

者
の

入
棟

か
ら

退
棟

ま
で

の
日

数

を
、

当
該

患
者

の
入

棟
時

の
状

態
に

応
じ

た

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料

の
算

定
日

数
上

限
で

除
し

た
も

の
の

総
和

 

 
 

 
 

⑩
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

績
指

数
（

⑧
／

⑨
）
 

点
 

点
 

点
 

点
 

 ４
．

除
外

患
者

に
つ

い
て

（
届

出
の

前
月

ま
で

の
６

か
月

に
つ

い
て

以
下

を
記

入
す

る
。
）

 

⑪
 
届
出
の
前
月
ま
で
の
６
ヶ
月
 

（
 
 
）
月
 

（
 
 
）

（
 
 
）

（
 
 
）

（
 
 
）

（
 
 

）
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（
別
紙
様
式
46
）
 

褥
瘡
対
策
に
関
す
る
評
価
 

 １
 
褥
瘡
の
状
態

 
（部

位
毎
に
記
載
） 

 

※
該
当
す
る
状
態
に
つ
い
て
、
両
括
弧
内
の
点
数
を
合
計
し
、
「
合
計
点
」
に
記
載
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

深
さ
の
点
数
は
加
え
な
い
こ
と
。
 

 ２
 
褥
瘡
の
状
態
の
変
化

 

 
評
価
日

 

（ 
 
月

 
 
日
） 

１
月
前

 

（ 
 
月

 
 
日
） 

２
月
前

 

（ 
 
月

 
 
日
） 

３
月
前

 

（ 
 
月

 
 
日
） 

D
E
S
IG

N
-R

の
合
計
点

 
 

 
 

 

１
 
前
月
ま
で
の
DE
SI
GN
-R
の
合
計
点
は
、
暦
月
内
で
最
も
低
い
合
計
点
を
記
載
す
る
。
 

２
 
褥
瘡
の
部
位
に
よ
り
合
計
点
が
異
な
る
場
合
は
、
最
も
低
い
合
計
点
を
記
載
す
る
。
 

部
位

 
(部

位
名

) 

 
 
１

 (
  

  
 

 
 

 
  

 
 

 
) 

 ２
 (

  
  

 
 

 
 

  
 

 
 

) 
 ３

 (
  

  
 

 
 

 
  

 
 

 
) 

 ４
 
( 

  
  

 
 

 
  

 
 

 
) 

 

１
 

２
 

３
 

４
 

褥 瘡 の 状 態 の 評 価 (DESIGN-R) 

深
さ

 
(0

) 
皮
膚

損
傷

 ・
 

発
赤
な

し
 

(1
) 
持
続

す
る
発

赤
 

(2
) 
真
皮

ま
で
の

損
傷

 

(3
) 
皮
下

組
織
ま

で
の
損

傷
 

(4
) 
皮
下

組
織
を

超
え
る

損
傷

 

(5
) 
関
節

腔
、
体

腔
に
至

る
損
傷

 

(U
) 
深
さ

判
定
が

不
能
の

場
合

 

 
 

 
 

滲
出
液

 
(0

) 
な
し

 
  

 
 

 
(1

) 
少
量

 ：
 毎

日
の
交

換
を
要
し
な
い

 

(3
) 
中
等
量

 ：
 1
日

1回

の
交
換

 

(6
)多

量
：1
日

2回
以
上

の
交
換

 

 
 

 
 

大
き
さ

 (
cm

2 )
 

長
径

×
長
径

に
直
交
す
る

最
大
径

 （
持

続
す
る
発
赤

の
範
囲
も
含

む
） 

(0
) 
皮
膚

損
傷

 

な
し

 

(3
) 
4未

満
 

(6
) 4

以
上

 

16
未
満

 

(8
) 

16
以

上
 

36
未
満

 

(9
) 

36
以

上
 

64
未
満

 

(1
2)

 6
4
以

上
 

10
0 
未
満

 

(1
5)

 1
00

以
上

 

 
 

 
 

炎
症
・感

染
 

(0
) 
局
所

の
炎
症

徴
候
な

し
 

(1
) 
局
所
の
炎
症
徴
候

あ
り

 （
創
周
辺
の
発

赤
、
腫
瘍
、
熱
感
、
疼

痛
） 

(3
) 
局
所
の
明
ら
か
な
感

染
徴
候
あ
り
（炎

症
徴

候
、
膿
、
悪
臭
） 

(9
) 
全
身
的
影
響
あ
り

（発
熱
な
ど
） 

 

 
 

 
 

肉
芽
形
成

 

良
性
肉
芽
が

占
め
る
割
合

 

(0
) 
治

癒

あ
る

い

は
創

が

浅
い

為

評
価

不

可
能

 

(1
) 
創

面

の
90

%

以
上

を

占
め
る

 

(3
) 
創

面

の
50

%

以
上

90
%未

満

を
占

め

る
 

(4
) 
創

面

の
10

%

以
上

50
%未

満

を
占

め

る
 

(5
) 
創

面

の
10

%

未
満

を

占
め
る

 

(6
) 
全

く
形

成
さ
れ

て
い

な
い

 

 
 

 
 

壊
死
組
織

 
(0

) 
な
し

 
 

 
 

 
 

 
(3

) 
柔

ら
か

い
壊

死
組

織
あ
り

 

(6
) 
硬
く
厚
い
密
着
し
た
壊
死
組
織
あ
り

 
 

 
 

 

ポ
ケ
ッ
ト
 

(c
m

2 )
 

潰
瘍
面
も
含

め
た
ポ
ケ
ッ
ト

全
周

 (
ポ
ケ
ッ

ト
の
長
径

×

長
径
に
直
交

す
る
最
大
径
）

－
潰
瘍
面
積

 

(0
) 
な
し

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(6
) 4

未
満

 
(9

) 
4
以
上

16
未
満

 
(1

2)
 1

6
以
上

36
未
満

 
(2

4)
 3

6
以

上
 

 
 

 
 

D
ES
IG
N
-R
の
合
計
点

 
（深

さ
の
点
数
は
加
え
な
い
） 

 
 

 
 

[
記

載
上

の
注

意
]
 

１
．
①

に
つ

い
て

は
、
毎

年
７

月
に

報
告

す
る

際
に

は
、
前

年
1
0
月

、
当

該
年

１
月

、
４

月
及

び
７

月
に

つ
い

て
記

入
す

る
。
別

の
月

に
報

告
す

る
際

に
は

、
報

告
を

行
う

月
及

び
報

告
を

行
う

月
以

前
で

１
月

、

４
月

、
７

月
及

び
1
0
月

の
う

ち
直

近
の

月
に

つ
い

て
記

入
す

る
。
た

だ
し

、
新

規
に

当
該

入
院

料
の

届

出
を

行
う

な
ど

、
当

該
月

に
つ

い
て

算
出

を
行

っ
て

い
な

い
項

目
に

つ
い

て
は

、
記

入
は

不
要

で
あ

る
。

 

２
．

②
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

績
指

数
の

計
算

対
象

と
な

っ
た

も
の

に
限

る
。

 

３
．

④
は

選
定

療
養

と
し

て
行

わ
れ

た
も

の
及

び
そ

の
費

用
が

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
に

包
括

さ
れ

た
も

の
を

除
く

。
 

４
．

⑫
は

入
棟

時
に

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
要

す
る

状
態

で
あ

っ
た

も
の

に
限

る
。

 

５
．

⑮
の

除
外

患
者

数
は

、
入

棟
日

に
お

い
て

Ｆ
Ｉ

Ｍ
運

動
項

目
の

得
点

が
2
0
点

以
下

若
し

く
は

7
6
点

以
上

、
Ｆ

Ｉ
Ｍ

認
知

項
目

の
得

点
が

2
4
点

以
下

、
又

は
年

齢
が

8
0
歳

以
上

で
あ

っ
た

こ
と

に
よ

り
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
績

指
数

の
計

算
対

象
か

ら
除

外
し

た
も

の
に

限
る

。
 

６
．

⑯
の

除
外

割
合

は
、

⑬
が

「
有

」
の

場
合

は
⑮

÷
⑭

、
「

無
」

の
場

合
は

⑮
÷

⑫
と

す
る

。
 

７
．

⑰
は

在
棟

中
に

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
を

算
定

し
た

患
者

に
限

る
。

 

８
．
⑬

、
⑱

、
⑲

の
高

次
脳

機
能

障
害

と
は

、「
基

本
診

療
料

の
施

設
基

準
等

」
別

表
第

九
に

掲
げ

る
「

高

次
脳

機
能

障
害

を
伴

っ
た

重
症

脳
血

管
障

害
、

重
度

の
頸

髄
損

傷
及

び
頭

部
外

傷
を

含
む

多
部

位
外

傷

の
場

合
」

に
該

当
す

る
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

入
院

料
が

算
定

開
始

日
か

ら
起

算
し

て
1
8
0

日
以

内
ま

で
算

定
で

き
る

も
の

に
限

る
。

 

９
．
「

前
月

の
外

来
患

者
に

対
す

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

又
は

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
指

導
の

実

施
」

に
つ

い
て

は
「

あ
り

」
又

は
「

な
し

」
の

該
当

す
る

も
の

を
○

で
囲

む
こ

と
。

 

（別紙様式４７） 

「地域包括診療加算」・「認知症地域包括診療加算」に関する説明書  

当院では、「地域包括診療加算」等を算定する患者さんに、 

「かかりつけ医」として、次のような診療を行います。 

○ 生活習慣病や認知症等に対する治療や管理を行います。 

○ 他の医療機関で処方されるお薬を含め、服薬状況等を踏

まえたお薬の管理を行います。 

○ 予防接種や健康診断の結果に関する相談等、健康管理に

関するご相談に応じます。必要に応じ、専門の医療機関

をご紹介します。 

○ 介護保険の利用に関するご相談に応じます。 

○ 必要に応じ、訪問診療や往診に対応します。 

○ 体調不良時等、患者さんからの電話等による問い合わせ

に対応しています。 

連絡先 ▲▲医院        ●●●－●●●－●●●● 

 

患者さん・ご家族へのお願い 

○ 他の医療機関を受診される場合、お急ぎの場合を除き、

担当医にご相談ください。お急ぎの場合に、他の医療機

関を受診した場合には、次に当院を受診した際にお知ら

せください。（他の医療機関で受けた投薬なども、お知ら

せください。） 

○ 受診時にはお薬手帳をご持参ください。 

○ 処方を受けている薬局のお名前をお知らせください。 

○ 健康診断の結果については、担当医にお知らせください。 

 

（ ）（ ） 11591158



（別紙様式４７） 

「地域包括診療加算」・「認知症地域包括診療加算」に関する説明書  

当院では、「地域包括診療加算」等を算定する患者さんに、 

「かかりつけ医」として、次のような診療を行います。 

○ 生活習慣病や認知症等に対する治療や管理を行います。 

○ 他の医療機関で処方されるお薬を含め、服薬状況等を踏

まえたお薬の管理を行います。 

○ 予防接種や健康診断の結果に関する相談等、健康管理に

関するご相談に応じます。必要に応じ、専門の医療機関

をご紹介します。 

○ 介護保険の利用に関するご相談に応じます。 

○ 必要に応じ、訪問診療や往診に対応します。 

○ 体調不良時等、患者さんからの電話等による問い合わせ

に対応しています。 

連絡先 ▲▲医院        ●●●－●●●－●●●● 

 

患者さん・ご家族へのお願い 

○ 他の医療機関を受診される場合、お急ぎの場合を除き、

担当医にご相談ください。お急ぎの場合に、他の医療機

関を受診した場合には、次に当院を受診した際にお知ら

せください。（他の医療機関で受けた投薬なども、お知ら

せください。） 

○ 受診時にはお薬手帳をご持参ください。 

○ 処方を受けている薬局のお名前をお知らせください。 

○ 健康診断の結果については、担当医にお知らせください。 

 

（ ）（ ） 11591158



（別紙様式４７） 

 

「地域包括診療加算」 ・ 「認知症地域包括診療加算」 

 

に関する同意書 
 

 

 

「地域包括診療加算」 ・ 「認知症地域包括診療加算」 

について説明を受け、理解した上で、▲▲医院 医師 ○○

○○を担当医として、生活習慣病等（●●、□□）に対する継

続的な診療、お薬の管理、健康管理に関する相談・指導等を

受けることに同意いたします。 

 

※ 他の医療機関で「地域包括診療加算」「認知症地域包括診療加

算」「地域包括診療料」「認知症地域包括診療料」を算定している

方は、署名する前にお申し出ください。 

 

（患者氏名）              

 

 

（別紙様式４８） 

「地域包括診療料」・「認知症地域包括診療料」に関する説明書  

当院では、「地域包括診療料」等を算定する患者さんに、 

「かかりつけ医」として、次のような診療を行います。 

○ 生活習慣病や認知症等に対する治療や管理を行います。 

○ 他の医療機関で処方されるお薬を含め、服薬状況等を踏

まえたお薬の管理を行います。 

○ 予防接種や健康診断の結果に関する相談等、健康管理に

関するご相談に応じます。必要に応じ、専門の医療機関

をご紹介します。 

○ 介護保険の利用に関するご相談に応じます。 

○ 必要に応じ、訪問診療や往診に対応します。 

○ 体調不良時等、患者さんからの電話等による問い合わせ

に対応しています。 

連絡先 ▲▲医院        ●●●－●●●－●●●● 

 

患者さん・ご家族へのお願い 

○ 他の医療機関を受診される場合、お急ぎの場合を除き、

担当医にご相談ください。お急ぎの場合に、他の医療機

関を受診した場合には、次に当院を受診した際にお知ら

せください。（他の医療機関で受けた投薬なども、お知ら

せください。） 

○ 受診時にはお薬手帳をご持参ください。 

○ 処方を受けている薬局のお名前をお知らせください。 

○ 健康診断の結果については、担当医にお知らせください。 

 

（ ）（ ） 11611160



（別紙様式４７） 

 

「地域包括診療加算」 ・ 「認知症地域包括診療加算」 

 

に関する同意書 
 

 

 

「地域包括診療加算」 ・ 「認知症地域包括診療加算」 

について説明を受け、理解した上で、▲▲医院 医師 ○○

○○を担当医として、生活習慣病等（●●、□□）に対する継

続的な診療、お薬の管理、健康管理に関する相談・指導等を

受けることに同意いたします。 

 

※ 他の医療機関で「地域包括診療加算」「認知症地域包括診療加

算」「地域包括診療料」「認知症地域包括診療料」を算定している

方は、署名する前にお申し出ください。 

 

（患者氏名）              

 

 

（別紙様式４８） 

「地域包括診療料」・「認知症地域包括診療料」に関する説明書  

当院では、「地域包括診療料」等を算定する患者さんに、 

「かかりつけ医」として、次のような診療を行います。 

○ 生活習慣病や認知症等に対する治療や管理を行います。 

○ 他の医療機関で処方されるお薬を含め、服薬状況等を踏

まえたお薬の管理を行います。 

○ 予防接種や健康診断の結果に関する相談等、健康管理に

関するご相談に応じます。必要に応じ、専門の医療機関

をご紹介します。 

○ 介護保険の利用に関するご相談に応じます。 

○ 必要に応じ、訪問診療や往診に対応します。 

○ 体調不良時等、患者さんからの電話等による問い合わせ

に対応しています。 

連絡先 ▲▲医院        ●●●－●●●－●●●● 

 

患者さん・ご家族へのお願い 

○ 他の医療機関を受診される場合、お急ぎの場合を除き、

担当医にご相談ください。お急ぎの場合に、他の医療機

関を受診した場合には、次に当院を受診した際にお知ら

せください。（他の医療機関で受けた投薬なども、お知ら

せください。） 

○ 受診時にはお薬手帳をご持参ください。 

○ 処方を受けている薬局のお名前をお知らせください。 

○ 健康診断の結果については、担当医にお知らせください。 

 

（ ）（ ） 11611160



（別紙様式４８） 

 

「地域包括診療料」 ・ 「認知症地域包括診療料」 

 

に関する同意書 
 

 

 

「地域包括診療料」 ・ 「認知症地域包括診療料」 

について説明を受け、理解した上で、▲▲医院 医師 ○○

○○を担当医として、生活習慣病等（●●、□□）に対する継

続的な診療、お薬の管理、健康管理に関する相談・指導等を

受けることに同意いたします。 

 

※ 他の医療機関で「地域包括診療加算」「認知症地域包括診療加

算」「地域包括診療料」「認知症地域包括診療料」を算定している

方は、署名する前にお申し出ください。 

 

（患者氏名）              

 

 

（ ）（ ） 11631162



（別紙様式４８） 

 

「地域包括診療料」 ・ 「認知症地域包括診療料」 

 

に関する同意書 
 

 

 

「地域包括診療料」 ・ 「認知症地域包括診療料」 

について説明を受け、理解した上で、▲▲医院 医師 ○○

○○を担当医として、生活習慣病等（●●、□□）に対する継

続的な診療、お薬の管理、健康管理に関する相談・指導等を

受けることに同意いたします。 

 

※ 他の医療機関で「地域包括診療加算」「認知症地域包括診療加

算」「地域包括診療料」「認知症地域包括診療料」を算定している

方は、署名する前にお申し出ください。 

 

（患者氏名）              

 

 

（
別

紙
様

式
４

９
の

２
）

 
 

治
療
の
状
況
や
就
業
継
続
の
可
否
等
に
つ
い
て
の
主
治
医
意
見
書

 
 

  

上
記
の
と
お
り
、
診
断
し
、
就
業
継
続
の
可
否
等
に
関
す
る
意
見
を
提
出
し
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 
月

 
 
日

 
 

 
（
主
治
医
署
名
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 (
注

)こ
の
様
式
は
、
患
者
が
病
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
治
療
と
就
労
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
職
場
で
の
対
応
を
検
討
す
る
た
め
に
使
用

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
書
類
は
、
患
者
本
人
か
ら
会
社
に
提
供
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
し
て
管
理
さ
れ
ま
す
。

 

患
者
氏
名

 
 

生
年
月
日

 
 

 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 
住
所

 
 

 

病
名

 
 

 

現
在
の
症
状

 

（
通
勤
や
業
務
遂
行
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
症
状
や
薬
の
副
作
用
等
）

 

 

治
療
の
予
定

 

（
入
院
治
療
・
通
院
治
療
の
必
要
性
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
半
年
間
、
月

1
回
の
通
院
が
必
要
、
等
）
）

 

 

退
院
後
／
治
療
中

の
就
業
継
続

 
の
可
否

 

□
可

 
 

 
 

 
（
職
務
の
健
康
へ
の
悪
影
響
は
見
込
ま
れ
な
い
）

 
□
条
件
付
き
で
可
（
就
業
上
の
措
置
が
あ
れ
ば
可
能
）

 
□
現
時
点
で
不
可
（
療
養
の
継
続
が
望
ま
し
い
）

 
業
務
の
内
容
に
つ
い

て
職
場
で
配
慮
し
た

ほ
う
が
よ
い
こ
と

 
（
望
ま
し
い
就
業
上

の
措
置
）

 

例
：
重
い
も
の
を
持
た
な
い
、
暑
い
場
所
で
の
作
業
は
避
け
る
、
車
の
運
転
は
不
可
、
残
業
を
避
け
る
、
長
期
の
出
張
や

海
外
出
張
は
避
け
る

 
な
ど

 
注
）
提
供
さ
れ
た
勤
務
情
報
を
踏
ま
え
て
、
医
学
的
見
地
か
ら
必
要
と
考
え
ら
れ
る
配
慮
等
の
記
載
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

そ
の
他
配
慮
事
項

 
例
：
通
院
時
間
を
確
保
す
る
、
休
憩
場
所
を
確
保
す
る

 
な
ど

 
注
）
治
療
の
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
配
慮
等
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

上
記
の
措
置
期
間

 
 

 
 

 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 
～

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 
月

 
 

 
 
日

 

上
記
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 
月

 
 
日

 
 

 
（
本
人
署
名
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
別
紙
様
式
４
９
）
 

 

職
場
復
帰
の
可
否
等
に
つ
い
て
の
主
治
医
意
見
書

 

 

患
者
氏
名

 
 

生
年
月
日

 
 

 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

住
所

 
 

 
 

復
職
に
関
す
る

 
意
見

 

□
 復
職
可

 
□

 条
件
付
き
可

 
□

 現
時
点
で
不
可
（
休
業
：
～

 
 
年

 
月

 
日
） 

意
見

 
  

業
務
の
内
容
に
つ

い
て
職
場
で
配
慮

し
た
ほ
う
が
よ
い

こ
と

 

（
望
ま
し
い
就
業

上
の
措
置
）

 

例
：
重
い
も
の
を
持
た
な
い
、
暑
い
場
所
で
の
作
業
は
避
け
る
、
車
の
運
転
は
不
可
、
残
業
を
避
け
る
、
長
期
の
出
張
や

海
外
出
張
は
避
け
る

 
な
ど

 
注
）
提
供
さ
れ
た
勤
務
情
報
を
踏
ま
え
て
、
医
学
的
見
地
か
ら
必
要
と
考
え
ら
れ
る
配
慮
等
の
記
載
を
お
願
い
し

ま
す
。

 
         

そ
の
他
配
慮
事
項

 

例
：
通
院
時
間
を
確
保
す
る
、
休
憩
場
所
を
確
保
す
る

 
な
ど

 
注
）
治
療
の
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
配
慮
等
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

上
記
の
措
置
期
間

 
 

 
 

 
 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 
～

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 
月

 
 

 
 
日

 
 

上
記
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 
月

 
 
日

 
 

 
（
本
人
署
名
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
上
記
の
と
お
り
、
職
場
復
帰
の
可
否
等
に
関
す
る
意
見
を
提
出
し
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 
月

 
 
日

 
 

 
（
主
治
医
署
名
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 (注
)こ
の
様
式
は
、
患
者
が
病
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
治
療
と
就
労
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
職
場
で
の
対
応
を
検
討
す
る
た
め
に
使
用
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
書
類
は
、
患
者
本
人
か
ら
会
社
に
提
供
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
し
て
管
理
さ
れ
ま
す
。
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評
価

日

身
体

計
測

体
重

㎏
B

M
I

kg
/
m

2
下

腿
周

囲
長

握
力

k
gf

 ・
　

不
明

  
無

  
・
  
有

  
・
  
不

明
  
（
  
  
  
  
  
  
  
  
）

 無
  
・
  
有

 （
嘔

気
・
嘔

吐
 ・

 下
痢

 ・
 便

秘
）
 ・

  
不

明
  
無

  
・
  
有

  
・
  
不

明
  
（
  
  
  
  
  
  
  
  
）

 無
  
・
  
有

 （
 部

位
等

  
 　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
）
・
  
不

明

検
査

・
そ

の
他

1
日

栄
養

量

必
要

栄
養

量

摂
取

栄
養

量

栄
養

補
給

法
食

事
回

数
：

回
/
日

食
種

　
一

般
食

　
・
　

特
別

食
（
　

　
　

　
　

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
・
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
朝

g/
食

昼
g/

食
夕

g/
食

　
朝

：
　

　
　

昼
：

夕
：

　
朝

：
　

　
　

m
l

昼
：

m
l

夕
：

  
  
  
  
m

l

　
朝

：
　

　
　

m
l/

h
昼

：
m

l/
h

夕
：

　
　

　
　

m
l/

h
　

朝
：
　

　
　

m
l

昼
：

m
l

夕
：

  
  
  
  
m

l

（
照
会
先
）

【
記
入
上
の
注
意
】

1
．
必
要
が
有
る
場
合
に
は
、
続
紙
に
記
載
し
て
添
付
す
る
こ
と
。

2
．
地
域
連
携
診
療
計
画
に
添
付
す
る
こ
と
。

コ
ー

ド
（
嚥

下
調

整
食

の
場

合
は

必
須

）
　

0
j 
 ・

 0
ｔ　

・
 1

j 
　

・
 2

-
1
 ・

　
2
-
2
　

・
 3

 ・
 4

（
記
入
者
氏
名
）

入
院

日
：
　

　
年

　
　

月
　

　
日

退
院

（
予

定
）
日

：
　

　
年

　
　

月
　

　
日

患
者

氏
名

入
退

院
日

備
考

投
与

経
路

　
経

口
　

・
　

経
鼻

　
・
　

胃
瘻

　
・
　

腸
瘻

　
・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

投
与

速
度

静
脈

栄
養

詳
細

種
類

・
量

投
与

経
路

 　
末

梢
　

・
　

中
心

静
脈

経
腸

栄
養

詳
細

種
類

量

追
加

水
分

m
l

（
現

体
重

当
た

り
）

k
ca

l/
k
g

g/
k
g

m
l

合
計

k
ca

l
g

g
g

g

g
g

m
l

経
口

飲
水

m
l

m
l

経
腸

k
ca

l
g

g
g

g
m

l

炭
水

化
物

（
糖

質
）

食
塩

水
分

そ
の

他

経
口

（
食

事
）

k
ca

l
g

g
g

g
退 院 時 栄 養 設 定 の 詳 細

栄
養

量

補
給

量
エ

ネ
ル

ギ
ー

た
ん

ぱ
く

質
（
ア

ミ
ノ

酸
）

脂
質

静
脈

k
ca

l
g

g

そ
の

他
影

響
す

る
問

題
点

　
無

　
・
　

有
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

禁
止

食
品

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
 無

　
・
　

有
　

乳
・
乳

製
品

　
・
　

卵
　

・
　

小
麦

　
・
　

そ
ば

　
・
　

落
花

生
 ・

 え
び

 ・
 か

に
 ・

 青
魚

 ・
 大

豆
　

そ
の

他
・
詳

細
（
　

　
　

　
　

  
  
　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
  
  
  
 　

）
禁

止
食

品

（
治

療
、

服
薬

、
宗

教
上

な
ど

に
よ

る
事

項
）

 無
　

・
　

有
 

種
　

類
　

（
製

品
名

）
使

用
量

（
gま

た
は

包
）

と
ろ

み
の

濃
度

薄
い

　
/
　

中
間

　
/
　

濃
い

副
　

食
　

形
　

態
　

常
菜

 ・
 軟

菜
 ・

 そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
　

　
＊

）
自

由
記

載
：
例

　
ペ

ー
ス

ト

嚥
 下

 調
 整

 食
不

要
　

・
　

必
要

退 院 時 食 事 内 容

食
事

形
態

主
 食

 種
 類

 　
米

飯
 ・

 軟
飯

 ・
 全

粥
 ・

 パ
ン

 ・
 そ

の
他

（
　

　
  
  
  
 　

　
　

 　
　

　
　

）

と
ろ

み
調

整
食

品
の

使
用

経
口

　
・
　

経
腸

 （
経

口
　

・
　

経
鼻

　
・
　

胃
瘻

　
・
　

腸
瘻

）
　

・
　

静
脈

 朝
　

・
　

昼
　

・
　

夕
　

・
　

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

）

量
　

 　
米

飯
 ・

 軟
飯

 ・
 全

粥
 ・

 パ
ン

 ・
 そ

の
他

（
　

　
 　

　
　

  
  
  
 　

　
　

　
）

　
 　

米
飯

 ・
 軟

飯
 ・

 全
粥

 ・
 パ

ン
 ・

 そ
の

他
（
　

　
 　

　
　

  
  
  
 　

　
　

　
）

　

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
k
ca

l/
標

準
体

重
k
g

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
k
ca

l/
現

体
重

k
g

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
g/

標
準

体
重

k
g

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
g/

現
体

重
k
g

  
  
  
  
  
  
  
 g

  
  
  
  
  
  
 m

l

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
k
ca

l/
標

準
体

重
k
g

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
k
ca

l/
現

体
重

k
g

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
g/

標
準

体
重

k
g

　
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
g/

現
体

重
k
g

  
  
  
  
  
  
  
 g

  
  
  
  
  
  
 m

l

無
 　

 ・
  
 有

過
去

1
か

月
以

内
A

lb
値

（
  
  
　

　
　

　
）
g/

d
L

・
　

　
測

定
な

し
そ

の
他

エ
ネ

ル
ギ

ー
た

ん
ぱ

く
質

食
  
  
塩

水
  
 分

そ
の

他

身
体

所
見

食
欲

低
下

消
化

器
症

状
味

覚
障

害
褥

　
瘡

浮
　

 　
腫

　
無

 ・
有

（
胸

水
・
腹

水
・
下

肢
）
・
不

明 特
記

事
項

咀
嚼

障
害

嚥
下

障
害

無
 　

 ・
  
 有

 (
  
  
 　

　
 k

g 
　

  
  
  
%
)

測
定

日
（
　

 　
/
　

 　
）

cm
・
　

不
明

栄 養 管 理 に 関 す る 情 報

看
護

及
び

栄
養

管
理

等
に

関
す

る
情

報
（
２

）

(太
枠

：
必

須
記

入
）

栄
養

管
理

・
栄

養
指

導
等

の
経

過

栄
養

管
理

上
の

注
意

点
と

課
題

栄 養 評 価

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

過
去

（
　

　
　

週
間

）
の

体
重

変
化

  
増

加
 　

・
　

 変
化

な
し

　
 ・

　
 減

少
：

そ
の

他

（
別
紙
様
式
5
0
）

（
清

潔
、

排
泄

、
睡

眠
、

生
活

リ
ズ

ム
等

）

（
服

薬
等

の
状

況
）

（
家

族
、

主
な

介
護

者
等

の
状

況
）

（
看

護
上

の
問

題
等

）

（
看

護
の

内
容

）

（
ケ

ア
時

の
具

体
的

な
方

法
や

留
意

点
、

継
続

す
べ

き
看

護
等

）

（
照

会
先

）

患
者

氏
名

　
　

年
　

　
月

　
　

日

看
護

及
び

栄
養

管
理

等
に

関
す

る
情

報
（

１
）

（
記

入
者

氏
名

）

生 活 等 の 状 況 看 護 に 関 す る 情 報 そ の 他入
退

院
日

入
院

日
：

　
　

年
　

月
　

日
退

院
（

予
定

）
日

：
　

　
年

　
月

　
日
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（
別

紙
様

式
5
1
の

２
）

参
加

者

□
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
　

　
□

行
政

機
関

　
　

□
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
）

本
人

の
目

標
（
し
た
い
又
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
生
活
の
希
望
）

今
回

の
支

援
計

画
に

お
け

る
目

標

緊
急

連
絡

先
：

氏
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

所
属

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

連
絡

先
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

緊
急

連
絡

先
：

氏
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

所
属

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

連
絡

先
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

緊
急

連
絡

先
：

氏
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

所
属

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

連
絡

先
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

署
名

　
本

人
：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
主

治
医

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

担
当

者
：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

.

サ
イ

ン
に

気
づ

い
た

と
き

に
す

る
こ

と

自
分

で
わ

か
る

サ
イ

ン
周

り
の

人
が

気
づ

く
サ

イ
ン

自
分

が
す

る
こ

と
周

り
の

人
が

す
る

こ
と

□
行

動
に

関
す

る
課

題
（
※
３
）

評
価

項
目

支
援

の
必

要
性

□ □

環
境

要
因

支
援

者
（

機
関

名
・

担
当

者
名

・
連

絡
先

）

主
治

医
：

　
　

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

看
護

師
・

保
健

師
：

　
　

　
　

　
 
　

　
　

　
　

　
　

　
精

神
保

健
福

祉
士

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

□
本

人
　

　
□

家
族

　
　

□
主

治
医

　
　

□
看

護
師

・
保

健
師

　
　

□
精

神
保

健
福

祉
士

　
　

□
薬

剤
師

　
　

□
作

業
療

法
士

　
　

□
公

認
心

理
師

本
人

の
実

施
事

項
（
※
１
）

支
援

者
の

実
施

事
項

（
※
１
）

計
画

作
成

日
：

　
　

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

計
画

見
直

し
予

定
日

：
　

　
年

　
　

月
　

　
日

療
養

生
活

環
境

の
整

備
に

関
す

る
支

援
計

画
書

　
　

　
性

別
：

男
・

女
　

　
　

　
　

　
生

年
月

日
：

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

（
　

　
歳

）
氏

名
：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
様

（
※

１
）

課
題

内
容

、
本

人
の

希
望

に
対

す
る

実
施

事
項

を
記

載
す

る
こ

と
（

※
２

）
病

状
の

理
解

の
程

度
や

自
己

管
理

等
　

（
※

３
）

ア
ル

コ
ー

ル
や

薬
物

、
自

他
の

安
全

確
保

に
関

す
る

課
題

、
こ

だ
わ

り
等

調
子

が
悪

く
な

っ
て

き
た

と
き

の
サ

イ
ン

社
会

参
加

心
身

の
状

態

支
援

継
続

に
関

す
る

課
題

（
※
２
）

□ □ □

生
活

機
能

（
活

動
）

課
題

内
容

本
人

の
希

望

別
紙
様
式

5
1
 

包
括
的

支
援
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
導
入
基
準
 

評
価
日
 

  
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

患
者
氏
名
 

評
価
者
 

 （
職
種
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （
氏
名
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
過
去
１
年
間
に
お
い
て
、
基
準
を
満
た
す
も
の
全
て
に
つ
い
て
、
□
に
✓
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

１
 

６
ヶ

月
間

継
続

し
て
社

会
的

役
割
（

就
労

・
就

学
・

通
所

、
家

事
労

働
を
中

心
的

に

担
う
）
を
遂
行
す
る
こ
と
に
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
 

□
 

２
 

自
分
１
人
で
地
域
生
活
に
必
要
な
課
題
（
栄
養
・
衛
生
・
金
銭
・
安
全
・
人
間
関
係
・

書
類

等
の

管
理

・
移
動

等
）

を
遂

行
す
る

こ
と
に

重
大

な
問
題

が
あ

る
（
家

族
が

過

剰
に
負
担
し
て
い
る
場
合
を
含
む
）
。
 

□
 

３
 

家
族

以
外

へ
の

暴
力
行

為
、

器
物
破

損
、

迷
惑

行
為
、

近
隣
と

の
ト

ラ
ブ

ル
等
が

あ

る
。
 

□
 

４
 

行
方

不
明

、
住

居
を
失

う
、

立
ち
退

き
を

迫
ら

れ
る

、
ホ

ー
ム

レ
ス

に
な
っ

た
こ

と

が
あ
る
。
 

□
 

５
 

自
傷
や
自
殺
を
企
て
た
こ
と
が
あ
る
。
 

□
 

６
 

家
族
へ
の
暴
力
、
暴
言
、
拒
絶
が
あ
る
。
 

□
 

７
 

警
察
・
保
健
所
介
入
歴
が
あ
る
。
 

□
 

８
 

定
期
的
な
服
薬
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
２
か
月
以
上
あ
っ
た
。
 

□
 

９
 

外
来
受
診
を
し
な
い
こ
と
が
２
か
月
以
上
あ
っ
た
。
 

□
 

1
0
 

自
分

の
病

気
に

つ
い
て

の
知

識
や
理

解
に

乏
し

い
、

治
療

の
必

要
性

を
理
解

し
て

い

な
い
。
 

□
 

1
1
 

直
近
の
入
院
は
措
置
入
院
で
あ
る
。
 

□
 

1
2
 

日
常
必
需
品
の
購
入
、
光
熱
費
/
医
療
費
等
の
支
払
い
に
関
し
て
、
経
済
的
な
問
題
が

あ
る
。
 

□
 

1
3
 

家
賃
の
支
払
い
に
経
済
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
 

□
 

1
4
 

支
援
を
す
る
家
族
が
い
な
い
（
家
族
が
拒
否
的
・
非
協
力
的
、
天
涯
孤
独
）
。
 

□
 

1
5
 

同
居
家
族
が
支
援
を
要
す
る
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
（
介
護
・
教
育
・
障
害

等
）
。
 

□
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別
紙
１
 

  
 
 
 
紹

介
先

医
療

機
関

等
名

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
担

当
医

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
科

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
殿

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紹

介
元

医
療

機
関

の
所

在
地

及
び

名
称

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電

話
番

号
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
医

師
氏

名
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 

 

患
者

氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
性

別
 
 
 
 
男

 
 
・

 
 
女

 

患
者

住
所

 
 

電
話

番
号

 

生
年

月
日

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
年

 
 
 
 
 
月

 
 
 
 
 
日

（
 

 
歳

）
 

 

職
業

 

 

傷
病

名
 

  紹
介

目
的

 

   既
往

歴
及

び
家

族
歴

 

  症
状

経
過

及
び

検
査

結
果

 

   治
療

経
過

 

   現
在

の
処

方
 

  備
考

 

   

 
 
備

考
 

１
．

必
要

が
あ

る
場

合
は

続
紙

に
記

載
し

て
添

付
す

る
こ

と
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
２

．
必

要
が

あ
る

場
合

は
画

像
診

断
の

フ
ィ

ル
ム

、
検

査
の

記
録

を
添

付
す

る
こ

と
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
３

．
紹

介
先

が
保

険
医

療
機

関
以

外
で

あ
る

場
合

は
、

紹
介

先
医

療
機

関
等

名
の

欄
に

紹
介

先
保

険
 

 
 

 
 

 
 

薬
局

、
市

町
村

、
保

健
所

名
等

を
記

入
す

る
こ

と
。

か
つ

、
患

者
住

所
及

び
電

話
番

号
を

必
ず

記

 
 

 
 

 
 

入
す

る
こ

と
。

 

別
添
６

＜
通
則
＞ 医
科
診
療
報
酬
点
数
表
に
記
載
す
る
診
療
等
に
要
す
る
書
面
等
は
別
紙
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
当
該
別
紙
は
、
参
考
と
し
て
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
示
し
て
い
る
事
項
が
全
て
記
載

さ
れ
て
い
れ
ば
、
当
該
別
紙
と
同
じ
で
な
く
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
当
該
別
紙
の
作
成
や
保
存
等
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
事
務
作
業
の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か

ら
各
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
工
夫
さ
れ
た
い
こ
と
。

自
筆
の
署
名
が
あ
る
場
合
に
は
印
は
不
要
で
あ
る
こ
と
。

※
別
紙
9
、
1
0
、
1
1
、
1
5
、
2
2
は
欠
番
で
あ
る
。

（ ）（ ） 11671166



別
紙
２

入
院

診
療

計
画

書

（
患
者
氏
名
）

殿

平
成
年
月
日

病
棟
（
病
室
）

主
治
医
以
外
の
担
当
者
名

在
宅
復
帰
支
援
担
当
者
名
＊

病
名

（
他
に
考
え
得
る
病
名
）

症
状

治
療

計
画

検
査
内
容
及
び
日
程

手
術
内
容
及
び
日
程

推
定
さ
れ
る
入
院
期
間

特
別
な
栄
養
管
理
の
必
要
性

有
・

無
（
ど
ち
ら
か
に
○
）

そ
の

他

・
看

護
計

画

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
計
画

在
宅
復
帰
支
援
計
画
＊

総
合
的
な
機
能
評
価
◇

注
１
）
病
名
等
は
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
検
査
等
を
進
め
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
変
わ
り

得
る
も
の
で
あ
る
。

注
２
）
入
院
期
間
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

注
３
）
＊
印
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
（
入
院
医
療
管
理
料
）
を
算
定
す
る
患
者
に
あ
っ
て
は
必
ず
記
入
す

る
こ
と
。

注
４
）
◇
印
は
、
総
合
的
な
機
能
評
価
を
行
っ
た
患
者
に
つ
い
て
、
評
価
結
果
を
記
載
す
る
こ
と
。

注
５
）
特
別
な
栄
養
管
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
電
子
カ
ル
テ
等
、
様
式
の
変
更
が
直
ち
に
で
き
な
い
場
合
、
そ

の
他
欄
に
記
載
し
て
も
よ
い
。

（
主
治
医
氏
名
）

印

（
本
人
・
家
族
）

別
紙
２
の
２

入
院

診
療

計
画

書

（
患
者
氏
名
）

殿

年
月

日

病
棟

（
病
室
）

主
治
医
以
外
の
担
当
者
名

病
名

（
他
に
考
え
得
る
病
名
）

症
状

治
療
に
よ
り
改
善

す
べ
き
点
等

全
身
状
態
の
評
価

（
A
D
L
の
評
価
を
含
む
）

治
療

計
画

（
定
期
的
検
査
、
日
常

生
活
機
能
の
保
持
・

回
復
、
入
院
治
療

の
目
標
等
を
含
む
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

計
画

（
目
標
を
含
む
）

栄
養
摂
取
に
関
す
る
計
画

（
特
別
な
栄
養
管
理
の
必
要
性
：

有
・

無
）

感
染
症
、
皮
膚
潰
瘍
等
の

皮
膚
疾
患
に
関
す
る
対
策

（
予
防
対
策
を
含
む
）

そ
の

他

・
看
護
計
画

・
退
院
に
向
け
た
支
援

計
画

・
入
院
期
間
の
見
込
み
等

注
）

上
記
内
容
は
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
状
態
の
変
化
等
に
応
じ
て
変
わ
り
得
る
も
の
で

あ
る
。

（
主
治
医
氏
名
）

印

（
本
人
・
家
族
）

（ ）（ ） 11671166



別
紙

２
の

３
 

入
 

院
 
診

 
療
 
計

 
画

 
書
 

（
患

者
氏

名
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

殿
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

病
棟

（
病

室
）

 
 
 

主
治

医
以

外
の

担
当

者
名

 
 
 

選
任
さ
れ
た
 

退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
氏
名
 

 
 

病
名
 

 
（

他
に

考
え

得
る

病
名

）
 

 
 

症
状
 

 
 

治
療

計
画
 

 
 

検
査

内
容

及
び

日
程
 

 
 

手
術

内
容

及
び

日
程
 

 
 

推
定

さ
れ

る
入

院
期

間
 

（
う

ち
医

療
保

護
入

院
に

よ
る

入
院

期
間

）
 

 
 

（
う
ち
医
療
保
護
入
院
に
よ
る
入
院
期
間
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

特
別

な
栄

養
管

理
の

必
要

性
 

有
 
 
 
・
 
 
 
無
 
 
 
 
（
ど
ち
ら
か
に
○
）
 

そ
の

他
 

 
・
看
護
計
画
 

 
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 

 
 
等
の
計
画
 

 
 

退
院

に
向

け
た

取
組

 
 

 
 

総
合

的
な

機
能

評
価

 
◇

 
 
 

注
１

）
病

名
等

は
、
現
時

点
で
考

え
ら
れ

る
も

の
で

あ
り

、
今
後

検
査
等

を
進

め
て

い
く

に
し

た
が
っ

て
変

わ
り

得
る

も
の

で
あ
る

。
 
  

注
２

）
入

院
期

間
に

つ
い

て
は

、
現
時

点
で

予
想

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。
 

注
３

）
◇

印
は

、
総

合
的

な
機

能
評
価

を
行

っ
た

患
者

に
つ

い
て
、

評
価

結
果

を
記

載
す

る
こ
と

。
 

注
４

）
特

別
な
栄

養
管

理
の
必

要
性
に

つ
い

て
は

、
電
子
カ

ル
テ
等

、
様

式
の
変

更
が
直

ち
に
で

き
な

い
場

合
、
そ
の

他
欄
に

記
載

し
て

も
よ

い
。
 

 

（
主

治
医

氏
名

）
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
印
 

（
本

人
・

家
族

）
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

別
紙

3

氏
　

名
殿

　
　

男
　

　
女

計
画

作
成

日
.

.
記

入
医

師
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

（
　

　
　

　
歳

）
記

入
看

護
師

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
．

現
在

な
し

　
　

あ
り

（
仙

骨
部

、
坐

骨
部

、
尾

骨
部

、
腸

骨
部

、
大

転
子

部
、

踵
部

、
そ

の
他

（
　

　
　

）
）

褥
瘡

発
生

日
.

.

2
．

過
去

な
し

　
　

あ
り

（
仙

骨
部

、
坐

骨
部

、
尾

骨
部

、
腸

骨
部

、
大

転
子

部
、

踵
部

、
そ

の
他

（
　

　
　

）
）

＜
日

常
生

活
自

立
度

の
低

い
入

院
患

者
＞

日
常

生
活

自
立

度
Ｊ
（
1
，

2
）

Ａ
（
1
，

2
）

Ｂ
（
1
，

2
）

Ｃ
（
1
，

2
）

対
処

・
基

本
的

動
作

能
力

(ベ
ッ

ド
上

　
自

力
体

位
変

換
）

で
き

る
で

き
な

い

(イ
ス

上
　

坐
位

姿
勢

の
保

持
、

除
圧

)
で

き
る

で
き

な
い

・
病

的
骨

突
出

な
し

あ
り

・
関

節
拘

縮
な

し
あ

り

・
栄

養
状

態
低

下
な

し
あ

り

・
皮

膚
湿

潤
（
多

汗
、

尿
失

禁
、

便
失

禁
)

な
し

あ
り

・
皮

膚
の

脆
弱

性
（
浮

腫
)

な
し

あ
り

・
皮

膚
の

脆
弱

性
（
ス

キ
ン

－
テ

ア
の

保
有

、
既

往
）

な
し

あ
り

＜
褥

瘡
に

関
す

る
危

険
因

子
の

あ
る

患
者

及
び

す
で

に
褥

瘡
を

有
す

る
患

者
＞

※
両

括
弧

内
は

点
数

深
さ

(0
)皮

膚
損

傷
 ・

　
発

赤
な

し
(1

)持
続

す
る

発
赤

(2
)真

皮
ま

で
  
 の

損
傷

(3
)皮

下
組

織
ま

　
 で

の
損

傷
(4

)皮
下

組
織

を
　

 こ
え

る
損

傷
(5

)関
節

腔
、

体
腔

　
に

至
る

損
傷

(U
)深

さ
判

定
が

　
不

能
の

場
合

滲
出

液

(0
)な

し

(0
)皮

膚
損

傷
　

 な
し

(3
)4

未
満

(6
)4

以
上

  
1
6
未

満
(8

)1
6
以

上
　

3
6
未

満
(9

)3
6
以

上
　

6
4
未

満
(1

2
)6

4
以

上
　

1
0
0
未

満
(1

5
)1

0
0
以

上

炎
症

・
感

染

(0
)局

所
の

炎
 症

　
徴

候
な

し

(0
)創

閉
鎖

又
は

　
創

が
浅

い
為

　
評

価
不

可
能

(1
)創

面
の

9
0
%

　
 以

上
を

占
め

る
(3

)創
面

の
5
0
%

  
 以

上
9
0
%
未

満
　

を
占

め
る

(4
)創

面
の

1
0
%

  
 以

上
5
0
%
未

満
　

を
占

め
る

(5
)創

面
の

1
0
%

　
 未

満
を

占
め

　
 る

(6
)全

く
形

成
さ

　
 れ

て
い

な
い

壊
死

組
織

(0
)な

し
(6

)硬
く
厚

い
密

着
し

た
壊

死
組

織
あ

り

(0
)な

し
(6

)４
未

満
(9

)4
以

上
1
6
未

満
(1

2
)1

6
以

上
3
6
未

満
(2

4
)3

6
以

上

※
該

当
す

る
状

態
に

つ
い

て
、

両
括

弧
内

の
点

数
を

合
計

し
、

「
合

計
点

」
に

記
載

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
深

さ
の

点
数

は
加

え
な

い
こ

と
。

計
画

の
内

容

圧
迫

，
ズ

レ
力

の
排

除
ベ

ッ
ド

上

イ
ス

上

ス
キ

ン
ケ

ア

栄
養

状
態

改
善

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

　
　

２
　

日
常

生
活

自
立

度
が

Ｊ
１

～
Ａ

２
で

あ
る

患
者

に
つ

い
て

は
、

当
該

評
価

票
の

作
成

を
要

し
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。

危 険 因 子 の 評 価

褥
瘡

対
策

に
関

す
る

診
療

計
画

書

病
　

棟

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
　

生
　

　
　

褥
瘡

の
有

無

「
あ

り
」
も

し
く
は

「
で

き
な

い
」
が

１
つ

以
上

の
場

合
、

看
護

計
画

を
立

案
し

実
施

す
る

［
記

載
上

の
注

意
］

　
　

１
　

日
常

生
活

自
立

度
の

判
定

に
当

た
っ

て
は

「
「

障
害

老
人

の
日

常
生

活
自

立
度

(
寝

た
き

り
度

）
判

定
基

準
」

の
活

用
に

つ
い

て
」

　
　

　
　

（
平

成
３

年
1
1
月

1
8
日

　
厚

生
省

大
臣

官
房

老
人

保
健

福
祉

部
長

通
知

 
老

健
第

1
0
2
-
2
号

）
を

参
照

の
こ

と
。

大
き

さ
（
㎝

2
）

長
径

×
長

径
に

直
交

す
る

最
大

径
（
持

続
す

る
発

赤
の

範
囲

も
含

む
）

肉
芽

形
成

良
性

肉
芽

が
占

め
る

割
合

(1
)局

所
の

炎
症

徴
候

あ
り

  
（
創

周
辺

の
発

赤
、

腫
脹

、
熱

感
、

疼
痛

）

(3
)局

所
の

明
ら

か
な

感
染

徴
候

あ
り

　
（
炎

症
徴

候
、

膿
、

悪
臭

）

褥 瘡 の 状 態 の 評 価 ( D E S I G N | R )

ポ
ケ

ッ
ト

（
㎝

2
）

潰
瘍

面
も

含
め

た
ポ

ケ
ッ

ト
全

周
(ポ

ケ
ッ

ト
の

長
径

×
長

径
に

直
交

す
る

最
大

径
)

－
潰

瘍
面

積

(1
)少

量
：
毎

日
の

交
換

を
要

し
な

い
(3

)中
等

量
：
1
日

1
回

の
交

換

(9
)全

身
的

影
響

あ
り

　
 （

発
熱

な
ど

）

(3
)柔

ら
か

い
壊

死
組

織
あ

り

(6
)多

量
：
1
日

2
回

以
上

の
交

換

合 計 点

看 護 計 画

留
意

す
る

項
目

（
体

位
変

換
、

体
圧

分
散

寝
具

、
頭

部
  
挙

上
方

法
、

車
椅

子
姿

勢
保

持
等

）

（ ）（ ） 11691168



別
紙
４

平
均
在
院
日
数
の
算
定
方
法

１
入
院
基
本
料
等
の
施
設
基
準
に
係
る
平
均
在
院
日
数
の
算
定
は
、
次
の
式
に
よ
る
。

①
に
掲
げ
る
数

②
に
掲
げ
る
数

①
当
該
病
棟
に
お
け
る
直
近
３
か
月
間
の
在
院
患
者
延
日
数

②
（
当
該
病
棟
に
お
け
る
当
該
３
か
月
間
の
新
入
棟
患
者
数
＋
当
該
病
棟
に
お
け
る
当
該
３
か
月
間
の

新
退
棟
患
者
数
）
／
２

な
お
、
小
数
点
以
下
は
切
り
上
げ
る
。

２
上
記
算
定
式
に
お
い
て
、
在
院
患
者
と
は
、
毎
日
2
4
時
現
在
当
該
病
棟
に
在
院
中
の
患
者
を
い
い
、
当
該
病
棟

に
入
院
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に
退
院
又
は
死
亡
し
た
者
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
患
者
が
当
該
病
棟
か
ら
他

の
病
棟
へ
移
動
し
た
と
き
は
、
当
該
移
動
し
た
日
は
当
該
病
棟
に
お
け
る
入
院
日
と
し
て
在
院
患
者
延
日
数
に
含

め
る
。

３
上
記
算
定
式
に
お
い
て
、
新
入
棟
患
者
数
と
は
、
当
該
３
か
月
間
に
新
た
に
当
該
病
棟
に
入
院
し
た
患
者
の
数

（
以
下
「
新
入
院
患
者
」
と
い
う
。
）
及
び
他
の
病
棟
か
ら
当
該
病
棟
に
移
動
し
た
患
者
数
の
合
計
を
い
う
が
、

当
該
入
院
に
お
け
る
１
回
目
の
当
該
病
棟
へ
の
入
棟
の
み
を
数
え
、
再
入
棟
は
数
え
な
い
。

ま
た
、
病
棟
種
別
の
異
な
る
病
棟
が
２
つ
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
２
以
上
の
病
棟
間
を
同
一
の
患
者

が
移
動
し
た
場
合
は
、
１
回
目
の
入
棟
の
み
を
新
入
棟
患
者
と
し
て
数
え
る
。

当
該
３
か
月
以
前
か
ら
当
該
病
棟
に
入
院
し
て
い
た
患
者
は
、
新
入
棟
患
者
数
に
は
算
入
し
な
い
。

当
該
病
院
を
退
院
後
、
当
該
病
棟
に
再
入
院
し
た
患
者
は
、
新
入
院
患
者
と
し
て
取
り
扱
う
。

４
上
記
算
定
式
に
お
い
て
、
新
退
棟
患
者
数
と
は
、
当
該
３
か
月
間
に
当
該
病
棟
か
ら
退
院
（
死
亡
を
含
む
。
）

し
た
患
者
数
と
当
該
病
棟
か
ら
他
の
病
棟
に
移
動
し
た
患
者
数
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
該
入
院
に
お
け
る
１
回
目

の
当
該
病
棟
か
ら
の
退
棟
の
み
を
数
え
、
再
退
棟
は
数
え
な
い
こ
と
と
す
る
。

病
棟
種
別
の
異
な
る
病
棟
が
２
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
２
以
上
の
病
棟
間
を
同
一
の
患
者
が
移
動
し

た
場
合
は
、
１
回
目
の
退
棟
の
み
を
新
退
棟
患
者
と
し
て
数
え
る
も
の
と
す
る
。

５
「
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
」
の
別
表
第
二
に
規
定
す
る
入
院
患
者
は
１
の
①
及
び
②
か
ら
除
く
。

６
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
３
を
算
定
し
た
患
者
及
び
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
別
表
第
二
の
二
十
三
に
該

当
す
る
患
者
で
あ
っ
て
６
日
以
降
も
入
院
す
る
場
合
は
、
①
及
び
②
に
含
め
る
も
の
と
し
、
入
院
日
か
ら
起
算
し

た
日
数
を
含
め
て
平
均
在
院
日
数
を
計
算
す
る
こ
と
。

別
紙

５
 

看
護

要
員

（
看

護
職

員
及

び
看

護
補

助
者

を
い

う
）

の
配

置
状

況
（

例
）

 

  
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
の

場
合

の
例

 

 
【

 
１

病
棟

（
１

看
護

単
位

）
入

院
患

者
数

4
0
人

で
急

性
期

一
般

入
院

料
２

の
届

出
を

行
う

場
合

 
】

 

  
 

 
○

 
１

勤
務

帯
８

時
間

、
１

日
３

勤
務

帯
を

標
準

と
し

て
、

月
平

均
１

日
当

た
り

必
要

と
な

る
看

護
職

員
の

数

 
 

 
 

が
1
2
人

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

 
 
 
 
 
 
○

 
当

該
届

出
区

分
に

お
い

て
、

月
平

均
１

日
当

た
り

勤
務

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

看
護

職
員

（
看

護
師

及

 
 

 
 

び
准

看
護

師
を

い
う

）
の

数
に

対
す

る
実

際
に

勤
務

し
た

月
平

均
１

日
当

た
り

の
看

護
師

の
比

率
が

7
0
％

以

 
 

 
 

上
で

あ
る

こ
と

。
 

 
 
 
 
 

○
 

当
該

病
棟

が
交

代
制

の
勤

務
形

態
で

あ
る

こ
と

。
 
 

 
 

 
○

 
夜

間
勤

務
の

看
護

職
員

配
置

に
つ

い
て

は
、

看
護

師
１

人
を

含
む

２
人

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

 
 

 
○

 
当

該
病

棟
の

平
均

在
院

日
数

が
2
1
日

以
内

で
あ

る
こ

と
。

 

  
(
１

)
 

看
護

職
員

配
置

の
算

出
方

法
 

 
 

①
 

各
勤

務
帯

に
従

事
し

て
い

る
看

護
職

員
の

１
人

当
た

り
の

受
け

持
ち

患
者

数
が

1
0
人

以
内

で
あ

る
こ

と
。

 

 
 

 
（

4
0
人

×
１

／
1
0
）

×
３

＝
当

該
病

棟
に

１
日

当
た

り
1
2
人

（
小

数
点

以
下

切
り

上
げ

）
以

上
の

看
護

職
員

 
 

 
が

勤
務

し
て

い
る

こ
と

。
 

  
 

②
 

月
平

均
１

日
当

た
り

勤
務

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

看
護

職
員

の
数

に
対

す
る

実
際

に
勤

務
し

た
月

平
均

１

 
 

 
日

当
た

り
の

看
護

師
の

比
率

が
7
0
％

を
満

た
す

こ
と

。
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
当

該
病

棟
の

月
平

均
１

日
当

た
り

勤
務

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

看
護

職
員

の
数

が
1
2
人

の
場

合
、

 
 

 
 

 
 

 
 
実

際
に

勤
務

す
る

月
平

均
１

日
当

た
り

の
看

護
師

は
8
.
4
人

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

1
2
人

×
7
0
％

＝
8
.
4
人

 

  
 
 
(
２

)
 

看
護

職
員

１
人

当
た

り
の

月
平

均
夜

勤
時

間
数

の
算

出
方

法
 

 
 
 
 
 

○
 

各
病

棟
に

お
い

て
、
夜

勤
時

間
帯

に
従

事
し

た
看

護
職

員
１

人
当

た
り

の
月

平
均

夜
勤

時
間

数
が

7
2
時

間

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
当

該
病

棟
の

看
護

職
員

の
月

延
夜

勤
時

間
数

 

 
 
 
 
月

平
均

夜
勤

時
間

数
＝

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
夜

勤
時

間
帯

の
従

事
者

数
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
夜

勤
専

従
者

及
び

夜
勤

1
6
時

間
未

満
の

看
護

職
員

を
除

く
）

 

 

  
 

 
 

①
 
当

該
保

険
医

療
機

関
で

夜
勤

時
間

帯
を

設
定

：
1
6
時

か
ら

翌
朝

８
時

ま
で

（
1
6
時

間
）

 

  
 

 
 

②
 
夜

勤
時

間
と

従
事

者
数

：
２

人
以

上
の

看
護

職
員

が
配

置
さ

れ
て

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

1
6
時

～
2
4
時

3
0
分

（
看

護
師

３
人

、
計

３
人

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
０

時
～

８
時

3
0
分

（
看

護
師

２
人

、
准

看
護

師
１

人
 

計
３

人
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

③
 
１

月
当

た
り

夜
勤

時
間

帯
に

従
事

す
る

実
人

員
数

：
2
3
人

（
８

人
＋

1
1
人

＋
４

人
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
８

人
×

7
2
時

間
（

夜
勤

を
月

９
日

）
 
＝

 
5
7
6
時

間
 

(
a
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

1
1
人

×
6
4
時

間
（

夜
勤

を
月

８
日

）
 
＝

 
7
0
4
時

間
 

(
b
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
４

人
×

4
0
時

間
（

夜
勤

を
月

５
日

）
 
＝

 
1
6
0
時

間
 

(
c
)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

 
夜

勤
時

間
帯

の
中

で
申

し
送

り
に

要
し

た
時

間
（

2
4
時

か
ら

2
4
時

3
0
分

）

は
申

し
送

っ
た

従
事

者
の

夜
勤

時
間

及
び

夜
勤

帯
に

病
棟

以
外

で
勤

務
し

た

 
※

 

時
間

は
夜

勤
時

間
に

は
含

め
て

い
な

い
。

 

  
 

 
 

④
 
月

延
夜

勤
時

間
数

：
1
,
4
4
0
時

間
（

(
a
)
～

(
c
)
の

合
計

）
 

  
 

 
 

⑤
 
月

平
均

夜
勤

時
間

数
:
7
2
時

間
以

下
で

あ
る

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
,
4
4
0
時

間
 

÷
 

2
3
人

 
＝

 
6
2
.
6
時

間
（

小
数

点
２

位
以

下
切

り
捨

て
)
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別
紙

７

（
 
配

点
 
）

Ａ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
処

置
等

０
点

１
点

２
点

1
創

傷
処

置
（

①
創

傷
の

処
置

（
褥

瘡
の

処
置

を
除

く
）

、
　

②
褥

瘡
の

処
置

）
な

し
あ

り

2
呼

吸
ケ

ア
（

喀
痰

吸
引

の
み

の
場

合
を

除
く

）
な

し
あ

り

3
点

滴
ラ

イ
ン

同
時

３
本

以
上

の
管

理
な

し
あ

り

4
心

電
図

モ
ニ

タ
ー

の
管

理
な

し
あ

り

5
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
な

し
あ

り

6
輸

血
や

血
液

製
剤

の
管

理
な

し
あ

り

7

専
門

的
な

治
療

・
処

置
（

①
 
抗

悪
性

腫
瘍

剤
の

使
用

（
注

射
剤

の
み

）
、

　
②

 
抗

悪
性

腫
瘍

剤
の

内
服

の
管

理
、

　
③

 
麻

薬
の

使
用

（
注

射
剤

の
み

）
、

　
④

 
麻

薬
の

内
服

、
貼

付
、

坐
剤

の
管

理
、

　
⑤

 
放

射
線

治
療

、
　

⑥
 
免

疫
抑

制
剤

の
管

理
（

注
射

剤
の

み
）

、
　

⑦
 
昇

圧
剤

の
使

用
（

注
射

剤
の

み
）

、
　

⑧
 
抗

不
整

脈
剤

の
使

用
（

注
射

剤
の

み
）

、
　

⑨
 
抗

血
栓

塞
栓

薬
の

持
続

点
滴

の
使

用
、

　
⑩

 
ド

レ
ナ

ー
ジ

の
管

理
、

　
⑪

 
無

菌
治

療
室

で
の

治
療

）

な
し

あ
り

8
救

急
搬

送
後

の
入

院
（

５
日

間
）

な
し

あ
り

Ａ
得

点

０
点

１
点

２
点

０
１

9
寝

返
り

で
き

る
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
で

き
る

で
き

な
い

点
　

1
0

移
乗

自
立

一
部

介
助

全
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
1

口
腔

清
潔

自
立

要
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
2

食
事

摂
取

自
立

一
部

介
助

全
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
3

衣
服

の
着

脱
自

立
一

部
介

助
全

介
助

実
施

な
し

実
施

あ
り

点
　

1
4

診
療

・
療

養
上

の
指

示
が

通
じ

る
は

い
い

い
え

点
　

1
5

危
険

行
動

な
い

あ
る

点
　

Ｂ
得

点

Ｃ
手

術
等

の
医

学
的

状
況

０
点

１
点

1
6

開
頭

手
術

（
1
3
日

間
）

な
し

あ
り

1
7

開
胸

手
術

（
1
2
日

間
）

な
し

あ
り

1
8

開
腹

手
術

（
７

日
間

）
な

し
あ

り

1
9

骨
の

手
術

（
1
1
日

間
）

な
し

あ
り

2
0

胸
腔

鏡
・

腹
腔

鏡
手

術
（

５
日

間
）

な
し

あ
り

2
1

全
身

麻
酔

・
脊

椎
麻

酔
の

手
術

（
５

日
間

）
な

し
あ

り

2
2

救
命

等
に

係
る

内
科

的
治

療
（

５
日

間
）

（
①

経
皮

的
血

管
内

治
療

、
　

②
経

皮
的

心
筋

焼
灼

術
等

の
治

療
、

　
③

侵
襲

的
な

消
化

器
治

療
）

な
し

あ
り

2
3

別
に

定
め

る
検

査
（

２
日

間
）

な
し

あ
り

2
4

別
に

定
め

る
手

術
（

６
日

間
）

な
し

あ
り

Ｃ
得

点

注
）

患
者

の
状

況
等

・
Ａ

（
Ａ

７
①

か
ら

④
ま

で
及

び
⑥

か
ら
⑨

ま
で

に
限

る
。

）
及

び
Ｃ

に
つ

い
て

は
、

評
価

日
に

お
い

て
、

別
紙

１
に

規
定

す
る

レ
セ

プ
ト

電
算

処
理

シ
ス

テ
ム

用
コ

ー
ド

の
う

ち
、

　
Ａ

又
は

Ｃ
項

目
に

該
当

す
る

項
目

の
点
数

を
そ

れ
ぞ

れ
記

載
す

る
。

・
Ｂ

に
つ

い
て

は
、

評
価

日
の

「
患

者
の
状

態
」

及
び

「
介

助
の

実
施

」
に

基
づ

き
判

断
し

た
患

者
の

状
況

等
の

点
数

を
記

載
す

る
。

・
Ａ

（
Ａ

７
①

か
ら

④
ま

で
及

び
⑥

か
ら
⑨

ま
で

を
除

く
。

）
に

つ
い

て
は

、
評

価
日

に
お

い
て

実
施

さ
れ

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
処

置
等

の
点

数
を

記
載

す
る

。

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必
要

度
Ⅰ

に
係

る
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

「
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
に

係
る

評
価

票
　

評
価

の
手

引
き

」
に

基
づ

き
、

以
下

の
と

お
り

記
載

し
た

点
数

に
つ

い
て
、

Ａ
～

Ｃ
そ

れ
ぞ

れ
合

計
す

る
。

一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅰ
に
係
る
評
価
票

×

介
助

の
実

施

×

Ｂ
患

者
の

状
態

評
価

別
紙
６

 

 

入
院

基
本

料
に

係
る

看
護

記
録

 

  

入
院
基
本
料
の
届
出

を
行
っ
た

病
棟
に
お
い
て
は
、

看
護
体
制

の
１
単
位
ご
と
に
次

に
掲
げ
る

記
録
が
な
さ
れ
て
い

る
必
要
が
あ
る
。
た

だ
し
、
そ

の
様
式
、
名
称
等
は

各
保
険
医

療
機
関
が
適
当
と
す

る
方
法
で

差
し
支
え
な
い
。

 

 １
 
患
者
の
個
人
記

録
 

(
１
)
 
経
過
記
録
 

個
々
の
患
者
に
つ
い

て
観
察
し

た
事
項
及
び
実
施
し

た
看
護
の

内
容
等
を
看
護
要
員

が
記
録
す

る
も
の
。

 

た
だ
し
、
病
状
安
定

期
に
お
い

て
は
診
療
録
の
温
度

表
等
に
状

態
の
記
載
欄
を
設
け

、
そ
の
要

点
を
記
録
す
る

程
度
で
も
よ
い
。

 

(
２
)
 
看
護
計
画
に
関
す
る
記

録
 

個
々
の
患
者
に
つ
い

て
、
計
画

的
に
適
切
な
看
護
を

行
う
た
め

、
看
護
の
目
標
、
具

体
的
な
看

護
の
方
法
及
び

評
価
等
を
記
録
す
る

も
の
。

 

 ２
 
看
護
業
務
の
計

画
に
関
す

る
記
録

 

(
１
)
 
 
看
護
業
務
の
管
理
に
関
す
る
記
録

 

患
者
の
移
動
、
特
別

な
問
題
を

持
つ
患
者
の
状
態
及

び
特
に
行

わ
れ
た
診
療
等
に
関

す
る
概
要

、
看
護
要
員
の

勤
務
状
況
並
び
に
勤

務
交
代
に

際
し
て
申
し
送
る
必

要
の
あ
る

事
項
等
を
各
勤
務
帯

ご
と
に
記

録
す
る
も
の
。

 

(
２
)
 
看
護
業
務
の
計
画
に
関

す
る
記
録

 

看
護
要
員
の
勤
務
計

画
及
び
業

務
分
担
並
び
に
看
護

師
、
准
看

護
師
の
受
け
持
ち
患

者
割
当
等

に
つ
い
て
看
護

チ
ー
ム
ご
と
に
掲
げ

て
お
く
も

の
。
看
護
職
員
を
適

正
に
配
置

す
る
た
め
の
患
者
の

状
態
に
関

す
る
評
価
の
記

録
。
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- 
1 
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一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

 
評

価
の

手
引

き
 

  ＜
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅰ

＞
 

 ア
セ

ス
メ

ン
ト

共
通

事
項

 

 １
．

評
価

の
対

象
 

評
価

の
対

象
は

、
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
（

許
可

病
床

数
4
0
0
床

以
上

の
保

険
医

療
機

関
で

あ
っ

て
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
（

急
性

期
一

般
入

院
料

７
を

除
く

。
）

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
場

合
を

除

く
。

）
、

７
対

１
入

院
基

本
料

（
結

核
病

棟
入

院
基

本
料

、
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
結

核
病

棟

に
限

る
。

）
及

び
専

門
病

院
入

院
基

本
料

）
、

1
0
 
対

１
入

院
基

本
料

（
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
に

限
る

。
）

及
び

専
門

病
院

入
院

基
本

料
）

、
地

域
一

般
入

院
料

１
、

総
合

入
院

体
制

加

算
（

一
般

病
棟

入
院

基
本

料
、

特
定

一
般

病
棟

入
院

料
）

、
看

護
補

助
加

算
１

（
地

域
一

般
入

院
基

本

料
、

1
3
対

１
入

院
基

本
料

）
、

一
般

病
棟

看
護

必
要

度
評

価
加

算
（

専
門

病
院

入
院

基
本

料
、

特
定

一

般
病

棟
入

院
料

）
、

脳
卒

中
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

並
び

に
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

（
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

及
び

特
定

一
般

病
棟

入
院

料
（

地
域

包
括

ケ
ア

入
院

医
療

管
理

が

行
わ

れ
る

場
合

）
を

算
定

す
る

場
合

も
含

む
。

以
下

「
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

等
」

と
い

う
。

）

を
届

け
出

て
い

る
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

で
あ

り
、

産
科

患
者

、
1
5
歳

未
満

の
小

児
患

者
、

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者
及

び
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象

病
院

に
お

い
て

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２

又
は

３
の

対
象

と
な

る
手

術
、

検
査

又
は

放
射

線
治

療
を

行
っ

た
患

者
（

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等

第
十

の
三

（
３

）
及

び
四

に
係

る
要

件
以

外
の

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

に
係

る
要

件
を

満
た

す
場

合

に
限

る
。

）
は

評
価

の
対

象
と

し
な

い
。

 

 ２
．

評
価

日
及

び
評

価
項

目
 

評
価

は
、

患
者

に
行

わ
れ

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
処

置
等

（
Ａ

項
目

）
、

患
者

の
状

況
等

（
Ｂ

項

目
）

並
び

に
手

術
等

の
医

学
的

状
況

（
Ｃ

項
目

）
に

つ
い

て
、

毎
日

評
価

を
行

う
こ

と
。

 

た
だ

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
等

に
つ

い
て

は
、

Ａ
項

目
及

び
Ｃ

項
目

の
み

の
評

価
と

し
、

毎
日

評
価

を
行

う
こ

と
。

 

 ３
．

評
価

対
象

時
間

 

評
価

対
象

時
間

は
、

０
時

か
ら

2
4
時

の
2
4
時

間
で

あ
り

、
重

複
や

空
白

時
間

を
生

じ
さ

せ
な

い
こ

と
。

 

外
出

・
外

泊
や

検
査

・
手

術
等

の
理

由
に

よ
り

、
全

て
の

評
価

対
象

時
間

の
観

察
を

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
患

者
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、

当
該

病
棟

に
在

棟
し

て
い

た
時

間
が

あ
っ

た
場

合
は

、
評

価
の

対

象
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
評

価
対

象
日

の
０

時
か

ら
2
4
時

の
間

、
外

泊
し

て
い

る
患

者
は

、
当

該
外

泊
日

に
つ

い
て

は
、

評
価

対
象

と
な

ら
な

い
。

 

退
院

日
は

、
当

日
の

０
時

か
ら

退
院

時
ま

で
を

評
価

対
象

時
間

と
す

る
。

退
院

日
の

評
価

は
行

う

が
、

基
準

を
満

た
す

患
者

の
算

出
に

あ
た

り
延

べ
患

者
数

に
は

含
め

な
い

。
た

だ
し

、
入

院
し

た
日

に

退
院

（
死

亡
退

院
を

含
む

）
し

た
患

者
は

、
延

べ
患

者
数

に
含

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 ４
．

評
価

対
象

場
所

 

 
 

原
則

と
し

て
、

当
該

病
棟

内
を

評
価

の
対

象
場

所
と

し
、

当
該

病
棟

以
外

で
実

施
さ

れ
た

治
療

、
処

置
、

看
護

及
び

観
察

に
つ

い
て

は
、

評
価

の
対

象
場

所
に

含
め

な
い

。
た

だ
し

、
Ａ

項
目

の
専

門
的

な

治
療

・
処

置
の

う
ち

、
放

射
線

治
療

及
び

Ｃ
項

目
の

手
術

等
の

医
学

的
状

況
に

つ
い

て
は

、
当

該
医

療

機
関

内
に

お
け

る
治

療
を

評
価

の
対

象
場

所
と

す
る

。
 

 ５
．

評
価

対
象

の
処

置
・

介
助

等
 

 
 

当
該

病
棟

で
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

処
置

・
介

助
等

の
実

施
者

、
又

は
医

師
の

補
助

の
実

施
者

は
、

当
該

病
棟

に
所

属
す

る
看

護
職

員
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
一

部
の

評
価

項
目

に
お

い

（
 
配

点
 
）

Ａ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
処

置
等

０
点

１
点

２
点

1
創
傷
処
置

（
①
創
傷
の
処
置
（
褥
瘡
の
処
置
を
除
く
）
、

　
②
褥
瘡
の
処
置
）

な
し

あ
り

2
呼
吸
ケ
ア
（
喀
痰
吸
引
の
み
の
場
合
を
除
く
）

な
し

あ
り

3
点
滴
ラ
イ
ン
同
時
３
本
以
上
の
管
理

な
し

あ
り

4
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理

な
し

あ
り

5
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
の
管
理

な
し

あ
り

6
輸
血
や
血
液
製
剤
の
管
理

な
し

あ
り

7

専
門
的
な
治
療
・
処
置

（
①
 
抗
悪
性
腫
瘍
剤
の
使
用
（
注
射
剤
の
み
）
、

　
②
 
抗
悪
性
腫
瘍
剤
の
内
服
の
管
理
、

　
③
 
麻
薬
の
使
用
（
注
射
剤
の
み
）
、

　
④
 
麻
薬
の
内
服
、
貼
付
、
坐
剤
の
管
理
、

　
⑤
 
放
射
線
治
療
、

　
⑥
 
免
疫
抑
制
剤
の
管
理
（
注
射
剤
の
み
）
、

　
⑦
 
昇
圧
剤
の
使
用
（
注
射
剤
の
み
）
、

　
⑧
 
抗
不
整
脈
剤
の
使
用
（
注
射
剤
の
み
）
、

　
⑨
 
抗
血
栓
塞
栓
薬
の
持
続
点
滴
の
使
用
、

　
⑩
 
ド
レ
ナ
ー
ジ
の
管
理
、

　
⑪
 
無
菌
治
療
室
で
の
治
療
）

な
し

あ
り

8
緊
急
に
入
院
を
必
要
と
す
る
状
態
（
５
日
間
）

な
し

あ
り

Ａ
得

点

０
点

１
点

２
点

０
１

9
寝
返
り

で
き
る

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
で

き
な

い
点

　

1
0

移
乗

自
立

一
部
介
助

全
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
1

口
腔
清
潔

自
立

要
介
助

実
施

な
し

実
施

あ
り

点
　

1
2

食
事
摂
取

自
立

一
部
介
助

全
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
3

衣
服
の
着
脱

自
立

一
部
介
助

全
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
4

診
療
・
療
養
上
の
指
示
が
通
じ
る

は
い

い
い
え

点
　

1
5

危
険
行
動

な
い

あ
る

点
　

Ｂ
得

点

Ｃ
手

術
等

の
医

学
的

状
況

０
点

１
点

1
6

開
頭
手
術
（
1
3
日
間
）

な
し

あ
り

1
7

開
胸
手
術
（
1
2
日
間
）

な
し

あ
り

1
8

開
腹
手
術
（
７
日
間
）

な
し

あ
り

1
9

骨
の
手
術
（
1
1
日
間
）

な
し

あ
り

2
0

胸
腔
鏡
・
腹
腔
鏡
手
術
（
５
日
間
）

な
し

あ
り

2
1

全
身
麻
酔
・
脊
椎
麻
酔
の
手
術
（
５
日
間
）

な
し

あ
り

2
2

救
命
等
に
係
る
内
科
的
治
療
（
５
日
間
）

（
①
経
皮
的
血
管
内
治
療
、

　
②
経
皮
的
心
筋
焼
灼
術
等
の
治
療
、

　
③
侵
襲
的
な
消
化
器
治
療
）

な
し

あ
り

2
3

別
に
定
め
る
検
査
（
２
日
間
）

な
し

あ
り

2
4

別
に
定
め
る
手
術
（
６
日
間
）

な
し

あ
り

Ｃ
得
点

注
）

一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
に
係
る
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
「
一
般
病
棟
用
の
重
症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
に

係
る

評
価

票
　

評
価

の
手

引
き

」
に

基
づ

き
、

以
下
の
と
お
り
記
載
し
た
点
数
に
つ
い
て
、
Ａ
～
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
合
計
す
る
。

・
Ａ
及
び
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
評
価
日
に
お
い
て
、
別
表
１
に
規
定
す
る
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
用
コ

ー
ド

の
う

ち
、

　
Ａ
又
は
Ｃ
項
目
に
該
当
す
る
項
目
の
合
計
点
数
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
。

・
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
評
価
日
の
「
患
者
の
状
態
」
及
び
「
介
助
の
実
施
」
に
基
づ
き
判
断
し
た
患
者
の
状
況

等
の

点
数

を
記

載
す

る
。

一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
Ⅱ
に
係
る
評
価
票

×

評
価

Ｂ
患

者
の

状
況

等
患

者
の

状
態

×

介
助

の
実

施

（ ）（ ） 11711170
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- 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

創
傷

処
置

に
含

ま
れ

る
内

容
は

、
各

定
義

及
び

留
意

点
に

基
づ

い
て

判
断

す
る

こ
と

。
 

 

①
 
創

傷
の

処
置

（
褥

瘡
の

処
置

を
除

く
）

 

【
定

義
】

 

創
傷

の
処

置
（

褥
瘡

の
処

置
を

除
く

）
は

、
創

傷
が

あ
り

、
創

傷
に

つ
い

て
の

処
置

を
実

施
し
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 【
留

意
点

】
 

こ
こ

で
い

う
創

傷
と

は
、
皮

膚
又

は
粘

膜
が

破
綻

を
き

た
し

た
状

態
で

あ
り

、
そ

の
数

、
深

さ
、

範
囲

の
程

度
は

問
わ

な
い

。
 

縫
合

創
は

創
傷

処
置

の
対

象
に

含
め

る
が

、
縫

合
の

な
い

穿
刺

創
は

含
め

な
い

。
粘

膜
は

、
鼻

、
口

腔
、
膣

及
び

肛
門

の
粘

膜
で

あ
っ

て
、
外

部
か

ら
粘

膜
が

破
綻

を
き

た
し

て
い

る
状

態
で

あ
る

こ
と

が
目

視
で

き
る

場
合

に
限

り
含

め
る

。
気

管
切

開
口

、
胃

瘻
及

び
ス

ト
ー

マ
等

に
つ

い
て

は
、

造
設

か
ら

抜
糸

ま
で

を
含

め
、
抜

糸
後

は
、
滲

出
液

が
見

ら
れ

処
置

を
必

要
と

す
る

場
合

を
含

め
る

。
 

こ
こ

で
い

う
処

置
と

は
、
創

傷
の

治
癒

を
促

し
感

染
を

予
防

す
る

目
的

で
、
洗

浄
、
消

毒
、
止

血
、
薬

剤
の

注
入

及
び

塗
布

、
ガ

ー
ゼ

や
フ

ィ
ル

ム
材

等
の

創
傷

被
覆

材
の

貼
付

や
交

換
等

の
処

置
を

実
施

し
た

場
合

を
い

い
、
診

察
、
観

察
だ

け
の

場
合

や
ガ

ー
ゼ

を
剥

が
す

だ
け

の
場

合
は

含
め

な
い

。
 

ま
た

、
陰

圧
閉

鎖
療

法
、
眼

科
手

術
後

の
点

眼
及

び
排

泄
物

の
処

理
に

関
す

る
ス

ト
ー

マ
処

置
は

含
め

な
い

。
 

 

②
 
褥

瘡
の

処
置

 

【
定

義
】

 

褥
瘡

の
処

置
は

、
褥

瘡
が

あ
り

、
褥

瘡
に

つ
い

て
の

処
置

を
実

施
し

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 【
留

意
点

】
 

こ
こ

で
い

う
褥

瘡
と

は
、

N
P
U
A
P
分

類
Ⅱ

度
以

上
又

は
D
E
S
I
G
N
-
R
分

類
d
2
以

上
の

状
態

を
い

う
。

こ
の

状
態

に
達

し
て

い
な

い
も

の
は

、
褥

瘡
の

処
置

の
対

象
に

含
め

な
い

。
 

こ
こ

で
い

う
処

置
と

は
、
褥

瘡
に

対
し

て
、
洗

浄
、
消

毒
、
止

血
、
薬

剤
の

注
入

及
び

塗
布

、
ガ

ー
ゼ

や
フ

ィ
ル

ム
材

等
の

創
傷

被
覆

材
の

貼
付

や
交

換
等

の
処

置
を

実
施

し
た

場
合

を
い

い
、

診
察

、
観

察
だ

け
の

場
合

や
ガ

ー
ゼ

を
剥

が
す

だ
け

の
場

合
は

含
め

な
い

。
ま

た
、
陰

圧
閉

鎖
療

法
は

含
め

な
い

。
 

 【
参

考
】

 

N
P
U
A
P
分

類
（

N
a
t
i
o
n
a
l
 
P
r
e
s
s
u
r
e
 
U
l
c
e
r
 
o
f
 
A
d
v
i
s
o
r
y
 
P
a
n
e
l
）

Ⅱ
度

以
上

 
D
E
S
I
G
N
-
R
分

類
（

日
本

褥
瘡

学
会

に
よ

る
も

の
）

d
2
 
以

上
 

 ２
 

呼
吸

ケ
ア

（
喀

痰
吸

引
の

み
の

場
合

を
除

く
）

 
項

目
の

定
義

 

呼
吸

ケ
ア

は
、
酸

素
吸

入
、
痰

を
出

す
た

め
の

体
位

ド
レ

ナ
ー

ジ
、
ス

ク
ウ

ィ
ー

ジ
ン

グ
の

い
ず

れ
か

の
処

置
に

対
し

て
、
看

護
職

員
等

が
自

ら
行

う
か

医
師

の
介

助
を

行
っ

た
場

合
、
あ

る
い

は
人

工
換

気
が

必
要

な
患

者
に

対
し

て
、
看

護
職

員
等

が
装

着
中

の
人

工
呼

吸
器

の
管

理
を

行
っ

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

- 
2 

- 
 

て
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
等

が
当

該
病

棟
内

に
お

い
て

実
施

す
る

こ
と

を
評

価
す

る
場

合
は

、
病

棟

所
属

の
有

無
は

問
わ

な
い

。
 

な
お

、
Ａ

項
目

の
評

価
に

お
い

て
、

医
師

が
単

独
で

処
置

等
を

行
っ

た
後

に
、

当
該

病
棟

の
看

護
職

員
が

当
該

処
置

等
を

確
認

し
、

実
施

記
録

を
残

す
場

合
も

評
価

に
含

め
る

も
の

と
す

る
。

 

Ａ
項

目
の

処
置

の
評

価
に

お
い

て
は

、
訓

練
や

退
院

指
導

等
の

目
的

で
実

施
す

る
行

為
は

評
価

の
対

象
に

含
め

な
い

が
、

Ｂ
項

目
の

評
価

に
お

い
て

は
、

患
者

の
訓

練
を

目
的

と
し

た
行

為
で

あ
っ

て
も

評

価
の

対
象

に
含

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

Ａ
項

目
の

薬
剤

の
評

価
に

つ
い

て
は

、
臨

床
試

験
で

あ
っ

て
も

評
価

の
対

象
に

含
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 ６
．

評
価

者
 

 
 

評
価

は
、

院
内

研
修

を
受

け
た

者
が

行
う

こ
と

。
医

師
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
等

が
一

部
の

項
目

の
評

価
を

行
う

場
合

も
院

内
研

修
を

受
け

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、

Ａ
項

目
及

び
Ｃ

項
目

の
う

ち
、

別
表

１
に

規
定

す
る

「
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療

・
看

護
必

要
度

Ａ
・

Ｃ
項

目
に

係
る

レ
セ

プ
ト

電
算

処
理

シ
ス

テ
ム

用
コ

ー
ド

一
覧

」
（

以
下

、
コ

ー
ド

一
覧

と
い

う
。

）
を

用
い

て
評

価
を

行
う

項
目

に
つ

い
て

は
、

当
該

評
価

者
に

よ
り

各
選

択
肢

の
判

断
を

行
う

必
要

は
な

い
。

 

 ７
．

評
価

の
判

断
 

 
 

評
価

の
判

断
は

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
共

通
事

項
、

Ｂ
項

目
共

通
事

項
及

び
項

目
ご

と
の

選
択

肢
の

判
断

基
準

等
に

従
っ

て
実

施
す

る
こ

と
。

独
自

に
定

め
た

判
断

基
準

に
よ

り
評

価
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 ８
．

評
価

の
根

拠
 

 
 

評
価

は
、

観
察

と
記

録
に

基
づ

い
て

行
い

、
推

測
は

行
わ

な
い

こ
と

。
当

日
の

実
施

記
録

が
無

い
場

合
は

評
価

で
き

な
い

た
め

、
Ａ

項
目

で
は

「
な

し
」

、
Ｂ

項
目

で
は

自
立

度
の

一
番

高
い

評
価

と
す

る
。

Ａ
項

目
（

Ａ
７

「
専

門
的

な
治

療
・

処
置

等
」

の
⑤

、
⑩

及
び

⑪
に

限
る

。
）

の
評

価
に

お
い

て

は
、

後
日

、
第

三
者

が
確

認
を

行
う

際
に

、
記

録
か

ら
同

一
の

評
価

を
導

く
根

拠
と

な
る

記
録

を
残

し

て
お

く
必

要
が

あ
る

が
、

項
目

ご
と

の
記

録
を

残
す

必
要

は
な

い
。

 

記
録

は
、

媒
体

の
如

何
を

問
わ

ず
、

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

正
式

に
承

認
を

得
て

保
管

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

原
則

と
し

て
医

師
及

び
当

該
病

棟
の

看
護

職
員

に
よ

る
記

録
が

評
価

の

対
象

と
な

る
が

、
評

価
項

目
に

よ
っ

て
は

、
医

師
及

び
病

棟
の

看
護

職
員

以
外

の
職

種
の

記
録

も
評

価

の
根

拠
と

な
り

得
る

た
め

、
記

録
方

法
に

つ
い

て
院

内
規

定
を

設
け

る
等

、
工

夫
す

る
こ

と
。

 

な
お

、
Ｂ

項
目

に
つ

い
て

は
、

「
患

者
の

状
態

」
が

評
価

の
根

拠
と

な
る

こ
と

か
ら

、
重

複
す

る
記

録
を

残
す

必
要

は
な

い
。

 

 
 Ａ

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
処

置
等

 
 １

 
創

傷
処

置
 

項
目

の
定

義
 

創
傷

処
置

は
、
①

創
傷

の
処

置
（
褥

瘡
の

処
置

を
除

く
）

、
②

褥
瘡

の
処

置
の

い
ず

れ
か

の
処

置
に

つ
い

て
、
看

護
職

員
が

医
師

の
介

助
を

し
た

場
合

、
あ

る
い

は
医

師
又

は
看

護
職

員
が

自
ら

処
置

を
実

施
し

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

 

「
な

し
」

 
創

傷
処

置
の

い
ず

れ
も

実
施

し
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
創

傷
処

置
の

い
ず

れ
か

を
実

施
し

た
場

合
を

い
う

。
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判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

心
電

図
の

誘
導

の
種

類
や

誘
導

法
の

種
類

は
問

わ
な

い
。

 
機

器
の

設
置
・
準

備
・

後
片

付
け

は
含

め
な

い
。
心

電
図

モ
ニ

タ
ー

の
装

着
時

間
や

回
数

は
問

わ
な

い
が

、
医

師
の

指
示

に
よ

り
、
心

機
能

や
呼

吸
機

能
障

害
を

有
す

る
患

者
等

に
対

し
て

常
時

観
察

を
行

っ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

、
看

護
職

員
に

よ
る

心
電

図
の

評
価

の
記

録
が

必
要

で
あ

る
。
心

電
図

の
機

器
に

よ
る

自
動

的
な

記
録

の
み

の
場

合
は

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

管
理

の
対

象
に

含
め

な
い

。
 

心
電

図
検

査
と

し
て

一
時

的
に

測
定

を
行

っ
た

場
合

は
含

め
な

い
。
ホ

ル
タ

ー
心

電
図

は
定

義
に

従
い

、
看

護
職

員
に

よ
る

持
続

的
な

評
価

の
記

録
が

あ
る

場
合

に
限

り
含

め
る

。
 

 ５
 

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

管
理

は
、
末

梢
静

脈
・

中
心

静
脈

・
硬

膜
外

・
動

脈
・

皮
下

に
対

し
て

、
静

脈
注

射
・
輸

液
・
輸

血
・
血

液
製

剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

を
使

用
し

、
看

護
職

員
が

使
用

状
況
（

投
与

時
間

、
投

与
量

等
）
を

管
理

し
て

い
る

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

  
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

  
末

梢
静

脈
・

中
心

静
脈

・
硬

膜
外

・
動

脈
・

皮
下

に
対

し
て

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
を

し
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

  
末

梢
静

脈
・

中
心

静
脈

・
硬

膜
外

・
動

脈
・

皮
下

に
対

し
て

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
を

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
、
静

脈
注

射
・

輸
液

・
輸

血
・

血
液

製
剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

に
セ

ッ
ト

し
て

い
て

も
、
作

動
さ

せ
て

い
な

い
場

合
に

は
使

用
し

て
い

な
い

も
の

と
す

る
。

 
携

帯
用

で
あ

っ
て

も
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
の

対
象

に
含

め
る

が
、
P
C
A（

自
己

調
節

鎮
痛

法
）

に
よ

る
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

は
、
看

護
職

員
が

投
与

時
間

と
投

与
量

の
両

方
の

管
理

を
行

い
、
持

続
的

に
注

入
し

て
い

る
場

合
の

み
含

め
る

。
 

 ６
 

輸
血

や
血

液
製

剤
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

輸
血

や
血

液
製

剤
の

管
理

は
、
輸

血
（

全
血

、
濃

厚
赤

血
球

、
新

鮮
凍

結
血

漿
等

）
や

血
液

製
剤

（
ア

ル
ブ

ミ
ン

製
剤

等
）
の

投
与

に
つ

い
て

、
血

管
を

通
し

て
行

っ
た

場
合

、
そ

の
投

与
後

の
状

況
を

看
護

職
員

が
管

理
し

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

  
輸

血
や

血
液

製
剤

の
使

用
状

況
の

管
理

を
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
  

輸
血

や
血

液
製

剤
の

使
用

状
況

の
管

理
を

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

輸
血

、
血

液
製

剤
の

種
類

及
び

単
位

数
に

つ
い

て
は

問
わ

な
い

が
、
腹

膜
透

析
や

血
液

透
析

は
輸

血
や

血
液

製
剤

の
管

理
の

対
象

に
含

め
な

い
。
自

己
血

輸
血

、
腹

水
を

濾
過

し
て

輸
血

す
る

場
合

は
含

め
る

。
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「
な

し
」

 
呼

吸
ケ

ア
を

実
施

し
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
呼

吸
ケ

ア
を

実
施

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

喀
痰

吸
引

の
み

の
場

合
は

呼
吸

ケ
ア

の
対

象
に

含
め

な
い

。
 

呼
吸

ケ
ア

に
お

け
る

時
間

の
長

さ
や

回
数

は
問

わ
な

い
。

酸
素

吸
入

の
方

法
は

問
わ

な
い

。
 

人
工

呼
吸

器
の

種
類

や
設

定
内

容
、
あ

る
い

は
気

道
確

保
の

方
法

に
つ

い
て

は
問

わ
な

い
が

、
看

護
職

員
等

が
、
患

者
の

人
工

呼
吸

器
の

装
着

状
態

の
確

認
、
換

気
状

況
の

確
認

、
機

器
の

作
動

確
認

等
の

管
理

を
実

施
し

て
い

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、
人

工
呼

吸
器

の
使

用
に

関
す

る
医

師
の

指
示

が
必

要
で

あ
る

。
 

N
P
P
V
（

非
侵

襲
的

陽
圧

換
気

）
の

実
施

は
人

工
呼

吸
器

の
使

用
に

含
め

る
。

 
な

お
、
気

管
切

開
の

患
者

が
喀

痰
吸

引
を

行
っ

て
い

る
だ

け
の

場
合

は
含

め
な

い
。
ま

た
、
エ

ア
ウ

ェ
イ

挿
入

、
ネ

ブ
ラ

イ
ザ

ー
吸

入
は

呼
吸

ケ
ア

に
は

含
め

な
い

。
 

 ３
 

点
滴

ラ
イ

ン
同

時
３

本
以

上
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

点
滴

ラ
イ

ン
同

時
３

本
以

上
の

管
理

は
、
持

続
的

に
点

滴
ラ

イ
ン
（

ボ
ト

ル
、
バ

ッ
グ

、
 シ

リ
ン

ジ
等

か
ら

末
梢

静
脈

、
中

心
静

脈
、

動
静

脈
シ

ャ
ン

ト
、

硬
膜

外
、

動
脈

、
皮

下
に

対
す

る
点

滴
、

持
続

注
入

に
よ

る
薬

液
、
輸

血
・

血
液

製
剤

の
流

入
経

路
）
を

３
本

以
上

同
時

に
使

用
し

、
看

護
職

員
が

管
理

を
行

っ
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
同

時
に

３
本

以
上

の
点

滴
の

管
理

を
実

施
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 

同
時

に
３

本
以

上
の

点
滴

の
管

理
を

実
施

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

施
行

の
回

数
や

時
間

の
長

さ
、

注
射

針
の

刺
入

個
所

の
数

は
問

わ
な

い
。

 
２

つ
の

ボ
ト

ル
を

連
結

管
で

連
結

さ
せ

て
１

つ
の

ル
ー

ト
で

滴
下

し
た

場
合

は
、
点

滴
ラ

イ
ン

は
１

つ
と

し
て

数
え

る
。
１

カ
所

に
刺

入
さ

れ
て

い
て

も
三

方
活

栓
等

の
コ

ネ
ク

タ
ー

で
接

続
さ

れ
た

点
滴

ラ
イ

ン
は

本
数

に
数

え
る

。
こ

れ
ら

点
滴

ラ
イ

ン
を

利
用

し
て

、
側

管
か

ら
持

続
的

に
点

滴
す

る
場

合
は

数
え

る
が

、
手

動
で

注
射

を
実

施
し

た
場

合
は

、
持

続
的

に
使

用
し

て
い

る
と

い
え

な
い

た
め

本
数

に
数

え
な

い
。

 
ス

ワ
ン

ガ
ン

ツ
カ

テ
ー

テ
ル

の
加

圧
バ

ッ
グ

に
つ

い
て

は
、
薬

液
の

注
入

が
目

的
で

は
な

い
た

め
本

数
に

数
え

な
い

。
P
C
A（

自
己

調
節

鎮
痛

法
）
に

よ
る

点
滴

ラ
イ

ン
（

携
帯

用
を

含
む

）
は

、
看

護
職

員
が

投
与

時
間

と
投

与
量

の
両

方
の

管
理

を
行

い
、
持

続
的

に
注

入
し

て
い

る
場

合
の

み
本

数
に

数
え

る
。

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

４
 

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

管
理

は
、
持

続
的

に
看

護
職

員
が

心
電

図
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

  
持

続
的

な
心

電
図

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

  
持

続
的

な
心

電
図

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

場
合

を
い

う
。

 

（ ）（ ） 11731172



- 
7 

- 
 

照
射

方
法

は
、
外

部
照

射
と

内
部

照
射

（
腔

内
照

射
、
小

線
源

治
療

）
を

問
わ

な
い

。
放

射
線

治
療

の
対

象
に

は
、
エ

ッ
ク

ス
線

表
在

治
療

、
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
放

射
線

治
療

、
ガ

ン
マ

ナ
イ

フ
、
直

線
加

速
器
（

リ
ニ

ア
ッ

ク
）
に

よ
る

定
位

放
射

線
治

療
、

全
身

照
射

、
密

封
小

線
源

治
療

、
放

射
性

同
位

元
素

内
用

療
法

を
放

射
線

治
療

の
対

象
に

含
め

る
。

 
外

部
照

射
の

場
合

は
照

射
日

の
み

を
含

め
る

が
、
外

部
照

射
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、
院

外
で

の
実

施
は

含
め

な
い

。
 

外
部

照
射

か
内

部
照

射
か

は
問

わ
ず

、
継

続
し

て
内

部
照

射
を

行
な

っ
て

い
る

場
合

は
、
治

療
期

間
を

通
し

て
評

価
の

対
象

に
含

め
る

。
 

放
射

線
治

療
の

実
施

が
当

該
医

療
機

関
内

で
あ

れ
ば

評
価

の
対

象
場

所
に

含
め

る
。

 

 
⑥

 免
疫

抑
制

剤
の

管
理

（
注

射
剤

の
み

）
 

【
留

意
点

】
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

コ
ー

ド
一

覧
を

参
照

の
こ

と
。
 

 
⑦

 昇
圧

剤
の

使
用

（
注

射
剤

の
み

）
 

【
留

意
点

】
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

コ
ー

ド
一

覧
を

参
照

の
こ

と
。

 

 
⑧

 抗
不

整
脈

剤
の

使
用

（
注

射
剤

の
み

）
 

【
留

意
点

】
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

コ
ー

ド
一

覧
を

参
照

の
こ

と
。

 

 

⑨
 
抗

血
栓

塞
栓

薬
の

持
続

点
滴

の
使

用
 

【
留

意
点

】
 

コ
ー

ド
一

覧
を

参
照

の
こ

と
。

 

 
⑩

 
ド

レ
ナ

ー
ジ

の
管

理
 

【
定

義
】

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

ド
レ

ナ
ー

ジ
の

管
理

と
は

、
排

液
、
減

圧
の

目
的

と
し

て
、
患

者
の

創
部

や
体

腔
に

誘
導

管
（

ド
レ

ー
ン

）
を

継
続

的
に

留
置

し
、
滲

出
液

や
血

液
等

を
直

接
的

に
体

外
に

誘
導

し
、
排

液
バ

ッ
グ

等
に

貯
留

す
る

状
況

を
看

護
職

員
が

管
理

し
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 【
留

意
点

】
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

誘
導

管
は

、
当

日
の

評
価

対
象

時
間

の
間

、
継

続
的

に
留

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
ド

レ
ナ

ー
ジ

の
管

理
の

対
象

に
含

め
る

。
当

日
に

設
置

し
て

且
つ

抜
去

し
た

場
合

は
含

め
な

い
が

、
誘

導
管

を
設

置
し

た
日

で
あ

っ
て

翌
日

も
留

置
し

て
い

る
場

合
、
又

は
抜

去
し

た
日

で
あ

っ
て

前
日

も
留

置
し

て
い

る
場

合
は

、
当

日
に

６
時

間
以

上
留

置
さ

れ
て

い
た

場
合

に
は

含
め

る
。

 
胃

瘻
（

P
E
G
）

を
減

圧
目

的
で

開
放

す
る

場
合

で
あ

っ
て

も
定

義
に

従
っ

て
い

れ
ば

含
め

る
。

 
体

外
へ

直
接

誘
導

す
る

場
合

の
み

評
価

し
、

体
内

で
側

副
路

を
通

す
場

合
は

含
め

な
い

。
ま

た
、

腹
膜

透
析

や
血

液
透

析
は

含
め

な
い

。
経

尿
道

的
な

膀
胱

留
置

カ
テ

ー
テ

ル
は

含
め

な
い

が
、
血

尿
が

あ
る

場
合

は
、
血

尿
の

状
況

を
管

理
す

る
場

合
に

限
り

評
価

で
き

る
。
陰

圧
閉

鎖
療

法
は

、
創

部
に

誘
導

管
（

パ
ッ

ド
が

連
結

さ
れ

て
い

る
場

合
を

含
む

）
を

留
置

し
て

、
定

義
に

従
っ

た
処

置
を

し
て

い
る

場
合

は
含

め
る

。
 

定
義

に
基

づ
き

誘
導

管
が

目
的

に
従

っ
て

継
続

的
に

留
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

含
め

る
も

の
で

あ
る

が
、
抜

去
や

移
動

等
の

目
的

で
、
一

時
的

で
あ

れ
ば

ク
ラ

ン
プ

し
て

い
て

も
良

い
も

の
と

す
る

。
 

 ⑪
 
無

菌
治

療
室

で
の

治
療

 
【

定
義

】
 

無
菌

治
療

室
で

の
治

療
と

は
、

移
植

後
、

白
血

病
、

再
生

不
良

性
貧

血
、

骨
髄

異
形

成
症

候
群

、
重

症
複

合
型

免
疫

不
全

症
等

の
患

者
に

対
し

て
、
無

菌
治

療
室

で
の

治
療

が
必

要
で

あ
る

と
医

師
が

判
断

し
、

無
菌

治
療

室
で

の
治

療
を

６
時

間
以

上
行

っ
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
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専

門
的

な
治

療
・

処
置

 
項

目
の

定
義

 

専
門

的
な

治
療

・
処

置
は

、
①

抗
悪

性
腫

瘍
剤

の
使

用
（

注
射

剤
の

み
）
、
②

抗
悪

性
腫

瘍
剤

の
内

服
の

管
理

、
③

麻
薬

の
使

用
（

注
射

剤
の

み
）

、
④

麻
薬

の
内

服
、
貼

付
、
坐

剤
の

管
理

、
⑤

放
射

線
治

療
、
⑥

免
疫

抑
制

剤
の

管
理

（
注

射
剤

の
み

）
、

⑦
昇

圧
剤

の
使

用
（

注
射

剤
の

み
）

、
⑧

抗
不

整
脈

剤
の

使
用
（

注
射

剤
の

み
）
、
⑨

抗
血

栓
塞

栓
薬

の
持

続
点

滴
の

使
用

、
⑩

ド
レ

ナ
ー

ジ
の

管
理

、
⑪

無
菌

治
療

室
で

の
治

療
の

い
ず

れ
か

の
治

療
・
処

置
を

実
施

し
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

  
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
専

門
的

な
治

療
・

処
置

を
実

施
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 

専
門

的
な

治
療

・
処

置
を

一
つ

以
上

実
施

し
た

場
合

を
い

う
。

た
だ
し
、
①
か
ら
④
ま

で
及
び

⑥
か
ら
⑨
ま
で
に
つ
い
て
は
、
評
価
日
に
お
い
て
、
コ
ー
ド
一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ド
が

入
力
さ
れ
て
い
る
場
合
を
い
う
。
 

  
 
判

断
に

際
し

て
の

注
意

点
 

専
門
的
な
治
療
・
処
置
に
含
ま
れ
る
内
容
は
、
各
定
義
及
び
留
意
点
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
①
か
ら
④
ま
で
及
び
⑥
か
ら
⑨
ま
で
に
つ
い
て
は
、
内
服
薬
の
コ
ー
ド
が
入
力
さ
れ
て
い
な

い
日
に
当
該
コ
ー
ド
に
該
当
す
る
内
服
を
指
示
し
た
場
合
や
、
事
前
に
処
方
や
指
示
を
行
っ
て
お
り
内

服
当
日
に
は
当
該
コ
ー
ド
が
入
力
さ
れ
て
い
な
い
場
合
等
は
、
評
価
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
手
術
や

麻
酔
中
に
用
い
た
薬
剤
は
評
価
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
検
査
や
処
置
等
、
そ
の
他
の
目
的
で
用
い
た

薬
剤
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｆ
統
合
フ
ァ
イ
ル
に
お
け
る
デ
ー
タ
区
分
コ
ー
ド
が
20
番
台
（
投
薬
）
、
30
番

台
（
注
射
）
、
5
0番

（
手
術
）
及
び
5
4番

（
麻
酔
）
の
薬
剤
に
限
り
、
評
価
の
対
象
と
な
る
。
 

 
①

 抗
悪

性
腫

瘍
剤

の
使

用
（

注
射

剤
の

み
）

 
【

留
意

点
】

 
コ

ー
ド

一
覧

を
参

照
の

こ
と

。
 

 

②
 

抗
悪

性
腫

瘍
剤

の
内

服
の

管
理

 

【
留

意
点

】
 

コ
ー

ド
一

覧
を

参
照

の
こ

と
。

 

 
③

 
麻

薬
の

使
用

（
注

射
剤

の
み

）
 

 
【

留
意

点
】

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
コ

ー
ド

一
覧

を
参

照
の

こ
と

。
 

 

④
麻

薬
の

内
服

、
貼

付
、

坐
剤

の
管

理
 

【
留

意
点

】
 

コ
ー

ド
一

覧
を

参
照

の
こ

と
。

 

 
⑤

 放
射

線
治

療
  

 
【

定
義

】
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

放
射

線
治

療
は

、
固

形
腫

瘍
又

は
血

液
系

腫
瘍

を
含

む
悪

性
腫

瘍
が

あ
る

患
者

に
対

し
て

、
病

変
部

に
Ｘ

線
、
ガ

ン
マ

線
、
電

子
線

等
の

放
射

線
を

照
射

し
、
そ

の
Ｄ

Ｎ
Ａ

分
子

間
の

結
合

破
壊

(
電

離
作

用
)
に

よ
り

目
標

病
巣

を
死

滅
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

し
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 【
留

意
点

】
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る
。

 

  
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
で

き
る

」
 

何
に

も
つ

か
ま

ら
ず

、
寝

返
り

（
片

側
だ

け
で

よ
い

）
が

１
人

で
で

き
る

場
合

を
い

う
。

 
「

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
」

 
ベ

ッ
ド

柵
、
ひ

も
、
バ

ー
、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
等

の
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
１

人
で

寝
返

り
が

で
き

る
場

合
を

い
う

。
 

「
で

き
な

い
」

 
介

助
な

し
で

は
１

人
で

寝
返

り
が

で
き

な
い

等
、
寝

返
り

に
何

ら
か

の
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
 

  
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

「
何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
」
状

態
と

は
、

看
護
職
員

等
が
事

前
に

環
境

を
整

え
て

お
く
こ

と
に
よ
っ

て
患

者
自

身
が

１
人

で
寝
返

り
が

で
き

る
状

態
で

あ
り
、

寝
返

り
の

際
に

、
ベ

ッ
ド
柵

に
患

者
の
手
を
つ
か
ま
ら
せ
る
等
の
介
助
を
看
護
職
員
等
が
行
っ
て
い
る
場
合
は
「
で
き
な
い
」
と
な
る
。
 

医
師
の
指
示
に
よ
り
、
自
力
で
の
寝
返
り
を
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
で
き
な
い
」
と
す
る
。
 

 １
０

 
移

乗
 

 
項

目
の

定
義

 

移
乗

時
の

介
助

の
必

要
の

有
無

と
、

介
助

の
実

施
状

況
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 
こ

こ
で

い
う
『

移
乗

』
と

は
、
「

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

へ
」
、
「

ベ
ッ

ド
か

ら
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

へ
」

、
「

車
椅

子
か

ら
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
へ

」
等

、
乗

り
移

る
こ

と
で

あ
る

。
 

 
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
介

助
な

し
で

移
乗

で
き

る
場

合
を

い
う

。
這

っ
て

動
い

て
も

、
移

乗
が

１
人

で
で

き
る

場
合

も
含

む
。

 
「

一
部

介
助

」
 

患
者

の
心

身
の

状
態

等
の

理
由

か
ら

、
事

故
等

が
な

い
よ

う
に

見
守

る
必

要
が

あ
る

場
合
、
あ

る
い

は
１

人
で

は
移

乗
が

で
き

な
い

た
め

他
者

が
手

を
添

え
る

、
体

幹
を

支
え

る
等

の
一

部
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
 

「
全

介
助

」
 

１
人

で
は

移
乗

が
全

く
で

き
な

い
た

め
に

、
他

者
が

抱
え

る
、
運

ぶ
等

の
全

面
的

に
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

  
 

  
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

患
者

が
１

人
で

は
動

け
ず

、
ス

ラ
イ

ド
式

の
移

乗
用

補
助

具
の

使
用

が
必

要
な

場
合

は
「

全
介

助
」

と
な

る
。

 
車

椅
子

等
へ

の
移

乗
の

際
に

、
立

つ
、
向

き
を

変
え

る
、
数

歩
動

く
等

に
対

し
て

、
患

者
自

身
も

行
う

こ
と

が
で

き
て

い
る

（
力

が
出

せ
る

）
場

合
は

「
一

部
介

助
」

と
な

る
。

 
医

師
の

指
示

に
よ

り
、
自

力
で

の
移

乗
を

制
限

さ
れ

て
い

る
場

合
は
「

全
介

助
」
と

す
る

。
ま

た
、

介
助

に
よ

る
移

乗
も

制
限

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
「

全
介

助
」

か
つ

「
実

施
な

し
」

と
す

る
。

 

 １
１

 
口

腔
清

潔
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  【

留
意

点
】

 

無
菌

治
療

室
と

は
、
室

内
を

無
菌

の
状

態
に

保
つ

た
め

に
十

分
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

必
要

が
あ

り
、
当

該
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
自

家
発

電
装

置
を

有
し

て
い

る
こ

と
と

、
滅

菌
水

の
供

給
が

常
時

可
能

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
個

室
で

あ
っ

て
、
室

内
の

空
気

清
浄

度
が

、
患

者
に

対
し

無
菌

治
療

室
管

理
を

行
っ

て
い

る
際

に
、

常
時

Ｉ
Ｓ

Ｏ
ク

ラ
ス

７
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

無
菌

治
療

室
に

入
室

し
た

日
及

び
無

菌
治

療
室

を
退

室
し

た
日

は
評

価
の

対
象

と
す

る
。

 

 ８
．

救
急

搬
送

後
の

入
院

 
項

目
の

定
義

 

救
急

搬
送

後
の

入
院

は
、
救

急
用

の
自

動
車
（

市
町

村
又

は
都

道
府

県
の

救
急

業
務

を
行

う
た

め
の

救
急

隊
の

救
急

自
動

車
に

限
る

）
又

は
救

急
医

療
用

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

に
よ

り
当

該
医

療
機

関
に

搬
送

さ
れ

、
入

院
し

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

  
救

急
用

の
自

動
車

又
は

救
急

医
療

用
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
以

外
に

よ
り

搬
送

さ
れ

入
院

し
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
  

救
急

用
の

自
動

車
又

は
救

急
医

療
用

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

に
よ

り
搬

送
さ

れ
入

院
し

た
場

合
を

い
う

。
 

 判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

 

救
急

搬
送

後
の

患
者

が
、

直
接

、
評

価
対

象
病

棟
に

入
院

し
た

場
合

の
み

を
評

価
の

対
象

と
し

、
救

命
救

急
病

棟
、
I
C
U
等

の
治

療
室

に
一

旦
入

院
し

た
場

合
は

評
価

の
対

象
に

含
め

な
い

。
た

だ
し

、
手

術
室

を
経

由
し

て
評

価
対

象
病

棟
に

入
院

し
た

場
合

は
評

価
の

対
象

に
含

め
る

。
 

入
院

当
日

を
含

め
た

５
日

間
を

評
価

の
対

象
と

す
る

。
 

  Ｂ
 

患
者

の
状

況
等

 
 Ｂ

項
目

共
通

事
項

 
 
１

．
義

手
・

義
足

・
コ

ル
セ

ッ
ト

等
の

装
具

を
使

用
し

て
い

る
場

合
に

は
、

装
具

を
装

着
し

た
後

の
状

態
に

基
づ

い
て

評
価

を
行

う
。

 
２

．
評

価
時

間
帯

の
う

ち
に

状
態

が
変

わ
り

、
異

な
る

状
態

の
記

録
が

存
在

す
る

場
合

に
は

、
自

立
度

の
低

い
方

の
状

態
を

も
と

に
評

価
を

行
う

こ
と

。
 

３
．
当

該
動

作
が

制
限

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
可

能
で

あ
れ

ば
動

作
を

促
し

、
観

察
し

た
結

果
を

も
と

に
「

患
者

の
状

態
」
を

評
価

す
る

こ
と

。
動

作
の

確
認

を
で

き
な

か
っ

た
場

合
に

は
、
通

常
、
介

助
が

必
要

な
状

態
で

あ
っ

て
も

「
で

き
る

」
又

は
「

自
立

」
と

す
る

。
 

４
．
医

師
の

指
示

に
よ

っ
て

、
当

該
動

作
が

制
限

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

明
確

で
あ

る
場

合
に

は
、
各

選
択

肢
の

留
意

点
を

参
考

に
評

価
す

る
。

こ
の

場
合

、
医

師
の

指
示

に
係

る
記

録
が

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
動

作
が

禁
止

さ
れ

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
患

者
が

無
断

で
当

該
動

作
を

行
っ

て
し

ま
っ

た
場

合
に

は
「

で
き

る
」

又
は

「
自

立
」

と
す

る
。

 
５

．
Ｂ

1
0「

移
乗

」
、
Ｂ

1
1「

口
腔

清
潔

」
、
Ｂ

1
2「

食
事

摂
取

」
、
Ｂ

1
3「

衣
服

の
着

脱
」
に

つ
い

て
は

、
「

患
者

の
状

態
」

と
「

介
助

の
実

施
」

と
を

乗
じ

た
点

数
と

す
る

こ
と

。
 

  
９

 
寝

返
り

 
 

項
目

の
定

義
 

寝
返

り
が

自
分

で
で

き
る

か
ど

う
か

、
あ

る
い

は
ベ

ッ
ド

柵
、
ひ

も
、
バ

ー
、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
等

の
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
で

き
る

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
い

う
『

寝
返

り
』
と

は
、
仰

臥
位

か
ら
（

左
右

ど
ち

ら
か

の
）
側

臥
位

に
な

る
動

作
で

あ
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「
全

介
助

」
 

１
人

で
は

全
く

食
べ

る
こ

と
が

で
き

ず
全

面
的

に
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
い

、
食

事
開

始
か

ら
終

了
ま

で
に

す
べ

て
に

介
助

を
要

す
る

場
合

は
｢
全

介
助

｣
と

す
る

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

食
事

の
種

類
は

問
わ

ず
、
一

般
（

普
通

）
食

、
プ

リ
ン

等
の

経
口

訓
練

食
、
水

分
補

給
食

、
経

管
栄

養
す

べ
て

を
さ

し
、
摂

取
量

は
問

わ
な

い
。
経

管
栄

養
の

評
価

も
、
全

面
的

に
看

護
職

員
等

が
行

う
必

要
が

あ
る

場
合

は
「

全
介

助
」
と

な
り

、
患

者
が

自
立

し
て

１
人

で
行

う
こ

と
が

で
き

る
場

合
は
「

自
立

」
と

な
る

。
た

だ
し

、
経

口
栄

養
と

経
管

栄
養

の
い

ず
れ

も
行

っ
て

い
る

場
合

は
、
「

自
立

度
の

低
い

方
」

で
評

価
す

る
。

 
家

族
が

行
っ

た
行

為
、

食
欲

の
観

察
は

含
め

な
い

。
ま

た
、

看
護

職
員

等
が

、
パ

ン
の

袋
切

り
、

食
事

の
温

め
、
果

物
の

皮
む

き
、
卵

の
殻

む
き

等
を

行
う

必
要

が
あ

る
場

合
は

｢
一

部
介

助
｣
と

す
る

。
 医

師
の

指
示

に
よ

り
、
食

止
め

や
絶

食
と

な
っ

て
い

る
場

合
は

、
「

全
介

助
」
か

つ
「

実
施

な
し

」
と

す
る

。
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
し

て
も

患
者

が
食

事
摂

取
を

拒
否

し
た

場
合

は
｢
実

施
な

し
｣
と

す
る

。
 

 １
３

 
衣

服
の

着
脱

 
 

項
目

の
定

義
 

衣
服

の
着

脱
に

つ
い

て
、
介

助
の

必
要

の
有

無
と

、
介

助
の

実
施

状
況

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
衣

服
と

は
、

患
者

が
日

常
生

活
上

必
要

と
し

着
用

し
て

い
る

も
の

を
い

う
。

パ
ジ

ャ
マ

の
上

衣
、

ズ
ボ

ン
、

寝
衣

、
パ

ン
ツ

、
オ

ム
ツ

等
を

含
む

。
 

 
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
介

助
な

し
に

１
人

で
衣

服
を

着
た

り
脱

い
だ

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
を

い
う

。
 

自
助

具
等

を
使

っ
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

場
合

も
含

む
。

 
「

一
部

介
助

」
 

衣
服

の
着

脱
に

一
部

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。
例

え
ば

、
途

中
ま

で
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

が
、

最
後

に
看

護
職

員
等

が
ズ

ボ
ン

・
パ
ン

ツ
等

を
上

げ
る

必
要

が
あ

る
場

合
等

は
、

｢
一

部
介

助
｣
に

含
む

。
看

護
職

員
等

が
手

を
出

し
て

介
助

す
る

必
要

は
な

い
が

、
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
、
転

倒
の

防
止

等
の

た
め

に
、
見

守
り

や
指

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
場

合
等

も
｢
一

部
介

助
｣
と

す
る

。
 

「
全

介
助

」
 

衣
服

の
着

脱
の

行
為

す
べ

て
に

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。
患

者
自

身
が

、
介

助
を

容
易

に
す

る
た

め
に

腕
を

上
げ

る
、
足

を
上

げ
る

、
腰

を
上

げ
る

等
の

行
為

を
行

う
こ

と
が

で
き

て
も

、
着

脱
行

為
そ

の
も

の
を

患
者

が
行

う
こ

と
が

で
き

ず
、
看

護
職

員
等

が
す

べ
て

介
助

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
も

「
全

介
助

」
と

す
る

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

衣
服

の
着

脱
に

要
す

る
時

間
の

長
さ

は
判

断
に

は
関

係
し

な
い

。
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項

目
の

定
義

 

口
腔

内
を

清
潔

に
す

る
た

め
の

一
連

の
行

為
が

１
人

で
で

き
る

か
ど

う
か

、
１

人
で

で
き

な
い

場
合

に
看

護
職

員
等

が
見

守
り

や
介

助
を

実
施

し
た

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

一
連

の
行

為
と

は
、
歯

ブ
ラ

シ
や

う
が

い
用

の
水

等
を

用
意

す
る

、
歯

磨
き

粉
を

歯
ブ

ラ
シ

に
つ

け
る

等
の

準
備

、
歯

磨
き

中
の

見
守

り
や

指
示

、
磨

き
残

し
の

確
認

等
も

含
む

。
 

口
腔

清
潔

に
際

し
て

、
車

椅
子

に
移

乗
す

る
、
洗

面
所

ま
で

移
動

す
る

等
の

行
為

は
、
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

に
は

含
ま

れ
な

い
。

 

 
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

す
べ

て
が

１
人

で
で

き
る

場
合

を
い

う
。

 
「

要
介

助
」

 
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

の
う

ち
部

分
的

、
あ

る
い

は
す

べ
て

に
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
見

守
り

や
指

示
が

必
要

な
場

合
も

含
ま

れ
る

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

口
腔

内
の

清
潔

に
は

、
『

歯
磨

き
、
う

が
い

、
口

腔
内

清
拭

、
舌

の
ケ

ア
等

の
介

助
か

ら
義

歯
の

手
入

れ
、
挿

管
中

の
吸

引
に

よ
る

口
腔

洗
浄

、
ポ

ピ
ド

ン
ヨ

ー
ド

剤
等

の
薬

剤
に

よ
る

洗
浄

』
も

含
ま

れ
る

。
舌

や
口

腔
内

の
硼

砂
グ

リ
セ

リ
ン

の
塗

布
、
口

腔
内

吸
引

の
み

は
口

腔
内

清
潔

に
含

ま
な

い
。

 
ま

た
、
歯

が
な

い
場

合
は

、
う

が
い

や
義

歯
の

清
潔

等
、
口

腔
内

の
清

潔
に

関
す

る
類

似
の

行
為

が
行

わ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
に

基
づ

い
て

判
断

す
る

。
 

医
師

の
指

示
に

よ
り

、
自

力
で

の
口

腔
清

潔
が

制
限

さ
れ

て
い

る
場

合
は

「
要

介
助

」
と

す
る

。
ま

た
、
介

助
に

よ
る

口
腔

清
潔

も
制

限
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、
「

要
介

助
」
か

つ
「

実
施

な
し

」
と

す
る

。
 

 １
２

 
食

事
摂

取
 

 
項

目
の

定
義

 

食
事

介
助

の
必

要
の

有
無

と
、

介
助

の
実

施
状

況
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 
こ

こ
で

い
う

食
事

摂
取

と
は

、
経

口
栄

養
、
経

管
栄

養
を

含
み

、
朝

食
、
昼

食
、
夕

食
、
補

食
等

、
個

々
の

食
事

単
位

で
評

価
を

行
う

。
中

心
静

脈
栄

養
は

含
ま

れ
な

い
。

 
食

事
摂

取
の

介
助

は
、
患

者
が

食
事

を
摂

る
た

め
の

介
助

、
患

者
に

応
じ

た
食

事
環

境
を

整
え

る
食

卓
上

の
介

助
を

い
う

。
厨

房
で

の
調

理
、
配

膳
、
後

片
付

け
、
食

べ
こ

ぼ
し

の
掃

除
、
車

椅
子

へ
の

移
乗

の
介

助
、

エ
プ

ロ
ン

を
か

け
る

等
は

含
ま

れ
な

い
。

 

  
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
介

助
・
見

守
り

な
し

に
１

人
で

食
事

が
摂

取
で

き
る

場
合

を
い

う
。
ま

た
、
箸

や
ス

プ
ー

ン
の

ほ
か

に
、

自
助

具
等

を
使

用
す

る
場

合
も

含
ま

れ
る

。
 

「
一

部
介

助
」

 
必

要
に

応
じ

て
、
食

事
摂

取
の

行
為

の
一

部
に

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。
ま

た
、
食

卓
で

食
べ

や
す

い
よ

う
に

配
慮

す
る

行
為
（

小
さ

く
切

る
、
ほ

ぐ
す

、
皮

を
む

く
、
魚

の
骨

を
と

る
、
蓋

を
は

ず
す

等
）
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
見

守
り

や
指

示
が

必
要

な
場

合
も

含
ま

れ
る

。
 

（ ）（ ） 11771176
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  Ｃ
 

手
術

等
の

医
学

的
状

況
 

 Ｃ
項

目
共

通
事

項
 

 
１

．
コ
ー
ド
一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
評
価
日
に
お
け
る
入
力
の
有
無
及
び
当
該
コ

ー
ド
に
係
る
手
術
等
の
実
施
当
日
か
ら
の
日
数
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
。
 

２
．

各
選

択
肢

の
判

断
基

準
に

示
さ

れ
た

手
術

等
の

実
施

当
日

か
ら

の
日

数
に

つ
い

て
は

、
実

施
当

日
を

含
む

日
数

で
あ

る
こ

と
。

 
 １

６
 

開
頭

手
術

 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

評
価

日
に

お
い

て
コ

ー
ド

一
覧

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

コ
ー

ド
が

入
力

さ
れ

て
い

る
場

合
又

は
当

該
コ

ー
ド

に
係

る
手

術
の

実
施

当
日

か
ら

1
3
日

間
の

場
合

、
「

あ
り

」
と

す
る

。
 

 １
７

 
開

胸
手

術
 

選
択

肢
の

判
断

基
準

 

評
価

日
に

お
い

て
コ

ー
ド

一
覧

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

コ
ー

ド
が

入
力

さ
れ

て
い

る
場

合
又

は
当

該
コ

ー
ド

に
係

る
手

術
の

実
施

当
日

か
ら

1
2
日

間
の

場
合

、
「

あ
り

」
と

す
る

。
 

 １
８

 
開

腹
手

術
 

選
択

肢
の

判
断

基
準

 

評
価

日
に

お
い

て
コ

ー
ド

一
覧

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

コ
ー

ド
が

入
力

さ
れ

て
い

る
場

合
又

は
当

該
コ

ー
ド

に
係

る
手

術
の

実
施

当
日

か
ら

７
日

間
の

場
合

、
「

あ
り

」
と

す
る

。
 

 １
９

 
骨

の
手

術
 

選
択

肢
の

判
断

基
準

 

評
価

日
に

お
い

て
コ

ー
ド

一
覧

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

コ
ー

ド
が

入
力

さ
れ

て
い

る
場

合
又

は
当

該
コ

ー
ド

に
係

る
手

術
の

実
施

当
日

か
ら

1
1
日

間
の

場
合

、
「

あ
り

」
と

す
る

。
 

 ２
０

 
胸

腔
鏡

・
腹

腔
鏡

手
術

 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

評
価

日
に

お
い

て
コ

ー
ド

一
覧

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

コ
ー

ド
が

入
力

さ
れ

て
い

る
場

合
又

は
当

該
コ

ー
ド

に
係

る
手

術
の

実
施

当
日

か
ら

５
日

間
の

場
合

、
「

あ
り

」
と

す
る

。
 

 ２
１

 
全

身
麻

酔
・

脊
椎

麻
酔

の
手

術
 

選
択

肢
の

判
断

基
準

 

評
価

日
に

お
い

て
コ

ー
ド

一
覧

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

コ
ー

ド
が

入
力

さ
れ

て
い

る
場

合
又

は
当

該
コ

ー
ド

に
係

る
手

術
の

実
施

当
日

か
ら

５
日

間
の

場
合

、
「

あ
り

」
と

す
る

。
 

 ２
２

 
救

命
等

に
係

る
内

科
的

治
療

 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

①
か

ら
③

の
各

項
目

に
つ

い
て

、
評

価
日

に
お

い
て

コ
ー

ド
一

覧
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
コ

ー
ド

が
入

力
さ

れ
て

い
る

場
合

又
は

当
該

コ
ー

ド
に

係
る

治
療

の
実

施
当

日
か

ら
５

日
間

の
場

合
、「

あ
り

」
と

す
る

。
 

 ２
３

 
別

に
定

め
る

検
査

 
選

択
肢

の
判

断
基

準
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通
常

は
自

分
で

衣
服

の
着

脱
を

し
て

い
る

が
、
点

滴
が

入
っ

て
い

る
た

め
に

介
助

を
要

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

介
助

の
状

況
で

評
価

す
る

。
 

靴
や

帽
子

は
、

衣
服

の
着

脱
の

評
価

に
含

め
な

い
。

 

 １
４

 
診

療
・

療
養

上
の

指
示

が
通

じ
る

 
項

目
の

定
義

 

指
示

内
容

や
背

景
疾

患
は

問
わ

ず
、
診

療
・
療

養
上

の
指

示
に

対
し

て
、
指

示
通

り
に

実
行

で
き

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
は

い
」

 
診

療
・

療
養

上
の

指
示

に
対

し
て

、
指

示
通

り
の

行
動

が
常

に
行

わ
れ

て
い

る
場

合
を

い
う

。
 

「
い

い
え

」
 

診
療
・
療

養
上

の
指

示
に

対
し

て
、
指

示
通

り
で

な
い

行
動

が
１

回
で

も
み

ら
れ

た
場

合
を

い
う

。
 

 判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

 

精
神

科
領

域
、
意

識
障

害
等

の
有

無
等

、
背

景
疾

患
は

問
わ

な
い

。
指

示
の

内
容

は
問

わ
な

い
が

、
あ

く
ま

で
も

診
療
・
療

養
上

で
必

要
な

指
示

で
あ

り
、
評

価
日

当
日

の
指

示
で

あ
る

こ
と

、
及

び
そ

の
指

示
が

適
切

に
行

わ
れ

た
状

態
で

評
価

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。
 

医
師

や
看

護
職

員
等

の
話

を
理

解
し

た
よ

う
に

見
え

て
も

、
意

識
障

害
等

に
よ

り
指

示
を

理
解

で
き

な
い

場
合

や
自

分
な

り
の

解
釈

を
行

い
結

果
的

に
、
診

療
・
療

養
上

の
指

示
か

ら
外

れ
た

行
動

を
し

た
場

合
は

｢
い

い
え

｣
と

す
る

。
 

 
 

１
５

 
危

険
行

動
 

 
項

目
の

定
義

 

患
者

の
危

険
行

動
の

有
無

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
い

う
｢
危

険
行

動
｣
は

、
｢
治

療
・
検

査
中

の
チ

ュ
ー

ブ
類
・
点

滴
ル

ー
ト

等
の

自
己

抜
去

、
 

転
倒
・
転

落
、
自

傷
行

為
」
の

発
生

又
は
「

そ
の

ま
ま

放
置

す
れ

ば
危

険
行

動
に

至
る

と
判

断
す

る
行

動
」

を
過

去
１

週
間

以
内

の
評

価
対

象
期

間
に

看
護

職
員

等
が

確
認

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

い
」

 
過

去
１

週
間

以
内

に
危

険
行

動
が

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
る

」
 

過
去

１
週

間
以

内
に

危
険

行
動

が
あ

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

 

危
険

行
動

の
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、
適

時
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
適

切
な

対
応

、
並

び
に

日
々

の
危

険
行

動
へ

の
対

策
を

前
提

と
し

て
い

る
。
こ

の
項

目
は

、
そ

の
上

で
、
な

お
発

生
が

予
測

で
き

な
か

っ
た

危
険

行
動

の
事

実
と

そ
の

対
応

の
手

間
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

り
、
対

策
を

も
た

な
い

状
況

下
で

発
生

し
て

い
る

危
険

行
動

を
評

価
す

る
も

の
で

は
な

い
。
対

策
が

も
た

れ
て

い
る

状
況

下
で

発
生

し
た

危
険

行
動

が
確

認
で

き
、
評

価
当

日
に

も
当

該
対

策
が

も
た

れ
て

い
る

場
合

に
評

価
の

対
象

に
含

め
る

。
 

認
知

症
等

の
有

無
や

、
日

常
生

活
動

作
能

力
の

低
下

等
の

危
険

行
動

を
起

こ
す

疾
患
・
原

因
等

の
背

景
や

、
行

動
の

持
続

時
間

等
の

程
度

を
判

断
の

基
準

と
し

な
い

。
な

お
、
病

室
で

の
喫

煙
や

大
声

を
出

す
・

暴
力

を
振

る
う

等
の

、
い

わ
ゆ

る
迷

惑
行

為
は

、
こ

の
項

目
で

の
定

義
に

お
け

る
｢
危

険
行

動
｣
に

は
含

め
な

い
。

 
他

施
設

か
ら

の
転

院
、
他

病
棟

か
ら

の
転

棟
の

際
は

、
看

護
職

員
等

が
記

載
し

た
記

録
物

に
よ

り
評

価
対

象
期

間
内

の
「

危
険

行
動

」
が

確
認

で
き

る
場

合
は

、
評

価
の

対
象

に
含

め
る

。
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   Ａ
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
処
置
等

 
 
１
．
評
価
日
に
お
い
て
、
各
選
択
肢
の
コ
ー
ド
一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ド
が
入
力
さ
れ
て
い
る
場

合
を
「
あ
り
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
Ａ
８
「
緊
急
に
入
院
を
必
要
と
す
る
状
態
」
に
つ
い
て
は
、
評
価

日
に
お
い
て
コ
ー
ド
一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ド
が
入
力
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
入
院
当
日
を

含
め
た
５
日
間
を
「
あ
り
」
と
す
る
。
な
お
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
入

院
医
療
管
理
料
に
お
い
て
は
、
当
該
コ
ー
ド
を
評
価
対
象
に
含
め
な
い
。

 
２
．
内
服
薬
の
コ
ー
ド
が
入
力
さ
れ
て
い
な
い
日
に
当
該
コ
ー
ド
に
該
当
す
る
内
服
を
指
示
し
た
場
合

や
、
事
前
に
処
方
や
指
示
を
行
っ
て
お
り
内
服
当
日
に
は
当
該
コ
ー
ド
が
入
力
さ
れ
て
い
な
い
場
合

等
は
、
評
価
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

 
３
．
手
術
や
麻
酔
中
に
用
い
た
薬
剤
は
評
価
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
検
査
や
処
置
等
、
そ
の
他
の
目

的
で
用
い
た
薬
剤
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｆ
統
合
フ
ァ
イ
ル
に
お
け
る
デ
ー
タ
区
分
コ
ー
ド
が

2
0
番
台

（
投
薬
）
、
3
0
番
台
（
注
射
）
、
5
0
番
（
手
術
）
及
び

5
4
番
（
麻
酔
）
の
薬
剤
に
限
り
、
評
価
の

対
象
と
な
る
。

 
４
．
臨
床
試
験
で
用
い
た
薬
剤
は
評
価
の
対
象
と
な
る
。

 
５
．
Ａ
３
「
点
滴
ラ
イ
ン
同
時
３
本
以
上
の
管
理
」
及
び
Ａ
６
「
輸
血
や
血
液
製
剤
の
管
理
」
で
共
通

す
る
コ
ー
ド
が
入
力
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
に
お
い
て
評
価
の
対
象
と
し
て

よ
い
。

 
  Ｂ
 
患
者
の
状
況
等

 
 
必
要
度
Ⅰ
に
お
け
る
記
載
内
容
を
参
照
の
こ
と
。

 
  Ｃ
 
手
術
等
の
医
学
的
状
況

 
 
必
要
度
Ⅰ
に
お
け
る
記
載
内
容
を
参
照
の
こ
と
。
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評
価

日
に

お
い

て
コ

ー
ド

一
覧

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

コ
ー

ド
が

入
力

さ
れ

て
い

る
場

合
又

は
当

該
コ

ー
ド

に
係

る
検

査
の

実
施

当
日

か
ら

２
日

間
の

場
合

、
「

あ
り

」
と

す
る

。
 

 ２
４

 
別

に
定

め
る

手
術

 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

評
価

日
に

お
い

て
コ

ー
ド

一
覧

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

コ
ー

ド
が

入
力

さ
れ

て
い

る
場

合
又

は
当

該
コ

ー
ド

に
係

る
手

術
の

実
施

当
日

か
ら

６
日

間
の

場
合

、
「

あ
り

」
と

す
る

。
 

   ＜
一

般
病

棟
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
Ⅱ

＞
 

 ア
セ

ス
メ

ン
ト

共
通

事
項

 

 １
．

評
価

の
対

象
 

評
価

の
対

象
は

、
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
、

７
対

１
入

院
基

本
料

（
結

核
病

棟
入

院
基

本
料

、
特

定
機

能
病

院
入

院
基

本
料

（
一

般
病

棟
、

結
核

病
棟

に
限

る
。

）
及

び
専

門
病

院
入

院
基

本
料

）
、

1
0
 

対
１

入
院

基
本

料
（

特
定

機
能

病
院

入
院

基
本

料
（

一
般

病
棟

に
限

る
。

）
及

び
専

門
病

院
入

院
基

本

料
）

、
地

域
一

般
入

院
料

１
、

総
合

入
院

体
制

加
算

（
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

、
特

定
一

般
病

棟
入

院

料
）

、
看

護
補

助
加

算
１

（
地

域
一

般
入

院
基

本
料

、
1
3
対

１
入

院
基

本
料

）
、

一
般

病
棟

看
護

必
要

度
評

価
加

算
（

専
門

病
院

入
院

基
本

料
、

特
定

一
般

病
棟

入
院

料
）

、
脳

卒
中

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

入
院

医

療
管

理
料

並
び

に
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

（
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
料

及
び

特
定

一
般

病

棟
入

院
料

（
地

域
包

括
ケ

ア
入

院
医

療
管

理
が

行
わ

れ
る

場
合

）
を

算
定

す
る

場
合

も
含

む
。

以
下

「
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
入

院
料

等
」

と
い

う
。

）
を

届
け

出
て

い
る

病
棟

に
入

院
し

て
い

る
患

者
で

あ

り
、

産
科

患
者

、
1
5
歳

未
満

の
小

児
患

者
、

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

を
算

定
す

る
患

者
及

び
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象

病
院

に
お

い
て

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

の
対

象
と

な
る

手
術

、
検

査
又

は
放

射
線

治

療
を

行
っ

た
患

者
（

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
第

十
の

三
（

３
）

及
び

四
に

係
る

要
件

以
外

の
短

期

滞
在

手
術

等
基

本
料

に
係

る
要

件
を

満
た

す
場

合
に

限
る

。
）

は
評

価
の

対
象

と
し

な
い

。
ま

た
、

歯

科
の

入
院

患
者

（
同

一
入

院
中

に
医

科
の

診
療

も
行

う
期

間
に

つ
い

て
は

除
く

。
）

に
つ

い
て

も
評

価

の
対

象
と

し
な

い
。

 

 ２
．

評
価

日
及

び
評

価
項

目
 

一
般

病
棟

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

Ⅰ
（

以
下

「
必

要
度

Ⅰ
」

と
い

う
。

）
に

お
け

る
記

載
内

容
を

参
照

の
こ

と
。

 

 ３
．

評
価

対
象

時
間

 

必
要

度
Ⅰ

に
お

け
る

記
載

内
容

を
参

照
の

こ
と

。
 

 ４
．

評
価

対
象

場
所

 

 
 

必
要

度
Ⅰ

に
お

け
る

記
載

内
容

を
参

照
の

こ
と

。
 

 ５
．

評
価

者
 

 
 

Ｂ
項

目
の

評
価

は
、

院
内

研
修

を
受

け
た

者
が

行
う

こ
と

。
医

師
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
等

が
一

部
の

項
目

の
評

価
を

行
う

場
合

も
院

内
研

修
を

受
け

る
こ

と
。

 

 ６
．

評
価

の
判

断
 

 
 

評
価

の
判

断
は

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
共

通
事

項
、

Ａ
・

Ｂ
・

Ｃ
の

各
項

目
の

共
通

事
項

及
び

項
目

ご
と

の
選

択
肢

の
判

断
基

準
等

に
従

っ
て

実
施

す
る

こ
と

。
独

自
に

定
め

た
判

断
基

準
に

よ
り

評
価

し
て

は

な
ら

な
い

。
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留
意
点

 

    

3．
傷
病
等
に
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
状
態
（原

因
と
な
る
傷
病
等
の
発
症
後
、
３
０
日
以
内
の
場
合
で
、
実
際
に
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
） 

 項
目
の
定
義

 

    評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

 

    4．
脱
水
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
、
か
つ
、
発
熱
を
伴
う
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

    

   5．
消
化
管
等
の
体
内
か
ら
の
出
血
が
反
復
継
続
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

  

連
続
す
る
１
４
日
間
を
限
度
と
し
、
１
５
日
目
以
降
は
該
当
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
旦
非
該
当
と
な
っ
た
後
、
再
び
病
状
が

悪
化
し
た
場
合
に
は
、
本
項
目
に
該
当
す
る
。

 

 傷
病
等
に
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
状
態
（原

因
と
な
る
傷
病
等
の
発
症
後
、
３
０
日
以
内
の
場
合
で
、
実
際

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
） 

 １
日
毎

 

実
施
さ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
医
科
点
数
表
上
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
部
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
適
切
に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
毎
日
行
わ
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
も
の
と

す
る
。

 

脱
水
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
、
か
つ
、
発
熱
を
伴
う
状
態

 

１
日
毎

 

発
熱
に
対
す
る
治
療
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
る
。

 

尿
量
減
少
、
体
重
減
少
、

B
U

N
／

C
re
比
の
上
昇
等
が
認
め
ら
れ
、
脱
水
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
。

 

連
続
し
た

7
日
間
を
超
え
て
脱
水
に
対
す
る
治
療
を
行
っ
た
場
合
は
、
８
日
目
以
降
は
該
当
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
旦
非

該
当
と
な
っ
た
後
、
再
び
病
状
が
悪
化
し
た
場
合
に
は
、
本
項
目
に
該
当
す
る
。

 

消
化
管
等
の
体
内
か
ら
の
出
血
が
反
復
継
続
し
て
い
る
状
態

 

 

別
紙
８
 

医
療
区
分
・
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
等
に
係
る
評
価
票
 
評
価
の
手
引
き
 

 

「医
療
区
分
・Ａ

Ｄ
Ｌ
区
分
等
に
係
る
評
価
票
」の

記
入
に
当
た
っ
て
は
、
各
項
目
の
「項

目
の
定
義
」に

該
当
す
る
か
否
か
を

判
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
各
項
目
の
評
価
の
単
位
に
つ
い
て
は
、
「評

価
の
単
位
」及

び
「留

意
点
」に

従
う
こ
と
。
 

な
お
、
「該

当
す
る
」と

判
定
し
た
場
合
に
は
、
診
療
録
に
そ
の
根
拠
を
記
載
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
判
定
以
降
に
患
者
の
状
態

等
の
変
化
が
な
い
場
合
に
は
、
診
療
録
に
記
載
し
な
く
て
も
良
い
が
、
状
態
等
の
変
化
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
診
療
録
に
そ
の

根
拠
を
記
載
す
る
こ
と
。

 

 

Ⅰ
．
算
定
期
間
に
限
り
が
あ
る
区
分

 

 （１
） 

【医
療
区
分
３
（別

表
第
五
の
二
）】

 

 
1．

２
４
時
間
持
続
し
て
点
滴
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

      

 (2
) 
【医

療
区
分
２
（別

表
第
五
の
三
）】

 

2．
尿
路
感
染
症
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 

項
目
の
定
義

 

   

 

評
価
の
単
位

 

 

 

 

２
４
時
間
持
続
し
て
点
滴
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

１
日
毎

 

本
項
目
で
い
う
２
４
時
間
持
続
し
て
点
滴
を
実
施
し
て
い
る
状
態
と
は
、
経
口
摂
取
が
困
難
な
場
合
、
循
環
動
態
が
不

安
定
な
場
合
又
は
電
解
質
異
常
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
体
液
の
不
均
衡
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。
（初

日
を
含
む
。
） 

ま
た
、
連
続
し
た

7
日
間
を
超
え
て
２
４
時
間
持
続
し
て
点
滴
を
行
っ
た
場
合
は
、

8
日
目
以
降
は
該
当
し
な
い
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
一
旦
非
該
当
と
な
っ
た
後
、
再
び
病
状
が
悪
化
し
た
場
合
に
は
、
本
項
目
に
該
当
す
る
。

 

１
日
毎

 

尿
沈
渣
で
細
菌
尿
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
も
し
く
は
白
血
球
尿
（＞

10
/H

P
F
）で

あ
っ
て
、
尿
路
感
染
症
に
対
す
る
治
療

を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

（ ）（ ） 11791178



8．
経
鼻
胃
管
や
胃
瘻
等
の
経
腸
栄
養
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
発
熱
又
は
嘔
吐
を
伴
う
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

 

 

 評
価
の
単
位

 

  

 

留
意
点

 

      

9．
頻
回
の
血
糖
検
査
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

 

 

 評
価
の
単
位

 

 

 

 留
意
点

 

    

Ⅱ
．
算
定
期
間
に
限
り
が
な
い
区
分

 

(1
) 

 【
医
療
区
分
３
（別

表
第
五
の
二
）】

 

 10
．
ス
モ
ン

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

項
目
の
定
義

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

評
価
の
単
位

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－

 

経
鼻
胃
管
や
胃
瘻
等
の
経
腸
栄
養
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
発
熱
又
は
嘔
吐
を
伴
う
状
態

 

１
日
毎

 

発
熱
又
は
嘔
吐
に
対
す
る
治
療
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
る
。

 

連
続
す
る
７
日
間
を
限
度
と
し
、

8
日
目
以
降
は
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
旦
非
該
当
と
な
っ
た
後
、
再
び

病
状
が
悪
化
し
た
場
合
に
は
、
本
項
目
に
該
当
す
る
。

 

 

 

 １
日
毎

 

糖
尿
病
に
対
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
又
は
ソ
マ
ト
メ
ジ
ン
Ｃ
製
剤
の
注
射
を
１
日
１
回
以
上
行
い
、

1
日

3
回
以
上
の
頻
回

の
血
糖
検
査
が
必
要
な
状
態
に
限
る
。
な
お
、
検
査
日
か
ら

3
日
間
ま
で
、
本
項
目
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

 

頻
回
の
血
糖
検
査
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（1

日
3
回
以
上
の
血
糖
検
査
が
必
要
な
場
合
に
限
る
。
） 

ス
モ
ン
（「
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
つ
い
て
」（
昭
和

 4
8
年
４
月

 1
7
日
衛
発
第

24
2
号
）に

定
め
る
も
の
を
対
象

と
す
る
。
）に

罹
患
し
て
い
る
状
態

 

評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

    

  6．
頻
回
の
嘔
吐
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
、
か
つ
、
発
熱
を
伴
う
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

  

 

 評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

    

7．
せ
ん
妄
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

       

 

１
日
毎

 

１
日
毎

 

本
項
目
で
い
う
消
化
管
等
の
体
内
か
ら
の
出
血
が
反
復
継
続
し
て
い
る
状
態
と
は
、
例
え
ば
、
黒
色
便
、
コ
ー
ヒ
ー
残
渣

様
嘔
吐
、
喀
血
、
痔
核
を
除
く
持
続
性
の
便
潜
血
が
認
め
ら
れ
る
状
態
を
い
う
。

 

出
血
を
認
め
た
日
か
ら
７
日
間
ま
で
、
本
項
目
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 頻
回
の
嘔
吐
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（１

日
に
複
数
回
の
嘔
吐
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
） 

発
熱
に
対
す
る
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。

 

嘔
吐
の
あ
っ
た
日
か
ら

3
日
間
は
、
本
項
目
に
該
当
す
る
。
 

１
日
毎

 

せ
ん
妄
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（せ

ん
妄
の
症
状
に
対
応
す
る
治
療
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
） 

「せ
ん
妄
の
兆
候
」は

、
以
下
の
６
項
目
の
う
ち
「こ

の
７
日
間
は
通
常
の
状
態
と
異
な
る
」に

該
当
す
る
項
目
が
１
つ
以
上

あ
る
場
合
、
本
項
目
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

 

a.
注
意
が
そ
ら
さ
れ
や
す
い

 

b.
周
囲
の
環
境
に
関
す
る
認
識
が
変
化
す
る

 

c.
支
離
滅
裂
な
会
話
が
時
々
あ
る

 

d.
落
ち
着
き
が
な
い

 

e.
無
気
力

 

f.認
知
能
力
が
１
日
の
中
で
変
動
す
る

 

７
日
間
を
限
度
と
し
、

8
日
目
以
降
は
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
旦
非
該
当
と
な
っ
た
後
、
再
び
病
状
が
悪

化
し
た
場
合
に
は
、
本
項
目
に
該
当
す
る
。

 

 

（ ）（ ） 11811180



14
．
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

  

  15
．
ド
レ
ー
ン
法
又
は
胸
腔
若
し
く
は
腹
腔
の
洗
浄
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

   

16
．
気
管
切
開
又
は
気
管
内
挿
管
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
発
熱
を
伴
う
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

 

 

留
意
点

 

  

ド
レ
ー
ン
法
又
は
胸
腔
若
し
く
は
腹
腔
の
洗
浄
を
実
施
し
て
い
る
状
態

  

１
日
毎

 

気
管
切
開
又
は
気
管
内
挿
管
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
発
熱
を
伴
う
状
態

 

１
日
毎

 

投
薬
、
処
置
等
、
発
熱
に
対
す
る
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。

 

胸
腔
ま
た
は
腹
腔
の
ド
レ
ー
ン
又
は
洗
浄
を
実
施
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。

 

人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態

 

１
日
毎

 

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
別
表
第
一
第
２
章
第
９
部
の
「Ｊ
０
４
５
 
人
工
呼
吸
」の

「３
 
５
時
間
を
超
え
た
場
合
（１

日
に

つ
き
）」
を
算
定
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。

 

留
意
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   11
．
欠
番

 

 12
．
医
師
及
び
看
護
職
員
に
よ
り
、
常
時
、
監
視
及
び
管
理
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 

項
目
の
定
義

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

評
価
の
単
位

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 留
意
点

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    13
．
中
心
静
脈
栄
養
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

留
意
点

 

 

        

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
も
の
又
は
過
去
に
当
該
疾
患
の
公
的
な
認
定
を
受
け
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
場
合
等
を
い
う
。

 
 

中
心
静
脈
栄
養
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

１
日
毎

 
 

本
項
目
で
い
う
中
心
静
脈
栄
養
と
は
、
消
化
管
の
異
常
、
悪
性
腫
瘍
等
の
た
め
消
化
管
か
ら
の
栄
養
摂
取
が
困
難
な

場
合
に
行
う
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
単
に
末
梢
血
管
確
保
が
困
難
で
あ
る
た
め
に
行
う
も
の
は
こ
れ
に
含
ま
な
い
。
た

だ
し
、
経
管
栄
養
の
み
で
カ
ロ
リ
ー
不
足
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
離
脱
に
つ
い
て
の
計
画
を
作
成
し
実
施
し
て
い
る
場

合
に
限
り
、
経
管
栄
養
と
の
一
部
併
用
の
場
合
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

 

な
お
、
毎
月
末
に
お
い
て
、
当
該
中
心
静
脈
栄
養
を
必
要
と
す
る
状
態
に
該
当
し
て
い
る
か
確
認
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
診
療
録
等
に
記
載
す
る
こ
と
。

 

循
環
動
態
お
よ
び
呼
吸
状
態
が
不
安
定
な
た
め
、
常
時
、
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
、
血
圧
、
心
電
図
、
呼
吸
等
の
バ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
を
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
等
、
医
師
及
び
看
護
職
員
に
よ
り
、
２
４
時
間
体
制
で
の
監
視
及
び
管
理
を
必

要
と
す
る
状
態

 

１
日
毎

 
 

少
な
く
と
も
連
続
し
て
２
４
時
間
以
上
「項

目
の
定
義
」に

該
当
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
。
（初

日
を
含
む
。
） 

動
脈
血
酸
素
飽
和
度
、
血
圧
、
心
電
図
、
呼
吸
等
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
が
、
少
な
く
と
も

4
時
間
以
内
の
間
隔
で
観
察
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
医
師
に
よ
る
治
療
方
針
に
関
す
る
確
認
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
該
当
し
な
い
。

 

な
お
、
当
該
項
目
は
、
当
該
項
目
を
除
く
医
療
区
分
３
又
は
医
療
区
分
２
の
項
目
に
、
１
つ
以
上
の
該
当
項
目
が
あ
る

場
合
に
限
り
医
療
区
分
３
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
医
療
区
分
２
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。
 

（ ）（ ） 11811180



（２
） 

医
療
区
分
２
（別

表
第
五
の
三
） 

 19
．
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

 

 項
目
の
定
義

 
 

   
 

  評
価
の
単
位

 

  留
意
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

20
．
多
発
性
硬
化
症

 

 
 

項
目
の
定
義

 

     評
価
の
単
位

 

  留
意
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   21
．
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

 

 項
目
の
定
義

 

     評
価
の
単
位

 

 

 

 

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
（難

病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
５
条
に
規
定
す
る
指
定
難
病
（同

法
第
７
条
第
４

項
に
規
定
す
る
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
患
者
（同

条
第
１
項
各
号
に
規
定
す
る
特
定
医
療
費
の
支
給
認

定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
診
断
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
）に

係
る
も
の
に
限
る
。
）と

し
て
定
め
る
も
の
を
対

象
と
す
る
。
）に

罹
患
し
て
い
る
状
態

 

 －
 

－
 

多
発
性
硬
化
症
（難

病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
５
条
に
規
定
す
る
指
定
難
病
（同

法
第
７
条
第
４

項
に
規
定
す
る
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
患
者
（同

条
第
１
項
各
号
に
規
定
す
る
特
定
医
療
費
の
支
給
認

定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
診
断
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
）に

係
る
も
の
に
限
る
。
）と

し
て
定
め
る
も
の
を
対

象
と
す
る
。
）に

罹
患
し
て
い
る
状
態

 

 －
 

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（難

病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
５
条
に
規
定
す
る
指
定
難
病
（同

法
第
７

条
第
４
項
に
規
定
す
る
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
患
者
（同

条
第
１
項
各
号
に
規
定
す
る
特
定
医
療
費
の
支

給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
診
断
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
）に

係
る
も
の
に
限
る
。
）と

し
て
定
め
る
も
の

を
対
象
と
す
る
。
）に

罹
患
し
て
い
る
状
態

 

 筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
、
又
は
、
特
定
医
療
費

の
支
給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
状
態
に
あ
る
こ
と
を
医
療
機
関
に
お
い
て
確
実
に
診
断
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。

 

 多
発
性
硬
化
症
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
、
又
は
、
特
定
医
療
費

の
支
給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
状
態
に
あ
る
こ
と
を
医
療
機
関
に
お
い
て
確
実
に
診
断
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。

 

 

17
．
酸
素
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（密

度
の
高
い
治
療
を
要
す
る
状
態
に
限
る
。
） 

 項
目
の
定
義

 

      評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

 

          18
．
感
染
症
の
治
療
の
必
要
性
か
ら
隔
離
室
で
の
管
理
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

  

酸
素
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

 

・常
時
流
量
３
L
/分

以
上
を
必
要
と
す
る
場
合

 

・肺
炎
等
急
性
増
悪
に
よ
り
点
滴
治
療
を
実
施
し
た
場
合

 

・N
Y
H

A
重
症
度
分
類
の
Ⅲ
度
又
は
Ⅳ
度
の
心
不
全
の
状
態
で
あ
る
場
合

 

１
日
毎

 

１
日
毎

 

酸
素
非
投
与
下
に
お
い
て
、
安
静
時
、
睡
眠
時
、
運
動
負
荷
い
ず
れ
か
で
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
が

90
％
以
下
と
な
る

状
態
で
あ
っ
て
、
以
下
の

(１
)又

は
(２

)の
状
態
。

 

(１
) 
安
静
時
に
３
Ｌ
／
分
未
満
の
酸
素
投
与
下
で
動
脈
血
酸
素
飽
和
度

90
％
以
上
を
維
持
で
き
な
い
が
、
３
Ｌ
／
分
以

上
で
維
持
で
き
る
状
態
。

 

(２
) 
安
静
時
に
３
Ｌ
／
分
未
満
の
酸
素
投
与
下
で
動
脈
血
酸
素
飽
和
度

90
％
以
上
を
維
持
で
き
る
状
態
で
あ
っ
て
、
肺

炎
等
急
性
増
悪
に
よ
り
点
滴
治
療
を
実
施
し
た
場
合
又
は

N
Y
H

A
重
症
度
分
類
の
Ⅲ
度
若
し
く
は
Ⅳ
度
の
心
不
全

の
状
態
で
あ
る
場
合
。
な
お
、
肺
炎
等
急
性
増
悪
に
よ
り
点
滴
治
療
を
実
施
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
点
滴
を
実
施

し
た
日
か
ら

30
日
間
ま
で
、
本
項
目
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

 

な
お
、
毎
月
末
に
お
い
て
当
該
酸
素
療
法
を
必
要
と
す
る
状
態
に
該
当
し
て
い
る
か
確
認
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
診
療

録
等
に
記
載
す
る
こ
と
。

 

感
染
症
の
治
療
の
必
要
性
か
ら
隔
離
室
で
の
管
理
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 感
染
症
に
対
す
る
治
療
又
は
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
期
間
に
限
る
。
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留
意
点

 

  

    24
．
脊
髄
損
傷
（頸

椎
損
傷
を
原
因
と
す
る
麻
痺
が
四
肢
す
べ
て
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
） 

 
 

 
 

項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

留
意
点

 

 

 25
．
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（ヒ

ュ
ー
・ジ

ョ
ー
ン
ズ
の
分
類
が
Ⅴ
度
の
状
態
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
） 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

  

 26
．
人
工
腎
臓
、
持
続
緩
徐
式
血
液
濾
過
、
腹
膜
灌
流
又
は
血
漿
交
換
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 
 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

  

(１
)に

つ
い
て
は
、
指
定
難
病
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
、
又
は
、
特

定
医
療
費
の
支
給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
状
態
に
あ
る
こ
と
を
医
療
機
関
に
お
い
て
確
実
に
診
断
さ
れ
る
も
の
に

限
る
。

 

(２
)及

び
(３

)に
つ
い
て
は
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。

 

－
 

脊
髄
損
傷
（頸

椎
損
傷
を
原
因
と
す
る
麻
痺
が
四
肢
す
べ
て
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
） 

頸
椎
損
傷
の
場
合
に
限
り
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。
 

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（ヒ

ュ
ー
・ジ

ョ
ー
ン
ズ
の
分
類
が
Ⅴ
度
の
状
態
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
） 

 －
 

－
 

月
1
回

 

人
工
腎
臓
、
持
続
緩
徐
式
血
液
濾
過
、
腹
膜
灌
流
又
は
血
漿
交
換
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 

留
意
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   22
．
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（進

行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（ホ

ー
エ
ン
・ヤ

ー
ル

の
重
症
度
分
類
が
ス
テ
ー
ジ
３
以
上
で
あ
っ
て
生
活
機
能
障
害
度
が
Ⅱ
度
又
は
Ⅲ
度
の
状
態
に
限
る
。
））

 

 項
目
の
定
義

 

        評
価
の
単
位

 

  留
意
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  23
．
そ
の
他
の
指
定
難
病
等

 

 項
目
の
定
義

 

            評
価
の
単
位

 

  

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（進

行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（ホ

ー
エ
ン
・ヤ

ー
ル
の
重
症
度
分
類
が
ス
テ
ー
ジ
３
以
上
で
あ
っ
て
生
活
機
能
障
害
度
が
Ⅱ
度
又
は
Ⅲ
度
の
も
の
に
限
る
。
））
に
罹
患

し
て
い
る
状
態
。

 

進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
及
び
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て
は
、
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医

療
等
に
関
す
る
法
律
第
５
条
に
規
定
す
る
指
定
難
病
（同

法
第
７
条
第
４
項
に
規
定
す
る
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ

て
い
る
患
者
（同

条
第
１
項
各
号
に
規
定
す
る
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
診
断
を

受
け
た
も
の
を
含
む
。
）に

係
る
も
の
に
限
る
。
）と

し
て
定
め
る
も
の
を
対
象
と
す
る
。

 

 －
 

－
 以
下
の

(１
)、

(２
)又

は
(３

)に
掲
げ
る
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
状
態
。

 

(1
) 
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
５
条
に
規
定
す
る
指
定
難
病
（同

法
第
７
条
第
４
項
に
規
定
す

る
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
患
者
（同

条
第
１
項
各
号
に
規
定
す
る
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定
に
係
る
基

準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
診
断
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
）に

係
る
も
の
に
限
る
。
）。

た
だ
し
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
多
発

性
硬
化
症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
及
び
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
を
除
く
。

 

(2
) 
「特

定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
つ
い
て
」（
昭
和

 4
8
年
４
月

 1
7
日
衛
発
第

24
2
号
）に

掲
げ
る
疾
患
（当

該
疾
患

に
罹
患
し
て
い
る
患
者
と
し
て
都
道
府
県
知
事
か
ら
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）。

た
だ
し
、
ス
モ

ン
を
除
く
。

 

(3
) 
「先

天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
治
療
研
究
事
業
実
施
要
綱
に
つ
い
て
」（
平
成
元
年
７
月

24
日
健
医
発
第

89
6
号
）に

掲
げ
る
疾
患
（当

該
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
と
し
て
都
道
府
県
知
事
か
ら
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
も
の
に
限
る
。
） 

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
、
又
は
、
特
定

医
療
費
の
支
給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
状
態
に
あ
る
こ
と
を
医
療
機
関
に
お
い
て
確
実
に
診
断
さ
れ
る
も
の
に
限

 

 進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
又
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
医
療
受

給
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
、
又
は
、
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定
に
係
る
基
準
を
満
た
す
状
態
に
あ
る
こ
と
を
医
療

機
関
に
お
い
て
確
実
に
診
断
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
ま
た
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
は
含
ま
な
い
。
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31
．
褥
瘡
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（D

E
SI

G
N

-R
分
類
ｄ
２
以
上
の
場
合
又
は
褥
瘡
が
２
カ
所
以
上
に
認
め
ら
れ
る

場
合
に
限
る
。
） 

 項
目
の
定
義

 

  

   

      

    

評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

    

   32
．
末
梢
循
環
障
害
に
よ
る
下
肢
末
端
の
開
放
創
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

  

       

評
価
の
単
位

 

 

 

褥
瘡
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（D

E
SI

G
N

-R
分
類
ｄ
２
以
上
に
該
当
す
る
場
合
若
し
く
は
褥
瘡
が
２
か
所
以

上
に
認
め
ら
れ
る
状
態
に
限
る
。
） 

d0
：皮

膚
損
傷
・発

赤
無
し

 

d1
：持

続
す
る
発
赤

 

d2
：真

皮
ま
で
の
損
傷

 

D
3：
皮
下
組
織
ま
で
の
損
傷

 

D
4：
皮
下
組
織
を
超
え
る
損
傷

 

D
5：
関
節
腔
、
体
腔
に
至
る
損
傷

 

D
U
：深

さ
判
定
が
不
能
の
場
合

 

 

１
日
毎

 

部
位
、
大
き
さ
、
深
度
等
の
褥
瘡
の
程
度
に
つ
い
て
診
療
録
に
記
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
治
療
計
画
を
立
て
治

療
を
実
施
し
て
い
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
入
院
又
は
転
院
時
既
に
発
生
し
て
い
た
褥
瘡
に
限
り
、
治
癒
又
は
軽
快
後
も

30
日
間
に
限
り
、
引
き
続
き
医

療
区
分
２
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
取
り
扱
い
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
入
院
し
て
い
る
患
者
に

係
る
褥
瘡
の
発
生
割
合
に
つ
い
て
、
患
者
ま
た
は
家
族
の
求
め
に
応
じ
て
説
明
を
行
う
こ
と
。

 

末
梢
循
環
障
害
に
よ
る
下
肢
末
端
の
開
放
創
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（以

下
の
分
類
に
て
第
２
度
以
上

に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
） 

第
１
度
：皮

膚
の
発
赤
が
持
続
し
て
い
る
部
位
が
あ
り
、
圧
迫
を
取
り
除
い
て
も
消
失
し
な
い
（皮

膚
の
損
傷
は
な
い
）

 
 

第
２
度
：皮

膚
層
の
部
分
的
喪
失
：び

ら
ん
、
水
疱
、
浅
い
く
ぼ
み
と
し
て
表
れ
る

  

第
３
度
：皮

膚
層
が
な
く
な
り
潰
瘍
が
皮
下
組
織
に
ま
で
及
ぶ
。
深
い
く
ぼ
み
と
し
て
表
れ
、
隣
接
組
織
ま
で
及
ん
で

 

い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
及
ん
で
い
な
い
こ
と
も
あ
る

 

第
４
度
：皮

膚
層
と
皮
下
組
織
が
失
わ
れ

筋
肉
や
骨
が
露
出
し
て
い
る

 

 

 １
日
毎

 

留
意
点

 

  

  27
．
欠
番

 

 28
．
省
略

 

 29
．
悪
性
腫
瘍
（医

療
用
麻
薬
等
の
薬
剤
投
与
に
よ
る
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
場
合
に
限
る
。
） 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

 

 

 留
意
点

 

 

 

 

30
．
肺
炎
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

    評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

 

  

１
日
毎

 

１
日
毎

 

悪
性
腫
瘍
（医

療
用
麻
薬
等
の
薬
剤
投
与
に
よ
る
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
場
合
に
限
る
。
） 

肺
炎
に
対
し
画
像
診
断
及
び
血
液
検
査
を
行
い
、
肺
野
に
明
ら
か
な
浸
潤
影
を
認
め
、
血
液
検
査
上
炎
症
所
見
を
伴

い
、
治
療
が
必
要
な
状
態

 

人
工
腎
臓
、
持
続
緩
徐
式
血
液
濾
過
、
腹
膜
灌
流
又
は
血
漿
交
換
療
法
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
適
切
に
行
わ
れ
て
い

れ
ば
、
毎
日
行
わ
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
も
の
と
す
る
。
 

こ
こ
で
い
う
医
療
用
麻
薬
等
と
は
、

W
H

O
's

 p
ai
n 

la
dd

er
に
定
め
ら
れ
る
第

2
段
階
以
上
の
も
の
を
い
う
。

  

－
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留
意
点

 

  

     35
．
１
日
８
回
以
上
の
喀
痰
吸
引
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

 

 

 評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 

    

 36
．
気
管
切
開
又
は
気
管
内
挿
管
が
行
わ
れ
て
い
る
状
態
（発

熱
を
伴
う
状
態
を
除
く
。
） 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

   留
意
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

37
．
創
傷
（手

術
創
や
感
染
創
を
含
む
。
）、

皮
膚
潰
瘍
又
は
下
腿
若
し
く
は
足
部
の
蜂
巣
炎
、
膿
等
の
感
染
症
に
対
す
る
治
療

を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

 

 

  

本
項
目
で
い
う
他
者
に
対
す
る
暴
行
が
毎
日
認
め
ら
れ
る
状
態
と
は
、
例
え
ば
、
他
者
を
打
つ
、
押
す
、
ひ
っ
か
く
等

が
認
め
ら
れ
る
状
態
を
い
う
。
な
お
、
医
師
又
は
看
護
師
の
合
計
２
名
以
上
（た

だ
し
、
少
な
く
と
も
１
名
は
医
師
で
あ
る

こ
と
と
す
る
）に

よ
り
「他

者
に
対
す
る
暴
行
が
毎
日
認
め
ら
れ
る
」と

の
判
断
の
一
致
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

 

な
お
、
医
師
を
含
め
た
当
該
病
棟
（床

）の
医
療
従
事
者
に
よ
り
、
原
因
や
治
療
方
針
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
治

療
方
針
に
基
づ
き
実
施
し
た
ケ
ア
の
内
容
に
つ
い
て
診
療
録
等
に
記
載
す
る
こ
と
。

 

１
日
毎

 

1
日

8
回
以
上
の
喀
痰
吸
引
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

本
項

目
で

い
う
１
日

８
回

以
上

の
喀

痰
吸

引
と
は

、
夜

間
を
含

め
３
時

間
に

１
回

程
度

の
喀

痰
吸

引
を
行

っ
て

 
い
る
こ
と
を
い
う
。

 
 

 気
管
切
開
又
は
気
管
内
挿
管
が
行
わ
れ
て
い
る
状
態
（発

熱
を
伴
う
状
態
を
除
く
。
） 

１
日
毎

 

創
傷
（手

術
創
や
感
染
創
を
含
む
。
）、

皮
膚
潰
瘍
又
は
下
腿
若
し
く
は
足
部
の
蜂
巣
炎
、
膿
等
の
感
染
症
に
対
す
る

治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（1

日
２
回
以
上
、
ガ
ー
ゼ
や
創
傷
被
覆
材
の
交
換
が
必
要
な
場
合
に
限
る
。
） 

 －
 

 

留
意
点

 

 

  33
．
う
つ
症
状
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

     評
価
の
単
位

 

  

  
 

 
留
意
点

 

留
意
点

 

       

       34
．
他
者
に
対
す
る
暴
行
が
毎
日
認
め
ら
れ
る
状
態

 

 項
目
の
定
義

 

   評
価
の
単
位

 

  

う
つ
症
状
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（精

神
保
健
指
定
医
の
処
方
に
よ
り
う
つ
症
状
に
対
す
る
薬
を
投
与
し

て
い
る
場
合
、
入
院
精
神
療
法
、
精
神
科
作
業
療
法
及
び
心
身
医
学
療
法
な
ど
、
「診

療
報
酬
の
算
定
方
法
」別

表
第

一
第
２
章
第
８
部
の
精
神
科
専
門
療
法
の
い
ず
れ
か
を
算
定
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
） 

１
日
毎

 

「う
つ
症
状
」は

、
以
下
の
７
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
う
つ
症
状
が
初
め
て
み
ら
れ
た
日
以
降
に
お
い
て
、
３
日
間

の
う
ち
毎
日
観
察
さ
れ
た
場
合
を
２
点
、
１
日
又
は
２
日
観
察
さ
れ
た
場
合
を
１
点
と
し
て
評
価
を
行
う
。

 

a.
否
定
的
な
言
葉
を
言
っ
た

 

b.
自
分
や
他
者
に
対
す
る
継
続
し
た
怒
り
 

c.
現
実
に
は
起
こ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
に
対
す
る
恐
れ
を
表
現
し
た

 

d.
健
康
上
の
不
満
を
繰
返
し
た

 

e.
た
び
た
び
不
安
、
心
配
事
を
訴
え
た

 

f.悲
し
み
、
苦
悩
、
心
配
し
た
表
情

 

g.
何
回
も
泣
い
た
り
涙
も
ろ
い

 

本
評
価
に
よ
っ
て
、
３
日
間
に
お
け
る
７
項
目
の
合
計
が
４
点
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
う
つ
症
状
に
対
す
る
治
療
が
行
わ
れ

て
い
る
場
合
に
限
る
。

 

な
お
、
医
師
を
含
め
た
当
該
病
棟
（床

）の
医
療
従
事
者
に
よ
り
、
原
因
や
治
療
方
針
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
治
療

方
針
に
基
づ
き
実
施
し
た
ケ
ア
の
内
容
に
つ
い
て
診
療
録
等
に
記
載
す
る
こ
と
。

 

他
者
に
対
す
る
暴
行
が
毎
日
認
め
ら
れ
る
状
態

 

１
日
毎

 

－
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  Ⅲ
．
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分

 

 

当
日
を
含
む
過
去
３
日
間
の
全
勤
務
帯
に
お
け
る
患
者
に
対
す
る
支
援
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、
下
記
の
４
項
目
（ａ
．
～
ｄ
．
）に

０
～
６
の
範
囲
で
最
も
近
い
も
の
を
記
入
し
合
計
す
る
。
新
入
院
（転

棟
）の

場
合
は
、
入
院
（転

棟
）後

の
状
態
に
つ
い
て
評
価
す

る
。

 

    

項
目

 
内
容

 
支
援
の
レ
ベ
ル

 

a．
ベ
ッ
ド
上
の
可
動
性

 
横
に
な
っ
た
状
態
か
ら
ど
の
よ
う
に
動
く
か
、
寝
返
り
を
う
っ
た
り
、
起
き

上
が
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
上
の
身
体
の
位
置
を
調
整
す
る

 
 

b．
移
乗

 

ベ
ッ
ド
か
ら
ど
の
よ
う
に
、
い
す
や
車
い
す
に
座
っ
た
り
、
立
ち
上
が
る

か
 

（浴
槽
や
便
座
へ
の
移
乗
は
除
く
） 

 

c．
食
事

 
ど
の
よ
う
に
食
べ
た
り
、
飲
ん
だ
り
す
る
か
。

 

（上
手
、
下
手
に
関
係
な
く
）経

管
や
経
静
脈
栄
養
も
含
む

 
 

ｄ
．
ト
イ
レ
の
使
用

 

ど
の
よ
う
に
ト
イ
レ
（ポ

ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
便
器
、
尿
器
を
含
む
）を

使
用

す
る
か
。

 

排
泄
後
の
始
末
、
お
む
つ
の
替
え
、
人
工
肛
門
ま
た
は
カ
テ
ー
テ
ル

の
管
理
、
衣
服
を
整
え
る
（移

乗
は
除
く
） 

 

（合
計
点
） 
 

 
 

 

評
価
の
単
位

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  

留
意
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 38
．
酸
素
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（密

度
の
高
い
治
療
を
要
す
る
状
態
を
除
く
。
） 

 項
目
の
定
義

 

 

 

 評
価
の
単
位

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

留
意
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       
 

                     

１
日
毎

 

－
 

１
日
毎

 

酸
素
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態

 

酸
素
非
投
与
下
に
お
い
て
、
安
静
時
、
睡
眠
時
、
運
動
負
荷
い
ず
れ
か
で
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
が

90
％
以
下
と
な
る

状
態
で
あ
っ
て
、
医
療
区
分
３
に
該
当
す
る
状
態
を
除
く
。
す
な
わ
ち
、
安
静
時
に
３
Ｌ
／
分
未
満
の
酸
素
投
与
下
で
動

脈
血
酸
素
飽
和
度

90
％
以
上
を
維
持
で
き
る
状
態
（肺

炎
等
急
性
増
悪
に
よ
り
点
滴
治
療
を
要
し
た
状
態
（点

滴
を
実

施
し
た
日
か
ら

30
日
間
ま
で
に
限
る
。
）及

び
N

Y
H

A
重
症
度
分
類
の
Ⅲ
度
又
は
Ⅳ
度
の
心
不
全
の
状
態
を
除
く
。
）を

い
う
。
な
お
、
毎
月
末
に
お
い
て
当
該
酸
素
療
法
を
必
要
と
す
る
状
態
に
該
当
し
て
い
る
か
確
認
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

診
療
録
等
に
記
載
す
る
こ
と
。
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  別
紙

1
2
 

認
知

症
高
齢

者
の
日
常

生
活

自
立

度
判
定
基

準
（

抜
粋

）
 

 
ラ

ン
ク

 
判

定
基

準
 

見
ら

れ
る

症
状

・
行

動
の

例
 

Ⅰ
 

 

何
ら

か
の

認
知

症
を

有
す

る
が

、
日

常

生
活

は
家

庭
内

及
び

社
会

的
に

ほ
ぼ

自
立

し
て

い
る

。
 

 

Ⅱ
 

  

日
常

生
活

に
支

障
を

来
す

よ
う

な
症

状
・

行
動

や
意

思
疎

通
の

困
難

さ
が

多
少

見
ら

れ
て

も
、
誰

か
が

注
意

し
て

い
れ

ば
自

立
で

き
る

。
 

    

Ⅱ
a
 

家
庭

外
で

上
記

Ⅱ
の

状
態

が
見

ら
れ

る
。

 

た
び

た
び

道
に

迷
う

と
か

、
買

い

物
や

事
務

、
金

銭
管

理
な

ど
そ

れ

ま
で

で
き

た
こ

と
に

ミ
ス

が
目

立

つ
等

 

Ⅱ
b
 

家
庭

内
で

も
上

記
Ⅱ

の
状

態
が

見
ら

れ
る

。
 

服
薬

管
理

が
で

き
な

い
、

電
話

の

応
対

や
訪

問
者

と
の

対
応

な
ど

ひ

と
り

で
留

守
番

が
で

き
な

い
等

 

Ⅲ
 

  

日
常

生
活

に
支

障
を

来
す

よ
う

な
症

状
・

行
動

や
意

思
疎

通
の

困
難

さ
が

見
ら

れ
、

介
護

を
必

要
と

す
る

。
 

 

Ⅲ
a
 

日
中

を
中

心
と

し
て

上
記

Ⅲ
の

状
態

が
見

ら
れ

る
。

 

着
替

え
、

食
事

、
排

便
・

排
尿

が

上
手

に
で

き
な

い
・

時
間

が
か

か

る
 

や
た

ら
に

物
を

口
に

入
れ

る
、

物

を
拾

い
集

め
る

、
徘

徊
、

失
禁

、

大
声

・
奇

声
を

あ
げ

る
、

火
の

不

始
末

、
不

潔
行

為
、

性
的

異
常

行

為
等

 

Ⅲ
b
 

夜
間

を
中

心
と

し
て

上
記

Ⅲ
の

状
態

が
見

ら
れ

る
。

 

ラ
ン

ク
Ⅲ

a
に

同
じ

 

Ⅳ
 

日
常

生
活

に
支

障
を

来
す

よ
う

な
症

状
・

行
動

や
意

思
疎

通
の

困
難

さ
が

頻
繁

に
見

ら
れ

、
常

に
介

護
を

必
要

と

す
る

。
 

ラ
ン

ク
Ⅲ

に
同

じ
 

 
 

 

M
 

著
し

い
精

神
症

状
や

周
辺

症
状

あ
る

い
は

重
篤

な
身

体
疾

患
が

見
ら

れ
、
専

門
医

療
を

必
要

と
す

る
。

 

せ
ん

妄
、

妄
想

、
興

奮
、

自
傷

・

他
害

等
の

精
神

症
状

や
精

神
症

状

に
起

因
す

る
問

題
行

動
が

継
続

す

る
状

態
等

 

「
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
判

定
基

準
」

の
活

用
に

つ
い

て
（

平
成

１
８

年
４

月

３
日

老
発

第
0
4
0
3
0
0
3
号

）
 

厚
生

省
老

人
保

健
福

祉
局

長
通

知
 

 

Ⅳ
．
そ
の
他

 

 91
．
身
体
抑
制
を
実
施
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

項
目
の
定
義

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

        留
意
点

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

0 
自
立

 
：手

助
け
、
準
備
、
観
察
は
不
要
ま
た
は
１
～

2

回
の
み

 

１
 
準

備
の
み

 
：
物

や
用

具
を
患

者
の
手

の
届

く
範

囲

に
置
く
こ
と
が

3
回
以
上

 

2 
観
察

 
： 
見
守
り
、
励
ま
し
、
誘
導
が

3
回
以
上

 

3 
部
分
的
な
援
助

 
：動

作
の
大
部
分
（5

0%
以
上
）は

自

分
で
で
き
る
・
四

肢
の
動

き
を
助

け
る
な
ど
の
体

重
（
身

体
）を

支
え
な
い
援
助
を

3
回
以
上

 

4 
広
範
な
援
助

 
： 

動
作
の
大
部
分
（5

0%
以
上
）は

自

分
で
で
き
る
が
、
体
重
を
支
え
る
援
助
（た

と
え
ば
、
四
肢

や
体
幹
の
重
み
を
支
え
る
）を

3
回
以
上

 

5 
最
大
の
援
助

 
：動

作
の
一
部
（5

0%
未
満
）し

か
自
分

で
で
き
ず
、
体
重
を
支
え
る
援
助
を

3
回
以
上

 

6 
全
面
依
存

 
：ま

る
3
日
間
す
べ
て
の
面
で
他
者
が
全

面
援

助
し
た
（
お

よ
び

本
動

作
は
一

度
も
な
か
っ
た
場

合
） 

体
重
を
支
え
る
必
要
は
あ
る
か

 

 

必
要
な  

必
要
あ
る

 

３
．
部
分
的
な
援
助

 

ボ
デ
ィ
タ
ッ
チ
は
必
要
か

 
必
要
な
し  

 
必
要
あ
る

 

０
．
自
立

 
１
．
準
備
の
み

 
２
．
観
察

 

本
動
作
の
半
分
以
上
を

 
自
力
で
で
き
て
い
る
か

 
 

で
き
る

 

で
き
な
い

 

４
．
広
範
な
援
助

 

少
し
で
も
本
動
作
に

 
参
加
し
て
い
る
か

 

し
て
い
る

 

し
て
い
な
い

 

５
．
最
大
の
援
助

 

６
．
全
面
依
存

 

 
身
体
抑
制
を
実
施
す
る
場
合
は
、
身
体
抑
制
実
施
に
係
る
３
つ
の
要
件
（切

迫
性
・非

代
替
性
・一

時
性
）に

該
当
す

る
こ
と
。
ま
た
、
３
つ
の
要
件
の
該
当
状
況
、
実
施
し
た
身
体
抑
制
の
行
為
、
目
的
、
理
由
及
び
抑
制
時
間
に
関
し
て
、

診
療
録
等
に
記
録
す
る
こ
と
。

 

 次
の
い
ず
れ
か
の
行
為
を
１
つ
で
も
行
っ
た
場
合

 

・四
肢
の
抑
制

 

・体
幹
部
の
抑
制

 

・ベ
ッ
ド
を
柵
（サ

イ
ド
レ
ー
ル
）で

囲
む

 

・介
護
衣
（つ

な
ぎ
服
）の

着
用

 

・車
い
す
や
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
（抑

制
の
た
め
の
腰
ベ
ル
ト
や
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で

き
な
い
椅
子
の
使
用
） 

・ミ
ト
ン
の
着
用
（手

指
の
機
能
抑
制
） 

・自
分
の
意
思
で
開
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
居
室
等
へ
の
隔
離
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別
紙

14
 

 
超

重
症
児

（
者

）・
準
超

重
症
児

（
者
）

の
判

定
基

準
 

 以
下

の
各

項
目

に
規

定
す

る
状

態
が

6
か

月
以

上
継

続
す
る

場
合

※
１
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の
ス

コ
ア
を

合
算

す

る
。

 
 

1．
運
動

機
能

：
座

位
ま

で
 

2．
判
定

ス
コ

ア
 

（
ス

コ
ア

）
 

（
1）

レ
ス
ピ

レ
ー

タ
ー

管
理

※
２

 
＝

10
 

（
2）

気
管
内

挿
管

，
気

管
切
開

 
＝

 8
 

（
3）

鼻
咽
頭

エ
ア

ウ
ェ

イ
 

＝
 5

 
（

4）
O

2
吸

入
又

は
Sp

O
29

0％
以

下
の

状
態
が

10
％

以
上

 
＝

 5
 

 
（

5）
1
回
／

時
間

以
上

の
頻
回

の
吸
引

 
＝

 8
 

6
回

／
日

以
上

の
頻

回
の

吸
引

 
＝

 3
 

（
6）

ネ
ブ
ラ

イ
ザ

ー
 

6
回
／

日
以
上

ま
た

は
継

続
使

用
 

＝
 3

 
（

7）
IV

H
 

＝
10

 
（

8）
経

口
摂

取
（

全
介

助
）

※
３

 
＝

 3
 

経
管

（
経

鼻
・

胃
ろ

う
含

む
）

※
３

 
＝

 5
 

（
9）

腸
ろ
う

・
腸

管
栄

養
※
３

 
＝

 8
 

持
続

注
入

ポ
ン

プ
使

用
（

腸
ろ

う
・
腸

管
栄

養
時

）
 

＝
 3

 
（

10
）
手

術
・

服
薬

に
て

も
改

善
し
な

い
過

緊
張

で
、

 
発

汗
に
よ

る
更

衣
と

姿
勢

修
正

を
3
回

／
日

以
上

 
＝

 3
 

（
11
）

継
続

す
る

透
析
（
腹
膜

灌
流
を

含
む

）
 

＝
10

 
（

12
）
定

期
導

尿
（

3
回

／
日

以
上
）

※
４

 
＝

 5
 

（
13

）
人

工
肛

門
 

＝
 5

 
（

14
）
体

位
交

換
 

6
回

／
日

以
上

 
＝

 3
 

 
 

 〈
判

 
定

〉
 

1
の
運

動
機

能
が

座
位

ま
で
で

あ
り
、

か
つ

、
2
の

判
定
ス

コ
ア
の

合
計
が

25
点
以

上
の

場
合

を
超

重
症

児
（

者
）
、

10
点
以

上
25

点
未

満
で

あ
る

場
合
を

準
超
重

症
児

（
者

）
と

す
る

。
 

 
※

１
新

生
児

集
中

治
療

室
を

退
室

し
た

児
で

あ
っ

て
当

該
治

療
室

で
の

状
態

が
引

き
続

き
継

続

す
る

児
に

つ
い

て
は

、
当

該
状

態
が

1
か
月

以
上

継
続

す
る

場
合
と

す
る

。
た

だ
し

、
新

生
児

集
中

治
療

室
を

退
室

し
た

後
の

症
状

増
悪

、
又

は
新

た
な

疾
患

の
発

生
に

つ
い

て
は

そ
の

後
の

状
態
が

6
か
月

以
上

継
続
す

る
場

合
と

す
る

。
 

※
２
毎

日
行
う

機
械

的
気

道
加
圧

を
要
す

る
ｶ
ﾌ
ﾏ
ｼﾝ
・

N
IP

PV
・

C
PA

P
な
ど

は
、

レ
ス

ピ
レ

ー

タ
ー

管
理

に
含

む
。

 
※

３
（

8）
（

9）
は
経

口
摂

取
、
経

管
、

腸
ろ

う
・

腸
管

栄
養

の
い
ず

れ
か

を
選

択
。

 
※

４
人

工
膀
胱

を
含

む
 

 
 

  別
紙

1
3
 

 

障
害

老
人
の

日
常
生
活

自
立

度
（

寝
た
き
り

度
）

判
定

基
準
（
抜

粋
）
 

 

生 活 自 立
 

ラ
ン

ク
Ｊ

 

 
何

ら
か

の
障

害
等

を
有

す
る

が
、
日

常
生

活
は

ほ
ぼ

自
立

し
て

お
り

独

力
で

外
出

す
る

 

 
１

 
交

通
機

関
等

を
利

用
し

て
外

出
す

る
 

 
２

 
隣

近
所

へ
な

ら
外

出
す

る
 

準 寝 た き り
 

ラ
ン

ク
Ａ

 

 
屋

内
で

の
生

活
は

概
ね

自
立

し
て

い
る

が
、
介

助
な

し
に

は
外

出
し

な

い
 

 
１

 
介

助
に

よ
り

外
出

し
、
日

中
は

ほ
と

ん
ど

ベ
ッ

ド
か

ら
離

れ
て

生

活
す

る
 

 
２

 
外

出
の

頻
度

が
少

な
く

、
日

中
も

寝
た

り
起

き
た

り
の

生
活

を
し

て
い

る
 

寝 た き り
 

ラ
ン

ク
Ｂ

 

 
屋

内
で

の
生

活
は

何
ら

か
の

介
助

を
要

し
、
日

中
も

ベ
ッ

ド
上

で
の

生

活
が

主
体

で
あ

る
が

座
位

を
保

つ
 

 
１

 
車

椅
子

に
移

乗
し

、
食

事
、

排
泄

は
ベ

ッ
ド

か
ら

離
れ

て
行

う
 

 
２

 
介

助
に

よ
り

車
椅

子
に

移
乗

す
る

 

ラ
ン

ク
Ｃ

 

 
１

日
中

ベ
ッ

ド
上

で
過

ご
し

、
排

泄
、
食

事
、
着

替
に

お
い

て
介

助
を

要
す

る
 

 
１

 
自

力
で

寝
返

り
を

う
つ

 

 
２

 
自

力
で

寝
返

り
も

う
た

な
い

 

※
判

定
に

当
た

っ
て

は
補

装
具

や
自

助
具

等
の

器
具

を
使

用
し

た
状

態
で

あ
っ

て
も

差
し

支
 

え
な

い
。

 

「
障

害
老

人
の

日
常

生
活

自
立

度
（

寝
た

き
り

度
）
判

定
基

準
」
の

活
用

に
つ

い
て
（

平
成

3
年

1
1
月

1
8
日

 
老

健
第

1
0
2
－

2
号

）
 

厚
生

省
大

臣
官

房
老

人
保

健
福

祉
部

長
通

知
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  Ⅱ
 
医
療
度
判
定
ス
コ
ア
 

 

１
 
行
動
障
害
に
対
す
る
専
門
医
療
の
実
施
の
有
無
 

①
 
向
精
神
薬
等
に
よ
る
治
療
 

②
 
行
動
療
法
、
動
作
法
、
TE
AC
CH

な
ど
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
薬
物
療
法
以
外
の
専
門
医
療
 

 ２
 
神
経
・
精
神
疾
患
の
合
併
状
態
 

①
 
著
し
い
視
聴
覚
障
害
（
全
盲
な
ど
が
あ
り
、
か
つ
何
ら
か
の
手
段
で
移
動
す
る
能
力
を
も
つ
）
 

②
 
て
ん
か
ん
発
作
が
週

1
回
以
上
、
ま
た
は

6
ヶ
月
以
内
の
て
ん
か
ん
重
積
発
作
の
既
往
 

③
 
自
閉
症
等
に
よ
り
こ
だ
わ
り
が
著
し
く
対
応
困
難
 
 

④
 
そ
の
他
の
精
神
疾
患
や
不
眠
に
対
し
向
精
神
薬
等
に
よ
る
治
療
が
必
要
 

 ３
 
身
体
疾
患
の
合
併
状
態
 

①
 
自
傷
・
他
害
に
よ
る
外
傷
、
多
動
・
て
ん
か
ん
発
作
で
の
転
倒
に
よ
る
外
傷
の
治
療
（
6
ヶ
月
以
内
に
）
 

②
 
慢
性
擦
過
傷
・
皮
疹
な
ど
に
よ
る
外
用
剤
・
軟
膏
処
置
（
６
ヶ
月
以
内
に
１
ヶ
月
以
上
継
続
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
 
便
秘
の
た
め
週
２
回
以
上
の
浣
腸
、
ま
た
は
座
薬
（
下
剤
は
定
期
内
服
し
て
い
る
こ
と
）
 

④
 
呼
吸
器
感
染
の
た
め
の
検
査
・
処
置
・
治
療
（
6
ヶ
月
以
内
に
あ
れ
ば
）
 

⑤
 
そ
の
他
の
身
体
疾
患
で
の
検
査
・
治
療
 

（
定
期
薬
内
服
に
よ
る
副
作
用
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
検
査
以
外
、
６
ヶ
月
以
内
に
あ
れ
ば
）
 

 ４
 
自
傷
・
他
害
・
事
故
に
よ
る
外
傷
等
の
リ
ス
ク
を
有
す
る
行
動
障
害
へ
の
対
応
 
 
 

①
 
行
動
障
害
の
た
め
常
に
１
対
１
の
対
応
が
必
要
 

②
 
行
動
障
害
の
た
め
個
室
対
応
等
が
必
要
（
１
対
１
の
対
応
で
も
開
放
処
遇
困
難
）
 
 

③
 
行
動
障
害
の
た
め
個
室
対
応
で
も
処
遇
困
難
（
自
傷
、
多
動
に
よ
る
転
倒
・
外
傷
の
危
険
）
 

※
）
 
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
 

 ５
 
患
者
自
身
の
死
亡
に
繋
が
る
リ
ス
ク
を
有
す
る
行
動
障
害
へ
の
対
応
 

①
 
食
事
（
異
食
、
他
害
に
つ
な
が
る
よ
う
な
盗
食
、
詰
め
込
み
に
よ
る
窒
息
の
危
険
な
ど
）
 

②
 
排
泄
（
排
泄
訓
練
が
必
要
、
糞
食
や
ト
イ
レ
の
水
飲
み
、
多
動
に
よ
る
転
倒
・
外
傷
の
危
険
）
 

③
 
移
動
（
多
動
の
た
め
ど
こ
へ
行
く
か
分
か
ら
な
い
、
多
動
に
よ
る
転
倒
・
外
傷
の
危
険
）
 

④
 
入
浴
（
多
動
に
よ
る
転
倒
・
外
傷
・
溺
水
の
危
険
、
多
飲
に
よ
る
水
中
毒
の
危
険
）
 

⑤
 
更
衣
（
破
衣
・
脱
衣
の
た
め
の
窒
息
の
危
険
、
異
食
の
危
険
）
 

※
）
 
次
に
よ
り
配
点
 

・
常
時
１
対
１
で
医
療
的
観
察
が
必
要
な
場
合
及
び
入
院
期
間
中
の
生
命
の
危
機
回
避
の
た
め
個
室
対
応
や
個
別
の
時
間

で
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
場
合
（
5
点
）
 

・
時
に
１
対
１
で
医
療
的
観
察
が
必
要
な
場
合
（
3
点
）
 

 
 
  
  
  
  

 

５
点
 

５
点
 

  

５
点
 

５
点
 

５
点
 

５
点
 

 

 

３
点
 

３
点
 

３
点
 

３
点
 

 

３
点
 

 

 

３
点
 

５
点
 

10
点
 

   ３
．
５
点
 

３
．
５
点
 

３
．
５
点
 

３
．
５
点
 

３
．
５
点
 

  注
）「

強
度
行
動
障
害
児
(者

)の
医
療
度
判
定
基
準
 
評
価
の
手
引
き
」
に
基
づ
き
評
価
を
行
う
こ
と
。
 

「
Ⅰ
」
が
１
０
点
以
上
、
か
つ
「
Ⅱ
」
が
２
４
点
以
上
。
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の
２
 

  

強
度
行
動
障
害
児
(者

)の
医
療
度
判
定
基
準
 

  Ⅰ
 
強
度
行
動
障
害
ス
コ
ア
 

 

行
動
障
害
の
内
容
 

行
動
障
害
の
目
安
の
例
示
 

１
点
 

３
点
 

５
点
 

１
 
ひ
ど
く
自
分
の
体
を
叩
い
た

り
傷
つ
け
た
り
す
る
等
の
行
為
 

肉
が
見
え
た
り
、
頭
部
が
変
形
に
至
る
よ
う
な
叩
き
を
し
た
り
、
つ
め
を
は

ぐ
な
ど
。
 

週
１
回
 

以
上
 

日
１
回
 

以
上
 

１
日
中
 

２
 
ひ
ど
く
叩
い
た
り
蹴
っ
た
り

す
る
等
の
行
為
 

噛
み
つ
き
、
蹴
り
、
な
ぐ
り
、
髪
ひ
き
、
頭
突
き
な
ど
、
相
手
が
怪
我
を
し

か
ね
な
い
よ
う
な
行
動
な
ど
。
 

月
１
回
 

以
上
 

週
１
回
 

以
上
 

１
日
に
 

頻
回
 

３
 
激
し
い
こ
だ
わ
り
 

強
く
指
示
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
服
を
脱
ぐ
と
か
、
ど
う
し
て
も
外
出
を
拒

み
と
お
す
、
何
百
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
場
所
に
戻
り
取
り
に
行
く
、
な
ど
の

行
為
で
止
め
て
も
止
め
き
れ
な
い
も
の
。
 

週
１
回
 

以
上
 

日
１
回
 

以
上
 

１
日
に
 

頻
回
 

４
 
激
し
い
器
物
破
損
 

ガ
ラ
ス
、
家
具
、
ド
ア
、
茶
碗
、
椅
子
、
眼
鏡
な
ど
を
こ
わ
し
、
そ
の
結
果

危
害
が
本
人
に
も
ま
わ
り
に
も
大
き
い
も
の
、
服
を
な
ん
と
し
て
で
も
破
っ

て
し
ま
う
な
ど
。
 

月
１
回
 

以
上
 

週
１
回
 

以
上
 

１
日
に
 

頻
回
 

５
 
睡
眠
障
害
 

昼
夜
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
い
ら
れ
ず
人
や
物
に

危
害
を
加
え
る
な
ど
。
 

月
１
回
 

以
上
 

週
１
回
 

以
上
 

ほ
ぼ
 

毎
日
 

６
 
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
を
口
に

入
れ
た
り
、
過
食
、
反
す
う
等

の
食
事
に
関
す
る
行
動
 

テ
ー
ブ
ル
ご
と
ひ
っ
く
り
返
す
、
食
器
ご
と
投
げ
る
と
か
、
椅
子
に
座
っ
て

い
れ
ず
、
皆
と
一
緒
に
食
事
で
き
な
い
。
便
や
釘
・
石
な
ど
を
食
べ
体
に
異

常
を
き
た
し
た
偏
食
な
ど
。
 

週
１
回
 

以
上
 

ほ
ぼ
 

毎
日
 

ほ
ぼ
 

毎
食
 

７
 
排
せ
つ
に
関
す
る
強
度
の
障

害
 

便
を
手
で
こ
ね
た
り
、
便
を
投
げ
た
り
、
便
を
壁
面
に
な
す
り
つ
け
る
。
強

迫
的
に
排
尿
排
便
行
為
を
繰
り
返
す
な
ど
。
 

月
１
回
 

以
上
 

週
１
回
 

以
上
 

ほ
ぼ
 

毎
日
 

８
 
著
し
い
多
動
 

身
体
・
生
命
の
危
険
に
つ
な
が
る
飛
び
出
し
を
す
る
。
目
を
離
す
と
一
時
も

座
れ
ず
走
り
回
る
。
ベ
ラ
ン
ダ
の
上
な
ど
高
く
危
険
な
と
こ
ろ
に
上
る
。
 

月
１
回
 

以
上
 

週
１
回
 

以
上
 

ほ
ぼ
 

毎
日
 

９
 
通
常
と
違
う
声
を
上
げ
た

り
、
大
声
を
出
す
等
の
行
動
 

た
え
ら
れ
な
い
様
な
大
声
を
出
す
。
一
度
泣
き
始
め
る
と
大
泣
き
が
何
時
間

も
続
く
。
 

ほ
ぼ
 

毎
日
 

１
日
中
 

絶
え
ず
 

10
 
パ
ニ
ッ
ク
へ
の
対
応
が
困
難
 

一
度
パ
ニ
ッ
ク
が
出
る
と
、
体
力
的
に
も
と
て
も
お
さ
め
ら
れ
ず
つ
き
あ
っ

て
い
か
れ
な
い
状
態
を
呈
す
る
。
 

 
 

困
難
 

11
 
他
人
に
恐
怖
感
を
与
え
る
程

度
の
粗
暴
な
行
為
が
あ
り
、
対

応
が
困
難
 

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
注
意
し
て
も
、
爆
発
的
な
行
動
を
呈
し
、

か
か
わ
っ
て
い
る
側
が
恐
怖
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
が
あ
る
。
 

 
 

困
難
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行
い
、
診
療
録
に
記
載
。
 

(3
) 

患
者
の
状
態
に
応
じ
、
当
該
診
療
計
画
に
見
直
し
も
行
い
つ
つ
、
評
価
、
計
画
、
実
施
、
再
評
価
の
サ
イ
ク

ル
を
重
ね
る
。
 

 ２
 
行
動
障
害
に
対
す
る
専
門
医
療
の
実
施
有
無
 

(1
) 

①
の
「
向
精
神
薬
等
」
と
は
、
抗
精
神
病
薬
、
抗
う
つ
薬
、
抗
躁
薬
、
抗
て
ん
か
ん
薬
、
気
分
安
定
薬
（
mo
od
 

st
ab
il
iz
er
s）
、
抗
不
安
薬
、
睡
眠
導
入
剤
の
ほ
か
、
漢
方
薬
な
ど
も
含
む
。
 

(2
) 

②
は
行
動
療
法
・
動
作
法
・
TE
AC
CH

な
ど
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
薬
物
療
法
以
外
の
治
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
行
動
修
正
を
行
う
専
門
医
療
。
 

 ３
 
神
経
・
精
神
疾
患
の
合
併
状
態
 

(1
) 

③
の
「
自
閉
症
等
」
と
は
広
汎
性
発
達
障
害
全
般
（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
全
般
）
を
指
す
。
 

(2
) 

④
の
「
そ
の
他
の
精
神
疾
患
」
と
は
、
統
合
失
調
症
、
気
分
障
害
な
ど
を
指
す
。「

向
精
神
薬
等
」
は
２
－

(1
)と

同
様
。
 

 ４
 
身
体
疾
患
の
合
併
状
態
 

(1
) 

①
は
抗
生
剤
等
の
内
服
・
点
滴
、
創
部
処
置
、
縫
合
を
含
む
。
 

(2
) 

④
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
抗
生
剤
内
服
ま
た
は
点
滴
治
療
な
ど
を
含
む
。
 

(3
) 

⑤
の
「
そ
の
他
の
身
体
疾
患
」
と
は
、
低
体
温
、
GE
R・

反
す
う
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
る
嘔
吐
・
誤
嚥
、

眼
科
・
耳
鼻
科
疾
患
、
婦
人
科
的
疾
患
、
循
環
器
疾
患
、
骨
折
や
そ
の
他
の
整
形
外
科
的
疾
患
、
機
能
悪
化
・

維
持
・
改
善
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
も
含
む
。
 

 ５
 
自
傷
・
他
害
・
事
故
に
よ
る
外
傷
等
の
リ
ス
ク
を
有
す
る
行
動
障
害
へ
の
対
応
 

(1
) 

①
、
②
、
③
は
い
ず
れ
か
一
つ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
 

(2
) 

②
の
「
個
室
対
応
等
」
と
は
、
個
別
の
環
境
設
定
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
な
ど
に
よ
り
、
本
来
は
個
室
使
用

が
必
要
な
患
者
を
個
室
以
外
で
保
護
・
重
点
観
察
し
て
い
る
場
合
も
含
め
る
。
 

 ６
 
患
者
自
身
の
死
亡
に
繋
が
る
リ
ス
ク
を
有
す
る
行
動
障
害
へ
の
対
応
 

現
在
患
者
が
生
活
し
て
い
る
環
境
で
評
価
す
る
が
、
各
項
目
に
関
連
す
る
理
由
で
個
室
対
応
や
個
別
の
時
間
で
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
５
点
と
み
な
す
。
 

 

   

  

「
強
度
行
動
障
害
児
(者

)の
医
療
度
判
定
基
準
」
評
価
の
手
引
き
 

  Ⅰ
 
強
度
行
動
障
害
ス
コ
ア
 

 

１
 
行
動
障
害
は
、
過
去
半
年
以
上
そ
の
行
動
が
続
い
て
い
る
場
合
を
評
価
す
る
。
周
期
性
の
あ
る
行
動
障
害
に
つ
い

て
も
半
年
を
基
準
に
、
そ
の
行
動
の
出
現
有
無
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
例
え
ば
、
情
緒
不
安
定
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

し
て
も
評
価
時
か
ら
６
ヵ
月
以
前
の
行
動
で
あ
れ
ば
該
当
し
な
い
。
 

 ２
 
定
期
薬
服
用
者
は
服
用
し
て
い
る
状
態
で
評
価
す
る
（
向
精
神
薬
・
抗
て
ん
か
ん
薬
な
ど
）。

 

 ３
 
頓
服
の
不
穏
時
薬
・
不
眠
時
薬
・
注
射
等
は
使
用
し
な
い
状
態
で
評
価
す
る
。
 

 ４
 
現
在
身
体
疾
患
で
一
時
的
に
ベ
ッ
ド
安
静
な
ど
の
場
合
は
、
半
年
以
内
で
あ
れ
ば
治
癒
・
回
復
を
想
定
し
て
評
価

す
る
。
半
年
以
上
継
続
し
て
い
れ
ば
現
在
の
状
態
で
評
価
す
る
。
 

 ５
 
評
価
は
年
１
回
以
上
定
期
的
に
行
い
、
複
数
職
種
（
医
師
、
児
童
指
導
員
、
看
護
師
な
ど
）
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
 

 ６
 
項
目
別
留
意
点
 

(1
) 
「
１
 
ひ
ど
い
自
傷
」
は
、
自
傷
行
為
を
防
ぐ
た
め
の
装
具
(ヘ

ッ
ド
ギ
ア
な
ど
)は

着
用
し
て
い
な
い
状
態

を
想
定
し
て
評
価
す
る
。
 

(2
) 
「
４
 
は
げ
し
い
物
壊
し
」
は
、
器
材
や
玩
具
な
ど
を
自
由
に
使
用
で
き
る
環
境
を
想
定
し
て
評
価
す
る
。
 

(3
) 
「
５
 
睡
眠
の
大
き
な
乱
れ
」
は
、
問
題
行
動
が
あ
っ
て
個
室
使
用
し
て
い
る
場
合
は
大
部
屋
を
想
定
し
て

評
価
す
る
。
 

(4
) 
「
６
 
食
事
関
係
の
強
い
障
害
」
は
、
離
席
や
盗
食
防
止
の
た
め
の
身
体
拘
束
が
あ
れ
ば
、
開
放
状
態
を
想

定
し
て
評
価
す
る
。
問
題
行
動
の
た
め
に
食
事
場
所
を
変
え
る
・
時
間
を
ず
ら
す
な
ど
の
状
態
で
あ
れ
ば
本
来

の
場
所
・
時
間
を
想
定
し
て
評
価
す
る
。
 

(5
) 
「
７
 
排
泄
関
係
の
著
し
い
障
害
」
は
、
オ
ム
ツ
使
用
で
あ
れ
ば
そ
の
状
態
で
評
価
す
る
。
つ
な
ぎ
な
ど
の

予
防
衣
使
用
者
は
着
用
し
て
い
な
い
状
態
を
想
定
し
て
評
価
す
る
。
 

(6
) 
「
８
 
著
し
い
多
動
」
の
項
目
は
、
開
放
病
棟
・
行
動
制
限
な
し
の
状
況
で
評
価
す
る
。
 

  Ⅱ
 
医
療
度
判
定
ス
コ
ア
 

 １
 
患
者
特
性
に
応
じ
た
個
別
的
治
療
を
チ
ー
ム
と
し
て
統
一
性
と
一
貫
性
の
あ
る
計
画
的
な
診
療
を
行
う
た
め
、
次

を
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
配
点
 

(1
) 

多
面
的
な
治
療
を
計
画
的
に
提
供
す
る
た
め
、
医
師
、
看
護
師
、
児
童
指
導
員
、
保
育
士
、
臨
床
心
理
士
、

作
業
療
法
士
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
よ
り
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
、
患
者
の
治
療
・
観
察
必
要

性
の
評
価
、
治
療
目
標
の
共
有
化
を
図
り
、
各
職
種
の
専
門
性
を
生
か
し
た
診
療
計
画
を
立
案
。
 

(2
) 

当
該
診
療
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
、
当
該
チ
ー
ム
に
よ
る
定
期
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
、
評
価
を
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別
紙
1
7

（
 
配

点
 
）

Ａ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
処

置
等

０
点

１
点

２
点

1
心

電
図

モ
ニ

タ
ー

の
管

理
な
し

あ
り

2
輸

液
ポ

ン
プ

の
管

理
な
し

あ
り

3
動

脈
圧

測
定

（
動

脈
ラ

イ
ン

）
な
し

あ
り

4
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
な
し

あ
り

5
中

心
静

脈
圧

測
定

（
中

心
静

脈
ラ

イ
ン

）
な
し

あ
り

6
人

工
呼

吸
器

の
管

理
な
し

あ
り

7
輸

血
や

血
液

製
剤

の
管

理
な
し

あ
り

8
肺

動
脈

圧
測

定
（

ス
ワ

ン
ガ

ン
ツ

カ
テ

ー
テ

ル
）

な
し

あ
り

9
特

殊
な

治
療

法
等

（
C
H
D
F
,
I
A
B
P
,
P
C
P
S
,
補

助
人

工
心

臓
,
I
C
P
測

定
,
E
C
M
O
）

な
し

あ
り

Ａ
得
点

０
点

１
点

２
点

０
１

1
0

寝
返

り
で

き
る

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
で

き
な

い
点

　

1
1

移
乗

自
立

一
部

介
助

全
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
2

口
腔

清
潔

自
立

要
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
3

食
事

摂
取

自
立

一
部

介
助

全
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
4

衣
服

の
着

脱
自

立
一

部
介

助
全

介
助

実
施

な
し

実
施

あ
り

点
　

1
5

診
療

・
療

養
上

の
指

示
が

通
じ

る
は

い
い

い
え

点
　

1
6

危
険

行
動

な
い

あ
る

点
　

Ｂ
得
点

注
）

＜
特

定
集

中
治

療
室

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
基

準
＞

特
定

集
中

治
療

室
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
に

係
る

評
価

票

Ｂ
患

者
の

状
況

等
患
者
の
状
態

×

介
助
の
実
施

×

評
価

・
Ｂ

に
つ

い
て

は
、

評
価

日
の

「
患

者
の

状
態

」
及

び
「

介
助

の
実

施
」

に
基

づ
き

判
断

し
た

患
者

の
状

況
等

の
点

数
を

記
載

す
る

。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

処
置

等
に

係
る

得
点

（
Ａ

得
点

）
が

４
点

以
上

か
つ

患
者

の
状

況
等

に
係

る
得

点
（

Ｂ
得

点
）

が
３

点
以

上
。

特
定

集
中

治
療

室
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
に

係
る

評
価

票
の

記
入

に
あ

た
っ

て
は

、

「
特

定
集

中
治

療
室

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

　
評

価
の

手
引

き
」

に
基

づ
き

行
う

こ
と

。

・
Ａ

に
つ

い
て

は
、

評
価

日
に

お
い

て
実

施
さ

れ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

処
置

等
の

合
計

点
数

を
記

載
す

る
。

別
紙
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褥
瘡
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
票
・
褥
瘡
予
防
治
療
計
画
書
 

 氏
 
 
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
様
 

病
棟
 
評
価
日
 
 
 年

  
月
  

日
 

生
年
月
日
：
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 （

 
 歳

）
 

性
  
別
  
 
男
・
女
 

評
価
者
名
 

診
 断

 名
：
 

褥
瘡
の
有
無
（
現
在
）
  
有
・
無
 

褥
瘡
の
有
無
（
過
去
）
有
・
無
 

褥
瘡
ハ
イ
リ
ス
ク
項
目
〔
該
当
す
べ
て
に
○
〕
 

ベ
ッ
ド
上
安
静
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態
、
重
度
の
末
梢
循
環
不
全
、
麻
薬
等
の
鎮
痛
・
鎮
静
剤
の
持
続
的
な
使
用
が
必
要
、
 

６
時
間
以
上
の
手
術
（
全
身
麻
酔
下
、
特
殊
体
位
）
、
強
度
の
下
痢
の
持
続
、
極
度
な
皮
膚
の
脆
弱
（
低
出
生
体
重
児
、
 

Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
、
黄
疸
等
）
、
医
療
関
連
機
器
の
長
期
か
つ
持
続
的
な
使
用
（
医
療
用
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
シ
ー
ネ
等
）
、
 

褥
瘡
の
多
発
と
再
発
 

そ
の
他
の
危
険
因
子
〔
該
当
す
べ
て
に
○
〕
 

 
床
上
で
自
立
体
位
変
換
が
で
き
な
い
、
い
す
上
で
座
位
姿
勢
が
保
持
で
き
な
い
、
病
的
骨
突
出
、
関
節
拘
縮
、
栄
養
状
態

低
下
、
皮
膚
の
湿
潤
（
多
汗
、
尿
失
禁
、
便
失
禁
）
、
浮
腫
（
局
所
以
外
の
部
位
）
 

褥
瘡
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
部
位
及
び
褥
瘡
の
発
生
部
位

正
面

左
側
面

右
側
面

背
面

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

 

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
 

 重
点
的
な
褥
瘡
ケ
ア
の
必
要
性
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要
 
・
 
不
要
 

褥
瘡
管
理
者
名
 

褥
瘡
予
防
治
療
計
画
 
〔
褥
瘡
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
の
開
始
年
月
日
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
〕
 

 褥
瘡
ケ
ア
結
果
の
評
価
 
〔
褥
瘡
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ
ア
の
終
了
年
月
日
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
〕
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根
拠

と
な

る
記

録
を

残
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

が
、

項
目

ご
と

の
記

録
を

残
す

必
要

は
な

い
。

 

 
 

記
録

は
、

媒
体

の
如

何
を

問
わ

ず
、

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

正
式

に
承

認
を

得
て

保
管

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

原
則

と
し

て
医

師
及

び
当

該
治

療
室

の
看

護
職

員
に

よ
る

記
録

が
評

価

の
対

象
と

な
る

が
、

評
価

項
目

に
よ

っ
て

は
、

医
師

及
び

当
該

治
療

室
の

看
護

職
員

以
外

の
職

種
の

記

録
も

評
価

の
根

拠
と

な
り

得
る

た
め

、
記

録
方

法
に

つ
い

て
院

内
規

定
を

設
け

る
等

、
工

夫
す

る
こ

と
。
 

な
お

、
Ｂ

項
目

に
つ

い
て

は
、

「
患

者
の

状
態

」
が

評
価

の
根

拠
と

な
る

こ
と

か
ら

、
重

複
す

る

記
録

を
残

す
必

要
は

な
い

。
 

  Ａ
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

処
置

等
 

 １
 

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

管
理

は
、

持
続

的
に

看
護

職
員

が
心

電
図

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

  
持

続
的

な
心

電
図

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

  
持

続
的

な
心

電
図

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

心
電

図
の

誘
導

の
種

類
や

誘
導

法
の

種
類

は
問

わ
な

い
。

 
機

器
の

設
置

・
準

備
・

後
片

付
け

は
含

め
な

い
。

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

装
着

時
間

や
回

数
は

問
わ

な
い

が
、

医
師

の
指

示
に

よ
り

、
心

機
能

や
呼

吸
機

能
障

害
を

有
す

る
患

者
等

に
対

し
て

常
時

観
察

を
行

っ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

、
看

護
職

員
に

よ
る

心
電

図
の

評
価

の
記

録
が

必
要

で
あ

る
。

心
電

図
の

機
器

に
よ

る
自

動
的

な
記

録
の

み
の

場
合

は
心

電
図

モ
ニ

タ
ー

の
管

理
の

対
象

に
含

め
な

い
。

 
心

電
図

検
査

と
し

て
一

時
的

に
測

定
を

行
っ

た
場

合
は

含
め

な
い

。
ホ

ル
タ

ー
心

電
図

は
定

義
に

従
い

、
看

護
職

員
に

よ
る

持
続

的
な

評
価

の
記

録
が

あ
る

場
合

に
限

り
含

め
る

。
 

 ２
 

輸
液

ポ
ン

プ
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

輸
液

ポ
ン

プ
の

管
理

は
、

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
、

静
脈

注
射
・
輸

液
・
輸

血
・
血

液
製

剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
輸

液
ポ

ン
プ

を
使

用
し

、
看

護
職

員
が

使
用

状
況
（

投
与

時
間

、
投

与
量

等
）

を
管

理
し

て
い

る
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

  選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

 
末

梢
静

脈
・

中
心

静
脈

・
硬

膜
外

・
動

脈
・

皮
下

に
対

し
て

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・

薬
液

の
微

量
持

続
注

入
を

行
う

に
あ

た
り

輸
液

ポ
ン

プ
の

管
理

を
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
静

脈
注

射
・

輸
液

・
輸

血
・

血
液

製
剤

・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
輸

液
ポ

ン
プ

の
管

理
を

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

 

特
定

集
中

治
療

室
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
に

係
る

評
価

票
 

評
価

の
手

引
き

 
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
共

通
事

項
 

 １
．

評
価

の
対

象
 

 
 

評
価

の
対

象
は

、
救

命
救

急
入

院
料

及
び

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料

を
届

け
出

て
い

る
治

療
室

に
入

院
し

て
い

る
患

者
で

あ
り

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定

す
る

患
者

及
び

Ｄ
Ｐ

Ｃ
対

象
病

院
に

お
い

て
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
２

又
は

３
の

対
象

と
な

る
手

術
、

検
査

又
は

放
射

線
治

療
を

行
っ

た
患

者
（

基
本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
第

十
の

三
（

３
）

及
び

四
に

係
る

要
件

以
外

の
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
に

係
る

要
件

を
満

た
す

場
合

に
限

る
。

）
は

評
価

の
対

象
と

し
な

い
。

 

 ２
．

評
価

日
及

び
評

価
項

目
 

評
価

は
、
患

者
に

行
わ

れ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

処
置

等
（

Ａ
項

目
）
、
患

者
の

状
況

等
（

Ｂ
項

目
）

に
つ

い
て

、
毎

日
評

価
を

行
う

こ
と

。
 

 ３
．

評
価

対
象

時
間

 

評
価

対
象

時
間

は
、
０

時
か

ら
2
4
時

の
2
4
時

間
で

あ
り

、
重

複
や

空
白

時
間

を
生

じ
さ

せ
な

い
こ

と
。
 

外
出

・
外

泊
や

検
査

・
手

術
等

の
理

由
に

よ
り

、
全

て
の

評
価

対
象

時
間

の
観

察
を

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
患

者
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、

当
該

治
療

室
に

在
室

し
て

い
た

時
間

が
あ

っ
た

場
合

は
、

評
価

の

対
象

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

評
価

対
象

日
の

０
時

か
ら

2
4
時

の
間

、
外

泊
し

て
い

る
患

者
は

、
当

該

外
泊

日
に

つ
い

て
は

、
評

価
対

象
と

な
ら

な
い

。
 

 
退

室
日

は
、
当

日
の

０
時

か
ら

退
室

時
ま

で
を

評
価

対
象

時
間

と
す

る
。
退

室
日

の
評

価
は

行
う

が
、

基
準

を
満

た
す

患
者

の
算

出
に

あ
た

り
延

べ
患

者
数

に
は

含
め

な
い

。
た

だ
し

、
入

院
し

た
日

に
退

院
（

死
亡

退
院

を
含

む
）

し
た

患
者

は
、

延
べ

患
者

数
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 ４
．

評
価

対
象

場
所

 
 

 
当

該
治

療
室

内
を

評
価

の
対

象
場

所
と

し
、
当

該
治

療
室

以
外

で
実

施
さ

れ
た

治
療

、
処

置
、

看
護

及
び

観
察

に
つ

い
て

は
、

評
価

の
対

象
場

所
に

含
め

な
い

。
 

 ５
．

評
価

対
象

の
処

置
・

介
助

等
 

 
 

当
該

治
療

室
で

実
施

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
処

置
・

介
助

等
の

実
施

者
、

又
は

医
師

の
補

助
の

実
施

者
は

、
当

該
治

療
室

に
所

属
す

る
看

護
職

員
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
一

部
の

評
価

項
目

に

お
い

て
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
等

が
治

療
室

内
に

お
い

て
実

施
す

る
こ

と
を

評
価

す
る

場
合

は
、

治

療
室

所
属

の
有

無
は

問
わ

な
い

。
 

な
お

、
Ａ

項
目

の
評

価
に

お
い

て
、

医
師

が
単

独
で

処
置

等
を

行
っ

た
後

に
、

当
該

治
療

室
の

看
護

職
員

が
当

該
処

置
等

を
確

認
し

、
実

施
記

録
を

残
す

場
合

も
評

価
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

Ａ
項

目
の

処
置

の
評

価
に

お
い

て
は

、
訓

練
や

退
院

指
導

等
の

目
的

で
実

施
す

る
行

為
は

評
価

の
対

象
に

含
め

な
い

が
、

Ｂ
項

目
の

評
価

に
お

い
て

は
、

患
者

の
訓

練
を

目
的

と
し

た
行

為
で

あ
っ

て
も

評
価

の
対

象
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

Ａ
項

目
の

薬
剤

の
評

価
に

つ
い

て
は

、
臨

床
試

験
で

あ
っ

て
も

評
価

の
対

象
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 ６
．

評
価

者
 

評
価

は
、

院
内

研
修

を
受

け
た

者
が

行
う

こ
と

。
医

師
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
等

が
一

部
の

項
目

の
評

価
を

行
う

場
合

も
院

内
研

修
を

受
け

る
こ

と
。

 
 

７
．

評
価

の
判

断
 

 
 

評
価

の
判

断
は

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
共

通
事

項
、

Ｂ
項

目
共

通
事

項
及

び
項

目
ご

と
の

選
択

肢
の

判
断

基
準

等
に

従
っ

て
実

施
す

る
こ

と
。

独
自

に
定

め
た

判
断

基
準

に
よ

り
評

価
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 ８
．

評
価

の
根

拠
 

 
 

評
価

は
、

観
察

と
記

録
に

基
づ

い
て

行
い

、
推

測
は

行
わ

な
い

こ
と

。
当

日
の

実
施

記
録

が
無

い
場

合
は

評
価

で
き

な
い

た
め

、
Ａ

項
目

で
は
「

な
し

」
、
Ｂ

項
目

で
は

自
立

度
の

一
番

高
い

評
価

と
す

る
。

Ａ
項

目
の

評
価

に
お

い
て

は
、

後
日

、
第

三
者

が
確

認
を

行
う

際
に

、
記

録
か

ら
同

一
の

評
価

を
導

く

（ ）（ ） 11931192



 
 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

 
中

心
静

脈
圧

測
定

（
中

心
静

脈
ラ

イ
ン

）
を

実
施

し
て

い
な

い
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
中

心
静

脈
圧

測
定

（
中

心
静

脈
ラ

イ
ン

）
を

実
施

し
て

い
る

場
合

を
い

う
。

 

  判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

 

ス
ワ

ン
ガ

ン
ツ

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

中
心

静
脈

圧
測

定
に

つ
い

て
も

中
心

静
脈

圧
測

定
（

中
心

静
脈

ラ
イ

ン
）

の
対

象
に

含
め

る
。

 
中

心
静

脈
圧

の
測

定
方

法
は

、
水

柱
に

よ
る

圧
測

定
、
圧

ト
ラ

ン
ス

デ
ュ

ー
サ

ー
に

よ
る

測
定

の
い

ず
れ

で
も

よ
い

。
 

 ６
 

人
工

呼
吸

器
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

人
工

呼
吸

器
の

管
理

は
、
人

工
換

気
が

必
要

な
患

者
に

対
し

て
、
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

管
理

し
た

場
合

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

  
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

な
い

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 

人
工

呼
吸

器
を

使
用

し
て

い
る

場
合

を
い

う
。

 

  
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

人
工

呼
吸

器
の

種
類

や
設

定
内

容
、
あ

る
い

は
気

道
確

保
の

方
法

に
つ

い
て

は
問

わ
な

い
が

、
看

護
職

員
等

が
、
患

者
の

人
工

呼
吸

器
の

装
着

状
態

の
確

認
、
換

気
状

況
の

確
認

、
機

器
の

作
動

確
認

等
の

管
理

を
実

施
し

て
い

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

人
工

呼
吸

器
の

使
用

に
関

す
る

医
師

の
指

示
が

必
要

で
あ

る
。

 
N
P
P
V
（

非
侵

襲
的

陽
圧

換
気

）
の

実
施

は
含

め
る

。
 

 ７
 

輸
血

や
血

液
製

剤
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

輸
血

や
血

液
製

剤
の

管
理

は
、

輸
血

（
全

血
、

濃
厚

赤
血

球
、

新
鮮

凍
結

血
漿

等
）

や
血

液
製

剤
（

ア
ル

ブ
ミ

ン
製

剤
等

）
の

投
与

に
つ

い
て

、
血

管
を

通
し

て
行

っ
た

場
合

、
そ

の
投

与
後

の
状

況
を

看
護

職
員

が
管

理
し

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

  
輸

血
や

血
液

製
剤

の
使

用
状

況
の

管
理

を
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
  

輸
血

や
血

液
製

剤
の

使
用

状
況

の
管

理
を

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

輸
血

、
血

液
製

剤
の

種
類

及
び

単
位

数
に

つ
い

て
は

問
わ

な
い

が
、

腹
膜

透
析

や
血

液
透

析
は

輸
血

や
血

液
製

剤
の

管
理

の
対

象
に

含
め

な
い

。
自

己
血

輸
血

、
腹

水
を

濾
過

し
て

輸
血

す
る

場
合

は

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
、

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
輸

液
ポ

ン
プ

に
セ

ッ
ト

し
て

い
て

も
、
作

動
さ

せ
て

い
な

い
場

合
や

、
灌

流
等

患
部

の
洗

浄
に

使
用

し
て

い
る

場
合

に
は

使
用

し
て

い
な

い
も

の
と

す
る

。
 

携
帯

用
で

あ
っ

て
も

輸
液

ポ
ン

プ
の

管
理

に
含

め
る

が
、
看

護
職

員
が

投
与

時
間

と
投

与
量

の
両

方
の

管
理

を
行

い
、

持
続

的
に

注
入

し
て

い
る

場
合

の
み

含
め

る
。

 

 ３
 

動
脈

圧
測

定
（

動
脈

ラ
イ

ン
）

 
項

目
の

定
義

 

動
脈

圧
測

定
は

、
動

脈
ラ

イ
ン

を
挿

入
し

、
そ

の
ラ

イ
ン

を
介

し
て

直
接

的
に

動
脈

圧
測

定
を

実
施

し
た

場
合

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

  選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

 
動

脈
圧

測
定

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 

動
脈

圧
測

定
を

実
施

し
て

い
る

場
合

を
い

う
。

 

 ４
 

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

管
理

は
、

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
、

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・

薬
液

の
微

量
持

続
注

入
を

行
う

に
あ

た
り

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
を

使
用

し
、

看
護

職
員

が
使

用
状

況
（

投
与

時
間

、
投

与
量

等
）

を
管

理
し

て
い

る
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

  
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

  
末

梢
静

脈
・

中
心

静
脈

・
硬

膜
外

・
動

脈
・

皮
下

に
対

し
て

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・

薬
液

の
微

量
持

続
注

入
を

行
う

に
あ

た
り

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

管
理

を
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
  

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
静

脈
注

射
・

輸
液

・
輸

血
・

血
液

製
剤

・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
を

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
、

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・

薬
液

の
微

量
持

続
注

入
を

行
う

に
あ

た
り

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
に

セ
ッ

ト
し

て
い

て
も

、
作

動
さ

せ
て

い
な

い
場

合
に

は
使

用
し

て
い

な
い

も
の

と
す

る
。

 
携

帯
用

で
あ

っ
て

も
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
の

対
象

に
含

め
る

が
、

P
C
A
（

自
己

調
節

鎮
痛

法
）

に
よ

る
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

は
、

看
護

職
員

が
投

与
時

間
と

投
与

量
の

両
方

の
管

理
を

行
い

、
持

続
的

に
注

入
し

て
い

る
場

合
の

み
含

め
る

。
 

 ５
 

中
心

静
脈

圧
測

定
（

中
心

静
脈

ラ
イ

ン
）

 
項

目
の

定
義

 

中
心

静
脈

圧
測

定
は

、
中

心
静

脈
ラ

イ
ン

を
挿

入
し

、
そ

の
ラ

イ
ン

を
介

し
て

直
接

的
に

中
心

静
脈

圧
測

定
を

実
施

し
た

場
合

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
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１
０

 
寝

返
り

 
 

項
目

の
定

義
 

寝
返

り
が

自
分

で
で

き
る

か
ど

う
か

、
あ

る
い

は
ベ

ッ
ド

柵
、
ひ

も
、
バ

ー
、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
等

の
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
で

き
る

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
い

う
『

寝
返

り
』
と

は
、
仰

臥
位

か
ら
（

左
右

ど
ち

ら
か

の
）
側

臥
位

に
な

る
動

作
で

あ
る

。
 

  
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
で

き
る

」
 

何
に

も
つ

か
ま

ら
ず

、
寝

返
り

（
片

側
だ

け
で

よ
い

）
が

１
人

で
で

き
る

場
合

を
い

う
。

 
「

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
」

 
ベ

ッ
ド

柵
、
ひ

も
、
バ

ー
、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
等

の
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
１

人
で

寝
返

り
が

で
き

る
場

合
を

い
う

。
 

「
で

き
な

い
」

 
介

助
な

し
で

は
１

人
で

寝
返

り
が

で
き

な
い

等
、
寝

返
り

に
何

ら
か

の
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
 

  
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

「
何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
」
状

態
と

は
、

看
護

職
員

等
が
事

前
に

環
境

を
整

え
て

お
く
こ

と
に
よ
っ

て
患

者
自

身
が

１
人

で
寝
返

り
が

で
き

る
状

態
で

あ
り
、

寝
返

り
の

際
に

、
ベ

ッ
ド
柵

に
患

者
の
手

を
つ

か
ま

ら
せ

る
等

の
介
助

を
看

護
職

員
等

が
行

っ
て
い

る
場

合
は
「
で

き
な

い
」
と

な
る

。
 医
師
の
指
示
に
よ
り
、
自
力
で
の
寝
返
り
を
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
で
き
な
い
」
と
す
る
。
 

 １
１

 
移

乗
 

 
項

目
の

定
義

 

移
乗

時
の

介
助

の
必

要
の

有
無

と
、

介
助

の
実

施
状

況
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 
こ

こ
で

い
う
『

移
乗

』
と

は
、
「

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

へ
」
、
「

ベ
ッ

ド
か

ら
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

へ
」

、
「

車
椅

子
か

ら
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
へ

」
等

、
乗

り
移

る
こ

と
で

あ
る

。
 

 
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
介

助
な

し
で

移
乗

で
き

る
場

合
を

い
う

。
這

っ
て

動
い

て
も

、
移

乗
が

１
人

で
で

き
る

場
合

も
含

む
。

 
「

一
部

介
助

」
 

患
者

の
心

身
の

状
態

等
の

理
由

か
ら

、
事

故
等

が
な

い
よ

う
に

見
守

る
必

要
が

あ
る

場
合

、
あ

る
い

は
１

人
で

は
移

乗
が

で
き

な
い

た
め

他
者

が
手

を
添

え
る

、
体

幹
を

支
え

る
等

の
一

部
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
 

「
全

介
助

」
 

１
人

で
は

移
乗

が
全

く
で

き
な

い
た

め
に

、
他

者
が

抱
え

る
、
運

ぶ
等

の
全

面
的

に
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

  
 

含
め

る
。

 

 ８
 

肺
動

脈
圧

測
定

（
ス

ワ
ン

ガ
ン

ツ
カ

テ
ー

テ
ル

）
 

項
目

の
定

義
 

肺
動

脈
圧

測
定

は
、

ス
ワ

ン
ガ

ン
ツ

カ
テ

ー
テ

ル
を

挿
入

し
、
そ

の
カ

テ
ー

テ
ル

を
介

し
て

直
接

的
に

肺
動

脈
圧

測
定

を
実

施
し

た
場

合
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

  選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

 
肺

動
脈

圧
測

定
を

実
施

し
て

い
な

い
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

  
肺

動
脈

圧
測

定
を

実
施

し
て

い
る

場
合

を
い

う
。

 

  
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

ス
ワ

ン
ガ

ン
ツ

カ
テ

ー
テ

ル
以

外
の

肺
動

脈
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
肺

動
脈

圧
測

定
に

つ
い

て
も

肺
動

脈
圧

測
定

の
評

価
に

含
め

る
。

 

 ９
 

特
殊

な
治

療
法

等
（

C
H
D
F
,
I
A
B
P
,
P
C
P
S
,
補

助
人

工
心

臓
,
I
C
P
測

定
,
E
C
M
O
）

 
項

目
の

定
義

 

特
殊

な
治

療
法

等
は

、
C
H
D
F
（

持
続

的
血

液
濾

過
透

析
）

、
I
A
B
P
（

大
動

脈
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

）
、

P
C
P
S
（

経
皮

的
心

肺
補

助
法

）
、

補
助

人
工

心
臓

、
I
C
P
（

頭
蓋

内
圧

）
測

定
,
E
C
M
O
（

経
皮

的
肺

補
助

法
）

を
実

施
し

た
場

合
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
特

殊
な

治
療

法
等

の
い

ず
れ

も
行

っ
て

い
な

い
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
特

殊
な

治
療

法
等

の
い

ず
れ

か
を

行
っ

て
い

る
場

合
を

い
う

。
 

  Ｂ
 

患
者

の
状

況
等

 
 Ｂ

項
目

共
通

事
項

 
 
１

．
義

手
・
義

足
・
コ

ル
セ

ッ
ト

等
の

装
具

を
使

用
し

て
い

る
場

合
に

は
、
装

具
を

装
着

し
た

後
の

状
態

に
基

づ
い

て
評

価
を

行
う

。
 

２
．
評

価
時

間
帯

の
う

ち
に

状
態

が
変

わ
り

、
異

な
る

状
態

の
記

録
が

存
在

す
る

場
合

に
は

、
自

立
度

の
低

い
方

の
状

態
を

も
と

に
評

価
を

行
う

こ
と

。
 

３
．
当

該
動

作
が

制
限

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
可

能
で

あ
れ

ば
動

作
を

促
し

、
観

察
し

た
結

果
を

も
と

に
「

患
者

の
状

態
」
を

評
価

す
る

こ
と

。
動

作
の

確
認

を
で

き
な

か
っ

た
場

合
に

は
、
通

常
、
介

助
が

必
要

な
状

態
で

あ
っ

て
も

「
で

き
る

」
又

は
「

自
立

」
と

す
る

。
 

４
．
医

師
の

指
示

に
よ

っ
て

、
当

該
動

作
が

制
限

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

明
確

で
あ

る
場

合
に

は
、
各

選
択

肢
の

留
意

点
を

参
考

に
評

価
す

る
。

こ
の

場
合

、
医

師
の

指
示

に
係

る
記

録
が

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
動

作
が

禁
止

さ
れ

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
患

者
が

無
断

で
当

該
動

作
を

行
っ

て
し

ま
っ

た
場

合
に

は
「

で
き

る
」

又
は

「
自

立
」

と
す

る
。

 
５

．
Ｂ

1
1「

移
乗

」
、
Ｂ

1
2「

口
腔

清
潔

」
、
Ｂ

1
3「

食
事

摂
取

」
、
Ｂ

1
4「

衣
服

の
着

脱
」
に

つ
い

て
は

、
「

患
者

の
状

態
」

と
「

介
助

の
実

施
」

と
を

乗
じ

た
点

数
と

す
る

こ
と

。
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の
移

乗
の

介
助

、
エ

プ
ロ

ン
を

か
け

る
等

は
含

ま
れ

な
い

。
 

  
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
介

助
・
見

守
り

な
し

に
１

人
で

食
事

が
摂

取
で

き
る

場
合

を
い

う
。
ま

た
、
箸

や
ス

プ
ー

ン
の

ほ
か

に
、

自
助

具
等

を
使

用
す

る
場

合
も

含
ま

れ
る

。
 

「
一

部
介

助
」

 
必

要
に

応
じ

て
、
食

事
摂

取
の

行
為

の
一

部
に

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。
ま

た
、
食

卓
で

食
べ

や
す

い
よ

う
に

配
慮

す
る

行
為
（

小
さ

く
切

る
、
ほ

ぐ
す

、
皮

を
む

く
、
魚

の
骨

を
と

る
、
蓋

を
は

ず
す

等
）
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
見

守
り

や
指

示
が

必
要

な
場

合
も

含
ま

れ
る

。
 

「
全

介
助

」
 

１
人

で
は

全
く

食
べ

る
こ

と
が

で
き

ず
全

面
的

に
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
い

、
食

事
開

始
か

ら
終

了
ま

で
に

す
べ

て
に

介
助

を
要

す
る

場
合

は
｢
全

介
助

｣
と

す
る

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

食
事

の
種

類
は

問
わ

ず
、
一

般
（

普
通

）
食

、
プ

リ
ン

等
の

経
口

訓
練

食
、
水

分
補

給
食

、
経

管
栄

養
す

べ
て

を
さ

し
、
摂

取
量

は
問

わ
な

い
。
経

管
栄

養
の

評
価

も
、
全

面
的

に
看

護
職

員
等

が
行

う
必

要
が

あ
る

場
合

は
「

全
介

助
」
と

な
り

、
患

者
が

自
立

し
て

１
人

で
行

う
こ

と
が

で
き

る
場

合
は
「

自
立

」
と

な
る

。
た

だ
し

、
経

口
栄

養
と

経
管

栄
養

の
い

ず
れ

も
行

っ
て

い
る

場
合

は
、
「

自
立

度
の

低
い

方
」

で
評

価
す

る
。

 
家

族
が

行
っ

た
行

為
、

食
欲

の
観

察
は

含
め

な
い

。
ま

た
、

看
護

職
員

等
が

、
パ

ン
の

袋
切

り
、

食
事

の
温

め
、
果

物
の

皮
む

き
、
卵

の
殻

む
き

等
を

行
う

必
要

が
あ

る
場

合
は

｢
一

部
介

助
｣
と

す
る

。
 医

師
の

指
示

に
よ

り
、
食

止
め

や
絶

食
と

な
っ

て
い

る
場

合
は

、
「

全
介

助
」
か

つ
「

実
施

な
し

」
と

す
る

。
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
し

て
も

患
者

が
食

事
摂

取
を

拒
否

し
た

場
合

は
｢
実

施
な

し
｣
と

す
る

。
 

 １
４

 
衣

服
の

着
脱

 
 

項
目

の
定

義
 

衣
服

の
着

脱
に

つ
い

て
、
介

助
の

必
要

の
有

無
と

、
介

助
の

実
施

状
況

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
衣

服
と

は
、

患
者

が
日

常
生

活
上

必
要

と
し

着
用

し
て

い
る

も
の

を
い

う
。

パ
ジ

ャ
マ

の
上

衣
、

ズ
ボ

ン
、

寝
衣

、
パ

ン
ツ

、
オ

ム
ツ

等
を

含
む

。
 

 
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
介

助
な

し
に

１
人

で
衣

服
を

着
た

り
脱

い
だ

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
を

い
う

。
 

自
助

具
等

を
使

っ
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

場
合

も
含

む
。

 
「

一
部

介
助

」
 

衣
服

の
着

脱
に

一
部

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。
例

え
ば

、
途

中
ま

で
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

が
、

最
後

に
看

護
職

員
等

が
ズ

ボ
ン

・
パ

ン
ツ

等
を

上
げ

る
必

要
が

あ
る

場
合

等
は

、
｢
一

部
介

助
｣
に

含
む

。
看

護
職

員
等

が
手

を
出

し
て

介
助

す
る

必
要

は
な

い
が

、
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
、
転

倒
の

防
止

等
の

た
め

に
、
見

守
り

や
指

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
場

合

  
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

患
者

が
１

人
で

は
動

け
ず

、
ス

ラ
イ

ド
式

の
移

乗
用

補
助

具
の

使
用

が
必

要
な

場
合

は
「

全
介

助
」

と
な

る
。

 
車

椅
子

等
へ

の
移

乗
の

際
に

、
立

つ
、
向

き
を

変
え

る
、
数

歩
動

く
等

に
対

し
て

、
患

者
自

身
も

行
う

こ
と

が
で

き
て

い
る

（
力

が
出

せ
る

）
場

合
は

「
一

部
介

助
」

と
な

る
。

 
医

師
の

指
示

に
よ

り
、
自

力
で

の
移

乗
を

制
限

さ
れ

て
い

る
場

合
は
「

全
介

助
」
と

す
る

。
ま

た
、

介
助

に
よ

る
移

乗
も

制
限

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
「

全
介

助
」

か
つ

「
実

施
な

し
」

と
す

る
。

 

 １
２

 
口

腔
清

潔
 

 
項

目
の

定
義

 

口
腔

内
を

清
潔

に
す

る
た

め
の

一
連

の
行

為
が

１
人

で
で

き
る

か
ど

う
か

、
１

人
で

で
き

な
い

場
合

に
看

護
職

員
等

が
見

守
り

や
介

助
を

実
施

し
た

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

一
連

の
行

為
と

は
、
歯

ブ
ラ

シ
や

う
が

い
用

の
水

等
を

用
意

す
る

、
歯

磨
き

粉
を

歯
ブ

ラ
シ

に
つ

け
る

等
の

準
備

、
歯

磨
き

中
の

見
守

り
や

指
示

、
磨

き
残

し
の

確
認

等
も

含
む

。
 

口
腔

清
潔

に
際

し
て

、
車

椅
子

に
移

乗
す

る
、
洗

面
所

ま
で

移
動

す
る

等
の

行
為

は
、
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

に
は

含
ま

れ
な

い
。

 

 
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

す
べ

て
が

１
人

で
で

き
る

場
合

を
い

う
。

 
「

要
介

助
」

 
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

の
う

ち
部

分
的

、
あ

る
い

は
す

べ
て

に
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
見

守
り

や
指

示
が

必
要

な
場

合
も

含
ま

れ
る

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

口
腔

内
の

清
潔

に
は

、
『

歯
磨

き
、
う

が
い

、
口

腔
内

清
拭

、
舌

の
ケ

ア
等

の
介

助
か

ら
義

歯
の

手
入

れ
、
挿

管
中

の
吸

引
に

よ
る

口
腔

洗
浄

、
ポ

ピ
ド

ン
ヨ

ー
ド

剤
等

の
薬

剤
に

よ
る

洗
浄

』
も

含
ま

れ
る

。
舌

や
口

腔
内

の
硼

砂
グ

リ
セ

リ
ン

の
塗

布
、
口

腔
内

吸
引

の
み

は
口

腔
内

清
潔

に
含

ま
な

い
。

 
ま

た
、
歯

が
な

い
場

合
は

、
う

が
い

や
義

歯
の

清
潔

等
、
口

腔
内

の
清

潔
に

関
す

る
類

似
の

行
為

が
行

わ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
に

基
づ

い
て

判
断

す
る

。
 

医
師

の
指

示
に

よ
り

、
自

力
で

の
口

腔
清

潔
が

制
限

さ
れ

て
い

る
場

合
は

「
要

介
助

」
と

す
る

。
ま

た
、
介

助
に

よ
る

口
腔

清
潔

も
制

限
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、
「

要
介

助
」
か

つ
「

実
施

な
し

」
と

す
る

。
 

 １
３

 
食

事
摂

取
 

 
項

目
の

定
義

 

食
事

介
助

の
必

要
の

有
無

と
、

介
助

の
実

施
状

況
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 
こ

こ
で

い
う

食
事

摂
取

と
は

、
経

口
栄

養
、
経

管
栄

養
を

含
み

、
朝

食
、
昼

食
、
夕

食
、
補

食
等

、
個

々
の

食
事

単
位

で
評

価
を

行
う

。
中

心
静

脈
栄

養
は

含
ま

れ
な

い
。

 
食

事
摂

取
の

介
助

は
、
患

者
が

食
事

を
摂

る
た

め
の

介
助

、
患

者
に

応
じ

た
食

事
環

境
を

整
え

る
食

卓
上

の
介

助
を

い
う

。
厨

房
で

の
調

理
、
配

膳
、
後

片
付

け
、
食

べ
こ

ぼ
し

の
掃

除
、
車

椅
子

へ
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過
去

１
週

間
以

内
に

危
険

行
動

が
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

る
」

 
過

去
１

週
間

以
内

に
危

険
行

動
が

あ
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

 判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

 

危
険

行
動

の
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、
適

時
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
適

切
な

対
応

、
並

び
に

日
々

の
危

険
行

動
へ

の
対

策
を

前
提

と
し

て
い

る
。
こ

の
項

目
は

、
そ

の
上

で
、
な

お
発

生
が

予
測

で
き

な
か

っ
た

危
険

行
動

の
事

実
と

そ
の

対
応

の
手

間
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

り
、
対

策
を

も
た

な
い

状
況

下
で

発
生

し
て

い
る

危
険

行
動

を
評

価
す

る
も

の
で

は
な

い
。
対

策
が

も
た

れ
て

い
る

状
況

下
で

発
生

し
た

危
険

行
動

が
確

認
で

き
、
評

価
当

日
に

も
当

該
対

策
が

も
た

れ
て

い
る

場
合

に
評

価
の

対
象

に
含

め
る

。
 

認
知

症
等

の
有

無
や

、
日

常
生

活
動

作
能

力
の

低
下

等
の

危
険

行
動

を
起

こ
す

疾
患
・
原

因
等

の
背

景
や

、
行

動
の

持
続

時
間

等
の

程
度

を
判

断
の

基
準

と
し

な
い

。
な

お
、
病

室
で

の
喫

煙
や

大
声

を
出

す
・

暴
力

を
振

る
う

等
の

、
い

わ
ゆ

る
迷

惑
行

為
は

、
こ

の
項

目
で

の
定

義
に

お
け

る
｢
危

険
行

動
｣
に

は
含

め
な

い
。

 
他

施
設

か
ら

の
転

院
、
他

病
棟

か
ら

の
転

棟
の

際
は

、
看

護
職

員
等

が
記

載
し

た
記

録
物

に
よ

り
評

価
対

象
期

間
内

の
「

危
険

行
動

」
が

確
認

で
き

る
場

合
は

、
評

価
の

対
象

に
含

め
る

。
 

  

等
も

｢
一

部
介

助
｣
と

す
る

。
 

「
全

介
助

」
 

衣
服

の
着

脱
の

行
為

す
べ

て
に

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。
患

者
自

身
が

、
介

助
を

容
易

に
す

る
た

め
に

腕
を

上
げ

る
、
足

を
上

げ
る

、
腰

を
上

げ
る

等
の

行
為

を
行

う
こ

と
が

で
き

て
も

、
着

脱
行

為
そ

の
も

の
を

患
者

が
行

う
こ

と
が

で
き

ず
、
看

護
職

員
等

が
す

べ
て

介
助

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
も

「
全

介
助

」
と

す
る

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

衣
服

の
着

脱
に

要
す

る
時

間
の

長
さ

は
判

断
に

は
関

係
し

な
い

。
 

通
常

は
自

分
で

衣
服

の
着

脱
を

し
て

い
る

が
、
点

滴
が

入
っ

て
い

る
た

め
に

介
助

を
要

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

介
助

の
状

況
で

評
価

す
る

。
 

靴
や

帽
子

は
、

衣
服

の
着

脱
の

評
価

に
含

め
な

い
。

 

 １
５

 
診

療
・

療
養

上
の

指
示

が
通

じ
る

 
項

目
の

定
義

 

指
示

内
容

や
背

景
疾

患
は

問
わ

ず
、
診

療
・
療

養
上

の
指

示
に

対
し

て
、
指

示
通

り
に

実
行

で
き

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
は

い
」

 
診

療
・

療
養

上
の

指
示

に
対

し
て

、
指

示
通

り
の

行
動

が
常

に
行

わ
れ

て
い

る
場

合
を

い
う

。
 

「
い

い
え

」
 

診
療
・
療

養
上

の
指

示
に

対
し

て
、
指

示
通

り
で

な
い

行
動

が
１

回
で

も
み

ら
れ

た
場

合
を

い
う

。
 

 判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

 

精
神

科
領

域
、
意

識
障

害
等

の
有

無
等

、
背

景
疾

患
は

問
わ

な
い

。
指

示
の

内
容

は
問

わ
な

い
が

、
あ

く
ま

で
も

診
療
・
療

養
上

で
必

要
な

指
示

で
あ

り
、
評

価
日

当
日

の
指

示
で

あ
る

こ
と

、
及

び
そ

の
指

示
が

適
切

に
行

わ
れ

た
状

態
で

評
価

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。
 

医
師

や
看

護
職

員
等

の
話

を
理

解
し

た
よ

う
に

見
え

て
も

、
意

識
障

害
等

に
よ

り
指

示
を

理
解

で
き

な
い

場
合

や
自

分
な

り
の

解
釈

を
行

い
結

果
的

に
、
診

療
・
療

養
上

の
指

示
か

ら
外

れ
た

行
動

を
し

た
場

合
は

｢
い

い
え

｣
と

す
る

。
 

 
 

１
６

 
危

険
行

動
 

 
項

目
の

定
義

 

患
者

の
危

険
行

動
の

有
無

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
い

う
｢
危

険
行

動
｣
は

、
｢
治

療
・
検

査
中

の
チ

ュ
ー

ブ
類
・
点

滴
ル

ー
ト

等
の

自
己

抜
去

、
 

転
倒
・
転

落
、
自

傷
行

為
」
の

発
生

又
は
「

そ
の

ま
ま

放
置

す
れ

ば
危

険
行

動
に

至
る

と
判

断
す

る
行

動
」

を
過

去
１

週
間

以
内

の
評

価
対

象
期

間
に

看
護

職
員

等
が

確
認

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

い
」
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ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

 
評

価
の

手
引

き
 

 ア
セ

ス
メ

ン
ト

共
通

事
項

 

 １
．

評
価

の
対

象
 

評
価

の
対

象
は

、
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
入

院
医

療
管

理
料

を
届

け
出

て
い

る
治

療
室

に
入

院
し

て
い

る
患

者
で

あ
り

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定

す
る

患
者

及
び

Ｄ
Ｐ

Ｃ
対

象
病

院
に

お
い

て
短

期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

の
対

象
と

な
る

手
術

、
検

査
又

は
放

射
線

治
療

を
行

っ
た

患
者

（
基

本

診
療

料
の

施
設

基
準

等
第

十
の

三
（

３
）

及
び

四
に

係
る

要
件

以
外

の
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
に

係

る
要

件
を

満
た

す
場

合
に

限
る

。
）

は
評

価
の

対
象

と
し

な
い

。
 

 ２
．

評
価

日
及

び
評

価
項

目
 

評
価

は
、
患

者
に

行
わ

れ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

処
置

等
（

Ａ
項

目
）
、
患

者
の

状
況

等
（

Ｂ
項

目
）

に
つ

い
て

、
毎

日
評

価
を

行
う

こ
と

。
 

 ３
．

評
価

対
象

時
間

 

評
価

対
象

時
間

は
、
０

時
か

ら
2
4
時

の
2
4
時

間
で

あ
り

、
重

複
や

空
白

時
間

を
生

じ
さ

せ
な

い
こ

と
。
 

外
出

・
外

泊
や

検
査

・
手

術
等

の
理

由
に

よ
り

、
全

て
の

評
価

対
象

時
間

の
観

察
を

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
患

者
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、

当
該

治
療

室
に

在
室

し
て

い
た

時
間

が
あ

っ
た

場
合

は
、

評
価

の
対

象
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
評

価
対

象
日

の
０

時
か

ら
2
4
時

の
間

、
外

泊
し

て
い

る
患

者
は

、
当

該
外

泊
日

に
つ

い
て

は
、

評
価

対
象

と
な

ら
な

い
。

 
退

室
日

は
、
当

日
の

０
時

か
ら

退
室

時
ま

で
を

評
価

対
象

時
間

と
す

る
。
退

室
日

の
評

価
は

行
う

が
、

基
準

を
満

た
す

患
者

の
算

出
に

あ
た

り
延

べ
患

者
数

に
は

含
め

な
い

。
た

だ
し

、
入

院
し

た
日

に
退

院
（

死
亡

退
院

を
含

む
）

し
た

患
者

は
、

延
べ

患
者

数
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 ４
．

評
価

対
象

場
所

 

 
 

当
該

治
療

室
内

を
評

価
の

対
象

場
所

と
し

、
当

該
治

療
室

以
外

で
実

施
さ

れ
た

治
療

、
処

置
、

看
護

及
び

観
察

に
つ

い
て

は
、

評
価

の
対

象
場

所
に

含
め

な
い

。
 

 ５
．

評
価

対
象

の
処

置
・

介
助

等
 

 
 

当
該

治
療

室
で

実
施

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
処

置
・

介
助

等
の

実
施

者
、

又
は

医
師

の
補

助
の

実
施

者
は

、
当

該
治

療
室

に
所

属
す

る
看

護
職

員
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
一

部
の

評
価

項
目

に

お
い

て
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
等

が
治

療
室

内
に

お
い

て
実

施
す

る
こ

と
を

評
価

す
る

場
合

は
、

治

療
室

所
属

の
有

無
は

問
わ

な
い

。
 

な
お

、
Ａ

項
目

の
評

価
に

お
い

て
、

医
師

が
単

独
で

処
置

等
を

行
っ

た
後

に
、

当
該

治
療

室
の

看
護

職
員

が
当

該
処

置
等

を
確

認
し

、
実

施
記

録
を

残
す

場
合

も
評

価
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

Ａ
項

目
の

処
置

の
評

価
に

お
い

て
は

、
訓

練
や

退
院

指
導

等
の

目
的

で
実

施
す

る
行

為
は

評
価

の
対

象
に

含
め

な
い

が
、

Ｂ
項

目
の

評
価

に
お

い
て

は
、

患
者

の
訓

練
を

目
的

と
し

た
行

為
で

あ
っ

て
も

評
価

の
対

象
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

Ａ
項

目
の

薬
剤

の
評

価
に

つ
い

て
は

、
臨

床
試

験
で

あ
っ

て
も

評
価

の
対

象
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 ６
．

評
価

者
 

 
 

評
価

は
、

院
内

研
修

を
受

け
た

者
が

行
う

こ
と

。
医

師
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
等

が
一

部
の

項
目

の
評

価
を

行
う

場
合

も
院

内
研

修
を

受
け

る
こ

と
。

 

 ７
．

評
価

の
判

断
 

 
 

評
価

の
判

断
は

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
共

通
事

項
、

Ｂ
項

目
共

通
事

項
及

び
項

目
ご

と
の

選
択

肢
の

判
断

基
準

等
に

従
っ

て
実

施
す

る
こ

と
。

独
自

に
定

め
た

判
断

基
準

に
よ

り
評

価
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 ８
．

評
価

の
根

拠
 

 
 

評
価

は
、

観
察

と
記

録
に

基
づ

い
て

行
い

、
推

測
は

行
わ

な
い

こ
と

。
当

日
の

実
施

記
録

が
無

い
場

合
は

評
価

で
き

な
い

た
め

、
Ａ

項
目

で
は
「

な
し

」
、
Ｂ

項
目

で
は

自
立

度
の

一
番

高
い

評
価

と
す

る
。

Ａ
項

目
の

評
価

に
お

い
て

は
、

後
日

、
第

三
者

が
確

認
を

行
う

際
に

、
記

録
か

ら
同

一
の

評
価

を
導

く

別
紙
1
8

（
 
配

点
 
）

Ａ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
処

置
等

０
点

１
点

1
創

傷
処

置
（

①
創

傷
の

処
置

（
褥

瘡
の

処
置

を
除

く
）

、
　

②
褥

瘡
の

処
置

）
な
し

あ
り

2
蘇

生
術

の
施

行
な
し

あ
り

3
呼

吸
ケ

ア
（

喀
痰

吸
引

の
み

の
場

合
及

び
人

工
呼

吸
器

の
装

着
の

場
合

を
除

く
）

な
し

あ
り

4
点

滴
ラ

イ
ン

同
時

３
本

以
上

の
管

理
な
し

あ
り

5
心

電
図

モ
ニ

タ
ー

の
管

理
な
し

あ
り

6
輸

液
ポ

ン
プ

の
管

理
な
し

あ
り

7
動

脈
圧

測
定

（
動

脈
ラ

イ
ン

）
な
し

あ
り

8
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
な
し

あ
り

9
中

心
静

脈
圧

測
定

（
中

心
静

脈
ラ

イ
ン

）
な
し

あ
り

1
0

人
工

呼
吸

器
の

管
理

な
し

あ
り

1
1

輸
血

や
血

液
製

剤
の

管
理

な
し

あ
り

1
2

肺
動

脈
圧

測
定

（
ス

ワ
ン

ガ
ン

ツ
カ

テ
ー

テ
ル

）
な
し

あ
り

1
3

特
殊

な
治

療
法

等
（

C
H
D
F
,
I
A
B
P
,
P
C
P
S
,
補

助
人

工
心

臓
,
I
C
P
測

定
,
E
C
M
O
）

な
し

あ
り

Ａ
得
点

０
点

１
点

２
点

０
１

1
4

寝
返

り
で

き
る

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
で

き
な

い
点

　

1
5

移
乗

自
立

一
部

介
助

全
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
6

口
腔

清
潔

自
立

要
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
7

食
事

摂
取

自
立

一
部

介
助

全
介

助
実

施
な

し
実

施
あ

り
点

　

1
8

衣
服

の
着

脱
自

立
一

部
介

助
全

介
助

実
施

な
し

実
施

あ
り

点
　

1
9

診
療

・
療

養
上

の
指

示
が

通
じ

る
は

い
い

い
え

点
　

2
0

危
険

行
動

な
い

あ
る

点
　

Ｂ
得
点

注
）

＜
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
に

係
る

基
準

＞

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

Ｂ
患

者
の

状
況

等
患
者
の
状
態

×

介
助
の
実
施

×

評
価

・
Ｂ

に
つ

い
て

は
、

評
価

日
の

「
患

者
の

状
態

」
及

び
「

介
助

の
実

施
」

に
基

づ
き

判
断

し
た

患
者

の
状

況
等

の
点

数
を

記
載

す
る

。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

処
置

等
に

係
る

得
点

（
Ａ

得
点

）
が

３
点

以
上

か
つ

患
者

の
状

況
等

に
係

る
得

点
（

Ｂ
得

点
）

が
４

点
以

上
。

ハ
イ

ケ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

用
の

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

に
係

る
評

価
票

の
記

入
に

あ
た

っ
て

は
、

「
ハ

イ
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
用

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
に

係
る

評
価

票
　

評
価

の
手

引
き

」
に

基
づ

き
行

う
こ

と
。

・
Ａ

に
つ

い
て

は
、

評
価

日
に

お
い

て
実

施
さ

れ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

処
置

等
の

合
計

点
数

を
記

載
す

る
。

（ ）（ ） 11971196



【
留

意
点

】
 

こ
こ

で
い

う
褥

瘡
と

は
、
N
P
U
A
P
分

類
Ⅱ

度
以

上
又

は
D
E
S
I
G
N
-
R
分

類
d
2
以

上
の

状
態

を
い

う
。
こ

の
状

態
に

達
し

て
い

な
い

も
の

は
、

褥
瘡

の
処

置
の

対
象

に
含

め
な

い
。

 
こ

こ
で

い
う

処
置

と
は

、
褥

瘡
に

対
し

て
、

洗
浄

、
消

毒
、

止
血

、
薬

剤
の

注
入

及
び

塗
布

、
ガ

ー
ゼ

や
フ

ィ
ル

ム
材

等
の

創
傷

被
覆

材
の

貼
付

や
交

換
等

の
処

置
を

実
施

し
た

場
合

を
い

い
、
診

察
、

観
察

だ
け

の
場

合
や

ガ
ー

ゼ
を

剥
が

す
だ

け
の

場
合

は
含

め
な

い
。

ま
た

、
陰

圧
閉

鎖
療

法
は

含
め

な
い

。
 

 【
参

考
】

 

N
P
U
A
P
分

類
（

N
a
t
i
o
n
a
l
 
P
r
e
s
s
u
r
e
 
U
l
c
e
r
 
o
f
 
A
d
v
i
s
o
r
y
 
P
a
n
e
l
）

Ⅱ
度

以
上

 
D
E
S
I
G
N
-
R
分

類
（

日
本

褥
瘡

学
会

に
よ

る
も

の
）

d
2
 
以

上
 

 ２
 

蘇
生

術
の

施
行

 
項

目
の

定
義

 

蘇
生

術
の

施
行

は
、

気
管

内
挿

管
・

気
管

切
開

術
・

人
工

呼
吸

器
装

着
・

除
細

動
・

心
マ

ッ
サ

ー
ジ

の
い

ず
れ

か
が

、
蘇

生
を

目
的

に
施

行
さ

れ
た

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
蘇

生
術

の
施

行
が

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 

蘇
生

術
の

施
行

が
あ

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

当
該

治
療

室
以

外
で

の
評

価
は

含
ま

な
い

た
め

、
手

術
室

、
救

急
外

来
等

で
蘇

生
術

が
行

わ
れ

た
と

し
て

も
、

当
該

治
療

室
で

行
わ

れ
て

い
な

け
れ

ば
蘇

生
術

の
施

行
の

対
象

に
含

め
な

い
。

 
蘇

生
術

の
施

行
に

含
ま

れ
て

い
る

人
工

呼
吸

器
の

装
着

と
は

、
い

ま
ま

で
装

着
し

て
い

な
い

患
者

が
蘇

生
の

た
め

に
装

着
し

た
こ

と
で

あ
り

、
蘇

生
術

以
外

の
人

工
呼

吸
器

管
理

は
、

「
Ａ

－
1
0
 

人
工

呼
吸

器
の

管
理

」
の

項
目

に
お

い
て

評
価

さ
れ

る
。

 

 ３
 

呼
吸

ケ
ア

（
喀

痰
吸

引
の

み
の

場
合

及
び

人
工

呼
吸

器
の

装
着

の
場

合
を

除
く

）
 

項
目

の
定

義
 

呼
吸

ケ
ア

は
、
酸

素
吸

入
、

痰
を

出
す

た
め

の
体

位
ド

レ
ナ

ー
ジ

、
ス

ク
ウ

ィ
ー

ジ
ン

グ
の

い
ず

れ
か

の
処

置
に

対
し

て
、
看

護
職

員
等

が
自

ら
行

う
か

医
師

の
介

助
を

行
っ

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

  
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
呼

吸
ケ

ア
を

実
施

し
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
呼

吸
ケ

ア
を

実
施

し
た

場
合

を
い

う
。

 

  
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

喀
痰

吸
引

の
み

の
場

合
は

呼
吸

ケ
ア

の
対

象
に

含
め

な
い

。
 

呼
吸

ケ
ア

に
お

け
る

時
間

の
長

さ
や

回
数

は
問

わ
な

い
。

酸
素

吸
入

の
方

法
は

問
わ

な
い

。
 

な
お

、
気

管
切

開
の

患
者

が
喀

痰
吸

引
を

行
っ

て
い

る
だ

け
の

場
合

は
含

め
な

い
。

ま
た

、
エ

ア
ウ

ェ
イ

挿
入

、
ネ

ブ
ラ

イ
ザ

ー
吸

入
は

呼
吸

ケ
ア

に
は

含
め

な
い

。
 

 ４
 

点
滴

ラ
イ

ン
同

時
３

本
以

上
の

管
理

 

根
拠

と
な

る
記

録
を

残
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

が
、

項
目

ご
と

の
記

録
を

残
す

必
要

は
な

い
。

 

 
 

記
録

は
、

媒
体

の
如

何
を

問
わ

ず
、

当
該

医
療

機
関

に
お

い
て

正
式

に
承

認
を

得
て

保
管

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

原
則

と
し

て
医

師
及

び
当

該
治

療
室

の
看

護
職

員
に

よ
る

記
録

が
評

価

の
対

象
と

な
る

が
、

評
価

項
目

に
よ

っ
て

は
、

医
師

及
び

当
該

治
療

室
の

看
護

職
員

以
外

の
職

種
の

記

録
も

評
価

の
根

拠
と

な
り

得
る

た
め

、
記

録
方

法
に

つ
い

て
院

内
規

定
を

設
け

る
等

、
工

夫
す

る
こ

と
。
 

な
お

、
Ｂ

項
目

に
つ

い
て

は
、

「
患

者
の

状
態

」
が

評
価

の
根

拠
と

な
る

こ
と

か
ら

、
重

複
す

る

記
録

を
残

す
必

要
は

な
い

。
 

  Ａ
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

処
置

等
 

 １
 

創
傷

処
置

 
項

目
の

定
義

 

創
傷

処
置

は
、

①
創

傷
の

処
置

（
褥

瘡
の

処
置

を
除

く
）

、
②

褥
瘡

の
処

置
の

い
ず

れ
か

の
処

置
に

つ
い

て
、

看
護

職
員

が
医

師
の

介
助

を
し

た
場

合
、

あ
る

い
は

医
師

又
は

看
護

職
員

が
自

ら
処

置
を

実
施

し
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

 

「
な

し
」

 
創

傷
処

置
の

い
ず

れ
も

実
施

し
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
創

傷
処

置
の

い
ず

れ
か

を
実

施
し

た
場

合
を

い
う

。
 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

創
傷

処
置

に
含

ま
れ

る
内

容
は

、
各

定
義

及
び

留
意

点
に

基
づ

い
て

判
断

す
る

こ
と

。
 

 

①
 
創

傷
の

処
置

（
褥

瘡
の

処
置

を
除

く
）

 

【
定

義
】

 

創
傷

の
処

置
（

褥
瘡

の
処

置
を

除
く

）
は

、
創

傷
が

あ
り

、
創

傷
に

つ
い

て
の

処
置

を
実

施
し

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 【
留

意
点

】
 

こ
こ

で
い

う
創

傷
と

は
、

皮
膚

又
は

粘
膜

が
破

綻
を

き
た

し
た

状
態

で
あ

り
、

そ
の

数
、

深
さ

、
範

囲
の

程
度

は
問

わ
な

い
。

 
縫

合
創

は
創

傷
処

置
の

対
象

に
含

め
る

が
、

縫
合

の
な

い
穿

刺
創

は
含

め
な

い
。

粘
膜

は
、

鼻
、

口
腔

、
膣

及
び

肛
門

の
粘

膜
で

あ
っ

て
、
外

部
か

ら
粘

膜
が

破
綻

を
き

た
し

て
い

る
状

態
で

あ
る

こ
と

が
目

視
で

き
る

場
合

に
限

り
含

め
る

。
気

管
切

開
口

、
胃

瘻
及

び
ス

ト
ー

マ
等

に
つ

い
て

は
、
造

設
か

ら
抜

糸
ま

で
を

含
め

、
抜

糸
後

は
、

滲
出

液
が

見
ら

れ
処

置
を

必
要

と
す

る
場

合
を

含
め

る
。
 

こ
こ

で
い

う
処

置
と

は
、
創

傷
の

治
癒

を
促

し
感

染
を

予
防

す
る

目
的

で
、
洗

浄
、
消

毒
、
止

血
、

薬
剤

の
注

入
及

び
塗

布
、
ガ

ー
ゼ

や
フ

ィ
ル

ム
材

等
の

創
傷

被
覆

材
の

貼
付

や
交

換
等

の
処

置
を

実
施

し
た

場
合

を
い

い
、

診
察

、
観

察
だ

け
の

場
合

や
ガ

ー
ゼ

を
剥

が
す

だ
け

の
場

合
は

含
め

な
い

。
 

ま
た

、
陰

圧
閉

鎖
療

法
、
眼

科
手

術
後

の
点

眼
及

び
排

泄
物

の
処

理
に

関
す

る
ス

ト
ー

マ
処

置
は

含
め

な
い

。
 

 

②
 
褥

瘡
の

処
置

 

【
定

義
】

 

褥
瘡

の
処

置
は

、
褥

瘡
が

あ
り

、
褥

瘡
に

つ
い

て
の

処
置

を
実

施
し

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。
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選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

 
末

梢
静

脈
・

中
心

静
脈

・
硬

膜
外

・
動

脈
・

皮
下

に
対

し
て

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
輸

液
ポ

ン
プ

の
管

理
を

し
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
 

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
静

脈
注

射
・

輸
液

・
輸

血
・

血
液

製
剤

・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
輸

液
ポ

ン
プ

の
管

理
を

し
た

場
合

を
い

う
。
 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
、

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
輸

液
ポ

ン
プ

に
セ

ッ
ト

し
て

い
て

も
、
作

動
さ

せ
て

い
な

い
場

合
や

、
灌

流
等

患
部

の
洗

浄
に

使
用

し
て

い
る

場
合

に
は

使
用

し
て

い
な

い
も

の
と

す
る

。
 

携
帯

用
で

あ
っ

て
も

輸
液

ポ
ン

プ
の

管
理

に
含

め
る

が
、
看

護
職

員
が

投
与

時
間

と
投

与
量

の
両

方
の

管
理

を
行

い
、

持
続

的
に

注
入

し
て

い
る

場
合

の
み

含
め

る
。

 

 ７
 

動
脈

圧
測

定
（

動
脈

ラ
イ

ン
）

 
項

目
の

定
義

 

動
脈

圧
測

定
は

、
動

脈
ラ

イ
ン

を
挿

入
し

、
そ

の
ラ

イ
ン

を
介

し
て

直
接

的
に

動
脈

圧
測

定
を

実
施

し
た

場
合

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 
 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
 

動
脈

圧
測

定
を

実
施

し
て

い
な

い
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
動

脈
圧

測
定

を
実

施
し

て
い

る
場

合
を

い
う

。
 

 ８
 

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

管
理

は
、

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
、

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・

薬
液

の
微

量
持

続
注

入
を

行
う

に
あ

た
り

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
を

使
用

し
、

看
護

職
員

が
使

用
状

況
（

投
与

時
間

、
投

与
量

等
）

を
管

理
し

て
い

る
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 
 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
 

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
静

脈
注

射
・

輸
液

・
輸

血
・

血
液

製
剤

・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
を

し
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
 

末
梢

静
脈
・
中

心
静

脈
・
硬

膜
外
・
動

脈
・
皮

下
に

対
し

て
静

脈
注

射
・
輸

液
・
輸

血
・
血

液
製

剤
・

薬
液

の
微

量
持

続
注

入
を

行
う

に
あ

た
り

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
の

管
理

を
し

た
場

合
を

い
う

。
 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
、

静
脈

注
射

・
輸

液
・

輸
血

・
血

液
製

剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

に
セ

ッ
ト

し
て

い
て

も
、
作

動
さ

せ
て

い
な

い
場

合
に

は
使

用
し

て
い

な
い

も
の

と
す

る
。

 
携

帯
用

で
あ

っ
て

も
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
管

理
の

対
象

に
含

め
る

が
、
P
C
A（

自
己

調
節

鎮
痛

法
）

に
よ

る
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

は
、
看

護
職

員
が

投
与

時
間

と
投

与
量

の
両

方
の

管
理

を
行

い
、
持

続
的

に
注

入
し

て
い

る
場

合
の

み
含

め
る

。
 

項
目

の
定

義
 

点
滴

ラ
イ

ン
同

時
３

本
以

上
の

管
理

は
、
持

続
的

に
点

滴
ラ

イ
ン

（
ボ

ト
ル

、
バ

ッ
グ

、
 
シ

リ
ン

ジ
等

か
ら

末
梢

静
脈

、
中

心
静

脈
、

動
静

脈
シ

ャ
ン

ト
、

硬
膜

外
、

動
脈

、
皮

下
に

対
す

る
点

滴
、

持
続

注
入

に
よ

る
薬

液
、

輸
血

・
血

液
製

剤
の

流
入

経
路

）
を

３
本

以
上

同
時

に
使

用
し

、
看

護
職

員
が

管
理

を
行

っ
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
同

時
に

３
本

以
上

の
点

滴
の

管
理

を
実

施
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 

同
時

に
３

本
以

上
の

点
滴

の
管

理
を

実
施

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

施
行

の
回

数
や

時
間

の
長

さ
、

注
射

針
の

刺
入

個
所

の
数

は
問

わ
な

い
。

 
２

つ
の

ボ
ト

ル
を

連
結

管
で

連
結

さ
せ

て
１

つ
の

ル
ー

ト
で

滴
下

し
た

場
合

は
、

点
滴

ラ
イ

ン
は

１
つ

と
し

て
数

え
る

。
１

カ
所

に
刺

入
さ

れ
て

い
て

も
三

方
活

栓
等

の
コ

ネ
ク

タ
ー

で
接

続
さ

れ
た

点
滴

ラ
イ

ン
は

本
数

に
数

え
る

。
こ

れ
ら

点
滴

ラ
イ

ン
を

利
用

し
て

、
側

管
か

ら
持

続
的

に
点

滴
す

る
場

合
は

数
え

る
が

、
手

動
で

注
射

を
実

施
し

た
場

合
は

、
持

続
的

に
使

用
し

て
い

る
と

い
え

な
い

た
め

本
数

に
数

え
な

い
。

 
ス

ワ
ン

ガ
ン

ツ
カ

テ
ー

テ
ル

の
加

圧
バ

ッ
グ

に
つ

い
て

は
、

薬
液

の
注

入
が

目
的

で
は

な
い

た
め

本
数

に
数

え
な

い
。

P
C
A
（

自
己

調
節

鎮
痛

法
）

に
よ

る
点

滴
ラ

イ
ン

（
携

帯
用

を
含

む
）

は
、

看
護

職
員

が
投

与
時

間
と

投
与

量
の

両
方

の
管

理
を

行
い

、
持

続
的

に
注

入
し

て
い

る
場

合
の

み
本

数
に

数
え

る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
 

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

管
理

は
、

持
続

的
に

看
護

職
員

が
心

電
図

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

場
合

に
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
 

持
続

的
な

心
電

図
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 
 

持
続

的
な

心
電

図
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
場

合
を

い
う

。
 

 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

心
電

図
の

誘
導

の
種

類
や

誘
導

法
の

種
類

は
問

わ
な

い
。

 
機

器
の

設
置

・
準

備
・

後
片

付
け

は
含

め
な

い
。
心

電
図

モ
ニ

タ
ー

の
装

着
時

間
や

回
数

は
問

わ
な

い
が

、
医

師
の

指
示

に
よ

り
、
心

機
能

や
呼

吸
機

能
障

害
を

有
す

る
患

者
等

に
対

し
て

常
時

観
察

を
行

っ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

、
看

護
職

員
に

よ
る

心
電

図
の

評
価

の
記

録
が

必
要

で
あ

る
。
心

電
図

の
機

器
に

よ
る

自
動

的
な

記
録

の
み

の
場

合
は

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
の

管
理

の
対

象
に

含
め

な
い

。
 

心
電

図
検

査
と

し
て

一
時

的
に

測
定

を
行

っ
た

場
合

は
含

め
な

い
。
ホ

ル
タ

ー
心

電
図

は
定

義
に

従
い

、
看

護
職

員
に

よ
る

持
続

的
な

評
価

の
記

録
が

あ
る

場
合

に
限

り
含

め
る

。
 

 ６
 

輸
液

ポ
ン

プ
の

管
理

 
項

目
の

定
義

 

輸
液

ポ
ン

プ
の

管
理

は
、

末
梢

静
脈

・
中

心
静

脈
・

硬
膜

外
・

動
脈

・
皮

下
に

対
し

て
、

静
脈

注
射
・
輸

液
・
輸

血
・
血

液
製

剤
・
薬

液
の

微
量

持
続

注
入

を
行

う
に

あ
た

り
輸

液
ポ

ン
プ

を
使

用
し

、
看

護
職

員
が

使
用

状
況
（

投
与

時
間

、
投

与
量

等
）

を
管

理
し

て
い

る
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。
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輸
血

、
血

液
製

剤
の

種
類

及
び

単
位

数
に

つ
い

て
は

問
わ

な
い

が
、

腹
膜

透
析

や
血

液
透

析
は

輸
血

や
血

液
製

剤
の

管
理

の
対

象
に

含
め

な
い

。
自

己
血

輸
血

、
腹

水
を

濾
過

し
て

輸
血

す
る

場
合

は
含

め
る

。
 

 １
２

 
肺

動
脈

圧
測

定
（

ス
ワ

ン
ガ

ン
ツ

カ
テ

ー
テ

ル
）

 
項

目
の

定
義

 

肺
動

脈
圧

測
定

は
、

ス
ワ

ン
ガ

ン
ツ

カ
テ

ー
テ

ル
を

挿
入

し
、
そ

の
カ

テ
ー

テ
ル

を
介

し
て

直
接

的
に

肺
動

脈
圧

測
定

を
実

施
し

た
場

合
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 
 
 

選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

 
肺

動
脈

圧
測

定
を

実
施

し
て

い
な

い
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
 

肺
動

脈
圧

測
定

を
実

施
し

て
い

る
場

合
を

い
う

。
 

 
 
 

 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

ス
ワ

ン
ガ

ン
ツ

カ
テ

ー
テ

ル
以

外
の

肺
動

脈
カ

テ
ー

テ
ル

に
よ

る
肺

動
脈

圧
測

定
に

つ
い

て
も

肺
動

脈
圧

測
定

の
評

価
に

含
め

る
。

 

 １
３

 
特

殊
な

治
療

法
等

（
C
H
D
F
,
I
A
B
P
,
P
C
P
S
,
補

助
人

工
心

臓
,
I
C
P
測

定
,
E
C
M
O
）

 
項

目
の

定
義

 

特
殊

な
治

療
法

等
は

、
C
H
D
F
（

持
続

的
血

液
濾

過
透

析
）

、
I
A
B
P
（

大
動

脈
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

）
、

P
C
P
S
（

経
皮

的
心

肺
補

助
法

）
、

補
助

人
工

心
臓

、
I
C
P
（

頭
蓋

内
圧

）
測

定
、

E
C
M
O
（

経
皮

的
肺

補
助

法
）

を
実

施
し

た
場

合
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
特

殊
な

治
療

法
等

の
い

ず
れ

も
行

っ
て

い
な

い
場

合
を

い
う

。
 

「
あ

り
」

 
特

殊
な

治
療

法
等

の
い

ず
れ

か
を

行
っ

て
い

る
場

合
を

い
う

。
 

  Ｂ
 

患
者

の
状

況
等

 
 Ｂ

項
目

共
通

事
項

 
 
１

．
義

手
・
義

足
・
コ

ル
セ

ッ
ト

等
の

装
具

を
使

用
し

て
い

る
場

合
に

は
、
装

具
を

装
着

し
た

後
の

状
態

に
基

づ
い

て
評

価
を

行
う

。
 

２
．
評

価
時

間
帯

の
う

ち
に

状
態

が
変

わ
り

、
異

な
る

状
態

の
記

録
が

存
在

す
る

場
合

に
は

、
自

立
度

の
低

い
方

の
状

態
を

も
と

に
評

価
を

行
う

こ
と

。
 

３
．
当

該
動

作
が

制
限

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
可

能
で

あ
れ

ば
動

作
を

促
し

、
観

察
し

た
結

果
を

も
と

に
「

患
者

の
状

態
」
を

評
価

す
る

こ
と

。
動

作
の

確
認

を
で

き
な

か
っ

た
場

合
に

は
、
通

常
、
介

助
が

必
要

な
状

態
で

あ
っ

て
も

「
で

き
る

」
又

は
「

自
立

」
と

す
る

。
 

４
．
医

師
の

指
示

に
よ

っ
て

、
当

該
動

作
が

制
限

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

明
確

で
あ

る
場

合
に

は
、
各

選
択

肢
の

留
意

点
を

参
考

に
評

価
す

る
。

こ
の

場
合

、
医

師
の

指
示

に
係

る
記

録
が

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
動

作
が

禁
止

さ
れ

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
患

者
が

無
断

で
当

該
動

作
を

行
っ

て
し

ま
っ

た
場

合
に

は
「

で
き

る
」

又
は

「
自

立
」

と
す

る
。

 
５

．
Ｂ

1
5「

移
乗

」
、
Ｂ

1
6「

口
腔

清
潔

」
、
Ｂ

1
7「

食
事

摂
取

」
、
Ｂ

1
8「

衣
服

の
着

脱
」
に

つ
い

て
は

、
「

患
者

の
状

態
」

と
「

介
助

の
実

施
」

と
を

乗
じ

た
点

数
と

す
る

こ
と

。
 

  １
４

 
寝

返
り

 

 ９
 

中
心

静
脈

圧
測

定
（

中
心

静
脈

ラ
イ

ン
）

 
項

目
の

定
義

 

中
心

静
脈

圧
測

定
は

、
中

心
静

脈
ラ

イ
ン

を
挿

入
し

、
そ

の
ラ

イ
ン

を
介

し
て

直
接

的
に

中
心

静
脈

圧
測

定
を

実
施

し
た

場
合

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

 
 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
 

中
心

静
脈

圧
測

定
（

中
心

静
脈

ラ
イ

ン
）

を
実

施
し

て
い

な
い

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 

中
心

静
脈

圧
測

定
（

中
心

静
脈

ラ
イ

ン
）

を
実

施
し

て
い

る
場

合
を

い
う

。
 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

ス
ワ

ン
ガ

ン
ツ

カ
テ

ー
テ

ル
に

よ
る

中
心

静
脈

圧
測

定
に

つ
い

て
も

中
心

静
脈

圧
測

定
（

中
心

静
脈

ラ
イ

ン
）

の
対

象
に

含
め

る
。

 
中

心
静

脈
圧

の
測

定
方

法
は

、
水

柱
に

よ
る

圧
測

定
、
圧

ト
ラ

ン
ス

デ
ュ

ー
サ

ー
に

よ
る

測
定

の
い

ず
れ

で
も

よ
い

。
 

 １
０

 
人

工
呼

吸
器

の
管

理
 

項
目

の
定

義
 

人
工

呼
吸

器
の

管
理

は
、
人

工
換

気
が

必
要

な
患

者
に

対
し

て
、
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

た
場

合
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 
 
 
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
な

し
」

 
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

な
い

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 

人
工

呼
吸

器
を

使
用

し
て

い
る

場
合

を
い

う
。

 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

人
工

呼
吸

器
の

種
類

や
設

定
内

容
、
あ

る
い

は
気

道
確

保
の

方
法

に
つ

い
て

は
問

わ
な

い
が

、
看

護
職

員
等

が
、
患

者
の

人
工

呼
吸

器
の

装
着

状
態

の
確

認
、
換

気
状

況
の

確
認

、
機

器
の

作
動

確
認

等
の

管
理

を
実

施
し

て
い

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

人
工

呼
吸

器
の

使
用

に
関

す
る

医
師

の
指

示
が

必
要

で
あ

る
。

 
N
P
P
V
（

非
侵

襲
的

陽
圧

換
気

）
の

実
施

は
含

め
る

。
 

 １
１

 
輸

血
や

血
液

製
剤

の
管

理
 

項
目

の
定

義
 

輸
血

や
血

液
製

剤
の

管
理

は
、

輸
血

（
全

血
、

濃
厚

赤
血

球
、

新
鮮

凍
結

血
漿

等
）

や
血

液
製

剤
（

ア
ル

ブ
ミ

ン
製

剤
等

）
の

投
与

に
つ

い
て

、
血

管
を

通
し

て
行

っ
た

場
合

、
そ

の
投

与
後

の
状

況
を

看
護

職
員

が
管

理
し

た
場

合
に

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

し
」

 
輸

血
や

血
液

製
剤

の
使

用
状

況
の

管
理

を
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
り

」
 
 

輸
血

や
血

液
製

剤
の

使
用

状
況

の
管

理
を

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
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患
者

が
１

人
で

は
動

け
ず

、
ス

ラ
イ

ド
式

の
移

乗
用

補
助

具
の

使
用

が
必

要
な

場
合

は
「

全
介

助
」

と
な

る
。

 
車

椅
子

等
へ

の
移

乗
の

際
に

、
立

つ
、
向

き
を

変
え

る
、
数

歩
動

く
等

に
対

し
て

、
患

者
自

身
も

行
う

こ
と

が
で

き
て

い
る

（
力

が
出

せ
る

）
場

合
は

「
一

部
介

助
」

と
な

る
。

 
医

師
の

指
示

に
よ

り
、
自

力
で

の
移

乗
を

制
限

さ
れ

て
い

る
場

合
は
「

全
介

助
」
と

す
る

。
ま

た
、

介
助

に
よ

る
移

乗
も

制
限

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
「

全
介

助
」

か
つ

「
実

施
な

し
」

と
す

る
。

 

 １
６

 
口

腔
清

潔
 

 
項

目
の

定
義

 

口
腔

内
を

清
潔

に
す

る
た

め
の

一
連

の
行

為
が

１
人

で
で

き
る

か
ど

う
か

、
１

人
で

で
き

な
い

場
合

に
看

護
職

員
等

が
見

守
り

や
介

助
を

実
施

し
た

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

一
連

の
行

為
と

は
、
歯

ブ
ラ

シ
や

う
が

い
用

の
水

等
を

用
意

す
る

、
歯

磨
き

粉
を

歯
ブ

ラ
シ

に
つ

け
る

等
の

準
備

、
歯

磨
き

中
の

見
守

り
や

指
示

、
磨

き
残

し
の

確
認

等
も

含
む

。
 

口
腔

清
潔

に
際

し
て

、
車

椅
子

に
移

乗
す

る
、
洗

面
所

ま
で

移
動

す
る

等
の

行
為

は
、
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

に
は

含
ま

れ
な

い
。

 

 
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

す
べ

て
が

１
人

で
で

き
る

場
合

を
い

う
。

 
「

要
介

助
」

 
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

の
う

ち
部

分
的

、
あ

る
い

は
す

べ
て

に
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
見

守
り

や
指

示
が

必
要

な
場

合
も

含
ま

れ
る

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

口
腔

内
の

清
潔

に
は

、
『

歯
磨

き
、
う

が
い

、
口

腔
内

清
拭

、
舌

の
ケ

ア
等

の
介

助
か

ら
義

歯
の

手
入

れ
、
挿

管
中

の
吸

引
に

よ
る

口
腔

洗
浄

、
ポ

ピ
ド

ン
ヨ

ー
ド

剤
等

の
薬

剤
に

よ
る

洗
浄

』
も

含
ま

れ
る

。
舌

や
口

腔
内

の
硼

砂
グ

リ
セ

リ
ン

の
塗

布
、
口

腔
内

吸
引

の
み

は
口

腔
内

清
潔

に
含

ま
な

い
。

 
ま

た
、
歯

が
な

い
場

合
は

、
う

が
い

や
義

歯
の

清
潔

等
、
口

腔
内

の
清

潔
に

関
す

る
類

似
の

行
為

が
行

わ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
に

基
づ

い
て

判
断

す
る

。
 

医
師

の
指

示
に

よ
り

、
自

力
で

の
口

腔
清

潔
が

制
限

さ
れ

て
い

る
場

合
は

「
要

介
助

」
と

す
る

。
ま

た
、
介

助
に

よ
る

口
腔

清
潔

も
制

限
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、
「

要
介

助
」
か

つ
「

実
施

な
し

」
と

す
る

。
 

 １
７

 
食

事
摂

取
 

 
項

目
の

定
義

 

食
事

介
助

の
必

要
の

有
無

と
、

介
助

の
実

施
状

況
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 
こ

こ
で

い
う

食
事

摂
取

と
は

、
経

口
栄

養
、
経

管
栄

養
を

含
み

、
朝

食
、
昼

食
、
夕

食
、
補

食
等

、
個

々
の

食
事

単
位

で
評

価
を

行
う

。
中

心
静

脈
栄

養
は

含
ま

れ
な

い
。

 
食

事
摂

取
の

介
助

は
、
患

者
が

食
事

を
摂

る
た

め
の

介
助

、
患

者
に

応
じ

た
食

事
環

境
を

整
え

る
食

卓
上

の
介

助
を

い
う

。
厨

房
で

の
調

理
、
配

膳
、
後

片
付

け
、
食

べ
こ

ぼ
し

の
掃

除
、
車

椅
子

へ
の

移
乗

の
介

助
、

エ
プ

ロ
ン

を
か

け
る

等
は

含
ま

れ
な

い
。

 

  
選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

 
項

目
の

定
義

 

寝
返

り
が

自
分

で
で

き
る

か
ど

う
か

、
あ

る
い

は
ベ

ッ
ド

柵
、
ひ

も
、
バ

ー
、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
等

の
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
で

き
る

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
い

う
『

寝
返

り
』
と

は
、
仰

臥
位

か
ら
（

左
右

ど
ち

ら
か

の
）
側

臥
位

に
な

る
動

作
で

あ
る

。
 

  
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

「
で

き
る

」
 

何
に

も
つ

か
ま

ら
ず

、
寝

返
り

（
片

側
だ

け
で

よ
い

）
が

１
人

で
で

き
る

場
合

を
い

う
。

 
「

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
」

 
ベ

ッ
ド

柵
、
ひ

も
、
バ

ー
、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
等

の
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
１

人
で

寝
返

り
が

で
き

る
場

合
を

い
う

。
 

「
で

き
な

い
」

 
介

助
な

し
で

は
１

人
で

寝
返

り
が

で
き

な
い

等
、
寝

返
り

に
何

ら
か

の
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
 

  
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

「
何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
」
状

態
と

は
、

看
護

職
員

等
が
事

前
に

環
境

を
整

え
て

お
く
こ

と
に
よ
っ

て
患

者
自

身
が

１
人

で
寝
返

り
が

で
き

る
状

態
で

あ
り
、

寝
返

り
の

際
に

、
ベ

ッ
ド
柵

に
患

者
の
手

を
つ

か
ま

ら
せ

る
等

の
介
助

を
看

護
職

員
等

が
行

っ
て
い

る
場

合
は
「
で

き
な

い
」
と

な
る

。
 医
師
の
指
示
に
よ
り
、
自
力
で
の
寝
返
り
を
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
で
き
な
い
」
と
す
る
。
 

 １
５

 
移

乗
 

 
項

目
の

定
義

 

移
乗

時
の

介
助

の
必

要
の

有
無

と
、

介
助

の
実

施
状

況
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 
こ

こ
で

い
う
『

移
乗

』
と

は
、
「

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

へ
」
、
「

ベ
ッ

ド
か

ら
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

へ
」

、
「

車
椅

子
か

ら
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
へ

」
等

、
乗

り
移

る
こ

と
で

あ
る

。
 

 
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
介

助
な

し
で

移
乗

で
き

る
場

合
を

い
う

。
這

っ
て

動
い

て
も

、
移

乗
が

１
人

で
で

き
る

場
合

も
含

む
。

 
「

一
部

介
助

」
 

患
者

の
心

身
の

状
態

等
の

理
由

か
ら

、
事

故
等

が
な

い
よ

う
に

見
守

る
必

要
が

あ
る

場
合

、
あ

る
い

は
１

人
で

は
移

乗
が

で
き

な
い

た
め

他
者

が
手

を
添

え
る

、
体

幹
を

支
え

る
等

の
一

部
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
 

「
全

介
助

」
 

１
人

で
は

移
乗

が
全

く
で

き
な

い
た

め
に

、
他

者
が

抱
え

る
、
運

ぶ
等

の
全

面
的

に
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

  
 

  
判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
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「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

衣
服

の
着

脱
に

要
す

る
時

間
の

長
さ

は
判

断
に

は
関

係
し

な
い

。
 

通
常

は
自

分
で

衣
服

の
着

脱
を

し
て

い
る

が
、
点

滴
が

入
っ

て
い

る
た

め
に

介
助

を
要

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

介
助

の
状

況
で

評
価

す
る

。
 

靴
や

帽
子

は
、

衣
服

の
着

脱
の

評
価

に
含

め
な

い
。

 

 １
９

 
診

療
・

療
養

上
の

指
示

が
通

じ
る

 
項

目
の

定
義

 

指
示

内
容

や
背

景
疾

患
は

問
わ

ず
、
診

療
・
療

養
上

の
指

示
に

対
し

て
、
指

示
通

り
に

実
行

で
き

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
は

い
」

 
診

療
・

療
養

上
の

指
示

に
対

し
て

、
指

示
通

り
の

行
動

が
常

に
行

わ
れ

て
い

る
場

合
を

い
う

。
 

「
い

い
え

」
 

診
療
・
療

養
上

の
指

示
に

対
し

て
、
指

示
通

り
で

な
い

行
動

が
１

回
で

も
み

ら
れ

た
場

合
を

い
う

。
 

 判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

 

精
神

科
領

域
、
意

識
障

害
等

の
有

無
等

、
背

景
疾

患
は

問
わ

な
い

。
指

示
の

内
容

は
問

わ
な

い
が

、
あ

く
ま

で
も

診
療
・
療

養
上

で
必

要
な

指
示

で
あ

り
、
評

価
日

当
日

の
指

示
で

あ
る

こ
と

、
及

び
そ

の
指

示
が

適
切

に
行

わ
れ

た
状

態
で

評
価

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。
 

医
師

や
看

護
職

員
等

の
話

を
理

解
し

た
よ

う
に

見
え

て
も

、
意

識
障

害
等

に
よ

り
指

示
を

理
解

で
き

な
い

場
合

や
自

分
な

り
の

解
釈

を
行

い
結

果
的

に
、
診

療
・
療

養
上

の
指

示
か

ら
外

れ
た

行
動

を
し

た
場

合
は

｢
い

い
え

｣
と

す
る

。
 

 
 

２
０

 
危

険
行

動
 

 
項

目
の

定
義

 

患
者

の
危

険
行

動
の

有
無

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
い

う
｢
危

険
行

動
｣
は

、
｢
治

療
・
検

査
中

の
チ

ュ
ー

ブ
類
・
点

滴
ル

ー
ト

等
の

自
己

抜
去

、
 

転
倒
・
転

落
、
自

傷
行

為
」
の

発
生

又
は
「

そ
の

ま
ま

放
置

す
れ

ば
危

険
行

動
に

至
る

と
判

断
す

る
行

動
」

を
過

去
１

週
間

以
内

の
評

価
対

象
期

間
に

看
護

職
員

等
が

確
認

し
た

場
合

を
い

う
。

 

 選
択

肢
の

判
断

基
準

 

「
な

い
」

 
過

去
１

週
間

以
内

に
危

険
行

動
が

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

あ
る

」
 

過
去

１
週

間
以

内
に

危
険

行
動

が
あ

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

 

危
険

行
動

の
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、
適

時
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
適

切
な

対
応

、
並

び
に

日
々

の
危

険
行

動
へ

の
対

策
を

前
提

と
し

て
い

る
。
こ

の
項

目
は

、
そ

の
上

で
、
な

お
発

生
が

予
測

で
き

な
か

っ
た

危
険

行
動

の
事

実
と

そ
の

対
応

の
手

間
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

り
、
対

策
を

も
た

な
い

状
況

下
で

発
生

し
て

い
る

危
険

行
動

を
評

価
す

る
も

の
で

は
な

い
。
対

策
が

も
た

れ
て

い
る

状
況

下
で

発
生

し
た

危
険

行
動

が
確

認
で

き
、
評

価
当

日
に

も
当

該
対

策
が

も
た

れ
て

い
る

場
合

に
評

価
の

対
象

に

「
自

立
」

 
介

助
・
見

守
り

な
し

に
１

人
で

食
事

が
摂

取
で

き
る

場
合

を
い

う
。
ま

た
、
箸

や
ス

プ
ー

ン
の

ほ
か

に
、

自
助

具
等

を
使

用
す

る
場

合
も

含
ま

れ
る

。
 

「
一

部
介

助
」

 
必

要
に

応
じ

て
、
食

事
摂

取
の

行
為

の
一

部
に

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。
ま

た
、
食

卓
で

食
べ

や
す

い
よ

う
に

配
慮

す
る

行
為
（

小
さ

く
切

る
、
ほ

ぐ
す

、
皮

を
む

く
、
魚

の
骨

を
と

る
、
蓋

を
は

ず
す

等
）
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
見

守
り

や
指

示
が

必
要

な
場

合
も

含
ま

れ
る

。
 

「
全

介
助

」
 

１
人

で
は

全
く

食
べ

る
こ

と
が

で
き

ず
全

面
的

に
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
い

、
食

事
開

始
か

ら
終

了
ま

で
に

す
べ

て
に

介
助

を
要

す
る

場
合

は
｢
全

介
助

｣
と

す
る

。
 

（
介

助
の

実
施

）
 

「
実

施
な

し
」

 
評

価
日

に
看

護
職

員
等

が
介

助
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

 
「

実
施

あ
り

」
 

評
価

日
に

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
た

場
合

を
い

う
。

 

 
 判

断
に

際
し

て
の

留
意

点
 

食
事

の
種

類
は

問
わ

ず
、
一

般
（

普
通

）
食

、
プ

リ
ン

等
の

経
口

訓
練

食
、
水

分
補

給
食

、
経

管
栄

養
す

べ
て

を
さ

し
、
摂

取
量

は
問

わ
な

い
。
経

管
栄

養
の

評
価

も
、
全

面
的

に
看

護
職

員
等

が
行

う
必

要
が

あ
る

場
合

は
「

全
介

助
」
と

な
り

、
患

者
が

自
立

し
て

１
人

で
行

う
こ

と
が

で
き

る
場

合
は
「

自
立

」
と

な
る

。
た

だ
し

、
経

口
栄

養
と

経
管

栄
養

の
い

ず
れ

も
行

っ
て

い
る

場
合

は
、
「

自
立

度
の

低
い

方
」

で
評

価
す

る
。

 
家

族
が

行
っ

た
行

為
、

食
欲

の
観

察
は

含
め

な
い

。
ま

た
、

看
護

職
員

等
が

、
パ

ン
の

袋
切

り
、

食
事

の
温

め
、
果

物
の

皮
む

き
、
卵

の
殻

む
き

等
を

行
う

必
要

が
あ

る
場

合
は

｢
一

部
介

助
｣
と

す
る

。
 医

師
の

指
示

に
よ

り
、
食

止
め

や
絶

食
と

な
っ

て
い

る
場

合
は

、
「

全
介

助
」
か

つ
「

実
施

な
し

」
と

す
る

。
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
し

て
も

患
者

が
食

事
摂

取
を

拒
否

し
た

場
合

は
｢
実

施
な

し
｣
と

す
る

。
 

 １
８

 
衣

服
の

着
脱

 
 

項
目

の
定

義
 

衣
服

の
着

脱
に

つ
い

て
、
介

助
の

必
要

の
有

無
と

、
介

助
の

実
施

状
況

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
衣

服
と

は
、

患
者

が
日

常
生

活
上

必
要

と
し

着
用

し
て

い
る

も
の

を
い

う
。

パ
ジ

ャ
マ

の
上

衣
、

ズ
ボ

ン
、

寝
衣

、
パ

ン
ツ

、
オ

ム
ツ

等
を

含
む

。
 

 
 選

択
肢

の
判

断
基

準
 

（
患

者
の

状
態

）
 

「
自

立
」

 
介

助
な

し
に

１
人

で
衣

服
を

着
た

り
脱

い
だ

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
を

い
う

。
 

自
助

具
等

を
使

っ
て

行
う

こ
と

が
で

き
る

場
合

も
含

む
。

 
「

一
部

介
助

」
 

衣
服

の
着

脱
に

一
部

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。
例

え
ば

、
途

中
ま

で
は

自
分

で
行

っ
て

い
る

が
、

最
後

に
看

護
職

員
等

が
ズ

ボ
ン

・
パ

ン
ツ

等
を

上
げ

る
必

要
が

あ
る

場
合

等
は

、
｢
一

部
介

助
｣
に

含
む

。
看

護
職

員
等

が
手

を
出

し
て

介
助

す
る

必
要

は
な

い
が

、
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
、
転

倒
の

防
止

等
の

た
め

に
、
見

守
り

や
指

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
場

合
等

も
｢
一

部
介

助
｣
と

す
る

。
 

「
全

介
助

」
 

衣
服

の
着

脱
の

行
為

す
べ

て
に

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。
患

者
自

身
が

、
介

助
を

容
易

に
す

る
た

め
に

腕
を

上
げ

る
、
足

を
上

げ
る

、
腰

を
上

げ
る

等
の

行
為

を
行

う
こ

と
が

で
き

て
も

、
着

脱
行

為
そ

の
も

の
を

患
者

が
行

う
こ

と
が

で
き

ず
、
看

護
職

員
等

が
す

べ
て

介
助

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
も

「
全

介
助

」
と

す
る

。
 

（
介

助
の

実
施

）
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別
紙

1
9

　
　

　
　

  
  
  
  
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

総
合

実
施

計
画

書
  

  
計

画
評

価
実

施
日

　
　

　
　

　
　

年
　

　
月

　
　

日

男
 ・

 女
生

年
月

日
（
明

・
大

・
昭

・
平

・
令

）
 利

き
手

　
右

・
右

（
矯

正
）
・
左

主
治

医
リ
ハ

担
当

医
Ｐ

Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｓ

Ｔ
看

護
Ｓ

Ｗ
等

原
因

疾
患

（
発

症
・
受

傷
日

）
合

併
疾

患
・
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

状
態

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

歴

（
高

血
圧

，
心

疾
患

，
糖

尿
病

等
）

□
起

立
性

低
血

圧

□
静

脈
血

栓

日
常

生
活

自
立

度
 ：

 J
1
，

J2
，

A
1
，

A
2
，

B
1
，

B
2
，

Ｃ
１

，
Ｃ

２

□
意

識
障

害
：
(3

-
3
-
9
：

）
□

知
覚

障
害

（
□

視
覚

，
□

表
在

覚
，

□
深

部
覚

，
□

そ
の

他
：

）

□
認

知
症

：

□
知

的
障

害
：

□
音

声
・
発

話
障

害
（
□

構
音

障
害

，
□

失
語

症
）
（
種

類
：

）

□
精

神
障

害
：

□
失

行
・
失

認
：

□
中

枢
性

麻
痺

□
摂

食
機

能
障

害
：

（
ス

テ
ー

ジ
・
グ

レ
ー

ド
）
右

上
肢

：
　

　
　

　
　

右
手

指
：
　

　
　

　
　

右
下

肢
：

□
排

泄
機

能
障

害
：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
左

上
肢

：
　

　
　

　
　

左
手

指
：
　

　
　

　
　

左
下

肢
：

□
呼

吸
・
循

環
機

能
障

害
：

□
筋

力
低

下
（
部

位
，

Ｍ
Ｍ

Ｔ
：

）
□

拘
縮

：

□
不

随
意

運
動

・
協

調
運

動
障

害
：

□
褥

瘡
：

立
位

保
持

（
装

具
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

手
放

し
，

□
つ

か
ま

り
，

□
不

可
□

疼
痛

：

平
行

棒
内

歩
行

（
装

具
：
　

　
　

　
　

　
）

訓
練

室
内

歩
行

（
装

具
：
　

　
　

　
　

　
）

自
立

度

使
用

用
具

使
用

用
具

Ａ
Ｄ

Ｌ
・
A

S
L
等

 杖
・
装

具
 杖

・
装

具

屋
外

歩
行

杖
・
装

具
：

杖
・
装

具
：

階
段

昇
降

杖
・
装

具
：

杖
・
装

具
：

廊
下

歩
行

杖
・
装

具
：

杖
・
装

具
：

病
棟

ﾄｲ
ﾚ
へ

の
歩

行
杖

・
装

具
：

杖
・
装

具
：

病
棟

ト
イ

レ
へ

の
車

椅
子

駆
動

(昼
)

装
具

：
装

具
：

車
椅

子
･ﾍ

ﾞｯ
ﾄﾞ

間
移

乗
装

具
：

装
具

：

椅
子

座
位

保
持

装
具

：
装

具
：

ﾍ
ﾞｯ

ﾄﾞ
起

き
上

が
り

食
事

用
具

：
用

具
：

排
尿

（
昼

）
便

器
：

便
器

：

排
尿

（
夜

）
便

器
：

便
器

：

整
容

移
動

方
法

・
姿

勢
：

移
動

方
法

・
姿

勢
：

更
衣

姿
勢

：
姿

勢
：

装
具

・
靴

の
着

脱
姿

勢
：

姿
勢

：

入
浴

浴
槽

：
浴

槽
：

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

度
日

中
臥

床
：
□

無
，

□
有

（
時

間
帯

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

理
由

）

日
中

座
位

：
□

椅
子

（
背

も
た

れ
な

し
）
，

□
椅

子
（
背

も
た

れ
あ

り
）
，

□
椅

子
（
背

も
た

れ
，

肘
う

け
あ

り
）
，

□
車

椅
子

，
□

ベ
ッ

ド
上

，
□

ｷ
ﾞｬ

ｯ
ﾁ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ

職
業

　
（
□

無
職

，
□

病
欠

中
，

□
休

職
中

，
□

発
症

後
退

職
，

□
退

職
予

定
）

社
会

参
加

（
内

容
・
頻

度
等

）

　
 　

　
　

（
職

種
・
業

種
・
仕

事
内

容
：

）

経
済

状
況

（
）

余
暇

活
動

（
内

容
・
頻

度
等

）

障
害

の
受

容
（
□

シ
ョ
ッ

ク
期

　
，

□
否

認
期

，
□

怒
り

・
恨

み
期

，
依

存
欲

求
（
□

強
い

，
□

中
程

度
，

□
普

通
，

□
弱

い
）

　
　

　
　

　
　

　
　

□
悲

観
・
抑

う
つ

期
，

□
解

決
へ

の
努

力
期

，
□

受
容

期
）

独
立

欲
求

（
□

強
い

，
□

中
程

度
，

□
普

通
，

□
弱

い
）

機
能

障
害

改
善

へ
の

固
執

（
□

強
い

，
□

中
程

度
，

□
普

通
，

□
弱

い
）

同
居

家
族

：
家

屋
　

　
　

：

家
屋

周
囲

：

親
族

関
係

：
交

通
手

段
：

発
病

に
よ

る
家

族
の

変
化

　
□

社
会

生
活

：
　

□
健

康
上

の
問

題
の

発
生

：
　

□
心

理
的

問
題

の
発

生
：

※
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

を
算

定
す

る
場

合
は

必
ず

記
入

の
こ

と
（
本

計
画

書
上

段
に

管
理

栄
養

士
の

氏
名

も
記

入
）

介
助

内
容

　
　

　
　

　
等

独 立

監 視

廃
用

症
候

群
　

□
軽

度
 □

中
等

度
 □

重
度

□
独

立
　

，
□

一
部

介
助

，
□

全
介

助

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

判
定

基
準

 ：
Ⅰ

，
Ⅱ

a，
Ⅱ

b
，

Ⅲ
a，

Ⅲ
b
，

Ⅳ
，

Ｍ

患
者

氏
名

評
価

項
目

・
内

容
（
コ

ロ
ン

（
：
）
の

後
に

具
体

的
内

容
を

記
入

）

心 身 機 能 ・ 構 造
基 本 動 作

年
　

　
　

月
　

　
　

日
（
　

　
　

　
歳

）

姿
勢

・
実

行
場

所

訓
練

時
能

力
：
｢で

き
る

“
活

動
”
｣

□
独

立
　

，
□

一
部

介
助

，
□

全
介

助

日
常

生
活

（
病

棟
）
実

行
状

況
：
｢し

て
い

る
“
活

動
”
｣

栄 養 ※

自 立

監 視

一 部 介 助

全 介 助

非 実 施

活 　 動

第 三 者 の

不 利

全 介 助

非 実 施

参 加 心 理 環 境

一 部 介 助

姿
勢

・
実

行
場

所

介
助

内
容

　
　

　
　

　
等

身
長

#
1
：
（
　

　
　

　
　

　
　

）
cm

，
体

重
：
（
　

　
　

　
　

　
　

）
kg

，
B

M
I#

1
：
（
　

　
　

　
　

　
　

）
kg

/
m

2
　

#
1
 身

長
測

定
が

困
難

な
場

合
は

省
略

可

栄
養

補
給

方
法

（
複

数
選

択
可

）
：
　

□
経

口
（
□

食
事

，
　

□
補

助
食

品
）
，

　
□

経
管

栄
養

，
　

□
静

脈
栄

養
（
□

末
梢

，
　

□
中

心
）

嚥
下

調
整

食
の

必
要

性
：
　

□
無

，
　

□
有

（
学

会
分

類
コ

ー
ド

：
　

　
　

　
　

　
　

）
栄

養
状

態
：
　

□
問

題
な

し
，

　
□

低
栄

養
，

　
□

低
栄

養
リ
ス

ク
，

　
□

過
栄

養
，

　
□

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
【
「
問

題
な

し
」
以

外
に

該
当

し
た

場
合

、
以

下
も

記
入

】

必
要

栄
養

量
：
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）
kc

al
，

　
た

ん
ぱ

く
質

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）
g

総
摂

取
栄

養
量

#
2
（
経

口
・
経

管
・
静

脈
全

て
含

む
）
：
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）
kc

al
，

　
た

ん
ぱ

く
質

（
　

　
　

  
　

 　
　

）
g

　
　

#
2
  
入

院
直

後
等

で
不

明
の

場
合

は
総

提
供

栄
養

量
で

も
可

含
め

る
。

 
認

知
症

等
の

有
無

や
、
日

常
生

活
動

作
能

力
の

低
下

等
の

危
険

行
動

を
起

こ
す

疾
患
・
原

因
等

の
背

景
や

、
行

動
の

持
続

時
間

等
の

程
度

を
判

断
の

基
準

と
し

な
い

。
な

お
、
病

室
で

の
喫

煙
や

大
声

を
出

す
・

暴
力

を
振

る
う

等
の

、
い

わ
ゆ

る
迷

惑
行

為
は

、
こ

の
項

目
で

の
定

義
に

お
け

る
｢
危

険
行

動
｣
に

は
含

め
な

い
。

 
他

施
設

か
ら

の
転

院
、
他

病
棟

か
ら

の
転

棟
の

際
は

、
看

護
職

員
等

が
記

載
し

た
記

録
物

に
よ

り
評

価
対

象
期

間
内

の
「

危
険

行
動

」
が

確
認

で
き

る
場

合
は

、
評

価
の

対
象

に
含

め
る

。
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別
紙

20
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
実
施
計
画
書
 

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    

 計
画
評
価
実
施
日

 ： 
 

   年
    

 月
    

 日
 

患
者
氏
名
： 

 
    

    
    

   
 

 
 

 
 

 
男
・女

 
生
年
月
日

(西
暦

)   
    

    
    

    
 年

    
    

   月
    

    
   日

（  
    

 歳
） 

利
き
手

 
右

 ･ 
右
（矯

正
） ･

 左
 

主
治
医

 
 

リ
ハ
担
当
医

 
 

Ｐ
T 

 
Ｏ
Ｔ

 
 

ST
 

 
看
護

 
 

Ｓ
Ｗ
等

 
診
断
名
、
障
害
名

（発
症
日
、
手
術
日
、
診
断
日
）：

 
合
併
症

（コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
態
）：

 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
歴
： 

日
常
生
活
自
立
度
： 

 
J1
、

J2
、

A
1、

A
2、

B
1、

B
2、

C
1、

C
2 

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
：Ⅰ

, Ⅱ
a,

 Ⅱ
b,

 Ⅲ
a,

 Ⅲ
b,

 Ⅳ
, 
Ｍ

 
 

評
価
項
目
・内

容
 
（コ

ロ
ン

(:)
の
後
ろ
に
具
体
的
内
容
を
記
入
） 

短
期
目
標

 
（ 

 
 
ヶ
月
後
） 

具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

心
 

身
 

機
 

能
 

・ 構
 

造
  

□
意
識
障
害

 
（J

C
S、

G
C

S）
： 

□
見
当
識
障
害
： 

□
記
銘
力
障
害
： 

□
運
動
障
害
： 

□
感
覚
障
害
： 

□
摂
食
障
害
： 

□
排
泄
障
害
： 

□
呼
吸
、
循
環
障
害
： 

□
音
声
、
発
話
障
害
（構

音
、
失
語
）：

 

□
関
節
可
動
域
制
限
： 

□
筋
力
低
下
： 

□
褥
瘡
： 

□
疼
痛
： 

□
半
側
空
間
無
視
： 

□
注
意
力
障
害
： 

□
構
成
障
害
： 

□
そ
の
他
：  

 
  

基 本 動 作
 

寝
返
り
 

起
き
上
が
り
 

座
位

 

立
ち
上
が
り
 

立
位

 （ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

（ 
□
自
立

 
□
一
部
介
助

 
□
全
介
助

 
）：

 

 
 

活
 

 
 

 
 

 
 

 
動

 

活
動
度
 
（安

静
度
の
制
限
と
そ
の
理
由
、
活
動
時
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
） 

 
 

AD
L（

B．
I．
）
 

自
立

 
一
部

 

介
助

 
全
介
助

 使
用
用
具

(杖
、
装
具

)、
 介

助
内
容

 
短
期
目
標

 
 

具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

食
事

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

整
容

 
５
 

０
 

０
 

 
 

 

ト
イ
レ
動
作

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

入
浴

 
５
 

０
 

０
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

階
段

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

更
衣

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

排
便
管
理

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

排
尿
管
理

 
１
０
 

５
 

０
 

 
 

 

合
計
（0
～
１
00

点
） 

点
 

 
 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
理
解

 
 

 
 

表
出

 
 

車
椅
子
操
作
が
可
能

 
 
 
 
→

 
５
 
 
 
 
０
 
 
 
車
椅
子
： 

座
れ
る
が
移
れ
な
い
→

 
 
 
 

 
５
 
 
 
 
０
 
 
 
 

 
 

１
５
 
 
 
１
０
 
←
監
視
下

 
移
乗

 

平
地
歩
行

 
１
５
 
 
１
０
←
歩
行
器
等

 
歩
行
： 

基
本

方
針

本
人

の
希

望

家
族

の
希

望

リ
ス

ク
・
疾

病
管

理
（
含

：
過

用
・
誤

用
）

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

終
了

の
目

安
・
時

期
外

泊
訓

練
の

計
画

退
院

先
　

□
自

宅
　

□
親

族
宅

　
□

医
療

機
関

　
□

そ
の

他
：

復
職

　
 　

□
現

職
復

帰
　

□
転

職
　

　
□

不
可

 　
□

そ
の

他
：

（
仕

事
内

容
：

）

通
勤

方
法

の
変

更
　

□
無

　
□

有
：

家
庭

内
役

割
：

社
会

活
動

：

趣
味

：
自

宅
内

歩
行

　
□

不
可

　
□

自
立

　
□

介
助

：

（
装

具
・
杖

等
：

）
屋

外
歩

行
　

　
 □

不
可

　
□

自
立

　
□

介
助

：

（
装

具
・
杖

等
：

）
交

通
機

関
利

用
　

□
不

可
　

□
自

立
　

□
介

助
：

（
種

類
：

）

車
椅

子
　

□
不

要
　

□
電

動
　

□
手

動
　

（
使

用
場

所
：

）

（
駆

動
　

□
自

立
　

□
介

助
）
（
移

乗
　

□
自

立
　

□
介

助
：

）

排
泄

　
□

自
立

：
形

態
　

□
洋

式
　

□
和

式
　

□
立

ち
便

器
　

□
そ

の
他

　
　

　
　

□
介

助
：

食
事

　
□

箸
自

立
　

□
フ

ォ
ー

ク
等

自
立

　
□

介
助

：

整
容

　
 □

自
立

　
□

介
助

：

更
衣

　
□

自
立

　
□

介
助

：

入
浴

　
□

自
宅

浴
槽

自
立

　
□

介
助

：

家
事

　
□

全
部

実
施

　
□

非
実

施
　

□
一

部
実

施
：

書
字

 □
自

立
　

□
利

き
手

交
換

後
自

立
　

□
そ

の
他

：

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

　
□

問
題

な
し

　
□

問
題

あ
り

：

基
本

動
作

（
訓

練
室

歩
行

等
）

要
素

的
機

能
（
拘

縮
・
麻

痺
等

）

機
能

障
害

改
善

へ
の

固
執

か
ら

の
脱

却
：

自
宅

改
造

　
□

不
要

　
□

要
：

福
祉

機
器

　
□

不
要

　
□

要
：

社
会

保
障

サ
ー

ビ
ス

　
□

不
要

　
□

身
障

手
帳

　
□

障
害

年
金

　
□

そ
の

他
：

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

　
□

不
要

　
□

要
：

退
院

後
の

主
介

護
者

□
不

要
 　

□
要

：

家
族

構
成

の
変

化
□

不
要

 　
□

要
：

家
族

内
役

割
の

変
化

□
不

要
 　

□
要

：

家
族

の
社

会
活

動
変

化
 □

不
要

　
□

要
：

退
院

後
又

は
終

了
後

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

（
種

類
・
頻

度
・
期

間
）

備
考

本
人

サ
イ

ン
家

族
サ

イ
ン

説
明

者
サ

イ
ン

目
標

（
到

達
時

期
）

具
体

的
ア

プ
ロ

ー
チ

環 境心 理

活 動

（ す べ て 実 行 状 況 ）

参 加

［ 主 目 標 ］

心 身 機 能

・ 構 造

本
人

・
家

族
へ

の
説

明
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

第 三 者 の

不 利

（
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

計
画

書
及

び
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

総
合

実
施

計
画

書
記

入
上

の
注

意
）

1
．

日
常

生
活

自
立

度
の

欄
に

つ
い

て
は

、
「
「
障

害
老

人
の

日
常

生
活

自
立

度
（
寝

た
き

り
度

）
判

定
基

準
」
の

活
用

に
つ

い
て

」
（
平

成
３

年
1
1
月

1
8
日

　
老

健
第

1
0
2
－

2
号

）
厚

生
省

大
臣

官
房

老
人

保
健

福
祉

部
長

通
知

に
よ

る
ラ

ン
ク

J1
,J

2
,A

1
,A

2
,B

1
,B

2
,C

1
又

は
C

2
に

該
当

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

2
．

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

判
定

基
準

の
欄

に
つ

い
て

は
、

「
「
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
判

定
基

準
」
の

活
用

に
つ

い
て

」
（
平

成
５

年
1
0
月

2
6
日

　
老

健
第

1
3
5
号

）
厚

生
省

老
人

保
健

福
祉

局
長

通
知

に
よ

る
ラ

ン
ク

Ⅰ
,Ⅱ

a,
Ⅱ

b
,Ⅲ

a,
Ⅲ

b
,Ⅳ

又
は

M
に

該
当

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

3
．

日
常

生
活

（
病

棟
）
実

行
状

況
：
｢し

て
い

る
“
活

動
”
｣の

欄
に

つ
い

て
は

、
自

宅
又

は
病

棟
等

に
お

け
る

実
生

活
で

実
行

し
て

い
る

状
況

に
つ

い
て

で
あ

る
こ

と
。

4
．

訓
練

時
能

力
：
｢で

き
る

“
活

動
”
｣の

欄
に

つ
い

て
は

、
機

能
訓

練
室

又
は

病
棟

等
に

お
け

る
訓

練
・
評

価
時

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
能

力
に

つ
い

て
で

あ
る

こ
と

。
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退
院
後
の
社
会
参
加
の
見
込
み
： 

説
明
者
署
名
： 

 本
人
・家

族
へ
の
説
明
： 

   
   
年

  
   
月

  
   
日

 
説
明
を
受
け
た
人
：本

人
、
家
族
（ 

 
 

 
 

 
 
） 

署
名
： 

 （リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
書
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
実
施
計
画
書
記
入
上
の
注
意
） 

１
．

 
日
常
生
活
自
立
度
の
欄
に
つ
い
て
は
、
「「
障
害
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
（寝

た
き
り
度
）判

定
基
準
」の

活
用
に
つ
い
て
」（
平
成
３
年
１

１
月
１
８
日

 
老
健
第
１
０
２
－
２
号
）厚

生
省
大
臣
官
房
老
人
保
健
福
祉
部
長
通
知
に
よ
る
ラ
ン
ク
Ｊ１
，
Ｊ２
，
Ａ
１
，
Ａ
２
，
Ｂ
１
，
Ｂ
２
，
Ｃ
１
又
は
Ｃ
２

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

２
．

 
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
の
欄
に
つ
い
て
は
、
「「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
」の

活
用
に

つ
い
て
」（
平
成
５
年

10
月

26
日

 
老
健
第

13
5
号
）厚

生
省
老
人
保
健
福
祉
局
長
通
知
に
よ
る
ラ
ン
ク
Ⅰ

,Ⅱ
a,
Ⅱ

b,
Ⅲ

a,
Ⅲ

b,
Ⅳ
又
は

M

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

３
．

 
活
動
の
欄
に
お
け
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
評
価
に
関
し
て
は
、

B
ar

th
el

 
In

de
x
に
代
え
て
Ｆ
ＩＭ

を
用
い
て
も
よ
い
。
 

 ※
 回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
を
算
定
す
る
場
合
は
、
「栄

養
」欄

も
必
ず
記
入
の
こ
と
（本

計
画
書
上
段
に
管
理
栄
養
士
の
氏

名
も
記
入
） 

 
 

評
価

 
短
期
目
標

 
具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

参
加

 職
業

  （
□
無
職
、
□
病
欠
中
、
□
休
職
中
、

 
    

  
 

  □
発
症
後
退
職
、
□
退
職
予
定

    
    

  ）
 

職
種
・業

種
・仕

事
内
容
： 

 経
済
状
況
： 

 社
会
参
加
（内

容
、
頻
度
等
）：

 
 余
暇
活
動
（内

容
、
頻
度
等
）：

 
 

退
院
先

 （□
自
宅
、
□
親
族
宅
、
□
医
療
機
関
、

 
    

    
    

    
□
そ
の
他

    
    

    
    

    
    

    
    

    
    
） 

復
職

 （□
現
職
復
帰
、
□
転
職
、
□
配
置
転
換
、

 
 

 
 

 
□
復
職
不
可
、
□
そ
の
他

    
    

    
    

    
） 

 
復
職
時
期
： 

 
仕
事
内
容
： 

 
通
勤
方
法
： 

家
庭
内
役
割
： 

社
会
活
動
： 

趣
味
：  

 

栄
養

 
（※

） 

身
長

#1
：（

 
 

 
）c

m
、
体
重
：（

 
 

 
）k

g、
 

B
M

I#1
：（

 
 
 
）k

g/
m

2  
#1

身
長
測
定
が
困
難
な
場
合
は
省
略
可

 

栄
養
補
給
方
法
（複

数
選
択
可
）：

 
 

□
経
口
（□

食
事
、
□
補
助
食
品
） 

□
経
管
栄
養
、
□
静
脈
栄
養
（□

末
梢
、
□
中
心
） 

嚥
下
調
整
食
の
必
要
性
： 

□
無
、
□
有
（学

会
分
類
コ
ー
ド
： 

 
 
 

 
） 

栄
養
状
態
： 

□
問
題
な
し
、
□
低
栄
養
、
□
低
栄
養
リ
ス
ク

 
 

□
過
栄
養
、
□
そ
の
他
（ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
） 

  
【「
問
題
な
し
」以

外
に
該
当
し
た
場
合
、
以
下
も
記
入
】 

必
要
栄
養
量
： 

（ 
 

 
 
）k

ca
l、
た
ん
ぱ
く
質
（ 

 
 

 
）g

 

総
摂
取
栄
養
量

#2
（経

口
・経

管
・静

脈
全
て
含
む
）：

 
 

（ 
 
 

 
）k

ca
l、
た
ん
ぱ
く
質
（ 

  
  

 
）g

 
  
  
 #

2 
 入

院
直
後
等
で
不
明
な
場
合
は
総
提
供
栄
養
量
で
も
可

 

摂
取
栄
養
量
：（
目
標
： 

 
 

 
 
 

kc
al
） 

体
重
増
加

/減
量
：（
目
標
： 

 
 
 

 
 
 
kg
） 

 栄
養
補
給
方
法
（複

数
選
択
可
）：

 

□
経
口
（□

食
事
、
□
補
助
食
品
） 

□
経
管
栄
養

 

□
静
脈
栄
養
（□

末
梢
、
□
中
心
） 

 そ
の
他
： 

 

心
理

 抑
う
つ
： 

 障
害
の
否
認
： 

 そ
の
他
： 

 
 

環
境

 同
居
家
族
： 

 親
族
関
係
： 

 家
屋
： 

 家
屋
周
囲
： 

 交
通
手
段
： 

 

自
宅
改
造

  
   □

不
要
、
□
要
： 

福
祉
機
器

  
   □

不
要
、
□
要
： 

社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス

 
   □

不
要
、
□
身
障
手
帳
、
□
障
害
年
金

 
   □

そ
の
他
： 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

 
   □

不
要
、
□
要
： 

 

第
三

者
の

不
利

 発
病
に
よ
る
家
族
の
変
化

 
   社

会
生
活
： 

 
   健

康
上
の
問
題
の
発
生
： 

    心
理
的
問
題
の
発
生
： 

 

退
院
後
の
主
介
護
者

 
   □

不
要
、
□
要
： 

家
族
構
成
の
変
化

 
   □

不
要
、
□
要
： 

家
族
内
役
割
の
変
化

 
   □

不
要
、
□
要
： 

家
族
の
社
会
活
動
変
化

 
   □

不
要
、
□
要
： 

 

１
ヵ
月
後
の
目
標
： 

本
人
の
希
望
： 

家
族
の
希
望
： 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
治
療
方
針
： 

外
泊
訓
練
計
画
： 

退
院
時
の
目
標
と
見
込
み
時
期

 
： 

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画

 
（種

類
・頻

度
・期

間
）：
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日
常

生
活

機
能

評
価

票
評

価
の

手
引

き

１
．

評
価

の
対

象
は

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

を
届

け
出

て
い

る
病

棟
に

入
院

し
て

い
る

患
者

と
し

、
日

常
生

活
機

能
評

価
に

つ
い

て
、

入
院

時
と

退
院

時
又

は
転

院
時

に
評

価
を

行
う

こ
と

。
た

だ
し

、
産

科
患

者
、

歳
未

満
の

小
児

患
者

、
短

期
滞

在
手

術
等

基
本

料
を

算
定

す
る

患
者

15
及

び
Ｄ

Ｐ
Ｃ

対
象

病
院

に
お

い
て

短
期

滞
在

手
術

等
基

本
料

２
又

は
３

の
対

象
と

な
る

手
術

、
検

査
又

（
。
）

は
放

射
線

治
療

を
行

っ
た

患
者

入
院

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
５

日
ま

で
に

退
院

し
た

患
者

に
限

る
は

評
価

の
対

象
と

し
な

い
。

２
．

評
価

対
象

時
間

は
、

０
時

か
ら

時
の

時
間

で
あ

り
、

重
複

や
空

白
時

間
を

生
じ

さ
せ

な
い

こ
24

24
と

。
３

．
評

価
は

、
院

内
研

修
を

受
け

た
者

が
行

う
こ

と
。

院
内

研
修

の
指

導
者

は
、

関
係

機
関

あ
る

い
は

評
価

に
習

熟
し

た
者

が
行

う
指

導
者

研
修

を
概

ね
２

年
以

内
に

受
け

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
４

．
評

価
の

判
断

は
、

項
目

ご
と

の
選

択
肢

の
判

断
基

準
等

に
従

っ
て

実
施

す
る

こ
と

。
独

自
に

定
め

た
判

断
基

準
に

よ
り

評
価

し
て

は
な

ら
な

い
。

５
．

評
価

は
、

観
察

と
記

録
に

基
づ

い
て

行
い

、
推

測
は

行
わ

な
い

こ
と

。
６

．
義

手
・

義
足

・
コ

ル
セ

ッ
ト

等
の

装
具

を
使

用
し

て
い

る
場

合
に

は
、

装
具

を
装

着
し

た
後

の
状

態
に

基
づ

い
て

評
価

を
行

う
。

７
．

評
価

時
間

帯
の

う
ち

に
状

態
が

変
わ

っ
た

場
合

に
は

、
自

立
度

の
低

い
方

の
状

態
を

も
と

に
評

価
を

行
う

こ
と

。
８

．
医

師
の

指
示

に
よ

っ
て

、
当

該
動

作
が

制
限

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

明
確

で
あ

る
場

合
に

は
「

で
き

、
な

い
」

又
は

「
全

介
助

」
と

す
る

。
こ

の
場

合
、

医
師

の
指

示
に

係
る

記
録

が
あ

る
こ

と
。

９
．

当
該

動
作

が
制

限
さ

れ
て

い
な

い
場

合
に

は
、

可
能

で
あ

れ
ば

動
作

を
促

し
、

観
察

し
た

結
果

を
評

価
す

る
こ

と
動

作
の

確
認

を
し

な
か

っ
た

場
合

に
は

通
常

介
助

が
必

要
な

状
態

で
あ

っ
て

も
で

。
、

、
「

き
る

」
又

は
「

介
助

な
し

」
と

す
る

。
．

た
だ

し
、

動
作

が
禁

止
さ

れ
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

患
者

が
無

断
で

当
該

動
作

を
行

っ
て

し
ま

10
っ

た
場

合
に

は
「

で
き

る
」

又
は

「
介

助
な

し
」

と
す

る
。

．
日

常
生

活
機

能
評

価
に

係
る

患
者

の
状

態
に

つ
い

て
は

、
看

護
職

員
、

理
学

療
法

士
等

に
よ

っ
て

記
11

録
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

１
床

上
安

静
の

指
示

項
目

の
定

義

医
師

の
指

示
書

や
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

等
に

、
床

上
安

静
の

指
示

が
記

録
さ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

『
床

上
安

静
の

指
示

』
は

、
ベ

ッ
ド

か
ら

離
れ

る
こ

と
が

許
可

さ
れ

て
い

。
な

い
こ

と
で

あ
る

。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
な

し
」

床
上

安
静

の
指

示
が

な
い

場
合

を
い

う
。

「
あ

り
」

床
上

安
静

の
指

示
が

あ
る

場
合

を
い

う
。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

床
上

安
静

の
指

示
は

、
記

録
上

｢
床

上
安

静
｣
と

い
う

語
句

が
使

用
さ

れ
て

い
な

く
て

も
、

｢
べ

ッ
ド

上
フ

リ
ー

｣
、

｢
ベ

ッ
ド

上
ヘ

ッ
ド

ア
ッ

プ
3
0
度

ま
で

可
｣
等

、
ベ

ッ
ド

か
ら

離
れ

る
こ

と
が

許
可

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

を
意

味
す

る
語

句
が

指
示

内
容

と
し

て
記

録
さ

れ
て

い
れ

ば
『

床
上

安
静

の
指

示
』

と
み

な
す

。
一

方
、

｢
ベ

ッ
ド

上
安

静
、

た
だ

し
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

み
可

｣
等

、
日

常
生

活
上

、
部

分
的

に
「

」
。

で
も

ベ
ッ

ド
か

ら
離

れ
る

こ
と

が
許

可
さ

れ
て

い
る

指
示

は
床

上
安

静
の

指
示

と
み

な
さ

な
い

「
床

上
安

静
の

指
示

」
の

患
者

で
も

、
車

椅
子

、
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

等
で

検
査

、
治

療
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
等

に
出

棟
す

る
場

合
が

あ
る

が
、

日
常

生
活

上
は

「
床

上
安

静
の

指
示

」
で

あ
る

た
め

「
あ

り
」

と
す

る
。

２
ど

ち
ら

か
の

手
を

胸
元

ま
で

持
ち

上
げ

ら
れ

る
項

目
の

定
義

『
ど

ち
ら

か
の

手
を

胸
元

ま
で

持
ち

上
げ

ら
れ

る
』

は
、

患
者

自
身

で
自

分
の

手
を

胸
元

ま
で

持

別
紙
2
1

０
点

１
点

２
点

床
上

安
静

の
指

示
な

し
あ

り

ど
ち

ら
か

の
手

を
胸

元
ま

で
持

ち
上

げ
ら

れ
る

で
き

る
で

き
な

い

寝
返

り
で

き
る

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
で

き
な

い

起
き

上
が

り
で

き
る

で
き

な
い

座
位

保
持

で
き

る
支

え
が

あ
れ

ば
で

き
る

で
き

な
い

移
乗

介
助

な
し

一
部

介
助

全
介

助

移
動

方
法

介
助

を
要

し
な

い
移

動
介

助
を

要
す

る
移

動
（

搬
送

を
含

む
）

口
腔

清
潔

介
助

な
し

介
助

あ
り

食
事

摂
取

介
助

な
し

一
部

介
助

全
介

助

衣
服

の
着

脱
介

助
な

し
一

部
介

助
全

介
助

他
者

へ
の

意
思

の
伝

達
で

き
る

で
き

る
時

と
で

き
な

い
時

が
あ

る
で

き
な

い

診
療

・
療

養
上

の
指

示
が

通
じ

る
は

い
い

い
え

危
険

行
動

な
い

あ
る

合
計
得
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

日
常
生
活
機
能
評

価
票

患
者

の
状

況
得

　
　
点

※
　
得
点
：
０
～
１
９
点

※
　
得
点
が
低
い
ほ
ど
、
生
活
自
立
度
が
高
い
。
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「
で

き
る

」
１

人
で

起
き

上
が

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
を

い
う

。
ベ

ッ
ド

柵
、

ひ
も

、
バ

ー
、

サ
イ

ド
レ

ー
ル

等
に

つ
か

ま
れ

ば
起

き
上

が
る

こ
と

が
可

能
な

場
合

も
含

ま
れ

る
。

ま
た

、
電

動
ベ

ッ
ド

を
自

分
で

操
作

し
て

起
き

上
が

れ
る

場
合

も
「

で
き

る
」

と
な

る
。

「
で

き
な

い
」

介
助

な
し

で
は

１
人

で
起

き
上

が
る

こ
と

が
で

き
な

い
等

、
起

き
上

が
り

に
何

ら
か

の
介

助
が

必
要

な
場

合
を

い
う

。
途

中
ま

で
自

分
で

で
き

て
も

最
後

の
部

分
に

介
助

が
必

要
で

あ
る

場
合

も
含

ま
れ

る
。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

自
力

で
起

き
上

が
る

た
め

の
補

助
具

の
準

備
、

環
境

整
備

等
は

、
介

助
に

含
ま

れ
な

い
。

起
き

上
が

る
動

作
に

時
間

が
か

か
っ

て
も

補
助

具
等

を
使

っ
て

自
力

で
起

き
上

が
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
で

、
「

き
る

」
と

な
る

。

５
座

位
保

持
項

目
の

定
義

座
位

の
状

態
を

保
持

で
き

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

こ
こ

で
い

う
『

座
位

保
持

』
と

は
、

上
半

身
を

起
こ

し
て

座
位

の
状

態
を

保
持

す
る

こ
と

で
あ

る
。

「
支

え
」

と
は

、
椅

子
・

車
椅

子
・

ベ
ッ

ド
等

の
背

も
た

れ
、

患
者

自
身

の
手

に
よ

る
支

持
、

あ
る

い
は

他
の

座
位

保
持

装
置

等
を

い
う

。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
で

き
る

」
支

え
な

し
で

座
位

が
保

持
で

き
る

場
合

を
い

う
。

「
支

え
が

あ
れ

ば
で

き
る

」
支

え
が

あ
れ

ば
座

位
が

保
持

で
き

る
場

合
を

い
う

。
ベ

ッ
ド

、
車

椅
子

等
を

背
も

た
れ

と
し

て
座

位
を

保
持

し
て

い
る

場
合

「
支

え
が

あ
れ

ば
で

き
る

」
と

な
る

。
「

で
き

な
い

」
支

え
が

あ
っ

た
り

、
ベ

ル
ト

等
で

固
定

し
て

も
座

位
が

保
持

で
き

な
い

場
合

を
い

う
。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

寝
た

状
態

（
仰

臥
位

）
か

ら
座

位
に

至
る

ま
で

の
介

助
の

有
無

は
関

係
な

い
。

さ
ら

に
、

尖
足

・
亀

背
等

の
身

体
の

状
況

に
か

か
わ

ら
ず

「
座

位
が

と
れ

る
か

」
に

つ
い

て
の

み
判

断
す

る
。

、
ベ

ッ
ド

等
の

背
も

た
れ

に
よ

る
「

支
え

」
は

、
背

あ
げ

角
度

が
お

よ
そ

度
以

上
を

目
安

と
60

す
る

。

６
移

乗
項

目
の

定
義

移
乗

時
の

介
助

の
状

況
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

『
』

、「
」
、

」
、

こ
こ

で
い

う
移

乗
と

は
ベ

ッ
ド

か
ら

車
椅

子
へ

ベ
ッ

ド
か

ら
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

へ
「

車
椅

子
か

ら
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
へ

」
等

、
乗

り
移

る
こ

と
で

あ
る

。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
介

助
な

し
」

介
助

な
し

で
移

乗
で

き
る

場
合

を
い

う
。

這
っ

て
動

い
て

も
、

移
乗

が
１

人
で

で
き

る
場

合
も

含
む

。
「

一
部

介
助

」
患

者
の

心
身

の
状

態
等

の
理

由
か

ら
、

事
故

等
が

な
い

よ
う

に
見

守
る

場
合

、
あ

る
い

は
１

っ
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
こ

こ
で

い
う

「
胸

元
」

と
は

、
首

の
下

く
ら

い
ま

で
と

定
め

「
手

」
と

は
手

関
節

か
ら

先
と

定
、

め
る

。
座

位
、

臥
位

等
の

体
位

は
問

わ
な

い
。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
で

き
る

」
い

ず
れ

か
一

方
の

手
を

介
助

な
し

に
胸

元
ま

で
持

ち
上

げ
ら

れ
る

場
合

を
い

う
。

座
位

で
は

で
き

な
く

て
も

、
臥

位
で

は
で

き
る

場
合

は
「

で
き

る
」

と
す

る
。

、
「

で
き

な
い

」
評

価
時

間
帯

を
通

し
て

、
介

助
な

し
に

は
い

ず
れ

か
一

方
の

手
も

胸
元

ま
で

持
ち

上
げ

ら
れ

な
い

場
合

、
あ

る
い

は
関

節
可

動
域

が
制

限
さ

れ
て

い
る

た
め

に
介

助
し

て
も

持
ち

上
げ

ら
れ

な
い

場
合

を
い

う
。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

関
節

拘
縮

に
よ

り
、

も
と

も
と

胸
元

に
手

が
あ

る
場

合
や

、
不

随
意

運
動

等
に

よ
り

手
が

偶
然

胸
元

ま
で

上
が

っ
た

こ
と

が
観

察
さ

れ
た

場
合

は
、

そ
れ

ら
を

自
ら

動
か

せ
な

い
こ

と
か

ら
「

で
き

な
い

」
と

判
断

す
る

。
上

肢
の

安
静

・
ギ

プ
ス

固
定

等
の

制
限

が
あ

り
、

自
ら

動
か

な
い

、
動

か
す

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
は

「
で

き
な

い
」

と
す

る
。

評
価

時
間

内
に

ど
ち

ら
か

の
手

を
胸

元
ま

で
持

ち
上

げ
る

行
為

が
観

察
で

き
な

か
っ

た
場

合
は

、
こ

の
行

為
を

促
し

て
観

察
す

る
。

３
寝

返
り

項
目

の
定

義

寝
返

り
が

自
分

で
で

き
る

か
ど

う
か

、
あ

る
い

は
ベ

ッ
ド

柵
、

ひ
も

、
バ

ー
、

サ
イ

ド
レ

ー
ル

等
の

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

こ
こ

で
い

う
『

寝
返

り
』

と
は

、
仰

臥
位

か
ら

（
左

右
ど

ち
ら

か
の

）
側

臥
位

に
な

る
動

作
で

あ
る

。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
で

き
る

」
何

に
も

つ
か

ま
ら

ず
、

寝
返

り
（

片
側

だ
け

で
よ

い
）

が
１

人
で

で
き

る
場

合
を

い
う

。
「

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
」

ベ
ッ

ド
柵

、
ひ

も
、

バ
ー

、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
等

の
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
１

人
で

寝
返

り
が

で
き

る
場

合
を

い
う

。
「

で
き

な
い

」
介

助
な

し
で

は
１

人
で

寝
返

り
が

で
き

な
い

等
、

寝
返

り
に

何
ら

か
の

介
助

が
必

要
な

場
合

を
い

う
。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

「
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
で

き
る

」
状

態
と

は
、

看
護

職
員

等
が

事
前

に
環

境
を

整
え

て
お

く
こ

と
に

よ
っ

て
患

者
自

身
が

１
人

で
寝

返
り

が
で

き
る

状
態

で
あ

り
、

寝
返

り
の

際
に

、
ベ

ッ
ド

柵
に

患
「

」
。

者
の

手
を

つ
か

ま
ら

せ
る

等
の

介
助

を
看

護
職

員
等

が
行

っ
て

い
る

場
合

は
で

き
な

い
と

な
る

４
起

き
上

が
り

項
目

の
定

義

起
き

上
が

り
が

自
分

で
で

き
る

か
ど

う
か

、
あ

る
い

は
ベ

ッ
ド

柵
、

ひ
も

、
バ

ー
、

サ
イ

ド
レ

ー
ル

等
、

何
か

に
つ

か
ま

れ
ば

で
き

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

こ
こ

で
い

う
『

起
き

上
が

り
』

と
は

、
寝

た
状

態
（

仰
臥

位
）

か
ら

上
半

身
を

起
こ

す
動

作
で

あ
る

。

選
択

肢
の

判
断

基
準
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口
腔

内
の

清
潔

に
は

『
歯

磨
き

、
う

が
い

、
口

腔
内

清
拭

、
舌

の
ケ

ア
等

の
介

助
か

ら
義

歯
の

、
手

入
れ

、
挿

管
中

の
吸

引
に

よ
る

口
腔

洗
浄

、
ポ

ピ
ド

ン
ヨ

ー
ド

剤
等

の
薬

剤
に

よ
る

洗
浄

』
も

含
ま

れ
る

。
舌

や
口

腔
内

の
硼

砂
グ

リ
セ

リ
ン

の
塗

布
、

口
腔

内
吸

引
の

み
は

口
腔

内
清

潔
に

含
ま

な
い

。 ま
た

、
歯

が
な

い
場

合
は

、
う

が
い

や
義

歯
の

清
潔

等
、

口
腔

内
の

清
潔

に
関

す
る

類
似

の
行

為
が

行
わ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

に
基

づ
い

て
判

断
す

る
。

た
だ

し
、

口
腔

清
潔

が
制

限
さ

れ
て

い
な

い
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
看

護
職

員
等

に
よ

る
口

腔
清

潔
が

さ
れ

な
か

っ
た

場
合

は
「

介
助

な
し

」
と

す
る

。
、

９
食

事
摂

取
項

目
の

定
義

食
事

介
助

の
状

況
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

、
、

、
、

、
、

、
こ

こ
で

い
う

食
事

摂
取

と
は

経
口

栄
養

経
管

栄
養

を
含

み
朝

食
昼

食
夕

食
補

食
等

個
々

の
食

事
単

位
で

評
価

を
行

う
。

中
心

静
脈

栄
養

は
含

ま
れ

な
い

。
食

事
摂

取
の

介
助

は
、

患
者

が
食

事
を

摂
る

た
め

の
介

助
、

患
者

に
応

じ
た

食
事

環
境

を
整

え
る

食
卓

上
の

介
助

を
い

う
。

厨
房

で
の

調
理

、
配

膳
、

後
片

付
け

、
食

べ
こ

ぼ
し

の
掃

除
、

車
椅

子
へ

の
移

乗
の

介
助

、
エ

プ
ロ

ン
を

か
け

る
等

は
含

ま
れ

な
い

。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
介

助
な

し
」

介
助

・
見

守
り

な
し

に
１

人
で

食
事

が
摂

取
で

き
る

場
合

を
い

う
。

ま
た

、
箸

や
ス

プ
ー

ン
の

ほ
か

に
、

自
助

具
等

を
使

用
す

る
場

合
も

含
ま

れ
る

。
食

止
め

や
絶

食
と

な
っ

て
い

る
場

合
は

食
事

の
動

作
を

制
限

し
て

い
る

と
は

い
え

ず
介

助
は

発
生

し
な

い
た

め
｢
介

助
な

し
｣

、
、

と
す

る
。

「
一

部
介

助
」

必
要

に
応

じ
て

、
食

事
摂

取
の

行
為

の
一

部
を

介
助

す
る

場
合

を
い

う
。

ま
た

、
食

卓
で

食
（

、
、

、
、

べ
や

す
い

よ
う

に
配

慮
す

る
行

為
小

さ
く

切
る

ほ
ぐ

す
皮

を
む

く
魚

の
骨

を
と

る
蓋

を
は

ず
す

等
）

が
行

わ
れ

て
い

る
場

合
を

い
う

。
患

者
の

心
身

の
状

態
等

か
の

理
由

か
ら

見
守

り
や

指
示

が
必

要
な

場
合

も
含

ま
れ

る
。

「
全

介
助

」
１

人
で

は
全

く
食

べ
る

こ
と

が
で

き
ず

全
面

的
に

介
助

さ
れ

て
い

る
場

合
を

い
い

、
食

事
開

始
か

ら
終

了
ま

で
に

す
べ

て
に

介
助

を
要

し
た

場
合

は
｢
全

介
助

｣
と

す
る

。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

食
事

の
種

類
は

問
わ

ず
、

一
般

（
普

通
）

食
、

プ
リ

ン
等

の
経

口
訓

練
食

、
水

分
補

給
食

、
経

管
栄

養
す

べ
て

を
さ

し
、

摂
取

量
は

問
わ

な
い

。
経

管
栄

養
の

評
価

も
、

全
面

的
に

看
護

職
員

等
が

行
っ

て
い

る
場

合
は

「
全

介
助

」
と

な
り

、
患

者
が

自
立

し
て

１
人

で
行

っ
た

場
合

は
「

介
助

な
し

」
と

な
る

。
た

だ
し

、
経

口
栄

養
と

経
管

栄
養

の
い

ず
れ

も
行

っ
て

い
る

場
合

は
「

自
立

度
の

低
い

、
方

」
で

評
価

す
る

。
家

族
が

行
っ

た
行

為
、

食
欲

の
観

察
は

含
め

な
い

。
ま

た
、

看
護

職
員

等
が

行
う

、
パ

ン
の

袋
切

り
、

食
事

の
温

め
、

果
物

の
皮

む
き

、
卵

の
殻

む
き

等
は

｢
一

部
介

助
｣
と

す
る

。
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
し

て
も

患
者

が
食

事
摂

取
を

拒
否

し
た

場
合

は
｢
介

助
な

し
｣
と

す
る

。

１
０

衣
服

の
着

脱
項

目
の

定
義

衣
服

の
着

脱
を

看
護

職
員

等
が

介
助

す
る

状
況

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
衣

服
と

は
、

患
者

が
日

常
生

活
上

必
要

と
し

着
用

し
て

い
る

も
の

を
い

う
。

パ
ジ

ャ
マ

の
上

衣
、

ズ
ボ

ン
、

寝
衣

、
パ

ン
ツ

、
オ

ム
ツ

等
を

含
む

。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
介

助
な

し
」

介
助

な
し

に
１

人
で

衣
服

を
着

た
り

脱
い

だ
り

し
て

い
る

場
合

を
い

う
。

ま
た

、
当

日
、

衣
服

の
着

脱
の

介
助

が
発

生
し

な
か

っ
た

場
合

を
い

う
。

自
助

具
等

を
使

っ
て

行
っ

て
い

る
場

人
で

は
移

乗
が

で
き

な
い

た
め

他
者

が
手

を
添

え
る

、
体

幹
を

支
え

る
等

の
一

部
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

を
い

う
。

「
全

介
助

」
１

人
で

は
移

乗
が

全
く

で
き

な
い

た
め

に
、

他
者

が
抱

え
る

、
運

ぶ
等

の
全

面
的

に
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

を
い

う
。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

患
者

が
１

人
で

は
動

け
ず

、
ス

ラ
イ

ド
式

の
移

乗
用

補
助

具
を

使
用

す
る

場
合

は
「

全
介

助
」

と
な

る
。

車
椅

子
等

へ
の

移
乗

の
際

に
、

立
つ

、
向

き
を

変
え

る
、

数
歩

動
く

等
に

対
し

て
、

患
者

自
身

も
（

）
、

「
」

。
行

い
力

が
出

せ
て

お
り

看
護

職
員

等
が

介
助

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
一

部
介

助
と

な
る

医
師

の
指

示
に

よ
り

、
自

力
で

の
移

乗
を

制
限

さ
れ

て
い

た
場

合
は

「
全

介
助

」
と

す
る

。
移

乗
が

制
限

さ
れ

て
い

な
い

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

看
護

職
員

等
が

移
乗

を
行

わ
な

か
っ

た
場

合
は

「
介

助
な

し
」

と
す

る
。

７
移

動
方

法
項

目
の

定
義

『
移

動
方

法
』

は
、

あ
る

場
所

か
ら

別
の

場
所

へ
移

る
場

合
の

方
法

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。

選
択

肢
の

判
断

基
準

｢
介

助
を

要
し

な
い

移
動

｣
杖

や
歩

行
器

等
を

使
用

せ
ず

に
自

力
で

歩
行

す
る

場
合

、
あ

る
い

は
、

杖
、

手
す

り
、

歩
行

器
等

に
つ

か
ま

っ
て

歩
行

す
る

場
合

を
い

う
。

ま
た

、
車

椅
子

を
自

力
で

操
作

し
て

、
自

力
で

移
動

す
る

場
合

も
含

む
。

「
介

助
を

要
す

る
移

動
（

搬
送

を
含

む
」

）
（

、
）

、
。

搬
送

車
椅

子
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

等
を

含
み

介
助

に
よ

っ
て

移
動

す
る

場
合

を
い

う

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

こ
の

項
目

は
、

患
者

の
能

力
を

評
価

す
る

の
で

は
な

く
、

移
動

方
法

を
選

択
す

る
も

の
で

あ
る

た
め

、
本

人
が

疲
れ

て
い

る
か

ら
と

、
自

力
走

行
を

拒
否

し
、

車
椅

子
介

助
で

移
動

し
た

場
合

は
｢
介

助
を

要
す

る
移

動
｣
と

す
る

。

８
口

腔
清

潔
項

目
の

定
義

口
腔

内
を

清
潔

に
す

る
た

め
の

一
連

の
行

為
が

１
人

で
で

き
る

か
ど

う
か

、
あ

る
い

は
看

護
職

員
等

が
見

守
り

や
介

助
を

行
っ

て
い

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

項
目

で
あ

る
。

一
連

の
行

為
と

は
、

歯
ブ

ラ
シ

や
う

が
い

用
の

水
等

を
用

意
す

る
、

歯
磨

き
粉

を
歯

ブ
ラ

シ
に

つ
け

る
等

の
準

備
、

歯
磨

き
中

の
見

守
り

や
指

示
、

磨
き

残
し

の
確

認
等

も
含

む
。

口
腔

清
潔

に
際

し
て

、
車

椅
子

に
移

乗
す

る
、

洗
面

所
ま

で
移

動
す

る
等

の
行

為
は

、
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

に
は

含
ま

れ
な

い
。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
介

助
な

し
」

口
腔

清
潔

に
関

す
る

一
連

の
行

為
す

べ
て

が
１

人
で

で
き

る
場

合
を

い
う

。
「

介
助

あ
り

」
口

腔
清

潔
に

関
す

る
一

連
の

行
為

の
う

ち
部

分
的

、
あ

る
い

は
す

べ
て

に
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

を
い

う
。

患
者

の
心

身
の

状
態

等
の

理
由

か
ら

見
守

り
や

指
示

が
必

要
な

場
合

も
含

ま
れ

る
。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点
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判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

、
、

。
、

精
神

科
領

域
意

識
障

害
等

の
有

無
等

背
景

疾
患

は
問

わ
な

い
指

示
の

内
容

は
問

わ
な

い
が

あ
く

ま
で

も
診

療
・

療
養

上
で

必
要

な
指

示
で

あ
り

、
評

価
日

当
日

の
指

示
で

あ
る

こ
と

、
及

び
そ

の
指

示
が

適
切

に
行

わ
れ

た
状

態
で

評
価

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。
医

師
や

看
護

職
員

等
の

話
を

理
解

し
た

よ
う

に
見

え
て

も
、

意
識

障
害

等
に

よ
り

指
示

を
理

解
で

き
な

い
場

合
や

自
分

な
り

の
解

釈
を

行
い

結
果

的
に

、
診

察
・

療
養

上
の

指
示

か
ら

外
れ

た
行

動
を

し
た

場
合

は
｢
い

い
え

｣
と

す
る

。

１
３

危
険

行
動

項
目

の
定

義

患
者

の
危

険
行

動
の

有
無

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
、

、
こ

こ
で

い
う

｢
危

険
行

動
｣
は

｢
治

療
・

検
査

中
の

チ
ュ

ー
ブ

類
・

点
滴

ル
ー

ト
等

の
自

己
抜

去
転

倒
・

転
落

、
自

傷
行

為
」

の
発

生
又

は
「

そ
の

ま
ま

放
置

す
れ

ば
危

険
行

動
に

至
る

と
判

断
す

る
行

動
」

を
過

去
１

週
間

以
内

の
評

価
対

象
期

間
に

看
護

職
員

等
が

確
認

し
た

場
合

を
い

う
。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
な

い
」

過
去

１
週

間
以

内
に

危
険

行
動

が
な

か
っ

た
場

合
を

い
う

。
「

あ
る

」
過

去
１

週
間

以
内

に
危

険
行

動
が

あ
っ

た
場

合
を

い
う

。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

危
険

行
動

の
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

適
時

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

適
切

な
対

応
、

並
び

に
日

々
の

危
険

行
動

へ
の

対
策

を
前

提
と

し
て

い
る

。
こ

の
項

目
は

、
そ

の
上

で
、

な
お

発
生

が
予

測
で

き
な

か
っ

た
危

険
行

動
の

事
実

と
そ

の
対

応
の

手
間

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
り

、
対

策
を

も
た

な
い

状
況

下
で

発
生

し
て

い
る

危
険

行
動

を
評

価
す

る
も

の
で

は
な

い
。

対
策

が
も

た
れ

て
い

る
状

況
下

で
発

生
し

た
危

険
行

動
が

確
認

で
き

、
評

価
当

日
に

も
当

該
対

策
が

も
た

れ
て

い
る

場
合

に
評

価
の

対
象

に
含

め
る

。
認

知
症

等
の

有
無

や
、

日
常

生
活

動
作

能
力

の
低

下
等

の
危

険
行

動
を

起
こ

す
疾

患
・

原
因

等
の

背
景

や
、

行
動

の
持

続
時

間
等

の
程

度
を

判
断

の
基

準
と

し
な

い
。

な
お

、
病

室
で

の
喫

煙
や

大
声

を
出

す
・

暴
力

を
振

る
う

等
の

、
い

わ
ゆ

る
迷

惑
行

為
は

、
こ

の
項

目
で

の
定

義
に

お
け

る
「

危
険

行
動

」
に

は
含

め
な

い
。

他
施

設
か

ら
の

転
院

、
他

病
棟

か
ら

の
転

棟
の

際
は

、
看

護
職

員
等

が
記

載
し

た
記

録
物

に
よ

り
評

価
対

象
期

間
内

の
「

危
険

行
動

」
が

確
認

で
き

る
場

合
は

、
評

価
の

対
象

に
含

め
る

。

合
も

含
む

。
「

一
部

介
助

」
衣

服
の

着
脱

に
一

部
介

助
が

行
わ

れ
て

い
る

場
合

を
い

う
。

例
え

ば
、

途
中

ま
で

は
自

分
で

行
っ

て
い

る
が

最
後

に
看

護
職

員
等

が
ズ

ボ
ン

・
パ

ン
ツ

等
を

上
げ

て
い

る
場

合
等

は
｢
一

、
、

部
介

助
｣
に

含
む

。
看

護
職

員
等

が
手

を
出

し
て

介
助

は
し

て
い

な
い

が
、

患
者

の
心

身
の

状
態

等
の

理
由

か
ら

、
転

倒
の

防
止

等
の

た
め

に
、

見
守

り
や

指
示

が
行

わ
れ

て
い

る
場

合
等

も
｢
一

部
介

助
｣
と

す
る

。
「

全
介

助
」

衣
服

の
着

脱
の

行
為

す
べ

て
に

介
助

が
行

わ
れ

て
い

る
場

合
を

い
う

。
患

者
自

身
が

、
介

助
、

、
、

を
容

易
に

す
る

た
め

に
腕

を
上

げ
る

足
を

上
げ

る
腰

を
上

げ
る

等
の

行
為

を
行

っ
て

も
着

脱
行

為
そ

の
も

の
を

患
者

が
行

わ
ず

、
看

護
職

員
等

が
す

べ
て

介
助

し
た

場
合

も
「

全
介

助
」

と
す

る
。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

衣
類

の
着

脱
に

要
す

る
時

間
の

長
さ

は
判

断
に

は
関

係
し

な
い

。
通

常
は

自
分

で
衣

服
の

着
脱

を
し

て
い

る
が

、
点

滴
が

入
っ

て
い

る
た

め
に

介
助

を
要

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

介
助

の
状

況
で

評
価

す
る

。
靴

や
帽

子
は

、
衣

服
の

着
脱

の
評

価
に

含
め

な
い

。

１
１

他
者

へ
の

意
思

の
伝

達
項

目
の

定
義

患
者

が
他

者
に

何
ら

か
の

意
思

伝
達

が
で

き
る

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。
背

景
疾

患
や

伝
達

で
き

る
内

容
は

問
わ

な
い

。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
で

き
る

」
常

時
、

誰
に

で
も

確
実

に
意

思
の

伝
達

を
し

て
い

る
状

況
を

い
う

。
筆

談
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

等
で

意
思

伝
達

が
図

れ
る

時
は

｢
で

き
る

｣
と

判
断

す
る

。
「

で
き

る
時

と
で

き
な

い
時

が
あ

る
」

患
者

が
家

族
等

の
他

者
に

対
し

て
意

思
の

伝
達

が
で

き
る

が
、

そ
の

内
容

や
状

況
等

に
よ

っ
て

、
で

き
る

時
と

で
き

な
い

時
が

あ
る

場
合

を
い

う
。

例
え

ば
、

家
族

に
は

通
じ

る
が

、
看

護
職

員
等

に
通

じ
な

い
場

合
は

、
｢
で

き
る

時
と

で
き

な
い

時
が

あ
る

｣
と

す
る

。
「

で
き

な
い

」
ど

の
よ

う
な

手
段

を
用

い
て

も
、

意
思

の
伝

達
が

で
き

な
い

場
合

を
い

う
。

ま
た

、
重

度
の

認
知

症
や

意
識

障
害

に
よ

っ
て

、
自

発
的

な
意

思
の

伝
達

が
で

き
な

い
、

あ
る

い
は

、
意

思
の

伝
達

が
で

き
る

か
否

か
を

判
断

で
き

な
い

場
合

等
も

含
む

。

判
断

に
際

し
て

の
留

意
点

背
景

疾
患

や
伝

達
で

き
る

内
容

は
問

わ
な

い
。

１
２

診
療

・
療

養
上

の
指

示
が

通
じ

る
項

目
の

定
義

指
示

内
容

や
背

景
疾

患
は

問
わ

ず
、

診
療

・
療

養
上

の
指

示
に

対
し

て
、

指
示

通
り

に
実

行
で

き
る

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
項

目
で

あ
る

。

選
択

肢
の

判
断

基
準

「
は

い
」

、
。

診
療

・
療

養
上

の
指

示
に

対
し

て
指

示
通

り
の

行
動

が
常

に
行

わ
れ

て
い

る
場

合
を

い
う

「
い

い
え

」
診

療
・

療
養

上
の

指
示

に
対

し
て

、
指

示
通

り
で

な
い

行
動

が
１

回
で

も
み

ら
れ

た
場

合
を

い
う

。
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別
紙

2
4
 

A
：
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

、
あ

る
い

は
十

分
で

あ
る

B
：
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

が
改

善
が

必
要

、
あ

る
い

は
十

分
で

は
な

い
C

：
不

適
切

で
あ

る
、

あ
る

い
は

行
わ

れ
て

い
な

い
X
：
判

定
不

能
(当

該
医

療
機

関
で

は
実

施
の

必
要

性
が

な
い

項
目

、
確

認
が

行
え

な
い

項
目

等
)

評
価

コ
メ

ン
ト

１
．

院
内

感
染

対
策

委
員

会
１

）
委

員
会

が
定

期
的

に
開

催
さ

れ
て

い
る

２
）
病

院
長

を
は

じ
め

と
す

る
病

院
管

理
者

が
参

加
し

て
い

る

３
）
議

事
録

が
適

切
で

あ
る

２
．

感
染

制
御

を
実

際
に

行
う

　
  

組
織

（
IC

T
）

１
）
専

任
の

院
内

感
染

管
理

者
を

配
置

、
感

染
防

止
に

係
る

部
門

を
設

置
し

て
い

る

２
）
感

染
対

策
に

3
年

以
上

の
経

験
を

有
す

る
専

任
の

常
勤

医
師

が
い

る

３
）
感

染
対

策
に

5
年

以
上

の
経

験
を

有
し

，
感

染
管

理
に

関
わ

る
適

切
な

研
修

を
修

了
し

た
専

任
看

護
師

が
い

る

４
）
3
年

以
上

の
勤

務
経

験
を

有
し

、
感

染
対

策
に

関
わ

る
専

任
の

薬
剤

師
が

い
る

５
）
3
年

以
上

の
勤

務
経

験
を

有
し

、
感

染
対

策
に

関
わ

る
専

任
の

検
査

技
師

が
い

る

評
価

コ
メ

ン
ト

１
．

感
染

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
１

）
感

染
対

策
上

必
要

な
項

目
に

つ
い

て
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

整
備

さ
れ

て
い

る

２
）
必

要
に

応
じ

て
改

定
が

な
さ

れ
て

い
る

２
．

教
育

１
）
定

期
的

に
病

院
感

染
対

策
に

関
す

る
講

習
会

が
開

催
さ

れ
て

い
る

２
）
講

習
会

に
職

員
1
名

あ
た

り
年

2
回

出
席

し
て

い
る

３
）
必

要
に

応
じ

て
部

署
ご

と
の

講
習

会
や

実
習

が
行

わ
れ

て
い

る

４
）
全

職
員

に
対

し
院

内
感

染
に

つ
い

て
広

報
を

行
う

手
段

が
あ

る

５
）
外

部
委

託
職

員
に

教
育

を
実

施
し

て
い

る
（
ま

た
は

適
切

に
指

導
し

て
い

る
）

３
．

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
と

  
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

１
）
部

署
を

決
め

て
必

要
な

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
が

行
わ

れ
て

い
る

２
）
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

デ
ー

タ
を

各
部

署
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
い

る

３
）
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
デ

ー
タ

に
基

づ
い

て
必

要
な

介
入

を
行

っ
て

い
る

感
染

防
止

対
策

地
域

連
携

加
算

チ
ェ

ッ
ク

項
目

表

評
価

実
施

日
：
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

　
日

　
　

　
　

　
　

評
価

対
象

医
療

機
関

名
：

評
価

基
準

A
．

感
染

対
策

の
組

織

※
医

師
ま

た
は

看
護

師
の

う
ち 　

1
人

は
専

従
で

あ
る

こ
と

B
．

IC
T

活
動

 別
紙

23
 

 
栄

養
管

理
計

画
書

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
計

画
作
成

日
 

 
 

. 
  

  
. 
 

  
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ 

氏
 名

 
 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 殿

 
（

男
・

女
）
 
 

  
 

 
 

 病
  

棟
 

 
 
 

 
 
 

 
  

 
 

  
  
 

  
  

 
 

 
年
 

 
月

 
 

日
生

（
 

 
歳
）
 
 

 
 

  
  

  
担

 当
 医

 師
 名

  
  

  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

入
院

日
；

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
担

当
管

理
栄
養

士
名

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 入

院
時

栄
養

状
態

に
関

す
る

リ
ス

ク
 

  

栄
養

状
態

の
評

価
と

課
題

 

   栄
養

管
理

計
画

 

目
標

 

  栄
養

補
給

に
関

す
る

事
項

 

栄
養

補
給

量
 

・
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ

 
 

 
 

kc
al
 

・
た

ん
ぱ

く
質

 
 

 
g 

・
水

分
 

 
 

 
 

 
 

 
・

 

・
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

 

栄
養

補
給

方
法

 
□

経
口

 
 

□
経

腸
栄

養
 

 
□

静
脈

栄
養

 

嚥
下

調
整

食
の

必
要

性
 

 
□

な
し

 
□

あ
り

（
学

会
分

類
コ

ー
ド

：
 

 
 

 
 

 
 

）
 

食
事

内
容

 

留
意

事
項

 

 栄
養

食
事

相
談

に
関

す
る

事
項

 

 
入

院
時

栄
養

食
事

指
導

の
必

要
性

 
□

な
し

□
あ

り
（

内
容

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実

施
予

定
日

：
 

 
 

月
 

 
 

日
 

 
栄

養
食

事
相

談
の

必
要

性
 

 
 

 
□

な
し

□
あ

り
（

内
容

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実

施
予

定
日

：
 

 
 

月
 

 
 

日
 

 
退

院
時

の
指

導
の

必
要

性
 

 
 

 
□

な
し

□
あ

り
（

内
容

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
実

施
予

定
日

：
 

 
 

月
 

 
 

日
 

備
考

 

 そ
の

他
栄

養
管

理
上

解
決

す
べ

き
課

題
に

関
す

る
事

項
 

  栄
養

状
態

の
再

評
価

の
時

期
 

 
実

施
予

定
日

：
 

 
 

 
月

 
 

 
日

 
 

 
 

退
院

時
及

び
終

了
時

の
総

合
的

評
価
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２
）
各

診
察

室
に

擦
式

速
乾

性
手

指
消

毒
薬

が
あ

る

３
）
各

診
察

室
に

聴
診

器
な

ど
の

医
療

器
具

の
表

面
を

消
毒

で
き

る
ア

ル
コ

ー
ル

綿
な

ど
が

あ
る

３
．

外
来

処
置

室
１

）
鋭

利
器

材
の

廃
棄

容
器

が
安

全
に

管
理

さ
れ

て
い

る
（
廃

棄
容

器
の

蓋
が

開
い

て
い

な
い

、
な

ど
）

２
）
鋭

利
器

材
の

廃
棄

容
器

が
処

置
を

行
う

場
所

の
近

く
に

設
置

し
て

あ
る

３
）
検

査
検

体
が

適
切

に
保

管
し

て
あ

る

４
．

抗
が

ん
化

学
療

法
外

来
１

）
薬

剤
の

無
菌

調
製

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る

２
）
咳

エ
チ

ケ
ッ

ト
が

確
実

に
実

施
さ

れ
て

い
る

３
）
患

者
お

よ
び

職
員

の
手

指
衛

生
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る

評
価

コ
メ

ン
ト

１
．

病
室

１
）
部

屋
ご

と
に

手
洗

い
場

が
あ

る

２
）
床

や
廊

下
に

物
品

が
放

置
さ

れ
て

い
な

い

３
）
必

要
な

コ
ホ

ー
テ

ィ
ン

グ
が

行
わ

れ
て

い
る

４
）
隔

離
個

室
の

医
療

器
具

は
専

用
化

さ
れ

て
い

る

５
）
隔

離
個

室
に

は
必

要
な

Ｐ
Ｐ

Ｅ
が

準
備

さ
れ

て
い

る

６
）
空

調
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
行

わ
れ

、
H

E
P

A
 f

ilt
e
rが

定
期

的
に

交
換

　
　

さ
れ

て
い

る

２
．

ス
タ

ッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

１
）
水

道
の

シ
ン

ク
外

周
が

擦
拭

さ
れ

乾
燥

し
て

い
る

２
）
鋭

利
機

材
の

廃
棄

容
器

が
適

切
に

管
理

さ
れ

て
い

る

３
）
鋭

利
機

材
の

廃
棄

容
器

が
必

要
な

場
所

に
設

置
さ

れ
て

い
る

４
）
臨

床
検

体
の

保
存

場
所

が
整

備
さ

れ
て

い
る

３
．

処
置

室
１

）
清

潔
区

域
と

不
潔

区
域

を
区

別
し

て
い

る

２
）
滅

菌
機

材
が

適
切

に
保

管
さ

れ
，

使
用

期
限

の
チ

ェ
ッ

ク
が

　
　

行
わ

れ
て

い
る

３
）
包

交
車

が
清

潔
と

不
潔

の
ゾ

ー
ニ

ン
グ

が
な

さ
れ

て
い

る

４
）
包

交
車

に
不

要
な

滅
菌

機
材

が
積

ま
れ

て
い

な
い

D
．

病
 棟

４
）
ア

ウ
ト

ブ
レ

イ
ク

に
介

入
し

て
い

る

５
）
検

査
室

デ
ー

タ
が

疫
学

的
に

集
積

さ
れ

，
介

入
の

目
安

が
定

め
ら

れ
て

い
る

４
．

抗
菌

薬
適

正
使

用
１

）
抗

菌
薬

の
適

正
使

用
に

関
す

る
監

視
･指

導
を

行
っ

て
い

る

２
）
抗

M
R

S
A

薬
の

使
用

に
関

す
る

監
視

･指
導

を
行

っ
て

い
る

３
）
抗

菌
薬

の
適

正
使

用
に

関
し

て
病

棟
の

ラ
ウ

ン
ド

を
定

期
的

に
  

  
行

っ
て

い
る

４
）
抗

M
R

S
A

薬
や

カ
ル

バ
ペ

ネ
ム

系
抗

菌
薬

な
ど

の
広

域
抗

菌
薬

に
対

し
て

　
　

使
用

制
限

や
許

可
制

を
含

め
て

使
用

状
況

を
把

握
し

て
い

る

５
．

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
１

）
病

院
感

染
対

策
に

関
す

る
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

を
日

常
的

に
行

っ
て

い
る

２
）
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

の
結

果
が

記
録

さ
れ

、
院

内
感

染
対

策
に

  
  

活
用

さ
れ

て
い

る

３
）
迅

速
に

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

シ
ス

テ
ム

が
整

っ
て

い
る

６
．

職
業

感
染

曝
露

の
防

止
１

）
職

員
の

H
B

ｓ
抗

体
の

有
無

を
検

査
し

て
い

る

２
）
H

B
抗

体
陰

性
者

に
は

ワ
ク

チ
ン

を
接

種
し

て
い

る

３
）
結

核
接

触
者

検
診

に
Ｑ

Ｆ
Ｔ

を
活

用
し

て
い

る

４
）
麻

疹
，

風
疹

，
ム

ン
プ

ス
，

水
痘

に
関

す
る

職
員

の
抗

体
価

を
把

握
し

，
必

要
に

　
　

応
じ

て
ワ

ク
チ

ン
接

種
を

勧
奨

し
て

い
る

５
）
針

刺
し

、
切

創
事

例
に

対
す

る
対

応
，

報
告

シ
ス

テ
ム

が
整

っ
て

い
る

６
）
安

全
装

置
付

き
の

機
材

を
導

入
し

て
い

る

７
．

IC
T
ラ

ウ
ン

ド
１

）
定

期
的

な
IC

T
ラ

ウ
ン

ド
を

実
施

し
て

い
る

２
）
感

染
対

策
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

い
る

３
）
病

棟
の

み
な

ら
ず

、
外

来
、

中
央

診
療

部
門

等
に

も
ラ

ウ
ン

ド
を

行
っ

て
い

る

評
価

コ
メ

ン
ト

１
．

外
来

患
者

の
感

染
隔

離
１

）
感

染
性

の
患

者
を

早
期

に
検

出
で

き
る

（
ポ

ス
タ

ー
な

ど
）

２
）
感

染
性

の
患

者
に

早
期

に
マ

ス
ク

を
着

用
さ

せ
て

い
る

３
）
感

染
性

の
患

者
と

そ
れ

以
外

の
患

者
を

分
け

て
診

療
で

き
る

２
．

外
来

診
察

室
１

）
診

察
室

に
手

洗
い

の
設

備
が

あ
る

C
．

外
 来

（ ）（ ） 12111210



２
）
陰
圧
個
室
が
整
備
さ
れ
て
い
る

３
）
麻
疹
発
症
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
*

４
）
水
痘
発
生
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
*

５
）
N
9
5
マ
ス
ク
が
常

備
し
て
あ
る

２
．
飛
沫
感
染
予
防
対
策

１
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
*

２
）
風
疹
発
症
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
*

３
）
流
行
性
耳
下
腺
炎
発
症
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
*

４
）
可
能
な
ら
ば
個
室
隔
離
と
し
て
い
る

５
）
個
室
隔
離
が
困
難
な
場
合
、
コ
ホ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る

６
）
ベ
ッ
ド
間
隔
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
取
ら
れ
て
い
る

７
）
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
着
用
が
入
室
前
に
可
能
で
あ
る

８
）
飛
沫
感
染
対
策
が
必
要
な
患
者
で
あ
る
こ
と
が
職
員
に
周
知
さ
れ
て
い
る

３
．
接
触
感
染
予
防
策

１
）
M
R
S
A
が
検
出
さ
れ
た
場
合
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
*

２
）
手
袋
が
適
切
に
使
用
さ
れ
て
い
る

３
）
必
要
な
P
P
E
が
病
室
ご
と
に
用
意
さ
れ
て
い
る

４
）
処
置
時
に
は
デ
ィ
ス
ポ
の
エ
プ
ロ
ン
を
用
い
て
い
る

５
）
処
置
時
必
要
な
場
合
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る

６
）
必
要
な
場
合
に
は
保
菌
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る

７
）
シ
ー
ツ
や
リ
ネ
ン
類
の
処
理
が
適
切
で
あ
る

＊
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
評

価
項

目
：
連

絡
体

制
。
感

受
性

者
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の

期
間

、
範

囲
が

明
瞭

で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
や

γ
‐
グ
ロ
ブ
リ
ン
の

接
種

対
象

者
が

明
確

で
あ
る
。

消
毒

薬
の

選
択

と
実

施
方

法
、
接

触
感

受
性

職
員

の
就

業
制

限
が

規
定

し
て
あ
る
、

な
ど
を
確

認
す
る

評
価

コ
メ
ン
ト

1
）
除
毛
は
術
直
前
に
行
っ
て
い
る

２
）
周
術
期
抗
菌
薬
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
規
定
さ
れ
て
い
る

H
．
術

後
創

感
染

予
防

４
．
薬
剤
の
管
理

１
）
清
潔
な
状
況
下
で
輸
液
調
整
が
実
施
さ
れ
て
い
る

２
）
希
釈
調
製
し
た
ヘ
パ
リ
ン
液
は
室
温
に
放
置
さ
れ
て
い
な
い

３
）
薬
品
保
管
庫
の
中
が
整
理
さ
れ
て
い
る

４
）
薬
剤
の
使
用
期
限
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
る

５
）
薬
剤
開
封
後
の
使
用
期
限
の
施
設
内
基
準
を
定
め
て
い
る

６
）
保
冷
庫
の
温
度
管
理
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
る

評
価

コ
メ
ン
ト

１
．
着
衣
お
よ
び
環
境

１
）
入
室
時
に
手
指
衛
生
を
実
施
し
て
い
る

２
）
処
置
者
は
半
そ
で
の
着
衣
で
あ
る

３
）
処
置
者
は
腕
時
計
を
は
ず
し
て
い
る

４
）
ベ
ッ
ド
間
隔
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

５
）
手
洗
い
や
速
乾
式
手
指
消
毒
薬
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る

評
価

コ
メ
ン
ト

１
．
手
洗
い

１
）
職
員
の
手
指
消
毒
が
適
切
で
あ
る

２
）
職
員
の
手
洗
い
の
方
法
が
適
切
で
あ
る

３
）
手
袋
を
着
用
す
る
前
後
で
手
洗
い
を
行
っ
て
い
る

４
）
手
指
消
毒
実
施
の
向
上
の
た
め
の
教
育
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

２
．
手
袋

１
）
手
袋
を
適
切
に
使
用
し
て
い
る

２
）
手
袋
を
使
用
し
た
後
、
廃
棄
す
る
場
所
が
近
く
に
あ
る

３
．
個
人
防
護
具
(P
P
E
)

１
）
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
個
人
防
護
具
（
P
P
E
)が

整
っ
て
い
る

２
）
マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
キ
ャ
ッ
プ
、
ガ
ウ
ン
な
ど
の
P
P
E
の

使
用
基
準
、
方
法
を
職
員
が
理
解
し
て
い
る

３
）
個
人
防
護
具
(P
P
E
)の

着
脱
方
法
を
教
育
し
て
い
る

評
価

コ
メ
ン
ト

１
．
空
気
感
染
予
防
策

１
）
結
核
発
症
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
*

E
．
IC
U

F
．
標

準
予

防
策

G
．
感

染
経

路
別

予
防

策
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４
）
乾

燥
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る

２
．

内
視

鏡
１

）
内

視
鏡

洗
浄

・
管

理
が

中
央

化
さ

れ
て

い
る

（
計

画
が

あ
る

）

２
）
専

任
の

内
視

鏡
検

査
技

師
も

し
く
は

看
護

師
が

配
置

さ
れ

て
い

る

３
）
用

手
洗

浄
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る

４
）
管

腔
を

有
す

る
内

視
鏡

は
消

毒
ご

と
に

ア
ル

コ
ー

ル
フ

ラ
ッ

シ
ュ

を
行

っ
て

い
る

５
）
消

毒
薬

の
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン

が
定

期
的

に
行

わ
れ

て
い

る

６
）
自

動
洗

浄
・
消

毒
機

の
管

理
責

任
者

が
い

る

７
）
自

動
洗

浄
・
消

毒
機

の
液

の
交

換
が

記
録

さ
れ

て
い

る

８
）
自

動
洗

浄
・
消

毒
機

の
メ

イ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
期

日
が

記
録

さ
れ

て
い

る

９
）
内

視
鏡

の
保

管
が

適
切

で
あ

る

１
０

）
内

視
鏡

の
表

面
に

損
傷

が
な

い

評
価

コ
メ

ン
ト

１
）
廃

棄
物

の
分

別
、

梱
包

、
表

示
が

適
切

で
あ

る

２
）
感

染
性

廃
棄

物
の

収
納

袋
に

適
切

な
バ

イ
オ

ハ
ザ

ー
ド

マ
ー

ク
が

  
  

付
い

て
い

る

３
）
最

終
保

管
場

所
が

整
備

さ
れ

て
い

る

４
）
廃

棄
物

の
処

理
過

程
が

適
切

で
あ

る

評
価

コ
メ

ン
ト

１
．

設
備

・
機

器
1
）
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
（
ク

ラ
ス

Ⅱ
以

上
）
を

備
え

て
い

る

２
）
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
は

定
期

点
検

（
H

E
P

A
フ

ィ
ル

タ
ー

の
チ

ェ
ッ

ク
・
交

換
等

）
が

行
わ

れ
て

い
る

３
）
菌

株
保

存
庫

（
冷

凍
庫

等
）
は

、
カ

ギ
を

掛
け

て
い

る

４
）
検

査
材

料
の

一
時

保
管

場
所

が
定

め
ら

れ
て

い
る

２
．

検
査

業
務

１
）
安

全
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る

２
）
業

務
内

容
に

よ
り

N
9
5
マ

ス
ク

、
手

袋
、

専
用

ガ
ウ

ン
等

を
着

用
し

て
い

る

K
．

医
療

廃
棄

物

L
．

微
生

物
検

査
室

３
）
必

要
な

場
合

，
抗

菌
薬

の
術

中
追

加
投

与
が

行
わ

れ
て

い
る

４
）
バ

ン
コ

マ
イ

シ
ン

を
ル

ー
チ

ン
に

使
用

し
て

い
な

い
（
ま

た
は

使
用

基
準

が
あ

る
）

評
価

コ
メ

ン
ト

１
．

尿
道

カ
テ

ー
テ

ル
１

）
集

尿
バ

ッ
グ

が
膀

胱
よ

り
低

い
位

置
に

あ
り

、
か

つ
床

に
つ

い
て

い
な

い

２
）
閉

塞
や

感
染

が
な

け
れ

ば
、

留
置

カ
テ

ー
テ

ル
は

定
期

的
に

交
換

し
な

い

３
）
集

尿
バ

ッ
グ

の
尿

の
廃

棄
は

、
排

尿
口

と
集

尿
器

を
接

触
さ

せ
な

い

４
）
尿

の
廃

棄
後

は
患

者
毎

に
未

滅
菌

手
袋

を
交

換
し

て
い

る

５
）
日

常
的

に
膀

胱
洗

浄
を

施
行

し
て

い
な

い

６
）
膀

胱
洗

浄
の

際
に

抗
菌

薬
や

消
毒

薬
を

ル
ー

チ
ン

に
局

所
に

用
い

る
こ

と
は

な
い

２
．

人
工

呼
吸

器
１

）
加

湿
器

に
は

滅
菌

水
を

使
用

し
て

い
る

２
）
気

管
内

吸
引

チ
ュ

ー
ブ

は
デ

ィ
ス

ポ
の

シ
ン

グ
ル

ユ
ー

ス
又

は
  

  
閉

鎖
式

で
あ

る

３
）
定

期
的

に
口

腔
内

清
拭

を
行

っ
て

い
る

３
．

血
管

内
留

置
カ

テ
ー

テ
ル

１
）
中

心
静

脈
カ

テ
ー

テ
ル

管
理

に
つ

い
て

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
あ

る

２
）
中

心
静

脈
カ

テ
ー

テ
ル

の
挿

入
は

マ
キ

シ
マ

ル
バ

リ
ア

プ
リ

コ
ー

シ
ョ

ン
（
滅

菌
手

袋
、

滅
菌

ガ
ウ

ン
、

マ
ス

ク
、

帽
子

、
大

き
な

覆
布

）
が

行
わ

れ
て

い
る

３
）
高

カ
ロ

リ
ー

輸
液

製
剤

へ
の

薬
剤

の
混

入
は

ク
リ

ー
ン

ベ
ン

チ
内

で
行

っ
て

い
る ４

）
輸

液
ラ

イ
ン

や
カ

テ
ー

テ
ル

の
接

続
部

の
消

毒
に

は
消

毒
用

エ
タ

ノ
ー

ル
を

用
い

て
い

る

５
）
ラ

イ
ン

を
確

保
し

た
日

付
が

確
実

に
記

載
さ

れ
て

い
る

６
）
ラ

イ
ン

刺
入

部
や

カ
テ

走
行

部
の

皮
膚

が
観

察
で

き
る

状
態

で
固

定
さ

れ
て

い
る ７

）
末

梢
動

脈
血

圧
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

は
デ

ィ
ス

ポ
ー

ザ
ブ

ル
セ

ッ
ト

を
  

  
使

用
し

て
い

る

評
価

コ
メ

ン
ト

１
．

医
療

器
具

１
）
病

棟
で

の
一

次
洗

浄
、

一
次

消
毒

が
廃

止
さ

れ
て

い
る

（
計

画
が

あ
る

）

２
）
生

物
学

的
滅

菌
保

証
・
化

学
的

滅
菌

保
証

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

３
）
消

毒
薬

の
希

釈
方

法
、

保
存

、
交

換
が

適
切

で
あ

る

I．
医

療
器

材
の

管
理

J
．

洗
浄

・
消

毒
・
滅

菌
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３
）
抗
酸
菌
検
査
、
検
体
分
離
等
は
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
で
行
っ
て
い
る

４
）
遠
心
操
作
は
、
安
全
装
置
付
き
遠
心
機
を
使
用
し
て
い
る

５
）
感
染
性
検
査
材
料
用
輸
送
容
器
が
準
備
さ
れ
て
い
る

６
）
廃
棄
容
器
に
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
る

７
）
感
染
防
止
の
た
め
の
手
洗
い
対
策
が
適
正
で
あ
る

８
）
感
染
性
廃
棄
物
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

９
）
関
係
者
以
外
の
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い
る

[記
載
上
の
注
意
] 1
)
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
つ
い
て
、
当
該
医
療
機
関
の
実
情
に
合
わ
せ
て
適
宜
増
減
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

2
)

3
)

4
)

評
価
を
受
け
る
医
療
機
関
は
、
当
日
ま
で
に
根
拠
と
な
る
書
類
等
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
。

評
価
を
実
施
す
る
医
療
機
関
は
、
コ
メ
ン
ト
欄
で
内
容
を
説
明
す
る
こ
と
。
特
に
B
、
Ｃ
判
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
。

評
価
実
施
医
療
機
関
名
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(評

価
責
任
者

名
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

評
価
を
実
施
し
た
医
療
機
関
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
本
チ
ェ
ッ
ク
項
目
表
を
完
成
さ
せ
、
報
告
書
と
し
て
評
価
を
受
け
た
医
療
機
関
へ
送
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、
評
価
を
実
施
し
た

医
療
機
関
は
、
報
告
書
の
写
し
を
保
管
し
て
お
く
こ
と
。
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保険医療機関コード 

又は保険薬局コード 
 

 

 届 出 番 号  
 

 

 

   連絡先 

    担当者氏名： 

    電 話 番 号： 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（届出事項） 

 

［            ］の施設基準に係る届出 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において当該届出に係る事項に関し、不正又は不当な届出（法

令の規定に基づくものに限る。）を行ったことがないこと。 
 
 □ 当該届出を行う前６月間において療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労

働大臣が定める掲示事項等第三に規定する基準に違反したことがなく、かつ現に違反して
いないこと。 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において、健康保険法第78条第１項及び高齢者の医療の確保に

関する法律第72条第１項の規定に基づく検査等の結果、診療内容又は診療報酬の請求に関
し、不正又は不当な行為が認められたことがないこと。 

 
 □ 当該届出を行う時点において、厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員

数の基準並びに入院基本料の算定方法に規定する入院患者数の基準に該当する保険医療機
関又は医師等の員数の基準に該当する保険医療機関でないこと。 

  
  標記について、上記基準のすべてに適合しているので、別添の様式を添えて届出します。 
 

 

 平成   年   月   日 

 

 

  保険医療機関の所在地 

  及び名称 

 

                                      開設者名           印 

 

 

           殿 

 

 

   備考１ ［   ］欄には、該当する施設基準の名称を記入すること。 

     ２ □には、適合する場合「レ」を記入すること。 

     ３ 届出書は、１通提出のこと。 
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（参考）

※　本様式は保険医療機関が届出に当たり確認に用いるための参考様式であって、届出書に添付する必要はない。

施設基
準通知 名　　　称

第1の2 機能強化加算 □ □ 年 月 □ （別添７の２）

2 時間外対応加算 □ □ 年 月 □ 様式2

2の3 地域包括診療加算 □ □ 年 月 □ 様式2の3

2の6 オンライン診療料 □ □ 年 月 □ 様式2の5

2の7
歯科点数表の初診料の注１に規定する施
設基準

□ □ 年 月 □ 様式2の6,2の8

3 地域歯科診療支援病院歯科初診料 □ □ 年 月 □ 様式2の8,3

4 歯科外来診療環境体制加算 □ □ 年 月 □ 様式4

4の2 歯科診療特別対応連携加算 □ □ 年 月 □ 様式4の2

5 一般病棟入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 療養病棟入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 結核病棟入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 精神病棟入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 特定機能病院入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 専門病院入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 障害者施設等入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11,19

5 有床診療所入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5,12～12の10

5 有床診療所療養病床入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5,12～12の10

第1 総合入院体制加算 □ □ 年 月 □ 様式10,13,13の2

2の2 救急医療管理加算 □ □ 年 月 □ （別添７の２）

3 超急性期脳卒中加算 □ □ 年 月 □ 様式15

4 診療録管理体制加算 □ □ 年 月 □ 様式17

4の2 医師事務作業補助体制加算 □ □ 年 月 □ 様式13の4,18,18の2

4の3 急性期看護補助体制加算 □ □ 年 月 □ 様式8,9,13の3,18の3

4の4 看護職員夜間配置加算 □ □ 年 月 □ 様式8,9,10,13の3,18の3

5 特殊疾患入院施設管理加算 □ □ 年 月 □ 様式9,19,20

6の2 看護配置加算 □ □ 年 月 □ 様式8,9

7 看護補助加算 □ □ 年 月 □ 様式8,9,10,13の3,18の3

9 療養環境加算 □ □ 年 月 □ 様式22

10 重症者等療養環境特別加算 □ □ 年 月 □ 様式23,23の2

11 療養病棟療養環境加算 □ □ 年 月 □ 様式24,24の2

11の2 療養病棟療養環境改善加算 □ □ 年 月 □ 様式24,24の2

1  「区分」欄ごとに、「今回届出」欄、「既届出」欄又は「算定しない」欄のいずれかにチェックする。

2  「今回届出」欄にチェックをした場合は、「様式」欄に示す様式を添付する。

3  「既届出」欄にチェックした場合は、届出年月を記載する。

4  届出保険医療機関において「区分」欄に掲げる診療報酬を算定しない場合は、「算定しない」欄をチェックする。

今回
届出

既届出
算定

しない
様式（別添７（又は別添７の２）

別添７－２ 

 

基本診療料の施設基準等に係る届出書 

 

 

 

 
保険医療機関コード 

又は保険薬局コード 
 

  連絡先 

   担当者氏名： 

   電 話 番 号： 

   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（届出事項） 

□ 機能強化加算             （※機能強化第  号）  

□ 救急医療管理加算           （※救急医療第  号）  

□ せん妄ハイリスク患者ケア加算     （※せん妄ケア第  号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において当該届出に係る事項に関し、不正又は不当な届出（法令の

規定に基づくものに限る。）を行ったことがないこと。 
 
 □ 当該届出を行う前６月間において療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大

臣が定める掲示事項等第三に規定する基準に違反したことがなく、かつ現に違反していないこ
と。 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において、健康保険法第78条第１項及び高齢者の医療の確保に関す

る法律第72条第１項の規定に基づく検査等の結果、診療内容又は診療報酬の請求に関し、不正
又は不当な行為が認められたことがないこと。 

 
 □ 当該届出を行う時点において、厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員数の

基準並びに入院基本料の算定方法に規定する入院患者数の基準に該当する保険医療機関又は医
師等の員数の基準に該当する保険医療機関でないこと。 

  
  標記について、上記のすべてに適合し、施設基準を満たしているので、届出します。 

 

 令和   年   月   日 

 

 

  保険医療機関の所在地 

  及び名称 

 

                                      開設者名           印 

 

 

           殿 

 

   備考１ □には、適合する場合「レ」を記入すること。 

     ２ ※は記載する必要がないこと。 

     ３ 届出書は、１通提出のこと。 
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（参考）

※　本様式は保険医療機関が届出に当たり確認に用いるための参考様式であって、届出書に添付する必要はない。

施設基
準通知 名　　　称

第1の2 機能強化加算 □ □ 年 月 □ （別添７の２）

2 時間外対応加算 □ □ 年 月 □ 様式2

2の3 地域包括診療加算 □ □ 年 月 □ 様式2の3

2の6 オンライン診療料 □ □ 年 月 □ 様式2の5

2の7
歯科点数表の初診料の注１に規定する施
設基準

□ □ 年 月 □ 様式2の6,2の8

3 地域歯科診療支援病院歯科初診料 □ □ 年 月 □ 様式2の8,3

4 歯科外来診療環境体制加算 □ □ 年 月 □ 様式4

4の2 歯科診療特別対応連携加算 □ □ 年 月 □ 様式4の2

5 一般病棟入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 療養病棟入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 結核病棟入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 精神病棟入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 特定機能病院入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 専門病院入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11

5 障害者施設等入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5～11,19

5 有床診療所入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5,12～12の10

5 有床診療所療養病床入院基本料 □ □ 年 月 □ 様式5,12～12の10

第1 総合入院体制加算 □ □ 年 月 □ 様式10,13,13の2

2の2 救急医療管理加算 □ □ 年 月 □ （別添７の２）

3 超急性期脳卒中加算 □ □ 年 月 □ 様式15

4 診療録管理体制加算 □ □ 年 月 □ 様式17

4の2 医師事務作業補助体制加算 □ □ 年 月 □ 様式13の4,18,18の2

4の3 急性期看護補助体制加算 □ □ 年 月 □ 様式8,9,13の3,18の3

4の4 看護職員夜間配置加算 □ □ 年 月 □ 様式8,9,10,13の3,18の3

5 特殊疾患入院施設管理加算 □ □ 年 月 □ 様式9,19,20

6の2 看護配置加算 □ □ 年 月 □ 様式8,9

7 看護補助加算 □ □ 年 月 □ 様式8,9,10,13の3,18の3

9 療養環境加算 □ □ 年 月 □ 様式22

10 重症者等療養環境特別加算 □ □ 年 月 □ 様式23,23の2

11 療養病棟療養環境加算 □ □ 年 月 □ 様式24,24の2

11の2 療養病棟療養環境改善加算 □ □ 年 月 □ 様式24,24の2

1  「区分」欄ごとに、「今回届出」欄、「既届出」欄又は「算定しない」欄のいずれかにチェックする。

2  「今回届出」欄にチェックをした場合は、「様式」欄に示す様式を添付する。

3  「既届出」欄にチェックした場合は、届出年月を記載する。

4  届出保険医療機関において「区分」欄に掲げる診療報酬を算定しない場合は、「算定しない」欄をチェックする。

今回
届出

既届出
算定

しない
様式（別添７（又は別添７の２）

別添７－２ 

 

基本診療料の施設基準等に係る届出書 

 

 

 

 
保険医療機関コード 

又は保険薬局コード 
 

  連絡先 

   担当者氏名： 

   電 話 番 号： 

   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（届出事項） 

□ 機能強化加算             （※機能強化第  号）  

□ 救急医療管理加算           （※救急医療第  号）  

□ せん妄ハイリスク患者ケア加算     （※せん妄ケア第  号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において当該届出に係る事項に関し、不正又は不当な届出（法令の

規定に基づくものに限る。）を行ったことがないこと。 
 
 □ 当該届出を行う前６月間において療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大

臣が定める掲示事項等第三に規定する基準に違反したことがなく、かつ現に違反していないこ
と。 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において、健康保険法第78条第１項及び高齢者の医療の確保に関す

る法律第72条第１項の規定に基づく検査等の結果、診療内容又は診療報酬の請求に関し、不正
又は不当な行為が認められたことがないこと。 

 
 □ 当該届出を行う時点において、厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員数の

基準並びに入院基本料の算定方法に規定する入院患者数の基準に該当する保険医療機関又は医
師等の員数の基準に該当する保険医療機関でないこと。 

  
  標記について、上記のすべてに適合し、施設基準を満たしているので、届出します。 

 

 令和   年   月   日 

 

 

  保険医療機関の所在地 

  及び名称 

 

                                      開設者名           印 

 

 

           殿 

 

   備考１ □には、適合する場合「レ」を記入すること。 

     ２ ※は記載する必要がないこと。 

     ３ 届出書は、１通提出のこと。 
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施設基
準通知 名　　　称

今回
届出

既届出
算定

しない
様式（別添７（又は別添７の２）

3 ハイケアユニット入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,44

4 脳卒中ケアユニット入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式10,20,45

4の2 小児特定集中治療室管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,43,43の2,48

5 新生児特定集中治療室管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,42の2

6 総合周産期特定集中治療室管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,42の2

7 新生児治療回復室入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,42の2,45の2

8 一類感染症患者入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式8,9.46

9 特殊疾患入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,47

10 小児入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式9,48～48の3

11 回復期リハビリテーション病棟入院料 □ □ 年 月 □
様式8,9,20,49～49の7(49の4を
除く｡)

12 地域包括ケア病棟入院料 □ □ 年 月 □
様式8,9,10,13の3,18の3,20,50
～50の3

13 特殊疾患病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,24の2,51

14 緩和ケア病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,52,52の2

15 精神科救急入院料 □ □ 年 月 □
様式8,9,13の3,20,53,54,
(特掲別添2)様式48

16 精神科急性期治療病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,53

16の2 精神科救急・合併症入院料 □ □ 年 月 □
様式9,13の3,20,53,55
(特掲別添2)様式48

16の3 児童・思春期精神科入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式9,57

17 精神療養病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,24の2,55の2,55の3

19 認知症治療病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,56,(特掲別添2)様式48

20 特定一般病棟入院料 □ □ 年 月 □
様式8,9,20,50～50の3,57の2,57
の3,(特掲別添2)様式10

21 地域移行機能強化病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,24の2,57の4

短期滞在手術等基本料１ □ □ 年 月 □ 様式58

短期滞在手術等基本料２ □ □ 年 月 □ 様式58

※様式1,2の2,5の2,9の2,9の3,9の4,10の4,13の4,14,14の2,16,21,26,32の2,33,39,
39の2,40,53の2は欠番

施設基
準通知 名　　　称

今回
届出

既届出
算定

しない
様式（別添７（又は別添７の２）

12 診療所療養病床療養環境加算 □ □ 年 月 □ 様式25

12の2 診療所療養病床療養環境改善加算 □ □ 年 月 □ 様式25

12の3 無菌治療室管理加算 □ □ 年 月 □ 様式26の2

14 緩和ケア診療加算 □ □ 年 月 □ 様式27

14の2 有床診療所緩和ケア診療加算 □ □ 年 月 □ 様式27の2

15 精神科応急入院施設管理加算 □ □ 年 月 □ 様式9,20,28

16 精神病棟入院時医学管理加算 □ □ 年 月 □ 様式29

16の2 精神科地域移行実施加算 □ □ 年 月 □ 様式30

16の3 精神科身体合併症管理加算 □ □ 年 月 □ 様式31

17 精神科リエゾンチーム加算 □ □ 年 月 □ 様式32

17の3 重度アルコール依存症入院医療管理加算 □ □ 年 月 □ 様式32の3

17の4 摂食障害入院医療管理加算 □ □ 年 月 □ 様式32の4

19 栄養サポートチーム加算 □ □ 年 月 □ 様式34

20 医療安全対策加算 □ □ 年 月 □ 様式35,35の4

21 感染防止対策加算 □ □ 年 月 □ 様式35の2,35の3

21 抗菌薬適正使用支援加算 □ □ 年 月 □ 様式35の5

21の2 患者サポート体制充実加算 □ □ 年 月 □ 様式36

22 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 □ □ 年 月 □ 様式37,37の2

22の2 ハイリスク妊娠管理加算 □ □ 年 月 □ 様式38

23 ハイリスク分娩管理加算 □ □ 年 月 □ 様式38

24の5 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算 □ □ 年 月 □ 様式39の3

24の6 精神科救急搬送患者地域連携受入加算 □ □ 年 月 □ 様式39の3

25 総合評価加算 □ □ 年 月 □ 様式40

26 呼吸ケアチーム加算 □ □ 年 月 □ 様式40の2

26の2 後発医薬品使用体制加算 □ □ 年 月 □ 様式40の3

26の3 病棟薬剤業務実施加算 □ □ 年 月 □ 様式40の4

26の4 データ提出加算 □ □ 年 月 □ 様式40の5,40の7,40の8

26の5 入退院支援加算 □ □ 年 月 □
様式40の9
(特掲別添2)様式12,12の2

26の6 認知症ケア加算 □ □ 年 月 □ 様式40の10,40の11

26の6の2 せん妄ハイリスク患者ケア加算 □ □ 年 月 □ （別添７の２）

26の7 精神疾患診療体制加算 □ □ 年 月 □ 様式40の12

26の8 精神科急性期医師配置加算 □ □ 年 月 □ 様式40の13,53

26の9 排尿自立支援加算 □ □ 年 月 □ 様式40の14

26の10 地域医療体制確保加算 □ □ 年 月 □ 様式40の15,40の16

27 地域歯科診療支援病院入院加算 □ □ 年 月 □ 様式41

第1 救命救急入院料 □ □ 年 月 □ 様式20,42,43

2 特定集中治療室管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,42,42の3,42の4,43

（ ）（ ） 12191218



施設基
準通知 名　　　称

今回
届出

既届出
算定

しない
様式（別添７（又は別添７の２）

3 ハイケアユニット入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,44

4 脳卒中ケアユニット入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式10,20,45

4の2 小児特定集中治療室管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,43,43の2,48

5 新生児特定集中治療室管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,42の2

6 総合周産期特定集中治療室管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,42の2

7 新生児治療回復室入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,42の2,45の2

8 一類感染症患者入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式8,9.46

9 特殊疾患入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,47

10 小児入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式9,48～48の3

11 回復期リハビリテーション病棟入院料 □ □ 年 月 □
様式8,9,20,49～49の7(49の4を
除く｡)

12 地域包括ケア病棟入院料 □ □ 年 月 □
様式8,9,10,13の3,18の3,20,50
～50の3

13 特殊疾患病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,24の2,51

14 緩和ケア病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,52,52の2

15 精神科救急入院料 □ □ 年 月 □
様式8,9,13の3,20,53,54,
(特掲別添2)様式48

16 精神科急性期治療病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,53

16の2 精神科救急・合併症入院料 □ □ 年 月 □
様式9,13の3,20,53,55
(特掲別添2)様式48

16の3 児童・思春期精神科入院医療管理料 □ □ 年 月 □ 様式9,57

17 精神療養病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,24の2,55の2,55の3

19 認知症治療病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,56,(特掲別添2)様式48

20 特定一般病棟入院料 □ □ 年 月 □
様式8,9,20,50～50の3,57の2,57
の3,(特掲別添2)様式10

21 地域移行機能強化病棟入院料 □ □ 年 月 □ 様式9,20,24の2,57の4

短期滞在手術等基本料１ □ □ 年 月 □ 様式58

短期滞在手術等基本料２ □ □ 年 月 □ 様式58

※様式1,2の2,5の2,9の2,9の3,9の4,10の4,13の4,14,14の2,16,21,26,32の2,33,39,
39の2,40,53の2は欠番

施設基
準通知 名　　　称

今回
届出

既届出
算定

しない
様式（別添７（又は別添７の２）

12 診療所療養病床療養環境加算 □ □ 年 月 □ 様式25

12の2 診療所療養病床療養環境改善加算 □ □ 年 月 □ 様式25

12の3 無菌治療室管理加算 □ □ 年 月 □ 様式26の2

14 緩和ケア診療加算 □ □ 年 月 □ 様式27

14の2 有床診療所緩和ケア診療加算 □ □ 年 月 □ 様式27の2

15 精神科応急入院施設管理加算 □ □ 年 月 □ 様式9,20,28

16 精神病棟入院時医学管理加算 □ □ 年 月 □ 様式29

16の2 精神科地域移行実施加算 □ □ 年 月 □ 様式30

16の3 精神科身体合併症管理加算 □ □ 年 月 □ 様式31

17 精神科リエゾンチーム加算 □ □ 年 月 □ 様式32

17の3 重度アルコール依存症入院医療管理加算 □ □ 年 月 □ 様式32の3

17の4 摂食障害入院医療管理加算 □ □ 年 月 □ 様式32の4

19 栄養サポートチーム加算 □ □ 年 月 □ 様式34

20 医療安全対策加算 □ □ 年 月 □ 様式35,35の4

21 感染防止対策加算 □ □ 年 月 □ 様式35の2,35の3

21 抗菌薬適正使用支援加算 □ □ 年 月 □ 様式35の5

21の2 患者サポート体制充実加算 □ □ 年 月 □ 様式36

22 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 □ □ 年 月 □ 様式37,37の2

22の2 ハイリスク妊娠管理加算 □ □ 年 月 □ 様式38

23 ハイリスク分娩管理加算 □ □ 年 月 □ 様式38

24の5 精神科救急搬送患者地域連携紹介加算 □ □ 年 月 □ 様式39の3

24の6 精神科救急搬送患者地域連携受入加算 □ □ 年 月 □ 様式39の3

25 総合評価加算 □ □ 年 月 □ 様式40

26 呼吸ケアチーム加算 □ □ 年 月 □ 様式40の2

26の2 後発医薬品使用体制加算 □ □ 年 月 □ 様式40の3

26の3 病棟薬剤業務実施加算 □ □ 年 月 □ 様式40の4

26の4 データ提出加算 □ □ 年 月 □ 様式40の5,40の7,40の8

26の5 入退院支援加算 □ □ 年 月 □
様式40の9
(特掲別添2)様式12,12の2

26の6 認知症ケア加算 □ □ 年 月 □ 様式40の10,40の11

26の6の2 せん妄ハイリスク患者ケア加算 □ □ 年 月 □ （別添７の２）

26の7 精神疾患診療体制加算 □ □ 年 月 □ 様式40の12

26の8 精神科急性期医師配置加算 □ □ 年 月 □ 様式40の13,53

26の9 排尿自立支援加算 □ □ 年 月 □ 様式40の14

26の10 地域医療体制確保加算 □ □ 年 月 □ 様式40の15,40の16

27 地域歯科診療支援病院入院加算 □ □ 年 月 □ 様式41

第1 救命救急入院料 □ □ 年 月 □ 様式20,42,43

2 特定集中治療室管理料 □ □ 年 月 □ 様式20,42,42の3,42の4,43
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別添２ 

 

  特掲診療料の施設基準に係る届出書 

 

 

 保険医療機関コード   

 
届 出 番 号 

  

 又は保険薬局コード  

 

 

 

連絡先 

担当者氏名： 

電 話 番 号     ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（届出事項） 

 

            ［               ］の施設基準に係る届出 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □ 当該届出を行う前６か月間において当該届出に係る事項に関し、不正又は不当な届出（法令の規定に基づく

ものに限る。）を行ったことがないこと。 
 
 □ 当該届出を行う前６か月間において療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める

掲示事項等第三に規定する基準に違反したことがなく、かつ現に違反していないこと。 
 
 □ 当該届出を行う前６か月間において、健康保険法第78条第１項及び高齢者の医療の確保に関する法律第72条

第１項の規定に基づく検査等の結果、診療内容又は診療報酬の請求に関し、不正又は不当な行為が認められた

ことがないこと。 
 

 □ 当該届出を行う時点において、厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員数の基準並びに入院

基本料の算定方法に規定する入院患者数の基準に該当する保険医療機関又は医師等の員数の基準に該当する

保険医療機関でないこと。 
  

  標記について、上記基準のすべてに適合しているので、別添の様式を添えて届出します。 
 

 令和   年   月   日 

 

  保険医療機関・保険薬局の所在地 

  及び名称 

 

                                      開設者名            印 

 

            殿 

 

 

  備考１ ［   ］欄には、該当する施設基準の名称を記入すること。 

    ２ □には、適合する場合「 」を記入すること。 

    ３ 届出書は、１通提出のこと。 

 

別添２の２ 

 

特掲診療料の施設基準等に係る届出書 

 

 

 

 
保険医療機関コード 

又は保険薬局コード 
 

  連絡先 

   担当者氏名： 

   電 話 番 号： 

   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（届出事項） 

□ 糖尿病合併症管理料                      （※糖管第  号） 

□ がん性疼痛緩和指導管理料                   （※がん疼第  号） 

□ 乳腺炎重症化予防ケア・指導料               （※乳腺ケア第  号） 

□ 小児科外来診療料                      （※小外診第  号） 

□ ハイリスク妊産婦連携指導料（１・２）      （※ハイ妊連（１・２）第  号） 

□ 遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料）  （※遠隔持陽第  号） 

□ 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）          （※腹リ傍大第  号） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において当該届出に係る事項に関し、不正又は不当な届出（法令の

規定に基づくものに限る。）を行ったことがないこと。 
 
 □ 当該届出を行う前６月間において療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大

臣が定める掲示事項等第三に規定する基準に違反したことがなく、かつ現に違反していないこ
と。 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において、健康保険法第78条第１項及び高齢者の医療の確保に関す

る法律第72条第１項の規定に基づく検査等の結果、診療内容又は診療報酬の請求に関し、不正
又は不当な行為が認められたことがないこと。 

 
 □ 当該届出を行う時点において、厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員数の

基準並びに入院基本料の算定方法に規定する入院患者数の基準に該当する保険医療機関又は医
師等の員数の基準に該当する保険医療機関でないこと。 

  
  標記について、上記のすべてに適合し、施設基準を満たしているので、届出します。 

 

 令和   年   月   日 

 

  保険医療機関の所在地 

  及び名称 

 

                                      開設者名           印 

 

           殿 

 

   備考１ □には、適合する場合「レ」を記入すること。 

     ２ ※は記載する必要がないこと。 

     ３ 届出書は、１通提出のこと。 
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別添２ 

 

  特掲診療料の施設基準に係る届出書 

 

 

 保険医療機関コード   

 
届 出 番 号 

  

 又は保険薬局コード  

 

 

 

連絡先 

担当者氏名： 

電 話 番 号     ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（届出事項） 

 

            ［               ］の施設基準に係る届出 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □ 当該届出を行う前６か月間において当該届出に係る事項に関し、不正又は不当な届出（法令の規定に基づく

ものに限る。）を行ったことがないこと。 
 
 □ 当該届出を行う前６か月間において療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める

掲示事項等第三に規定する基準に違反したことがなく、かつ現に違反していないこと。 
 
 □ 当該届出を行う前６か月間において、健康保険法第78条第１項及び高齢者の医療の確保に関する法律第72条

第１項の規定に基づく検査等の結果、診療内容又は診療報酬の請求に関し、不正又は不当な行為が認められた

ことがないこと。 
 

 □ 当該届出を行う時点において、厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員数の基準並びに入院

基本料の算定方法に規定する入院患者数の基準に該当する保険医療機関又は医師等の員数の基準に該当する

保険医療機関でないこと。 
  

  標記について、上記基準のすべてに適合しているので、別添の様式を添えて届出します。 
 

 令和   年   月   日 

 

  保険医療機関・保険薬局の所在地 

  及び名称 

 

                                      開設者名            印 

 

            殿 

 

 

  備考１ ［   ］欄には、該当する施設基準の名称を記入すること。 

    ２ □には、適合する場合「 」を記入すること。 

    ３ 届出書は、１通提出のこと。 

 

別添２の２ 

 

特掲診療料の施設基準等に係る届出書 

 

 

 

 
保険医療機関コード 

又は保険薬局コード 
 

  連絡先 

   担当者氏名： 

   電 話 番 号： 

   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（届出事項） 

□ 糖尿病合併症管理料                      （※糖管第  号） 

□ がん性疼痛緩和指導管理料                   （※がん疼第  号） 

□ 乳腺炎重症化予防ケア・指導料               （※乳腺ケア第  号） 

□ 小児科外来診療料                      （※小外診第  号） 

□ ハイリスク妊産婦連携指導料（１・２）      （※ハイ妊連（１・２）第  号） 

□ 遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料）  （※遠隔持陽第  号） 

□ 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）          （※腹リ傍大第  号） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において当該届出に係る事項に関し、不正又は不当な届出（法令の

規定に基づくものに限る。）を行ったことがないこと。 
 
 □ 当該届出を行う前６月間において療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大

臣が定める掲示事項等第三に規定する基準に違反したことがなく、かつ現に違反していないこ
と。 

 
 □ 当該届出を行う前６月間において、健康保険法第78条第１項及び高齢者の医療の確保に関す

る法律第72条第１項の規定に基づく検査等の結果、診療内容又は診療報酬の請求に関し、不正
又は不当な行為が認められたことがないこと。 

 
 □ 当該届出を行う時点において、厚生労働大臣の定める入院患者数の基準及び医師等の員数の

基準並びに入院基本料の算定方法に規定する入院患者数の基準に該当する保険医療機関又は医
師等の員数の基準に該当する保険医療機関でないこと。 

  
  標記について、上記のすべてに適合し、施設基準を満たしているので、届出します。 

 

 令和   年   月   日 

 

  保険医療機関の所在地 

  及び名称 

 

                                      開設者名           印 

 

           殿 

 

   備考１ □には、適合する場合「レ」を記入すること。 

     ２ ※は記載する必要がないこと。 

     ３ 届出書は、１通提出のこと。 

 

 

（ ）（ ） 12211220



（参考）

※　本様式は保険医療機関が届出に当たり確認に用いるための参考様式であって、届出書に添付する必要はない。

施設基
準通知 名　　　称

1の2 ウイルス疾患指導料 □ □ 年 月 □ 1,4

1の6 外来栄養食事指導料（注２） □ □ 年 月 □ 1の2

1の7 遠隔モニタリング加算（ペースメーカー指導管理料） □ □ 年 月 □ 1の3

3 喘息治療管理料 □ □ 年 月 □ 3

4の3 がん患者指導管理料 □ □ 年 月 □ 5の3

4の4 外来緩和ケア管理料 □ □ 年 月 □ 5の4,4

4の5 移植後患者指導管理料 □ □ 年 月 □ 5の5

4の6 糖尿病透析予防指導管理料 □ □ 年 月 □ 5の6,5の8

4の9 婦人科特定疾患治療管理料 □ □ 年 月 □ 5の10

6 地域連携小児夜間・休日診療料１ □ □ 年 月 □ 7

6 地域連携小児夜間・休日診療料２ □ □ 年 月 □ 7

6の3 地域連携夜間・休日診療料 □ □ 年 月 □ 7の2

6の4 院内トリアージ実施料 □ □ 年 月 □ 7の3

6の5 救急搬送看護体制加算 □ □ 年 月 □ 7の3

6の7 外来放射線照射診療料 □ □ 年 月 □ 7の6

6の8 地域包括診療料１ □ □ 年 月 □ 7の7

6の8 地域包括診療料２ □ □ 年 月 □ 7の7

6の8の3 小児かかりつけ診療料 □ □ 年 月 □ 7の8

7 ニコチン依存症管理料 □ □ 年 月 □ 8,4

7の2 療養・就労両立支援指導料 □ □ 年 月 □ 8の3

8 開放型病院共同指導料 □ □ 年 月 □ 9,10

9 在宅療養支援診療所 □ □ 年 月 □
11,11の3,11の4,

11の5

11 ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 13

11の2 がん治療連携計画策定料 □ □ 年 月 □ 13の2,13の3

11の2 がん治療連携指導料 □ □ 年 月 □ 13の2

11の3の3 排尿自立指導料 □ □ 年 月 □ 13の4

11の5 肝炎インターフェロン治療計画料 □ □ 年 月 □ 13の6

12 薬剤管理指導料 □ □ 年 月 □ 14,4

12の1の2 地域連携診療計画加算 □ □ 年 月 □ 12,12の2

12の1の2 検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 □ □ 年 月 □ 14の2

12の２ 医療機器安全管理料１ □ □ 年 月 □ 15

12の２ 医療機器安全管理料２ □ □ 年 月 □ 15

12の２ 医療機器安全管理料（歯科） □ □ 年 月 □ 15

12の３ 精神科退院時共同指導料 □ □ 年 月 □ 16

13 総合医療管理加算（歯科疾患管理料） □ □ 年 月 □ 17

既届出

1  「区分」欄ごとに、「今回届出」欄、「既届出」欄又は「算定しない」欄のいずれかにチェックする。

2  「今回届出」欄にチェックをした場合は、「様式」欄に示す様式を添付する。

3  「既届出」欄にチェックをした場合は、届出年月を記載する。

4  届出保険医療機関において「区分」欄に掲げる診療報酬を算定しない場合は、「算定しない」欄をチェックする。

算定
しない

様式（別添２）
今回
届出

施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定
しない

様式（別添２）
今回
届出

13 歯科治療時医療管理料 □ □ 年 月 □ 17

13の2 かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所 □ □ 年 月 □ 17の2

14 在宅療養支援歯科診療所１ □ □ 年 月 □ 18

14 在宅療養支援歯科診療所２ □ □ 年 月 □ 18

14の2 在宅療養支援病院 □ □ 年 月 □
11の2,11の3,
11の4,11の5

14の3 在宅総合医療管理加算（歯科疾患在宅療養管理料） □ □ 年 月 □ 17

14の3 在宅患者歯科治療時医療管理料 □ □ 年 月 □ 17

15 在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料 □ □ 年 月 □ 19

16 在宅がん医療総合診療料 □ □ 年 月 □ 20

16の2
在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指導料の注
２

□ □ 年 月 □ 20の2の2

16の2 訪問看護・指導体制充実加算 □ □ 年 月 □ 20の3

16の3 在宅療養後方支援病院 □ □ 年 月 □ 20の4,20の5

16の4 在宅患者訪問褥瘡管理指導料 □ □ 年 月 □ 20の7

16の5 在宅血液透析指導管理料 □ □ 年 月 □ 20の2

16の6 遠隔モニタリング加算（在宅酸素療法指導管理料） □ □ 年 月 □ 20の3の2

16の7 遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料） □ □ 年 月 □ 20の3の3

16の8 在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 □ □ 年 月 □ 20の9

16の9 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 □ □ 年 月 □ 20の10,52

16の10 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料 □ □ 年 月 □ 20の11

16の11 持続血糖測定器加算 □ □ 年 月 □ 24の5

17 歯科訪問診療料に係る地域医療連携体制加算 □ □ 年 月 □ 21

17の1の2 歯科訪問診療料の注13に規定する基準 □ □ 年 月 □ 21の3の2

17の2 在宅歯科医療推進加算 □ □ 年 月 □ 21の4

18の1の2 遺伝学的検査 □ □ 年 月 □ 23

18の1の3 骨髄微小残存病変量測定 □ □ 年 月 □ 23の2

18の1の4 ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査 □ □ 年 月 □ 23の3

18の1の5 がんゲノムプロファイリング検査 □ □ 年 月 □ 23の4

18の1の6 角膜ジストロフィー遺伝子検査 □ □ 年 月 □ 23の5

18の1の7 先天性代謝異常症検査 □ □ 年 月 □ 23の6

18の1の9
抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性
同定検査）

□ □ 年 月 □ 5の5

18の2 ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） □ □ 年 月 □ 22の2

18の2の3 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 □ □ 年 月 □ 22の3

19 検体検査管理加算（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 22

19の2 検体検査管理加算（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 22

20 検体検査管理加算（Ⅲ） □ □ 年 月 □ 22

20の2 検体検査管理加算（Ⅳ） □ □ 年 月 □ 22

20の3 国際標準検査管理加算 □ □ 年 月 □ 22

21 遺伝カウンセリング加算 □ □ 年 月 □ 23

21の2 遺伝性腫瘍カウンセリング加算 □ □ 年 月 □ 23の4

22 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 □ □ 年 月 □ 24

（ ）（ ） 12231222



（参考）

※　本様式は保険医療機関が届出に当たり確認に用いるための参考様式であって、届出書に添付する必要はない。

施設基
準通知 名　　　称

1の2 ウイルス疾患指導料 □ □ 年 月 □ 1,4

1の6 外来栄養食事指導料（注２） □ □ 年 月 □ 1の2

1の7 遠隔モニタリング加算（ペースメーカー指導管理料） □ □ 年 月 □ 1の3

3 喘息治療管理料 □ □ 年 月 □ 3

4の3 がん患者指導管理料 □ □ 年 月 □ 5の3

4の4 外来緩和ケア管理料 □ □ 年 月 □ 5の4,4

4の5 移植後患者指導管理料 □ □ 年 月 □ 5の5

4の6 糖尿病透析予防指導管理料 □ □ 年 月 □ 5の6,5の8

4の9 婦人科特定疾患治療管理料 □ □ 年 月 □ 5の10

6 地域連携小児夜間・休日診療料１ □ □ 年 月 □ 7

6 地域連携小児夜間・休日診療料２ □ □ 年 月 □ 7

6の3 地域連携夜間・休日診療料 □ □ 年 月 □ 7の2

6の4 院内トリアージ実施料 □ □ 年 月 □ 7の3

6の5 救急搬送看護体制加算 □ □ 年 月 □ 7の3

6の7 外来放射線照射診療料 □ □ 年 月 □ 7の6

6の8 地域包括診療料１ □ □ 年 月 □ 7の7

6の8 地域包括診療料２ □ □ 年 月 □ 7の7

6の8の3 小児かかりつけ診療料 □ □ 年 月 □ 7の8

7 ニコチン依存症管理料 □ □ 年 月 □ 8,4

7の2 療養・就労両立支援指導料 □ □ 年 月 □ 8の3

8 開放型病院共同指導料 □ □ 年 月 □ 9,10

9 在宅療養支援診療所 □ □ 年 月 □
11,11の3,11の4,

11の5

11 ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 13

11の2 がん治療連携計画策定料 □ □ 年 月 □ 13の2,13の3

11の2 がん治療連携指導料 □ □ 年 月 □ 13の2

11の3の3 排尿自立指導料 □ □ 年 月 □ 13の4

11の5 肝炎インターフェロン治療計画料 □ □ 年 月 □ 13の6

12 薬剤管理指導料 □ □ 年 月 □ 14,4

12の1の2 地域連携診療計画加算 □ □ 年 月 □ 12,12の2

12の1の2 検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 □ □ 年 月 □ 14の2

12の２ 医療機器安全管理料１ □ □ 年 月 □ 15

12の２ 医療機器安全管理料２ □ □ 年 月 □ 15

12の２ 医療機器安全管理料（歯科） □ □ 年 月 □ 15

12の３ 精神科退院時共同指導料 □ □ 年 月 □ 16

13 総合医療管理加算（歯科疾患管理料） □ □ 年 月 □ 17

既届出

1  「区分」欄ごとに、「今回届出」欄、「既届出」欄又は「算定しない」欄のいずれかにチェックする。

2  「今回届出」欄にチェックをした場合は、「様式」欄に示す様式を添付する。

3  「既届出」欄にチェックをした場合は、届出年月を記載する。

4  届出保険医療機関において「区分」欄に掲げる診療報酬を算定しない場合は、「算定しない」欄をチェックする。

算定
しない

様式（別添２）
今回
届出

施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定

しない
様式（別添２）

今回
届出

13 歯科治療時医療管理料 □ □ 年 月 □ 17

13の2 かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所 □ □ 年 月 □ 17の2

14 在宅療養支援歯科診療所１ □ □ 年 月 □ 18

14 在宅療養支援歯科診療所２ □ □ 年 月 □ 18

14の2 在宅療養支援病院 □ □ 年 月 □
11の2,11の3,
11の4,11の5

14の3 在宅総合医療管理加算（歯科疾患在宅療養管理料） □ □ 年 月 □ 17

14の3 在宅患者歯科治療時医療管理料 □ □ 年 月 □ 17

15 在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料 □ □ 年 月 □ 19

16 在宅がん医療総合診療料 □ □ 年 月 □ 20

16の2
在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指導料の注
２

□ □ 年 月 □ 20の2の2

16の2 訪問看護・指導体制充実加算 □ □ 年 月 □ 20の3

16の3 在宅療養後方支援病院 □ □ 年 月 □ 20の4,20の5

16の4 在宅患者訪問褥瘡管理指導料 □ □ 年 月 □ 20の7

16の5 在宅血液透析指導管理料 □ □ 年 月 □ 20の2

16の6 遠隔モニタリング加算（在宅酸素療法指導管理料） □ □ 年 月 □ 20の3の2

16の7 遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料） □ □ 年 月 □ 20の3の3

16の8 在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 □ □ 年 月 □ 20の9

16の9 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 □ □ 年 月 □ 20の10,52

16の10 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料 □ □ 年 月 □ 20の11

16の11 持続血糖測定器加算 □ □ 年 月 □ 24の5

17 歯科訪問診療料に係る地域医療連携体制加算 □ □ 年 月 □ 21

17の1の2 歯科訪問診療料の注13に規定する基準 □ □ 年 月 □ 21の3の2

17の2 在宅歯科医療推進加算 □ □ 年 月 □ 21の4

18の1の2 遺伝学的検査 □ □ 年 月 □ 23

18の1の3 骨髄微小残存病変量測定 □ □ 年 月 □ 23の2

18の1の4 ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査 □ □ 年 月 □ 23の3

18の1の5 がんゲノムプロファイリング検査 □ □ 年 月 □ 23の4

18の1の6 角膜ジストロフィー遺伝子検査 □ □ 年 月 □ 23の5

18の1の7 先天性代謝異常症検査 □ □ 年 月 □ 23の6

18の1の9
抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性
同定検査）

□ □ 年 月 □ 5の5

18の2 ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） □ □ 年 月 □ 22の2

18の2の3 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 □ □ 年 月 □ 22の3

19 検体検査管理加算（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 22

19の2 検体検査管理加算（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 22

20 検体検査管理加算（Ⅲ） □ □ 年 月 □ 22

20の2 検体検査管理加算（Ⅳ） □ □ 年 月 □ 22

20の3 国際標準検査管理加算 □ □ 年 月 □ 22

21 遺伝カウンセリング加算 □ □ 年 月 □ 23

21の2 遺伝性腫瘍カウンセリング加算 □ □ 年 月 □ 23の4

22 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 □ □ 年 月 □ 24

（ ）（ ） 12231222



施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定

しない
様式（別添２）

今回
届出

22の3 時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト □ □ 年 月 □ 24の6,52

22の4 胎児心エコー法 □ □ 年 月 □ 24の3,52

22の5 ヘッドアップティルト試験 □ □ 年 月 □ 24の7,52

23 人工膵臓検査 □ □ 年 月 □ 24の4,4

23の2 皮下連続式グルコース測定 □ □ 年 月 □ 24の5

24 長期継続頭蓋内脳波検査 □ □ 年 月 □ 25

24の2 長期脳波ビデオ同時記録検査１ □ □ 年 月 □ 25の2,52

25 中枢神経磁気刺激による誘発筋電図 □ □ 年 月 □ 26

25の2 単線維筋電図 □ □ 年 月 □ 27の4,52

25の3 光トポグラフィー □ □ 年 月 □ 26の2,52

26 脳磁図 □ □ 年 月 □ 27

26の1の2 安全精度管理下で行うもの（終夜睡眠ポリグラフィー） □ □ 年 月 □ 27の2の2,52

26の1の3 脳波検査判断料１ □ □ 年 月 □ 27の2

26の1の4 遠隔脳波診断 □ □ 年 月 □ 　

26の2 神経学的検査 □ □ 年 月 □ 28

27 補聴器適合検査 □ □ 年 月 □ 29

27の2 黄斑局所網膜電図及び全視野精密網膜電図 □ □ 年 月 □ 29の3

27の3 ロービジョン検査判断料 □ □ 年 月 □ 29の2

28 コンタクトレンズ検査料 □ □ 年 月 □ 30

29 小児食物アレルギー負荷検査 □ □ 年 月 □ 31

29の2 内服・点滴誘発試験 □ □ 年 月 □ 31の2

29の3 センチネルリンパ節生検（片側） □ □ 年 月 □ 31の3,52,4

29の4 ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 □ □ 年 月 □ 38

29の4の2 経気管支凍結生検法 □ □ 年 月 □ 38の4

29の5 有床義歯咀嚼機能検査、咀嚼能力検査及び咬合圧検査 □ □ 年 月 □ 38の1の2

29の6 精密触覚機能検査 □ □ 年 月 □ 38の1の3

29の７ 睡眠時歯科筋電図検査 □ □ 年 月 □ 38の1の4

30 画像診断管理加算１ □ □ 年 月 □ 32

30 画像診断管理加算２ □ □ 年 月 □ 32

30 画像診断管理加算３ □ □ 年 月 □ 32

31 歯科画像診断管理加算 □ □ 年 月 □ 33

32 遠隔画像診断 □ □ 年 月 □ 34又は35

33
ポジトロン断層撮影、ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮
影、ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影又は乳房
用ポジトロン断層撮影

□ □ 年 月 □ 36

34 ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 □ □ 年 月 □ 37

35 冠動脈ＣＴ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

35の2 血流予備量比コンピューター断層撮影 □ □ 年 月 □ 37の2

35の3 外傷全身ＣＴ加算 □ □ 年 月 □ 38

36 心臓ＭＲＩ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

36の1の2 乳房ＭＲＩ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

36の1の3 小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定
しない

様式（別添２）
今回
届出

36の1の4 頭部ＭＲＩ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

36の2 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 □ □ 年 月 □ 38の2

36の3 外来後発医薬品使用体制加算 □ □ 年 月 □ 38の3

37 外来化学療法加算１ □ □ 年 月 □ 39

37 外来化学療法加算２ □ □ 年 月 □ 39

37の２ 無菌製剤処理料 □ □ 年 月 □ 40,4

38 心大血管疾患リハビリテーション料（Ｉ） □ □ 年 月 □ 41,44の2

39 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 41,44の2

40 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

40の２ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

41 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

42 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

42の2 運動器リハビリテーション料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

43 運動器リハビリテーション料（Ⅲ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

44 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

45 呼吸器リハビリテーション料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

45の2 摂食機能療法（摂食嚥下支援加算） □ □ 年 月 □ 43の6の2

46 難病患者リハビリテーション料 □ □ 年 月 □ 43,44の2

47 障害児（者）リハビリテーション料 □ □ 年 月 □ 43,44の2

47の2 がん患者リハビリテーション料 □ □ 年 月 □ 43の2,44の2

47の3 認知症患者リハビリテーション料 □ □ 年 月 □ 43の3,44の2

47の3の2 リンパ浮腫複合的治療料 □ □ 年 月 □ 43の7

47の4 集団コミュニケーション療法料 □ □ 年 月 □ 44,44の2

47の5 歯科口腔リハビリテーション料２ □ □ 年 月 □ 44の4

47の6 経頭蓋磁気刺激療法 □ □ 年 月 □ 44の8

47の7 通院・在宅精神療法（児童思春期精神科専門管理加算） □ □ 年 月 □ 44の5

47の7 通院・在宅精神療法（療養生活環境整備指導加算） □ □ 年 月 □ 44の5の2

47の8 救急患者精神科継続支援料 □ □ 年 月 □ 44の6

48 認知療法・認知行動療法 □ □ 年 月 □ 44の3

48の1の2 依存症集団療法 □ □ 年 月 □ 44の7

48の2 精神科作業療法 □ □ 年 月 □ 45,4

49 精神科ショート・ケア「大規模なもの」 □ □ 年 月 □ 46,4

50 精神科ショート・ケア「小規模なもの」 □ □ 年 月 □ 46,4

51 精神科デイ・ケア「大規模なもの」 □ □ 年 月 □ 46,4

52 精神科デイ・ケア「小規模なもの」 □ □ 年 月 □ 46,4

53 精神科ナイト・ケア □ □ 年 月 □ 46,4

54 精神科デイ・ナイト・ケア □ □ 年 月 □ 46,4

54の2
抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症治療指導管
理料に限る。）

□ □ 年 月 □ 46の3

55 重度認知症患者デイ・ケア料 □ □ 年 月 □ 47,4

55の2 精神科在宅患者支援管理料 □ □ 年 月 □ 47の2

56 医療保護入院等診療料 □ □ 年 月 □ 48

（ ）（ ） 12251224



施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定

しない
様式（別添２）

今回
届出

22の3 時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト □ □ 年 月 □ 24の6,52

22の4 胎児心エコー法 □ □ 年 月 □ 24の3,52

22の5 ヘッドアップティルト試験 □ □ 年 月 □ 24の7,52

23 人工膵臓検査 □ □ 年 月 □ 24の4,4

23の2 皮下連続式グルコース測定 □ □ 年 月 □ 24の5

24 長期継続頭蓋内脳波検査 □ □ 年 月 □ 25

24の2 長期脳波ビデオ同時記録検査１ □ □ 年 月 □ 25の2,52

25 中枢神経磁気刺激による誘発筋電図 □ □ 年 月 □ 26

25の2 単線維筋電図 □ □ 年 月 □ 27の4,52

25の3 光トポグラフィー □ □ 年 月 □ 26の2,52

26 脳磁図 □ □ 年 月 □ 27

26の1の2 安全精度管理下で行うもの（終夜睡眠ポリグラフィー） □ □ 年 月 □ 27の2の2,52

26の1の3 脳波検査判断料１ □ □ 年 月 □ 27の2

26の1の4 遠隔脳波診断 □ □ 年 月 □ 　

26の2 神経学的検査 □ □ 年 月 □ 28

27 補聴器適合検査 □ □ 年 月 □ 29

27の2 黄斑局所網膜電図及び全視野精密網膜電図 □ □ 年 月 □ 29の3

27の3 ロービジョン検査判断料 □ □ 年 月 □ 29の2

28 コンタクトレンズ検査料 □ □ 年 月 □ 30

29 小児食物アレルギー負荷検査 □ □ 年 月 □ 31

29の2 内服・点滴誘発試験 □ □ 年 月 □ 31の2

29の3 センチネルリンパ節生検（片側） □ □ 年 月 □ 31の3,52,4

29の4 ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 □ □ 年 月 □ 38

29の4の2 経気管支凍結生検法 □ □ 年 月 □ 38の4

29の5 有床義歯咀嚼機能検査、咀嚼能力検査及び咬合圧検査 □ □ 年 月 □ 38の1の2

29の6 精密触覚機能検査 □ □ 年 月 □ 38の1の3

29の７ 睡眠時歯科筋電図検査 □ □ 年 月 □ 38の1の4

30 画像診断管理加算１ □ □ 年 月 □ 32

30 画像診断管理加算２ □ □ 年 月 □ 32

30 画像診断管理加算３ □ □ 年 月 □ 32

31 歯科画像診断管理加算 □ □ 年 月 □ 33

32 遠隔画像診断 □ □ 年 月 □ 34又は35

33
ポジトロン断層撮影、ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮
影、ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影又は乳房
用ポジトロン断層撮影

□ □ 年 月 □ 36

34 ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 □ □ 年 月 □ 37

35 冠動脈ＣＴ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

35の2 血流予備量比コンピューター断層撮影 □ □ 年 月 □ 37の2

35の3 外傷全身ＣＴ加算 □ □ 年 月 □ 38

36 心臓ＭＲＩ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

36の1の2 乳房ＭＲＩ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

36の1の3 小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定

しない
様式（別添２）

今回
届出

36の1の4 頭部ＭＲＩ撮影加算 □ □ 年 月 □ 38

36の2 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 □ □ 年 月 □ 38の2

36の3 外来後発医薬品使用体制加算 □ □ 年 月 □ 38の3

37 外来化学療法加算１ □ □ 年 月 □ 39

37 外来化学療法加算２ □ □ 年 月 □ 39

37の２ 無菌製剤処理料 □ □ 年 月 □ 40,4

38 心大血管疾患リハビリテーション料（Ｉ） □ □ 年 月 □ 41,44の2

39 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 41,44の2

40 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

40の２ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

41 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

42 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

42の2 運動器リハビリテーション料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

43 運動器リハビリテーション料（Ⅲ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

44 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

45 呼吸器リハビリテーション料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 42,44の2

45の2 摂食機能療法（摂食嚥下支援加算） □ □ 年 月 □ 43の6の2

46 難病患者リハビリテーション料 □ □ 年 月 □ 43,44の2

47 障害児（者）リハビリテーション料 □ □ 年 月 □ 43,44の2

47の2 がん患者リハビリテーション料 □ □ 年 月 □ 43の2,44の2

47の3 認知症患者リハビリテーション料 □ □ 年 月 □ 43の3,44の2

47の3の2 リンパ浮腫複合的治療料 □ □ 年 月 □ 43の7

47の4 集団コミュニケーション療法料 □ □ 年 月 □ 44,44の2

47の5 歯科口腔リハビリテーション料２ □ □ 年 月 □ 44の4

47の6 経頭蓋磁気刺激療法 □ □ 年 月 □ 44の8

47の7 通院・在宅精神療法（児童思春期精神科専門管理加算） □ □ 年 月 □ 44の5

47の7 通院・在宅精神療法（療養生活環境整備指導加算） □ □ 年 月 □ 44の5の2

47の8 救急患者精神科継続支援料 □ □ 年 月 □ 44の6

48 認知療法・認知行動療法 □ □ 年 月 □ 44の3

48の1の2 依存症集団療法 □ □ 年 月 □ 44の7

48の2 精神科作業療法 □ □ 年 月 □ 45,4

49 精神科ショート・ケア「大規模なもの」 □ □ 年 月 □ 46,4

50 精神科ショート・ケア「小規模なもの」 □ □ 年 月 □ 46,4

51 精神科デイ・ケア「大規模なもの」 □ □ 年 月 □ 46,4

52 精神科デイ・ケア「小規模なもの」 □ □ 年 月 □ 46,4

53 精神科ナイト・ケア □ □ 年 月 □ 46,4

54 精神科デイ・ナイト・ケア □ □ 年 月 □ 46,4

54の2
抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症治療指導管
理料に限る。）

□ □ 年 月 □ 46の3

55 重度認知症患者デイ・ケア料 □ □ 年 月 □ 47,4

55の2 精神科在宅患者支援管理料 □ □ 年 月 □ 47の2

56 医療保護入院等診療料 □ □ 年 月 □ 48

（ ）（ ） 12251224



施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定

しない
様式（別添２）

今回
届出

56の2 処置の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１ □ □ 年 月 □
48の2,48の2の2,
48の3,48の4,4

(基本別添7)13の4

56の2の2 静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） □ □ 年 月 □ 48の5

56の2の3 多血小板血漿処置 □ □ 年 月 □ 48の7

56の3 硬膜外自家血注入 □ □ 年 月 □ 52,48の6

57 ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（甲状腺に対するもの） □ □ 年 月 □ 49

57 ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（副甲状腺に対するもの） □ □ 年 月 □ 49の2

57の2 人工腎臓 □ □ 年 月 □ 87の4,2の2,49の3

57の2の2 下肢末梢動脈疾患指導管理加算 □ □ 年 月 □ 49の3の2

57の2の3 人工膵臓療法 □ □ 年 月 □ 24の4

57の3 磁気による膀胱等刺激法 □ □ 年 月 □ 49の4

57の4の2 心不全に対する遠赤外線温熱療法 □ □ 年 月 □ 49の4の2,52

57の4の3 歩行運動処置（ロボットスーツによるもの） □ □ 年 月 □ 49の6,4,49の7

57の4の4 手術用顕微鏡加算 □ □ 年 月 □ 49の8

57の4の5 口腔粘膜処置 □ □ 年 月 □ 49の9

57の5 う蝕歯無痛的窩洞形成加算 □ □ 年 月 □ 50

57の6 ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 □ □ 年 月 □ 50の2

57の7 有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算 □ □ 年 月 □ 50の3

57の8
皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する場合に限
る。）

□ □ 年 月 □ 50の4,52,4

57の8の2 皮膚移植術（死体） □ □ 年 月 □ 87の6,52

57の9
組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）の場合
に限る。）

□ □ 年 月 □ 50の5

57の9の2 処理骨再建加算 □ □ 年 月 □ 50の5の3,52

57の9の3
骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）（同種骨移
植（特殊なものに限る。）））

□ □ 年 月 □ 50の5の2

57の10 骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。） □ □ 年 月 □ 50の6,52

57の11 後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの） □ □ 年 月 □ 52,87の7

57の12 椎間板内酵素注入療法 □ □ 年 月 □ 50の7

58 腫瘍脊椎骨全摘術 □ □ 年 月 □ 51,52,4

58の2 脳腫瘍覚醒下マッピング加算 □ □ 年 月 □ 51の2,52

58の3 原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算 □ □ 年 月 □ 51の3

59 頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。） □ □ 年 月 □ 52,54

60
脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装置交換
術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

□ □ 年 月 □ 25

60の2
頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上の電極による場
合）に限る。）

□ □ 年 月 □ 25の3

60の2の2 仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術 □ □ 年 月 □ 53

60の3
治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジストロ
フィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

□ □ 年 月 □ 52,54の2

60の4 羊膜移植術 □ □ 年 月 □ 52,54の3

60の5
緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるも
の））

□ □ 年 月 □ 52,54の4

施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定
しない

様式（別添２）
今回
届出

60の6 緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） □ □ 年 月 □ 52,54の8

60の7 網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの） □ □ 年 月 □ 52,54の5

60の8 網膜再建術 □ □ 年 月 □ 52,54の6

61
人工中耳植込術、人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込
型骨導補聴器交換術

□ □ 年 月 □ 52,55

61の2 内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） □ □ 年 月 □ 52,54の7

61の2の2 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。） □ □ 年 月 □ 52,56の7

61の2の3 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,56の7

61の2の4 喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの） □ □ 年 月 □ 52,87の5

61の3
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療以外の診療に
係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
（歯科診療以外の診療に係るものに限る。）

□ □ 年 月 □ 52,56

61の4
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに
限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に
係るものに限る。）

□ □ 年 月 □ 52,56の3

61の4の2 顎関節人工関節全置換術（歯科診療以外の診療に係るものに限る。） □ □ 年 月 □ 56の8

61の4の3 顎関節人工関節全置換術（歯科診療に係るものに限る。） □ □ 年 月 □ 56の8

61の4の4
内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲状腺全摘
（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺腫過形成手
術

□ □ 年 月 □ 52,56の4

61の4の5 内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,56の4

61の4の6 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（ＭＲＩによるもの） □ □ 年 月 □ 38

61の5
乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１又は乳がんセン
チネルリンパ節加算２を算定する場合に限る。）

□ □ 年 月 □ 52,56の2

61の5
乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）
及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

□ □ 年 月 □ 52,56の5

61の6 ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） □ □ 年 月 □ 50の5

61の7
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術及び胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

□ □ 年 月 □ 52,87の8

61の7の2
肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併切除を伴
うもの）に限る。）

□ □ 年 月 □ 52,56の6

61の7の3
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもので、内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）

□ □ 年 月 □ 52,87の17

62 同種死体肺移植術 □ □ 年 月 □ 57

62の2 生体部分肺移植術 □ □ 年 月 □ 52,58

62の2の2 胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の10

62の2の3 縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の10の2

62の2の4 内視鏡下筋層切開術 □ □ 年 月 □ 52,58の2

62の2の5

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃・十二
指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎
（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）及び腟腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）

□ □ 年 月 □ 87の9

63 経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） □ □ 年 月 □ 52,59

63の2の2 胸腔鏡下弁形成術及び胸腔鏡下弁置換術 □ □ 年 月 □ 52,87の11

63の3 経カテーテル大動脈弁置換術 □ □ 年 月 □ 52,59の2

63の4 経皮的僧帽弁クリップ術 □ □ 年 月 □ 52,87の12

63の5 胸腔鏡下動脈管開存閉鎖術 □ □ 年 月 □ 52,59の3
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56の2 処置の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１ □ □ 年 月 □
48の2,48の2の2,
48の3,48の4,4

(基本別添7)13の4

56の2の2 静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） □ □ 年 月 □ 48の5

56の2の3 多血小板血漿処置 □ □ 年 月 □ 48の7

56の3 硬膜外自家血注入 □ □ 年 月 □ 52,48の6

57 ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（甲状腺に対するもの） □ □ 年 月 □ 49

57 ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（副甲状腺に対するもの） □ □ 年 月 □ 49の2

57の2 人工腎臓 □ □ 年 月 □ 87の4,2の2,49の3

57の2の2 下肢末梢動脈疾患指導管理加算 □ □ 年 月 □ 49の3の2

57の2の3 人工膵臓療法 □ □ 年 月 □ 24の4

57の3 磁気による膀胱等刺激法 □ □ 年 月 □ 49の4

57の4の2 心不全に対する遠赤外線温熱療法 □ □ 年 月 □ 49の4の2,52

57の4の3 歩行運動処置（ロボットスーツによるもの） □ □ 年 月 □ 49の6,4,49の7

57の4の4 手術用顕微鏡加算 □ □ 年 月 □ 49の8

57の4の5 口腔粘膜処置 □ □ 年 月 □ 49の9

57の5 う蝕歯無痛的窩洞形成加算 □ □ 年 月 □ 50

57の6 ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 □ □ 年 月 □ 50の2

57の7 有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算 □ □ 年 月 □ 50の3

57の8
皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する場合に限
る。）

□ □ 年 月 □ 50の4,52,4

57の8の2 皮膚移植術（死体） □ □ 年 月 □ 87の6,52

57の9
組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）の場合
に限る。）

□ □ 年 月 □ 50の5

57の9の2 処理骨再建加算 □ □ 年 月 □ 50の5の3,52

57の9の3
骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）（同種骨移
植（特殊なものに限る。）））

□ □ 年 月 □ 50の5の2

57の10 骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。） □ □ 年 月 □ 50の6,52

57の11 後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの） □ □ 年 月 □ 52,87の7

57の12 椎間板内酵素注入療法 □ □ 年 月 □ 50の7

58 腫瘍脊椎骨全摘術 □ □ 年 月 □ 51,52,4

58の2 脳腫瘍覚醒下マッピング加算 □ □ 年 月 □ 51の2,52

58の3 原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算 □ □ 年 月 □ 51の3

59 頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。） □ □ 年 月 □ 52,54

60
脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装置交換
術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

□ □ 年 月 □ 25

60の2
頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上の電極による場
合）に限る。）

□ □ 年 月 □ 25の3

60の2の2 仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術 □ □ 年 月 □ 53

60の3
治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジストロ
フィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

□ □ 年 月 □ 52,54の2

60の4 羊膜移植術 □ □ 年 月 □ 52,54の3

60の5
緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるも
の））

□ □ 年 月 □ 52,54の4
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60の6 緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） □ □ 年 月 □ 52,54の8

60の7 網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの） □ □ 年 月 □ 52,54の5

60の8 網膜再建術 □ □ 年 月 □ 52,54の6

61
人工中耳植込術、人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込
型骨導補聴器交換術

□ □ 年 月 □ 52,55

61の2 内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） □ □ 年 月 □ 52,54の7

61の2の2 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。） □ □ 年 月 □ 52,56の7

61の2の3 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,56の7

61の2の4 喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの） □ □ 年 月 □ 52,87の5

61の3
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療以外の診療に
係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
（歯科診療以外の診療に係るものに限る。）

□ □ 年 月 □ 52,56

61の4
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに
限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に
係るものに限る。）

□ □ 年 月 □ 52,56の3

61の4の2 顎関節人工関節全置換術（歯科診療以外の診療に係るものに限る。） □ □ 年 月 □ 56の8

61の4の3 顎関節人工関節全置換術（歯科診療に係るものに限る。） □ □ 年 月 □ 56の8

61の4の4
内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲状腺全摘
（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺腫過形成手
術

□ □ 年 月 □ 52,56の4

61の4の5 内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,56の4

61の4の6 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（ＭＲＩによるもの） □ □ 年 月 □ 38

61の5
乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１又は乳がんセン
チネルリンパ節加算２を算定する場合に限る。）

□ □ 年 月 □ 52,56の2

61の5
乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）
及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

□ □ 年 月 □ 52,56の5

61の6 ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） □ □ 年 月 □ 50の5

61の7
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術及び胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

□ □ 年 月 □ 52,87の8

61の7の2
肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併切除を伴
うもの）に限る。）

□ □ 年 月 □ 52,56の6

61の7の3
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもので、内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）

□ □ 年 月 □ 52,87の17

62 同種死体肺移植術 □ □ 年 月 □ 57

62の2 生体部分肺移植術 □ □ 年 月 □ 52,58

62の2の2 胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の10

62の2の3 縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の10の2

62の2の4 内視鏡下筋層切開術 □ □ 年 月 □ 52,58の2

62の2の5

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃・十二
指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎
（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）及び腟腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）

□ □ 年 月 □ 87の9

63 経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） □ □ 年 月 □ 52,59

63の2の2 胸腔鏡下弁形成術及び胸腔鏡下弁置換術 □ □ 年 月 □ 52,87の11

63の3 経カテーテル大動脈弁置換術 □ □ 年 月 □ 52,59の2

63の4 経皮的僧帽弁クリップ術 □ □ 年 月 □ 52,87の12

63の5 胸腔鏡下動脈管開存閉鎖術 □ □ 年 月 □ 52,59の3
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63の5の2
不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）に限
る。）

□ □ 年 月 □ 52,59の3の2

63の6 磁気ナビゲーション加算 □ □ 年 月 □ 52,59の4

64 経皮的中隔心筋焼灼術 □ □ 年 月 □ 52,60

65 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 □ □ 年 月 □ 24

66 両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー交換術 □ □ 年 月 □ 52,61

67 植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経静脈電極抜去術 □ □ 年 月 □ 52,62

67の2
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室ペーシング機
能付き植込型除細動器交換術

□ □ 年 月 □ 52,63

68 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） □ □ 年 月 □ 24

68の2 経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） □ □ 年 月 □ 52,87の13

69 補助人工心臓 □ □ 年 月 □ 52,64

69の2 小児補助人工心臓 □ □ 年 月 □ 52,64の2

70の2 植込型補助人工心臓（非拍動流型） □ □ 年 月 □ 52,65の3

71 同種心移植術 □ □ 年 月 □ 57

72 同種心肺移植術 □ □ 年 月 □ 57

72の1の2 骨格筋由来細胞シート心表面移植術 □ □ 年 月 □ 65の3の2

72の2の2 経皮的下肢動脈形成術 □ □ 年 月 □ 65の3の3

72の3 内視鏡下下肢静脈瘤不全穿通枝切離術 □ □ 年 月 □ 52,65の4

72の4 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） □ □ 年 月 □ 52,65の4の2

72の4の2 腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

72の5 腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ節群郭清術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

72の7
腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術及び腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍
手術

□ □ 年 月 □ 52,65の5

72の7の2 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの） □ □ 年 月 □ 52,65の8

72の7の3 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の14

72の7の4 腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の14

72の7の5 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の14

72の8 腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの） □ □ 年 月 □ 52,65の6

72の8の2 バルーン閉塞下経静脈的塞栓術 □ □ 年 月 □ 52,87の15

72の9
胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うも
のに限る。）

□ □ 年 月 □ 52,65の7

73 体外衝撃波胆石破砕術 □ □ 年 月 □ 66

73の2 腹腔鏡下肝切除術 □ □ 年 月 □ 52,66の2

73の3 腹腔鏡下胆道閉鎖症手術 □ □ 年 月 □ 52,87の16

74 生体部分肝移植術 □ □ 年 月 □ 52,67

75 同種死体肝移植術 □ □ 年 月 □ 57

75の2 体外衝撃波膵石破砕術 □ □ 年 月 □ 66

75の3 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術及び腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 □ □ 年 月 □ 52,67の2

75の3 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,67の2の2

75の4 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 □ □ 年 月 □ 52,67の2の3

75の4 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,67の2の4

76 同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術 □ □ 年 月 □ 57
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76の2 同種死体膵島移植術 □ □ 年 月 □ 52,57の2

76の2の2 生体部分小腸移植術 □ □ 年 月 □ 52,87の17の2

76の3 同種死体小腸移植術 □ □ 年 月 □ 57

76の4 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 □ □ 年 月 □ 52,67の3

76の5 腹腔鏡下小切開副腎摘出術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

76の6 腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の18

77 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 □ □ 年 月 □ 66

77の2
腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出術、腹腔鏡下小
切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

□ □ 年 月 □ 52,65の5

77の3 腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） □ □ 年 月 □ 68の2

77の3の2 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） □ □ 年 月 □ 52,68の3

77の3の3 腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,68の4

77の4 同種死体腎移植術 □ □ 年 月 □ 57

77の5 生体腎移植術 □ □ 年 月 □ 52,69

77の6 腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

77の7 膀胱水圧拡張術 □ □ 年 月 □ 52,69の2

77の8 腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

77の9 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,69の3

77の9 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,69の5

77の10 腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,69の3

77の11 人工尿道括約筋植込・置換術 □ □ 年 月 □ 69の4

77の12 焦点式高ｴﾈﾙｷﾞｰ超音波療法 □ □ 年 月 □ 52,70

78 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,71

78の2 腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,65の5,4

78の2の2 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） □ □ 年 月 □ 52,71の1の2

78の2の3 腹腔鏡下仙骨膣固定術 □ □ 年 月 □ 52,71の1の3

78の2の3 腹腔鏡下仙骨膣固定手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,71の1の4

78の3 腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の19

78の3の2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） □ □ 年 月 □ 52,71の2

78の3の2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） □ □ 年 月 □ 52,71の2

78の3の2
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

□ □ 年 月 □ 52,71の5

78の3の2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,71の2

78の4 内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術 □ □ 年 月 □ 52,71の3

78の5 胎児胸腔・羊水腔シャント術 □ □ 年 月 □ 52,71の4

78の6
医科点数表第２章第10部手術の通則４（性同一性障害の患者に対して
行うものに限る。）に掲げる手術

□ □ 年 月 □ 52,87の20

79の2 手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１ □ □ 年 月 □
48の2,48の2の2,
48の3,48の4,4,

(基本別添7)13の4

79の3 胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。） □ □ 年 月 □ 43の4,43の5

80 輸血管理料Ⅰ □ □ 年 月 □ 73

80 輸血管理料Ⅱ □ □ 年 月 □ 73

（ ）（ ） 12291228



施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定

しない
様式（別添２）

今回
届出

63の5の2
不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）に限
る。）

□ □ 年 月 □ 52,59の3の2

63の6 磁気ナビゲーション加算 □ □ 年 月 □ 52,59の4

64 経皮的中隔心筋焼灼術 □ □ 年 月 □ 52,60

65 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 □ □ 年 月 □ 24

66 両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー交換術 □ □ 年 月 □ 52,61

67 植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経静脈電極抜去術 □ □ 年 月 □ 52,62

67の2
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室ペーシング機
能付き植込型除細動器交換術

□ □ 年 月 □ 52,63

68 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） □ □ 年 月 □ 24

68の2 経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） □ □ 年 月 □ 52,87の13

69 補助人工心臓 □ □ 年 月 □ 52,64

69の2 小児補助人工心臓 □ □ 年 月 □ 52,64の2

70の2 植込型補助人工心臓（非拍動流型） □ □ 年 月 □ 52,65の3

71 同種心移植術 □ □ 年 月 □ 57

72 同種心肺移植術 □ □ 年 月 □ 57

72の1の2 骨格筋由来細胞シート心表面移植術 □ □ 年 月 □ 65の3の2

72の2の2 経皮的下肢動脈形成術 □ □ 年 月 □ 65の3の3

72の3 内視鏡下下肢静脈瘤不全穿通枝切離術 □ □ 年 月 □ 52,65の4

72の4 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） □ □ 年 月 □ 52,65の4の2

72の4の2 腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

72の5 腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ節群郭清術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

72の7
腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術及び腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍
手術

□ □ 年 月 □ 52,65の5

72の7の2 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの） □ □ 年 月 □ 52,65の8

72の7の3 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の14

72の7の4 腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の14

72の7の5 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の14

72の8 腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの） □ □ 年 月 □ 52,65の6

72の8の2 バルーン閉塞下経静脈的塞栓術 □ □ 年 月 □ 52,87の15

72の9
胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うも
のに限る。）

□ □ 年 月 □ 52,65の7

73 体外衝撃波胆石破砕術 □ □ 年 月 □ 66

73の2 腹腔鏡下肝切除術 □ □ 年 月 □ 52,66の2

73の3 腹腔鏡下胆道閉鎖症手術 □ □ 年 月 □ 52,87の16

74 生体部分肝移植術 □ □ 年 月 □ 52,67

75 同種死体肝移植術 □ □ 年 月 □ 57

75の2 体外衝撃波膵石破砕術 □ □ 年 月 □ 66

75の3 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術及び腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 □ □ 年 月 □ 52,67の2

75の3 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,67の2の2

75の4 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 □ □ 年 月 □ 52,67の2の3

75の4 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,67の2の4

76 同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術 □ □ 年 月 □ 57

施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定

しない
様式（別添２）

今回
届出

76の2 同種死体膵島移植術 □ □ 年 月 □ 52,57の2

76の2の2 生体部分小腸移植術 □ □ 年 月 □ 52,87の17の2

76の3 同種死体小腸移植術 □ □ 年 月 □ 57

76の4 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 □ □ 年 月 □ 52,67の3

76の5 腹腔鏡下小切開副腎摘出術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

76の6 腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の18

77 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 □ □ 年 月 □ 66

77の2
腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出術、腹腔鏡下小
切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

□ □ 年 月 □ 52,65の5

77の3 腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） □ □ 年 月 □ 68の2

77の3の2 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） □ □ 年 月 □ 52,68の3

77の3の3 腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,68の4

77の4 同種死体腎移植術 □ □ 年 月 □ 57

77の5 生体腎移植術 □ □ 年 月 □ 52,69

77の6 腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

77の7 膀胱水圧拡張術 □ □ 年 月 □ 52,69の2

77の8 腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術 □ □ 年 月 □ 52,65の5

77の9 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,69の3

77の9 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,69の5

77の10 腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,69の3

77の11 人工尿道括約筋植込・置換術 □ □ 年 月 □ 69の4

77の12 焦点式高ｴﾈﾙｷﾞｰ超音波療法 □ □ 年 月 □ 52,70

78 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,71

78の2 腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,65の5,4

78の2の2 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） □ □ 年 月 □ 52,71の1の2

78の2の3 腹腔鏡下仙骨膣固定術 □ □ 年 月 □ 52,71の1の3

78の2の3 腹腔鏡下仙骨膣固定手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,71の1の4

78の3 腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） □ □ 年 月 □ 52,87の19

78の3の2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） □ □ 年 月 □ 52,71の2

78の3の2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） □ □ 年 月 □ 52,71の2

78の3の2
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

□ □ 年 月 □ 52,71の5

78の3の2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術 □ □ 年 月 □ 52,71の2

78の4 内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術 □ □ 年 月 □ 52,71の3

78の5 胎児胸腔・羊水腔シャント術 □ □ 年 月 □ 52,71の4

78の6
医科点数表第２章第10部手術の通則４（性同一性障害の患者に対して
行うものに限る。）に掲げる手術

□ □ 年 月 □ 52,87の20

79の2 手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１ □ □ 年 月 □
48の2,48の2の2,
48の3,48の4,4,

(基本別添7)13の4

79の3 胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。） □ □ 年 月 □ 43の4,43の5

80 輸血管理料Ⅰ □ □ 年 月 □ 73

80 輸血管理料Ⅱ □ □ 年 月 □ 73

（ ）（ ） 12291228
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80 輸血適正使用加算 □ □ 年 月 □ 73

80 貯血式自己血輸血管理体制加算 □ □ 年 月 □ 73

80の2 コーディネート体制充実加算 □ □ 年 月 □ 87の21

80の3 自己生体組織接着剤作成術 □ □ 年 月 □ 73の2

80の3の2
自己クリオプレシピテート作製術（用手法）及び同種クリオプレシピ
テート作製術

□ □ 年 月 □ 73の2

80の4 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 □ □ 年 月 □ 73の3

80の5 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 □ □ 年 月 □ 43の4,43の5

80の5の2 凍結保存同種組織加算 □ □ 年 月 □ 52,73の5

80の6 歯周組織再生誘導手術 □ □ 年 月 □ 74

80の7 手術時歯根面レーザー応用加算 □ □ 年 月 □ 50

80の8 広範囲顎骨支持型装置埋入手術 □ □ 年 月 □ 74の3

80の9 歯根端切除手術の注３ □ □ 年 月 □ 49の8

80の10 口腔粘膜血管腫凝固術 □ □ 年 月 □ 74の4

80の11 レーザー機器加算の施設基準 □ □ 年 月 □ 49の9

81 麻酔管理料(Ⅰ) □ □ 年 月 □ 75

81の2 麻酔管理料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 75

81の3 歯科麻酔管理料 □ □ 年 月 □ 75の2

82 放射線治療専任加算 □ □ 年 月 □ 76

82の2 外来放射線治療加算 □ □ 年 月 □ 76

82の3 遠隔放射線治療計画加算 □ □ 年 月 □ 76の2

83 高エネルギー放射線治療 □ □ 年 月 □ 77

83の2 １回線量増加加算 □ □ 年 月 □ 77

83の3 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ) □ □ 年 月 □ 78

83の4 画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ） □ □ 年 月 □ 78の2

83の5 体外照射呼吸性移動対策加算 □ □ 年 月 □ 78の3

84 定位放射線治療 □ □ 年 月 □ 79

84の2 定位放射線治療呼吸性移動対策加算 □ □ 年 月 □ 78の3

84の2の2 粒子線治療 □ □ 年 月 □ 79の1の2

84の2の3 粒子線治療適応判定加算 □ □ 年 月 □ 79の1の3

84の2の4 粒子線治療医学管理加算 □ □ 年 月 □ 79の1の3

84の2の5 画像誘導密封小線源治療加算 □ □ 年 月 □ 78の2

84の3 保険医療機関間の連携による病理診断 □ □ 年 月 □ 79の2

84の4
保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術中迅速病理
組織標本作製

□ □ 年 月 □ 80

84の5 保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による迅速細胞診 □ □ 年 月 □ 80

84の6 デジタル病理画像による病理診断 □ □ 年 月 □ 80の2

84の7 病理診断管理加算 □ □ 年 月 □ 80の2

84の8 悪性腫瘍病理組織標本加算 □ □ 年 月 □ 80の2

84の9 口腔病理診断管理加算 □ □ 年 月 □ 80の3

85 クラウン・ブリッジ維持管理料 □ □ 年 月 □ 81

86 歯科矯正診断料 □ □ 年 月 □ 82

施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定
しない

様式（別添２）
今回
届出

87
顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とするものに限る。）
の手術前後における歯科矯正に係るもの）

□ □ 年 月 □ 83

88 調剤基本料 □ □ 年 月 □ 84

89 調剤基本料の注１ただし書に規定する施設基準 □ □ 年 月 □ 87の2

92 地域支援体制加算 □ □ 年 月 □ 87の3,87の3の2,4

93 後発医薬品調剤体制加算 □ □ 年 月 □ 87

95 保険薬局の無菌製剤処理加算 □ □ 年 月 □ 88

96 在宅患者調剤加算 □ □ 年 月 □ 89

97 薬剤服用歴管理指導料の注３に規定する施設基準 □ □ 年 月 □ 91

98 特定薬剤管理指導加算２ □ □ 年 月 □ 92

100 かかりつけ薬剤師指導料及びかかりつけ薬剤師包括管理料 □ □ 年 月 □ 90

※様式2、6、7の4、7の5、13の5、24の2、65、65の2、68、72、73の4、74の2、86は欠番。

（ ）（ ） 12311230



施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定

しない
様式（別添２）

今回
届出

80 輸血適正使用加算 □ □ 年 月 □ 73

80 貯血式自己血輸血管理体制加算 □ □ 年 月 □ 73

80の2 コーディネート体制充実加算 □ □ 年 月 □ 87の21

80の3 自己生体組織接着剤作成術 □ □ 年 月 □ 73の2

80の3の2
自己クリオプレシピテート作製術（用手法）及び同種クリオプレシピ
テート作製術

□ □ 年 月 □ 73の2

80の4 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 □ □ 年 月 □ 73の3

80の5 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 □ □ 年 月 □ 43の4,43の5

80の5の2 凍結保存同種組織加算 □ □ 年 月 □ 52,73の5

80の6 歯周組織再生誘導手術 □ □ 年 月 □ 74

80の7 手術時歯根面レーザー応用加算 □ □ 年 月 □ 50

80の8 広範囲顎骨支持型装置埋入手術 □ □ 年 月 □ 74の3

80の9 歯根端切除手術の注３ □ □ 年 月 □ 49の8

80の10 口腔粘膜血管腫凝固術 □ □ 年 月 □ 74の4

80の11 レーザー機器加算の施設基準 □ □ 年 月 □ 49の9

81 麻酔管理料(Ⅰ) □ □ 年 月 □ 75

81の2 麻酔管理料（Ⅱ） □ □ 年 月 □ 75

81の3 歯科麻酔管理料 □ □ 年 月 □ 75の2

82 放射線治療専任加算 □ □ 年 月 □ 76

82の2 外来放射線治療加算 □ □ 年 月 □ 76

82の3 遠隔放射線治療計画加算 □ □ 年 月 □ 76の2

83 高エネルギー放射線治療 □ □ 年 月 □ 77

83の2 １回線量増加加算 □ □ 年 月 □ 77

83の3 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ) □ □ 年 月 □ 78

83の4 画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ） □ □ 年 月 □ 78の2

83の5 体外照射呼吸性移動対策加算 □ □ 年 月 □ 78の3

84 定位放射線治療 □ □ 年 月 □ 79

84の2 定位放射線治療呼吸性移動対策加算 □ □ 年 月 □ 78の3

84の2の2 粒子線治療 □ □ 年 月 □ 79の1の2

84の2の3 粒子線治療適応判定加算 □ □ 年 月 □ 79の1の3

84の2の4 粒子線治療医学管理加算 □ □ 年 月 □ 79の1の3

84の2の5 画像誘導密封小線源治療加算 □ □ 年 月 □ 78の2

84の3 保険医療機関間の連携による病理診断 □ □ 年 月 □ 79の2

84の4
保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術中迅速病理
組織標本作製

□ □ 年 月 □ 80

84の5 保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による迅速細胞診 □ □ 年 月 □ 80

84の6 デジタル病理画像による病理診断 □ □ 年 月 □ 80の2

84の7 病理診断管理加算 □ □ 年 月 □ 80の2

84の8 悪性腫瘍病理組織標本加算 □ □ 年 月 □ 80の2

84の9 口腔病理診断管理加算 □ □ 年 月 □ 80の3

85 クラウン・ブリッジ維持管理料 □ □ 年 月 □ 81

86 歯科矯正診断料 □ □ 年 月 □ 82

施設基
準通知 名　　　称

既届出
算定

しない
様式（別添２）

今回
届出

87
顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とするものに限る。）
の手術前後における歯科矯正に係るもの）

□ □ 年 月 □ 83

88 調剤基本料 □ □ 年 月 □ 84

89 調剤基本料の注１ただし書に規定する施設基準 □ □ 年 月 □ 87の2

92 地域支援体制加算 □ □ 年 月 □ 87の3,87の3の2,4

93 後発医薬品調剤体制加算 □ □ 年 月 □ 87

95 保険薬局の無菌製剤処理加算 □ □ 年 月 □ 88

96 在宅患者調剤加算 □ □ 年 月 □ 89

97 薬剤服用歴管理指導料の注３に規定する施設基準 □ □ 年 月 □ 91

98 特定薬剤管理指導加算２ □ □ 年 月 □ 92

100 かかりつけ薬剤師指導料及びかかりつけ薬剤師包括管理料 □ □ 年 月 □ 90

※様式2、6、7の4、7の5、13の5、24の2、65、65の2、68、72、73の4、74の2、86は欠番。

（ ）（ ） 12311230



機能強化加算に係る院内掲示 

 

当院は「かかりつけ医」として次のような取組みを行っています 

 

○ 健康診断の結果に関する相談等、健康管理に関するご相談に

応じます。必要に応じ、専門の医師・医療機関をご紹介します。 

○ 介護・保健・福祉サービスの利用に関するご相談に応じます。 

○ 夜間・休日の問い合わせへの対応を行っています。 

○ 日本医師会かかりつけ医機能研修制度 応用研修会を修了し

ています。 

 

 

医療機関名                 

 

 

※ 厚生労働省や都道府県のホームページにある「医療機能情報提供制度」
のページで、かかりつけ医機能を有する医療機関等の地域の医療機関が
検索できます。 

 

 


